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The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal and
also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of aiōnios.
Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal. Translating
aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek word
for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However, Hell
is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is the
abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as Hell.
Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the Valley of
Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a prison for
demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for the Beast
and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the King James
Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World English Bible
zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41 explains that
these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Take the time to understand these eleven words. The original translation is unaltered and
a note is added to 64 Old Testament and 201 New Testament verses. To help parallel
study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most variant verse
numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at eBible.org,
Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian Bible is
copyrighted with creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0, allowing 100% freedom to
copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide and read
online at AionianBible.org, with Android, and TOR network. Why purple? King Jesus’
Word is royal… and purple is the color of royalty!
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旧約聖書



神は人を追い出し、エデンの園の東に、ケルビムと、回る炎のつるぎとを置いて、

命の木の道を守らせられた。

創世記 3:24
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創世記

1はじめに神は天と地とを創造された。 2地は形な

く、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神の霊が

水のおもてをおおっていた。 3神は「光あれ」と言

われた。すると光があった。 4神はその光を見て、

良しとされた。神はその光とやみとを分けられた。

5神は光を昼と名づけ、やみを夜と名づけられた。夕

となり、また朝となった。第一日である。 6神はま

た言われた、「水の間におおぞらがあって、水と水

とを分けよ」。 7そのようになった。神はおおぞら

を造って、おおぞらの下の水とおおぞらの上の水と

を分けられた。 8神はそのおおぞらを天と名づけら

れた。夕となり、また朝となった。第二日である。

9神はまた言われた、「天の下の水は一つ所に集まり

、かわいた地が現れよ」。そのようになった。 10神

はそのかわいた地を陸と名づけ、水の集まった所を

海と名づけられた。神は見て、良しとされた。 11神

はまた言われた、「地は青草と、種をもつ草と、種

類にしたがって種のある実を結ぶ果樹とを地の上に

はえさせよ」。そのようになった。 12地は青草と、

種類にしたがって種をもつ草と、種類にしたがって

種のある実を結ぶ木とをはえさせた。神は見て、良

しとされた。 13夕となり、また朝となった。第三日

である。 14神はまた言われた、「天のおおぞらに光

があって昼と夜とを分け、しるしのため、季節のた

め、日のため、年のためになり、 15天のおおぞらに

あって地を照らす光となれ」。そのようになった。

16神は二つの大きな光を造り、大きい光に昼をつか

さどらせ、小さい光に夜をつかさどらせ、また星を
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造られた。 17神はこれらを天のおおぞらに置いて地

を照らさせ、 18昼と夜とをつかさどらせ、光とやみ

とを分けさせられた。神は見て、良しとされた。 19

夕となり、また朝となった。第四日である。 20神は

また言われた、「水は生き物の群れで満ち、鳥は地

の上、天のおおぞらを飛べ」。 21神は海の大いなる

獣と、水に群がるすべての動く生き物とを、種類に

したがって創造し、また翼のあるすべての鳥を、種

類にしたがって創造された。神は見て、良しとされ

た。 22神はこれらを祝福して言われた、「生めよ、

ふえよ、海の水に満ちよ、また鳥は地にふえよ」。

23夕となり、また朝となった。第五日である。 24神

はまた言われた、「地は生き物を種類にしたがって

いだせ。家畜と、這うものと、地の獣とを種類にし

たがっていだせ」。そのようになった。 25神は地の

獣を種類にしたがい、家畜を種類にしたがい、また

地に這うすべての物を種類にしたがって造られた。

神は見て、良しとされた。 26神はまた言われた、「

われわれのかたちに、われわれにかたどって人を造

り、これに海の魚と、空の鳥と、家畜と、地のすべ

ての獣と、地のすべての這うものとを治めさせよう

」。 27神は自分のかたちに人を創造された。すなわ

ち、神のかたちに創造し、男と女とに創造された。

28神は彼らを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ

、地に満ちよ、地を従わせよ。また海の魚と、空の

鳥と、地に動くすべての生き物とを治めよ」。 29神

はまた言われた、「わたしは全地のおもてにある種

をもつすべての草と、種のある実を結ぶすべての木

とをあなたがたに与える。これはあなたがたの食物
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となるであろう。 30また地のすべての獣、空のすべ

ての鳥、地を這うすべてのもの、すなわち命あるも

のには、食物としてすべての青草を与える」。その

ようになった。 31神が造ったすべての物を見られた

ところ、それは、はなはだ良かった。夕となり、ま

た朝となった。第六日である。

2こうして天と地と、その万象とが完成した。 2神

は第七日にその作業を終えられた。すなわち、その

すべての作業を終って第七日に休まれた。 3神はそ

の第七日を祝福して、これを聖別された。神がこの

日に、そのすべての創造のわざを終って休まれたか

らである。 4これが天地創造の由来である。主なる

神が地と天とを造られた時、 5地にはまだ野の木も

なく、また野の草もはえていなかった。主なる神が

地に雨を降らせず、また土を耕す人もなかったから

である。 6しかし地から泉がわきあがって土の全面

を潤していた。 7主なる神は土のちりで人を造り、

命の息をその鼻に吹きいれられた。そこで人は生き

た者となった。 8主なる神は東のかた、エデンに一

つの園を設けて、その造った人をそこに置かれた。

9また主なる神は、見て美しく、食べるに良いすべて

の木を土からはえさせ、更に園の中央に命の木と、

善悪を知る木とをはえさせられた。 10また一つの川

がエデンから流れ出て園を潤し、そこから分れて四

つの川となった。 11その第一の名はピソンといい、

金のあるハビラの全地をめぐるもので、 12その地の

金は良く、またそこはブドラクと、しまめのうとを

産した。 13第二の川の名はギホンといい、クシの全

地をめぐるもの。 14第三の川の名はヒデケルといい
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、アッスリヤの東を流れるもの。第四の川はユフラ

テである。 15主なる神は人を連れて行ってエデンの

園に置き、これを耕させ、これを守らせられた。 16

主なる神はその人に命じて言われた、「あなたは園

のどの木からでも心のままに取って食べてよろしい

。 17しかし善悪を知る木からは取って食べてはなら

ない。それを取って食べると、きっと死ぬであろう

」。 18また主なる神は言われた、「人がひとりでい

るのは良くない。彼のために、ふさわしい助け手を

造ろう」。 19そして主なる神は野のすべての獣と、

空のすべての鳥とを土で造り、人のところへ連れて

きて、彼がそれにどんな名をつけるかを見られた。

人がすべて生き物に与える名は、その名となるので

あった。 20それで人は、すべての家畜と、空の鳥と

、野のすべての獣とに名をつけたが、人にはふさわ

しい助け手が見つからなかった。 21そこで主なる神

は人を深く眠らせ、眠った時に、そのあばら骨の一

つを取って、その所を肉でふさがれた。 22主なる神

は人から取ったあばら骨でひとりの女を造り、人の

ところへ連れてこられた。 23そのとき、人は言った

。「これこそ、ついにわたしの骨の骨、わたしの肉

の肉。男から取ったものだから、これを女と名づけ

よう」。 24それで人はその父と母を離れて、妻と結

び合い、一体となるのである。 25人とその妻とは、

ふたりとも裸であったが、恥ずかしいとは思わなか

った。

3さて主なる神が造られた野の生き物のうちで、へ

びが最も狡猾であった。へびは女に言った、「園に

あるどの木からも取って食べるなと、ほんとうに神
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が言われたのですか」。 2女はへびに言った、「わ

たしたちは園の木の実を食べることは許されていま

すが、 3ただ園の中央にある木の実については、こ

れを取って食べるな、これに触れるな、死んではい

けないからと、神は言われました」。 4へびは女に

言った、「あなたがたは決して死ぬことはないでし

ょう。 5それを食べると、あなたがたの目が開け、

神のように善悪を知る者となることを、神は知って

おられるのです」。 6女がその木を見ると、それは

食べるに良く、目には美しく、賢くなるには好まし

いと思われたから、その実を取って食べ、また共に

いた夫にも与えたので、彼も食べた。 7すると、ふ

たりの目が開け、自分たちの裸であることがわかっ

たので、いちじくの葉をつづり合わせて、腰に巻い

た。 8彼らは、日の涼しい風の吹くころ、園の中に

主なる神の歩まれる音を聞いた。そこで、人とその

妻とは主なる神の顔を避けて、園の木の間に身を隠

した。 9主なる神は人に呼びかけて言われた、「あ

なたはどこにいるのか」。 10彼は答えた、「園の中

であなたの歩まれる音を聞き、わたしは裸だったの

で、恐れて身を隠したのです」。 11神は言われた、

「あなたが裸であるのを、だれが知らせたのか。食

べるなと、命じておいた木から、あなたは取って食

べたのか」。 12人は答えた、「わたしと一緒にして

くださったあの女が、木から取ってくれたので、わ

たしは食べたのです」。 13そこで主なる神は女に言

われた、「あなたは、なんということをしたのです

」。女は答えた、「へびがわたしをだましたのです

。それでわたしは食べました」。 14主なる神はへび
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に言われた、「おまえは、この事を、したので、す

べての家畜、野のすべての獣のうち、最ものろわれ

る。おまえは腹で、這いあるき、一生、ちりを食べ

るであろう。 15わたしは恨みをおく、おまえと女と

のあいだに、おまえのすえと女のすえとの間に。彼

はおまえのかしらを砕き、おまえは彼のかかとを砕

くであろう」。 16つぎに女に言われた、「わたしは

あなたの産みの苦しみを大いに増す。あなたは苦し

んで子を産む。それでもなお、あなたは夫を慕い、

彼はあなたを治めるであろう」。 17更に人に言われ

た、「あなたが妻の言葉を聞いて、食べるなと、わ

たしが命じた木から取って食べたので、地はあなた

のためにのろわれ、あなたは一生、苦しんで地から

食物を取る。 18地はあなたのために、いばらとあざ

みとを生じ、あなたは野の草を食べるであろう。 19

あなたは顔に汗してパンを食べ、ついに土に帰る、

あなたは土から取られたのだから。あなたは、ちり

だから、ちりに帰る」。 20さて、人はその妻の名を

エバと名づけた。彼女がすべて生きた者の母だから

である。 21主なる神は人とその妻とのために皮の着

物を造って、彼らに着せられた。 22主なる神は言わ

れた、「見よ、人はわれわれのひとりのようになり

、善悪を知るものとなった。彼は手を伸べ、命の木

からも取って食べ、永久に生きるかも知れない」。

23そこで主なる神は彼をエデンの園から追い出して

、人が造られたその土を耕させられた。 24神は人を

追い出し、エデンの園の東に、ケルビムと、回る炎

のつるぎとを置いて、命の木の道を守らせられた。
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4人はその妻エバを知った。彼女はみごもり、カイ

ンを産んで言った、「わたしは主によって、ひとり

の人を得た」。 2彼女はまた、その弟アベルを産ん

だ。アベルは羊を飼う者となり、カインは土を耕す

者となった。 3日がたって、カインは地の産物を持

ってきて、主に供え物とした。 4アベルもまた、そ

の群れのういごと肥えたものとを持ってきた。主は

アベルとその供え物とを顧みられた。 5しかしカイ

ンとその供え物とは顧みられなかったので、カイン

は大いに憤って、顔を伏せた。 6そこで主はカイン

に言われた、「なぜあなたは憤るのですか、なぜ顔

を伏せるのですか。 7正しい事をしているのでした

ら、顔をあげたらよいでしょう。もし正しい事をし

ていないのでしたら、罪が門口に待ち伏せています

。それはあなたを慕い求めますが、あなたはそれを

治めなければなりません」。 8カインは弟アベルに

言った、「さあ、野原へ行こう」。彼らが野にいた

とき、カインは弟アベルに立ちかかって、これを殺

した。 9主はカインに言われた、「弟アベルは、ど

こにいますか」。カインは答えた、「知りません。

わたしが弟の番人でしょうか」。 10主は言われた、

「あなたは何をしたのです。あなたの弟の血の声が

土の中からわたしに叫んでいます。 11今あなたはの

ろわれてこの土地を離れなければなりません。この

土地が口をあけて、あなたの手から弟の血を受けた

からです。 12あなたが土地を耕しても、土地は、も

はやあなたのために実を結びません。あなたは地上

の放浪者となるでしょう」。 13カインは主に言った

、「わたしの罰は重くて負いきれません。 14あなた
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は、きょう、わたしを地のおもてから追放されまし

た。わたしはあなたを離れて、地上の放浪者となら

ねばなりません。わたしを見付ける人はだれでもわ

たしを殺すでしょう」。 15主はカインに言われた、

「いや、そうではない。だれでもカインを殺す者は

七倍の復讐を受けるでしょう」。そして主はカイン

を見付ける者が、だれも彼を打ち殺すことのないよ

うに、彼に一つのしるしをつけられた。 16カインは

主の前を去って、エデンの東、ノドの地に住んだ。

17カインはその妻を知った。彼女はみごもってエノ

クを産んだ。カインは町を建て、その町の名をその

子の名にしたがって、エノクと名づけた。 18エノク

にはイラデが生れた。イラデの子はメホヤエル、メ

ホヤエルの子はメトサエル、メトサエルの子はレメ

クである。 19レメクはふたりの妻をめとった。ひと

りの名はアダといい、ひとりの名はチラといった。

20アダはヤバルを産んだ。彼は天幕に住んで、家畜

を飼う者の先祖となった。 21その弟の名はユバルと

いった。彼は琴や笛を執るすべての者の先祖となっ

た。 22チラもまたトバルカインを産んだ。彼は青銅

や鉄のすべての刃物を鍛える者となった。トバルカ

インの妹をナアマといった。 23レメクはその妻たち

に言った、「アダとチラよ、わたしの声を聞け、レ

メクの妻たちよ、わたしの言葉に耳を傾けよ。わた

しは受ける傷のために、人を殺し、受ける打ち傷の

ために、わたしは若者を殺す。 24カインのための復

讐が七倍ならば、レメクのための復讐は七十七倍」

。 25アダムはまたその妻を知った。彼女は男の子を

産み、その名をセツと名づけて言った、「カインが
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アベルを殺したので、神はアベルの代りに、ひとり

の子をわたしに授けられました」。 26セツにもまた

男の子が生れた。彼はその名をエノスと名づけた。

この時、人々は主の名を呼び始めた。

5アダムの系図は次のとおりである。神が人を創造

された時、神をかたどって造り、 2彼らを男と女と

に創造された。彼らが創造された時、神は彼らを祝

福して、その名をアダムと名づけられた。 3アダム

は百三十歳になって、自分にかたどり、自分のかた

ちのような男の子を生み、その名をセツと名づけた

。 4アダムがセツを生んで後、生きた年は八百年で

あって、ほかに男子と女子を生んだ。 5アダムの生

きた年は合わせて九百三十歳であった。そして彼は

死んだ。 6セツは百五歳になって、エノスを生んだ

。 7セツはエノスを生んだ後、八百七年生きて、男

子と女子を生んだ。 8セツの年は合わせて九百十二

歳であった。そして彼は死んだ。 9エノスは九十歳

になって、カイナンを生んだ。 10エノスはカイナン

を生んだ後、八百十五年生きて、男子と女子を生ん

だ。 11エノスの年は合わせて九百五歳であった。そ

して彼は死んだ。 12カイナンは七十歳になって、マ

ハラレルを生んだ。 13カイナンはマハラレルを生ん

だ後、八百四十年生きて、男子と女子を生んだ。 14

カイナンの年は合わせて九百十歳であった。そして

彼は死んだ。 15マハラレルは六十五歳になって、ヤ

レドを生んだ。 16マハラレルはヤレドを生んだ後、

八百三十年生きて、男子と女子を生んだ。 17マハラ

レルの年は合わせて八百九十五歳であった。そして

彼は死んだ。 18ヤレドは百六十二歳になって、エノ
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クを生んだ。 19ヤレドはエノクを生んだ後、八百年

生きて、男子と女子を生んだ。 20ヤレドの年は合わ

せて九百六十二歳であった。そして彼は死んだ。 21

エノクは六十五歳になって、メトセラを生んだ。 22

エノクはメトセラを生んだ後、三百年、神とともに

歩み、男子と女子を生んだ。 23エノクの年は合わせ

て三百六十五歳であった。 24エノクは神とともに歩

み、神が彼を取られたので、いなくなった。 25メト

セラは百八十七歳になって、レメクを生んだ。 26メ

トセラはレメクを生んだ後、七百八十二年生きて、

男子と女子を生んだ。 27メトセラの年は合わせて九

百六十九歳であった。そして彼は死んだ。 28レメク

は百八十二歳になって、男の子を生み、 29「この子

こそ、主が地をのろわれたため、骨折り働くわれわ

れを慰めるもの」と言って、その名をノアと名づけ

た。 30レメクはノアを生んだ後、五百九十五年生き

て、男子と女子を生んだ。 31レメクの年は合わせて

七百七十七歳であった。そして彼は死んだ。 32ノア

は五百歳になって、セム、ハム、ヤペテを生んだ。

6人が地のおもてにふえ始めて、娘たちが彼らに生

れた時、 2神の子たちは人の娘たちの美しいのを見

て、自分の好む者を妻にめとった。 3そこで主は言

われた、「わたしの霊はながく人の中にとどまらな

い。彼は肉にすぎないのだ。しかし、彼の年は百二

十年であろう」。 4そのころ、またその後にも、地

にネピリムがいた。これは神の子たちが人の娘たち

のところにはいって、娘たちに産ませたものである

。彼らは昔の勇士であり、有名な人々であった。 5

主は人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いは
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かることが、いつも悪い事ばかりであるのを見られ

た。 6主は地の上に人を造ったのを悔いて、心を痛

め、 7「わたしが創造した人を地のおもてからぬぐ

い去ろう。人も獣も、這うものも、空の鳥までも。

わたしは、これらを造ったことを悔いる」と言われ

た。 8しかし、ノアは主の前に恵みを得た。 9ノア

の系図は次のとおりである。ノアはその時代の人々

の中で正しく、かつ全き人であった。ノアは神とと

もに歩んだ。 10ノアはセム、ハム、ヤペテの三人の

子を生んだ。 11時に世は神の前に乱れて、暴虐が地

に満ちた。 12神が地を見られると、それは乱れてい

た。すべての人が地の上でその道を乱したからであ

る。 13そこで神はノアに言われた、「わたしは、す

べての人を絶やそうと決心した。彼らは地を暴虐で

満たしたから、わたしは彼らを地とともに滅ぼそう

。 14あなたは、いとすぎの木で箱舟を造り、箱舟の

中にへやを設け、アスファルトでそのうちそとを塗

りなさい。 15その造り方は次のとおりである。すな

わち箱舟の長さは三百キュビト、幅は五十キュビト

、高さは三十キュビトとし、 16箱舟に屋根を造り、

上へ一キュビトにそれを仕上げ、また箱舟の戸口を

その横に設けて、一階と二階と三階のある箱舟を造

りなさい。 17わたしは地の上に洪水を送って、命の

息のある肉なるものを、みな天の下から滅ぼし去る

。地にあるものは、みな死に絶えるであろう。 18た

だし、わたしはあなたと契約を結ぼう。あなたは子

らと、妻と、子らの妻たちと共に箱舟にはいりなさ

い。 19またすべての生き物、すべての肉なるものの

中から、それぞれ二つずつを箱舟に入れて、あなた
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と共にその命を保たせなさい。それらは雄と雌とで

なければならない。 20すなわち、鳥はその種類にし

たがい獣はその種類にしたがい、また地のすべての

這うものも、その種類にしたがって、それぞれ二つ

ずつ、あなたのところに入れて、命を保たせなさい

。 21また、すべての食物となるものをとって、あな

たのところにたくわえ、あなたとこれらのものとの

食物としなさい」。 22ノアはすべて神の命じられた

ようにした。

7主はノアに言われた、「あなたと家族とはみな箱

舟にはいりなさい。あなたがこの時代の人々の中で

、わたしの前に正しい人であるとわたしは認めたか

らである。 2あなたはすべての清い獣の中から雄と

雌とを七つずつ取り、清くない獣の中から雄と雌と

を二つずつ取り、 3また空の鳥の中から雄と雌とを

七つずつ取って、その種類が全地のおもてに生き残

るようにしなさい。 4七日の後、わたしは四十日四

十夜、地に雨を降らせて、わたしの造ったすべての

生き物を、地のおもてからぬぐい去ります」。 5ノ

アはすべて主が命じられたようにした。 6さて洪水

が地に起った時、ノアは六百歳であった。 7ノアは

子らと、妻と、子らの妻たちと共に洪水を避けて箱

舟にはいった。 8また清い獣と、清くない獣と、鳥

と、地に這うすべてのものとの、 9雄と雌とが、二

つずつノアのもとにきて、神がノアに命じられたよ

うに箱舟にはいった。 10こうして七日の後、洪水が

地に起った。 11それはノアの六百歳の二月十七日で

あって、その日に大いなる淵の源は、ことごとく破

れ、天の窓が開けて、 12雨は四十日四十夜、地に降
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り注いだ。 13その同じ日に、ノアと、ノアの子セム

、ハム、ヤペテと、ノアの妻と、その子らの三人の

妻とは共に箱舟にはいった。 14またすべての種類の

獣も、すべての種類の家畜も、地のすべての種類の

這うものも、すべての種類の鳥も、すべての翼ある

ものも、皆はいった。 15すなわち命の息のあるすべ

ての肉なるものが、二つずつノアのもとにきて、箱

舟にはいった。 16そのはいったものは、すべて肉な

るものの雄と雌とであって、神が彼に命じられたよ

うにはいった。そこで主は彼のうしろの戸を閉ざさ

れた。 17洪水は四十日のあいだ地上にあった。水が

増して箱舟を浮べたので、箱舟は地から高く上がっ

た。 18また水がみなぎり、地に増したので、箱舟は

水のおもてに漂った。 19水はまた、ますます地にみ

なぎり、天の下の高い山々は皆おおわれた。 20水は

その上、さらに十五キュビトみなぎって、山々は全

くおおわれた。 21地の上に動くすべて肉なるものは

、鳥も家畜も獣も、地に群がるすべての這うものも

、すべての人もみな滅びた。 22すなわち鼻に命の息

のあるすべてのもの、陸にいたすべてのものは死ん

だ。 23地のおもてにいたすべての生き物は、人も家

畜も、這うものも、空の鳥もみな地からぬぐい去ら

れて、ただノアと、彼と共に箱舟にいたものだけが

残った。 24水は百五十日のあいだ地上にみなぎった

。

8神はノアと、箱舟の中にいたすべての生き物と、

すべての家畜とを心にとめられた。神が風を地の上

に吹かせられたので、水は退いた。 2また淵の源と

、天の窓とは閉ざされて、天から雨が降らなくなっ



創世記 24

た。 3それで水はしだいに地の上から引いて、百五

十日の後には水が減り、 4箱舟は七月十七日にアラ

ラテの山にとどまった。 5水はしだいに減って、十

月になり、十月一日に山々の頂が現れた。 6四十日

たって、ノアはその造った箱舟の窓を開いて、 7か

らすを放ったところ、からすは地の上から水がかわ

ききるまで、あちらこちらへ飛びまわった。 8ノア

はまた地のおもてから、水がひいたかどうかを見よ

うと、彼の所から、はとを放ったが、 9はとは足の

裏をとどめる所が見つからなかったので、箱舟のノ

アのもとに帰ってきた。水がまだ全地のおもてにあ

ったからである。彼は手を伸べて、これを捕え、箱

舟の中の彼のもとに引き入れた。 10それから七日待

って再びはとを箱舟から放った。 11はとは夕方にな

って彼のもとに帰ってきた。見ると、そのくちばし

には、オリブの若葉があった。ノアは地から水がひ

いたのを知った。 12さらに七日待ってまた、はとを

放ったところ、もはや彼のもとには帰ってこなかっ

た。 13六百一歳の一月一日になって、地の上の水は

かれた。ノアが箱舟のおおいを取り除いて見ると、

土のおもては、かわいていた。 14二月二十七日にな

って、地は全くかわいた。 15この時、神はノアに言

われた、 16「あなたは妻と、子らと、子らの妻たち

と共に箱舟を出なさい。 17あなたは、共にいる肉な

るすべての生き物、すなわち鳥と家畜と、地のすべ

ての這うものとを連れて出て、これらのものが地に

群がり、地の上にふえ広がるようにしなさい」。 18

ノアは共にいた子らと、妻と、子らの妻たちとを連

れて出た。 19またすべての獣、すべての這うもの、
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すべての鳥、すべて地の上に動くものは皆、種類に

したがって箱舟を出た。 20ノアは主に祭壇を築いて

、すべての清い獣と、すべての清い鳥とのうちから

取って、燔祭を祭壇の上にささげた。 21主はその香

ばしいかおりをかいで、心に言われた、「わたしは

もはや二度と人のゆえに地をのろわない。人が心に

思い図ることは、幼い時から悪いからである。わた

しは、このたびしたように、もう二度と、すべての

生きたものを滅ぼさない。 22地のある限り、種まき

の時も、刈入れの時も、暑さ寒さも、夏冬も、昼も

夜もやむことはないであろう」。

9神はノアとその子らとを祝福して彼らに言われた

、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ。 2地のすべての

獣、空のすべての鳥、地に這うすべてのもの、海の

すべての魚は恐れおののいて、あなたがたの支配に

服し、 3すべて生きて動くものはあなたがたの食物

となるであろう。さきに青草をあなたがたに与えた

ように、わたしはこれらのものを皆あなたがたに与

える。 4しかし肉を、その命である血のままで、食

べてはならない。 5あなたがたの命の血を流すもの

には、わたしは必ず報復するであろう。いかなる獣

にも報復する。兄弟である人にも、わたしは人の命

のために、報復するであろう。 6人の血を流すもの

は、人に血を流される、神が自分のかたちに人を造

られたゆえに。 7あなたがたは、生めよ、ふえよ、

地に群がり、地の上にふえよ」。 8神はノアおよび

共にいる子らに言われた、 9「わたしはあなたがた

及びあなたがたの後の子孫と契約を立てる。 10また

あなたがたと共にいるすべての生き物、あなたがた
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と共にいる鳥、家畜、地のすべての獣、すなわち、

すべて箱舟から出たものは、地のすべての獣にいた

るまで、わたしはそれと契約を立てよう。 11わたし

があなたがたと立てるこの契約により、すべて肉な

る者は、もはや洪水によって滅ぼされることはなく

、また地を滅ぼす洪水は、再び起らないであろう」

。 12さらに神は言われた、「これはわたしと、あな

たがた及びあなたがたと共にいるすべての生き物と

の間に代々かぎりなく、わたしが立てる契約のしる

しである。 13すなわち、わたしは雲の中に、にじを

置く。これがわたしと地との間の契約のしるしとな

る。 14わたしが雲を地の上に起すとき、にじは雲の

中に現れる。 15こうして、わたしは、わたしとあな

たがた、及びすべて肉なるあらゆる生き物との間に

立てた契約を思いおこすゆえ、水はふたたび、すべ

て肉なる者を滅ぼす洪水とはならない。 16にじが雲

の中に現れるとき、わたしはこれを見て、神が地上

にあるすべて肉なるあらゆる生き物との間に立てた

永遠の契約を思いおこすであろう」。 17そして神は

ノアに言われた、「これがわたしと地にあるすべて

肉なるものとの間に、わたしが立てた契約のしるし

である」。 18箱舟から出たノアの子らはセム、ハム

、ヤペテであった。ハムはカナンの父である。 19こ

の三人はノアの子らで、全地の民は彼らから出て、

広がったのである。 20さてノアは農夫となり、ぶど

う畑をつくり始めたが、 21彼はぶどう酒を飲んで酔

い、天幕の中で裸になっていた。 22カナンの父ハム

は父の裸を見て、外にいるふたりの兄弟に告げた。

23セムとヤペテとは着物を取って、肩にかけ、うし
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ろ向きに歩み寄って、父の裸をおおい、顔をそむけ

て父の裸を見なかった。 24やがてノアは酔いがさめ

て、末の子が彼にした事を知ったとき、 25彼は言っ

た、「カナンはのろわれよ。彼はしもべのしもべと

なって、その兄弟たちに仕える」。 26また言った、

「セムの神、主はほむべきかな、カナンはそのしも

べとなれ。 27神はヤペテを大いならしめ、セムの天

幕に彼を住まわせられるように。カナンはそのしも

べとなれ」。 28ノアは洪水の後、なお三百五十年生

きた。 29ノアの年は合わせて九百五十歳であった。

そして彼は死んだ。

10ノアの子セム、ハム、ヤペテの系図は次のとお

りである。洪水の後、彼らに子が生れた。 2ヤペテ

の子孫はゴメル、マゴグ、マダイ、ヤワン、トバル

、メセク、テラスであった。 3ゴメルの子孫はアシ

ケナズ、リパテ、トガルマ。 4ヤワンの子孫はエリ

シャ、タルシシ、キッテム、ドダニムであった。 5

これらから海沿いの地の国民が分れて、おのおのそ

の土地におり、その言語にしたがい、その氏族にし

たがって、その国々に住んだ。 6ハムの子孫はクシ

、ミツライム、プテ、カナンであった。 7クシの子

孫はセバ、ハビラ、サブタ、ラアマ、サブテカであ

り、ラアマの子孫はシバとデダンであった。 8クシ

の子はニムロデであって、このニムロデは世の権力

者となった最初の人である。 9彼は主の前に力ある

狩猟者であった。これから「主の前に力ある狩猟者

ニムロデのごとし」ということわざが起った。 10彼

の国は最初シナルの地にあるバベル、エレク、アカ

デ、カルネであった。 11彼はその地からアッスリヤ
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に出て、ニネベ、レホボテイリ、カラ、 12およびニ

ネベとカラとの間にある大いなる町レセンを建てた

。 13ミツライムからルデ族、アナミ族、レハビ族、

ナフト族、 14パテロス族、カスル族、カフトリ族が

出た。カフトリ族からペリシテ族が出た。 15カナン

からその長子シドンが出て、またヘテが出た。 16そ

の他エブスびと、アモリびと、ギルガシびと、 17ヒ

ビびと、アルキびと、セニびと、 18アルワデびと、

ゼマリびと、ハマテびとが出た。後になってカナン

びとの氏族がひろがった。 19カナンびとの境はシド

ンからゲラルを経てガザに至り、ソドム、ゴモラ、

アデマ、ゼボイムを経て、レシャに及んだ。 20これ

らはハムの子孫であって、その氏族とその言語とに

したがって、その土地と、その国々にいた。 21セム

にも子が生れた。セムはエベルのすべての子孫の先

祖であって、ヤペテの兄であった。 22セムの子孫は

エラム、アシュル、アルパクサデ、ルデ、アラムで

あった。 23アラムの子孫はウヅ、ホル、ゲテル、マ

シであった。 24アルパクサデの子はシラ、シラの子

はエベルである。 25エベルにふたりの子が生れた。

そのひとりの名をペレグといった。これは彼の代に

地の民が分れたからである。その弟の名をヨクタン

といった。 26ヨクタンにアルモダデ、シャレフ、ハ

ザルマウテ、エラ、 27ハドラム、ウザル、デクラ、

28オバル、アビマエル、シバ、 29オフル、ハビラ、

ヨバブが生れた。これらは皆ヨクタンの子であった

。 30彼らが住んだ所はメシャから東の山地セパルに

及んだ。 31これらはセムの子孫であって、その氏族

とその言語とにしたがって、その土地と、その国々
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にいた。 32これらはノアの子らの氏族であって、血

統にしたがって国々に住んでいたが、洪水の後、こ

れらから地上の諸国民が分れたのである。

11全地は同じ発音、同じ言葉であった。 2時に人

々は東に移り、シナルの地に平野を得て、そこに住

んだ。 3彼らは互に言った、「さあ、れんがを造っ

て、よく焼こう」。こうして彼らは石の代りに、れ

んがを得、しっくいの代りに、アスファルトを得た

。 4彼らはまた言った、「さあ、町と塔とを建てて

、その頂を天に届かせよう。そしてわれわれは名を

上げて、全地のおもてに散るのを免れよう」。 5時

に主は下って、人の子たちの建てる町と塔とを見て

、 6言われた、「民は一つで、みな同じ言葉である

。彼らはすでにこの事をしはじめた。彼らがしよう

とする事は、もはや何事もとどめ得ないであろう。

7さあ、われわれは下って行って、そこで彼らの言葉

を乱し、互に言葉が通じないようにしよう」。 8こ

うして主が彼らをそこから全地のおもてに散らされ

たので、彼らは町を建てるのをやめた。 9これによ

ってその町の名はバベルと呼ばれた。主がそこで全

地の言葉を乱されたからである。主はそこから彼ら

を全地のおもてに散らされた。 10セムの系図は次の

とおりである。セムは百歳になって洪水の二年の後

にアルパクサデを生んだ。 11セムはアルパクサデを

生んで後、五百年生きて、男子と女子を生んだ。 12

アルパクサデは三十五歳になってシラを生んだ。 13

アルパクサデはシラを生んで後、四百三年生きて、

男子と女子を生んだ。 14シラは三十歳になってエベ

ルを生んだ。 15シラはエベルを生んで後、四百三年
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生きて、男子と女子を生んだ。 16エベルは三十四歳

になってペレグを生んだ。 17エベルはペレグを生ん

で後、四百三十年生きて、男子と女子を生んだ。 18

ペレグは三十歳になってリウを生んだ。 19ペレグは

リウを生んで後、二百九年生きて、男子と女子を生

んだ。 20リウは三十二歳になってセルグを生んだ。

21リウはセルグを生んで後、二百七年生きて、男子

と女子を生んだ。 22セルグは三十歳になってナホル

を生んだ。 23セルグはナホルを生んで後、二百年生

きて、男子と女子を生んだ。 24ナホルは二十九歳に

なってテラを生んだ。 25ナホルはテラを生んで後、

百十九年生きて、男子と女子を生んだ。 26テラは七

十歳になってアブラム、ナホルおよびハランを生ん

だ。 27テラの系図は次のとおりである。テラはアブ

ラム、ナホルおよびハランを生み、ハランはロトを

生んだ。 28ハランは父テラにさきだって、その生れ

た地、カルデヤのウルで死んだ。 29アブラムとナホ

ルは妻をめとった。アブラムの妻の名はサライとい

い、ナホルの妻の名はミルカといってハランの娘で

ある。ハランはミルカの父、またイスカの父である

。 30サライはうまずめで、子がなかった。 31テラ

はその子アブラムと、ハランの子である孫ロトと、

子アブラムの妻である嫁サライとを連れて、カナン

の地へ行こうとカルデヤのウルを出たが、ハランに

着いてそこに住んだ。 32テラの年は二百五歳であっ

た。テラはハランで死んだ。

12時に主はアブラムに言われた、「あなたは国を

出て、親族に別れ、父の家を離れ、わたしが示す地

に行きなさい。 2わたしはあなたを大いなる国民と
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し、あなたを祝福し、あなたの名を大きくしよう。

あなたは祝福の基となるであろう。 3あなたを祝福

する者をわたしは祝福し、あなたをのろう者をわた

しはのろう。地のすべてのやからは、あなたによっ

て祝福される」。 4アブラムは主が言われたように

いで立った。ロトも彼と共に行った。アブラムはハ

ランを出たとき七十五歳であった。 5アブラムは妻

サライと、弟の子ロトと、集めたすべての財産と、

ハランで獲た人々とを携えてカナンに行こうとして

いで立ち、カナンの地にきた。 6アブラムはその地

を通ってシケムの所、モレのテレビンの木のもとに

着いた。そのころカナンびとがその地にいた。 7時

に主はアブラムに現れて言われた、「わたしはあな

たの子孫にこの地を与えます」。アブラムは彼に現

れた主のために、そこに祭壇を築いた。 8彼はそこ

からベテルの東の山に移って天幕を張った。西には

ベテル、東にはアイがあった。そこに彼は主のため

に祭壇を築いて、主の名を呼んだ。 9アブラムはな

お進んでネゲブに移った。 10さて、その地にききん

があったのでアブラムはエジプトに寄留しようと、

そこに下った。ききんがその地に激しかったからで

ある。 11エジプトにはいろうとして、そこに近づい

たとき、彼は妻サライに言った、「わたしはあなた

が美しい女であるのを知っています。 12それでエジ

プトびとがあなたを見る時、これは彼の妻であると

言ってわたしを殺し、あなたを生かしておくでしょ

う。 13どうかあなたは、わたしの妹だと言ってくだ

さい。そうすればわたしはあなたのおかげで無事で

あり、わたしの命はあなたによって助かるでしょう
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」。 14アブラムがエジプトにはいった時エジプトび

とはこの女を見て、たいそう美しい人であるとし、

15またパロの高官たちも彼女を見てパロの前でほめ

たので、女はパロの家に召し入れられた。 16パロは

彼女のゆえにアブラムを厚くもてなしたので、アブ

ラムは多くの羊、牛、雌雄のろば、男女の奴隷およ

び、らくだを得た。 17ところで主はアブラムの妻サ

ライのゆえに、激しい疫病をパロとその家に下され

た。 18パロはアブラムを召し寄せて言った、「あな

たはわたしになんという事をしたのですか。なぜ彼

女が妻であるのをわたしに告げなかったのですか。

19あなたはなぜ、彼女はわたしの妹ですと言ったの

ですか。わたしは彼女を妻にしようとしていました

。さあ、あなたの妻はここにいます。連れて行って

ください」。 20パロは彼の事について人々に命じ、

彼とその妻およびそのすべての持ち物を送り去らせ

た。

13アブラムは妻とすべての持ち物を携え、エジプ

トを出て、ネゲブに上った。ロトも彼と共に上った

。 2アブラムは家畜と金銀に非常に富んでいた。 3

彼はネゲブから旅路を進めてベテルに向かい、ベテ

ルとアイの間の、さきに天幕を張った所に行った。

4すなわち彼が初めに築いた祭壇の所に行き、その所

でアブラムは主の名を呼んだ。 5アブラムと共に行

ったロトも羊、牛および天幕を持っていた。 6その

地は彼らをささえて共に住ませることができなかっ

た。彼らの財産が多かったため、共に住めなかった

のである。 7アブラムの家畜の牧者たちとロトの家

畜の牧者たちの間に争いがあった。そのころカナン
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びととペリジびとがその地に住んでいた。 8アブラ

ムはロトに言った、「わたしたちは身内の者です。

わたしとあなたの間にも、わたしの牧者たちとあな

たの牧者たちの間にも争いがないようにしましょう

。 9全地はあなたの前にあるではありませんか。ど

うかわたしと別れてください。あなたが左に行けば

わたしは右に行きます。あなたが右に行けばわたし

は左に行きましょう」。 10ロトが目を上げてヨルダ

ンの低地をあまねく見わたすと、主がソドムとゴモ

ラを滅ぼされる前であったから、ゾアルまで主の園

のように、またエジプトの地のように、すみずみま

でよく潤っていた。 11そこでロトはヨルダンの低地

をことごとく選びとって東に移った。こうして彼ら

は互に別れた。 12アブラムはカナンの地に住んだが

、ロトは低地の町々に住み、天幕をソドムに移した

。 13ソドムの人々はわるく、主に対して、はなはだ

しい罪びとであった。 14ロトがアブラムに別れた後

に、主はアブラムに言われた、「目をあげてあなた

のいる所から北、南、東、西を見わたしなさい。 15

すべてあなたが見わたす地は、永久にあなたとあな

たの子孫に与えます。 16わたしはあなたの子孫を地

のちりのように多くします。もし人が地のちりを数

えることができるなら、あなたの子孫も数えられる

ことができましょう。 17あなたは立って、その地を

たてよこに行き巡りなさい。わたしはそれをあなた

に与えます」。 18アブラムは天幕を移してヘブロン

にあるマムレのテレビンの木のかたわらに住み、そ

の所で主に祭壇を築いた。
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14シナルの王アムラペル、エラサルの王アリオク

、エラムの王ケダラオメルおよびゴイムの王テダル

の世に、 2これらの王はソドムの王ベラ、ゴモラの

王ビルシャ、アデマの王シナブ、ゼボイムの王セメ

ベル、およびベラすなわちゾアルの王と戦った。 3

これら五人の王はみな同盟してシデムの谷、すなわ

ち塩の海に向かって行った。 4すなわち彼らは十二

年の間ケダラオメルに仕えたが、十三年目にそむい

たので、 5十四年目にケダラオメルは彼と連合した

王たちと共にきて、アシタロテ・カルナイムでレパ

イムびとを、ハムでズジびとを、シャベ・キリアタ

イムでエミびとを撃ち、 6セイルの山地でホリびと

を撃って、荒野のほとりにあるエル・パランに及ん

だ。 7彼らは引き返してエン・ミシパテすなわちカ

デシへ行って、アマレクびとの国をことごとく撃ち

、またハザゾン・タマルに住むアモリびとをも撃っ

た。 8そこでソドムの王、ゴモラの王、アデマの王

、ゼボイムの王およびベラすなわちゾアルの王は出

てシデムの谷で彼らに向かい、戦いの陣をしいた。

9すなわちエラムの王ケダラオメル、ゴイムの王テダ

ル、シナルの王アムラペル、エラサルの王アリオク

の四人の王に対する五人の王であった。 10シデムの

谷にはアスファルトの穴が多かったので、ソドムの

王とゴモラの王は逃げてそこに落ちたが、残りの者

は山にのがれた。 11そこで彼らはソドムとゴモラの

財産と食料とをことごとく奪って去り、 12またソド

ムに住んでいたアブラムの弟の子ロトとその財産を

奪って去った。 13時に、ひとりの人がのがれてきて

、ヘブルびとアブラムに告げた。この時アブラムは
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エシコルの兄弟、またアネルの兄弟であるアモリび

とマムレのテレビンの木のかたわらに住んでいた。

彼らはアブラムと同盟していた。 14アブラムは身内

の者が捕虜になったのを聞き、訓練した家の子三百

十八人を引き連れてダンまで追って行き、 15そのし

もべたちを分けて、夜かれらを攻め、これを撃って

ダマスコの北、ホバまで彼らを追った。 16そして彼

はすべての財産を取り返し、また身内の者ロトとそ

の財産および女たちと民とを取り返した。 17アブラ

ムがケダラオメルとその連合の王たちを撃ち破って

帰った時、ソドムの王はシャベの谷、すなわち王の

谷に出て彼を迎えた。 18その時、サレムの王メルキ

ゼデクはパンとぶどう酒とを持ってきた。彼はいと

高き神の祭司である。 19彼はアブラムを祝福して言

った、「願わくは天地の主なるいと高き神が、アブ

ラムを祝福されるように。 20願わくはあなたの敵を

あなたの手に渡されたいと高き神があがめられるよ

うに」。アブラムは彼にすべての物の十分の一を贈

った。 21時にソドムの王はアブラムに言った、「わ

たしには人をください。財産はあなたが取りなさい

」。 22アブラムはソドムの王に言った、「天地の主

なるいと高き神、主に手をあげて、わたしは誓いま

す。 23わたしは糸一本でも、くつひも一本でも、あ

なたのものは何にも受けません。アブラムを富ませ

たのはわたしだと、あなたが言わないように。 24た

だし若者たちがすでに食べた物は別です。そしてわ

たしと共に行った人々アネルとエシコルとマムレと

にはその分を取らせなさい」。
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15これらの事の後、主の言葉が幻のうちにアブラ

ムに臨んだ、「アブラムよ恐れてはならない、わた

しはあなたの盾である。あなたの受ける報いは、は

なはだ大きいであろう」。 2アブラムは言った、「

主なる神よ、わたしには子がなく、わたしの家を継

ぐ者はダマスコのエリエゼルであるのに、あなたは

わたしに何をくださろうとするのですか」。 3アブ

ラムはまた言った、「あなたはわたしに子を賜わら

ないので、わたしの家に生れたしもべが、あとつぎ

となるでしょう」。 4この時、主の言葉が彼に臨ん

だ、「この者はあなたのあとつぎとなるべきではあ

りません。あなたの身から出る者があとつぎとなる

べきです」。 5そして主は彼を外に連れ出して言わ

れた、「天を仰いで、星を数えることができるなら

、数えてみなさい」。また彼に言われた、「あなた

の子孫はあのようになるでしょう」。 6アブラムは

主を信じた。主はこれを彼の義と認められた。 7ま

た主は彼に言われた、「わたしはこの地をあなたに

与えて、これを継がせようと、あなたをカルデヤの

ウルから導き出した主です」。 8彼は言った、「主

なる神よ、わたしがこれを継ぐのをどうして知るこ

とができますか」。 9主は彼に言われた、「三歳の

雌牛と、三歳の雌やぎと、三歳の雄羊と、山ばとと

、家ばとのひなとをわたしの所に連れてきなさい」

。 10彼はこれらをみな連れてきて、二つに裂き、裂

いたものを互に向かい合わせて置いた。ただし、鳥

は裂かなかった。 11荒い鳥が死体の上に降りるとき

、アブラムはこれを追い払った。 12日の入るころ、

アブラムが深い眠りにおそわれた時、大きな恐ろし
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い暗やみが彼に臨んだ。 13時に主はアブラムに言わ

れた、「あなたはよく心にとめておきなさい。あな

たの子孫は他の国に旅びととなって、その人々に仕

え、その人々は彼らを四百年の間、悩ますでしょう

。 14しかし、わたしは彼らが仕えたその国民をさば

きます。その後かれらは多くの財産を携えて出て来

るでしょう。 15あなたは安らかに先祖のもとに行き

ます。そして高齢に達して葬られるでしょう。 16四

代目になって彼らはここに帰って来るでしょう。ア

モリびとの悪がまだ満ちないからです」。 17やがて

日は入り、暗やみになった時、煙の立つかまど、炎

の出るたいまつが、裂いたものの間を通り過ぎた。

18その日、主はアブラムと契約を結んで言われた、

「わたしはこの地をあなたの子孫に与える。エジプ

トの川から、かの大川ユフラテまで。 19すなわちケ

ニびと、ケニジびと、カドモニびと、 20ヘテびと、

ペリジびと、レパイムびと、 21アモリびと、カナン

びと、ギルガシびと、エブスびとの地を与える」。

16アブラムの妻サライは子を産まなかった。彼女

にひとりのつかえめがあった。エジプトの女で名を

ハガルといった。 2サライはアブラムに言った、「

主はわたしに子をお授けになりません。どうぞ、わ

たしのつかえめの所におはいりください。彼女によ

ってわたしは子をもつことになるでしょう」。アブ

ラムはサライの言葉を聞きいれた。 3アブラムの妻

サライはそのつかえめエジプトの女ハガルをとって

、夫アブラムに妻として与えた。これはアブラムが

カナンの地に十年住んだ後であった。 4彼はハガル

の所にはいり、ハガルは子をはらんだ。彼女は自分
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のはらんだのを見て、女主人を見下げるようになっ

た。 5そこでサライはアブラムに言った、「わたし

が受けた害はあなたの責任です。わたしのつかえめ

をあなたのふところに与えたのに、彼女は自分のは

らんだのを見て、わたしを見下さげます。どうか、

主があなたとわたしの間をおさばきになるように」

。 6アブラムはサライに言った、「あなたのつかえ

めはあなたの手のうちにある。あなたの好きなよう

に彼女にしなさい」。そしてサライが彼女を苦しめ

たので、彼女はサライの顔を避けて逃げた。 7主の

使は荒野にある泉のほとり、すなわちシュルの道に

ある泉のほとりで、彼女に会い、 8そして言った、

「サライのつかえめハガルよ、あなたはどこからき

たのですか、またどこへ行くのですか」。彼女は言

った、「わたしは女主人サライの顔を避けて逃げて

いるのです」。 9主の使は彼女に言った、「あなた

は女主人のもとに帰って、その手に身を任せなさい

」。 10主の使はまた彼女に言った、「わたしは大い

にあなたの子孫を増して、数えきれないほどに多く

しましょう」。 11主の使はまた彼女に言った、「あ

なたは、みごもっています。あなたは男の子を産む

でしょう。名をイシマエルと名づけなさい。主があ

なたの苦しみを聞かれたのです。 12彼は野ろばのよ

うな人となり、その手はすべての人に逆らい、すべ

ての人の手は彼に逆らい、彼はすべての兄弟に敵し

て住むでしょう」。 13そこで、ハガルは自分に語ら

れた主の名を呼んで、「あなたはエル・ロイです」

と言った。彼女が「ここでも、わたしを見ていられ

るかたのうしろを拝めたのか」と言ったことによる
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。 14それでその井戸は「ベエル・ラハイ・ロイ」と

呼ばれた。これはカデシとベレデの間にある。 15ハ

ガルはアブラムに男の子を産んだ。アブラムはハガ

ルが産んだ子の名をイシマエルと名づけた。 16ハガ

ルがイシマエルをアブラムに産んだ時、アブラムは

八十六歳であった。

17アブラムの九十九歳の時、主はアブラムに現れ

て言われた、「わたしは全能の神である。あなたは

わたしの前に歩み、全き者であれ。 2わたしはあな

たと契約を結び、大いにあなたの子孫を増すであろ

う」。 3アブラムは、ひれ伏した。神はまた彼に言

われた、 4「わたしはあなたと契約を結ぶ。あなた

は多くの国民の父となるであろう。 5あなたの名は

、もはやアブラムとは言われず、あなたの名はアブ

ラハムと呼ばれるであろう。わたしはあなたを多く

の国民の父とするからである。 6わたしはあなたに

多くの子孫を得させ、国々の民をあなたから起そう

。また、王たちもあなたから出るであろう。 7わた

しはあなた及び後の代々の子孫と契約を立てて、永

遠の契約とし、あなたと後の子孫との神となるであ

ろう。 8わたしはあなたと後の子孫とにあなたの宿

っているこの地、すなわちカナンの全地を永久の所

有として与える。そしてわたしは彼らの神となるで

あろう」。 9神はまたアブラハムに言われた、「あ

なたと後の子孫とは共に代々わたしの契約を守らな

ければならない。あなたがたのうち 10男子はみな割

礼をうけなければならない。これはわたしとあなた

がた及び後の子孫との間のわたしの契約であって、

あなたがたの守るべきものである。 11あなたがたは
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前の皮に割礼を受けなければならない。それがわた

しとあなたがたとの間の契約のしるしとなるであろ

う。 12あなたがたのうちの男子はみな代々、家に生

れた者も、また異邦人から銀で買い取った、あなた

の子孫でない者も、生れて八日目に割礼を受けなけ

ればならない。 13あなたの家に生れた者も、あなた

が銀で買い取った者も必ず割礼を受けなければなら

ない。こうしてわたしの契約はあなたがたの身にあ

って永遠の契約となるであろう。 14割礼を受けない

男子、すなわち前の皮を切らない者はわたしの契約

を破るゆえ、その人は民のうちから断たれるであろ

う」。 15神はまたアブラハムに言われた、「あなた

の妻サライは、もはや名をサライといわず、名をサ

ラと言いなさい。 16わたしは彼女を祝福し、また彼

女によって、あなたにひとりの男の子を授けよう。

わたしは彼女を祝福し、彼女を国々の民の母としよ

う。彼女から、もろもろの民の王たちが出るであろ

う」。 17アブラハムはひれ伏して笑い、心の中で言

った、「百歳の者にどうして子が生れよう。サラは

また九十歳にもなって、どうして産むことができよ

うか」。 18そしてアブラハムは神に言った、「どう

かイシマエルがあなたの前に生きながらえますよう

に」。 19神は言われた、「いや、あなたの妻サラは

あなたに男の子を産むでしょう。名をイサクと名づ

けなさい。わたしは彼と契約を立てて、後の子孫の

ために永遠の契約としよう。 20またイシマエルにつ

いてはあなたの願いを聞いた。わたしは彼を祝福し

て多くの子孫を得させ、大いにそれを増すであろう

。彼は十二人の君たちを生むであろう。わたしは彼
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を大いなる国民としよう。 21しかしわたしは来年の

今ごろサラがあなたに産むイサクと、わたしの契約

を立てるであろう」。 22神はアブラハムと語り終え

、彼を離れて、のぼられた。 23アブラハムは神が自

分に言われたように、この日その子イシマエルと、

すべて家に生れた者およびすべて銀で買い取った者

、すなわちアブラハムの家の人々のうち、すべての

男子を連れてきて、前の皮に割礼を施した。 24アブ

ラハムが前の皮に割礼を受けた時は九十九歳、 25そ

の子イシマエルが前の皮に割礼を受けた時は十三歳

であった。 26この日アブラハムとその子イシマエル

は割礼を受けた。 27またその家の人々は家に生れた

者も、銀で異邦人から買い取った者も皆、彼と共に

割礼を受けた。

18主はマムレのテレビンの木のかたわらでアブラ

ハムに現れられた。それは昼の暑いころで、彼は天

幕の入口にすわっていたが、 2目を上げて見ると、

三人の人が彼に向かって立っていた。彼はこれを見

て、天幕の入口から走って行って彼らを迎え、地に

身をかがめて、 3言った、「わが主よ、もしわたし

があなたの前に恵みを得ているなら、どうぞしもべ

を通り過ごさないでください。 4水をすこし取って

こさせますから、あなたがたは足を洗って、この木

の下でお休みください。 5わたしは一口のパンを取

ってきます。元気をつけて、それからお出かけくだ

さい。せっかくしもべの所においでになったのです

から」。彼らは言った、「お言葉どおりにしてくだ

さい」。 6そこでアブラハムは急いで天幕に入り、

サラの所に行って言った、「急いで細かい麦粉三セ
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ヤをとり、こねてパンを造りなさい」。 7アブラハ

ムは牛の群れに走って行き、柔らかな良い子牛を取

って若者に渡したので、急いで調理した。 8そして

アブラハムは凝乳と牛乳および子牛の調理したもの

を取って、彼らの前に供え、木の下で彼らのかたわ

らに立って給仕し、彼らは食事した。 9彼らはアブ

ラハムに言った、「あなたの妻サラはどこにおられ

ますか」。彼は言った、「天幕の中です」。 10その

ひとりが言った、「来年の春、わたしはかならずあ

なたの所に帰ってきましょう。その時、あなたの妻

サラには男の子が生れているでしょう」。サラはう

しろの方の天幕の入口で聞いていた。 11さてアブラ

ハムとサラとは年がすすみ、老人となり、サラは女

の月のものが、すでに止まっていた。 12それでサラ

は心の中で笑って言った、「わたしは衰え、主人も

また老人であるのに、わたしに楽しみなどありえよ

うか」。 13主はアブラハムに言われた、「なぜサラ

は、わたしは老人であるのに、どうして子を産むこ

とができようかと言って笑ったのか。 14主にとって

不可能なことがありましょうか。来年の春、定めの

時に、わたしはあなたの所に帰ってきます。そのと

きサラには男の子が生れているでしょう」。 15サラ

は恐れたので、これを打ち消して言った、「わたし

は笑いません」。主は言われた、「いや、あなたは

笑いました」。 16その人々はそこを立ってソドムの

方に向かったので、アブラハムは彼らを見送って共

に行った。 17時に主は言われた、「わたしのしよう

とする事をアブラハムに隠してよいであろうか。 18

アブラハムは必ず大きな強い国民となって、地のす
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べての民がみな、彼によって祝福を受けるのではな

いか。 19わたしは彼が後の子らと家族とに命じて主

の道を守らせ、正義と公道とを行わせるために彼を

知ったのである。これは主がかつてアブラハムにつ

いて言った事を彼の上に臨ませるためである」。 20

主はまた言われた、「ソドムとゴモラの叫びは大き

く、またその罪は非常に重いので、 21わたしはいま

下って、わたしに届いた叫びのとおりに、すべて彼

らがおこなっているかどうかを見て、それを知ろう

」。 22その人々はそこから身を巡らしてソドムの方

に行ったが、アブラハムはなお、主の前に立ってい

た。 23アブラハムは近寄って言った、「まことにあ

なたは正しい者を、悪い者と一緒に滅ぼされるので

すか。 24たとい、あの町に五十人の正しい者があっ

ても、あなたはなお、その所を滅ぼし、その中にい

る五十人の正しい者のためにこれをゆるされないの

ですか。 25正しい者と悪い者とを一緒に殺すような

ことを、あなたは決してなさらないでしょう。正し

い者と悪い者とを同じようにすることも、あなたは

決してなさらないでしょう。全地をさばく者は公義

を行うべきではありませんか」。 26主は言われた、

「もしソドムで町の中に五十人の正しい者があった

ら、その人々のためにその所をすべてゆるそう」。

27アブラハムは答えて言った、「わたしはちり灰に

過ぎませんが、あえてわが主に申します。 28もし五

十人の正しい者のうち五人欠けたなら、その五人欠

けたために町を全く滅ぼされますか」。主は言われ

た、「もしそこに四十五人いたら、滅ぼさないであ

ろう」。 29アブラハムはまた重ねて主に言った、「
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もしそこに四十人いたら」。主は言われた、「その

四十人のために、これをしないであろう」。 30アブ

ラハムは言った、「わが主よ、どうかお怒りになら

ぬよう。わたしは申します。もしそこに三十人いた

ら」。主は言われた、「そこに三十人いたら、これ

をしないであろう」。 31アブラハムは言った、「い

まわたしはあえてわが主に申します。もしそこに二

十人いたら」。主は言われた、「わたしはその二十

人のために滅ぼさないであろう」。 32アブラハムは

言った、「わが主よ、どうかお怒りにならぬよう。

わたしはいま一度申します、もしそこに十人いたら

」。主は言われた、「わたしはその十人のために滅

ぼさないであろう」。 33主はアブラハムと語り終り

、去って行かれた。アブラハムは自分の所に帰った

。

19そのふたりのみ使は夕暮にソドムに着いた。そ

のときロトはソドムの門にすわっていた。ロトは彼

らを見て、立って迎え、地に伏して、 2言った、「

わが主よ、どうぞしもべの家に立寄って足を洗い、

お泊まりください。そして朝早く起きてお立ちくだ

さい」。彼らは言った、「いや、われわれは広場で

夜を過ごします」。 3しかしロトがしいて勧めたの

で、彼らはついに彼の所に寄り、家にはいった。ロ

トは彼らのためにふるまいを設け、種入れぬパンを

焼いて食べさせた。 4ところが彼らの寝ないうちに

、ソドムの町の人々は、若い者も老人も、民がみな

四方からきて、その家を囲み、 5ロトに叫んで言っ

た、「今夜おまえの所にきた人々はどこにいるか。

それをここに出しなさい。われわれは彼らを知るで
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あろう」。 6ロトは入口におる彼らの所に出て行き

、うしろの戸を閉じて、 7言った、「兄弟たちよ、

どうか悪い事はしないでください。 8わたしにまだ

男を知らない娘がふたりあります。わたしはこれを

あなたがたに、さし出しますから、好きなようにし

てください。ただ、わたしの屋根の下にはいったこ

の人たちには、何もしないでください」。 9彼らは

言った、「退け」。また言った、「この男は渡って

きたよそ者であるのに、いつも、さばきびとになろ

うとする。それで、われわれは彼らに加えるよりも

、おまえに多くの害を加えよう」。彼らはロトの身

に激しく迫り、進み寄って戸を破ろうとした。 10そ

の時、かのふたりは手を伸べてロトを家の内に引き

入れ、戸を閉じた。 11そして家の入口におる人々を

、老若の別なく打って目をくらましたので、彼らは

入口を捜すのに疲れた。 12ふたりはロトに言った、

「ほかにあなたの身内の者がここにおりますか。あ

なたのむこ、むすこ、娘およびこの町におるあなた

の身内の者を、皆ここから連れ出しなさい。 13われ

われがこの所を滅ぼそうとしているからです。人々

の叫びが主の前に大きくなり、主はこの所を滅ぼす

ために、われわれをつかわされたのです」。 14そこ

でロトは出て行って、その娘たちをめとるむこたち

に告げて言った、「立ってこの所から出なさい。主

がこの町を滅ぼされます」。しかしそれはむこたち

には戯むれごとに思えた。 15夜が明けて、み使たち

はロトを促して言った 「立って、ここにいるあなた

の妻とふたりの娘とを連れ出しなさい。そうしなけ

れば、あなたもこの町の不義のために滅ぼされるで
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しょう」。 16彼はためらっていたが、主は彼にあわ

れみを施されたので、かのふたりは彼の手と、その

妻の手と、ふたりの娘の手を取って連れ出し、町の

外に置いた。 17彼らを外に連れ出した時そのひとり

は言った、「のがれて、自分の命を救いなさい。う

しろをふりかえって見てはならない。低地にはどこ

にも立ち止まってはならない。山にのがれなさい。

そうしなければ、あなたは滅びます」。 18ロトは彼

らに言った、「わが主よ、どうか、そうさせないで

ください。 19しもべはすでにあなたの前に恵みを得

ました。あなたはわたしの命を救って、大いなるい

つくしみを施されました。しかしわたしは山までは

のがれる事ができません。災が身に追い迫ってわた

しは死ぬでしょう。 20あの町をごらんなさい。逃げ

ていくのに近く、また小さい町です。どうかわたし

をそこにのがれさせてください。それは小さいでは

ありませんか。そうすればわたしの命は助かるでし

ょう」。 21み使は彼に言った、「わたしはこの事で

もあなたの願いをいれて、あなたの言うその町は滅

ぼしません。 22急いでそこへのがれなさい。あなた

がそこに着くまでは、わたしは何事もすることがで

きません」。これによって、その町の名はゾアルと

呼ばれた。 23ロトがゾアルに着いた時、日は地の上

にのぼった。 24主は硫黄と火とを主の所すなわち天

からソドムとゴモラの上に降らせて、 25これらの町

と、すべての低地と、その町々のすべての住民と、

その地にはえている物を、ことごとく滅ぼされた。

26しかしロトの妻はうしろを顧みたので塩の柱にな

った。 27アブラハムは朝早く起き、さきに主の前に
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立った所に行って、 28ソドムとゴモラの方、および

低地の全面をながめると、その地の煙が、かまどの

煙のように立ちのぼっていた。 29こうして神が低地

の町々をこぼたれた時、すなわちロトの住んでいた

町々を滅ぼされた時、神はアブラハムを覚えて、そ

の滅びの中からロトを救い出された。 30ロトはゾア

ルを出て上り、ふたりの娘と共に山に住んだ。ゾア

ルに住むのを恐れたからである。彼はふたりの娘と

共に、ほら穴の中に住んだ。 31時に姉が妹に言った

、「わたしたちの父は老い、またこの地には世のな

らわしのように、わたしたちの所に来る男はいませ

ん。 32さあ、父に酒を飲ませ、共に寝て、父によっ

て子を残しましょう」。 33彼女たちはその夜、父に

酒を飲ませ、姉がはいって父と共に寝た。ロトは娘

が寝たのも、起きたのも知らなかった。 34あくる日

、姉は妹に言った、「わたしは昨夜、父と寝ました

。わたしたちは今夜もまた父に酒を飲ませましょう

。そしてあなたがはいって共に寝なさい。わたした

ちは父によって子を残しましょう」。 35彼らはその

夜もまた父に酒を飲ませ、妹が行って父と共に寝た

。ロトは娘の寝たのも、起きたのも知らなかった。

36こうしてロトのふたりの娘たちは父によってはら

んだ。 37姉娘は子を産み、その名をモアブと名づけ

た。これは今のモアブびとの先祖である。 38妹もま

た子を産んで、その名をベニアンミと名づけた。こ

れは今のアンモンびとの先祖である。

20アブラハムはそこからネゲブの地に移って、カ

デシとシュルの間に住んだ。彼がゲラルにとどまっ

ていた時、 2アブラハムは妻サラのことを、「これ
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はわたしの妹です」と言ったので、ゲラルの王アビ

メレクは、人をつかわしてサラを召し入れた。 3と

ころが神は夜の夢にアビメレクに臨んで言われた、

「あなたは召し入れたあの女のゆえに死なねばなら

ない。彼女は夫のある身である」。 4アビメレクは

まだ彼女に近づいていなかったので言った、「主よ

、あなたは正しい民でも殺されるのですか。 5彼は

わたしに、これはわたしの妹ですと言ったではあり

ませんか。また彼女も自分で、彼はわたしの兄です

と言いました。わたしは心も清く、手もいさぎよく

、このことをしました」。 6神はまた夢で彼に言わ

れた、「そうです、あなたが清い心をもってこのこ

とをしたのを知っていたから、わたしもあなたを守

って、わたしに対して罪を犯させず、彼女にふれる

ことを許さなかったのです。 7いま彼の妻を返しな

さい。彼は預言者ですから、あなたのために祈って

、命を保たせるでしょう。もし返さないなら、あな

たも身内の者もみな必ず死ぬと知らなければなりま

せん」。 8そこでアビメレクは朝早く起き、しもべ

たちをことごとく召し集めて、これらの事をみな語

り聞かせたので、人々は非常に恐れた。 9そしてア

ビメレクはアブラハムを召して言った、「あなたは

われわれに何をするのですか。あなたに対してわた

しがどんな罪を犯したために、あなたはわたしとわ

たしの国とに、大きな罪を負わせるのですか。あな

たはしてはならぬことをわたしにしたのです」。 10

アビメレクはまたアブラハムに言った、「あなたは

なんと思って、この事をしたのですか」。 11アブラ

ハムは言った、「この所には神を恐れるということ



創世記 49

が、まったくないので、わたしの妻のゆえに人々が

わたしを殺すと思ったからです。 12また彼女はほん

とうにわたしの妹なのです。わたしの父の娘ですが

、母の娘ではありません。そして、わたしの妻にな

ったのです。 13神がわたしに父の家を離れて、行き

巡らせた時、わたしは彼女に、あなたはわたしたち

の行くさきざきでわたしを兄であると言ってくださ

い。これはあなたがわたしに施す恵みであると言い

ました」。 14そこでアビメレクは羊、牛および男女

の奴隷を取ってアブラハムに与え、その妻サラを彼

に返した。 15そしてアビメレクは言った、「わたし

の地はあなたの前にあります。あなたの好きな所に

住みなさい」。 16またサラに言った、「わたしはあ

なたの兄に銀千シケルを与えました。これはあなた

の身に起ったすべての事について、あなたに償いを

するものです。こうしてすべての人にあなたは正し

いと認められます」。 17そこでアブラハムは神に祈

った。神はアビメレクとその妻および、はしためた

ちをいやされたので、彼らは子を産むようになった

。 18これは主がさきにアブラハムの妻サラのゆえに

、アビメレクの家のすべての者の胎を、かたく閉ざ

されたからである。

21主は、さきに言われたようにサラを顧み、告げ

られたようにサラに行われた。 2サラはみごもり、

神がアブラハムに告げられた時になって、年老いた

アブラハムに男の子を産んだ。 3アブラハムは生れ

た子、サラが産んだ男の子の名をイサクと名づけた

。 4アブラハムは神が命じられたように八日目にそ

の子イサクに割礼を施した。 5アブラハムはその子
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イサクが生れた時百歳であった。 6そしてサラは言

った、「神はわたしを笑わせてくださった。聞く者

は皆わたしのことで笑うでしょう」。 7また言った

、「サラが子に乳を飲ませるだろうと、だれがアブ

ラハムに言い得たであろう。それなのに、わたしは

彼が年とってから、子を産んだ」。 8さて、おさな

ごは育って乳離れした。イサクが乳離れした日にア

ブラハムは盛んなふるまいを設けた。 9サラはエジ

プトの女ハガルのアブラハムに産んだ子が、自分の

子イサクと遊ぶのを見て、 10アブラハムに言った、

「このはしためとその子を追い出してください。こ

のはしための子はわたしの子イサクと共に、世継と

なるべき者ではありません」。 11この事で、アブラ

ハムはその子のために非常に心配した。 12神はアブ

ラハムに言われた、「あのわらべのため、またあな

たのはしためのために心配することはない。サラが

あなたに言うことはすべて聞きいれなさい。イサク

に生れる者が、あなたの子孫と唱えられるからです

。 13しかし、はしための子もあなたの子ですから、

これをも、一つの国民とします」。 14そこでアブラ

ハムは明くる朝はやく起きて、パンと水の皮袋とを

取り、ハガルに与えて、肩に負わせ、その子を連れ

て去らせた。ハガルは去ってベエルシバの荒野にさ

まよった。 15やがて皮袋の水が尽きたので、彼女は

その子を木の下におき、 16「わたしはこの子の死ぬ

のを見るに忍びない」と言って、矢の届くほど離れ

て行き、子供の方に向いてすわった。彼女が子供の

方に向いてすわったとき、子供は声をあげて泣いた

。 17神はわらべの声を聞かれ、神の使は天からハガ
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ルを呼んで言った、「ハガルよ、どうしたのか。恐

れてはいけない。神はあそこにいるわらべの声を聞

かれた。 18立って行き、わらべを取り上げてあなた

の手に抱きなさい。わたしは彼を大いなる国民とす

るであろう」。 19神がハガルの目を開かれたので、

彼女は水の井戸のあるのを見た。彼女は行って皮袋

に水を満たし、わらべに飲ませた。 20神はわらべと

共にいまし、わらべは成長した。彼は荒野に住んで

弓を射る者となった。 21彼はパランの荒野に住んだ

。母は彼のためにエジプトの国から妻を迎えた。 22

そのころアビメレクとその軍勢の長ピコルはアブラ

ハムに言った、「あなたが何事をなさっても、神は

あなたと共におられる。 23それゆえ、今ここでわた

しをも、わたしの子をも、孫をも欺かないと、神を

さしてわたしに誓ってください。わたしがあなたに

親切にしたように、あなたもわたしと、このあなた

の寄留の地とに、しなければなりません」。 24アブ

ラハムは言った、「わたしは誓います」。 25アブラ

ハムはアビメレクの家来たちが、水の井戸を奪い取

ったことについてアビメルクを責めた。 26しかしア

ビメレクは言った、「だれがこの事をしたかわたし

は知りません。あなたもわたしに告げたことはなく

、わたしもきょうまで聞きませんでした」。 27そこ

でアブラハムは羊と牛とを取ってアビメレクに与え

、ふたりは契約を結んだ。 28アブラハムが雌の小羊

七頭を分けて置いたところ、 29アビメレクはアブラ

ハムに言った、「あなたがこれらの雌の小羊七頭を

分けて置いたのは、なんのためですか」。 30アブラ

ハムは言った、「あなたはわたしの手からこれらの
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雌の小羊七頭を受け取って、わたしがこの井戸を掘

ったことの証拠としてください」。 31これによって

その所をベエルシバと名づけた。彼らがふたりそこ

で誓いをしたからである。 32このように彼らはベエ

ルシバで契約を結び、アビメレクとその軍勢の長ピ

コルは立ってペリシテの地に帰った。 33アブラハム

はベエルシバに一本のぎょりゅうの木を植え、その

所で永遠の神、主の名を呼んだ。 34こうしてアブラ

ハムは長い間ペリシテびとの地にとどまった。

22これらの事の後、神はアブラハムを試みて彼に

言われた、「アブラハムよ」。彼は言った、「ここ

におります」。 2神は言われた、「あなたの子、あ

なたの愛するひとり子イサクを連れてモリヤの地に

行き、わたしが示す山で彼を燔祭としてささげなさ

い」。 3アブラハムは朝はやく起きて、ろばにくら

を置き、ふたりの若者と、その子イサクとを連れ、

また燔祭のたきぎを割り、立って神が示された所に

出かけた。 4三日目に、アブラハムは目をあげて、

はるかにその場所を見た。 5そこでアブラハムは若

者たちに言った、「あなたがたは、ろばと一緒にこ

こにいなさい。わたしとわらべは向こうへ行って礼

拝し、そののち、あなたがたの所に帰ってきます」

。 6アブラハムは燔祭のたきぎを取って、その子イ

サクに負わせ、手に火と刃物とを執って、ふたり一

緒に行った。 7やがてイサクは父アブラハムに言っ

た、「父よ」。彼は答えた、「子よ、わたしはここ

にいます」。イサクは言った、「火とたきぎとはあ

りますが、燔祭の小羊はどこにありますか」。 8ア

ブラハムは言った、「子よ、神みずから燔祭の小羊
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を備えてくださるであろう」。こうしてふたりは一

緒に行った。 9彼らが神の示された場所にきたとき

、アブラハムはそこに祭壇を築き、たきぎを並べ、

その子イサクを縛って祭壇のたきぎの上に載せた。

10そしてアブラハムが手を差し伸べ、刃物を執って

その子を殺そうとした時、 11主の使が天から彼を呼

んで言った、「アブラハムよ、アブラハムよ」。彼

は答えた、「はい、ここにおります」。 12み使が言

った、「わらべを手にかけてはならない。また何も

彼にしてはならない。あなたの子、あなたのひとり

子をさえ、わたしのために惜しまないので、あなた

が神を恐れる者であることをわたしは今知った」。

13この時アブラハムが目をあげて見ると、うしろに

、角をやぶに掛けている一頭の雄羊がいた。アブラ

ハムは行ってその雄羊を捕え、それをその子のかわ

りに燔祭としてささげた。 14それでアブラハムはそ

の所の名をアドナイ・エレと呼んだ。これにより、

人々は今日もなお「主の山に備えあり」と言う。 15

主の使は再び天からアブラハムを呼んで、 16言った

、「主は言われた、『わたしは自分をさして誓う。

あなたがこの事をし、あなたの子、あなたのひとり

子をも惜しまなかったので、 17わたしは大いにあな

たを祝福し、大いにあなたの子孫をふやして、天の

星のように、浜べの砂のようにする。あなたの子孫

は敵の門を打ち取り、 18また地のもろもろの国民は

あなたの子孫によって祝福を得るであろう。あなた

がわたしの言葉に従ったからである』」。 19アブラ

ハムは若者たちの所に帰り、みな立って、共にベエ

ルシバへ行った。そしてアブラハムはベエルシバに
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住んだ。 20これらの事の後、ある人がアブラハムに

告げて言った、「ミルカもまたあなたの兄弟ナホル

に子どもを産みました。 21長男はウヅ、弟はブズ、

次はアラムの父ケムエル、 22次はケセデ、ハゾ、ピ

ルダシ、エデラフ、ベトエルです」。 23ベトエルの

子はリベカであって、これら八人はミルカがアブラ

ハムの兄弟ナホルに産んだのである。 24ナホルのそ

ばめで、名をルマという女もまたテバ、ガハム、タ

ハシおよびマアカを産んだ。

23サラの一生は百二十七年であった。これがサラ

の生きながらえた年である。 2サラはカナンの地の

キリアテ・アルバすなわちヘブロンで死んだ。アブ

ラハムは中にはいってサラのために悲しみ泣いた。

3アブラハムは死人のそばから立って、ヘテの人々に

言った、 4「わたしはあなたがたのうちの旅の者で

寄留者ですが、わたしの死人を出して葬るため、あ

なたがたのうちにわたしの所有として一つの墓地を

ください」。 5ヘテの人々はアブラハムに答えて言

った、 6「わが主よ、お聞きなさい。あなたはわれ

われのうちにおられて、神のような主君です。われ

われの墓地の最も良い所にあなたの死人を葬りなさ

い。その墓地を拒んで、あなたにその死人を葬らせ

ない者はわれわれのうちには、ひとりもないでしょ

う」。 7アブラハムは立ちあがり、その地の民ヘテ

の人々に礼をして、 8彼らに言った、「もしわたし

の死人を葬るのに同意されるなら、わたしの願いを

いれて、わたしのためにゾハルの子エフロンに頼み

、 9彼が持っている畑の端のマクペラのほら穴をじ

ゅうぶんな代価でわたしに与え、あなたがたのうち
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に墓地を持たせてください」。 10時にエフロンはヘ

テの人々のうちにすわっていた。そこでヘテびとエ

フロンはヘテの人々、すなわちすべてその町の門に

はいる人々の聞いているところで、アブラハムに答

えて言った、 11「いいえ、わが主よ、お聞きなさい

。わたしはあの畑をあなたにさしあげます。またそ

の中にあるほら穴もさしあげます。わたしの民の人

々の前で、それをさしあげます。あなたの死人を葬

りなさい」。 12アブラハムはその地の民の前で礼を

し、 13その地の民の聞いているところでエフロンに

言った、「あなたがそれを承諾されるなら、お聞き

なさい。わたしはその畑の代価を払います。お受け

取りください。わたしの死人をそこに葬りましょう

」。 14エフロンはアブラハムに答えて言った、 15

「わが主よ、お聞きなさい。あの地は銀四百シケル

ですが、これはわたしとあなたの間で、なにほどの

ことでしょう。あなたの死人を葬りなさい」。 16そ

こでアブラハムはエフロンの言葉にしたがい、エフ

ロンがヘテの人々の聞いているところで言った銀、

すなわち商人の通用銀四百シケルを量ってエフロン

に与えた。 17こうしてマムレの前のマクペラにある

エフロンの畑は、畑も、その中のほら穴も、畑の中

およびその周囲の境にあるすべての木も皆、 18ヘテ

の人々の前、すなわちその町の門にはいるすべての

人々の前で、アブラハムの所有と決まった。 19その

後、アブラハムはその妻サラをカナンの地にあるマ

ムレ、すなわちヘブロンの前のマクペラの畑のほら

穴に葬った。 20このように畑とその中にあるほら穴
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とはヘテの人々によってアブラハムの所有の墓地と

定められた。

24アブラハムは年が進んで老人となった。主はす

べての事にアブラハムを恵まれた。 2さてアブラハ

ムは所有のすべてを管理させていた家の年長のしも

べに言った、「あなたの手をわたしのももの下に入

れなさい。 3わたしはあなたに天地の神、主をさし

て誓わせる。あなたはわたしが今一緒に住んでいる

カナンびとのうちから、娘をわたしの子の妻にめと

ってはならない。 4あなたはわたしの国へ行き、親

族の所へ行って、わたしの子イサクのために妻をめ

とらなければならない」。 5しもべは彼に言った、

「もしその女がわたしについてこの地に来ることを

好まない時は、わたしはあなたの子をあなたの出身

地に連れ帰るべきでしょうか」。 6アブラハムは彼

に言った、「わたしの子は決して向こうへ連れ帰っ

てはならない。 7天の神、主はわたしを父の家、親

族の地から導き出してわたしに語り、わたしに誓っ

て、おまえの子孫にこの地を与えると言われた。主

は、み使をあなたの前につかわされるであろう。あ

なたはあそこからわたしの子に妻をめとらねばなら

ない。 8けれどもその女があなたについて来ること

を好まないなら、あなたはこの誓いを解かれる。た

だわたしの子を向こうへ連れ帰ってはならない」。

9そこでしもべは手を主人アブラハムのももの下に入

れ、この事について彼に誓った。 10しもべは主人の

らくだのうちから十頭のらくだを取って出かけた。

すなわち主人のさまざまの良い物を携え、立ってア

ラム・ナハライムにむかい、ナホルの町へ行った。
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11彼はらくだを町の外の、水の井戸のそばに伏させ

た。時は夕暮で、女たちが水をくみに出る時刻であ

った。 12彼は言った、「主人アブラハムの神、主よ

、どうか、きょう、わたしにしあわせを授け、主人

アブラハムに恵みを施してください。 13わたしは泉

のそばに立っています。町の人々の娘たちが水をく

みに出てきたとき、 14娘に向かって『お願いです、

あなたの水がめを傾けてわたしに飲ませてください

』と言い、娘が答えて、『お飲みください。あなた

のらくだにも飲ませましょう』と言ったなら、その

者こそ、あなたがしもべイサクのために定められた

者ということにしてください。わたしはこれによっ

て、あなたがわたしの主人に恵みを施されることを

知りましょう」。 15彼がまだ言い終らないうちに、

アブラハムの兄弟ナホルの妻ミルカの子ベトエルの

娘リベカが、水がめを肩に載せて出てきた。 16その

娘は非常に美しく、男を知らぬ処女であった。彼女

が泉に降りて、水がめを満たし、上がってきた時、

17しもべは走り寄って、彼女に会って言った、「お

願いです。あなたの水がめの水を少し飲ませてくだ

さい」。 18すると彼女は「わが主よ、お飲みくださ

い」と言って、急いで水がめを自分の手に取りおろ

して彼に飲ませた。 19飲ませ終って、彼女は言った

、「あなたのらくだもみな飲み終るまで、わたしは

水をくみましょう」。 20彼女は急いでかめの水を水

ぶねにあけ、再び水をくみに井戸に走って行って、

すべてのらくだのために水をくんだ。 21その間その

人は主が彼の旅の祝福されるか、どうかを知ろうと

、黙って彼女を見つめていた。 22らくだが飲み終っ
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たとき、その人は重さ半シケルの金の鼻輪一つと、

重さ十シケルの金の腕輪二つを取って、 23言った、

「あなたはだれの娘か、わたしに話してください。

あなたの父の家にわたしどもの泊まる場所がありま

しょうか」。 24彼女は彼に言った、「わたしはナホ

ルの妻ミルカの子ベトエルの娘です」。 25また彼に

言った、「わたしどもには、わらも、飼葉もたくさ

んあります。また泊まる場所もあります」。 26その

人は頭を下げ、主を拝して、 27言った、「主人アブ

ラハムの神、主はほむべきかな。主はわたしの主人

にいつくしみと、まこととを惜しまれなかった。そ

して主は旅にあるわたしを主人の兄弟の家に導かれ

た」。 28娘は走って行って、母の家のものにこれら

の事を告げた。 29リベカにひとりの兄があって、名

をラバンといった。ラバンは泉のそばにいるその人

の所へ走って行った。 30彼は鼻輪と妹の手にある腕

輪とを見、また妹リベカが「その人はわたしにこう

言った」というのを聞いて、その人の所へ行ってみ

ると、その人は泉のほとりで、らくだのそばに立っ

ていた。 31そこでその人に言った、「主に祝福され

た人よ、おはいりください。なぜ外に立っておられ

ますか。わたしは家を準備し、らくだのためにも場

所を準備しておきました」。 32その人は家にはいっ

た。ラバンはらくだの荷を解いて、わらと飼葉をら

くだに与え、また水を与えてその人の足と、その従

者たちの足を洗わせた。 33そして彼の前に食物を供

えたが、彼は言った、「わたしは用向きを話すまで

は食べません」。ラバンは言った、「お話しくださ

い」。 34そこで彼は言った、「わたしはアブラハム
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のしもべです。 35主はわたしの主人を大いに祝福し

て、大いなる者とされました。主はまた彼に羊、牛

、銀、金、男女の奴隷、らくだ、ろばを与えられま

した。 36主人の妻サラは年老いてから、主人に男の

子を産みました。主人はその所有を皆これに与えま

した。 37ところで主人はわたしに誓わせて言いまし

た、『わたしの住んでいる地のカナンびとの娘を、

わたしの子の妻にめとってはならない。 38おまえは

わたしの父の家、親族の所へ行って、わたしの子に

妻をめとらなければならない』。 39わたしは主人に

言いました、『もしその女がわたしについてこない

時はどういたしましょうか』。 40主人はわたしに言

いました、『わたしの仕えている主は、み使をおま

えと一緒につかわして、おまえの旅にさいわいを与

えられるであろう。おまえはわたしの親族、わたし

の父の家からわたしの子に妻をめとらなければなら

ない。 41そのとき、おまえはわたしにした誓いから

解かれるであろう。またおまえがわたしの親族に行

く時、彼らがおまえにその娘を与えないなら、おま

えはわたしにした誓いから解かれるであろう』。 42

わたしはきょう、泉のところにきて言いました、『

主人アブラハムの神、主よ、どうか今わたしのゆく

道にさいわいを与えてください。 43わたしはこの泉

のそばに立っていますが、水をくみに出てくる娘に

向かって、「お願いです。あなたの水がめの水を少

し飲ませてください」と言い、 44「お飲みください

。あなたのらくだのためにも、くみましょう」とわ

たしに言うなら、その娘こそ、主がわたしの主人の

子のために定められた女ということにしてください
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』。 45わたしが心のうちでそう言い終らないうちに

、リベカが水がめを肩に載せて出てきて、水をくみ

に泉に降りたので、わたしは『お願いです、飲ませ

てください』と言いますと、 46彼女は急いで水がめ

を肩からおろし、『お飲みください。わたしはあな

たのらくだにも飲ませましょう』と言いました。そ

れでわたしは飲みましたが、彼女はらくだにも飲ま

せました。 47わたしは彼女に尋ねて、『あなたはだ

れの娘ですか』と言いますと、『ナホルとその妻ミ

ルカの子ベトエルの娘です』と答えました。そこで

わたしは彼女の鼻に鼻輪をつけ、手に腕輪をつけま

した。 48そしてわたしは頭をさげて主を拝し、主人

アブラハムの神、主をほめたたえました。主は主人

の兄弟の娘を子にめとらせようと、わたしを正しい

道に導かれたからです。 49あなたがたが、もしわた

しの主人にいつくしみと、まことを尽そうと思われ

るなら、そうとわたしにお話しください。そうでな

ければ、そうでないとお話しください。それによっ

てわたしは右か左に決めましょう」。 50ラバンとベ

トエルは答えて言った、「この事は主から出たこと

ですから、わたしどもはあなたによしあしを言うこ

とができません。 51リベカがここにおりますから連

れて行って、主が言われたように、あなたの主人の

子の妻にしてください」。 52アブラハムのしもべは

彼らの言葉を聞いて、地に伏し、主を拝した。 53そ

してしもべは銀の飾りと、金の飾り、および衣服を

取り出してリベカに与え、その兄と母とにも価の高

い品々を与えた。 54彼と従者たちは飲み食いして宿

ったが、あくる朝彼らが起きた時、しもべは言った
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、「わたしを主人のもとに帰らせてください」。 55

リベカの兄と母とは言った、「娘は数日、少なくと

も十日、わたしどもと共にいて、それから行かせま

しょう」。 56しもべは彼らに言った、「主はわたし

の道にさいわいを与えられましたから、わたしを引

きとめずに、主人のもとに帰らせてください」。 57

彼らは言った、「娘を呼んで聞いてみましょう」。

58彼らはリベカを呼んで言った、「あなたはこの人

と一緒に行きますか」。彼女は言った、「行きます

」。 59そこで彼らは妹リベカと、そのうばと、アブ

ラハムのしもべと、その従者とを送り去らせた。 60

彼らはリベカを祝福して彼女に言った、「妹よ、あ

なたは、ちよろずの人の母となれ。あなたの子孫は

その敵の門を打ち取れ」。 61リベカは立って侍女た

ちと共にらくだに乗り、その人に従って行った。し

もべはリベカを連れて立ち去った。 62さてイサクは

ベエル・ラハイ・ロイからきて、ネゲブの地に住ん

でいた。 63イサクは夕暮、野に出て歩いていたが、

目をあげて、らくだの来るのを見た。 64リベカは目

をあげてイサクを見、らくだからおりて、 65しもべ

に言った、「わたしたちに向かって、野を歩いて来

るあの人はだれでしょう」。しもべは言った、「あ

れはわたしの主人です」。するとリベカは、被衣で

身をおおった。 66しもべは自分がしたことのすべて

をイサクに話した。 67イサクはリベカを天幕に連れ

て行き、リベカをめとって妻とし、彼女を愛した。

こうしてイサクは母の死後、慰めを得た。

25アブラハムは再び妻をめとった。名をケトラと

いう。 2彼女はジムラン、ヨクシャン、メダン、ミ
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デアン、イシバクおよびシュワを産んだ。 3ヨクシ

ャンの子はシバとデダン。デダンの子孫はアシュリ

びと、レトシびと、レウミびとである。 4ミデアン

の子孫はエパ、エペル、ヘノク、アビダ、エルダア

であって、これらは皆ケトラの子孫であった。 5ア

ブラハムはその所有をことごとくイサクに与えた。

6またそのそばめたちの子らにもアブラハムは物を与

え、なお生きている間に彼らをその子イサクから離

して、東の方、東の国に移らせた。 7アブラハムの

生きながらえた年は百七十五年である。 8アブラハ

ムは高齢に達し、老人となり、年が満ちて息絶え、

死んでその民に加えられた。 9その子イサクとイシ

マエルは彼をヘテびとゾハルの子エフロンの畑にあ

るマクペラのほら穴に葬った。これはマムレの向か

いにあり、 10アブラハムがヘテの人々から、買い取

った畑であって、そこにアブラハムとその妻サラが

葬られた。 11アブラハムが死んだ後、神はその子イ

サクを祝福された。イサクはベエル・ラハイ・ロイ

のほとりに住んだ。 12サラのつかえめエジプトびと

ハガルがアブラハムに産んだアブラハムの子イシマ

エルの系図は次のとおりである。 13イシマエルの子

らの名を世代にしたがって、その名をいえば次のと

おりである。すなわちイシマエルの長子はネバヨテ

、次はケダル、アデビエル、ミブサム、 14ミシマ、

ドマ、マッサ、 15ハダデ、テマ、エトル、ネフシ、

ケデマ。 16これはイシマエルの子らであり、村と宿

営とによる名であって、その氏族による十二人の君

たちである。 17イシマエルのよわいは百三十七年で

ある。彼は息絶えて死に、その民に加えられた。 18
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イシマエルの子らはハビラからエジプトの東、シュ

ルまでの間に住んで、アシュルに及んだ。イシマエ

ルはすべての兄弟の東に住んだ。 19アブラハムの子

イサクの系図は次のとおりである。アブラハムの子

はイサクであって、 20イサクは四十歳の時、パダン

アラムのアラムびとベトエルの娘で、アラムびとラ

バンの妹リベカを妻にめとった。 21イサクは妻が子

を産まなかったので、妻のために主に祈り願った。

主はその願いを聞かれ、妻リベカはみごもった。 22

ところがその子らが胎内で押し合ったので、リベカ

は言った、「こんなことでは、わたしはどうなるで

しょう」。彼女は行って主に尋ねた。 23主は彼女に

言われた、「二つの国民があなたの胎内にあり、二

つの民があなたの腹から別れて出る。一つの民は他

の民よりも強く、兄は弟に仕えるであろう」。 24彼

女の出産の日がきたとき、胎内にはふたごがあった

。 25さきに出たのは赤くて全身毛ごろものようであ

った。それで名をエサウと名づけた。 26その後に弟

が出た。その手はエサウのかかとをつかんでいた。

それで名をヤコブと名づけた。リベカが彼らを産ん

だ時、イサクは六十歳であった。 27さてその子らは

成長し、エサウは巧みな狩猟者となり、野の人とな

ったが、ヤコブは穏やかな人で、天幕に住んでいた

。 28イサクは、しかの肉が好きだったので、エサウ

を愛したが、リベカはヤコブを愛した。 29ある日ヤ

コブが、あつものを煮ていた時、エサウは飢え疲れ

て野から帰ってきた。 30エサウはヤコブに言った、

「わたしは飢え疲れた。お願いだ。赤いもの、その

赤いものをわたしに食べさせてくれ」。彼が名をエ
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ドムと呼ばれたのはこのためである。 31ヤコブは言

った、「まずあなたの長子の特権をわたしに売りな

さい」。 32エサウは言った、「わたしは死にそうだ

。長子の特権などわたしに何になろう」。 33ヤコブ

はまた言った、「まずわたしに誓いなさい」。彼は

誓って長子の特権をヤコブに売った。 34そこでヤコ

ブはパンとレンズ豆のあつものとをエサウに与えた

ので、彼は飲み食いして、立ち去った。このように

してエサウは長子の特権を軽んじた。

26アブラハムの時にあった初めのききんのほか、

またききんがその国にあったので、イサクはゲラル

にいるペリシテびとの王アビメレクの所へ行った。

2その時、主は彼に現れて言われた、「エジプトへ下

ってはならない。わたしがあなたに示す地にとどま

りなさい。 3あなたがこの地にとどまるなら、わた

しはあなたと共にいて、あなたを祝福し、これらの

国をことごとくあなたと、あなたの子孫とに与え、

わたしがあなたの父アブラハムに誓った誓いを果そ

う。 4またわたしはあなたの子孫を増して天の星の

ようにし、あなたの子孫にこれらの地をみな与えよ

う。そして地のすべての国民はあなたの子孫によっ

て祝福をえるであろう。 5アブラハムがわたしの言

葉にしたがってわたしのさとしと、いましめと、さ

だめと、おきてとを守ったからである」。 6こうし

てイサクはゲラルに住んだ。 7その所の人々が彼の

妻のことを尋ねたとき、「彼女はわたしの妹です」

と彼は言った。リベカは美しかったので、その所の

人々がリベカのゆえに自分を殺すかもしれないと思

って、「わたしの妻です」と言うのを恐れたからで
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ある。 8イサクは長らくそこにいたが、ある日ペリ

シテびとの王アビメレクは窓から外をながめていて

、イサクがその妻リベカと戯れているのを見た。 9

そこでアビメレクはイサクを召して言った、「彼女

は確かにあなたの妻です。あなたはどうして『彼女

はわたしの妹です』と言われたのですか」。イサク

は彼に言った、「わたしは彼女のゆえに殺されるか

もしれないと思ったからです」。 10アビメレクは言

った、「あなたはどうしてこんな事をわれわれにさ

れたのですか。民のひとりが軽々しくあなたの妻と

寝るような事があれば、その時あなたはわれわれに

罪を負わせるでしょう」。 11それでアビメレクはす

べての民に命じて言った、「この人、またはその妻

にさわる者は必ず死ななければならない」。 12イサ

クはその地に種をまいて、その年に百倍の収穫を得

た。このように主が彼を祝福されたので、 13彼は富

み、またますます栄えて非常に裕福になり、 14羊の

群れ、牛の群れ及び多くのしもべを持つようになっ

たので、ペリシテびとは彼をねたんだ。 15またペリ

シテびとは彼の父アブラハムの時に、父のしもべた

ちが掘ったすべての井戸をふさぎ、土で埋めた。 16

アビメレクはイサクに言った、「あなたはわれわれ

よりも、はるかに強くなられたから、われわれの所

を去ってください」。 17イサクはそこを去り、ゲラ

ルの谷に天幕を張ってその所に住んだ。 18そしてイ

サクは父アブラハムの時に人々の掘った水の井戸を

再び掘った。アブラハムの死後、ペリシテびとがふ

さいだからである。イサクは父がつけた名にしたが

ってそれらに名をつけた。 19しかしイサクのしもべ
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たちが谷の中を掘って、そこにわき出る水の井戸を

見つけたとき、 20ゲラルの羊飼たちは、「この水は

われわれのものだ」と言って、イサクの羊飼たちと

争ったので、イサクはその井戸の名をエセクと名づ

けた。彼らが彼と争ったからである。 21彼らはまた

一つの井戸を掘ったが、これをも争ったので、名を

シテナと名づけた。 22イサクはそこから移ってまた

一つの井戸を掘ったが、彼らはこれを争わなかった

ので、その名をレホボテと名づけて言った、「いま

主がわれわれの場所を広げられたから、われわれは

この地にふえるであろう」。 23彼はそこからベエル

シバに上った。 24その夜、主は彼に現れて言われた

、「わたしはあなたの父アブラハムの神である。あ

なたは恐れてはならない。わたしはあなたと共にお

って、あなたを祝福し、わたしのしもべアブラハム

のゆえにあなたの子孫を増すであろう」。 25それで

彼はその所に祭壇を築いて、主の名を呼び、そこに

天幕を張った。またイサクのしもべたちはそこに一

つの井戸を掘った。 26時にアビメレクがその友アホ

ザテと、軍勢の長ピコルと共にゲラルからイサクの

もとにきたので、 27イサクは彼らに言った、「あな

たがたはわたしを憎んで、あなたがたの中からわた

しを追い出されたのに、どうしてわたしの所にこら

れたのですか」。 28彼らは言った、「われわれは主

があなたと共におられるのを、はっきり見ましたの

で、いまわれわれの間、すなわちわれわれとあなた

との間に一つの誓いを立てて、あなたと契約を結ぼ

うと思います。 29われわれはあなたに害を加えたこ

とはなく、ただ良い事だけをして、安らかに去らせ
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たのですから、あなたはわれわれに悪い事をしては

なりません。まことにあなたは主に祝福されたかた

です」。 30そこでイサクは彼らのためにふるまいを

設けた。彼らは飲み食いし、 31あくる朝、はやく起

きて互に誓った。こうしてイサクは彼らを去らせた

ので、彼らはイサクのもとから穏やかに去った。 32

その日、イサクのしもべたちがきて、自分たちが掘

った井戸について彼に告げて言った、「わたしたち

は水を見つけました」。 33イサクはそれをシバと名

づけた。これによってその町の名は今日にいたるま

でベエルシバといわれている。 34エサウは四十歳の

時、ヘテびとベエリの娘ユデテとヘテびとエロンの

娘バスマテとを妻にめとった。 35彼女たちはイサク

とリベカにとって心の痛みとなった。

27イサクは年老い、目がかすんで見えなくなった

時、長子エサウを呼んで言った、「子よ」。彼は答

えて言った、「ここにおります」。 2イサクは言っ

た。「わたしは年老いて、いつ死ぬかも知れない。

3それであなたの武器、弓矢をもって野に出かけ、わ

たしのために、しかの肉をとってきて、 4わたしの

好きなおいしい食べ物を作り、持ってきて食べさせ

よ。わたしは死ぬ前にあなたを祝福しよう」。 5イ

サクがその子エサウに語るのをリベカは聞いていた

。やがてエサウが、しかの肉を獲ようと野に出かけ

たとき、 6リベカはその子ヤコブに言った、「わた

しは聞いていましたが、父は兄エサウに、 7『わた

しのために、しかの肉をとってきて、おいしい食べ

物を作り、わたしに食べさせよ。わたしは死ぬ前に

、主の前であなたを祝福しよう』と言いました。 8
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それで、子よ、わたしの言葉にしたがい、わたしの

言うとおりにしなさい。 9群れの所へ行って、そこ

からやぎの子の良いのを二頭わたしの所に取ってき

なさい。わたしはそれで父のために、父の好きなお

いしい食べ物を作りましょう。 10あなたはそれを持

って行って父に食べさせなさい。父は死ぬ前にあな

たを祝福するでしょう」。 11ヤコブは母リベカに言

った、「兄エサウは毛深い人ですが、わたしはなめ

らかです。 12おそらく父はわたしにさわってみるで

しょう。そうすればわたしは父を欺く者と思われ、

祝福を受けず、かえってのろいを受けるでしょう」

。 13母は彼に言った、「子よ、あなたがうけるのろ

いはわたしが受けます。ただ、わたしの言葉に従い

、行って取ってきなさい」。 14そこで彼は行ってや

ぎの子を取り、母の所に持ってきたので、母は父の

好きなおいしい食べ物を作った。 15リベカは家にあ

った長子エサウの晴着を取って、弟ヤコブに着せ、

16また子やぎの皮を手と首のなめらかな所とにつけ

させ、 17彼女が作ったおいしい食べ物とパンとをそ

の子ヤコブの手にわたした。 18そこでヤコブは父の

所へ行って言った、「父よ」。すると父は言った、

「わたしはここにいる。子よ、あなたはだれか」。

19ヤコブは父に言った、「長子エサウです。あなた

がわたしに言われたとおりにいたしました。どうぞ

起きて、すわってわたしのしかの肉を食べ、あなた

みずからわたしを祝福してください」。 20イサクは

その子に言った、「子よ、どうしてあなたはこんな

に早く手に入れたのか」。彼は言った、「あなたの

神、主がわたしにしあわせを授けられたからです」
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。 21イサクはヤコブに言った、「子よ、近寄りなさ

い。わたしは、さわってみて、あなたが確かにわが

子エサウであるかどうかをみよう」。 22ヤコブが、

父イサクに近寄ったので、イサクは彼にさわってみ

て言った、「声はヤコブの声だが、手はエサウの手

だ」。 23ヤコブの手が兄エサウの手のように毛深か

ったため、イサクはヤコブを見わけることができな

かったので、彼を祝福した。 24イサクは言った、「

あなたは確かにわが子エサウですか」。彼は言った

、「そうです」。 25イサクは言った、「わたしの所

へ持ってきなさい。わが子のしかの肉を食べて、わ

たしみずから、あなたを祝福しよう」。ヤコブがそ

れを彼の所に持ってきたので、彼は食べた。またぶ

どう酒を持ってきたので、彼は飲んだ。 26そして父

イサクは彼に言った、「子よ、さあ、近寄ってわた

しに口づけしなさい」。 27彼が近寄って口づけした

時、イサクはその着物のかおりをかぎ、彼を祝福し

て言った、「ああ、わが子のかおりは、主が祝福さ

れた野のかおりのようだ。 28どうか神が、天の露と

、地の肥えたところと、多くの穀物と、新しいぶど

う酒とをあなたに賜わるように。 29もろもろの民は

あなたに仕え、もろもろの国はあなたに身をかがめ

る。あなたは兄弟たちの主となり、あなたの母の子

らは、あなたに身をかがめるであろう。あなたをの

ろう者はのろわれ、あなたを祝福する者は祝福され

る」。 30イサクがヤコブを祝福し終って、ヤコブが

父イサクの前から出て行くとすぐ、兄エサウが狩か

ら帰ってきた。 31彼もまたおいしい食べ物を作って

、父の所に持ってきて、言った、「父よ、起きてあ
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なたの子のしかの肉を食べ、あなたみずから、わた

しを祝福してください」。 32父イサクは彼に言った

、「あなたは、だれか」。彼は言った、「わたしは

あなたの子、長子エサウです」。 33イサクは激しく

ふるえて言った、「それでは、あのしかの肉を取っ

て、わたしに持ってきた者はだれか。わたしはあな

たが来る前に、みんな食べて彼を祝福した。ゆえに

彼が祝福を得るであろう」。 34エサウは父の言葉を

聞いた時、大声をあげ、激しく叫んで、父に言った

、「父よ、わたしを、わたしをも祝福してください

」。 35イサクは言った、「あなたの弟が偽ってやっ

てきて、あなたの祝福を奪ってしまった」。 36エサ

ウは言った、「よくもヤコブと名づけたものだ。彼

は二度までもわたしをおしのけた。さきには、わた

しの長子の特権を奪い、こんどはわたしの祝福を奪

った」。また言った、「あなたはわたしのために祝

福を残しておかれませんでしたか」。 37イサクは答

えてエサウに言った、「わたしは彼をあなたの主人

とし、兄弟たちを皆しもべとして彼に与え、また穀

物とぶどう酒を彼に授けた。わが子よ、今となって

は、あなたのために何ができようか」。 38エサウは

父に言った、「父よ、あなたの祝福はただ一つだけ

ですか。父よ、わたしを、わたしをも祝福してくだ

さい」。エサウは声をあげて泣いた。 39父イサクは

答えて彼に言った、「あなたのすみかは地の肥えた

所から離れ、また上なる天の露から離れるであろう

。 40あなたはつるぎをもって世を渡り、あなたの弟

に仕えるであろう。しかし、あなたが勇み立つ時、

首から、そのくびきを振り落すであろう」。 41こう
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してエサウは父がヤコブに与えた祝福のゆえにヤコ

ブを憎んだ。エサウは心の内で言った、「父の喪の

日も遠くはないであろう。その時、弟ヤコブを殺そ

う」。 42しかしリベカは長子エサウのこの言葉を人

づてに聞いたので、人をやり、弟ヤコブを呼んで言

った、「兄エサウはあなたを殺そうと考えて、みず

から慰めています。 43子よ、今わたしの言葉に従っ

て、すぐハランにいるわたしの兄ラバンのもとにの

がれ、 44あなたの兄の怒りが解けるまで、しばらく

彼の所にいなさい。 45兄の憤りが解けて、あなたの

した事を兄が忘れるようになったならば、わたしは

人をやって、あなたをそこから迎えましょう。どう

して、わたしは一日のうちにあなたがたふたりを失

ってよいでしょうか」。 46リベカはイサクに言った

、「わたしはヘテびとの娘どものことで、生きてい

るのがいやになりました。もしヤコブがこの地の、

あの娘どものようなヘテびとの娘を妻にめとるなら

、わたしは生きていて、何になりましょう」。

28イサクはヤコブを呼んで、これを祝福し、命じ

て言った、「あなたはカナンの娘を妻にめとっては

ならない。 2立ってパダンアラムへ行き、あなたの

母の父ベトエルの家に行って、そこであなたの母の

兄ラバンの娘を妻にめとりなさい。 3全能の神が、

あなたを祝福し、多くの子を得させ、かつふえさせ

て、多くの国民とし、 4またアブラハムの祝福をあ

なたと子孫とに与えて、神がアブラハムに授けられ

たあなたの寄留の地を継がせてくださるように」。

5こうしてイサクはヤコブを送り出した。ヤコブはパ

ダンアラムに向かい、アラムびとベトエルの子で、
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ヤコブとエサウとの母リベカの兄ラバンのもとへ行

った。 6さてエサウは、イサクがヤコブを祝福して

、パダンアラムにつかわし、そこから妻をめとらせ

ようとしたこと、彼を祝福し、命じて「あなたはカ

ナンの娘を妻にめとってはならない」と言ったこと

、 7そしてヤコブが父母の言葉に従って、パダンア

ラムへ行ったことを知ったとき、 8彼はカナンの娘

が父イサクの心にかなわないのを見た。 9そこでエ

サウはイシマエルの所に行き、すでにある妻たちの

ほかにアブラハムの子イシマエルの娘で、ネバヨテ

の妹マハラテを妻にめとった。 10さてヤコブはベエ

ルシバを立って、ハランへ向かったが、 11一つの所

に着いた時、日が暮れたので、そこに一夜を過ごし

、その所の石を取ってまくらとし、そこに伏して寝

た。 12時に彼は夢をみた。一つのはしごが地の上に

立っていて、その頂は天に達し、神の使たちがそれ

を上り下りしているのを見た。 13そして主は彼のそ

ばに立って言われた、「わたしはあなたの父アブラ

ハムの神、イサクの神、主である。あなたが伏して

いる地を、あなたと子孫とに与えよう。 14あなたの

子孫は地のちりのように多くなって、西、東、北、

南にひろがり、地の諸族はあなたと子孫とによって

祝福をうけるであろう。 15わたしはあなたと共にい

て、あなたがどこへ行くにもあなたを守り、あなた

をこの地に連れ帰るであろう。わたしは決してあな

たを捨てず、あなたに語った事を行うであろう」。

16ヤコブは眠りからさめて言った、「まことに主が

この所におられるのに、わたしは知らなかった」。

17そして彼は恐れて言った、「これはなんという恐
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るべき所だろう。これは神の家である。これは天の

門だ」。 18ヤコブは朝はやく起きて、まくらとして

いた石を取り、それを立てて柱とし、その頂に油を

注いで、 19その所の名をベテルと名づけた。その町

の名は初めはルズといった。 20ヤコブは誓いを立て

て言った、「神がわたしと共にいまし、わたしの行

くこの道でわたしを守り、食べるパンと着る着物を

賜い、 21安らかに父の家に帰らせてくださるなら、

主をわたしの神といたしましょう。 22またわたしが

柱に立てたこの石を神の家といたしましょう。そし

てあなたがくださるすべての物の十分の一を、わた

しは必ずあなたにささげます」。

29ヤコブはその旅を続けて東の民の地へ行った。 2

見ると野に一つの井戸があって、そのかたわらに羊

の三つの群れが伏していた。人々はその井戸から群

れに水を飲ませるのであったが、井戸の口には大き

な石があった。 3群れが皆そこに集まると、人々は

井戸の口から石をころがして羊に水を飲ませ、その

石をまた井戸の口の元のところに返しておくのであ

る。 4ヤコブは人々に言った、「兄弟たちよ、あな

たがたはどこからこられたのですか」。彼らは言っ

た、「わたしたちはハランからです」。 5ヤコブは

彼らに言った、「あなたがたはナホルの子ラバンを

知っていますか」。彼らは言った、「知っています

」。 6ヤコブはまた彼らに言った、「彼は無事です

か」。彼らは言った、「無事です。御覧なさい。彼

の娘ラケルはいま羊と一緒にここへきます」。 7ヤ

コブは言った、「日はまだ高いし、家畜を集める時

でもない。あなたがたは羊に水を飲ませてから、ま
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た行って飼いなさい」。 8彼らは言った、「わたし

たちはそれはできないのです。群れがみな集まった

上で、井戸の口から石をころがし、それから羊に水

を飲ませるのです」。 9ヤコブがなお彼らと語って

いる時に、ラケルは父の羊と一緒にきた。彼女は羊

を飼っていたからである。 10ヤコブは母の兄ラバン

の娘ラケルと母の兄ラバンの羊とを見た。そしてヤ

コブは進み寄って井戸の口から石をころがし、母の

兄ラバンの羊に水を飲ませた。 11ヤコブはラケルに

口づけし、声をあげて泣いた。 12ヤコブはラケルに

、自分がラケルの父のおいであり、リベカの子であ

ることを告げたので、彼女は走って行って父に話し

た。 13ラバンは妹の子ヤコブがきたという知らせを

聞くとすぐ、走って行ってヤコブを迎え、これを抱

いて口づけし、家に連れてきた。そこでヤコブはす

べての事をラバンに話した。 14ラバンは彼に言った

、「あなたはほんとうにわたしの骨肉です」。ヤコ

ブは一か月の間彼と共にいた。 15時にラバンはヤコ

ブに言った、「あなたはわたしのおいだからといっ

て、ただでわたしのために働くこともないでしょう

。どんな報酬を望みますか、わたしに言ってくださ

い」。 16さてラバンにはふたりの娘があった。姉の

名はレアといい、妹の名はラケルといった。 17レア

は目が弱かったが、ラケルは美しくて愛らしかった

。 18ヤコブはラケルを愛したので、「わたしは、あ

なたの妹娘ラケルのために七年あなたに仕えましょ

う」と言った。 19ラバンは言った、「彼女を他人に

やるよりもあなたにやる方がよい。わたしと一緒に

いなさい」。 20こうして、ヤコブは七年の間ラケル



創世記 75

のために働いたが、彼女を愛したので、ただ数日の

ように思われた。 21ヤコブはラバンに言った、「期

日が満ちたから、わたしの妻を与えて、妻の所には

いらせてください」。 22そこでラバンはその所の人

々をみな集めて、ふるまいを設けた。 23夕暮となっ

たとき、娘レアをヤコブのもとに連れてきたので、

ヤコブは彼女の所にはいった。 24ラバンはまた自分

のつかえめジルパを娘レアにつかえめとして与えた

。 25朝になって、見ると、それはレアであったので

、ヤコブはラバンに言った、「あなたはどうしてこ

んな事をわたしにされたのですか。わたしはラケル

のために働いたのではありませんか。どうしてあな

たはわたしを欺いたのですか」。 26ラバンは言った

、「妹を姉より先にとつがせる事はわれわれの国で

はしません。 27まずこの娘のために一週間を過ごし

なさい。そうすればあの娘もあなたにあげよう。あ

なたは、そのため更に七年わたしに仕えなければな

らない」。 28ヤコブはそのとおりにして、その一週

間が終ったので、ラバンは娘ラケルをも妻として彼

に与えた。 29ラバンはまた自分のつかえめビルハを

娘ラケルにつかえめとして与えた。 30ヤコブはまた

ラケルの所にはいった。彼はレアよりもラケルを愛

して、更に七年ラバンに仕えた。 31主はレアがきら

われるのを見て、その胎を開かれたが、ラケルは、

みごもらなかった。 32レアは、みごもって子を産み

、名をルベンと名づけて、言った、「主がわたしの

悩みを顧みられたから、今は夫もわたしを愛するだ

ろう」。 33彼女はまた、みごもって子を産み、「主

はわたしが嫌われるのをお聞きになって、わたしに



創世記 76

この子をも賜わった」と言って、名をシメオンと名

づけた。 34彼女はまた、みごもって子を産み、「わ

たしは彼に三人の子を産んだから、こんどこそは夫

もわたしに親しむだろう」と言って、名をレビと名

づけた。 35彼女はまた、みごもって子を産み、「わ

たしは今、主をほめたたえる」と言って名をユダと

名づけた。そこで彼女の、子を産むことはやんだ。

30ラケルは自分がヤコブに子を産まないのを知っ

た時、姉をねたんでヤコブに言った、「わたしに子

どもをください。さもないと、わたしは死にます」

。 2ヤコブはラケルに向かい怒って言った、「あな

たの胎に子どもをやどらせないのは神です。わたし

が神に代ることができようか」。 3ラケルは言った

、「わたしのつかえめビルハがいます。彼女の所に

おはいりなさい。彼女が子を産んで、わたしのひざ

に置きます。そうすれば、わたしもまた彼女によっ

て子を持つでしょう」。 4ラケルはつかえめビルハ

を彼に与えて、妻とさせたので、ヤコブは彼女の所

にはいった。 5ビルハは、みごもってヤコブに子を

産んだ。 6そこでラケルは、「神はわたしの訴えに

答え、またわたしの声を聞いて、わたしに子を賜わ

った」と言って、名をダンと名づけた。 7ラケルの

つかえめビルハはまた、みごもって第二の子をヤコ

ブに産んだ。 8そこでラケルは、「わたしは激しい

争いで、姉と争って勝った」と言って、名をナフタ

リと名づけた。 9さてレアは自分が子を産むことの

やんだのを見たとき、つかえめジルパを取り、妻と

してヤコブに与えた。 10レアのつかえめジルパはヤ

コブに子を産んだ。 11そこでレアは、「幸運がきた
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」と言って、名をガドと名づけた。 12レアのつかえ

めジルパは第二の子をヤコブに産んだ。 13そこでレ

アは、「わたしは、しあわせです。娘たちはわたし

をしあわせな者と言うでしょう」と言って、名をア

セルと名づけた。 14さてルベンは麦刈りの日に野に

出て、野で恋なすびを見つけ、それを母レアのもと

に持ってきた。ラケルはレアに言った、「あなたの

子の恋なすびをどうぞわたしにください」。 15レア

はラケルに言った、「あなたがわたしの夫を取った

のは小さな事でしょうか。その上、あなたはまたわ

たしの子の恋なすびをも取ろうとするのですか」。

ラケルは言った、「それではあなたの子の恋なすび

に換えて、今夜彼をあなたと共に寝させましょう」

。 16夕方になって、ヤコブが野から帰ってきたので

、レアは彼を出迎えて言った、「わたしの子の恋な

すびをもって、わたしがあなたを雇ったのですから

、あなたはわたしの所に、はいらなければなりませ

ん」。ヤコブはその夜レアと共に寝た。 17神はレア

の願いを聞かれたので、彼女はみごもって五番目の

子をヤコブに産んだ。 18そこでレアは、「わたしが

つかえめを夫に与えたから、神がわたしにその価を

賜わったのです」と言って、名をイッサカルと名づ

けた。 19レアはまた、みごもって六番目の子をヤコ

ブに産んだ。 20そこでレアは、「神はわたしに良い

賜物をたまわった。わたしは六人の子を夫に産んだ

から、今こそ彼はわたしと一緒に住むでしょう」と

言って、その名をゼブルンと名づけた。 21その後、

彼女はひとりの娘を産んで、名をデナと名づけた。

22次に神はラケルを心にとめられ、彼女の願いを聞
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き、その胎を開かれたので、 23彼女は、みごもって

男の子を産み、「神はわたしの恥をすすいでくださ

った」と言って、 24名をヨセフと名づけ、「主がわ

たしに、なおひとりの子を加えられるように」と言

った。 25ラケルがヨセフを産んだ時、ヤコブはラバ

ンに言った、「わたしを去らせて、わたしの故郷、

わたしの国へ行かせてください。 26あなたに仕えて

得たわたしの妻子を、わたしに与えて行かせてくだ

さい。わたしがあなたのために働いた骨折りは、あ

なたがごぞんじです」。 27ラバンは彼に言った、「

もし、あなたの心にかなうなら、とどまってくださ

い。わたしは主があなたのゆえに、わたしを恵まれ

るしるしを見ました」。 28また言った、「あなたの

報酬を申し出てください。わたしはそれを払います

」。 29ヤコブは彼に言った、「わたしがどのように

あなたに仕えたか、またどのようにあなたの家畜を

飼ったかは、あなたがごぞんじです。 30わたしが来

る前には、あなたの持っておられたものはわずかで

したが、ふえて多くなりました。主はわたしの行く

所どこでも、あなたを恵まれました。しかし、いつ

になったらわたしも自分の家を成すようになるでし

ょうか」。 31彼は言った、「何をあなたにあげよう

か」。ヤコブは言った、「なにもわたしにくださる

に及びません。もしあなたが、わたしのためにこの

一つの事をしてくださるなら、わたしは今一度あな

たの群れを飼い、守りましょう。 32わたしはきょう

、あなたの群れをみな回ってみて、その中からすべ

てぶちとまだらの羊、およびすべて黒い小羊と、や

ぎの中のまだらのものと、ぶちのものとを移します
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が、これをわたしの報酬としましょう。 33あとで、

あなたがきて、あなたの前でわたしの報酬をしらべ

る時、わたしの正しい事が証明されるでしょう。も

しも、やぎの中にぶちのないもの、まだらでないも

のがあったり、小羊の中に黒くないものがあれば、

それはみなわたしが盗んだものとなるでしょう」。

34ラバンは言った、「よろしい。あなたの言われる

とおりにしましょう」。 35そこでラバンはその日、

雄やぎのしまのあるもの、まだらのもの、すべて雌

やぎのぶちのもの、まだらのもの、すべて白みをお

びているもの、またすべて小羊の中の黒いものを移

して子らの手にわたし、 36ヤコブとの間に三日路の

隔たりを設けた。ヤコブはラバンの残りの群れを飼

った。 37ヤコブは、はこやなぎと、あめんどうと、

すずかけの木のなまの枝を取り、皮をはいでそれに

白い筋をつくり、枝の白い所を表わし、 38皮をはい

だ枝を、群れがきて水を飲む鉢、すなわち水ぶねの

中に、群れに向かわせて置いた。群れは水を飲みに

きた時に、はらんだ。 39すなわち群れは枝の前で、

はらんで、しまのあるもの、ぶちのもの、まだらの

ものを産んだ。 40ヤコブはその小羊を別においた。

彼はまた群れの顔をラバンの群れのしまのあるもの

と、すべて黒いものとに向かわせた。そして自分の

群れを別にまとめておいて、ラバンの群れには、入

れなかった。 41また群れの強いものが発情した時に

は、ヤコブは水ぶねの中に、その群れの目の前に、

かの枝を置いて、枝の間で、はらませた。 42けれど

も群れの弱いものの時には、それを置かなかった。

こうして弱いものはラバンのものとなり、強いもの
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はヤコブのものとなったので、 43この人は大いに富

み、多くの群れと、男女の奴隷、およびらくだ、ろ

ばを持つようになった。

31さてヤコブはラバンの子らが、「ヤコブはわれ

われの父の物をことごとく奪い、父の物によってあ

のすべての富を獲たのだ」と言っているのを聞いた

。 2またヤコブがラバンの顔を見るのに、それは自

分に対して以前のようではなかった。 3主はヤコブ

に言われた、「あなたの先祖の国へ帰り、親族のも

とに行きなさい。わたしはあなたと共にいるであろ

う」。 4そこでヤコブは人をやって、ラケルとレア

とを、野にいる自分の群れのところに招き、 5彼女

らに言った、「わたしがあなたがたの父の顔を見る

のに、わたしに対して以前のようではない。しかし

、わたしの父の神はわたしと共におられる。 6あな

たがたが知っているように、わたしは力のかぎり、

あなたがたの父に仕えてきた。 7しかし、あなたが

たの父はわたしを欺いて、十度もわたしの報酬を変

えた。けれども神は彼がわたしに害を加えることを

お許しにならなかった。 8もし彼が、『ぶちのもの

はあなたの報酬だ』と言えば、群れは皆ぶちのもの

を産んだ。もし彼が、『しまのあるものはあなたの

報酬だ』と言えば、群れは皆しまのあるものを産ん

だ。 9こうして神はあなたがたの父の家畜をとって

わたしに与えられた。 10また群れが発情した時、わ

たしが夢に目をあげて見ると、群れの上に乗ってい

る雄やぎは皆しまのあるもの、ぶちのもの、霜ふり

のものであった。 11その時、神の使が夢の中でわた

しに言った、『ヤコブよ』。わたしは答えた、『こ
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こにおります』。 12神の使は言った、『目を上げて

見てごらん。群れの上に乗っている雄やぎは皆しま

のあるもの、ぶちのもの、霜ふりのものです。わた

しはラバンがあなたにしたことをみな見ています。

13わたしはベテルの神です。かつてあなたはあそこ

で柱に油を注いで、わたしに誓いを立てましたが、

いま立ってこの地を出て、あなたの生れた国へ帰り

なさい』」。 14ラケルとレアは答えて言った、「わ

たしたちの父の家に、なおわたしたちの受くべき分

、また嗣業がありましょうか。 15わたしたちは父に

他人のように思われているではありませんか。彼は

わたしたちを売ったばかりでなく、わたしたちのそ

の金をさえ使い果たしたのです。 16神がわたしたち

の父から取りあげられた富は、みなわたしたちとわ

たしたちの子どものものです。だから何事でも神が

あなたにお告げになった事をしてください」。 17そ

こでヤコブは立って、子らと妻たちをらくだに乗せ

、 18またすべての家畜、すなわち彼がパダンアラム

で獲た家畜と、すべての財産を携えて、カナンの地

におる父イサクのもとへ赴いた。 19その時ラバンは

羊の毛を切るために出ていたので、ラケルは父の所

有のテラピムを盗み出した。 20またヤコブはアラム

びとラバンを欺き、自分の逃げ去るのを彼に告げな

かった。 21こうして彼はすべての持ち物を携えて逃

げ、立って川を渡り、ギレアデの山地へ向かった。

22三日目になって、ヤコブの逃げ去ったことが、ラ

バンに聞えたので、 23彼は一族を率いて、七日の間

そのあとを追い、ギレアデの山地で追いついた。 24

しかし、神は夜の夢にアラムびとラバンに現れて言
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われた、「あなたは心してヤコブに、よしあしを言

ってはなりません」。 25ラバンはついにヤコブに追

いついたが、ヤコブが山に天幕を張っていたので、

ラバンも一族と共にギレアデの山に天幕を張った。

26ラバンはヤコブに言った、「あなたはなんという

事をしたのですか。あなたはわたしを欺いてわたし

の娘たちをいくさのとりこのように引いて行きまし

た。 27なぜあなたはわたしに告げずに、ひそかに逃

げ去ってわたしを欺いたのですか。わたしは手鼓や

琴で喜び歌ってあなたを送りだそうとしていたのに

。 28なぜわたしの孫や娘にわたしが口づけするのを

許さなかったのですか。あなたは愚かな事をしまし

た。 29わたしはあなたがたに害を加える力をもって

いるが、あなたがたの父の神が昨夜わたしに告げて

、『おまえは心して、ヤコブによしあしを言うな』

と言われました。 30今あなたが逃げ出したのは父の

家が非常に恋しくなったからでしょうが、なぜあな

たはわたしの神を盗んだのですか」。 31ヤコブはラ

バンに答えた、「たぶんあなたが娘たちをわたしか

ら奪いとるだろうと思ってわたしは恐れたからです

。 32だれの所にでもあなたの神が見つかったら、そ

の者を生かしてはおきません。何かあなたの物がわ

たしのところにあるか、われわれの一族の前で、調

べてみて、それをお取りください」。ラケルが神を

盗んだことをヤコブは知らなかったからである。 33

そこでラバンはヤコブの天幕にはいり、またレアの

天幕にはいり、更にふたりのはしための天幕にはい

ってみたが、見つからなかったので、レアの天幕を

出てラケルの天幕にはいった。 34しかし、ラケルは
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すでにテラピムを取って、らくだのくらの下に入れ

、その上にすわっていたので、ラバンは、くまなく

天幕の中を捜したが、見つからなかった。 35その時

ラケルは父に言った、「わたしは女の常のことがあ

って、あなたの前に立ち上がることができません。

わが主よ、どうかお怒りにならぬよう」。彼は捜し

たがテラピムは見つからなかった。 36そこでヤコブ

は怒ってラバンを責めた。そしてヤコブはラバンに

言った、「わたしにどんなあやまちがあり、どんな

罪があって、あなたはわたしのあとを激しく追った

のですか。 37あなたはわたしの物をことごとく探ら

れたが、何かあなたの家の物が見つかりましたか。

それを、ここに、わたしの一族と、あなたの一族の

前に置いて、われわれふたりの間をさばかせましょ

う。 38わたしはこの二十年、あなたと一緒にいまし

たが、その間あなたの雌羊も雌やぎも子を産みそこ

ねたことはなく、またわたしはあなたの群れの雄羊

を食べたこともありませんでした。 39また野獣が、

かみ裂いたものは、あなたのもとに持ってこないで

、自分でそれを償いました。また昼盗まれたものも

、夜盗まれたものも、あなたはわたしにその償いを

求められました。 40わたしのことを言えば、昼は暑

さに、夜は寒さに悩まされて、眠ることもできませ

んでした。 41わたしはこの二十年あなたの家族のひ

とりでありました。わたしはあなたのふたりの娘の

ために十四年、またあなたの群れのために六年、あ

なたに仕えましたが、あなたは十度もわたしの報酬

を変えられました。 42もし、わたしの父の神、アブ

ラハムの神、イサクのかしこむ者がわたしと共にお
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られなかったなら、あなたはきっとわたしを、から

手で去らせたでしょう。神はわたしの悩みと、わた

しの労苦とを顧みられて昨夜あなたを戒められたの

です」。 43ラバンは答えてヤコブに言った、「娘た

ちはわたしの娘、子どもたちはわたしの孫です。ま

た群れはわたしの群れ、あなたの見るものはみなわ

たしのものです。これらのわたしの娘たちのため、

また彼らが産んだ子どもたちのため、きょうわたし

は何をすることができましょうか。 44さあ、それで

はわたしとあなたと契約を結んで、これをわたしと

あなたとの間の証拠としましょう」。 45そこでヤコ

ブは石を取り、それを立てて柱とした。 46ヤコブは

また一族の者に言った、「石を集めてください」。

彼らは石を取って、一つの石塚を造った。こうして

彼らはその石塚のかたわらで食事をした。 47ラバン

はこれをエガル・サハドタと名づけ、ヤコブはこれ

をガルエドと名づけた。 48そしてラバンは言った、

「この石塚はきょうわたしとあなたとの間の証拠と

なります」。それでその名はガルエドと呼ばれた。

49またミズパとも呼ばれた。彼がこう言ったからで

ある、「われわれが互に別れたのちも、どうか主が

わたしとあなたとの間を見守られるように。 50もし

あなたがわたしの娘を虐待したり、わたしの娘のほ

かに妻をめとることがあれば、たといそこにだれひ

とりいなくても、神はわたしとあなたとの間の証人

でいらせられる」。 51更にラバンはヤコブに言った

、「あなたとわたしとの間にわたしが建てたこの石

塚をごらんなさい、この柱をごらんなさい。 52この

石塚を越えてわたしがあなたに害を加えず、またこ
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の石塚とこの柱を越えてあなたがわたしに害を加え

ないように、どうかこの石塚があかしとなり、この

柱があかしとなるように。 53どうかアブラハムの神

、ナホルの神、彼らの父の神がわれわれの間をさば

かれるように」。ヤコブは父イサクのかしこむ者に

よって誓った。 54そしてヤコブは山で犠牲をささげ

、一族を招いて、食事をした。彼らは食事をして山

に宿った。 55あくる朝ラバンは早く起き、孫と娘た

ちに口づけして彼らを祝福し、去って家に帰った。

32さて、ヤコブが旅路に進んだとき、神の使たち

が彼に会った。 2ヤコブは彼らを見て、「これは神

の陣営です」と言って、その所の名をマハナイムと

名づけた。 3ヤコブはセイルの地、エドムの野に住

む兄エサウのもとに、さきだって使者をつかわした

。 4すなわちそれに命じて言った、「あなたがたは

わたしの主人エサウにこう言いなさい、『あなたの

しもべヤコブはこう言いました。わたしはラバンの

もとに寄留して今までとどまりました。 5わたしは

牛、ろば、羊、男女の奴隷を持っています。それで

わが主に申し上げて、あなたの前に恵みを得ようと

人をつかわしたのです』」。 6使者はヤコブのもと

に帰って言った、「わたしたちはあなたの兄エサウ

のもとへ行きました。彼もまたあなたを迎えようと

四百人を率いてきます」。 7そこでヤコブは大いに

恐れ、苦しみ、共にいる民および羊、牛、らくだを

二つの組に分けて、 8言った、「たとい、エサウが

きて、一つの組を撃っても、残りの組はのがれるで

あろう」。 9ヤコブはまた言った、「父アブラハム

の神、父イサクの神よ、かつてわたしに『おまえの
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国へ帰り、おまえの親族に行け。わたしはおまえを

恵もう』と言われた主よ、 10あなたがしもべに施さ

れたすべての恵みとまことをわたしは受けるに足り

ない者です。わたしは、つえのほか何も持たないで

このヨルダンを渡りましたが、今は二つの組にもな

りました。 11どうぞ、兄エサウの手からわたしをお

救いください。わたしは彼がきて、わたしを撃ち、

母や子供たちにまで及ぶのを恐れます。 12あなたは

、かつて、『わたしは必ずおまえを恵み、おまえの

子孫を海の砂の数えがたいほど多くしよう』と言わ

れました」。 13彼はその夜そこに宿り、持ち物のう

ちから兄エサウへの贈り物を選んだ。 14すなわち雌

やぎ二百、雄やぎ二十、雌羊二百、雄羊二十、 15乳

らくだ三十とその子、雌牛四十、雄牛十、雌ろば二

十、雄ろば十。 16彼はこれらをそれぞれの群れに分

けて、しもべたちの手にわたし、しもべたちに言っ

た、「あなたがたはわたしの先に進みなさい、そし

て群れと群れとの間には隔たりをおきなさい」。 17

また先頭の者に命じて言った、「もし、兄エサウが

あなたに会って『だれのしもべで、どこへ行くのか

。あなたの前にあるこれらのものはだれの物か』と

尋ねたら、 18『あなたのしもべヤコブの物で、わが

主エサウにおくる贈り物です。彼もわたしたちのう

しろにおります』と言いなさい」。 19彼は第二の者

にも、第三の者にも、また群れ群れについて行くす

べての者にも命じて言った、「あなたがたがエサウ

に会うときは、同じように彼に告げて、 20『あなた

のしもべヤコブもわれわれのうしろにおります』と

言いなさい」。ヤコブは、「わたしがさきに送る贈
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り物をもってまず彼をなだめ、それから、彼の顔を

見よう。そうすれば、彼はわたしを迎えてくれるで

あろう」と思ったからである。 21こうして贈り物は

彼に先立って渡り、彼はその夜、宿営にやどった。

22彼はその夜起きて、ふたりの妻とふたりのつかえ

めと十一人の子どもとを連れてヤボクの渡しをわた

った。 23すなわち彼らを導いて川を渡らせ、また彼

の持ち物を渡らせた。 24ヤコブはひとりあとに残っ

たが、ひとりの人が、夜明けまで彼と組打ちした。

25ところでその人はヤコブに勝てないのを見て、ヤ

コブのもものつがいにさわったので、ヤコブのもも

のつがいが、その人と組打ちするあいだにはずれた

。 26その人は言った、「夜が明けるからわたしを去

らせてください」。ヤコブは答えた、「わたしを祝

福してくださらないなら、あなたを去らせません」

。 27その人は彼に言った、「あなたの名はなんと言

いますか」。彼は答えた、「ヤコブです」。 28その

人は言った、「あなたはもはや名をヤコブと言わず

、イスラエルと言いなさい。あなたが神と人とに、

力を争って勝ったからです」。 29ヤコブは尋ねて言

った、「どうかわたしにあなたの名を知らせてくだ

さい」。するとその人は、「なぜあなたはわたしの

名をきくのですか」と言ったが、その所で彼を祝福

した。 30そこでヤコブはその所の名をペニエルと名

づけて言った、「わたしは顔と顔をあわせて神を見

たが、なお生きている」。 31こうして彼がペニエル

を過ぎる時、日は彼の上にのぼったが、彼はそのも

ものゆえにびっこを引いていた。 32そのため、イス

ラエルの子らは今日まで、もものつがいの上にある
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腰の筋を食べない。かの人がヤコブのもものつがい

、すなわち腰の筋にさわったからである。

33さてヤコブは目をあげ、エサウが四百人を率い

て来るのを見た。そこで彼は子供たちを分けてレア

とラケルとふたりのつかえめとにわたし、 2つかえ

めとその子供たちをまっ先に置き、レアとその子供

たちを次に置き、ラケルとヨセフを最後に置いて、

3みずから彼らの前に進み、七たび身を地にかがめて

、兄に近づいた。 4するとエサウは走ってきて迎え

、彼を抱き、そのくびをかかえて口づけし、共に泣

いた。 5エサウは目をあげて女と子供たちを見て言

った、「あなたと一緒にいるこれらの者はだれです

か」。ヤコブは言った、「神がしもべに授けられた

子供たちです」。 6そこでつかえめたちはその子供

たちと共に近寄ってお辞儀した。 7レアもまたその

子供たちと共に近寄ってお辞儀し、それからヨセフ

とラケルが近寄ってお辞儀した。 8するとエサウは

言った、「わたしが出会ったあのすべての群れはど

うしたのですか」。ヤコブは言った、「わが主の前

に恵みを得るためです」。 9エサウは言った、「弟

よ、わたしはじゅうぶんもっている。あなたの物は

あなたのものにしなさい」。 10ヤコブは言った、「

いいえ、もしわたしがあなたの前に恵みを得るなら

、どうか、わたしの手から贈り物を受けてください

。あなたが喜んでわたしを迎えてくださるので、あ

なたの顔を見て、神の顔を見るように思います。 11

どうかわたしが持ってきた贈り物を受けてください

。神がわたしを恵まれたので、わたしはじゅうぶん

もっていますから」。こうして彼がしいたので、彼
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は受け取った。 12そしてエサウは言った、「さあ、

立って行こう。わたしが先に行く」。 13ヤコブは彼

に言った、「ごぞんじのように、子供たちは、かよ

わく、また乳を飲ませている羊や牛をわたしが世話

をしています。もし一日でも歩かせ過ぎたら群れは

みな死んでしまいます。 14わが主よ、どうか、しも

べの先においでください。わたしはわたしの前にい

る家畜と子供たちの歩みに合わせて、ゆっくり歩い

て行き、セイルでわが主と一緒になりましょう」。

15エサウは言った、「それならわたしが連れている

者どものうち幾人かをあなたのもとに残しましょう

」。ヤコブは言った、「いいえ、それには及びませ

ん。わが主の前に恵みを得させてください」。 16そ

の日エサウはセイルへの帰途についた。 17ヤコブは

立ってスコテに行き、自分のために家を建て、また

家畜のために小屋を造った。これによってその所の

名はスコテと呼ばれている。 18こうしてヤコブはパ

ダンアラムからきて、無事カナンの地のシケムの町

に着き、町の前に宿営した。 19彼は天幕を張った野

の一部をシケムの父ハモルの子らの手から百ケシタ

で買い取り、 20そこに祭壇を建てて、これをエル・

エロヘ・イスラエルと名づけた。

34レアがヤコブに産んだ娘デナはその地の女たち

に会おうと出かけて行ったが、 2その地のつかさ、

ヒビびとハモルの子シケムが彼女を見て、引き入れ

、これと寝てはずかしめた。 3彼は深くヤコブの娘

デナを慕い、この娘を愛して、ねんごろに娘に語っ

た。 4シケムは父ハモルに言った、「この娘をわた

しの妻にめとってください」。 5さてヤコブはシケ
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ムが、娘デナを汚したことを聞いたけれども、その

子らが家畜を連れて野にいたので、彼らの帰るまで

黙っていた。 6シケムの父ハモルはヤコブと話し合

おうと、ヤコブの所に出てきた。 7ヤコブの子らは

野から帰り、この事を聞いて、悲しみ、かつ非常に

怒った。シケムがヤコブの娘と寝て、イスラエルに

愚かなことをしたためで、こんなことは、してはな

らぬ事だからである。 8ハモルは彼らと語って言っ

た、「わたしの子シケムはあなたがたの娘を心に慕

っています。どうか彼女を彼の妻にください。 9あ

なたがたはわたしたちと婚姻し、あなたがたの娘を

わたしたちに与え、わたしたちの娘をあなたがたに

めとってください。 10こうしてあなたがたとわたし

たちとは一緒に住みましょう。地はあなたがたの前

にあります。ここに住んで取引し、ここで財産を獲

なさい」。 11シケムはまたデナの父と兄弟たちとに

言った、「あなたがたの前に恵みを得させてくださ

い。あなたがたがわたしに言われるものは、なんで

もさしあげましょう。 12たくさんの結納金と贈り物

とをお求めになっても、あなたがたの言われるとお

りさしあげます。ただこの娘はわたしの妻にくださ

い」。 13しかし、ヤコブの子らはシケムが彼らの妹

デナを汚したので、シケムとその父ハモルに偽って

答え、 14彼らに言った、「われわれは割礼を受けな

い者に妹をやる事はできません。それはわれわれの

恥とするところですから。 15ただ、こうなさればわ

れわれはあなたがたに同意します。もしあなたがた

のうち男子がみな割礼を受けて、われわれのように

なるなら、 16われわれの娘をあなたがたに与え、あ
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なたがたの娘をわれわれにめとりましょう。そして

われわれはあなたがたと一緒に住んで一つの民とな

りましょう。 17けれども、もしあなたがたがわれわ

れに聞かず、割礼を受けないなら、われわれは娘を

連れて行きます」。 18彼らの言葉がハモルとハモル

の子シケムとの心にかなったので、 19若者は、ため

らわずにこの事をした。彼がヤコブの娘を愛したか

らである。また彼は父の家のうちで一番重んじられ

た者であった。 20そこでハモルとその子シケムとは

町の門に行き、町の人々に語って言った、 21「この

人々はわれわれと親しいから、この地に住まわせて

、ここで取引をさせよう。地は広く、彼らをいれる

にじゅうぶんである。そしてわれわれは彼らの娘を

妻にめとり、われわれの娘を彼らに与えよう。 22彼

らが割礼を受けているように、もしわれわれのうち

の男子が皆、割礼を受けるなら、ただこの事だけで

、この人々はわれわれに同意し、われわれと一緒に

住んで一つの民となるのだ。 23そうすれば彼らの家

畜と財産とすべての獣とは、われわれのものとなる

ではないか。ただわれわれが彼らに同意すれば、彼

らはわれわれと一緒に住むであろう」。 24そこで町

の門に出入りする者はみなハモルとその子シケムと

に聞き従って、町の門に出入りするすべての男子は

割礼を受けた。 25三日目になって彼らが痛みを覚え

ている時、ヤコブのふたりの子、すなわちデナの兄

弟シメオンとレビとは、おのおのつるぎを取って、

不意に町を襲い、男子をことごとく殺し、 26またつ

るぎの刃にかけてハモルとその子シケムとを殺し、

シケムの家からデナを連れ出した。 27そしてヤコブ
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の子らは殺された人々をはぎ、町をかすめた。彼ら

が妹を汚したからである。 28すなわち羊、牛、ろば

及び町にあるものと、野にあるもの、 29並びにすべ

ての貨財を奪い、その子女と妻たちを皆とりこにし

、家の中にある物をことごとくかすめた。 30そこで

ヤコブはシメオンとレビとに言った、「あなたがた

はわたしをこの地の住民、カナンびととペリジびと

に忌みきらわせ、わたしに迷惑をかけた。わたしは

、人数が少ないから、彼らが集まってわたしを攻め

撃つならば、わたしも家族も滅ぼされるであろう」

。 31彼らは言った、「わたしたちの妹を遊女のよう

に彼が扱ってよいのですか」。

35ときに神はヤコブに言われた、「あなたは立っ

てベテルに上り、そこに住んで、あなたがさきに兄

エサウの顔を避けてのがれる時、あなたに現れた神

に祭壇を造りなさい」。 2ヤコブは、その家族およ

び共にいるすべての者に言った、「あなたがたのう

ちにある異なる神々を捨て、身を清めて着物を着替

えなさい。 3われわれは立ってベテルに上り、その

所でわたしの苦難の日にわたしにこたえ、かつわた

しの行く道で共におられた神に祭壇を造ろう」。 4

そこで彼らは持っている異なる神々と、耳につけて

いる耳輪をことごとくヤコブに与えたので、ヤコブ

はこれをシケムのほとりにあるテレビンの木の下に

埋めた。 5そして彼らは、いで立ったが、大いなる

恐れが周囲の町々に起ったので、ヤコブの子らのあ

とを追う者はなかった。 6こうしてヤコブは共にい

たすべての人々と一緒にカナンの地にあるルズ、す

なわちベテルにきた。 7彼はそこに祭壇を築き、そ
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の所をエル・ベテルと名づけた。彼が兄の顔を避け

てのがれる時、神がそこで彼に現れたからである。

8時にリベカのうばデボラが死んで、ベテルのしもの

、かしの木の下に葬られた。これによってその木の

名をアロン・バクテと呼ばれた。 9さてヤコブがパ

ダンアラムから帰ってきた時、神は再び彼に現れて

彼を祝福された。 10神は彼に言われた、「あなたの

名はヤコブである。しかしあなたの名をもはやヤコ

ブと呼んではならない。あなたの名をイスラエルと

しなさい」。こうして彼をイスラエルと名づけられ

た。 11神はまた彼に言われた、「わたしは全能の神

である。あなたは生めよ、またふえよ。一つの国民

、また多くの国民があなたから出て、王たちがあな

たの身から出るであろう。 12わたしはアブラハムと

イサクとに与えた地を、あなたに与えよう。またあ

なたの後の子孫にその地を与えよう」。 13神は彼と

語っておられたその場所から彼を離れてのぼられた

。 14そこでヤコブは神が自分と語られたその場所に

、一本の石の柱を立て、その上に灌祭をささげ、ま

た油を注いだ。 15そしてヤコブは神が自分と語られ

たその場所をベテルと名づけた。 16こうして彼らは

ベテルを立ったが、エフラタに行き着くまでに、な

お隔たりのある所でラケルは産気づき、その産は重

かった。 17その難産に当って、産婆は彼女に言った

、「心配することはありません。今度も男の子です

」。 18彼女は死にのぞみ、魂の去ろうとする時、子

の名をベノニと呼んだ。しかし、父はこれをベニヤ

ミンと名づけた。 19ラケルは死んでエフラタ、すな

わちベツレヘムの道に葬られた。 20ヤコブはその墓
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に柱を立てた。これはラケルの墓の柱であって、今

日に至っている。 21イスラエルはまた、いで立って

ミグダル・エダルの向こうに天幕を張った。 22イス

ラエルがその地に住んでいた時、ルベンは父のそば

めビルハのところへ行って、これと寝た。イスラエ

ルはこれを聞いた。さてヤコブの子らは十二人であ

った。 23すなわちレアの子らはヤコブの長子ルベン

とシメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン。

24ラケルの子らはヨセフとベニヤミン。 25ラケルの

つかえめビルハの子らはダンとナフタリ。 26レアの

つかえめジルパの子らはガドとアセル。これらはヤ

コブの子らであって、パダンアラムで彼に生れた者

である。 27ヤコブはキリアテ・アルバ、すなわちヘ

ブロンのマムレにいる父イサクのもとへ行った。こ

こはアブラハムとイサクとが寄留した所である。 28

イサクの年は百八十歳であった。 29イサクは年老い

、日満ちて息絶え、死んで、その民に加えられた。

その子エサウとヤコブとは、これを葬った。

36エサウ、すなわちエドムの系図は次のとおりで

ある。 2エサウはカナンの娘たちのうちから妻をめ

とった。すなわちヘテびとエロンの娘アダと、ヒビ

びとヂベオンの子アナの娘アホリバマとである。 3

また、イシマエルの娘ネバヨテの妹バスマテをめと

った。 4アダはエリパズをエサウに産み、バスマテ

はリウエルを産み、 5アホリバマはエウシ、ヤラム

、コラを産んだ。これらはエサウの子であって、カ

ナンの地で彼に生れた者である。 6エサウは妻と子

と娘と家のすべての人、家畜とすべての獣、またカ

ナンの地で獲たすべての財産を携え、兄弟ヤコブを
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離れてほかの地へ行った。 7彼らの財産が多くて、

一緒にいることができなかったからである。すなわ

ち彼らが寄留した地は彼らの家畜のゆえに、彼らを

ささえることができなかったのである。 8こうして

エサウはセイルの山地に住んだ。エサウはすなわち

エドムである。 9セイルの山地におったエドムびと

の先祖エサウの系図は次のとおりである。 10エサウ

の子らの名は次のとおりである。すなわちエサウの

妻アダの子はエリパズ。エサウの妻バスマテの子は

リウエル。 11エリパズの子らはテマン、オマル、ゼ

ポ、ガタム、ケナズである。 12テムナはエサウの子

エリパズのそばめで、アマレクをエリパズに産んだ

。これらはエサウの妻アダの子らである。 13リウエ

ルの子らは次のとおりである。すなわちナハテ、ゼ

ラ、シャンマ、ミザであって、これらはエサウの妻

バスマテの子らである。 14ヂベオンの子アナの娘で

、エサウの妻アホリバマの子らは次のとおりである

。すなわち彼女はエウシ、ヤラム、コラをエサウに

産んだ。 15エサウの子らの中で、族長たる者は次の

とおりである。すなわちエサウの長子エリパズの子

らはテマンの族長、オマルの族長、ゼポの族長、ケ

ナズの族長、 16コラの族長、ガタムの族長、アマレ

クの族長である。これらはエリパズから出た族長で

、エドムの地におった。これらはアダの子らである

。 17エサウの子リウエルの子らは次のとおりである

。すなわちナハテの族長、ゼラの族長、シャンマの

族長、ミザの族長。これらはリウエルから出た族長

で、エドムの地におった。これらはエサウの妻バス

マテの子らである。 18エサウの妻アホリバマの子ら
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は次のとおりである。すなわちエウシの族長、ヤラ

ムの族長、コラの族長。これらはアナの娘で、エサ

ウの妻アホリバマから出た族長である。 19これらは

エサウすなわちエドムの子らで、族長たる者である

。 20この地の住民ホリびとセイルの子らは次のとお

りである。すなわちロタン、ショバル、ヂベオン、

アナ、 21デション、エゼル、デシャン。これらはセ

イルの子ホリびとから出た族長で、エドムの地にお

った。 22ロタンの子らはホリ、ヘマムであり、ロタ

ンの妹はテムナであった。 23ショバルの子らは次の

とおりである。すなわちアルワン、マナハテ、エバ

ル、シポ、オナム。 24ヂベオンの子らは次のとおり

である。すなわちアヤとアナ。このアナは父ヂベオ

ンのろばを飼っていた時、荒野で温泉を発見した者

である。 25アナの子らは次のとおりである。すなわ

ちデションとアホリバマ。アホリバマはアナの娘で

ある。 26デションの子らは次のとおりである。すな

わちヘムダン、エシバン、イテラン、ケラン。 27エ

ゼルの子らは次のとおりである。すなわちビルハン

、ザワン、アカン。 28デシャンの子らは次のとおり

である。すなわちウズとアラン。 29ホリびとから出

た族長は次のとおりである。すなわちロタンの族長

、ショバルの族長、ヂベオンの族長、アナの族長、

30デションの族長、エゼルの族長、デシャンの族長

。これらはホリびとから出た族長であって、その氏

族に従ってセイルの地におった者である。 31イスラ

エルの人々を治める王がまだなかった時、エドムの

地を治めた王たちは次のとおりである。 32ベオルの

子ベラはエドムを治め、その都の名はデナバであっ
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た。 33ベラが死んで、ボズラのゼラの子ヨバブがこ

れに代って王となった。 34ヨバブが死んで、テマン

びとの地のホシャムがこれに代って王となった。 35

ホシャムが死んで、ベダデの子ハダデがこれに代っ

て王となった。彼はモアブの野でミデアンを撃った

者である。その都の名はアビテであった。 36ハダデ

が死んで、マスレカのサムラがこれに代って王とな

った。 37サムラが死んでユフラテ川のほとりにある

レホボテのサウルがこれに代って王となった。 38サ

ウルが死んでアクボルの子バアル・ハナンがこれに

代って王となった。 39アクボルの子バアル・ハナン

が死んで、ハダルがこれに代って王となった。その

都の名はパウであった。その妻の名はメヘタベルと

いって、メザハブの娘マテレデの娘であった。 40エ

サウから出た族長の名は、その氏族と住所と名に従

って言えば次のとおりである。すなわちテムナの族

長、アルワの族長、エテテの族長、 41アホリバマの

族長、エラの族長、ピノンの族長、 42ケナズの族長

、テマンの族長、ミブザルの族長、 43マグデエルの

族長、イラムの族長。これらはエドムの族長たちで

あって、その領地内の住所に従っていったものであ

る。エドムびとの先祖はエサウである。

37ヤコブは父の寄留の地、すなわちカナンの地に

住んだ。 2ヤコブの子孫は次のとおりである。ヨセ

フは十七歳の時、兄弟たちと共に羊の群れを飼って

いた。彼はまだ子供で、父の妻たちビルハとジルパ

との子らと共にいたが、ヨセフは彼らの悪いうわさ

を父に告げた。 3ヨセフは年寄り子であったから、

イスラエルは他のどの子よりも彼を愛して、彼のた
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めに長そでの着物をつくった。 4兄弟たちは父がど

の兄弟よりも彼を愛するのを見て、彼を憎み、穏や

かに彼に語ることができなかった。 5ある時、ヨセ

フは夢を見て、それを兄弟たちに話したので、彼ら

は、ますます彼を憎んだ。 6ヨセフは彼らに言った

、「どうぞわたしが見た夢を聞いてください。 7わ

たしたちが畑の中で束を結わえていたとき、わたし

の束が起きて立つと、あなたがたの束がまわりにき

て、わたしの束を拝みました」。 8すると兄弟たち

は彼に向かって、「あなたはほんとうにわたしたち

の王になるのか。あなたは実際わたしたちを治める

のか」と言って、彼の夢とその言葉のゆえにますま

す彼を憎んだ。 9ヨセフはまた一つの夢を見て、そ

れを兄弟たちに語って言った、「わたしはまた夢を

見ました。日と月と十一の星とがわたしを拝みまし

た」。 10彼はこれを父と兄弟たちに語ったので、父

は彼をとがめて言った、「あなたが見たその夢はど

ういうのか。ほんとうにわたしとあなたの母と、兄

弟たちとが行って地に伏し、あなたを拝むのか」。

11兄弟たちは彼をねたんだ。しかし父はこの言葉を

心にとめた。 12さて兄弟たちがシケムに行って、父

の羊の群れを飼っていたとき、 13イスラエルはヨセ

フに言った、「あなたの兄弟たちはシケムで羊を飼

っているではないか。さあ、あなたを彼らの所へつ

かわそう」。ヨセフは父に言った、「はい、行きま

す」。 14父は彼に言った、「どうか、行って、あな

たの兄弟たちは無事であるか、また群れは無事であ

るか見てきて、わたしに知らせてください」。父が

彼をヘブロンの谷からつかわしたので、彼はシケム
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に行った。 15ひとりの人が彼に会い、彼が野をさま

よっていたので、その人は彼に尋ねて言った、「あ

なたは何を捜しているのですか」。 16彼は言った、

「兄弟たちを捜しているのです。彼らが、どこで羊

を飼っているのか、どうぞわたしに知らせてくださ

い」。 17その人は言った、「彼らはここを去りまし

た。彼らが『ドタンへ行こう』と言うのをわたしは

聞きました」。そこでヨセフは兄弟たちのあとを追

って行って、ドタンで彼らに会った。 18ヨセフが彼

らに近づかないうちに、彼らははるかにヨセフを見

て、これを殺そうと計り、 19互に言った、「あの夢

見る者がやって来る。 20さあ、彼を殺して穴に投げ

入れ、悪い獣が彼を食ったと言おう。そして彼の夢

がどうなるか見よう」。 21ルベンはこれを聞いて、

ヨセフを彼らの手から救い出そうとして言った、「

われわれは彼の命を取ってはならない」。 22ルベン

はまた彼らに言った、「血を流してはいけない。彼

を荒野のこの穴に投げ入れよう。彼に手をくだして

はならない」。これはヨセフを彼らの手から救いだ

して父に返すためであった。 23さて、ヨセフが兄弟

たちのもとへ行くと、彼らはヨセフの着物、彼が着

ていた長そでの着物をはぎとり、 24彼を捕えて穴に

投げ入れた。その穴はからで、その中に水はなかっ

た。 25こうして彼らはすわってパンを食べた。時に

彼らが目をあげて見ると、イシマエルびとの隊商が

、らくだに香料と、乳香と、もつやくとを負わせて

エジプトへ下り行こうとギレアデからやってきた。

26そこでユダは兄弟たちに言った、「われわれが弟

を殺し、その血を隠して何の益があろう。 27さあ、
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われわれは彼をイシマエルびとに売ろう。彼はわれ

われの兄弟、われわれの肉身だから、彼に手を下し

てはならない」。兄弟たちはこれを聞き入れた。 28

時にミデアンびとの商人たちが通りかかったので、

彼らはヨセフを穴から引き上げ、銀二十シケルでヨ

セフをイシマエルびとに売った。彼らはヨセフをエ

ジプトへ連れて行った。 29さてルベンは穴に帰って

見たが、ヨセフが穴の中にいなかったので、彼は衣

服を裂き、 30兄弟たちのもとに帰って言った、「あ

の子はいない。ああ、わたしはどこへ行くことがで

きよう」。 31彼らはヨセフの着物を取り、雄やぎを

殺して、着物をその血に浸し、 32その長そでの着物

を父に持ち帰って言った、「わたしたちはこれを見

つけましたが、これはあなたの子の着物か、どうか

見さだめてください」。 33父はこれを見さだめて言

った、「わが子の着物だ。悪い獣が彼を食ったのだ

。確かにヨセフはかみ裂かれたのだ」。 34そこでヤ

コブは衣服を裂き、荒布を腰にまとって、長い間そ

の子のために嘆いた。 35子らと娘らとは皆立って彼

を慰めようとしたが、彼は慰められるのを拒んで言

った、「いや、わたしは嘆きながら陰府に下って、

わが子のもとへ行こう」。こうして父は彼のために

泣いた。 (Sheol h7585) 36さて、かのミデアンびとらは

エジプトでパロの役人、侍衛長ポテパルにヨセフを

売った。

38そのころユダは兄弟たちを離れて下り、アドラ

ムびとで、名をヒラという者の所へ行った。 2ユダ

はその所で、名をシュアというカナンびとの娘を見

て、これをめとり、その所にはいった。 3彼女はみ
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ごもって男の子を産んだので、ユダは名をエルと名

づけた。 4彼女は再びみごもって男の子を産み、名

をオナンと名づけた。 5また重ねて、男の子を産み

、名をシラと名づけた。彼女はこの男の子を産んだ

とき、クジブにおった。 6ユダは長子エルのために

、名をタマルという妻を迎えた。 7しかしユダの長

子エルは主の前に悪い者であったので、主は彼を殺

された。 8そこでユダはオナンに言った、「兄の妻

の所にはいって、彼女をめとり、兄に子供を得させ

なさい」。 9しかしオナンはその子が自分のものと

ならないのを知っていたので、兄の妻の所にはいっ

た時、兄に子を得させないために地に洩らした。 10

彼のした事は主の前に悪かったので、主は彼をも殺

された。 11そこでユダはその子の妻タマルに言った

、「わたしの子シラが成人するまで、寡婦のままで

、あなたの父の家にいなさい」。彼は、シラもまた

兄弟たちのように死ぬかもしれないと、思ったから

である。それでタマルは行って父の家におった。 12

日がたってシュアの娘ユダの妻は死んだ。その後、

ユダは喪を終ってその友アドラムびとヒラと共にテ

ムナに上り、自分の羊の毛を切る者のところへ行っ

た。 13時に、ひとりの人がタマルに告げて、「あな

たのしゅうとが羊の毛を切るためにテムナに上って

来る」と言ったので、 14彼女は寡婦の衣服を脱ぎす

て、被衣で身をおおい隠して、テムナへ行く道のか

たわらにあるエナイムの入口にすわっていた。彼女

はシラが成人したのに、自分がその妻にされないの

を知ったからである。 15ユダは彼女を見たとき、彼

女が顔をおおっていたため、遊女だと思い、 16道の
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かたわらで彼女に向かって言った、「さあ、あなた

の所にはいらせておくれ」。彼はこの女がわが子の

妻であることを知らなかったからである。彼女は言

った、「わたしの所にはいるため、何をくださいま

すか」。 17ユダは言った、「群れのうちのやぎの子

をあなたにあげよう」。彼女は言った、「それをく

ださるまで、しるしをわたしにくださいますか」。

18ユダは言った、「どんなしるしをあげようか」。

彼女は言った、「あなたの印と紐と、あなたの手に

あるつえとを」。彼はこれらを与えて彼女の所には

いった。彼女はユダによってみごもった。 19彼女は

起きて去り、被衣を脱いで寡婦の衣服を着た。 20や

がてユダはその女からしるしを取りもどそうと、そ

の友アドラムびとに託してやぎの子を送ったけれど

も、その女を見いだせなかった。 21そこで彼はその

所の人々に尋ねて言った、「エナイムで道のかたわ

らにいた遊女はどこにいますか」。彼らは言った、

「ここには遊女はいません」。 22彼はユダのもとに

帰って言った、「わたしは彼女を見いだせませんで

した。またその所の人々は、『ここには遊女はいな

い』と言いました」。 23そこでユダは言った、「女

に持たせておこう。わたしたちは恥をかくといけな

いから。とにかく、わたしはこのやぎの子を送った

が、あなたは彼女を見いだせなかったのだ」。 24と

ころが三月ほどたって、ひとりの人がユダに言った

、「あなたの嫁タマルは姦淫しました。そのうえ、

彼女は姦淫によってみごもりました」。ユダは言っ

た、「彼女を引き出して焼いてしまえ」。 25彼女は

引き出された時、そのしゅうとに人をつかわして言
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った、「わたしはこれをもっている人によって、み

ごもりました」。彼女はまた言った、「どうか、こ

の印と、紐と、つえとはだれのものか、見定めてく

ださい」。 26ユダはこれを見定めて言った、「彼女

はわたしよりも正しい。わたしが彼女をわが子シラ

に与えなかったためである」。彼は再び彼女を知ら

なかった。 27さて彼女の出産の時がきたが、胎内に

は、ふたごがあった。 28出産の時に、ひとりの子が

手を出したので、産婆は、「これがさきに出た」と

言い、緋の糸を取って、その手に結んだ。 29そして

、その子が手をひっこめると、その弟が出たので、

「どうしてあなたは自分で破って出るのか」と言っ

た。これによって名はペレヅと呼ばれた。 30その後

、手に緋の糸のある兄が出たので、名はゼラと呼ば

れた。

39さてヨセフは連れられてエジプトに下ったが、

パロの役人で侍衛長であったエジプトびとポテパル

は、彼をそこに連れ下ったイシマエルびとらの手か

ら買い取った。 2主がヨセフと共におられたので、

彼は幸運な者となり、その主人エジプトびとの家に

おった。 3その主人は主が彼とともにおられること

と、主が彼の手のすることをすべて栄えさせられる

のを見た。 4そこで、ヨセフは彼の前に恵みを得、

そのそば近く仕えた。彼はヨセフに家をつかさどら

せ、持ち物をみな彼の手にゆだねた。 5彼がヨセフ

に家とすべての持ち物をつかさどらせた時から、主

はヨセフのゆえにそのエジプトびとの家を恵まれた

ので、主の恵みは彼の家と畑とにあるすべての持ち

物に及んだ。 6そこで彼は持ち物をみなヨセフの手
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にゆだねて、自分が食べる物のほかは、何をも顧み

なかった。さてヨセフは姿がよく、顔が美しかった

。 7これらの事の後、主人の妻はヨセフに目をつけ

て言った、「わたしと寝なさい」。 8ヨセフは拒ん

で、主人の妻に言った、「御主人はわたしがいるの

で家の中の何をも顧みず、その持ち物をみなわたし

の手にゆだねられました。 9この家にはわたしより

も大いなる者はありません。また御主人はあなたを

除いては、何をもわたしに禁じられませんでした。

あなたが御主人の妻であるからです。どうしてわた

しはこの大きな悪をおこなって、神に罪を犯すこと

ができましょう」。 10彼女は毎日ヨセフに言い寄っ

たけれども、ヨセフは聞きいれず、彼女と寝なかっ

た。また共にいなかった。 11ある日ヨセフが務をす

るために家にはいった時、家の者がひとりもそこに

いなかったので、 12彼女はヨセフの着物を捕えて、

「わたしと寝なさい」と言った。ヨセフは着物を彼

女の手に残して外にのがれ出た。 13彼女はヨセフが

着物を自分の手に残して外にのがれたのを見て、 14

その家の者どもを呼び、彼らに告げて言った、「主

人がわたしたちの所に連れてきたヘブルびとは、わ

たしたちに戯れます。彼はわたしと寝ようとして、

わたしの所にはいったので、わたしは大声で叫びま

した。 15彼はわたしが声をあげて叫ぶのを聞くと、

着物をわたしの所に残して外にのがれ出ました」。

16彼女はその着物をかたわらに置いて、主人の帰っ

て来るのを待った。 17そして彼女は次のように主人

に告げた、「あなたがわたしたちに連れてこられた

ヘブルのしもべはわたしに戯れようとして、わたし
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の所にはいってきました。 18わたしが声をあげて叫

んだので、彼は着物をわたしの所に残して外にのが

れました」。 19主人はその妻が「あなたのしもべは

、わたしにこんな事をした」と告げる言葉を聞いて

、激しく怒った。 20そしてヨセフの主人は彼を捕え

て、王の囚人をつなぐ獄屋に投げ入れた。こうして

ヨセフは獄屋の中におったが、 21主はヨセフと共に

おられて彼にいつくしみを垂れ、獄屋番の恵みをう

けさせられた。 22獄屋番は獄屋におるすべての囚人

をヨセフの手にゆだねたので、彼はそこでするすべ

ての事をおこなった。 23獄屋番は彼の手にゆだねた

事はいっさい顧みなかった。主がヨセフと共におら

れたからである。主は彼のなす事を栄えさせられた

。

40これらの事の後、エジプト王の給仕役と料理役

とがその主君エジプト王に罪を犯した。 2パロはふ

たりの役人、すなわち給仕役の長と料理役の長に向

かって憤り、 3侍衛長の家の監禁所、すなわちヨセ

フがつながれている獄屋に入れた。 4侍衛長はヨセ

フに命じて彼らと共におらせたので、ヨセフは彼ら

に仕えた。こうして彼らは監禁所で幾日かを過ごし

た。 5さて獄屋につながれたエジプト王の給仕役と

料理役のふたりは一夜のうちにそれぞれ意味のある

夢を見た。 6ヨセフが朝、彼らのところへ行って見

ると、彼らは悲しみに沈んでいた。 7そこでヨセフ

は自分と一緒に主人の家の監禁所にいるパロの役人

たちに尋ねて言った、「どうして、きょう、あなた

がたの顔色が悪いのですか」。 8彼らは言った、「

わたしたちは夢を見ましたが、解いてくれる者がい
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ません」。ヨセフは彼らに言った、「解くことは神

によるのではありませんか。どうぞ、わたしに話し

てください」。 9給仕役の長はその夢をヨセフに話

して言った、「わたしが見た夢で、わたしの前に一

本のぶどうの木がありました。 10そのぶどうの木に

三つの枝があって、芽を出し、花が咲き、ぶどうの

ふさが熟しました。 11時にわたしの手に、パロの杯

があって、わたしはそのぶどうを取り、それをパロ

の杯にしぼり、その杯をパロの手にささげました」

。 12ヨセフは言った、「その解き明かしはこうです

。三つの枝は三日です。 13今から三日のうちにパロ

はあなたの頭を上げて、あなたを元の役目に返すで

しょう。あなたはさきに給仕役だった時にされたよ

うに、パロの手に杯をささげられるでしょう。 14そ

れで、あなたがしあわせになられたら、わたしを覚

えていて、どうかわたしに恵みを施し、わたしの事

をパロに話して、この家からわたしを出してくださ

い。 15わたしは、実はヘブルびとの地からさらわれ

てきた者です。またここでもわたしは地下の獄屋に

入れられるような事はしなかったのです」。 16料理

役の長はその解き明かしの良かったのを見て、ヨセ

フに言った、「わたしも夢を見たが、白いパンのか

ごが三つ、わたしの頭の上にあった。 17一番上のか

ごには料理役がパロのために作ったさまざまの食物

があったが、鳥がわたしの頭の上のかごからそれを

食べていた」。 18ヨセフは答えて言った、「その解

き明かしはこうです。三つのかごは三日です。 19今

から三日のうちにパロはあなたの頭を上げ離して、

あなたを木に掛けるでしょう。そして鳥があなたの
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肉を食い取るでしょう」。 20さて三日目はパロの誕

生日であったので、パロはすべての家来のためにふ

るまいを設け、家来のうちの給仕役の長の頭と、料

理役の長の頭を上げた。 21すなわちパロは給仕役の

長を給仕役の職に返したので、彼はパロの手に杯を

ささげた。 22しかしパロは料理役の長を木に掛けた

。ヨセフが彼らに解き明かしたとおりである。 23と

ころが、給仕役の長はヨセフを思い出さず、忘れて

しまった。

41二年の後パロは夢を見た。夢に、彼はナイル川

のほとりに立っていた。 2すると、その川から美し

い、肥え太った七頭の雌牛が上がってきて葦を食っ

ていた。 3その後、また醜い、やせ細った他の七頭

の雌牛が川から上がってきて、川の岸にいた雌牛の

そばに立ち、 4その醜い、やせ細った雌牛が、あの

美しい、肥えた七頭の雌牛を食いつくした。ここで

パロは目が覚めた。 5彼はまた眠って、再び夢を見

た。夢に、一本の茎に太った良い七つの穂が出てき

た。 6その後また、やせて、東風に焼けた七つの穂

が出てきて、 7そのやせた穂が、あの太って実った

七つの穂をのみつくした。ここでパロは目が覚めた

が、それは夢であった。 8朝になって、パロは心が

騒ぎ、人をつかわして、エジプトのすべての魔術師

とすべての知者とを呼び寄せ、彼らに夢を告げたが

、これをパロに解き明かしうる者がなかった。 9そ

のとき給仕役の長はパロに告げて言った、「わたし

はきょう、自分のあやまちを思い出しました。 10か

つてパロがしもべらに向かって憤り、わたしと料理

役の長とを侍衛長の家の監禁所にお入れになった時
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、 11わたしも彼も一夜のうちに夢を見、それぞれ意

味のある夢を見ましたが、 12そこに侍衛長のしもべ

で、ひとりの若いヘブルびとがわれわれと共にいた

ので、彼に話したところ、彼はわれわれの夢を解き

明かし、その夢によって、それぞれ解き明かしをし

ました。 13そして彼が解き明かしたとおりになって

、パロはわたしを職に返し、彼を木に掛けられまし

た」。 14そこでパロは人をつかわしてヨセフを呼ん

だ。人々は急いで彼を地下の獄屋から出した。ヨセ

フは、ひげをそり、着物を着替えてパロのもとに行

った。 15パロはヨセフに言った、「わたしは夢を見

たが、これを解き明かす者がない。聞くところによ

ると、あなたは夢を聞いて、解き明かしができるそ

うだ」。 16ヨセフはパロに答えて言った、「いいえ

、わたしではありません。神がパロに平安をお告げ

になりましょう」。 17パロはヨセフに言った、「夢

にわたしは川の岸に立っていた。 18その川から肥え

太った、美しい七頭の雌牛が上がってきて葦を食っ

ていた。 19その後、弱く、非常に醜い、やせ細った

他の七頭の雌牛がまた上がってきた。わたしはエジ

プト全国で、このような醜いものをまだ見たことが

ない。 20ところがそのやせた醜い雌牛が、初めの七

頭の肥えた雌牛を食いつくしたが、 21腹にはいって

も、腹にはいった事が知れず、やはり初めのように

醜かった。ここでわたしは目が覚めた。 22わたしは

また夢をみた。一本の茎に七つの実った良い穂が出

てきた。 23その後、やせ衰えて、東風に焼けた七つ

の穂が出てきたが、 24そのやせた穂が、あの七つの

良い穂をのみつくした。わたしは魔術師に話したが
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、わたしにそのわけを示しうる者はなかった」。 25

ヨセフはパロに言った、「パロの夢は一つです。神

がこれからしようとすることをパロに示されたので

す。 26七頭の良い雌牛は七年です。七つの良い穂も

七年で、夢は一つです。 27あとに続いて、上がって

きた七頭のやせた醜い雌牛は七年で、東風に焼けた

実の入らない七つの穂は七年のききんです。 28わた

しがパロに申し上げたように、神がこれからしよう

とすることをパロに示されたのです。 29エジプト全

国に七年の大豊作があり、 30その後七年のききんが

起り、その豊作はみなエジプトの国で忘れられて、

そのききんは国を滅ぼすでしょう。 31後に来るその

ききんが、非常に激しいから、その豊作は国のうち

で記憶されなくなるでしょう。 32パロが二度重ねて

夢を見られたのは、この事が神によって定められ、

神がすみやかにこれをされるからです。 33それゆえ

パロは今、さとく、かつ賢い人を尋ね出してエジプ

トの国を治めさせなさい。 34パロはこうして国中に

監督を置き、その七年の豊作のうちに、エジプトの

国の産物の五分の一を取り、 35続いて来る良い年々

のすべての食糧を彼らに集めさせ、穀物を食糧とし

て、パロの手で町々にたくわえ守らせなさい。 36こ

うすれば食糧は、エジプトの国に臨む七年のききん

に備えて、この国のためにたくわえとなり、この国

はききんによって滅びることがないでしょう」。 37

この事はパロとそのすべての家来たちの目にかなっ

た。 38そこでパロは家来たちに言った、「われわれ

は神の霊をもつこのような人を、ほかに見いだし得

ようか」。 39またパロはヨセフに言った、「神がこ
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れを皆あなたに示された。あなたのようにさとく賢

い者はない。 40あなたはわたしの家を治めてくださ

い。わたしの民はみなあなたの言葉に従うでしょう

。わたしはただ王の位でだけあなたにまさる」。 41

パロは更にヨセフに言った、「わたしはあなたをエ

ジプト全国のつかさとする」。 42そしてパロは指輪

を手からはずして、ヨセフの手にはめ、亜麻布の衣

服を着せ、金の鎖をくびにかけ、 43自分の第二の車

に彼を乗せ、「ひざまずけ」とその前に呼ばわらせ

、こうして彼をエジプト全国のつかさとした。 44つ

いでパロはヨセフに言った、「わたしはパロである

。あなたの許しがなければエジプト全国で、だれも

手足を上げることはできない」。 45パロはヨセフの

名をザフナテ・パネアと呼び、オンの祭司ポテペラ

の娘アセナテを妻として彼に与えた。ヨセフはエジ

プトの国を巡った。 46ヨセフがエジプトの王パロの

前に立った時は三十歳であった。ヨセフはパロの前

を出て、エジプト全国をあまねく巡った。 47さて七

年の豊作のうちに地は豊かに物を産した。 48そこで

ヨセフはエジプトの国にできたその七年間の食糧を

ことごとく集め、その食糧を町々に納めさせた。す

なわち町の周囲にある畑の食糧をその町の中に納め

させた。 49ヨセフは穀物を海の砂のように、非常に

多くたくわえ、量りきれなくなったので、ついに量

ることをやめた。 50ききんの年の来る前にヨセフに

ふたりの子が生れた。これらはオンの祭司ポテペラ

の娘アセナテが産んだのである。 51ヨセフは長子の

名をマナセと名づけて言った、「神がわたしにすべ

ての苦難と父の家のすべての事を忘れさせられた」
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。 52また次の子の名をエフライムと名づけて言った

、「神がわたしを悩みの地で豊かにせられた」。 53

エジプトの国にあった七年の豊作が終り、 54ヨセフ

の言ったように七年のききんが始まった。そのきき

んはすべての国にあったが、エジプト全国には食物

があった。 55やがてエジプト全国が飢えた時、民は

パロに食物を叫び求めた。そこでパロはすべてのエ

ジプトびとに言った、「ヨセフのもとに行き、彼の

言うようにせよ」。 56ききんが地の全面にあったの

で、ヨセフはすべての穀倉を開いて、エジプトびと

に売った。ききんはますますエジプトの国に激しく

なった。 57ききんが全地に激しくなったので、諸国

の人々がエジプトのヨセフのもとに穀物を買うため

にきた。

42ヤコブはエジプトに穀物があると知って、むす

こたちに言った、「あなたがたはなぜ顔を見合わせ

ているのですか」。 2また言った、「エジプトに穀

物があるということだが、あなたがたはそこへ下っ

て行って、そこから、われわれのため穀物を買って

きなさい。そうすれば、われわれは生きながらえて

、死を免れるであろう」。 3そこでヨセフの十人の

兄弟は穀物を買うためにエジプトへ下った。 4しか

し、ヤコブはヨセフの弟ベニヤミンを兄弟たちと一

緒にやらなかった。彼が災に会うのを恐れたからで

ある。 5こうしてイスラエルの子らは穀物を買おう

と人々に交じってやってきた。カナンの地にききん

があったからである。 6ときにヨセフは国のつかさ

であって、国のすべての民に穀物を売ることをして

いた。ヨセフの兄弟たちはきて、地にひれ伏し、彼
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を拝した。 7ヨセフは兄弟たちを見て、それと知っ

たが、彼らに向かっては知らぬ者のようにし、荒々

しく語った。すなわち彼らに言った、「あなたがた

はどこからきたのか」。彼らは答えた、「食糧を買

うためにカナンの地からきました」。 8ヨセフは、

兄弟たちであるのを知っていたが、彼らはヨセフと

は知らなかった。 9ヨセフはかつて彼らについて見

た夢を思い出して、彼らに言った、「あなたがたは

回し者で、この国のすきをうかがうためにきたので

す」。 10彼らはヨセフに答えた、「いいえ、わが主

よ、しもべらはただ食糧を買うためにきたのです。

11われわれは皆、ひとりの人の子で、真実な者です

。しもべらは回し者ではありません」。 12ヨセフは

彼らに言った、「いや、あなたがたはこの国のすき

をうかがうためにきたのです」。 13彼らは言った、

「しもべらは十二人兄弟で、カナンの地にいるひと

りの人の子です。末の弟は今、父と一緒にいますが

、他のひとりはいなくなりました」。 14ヨセフは彼

らに言った、「わたしが言ったとおり、あなたがた

は回し者です。 15あなたがたをこうしてためしてみ

よう。パロのいのちにかけて誓います。末の弟がこ

こにこなければ、あなたがたはここを出ることはで

きません。 16あなたがたのひとりをやって弟を連れ

てこさせなさい。それまであなたがたをつないでお

いて、あなたがたに誠実があるかどうか、あなたが

たの言葉をためしてみよう。パロのいのちにかけて

誓います。あなたがたは確かに回し者です」。 17ヨ

セフは彼らをみな一緒に三日の間、監禁所に入れた

。 18三日目にヨセフは彼らに言った、「こうすれば
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あなたがたは助かるでしょう。わたしは神を恐れま

す。 19もしあなたがたが真実な者なら、兄弟のひと

りをあなたがたのいる監禁所に残し、あなたがたは

穀物を携えて行って、家族の飢えを救いなさい。 20

そして末の弟をわたしのもとに連れてきなさい。そ

うすればあなたがたの言葉のほんとうであることが

わかって、死を免れるでしょう」。彼らはそのよう

にした。 21彼らは互に言った、「確かにわれわれは

弟の事で罪がある。彼がしきりに願った時、その心

の苦しみを見ながら、われわれは聞き入れなかった

。それでこの苦しみに会うのだ」。 22ルベンが彼ら

に答えて言った、「わたしはあなたがたに、この子

供に罪を犯すなと言ったではないか。それにもかか

わらず、あなたがたは聞き入れなかった。それで彼

の血の報いを受けるのです」。 23彼らはヨセフが聞

きわけているのを知らなかった。相互の間に通訳者

がいたからである。 24ヨセフは彼らを離れて行って

泣き、また帰ってきて彼らと語り、そのひとりシメ

オンを捕えて、彼らの目の前で縛った。 25そしてヨ

セフは人々に命じて、彼らの袋に穀物を満たし、め

いめいの銀を袋に返し、道中の食料を与えさせた。

ヨセフはこのように彼らにした。 26彼らは穀物をろ

ばに負わせてそこを去った。 27そのひとりが宿で、

ろばに飼葉をやるため袋をあけて見ると、袋の口に

自分の銀があった。 28彼は兄弟たちに言った、「わ

たしの銀は返してある。しかも見よ、それは袋の中

にある」。そこで彼らは非常に驚き、互に震えなが

ら言った、「神がわれわれにされたこのことは何事

だろう」。 29こうして彼らはカナンの地にいる父ヤ
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コブのもとに帰り、その身に起った事をことごとく

告げて言った、 30「あの国の君は、われわれに荒々

しく語り、国をうかがう回し者だと言いました。 31

われわれは彼に答えました、『われわれは真実な者

であって回し者ではない。 32われわれは十二人兄弟

で、同じ父の子である。ひとりはいなくなり、末の

弟は今父と共にカナンの地にいる』。 33その国の君

であるその人はわれわれに言いました、『わたしは

こうしてあなたがたの真実な者であるのを知ろう。

あなたがたは兄弟のひとりをわたしのもとに残し、

穀物を携えて行って、家族の飢えを救いなさい。 34

そして末の弟をわたしのもとに連れてきなさい。そ

うすればあなたがたが回し者ではなく、真実な者で

あるのを知って、あなたがたの兄弟を返し、この国

であなたがたに取引させましょう』」。 35彼らが袋

のものを出して見ると、めいめいの金包みが袋の中

にあったので、彼らも父も金包みを見て恐れた。 36

父ヤコブは彼らに言った、「あなたがたはわたしに

子を失わせた。ヨセフはいなくなり、シメオンもい

なくなった。今度はベニヤミンをも取り去る。これ

らはみなわたしの身にふりかかって来るのだ」。 37

ルベンは父に言った、「もしわたしが彼をあなたの

もとに連れて帰らなかったら、わたしのふたりの子

を殺してください。ただ彼をわたしの手にまかせて

ください。わたしはきっと、あなたのもとに彼を連

れて帰ります」。 38ヤコブは言った、「わたしの子

はあなたがたと共に下って行ってはならない。彼の

兄は死に、ただひとり彼が残っているのだから。も

しあなたがたの行く道で彼が災に会えば、あなたが
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たは、しらがのわたしを悲しんで陰府に下らせるで

あろう」。 (Sheol h7585)

43ききんはその地に激しかった。 2彼らがエジプ

トから携えてきた穀物を食い尽した時、父は彼らに

言った、「また行って、われわれのために少しの食

糧を買ってきなさい」。 3ユダは父に答えて言った

、「あの人はわれわれをきびしく戒めて、弟が一緒

でなければ、わたしの顔を見てはならないと言いま

した。 4もしあなたが弟をわれわれと一緒にやって

くださるなら、われわれは下って行って、あなたの

ために食糧を買ってきましょう。 5しかし、もし彼

をやられないなら、われわれは下って行きません。

あの人がわれわれに、弟が一緒でなければわたしの

顔を見てはならないと言ったのですから」。 6イス

ラエルは言った、「なぜ、もうひとりの弟があると

あの人に言って、わたしを苦しめるのか」。 7彼ら

は言った、「あの人がわれわれと一族とのことを問

いただして、父はまだ生きているか、もうひとりの

弟があるかと言ったので、問われるままに答えまし

たが、その人が、弟を連れてこいと言おうとは、ど

うして知ることができたでしょう」。 8ユダは父イ

スラエルに言った、「あの子をわたしと一緒にやっ

てくだされば、われわれは立って行きましょう。そ

してわれわれもあなたも、われわれの子供らも生き

ながらえ、死を免れましょう。 9わたしが彼の身を

請け合います。わたしの手から彼を求めなさい。も

しわたしが彼をあなたのもとに連れ帰って、あなた

の前に置かなかったら、わたしはあなたに対して永

久に罪を負いましょう。 10もしわれわれがこんなに
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ためらわなかったら、今ごろは二度も行ってきたで

しょう」。 11父イスラエルは彼らに言った、「それ

ではこうしなさい。この国の名産を器に入れ、携え

下ってその人に贈り物にしなさい。すなわち少しの

乳香、少しの蜜、香料、もつやく、ふすだしう、あ

めんどう。 12そしてその上に、倍額の銀を手に持っ

て行きなさい。また袋の口に返してあった銀は持っ

て行って返しなさい。たぶんそれは誤りであったの

でしょう。 13弟も連れ、立って、またその人の所へ

行きなさい。 14どうか全能の神がその人の前であな

たがたをあわれみ、もうひとりの兄弟とベニヤミン

とを、返させてくださるように。もしわたしが子を

失わなければならないのなら、失ってもよい」。 15

そこでその人々は贈り物を取り、また倍額の銀を携

え、ベニヤミンを連れ、立ってエジプトへ下り、ヨ

セフの前に立った。 16ヨセフはベニヤミンが彼らと

共にいるのを見て、家づかさに言った、「この人々

を家に連れて行き、獣をほふって、したくするよう

に。この人々は昼、わたしと一緒に食事をします」

。 17その人はヨセフの言ったようにして、この人々

をヨセフの家へ連れて行った。 18ところがこの人々

はヨセフの家へ連れて行かれたので恐れて言った、

「初めの時に袋に返してあったあの銀のゆえに、わ

れわれを引き入れたのです。そしてわれわれを襲い

、攻め、捕えて奴隷とし、われわれのろばをも奪う

のです」。 19彼らはヨセフの家づかさに近づいて、

家の入口で、言った、 20「ああ、わが主よ、われわ

れは最初、食糧を買うために下ってきたのです。 21

ところが宿に行って袋をあけて見ると、めいめいの
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銀は袋の口にあって、銀の重さは元のままでした。

それでわれわれはそれを持って参りました。 22そし

て食糧を買うために、ほかの銀をも持って下ってき

ました。われわれの銀を袋に入れた者が、だれであ

るかは分りません」。 23彼は言った、「安心しなさ

い。恐れてはいけません。その宝はあなたがたの神

、あなたがたの父の神が、あなたがたの袋に入れて

あなたがたに賜わったのです。あなたがたの銀はわ

たしが受け取りました」。そして彼はシメオンを彼

らの所へ連れてきた。 24こうしてその人はこの人々

をヨセフの家へ導き、水を与えて足を洗わせ、また

、ろばに飼葉を与えた。 25彼らはその所で食事をす

るのだと聞き、贈り物を整えて、昼にヨセフの来る

のを待った。 26さてヨセフが家に帰ってきたので、

彼らはその家に携えてきた贈り物をヨセフにささげ

、地に伏して、彼を拝した。 27ヨセフは彼らの安否

を問うて言った、「あなたがたの父、あなたがたが

さきに話していたその老人は無事ですか。なお生き

ながらえておられますか」。 28彼らは答えた、「あ

なたのしもべ、われわれの父は無事で、なお生きな

がらえています」。そして彼らは、頭をさげて拝し

た。 29ヨセフは目をあげて同じ母の子である弟ベニ

ヤミンを見て言った、「これはあなたがたが前にわ

たしに話した末の弟ですか」。また言った、「わが

子よ、どうか神があなたを恵まれるように」。 30ヨ

セフは弟なつかしさに心がせまり、急いで泣く場所

をたずね、へやにはいって泣いた。 31やがて彼は顔

を洗って出てきた。そして自分を制して言った、「

食事にしよう」。 32そこでヨセフはヨセフ、彼らは
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彼ら、陪食のエジプトびとはエジプトびと、と別々

に席に着いた。エジプトびとはヘブルびとと共に食

事することができなかった。それはエジプトびとの

忌むところであったからである。 33こうして彼らは

ヨセフの前に、長子は長子として、弟は弟としてす

わらせられたので、その人々は互に驚いた。 34また

ヨセフの前から、めいめいの分が運ばれたが、ベニ

ヤミンの分は他のいずれの者の分よりも五倍多かっ

た。こうして彼らは飲み、ヨセフと共に楽しんだ。

44さてヨセフは家づかさに命じて言った、「この

人々の袋に、運べるだけ多くの食糧を満たし、めい

めいの銀を袋の口に入れておきなさい。 2またわた

しの杯、銀の杯をあの年下の者の袋の口に、穀物の

代金と共に入れておきなさい」。家づかさはヨセフ

の言葉のとおりにした。 3夜が明けると、その人々

と、ろばとは送り出されたが、 4町を出て、まだ遠

くへ行かないうちに、ヨセフは家づかさに言った、

「立って、あの人々のあとを追いなさい。追いつい

て、彼らに言いなさい、『あなたがたはなぜ悪をも

って善に報いるのですか。なぜわたしの銀の杯を盗

んだのですか。 5これはわたしの主人が飲む時に使

い、またいつも占いに用いるものではありませんか

。あなたがたのした事は悪いことです』」。 6家づ

かさが彼らに追いついて、これらの言葉を彼らに告

げたとき、 7彼らは言った、「わが主は、どうして

そのようなことを言われるのですか。しもべらは決

してそのようなことはいたしません。 8袋の口で見

つけた銀でさえ、カナンの地からあなたの所に持ち

帰ったほどです。どうして、われわれは御主人の家
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から銀や金を盗みましょう。 9しもべらのうちのだ

れの所でそれが見つかっても、その者は死に、また

われわれはわが主の奴隷となりましょう」。 10家づ

かさは言った、「それではあなたがたの言葉のよう

にしよう。杯の見つかった者はわたしの奴隷となら

なければならない。ほかの者は無罪です」。 11そこ

で彼らは、めいめい急いで袋を地におろし、ひとり

ひとりその袋を開いた。 12家づかさは年上から捜し

始めて年下に終ったが、杯はベニヤミンの袋の中に

あった。 13そこで彼らは衣服を裂き、おのおの、ろ

ばに荷を負わせて町に引き返した。 14ユダと兄弟た

ちとは、ヨセフの家にはいったが、ヨセフがなおそ

こにいたので、彼らはその前で地にひれ伏した。 15

ヨセフは彼らに言った、「あなたがたのこのしわざ

は何事ですか。わたしのような人は、必ず占い当て

ることを知らないのですか」。 16ユダは言った、「

われわれはわが主に何を言い、何を述べ得ましょう

。どうしてわれわれは身の潔白をあらわし得ましょ

う。神がしもべらの罪をあばかれました。われわれ

と、杯を持っていた者とは共にわが主の奴隷となり

ましょう」。 17ヨセフは言った、「わたしは決して

そのようなことはしない。杯を持っている者だけが

わたしの奴隷とならなければならない。ほかの者は

安全に父のもとへ上って行きなさい」。 18この時ユ

ダは彼に近づいて言った、「ああ、わが主よ、どう

ぞわが主の耳にひとこと言わせてください。しもべ

をおこらないでください。あなたはパロのようなか

たです。 19わが主はしもべらに尋ねて、『父がある

か、また弟があるか』と言われたので、 20われわれ
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はわが主に言いました、『われわれには老齢の父が

あり、また年寄り子の弟があります。その兄は死ん

で、同じ母の子で残っているのは、ただこれだけで

すから父はこれを愛しています』。 21その時あなた

はしもべらに言われました、『その者をわたしの所

へ連れてきなさい。わたしはこの目で彼を見よう』

。 22われわれはわが主に言いました。『その子供は

父を離れることができません。もし父を離れたら父

は死ぬでしょう』。 23しかし、あなたはしもべらに

言われました、『末の弟が一緒に下ってこなければ

、おまえたちは再びわたしの顔を見ることはできな

い』。 24それであなたのしもべである父のもとに上

って、わが主の言葉を彼に告げました。 25ところで

、父が『おまえたちは再び行って、われわれのため

に少しの食糧を買ってくるように』と言ったので、

26われわれは言いました、『われわれは下って行け

ません。もし末の弟が一緒であれば行きましょう。

末の弟が一緒でなければ、あの人の顔を見ることが

できません』。 27あなたのしもべである父は言いま

した、『おまえたちの知っているとおり、妻はわた

しにふたりの子を産んだ。 28ひとりは外へ出たが、

きっと裂き殺されたのだと思う。わたしは今になっ

ても彼を見ない。 29もしおまえたちがこの子をもわ

たしから取って行って、彼が災に会えば、おまえた

ちは、しらがのわたしを悲しんで陰府に下らせるで

あろう』。 (Sheol h7585) 30わたしがあなたのしもべで

ある父のもとに帰って行くとき、もしこの子供が一

緒にいなかったら、どうなるでしょう。父の魂は子

供の魂に結ばれているのです。 31この子供がわれわ
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れと一緒にいないのを見たら、父は死ぬでしょう。

そうすればしもべらは、あなたのしもべであるしら

がの父を悲しんで陰府に下らせることになるでしょ

う。 (Sheol h7585) 32しもべは父にこの子供の身を請け

合って『もしわたしがこの子をあなたのもとに連れ

帰らなかったら、わたしは父に対して永久に罪を負

いましょう』と言ったのです。 33どうか、しもべを

この子供の代りに、わが主の奴隷としてとどまらせ

、この子供を兄弟たちと一緒に上り行かせてくださ

い、 34この子供を連れずに、どうしてわたしは父の

もとに上り行くことができましょう。父が災に会う

のを見るに忍びません」。

45そこでヨセフはそばに立っているすべての人の

前で、自分を制しきれなくなったので、「人は皆こ

こから出てください」と呼ばわった。それゆえヨセ

フが兄弟たちに自分のことを明かした時、ひとりも

彼のそばに立っている者はなかった。 2ヨセフは声

をあげて泣いた。エジプトびとはこれを聞き、パロ

の家もこれを聞いた。 3ヨセフは兄弟たちに言った

、「わたしはヨセフです。父はまだ生きながらえて

いますか」。兄弟たちは答えることができなかった

。彼らは驚き恐れたからである。 4ヨセフは兄弟た

ちに言った、「わたしに近寄ってください」。彼ら

が近寄ったので彼は言った、「わたしはあなたがた

の弟ヨセフです。あなたがたがエジプトに売った者

です。 5しかしわたしをここに売ったのを嘆くこと

も、悔むこともいりません。神は命を救うために、

あなたがたよりさきにわたしをつかわされたのです

。 6この二年の間、国中にききんがあったが、なお
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五年の間は耕すことも刈り入れることもないでしょ

う。 7神は、あなたがたのすえを地に残すため、ま

た大いなる救をもってあなたがたの命を助けるため

に、わたしをあなたがたよりさきにつかわされたの

です。 8それゆえわたしをここにつかわしたのはあ

なたがたではなく、神です。神はわたしをパロの父

とし、その全家の主とし、またエジプト全国のつか

さとされました。 9あなたがたは父のもとに急ぎ上

って言いなさい、『あなたの子ヨセフが、こう言い

ました。神がわたしをエジプト全国の主とされたか

ら、ためらわずにわたしの所へ下ってきなさい。 10

あなたはゴセンの地に住み、あなたも、あなたの子

らも、孫たちも、羊も牛も、その他のものもみな、

わたしの近くにおらせます。 11ききんはなお五年つ

づきますから、あなたも、家族も、その他のものも

、みな困らないように、わたしはそこで養いましょ

う』。 12あなたがたと弟ベニヤミンが目に見るとお

り、あなたがたに口ら語っているのはこのわたしで

す。 13あなたがたはエジプトでの、わたしのいっさ

いの栄えと、あなたがたが見るいっさいの事をわた

しの父に告げ、急いでわたしの父をここへ連れ下り

なさい」。 14そしてヨセフは弟ベニヤミンのくびを

抱いて泣き、ベニヤミンも彼のくびを抱いて泣いた

。 15またヨセフはすべての兄弟たちに口づけし、彼

らを抱いて泣いた。そして後、兄弟たちは彼と語っ

た。 16時に、「ヨセフの兄弟たちがきた」と言うう

わさがパロの家に聞えたので、パロとその家来たち

とは喜んだ。 17パロはヨセフに言った、「兄弟たち

に言いなさい、『あなたがたは、こうしなさい。獣
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に荷を負わせてカナンの地へ行き、 18父と家族とを

連れてわたしのもとへきなさい。わたしはあなたが

たに、エジプトの地の良い物を与えます。あなたが

たは、この国の最も良いものを食べるでしょう』。

19また彼らに命じなさい、『あなたがたは、こうし

なさい。幼な子たちと妻たちのためにエジプトの地

から車をもって行き、父を連れてきなさい。 20家財

に心を引かれてはなりません。エジプト全国の良い

物は、あなたがたのものだからです』」。 21イスラ

エルの子らはそのようにした。ヨセフはパロの命に

従って彼らに車を与え、また途中の食料をも与えた

。 22まためいめいに晴着を与えたが、ベニヤミンに

は銀三百シケルと晴着五着とを与えた。 23また彼は

父に次のようなものを贈った。すなわちエジプトの

良い物を負わせたろば十頭と、穀物、パン及び父の

道中の食料を負わせた雌ろば十頭。 24こうしてヨセ

フは兄弟たちを送り去らせ、彼らに言った、「途中

で争ってはなりません」。 25彼らはエジプトから上

ってカナンの地に入り、父ヤコブのもとへ行って、

26彼に言った、「ヨセフはなお生きていてエジプト

全国のつかさです」。ヤコブは気が遠くなった。彼

らの言うことが信じられなかったからである。 27そ

こで彼らはヨセフが語った言葉を残らず彼に告げた

。父ヤコブはヨセフが自分を乗せるために送った車

を見て元気づいた。 28そしてイスラエルは言った、

「満足だ。わが子ヨセフがまだ生きている。わたし

は死ぬ前に行って彼を見よう」。

46イスラエルはその持ち物をことごとく携えて旅

立ち、ベエルシバに行って、父イサクの神に犠牲を
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ささげた。 2この時、神は夜の幻のうちにイスラエ

ルに語って言われた、「ヤコブよ、ヤコブよ」。彼

は言った、「ここにいます」。 3神は言われた、「

わたしは神、あなたの父の神である。エジプトに下

るのを恐れてはならない。わたしはあそこであなた

を大いなる国民にする。 4わたしはあなたと一緒に

エジプトに下り、また必ずあなたを導き上るであろ

う。ヨセフが手ずからあなたの目を閉じるであろう

」。 5そしてヤコブはベエルシバを立った。イスラ

エルの子らはヤコブを乗せるためにパロの送った車

に、父ヤコブと幼な子たちと妻たちを乗せ、 6また

その家畜とカナンの地で得た財産を携え、ヤコブと

その子孫は皆ともにエジプトへ行った。 7こうして

ヤコブはその子と、孫および娘と孫娘などその子孫

をみな連れて、エジプトへ行った。 8イスラエルの

子らでエジプトへ行った者の名は次のとおりである

。すなわちヤコブとその子らであるが、ヤコブの長

子はルベン。 9ルベンの子らはハノク、パル、ヘヅ

ロン、カルミ。 10シメオンの子らはエムエル、ヤミ

ン、オハデ、ヤキン、ゾハル及びカナンの女の産ん

だ子シャウル。 11レビの子らはゲルション、コハテ

、メラリ。 12ユダの子らはエル、オナン、シラ、ペ

レヅ、ゼラ。エルとオナンはカナンの地で死んだ。

ペレヅの子らはヘヅロンとハムル。 13イッサカルの

子らはトラ、プワ、ヨブ、シムロン。 14ゼブルンの

子らはセレデ、エロン、ヤリエル。 15これらと娘デ

ナとはレアがパダンアラムでヤコブに産んだ子らで

ある。その子らと娘らは合わせて三十三人。 16ガド

の子らはゼポン、ハギ、シュニ、エヅボン、エリ、
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アロデ、アレリ。 17アセルの子らはエムナ、イシワ

、イスイ、ベリアおよび妹サラ。ベリアの子らはヘ

ベルとマルキエル。 18これらはラバンが娘レアに与

えたジルパの子らである。彼女はこれらをヤコブに

産んだ。合わせて十六人。 19ヤコブの妻ラケルの子

らはヨセフとベニヤミンとである。 20エジプトの国

でヨセフにマナセとエフライムとが生れた。これは

オンの祭司ポテペラの娘アセナテが彼に産んだ者で

ある。 21ベニヤミンの子らはベラ、ベケル、アシベ

ル、ゲラ、ナアマン、エヒ、ロシ、ムッピム、ホパ

ム、アルデ。 22これらはラケルがヤコブに産んだ子

らである。合わせて十四人。 23ダンの子はホシム。

24ナフタリの子らはヤジエル、グニ、エゼル、シレ

ム。 25これらはラバンが娘ラケルに与えたビルハの

子らである。彼女はこれらをヤコブに産んだ。合わ

せて七人。 26ヤコブと共にエジプトへ行ったすべて

の者、すなわち彼の身から出た者はヤコブの子らの

妻をのぞいて、合わせて六十六人であった。 27エジ

プトでヨセフに生れた子がふたりあった。エジプト

へ行ったヤコブの家の者は合わせて七十人であった

。 28さてヤコブはユダをさきにヨセフにつかわして

、ゴセンで会おうと言わせた。そして彼らはゴセン

の地へ行った。 29ヨセフは車を整えて、父イスラエ

ルを迎えるためにゴセンに上り、父に会い、そのく

びを抱き、くびをかかえて久しく泣いた。 30時に、

イスラエルはヨセフに言った、「あなたがなお生き

ていて、わたしはあなたの顔を見たので今は死んで

もよい」。 31ヨセフは兄弟たちと父の家族とに言っ

た、「わたしは上ってパロに言おう、『カナンの地
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にいたわたしの兄弟たちと父の家族とがわたしの所

へきました。 32この者らは羊を飼う者、家畜の牧者

で、その羊、牛および持ち物をみな携えてきました

』。 33もしパロがあなたがたを召して、『あなたが

たの職業は何か』と言われたら、 34『しもべらは幼

い時から、ずっと家畜の牧者です。われわれも、わ

れわれの先祖もそうです』と言いなさい。そうすれ

ばあなたがたはゴセンの地に住むことができましょ

う。羊飼はすべて、エジプトびとの忌む者だからで

す」。

47ヨセフは行って、パロに言った、「わたしの父

と兄弟たち、その羊、牛およびすべての持ち物がカ

ナンの地からきて、今ゴセンの地におります」。 2

そしてその兄弟のうちの五人を連れて行って、パロ

に会わせた。 3パロはヨセフの兄弟たちに言った、

「あなたがたの職業は何か」。彼らはパロに言った

、「しもべらは羊を飼う者です。われわれも、われ

われの先祖もそうです」。 4彼らはまたパロに言っ

た、「この国に寄留しようとしてきました。カナン

の地はききんが激しく、しもべらの群れのための牧

草がないのです。どうかしもべらをゴセンの地に住

ませてください」。 5パロはヨセフに言った、「あ

なたの父と兄弟たちとがあなたのところにきた。 6

エジプトの地はあなたの前にある。地の最も良い所

にあなたの父と兄弟たちとを住ませなさい。ゴセン

の地に彼らを住ませなさい。もしあなたが彼らのう

ちに有能な者があるのを知っているなら、その者に

わたしの家畜をつかさどらせなさい」。 7そこでヨ

セフは父ヤコブを導いてパロの前に立たせた。ヤコ
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ブはパロを祝福した。 8パロはヤコブに言った、「

あなたの年はいくつか」。 9ヤコブはパロに言った

、「わたしの旅路のとしつきは、百三十年です。わ

たしのよわいの日はわずかで、ふしあわせで、わた

しの先祖たちのよわいの日と旅路の日には及びませ

ん」。 10ヤコブはパロを祝福し、パロの前を去った

。 11ヨセフはパロの命じたように、父と兄弟たちと

のすまいを定め、彼らにエジプトの国で最も良い地

、ラメセスの地を所有として与えた。 12またヨセフ

は父と兄弟たちと父の全家とに、家族の数にしたが

い、食物を与えて養った。 13さて、ききんが非常に

激しかったので、全地に食物がなく、エジプトの国

もカナンの国も、ききんのために衰えた。 14それで

ヨセフは人々が買った穀物の代金としてエジプトの

国とカナンの国にあった銀をみな集め、その銀をパ

ロの家に納めた。 15こうしてエジプトの国とカナン

の国に銀が尽きたとき、エジプトびとはみなヨセフ

のもとにきて言った、「食物をください。銀が尽き

たからとて、どうしてあなたの前で死んでよいでし

ょう」。 16ヨセフは言った、「あなたがたの家畜を

出しなさい。銀が尽きたのなら、あなたがたの家畜

と引き替えで食物をわたそう」。 17彼らはヨセフの

所へ家畜をひいてきたので、ヨセフは馬と羊の群れ

と牛の群れ及びろばと引き替えで、食物を彼らにわ

たした。こうして彼はその年、すべての家畜と引き

替えた食物で彼らを養った。 18やがてその年は暮れ

、次の年、人々はまたヨセフの所へきて言った、「

わが主には何事も隠しません。われわれの銀は尽き

、獣の群れもわが主のものになって、われわれのか
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らだと田地のほかはわが主の前に何も残っていませ

ん。 19われわれはどうして田地と一緒に、あなたの

目の前で滅んでよいでしょう。われわれと田地とを

食物と引き替えで買ってください。われわれは田地

と一緒にパロの奴隷となりましょう。また種をくだ

さい。そうすればわれわれは生きながらえ、死を免

れて、田地も荒れないでしょう」。 20そこでヨセフ

はエジプトの田地をみなパロのために買い取った。

ききんがエジプトびとに、きびしかったので、めい

めいその田畑を売ったからである。こうして地はパ

ロのものとなった。 21そしてヨセフはエジプトの国

境のこの端からかの端まで民を奴隷とした。 22ただ

祭司の田地は買い取らなかった。祭司にはパロの給

与があって、パロが与える給与で生活していたので

、その田地を売らなかったからである。 23ヨセフは

民に言った、「わたしはきょう、あなたがたとその

田地とを買い取って、パロのものとした。あなたが

たに種をあげるから地にまきなさい。 24収穫の時は

、その五分の一をパロに納め、五分の四を自分のも

のとして田畑の種とし、自分と家族の食糧とし、ま

た子供の食糧としなさい」。 25彼らは言った、「あ

なたはわれわれの命をお救いくださった。どうかわ

が主の前に恵みを得させてください。われわれはパ

ロの奴隷になりましょう」。 26ヨセフはエジプトの

田地について、収穫の五分の一をパロに納めること

をおきてとしたが、それは今日に及んでいる。ただ

し祭司の田地だけはパロのものとならなかった。 27

さてイスラエルはエジプトの国でゴセンの地に住み

、そこで財産を得、子を生み、大いにふえた。 28ヤ
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コブはエジプトの国で十七年生きながらえた。ヤコ

ブのよわいの日は百四十七年であった。 29イスラエ

ルは死ぬ時が近づいたので、その子ヨセフを呼んで

言った、「もしわたしがあなたの前に恵みを得るな

ら、どうか手をわたしのももの下に入れて誓い、親

切と誠実とをもってわたしを取り扱ってください。

どうかわたしをエジプトには葬らないでください。

30わたしが先祖たちと共に眠るときには、わたしを

エジプトから運び出して先祖たちの墓に葬ってくだ

さい」。ヨセフは言った、「あなたの言われたよう

にいたします」。 31ヤコブがまた、「わたしに誓っ

てください」と言ったので、彼は誓った。イスラエ

ルは床のかしらで拝んだ。

48これらの事の後に、「あなたの父は、いま病気

です」とヨセフに告げる者があったので、彼はふた

りの子、マナセとエフライムとを連れて行った。 2

時に人がヤコブに告げて、「あなたの子ヨセフがあ

なたのもとにきました」と言ったので、イスラエル

は努めて床の上にすわった。 3そしてヤコブはヨセ

フに言った、「先に全能の神がカナンの地ルズでわ

たしに現れ、わたしを祝福して、 4言われた、『わ

たしはおまえに多くの子を得させ、おまえをふやし

、おまえを多くの国民としよう。また、この地をお

まえの後の子孫に与えて永久の所有とさせる』。 5

エジプトにいるあなたの所にわたしが来る前に、エ

ジプトの国で生れたあなたのふたりの子はいまわた

しの子とします。すなわちエフライムとマナセとは

ルベンとシメオンと同じようにわたしの子とします

。 6ただし彼らの後にあなたに生れた子らはあなた
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のものとなります。しかし、その嗣業はその兄弟の

名で呼ばれるでしょう。 7わたしがパダンから帰っ

て来る途中ラケルはカナンの地で死に、わたしは悲

しんだ。そこはエフラタに行くまでには、なお隔た

りがあった。わたしはエフラタ、すなわちベツレヘ

ムへ行く道のかたわらに彼女を葬った」。 8ところ

で、イスラエルはヨセフの子らを見て言った、「こ

れはだれですか」。 9ヨセフは父に言った、「神が

ここでわたしにくださった子どもです」。父は言っ

た、「彼らをわたしの所に連れてきて、わたしに祝

福させてください」。 10イスラエルの目は老齢のゆ

えに、かすんで見えなかったが、ヨセフが彼らを父

の所に近寄らせたので、父は彼らに口づけし、彼ら

を抱いた。 11そしてイスラエルはヨセフに言った、

「あなたの顔が見られようとは思わなかったのに、

神はあなたの子らをもわたしに見させてくださった

」。 12そこでヨセフは彼らをヤコブのひざの間から

取り出し、地に伏して拝した。 13ヨセフはエフライ

ムを右の手に取ってイスラエルの左の手に向かわせ

、マナセを左の手に取ってイスラエルの右の手に向

かわせ、ふたりを近寄らせた。 14すると、イスラエ

ルは右の手を伸べて弟エフライムの頭に置き、左の

手をマナセの頭に置いた。マナセは長子であるが、

ことさらそのように手を置いたのである。 15そして

ヨセフを祝福して言った、「わが先祖アブラハムと

イサクの仕えた神、生れてからきょうまでわたしを

養われた神、 16すべての災からわたしをあがなわれ

たみ使よ、この子供たちを祝福してください。また

わが名と先祖アブラハムとイサクの名とが、彼らに
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よって唱えられますように、また彼らが地の上にふ

えひろがりますように」。 17ヨセフは父が右の手を

エフライムの頭に置いているのを見て不満に思い、

父の手を取ってエフライムの頭からマナセの頭へ移

そうとした。 18そしてヨセフは父に言った、「父よ

、そうではありません。こちらが長子です。その頭

に右の手を置いてください」。 19父は拒んで言った

、「わかっている。子よ、わたしにはわかっている

。彼もまた一つの民となり、また大いなる者となる

であろう。しかし弟は彼よりも大いなる者となり、

その子孫は多くの国民となるであろう」。 20こうし

て彼はこの日、彼らを祝福して言った、「あなたを

指して、イスラエルは、人を祝福して言うであろう

、『神があなたをエフライムのごとく、またマナセ

のごとくにせられるように』」。このように、彼は

エフライムをマナセの先に立てた。 21イスラエルは

またヨセフに言った、「わたしはやがて死にます。

しかし、神はあなたがたと共におられて、あなたが

たを先祖の国に導き返されるであろう。 22なおわた

しは一つの分を兄弟よりも多くあなたに与える。こ

れはわたしがつるぎと弓とを持ってアモリびとの手

から取ったものである」。

49ヤコブはその子らを呼んで言った、「集まりな

さい。後の日に、あなたがたの上に起ることを、告

げましょう、 2ヤコブの子らよ、集まって聞け。父

イスラエルのことばを聞け。 3ルベンよ、あなたは

わが長子、わが勢い、わが力のはじめ、威光のすぐ

れた者、権力のすぐれた者。 4しかし、沸き立つ水

のようだから、もはや、すぐれた者ではあり得ない
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。あなたは父の床に上って汚した。ああ、あなたは

わが寝床に上った。 5シメオンとレビとは兄弟。彼

らのつるぎは暴虐の武器。 6わが魂よ、彼らの会議

に臨むな。わが栄えよ、彼らのつどいに連なるな。

彼らは怒りに任せて人を殺し、ほしいままに雄牛の

足の筋を切った。 7彼らの怒りは、激しいゆえにの

ろわれ、彼らの憤りは、はなはだしいゆえにのろわ

れる。わたしは彼らをヤコブのうちに分け、イスラ

エルのうちに散らそう。 8ユダよ、兄弟たちはあな

たをほめる。あなたの手は敵のくびを押え、父の子

らはあなたの前に身をかがめるであろう。 9ユダは

、ししの子。わが子よ、あなたは獲物をもって上っ

て来る。彼は雄じしのようにうずくまり、雌じしの

ように身を伏せる。だれがこれを起すことができよ

う。 10つえはユダを離れず、立法者のつえはその足

の間を離れることなく、シロの来る時までに及ぶで

あろう。もろもろの民は彼に従う。 11彼はそのろば

の子をぶどうの木につなぎ、その雌ろばの子を良き

ぶどうの木につなぐ。彼はその衣服をぶどう酒で洗

い、その着物をぶどうの汁で洗うであろう。 12その

目はぶどう酒によって赤く、その歯は乳によって白

い。 13ゼブルンは海べに住み、舟の泊まる港となっ

て、その境はシドンに及ぶであろう。 14イッサカル

はたくましいろば、彼は羊のおりの間に伏している

。 15彼は定住の地を見て良しとし、その国を見て楽

しとした。彼はその肩を下げてにない、奴隷となっ

て追い使われる。 16ダンはおのれの民をさばくであ

ろう、イスラエルのほかの部族のように。 17ダンは

道のかたわらのへび、道のほとりのまむし。馬のか
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かとをかんで、乗る者をうしろに落すであろう。 18

主よ、わたしはあなたの救を待ち望む。 19ガドには

略奪者が迫る。しかし彼はかえって敵のかかとに迫

るであろう。 20アセルはその食物がゆたかで、王の

美味をいだすであろう。 21ナフタリは放たれた雌じ

か、彼は美しい子じかを生むであろう。 22ヨセフは

実を結ぶ若木、泉のほとりの実を結ぶ若木。その枝

は、かきねを越えるであろう。 23射る者は彼を激し

く攻め、彼を射、彼をいたく悩ました。 24しかし彼

の弓はなお強く、彼の腕は素早い。これはヤコブの

全能者の手により、イスラエルの岩なる牧者の名に

より、 25あなたを助ける父の神により、また上なる

天の祝福、下に横たわる淵の祝福、乳ぶさと胎の祝

福をもって、あなたを恵まれる全能者による。 26あ

なたの父の祝福は永遠の山の祝福にまさり、永久の

丘の賜物にまさる。これらの祝福はヨセフのかしら

に帰し、その兄弟たちの君たる者の頭の頂に帰する

。 27ベニヤミンはかき裂くおおかみ、朝にその獲物

を食らい、夕にその分捕物を分けるであろう」。 28

すべてこれらはイスラエルの十二の部族である。そ

してこれは彼らの父が彼らに語り、彼らを祝福した

もので、彼は祝福すべきところに従って、彼らおの

おのを祝福した。 29彼はまた彼らに命じて言った、

「わたしはわが民に加えられようとしている。あな

たがたはヘテびとエフロンの畑にあるほら穴に、わ

たしの先祖たちと共にわたしを葬ってください。 30

そのほら穴はカナンの地のマムレの東にあるマクペ

ラの畑にあり、アブラハムがヘテびとエフロンから

畑と共に買い取り、所有の墓地としたもので、 31そ
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こにアブラハムと妻サラとが葬られ、イサクと妻リ

ベカもそこに葬られたが、わたしはまたそこにレア

を葬った。 32あの畑とその中にあるほら穴とはヘテ

の人々から買ったものです」。 33こうしてヤコブは

子らに命じ終って、足を床におさめ、息絶えて、そ

の民に加えられた。

50ヨセフは父の顔に伏して泣き、口づけした。 2

そしてヨセフは彼のしもべである医者たちに、父に

薬を塗ることを命じたので、医者たちはイスラエル

に薬を塗った。 3このために四十日を費した。薬を

塗るにはこれほどの日数を要するのである。エジプ

トびとは七十日の間、彼のために泣いた。 4彼のた

めに泣く日が過ぎて、ヨセフはパロの家の者に言っ

た、「今もしわたしがあなたがたの前に恵みを得る

なら、どうかパロに伝えてください。 5『わたしの

父はわたしに誓わせて言いました「わたしはやがて

死にます。カナンの地に、わたしが掘って置いた墓

に葬ってください」。それで、どうかわたしを上っ

て行かせ、父を葬らせてください。そうすれば、わ

たしはまた帰ってきます』」。 6パロは言った、「

あなたの父があなたに誓わせたように上って行って

彼を葬りなさい」。 7そこでヨセフは父を葬るため

に上って行った。彼と共に上った者はパロのもろも

ろの家来たち、パロの家の長老たち、エジプトの国

のもろもろの長老たち、 8ヨセフの全家とその兄弟

たち及びその父の家族であった。ただ子供と羊と牛

はゴセンの地に残した。 9また戦車と騎兵も彼と共

に上ったので、その行列はたいそう盛んであった。

10彼らはヨルダンの向こうのアタデの打ち場に行き
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着いて、そこで大いに嘆き、非常に悲しんだ。そし

てヨセフは七日の間父のために嘆いた。 11その地の

住民、カナンびとがアタデの打ち場の嘆きを見て、

「これはエジプトびとの大いなる嘆きだ」と言った

ので、その所の名はアベル・ミツライムと呼ばれた

。これはヨルダンの向こうにある。 12ヤコブの子ら

は命じられたようにヤコブにおこなった。 13すなわ

ちその子らは彼をカナンの地へ運んで行って、マク

ペラの畑のほら穴に葬った。このほら穴はマムレの

東にあって、アブラハムがヘテびとエフロンから畑

と共に買って、所有の墓地としたものである。 14ヨ

セフは父を葬った後、その兄弟たち及びすべて父を

葬るために一緒に上った者と共にエジプトに帰った

。 15ヨセフの兄弟たちは父の死んだのを見て言った

、「ヨセフはことによるとわれわれを憎んで、われ

われが彼にしたすべての悪に、仕返しするに違いな

い」。 16そこで彼らはことづけしてヨセフに言った

、「あなたの父は死ぬ前に命じて言われました、 17

『おまえたちはヨセフに言いなさい、「あなたの兄

弟たちはあなたに悪をおこなったが、どうかそのと

がと罪をゆるしてやってください」』。今どうかあ

なたの父の神に仕えるしもべらのとがをゆるしてく

ださい」。ヨセフはこの言葉を聞いて泣いた。 18や

がて兄弟たちもきて、彼の前に伏して言った、「こ

のとおり、わたしたちはあなたのしもべです」。 19

ヨセフは彼らに言った、「恐れることはいりません

。わたしが神に代ることができましょうか。 20あな

たがたはわたしに対して悪をたくらんだが、神はそ

れを良きに変らせて、今日のように多くの民の命を
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救おうと計らわれました。 21それゆえ恐れることは

いりません。わたしはあなたがたとあなたがたの子

供たちを養いましょう」。彼は彼らを慰めて、親切

に語った。 22このようにしてヨセフは父の家族と共

にエジプトに住んだ。そしてヨセフは百十年生きな

がらえた。 23ヨセフはエフライムの三代の子孫を見

た。マナセの子マキルの子らも生れてヨセフのひざ

の上に置かれた。 24ヨセフは兄弟たちに言った、「

わたしはやがて死にます。神は必ずあなたがたを顧

みて、この国から連れ出し、アブラハム、イサク、

ヤコブに誓われた地に導き上られるでしょう」。 25

さらにヨセフは、「神は必ずあなたがたを顧みられ

る。その時、あなたがたはわたしの骨をここから携

え上りなさい」と言ってイスラエルの子らに誓わせ

た。 26こうしてヨセフは百十歳で死んだ。彼らはこ

れに薬を塗り、棺に納めて、エジプトに置いた。
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出エジプト記

1さて、ヤコブと共に、おのおのその家族を伴って

、エジプトへ行ったイスラエルの子らの名は次のと

おりである。 2すなわちルベン、シメオン、レビ、

ユダ、 3イッサカル、ゼブルン、ベニヤミン、 4ダ

ン、ナフタリ、ガド、アセルであった。 5ヤコブの

腰から出たものは、合わせて七十人。ヨセフはすで

にエジプトにいた。 6そして、ヨセフは死に、兄弟

たちも、その時代の人々もみな死んだ。 7けれども

イスラエルの子孫は多くの子を生み、ますますふえ

、はなはだ強くなって、国に満ちるようになった。

8ここに、ヨセフのことを知らない新しい王が、エジ

プトに起った。 9彼はその民に言った、「見よ、イ

スラエルびとなるこの民は、われわれにとって、あ

まりにも多く、また強すぎる。 10さあ、われわれは

、抜かりなく彼らを取り扱おう。彼らが多くなり、

戦いの起るとき、敵に味方して、われわれと戦い、

ついにこの国から逃げ去ることのないようにしよう

」。 11そこでエジプトびとは彼らの上に監督をおき

、重い労役をもって彼らを苦しめた。彼らはパロの

ために倉庫の町ピトムとラメセスを建てた。 12しか

しイスラエルの人々が苦しめられるにしたがって、

いよいよふえひろがるので、彼らはイスラエルの人

々のゆえに恐れをなした。 13エジプトびとはイスラ

エルの人々をきびしく使い、 14つらい務をもってそ

の生活を苦しめた。すなわち、しっくいこね、れん

が作り、および田畑のあらゆる務に当らせたが、そ

のすべての労役はきびしかった。 15またエジプトの

王は、ヘブルの女のために取上げをする助産婦でひ
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とりは名をシフラといい、他のひとりは名をプアと

いう者にさとして、 16言った、「ヘブルの女のため

に助産をするとき、産み台の上を見て、もし男の子

ならばそれを殺し、女の子ならば生かしておきなさ

い」。 17しかし助産婦たちは神をおそれ、エジプト

の王が彼らに命じたようにはせず、男の子を生かし

ておいた。 18エジプトの王は助産婦たちを召して言

った、「あなたがたはなぜこのようなことをして、

男の子を生かしておいたのか」。 19助産婦たちはパ

ロに言った、「ヘブルの女はエジプトの女とは違い

、彼女たちは健やかで助産婦が行く前に産んでしま

います」。 20それで神は助産婦たちに恵みをほどこ

された。そして民はふえ、非常に強くなった。 21助

産婦たちは神をおそれたので、神は彼女たちの家を

栄えさせられた。 22そこでパロはそのすべての民に

命じて言った、「ヘブルびとに男の子が生れたなら

ば、みなナイル川に投げこめ。しかし女の子はみな

生かしておけ」。

2さて、レビの家のひとりの人が行ってレビの娘を

めとった。 2女はみごもって、男の子を産んだが、

その麗しいのを見て、三月のあいだ隠していた。 3

しかし、もう隠しきれなくなったので、パピルスで

編んだかごを取り、それにアスファルトと樹脂とを

塗って、子をその中に入れ、これをナイル川の岸の

葦の中においた。 4その姉は、彼がどうされるかを

知ろうと、遠く離れて立っていた。 5ときにパロの

娘が身を洗おうと、川に降りてきた。侍女たちは川

べを歩いていたが、彼女は、葦の中にかごのあるの

を見て、つかえめをやり、それを取ってこさせ、 6
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あけて見ると子供がいた。見よ、幼な子は泣いてい

た。彼女はかわいそうに思って言った、「これはヘ

ブルびとの子供です」。 7そのとき幼な子の姉はパ

ロの娘に言った、「わたしが行ってヘブルの女のう

ちから、あなたのために、この子に乳を飲ませるう

ばを呼んでまいりましょうか」。 8パロの娘が「行

ってきてください」と言うと、少女は行ってその子

の母を呼んできた。 9パロの娘は彼女に言った、「

この子を連れて行って、わたしに代り、乳を飲ませ

てください。わたしはその報酬をさしあげます」。

女はその子を引き取って、これに乳を与えた。 10そ

の子が成長したので、彼女はこれをパロの娘のとこ

ろに連れて行った。そして彼はその子となった。彼

女はその名をモーセと名づけて言った、「水の中か

らわたしが引き出したからです」。 11モーセが成長

して後、ある日のこと、同胞の所に出て行って、そ

のはげしい労役を見た。彼はひとりのエジプトびと

が、同胞のひとりであるヘブルびとを打つのを見た

ので、 12左右を見まわし、人のいないのを見て、そ

のエジプトびとを打ち殺し、これを砂の中に隠した

。 13次の日また出て行って、ふたりのヘブルびとが

互に争っているのを見、悪い方の男に言った、「あ

なたはなぜ、あなたの友を打つのですか」。 14彼は

言った、「だれがあなたを立てて、われわれのつか

さ、また裁判人としたのですか。エジプトびとを殺

したように、あなたはわたしを殺そうと思うのです

か」。モーセは恐れた。そしてあの事がきっと知れ

たのだと思った。 15パロはこの事を聞いて、モーセ

を殺そうとした。しかしモーセはパロの前をのがれ
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て、ミデヤンの地に行き、井戸のかたわらに座して

いた。 16さて、ミデヤンの祭司に七人の娘があった

。彼女たちはきて水をくみ、水槽にみたして父の羊

の群れに飲ませようとしたが、 17羊飼たちがきて彼

女らを追い払ったので、モーセは立ち上がって彼女

たちを助け、その羊の群れに水を飲ませた。 18彼女

たちが父リウエルのところに帰った時、父は言った

、「きょうは、どうして、こんなに早く帰ってきた

のか」。 19彼女たちは言った、「ひとりのエジプト

びとが、わたしたちを羊飼たちの手から助け出し、

そのうえ、水をたくさんくんで、羊の群れに飲ませ

てくれたのです」。 20彼は娘たちに言った、「その

かたはどこにおられるか。なぜ、そのかたをおいて

きたのか。呼んできて、食事をさしあげなさい」。

21モーセがこの人と共におることを好んだので、彼

は娘のチッポラを妻としてモーセに与えた。 22彼女

が男の子を産んだので、モーセはその名をゲルショ

ムと名づけた。「わたしは外国に寄留者となってい

る」と言ったからである。 23多くの日を経て、エジ

プトの王は死んだ。イスラエルの人々は、その苦役

の務のゆえにうめき、また叫んだが、その苦役のゆ

えの叫びは神に届いた。 24神は彼らのうめきを聞き

、神はアブラハム、イサク、ヤコブとの契約を覚え

、 25神はイスラエルの人々を顧み、神は彼らをしろ

しめされた。

3モーセは妻の父、ミデヤンの祭司エテロの羊の群

れを飼っていたが、その群れを荒野の奥に導いて、

神の山ホレブにきた。 2ときに主の使は、しばの中

の炎のうちに彼に現れた。彼が見ると、しばは火に
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燃えているのに、そのしばはなくならなかった。 3

モーセは言った、「行ってこの大きな見ものを見、

なぜしばが燃えてしまわないかを知ろう」。 4主は

彼がきて見定ようとするのを見、神はしばの中から

彼を呼んで、「モーセよ、モーセよ」と言われた。

彼は「ここにいます」と言った。 5神は言われた、

「ここに近づいてはいけない。足からくつを脱ぎな

さい。あなたが立っているその場所は聖なる地だか

らである」。 6また言われた、「わたしは、あなた

の先祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブ

の神である」。モーセは神を見ることを恐れたので

顔を隠した。 7主はまた言われた、「わたしは、エ

ジプトにいるわたしの民の悩みを、つぶさに見、ま

た追い使う者のゆえに彼らの叫ぶのを聞いた。わた

しは彼らの苦しみを知っている。 8わたしは下って

、彼らをエジプトびとの手から救い出し、これをか

の地から導き上って、良い広い地、乳と蜜の流れる

地、すなわちカナンびと、ヘテびと、アモリびと、

ペリジびと、ヒビびと、エブスびとのおる所に至ら

せようとしている。 9いまイスラエルの人々の叫び

がわたしに届いた。わたしはまたエジプトびとが彼

らをしえたげる、そのしえたげを見た。 10さあ、わ

たしは、あなたをパロにつかわして、わたしの民、

イスラエルの人々をエジプトから導き出させよう」

。 11モーセは神に言った、「わたしは、いったい何

者でしょう。わたしがパロのところへ行って、イス

ラエルの人々をエジプトから導き出すのでしょうか

」。 12神は言われた、「わたしは必ずあなたと共に

いる。これが、わたしのあなたをつかわしたしるし
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である。あなたが民をエジプトから導き出したとき

、あなたがたはこの山で神に仕えるであろう」。 13

モーセは神に言った、「わたしがイスラエルの人々

のところへ行って、彼らに『あなたがたの先祖の神

が、わたしをあなたがたのところへつかわされまし

た』と言うとき、彼らが『その名はなんというので

すか』とわたしに聞くならば、なんと答えましょう

か」。 14神はモーセに言われた、「わたしは、有っ

て有る者」。また言われた、「イスラエルの人々に

こう言いなさい、『「わたしは有る」というかたが

、わたしをあなたがたのところへつかわされました

』と」。 15神はまたモーセに言われた、「イスラエ

ルの人々にこう言いなさい『あなたがたの先祖の神

、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である

主が、わたしをあなたがたのところへつかわされま

した』と。これは永遠にわたしの名、これは世々の

わたしの呼び名である。 16あなたは行って、イスラ

エルの長老たちを集めて言いなさい、『あなたがた

の先祖の神、アブラハム、イサク、ヤコブの神であ

る主は、わたしに現れて言われました、「わたしは

あなたがたを顧み、あなたがたがエジプトでされて

いる事を確かに見た。 17それでわたしはあなたがた

を、エジプトの悩みから導き出して、カナンびと、

ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エ

ブスびとの地、乳と蜜の流れる地へ携え上ろうと決

心した」と』。 18彼らはあなたの声に聞き従うであ

ろう。あなたはイスラエルの長老たちと一緒にエジ

プトの王のところへ行って言いなさい、『ヘブルび

との神、主がわたしたちに現れられました。それで
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、わたしたちを、三日の道のりほど荒野に行かせて

、わたしたちの神、主に犠牲をささげることを許し

てください』と。 19しかし、エジプトの王は強い手

をもって迫らなければ、あなたがたを行かせないの

をわたしは知っている。 20それで、わたしは手を伸

べて、エジプトのうちに行おうとする、さまざまの

不思議をもってエジプトを打とう。その後に彼はあ

なたがたを去らせるであろう。 21わたしはこの民に

エジプトびとの好意を得させる。あなたがたは去る

ときに、むなし手で去ってはならない。 22女はみな

、その隣の女と、家に宿っている女に、銀の飾り、

金の飾り、また衣服を求めなさい。そしてこれらを

、あなたがたのむすこ、娘に着けさせなさい。この

ようにエジプトびとのものを奪い取りなさい」。

4モーセは言った、「しかし、彼らはわたしを信ぜ

ず、またわたしの声に聞き従わないで言うでしょう

、『主はあなたに現れなかった』と」。 2主は彼に

言われた、「あなたの手にあるそれは何か」。彼は

言った、「つえです」。 3また言われた、「それを

地に投げなさい」。彼がそれを地に投げると、へび

になったので、モーセはその前から身を避けた。 4

主はモーセに言われた、「あなたの手を伸ばして、

その尾を取りなさい。そこで手を伸ばしてそれを取

ると、手のなかでつえとなった。 5これは、彼らの

先祖たちの神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコ

ブの神である主が、あなたに現れたのを、彼らに信

じさせるためである」。 6主はまた彼に言われた、

「あなたの手をふところに入れなさい」。彼が手を

ふところに入れ、それを出すと、手は、らい病にか
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かって、雪のように白くなっていた。 7主は言われ

た、「手をふところにもどしなさい」。彼は手をふ

ところにもどし、それをふところから出して見ると

、回復して、もとの肉のようになっていた。 8主は

言われた、「彼らがもしあなたを信ぜず、また初め

のしるしを認めないならば、後のしるしは信じるで

あろう。 9彼らがもしこの二つのしるしをも信ぜず

、あなたの声に聞き従わないならば、あなたはナイ

ル川の水を取って、かわいた地に注ぎなさい。あな

たがナイル川から取った水は、かわいた地で血とな

るであろう」。 10モーセは主に言った、「ああ主よ

、わたしは以前にも、またあなたが、しもべに語ら

れてから後も、言葉の人ではありません。わたしは

口も重く、舌も重いのです」。 11主は彼に言われた

、「だれが人に口を授けたのか。おし、耳しい、目

あき、目しいにだれがするのか。主なるわたしでは

ないか。 12それゆえ行きなさい。わたしはあなたの

口と共にあって、あなたの言うべきことを教えるで

あろう」。 13モーセは言った、「ああ、主よ、どう

か、ほかの適当な人をおつかわしください」。 14そ

こで、主はモーセにむかって怒りを発して言われた

、「あなたの兄弟レビびとアロンがいるではないか

。わたしは彼が言葉にすぐれているのを知っている

。見よ、彼はあなたに会おうとして出てきている。

彼はあなたを見て心に喜ぶであろう。 15あなたは彼

に語って言葉をその口に授けなさい。わたしはあな

たの口と共にあり、彼の口と共にあって、あなたが

たのなすべきことを教え、 16彼はあなたに代って民

に語るであろう。彼はあなたの口となり、あなたは
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彼のために、神に代るであろう。 17あなたはそのつ

えを手に執り、それをもって、しるしを行いなさい

」。 18モーセは妻の父エテロのところに帰って彼に

言った、「どうかわたしを、エジプトにいる身うち

の者のところに帰らせ、彼らがまだ生きながらえて

いるか、どうかを見させてください」。エテロはモ

ーセに言った、「安んじて行きなさい」。 19主はミ

デヤンでモーセに言われた、「エジプトに帰って行

きなさい。あなたの命を求めた人々はみな死んだ」

。 20そこでモーセは妻と子供たちをとり、ろばに乗

せて、エジプトの地に帰った。モーセは手に神のつ

えを執った。 21主はモーセに言われた、「あなたが

エジプトに帰ったとき、わたしがあなたの手に授け

た不思議を、みなパロの前で行いなさい。しかし、

わたしが彼の心をかたくなにするので、彼は民を去

らせないであろう。 22あなたはパロに言いなさい、

『主はこう仰せられる。イスラエルはわたしの子、

わたしの長子である。 23わたしはあなたに言う。わ

たしの子を去らせて、わたしに仕えさせなさい。も

し彼を去らせるのを拒むならば、わたしはあなたの

子、あなたの長子を殺すであろう』と」。 24さてモ

ーセが途中で宿っている時、主は彼に会って彼を殺

そうとされた。 25その時チッポラは火打ち石の小刀

を取って、その男の子の前の皮を切り、それをモー

セの足につけて言った、「あなたはまことに、わた

しにとって血の花婿です」。 26そこで、主はモーセ

をゆるされた。この時「血の花婿です」とチッポラ

が言ったのは割礼のゆえである。 27主はアロンに言

われた、「荒野に行ってモーセに会いなさい」。彼
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は行って神の山でモーセに会い、これに口づけした

。 28モーセは自分をつかわされた主のすべての言葉

と、命じられたすべてのしるしをアロンに告げた。

29そこでモーセとアロンは行ってイスラエルの人々

の長老たちをみな集めた。 30そしてアロンは主がモ

ーセに語られた言葉を、ことごとく告げた。また彼

は民の前でしるしを行ったので、 31民は信じた。彼

らは主がイスラエルの人々を顧み、その苦しみを見

られたのを聞き、伏して礼拝した。

5その後、モーセとアロンは行ってパロに言った、

「イスラエルの神、主はこう言われる、『わたしの

民を去らせ、荒野で、わたしのために祭をさせなさ

い』と」。 2パロは言った、「主とはいったい何者

か。わたしがその声に聞き従ってイスラエルを去ら

せなければならないのか。わたしは主を知らない。

またイスラエルを去らせはしない」。 3彼らは言っ

た、「ヘブルびとの神がわたしたちに現れました。

どうか、わたしたちを三日の道のりほど荒野に行か

せ、わたしたちの神、主に犠牲をささげさせてくだ

さい。そうしなければ主は疫病か、つるぎをもって

、わたしたちを悩まされるからです」。 4エジプト

の王は彼らに言った、「モーセとアロンよ、あなた

がたは、なぜ民に働きをやめさせようとするのか。

自分の労役につくがよい」。 5パロはまた言った、

「見よ、今や土民の数は多い。しかも、あなたがた

は彼らに労役を休ませようとするのか」。 6その日

、パロは民を追い使う者と、民のかしらたちに命じ

て言った、 7「あなたがたは、れんがを作るための

わらを、もはや、今までのように、この民に与えて
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はならない。彼らに自分で行って、わらを集めさせ

なさい。 8また前に作っていた、れんがの数どおり

に彼らに作らせ、それを減らしてはならない。彼ら

はなまけ者だ。それだから、彼らは叫んで、『行っ

てわたしたちの神に犠牲をささげさせよ』と言うの

だ。 9この人々の労役を重くして、働かせ、偽りの

言葉に心を寄せさせぬようにしなさい」。 10そこで

民を追い使う者たちと、民のかしらたちは出て行っ

て、民に言った、「パロはこう仰せられる、『あな

たがたに、わらは与えない。 11自分で行って、見つ

かる所から、わらを取って来るがよい。しかし働き

は少しも減らしてはならない』と」。 12そこで民は

エジプトの全地に散って、わらのかわりに、刈り株

を集めた。 13追い使う者たちは、彼らをせき立てて

言った、「わらがあった時と同じように、あなたが

たの働きの、日ごとの分を仕上げなければならない

」。 14パロの追い使う者たちがイスラエルの人々の

上に立てたかしらたちは、打たれて、「なぜ、あな

たがたは、れんが作りの仕事を、きょうも、前のよ

うに仕上げないのか」と言われた。 15そこで、イス

ラエルの人々のかしらたちはパロのところに行き、

叫んで言った、「あなたはなぜ、しもべどもにこん

なことをなさるのですか。 16しもべどもは、わらを

与えられず、しかも彼らはわたしたちに、『れんが

は作れ』と言うのです。その上、しもべどもは打た

れています。罪はあなたの民にあるのです」。 17パ

ロは言った、「あなたがたは、なまけ者だ、なまけ

者だ。それだから、『行って、主に犠牲をささげさ

せよ』と言うのだ。 18さあ、行って働きなさい。わ
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らは与えないが、なおあなたがたは定めた数のれん

がを納めなければならない」。 19イスラエルの人々

のかしらたちは、「れんがの日ごとの分を減らして

はならない」と言われたので、悪い事態になったこ

とを知った。 20彼らがパロを離れて出てきた時、彼

らに会おうとして立っていたモーセとアロンに会っ

たので、 21彼らに言った、「主があなたがたをごら

んになって、さばかれますように。あなたがたは、

わたしたちをパロとその家来たちにきらわせ、つる

ぎを彼らの手に渡して、殺させようとしておられる

のです」。 22モーセは主のもとに帰って言った、「

主よ、あなたは、なぜこの民をひどい目にあわされ

るのですか。なんのためにわたしをつかわされたの

ですか。 23わたしがパロのもとに行って、あなたの

名によって語ってからこのかた、彼はこの民をひど

い目にあわせるばかりです。また、あなたは、すこ

しもあなたの民を救おうとなさいません」。

6主はモーセに言われた、「今、あなたは、わたし

がパロに何をしようとしているかを見るであろう。

すなわちパロは強い手にしいられて、彼らを去らせ

るであろう。否、彼は強い手にしいられて、彼らを

国から追い出すであろう」。 2神はモーセに言われ

た、「わたしは主である。 3わたしはアブラハム、

イサク、ヤコブには全能の神として現れたが、主と

いう名では、自分を彼らに知らせなかった。 4わた

しはまたカナンの地、すなわち彼らが寄留したその

寄留の地を、彼らに与えるという契約を彼らと立て

た。 5わたしはまた、エジプトびとが奴隷としてい

るイスラエルの人々のうめきを聞いて、わたしの契
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約を思い出した。 6それゆえ、イスラエルの人々に

言いなさい、『わたしは主である。わたしはあなた

がたをエジプトびとの労役の下から導き出し、奴隷

の務から救い、また伸べた腕と大いなるさばきをも

って、あなたがたをあがなうであろう。 7わたしは

あなたがたを取ってわたしの民とし、わたしはあな

たがたの神となる。わたしがエジプトびとの労役の

下からあなたがたを導き出すあなたがたの神、主で

あることを、あなたがたは知るであろう。 8わたし

はアブラハム、イサク、ヤコブに与えると手を挙げ

て誓ったその地にあなたがたをはいらせ、それを所

有として、与えるであろう。わたしは主である』と

」。 9モーセはこのようにイスラエルの人々に語っ

たが、彼らは心の痛みと、きびしい奴隷の務のゆえ

に、モーセに聞き従わなかった。 10さて主はモーセ

に言われた、 11「エジプトの王パロのところに行っ

て、彼がイスラエルの人々をその国から去らせるよ

うに話しなさい」。 12モーセは主にむかって言った

、「イスラエルの人々でさえ、わたしの言うことを

聞かなかったのに、どうして、くちびるに割礼のな

いわたしの言うことを、パロが聞き入れましょうか

」。 13しかし、主はモーセとアロンに語って、イス

ラエルの人々と、エジプトの王パロのもとに行かせ

、イスラエルの人々をエジプトの地から導き出せと

命じられた。 14彼らの先祖の家の首長たちは次のと

おりである。すなわちイスラエルの長子ルベンの子

らはハノク、パル、ヘヅロン、カルミで、これらは

ルベンの一族である。 15シメオンの子らはエムエル

、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル、およびカナン
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の女から生れたシャウルで、これらはシメオンの一

族である。 16レビの子らの名は、その世代に従えば

、ゲルション、コハテ、メラリで、レビの一生は百

三十七年であった。 17ゲルションの子らの一族はリ

ブニとシメイである。 18コハテの子らはアムラム、

イヅハル、ヘブロン、ウジエルで、コハテの一生は

百三十三年であった。 19メラリの子らはマヘリとム

シである。これらはその世代によるレビの一族であ

る。 20アムラムは父の妹ヨケベデを妻としたが、彼

女はアロンとモーセを彼に産んだ。アムラムの一生

は百三十七年であった。 21イヅハルの子らはコラ、

ネペグ、ジクリである。 22ウジエルの子らはミサエ

ル、エルザパン、シテリである。 23アロンはナショ

ンの姉妹、アミナダブの娘エリセバを妻とした。エ

リセバは彼にナダブ、アビウ、エレアザル、イタマ

ルを産んだ。 24コラの子らはアッシル、エルカナ、

アビアサフで、これらはコラびとの一族である。 25

アロンの子エレアザルはプテエルの娘のひとりを妻

とした。彼女はピネハスを彼に産んだ。これらは、

その一族によるレビびとの先祖の家の首長たちであ

る。 26主が、「イスラエルの人々をその軍団に従っ

て、エジプトの地から導き出しなさい」と言われた

のは、このアロンとモーセである。 27彼らはイスラ

エルの人々をエジプトから導き出すことについて、

エジプトの王パロに語ったもので、すなわちこのモ

ーセとアロンである。 28主がエジプトの地でモーセ

に語られた日に、 29主はモーセに言われた、「わた

しは主である。わたしがあなたに語ることは、みな

エジプトの王パロに語りなさい」。 30しかしモーセ
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は主にむかって言った、「ごらんのとおり、わたし

は、くちびるに割礼のない者です。パロがどうして

わたしの言うことを聞きいれましょうか」。

7主はモーセに言われた、「見よ、わたしはあなた

をパロに対して神のごときものとする。あなたの兄

弟アロンはあなたの預言者となるであろう。 2あな

たはわたしが命じることを、ことごとく彼に告げな

ければならない。そしてあなたの兄弟アロンはパロ

に告げて、イスラエルの人々をその国から去らせる

ようにさせなければならない。 3しかし、わたしは

パロの心をかたくなにするので、わたしのしるしと

不思議をエジプトの国に多く行っても、 4パロはあ

なたがたの言うことを聞かないであろう。それでわ

たしは手をエジプトの上に加え、大いなるさばきを

くだして、わたしの軍団、わたしの民イスラエルの

人々を、エジプトの国から導き出すであろう。 5わ

たしが手をエジプトの上にさし伸べて、イスラエル

の人々を彼らのうちから導き出す時、エジプトびと

はわたしが主であることを知るようになるであろう

」。 6モーセとアロンはそのように行った。すなわ

ち主が彼らに命じられたように行った。 7彼らがパ

ロと語った時、モーセは八十歳、アロンは八十三歳

であった。 8主はモーセとアロンに言われた、 9「

パロがあなたがたに、『不思議をおこなって証拠を

示せ』と言う時、あなたはアロンに言いなさい、『

あなたのつえを取って、パロの前に投げなさい』と

。するとそれはへびになるであろう」。 10それで、

モーセとアロンはパロのところに行き、主の命じら

れたとおりにおこなった。すなわちアロンはそのつ
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えを、パロとその家来たちの前に投げると、それは

へびになった。 11そこでパロもまた知者と魔法使を

召し寄せた。これらのエジプトの魔術師らもまた、

その秘術をもって同じように行った。 12すなわち彼

らは、おのおのそのつえを投げたが、それらはへび

になった。しかし、アロンのつえは彼らのつえを、

のみつくした。 13けれども、パロの心はかたくなに

なって、主の言われたように、彼らの言うことを聞

かなかった。 14主はモーセに言われた、「パロの心

はかたくなで、彼は民を去らせることを拒んでいる

。 15あなたは、あすの朝、パロのところに行きなさ

い。見よ、彼は水のところに出ている。あなたは、

へびに変ったあのつえを手に執り、ナイル川の岸に

立って彼に会い、 16そして彼に言いなさい、『ヘブ

ルびとの神、主がわたしをあなたにつかわして言わ

れます、「わたしの民を去らせ、荒野で、わたしに

仕えるようにさせよ」と。しかし今もなお、あなた

が聞きいれようとされないので、 17主はこう仰せら

れます、「これによってわたしが主であることを、

あなたは知るでしょう。見よ、わたしが手にあるつ

えでナイル川の水を打つと、それは血に変るであろ

う。 18そして川の魚は死に、川は臭くなり、エジプ

トびとは川の水を飲むことをいとうであろう」』と

」。 19主はまたモーセに言われた、「あなたはアロ

ンに言いなさい、『あなたのつえを執って、手をエ

ジプトの水の上、川の上、流れの上、池の上、また

そのすべての水たまりの上にさし伸べて、それを血

にならせなさい。エジプト全国にわたって、木の器

、石の器にも、血があるようになるでしょう』と」
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。 20モーセとアロンは主の命じられたようにおこな

った。すなわち、彼はパロとその家来たちの目の前

で、つえをあげてナイル川の水を打つと、川の水は

、ことごとく血に変った。 21それで川の魚は死に、

川は臭くなり、エジプトびとは川の水を飲むことが

できなくなった。そしてエジプト全国にわたって血

があった。 22エジプトの魔術師らも秘術をもって同

じようにおこなった。しかし、主の言われたように

、パロの心はかたくなになり、彼らの言うことを聞

かなかった。 23パロは身をめぐらして家に入り、ま

たこのことをも心に留めなかった。 24すべてのエジ

プトびとはナイル川の水が飲めなかったので、飲む

水を得ようと、川のまわりを掘った。 25主がナイル

川を打たれてのち七日を経た。

8主はモーセに言われた、「あなたはパロのところ

に行って言いなさい、『主はこう仰せられます、「

わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。

2しかし、去らせることを拒むならば、見よ、わたし

は、かえるをもって、あなたの領土を、ことごとく

撃つであろう。 3ナイル川にかえるが群がり、のぼ

って、あなたの家、あなたの寝室にはいり、寝台に

のぼり、あなたの家来と民の家にはいり、またあな

たのかまどや、こね鉢にはいり、 4あなたと、あな

たの民と、すべての家来のからだに、はい上がるで

あろう」と』」。 5主はモーセに言われた、「あな

たはアロンに言いなさい、『つえを持って、手を川

の上、流れの上、、池の上にさし伸べ、かえるをエ

ジプトの地にのぼらせなさい』と」。 6アロンが手

をエジプトの水の上にさし伸べたので、かえるはの
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ぼってエジプトの地をおおった。 7魔術師らも秘術

をもって同じように行い、かえるをエジプトの地に

のぼらせた。 8パロはモーセとアロンを召して言っ

た、「かえるをわたしと、わたしの民から取り去る

ように主に願ってください。そのときわたしはこの

民を去らせて、主に犠牲をささげさせるでしょう」

。 9モーセはパロに言った、「あなたと、あなたの

家来と、あなたの民のために、わたしがいつ願って

、このかえるを、あなたとあなたの家から断って、

ナイル川だけにとどまらせるべきか、きめてくださ

い」。 10パロは言った、「明日」。モーセは言った

、「仰せのとおりになって、わたしたちの神、主に

並ぶもののないことを、あなたが知られますように

。 11そして、かえるはあなたと、あなたの家と、あ

なたの家来と、あなたの民を離れてナイル川にだけ

とどまるでしょう」。 12こうしてモーセとアロンは

パロを離れて出た。モーセは主がパロにつかわされ

たかえるの事について、主に呼び求めたので、 13主

はモーセのことばのようにされ、かえるは家から、

庭から、また畑から死に絶えた。 14これをひと山ひ

と山に積んだので、地は臭くなった。 15ところがパ

ロは息つくひまのできたのを見て、主が言われたよ

うに、その心をかたくなにして彼らの言うことを聞

かなかった。 16主はモーセに言われた、「あなたは

アロンに言いなさい、『あなたのつえをさし伸べて

地のちりを打ち、それをエジプトの全国にわたって

、ぶよとならせなさい』と」。 17彼らはそのように

行った。すなわちアロンはそのつえをとって手をさ

し伸べ、地のちりを打ったので、ぶよは人と家畜に



出エジプト記 155

ついた。すなわち、地のちりはみなエジプトの全国

にわたって、ぶよとなった。 18魔術師らも秘術をも

って同じように行い、ぶよを出そうとしたが、彼ら

にはできなかった。ぶよが人と家畜についたので、

19魔術師らはパロに言った、「これは神の指です」

。しかし主の言われたように、パロの心はかたくな

になって、彼らのいうことを聞かなかった。 20主は

モーセに言われた、「あなたは朝早く起きてパロの

前に立ちなさい。ちょうど彼は水のところに出てい

るから彼に言いなさい、『主はこう仰せられる、「

わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。

21あなたがわたしの民を去らせないならば、わたし

は、あなたとあなたの家来と、あなたの民とあなた

の家とに、あぶの群れをつかわすであろう。エジプ

トびとの家々は、あぶの群れで満ち、彼らの踏む地

もまた、そうなるであろう。 22その日わたしは、わ

たしの民の住むゴセンの地を区別して、そこにあぶ

の群れを入れないであろう。国の中でわたしが主で

あることをあなたが知るためである。 23わたしはわ

たしの民とあなたの民の間に区別をおく。このしる

しは、あす起るであろう」と』」。 24主はそのよう

にされたので、おびただしいあぶが、パロの家と、

その家来の家と、エジプトの全国にはいってきて、

地はあぶの群れのために害をうけた。 25そこで、パ

ロはモーセとアロンを召して言った、「あなたがた

は行ってこの国の内で、あなたがたの神に犠牲をさ

さげなさい」。 26モーセは言った、「そうすること

はできません。わたしたちはエジプトびとの忌むも

のを犠牲として、わたしたちの神、主にささげるか
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らです。もし、エジプトびとの目の前で、彼らの忌

むものを犠牲にささげるならば、彼らはわたしたち

を石で打たないでしょうか。 27わたしたちは三日の

道のりほど、荒野にはいって、わたしたちの神、主

に犠牲をささげ、主がわたしたちに命じられるよう

にしなければなりません」。 28パロは言った、「わ

たしはあなたがたを去らせ、荒野で、あなたがたの

神、主に犠牲をささげさせよう。ただあまり遠くへ

行ってはならない。わたしのために祈願しなさい」

。 29モーセは言った、「わたしはあなたのもとから

出て行って主に祈願しましょう。あすあぶの群れが

パロと、その家来と、その民から離れるでしょう。

ただパロはまた欺いて、民が主に犠牲をささげに行

くのをとめないようにしてください」。 30こうして

モーセはパロのもとを出て、主に祈願したので、 31

主はモーセの言葉のようにされた。すなわち、あぶ

の群れをパロと、その家来と、その民から取り去ら

れたので、一つも残らなかった。 32しかしパロはこ

んどもまた、その心をかたくなにして民を去らせな

かった。

9主はモーセに言われた、「パロのもとに行って、

彼に言いなさい、『ヘブルびとの神、主はこう仰せ

られる、「わたしの民を去らせて、わたしに仕えさ

せなさい。 2あなたがもし彼らを去らせることを拒

んで、なお彼らを留めおくならば、 3主の手は最も

激しい疫病をもって、野にいるあなたの家畜、すな

わち馬、ろば、らくだ、牛、羊の上に臨むであろう

。 4しかし、主はイスラエルの家畜と、エジプトの

家畜を区別され、すべてイスラエルの人々に属する
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ものには一頭も死ぬものがないであろう」と』」。

5主は、また、時を定めて仰せられた、「あす、主は

このことを国に行うであろう」。 6あくる日、主は

このことを行われたので、エジプトびとの家畜はみ

な死んだ。しかし、イスラエルの人々の家畜は一頭

も死ななかった。 7パロは人をつかわして見させた

が、イスラエルの家畜は一頭も死んでいなかった。

それでもパロの心はかたくなで、民を去らせなかっ

た。 8主はモーセとアロンに言われた、「あなたが

たは、かまどのすすを両手いっぱい取り、それをモ

ーセはパロの目の前で天にむかって、まき散らしな

さい。 9それはエジプトの全国にわたって、細かい

ちりとなり、エジプト全国で人と獣に付いて、うみ

の出るはれものとなるであろう」。 10そこで彼らは

、かまどのすすを取ってパロの前に立ち、モーセは

天にむかってこれをまき散らしたので、人と獣に付

いて、うみの出るはれものとなった。 11魔術師らは

、はれもののためにモーセの前に立つことができな

かった。はれものが魔術師らと、すべてのエジプト

びとに生じたからである。 12しかし、主はパロの心

をかたくなにされたので、彼は主がモーセに語られ

たように、彼らの言うことを聞かなかった。 13主は

またモーセに言われた、「朝早く起き、パロの前に

立って、彼に言いなさい、『ヘブルびとの神、主は

こう仰せられる、「わたしの民を去らせて、わたし

に仕えさせなさい。 14わたしは、こんどは、もろも

ろの災を、あなたと、あなたの家来と、あなたの民

にくだし、わたしに並ぶものが全地にないことを知

らせるであろう。 15わたしがもし、手をさし伸べ、



出エジプト記 158

疫病をもって、あなたと、あなたの民を打っていた

ならば、あなたは地から断ち滅ぼされていたであろ

う。 16しかし、わたしがあなたをながらえさせたの

は、あなたにわたしの力を見させるため、そして、

わたしの名が全地に宣べ伝えられるためにほかなら

ない。 17それに、あなたはなお、わたしの民にむか

って、おのれを高くし、彼らを去らせようとしない

。 18ゆえに、あすの今ごろ、わたしは恐ろしく大き

な雹を降らせるであろう。それはエジプトの国が始

まった日から今まで、かつてなかったほどのもので

ある。 19それゆえ、いま、人をやって、あなたの家

畜と、あなたが野にもっているすべてのものを、の

がれさせなさい。人も獣も、すべて野にあって家に

帰らないものは降る雹に打たれて死ぬであろう」と

』」。 20パロの家来のうち、主の言葉をおそれる者

は、そのしもべと家畜を家にのがれさせたが、 21主

の言葉を意にとめないものは、そのしもべと家畜を

野に残しておいた。 22主はモーセに言われた、「あ

なたの手を天にむかってさし伸べ、エジプトの全国

にわたって、エジプトの地にいる人と獣と畑のすべ

ての青物の上に雹を降らせなさい」。 23モーセが天

にむかってつえをさし伸べると、主は雷と雹をおく

られ、火は地にむかって、はせ下った。こうして主

は、雹をエジプトの地に降らされた。 24そして雹が

降り、雹の間に火がひらめき渡った。雹は恐ろしく

大きく、エジプト全国には、国をなしてこのかた、

かつてないものであった。 25雹はエジプト全国にわ

たって、すべて畑にいる人と獣を打った。雹はまた

畑のすべての青物を打ち、野のもろもろの木を折り
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砕いた。 26ただイスラエルの人々のいたゴセンの地

には、雹が降らなかった。 27そこで、パロは人をつ

かわし、モーセとアロンを召して言った、「わたし

はこんどは罪を犯した。主は正しく、わたしと、わ

たしの民は悪い。 28主に祈願してください。この雷

と雹はもうじゅうぶんです。わたしはあなたがたを

去らせます。もはやとどまらなくてもよろしい」。

29モーセは彼に言った、「わたしは町を出ると、す

ぐ、主にむかってわたしの手を伸べひろげます。す

ると雷はやみ、雹はもはや降らなくなり、あなたは

、地が主のものであることを知られましょう。 30し

かし、あなたとあなたの家来たちは、なお、神なる

主を恐れないことを、わたしは知っています」。 31

亜麻と大麦は打ち倒された。大麦は穂を出し、亜麻

は花が咲いていたからである。 32小麦とスペルタ麦

はおくてであるため打ち倒されなかった。 33モーセ

はパロのもとを去り、町を出て、主にむかって手を

伸べひろげたので、雷と雹はやみ、雨は地に降らな

くなった。 34ところがパロは雨と雹と雷がやんだの

を見て、またも罪を犯し、心をかたくなにした。彼

も家来も、そうであった。 35すなわちパロは心をか

たくなにし、主がモーセによって語られたように、

イスラエルの人々を去らせなかった。

10そこで、主はモーセに言われた、「パロのもと

に行きなさい。わたしは彼の心とその家来たちの心

をかたくなにした。これは、わたしがこれらのしる

しを、彼らの中に行うためである。 2また、わたし

がエジプトびとをあしらったこと、また彼らの中に

わたしが行ったしるしを、あなたがたが、子や孫の
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耳に語り伝えるためである。そしてあなたがたは、

わたしが主であることを知るであろう」。 3モーセ

とアロンはパロのもとに行って彼に言った、「ヘブ

ルびとの神、主はこう仰せられる、『いつまで、あ

なたは、わたしに屈伏することを拒むのですか。民

を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 4もし、わ

たしの民を去らせることを拒むならば、見よ、あす

、わたしはいなごを、あなたの領土にはいらせるで

あろう。 5それは地のおもてをおおい、人が地を見

ることもできないほどになるであろう。そして雹を

免れて、残されているものを食い尽し、野にはえて

いるあなたがたの木をみな食い尽すであろう。 6ま

たそれはあなたの家とあなたのすべての家来の家、

および、すべてのエジプトびとの家に満ちるであろ

う。このようなことは、あなたの父たちも、また、

祖父たちも、彼らが地上にあった日から今日に至る

まで、かつて見たことのないものである』と」。そ

して彼は身をめぐらして、パロのもとを出て行った

。 7パロの家来たちは王に言った、「いつまで、こ

の人はわれわれのわなとなるのでしょう。この人々

を去らせ、彼らの神なる主に仕えさせては、どうで

しょう。エジプトが滅びてしまうことに、まだ気づ

かれないのですか」。 8そこで、モーセとアロンは

、また、パロのもとに召し出された。パロは彼らに

言った、「行って、あなたがたの神、主に仕えなさ

い。しかし、行くものはだれだれか」。 9モーセは

言った、「わたしたちは幼い者も、老いた者も行き

ます。むすこも娘も携え、羊も牛も連れて行きます

。わたしたちは主の祭を執り行わなければならない
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のですから」。 10パロは彼らに言った、「万一、わ

たしが、あなたがたに子供を連れてまで去らせるよ

うなことがあれば、主があなたがたと共にいますが

よい。あなたがたは悪いたくらみをしている。 11そ

れはいけない。あなたがたは男だけ行って主に仕え

るがよい。それが、あなたがたの要求であった」。

彼らは、ついにパロの前から追い出された。 12主は

モーセに言われた、「あなたの手をエジプトの地の

上にさし伸べて、エジプトの地にいなごをのぼらせ

、地のすべての青物、すなわち、雹が打ち残したも

のを、ことごとく食べさせなさい」。 13そこでモー

セはエジプトの地の上に、つえをさし伸べたので、

主は終日、終夜、東風を地に吹かせられた。朝とな

って、東風は、いなごを運んできた。 14いなごはエ

ジプト全国にのぞみ、エジプトの全領土にとどまり

、その数がはなはだ多く、このようないなごは前に

もなく、また後にもないであろう。 15いなごは地の

全面をおおったので、地は暗くなった。そして地の

すべての青物と、雹の打ち残した木の実を、ことご

とく食べたので、エジプト全国にわたって、木にも

畑の青物にも、緑の物とては何も残らなかった。 16

そこで、パロは、急いでモーセとアロンを召して言

った、「わたしは、あなたがたの神、主に対し、ま

た、あなたがたに対して罪を犯しました。 17それで

、どうか、もう一度だけ、わたしの罪をゆるしてく

ださい。そしてあなたがたの神、主に祈願して、た

だ、この死をわたしから離れさせてください」。 18

そこで彼はパロのところから出て、主に祈願したの

で、 19主は、はなはだ強い西風に変らせ、いなごを



出エジプト記 162

吹き上げて、これを紅海に追いやられたので、エジ

プト全土には一つのいなごも残らなかった。 20しか

し、主がパロの心をかたくなにされたので、彼はイ

スラエルの人々を去らせなかった。 21主はまたモー

セに言われた、「天にむかってあなたの手をさし伸

べ、エジプトの国に、くらやみをこさせなさい。そ

のくらやみは、さわれるほどである」。 22モーセが

天にむかって手をさし伸べたので、濃いくらやみは

、エジプト全国に臨み三日に及んだ。 23三日の間、

人々は互に見ることもできず、まただれもその所か

ら立つ者もなかった。しかし、イスラエルの人々に

は、みな、その住む所に光があった。 24そこでパロ

はモーセを召して言った、「あなたがたは行って主

に仕えなさい。あなたがたの子供も連れて行っても

よろしい。ただ、あなたがたの羊と牛は残して置き

なさい」。 25しかし、モーセは言った、「あなたは

、また、わたしたちの神、主にささげる犠牲と燔祭

の物をも、わたしたちにくださらなければなりませ

ん。 26わたしたちは家畜も連れて行きます。ひずめ

一つも残しません。わたしたちは、そのうちから取

って、わたしたちの神、主に仕えねばなりません。

またわたしたちは、その場所に行くまでは、何をも

って、主に仕えるべきかを知らないからです」。 27

けれども、主がパロの心をかたくなにされたので、

パロは彼らを去らせようとしなかった。 28それでパ

ロはモーセに言った、「わたしの所から去りなさい

。心して、わたしの顔は二度と見てはならない。わ

たしの顔を見る日には、あなたの命はないであろう

」。 29モーセは言った、「よくぞ仰せられました。
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わたしは、二度と、あなたの顔を見ないでしょう」

。

11主はモーセに言われた、「わたしは、なお一つ

の災を、パロとエジプトの上にくだし、その後、彼

はあなたがたをここから去らせるであろう。彼が去

らせるとき、彼はあなたがたを、ことごとくここか

ら追い出すであろう。 2あなたは民の耳に語って、

男は隣の男から、女は隣の女から、それぞれ銀の飾

り、金の飾りを請い求めさせなさい」。 3主は民に

エジプトびとの好意を得させられた。またモーセそ

の人は、エジプトの国で、パロの家来たちの目と民

の目とに、はなはだ大いなるものと見えた。 4モー

セは言った、「主はこう仰せられる、『真夜中ごろ

、わたしはエジプトの中へ出て行くであろう。 5エ

ジプトの国のうちのういごは、位に座するパロのう

いごをはじめ、ひきうすの後にいる、はしためのう

いごに至るまで、みな死に、また家畜のういごもみ

な死ぬであろう。 6そしてエジプト全国に大いなる

叫びが起るであろう。このようなことはかつてなく

、また、ふたたびないであろう』と。 7しかし、す

べて、イスラエルの人々にむかっては、人にむかっ

ても、獣にむかっても、犬さえその舌を鳴らさない

であろう。これによって主がエジプトびととイスラ

エルびととの間の区別をされるのを、あなたがたは

知るであろう。 8これらのあなたの家来たちは、み

な、わたしのもとに下ってきて、ひれ伏して言うで

あろう、『あなたもあなたに従う民もみな出て行っ

てください』と。その後、わたしは出て行きます」

。彼は激しく怒ってパロのもとから出て行った。 9



出エジプト記 164

主はモーセに言われた、「パロはあなたがたの言う

ことを聞かないであろう。それゆえ、わたしはエジ

プトの国に不思議を増し加えるであろう」。 10モー

セとアロンは、すべてこれらの不思議をパロの前に

行ったが、主がパロの心をかたくなにされたので、

彼はイスラエルの人々をその国から去らせなかった

。

12主はエジプトの国で、モーセとアロンに告げて

言われた、 2「この月をあなたがたの初めの月とし

、これを年の正月としなさい。 3あなたがたはイス

ラエルの全会衆に言いなさい、『この月の十日にお

のおの、その父の家ごとに小羊を取らなければなら

ない。すなわち、一家族に小羊一頭を取らなければ

ならない。 4もし家族が少なくて一頭の小羊を食べ

きれないときは、家のすぐ隣の人と共に、人数に従

って一頭を取り、おのおの食べるところに応じて、

小羊を見計らわなければならない。 5小羊は傷のな

いもので、一歳の雄でなければならない。羊または

やぎのうちから、これを取らなければならない。 6

そしてこの月の十四日まで、これを守って置き、イ

スラエルの会衆はみな、夕暮にこれをほふり、 7そ

の血を取り、小羊を食する家の入口の二つの柱と、

かもいにそれを塗らなければならない。 8そしてそ

の夜、その肉を火に焼いて食べ、種入れぬパンと苦

菜を添えて食べなければならない。 9生でも、水で

煮ても、食べてはならない。火に焼いて、その頭を

足と内臓と共に食べなければならない。 10朝までそ

れを残しておいてはならない。朝まで残るものは火

で焼きつくさなければならない。 11あなたがたは、
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こうして、それを食べなければならない。すなわち

腰を引きからげ、足にくつをはき、手につえを取っ

て、急いでそれを食べなければならない。これは主

の過越である。 12その夜わたしはエジプトの国を巡

って、エジプトの国におる人と獣との、すべてのう

いごを打ち、またエジプトのすべての神々に審判を

行うであろう。わたしは主である。 13その血はあな

たがたのおる家々で、あなたがたのために、しるし

となり、わたしはその血を見て、あなたがたの所を

過ぎ越すであろう。わたしがエジプトの国を撃つ時

、災が臨んで、あなたがたを滅ぼすことはないであ

ろう。 14この日はあなたがたに記念となり、あなた

がたは主の祭としてこれを守り、代々、永久の定め

としてこれを守らなければならない。 15七日の間あ

なたがたは種入れぬパンを食べなければならない。

その初めの日に家からパン種を取り除かなければな

らない。第一日から第七日までに、種を入れたパン

を食べる人はみなイスラエルから断たれるであろう

。 16かつ、あなたがたは第一日に聖会を、また第七

日に聖会を開かなければならない。これらの日には

、なんの仕事もしてはならない。ただ、おのおのの

食べものだけは作ることができる。 17あなたがたは

、種入れぬパンの祭を守らなければならない。ちょ

うど、この日、わたしがあなたがたの軍勢をエジプ

トの国から導き出したからである。それゆえ、あな

たがたは代々、永久の定めとして、その日を守らな

ければならない。 18正月に、その月の十四日の夕方

に、あなたがたは種入れぬパンを食べ、その月の二

十一日の夕方まで続けなければならない。 19七日の
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間、家にパン種を置いてはならない。種を入れたも

のを食べる者は、寄留の他国人であれ、国に生れた

者であれ、すべて、イスラエルの会衆から断たれる

であろう。 20あなたがたは種を入れたものは何も食

べてはならない。すべてあなたがたのすまいにおい

て種入れぬパンを食べなければならない』」。 21そ

こでモーセはイスラエルの長老をみな呼び寄せて言

った、「あなたがたは急いで家族ごとに一つの小羊

を取り、その過越の獣をほふらなければならない。

22また一束のヒソプを取って鉢の血に浸し、鉢の血

を、かもいと入口の二つの柱につけなければならな

い。朝まであなたがたは、ひとりも家の戸の外に出

てはならない。 23主が行き巡ってエジプトびとを撃

たれるとき、かもいと入口の二つの柱にある血を見

て、主はその入口を過ぎ越し、滅ぼす者が、あなた

がたの家にはいって、撃つのを許されないであろう

。 24あなたがたはこの事を、あなたと子孫のための

定めとして、永久に守らなければならない。 25あな

たがたは、主が約束されたように、あなたがたに賜

る地に至るとき、この儀式を守らなければならない

。 26もし、あなたがたの子供たちが『この儀式はど

んな意味ですか』と問うならば、 27あなたがたは言

いなさい、『これは主の過越の犠牲である。エジプ

トびとを撃たれたとき、エジプトにいたイスラエル

の人々の家を過ぎ越して、われわれの家を救われた

のである』」。民はこのとき、伏して礼拝した。 28

イスラエルの人々は行ってそのようにした。すなわ

ち主がモーセとアロンに命じられたようにした。 29

夜中になって主はエジプトの国の、すべてのういご
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、すなわち位に座するパロのういごから、地下のひ

とやにおる捕虜のういごにいたるまで、また、すべ

ての家畜のういごを撃たれた。 30それでパロとその

家来およびエジプトびとはみな夜のうちに起きあが

り、エジプトに大いなる叫びがあった。死人のない

家がなかったからである。 31そこでパロは夜のうち

にモーセとアロンを呼び寄せて言った、「あなたが

たとイスラエルの人々は立って、わたしの民の中か

ら出て行くがよい。そしてあなたがたの言うように

、行って主に仕えなさい。 32あなたがたの言うよう

に羊と牛とを取って行きなさい。また、わたしを祝

福しなさい」。 33こうしてエジプトびとは民をせき

立てて、すみやかに国を去らせようとした。彼らは

「われわれはみな死ぬ」と思ったからである。 34民

はまだパン種を入れない練り粉を、こばちのまま着

物に包んで肩に負った。 35そしてイスラエルの人々

はモーセの言葉のようにして、エジプトびとから銀

の飾り、金の飾り、また衣服を請い求めた。 36主は

民にエジプトびとの情を得させ、彼らの請い求めた

ものを与えさせられた。こうして彼らはエジプトび

とのものを奪い取った。 37さて、イスラエルの人々

はラメセスを出立してスコテに向かった。女と子供

を除いて徒歩の男子は約六十万人であった。 38また

多くの入り混じった群衆および羊、牛など非常に多

くの家畜も彼らと共に上った。 39そして彼らはエジ

プトから携えて出た練り粉をもって、種入れぬパン

の菓子を焼いた。まだパン種を入れていなかったか

らである。それは彼らがエジプトから追い出されて

滞ることができず、また、何の食料をも整えていな
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かったからである。 40イスラエルの人々がエジプト

に住んでいた間は、四百三十年であった。 41四百三

十年の終りとなって、ちょうどその日に、主の全軍

はエジプトの国を出た。 42これは彼らをエジプトの

国から導き出すために主が寝ずの番をされた夜であ

った。ゆえにこの夜、すべてのイスラエルの人々は

代々、主のために寝ずの番をしなければならない。

43主はモーセとアロンとに言われた、「過越の祭の

定めは次のとおりである。すなわち、異邦人はだれ

もこれを食べてはならない。 44しかし、おのおのが

金で買ったしもべは、これに割礼を行ってのち、こ

れを食べさせることができる。 45仮ずまいの者と、

雇人とは、これを食べてはならない。 46ひとつの家

でこれを食べなければならない。その肉を少しも家

の外に持ち出してはならない。また、その骨を折っ

てはならない。 47イスラエルの全会衆はこれを守ら

なければならない。 48寄留の外国人があなたのもと

にとどまっていて、主に過越の祭を守ろうとすると

きは、その男子はみな割礼を受けてのち、近づいて

これを守ることができる。そうすれば彼は国に生れ

た者のようになるであろう。しかし、無割礼の者は

だれもこれを食べてはならない。 49この律法は国に

生れたものにも、あなたがたのうちに寄留している

外国人にも同一である」。 50イスラエルの人々は、

みなこのようにし、主がモーセとアロンに命じられ

たようにした。 51ちょうどその日に、主はイスラエ

ルの人々を、その軍団に従ってエジプトの国から導

き出された。
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13主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

のうちで、すべてのういご、すなわちすべて初めに

胎を開いたものを、人であれ、獣であれ、みな、わ

たしのために聖別しなければならない。それはわた

しのものである」。 3モーセは民に言った、「あな

たがたは、エジプトから、奴隷の家から出るこの日

を覚えなさい。主が強い手をもって、あなたがたを

ここから導き出されるからである。種を入れたパン

を食べてはならない。 4あなたがたはアビブの月の

この日に出るのである。 5主があなたに与えると、

あなたの先祖たちに誓われたカナンびと、ヘテびと

、アモリびと、ヒビびと、エブスびとの地、乳と蜜

との流れる地に、導き入れられる時、あなたはこの

月にこの儀式を守らなければならない。 6七日のあ

いだ種入れぬパンを食べ、七日目には主に祭をしな

ければならない。 7種入れぬパンを七日のあいだ食

べなければならない。種を入れたパンをあなたの所

に置いてはならない。また、あなたの地区のどこで

も、あなたの所にパン種を置いてはならない。 8そ

の日、あなたの子に告げて言いなさい、『これはわ

たしがエジプトから出るときに、主がわたしになさ

れたことのためである』。 9そして、これを、手に

つけて、しるしとし、目の間に置いて記念とし、主

の律法をあなたの口に置かなければならない。主が

強い手をもって、あなたをエジプトから導き出され

るからである。 10それゆえ、あなたはこの定めを年

々その期節に守らなければならない。 11主があなた

とあなたの先祖たちに誓われたように、あなたをカ

ナンびとの地に導いて、それをあなたに賜わる時、
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12あなたは、すべて初めに胎を開いた者、およびあ

なたの家畜の産むういごは、ことごとく主にささげ

なければならない。すなわち、それらの男性のもの

は主に帰せしめなければならない。 13また、すべて

、ろばの、初めて胎を開いたものは、小羊をもって

、あがなわなければならない。もし、あがなわない

ならば、その首を折らなければならない。あなたの

子らのうち、すべて、男のういごは、あがなわなけ

ればならない。 14後になって、あなたの子が『これ

はどんな意味ですか』と問うならば、これに言わな

ければならない、『主が強い手をもって、われわれ

をエジプトから、奴隷の家から導き出された。 15そ

のときパロが、かたくなで、われわれを去らせなか

ったため、主はエジプトの国のういごを、人のうい

ごも家畜のういごも、ことごとく殺された。それゆ

え、初めて胎を開く男性のものはみな、主に犠牲と

してささげるが、わたしの子供のうちのういごは、

すべてあがなうのである』。 16そして、これを手に

つけて、しるしとし、目の間に置いて覚えとしなけ

ればならない。主が強い手をもって、われわれをエ

ジプトから導き出されたからである」。 17さて、パ

ロが民を去らせた時、ペリシテびとの国の道は近か

ったが、神は彼らをそれに導かれなかった。民が戦

いを見れば悔いてエジプトに帰るであろうと、神は

思われたからである。 18神は紅海に沿う荒野の道に

、民を回らされた。イスラエルの人々は武装してエ

ジプトの国を出て、上った。 19そのときモーセはヨ

セフの遺骸を携えていた。ヨセフが、「神は必ずあ

なたがたを顧みられるであろう。そのとき、あなた
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がたは、わたしの遺骸を携えて、ここから上って行

かなければならない」と言って、イスラエルの人々

に固く誓わせたからである。 20こうして彼らは更に

スコテから進んで、荒野の端にあるエタムに宿営し

た。 21主は彼らの前に行かれ、昼は雲の柱をもって

彼らを導き、夜は火の柱をもって彼らを照し、昼も

夜も彼らを進み行かせられた。 22昼は雲の柱、夜は

火の柱が、民の前から離れなかった。

14主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に告げ、引き返して、ミグドルと海との間にあるピ

ハヒロテの前、バアルゼポンの前に宿営させなさい

。あなたがたはそれにむかって、海のかたわらに宿

営しなければならない。 3パロはイスラエルの人々

について、『彼らはその地で迷っている。荒野は彼

らを閉じ込めてしまった』と言うであろう。 4わた

しがパロの心をかたくなにするから、パロは彼らの

あとを追うであろう。わたしはパロとそのすべての

軍勢を破って誉を得、エジプトびとにわたしが主で

あることを知らせるであろう」。彼らはそのように

した。 5民の逃げ去ったことが、エジプトの王に伝

えられたので、パロとその家来たちとは、民に対す

る考えを変えて言った、「われわれはなぜこのよう

にイスラエルを去らせて、われわれに仕えさせない

ようにしたのであろう」。 6それでパロは戦車を整

え、みずからその民を率い、 7また、えり抜きの戦

車六百と、エジプトのすべての戦車およびすべての

指揮者たちを率いた。 8主がエジプトの王パロの心

をかたくなにされたので、彼はイスラエルの人々の

あとを追った。イスラエルの人々は意気揚々と出た



出エジプト記 172

のである。 9エジプトびとは彼らのあとを追い、パ

ロのすべての馬と戦車およびその騎兵と軍勢とは、

バアルゼポンの前にあるピハヒロテのあたりで、海

のかたわらに宿営している彼らに追いついた。 10パ

ロが近寄った時、イスラエルの人々は目を上げてエ

ジプトびとが彼らのあとに進んできているのを見て

、非常に恐れた。そしてイスラエルの人々は主にむ

かって叫び、 11かつモーセに言った、「エジプトに

墓がないので、荒野で死なせるために、わたしたち

を携え出したのですか。なぜわたしたちをエジプト

から導き出して、こんなにするのですか。 12わたし

たちがエジプトであなたに告げて、『わたしたちを

捨てておいて、エジプトびとに仕えさせてください

』と言ったのは、このことではありませんか。荒野

で死ぬよりもエジプトびとに仕える方が、わたした

ちにはよかったのです」。 13モーセは民に言った、

「あなたがたは恐れてはならない。かたく立って、

主がきょう、あなたがたのためになされる救を見な

さい。きょう、あなたがたはエジプトびとを見るが

、もはや永久に、二度と彼らを見ないであろう。 14

主があなたがたのために戦われるから、あなたがた

は黙していなさい」。 15主はモーセに言われた、「

あなたは、なぜわたしにむかって叫ぶのか。イスラ

エルの人々に語って彼らを進み行かせなさい。 16あ

なたはつえを上げ、手を海の上にさし伸べてそれを

分け、イスラエルの人々に海の中のかわいた地を行

かせなさい。 17わたしがエジプトびとの心をかたく

なにするから、彼らはそのあとを追ってはいるであ

ろう。こうしてわたしはパロとそのすべての軍勢お
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よび戦車と騎兵とを打ち破って誉を得よう。 18わた

しがパロとその戦車とその騎兵とを打ち破って誉を

得るとき、エジプトびとはわたしが主であることを

知るであろう」。 19このとき、イスラエルの部隊の

前に行く神の使は移って彼らのうしろに行った。雲

の柱も彼らの前から移って彼らのうしろに立ち、 20

エジプトびとの部隊とイスラエルびとの部隊との間

にきたので、そこに雲とやみがあり夜もすがら、か

れとこれと近づくことなく、夜がすぎた。 21モーセ

が手を海の上にさし伸べたので、主は夜もすがら強

い東風をもって海を退かせ、海を陸地とされ、水は

分かれた。 22イスラエルの人々は海の中のかわいた

地を行ったが、水は彼らの右と左に、かきとなった

。 23エジプトびとは追ってきて、パロのすべての馬

と戦車と騎兵とは、彼らのあとについて海の中には

いった。 24暁の更に、主は火と雲の柱のうちからエ

ジプトびとの軍勢を見おろして、エジプトびとの軍

勢を乱し、 25その戦車の輪をきしらせて、進むのに

重くされたので、エジプトびとは言った、「われわ

れはイスラエルを離れて逃げよう。主が彼らのため

にエジプトびとと戦う」。 26そのとき主はモーセに

言われた、「あなたの手を海の上にさし伸べて、水

をエジプトびとと、その戦車と騎兵との上に流れ返

らせなさい」。 27モーセが手を海の上にさし伸べる

と、夜明けになって海はいつもの流れに返り、エジ

プトびとはこれにむかって逃げたが、主はエジプト

びとを海の中に投げ込まれた。 28水は流れ返り、イ

スラエルのあとを追って海にはいった戦車と騎兵お

よびパロのすべての軍勢をおおい、ひとりも残らな
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かった。 29しかし、イスラエルの人々は海の中のか

わいた地を行ったが、水は彼らの右と左に、かきと

なった。 30このように、主はこの日イスラエルをエ

ジプトびとの手から救われた。イスラエルはエジプ

トびとが海べに死んでいるのを見た。 31イスラエル

はまた、主がエジプトびとに行われた大いなるみわ

ざを見た。それで民は主を恐れ、主とそのしもべモ

ーセとを信じた。

15そこでモーセとイスラエルの人々は、この歌を

主にむかって歌った。彼らは歌って言った、「主に

むかってわたしは歌おう、彼は輝かしくも勝ちを得

られた、彼は馬と乗り手を海に投げ込まれた。 2主

はわたしの力また歌、わたしの救となられた、彼こ

そわたしの神、わたしは彼をたたえる、彼はわたし

の父の神、わたしは彼をあがめる。 3主はいくさび

と、その名は主。 4彼はパロの戦車とその軍勢とを

海に投げ込まれた、そのすぐれた指揮者たちは紅海

に沈んだ。 5大水は彼らをおおい、彼らは石のよう

に淵に下った。 6主よ、あなたの右の手は力をもっ

て栄光にかがやく、主よ、あなたの右の手は敵を打

ち砕く。 7あなたは大いなる威光をもって、あなた

に立ちむかう者を打ち破られた。あなたが怒りを発

せられると、彼らは、わらのように焼きつくされた

。 8あなたの鼻の息によって水は積みかさなり、流

れは堤となって立ち、大水は海のもなかに凝り固ま

った。 9敵は言った、『わたしは追い行き、追い着

いて、分捕物を分かち取ろう、わたしの欲望を彼ら

によって満たそう、つるぎを抜こう、わたしの手は

彼らを滅ぼそう』。 10あなたが息を吹かれると、海
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は彼らをおおい、彼らは鉛のように、大水の中に沈

んだ。 11主よ、神々のうち、だれがあなたに比べら

れようか、だれがあなたのように、聖にして栄えあ

るもの、ほむべくして恐るべきもの、くすしきわざ

を行うものであろうか。 12あなたが右の手を伸べら

れると、地は彼らをのんだ。 13あなたは、あがなわ

れた民を恵みをもって導き、み力をもって、あなた

の聖なるすまいに伴われた。 14もろもろの民は聞い

て震え、ペリシテの住民は苦しみに襲われた。 15エ

ドムの族長らは、おどろき、モアブの首長らは、わ

ななき、カナンの住民は、みな溶け去った。 16恐れ

と、おののきとは彼らに臨み、み腕の大いなるゆえ

に、彼らは石のように黙した、主よ、あなたの民の

通りすぎるまで、あなたが買いとられた民の通りす

ぎるまで。 17あなたは彼らを導いて、あなたの嗣業

の山に植えられる。主よ、これこそあなたのすまい

として、みずから造られた所、主よ、み手によって

建てられた聖所。 18主は永遠に統べ治められる」。

19パロの馬が、その戦車および騎兵と共に海にはい

ると、主は海の水を彼らの上に流れ返らされたが、

イスラエルの人々は海の中のかわいた地を行った。

20そのとき、アロンの姉、女預言者ミリアムはタン

バリンを手に取り、女たちも皆タンバリンを取って

、踊りながら、そのあとに従って出てきた。 21そこ

でミリアムは彼らに和して歌った、「主にむかって

歌え、彼は輝かしくも勝ちを得られた、彼は馬と乗

り手を海に投げ込まれた」。 22さて、モーセはイス

ラエルを紅海から旅立たせた。彼らはシュルの荒野

に入り、三日のあいだ荒野を歩いたが、水を得なか
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った。 23彼らはメラに着いたが、メラの水は苦くて

飲むことができなかった。それで、その所の名はメ

ラと呼ばれた。 24ときに、民はモーセにつぶやいて

言った、「わたしたちは何を飲むのですか」。 25モ

ーセは主に叫んだ。主は彼に一本の木を示されたの

で、それを水に投げ入れると、水は甘くなった。そ

の所で主は民のために定めと、おきてを立てられ、

彼らを試みて、 26言われた、「あなたが、もしあな

たの神、主の声に良く聞き従い、その目に正しいと

見られることを行い、その戒めに耳を傾け、すべて

の定めを守るならば、わたしは、かつてエジプトび

とに下した病を一つもあなたに下さないであろう。

わたしは主であって、あなたをいやすものである」

。 27こうして彼らはエリムに着いた。そこには水の

泉十二と、なつめやしの木七十本があった。その所

で彼らは水のほとりに宿営した。

16イスラエルの人々の全会衆はエリムを出発し、

エジプトの地を出て二か月目の十五日に、エリムと

シナイとの間にあるシンの荒野にきたが、 2その荒

野でイスラエルの人々の全会衆は、モーセとアロン

につぶやいた。 3イスラエルの人々は彼らに言った

、「われわれはエジプトの地で、肉のなべのかたわ

らに座し、飽きるほどパンを食べていた時に、主の

手にかかって死んでいたら良かった。あなたがたは

、われわれをこの荒野に導き出して、全会衆を餓死

させようとしている」。 4そのとき主はモーセに言

われた、「見よ、わたしはあなたがたのために、天

からパンを降らせよう。民は出て日々の分を日ごと

に集めなければならない。こうして彼らがわたしの
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律法に従うかどうかを試みよう。 5六日目には、彼

らが取り入れたものを調理すると、それは日ごとに

集めるものの二倍あるであろう」。 6モーセとアロ

ンは、イスラエルのすべての人々に言った、「夕暮

には、あなたがたは、エジプトの地からあなたがた

を導き出されたのが、主であることを知るであろう

。 7また、朝には、あなたがたは主の栄光を見るで

あろう。主はあなたがたが主にむかってつぶやくの

を聞かれたからである。あなたがたは、いったいわ

れわれを何者として、われわれにむかってつぶやく

のか」。 8モーセはまた言った、「主は夕暮にはあ

なたがたに肉を与えて食べさせ、朝にはパンを与え

て飽き足らせられるであろう。主はあなたがたが、

主にむかってつぶやくつぶやきを聞かれたからであ

る。いったいわれわれは何者なのか。あなたがたの

つぶやくのは、われわれにむかってでなく、主にむ

かってである」。 9モーセはアロンに言った、「イ

スラエルの人々の全会衆に言いなさい、『あなたが

たは主の前に近づきなさい。主があなたがたのつぶ

やきを聞かれたからである』と」。 10それでアロン

がイスラエルの人々の全会衆に語ったとき、彼らが

荒野の方を望むと、見よ、主の栄光が雲のうちに現

れていた。 11主はモーセに言われた、 12「わたし

はイスラエルの人々のつぶやきを聞いた。彼らに言

いなさい、『あなたがたは夕には肉を食べ、朝には

パンに飽き足りるであろう。そうしてわたしがあな

たがたの神、主であることを知るであろう』と」。

13夕べになると、うずらが飛んできて宿営をおおっ

た。また、朝になると、宿営の周囲に露が降りた。
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14その降りた露がかわくと、荒野の面には、薄いう

ろこのようなものがあり、ちょうど地に結ぶ薄い霜

のようであった。 15イスラエルの人々はそれを見て

互に言った、「これはなんであろう」。彼らはそれ

がなんであるのか知らなかったからである。モーセ

は彼らに言った、「これは主があなたがたの食物と

して賜わるパンである。 16主が命じられるのはこう

である、『あなたがたは、おのおのその食べるとこ

ろに従ってそれを集め、あなたがたの人数に従って

、ひとり一オメルずつ、おのおのその天幕におるも

ののためにそれを取りなさい』と」。 17イスラエル

の人々はそのようにして、ある者は多く、ある者は

少なく集めた。 18しかし、オメルでそれを計ってみ

ると、多く集めた者にも余らず、少なく集めた者に

も不足しなかった。おのおのその食べるところに従

って集めていた。 19モーセは彼らに言った、「だれ

も朝までそれを残しておいてはならない」。 20しか

し彼らはモーセに聞き従わないで、ある者は朝まで

それを残しておいたが、虫がついて臭くなった。モ

ーセは彼らにむかって怒った。 21彼らは、おのおの

その食べるところに従って、朝ごとにそれを集めた

が、日が熱くなるとそれは溶けた。 22六日目には、

彼らは二倍のパン、すなわちひとりに二オメルを集

めた。そこで、会衆の長たちは皆きて、モーセに告

げたが、 23モーセは彼らに言った、「主の語られた

のはこうである、『あすは主の聖安息日で休みであ

る。きょう、焼こうとするものを焼き、煮ようとす

るものを煮なさい。残ったものはみな朝までたくわ

えて保存しなさい』と」。 24彼らはモーセの命じた
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ように、それを朝まで保存したが、臭くならず、ま

た虫もつかなかった。 25モーセは言った、「きょう

、それを食べなさい。きょうは主の安息日であるか

ら、きょうは野でそれを獲られないであろう。 26六

日の間はそれを集めなければならない。七日目は安

息日であるから、その日には無いであろう」。 27と

ころが民のうちには、七日目に出て集めようとした

者があったが、獲られなかった。 28そこで主はモー

セに言われた、「あなたがたは、いつまでわたしの

戒めと、律法とを守ることを拒むのか。 29見よ、主

はあなたがたに安息日を与えられた。ゆえに六日目

には、ふつか分のパンをあなたがたに賜わるのであ

る。おのおのその所にとどまり、七日目にはその所

から出てはならない」。 30こうして民は七日目に休

んだ。 31イスラエルの家はその物の名をマナと呼ん

だ。それはコエンドロの実のようで白く、その味は

蜜を入れたせんべいのようであった。 32モーセは言

った、「主の命じられることはこうである、『それ

を一オメルあなたがたの子孫のためにたくわえてお

きなさい。それはわたしが、あなたがたをエジプト

の地から導き出した時、荒野であなたがたに食べさ

せたパンを彼らに見させるためである』と」。 33そ

してモーセはアロンに言った「一つのつぼを取り、

マナ一オメルをその中に入れ、それを主の前に置い

て、子孫のためにたくわえなさい」。 34そこで主が

モーセに命じられたように、アロンはそれをあかし

の箱の前に置いてたくわえた。 35イスラエルの人々

は人の住む地に着くまで四十年の間マナを食べた。
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すなわち、彼らはカナンの地の境に至るまでマナを

食べた。 36一オメルは一エパの十分の一である。

17イスラエルの人々の全会衆は、主の命に従って

、シンの荒野を出発し、旅路を重ねて、レピデムに

宿営したが、そこには民の飲む水がなかった。 2そ

れで、民はモーセと争って言った、「わたしたちに

飲む水をください」。モーセは彼らに言った、「あ

なたがたはなぜわたしと争うのか、なぜ主を試みる

のか」。 3民はその所で水にかわき、モーセにつぶ

やいて言った、「あなたはなぜわたしたちをエジプ

トから導き出して、わたしたちを、子供や家畜と一

緒に、かわきによって死なせようとするのですか」

。 4このときモーセは主に叫んで言った、「わたし

はこの民をどうすればよいのでしょう。彼らは、今

にも、わたしを石で打ち殺そうとしています」。 5

主はモーセに言われた、「あなたは民の前に進み行

き、イスラエルの長老たちを伴い、あなたがナイル

川を打った、つえを手に取って行きなさい。 6見よ

、わたしはホレブの岩の上であなたの前に立つであ

ろう。あなたは岩を打ちなさい。水がそれから出て

、民はそれを飲むことができる」。モーセはイスラ

エルの長老たちの目の前で、そのように行った。 7

そして彼はその所の名をマッサ、またメリバと呼ん

だ。これはイスラエルの人々が争ったゆえ、また彼

らが「主はわたしたちのうちにおられるかどうか」

と言って主を試みたからである。 8ときにアマレク

がきて、イスラエルとレピデムで戦った。 9モーセ

はヨシュアに言った、「われわれのために人を選び

、出てアマレクと戦いなさい。わたしはあす神のつ
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えを手に取って、丘の頂に立つであろう」。 10ヨシ

ュアはモーセが彼に言ったようにし、アマレクと戦

った。モーセとアロンおよびホルは丘の頂に登った

。 11モーセが手を上げているとイスラエルは勝ち、

手を下げるとアマレクが勝った。 12しかしモーセの

手が重くなったので、アロンとホルが石を取って、

モーセの足もとに置くと、彼はその上に座した。そ

してひとりはこちらに、ひとりはあちらにいて、モ

ーセの手をささえたので、彼の手は日没までさがら

なかった。 13ヨシュアは、つるぎにかけてアマレク

とその民を打ち敗った。 14主はモーセに言われた、

「これを書物にしるして記念とし、それをヨシュア

の耳に入れなさい。わたしは天が下からアマレクの

記憶を完全に消し去るであろう」。 15モーセは一つ

の祭壇を築いてその名を「主はわが旗」と呼んだ。

16そしてモーセは言った、「主の旗にむかって手を

上げる、主は世々アマレクと戦われる」。

18さて、モーセのしゅうと、ミデアンの祭司エテ

ロは、神がモーセと、み民イスラエルとにされたす

べての事、主がイスラエルをエジプトから導き出さ

れたことを聞いた。 2それでモーセのしゅうと、エ

テロは、さきに送り返されていたモーセの妻チッポ

ラと、 3そのふたりの子とを連れてきた。そのひと

りの名はゲルショムといった。モーセが、「わたし

は外国で寄留者となっている」と言ったからである

。 4ほかのひとりの名はエリエゼルといった。「わ

たしの父の神はわたしの助けであって、パロのつる

ぎからわたしを救われた」と言ったからである。 5

こうしてモーセのしゅうと、エテロは、モーセの妻
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子を伴って、荒野に行き、神の山に宿営しているモ

ーセの所にきた。 6その時、ある人がモーセに言っ

た、「ごらんなさい。あなたのしゅうと、エテロは

、あなたの妻とそのふたりの子を連れて、あなたの

所にこられます」。 7そこでモーセはしゅうとを出

迎えて、身をかがめ、彼に口づけして、互に安否を

問い、共に天幕にはいった。 8そしてモーセは、主

がイスラエルのために、パロとエジプトびととにさ

れたすべての事、道で出会ったすべての苦しみ、ま

た主が彼らを救われたことを、しゅうとに物語った

ので、 9エテロは主がイスラエルをエジプトびとの

手から救い出して、もろもろの恵みを賜わったこと

を喜んだ。 10そしてエテロは言った、「主はほむべ

きかな。主はあなたがたをエジプトびとの手と、パ

ロの手から救い出し、民をエジプトびとの手の下か

ら救い出された。 11今こそわたしは知った。実に彼

らはイスラエルびとにむかって高慢にふるまったが

、主はあらゆる神々にまさって大いにいますことを

」。 12そしてモーセのしゅうとエテロは燔祭と犠牲

を神に供え、アロンとイスラエルの長老たちもみな

きて、モーセのしゅうとと共に神の前で食事をした

。 13あくる日モーセは座して民をさばいたが、民は

朝から晩まで、モーセのまわりに立っていた。 14モ

ーセのしゅうとは、彼がすべて民にしていることを

見て、言った、「あなたが民にしているこのことは

なんですか。あなたひとりが座し、民はみな朝から

晩まで、あなたのまわりに立っているのはなぜです

か」。 15モーセはしゅうとに言った、「民が神に伺

おうとして、わたしの所に来るからです。 16彼らは
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事があれば、わたしの所にきます。わたしは相互の

間をさばいて、神の定めと判決を知らせるのです」

。 17モーセのしゅうとは彼に言った、「あなたのし

ていることは良くない。 18あなたも、あなたと一緒

にいるこの民も、必ず疲れ果てるであろう。このこ

とはあなたに重過ぎるから、ひとりですることがで

きない。 19今わたしの言うことを聞きなさい。わた

しはあなたに助言する。どうか神があなたと共にい

ますように。あなたは民のために神の前にいて、事

件を神に述べなさい。 20あなたは彼らに定めと判決

を教え、彼らの歩むべき道と、なすべき事を彼らに

知らせなさい。 21また、すべての民のうちから、有

能な人で、神を恐れ、誠実で不義の利を憎む人を選

び、それを民の上に立てて、千人の長、百人の長、

五十人の長、十人の長としなさい。 22平素は彼らに

民をさばかせ、大事件はすべてあなたの所に持って

こさせ、小事件はすべて彼らにさばかせなさい。こ

うしてあなたを身軽にし、あなたと共に彼らに、荷

を負わせなさい。 23あなたが、もしこの事を行い、

神もまたあなたに命じられるならば、あなたは耐え

ることができ、この民もまた、みな安んじてその所

に帰ることができよう」。 24モーセはしゅうとの言

葉に従い、すべて言われたようにした。 25すなわち

、モーセはすべてのイスラエルのうちから有能な人

を選んで、民の上に長として立て、千人の長、百人

の長、五十人の長、十人の長とした。 26平素は彼ら

が民をさばき、むずかしい事件はモーセに持ってき

たが、小さい事件はすべて彼らみずからさばいた。



出エジプト記 184

27こうしてモーセはしゅうとを送り返したので、そ

の国に帰って行った。

19イスラエルの人々は、エジプトの地を出て後三

月目のその日に、シナイの荒野にはいった。 2すな

わち彼らはレピデムを出立してシナイの荒野に入り

、荒野に宿営した。イスラエルはその所で山の前に

宿営した。 3さて、モーセが神のもとに登ると、主

は山から彼を呼んで言われた、「このように、ヤコ

ブの家に言い、イスラエルの人々に告げなさい、 4

『あなたがたは、わたしがエジプトびとにした事と

、あなたがたを鷲の翼に載せてわたしの所にこさせ

たことを見た。 5それで、もしあなたがたが、まこ

とにわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るな

らば、あなたがたはすべての民にまさって、わたし

の宝となるであろう。全地はわたしの所有だからで

ある。 6あなたがたはわたしに対して祭司の国とな

り、また聖なる民となるであろう』。これがあなた

のイスラエルの人々に語るべき言葉である」。 7そ

れでモーセは行って民の長老たちを呼び、主が命じ

られたこれらの言葉を、すべてその前に述べたので

、 8民はみな共に答えて言った、「われわれは主が

言われたことを、みな行います」。モーセは民の言

葉を主に告げた。 9主はモーセに言われた、「見よ

、わたしは濃い雲のうちにあって、あなたに臨むで

あろう。それはわたしがあなたと語るのを民に聞か

せて、彼らに長くあなたを信じさせるためである」

。モーセは民の言葉を主に告げた。 10主はモーセに

言われた、「あなたは民のところに行って、きょう

とあす、彼らをきよめ、彼らにその衣服を洗わせ、
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11三日目までに備えさせなさい。三日目に主が、す

べての民の目の前で、シナイ山に下るからである。

12あなたは民のために、周囲に境を設けて言いなさ

い、『あなたがたは注意して、山に上らず、また、

その境界に触れないようにしなさい。山に触れる者

は必ず殺されるであろう。 13手をそれに触れてはな

らない。触れる者は必ず石で打ち殺されるか、射殺

されるであろう。獣でも人でも生きることはできな

い』。ラッパが長く響いた時、彼らは山に登ること

ができる」と。 14そこでモーセは山から民のところ

に下り、民をきよめた。彼らはその衣服を洗った。

15モーセは民に言った、「三日目までに備えをしな

さい。女に近づいてはならない」。 16三日目の朝と

なって、かみなりと、いなずまと厚い雲とが、山の

上にあり、ラッパの音が、はなはだ高く響いたので

、宿営におる民はみな震えた。 17モーセが民を神に

会わせるために、宿営から導き出したので、彼らは

山のふもとに立った。 18シナイ山は全山煙った。主

が火のなかにあって、その上に下られたからである

。その煙は、かまどの煙のように立ち上り、全山は

げしく震えた。 19ラッパの音が、いよいよ高くなっ

たとき、モーセは語り、神は、かみなりをもって、

彼に答えられた。 20主はシナイ山の頂に下られた。

そして主がモーセを山の頂に召されたので、モーセ

は登った。 21主はモーセに言われた、「下って行っ

て民を戒めなさい。民が押し破って、主のところに

きて、見ようとし、多くのものが死ぬことのないよ

うにするためである。 22主に近づく祭司たちにもま

た、その身をきよめさせなさい。主が彼らを打つこ
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とのないようにするためである」。 23モーセは主に

言った、「民はシナイ山に登ることはできないでし

ょう。あなたがわたしたちを戒めて『山のまわりに

境を設け、それをきよめよ』と言われたからです」

。 24主は彼に言われた、「行け、下れ。そしてあな

たはアロンと共に登ってきなさい。ただし、祭司た

ちと民とが、押し破って主のところに登ることのな

いようにしなさい。主が彼らを打つことのないよう

にするためである」。 25モーセは民の所に下って行

って彼らに告げた。

20神はこのすべての言葉を語って言われた。 2「

わたしはあなたの神、主であって、あなたをエジプ

トの地、奴隷の家から導き出した者である。 3あな

たはわたしのほかに、なにものをも神としてはなら

ない。 4あなたは自分のために、刻んだ像を造って

はならない。上は天にあるもの、下は地にあるもの

、また地の下の水のなかにあるものの、どんな形を

も造ってはならない。 5それにひれ伏してはならな

い。それに仕えてはならない。あなたの神、主であ

るわたしは、ねたむ神であるから、わたしを憎むも

のは、父の罪を子に報いて、三四代に及ぼし、 6わ

たしを愛し、わたしの戒めを守るものには、恵みを

施して、千代に至るであろう。 7あなたは、あなた

の神、主の名を、みだりに唱えてはならない。主は

、み名をみだりに唱えるものを、罰しないでは置か

ないであろう。 8安息日を覚えて、これを聖とせよ

。 9六日のあいだ働いてあなたのすべてのわざをせ

よ。 10七日目はあなたの神、主の安息であるから、

なんのわざをもしてはならない。あなたもあなたの
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むすこ、娘、しもべ、はしため、家畜、またあなた

の門のうちにいる他国の人もそうである。 11主は六

日のうちに、天と地と海と、その中のすべてのもの

を造って、七日目に休まれたからである。それで主

は安息日を祝福して聖とされた。 12あなたの父と母

を敬え。これは、あなたの神、主が賜わる地で、あ

なたが長く生きるためである。 13あなたは殺しては

ならない。 14あなたは姦淫してはならない。 15あ

なたは盗んではならない。 16あなたは隣人について

、偽証してはならない。 17あなたは隣人の家をむさ

ぼってはならない。隣人の妻、しもべ、はしため、

牛、ろば、またすべて隣人のものをむさぼってはな

らない」。 18民は皆、かみなりと、いなずまと、ラ

ッパの音と、山の煙っているのとを見た。民は恐れ

おののき、遠く離れて立った。 19彼らはモーセに言

った、「あなたがわたしたちに語ってください。わ

たしたちは聞き従います。神がわたしたちに語られ

ぬようにしてください。それでなければ、わたした

ちは死ぬでしょう」。 20モーセは民に言った、「恐

れてはならない。神はあなたがたを試みるため、ま

たその恐れをあなたがたの目の前において、あなた

がたが罪を犯さないようにするために臨まれたので

ある」。 21そこで、民は遠く離れて立ったが、モー

セは神のおられる濃い雲に近づいて行った。 22主は

モーセに言われた、「あなたはイスラエルの人々に

こう言いなさい、『あなたがたは、わたしが天から

あなたがたと語るのを見た。 23あなたがたはわたし

と並べて、何をも造ってはならない。銀の神々も、

金の神々も、あなたがたのために、造ってはならな
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い。 24あなたはわたしのために土の祭壇を築き、そ

の上にあなたの燔祭、酬恩祭、羊、牛をささげなけ

ればならない。わたしの名を覚えさせるすべての所

で、わたしはあなたに臨んで、あなたを祝福するで

あろう。 25あなたがもしわたしに石の祭壇を造るな

らば、切り石で築いてはならない。あなたがもし、

のみをそれに当てるならば、それをけがすからであ

る。 26あなたは階段によって、わたしの祭壇に登っ

てはならない。あなたの隠し所が、その上にあらわ

れることのないようにするためである』。

21これはあなたが彼らの前に示すべきおきてであ

る。 2あなたがヘブルびとである奴隷を買う時は、

六年のあいだ仕えさせ、七年目には無償で自由の身

として去らせなければならない。 3彼がもし独身で

きたならば、独身で去らなければならない。もし妻

を持っていたならば、その妻は彼と共に去らなけれ

ばならない。 4もしその主人が彼に妻を与えて、彼

に男の子また女の子を産んだならば、妻とその子供

は主人のものとなり、彼は独身で去らなければなら

ない。 5奴隷がもし『わたしは、わたしの主人と、

わたしの妻と子供を愛します。わたしは自由の身と

なって去ることを好みません』と明言するならば、

6その主人は彼を神のもとに連れて行き、戸あるいは

柱のところに連れて行って、主人は、きりで彼の耳

を刺し通さなければならない。そうすれば彼はいつ

までもこれに仕えるであろう。 7もし人がその娘を

女奴隷として売るならば、その娘は男奴隷が去るよ

うに去ってはならない。 8彼女がもし彼女を自分の

ものと定めた主人の気にいらない時は、その主人は
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彼女が、あがなわれることを、これに許さなければ

ならない。彼はこれを欺いたのであるから、これを

他国の民に売る権利はない。 9彼がもし彼女を自分

の子のものと定めるならば、これを娘のように扱わ

なければならない。 10彼が、たとい、ほかに女をめ

とることがあっても、前の女に食物と衣服を与える

ことと、その夫婦の道とを絶えさせてはならない。

11彼がもしこの三つを行わないならば、彼女は金を

償わずに去ることができる。 12人を撃って死なせた

者は、必ず殺されなければならない。 13しかし、人

がたくむことをしないのに、神が彼の手に人をわた

されることのある時は、わたしはあなたのために一

つの所を定めよう。彼はその所へのがれることがで

きる。 14しかし人がもし、ことさらにその隣人を欺

いて殺す時は、その者をわたしの祭壇からでも、捕

えて行って殺さなければならない。 15自分の父また

は母を撃つ者は、必ず殺されなければならない。 16

人をかどわかした者は、これを売っていても、なお

彼の手にあっても、必ず殺されなければならない。

17自分の父または母をのろう者は、必ず殺されなけ

ればならない。 18人が互に争い、そのひとりが石ま

たは、こぶしで相手を撃った時、これが死なないで

床につき、 19再び起きあがって、つえにすがり、外

を歩くようになるならば、これを撃った者は、ゆる

されるであろう。ただその仕事を休んだ損失を償い

、かつこれにじゅうぶん治療させなければならない

。 20もし人がつえをもって、自分の男奴隷または女

奴隷を撃ち、その手の下に死ぬならば、必ず罰せら

れなければならない。 21しかし、彼がもし一日か、
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ふつか生き延びるならば、その人は罰せられない。

奴隷は彼の財産だからである。 22もし人が互に争っ

て、身ごもった女を撃ち、これに流産させるならば

、ほかの害がなくとも、彼は必ずその女の夫の求め

る罰金を課せられ、裁判人の定めるとおりに支払わ

なければならない。 23しかし、ほかの害がある時は

、命には命、 24目には目、歯には歯、手には手、足

には足、 25焼き傷には焼き傷、傷には傷、打ち傷に

は打ち傷をもって償わなければならない。 26もし人

が自分の男奴隷の片目、または女奴隷の片目を撃ち

、これをつぶすならば、その目のためにこれを自由

の身として去らせなければならない。 27また、もし

その男奴隷の一本の歯、またはその女奴隷の一本の

歯を撃ち落すならば、その歯のためにこれを自由の

身として去らせなければならない。 28もし牛が男ま

たは女を突いて殺すならば、その牛は必ず石で撃ち

殺されなければならない。その肉は食べてはならな

い。しかし、その牛の持ち主は罪がない。 29牛がも

し以前から突く癖があって、その持ち主が注意され

ても、これを守りおかなかったために、男または女

を殺したならば、その牛は石で撃ち殺され、その持

ち主もまた殺されなければならない。 30彼がもし、

あがないの金を課せられたならば、すべて課せられ

たほどのものを、命の償いに支払わなければならな

い。 31男の子を突いても、女の子を突いても、この

定めに従って処置されなければならない。 32牛がも

し男奴隷または女奴隷を突くならば、その主人に銀

三十シケルを支払わなければならない。またその牛

は石で撃ち殺されなければならない。 33もし人が穴
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をあけたままに置き、あるいは穴を掘ってこれにお

おいをしないために、牛または、ろばがこれに落ち

込むことがあれば、 34穴の持ち主はこれを償い、金

をその持ち主に支払わなければならない。しかし、

その死んだ獣は彼のものとなるであろう。 35ある人

の牛が、もし他人の牛を突いて殺すならば、彼らは

その生きている牛を売って、その価を分け、またそ

の死んだものをも分けなければならない。 36あるい

はその牛が以前から突く癖のあることが知られてい

るのに、その持ち主がこれを守りおかなかったなら

ば、その人は必ずその牛のために牛をもって償わな

ければならない。しかし、その死んだ獣は彼のもの

となるであろう。

22もし人が牛または羊を盗んで、これを殺し、あ

るいはこれを売るならば、彼は一頭の牛のために五

頭の牛をもって、一頭の羊のために四頭の羊をもっ

て償わなければならない。 2もし盗びとが穴をあけ

てはいるのを見て、これを撃って殺したときは、そ

の人には血を流した罪はない。 3彼は必ず償わなけ

ればならない。もし彼に何もない時は、彼はその盗

んだ物のために身を売られるであろう。 しかし日が

のぼって後ならば、その人に血を流した罪がある。

4もしその盗んだ物がなお生きて、彼の手もとにあれ

ば、それは牛、ろば、羊のいずれにせよ、これを二

倍にして償わなければならない。 5もし人が畑また

はぶどう畑のものを食わせ、その家畜を放って他人

の畑のものを食わせた時は、自分の畑の最も良い物

と、ぶどう畑の最も良い物をもって、これを償わな

ければならない。 6もし火が出て、いばらに移り、
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積みあげた麦束、または立穂、または畑を焼いたな

らば、その火を燃やした者は、必ずこれを償わなけ

ればならない。 7もし人が金銭または物品の保管を

隣人に託し、それが隣人の家から盗まれた時、その

盗びとが見つけられたならば、これを二倍にして償

わせなければならない。 8もし盗びとが見つけられ

なければ、家の主人を神の前に連れてきて、彼が隣

人の持ち物に手をかけたかどうかを、確かめなけれ

ばならない。 9牛であれ、ろばであれ、羊であれ、

衣服であれ、あるいはどんな失った物であれ、それ

について言い争いが起り『これがそれです』と言う

者があれば、その双方の言い分を、神の前に持ち出

さなければならない。そして神が有罪と定められる

者は、それを二倍にしてその相手に償わなければな

らない。 10もし人が、ろば、または牛、または羊、

またはどんな家畜でも、それを隣人に預けて、それ

が死ぬか、傷つくか、あるいは奪い去られても、そ

れを見た者がなければ、 11双方の間に、隣人の持ち

物に手をかけなかったという誓いが、主の前になさ

れなければならない。そうすれば、持ち主はこれを

受け入れ、隣人は償うに及ばない。 12けれども、そ

れがまさしく自分の所から盗まれた時は、その持ち

主に償わなければならない。 13もしそれが裂き殺さ

れた時は、それを証拠として持って来るならば、そ

の裂き殺されたものは償うに及ばない。 14もし人が

隣人から家畜を借りて、それが傷つき、または死ぬ

場合、その持ち主がそれと共にいない時は、必ずこ

れを償わなければならない。 15もしその持ち主がそ

れと共におれば、それを償うに及ばない。もしそれ
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が賃借りしたものならば、その借賃をそれに当てな

ければならない。 16もし人がまだ婚約しない処女を

誘って、これと寝たならば、彼は必ずこれに花嫁料

を払って、妻としなければならない。 17もしその父

がこれをその人に与えることをかたく拒むならば、

彼は処女の花嫁料に当るほどの金を払わなければな

らない。 18魔法使の女は、これを生かしておいては

ならない。 19すべて獣を犯す者は、必ず殺されなけ

ればならない。 20主のほか、他の神々に犠牲をささ

げる者は、断ち滅ぼされなければならない。 21あな

たは寄留の他国人を苦しめてはならない。また、こ

れをしえたげてはならない。あなたがたも、かつて

エジプトの国で、寄留の他国人であったからである

。 22あなたがたはすべて寡婦、または孤児を悩まし

てはならない。 23もしあなたが彼らを悩まして、彼

らがわたしにむかって叫ぶならば、わたしは必ずそ

の叫びを聞くであろう。 24そしてわたしの怒りは燃

えたち、つるぎをもってあなたがたを殺すであろう

。あなたがたの妻は寡婦となり、あなたがたの子供

たちは孤児となるであろう。 25あなたが、共におる

わたしの民の貧しい者に金を貸す時は、これに対し

て金貸しのようになってはならない。これから利子

を取ってはならない。 26もし隣人の上着を質に取る

ならば、日の入るまでにそれを返さなければならな

い。 27これは彼の身をおおう、ただ一つの物、彼の

膚のための着物だからである。彼は何を着て寝るこ

とができよう。彼がわたしにむかって叫ぶならば、

わたしはこれに聞くであろう。わたしはあわれみ深

いからである。 28あなたは神をののしってはならな
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い。また民の司をのろってはならない。 29あなたの

豊かな穀物と、あふれる酒とをささげるに、ためら

ってはならない。あなたのういごを、わたしにささ

げなければならない。 30あなたはまた、あなたの牛

と羊をも同様にしなければならない。七日の間その

母と共に置いて、八日目にそれをわたしに、ささげ

なければならない。 31あなたがたは、わたしに対し

て聖なる民とならなければならない。あなたがたは

、野で裂き殺されたものの肉を食べてはならない。

それは犬に投げ与えなければならない。

23あなたは偽りのうわさを言いふらしてはならな

い。あなたは悪人と手を携えて、悪意のある証人に

なってはならない。 2あなたは多数に従って悪をお

こなってはならない。あなたは訴訟において、多数

に従って片寄り、正義を曲げるような証言をしては

ならない。 3また貧しい人をその訴訟において、曲

げてかばってはならない。 4もし、あなたが敵の牛

または、ろばの迷っているのに会う時は、必ずこれ

を彼の所に連れて行って、帰さなければならない。

5もしあなたを憎む者のろばが、その荷物の下に倒れ

伏しているのを見る時は、これを見捨てて置かない

ように気をつけ、必ずその人に手を貸して、これを

起さなければならない。 6あなたは貧しい者の訴訟

において、裁判を曲げてはならない。 7あなたは偽

り事に遠ざからなければならない。あなたは罪のな

い者と正しい者とを殺してはならない。わたしは悪

人を義とすることはないからである。 8あなたは賄

賂を取ってはならない。賄賂は人の目をくらまし、

正しい者の事件をも曲げさせるからである。 9あな
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たは寄留の他国人をしえたげてはならない。あなた

がたはエジプトの国で寄留の他国人であったので、

寄留の他国人の心を知っているからである。 10あな

たは六年のあいだ、地に種をまき、その産物を取り

入れることができる。 11しかし、七年目には、これ

を休ませて、耕さずに置かなければならない。そう

すれば、あなたの民の貧しい者がこれを食べ、その

残りは野の獣が食べることができる。あなたのぶど

う畑も、オリブ畑も同様にしなければならない。 12

あなたは六日のあいだ、仕事をし、七日目には休ま

なければならない。これはあなたの牛および、ろば

が休みを得、またあなたのはしための子および寄留

の他国人を休ませるためである。 13わたしが、あな

たがたに言ったすべての事に心を留めなさい。他の

神々の名を唱えてはならない。また、これをあなた

のくちびるから聞えさせてはならない。 14あなたは

年に三度、わたしのために祭を行わなければならな

い。 15あなたは種入れぬパンの祭を守らなければな

らない。わたしが、あなたに命じたように、アビブ

の月の定めの時に七日のあいだ、種入れぬパンを食

べなければならない。それはその月にあなたがエジ

プトから出たからである。だれも、むなし手でわた

しの前に出てはならない。 16また、あなたが畑にま

いて獲た物の勤労の初穂をささげる刈入れの祭と、

あなたの勤労の実を畑から取り入れる年の終りに、

取入れの祭を行わなければならない。 17男子はみな

、年に三度、主なる神の前に出なければならない。

18あなたはわたしの犠牲の血を、種を入れたパンと

共にささげてはならない。また、わたしの祭の脂肪
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を翌朝まで残して置いてはならない。 19あなたの土

地の初穂の最も良い物を、あなたの神、主の家に携

えてこなければならない。あなたは子やぎを、その

母の乳で煮てはならない。 20見よ、わたしは使をあ

なたの前につかわし、あなたを道で守らせ、わたし

が備えた所に導かせるであろう。 21あなたはその前

に慎み、その言葉に聞き従い、彼にそむいてはなら

ない。わたしの名が彼のうちにあるゆえに、彼はあ

なたがたのとがをゆるさないであろう。 22しかし、

もしあなたが彼の声によく聞き従い、すべてわたし

が語ることを行うならば、わたしはあなたの敵を敵

とし、あなたのあだをあだとするであろう。 23わた

しの使はあなたの前に行って、あなたをアモリびと

、ヘテびと、ペリジびと、カナンびと、ヒビびと、

およびエブスびとの所に導き、わたしは彼らを滅ぼ

すであろう。 24あなたは彼らの神々を拝んではなら

ない。これに仕えてはならない。また彼らのおこな

いにならってはならない。あなたは彼らを全く打ち

倒し、その石の柱を打ち砕かなければならない。 25

あなたがたの神、主に仕えなければならない。そう

すれば、わたしはあなたがたのパンと水を祝し、あ

なたがたのうちから病を除き去るであろう。 26あな

たの国のうちには流産する女もなく、不妊の女もな

く、わたしはあなたの日の数を満ち足らせるであろ

う。 27わたしはあなたの先に、わたしの恐れをつか

わし、あなたが行く所の民を、ことごとく打ち敗り

、すべての敵に、その背をあなたの方へ向けさせる

であろう。 28わたしはまた、くまばちをあなたの先

につかわすであろう。これはヒビびと、カナンびと
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、およびヘテびとをあなたの前から追い払うであろ

う。 29しかし、わたしは彼らを一年のうちには、あ

なたの前から追い払わないであろう。土地が荒れす

たれ、野の獣が増して、あなたを害することのない

ためである。 30わたしは徐々に彼らをあなたの前か

ら追い払うであろう。あなたは、ついにふえひろが

って、この地を継ぐようになるであろう。 31わたし

は紅海からペリシテびとの海に至るまでと、荒野か

らユフラテ川に至るまでを、あなたの領域とし、こ

の地に住んでいる者をあなたの手にわたすであろう

。あなたは彼らをあなたの前から追い払うであろう

。 32あなたは彼ら、および彼らの神々と契約を結ん

ではならない。 33彼らはあなたの国に住んではなら

ない。彼らがあなたをいざなって、わたしに対して

罪を犯させることのないためである。もし、あなた

が彼らの神に仕えるならば、それは必ずあなたのわ

なとなるであろう」。

24また、モーセに言われた、「あなたはアロン、

ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人の長老た

ちと共に、主のもとにのぼってきなさい。そしてあ

なたがたは遠く離れて礼拝しなさい。 2ただモーセ

ひとりが主に近づき、他の者は近づいてはならない

。また、民も彼と共にのぼってはならない」。 3モ

ーセはきて、主のすべての言葉と、すべてのおきて

とを民に告げた。民はみな同音に答えて言った、「

わたしたちは主の仰せられた言葉を皆、行います」

。 4そしてモーセは主の言葉を、ことごとく書きし

るし、朝はやく起きて山のふもとに祭壇を築き、イ

スラエルの十二部族に従って十二の柱を建て、 5イ
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スラエルの人々のうちの若者たちをつかわして、主

に燔祭をささげさせ、また酬恩祭として雄牛をささ

げさせた。 6その時モーセはその血の半ばを取って

、鉢に入れ、また、その血の半ばを祭壇に注ぎかけ

た。 7そして契約の書を取って、これを民に読み聞

かせた。すると、彼らは答えて言った、「わたした

ちは主が仰せられたことを皆、従順に行います」。

8そこでモーセはその血を取って、民に注ぎかけ、そ

して言った、「見よ、これは主がこれらのすべての

言葉に基いて、あなたがたと結ばれる契約の血であ

る」。 9こうしてモーセはアロン、ナダブ、アビウ

およびイスラエルの七十人の長老たちと共にのぼっ

て行った。 10そして、彼らがイスラエルの神を見る

と、その足の下にはサファイアの敷石のごとき物が

あり、澄み渡るおおぞらのようであった。 11神はイ

スラエルの人々の指導者たちを手にかけられなかっ

たので、彼らは神を見て、飲み食いした。 12ときに

主はモーセに言われた、「山に登り、わたしの所に

きて、そこにいなさい。彼らを教えるために、わた

しが律法と戒めとを書きしるした石の板をあなたに

授けるであろう」。 13そこでモーセは従者ヨシュア

と共に立ちあがり、モーセは神の山に登った。 14彼

は長老たちに言った、「わたしたちがあなたがたの

所に帰って来るまで、ここで待っていなさい。見よ

、アロンとホルとが、あなたがたと共にいるから、

事ある者は、だれでも彼らの所へ行きなさい」。 15

こうしてモーセは山に登ったが、雲は山をおおって

いた。 16主の栄光がシナイ山の上にとどまり、雲は

六日のあいだ、山をおおっていたが、七日目に主は
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雲の中からモーセを呼ばれた。 17主の栄光は山の頂

で、燃える火のようにイスラエルの人々の目に見え

たが、 18モーセは雲の中にはいって、山に登った。

そしてモーセは四十日四十夜、山にいた。

25主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に告げて、わたしのためにささげ物を携えてこさせ

なさい。すべて、心から喜んでする者から、わたし

にささげる物を受け取りなさい。 3あなたがたが彼

らから受け取るべきささげ物はこれである。すなわ

ち金、銀、青銅、 4青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸

、やぎの毛糸、 5あかね染の雄羊の皮、じゅごんの

皮、アカシヤ材、 6ともし油、注ぎ油と香ばしい薫

香のための香料、 7縞めのう、エポデと胸当にはめ

る宝石。 8また、彼らにわたしのために聖所を造ら

せなさい。わたしが彼らのうちに住むためである。

9すべてあなたに示す幕屋の型および、そのもろもろ

の器の型に従って、これを造らなければならない。

10彼らはアカシヤ材で箱を造らなければならない。

長さは二キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一

キュビト半。 11あなたは純金でこれをおおわなけれ

ばならない。すなわち内外ともにこれをおおい、そ

の上の周囲に金の飾り縁を造らなければならない。

12また金の環四つを鋳て、その四すみに取り付けな

ければならない。すなわち二つの環をこちら側に、

二つの環をあちら側に付けなければならない。 13ま

たアカシヤ材のさおを造り、金でこれをおおわなけ

ればならない。 14そしてそのさおを箱の側面の環に

通し、それで箱をかつがなければならない。 15さお

は箱の環に差して置き、それを抜き放してはならな
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い。 16そしてその箱に、わたしがあなたに与えるあ

かしの板を納めなければならない。 17また純金の贖

罪所を造らなければならない。長さは二キュビト半

、幅は一キュビト半。 18また二つの金のケルビムを

造らなければならない。これを打物造りとし、贖罪

所の両端に置かなければならない。 19一つのケルブ

をこの端に、一つのケルブをかの端に造り、ケルビ

ムを贖罪所の一部としてその両端に造らなければな

らない。 20ケルビムは翼を高く伸べ、その翼をもっ

て贖罪所をおおい、顔は互にむかい合い、ケルビム

の顔は贖罪所にむかわなければならない。 21あなた

は贖罪所を箱の上に置き、箱の中にはわたしが授け

るあかしの板を納めなければならない。 22その所で

わたしはあなたに会い、贖罪所の上から、あかしの

箱の上にある二つのケルビムの間から、イスラエル

の人々のために、わたしが命じようとするもろもろ

の事を、あなたに語るであろう。 23あなたはまたア

カシヤ材の机を造らなければならない。長さは二キ

ュビト、幅は一キュビト、高さは一キュビト半。 24

純金でこれをおおい、周囲に金の飾り縁を造り、 25

またその周囲に手幅の棧を造り、その棧の周囲に金

の飾り縁を造らなければならない。 26また、そのた

めに金の環四つを造り、その四つの足のすみ四か所

にその環を取り付けなければならない。 27環は棧の

わきに付けて、机をかつぐさおを入れる所としなけ

ればならない。 28またアカシヤ材のさおを造り、金

でこれをおおい、それをもって、机をかつがなけれ

ばならない。 29また、その皿、乳香を盛る杯および

灌祭を注ぐための瓶と鉢を造り、これらは純金で造
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らなければならない。 30そして机の上には供えのパ

ンを置いて、常にわたしの前にあるようにしなけれ

ばならない。 31また純金の燭台を造らなければなら

ない。燭台は打物造りとし、その台、幹、萼、節、

花を一つに連ならせなければならない。 32また六つ

の枝をそのわきから出させ、燭台の三つの枝をこの

側から、燭台の三つの枝をかの側から出させなけれ

ばならない。 33あめんどうの花の形をした三つの萼

が、それぞれ節と花をもって一つの枝にあり、また

、あめんどうの花の形をした三つの萼が、それぞれ

節と花をもってほかの枝にあるようにし、燭台から

出る六つの枝を、みなそのようにしなければならな

い。 34また、燭台の幹には、あめんどうの花の形を

した四つの萼を付け、その萼にはそれぞれ節と花を

もたせなさい。 35すなわち二つの枝の下に一つの節

を取り付け、次の二つの枝の下に一つの節を取り付

け、更に次の二つの枝の下に一つの節を取り付け、

燭台の幹から出る六つの枝に、みなそのようにしな

ければならない。 36それらの節と枝を一つに連ね、

ことごとく純金の打物造りにしなければならない。

37また、それのともしび皿を七つ造り、そのともし

び皿に火をともして、その前方を照させなければな

らない。 38その芯切りばさみと、芯取り皿は純金で

造らなければならない。 39すなわち純金一タラント

で燭台と、これらのもろもろの器とが造られなけれ

ばならない。 40そしてあなたが山で示された型に従

い、注意してこれを造らなければならない。

26あなたはまた十枚の幕をもって幕屋を造らなけ

ればならない。すなわち亜麻の撚糸、青糸、紫糸、
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緋糸で幕を作り、巧みなわざをもって、それにケル

ビムを織り出さなければならない。 2幕の長さは、

おのおの二十八キュビト、幕の幅は、おのおの四キ

ュビトで、幕は皆同じ寸法でなければならない。 3

その幕五枚を互に連ね合わせ、また他の五枚の幕を

も互に連ね合わせなければならない。 4その一連の

端にある幕の縁に青色の乳をつけ、また他の一連の

端にある幕の縁にもそのようにしなければならない

。 5あなたは、その一枚の幕に乳五十をつけ、また

他の一連の幕の端にも乳五十をつけ、その乳を互に

相向かわせなければならない。 6あなたはまた金の

輪五十を作り、その輪で幕を互に連ね合わせて一つ

の幕屋にしなければならない。 7また幕屋をおおう

天幕のためにやぎの毛糸で幕を作らなければならな

い。すなわち幕十一枚を作り、 8その一枚の幕の長

さは三十キュビト、その一枚の幕の幅は四キュビト

で、その十一枚の幕は同じ寸法でなければならない

。 9そして、その幕五枚を一つに連ね合わせ、また

その幕六枚を一つに連ね合わせて、その六枚目の幕

を天幕の前で折り重ねなければならない。 10またそ

の一連の端にある幕の縁に乳五十をつけ、他の一連

の幕の縁にも乳五十をつけなさい。 11そして青銅の

輪五十を作り、その輪を乳に掛け、その天幕を連ね

合わせて一つにし、 12その天幕の幕の残りの垂れる

部分、すなわちその残りの半幕を幕屋のうしろに垂

れさせなければならない。 13そして天幕の幕のたけ

で余るものの、こちらのキュビトと、あちらのキュ

ビトとは、幕屋をおおうように、その両側のこちら

とあちらとに垂れさせなければならない。 14また、
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あかね染めの雄羊の皮で天幕のおおいと、じゅごん

の皮でその上にかけるおおいとを造らなければなら

ない。 15あなたは幕屋のために、アカシヤ材で立枠

を造らなければならない。 16枠の長さを十キュビト

、枠の幅を一キュビト半とし、 17枠ごとに二つの柄

を造って、かれとこれとを食い合わさせ、幕屋のす

べての枠にこのようにしなければならない。 18あな

たは幕屋のために枠を造り、南側のために枠二十と

し、 19その二十の枠の下に銀の座四十を造って、こ

の枠の下に、その二つの柄のために二つの座を置き

、かの枠の下にもその二つの柄のために二つの座を

置かなければならない。 20また幕屋の他の側、すな

わち北側のためにも枠二十を造り、 21その銀の座四

十を造って、この枠の下に、二つの座を置き、かの

枠の下にも二つの座を置かなければならない。 22ま

た幕屋のうしろ、すなわち西側のために枠六つを造

り、 23幕屋のうしろの二つのすみのために枠二つを

造らなければならない。 24これらは下で重なり合い

、同じくその頂でも第一の環まで重なり合うように

し、その二つともそのようにしなければならない。

それらは二つのすみのために設けるものである。 25

こうしてその枠は八つ、その銀の座は十六、この枠

の下に二つの座、かの枠の下にも二つの座を置かな

ければならない。 26またアカシヤ材で横木を造らな

ければならない。すなわち幕屋のこの側の枠のため

に五つ、 27また幕屋のかの側の枠のために横木五つ

、幕屋のうしろの西側の枠のために横木五つを造り

、 28枠のまん中にある中央の横木は端から端まで通

るようにしなければならない。 29そしてその枠を金
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でおおい、また横木を通すその環を金で造り、また

、その横木を金でおおわなければならない。 30こう

してあなたは山で示された様式に従って幕屋を建て

なければならない。 31また青糸、紫糸、緋糸、亜麻

の撚糸で垂幕を作り、巧みなわざをもって、それに

ケルビムを織り出さなければならない。 32そして金

でおおった四つのアカシヤ材の柱の金の鉤にこれを

掛け、その柱は四つの銀の座の上にすえなければな

らない。 33その垂幕の輪を鉤に掛け、その垂幕の内

にあかしの箱を納めなさい。その垂幕はあなたがた

のために聖所と至聖所とを隔て分けるであろう。 34

また至聖所にあるあかしの箱の上に贖罪所を置かな

ければならない。 35そしてその垂幕の外に机を置き

、幕屋の南側に、机に向かい合わせて燭台を置かな

ければならない。ただし机は北側に置かなければな

らない。 36あなたはまた天幕の入口のために青糸、

紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織ったと

ばりを作らなければならない。 37あなたはそのとば

りのためにアカシヤ材の柱五つを造り、これを金で

おおい、その鉤を金で造り、またその柱のために青

銅の座五つを鋳て造らなければならない。

27あなたはまたアカシヤ材で祭壇を造らなければ

ならない。長さ五キュビト、幅五キュビトの四角で

、高さは三キュビトである。 2その四すみの上にそ

の一部としてそれの角を造り、青銅で祭壇をおおわ

なければならない。 3また灰を取るつぼ、十能、鉢

、肉叉、火皿を造り、その器はみな青銅で造らなけ

ればならない。 4また祭壇のために青銅の網細工の

格子を造り、その四すみで、網の上に青銅の環を四
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つ取り付けなければならない。 5その網を祭壇の出

張りの下に取り付け、これを祭壇の高さの半ばに達

するようにしなければならない。 6また祭壇のため

に、さおを造らなければならない。すなわちアカシ

ヤ材で、さおを造り、青銅で、これをおおわなけれ

ばならない。 7そのさおを環に通し、さおを祭壇の

両側にして、これをかつがなければならない。 8祭

壇は板で空洞に造り、山で示されたように、これを

造らなければならない。 9あなたはまた幕屋の庭を

造り、両側では庭のために長さ百キュビトの亜麻の

撚糸のあげばりを設け、その一方に当てなければな

らない。 10その柱は二十、その柱の二十の座は青銅

にし、その柱の鉤と桁とは銀にしなければならない

。 11また同じく北側のために、長さ百キュビトのあ

げばりを設けなければならない。その柱は二十、そ

の柱の二十の座は青銅にし、その柱の鉤と桁とは銀

にしなければならない。 12また庭の西側の幅のため

に五十キュビトのあげばりを設けなければならない

。その柱は十、その座も十。 13また東側でも庭の幅

を五十キュビトにしなければならない。 14そしてそ

の一方に十五キュビトのあげばりを設けなければな

らない。その柱は三つ、その座も三つ。 15また他の

一方にも十五キュビトのあげばりを設けなければな

らない。その柱は三つ、その座も三つ。 16庭の門の

ために青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりど

りに織った長さ二十キュビトのとばりを設けなけれ

ばならない。その柱は四つ、その座も四つ。 17庭の

周囲の柱はみな銀の桁でつなぎ、その鉤は銀、その

座は青銅にしなければならない。 18庭の長さは百キ
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ュビト、その幅は五十キュビト、その高さは五キュ

ビトで、亜麻の撚糸の布を掛けめぐらし、その座を

青銅にしなければならない。 19すべて幕屋に用いる

もろもろの器、およびそのすべての釘、また庭のす

べての釘は青銅で造らなければならない。 20あなた

はまたイスラエルの人々に命じて、オリブをつぶし

て採った純粋の油を、ともし火のために持ってこさ

せ、絶えずともし火をともさなければならない。 21

アロンとその子たちとは、会見の幕屋の中のあかし

の箱の前にある垂幕の外で、夕から朝まで主の前に

、そのともし火を整えなければならない。これはイ

スラエルの人々の守るべき世々変らざる定めでなけ

ればならない。

28またイスラエルの人々のうちから、あなたの兄

弟アロンとその子たち、すなわちアロンとアロンの

子ナダブ、アビウ、エレアザル、イタマルとをあな

たのもとにこさせ、祭司としてわたしに仕えさせ、

2またあなたの兄弟アロンのために聖なる衣服を作っ

て、彼に栄えと麗しきをもたせなければならない。

3あなたはすべて心に知恵ある者、すなわち、わたし

が知恵の霊を満たした者たちに語って、アロンの衣

服を作らせ、アロンを聖別し、祭司としてわたしに

仕えさせなければならない。 4彼らの作るべき衣服

は次のとおりである。すなわち胸当、エポデ、衣、

市松模様の服、帽子、帯である。彼らはあなたの兄

弟アロンとその子たちとのために聖なる衣服を作り

、祭司としてわたしに仕えさせなければならない。

5彼らは金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を受け

取らなければならない。 6そして彼らは金糸、青糸
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、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を用い、巧みなわざをも

ってエポデを作らなければならない。 7これに二つ

の肩ひもを付け、その両端を、これに付けなければ

ならない。 8エポデの上で、これをつかねる帯は、

同じきれでエポデの作りのように、金糸、青糸、紫

糸、緋糸、亜麻の撚糸で作らなければならない。 9

あなたは二つの縞めのうを取って、その上にイスラ

エルの子たちの名を刻まなければならない。 10すな

わち、その名六つを一つの石に、残りの名六つを他

の石に、彼らの生れた順に刻まなければならない。

11宝石に彫刻する人が印を彫刻するように、イスラ

エルの子たちの名をその二つの石に刻み、それを金

の編細工にはめ、 12この二つの石をエポデの肩ひも

につけて、イスラエルの子たちの記念の石としなけ

ればならない。こうしてアロンは主の前でその両肩

に彼らの名を負うて記念としなければならない。 13

あなたはまた金の編細工を作らなければならない。

14そして二つの純金の鎖を、ひも細工にねじて作り

、そのひもの鎖をかの編細工につけなければならな

い。 15あなたはまたさばきの胸当を巧みなわざをも

って作り、これをエポデの作りのように作らなけれ

ばならない。すなわち金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜

麻の撚糸で、これを作らなければならない。 16これ

は二つに折って四角にし、長さは一指当り、幅も一

指当りとしなければならない。 17またその中に宝石

を四列にはめ込まなければならない。すなわち紅玉

髄、貴かんらん石、水晶の列を第一列とし、 18第二

列は、ざくろ石、るり、赤縞めのう。 19第三列は黄

水晶、めのう、紫水晶。 20第四列は黄碧玉、縞めの
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う、碧玉であって、これらを金の編細工の中にはめ

込まなければならない。 21その宝石はイスラエルの

子らの名に従い、その名とひとしく十二とし、おの

おの印の彫刻のように十二の部族のためにその名を

刻まなければならない。 22またひも細工にねじた純

金の鎖を胸当につけなければならない。 23また、胸

当のために金の環二つを作り、胸当の両端にその二

つの環をつけ、 24かの二筋の金のひもを胸当の端の

二つの環につけなければならない。 25ただし、その

二筋のひもの他の両端をかの二つの編細工につけ、

エポデの肩ひもにつけて、前にくるようにしなけれ

ばならない。 26あなたはまた二つの金の環を作って

、これを胸当の両端につけなければならない。すな

わちエポデに接する内側の縁にこれをつけなければ

ならない。 27また二つの金の環を作って、これをエ

ポデの二つの肩ひもの下の部分につけ、前の方で、

そのつなぎ目に近く、エポデの帯の上の方にあるよ

うにしなければならない。 28胸当は青ひもをもって

、その環をエポデの環に結びつけ、エポデの帯の上

の方にあるようにしなければならない。こうして胸

当がエポデから離れないようにしなければならない

。 29アロンが聖所にはいる時は、さばきの胸当にあ

るイスラエルの子たちの名をその胸に置き、主の前

に常に覚えとしなければならない。 30あなたはさば

きの胸当にウリムとトンミムを入れて、アロンが主

の前にいたる時、その胸の上にあるようにしなけれ

ばならない。こうしてアロンは主の前に常にイスラ

エルの子たちのさばきを、その胸に置かなければな

らない。 31あなたはまた、エポデに属する上服をす
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べて青地で作らなければならない。 32頭を通す口を

、そのまん中に設け、その口の周囲には、よろいの

えりのように織物の縁をつけて、ほころびないよう

にし、 33そのすそには青糸、紫糸、緋糸で、ざくろ

を作り、そのすその周囲につけ、また周囲に金の鈴

をざくろの間々につけなければならない。 34すなわ

ち金の鈴にざくろ、また金の鈴にざくろと、上服の

すその周囲につけなければならない。 35アロンは務

の時、これを着なければならない。彼が聖所にはい

って主の前にいたる時、また出る時、その音が聞え

て、彼は死を免れるであろう。 36あなたはまた純金

の板を造り、印の彫刻のように、その上に『主に聖

なる者』と刻み、 37これを青ひもで帽子に付け、そ

れが帽子の前の方に来るようにしなければならない

。 38これはアロンの額にあり、そしてアロンはイス

ラエルの人々がささげる聖なる物、すなわち彼らの

もろもろの聖なる供え物についての罪の責めを負う

であろう。これは主の前にそれらの受けいれられる

ため、常にアロンの額になければならない。 39あな

たは亜麻糸で市松模様に下服を織り、亜麻布で、ず

きんを作り、また、帯を色とりどりに織って作らな

ければならない。 40あなたはまたアロンの子たちの

ために下服を作り、彼らのために帯を作り、彼らの

ために、ずきんを作って、彼らに栄えと麗しきをも

たせなければならない。 41そしてあなたはこれをあ

なたの兄弟アロンおよび彼と共にいるその子たちに

着せ、彼らに油を注ぎ、彼らを職に任じ、彼らを聖

別し、祭司として、わたしに仕えさせなければなら

ない。 42また、彼らのために、その隠し所をおおう
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亜麻布のしたばきを作り、腰からももに届くように

しなければならない。 43アロンとその子たちは会見

の幕屋にはいる時、あるいは聖所で務をするために

祭壇に近づく時に、これを着なければならない。そ

うすれば、彼らは罪を得て死ぬことはないであろう

。これは彼と彼の後の子孫とのための永久の定めで

なければならない。

29あなたは彼らを聖別し、祭司としてわたしに仕

えさせるために、次の事を彼らにしなければならな

い。すなわち若い雄牛一頭と、きずのない雄羊二頭

とを取り、 2また種入れぬパンと、油を混ぜた種入

れぬ菓子と、油を塗った種入れぬせんべいとを取り

なさい。これらは小麦粉で作らなければならない。

3そしてこれを一つのかごに入れ、そのかごに入れた

まま、かの一頭の雄牛および二頭の雄羊と共に携え

てこなければならない。 4あなたはまたアロンとそ

の子たちを会見の幕屋の入口に連れてきて、水で彼

らを洗い清め、 5また衣服を取り、下服とエポデに

属する上服と、エポデと胸当とをアロンに着せ、エ

ポデの帯を締めさせなければならない。 6そして彼

の頭に帽子をかぶらせ、その帽子の上にかの聖なる

冠をいただかせ、 7注ぎ油を取って彼の頭にかけ、

彼に油注ぎをしなければならない。 8あなたはまた

彼の子たちを連れてきて下服を着せ、 9彼ら、すな

わちアロンとその子たちに帯を締めさせ、ずきんを

かぶらせなければならない。祭司の職は永久の定め

によって彼らに帰するであろう。あなたはこうして

、アロンとその子たちを職に任じなければならない

。 10あなたは会見の幕屋の前に雄牛を引いてきて、
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アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置かな

ければならない。 11そして会見の幕屋の入口で、主

の前にその雄牛をほふり、 12その雄牛の血を取り、

指をもって、これを祭壇の角につけ、その残りの血

を祭壇の基に注ぎかけなさい。 13また、その内臓を

おおうすべての脂肪と肝臓の小葉と、二つの腎臓と

、その上の脂肪とを取って、これを祭壇の上で焼か

なければならない。 14ただし、その雄牛の肉と皮と

汚物とは、宿営の外で火で焼き捨てなければならな

い。これは罪祭である。 15あなたはまた、かの雄羊

の一頭を取り、そしてアロンとその子たちは、その

雄羊の頭に手を置かなければならない。 16あなたは

その雄羊をほふり、その血を取って、祭壇の四つの

側面に注ぎかけなければならない。 17またその雄羊

を切り裂き、その内臓と、その足とを洗って、これ

をその肉の切れ、および頭と共に置き、 18その雄羊

をみな祭壇の上で焼かなければならない。これは主

にささげる燔祭である。すなわち、これは香ばしい

かおりであって、主にささげる火祭である。 19あな

たはまた雄羊の他の一頭を取り、アロンとその子た

ちは、その雄羊の頭に手を置かなければならない。

20そしてあなたはその雄羊をほふり、その血を取っ

て、アロンの右の耳たぶと、その子たちの右の耳た

ぶとにつけ、また彼らの右の手の親指と、右の足の

親指とにつけ、その残りの血を祭壇の四つの側面に

注ぎかけなければならない。 21また祭壇の上の血お

よび注ぎ油を取って、アロンとその衣服、およびそ

の子たちと、その子たちの衣服とに注がなければな

らない。彼とその衣服、およびその子らと、その衣
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服とは聖別されるであろう。 22あなたはまた、その

雄羊の脂肪、脂尾、内臓をおおう脂肪、肝臓の小葉

、二つの腎臓、その上の脂肪、および右のももを取

らなければならない。これは任職の雄羊である。 23

また主の前にある種入れぬパンのかごの中からパン

一個と、油菓子一個と、せんべい一個とを取り、 24

これをみなアロンの手と、その子たちの手に置き、

これを主の前に揺り動かして、揺祭としなければな

らない。 25そしてあなたはこれを彼らの手から受け

取り、燔祭に加えて祭壇の上で焼き、主の前に香ば

しいかおりとしなければならない。これは主にささ

げる火祭である。 26あなたはまた、アロンの任職の

雄羊の胸を取り、これを主の前に揺り動かして、揺

祭としなければならない。これはあなたの受ける分

となるであろう。 27あなたはアロンとその子たちの

任職の雄羊の胸ともも、すなわち揺り動かした揺祭

の胸と、ささげたももとを聖別しなければならない

。 28これはイスラエルの人々から永久に、アロンと

その子たちの受くべきささげ物であって、イスラエ

ルの人々の酬恩祭の犠牲の中から受くべきもの、す

なわち主にささげるささげ物である。 29アロンの聖

なる衣服は彼の後の子孫に帰すべきである。彼らは

これを着て、油注がれ、職に任ぜられなければなら

ない。 30その子たちのうち、彼に代って祭司となり

、聖所で仕えるために会見の幕屋にはいる者は、七

日の間これを着なければならない。 31あなたは任職

の雄羊を取り、聖なる場所でその肉を煮なければな

らない。 32アロンとその子たちは会見の幕屋の入口

で、その雄羊の肉と、かごの中のパンとを食べなけ
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ればならない。 33彼らを職に任じ、聖別するため、

あがないに用いたこれらのものを、彼らは食べなけ

ればならない。他の人はこれを食べてはならない。

これは聖なる物だからである。 34もし任職の肉、あ

るいはパンのうち、朝まで残るものがあれば、その

残りは火で焼かなければならない。これは聖なる物

だから食べてはならない。 35あなたはわたしがすべ

て命じるように、アロンとその子たちにしなければ

ならない。すなわち彼らのために七日のあいだ、任

職の式を行わなければならない。 36あなたは毎日、

あがないのために、罪祭の雄牛一頭をささげなけれ

ばならない。また祭壇のために、あがないをなす時

、そのために罪祭をささげ、また、これに油を注い

で聖別しなさい。 37あなたは七日の間、祭壇のため

に、あがないをして、これを聖別しなければならな

い。こうして祭壇は、いと聖なる物となり、すべて

祭壇に触れる者は聖となるであろう。 38あなたが祭

壇の上にささぐべき物は次のとおりである。すなわ

ち当歳の小羊二頭を毎日絶やすことなくささげなけ

ればならない。 39その一頭の小羊は朝にこれをささ

げ、他の一頭の小羊は夕にこれをささげなければな

らない。 40一頭の小羊には、つぶして取った油一ヒ

ンの四分の一をまぜた麦粉十分の一エパを添え、ま

た灌祭として、ぶどう酒一ヒンの四分の一を添えな

ければならない。 41他の一頭の小羊は夕にこれをさ

さげ、朝の素祭および灌祭と同じものをこれに添え

てささげ、香ばしいかおりのために主にささげる火

祭としなければならない。 42これはあなたがたが代

々会見の幕屋の入口で、主の前に絶やすことなく、
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ささぐべき燔祭である。わたしはその所であなたに

会い、あなたと語るであろう。 43また、その所でわ

たしはイスラエルの人々に会うであろう。幕屋はわ

たしの栄光によって聖別されるであろう。 44わたし

は会見の幕屋と祭壇とを聖別するであろう。またア

ロンとその子たちを聖別し、祭司としてわたしに仕

えさせるであろう。 45わたしはイスラエルの人々の

うちに住んで、彼らの神となるであろう。 46わたし

が彼らのうちに住むために、彼らをエジプトの国か

ら導き出した彼らの神、主であることを彼らは知る

であろう。わたしは彼らの神、主である。

30あなたはまた香をたく祭壇を造らなければなら

ない。アカシヤ材でこれを造り、 2長さ一キュビト

、幅一キュビトの四角にし、高さ二キュビトで、こ

れにその一部として角をつけなければならない。 3

その頂、その四つの側面、およびその角を純金でお

おい、その周囲に金の飾り縁を造り、 4また、その

両側に、飾り縁の下に金の環二つをこれのために造

らなければならない。すなわち、その二つの側にこ

れを造らなければならない。これはそれをかつぐさ

おを通すところである。 5そのさおはアカシヤ材で

造り、金でおおわなければならない。 6あなたはそ

れを、あかしの箱の前にある垂幕の前に置いて、わ

たしがあなたと会うあかしの箱の上にある贖罪所に

向かわせなければならない。 7アロンはその上で香

ばしい薫香をたかなければならない。朝ごとに、と

もしびを整える時、これをたかなければならない。

8アロンはまた夕べにともしびをともす時にも、これ

をたかなければならない。これは主の前にあなたが
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たが代々に絶やすことなく、ささぐべき薫香である

。 9あなたがたはその上で異なる香をささげてはな

らない。燔祭をも素祭をもその上でささげてはなら

ない。また、その上に灌祭を注いではならない。 10

アロンは年に一度その角に血をつけてあがないをし

なければならない。すなわち、あがないの罪祭の血

をもって代々にわたり、年に一度これがために、あ

がないをしなければならない。これは主に最も聖な

るものである」。 11主はモーセに言われた、 12「

あなたがイスラエルの人々の数の総計をとるに当り

、おのおのその数えられる時、その命のあがないを

主にささげなければならない。これは数えられる時

、彼らのうちに災の起らないためである。 13すべて

数に入る者は聖所のシケルで、半シケルを払わなけ

ればならない。一シケルは二十ゲラであって、おの

おの半シケルを主にささげ物としなければならない

。 14すべて数に入る二十歳以上の者は、主にささげ

物をしなければならない。 15あなたがたの命をあが

なうために、主にささげ物をする時、富める者も半

シケルより多く出してはならず、貧しい者もそれよ

り少なく出してはならない。 16あなたはイスラエル

の人々から、あがないの銀を取って、これを会見の

幕屋の用に当てなければならない。これは主の前に

イスラエルの人々のため記念となって、あなたがた

の命をあがなうであろう」。 17主はモーセに言われ

た、 18「あなたはまた洗うために洗盤と、その台を

青銅で造り、それを会見の幕屋と祭壇との間に置い

て、その中に水を入れ、 19アロンとその子たちは、

それで手と足とを洗わなければならない。 20彼らは
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会見の幕屋にはいる時、水で洗って、死なないよう

にしなければならない。また祭壇に近づいて、その

務をなし、火祭を主にささげる時にも、そうしなけ

ればならない。 21すなわち、その手、その足を洗っ

て、死なないようにしなければならない。これは彼

とその子孫の代々にわたる永久の定めでなければな

らない」。 22主はまたモーセに言われた、 23「あ

なたはまた最も良い香料を取りなさい。すなわち液

体の没薬五百シケル、香ばしい肉桂をその半ば、す

なわち二百五十シケル、におい菖蒲二百五十シケル

、 24桂枝五百シケルを聖所のシケルで取り、また、

オリブの油一ヒンを取りなさい。 25あなたはこれを

聖なる注ぎ油、すなわち香油を造るわざにしたがい

、まぜ合わせて、におい油に造らなければならない

。これは聖なる注ぎ油である。 26あなたはこの油を

会見の幕屋と、あかしの箱とに注ぎ、 27机と、その

もろもろの器、燭台と、そのもろもろの器、香の祭

壇、 28燔祭の祭壇と、そのもろもろの器、洗盤と、

その台とに油を注ぎ、 29これらをきよめて最も聖な

る物としなければならない。すべてこれに触れる者

は聖となるであろう。 30あなたはアロンとその子た

ちに油を注いで、彼らを聖別し、祭司としてわたし

に仕えさせなければならない。 31そしてあなたはイ

スラエルの人々に言わなければならない、『これは

あなたがたの代々にわたる、わたしの聖なる注ぎ油

であって、 32常の人の身にこれを注いではならない

。またこの割合をもって、これと等しいものを造っ

てはならない。これは聖なるものであるから、あな

たがたにとっても聖なる物でなければならない。 33
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すべてこれと等しい物を造る者、あるいはこれを祭

司以外の人につける者は、民のうちから断たれるで

あろう』」。 34主はまた、モーセに言われた、「あ

なたは香料、すなわち蘇合香、シケレテ香、楓子香

、純粋の乳香の香料を取りなさい。おのおの同じ量

でなければならない。 35あなたはこれをもって香、

すなわち香料をつくるわざにしたがって薫香を造り

、塩を加え、純にして聖なる物としなさい。 36また

、その幾ぶんを細かに砕き、わたしがあなたと会う

会見の幕屋にある、あかしの箱の前にこれを供えな

ければならない。これはあなたがたに最も聖なるも

のである。 37あなたが造る香の同じ割合をもって、

それを自分のために造ってはならない。これはあな

たにとって主に聖なるものでなければならない。 38

すべてこれと等しいものを造って、これをかぐ者は

民のうちから断たれるであろう」。

31主はモーセに言われた、 2「見よ、わたしはユ

ダの部族に属するホルの子なるウリの子ベザレルを

名ざして召し、 3これに神の霊を満たして、知恵と

悟りと知識と諸種の工作に長ぜしめ、 4工夫を凝ら

して金、銀、青銅の細工をさせ、 5また宝石を切り

はめ、木を彫刻するなど、諸種の工作をさせるであ

ろう。 6見よ、わたしはまたダンの部族に属するア

ヒサマクの子アホリアブを彼と共ならせ、そしてす

べて賢い者の心に知恵を授け、わたしがあなたに命

じたものを、ことごとく彼らに造らせるであろう。

7すなわち会見の幕屋、あかしの箱、その上にある贖

罪所、幕屋のもろもろの器、 8机とその器、純金の

燭台と、そのもろもろの器、香の祭壇、 9燔祭の祭
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壇とそのもろもろの器、洗盤とその台、 10編物の服

、すなわち祭司の務をするための祭司アロンの聖な

る服、およびその子たちの服、 11注ぎ油、聖所のた

めの香ばしい香などを、すべてわたしがあなたに命

じたように造らせるであろう」。 12主はまたモーセ

に言われた、 13「あなたはイスラエルの人々に言い

なさい、『あなたがたは必ずわたしの安息日を守ら

なければならない。これはわたしとあなたがたとの

間の、代々にわたるしるしであって、わたしがあな

たがたを聖別する主であることを、知らせるための

ものである。 14それゆえ、あなたがたは安息日を守

らなければならない。これはあなたがたに聖なる日

である。すべてこれを汚す者は必ず殺され、すべて

この日に仕事をする者は、民のうちから断たれるで

あろう。 15六日のあいだは仕事をしなさい。七日目

は全き休みの安息日で、主のために聖である。すべ

て安息日に仕事をする者は必ず殺されるであろう。

16ゆえに、イスラエルの人々は安息日を覚え、永遠

の契約として、代々安息日を守らなければならない

。 17これは永遠にわたしとイスラエルの人々との間

のしるしである。それは主が六日のあいだに天地を

造り、七日目に休み、かつ、いこわれたからである

』」。 18主はシナイ山でモーセに語り終えられたと

き、あかしの板二枚、すなわち神が指をもって書か

れた石の板をモーセに授けられた。

32民はモーセが山を下ることのおそいのを見て、

アロンのもとに集まって彼に言った、「さあ、わた

したちに先立って行く神を、わたしたちのために造

ってください。わたしたちをエジプトの国から導き
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のぼった人、あのモーセはどうなったのかわからな

いからです」。 2アロンは彼らに言った、「あなた

がたの妻、むすこ、娘らの金の耳輪をはずしてわた

しに持ってきなさい」。 3そこで民は皆その金の耳

輪をはずしてアロンのもとに持ってきた。 4アロン

がこれを彼らの手から受け取り、工具で型を造り、

鋳て子牛としたので、彼らは言った、「イスラエル

よ、これはあなたをエジプトの国から導きのぼった

あなたの神である」。 5アロンはこれを見て、その

前に祭壇を築いた。そしてアロンは布告して言った

、「あすは主の祭である」。 6そこで人々はあくる

朝早く起きて燔祭をささげ、酬恩祭を供えた。民は

座して食い飲みし、立って戯れた。 7主はモーセに

言われた、「急いで下りなさい。あなたがエジプト

の国から導きのぼったあなたの民は悪いことをした

。 8彼らは早くもわたしが命じた道を離れ、自分の

ために鋳物の子牛を造り、これを拝み、これに犠牲

をささげて、『イスラエルよ、これはあなたをエジ

プトの国から導きのぼったあなたの神である』と言

っている」。 9主はまたモーセに言われた、「わた

しはこの民を見た。これはかたくなな民である。 10

それで、わたしをとめるな。わたしの怒りは彼らに

むかって燃え、彼らを滅ぼしつくすであろう。しか

し、わたしはあなたを大いなる国民とするであろう

」。 11モーセはその神、主をなだめて言った、「主

よ、大いなる力と強き手をもって、エジプトの国か

ら導き出されたあなたの民にむかって、なぜあなた

の怒りが燃えるのでしょうか。 12どうしてエジプト

びとに『彼は悪意をもって彼らを導き出し、彼らを
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山地で殺し、地の面から断ち滅ぼすのだ』と言わせ

てよいでしょうか。どうかあなたの激しい怒りをや

め、あなたの民に下そうとされるこの災を思い直し

、 13あなたのしもべアブラハム、イサク、イスラエ

ルに、あなたが御自身をさして誓い、『わたしは天

の星のように、あなたがたの子孫を増し、わたしが

約束したこの地を皆あなたがたの子孫に与えて、長

くこれを所有させるであろう』と彼らに仰せられた

ことを覚えてください」。 14それで、主はその民に

下すと言われた災について思い直された。 15モーセ

は身を転じて山を下った。彼の手には、かの二枚の

あかしの板があった。板はその両面に文字があった

。すなわち、この面にも、かの面にも文字があった

。 16その板は神の作、その文字は神の文字であって

、板に彫ったものである。 17ヨシュアは民の呼ばわ

る声を聞いて、モーセに言った、「宿営の中に戦い

の声がします」。 18しかし、モーセは言った、「勝

どきの声でなく、敗北の叫び声でもない。わたしの

聞くのは歌の声である」。 19モーセが宿営に近づく

と、子牛と踊りとを見たので、彼は怒りに燃え、手

からかの板を投げうち、これを山のふもとで砕いた

。 20また彼らが造った子牛を取って火に焼き、こな

ごなに砕き、これを水の上にまいて、イスラエルの

人々に飲ませた。 21モーセはアロンに言った、「こ

の民があなたに何をしたので、あなたは彼らに大い

なる罪を犯させたのですか」。 22アロンは言った、

「わが主よ、激しく怒らないでください。この民の

悪いのは、あなたがごぞんじです。 23彼らはわたし

に言いました、『わたしたちに先立って行く神を、
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わたしたちのために造ってください。わたしたちを

エジプトの国から導きのぼった人、あのモーセは、

どうなったのかわからないからです』。 24そこでわ

たしは『だれでも、金を持っている者は、それを取

りはずしなさい』と彼らに言いました。彼らがそれ

をわたしに渡したので、わたしがこれを火に投げ入

れると、この子牛が出てきたのです」。 25モーセは

民がほしいままにふるまったのを見た。アロンは彼

らがほしいままにふるまうに任せ、敵の中に物笑い

となったからである。 26モーセは宿営の門に立って

言った、「すべて主につく者はわたしのもとにきな

さい」。レビの子たちはみな彼のもとに集まった。

27そこでモーセは彼らに言った、「イスラエルの神

、主はこう言われる、『あなたがたは、おのおの腰

につるぎを帯び、宿営の中を門から門へ行き巡って

、おのおのその兄弟、その友、その隣人を殺せ』」

。 28レビの子たちはモーセの言葉どおりにしたので

、その日、民のうち、おおよそ三千人が倒れた。 29

そこで、モーセは言った、「あなたがたは、おのお

のその子、その兄弟に逆らって、きょう、主に身を

ささげた。それで主は、きょう、あなたがたに祝福

を与えられるであろう」。 30あくる日、モーセは民

に言った、「あなたがたは大いなる罪を犯した。そ

れで今、わたしは主のもとに上って行く。あなたが

たの罪を償うことが、できるかも知れない」。 31モ

ーセは主のもとに帰って、そして言った、「ああ、

この民は大いなる罪を犯し、自分のために金の神を

造りました。 32今もしあなたが、彼らの罪をゆるさ

れますならば。しかし、もしかなわなければ、どう
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ぞあなたが書きしるされたふみから、わたしの名を

消し去ってください」。 33主はモーセに言われた、

「すべてわたしに罪を犯した者は、これをわたしの

ふみから消し去るであろう。 34しかし、今あなたは

行って、わたしがあなたに告げたところに民を導き

なさい。見よ、わたしの使はあなたに先立って行く

であろう。ただし刑罰の日に、わたしは彼らの罪を

罰するであろう」。 35そして主は民を撃たれた。彼

らが子牛を造ったからである。それはアロンが造っ

たのである。

33さて、主はモーセに言われた、「あなたと、あ

なたがエジプトの国から導きのぼった民とは、ここ

を立ってわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓

って、『これをあなたの子孫に与える』と言った地

にのぼりなさい。 2わたしはひとりの使をつかわし

てあなたに先立たせ、カナンびと、アモリびと、ヘ

テびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとを追い

払うであろう。 3あなたがたは乳と蜜の流れる地に

のぼりなさい。しかし、あなたがたは、かたくなな

民であるから、わたしが道であなたがたを滅ぼすこ

とのないように、あなたがたのうちにあって一緒に

はのぼらないであろう」。 4民はこの悪い知らせを

聞いて憂い、ひとりもその飾りを身に着ける者はな

かった。 5主はモーセに言われた、「イスラエルの

人々に言いなさい、『あなたがたは、かたくなな民

である。もしわたしが一刻でも、あなたがたのうち

にあって、一緒にのぼって行くならば、あなたがた

を滅ぼすであろう。ゆえに、今、あなたがたの飾り

を身から取り去りなさい。そうすればわたしはあな



出エジプト記 223

たがたになすべきことを知るであろう』」。 6それ

で、イスラエルの人々はホレブ山以来その飾りを取

り除いていた。 7モーセは幕屋を取って、これを宿

営の外に、宿営を離れて張り、これを会見の幕屋と

名づけた。すべて主に伺い事のある者は出て、宿営

の外にある会見の幕屋に行った。 8モーセが出て、

幕屋に行く時には、民はみな立ちあがり、モーセが

幕屋にはいるまで、おのおのその天幕の入口に立っ

て彼を見送った。 9モーセが幕屋にはいると、雲の

柱が下って幕屋の入口に立った。そして主はモーセ

と語られた。 10民はみな幕屋の入口に雲の柱が立つ

のを見ると、立っておのおの自分の天幕の入口で礼

拝した。 11人がその友と語るように、主はモーセと

顔を合わせて語られた。こうしてモーセは宿営に帰

ったが、その従者なる若者、ヌンの子ヨシュアは幕

屋を離れなかった。 12モーセは主に言った、「ごら

んください。あなたは『この民を導きのぼれ』とわ

たしに言いながら、わたしと一緒につかわされる者

を知らせてくださいません。しかも、あなたはかつ

て『わたしはお前を選んだ。お前はまたわたしの前

に恵みを得た』と仰せになりました。 13それで今、

わたしがもし、あなたの前に恵みを得ますならば、

どうか、あなたの道を示し、あなたをわたしに知ら

せ、あなたの前に恵みを得させてください。また、

この国民があなたの民であることを覚えてください

」。 14主は言われた「わたし自身が一緒に行くであ

ろう。そしてあなたに安息を与えるであろう」。 15

モーセは主に言った「もしあなた自身が一緒に行か

れないならば、わたしたちをここからのぼらせない



出エジプト記 224

でください。 16わたしとあなたの民とが、あなたの

前に恵みを得ることは、何によって知られましょう

か。それはあなたがわたしたちと一緒に行かれて、

わたしとあなたの民とが、地の面にある諸民と異な

るものになるからではありませんか」。 17主はモー

セに言われた、「あなたはわたしの前に恵みを得、

またわたしは名をもってあなたを知るから、あなた

の言ったこの事をもするであろう」。 18モーセは言

った、「どうぞ、あなたの栄光をわたしにお示しく

ださい」。 19主は言われた、「わたしはわたしのも

ろもろの善をあなたの前に通らせ、主の名をあなた

の前にのべるであろう。わたしは恵もうとする者を

恵み、あわれもうとする者をあわれむ」。 20また言

われた、「しかし、あなたはわたしの顔を見ること

はできない。わたしを見て、なお生きている人はな

いからである」。 21そして主は言われた、「見よ、

わたしのかたわらに一つの所がある。あなたは岩の

上に立ちなさい。 22わたしの栄光がそこを通り過ぎ

るとき、わたしはあなたを岩の裂け目に入れて、わ

たしが通り過ぎるまで、手であなたをおおうであろ

う。 23そしてわたしが手をのけるとき、あなたはわ

たしのうしろを見るが、わたしの顔は見ないであろ

う」。

34主はモーセに言われた、「あなたは前のような

石の板二枚を、切って造りなさい。わたしはあなた

が砕いた初めの板にあった言葉を、その板に書くで

あろう。 2あなたは朝までに備えをし、朝のうちに

シナイ山に登って、山の頂でわたしの前に立ちなさ

い。 3だれもあなたと共に登ってはならない。また
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、だれも山の中にいてはならない。また山の前で羊

や牛を飼っていてはならない」。 4そこでモーセは

前のような石の板二枚を、切って造り、朝早く起き

て、主が彼に命じられたようにシナイ山に登った。

彼はその手に石の板二枚をとった。 5ときに主は雲

の中にあって下り、彼と共にそこに立って主の名を

宣べられた。 6主は彼の前を過ぎて宣べられた。「

主、主、あわれみあり、恵みあり、怒ることおそく

、いつくしみと、まこととの豊かなる神、 7いつく

しみを千代までも施し、悪と、とがと、罪とをゆる

す者、しかし、罰すべき者をば決してゆるさず、父

の罪を子に報い、子の子に報いて、三、四代におよ

ぼす者」。 8モーセは急ぎ地に伏して拝し、 9そし

て言った、「ああ主よ、わたしがもし、あなたの前

に恵みを得ますならば、かたくなな民ですけれども

、どうか主がわたしたちのうちにあって一緒に行っ

てください。そしてわたしたちの悪と罪とをゆるし

、わたしたちをあなたのものとしてください」。 10

主は言われた、「見よ、わたしは契約を結ぶ。わた

しは地のいずこにも、いかなる民のうちにも、いま

だ行われたことのない不思議を、あなたのすべての

民の前に行うであろう。あなたが共に住む民はみな

、主のわざを見るであろう。わたしがあなたのため

になそうとすることは、恐るべきものだからである

。 11わたしが、きょう、あなたに命じることを守り

なさい。見よ、わたしはアモリびと、カナンびと、

ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとを、

あなたの前から追い払うであろう。 12あなたが行く

国に住んでいる者と、契約を結ばないように、気を
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つけなければならない。おそらく彼らはあなたのう

ちにあって、わなとなるであろう。 13むしろあなた

がたは、彼らの祭壇を倒し、石の柱を砕き、アシラ

像を切り倒さなければならない。 14あなたは他の神

を拝んではならない。主はその名を『ねたみ』と言

って、ねたむ神だからである。 15おそらくあなたは

その国に住む者と契約を結び、彼らの神々を慕って

姦淫を行い、その神々に犠牲をささげ、招かれて彼

らの犠牲を食べ、 16またその娘たちを、あなたのむ

すこたちにめとり、その娘たちが自分たちの神々を

慕って姦淫を行い、また、あなたのむすこたちをし

て、彼らの神々を慕わせ、姦淫を行わせるに至るで

あろう。 17あなたは自分のために鋳物の神々を造っ

てはならない。 18あなたは種入れぬパンの祭を守ら

なければならない。すなわち、わたしがあなたに命

じたように、アビブの月の定めの時に、七日のあい

だ、種入れぬパンを食べなければならない。あなた

がアビブの月にエジプトを出たからである。 19すべ

て初めに生れる者は、わたしのものである。すべて

あなたの家畜のういごの雄は、牛も羊もそうである

。 20ただし、ろばのういごは小羊であがなわなけれ

ばならない。もしあがなわないならば、その首を折

らなければならない。あなたのむすこのうちのうい

ごは、みなあがなわなければならない。むなし手で

わたしの前に出てはならない。 21あなたは六日のあ

いだ働き、七日目には休まなければならない。耕し

時にも、刈入れ時にも休まなければならない。 22あ

なたは七週の祭、すなわち小麦刈りの初穂の祭を行

わなければならない。また年の終りに取り入れの祭
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を行わなければならない。 23年に三度、男子はみな

主なる神、イスラエルの神の前に出なければならな

い。 24わたしは国々の民をあなたの前から追い払っ

て、あなたの境を広くするであろう。あなたが年に

三度のぼって、あなたの神、主の前に出る時には、

だれもあなたの国を侵すことはないであろう。 25あ

なたは犠牲の血を、種を入れたパンと共に供えては

ならない。また過越の祭の犠牲を、翌朝まで残して

置いてはならない。 26あなたの土地の初穂の最も良

いものを、あなたの神、主の家に携えてこなければ

ならない。あなたは子やぎをその母の乳で煮てはな

らない」。 27また主はモーセに言われた、「これら

の言葉を書きしるしなさい。わたしはこれらの言葉

に基いて、あなたおよびイスラエルと契約を結んだ

からである」。 28モーセは主と共に、四十日四十夜

、そこにいたが、パンも食べず、水も飲まなかった

。そして彼は契約の言葉、十誡を板の上に書いた。

29モーセはそのあかしの板二枚を手にして、シナイ

山から下ったが、その山を下ったとき、モーセは、

さきに主と語ったゆえに、顔の皮が光を放っている

のを知らなかった。 30アロンとイスラエルの人々と

がみな、モーセを見ると、彼の顔の皮が光を放って

いたので、彼らは恐れてこれに近づかなかった。 31

モーセは彼らを呼んだ。アロンと会衆のかしらたち

とがみな、モーセのもとに帰ってきたので、モーセ

は彼らと語った。 32その後、イスラエルの人々がみ

な近よったので、モーセは主がシナイ山で彼に語ら

れたことを、ことごとく彼らにさとした。 33モーセ

は彼らと語り終えた時、顔おおいを顔に当てた。 34
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しかしモーセは主の前に行って主と語る時は、出る

まで顔おおいを取り除いていた。そして出て来ると

、その命じられた事をイスラエルの人人に告げた。

35イスラエルの人々はモーセの顔を見ると、モーセ

の顔の皮が光を放っていた。モーセは行って主と語

るまで、また顔おおいを顔に当てた。

35モーセはイスラエルの人々の全会衆を集めて言

った、「これは主が行えと命じられた言葉である。

2六日の間は仕事をしなさい。七日目はあなたがたの

聖日で、主の全き休みの安息日であるから、この日

に仕事をする者はだれでも殺されなければならない

。 3安息日にはあなたがたのすまいのどこでも火を

たいてはならない」。 4モーセはイスラエルの人々

の全会衆に言った、「これは主が命じられたことで

ある。 5あなたがたの持ち物のうちから、主にささ

げる物を取りなさい。すべて、心から喜んでする者

は、主にささげる物を持ってきなさい。すなわち金

、銀、青銅。 6青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸、やぎの

毛糸。 7あかね染めの雄羊の皮、じゅごんの皮、ア

カシヤ材、 8ともし油、注ぎ油と香ばしい薫香との

ための香料、 9縞めのう、エポデと胸当とにはめる

宝石。 10すべてあなたがたのうち、心に知恵ある者

はきて、主の命じられたものをみな造りなさい。 11

すなわち幕屋、その天幕と、そのおおい、その鉤と

、その枠、その横木、その柱と、その座、 12箱と、

そのさお、贖罪所、隔ての垂幕、 13机と、そのさお

、およびそのもろもろの器、供えのパン、 14また、

ともしびのための燭台と、その器、ともしび皿と、

ともし油、 15香の祭壇と、そのさお、注ぎ油、香ば



出エジプト記 229

しい薫香、幕屋の入口のとばり、 16燔祭の祭壇およ

びその青銅の網、そのさおと、そのもろもろの器、

洗盤と、その台、 17庭のあげばり、その柱とその座

、庭の門のとばり、 18幕屋の釘、庭の釘およびその

ひも、 19聖所における務のための編物の服、すなわ

ち祭司の務をなすための祭司アロンの聖なる服およ

びその子たちの服」。 20イスラエルの人々の全会衆

はモーセの前を去り、 21すべて心に感じた者、すべ

て心から喜んでする者は、会見の幕屋の作業と、そ

のもろもろの奉仕と、聖なる服とのために、主にさ

さげる物を携えてきた。 22すなわち、すべて心から

喜んでする男女は、鼻輪、耳輪、指輪、首飾り、お

よびすべての金の飾りを携えてきた。すべて金のさ

さげ物を主にささげる者はそのようにした。 23すべ

て青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸、やぎの毛糸、あかね

染めの雄羊の皮、じゅごんの皮を持っている者は、

それを携えてきた。 24すべて銀、青銅のささげ物を

ささげることのできる者は、それを主にささげる物

として携えてきた。また、すべて組立ての工事に用

いるアカシヤ材を持っている者は、それを携えてき

た。 25また、すべて心に知恵ある女たちは、その手

をもって紡ぎ、その紡いだ青糸、紫糸、緋糸、亜麻

糸を携えてきた。 26すべて知恵があって、心に感じ

た女たちは、やぎの毛を紡いだ。 27また、かしらた

ちは縞めのう、およびエポデと胸当にはめる宝石を

携えてきた。 28また、ともしびと、注ぎ油と、香ば

しい薫香のための香料と、油とを携えてきた。 29こ

のようにイスラエルの人々は自発のささげ物を主に

携えてきた。すなわち主がモーセによって、なせと
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命じられたすべての工作のために、物を携えてこよ

うと、心から喜んでする男女はみな、そのようにし

た。 30モーセはイスラエルの人々に言った、「見よ

、主はユダの部族に属するホルの子なるウリの子ベ

ザレルを名ざして召し、 31彼に神の霊を満たして、

知恵と悟りと知識と諸種の工作に長ぜしめ、 32工夫

を凝らして金、銀、青銅の細工をさせ、 33また宝石

を切りはめ、木を彫刻するなど、諸種の工作をさせ

、 34また人を教えうる力を、彼の心に授けられた。

彼とダンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブ

とが、それである。 35主は彼らに知恵の心を満たし

て、諸種の工作をさせられた。すなわち彫刻、浮き

織および青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸の縫取り、また

機織など諸種の工作をさせ、工夫を凝らして巧みな

わざをさせられた。

36ベザレルとアホリアブおよびすべて心に知恵あ

る者、すなわち主が知恵と悟りとを授けて、聖所の

組立ての諸種の工事を、いかになすかを知らせられ

た者は、すべて主が命じられたようにしなければな

らない」。 2そこで、モーセはベザレルとアホリア

ブおよびすべて心に知恵ある者、すなわち、その心

に主が知恵を授けられた者、またきて、その工事を

なそうと心に望むすべての者を召し寄せた。 3彼ら

は聖所の組立ての工事をするために、イスラエルの

人々が携えてきたもろもろのささげ物を、モーセか

ら受け取ったが、民はなおも朝ごとに、自発のささ

げ物を彼のもとに携えてきた。 4そこで聖所のもろ

もろの工事をする賢い人々はみな、おのおのしてい

た工事をやめて、 5モーセに言った「民があまりに
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多く携えて来るので、主がせよと命じられた組立て

の工事には余ります」。 6モーセは命令を発し、宿

営中にふれさせて言った、「男も女も、もはや聖所

のために、ささげ物をするに及ばない」。それで民

は携えて来ることをやめた。 7材料はすべての工事

をするのにじゅうぶんで、かつ余るからである。 8

すべて工作をする者のうちの心に知恵ある者は、十

枚の幕で幕屋を造った。すなわち亜麻の撚糸、青糸

、紫糸、緋糸で造り、巧みなわざをもって、それに

ケルビムを織り出した。 9幕の長さは、おのおの二

十八キュビト、幕の幅は、おのおの四キュビトで、

幕はみな同じ寸法である。 10その幕五枚を互に連ね

合わせ、また他の五枚の幕をも互に連ね合わせ、 11

その一連の端にある幕の縁に青色の乳をつけ、他の

一連の端にある幕の縁にも、そのようにした。 12そ

の一枚の幕に乳五十をつけ、他の一連の幕の端にも

、乳五十をつけた。その乳を互に相向かわせた。 13

そして金の輪五十を作り、その輪で、幕を互に連ね

合わせたので、一つの幕屋になった。 14また、やぎ

の毛糸で幕を作り、幕屋をおおう天幕にした。すな

わち幕十一枚を作った。 15おのおのの幕の長さは三

十キュビト、おのおのの幕の幅は四キュビトで、そ

の十一枚の幕は同じ寸法である。 16そして、その幕

五枚を一つに連ね合わせ、また、その幕六枚を一つ

に連ね合わせ、 17その一連の端にある幕の縁に、乳

五十をつけ、他の一連の幕の縁にも、乳五十をつけ

た。 18そして、青銅の輪五十を作り、その天幕を連

ね合わせて一つにした。 19また、あかね染めの雄羊

の皮で、天幕のおおいと、じゅごんの皮で、その上
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にかけるおおいとを作った。 20また幕屋のためにア

カシヤ材をもって、立枠を造った。 21枠の長さは十

キュビト、枠の幅は、おのおの一キュビト半とし、

22枠ごとに二つの柄を造って、かれとこれとをくい

合わせ、幕屋のすべての枠にこのようにした。 23幕

屋のために枠を造った。すなわち南側のために枠二

十を造った。 24その二十の枠の下に銀の座四十を造

って、この枠の下に、その二つの柄のために二つの

座を置き、かの枠の下にも、その二つの柄のために

二つの座を置いた。 25また幕屋の他の側、すなわち

北側のためにも枠二十を造った。 26その銀の座四十

を造って、この枠の下にも二つの座を置き、かの枠

の下にも二つの座を置いた。 27また幕屋のうしろ、

西側のために枠六つを造り、 28幕屋のうしろの二つ

のすみのために枠二つを造った。 29これらは、下で

重なり合い、同じくその頂でも第一の環まで重なり

合うようにし、その二つとも二つのすみのために、

そのように造った。 30こうして、その枠は八つ、そ

の銀の座は十六、おのおのの枠の下に、二つずつ座

があった。 31またアカシヤ材の横木を造った。すな

わち幕屋のこの側の枠のために五つ、 32また幕屋の

かの側の枠のために横木五つ、幕屋のうしろの西側

の枠のために横木五つを造った。 33枠のまん中にあ

る中央の横木は、端から端まで通るようにした。 34

そして、その枠を金でおおい、また横木を通すその

環を金で造り、またその横木を金でおおった。 35ま

た青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、垂幕を作り、

巧みなわざをもって、それにケルビムを織り出した

。 36また、これがためにアカシヤ材の柱四本を作り
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、金でこれをおおい、その鉤を金にし、その柱のた

めに銀の座四つを鋳た。 37また幕屋の入口のために

青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織

ったとばりを作った。 38その柱五本と、その鉤とを

造り、その柱の頭と桁とを金でおおった。ただし、

その五つの座は青銅であった。

37ベザレルはアカシヤ材の箱を造った。長さは二

キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一キュビト

半である。 2純金で、内そとをおおい、その周囲に

金の飾り縁を造った。 3また金の環四つを鋳て、そ

の四すみに取りつけた。すなわち二つの環をこちら

側に、二つの環をあちら側に取りつけた。 4またア

カシヤ材のさおを造り、金でこれをおおい、 5その

さおを箱の側面の環に通して、箱をかつぐようにし

た。 6また純金で贖罪所を造った。長さは二キュビ

ト半、幅は一キュビト半である。 7また金で、二つ

のケルビムを造った。すなわち、これを打物造りと

し、贖罪所の両端に置いた。 8一つのケルブをこの

端に、一つのケルブをかの端に置いた。すなわちケ

ルビムを贖罪所の一部として、その両端に造った。

9ケルビムは翼を高く伸べ、その翼で贖罪所をおおい

、顔は互に向かい合った。すなわちケルビムの顔は

贖罪所に向かっていた。 10またアカシヤ材で、机を

造った。長さは二キュビト、幅は一キュビト、高さ

は一キュビト半である。 11純金でこれをおおい、そ

の周囲に金の飾り縁を造った。 12またその周囲に手

幅の棧を造り、その周囲の棧に金の飾り縁を造った

。 13またこれがために金の環四つを鋳て、その四つ

の足のすみ四か所にその環を取りつけた。 14その環
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は棧のわきにあって、机をかつぐさおを入れる所と

した。 15またアカシヤ材で、机をかつぐさおを造り

、金でこれをおおった。 16また机の上の器、すなわ

ちその皿、乳香を盛る杯および灌祭を注ぐための鉢

と瓶とを純金で造った。 17また純金の燭台を造った

。すなわち打物造りで燭台を造り、その台、幹、萼

、節、花を一つに連ねた。 18また六つの枝をそのわ

きから出させた。すなわち燭台の三つの枝をこの側

から、燭台の三つの枝をかの側から出させた。 19あ

めんどうの花の形をした三つの萼が、節と花とをも

って、この枝にあり、また、あめんどうの花の形を

した三つの萼が、節と花とをもって、かの枝にあり

、燭台から出る六つの枝をみなそのようにした。 20

また燭台の幹には、あめんどうの花の形をした四つ

の萼を、その節と花とをもたせて取りつけた。 21ま

た二つの枝の下に一つの節を取りつけ、次の二つの

枝の下に一つの節を取りつけ、さらに次の二つの枝

の下に一つの節を取りつけ、燭台の幹から出る六つ

の枝に、みなそのようにした。 22それらの節と枝を

一つに連ね、ことごとく純金の打物造りとした。 23

また、それのともしび皿七つと、その芯切りばさみ

と、芯取り皿とを純金で造った。 24すなわち純金一

タラントをもって、燭台とそのすべての器とを造っ

た。 25またアカシヤ材で香の祭壇を造った。長さ一

キュビト、幅一キュビトの四角にし、高さ二キュビ

トで、これにその一部として角をつけた。 26そして

、その頂、その周囲の側面、その角を純金でおおい

、その周囲に金の飾り縁を造った。 27また、その両

側に、飾り縁の下に金の環二つを、そのために造っ
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た。すなわちその二つの側にこれを造った。これは

それをかつぐさおを通す所である。 28そのさおはア

カシヤ材で造り、金でこれをおおった。 29また香料

を造るわざにしたがって、聖なる注ぎ油と純粋の香

料の薫香とを造った。

38またアカシヤ材で燔祭の祭壇を造った。長さ五

キュビト、幅五キュビトの四角で、高さは三キュビ

トである。 2その四すみの上に、その一部とし、そ

れの角を造り、青銅で祭壇をおおった。 3また祭壇

のもろもろの器、すなわち、つぼ、十能、鉢、肉叉

、火皿を造った。そのすべての器を青銅で造った。

4また祭壇のために、青銅の網細工の格子を造り、こ

れを祭壇の出張りの下に取りつけて、祭壇の高さの

半ばに達するようにした。 5また青銅の格子の四す

みのために、環四つを鋳て、さおを通す所とした。

6アカシヤ材で、そのさおを造り、青銅でこれをおお

い、 7そのさおを祭壇の両側にある環に通して、そ

れをかつぐようにした。祭壇は板をもって、空洞に

造った。 8また洗盤と、その台を青銅で造った。す

なわち会見の幕屋の入口で務をなす女たちの鏡をも

って造った。 9また庭を造った。その南側のために

百キュビトの亜麻の撚糸の庭のあげばりを設けた。

10その柱は二十、その柱の二十の座は青銅で、その

柱の鉤と桁は銀とした。 11また北側のためにも百キ

ュビトのあげばりを設けた。その柱二十、その柱の

二十の座は青銅で、その柱の鉤と桁は銀とした。 12

また西側のために、五十キュビトのあげばりを設け

た。その柱は十、その座も十で、その柱の鉤と桁は

銀とした。 13また東側のためにも、五十キュビトの
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あげばりを設けた。 14その一方に十五キュビトのあ

げばりを設けた。その柱は三つ、その座も三つ。 15

また他の一方にも、同じようにした。すなわち庭の

門のこなたかなたともに、十五キュビトのあげばり

を設けた。その柱は三つ、その座も三つ。 16庭の周

囲のあげばりはみな亜麻の撚糸である。 17柱の座は

青銅、柱の鉤と桁とは銀、柱の頭のおおいも銀であ

る。庭の柱はみな銀の桁で連ねた。 18庭の門のとば

りは青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどり

に織ったものであった。長さは二十キュビト、幅な

る高さは五キュビトで、庭のあげばりと等しかった

。 19その柱は四つ、その座も四つで、ともに青銅。

その鉤は銀、柱の頭のおおいと桁は銀である。 20た

だし、幕屋および、その周囲の庭の釘はみな青銅で

あった。 21幕屋、すなわちあかしの幕屋に用いた物

の総計は次のとおりである。すなわちモーセの命に

従い、祭司アロンの子イタマルがレビびとを用いて

量ったものである。 22ユダの部族に属するホルの子

なるウリの子ベザレルは、主がモーセに命じられた

事をことごとくした。 23ダンの部族に属するアヒサ

マクの子アホリアブは彼と共にあって彫刻、浮き織

をなし、また青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸で、縫取り

をする者であった。 24聖所のもろもろの工作に用い

たすべての金、すなわち、ささげ物なる金は聖所の

シケルで、二十九タラント七百三十シケルであった

。 25会衆のうちの数えられた者のささげた銀は聖所

のシケルで、百タラント千七百七十五シケルであっ

た。 26これはひとり当り一ベカ、すなわち聖所のシ

ケルの半シケルであって、すべて二十歳以上で数え
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られた者が六十万三千五百五十人であったからであ

る。 27聖所の座と垂幕の座とを鋳るために用いた銀

は百タラントであった。すなわち百座につき百タラ

ント、一座につき一タラントである。 28また千七百

七十五シケルで柱の鉤を造り、また柱の頭をおおい

、柱のために桁を造った。 29ささげ物なる青銅は七

十タラント二千四百シケルであった。 30これを用い

て会見の幕屋の入口の座、青銅の祭壇と、それにつ

く青銅の格子、および祭壇のもろもろの器を造った

。 31また庭の周囲の座、庭の門の座、および幕屋の

もろもろの釘と、庭の周囲のもろもろの釘を造った

。

39彼らは青糸、紫糸、緋糸で、聖所の務のための

編物の服を作った。またアロンのために聖なる服を

作った。主がモーセに命じられたとおりである。 2

また金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸でエポデ

を作った。 3また金を打ち延べて板とし、これを切

って糸とし、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸に交え

て、巧みな細工とした。 4また、これがために肩ひ

もを作ってこれにつけ、その両端でこれにつけた。

5エポデの上で、これをつかねる帯は、同じきれで、

同じように、金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸

で作った。主がモーセに命じられたとおりである。

6また、縞めのうを細工して、金糸の編細工にはめ、

これに印を彫刻するように、イスラエルの子たちの

名を刻み、 7これをエポデの肩ひもにつけて、イス

ラエルの子たちの記念の石とした。主がモーセに命

じられたとおりである。 8また胸当を巧みなわざを

もって、エポデの作りのように作った。すなわち金
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糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作った。 9胸

当は二つに折って四角にした。すなわち二つに折っ

て、長さを一指当りとし、幅も一指当りとした。 10

その中に宝石四列をはめた。すなわち、紅玉髄、貴

かんらん石、水晶の列を第一列とし、 11第二列は、

ざくろ石、るり、赤縞めのう、 12第三列は黄水晶、

めのう、紫水晶、 13第四列は黄碧玉、縞めのう、碧

玉であって、これらを金の編細工の中にはめ込んだ

。 14その宝石はイスラエルの子たちの名にしたがい

、その名と等しく十二とし、おのおの印の彫刻のよ

うに、十二部族のためにその名を刻んだ。 15またひ

も細工にねじた純金のくさりを胸当につけた。 16ま

た金の二つの編細工と、二つの金の環とを作り、そ

の二つの環を胸当の両端につけた。 17かの二筋の金

のひもを胸当の端の二つの環につけた。 18ただし、

その二筋のひもの他の両端を、かの二つの編細工に

つけ、エポデの肩ひもにつけて前にくるようにした

。 19また二つの金の環を作って、これを胸当の両端

につけた。すなわちエポデに接する内側の縁にこれ

をつけた。 20また金の環二つを作って、これをエポ

デの二つの肩ひもの下の部分につけ、前の方で、そ

のつなぎ目に近く、エポデの帯の上の方にくるよう

にした。 21胸当は青ひもをもって、その環をエポデ

の環に結びつけ、エポデの帯の上の方にくるように

した。こうして、胸当がエポデから離れないように

した。主がモーセに命じられたとおりである。 22ま

たエポデに属する上服は、すべて青地の織物で作っ

た。 23上服の口はそのまん中にあって、その口の周

囲には、よろいのえりのように縁をつけて、ほころ
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びないようにした。 24上服のすそには青糸、紫糸、

緋糸、亜麻の撚糸で、ざくろを作りつけ、 25また純

金で鈴を作り、その鈴を上服のすその周囲の、ざく

ろとざくろとの間につけた。 26すなわち鈴にざくろ

、鈴にざくろと、務の上服のすその周囲につけた。

主がモーセに命じられたとおりである。 27またアロ

ンとその子たちのために、亜麻糸で織った下服を作

り、 28亜麻布で帽子を作り、亜麻布で麗しい頭布を

作り、亜麻の撚糸の布で、下ばきを作り、 29亜麻の

撚糸および青糸、紫糸、緋糸で、色とりどりに織っ

た帯を作った。主がモーセに命じられたとおりであ

る。 30また純金をもって、聖なる冠の前板を作り、

印の彫刻のように、その上に「主に聖なる者」とい

う文字を書き、 31これに青ひもをつけて、それを帽

子の上に結びつけた。主がモーセに命じられたとお

りである。 32こうして会見の天幕なる幕屋の、もろ

もろの工事が終った。イスラエルの人々はすべて主

がモーセに命じられたようにおこなった。 33彼らは

幕屋と天幕およびそのもろもろの器をモーセのもと

に携えてきた。すなわち、その鉤、その枠、その横

木、その柱、その座、 34あかね染めの雄羊の皮のお

おい、じゅごんの皮のおおい、隔ての垂幕、 35あか

しの箱と、そのさお、贖罪所、 36机と、そのもろも

ろの器、供えのパン、 37純金の燭台と、そのともし

び皿、すなわち列に並べるともしび皿と、そのもろ

もろの器、およびそのともし油、 38金の祭壇、注ぎ

油、香ばしい薫香、幕屋の入口のとばり、 39青銅の

祭壇、その青銅の格子と、そのさお、およびそのも

ろもろの器、洗盤とその台、 40庭のあげばり、その
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柱とその座、庭の門のとばり、そのひもとその釘、

また会見の天幕の幕屋に用いるもろもろの器、 41聖

所で務をなす編物の服、すなわち祭司の務をなすた

めの祭司アロンの聖なる服およびその子たちの服。

42イスラエルの人々は、すべて主がモーセに命じら

れたように、そのすべての工事をした。 43モーセが

そのすべての工事を見ると、彼らは主が命じられた

とおりに、それをなしとげていたので、モーセは彼

らを祝福した。

40主はモーセに言われた。 2「正月の元日にあな

たは会見の天幕なる幕屋を建てなければならない。

3そして、その中にあかしの箱を置き、垂幕で、箱を

隔て隠し、 4また、机を携え入れ、それに並べるも

のを並べ、燭台を携え入れて、そのともしびをとも

さなければならない。 5あなたはまた金の香の祭壇

を、あかしの箱の前にすえ、とばりを幕屋の入口に

かけなければならない。 6また燔祭の祭壇を会見の

天幕なる幕屋の入口の前にすえ、 7洗盤を会見の天

幕と祭壇との間にすえて、これに水を入れなければ

ならない。 8また周囲に庭を設け、庭の門にとばり

をかけなければならない。 9そして注ぎ油をとって

、幕屋とその中のすべてのものに注ぎ、それとその

もろもろの器とを聖別しなければならない、こうし

て、それは聖となるであろう。 10あなたはまた燔祭

の祭壇と、そのすべての器に油を注いで、その祭壇

を聖別しなければならない。こうして祭壇は、いと

聖なるものとなるであろう。 11また洗盤と、その台

とに油を注いで、これを聖別し、 12アロンとその子

たちを会見の幕屋の入口に連れてきて、水で彼らを
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洗い、 13アロンに聖なる服を着せ、これに油を注い

で聖別し、祭司の務をさせなければならない。 14ま

た彼の子たちを連れてきて、これに服を着せ、 15そ

の父に油を注いだように、彼らにも油を注いで、祭

司の務をさせなければならない。彼らが油そそがれ

ることは、代々ながく祭司職のためになすべきこと

である」。 16モーセはそのように行った。すなわち

主が彼に命じられたように行った。 17第二年の正月

になって、その月の元日に幕屋は建った。 18すなわ

ちモーセは幕屋を建て、その座をすえ、その枠を立

て、その横木をさし込み、その柱を立て、 19幕屋の

上に天幕をひろげ、その上に天幕のおおいをかけた

。主がモーセに命じられたとおりである。 20彼はま

たあかしの板をとって箱に納め、さおを箱につけ、

贖罪所を箱の上に置き、 21箱を幕屋に携え入れ、隔

ての垂幕をかけて、あかしの箱を隠した。主がモー

セに命じられたとおりである。 22彼はまた会見の天

幕なる幕屋の内部の北側、垂幕の外に机をすえ、 23

その上にパンを列に並べて、主の前に供えた。主が

モーセに命じられたとおりである。 24彼はまた会見

の天幕なる幕屋の内部の南側に、机にむかい合わせ

て燭台をすえ、 25主の前にともしびをともした。主

がモーセに命じられたとおりである。 26彼は会見の

幕屋の中、垂幕の前に金の祭壇をすえ、 27その上に

香ばしい薫香をたいた。主がモーセに命じられたと

おりである。 28彼はまた幕屋の入口にとばりをかけ

、 29燔祭の祭壇を会見の天幕なる幕屋の入口にすえ

、その上に燔祭と素祭をささげた。主がモーセに命

じられたとおりである。 30彼はまた会見の天幕と祭
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壇との間に洗盤を置き、洗うためにそれに水を入れ

た。 31モーセとアロンおよびその子たちは、それで

手と足を洗った。 32すなわち会見の天幕にはいると

き、また祭壇に近づくとき、そこで洗った。主がモ

ーセに命じられたとおりである。 33また幕屋と祭壇

の周囲に庭を設け、庭の門にとばりをかけた。この

ようにしてモーセはその工事を終えた。 34そのとき

、雲は会見の天幕をおおい、主の栄光が幕屋に満ち

た。 35モーセは会見の幕屋に、はいることができな

かった。雲がその上にとどまり、主の栄光が幕屋に

満ちていたからである。 36雲が幕屋の上からのぼる

時、イスラエルの人々は道に進んだ。彼らはその旅

路において常にそうした。 37しかし、雲がのぼらな

い時は、そののぼる日まで道に進まなかった。 38す

なわちイスラエルの家のすべての者の前に、昼は幕

屋の上に主の雲があり、夜は雲の中に火があった。

彼らの旅路において常にそうであった。
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レビ記

1主はモーセを呼び、会見の幕屋からこれに告げて

言われた、 2「イスラエルの人々に言いなさい、『

あなたがたのうちだれでも家畜の供え物を主にささ

げるときは、牛または羊を供え物としてささげなけ

ればならない。 3もしその供え物が牛の燔祭である

ならば、雄牛の全きものをささげなければならない

。会見の幕屋の入口で、主の前に受け入れられるよ

うに、これをささげなければならない。 4彼はその

燔祭の獣の頭に手を置かなければならない。そうす

れば受け入れられて、彼のためにあがないとなるで

あろう。 5彼は主の前でその子牛をほふり、アロン

の子なる祭司たちは、その血を携えてきて、会見の

幕屋の入口にある祭壇の周囲に、その血を注ぎかけ

なければならない。 6彼はまたその燔祭の獣の皮を

はぎ、節々に切り分かたなければならない。 7祭司

アロンの子たちは祭壇の上に火を置き、その火の上

にたきぎを並べ、 8アロンの子なる祭司たちはその

切り分けたものを、頭および脂肪と共に、祭壇の上

にある火の上のたきぎの上に並べなければならない

。 9その内臓と足とは水で洗わなければならない。

こうして祭司はそのすべてを祭壇の上で焼いて燔祭

としなければならない。これは火祭であって、主に

ささげる香ばしいかおりである。 10もしその燔祭の

供え物が群れの羊または、やぎであるならば、雄の

全きものをささげなければならない。 11彼は祭壇の

北側で、主の前にこれをほふり、アロンの子なる祭

司たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎかけなければ

ならない。 12彼はまたこれを節々に切り分かち、祭
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司はこれを頭および脂肪と共に、祭壇の上にある火

の上のたきぎの上に並べなければならない。 13その

内臓と足とは水で洗わなければならない。こうして

祭司はそのすべてを祭壇の上で焼いて燔祭としなけ

ればならない。これは火祭であって、主にささげる

香ばしいかおりである。 14もし主にささげる供え物

が、鳥の燔祭であるならば、山ばと、または家ばと

のひなを、その供え物としてささげなければならな

い。 15祭司はこれを祭壇に携えて行き、その首を摘

み破り、祭壇の上で焼かなければならない。その血

は絞り出して祭壇の側面に塗らなければならない。

16またその餌袋は羽と共に除いて、祭壇の東の方に

ある灰捨場に捨てなければならない。 17これは、そ

の翼を握って裂かなければならない。ただし引き離

してはならない。祭司はこれを祭壇の上で、火の上

のたきぎの上で燔祭として焼かなければならない。

これは火祭であって、主にささげる香ばしいかおり

である。

2人が素祭の供え物を主にささげるときは、その供

え物は麦粉でなければならない。その上に油を注ぎ

、またその上に乳香を添え、 2これをアロンの子な

る祭司たちのもとに携えて行かなければならない。

祭司はその麦粉とその油の一握りを乳香の全部と共

に取り、これを記念の分として、祭壇の上で焼かな

ければならない。これは火祭であって、主にささげ

る香ばしいかおりである。 3素祭の残りはアロンと

その子らのものになる。これは主の火祭のいと聖な

る物である。 4あなたが、もし天火で焼いたものを

素祭としてささげるならば、それは麦粉に油を混ぜ
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て作った種入れぬ菓子、または油を塗った種入れぬ

煎餅でなければならない。 5あなたの供え物が、も

し、平鍋で焼いた素祭であるならば、それは麦粉に

油を混ぜて作った種入れぬものでなければならない

。 6あなたはそれを細かく砕き、その上に油を注が

なければならない。これは素祭である。 7あなたの

供え物が、もし深鍋で煮た素祭であるならば、麦粉

に油を混ぜて作らなければならない。 8あなたはこ

れらの物で作った素祭を、主に携えて行かなければ

ならない。それを祭司に渡すならば、祭司はそれを

祭壇に携えて行き、 9その素祭のうちから記念の分

を取って、祭壇の上で焼かなければならない。これ

は火祭であって、主にささげる香ばしいかおりであ

る。 10素祭の残りはアロンとその子らのものになる

。これは、主の火祭のいと聖なる物である。 11あな

たがたが主にささげる素祭は、すべて種を入れて作

ってはならない。パン種も蜜も、すべて主にささげ

る火祭として焼いてはならないからである。 12ただ

し、初穂の供え物としては、これらを主にささげる

ことができる。しかし香ばしいかおりとして祭壇に

ささげてはならない。 13あなたの素祭の供え物は、

すべて塩をもって味をつけなければならない。あな

たの素祭に、あなたの神の契約の塩を欠いてはなら

ない。すべて、あなたの供え物は、塩を添えてささ

げなければならない。 14もしあなたが初穂の素祭を

主にささげるならば、火で穂を焼いたもの、新穀の

砕いたものを、あなたの初穂の素祭としてささげな

ければならない。 15あなたはそれに油を加え、その

上に乳香を置かなければならない。これは素祭であ
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る。 16祭司は、その砕いた物およびその油のうちか

ら記念の分を取って、乳香の全部と共に焼かなけれ

ばならない。これは主にささげる火祭である。

3もし彼の供え物が酬恩祭の犠牲であって、牛をさ

さげるのであれば、雌雄いずれであっても、全きも

のを主の前にささげなければならない。 2彼はその

供え物の頭に手を置き、会見の幕屋の入口で、これ

をほふらなければならない。そしてアロンの子なる

祭司たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎかけなけれ

ばならない。 3彼はまたその酬恩祭の犠牲のうちか

ら火祭を主にささげなければならない。すなわち内

臓をおおう脂肪と、内臓の上のすべての脂肪、 4二

つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、ならび

に腎臓と共にとられる肝臓の上の小葉である。 5そ

してアロンの子たちは祭壇の上で、火の上のたきぎ

の上に置いた燔祭の上で、これを焼かなければなら

ない。これは火祭であって、主にささげる香ばしい

かおりである。 6もし彼の供え物が主にささげる酬

恩祭の犠牲で、それが羊であるならば、雌雄いずれ

であっても、全きものをささげなければならない。

7もし小羊を供え物としてささげるならば、それを主

の前に連れてきて、 8その供え物の頭に手を置き、

それを会見の幕屋の前で、ほふらなければならない

。そしてアロンの子たちはその血を祭壇の周囲に注

ぎかけなければならない。 9彼はその酬恩祭の犠牲

のうちから、火祭を主にささげなければならない。

すなわちその脂肪、背骨に接して切り取る脂尾の全

部、内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂肪、

10二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、な
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らびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。

11祭司はこれを祭壇の上で焼かなければならない。

これは火祭であって、主にささげる食物である。 12

もし彼の供え物が、やぎであるならば、それを主の

前に連れてきて、 13その頭に手を置き、それを会見

の幕屋の前で、ほふらなければならない。そしてア

ロンの子たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎかけな

ければならない。 14彼はまたそのうちから供え物を

取り、火祭として主にささげなければならない。す

なわち内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂肪

、 15二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、

ならびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である

。 16祭司はこれを祭壇の上で焼かなければならない

。これは火祭としてささげる食物であって、香ばし

いかおりである。脂肪はみな主に帰すべきものであ

る。 17あなたがたは脂肪と血とをいっさい食べては

ならない。これはあなたがたが、すべてその住む所

で、代々守るべき永久の定めである』」。

4主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に言いなさい、『もし人があやまって罪を犯し、

主のいましめにそむいて、してはならないことの一

つをした時は次のようにしなければならない。 3す

なわち、油注がれた祭司が罪を犯して、とがを民に

及ぼすならば、彼はその犯した罪のために雄の全き

子牛を罪祭として主にささげなければならない。 4

その子牛を会見の幕屋の入口に連れてきて主の前に

至り、その子牛の頭に手を置き、その子牛を主の前

で、ほふらなければならない。 5油注がれた祭司は

、その子牛の血を取って、それを会見の幕屋に携え
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入り、 6そして祭司は指をその血に浸して、聖所の

垂幕の前で主の前にその血を七たび注がなければな

らない。 7祭司はまたその血を取り、主の前で会見

の幕屋の中にある香ばしい薫香の祭壇の角に、それ

を塗らなければならない。その子牛の血の残りはこ

とごとく会見の幕屋の入口にある燔祭の祭壇のもと

に注がなければならない。 8またその罪祭の子牛か

ら、すべての脂肪を取らなければならない。すなわ

ち内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂肪、 9

二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、なら

びに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。 10

これを取るには酬恩祭の犠牲の雄牛から取るのと同

じようにしなければならない。そして祭司はそれを

燔祭の祭壇の上で焼かなければならない。 11その子

牛の皮とそのすべての肉、およびその頭と足と内臓

と汚物など、 12すべてその子牛の残りは、これを宿

営の外の、清い場所なる灰捨場に携え出し、火をも

ってこれをたきぎの上で焼き捨てなければならない

。すなわちこれは灰捨場で焼き捨てらるべきである

。 13もしイスラエルの全会衆があやまちを犯し、そ

のことが会衆の目に隠れていても、主のいましめに

そむいて、してはならないことの一つをなして、と

がを得たならば、 14その犯した罪が現れた時、会衆

は雄の子牛を罪祭としてささげなければならない。

すなわちそれを会見の幕屋の前に連れてきて、 15会

衆の長老たちは、主の前でその子牛の頭に手を置き

、その子牛を主の前で、ほふらなければならない。

16そして、油注がれた祭司は、その子牛の血を会見

の幕屋に携え入り、 17祭司は指をその血に浸し、垂
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幕の前で主の前に七たび注がなければならない。 18

またその血を取って、会見の幕屋の中の主の前にあ

る祭壇の角に、それを塗らなければならない。その

血の残りはことごとく会見の幕屋の入口にある燔祭

の祭壇のもとに注がなければならない。 19またその

すべての脂肪を取って祭壇の上で焼かなければなら

ない。 20すなわち祭司は罪祭の雄牛にしたように、

この雄牛にも、しなければならない。こうして、祭

司が彼らのためにあがないをするならば、彼らはゆ

るされるであろう。 21そして、彼はその雄牛を宿営

の外に携え出し、はじめの雄牛を焼き捨てたように

、これを焼き捨てなければならない。これは会衆の

罪祭である。 22またつかさたる者が罪を犯し、あや

まって、その神、主のいましめにそむき、してはな

らないことの一つをして、とがを得、 23もしその犯

した罪を知るようになったときは、供え物として雄

やぎの全きものを連れてきて、 24そのやぎの頭に手

を置き、燔祭をほふる場所で、主の前にこれをほふ

らなければならない。これは罪祭である。 25祭司は

指でその罪祭の血を取り、燔祭の祭壇の角にそれを

塗り、残りの血は燔祭の祭壇のもとに注がなければ

ならない。 26また、そのすべての脂肪は、酬恩祭の

犠牲の脂肪と同じように、祭壇の上で焼かなければ

ならない。こうして、祭司が彼のためにその罪のあ

がないをするならば、彼はゆるされるであろう。 27

また一般の人がもしあやまって罪を犯し、主のいま

しめにそむいて、してはならないことの一つをして

、とがを得、 28その犯した罪を知るようになったと

きは、その犯した罪のために供え物として雌やぎの
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全きものを連れてきて、 29その罪祭の頭に手を置き

、燔祭をほふる場所で、その罪祭をほふらなければ

ならない。 30そして祭司は指でその血を取り、燔祭

の祭壇の角にこれを塗り、残りの血をことごとく祭

壇のもとに注がなければならない。 31またそのすべ

ての脂肪は酬恩祭の犠牲から脂肪を取るのと同じよ

うに取り、これを祭壇の上で焼いて主にささげる香

ばしいかおりとしなければならない。こうして祭司

が彼のためにあがないをするならば、彼はゆるされ

るであろう。 32もし小羊を罪祭のために供え物とし

て連れてくるならば、雌の全きものを連れてこなけ

ればならない。 33その罪祭の頭に手を置き、燔祭を

ほふる場所で、これをほふり、罪祭としなければな

らない。 34そして祭司は指でその罪祭の血を取り、

燔祭の祭壇の角にそれを塗り、残りの血はことごと

く祭壇のもとに注がなければならない。 35またその

すべての脂肪は酬恩祭の犠牲から小羊の脂肪を取る

のと同じように取り、祭司はこれを主にささげる火

祭のように祭壇の上で焼かなければならない。こう

して祭司が彼の犯した罪のためにあがないをするな

らば、彼はゆるされるであろう。

5もし人が証人に立ち、誓いの声を聞きながら、そ

の見たこと、知っていることを言わないで、罪を犯

すならば、彼はそのとがを負わなければならない。

2また、もし人が汚れた野獣の死体、汚れた家畜の死

体、汚れた這うものの死体など、すべて汚れたもの

に触れるならば、そのことに気づかなくても、彼は

汚れたものとなって、とがを得る。 3また、もし彼

が人の汚れに触れるならば、その人の汚れが、どの
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ような汚れであれ、それに気づかなくても、彼がこ

れを知るようになった時は、とがを得る。 4また、

もし人がみだりにくちびるで誓い、悪をなそう、ま

たは善をなそうと言うならば、その人が誓ってみだ

りに言ったことは、それがどんなことであれ、それ

に気づかなくても、彼がこれを知るようになった時

は、これらの一つについて、とがを得る。 5もしこ

れらの一つについて、とがを得たときは、その罪を

犯したことを告白し、 6その犯した罪のために償い

として、雌の家畜、すなわち雌の小羊または雌やぎ

を主のもとに連れてきて、罪祭としなければならな

い。こうして祭司は彼のために罪のあがないをする

であろう。 7もし小羊に手のとどかない時は、山ば

と二羽か、家ばとのひな二羽かを、彼が犯した罪の

ために償いとして主に携えてきて、一羽を罪祭に、

一羽を燔祭にしなければならない。 8すなわち、こ

れらを祭司に携えてきて、祭司はその罪祭のものを

先にささげなければならない。すなわち、その頭を

首の根のところで、摘み破らなければならない。た

だし、切り離してはならない。 9そしてその罪祭の

血を祭壇の側面に注ぎ、残りの血は祭壇のもとに絞

り出さなければならない。これは罪祭である。 10ま

た第二のものは、定めにしたがって燔祭としなけれ

ばならない。こうして、祭司が彼のためにその犯し

た罪のあがないをするならば、彼はゆるされるであ

ろう。 11もし二羽の山ばとにも、二羽の家ばとのひ

なにも、手の届かないときは、彼の犯した罪のため

に、供え物として麦粉十分の一エパを携えてきて、

これを罪祭としなければならない。ただし、その上
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に油をかけてはならない。またその上に乳香を添え

てはならない。これは罪祭だからである。 12彼はこ

れを祭司のもとに携えて行き、祭司は一握りを取っ

て、記念の分とし、これを主にささげる火祭のよう

に、祭壇の上で焼かなければならない。これは罪祭

である。 13こうして、祭司が彼のため、すなわち、

彼がこれらの一つを犯した罪のために、あがないを

するならば、彼はゆるされるであろう。そしてその

残りは素祭と同じく、祭司に帰するであろう』」。

14主はまたモーセに言われた、 15「もし人が不正を

なし、あやまって主の聖なる物について罪を犯した

ときは、その償いとして、あなたの値積りにしたが

い、聖所のシケルで、銀数シケルに当る雄羊の全き

ものを、群れのうちから取り、それを主に携えてき

て、愆祭としなければならない。 16そしてその聖な

る物について犯した罪のために償いをし、またその

五分の一をこれに加えて、祭司に渡さなければなら

ない。こうして祭司がその愆祭の雄羊をもって、彼

のためにあがないをするならば、彼はゆるされるで

あろう。 17また人がもし罪を犯し、主のいましめに

そむいて、してはならないことの一つをしたときは

、たといそれを知らなくても、彼は罪を得、そのと

がを負わなければならない。 18彼はあなたの値積り

にしたがって、雄羊の全きものを群れのうちから取

り、愆祭としてこれを祭司のもとに携えてこなけれ

ばならない。こうして、祭司が彼のために、すなわ

ち彼が知らないで、しかもあやまって犯した過失の

ために、あがないをするならば、彼はゆるされるで
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あろう。 19これは愆祭である。彼は確かに主の前に

とがを得たからである」。

6主はまたモーセに言われた、 2「もし人が罪を犯

し、主に対して不正をなしたとき、すなわち預かり

物、手にした質草、またはかすめた物について、そ

の隣人を欺き、あるいはその隣人をしえたげ、 3あ

るいは落し物を拾い、それについて欺き、偽って誓

うなど、すべて人がそれをなして罪となることの一

つについて、 4罪を犯し、とがを得たならば、彼は

そのかすめた物、しえたげて取った物、預かった物

、拾った落し物、 5または偽り誓ったすべての物を

返さなければならない。すなわち残りなく償い、更

にその五分の一をこれに加え、彼が愆祭をささげる

日に、これをその元の持ち主に渡さなければならな

い。 6彼はその償いとして、あなたの値積りにした

がい、雄羊の全きものを、群れの中から取り、これ

を祭司のもとに携えてきて、愆祭として主にささげ

なければならない。 7こうして、祭司が主の前で彼

のためにあがないをするならば、彼はそのいずれを

行ってとがを得てもゆるされるであろう」。 8主は

またモーセに言われた、 9「アロンとその子たちに

命じて言いなさい、『燔祭のおきては次のとおりで

ある。燔祭は祭壇の炉の上に、朝まで夜もすがらあ

るようにし、そこに祭壇の火を燃え続かせなければ

ならない。 10祭司は亜麻布の服を着、亜麻布のもも

ひきを身につけ、祭壇の上で火に焼けた燔祭の灰を

取って、これを祭壇のそばに置き、 11その衣服を脱

ぎ、ほかの衣服を着て、その灰を宿営の外の清い場

所に携え出さなければならない。 12祭壇の上の火は
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、そこに燃え続かせ、それを消してはならない。祭

司は朝ごとに、たきぎをその上に燃やし、燔祭をそ

の上に並べ、また酬恩祭の脂肪をその上で焼かなけ

ればならない。 13火は絶えず祭壇の上に燃え続かせ

、これを消してはならない。 14素祭のおきては次の

とおりである。アロンの子たちはそれを祭壇の前で

主の前にささげなければならない。 15すなわち素祭

の麦粉一握りとその油を、素祭の上にある全部の乳

香と共に取って、祭壇の上で焼き、香ばしいかおり

とし、記念の分として主にささげなければならない

。 16その残りはアロンとその子たちが食べなければ

ならない。すなわち、種を入れずに聖なる所で食べ

なければならない。会見の幕屋の庭でこれを食べな

ければならない。 17これは種を入れて焼いてはなら

ない。わたしはこれをわたしの火祭のうちから彼ら

の分として与える。これは罪祭および愆祭と同様に

、いと聖なるものである。 18アロンの子たちのうち

、すべての男子はこれを食べることができる。これ

は主にささげる火祭のうちから、あなたがたが代々

永久に受けるように定められた分である。すべてこ

れに触れるものは聖となるであろう』」。 19主はま

たモーセに言われた、 20「アロンとその子たちが、

アロンの油注がれる日に、主にささぐべき供え物は

次のとおりである。すなわち麦粉十分の一エパを、

絶えずささげる素祭とし、半ばは朝に、半ばは夕に

ささげなければならない。 21それは油をよく混ぜて

平鍋で焼き、それを携えてきて、細かく砕いた素祭

とし、香ばしいかおりとして、主にささげなければ

ならない。 22彼の子たちのうち、油注がれて彼につ
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いで祭司となる者は、これをささげなければならな

い。これは永久に主に帰する分として、全く焼きつ

くすべきものである。 23すべて祭司の素祭は全く焼

きつくすべきものであって、これを食べてはならな

い」。 24主はまたモーセに言われた、 25「アロン

とその子たちに言いなさい、『罪祭のおきては次の

とおりである。罪祭は燔祭をほふる場所で、主の前

にほふらなければならない。これはいと聖なる物で

ある。 26罪のためにこれをささげる祭司が、これを

食べなければならない。すなわち会見の幕屋の庭の

聖なる所で、これを食べなければならない。 27すべ

てその肉に触れる者は聖となるであろう。もしその

血が衣服にかかったならば、そのかかったものは聖

なる所で洗わなければならない。 28またそれを煮た

土の器は砕かなければならない。もし青銅の器で煮

たのであれば、それはみがいて、水で洗わなければ

ならない。 29祭司たちのうちのすべての男子は、こ

れを食べることができる。これはいと聖なるもので

ある。 30しかし、その血を会見の幕屋に携えていっ

て、聖所であがないに用いた罪祭は食べてはならな

い。これは火で焼き捨てなければならない。

7愆祭のおきては次のとおりである。それはいと聖

なる物である。 2愆祭は燔祭をほふる場所でほふら

なければならない。そして祭司はその血を祭壇の周

囲に注ぎかけ、 3そのすべての脂肪をささげなけれ

ばならない。すなわち脂尾、内臓をおおう脂肪、 4

二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、腎臓

と共に取られる肝臓の上の小葉である。 5祭司はこ

れを祭壇の上で焼いて、主に火祭としなければなら
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ない。これは愆祭である。 6祭司たちのうちのすべ

ての男子は、これを食べることができる。これは聖

なる所で食べなければならない。これはいと聖なる

物である。 7罪祭も愆祭も、そのおきては一つであ

って、異なるところはない。これは、あがないをな

す祭司に帰する。 8人が携えてくる燔祭をささげる

祭司、その祭司に、そのささげる燔祭のものの皮は

帰する。 9すべて天火で焼いた素祭、またすべて深

鍋または平鍋で作ったものは、これをささげる祭司

に帰する。 10すべて素祭は、油を混ぜたものも、か

わいたものも、アロンのすべての子たちにひとしく

帰する。 11主にささぐべき酬恩祭の犠牲のおきては

次のとおりである。 12もしこれを感謝のためにささ

げるのであれば、油を混ぜた種入れぬ菓子と、油を

塗った種入れぬ煎餅と、よく混ぜた麦粉に油を混ぜ

て作った菓子とを、感謝の犠牲に合わせてささげな

ければならない。 13また種を入れたパンの菓子をそ

の感謝のための酬恩祭の犠牲に合わせ、供え物とし

てささげなければならない。 14すなわちこのすべて

の供え物のうちから、菓子一つずつを取って主にさ

さげなければならない。これは酬恩祭の血を注ぎか

ける祭司に帰する。 15その感謝のための酬恩祭の犠

牲の肉は、その供え物をささげた日のうちに食べな

ければならない。少しでも明くる朝まで残して置い

てはならない。 16しかし、その供え物の犠牲がもし

誓願の供え物、または自発の供え物であるならば、

その犠牲をささげた日のうちにそれを食べ、その残

りはまた明くる日に食べることができる。 17ただし

、その犠牲の肉の残りは三日目には火で焼き捨てな
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ければならない。 18もしその酬恩祭の犠牲の肉を三

日目に少しでも食べるならば、それは受け入れられ

ず、また供え物と見なされず、かえって忌むべき物

となるであろう。そしてそれを食べる者はとがを負

わなければならない。 19その肉がもし汚れた物に触

れるならば、それを食べることなく、火で焼き捨て

なければならない。犠牲の肉はすべて清い者がこれ

を食べることができる。 20もし人がその身に汚れが

あるのに、主にささげた酬恩祭の犠牲の肉を食べる

ならば、その人は民のうちから断たれるであろう。

21また人がもしすべて汚れたもの、すなわち人の汚

れ、あるいは汚れた獣、あるいは汚れた這うものに

触れながら、主にささげた酬恩祭の犠牲の肉を食べ

るならば、その人は民のうちから断たれるであろう

』」。 22主はまたモーセに言われた、 23「イスラ

エルの人々に言いなさい、『あなたがたは、すべて

牛、羊、やぎの脂肪を食べてはならない。 24自然に

死んだ獣の脂肪および裂き殺された獣の脂肪は、さ

まざまのことに使ってもよい。しかし、それは決し

て食べてはならない。 25だれでも火祭として主にさ

さげる獣の脂肪を食べるならば、これを食べる人は

民のうちから断たれるであろう。 26またあなたがた

はすべてその住む所で、鳥にせよ、獣にせよ、すべ

てその血を食べてはならない。 27だれでもすべて血

を食べるならば、その人は民のうちから断たれるで

あろう』」。 28主はまたモーセに言われた、 29「

イスラエルの人々に言いなさい、『酬恩祭の犠牲を

主にささげる者は、その酬恩祭の犠牲のうちから、

その供え物を主に携えてこなければならない。 30主
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の火祭は手ずからこれを携えてこなければならない

。すなわちその脂肪と胸とを携えてきて、その胸を

主の前に揺り動かして、揺祭としなければならない

。 31そして祭司はその脂肪を祭壇の上で焼かなけれ

ばならない。その胸はアロンとその子たちに帰する

。 32あなたがたの酬恩祭の犠牲のうちから、その右

のももを挙祭として、祭司に与えなければならない

。 33アロンの子たちのうち、酬恩祭の血と脂肪とを

ささげる者は、その右のももを自分の分として、獲

るであろう。 34わたしはイスラエルの人々の酬恩祭

の犠牲のうちから、その揺祭の胸と挙祭のももを取

って、祭司アロンとその子たちに与え、これをイス

ラエルの人々から永久に彼らの受くべき分とする。

35これは主の火祭のうちから、アロンの受ける分と

、その子たちの受ける分とであって、祭司の職をな

すため、彼らが主にささげられた日に定められたの

である。 36すなわち、これは彼らに油を注ぐ日に、

イスラエルの人々が彼らに与えるように、主が命じ

られたものであって、代々永久に受くべき分である

』」。 37これは燔祭、素祭、罪祭、愆祭、任職祭、

酬恩祭の犠牲のおきてである。 38すなわち、主がシ

ナイの荒野においてイスラエルの人々にその供え物

を主にささげることを命じられた日に、シナイ山で

モーセに命じられたものである。

8主はまたモーセに言われた、 2「あなたはアロン

とその子たち、およびその衣服、注ぎ油、罪祭の雄

牛、雄羊二頭、種入れぬパン一かごを取り、 3また

全会衆を会見の幕屋の入口に集めなさい」。 4モー

セは主が命じられたようにした。そして会衆は会見
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の幕屋の入口に集まった。 5そこでモーセは会衆に

むかって言った、「これは主があなたがたにせよと

命じられたことである」。 6そしてモーセはアロン

とその子たちを連れてきて、水で彼らを洗い清め、

7アロンに服を着させ、帯をしめさせ、衣をまとわせ

、エポデを着けさせ、エポデの帯をしめさせ、それ

をもってエポデを身に結いつけ、 8また胸当を着け

させ、その胸当にウリムとトンミムを入れ、 9その

頭に帽子をかぶらせ、その帽子の前に金の板、すな

わち聖なる冠をつけさせた。主がモーセに命じられ

たとおりである。 10モーセはまた注ぎ油を取り、幕

屋とそのうちのすべての物に油を注いでこれを聖別

し、 11かつ、それを七たび祭壇に注ぎ、祭壇とその

もろもろの器、洗盤とその台に油を注いでこれを聖

別し、 12また注ぎ油をアロンの頭に注ぎ、彼に油を

注いでこれを聖別した。 13モーセはまたアロンの子

たちを連れてきて、服を彼らに着させ、帯を彼らに

しめさせ、頭巾を頭に巻かせた。主がモーセに命じ

られたとおりである。 14彼はまた罪祭の雄牛を連れ

てこさせ、アロンとその子たちは、その罪祭の雄牛

の頭に手を置いた。 15モーセはこれをほふり、その

血を取り、指をもってその血を祭壇の四すみの角に

つけて祭壇を清め、また残りの血を祭壇のもとに注

いで、これを聖別し、これがためにあがないをした

。 16モーセはまたその内臓の上のすべての脂肪、肝

臓の小葉、二つの腎臓とその脂肪とを取り、これを

祭壇の上で焼いた。 17ただし、その雄牛の皮と肉と

汚物は宿営の外で、火をもって焼き捨てた。主がモ

ーセに命じられたとおりである。 18彼はまた燔祭の
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雄羊を連れてこさせ、アロンとその子たちは、その

雄羊の頭に手を置いた。 19モーセはこれをほふって

、その血を祭壇の周囲に注ぎかけた。 20そして、モ

ーセはその雄羊を節々に切り分かち、その頭と切り

分けたものと脂肪とを焼いた。 21またモーセは水で

その内臓と足とを洗い、その雄羊をことごとく祭壇

の上で焼いた。これは香ばしいかおりのための燔祭

であって、主にささげる火祭である。主がモーセに

命じられたとおりである。 22彼はまたほかの雄羊、

すなわち任職の雄羊を連れてこさせ、アロンとその

子たちは、その雄羊の頭に手を置いた。 23モーセは

これをほふり、その血を取って、アロンの右の耳た

ぶと、右手の親指と、右足の親指とにつけた。 24ま

たモーセはアロンの子たちを連れてきて、その血を

彼らの右の耳たぶと、右手の親指と、右足の親指と

につけた。そしてモーセはその残りの血を、祭壇の

周囲に注ぎかけた。 25彼はまたその脂肪、すなわち

脂尾、内臓の上のすべての脂肪、肝臓の小葉、二つ

の腎臓とその脂肪、ならびにその右のももを取り、

26また主の前にある種入れぬパンのかごから種入れ

ぬ菓子一つと、油を入れたパンの菓子一つと、煎餅

一つとを取って、かの脂肪と右のももとの上に載せ

、 27これをすべてアロンの手と、その子たちの手に

渡し、主の前に揺り動かさせて揺祭とした。 28そし

てモーセはこれを彼らの手から取り、祭壇の上で燔

祭と共に焼いた。これは香ばしいかおりとする任職

の供え物であって、主にささげる火祭である。 29そ

してモーセはその胸を取り、主の前にこれを揺り動

かして揺祭とした。これは任職の雄羊のうちモーセ



レビ記 261

に帰すべき分であった。主がモーセに命じられたと

おりである。 30モーセはまた注ぎ油と祭壇の上の血

とを取り、これをアロンとその服、またその子たち

とその服とに注いで、アロンとその服、およびその

子たちと、その服とを聖別した。 31モーセはまたア

ロンとその子たちに言った、「会見の幕屋の入口で

その肉を煮なさい。そして任職祭のかごの中のパン

と共に、それをその所で食べなさい。これは『アロ

ンとその子たちが食べなければならない、と言え』

とわたしが命じられたとおりである。 32あなたがた

はその肉とパンとの残ったものを火で焼き捨てなけ

ればならない。 33あなたがたはその任職祭の終る日

まで七日の間、会見の幕屋の入口から出てはならな

い。あなたがたの任職は七日を要するからである。

34きょう行ったように、あなたがたのために、あが

ないをせよ、と主はお命じになった。 35あなたがた

は会見の幕屋の入口に七日の間、日夜とどまり、主

の仰せを守って、死ぬことのないようにしなければ

ならない。わたしはそのように命じられたからであ

る」。 36アロンとその子たちは主がモーセによって

お命じになったことを、ことごとく行った。

9八日目になって、モーセはアロンとその子たち、

およびイスラエルの長老たちを呼び寄せ、 2アロン

に言った、「あなたは雄の子牛の全きものを罪祭の

ために取り、また雄羊の全きものを燔祭のために取

って、主の前にささげなさい。 3あなたはまたイス

ラエルの人々に言いなさい、『あなたがたは雄やぎ

を罪祭のために取り、また一歳の全き子牛と小羊と

を燔祭のために取りなさい、 4また主の前にささげ
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る酬恩祭のために雄牛と雄羊とを取り、また油を混

ぜた素祭を取りなさい。主がきょうあなたがたに現

れたもうからである』」。 5彼らはモーセが命じた

ものを会見の幕屋の前に携えてきた。会衆がみな近

づいて主の前に立ったので、 6モーセは言った、「

これは主があなたがたに、せよと命じられたことで

ある。こうして主の栄光はあなたがたに現れるであ

ろう」。 7モーセはまたアロンに言った、「あなた

は祭壇に近づき、あなたの罪祭と燔祭をささげて、

あなたのため、また民のためにあがないをし、また

民の供え物をささげて、彼らのためにあがないをし

、すべて主がお命じになったようにしなさい」。 8

そこでアロンは祭壇に近づき、自分のための罪祭の

子牛をほふった。 9そしてアロンの子たちは、その

血を彼のもとに携えてきたので、彼は指をその血に

浸し、それを祭壇の角につけ、残りの血を祭壇のも

とに注ぎ、 10また罪祭の脂肪と腎臓と肝臓の小葉と

を祭壇の上で焼いた。主がモーセに命じられたとお

りである。 11またその肉と皮とは宿営の外で火をも

って焼き捨てた。 12彼はまた燔祭の獣をほふり、ア

ロンの子たちがその血を彼に渡したので、これを祭

壇の周囲に注ぎかけた。 13彼らがまた燔祭のもの、

すなわち、その切り分けたものと頭とを彼に渡した

ので、彼はこれを祭壇の上で焼いた。 14またその内

臓と足とを洗い、祭壇の上で燔祭と共にこれを焼い

た。 15彼はまた民の供え物をささげた。すなわち、

民のための罪祭のやぎを取ってこれをほふり、前の

ようにこれを罪のためにささげた。 16また燔祭をさ

さげた。すなわち、これを定めのようにささげた。
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17また素祭をささげ、そのうちから一握りを取り、

朝の燔祭に加えて、これを祭壇の上で焼いた。 18彼

はまた民のためにささげる酬恩祭の犠牲の雄牛と雄

羊とをほふり、アロンの子たちが、その血を彼に渡

したので、彼はこれを祭壇の周囲に注ぎかけた。 19

またその雄牛と雄羊との脂肪、すなわち、脂尾、内

臓をおおうもの、腎臓、肝臓の小葉。 20これらの脂

肪を彼らはその胸の上に載せて携えてきたので、彼

はその脂肪を祭壇の上で焼いた。 21その胸と右のも

もとは、アロンが主の前に揺り動かして揺祭とした

。モーセが命じたとおりである。 22アロンは民にむ

かって手をあげて、彼らを祝福し、罪祭、燔祭、酬

恩祭をささげ終って降りた。 23モーセとアロンは会

見の幕屋に入り、また出てきて民を祝福した。そし

て主の栄光はすべての民に現れ、 24主の前から火が

出て、祭壇の上の燔祭と脂肪とを焼きつくした。民

はみな、これを見て喜びよばわり、そしてひれ伏し

た。

10さてアロンの子ナダブとアビフとは、おのおの

その香炉を取って火をこれに入れ、薫香をその上に

盛って、異火を主の前にささげた。これは主の命令

に反することであったので、 2主の前から火が出て

彼らを焼き滅ぼし、彼らは主の前に死んだ。 3その

時モーセはアロンに言った、「主は、こう仰せられ

た。すなわち『わたしは、わたしに近づく者のうち

に、わたしの聖なることを示し、すべての民の前に

栄光を現すであろう』」。アロンは黙していた。 4

モーセはアロンの叔父ウジエルの子ミシヤエルとエ

ルザパンとを呼び寄せて彼らに言った、「近寄って
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、あなたがたの兄弟たちを聖所の前から、宿営の外

に運び出しなさい」。 5彼らは近寄って、彼らをそ

の服のまま宿営の外に運び出し、モーセの言ったよ

うにした。 6モーセはまたアロンおよびその子エレ

アザルとイタマルとに言った、「あなたがたは髪の

毛を乱し、また衣服を裂いてはならない。あなたが

たが死ぬことのないため、また主の怒りが、すべて

の会衆に及ぶことのないためである。ただし、あな

たがたの兄弟イスラエルの全家は、主が火をもって

焼き滅ぼしたもうたことを嘆いてもよい。 7また、

あなたがたは死ぬことのないように、会見の幕屋の

入口から外へ出てはならない。あなたがたの上に主

の注ぎ油があるからである」。彼らはモーセの言葉

のとおりにした。 8主はアロンに言われた、 9「あ

なたも、あなたの子たちも会見の幕屋にはいる時に

は、死ぬことのないように、ぶどう酒と濃い酒を飲

んではならない。これはあなたがたが代々永く守る

べき定めとしなければならない。 10これはあなたが

たが聖なるものと俗なるもの、汚れたものと清いも

のとの区別をすることができるため、 11また主がモ

ーセによって語られたすべての定めを、イスラエル

の人々に教えることができるためである」。 12モー

セはまたアロンおよびその残っている子エレアザル

とイタマルとに言った、「あなたがたは主の火祭の

うちから素祭の残りを取り、パン種を入れずに、こ

れを祭壇のかたわらで食べなさい。これはいと聖な

る物である。 13これは主の火祭のうちからあなたの

受ける分、またあなたの子たちの受ける分であるか

ら、あなたがたはこれを聖なる所で食べなければな
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らない。わたしはこのように命じられたのである。

14また揺り動かした胸とささげたももとは、あなた

とあなたのむすこ、娘たちがこれを清い所で食べな

ければならない。これはイスラエルの人々の酬恩祭

の犠牲の中からあなたの分、あなたの子たちの分と

して与えられるものだからである。 15彼らはそのさ

さげたももと揺り動かした胸とを、火祭の脂肪と共

に携えてきて、これを主の前に揺り動かして揺祭と

しなければならない。これは主がお命じになったよ

うに、長く受くべき分としてあなたと、あなたの子

たちとに帰するであろう」。 16さてモーセは罪祭の

やぎを、ていねいに捜したが、見よ、それがすでに

焼かれていたので、彼は残っているアロンの子エレ

アザルとイタマルとにむかい、怒って言った、 17「

あなたがたは、なぜ罪祭のものを聖なる所で食べな

かったのか。これはいと聖なる物であって、あなた

がたが会衆の罪を負って、彼らのために主の前にあ

がないをするため、あなたがたに賜わった物である

。 18見よ、その血は聖所の中に携え入れなかった。

その肉はわたしが命じたように、あなたがたは必ず

それを聖なる所で食べるべきであった」。 19アロン

はモーセに言った、「見よ、きょう、彼らはその罪

祭と燔祭とを主の前にささげたが、このような事が

わたしに臨んだ。もしわたしが、きょう罪祭のもの

を食べたとしたら、主はこれを良しとせられたであ

ろうか」。 20モーセはこれを聞いて良しとした。

11主はまたモーセとアロンに言われた、 2「イス

ラエルの人々に言いなさい、『地にあるすべての獣

のうち、あなたがたの食べることができる動物は次
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のとおりである。 3獣のうち、すべてひずめの分か

れたもの、すなわち、ひずめの全く切れたもの、反

芻するものは、これを食べることができる。 4ただ

し、反芻するもの、またはひずめの分かれたものの

うち、次のものは食べてはならない。すなわち、ら

くだ、これは、反芻するけれども、ひずめが分かれ

ていないから、あなたがたには汚れたものである。

5岩たぬき、これは、反芻するけれども、ひずめが分

かれていないから、あなたがたには汚れたものであ

る。 6野うさぎ、これは、反芻するけれども、ひず

めが分かれていないから、あなたがたには汚れたも

のである。 7豚、これは、ひずめが分かれており、

ひずめが全く切れているけれども、反芻することを

しないから、あなたがたには汚れたものである。 8

あなたがたは、これらのものの肉を食べてはならな

い。またその死体に触れてはならない。これらは、

あなたがたには汚れたものである。 9水の中にいる

すべてのもののうち、あなたがたの食べることがで

きるものは次のとおりである。すなわち、海でも、

川でも、すべて水の中にいるもので、ひれと、うろ

このあるものは、これを食べることができる。 10す

べて水に群がるもの、またすべての水の中にいる生

き物のうち、すなわち、すべて海、また川にいて、

ひれとうろこのないものは、あなたがたに忌むべき

ものである。 11これらはあなたがたに忌むべきもの

であるから、あなたがたはその肉を食べてはならな

い。またその死体は忌むべきものとしなければなら

ない。 12すべて水の中にいて、ひれも、うろこもな

いものは、あなたがたに忌むべきものである。 13鳥
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のうち、次のものは、あなたがたに忌むべきものと

して、食べてはならない。それらは忌むべきもので

ある。すなわち、はげわし、ひげはげわし、みさご

、 14とび、はやぶさの類、 15もろもろのからすの

類、 16だちょう、よたか、かもめ、たかの類、 17

ふくろう、う、みみずく、 18むらさきばん、ペリカ

ン、はげたか、 19こうのとり、さぎの類、やつがし

ら、こうもり。 20また羽があって四つの足で歩くす

べての這うものは、あなたがたに忌むべきものであ

る。 21ただし、羽があって四つの足で歩くすべての

這うもののうち、その足のうえに、跳ね足があり、

それで地の上をはねるものは食べることができる。

22すなわち、そのうち次のものは食べることができ

る。移住いなごの類、遍歴いなごの類、大いなごの

類、小いなごの類である。 23しかし、羽があって四

つの足で歩く、そのほかのすべての這うものは、あ

なたがたに忌むべきものである。 24あなたがたは次

の場合に汚れたものとなる。すなわち、すべてこれ

らのものの死体に触れる者は夕まで汚れる。 25すべ

てこれらのものの死体を運ぶ者は、その衣服を洗わ

なければならない。彼は夕まで汚れる。 26すべて、

ひずめの分かれた獣で、その切れ目の切れていない

もの、また、反芻することをしないものは、あなた

がたに汚れたものである。すべて、これに触れる者

は汚れる。 27すべて四つの足で歩く獣のうち、その

足の裏のふくらみで歩くものは皆あなたがたに汚れ

たものである。すべてその死体に触れる者は夕まで

汚れる。 28その死体を運ぶ者は、その衣服を洗わな

ければならない。彼は夕まで汚れる。これは、あな
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たがたに汚れたものである。 29地にはう這うものの

うち、次のものはあなたがたに汚れたものである。

すなわち、もぐらねずみ、とびねずみ、とげ尾とか

げの類、 30やもり、大とかげ、とかげ、すなとかげ

、カメレオン。 31もろもろの這うもののうち、これ

らはあなたがたに汚れたものである。すべてそれら

のものが死んで、それに触れる者は夕まで汚れる。

32またそれらのものが死んで、それが落ちかかった

物はすべて汚れる。木の器であれ、衣服であれ、皮

であれ、袋であれ、およそ仕事に使う器はそれを水

に入れなければならない。それは夕まで汚れている

が、そののち清くなる。 33またそれらのものが、土

の器の中に落ちたならば、その中にあるものは皆汚

れる。あなたがたはその器をこわさなければならな

い。 34またすべてその中にある食物で、水分のある

ものは汚れる。またすべてそのような器の中にある

飲み物も皆汚れる。 35またそれらのものの死体が落

ちかかったならば、その物はすべて汚れる。天火で

あれ、かまどであれ、それをこわさなければならな

い。これらは汚れたもので、あなたがたに汚れたも

のとなる。 36ただし、泉、あるいは水の集まった水

たまりは汚れない。しかし、その死体に触れる者は

汚れる。 37それらのものの死体が、まく種の上に落

ちても、それは汚れない。 38ただし、種の上に水が

かかっていて、その上にそれらのものの死体が、落

ちるならば、それはあなたがたに汚れたものとなる

。 39あなたがたの食べる獣が死んだ時、その死体に

触れる者は夕まで汚れる。 40その死体を食べる者は

、その衣服を洗わなければならない。夕まで汚れる
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。その死体を運ぶ者も、その衣服を洗わなければな

らない。夕まで汚れる。 41すべて地にはう這うもの

は忌むべきものである。これを食べてはならない。

42すべて腹ばい行くもの、四つ足で歩くもの、ある

いは多くの足をもつもの、すなわち、すべて地には

う這うものは、あなたがたはこれを食べてはならな

い。それらは忌むべきものだからである。 43あなた

がたはすべて這うものによって、あなたがたの身を

忌むべきものとしてはならない。また、これをもっ

て身を汚し、あるいはこれによって汚されてはなら

ない。 44わたしはあなたがたの神、主であるから、

あなたがたはおのれを聖別し、聖なる者とならなけ

ればならない。わたしは聖なる者である。地にはう

這うものによって、あなたがたの身を汚してはなら

ない。 45わたしはあなたがたの神となるため、あな

たがたをエジプトの国から導き上った主である。わ

たしは聖なる者であるから、あなたがたは聖なる者

とならなければならない』」。 46これは獣と鳥と、

水の中に動くすべての生き物と、地に這うすべての

ものに関するおきてであって、 47汚れたものと清い

もの、食べられる生き物と、食べられない生き物と

を区別するものである。

12主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『女がもし身ごもって男の子を

産めば、七日のあいだ汚れる。すなわち、月のさわ

りの日かずほど汚れるであろう。 3八日目にはその

子の前の皮に割礼を施さなければならない。 4その

女はなお、血の清めに三十三日を経なければならな

い。その清めの日の満ちるまでは、聖なる物に触れ
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てはならない。また聖なる所にはいってはならない

。 5もし女の子を産めば、二週間、月のさわりと同

じように汚れる。その女はなお、血の清めに六十六

日を経なければならない。 6男の子または女の子に

ついての清めの日が満ちるとき、女は燔祭のために

一歳の小羊、罪祭のために家ばとのひな、あるいは

山ばとを、会見の幕屋の入口の、祭司のもとに、携

えてこなければならない。 7祭司はこれを主の前に

ささげて、その女のために、あがないをしなければ

ならない。こうして女はその出血の汚れが清まるで

あろう。これは男の子または女の子を産んだ女のた

めのおきてである。 8もしその女が小羊に手の届か

ないときは、山ばと二羽か、家ばとのひな二羽かを

取って、一つを燔祭、一つを罪祭とし、祭司はその

女のために、あがないをしなければならない。こう

して女は清まるであろう』」。

13主はまたモーセとアロンに言われた、 2「人が

その身の皮に腫、あるいは吹出物、あるいは光る所

ができ、これがその身の皮にらい病の患部のように

なるならば、その人を祭司アロンまたは、祭司なる

アロンの子たちのひとりのもとに、連れて行かなけ

ればならない。 3祭司はその身の皮の患部を見、そ

の患部の毛がもし白く変り、かつ患部が、その身の

皮よりも深く見えるならば、それはらい病の患部で

ある。祭司は彼を見て、これを汚れた者としなけれ

ばならない。 4もしまたその身の皮の光る所が白く

て、皮よりも深く見えず、また毛も白く変っていな

いならば、祭司はその患者を七日のあいだ留め置か

なければならない。 5七日目に祭司はこれを見て、
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もし患部の様子に変りがなく、また患部が皮に広が

っていないならば、祭司はその人をさらに七日のあ

いだ留め置かなければならない。 6七日目に祭司は

再びその人を見て、患部がもし薄らぎ、また患部が

皮に広がっていないならば、祭司はこれを清い者と

しなければならない。これは吹出物である。その人

は衣服を洗わなければならない。そして清くなるで

あろう。 7しかし、その人が祭司に見せて清い者と

された後に、その吹出物が皮に広くひろがるならば

、再び祭司にその身を見せなければならない。 8祭

司はこれを見て、その吹出物が皮に広がっているな

らば、祭司はその人を汚れた者としなければならな

い。これはらい病である。 9もし人にらい病の患部

があるならば、その人を祭司のもとに連れて行かな

ければならない。 10祭司がこれを見て、その皮に白

い腫があり、その毛も白く変り、かつその腫に生き

た生肉が見えるならば、 11これは古いらい病がその

身の皮にあるのであるから、祭司はその人を汚れた

者としなければならない。その人は汚れた者である

から、これを留め置くに及ばない。 12もしらい病が

広く皮に出て、そのらい病が、その患者の皮を頭か

ら足まで、ことごとくおおい、祭司の見るところす

べてに及んでおれば、 13祭司はこれを見、もしらい

病がその身をことごとくおおっておれば、その患者

を清い者としなければならない。それはことごとく

白く変ったから、彼は清い者である。 14しかし、も

し生肉がその人に現れておれば、汚れた者である。

15祭司はその生肉を見て、その人を汚れた者としな

ければならない。生肉は汚れたものであって、それ
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はらい病である。 16もしまたその生肉が再び白く変

るならば、その人は祭司のもとに行かなければなら

ない。 17祭司はその人を見て、もしその患部が白く

変っておれば、祭司はその患者を清い者としなけれ

ばならない。その人は清い者である。 18また身の皮

に腫物があったが、直って、 19その腫物の場所に白

い腫、または赤みをおびた白い光る所があれば、こ

れを祭司に見せなければならない。 20祭司はこれを

見て、もし皮よりも低く見え、その毛が白く変って

いれば、祭司はその人を汚れた者としなければなら

ない。それは腫物に起ったらい病の患部だからであ

る。 21しかし、祭司がこれを見て、もしその所に白

い毛がなく、また皮よりも低い所がなく、かえって

薄らいでいるならば、祭司はその人を七日のあいだ

留め置かなければならない。 22そしてもし皮に広く

ひろがっているならば、祭司はその人を汚れた者と

しなければならない。それは患部だからである。 23

しかし、その光る所がもしその所にとどまって広が

らなければ、それは腫物の跡である。祭司はその人

を清い者としなければならない。 24また身の皮にや

けどがあって、そのやけどの生きた肉がもし赤みを

おびた白、または、ただ白くて光る所となるならば

、 25祭司はこれを見なければならない。そしてもし

、その光る所にある毛が白く変って、そこが皮より

も深く見えるならば、これはやけどに生じたらい病

である。祭司はその人を汚れた者としなければなら

ない。これはらい病の患部だからである。 26けれど

も祭司がこれを見て、その光る所に白い毛がなく、

また皮よりも低い所がなく、かえって薄らいでいる
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ならば、祭司はその人を七日のあいだ留め置き、 27

七日目に祭司は彼を見なければならない。もし皮に

広くひろがっているならば、祭司はその人を汚れた

者としなければならない。これはらい病の患部だか

らである。 28もしその光る所が、その所にとどまっ

て、皮に広がらずに、かえって薄らいでいるならば

、これはやけどの腫である。祭司はその人を清い者

としなければならない。これはやけどの跡だからで

ある。 29男あるいは女がもし、頭またはあごに患部

が生じたならば、 30祭司はその患部を見なければな

らない。もしそれが皮よりも深く見え、またそこに

黄色の細い毛があるならば、祭司はその人を汚れた

者としなければならない。それはかいせんであって

、頭またはあごのらい病だからである。 31また祭司

がそのかいせんの患部を見て、もしそれが皮よりも

深く見えず、またそこに黒い毛がないならば、祭司

はそのかいせんの患者を七日のあいだ留め置き、 32

七日目に祭司はその患部を見なければならない。そ

のかいせんがもし広がらず、またそこに黄色の毛が

なく、そのかいせんが皮よりも深く見えないならば

、 33その人は身をそらなければならない。ただし、

そのかいせんをそってはならない。祭司はそのかい

せんのある者をさらに七日のあいだ留め置き、 34七

日目に祭司はそのかいせんを見なければならない。

もしそのかいせんが皮に広がらず、またそれが皮よ

りも深く見えないならば、祭司はその人を清い者と

しなければならない。その人はまたその衣服を洗わ

なければならない。そして清くなるであろう。 35し

かし、もし彼が清い者とされた後に、そのかいせん
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が、皮に広くひろがるならば、 36祭司はその人を見

なければならない。もしそのかいせんが皮に広がっ

ているならば、祭司は黄色の毛を捜すまでもなく、

その人は汚れた者である。 37しかし、もしそのかい

せんの様子に変りなく、そこに黒い毛が生じている

ならば、そのかいせんは直ったので、その人は清い

。祭司はその人を清い者としなければならない。 38

また男あるいは女がもし、その身の皮に光る所、す

なわち白い光る所があるならば、 39祭司はこれを見

なければならない。もしその身の皮の光る所が、鈍

い白であるならば、これはただ白せんがその皮に生

じたのであって、その人は清い。 40人がもしその頭

から毛が抜け落ちても、それがはげならば清い。 41

もしその額の毛が抜け落ちても、それが額のはげな

らば清い。 42けれども、もしそのはげ頭または、は

げ額に赤みをおびた白い患部があるならば、それは

そのはげ頭または、はげ額にらい病が発したのであ

る。 43祭司はこれを見なければならない。もしその

はげ頭または、はげ額の患部の腫が白く赤みをおび

て、身の皮にらい病があらわれているならば、 44そ

の人はらい病に冒された者であって、汚れた者であ

る。祭司はその人を確かに汚れた者としなければな

らない。患部が頭にあるからである。 45患部のある

らい病人は、その衣服を裂き、その頭を現し、その

口ひげをおおって『汚れた者、汚れた者』と呼ばわ

らなければならない。 46その患部が身にある日の間

は汚れた者としなければならない。その人は汚れた

者であるから、離れて住まなければならない。すな

わち、そのすまいは宿営の外でなければならない。
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47また衣服にらい病の患部が生じた時は、それが羊

毛の衣服であれ、亜麻の衣服であれ、 48あるいは亜

麻または羊毛の縦糸であれ、横糸であれ、あるいは

皮であれ、皮で作ったどのような物であれ、 49もし

その衣服あるいは皮、あるいは縦糸、あるいは横糸

、あるいは皮で作ったどのような物であれ、その患

部が青みをおびているか、あるいは赤みをおびてい

るならば、これはらい病の患部である。これを祭司

に見せなければならない。 50祭司はその患部を見て

、その患部のある物を七日のあいだ留め置き、 51七

日目に患部を見て、もしその衣服、あるいは縦糸、

あるいは横糸、あるいは皮、またどのように用いら

れている皮であれ、患部が広がっているならば、そ

の患部は悪性のらい病であって、それは汚れた物で

ある。 52彼はその患部のある衣服、あるいは羊毛、

または亜麻の縦糸、または横糸、あるいはすべて皮

で作った物を焼かなければならない。これは悪性の

らい病であるから、その物を火で焼かなければなら

ない。 53しかし、祭司がこれを見て、もし患部がそ

の衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはす

べて皮で作った物に広がっていないならば、 54祭司

は命じて、その患部のある物を洗わせ、さらに七日

の間これを留め置かなければならない。 55そしてそ

の患部を洗った後、祭司はそれを見て、もし患部の

色が変らなければ、患部が広がらなくても、それは

汚れた物である。それが表にあっても裏にあっても

腐れであるから、それを火で焼かなければならない

。 56しかし、祭司がこれを見て、それを洗った後に

、その患部が薄らいだならば、その衣服、あるいは
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皮、あるいは縦糸、あるいは横糸から、それを切り

取らなければならない。 57しかし、なおその衣服、

あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で

作った物にそれが現れれば、それは再発したのであ

る。その患部のある物を火で焼かなければならない

。 58また洗った衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸

、あるいはすべて皮で作った物から、患部が消え去

るならば、再びそれを洗わなければならない。そう

すれば清くなるであろう」。 59これは羊毛または亜

麻の衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいは

すべて皮で作った物に生じるらい病の患部について

、それを清い物とし、または汚れた物とするための

おきてである。

14主はまたモーセに言われた、 2「らい病人が清

い者とされる時のおきては次のとおりである。すな

わち、その人を祭司のもとに連れて行き、 3祭司は

宿営の外に出て行って、その人を見、もしらい病の

患部がいえているならば、 4祭司は命じてその清め

られる者のために、生きている清い小鳥二羽と、香

柏の木と、緋の糸と、ヒソプとを取ってこさせ、 5

祭司はまた命じて、その小鳥の一羽を、流れ水を盛

った土の器の上で殺させ、 6そして生きている小鳥

を、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプと共に取って、

これをかの流れ水を盛った土の器の上で殺した小鳥

の血に、その生きている小鳥と共に浸し、 7これを

らい病から清められる者に七たび注いで、その人を

清い者とし、その生きている小鳥は野に放たなけれ

ばならない。 8清められる者はその衣服を洗い、毛

をことごとくそり落し、水に身をすすいで清くなり
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、その後、宿営にはいることができる。ただし七日

の間はその天幕の外にいなければならない。 9そし

て七日目に毛をことごとくそらなければならい。頭

の毛も、ひげも、まゆも、ことごとくそらなければ

ならない。彼はその衣服を洗い、水に身をすすいで

清くなるであろう。 10八日目にその人は雄の小羊の

全きもの二頭と、一歳の雌の小羊の全きもの一頭と

を取り、また麦粉十分の三エパに油を混ぜた素祭と

、油一ログとを取らなければならない。 11清めをな

す祭司は、清められる人とこれらの物とを、会見の

幕屋の入口で主の前に置き、 12祭司は、かの雄の小

羊一頭を取って、これを一ログの油と共に愆祭とし

てささげ、またこれを主の前に揺り動かして揺祭と

しなければならない。 13この雄の小羊は罪祭および

燔祭をほふる場所、すなわち聖なる所で、これをほ

ふらなければならない。愆祭は罪祭と同じく、祭司

に帰するものであって、いと聖なる物である。 14そ

して祭司はその愆祭の血を取り、これを清められる

者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の親指

とにつけなければならない。 15祭司はまた一ログの

油を取って、これを自分の左の手のひらに注ぎ、 16

そして祭司は右の指を左の手のひらにある油に浸し

、その指をもって、その油を七たび主の前に注がな

ければならない。 17祭司は手のひらにある油の残り

を、清められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と

、右の足の親指とに、さきにつけた愆祭の血の上に

つけなければならない。 18そして祭司は手のひらに

なお残っている油を、清められる者の頭につけ、主

の前で、その人のためにあがないをしなければなら
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ない。 19また祭司は罪祭をささげて、汚れのゆえに

、清められねばならぬ者のためにあがないをし、そ

の後、燔祭のものをほふらなければならない。 20そ

して祭司は燔祭と素祭とを祭壇の上にささげ、その

人のために、あがないをしなければならない。こう

してその人は清くなるであろう。 21その人がもし貧

しくて、それに手の届かない時は、自分のあがない

のために揺り動かす愆祭として、雄の小羊一頭を取

り、また素祭として油を混ぜた麦粉十分の一エパと

、油一ログとを取り、 22さらにその手の届く山ばと

二羽、または家ばとのひな二羽を取らなければなら

ない。その一つは罪祭のため、他の一つは燔祭のた

めである。 23そして八日目に、その清めのために会

見の幕屋の入口におる祭司のもと、主の前にこれを

携えて行かなければならない。 24祭司はその愆祭の

雄の小羊と、一ログの油とを取り、これを主の前に

揺り動かして揺祭としなければならない。 25そして

祭司は愆祭の雄の小羊をほふり、その愆祭の血を取

って、これを清められる者の右の耳たぶと、右の手

の親指と、右の足の親指とにつけなければならない

。 26また祭司はその油を自分の左の手のひらに注ぎ

、 27祭司はその右の指をもって、左の手のひらにあ

る油を、七たび主の前に注がなければならない。 28

また祭司はその手のひらにある油を、清められる者

の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の親指と

に、すなわち、愆祭の血をつけたところにつけなけ

ればならない。 29また祭司は手のひらに残っている

油を、清められる者の頭につけ、主の前で、その人

のために、あがないをしなければならない。 30その
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人はその手の届く山ばと一羽、または家ばとのひな

一羽をささげなければならない。 31すなわち、その

手の届くものの一つを罪祭とし、他の一つを燔祭と

して素祭と共にささげなければならない。こうして

祭司は清められる者のために、主の前にあがないを

するであろう。 32これはらい病の患者で、その清め

に必要なものに、手の届かない者のためのおきてで

ある」。 33主はまたモーセとアロンに言われた、 34

「あなたがたに所有として与えるカナンの地に、あ

なたがたがはいる時、その所有の地において、家に

わたしがらい病の患部を生じさせることがあれば、

35その家の持ち主はきて、祭司に告げ、『患部のよ

うなものが、わたしの家にあります』と言わなけれ

ばならない。 36祭司は命じて、祭司がその患部を見

に行く前に、その家をあけさせ、その家にあるすべ

ての物が汚されないようにし、その後、祭司は、は

いってその家を見なければならない。 37その患部を

見て、もしその患部が家の壁にあって、青または赤

のくぼみをもち、それが壁よりも低く見えるならば

、 38祭司はその家を出て、家の入口にいたり、七日

の間その家を閉鎖しなければならない。 39祭司は七

日目に、またきてそれを見、その患部がもし家の壁

に広がっているならば、 40祭司は命じて、その患部

のある石を取り出し、町の外の汚れた物を捨てる場

所に捨てさせ、 41またその家の内側のまわりを削ら

せ、その削ったしっくいを町の外の汚れた物を捨て

る場所に捨てさせ、 42ほかの石を取って、元の石の

ところに入れさせ、またほかのしっくいを取って、

家を塗らせなければならない。 43このように石を取
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り出し、家を削り、塗りかえた後に、その患部がも

し再び家に出るならば、 44祭司はまたきて見なけれ

ばならない。患部がもし家に広がっているならば、

これは家にある悪性のらい病であって、これは汚れ

た物である。 45その家は、こぼち、その石、その木

、その家のしっくいは、ことごとく町の外の汚れた

物を捨てる場所に運び出さなければならない。 46そ

の家が閉鎖されている日の間に、これにはいる者は

夕まで汚れるであろう。 47その家に寝る者はその衣

服を洗わなければならない。その家で食する者も、

その衣服を洗わなければならない。 48しかし、祭司

がはいって見て、もし家を塗りかえた後に、その患

部が家に広がっていなければ、これはその患部がい

えたのであるから、祭司はその家を清いものとしな

ければならない。 49また彼はその家を清めるために

、小鳥二羽と、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプとを

取り、 50その小鳥の一羽を流れ水を盛った土の器の

上で殺し、 51香柏の木と、ヒソプと、緋の糸と、生

きている小鳥とを取って、その殺した小鳥の血と流

れ水に浸し、これを七たび家に注がなければならな

い。 52こうして祭司は小鳥の血と流れ水と、生きて

いる小鳥と、香柏の木と、ヒソプと、緋の糸とをも

って家を清め、 53その生きている小鳥は町の外の野

に放して、その家のために、あがないをしなければ

ならない。こうして、それは清くなるであろう」。

54これはらい病のすべての患部、かいせん、 55およ

び衣服と家のらい病、 56ならびに腫と、吹出物と、

光る所とに関するおきてであって、 57いつそれが汚
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れているか、いつそれが清いかを教えるものである

。これがらい病に関するおきてである。

15主はまた、モーセとアロンに言われた、 2「イ

スラエルの人々に言いなさい、『だれでもその肉に

流出があれば、その流出は汚れである。 3その流出

による汚れは次のとおりである。すなわち、その肉

の流出が続いていても、あるいは、その肉の流出が

止まっていても、共に汚れである。 4流出ある者の

寝た床はすべて汚れる。またその人のすわった物は

すべて汚れるであろう。 5その床に触れる者は、そ

の衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。

彼は夕まで汚れるであろう。 6流出ある者のすわっ

た物の上にすわる者は、その衣服を洗い、水に身を

すすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろ

う。 7流出ある者の肉に触れる者は衣服を洗い、水

に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れる

であろう。 8流出ある者のつばきが、清い者にかか

ったならば、その人は衣服を洗い、水に身をすすが

なければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 9

流出ある者の乗った鞍はすべて汚れる。 10また彼の

下になった物に触れる者は、すべて夕まで汚れるで

あろう。またそれらの物を運ぶ者は、その衣服を洗

い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで

汚れるであろう。 11流出ある者が、水で手を洗わず

に人に触れるならば、その人は衣服を洗い、水に身

をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであ

ろう。 12流出ある者が触れた土の器は砕かなければ

ならない。木の器はすべて水で洗わなければならな

い。 13流出ある者の流出がやんで清くなるならば、
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清めのために七日を数え、その衣服を洗い、流れ水

に身をすすがなければならない。そうして清くなる

であろう。 14八日目に、山ばと二羽、または家ばと

のひな二羽を取って、会見の幕屋の入口に行き、主

の前に出て、それを祭司に渡さなければならない。

15祭司はその一つを罪祭とし、他の一つを燔祭とし

てささげなければならない。こうして祭司はその人

のため、その流出のために主の前に、あがないをす

るであろう。 16人がもし精を漏らすことがあれば、

その全身を水にすすがなければならない。彼は夕ま

で汚れるであろう。 17すべて精のついた衣服および

皮で作った物は水で洗わなければならない。これは

夕まで汚れるであろう。 18男がもし女と寝て精を漏

らすことがあれば、彼らは共に水に身をすすがなけ

ればならない。彼らは夕まで汚れるであろう。 19ま

た女に流出があって、その身の流出がもし血である

ならば、その女は七日のあいだ不浄である。すべて

その女に触れる者は夕まで汚れるであろう。 20その

不浄の間に、その女の寝た物はすべて汚れる。また

その女のすわった物も、すべて汚れるであろう。 21

すべてその女の床に触れる者は、その衣服を洗い、

水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れ

るであろう。 22すべてその女のすわった物に触れる

者は皆その衣服を洗い、水に身をすすがなければな

らない。彼は夕まで汚れるであろう。 23またその女

が床の上、またはすわる物の上におる時、それに触

れるならば、その人は夕まで汚れるであろう。 24男

がもし、その女と寝て、その不浄を身にうけるなら

ば、彼は七日のあいだ汚れるであろう。また彼の寝



レビ記 283

た床はすべて汚れるであろう。 25女にもし、その不

浄の時のほかに、多くの日にわたって血の流出があ

るか、あるいはその不浄の時を越して流出があれば

、その汚れの流出の日の間は、すべてその不浄の時

と同じように、その女は汚れた者である。 26その流

出の日の間に、その女の寝た床は、すべてその女の

不浄の時の床と同じようになる。すべてその女のす

わった物は、不浄の汚れのように汚れるであろう。

27すべてこれらの物に触れる人は汚れる。その衣服

を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕

まで汚れるであろう。 28しかし、その女の流出がや

んで、清くなるならば、自分のために、なお七日を

数えなければならない。そして後、清くなるであろ

う。 29その女は八日目に山ばと二羽、または家ばと

のひな二羽を自分のために取り、それを会見の幕屋

の入口におる祭司のもとに携えて行かなければなら

ない。 30祭司はその一つを罪祭とし、他の一つを燔

祭としてささげなければならない。こうして祭司は

その女のため、その汚れの流出のために主の前に、

あがないをするであろう。 31このようにしてあなた

がたは、イスラエルの人々を汚れから離さなければ

ならない。これは彼らのうちにあるわたしの幕屋を

彼らが汚し、その汚れのために死ぬことのないため

である』」。 32これは流出ある者、精を漏らして汚

れる者、 33不浄をわずらう女、ならびに男あるいは

女の流出ある者、および不浄の女と寝る者に関する

おきてである。

16アロンのふたりの子が、主の前に近づいて死ん

だ後、 2主はモーセに言われた、「あなたの兄弟ア
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ロンに告げて、彼が時をわかたず、垂幕の内なる聖

所に入り、箱の上なる贖罪所の前に行かぬようにさ

せなさい。彼が死を免れるためである。なぜなら、

わたしは雲の中にあって贖罪所の上に現れるからで

ある。 3アロンが聖所に、はいるには、次のように

しなければならない。すなわち雄の子牛を罪祭のた

めに取り、雄羊を燔祭のために取り、 4聖なる亜麻

布の服を着、亜麻布のももひきをその身にまとい、

亜麻布の帯をしめ、亜麻布の帽子をかぶらなければ

ならない。これらは聖なる衣服である。彼は水に身

をすすいで、これを着なければならない。 5またイ

スラエルの人々の会衆から雄やぎ二頭を罪祭のため

に取り、雄羊一頭を燔祭のために取らなければなら

ない。 6そしてアロンは自分のための罪祭の雄牛を

ささげて、自分と自分の家族のために、あがないを

しなければならない。 7アロンはまた二頭のやぎを

取り、それを会見の幕屋の入口で主の前に立たせ、

8その二頭のやぎのために、くじを引かなければなら

ない。すなわち一つのくじは主のため、一つのくじ

はアザゼルのためである。 9そしてアロンは主のた

めのくじに当ったやぎをささげて、これを罪祭とし

なければならない。 10しかし、アザゼルのためのく

じに当ったやぎは、主の前に生かしておき、これを

もって、あがないをなし、これをアザゼルのために

、荒野に送らなければならない。 11すなわち、アロ

ンは自分のための罪祭の雄牛をささげて、自分と自

分の家族のために、あがないをしなければならない

。彼は自分のための罪祭の雄牛をほふり、 12主の前

の祭壇から炭火を満たした香炉と、細かくひいた香
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ばしい薫香を両手いっぱい取って、これを垂幕の内

に携え入り、 13主の前で薫香をその火にくべ、薫香

の雲に、あかしの箱の上なる贖罪所をおおわせなけ

ればならない。こうして、彼は死を免れるであろう

。 14彼はまたその雄牛の血を取り、指をもってこれ

を贖罪所の東の面に注ぎ、また指をもってその血を

贖罪所の前に、七たび注がなければならない。 15ま

た民のための罪祭のやぎをほふり、その血を垂幕の

内に携え入り、その血をかの雄牛の血のように、贖

罪所の上と、贖罪所の前に注ぎ、 16イスラエルの人

々の汚れと、そのとが、すなわち、彼らのもろもろ

の罪のゆえに、聖所のためにあがないをしなければ

ならない。また彼らの汚れのうちに、彼らと共にあ

る会見の幕屋のためにも、そのようにしなければな

らない。 17彼が聖所であがないをするために、はい

った時は、自分と自分の家族と、イスラエルの全会

衆とのために、あがないをなし終えて出るまで、だ

れも会見の幕屋の内にいてはならない。 18そして彼

は主の前の祭壇のもとに出てきて、これがために、

あがないをしなければならない、すなわち、かの雄

牛の血と、やぎの血とを取って祭壇の四すみの角に

つけ、 19また指をもって七たびその血をその上に注

ぎ、イスラエルの人々の汚れを除いてこれを清くし

、聖別しなければならない。 20こうして聖所と会見

の幕屋と祭壇とのために、あがないをなし終えたと

き、かの生きているやぎを引いてこなければならな

い。 21そしてアロンは、その生きているやぎの頭に

両手をおき、イスラエルの人々のもろもろの悪と、

もろもろのとが、すなわち、彼らのもろもろの罪を
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その上に告白して、これをやぎの頭にのせ、定めて

おいた人の手によって、これを荒野に送らなければ

ならない。 22こうしてやぎは彼らのもろもろの悪を

になって、人里離れた地に行くであろう。すなわち

、そのやぎを荒野に送らなければならない。 23そし

て、アロンは会見の幕屋に入り、聖所に入る時に着

た亜麻布の衣服を脱いで、そこに置き、 24聖なる所

で水に身をすすぎ、他の衣服を着、出てきて、自分

の燔祭と民の燔祭とをささげて、自分のため、また

民のために、あがないをしなければならない。 25ま

た罪祭の脂肪を祭壇の上で焼かなければならない。

26かのやぎをアザゼルに送った者は衣服を洗い、水

に身をすすがなければならない。その後、宿営に入

ることができる。 27聖所で、あがないをするために

、その血を携え入れられた罪祭の雄牛と、罪祭のや

ぎとは、宿営の外に携え出し、その皮と肉と汚物と

は、火で焼き捨てなければならない。 28これを焼く

者は衣服を洗い、水に身をすすがなければならない

。その後、宿営に入ることができる。 29これはあな

たがたが永久に守るべき定めである。すなわち、七

月になって、その月の十日に、あなたがたは身を悩

まし、何の仕事もしてはならない。この国に生れた

者も、あなたがたのうちに宿っている寄留者も、そ

うしなければならない。 30この日にあなたがたのた

め、あなたがたを清めるために、あがないがなされ

、あなたがたは主の前に、もろもろの罪が清められ

るからである。 31これはあなたがたの全き休みの安

息日であって、あなたがたは身を悩まさなければな

らない。これは永久に守るべき定めである。 32油を
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注がれ、父に代って祭司の職に任じられる祭司は、

亜麻布の衣服、すなわち、聖なる衣服を着て、あが

ないをしなければならない。 33彼は至聖所のために

、あがないをなし、また会見の幕屋のためと、祭壇

のために、あがないをなし、また祭司たちのためと

、民の全会衆のために、あがないをしなければなら

ない。 34これはあなたがたの永久に守るべき定めで

あって、イスラエルの人々のもろもろの罪のために

、年に一度あがないをするものである」。彼は主が

モーセに命じられたとおりにおこなった。

17主はまたモーセに言われた、 2「アロンとその

子たち、およびイスラエルのすべての人々に言いな

さい、『主が命じられることはこれである。すなわ

ち 3イスラエルの家のだれでも、牛、羊あるいは、

やぎを宿営の内でほふり、または宿営の外でほふり

、 4それを会見の幕屋の入口に携えてきて主の幕屋

の前で、供え物として主にささげないならば、その

人は血を流した者とみなされる。彼は血を流したゆ

え、その民のうちから断たれるであろう。 5これは

イスラエルの人々に、彼らが野のおもてでほふるの

を常としていた犠牲を主のもとにひいてこさせ、会

見の幕屋の入口におる祭司のもとにきて、これを主

にささげる酬恩祭の犠牲としてほふらせるためであ

る。 6祭司はその血を会見の幕屋の入口にある主の

祭壇に注ぎかけ、またその脂肪を焼いて香ばしいか

おりとし、主にささげなければならない。 7彼らが

慕って姦淫をおこなったみだらな神に、再び犠牲を

ささげてはならない。これは彼らが代々ながく守る

べき定めである』。 8あなたはまた彼らに言いなさ
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い、『イスラエルの家の者、またはあなたがたのう

ちに宿る寄留者のだれでも、燔祭あるいは犠牲をさ

さげるのに、 9これを会見の幕屋の入口に携えてき

て、主にささげないならば、その人は、その民のう

ちから断たれるであろう。 10イスラエルの家の者、

またはあなたがたのうちに宿る寄留者のだれでも、

血を食べるならば、わたしはその血を食べる人に敵

して、わたしの顔を向け、これをその民のうちから

断つであろう。 11肉の命は血にあるからである。あ

なたがたの魂のために祭壇の上で、あがないをする

ため、わたしはこれをあなたがたに与えた。血は命

であるゆえに、あがなうことができるからである。

12このゆえに、わたしはイスラエルの人々に言った

。あなたがたのうち、だれも血を食べてはならない

。またあなたがたのうちに宿る寄留者も血を食べて

はならない。 13イスラエルの人々のうち、またあな

たがたのうちに宿る寄留者のうち、だれでも、食べ

てもよい獣あるいは鳥を狩り獲た者は、その血を注

ぎ出し、土でこれをおおわなければならない。 14す

べて肉の命は、その血と一つだからである。それで

、わたしはイスラエルの人々に言った。あなたがた

は、どんな肉の血も食べてはならない。すべて肉の

命はその血だからである。すべて血を食べる者は断

たれるであろう。 15自然に死んだもの、または裂き

殺されたものを食べる人は、国に生れた者であれ、

寄留者であれ、その衣服を洗い、水に身をすすがな

ければならない。彼は夕まで汚れているが、その後

、清くなるであろう。 16もし、洗わず、また身をす



レビ記 289

すがないならば、彼はその罪を負わなければならな

い』」。

18主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『わたしはあなたがたの神、主

である。 3あなたがたの住んでいたエジプトの国の

習慣を見習ってはならない。またわたしがあなたが

たを導き入れるカナンの国の習慣を見習ってはなら

ない。また彼らの定めに歩んではならない。 4わた

しのおきてを行い、わたしの定めを守り、それに歩

まなければならない。わたしはあなたがたの神、主

である。 5あなたがたはわたしの定めとわたしのお

きてを守らなければならない。もし人が、これを行

うならば、これによって生きるであろう。わたしは

主である。 6あなたがたは、だれも、その肉親の者

に近づいて、これを犯してはならない。わたしは主

である。 7あなたの母を犯してはならない。それは

あなたの父をはずかしめることだからである。彼女

はあなたの母であるから、これを犯してはならない

。 8あなたの父の妻を犯してはならない。それはあ

なたの父をはずかしめることだからである。 9あな

たの姉妹、すなわちあなたの父の娘にせよ、母の娘

にせよ、家に生れたのと、よそに生れたのとを問わ

ず、これを犯してはならない。 10あなたのむすこの

娘、あるいは、あなたの娘の娘を犯してはならない

。それはあなた自身をはずかしめることだからであ

る。 11あなたの父の妻があなたの父によって産んだ

娘は、あなたの姉妹であるから、これを犯してはな

らない。 12あなたの父の姉妹を犯してはならない。

彼女はあなたの父の肉親だからである。 13またあな
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たの母の姉妹を犯してはならない。彼女はあなたの

母の肉親だからである。 14あなたの父の兄弟の妻を

犯し、父の兄弟をはずかしめてはならない。彼女は

あなたのおばだからである。 15あなたの嫁を犯して

はならない。彼女はあなたのむすこの妻であるから

、これを犯してはならない。 16あなたの兄弟の妻を

犯してはならない。それはあなたの兄弟をはずかし

めることだからである。 17あなたは女とその娘とを

一緒に犯してはならない。またその女のむすこの娘

、またはその娘の娘を取って、これを犯してはなら

ない。彼らはあなたの肉親であるから、これは悪事

である。 18あなたは妻のなお生きているうちにその

姉妹を取って、同じく妻となし、これを犯してはな

らない。 19あなたは月のさわりの不浄にある女に近

づいて、これを犯してはならない。 20隣の妻と交わ

り、彼女によって身を汚してはならない。 21あなた

の子どもをモレクにささげてはならない。またあな

たの神の名を汚してはならない。わたしは主である

。 22あなたは女と寝るように男と寝てはならない。

これは憎むべきことである。 23あなたは獣と交わり

、これによって身を汚してはならない。また女も獣

の前に立って、これと交わってはならない。これは

道にはずれたことである。 24あなたがたはこれらの

もろもろの事によって身を汚してはならない。わた

しがあなたがたの前から追い払う国々の人は、これ

らのもろもろの事によって汚れ、 25その地もまた汚

れている。ゆえに、わたしはその悪のためにこれを

罰し、その地もまたその住民を吐き出すのである。

26ゆえに、あなたがたはわたしの定めとわたしのお
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きてを守り、これらのもろもろの憎むべき事の一つ

でも行ってはならない。国に生れた者も、あなたが

たのうちに宿っている寄留者もそうである。 27あな

たがたの先にいたこの地の人々は、これらのもろも

ろの憎むべき事を行ったので、その地も汚れたから

である。 28これは、あなたがたがこの地を汚して、

この地があなたがたの先にいた民を吐き出したよう

に、あなたがたをも吐き出すことのないためである

。 29これらのもろもろの憎むべき事の一つでも行う

者があれば、これを行う人は、だれでもその民のう

ちから断たれるであろう。 30それゆえに、あなたが

たはわたしの言いつけを守り、先に行われたこれら

の憎むべき風習の一つをも行ってはならない。また

これによって身を汚してはならない。わたしはあな

たがたの神、主である』」。

19主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

の全会衆に言いなさい、『あなたがたの神、主なる

わたしは、聖であるから、あなたがたも聖でなけれ

ばならない。 3あなたがたは、おのおのその母とそ

の父とをおそれなければならない。またわたしの安

息日を守らなければならない。わたしはあなたがた

の神、主である。 4むなしい神々に心を寄せてはな

らない。また自分のために神々を鋳て造ってはなら

ない。わたしはあなたがたの神、主である。 5酬恩

祭の犠牲を主にささげるときは、あなたがたが受け

入れられるように、それをささげなければならない

。 6それは、ささげた日と、その翌日とに食べ、三

日目まで残ったものは、それを火で焼かなければな

らない。 7もし三日目に、少しでも食べるならば、
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それは忌むべきものとなって、あなたは受け入れら

れないであろう。 8それを食べる者は、主の聖なる

物を汚すので、そのとがを負わなければならない。

その人は民のうちから断たれるであろう。 9あなた

がたの地の実のりを刈り入れるときは、畑のすみず

みまで刈りつくしてはならない。またあなたの刈入

れの落ち穂を拾ってはならない。 10あなたのぶどう

畑の実を取りつくしてはならない。またあなたのぶ

どう畑に落ちた実を拾ってはならない。貧しい者と

寄留者とのために、これを残しておかなければなら

ない。わたしはあなたがたの神、主である。 11あな

たがたは盗んではならない。欺いてはならない。互

に偽ってはならない。 12わたしの名により偽り誓っ

て、あなたがたの神の名を汚してはならない。わた

しは主である。 13あなたの隣人をしえたげてはなら

ない。また、かすめてはならない。日雇人の賃銀を

明くる朝まで、あなたのもとにとどめておいてはな

らない。 14耳しいを、のろってはならない。目しい

の前につまずく物を置いてはならない。あなたの神

を恐れなければならない。わたしは主である。 15さ

ばきをするとき、不正を行ってはならない。貧しい

者を片よってかばい、力ある者を曲げて助けてはな

らない。ただ正義をもって隣人をさばかなければな

らない。 16民のうちを行き巡って、人の悪口を言い

ふらしてはならない。あなたの隣人の血にかかわる

偽証をしてはならない。わたしは主である。 17あな

たは心に兄弟を憎んではならない。あなたの隣人を

ねんごろにいさめて、彼のゆえに罪を身に負っては

ならない。 18あなたはあだを返してはならない。あ
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なたの民の人々に恨みをいだいてはならない。あな

た自身のようにあなたの隣人を愛さなければならな

い。わたしは主である。 19あなたがたはわたしの定

めを守らなければならない。あなたの家畜に異なっ

た種をかけてはならない。あなたの畑に二種の種を

まいてはならない。二種の糸の混ぜ織りの衣服を身

につけてはならない。 20だれでも、人と婚約のある

女奴隷で、まだあがなわれず、自由を与えられてい

ない者と寝て交わったならば、彼らふたりは罰を受

ける。しかし、殺されることはない。彼女は自由の

女ではないからである。 21しかし、その男は愆祭を

主に携えてこなければならない。すなわち、愆祭の

雄羊を、会見の幕屋の入口に連れてこなければなら

ない。 22そして、祭司は彼の犯した罪のためにその

愆祭の雄羊をもって、主の前に彼のために、あがな

いをするであろう。こうして彼の犯した罪はゆるさ

れるであろう。 23あなたがたが、かの地にはいって

、もろもろのくだものの木を植えるときは、その実

はまだ割礼をうけないものと、見なさなければなら

ない。すなわち、それは三年の間あなたがたには、

割礼のないものであって、食べてはならない。 24四

年目には、そのすべての実を聖なる物とし、それを

さんびの供え物として主にささげなければならない

。 25しかし五年目には、あなたがたはその実を食べ

ることができるであろう。こうするならば、それは

あなたがたのために、多くの実を結ぶであろう。わ

たしはあなたがたの神、主である。 26あなたがたは

何をも血のままで食べてはならない。また占いをし

てはならない。魔法を行ってはならない。 27あなた
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がたのびんの毛を切ってはならない。ひげの両端を

そこなってはならない。 28死人のために身を傷つけ

てはならない。また身に入墨をしてはならない。わ

たしは主である。 29あなたの娘に遊女のわざをさせ

て、これを汚してはならない。これはみだらな事が

国に行われ、悪事が地に満ちないためである。 30あ

なたがたはわたしの安息日を守り、わたしの聖所を

敬わなければならない。わたしは主である。 31あな

たがたは口寄せ、または占い師のもとにおもむいて

はならない。彼らに問うて汚されてはならない。わ

たしはあなたがたの神、主である。 32あなたは白髪

の人の前では、起立しなければならない。また老人

を敬い、あなたの神を恐れなければならない。わた

しは主である。 33もし他国人があなたがたの国に寄

留して共にいるならば、これをしえたげてはならな

い。 34あなたがたと共にいる寄留の他国人を、あな

たがたと同じ国に生れた者のようにし、あなた自身

のようにこれを愛さなければならない。あなたがた

もかつてエジプトの国で他国人であったからである

。わたしはあなたがたの神、主である。 35あなたが

たは、さばきにおいても、物差しにおいても、はか

りにおいても、ますにおいても、不正を行ってはな

らない。 36あなたがたは正しいてんびん、正しいお

もり石、正しいエパ、正しいヒンを使わなければな

らない。わたしは、あなたがたをエジプトの国から

導き出したあなたがたの神、主である。 37あなたが

たはわたしのすべての定めと、わたしのすべてのお

きてを守って、これを行わなければならない。わた

しは主である』」。
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20主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『イスラエルの人々のうち、ま

たイスラエルのうちに寄留する他国人のうち、だれ

でもその子供をモレクにささげる者は、必ず殺され

なければならない。すなわち、国の民は彼を石で撃

たなければならない。 3わたしは顔をその人に向け

、彼を民のうちから断つであろう。彼がその子供を

モレクにささげてわたしの聖所を汚し、またわたし

の聖なる名を汚したからである。 4その人が子供を

モレクにささげるとき、国の民がもしことさらに、

この事に目をおおい、これを殺さないならば、 5わ

たし自身、顔をその人とその家族とに向け、彼およ

び彼に見ならってモレクを慕い、これと姦淫する者

を、すべて民のうちから断つであろう。 6もし口寄

せ、または占い師のもとにおもむき、彼らを慕って

姦淫する者があれば、わたしは顔をその人に向け、

これを民のうちから断つであろう。 7ゆえにあなた

がたは、みずからを聖別し、聖なる者とならなけれ

ばならない。わたしはあなたがたの神、主である。

8あなたがたはわたしの定めを守って、これを行わな

ければならない。わたしはあなたがたを聖別する主

である。 9だれでも父または母をのろう者は、必ず

殺されなければならない。彼が父または母をのろっ

たので、その血は彼に帰するであろう。 10人の妻と

姦淫する者、すなわち隣人の妻と姦淫する者があれ

ば、その姦夫、姦婦は共に必ず殺されなければなら

ない。 11その父の妻と寝る者は、その父をはずかし

める者である。彼らはふたりとも必ず殺されなけれ

ばならない。その血は彼らに帰するであろう。 12子
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の妻と寝る者は、ふたり共に必ず殺されなければな

らない。彼らは道ならぬことをしたので、その血は

彼らに帰するであろう。 13女と寝るように男と寝る

者は、ふたりとも憎むべき事をしたので、必ず殺さ

れなければならない。その血は彼らに帰するであろ

う。 14女をその母と一緒にめとるならば、これは悪

事であって、彼も、女たちも火に焼かれなければな

らない。このような悪事をあなたがたのうちになく

するためである。 15男がもし、獣と寝るならば彼は

必ず殺されなければならない。あなたがたはまた、

その獣を殺さなければならない。 16女がもし、獣に

近づいて、これと寝るならば、あなたは、その女と

獣とを殺さなければならない。彼らは必ず殺さるべ

きである。その血は彼らに帰するであろう。 17人が

もし、その姉妹、すなわち父の娘、あるいは母の娘

に近づいて、その姉妹のはだを見、女はその兄弟の

はだを見るならば、これは恥ずべき事である。彼ら

は、その民の人々の目の前で、断たれなければなら

ない。彼は、その姉妹を犯したのであるから、その

罪を負わなければならない。 18人がもし、月のさわ

りのある女と寝て、そのはだを現すならば、男は女

の源を現し、女は自分の血の源を現したのであるか

ら、ふたり共にその民のうちから断たれなければな

らない。 19あなたの母の姉妹、またはあなたの父の

姉妹を犯してはならない。これは、自分の肉親の者

を犯すことであるから、彼らはその罪を負わなけれ

ばならない。 20人がもし、そのおばと寝るならば、

これはおじをはずかしめることであるから、彼らは

その罪を負い、子なくして死ぬであろう。 21人がも
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し、その兄弟の妻を取るならば、これは汚らわしい

ことである。彼はその兄弟をはずかしめたのである

から、彼らは子なき者となるであろう。 22あなたが

たはわたしの定めとおきてとをことごとく守って、

これを行わなければならない。そうすれば、わたし

があなたがたを住まわせようと導いて行く地は、あ

なたがたを吐き出さぬであろう。 23あなたがたの前

からわたしが追い払う国びとの風習に、あなたがた

は歩んではならない。彼らは、このもろもろのこと

をしたから、わたしは彼らを憎むのである。 24わた

しはあなたがたに言った、「あなたがたは、彼らの

地を獲るであろう。わたしはこれをあなたがたに与

えて、これを獲させるであろう。これは乳と蜜との

流れる地である」。わたしはあなたがたを他の民か

ら区別したあなたがたの神、主である。 25あなたが

たは清い獣と汚れた獣、汚れた鳥と清い鳥を区別し

なければならない。わたしがあなたがたのために汚

れたものとして区別した獣、または鳥またはすべて

地を這うものによって、あなたがたの身を忌むべき

ものとしてはならない。 26あなたがたはわたしに対

して聖なる者でなければならない。主なるわたしは

聖なる者で、あなたがたをわたしのものにしようと

、他の民から区別したからである。 27男または女で

、口寄せ、または占いをする者は、必ず殺されなけ

ればならない。すなわち、石で撃ち殺さなければな

らない。その血は彼らに帰するであろう』」。

21主はまたモーセに言われた、「アロンの子なる

祭司たちに告げて言いなさい、『民のうちの死人の

ために、身を汚す者があってはならない。 2ただし
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、近親の者、すなわち、父、母、むすこ、娘、兄弟

のため、 3また彼の近親で、まだ夫のない処女なる

姉妹のためには、その身を汚してもよい。 4しかし

、夫にとついだ姉妹のためには、身を汚してはなら

ない。 5彼らは頭の頂をそってはならない。ひげの

両端をそり落してはならない。また身に傷をつけて

はならない。 6彼らは神に対して聖でなければなら

ない。また神の名を汚してはならない。彼らは主の

火祭、すなわち、神の食物をささげる者であるから

、聖でなければならない。 7彼らは遊女や汚れた女

をめとってはならない。また夫に出された女をめと

ってはならない。祭司は神に対して聖なる者だから

である。 8あなたは彼を聖としなければならない。

彼はあなたの神の食物をささげる者だからである。

彼はあなたにとって聖なる者でなければならない。

あなたがたを聖とする主、すなわち、わたしは聖な

る者だからである。 9祭司の娘である者が、淫行を

なして、その身を汚すならば、その父を汚すのであ

るから、彼女を火で焼かなければならない。 10その

兄弟のうち、頭に注ぎ油を注がれ、職に任ぜられて

、その衣服をつけ、大祭司となった者は、その髪の

毛を乱してはならない。またその衣服を裂いてはな

らない。 11死人のところに、はいってはならない。

また父のためにも母のためにも身を汚してはならな

い。 12また聖所から出てはならない。神の聖所を汚

してはならない。その神の注ぎ油による聖別が、彼

の上にあるからである。わたしは主である。 13彼は

処女を妻にめとらなければならない。 14寡婦、出さ

れた女、汚れた女、遊女などをめとってはならない
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。ただ、自分の民のうちの処女を、妻にめとらなけ

ればならない。 15そうすれば、彼は民のうちに、自

分の子孫を汚すことはない。わたしは彼を聖別する

主だからである』」。 16主はまたモーセに言われた

、 17「アロンに告げて言いなさい、『あなたの代々

の子孫で、だれでも身にきずのある者は近寄って、

神の食物をささげてはならない。 18すべて、その身

にきずのある者は近寄ってはならない。すなわち、

目しい、足なえ、鼻のかけた者、手足の不つりあい

の者、 19足の折れた者、手の折れた者、 20せむし

、こびと、目にきずのある者、かいせんの者、かさ

ぶたのある者、こうがんのつぶれた者などである。

21すべて祭司アロンの子孫のうち、身にきずのある

者は近寄って、主の火祭をささげてはならない。彼

は身にきずがあるから、神の食物をささげるために

、近寄ってはならない。 22彼は神の食物の聖なる物

も、最も聖なる物も食べることができる。 23ただし

、垂幕に近づいてはならない。また祭壇に近寄って

はならない。身にきずがあるからである。彼はわた

しの聖所を汚してはならない。わたしはそれを聖別

する主である』」。 24モーセはこれをアロンとその

子ら及びイスラエルのすべての人々に告げた。

22主はまたモーセに言われた、 2「アロンとその

子たちに告げて、イスラエルの人々の聖なる物、す

なわち、彼らがわたしにささげる物をみだりに用い

て、わたしの聖なる名を汚さないようにさせなさい

。わたしは主である。 3彼らに言いなさい、『あな

たがたの代々の子孫のうち、だれでも、イスラエル

の人々が主にささげる聖なる物に、汚れた身をもっ
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て近づく者があれば、その人はわたしの前から断た

れるであろう。わたしは主である。 4アロンの子孫

のうち、だれでも、らい病の者、また流出ある者は

清くなるまで、聖なる物を食べてはならない。また

、すべて死体によって汚れた物に触れた者、精を漏

らした者、 5または、すべて人を汚す這うものに触

れた者、または、どのような汚れにせよ、人を汚れ

させる人に触れた者、 6このようなものに触れた人

は夕まで汚れるであろう。彼はその身を水にすすが

ないならば、聖なる物を食べてはならない。 7日が

入れば、彼は清くなるであろう。そののち、聖なる

物を食べることができる。それは彼の食物だからで

ある。 8自然に死んだもの、または裂き殺されたも

のを食べ、それによって身を汚してはならない。わ

たしは主である。 9それゆえに、彼らはわたしの言

いつけを守らなければならない。彼らがこれを汚し

、これがために、罪を獲て死ぬことのないためであ

る。わたしは彼らを聖別する主である。 10すべて一

般の人は聖なる物を食べてはならない。祭司の同居

人や雇人も聖なる物を食べてはならない。 11しかし

、祭司が金をもって人を買った時は、その者はこれ

を食べることができる。またその家に生れた者も祭

司の食物を食べることができる。 12もし祭司の娘が

一般の人にとついだならば、彼女は聖なる供え物を

食べてはならない。 13もし祭司の娘が、寡婦となり

、または出されて、子供もなく、その父の家に帰り

、娘の時のようであれば、その父の食物を食べるこ

とができる。ただし、一般の人は、すべてこれを食

べてはならない。 14もし人があやまって聖なる物を
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食べるならば、それにその五分の一を加え、聖なる

物としてこれを祭司に渡さなければならない。 15祭

司はイスラエルの人々が、主にささげる聖なる物を

汚してはならない。 16人々が聖なる物を食べて、そ

の罪のとがを負わないようにさせなければならない

。わたしは彼らを聖別する主である』」。 17主はま

たモーセに言われた、 18「アロンとその子たち、お

よびイスラエルのすべての人々に言いなさい、『イ

スラエルの家の者、またはイスラエルにおる他国人

のうちのだれでも、誓願の供え物、または自発の供

え物を燔祭として主にささげようとするならば、 19

あなたがたの受け入れられるように牛、羊、あるい

はやぎの雄の全きものをささげなければならない。

20すべてきずのあるものはささげてはならない。そ

れはあなたがたのために、受け入れられないからで

ある。 21もし人が特別の誓願をなすため、または自

発の供え物のために、牛または羊を酬恩祭の犠牲と

して、主にささげようとするならば、その受け入れ

られるために、それは全きものでなければならない

。それには、どんなきずもあってはならない。 22す

なわち獣のうちで、めくらのもの、折れた所のある

もの、切り取った所のあるもの、うみの出る者、か

いせんの者、かさぶたのある者など、あなたがたは

、このようなものを主にささげてはならない。また

祭壇の上に、これらを火祭として、主にささげては

ならない。 23牛あるいは羊で、足の長すぎる者、ま

たは短すぎる者は、あなたがたが自発の供え物とす

ることはできるが、誓願の供え物としては受け入れ

られないであろう。 24あなたがたは、こうがんの破
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れたもの、つぶれたもの、裂けたもの、または切り

取られたものを、主にささげてはならない。またあ

なたがたの国のうちで、このようなことを、行って

はならない。 25また、あなたがたは異邦人の手から

これらのものを受けて、あなたがたの神の食物とし

てささげてはならない。これらのものには欠点があ

り、きずがあって、あなたがたのために受け入れら

れないからである』」。 26主はまたモーセに言われ

た、 27「牛、または羊、またはやぎが生れたならば

、これを七日の間その母親のもとに置かなければな

らない。八日目からは主にささげる火祭として受け

入れられるであろう。 28あなたがたは雌牛または雌

羊をその子と同じ日にほふってはならない。 29あな

たがたが感謝の犠牲を主にささげるときは、あなた

がたの受け入れられるようにささげなければならな

い。 30これはその日のうちに食べなければならない

。明くる日まで残しておいてはならない。わたしは

主である。 31あなたがたはわたしの戒めを守り、こ

れを行わなければならない。わたしは主である。 32

あなたがたはわたしの聖なる名を汚してはならない

。かえって、わたしはイスラエルの人々のうちに聖

とされなければならない。わたしはあなたがたを聖

別する主である。 33あなたがたの神となるために、

あなたがたをエジプトの国から導き出した者である

。わたしは主である」。

23主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『あなたがたが、ふれ示して聖

会とすべき主の定めの祭は次のとおりである。これ

らはわたしの定めの祭である。 3六日の間は仕事を
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しなければならない。第七日は全き休みの安息日で

あり、聖会である。どのような仕事もしてはならな

い。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて守

るべき主の安息日である。 4その時々に、あなたが

たが、ふれ示すべき主の定めの祭なる聖会は次のと

おりである。 5正月の十四日の夕は主の過越の祭で

ある。 6またその月の十五日は主の種入れぬパンの

祭である。あなたがたは七日の間は種入れぬパンを

食べなければならない。 7その初めの日に聖会を開

かなければならない。どんな労働もしてはならない

。 8あなたがたは七日の間、主に火祭をささげなけ

ればならない。第七日には、また聖会を開き、どの

ような労働もしてはならない』」。 9主はまたモー

セに言われた、 10「イスラエルの人々に言いなさい

、『わたしが与える地にはいって穀物を刈り入れる

とき、あなたがたは穀物の初穂の束を、祭司のとこ

ろへ携えてこなければならない。 11彼はあなたがた

の受け入れられるように、その束を主の前に揺り動

かすであろう。すなわち、祭司は安息日の翌日に、

これを揺り動かすであろう。 12またその束を揺り動

かす日に、一歳の雄の小羊の全きものを燔祭として

主にささげなければならない。 13その素祭には油を

混ぜた麦粉十分の二エパを用い、これを主にささげ

て火祭とし、香ばしいかおりとしなければならない

。またその灌祭には、ぶどう酒一ヒンの四分の一を

用いなければならない。 14あなたがたの神にこの供

え物をささげるその日まで、あなたがたはパンも、

焼麦も、新穀も食べてはならない。これはあなたが

たのすべてのすまいにおいて、代々ながく守るべき
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定めである。 15また安息日の翌日、すなわち、揺祭

の束をささげた日から満七週を数えなければならな

い。 16すなわち、第七の安息日の翌日までに、五十

日を数えて、新穀の素祭を主にささげなければなら

ない。 17またあなたがたのすまいから、十分の二エ

パの麦粉に種を入れて焼いたパン二個を携えてきて

揺祭としなければならない。これは初穂として主に

ささげるものである。 18あなたがたはまたパンのほ

かに、一歳の全き小羊七頭と、若き雄牛一頭と、雄

羊二頭をささげなければならない。すなわち、これ

らをその素祭および灌祭とともに主にささげて燔祭

としなければならない。これは火祭であって、主に

香ばしいかおりとなるであろう。 19また雄やぎ一頭

を罪祭としてささげ、一歳の小羊二頭を酬恩祭の犠

牲としてささげなければならない。 20そして祭司は

その初穂のパンと共に、この二頭の小羊を主の前に

揺祭として揺り動かさなければならない。これらは

主にささげる聖なる物であって、祭司に帰するであ

ろう。 21あなたがたは、その日にふれ示して、聖会

を開かなければならない。どのような労働もしては

ならない。これはあなたがたのすべてのすまいにお

いて、代々ながく守るべき定めである。 22あなたが

たの地の穀物を刈り入れるときは、その刈入れにあ

たって、畑のすみずみまで刈りつくしてはならない

。またあなたの穀物の落ち穂を拾ってはならない。

貧しい者と寄留者のために、それを残しておかなけ

ればならない。わたしはあなたがたの神、主である

』」。 23主はまたモーセに言われた、 24「イスラ

エルの人々に言いなさい、『七月一日をあなたがた
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の安息の日とし、ラッパを吹き鳴らして記念する聖

会としなければならない。 25どのような労働もして

はならない。しかし、主に火祭をささげなければな

らない』」。 26主はまたモーセに言われた、 27「

特にその七月の十日は贖罪の日である。あなたがた

は聖会を開き、身を悩まし、主に火祭をささげなけ

ればならない。 28その日には、どのような仕事もし

てはならない。これはあなたがたのために、あなた

がたの神、主の前にあがないをなすべき贖罪の日だ

からである。 29すべてその日に身を悩まさない者は

、民のうちから断たれるであろう。 30またすべてそ

の日にどのような仕事をしても、その人をわたしは

民のうちから滅ぼし去るであろう。 31あなたがたは

どのような仕事もしてはならない。これはあなたが

たのすべてのすまいにおいて、代々ながく守るべき

定めである。 32これはあなたがたの全き休みの安息

日である。あなたがたは身を悩まさなければならな

い。またその月の九日の夕には、その夕から次の夕

まで安息を守らなければならない」。 33主はまたモ

ーセに言われた、 34「イスラエルの人々に言いなさ

い、『その七月の十五日は仮庵の祭である。七日の

間、主の前にそれを守らなければならない。 35初め

の日に聖会を開かなければならない。どのような労

働もしてはならない。 36また七日の間、主に火祭を

ささげなければならない。八日目には聖会を開き、

主に火祭をささげなければならない。これは聖会の

日であるから、どのような労働もしてはならない。

37これらは主の定めの祭であって、あなたがたがふ

れ示して聖会とし、主に火祭すなわち、燔祭、素祭
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、犠牲および灌祭を、そのささぐべき日にささげな

ければならない。 38このほかに主の安息日があり、

またほかに、あなたがたのささげ物があり、またほ

かに、あなたがたのもろもろの誓願の供え物があり

、またそのほかに、あなたがたのもろもろの自発の

供え物がある。これらは皆あなたがたが主にささげ

るものである。 39あなたがたが、地の産物を集め終

ったときは、七月の十五日から七日のあいだ、主の

祭を守らなければならない。すなわち、初めの日に

も安息をし、八日目にも安息をしなければならない

。 40初めの日に、美しい木の実と、なつめやしの枝

と、茂った木の枝と、谷のはこやなぎの枝を取って

、七日の間あなたがたの神、主の前に楽しまなけれ

ばならない。 41あなたがたは年に七日の間、主にこ

の祭を守らなければならない。これはあなたがたの

代々ながく守るべき定めであって、七月にこれを守

らなければならない。 42あなたがたは七日の間、仮

庵に住み、イスラエルで生れた者はみな仮庵に住ま

なければならない。 43これはわたしがイスラエルの

人々をエジプトの国から導き出したとき、彼らを仮

庵に住まわせた事を、あなたがたの代々の子孫に知

らせるためである。わたしはあなたがたの神、主で

ある』」。 44モーセは主の定めの祭をイスラエルの

人々に告げた。

24主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に命じて、オリブを砕いて採った純粋の油を、

ともしびのためにあなたの所へ持ってこさせ、絶え

ずともしびをともさせなさい。 3すなわち、アロン

は会見の幕屋のうちのあかしの垂幕の外で、夕から
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朝まで絶えず、そのともしびを主の前に整えなけれ

ばならない。これはあなたがたが代々ながく守るべ

き定めである。 4彼は純金の燭台の上に、そのとも

しびを絶えず主の前に整えなければならない。 5あ

なたは麦粉を取り、それで十二個の菓子を焼かなけ

ればならない。菓子一個に麦粉十分の二エパを用い

なければならない。 6そしてそれを主の前の純金の

机の上に、ひと重ね六個ずつ、ふた重ねにして置か

なければならない。 7あなたはまた、おのおのの重

ねの上に、純粋の乳香を置いて、そのパンの記念の

分とし、主にささげて火祭としなければならない。

8安息日ごとに絶えず、これを主の前に整えなければ

ならない。これはイスラエルの人々のささぐべきも

のであって、永遠の契約である。 9これはアロンと

その子たちに帰する。彼らはこれを聖なる所で食べ

なければならない。これはいと聖なる物であって、

主の火祭のうち彼に帰すべき永久の分である」。 10

イスラエルの女を母とし、エジプトびとを父とする

ひとりの者が、イスラエルの人々のうちに出てきて

、そのイスラエルの女の産んだ子と、ひとりのイス

ラエルびとが宿営の中で争いをし、 11そのイスラエ

ルの女の産んだ子が主の名を汚して、のろったので

、人々は彼をモーセのもとに連れてきた。その母は

ダンの部族のデブリの娘で、名をシロミテといった

。 12人々は彼を閉じ込めて置いて、主の示しを受け

るのを待っていた。 13時に主はモーセに言われた、

14「あの、のろいごとを言った者を宿営の外に引き

出し、それを聞いた者に、みな手を彼の頭に置かせ

、全会衆に彼を石で撃たせなさい。 15あなたはまた
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イスラエルの人々に言いなさい、『だれでも、その

神をのろう者は、その罪を負わなければならない。

16主の名を汚す者は必ず殺されるであろう。全会衆

は必ず彼を石で撃たなければならない。他国の者で

も、この国に生れた者でも、主の名を汚すときは殺

されなければならない。 17だれでも、人を撃ち殺し

た者は、必ず殺されなければならない。 18獣を撃ち

殺した者は、獣をもってその獣を償わなければなら

ない。 19もし人が隣人に傷を負わせるなら、その人

は自分がしたように自分にされなければならない。

20すなわち、骨折には骨折、目には目、歯には歯を

もって、人に傷を負わせたように、自分にもされな

ければならない。 21獣を撃ち殺した者はそれを償い

、人を撃ち殺した者は殺されなければならない。 22

他国の者にも、この国に生れた者にも、あなたがた

は同一のおきてを用いなければならない。わたしは

あなたがたの神、主だからである』」。 23モーセが

イスラエルの人々に向かい、「あの、のろいごとを

言った者を宿営の外に引き出し、石で撃て」と命じ

たので、イスラエルの人々は、主がモーセに命じら

れたようにした。

25主はシナイ山で、モーセに言われた、 2「イス

ラエルの人々に言いなさい、『わたしが与える地に

、あなたがたがはいったときは、その地にも、主に

向かって安息を守らせなければならない。 3六年の

間あなたは畑に種をまき、また六年の間ぶどう畑の

枝を刈り込み、その実を集めることができる。 4し

かし、七年目には、地に全き休みの安息を与えなけ

ればならない。これは、主に向かって守る安息であ
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る。あなたは畑に種をまいてはならない。また、ぶ

どう畑の枝を刈り込んではならない。 5あなたの穀

物の自然に生えたものは刈り取ってはならない。ま

た、あなたのぶどうの枝の手入れをしないで結んだ

実は摘んではならない。これは地のために全き休み

の年だからである。 6安息の年の地の産物は、あな

たがたの食物となるであろう。すなわち、あなたと

、男女の奴隷と、雇人と、あなたの所に宿っている

他国人と、 7あなたの家畜と、あなたの国のうちの

獣とのために、その産物はみな、食物となるであろ

う。 8あなたは安息の年を七たび、すなわち、七年

を七回数えなければならない。安息の年七たびの年

数は四十九年である。 9七月の十日にあなたはラッ

パの音を響き渡らせなければならない。すなわち、

贖罪の日にあなたがたは全国にラッパを響き渡らせ

なければならない。 10その五十年目を聖別して、国

中のすべての住民に自由をふれ示さなければならな

い。この年はあなたがたにはヨベルの年であって、

あなたがたは、おのおのその所有の地に帰り、おの

おのその家族に帰らなければならない。 11その五十

年目はあなたがたにはヨベルの年である。種をまい

てはならない。また自然に生えたものは刈り取って

はならない。手入れをしないで結んだぶどうの実は

摘んではならない。 12この年はヨベルの年であって

、あなたがたに聖であるからである。あなたがたは

畑に自然にできた物を食べなければならない。 13こ

のヨベルの年には、おのおのその所有の地に帰らな

ければならない。 14あなたの隣人に物を売り、また

隣人から物を買うときは、互に欺いてはならない。
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15ヨベルの後の年の数にしたがって、あなたは隣人

から買い、彼もまた畑の産物の年数にしたがって、

あなたに売らなければならない。 16年の数の多い時

は、その値を増し、年の数の少ない時は、値を減ら

さなければならない。彼があなたに売るのは産物の

数だからである。 17あなたがたは互に欺いてはなら

ない。あなたの神を恐れなければならない。わたし

はあなたがたの神、主である。 18あなたがたはわた

しの定めを行い、またわたしのおきてを守って、こ

れを行わなければならない。そうすれば、あなたが

たは安らかにその地に住むことができるであろう。

19地はその実を結び、あなたがたは飽きるまでそれ

を食べ、安らかにそこに住むことができるであろう

。 20「七年目に種をまくことができず、また産物を

集めることができないならば、わたしたちは何を食

べようか」とあなたがたは言うのか。 21わたしは命

じて六年目に、あなたがたに祝福をくだし、三か年

分の産物を実らせるであろう。 22あなたがたは八年

目に種をまく時には、なお古い産物を食べているで

あろう。九年目にその産物のできるまで、あなたが

たは古いものを食べることができるであろう。 23地

は永代には売ってはならない。地はわたしのものだ

からである。あなたがたはわたしと共にいる寄留者

、また旅びとである。 24あなたがたの所有としたど

のような土地でも、その土地の買いもどしに応じな

ければならない。 25あなたの兄弟が落ちぶれてその

所有の地を売った時は、彼の近親者がきて、兄弟の

売ったものを買いもどさなければならない。 26たと

いその人に、それを買いもどしてくれる人がいなく
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ても、その人が富み、自分でそれを買いもどすこと

ができるようになったならば、 27それを売ってから

の年を数えて残りの分を買い手に返さなければなら

ない。そうすればその人はその所有の地に帰ること

ができる。 28しかし、もしそれを買いもどすことが

できないならば、その売った物はヨベルの年まで買

い主の手にあり、ヨベルにはもどされて、その人は

その所有の地に帰ることができるであろう。 29人が

城壁のある町の住宅を売った時は、売ってから満一

年の間は、それを買いもどすことができる。その間

は彼に買いもどすことを許さなければならない。 30

満一年のうちに、それを買いもどさない時は、城壁

のある町の内のその家は永代にそれを買った人のも

のと定まって、代々の所有となり、ヨベルの年にも

もどされないであろう。 31しかし、周囲に城壁のな

い村々の家は、その地方の畑に附属するものとみな

され、買いもどすことができ、またヨベルの年には

、もどされるであろう。 32レビびとの町々、すなわ

ち、彼らの所有の町々の家は、レビびとはいつでも

買いもどすことができる。 33レビびとのひとりが、

それを買いもどさない時は、その所有の町にある売

った家はヨベルの年にはもどされるであろう。レビ

びとの町々の家はイスラエルの人々のうちに彼らが

もっている所有だからである。 34ただし、彼らの町

々の周囲の放牧地は売ってはならない。それは彼ら

の永久の所有だからである。 35あなたの兄弟が落ち

ぶれ、暮して行けない時は、彼を助け、寄留者また

は旅びとのようにして、あなたと共に生きながらえ

させなければならない。 36彼から利子も利息も取っ
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てはならない。あなたの神を恐れ、あなたの兄弟を

あなたと共に生きながらえさせなければならない。

37あなたは利子を取って彼に金を貸してはならない

。また利益をえるために食物を貸してはならない。

38わたしはあなたがたの神、主であって、カナンの

地をあなたがたに与え、かつあなたがたの神となる

ためにあなたがたをエジプトの国から導き出した者

である。 39あなたの兄弟が落ちぶれて、あなたに身

を売るときは、奴隷のように働かせてはならない。

40彼を雇人のように、また旅びとのようにしてあな

たの所におらせ、ヨベルの年まであなたの所で勤め

させなさい。 41その時には、彼は子供たちと共にあ

なたの所から出て、その一族のもとに帰り、先祖の

所有の地にもどるであろう。 42彼らはエジプトの国

からわたしが導き出したわたしのしもべであるから

、身を売って奴隷となってはならない。 43あなたは

彼をきびしく使ってはならない。あなたの神を恐れ

なければならない。 44あなたがもつ奴隷は男女とも

にあなたの周囲の異邦人のうちから買わなければな

らない。すなわち、彼らのうちから男女の奴隷を買

うべきである。 45また、あなたがたのうちに宿って

いる旅びとの子供のうちからも買うことができる。

また彼らのうちあなたがたの国で生れて、あなたが

たと共におる人々の家族からも買うことができる。

そして彼らはあなたがたの所有となるであろう。 46

あなたがたは彼らを獲て、あなたがたの後の子孫に

所有として継がせることができる。すなわち、彼ら

は長くあなたがたの奴隷となるであろう。しかし、

あなたがたの兄弟であるイスラエルの人々をあなた
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がたは互にきびしく使ってはならない。 47あなたと

共にいる寄留者または旅びとが富み、そのかたわら

にいるあなたの兄弟が落ちぶれて、あなたと共にい

るその寄留者、旅びと、または寄留者の一族のひと

りに身を売った場合、 48身を売った後でも彼を買い

もどすことができる。その兄弟のひとりが彼を買い

もどさなければならない。 49あるいは、おじ、また

は、おじの子が彼を買いもどさなければならない。

あるいは一族の近親の者が、彼を買いもどさなけれ

ばならない。あるいは自分に富ができたならば、自

分で買いもどさなければならない。 50その時、彼は

自分の身を売った年からヨベルの年までを、その買

い主と共に数え、その年数によって、身の代金を決

めなければならない。その年数は雇われた年数とし

て数えなければならない。 51なお残りの年が多い時

は、その年数にしたがい、買われた金額に照して、

あがないの金を払わなければならない。 52またヨベ

ルの年までに残りの年が少なければ、その人と共に

計算し、その年数にしたがって、あがないの金を払

わなければならない。 53彼は年々雇われる人のよう

に扱われなければならない。あなたの目の前で彼を

きびしく使わせてはならない。 54もし彼がこのよう

にしてあがなわれないならば、ヨベルの年に彼は子

供と共に出て行くことができる。 55イスラエルの人

々は、わたしのしもべだからである。彼らはわたし

がエジプトの国から導き出したわたしのしもべであ

る。わたしはあなたがたの神、主である。

26あなたがたは自分のために、偶像を造ってはな

らない。また刻んだ像も石の柱も立ててはならない
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。またあなたがたの地に石像を立てて、それを拝ん

ではならない。わたしはあなたがたの神、主だから

である。 2あなたがたはわたしの安息日を守り、ま

たわたしの聖所を敬わなければならない。わたしは

主である。 3もしあなたがたがわたしの定めに歩み

、わたしの戒めを守って、これを行うならば、 4わ

たしはその季節季節に、雨をあなたがたに与えるで

あろう。地は産物を出し、畑の木々は実を結ぶであ

ろう。 5あなたがたの麦打ちは、ぶどうの取入れの

時まで続き、ぶどうの取入れは、種まきの時まで続

くであろう。あなたがたは飽きるほどパンを食べ、

またあなたがたの地に安らかに住むであろう。 6わ

たしが国に平和を与えるから、あなたがたは安らか

に寝ることができ、あなたがたを恐れさすものはな

いであろう。わたしはまた国のうちから悪い獣を絶

やすであろう。つるぎがあなたがたの国を行き巡る

ことはないであろう。 7あなたがたは敵を追うであ

ろう。彼らは、あなたがたのつるぎに倒れるであろ

う。 8あなたがたの五人は百人を追い、百人は万人

を追い、あなたがたの敵はつるぎに倒れるであろう

。 9わたしはあなたがたを顧み、多くの子を獲させ

、あなたがたを増し、あなたがたと結んだ契約を固

めるであろう。 10あなたがたは古い穀物を食べてい

る間に、また新しいものを獲て、その古いものを捨

てるようになるであろう。 11わたしは幕屋をあなた

がたのうちに建て、心にあなたがたを忌みきらわな

いであろう。 12わたしはあなたがたのうちに歩み、

あなたがたの神となり、あなたがたはわたしの民と

なるであろう。 13わたしはあなたがたの神、主であ
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って、あなたがたをエジプトの国から導き出して、

奴隷の身分から解き放った者である。わたしはあな

たがたのくびきの横木を砕いて、まっすぐに立って

歩けるようにしたのである。 14しかし、あなたがた

がもしわたしに聞き従わず、またこのすべての戒め

を守らず、 15わたしの定めを軽んじ、心にわたしの

おきてを忌みきらって、わたしのすべての戒めを守

らず、わたしの契約を破るならば、 16わたしはあな

たがたにこのようにするであろう。すなわち、あな

たがたの上に恐怖を臨ませ、肺病と熱病をもって、

あなたがたの目を見えなくし、命をやせ衰えさせる

であろう。あなたがたが種をまいてもむだである。

敵がそれを食べるであろう。 17わたしは顔をあなた

がたにむけて攻め、あなたがたは敵の前に撃ちひし

がれるであろう。またあなたがたの憎む者があなた

がたを治めるであろう。あなたがたは追う者もない

のに逃げるであろう。 18それでもなお、あなたがた

がわたしに聞き従わないならば、わたしはあなたが

たの罪を七倍重く罰するであろう。 19わたしはあな

たがたの誇とする力を砕き、あなたがたの天を鉄の

ようにし、あなたがたの地を青銅のようにするであ

ろう。 20あなたがたの力は、むだに費されるであろ

う。すなわち、地は産物をいださず、国のうちの木

々は実を結ばないであろう。 21もしあなたがたがわ

たしに逆らって歩み、わたしに聞き従わないならば

、わたしはあなたがたの罪に従って七倍の災をあな

たがたに下すであろう。 22わたしはまた野獣をあな

たがたのうちに送るであろう。それはあなたがたの

子供を奪い、また家畜を滅ぼし、あなたがたの数を
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少なくするであろう。あなたがたの大路は荒れ果て

るであろう。 23もしあなたがたがこれらの懲しめを

受けてもなお改めず、わたしに逆らって歩むならば

、 24わたしもまたあなたがたに逆らって歩み、あな

たがたの罪を七倍重く罰するであろう。 25わたしは

あなたがたの上につるぎを臨ませ、違約の恨みを報

いるであろう。あなたがたが町々に集まる時は、あ

なたがたのうちに疫病を送り、あなたがたは敵の手

にわたされるであろう。 26わたしがあなたがたのつ

えとするパンを砕くとき、十人の女が一つのかまど

でパンを焼き、それをはかりにかけてあなたがたに

渡すであろう。あなたがたは食べても満たされない

であろう。 27それでもなお、あなたがたがわたしに

聞き従わず、わたしに逆らって歩むならば、 28わた

しもあなたがたに逆らい、怒りをもって歩み、あな

たがたの罪を七倍重く罰するであろう。 29あなたが

たは自分のむすこの肉を食べ、また自分の娘の肉を

食べるであろう。 30わたしはあなたがたの高き所を

こぼち、香の祭壇を倒し、偶像の死体の上に、あな

たがたの死体を投げ捨てて、わたしは心にあなたが

たを忌みきらうであろう。 31わたしはまたあなたが

たの町々を荒れ地とし、あなたがたの聖所を荒らす

であろう。またわたしはあなたがたのささげる香ば

しいかおりをかがないであろう。 32わたしがその地

を荒らすゆえ、そこに住むあなたがたの敵はそれを

見て驚くであろう。 33わたしはあなたがたを国々の

間に散らし、つるぎを抜いて、あなたがたの後を追

うであろう。あなたがたの地は荒れ果て、あなたが

たの町々は荒れ地となるであろう。 34こうしてその
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地が荒れ果てて、あなたがたは敵の国にある間、地

は安息を楽しむであろう。すなわち、その時、地は

休みを得て、安息を楽しむであろう。 35それは荒れ

果てている日の間、休むであろう。あなたがたがそ

こに住んでいる間、あなたがたの安息のときに休み

を得なかったものである。 36またあなたがたのうち

の残っている者の心に、敵の国でわたしは恐れをい

だかせるであろう。彼らは木の葉の動く音にも驚い

て逃げ、つるぎを避けて逃げる者のように逃げて、

追う者もないのにころび倒れるであろう。 37彼らは

追う者もないのに、つるぎをのがれる者のように折

り重なって、つまずき倒れるであろう。あなたがた

は敵の前に立つことができないであろう。 38あなた

がたは国々のうちにあって滅びうせ、あなたがたの

敵の地はあなたがたをのみつくすであろう。 39あな

たがたのうちの残っている者は、あなたがたの敵の

地で自分の罪のゆえにやせ衰え、また先祖たちの罪

のゆえに彼らと同じようにやせ衰えるであろう。 40

しかし、彼らがもし、自分の罪と、先祖たちの罪、

すなわち、わたしに反逆し、またわたしに逆らって

歩んだことを告白するならば、 41たといわたしが彼

らに逆らって歩み、彼らを敵の国に引いて行っても

、もし彼らの無割礼の心が砕かれ、あまんじて罪の

罰を受けるならば、 42そのときわたしはヤコブと結

んだ契約を思い起し、またイサクと結んだ契約およ

びアブラハムと結んだ契約を思い起し、またその地

を思い起すであろう。 43しかし、彼らが地を離れて

地が荒れ果てている間、地はその安息を楽しむであ

ろう。彼らはまた、あまんじて罪の罰を受けるであ
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ろう。彼らがわたしのおきてを軽んじ、心にわたし

の定めを忌みきらったからである。 44それにもかか

わらず、なおわたしは彼らが敵の国におるとき、彼

らを捨てず、また忌みきらわず、彼らを滅ぼし尽さ

ず、彼らと結んだわたしの契約を破ることをしない

であろう。わたしは彼らの神、主だからである。 45

わたしは彼らの先祖たちと結んだ契約を彼らのため

に思い起すであろう。彼らはわたしがその神となる

ために国々の人の目の前で、エジプトの地から導き

出した者である。わたしは主である』」。 46これら

は主が、シナイ山で、自分とイスラエルの人々との

間に、モーセによって立てられた定めと、おきてと

、律法である。

27主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に言いなさい、『人があなたの値積りに従って主に

身をささげる誓願をする時は、 3あなたの値積りは

、二十歳から六十歳までの男には、その値積りを聖

所のシケルに従って銀五十シケルとし、 4女には、

その値積りは三十シケルとしなければならない。 5

また五歳から二十歳までは、男にはその値積りを二

十シケルとし、女には十シケルとしなければならな

い。 6一か月から五歳までは、男にはその値積りを

銀五シケルとし、女にはその値積りを銀三シケルと

しなければならない。 7また六十歳以上は、男には

その値積りを十五シケルとし、女には十シケルとし

なければならない。 8もしその人が貧しくて、あな

たの値積りに応じることができないならば、祭司の

前に立ち、祭司の値積りを受けなければならない。

祭司はその誓願者の力に従って値積らなければなら
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ない。 9主に供え物とすることができる家畜で、人

が主にささげるものはすべて聖なる物となる。 10ほ

かのものをそれに代用してはならない。良い物を悪

い物に、悪い物を良い物に取り換えてはならない。

もし家畜と家畜とを取り換えるならば、その物も、

それと取り換えた物も共に聖なる物となるであろう

。 11もしそれが汚れた家畜で、主に供え物としてさ

さげられないものであるならば、その人はその家畜

を祭司の前に引いてこなければならない。 12祭司は

その良い悪いに従って、それを値積らなければなら

ない。それは祭司が値積るとおりになるであろう。

13もしその人が、それをあがなおうとするならば、

その値積りにその五分の一を加えなければならない

。 14もし人が自分の家を主に聖なる物としてささげ

るときは、祭司はその良い悪いに従って、それを値

積らなければならない。それは祭司が値積ったとお

りになるであろう。 15もしその家をささげる人が、

それをあがなおうとするならば、その値積りの金に

、その五分の一を加えなければならない。そうすれ

ば、それは彼のものとなるであろう。 16もし人が相

続した畑の一部を主にささげるときは、あなたはそ

こにまく種の多少に応じて、値積らなければならな

い。すなわち、大麦一ホメルの種を銀五十シケルに

値積らなければならない。 17もしその畑をヨベルの

年からささげるのであれば、その価はあなたの値積

りのとおりになるであろう。 18もしその畑をヨベル

の年の後にささげるのであれば、祭司はヨベルの年

までに残っている年の数に従ってその金を数え、そ

れをあなたの値積りからさし引かなければならない
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。 19もしまた、その畑をささげる人が、それをあが

なおうとするならば、あなたの値積りの金にその五

分の一を加えなければならない。そうすれば、それ

は彼のものと決まるであろう。 20しかし、もしその

畑をあがなわず、またそれを他の人に売るならば、

それはもはやあがなうことができないであろう。 21

その畑は、ヨベルの年になって期限が切れるならば

、奉納の畑と同じく、主の聖なる物となり、祭司の

所有となるであろう。 22もしまた相続した畑の一部

でなく、買った畑を主にささげる時は、 23祭司は値

積りしてヨベルの年までの金を数えなければならな

い。その人はその値積りの金をその日に主にささげ

て、聖なる物としなければならない。 24ヨベルの年

にその畑は売り主であるその地の相続者に返るであ

ろう。 25すべてあなたの値積りは聖所のシケルによ

ってしなければならない。二十ゲラを一シケルとす

る。 26しかし、家畜のういごは、ういごとしてすで

に主のものだから、だれもこれをささげてはならな

い。牛でも羊でも、それは主のものである。 27もし

汚れた家畜であるならば、あなたの値積りにその五

分の一を加えて、その人はこれをあがなわなければ

ならない。もしあがなわないならば、それを値積り

に従って売らなければならない。 28ただし、人が自

分の持っているもののうちから奉納物として主にさ

さげたものは、人であっても、家畜であっても、ま

た相続の畑であっても、いっさいこれを売ってはな

らない。またあがなってはならない。奉納物はすべ

て主に属するいと聖なる物である。 29またすべて人

のうちから奉納物としてささげられた人は、あがな
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ってはならない。彼は必ず殺されなければならない

。 30地の十分の一は地の産物であれ、木の実であれ

、すべて主のものであって、主に聖なる物である。

31もし人がその十分の一をあがなおうとする時は、

それにその五分の一を加えなければならない。 32牛

または羊の十分の一については、すべて牧者のつえ

の下を十番目に通るものは、主に聖なる物である。

33その良い悪いを問うてはならない。またそれを取

り換えてはならない。もし取り換えたならば、それ

と、その取り換えたものとは、共に聖なる物となる

であろう。それをあがなうことはできない』」。 34

これらは主が、シナイ山で、イスラエルの人々のた

めに、モーセに命じられた戒めである。
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民数記

1エジプトの国を出た次の年の二月一日に、主はシ

ナイの荒野において、会見の幕屋で、モーセに言わ

れた、 2「あなたがたは、イスラエルの人々の全会

衆を、その氏族により、その父祖の家によって調査

し、そのすべての男子の名の数を、ひとりびとり数

えて、その総数を得なさい。 3イスラエルのうちで

、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者を

、あなたとアロンとは、その部隊にしたがって数え

なければならない。 4また、すべての部族は、おの

おの父祖の家の長たるものを、ひとりずつ出して、

あなたがたと協力させなければならない。 5すなわ

ち、あなたがたに協力すべき人々の名は、次のとお

りである。ルベンからはシデウルの子エリヅル。 6

シメオンからはツリシャダイの子シルミエル。 7ユ

ダからはアミナダブの子ナション。 8イッサカルか

らはツアルの子ネタニエル。 9ゼブルンからはヘロ

ンの子エリアブ。 10ヨセフの子たちのうち、エフラ

イムからはアミホデの子エリシャマ、マナセからは

パダヅルの子ガマリエル。 11ベニヤミンからはギデ

オニの子アビダン。 12ダンからはアミシャダイの子

アヒエゼル。 13アセルからはオクランの子パギエル

。 14ガドからはデウエルの子エリアサフ。 15ナフ

タリからはエナンの子アヒラ」。 16これらは会衆の

うちから選び出された人々で、その父祖の部族のつ

かさたち、またイスラエルの氏族のかしらたちであ

る。 17こうして、モーセとアロンが、ここに名を掲

げた人々を引き連れて、 18二月一日に会衆をことご

とく集めたので、彼らはその氏族により、その父祖
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の家により、その名の数にしたがって二十歳以上の

ものが、ひとりびとり登録した。 19主が命じられた

ように、モーセはシナイの荒野で彼らを数えた。 20

すなわち、イスラエルの長子ルベンの子たちから生

れたものを、その氏族により、その父祖の家によっ

て調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上

の男子の名の数を、ひとりびとり得たが、 21ルベン

の部族のうちで、数えられたものは四万六千五百人

であった。 22またシメオンの子たちから生れたもの

を、その氏族により、その父祖の家によって調べ、

すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の男子の

名の数を、ひとりびとり得たが、 23シメオンの部族

のうちで、数えられたものは五万九千三百人であっ

た。 24またガドの子たちから生れたものを、その氏

族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争

に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得た

が、 25ガドの部族のうちで、数えられたものは四万

五千六百五十人であった。 26ユダの子たちから生れ

たものを、その氏族により、その父祖の家によって

調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の

者の名の数を得たが、 27ユダの部族のうちで、数え

られたものは七万四千六百人であった。 28イッサカ

ルの子たちから生れたものを、その氏族により、そ

の父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることの

できる二十歳以上の者の名の数を得たが、 29イッサ

カルの部族のうちで、数えられたものは五万四千四

百人であった。 30ゼブルンの子たちから生れたもの

を、その氏族により、その父祖の家によって調べ、

すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名
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の数を得たが、 31ゼブルンの部族のうちで、数えら

れたものは五万七千四百人であった。 32ヨセフの子

たちのうち、エフライムの子たちから生れたものを

、その氏族により、その父祖の家によって調べ、す

べて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の

数を得たが、 33エフライムの部族のうちで、数えら

れたものは四万五百人であった。 34マナセの子たち

から生れたものを、その氏族により、その父祖の家

によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十

歳以上の者の名の数を得たが、 35マナセの部族のう

ちで、数えられたものは三万二千二百人であった。

36ベニヤミンの子たちから生れたものを、その氏族

により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に

出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが

、 37ベニヤミンの部族のうちで、数えられたものは

三万五千四百人であった。 38ダンの子たちから生れ

たものを、その氏族により、その父祖の家によって

調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の

者の名の数を得たが、 39ダンの部族のうちで、数え

られたものは六万二千七百人であった。 40アセルの

子たちから生れたものを、その氏族により、その父

祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのでき

る二十歳以上の者の名の数を得たが、 41アセルの部

族のうちで、数えられたものは四万一千五百人であ

った。 42ナフタリの子たちから生れたものを、その

氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦

争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得

たが、 43ナフタリの部族のうちで、数えられたもの

は、五万三千四百人であった。 44これらが数えられ
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た人々であって、モーセとアロンとイスラエルのつ

かさたちとが数えた人々である。そのつかさたちは

十二人であって、おのおのその父祖の家のために出

たものである。 45そしてイスラエルの人々のうち、

その父祖の家にしたがって数えられた者は、すべて

イスラエルのうち、戦争に出ることのできる二十歳

以上の者であって、 46その数えられた者は合わせて

六十万三千五百五十人であった。 47しかし、レビび

とは、その父祖の部族にしたがって、そのうちに数

えられなかった。 48すなわち、主はモーセに言われ

た、 49「あなたはレビの部族だけは数えてはならな

い。またその総数をイスラエルの人々のうちに数え

あげてはならない。 50あなたはレビびとに、あかし

の幕屋と、そのもろもろの器と、それに附属するも

ろもろの物を管理させなさい。彼らは幕屋と、その

もろもろの器とを持ち運び、またそこで務をし、幕

屋のまわりに宿営しなければならない。 51幕屋が進

む時は、レビびとがこれを取りくずし、幕屋を張る

時は、レビびとがこれを組み立てなければならない

。ほかの人がこれに近づく時は殺されるであろう。

52イスラエルの人々はその部隊にしたがって、おの

おのその宿営に、おのおのその旗のもとにその天幕

を張らなければならない。 53しかし、レビびとは、

あかしの幕屋のまわりに宿営しなければならない。

そうすれば、主の怒りはイスラエルの人々の会衆の

上に臨むことがないであろう。レビびとは、あかし

の幕屋の務を守らなければならない」。 54イスラエ

ルの人々はこのようにして、すべて主がモーセに命

じられたように行った。
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2主はモーセとアロンに言われた、 2「イスラエル

の人々は、おのおのその部隊の旗のもとに、その父

祖の家の旗印にしたがって宿営しなければならない

。また会見の幕屋のまわりに、それに向かって宿営

しなければならない。 3すなわち、日の出る方、東

に宿営するものは、ユダの宿営の旗につく者であっ

て、その部隊にしたがって宿営し、アミナダブの子

ナションが、ユダの子たちのつかさとなるであろう

。 4その部隊、すなわち、数えられた者は七万四千

六百人である。 5そのかたわらに宿営する者はイッ

サカルの部族で、ツアルの子ネタニエルが、イッサ

カルの子たちのつかさとなるであろう。 6その部隊

、すなわち、数えられた者は五万四千四百人である

。 7次はゼブルンの部族で、ヘロンの子エリアブが

、ゼブルンの子たちのつかさとなるであろう。 8そ

の部隊、すなわち、数えられた者は五万七千四百人

である。 9ユダの宿営の、その部隊にしたがって数

えられた者は、合わせて十八万六千四百人である。

これらの者は、まっ先に進まなければならない。 10

南の方では、ルベンの宿営の旗につく者が、その部

隊にしたがっており、シデウルの子エリヅルが、ル

ベンの子たちのつかさとなるであろう。 11その部隊

、すなわち、数えられた者は四万六千五百人である

。 12そのかたわらに宿営する者はシメオンの部族で

、ツリシャダイの子シルミエルが、シメオンの子た

ちのつかさとなるであろう。 13その部隊、すなわち

、数えられた者は五万九千三百人である。 14次はガ

ドの部族で、デウエルの子エリアサフが、ガドの子

たちのつかさとなるであろう。 15その部隊、すなわ
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ち、数えられた者は四万五千六百五十人である。 16

ルベンの宿営の、その部隊にしたがって数えられた

者は、合わせて十五万一千四百五十人である。これ

らの者は二番目に進まなければならない。 17その次

に会見の幕屋を、レビびとの宿営とともに、もろも

ろの宿営の中央にして進まなければならない。彼ら

は宿営するのと同じように、おのおのその位置で、

その旗にしたがって進まなければならない。 18西の

方では、エフライムの宿営の旗につく者が、その部

隊にしたがっており、アミホデの子エリシャマが、

エフライムの子たちのつかさとなるであろう。 19そ

の部隊、すなわち、数えられた者は四万五百人であ

る。 20そのかたわらにマナセの部族がおって、パダ

ヅルの子ガマリエルが、マナセの子たちのつかさと

なるであろう。 21その部隊、すなわち、数えられた

者は三万二千二百人である。 22次にベニヤミンの部

族がおって、ギデオニの子アビダンが、ベニヤミン

の子たちのつかさとなるであろう。 23その部隊、す

なわち、数えられた者は三万五千四百人である。 24

エフライムの宿営の、その部隊にしたがって数えら

れた者は、合わせて十万八千百人である。これらの

者は三番目に進まなければならない。 25北の方では

、ダンの宿営の旗につく者が、その部隊にしたがっ

ており、アミシャダイの子アヒエゼルが、ダンの子

たちのつかさとなるであろう。 26その部隊、すなわ

ち、数えられた者は六万二千七百人である。 27その

かたわらに宿営する者は、アセルの部族であって、

オクランの子パギエルが、アセルの子たちのつかさ

となるであろう。 28その部隊、すなわち、数えられ
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た者は四万一千五百人である。 29次にナフタリの部

族がおって、エナンの子アヒラが、ナフタリの子た

ちのつかさとなるであろう。 30その部隊、すなわち

、数えられた者は五万三千四百人である。 31ダンの

宿営の、数えられた者は合わせて十五万七千六百人

である。これらの者はその旗にしたがって、最後に

進まなければならない」。 32これがイスラエルの人

々の、その父祖の家にしたがって数えられた人々で

ある。もろもろの宿営の、その部隊にしたがって数

えられた者は合わせて六十万三千五百五十人であっ

た。 33しかし、レビびとはイスラエルの人々のうち

に数えられなかった。主がモーセに命じられたとお

りである。 34イスラエルの人々は、すべて主がモー

セに命じられたとおりに行い、その旗にしたがって

宿営し、おのおのその氏族に従い、その父祖の家に

従って進んだ。

3主がシナイ山で、モーセと語られた時の、アロン

とモーセの一族は、次のとおりであった。 2アロン

の子たちの名は、次のとおりである。長子はナダブ

、次はアビウ、エレアザル、イタマル。 3これがア

ロンの子たちの名であって、彼らはみな油を注がれ

、祭司の職に任じられて祭司となった。 4ナダブと

アビウとは、シナイの荒野において、異火を主の前

にささげたので、主の前で死んだ。彼らには子供が

なかった。そしてエレアザルとイタマルとが、父ア

ロンの前で祭司の務をした。 5主はまたモーセに言

われた、 6「レビの部族を召し寄せ、祭司アロンの

前に立って仕えさせなさい。 7彼らは会見の幕屋の

前にあって、アロンと全会衆のために、その務をし
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、幕屋の働きをしなければならない。 8すなわち、

彼らは会見の幕屋の、すべての器をまもり、イスラ

エルの人々のために務をし、幕屋の働きをしなけれ

ばならない。 9あなたはレビびとを、アロンとその

子たちとに、与えなければならない。彼らはイスラ

エルの人々のうちから、全くアロンに与えられたも

のである。 10あなたはアロンとその子たちとを立て

て、祭司の職を守らせなければならない。ほかの人

で近づくものは殺されるであろう」。 11主はまたモ

ーセに言われた、 12「わたしは、イスラエルの人々

のうちの初めに生れたすべてのういごの代りに、レ

ビびとをイスラエルの人々のうちから取るであろう

。レビびとは、わたしのものとなるであろう。 13う

いごはすべてわたしのものだからである。わたしは

、エジプトの国において、すべてのういごを撃ち殺

した日に、イスラエルのういごを、人も獣も、こと

ごとく聖別して、わたしに帰せしめた。彼らはわた

しのものとなるであろう。わたしは主である」。 14

主はまたシナイの荒野でモーセに言われた、 15「あ

なたはレビの子たちを、その父祖の家により、その

氏族によって数えなさい。すなわち、一か月以上の

男子を数えなければならない」。 16それでモーセは

主の言葉にしたがって、命じられたとおりに、それ

を数えた。 17レビの子たちの名は次のとおりである

。すなわち、ゲルション、コハテ、メラリ。 18ゲル

ションの子たちの名は、その氏族によれば次のとお

りである。すなわち、リブニ、シメイ。 19コハテの

子たちは、その氏族によれば、アムラム、イヅハル

、ヘブロン、ウジエル。 20メラリの子たちは、その
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氏族によれば、マヘリ、ムシ。これらはその父祖の

家によるレビの氏族である。 21ゲルションからリブ

ニびとの氏族と、シメイびとの氏族とが出た。これ

らはゲルションびとの氏族である。 22その数えられ

た者、すなわち、一か月以上の男子の数は合わせて

七千五百人であった。 23ゲルションびとの氏族は幕

屋の後方、すなわち、西の方に宿営し、 24ラエルの

子エリアサフが、ゲルションびとの父祖の家のつか

さとなるであろう。 25会見の幕屋の、ゲルションの

子たちの務は、幕屋、天幕とそのおおい、会見の幕

屋の入口のとばり、 26庭のあげばり、幕屋と祭壇の

まわりの庭の入口のとばり、そのひも、およびすべ

てそれに用いる物を守ることである。 27また、コハ

テからアムラムびとの氏族、イヅハルびとの氏族、

ヘブロンびとの氏族、ウジエルびとの氏族が出た。

これらはコハテびとの氏族である。 28一か月以上の

男子の数は、合わせて八千六百人であって、聖所の

務を守る者たちである。 29コハテの子たちの氏族は

、幕屋の南の方に宿営し、 30ウジエルの子エリザパ

ンが、コハテびとの氏族の父祖の家のつかさとなる

であろう。 31彼らの務は、契約の箱、机、燭台、二

つの祭壇、聖所の務に用いる器、とばり、およびす

べてそれに用いる物を守ることである。 32祭司アロ

ンの子エレアザルが、レビびとのつかさたちの長と

なり、聖所の務を守るものたちを監督するであろう

。 33メラリからマヘリびとの氏族と、ムシびとの氏

族とが出た。これらはメラリの氏族である。 34その

数えられた者、すなわち、一か月以上の男子の数は

、合わせて六千二百人であった。 35アビハイルの子
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ツリエルが、メラリの氏族の父祖の家のつかさとな

るであろう。彼らは幕屋の北の方に宿営しなければ

ならない。 36メラリの子たちが、その務として管理

すべきものは、幕屋の枠、その横木、その柱、その

座、そのすべての器、およびそれに用いるすべての

物、 37ならびに庭のまわりの柱とその座、その釘、

およびそのひもである。 38また幕屋の前、その東の

方、すなわち、会見の幕屋の東の方に宿営する者は

、モーセとアロン、およびアロンの子たちであって

、イスラエルの人々の務に代って、聖所の務を守る

ものである。ほかの人で近づく者は殺されるであろ

う。 39モーセとアロンとが、主の言葉にしたがって

数えたレビびとで、その氏族によって数えられた者

、一か月以上の男子は、合わせて二万二千人であっ

た。 40主はまたモーセに言われた、「あなたは、イ

スラエルの人々のうち、すべてういごである男子の

一か月以上のものを数えて、その名の数を調べなさ

い。 41また主なるわたしのために、イスラエルの人

々のうちの、すべてのういごの代りにレビびとを取

り、またイスラエルの人々の家畜のうちの、すべて

のういごの代りに、レビびとの家畜を取りなさい」

。 42そこでモーセは主の命じられたように、イスラ

エルの人々のうちの、すべてのういごを数えた。 43

その数えられたういごの男子、すべて一か月以上の

者は、その名の数によると二万二千二百七十三人で

あった。 44主はモーセに言われた、 45「あなたは

イスラエルの人々のうちの、すべてのういごの代り

に、レビびとを取り、また彼らの家畜の代りに、レ

ビびとの家畜を取りなさい。レビびとはわたしのも
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のとなる。わたしは主である。 46またイスラエルの

人々のういごは、レビびとの数を二百七十三人超過

しているから、そのあがないのために、 47そのあた

まかずによって、ひとりごとに銀五シケルを取らな

ければならない。すなわち、聖所のシケルにしたが

って、それを取らなければならない。一シケルは二

十ゲラである。 48あなたは、その超過した者をあが

なう金を、アロンと、その子たちに渡さなければな

らない」。 49そこでモーセは、レビびとによってあ

がなわれた者を超過した人々から、あがないの金を

取った。 50すなわち、モーセは、イスラエルの人々

のういごから、聖所のシケルにしたがって千三百六

十五シケルの銀を取り、 51そのあがないの金を、主

の言葉にしたがって、アロンとその子たちに渡した

。主がモーセに命じられたとおりである。

4主はまたモーセとアロンに言われた、 2「レビの

子たちのうちから、コハテの子たちの総数を、その

氏族により、その父祖の家にしたがって調べ、 3三

十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働

くことのできる者を、ことごとく数えなさい。 4コ

ハテの子たちの、会見の幕屋の務は、いと聖なる物

にかかわるものであって、次のとおりである。 5す

なわち、宿営の進む時に、アロンとその子たちとは

、まず、はいって、隔ての垂幕を取りおろし、それ

をもって、あかしの箱をおおい、 6その上に、じゅ

ごんの皮のおおいを施し、またその上に総青色の布

をうちかけ、環にさおをさし入れる。 7また供えの

パンの机の上には、青色の布をうちかけ、その上に

、さら、乳香を盛る杯、鉢、および灌祭の瓶を並べ
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、また絶やさず供えるパンを置き、 8緋色の布をそ

の上にうちかけ、じゅごんの皮のおおいをもって、

これをおおい、さおをさし入れる。 9また青色の布

を取って、燭台とそのともし火ざら、芯切りばさみ

、芯取りざら、およびそれに用いるもろもろの油の

器をおおい、 10じゅごんの皮のおおいのうちに、燭

台とそのもろもろの器をいれて、担架に載せる。 11

また、金の祭壇の上に青色の布をうちかけ、じゅご

んの皮のおおいで、これをおおい、そのさおをさし

入れる。 12また聖所の務に用いる務の器をみな取り

、青色の布に包み、じゅごんの皮のおおいで、これ

をおおって、担架に載せる。 13また祭壇の灰を取り

去って、紫の布をその祭壇の上にうちかけ、 14その

上に、務をするのに用いるもろもろの器、すなわち

、火ざら、肉さし、十能、鉢、および祭壇のすべて

の器を載せ、またその上に、じゅごんの皮のおおい

をうちかけ、そしてさおをさし入れる。 15宿営の進

むとき、アロンとその子たちとが、聖所と聖所のす

べての器をおおうことを終ったならば、その後コハ

テの子たちは、それを運ぶために、はいってこなけ

ればならない。しかし、彼らは聖なる物に触れては

ならない。触れると死ぬであろう。会見の幕屋のう

ちの、これらの物は、コハテの子たちが運ぶもので

ある。 16祭司アロンの子エレアザルは、ともし油、

香ばしい薫香、絶やさず供える素祭および注ぎ油を

つかさどり、また幕屋の全体と、そのうちにあるす

べての聖なる物、およびその所のもろもろの器をつ

かさどらなければならない」。 17主はまた、モーセ

とアロンに言われた、 18「あなたがたはコハテびと
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の一族を、レビびとのうちから絶えさせてはならな

い。 19彼らがいと聖なる物に近づく時、死なないで

、命を保つために、このようにしなさい、すなわち

、アロンとその子たちが、まず、はいり、彼らをお

のおのその働きにつかせ、そのになうべきものを取

らせなさい。 20しかし、彼らは、はいって、ひと目

でも聖なる物を見てはならない。見るならば死ぬで

あろう」。 21主はまたモーセに言われた、 22「あ

なたはまたゲルションの子たちの総数を、その父祖

の家により、その氏族にしたがって調べ、 23三十歳

以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くこ

とのできる者を、ことごとく数えなさい。 24ゲルシ

ョンびとの氏族の務として働くことと、運ぶ物とは

次のとおりである。 25すなわち、彼らは幕屋の幕、

会見の幕屋およびそのおおいと、その上のじゅごん

の皮のおおい、ならびに会見の幕屋の入口のとばり

を運び、 26また庭のあげばり、および幕屋と祭壇の

まわりの庭の門の入口のとばりと、そのひも、なら

びにそれに用いるすべての器を運ばなければならな

い。そして彼らはすべてこれらのものについての働

きをしなければならない。 27ゲルションびとの子た

ちのすべての務、すなわち、その運ぶことと、働く

こととは、すべてアロンとその子たちの命に従わな

ければならない。あなたがたは彼らにすべてその運

ぶべき物を定めて、これを守らせなければならない

。 28これはすなわちゲルションびとの子たちの氏族

が、会見の幕屋でする働きであって、彼らの務は祭

司アロンの子イタマルの指揮のもとにおかなければ

ならない。 29メラリの子たちをもまたあなたはその
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氏族により、その祖父の家にしたがって調べ、 30三

十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋の働

きをすることのできる者を、ことごとく数えなさい

。 31彼らが会見の幕屋でするすべての務にしたがっ

て、その運ぶ責任のある物は次のとおりである。す

なわち、幕屋の枠、その横木、その柱、その座、 32

庭のまわりの柱、その座、その釘、そのひも、また

そのすべての器、およびそれに用いるすべてのもの

である。あなたがたは彼らが運ぶ責任のある器を、

その名によって割り当てなければならない。 33これ

はすなわちメラリの子たちの氏族の働きであって、

彼らは祭司アロンの子イタマルの指揮のもとに、会

見の幕屋で、このすべての働きをしなければならな

い」。 34そこでモーセとアロン、および会衆のつか

さたちは、コハテの子たちをその氏族により、その

父祖の家にしたがって調べ、 35三十歳以上五十歳以

下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者

を、ことごとく数えたが、 36その氏族にしたがって

数えられた者は二千七百五十人であった。 37これは

すなわち、コハテびとの氏族の数えられた者で、す

べて会見の幕屋で働くことのできる者であった。モ

ーセとアロンが、主のモーセによって命じられたと

ころにしたがって数えたのである。 38またゲルショ

ンの子たちを、その氏族により、その父祖の家にし

たがって調べ、 39三十歳以上五十歳以下で、務につ

き、会見の幕屋で働くことのできる者を、ことごと

く数えたが、 40その氏族により、その父祖の家にし

たがって数えられた者は二千六百三十人であった。

41これはすなわち、ゲルションの子たちの氏族の数
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えられた者で、すべて会見の幕屋で働くことのでき

る者であった。モーセとアロンが、主の命にしたが

って数えたのである。 42またメラリの子たちの氏族

を、その氏族により、その父祖の家にしたがって調

べ、 43三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の

幕屋で働くことのできる者を、ことごとく数えたが

、 44その氏族にしたがって数えられた者は三千二百

人であった。 45これはすなわち、メラリの子たちの

氏族の数えられた者で、モーセとアロンが、主のモ

ーセによって命じられたところにしたがって数えた

のである。 46モーセとアロン、およびイスラエルの

つかさたちは、レビびとを、その氏族により、その

父祖の家にしたがって調べ、 47三十歳以上五十歳以

下で、会見の幕屋にはいって務の働きをし、また、

運ぶ働きをする者を、ことごとく数えたが、 48その

数えられた者は八千五百八十人であった。 49彼らは

主の命により、モーセによって任じられ、おのおの

その働きにつき、かつその運ぶところを受け持った

。こうして彼らは主のモーセに命じられたように数

えられたのである。

5主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に命じて、らい病人、流出のある者、死体にふれ

て汚れた者を、ことごとく宿営の外に出させなさい

。 3男でも女でも、あなたがたは彼らを宿営の外に

出してそこにおらせ、彼らに宿営を汚させてはなら

ない。わたしがその中に住んでいるからである」。

4イスラエルの人々はそのようにして、彼らを宿営の

外に出した。すなわち、主がモーセに言われたよう

にイスラエルの人々は行った。 5主はまたモーセに
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言われた、 6「イスラエルの人々に告げなさい、『

男または女が、もし人の犯す罪をおかして、主に罪

を得、その人がとがある者となる時は、 7その犯し

た罪を告白し、その物の価にその五分の一を加えて

、彼がとがを犯した相手方に渡し、そのとがをこと

ごとく償わなければならない。 8しかし、もし、そ

のとがの償いを受け取るべき親族も、その人にない

時は、主にそのとがの償いをして、これを祭司に帰

せしめなければならない。なお、このほか、そのあ

がないをするために用いた贖罪の雄羊も、祭司に帰

せしめなければならない。 9イスラエルの人々が、

祭司のもとに携えて来るすべての聖なるささげ物は

、みな祭司に帰せしめなければならない。 10すべて

人の聖なるささげ物は祭司に帰し、すべて人が祭司

に与える物は祭司に帰するであろう』」。 11主はま

たモーセに言われた、 12「イスラエルの人々に告げ

なさい、『もし人の妻たる者が、道ならぬ事をして

、その夫に罪を犯し、 13人が彼女と寝たのに、その

事が夫の目に隠れて現れず、彼女はその身を汚した

けれども、それに対する証人もなく、彼女もまたそ

の時に捕えられなかった場合、 14すなわち、妻が身

を汚したために、夫が疑いの心を起して妻を疑うこ

とがあり、または妻が身を汚した事がないのに、夫

が疑いの心を起して妻を疑うことがあれば、 15夫は

妻を祭司のもとに伴い、彼女のために大麦の粉一エ

パの十分の一を供え物として携えてこなければなら

ない。ただし、その上に油を注いではならない。ま

た乳香を加えてはならない。これは疑いの供え物、

覚えの供え物であって罪を覚えさせるものだからで
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ある。 16祭司はその女を近く進ませ、主の前に立た

せなければならない。 17祭司はまた土の器に聖なる

水を入れ、幕屋のゆかのちりを取ってその水に入れ

、 18その女を主の前に立たせ、女にその髪の毛をほ

どかせ、覚えの供え物すなわち、疑いの供え物を、

その手に持たせなければならない。そして祭司は、

のろいの苦い水を手に取り、 19女に誓わせて、これ

に言わなければならない、「もし人があなたと寝た

ことがなく、またあなたが、夫のもとにあって、道

ならぬ事をして汚れたことがなければ、のろいの苦

い水も、あなたに害を与えないであろう。 20しかし

、あなたが、もし夫のもとにあって、道ならぬこと

をして身を汚し、あなたの夫でない人が、あなたと

寝たことがあるならば、 21祭司はその女に、のろい

の誓いをもって誓わせ、その女に言わなければなら

ない。主はあなたのももをやせさせ、あなたの腹を

ふくれさせて、あなたを民のうちの、のろいとし、

また、ののしりとされるように。 22また、のろいの

水が、あなたの腹にはいってあなたの腹をふくれさ

せ、あなたのももをやせさせるように」。その時、

女は「アァメン、アァメン」と言わなければならな

い。 23祭司は、こののろいを書き物に書きしるし、

それを苦い水に洗い落し、 24女にそののろいの水を

飲ませなければならない。そののろいの水は彼女の

うちにはいって苦くなるであろう。 25そして祭司は

その女の手から疑いの供え物を取り、その供え物を

主の前に揺り動かして、それを祭壇に持ってこなけ

ればならない。 26祭司はその供え物のうちから、覚

えの分、一握りを取って、それを祭壇で焼き、その
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後、女にその水を飲ませなければならない。 27その

水を女に飲ませる時、もしその女が身を汚し、夫に

罪を犯した事があれば、そののろいの水は女のうち

にはいって苦くなり、その腹はふくれ、ももはやせ

て、その女は民のうちののろいとなるであろう。 28

しかし、もし女が身を汚した事がなく、清いならば

、害を受けないで、子を産むことができるであろう

。 29これは疑いのある時のおきてである。妻たる者

が夫のもとにあって、道ならぬ事をして身を汚した

時、 30または夫たる者が疑いの心を起して、妻を疑

う時、彼はその女を主の前に立たせ、祭司はこのお

きてを、ことごとく彼女に行わなければならない。

31こうするならば、夫は罪がなく、妻は罪を負うで

あろう』」。

6主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に言いなさい、『男または女が、特に誓いを立て

、ナジルびととなる誓願をして、身を主に聖別する

時は、 3ぶどう酒と濃い酒を断ち、ぶどう酒の酢と

なったもの、濃い酒の酢となったものを飲まず、ま

た、ぶどうの汁を飲まず、また生でも干したもので

も、ぶどうを食べてはならない。 4ナジルびとであ

る間は、すべて、ぶどうの木からできるものは、種

も皮も食べてはならない。 5また、ナジルびとたる

誓願を立てている間は、すべて、かみそりを頭に当

ててはならない。身を主に聖別した日数の満ちるま

で、彼は聖なるものであるから、髪の毛をのばして

おかなければならない。 6身を主に聖別している間

は、すべて死体に近づいてはならない。 7父母、兄

弟、姉妹が死んだ時でも、そのために身を汚しては
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ならない。神に聖別したしるしが、頭にあるからで

ある。 8彼はナジルびとである間は、すべて主の聖

なる者である。 9もし人がはからずも彼のかたわら

に死んで、彼の聖別した頭を汚したならば、彼は身

を清める日に、頭をそらなければならない。すなわ

ち、七日目にそれをそらなければならない。 10そし

て八日目に山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を

携えて、会見の幕屋の入口におる祭司の所に行かな

ければならない。 11祭司はその一羽を罪祭に、一羽

を燔祭にささげて、彼が死体によって得た罪を彼の

ためにあがない、その日に彼の頭を聖別しなければ

ならない。 12彼はまたナジルびとたる日の数を、改

めて主に聖別し、一歳の雄の小羊を携えてきて、愆

祭としなければならない。それ以前の日は、彼がそ

の聖別を汚したので、無効になるであろう。 13これ

がナジルびとの律法である。聖別の日数が満ちた時

は、その人を会見の幕屋の入口に連れてこなければ

ならない。 14そしてその人は供え物を主にささげな

ければならない。すなわち、一歳の雄の小羊の全き

もの一頭を燔祭とし、一歳の雌の小羊の全きもの一

頭を罪祭とし、雄羊の全きもの一頭を酬恩祭とし、

15また種入れぬパンの一かご、油を混ぜて作った麦

粉の菓子、油を塗った種入れぬ煎餅、および素祭と

灌祭を携えてこなければならない。 16祭司はこれを

主の前に携えてきて、その罪祭と燔祭とをささげ、

17また雄羊を種入れぬパンの一かごと共に、酬恩祭

の犠牲として、主にささげなければならない。祭司

はまたその素祭と灌祭をもささげなければならない

。 18そのナジルびとは会見の幕屋の入口で、聖別し
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た頭をそり、その聖別した頭の髪を取って、これを

酬恩祭の犠牲の下にある火の上に置かなければなら

ない。 19祭司はその雄羊の肩の煮えたものと、かご

から取った種入れぬ菓子一つと、種入れぬ煎餅一つ

を取って、これをナジルびとが、その聖別した頭を

そった後、その手に授け、 20祭司は主の前でこれを

揺り動かして揺祭としなければならない。これは聖

なる物であって、その揺り動かした胸と、ささげた

ももと共に、祭司に帰するであろう。こうして後、

そのナジルびとは、ぶどう酒を飲むことができる。

21これは誓願をするナジルびとと、そのナジルびと

たる事のために、主にささげる彼の供え物について

の律法である。このほかにその力の及ぶ物をささげ

ることができる。すなわち、彼はその誓う誓願のよ

うに、ナジルびとの律法にしたがって行わなければ

ならない』」。 22主はまたモーセに言われた、 23

「アロンとその子たちに言いなさい、『あなたがた

はイスラエルの人々を祝福してこのように言わなけ

ればならない。 24「願わくは主があなたを祝福し、

あなたを守られるように。 25願わくは主がみ顔をも

ってあなたを照し、あなたを恵まれるように。 26願

わくは主がみ顔をあなたに向け、あなたに平安を賜

わるように」』。 27こうして彼らがイスラエルの人

々のために、わたしの名を唱えるならば、わたしは

彼らを祝福するであろう」。

7モーセが幕屋を建て終り、これに油を注いで聖別

し、またそのすべての器、およびその祭壇と、その

すべての器に油を注いで、これを聖別した日に、 2

イスラエルのつかさたち、すなわち、その父祖の家
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の長たちは、ささげ物をした。彼らは各部族のつか

さたちであって、その数えられた人々をつかさどる

者どもであった。 3彼らはその供え物を、主の前に

携えてきたが、おおいのある車六両と雄牛十二頭で

あった。つかさふたりに車一両、ひとりに雄牛一頭

である。彼らはこれを幕屋の前に引いてきた。 4そ

の時、主はモーセに言われた、 5「あなたはこれを

会見の幕屋の務に用いるために、彼らから受け取っ

て、レビびとに、おのおのその務にしたがって、渡

さなければならない」。 6そこでモーセはその車と

雄牛を受け取って、これをレビびとに渡した。 7す

なわち、ゲルションの子たちには、その務にしたが

って、車二両と雄牛四頭を渡し、 8メラリの子たち

には、その務にしたがって車四両と雄牛八頭を渡し

、祭司アロンの子イタマルに、これを監督させた。

9しかし、コハテの子たちには、何をも渡さなかった

。彼らの務は聖なる物を、肩にになって運ぶことで

あったからである。 10つかさたちは、また祭壇に油

を注ぐ日に、祭壇奉納の供え物を携えてきて、その

供え物を祭壇の前にささげた。 11主はモーセに言わ

れた、「つかさたちは一日にひとりずつ、祭壇奉納

の供え物をささげなければならない」。 12第一日に

供え物をささげた者は、ユダの部族のアミナダブの

子ナションであった。 13その供え物は銀のさら一つ

、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七

十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには

素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 14また

十シケルの金の杯一つ。これには薫香を満たしてい

た。 15また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一
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歳の雄の小羊一頭。 16罪祭に使う雄やぎ一頭。 17

酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五

頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはアミナダ

ブの子ナションの供え物であった。 18第二日にはイ

ッサカルのつかさ、ツアルの子ネタニエルがささげ

物をした。 19そのささげた供え物は銀のさら一つ、

その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十

シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素

祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 20また十

シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた

。 21また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳

の雄の小羊一頭。 22罪祭に使う雄やぎ一頭。 23酬

恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭

、一歳の雄の小羊五頭であって、これはツアルの子

ネタニエルの供え物であった。 24第三日にはゼブル

ンの子たちのつかさ、ヘロンの子エリアブ。 25その

供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、

銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケル

による。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を

満たしていた。 26また十シケルの金の杯一つ、これ

には薫香を満たしていた。 27また燔祭に使う若い雄

牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 28罪祭に

使う雄やぎ一頭。 29酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、

雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であっ

て、これはヘロンの子エリアブの供え物であった。

30第四日にはルベンの子たちのつかさ、シデウルの

子エリヅル。 31その供え物は銀のさら一つ、その重

さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル

、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使
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う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 32また十シケル

の金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 33ま

た燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の

小羊一頭。 34罪祭に使う雄やぎ一頭。 35酬恩祭の

犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳

の雄の小羊五頭であって、これはシデウルの子エリ

ヅルの供え物であった。 36第五日にはシメオンの子

たちのつかさ、ツリシャダイの子シルミエル。 37そ

の供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル

、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケ

ルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉

を満たしていた。 38また十シケルの金の杯一つ、こ

れには薫香を満たしていた。 39また燔祭に使う若い

雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 40罪祭

に使う雄やぎ一頭。 41酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭

、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であ

って、これはツリシャダイの子シルミエルの供え物

であった。 42第六日にはガドの子たちのつかさ、デ

ウエルの子エリアサフ。 43その供え物は銀のさら一

つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは

七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つに

は素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 44ま

た十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たして

いた。 45また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、

一歳の雄の小羊一頭。 46罪祭に使う雄やぎ一頭。 47

酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五

頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはデウエル

の子エリアサフの供え物であった。 48第七日にはエ

フライムの子たちのつかさ、アミホデの子エリシャ
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マ。 49その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三

十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖

所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混

ぜた麦粉を満たしていた。 50また十シケルの金の杯

一つ、これには薫香を満たしていた。 51また燔祭に

使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭

。 52罪祭に使う雄やぎ一頭。 53酬恩祭の犠牲に使

う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小

羊五頭であって、これはアミホデの子エリシャマの

供え物であった。 54第八日にはマナセの子たちのつ

かさ、パダヅルの子ガマリエル。 55その供え物は銀

のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ

、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。こ

の二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしてい

た。 56また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を

満たしていた。 57また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄

羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 58罪祭に使う雄やぎ

一頭。 59酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、

雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これは

パダヅルの子ガマリエルの供え物であった。 60第九

日にはベニヤミンの子らのつかさ、ギデオニの子ア

ビダン。 61その供え物は銀のさら一つ、その重さは

百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共

に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油

を混ぜた麦粉を満たしていた。 62また十シケルの金

の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 63また燔

祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊

一頭。 64罪祭に使う雄やぎ一頭。 65酬恩祭の犠牲

に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄
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の小羊五頭であって、これはギデオニの子アビダン

の供え物であった。 66第十日にはダンの子たちのつ

かさ、アミシャダイの子アヒエゼル。 67その供え物

は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢

一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる

。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たし

ていた。 68また十シケルの金の杯一つ、これには薫

香を満たしていた。 69また燔祭に使う若い雄牛一頭

、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 70罪祭に使う雄

やぎ一頭。 71酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五

頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、こ

れはアミシャダイの子アヒエゼルの供え物であった

。 72第十一日にはアセルの子たちのつかさ、オクラ

ンの子パギエル。 73その供え物は銀のさら一つ、そ

の重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シ

ケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭

に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 74また十シ

ケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。

75また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の

雄の小羊一頭。 76罪祭に使う雄やぎ一頭。 77酬恩

祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、

一歳の雄の小羊五頭であって、これはオクランの子

パギエルの供え物であった。 78第十二日にはナフタ

リの子たちのつかさ、エナンの子アヒラ。 79その供

え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀

の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルに

よる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満

たしていた。 80また十シケルの金の杯一つ、これに

は薫香を満たしていた。 81また燔祭に使う若い雄牛
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一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 82罪祭に使

う雄やぎ一頭。 83酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭。雄

羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって

、これはエナンの子アヒラの供え物であった。 84以

上は祭壇に油を注ぐ日に、イスラエルのつかさたち

が、祭壇を奉納する供え物として、ささげたもので

ある。すなわち、銀のさら十二、銀の鉢十二、金の

杯十二。 85銀のさらはそれぞれ百三十シケル、鉢は

それぞれ七十シケル、聖所のシケルによれば、この

銀の器は合わせて二千四百シケル。 86また薫香の満

ちている十二の金の杯は、聖所のシケルによれば、

それぞれ十シケル、その杯の金は合わせて百二十シ

ケルであった。 87また燔祭に使う雄牛は合わせて十

二、雄羊は十二、一歳の雄の小羊は十二、このほか

にその素祭のものがあった。また罪祭に使う雄やぎ

は十二。 88酬恩祭の犠牲に使う雄牛は合わせて二十

四、雄羊は六十、雄やぎは六十、一歳の雄の小羊は

六十であって、これは祭壇に油を注いだ後に、祭壇

奉納の供え物としてささげたものである。 89さてモ

ーセは主と語るために、会見の幕屋にはいって、あ

かしの箱の上の、贖罪所の上、二つのケルビムの間

から自分に語られる声を聞いた。すなわち、主は彼

に語られた。

8主はモーセに言われた、 2「アロンに言いなさい

、『あなたがともし火をともす時は、七つのともし

火で燭台の前方を照すようにしなさい』」。 3アロ

ンはそのようにした。すなわち、主がモーセに命じ

られたように、燭台の前方を照すように、ともし火

をともした。 4燭台の造りは次のとおりである。そ
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れは金の打ち物で、その台もその花も共に打物造り

であった。モーセは主に示された型にしたがって、

そのようにその燭台を造った。 5主はまたモーセに

言われた、 6「レビびとをイスラエルの人々のうち

から取って、彼らを清めなさい。 7あなたはこのよ

うにして彼らを清めなければならない。すなわち、

罪を清める水を彼らに注ぎかけ、彼らに全身をそら

せ、衣服を洗わせて、身を清めさせ、 8そして彼ら

に若い雄牛一頭と、油を混ぜた麦粉の素祭とを取ら

せなさい。あなたはまた、ほかに若い雄牛を罪祭の

ために取らなければならない。 9そして、あなたは

レビびとを会見の幕屋の前に連れてきて、イスラエ

ルの人々の全会衆を集め、 10レビびとを主の前に進

ませ、イスラエルの人々をして、手をレビびとの上

に置かせなければならない。 11そしてアロンは、レ

ビびとをイスラエルの人々のささげる揺祭として、

主の前にささげなければならない。これは彼らに主

の務をさせるためである。 12それからあなたはレビ

びとをして、手をかの雄牛の頭の上に置かせ、その

一つを罪祭とし、一つを燔祭として主にささげ、レ

ビびとのために罪のあがないをしなければならない

。 13あなたはレビびとを、アロンとその子たちの前

に立たせ、これを揺祭として主にささげなければな

らない。 14こうして、あなたはレビびとをイスラエ

ルの人々のうちから分かち、レビびとをわたしのも

のとしなければならない。 15こうして後レビびとは

会見の幕屋にはいって務につくことができる。あな

たは彼らを清め、彼らをささげて揺祭としなければ

ならない。 16彼らはイスラエルの人々のうちから、
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全くわたしにささげられたものだからである。イス

ラエルの人々のうちの初めに生れた者、すなわち、

すべてのういごの代りに、わたしは彼らを取ってわ

たしのものとした。 17イスラエルの人々のうちのう

いごは、人も獣も、みなわたしのものだからである

。わたしはエジプトの地で、すべてのういごを撃ち

殺した日に、彼らを聖別してわたしのものとした。

18それでわたしはイスラエルの人々のうちの、すべ

てのういごの代りにレビびとを取った。 19わたしは

イスラエルの人々のうちからレビびとを取って、ア

ロンとその子たちに与え、彼らに会見の幕屋で、イ

スラエルの人々に代って務をさせ、またイスラエル

の人々のために罪のあがないをさせるであろう。こ

れはイスラエルの人々が、聖所に近づいて、イスラ

エルの人々のうちに災の起ることのないようにする

ためである」。 20モーセとアロン、およびイスラエ

ルの人々の全会衆は、すべて主がレビびとの事につ

き、モーセに命じられた所にしたがって、レビびと

に行った、すなわち、イスラエルの人々は、そのよ

うに彼らに行った。 21そこでレビびとは身を清め、

その衣服を洗った。アロンは彼らを主の前にささげ

て揺祭とした。アロンはまた彼らのために、罪のあ

がないをして彼らを清めた。 22こうして後、レビび

とは会見の幕屋にはいって、アロンとその子たちに

仕えて務をした。すなわち、彼らはレビびとの事に

ついて、主がモーセに命じられた所にしたがって、

そのように彼らに行った。 23主はまたモーセに言わ

れた、 24「レビびとは次のようにしなければならな

い。すなわち、二十五歳以上の者は務につき、会見
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の幕屋の働きをしなければならない。 25しかし、五

十歳からは務の働きを退き、重ねて務をしてはなら

ない。 26ただ、会見の幕屋でその兄弟たちの務の助

けをすることができる。しかし、務をしてはならな

い。あなたがレビびとにその務をさせるには、この

ようにしなければならない」。

9エジプトの国を出た次の年の正月、主はシナイの

荒野でモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に

、過越の祭を定めの時に行わせなさい。 3この月の

十四日の夕暮、定めの時に、それを行わなければな

らない。あなたがたは、そのすべての定めと、その

すべてのおきてにしたがって、それを行わなければ

ならない」。 4そこでモーセがイスラエルの人々に

、過越の祭を行わなければならないと言ったので、

5彼らは正月の十四日の夕暮、シナイの荒野で過越の

祭を行った。すなわち、イスラエルの人々は、すべ

て主がモーセに命じられたようにおこなった。 6と

ころが人の死体に触れて身を汚したために、その日

に過越の祭を行うことのできない人々があって、そ

の日モーセとアロンの前にきて、 7その人々は彼に

言った、「わたしたちは人の死体に触れて身を汚し

ましたが、なぜその定めの時に、イスラエルの人々

と共に、主に供え物をささげることができないので

すか」。 8モーセは彼らに言った、「しばらく待て

。主があなたがたについて、どう仰せになるかを聞

こう」。 9主はモーセに言われた、 10「イスラエル

の人々に言いなさい、『あなたがたのうち、また、

あなたがたの子孫のうち、死体に触れて身を汚した

人も、遠い旅路にある人も、なお、過越の祭を主に
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対して行うことができるであろう。 11すなわち、二

月の十四日の夕暮、それを行い、種入れぬパンと苦

菜を添えて、それを食べなければならない。 12これ

を少しでも朝まで残しておいてはならない。またそ

の骨は一本でも折ってはならない。過越の祭のすべ

ての定めにしたがってこれを行わなければならない

。 13しかし、その身は清く、旅に出てもいないのに

、過越の祭を行わないときは、その人は民のうちか

ら断たれるであろう。このような人は、定めの時に

主の供え物をささげないゆえ、その罪を負わなけれ

ばならない。 14もし他国の人が、あなたがたのうち

に寄留していて、主に対して過越の祭を行おうとす

るならば、過越の祭の定めにより、そのおきてにし

たがって、これを行わなければならない。あなたが

たは他国の人にも、自国の人にも、同一の定めを用

いなければならない』」。 15幕屋を建てた日に、雲

は幕屋をおおった。すれはすなわち、あかしの幕屋

であって、夕には、幕屋の上に、雲は火のように見

えて、朝にまで及んだ。 16常にそうであって、昼は

雲がそれをおおい、夜は火のように見えた。 17雲が

幕屋を離れてのぼる時は、イスラエルの人々は、た

だちに道に進んだ。また雲がとどまる所に、イスラ

エルの人々は宿営した。 18すなわち、イスラエルの

人々は、主の命によって道に進み、主の命によって

宿営し、幕屋の上に雲がとどまっている間は、宿営

していた。 19幕屋の上に、日久しく雲のとどまる時

は、イスラエルの人々は主の言いつけを守って、道

に進まなかった。 20また幕屋の上に、雲のとどまる

日の少ない時もあったが、彼らは、ただ主の命にし
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たがって宿営し、主の命にしたがって、道に進んだ

。 21また雲は夕から朝まで、とどまることもあった

が、朝になって、雲がのぼる時は、彼らは道に進ん

だ。また昼でも夜でも、雲がのぼる時は、彼らは道

に進んだ。 22ふつかでも、一か月でも、あるいはそ

れ以上でも、幕屋の上に、雲がとどまっている間は

、イスラエルの人々は宿営していて、道に進まなか

ったが、それがのぼると道に進んだ。 23すなわち、

彼らは主の命にしたがって宿営し、主の命にしたが

って道に進み、モーセによって、主が命じられたと

おりに、主の言いつけを守った。

10主はモーセに言われた、 2「銀のラッパを二本

つくりなさい。すなわち、打物造りとし、それで会

衆を呼び集め、また宿営を進ませなさい。 3この二

つを吹くときは、全会衆が会見の幕屋の入口に、あ

なたの所に集まってこなければならない。 4もしそ

の一つだけを吹くときは、イスラエルの氏族の長で

あるつかさたちが、あなたの所に集まってこなけれ

ばならない。 5またあなたがたが警報を吹き鳴らす

時は、東の方の宿営が、道に進まなければならない

。 6二度目の警報を吹き鳴らす時は、南の方の宿営

が、道に進まなければならない。すべて道に進む時

は、警報を吹き鳴らさなければならない。 7また会

衆を集める時にも、ラッパを吹き鳴らすが、警報は

吹き鳴らしてはならない。 8アロンの子である祭司

たちが、ラッパを吹かなければならない。これはあ

なたがたが、代々ながく守るべき定めとしなければ

ならない。 9また、あなたがたの国で、あなたがた

をしえたげるあだとの戦いに出る時は、ラッパをも
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って、警報を吹き鳴らさなければならない。そうす

るならば、あなたがたは、あなたがたの神、主に覚

えられて、あなたがたの敵から救われるであろう。

10また、あなたがたの喜びの日、あなたがたの祝い

の時、および月々の第一日には、あなたがたの燔祭

と酬恩祭の犠牲をささげるに当って、ラッパを吹き

鳴らさなければならない。そうするならば、あなた

がたの神は、それによって、あなたがたを覚えられ

るであろう。わたしはあなたがたの神、主である」

。 11第二年の二月二十日に、雲があかしの幕屋を離

れてのぼったので、 12イスラエルの人々は、シナイ

の荒野を出て、その旅路に進んだが、パランの荒野

に至って、雲はとどまった。 13こうして彼らは、主

がモーセによって、命じられたところにしたがって

、道に進むことを始めた。 14先頭には、ユダの子た

ちの宿営の旗が、その部隊を従えて進んだ。ユダの

部隊の長はアミナダブの子ナション、 15イッサカル

の子たちの部族の部隊の長はツアルの子ネタニエル

、 16ゼブルンの子たちの部族の部隊の長はヘロンの

子エリアブであった。 17そして幕屋は取りくずされ

、ゲルションの子たち、およびメラリの子たちは幕

屋を運び進んだ。 18次にルベンの宿営の旗が、その

部隊を従えて進んだ。ルベンの部隊の長はシデウル

の子エリヅル、 19シメオンの子たちの部族の部隊の

長はツリシャダイの子シルミエル、 20ガドの子たち

の部族の部隊の長はデウエルの子エリアサフであっ

た。 21そしてコハテびとは聖なる物を運び進んだ。

これが着くまでに、人々は幕屋を建て終るのである

。 22次にエフライムの子たちの宿営の旗が、その部
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隊を従えて進んだ。エフライムの部隊の長はアミホ

デの子エリシャマ、 23マナセの子たちの部族の部隊

の長はパダヅルの子ガマリエル、 24ベニヤミンの子

たちの部族の部隊の長はギデオニの子アビダンであ

った。 25次にダンの子たちの宿営の旗が、その部隊

を従えて進んだ。この部隊はすべての宿営のしんが

りであった。ダンの部隊の長はアミシャダイの子ア

ヒエゼル、 26アセルの子たちの部族の部隊の長はオ

クランの子パギエル、 27ナフタリの子たちの部族の

部隊の長はエナンの子アヒラであった。 28イスラエ

ルの人々が、その道に進む時は、このように、その

部隊に従って進んだ。 29さて、モーセは、妻の父、

ミデヤンびとリウエルの子ホバブに言った、「わた

したちは、かつて主がおまえたちに与えると約束さ

れた所に向かって進んでいます。あなたも一緒にお

いでください。あなたが幸福になられるようにいた

しましょう。主がイスラエルに幸福を約束されたの

ですから」。 30彼はモーセに言った、「わたしは行

きません。わたしは国に帰って、親族のもとに行き

ます」。 31モーセはまた言った、「どうかわたした

ちを見捨てないでください。あなたは、わたしたち

が荒野のどこに宿営すべきかを御存じですから、わ

たしたちの目となってください。 32もしあなたが一

緒においでくださるなら、主がわたしたちに賜わる

幸福をあなたにも及ぼしましょう」。 33こうして彼

らは主の山を去って、三日の行程を進んだ。主の契

約の箱は、その三日の行程の間、彼らに先立って行

き、彼らのために休む所を尋ねもとめた。 34彼らが

宿営を出て、道に進むとき、昼は主の雲が彼らの上
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にあった。 35契約の箱の進むときモーセは言った、

「主よ、立ちあがってください。あなたの敵は打ち

散らされ、あなたを憎む者どもは、あなたの前から

逃げ去りますように」。 36またそのとどまるとき、

彼は言った、「主よ、帰ってきてください、イスラ

エルのちよろずの人に」。

11さて、民は災難に会っている人のように、主の

耳につぶやいた。主はこれを聞いて怒りを発せられ

、主の火が彼らのうちに燃えあがって、宿営の端を

焼いた。 2そこで民はモーセにむかって叫んだ。モ

ーセが主に祈ったので、その火はしずまった。 3主

の火が彼らのうちに燃えあがったことによって、そ

の所の名はタベラと呼ばれた。 4また彼らのうちに

いた多くの寄り集まりびとは欲心を起し、イスラエ

ルの人々もまた再び泣いて言った、「ああ、肉が食

べたい。 5われわれは思い起すが、エジプトでは、

ただで、魚を食べた。きゅうりも、すいかも、にら

も、たまねぎも、そして、にんにくも。 6しかし、

いま、われわれの精根は尽きた。われわれの目の前

には、このマナのほか何もない」。 7マナは、こえ

んどろの実のようで、色はブドラクの色のようであ

った。 8民は歩きまわって、これを集め、ひきうす

でひき、または、うすでつき、かまで煮て、これを

もちとした。その味は油菓子の味のようであった。

9夜、宿営の露がおりるとき、マナはそれと共に降っ

た。 10モーセは、民が家ごとに、おのおのその天幕

の入口で泣くのを聞いた。そこで主は激しく怒られ

、またモーセは不快に思った。 11そして、モーセは

主に言った、「あなたはなぜ、しもべに悪い仕打ち
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をされるのですか。どうしてわたしはあなたの前に

恵みを得ないで、このすべての民の重荷を負わされ

るのですか。 12わたしがこのすべての民を、はらん

だのですか。わたしがこれを生んだのですか。そう

ではないのに、あなたはなぜわたしに『養い親が乳

児を抱くように、彼らをふところに抱いて、あなた

が彼らの先祖たちに誓われた地に行け』と言われる

のですか。 13わたしはどこから肉を獲て、このすべ

ての民に与えることができましょうか。彼らは泣い

て、『肉を食べさせよ』とわたしに言っているので

す。 14わたしひとりでは、このすべての民を負うこ

とができません。それはわたしには重過ぎます。 15

もしわたしがあなたの前に恵みを得ますならば、わ

たしにこのような仕打ちをされるよりは、むしろ、

ひと思いに殺し、このうえ苦しみに会わせないでく

ださい」。 16主はモーセに言われた、「イスラエル

の長老たちのうち、民の長老となり、つかさとなる

べきことを、あなたが知っている者七十人をわたし

のもとに集め、会見の幕屋に連れてきて、そこにあ

なたと共に立たせなさい。 17わたしは下って、その

所で、あなたと語り、またわたしはあなたの上にあ

る霊を、彼らにも分け与えるであろう。彼らはあな

たと共に、民の重荷を負い、あなたが、ただひとり

で、それを負うことのないようにするであろう。 18

あなたはまた民に言いなさい、『あなたがたは身を

清めて、あすを待ちなさい。あなたがたは肉を食べ

ることができるであろう。あなたがたが泣いて主の

耳に、わたしたちは肉が食べたい。エジプトにいた

時は良かったと言ったからである。それゆえ、主は
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あなたがたに肉を与えて食べさせられるであろう。

19あなたがたがそれを食べるのは、一日や二日や五

日や十日や二十日ではなく、 20一か月に及び、つい

にあなたがたの鼻から出るようになり、あなたがた

は、それに飽き果てるであろう。それはあなたがた

のうちにおられる主を軽んじて、その前に泣き、な

ぜ、わたしたちはエジプトから出てきたのだろうと

言ったからである』」。 21モーセは言った、「わた

しと共におる民は徒歩の男子だけでも六十万です。

ところがあなたは、『わたしは彼らに肉を与えて一

か月のあいだ食べさせよう』と言われます。 22羊と

牛の群れを彼らのためにほふって、彼らを飽きさせ

るというのですか。海のすべての魚を彼らのために

集めて、彼らを飽きさせるというのですか」。 23主

はモーセに言われた、「主の手は短かろうか。あな

たは、いま、わたしの言葉の成るかどうかを見るで

あろう」。 24この時モーセは出て、主の言葉を民に

告げ、民の長老たち七十人を集めて、幕屋の周囲に

立たせた。 25主は雲のうちにあって下り、モーセと

語られ、モーセの上にある霊を、その七十人の長老

たちにも分け与えられた。その霊が彼らの上にとど

まった時、彼らは預言した。ただし、その後は重ね

て預言しなかった。 26その時ふたりの者が、宿営に

とどまっていたが、ひとりの名はエルダデと言い、

ひとりの名はメダデといった。彼らの上にも霊がと

どまった。彼らは名をしるされた者であったが、幕

屋に行かなかったので、宿営のうちで預言した。 27

時にひとりの若者が走ってきて、モーセに告げて言

った、「エルダデとメダデとが宿営のうちで預言し
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ています」。 28若い時からモーセの従者であったヌ

ンの子ヨシュアは答えて言った、「わが主、モーセ

よ、彼らをさし止めてください」。 29モーセは彼に

言った、「あなたは、わたしのためを思って、ねた

みを起しているのか。主の民がみな預言者となり、

主がその霊を彼らに与えられることは、願わしいこ

とだ」。 30こうしてモーセはイスラエルの長老たち

と共に、宿営に引きあげた。 31さて、主のもとから

風が起り、海の向こうから、うずらを運んできて、

これを宿営の近くに落した。その落ちた範囲は、宿

営の周囲で、こちら側も、おおよそ一日の行程、あ

ちら側も、おおよそ一日の行程、地面から高さおお

よそ二キュビトであった。 32そこで民は立ち上がっ

てその日は終日、その夜は終夜、またその次の日も

終日、うずらを集めたが、集める事の最も少ない者

も、十ホメルほど集めた。彼らはみな、それを宿営

の周囲に広げておいた。 33その肉がなお、彼らの歯

の間にあって食べつくさないうちに、主は民にむか

って怒りを発し、主は非常に激しい疫病をもって民

を撃たれた。 34これによって、その所の名はキブロ

テ・ハッタワと呼ばれた。欲心を起した民を、そこ

に埋めたからである。 35キブロテ・ハッタワから、

民はハゼロテに進み、ハゼロテにとどまった。

12モーセはクシの女をめとっていたが、そのクシ

の女をめとったゆえをもって、ミリアムとアロンは

モーセを非難した。 2彼らは言った、「主はただモ

ーセによって語られるのか。われわれによっても語

られるのではないのか」。主はこれを聞かれた。 3

モーセはその人となり柔和なこと、地上のすべての
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人にまさっていた。 4そこで、主は突然モーセとア

ロン、およびミリアムにむかって「あなたがた三人

、会見の幕屋に出てきなさい」と言われたので、彼

ら三人は出てきたが、 5主は雲の柱のうちにあって

下り、幕屋の入口に立って、アロンとミリアムを呼

ばれた。彼らふたりが進み出ると、 6彼らに言われ

た、「あなたがたは、いま、わたしの言葉を聞きな

さい。あなたがたのうちに、もし、預言者があるな

らば、主なるわたしは幻をもって、これにわたしを

知らせ、また夢をもって、これと語るであろう。 7

しかし、わたしのしもべモーセとは、そうではない

。彼はわたしの全家に忠信なる者である。 8彼とは

、わたしは口ずから語り、明らかに言って、なぞを

使わない。彼はまた主の形を見るのである。なぜ、

あなたがたはわたしのしもべモーセを恐れず非難す

るのか」。 9主は彼らにむかい怒りを発して去られ

た。 10雲が幕屋の上を離れ去った時、ミリアムは、

らい病となり、その身は雪のように白くなった。ア

ロンがふり返ってミリアムを見ると、彼女はらい病

になっていた。 11そこで、アロンはモーセに言った

、「ああ、わが主よ、わたしたちは愚かなことをし

て罪を犯しました。どうぞ、その罰をわたしたちに

受けさせないでください。 12どうぞ彼女を母の胎か

ら肉が半ば滅びうせて出る死人のようにしないでく

ださい」。 13その時モーセは主に呼ばわって言った

、「ああ、神よ、どうぞ彼女をいやしてください」

。 14主はモーセに言われた、「彼女の父が彼女の顔

につばきしてさえ、彼女は七日のあいだ、恥じて身

を隠すではないか。彼女を七日のあいだ、宿営の外
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で閉じこめておかなければならない。その後、連れ

もどしてもよい」。 15そこでミリアムは七日のあい

だ、宿営の外で閉じこめられた。民はミリアムが連

れもどされるまでは、道に進まなかった。 16その後

、民はハゼロテを立って進み、パランの荒野に宿営

した。

13主はモーセに言われた、 2「人をつかわして、

わたしがイスラエルの人々に与えるカナンの地を探

らせなさい。すなわち、その父祖の部族ごとに、す

べて彼らのうちのつかさたる者ひとりずつをつかわ

しなさい」。 3モーセは主の命にしたがって、パラ

ンの荒野から彼らをつかわした。その人々はみなイ

スラエルの人々のかしらたちであった。 4彼らの名

は次のとおりである。ルベンの部族ではザックルの

子シャンマ、 5シメオンの部族ではホリの子シャパ

テ、 6ユダの部族ではエフンネの子カレブ、 7イッ

サカルの部族ではヨセフの子イガル、 8エフライム

の部族ではヌンの子ホセア、 9ベニヤミンの部族で

はラフの子パルテ、 10ゼブルンの部族ではソデの子

ガデエル、 11ヨセフの部族すなわち、マナセの部族

ではスシの子ガデ、 12ダンの部族ではゲマリの子ア

ンミエル、 13アセルの部族ではミカエルの子セトル

、 14ナフタリの部族ではワフシの子ナヘビ、 15ガ

ドの部族ではマキの子ギウエル。 16以上はモーセが

その地を探らせるためにつかわした人々の名である

。そしてモーセはヌンの子ホセアをヨシュアと名づ

けた。 17モーセは彼らをつかわし、カナンの地を探

らせようとして、これに言った、「あなたがたはネ

ゲブに行って、山に登り、 18その地の様子を見、そ
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こに住む民は、強いか弱いか、少ないか多いか、 19

また彼らの住んでいる地は、良いか悪いか。人々の

住んでいる町々は、天幕か、城壁のある町か、 20そ

の地は、肥えているか、やせているか、そこには、

木があるかないかを見なさい。あなたがたは、勇ん

で行って、その地のくだものを取ってきなさい」。

時は、ぶどうの熟し始める季節であった。 21そこで

、彼らはのぼっていって、その地をチンの荒野から

ハマテの入口に近いレホブまで探った。 22彼らはネ

ゲブにのぼって、ヘブロンまで行った。そこにはア

ナクの子孫であるアヒマン、セシャイ、およびタル

マイがいた。ヘブロンはエジプトのゾアンよりも七

年前に建てられたものである。 23ついに彼らはエシ

コルの谷に行って、そこで一ふさのぶどうの枝を切

り取り、これを棒をもって、ふたりでかつぎ、また

、ざくろといちじくをも取った。 24イスラエルの人

々が、そこで切り取ったぶどうの一ふさにちなんで

、その所はエシコルの谷と呼ばれた。 25四十日の後

、彼らはその地を探り終って帰ってきた。 26そして

、パランの荒野にあるカデシにいたモーセとアロン

、およびイスラエルの人々の全会衆のもとに行って

、彼らと全会衆とに復命し、その地のくだものを彼

らに見せた。 27彼らはモーセに言った、「わたした

ちはあなたが、つかわした地へ行きました。そこは

まことに乳と蜜の流れている地です。これはそのく

だものです。 28しかし、その地に住む民は強く、そ

の町々は堅固で非常に大きく、わたしたちはそこに

アナクの子孫がいるのを見ました。 29またネゲブの

地には、アマレクびとが住み、山地にはヘテびと、
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エブスびと、アモリびとが住み、海べとヨルダンの

岸べには、カナンびとが住んでいます」。 30そのと

き、カレブはモーセの前で、民をしずめて言った、

「わたしたちはすぐにのぼって、攻め取りましょう

。わたしたちは必ず勝つことができます」。 31しか

し、彼とともにのぼって行った人々は言った、「わ

たしたちはその民のところへ攻めのぼることはでき

ません。彼らはわたしたちよりも強いからです」。

32そして彼らはその探った地のことを、イスラエル

の人々に悪く言いふらして言った、「わたしたちが

行き巡って探った地は、そこに住む者を滅ぼす地で

す。またその所でわたしたちが見た民はみな背の高

い人々です。 33わたしたちはまたそこで、ネピリム

から出たアナクの子孫ネピリムを見ました。わたし

たちには自分が、いなごのように思われ、また彼ら

にも、そう見えたに違いありません」。

14そこで、会衆はみな声をあげて叫び、民はその

夜、泣き明かした。 2またイスラエルの人々はみな

モーセとアロンにむかってつぶやき、全会衆は彼ら

に言った、「ああ、わたしたちはエジプトの国で死

んでいたらよかったのに。この荒野で死んでいたら

よかったのに。 3なにゆえ、主はわたしたちをこの

地に連れてきて、つるぎに倒れさせ、またわたした

ちの妻子をえじきとされるのであろうか。エジプト

に帰る方が、むしろ良いではないか」。 4彼らは互

に言った、「わたしたちはひとりのかしらを立てて

、エジプトに帰ろう」。 5そこで、モーセとアロン

はイスラエルの人々の全会衆の前でひれふした。 6

このとき、その地を探った者のうちのヌンの子ヨシ
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ュアとエフンネの子カレブは、その衣服を裂き、 7

イスラエルの人々の全会衆に言った、「わたしたち

が行き巡って探った地は非常に良い地です。 8もし

、主が良しとされるならば、わたしたちをその地に

導いて行って、それをわたしたちにくださるでしょ

う。それは乳と蜜の流れている地です。 9ただ、主

にそむいてはなりません。またその地の民を恐れて

はなりません。彼らはわたしたちの食い物にすぎま

せん。彼らを守る者は取り除かれます。主がわたし

たちと共におられますから、彼らを恐れてはなりま

せん」。 10ところが会衆はみな石で彼らを撃ち殺そ

うとした。そのとき、主の栄光が、会見の幕屋から

イスラエルのすべての人に現れた。 11主はモーセに

言われた、「この民はいつまでわたしを侮るのか。

わたしがもろもろのしるしを彼らのうちに行ったの

に、彼らはいつまでわたしを信じないのか。 12わた

しは疫病をもって彼らを撃ち滅ぼし、あなたを彼ら

よりも大いなる強い国民としよう」。 13モーセは主

に言った、「エジプトびとは、あなたが力をもって

、この民を彼らのうちから導き出されたことを聞い

て、 14この地の住民に告げるでしょう。彼らは、主

なるあなたが、この民のうちにおられ、主なるあな

たが、まのあたり現れ、あなたの雲が、彼らの上に

とどまり、昼は雲の柱のうちに、夜は火の柱のうち

にあって、彼らの前に行かれるのを聞いたのです。

15いま、もし、あなたがこの民をひとり残らず殺さ

れるならば、あなたのことを聞いた国民は語って、

16『主は与えると誓った地に、この民を導き入れる

ことができなかったため、彼らを荒野で殺したのだ
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』と言うでしょう。 17どうぞ、あなたが約束された

ように、いま主の大いなる力を現してください。 18

あなたはかつて、『主は怒ることおそく、いつくし

みに富み、罪ととがをゆるす者、しかし、罰すべき

者は、決してゆるさず、父の罪を子に報いて、三、

四代に及ぼす者である』と言われました。 19どうぞ

、あなたの大いなるいつくしみによって、エジプト

からこのかた、今にいたるまで、この民をゆるされ

たように、この民の罪をおゆるしください」。 20主

は言われた、「わたしはあなたの言葉のとおりにゆ

るそう。 21しかし、わたしは生きている。また主の

栄光が、全世界に満ちている。 22わたしの栄光と、

わたしがエジプトと荒野で行ったしるしを見ながら

、このように十度もわたしを試みて、わたしの声に

聞きしたがわなかった人々はひとりも、 23わたしが

かつて彼らの先祖たちに与えると誓った地を見ない

であろう。またわたしを侮った人々も、それを見な

いであろう。 24ただし、わたしのしもべカレブは違

った心をもっていて、わたしに完全に従ったので、

わたしは彼が行ってきた地に彼を導き入れるであろ

う。彼の子孫はそれを所有するにいたるであろう。

25谷にはアマレクびととカナンびとが住んでいるか

ら、あなたがたは、あす、身をめぐらして紅海の道

を荒野へ進みなさい」。 26主はモーセとアロンに言

われた、 27「わたしにむかってつぶやくこの悪い会

衆をいつまで忍ぶことができようか。わたしはイス

ラエルの人々が、わたしにむかってつぶやくのを聞

いた。 28あなたは彼らに言いなさい、『主は言われ

る、「わたしは生きている。あなたがたが、わたし
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の耳に語ったように、わたしはあなたがたにするで

あろう。 29あなたがたは死体となって、この荒野に

倒れるであろう。あなたがたのうち、わたしにむか

ってつぶやいた者、すなわち、すべて数えられた二

十歳以上の者はみな倒れるであろう。 30エフンネの

子カレブと、ヌンの子ヨシュアのほかは、わたしが

かつて、あなたがたを住まわせようと、手をあげて

誓った地に、はいることができないであろう。 31し

かし、あなたがたが、えじきになるであろうと言っ

たあなたがたの子供は、わたしが導いて、はいるで

あろう。彼らはあなたがたが、いやしめた地を知る

ようになるであろう。 32しかしあなたがたは死体と

なってこの荒野に倒れるであろう。 33あなたがたの

子たちは、あなたがたの死体が荒野に朽ち果てるま

で四十年のあいだ、荒野で羊飼となり、あなたがた

の不信の罪を負うであろう。 34あなたがたは、かの

地を探った四十日の日数にしたがい、その一日を一

年として、四十年のあいだ、自分の罪を負い、わた

しがあなたがたを遠ざかったことを知るであろう」

。 35主なるわたしがこれを言う。わたしは必ずわた

しに逆らって集まったこの悪い会衆に、これをこと

ごとく行うであろう。彼らはこの荒野に朽ち、ここ

で死ぬであろう』」。 36こうして、モーセにつかわ

され、かの地を探りに行き、帰ってきて、その地を

悪く言い、全会衆を、モーセにむかって、つぶやか

せた人々、 37すなわち、その地を悪く言いふらした

人々は、疫病にかかって主の前に死んだが、 38その

地を探りに行った人々のうち、ヌンの子ヨシュアと

、エフンネの子カレブとは生き残った。 39モーセが
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、これらのことを、イスラエルのすべての人々に告

げたとき、民は非常に悲しみ、 40朝早く起きて山の

頂きに登って言った、「わたしたちはここにいる。

さあ、主が約束された所へ上って行こう。わたした

ちは罪を犯したのだから」。 41モーセは言った、「

あなたがたは、それをなし遂げることもできないの

に、どうして、そのように主の命にそむくのか。 42

あなたがたは上って行ってはならない。主があなた

がたのうちにおられないから、あなたがたは敵の前

に、撃ち破られるであろう。 43そこには、アマレク

びとと、カナンびとがあなたがたの前にいるから、

あなたがたは、つるぎに倒れるであろう。あなたが

たがそむいて、主に従わなかったゆえ、主はあなた

がたと共におられないからである」。 44しかし、彼

らは、ほしいままに山の頂に登った。ただし、主の

契約の箱と、モーセとは、宿営の中から出なかった

。 45そこで、その山に住んでいたアマレクびとと、

カナンびとが下ってきて、彼らを撃ち破り、ホルマ

まで追ってきた。

15主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に言いなさい、『あなたがたが、わたしの与えて住

ませる地に行って、 3主に火祭をささげる時、すな

わち特別の誓願の供え物、あるいは自発の供え物、

あるいは祝のときの供え物として、牛または羊を燔

祭または犠牲としてささげ、主に香ばしいかおりと

するとき、 5その供え物を主にささげる者は、燔祭

または犠牲と共に、小羊一頭ごとに、麦粉一エパの

十分の一に、油一ヒンの四分の一を混ぜたものを、

素祭としてささげ、ぶどう酒一ヒンの四分の一を、
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灌祭としてささげなければならない。 6もし、また

雄羊を用いるときは、麦粉一エパの十分の二に、油

一ヒンの三分の一を混ぜたものを、素祭としてささ

げ、 7また、ぶどう酒一ヒンの三分の一を、灌祭と

してささげて、主に香ばしいかおりとしなければな

らない。 8またあなたが特別の誓願の供え物、ある

いは酬恩祭を、主にささげる時、若い雄牛を、燔祭

または犠牲とするならば、 9麦粉一エパの十分の三

に、油一ヒンの二分の一を混ぜたものを、素祭とし

て、若い雄牛と共にささげ、 10また、ぶどう酒一ヒ

ンの二分の一を、灌祭としてささげなければならな

い。これは火祭であって、主に香ばしいかおりとす

るものである。 11雄牛、あるいは雄羊、あるいは小

羊、あるいは子やぎは、一頭ごとに、このようにし

なければならない。 12すなわち、あなたがたのささ

げる数にてらし、その数にしたがって、一頭ごとに

、このようにしなければならない。 13すべて国に生

れた者が、火祭をささげて、主に香ばしいかおりと

するときは、このように、これらのことを行わなけ

ればならない。 14またあなたがたのうちに寄留して

いる他国人、またはあなたがたのうちに、代々なが

く住む者が、火祭をささげて、主に香ばしいかおり

としようとする時は、あなたがたがするように、そ

の人もしなければならない。 15会衆たる者は、あな

たがたも、あなたがたのうちに寄留している他国人

も、同一の定めに従わなければならない。これは、

あなたがたが代々ながく守るべき定めである。他国

の人も、主の前には、あなたがたと等しくなければ

ならない。 16すなわち、あなたがたも、あなたがた
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のうちに寄留している他国人も、同一の律法、同一

のおきてに従わなければならない』」。 17主はまた

モーセに言われた、 18「イスラエルの人々に言いな

さい、『わたしが導いて行く地に、あなたがたがは

いって、 19その地の食物を食べるとき、あなたがた

は、ささげ物を主にささげなければならない。 20す

なわち、麦粉の初物で作った菓子を、ささげ物とし

なければならない。これを、打ち場からのささげ物

のように、ささげなければならない。 21あなたがた

は代々その麦粉の初物で、主にささげ物をしなけれ

ばならない。 22あなたがたが、もしあやまって、主

がモーセに告げられたこのすべての戒めを行わず、

23主がモーセによって戒めを与えられた日からこの

かた、代々にわたり、あなたがたに命じられたすべ

ての事を行わないとき、 24すなわち、会衆が知らず

に、あやまって犯した時は、全会衆は若い雄牛一頭

を、燔祭としてささげ、主に香ばしいかおりとし、

これに素祭と灌祭とを定めのように加え、また雄や

ぎ一頭を、罪祭としてささげなければならない。 25

そして祭司は、イスラエルの人々の全会衆のために

、罪のあがないをしなければならない。そうすれば

、彼らはゆるされるであろう。それは過失だからで

ある。彼らはその過失のために、その供え物として

、火祭を主にささげ、また罪祭を主の前にささげな

ければならない。 26そうすれば、イスラエルの人々

の全会衆はゆるされ、また彼らのうちに寄留してい

る他国人も、ゆるされるであろう。民はみな過失を

犯したからである。 27もし人があやまって罪を犯す

時は、一歳の雌やぎ一頭を罪祭としてささげなけれ
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ばならない。 28そして祭司は、人があやまって罪を

犯した時、そのあやまって罪を犯した人のために、

主の前に罪のあがないをして、その罪をあがなわな

ければならない。そうすれば、彼はゆるされるであ

ろう。 29イスラエルの人々のうちの、国に生れた者

でも、そのうちに寄留している他国人でも、あやま

って罪を犯す者には、あなたがたは同一の律法を用

いなければならない。 30しかし、国に生れた者でも

、他国の人でも、故意に罪を犯す者は主を汚すもの

で、その人は民のうちから断たれなければならない

。 31彼は主の言葉を侮り、その戒めを破ったのであ

るから、必ず断たれ、その罪を負わなければならな

い』」。 32イスラエルの人々が荒野におるとき、安

息日にひとりの人が、たきぎを集めるのを見た。 33

そのたきぎを集めるのを見た人々は、その人をモー

セとアロン、および全会衆のもとに連れてきたが、

34どう取り扱うべきか、まだ示しを受けていなかっ

たので、彼を閉じ込めておいた。 35そのとき、主は

モーセに言われた、「その人は必ず殺されなければ

ならない。全会衆は宿営の外で、彼を石で撃ち殺さ

なければならない」。 36そこで、全会衆は彼を宿営

の外に連れ出し、彼を石で撃ち殺し、主がモーセに

命じられたようにした。 37主はまたモーセに言われ

た、 38「イスラエルの人々に命じて、代々その衣服

のすその四すみにふさをつけ、そのふさを青ひもで

、すその四すみにつけさせなさい。 39あなたがたが

、そのふさを見て、主のもろもろの戒めを思い起し

て、それを行い、あなたがたが自分の心と、目の欲

に従って、みだらな行いをしないためである。 40こ
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うして、あなたがたは、わたしのもろもろの戒めを

思い起して、それを行い、あなたがたの神に聖なる

者とならなければならない。 41わたしはあなたがた

の神、主であって、あなたがたの神となるために、

あなたがたをエジプトの国から導き出した者である

。わたしはあなたがたの神、主である」。

16ここに、レビの子コハテの子なるイヅハルの子

コラと、ルベンの子なるエリアブの子ダタンおよび

アビラムと、ルベンの子なるペレテの子オンとが相

結び、 2イスラエルの人々のうち、会衆のうちから

選ばれて、つかさとなった名のある人々二百五十人

と共に立って、モーセに逆らった。 3彼らは集まっ

て、モーセとアロンとに逆らって言った、「あなた

がたは、分を越えています。全会衆は、ことごとく

聖なるものであって、主がそのうちにおられるのに

、どうしてあなたがたは、主の会衆の上に立つので

すか」。 4モーセはこれを聞いてひれ伏した。 5や

がて彼はコラと、そのすべての仲間とに言った、「

あす、主は、主につくものはだれ、聖なる者はだれ

であるかを示して、その人をみもとに近づけられる

であろう。すなわち、その選んだ人を、みもとに近

づけられるであろう。 6それで、次のようにしなさ

い。コラとそのすべての仲間とは、火ざらを取り、

7その中に火を入れ、それに薫香を盛って、あす、主

の前に出なさい。その時、主が選ばれる人は聖なる

者である。レビの子たちよ、あなたがたこそ、分を

越えている」。 8モーセはまたコラに言った、「レ

ビの子たちよ、聞きなさい。 9イスラエルの神はあ

なたがたをイスラエルの会衆のうちから分かち、主
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に近づかせて、主の幕屋の務をさせ、かつ会衆の前

に立って仕えさせられる。これはあなたがたにとっ

て、小さいことであろうか。 10神はあなたとあなた

の兄弟なるレビの子たちをみな近づけられた。あな

たがたはなお、その上に祭司となることを求めるの

か。 11あなたとあなたの仲間は、みなそのために集

まって主に敵している。あなたがたはアロンをなん

と思って、彼に対してつぶやくのか」。 12モーセは

人をやって、エリアブの子ダタンとアビラムとを呼

ばせたが、彼らは言った、「わたしたちは参りませ

ん。 13あなたは乳と蜜の流れる地から、わたしたち

を導き出して、荒野でわたしたちを殺そうとしてい

る。これは小さいことでしょうか。その上、あなた

はわたしたちに君臨しようとしている。 14かつまた

、あなたはわたしたちを、乳と蜜の流れる地に導い

て行かず、畑と、ぶどう畑とを嗣業として与えもし

ない。これらの人々の目をくらまそうとするのです

か。わたしたちは参りません」。 15モーセは大いに

怒って、主に言った、「彼らの供え物を顧みないで

ください。わたしは彼らから、ろば一頭をも取った

ことなく、また彼らのひとりをも害したことはあり

ません」。 16そしてモーセはコラに言った、「あな

たとあなたの仲間はみなアロンと一緒に、あす、主

の前に出なさい。 17あなたがたは、おのおの火ざら

を取って、それに薫香を盛り、おのおのその火ざら

を主の前に携えて行きなさい。その火ざらは会わせ

て二百五十。あなたとアロンも、おのおの火ざらを

携えて行きなさい」。 18彼らは、おのおの火ざらを

取り、火をその中に入れ、それに薫香を盛り、モー
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セとアロンも共に、会見の幕屋の入口に立った。 19

そのとき、コラは会衆を、ことごとく会見の幕屋の

入口に集めて、彼らふたりに逆らわせようとしたが

、主の栄光は全会衆に現れた。 20主はモーセとアロ

ンに言われた、 21「あなたがたはこの会衆を離れな

さい。わたしはただちに彼らを滅ぼすであろう」。

22彼らふたりは、ひれ伏して言った、「神よ、すべ

ての肉なる者の命の神よ、このひとりの人が、罪を

犯したからといって、あなたは全会衆に対して怒ら

れるのですか」。 23主はモーセに言われた、 24「

あなたは会衆に告げて、コラとダタンとアビラムの

すまいの周囲を去れと言いなさい」。 25モーセは立

ってダタンとアビラムのもとに行ったが、イスラエ

ルの長老たちも、彼に従って行った。 26モーセは会

衆に言った、「どうぞ、あなたがたはこれらの悪い

人々の天幕を離れてください。彼らのものには何に

も触れてはならない。彼らのもろもろの罪によって

、あなたがたも滅ぼされてはいけないから」。 27そ

こで人々はコラとダタンとアビラムのすまいの周囲

を離れ去った。そして、ダタンとアビラムとは、妻

、子、および幼児と一緒に出て、天幕の入口に立っ

た。 28モーセは言った、「あなたがたは主がこれら

のすべての事をさせるために、わたしをつかわされ

たこと、またわたしが、これを自分の心にしたがっ

て行うものでないことを、次のことによって知るで

あろう。 29すなわち、もしこれらの人々が、普通の

死に方で死に、普通の運命に会うのであれば、主が

わたしをつかわされたのではない。 30しかし、主が

新しい事をされ、地が口を開いて、これらの人々と



民数記 373

、それに属する者とを、ことごとくのみつくして、

生きながら陰府に下らせられるならば、あなたがた

はこれらの人々が、主を侮ったのであることを知ら

なければならない」。 (Sheol h7585) 31モーセが、これ

らのすべての言葉を述べ終ったとき、彼らの下の土

地が裂け、 32地は口を開いて、彼らとその家族、な

らびにコラに属するすべての人々と、すべての所有

物をのみつくした。 33すなわち、彼らと、彼らに属

するものは、皆生きながら陰府に下り、地はその上

を閉じふさいで、彼らは会衆のうちから、断ち滅ぼ

された。 (Sheol h7585) 34この時、その周囲にいたイス

ラエルの人々は、みな彼らの叫びを聞いて逃げ去り

、「恐らく地はわたしたちをも、のみつくすであろ

う」と言った。 35また主のもとから火が出て、薫香

を供える二百五十人をも焼きつくした。 36主はモー

セに言われた、 37「あなたは祭司アロンの子エレア

ザルに告げて、その燃える火の中から、かの火ざら

を取り出させ、その中の火を遠く広くまき散らさせ

なさい。それらの火ざらは聖となったから、 38罪を

犯して命を失った人々の、これらの火ざらを、広い

延べ板として、祭壇のおおいとしなさい。これは主

の前にささげられて、聖となったからである。こう

して、これはイスラエルの人々に、しるしとなるで

あろう」。 39そこで祭司エレアザルは、かの焼き殺

された人々が供えた青銅の火ざらを取り、これを広

く打ち延ばして、祭壇のおおいとし、 40これをイス

ラエルの人々の記念の物とした。これはアロンの子

孫でないほかの人が、主の前に近づいて、薫香をた

くことのないようにするため、またその人がコラ、
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およびその仲間のようにならないためである。すな

わち、主がモーセによってエレアザルに言われたと

おりである。 41その翌日、イスラエルの人々の会衆

は、みなモーセとアロンとにつぶやいて言った、「

あなたがたは主の民を殺しました」。 42会衆が集ま

って、モーセとアロンとに逆らったとき、会見の幕

屋を望み見ると、雲がこれをおおい、主の栄光が現

れていた。 43モーセとアロンとが、会見の幕屋の前

に行くと、 44主はモーセに言われた、 45「あなた

がたはこの会衆を離れなさい。わたしはただちに彼

らを滅ぼそう」。そこで彼らふたりは、ひれ伏した

。 46モーセはアロンに言った、「あなたは火ざらを

取って、それに祭壇から取った火を入れ、その上に

薫香を盛り、急いでそれを会衆のもとに持って行っ

て、彼らのために罪のあがないをしなさい。主が怒

りを発せられ、疫病がすでに始まったからです」。

47そこで、アロンはモーセの言ったように、それを

取って会衆の中に走って行ったが、疫病はすでに民

のうちに始まっていたので、薫香をたいて、民のた

めに罪のあがないをし、 48すでに死んだ者と、なお

生きている者との間に立つと、疫病はやんだ。 49コ

ラの事によって死んだ者のほかに、この疫病によっ

て死んだ者は一万四千七百人であった。 50アロンは

会見の幕屋の入口にいるモーセのもとに帰った。こ

うして疫病はやんだ。

17主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に告げて、彼らのうちから、おのおのの父祖の家に

したがって、つえ一本ずつを取りなさい。すなわち

、そのすべてのつかさたちから、父祖の家にしたが
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って、つえ十二本を取り、その人々の名を、おのお

のそのつえに書きしるし、 3レビのつえにはアロン

の名を書きしるしなさい。父祖の家のかしらは、お

のおののつえ一本を出すのだからである。 4そして

、これらのつえを、わたしがあなたがたに会う会見

の幕屋の中の、あかしの箱の前に置きなさい。 5わ

たしの選んだ人のつえには、芽が出るであろう。こ

うして、わたしはイスラエルの人々が、あなたがた

にむかって、つぶやくのをやめさせるであろう」。

6モーセが、このようにイスラエルの人々に語ったの

で、つかさたちはみな、その父祖の家にしたがって

、おのおの、つえ一本ずつを彼に渡した。そのつえ

は合わせて十二本。アロンのつえも、そのつえのう

ちにあった。 7モーセは、それらのつえを、あかし

の幕屋の中の、主の前に置いた。 8その翌日、モー

セが、あかしの幕屋にはいって見ると、レビの家の

ために出したアロンのつえは芽をふき、つぼみを出

し、花が咲いて、あめんどうの実を結んでいた。 9

モーセがそれらのつえを、ことごとく主の前から、

イスラエルのすべての人の所に持ち出したので、彼

らは見て、おのおの自分のつえを取った。 10主はモ

ーセに言われた、「アロンのつえを、あかしの箱の

前に持ち帰り、そこに保存して、そむく者どものた

めに、しるしとしなさい。こうして、彼らのわたし

に対するつぶやきをやめさせ、彼らの死ぬのをまぬ

かれさせなければならない」。 11モーセはそのよう

にして、主が彼に命じられたとおりに行った。 12イ

スラエルの人々は、モーセに言った、「ああ、わた

したちは死ぬ。破滅です、全滅です。 13主の幕屋に
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近づく者が、みな死ぬのであれば、わたしたちは死

に絶えるではありませんか」。

18そこで、主はアロンに言われた、「あなたとあ

なたの子たち、およびあなたの父祖の家の者は、聖

所に関する罪を負わなければならない。また、あな

たとあなたの子たちとは、祭司職に関する罪を負わ

なければならない。 2あなたはまた、あなたの兄弟

なるレビの部族の者、すなわち、あなたの父祖の部

族の者どもを、あなたに近づかせ、あなたに連なり

、あなたに仕えさせなければならない。ただし、あ

なたとあなたの子たちとは、共にあかしの幕屋の前

で仕えなければならない。 3彼らは、あなたの務と

、すべての幕屋の務とを守らなければならない。た

だし、聖所の器と、祭壇とに近づいてはならない。

彼らもあなたがたも、死ぬことのないためである。

4彼らはあなたに連なって、会見の幕屋の務を守り、

幕屋のもろもろの働きをしなければならない。ほか

の者は、あなたがたに近づいてはならない。 5この

ように、あなたがたは、聖所の務と、祭壇の務とを

守らなければならない。そうすれば、主の激しい怒

りは、かさねてイスラエルの人々に臨まないであろ

う。 6わたしはあなたがたの兄弟たるレビびとを、

イスラエルの人々のうちから取り、主のために、こ

れを賜物として、あなたがたに与え、会見の幕屋の

働きをさせる。 7あなたとあなたの子たちは共に祭

司職を守って、祭壇と、垂幕のうちのすべての事を

執り行い、共に勤めなければならない。わたしは祭

司の職務を賜物として、あなたがたに与える。ほか

の人で近づく者は殺されるであろう」。 8主はまた
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アロンに言われた、「わたしはイスラエルの人々の

、すべての聖なる供え物で、わたしにささげる物の

一部をあなたに与える。すなわち、わたしはこれを

あなたと、あなたの子たちに、その分け前として与

え、永久に受くべき分とする。 9いと聖なる供え物

のうち、火で焼かずに、あなたに帰すべきものは次

のとおりである。すなわち、わたしにささげるすべ

ての供え物、素祭、罪祭、愆祭はみな、いと聖なる

物であって、あなたとあなたの子たちに帰するであ

ろう。 10いと聖なる所で、それを食べなければなら

ない。男子はみな、それを食べることができる。そ

れはあなたに帰すべき聖なる物である。 11またあな

たに帰すべきものはこれである。すなわち、イスラ

エルの人々のささげる供え物のうち、すべて揺祭と

するものであって、これをあなたとあなたのむすこ

娘に与えて、永久に受くべき分とする。あなたの家

の者のうち、清い者はみな、これを食べることがで

きる。 12すべて油の最もよい物、およびすべて新し

いぶどう酒と、穀物の最も良い物など、人々が主に

ささげる初穂をあなたに与える。 13国のすべての産

物の初物で、人々が主のもとに携えてきたものは、

あなたに帰するであろう。あなたの家の者のうち、

清い者はみな、これを食べることができる。 14イス

ラエルのうちの奉納物はみな、あなたに帰する。 15

すべて肉なる者のういごであって、主にささげられ

る者はみな、人でも獣でも、あなたに帰する。ただ

し、人のういごは必ずあがなわなければならない。

また汚れた獣のういごも、あがなわなければならな

い。 16人のういごは生後一か月で、あがなわなけれ
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ばならない。そのあがない金はあなたの値積りによ

り、聖所のシケルにしたがって、銀五シケルでなけ

ればならない。一シケルは二十ゲラである。 17しか

し、牛のういご、羊のういご、やぎのういごは、あ

がなってはならない。これらは聖なるものである。

その血を祭壇に注ぎかけ、その脂肪を焼いて火祭と

し、香ばしいかおりとして、主にささげなければな

らない。 18その肉はあなたに帰する。それは揺祭の

胸や右のももと同じく、あなたに帰する。 19イスラ

エルの人々が、主にささげる聖なる供え物はみな、

あなたとあなたのむすこ娘とに与えて、永久に受け

る分とする。これは主の前にあって、あなたとあな

たの子孫とに対し、永遠に変らぬ塩の契約である」

。 20主はまたアロンに言われた、「あなたはイスラ

エルの人々の地のうちに、嗣業をもってはならない

。また彼らのうちに、何の分をも持ってはならない

。彼らのうちにあって、わたしがあなたの分であり

、あなたの嗣業である。 21わたしはレビの子孫には

イスラエルにおいて、すべて十分の一を嗣業として

与え、その働き、すなわち、会見の幕屋の働きに報

いる。 22イスラエルの人々は、かさねて会見の幕屋

に近づいてはならない。罪を得て死なないためであ

る。 23レビびとだけが会見の幕屋の働きをしなけれ

ばならない。彼らがその罪を負うであろう。彼らが

イスラエルの人々のうちに、嗣業の地を持たないこ

とをもって、あなたがたの代々ながく守るべき定め

としなければならない。 24わたしはイスラエルの人

々が供え物として主にささげる十分の一を、レビび

とに嗣業として与えた。それで『彼らはイスラエル
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の人々のうちに、嗣業の地を持ってはならない』と

、わたしは彼らに言ったのである」。 25主はモーセ

に言われた、 26「レビびとに言いなさい、『わたし

がイスラエルの人々から取って、嗣業として与える

十分の一を受ける時、あなたがたはその十分の一の

十分の一を、主にささげなければならない。 27あな

たがたのささげ物は、打ち場からの穀物や、酒ぶね

からのぶどう酒と同じように見なされるであろう。

28そのようにあなたがたもまた、イスラエルの人々

から受けるすべての十分の一の物のうちから、主に

供え物をささげ、主にささげたその供え物を、祭司

アロンに与えなければならない。 29あなたがたの受

けるすべての贈物のうちから、その良いところ、す

なわち、聖なる部分を取って、ことごとく供え物と

して、主にささげなければならない』。 30あなたは

また彼らに言いなさい、『あなたがたが、そのうち

から良いところを取ってささげる時、その残りの部

分はレビびとには、打ち場の産物や、酒ぶねの産物

と同じように見なされるであろう。 31あなたがたと

、あなたがたの家族とは、どこでそれを食べてもよ

い。これは会見の幕屋であなたがたがする働きの報

酬である。 32あなたがたが、その良いところをささ

げるときは、それによって、あなたがたは罪を負わ

ないであろう。あなたがたはイスラエルの人々の聖

なる供え物を汚してはならない。死をまぬかれるた

めである』」。

19主はモーセとアロンに言われた、 2「主の命じ

られた律法の定めは次のとおりである。すなわち『

イスラエルの人々に告げて、完全で、傷がなく、ま
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だくびきを負ったことのない赤い雌牛を、あなたの

もとに引いてこさせ、 3これを祭司エレアザルにわ

たして、宿営の外にひき出させ、彼の前でこれをほ

ふらせなければならない。 4そして祭司エレアザル

は、指をもってその血を取り、会見の幕屋の表に向

かって、その血を七たびふりかけなければならない

。 5ついでその雌牛を自分の目の前で焼かせ、その

皮と肉と血とは、その汚物と共に焼かなければなら

ない。 6そして祭司は香柏の木と、ヒソプと、緋の

糸とを取って雌牛の燃えているなかに投げ入れなけ

ればならない。 7そして祭司は衣服を洗い、水に身

をすすいで後、宿営に、はいることができる。ただ

し祭司は夕まで汚れる。 8またその雌牛を焼いた者

も水で衣服を洗い、水に身をすすがなければならな

い。彼も夕まで汚れる。 9それから身の清い者がひ

とり、その雌牛の灰を集め、宿営の外の清い所にた

くわえておかなければならない。これはイスラエル

の人々の会衆のため、汚れを清める水をつくるため

に備えるものであって、罪を清めるものである。 10

その雌牛の灰を集めた者は衣服を洗わなければなら

ない。その人は夕まで汚れる。これはイスラエルの

人々と、そのうちに宿っている他国人との、永久に

守るべき定めとしなければならない。 11すべて人の

死体に触れる者は、七日のあいだ汚れる。 12その人

は三日目と七日目とに、この灰の水をもって身を清

めなければならない。そうすれば清くなるであろう

。しかし、もし三日目と七日目とに、身を清めない

ならば、清くならないであろう。 13すべて死人の死

体に触れて、身を清めない者は主の幕屋を汚す者で
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、その人はイスラエルから断たれなければならない

。汚れを清める水がその身に注ぎかけられないゆえ

、その人は清くならず、その汚れは、なお、その身

にあるからである。 14人が天幕の中で死んだ時に用

いる律法は次のとおりである。すなわち、すべてそ

の天幕にはいった者、およびすべてその天幕にいた

者は七日のあいだ汚れる。 15ふたで上をおおわない

器はみな汚れる。 16つるぎで殺された者、または死

んだ者、または人の骨、または墓などに、野外で触

れる者は皆、七日のあいだ汚れる。 17汚れた者があ

った時には、罪を清める焼いた雌牛の灰を取って器

に入れ、流れの水をこれに加え、 18身の清い者がひ

とりヒソプを取って、その水に浸し、これをその天

幕と、すべての器と、そこにいた人々と、骨、ある

いは殺された者、あるいは死んだ者、あるいは墓な

どに触れた者とにふりかけなければならない。 19す

なわちその身の清い人は三日目と七日目とにその汚

れたものに、それをふりかけなければならない。そ

して七日目にその人は身を清め、衣服を洗い、水に

身をすすがなければならない。そうすれば夕になっ

て清くなるであろう。 20しかし、汚れて身を清めな

い人は主の聖所を汚す者で、その人は会衆のうちか

ら断たれなければならない。汚れを清める水がその

身に注ぎかけられないゆえ、その人は汚れているか

らである。 21これは彼らの永久に守るべき定めとし

なければならない。すなわち汚れを清める水をふり

かけた者は衣服を洗わなければならない。また汚れ

を清める水に触れた者も夕まで汚れるであろう。 22
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すべて汚れた人の触れる物は汚れる。またそれに触

れる人も夕まで汚れるであろう』」。

20イスラエルの人々の全会衆は正月になってチン

の荒野にはいった。そして民はカデシにとどまった

が、ミリアムがそこで死んだので、彼女をそこに葬

った。 2そのころ会衆は水が得られなかったため、

相集まってモーセとアロンに迫った。 3すなわち民

はモーセと争って言った、「さきにわれわれの兄弟

たちが主の前に死んだ時、われわれも死んでいたら

よかったものを。 4なぜ、あなたがたは主の会衆を

この荒野に導いて、われわれと、われわれの家畜と

を、ここで死なせようとするのですか。 5どうして

あなたがたはわれわれをエジプトから上らせて、こ

の悪い所に導き入れたのですか。ここには種をまく

所もなく、いちじくもなく、ぶどうもなく、ざくろ

もなく、また飲む水もありません」。 6そこでモー

セとアロンは会衆の前を去り、会見の幕屋の入口へ

行ってひれ伏した。すると主の栄光が彼らに現れ、

7主はモーセに言われた、 8「あなたは、つえをとり

、あなたの兄弟アロンと共に会衆を集め、その目の

前で岩に命じて水を出させなさい。こうしてあなた

は彼らのために岩から水を出して、会衆とその家畜

に飲ませなさい」。 9モーセは命じられたように主

の前にあるつえを取った。 10モーセはアロンと共に

会衆を岩の前に集めて彼らに言った、「そむく人た

ちよ、聞きなさい。われわれがあなたがたのために

この岩から水を出さなければならないのであろうか

」。 11モーセは手をあげ、つえで岩を二度打つと、

水がたくさんわき出たので、会衆とその家畜はとも
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に飲んだ。 12そのとき主はモーセとアロンに言われ

た、「あなたがたはわたしを信じないで、イスラエ

ルの人々の前にわたしの聖なることを現さなかった

から、この会衆をわたしが彼らに与えた地に導き入

れることができないであろう」。 13これがメリバの

水であって、イスラエルの人々はここで主と争った

が、主は自分の聖なることを彼らのうちに現された

。 14さて、モーセはカデシからエドムの王に使者を

つかわして言った、「あなたの兄弟、イスラエルは

こう申します、『あなたはわたしたちが遭遇したす

べての患難をご存じです。 15わたしたちの先祖はエ

ジプトに下って行って、わたしたちは年久しくエジ

プトに住んでいましたが、エジプトびとがわたした

ちと、わたしたちの先祖を悩ましたので、 16わたし

たちが主に呼ばわったとき、主はわたしたちの声を

聞き、ひとりの天の使をつかわして、わたしたちを

エジプトから導き出されました。わたしたちは今あ

なたの領地の端にあるカデシの町におります。 17ど

うぞ、わたしたちにあなたの国を通らせてください

。わたしたちは畑もぶどう畑も通りません。また井

戸の水も飲みません。ただ王の大路を通り、あなた

の領地を過ぎるまでは右にも左にも曲りません』」

。 18しかし、エドムはモーセに言った、「あなたは

わたしの領地をとおってはなりません。さもないと

、わたしはつるぎをもって出て、あなたに立ちむか

うでしょう」。 19イスラエルの人々はエドムに言っ

た、「わたしたちは大路を通ります。もしわたした

ちとわたしたちの家畜とが、あなたの水を飲むこと

があれば、その価を払います。わたしは徒歩で通る
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だけですから何事もないでしょう」。 20しかし、エ

ドムは「あなたは通ることはなりません」と言って

、多くの民と強い軍勢とを率い、出て、これに立ち

むかってきた。 21このようにエドムはイスラエルに

、その領地を通ることを拒んだので、イスラエルは

エドムからほかに向かった。 22こうしてイスラエル

の人々の全会衆はカデシから進んでホル山に着いた

。 23主はエドムの国境に近いホル山で、モーセとア

ロンに言われた、 24「アロンはその民に連ならなけ

ればならない。彼はわたしがイスラエルの人々に与

えた地に、はいることができない。これはメリバの

水で、あなたがたがわたしの言葉にそむいたからで

ある。 25あなたはアロンとその子エレアザルを連れ

てホル山に登り、 26アロンに衣服を脱がせて、それ

をその子エレアザルに着せなさい。アロンはそのと

ころで死んで、その民に連なるであろう」。 27モー

セは主が命じられたとおりにし、連れだって全会衆

の目の前でホル山に登った。 28そしてモーセはアロ

ンに衣服を脱がせ、それをその子エレアザルに着せ

た。アロンはその山の頂で死んだ。そしてモーセと

エレアザルは山から下ったが、 29全会衆がアロンの

死んだのを見たとき、イスラエルの全家は三十日の

間アロンのために泣いた。

21時にネゲブに住んでいたカナンびとアラデの王

は、イスラエルがアタリムの道をとおって来ると聞

いて、イスラエルを攻撃し、そのうちの数人を捕虜

にした。 2そこでイスラエルは主に誓いを立てて言

った、「もし、あなたがこの民をわたしの手にわた

してくださるならば、わたしはその町々をことごと
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く滅ぼしましょう」。 3主はイスラエルの言葉を聞

きいれ、カナンびとをわたされたので、イスラエル

はそのカナンびとと、その町々とをことごとく滅ぼ

した。それでその所の名はホルマと呼ばれた。 4民

はホル山から進み、紅海の道をとおって、エドムの

地を回ろうとしたが、民はその道に堪えがたくなっ

た。 5民は神とモーセとにむかい、つぶやいて言っ

た、「あなたがたはなぜわたしたちをエジプトから

導き上って、荒野で死なせようとするのですか。こ

こには食物もなく、水もありません。わたしたちは

この粗悪な食物はいやになりました」。 6そこで主

は、火のへびを民のうちに送られた。へびは民をか

んだので、イスラエルの民のうち、多くのものが死

んだ。 7民はモーセのもとに行って言った、「わた

したちは主にむかい、またあなたにむかい、つぶや

いて罪を犯しました。どうぞへびをわたしたちから

取り去られるように主に祈ってください」。モーセ

は民のために祈った。 8そこで主はモーセに言われ

た、「火のへびを造って、それをさおの上に掛けな

さい。すべてのかまれた者が仰いで、それを見るな

らば生きるであろう」。 9モーセは青銅で一つのへ

びを造り、それをさおの上に掛けて置いた。すべて

へびにかまれた者はその青銅のへびを仰いで見て生

きた。 10イスラエルの人々は道を進んでオボテに宿

営した。 11またオボテから進んで東の方、モアブの

前にある荒野において、イエアバリムに宿営した。

12またそこから進んでゼレデの谷に宿営し、 13さら

にそこから進んでアルノン川のかなたに宿営した。

アルノン川はアモリびとの境から延び広がる荒野を
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流れるもので、モアブとアモリびととの間にあって

、モアブの境をなしていた。 14それゆえに、「主の

戦いの書」にこう言われている。「スパのワヘブ、

アルノンの谷々、 15谷々の斜面、アルの町まで傾き

、モアブの境に寄りかかる」。 16彼らはそこからベ

エルへ進んで行った。これは主がモーセにむかって

、「民を集めよ。わたしはかれらに水を与えるであ

ろう」と言われた井戸である。 17その時イスラエル

はこの歌をうたった。「井戸の水よ、わきあがれ、

人々よ、この井戸のために歌え、 18笏とつえとをも

ってつかさたちがこの井戸を掘り、民のおさたちが

これを掘った」。そして彼らは荒野からマッタナに

進み、 19マッタナからナハリエルに、ナハリエルか

らバモテに、 20バモテからモアブの野にある谷に行

き、荒野を見おろすピスガの頂に着いた。 21ここで

イスラエルはアモリびとの王シホンに使者をつかわ

して言わせた、 22「わたしにあなたの国を通らせて

ください。わたしたちは畑にもぶどう畑にも、はい

りません。また井戸の水も飲みません。わたしたち

はあなたの領地を通り過ぎるまで、ただ王の大路を

通ります」。 23しかし、シホンはイスラエルに自分

の領地を通ることを許さなかった。そしてシホンは

民をことごとく集め、荒野に出て、イスラエルを攻

めようとし、ヤハズにきてイスラエルと戦った。 24

イスラエルは、やいばで彼を撃ちやぶり、アルノン

からヤボクまで彼の地を占領し、アンモンびとの境

に及んだ。ヤゼルはアンモンびとの境だからである

。 25こうしてイスラエルはこれらの町々をことごと

く取った。そしてイスラエルはアモリびとのすべて
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の町々に住み、ヘシボンとそれに附属するすべての

村々にいた。 26ヘシボンはアモリびとの王シホンの

都であって、シホンはモアブの以前の王と戦って、

彼の地をアルノンまで、ことごとくその手から奪い

取ったのである。 27それゆえに歌にうたわれている

。「人々よ、ヘシボンにきたれ、シホンの町を築き

建てよ。 28ヘシボンから火が燃え出し、シホンの都

から炎が出て、モアブのアルを焼き尽し、アルノン

の高地の君たちを滅ぼしたからだ。 29モアブよ、お

前はわざわいなるかな、ケモシの民よ、お前は滅ぼ

されるであろう。彼は、むすこらを逃げ去らせ、娘

らをアモリびとの王シホンの捕虜とならせた。 30彼

らの子らは滅び去った、ヘシボンからデボンまで。

われわれは荒した、火はついてメデバに及んだ」。

31こうしてイスラエルはアモリびとの地に住んだが

、 32モーセはまた人をつかわしてヤゼルを探らせ、

ついにその村々を取って、そこにいたアモリびとを

追い出し、 33転じてバシャンの道に上って行ったが

、バシャンの王オグは、その民をことごとく率い、

エデレイで戦おうとして出迎えた。 34主はモーセに

言われた、「彼を恐れてはならない。わたしは彼と

その民とその地とを、ことごとくあなたの手にわた

す。あなたはヘシボンに住んでいたアモリびとの王

シホンにしたように彼にもするであろう」。 35そこ

で彼とその子とすべての民とを、ひとり残らず撃ち

殺して、その地を占領した。

22さて、イスラエルの人々はまた道を進んで、エ

リコに近いヨルダンのかなたのモアブの平野に宿営

した。 2チッポルの子バラクはイスラエルがアモリ
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びとにしたすべての事を見たので、 3モアブは大い

にイスラエルの民を恐れた。その数が多かったため

である。モアブはイスラエルの人々をひじょうに恐

れたので、 4ミデアンの長老たちに言った、「この

群衆は牛が野の草をなめつくすように、われわれの

周囲の物をみな、なめつくそうとしている」。チッ

ポルの子バラクはこの時モアブの王であった。 5彼

はアンモンびとの国のユフラテ川のほとりにあるペ

トルに使者をつかわし、ベオルの子バラムを招こう

として言わせた、「エジプトから出てきた民があり

、地のおもてをおおってわたしの前にいます。 6ど

うぞ今きてわたしのためにこの民をのろってくださ

い。彼らはわたしよりも強いのです。そうしてくだ

されば、われわれは彼らを撃って、この国から追い

払うことができるかもしれません。あなたが祝福す

る者は祝福され、あなたがのろう者はのろわれるこ

とをわたしは知っています」。 7モアブの長老たち

とミデアンの長老たちは占いの礼物を手にして出発

し、バラムのもとへ行って、バラクの言葉を告げた

。 8バラムは彼らに言った、「今夜ここに泊まりな

さい。主がわたしに告げられるとおりに、あなたが

たに返答しましょう」。それでモアブのつかさたち

はバラムのもとにとどまった。 9ときに神はバラム

に臨んで言われた、「あなたのところにいるこの人

々はだれですか」。 10バラムは神に言った、「モア

ブの王チッポルの子バラクが、わたしに人をよこし

て言いました。 11『エジプトから出てきた民があり

、地のおもてをおおっています。どうぞ今きてわた

しのために彼らをのろってください。そうすればわ



民数記 389

たしは戦って、彼らを追い払うことができるかもし

れません』」。 12神はバラムに言われた、「あなた

は彼らと一緒に行ってはならない。またその民をの

ろってはならない。彼らは祝福された者だからであ

る」。 13明くる朝起きて、バラムはバラクのつかさ

たちに言った、「あなたがたは国にお帰りなさい。

主はわたしがあなたがたと一緒に行くことを、お許

しになりません」。 14モアブのつかさたちは立って

バラクのもとに行って言った、「バラムはわたした

ちと一緒に来ることを承知しません」。 15バラクは

また前の者よりも身分の高いつかさたちを前よりも

多くつかわした。 16彼らはバラムのところへ行って

言った、「チッポルの子バラクはこう申します、『

どんな妨げをも顧みず、どうぞわたしのところへお

いでください。 17わたしはあなたを大いに優遇しま

す。そしてあなたがわたしに言われる事はなんでも

いたします。どうぞきてわたしのためにこの民をの

ろってください』」。 18しかし、バラムはバラクの

家来たちに答えた、「たといバラクがその家に満ち

るほどの金銀をわたしに与えようとも、事の大小を

問わず、わたしの神、主の言葉を越えては何もする

ことができません。 19それで、どうぞ、あなたがた

も今夜ここにとどまって、主がこの上、わたしにな

んと仰せられるかを確かめさせてください」。 20夜

になり、神はバラムに臨んで言われた、「この人々

はあなたを招きにきたのだから、立ってこの人々と

一緒に行きなさい。ただしわたしが告げることだけ

を行わなければならない」。 21明くる朝起きてバラ

ムは、ろばにくらをおき、モアブのつかさたちと一
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緒に行った。 22しかるに神は彼が行ったために怒り

を発せられ、主の使は彼を妨げようとして、道に立

ちふさがっていた。バラムは、ろばに乗り、そのし

もべふたりも彼と共にいたが、 23ろばは主の使が、

手に抜き身のつるぎをもって、道に立ちふさがって

いるのを見、道をそれて畑にはいったので、バラム

は、ろばを打って道に返そうとした。 24しかるに主

の使はまたぶどう畑の間の狭い道に立ちふさがって

いた。道の両側には石がきがあった。 25ろばは主の

使を見て、石がきにすり寄り、バラムの足を石がき

に押しつけたので、バラムは、また、ろばを打った

。 26主の使はまた先に進んで、狭い所に立ちふさが

っていた。そこは右にも左にも、曲る道がなかった

ので、 27ろばは主の使を見てバラムの下に伏した。

そこでバラムは怒りを発し、つえでろばを打った。

28すると、主が、ろばの口を開かれたので、ろばは

バラムにむかって言った、「わたしがあなたに何を

したというのですか。あなたは三度もわたしを打っ

たのです」。 29バラムは、ろばに言った、「お前が

わたしを侮ったからだ。わたしの手につるぎがあれ

ば、いま、お前を殺してしまうのだが」。 30ろばは

またバラムに言った、「わたしはあなたが、きょう

まで長いあいだ乗られたろばではありませんか。わ

たしはいつでも、あなたにこのようにしたでしょう

か」。バラムは言った、「いや、しなかった」。 31

このとき主がバラムの目を開かれたので、彼は主の

使が手に抜き身のつるぎをもって、道に立ちふさが

っているのを見て、頭を垂れてひれ伏した。 32主の

使は彼に言った、「なぜあなたは三度もろばを打っ
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たのか。あなたが誤って道を行くので、わたしはあ

なたを妨げようとして出てきたのだ。 33ろばはわた

しを見て三度も身を巡らしてわたしを避けた。もし

、ろばが身を巡らしてわたしを避けなかったなら、

わたしはきっと今あなたを殺して、ろばを生かして

おいたであろう」。 34バラムは主の使に言った、「

わたしは罪を犯しました。あなたがわたしをとどめ

ようとして、道に立ちふさがっておられるのを、わ

たしは知りませんでした。それで今、もし、お気に

召さないのであれば、わたしは帰りましょう」。 35

主の使はバラムに言った、「この人々と一緒に行き

なさい。ただし、わたしが告げることのみを述べな

ければならない」。こうしてバラムはバラクのつか

さたちと一緒に行った。 36さて、バラクはバラムが

きたと聞いて、国境のアルノン川のほとり、国境の

一端にあるモアブの町まで出て行って迎えた。 37そ

してバラクはバラムに言った、「わたしは人をつか

わしてあなたを招いたではありませんか。あなたは

なぜわたしのところへきませんでしたか。わたしは

実際あなたを優遇することができないでしょうか」

。 38バラムはバラクに言った、「ごらんなさい。わ

たしはあなたのところにきています。しかし、今、

何事かをみずから言うことができましょうか。わた

しはただ神がわたしの口に授けられることを述べな

ければなりません」。 39こうしてバラムはバラクと

一緒に行き、キリアテ・ホゾテにきたとき、 40バラ

クは牛と羊とをほふって、バラムおよび彼と共にい

たバラムを連れてきたつかさたちに贈った。 41明く

る朝バラクはバラムを伴ってバモテバアルにのぼり
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、そこからイスラエルの民の宿営の一端をながめさ

せた。

23バラムはバラクに言った、「わたしのために、

ここに七つの祭壇を築き、七頭の雄牛と七頭の雄羊

とを整えなさい」。 2バラクはバラムの言ったとお

りにした。そしてバラクとバラムとは、その祭壇ご

とに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。 3バラムは

バラクに言った、「あなたは燔祭のかたわらに立っ

ていてください。その間にわたしは行ってきます。

主はたぶんわたしに会ってくださるでしょう。そし

て、主がわたしに示される事はなんでもあなたに告

げましょう」。こうして彼は一つのはげ山に登った

。 4神がバラムに会われたので、バラムは神に言っ

た、「わたしは七つの祭壇を設け、祭壇ごとに雄牛

一頭と雄羊一頭とをささげました」。 5主はバラム

の口に言葉を授けて言われた、「バラクのもとに帰

ってこう言いなさい」。 6彼がバラクのもとに帰っ

てみると、バラクはモアブのすべてのつかさたちと

共に燔祭のかたわらに立っていた。 7バラムはこの

託宣を述べた。「バラクはわたしをアラムから招き

寄せ、モアブの王はわたしを東の山から招き寄せて

言う、『きてわたしのためにヤコブをのろえ、きて

イスラエルをのろえ』と。 8神ののろわない者を、

わたしがどうしてのろえよう。主ののろわない者を

、わたしがどうしてのろえよう。 9岩の頂からなが

め、丘の上から見たが、これはひとり離れて住む民

、もろもろの国民のうちに並ぶものはない。 10だれ

がヤコブの群衆を数え、イスラエルの無数の民を数

え得よう。わたしは義人のように死に、わたしの終
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りは彼らの終りのようでありたい」。 11そこでバラ

クはバラムに言った、「あなたはわたしに何をする

のですか。わたしは敵をのろうために、あなたを招

いたのに、あなたはかえって敵を祝福するばかりで

す」。 12バラムは答えた、「わたしは、主がわたし

の口に授けられる事だけを語るように注意すべきで

はないでしょうか」。 13バラクは彼に言った、「わ

たしと一緒にほかのところへ行って、そこから彼ら

をごらんください。あなたはただ彼らの一端を見る

だけで、全体を見ることはできないでしょうが、そ

こからわたしのために彼らをのろってください」。

14そして彼はバラムを連れてゾピムの野に行き、ピ

スガの頂に登って、そこに七つの祭壇を築き、祭壇

ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。 15ときに

はバラムはバラクに言った、「あなたはここで、燔

祭のかたわらに立っていてください。わたしは向こ

うへ行って、主に伺いますから」。 16主はバラムに

臨み、言葉を口に授けて言われた、「バラクのもと

に帰ってこう言いなさい」。 17彼がバラクのところ

へ行って見ると、バラクは燔祭のかたわらに立ち、

モアブのつかさたちも共にいた。バラクはバラムに

言った、「主はなんと言われましたか」。 18そこで

バラムはまたこの託宣を述べた。「バラクよ、立っ

て聞け、チッポルの子よ、わたしに耳を傾けよ。 19

神は人のように偽ることはなく、また人の子のよう

に悔いることもない。言ったことで、行わないこと

があろうか、語ったことで、しとげないことがあろ

うか。 20祝福せよとの命をわたしはうけた、すでに

神が祝福されたものを、わたしは変えることができ
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ない。 21だれもヤコブのうちに災のあるのを見ない

、またイスラエルのうちに悩みのあるのを見ない。

彼らの神、主が共にいまし、王をたたえる声がその

中に聞える。 22神は彼らをエジプトから導き出され

た、彼らは野牛の角のようだ。 23ヤコブには魔術が

なく、イスラエルには占いがない。神がそのなすと

ころを時に応じてヤコブに告げ、イスラエルに示さ

れるからだ。 24見よ、この民は雌じしのように立ち

上がり、雄じしのように身を起す。これはその獲物

を食らい、その殺した者の血を飲むまでは身を横た

えない」。 25バラクはバラムに言った、「あなたは

彼らをのろうことも祝福することも、やめてくださ

い」。 26バラムは答えてバラクに言った、「主の言

われることは、なんでもしなければならないと、わ

たしはあなたに告げませんでしたか」。 27バラクは

バラムに言った、「どうぞ、おいでください。わた

しはあなたをほかの所へお連れしましょう。神はあ

なたがそこからわたしのために彼らをのろうことを

許されるかもしれません」。 28そしてバラクはバラ

ムを連れて、荒野を見おろすペオルの頂に行った。

29バラムはバラクに言った、「わたしのためにここ

に七つの祭壇を築き、雄牛七頭と、雄羊七頭とを整

えなさい」。 30バラクはバラムの言ったとおりにし

、その祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた

。

24バラムはイスラエルを祝福することが主の心に

かなうのを見たので、今度はいつものように行って

魔術を求めることをせず、顔を荒野にむけ、 2目を

上げて、イスラエルがそれぞれ部族にしたがって宿



民数記 395

営しているのを見た。その時、神の霊が臨んだので

、 3彼はこの託宣を述べた。「ベオルの子バラムの

言葉、目を閉じた人の言葉、 4神の言葉を聞く者、

全能者の幻を見る者、倒れ伏して、目の開かれた者

の言葉。 5ヤコブよ、あなたの天幕は麗しい、イス

ラエルよ、あなたのすまいは、麗しい。 6それは遠

くひろがる谷々のよう、川べの園のよう、主が植え

られた沈香樹のよう、流れのほとりの香柏のようだ

。 7水は彼らのかめからあふれ、彼らの種は水の潤

いに育つであろう。彼らの王はアガグよりも高くな

り、彼らの国はあがめられるであろう。 8神は彼ら

をエジプトから導き出された、彼らは野牛の角のよ

うだ。彼らは敵なる国々の民を滅ぼし、その骨を砕

き、矢をもって突き通すであろう。 9彼らは雄じし

のように身をかがめ、雌じしのように伏している。

だれが彼らを起しえよう。あなたを祝福する者は祝

福され、あなたをのろう者はのろわれるであろう」

。 10そこでバラクはバラムにむかって怒りを発し、

手を打ち鳴らした。そしてバラクはバラムに言った

、「敵をのろうために招いたのに、あなたはかえっ

て三度までも彼らを祝福した。 11それで今あなたは

急いで自分のところへ帰ってください。わたしはあ

なたを大いに優遇しようと思った。しかし、主はそ

の優遇をあなたに得させないようにされました」。

12バラムはバラクに言った、「わたしはあなたがつ

かわされた使者たちに言ったではありませんか、 13

『たといバラクがその家に満ちるほどの金銀をわた

しに与えようとも、主の言葉を越えて心のままに善

も悪も行うことはできません。わたしは主の言われ
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ることを述べるだけです』。 14わたしは今わたしの

民のところへ帰って行きます。それでわたしはこの

民が後の日にあなたの民にどんなことをするかをお

知らせしましょう」。 15そしてこの託宣を述べた。

「ベオルの子バラムの言葉、目を閉じた人の言葉。

16神の言葉を聞く者、いと高き者の知識をもつ者、

全能者の幻を見、倒れ伏して、目の開かれた者の言

葉。 17わたしは彼を見る、しかし今ではない。わた

しは彼を望み見る、しかし近くではない。ヤコブか

ら一つの星が出、イスラエルから一本のつえが起り

、モアブのこめかみと、セツのすべての子らの脳天

を撃つであろう。 18敵のエドムは領地となり、セイ

ルもまた領地となるであろう。そしてイスラエルは

勝利を得るであろう。 19権を執る者がヤコブから出

、生き残った者を町から断ち滅ぼすであろう」。 20

バラムはまたアマレクを望み見て、この託宣を述べ

た。「アマレクは諸国民のうちの最初のもの、しか

し、ついに滅び去るであろう」。 21またケニびとを

望み見てこの託宣を述べた。「お前のすみかは堅固

だ、岩に、お前は巣をつくっている。 22しかし、カ

インは滅ぼされるであろう。アシュルはいつまでお

前を捕虜とするであろうか」。 23彼はまたこの託宣

を述べた。「ああ、神が定められた以上、だれが生

き延びることができよう。 24キッテムの海岸から舟

がきて、アシュルを攻めなやまし、エベルを攻めな

やますであろう。そして彼もまたついに滅び去るで

あろう」。 25こうしてバラムは立ち上がって、自分

のところへ帰っていった。バラクもまた立ち去った

。
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25イスラエルはシッテムにとどまっていたが、民

はモアブの娘たちと、みだらな事をし始めた。 2そ

の娘たちが神々に犠牲をささげる時に民を招くと、

民は一緒にそれを食べ、娘たちの神々を拝んだ。 3

イスラエルはこうしてペオルのバアルにつきしたが

ったので、主はイスラエルにむかって怒りを発せら

れた。 4そして主はモーセに言われた、「民の首領

をことごとく捕え、日のあるうちにその人々を主の

前で処刑しなさい。そうすれば主の怒りはイスラエ

ルを離れるであろう」。 5モーセはイスラエルのさ

ばきびとたちにむかって言った、「あなたがたはお

のおの、配下の者どもでペオルのバアルにつきした

がったものを殺しなさい」。 6モーセとイスラエル

の人々の全会衆とが会見の幕屋の入口で泣いていた

時、彼らの目の前で、ひとりのイスラエルびとが、

その兄弟たちの中に、ひとりのミデアンの女を連れ

てきた。 7祭司アロンの子なるエレアザルの子ピネ

ハスはこれを見て、会衆のうちから立ち上がり、や

りを手に執り、 8そのイスラエルの人の後を追って

、奥の間に入り、そのイスラエルの人を突き、また

その女の腹を突き通して、ふたりを殺した。こうし

て疫病がイスラエルの人々に及ぶのがやんだ。 9し

かし、その疫病で死んだ者は二万四千人であった。

10主はモーセに言われた、 11「祭司アロンの子なる

エレアザルの子ピネハスは自分のことのように、わ

たしの憤激をイスラエルの人々のうちに表わし、わ

たしの怒りをそのうちから取り去ったので、わたし

は憤激して、イスラエルの人々を滅ぼすことをしな

かった。 12このゆえにあなたは言いなさい、『わた
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しは平和の契約を彼に授ける。 13これは彼とその後

の子孫に永遠の祭司職の契約となるであろう。彼は

その神のために熱心であって、イスラエルの人々の

ために罪のあがないをしたからである』と」。 14ミ

デアンの女と共に殺されたイスラエルの人の名はジ

ムリといい、サルの子で、シメオンびとのうちの一

族のつかさであった。 15またその殺されたミデアン

の女の名はコズビといい、ツルの娘であった。ツル

はミデアンの民の一族のかしらであった。 16主はま

たモーセに言われた、 17「ミデアンびとを打ち悩ま

しなさい。 18彼らはたくらみをもって、あなたがた

を悩まし、ペオルの事と、彼らの姉妹、ミデアンの

つかさの娘コズビ、すなわちペオルの事により、疫

病の起った日に殺された女の事とによって、あなた

がたを惑わしたからである」。

26疫病の後、主はモーセと祭司アロンの子エレア

ザルとに言われた、 2「イスラエルの人々の全会衆

の総数をその父祖の家にしたがって調べ、イスラエ

ルにおいて、すべて戦争に出ることのできる二十歳

以上の者を数えなさい」。 3そこでモーセと祭司エ

レアザルとは、エリコに近いヨルダンのほとりにあ

るモアブの平野で彼らに言った、 4「主がモーセに

命じられたように、あなたがたのうちの二十歳以上

の者を数えなさい」。エジプトの地から出てきたイ

スラエルの人々は次のとおりである。 5ルベンはイ

スラエルの長子である。ルベンの子孫は、ヘノクか

らヘノクびとの氏族が出、パルからパルびとの氏族

が出、 6ヘヅロンからヘヅロンびとの氏族が出、カ

ルミからカルミびとの氏族が出た。 7これらはルベ
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ンびとの氏族であって、数えられた者は四万三千七

百三十人であった。 8またパルの子はエリアブ。 9

エリアブの子はネムエル、ダタン、アビラムである

。このダタンとアビラムとは会衆のうちから選び出

された者で、コラのともがらと共にモーセとアロン

とに逆らって主と争った時、 10地は口を開いて彼ら

とコラとをのみ、その仲間は死んだ。その時二百五

十人が火に焼き滅ぼされて、戒めの鏡となった。 11

ただし、コラの子たちは死ななかった。 12シメオン

の子孫は、その氏族によれば、ネムエルからネムエ

ルびとの氏族が出、ヤミンからヤミンびとの氏族が

出、ヤキンからヤキンびとの氏族が出、 13ゼラから

ゼラびとの氏族が出、シャウルからシャウルびとの

氏族が出た。 14これらはシメオンびとの氏族であっ

て、数えられた者は二万二千二百人であった。 15ガ

ドの子孫は、その氏族によれば、ゼポンからゼポン

びとの氏族が出、ハギからハギびとの氏族が出、シ

ュニからシュニびとの氏族が出、 16オズニからオズ

ニびとの氏族が出、エリからエリびとの氏族が出、

17アロドからアロドびとの氏族が出、アレリからア

レリびとの氏族が出た。 18これらはガドの子孫の氏

族であって、数えられた者は四万五百人であった。

19ユダの子らはエルとオナンとであって、エルとオ

ナンとはカナンの地で死んだ。 20ユダの子孫は、そ

の氏族によれば、シラからシラびとの氏族が出、ペ

レヅからペレヅびとの氏族が出、ゼラからゼラびと

の氏族が出た。 21ペレヅの子孫は、ヘヅロンからヘ

ヅロンびとの氏族が出、ハムルからハムルびとの氏

族が出た。 22これらはユダの氏族であって、数えら
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れた者は七万六千五百人であった。 23イッサカルの

子孫は、その氏族によれば、トラからトラびとの氏

族が出、プワからプワびとの氏族が出、 24ヤシュブ

からヤシュブびとの氏族が出、シムロンからシムロ

ンびとの氏族が出た。 25これらはイッサカルの氏族

であって、数えられた者は六万四千三百人であった

。 26ゼブルンの子孫は、その氏族によれば、セレデ

からセレデびとの氏族が出、エロンからエロンびと

の氏族が出、ヤリエルからヤリエルびとの氏族が出

た。 27これらはゼブルンびとの氏族であって、数え

られた者は六万五百人であった。 28ヨセフの子らは

、その氏族によれば、マナセとエフライムとであっ

て、 29マナセの子孫は、マキルからマキルびとの氏

族が出た。マキルからギレアデが生れ、ギレアデか

らギレアデびとの氏族が出た。 30ギレアデの子孫は

次のとおりである。イエゼルからイエゼルびとの氏

族が出、ヘレクからヘレクびとの氏族が出、 31アス

リエルからアスリエルびとの氏族が出、シケムから

シケムびとの氏族が出、 32セミダからセミダびとの

氏族が出、ヘペルからヘペルびとの氏族が出た。 33

ヘペルの子ゼロペハデには男の子がなく、ただ女の

子のみで、ゼロペハデの女の子の名はマアラ、ノア

、ホグラ、ミルカ、テルザといった。 34これらはマ

ナセの氏族であって、数えられた者は五万二千七百

人であった。 35エフライムの子孫は、その氏族によ

れば、次のとおりである。シュテラからはシュテラ

びとの氏族が出、ベケルからベケルびとの氏族が出

、タハンからタハンびとの氏族が出た。 36またシュ

テラの子孫は次のとおりである。すなわちエランか
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らエランびとの氏族が出た。 37これらはエフライム

の子孫の氏族であって、数えられた者は三万二千五

百人であった。以上はヨセフの子孫で、その氏族に

よるものである。 38ベニヤミンの子孫は、その氏族

によれば、ベラからベラびとの氏族が出、アシベル

からアシベルびとの氏族が出、アヒラムからアヒラ

ムびとの氏族が出、 39シュパムからシュパムびとの

氏族が出、ホパムからホパムびとの氏族が出た。 40

ベラの子はアルデとナアマンとであって、アルデか

らアルデびとの氏族が出、ナアマンからナアマンび

との氏族が出た。 41これらはベニヤミンの子孫であ

って、その氏族によれば数えられた者は四万五千六

百人であった。 42ダンの子孫は、その氏族によれば

、次のとおりである。シュハムからシュハムびとの

氏族が出た。これらはダンの氏族であって、その氏

族によるものである。 43シュハムびとのすべての氏

族のうち、数えられた者は六万四千四百人であった

。 44アセルの子孫は、その氏族によれば、エムナか

らエムナびとの氏族が出、エスイからエスイびとの

氏族が出、ベリアからベリアびとの氏族が出た。 45

ベリアの子孫のうちヘベルからヘベルびとの氏族が

出、マルキエルからマルキエルびとの氏族が出た。

46アセルの娘の名はサラといった。 47これらはアセ

ルの子孫の氏族であって、数えられた者は五万三千

四百人であった。 48ナフタリの子孫は、その氏族に

よれば、ヤジエルからヤジエルびとの氏族が出、グ

ニからグニびとの氏族が出、 49エゼルからエゼルび

との氏族が出、シレムからシレムびとの氏族が出た

。 50これらはナフタリの氏族であって、その氏族に



民数記 402

より、数えられた者は四万五千四百人であった。 51

これらはイスラエルの子孫の数えられた者であって

、六十万一千百三十人であった。 52主はモーセに言

われた、 53「これらの人々に、その名の数にしたが

って地を分け与え、嗣業とさせなさい。 54大きい部

族には多くの嗣業を与え、小さい部族には少しの嗣

業を与えなさい。すなわち数えられた数にしたがっ

て、おのおのの部族にその嗣業を与えなければなら

ない。 55ただし地は、くじをもって分け、その父祖

の部族の名にしたがって、それを継がなければなら

ない。 56すなわち、くじをもってその嗣業を大きい

ものと、小さいものとに分けなければならない」。

57レビびとのその氏族にしたがって数えられた者は

次のとおりである。ゲルションからゲルションびと

の氏族が出、コハテからコハテびとの氏族が出、メ

ラリからメラリびとの氏族が出た。 58レビの氏族は

次のとおりである。すなわちリブニびとの氏族、ヘ

ブロンびとの氏族、マヘリびとの氏族、ムシびとの

氏族、コラびとの氏族であって、コハテからアムラ

ムが生れた。 59アムラムの妻の名はヨケベデといっ

て、レビの娘である。彼女はエジプトでレビに生れ

た者であるが、アムラムにとついで、アロンとモー

セおよびその姉妹ミリアムを産んだ。 60アロンには

ナダブ、アビウ、エレアザルおよびイタマルが生れ

た。 61ナダブとアビウは異火を主の前にささげた時

に死んだ。 62その数えられた一か月以上のすべての

男子は二万三千人であった。彼らはイスラエルの人

々のうちに嗣業を与えられなかったため、イスラエ

ルの人々のうちに数えられなかった者である。 63こ
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れらはモーセと祭司エレアザルが、エリコに近いヨ

ルダンのほとりにあるモアブの平野で数えたイスラ

エルの人々の数である。 64ただしそのうちには、モ

ーセと祭司アロンがシナイの荒野でイスラエルの人

々を数えた時に数えられた者はひとりもなかった。

65それは主がかつて彼らについて「彼らは必ず荒野

で死ぬであろう」と言われたからである。それで彼

らのうちエフンネの子カレブとヌンの子ヨシュアの

ほか、ひとりも残った者はなかった。

27さて、ヨセフの子マナセの氏族のうちのヘペル

の子、ゼロペハデの娘たちが訴えてきた。ヘペルは

ギレアデの子、ギレアデはマキルの子、マキルはマ

ナセの子である。その娘たちは名をマアラ、ノア、

ホグラ、ミルカ、テルザといったが、 2彼らは会見

の幕屋の入口でモーセと、祭司エレアザルと、つか

さたちと全会衆との前に立って言った、 3「わたし

たちの父は荒野で死にました。彼は、コラの仲間と

なって主に逆らった者どもの仲間のうちには加わり

ませんでした。彼は自分の罪によって死んだのです

が、男の子がありませんでした。 4男の子がないか

らといって、どうしてわたしたちの父の名がその氏

族のうちから削られなければならないのでしょうか

。わたしたちの父の兄弟と同じように、わたしたち

にも所有地を与えてください」。 5モーセがその事

を主の前に述べると、 6主はモーセに言われた、 7

「ゼロペハデの娘たちの言うことは正しい。あなた

は必ず彼らの父の兄弟たちと同じように、彼らにも

嗣業の所有地を与えなければならない。すなわち、

その父の嗣業を彼らに渡さなければならない。 8あ
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なたはイスラエルの人々に言いなさい、『もし人が

死んで、男の子がない時は、その嗣業を娘に渡さな

ければならない。 9もしまた娘もない時は、その嗣

業を兄弟に与えなければならない。 10もし兄弟もな

い時は、その嗣業を父の兄弟に与えなければならな

い。 11もしまた父に兄弟がない時は、その氏族のう

ちで彼に最も近い親族にその嗣業を与えて所有させ

なければならない』。主がモーセに命じられたよう

にイスラエルの人々は、これをおきての定めとしな

ければならない」。 12主はモーセに言われた、「こ

のアバリムの山に登って、わたしがイスラエルの人

々に与える地を見なさい。 13あなたはそれを見てか

ら、兄弟アロンのようにその民に加えられるであろ

う。 14これは会衆がチンの荒野で逆らい争った時、

あなたがたはわたしの命にそむき、あの水のかたわ

らで彼らの目の前にわたしの聖なることを現さなか

ったからである」。これはチンの荒野にあるカデシ

のメリバの水である。 15モーセは主に言った、 16

「すべての肉なるものの命の神、主よ、どうぞ、こ

の会衆の上にひとりの人を立て、 17彼らの前に出入

りし、彼らを導き出し、彼らを導き入れる者とし、

主の会衆を牧者のない羊のようにしないでください

」。 18主はモーセに言われた、「神の霊のやどって

いるヌンの子ヨシュアを選び、あなたの手をその上

におき、 19彼を祭司エレアザルと全会衆の前に立た

せて、彼らの前で職に任じなさい。 20そして彼にあ

なたの権威を分け与え、イスラエルの人々の全会衆

を彼に従わせなさい。 21彼は祭司エレアザルの前に

立ち、エレアザルは彼のためにウリムをもって、主
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の前に判断を求めなければならない。ヨシュアとイ

スラエルの人々の全会衆とはエレアザルの言葉に従

っていで、エレアザルの言葉に従ってはいらなけれ

ばならない」。 22そこでモーセは主が命じられたよ

うにし、ヨシュアを選んで、祭司エレアザルと全会

衆の前に立たせ、 23彼の上に手をおき、主がモーセ

によって語られたとおりに彼を任命した。

28主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に命じて言いなさい、『あなたがたは香ばしいかお

りとしてわたしにささげる火祭、すなわち、わたし

の供え物、わたしの食物を定めの時にわたしにささ

げることを怠ってはならない』。 3また彼らに言い

なさい、『あなたがたが主にささぐべき火祭はこれ

である。すなわち一歳の雄の全き小羊二頭を毎日さ

さげて常燔祭としなければならない。 4すなわち一

頭の小羊を朝にささげ、一頭の小羊を夕にささげな

ければならない。 5また麦粉一エパの十分の一に、

砕いて取った油一ヒンの四分の一を混ぜて素祭とし

なければならない。 6これはシナイ山で定められた

常燔祭であって、主に香ばしいかおりとしてささげ

る火祭である。 7またその灌祭は小羊一頭について

一ヒンの四分の一をささげなければならない。すな

わち聖所において主のために濃い酒をそそいで灌祭

としなければならない。 8夕には他の一頭の小羊を

ささげなければならない。その素祭と灌祭とは朝の

ものと同じようにし、その小羊を火祭としてささげ

、主に香ばしいかおりとしなければならない。 9ま

た安息日には一歳の雄の全き小羊二頭と、麦粉一エ

パの十分の二に油を混ぜた素祭と、その灌祭とをさ
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さげなければならない。 10これは安息日ごとの燔祭

であって、常燔祭とその灌祭とに加えらるべきもの

である。 11またあなたがたは月々の第一日に燔祭を

主にささげなければならない。すなわち若い雄牛二

頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげ、

12雄牛一頭には麦粉一エパの十分の三に油を混ぜた

ものを素祭とし、雄羊一頭には麦粉一エパの十分の

二に油を混ぜたものを素祭とし、 13小羊一頭には麦

粉十分の一に油を混ぜたものを素祭とし、これを香

ばしいかおりの燔祭として主のために火祭としなけ

ればならない。 14またその灌祭は雄牛一頭について

ぶどう酒一ヒンの二分の一、雄羊一頭について一ヒ

ンの三分の一、小羊一頭について一ヒンの四分の一

をささげなければならない。これは年の月々を通じ

て、新月ごとにささぐべき燔祭である。 15また常燔

祭とその灌祭とのほかに、雄やぎ一頭を罪祭として

主にささげなければならない。 16正月の十四日は主

の過越の祭である。 17またその月の十五日は祭日と

しなければならない。七日のあいだ種入れぬパンを

食べなければならない。 18その初めの日には聖会を

開かなければならない。なんの労役をもしてはなら

ない。 19あなたがたは火祭として主に燔祭をささげ

なければならない。すなわち若い雄牛二頭、雄羊一

頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければならない

。これらはみな全きものでなければならない。 20そ

の素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければならな

い。すなわち雄牛一頭につき麦粉一エパの十分の三

、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 21また七頭の

小羊にはその一頭ごとに十分の一をささげなければ
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ならない。 22また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ、

あなたがたのために罪のあがないをしなければなら

ない。 23あなたがたは朝にささげる常燔祭の燔祭の

ほかに、これらをささげなければならない。 24この

ようにあなたがたは七日のあいだ毎日、火祭の食物

をささげて、主に香ばしいかおりとしなければなら

ない。これは常燔祭とその灌祭とのほかにささぐべ

きものである。 25そして第七日に、あなたがたは聖

会を開かなければならない。なんの労役をもしては

ならない。 26あなたがたは七週の祭、すなわち新し

い素祭を主にささげる初穂の日にも聖会を開かなけ

ればならない。なんの労役をもしてはならない。 27

あなたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかおり

としなければならない。すなわち若い雄牛二頭、雄

羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければなら

ない。 28その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなけ

ればならない。すなわち雄牛一頭につき一エパの十

分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 29また

七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげなけれ

ばならない。 30また雄やぎ一頭をささげてあなたが

たのために罪のあがないをしなければならない。 31

あなたがたは常燔祭とその素祭とその灌祭とのほか

に、これらをささげなければならない。これらはみ

な、全きものでなければならない。

29七月には、その月の第一日に聖会を開かなけれ

ばならない。なんの労役をもしてはならない。これ

はあなたがたがラッパを吹く日である。 2あなたが

たは燔祭をささげて、主に香ばしいかおりとしなけ

ればならない。すなわち若い雄牛一頭、雄羊一頭、
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一歳の雄の全き小羊七頭をささげなければならない

。 3その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければ

ならない。すなわち雄牛一頭について一エパの十分

の三、雄羊一頭について十分の二をささげ、 4また

七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげなけれ

ばならない。 5また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ

、あなたがたのために罪のあがないをしなければな

らない。 6これは新月の燔祭とその素祭、常燔祭と

その素祭、および灌祭のほかのものであって、これ

らのものの定めにしたがい、香ばしいかおりとして

、主に火祭としなければならない。 7またその七月

の十日に聖会を開き、かつあなたがたの身を悩まさ

なければならない。なんの仕事もしてはならない。

8あなたがたは主に燔祭をささげて、香ばしいかおり

としなければならない。すなわち若い雄牛一頭、雄

羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければなら

ない。これらはみな全きものでなければならない。

9その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければなら

ない。すなわち雄牛一頭につき一エパの十分の三、

雄羊一頭につき十分の二をささげ、 10また七頭の小

羊には一頭ごとに十分の一をささげなければならな

い。 11また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければ

ならない。これらは贖罪の罪祭と常燔祭とその素祭

、および灌祭のほかのものである。 12七月の十五日

に聖会を開かなければならない。なんの労役もして

はならない。七日のあいだ主のために祭をしなけれ

ばならない。 13あなたがたは燔祭をささげて、主に

香ばしいかおりの火祭としなければならない。すな

わち若い雄牛十三頭、雄羊二頭、一歳の雄の小羊十
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四頭をささげなければならない。これらはみな全き

ものでなければならない。 14その素祭には油を混ぜ

た麦粉をささげなければならない。すなわち十三頭

の雄牛には一頭ごとに十分の三、その二頭の雄羊に

は一頭ごとに十分の二をささげ、 15その十四頭の小

羊には一頭ごとに十分の一をささげなければならな

い。 16また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければ

ならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭の

ほかのものである。 17第二日には若い雄牛十二頭、

雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなけ

ればならない。 18その雄牛と雄羊と小羊とのための

素祭と灌祭とはその数にしたがって、定めのように

ささげなければならない。 19また雄やぎ一頭を罪祭

としてささげなければならない。これらは常燔祭と

その素祭および灌祭のほかのものである。 20第三日

には雄牛十一頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十

四頭をささげなければならない。 21その雄牛と雄羊

と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたが

って定めのようにささげなければならない。 22また

雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。

これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのもの

である。 23第四日には雄牛十頭、雄羊二頭、一歳の

雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 24

その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、

その数にしたがって定めのようにささげなければな

らない。 25また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなけ

ればならない。これらは常燔祭とその素祭および灌

祭のほかのものである。 26第五日には雄牛九頭、雄

羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなけれ
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ばならない。 27その雄牛と雄羊と小羊とのための素

祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにさ

さげなければならない。 28また雄やぎ一頭を罪祭と

してささげなければならない。これらは常燔祭とそ

の素祭および灌祭のほかのものである。 29第六日に

は雄牛八頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭

をささげなければならない。 30その雄牛と雄羊と小

羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって

定めのようにささげなければならない。 31また雄や

ぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これ

らは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものであ

る。 32第七日には雄牛七頭、雄羊二頭、一歳の雄の

全き小羊十四頭をささげなければならない。 33その

雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その

数にしたがって定めのようにささげなければならな

い。 34また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければ

ならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭の

ほかのものである。 35第八日にはまた集会を開かな

ければならない。なんの労役をもしてはならない。

36あなたがたは燔祭をささげて主に香ばしいかおり

の火祭としなければならない。すなわち雄牛一頭、

雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげなけれ

ばならない。 37その雄牛と雄羊と小羊とのための素

祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにさ

さげなければならない。 38また雄やぎ一頭を罪祭と

してささげなければならない。これらは常燔祭とそ

の素祭および灌祭のほかのものである。 39あなたが

たは定めの祭の時に、これらのものを主にささげな

ければならない。これらはあなたがたの誓願、また
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は自発の供え物としてささげる燔祭、素祭、灌祭お

よび酬恩祭のほかのものである』」。 40モーセは主

が命じられた事をことごとくイスラエルの人々に告

げた。

30モーセはイスラエルの人々の部族のかしらたち

に言った、「これは主が命じられた事である。 2も

し人が主に誓願をかけ、またはその身に物断ちをし

ようと誓いをするならば、その言葉を破ってはなら

ない。口で言ったとおりにすべて行わなければなら

ない。 3またもし女がまだ若く、父の家にいて、主

に誓願をかけ、またはその身に物断ちをしようとす

る時、 4父が彼女の誓願、または彼女の身に断った

物断ちのことを聞いて、彼女に何も言わないならば

、彼女はすべて誓願を行い、またその身に断った物

断ちをすべて守らなければならない。 5しかし、彼

女の父がそれを聞いた日に、それを承認しない時は

、彼女はその誓願、またはその身に断った物断ちを

すべてやめることができる。父が承認しないのであ

るから、主は彼女をゆるされるであろう。 6またも

し夫のある身で、みずから誓願をかけ、またはその

身に物断ちをしようと、軽々しく口で言った場合、

7夫がそれを聞き、それを聞いた日に彼女に何も言わ

ないならば、彼女はその誓願を行い、その身に断っ

た物断ちを守らなければならない。 8しかし、もし

夫がそれを聞いた日に、それを承認しないならば、

夫はその女がかけた誓願、またはその身に物断ちを

しようと、軽々しく口に言ったことをやめさせるこ

とができる。主はその女をゆるされるであろう。 9

しかし、寡婦あるいは離縁された女の誓願、すべて



民数記 412

その身に断った物断ちは、それを守らなければなら

ない。 10もし女が夫の家で誓願をかけ、またはその

身に物断ちをしようと誓った時、 11夫がそれを聞い

て、彼女に何も言わず、またそれに反対しないなら

ば、その誓願はすべて行わなければならない。また

その身に断った物断ちはすべて守らなければならな

い。 12しかし、もし夫がそれを聞いた日にそれを認

めないならば、彼女の誓願、または身の物断ちにつ

いて、彼女が口で言った事は、すべてやめることが

できる。夫がそれを認めなかったのだから、主はそ

の女をゆるされるであろう。 13すべての誓願および

すべてその身を悩ます物断ちの誓約は、夫がそれを

守らせることができ、または夫がそれをやめさせる

ことができる。 14もし夫が彼女に何も言わずに日を

送るならば、彼は妻がした誓願、または物断ちをす

べて認めたのである。彼はそれを聞いた日に妻に何

も言わなかったのだから、それを認めたのである。

15しかし、もし夫がそれを聞き、あとになって、そ

れを認めないならば、彼は妻の罪を負わなければな

らない」。 16これらは主がモーセに命じられた定め

であって、夫と妻との間、および父とまだ若くて父

の家にいる娘との間に関するものである。

31さて主はモーセに言われた、 2「ミデアンびと

にイスラエルの人々のあだを報いなさい。その後、

あなたはあなたの民に加えられるであろう」。 3モ

ーセは民に言った、「あなたがたのうちから人を選

んで戦いのために武装させ、ミデアンびとを攻めて

、主のためミデアンびとに復讐しなさい。 4すなわ

ちイスラエルのすべての部族から、部族ごとに千人
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ずつを戦いに送り出さなければならない」。 5そこ

でイスラエルの部族のうちから部族ごとに千人ずつ

を選び、一万二千人を得て、戦いのために武装させ

た。 6モーセは各部族から千人ずつを戦いにつかわ

し、また祭司エレアザルの子ピネハスに、聖なる器

と吹き鳴らすラッパとを執らせて、共に戦いにつか

わした。 7彼らは主がモーセに命じられたようにミ

デアンびとと戦って、その男子をみな殺した。 8そ

の殺した者のほかにまたミデアンの王五人を殺した

。その名はエビ、レケム、ツル、フル、レバである

。またベオルの子バラムをも、つるぎにかけて殺し

た。 9またイスラエルの人々はミデアンの女たちと

その子供たちを捕虜にし、その家畜と、羊の群れと

、貨財とをことごとく奪い取り、 10そのすまいのあ

る町々と、その部落とを、ことごとく火で焼いた。

11こうして彼らはすべて奪ったものと、かすめたも

のとは人をも家畜をも取り、 12その生けどった者と

、かすめたものと、奪ったものとを携えて、エリコ

に近いヨルダンのほとりのモアブの平野の宿営にお

るモーセと祭司エレアザルとイスラエルの人々の会

衆のもとへもどってきた。 13ときにモーセと祭司エ

レアザルと会衆のつかさたちはみな宿営の外に出て

迎えたが、 14モーセは軍勢の将たち、すなわち戦場

から帰ってきた千人の長たちと、百人の長たちに対

して怒った。 15モーセは彼らに言った、「あなたが

たは女たちをみな生かしておいたのか。 16彼らはバ

ラムのはかりごとによって、イスラエルの人々に、

ペオルのことで主に罪を犯させ、ついに主の会衆の

うちに疫病を起すに至った。 17それで今、この子供
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たちのうちの男の子をみな殺し、また男と寝て、男

を知った女をみな殺しなさい。 18ただし、まだ男と

寝ず、男を知らない娘はすべてあなたがたのために

生かしておきなさい。 19そしてあなたがたは七日の

あいだ宿営の外にとどまりなさい。あなたがたのう

ちすべて人を殺した者、およびすべて殺された者に

触れた者は、あなたがた自身も、あなたがたの捕虜

も共に、三日目と七日目とに身を清めなければなら

ない。 20またすべての衣服と、すべての皮の器と、

すべてやぎの毛で作ったものと、すべての木の器と

を清めなければならない」。 21祭司エレアザルは戦

いに出たいくさびとたちに言った、「これは主がモ

ーセに命じられた律法の定めである。 22金、銀、青

銅、鉄、すず、鉛など、 23すべて火に耐える物は火

の中を通さなければならない。そうすれば清くなる

であろう。なおその上、汚れを清める水で、清めな

ければならない。しかし、すべて火に耐えないもの

は水の中を通さなければならない。 24あなたがたは

七日目に衣服を洗わなければならない。そして清く

なり、その後宿営にはいることができる」。 25主は

モーセに言われた、 26「あなたと祭司エレアザルお

よび会衆の氏族のかしらたちは、その生けどった人

と家畜の獲物の総数を調べ、 27その獲物を戦いに出

た勇士と、全会衆とに折半しなさい。 28そして戦い

に出たいくさびとに、人または牛、またはろば、ま

たは羊を、おのおの五百ごとに一つを取り、みつぎ

として主にささげさせなさい。 29すなわち彼らが受

ける半分のなかから、それを取り、主にささげる物

として祭司エレアザルに渡しなさい。 30またイスラ
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エルの人々が受ける半分のなかから、その獲た人ま

たは牛、またはろば、または羊などの家畜を、おの

おの五十ごとに一つを取り、主の幕屋の務をするレ

ビびとに与えなさい」。 31モーセと祭司エレアザル

とは主がモーセに命じられたとおりに行った。 32そ

こでその獲物、すなわち、いくさびとたちが奪い取

ったものの残りは羊六十七万五千、 33牛七万二千、

34ろば六万一千、 35人三万二千、これはみな男と寝

ず、男を知らない女であった。 36そしてその半分、

すなわち戦いに出た者の分は羊三十三万七千五百、

37主にみつぎとした羊は六百七十五。 38牛は三万六

千、そのうちから主にみつぎとしたものは七十二。

39ろばは三万五百、そのうちから主にみつぎとした

ものは六十一。 40人は一万六千、そのうちから主に

みつぎとしたものは三十二人であった。 41モーセは

そのみつぎを主にささげる物として祭司エレアザル

に渡した。主がモーセに命じられたとおりである。

42モーセが戦いに出た人々とは別にイスラエルの人

々に与えた半分、 43すなわち会衆の受けた半分は羊

三十三万七千五百、 44牛三万六千、 45ろば三万五

百、 46人一万六千であって、 47モーセはイスラエ

ルの人々の受けた半分のなかから、人および獣をお

のおの五十ごとに一つを取って、主の幕屋の務をす

るレビびとに与えた。主がモーセに命じられたとお

りである。 48時に軍勢の将であったものども、すな

わち千人の長たちと百人の長たちとがモーセのとこ

ろにきて、 49モーセに言った、「しもべらは、指揮

下のいくさびとを数えましたが、われわれのうち、

ひとりも欠けた者はありませんでした。 50それで、
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われわれは、おのおの手に入れた金の飾り物、すな

わち腕飾り、腕輪、指輪、耳輪、首飾りなどを主に

携えてきて供え物とし、主の前にわれわれの命のあ

がないをしようと思います」。 51モーセと祭司エレ

アザルとは、彼らから細工を施した金の飾り物を受

け取った。 52千人の長たちと百人の長たちとが、主

にささげものとした金は合わせて一万六千七百五十

シケル。 53いくさびとは、おのおの自分のぶんどり

物を獲た。 54モーセと祭司エレアザルとは、千人の

長たちと百人の長たちとから、その金を受け取り、

それを携えて会見の幕屋に入り、主の前に置いてイ

スラエルの人々のために記念とした。

32ルベンの子孫とガドの子孫とは非常に多くの家

畜の群れを持っていた。彼らがヤゼルの地と、ギレ

アデの地とを見ると、そこは家畜を飼うのに適して

いたので、 2ガドの子孫とルベンの子孫とがきて、

モーセと、祭司エレアザルと、会衆のつかさたちと

に言った、 3「アタロテ、デボン、ヤゼル、ニムラ

、ヘシボン、エレアレ、シバム、ネボ、ベオン、 4

すなわち主がイスラエルの会衆の前に撃ち滅ぼされ

た国は、家畜を飼うのに適した地ですが、しもべら

は家畜を持っています」。 5彼らはまた言った、「

それでもし、あなたの恵みを得られますなら、どう

ぞこの地をしもべらの領地にして、われわれにヨル

ダンを渡らせないでください」。 6モーセはガドの

子孫とルベンの子孫とに言った、「あなたがたは兄

弟が戦いに行くのに、ここにすわっていようという

のか。 7どうしてあなたがたはイスラエルの人々の

心をくじいて、主が彼らに与えられる地に渡ること
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ができないようにするのか。 8あなたがたの先祖も

、わたしがカデシ・バルネアから、その地を見るた

めにつかわした時に、同じようなことをした。 9す

なわち彼らはエシコルの谷に行って、その地を見た

とき、イスラエルの人々の心をくじいて、主が与え

られる地に行くことができないようにした。 10そこ

でその時、主は怒りを発し、誓って言われた、 11『

エジプトから出てきた人々で二十歳以上の者はひと

りもわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓った

地を見ることはできない。彼らはわたしに従わなか

ったからである。 12ただケニズびとエフンネの子カ

レブとヌンの子ヨシュアとはそうではない。このふ

たりは全く主に従ったからである』。 13主はこのよ

うにイスラエルにむかって怒りを発し、彼らを四十

年のあいだ荒野にさまよわされたので、主の前に悪

を行ったその世代の人々は、ついにみな滅びた。 14

あなたがたはその父に代って立った罪びとのやから

であって、主のイスラエルに対する激しい怒りをさ

らに増そうとしている。 15あなたがたがもしそむい

て主に従わないならば、主はまたこの民を荒野にす

ておかれるであろう。そうすればあなたがたはこの

民をことごとく滅ぼすに至るであろう」。 16彼らは

モーセのところへ進み寄って言った、「われわれは

この所に、群れのために羊のおりを建て、また子供

たちのために町々を建てようと思います。 17しかし

、われわれは武装してイスラエルの人々の前に進み

、彼らをその所へ導いて行きましょう。ただわれわ

れの子供たちは、この地の住民の害をのがれるため

、堅固な町々に住ませておかなければなりません。
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18われわれはイスラエルの人々が、おのおのその嗣

業を受けるまでは、家に帰りません。 19またわれわ

れはヨルダンのかなたで彼らとともには嗣業を受け

ません。われわれはヨルダンのこなた、すなわち東

の方で嗣業を受けるからです」。 20モーセは彼らに

言った、「もし、あなたがたがそのようにし、みな

武装して主の前に行って戦い、 21みな武装して主の

前に行ってヨルダン川を渡り、主がその敵を自分の

前から追い払われて、 22この国が主の前に征服され

て後、帰ってくるならば、あなたがたは主の前にも

、イスラエルの前にも、とがめはないであろう。そ

してこの地は主の前にあなたがたの所有となるであ

ろう。 23しかし、そうしないならば、あなたがたは

主にむかって罪を犯した者となり、その罪は必ず身

に及ぶことを知らなければならない。 24あなたがた

は子供たちのために町々を建て、羊のために、おり

を建てなさい。しかし、あなたがたは約束したこと

は行わなければならない」。 25ガドの子孫とルベン

の子孫とは、モーセに言った、「しもべらはあなた

の命じられたとおりにいたします。 26われわれの子

供たちと妻と羊と、すべての家畜とは、このギレア

デの町々に残します。 27しかし、しもべらはみな武

装して、あなたの言われるとおり、主の前に渡って

行って戦います」。 28モーセは彼らのことについて

、祭司エレアザルと、ヌンの子ヨシュアと、イスラ

エルの人々の部族のうちの氏族のかしらたちとに命

じた。 29そしてモーセは彼らに言った、「ガドの子

孫と、ルベンの子孫とが、おのおの武装してあなた

がたと一緒にヨルダンを渡り、主の前に戦って、そ
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の地をあなたがたが征服するならば、あなたがたは

彼らにギレアデの地を領地として与えなければなら

ない。 30しかし、もし彼らが武装してあなたがたと

一緒に渡って行かないならば、彼らはカナンの地で

あなたがたのうちに領地を獲なければならない」。

31ガドの子孫と、ルベンの子孫とは答えて言った、

「しもべらは主が言われたとおりにいたします。 32

われわれは武装して、主の前にカナンの地へ渡って

行きますが、ヨルダンのこなたで、われわれの嗣業

をもつことにします」。 33そこでモーセはガドの子

孫と、ルベンの子孫と、ヨセフの子マナセの部族の

半ばとに、アモリびとの王シホンの国と、バシャン

の王オグの国とを与えた。すなわち、その国および

その領内の町々とその町々の周囲の地とを与えた。

34こうしてガドの子孫は、デボン、アタロテ、アロ

エル、 35アテロテ・ショパン、ヤゼル、ヨグベハ、

36ベテニムラ、ベテハランなどの堅固な町々を建て

、羊のおりを建てた。 37またルベンの子孫は、ヘシ

ボン、エレアレ、キリヤタイム、 38および後に名を

改めたネボと、バアル・メオンの町を建て、またシ

ブマの町を建てた。彼らは建てた町々に新しい名を

与えた。 39またマナセの子マキルの子孫はギレアデ

に行って、そこを取り、その住民アモリびとを追い

払ったので、 40モーセはギレアデをマナセの子マキ

ルに与えてそこに住まわせた。 41またマナセの子ヤ

イルは行って村々を取り、それをハオテヤイルと名

づけた。 42またノバは行ってケナテとその村々を取

り、自分の名にしたがって、それをノバと名づけた

。
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33イスラエルの人々が、モーセとアロンとに導か

れ、その部隊に従って、エジプトの国を出てから経

た旅路は次のとおりである。 2モーセは主の命によ

り、その旅路にしたがって宿駅を書きとめた。その

宿駅にしたがえば旅路は次のとおりである。 3彼ら

は正月の十五日にラメセスを出立した。すなわち過

越の翌日イスラエルの人々は、すべてのエジプトび

との目の前を意気揚々と出立した。 4その時エジプ

トびとは、主に撃ち殺されたすべてのういごを葬っ

ていた。主はまた彼らの神々にも罰を加えられた。

5こうしてイスラエルの人々はラメセスを出立してス

コテに宿営し、 6スコテを出立して荒野の端にある

エタムに宿営し、 7エタムを出立してバアル・ゼポ

ンの前にあるピハヒロテに引き返してミグドルの前

に宿営し、 8ピハヒロテを出立して、海のなかをと

おって荒野に入り、エタムの荒野を三日路ほど行っ

て、メラに宿営し、 9メラを出立し、エリムに行っ

て宿営した。エリムには水の泉十二と、なつめやし

七十本とがあった。 10エリムを出立して紅海のほと

りに宿営し、 11紅海を出立してシンの荒野に宿営し

、 12シンの荒野を出立してドフカに宿営し、 13ド

フカを出立してアルシに宿営し、 14アルシを出立し

てレピデムに宿営した。そこには民の飲む水がなか

った。 15レピデムを出立してシナイの荒野に宿営し

、 16シナイの荒野を出立してキブロテ・ハッタワに

宿営し、 17キブロテ・ハッタワを出立してハゼロテ

に宿営し、 18ハゼロテを出立してリテマに宿営し、

19リテマを出立してリンモン・パレツに宿営し、 20

リンモン・パレツを出立してリブナに宿営し、 21リ
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ブナを出立してリッサに宿営し、 22リッサを出立し

てケヘラタに宿営し、 23ケヘラタを出立してシャペ

ル山に宿営し、 24シャペル山を出立してハラダに宿

営し、 25ハラダを出立してマケロテに宿営し、 26

マケロテを出立してタハテに宿営し、 27タハテを出

立してテラに宿営し、 28テラを出立してミテカに宿

営し、 29ミテカを出立してハシモナに宿営し、 30

ハシモナを出立してモセラに宿営し、 31モセラを出

立してベネヤカンに宿営し、 32ベネヤカンを出立し

てホル・ハギデガデに宿営し、 33ホル・ハギデガデ

を出立してヨテバタに宿営し、 34ヨテバタを出立し

てアブロナに宿営し、 35アブロナを出立してエジオ

ン・ゲベルに宿営し、 36エジオン・ゲベルを出立し

てチンの荒野すなわちカデシに宿営し、 37カデシを

出立してエドムの国の端にあるホル山に宿営した。

38イスラエルの人々がエジプトの国を出て四十年目

の五月一日に、祭司アロンは主の命によりホル山に

登って、その所で死んだ。 39アロンはホル山で死ん

だとき百二十三歳であった。 40カナンの地のネゲブ

に住んでいたカナンびとアラデの王は、イスラエル

の人々の来るのを聞いた。 41ついで、ホル山を出立

してザルモナに宿営し、 42ザルモナを出立してプノ

ンに宿営し、 43プノンを出立してオボテに宿営し、

44オボテを出立してモアブの境にあるイエ・アバリ

ムに宿営し、 45イエ・アバリムを出立してデボン・

ガドに宿営し、 46デボン・ガドを出立してアルモン

・デブラタイムに宿営し、 47アルモン・デブラタイ

ムを出立してネボの前にあるアバリムの山に宿営し

、 48アバリムの山を出立してエリコに近いヨルダン
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のほとりのモアブの平野に宿営した。 49すなわちヨ

ルダンのほとりのモアブの平野で、ベテエシモテと

アベル・シッテムとの間に宿営した。 50エリコに近

いヨルダンのほとりのモアブの平野で、主はモーセ

に言われた、 51「イスラエルの人々に言いなさい。

あなたがたがヨルダンを渡ってカナンの地にはいる

ときは、 52その地の住民をことごとくあなたがたの

前から追い払い、すべての石像をこぼち、すべての

鋳像をこぼち、すべての高き所を破壊しなければな

らない。 53またあなたがたはその地の民を追い払っ

て、そこに住まなければならない。わたしがその地

をあなたがたの所有として与えたからである。 54あ

なたがたは、おのおの氏族ごとにくじを引き、その

地を分けて嗣業としなければならない。大きい部族

には多くの嗣業を与え、小さい部族には少しの嗣業

を与えなければならない。そのくじの当った所がそ

の所有となるであろう。あなたがたは父祖の部族に

したがって、それを継がなければならない。 55しか

し、その地の住民をあなたがたの前から追い払わな

いならば、その残して置いた者はあなたがたの目に

とげとなり、あなたがたの脇にいばらとなり、あな

たがたの住む国において、あなたがたを悩ますであ

ろう。 56また、わたしは彼らにしようと思ったとお

りに、あなたがたにするであろう」。

34主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に命じて言いなさい。あなたがたがカナンの地には

いるとき、あなたがたの嗣業となるべき地はカナン

の地で、その全域は次のとおりである。 3南の方は

エドムに接するチンの荒野に始まり、南の境は、東
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は塩の海の端に始まる。 4その境はアクラビムの坂

の南を巡ってチンに向かい、カデシ・バルネアの南

に至り、ハザル・アダルに進み、アズモンに及ぶ。

5その境はまたアズモンから転じてエジプトの川に至

り、海に及んで尽きる。 6西の境はおおうみとその

沿岸で、これがあなたがたの西の境である。 7あな

たがたの北の境は次のとおりである。すなわちおお

うみからホル山まで線を引き、 8ホル山からハマテ

の入口まで線を引き、その境をゼダデに至らせ、 9

またその境はジフロンに進み、ハザル・エノンに至

って尽きる。これがあなたがたの北の境である。 10

あなたがたの東の境は、ハザル・エノンからシパム

まで線を引き、 11またその境はアインの東の方で、

シパムからリブラに下り、またその境は下ってキン

ネレテの海の東の斜面に至り、 12またその境はヨル

ダンに下り、塩の海に至って尽きる。あなたがたの

国の周囲の境は以上のとおりである」。 13モーセは

イスラエルの人々に命じて言った、「これはあなた

がたが、くじによって継ぐべき地である。主はこれ

を九つの部族と半部族とに与えよと命じられた。 14

それはルベンの子孫の部族とガドの子孫の部族とが

共に父祖の家にしたがって、すでにその嗣業を受け

、またマナセの半部族もその嗣業を受けていたから

である。 15この二つの部族と半部族とはエリコに近

いヨルダンのかなた、すなわち東の方、日の出る方

で、その嗣業を受けた」。 16主はまたモーセに言わ

れた、 17「あなたがたに、嗣業として地を分け与え

る人々の名は次のとおりである。すなわち祭司エレ

アザルと、ヌンの子ヨシュアとである。 18あなたが
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たはまた、おのおの部族から、つかさひとりずつを

選んで、地を分け与えさせなければならない。 19そ

の人々の名は次のとおりである。すなわちユダの部

族ではエフンネの子カレブ、 20シメオンの子孫の部

族ではアミホデの子サムエル、 21ベニヤミンの部族

ではキスロンの子エリダデ、 22ダンの子孫の部族で

はヨグリの子つかさブッキ、 23ヨセフの子孫、すな

わちマナセの部族ではエポデの子つかさハニエル、

24エフライムの子孫の部族ではシフタンの子つかさ

ケムエル、 25ゼブルンの子孫の部族ではパルナクの

子つかさエリザパン、 26イッサカルの子孫の部族で

はアザンの子つかさパルテエル、 27アセルの子孫の

部族ではシロミの子つかさアヒウデ、 28ナフタリの

子孫の部族では、アミホデの子つかさパダヘル。 29

カナンの地でイスラエルの人々に嗣業を分け与える

ことを主が命じられた人々は以上のとおりである」

。

35エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野

で、主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に命じて、その獲た嗣業のうちから、レビびとに住

むべき町々を与えさせなさい。また、あなたがたは

、その町々の周囲の放牧地をレビびとに与えなけれ

ばならない。 3その町々は彼らの住む所、その放牧

地は彼らの家畜と群れ、およびすべての獣のためで

ある。 4あなたがたがレビびとに与える町々の放牧

地は、町の石がきから一千キュビトの周囲としなけ

ればならない。 5あなたがたは町の外で東側に二千

キュビト、南側に二千キュビト、西側に二千キュビ

ト、北側に二千キュビトを計り、町はその中央にし
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なければならない。彼らの町の放牧地はこのように

しなければならない。 6あなたがたがレビびとに与

える町々は六つで、のがれの町とし、人を殺した者

がのがれる所としなければならない。なおこのほか

に四十二の町を与えなければならない。 7すなわち

あなたがたがレビびとに与える町は合わせて四十八

で、これをその放牧地と共に与えなければならない

。 8あなたがたがイスラエルの人々の所有のうちか

らレビびとに町々を与えるには、大きい部族からは

多く取り、小さい部族からは少なく取り、おのおの

受ける嗣業にしたがって、その町々をレビびとに与

えなければならない」。 9主はモーセに言われた、

10「イスラエルの人々に言いなさい。あなたがたが

ヨルダンを渡ってカナンの地にはいるときは、 11あ

なたがたのために町を選んで、のがれの町とし、あ

やまって人を殺した者を、そこにのがれさせなけれ

ばならない。 12これはあなたがたが復讐する者を避

けてのがれる町であって、人を殺した者が会衆の前

に立って、さばきを受けないうちに、殺されること

のないためである。 13あなたがたが与える町々のう

ち、六つをのがれの町としなければならない。 14す

なわちヨルダンのかなたで三つの町を与え、カナン

の地で三つの町を与えて、のがれの町としなければ

ならない。 15これらの六つの町は、イスラエルの人

々と、他国の人および寄留者のために、のがれの場

所としなければならない。すべてあやまって人を殺

した者が、そこにのがれるためである。 16もし人が

鉄の器で、人を打って死なせたならば、その人は故

殺人である。故殺人は必ず殺されなければならない
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。 17またもし人を殺せるほどの石を取って、人を打

って死なせたならば、その人は故殺人である。故殺

人は必ず殺されなければならない。 18あるいは人を

殺せるほどの木の器を取って、人を打って死なせた

ならば、その人は故殺人である。故殺人は必ず殺さ

れなければならない。 19血の復讐をする者は、自分

でその故殺人を殺すことができる。すなわち彼に出

会うとき、彼を殺すことができる。 20またもし恨み

のために人を突き、あるいは故意に人に物を投げつ

けて死なせ、 21あるいは恨みによって手で人を打っ

て死なせたならば、その打った者は必ず殺されなけ

ればならない。彼は故殺人だからである。血の復讐

をする者は、その故殺人に出会うとき殺すことがで

きる。 22しかし、もし恨みもないのに思わず人を突

き、または、なにごころなく人に物を投げつけ、 23

あるいは人のいるのも見ずに、人を殺せるほどの石

を投げつけて死なせた場合、その人がその敵でもな

く、また害を加えようとしたのでもない時は、 24会

衆はこれらのおきてによって、その人を殺した者と

、血の復讐をする者との間をさばかなければならな

い。 25すなわち会衆はその人を殺した者を血の復讐

をする者の手から救い出して、逃げて行ったのがれ

の町に返さなければならない。その者は聖なる油を

注がれた大祭司の死ぬまで、そこにいなければなら

ない。 26しかし、もし人を殺した者が、その逃げて

行ったのがれの町の境を出た場合、 27血の復讐をす

る者は、のがれの町の境の外で、これに出会い、血

の復讐をする者が、その人を殺した者を殺しても、

彼には血を流した罪はない。 28彼は大祭司の死ぬま



民数記 427

で、そののがれの町におるべきものだからである。

大祭司の死んだ後は、人を殺した者は自分の所有の

地にかえることができる。 29これらのことはすべて

あなたがたの住む所で、代々あなたがたのためのお

きての定めとしなければならない。 30人を殺した者

、すなわち故殺人はすべて証人の証言にしたがって

殺されなければならない。しかし、だれもただひと

りの証言によって殺されることはない。 31あなたが

たは死に当る罪を犯した故殺人の命のあがないしろ

を取ってはならない。彼は必ず殺されなければなら

ない。 32また、のがれの町にのがれた者のために、

あがないしろを取って大祭司の死ぬ前に彼を自分の

地に帰り住まわせてはならない。 33あなたがたはそ

のおる所の地を汚してはならない。流血は地を汚す

からである。地の上に流された血は、それを流した

者の血によらなければあがなうことができない。 34

あなたがたは、その住む所の地、すなわちわたしの

おる地を汚してはならない。主なるわたしがイスラ

エルの人々のうちに住んでいるからである」。

36ヨセフの子孫の氏族のうち、マナセの子マキル

の子であるギレアデの子らの氏族のかしらたちがき

て、モーセとイスラエルの人々のかしらであるつか

さたちとの前で語って、 2言った、「イスラエルの

人々に、その嗣業の地をくじによって与えることを

主はあなたに命じられ、あなたもまた、われわれの

兄弟ゼロペハデの嗣業を、その娘たちに与えるよう

、主によって命じられました。 3その娘たちがもし

、イスラエルの人々のうちの他の部族のむすこたち

にとつぐならば、彼女たちの嗣業は、われわれの父
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祖の嗣業のうちから取り除かれて、そのとつぐ部族

の嗣業に加えられるでしょう。こうしてそれはわれ

われの嗣業の分から取り除かれるでしょう。 4そし

てイスラエルの人々のヨベルの年がきた時、彼女た

ちの嗣業は、そのとついだ部族の嗣業に加えられる

でしょう。こうして彼女たちの嗣業は、われわれの

父祖の部族の嗣業のうちから取り除かれるでしょう

」。 5モーセは主の言葉にしたがって、イスラエル

の人々に命じて言った、「ヨセフの子孫の部族の言

うところは正しい。 6ゼロペハデの娘たちについて

、主が命じられたことはこうである。すなわち『彼

女たちはその心にかなう者にとついでもよいが、た

だその父祖の部族の一族にのみ、とつがなければな

らない。 7そうすればイスラエルの人々の嗣業は、

部族から部族に移るようなことはないであろう。イ

スラエルの人々は、おのおのその父祖の部族の嗣業

をかたく保つべきだからである。 8イスラエルの人

々の部族のうち、嗣業をもっている娘はみな、その

父の部族に属する一族にとつがなければならない。

そうすればイスラエルの人々は、おのおのその父祖

の嗣業を保つことができる。 9こうして嗣業は一つ

の部族から他の部族に移ることはなかろう。イスラ

エルの人々の部族はおのおのその嗣業をかたく保つ

べきだからである』」。 10そこでゼロペハデの娘た

ちは、主がモーセに命じられたようにした。 11すな

わちゼロペハデの娘たち、マアラ、テルザ、ホグラ

、ミルカおよびノアは、その父の兄弟のむすこたち

にとついだ。 12彼女たちはヨセフの子マナセのむす

こたちの一族にとついだので、その嗣業はその父の
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一族の属する部族にとどまった。 13これらはエリコ

に近いヨルダンのほとりのモアブの平野で、主がモ

ーセによってイスラエルの人々に命じられた命令と

おきてである。
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申命記

1これはヨルダンの向こうの荒野、パランと、トペ

ル、ラバン、ハゼロテ、デザハブとの間の、スフの

前にあるアラバにおいて、モーセがイスラエルのす

べての人に告げた言葉である。 2ホレブからセイル

山の道を経て、カデシ・バルネアに達するには、十

一日の道のりである。 3第四十年の十一月となり、

その月の一日に、モーセはイスラエルの人々にむか

って、主が彼らのため彼に授けられた命令を、こと

ごとく告げた。 4これはモーセがヘシボンに住んで

いたアモリびとの王シホン、およびアシタロテとエ

デレイとに住んでいたバシャンの王オグを殺した後

であった。 5すなわちモーセはヨルダンの向こうの

モアブの地で、みずから、この律法の説明に当った

、そして言った、 6「われわれの神、主はホレブに

おいて、われわれに言われた、『あなたがたはすで

に久しく、この山にとどまっていたが、 7身をめぐ

らして道に進み、アモリびとの山地に行き、その近

隣のすべての所、アラバ、山地、低地、ネゲブ、海

べ、カナンびとの地、またレバノンに行き、大川ユ

フラテにまで行きなさい。 8見よ、わたしはこの地

をあなたがたの前に置いた。この地にはいって、そ

れを自分のものとしなさい。これは主が、あなたが

たの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓って、彼

らとその後の子孫に与えると言われた所である』。

9あの時、わたしはあなたがたに言った、『わたしは

ひとりであなたがたを負うことができない。 10あな

たがたの神、主はあなたがたを多くされたので、あ

なたがたは、きょう、空の星のように多い。 11どう
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ぞ、あなたがたの先祖の神、主があなたがたを、今

あるより千倍も多くし、またあなたがたに約束され

たように、あなたがたを恵んでくださるように。 12

わたしひとりで、どうして、あなたがたを負い、あ

なたがたの重荷と、あなたがたの争いを処理するこ

とができようか。 13あなたがたは、おのおの部族ご

とに、知恵があり、知識があって、人に知られてい

る人々を選び出しなさい。わたしはその人々を、あ

なたがたのかしらとするであろう』。 14その時、あ

なたがたはわたしに答えた、『あなたがしようと言

われることは良いことです』。 15そこで、わたしは

、あなたがたのうちから、知恵があり、人に知られ

ている人々を取って、あなたがたのかしらとした。

すなわち千人の長、百人の長、五十人の長、十人の

長とし、また、あなたがたの部族のつかさびととし

た。 16また、あのとき、わたしはあなたがたのさば

きびとたちに命じて言った、『あなたがたは、兄弟

たちの間の訴えを聞き、人とその兄弟、または寄留

の他国人との間を、正しくさばかなければならない

。 17あなたがたは、さばきをする時、人を片寄り見

てはならない。小さい者にも大いなる者にも聞かな

ければならない。人の顔を恐れてはならない。さば

きは神の事だからである。あなたがたで決めるのに

むずかしい事は、わたしのところに持ってこなけれ

ばならない。わたしはそれを聞くであろう』。 18わ

たしはまた、あの時、あなたがたがしなければなら

ないことを、ことごとく命じた。 19われわれの神、

主が命じられたように、われわれは、ホレブを出立

して、あなたがたが見た、あの大きな恐ろしい荒野
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を通り、アモリびとの山地へ行く道によって、カデ

シ・バルネアにきた。 20その時わたしはあなたがた

に言った、『あなたがたは、われわれの神、主がお

与えになるアモリびとの山地に着いた。 21見よ、あ

なたの神、主はこの地をあなたの前に置かれた。あ

なたの先祖の神、主が告げられたように、上って行

って、これを自分のものとしなさい。恐れてはなら

ない。おののいてはならない』。 22あなたがたは皆

わたしに近寄って言った、『われわれは人をさきに

つかわして、その地を探らせ、どの道から上るべき

か、どの町々に入るべきかを、復命させましょう』

。 23このことは良いと思ったので、わたしはあなた

がたのうち、おのおのの部族から、ひとりずつ十二

人の者を選んだ。 24彼らは身をめぐらして、山地に

上って行き、エシコルの谷へ行ってそれを探り、 25

その地のくだものを手に取って、われわれのところ

に持って下り、復命して言った、『われわれの神、

主が賜わる地は良い地です』。 26しかし、あなたが

たは上って行くことを好まないで、あなたがたの神

、主の命令にそむいた。 27そして天幕でつぶやいて

言った。『主はわれわれを憎んでアモリびとの手に

渡し、滅ぼそうとしてエジプトの国から導き出され

たのだ。 28われわれはどこへ上って行くのか。兄弟

たちは、「その民はわれわれよりも大きくて、背も

高い。町々は大きく、その石がきは天に届いている

。われわれは、またアナクびとの子孫をその所で見

た」と言って、われわれの心をくじいた』。 29その

時、わたしはあなたがたに言った、『彼らをこわが

ってはならない。また恐れてはならない。 30先に立
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って行かれるあなたがたの神、主はエジプトにおい

て、あなたがたの目の前で、すべてのことを行われ

たように、あなたがたのために戦われるであろう。

31あなたがたはまた荒野で、あなたの神、主が、人

のその子を抱くように、あなたを抱かれるのを見た

。あなたがたが、この所に来るまで、その道すがら

、いつもそうであった』。 32このように言っても、

あなたがたはなお、あなたがたの神、主を信じなか

った。 33主は道々あなたがたの先に立って行き、あ

なたがたが宿営する場所を捜し、夜は火のうちにあ

り、昼は雲のうちにあって、あなたがたに行くべき

道を示された。 34主は、あなたがたの言葉を聞いて

怒り、誓って言われた、 35『この悪い世代の人々の

うちには、わたしが、あなたがたの先祖たちに与え

ると誓ったあの良い地を見る者は、ひとりもないで

あろう。 36ただエフンネの子カレブだけはそれを見

ることができるであろう。彼が踏んだ地を、わたし

は彼とその子孫に与えるであろう。彼が全く主に従

ったからである』。 37主はまた、あなたがたのゆえ

に、わたしをも怒って言われた、『おまえもまた、

そこにはいることができないであろう。 38おまえに

仕えているヌンの子ヨシュアが、そこにはいるであ

ろう。彼を力づけよ。彼はイスラエルにそれを獲さ

せるであろう。 39またあなたがたが、かすめられる

であろうと言ったあなたがたのおさなごたち、およ

びその日にまだ善悪をわきまえないあなたがたの子

供たちが、そこにはいるであろう。わたしはそれを

彼らに与える。彼らはそれを所有とするであろう。

40あなたがたは身をめぐらし、紅海の道によって、
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荒野に進んで行きなさい』。 41しかし、あなたがた

はわたしに答えて言った、『われわれは主にむかっ

て罪を犯しました。われわれの神、主が命じられた

ように、われわれは上って行って戦いましょう』。

そして、おのおの武器を身に帯びて、かるがるしく

山地へ上って行こうとした。 42その時、主はわたし

に言われた、『彼らに言いなさい、「あなたがたは

上って行ってはならない。また戦ってはならない。

わたしはあなたがたのうちにいない。おそらく、あ

なたがたは敵に撃ち敗られるであろう」』。 43この

ようにわたしが告げたのに、あなたがたは聞かない

で主の命令にそむき、ほしいままに山地へ上って行

ったが、 44その山地に住んでいるアモリびとが、あ

なたがたに向かって出てきて、はちが追うように、

あなたがたを追いかけ、セイルで撃ち敗って、ホル

マにまで及んだ。 45あなたがたは帰ってきて、主の

前で泣いたが、主はあなたがたの声を聞かず、あな

たがたに耳を傾けられなかった。 46こうしてあなた

がたは、日久しくカデシにとどまった。あなたがた

のそこにとどまった日数のとおりである。

2それから、われわれは身をめぐらし、主がわたし

に告げられたように、紅海の方に向かって荒野に進

み入り、日久しくセイル山を行きめぐっていたが、

2主はわたしに言われた、 3『あなたがたは既に久し

くこの山を行きめぐっているが、身をめぐらして北

に進みなさい。 4おまえはまた民に命じて言え、「

あなたがたは、エサウの子孫、すなわちセイルに住

んでいるあなたがたの兄弟の領内を通ろうとしてい

る。彼らはあなたがたを恐れるであろう。それゆえ
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、あなたがたはみずから深く慎み、 5彼らと争って

はならない。彼らの地は、足の裏で踏むほどでも、

あなたがたに与えないであろう。わたしがセイル山

をエサウに与えて、領地とさせたからである。 6あ

なたがたは彼らから金で食物を買って食べ、また金

で水を買って飲まなければならない。 7あなたの神

、主が、あなたのするすべての事において、あなた

を恵み、あなたがこの大いなる荒野を通るのを、見

守られたからである。あなたの神、主がこの四十年

の間、あなたと共におられたので、あなたは何も乏

しいことがなかった」』。 8こうしてわれわれは、

エサウの子孫でセイルに住んでいる兄弟を離れ、ア

ラバの道を避け、エラテとエジオン・ゲベルを離れ

て進んだ。われわれは転じて、モアブの荒野の方に

向かって進んだ。 9その時、主はわたしに言われた

、『モアブを敵視してはならない。またそれと争い

戦ってはならない。彼らの地は、領地としてあなた

に与えない。ロトの子孫にアルを与えて、領地とさ

せたからである。 10（むかし、エミびとがこの所に

住んでいた。この民は大いなる民であって、数も多

く、アナクびとのように背も高く、 11またアナクび

とと同じくレパイムであると、みなされていたが、

モアブびとは、これをエミびとと呼んでいた。 12ホ

リびとも、むかしはセイルに住んでいたが、エサウ

の子孫がこれを追い払い、これを滅ぼし、彼らに代

ってそこに住んだ。主が賜わった所有の地に、イス

ラエルがおこなったのと同じである。） 13あなたが

たは、いま、立ちあがってゼレデ川を渡りなさい』

。そこでわれわれはゼレデ川を渡った。 14カデシ・
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バルネアを出てこのかた、ゼレデ川を渡るまでの間

の日は三十八年であって、その世代のいくさびとは

みな死に絶えて、宿営のうちにいなくなった。主が

彼らに誓われたとおりである。 15まことに主の手が

彼らを攻め、宿営のうちから滅ぼし去られたので、

彼らはついに死に絶えた。 16いくさびとがみな民の

うちから死に絶えたとき、 17主はわたしに言われた

、 18『おまえは、きょう、モアブの領地アルを通ろ

うとしている。 19アンモンの子孫に近づく時、おま

えは彼らを敵視してはならない。また争ってはなら

ない。わたしはアンモンの子孫の地を領地として、

おまえに与えない。それをロトの子孫に領地として

与えたからである。 20（これもまたレパイムの国と

みなされた。むかし、レパイムがここに住んでいた

からである。しかし、アンモンびとは彼らをザムズ

ミびとと呼んだ。 21この民は大いなる民であって数

も多く、アナクびとのように背も高かったが、主は

アンモンびとの前から、これを滅ぼされ、アンモン

びとがこれを追い払って、彼らに代ってそこに住ん

だ。 22この事は、セイルに住んでいるエサウの子孫

のためにその前から、ホリびとを滅ぼされたのと同

じである。彼らはホリびとを追い払い、これに代っ

て今日までそこに住んでいる。 23またカフトルから

出たカフトルびとは、ガザにまで及ぶ村々に住んで

いたアビびとを滅ぼして、これに代ってそこに住ん

でいる。） 24あなたがたは立ちあがり、進んでアル

ノン川を渡りなさい。わたしはヘシボンの王アモリ

びとシホンとその国とを、おまえの手に渡した。そ

れを征服し始めよ。彼と争って戦え。 25きょうから
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、わたしは全天下の民に、おまえをおびえ恐れさせ

るであろう。彼らはおまえのうわさを聞いて震え、

おまえのために苦しむであろう』。 26そこでわたし

は、ケデモテの荒野から、ヘシボンの王シホンに使

者をつかわし、平和の言葉を述べさせた。 27『あな

たの国を通らせてください。わたしは大路をとおっ

ていきます、右にも左にも曲りません。 28金で食物

を売ってわたしに食べさせ、金をとって水を与えて

わたしに飲ませてください。徒歩で通らせてくださ

るだけでよいのです。 29セイルに住むエサウの子孫

と、アルに住むモアブびとが、わたしにしたように

してください。そうすれば、わたしはヨルダンを渡

って、われわれの神、主が賜わる地に行きます』。

30しかし、ヘシボンの王シホンは、われわれを通ら

せるのを好まなかった。あなたの神、主が彼をあな

たの手に渡すため、その気を強くし、その心をかた

くなにされたからである。今日見るとおりである。

31時に主はわたしに言われた、『わたしはシホンと

、その地とを、おまえに渡し始めた。おまえはそれ

を征服しはじめ、その地を自分のものとせよ』。 32

そこでシホンは、われわれを攻めようとして、その

民をことごとく率い、出てきてヤハズで戦ったが、

33われわれの神、主が彼を渡されたので、われわれ

は彼とその子らと、そのすべての民とを撃ち殺した

。 34その時、われわれは彼のすべての町を取り、そ

のすべての町の男、女および子供を全く滅ぼして、

ひとりをも残さなかった。 35ただその家畜は、われ

われが取った町々のぶんどり物と共に、われわれが

獲て自分の物とした。 36アルノンの谷のほとりにあ
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るアロエルおよび谷の中にある町からギレアデに至

るまで、われわれが攻めて取れなかった町は一つも

なかった。われわれの神、主がことごとくわれわれ

に渡されたのである。 37ただアンモンの子孫の地、

すなわちヤボク川の全岸、および山地の町々、また

すべてわれわれの神、主が禁じられた所には近寄ら

なかった。

3そしてわれわれは身をめぐらして、バシャンの道

を上って行ったが、バシャンの王オグは、われわれ

を迎え撃とうとして、その民をことごとく率い、出

てきてエデレイで戦った。 2時に主はわたしに言わ

れた、『彼を恐れてはならない。わたしは彼と、そ

のすべての民と、その地をおまえの手に渡している

。おまえはヘシボンに住んでいたアモリびとの王シ

ホンにしたように、彼にするであろう』。 3こうし

てわれわれの神、主はバシャンの王オグと、そのす

べての民を、われわれの手に渡されたので、われわ

れはこれを撃ち殺して、ひとりをも残さなかった。

4その時、われわれは彼の町々を、ことごとく取った

。われわれが取らなかった町は一つもなかった。取

った町は六十。アルゴブの全地方であって、バシャ

ンにおけるオグの国である。 5これらは皆、高い石

がきがあり、門があり、貫の木のある堅固な町であ

った。このほかに石がきのない町は、非常に多かっ

た。 6われわれはヘシボンの王シホンにしたように

、これらを全く滅ぼし、そのすべての町の男、女お

よび子供をことごとく滅ぼした。 7ただし、そのす

べての家畜と、その町々からのぶんどり物とは、わ

れわれが獲て自分の物とした。 8その時われわれは
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ヨルダンの向こう側にいるアモリびとのふたりの王

の手から、アルノン川からヘルモン山までの地を取

った。 9（シドンびとはヘルモンをシリオンと呼び

、アモリびとはこれをセニルと呼んでいる。） 10す

なわち高原のすべての町、ギレアデの全地、バシャ

ンの全地、サルカおよびエデレイまで、バシャンに

あるオグの国の町々をことごとく取った。 11（バシ

ャンの王オグはレパイムのただひとりの生存者であ

った。彼の寝台は鉄の寝台であった。これは今なお

アンモンびとのラバにあるではないか。これは普通

のキュビト尺で、長さ九キュビト、幅四キュビトで

ある。） 12その時われわれは、この地を獲た。そし

てわたしはアルノン川のほとりのアロエルから始ま

る地と、ギレアデの山地の半ばと、その町々とは、

ルベンびとと、ガドびととに与えた。 13わたしはま

たギレアデの残りの地と、オグの国であったバシャ

ンの全地とは、マナセの半部族に与えた。すなわち

アルゴブの全地方である。（そのバシャンの全地は

レパイムの国と唱えられる。 14マナセの子ヤイルは

、アルゴブの全地方を取って、ゲシュルびとと、マ

アカびとの境にまで達し、自分の名にしたがって、

バシャンをハボテ・ヤイルと名づけた。この名は今

日にまでおよんでいる。） 15またわたしはマキルに

はギレアデを与えた。 16ルベンびとと、ガドびとと

には、ギレアデからアルノン川までを与え、その川

のまん中をもって境とし、またアンモンびとの境で

あるヤボク川にまで達せしめた。 17またヨルダンを

境として、キンネレテからアラバの海すなわち塩の

海まで、アラバをこれに与えて、東の方ピスガのふ
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もとに達せしめた。 18その時わたしはあなたがたに

命じて言った、『あなたがたの神、主はこの地をあ

なたがたに与えて、これを獲させられるから、あな

たがた勇士はみな武装して、兄弟であるイスラエル

の人々に先立って、渡って行かなければならない。

19ただし、あなたがたの妻と、子供と、家畜とは、

わたしが与えた町々にとどまらなければならない。

（わたしはあなたがたが多くの家畜を持っているの

を知っている。） 20主がすでにあなたがたに与えら

れたように、あなたがたの兄弟にも安息を与えられ

て、彼らもまたヨルダンの向こう側で、あなたがた

の神、主が与えられる地を獲るようになったならば

、あなたがたはおのおのわたしがあなたがたに与え

た領地に帰ることができる』。 21その時わたしはヨ

シュアに命じて言った、『あなたの目はあなたがた

の神、主がこのふたりの王に行われたすべてのこと

を見た。主はまたあなたが渡って行くもろもろの国

にも、同じように行われるであろう。 22彼らを恐れ

てはならない。あなたがたの神、主があなたがたの

ために戦われるからである』。 23その時わたしは主

に願って言った、 24『主なる神よ、あなたの大いな

る事と、あなたの強い手とを、たった今、しもべに

示し始められました。天にも地にも、あなたのよう

なわざをなし、あなたのような力あるわざのできる

神が、ほかにありましょうか。 25どうぞ、わたしに

ヨルダンを渡って行かせ、その向こう側の良い地、

あの良い山地、およびレバノンを見ることのできる

ようにしてください』。 26しかし主はあなたがたの

ゆえにわたしを怒り、わたしに聞かれなかった。そ
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して主はわたしに言われた、『おまえはもはや足り

ている。この事については、重ねてわたしに言って

はならない。 27おまえはピスガの頂に登り、目をあ

げて西、北、南、東を望み見よ。おまえはこのヨル

ダンを渡ることができないからである。 28しかし、

おまえはヨシュアに命じ、彼を励まし、彼を強くせ

よ。彼はこの民に先立って渡って行き、彼らにおま

えの見る地を継がせるであろう』。 29こうしてわれ

われはベテペオルに対する谷にとどまっていた。

4イスラエルよ、いま、わたしがあなたがたに教え

る定めと、おきてとを聞いて、これを行いなさい。

そうすれば、あなたがたは生きることができ、あな

たがたの先祖の神、主が賜わる地にはいって、それ

を自分のものとすることができよう。 2わたしがあ

なたがたに命じる言葉に付け加えてはならない。ま

た減らしてはならない。わたしが命じるあなたがた

の神、主の命令を守ることのできるためである。 3

あなたがたの目は、主がバアル・ペオルで行われた

ことを見た。ペオルのバアルに従った人々は、あな

たの神、主がことごとく、あなたのうちから滅ぼし

つくされたのである。 4しかし、あなたがたの神、

主につき従ったあなたがたは皆、きょう、生きなが

らえている。 5わたしはわたしの神、主が命じられ

たとおりに、定めと、おきてとを、あなたがたに教

える。あなたがたがはいって、自分のものとする地

において、そのように行うためである。 6あなたが

たは、これを守って行わなければならない。これは

、もろもろの民にあなたがたの知恵、また知識を示

す事である。彼らは、このもろもろの定めを聞いて
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、『この大いなる国民は、まことに知恵あり、知識

ある民である』と言うであろう。 7われわれの神、

主は、われわれが呼び求める時、つねにわれわれに

近くおられる。いずれの大いなる国民に、このよう

に近くおる神があるであろうか。 8また、いずれの

大いなる国民に、きょう、わたしがあなたがたの前

に立てるこのすべての律法のような正しい定めと、

おきてとがあるであろうか。 9ただあなたはみずか

ら慎み、またあなた自身をよく守りなさい。そして

目に見たことを忘れず、生きながらえている間、そ

れらの事をあなたの心から離してはならない。また

それらのことを、あなたの子孫に知らせなければな

らない。 10あなたがホレブにおいて、あなたの神、

主の前に立った日に、主はわたしに言われた、『民

をわたしのもとに集めよ。わたしは彼らにわたしの

言葉を聞かせ、地上に生きながらえる間、彼らにわ

たしを恐れることを学ばせ、またその子供を教える

ことのできるようにさせよう』。 11そこであなたが

たは近づいて、山のふもとに立ったが、山は火で焼

けて、その炎は中天に達し、暗黒と雲と濃い雲とが

あった。 12時に主は火の中から、あなたがたに語ら

れたが、あなたがたは言葉の声を聞いたけれども、

声ばかりで、なんの形も見なかった。 13主はその契

約を述べて、それを行うように、あなたがたに命じ

られた。それはすなわち十誡であって、主はそれを

二枚の石の板に書きしるされた。 14その時、主はわ

たしに命じて、あなたがたに定めと、おきてとを教

えさせられた。あなたがたが渡って行って自分のも

のとする地で、行わせるためであった。 15それゆえ
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、あなたがたはみずから深く慎まなければならない

。ホレブで主が火の中からあなたがたに語られた日

に、あなたがたはなんの形も見なかった。 16それで

あなたがたは道を誤って、自分のために、どんな形

の刻んだ像をも造ってはならない。男または女の像

を造ってはならない。 17すなわち地の上におるもろ

もろの獣の像、空を飛ぶもろもろの鳥の像、 18地に

這うもろもろの物の像、地の下の水の中におるもろ

もろの魚の像を造ってはならない。 19あなたはまた

目を上げて天を望み、日、月、星すなわちすべて天

の万象を見、誘惑されてそれを拝み、それに仕えて

はならない。それらのものは、あなたの神、主が全

天下の万民に分けられたものである。 20しかし、主

はあなたがたを取って、鉄の炉すなわちエジプトか

ら導き出し、自分の所有の民とされた。きょう、見

るとおりである。 21ところで主はあなたがたのゆえ

に、わたしを怒り、わたしがヨルダンを渡って行く

ことができないことと、あなたの神、主が嗣業とし

てあなたに賜わる良い地にはいることができないこ

ととを誓われた。 22わたしはこの地で死ぬ。ヨルダ

ンを渡って行くことはできない。しかしあなたがた

は渡って行って、あの良い地を獲るであろう。 23あ

なたがたは慎み、あなたがたの神、主があなたがた

と結ばれた契約を忘れて、あなたの神、主が禁じら

れたどんな形の刻んだ像をも造ってはならない。 24

あなたの神、主は焼きつくす火、ねたむ神である。

25あなたがたが子を生み、孫を得、長くその地にお

るうちに、道を誤って、すべて何かの形に刻んだ像

を造り、あなたの神、主の目の前に悪をなして、そ



申命記 444

の憤りを引き起すことがあれば、 26わたしは、きょ

う、天と地を呼んであなたがたに対してあかしとす

る。あなたがたはヨルダンを渡って行って獲る地か

ら、たちまち全滅するであろう。あなたがたはその

所で長く命を保つことができず、全く滅ぼされるで

あろう。 27主はあなたがたを国々に散らされるであ

ろう。そして主があなたがたを追いやられる国民の

うちに、あなたがたの残る者の数は少ないであろう

。 28その所であなたがたは人が手で作った、見るこ

とも、聞くことも、食べることも、かぐこともない

木や石の神々に仕えるであろう。 29しかし、その所

からあなたの神、主を求め、もし心をつくし、精神

をつくして、主を求めるならば、あなたは主に会う

であろう。 30後の日になって、あなたがなやみにあ

い、これらのすべての事が、あなたに臨むとき、も

しあなたの神、主に立ち帰ってその声に聞きしたが

うならば、 31あなたの神、主はいつくしみの深い神

であるから、あなたを捨てず、あなたを滅ぼさず、

またあなたの先祖に誓った契約を忘れられないであ

ろう。 32試みにあなたの前に過ぎ去った日について

問え。神が地上に人を造られた日からこのかた、天

のこの端から、かの端までに、かつてこのように大

いなる事があったであろうか。このようなことを聞

いたことがあったであろうか。 33火の中から語られ

る神の声をあなたが聞いたように、聞いてなお生き

ていた民がかつてあったであろうか。 34あるいはま

た、あなたがたの神、主がエジプトにおいて、あな

たがたの目の前に、あなたがたのためにもろもろの

事をなされたように、試みと、しるしと、不思議と
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、戦いと、強い手と、伸ばした腕と、大いなる恐る

べき事とをもって臨み、一つの国民を他の国民のう

ちから引き出して、自分の民とされた神が、かつて

あったであろうか。 35あなたにこの事を示したのは

、主こそ神であって、ほかに神のないことを知らせ

るためであった。 36あなたを訓練するために、主は

天からその声を聞かせ、地上では、またその大いな

る火を示された。あなたはその言葉が火の中から出

るのを聞いた。 37主はあなたの先祖たちを愛された

ので、その後の子孫を選び、大いなる力をもって、

みずからあなたをエジプトから導き出し、 38あなた

よりも大きく、かつ強いもろもろの国民を、あなた

の前から追い払い、あなたをその地に導き入れて、

これを嗣業としてあなたに与えようとされること、

今日見るとおりである。 39それゆえ、あなたは、き

ょう知って、心にとめなければならない。上は天、

下は地において、主こそ神にいまし、ほかに神のな

いことを。 40あなたは、きょう、わたしが命じる主

の定めと命令とを守らなければならない。そうすれ

ば、あなたとあなたの後の子孫はさいわいを得、あ

なたの神、主が永久にあなたに賜わる地において、

長く命を保つことができるであろう」。 41それから

モーセはヨルダンの向こう側、東の方に三つの町々

を指定した。 42過去の恨みによるのではなく、あや

まって隣人を殺した者をそこにのがれさせ、その町

の一つにのがれて、命を全うさせるためであった。

43すなわちルベンびとのためには荒野の中の高地に

あるベゼルを、ガドびとのためにはギレアデのラモ

テを、マナセびとのためにはバシャンのゴランを定
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めた。 44モーセがイスラエルの人々の前に示した律

法はこれである。 45イスラエルの人々がエジプトか

ら出たとき、モーセが彼らに述べたあかしと、定め

と、おきてとはこれである。 46すなわちヨルダンの

向こう側、アモリびとの王シホンの国のベテペオル

に対する谷においてこれを述べた。シホンはヘシボ

ンに住んでいたが、モーセとイスラエルの人々が、

エジプトを出てきた時、これを撃ち敗って、 47その

国を獲、またバシャンの王オグの国を獲た。このふ

たりはアモリびとの王であって、ヨルダンの向こう

側、東の方におった。 48彼らの獲た地はアルノン川

のほとりにあるアロエルからシリオン山すなわちヘ

ルモンに及び、 49ヨルダンの東側のアラバの全部を

かねて、アラバの海に達し、ピスガのふもとに及ん

だ。

5さてモーセはイスラエルのすべての人を召し寄せ

て言った、「イスラエルよ、きょう、わたしがあな

たがたの耳に語る定めと、おきてを聞き、これを学

び、これを守って行え。 2われわれの神、主はホレ

ブで、われわれと契約を結ばれた。 3主はこの契約

をわれわれの先祖たちとは結ばず、きょう、ここに

生きながらえているわれわれすべての者と結ばれた

。 4主は山で火の中から、あなたがたと顔を合わせ

て語られた。 5その時、わたしは主とあなたがたと

の間に立って主の言葉をあなたがたに伝えた。あな

たがたは火のゆえに恐れて山に登ることができなか

ったからである。主は言われた、 6『わたしはあな

たの神、主であって、あなたをエジプトの地、奴隷

の家から導き出した者である。 7あなたはわたしの
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ほかに何ものをも神としてはならない。 8あなたは

自分のために刻んだ像を造ってはならない。上は天

にあるもの、下は地にあるもの、また地の下の水の

中にあるものの、どのような形をも造ってはならな

い。 9それを拝んではならない。またそれに仕えて

はならない。あなたの神、主であるわたしは、ねた

む神であるから、わたしを憎むものには、父の罪を

子に報いて三、四代に及ぼし、 10わたしを愛し、わ

たしの戒めを守る者には恵みを施して千代に至るで

あろう。 11あなたの神、主の名をみだりに唱えては

ならない。主はその名をみだりに唱える者を罰しな

いではおかないであろう。 12安息日を守ってこれを

聖とし、あなたの神、主があなたに命じられたよう

にせよ。 13六日のあいだ働いて、あなたのすべての

わざをしなければならない。 14七日目はあなたの神

、主の安息であるから、なんのわざをもしてはなら

ない。あなたも、あなたのむすこ、娘、しもべ、は

しため、牛、ろば、もろもろの家畜も、あなたの門

のうちにおる他国の人も同じである。こうしてあな

たのしもべ、はしためを、あなたと同じように休ま

せなければならない。 15あなたはかつてエジプトの

地で奴隷であったが、あなたの神、主が強い手と、

伸ばした腕とをもって、そこからあなたを導き出さ

れたことを覚えなければならない。それゆえ、あな

たの神、主は安息日を守ることを命じられるのであ

る。 16あなたの神、主が命じられたように、あなた

の父と母とを敬え。あなたの神、主が賜わる地で、

あなたが長く命を保ち、さいわいを得ることのでき

るためである。 17あなたは殺してはならない。 18
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あなたは姦淫してはならない。 19あなたは盗んでは

ならない。 20あなたは隣人について偽証してはなら

ない。 21あなたは隣人の妻をむさぼってはならない

。また隣人の家、畑、しもべ、はしため、牛、ろば

、またすべて隣人のものをほしがってはならない』

。 22主はこれらの言葉を山で火の中、雲の中、濃い

雲の中から、大いなる声をもって、あなたがたの全

会衆にお告げになったが、このほかのことは言われ

ず、二枚の石の板にこれを書きしるして、わたしに

授けられた。 23時に山は火で燃えていたが、あなた

がたが暗黒のうちから聞える声を聞くに及んで、あ

なたがたの部族のすべてのかしらと長老たちは、わ

たしに近寄って、 24言った、『われわれの神、主が

その栄光と、その大いなることとを、われわれに示

されて、われわれは火の中から出るその声を聞きま

した。きょう、われわれは神が人と語られ、しかも

なおその人が生きているのを見ました。 25われわれ

はなぜ死ななければならないでしょうか。この大い

なる火はわれわれを焼き滅ぼそうとしています。も

しこの上なおわれわれの神、主の声を聞くならば、

われわれは死んでしまうでしょう。 26およそ肉なる

者のうち、だれが、火の中から語られる生ける神の

声を、われわれのように聞いてなお生きている者が

ありましょうか。 27あなたはどうぞ近く進んで行っ

て、われわれの神、主が言われることをみな聞き、

われわれの神、主があなたにお告げになることをす

べてわれわれに告げてください。われわれは聞いて

行います』。 28あなたがたがわたしに語っている時

、主はあなたがたの言葉を聞いて、わたしに言われ



申命記 449

た、『わたしはこの民がおまえに語っている言葉を

聞いた。彼らの言ったことはみな良い。 29ただ願わ

しいことは、彼らがつねにこのような心をもってわ

たしを恐れ、わたしのすべての命令を守って、彼ら

もその子孫も永久にさいわいを得るにいたることで

ある。 30おまえは行って彼らに、「あなたがたはお

のおのその天幕に帰れ」と言え。 31しかし、おまえ

はこの所でわたしのそばに立て。わたしはすべての

命令と、定めと、おきてとをおまえに告げ示すであ

ろう。おまえはこれを彼らに教え、わたしが彼らに

与えて獲させる地において、これを行わせなければ

ならない』。 32それゆえ、あなたがたの神、主が命

じられたとおりに、慎んで行わなければならない。

そして左にも右にも曲ってはならない。 33あなたが

たの神、主が命じられた道に歩まなければならない

。そうすればあなたがたは生きることができ、かつ

さいわいを得て、あなたがたの獲る地において、長

く命を保つことができるであろう。

6これはあなたがたの神、主があなたがたに教えよ

と命じられた命令と、定めと、おきてであって、あ

なたがたは渡って行って獲る地で、これを行わなけ

ればならない。 2これはあなたが子や孫と共に、あ

なたの生きながらえる日の間、つねにあなたの神、

主を恐れて、わたしが命じるもろもろの定めと、命

令とを守らせるため、またあなたが長く命を保つこ

とのできるためである。 3それゆえ、イスラエルよ

、聞いて、それを守り行え。そうすれば、あなたは

さいわいを得、あなたの先祖の神、主があなたに言

われたように、乳と蜜の流れる国で、あなたの数は
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大いに増すであろう。 4イスラエルよ聞け。われわ

れの神、主は唯一の主である。 5あなたは心をつく

し、精神をつくし、力をつくして、あなたの神、主

を愛さなければならない。 6きょう、わたしがあな

たに命じるこれらの言葉をあなたの心に留め、 7努

めてこれをあなたの子らに教え、あなたが家に座し

ている時も、道を歩く時も、寝る時も、起きる時も

、これについて語らなければならない。 8またあな

たはこれをあなたの手につけてしるしとし、あなた

の目の間に置いて覚えとし、 9またあなたの家の入

口の柱と、あなたの門とに書きしるさなければなら

ない。 10あなたの神、主は、あなたの先祖アブラハ

ム、イサク、ヤコブに向かって、あなたに与えると

誓われた地に、あなたをはいらせられる時、あなた

が建てたものでない大きな美しい町々を得させ、 11

あなたが満たしたものでないもろもろの良い物を満

たした家を得させ、あなたが掘ったものでない掘り

井戸を得させ、あなたが植えたものでないぶどう畑

とオリブの畑とを得させられるであろう。あなたは

食べて飽きるであろう。 12その時、あなたはみずか

ら慎み、エジプトの地、奴隷の家から導き出された

主を忘れてはならない。 13あなたの神、主を恐れて

これに仕え、その名をさして誓わなければならない

。 14あなたがたは他の神々すなわち周囲の民の神々

に従ってはならない。 15あなたのうちにおられるあ

なたの神、主はねたむ神であるから、おそらく、あ

なたに向かって怒りを発し、地のおもてからあなた

を滅ぼし去られるであろう。 16あなたがたがマッサ

でしたように、あなたがたの神、主を試みてはなら



申命記 451

ない。 17あなたがたの神、主があなたがたに命じら

れた命令と、あかしと、定めとを、努めて守らなけ

ればならない。 18あなたは主が見て正しいとし、良

いとされることを行わなければならない。そうすれ

ば、あなたはさいわいを得、かつ主があなたの先祖

に誓われた、あの良い地にはいって、自分のものと

することができるであろう。 19また主が仰せられた

ように、あなたの敵を皆あなたの前から追い払われ

るであろう。 20後の日となって、あなたの子があな

たに問うて言うであろう、『われわれの神、主があ

なたがたに命じられたこのあかしと、定めと、おき

てとは、なんのためですか』。 21その時あなたはそ

の子に言わなければならない。『われわれはエジプ

トでパロの奴隷であったが、主は強い手をもって、

われわれをエジプトから導き出された。 22主はわれ

われの目の前で、大きな恐ろしいしるしと不思議と

をエジプトと、パロとその全家とに示され、 23われ

われをそこから導き出し、かつてわれわれの先祖に

誓われた地にはいらせ、それをわれわれに賜わった

。 24そして主はこのすべての定めを行えと、われわ

れに命じられた。これはわれわれの神、主を恐れて

、われわれが、つねにさいわいであり、また今日の

ように、主がわれわれを守って命を保たせるためで

ある。 25もしわれわれが、命じられたとおりに、こ

のすべての命令をわれわれの神、主の前に守って行

うならば、それはわれわれの義となるであろう』。

7あなたの神、主が、あなたの行って取る地にあな

たを導き入れ、多くの国々の民、ヘテびと、ギルガ

シびと、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒ
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ビびと、およびエブスびと、すなわちあなたよりも

数多く、また力のある七つの民を、あなたの前から

追いはらわれる時、 2すなわちあなたの神、主が彼

らをあなたに渡して、これを撃たせられる時は、あ

なたは彼らを全く滅ぼさなければならない。彼らと

なんの契約をもしてはならない。彼らに何のあわれ

みをも示してはならない。 3また彼らと婚姻をして

はならない。あなたの娘を彼のむすこに与えてはな

らない。かれの娘をあなたのむすこにめとってはな

らない。 4それは彼らがあなたのむすこを惑わして

わたしに従わせず、ほかの神々に仕えさせ、そのた

め主はあなたがたにむかって怒りを発し、すみやか

にあなたがたを滅ぼされることとなるからである。

5むしろ、あなたがたはこのように彼らに行わなけれ

ばならない。すなわち彼らの祭壇をこぼち、その石

の柱を撃ち砕き、そのアシラ像を切り倒し、その刻

んだ像を火で焼かなければならない。 6あなたはあ

なたの神、主の聖なる民である。あなたの神、主は

地のおもてのすべての民のうちからあなたを選んで

、自分の宝の民とされた。 7主があなたがたを愛し

、あなたがたを選ばれたのは、あなたがたがどの国

民よりも数が多かったからではない。あなたがたは

よろずの民のうち、もっとも数の少ないものであっ

た。 8ただ主があなたがたを愛し、またあなたがた

の先祖に誓われた誓いを守ろうとして、主は強い手

をもってあなたがたを導き出し、奴隷の家から、エ

ジプトの王パロの手から、あがない出されたのであ

る。 9それゆえあなたは知らなければならない。あ

なたの神、主は神にましまし、真実の神にましまし
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て、彼を愛し、その命令を守る者には、契約を守り

、恵みを施して千代に及び、 10また彼を憎む者には

、めいめいに報いて滅ぼされることを。主は自分を

憎む者には猶予することなく、めいめいに報いられ

る。 11それゆえ、きょうわたしがあなたに命じる命

令と、定めと、おきてとを守って、これを行わなけ

ればならない。 12あなたがたがこれらのおきてを聞

いて守り行うならば、あなたの神、主はあなたの先

祖たちに誓われた契約を守り、いつくしみを施され

るであろう。 13あなたを愛し、あなたを祝福し、あ

なたの数を増し、あなたに与えると先祖たちに誓わ

れた地で、あなたの子女を祝福し、あなたの地の産

物、穀物、酒、油、また牛の子、羊の子を増される

であろう。 14あなたは万民にまさって祝福されるで

あろう。あなたのうち、男も女も子のないものはな

く、またあなたの家畜にも子のないものはないであ

ろう。 15主はまたすべての病をあなたから取り去り

、あなたの知っている、あのエジプトの悪疫にかか

らせず、ただあなたを憎むすべての者にそれを臨ま

せられるであろう。 16あなたの神、主があなたに渡

される国民を滅ぼしつくし、彼らを見てあわれんで

はならない。また彼らの神々に仕えてはならない。

それがあなたのわなとなるからである。 17あなたは

心のうちで『これらの国民はわたしよりも多いから

、どうしてこれを追い払うことができようか』と言

うのか。 18彼らを恐れてはならない。あなたの神、

主がパロと、すべてのエジプトびととにされたこと

を、よく覚えなさい。 19すなわち、あなたが目で見

た大いなる試みと、しるしと、不思議と、強い手と
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、伸ばした腕とを覚えなさい。あなたの神、主はこ

れらをもって、あなたを導き出されたのである。ま

たそのように、あなたの神、主はあなたが恐れてい

るすべての民にされるであろう。 20あなたの神、主

はまた、くまばちを彼らのうちに送って、なお残っ

ている者と逃げ隠れている者を滅ぼしつくされるで

あろう。 21あなたは彼らを恐れてはならない。あな

たの神、主である大いなる恐るべき神があなたのう

ちにおられるからである。 22あなたの神、主はこれ

らの国民を徐々にあなたの前から追い払われるであ

ろう。あなたはすみやかに彼らを滅ぼしつくしては

ならない。そうでなければ、野の獣が増してあなた

を害するであろう。 23しかし、あなたの神、主は彼

らをあなたに渡し、大いなる混乱におとしいれて、

ついに滅ぼされるであろう。 24また彼らの王たちを

あなたの手に渡されるであろう。あなたは彼らの名

を天の下から消し去るであろう。あなたに立ちむか

うものはなく、あなたはついに彼らを滅ぼすにいた

るであろう。 25あなたは彼らの神々の彫像を火に焼

かなければならない。それに着せた銀または金をむ

さぼってはならない。これを取って自分のものにし

てはならない。そうでなければ、あなたはこれによ

って、わなにかかるであろう。これはあなたの神が

忌みきらわれるものだからである。 26あなたは忌む

べきものを家に持ちこんで、それと同じようにあな

た自身も、のろわれたものとなってはならない。あ

なたはそれを全く忌みきらわなければならない。そ

れはのろわれたものだからである。
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8わたしが、きょう、命じるこのすべての命令を、

あなたがたは守って行わなければならない。そうす

ればあなたがたは生きることができ、かつふえ増し

、主があなたがたの先祖に誓われた地にはいって、

それを自分のものとすることができるであろう。 2

あなたの神、主がこの四十年の間、荒野であなたを

導かれたそのすべての道を覚えなければならない。

それはあなたを苦しめて、あなたを試み、あなたの

心のうちを知り、あなたがその命令を守るか、どう

かを知るためであった。 3それで主はあなたを苦し

め、あなたを飢えさせ、あなたも知らず、あなたの

先祖たちも知らなかったマナをもって、あなたを養

われた。人はパンだけでは生きず、人は主の口から

出るすべてのことばによって生きることをあなたに

知らせるためであった。 4この四十年の間、あなた

の着物はすり切れず、あなたの足は、はれなかった

。 5あなたはまた人がその子を訓練するように、あ

なたの神、主もあなたを訓練されることを心にとめ

なければならない。 6あなたの神、主の命令を守り

、その道に歩んで、彼を恐れなければならない。 7

それはあなたの神、主があなたを良い地に導き入れ

られるからである。そこは谷にも山にもわき出る水

の流れ、泉、および淵のある地、 8小麦、大麦、ぶ

どう、いちじく及びざくろのある地、油のオリブの

木、および蜜のある地、 9あなたが食べる食物に欠

けることなく、なんの乏しいこともない地である。

その地の石は鉄であって、その山からは銅を掘り取

ることができる。 10あなたは食べて飽き、あなたの

神、主がその良い地を賜わったことを感謝するであ
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ろう。 11あなたは、きょう、わたしが命じる主の命

令と、おきてと、定めとを守らず、あなたの神、主

を忘れることのないように慎まなければならない。

12あなたは食べて飽き、麗しい家を建てて住み、 13

また牛や羊がふえ、金銀が増し、持ち物がみな増し

加わるとき、 14おそらく心にたかぶり、あなたの神

、主を忘れるであろう。主はあなたをエジプトの地

、奴隷の家から導き出し、 15あなたを導いて、あの

大きな恐ろしい荒野、すなわち火のへびや、さそり

がいて、水のない、かわいた地を通り、あなたのた

めに堅い岩から水を出し、 16先祖たちも知らなかっ

たマナを荒野であなたに食べさせられた。それはあ

なたを苦しめ、あなたを試みて、ついにはあなたを

さいわいにするためであった。 17あなたは心のうち

に『自分の力と自分の手の働きで、わたしはこの富

を得た』と言ってはならない。 18あなたはあなたの

神、主を覚えなければならない。主はあなたの先祖

たちに誓われた契約を今日のように行うために、あ

なたに富を得る力を与えられるからである。 19もし

あなたの神、主を忘れて他の神々に従い、これに仕

え、これを拝むならば、わたしは、きょう、あなた

がたに警告する。あなたがたはきっと滅びるであろ

う。 20主があなたがたの前から滅ぼし去られる国々

の民のように、あなたがたも滅びるであろう。あな

たがたの神、主の声に従わないからである。

9イスラエルよ、聞きなさい。あなたは、きょう、

ヨルダンを渡って行って、あなたよりも大きく、か

つ強い国々を取ろうとしている。その町々は大きく

、石がきは天に達している。 2その民は、あなたの
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知っているアナクびとの子孫であって、大きく、ま

た背が高い。あなたはまた『アナクの子孫の前に、

だれが立つことができようか』と人の言うのを聞い

た。 3それゆえ、あなたは、きょう、あなたの神、

主は焼きつくす火であって、あなたの前に進まれる

ことを知らなければならない。主は彼らを滅ぼし、

彼らをあなたの前に屈伏させられるであろう。主が

あなたに言われたように、彼らを追い払い、すみや

かに滅ぼさなければならない。 4あなたの神、主が

あなたの前から彼らを追い払われた後に、あなたは

心のなかで『わたしが正しいから主はわたしをこの

地に導き入れてこれを獲させられた』と言ってはな

らない。この国々の民が悪いから、主はこれをあな

たの前から追い払われるのである。 5あなたが行っ

てその地を獲るのは、あなたが正しいからではなく

、またあなたの心がまっすぐだからでもない。この

国々の民が悪いから、あなたの神、主は彼らをあな

たの前から追い払われるのである。これは主があな

たの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓われた言

葉を行われるためである。 6それであなたは、あな

たの神、主があなたにこの良い地を与えてこれを得

させられるのは、あなたが正しいからではないこと

を知らなければならない。あなたは強情な民である

。 7あなたは荒野であなたの神、主を怒らせたこと

を覚え、それを忘れてはならない。あなたがたはエ

ジプトの地を出た日からこの所に来るまで、いつも

主にそむいた。 8またホレブにおいてさえ、あなた

がたが主を怒らせたので、主は怒ってあなたがたを

滅ぼそうとされた。 9わたしが石の板すなわち主が
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あなたがたと結ばれた契約の板を受けるために山に

登った時、わたしは四十日四十夜、山にいて、パン

も食べず水も飲まなかった。 10主は神の指をもって

書きしるした石の板二枚をわたしに授けられた。そ

の上には、集会の日に主が山で火の中から、あなた

がたに告げられた言葉が、ことごとく書いてあった

。 11すなわち四十日四十夜が終った時、主はわたし

にその契約の板である石の板二枚を授け、 12そして

主はわたしに言われた、『おまえは立って、すみや

かにこの所から降りなさい。おまえがエジプトから

導き出した民は悪を行ったからである。彼らはわた

しが命じた道を早くも離れて、鋳た像を自分たちの

ために造った』。 13主はまたわたしに言われた、『

この民を見るのに、これは強情な民である。 14わた

しを止めるな。わたしは彼らを滅ぼし、彼らの名を

天の下から消し去り、おまえを彼らよりも強く、か

つ大いなる国民としよう』。 15そこでわたしは身を

めぐらして山を降りたが、山は火で焼けていた。契

約の板二枚はわたしの両手にあった。 16そしてわた

しが見ると、あなたがたは、あなたがたの神、主に

むかって罪を犯し、自分たちのために鋳物の子牛を

造って、主が命じられた道を早くも離れたので、 17

わたしはその二枚の板をつかんで、両手から投げ出

し、あなたがたの目の前でこれを砕いた。 18そして

わたしは前のように四十日四十夜、主の前にひれ伏

し、パンも食べず、水も飲まなかった。これはあな

たがたが主の目の前に悪をおこない、罪を犯して主

を怒らせたすべての罪によるのである。 19主は怒り

を発し、憤りを起し、あなたがたを怒って滅ぼそう
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とされたので、わたしは恐れたが、その時もまた主

はわたしの願いを聞かれた。 20主はまた、はなはだ

しくアロンを怒って、彼を滅ぼそうとされたが、わ

たしはその時もまたアロンのために祈った。 21わた

しはあなたがたが造って罪を得た子牛を取り、それ

を火で焼き、それを撃ち砕き、よくひいて細かいち

りとし、そのちりを山から流れ下る谷川に投げ捨て

た。 22あなたがたはタベラ、マッサおよびキブロテ

・ハッタワにおいてもまた主を怒らせた。 23また主

はカデシ・バルネアから、あなたがたをつかわそう

とされた時、『上って行って、わたしが与える地を

占領せよ』と言われた。ところが、あなたがたはあ

なたがたの神、主の命令にそむき、彼を信ぜず、ま

た彼の声に聞き従わなかった。 24わたしがあなたが

たを知ったその日からこのかた、あなたがたはいつ

も主にそむいた。 25そしてわたしは、さきにひれ伏

したように、四十日四十夜、主の前にひれ伏した。

主があなたがたを滅ぼすと言われたからである。 26

わたしは主に祈って言った、『主なる神よ、あなた

が大いなる力をもってあがない、強い手をもってエ

ジプトから導き出されたあなたの民、あなたの嗣業

を滅ぼさないでください。 27あなたのしもべアブラ

ハム、イサク、ヤコブを覚えてください。この民の

強情と悪と罪とに目をとめないでください。 28あな

たがわれわれを導き出された国の人はおそらく、「

主は、約束した地に彼らを導き入れることができず

、また彼らを憎んだので、彼らを導き出して荒野で

殺したのだ」と言うでしょう。 29しかし彼らは、あ

なたの民、あなたの嗣業であって、あなたが大いな
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る力と伸ばした腕とをもって導き出されたのです』

。

10その時、主はわたしに言われた、『おまえは、

前のような石の板二枚を切って作り、山に登って、

わたしのもとにきなさい。また木の箱一つを作りな

さい。 2さきにおまえが砕いた二枚の板に書いてあ

った言葉を、わたしはその板に書きしるそう。おま

えはそれをその箱におさめなければならない』。 3

そこでわたしはアカシヤ材の箱一つを作り、また前

のような石の板二枚を切って作り、その二枚の板を

手に持って山に登った。 4主はかつて、かの集会の

日に山で火の中からあなたがたに告げられた十誡を

書きしるされたように、その板に書きしるし、それ

を主はわたしに授けられた。 5それでわたしは身を

めぐらして山から降り、その板を、わたしが作った

箱におさめた。今なおその中にある。主がわたしに

命じられたとおりである。 6（こうしてイスラエル

の人々はベエロテ・ベネ・ヤカンを出立してモセラ

に着いた。アロンはその所で死んでそこに葬られ、

その子エレアザルが彼に代って祭司となった。 7ま

たそこを出立してグデゴダに至り、グデゴダを出立

してヨテバタに着いた。この地には多くの水の流れ

があった。 8その時、主はレビの部族を選んで、主

の契約の箱をかつぎ、主の前に立って仕え、また主

の名をもって祝福することをさせられた。この事は

今日に及んでいる。 9そのためレビは兄弟たちと一

緒には分け前がなく、嗣業もない。あなたの神、主

が彼に言われたとおり、主みずからが彼の嗣業であ

った。） 10わたしは前の時のように四十日四十夜、



申命記 461

山におったが、主はその時にもわたしの願いを聞か

れた。主はあなたを滅ぼすことを望まれなかった。

11そして主はわたしに『おまえは立ちあがり、民に

先立って進み行き、わたしが彼らに与えると、その

先祖に誓った地に彼らをはいらせ、それを取らせよ

』と言われた。 12イスラエルよ、今、あなたの神、

主があなたに求められる事はなんであるか。ただこ

れだけである。すなわちあなたの神、主を恐れ、そ

のすべての道に歩んで、彼を愛し、心をつくし、精

神をつくしてあなたの神、主に仕え、 13また、わた

しがきょうあなたに命じる主の命令と定めとを守っ

て、さいわいを得ることである。 14見よ、天と、も

ろもろの天の天、および地と、地にあるものとはみ

な、あなたの神、主のものである。 15そうであるの

に、主はただあなたの先祖たちを喜び愛し、その後

の子孫であるあなたがたを万民のうちから選ばれた

。今日見るとおりである。 16それゆえ、あなたがた

は心に割礼をおこない、もはや強情であってはなら

ない。 17あなたがたの神である主は、神の神、主の

主、大いにして力ある恐るべき神にましまし、人を

かたより見ず、また、まいないを取らず、 18みなし

子とやもめのために正しいさばきを行い、また寄留

の他国人を愛して、食物と着物を与えられるからで

ある。 19それゆえ、あなたがたは寄留の他国人を愛

しなさい。あなたがたもエジプトの国で寄留の他国

人であった。 20あなたの神、主を恐れ、彼に仕え、

彼に従い、その名をさして誓わなければならない。

21彼はあなたのさんびすべきもの、またあなたの神

であって、あなたが目に見たこれらの大いなる恐る
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べき事を、あなたのために行われた。 22あなたの先

祖たちは、わずか七十人でエジプトに下ったが、い

ま、あなたの神、主はあなたを天の星のように多く

された。

11それゆえ、あなたの神、主を愛し、常にそのさ

としと、定めと、おきてと、戒めとを守らなければ

ならない。 2あなたがたは、きょう、次のことを知

らなければならない。わたしが語るのは、あなたが

たの子供たちに対してではない。彼らはあなたがた

の神、主の訓練と、主の大いなる事と、その強い手

と、伸べた腕とを知らず、また見なかった。 3また

彼らは主がエジプトで、エジプト王パロとその全国

に対して行われたしるしと、わざ、 4また主がエジ

プトの軍勢とその馬と戦車とに行われた事、すなわ

ち彼らがあなたがたのあとを追ってきた時に、紅海

の水を彼らの上にあふれさせ、彼らを滅ぼされて、

今日に至った事、 5またあなたがたがこの所に来る

まで、主が荒野で、あなたがたに行われた事、 6お

よびルベンの子のエリアブの子、ダタンとアビラム

とにされた事、すなわちイスラエルのすべての人々

の中で、地が口を開き、彼らと、その家族と、天幕

と、彼らに従うすべてのものを、のみつくした事な

どを彼らは知らず、また見なかった。 7しかし、あ

なたがたは主が行われたこれらの大いなる事を、こ

とごとく目に見たのである。 8ゆえに、わたしが、

きょう、あなたがたに命じる戒めを、ことごとく守

らなければならない。そうすればあなたがたは強く

なり、渡って行って取ろうとする地にはいって、そ

れを取ることができ、 9かつ、主が先祖たちに誓っ
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て彼らとその子孫とに与えようと言われた地、乳と

蜜の流れる国において、長く生きることができるで

あろう。 10あなたがたが行って取ろうとする地は、

あなたがたが出てきたエジプトの地のようではない

。あそこでは、青物畑でするように、あなたがたは

種をまき、足でそれに水を注いだ。 11しかし、あな

たがたが渡って行って取る地は、山と谷の多い地で

、天から降る雨で潤っている。 12その地は、あなた

の神、主が顧みられる所で、年の始めから年の終り

まで、あなたの神、主の目が常にその上にある。 13

もし、きょう、あなたがたに命じるわたしの命令に

よく聞き従って、あなたがたの神、主を愛し、心を

つくし、精神をつくして仕えるならば、 14主はあな

たがたの地に雨を、秋の雨、春の雨ともに、時にし

たがって降らせ、穀物と、ぶどう酒と、油を取り入

れさせ、 15また家畜のために野に草を生えさせられ

るであろう。あなたは飽きるほど食べることができ

るであろう。 16あなたがたは心が迷い、離れ去って

、他の神々に仕え、それを拝むことのないよう、慎

まなければならない。 17おそらく主はあなたがたに

むかい怒りを発して、天を閉ざされるであろう。そ

のため雨は降らず、地は産物を出さず、あなたがた

は主が賜わる良い地から、すみやかに滅びうせるで

あろう。 18それゆえ、これらのわたしの言葉を心と

魂におさめ、またそれを手につけて、しるしとし、

目の間に置いて覚えとし、 19これを子供たちに教え

、家に座している時も、道を歩く時も、寝る時も、

起きる時も、それについて語り、 20また家の入口の

柱と、門にそれを書きしるさなければならない。 21
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そうすれば、主が先祖たちに与えようと誓われた地

に、あなたがたの住む日数およびあなたがたの子供

たちの住む日数は、天が地をおおう日数のように多

いであろう。 22もしわたしがあなたがたに命じるこ

のすべての命令をよく守って行い、あなたがたの神

、主を愛し、そのすべての道に歩み、主につき従う

ならば、 23主はこの国々の民を皆、あなたがたの前

から追い払われ、あなたがたはあなたがたよりも大

きく、かつ強い国々を取るに至るであろう。 24あな

たがたが足の裏で踏む所は皆、あなたがたのものと

なり、あなたがたの領域は荒野からレバノンに及び

、また大川ユフラテから西の海に及ぶであろう。 25

だれもあなたがたに立ち向かうことのできる者はな

いであろう。あなたがたの神、主は、かつて言われ

たように、あなたがたの踏み入る地の人々が、あな

たがたを恐れおののくようにされるであろう。 26見

よ、わたしは、きょう、あなたがたの前に祝福と、

のろいとを置く。 27もし、きょう、わたしがあなた

がたに命じるあなたがたの神、主の命令に聞き従う

ならば、祝福を受けるであろう。 28もしあなたがた

の神、主の命令に聞き従わず、わたしが、きょう、

あなたがたに命じる道を離れ、あなたがたの知らな

かった他の神々に従うならば、のろいを受けるであ

ろう。 29あなたの神、主が、あなたの行って占領す

る地にあなたを導き入れられる時、あなたはゲリジ

ム山に祝福を置き、エバル山にのろいを置かなけれ

ばならない。 30これらの山はヨルダンの向こう側、

アラバに住んでいるカナンびとの地で、日の入る方

の道の西側にあり、ギルガルに向かいあって、モレ
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のテレビンの木の近くにあるではないか。 31あなた

がたはヨルダンを渡り、あなたがたの神、主が賜わ

る地にはいって、それを占領しようとしている。あ

なたがたはそれを占領して、そこに住むであろう。

32それゆえ、わたしが、きょう、あなたがたに授け

る定めと、おきてをことごとく守って行わなければ

ならない。

12これはあなたの先祖たちの神、主が所有として

賜わる地で、あなたがたが世に生きながらえている

間、守り行わなければならない定めと、おきてであ

る。 2あなたがたの追い払う国々の民が、その神々

に仕えた所は、高い山にあるものも、丘にあるもの

も、青木の下にあるものも、ことごとくこわし、 3

その祭壇をこぼち、柱を砕き、アシラ像を火で焼き

、また刻んだ神々の像を切り倒して、その名をその

所から消し去らなければならない。 4ただし、あな

たがたの神、主にはそのようにしてはならない。 5

あなたがたの神、主がその名を置くために、あなた

がたの全部族のうちから選ばれる場所、すなわち主

のすまいを尋ね求めて、そこに行き、 6あなたがた

の燔祭と、犠牲と、十分の一と、ささげ物と、誓願

の供え物と、自発の供え物および牛、羊のういごを

そこに携えて行って、 7そこであなたがたの神、主

の前で食べ、あなたがたも、家族も皆、手を労して

獲るすべての物を喜び楽しまなければならない。こ

れはあなたの神、主の恵みによって獲るものだから

である。 8そこでは、われわれがきょうここでして

いるように、めいめいで正しいと思うようにふるま

ってはならない。 9あなたがたはまだ、あなたがた
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の神、主から賜わる安息と嗣業の地に、はいってい

ないのである。 10しかし、あなたがたがヨルダンを

渡り、あなたがたの神、主が嗣業として賜わる地に

住むようになり、さらに主があなたがたの周囲の敵

をことごとく除いて、安息を与え、あなたがたが安

らかに住むようになる時、 11あなたがたの神、主は

その名を置くために、一つの場所を選ばれるであろ

う。あなたがたはそこにわたしの命じる物をすべて

携えて行かなければならない。すなわち、あなたが

たの燔祭と、犠牲と、十分の一と、ささげ物および

あなたがたが主に誓ったすべての誓願の供え物とを

携えて行かなければならない。 12そしてあなたがた

のむすこ、娘、しもべ、はしためと共にあなたがた

の神、主の前に喜び楽しまなければならない。また

町の内におるレビびととも、そうしなければならな

い。彼はあなたがたのうちに分け前がなく、嗣業を

持たないからである。 13慎んで、すべてあなたがよ

いと思う場所で、みだりに燔祭をささげないように

しなければならない。 14ただあなたの部族の一つの

うちに、主が選ばれるその場所で、燔祭をささげ、

またわたしが命じるすべての事をしなければならな

い。 15しかし、あなたの神、主が賜わる恵みにした

がって、すべて心に好む獣を、どの町ででも殺して

、その肉を食べることができる。すなわち、かもし

かや雄じかの肉と同様にそれを、汚れた人も、清い

人も、食べることができる。 16ただし、その血は食

べてはならない。水のようにそれを地に注がなけれ

ばならない。 17あなたの穀物と、ぶどう酒と、油と

の十分の一および牛、羊のういご、ならびにあなた
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が立てる誓願の供え物と、自発の供え物およびささ

げ物は、町の内で食べることはできない。 18あなた

の神、主が選ばれる場所で、あなたの神、主の前で

それを食べなければならない。すなわちあなたのむ

すこ、娘、しもべ、はしため、および町の内におる

レビびとと共にそれを食べ、手を労して獲るすべて

の物を、あなたの神、主の前に喜び楽しまなければ

ならない。 19慎んで、あなたが世に生きながらえて

いる間、レビびとを捨てないようにしなければなら

ない。 20あなたの神、主が約束されたように、あな

たの領域を広くされるとき、あなたは肉を食べたい

と願って、『わたしは肉を食べよう』と言うであろ

う。その時、あなたはほしいだけ肉を食べることが

できる。 21もしあなたの神、主がその名を置くため

に選ばれる場所が、遠く離れているならば、わたし

が命じるように、主が賜わる牛、羊をほふり、門の

内で、ほしいだけ食べることができる。 22かもしか

や、雄じかを食べるように、それを食べることがで

きる。すなわち汚れた人も、清い人も一様にそれを

食べることができる。 23ただ堅く慎んで、その血を

食べないようにしなければならない。血は命だから

である。その命を肉と一緒に食べてはならない。 24

あなたはそれを食べてはならない。水のようにそれ

を地に注がなければならない。 25あなたはそれを食

べてはならない。こうして、主が正しいと見られる

事を行うならば、あなたにも後の子孫にも、さいわ

いがあるであろう。 26ただあなたのささげる聖なる

物と、誓願の物とは、主が選ばれる場所へ携えて行

かなければならない。 27そして燔祭をささげる時は
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、肉と血とをあなたの神、主の祭壇の上にささげな

ければならない。犠牲をささげる時は、血をあなた

の神、主の祭壇にそそぎかけ、肉はみずから食べる

ことができる。 28あなたはわたしが命じるこれらの

事を、ことごとく聞いて守らなければならない。こ

うしてあなたの神、主が見て良いとし、正しいとさ

れる事を行うならば、あなたにも後の子孫にも、長

くさいわいがあるであろう。 29あなたの神、主が、

あなたの行って追い払おうとする国々の民を、あな

たの前から断ち滅ぼされ、あなたがついにその国々

を獲て、その地に住むようになる時、 30あなたはみ

ずから慎み、彼らがあなたの前から滅ぼされた後、

彼らにならって、わなにかかってはならない。また

彼らの神々を尋ね求めて、『これらの国々の民はど

のようにその神々に仕えたのか、わたしもそのよう

にしよう』と言ってはならない。 31あなたの神、主

に対しては、そのようにしてはならない。彼らは主

の憎まれるもろもろの忌むべき事を、その神々にむ

かって行い、むすこ、娘をさえ火に焼いて、神々に

ささげたからである。 32あなたがたはわたしが命じ

るこのすべての事を守って行わなければならない。

これにつけ加えてはならない。また減らしてはなら

ない。

13あなたがたのうちに預言者または夢みる者が起

って、しるしや奇跡を示し、 2あなたに告げるその

しるしや奇跡が実現して、あなたがこれまで知らな

かった『ほかの神々に、われわれは従い仕えよう』

と言っても、 3あなたはその預言者または夢みる者

の言葉に聞き従ってはならない。あなたがたの神、
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主はあなたがたが心をつくし、精神をつくして、あ

なたがたの神、主を愛するか、どうかを知ろうと、

このようにあなたがたを試みられるからである。 4

あなたがたの神、主に従って歩み、彼を恐れ、その

戒めを守り、その言葉に聞き従い、彼に仕え、彼に

つき従わなければならない。 5その預言者または夢

みる者を殺さなければならない。あなたがたをエジ

プトの国から導き出し、奴隷の家からあがなわれた

あなたがたの神、主にあなたがたをそむかせ、あな

たの神、主が歩めと命じられた道を離れさせようと

して語るゆえである。こうしてあなたがたのうちか

ら悪を除き去らなければならない。 6同じ母に生れ

たあなたの兄弟、またはあなたのむすこ、娘、また

はあなたのふところの妻、またはあなたと身命を共

にする友が、ひそかに誘って『われわれは行って他

の神々に仕えよう』と言うかも知れない。これはあ

なたも先祖たちも知らなかった神々、 7すなわち地

のこのはてから、地のかのはてまで、あるいは近く

、あるいは遠く、あなたの周囲にある民の神々であ

る。 8しかし、あなたはその人に従ってはならない

。その人の言うことを聞いてはならない。その人を

あわれんではならない。その人を惜しんではならな

い。その人をかばってはならない。 9必ず彼を殺さ

なければならない。彼を殺すには、あなたがまず彼

に手を下し、その後、民がみな手を下さなければな

らない。 10彼はエジプトの国、奴隷の家からあなた

を導き出されたあなたの神、主からあなたを離れさ

せようとしたのであるから、あなたは石をもって彼

を撃ち殺さなければならない。 11そうすればイスラ
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エルは皆聞いて恐れ、重ねてこのような悪い事を、

あなたがたのうちに行わないであろう。 12あなたの

神、主があなたに与えて住まわせられる町の一つで

、 13よこしまな人々があなたがたのうちに起って、

あなたがたの知らなかった『ほかの神々に、われわ

れは行って仕えよう』と言って、その町に住む人々

を誘惑したことを聞くならば、 14あなたはそれを尋

ね、探り、よく問いたださなければならない。そし

て、そのような憎むべき事があなたがたのうちに行

われた事が、真実で、確かならば、 15あなたは必ず

、その町に住む者をつるぎの刃にかけて撃ち殺し、

その町と、そのうちにおるすべての者、およびその

家畜をつるぎの刃にかけて、ことごとく滅ぼさなけ

ればならない。 16またそのすべてのぶんどり物は、

町の広場の中央に集め、火をもってその町と、すべ

てのぶんどり物とを、ことごとく焼いて、あなたの

神、主にささげなければならない。これはながく荒

塚となって、再び建て直されないであろう。 17その

のろわれた物は一つもあなたの手に留めおいてはな

らない。主が激しい怒りをやめ、あなたに慈悲を施

して、あなたをあわれみ、先祖たちに誓われたよう

に、あなたの数を多くされるためである。 18あなた

の神、主の言葉に聞き従い、わたしが、きょう、命

じるすべての戒めを守り、あなたの神、主が正しい

と見られる事を行うならば、このようになるであろ

う。

14あなたがたはあなたがたの神、主の子供である

。死んだ人のために自分の身に傷をつけてはならな

い。また額の髪をそってはならない。 2あなたはあ
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なたの神、主の聖なる民だからである。主は地のお

もてのすべての民のうちからあなたを選んで、自分

の宝の民とされた。 3忌むべき物は、どんなもので

も食べてはならない。 4あなたがたの食べることが

できる獣は次のとおりである。すなわち牛、羊、や

ぎ、 5雄じか、かもしか、こじか、野やぎ、くじか

、おおじか、野羊など、 6獣のうち、すべて、ひず

めの分れたもの、ひずめが二つに切れたもので、反

芻するものは食べることができる。 7ただし、反芻

するものと、ひずめの分れたもののうち、次のもの

は食べてはならない。すなわち、らくだ、野うさぎ

、および岩だぬき、これらは反芻するけれども、ひ

ずめが分れていないから汚れたものである。 8また

豚、これは、ひずめが分れているけれども、反芻し

ないから、汚れたものである。その肉を食べてはな

らない。またその死体に触れてはならない。 9水の

中にいるすべての物のうち、次のものは食べること

ができる。すなわち、すべて、ひれと、うろこのあ

るものは、食べることができる。 10すべて、ひれと

、うろこのないものは、食べてはならない。これは

汚れたものである。 11すべて清い鳥は食べることが

できる。 12ただし、次のものは食べてはならない。

すなわち、はげわし、ひげはげわし、みさご、 13黒

とび、はやぶさ、とびの類。 14各種のからすの類。

15だちょう、夜たか、かもめ、たかの類。 16ふくろ

う、みみずく、むらさきばん、 17ペリカン、はげた

か、う、 18こうのとり、さぎの類。やつがしら、こ

うもり。 19またすべて羽があって這うものは汚れた

ものである。それを食べてはならない。 20すべて翼
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のある清いものは食べることができる。 21すべて自

然に死んだものは食べてはならない。町の内におる

寄留の他国人に、それを与えて食べさせることがで

きる。またそれを外国人に売ってもよい。あなたは

あなたの神、主の聖なる民だからである。子やぎを

その母の乳で煮てはならない。 22あなたは毎年、畑

に種をまいて獲るすべての産物の十分の一を必ず取

り分けなければならない。 23そしてあなたの神、主

の前、すなわち主がその名を置くために選ばれる場

所で、穀物と、ぶどう酒と、油との十分の一と、牛

、羊のういごを食べ、こうして常にあなたの神、主

を恐れることを学ばなければならない。 24ただし、

その道があまりに遠く、あなたの神、主がその名を

置くために選ばれる場所が、非常に遠く離れていて

、あなたの神、主があなたを恵まれるとき、それを

携えて行くことができないならば、 25あなたはその

物を金に換え、その金を包んで手に取り、あなたの

神、主が選ばれる場所に行き、 26その金をすべてあ

なたの好む物に換えなければならない。すなわち牛

、羊、ぶどう酒、濃い酒など、すべてあなたの欲す

る物に換え、その所であなたの神、主の前でそれを

食べ、家族と共に楽しまなければならない。 27町の

内におるレビびとを捨ててはならない。彼はあなた

がたのうちに分がなく、嗣業を持たない者だからで

ある。 28三年の終りごとに、その年の産物の十分の

一を、ことごとく持ち出して、町の内にたくわえ、

29あなたがたのうちに分け前がなく、嗣業を持たな

いレビびと、および町の内におる寄留の他国人と、

孤児と、寡婦を呼んで、それを食べさせ、満足させ
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なければならない。そうすれば、あなたの神、主は

あなたが手で行うすべての事にあなたを祝福される

であろう。

15あなたは七年の終りごとに、ゆるしを行わなけ

ればならない。 2そのゆるしのしかたは次のとおり

である。すべてその隣人に貸した貸主はそれをゆる

さなければならない。その隣人または兄弟にそれを

督促してはならない。主のゆるしが、ふれ示された

からである。 3外国人にはそれを督促することがで

きるが、あなたの兄弟に貸した物はゆるさなければ

ならない。 4しかしあなたがたのうちに貧しい者は

なくなるであろう。（あなたの神、主が嗣業として

与えられる地で、あなたを祝福されるからである。

） 5ただ、あなたの神、主の言葉に聞き従って、わ

たしが、きょう、あなたに命じることの戒めを、こ

とごとく守り行うとき、そのようになるであろう。

6あなたの神、主が約束されたようにあなたを祝福さ

れるから、あなたは多くの国びとに貸すようになり

、借りることはないであろう。またあなたは多くの

国びとを治めるようになり、彼らがあなたを治める

ことはないであろう。 7あなたの神、主が賜わる地

で、もしあなたの兄弟で貧しい者がひとりでも、町

の内におるならば、その貧しい兄弟にむかって、心

をかたくなにしてはならない。また手を閉じてはな

らない。 8必ず彼に手を開いて、その必要とする物

を貸し与え、乏しいのを補わなければならない。 9

あなたは心に邪念を起し、『第七年のゆるしの年が

近づいた』と言って、貧しい兄弟に対し、物を惜し

んで、何も与えないことのないように慎まなければ
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ならない。その人があなたを主に訴えるならば、あ

なたは罪を得るであろう。 10あなたは心から彼に与

えなければならない。彼に与える時は惜しんではな

らない。あなたの神、主はこの事のために、あなた

をすべての事業と、手のすべての働きにおいて祝福

されるからである。 11貧しい者はいつまでも国のう

ちに絶えることがないから、わたしは命じて言う、

『あなたは必ず国のうちにいるあなたの兄弟の乏し

い者と、貧しい者とに、手を開かなければならない

』。 12もしあなたの兄弟であるヘブルの男、または

ヘブルの女が、あなたのところに売られてきて、六

年仕えたならば、第七年には彼に自由を与えて去ら

せなければならない。 13彼に自由を与えて去らせる

時は、から手で去らせてはならない。 14群れと、打

ち場と、酒ぶねのうちから取って、惜しみなく彼に

与えなければならない。すなわちあなたの神、主が

あなたを恵まれたように、彼に与えなければならな

い。 15あなたはかつてエジプトの国で奴隷であった

が、あなたの神、主があなたをあがない出された事

を記憶しなければならない。このゆえにわたしは、

きょう、この事を命じる。 16しかしその人があなた

と、あなたの家族を愛し、あなたと一緒にいること

を望み、『わたしはあなたを離れて去りたくありま

せん』と言うならば、 17あなたは、きりを取って彼

の耳を戸に刺さなければならない。そうすれば、彼

はいつまでもあなたの奴隷となるであろう。女奴隷

にもそうしなければならない。 18彼に自由を与えて

去らせる時には、快く去らせなければならない。彼

が六年間、賃銀を取る雇人の二倍あなたに仕えて働
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いたからである。あなたがそうするならば、あなた

の神、主はあなたが行うすべての事にあなたを祝福

されるであろう。 19牛、羊の産む雄のういごは皆あ

なたの神、主に聖別しなければならない。牛のうい

ごを用いてなんの仕事をもしてはならない。また羊

のういごの毛を切ってはならない。 20あなたの神、

主が選ばれる所で、主の前にあなたは家族と共に年

ごとにそれを食べなければならない。 21しかし、そ

の獣がもし傷のあるもの、すなわち足なえまたは、

めくらなど、すべて悪い傷のあるものである時は、

あなたの神、主にそれを犠牲としてささげてはなら

ない。 22町の内でそれを食べなければならない。汚

れた人も、清い人も、かもしかや、雄じかと同様に

それを食べることができる。 23ただし、その血は食

べてはならない。水のようにそれを地にそそがなけ

ればならない。

16あなたはアビブの月を守って、あなたの神、主

のために過越の祭を行わなければならない。アビブ

の月に、あなたの神、主が夜の間にあなたをエジプ

トから導き出されたからである。 2主がその名を置

くために選ばれる場所で、羊または牛をあなたの神

、主に過越の犠牲としてほふらなければならない。

3種を入れたパンをそれと共に食べてはならない。七

日のあいだ、種入れぬパンすなわち悩みのパンを、

それと共に食べなければならない。あなたがエジプ

トの国から出るとき、急いで出たからである。こう

して世に生きながらえる日の間、エジプトの国から

出てきた日を常に覚えなければならない。 4その七

日の間は、国の内どこにもパン種があってはならな
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い。また初めの日の夕暮にほふるものの肉を、翌朝

まで残しておいてはならない。 5あなたの神、主が

賜わる町の内で、過越の犠牲をほふってはならない

。 6ただあなたの神、主がその名を置くために選ば

れる場所で、夕暮の日の入るころ、あなたがエジプ

トから出た時刻に、過越の犠牲をほふらなければな

らない。 7そしてあなたの神、主が選ばれる場所で

、それを焼いて食べ、朝になって天幕に帰らなけれ

ばならない。 8六日のあいだ種入れぬパンを食べ、

七日目にあなたの神、主のために聖会を開かなけれ

ばならない。なんの仕事もしてはならない。 9また

七週間を数えなければならない。すなわち穀物に、

かまを入れ始める時から七週間を数え始めなければ

ならない。 10そしてあなたの神、主のために七週の

祭を行い、あなたの神、主が賜わる祝福にしたがっ

て、力に応じ、自発の供え物をささげなければなら

ない。 11こうしてあなたはむすこ、娘、しもべ、は

しためおよび町の内におるレビびと、ならびにあな

たがたのうちにおる寄留の他国人と孤児と寡婦と共

に、あなたの神、主がその名を置くために選ばれる

場所で、あなたの神、主の前に喜び楽しまなければ

ならない。 12あなたはかつてエジプトで奴隷であっ

たことを覚え、これらの定めを守り行わなければな

らない。 13打ち場と、酒ぶねから取入れをしたとき

、七日のあいだ仮庵の祭を行わなければならない。

14その祭の時には、あなたはむすこ、娘、しもべ、

はしためおよび町の内におるレビびと、寄留の他国

人、孤児、寡婦と共に喜び楽しまなければならない

。 15主が選ばれる場所で七日の間、あなたの神、主
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のために祭を行わなければならない。あなたの神、

主はすべての産物と、手のすべてのわざとにおいて

、あなたを祝福されるから、あなたは大いに喜び楽

しまなければならない。 16あなたのうちの男子は皆

あなたの神、主が選ばれる場所で、年に三度、すな

わち種入れぬパンの祭と、七週の祭と、仮庵の祭に

、主の前に出なければならない。ただし、から手で

主の前に出てはならない。 17あなたの神、主が賜わ

る祝福にしたがい、おのおの力に応じて、ささげ物

をしなければならない。 18あなたの神、主が賜わる

すべての町々の内に、部族にしたがって、さばきび

とと、つかさびととを、立てなければならない。そ

して彼らは正しいさばきをもって民をさばかなけれ

ばならない。 19あなたはさばきを曲げてはならない

。人をかたより見てはならない。また賄賂を取って

はならない。賄賂は賢い者の目をくらまし、正しい

者の事件を曲げるからである。 20ただ公義をのみ求

めなければならない。そうすればあなたは生きなが

らえて、あなたの神、主が賜わる地を所有するにい

たるであろう。 21あなたの神、主のために築く祭壇

のかたわらに、アシラの木像をも立ててはならない

。 22またあなたの神、主が憎まれる柱を立ててはな

らない。

17すべて傷があり、欠けた所のある牛または羊は

あなたの神、主にささげてはならない。そのような

ものはあなたの神、主の忌みきらわれるものだから

である。 2あなたの神、主が賜わる町で、あなたが

たのうちに、もし男子または女子があなたの神、主

の前に悪事をおこなって、契約にそむき、 3行って



申命記 478

他の神々に仕え、それを拝み、わたしの禁じる、日

や月やその他の天の万象を拝むことがあり、 4その

事を知らせる者があって、あなたがそれを聞くなら

ば、あなたはそれをよく調べなければならない。そ

してその事が真実であり、そのような憎むべき事が

確かにイスラエルのうちに行われていたならば、 5

あなたはその悪事をおこなった男子または女子を町

の門にひき出し、その男子または女子を石で撃ち殺

さなければならない。 6ふたりの証人または三人の

証人の証言によって殺すべき者を殺さなければなら

ない。ただひとりの証人の証言によって殺してはな

らない。 7そのような者を殺すには、証人がまず手

を下し、それから民が皆、手を下さなければならな

い。こうしてあなたのうちから悪を除き去らなけれ

ばならない。 8町の内に訴え事が起り、その事件が

もし血を流す事、または権利を争う事、または人を

撃った事などであって、あなたが、さばきかねるも

のである時は、立ってあなたの神、主が選ばれる場

所にのぼり、 9レビびとである祭司と、その時の裁

判人とに行って尋ねなければならない。彼らはあな

たに判決の言葉を告げるであろう。 10あなたは、主

が選ばれるその場所で、彼らが告げる言葉に従って

おこない、すべて彼らが教えるように守り行わなけ

ればならない。 11すなわち彼らが教える律法と、彼

らが告げる判決とに従って行わなければならない。

彼らが告げる言葉にそむいて、右にも左にもかたよ

ってはならない。 12もし人がほしいままにふるまい

、あなたの神、主の前に立って仕える祭司または裁

判人に聞き従わないならば、その人を殺して、イス



申命記 479

ラエルのうちから悪を除かなければならない。 13そ

うすれば民は皆、聞いて恐れ、重ねてほしいままに

ふるまうことをしないであろう。 14あなたの神、主

が賜わる地に行き、それを獲てそこに住むようにな

る時、もしあなたが『わたしも周囲のすべての国び

とのように、わたしの上に王を立てよう』と言うな

らば、 15必ずあなたの神、主が選ばれる者を、あな

たの上に立てて王としなければならない。同胞のひ

とりを、あなたの上に立てて王としなければならな

い。同胞でない外国人をあなたの上に立ててはなら

ない。 16王となる人は自分のために馬を多く獲よう

としてはならない。また馬を多く獲るために民をエ

ジプトに帰らせてはならない。主はあなたがたにむ

かって、『この後かさねてこの道に帰ってはならな

い』と仰せられたからである。 17また妻を多く持っ

て心を、迷わしてはならない。また自分のために金

銀を多くたくわえてはならない。 18彼が国の王位に

つくようになったら、レビびとである祭司の保管す

る書物から、この律法の写しを一つの書物に書きし

るさせ、 19世に生きながらえる日の間、常にそれを

自分のもとに置いて読み、こうしてその神、主を恐

れることを学び、この律法のすべての言葉と、これ

らの定めとを守って行わなければならない。 20そう

すれば彼の心が同胞を見くだして、高ぶることなく

、また戒めを離れて、右にも左にも曲ることなく、

その子孫と共にイスラエルにおいて、長くその位に

とどまることができるであろう。

18レビびとである祭司すなわちレビの全部族はイ

スラエルのうちに、分も嗣業も持たない。彼らは主
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にささげられる火祭の物と、その他のささげ物とを

食べなければならない。 2彼らはその兄弟のうちに

嗣業を持たない。かつて彼らに約束されたとおり主

が彼らの嗣業である。 3祭司が民から受ける分は次

のとおりである。すなわち犠牲をささげる者は、牛

でも、羊でも、その肩と、両方のほおと、胃とを祭

司に与えなければならない。 4また穀物と、ぶどう

酒と、油の初物および羊の毛の初物をも彼に与えな

ければならない。 5あなたの神、主がすべての部族

のうちから彼を選び出して、彼とその子孫を長く主

の名によって立って仕えさせられるからである。 6

レビびとはイスラエルの全地のうち、どこにいる者

でも、彼が宿っている町を出て、主が選ばれる場所

に行くならば、 7彼は主の前に立っているすべての

兄弟レビびとと同じように、その神、主の名によっ

て仕えることができる。 8彼が食べる分は彼らと同

じである。ただし彼はこのほかに父の遺産を売って

獲た物を持つことができる。 9あなたの神、主が賜

わる地にはいったならば、その国々の民の憎むべき

事を習いおこなってはならない。 10あなたがたのう

ちに、自分のむすこ、娘を火に焼いてささげる者が

あってはならない。また占いをする者、卜者、易者

、魔法使、 11呪文を唱える者、口寄せ、かんなぎ、

死人に問うことをする者があってはならない。 12主

はすべてこれらの事をする者を憎まれるからである

。そしてこれらの憎むべき事のゆえにあなたの神、

主は彼らをあなたの前から追い払われるのである。

13あなたの神、主の前にあなたは全き者でなければ

ならない。 14あなたが追い払うかの国々の民は卜者
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、占いをする者に聞き従うからである。しかし、あ

なたには、あなたの神、主はそうする事を許されな

い。 15あなたの神、主はあなたのうちから、あなた

の同胞のうちから、わたしのようなひとりの預言者

をあなたのために起されるであろう。あなたがたは

彼に聞き従わなければならない。 16これはあなたが

集会の日にホレブであなたの神、主に求めたことで

ある。すなわちあなたは『わたしが死ぬことのない

ようにわたしの神、主の声を二度とわたしに聞かせ

ないでください。またこの大いなる火を二度と見さ

せないでください』と言った。 17主はわたしに言わ

れた、『彼らが言ったことは正しい。 18わたしは彼

らの同胞のうちから、おまえのようなひとりの預言

者を彼らのために起して、わたしの言葉をその口に

授けよう。彼はわたしが命じることを、ことごとく

彼らに告げるであろう。 19彼がわたしの名によって

、わたしの言葉を語るのに、もしこれに聞き従わな

い者があるならば、わたしはそれを罰するであろう

。 20ただし預言者が、わたしが語れと命じないこと

を、わたしの名によってほしいままに語り、あるい

は他の神々の名によって語るならば、その預言者は

殺さなければならない』。 21あなたは心のうちに『

われわれは、その言葉が主の言われたものでないと

、どうして知り得ようか』と言うであろう。 22もし

預言者があって、主の名によって語っても、その言

葉が成就せず、またその事が起らない時は、それは

主が語られた言葉ではなく、その預言者がほしいま

まに語ったのである。その預言者を恐れるに及ばな

い。
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19あなたの神、主が国々の民を滅ぼしつくして、

あなたの神、主がその地を賜わり、あなたがそれを

獲て、その町々と、その家々に住むようになる時は

、 2あなたの神、主が与えて獲させられる地のうち

に、三つの町をあなたのために指定しなければなら

ない。 3そしてそこに行く道を備え、またあなたの

神、主があなたに継がせられる地の領域を三区に分

け、すべて人を殺した者をそこにのがれさせなけれ

ばならない。 4人を殺した者がそこにのがれて、命

を全うすべき場合は次のとおりである。すなわち以

前から憎むこともないのに、知らないでその隣人を

殺した場合、 5たとえば人が木を切ろうとして、隣

人と一緒に林に入り、手におのを取って、木を切り

倒そうと撃ちおろすとき、その頭が柄から抜け、隣

人にあたって、死なせたような場合がそれである。

そういう人はこれらの町の一つにのがれて、命を全

うすることができる。 6そうしなければ、復讐する

者が怒って、その殺した者を追いかけ、道が長いた

めに、ついに追いついて殺すであろう。しかし、そ

の人は以前から彼を憎んでいた者でないから、殺さ

れる理由はない。 7それでわたしはあなたに命じて

『三つの町をあなたのために指定しなければならな

い』と言ったのである。 8あなたの神、主が先祖た

ちに誓われたように、あなたの領域を広め、先祖た

ちに与えると言われた地を、ことごとく賜わる時、

9わたしが、きょう、命じるこのすべての戒めを守っ

て、それをおこない、あなたの神、主を愛して、常

にその道に歩む時あなたはこれら三つの町のほかに

、また三つの町をあなたのために増し加えなければ
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ならない。 10これはあなたの神、主が与えて嗣業と

される地のうちで、罪のない者の血が流されないよ

うにするためである。そうしなければ、その血を流

したとがは、あなたに帰するであろう。 11しかし、

もし人が隣人を憎んでそれをつけねらい、立ちかか

ってその人を撃ち殺し、そしてこれらの町の一つに

のがれるならば、 12その町の長老たちは人をつかわ

して彼をそこから引いてこさせ、復讐する者にわた

して殺させなければならない。 13彼をあわれんでは

ならない。罪のない者の血を流したとがを、イスラ

エルから除かなければならない。そうすればあなた

にさいわいがあるであろう。 14あなたの神、主が与

えて獲させられる地で、あなたが継ぐ嗣業において

、先祖の定めたあなたの隣人の土地の境を移しては

ならない。 15どんな不正であれ、どんなとがであれ

、すべて人の犯す罪は、ただひとりの証人によって

定めてはならない。ふたりの証人の証言により、ま

たは三人の証人の証言によって、その事を定めなけ

ればならない。 16もし悪意のある証人が起って、人

に対して悪い証言をすることがあれば、 17その相争

うふたりの者は主の前に行って、その時の祭司と裁

判人の前に立たなければならない。 18その時、裁判

人は詳細にそれを調べなければならない。そしてそ

の証人がもし偽りの証人であって、兄弟にむかって

偽りの証言をした者であるならば、 19あなたがたは

彼が兄弟にしようとしたことを彼に行い、こうして

あなたがたのうちから悪を除き去らなければならな

い。 20そうすれば他の人たちは聞いて恐れ、その後

ふたたびそのような悪をあなたがたのうちに行わな
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いであろう。 21あわれんではならない。命には命、

目には目、歯には歯、手には手、足には足をもって

償わせなければならない。

20あなたが敵と戦うために出る時、馬と戦車と、

あなたよりも大ぜいの軍隊を見ても、彼らを恐れて

はならない。あなたをエジプトの国から導きのぼら

れたあなたの神、主が共におられるからである。 2

あなたがたが戦いに臨むとき、祭司は進み出て民に

告げて、 3彼らに言わなければならない、『イスラ

エルよ聞け。あなたがたは、きょう、敵と戦おうと

している。気おくれしてはならない。恐れてはなら

ない。あわててはならない。彼らに驚いてはならな

い。 4あなたがたの神、主が共に行かれ、あなたが

たのために敵と戦って、あなたがたを救われるから

である』。 5次につかさたちは民に告げて言わなけ

ればならない。『新しい家を建てて、まだそれをさ

さげていない者があれば、その人を家に帰らせなけ

ればならない。そうしなければ、彼が戦いに死んだ

とき、ほかの人がそれをささげるようになるであろ

う。 6ぶどう畑を作って、まだその実を食べていな

い者があれば、その人を家に帰らせなければならな

い。そうしなければ彼が戦いに死んだとき、ほかの

人がそれを食べるようになるであろう。 7女と婚約

して、まだその女をめとっていない者があれば、そ

の人を家に帰らせなければならない。そうしなけれ

ば彼が戦いに死んだとき、ほかの人が彼女をめとる

ようになるであろう』。 8つかさたちは、また民に

告げて言わなければならない。『恐れて気おくれす

る者があるならば、その人を家に帰らせなければな
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らない。そうしなければ、兄弟たちの心が彼の心の

ようにくじけるであろう』。 9つかさたちがこのよ

うに民に告げ終ったならば、軍勢のかしらたちを立

てて民を率いさせなければならない。 10一つの町へ

進んで行って、それを攻めようとする時は、まず穏

やかに降服することを勧めなければならない。 11も

しその町が穏やかに降服しようと答えて、門を開く

ならば、そこにいるすべての民に、みつぎを納めさ

せ、あなたに仕えさせなければならない。 12もし穏

やかに降服せず、戦おうとするならば、あなたはそ

れを攻めなければならない。 13そしてあなたの神、

主がそれをあなたの手にわたされる時、つるぎをも

ってそのうちの男をみな撃ち殺さなければならない

。 14ただし女、子供、家畜およびすべて町のうちに

あるもの、すなわちぶんどり物は皆、戦利品として

取ることができる。また敵からぶんどった物はあな

たの神、主が賜わったものだから、あなたはそれを

用いることができる。 15遠く離れている町々、すな

わちこれらの国々に属さない町々には、すべてこの

ようにしなければならない。 16ただし、あなたの神

、主が嗣業として与えられるこれらの民の町々では

、息のある者をひとりも生かしておいてはならない

。 17すなわちヘテびと、アモリびと、カナンびと、

ペリジびと、ヒビびと、エブスびとはみな滅ぼして

、あなたの神、主が命じられたとおりにしなければ

ならない。 18これは彼らがその神々を拝んでおこな

ったすべての憎むべき事を、あなたがたに教えて、

それを行わせ、あなたがたの神、主に罪を犯させる

ことのないためである。 19長く町を攻め囲んで、そ
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れを取ろうとする時でも、おのをふるって、そこの

木を切り枯らしてはならない。それはあなたの食と

なるものだから、切り倒してはならない。あなたは

田野の木までも、人のように攻めなければならない

であろうか。 20ただし実を結ばない木とわかってい

る木は切り倒して、あなたと戦っている町にむかい

、それをもってとりでを築き、陥落するまで、それ

を攻めることができる。

21あなたの神、主が与えて獲させられる地で、殺

されて野に倒れている人があって、だれが殺したの

かわからない時は、 2長老たちと、さばきびとたち

が出てきて、その殺された者のある所から、周囲の

町々までの距離をはからなければならない。 3そし

てその殺された者のある所に最も近い町の長老たち

は、まだ使わない、まだくびきを負わせて引いたこ

とのない若い雌牛をとり、 4その町の長老たちはそ

の雌牛を、耕すことも、種まくこともしない、絶え

ず水の流れている谷へ引いていって、その谷で雌牛

のくびを折らなければならない。 5その時レビの子

孫である祭司たちは、そこに進み出なければならな

い。彼らはあなたの神、主が自分に仕えさせ、また

主の名によって祝福させるために選ばれた者で、す

べての論争と、すべての暴行は彼らの言葉によって

解決されるからである。 6そしてその殺された者の

ある所に最も近い町の長老たちは皆、彼らが谷でく

びを折った雌牛の上で手を洗い、 7証言して言わな

ければならない、『われわれの手はこの血を流さず

、われわれの目もそれを見なかった。 8主よ、あな

たがあがなわれた民イスラエルをおゆるしください
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。罪のない者の血を流したとがを、あなたの民イス

ラエルのうちにとどめないでください。そして血を

流したとがをおゆるしください』。 9このようにし

て、あなたは主が正しいと見られる事をおこない、

罪のない者の血を流したとがを、あなたがたのうち

から除き去らなければならない。 10あなたが出て敵

と戦う際、あなたの神、主がそれをあなたの手にわ

たされ、あなたがそれを捕虜とした時、 11もし捕虜

のうちに美しい女のあるのを見て、それを好み、妻

にめとろうとするならば、 12その女をあなたの家に

連れて帰らなければならない。女は髪をそり、つめ

を切り、 13また捕虜の着物を脱ぎすてて、あなたの

家におり、自分の父母のために一か月のあいだ嘆か

なければならない。そして後、あなたは彼女の所に

はいって、その夫となり、彼女を妻とすることがで

きる。 14その後あなたがもし彼女を好まなくなった

ならば、彼女を自由に去らせなければならない。決

して金で売ってはならない。あなたはすでに彼女を

はずかしめたのだから、彼女を奴隷のようにあしら

ってはならない。 15人がふたりの妻をもち、そのひ

とりは愛する者、ひとりは気にいらない者であって

、その愛する者と気にいらない者のふたりが、とも

に男の子を産み、もしその長子が、気にいらない女

の産んだ者である時は、 16その子たちに自分の財産

を継がせる時、気にいらない女の産んだ長子をさし

おいて、愛する女の産んだ子を長子とすることはで

きない。 17必ずその気にいらない者の産んだ子が長

子であることを認め、自分の財産を分ける時には、

これに二倍の分け前を与えなければならない。これ
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は自分の力の初めであって、長子の特権を持ってい

るからである。 18もし、わがままで、手に負えない

子があって、父の言葉にも、母の言葉にも従わず、

父母がこれを懲らしてもきかない時は、 19その父母

はこれを捕えて、その町の門に行き、町の長老たち

の前に出し、 20町の長老たちに言わなければならな

い、『わたしたちのこの子はわがままで、手に負え

ません。わたしたちの言葉に従わず、身持ちが悪く

、大酒飲みです』。 21そのとき、町の人は皆、彼を

石で撃ち殺し、あなたがたのうちから悪を除き去ら

なければならない。そうすれば、イスラエルは皆聞

いて恐れるであろう。 22もし人が死にあたる罪を犯

して殺され、あなたがそれを木の上にかける時は、

23翌朝までその死体を木の上に留めておいてはなら

ない。必ずそれをその日のうちに埋めなければなら

ない。木にかけられた者は神にのろわれた者だから

である。あなたの神、主が嗣業として賜わる地を汚

してはならない。

22あなたの兄弟の牛、または羊の迷っているのを

見て、それを見捨てておいてはならない。必ずそれ

を兄弟のところへ連れて帰らなければならない。 2

もしその兄弟が近くの者でなく、知らない人である

ならば、それを自分の家にひいてきて、あなたのと

ころにおき、その兄弟が尋ねてきた時に、それを彼

に返さなければならない。 3あなたの兄弟のろばの

場合も、そうしなければならない。着物の場合も、

そうしなければならない。またすべてあなたの兄弟

の失った物を見つけた場合も、そうしなければなら

ない。それを見捨てておくことはできない。 4あな
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たの兄弟のろばまたは牛が道に倒れているのを見て

、見捨てておいてはならない。必ずそれを助け起さ

なければならない。 5女は男の着物を着てはならな

い。また男は女の着物を着てはならない。あなたの

神、主はそのような事をする者を忌みきらわれるか

らである。 6もしあなたが道で、木の上、または地

面に鳥の巣のあるのを見つけ、その中に雛または卵

があって、母鳥がその雛または卵を抱いているなら

ば、母鳥を雛と一緒に取ってはならない。 7必ず母

鳥を去らせ、ただ雛だけを取らなければならない。

そうすればあなたはさいわいを得、長く生きながら

えることができるであろう。 8新しい家を建てる時

は、屋根に欄干を設けなければならない。それは人

が屋根から落ちて、血のとがをあなたの家に帰する

ことのないようにするためである。 9ぶどう畑に二

種の種を混ぜてまいてはならない。そうすればあな

たがまいた種から産する物も、ぶどう畑から出る物

も、みな忌むべき物となるであろう。 10牛と、ろば

とを組み合わせて耕してはならない。 11羊毛と亜麻

糸を混ぜて織った着物を着てはならない。 12身にま

とう上着の四すみに、ふさをつけなければならない

。 13もし人が妻をめとり、妻のところにはいって後

、その女をきらい、 14『わたしはこの女をめとって

近づいた時、彼女に処女の証拠を見なかった』と言

って虚偽の非難をもって、その女に悪名を負わせる

ならば、 15その女の父と母は、彼女の処女の証拠を

取って、門におる町の長老たちに差し出し、 16そし

て彼女の父は長老たちに言わなければならない。『

わたしはこの人に娘を与えて妻にさせましたが、こ
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の人は娘をきらい、 17虚偽の非難をもって、「わた

しはあなたの娘に処女の証拠を見なかった」と言い

ます。しかし、これがわたしの娘の処女の証拠です

』と言って、その父母はかの布を町の長老たちの前

にひろげなければならない。 18その時、町の長老た

ちは、その人を捕えて撃ち懲らし、 19また銀百シケ

ルの罰金を課し、それを女の父に与えなければなら

ない。彼はイスラエルの処女に悪名を負わせたから

である。彼はその女を妻とし、一生その女を出すこ

とはできない。 20しかし、この非難が真実であって

、その女に処女の証拠が見られない時は、 21その女

を父の家の入口にひき出し、町の人々は彼女を石で

撃ち殺さなければならない。彼女は父の家で、みだ

らな事をおこない、イスラエルのうちに愚かな事を

したからである。あなたはこうしてあなたがたのう

ちから悪を除き去らなければならない。 22もし夫の

ある女と寝ている男を見つけたならば、その女と寝

た男およびその女を一緒に殺し、こうしてイスラエ

ルのうちから悪を除き去らなければならない。 23も

し処女である女が、人と婚約した後、他の男が町の

内でその女に会い、これを犯したならば、 24あなた

がたはそのふたりを町の門にひき出して、石で撃ち

殺さなければならない。これはその女が町の内にお

りながら叫ばなかったからであり、またその男は隣

人の妻をはずかしめたからである。あなたはこうし

てあなたがたのうちから悪を除き去らなければなら

ない。 25しかし、男が、人と婚約した女に野で会い

、その女を捕えてこれを犯したならば、その男だけ

を殺さなければならない。 26その女には何もしては



申命記 491

ならない。女には死にあたる罪がない。人がその隣

人に立ちむかって、それを殺したと同じ事件だから

である。 27これは男が野で女に会ったので、人と婚

約したその女が叫んだけれども、救う者がなかった

のである。 28まだ人と婚約しない処女である女に、

男が会い、これを捕えて犯し、ふたりが見つけられ

たならば、 29女を犯した男は女の父に銀五十シケル

を与えて、女を自分の妻としなければならない。彼

はその女をはずかしめたゆえに、一生その女を出す

ことはできない。 30だれも父の妻をめとってはなら

ない。父の妻と寝てはならない。

23すべて去勢した男子は主の会衆に加わってはな

らない。 2私生児は主の会衆に加わってはならない

。その子孫は十代までも主の会衆に加わってはなら

ない。 3アンモンびととモアブびとは主の会衆に加

わってはならない。彼らの子孫は十代までも、いつ

までも主の会衆に加わってはならない。 4これはあ

なたがたがエジプトから出てきた時に、彼らがパン

と水を携えてあなたがたを道に迎えず、アラム・ナ

ハライムのペトルからベオルの子バラムを雇って、

あなたをのろわせようとしたからである。 5しかし

、あなたの神、主はバラムの言うことを聞こうとも

せず、あなたの神、主はあなたのために、そののろ

いを変えて、祝福とされた。あなたの神、主があな

たを愛されたからである。 6あなたは一生いつまで

も彼らのために平安をも、幸福をも求めてはならな

い。 7あなたはエドムびとを憎んではならない。彼

はあなたの兄弟だからである。またエジプトびとを

憎んではならない。あなたはかつてその国の寄留者
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であったからである。 8そして彼らが産んだ子ども

は三代目には、主の会衆に加わることができる。 9

敵を攻めるために出て陣営におる時は、すべての汚

れた物を避けなければならない。 10あなたがたのう

ちに、夜の思いがけない事によって身の汚れた人が

あるならば、陣営の外に出なければならない。陣営

の内に、はいってはならない。 11しかし、夕方にな

って、水で身を洗い、日が没して後、陣営の内に、

はいることができる。 12あなたはまた陣営の外に一

つの所を設けておいて、用をたす時、そこに出て行

かなければならない。 13また武器と共に、くわを備

え、外に出て、かがむ時、それをもって土を掘り、

向きをかえて、出た物をおおわなければならない。

14あなたの神、主があなたを救い、敵をあなたにわ

たそうと、陣営の中を歩まれるからである。ゆえに

陣営は聖なる所として保たなければならない。主が

あなたのうちにきたない物のあるのを見て、離れ去

られることのないためである。 15主人を避けて、あ

なたのところに逃げてきた奴隷を、その主人にわた

してはならない。 16その者をあなたがたのうちに、

あなたと共におらせ、町の一つのうち、彼が好んで

選ぶ場所に住ませなければならない。彼を虐待して

はならない。 17イスラエルの女子は神殿娼婦となっ

てはならない。またイスラエルの男子は神殿男娼と

なってはならない。 18娼婦の得た価または男娼の価

をあなたの神、主の家に携えて行って、どんな誓願

にも用いてはならない。これはともにあなたの神、

主の憎まれるものだからである。 19兄弟に利息を取

って貸してはならない。金銭の利息、食物の利息な
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どすべて貸して利息のつく物の利息を取ってはなら

ない。 20外国人には利息を取って貸してもよい。た

だ兄弟には利息を取って貸してはならない。これは

あなたが、はいって取る地で、あなたの神、主がす

べてあなたのする事に祝福を与えられるためである

。 21あなたの神、主に誓願をかける時、それを果す

ことを怠ってはならない。あなたの神、主は必ずそ

れをあなたに求められるからである。それを怠ると

きは罪を得るであろう。 22しかし、あなたが誓願を

かけないならば、罪を得ることはない。 23あなたが

口で言った事は守って行わなければならない。あな

たが口で約束した事は、あなたの神、主にあなたが

自発的に誓願したのだからである。 24あなたが隣人

のぶどう畑にはいる時、そのぶどうを心にまかせて

飽きるほど食べてもよい。しかし、あなたの器の中

に取り入れてはならない。 25あなたが隣人の麦畑に

はいる時、手でその穂を摘んで食べてもよい。しか

し、あなたの隣人の麦畑にかまを入れてはならない

。

24人が妻をめとって、結婚したのちに、その女に

恥ずべきことのあるのを見て、好まなくなったなら

ば、離縁状を書いて彼女の手に渡し、家を去らせな

ければならない。 2女がその家を出てのち、行って

、ほかの人にとつぎ、 3後の夫も彼女をきらって、

離縁状を書き、その手に渡して家を去らせるか、ま

たは妻にめとった後の夫が死んだときは、 4彼女は

すでに身を汚したのちであるから、彼女を去らせた

先の夫は、ふたたび彼女を妻にめとることはできな

い。これは主の前に憎むべき事だからである。あな
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たの神、主が嗣業としてあなたに与えられる地に罪

を負わせてはならない。 5人が新たに妻をめとった

時は、戦争に出してはならない。また何の務もこれ

に負わせてはならない。その人は一年の間、束縛な

く家にいて、そのめとった妻を慰めなければならな

い。 6ひきうす、またはその上石を質にとってはな

らない。これは命をつなぐものを質にとることだか

らである。 7イスラエルの人々のうちの同胞のひと

りをかどわかして、これを奴隷のようにあしらい、

またはこれを売る者を見つけたならば、そのかどわ

かした者を殺して、あなたがたのうちから悪を除き

去らなければならない。 8らい病の起った時は気を

つけて、すべてレビびとたる祭司が教えることを、

よく守って行わなければならない。すなわちわたし

が彼らに命じたように、あなたがたはそれを守って

行わなければならない。 9あなたがたがエジプトか

ら出てきたとき、道であなたの神、主がミリアムに

されたことを記憶しなければならない。 10あなたが

隣人に物を貸すときは、自分でその家にはいって、

質物を取ってはならない。 11あなたは外に立ってい

て、借りた人が質物を外にいるあなたのところへ持

ち出さなければならない。 12もしその人が貧しい人

である時は、あなたはその質物を留めおいて寝ては

ならない。 13その質物は日の入るまでに、必ず返さ

なければならない。そうすれば彼は自分の上着をか

けて寝ることができて、あなたを祝福するであろう

。それはあなたの神、主の前にあなたの義となるで

あろう。 14貧しく乏しい雇人は、同胞であれ、また

はあなたの国で、町のうちに寄留している他国人で
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あれ、それを虐待してはならない。 15賃銀はその日

のうちに払い、それを日の入るまで延ばしてはなら

ない。彼は貧しい者で、その心をこれにかけている

からである。そうしなければ彼はあなたを主に訴え

て、あなたは罪を得るであろう。 16父は子のゆえに

殺さるべきではない。子は父のゆえに殺さるべきで

はない。おのおの自分の罪のゆえに殺さるべきであ

る。 17寄留の他国人または孤児のさばきを曲げては

ならない。寡婦の着物を質に取ってはならない。 18

あなたはかつてエジプトで奴隷であったが、あなた

の神、主がそこからあなたを救い出されたことを記

憶しなければならない。それでわたしはあなたにこ

の事をせよと命じるのである。 19あなたが畑で穀物

を刈る時、もしその一束を畑におき忘れたならば、

それを取りに引き返してはならない。それは寄留の

他国人と孤児と寡婦に取らせなければならない。そ

うすればあなたの神、主はすべてあなたがする事に

おいて、あなたを祝福されるであろう。 20あなたが

オリブの実をうち落すときは、ふたたびその枝を捜

してはならない。それを寄留の他国人と孤児と寡婦

に取らせなければならない。 21またぶどう畑のぶど

うを摘み取るときは、その残ったものを、ふたたび

捜してはならない。それを寄留の他国人と孤児と寡

婦に取らせなければならない。 22あなたはかつてエ

ジプトの国で奴隷であったことを記憶しなければな

らない。それでわたしはあなたにこの事をせよと命

じるのである。

25人と人との間に争い事があって、さばきを求め

てきたならば、さばきびとはこれをさばいて、正し
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い者を正しいとし、悪い者を悪いとしなければなら

ない。 2その悪い者が、むち打つべき者であるなら

ば、さばきびとは彼を伏させ、自分の前で、その罪

にしたがい、数えて彼をむち打たせなければならな

い。 3彼をむち打つには四十を越えてはならない。

もしそれを越えて、それよりも多くむちを打つとき

は、あなたの兄弟はあなたの目の前で、はずかしめ

られることになるであろう。 4脱穀をする牛にくつ

こを掛けてはならない。 5兄弟が一緒に住んでいて

、そのうちのひとりが死んで子のない時は、その死

んだ者の妻は出て、他人にとついではならない。そ

の夫の兄弟が彼女の所にはいり、めとって妻とし、

夫の兄弟としての道を彼女につくさなければならな

い。 6そしてその女が初めに産む男の子に、死んだ

兄弟の名を継がせ、その名をイスラエルのうちに絶

やさないようにしなければならない。 7しかしその

人が兄弟の妻をめとるのを好まないならば、その兄

弟の妻は町の門へ行って、長老たちに言わなければ

ならない、『わたしの夫の兄弟はその兄弟の名をイ

スラエルのうちに残すのを拒んで、夫の兄弟として

の道をつくすことを好みません』。 8そのとき町の

長老たちは彼を呼び寄せて、さとさなければならな

い。もし彼が固執して、『わたしは彼女をめとるこ

とを好みません』と言うならば、 9その兄弟の妻は

長老たちの目の前で、彼のそばに行き、その足のく

つを脱がせ、その顔につばきして、答えて言わなけ

ればならない。『兄弟の家をたてない者には、この

ようにすべきです』。 10そして彼の家の名は、くつ

を脱がされた者の家と、イスラエルのうちで呼ばれ
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るであろう。 11ふたりの人が互に争うときに、その

ひとりの人の妻が、打つ者の手から夫を救おうとし

て近づき、手を伸べて、その人の隠し所をつかまえ

るならば、 12その女の手を切り落さなければならな

い。あわれみをかけてはならない。 13あなたの袋に

大小二種の重り石を入れておいてはならない。 14あ

なたの家に大小二種のますをおいてはならない。 15

不足のない正しい重り石を持ち、また不足のない正

しいますを持たなければならない。そうすればあな

たの神、主が賜わる地で、あなたは長く命を保つこ

とができるであろう。 16すべてこのような不正をす

る者を、あなたの神、主が憎まれるからである。 17

あなたがエジプトから出てきた時、道でアマレクび

とがあなたにしたことを記憶しなければならない。

18すなわち彼らは道であなたに出会い、あなたがう

み疲れている時、うしろについてきていたすべての

弱っている者を攻め撃った。このように彼らは神を

恐れなかった。 19それで、あなたの神、主が嗣業と

して賜わる地で、あなたの神、主があなたの周囲の

すべての敵を征服して、あなたに安息を与えられる

時、あなたはアマレクの名を天の下から消し去らな

ければならない。この事を忘れてはならない。

26あなたの神、主が嗣業として賜わる国にはいっ

て、それを所有し、そこに住む時は、 2あなたの神

、主が賜わる国にできる、地のすべての実の初物を

取ってかごに入れ、あなたの神、主がその名を置く

ために選ばれる所へ携えて行かなければならない。

3そしてその時の祭司の所へ行って彼に言わなければ

ならない、『きょう、あなたの神、主にわたしは申
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します。主がわれわれに与えると先祖たちに誓われ

た国に、わたしははいることができました』。 4そ

のとき祭司はあなたの手からそのかごを受け取って

あなたの神、主の祭壇の前に置かなければならない

。 5そして、あなたはあなたの神、主の前に述べて

言わなければならない、『わたしの先祖は、さすら

いの一アラムびとでありましたが、わずかの人を連

れてエジプトへ下って行って、その所に寄留し、つ

いにそこで大きく、強い、人数の多い国民になりま

した。 6ところがエジプトびとはわれわれをしえた

げ、また悩まして、つらい労役を負わせましたが、

7われわれが先祖たちの神、主に叫んだので、主はわ

れわれの声を聞き、われわれの悩みと、骨折りと、

しえたげとを顧み、 8主は強い手と、伸べた腕と、

大いなる恐るべき事と、しるしと、不思議とをもっ

て、われわれをエジプトから導き出し、 9われわれ

をこの所へ連れてきて、乳と蜜の流れるこの地をわ

れわれに賜わりました。 10主よ、ごらんください。

あなたがわたしに賜わった地の実の初物を、いま携

えてきました』。そしてあなたはそれをあなたの神

、主の前に置いて、あなたの神、主の前に礼拝し、

11あなたの神、主があなたとあなたの家とに賜わっ

たすべての良い物をもって、レビびとおよびあなた

のなかにいる寄留の他国人と共に喜び楽しまなけれ

ばならない。 12第三年すなわち十分の一を納める年

に、あなたがすべての産物の十分の一を納め終って

、それをレビびとと寄留の他国人と孤児と寡婦とに

与え、町のうちで彼らに飽きるほど食べさせた時、

13あなたの神、主の前で言わなければならない、『
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わたしはその聖なる物を家から取り出し、またレビ

びとと寄留の他国人と孤児と寡婦とにそれを与え、

すべてあなたが命じられた命令のとおりにいたしま

した。わたしはあなたの命令にそむかず、またそれ

を忘れませんでした。 14わたしはその聖なる物を喪

のうちで食べたことがなく、また汚れた身でそれを

取り出したことがなく、また死人にそれを供えたこ

とがありませんでした。わたしはわたしの神、主の

声に聞き従い、すべてあなたがわたしに命じられた

とおりにいたしました。 15あなたの聖なるすみかで

ある天からみそなわして、あなたの民イスラエルと

、あなたがわれわれに与えられた地とを祝福してく

ださい。これはあなたがわれわれの先祖に誓われた

乳と蜜の流れる地です』。 16きょう、あなたの神、

主はこれらの定めと、おきてとを行うことをあなた

に命じられる。それゆえ、あなたは心をつくし、精

神をつくしてそれを守り行わなければならない。 17

きょう、あなたは主をあなたの神とし、かつその道

に歩み、定めと、戒めと、おきてとを守り、その声

に聞き従うことを明言した。 18そして、主は先に約

束されたように、きょう、あなたを自分の宝の民と

されること、また、あなたがそのすべての命令を守

るべきことを明言された。 19主は誉と良き名と栄え

とをあなたに与えて、主の造られたすべての国民に

まさるものとされるであろう。あなたは主が言われ

たように、あなたの神、主の聖なる民となるであろ

う」。

27モーセとイスラエルの長老たちとは民に命じて

言った、「わたしが、きょう、あなたがたに命じる
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すべての戒めを守りなさい。 2あなたがたがヨルダ

ンを渡ってあなたの神、主が賜わる国にはいる時、

あなたは大きな石数個を立てて、それにしっくいを

塗り、 3そしてあなたが渡って、あなたの先祖たち

の神、主が約束されたようにあなたの神、主が賜わ

る地、すなわち乳と蜜の流れる地にはいる時、この

律法のすべての言葉をその上に書きしるさなければ

ならない。 4すなわち、あなたがたが、ヨルダンを

渡ったならば、わたしが、きょう、あなたがたに命

じるそれらの石をエバル山に立て、それにしっくい

を塗らなければならない。 5またそこにあなたの神

、主のために、祭壇、すなわち石の祭壇を築かなけ

ればならない。鉄の器を石に当てず、 6自然のまま

の石であなたの神、主のために祭壇を築き、その上

であなたの神、主に燔祭をささげなければならない

。 7また酬恩祭の犠牲をささげて、その所で食べ、

あなたの神、主の前で喜び楽しまなければならない

。 8あなたはこの律法のすべての言葉をその石の上

に明らかに書きしるさなければならない」。 9また

モーセとレビびとたる祭司たちとは、イスラエルの

すべての人々に言った、「イスラエルよ、静かに聞

きなさい。あなたは、きょう、あなたの神、主の民

となった。 10それゆえ、あなたの神、主の声に聞き

従い、わたしが、きょう、命じる戒めと定めとを行

わなければならない」。 11その日またモーセは民に

命じて言った、 12「あなたがたがヨルダンを渡った

時、次の人たちはゲリジム山に立って民を祝福しな

ければならない。すなわちシメオン、レビ、ユダ、

イッサカル、ヨセフおよびベニヤミン。 13また次の
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人たちはエバル山に立ってのろわなければならない

。すなわちルベン、ガド、アセル、ゼブルン、ダン

およびナフタリ。 14そしてレビびとは大声でイスラ

エルのすべての人々に告げて言わなければならない

。 15『工人の手の作である刻んだ像、または鋳た像

は、主が憎まれるものであるから、それを造って、

ひそかに安置する者はのろわれる』。民は、みな答

えてアァメンと言わなければならない。 16『父や母

を軽んずる者はのろわれる』。民はみなアァメンと

言わなければならない。 17『隣人との土地の境を移

す者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わなけ

ればならない。 18『盲人を道に迷わす者はのろわれ

る』。民はみなアァメンと言わなければならない。

19『寄留の他国人や孤児、寡婦のさばきを曲げる者

はのろわれる』。民はみなアァメンと言わなければ

ならない。 20『父の妻を犯す者は、父を恥ずかしめ

るのであるからのろわれる』。民はみなアァメンと

言わなければならない。 21『すべて獣を犯す者はの

ろわれる』。民はみなアァメンと言わなければなら

ない。 22『父の娘、または母の娘である自分の姉妹

を犯す者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わ

なければならない。 23『妻の母を犯す者はのろわれ

る』。民はみなアァメンと言わなければならない。

24『ひそかに隣人を撃ち殺す者はのろわれる』。民

はみなアァメンと言わなければならない。 25『まい

ないを取って罪なき者を殺す者はのろわれる』。民

はみなアァメンと言わなければならない。 26『この

律法の言葉を守り行わない者はのろわれる』。民は

みなアァメンと言わなければならない。
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28もしあなたが、あなたの神、主の声によく聞き

従い、わたしが、きょう、命じるすべての戒めを守

り行うならば、あなたの神、主はあなたを地のもろ

もろの国民の上に立たせられるであろう。 2もし、

あなたがあなたの神、主の声に聞き従うならば、こ

のもろもろの祝福はあなたに臨み、あなたに及ぶで

あろう。 3あなたは町の内でも祝福され、畑でも祝

福されるであろう。 4またあなたの身から生れるも

の、地に産する物、家畜の産むもの、すなわち牛の

子、羊の子は祝福されるであろう。 5またあなたの

かごと、こねばちは祝福されるであろう。 6あなた

は、はいるにも祝福され、出るにも祝福されるであ

ろう。 7敵が起ってあなたを攻める時は、主はあな

たにそれを撃ち敗らせられるであろう。彼らは一つ

の道から攻めて来るが、あなたの前で七つの道から

逃げ去るであろう。 8主は命じて祝福をあなたの倉

と、あなたの手のすべてのわざにくだし、あなたの

神、主が賜わる地であなたを祝福されるであろう。

9もし、あなたの神、主の戒めを守り、その道を歩む

ならば、主は誓われたようにあなたを立てて、その

聖なる民とされるであろう。 10そうすれば地のすべ

ての民は皆あなたが主の名をもって唱えられるのを

見てあなたを恐れるであろう。 11主があなたに与え

ると先祖に誓われた地で、主は良い物、すなわちあ

なたの身から生れる者、家畜の産むもの、地に産す

る物を豊かにされるであろう。 12主はその宝の蔵で

ある天をあなたのために開いて、雨を季節にしたが

ってあなたの地に降らせ、あなたの手のすべてのわ

ざを祝福されるであろう。あなたは多くの国民に貸
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すようになり、借りることはないであろう。 13主は

あなたをかしらとならせ、尾とはならせられないで

あろう。あなたはただ栄えて衰えることはないであ

ろう。きょう、わたしが命じるあなたの神、主の戒

めに聞き従って、これを守り行うならば、あなたは

必ずこのようになるであろう。 14きょう、わたしが

命じるこのすべての言葉を離れて右または左に曲り

、他の神々に従い、それに仕えてはならない。 15し

かし、あなたの神、主の声に聞き従わず、きょう、

わたしが命じるすべての戒めと定めとを守り行わな

いならば、このもろもろののろいがあなたに臨み、

あなたに及ぶであろう。 16あなたは町のうちでもの

ろわれ、畑でものろわれ、 17あなたのかごも、こね

ばちものろわれ、 18あなたの身から生れるもの、地

に産する物、牛の子、羊の子ものろわれるであろう

。 19あなたは、はいるにものろわれ、出るにものろ

われるであろう。 20主はあなたが手をくだすすべて

の働きにのろいと、混乱と、懲しめとを送られ、あ

なたはついに滅び、すみやかにうせ果てるであろう

。これはあなたが悪をおこなってわたしを捨てたか

らである。 21主は疫病をあなたの身につかせ、あな

たが行って取る地から、ついにあなたを断ち滅ぼさ

れるであろう。 22主はまた肺病と熱病と炎症と間け

つ熱と、かんばつと、立ち枯れと、腐り穂とをもっ

てあなたを撃たれるであろう。これらのものはあな

たを追い、ついにあなたを滅ぼすであろう。 23あな

たの頭の上の天は青銅となり、あなたの下の地は鉄

となるであろう。 24主はあなたの地の雨を、ちりと

、ほこりに変らせ、それが天からあなたの上にくだ
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って、ついにあなたを滅ぼすであろう。 25主はあな

たを敵の前で敗れさせられるであろう。あなたは一

つの道から彼らを攻めて行くが、彼らの前で七つの

道から逃げ去るであろう。そしてあなたは地のもろ

もろの国に恐るべき見せしめとなるであろう。 26ま

たあなたの死体は空のもろもろの鳥と、地の獣との

えじきとなり、しかもそれを追い払う者はないであ

ろう。 27主はエジプトの腫物と潰瘍と壊血病とひぜ

んとをもってあなたを撃たれ、あなたはいやされる

ことはないであろう。 28また主はあなたを撃って気

を狂わせ、目を見えなくし、心を混乱させられるで

あろう。 29あなたは盲人が暗やみに手探りするよう

に、真昼にも手探りするであろう。あなたは行く道

で栄えることがなく、ただ常にしえたげられ、かす

められるだけで、あなたを救う者はないであろう。

30あなたは妻をめとっても、ほかの人が彼女と寝る

であろう。家を建てても、その中に住まないであろ

う。ぶどう畑を作っても、その実を摘み取ることが

ないであろう。 31あなたの牛が目の前でほふられて

も、あなたはそれを食べることができず、あなたの

ろばが目の前で奪われても、返されないであろう。

あなたの羊が敵のものになっても、それを救ってあ

なたに返す者はないであろう。 32あなたのむすこや

娘は他国民にわたされる。あなたの目はそれを見、

終日、彼らを慕って衰えるが、あなたは手を施すす

べもないであろう。 33あなたの地の産物およびあな

たの労して獲た物はみなあなたの知らない民が食べ

るであろう。あなたは、ただ常にしえたげられ、苦

しめられるのみであろう。 34こうしてあなたは目に
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見る事柄によって、気が狂うにいたるであろう。 35

主はあなたのひざと、はぎとに悪い、いやし得ない

腫物を生じさせて、足の裏から頭の頂にまで及ぼさ

れるであろう。 36主はあなたとあなたが立てた王と

を携えて、あなたもあなたの先祖も知らない国に移

されるであろう。あなたはそこで木や石で造ったほ

かの神々に仕えるであろう。 37あなたは主があなた

を追いやられるもろもろの民のなかで驚きとなり、

ことわざとなり、笑い草となるであろう。 38あなた

が多くの種を畑に携えて出ても、その収穫は少ない

であろう。いなごがそれを食いつくすからである。

39あなたがぶどう畑を作り、それにつちかっても、

そのぶどう酒を飲むことができず、その実を集める

こともないであろう。虫がそれを食べるからである

。 40あなたの国にはあまねくオリブの木があるであ

ろう。しかし、あなたはその油を身に塗ることがで

きないであろう。その実がみな落ちてしまうからで

ある。 41むすこや、娘があなたに生れても、あなた

のものにならないであろう。彼らは捕えられて行く

からである。 42あなたのもろもろの木、および地の

産物は、いなごが取って食べるであろう。 43あなた

のうちに寄留する他国人は、ますます高くなり、あ

なたの上に出て、あなたはますます低くなるであろ

う。 44彼はあなたに貸し、あなたは彼に貸すことが

できない。彼はかしらとなり、あなたは尾となるで

あろう。 45このもろもろののろいが、あなたに臨み

、あなたを追い、ついに追いついて、あなたを滅ぼ

すであろう。これはあなたの神、主の声に聞き従わ

ず、あなたに命じられた戒めと定めとを、あなたが
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守らなかったからである。 46これらの事は長くあな

たとあなたの子孫のうえにあって、しるしとなり、

また不思議となるであろう。 47あなたがすべての物

に豊かになり、あなたの神、主に心から喜び楽しん

で仕えないので、 48あなたは飢え、かわき、裸にな

り、すべての物に乏しくなって、主があなたにつか

わされる敵に仕えるであろう。敵は鉄のくびきをあ

なたのくびにかけ、ついにあなたを滅ぼすであろう

。 49すなわち主は遠い所から、地のはてから一つの

民を、はげたかが飛びかけるように、あなたに攻め

きたらせられるであろう。これはあなたがその言葉

を知らない民、 50顔の恐ろしい民であって、彼らは

老人の身を顧みず、幼い者をあわれまず、 51あなた

の家畜が産むものや、地の産物を食って、あなたを

滅ぼし、穀物をも、酒をも、油をも、牛の子をも、

羊の子をも、あなたの所に残さず、ついにあなたを

全く滅ぼすであろう。 52その民は全国ですべての町

を攻め囲み、ついにあなたが頼みとする、堅固な高

い石がきをことごとく撃ちくずし、あなたの神、主

が賜わった国のうちのすべての町々を攻め囲むであ

ろう。 53あなたは敵に囲まれ、激しく攻めなやまさ

れて、ついにあなたの神、主が賜わったあなたの身

から生れた者、むすこ、娘の肉を食べるに至るであ

ろう。 54あなたがたのうちのやさしい、温和な男で

さえも、自分の兄弟、自分のふところの妻、最後に

残っている子供にも食物を惜しんで与えず、 55自分

が自分の子供を食べ、その肉を少しでも、この人々

のだれにも与えようとはしないであろう。これは敵

があなたのすべての町々を囲み、激しく攻め悩まし
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て、何をもその人に残さないからである。 56またあ

なたがたのうちのやさしい、柔和な女、すなわち柔

和で、やさしく、足の裏を土に付けようともしない

者でも、自分のふところの夫や、むすこ、娘にもか

くして、 57自分の足の間からでる後産や、自分の産

む子をひそかに食べるであろう。敵があなたの町々

を囲み、激しく攻めなやまして、すべての物が欠乏

するからである。 58もしあなたが、この書物にしる

されているこの律法のすべての言葉を守り行わず、

あなたの神、主というこの栄えある恐るべき名を恐

れないならば、 59主はあなたとその子孫の上に激し

い災を下されるであろう。その災はきびしく、かつ

久しく、その病気は重く、かつ久しいであろう。 60

主はまた、あなたが恐れた病気、すなわちエジプト

のもろもろの病気を再び臨ませて、あなたの身につ

かせられるであろう。 61またこの律法の書にのせて

ないもろもろの病気と、もろもろの災とを、主はあ

なたが滅びるまで、あなたの上に下されるであろう

。 62あなたがたは天の星のように多かったが、あな

たの神、主の声に聞き従わなかったから、残る者が

少なくなるであろう。 63さきに主があなたがたを良

くあしらい、あなたがたを多くするのを喜ばれたよ

うに、主は今あなたがたを滅ぼし絶やすのを喜ばれ

るであろう。あなたがたは、はいって取る地から抜

き去られるであろう。 64主は地のこのはてから、か

のはてまでのもろもろの民のうちにあなたがたを散

らされるであろう。その所で、あなたもあなたの先

祖たちも知らなかった木や石で造ったほかの神々に

あなたは仕えるであろう。 65その国々の民のうちで
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あなたは安きを得ず、また足の裏を休める所も得ら

れないであろう。主はその所で、あなたの心をおの

のかせ、目を衰えさせ、精神を打ちしおれさせられ

るであろう。 66あなたの命は細い糸にかかっている

ようになり、夜昼恐れおののいて、その命もおぼつ

かなく思うであろう。 67あなたが心にいだく恐れと

、目に見るものによって、朝には『ああ夕であれば

よいのに』と言い、夕には『ああ朝であればよいの

に』と言うであろう。 68主はあなたを舟に乗せ、か

つてわたしがあなたに告げて、『あなたは再びこれ

を見ることはない』と言った道によって、あなたを

エジプトへ連れもどされるであろう。あなたがたは

そこで男女の奴隷として敵に売られるが、だれも買

う者はないであろう」。

29これは主がモーセに命じて、モアブの地でイス

ラエルの人々と結ばせられた契約の言葉であって、

ホレブで彼らと結ばれた契約のほかのものである。

2モーセはイスラエルのすべての人を呼び集めて言っ

た、「あなたがたは主がエジプトの地で、パロと、

そのすべての家来と、その全地とにせられたすべて

の事をまのあたり見た。 3すなわちその大きな試み

と、しるしと、大きな不思議とをまのあたり見たの

である。 4しかし、今日まで主はあなたがたの心に

悟らせず、目に見させず、耳に聞かせられなかった

。 5わたしは四十年の間、あなたがたを導いて荒野

を通らせたが、あなたがたの身につけた着物は古び

ず、足のくつは古びなかった。 6あなたがたはまた

パンも食べず、ぶどう酒も濃い酒も飲まなかった。

こうしてあなたがたは、わたしがあなたがたの神、
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主であることを知るに至った。 7あなたがたがこの

所にきたとき、ヘシボンの王シホンと、バシャンの

王オグがわれわれを迎えて戦ったが、われわれは彼

らを撃ち敗って、 8その地を取り、これをルベンび

とと、ガドびとと、マナセびとの半ばとに、嗣業と

して与えた。 9それゆえ、あなたがたはこの契約の

言葉を守って、それを行わなければならない。そう

すればあなたがたのするすべての事は栄えるであろ

う。 10あなたがたは皆、きょう、あなたがたの神、

主の前に立っている。すなわちあなたがたの部族の

かしらたち、長老たち、つかさたちなど、イスラエ

ルのすべての人々、 11あなたがたの小さい者たちも

、妻たちも、宿営のうちに寄留している他国人も、

あなたのために、たきぎを割る者も、水をくむ者も

、みな主の前に立って、 12あなたの神、主が、きょ

う、あなたと結ばれるあなたの神、主の契約と誓い

とに、はいろうとしている。 13これは主がさきにあ

なたに約束されたように、またあなたの先祖アブラ

ハム、イサク、ヤコブに誓われたように、きょう、

あなたを立てて自分の民とし、またみずからあなた

の神となられるためである。 14わたしはただあなた

がたとだけ、この契約と誓いとを結ぶのではない。

15きょう、ここで、われわれの神、主の前にわれわ

れと共に立っている者ならびに、きょう、ここにわ

れわれと共にいない者とも結ぶのである。 16われわ

れがどのようにエジプトの国に住んでいたか、どの

ように国々の民の中を通ってきたか、それはあなた

がたが知っている。 17またあなたがたは木や石や銀

や金で造った憎むべき物と偶像とが、彼らのうちに
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あるのを見た。 18それゆえ、あなたがたのうちに、

きょう、その心にわれわれの神、主を離れてそれら

の国民の神々に行って仕える男や女、氏族や部族が

あってはならない。またあなたがたのうちに、毒草

や、にがよもぎを生ずる根があってはならない。 19

そのような人はこの誓いの言葉を聞いても、心に自

分を祝福して『心をかたくなにして歩んでもわたし

には平安がある』と言うであろう。そうすれば潤っ

た者も、かわいた者もひとしく滅びるであろう。 20

主はそのような人をゆるすことを好まれない。かえ

って主はその人に怒りとねたみを発し、この書物に

しるされたすべてののろいを彼の上に加え、主はつ

いにその人の名を天の下から消し去られるであろう

。 21主はイスラエルのすべての部族のうちからその

人を区別して災をくだし、この律法の書にしるされ

た契約の中のもろもろののろいのようにされるであ

ろう。 22後の代の人、すなわちあなたがたののちに

起るあなたがたの子孫および遠い国から来る外国人

は、この地の災を見、主がこの地にくだされた病気

を見て言うであろう。 23全地は硫黄となり、塩とな

り、焼け土となって、種もまかれず、実も結ばず、

なんの草も生じなくなって、むかし主が怒りと憤り

をもって滅ぼされたソドム、ゴモラ、アデマ、ゼボ

イムの破滅のようである。 24すなわち、もろもろの

国民は言うであろう、『なぜ、主はこの地にこのよ

うなことをされたのか。この激しい大いなる怒りは

何ゆえか』。 25そのとき人々は言うであろう、『彼

らはその先祖の神、主がエジプトの国から彼らを導

き出して彼らと結ばれた契約をすて、 26行って彼ら
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の知らない、また授からない、ほかの神々に仕えて

、それを拝んだからである。 27それゆえ主はこの地

にむかって怒りを発し、この書物にしるされたもろ

もろののろいをこれにくだし、 28そして主は怒りと

、はげしい怒りと大いなる憤りとをもって彼らをこ

の地から抜き取って、ほかの国に投げやられた。今

日見るとおりである』。 29隠れた事はわれわれの神

、主に属するものである。しかし表わされたことは

長くわれわれとわれわれの子孫に属し、われわれに

この律法のすべての言葉を行わせるのである。

30わたしがあなたがたの前に述べたこのもろもろ

の祝福と、のろいの事があなたに臨み、あなたがあ

なたの神、主に追いやられたもろもろの国民のなか

でこの事を心に考えて、 2あなたもあなたの子供も

共にあなたの神、主に立ち帰り、わたしが、きょう

、命じるすべてのことにおいて、心をつくし、精神

をつくして、主の声に聞き従うならば、 3あなたの

神、主はあなたを再び栄えさせ、あなたをあわれみ

、あなたの神、主はあなたを散らされた国々から再

び集められるであろう。 4たといあなたが天のはて

に追いやられても、あなたの神、主はそこからあな

たを集め、そこからあなたを連れ帰られるであろう

。 5あなたの神、主はあなたの先祖が所有した地に

あなたを帰らせ、あなたはそれを所有するに至るで

あろう。主はまたあなたを栄えさせ、数を増して先

祖たちよりも多くされるであろう。 6そしてあなた

の神、主はあなたの心とあなたの子孫の心に割礼を

施し、あなたをして、心をつくし、精神をつくして

あなたの神、主を愛させ、こうしてあなたに命を得
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させられるであろう。 7あなたの神、主はまた、あ

なたを迫害する敵と、あなたを憎む者とに、このも

ろもろののろいをこうむらせられるであろう。 8し

かし、あなたは再び主の声に聞き従い、わたしが、

きょう、あなたに命じるすべての戒めを守るであろ

う。 9そうすればあなたの神、主はあなたのするす

べてのことと、あなたの身から生れる者と、家畜の

産むものと、地に産する物を豊かに与えて、あなた

を栄えさせられるであろう。すなわち主はあなたの

先祖たちを喜ばれたように再びあなたを喜んで、あ

なたを栄えさせられるであろう。 10これはあなたが

、あなたの神、主の声に聞きしたがい、この律法の

書にしるされた戒めと定めとを守り、心をつくし、

精神をつくしてあなたの神、主に帰するからである

。 11わたしが、きょう、あなたに命じるこの戒めは

、むずかしいものではなく、また遠いものでもない

。 12これは天にあるのではないから、『だれがわれ

われのために天に上り、それをわれわれのところへ

持ってきて、われわれに聞かせ、行わせるであろう

か』と言うに及ばない。 13またこれは海のかなたに

あるのではないから、『だれがわれわれのために海

を渡って行き、それをわれわれのところへ携えてき

て、われわれに聞かせ、行わせるであろうか』と言

うに及ばない。 14この言葉はあなたに、はなはだ近

くあってあなたの口にあり、またあなたの心にある

から、あなたはこれを行うことができる。 15見よ、

わたしは、きょう、命とさいわい、および死と災を

あなたの前に置いた。 16すなわちわたしは、きょう

、あなたにあなたの神、主を愛し、その道に歩み、
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その戒めと定めと、おきてとを守ることを命じる。

それに従うならば、あなたは生きながらえ、その数

は多くなるであろう。またあなたの神、主はあなた

が行って取る地であなたを祝福されるであろう。 17

しかし、もしあなたが心をそむけて聞き従わず、誘

われて他の神々を拝み、それに仕えるならば、 18わ

たしは、きょう、あなたがたに告げる。あなたがた

は必ず滅びるであろう。あなたがたはヨルダンを渡

り、はいって行って取る地でながく命を保つことが

できないであろう。 19わたしは、きょう、天と地を

呼んであなたがたに対する証人とする。わたしは命

と死および祝福とのろいをあなたの前に置いた。あ

なたは命を選ばなければならない。そうすればあな

たとあなたの子孫は生きながらえることができるで

あろう。 20すなわちあなたの神、主を愛して、その

声を聞き、主につき従わなければならない。そうす

ればあなたは命を得、かつ長く命を保つことができ

、主が先祖アブラハム、イサク、ヤコブに与えると

誓われた地に住むことができるであろう」。

31そこでモーセは続いてこの言葉をイスラエルの

すべての人に告げて、 2彼らに言った、「わたしは

、きょう、すでに百二十歳になり、もはや出入りす

ることはできない。また主はわたしに『おまえはこ

のヨルダンを渡ることはできない』と言われた。 3

あなたの神、主はみずからあなたに先立って渡り、

あなたの前から、これらの国々の民を滅ぼし去って

、あなたにこれを獲させられるであろう。また主が

かつて言われたように、ヨシュアはあなたを率いて

渡るであろう。 4主がさきにアモリびとの王シホン
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とオグおよびその地にされたように、彼らにもおこ

なって彼らを滅ぼされるであろう。 5主は彼らをあ

なたがたに渡されるから、あなたがたはわたしが命

じたすべての命令のとおりに彼らに行わなければな

らない。 6あなたがたは強く、かつ勇ましくなけれ

ばならない。彼らを恐れ、おののいてはならない。

あなたの神、主があなたと共に行かれるからである

。主は決してあなたを見放さず、またあなたを見捨

てられないであろう」。 7モーセはヨシュアを呼び

、イスラエルのすべての人の目の前で彼に言った、

「あなたはこの民と共に行き、主が彼らの先祖たち

に与えると誓われた地に入るのであるから、あなた

は強く、かつ勇ましくなければならない。あなたは

彼らにそれを獲させるであろう。 8主はみずからあ

なたに先立って行き、またあなたと共におり、あな

たを見放さず、見捨てられないであろう。恐れては

ならない、おののいてはならない」。 9モーセはこ

の律法を書いて、主の契約の箱をかつぐレビの子孫

である祭司およびイスラエルのすべての長老たちに

授けた。 10そしてモーセは彼らに命じて言った、「

七年の終りごとに、すなわち、ゆるしの年の定めの

時になり、かりいおの祭に、 11イスラエルのすべて

の人があなたの神、主の前に出るため、主の選ばれ

る場所に来るとき、あなたはイスラエルのすべての

人の前でこの律法を読んで聞かせなければならない

。 12すなわち男、女、子供およびあなたの町のうち

に寄留している他国人など民を集め、彼らにこれを

聞かせ、かつ学ばせなければならない。そうすれば

彼らはあなたがたの神、主を恐れてこの律法の言葉
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を、ことごとく守り行うであろう。 13また彼らの子

供たちでこれを知らない者も聞いて、あなたがたの

神、主を恐れることを学ぶであろう。あなたがたが

ヨルダンを渡って行って取る地にながらえる日のあ

いだ常にそうしなければならない」。 14主はまたモ

ーセに言われた、「あなたの死ぬ日が近づいている

。ヨシュアを召して共に会見の幕屋に立ちなさい。

わたしは彼に務を命じるであろう」。モーセとヨシ

ュアが行って会見の幕屋に立つと、 15主は幕屋で雲

の柱のうちに現れられた。その雲の柱は幕屋の入口

のかたわらにとどまった。 16主はモーセに言われた

、「あなたはまもなく眠って先祖たちと一緒になる

であろう。そのときこの民はたちあがり、はいって

行く地の異なる神々を慕って姦淫を行い、わたしを

捨て、わたしが彼らと結んだ契約を破るであろう。

17その日には、わたしは彼らにむかって怒りを発し

、彼らを捨て、わたしの顔を彼らに隠すゆえに、彼

らは滅ぼしつくされ、多くの災と悩みが彼らに臨む

であろう。そこでその日、彼らは言うであろう、『

これらの災がわれわれに臨むのは、われわれの神が

われわれのうちにおられないからではないか』。 18

しかも彼らがほかの神々に帰して、もろもろの悪を

行うゆえに、わたしはその日には必ずわたしの顔を

隠すであろう。 19それであなたがたは今、この歌を

書きしるし、イスラエルの人々に教えてその口に唱

えさせ、この歌をイスラエルの人々に対するわたし

のあかしとならせなさい。 20わたしが彼らの先祖た

ちに誓った、乳と蜜の流れる地に彼らを導き入れる

時、彼らは食べて飽き、肥え太るに及んで、ほかの
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神々に帰し、それに仕えて、わたしを軽んじ、わた

しの契約を破るであろう。 21こうして多くの災と悩

みとが彼らに臨む時、この歌は彼らに対して、あか

しとなるであろう。（それはこの歌が彼らの子孫の

口にあって、彼らはそれを忘れないからである。）

わたしが誓った地に彼らを導き入れる前、すでに彼

らが思いはかっている事をわたしは知っているから

である」。 22モーセはその日、この歌を書いてイス

ラエルの人々に教えた。 23主はヌンの子ヨシュアに

命じて言われた、「あなたはイスラエルの人々をわ

たしが彼らに誓った地に導き入れなければならない

。それゆえ強くかつ勇ましくあれ。わたしはあなた

と共にいるであろう」。 24モーセがこの律法の言葉

を、ことごとく書物に書き終った時、 25モーセは主

の契約の箱をかつぐレビびとに命じて言った、 26「

この律法の書をとって、あなたがたの神、主の契約

の箱のかたわらに置き、その所であなたにむかって

あかしをするものとしなさい。 27わたしはあなたの

そむくことと、かたくななこととを知っている。き

ょう、わたしが生きながらえて、あなたがたと一緒

にいる間ですら、あなたがたは主にそむいた。まし

てわたしが死んだあとはどんなであろう。 28あなた

がたの部族のすべての長老たちと、つかさたちをわ

たしのもとに集めなさい。わたしはこれらの言葉を

彼らに語り聞かせ、天と地とを呼んで彼らにむかっ

てあかしさせよう。 29わたしは知っている。わたし

が死んだのち、あなたがたは必ず悪い事をして、わ

たしが命じた道を離れる。そして後の日に災があな

たがたに臨むであろう。これは主の悪と見られるこ
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とを行い、あなたがたのすることをもって主を怒ら

せるからである」。 30そしてモーセはイスラエルの

全会衆に次の歌の言葉を、ことごとく語り聞かせた

。

32「天よ、耳を傾けよ、わたしは語る、地よ、わ

たしの口の言葉を聞け。 2わたしの教は雨のように

降りそそぎ、わたしの言葉は露のようにしたたるで

あろう。若草の上に降る小雨のように、青草の上に

くだる夕立ちのように。 3わたしは主の名をのべよ

う、われわれの神に栄光を帰せよ。 4主は岩であっ

て、そのみわざは全く、その道はみな正しい。主は

真実なる神であって、偽りなく、義であって、正で

ある。 5彼らは主にむかって悪を行い、そのきずの

ゆえに、もはや主の子らではなく、よこしまで、曲

ったやからである。 6愚かな知恵のない民よ、あな

たがたはこのようにして主に報いるのか。主はあな

たを生み、あなたを造り、あなたを堅く立てられた

あなたの父ではないか。 7いにしえの日を覚え、代

々の年を思え。あなたの父に問え、彼はあなたに告

げるであろう。長老たちに問え、彼らはあなたに語

るであろう。 8いと高き者は人の子らを分け、諸国

民にその嗣業を与えられたとき、イスラエルの子ら

の数に照して、もろもろの民の境を定められた。 9

主の分はその民であって、ヤコブはその定められた

嗣業である。 10主はこれを荒野の地で見いだし、獣

のほえる荒れ地で会い、これを巡り囲んでいたわり

、目のひとみのように守られた。 11わしがその巣の

ひなを呼び起し、その子の上に舞いかけり、その羽

をひろげて彼らをのせ、そのつばさの上にこれを負
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うように、 12主はただひとりで彼を導かれて、ほか

の神々はあずからなかった。 13主は彼に地の高き所

を乗り通らせ、田畑の産物を食わせ、岩の中から蜜

を吸わせ、堅い岩から油を吸わせ、 14牛の凝乳、羊

の乳、小羊と雄羊の脂肪、バシャンの牛と雄やぎ、

小麦の良い物を食わせられた。またあなたはぶどう

のしるのあわ立つ酒を飲んだ。 15しかるにエシュル

ンは肥え太って、足でけった。あなたは肥え太って

、つややかになり、自分を造った神を捨て、救の岩

を侮った。 16彼らはほかの神々に仕えて、主のねた

みを起し、憎むべきおこないをもって主の怒りをひ

き起した。 17彼らは神でもない悪霊に犠牲をささげ

た。それは彼らがかつて知らなかった神々、近ごろ

出た新しい神々、先祖たちの恐れることもしなかっ

た者である。 18あなたは自分を生んだ岩を軽んじ、

自分を造った神を忘れた。 19主はこれを見、そのむ

すこ、娘を怒ってそれを捨てられた。 20そして言わ

れた、『わたしはわたしの顔を彼らに隠そう。わた

しは彼らの終りがどうなるかを見よう。彼らはそむ

き、もとるやから、真実のない子らである。 21彼ら

は神でもない者をもって、わたしにねたみを起させ

、偶像をもって、わたしを怒らせた。それゆえ、わ

たしは民ともいえない者をもって、彼らにねたみを

起させ、愚かな民をもって、彼らを怒らせるであろ

う。 22わたしの怒りによって、火は燃えいで、陰府

の深みにまで燃え行き、地とその産物とを焼きつく

し、山々の基を燃やすであろう。 (Sheol h7585) 23わた

しは彼らの上に災を積みかさね、わたしの矢を彼ら

にむかって射つくすであろう。 24彼らは飢えて、や
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せ衰え、熱病と悪い疫病によって滅びるであろう。

わたしは彼らを獣の歯にかからせ、地に這うものの

毒にあたらせるであろう。 25外にはつるぎ、内には

恐れがあって、若き男も若き女も、乳のみ子も、し

らがの人も滅びるであろう。 26わたしはまさに言お

うとした、「彼らを遠く散らし、彼らの事を人々が

記憶しないようにしよう」。 27しかし、わたしは敵

が誇るのを恐れる。あだびとはまちがえて言うであ

ろう、「われわれの手が勝ちをえたのだ。これはみ

な主がされたことではない」』。 28彼らは思慮の欠

けた民、そのうちには知識がない。 29もし、彼らに

知恵があれば、これをさとり、その身の終りをわき

まえたであろうに。 30彼らの岩が彼らを売らず、主

が彼らをわたされなかったならば、どうして、ひと

りで千人を追い、ふたりで万人を敗ることができた

であろう。 31彼らの岩はわれらの岩に及ばない。わ

れらの敵もこれを認めている。 32彼らのぶどうの木

は、ソドムのぶどうの木から出たもの、またゴモラ

の野から出たもの、そのぶどうは毒ぶどう、そのふ

さは苦い。 33そのぶどう酒はへびの毒のよう、まむ

しの恐ろしい毒のようである。 34これはわたしのも

とにたくわえられ、わたしの倉に封じ込められてい

るではないか。 35彼らの足がすべるとき、わたしは

あだを返し、報いをするであろう。彼らの災の日は

近く、彼らの破滅は、すみやかに来るであろう。 36

主はついにその民をさばき、そのしもべらにあわれ

みを加えられるであろう。これは彼らの力がうせ去

り、つながれた者もつながれない者も、もはやいな

くなったのを、主が見られるからである。 37そのと
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き主は言われるであろう、『彼らの神々はどこにい

るか、彼らの頼みとした岩はどこにあるか。 38彼ら

の犠牲のあぶらを食い、灌祭の酒を飲んだ者はどこ

にいるか。立ちあがってあなたがたを助けさせよ、

あなたがたを守らせよ。 39今見よ、わたしこそは彼

である。わたしのほかに神はない。わたしは殺し、

また生かし、傷つけ、またいやす。わたしの手から

救い出しうるものはない。 40わたしは天にむかい手

をあげて誓う、「わたしは永遠に生きる。 41わたし

がきらめくつるぎをとぎ、手にさばきを握るとき、

わたしは敵にあだを返し、わたしを憎む者に報復す

るであろう。 42わたしの矢を血に酔わせ、わたしの

つるぎに肉を食わせるであろう。殺された者と捕え

られた者の血を飲ませ、敵の長髪の頭の肉を食わせ

るであろう」』。 43国々の民よ、主の民のために喜

び歌え。主はそのしもべの血のために報復し、その

敵にあだを返し、その民の地の汚れを清められるか

らである」。 44モーセとヌンの子ヨシュアは共に行

って、この歌の言葉を、ことごとく民に読み聞かせ

た。 45モーセはこの言葉を、ことごとくイスラエル

のすべての人に告げ終って、 46彼らに言った、「あ

なたがたはわたしが、きょう、あなたがたに命じる

このすべての言葉を心におさめ、子供たちにもこの

律法のすべての言葉を守り行うことを命じなければ

ならない。 47この言葉はあなたがたにとって、むな

しい言葉ではない。これはあなたがたのいのちであ

る。この言葉により、あなたがたはヨルダンを渡っ

て行って取る地で、長く命を保つことができるであ

ろう」。 48この日、主はモーセに言われた、 49「
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あなたはエリコに対するモアブの地にあるアバリム

山すなわちネボ山に登り、わたしがイスラエルの人

々に与えて獲させるカナンの地を見渡たせ。 50あな

たは登って行くその山で死に、あなたの民に連なる

であろう。あなたの兄弟アロンがホル山で死んでそ

の民に連なったようになるであろう。 51これはあな

たがたがチンの荒野にあるメリバテ・カデシの水の

ほとりで、イスラエルの人々のうちでわたしにそむ

き、イスラエルの人々のうちでわたしを聖なるもの

として敬わなかったからである。 52それであなたは

わたしがイスラエルの人々に与える地を、目の前に

見るであろう。しかし、その地に、はいることはで

きない」。

33神の人モーセは死ぬ前にイスラエルの人々を祝

福した。祝福の言葉は次のとおりである。 2「主は

シナイからこられ、セイルからわれわれにむかって

のぼられ、パランの山から光を放たれ、ちよろずの

聖者の中からこられた。その右の手には燃える火が

あった。 3まことに主はその民を愛される。すべて

主に聖別されたものは、み手のうちにある。彼らは

あなたの足もとに座して、教をうける。 4モーセは

われわれに律法を授けて、ヤコブの会衆の所有とさ

せた。 5民のかしらたちが集まり、イスラエルの部

族がみな集まった時、主はエシュルンのうちに王と

なられた」。 6「ルベンは生きる、死にはしない。

しかし、その人数は少なくなるであろう」。 7ユダ

については、こう言った、「主よ、ユダの声を聞い

て、彼をその民に導きかえしてください。み手をも

って、彼のために戦ってください。彼を助けて、敵
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に当らせてください」。 8レビについては言った、

「あなたのトンミムをレビに与えてください。ウリ

ムをあなたに仕える人に与えてください。かつてあ

なたはマッサで彼を試み、メリバの水のほとりで彼

と争われた。 9彼はその父、その母について言った

、『わたしは彼らを顧みない』。彼は自分の兄弟を

も認めず、自分の子供をも顧みなかった。彼らはあ

なたの言葉にしたがい、あなたの契約を守ったから

である。 10彼らはあなたのおきてをヤコブに教え、

あなたの律法をイスラエルに教え、薫香をあなたの

前に供え、燔祭を祭壇の上にささげる。 11主よ、彼

の力を祝福し、彼の手のわざを喜び受けてください

。彼に逆らう者と、彼を憎む者との腰を打ち砕いて

、立ち上がることのできないようにしてください」

。 12ベニヤミンについては言った、「主に愛される

者、彼は安らかに主のそばにおり、主は終日、彼を

守り、その肩の間にすまいを営まれるであろう」。

13ヨセフについては言った、「どうぞ主が彼の地を

祝福されるように。上なる天の賜物と露、下に横た

わる淵の賜物、 14日によって産する尊い賜物、月に

よって生ずる尊い賜物、 15いにしえの山々の産する

賜物、とこしえの丘の尊い賜物、 16地とそれに満ち

る尊い賜物、しばの中におられた者の恵みが、ヨセ

フの頭に臨み、その兄弟たちの君たる者の頭の頂に

くだるように。 17彼の牛のういごは威厳があり、そ

の角は野牛の角のよう、これをもって国々の民をこ

とごとく突き倒し、地のはてにまで及ぶ。このよう

な者はエフライムに幾万とあり、またこのような者

はマナセに幾千とある」。 18ゼブルンについては言
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った、「ゼブルンよ、あなたは外に出て楽しみを得

よ。イッサカルよ、あなたは天幕にいて楽しみを得

よ。 19彼らは国々の民を山に招き、その所で正しい

犠牲をささげるであろう。彼らは海の富を吸い、砂

に隠れた宝を取るからである」。 20ガドについては

言った、「ガドを大きくする者は、ほむべきかな。

ガドは、ししのように伏し、腕や頭の頂をかき裂く

であろう。 21彼は初穂の地を自分のために選んだ。

そこには将軍の分も取り置かれていた。彼は民のか

しらたちと共にきて、イスラエルと共に主の正義と

審判とを行った」。 22ダンについては言った、「ダ

ンはししの子であって、バシャンからおどりでる」

。 23ナフタリについては言った、「ナフタリよ、あ

なたは恵みに満たされ、主の祝福に満ちて、湖とそ

の南の地を所有する」。 24アセルについては言った

、「アセルは他の子らにまさって祝福される。彼は

その兄弟たちに愛せられ、その足を油にひたすこと

ができるように。 25あなたの貫の木は鉄と青銅、あ

なたの力はあなたの年と共に続くであろう」。 26「

エシュルンよ、神に並ぶ者はほかにない。あなたを

助けるために天に乗り、威光をもって空を通られる

。 27とこしえにいます神はあなたのすみかであり、

下には永遠の腕がある。敵をあなたの前から追い払

って、『滅ぼせ』と言われた。 28イスラエルは安ら

かに住み、ヤコブの泉は穀物とぶどう酒の地に、ひ

とりいるであろう。また天は露をくだすであろう。

29イスラエルよ、あなたはしあわせである。だれが

あなたのように、主に救われた民があるであろうか

。主はあなたを助ける盾、あなたの威光のつるぎ、
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あなたの敵はあなたにへつらい服し、あなたは彼ら

の高き所を踏み進むであろう」。

34モーセはモアブの平野からネボ山に登り、エリ

コの向かいのピスガの頂へ行った。そこで主は彼に

ギレアデの全地をダンまで示し、 2ナフタリの全部

、エフライムとマナセの地およびユダの全地を西の

海まで示し、 3ネゲブと低地、すなわち、しゅろの

町エリコの谷をゾアルまで示された。 4そして主は

彼に言われた、「わたしがアブラハム、イサク、ヤ

コブに、これをあなたの子孫に与えると言って誓っ

た地はこれである。わたしはこれをあなたの目に見

せるが、あなたはそこへ渡って行くことはできない

」。 5こうして主のしもべモーセは主の言葉のとお

りにモアブの地で死んだ。 6主は彼をベテペオルに

対するモアブの地の谷に葬られたが、今日までその

墓を知る人はない。 7モーセは死んだ時、百二十歳

であったが、目はかすまず、気力は衰えていなかっ

た。 8イスラエルの人々はモアブの平野で三十日の

間モーセのために泣いた。そしてモーセのために泣

き悲しむ日はついに終った。 9ヌンの子ヨシュアは

知恵の霊に満ちた人であった。モーセが彼の上に手

を置いたからである。イスラエルの人々は彼に聞き

従い、主がモーセに命じられたとおりにおこなった

。 10イスラエルには、こののちモーセのような預言

者は起らなかった。モーセは主が顔を合わせて知ら

れた者であった。 11主はエジプトの地で彼をパロと

そのすべての家来およびその全地につかわして、も

ろもろのしるしと不思議を行わせられた。 12モーセ
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はイスラエルのすべての人の前で大いなる力をあら

わし、大いなる恐るべき事をおこなった。
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ヨシュア記

1主のしもべモーセが死んだ後、主はモーセの従者

、ヌンの子ヨシュアに言われた、 2「わたしのしも

べモーセは死んだ。それゆえ、今あなたと、このす

べての民とは、共に立って、このヨルダンを渡り、

わたしがイスラエルの人々に与える地に行きなさい

。 3あなたがたが、足の裏で踏む所はみな、わたし

がモーセに約束したように、あなたがたに与えるで

あろう。 4あなたがたの領域は、荒野からレバノン

に及び、また大川ユフラテからヘテびとの全地にわ

たり、日の入る方の大海に達するであろう。 5あな

たが生きながらえる日の間、あなたに当ることので

きる者は、ひとりもないであろう。わたしは、モー

セと共にいたように、あなたと共におるであろう。

わたしはあなたを見放すことも、見捨ることもしな

い。 6強く、また雄々しくあれ。あなたはこの民に

、わたしが彼らに与えると、その先祖たちに誓った

地を獲させなければならない。 7ただ強く、また雄

々しくあって、わたしのしもべモーセがあなたに命

じた律法をことごとく守って行い、これを離れて右

にも左にも曲ってはならない。それはすべてあなた

が行くところで、勝利を得るためである。 8この律

法の書をあなたの口から離すことなく、昼も夜もそ

れを思い、そのうちにしるされていることを、こと

ごとく守って行わなければならない。そうするなら

ば、あなたの道は栄え、あなたは勝利を得るであろ

う。 9わたしはあなたに命じたではないか。強く、

また雄々しくあれ。あなたがどこへ行くにも、あな

たの神、主が共におられるゆえ、恐れてはならない
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、おののいてはならない」。 10そこでヨシュアは民

のつかさたちに命じて言った、 11「宿営のなかを巡

って民に命じて言いなさい、『糧食の備えをしなさ

い。三日のうちに、あなたがたはこのヨルダンを渡

って、あなたがたの神、主があなたがたに与えて獲

させようとされる地を獲るために、進み行かなけれ

ばならないからである』」。 12ヨシュアはまたルベ

ンびと、ガドびと、およびマナセの半部族に言った

、 13「主のしもべモーセがあなたがたに命じて、『

あなたがたの神、主はあなたがたのために安息の場

所を備え、この地をあなたがたに賜わるであろう』

と言った言葉を記憶しなさい。 14あなたがたの妻子

と家畜とは、モーセがあなたがたに与えたヨルダン

のこちら側の地にとどまらなければならない。しか

し、あなたがたのうちの勇士はみな武装して、兄弟

たちの先に立って渡り、これを助けなければならな

い。 15そして主があなたがたに賜わったように、あ

なたがたの兄弟たちにも安息を賜わり、彼らもあな

たがたの神、主が賜わる地を獲るようになるならば

、あなたがたは、主のしもべモーセから与えられた

、ヨルダンのこちら側、日の出の方にある、あなた

がたの所有の地に帰って、それを保つことができる

であろう」。 16彼らはヨシュアに答えた、「あなた

がわれわれに命じられたことをみな行います。あな

たがつかわされる所へは、どこへでも行きます。 17

われわれはすべてのことをモーセに聞き従ったよう

に、あなたに聞き従います。ただ、どうぞ、あなた

の神、主がモーセと共におられたように、あなたと

共におられますように。 18だれであっても、あなた
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の命令にそむき、あなたの命じられる言葉に聞き従

わないものがあれば、生かしてはおきません。ただ

、強く、また雄々しくあってください」。

2ヌンの子ヨシュアは、シッテムから、ひそかにふ

たりの斥候をつかわして彼らに言った、「行って、

その地、特にエリコを探りなさい」。彼らは行って

、名をラハブという遊女の家にはいり、そこに泊ま

ったが、 2エリコの王に、「イスラエルの人々のう

ちの数名の者が今夜この地を探るために、はいって

きました」と言う者があったので、 3エリコの王は

人をやってラハブに言った、「あなたの所にきて、

あなたの家にはいった人々をここへ出しなさい。彼

らはこの国のすべてを探るためにきたのです」。 4

しかし、女はすでにそのふたりの人を入れて彼らを

隠していた。そして彼女は言った、「確かにその人

々はわたしの所にきました。しかし、わたしはその

人々がどこからきたのか知りませんでしたが、 5た

そがれ時、門の閉じるころに、その人々は出て行き

ました。どこへ行ったのかわたしは知りません。急

いであとを追いなさい。追いつけるでしょう」。 6

その実、彼女はすでに彼らを連れて屋根にのぼり、

屋上に並べてあった亜麻の茎の中に彼らを隠してい

たのである。 7そこでその人々は彼らのあとを追っ

てヨルダンの道を進み、渡し場へ向かった。あとを

追う者が出て行くとすぐ門は閉ざされた。 8ふたり

の人がまだ寝ないうち、ラハブは屋上にのぼって彼

らの所にきた。 9そして彼らに言った、「主がこの

地をあなたがたに賜わったこと、わたしたちがあな

たがたをひじょうに恐れていること、そしてこの地
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の民がみなあなたがたの前に震えおののいているこ

とをわたしは知っています。 10あなたがたがエジプ

トから出てこられた時、主があなたがたの前で紅海

の水を干されたこと、およびあなたがたが、ヨルダ

ンの向こう側にいたアモリびとのふたりの王シホン

とオグにされたこと、すなわちふたりを、全滅され

たことを、わたしたちは聞いたからです。 11わたし

たちはそれを聞くと、心は消え、あなたがたのゆえ

に人々は全く勇気を失ってしまいました。あなたが

たの神、主は上の天にも、下の地にも、神でいらせ

られるからです。 12それで、どうか、わたしがあな

たがたを親切に扱ったように、あなたがたも、わた

しの父の家を親切に扱われることをいま主をさして

誓い、確かなしるしをください。 13そしてわたしの

父母、兄弟、姉妹およびすべて彼らに属するものを

生きながらえさせ、わたしたちの命を救って、死を

免れさせてください」。 14ふたりの人は彼女に言っ

た、「もしあなたがたが、われわれのこのことを他

に漏らさないならば、われわれは命にかけて、あな

たがたを救います。また主がわれわれにこの地を賜

わる時、あなたがたを親切に扱い、真実をつくしま

しょう」。 15そこでラハブは綱をもって彼らを窓か

らつりおろした。その家が町の城壁の上に建ってい

て、彼女はその城壁の上に住んでいたからである。

16ラハブは彼らに言った、「追手に会わないように

、あなたがたは山へ行って、三日の間そこに身を隠

し、追手の帰って行くのを待って、それから去って

行きなさい」。 17ふたりの人は彼女に言った、「あ

なたがわれわれに誓わせたこの誓いについて、われ
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われは罪を犯しません。 18われわれがこの地に討ち

入る時、わたしたちをつりおろした窓に、この赤い

糸のひもを結びつけ、またあなたの父母、兄弟、お

よびあなたの父の家族をみなあなたの家に集めなさ

い。 19ひとりでも家の戸口から外へ出て、血を流さ

れることがあれば、その責めはその人自身のこうべ

に帰すでしょう。われわれに罪はありません。しか

しあなたの家の中にいる人に手をかけて血を流すこ

とがあれば、その責めはわれわれのこうべに帰すで

しょう。 20またあなたが、われわれのこのことを他

に漏らすならば、あなたがわれわれに誓わせた誓い

については、われわれに罪はありません」。 21ラハ

ブは言った、「あなたがたの仰せのとおりにいたし

ましょう」。こうして彼らを送り出したので、彼ら

は去った。そして彼女は赤いひもを窓に結んだ。 22

彼らは立ち去って山にはいり、追手が帰るのを待っ

て、三日の間そこにとどまった。追手は彼らをあま

ねく道に捜したが、ついに見つけることができなか

った。 23こうしてふたりの人はまた山を下り、川を

渡って、ヌンの子ヨシュアのもとにきて、その身に

起ったことをつぶさに述べた。 24そしてヨシュアに

言った、「ほんとうに主はこの国をことごとくわれ

われの手にお与えになりました。この国の住民はみ

なわれわれの前に震えおののいています」。

3ヨシュアは朝早く起き、イスラエルの人々すべて

とともにシッテムを出立して、ヨルダンに行き、そ

れを渡らずに、そこに宿った。 2三日の後、つかさ

たちは宿営の中を行き巡り、 3民に命じて言った、

「レビびとである祭司たちが、あなたがたの神、主
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の契約の箱をかきあげるのを見るならば、あなたが

たはその所を出立して、そのあとに従わなければな

らない。 4そうすれば、あなたがたは行くべき道を

知ることができるであろう。あなたがたは前にこの

道をとおったことがないからである。しかし、あな

たがたと箱との間には、おおよそ二千キュビトの距

離をおかなければならない。それに近づいてはなら

ない」。 5ヨシュアはまた民に言った、「あなたが

たは身を清めなさい。あす、主があなたがたのうち

に不思議を行われるからである」。 6ヨシュアは祭

司たちに言った、「契約の箱をかき、民に先立って

渡りなさい」。そこで彼らは契約の箱をかき、民に

先立って進んだ。 7主はヨシュアに言われた、「き

ょうからわたしはすべてのイスラエルの前にあなた

を尊い者とするであろう。こうしてわたしがモーセ

と共にいたように、あなたとともにおることを彼ら

に知らせるであろう。 8あなたは契約の箱をかく祭

司たちに命じて言わなければならない、『あなたが

たは、ヨルダンの水ぎわへ行くと、すぐ、ヨルダン

の中に立ちとどまらなければならない』」。 9ヨシ

ュアはイスラエルの人々に言った、「あなたがたは

ここに近づいて、あなたがたの神、主の言葉を聞き

なさい」。 10そしてヨシュアは言った、「生ける神

があなたがたのうちにおいでになり、あなたがたの

前から、カナンびと、ヘテびと、ヒビびと、ペリジ

びと、ギルガシびと、アモリびと、エブスびとを、

必ず追い払われることを、次のことによって、あな

たがたは知るであろう。 11ごらんなさい。全地の主

の契約の箱は、あなたがたに先立ってヨルダンを渡
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ろうとしている。 12それゆえ、今、イスラエルの部

族のうちから、部族ごとにひとりずつ、合わせて十

二人を選びなさい。 13全地の主なる神の箱をかく祭

司たちの足の裏が、ヨルダンの水の中に踏みとどま

る時、ヨルダンの水は流れをせきとめられ、上から

流れくだる水はとどまって、うず高くなるであろう

」。 14こうして民はヨルダンを渡ろうとして天幕を

いで立ち、祭司たちは契約の箱をかき、民に先立っ

て行ったが、 15箱をかく者がヨルダンにきて、箱を

かく祭司たちの足が水ぎわにひたると同時に、ヨル

ダンは刈入れの間中、岸一面にあふれるのであるが

、 16上から流れくだる水はとどまって、はるか遠く

のザレタンのかたわらにある町アダムのあたりで、

うず高く立ち、アラバの海すなわち塩の海の方に流

れくだる水は全くせきとめられたので、民はエリコ

に向かって渡った。 17すべてのイスラエルが、かわ

いた地を渡って行く間、主の契約の箱をかく祭司た

ちは、ヨルダンの中のかわいた地に立っていた。そ

してついに民はみなヨルダンを渡り終った。

4民が皆、ヨルダンを渡り終った時、主はヨシュア

に言われた、 2「民のうちから、部族ごとにひとり

ずつ、合わせて十二人を選び、 3彼らに命じて言い

なさい、『ヨルダンの中で祭司たちが足を踏みとど

めたその所から、石十二を取り、それを携えて渡り

、今夜あなたがたが宿る場所にすえなさい』」。 4

そこでヨシュアはイスラエルの人々のうちから、部

族ごとに、ひとりずつ、かねて定めておいた十二人

の者を召し寄せ、 5ヨシュアは彼らに言った、「あ

なたがたの神、主の契約の箱の前に立って行き、ヨ
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ルダンの中に進み入り、イスラエルの人々の部族の

数にしたがって、おのおの石一つを取り上げ、肩に

のせて運びなさい。 6これはあなたがたのうちに、

しるしとなるであろう。後の日になって、あなたが

たの子どもたちが、『これらの石は、どうしたわけ

ですか』と問うならば、 7その時あなたがたは彼ら

に、むかしヨルダンの水が、主の契約の箱の前で、

せきとめられたこと、すなわちその箱がヨルダンを

渡った時、ヨルダンの水が、せきとめられたことを

告げなければならない。こうして、それらの石は永

久にイスラエルの人々の記念となるであろう」。 8

イスラエルの人々はヨシュアが命じたようにし、主

がヨシュアに言われたように、イスラエルの人々の

部族の数にしたがって、ヨルダンの中から十二の石

を取り、それを携えて渡り、彼らの宿る場所へ行っ

て、そこにすえた。 9ヨシュアはまたヨルダンの中

で、契約の箱をかく祭司たちが、足を踏みとどめた

所に、十二の石を立てたが、今日まで、そこに残っ

ている。 10箱をかく祭司たちは、主がヨシュアに命

じて、民に告げさせられた事が、すべて行われてし

まうまで、ヨルダンの中に立っていた。すべてモー

セがヨシュアに命じたとおりである。民は急いで渡

った。 11民がみな渡り終った時、主の箱と祭司たち

とは、民の見る前で渡った。 12ルベンの子孫とガド

の子孫、およびマナセの部族の半ばは、モーセが彼

らに命じていたように武装して、イスラエルの人々

に先立って渡り、 13戦いのために武装したおおよそ

四万の者が戦うため、主の前に渡って、エリコの平

野に着いた。 14この日、主はイスラエルのすべての
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人の前にヨシュアを尊い者とされたので、彼らはみ

なモーセを敬ったように、ヨシュアを一生のあいだ

敬った。 15主はヨシュアに言われた、 16「あかし

の箱をかく祭司たちに命じて、ヨルダンから上がっ

てこさせなさい」。 17ヨシュアは祭司たちに命じて

言った、「ヨルダンから上がってきなさい」。 18主

の契約の箱をかく祭司たちはヨルダンの中から上が

ってきたが、祭司たちの足の裏がかわいた地にあが

ると同時に、ヨルダンの水はもとの所に流れかえっ

て、以前のように、その岸にことごとくあふれた。

19民は正月の十日に、ヨルダンから上がってきて、

エリコの東の境にあるギルガルに宿営した。 20そし

てヨシュアは、人々がヨルダンから取ってきた十二

の石をギルガルに立て、 21イスラエルの人々に言っ

た、「後の日にあなたがたの子どもたちが、その父

に『これらの石は、どうしたわけですか』とたずね

たならば、 22『むかしイスラエルがこのヨルダンを

、かわいた地にされて渡ったのだ』と言って、その

子どもたちに知らせなければならない。 23すなわち

あなたがたの神、主はヨルダンの水を、あなたがた

のために干しからして、あなたがたを渡らせてくだ

さった。それはあたかも、あなたがたの神、主が、

われわれのために紅海を干しからして、われわれを

渡らせてくださったのと同じである。 24このように

されたのは、地のすべての民に、主の手に力のある

ことを知らせ、あなたがたの神、主をつねに恐れさ

せるためである」。

5ヨルダンの向こう側、すなわち西の方におるアモ

リびとの王たちと、海べにおるカナンびとの王たち
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とは皆、主がイスラエルの人々の前で、ヨルダンの

水を干しからして、彼らを渡らせられたと聞いて、

イスラエルの人々のゆえに、心は消え、彼らのうち

に、もはや元気もなくなった。 2その時、主はヨシ

ュアに言われた、「火打石の小刀を造り、重ねてま

たイスラエルの人々に割礼を行いなさい」。 3そこ

でヨシュアは火打石の小刀を造り、陽皮の丘で、イ

スラエルの人々に割礼を行った。 4ヨシュアが人々

に割礼を行った理由はこうである。エジプトから出

てきた民のうちの、すべての男子、すなわち、いく

さびとたちは皆、エジプトを出た後、途中、荒野で

死んだが、 5その出てきた民は皆、割礼を受けた者

であった。しかし、エジプトを出た後に、途中、荒

野で生まれた民は、みな割礼を受けていなかった。

6イスラエルの人々は四十年の間、荒野を歩いていて

、そのエジプトから出てきた民、すなわち、いくさ

びとたちは、みな死に絶えた。これは彼らが主の声

に聞き従わなかったので、主は彼らの先祖たちに誓

って、われわれに与えると仰せられた地、乳と蜜の

流れる地を、彼らに見させないと誓われたからであ

る。 7ヨシュアが割礼を行ったのは、この人々につ

いで起されたその子どもたちであった。彼らは途中

で割礼を受けていなかったので、無割礼の者であっ

たからである。 8すべての民に割礼を行うことが終

ったので、民は宿営のうちの自分の所にとどまって

傷の直るのを待った。 9その時、主はヨシュアに言

われた、「きょう、わたしはエジプトのはずかしめ

を、あなたがたからころがし去った」。それでその

所の名は、今日までギルガルと呼ばれている。 10イ
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スラエルの人々はギルガルに宿営していたが、その

月の十四日の夕暮、エリコの平野で過越の祭を行っ

た。 11そして過越の祭の翌日、その地の穀物、すな

わち種入れぬパンおよびいり麦を、その日に食べた

が、 12その地の穀物を食べた翌日から、マナの降る

ことはやみ、イスラエルの人々は、もはやマナを獲

なかった。その年はカナンの地の産物を食べた。 13

ヨシュアがエリコの近くにいたとき、目を上げて見

ると、ひとりの人が抜き身のつるぎを手に持ち、こ

ちらに向かって立っていたので、ヨシュアはその人

のところへ行って言った、「あなたはわれわれを助

けるのですか。それともわれわれの敵を助けるので

すか」。 14彼は言った、「いや、わたしは主の軍勢

の将として今きたのだ」。ヨシュアは地にひれ伏し

拝して言った、「わが主は何をしもべに告げようと

されるのですか」。 15すると主の軍勢の将はヨシュ

アに言った、「あなたの足のくつを脱ぎなさい。あ

なたが立っている所は聖なる所である」。ヨシュア

はそのようにした。

6さてエリコは、イスラエルの人々のゆえに、かた

く閉ざして、出入りするものがなかった。 2主はヨ

シュアに言われた、「見よ、わたしはエリコと、そ

の王および大勇士を、あなたの手にわたしている。

3あなたがた、いくさびとはみな、町を巡って、町の

周囲を一度回らなければならない。六日の間そのよ

うにしなければならない。 4七人の祭司たちは、お

のおの雄羊の角のラッパを携えて、箱に先立たなけ

ればならない。そして七日目には七度町を巡り、祭

司たちはラッパを吹き鳴らさなければならない。 5
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そして祭司たちが雄羊の角を長く吹き鳴らし、その

ラッパの音が、あなたがたに聞える時、民はみな大

声に呼ばわり、叫ばなければならない。そうすれば

、町の周囲の石がきは、くずれ落ち、民はみなただ

ちに進んで、攻め上ることができる」。 6ヌンの子

ヨシュアは祭司たちを召して言った、「あなたがた

は契約の箱をかき、七人の祭司たちは雄羊の角のラ

ッパ七本を携えて、主の箱に先立たなければならな

い」。 7そして民に言った、「あなたがたは進んで

行って町を巡りなさい。武装した者は主の箱に先立

って進まなければならない」。 8ヨシュアが民に命

じたように、七人の祭司たちは、雄羊の角のラッパ

七本を携えて、主に先立って進み、ラッパを吹き鳴

らした。主の契約の箱はそのあとに従った。 9武装

した者はラッパを吹き鳴らす祭司たちに先立って行

き、しんがりは箱に従った。ラッパは絶え間なく鳴

り響いた。 10しかし、ヨシュアは民に命じて言った

、「あなたがたは呼ばわってはならない。あなたが

たの声を聞えさせてはならない。また口から言葉を

出してはならない。ただ、わたしが呼ばわれと命じ

る日に、あなたがたは呼ばわらなければならない」

。 11こうして主の箱を持って、町を巡らせ、その周

囲を一度回らせた。人々は宿営に帰り、夜を宿営で

過ごした。 12翌朝ヨシュアは早く起き、祭司たちは

主の箱をかき、 13七人の祭司たちは、雄羊の角のラ

ッパ七本を携えて、主の箱に先立ち、絶えず、ラッ

パを吹き鳴らして進み、武装した者はこれに先立っ

て行き、しんがりは主の箱に従った。ラッパは絶え

間なく鳴り響いた。 14その次の日にも、町の周囲を
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一度巡って宿営に帰った。六日の間そのようにした

。 15七日目には、夜明けに、早く起き、同じように

して、町を七度めぐった。町を七度めぐったのはこ

の日だけであった。 16七度目に、祭司たちがラッパ

を吹いた時、ヨシュアは民に言った、「呼ばわりな

さい。主はこの町をあなたがたに賜わった。 17この

町と、その中のすべてのものは、主への奉納物とし

て滅ぼされなければならない。ただし遊女ラハブと

、その家に共におる者はみな生かしておかなければ

ならない。われわれが送った使者たちをかくまった

からである。 18また、あなたがたは、奉納物に手を

触れてはならない。奉納に当り、その奉納物をみず

から取って、イスラエルの宿営を、滅ぼさるべきも

のとし、それを悩ますことのないためである。 19た

だし、銀と金、青銅と鉄の器は、みな主に聖なる物

であるから、主の倉に携え入れなければならない」

。 20そこで民は呼ばわり、祭司たちはラッパを吹き

鳴らした。民はラッパの音を聞くと同時に、みな大

声をあげて呼ばわったので、石がきはくずれ落ちた

。そこで民はみな、すぐに上って町にはいり、町を

攻め取った。 21そして町にあるものは、男も、女も

、若い者も、老いた者も、また牛、羊、ろばをも、

ことごとくつるぎにかけて滅ぼした。 22その時ヨシ

ュアは、この地を探ったふたりの人に言った、「あ

の遊女の家にはいって、その女と彼女に属するすべ

てのものを連れ出し、彼女に誓ったようにしなさい

」。 23斥候となったその若い人たちははいって、ラ

ハブとその父母、兄弟、そのほか彼女に属するすべ

てのものを連れ出し、その親族をみな連れ出して、
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イスラエルの宿営の外に置いた。 24そして火で町と

その中のすべてのものを焼いた。ただ、銀と金、青

銅と鉄の器は、主の家の倉に納めた。 25しかし、遊

女ラハブとその父の家の一族と彼女に属するすべて

のものとは、ヨシュアが生かしておいたので、ラハ

ブは今日までイスラエルのうちに住んでいる。これ

はヨシュアがエリコを探らせるためにつかわした使

者たちをかくまったためである。 26ヨシュアは、そ

の時、人々に誓いを立てて言った、「おおよそ立っ

て、このエリコの町を再建する人は、主の前にのろ

われるであろう。その礎をすえる人は長子を失い、

その門を建てる人は末の子を失うであろう」。 27主

はヨシュアと共におられ、ヨシュアの名声は、あま

ねくその地に広がった。

7しかし、イスラエルの人々は奉納物について罪を

犯した。すなわちユダの部族のうちの、ゼラの子ザ

ブデの子であるカルミの子アカンが奉納物を取った

のである。それで主はイスラエルの人々にむかって

怒りを発せられた。 2ヨシュアはエリコから人々を

つかわし、ベテルの東、ベテアベンの近くにあるア

イに行かせようとして、その人々に言った、「上っ

て行って、かの地を探ってきなさい」。人々は上っ

て行って、アイを探ったが、 3ヨシュアのもとに帰

ってきて言った、「民をことごとく行かせるには及

びません。ただ二、三千人を上らせて、アイを撃た

せなさい。彼らは少ないのですから、民をことごと

くあそこへやってほねおりをさせるには及びません

」。 4そこで民のうち、おおよそ三千人がそこに上

ったが、ついにアイの人々の前から逃げ出した。 5
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アイの人々は彼らのうち、おおよそ三十六人を殺し

、更に彼らを門の前からシバリムまで追って、下り

坂で彼らを殺したので、民の心は消えて水のように

なった。 6そのためヨシュアは衣服を裂き、イスラ

エルの長老たちと共に、主の箱の前で、夕方まで地

にひれ伏し、ちりをかぶった。 7ヨシュアは言った

、「ああ、主なる神よ、あなたはなにゆえ、この民

にヨルダンを渡らせ、われわれをアモリびとの手に

渡して滅ぼさせられるのですか。われわれはヨルダ

ンの向こうに、安んじてとどまればよかったのです

。 8ああ、主よ。イスラエルがすでに敵に背をむけ

た今となって、わたしはまた何を言い得ましょう。

9カナンびと、およびこの地に住むすべてのものは、

これを聞いて、われわれを攻めかこみ、われわれの

名を地から断ち去ってしまうでしょう。それであな

たは、あなたの大いなる名のために、何をしようと

されるのですか」。 10主はヨシュアに言われた、「

立ちなさい。あなたはどうして、そのようにひれ伏

しているのか。 11イスラエルは罪を犯し、わたしが

彼らに命じておいた契約を破った。彼らは奉納物を

取り、盗み、かつ偽って、それを自分の所有物のう

ちに入れた。 12それでイスラエルの人々は敵に当る

ことができず、敵に背をむけた。彼らも滅ぼされる

べきものとなったからである。あなたがたが、その

滅ぼされるべきものを、あなたがたのうちから滅ぼ

し去るのでなければ、わたしはもはやあなたがたと

は共にいないであろう。 13立って、民を清めて言い

なさい、『あなたがたは身を清めて、あすのために

備えなさい。イスラエルの神、主はこう仰せられる
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、「イスラエルよ、あなたがたのうちに、滅ぼされ

るべきものがある。その滅ぼされるべきものを、あ

なたがたのうちから除き去るまでは、敵に当ること

はできないであろう」。 14それゆえ、あすの朝、あ

なたがたは部族ごとに進み出なければならない。そ

して主がくじを当てられる部族は、氏族ごとに進み

いで、主がくじを当てられる氏族は、家族ごとに進

みいで、主がくじを当てられる家族は、男ひとりび

とり進み出なければならない。 15そしてその滅ぼさ

れるべきものを持っていて、くじを当てられた者は

、その持ち物全部と共に、火で焼かれなければなら

ない。主の契約を破りイスラエルのうちに愚かなこ

とを行ったからである』」。 16こうしてヨシュアは

朝早く起き、イスラエルを部族ごとに進み出させた

ところ、ユダの部族がくじに当り、 17ユダのもろも

ろの氏族を進み出させたところ、ゼラびとの氏族が

、くじに当った。ゼラびとの氏族を家族ごとに進み

出させたところ、ザブデの家族が、くじに当った。

18ザブデの家族を男ひとりびとり進み出させたとこ

ろ、アカンがくじに当った。アカンはユダの部族の

うちの、ゼラの子、ザブデの子なるカルミの子であ

る。 19その時ヨシュアはアカンに言った、「わが子

よ、イスラエルの神、主に栄光を帰し、また主をさ

んびし、あなたのしたことを今わたしに告げなさい

。わたしに隠してはならない」。 20アカンはヨシュ

アに答えた、「ほんとうにわたしはイスラエルの神

、主に対して罪を犯しました。わたしがしたのはこ

うです。 21わたしはぶんどり物のうちに、シナルの

美しい外套一枚と銀二百シケルと、目方五十シケル
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の金の延べ棒一本のあるのを見て、ほしくなり、そ

れを取りました。わたしの天幕の中に、地に隠して

あります。銀はその下にあります」。 22そこでヨシ

ュアは使者たちをつかわした。使者たちが天幕に走

っていって見ると、それは彼の天幕に隠してあって

、銀もその下にあった。 23彼らはそれを天幕の中か

ら取り出して、ヨシュアとイスラエルのすべての人

々の所に携えてきたので、それを主の前に置いた。

24ヨシュアはすべてのイスラエルびとと共に、ゼラ

の子アカンを捕え、かの銀と外套と金の延べ棒、お

よび彼のむすこ、娘、牛、ろば、羊、天幕など、彼

の持ち物をことごとく取って、アコルの谷へ引いて

いった。 25そしてヨシュアは言った、「なぜあなた

はわれわれを悩ましたのか。主は、きょう、あなた

を悩まされるであろう」。やがてすべてのイスラエ

ルびとは石で彼を撃ち殺し、また彼の家族をも石で

撃ち殺し、火をもって焼いた。 26そしてアカンの上

に石塚を大きく積み上げたが、それは今日まで残っ

ている。そして主は激しい怒りをやめられたが、こ

のことによって、その所の名は今日までアコルの谷

と呼ばれている。

8主はヨシュアに言われた、「恐れてはならない、

おののいてはならない。いくさびとを皆、率い、立

って、アイに攻め上りなさい。わたしはアイの王と

その民、その町、その地をあなたの手に授ける。 2

あなたは、さきにエリコとその王にしたとおり、ア

イとその王とにしなければならない。ただし、ぶん

どり物と家畜とは戦利品としてあなたがたのものと

することができるであろう。あなたはまず、町のう
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しろに伏兵を置きなさい」。 3ヨシュアは立って、

すべてのいくさびとと共に、アイに攻め上ろうとし

て、まず大勇士三万人を選び、それを夜のうちにつ

かわした。 4ヨシュアは彼らに命じて言った、「あ

なたがたは町に向かって、町のうしろに伏せていな

ければならない。町を遠く離れないで、みな備えを

していなければならない。 5わたしとわたしに従う

民とは皆共に、町に攻め寄せよう。そして彼らが前

のようにわれわれにむかって出てくるとき、われわ

れは彼らの前から逃げるであろう。 6そうすれば彼

らはわれわれを追って出てくるであろうから、われ

われはついに彼らを町からおびき出すことができる

。彼らは言うであろう、『この人々はまた前のよう

に、われわれの前から逃げていく』。こうしてわれ

われは彼らの前から逃げるであろう。 7その時、あ

なたがたは伏せている所から立ち上がって、町を取

らなければならない。あなたがたの神、主がそれを

あなたがたの手に与えられるからである。 8あなた

がたが、町を取ったならば、町に火を放ち、主が命

じられたようにしなければならない。わたしはこう

、あなたがたに命じるのである」。 9そうしてヨシ

ュアが彼らをつかわしたので、彼らはアイの西方、

ベテルとアイの間の待ち伏せする場所に行って身を

伏せた。ヨシュアはその夜、民の中に宿った。 10ヨ

シュアは明くる朝、早く起きて、民を集め、イスラ

エルの長老たちと共に、民に先立って、アイに上っ

ていった。 11彼と共にいたいくさびとたちもみな上

っていって、町の前に近づき、アイの北に陣を取っ

た。彼らとアイの間には、一つの谷があった。 12ヨ
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シュアはおおよそ五千人をとって、町の西方、ベテ

ルとアイの間に、伏せておいた。 13こうして民の主

力を町の北におき、しんがりを町の西においた。ヨ

シュアはその夜、谷の中で宿った。 14アイの王はこ

れを見て、すべての民と共に、急いで、早く起き、

アラバに行く下り坂に進み出て、イスラエルと戦っ

た。しかし、王は町のうしろに、すきをうかがう伏

兵のおることを知らなかった。 15ヨシュアはイスラ

エルのすべての人々と共に、彼らに打ち破られたふ

りをして、荒野の方向へ逃げだしたので、 16その町

の民はみな呼ばわり集まって彼らのあとを追い、ヨ

シュアのあとを追って町からおびき出され、 17アイ

にもベテルにも残っているものはひとりもなく、み

な出てイスラエルのあとを追い、町を開け放して、

イスラエルのあとを追った。 18その時、主はヨシュ

アに言われた、「あなたの手にあるなげやりを、ア

イの方にさし伸べなさい。わたしはその町をあなた

の手に与えるであろう」。そこでヨシュアが手にし

ていたなげやりを、アイの方にさし伸べると、 19伏

兵はたちまちその場所から立ち上がり、ヨシュアが

手をのべると同時に、走って町に入り、それを取っ

て、ただちに町に火をかけた。 20それでアイの人々

が、うしろをふり返って見ると、町の焼ける煙が天

に立ちのぼっていたので、こちらへもあちらへも逃

げるすべがなかった。荒野へ逃げていった民も身を

かえして、追ってきた者に迫った。 21ヨシュアとす

べてのイスラエルびとは、伏兵が町を取り、町の焼

ける煙が立ち上るのを見て、身をかえしてアイの人

々を撃った。 22また町を取ったものは町を出て彼ら
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に向かったので、彼らは、こちらとあちらとからイ

スラエルの中にはさまれた。こうしてイスラエルび

とが彼らを撃ったので、生き残ったもの、逃げおお

せたものは、ひとりもなかった。 23そしてアイの王

を生けどりにして、ヨシュアのもとへ連れてきた。

24イスラエルびとは、荒野に追撃してきたアイの住

民をことごとく野で殺し、つるぎをもってひとりも

残さず撃ち倒してのち、皆アイに帰り、つるぎをも

ってその町を撃ち滅ぼした。 25その日アイの人々は

ことごとく倒れた。その数は男女あわせて一万二千

人であった。 26ヨシュアはアイの住民をことごとく

滅ぼしつくすまでは、なげやりをさし伸べた手を引

っこめなかった。 27ただし、その町の家畜および、

ぶんどり品はイスラエルびとが自分たちの戦利品と

して取った。主がヨシュアに命じられた言葉にした

がったのである。 28こうしてヨシュアはアイを焼い

て、永久に荒塚としたが、それは今日まで荒れ地と

なっている。 29ヨシュアはまた、アイの王を夕方ま

で木に掛けてさらし、日の入るころ、命じて、その

死体を木から取りおろし、町の門の入口に投げすて

、その上に石の大塚を積み上げさせたが、それは今

日まで残っている。 30そしてヨシュアはエバル山に

イスラエルの神、主のために一つの祭壇を築いた。

31これは主のしもべモーセがイスラエルの人々に命

じたことにもとづき、モーセの律法の書にしるされ

ているように、鉄の道具を当てない自然のままの石

の祭壇であって、人々はその上で、主に燔祭をささ

げ、酬恩祭を供えた。 32その所で、ヨシュアはまた

モーセの書きしるした律法を、イスラエルの人々の
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前で、石に書き写した。 33こうしてすべてのイスラ

エルびとは、本国人も、寄留の他国人も、長老、つ

かさびと、さばきびとと共に、主の契約の箱をかく

レビびとである祭司たちの前で、箱のこなたとかな

たに分れて、半ばはゲリジム山の前に、半ばはエバ

ル山の前に立った。これは主のしもべモーセがさき

に命じたように、イスラエルの民を祝福するためで

あった。 34そして後、ヨシュアはすべての律法の書

にしるされている所にしたがって、祝福と、のろい

とに関する律法の言葉をことごとく読んだ。 35モー

セが命じたすべての言葉のうち、ヨシュアがイスラ

エルの全会衆および女と子どもたち、ならびにイス

ラエルのうちに住む寄留の他国人の前で、読まなか

ったものは一つもなかった。

9さて、ヨルダンの西側の、山地、平地、およびレ

バノンまでの大海の沿岸に住むもろもろの王たち、

すなわちヘテびと、アモリびと、カナンびと、ペリ

ジびと、ヒビびと、エブスびとの王たちは、これを

聞いて、 2心を合わせ、相集まって、ヨシュアおよ

びイスラエルと戦おうとした。 3しかし、ギベオン

の住民たちは、ヨシュアがエリコとアイにおこなっ

たことを聞いて、 4自分たちも策略をめぐらし、行

って食料品を準備し、古びた袋と、古びて破れたの

を繕ったぶどう酒の皮袋とを、ろばに負わせ、 5繕

った古ぐつを足にはき、古びた着物を身につけた。

彼らの食料のパンは、みなかわいて、砕けていた。

6彼らはギルガルの陣営のヨシュアの所にきて、彼と

イスラエルの人々に言った、「われわれは遠い国か

らまいりました。それで今われわれと契約を結んで
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ください」。 7しかし、イスラエルの人々はそのヒ

ビびとたちに言った、「あなたがたはわれわれのう

ちに住んでいるのかも知れないから、われわれはど

うしてあなたがたと契約が結べましょう」。 8彼ら

はヨシュアに言った、「われわれはあなたのしもべ

です」。ヨシュアは彼らに言った、「あなたがたは

だれですか。どこからきたのですか」。 9彼らはヨ

シュアに言った、「しもべどもはあなたの神、主の

名のゆえに、ひじょうに遠い国からまいりました。

われわれは主の名声、および主がエジプトで行われ

たすべての事を聞き、 10また主がヨルダンの向こう

側にいたアモリびとのふたりの王、すなわちヘシボ

ンの王シホン、およびアシタロテにおったバシャン

の王オグに行われたすべてのことを聞いたからです

。 11それで、われわれの長老たち、および国の住民

はみなわれわれに言いました、『おまえたちは旅路

の食料を手に携えていって、彼らに会って言いなさ

い、「われわれはあなたがたのしもべです。それで

今われわれと契約を結んでください」』。 12ここに

あるこのパンは、あなたがたの所に来るため、われ

われが出立する日に、おのおの家から、まだあたた

かなのを旅の食料として準備したのですが、今はも

うかわいて砕けています。 13またぶどう酒を満たし

たこれらの皮袋も、新しかったのですが、破れまし

た。われわれのこの着物も、くつも、旅路がひじょ

うに長かったので、古びてしまいました」。 14そこ

でイスラエルの人々は彼らの食料品を共に食べ、主

のさしずを求めようとはしなかった。 15そしてヨシ

ュアは彼らと和を講じ、契約を結んで、彼らを生か



ヨシュア記 548

しておいた。会衆の長たちは彼らに誓いを立てた。

16契約を結んで三日の後に、彼らはその人々が近く

の人々で、自分たちのうちに住んでいるということ

を聞いた。 17イスラエルの人々は進んで、三日目に

その町々に着いた。その町々とは、ギベオン、ケピ

ラ、ベエロテおよびキリアテ・ヤリムであった。 18

ところで会衆の長たちが、すでにイスラエルの神、

主をさして彼らに誓いを立てていたので、イスラエ

ルの人々は彼らを殺さなかった。そこで会衆はみな

、長たちにむかってつぶやいた。 19しかし、長たち

は皆、全会衆に言った、「われわれはイスラエルの

神、主をさして彼らに誓った。それゆえ今、彼らに

触れてはならない。 20われわれは、こうして彼らを

生かしておこう。そうすれば、われわれが彼らに立

てた誓いのゆえに、怒りがわれわれに臨むことはな

いであろう」。 21長たちはまた人々に「彼らを生か

しておこう」と言ったので、彼らはついに、全会衆

のために、たきぎを切り、水をくむものとなった。

長たちが彼らに言ったとおりである。 22ヨシュアは

彼らを呼び寄せて言った、「あなたがたは、われわ

れのうちに住みながら、なぜ『われわれはあなたが

たからは遠く離れている』と言って、われわれをだ

ましたのか。 23それであなたがたは今のろわれ、奴

隷となってわたしの神の家のために、たきぎを切り

、水をくむものが、絶えずあなたがたのうちから出

るであろう」。 24彼らはヨシュアに答えて言った、

「あなたの神、主がそのしもべモーセに、この地を

ことごとくあなたがたに与え、この地に住む民をこ

とごとくあなたがたの前から滅ぼし去るようにと、
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お命じになったことを、しもべどもは明らかに伝え

聞きましたので、あなたがたのゆえに、命が危いと

、われわれは非常に恐れて、このことをしたのです

。 25われわれは、今、あなたの手のうちにあります

。われわれにあなたがして良いと思い、正しいと思

うことをしてください」。 26そこでヨシュアは、彼

らにそのようにし、彼らをイスラエルの人々の手か

ら救って殺させなかった。 27しかし、ヨシュアは、

その日、彼らを、会衆のため、また主の祭壇のため

、主が選ばれる場所で、たきぎを切り、水をくむ者

とした。これは今日までつづいている。

10エルサレムの王アドニゼデクは、ヨシュアがア

イを攻め取って、それを全く滅ぼし、さきにエリコ

とその王とにしたように、アイとその王にもしたこ

と、またギベオンの住民が、イスラエルと和を講じ

て、そのうちにおることを聞き、 2大いに恐れた。

それは、ギベオンが大きな町であって、王の都にも

ひとしいものであり、またアイより大きくて、その

うちの人々が、すべて強かったからである。 3それ

でエルサレムの王アドニゼデクは、ヘブロンの王ホ

ハム、ヤルムテの王ピラム、ラキシの王ヤピア、お

よびエグロンの王デビルに人をつかわして言った、

4「わたしの所に上ってきて、わたしを助けてくださ

い。われわれはギベオンを撃ちましょう。ギベオン

はヨシュアおよびイスラエルの人々と和を講じたか

らです」。 5アモリびとの五人の王、すなわちエル

サレムの王、ヘブロンの王、ヤルムテの王、ラキシ

の王、およびエグロンの王は兵を集め、そのすべて

の軍勢を率いて上ってきて、ギベオンに向かって陣
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を取り、それを攻めて戦った。 6ギベオンの人々は

、ギルガルの陣営に人をつかわし、ヨシュアに言っ

た、「あなたの手を引かないで、しもべどもを助け

てください。早く、われわれの所に上ってきて、わ

れわれを救い、助けてください。山地に住むアモリ

びとの王たちがみな集まって、われわれを攻めるか

らです」。 7そこでヨシュアはすべてのいくさびと

と、すべての大勇士を率いて、ギルガルから上って

行った。 8その時、主はヨシュアに言われた、「彼

らを恐れてはならない。わたしが彼らをあなたの手

にわたしたからである。彼らのうちには、あなたに

当ることのできるものは、ひとりもないであろう」

。 9ヨシュアは、ギルガルから、よもすがら進みの

ぼって、にわかに彼らに攻めよせたところ、 10主は

彼らを、イスラエルの前に、恐れあわてさせられた

ので、イスラエルはギベオンで彼らをおびただしく

撃ち殺し、ベテホロンの上り坂をとおって逃げる彼

らを、アゼカとマッケダまで追撃した。 11彼らがイ

スラエルの前から逃げ走って、ベテホロンの下り坂

をおりていた時、主は天から彼らの上に大石を降ら

し、アゼカにいたるまでもそうされたので、多くの

人々が死んだ。イスラエルの人々がつるぎをもって

殺したものよりも、雹に打たれて死んだもののほう

が多かった。 12主がアモリびとをイスラエルの人々

にわたされた日に、ヨシュアはイスラエルの人々の

前で主にむかって言った、「日よ、ギベオンの上に

とどまれ、月よ、アヤロンの谷にやすらえ」。 13民

がその敵を撃ち破るまで、日はとどまり、月は動か

なかった。これはヤシャルの書にしるされているで
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はないか。日が天の中空にとどまって、急いで没し

なかったこと、おおよそ一日であった。 14これより

先にも、あとにも、主がこのように人の言葉を聞き

いれられた日は一日もなかった。主がイスラエルの

ために戦われたからである。 15こうしてヨシュアは

イスラエルのすべての人と共にギルガルの陣営に帰

った。 16かの五人の王たちは逃げて行って、マッケ

ダのほら穴に隠れたが、 17五人の王たちがマッケダ

のほら穴にかくれているのが見つかったと、ヨシュ

アに告げる者があったので、 18ヨシュアは言った、

「ほら穴の口に大石をころがし、そのそばに人を置

いて、守らせなさい。 19ただし、あなたがたは、そ

こにとどまらないで、敵のあとを追い、そのしんが

りを撃ち、彼らをその町にはいらせてはならない。

あなたがたの神、主が彼らをあなたがたの手に渡さ

れたからである」。 20ヨシュアとイスラエルの人々

は、大いに彼らを撃ち殺し、ついに彼らを滅ぼしつ

くしたが、彼らのうちのがれて生き残った者どもは

、堅固な町々に逃げこんだので、 21民はみな安らか

にマッケダの陣営のヨシュアのもとに帰ってきたが

、イスラエルの人々にむかって舌を鳴らす者はひと

りもなかった。 22その時ヨシュアは言った、「ほら

穴の口を開いて、ほら穴から、かの五人の王たちを

、わたしのもとにひき出しなさい」。 23やがて、そ

のようにして、かの五人の王たち、すなわち、エル

サレムの王、ヘブロンの王、ヤルムテの王、ラキシ

の王、およびエグロンの王を、ほら穴から彼のもと

にひき出した。 24この王たちをヨシュアのもとにひ

き出した時、ヨシュアはイスラエルのすべての人々
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を呼び寄せ、自分と共に行ったいくさびとの長たち

に言った、「近寄って、この王たちのくびに足をか

けなさい」。そこで近寄って、その王たちのくびに

足をかけたので、 25ヨシュアは彼らに言った、「恐

れおののいてはならない。強くまた雄々しくあれ。

あなたがたが攻めて戦うすべての敵には、主がこの

ようにされるのである」。 26そして後ヨシュアは彼

らを撃って死なせ、五本の木にかけて、夕暮れまで

木の上にさらして置いたが、 27日の入るころになっ

て、ヨシュアが命じたので、これを木からおろし、

彼らが隠れていたほら穴に投げ入れ、ほら穴の口に

大石を置いた。これは今日まで残っている。 28その

日ヨシュアはマッケダを取り、つるぎをもって、そ

れと、その王とを撃ち、その中のすべての人を、こ

とごとく滅ぼして、ひとりも残さず、エリコの王に

したように、マッケダの王にもした。 29こうしてヨ

シュアはイスラエルのすべての人を率いて、マッケ

ダからリブナに進み、リブナを攻めて戦った。 30主

が、それと、その王をも、イスラエルの手に渡され

たので、つるぎをもって、それと、その中のすべて

の人を撃ち滅ぼして、ひとりもその中に残さず、エ

リコの王にしたように、その王にもした。 31ヨシュ

アはまたイスラエルのすべての人を率いて、リブナ

からラキシに進み、これに向かって陣をしき、攻め

戦った。 32主がラキシをイスラエルの手に渡された

ので、ふつか目にこれを取り、つるぎをもって、そ

れと、その中のすべての人を撃ち滅ぼした。すべて

リブナにしたとおりであった。 33その時、ゲゼルの

王ホラムが、ラキシを助けるために上ってきたので
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、ヨシュアは彼と、その民とを撃ち滅ぼして、つい

にひとりも残さなかった。 34ヨシュアはまたイスラ

エルのすべての人を率いて、ラキシからエグロンに

進み、これに向かって陣をしき、攻め戦った。 35そ

の日これを取り、つるぎをもって、これを撃ち、そ

の中のすべての人を、ことごとくその日に滅ぼした

。すべてラキシにしたとおりであった。 36ヨシュア

はまたイスラエルのすべての人を率いて、エグロン

からヘブロンに進み上り、これを攻めて戦い、 37そ

れを取って、それと、その王、およびそのすべての

町々と、その中のすべての人を、つるぎをもって撃

ち滅ぼし、ひとりも残さなかった。すべてエグロン

にしたとおりであった。すなわち、それとその中の

すべての人を、ことごとく滅ぼした。 38またヨシュ

アはイスラエルのすべての人を率いて、デビルへひ

きかえし、これを攻めて戦い、 39それと、その王、

およびそのすべての町々を取り、つるぎをもってそ

れを撃ち、その中のすべての人を、ことごとく滅ぼ

し、ひとりも残さなかった。彼がデビルと、その王

にしたことは、ヘブロンにしたとおりであり、また

リブナと、その王にしたとおりであった。 40こうし

てヨシュアはその地の全部、すなわち、山地、ネゲ

ブ、平地、および山腹の地と、そのすべての王たち

を撃ち滅ぼして、ひとりも残さず、すべて息のある

ものは、ことごとく滅ぼした。イスラエルの神、主

が命じられたとおりであった。 41ヨシュアはカデシ

・バルネアからガザまでの国々、およびゴセンの全

地を撃ち滅ぼして、ギベオンにまで及んだ。 42イス

ラエルの神、主がイスラエルのために戦われたので
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、ヨシュアはこれらすべての王たちと、その地をい

ちどきに取った。 43そしてヨシュアはイスラエルの

すべての人を率いて、ギルガルの陣営に帰った。

11ハゾルの王ヤビンは、これを聞いて、マドンの

王ヨバブ、シムロンの王、およびアクサフの王、 2

また北の山地、キンネロテの南のアラバ、平地、西

の方のドルの高地におる王たち、 3すなわち、東西

のカナンびと、アモリびと、ヘテびと、ペリジびと

、山地のエブスびと、ミヅパの地にあるヘルモンの

ふもとのヒビびとに使者をつかわした。 4そして彼

らは、そのすべての軍勢を率いて出てきた。その大

軍は浜べの砂のように数多く、馬と戦車も、ひじょ

うに多かった。 5これらの王たちはみな軍を集め、

進んできて、共にメロムの水のほとりに陣をしき、

イスラエルと戦おうとした。 6その時、主はヨシュ

アに言われた、「彼らのゆえに恐れてはならない。

あすの今ごろ、わたしは彼らを皆イスラエルに渡し

て、ことごとく殺させるであろう。あなたは彼らの

馬の足の筋を切り、戦車を火で焼かなければならな

い」。 7そこでヨシュアは、すべてのいくさびとを

率いて、にわかにメロムの水のほとりにおし寄せ、

彼らを襲った。 8主は彼らをイスラエルの手に渡さ

れたので、これを撃ち破り、大シドンおよびミスレ

ポテ・マイムまで、これを追撃し、東の方では、ミ

ヅパの谷まで彼らを追い、ついにひとりも残さず撃

ちとった。 9ヨシュアは主が命じられたとおりに彼

らに行い、彼らの馬の足の筋を切り、戦車を火で焼

いた。 10その時、ヨシュアはひきかえして、ハゾル

を取り、つるぎをもって、その王を撃った。ハゾル
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は昔、これらすべての国々の盟主であったからであ

る。 11彼らはつるぎをもって、その中のすべての人

を撃ち、ことごとくそれを滅ぼし、息のあるものは

、ひとりも残さなかった。そして火をもってハゾル

を焼いた。 12ヨシュアはこれらの王たちのすべての

町々、およびその諸王を取り、つるぎをもって、こ

れを撃ち、ことごとく滅ぼした。主のしもべモーセ

が命じたとおりであった。 13ただし、丘の上に立っ

ている町々をイスラエルは焼かなかった。ヨシュア

はただハゾルだけを焼いた。 14これらの町のすべて

のぶんどり物と家畜とは、イスラエルの人々が戦利

品として取ったが、人はみなつるぎをもって、滅ぼ

し尽し、息のあるものは、ひとりも残さなかった。

15主がそのしもべモーセに命じられたように、モー

セはヨシュアに命じたが、ヨシュアはそのとおりに

おこなった。すべて主がモーセに命じられたことで

、ヨシュアが行わなかったことは一つもなかった。

16こうしてヨシュアはその全地、すなわち、山地、

ネゲブの全地、ゴセンの全地、平地、アラバならび

にイスラエルの山地と平地を取り、 17セイルへ上っ

て行く道のハラク山から、ヘルモン山のふもとのレ

バノンの谷にあるバアルガデまでを獲た。そしてそ

れらの王たちを、ことごとく捕えて、撃ち殺した。

18ヨシュアはこれらすべての王たちと、長いあいだ

戦った。 19ギベオンの住民ヒビびとのほかには、イ

スラエルの人々と和を講じた町は一つもなかった。

町々はみな戦争をして、攻め取ったものであった。

20彼らが心をかたくなにして、イスラエルに攻めよ

せたのは、もともと主がそうさせられたので、彼ら
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がのろわれた者となり、あわれみを受けず、ことご

とく滅ぼされるためであった。主がモーセに命じら

れたとおりである。 21その時、ヨシュアはまた行っ

て、山地、ヘブロン、デビル、アナブ、ユダのすべ

ての山地、イスラエルのすべての山地から、アナク

びとを断ち、彼らの町々をも共に滅ぼした。 22それ

でイスラエルの人々の地に、アナクびとは、ひとり

もいなくなった。ただガサ、ガテ、アシドドには、

少し残っているだけであった。 23こうしてヨシュア

はその地を、ことごとく取った。すべて主がモーセ

に告げられたとおりである。そしてヨシュアはイス

ラエルの部族にそれぞれの分を与えて、嗣業とさせ

た。こうしてその地に戦争はやんだ。

12さてヨルダンの向こう側、日の出の方で、アル

ノンの谷からヘルモン山まで、および東アラバの全

土のうちで、イスラエルの人々が撃ち滅ぼして地を

取った国の王たちは、次のとおりである。 2まず、

アモリびとの王シホン。彼はヘシボンに住み、その

領地は、アルノンの谷のほとりにあるアロエル、お

よび谷の中の町から、ギレアデの半ばを占めて、ア

ンモンびととの境であるヤボク川に達し、 3東の方

ではアラバをキンネレテの湖まで占め、またアラバ

の海すなわち塩の海の東におよび、ベテエシモテの

道を経て、南はピスガの山のふもとに達した。 4次

にレパイムの生き残りのひとりであったバシャンの

王オグ。彼はアシタロテとエデレイとに住み、 5ヘ

ルモン山、サレカ、およびバシャンの全土を領した

ので、ゲシュルびと、およびマアカびとと境を接し

、またギレアデの半ばを領したので、ヘシボンの王
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シホンと境を接していた。 6主のしもべモーセと、

イスラエルの人々とが、彼らを撃ち滅ぼし、そして

主のしもべモーセは、これらの地を、ルベンびと、

ガドびと、およびマナセの半部族に与えて所有とさ

せた。 7ヨルダンのこちら側、西の方にあって、レ

バノンの谷にあるバアルガデから、セイルへ上って

行く道のハラク山までの間で、ヨシュアと、イスラ

エルの人々とが、撃ち滅ぼした国の王たちは、次の

とおりである。ヨシュアは彼らの地をイスラエルの

部族に、それぞれの分を与えて嗣業とさせた。 8こ

れは、山地、平地、アラバ、山腹、荒野、およびネ

ゲブであって、ヘテびと、アモリびと、カナンびと

、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの所領であっ

た。 9エリコの王ひとり。ベテルのほとりのアイの

王ひとり。 10エルサレムの王ひとり。ヘブロンの王

ひとり。 11ヤルムテの王ひとり。ラキシの王ひとり

。 12エグロンの王ひとり。ゲゼルの王ひとり。 13

デビルの王ひとり。ゲデルの王ひとり。 14ホルマの

王ひとり。アラデの王ひとり。 15リブナの王ひとり

。アドラムの王ひとり。 16マッケダの王ひとり。ベ

テルの王ひとり。 17タップアの王ひとり。ヘペルの

王ひとり。 18アペクの王ひとり。シャロンの王ひと

り。 19マドンの王ひとり。ハゾルの王ひとり。 20

シムロン・メロンの王ひとり。アクサフの王ひとり

。 21タアナクの王ひとり。メギドの王ひとり。 22

ケデシの王ひとり。カルメルのヨクネアムの王ひと

り。 23ドルの高地におるドルの王ひとり。ガリラヤ

のゴイイムの王ひとり。 24テルザの王ひとり。合わ

せて三十一王である。
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13さてヨシュアは年が進んで老いたが、主は彼に

言われた、「あなたは年が進んで老いたが、取るべ

き地は、なお多く残っている。 2その残っている地

は、次のとおりである。ペリシテびとの全地域、ゲ

シュルびとの全土、 3エジプトの東のシホルから北

にのびて、カナンびとに属するといわれるエクロン

の境までの地、ペリシテびとの五人の君たちの地、

すなわち、ガザ、アシドド、アシケロン、ガテ、お

よびエクロン。 4南のアビびとの地、カナンびとの

全地、シドンびとに属するメアラからアモリびとの

境にあるアペクまでの部分。 5またヘルモン山のふ

もとのバアルガデからハマテの入口に至るゲバルび

との地、およびレバノンの東の全土。 6レバノンか

らミスレポテ・マイムまでの山地のすべての民、す

なわちシドンびとの全土。わたしはみずから彼らを

イスラエルの人々の前から追い払うであろう。わた

しが命じたように、あなたはその地をイスラエルに

分け与えて、嗣業とさせなければならない。 7すな

わち、その地を九つの部族と、マナセの半部族とに

分け与えて、嗣業とさせなければならない」。 8マ

ナセの他の半部族と共に、ルベンびとと、ガドびと

とは、ヨルダンの向こう側、東の方で、その嗣業を

モーセから受けた。主のしもべモーセが、彼らに与

えたのは、 9アルノンの谷のほとりにあるアロエル

、および谷の中にある町から、デボンとメデバの間

にある高原のすべての地。 10ヘシボンで世を治めた

、アモリびとの王シホンのすべての町々を含めて、

アンモンの人々の境までの地。 11ギレアデと、ゲシ

ュルびと、ならびにマアカびとの領地、ヘルモン山
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の全土、サルカまでのバシャン全体。 12アシタロテ

とエデレイで世を治めたバシャンの王オグの全国。

オグはレパイムの生き残りであった。モーセはこれ

らを撃って、追い払った。 13ただし、イスラエルの

人々は、ゲシュルびとと、マアカびとを追い払わな

かった。ゲシュルびとと、マアカびとは、今日まで

イスラエルのうちに住んでいる。 14ただレビの部族

には、ヨシュアはなんの嗣業をも与えなかった。イ

スラエルの神、主の火祭が彼らの嗣業であるからで

ある。主がヨシュアに言われたとおりである。 15モ

ーセはルベンびとの部族に、その家族にしたがって

嗣業を与えたが、 16その領域はアルノンの谷のほと

りにあるアロエル、および谷の中にある町からメデ

バのほとりのすべての高原、 17ヘシボンおよびその

高原のすべての町々、デボン、バモテ・バアル、ベ

テ・バアル・メオン、 18ヤハヅ、ケデモテ、メパア

テ、 19キリアタイム、シブマ、谷の中の山にあるゼ

レテ・シャハル、 20ベテペオル、ピスガの山腹、ベ

テエシモテ、 21すなわち高原のすべての町々と、ヘ

シボンで世を治めたアモリびとの王シホンの全国に

及んだ。モーセはシホンを、ミデアンのつかさたち

エビ、レケム、ツル、ホルおよびレバと共に撃ち殺

した。これらはみなシホンの諸侯であって、その地

に住んでいた者である。 22イスラエルの人々はまた

ベオルの子、占い師バラムをもつるぎにかけて、そ

のほかに殺した者どもと共に殺した。 23ルベンびと

の領域はヨルダンを境とした。これはルベンびとが

、その家族にしたがって獲た嗣業であって、その町

々と村々とを含む。 24モーセはまたガドの部族、ガ
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ドの子孫にも、その家族にしたがって、嗣業を与え

たが、 25その領域はヤゼル、ギレアデのすべての町

々、アンモンびとの地の半ばで、ラバの東のアロエ

ルまでの地。 26ヘシボンからラマテ・ミゾパまでの

地、およびベトニム、マハナイムからデビルの境ま

での地。 27谷の中ではベテハラム、ベテニムラ、ス

コテ、およびザポンなど、ヘシボンの王シホンの国

の残りの部分。ヨルダンを境として、ヨルダンの東

側、キンネレテの湖の南の端までの地。 28これはガ

ドびとが、その家族にしたがって獲た嗣業であって

、その町々と村々とを含む。 29モーセはまたマナセ

の半部族にも、嗣業を与えたが、それはマナセの半

部族が、その家族にしたがって与えられたものであ

る。 30その領域はマハナイムからバシャンの全土に

及び、バシャンの王オグの全国、バシャンにあるヤ

イルのすべての町々、すなわちその六十の町。 31ま

たギレアデの半ば、バシャンのオグの国の町である

アシタロテとエデレイ。これらはマナセの子マキル

の子孫に与えられた。すなわちマキルの子孫の半ば

が、その家族にしたがって、それを獲た。 32これら

はヨルダンの向こう側、エリコの東のモアブの平野

で、モーセが分け与えた嗣業である。 33ただし、レ

ビの部族には、モーセはなんの嗣業をも与えなかっ

た。イスラエルの神、主がその嗣業だからである。

主がモーセに言われたとおりである。

14イスラエルの人々が、カナンの地で受けた嗣業

の地は、次のとおりである。すなわち、祭司エレア

ザル、ヌンの子ヨシュア、およびイスラエルの人々

の部族の首長たちが、これを彼らに分かち、 2主が
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モーセによって命じられたように、くじによって、

これを九つの部族と、半ばの部族とに、嗣業として

与えた。 3これはヨルダンの向こう側で、モーセが

すでに他の二つの部族と、半ばの部族とに、嗣業を

与えていたからである。ただしレビびとには、彼ら

の中で嗣業を与えず、 4ヨセフの子孫が、マナセと

、エフライムの二つの部族となったからである。レ

ビびとには土地の分け前を与えず、ただ、その住む

べき町々および、家畜と持ち物とを置くための放牧

地を与えたばかりであった。 5イスラエルの人々は

、主がモーセに命じられたようにおこなって、その

地を分けた。 6時に、ユダの人々がギルガルのヨシ

ュアの所にきて、ケニズびとエフンネの子カレブが

、ヨシュアに言った、「主がカデシ・バルネアで、

あなたとわたしとについて、神の人モーセに言われ

たことを、あなたはごぞんじです。 7主のしもべモ

ーセが、この地を探るために、わたしをカデシ・バ

ルネアからつかわした時、わたしは四十歳でした。

そしてわたしは、自分の信ずるところを復命しまし

た。 8しかし、共に上って行った兄弟たちは、民の

心をくじいてしまいましたが、わたしは全くわが神

、主に従いました。 9その日モーセは誓って、言い

ました、『おまえの足で踏んだ地は、かならず長く

おまえと子孫との嗣業となるであろう。おまえが全

くわが神、主に従ったからである』。 10主がこの言

葉をモーセに語られた時からこのかた、イスラエル

が荒野に歩んだ四十五年の間、主は言われたように

、わたしを生きながらえさせてくださいました。わ

たしは今日すでに八十五歳ですが、 11今もなお、モ
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ーセがわたしをつかわした日のように、健やかです

。わたしの今の力は、あの時の力に劣らず、どんな

働きにも、戦いにも堪えることができます。 12それ

で主があの日語られたこの山地を、どうか今、わた

しにください。あの日あなたも聞いたように、そこ

にはアナキびとがいて、その町々は大きく堅固です

。しかし、主がわたしと共におられて、わたしはつ

いには、主が言われたように、彼らを追い払うこと

ができるでしょう」。 13そこでヨシュアはエフンネ

の子カレブを祝福し、ヘブロンを彼に与えて嗣業と

させた。 14こうしてヘブロンは、ケニズびとエフン

ネの子カレブの嗣業となって、今日に至っている。

彼が全くイスラエルの神、主に従ったからである。

15ヘブロンの名は、もとはキリアテ・アルバといっ

た。アルバは、アナキびとのうちの、最も大いなる

人であった。こうしてこの地に戦争はやんだ。

15ユダの人々の部族が、その家族にしたがって、

くじで獲た地は、南の方では、エドムの境に達し、

南のはてにあるチンの荒野に及んでいた。 2その南

の境は、塩の海の南の端の、入海から起り、 3アク

ラビムの坂の南に出てチンに進み、カデシ・バルネ

アの南から上って、ヘヅロンに進み、アダルに上っ

ていって、カルカに回り、 4アヅモンに進んで、エ

ジプトの川に達し、その境は海に至って尽きる。こ

れが彼らの南の境である。 5東の境は塩の海であっ

て、ヨルダンの川口に達する。北の方の境は、ヨル

ダンの川口の、入海から起り、 6上ってベテホグラ

に行き、ベテアラバの北を過ぎ、上ってルベンびと

ボハンの石に達し、 7またアコルの谷からデビルに
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上って、北におもむき、川の南にあるアドミムの坂

に対するギルガルに向かって進み、エンシメシの水

に達し、エンロゲルに至って尽きる。 8またその境

はベンヒンノムの谷に沿って、エブスびとの地、す

なわちエルサレムの南のわきに上り、ヒンノムの谷

の西にある山の頂に上る。これはレパイムの谷の北

の果にあるものである。 9その境は、この山の頂か

らネフトアの水の源に至り、その所からエフロン山

の町々に及び、その境は曲ってバアラに達する。こ

れは、すなわちキリアテ・ヤリムである。 10その境

は、バアラから西に回って、セイル山に及び、ヤリ

ム山、すなわちケサロンの北のわきを経て、ベテシ

メシに下り、テムナに進み、 11エクロンの北の丘の

わきに出て、シッケロンに曲り、バアラ山に進み、

ヤブネルに達し、海に至って尽きる。 12また西の境

は大海であって、海岸を境とした。これがユダの人

々の、その家族にしたがって獲た地の四方の境であ

る。 13ヨシュアは、主に命じられたように、エフン

ネの子カレブに、ユダの人々のうちで、キリアテ・

アルバ、すなわちヘブロンを与えて、その分とさせ

た。アルバはアナクの父であった。 14カレブはその

所から、アナクの子三人を追い払った。すなわち、

セシャイ、アヒマン、およびタルマイであって、ア

ナクから出たものである。 15そして彼はこの所から

デビルに住む民の所に攻め上った。デビルの名は、

もとはキリアテ・セペルといった。 16カレブは言っ

た、「キリアテ・セペルを撃って、これを取る者に

は、わたしの娘アクサを妻として与えるであろう」

。 17ケナズの子で、カレブの弟オテニエルがそれを



ヨシュア記 564

取ったので、カレブは娘アクサを、妻として彼に与

えた。 18彼女がとつぐ時、畑を父に求めるようにと

、オテニエルに勧められた。そして彼女が、ろばか

ら降りたので、カレブは彼女に、何を望むのかとた

ずねた。 19彼女は答えて言った、「わたしに贈り物

をください。あなたはネゲブの地に、わたしをやら

れるのですから、泉をもください」。カレブは彼女

に上の泉と下の泉とを与えた。 20ユダの人々の部族

が、その家族にしたがって獲た嗣業は、次のとおり

である。 21ユダの人々の部族が、南でエドムの境の

方にもっていた遠くの町々は、カブジエル、エデル

、ヤグル、 22キナ、デモナ、アダダ、 23ケデシ、

ハゾル、イテナン、 24ジフ、テレム、ベアロテ、 25

ハゾル・ハダッタ、ケリオテ・ヘヅロンすなわちハ

ゾル、 26アマム、シマ、モラダ、 27ハザルガダ、

ヘシモン、ベテペレテ、 28ハザル・シュアル、ベエ

ルシバ、ビジョテヤ、 29バアラ、イイム、エゼム、

30エルトラデ、ケシル、ホルマ、 31チクラグ、マデ

マンナ、サンサンナ、 32レバオテ、シルヒム、アイ

ン、リンモン。これらの町は合わせて二十九、なら

びにそれに属する村々。 33平地では、エシタオル、

ゾラ、アシナ、 34ザノア、エンガンニム、タップア

、エナム、 35ヤルムテ、アドラム、ソコ、アゼカ、

36シャアライム、アデタイム、ゲデラ、ゲデロタイ

ム。すなわち十四の町々と、それに属する村々。 37

ゼナン、ハダシャ、ミグダルガデ、 38デラン、ミヅ

パ、ヨクテル、 39ラキシ、ボヅカテ、エグロン、 40

カボン、ラマム、キテリシ、 41ゲデロテ、ベテダゴ

ン、ナアマ、マッケダ。すなわち十六の町々と、そ
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れに属する村々。 42またリブナ、エテル、アシャン

、 43イフタ、アシナ、ネジブ、 44ケイラ、アクジ

ブ、マレシャ。すなわち九つの町々と、それに属す

る村々。 45エクロンと、その町々、および村々。 46

エクロンから海まで、すべてアシドドのほとりにあ

る町々、およびそれに属する村々。 47アシドドとそ

の町々および村々。ガザとその町々および村々。エ

ジプトの川と大海の海岸までが、その境であった。

48山地では、シャミル、ヤッテル、ソコ、 49ダンナ

、キリアテ・サンナすなわちデビル、 50アナブ、エ

シテモ、アニム、 51ゴセン、ホロン、ギロ。すなわ

ち十一の町々と、それに属する村々。 52アラブ、ド

マ、エシャン、 53ヤニム、ベテタップア、アペカ、

54ホムタ、キリアテ・アルバすなわちヘブロン、ヂ

オル。すなわち九つの町々と、それに属する村々。

55マオン、カルメル、ジフ、ユッタ、 56エズレル、

ヨクデアム、ザノア、 57カイン、ギベア、テムナ。

すなわち十の町々と、それに属する村々。 58ハルホ

ル、ベテズル、ゲドル、 59マアラテ、ベテアノテ、

エルテコン。すなわち六つの町々と、それに属する

村々。 60キリアテ・バアルすなわちキリアテ・ヤリ

ム、ラバ。これらの二つの町とそれに属する村々。

61荒野では、ベテアラバ、ミデン、セカカ、 62ニブ

シャン、塩の町、エンゲデ。すなわち六つの町々と

、それに属する村々。 63しかし、ユダの人々は、エ

ルサレムの住民エブスびとを追い払うことができな

かった。それでエブスびとは今日まで、ユダの人々

と共にエルサレムに住んでいる。
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16ヨセフの子孫が、くじによって獲た地の境は、

エリコのほとりのヨルダン、すなわちエリコの水の

東から起って、荒野に延び、エリコから山地に上っ

ている荒野を経て、ベテルに至り、 2ベテルからル

ズにおもむき、アルキびとの領地であるアタロテに

進み、 3西に下ってヤフレテびとの領地に達し、下

ベテホロンの地域に及び、ゲゼルに達し、海に至っ

て尽きる。 4こうしてヨセフの子孫のマナセと、エ

フライムとは、その嗣業を受けた。 5エフライムの

子孫が、その家族にしたがって獲た地の境は、次の

とおりである。彼らの嗣業の東の境は、アタロテ・

アダルであって、上ベテホロンに達し、 6その境は

、その所から海に及ぶ。北にはミクメタテがあり、

東ではその境はタアナテシロで曲り、進んでヤノア

の東に至り、 7ヤノアからアタロテとナアラに下り

、エリコに達し、ヨルダンに至って尽きる。 8タッ

プアからその境は西に進んで、カナの川に達し、海

に至って尽きる。これはエフライムの子孫の部族が

、その家族にしたがって獲た嗣業である。 9このほ

かにマナセの子孫の嗣業のうちにも、エフライムの

子孫のために分け与えられた町々があって、そのす

べての町々と、それに属する村々を獲た。 10ただし

、ゲゼルに住むカナンびとを、追い払わなかったの

で、カナンびとは今日までエフライムの中に住み、

奴隷となって追い使われている。

17マナセの部族が、くじによって獲た地は、次の

とおりである。マナセはヨセフの長子であった。マ

ナセの長子で、ギレアデの父であるマキルは、軍人

であったので、ギレアデとバシャンを獲た。 2マナ
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セの部族の他のものにも、その家族にしたがって、

地を与えたが、それは、アビエゼル、ヘレク、アス

リエル、シケム、ヘペル、セミダで、これらはヨセ

フの子マナセの男の子孫であって、その家族にした

がって、あげたものである。 3しかし、マナセの子

マキル、その子ギレアデ、その子ヘペル、その子で

あったゼロペハデには、女の子だけで、男の子がな

かった。女の子たちの名は、マヘラ、ノア、ホグラ

、ミルカ、テルザといった。 4彼女たちは、祭司エ

レアザル、ヌンの子ヨシュアおよび、つかさたちの

前に進み出て、「わたしたちの兄弟と同じように、

わたしたちにも、嗣業を与えよと、主はモーセに命

じおきになりました」と言ったので、ヨシュアは主

の命にしたがって、彼らの父の兄弟たちと同じよう

に、彼女たちにも嗣業を与えた。 5こうしてマナセ

はヨルダンの向こう側で、ギレアデとバシャンの地

のほかに、なお十の部分を獲た。 6マナセの娘たち

が、男の子らと共に、嗣業を獲たからである。ギレ

アデの地は、そのほかのマナセの子孫に分け与えら

れた。 7マナセの獲た地の境は、アセルからシケム

の東のミクメタテに及び、その境は南に延びて、エ

ンタップアの住民に達する。 8タップアの地はマナ

セに属していたが、マナセの境にあるタップアの町

は、エフライムの子孫に属していた。 9またその境

はカナの川に下って、川の南に至る。そこの町々は

マナセの町々の中にあって、エフライムに属した。

マナセの境は、川の北に沿って進み、海に達して尽

きる。 10その川の南の地は、エフライムに属し、北

はマナセに属する。海がその境となる。マナセは北
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はアセルに接し、東はイッサカルに接する。 11マナ

セはまたイッサカルとアセルの中に、ベテシャンと

その村々、イブレアムとその村々、ドルの住民とそ

の村々、エンドルの住民とその村々、タアナクの住

民とその村々、メギドの住民とその村々を獲た。こ

のうち第三のものは高地である。 12しかし、マナセ

の子孫は、これらの町々を取ることができなかった

ので、カナンびとは長くこの地に住み続けようとし

た。 13しかし、イスラエルの人々が強くなるにした

がって、カナンびとを使役するようになり、ことご

とく追い払うことはしなかった。 14ヨセフの子孫は

ヨシュアに言った、「主が今まで、わたしを祝福さ

れたので、わたしは数の多い民となったのに、あな

たはなぜ、わたしの嗣業として、ただ一つのくじ、

一つの分だけを、くださったのですか」。 15ヨシュ

アは彼らに言った、「もしあなたが数の多い民なら

ば、林に上っていって、そこで、ペリジびとやレパ

イムびとの地を自分で切り開くがよい。エフライム

の山地が、あなたがたには狭いのだから」。 16ヨセ

フの子孫は答えた、「山地はわたしどもに十分では

ありません。かつまた平地におるカナンびとは、ベ

テシャンとその村々におるものも、エズレルの谷に

おるものも、みな鉄の戦車を持っています」。 17ヨ

シュアはまたヨセフの家、すなわちエフライムとマ

ナセに言った、「あなたは数の多い民で、大きな力

をもっています。それでただ一つのくじでは足りま

せん。 18山地をもあなたのものとしなければなりま

せん。それは林ではあるが、切り開いて、向こうの

端まで、自分のものとしなければなりません。カナ
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ンびとは鉄の戦車があって、強くはあるが、あなた

はそれを追い払うことができます」。

18そこでイスラエルの人々の全会衆は、その地を

征服したので、シロに集まり、そこに会見の幕屋を

立てた。 2その時、イスラエルの人々のうちに、ま

だ嗣業を分かち取らない部族が、七つ残っていたの

で、 3ヨシュアはイスラエルの人々に言った、「あ

なたがたは、先祖の神、主が、あなたがたに与えら

れた地を取りに行くのを、いつまで怠っているので

すか。 4部族ごとに三人ずつを出しなさい。わたし

はその人々をつかわしましょう。彼らは立っていっ

て、その地を行き巡り、おのおのの嗣業のために、

それを図面にして、わたしのところへ持ってこなけ

ればならない。 5彼らはその地を七つの部分に分け

なければならない。ユダは南のその領地にとどまり

、ヨセフの家は北のその領地にとどまらなければな

らない。 6あなたがたは、その地を七つに分けて、

図面にし、それをここに、わたしのところへ持って

こなければならない。わたしはここで、われわれの

神、主の前に、あなたがたのために、くじを引くで

あろう。 7レビびとは、あなたがたのうちに何の分

をも持たない。主の祭司たることが、彼らの嗣業だ

からである。またガドとルベンとマナセの半部族と

は、ヨルダンの向こう側、東の方で、すでにその嗣

業を受けた。それは主のしもべモーセが、彼らに与

えたものである」。 8そこでその人々は立って行っ

た。その地の図面を作るために出て行く人々に、ヨ

シュアは命じて言った、「あなたがたは行って、そ

の地を行き巡り、それを図面にして、わたしのとこ
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ろに持って帰りなさい。わたしはシロで、主の前に

、あなたがたのために、ここでくじを引きましょう

」。 9こうしてその人々は行って、その地を経めぐ

り、町々にしたがって、それを七つの部分とし、図

面にして、書物に書きしるし、シロの宿営におるヨ

シュアのもとへ持ってきた。 10ヨシュアはシロで、

彼らのために主の前に、くじを引いた。そしてヨシ

ュアはその所で、イスラエルの人々に、それぞれの

分として、地を分け与えた。 11まずベニヤミンの子

孫の部族のために、その家族にしたがって、くじを

引いた。そしてそのくじによって獲た領地は、ユダ

の子孫と、ヨセフの子孫との間にあった。 12すなわ

ち、その北の方の境は、ヨルダンに始まり、エリコ

の北のわきに上り、また西の方の山地をとおって上

り、ベテアベンの荒野に達して尽きる。 13そこから

、その境はルズに進み、ルズの南のわきに至る。ル

ズはベテルである。ついでその境は下ベテホロンの

南の山にあるアタロテ・アダルに下り、 14西の方で

は、ベテホロンの南にある山から南に曲り、ユダの

子孫の町キリアテ・バアルに至って尽きる。キリア

テ・バアルはキリアテ・ヤリムである。これが西の

方の境であった。 15また南の方は、キリアテ・ヤリ

ムの端に始まり、その境はそこからエフロンにおも

むき、ネフトアの水の源に至り、 16ついでその境は

、レパイムの谷の北の端にあるベンヒンノムの谷を

見おろす山の端に下り、進んでエブスびとのわきの

南、ヒンノムの谷に下り、また下ってエンロゲルに

至り、 17北に曲ってエンシメシにおもむき、アドミ

ムの坂に対するゲリロテにおもむき、ルベンびとボ
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ハンの石に下り、 18ベテアラバのわきを北に進んで

、アラバに下り、 19その境は、ベテホグラの北のわ

きに進み、ヨルダンの南端で、塩の海の北の入海に

至って尽きる。これが南の境である。 20ヨルダンは

東の方の境となっていた。これがベニヤミンの子孫

の、その家族にしたがって獲た嗣業の四方の境であ

る。 21ベニヤミンの子孫の部族が、その家族にした

がって獲た町々は、エリコ、ベテホグラ、エメクケ

ジツ、 22ベテアラバ、ゼマライム、ベテル、 23ア

ビム、パラ、オフラ、 24ケパル・アンモニ、オフニ

、ゲバ。すなわち十二の町々と、それに属する村々

。 25またギベオン、ラマ、ベエロテ、 26ミヅパ、

ケピラ、モザ、 27レケム、イルピエル、タララ、 28

ゼラ、エレフ、エブスすなわちエルサレム、ギベア

、キリアテ・ヤリム。すなわち十四の町々と、それ

に属する村々。これがベニヤミンの子孫の、その家

族にしたがって獲た嗣業である。

19次にシメオンのため、すなわちシメオンの子孫

の部族のために、その家族にしたがって、くじを引

いた。その嗣業はユダの子孫の嗣業のうちにあった

。 2その嗣業として獲たものは、ベエルシバ、すな

わちシバ、モラダ、 3ハザル・シュアル、バラ、エ

ゼム、 4エルトラデ、ベトル、ホルマ、 5チクラグ

、ベテ・マルカボテ、ハザルスサ、 6ベテレバオテ

、シャルヘン。すなわち十三の町々と、それに属す

る村々。 7またアイン、リンモン、エテル、アシャ

ン。すなわち四つの町々と、それに属する村々。 8

およびこれらの町の周囲にあって、バアラテ・ベエ

ル、すなわちネゲブのラマに至るまでのすべての村
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々。これがシメオンの子孫の部族の、その家族にし

たがって獲た嗣業である。 9シメオンの子孫の嗣業

は、ユダの子孫の領域のうちにあった。これはユダ

の子孫の分が大きかったので、シメオンの子孫が、

その嗣業を彼らの嗣業の中に獲たからである。 10第

三にゼブルンの子孫のために、その家族にしたがっ

て、くじを引いた。その嗣業の領域はサリデに及び

、 11その境は西に上って、マララに至り、ダバセテ

に達し、ヨクネアムの東にある川に達し、 12サリデ

から、東の方、日の出の方に曲り、キスロテ・タボ

ルの境に至り、ダベラテに出て、ヤピアに上り、 13

そこから東の方、日の出の方に進んで、ガテヘペル

とイッタ・カジンに至り、リンモンに進んで、ネア

の方に曲る。 14北ではその境はハンナトンに回り、

イフタエルの谷に至って尽きる。 15そしてカッタテ

、ナハラル、シムロン、イダラ、ベツレヘムなど十

二の町々と、それに属する村々があった。 16これが

ゼブルンの子孫の、その家族にしたがって獲た嗣業

であって、その町々と、それに属する村々とである

。 17第四にイッサカル、すなわちイッサカルの子孫

のために、その家族にしたがって、くじを引いた。

18その領域には、エズレル、ケスロテ、シュネム、

19ハパライム、シオン、アナハラテ、 20ラビテ、キ

ション、エベツ、 21レメテ、エンガンニム、エンハ

ダ、ベテパッゼズがあり、 22その境はタボル、シャ

ハヂマ、ベテシメシに達し、その境はヨルダンに至

って尽きる。十六の町々と、それに属する村々があ

った。 23これがイッサカルの子孫の部族の、その家

族にしたがって獲た嗣業であって、その町々と、そ
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れに属する村々とである。 24第五に、アセルの子孫

の部族のために、その家族にしたがって、くじを引

いた。 25その領域には、ヘルカテ、ハリ、ベテン、

アクサフ、 26アランメレク、アマデ、ミシャルがあ

り、その境は西では、カルメルとシホル・リブナテ

に達し、 27それから東に折れて、ベテダゴンに至り

、北の方ゼブルンと、イプタエルの谷に達し、ベテ

エメクおよびネイエルに至り、北はカブルにいで、

28更にエブロン、レホブ、ハンモン、カナを経て、

大シドンに及び、 29それから、その境はラマに曲り

、堅固な町ツロに至る。またその境はホサに曲り、

海に至って尽きる。そして、マハラブ、アクジブ、

30ウンマ、アペク、レホブなど、二十二の町々と、

それに属する村々があった。 31これがアセルの子孫

の部族の、その家族にしたがって獲た嗣業であって

、その町々と、それに属する村々とである。 32第六

に、ナフタリの子孫のために、その家族にしたがっ

て、くじを引いた。 33その境はヘレフから、すなわ

ちザアナニイムのかしの木から起り、アダミ・ネケ

ブおよび、ヤブネルを経て、ラクムに至り、ヨルダ

ンに至って尽きる。 34そしてその境は西に向かって

、アズノテ・タボルに至り、そこからホッコクに出

る。南はゼブルンに接し、西はアセルに接し、東は

ヨルダンのユダに達する。 35その堅固な町々は、ヂ

デム、ゼル、ハンマテ、ラッカテ、キンネレテ、 36

アダマ、ラマ、ハゾル、 37ケデシ、エデレイ、エン

ハゾル、 38イロン、ミグダルエル、ホレム、ベテア

ナテ、ベテシメシなどで、十九の町々と、それに属

する村々があった。 39これがナフタリの子孫の部族
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が、その家族にしたがって獲た嗣業であって、その

町々と、それに属する村々とである。 40第七に、ダ

ンの子孫の部族のために、その家族にしたがって、

くじを引いた。 41その嗣業の領域には、ゾラ、エシ

タオル、イルシメシ、 42シャラビム、アヤロン、イ

テラ、 43エロン、テムナ、エクロン、 44エルテケ

、ギベトン、バアラテ、 45エホデ、ベネベラク、ガ

テリンモン、 46メヤルコン、ラッコン、およびヨッ

パと相対する地域があった。 47ただし、ダンの子孫

の領域は、彼らのために小さかったので、ダンの子

孫は、上って行き、レセムを攻めてそれを取り、つ

るぎにかけて撃ち滅ぼし、それを獲てそこに住み、

先祖ダンの名にしたがって、レセムをダンと名づけ

た。 48これがダンの子孫の部族の、その家族にした

がって獲た嗣業であって、その町々と、それに属す

る村々とである。 49こうして国の各地域を嗣業とし

て分け与えることを終ったとき、イスラエルの人々

は、自分たちのうちに、一つの嗣業を、ヌンの子ヨ

シュアに与えた。 50すなわち、主の命に従って、彼

が求めた町を与えたが、それはエフライムの山地に

あるテムナテ・セラであって、彼はその町を建てな

おして、そこに住んだ。 51これらは、祭司エレアザ

ル、ヌンの子ヨシュア、およびイスラエルの子孫の

部族の族長たちが、シロにおいて会見の幕屋の入口

で、主の前に、くじを引いて分け与えた嗣業である

。こうして地を分けることを終った。

20そこで主はヨシュアに言われた、 2「イスラエ

ルの人々に言いなさい、『先にわたしがモーセによ

って言っておいた、のがれの町を選び定め、 3あや
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まって、知らずに人を殺した者を、そこへのがれさ

せなさい。これはあなたがたが、あだを討つ者をさ

けて、のがれる場所となるでしょう。 4その人は、

これらの町の一つにのがれて行って、町の門の入口

に立ち、その町の長老たちに、そのわけを述べなけ

ればならない。そうすれば、彼らはその人を町に受

け入れて、場所を与え、共に住ませるであろう。 5

たとい、あだを討つ者が追ってきても、人を殺した

その者を、その手に渡してはならない。彼はあやま

って隣人を殺したのであって、もとからそれを憎ん

でいたのではないからである。 6その人は、会衆の

前に立って、さばきを受けるまで、あるいはその時

の大祭司が死ぬまで、その町に住まなければならな

い。そして後、彼は自分の町、自分の家に帰って行

って、逃げ出してきたその町に住むことができる』

」。 7そこで、ナフタリの山地にあるガリラヤのケ

デシ、エフライムの山地にあるシケム、およびユダ

の山地にあるキリアテ・アルバすなわちヘブロンを

、これがために選び分かち、 8またヨルダンの向こ

う側、エリコの東の方では、ルベンの部族のうちか

ら、高原の荒野にあるベゼル、ガドの部族のうちか

ら、ギレアデのラモテ、マナセの部族のうちから、

バシャンのゴランを選び定めた。 9これらは、イス

ラエルのすべての人々、およびそのうちに寄留する

他国人のために設けられた町々であって、すべて、

あやまって人を殺した者を、そこにのがれさせ、会

衆の前に立たないうちに、あだを討つ者の手にかか

って死ぬことのないようにするためである。
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21時にレビの族長たちは、祭司エレアザル、ヌン

の子ヨシュアおよびイスラエルの部族の族長たちの

もとにきて、 2カナンの地のシロで彼らに言った、

「主はかつて、われわれに住むべき町々を与えるこ

とと、それに属する放牧地を、家畜のために与える

ことを、モーセによって命じられました」。 3それ

でイスラエルの人々は、主の命にしたがって、自分

たちの嗣業のうちから、次の町々と、その放牧地と

を、レビびとに与えた。 4まずコハテびとの氏族の

ために、くじを引いた。祭司アロンの子孫であるこ

れらのレビびとは、くじによって、ユダの部族、シ

メオンの部族、およびベニヤミンの部族のうちから

、十三の町を獲た。 5その他のコハテびとは、くじ

によって、エフライムの部族の氏族、ダンの部族、

およびマナセの半部族のうちから、十の町を獲た。

6またゲルションびとは、くじによって、イッサカル

の部族の氏族、アセルの部族、ナフタリの部族、お

よびバシャンにあるマナセの半部族のうちから、十

三の町を獲た。 7またメラリびとは、その氏族にし

たがって、ルベンの部族、ガドの部族、およびゼブ

ルンの部族のうちから、十二の町を獲た。 8イスラ

エルの人々は、主がモーセによって命じられたとお

りに、これらの町と、その放牧地とを、くじによっ

て、レビびとに与えた。 9まずユダの部族と、シメ

オンの部族のうちから、次に名をあげる町々を与え

た。 10これらはレビびとに属するコハテびとの氏族

の一つである、アロンの子孫に与えられた。最初の

くじが彼らに当ったからである。 11すなわちユダの

山地にあるキリアテ・アルバすなわちヘブロンおよ



ヨシュア記 577

びその周囲の放牧地を彼らに与えた。このアルバは

アナクの父であった。 12ただし、この町の畑と、そ

れに属する村々とは、すでにエフンネの子カレブが

、それを受けて所有していた。 13祭司アロンの子孫

に与えたのは、人を殺した者の、のがれる町である

ヘブロンとその放牧地、リブナとその放牧地、 14ヤ

ッテルとその放牧地、エシテモアとその放牧地、 15

ホロンとその放牧地、デビルとその放牧地、 16アイ

ンとその放牧地、ユッタとその放牧地、ベテシメシ

とその放牧地など、九つの町であって、この二つの

部族のうちから分け与えたものである。 17またベニ

ヤミンの部族のうちから、ギベオンとその放牧地、

ゲバとその放牧地、 18アナトテとその放牧地、アル

モンとその放牧地など、四つの町を与えた。 19アロ

ンの子孫である祭司たちの町は、合わせて十三であ

って、それに属する放牧地があった。 20その他のコ

ハテびとであるレビびとの氏族は、くじによって、

エフライムの部族のうちから町を獲た。 21すなわち

、その町は、人を殺したものの、のがれる町である

エフライムの山地のシケムとその放牧地、ゲゼルと

その放牧地、 22キブザイムとその放牧地、ベテホロ

ンとその放牧地など、四つの町である。 23またダン

の部族のうちから分け与えた町は、エルテケとその

放牧地、ギベトンとその放牧地、 24アヤロンとその

放牧地、ガテリンモンとその放牧地など、四つの町

である。 25またマナセの半部族のうちから分け与え

た町は、タアナクとその放牧地、およびガテリンモ

ンとその放牧地など、二つの町である。 26その他の

コハテびとの氏族の町は、合わせて十であって、そ
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れに属する放牧地があった。 27ゲルションびとであ

るレビびとの氏族の一つに与えられた町は、マナセ

の半部族のうちからは、人を殺した者の、のがれる

町であるバシャンのゴランとその放牧地、およびベ

エシテラとその放牧地など、二つの町である。 28イ

ッサカルの部族のうちからは、キションとその放牧

地、ダベラテとその放牧地、 29ヤルムテとその放牧

地、エンガンニムとその放牧地など、四つの町であ

る。 30アセルの部族のうちからは、ミシャルとその

放牧地、アブドンとその放牧地、 31ヘルカテとその

放牧地、レホブとその放牧地など、四つの町である

。 32ナフタリの部族のうちからは、人を殺した者の

、のがれる町であるガリラヤのケデシとその放牧地

、ハンモテ・ドルとその放牧地、カルタンとその放

牧地など、三つの町である。 33ゲルションびとが、

その氏族にしたがって獲た町は、合わせて十三の町

であって、それに属する放牧地があった。 34その他

のレビびとである、メラリびとの氏族に与えられた

町は、ゼブルンの部族のうちからは、ヨクネアムと

その放牧地、カルタとその放牧地、 35デムナとその

放牧地、ナハラルとその放牧地など、四つの町であ

る。 36ルベンの部族のうちからは、ベゼルとその放

牧地、ヤハヅとその放牧地、 37ケデモテとその放牧

地、メパアテとその放牧地など、四つの町である。

38ガドの部族のうちからは、人を殺した者の、のが

れる町であるギレアデのラモテとその放牧地、マハ

ナイムとその放牧地、 39ヘシボンとその放牧地、ヤ

ゼルとその放牧地など、合わせて四つの町である。

40これらはみな、ほかのレビびとであるメラリびと
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が、その氏族にしたがって、くじをもって獲た町で

あって、合わせて十二であった。 41イスラエルの人

々の所有のうちに、レビびとが持った町々は、合わ

せて四十八であって、それに属する放牧地があった

。 42これらの町々は、それぞれその周囲に放牧地が

あった。これらの町々はみなそうであった。 43この

ように、主が、イスラエルに与えると、その先祖た

ちに誓われた地を、ことごとく与えられたので、彼

らはそれを獲て、そこに住んだ。 44主は彼らの先祖

たちに誓われたように、四方に安息を賜わったので

、すべての敵のうち、ひとりも彼らに手向かう者は

なかった。主が敵をことごとく彼らの手に渡された

からである。 45主がイスラエルの家に約束されたす

べての良いことは、一つとしてたがわず、みな実現

した。

22時にヨシュアは、ルベンびと、ガドびと、およ

びマナセの部族の半ばを呼び集めて、 2言った、「

あなたがたは主のしもべモーセが命じたことを、こ

とごとく守り、またわたしの命じたすべての事にも

、わたしの言葉に聞きしたがいました。 3今日まで

長い年月の間、あなたがたの兄弟たちを捨てず、あ

なたがたの神、主の命令を、よく守ってきました。

4今はすでに、あなたがたの神、主が、あなたがたの

兄弟たちに、先に約束されたとおり、安息を賜わる

ようになりました。それで、あなたがたは身を返し

て、主のしもべモーセが、あなたがたに与えたヨル

ダンの向こう側の所有の地に行き、自分たちの天幕

に帰りなさい。 5ただ主のしもべモーセが、あなた

がたに命じた戒めと、律法とを慎んで行い、あなた
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がたの神、主を愛し、そのすべての道に歩み、その

命令を守って、主につき従い、心をつくし、精神を

つくして、主に仕えなさい」。 6そしてヨシュアが

彼らを祝福して去らせたので、彼らはその天幕に帰

った。 7マナセの部族の半ばには、すでにモーセが

バシャンで所有地を与えたが、他の半ばには、ヨシ

ュアがヨルダンのこちら側、西の方で、その兄弟た

ちのうちに、所有地を与えた。ヨシュアは、彼らを

その天幕に送りかえす時、彼らを祝福して、 8言っ

た、「あなたがたは多くの貨財と、おびただしい数

の家畜と、金、銀、青銅、鉄、および多くの衣服を

持って天幕に帰り、敵から獲たぶんどり物を兄弟た

ちに分けなさい」。 9こうしてルベンの子孫、ガド

の子孫、およびマナセの部族の半ばは、主がモーセ

によって命じられたように、すでに自分の所有地と

なっているギレアデの地に行こうと、カナンの地の

シロで、イスラエルの人々と別れて帰って行った。

10ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセの部族

の半ばが、カナンの地のヨルダンのほとりにきた時

、その所で、ヨルダンの岸べに一つの祭壇を築いた

。それは大きくて遠くから見える祭壇であった。 11

イスラエルの人々は、「ルベンの子孫、ガドの子孫

、およびマナセの部族の半ばが、カナンの地の国境

、ヨルダンのほとりのイスラエルの人々に属する方

で、一つの祭壇を築いた」といううわさを聞いた。

12イスラエルの人々が、それを聞くとひとしく、イ

スラエルの人々の全会衆はシロに集まって、彼らの

所に攻め上ろうとした。 13そしてイスラエルの人々

は、祭司エレアザルの子ピネハスをギレアデの地の
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ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセの半部族

の所につかわし、 14イスラエルの各部族のうちから

、父祖の家のつかさ、ひとりずつをあげて、合わせ

て十人のつかさたちを、彼と共に行かせた。これら

はみなイスラエルの氏族のうちで、父祖の家のかし

らたる人々であった。 15彼らはギレアデの地に行き

、ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセの半部

族に語って言った、 16「主の全会衆はこう言います

、『あなたがたがイスラエルの神にむかって、とが

を犯し、今日、ひるがえって主に従うことをやめ、

自分のために一つの祭壇を築いて、今日、主にそむ

こうとするのは何事か。 17ペオルで犯した罪で、な

お足りないとするのか。それがために主の会衆に災

が下ったが、われわれは今日もなお、その罪から清

められていない。 18しかもあなたがたは、今日、ひ

るがえって主に従うことをやめようとするのか。あ

なたがたが、きょう、主にそむくならば、あす、主

はイスラエルの全会衆にむかって怒られるであろう

。 19もしあなたがたの所有の地が清くないのであれ

ば、主の幕屋の立っている主の所有の地に渡ってき

て、われわれのうちに、所有の地を獲なさい。ただ

、われわれの神、主の祭壇のほかに、自分のために

祭壇を築いて、主にそむき、またわれわれをそむく

者とならせないでください。 20ゼラの子アカンは、

のろわれた物について、とがを犯し、それがためイ

スラエルの全会衆に、怒りが臨んだではないか。ま

たその罪によって滅びた者は、彼ひとりではなかっ

た』」。 21その時、ルベンの子孫、ガドの子孫、お

よびマナセの半部族は、イスラエルの氏族のかしら
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たちに答えて言った、 22「力ある者、神、主。力あ

る者、神、主。主は知ろしめす。イスラエルもまた

知らなければならない。もしそれがそむくことであ

り、あるいは主に罪を犯すことであるならば、きょ

う、われわれをゆるさないでください。 23われわれ

が祭壇を築いたことが、もし主に従うことをやめる

ためであり、またその上に、燔祭、素祭をささげる

ためであり、あるいはまたその上に、酬恩祭の犠牲

をささげるためであったならば、主みずから、その

罪を問いただしてください。 24しかし、われわれは

次のことを考えてしたのです。すなわち、のちの日

になって、あなたがたの子孫が、われわれの子孫に

むかって言うことがあるかも知れません、『あなた

がたは、イスラエルの神、主と、なんの関係がある

のですか。 25ルベンの子孫と、ガドの子孫よ、主は

、あなたがたと、われわれとの間に、ヨルダンを境

とされました。あなたがたは主の民の特権がありま

せん』。こう言って、あなたがたの子孫が、われわ

れの子孫に、主を拝むことをやめさせるかも知れな

いので、 26われわれは言いました、『さあ、われわ

れは一つの祭壇を築こう。燔祭のためではなく、ま

た犠牲のためでもなく、 27ただあなたがたと、われ

われとの間、およびわれわれの後の子孫の間に、証

拠とならせて、われわれが、燔祭と犠牲、および酬

恩祭をもって、主の前で、主につとめをするためで

ある。こうすれば、のちの日になって、あなたがた

の子孫が、われわれの子孫に、「あなたがたは主の

民の特権がありません」とは言わないであろう』。

28またわれわれは言いました、『のちの日に、われ
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われ、またわれわれの子孫が、もしそのようなこと

を言われるならば、その時、われわれは言おう、「

われわれの先祖が造った主の祭壇の型をごらんなさ

い。これは燔祭のためではなく、また犠牲のためで

もなく、あなたがたと、われわれとの間の証拠であ

る」。 29主にそむき、ひるがえって今日、主に従う

ことをやめて、われわれの神、主の幕屋の前にある

祭壇のほかに、燔祭、素祭、または犠牲をささげる

ための祭壇を築くようなことは、決していたしませ

ん』」。 30祭司ピネハス、および会衆のつかさたち

、すなわち彼と共に行ったイスラエルの氏族のかし

らたちは、ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナ

セの子孫が語った言葉を聞いて、それを良しとした

。 31そして祭司エレアザルの子ピネハスは、ルベン

の子孫、ガドの子孫、およびマナセの子孫に言った

、「今日、われわれは、主がわれわれのうちにいま

すことを知った。あなたがたが、主にむかって、こ

のとがを犯さなかったからである。あなたがたは今

、イスラエルの人々を、主の手から救い出したので

す」。 32こうして祭司エレアザルの子ピネハスと、

つかさたちは、ルベンの子孫、およびガドの子孫に

別れて、ギレアデの地からカナンの地に帰り、イス

ラエルの人々のところに行って復命したので、 33イ

スラエルの人々はそれを良しとした。そしてイスラ

エルの人々は神をほめたたえ、ルベンの子孫、およ

びガドの子孫の住んでいる国を滅ぼすために攻め上

ろうとは、もはや言わなかった。 34ルベンの子孫と

ガドの子孫は、その祭壇を「あかし」と名づけて言
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った、「これは、われわれの間にあって、主が神に

いますというあかしをするものである」。

23主がイスラエルの周囲の敵を、ことごとく除い

て、イスラエルに安息を賜わってのち、久しくたち

、ヨシュアも年が進んで老いた。 2ヨシュアはイス

ラエルのすべての人、その長老、かしらたち、さば

きびと、つかさびとたちを呼び集めて言った、「わ

たしは年も進んで老人となった。 3あなたがたは、

すでにあなたがたの神、主が、このもろもろの国び

とに行われたすべてのことを見た。あなたがたのた

めに戦われたのは、あなたがたの神、主である。 4

見よ、わたしはヨルダンから、日の入る方、大海ま

での、このもろもろの残っている国々と、すでにわ

たしが滅ぼし去ったすべての国々を、くじをもって

、あなたがたに分け与え、あなたがたの各部族の嗣

業とさせた。 5あなたがたの前から、その国民を打

ち払い、あなたがたの目の前から追い払われるのは

、あなたがたの神、主である。そしてあなたがたの

神、主が約束されたように、あなたがたは彼らの地

を獲るであろう。 6それゆえ、あなたがたは堅く立

って、モーセの律法の書にしるされていることを、

ことごとく守って行わなければならない。それを離

れて右にも左にも曲ってはならない。 7あなたがた

のうちに残っている、これらの国民と交じってはな

らない。彼らの神々の名を唱えてはならない。それ

をさして誓ってはならない。またそれに仕え、それ

を拝んではならない。 8ただ、今日までしてきたよ

うに、あなたがたの神、主につき従わなければなら

ない。 9主が大いなる強き国民を、あなたがたの前
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から追い払われた。あなたがたには今日まで、立ち

向かうことのできる者は、ひとりもなかった。 10あ

なたがたのひとりは、千人を追い払うことができる

であろう。あなたがたの神、主が約束されたように

、みずからあなたがたのために戦われるからである

。 11それゆえ、あなたがたは深く慎んで、あなたが

たの神、主を愛さなければならない。 12しかし、あ

なたがたがもしひるがえって、これらの国民の、生

き残って、あなたがたの中にとどまる者どもと親し

くなり、これと婚姻し、ゆききするならば、 13あな

たがたは、しかと知らなければならない。あなたが

たの神、主は、もはや、これらの国民をあなたがた

の前から、追い払うことをされないであろう。彼ら

は、かえって、あなたがたのわなとなり、網となり

、あなたがたのわきに、むちとなり、あなたがたの

目に、とげとなって、あなたがたはついに、あなた

がたの神、主が賜わったこの良い地から、滅びうせ

るであろう。 14見よ、今日、わたしは世の人のみな

行く道を行こうとする。あなたがたがみな、心のう

ちにまた、肝に銘じて知っているように、あなたが

たの神、主が、あなたがたについて約束されたもろ

もろの良いことで、一つも欠けたものはなかった。

みなあなたがたに臨んで、一つも欠けたものはなか

った。 15しかし、あなたがたの神、主があなたがた

について約束された、もろもろの良いことが、あな

たがたに臨んだように、主はまた、もろもろの悪い

ことをあなたがたに下して、あなたがたの神、主が

賜わったこの良い地から、ついに、あなたがたを滅

ぼし断たれるであろう。 16もし、あなたがたの神、
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主が命じられたその契約を犯し、行って他の神々に

仕え、それを拝むならば、主はあなたがたにむかっ

て怒りを発し、あなたがたは、主が賜わった良い地

から、すみやかに滅びうせるであろう」。

24ヨシュアは、イスラエルのすべての部族をシケ

ムに集め、イスラエルの長老、かしら、さばきびと

、つかさたちを召し寄せて、共に神の前に進み出た

。 2そしてヨシュアはすべての民に言った、「イス

ラエルの神、主は、こう仰せられる、『あなたがた

の先祖たち、すなわちアブラハムの父、ナホルの父

テラは、昔、ユフラテ川の向こうに住み、みな、ほ

かの神々に仕えていたが、 3わたしは、あなたがた

の先祖アブラハムを、川の向こうから連れ出して、

カナンの全地を導き通り、その子孫を増した。わた

しは彼にイサクを与え、 4イサクにヤコブとエサウ

を与え、エサウにはセイルの山地を与えて、所有と

させたが、ヤコブとその子供たちはエジプトに下っ

た。 5わたしはモーセとアロンをつかわし、またエ

ジプトのうちに不思議をおこなって、これに災を下

し、その後あなたがたを導き出した。 6わたしはあ

なたがたの父たちを、エジプトから導き出し、あな

たがたが海にきたとき、エジプトびとは、戦車と騎

兵とをもって、あなたがたの父たちを紅海に追って

きた。 7そのとき、あなたがたの父たちが主に呼ば

わったので、主は暗やみをあなたがたとエジプトび

ととの間に置き、海を彼らの上に傾けて彼らをおお

われた。あなたがたは、わたしがエジプトでしたこ

とを目で見た。そして長い間、荒野に住んでいた。

8わたしはまたヨルダンの向こう側に住んでいたアモ
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リびとの地に、あなたがたを導き入れた。彼らはあ

なたがたと戦ったので、わたしは彼らをあなたがた

の手に渡して、彼らの地を獲させ、彼らをあなたが

たの前から滅ぼし去った。 9ついで、モアブの王チ

ッポルの子バラクが立って、イスラエルに敵し、人

をつかわし、ベオルの子バラムを招き、あなたがた

をのろわせようとしたが、 10わたしがバラムに聞こ

うとしなかったので、彼は、かえって、あなたがた

を祝福した。こうしてわたしは彼の手からあなたが

たを救い出した。 11そしてあなたがたは、ヨルダン

を渡って、エリコにきたが、エリコの人々はあなた

がたと戦い、アモリびと、ペリジびと、カナンびと

、ヘテびと、ギルガシびと、ヒビびと、およびエブ

スびとも、あなたがたと戦ったが、わたしは彼らを

あなたがたの手に渡した。 12わたしは、あなたがた

の前に、くまばちを送って、あのアモリびとのふた

りの王を、あなたがたの前から追い払った。これは

あなたがたのつるぎ、または、あなたがたの弓によ

ってではなかった。 13そしてわたしは、あなたがた

が自分で労しなかった地を、あなたがたに与え、あ

なたがたが建てなかった町を、あなたがたに与えた

。そしてあなたがたはいまその所に住んでいる。あ

なたがたはまた自分で作らなかったぶどう畑と、オ

リブ畑の実を食べている』。 14それゆえ、いま、あ

なたがたは主を恐れ、まことと、まごころと、真実

とをもって、主に仕え、あなたがたの先祖が、川の

向こう、およびエジプトで仕えた他の神々を除き去

って、主に仕えなさい。 15もしあなたがたが主に仕

えることを、こころよしとしないのならば、あなた
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がたの先祖が、川の向こうで仕えた神々でも、また

は、いまあなたがたの住む地のアモリびとの神々で

も、あなたがたの仕える者を、きょう、選びなさい

。ただし、わたしとわたしの家とは共に主に仕えま

す」。 16その時、民は答えて言った、「主を捨てて

、他の神々に仕えるなど、われわれは決していたし

ません。 17われわれの神、主がみずからわれわれと

、われわれの先祖とを、エジプトの地、奴隷の家か

ら導き上り、またわれわれの目の前で、あの大いな

るしるしを行い、われわれの行くすべての道で守り

、われわれが通ったすべての国民の中でわれわれを

守られたからです。 18主はまた、この地に住んでい

たアモリびとなど、すべての民を、われわれの前か

ら追い払われました。それゆえ、われわれも主に仕

えます。主はわれわれの神だからです」。 19しかし

、ヨシュアは民に言った、「あなたがたは主に仕え

ることはできないであろう。主は聖なる神であり、

ねたむ神であって、あなたがたの罪、あなたがたの

とがを、ゆるされないからである。 20もしあなたが

たが主を捨てて、異なる神々に仕えるならば、あな

たがたにさいわいを下されたのちにも、ひるがえっ

てあなたがたに災をくだし、あなたがたを滅ぼしつ

くされるであろう」。 21民はヨシュアに言った、「

いいえ、われわれは主に仕えます」。 22そこでヨシ

ュアは民に言った、「あなたがたは主を選んで、主

に仕えると言った。あなたがたみずからその証人で

ある」。彼らは言った、「われわれは証人です」。

23ヨシュアはまた言った、「それならば、あなたが

たのうちにある、異なる神々を除き去り、イスラエ
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ルの神、主に、心を傾けなさい」。 24民はヨシュア

に言った、「われわれの神、主に、われわれは仕え

、その声に聞きしたがいます」。 25こうしてヨシュ

アは、その日、民と契約をむすび、シケムにおいて

、定めと、おきてを、彼らのために設けた。 26ヨシ

ュアはこれらの言葉を神の律法の書にしるし、大き

な石を取って、その所で、主の聖所にあるかしの木

の下にそれを立て、 27ヨシュアは、すべての民に言

った、「見よ、この石はわれわれのあかしとなるで

あろう。主がわれわれに語られたすべての言葉を、

聞いたからである。それゆえ、あなたがたが自分の

神を捨てることのないために、この石が、あなたが

たのあかしとなるであろう」。 28こうしてヨシュア

は民を、おのおのその嗣業の地に帰し去らせた。 29

これらの事の後、主のしもべ、ヌンの子ヨシュアは

百十歳で死んだ、 30人々は彼をその嗣業の地のうち

のテムナテ・セラに葬った。テムナテ・セラは、エ

フライムの山地で、ガアシ山の北にある。 31イスラ

エルはヨシュアの世にある日の間、また主がイスラ

エルのために行われたもろもろのことを知っていて

、ヨシュアのあとに生き残った長老たちが世にある

日の間、つねに主に仕えた。 32イスラエルの人々が

、エジプトから携え上ったヨセフの骨は、むかしヤ

コブが銀百枚で、シケムの父ハモルの子らから買い

取ったシケムのうちの地所の一部に葬られた。これ

はヨセフの子孫の嗣業となった。 33アロンの子エレ

アザルも死んだ。人々は彼を、その子ピネハスに与

えられた町で、エフライムの山地にあるギベアに葬

った。
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士師記

1ヨシュアが死んだ後、イスラエルの人々は主に問

うて言った、「わたしたちのうち、だれが先に攻め

上って、カナンびとと戦いましょうか」。 2主は言

われた、「ユダが上るべきである。わたしはこの国

を彼の手にわたした」。 3ユダはその兄弟シメオン

に言った、「わたしと一緒に、わたしに割り当てら

れた領地へ上って行って、カナンびとと戦ってくだ

さい。そうすればわたしもあなたと一緒に、あなた

に割り当てられた領地へ行きましょう」。そこでシ

メオンは彼と一緒に行った。 4ユダが上って行くと

、主は彼らの手にカナンびととペリジびととをわた

されたので、彼らはベゼクで一万人を撃ち破り、 5

またベゼクでアドニベゼクに会い、彼と戦ってカナ

ンびととペリジびととを撃ち破った。 6アドニベゼ

クは逃げたが、彼らはそのあとを追って彼を捕え、

その手足の親指を切り放った。 7アドニベゼクは言

った、「かつて七十人の王たちが手足の親指を切ら

れて、わたしの食卓の下で、くずを拾ったことがあ

ったが、神はわたしがしたように、わたしに報いら

れたのだ」。人々は彼をエルサレムへ連れて行った

が、彼はそこで死んだ。 8ユダの人々はエルサレム

を攻めて、これを取り、つるぎをもってこれを撃ち

、町に火を放った。 9その後、ユダの人々は山地と

ネゲブと平地に住んでいるカナンびとと戦うために

下ったが、 10ユダはまずヘブロンに住んでいるカナ

ンびとを攻めて、セシャイとアヒマンとタルマイを

撃ち破った。ヘブロンのもとの名はキリアテ・アル

バであった。 11またそこから進んでデビルの住民を
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攻めた。（デビルのもとの名はキリアテ・セペルで

あった。） 12時にカレブは言った、「キリアテ・セ

ペルを撃って、これを取る者には、わたしの娘アク

サを妻として与えるであろう」。 13カレブの弟ケナ

ズの子オテニエルがそれを取ったので、カレブは娘

アクサを妻として彼に与えた。 14アクサは行くとき

彼女の父に畑を求めることを夫にすすめられたので

、アクサがろばから降りると、カレブは彼女に言っ

た、「あなたは何を望むのか」。 15アクサは彼に言

った、「わたしに贈り物をください。あなたはわた

しをネゲブの地へやられるのですから、泉をもくだ

さい」。それでカレブは上の泉と下の泉とを彼女に

与えた。 16モーセのしゅうとであるケニびとの子孫

はユダの人々と共に、しゅろの町からアラドに近い

ネゲブにあるユダの野に上ってきて、アマレクびと

と共に住んだ。 17そしてユダはその兄弟シメオンと

共に行って、ゼパテに住んでいたカナンびとを撃ち

、それをことごとく滅ぼした。これによってその町

の名はホルマと呼ばれた。 18ユダはまたガザとその

地域、アシケロンとその地域、エクロンとその地域

を取った。 19主がユダと共におられたので、ユダは

ついに山地を手に入れたが、平地に住んでいた民は

鉄の戦車をもっていたので、これを追い出すことが

できなかった。 20人々はモーセがかつて言ったよう

に、ヘブロンをカレブに与えたので、カレブはその

所からアナクの三人の子を追い出した。 21ベニヤミ

ンの人々はエルサレムに住んでいたエブスびとを追

い出さなかったので、エブスびとは今日までベニヤ

ミンの人々と共にエルサレムに住んでいる。 22ヨセ
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フの一族はまたベテルに攻め上ったが、主は彼らと

共におられた。 23すなわちヨセフの一族は人をやっ

てベテルを探らせた。この町のもとの名はルズであ

った。 24その斥候たちは町から出てきた人を見て、

言った、「どうぞこの町にはいる道を教えてくださ

い。そうすればわたしたちはあなたに恵みを施しま

しょう」。 25彼が町にはいる道を教えたので、彼ら

はつるぎをもって町を撃った。しかし、かの人とそ

の家族は自由に去らせた。 26その人はヘテびとの地

に行って町を建て、それをルズと名づけた。これは

今日までその名である。 27マナセはベテシャンとそ

の村里の住民、タアナクとその村里の住民、ドルと

その村里の住民、イブレアムとその村里の住民、メ

ギドとその村里の住民を追い出さなかったので、カ

ナンびとは引き続いてその地に住んでいたが、 28イ

スラエルは強くなったとき、カナンびとを強制労働

に服させ、彼らをことごとくは追い出さなかった。

29またエフライムはゲゼルに住んでいたカナンびと

を追い出さなかったので、カナンびとはゲゼルにお

いて彼らのうちに住んでいた。 30ゼブルンはキテロ

ンの住民およびナハラルの住民を追い出さなかった

ので、カナンびとは彼らのうちに住んで強制労働に

服した。 31アセルはアッコの住民およびシドン、ア

ヘラブ、アクジブ、ヘルバ、アピク、レホブの住民

を追い出さなかったので、 32アセルびとは、その地

の住民であるカナンびとのうちに住んでいた。彼ら

が追い出さなかったからである。 33ナフタリはベテ

シメシの住民およびベテアナテの住民を追い出さず

に、その地の住民であるカナンびとのうちに住んで
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いた。しかしベテシメシとベテアナテの住民は、つ

いに彼らの強制労働に服した。 34アモリびとはダン

の人々を山地に追い込んで平地に下ることを許さな

かった。 35アモリびとは引き続いてハルヘレス、ア

ヤロン、シャラビムに住んでいたが、ヨセフの一族

の手が強くなったので、彼らは強制労働に服した。

36アモリびとの境はアクラビムの坂からセラを経て

上の方に及んだ。

2主の使がギルガルからボキムに上って言った、「

わたしはあなたがたをエジプトから上らせて、あな

たがたの先祖に誓った地に連れてきて、言った、『

わたしはあなたと結んだ契約を決して破ることはな

い。 2あなたがたはこの国の住民と契約を結んでは

ならない。彼らの祭壇をこぼたなければならない』

と。しかし、あなたがたはわたしの命令に従わなか

った。あなたがたは、なんということをしたのか。

3それでわたしは言う、『わたしはあなたがたの前か

ら彼らを追い払わないであろう。彼らはかえってあ

なたがたの敵となり、彼らの神々はあなたがたのわ

なとなるであろう』と」。 4主の使がこれらの言葉

をイスラエルのすべての人々に告げたので、民は声

をあげて泣いた。 5それでその所の名をボキムと呼

んだ。そして彼らはその所で主に犠牲をささげた。

6ヨシュアが民を去らせたので、イスラエルの人々は

おのおのその領地へ行って土地を獲た。 7民はヨシ

ュアの在世中も、またヨシュアのあとに生き残った

長老たち、すなわち主がかつてイスラエルのために

行われたすべての大いなるわざを見た人々の在世中

も主に仕えた。 8こうして主のしもべヌンの子ヨシ
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ュアは百十歳で死んだ。 9人々は彼をエフライムの

山地のガアシ山の北のテムナテ・ヘレスにある彼の

領地内に葬った。 10そしてその時代の者もまたこと

ごとくその先祖たちのもとにあつめられた。その後

ほかの時代が起ったが、これは主を知らず、また主

がイスラエルのために行われたわざをも知らなかっ

た。 11イスラエルの人々は主の前に悪を行い、もろ

もろのバアルに仕え、 12かつてエジプトの地から彼

らを導き出された先祖たちの神、主を捨てて、ほか

の神々すなわち周囲にある国民の神々に従い、それ

にひざまずいて、主の怒りをひき起した。 13すなわ

ち彼らは主を捨てて、バアルとアシタロテに仕えた

ので、 14主の怒りがイスラエルに対して燃え、かす

め奪う者の手にわたして、かすめ奪わせ、かつ周囲

のもろもろの敵の手に売られたので、彼らは再びそ

の敵に立ち向かうことができなかった。 15彼らがど

こへ行っても、主の手は彼らに災をした。これは主

がかつて言われ、また主が彼らに誓われたとおりで

、彼らはひどく悩んだ。 16その時、主はさばきづか

さを起して、彼らをかすめ奪う者の手から救い出さ

れた。 17しかし彼らはそのさばきづかさにも従わず

、かえってほかの神々を慕ってそれと姦淫を行い、

それにひざまずき、先祖たちが主の命令に従って歩

んだ道を、いちはやく離れ去って、そのようには行

わなかった。 18主が彼らのためにさばきづかさを起

されたとき、そのさばきづかさの在世中、主はさば

きづかさと共におられて、彼らを敵の手から救い出

された。これは彼らが自分をしえたげ悩ました者の

ゆえに、うめき悲しんだので、主が彼らをあわれま



士師記 595

れたからである。 19しかしさばきづかさが死ぬと、

彼らはそむいて、先祖たちにまさって悪を行い、ほ

かの神々に従ってそれに仕え、それにひざまずいて

そのおこないをやめず、かたくなな道を離れなかっ

た。 20それで主はイスラエルに対し激しく怒って言

われた、「この民はわたしがかつて先祖たちに命じ

た契約を犯し、わたしの命令に従わないゆえ、 21わ

たしもまたヨシュアが死んだときに残しておいた国

民を、この後、彼らの前から追い払わないであろう

。 22これはイスラエルが、先祖たちの守ったように

主の道を守ってそれに歩むかどうかをわたしが試み

るためである」。 23それゆえ主はこれらの国民を急

いで追い払わずに残しておいて、ヨシュアの手にわ

たされなかったのである。

3すべてカナンのもろもろの戦争を知らないイスラ

エルの人々を試みるために、主が残しておかれた国

民は次のとおりである。 2これはただイスラエルの

代々の子孫、特にまだ戦争を知らないものに、それ

を教え知らせるためである。 3すなわちペリシテび

との五人の君たちと、すべてのカナンびとと、シド

ンびとおよびレバノン山に住んで、バアル・ヘルモ

ン山からハマテの入口までを占めていたヒビびとな

どであって、 4これらをもってイスラエルを試み、

主がモーセによって先祖たちに命じられた命令に、

彼らが従うかどうかを知ろうとされたのである。 5

しかるにイスラエルの人々はカナンびと、ヘテびと

、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびと

のうちに住んで、 6彼らの娘を妻にめとり、また自

分たちの娘を彼らのむすこに与えて、彼らの神々に
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仕えた。 7こうしてイスラエルの人々は主の前に悪

を行い、自分たちの神、主を忘れて、バアルおよび

アシラに仕えた。 8そこで主はイスラエルに対して

激しく怒り、彼らをメソポタミヤの王クシャン・リ

シャタイムの手に売りわたされたので、イスラエル

の人々は八年の間、クシャン・リシャタイムに仕え

た。 9しかし、イスラエルの人々が主に呼ばわった

とき、主はイスラエルの人々のために、ひとりの救

助者を起して彼らを救われた。すなわちカレブの弟

、ケナズの子オテニエルである。 10主の霊がオテニ

エルに臨んだので、彼はイスラエルをさばいた。彼

が戦いに出ると、主はメソポタミヤの王クシャン・

リシャタイムをその手にわたされたので、オテニエ

ルの手はクシャン・リシャタイムに勝ち、 11国は四

十年のあいだ太平であった。ケナズの子オテニエル

はついに死んだ。 12イスラエルの人々はまた主の前

に悪をおこなった。すなわち彼らが主の前に悪をお

こなったので、主はモアブの王エグロンを強めて、

イスラエルに敵対させられた。 13エグロンはアンモ

ンおよびアマレクの人々を集め、きてイスラエルを

撃ち、しゅろの町を占領した。 14こうしてイスラエ

ルの人々は十八年の間モアブの王エグロンに仕えた

。 15しかしイスラエルの人々が主に呼ばわったとき

、主は彼らのために、ひとりの救助者を起された。

すなわちベニヤミンびと、ゲラの子、左ききのエホ

デである。イスラエルの人々は彼によってモアブの

王エグロンに、みつぎ物を送った。 16エホデは長さ

一キュビトのもろ刃のつるぎを作らせ、それを衣の

下、右のももの上に帯びて、 17モアブの王エグロン
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にみつぎ物をもってきた。エグロンは非常に肥えた

人であった。 18エホデがみつぎ物をささげ終ったと

き、彼はみつぎ物をになってきた民を帰らせ、 19か

れ自身はギルガルに近い石像のある所から引きかえ

して言った、「王よ、わたしはあなたに申しあげる

機密をもっています」。そこで王は「さがっておれ

」と言ったので、かたわらに立っている者は皆出て

行った。 20エホデが王のところにはいって来ると、

王はひとりで涼みの高殿に座していたので、エホデ

が「わたしは神の命によってあなたに申しあげるこ

とがあります」と言うと、王は座から立ちあがった

。 21そのときエホデは左の手を伸ばし、右のももか

らつるぎをとって王の腹を刺した。 22つるぎのつか

も刃と共にはいったが、つるぎを腹から抜き出さな

かったので、脂肪が刃をふさいだ。そして汚物が出

た。 23エホデは廊下に出て、王のおる高殿の戸を閉

じ、錠をおろした。 24彼が出た後、王のしもべども

がきて、高殿の戸に錠のおろされてあるのを見て、

「王はきっと涼み殿のへやで足をおおっておられる

のだ」と思った。 25しもべどもは長いあいだ待って

いたが、王がなお高殿の戸を開かないので、心配し

てかぎをとって開いて見ると、王は床にたおれて死

んでいた。 26エホデは彼らのためらうまに、のがれ

て石像のある所を過ぎ、セイラに逃げていった。 27

彼が行ってエフライムの山地にラッパを吹き鳴らし

たので、イスラエルの人々は彼と共に山地から下っ

てエホデに従った。 28エホデは彼らに言った、「わ

たしについてきなさい。主はあなたがたの敵モアブ

びとをあなたがたの手にわたされます」。そこで彼
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らはエホデに従って下り、ヨルダンの渡し場をおさ

え、モアブびとをひとりも渡らせなかった。 29その

とき彼らはモアブびとおおよそ一万人を殺した。こ

れはいずれも肥え太った勇士であって、ひとりも、

のがれた者がなかった。 30こうしてモアブはその日

イスラエルの手に服し、国は八十年のあいだ太平で

あった。 31エホデの後、アナテの子シャムガルが起

り、牛のむちをもってペリシテびと六百人を殺した

。この人もまたイスラエルを救った。

4エホデが死んだ後、イスラエルの人々がまた主の

前に悪をおこなったので、 2主は、ハゾルで世を治

めていたカナンの王ヤビンの手に彼らを売りわたさ

れた。ヤビンの軍勢の長はハロセテ・ゴイムに住ん

でいたシセラであった。 3彼は鉄の戦車九百両をも

ち、二十年の間イスラエルの人々を激しくしえたげ

たので、イスラエルの人々は主に向かって呼ばわっ

た。 4そのころラピドテの妻、女預言者デボラがイ

スラエルをさばいていた。 5彼女はエフライムの山

地のラマとベテルの間にあるデボラのしゅろの木の

下に座し、イスラエルの人々は彼女のもとに上って

きて、さばきをうけた。 6デボラは人をつかわして

、ナフタリのケデシからアビノアムの子バラクを招

いて言った、「イスラエルの神、主はあなたに、こ

う命じられるではありませんか、『ナフタリの部族

とゼブルンの部族から一万人を率い、行って、タボ

ル山に陣をしけ。 7わたしはヤビンの軍勢の長シセ

ラとその戦車と軍隊とをキション川に引き寄せて、

あなたに出あわせ、彼をあなたの手にわたすであろ

う』」。 8バラクは彼女に言った、「あなたがもし
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一緒に行ってくだされば、わたしは行きます。しか

し、一緒に行ってくださらないならば、行きません

」。 9デボラは言った、「必ずあなたと一緒に行き

ます。しかしあなたは今行く道では誉を得ないでし

ょう。主はシセラを女の手にわたされるからです」

。デボラは立ってバラクと一緒にケデシに行った。

10バラクはゼブルンとナフタリをケデシに呼び集め

、一万人を従えて上った。デボラも彼と共に上った

。 11時にケニびとヘベルはモーセのしゅうとホバブ

の子孫であるケニびとから分れて、ケデシに近いザ

アナイムのかしの木までも遠く行って天幕を張って

いた。 12アビノアムの子バラクがタボル山に上った

と、人々がシセラに告げたので、 13シセラは自分の

戦車の全部すなわち鉄の戦車九百両と、自分と共に

おるすべての民をハロセテ・ゴイムからキション川

に呼び集めた。 14デボラはバラクに言った、「さあ

、立ちあがりなさい。きょうは主がシセラをあなた

の手にわたされる日です。主はあなたに先立って出

られるではありませんか」。そこでバラクは一万人

を従えてタボル山から下った。 15主はつるぎをもっ

てシセラとすべての戦車および軍勢をことごとくバ

ラクの前に撃ち敗られたので、シセラは戦車から飛

びおり、徒歩で逃げ去った。 16バラクは戦車と軍勢

とを追撃してハロセテ・ゴイムまで行った。シセラ

の軍勢はことごとくつるぎにたおれて、残ったもの

はひとりもなかった。 17しかしシセラは徒歩で逃げ

去って、ケニびとヘベルの妻ヤエルの天幕に行った

。ハゾルの王ヤビンとケニびとヘベルの家とは互に

むつまじかったからである。 18ヤエルは出てきてシ
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セラを迎え、彼に言った、「おはいりください。主

よ、どうぞうちへおはいりください。恐れるにはお

よびません」。シセラが天幕にはいったので、ヤエ

ルは毛布をもって彼をおおった。 19シセラはヤエル

に言った、「どうぞ、わたしに水を少し飲ませてく

ださい。のどがかわきましたから」。ヤエルは乳の

皮袋を開いて彼に飲ませ、また彼をおおった。 20シ

セラはまたヤエルに言った、「天幕の入口に立って

いてください。もし人がきて、あなたに『だれか、

ここにおりますか』と問うならば『おりません』と

答えてください」。 21しかし彼が疲れて熟睡したと

き、ヘベルの妻ヤエルは天幕のくぎを取り、手に槌

を携えて彼に忍び寄り、こめかみにくぎを打ち込ん

で地に刺し通したので、彼は息絶えて死んだ。 22バ

ラクがシセラを追ってきたとき、ヤエルは彼を出迎

えて言った、「おいでなさい。あなたが求めている

人をお見せしましょう」。彼がヤエルの天幕にはい

って見ると、シセラはこめかみにくぎを打たれて倒

れて死んでいた。 23こうしてその日、神はカナンの

王ヤビンをイスラエルの人々の前に撃ち敗られた。

24そしてイスラエルの人々の手はますますカナンび

との王ヤビンの上に重くなって、ついにカナンの王

ヤビンを滅ぼすに至った。

5その日デボラとアビノアムの子バラクは歌って言

った。 2「イスラエルの指導者たちは先に立ち、民

は喜び勇んで進み出た。主をさんびせよ。 3もろも

ろの王よ聞け、もろもろの君よ、耳を傾けよ。わた

しは主に向かって歌おう、わたしはイスラエルの神

、主をほめたたえよう。 4主よ、あなたがセイルを
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出、エドムの地から進まれたとき、地は震い、天は

したたり、雲は水をしたたらせた。 5もろもろの山

は主の前に揺り動き、シナイの主、すなわちイスラ

エルの神、主の前に揺り動いた。 6アナテの子シャ

ムガルのとき、ヤエルの時には隊商は絶え、旅人は

わき道をとおった。 7イスラエルには農民が絶え、

かれらは絶え果てたが、デボラよ、ついにあなたは

立ちあがり、立ってイスラエルの母となった。 8人

々が新しい神々を選んだとき、戦いは門に及んだ。

イスラエルの四万人のうちに、盾あるいは槍の見ら

れたことがあったか。 9わたしの心は民のうちの喜

び勇んで進み出たイスラエルのつかさたちと共にあ

る。主をさんびせよ。 10茶色のろばに乗るもの、毛

氈の上にすわるもの、および道を歩むものよ、共に

歌え。 11楽人の調べは水くむ所に聞える。かれらは

そこで主の救を唱え、イスラエルの農民の救を唱え

ている。その時、主の民は門に下って行った。 12起

きよ、起きよ、デボラ。起きよ、起きよ、歌をうた

え。立てよ、バラク、とりこを捕えよ、アビノアム

の子よ。 13その時、残った者は尊い者のように下っ

て行き、主の民は勇士のように下って行った。 14彼

らはエフライムから出て谷に進み、兄弟ベニヤミン

はあなたの民のうちにある。マキルからはつかさた

ちが下って行き、ゼブルンからは指揮を執るものが

下って行った。 15イッサカルの君たちはデボラと共

におり、イッサカルはバラクと同じく、直ちにその

あとについて谷に突進した。しかしルベンの氏族は

大いに思案した。 16なぜ、あなたは、おりの間にと

どまって、羊の群れに笛吹くのを聞いているのか。
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ルベンの氏族は大いに思案した。 17ギレアデはヨル

ダンの向こうにとどまっていた。なぜ、ダンは舟の

かたわらにとどまったか。アセルは浜べに座し、そ

の波止場のかたわらにとどまっていた。 18ゼブルン

は命をすてて、死を恐れぬ民である。野の高い所に

おるナフタリもまたそうであった。 19もろもろの王

たちはきて戦った。その時カナンの王たちは、メギ

ドの水のほとりのタアナクで戦った。彼らは一片の

銀をも獲なかった。 20もろもろの星は天より戦い、

その軌道をはなれてシセラと戦った。 21キションの

川は彼らを押し流した、激しく流れる川、キション

の川。わが魂よ、勇ましく進め。 22その時、軍馬は

はせ駆けり、馬のひずめは地を踏みならした。 23主

の使は言った、『メロズをのろえ、激しくその民を

のろえ、彼らはきて主を助けず、主を助けて勇士を

攻めなかったからである』。 24ケニびとヘベルの妻

ヤエルは、女のうちの最も恵まれた者、天幕に住む

女のうち最も恵まれた者である。 25シセラが水を求

めると、ヤエルは乳を与えた。すなわち貴重な鉢に

凝乳を盛ってささげた。 26ヤエルはくぎに手をかけ

、右手に重い槌をとって、シセラを打ち、その頭を

砕き、粉々にして、そのこめかみを打ち貫いた。 27

シセラはヤエルの足もとにかがんで倒れ伏し、その

足もとにかがんで倒れ、そのかがんだ所に倒れて死

んだ。 28シセラの母は窓からながめ、格子窓から叫

んで言った、『どうして彼の車の来るのがおそいの

か、どうして彼の車の歩みがはかどらないのか』。

29その侍女たちの賢い者は答え、母またみずからお

のれに答えて言った、 30『彼らは獲物を得て、それ
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を分けているのではないか、人ごとにひとり、ふた

りのおなごを取り、シセラの獲物は色染めの衣、縫

い取りした色染めの衣の獲物であろう。すなわち縫

い取りした色染めの衣二つを、獲物としてそのくび

にまとうであろう』。 31主よ、あなたの敵はみなこ

のように滅び、あなたを愛する者を太陽の勢いよく

上るようにしてください」。こうして後、国は四十

年のあいだ太平であった。

6イスラエルの人々はまた主の前に悪をおこなった

ので、主は彼らを七年の間ミデアンびとの手にわた

された。 2ミデアンびとの手はイスラエルに勝った

。イスラエルの人々はミデアンびとのゆえに、山に

ある岩屋と、ほら穴と要害とを自分たちのために造

った。 3イスラエルびとが種をまいた時には、いつ

もミデアンびと、アマレクびとおよび東方の民が上

ってきてイスラエルびとを襲い、 4イスラエルびと

に向かって陣を取り、地の産物を荒してガザの附近

にまで及び、イスラエルのうちに命をつなぐべき物

を残さず、羊も牛もろばも残さなかった。 5彼らが

家畜と天幕を携えて、いなごのように多く上ってき

たからである。すなわち彼らとそのらくだは無数で

あって、彼らは国を荒すためにはいってきたのであ

った。 6こうしてイスラエルはミデアンびとのため

に非常に衰え、イスラエルの人々は主に呼ばわった

。 7イスラエルの人々がミデアンびとのゆえに、主

に呼ばわったとき、 8主はひとりの預言者をイスラ

エルの人々につかわして彼らに言われた、「イスラ

エルの神、主はこう言われる、『わたしはかつてあ

なたがたをエジプトから導き上り、あなたがたを奴
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隷の家から携え出し、 9エジプトびとの手およびす

べてあなたがたをしえたげる者の手から救い出し、

あなたがたの前から彼らを追い払って、その国をあ

なたがたに与えた。 10そしてあなたがたに言った、

「わたしはあなたがたの神、主である。あなたがた

が住んでいる国のアモリびとの神々を恐れてはなら

ない」と。しかし、あなたがたはわたしの言葉に従

わなかった』」。 11さて主の使がきて、アビエゼル

びとヨアシに属するオフラにあるテレビンの木の下

に座した。時にヨアシの子ギデオンはミデアンびと

の目を避けるために酒ぶねの中で麦を打っていたが

、 12主の使は彼に現れて言った、「大勇士よ、主は

あなたと共におられます」。 13ギデオンは言った、

「ああ、君よ、主がわたしたちと共におられるなら

ば、どうしてこれらの事がわたしたちに臨んだので

しょう。わたしたちの先祖が『主はわれわれをエジ

プトから導き上られたではないか』といって、わた

したちに告げたそのすべての不思議なみわざはどこ

にありますか。今、主はわたしたちを捨てて、ミデ

アンびとの手にわたされました」。 14主はふり向い

て彼に言われた、「あなたはこのあなたの力をもっ

て行って、ミデアンびとの手からイスラエルを救い

出しなさい。わたしがあなたをつかわすのではあり

ませんか」。 15ギデオンは主に言った、「ああ主よ

、わたしはどうしてイスラエルを救うことができま

しょうか。わたしの氏族はマナセのうちで最も弱い

ものです。わたしはまたわたしの父の家族のうちで

最も小さいものです」。 16主は言われた、「しかし

、わたしがあなたと共におるから、ひとりを撃つよ
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うにミデアンびとを撃つことができるでしょう」。

17ギデオンはまた主に言った、「わたしがもしあな

たの前に恵みを得ていますならば、どうぞ、わたし

と語るのがあなたであるというしるしを見せてくだ

さい。 18どうぞ、わたしが供え物を携えてあなたの

もとにもどってきて、あなたの前に供えるまで、こ

こを去らないでください」。主は言われた、「わた

しはあなたがもどって来るまで待ちましょう」。 19

そこでギデオンは自分の家に行って、やぎの子を整

え、一エパの粉で種入れぬパンをつくり、肉をかご

に入れ、あつものをつぼに盛り、テレビンの木の下

におる彼のもとに持ってきて、それを供えた。 20神

の使は彼に言った、「肉と種入れぬパンをとって、

この岩の上に置き、それにあつものを注ぎなさい」

。彼はそのようにした。 21すると主の使が手にもっ

ていたつえの先を出して、肉と種入れぬパンに触れ

ると、岩から火が燃えあがって、肉と種入れぬパン

とを焼きつくした。そして主の使は去って見えなく

なった。 22ギデオンはその人が主の使であったこと

をさとって言った、「ああ主なる神よ、どうなるこ

とでしょう。わたしは顔をあわせて主の使を見たの

ですから」。 23主は彼に言われた、「安心せよ、恐

れるな。あなたは死ぬことはない」。 24そこでギデ

オンは主のために祭壇をそこに築いて、それを「主

は平安」と名づけた。これは今日までアビエゼルび

とのオフラにある。 25その夜、主はギデオンに言わ

れた、「あなたの父の雄牛と七歳の第二の雄牛とを

取り、あなたの父のもっているバアルの祭壇を打ち

こわし、そのかたわらにあるアシラ像を切り倒し、



士師記 606

26あなたの神、主のために、このとりでの頂に、石

を並べて祭壇を築き、第二の雄牛を取り、あなたが

切り倒したアシラの木をもって燔祭をささげなさい

」。 27ギデオンはしもべ十人を連れて、主が言われ

たとおりにおこなった。ただし彼は父の家族のもの

、および町の人々を恐れたので、昼それを行うこと

ができず、夜それを行った。 28町の人々が朝早く起

きて見ると、バアルの祭壇は打ちこわされ、そのか

たわらのアシラ像は切り倒され、新たに築いた祭壇

の上に、第二の雄牛がささげられてあった。 29そこ

で彼らは互に「これはだれのしわざか」と言って問

い尋ねたすえ、「これはヨアシの子ギデオンのしわ

ざだ」と言った。 30町の人々はヨアシに言った、「

あなたのむすこを引き出して殺しなさい。彼はバア

ルの祭壇を打ちこわしそのかたわらにあったアシラ

像を切り倒したのです」。 31しかしヨアシは自分に

向かって立っているすべての者に言った、「あなた

がたはバアルのために言い争うのですか。あるいは

彼を弁護しようとなさるのですか。バアルのために

言い争う者は、あすの朝までに殺されるでしょう。

バアルがもし神であるならば、自分の祭壇が打ちこ

わされたのだから、彼みずから言い争うべきです」

。 32そこでその日、「自分の祭壇が打ちこわされた

のだから、バアルみずからその人と言い争うべきで

す」と言ったので、ギデオンはエルバアルと呼ばれ

た。 33時にミデアンびと、アマレクびとおよび東方

の民がみな集まってヨルダン川を渡り、エズレルの

谷に陣を取ったが、 34主の霊がギデオンに臨み、ギ

デオンがラッパを吹いたので、アビエゼルびとは集
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まって彼に従った。 35次に彼があまねくマナセに使

者をつかわしたので、マナセびともまた集まって彼

に従った。彼がまたアセル、ゼブルンおよびナフタ

リに使者をつかわすと、その人々も上って彼を迎え

た。 36ギデオンは神に言った、「あなたがかつて言

われたように、わたしの手によってイスラエルを救

おうとされるならば、 37わたしは羊の毛一頭分を打

ち場に置きますから、露がその羊の毛の上にだけあ

って、地がすべてかわいているようにしてください

。これによってわたしは、あなたがかつて言われた

ように、わたしの手によってイスラエルをお救いに

なることを知るでしょう」。 38すなわちそのように

なった。彼が翌朝早く起きて、羊の毛をかき寄せ、

その毛から露を絞ると、鉢に満ちるほどの水が出た

。 39ギデオンは神に言った、「わたしをお怒りにな

らないように願います。わたしにもう一度だけ言わ

せてください。どうぞ、もう一度だけ羊の毛をもっ

てためさせてください。どうぞ、羊の毛だけをかわ

かして、地にはことごとく露があるようにしてくだ

さい」。 40神はその夜、そうされた。すなわち羊の

毛だけかわいて、地にはすべて露があった。

7さてエルバアルと呼ばれるギデオンおよび彼と共

にいたすべての民は朝早く起き、ハロデの泉のほと

りに陣を取った。ミデアンびとの陣は彼らの北の方

にあり、モレの丘に沿って谷の中にあった。 2主は

ギデオンに言われた、「あなたと共におる民はあま

りに多い。ゆえにわたしは彼らの手にミデアンびと

をわたさない。おそらくイスラエルはわたしに向か

ってみずから誇り、『わたしは自身の手で自分を救
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ったのだ』と言うであろう。 3それゆえ、民の耳に

触れ示して、『だれでも恐れおののく者は帰れ』と

言いなさい」。こうしてギデオンは彼らを試みたの

で、民のうち帰った者は二万二千人あり、残った者

は一万人であった。 4主はまたギデオンに言われた

、「民はまだ多い。彼らを導いて水ぎわに下りなさ

い。わたしはそこで、あなたのために彼らを試みよ

う。わたしがあなたに告げて『この人はあなたと共

に行くべきだ』と言う者は、あなたと共に行くべき

である。またわたしがあなたに告げて『この人はあ

なたと共に行ってはならない』と言う者は、だれも

行ってはならない」。 5そこでギデオンが民を導い

て水ぎわに下ると、主は彼に言われた、「すべて犬

のなめるように舌をもって水をなめる者はそれを別

にしておきなさい。またすべてひざを折り、かがん

で水を飲む者もそうしなさい」。 6そして手を口に

あてて水をなめた者の数は三百人であった。残りの

民はみなひざを折り、かがんで水を飲んだ。 7主は

ギデオンに言われた、「わたしは水をなめた三百人

の者をもって、あなたがたを救い、ミデアンびとを

あなたの手にわたそう。残りの民はおのおのその家

に帰らせなさい」。 8そこで彼はかの三百人を留め

おき、残りのイスラエルびとの手から、つぼとラッ

パを取り、民をおのおのその天幕に帰らせた。時に

ミデアンびとの陣は下の谷の中にあった。 9その夜

、主はギデオンに言われた、「立てよ、下っていっ

て敵陣に攻め入れ。わたしはそれをあなたの手にわ

たす。 10もしあなたが下って行くことを恐れるなら

ば、あなたのしもべプラと共に敵陣に下っていって
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、 11彼らの言うところを聞け。そうすればあなたの

手が強くなって、敵陣に攻め下ることができるであ

ろう」。ギデオンがしもべプラと共に下って、敵陣

にある兵隊たちの前哨地点に行ってみると、 12ミデ

アンびと、アマレクびとおよびすべての東方の民は

いなごのように数多く谷に沿って伏していた。その

らくだは海べの砂のように多くて数えきれなかった

。 13ギデオンがそこへ行ったとき、ある人がその仲

間に夢を語っていた。その人は言った、「わたしは

夢を見た。大麦のパン一つがミデアンの陣中にころ

がってきて、天幕に達し、それを打ち倒し、くつが

えしたので、天幕は倒れ伏した」。 14仲間は答えて

言った、「それはイスラエルの人、ヨアシの子ギデ

オンのつるぎにちがいない。神はミデアンとすべて

の軍勢を彼の手にわたされるのだ」。 15ギデオンは

夢の物語とその解き明かしとを聞いたので、礼拝し

、イスラエルの陣営に帰り、そして言った、「立て

よ、主はミデアンの軍勢をあなたがたの手にわたさ

れる」。 16そして彼は三百人を三組に分け、手に手

にラッパと、からつぼとを取らせ、つぼの中にたい

まつをともさせ、 17彼らに言った、「わたしを見て

、わたしのするようにしなさい。わたしが敵陣のは

ずれに達したとき、あなたがたもわたしのするよう

にしなさい。 18わたしと共におる者がみなラッパを

吹くと、あなたがたもまたすべての陣営の四方でラ

ッパを吹き、『主のためだ、ギデオンのためだ』と

言いなさい」。 19こうしてギデオンと、彼と共にい

た百人の者が、中更の初めに敵陣のはずれに行って

みると、ちょうど番兵を交代した時であったので、
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彼らはラッパを吹き、手に携えていたつぼを打ち砕

いた。 20すなわち三組の者がラッパを吹き、つぼを

打ち砕き、左の手にはたいまつをとり、右の手には

ラッパを持ってそれを吹き、「主のためのつるぎ、

ギデオンのためのつるぎ」と叫んだ。 21そしておの

おのその持ち場に立ち、敵陣を取り囲んだので、敵

軍はみな走り、大声をあげて逃げ去った。 22三百人

のものがラッパを吹くと、主は敵軍をしてみな互に

同志打ちさせられたので、敵軍はゼレラの方、ベテ

シッタおよびアベルメホラの境、タバテの近くまで

逃げ去った。 23イスラエルの人々はナフタリ、アセ

ルおよび全マナセから集まってきて、ミデアンびと

を追撃した。 24ギデオンは使者をあまねくエフライ

ムの山地につかわし、「下ってきて、ミデアンびと

を攻め、ベタバラに至るまでの流れを取り、またヨ

ルダンをも取れ」と言わせた。そこでエフライムの

人々はみな集まってきて、ベタバラに至るまでの流

れを取り、またヨルダンをも取った。 25彼らはまた

ミデアンびとのふたりの君オレブとゼエブを捕え、

オレブをオレブ岩のほとりで殺し、ゼエブをゼエブ

の酒ぶねのほとりで殺した。またミデアンびとを追

撃し、オレブとゼエブの首を携えてヨルダンの向こ

うのギデオンのもとへ行った。

8エフライムの人々はギデオンに向かい「あなたが

、ミデアンびとと戦うために行かれたとき、われわ

れを呼ばれなかったが、どうしてそういうことをさ

れたのですか」と言って激しく彼を責めた。 2ギデ

オンは彼らに言った、「今わたしのした事は、あな

たがたのした事と比べものになりましょうか。エフ
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ライムの拾い集めた取り残りのぶどうはアビエゼル

の収穫したぶどうにもまさるではありませんか。 3

神はミデアンの君オレブとゼエブをあなたがたの手

にわたされました。わたしのなし得た事は、あなた

がたのした事と比べものになりましょうか」。ギデ

オンがこの言葉を述べると、彼らの憤りは解けた。

4ギデオンは自分に従っていた三百人と共にヨルダン

に行ってこれを渡り、疲れながらもなお追撃したが

、 5彼はスコテの人々に言った、「どうぞわたしに

従っている民にパンを与えてください。彼らが疲れ

ているのに、わたしはミデアンの王ゼバとザルムン

ナを追撃しているのですから」。 6スコテのつかさ

たちは言った、「ゼバとザルムンナは、すでにあな

たの手のうちにあるのですか。われわれはどうして

あなたの軍勢にパンを与えねばならないのですか」

。 7ギデオンは言った、「それならば主がわたしの

手にゼバとザルムンナをわたされるとき、わたしは

野のいばらと、おどろをもって、あなたがたの肉を

打つであろう」。 8そしてギデオンはそこからペヌ

エルに上り、同じことをペヌエルの人々に述べると

、彼らもスコテの人々が答えたように答えたので、

9ペヌエルの人々に言った、「わたしが安らかに帰っ

てきたとき、このやぐらを打ちこわすであろう」。

10さてゼバとザルムンナは軍勢おおよそ一万五千人

を率いて、カルコルにいた。これは皆、東方の民の

全軍のうち生き残ったもので、戦死した者は、つる

ぎを帯びているものが十二万人あった。 11ギデオン

はノバとヨグベハの東の隊商の道を上って、敵軍の

油断しているところを撃った。 12ゼバとザルムンナ
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は逃げたが、ギデオンは追撃して、ミデアンのふた

りの王ゼバとザルムンナを捕え、その軍勢をことご

とく撃ち敗った。 13こうしてヨアシの子ギデオンは

ヘレスの坂をとおって戦いから帰り、 14スコテの若

者ひとりを捕えて、尋ねたところ、彼はスコテのつ

かさたち及び長老たち七十七人の名をギデオンのた

めに書きしるした。 15ギデオンはスコテの人々のと

ころへ行って言った、「あなたがたがかつて『ゼバ

とザルムンナはすでにあなたの手のうちにあるのか

。われわれはどうしてあなたの疲れた人々にパンを

与えねばならないのか』と言って、わたしをののし

ったそのゼバとザルムンナを見なさい」。 16そして

彼は、その町の長老たちを捕え、野のいばらと、お

どろとを取り、それをもってスコテの人々を懲らし

、 17またペヌエルのやぐらを打ちこわして町の人々

を殺した。 18そしてギデオンはゼバとザルムンナに

言った、「あなたがたがタボルで殺したのは、どん

な人々であったか」。彼らは答えた、「彼らはあな

たに似てみな王子のように見えました」。 19ギデオ

ンは言った、「彼らはわたしの兄弟、わたしの母の

子たちだ。主は生きておられる。もしあなたがたが

彼らを生かしておいたならば、わたしはあなたがた

を殺さないのだが」。 20そして長子エテルに言った

、「立って、彼らを殺しなさい」。しかしその若者

はなお年が若かったので、恐れてつるぎを抜かなか

った。 21そこでゼバとザルムンナは言った、「あな

た自身が立って、わたしたちを撃ってください。人

によってそれぞれ力も違いますから」。ギデオンは

立ちあがってゼバとザルムンナを殺し、彼らのらく
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だの首に掛けてあった月形の飾りを取った。 22イス

ラエルの人々はギデオンに言った、「あなたはミデ

アンの手からわれわれを救われたのですから、あな

たも、あなたの子も孫もわれわれを治めてください

」。 23ギデオンは彼らに言った、「わたしはあなた

がたを治めることはいたしません。またわたしの子

もあなたがたを治めてはなりません。主があなたが

たを治められます」。 24ギデオンはまた彼らに言っ

た、「わたしはあなたがたに一つの願いがあります

。あなたがたのぶんどった耳輪をめいめいわたしに

ください」。ミデアンびとはイシマエルびとであっ

たゆえに、金の耳輪を持っていたからである。 25彼

らは答えた、「わたしどもは喜んでそれをさしあげ

ます」。そして衣をひろげ、めいめいぶんどった耳

輪をその中に投げ入れた。 26こうしてギデオンが求

めて得た金の耳輪の重さは一千七百金シケルであっ

た。ほかに月形の飾りと耳飾りと、ミデアンの王た

ちの着た紫の衣およびらくだの首に掛けた首飾りな

どもあった。 27ギデオンはそれをもって一つのエポ

デを作り、それを自分の町オフラに置いた。イスラ

エルは皆それを慕って姦淫をおこなった。それはギ

デオンとその家にとって、わなとなった。 28このよ

うにしてミデアンはイスラエルの人々に征服されて

、再びその頭をあげることができなかった。そして

国はギデオンの世にあるうち、四十年のあいだ太平

であった。 29ヨアシの子エルバアルは行って自分の

家に住んだ。 30ギデオンは多くの妻をもっていたの

で、自分の子供だけで七十人あった。 31シケムにい

た彼のめかけがまたひとりの子を産んだので、アビ
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メレクと名づけた。 32ヨアシの子ギデオンは高齢に

達して死に、アビエゼルびとのオフラにある父ヨア

シの墓に葬られた。 33ギデオンが死ぬと、イスラエ

ルの人々はまたバアルを慕って、これと姦淫を行い

、バアル・ベリテを自分たちの神とした。 34すなわ

ちイスラエルの人々は周囲のもろもろの敵の手から

自分たちを救われた彼らの神、主を覚えず、 35また

エルバアルすなわちギデオンがイスラエルのために

したもろもろの善行に応じて彼の家族に親切をつく

すこともしなかった。

9さてエルバアルの子アビメレクはシケムに行き、

母の身内の人たちのもとに行って、彼らと母の父の

家の一族とに言った、 2「どうぞ、シケムのすべて

の人々の耳に告げてください、『エルバアルのすべ

ての子七十人であなたがたを治めるのと、ただひと

りであなたがたを治めるのと、どちらがよいか。わ

たしがあなたがたの骨肉であることを覚えてくださ

い』と」。 3そこで母の身内の人たちがアビメレク

に代ってこれらの言葉をことごとくシケムのすべて

の人々の耳に告げると、彼らは心をアビメレクに傾

け、「彼はわれわれの兄弟だ」と言って、 4バアル

・ベリテの宮から銀七十シケルを取って彼に与えた

。アビメレクはそれをもって、やくざのならず者を

雇って自分に従わせ、 5オフラにある父の家に行っ

て、エルバアルの子で、自分の兄弟である七十人を

、一つの石の上で殺した。ただしエルバアルの末の

子ヨタムは身を隠したので生き残った。 6そこでシ

ケムのすべての人々とベテミロのすべての人々は集

まり、行ってシケムにある石の柱のかたわらのテレ
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ビンの木のもとで、アビメレクを立てて王とした。

7このことをヨタムに告げる者があったので、ヨタム

は行ってゲリジム山の頂に立ち、大声に叫んで彼ら

に言った、「シケムの人々よ、わたしに聞きなさい

。そうすれば神はあなたがたに聞かれるでしょう。

8ある時、もろもろの木が自分たちの上に王を立てよ

うと出て行ってオリブの木に言った、『わたしたち

の王になってください』。 9しかしオリブの木は彼

らに言った、『わたしはどうして神と人とをあがめ

るために用いられるわたしの油を捨てて行って、も

ろもろの木を治めることができましょう』。 10もろ

もろの木はまたいちじくの木に言った、『きてわた

したちの王になってください』。 11しかしいちじく

の木は彼らに言った、『わたしはどうしてわたしの

甘味と、わたしの良い果実とを捨てて行って、もろ

もろの木を治めることができましょう』。 12もろも

ろの木はまたぶどうの木に言った、『きてわたした

ちの王になってください』。 13しかし、ぶどうの木

は彼らに言った、『わたしはどうして神と人とを喜

ばせるわたしのぶどう酒を捨てて行って、もろもろ

の木を治めることができましょう』。 14そこですべ

ての木はいばらに言った、『きてわたしたちの王に

なってください』。 15いばらはもろもろの木に言っ

た、『あなたがたが真実にわたしを立てて王にする

ならば、きてわたしの陰に難を避けなさい。そうし

なければ、いばらから火が出てレバノンの香柏を焼

きつくすでしょう』。 16あなたがたがアビメレクを

立てて王にしたことは、真実と敬意とをもってした

ものですか。あなたがたはエルバアルとその家をよ
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く扱い、彼のおこないに応じてしたのですか。 17わ

たしの父はあなたがたのために戦い、自分の命を投

げ出して、あなたがたをミデアンの手から救い出し

たのに、 18あなたがたは、きょう、わたしの父の家

に反抗して起り、その子七十人を一つの石の上で殺

し、その腰元の子アビメレクをあなたがたの身内の

者であるゆえに立てて、シケムの人々の王にしまし

た。 19あなたがたが、きょう、エルバアルとその家

になされたことが真実と敬意をもってしたものであ

るならば、アビメレクのために喜びなさい。彼もま

たあなたがたのために喜ぶでしょう。 20しかし、そ

うでなければ、アビメレクから火が出て、シケムの

人々とベテミロとを焼きつくし、またシケムの人々

とベテミロからも火が出てアビメレクを焼きつくす

でしょう」。 21こうしてヨタムは走って逃げ去り、

ベエルに行き、兄弟アビメレクの顔をさけてそこに

住んだ。 22アビメレクは三年の間イスラエルを治め

たが、 23神はアビメレクとシケムの人々の間に悪霊

をおくられたので、シケムの人々はアビメレクを欺

くようになった。 24これはエルバアルの七十人の子

が受けた暴虐と彼らの血が、彼らを殺した兄弟アビ

メレクの上と、彼の手を強めてその兄弟を殺させた

シケムの人々の上とに報いとなってきたのである。

25シケムの人々は彼に敵して待ち伏せする者を山々

の頂におき、すべてその道を通り過ぎる者を略奪さ

せた。このことがアビメレクに告げ知らされた。 26

さてエベデの子ガアルはその身内の人々と一緒にシ

ケムに移住したが、シケムの人々は彼を信用した。

27人々は畑に出てぶどうを取り入れ、それを踏み絞
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って祭をし、神の宮に行って飲み食いしてアビメレ

クをのろった。 28そしてエベデの子ガアルは言った

、「アビメレクは何ものか。シケムのわれわれは何

ものなれば彼に仕えなければならないのか。エルバ

アルの子とその役人ゼブルはシケムの先祖ハモルの

一族に仕えたではないか。われわれはどうして彼に

仕えなければならないのか。 29ああ、この民がわた

しの手の下にあったらよいのだが。そうすればわた

しはアビメレクをやめさせ、アビメレクに向かって

『おまえの軍勢を増して出てこい』と言うであろう

」。 30町のつかさゼブルはエベデの子ガアルの言葉

を聞いて怒りを発し、 31使者をアルマにおるアビメ

レクにつかわして言わせた、「エベデの子ガアルと

その身内の人々がシケムにきて、町を騒がせ、あな

たにそむかせようとしています。 32それであなたと

、あなたと共におる人々が夜のうちに行って、野に

身を伏せ、 33朝になって、日ののぼるとき、早く起

き出て町を襲うならば、ガアルと、彼と共におる民

は出てきて、あなたに抵抗するでしょう。その時あ

なたは機を得て、彼らを撃つことができるでしょう

」。 34アビメレクと、彼と共にいたすべての民は夜

のうちに起き出て、四組に分れ、身を伏せてシケム

をうかがった。 35エベデの子ガアルが出て、町の門

の入口に立ったとき、アビメレクと、彼と共にいた

民が身を伏せていたところから立ちあがったので、

36ガアルは民を見てゼブルに言った、「ごらんなさ

い。民が山々の頂からおりてきます」。ゼブルは彼

に言った、「あなたは山々の影を人のように見るの

です」。 37ガアルは再び言った、「ごらんなさい。
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民が国の中央部からおりてきます。一組は占い師の

テレビンの木の方からきます」。 38ゼブルは彼に言

った、「あなたがかつて『アビメレクは何ものか。

われわれは何ものなれば彼に仕えなければならない

のか』と言ったあなたの口は今どこにありますか。

これはあなたが侮った民ではありませんか。今、出

て彼らと戦いなさい」。 39そこでガアルはシケムの

人々を率い、出てアビメレクと戦ったが、 40アビメ

レクは彼を追ったので、ガアルは彼の前から逃げた

。そして傷つき倒れる者が多く、門の入口にまで及

んだ。 41こうしてアビメレクは引き続いてアルマに

いたが、ゼブルはガアルとその身内の人々を追い出

してシケムにおらせなかった。 42翌日、民が畑に出

ると、そのことがアビメレクに聞えた。 43アビメレ

クは自分の民を率い、それを三組に分け、野に身を

伏せて、うかがっていると、民が町から出てきたの

で、たちあがってこれを撃った。 44アビメレクと、

彼と共にいた組の者は襲って行って、町の門の入口

に立ち、他の二組は野にいたすべてのものを襲って

、それを殺した。 45アビメレクはその日、終日、町

を攻め、ついに町を取って、そのうちの民を殺し、

町を破壊して、塩をまいた。 46シケムのやぐらの人

々は皆これを聞いて、エルベリテの宮の塔にはいっ

た。 47シケムのやぐらの人々が皆集まったことがア

ビメレクに聞えたので、 48アビメレクは自分と一緒

にいた民をことごとく率いてザルモン山にのぼり、

アビメレクは手におのを取って、木の枝を切り落し

、それを取りあげて自分の肩にのせ、一緒にいた民

にむかって言った、「あなたがたはわたしがしたこ
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とを見たとおりに急いでしなさい」。 49そこで民も

また皆おのおのその枝を切り落し、アビメレクに従

って行って、枝を塔によせかけ、塔に火をつけて彼

らを攻めた。こうしてシケムのやぐらの人々もまた

ことごとく死んだ。男女おおよそ一千人であった。

50ついでアビメレクはテベツに行き、テベツに向か

って陣を張り、これを攻め取ったが、 51町の中に一

つの堅固なやぐらがあって、すべての男女すなわち

町の人々が皆そこに逃げ込み、あとを閉ざして、や

ぐらの屋根に上ったので、 52アビメレクはやぐらの

もとに押し寄せてこれを攻め、やぐらの入口に近づ

いて、火をつけて焼こうとしたとき、 53ひとりの女

がアビメレクの頭に、うすの上石を投げて、その頭

骸骨を砕いた。 54アビメレクは自分の武器を持つ若

者を急ぎ呼んで言った、「つるぎを抜いてわたしを

殺せ。さもないと人々はわたしを、女に殺されたの

だと言うであろう」。その若者が彼を刺し通したの

で彼は死んだ。 55イスラエルの人々はアビメレクの

死んだのを見て、おのおの去って家に帰った。 56こ

のように神はアビメレクがその兄弟七十人を殺して

、自分の父に対して犯した悪に報いられた。 57また

神はシケムの人々のすべての悪を彼らのこうべに報

いられた。こうしてエルバアルの子ヨタムののろい

が、彼らに臨んだのである。

10アビメレクの後、イッサカルの人で、ドドの子

であるプワの子トラが起ってイスラエルを救った。

彼はエフライムの山地のシャミルに住み、 2二十三

年の間イスラエルをさばいたが、ついに死んでシャ

ミルに葬られた。 3彼の後にギレアデびとヤイルが
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起って二十二年の間イスラエルをさばいた。 4彼に

三十人の子があった。彼らは三十頭のろばに乗り、

また三十の町をもっていた。ギレアデの地で今日ま

で、ハボテ・ヤイルと呼ばれているものがそれであ

る。 5ヤイルは死んで、カモンに葬られた。 6イス

ラエルの人々は再び主の前に悪を行い、バアルとア

シタロテおよびスリヤの神々、シドンの神々、モア

ブの神々、アンモンびとの神々、ペリシテびとの神

々に仕え、主を捨ててこれに仕えなかった。 7主は

イスラエルに対して怒りを発し、彼らをペリシテび

との手およびアンモンびとの手に売りわたされたの

で、 8彼らはその年イスラエルの人々をしえたげ悩

ました。すなわち彼らはヨルダンの向こうのギレア

デにあるアモリびとの地にいたすべてのイスラエル

びとを十八年のあいだ悩ました。 9またアンモンの

人々がユダとベニヤミンとエフライムの氏族を攻め

るためにヨルダンを渡ってきたので、イスラエルは

非常に悩まされた。 10そこでイスラエルの人々は主

に呼ばわって言った、「わたしたちはわたしたちの

神を捨ててバアルに仕え、あなたに罪を犯しました

」。 11主はイスラエルの人々に言われた、「わたし

はかつてエジプトびと、アモリびと、アンモンびと

、ペリシテびとからあなたがたを救い出したではな

いか。 12またシドンびと、アマレクびとおよびマオ

ンびとがあなたがたをしえたげた時、わたしに呼ば

わったので、あなたがたを彼らの手から救い出した

。 13しかしあなたがたはわたしを捨てて、ほかの神

々に仕えた。それゆえ、わたしはかさねてあなたが

たを救わないであろう。 14あなたがたが選んだ神々
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に行って呼ばわり、あなたがたの悩みの時、彼らに

あなたがたを救わせるがよい」。 15イスラエルの人

々は主に言った、「わたしたちは罪を犯しました。

なんでもあなたが良いと思われることをしてくださ

い。ただどうぞ、きょう、わたしたちを救ってくだ

さい」。 16そうして彼らは自分たちのうちから異な

る神々を取り除いて、主に仕えた。それで主の心は

イスラエルの悩みを見るに忍びなくなった。 17時に

アンモンの人々は召集されてギレアデに陣を取った

が、イスラエルの人々は集まってミヅパに陣を取っ

た。 18その時、民とギレアデの君たちとは互に言っ

た、「だれがアンモンの人々に向かって戦いを始め

るか。その人はギレアデのすべての民のかしらとな

るであろう」。

11さてギレアデびとエフタは強い勇士であったが

遊女の子で、エフタの父はギレアデであった。 2ギ

レアデの妻も子供を産んだが、その妻の子供たちが

成長したとき、彼らはエフタを追い出して彼に言っ

た、「あなたはほかの女の産んだ子だから、わたし

たちの父の家を継ぐことはできません」。 3それで

エフタはその兄弟たちのもとから逃げ去って、トブ

の地に住んでいると、やくざ者がエフタのもとに集

まってきて、彼と一緒に出かけて略奪を事としてい

た。 4日がたって後、アンモンの人々はイスラエル

と戦うことになり、 5アンモンの人々がイスラエル

と戦ったとき、ギレアデの長老たちは行ってエフタ

をトブの地から連れてこようとして、 6エフタに言

った、「きて、わたしたちの大将になってください

。そうすればわたしたちはアンモンの人々と戦うこ
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とができます」。 7エフタはギレアデの長老たちに

言った、「あなたがたはわたしを憎んで、わたしの

父の家から追い出したではありませんか。しかるに

今あなたがたが困っている時とはいえ、わたしのと

ころに来るとはどういうわけですか」。 8ギレアデ

の長老たちはエフタに言った、「それでわたしたち

は今、あなたに帰ったのです。どうぞ、わたしたち

と一緒に行って、アンモンの人々と戦ってください

。そしてわたしたちとギレアデに住んでいるすべて

のものとのかしらになってください」。 9エフタは

ギレアデの長老たちに言った、「もしあなたがたが

、わたしをつれて帰って、アンモンの人々と戦わせ

るとき、主が彼らをわたしにわたされるならば、わ

たしはあなたがたのかしらとなりましょう」。 10ギ

レアデの長老たちはエフタに言った、「主はあなた

とわたしたちの間の証人です。わたしたちは必ずあ

なたの言われるとおりにしましょう」。 11そこでエ

フタはギレアデの長老たちと一緒に行った。民は彼

を立てて自分たちのかしらとし、大将とした。それ

でエフタはミヅパで、自分の言葉をことごとく主の

前に述べた。 12かくてエフタはアンモンの人々の王

に使者をつかわして言った、「あなたはわたしとな

んのかかわりがあって、わたしのところへ攻めてき

て、わたしの国と戦おうとするのですか」。 13アン

モンの人々の王はエフタの使者に答えた、「昔、イ

スラエルがエジプトから上ってきたとき、アルノン

からヤボクに及び、またヨルダンに及ぶわたしの国

を奪い取ったからです。それゆえ今、穏やかにそれ

を返しなさい」。 14エフタはまた使者をアンモンの
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人々の王につかわして、 15言わせた、「エフタはこ

う申します、『イスラエルはモアブの地も、またア

ンモンの人々の地も取りませんでした。 16イスラエ

ルはエジプトから上ってきたとき、荒野をとおって

紅海にいたり、カデシにきました。 17そしてイスラ

エルは使者をエドムの王につかわして「どうぞ、わ

れわれにあなたの国を通らせてください」と言わせ

ましたが、エドムの王は聞きいれませんでした。ま

た同じように人をモアブの王につかわしたが、彼も

承諾しなかったので、イスラエルはカデシにとどま

りました。 18それから荒野をとおって、エドムの地

とモアブの地を回り、モアブの地の東部に達し、ア

ルノンの向こうに宿営しましたがモアブの領域には

、はいりませんでした。アルノンはモアブの境だか

らです。 19次にイスラエルはヘシボンの王すなわち

アモリびとの王シホンに使者をつかわし、シホンに

向かって「どうぞ、われわれにあなたの国をとおっ

て、われわれの目的地へ行かせてください」と言わ

せました。 20ところがシホンはイスラエルを信ぜず

、その領域を通らせないばかりか、かえってすべて

の民を集めてヤハヅに陣を取り、イスラエルと戦い

ましたが、 21イスラエルの神、主はシホンとそのす

べての民をイスラエルの手にわたされたので、イス

ラエルは彼らを撃ち破って、その土地に住んでいた

アモリびとの地をことごとく占領し、 22アルノンか

らヤボクまでと、荒野からヨルダンまで、アモリび

との領域をことごとく占領しました。 23このように

イスラエルの神、主はその民イスラエルの前からア

モリびとを追い払われたのに、あなたはそれを取ろ
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うとするのですか。 24あなたは、あなたの神ケモシ

があなたに取らせるものを取らないのですか。われ

われはわれわれの神、主がわれわれの前から追い払

われたものの土地を取るのです。 25あなたはモアブ

の王チッポルの子バラクにまさる者ですか。バラク

はかつてイスラエルと争ったことがありますか。か

つて彼らと戦ったことがありますか。 26イスラエル

はヘシボンとその村里に住み、またアロエルとその

村里およびアルノンの岸に沿うすべての町々に住む

こと三百年になりますが、あなたがたはどうしてそ

の間にそれを取りもどさなかったのですか。 27わた

しはあなたに何も悪い事をしたこともないのに、あ

なたはわたしと戦って、わたしに害を加えようとし

ます。審判者であられる主よ、どうぞ、きょう、イ

スラエルの人々とアンモンの人々との間をおさばき

ください』」。 28しかしアンモンの人々の王はエフ

タが言いつかわした言葉をききいれなかった。 29時

に主の霊がエフタに臨み、エフタはギレアデおよび

マナセをとおって、ギレアデのミヅパに行き、ギレ

アデのミヅパから進んでアンモンの人々のところに

行った。 30エフタは主に誓願を立てて言った、「も

しあなたがアンモンの人々をわたしの手にわたされ

るならば、 31わたしがアンモンの人々に勝って帰る

ときに、わたしの家の戸口から出てきて、わたしを

迎えるものはだれでも主のものとし、その者を燔祭

としてささげましょう」。 32エフタはアンモンの人

々のところに進んで行って、彼らと戦ったが、主は

彼らをエフタの手にわたされたので、 33アロエルか

らミンニテの附近まで、二十の町を撃ち敗り、アベ
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ル・ケラミムに至るまで、非常に多くの人を殺した

。こうしてアンモンの人々はイスラエルの人々の前

に攻め伏せられた。 34やがてエフタはミヅパに帰り

、自分の家に来ると、彼の娘が鼓をもち、舞い踊っ

て彼を出迎えた。彼女はエフタのひとり子で、ほか

に男子も女子もなかった。 35エフタは彼女を見ると

、衣を裂いて言った、「ああ、娘よ、あなたは全く

わたしを打ちのめした。わたしを悩ますものとなっ

た。わたしが主に誓ったのだから改めることはでき

ないのだ」。 36娘は言った、「父よ、あなたは主に

誓われたのですから、主があなたのために、あなた

の敵アンモンの人々に報復された今、あなたが言わ

れたとおりにわたしにしてください」。 37娘はまた

父に言った、「どうぞ、この事をわたしにさせてく

ださい。すなわち二か月の間わたしをゆるし、友だ

ちと一緒に行って、山々をゆきめぐり、わたしの処

女であることを嘆かせてください」。 38エフタは「

行きなさい」と言って、彼女を二か月の間、出して

やった。彼女は友だちと一緒に行って、山の上で自

分の処女であることを嘆いたが、 39二か月の後、父

のもとに帰ってきたので、父は誓った誓願のとおり

に彼女におこなった。彼女はついに男を知らなかっ

た。 40これによって年々イスラエルの娘たちは行っ

て、年に四日ほどギレアデびとエフタの娘のために

嘆くことがイスラエルのならわしとなった。

12エフライムの人々は集まってザポンに行き、エ

フタに言った、「なぜあなたは進んで行ってアンモ

ンの人々と戦いながら、われわれを招いて一緒に行

かせませんでしたか。われわれはあなたの家に火を
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つけてあなたを一緒に焼いてしまいます」。 2エフ

タは彼らに言った、「かつてわたしとわたしの民が

アンモンの人々と大いに争ったとき、あなたがたを

呼んだが、あなたがたはわたしを彼らの手から救っ

てくれませんでした。 3あなたがたが救ってくれな

いのを見たから、わたしは命がけでアンモンの人々

のところへ攻めて行きますと、主は彼らをわたしの

手にわたされたのです。どうしてあなたがたは、き

ょう、わたしのところに上ってきて、わたしと戦お

うとするのですか」。 4そこでエフタはギレアデの

人々をことごとく集めてエフライムと戦い、ギレア

デの人々はエフライムを撃ち破った。これはエフラ

イムが「ギレアデびとよ、あなたがたはエフライム

とマナセのうちにいるエフライムの落人だ」と言っ

たからである。 5そしてギレアデびとはエフライム

に渡るヨルダンの渡し場を押えたので、エフライム

の落人が「渡らせてください」と言うとき、ギレア

デの人々は「あなたはエフライムびとですか」と問

い、その人がもし「そうではありません」と言うな

らば、 6またその人に「では『シボレテ』と言って

ごらんなさい」と言い、その人がそれを正しく発音

することができないで「セボレテ」と言うときは、

その人を捕えて、ヨルダンの渡し場で殺した。その

時エフライムびとの倒れたものは四万二千人であっ

た。 7エフタは六年の間イスラエルをさばいた。ギ

レアデびとエフタはついに死んで、ギレアデの自分

の町に葬られた。 8彼の後にベツレヘムのイブザン

がイスラエルをさばいた。 9彼に三十人のむすこが

あった。また三十人の娘があったが、それを自分の
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氏族以外の者にとつがせ、むすこたちのためには三

十人の娘をほかからめとった。彼は七年の間イスラ

エルをさばいた。 10イブザンはついに死んで、ベツ

レヘムに葬られた。 11彼の後にゼブルンびとエロン

がイスラエルをさばいた。彼は十年の間イスラエル

をさばいた。 12ゼブルンびとエロンはついに死んで

、ゼブルンの地のアヤロンに葬られた。 13彼の後に

ピラトンびとヒレルの子アブドンがイスラエルをさ

ばいた。 14彼に四十人のむすこ及び三十人の孫があ

り、七十頭のろばに乗った。彼は八年の間イスラエ

ルをさばいた。 15ピラトンびとヒレルの子アブドン

はついに死んで、エフライムの地のアマレクびとの

山地にあるピラトンに葬られた。

13イスラエルの人々がまた主の前に悪を行ったの

で、主は彼らを四十年の間ペリシテびとの手にわた

された。 2ここにダンびとの氏族の者で、名をマノ

アというゾラの人があった。その妻はうまずめで、

子を産んだことがなかった。 3主の使がその女に現

れて言った、「あなたはうまずめで、子を産んだこ

とがありません。しかし、あなたは身ごもって男の

子を産むでしょう。 4それであなたは気をつけて、

ぶどう酒または濃い酒を飲んではなりません。また

すべて汚れたものを食べてはなりません。 5あなた

は身ごもって男の子を産むでしょう。その頭にかみ

そりをあててはなりません。その子は生れた時から

神にささげられたナジルびとです。彼はペリシテび

との手からイスラエルを救い始めるでしょう」。 6

そこでその女はきて夫に言った、「神の人がわたし

のところにきました。その顔かたちは神の使の顔か
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たちのようで、たいそう恐ろしゅうございました。

わたしはその人が、どこからきたのか尋ねませんで

したが、その人もわたしに名を告げませんでした。

7しかしその人はわたしに『あなたは身ごもって男の

子を産むでしょう。それであなたはぶどう酒または

濃い酒を飲んではなりません。またすべて汚れたも

のを食べてはなりません。その子は生れた時から死

ぬ日まで神にささげられたナジルびとです』と申し

ました」。 8そこでマノアは主に願い求めて言った

、「ああ、主よ、どうぞ、あなたがさきにつかわさ

れた神の人をもう一度わたしたちに臨ませて、わた

したちがその生れる子になすべきことを教えさせて

ください」。 9神がマノアの願いを聞かれたので、

神の使は女が畑に座していた時、ふたたび彼女に臨

んだ。しかし夫マノアは一緒にいなかった。 10女は

急ぎ走って行って夫に言った、「さきごろ、わたし

に臨まれた人がまたわたしに現れました」。 11マノ

アは立って妻のあとについて行き、その人のもとに

行って言った、「あなたはかつてこの女にお告げに

なったおかたですか」。その人は言った、「そうで

す」。 12マノアは言った、「あなたの言われたこと

が事実となったとき、その子の育て方およびこれに

なすべき事はなんでしょうか」。 13主の使はマノア

に言った、「わたしがさきに女に言ったことは皆、

守らせなければなりません。 14すなわちぶどうの木

から産するものはすべて食べてはなりません。また

ぶどう酒と濃い酒を飲んではなりません。またすべ

て汚れたものを食べてはなりません。わたしが彼女

に命じたことは皆、守らせなければなりません」。



士師記 629

15マノアは主の使に言った、「どうぞ、わたしたち

に、あなたを引き留めさせ、あなたのために子やぎ

を備えさせてください」。 16主の使はマノアに言っ

た、「あなたがわたしを引き留めても、わたしはあ

なたの食物をたべません。しかしあなたが燔祭を備

えようとなさるのであれば、主にそれをささげなさ

い」。マノアは彼が主の使であるのを知らなかった

からである。 17マノアは主の使に言った、「あなた

の名はなんといいますか。あなたの言われたことが

事実となったとき、わたしたちはあなたをあがめま

しょう」。 18主の使は彼に言った、「わたしの名は

不思議です。どうしてあなたはそれをたずねるので

すか」。 19そこでマノアは子やぎと素祭とをとり、

岩の上でそれを主にささげた。主は不思議なことを

され、マノアとその妻はそれを見た。 20すなわち炎

が祭壇から天にあがったとき、主の使は祭壇の炎の

うちにあってのぼった。マノアとその妻は見て、地

にひれ伏した。 21主の使はふたたびマノアとその妻

に現れなかった。その時マノアは彼が主の使である

ことを知った。 22マノアは妻に向かって言った、「

わたしたちは神を見たから、きっと死ぬであろう」

。 23妻は彼に言った、「主がもし、わたしたちを殺

そうと思われたのならば、わたしたちの手から燔祭

と素祭をおうけにならなかったでしょう。またこれ

らのすべての事をわたしたちにお示しになるはずは

なく、また今わたしたちにこのような事をお告げに

ならなかったでしょう」。 24やがて女は男の子を産

んで、その名をサムソンと呼んだ。その子は成長し
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、主は彼を恵まれた。 25主の霊はゾラとエシタオル

の間のマハネダンにおいて初めて彼を感動させた。

14サムソンはテムナに下って行き、ペリシテびと

の娘で、テムナに住むひとりの女を見た。 2彼は帰

ってきて父母に言った、「わたしはペリシテびとの

娘で、テムナに住むひとりの女を見ました。彼女を

めとってわたしの妻にしてください」。 3父母は言

った、「あなたが行って、割礼をうけないペリシテ

びとのうちから妻を迎えようとするのは、身内の娘

たちのうちに、あるいはわたしたちのすべての民の

うちに女がないためなのですか」。しかしサムソン

は父に言った、「彼女をわたしにめとってください

。彼女はわたしの心にかないますから」。 4父母は

この事が主から出たものであることを知らなかった

。サムソンはペリシテびとを攻めようと、おりをう

かがっていたからである。そのころペリシテびとは

イスラエルを治めていた。 5かくてサムソンは父母

と共にテムナに下って行った。彼がテムナのぶどう

畑に着くと、一頭の若いししがほえたけって彼に向

かってきた。 6時に主の霊が激しく彼に臨んだので

、彼はあたかも子やぎを裂くようにそのししを裂い

たが、手にはなんの武器も持っていなかった。しか

しサムソンはそのしたことを父にも母にも告げなか

った。 7サムソンは下って行って女と話し合ったが

、女はサムソンの心にかなった。 8日がたって後、

サムソンは彼女をめとろうとして帰ったが、道を転

じて、かのししのしかばねを見ると、ししのからだ

に、はちの群れと、蜜があった。 9彼はそれをかき

あつめ、手にとって歩きながら食べ、父母のもとに
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帰って、彼らに与えたので、彼らもそれを食べた。

しかし、ししのからだからその蜜をかきあつめたこ

とは彼らに告げなかった。 10そこで父が下って、女

のもとに行ったので、サムソンはそこにふるまいを

設けた。そうすることは花婿のならわしであったか

らである。 11人々はサムソンを見ると、三十人の客

を連れてきて、同席させた。 12サムソンは彼らに言

った、「わたしはあなたがたに一つのなぞを出しま

しょう。あなたがたがもし七日のふるまいのうちに

それを解いて、わたしに告げることができたなら、

わたしはあなたがたに亜麻の着物三十と、晴れ着三

十をさしあげましょう。 13しかしあなたがたが、そ

れをわたしに告げることができなければ、亜麻の着

物三十と晴れ着三十をわたしにくれなければなりま

せん」。彼らはサムソンに言った、「なぞを出しな

さい。わたしたちはそれを聞きましょう」。 14サム

ソンは彼らに言った、「食らう者から食い物が出、

強い者から甘い物が出た」。彼らは三日のあいだな

ぞを解くことができなかった。 15四日目になって、

彼らはサムソンの妻に言った、「あなたの夫を説き

すすめて、なぞをわたしたちに明かすようにしてく

ださい。そうしなければ、わたしたちは火をつけて

あなたとあなたの父の家を焼いてしまいます。あな

たはわたしたちの物を取るために、わたしたちを招

いたのですか」。 16そこでサムソンの妻はサムソン

の前に泣いて言った、「あなたはただわたしを憎む

だけで、愛してくれません。あなたはわたしの国の

人々になぞを出して、それをわたしに解き明かしま

せんでした」。サムソンは彼女に言った、「わたし
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は自分の父にも母にも解き明かさなかった。どうし

てあなたに解き明かせよう」。 17彼女は七日のふる

まいの間、彼の前に泣いていたが、七日目になって

、サムソンはついに彼女に解き明かした。ひどく彼

に迫ったからである。そこで彼女はなぞを自分の国

の人々にあかした。 18七日目になって、日の没する

前に町の人々はサムソンに言った、「蜜より甘いも

のに何があろう。ししより強いものに何があろう」

。サムソンは彼らに言った、「わたしの若い雌牛で

耕さなかったなら、わたしのなぞは解けなかった」

。 19この時、主の霊が激しくサムソンに臨んだので

、サムソンはアシケロンに下って行って、その町の

者三十人を殺し、彼らからはぎ取って、かのなぞを

解いた人々に、その晴れ着を与え、激しく怒って父

の家に帰った。 20サムソンの妻は花婿付添人であっ

た客の妻となった。

15日がたって後、麦刈の時にサムソンは子やぎを

携えて妻をおとずれ、「へやにはいって、妻に会い

ましょう」と言ったが、妻の父ははいることを許さ

なかった。 2そして父は言った、「あなたが確かに

彼女をきらったに相違ないと思ったので、わたしは

彼女をあなたの客であった者にやりました。彼女の

妹は彼女よりもきれいではありませんか。どうぞ、

彼女の代りに妹をめとってください」。 3サムソン

は彼らに言った、「今度はわたしがペリシテびとに

害を加えても、彼らのことでは、わたしに罪がない

」。 4そこでサムソンは行って、きつね三百匹を捕

え、たいまつをとり、尾と尾をあわせて、その二つ

の尾の間に一つのたいまつを結びつけ、 5たいまつ
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に火をつけて、そのきつねをペリシテびとのまだ刈

らない麦の中に放し入れ、そのたばね積んだものと

、まだ刈らないものとを焼き、オリブ畑をも焼いた

。 6ペリシテびとは言った、「これはだれのしわざ

か」。人々は言った、「テムナびとの婿サムソンだ

。そのしゅうとがサムソンの妻を取り返して、その

客であった者に与えたからだ」。そこでペリシテび

とは上ってきて彼女とその父の家を火で焼き払った

。 7サムソンは彼らに言った、「あなたがたがそん

なことをするならば、わたしはあなたがたに仕返し

せずにはおかない」。 8そしてサムソンは彼らを、

さんざんに撃って大ぜい殺した。こうしてサムソン

は下って行って、エタムの岩の裂け目に住んでいた

。 9そこでペリシテびとは上ってきて、ユダに陣を

取り、レヒを攻めたので、 10ユダの人々は言った、

「あなたがたはどうしてわれわれのところに攻めの

ぼってきたのですか」。彼らは言った、「われわれ

はサムソンを縛り、彼がわれわれにしたように、彼

にするために上ってきたのです」。 11そこでユダの

人々三千人がエタムの岩の裂け目に下って行って、

サムソンに言った、「ペリシテびとはわれわれの支

配者であることをあなたは知らないのですか。あな

たはどうしてわれわれにこんな事をしたのですか」

。サムソンは彼らに言った、「彼らがわたしにした

ように、わたしは彼らにしたのです」。 12彼らはま

たサムソンに言った、「われわれはあなたを縛って

、ペリシテびとの手にわたすために下ってきたので

す」。サムソンは彼らに言った、「あなたがた自身

はわたしを撃たないということを誓いなさい」。 13
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彼らはサムソンに言った、「いや、われわれはただ

、あなたを縛って、ペリシテびとの手にわたすだけ

です。決してあなたを殺しません」。彼らは二本の

新しい綱をもって彼を縛って、岩からひきあげた。

14サムソンがレヒにきたとき、ペリシテびとは声を

あげて、彼に近づいた。その時、主の霊が激しく彼

に臨んだので、彼の腕にかかっていた綱は火に焼け

た亜麻のようになって、そのなわめが手から解けて

落ちた。 15彼はろばの新しいあご骨一つを見つけた

ので、手を伸べて取り、それをもって一千人を打ち

殺した。 16そしてサムソンは言った、「ろばのあご

骨をもって山また山を築き、ろばのあご骨をもって

一千人を打ち殺した」。 17彼は言い終ると、その手

からあご骨を投げすてた。これがためにその所は「

あご骨の丘」と呼ばれた。 18時に彼はひどくかわき

を覚えたので、主に呼ばわって言った、「あなたは

しもべの手をもって、この大きな救を施されたのに

、わたしは今、かわいて死に、割礼をうけないもの

の手に陥ろうとしています」。 19そこで神はレヒに

あるくぼんだ所を裂かれたので、そこから水が流れ

出た。サムソンがそれを飲むと彼の霊はもとにかえ

って元気づいた。それでその名を「呼ばわった者の

泉」と呼んだ。これは今日までレヒにある。 20サム

ソンはペリシテびとの時代に二十年の間イスラエル

をさばいた。

16サムソンはガザへ行って、そこでひとりの遊女

を見、その女のところにはいった。 2「サムソンが

ここにきた」と、ガザの人々に告げるものがあった

ので、ガザの人々はその所を取り囲み、夜通し町の
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門で待ち伏せし、「われわれは朝まで待って彼を殺

そう」と言って、夜通し静かにしていた。 3サムソ

ンは夜中まで寝たが、夜中に起きて、町の門のとび

らと二つの門柱に手をかけて、貫の木もろともに引

き抜き、肩に載せて、ヘブロンの向かいにある山の

頂に運んで行った。 4この後、サムソンはソレクの

谷にいるデリラという女を愛した。 5ペリシテびと

の君たちはその女のところにきて言った、「あなた

はサムソンを説きすすめて、彼の大力はどこにある

のか、またわれわれはどうすれば彼に勝って、彼を

縛り苦しめることができるかを見つけなさい。そう

すればわれわれはおのおの銀千百枚ずつをあなたに

さしあげましょう」。 6そこでデリラはサムソンに

言った、「あなたの大力はどこにあるのか、またど

うすればあなたを縛って苦しめることができるか、

どうぞわたしに聞かせてください」。 7サムソンは

女に言った、「人々がもし、かわいたことのない七

本の新しい弓弦をもってわたしを縛るなら、わたし

は弱くなってほかの人のようになるでしょう」。 8

そこでペリシテびとの君たちが、かわいたことのな

い七本の新しい弓弦を女に持ってきたので、女はそ

れをもってサムソンを縛った。 9女はかねて奥のへ

やに人を忍ばせておいて、サムソンに言った、「サ

ムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫っています」

。しかしサムソンはその弓弦を、あたかも亜麻糸が

火にあって断たれるように断ち切った。こうして彼

の力の秘密は知れなかった。 10デリラはサムソンに

言った、「あなたはわたしを欺いて、うそを言いま

した。どうしたらあなたを縛ることができるか、ど
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うぞ今わたしに聞かせてください」。 11サムソンは

女に言った、「もし人々がまだ用いたことのない新

しい綱をもって、わたしを縛るなら、弱くなってほ

かの人のようになるでしょう」。 12そこでデリラは

新しい綱をとり、それをもって彼を縛り、そして彼

に言った、「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに

迫っています」。時に人々は奥のへやに忍んでいた

が、サムソンはその綱を糸のように腕から断ち落し

た。 13そこでデリラはサムソンに言った、「あなた

は今まで、わたしを欺いて、うそを言いましたが、

どうしたらあなたを縛ることができるか、わたしに

聞かせてください」。彼は女に言った、「あなたが

もし、わたしの髪の毛七ふさを機の縦糸と一緒に織

って、くぎでそれを留めておくならば、わたしは弱

くなってほかの人のようになるでしょう」。そこで

彼が眠ったとき、デリラはサムソンの髪の毛、七ふ

さをとって、それを機の縦糸に織り込み、 14くぎで

それを留めておいて、彼に言った、「サムソンよ、

ペリシテびとがあなたに迫っています」。しかしサ

ムソンは目をさまして、くぎと機と縦糸とを引き抜

いた。 15そこで女はサムソンに言った、「あなたの

心がわたしを離れているのに、どうして『おまえを

愛する』と言うことができますか。あなたはすでに

三度もわたしを欺き、あなたの大力がどこにあるか

をわたしに告げませんでした」。 16女は毎日その言

葉をもって彼に迫り促したので、彼の魂は死ぬばか

りに苦しんだ。 17彼はついにその心をことごとく打

ち明けて女に言った、「わたしの頭にはかみそりを

当てたことがありません。わたしは生れた時から神
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にささげられたナジルびとだからです。もし髪をそ

り落されたなら、わたしの力は去って弱くなり、ほ

かの人のようになるでしょう」。 18デリラはサムソ

ンがその心をことごとく打ち明けたのを見、人をつ

かわしてペリシテびとの君たちを呼んで言った、「

サムソンはその心をことごとくわたしに打ち明けま

したから、今度こそ上っておいでなさい」。そこで

ペリシテびとの君たちは、銀を携えて女のもとに上

ってきた。 19女は自分のひざの上にサムソンを眠ら

せ、人を呼んで髪の毛、七ふさをそり落させ、彼を

苦しめ始めたが、その力は彼を去っていた。 20そし

て女が「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫っ

ています」と言ったので、彼は目をさまして言った

、「わたしはいつものように出て行って、からだを

ゆすろう」。彼は主が自分を去られたことを知らな

かった。 21そこでペリシテびとは彼を捕えて、両眼

をえぐり、ガザに引いて行って、青銅の足かせをか

けて彼をつないだ。こうしてサムソンは獄屋の中で

、うすをひいていたが、 22その髪の毛はそり落され

た後、ふたたび伸び始めた。 23さてペリシテびとの

君たちは、彼らの神ダゴンに大いなる犠牲をささげ

て祝をしようと、共に集まって言った、「われわれ

の神は、敵サムソンをわれわれの手にわたされた」

。 24民はサムソンを見て、自分たちの神をほめたた

えて言った、「われわれの神は、われわれの国を荒

し、われわれを多く殺した敵をわれわれの手にわた

された」。 25彼らはまた心に喜んで言った、「サム

ソンを呼んで、われわれのために戯れ事をさせよう

」。彼らは獄屋からサムソンを呼び出して、彼らの
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前に戯れ事をさせた。彼らがサムソンを柱のあいだ

に立たせると、 26サムソンは自分の手をひいている

若者に言った、「わたしの手を放して、この家をさ

さえている柱をさぐらせ、それに寄りかからせてく

ださい」。 27その家には男女が満ち、ペリシテびと

の君たちも皆そこにいた。また屋根の上には三千人

ばかりの男女がいて、サムソンの戯れ事をするのを

見ていた。 28サムソンは主に呼ばわって言った、「

ああ、主なる神よ、どうぞ、わたしを覚えてくださ

い。ああ、神よ、どうぞもう一度、わたしを強くし

て、わたしの二つの目の一つのためにでもペリシテ

びとにあだを報いさせてください」。 29そしてサム

ソンは、その家をささえている二つの中柱の一つを

右の手に、一つを左の手にかかえて、身をそれに寄

せ、 30「わたしはペリシテびとと共に死のう」と言

って、力をこめて身をかがめると、家はその中にい

た君たちと、すべての民の上に倒れた。こうしてサ

ムソンが死ぬときに殺したものは、生きているとき

に殺したものよりも多かった。 31やがて彼の身内の

人たちおよび父の家族の者がみな下ってきて、彼を

引き取り、携え上って、ゾラとエシタオルの間にあ

る父マノアの墓に葬った。サムソンがイスラエルを

さばいたのは二十年であった。

17ここにエフライムの山地の人で、名をミカと呼

ぶものがあった。 2彼は母に言った、「あなたはか

つて銀千百枚を取られたので、それをのろい、わた

しにも話されましたが、その銀はわたしが持ってい

ます。わたしがそれを取ったのです」。母は言った

、「どうぞ主がわが子を祝福されますように」。 3
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そして彼が銀千百枚を母に返したので、母は言った

、「わたしはわたしの子のために一つの刻んだ像と

、一つの鋳た像を造るためにその銀をわたしの手か

ら主に献納します。それで今それをあなたに返しま

しょう」。 4ミカがその銀を母に返したので、母は

その銀二百枚をとって、それを銀細工人に与え、一

つの刻んだ像と、一つの鋳た像を造らせた。その像

はミカの家にあった。 5このミカという人は神の宮

をもち、エポデとテラピムを造り、その子のひとり

を立てて、自分の祭司とした。 6そのころイスラエ

ルには王がなかったので、人々はおのおの自分たち

の目に正しいと思うことを行った。 7さてここにユ

ダの氏族のもので、ユダのベツレヘムからきたひと

りの若者があった。彼はレビびとであって、そこに

寄留していたのである。 8この人は自分の住むべき

ところを尋ねて、ユダのベツレヘムの町を去り、旅

してエフライムの山地のミカの家にきた。 9ミカは

彼に言った、「あなたはどこからおいでになりまし

たか」。彼は言った、「わたしはユダのベツレヘム

のレビびとですが、住むべきところを尋ねて旅をし

ているのです」。 10ミカは言った、「わたしと一緒

にいて、わたしのために父とも祭司ともなってくだ

さい。そうすれば年に銀十枚と衣服ひとそろいと食

物とをさしあげましょう」。 11レビびとはついにそ

の人と一緒に住むことを承諾した。そしてその若者

は彼の子のひとりのようになった。 12ミカはレビび

とであるこの若者を立てて自分の祭司としたので、

彼はミカの家にいた。 13それでミカは言った、「今

わたしはレビびとを祭司に持つようになったので、
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主がわたしをお恵みくださることがわかりました」

。

18そのころイスラエルには王がなかった。そのこ

ろダンびとの部族はイスラエルの部族のうちにあっ

て、その日までまだ嗣業の地を得なかったので自分

たちの住むべき嗣業の地を求めていた。 2それでダ

ンの人々は自分の部族の総勢のうちから、勇者五人

をゾラとエシタオルからつかわして土地をうかがい

探らせた。すなわち彼らに言った、「行って土地を

探ってきなさい」。彼らはエフライムの山地に行き

、ミカの家に着いて、そこに宿ろうとした。 3彼ら

がミカの家に近づいたとき、レビびとである若者の

声を聞きわけたので、身をめぐらしてそこにはいっ

て彼に言った、「だれがあなたをここに連れてきた

のですか。あなたはここで何をしているのですか。

ここになんの用があるのですか」。 4若者は彼らに

言った、「ミカが、かようかようにしてわたしを雇

ったので、わたしはその祭司となったのです」。 5

彼らは言った、「どうぞ、神に伺って、われわれが

行く道にしあわせがあるかどうかを知らせてくださ

い」。 6その祭司は彼らに言った、「安心して行き

なさい。あなたがたが行く道は主が見守っておられ

ます」。 7そこで五人の者は去ってライシに行き、

そこにいる民を見ると、彼らは安らかに住まい、そ

の穏やかで安らかなことシドンびとのようであって

、この国には一つとして欠けたものがなく、富を持

ち、またシドンびとと遠く離れており、ほかの民と

交わることがなかった。 8かくて彼らがゾラとエシ

タオルにおる兄弟たちのもとに帰ってくると、兄弟
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たちは彼らに言った、「いかがでしたか」。 9彼ら

は言った、「立って彼らのところに攻め上りましょ

う。われわれはかの地を見たが、非常に豊かです。

あなたがたはなぜじっとしているのですか。ためら

わずに進んで行って、かの地を取りなさい。 10あな

たがたが行けば、安らかにおる民の所に行くでしょ

う。その地は広く、神はそれをあなたがたの手に賜

わるのです。そこには地にあるもの一つとして欠け

ているものはありません」。 11そこでダンの氏族の

もの六百人が武器を帯びて、ゾラとエシタオルを出

発し、 12上って行ってユダのキリアテ・ヤリムに陣

を張った。このゆえに、その所は今日までマハネダ

ンと呼ばれる。それはキリアテ・ヤリムの西にある

。 13彼らはそこからエフライムの山地に進み、ミカ

の家に着いた。 14かのライシの国をうかがいに行っ

た五人の者はその兄弟たちに言った、「あなたがた

はこれらの家にエポデとテラピムと刻んだ像と鋳た

像のあるのを知っていますか。それであなたがたは

今、なすべきことを決めなさい」。 15そこで彼らは

その方へ身をめぐらして、かのレビびとの若者の家

すなわちミカの家に行って、彼に安否を問うた。 16

しかし武器を帯びた六百人のダンの人々は門の入口

に立っていた。 17かの土地をうかがいに行った五人

の者は上って行って、そこにはいり、刻んだ像とエ

ポデとテラピムと鋳た像とを取ったが、祭司は武器

を帯びた六百人の者と共に門の入口に立っていた。

18彼らがミカの家にはいって刻んだ像とエポデとテ

ラピムと鋳た像とを取った時、祭司は彼らに言った

、「あなたがたは何をなさいますか」。 19彼らは言
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った、「黙りなさい。あなたの手を口にあてて、わ

れわれと一緒にきて、われわれのために父とも祭司

ともなりなさい。ひとりの家の祭司であるのと、イ

スラエルの一部族、一氏族の祭司であるのと、どち

らがよいですか」。 20祭司は喜んで、エポデとテラ

ピムと刻んだ像とを取り、民のなかに加わった。 21

かくて彼らは身をめぐらして去り、その子供たちと

家畜と貨財をさきにたてて進んだが、 22ミカの家を

はるかに離れたとき、ミカは家に近い家の人々を集

め、ダンの人々に追いつき、 23ダンの人々を呼んだ

ので、彼らはふり向いてミカに言った、「あなたが

そのように仲間を連れてきたのは、どうしたのです

か」。 24彼は言った、「あなたがたが、わたしの造

った神々および祭司を奪い去ったので、わたしに何

が残っていますか。しかるにあなたがたがわたしに

向かって『どうしたのですか』と言われるとは何事

ですか」。 25ダンの人々は彼に言った、「あなたは

大きな声を出さないがよい。気の荒い連中があなた

に撃ちかかって、あなたは自分の命と家族の命を失

うようになるでしょう」。 26こうしてダンの人々は

去って行ったが、ミカは彼らの強いのを見て、くび

すをかえして自分の家に帰った。 27さて彼らはミカ

が造った物と、ミカと共にいた祭司とを奪ってライ

シにおもむき、穏やかで、安らかな民のところへ行

って、つるぎをもって彼らを撃ち、火をつけてその

町を焼いたが、 28シドンを遠く離れており、ほかの

民との交わりがなかったので、それを救うものがな

かった。その町はベテレホブに属する谷にあった。

彼らは町を建てなおしてそこに住み、 29イスラエル
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に生れた先祖ダンの名にしたがって、その町の名を

ダンと名づけた。その町の名はもとはライシであっ

た。 30そしてダンの人々は刻んだ像を自分たちのた

めに安置し、モーセの孫すなわちゲルショムの子ヨ

ナタンとその子孫がダンびとの部族の祭司となって

、国が捕囚となる日にまで及んだ。 31神の家がシロ

にあったあいだ、常に彼らはミカが造ったその刻ん

だ像を飾って置いた。

19そのころ、イスラエルに王がなかった時、エフ

ライムの山地の奥にひとりのレビびとが寄留してい

た。彼はユダのベツレヘムからひとりの女を迎えて

、めかけとしていたが、 2そのめかけは怒って、彼

のところを去り、ユダのベツレヘムの父の家に帰っ

て、そこに四か月ばかり過ごした。 3そこで夫は彼

女をなだめて連れ帰ろうと、しもべと二頭のろばを

従え、立って彼女のあとを追って行った。彼が女の

父の家に着いた時、娘の父は彼を見て、喜んで迎え

た。 4娘の父であるしゅうとが引き留めたので、彼

は三日共におり、みな飲み食いしてそこに宿った。

5四日目に彼らは朝はやく起き、彼が立ち去ろうとし

たので、娘の父は婿に言った、「少し食事をして元

気をつけ、それから出かけなさい」。 6そこでふた

りは座して共に飲み食いしたが、娘の父はその人に

言った、「どうぞもう一晩泊まって楽しく過ごしな

さい」。 7その人は立って去ろうとしたが、しゅう

とがしいたので、ついにまたそこに宿った。 8五日

目になって、朝はやく起きて去ろうとしたが、娘の

父は言った、「どうぞ、元気をつけて、日が傾くま

でとどまりなさい」。そこで彼らふたりは食事をし
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た。 9その人がついにめかけおよびしもべと共に去

ろうとして立ちあがったとき、娘の父であるしゅう

とは彼に言った、「日も暮れようとしている。どう

ぞもう一晩泊まりなさい。日は傾いた。ここに宿っ

て楽しく過ごしなさい。そしてあしたの朝はやく起

きて出立し、家に帰りなさい」。 10しかし、その人

は泊まることを好まないので、立って去り、エブス

すなわちエルサレムの向かいに着いた。くらをおい

た二頭のろばと彼のめかけも一緒であった。 11彼ら

がエブスに近づいたとき、日はすでに没したので、

しもべは主人に言った、「さあ、われわれは道を転

じてエブスびとのこの町にはいって、そこに宿りま

しょう」。 12主人は彼に言った、「われわれは道を

転じて、イスラエルの人々の町でない外国人の町に

、はいってはならない。ギベアまで行こう」。 13彼

はまたしもべに言った、「さあ、われわれはギベア

かラマか、そのうちの一つに着いてそこに宿ろう」

。 14彼らは進んで行ったが、ベニヤミンに属するギ

ベアの近くで日が暮れたので、 15ギベアへ行って宿

ろうと、そこに道を転じ、町にはいって、その広場

に座した。だれも彼らを家に迎えて泊めてくれる者

がなかったからである。 16時にひとりの老人が夕暮

に畑の仕事から帰ってきた。この人はエフライムの

山地の者で、ギベアに寄留していたのである。ただ

しこの所の人々はベニヤミンびとであった。 17彼は

目をあげて、町の広場に旅人のおるのを見た。老人

は言った、「あなたはどこへ行かれるのですか。ど

こからおいでになりましたか」。 18その人は言った

、「われわれはユダのベツレヘムから、エフライム
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の山地の奥へ行くものです。わたしはあそこの者で

、ユダのベツレヘムへ行き、今わたしの家に帰ると

ころですが、だれもわたしを家に泊めてくれる者が

ありません。 19われわれには、ろばのわらも飼葉も

あり、またわたしと、はしためと、しもべと共にい

る若者との食物も酒もあって、何も欠けているもの

はありません」。 20老人は言った、「安心しなさい

。あなたの必要なものはなんでも備えましょう。た

だ広場で夜を過ごしてはなりません」。 21そして彼

を家に連れていって、ろばに飼葉を与えた。彼らは

足を洗って飲み食いした。 22彼らが楽しく過ごして

いた時、町の人々の悪い者どもがその家を取り囲み

、戸を打ちたたいて、家のあるじである老人に言っ

た、「あなたの家にきた人を出しなさい。われわれ

はその者を知るであろう」。 23しかし家のあるじは

彼らのところに出ていって言った、「いいえ、兄弟

たちよ、どうぞ、そんな悪いことをしないでくださ

い。この人はすでにわたしの家にはいったのだから

、そんなつまらない事をしないでください。 24ここ

に処女であるわたしの娘と、この人のめかけがいま

す。今それを出しますから、それをはずかしめ、あ

なたがたの好きなようにしなさい。しかしこの人に

はそのようなつまらない事をしないでください」。

25しかし人々が聞きいれなかったので、その人は自

分のめかけをとって彼らのところに出した。彼らは

その女を犯して朝まで終夜はずかしめ、日ののぼる

ころになって放し帰らせた。 26朝になって女は自分

の主人を宿してくれた人の家の戸口にきて倒れ伏し

、夜のあけるまでに及んだ。 27彼女の主人は朝起き
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て家の戸を開き、出て旅立とうとすると、そのめか

けである女が家の戸口に、手を敷居にかけて倒れて

いた。 28彼は女に向かって、「起きよ、行こう」と

言ったけれども、なんの答もなかった。そこでその

人は女をろばに乗せ、立って自分の家におもむいた

が、 29その家に着いたとき、刀を執り、めかけを捕

えて、そのからだを十二切れに断ち切り、それをイ

スラエルの全領域にあまねく送った。 30それを見た

ものはみな言った、「イスラエルの人々がエジプト

の地から上ってきた日から今日まで、このような事

は起ったこともなく、また見たこともない。この事

をよく考え、協議して言うことを決めよ」。

20そこでイスラエルの人々は、ダンからベエルシ

バまで、またギレアデの地からもみな出てきて、そ

の会衆はひとりのようにミヅパで主のもとに集まっ

た。 2民の首領たち、すなわちイスラエルのすべて

の部族の首領たちは、みずから神の民の集合に出た

。つるぎを帯びている歩兵が四十万人あった。 3ベ

ニヤミンの人々は、イスラエルの人々がミヅパに上

ったことを聞いた。イスラエルの人々は言った、「

どうして、この悪事が起ったのか、われわれに話し

てください」。 4殺された女の夫であるレビびとは

答えて言った、「わたしは、めかけと一緒にベニヤ

ミンに属するギベアへ行って宿りましたが、 5ギベ

アの人々は立ってわたしを攻め、夜の間に、わたし

のおる家を取り囲んで、わたしを殺そうと企て、つ

いにわたしのめかけをはずかしめて、死なせました

。 6それでわたしはめかけを捕えて断ち切り、それ

をイスラエルの嗣業のすべての地方にあまねく送り
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ました。彼らがイスラエルにおいて憎むべきみだら

なことを行ったからです。 7イスラエルの人々よ、

あなたがたは皆自分の意見と考えをここに述べてく

ださい」。 8民は皆ひとりのように立って言った、

「われわれはだれも自分の天幕に行きません。また

だれも自分の家に帰りません。 9われわれが今ギベ

アに対してしようとする事はこれです。われわれは

くじを引いて、ギベアに攻めのぼりましょう。 10す

なわちイスラエルのすべての部族から百人について

十人、千人について百人、万人について千人を選ん

で、民の糧食をとらせ、民はベニヤミンのギベアに

行って、ベニヤミンびとがイスラエルにおいておこ

なったすべてのみだらな事に対して、報復しましょ

う」。 11こうしてイスラエルの人々は皆集まり、一

致結束して町を攻めようとした。 12イスラエルのも

ろもろの部族は人々をあまねくベニヤミンの部族の

うちにつかわして言わせた、「あなたがたのうちに

起ったこの事は、なんたる悪事でしょうか。 13それ

で今ギベアにいるあの悪い人々をわたしなさい。わ

れわれは彼らを殺して、イスラエルから悪を除き去

りましょう」。しかしベニヤミンの人々はその兄弟

であるイスラエルの人々の言葉を聞きいれなかった

。 14かえってベニヤミンの人々は町々からギベアに

集まり、出てイスラエルの人々と戦おうとした。 15

その日、町々から集まったベニヤミンの人々はつる

ぎを帯びている者二万六千人あり、ほかにギベアの

住民で集まった精兵が七百人あった。 16このすべて

の民のうちに左ききの精兵が七百人あって、いずれ

も一本の毛すじをねらって石を投げても、はずれる
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ことがなかった。 17イスラエルの人々の集まった者

はベニヤミンを除いて、つるぎを帯びている者四十

万人あり、いずれも軍人であった。 18イスラエルの

人々は立ちあがってベテルにのぼり、神に尋ねた、

「われわれのうち、いずれがさきにのぼって、ベニ

ヤミンの人々と戦いましょうか」。主は言われた、

「ユダがさきに」。 19そこでイスラエルの人々は、

朝起きて、ギベアに対し陣を取った。 20すなわちイ

スラエルの人々はベニヤミンと戦うために出て行っ

て、ギベアで彼らに対して戦いの備えをしたが、 21

ベニヤミンの人々はギベアから出てきて、その日イ

スラエルの人々のうち二万二千人を地に撃ち倒した

。 22しかしイスラエルの民の人々は奮いたって初め

の日に備えをした所にふたたび戦いの備えをした。

23そしてイスラエルの人々は上って行って主の前に

夕暮まで泣き、主に尋ねた、「われわれは再びわれ

われの兄弟であるベニヤミンの人々と戦いを交える

べきでしょうか」。主は言われた、「攻めのぼれ」

。 24そこでイスラエルの人々は、次の日またベニヤ

ミンの人々の所に攻めよせたが、 25ベニヤミンは次

の日またギベアから出て、これを迎え、ふたたびイ

スラエルの人々のうち一万八千人を地に撃ち倒した

。これらは皆つるぎを帯びている者であった。 26こ

れがためにイスラエルのすべての人々すなわち全軍

はベテルに上って行って泣き、その所で主の前に座

して、その日夕暮まで断食し、燔祭と酬恩祭を主の

前にささげた。 27そしてイスラエルの人々は主に尋

ね、そのころ神の契約の箱はそこにあって、 28アロ

ンの子エレアザルの子であるピネハスが、それに仕
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えていたそして言った、「われわれはなおふたたび

出て、われわれの兄弟であるベニヤミンの人々と戦

うべきでしょうか。あるいはやめるべきでしょうか

」。主は言われた、「のぼれ。わたしはあす彼らを

あなたがたの手にわたすであろう」。 29そこでイス

ラエルはギベアの周囲に伏兵を置き、 30そしてイス

ラエルの人々は三日目にまたベニヤミンの人々のと

ころに攻めのぼり、前のようにギベアに対して備え

をした。 31ベニヤミンの人々は出て、民を迎えたが

、ついに町からおびき出されたので、彼らは前のよ

うに大路で民を撃ちはじめ、また野でイスラエルの

人を三十人ばかり殺した。その大路は、一つはベテ

ルに至り、一つはギベアに至るものであった。 32ベ

ニヤミンの人々は言った、「彼らは初めのように、

われわれの前に撃ち破られる」。しかしイスラエル

の人々は言った、「われわれは逃げて、彼らを町か

ら大路におびき出そう」。 33そしてイスラエルの人

々は皆その所から立ってバアル・タマルに備えをし

た。その間に待ち伏せていたイスラエルの人々がそ

の所から、すなわちゲバの西から現れ出た。 34すな

わちイスラエルの全軍のうちから精兵一万人がきて

、ギベアを襲い、その戦いは激しかった。しかしベ

ニヤミンの人々は災の自分たちに迫っているのを知

らなかった。 35主がイスラエルの前にベニヤミンを

撃ち敗られたので、イスラエルの人々は、その日ベ

ニヤミンびと二万五千一百人を殺した。これらは皆

つるぎを帯びている者であった。 36こうしてベニヤ

ミンの人々は自分たちの撃ち敗られたのを見た。そ

こでイスラエルの人々はギベアに対して設けた伏兵
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をたのんで、ベニヤミンびとを避けて退いた。 37伏

兵は急いでギベアに突き入り、進んでつるぎをもっ

て町をことごとく撃った。 38イスラエルの人々と伏

兵の間に定めた合図は、町から大いなるのろしがあ

がるとき、 39イスラエルの人々が戦いに転じること

であった。さてベニヤミンは初めイスラエルの人々

を撃って三十人ばかりを殺したので言った、「まこ

とに彼らは最初の戦いのようにわれわれの前に撃ち

敗られる」。 40しかし、のろしが煙の柱となって町

からのぼりはじめたので、ベニヤミンの人々がうし

ろを見ると、町はみな煙となって天にのぼっていた

。 41その時イスラエルの人々が向きを変えたので、

ベニヤミンの人々は災が自分たちに迫ったのを見て

、うろたえ、 42イスラエルの人々の前から身をめぐ

らして荒野の方に向かったが、戦いが彼らに追い迫

り、町から出てきた者どもは、彼らを中にはさんで

殺した。 43すなわちイスラエルの人々はベニヤミン

の人々を切り倒し、追い撃ち、踏みにじって、ノハ

から東の方ギベアの向かいにまで及んだ。 44ベニヤ

ミンの倒れた者は一万八千人で、みな勇士であった

。 45彼らは身をめぐらして荒野の方、リンモンの岩

まで逃げたが、イスラエルの人々は大路でそのうち

五千人を切り倒し、なおも追撃してギドムに至り、

そのうちの二千人を殺した。 46こうしてその日ベニ

ヤミンの倒れた者はつるぎを帯びている者合わせて

二万五千人で、みな勇士であった。 47しかし六百人

の者は身をめぐらして荒野の方、リンモンの岩まで

逃げて、四か月の間リンモンの岩に住んだ。 48そこ

でイスラエルの人々はまた身をかえしてベニヤミン
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の人々を攻め、つるぎをもって人も獣もすべて見つ

けたものを撃ち殺し、また見つけたすべての町に火

をかけた。

21かつてイスラエルの人々はミヅパで、「われわ

れのうちひとりもその娘をベニヤミンびとの妻とし

て与える者があってはならない」と言って誓ったの

で、 2民はベテルに行って、そこで夕暮まで神の前

に座し、声をあげて激しく泣いて、 3言った、「イ

スラエルの神、主よ、どうしてイスラエルにこのよ

うな事が起って、今日イスラエルに一つの部族が欠

けるようになったのですか」。 4翌日、民は早く起

きて、そこに祭壇を築き、燔祭と酬恩祭をささげた

。 5そしてイスラエルの人々は言った、「イスラエ

ルのすべての部族のうちで集会に上って、主のもと

に行かなかった者はだれか」。これは彼らがミヅパ

にのぼって、主のもとに行かない者のことについて

大いなる誓いを立てて、「その人は必ず殺されなけ

ればならない」と言ったからである。 6しかしイス

ラエルの人々は兄弟ベニヤミンをあわれんで言った

、「今日イスラエルに一つの部族が絶えた。 7われ

われは主をさして、われわれの娘を彼らに妻として

与えないと誓ったので、かの残った者どもに妻をめ

とらせるにはどうしたらよいであろうか」。 8彼ら

はまた言った、「イスラエルの部族のうちで、ミヅ

パにのぼって主のもとに行かなかったのはどの部族

か」。ところがヤベシ・ギレアデからはひとりも陣

営にきて集会に臨んだ者がなかった。 9すなわち民

を集めて見ると、ヤベシ・ギレアデの住民はひとり

もそこにいなかった。 10そこで会衆は勇士一万二千
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人をかしこにつかわし、これに命じて言った、「ヤ

ベシ・ギレアデに行って、その住民を、女、子供も

ろともつるぎをもって撃て。 11そしてこのようにし

なければならない。すなわち男および男と寝た女は

ことごとく滅ぼさなければならない」。 12こうして

彼らはヤベシ・ギレアデの住民のうちで四百人の若

い処女を獲た。これはまだ男と寝たことがなく、男

を知らない者である。彼らはこれをカナンの地にあ

るシロの陣営に連れてきた。 13そこで全会衆は人を

つかわして、リンモンの岩におるベニヤミンの人々

に平和を告げた。 14ベニヤミンの人々がその時、帰

ってきたので、彼らはヤベシ・ギレアデの女のうち

から生かしておいた女をこれに与えたが、なお足り

なかった。 15こうして民は、主がイスラエルの部族

のうちに欠陥をつくられたことのために、ベニヤミ

ンをあわれんだ。 16会衆の長老たちは言った、「ベ

ニヤミンの女が絶えたので、かの残りの者どもに妻

をめとらせるにはどうしたらよいでしょうか」。 17

彼らはまた言った、「イスラエルから一つの部族が

消えうせないためにベニヤミンのうちの残りの者ど

もに、あとつぎがなければならない。 18しかし、わ

れわれの娘を彼らの妻に与えることはできない。イ

スラエルの人々が『ベニヤミンに妻を与える者はの

ろわれる』と言って誓ったからである」。 19それで

彼らは言った、「年々シロに主の祭がある」。シロ

はベテルの北にあって、ベテルからシケムにのぼる

大路の東、レバナの南にある。 20そして彼らはベニ

ヤミンの人々に命じて言った、「あなたがたは行っ

て、ぶどう畑に待ち伏せして、 21うかがいなさい。
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もしシロの娘たちが踊りを踊りに出てきたならば、

ぶどう畑から出て、シロの娘たちのうちから、めい

めい自分の妻をとって、ベニヤミンの地に連れて行

きなさい。 22もしその父あるいは兄弟がきて、われ

われに訴えるならば、われわれは彼らに、『われわ

れのために彼らをゆるしてください。戦争のときに

われわれは、彼らおのおのに妻をとってやらなかっ

たし、またあなたがたも彼らに与えなかったからで

す。もし与えたならば、あなたがたは罪を犯したこ

とになるからでした』と言いましょう」。 23ベニヤ

ミンの人々はそのように行い、踊っている者どもの

うちから自分たちの数にしたがって妻を取り、それ

を連れて領地に帰り、町々を建てなおして、そこに

住んだ。 24こうしてイスラエルの人々は、その時そ

こを去って、おのおのその部族および氏族に帰った

。すなわちそこを立って、おのおのその嗣業の地に

帰った。 25そのころ、イスラエルには王がなかった

ので、おのおの自分の目に正しいと見るところをお

こなった。
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ルツ記

1さばきづかさが世を治めているころ、国に飢きん

があったので、ひとりの人がその妻とふたりの男の

子を連れてユダのベツレヘムを去り、モアブの地へ

行ってそこに滞在した。 2その人の名はエリメレク

、妻の名はナオミ、ふたりの男の子の名はマロンと

キリオンといい、ユダのベツレヘムのエフラタびと

であった。彼らはモアブの地へ行って、そこにおっ

たが、 3ナオミの夫エリメレクは死んで、ナオミと

ふたりの男の子が残された。 4ふたりの男の子はそ

れぞれモアブの女を妻に迎えた。そのひとりの名は

オルパといい、ひとりの名はルツといった。彼らは

そこに十年ほど住んでいたが、 5マロンとキリオン

のふたりもまた死んだ。こうしてナオミはふたりの

子と夫とに先だたれた。 6その時、ナオミはモアブ

の地で、主がその民を顧みて、すでに食物をお与え

になっていることを聞いたので、その嫁と共に立っ

て、モアブの地からふるさとへ帰ろうとした。 7そ

こで彼女は今いる所を出立し、ユダの地へ帰ろうと

、ふたりの嫁を連れて道に進んだ。 8しかしナオミ

はふたりの嫁に言った、「あなたがたは、それぞれ

自分の母の家に帰って行きなさい。あなたがたが、

死んだふたりの子とわたしに親切をつくしたように

、どうぞ、主があなたがたに、いつくしみを賜わり

ますよう。 9どうぞ、主があなたがたに夫を与え、

夫の家で、それぞれ身の落ち着き所を得させられる

ように」。こう言って、ふたりの嫁に口づけしたの

で、彼らは声をあげて泣き、 10ナオミに言った、「

いいえ、わたしたちは一緒にあなたの民のところへ
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帰ります」。 11しかしナオミは言った、「娘たちよ

、帰って行きなさい。どうして、わたしと一緒に行

こうというのですか。あなたがたの夫となる子がま

だわたしの胎内にいると思うのですか。 12娘たちよ

、帰って行きなさい。わたしは年をとっているので

、夫をもつことはできません。たとい、わたしが今

夜、夫をもち、また子を産む望みがあるとしても、

13そのためにあなたがたは、子どもの成長するまで

待っているつもりなのですか。あなたがたは、その

ために夫をもたずにいるつもりなのですか。娘たち

よ、それはいけません。主の手がわたしに臨み、わ

たしを責められたことで、あなたがたのために、わ

たしは非常に心を痛めているのです」。 14彼らはま

た声をあげて泣いた。そしてオルパはそのしゅうと

めに口づけしたが、ルツはしゅうとめを離れなかっ

た。 15そこでナオミは言った、「ごらんなさい。あ

なたの相嫁は自分の民と自分の神々のもとへ帰って

行きました。あなたも相嫁のあとについて帰りなさ

い」。 16しかしルツは言った、「あなたを捨て、あ

なたを離れて帰ることをわたしに勧めないでくださ

い。わたしはあなたの行かれる所へ行き、またあな

たの宿られる所に宿ります。あなたの民はわたしの

民、あなたの神はわたしの神です。 17あなたの死な

れる所でわたしも死んで、そのかたわらに葬られま

す。もし死に別れでなく、わたしがあなたと別れる

ならば、主よ、どうぞわたしをいくえにも罰してく

ださい」。 18ナオミはルツが自分と一緒に行こうと

、固く決心しているのを見たので、そのうえ言うこ

とをやめた。 19そしてふたりは旅をつづけて、つい
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にベツレヘムに着いた。彼らがベツレヘムに着いた

とき、町はこぞって彼らのために騒ぎたち、女たち

は言った、「これはナオミですか」。 20ナオミは彼

らに言った、「わたしをナオミ（楽しみ）と呼ばず

に、マラ（苦しみ）と呼んでください。なぜなら全

能者がわたしをひどく苦しめられたからです。 21わ

たしは出て行くときは豊かでありましたが、主はわ

たしをから手で帰されました。主がわたしを悩まし

、全能者がわたしに災をくだされたのに、どうして

わたしをナオミと呼ぶのですか」。 22こうしてナオ

ミは、モアブの地から帰った嫁、モアブの女ルツと

一緒に帰ってきて、大麦刈の初めにベツレヘムに着

いた。

2さてナオミには、夫エリメレクの一族で、非常に

裕福なひとりの親戚があって、その名をボアズとい

った。 2モアブの女ルツはナオミに言った、「どう

ぞ、わたしを畑に行かせてください。だれか親切な

人が見当るならば、わたしはその方のあとについて

落ち穂を拾います」。ナオミが彼女に「娘よ、行き

なさい」と言ったので、 3ルツは行って、刈る人た

ちのあとに従い、畑で落ち穂を拾ったが、彼女はは

からずもエリメレクの一族であるボアズの畑の部分

にきた。 4その時ボアズは、ベツレヘムからきて、

刈る者どもに言った、「主があなたがたと共におら

れますように」。彼らは答えた、「主があなたを祝

福されますように」。 5ボアズは刈る人たちを監督

しているしもべに言った、「これはだれの娘ですか

」。 6刈る人たちを監督しているしもべは答えた、

「あれはモアブの女で、モアブの地からナオミと一
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緒に帰ってきたのですが、 7彼女は『どうぞ、わた

しに、刈る人たちのあとについて、束のあいだで、

落ち穂を拾い集めさせてください』と言いました。

そして彼女は朝早くきて、今まで働いて、少しのあ

いだも休みませんでした」。 8ボアズはルツに言っ

た、「娘よ、お聞きなさい。ほかの畑に穂を拾いに

行ってはいけません。またここを去ってはなりませ

ん。わたしのところで働く女たちを離れないで、こ

こにいなさい。 9人々が刈りとっている畑に目をと

めて、そのあとについて行きなさい。わたしは若者

たちに命じて、あなたのじゃまをしないようにと、

言っておいたではありませんか。あなたがかわく時

には水がめのところへ行って、若者たちのくんだの

を飲みなさい」。 10彼女は地に伏して拝し、彼に言

った、「どうしてあなたは、わたしのような外国人

を顧みて、親切にしてくださるのですか」。 11ボア

ズは答えて彼女に言った、「あなたの夫が死んでこ

のかた、あなたがしゅうとめにつくしたこと、また

自分の父母と生れた国を離れて、かつて知らなかっ

た民のところにきたことは皆わたしに聞えました。

12どうぞ、主があなたのしたことに報いられるよう

に。どうぞ、イスラエルの神、主、すなわちあなた

がその翼の下に身を寄せようとしてきた主からじゅ

うぶんの報いを得られるように」。 13彼女は言った

、「わが主よ、まことにありがとうございます。わ

たしはあなたのはしためのひとりにも及ばないのに

、あなたはこんなにわたしを慰め、はしためにねん

ごろに語られました」。 14食事の時、ボアズは彼女

に言った、「ここへきて、パンを食べ、あなたの食
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べる物を酢に浸しなさい」。彼女が刈る人々のかた

わらにすわったので、ボアズは焼麦を彼女に与えた

。彼女は飽きるほど食べて残した。 15そして彼女が

また穂を拾おうと立ちあがったとき、ボアズは若者

たちに命じて言った、「彼女には束の間でも穂を拾

わせなさい。とがめてはならない。 16また彼女のた

めに束からわざと抜き落しておいて拾わせなさい。

しかってはならない」。 17こうして彼女は夕暮まで

畑で落ち穂を拾った。そして拾った穂を打つと、大

麦は一エパほどあった。 18彼女はそれを携えて町に

はいり、しゅうとめにその拾ったものを見せ、かつ

食べ飽きて、残して持ちかえったものを取り出して

与えた。 19しゅうとめは彼女に言った、「あなたは

、きょう、どこで穂を拾いましたか。どこで働きま

したか。あなたをそのように顧みてくださったかた

に、どうか祝福があるように」。そこで彼女は自分

がだれの所で働いたかを、しゅうとめに告げて、「

わたしが、きょう働いたのはボアズという名の人の

所です」と言った。 20ナオミは嫁に言った、「生き

ている者をも、死んだ者をも、顧みて、いつくしみ

を賜わる主が、どうぞその人を祝福されますように

」。ナオミはまた彼女に言った、「その人はわたし

たちの縁者で、最も近い親戚のひとりです」。 21モ

アブの女ルツは言った、「その人はまたわたしに『

あなたはわたしのところの刈入れが全部終るまで、

わたしのしもべたちのそばについていなさい』と言

いました」。 22ナオミは嫁ルツに言った、「娘よ、

その人のところで働く女たちと一緒に出かけるのは

けっこうです。そうすればほかの畑で人にいじめら
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れるのを免れるでしょう」。 23それで彼女はボアズ

のところで働く女たちのそばについていて穂を拾い

、大麦刈と小麦刈の終るまでそうした。こうして彼

女はしゅうとめと一緒に暮した。

3時にしゅうとめナオミは彼女に言った、「娘よ、

わたしはあなたの落ち着き所を求めて、あなたをし

あわせにすべきではないでしょうか。 2あなたが一

緒に働いた女たちの主人ボアズはわたしたちの親戚

ではありませんか。彼は今夜、打ち場で大麦をあお

ぎ分けます。 3それであなたは身を洗って油をぬり

、晴れ着をまとって打ち場に下って行きなさい。た

だ、あなたはその人が飲み食いを終るまで、その人

に知られてはなりません。 4そしてその人が寝る時

、その寝る場所を見定め、はいって行って、その足

の所をまくって、そこに寝なさい。彼はあなたのす

べきことを知らせるでしょう」。 5ルツはしゅうと

めに言った、「あなたのおっしゃることを皆いたし

ましょう」。 6こうして彼女は打ち場に下り、すべ

てしゅうとめが命じたとおりにした。 7ボアズは飲

み食いして、心をたのしませたあとで、麦を積んで

ある場所のかたわらへ行って寝た。そこで彼女はひ

そかに行き、ボアズの足の所をまくって、そこに寝

た。 8夜中になって、その人は驚き、起きかえって

見ると、ひとりの女が足のところに寝ていたので、

9「あなたはだれですか」と言うと、彼女は答えた、

「わたしはあなたのはしためルツです。あなたのす

そで、はしためをおおってください。あなたは最も

近い親戚です」。 10ボアズは言った、「娘よ、どう

ぞ、主があなたを祝福されるように。あなたは貧富
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にかかわらず若い人に従い行くことはせず、あなた

が最後に示したこの親切は、さきに示した親切にま

さっています。 11それで、娘よ、あなたは恐れるに

およびません。あなたが求めることは皆、あなたの

ためにいたしましょう。わたしの町の人々は皆、あ

なたがりっぱな女であることを知っているからです

。 12たしかにわたしは近い親戚ではありますが、わ

たしよりも、もっと近い親戚があります。 13今夜は

ここにとどまりなさい。朝になって、もしその人が

、あなたのために親戚の義務をつくすならば、よろ

しい、その人にさせなさい。しかし主は生きておら

れます。その人が、あなたのために親戚の義務をつ

くすことを好まないならば、わたしはあなたのため

に親戚の義務をつくしましょう。朝までここにおや

すみなさい」。 14ルツは朝まで彼の足のところに寝

たが、だれかれの見分け難いころに起きあがった。

それはボアズが「この女の打ち場にきたことが人に

知られてはならない」と言ったからである。 15そし

てボアズは言った、「あなたの着る外套を持ってき

て、それを広げなさい」。彼女がそれを広げると、

ボアズは大麦六オメルをはかって彼女に負わせた。

彼女は町に帰り、 16しゅうとめのところへ行くと、

しゅうとめは言った、「娘よ、どうでしたか」。そ

こでルツはその人が彼女にしたことをことごとく告

げて、 17言った、「あのかたはわたしに向かって、

から手で、しゅうとめのところへ帰ってはならない

と言って、この大麦六オメルをわたしにくださいま

した」。 18しゅうとめは言った、「娘よ、この事が

どうなるかわかるまでお待ちなさい。あの人は、き
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ょう、その事を決定しなければ落ち着かないでしょ

う」。

4ボアズは町の門のところへ上っていって、そこに

すわった。すると、さきにボアズが言った親戚の人

が通り過ぎようとしたので、ボアズはその人に言っ

た、「友よ、こちらへきて、ここにおすわりくださ

い」。彼はきてすわった。 2ボアズはまた町の長老

十人を招いて言った、「ここにおすわりください」

。彼らがすわった時、 3ボアズは親戚の人に言った

、「モアブの地から帰ってきたナオミは、われわれ

の親族エリメレクの地所を売ろうとしています。 4

それでわたしはそのことをあなたに知らせて、ここ

にすわっている人々と、民の長老たちの前で、それ

を買いなさいと、あなたに言おうと思いました。も

し、あなたが、それをあがなおうと思われるならば

、あがなってください。しかし、あなたがそれをあ

がなわないならば、わたしにそう言って知らせてく

ださい。それをあがなう人は、あなたのほかにはな

く、わたしはあなたの次ですから」。彼は言った、

「わたしがあがないましょう」。 5そこでボアズは

言った、「あなたがナオミの手からその地所を買う

時には、死んだ者の妻であったモアブの女ルツをも

買って、死んだ者の名を起してその嗣業を伝えなけ

ればなりません」。 6その親戚の人は言った、「そ

れでは、わたしにはあがなうことができません。そ

んなことをすれば自分の嗣業をそこないます。あな

たがわたしに代って、自分であがなってください。

わたしはあがなうことができませんから」。 7むか

しイスラエルでは、物をあがなう事と、権利の譲渡
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について、万事を決定する時のならわしはこうであ

った。すなわち、その人は、自分のくつを脱いで、

相手の人に渡した。これがイスラエルでの証明の方

法であった。 8そこで親戚の人がボアズにむかい「

あなたが自分であがないなさい」と言って、そのく

つを脱いだので、 9ボアズは長老たちとすべての民

に言った、「あなたがたは、きょう、わたしがエリ

メレクのすべての物およびキリオンとマロンのすべ

ての物をナオミの手から買いとった事の証人です。

10またわたしはマロンの妻であったモアブの女ルツ

をも買って、わたしの妻としました。これはあの死

んだ者の名を起してその嗣業を伝え、死んだ者の名

がその一族から、またその郷里の門から断絶しない

ようにするためです。きょうあなたがたは、その証

人です」。 11すると門にいたすべての民と長老たち

は言った、「わたしたちは証人です。どうぞ、主が

あなたの家にはいる女を、イスラエルの家をたてた

ラケルとレアのふたりのようにされますよう。どう

ぞ、あなたがエフラタで富を得、ベツレヘムで名を

揚げられますように。 12どうぞ、主がこの若い女に

よってあなたに賜わる子供により、あなたの家が、

かのタマルがユダに産んだペレヅの家のようになり

ますように」。 13こうしてボアズはルツをめとって

妻とし、彼女のところにはいった。主は彼女をみご

もらせられたので、彼女はひとりの男の子を産んだ

。 14そのとき、女たちはナオミに言った、「主はほ

むべきかな、主はあなたを見捨てずに、きょう、あ

なたにひとりの近親をお授けになりました。どうぞ

、その子の名がイスラエルのうちに高く揚げられま
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すように。 15彼はあなたのいのちを新たにし、あな

たの老年を養う者となるでしょう。あなたを愛する

あなたの嫁、七人のむすこにもまさる彼女が彼を産

んだのですから」。 16そこでナオミはその子をとり

、ふところに置いて、養い育てた。 17近所の女たち

は「ナオミに男の子が生れた」と言って、彼に名を

つけ、その名をオベデと呼んだ。彼はダビデの父で

あるエッサイの父となった。 18さてペレヅの子孫は

次のとおりである。ペレヅからヘヅロンが生れ、 19

ヘヅロンからラムが生れ、ラムからアミナダブが生

れ、 20アミナダブからナションが生れ、ナションか

らサルモンが生れ、 21サルモンからボアズが生れ、

ボアズからオベデが生れ、 22オベデからエッサイが

生れ、エッサイからダビデが生れた。
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サムエル記Ⅰ

1エフライムの山地のラマタイム・ゾピムに、エル

カナという名の人があった。エフライムびとで、エ

ロハムの子であった。エロハムはエリウの子、エリ

ウはトフの子、トフはツフの子である。 2エルカナ

には、ふたりの妻があって、ひとりの名はハンナと

いい、ひとりの名はペニンナといった。ペニンナに

は子どもがあったが、ハンナには子どもがなかった

。 3この人は年ごとに、その町からシロに上ってい

って、万軍の主を拝し、主に犠牲をささげるのを常

とした。シロには、エリのふたりの子、ホフニとピ

ネハスとがいて、主に仕える祭司であった。 4エル

カナは、犠牲をささげる日、妻ペニンナとそのむす

こ娘にはみな、その分け前を与えた。 5エルカナは

ハンナを愛していたが、彼女には、ただ一つの分け

前を与えるだけであった。主がその胎を閉ざされた

からである。 6また彼女を憎んでいる他の妻は、ひ

どく彼女を悩まして、主がその胎を閉ざされたこと

を恨ませようとした。 7こうして年は暮れ、年は明

けたが、ハンナが主の宮に上るごとに、ペニンナは

彼女を悩ましたので、ハンナは泣いて食べることも

しなかった。 8夫エルカナは彼女に言った、「ハン

ナよ、なぜ泣くのか。なぜ食べないのか。どうして

心に悲しむのか。わたしはあなたにとって十人の子

どもよりもまさっているではないか」。 9シロで彼

らが飲み食いしたのち、ハンナは立ちあがった。そ

の時、祭司エリは主の神殿の柱のかたわらの座にす

わっていた。 10ハンナは心に深く悲しみ、主に祈っ

て、はげしく泣いた。 11そして誓いを立てて言った
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、「万軍の主よ、まことに、はしための悩みをかえ

りみ、わたしを覚え、はしためを忘れずに、はした

めに男の子を賜わりますなら、わたしはその子を一

生のあいだ主にささげ、かみそりをその頭にあてま

せん」。 12彼女が主の前で長く祈っていたので、エ

リは彼女の口に目をとめた。 13ハンナは心のうちで

物を言っていたので、くちびるが動くだけで、声は

聞えなかった。それゆえエリは、酔っているのだと

思って、 14彼女に言った、「いつまで酔っているの

か。酔いをさましなさい」。 15しかしハンナは答え

た、「いいえ、わが主よ。わたしは不幸な女です。

ぶどう酒も濃い酒も飲んだのではありません。ただ

主の前に心を注ぎ出していたのです。 16はしためを

、悪い女と思わないでください。積る憂いと悩みの

ゆえに、わたしは今まで物を言っていたのです」。

17そこでエリは答えた、「安心して行きなさい。ど

うかイスラエルの神があなたの求める願いを聞きと

どけられるように」。 18彼女は言った、「どうぞ、

はしためにも、あなたの前に恵みを得させてくださ

い」。こうして、その女は去って食事し、その顔は

、もはや悲しげではなくなった。 19彼らは朝早く起

きて、主の前に礼拝し、そして、ラマにある家に帰

って行った。エルカナは妻ハンナを知り、主が彼女

を顧みられたので、 20彼女はみごもり、その時が巡

ってきて、男の子を産み、「わたしがこの子を主に

求めたからだ」といって、その名をサムエルと名づ

けた。 21エルカナその人とその家族とはみな上って

いって、年ごとの犠牲と、誓いの供え物とをささげ

た。 22しかしハンナは上って行かず、夫に言った、
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「わたしはこの子が乳離れしてから、主の前に連れ

ていって、いつまでも、そこにおらせましょう」。

23夫エルカナは彼女に言った、「あなたが良いと思

うようにして、この子の乳離れするまで待ちなさい

。ただどうか主がその言われたことを実現してくだ

さるように」。こうしてその女はとどまって、その

子に乳をのませ、乳離れするのを待っていたが、 24

乳離れした時、三歳の雄牛一頭、麦粉一エパ、ぶど

う酒のはいった皮袋一つを取り、その子を連れて、

シロにある主の宮に行った。その子はなお幼かった

。 25そして彼らはその牛を殺し、子供をエリのもと

へ連れて行った。 26ハンナは言った、「わが君よ、

あなたは生きておられます。わたしは、かつてここ

に立って、あなたの前で、主に祈った女です。 27こ

の子を与えてくださいと、わたしは祈りましたが、

主はわたしの求めた願いを聞きとどけられました。

28それゆえ、わたしもこの子を主にささげます。こ

の子は一生のあいだ主にささげたものです」。そし

て彼らはそこで主を礼拝した。

2ハンナは祈って言った、「わたしの心は主によっ

て喜び、わたしの力は主によって強められた、わた

しの口は敵をあざ笑う、あなたの救によってわたし

は楽しむからである。 2主のように聖なるものはな

い、あなたのほかには、だれもない、われわれの神

のような岩はない。 3あなたがたは重ねて高慢に語

ってはならない、たかぶりの言葉を口にすることを

やめよ。主はすべてを知る神であって、もろもろの

おこないは主によって量られる。 4勇士の弓は折れ

、弱き者は力を帯びる。 5飽き足りた者は食のため
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に雇われ、飢えたものは、もはや飢えることがない

。うまずめは七人の子を産み、多くの子をもつ女は

孤独となる。 6主は殺し、また生かし、陰府にくだ

し、また上げられる。 (Sheol h7585) 7主は貧しくし、

また富ませ、低くし、また高くされる。 8貧しい者

を、ちりのなかから立ちあがらせ、乏しい者を、あ

くたのなかから引き上げて、王侯と共にすわらせ、

栄誉の位を継がせられる。地の柱は主のものであっ

て、その柱の上に、世界をすえられたからである。

9主はその聖徒たちの足を守られる、しかし悪いもの

どもは暗黒のうちに滅びる。人は力をもって勝つこ

とができないからである。 10主と争うものは粉々に

砕かれるであろう、主は彼らにむかって天から雷を

とどろかし、地のはてまでもさばき、王に力を与え

、油そそがれた者の力を強くされるであろう」。 11

エルカナはラマにある家に帰ったが、幼な子は祭司

エリの前にいて主に仕えた。 12さて、エリの子らは

、よこしまな人々で、主を恐れなかった。 13民のさ

さげ物についての祭司のならわしはこうである。人

が犠牲をささげる時、その肉を煮る間に、祭司のし

もべは、みつまたの肉刺しを手に持ってきて、 14そ

れをかま、またはなべ、またはおおがま、または鉢

に突きいれ、肉刺しの引き上げるものは祭司がみな

自分のものとした。彼らはシロで、そこに来るすべ

てのイスラエルの人に、このようにした。 15人々が

脂肪を焼く前にもまた、祭司のしもべがきて、犠牲

をささげる人に言うのであった、「祭司のために焼

く肉を与えよ。祭司はあなたから煮た肉を受けない

。生の肉がよい」。 16その人が、「まず脂肪を焼か
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せましょう。その後ほしいだけ取ってください」と

言うと、しもべは、「いや、今もらいたい。くれな

いなら、わたしは力づくで、それを取ろう」と言う

。 17このように、その若者たちの罪は、主の前に非

常に大きかった。この人々が主の供え物を軽んじた

からである。 18サムエルはまだ幼く、身に亜麻布の

エポデを着けて、主の前に仕えていた。 19母は彼の

ために小さい上着を作り、年ごとに、夫と共にその

年の犠牲をささげるために上る時、それを持ってき

た。 20エリはいつもエルカナとその妻を祝福して言

った、「この女が主にささげた者のかわりに、主が

この女によってあなたに子を与えられるように」。

そして彼らはその家に帰るのを常とした。 21こうし

て主がハンナを顧みられたので、ハンナはみごもっ

て、三人の男の子とふたりの女の子を産んだ。わら

べサムエルは主の前で育った。 22エリはひじょうに

年をとった。そしてその子らがイスラエルの人々に

したいろいろのことを聞き、また会見の幕屋の入口

で勤めていた女たちと寝たことを聞いて、 23彼らに

言った、「なにゆえ、そのようなことをするのか。

わたしはこのすべての民から、あなたがたの悪いお

こないのことを聞く。 24わが子らよ、それはいけな

い。わたしの聞く、主の民の言いふらしている風説

は良くない。 25もし人が人に対して罪を犯すならば

、神が仲裁されるであろう。しかし人が主に対して

罪を犯すならば、だれが、そのとりなしをすること

ができようか」。しかし彼らは父の言うことに耳を

傾けようともしなかった。主が彼らを殺そうとされ

たからである。 26わらべサムエルは育っていき、主
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にも、人々にも、ますます愛せられた。 27このとき

、ひとりの神の人が、エリのもとにきて言った、「

主はかく仰せられる、『あなたの先祖の家がエジプ

トでパロの家の奴隷であったとき、わたしはその先

祖の家に自らを現した。 28そしてイスラエルのすべ

ての部族のうちからそれを選び出して、わたしの祭

司とし、わたしの祭壇に上って、香をたかせ、わた

しの前でエポデを着けさせ、また、イスラエルの人

々の火祭をことごとくあなたの先祖の家に与えた。

29それにどうしてあなたがたは、わたしが命じた犠

牲と供え物をむさぼりの目をもって見るのか。また

なにゆえ、わたしよりも自分の子らを尊び、わたし

の民イスラエルのささげるもろもろの供え物の、最

も良き部分をもって自分を肥やすのか』。 30それゆ

えイスラエルの神、主は仰せられる、『わたしはか

つて、「あなたの家とあなたの父の家とは、永久に

わたしの前に歩むであろう」と言った』。しかし今

、主は仰せられる、『決してそうはしない。わたし

を尊ぶ者を、わたしは尊び、わたしを卑しめる者は

、軽んぜられるであろう。 31見よ、日が来るであろ

う。その日、わたしはあなたの力と、あなたの父の

家の力を断ち、あなたの家に年老いた者をなくする

であろう。 32そのとき、あなたは災のうちにあって

、イスラエルに与えられるもろもろの繁栄を、ねた

み見るであろう。あなたの家には永久に年老いた者

がいなくなるであろう。 33しかしあなたの一族のひ

とりを、わたしの祭壇から断たないであろう。彼は

残されてその目を泣きはらし、心を痛めるであろう

。またあなたの家に生れ出るものは、みなつるぎに
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死ぬであろう。 34あなたのふたりの子ホフニとピネ

ハスの身に起ることが、あなたのためにそのしるし

となるであろう。すなわちそのふたりは共に同じ日

に死ぬであろう。 35わたしは自分のために、ひとり

の忠実な祭司を起す。その人はわたしの心と思いと

に従って行うであろう。わたしはその家を確立しよ

う。その人はわたしが油そそいだ者の前につねに歩

むであろう。 36そしてあなたの家で生き残っている

人々はみなきて、彼に一枚の銀と一個のパンを請い

求め、「どうぞ、わたしを祭司の職の一つに任じ、

一口のパンでも食べることができるようにしてくだ

さい」と言うであろう』」。

3わらべサムエルは、エリの前で、主に仕えていた

。そのころ、主の言葉はまれで、黙示も常ではなか

った。 2さてエリは、しだいに目がかすんで、見る

ことができなくなり、そのとき自分のへやで寝てい

た。 3神のともしびはまだ消えず、サムエルが神の

箱のある主の神殿に寝ていた時、 4主は「サムエル

よ、サムエルよ」と呼ばれた。彼は「はい、ここに

おります」と言って、 5エリの所へ走っていって言

った、「あなたがお呼びになりました。わたしは、

ここにおります」。しかしエリは言った、「わたし

は呼ばない。帰って寝なさい」。彼は行って寝た。

6主はまたかさねて「サムエルよ、サムエルよ」と呼

ばれた。サムエルは起きてエリのもとへ行って言っ

た、「あなたがお呼びになりました。わたしは、こ

こにおります」。エリは言った、「子よ、わたしは

呼ばない。もう一度寝なさい」。 7サムエルはまだ

主を知らず、主の言葉がまだ彼に現されなかった。
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8主はまた三度目にサムエルを呼ばれたので、サムエ

ルは起きてエリのもとへ行って言った、「あなたが

お呼びになりました。わたしは、ここにおります」

。その時、エリは主がわらべを呼ばれたのであるこ

とを悟った。 9そしてエリはサムエルに言った、「

行って寝なさい。もしあなたを呼ばれたら、『しも

べは聞きます。主よ、お話しください』と言いなさ

い」。サムエルは行って自分の所で寝た。 10主はき

て立ち、前のように、「サムエルよ、サムエルよ」

と呼ばれたので、サムエルは言った、「しもべは聞

きます。お話しください」。 11その時、主はサムエ

ルに言われた、「見よ、わたしはイスラエルのうち

に一つの事をする。それを聞く者はみな、耳が二つ

とも鳴るであろう。 12その日には、わたしが、かつ

てエリの家について話したことを、はじめから終り

までことごとく、エリに行うであろう。 13わたしは

エリに、彼が知っている悪事のゆえに、その家を永

久に罰することを告げる。その子らが神をけがして

いるのに、彼がそれをとめなかったからである。 14

それゆえ、わたしはエリの家に誓う。エリの家の悪

は、犠牲や供え物をもってしても、永久にあがなわ

れないであろう」。 15サムエルは朝まで寝て、主の

宮の戸をあけたが、サムエルはその幻のことをエリ

に語るのを恐れた。 16しかしエリはサムエルを呼ん

で言った、「わが子サムエルよ」。サムエルは言っ

た、「はい、ここにおります」。 17エリは言った、

「何事をお告げになったのか。隠さず話してくださ

い。もしお告げになったことを一つでも隠して、わ

たしに言わないならば、どうぞ神があなたを罰し、
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さらに重く罰せられるように」。 18そこでサムエル

は、その事をことごとく話して、何も彼に隠さなか

った。エリは言った、「それは主である。どうぞ主

が、良いと思うことを行われるように」。 19サムエ

ルは育っていった。主が彼と共におられて、その言

葉を一つも地に落ちないようにされたので、 20ダン

からベエルシバまで、イスラエルのすべての人は、

サムエルが主の預言者と定められたことを知った。

21主はふたたびシロで現れられた。すなわち主はシ

ロで、主の言葉によって、サムエルに自らを現され

た。こうしてサムエルの言葉は、あまねくイスラエ

ルの人々に及んだ。

4イスラエルびとは出てペリシテびとと戦おうとし

て、エベネゼルのほとりに陣をしき、ペリシテびと

はアペクに陣をしいた。 2ペリシテびとはイスラエ

ルびとにむかって陣備えをしたが、戦うに及んで、

イスラエルびとはペリシテびとの前に敗れ、ペリシ

テびとは戦場において、おおよそ四千人を殺した。

3民が陣営に退いた時、イスラエルの長老たちは言っ

た、「なにゆえ、主はきょう、ペリシテびとの前に

われわれを敗られたのか。シロへ行って主の契約の

箱をここへ携えてくることにしよう。そして主をわ

れわれのうちに迎えて、敵の手から救っていただこ

う」。 4そこで民は人をシロにつかわし、ケルビム

の上に座しておられる万軍の主の契約の箱を、そこ

から携えてこさせた。その時エリのふたりの子、ホ

フニとピネハスは神の契約の箱と共に、その所にい

た。 5主の契約の箱が陣営についた時、イスラエル

びとはみな大声で叫んだので、地は鳴り響いた。 6
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ペリシテびとは、その叫び声を聞いて言った、「ヘ

ブルびとの陣営の、この大きな叫び声は何事か」。

そして主の箱が、陣営に着いたことを知った時、 7

ペリシテびとは恐れて言った、「神々が陣営にきた

のだ」。彼らはまた言った、「ああ、われわれはわ

ざわいである。このようなことは今までなかった。

8ああ、われわれはわざわいである。だれがわれわれ

をこれらの強い神々の手から救い出すことができよ

うか。これらの神々は、もろもろの災をもってエジ

プトびとを荒野で撃ったのだ。 9ペリシテびとよ、

勇気を出して男らしくせよ。ヘブルびとがあなたが

たに仕えたように、あなたがたが彼らに仕えること

のないために、男らしく戦え」。 10こうしてペリシ

テびとが戦ったので、イスラエルびとは敗れて、お

のおのその家に逃げて帰った。戦死者はひじょうに

多く、イスラエルの歩兵で倒れたものは三万であっ

た。 11また神の箱は奪われ、エリのふたりの子、ホ

フニとピネハスは殺された。 12その日ひとりのベニ

ヤミンびとが、衣服を裂き、頭に土をかぶって、戦

場から走ってシロにきた。 13彼が着いたとき、エリ

は道のかたわらにある自分の座にすわって待ちかま

えていた。その心に神の箱の事を気づかっていたか

らである。その人が町にはいって、情報をつたえた

ので、町はこぞって叫んだ。 14エリはその叫び声を

聞いて言った、「この騒ぎ声は何か」。その人は急

いでエリの所へきてエリに告げた。 15その時エリは

九十八歳で、その目は固まって見ることができなか

った。 16その人はエリに言った、「わたしは戦場か

らきたものです。きょう戦場からのがれたのです」
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。エリは言った、「わが子よ、様子はどうであった

か」。 17しらせをもたらしたその人は答えて言った

、「イスラエルびとは、ペリシテびとの前から逃げ

、民のうちにはまた多くの戦死者があり、あなたの

ふたりの子、ホフニとピネハスも死に、神の箱は奪

われました」。 18彼が神の箱のことを言ったとき、

エリはその座から、あおむけに門のかたわらに落ち

、首を折って死んだ。老いて身が重かったからであ

る。彼のイスラエルをさばいたのは四十年であった

。 19彼の嫁、ピネハスの妻はみごもって出産の時が

近づいていたが、神の箱が奪われたこと、しゅうと

と夫が死んだというしらせを聞いたとき、陣痛が起

り身をかがめて子を産んだ。 20彼女が死にかかって

いる時、世話をしていた女が彼女に言った、「恐れ

ることはありません。男の子が生れました」。しか

し彼女は答えもせず、また顧みもしなかった。 21た

だ彼女は「栄光はイスラエルを去った」と言って、

その子をイカボデと名づけた。これは神の箱の奪わ

れたこと、また彼女のしゅうとと夫のことによるの

である。 22彼女はまた、「栄光はイスラエルを去っ

た。神の箱が奪われたからです」と言った。

5ペリシテびとは神の箱をぶんどって、エベネゼル

からアシドドに運んできた。 2そしてペリシテびと

はその神の箱を取ってダゴンの宮に運びこみ、ダゴ

ンのかたわらに置いた。 3アシドドの人々が、次の

日、早く起きて見ると、ダゴンが主の箱の前に、う

つむきに地に倒れていたので、彼らはダゴンを起し

て、それをもとの所に置いた。 4その次の朝また早

く起きて見ると、ダゴンはまた、主の箱の前に、う
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つむきに地に倒れていた。そしてダゴンの頭と両手

とは切れて離れ、しきいの上にあり、ダゴンはただ

胴体だけとなっていた。 5それゆえダゴンの祭司た

ちやダゴンの宮にはいる人々は、だれも今日にいた

るまで、アシドドのダゴンのしきいを踏まない。 6

そして主の手はアシドドびとの上にきびしく臨み、

主は腫物をもってアシドドとその領域の人々を恐れ

させ、また悩まされた。 7アシドドの人々は、この

ありさまを見て言った、「イスラエルの神の箱を、

われわれの所に、とどめ置いてはならない。その神

の手が、われわれと、われわれの神ダゴンの上にき

びしく臨むからである」。 8そこで彼らは人をつか

わして、ペリシテびとの君たちを集めて言った、「

イスラエルの神の箱をどうしましょう」。彼らは言

った、「イスラエルの神の箱はガテに移そう」。人

々はイスラエルの神の箱をそこに移した。 9彼らが

それを移すと、主の手がその町に臨み、非常な騒ぎ

が起った。そして老若を問わず町の人々を撃たれた

ので、彼らの身に腫物ができた。 10そこで人々は神

の箱をエクロンに送ったが、神の箱がエクロンに着

いた時、エクロンの人々は叫んで言った、「彼らが

イスラエルの神の箱をわれわれの所に移したのは、

われわれと民を滅ぼすためである」。 11そこで彼ら

は人をつかわして、ペリシテびとの君たちをみな集

めて言った、「イスラエルの神の箱を送り出して、

もとの所に返し、われわれと民を滅ぼすことのない

ようにしよう」。恐ろしい騒ぎが町中に起っていた

からである。そこには神の手が非常にきびしく臨ん
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でいたので、 12死なない人は腫物をもって撃たれ、

町の叫びは天に達した。

6主の箱は七か月の間ペリシテびとの地にあった。

2ペリシテびとは、祭司や占い師を呼んで言った、「

イスラエルの神の箱をどうしましょうか。どのよう

にして、それをもとの所へ送り返せばよいか告げて

ください」。 3彼らは言った、「イスラエルの神の

箱を送り返す時には、それをむなしく返してはなら

ない。必ず彼にとがの供え物をもって償いをしなけ

ればならない。そうすれば、あなたがたはいやされ

、また彼の手がなぜあなたがたを離れないかを知る

ことができるであろう」。 4人々は言った、「われ

われが償うとがの供え物には何をしましょうか」。

彼らは答えた、「ペリシテびとの君たちの数にした

がって、金の腫物五つと金のねずみ五つである。あ

なたがたすべてと、君たちに臨んだ災は一つだから

である。 5それゆえ、あなたがたの腫物の像と、地

を荒すねずみの像を造り、イスラエルの神に栄光を

帰するならば、たぶん彼は、あなたがた、およびあ

なたがたの神々と、あなたがたの地に、その手を加

えることを軽くされるであろう。 6なにゆえ、あな

たがたはエジプトびととパロがその心をかたくなに

したように、自分の心をかたくなにするのか。神が

彼らを悩ましたので、彼らは民を行かせ、民は去っ

たではないか。 7それゆえ今、新しい車一両を造り

、まだくびきを付けたことのない乳牛二頭をとり、

その牛を車につなぎ、そのおのおのの子牛を乳牛か

ら離して家に連れ帰り、 8主の箱をとって、それを

その車に載せ、あなたがたがとがの供え物として彼
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に償う金の作り物を一つの箱におさめてそのかたわ

らに置き、それを送って去らせなさい。 9そして見

ていて、それが自分の領地へ行く道を、ベテシメシ

へ上るならば、この大いなる災を、われわれに下し

たのは彼である。しかし、そうしない時は、われわ

れを撃ったのは彼の手ではなく、その事の偶然であ

ったことを知るであろう」。 10人々はそのようにし

た。すなわち、彼らは二頭の乳牛をとって、これを

車につなぎ、そのおのおのの子牛を家に閉じこめ、

11主の箱、および金のねずみと、腫物の像をおさめ

た箱とを車に載せた。 12すると雌牛はまっすぐにベ

テシメシの方向へ、ひとすじに大路を歩み、鳴きな

がら進んでいって、右にも左にも曲らなかった。ペ

リシテびとの君たちは、ベテシメシの境までそのあ

とについていった。 13時にベテシメシの人々は谷で

小麦を刈り入れていたが、目をあげて、その箱を見

、それを迎えて喜んだ。 14車はベテシメシびとヨシ

ュアの畑にはいって、そこにとどまった。その所に

大きな石があった。人々は車の木を割り、その雌牛

を燔祭として主にささげた。 15レビびとは主の箱と

、そのかたわらの、金の作り物をおさめた箱を取り

おろし、それを大石の上に置いた。そしてベテシメ

シの人々は、その日、主に燔祭を供え、犠牲をささ

げた。 16ペリシテびとの五人の君たちはこれを見て

、その日、エクロンに帰った。 17ペリシテびとが、

とがの供え物として、主に償いをした金の腫物は、

次のとおりである。すなわちアシドドのために一つ

、ガザのために一つ、アシケロンのために一つ、ガ

テのために一つ、エクロンのために一つであった。
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18また金のねずみは、城壁をめぐらした町から城壁

のない村里にいたるまで、すべて五人の君たちに属

するペリシテびとの町の数にしたがって造った。主

の箱をおろした所のかたわらにあった大石は、今日

にいたるまで、ベテシメシびとヨシュアの畑にあっ

て、あかしとなっている。 19ベテシメシの人々で主

の箱の中を見たものがあったので、主はこれを撃た

れた。すなわち民のうち七十人を撃たれた。主が民

を撃って多くの者を殺されたので、民はなげき悲し

んだ。 20ベテシメシの人々は言った、「だれが、こ

の聖なる神、主の前に立つことができようか。主は

われわれを離れてだれの所へ上って行かれたらよい

のか」。 21そして彼らは、使者をキリアテ・ヤリム

の人々につかわして言った、「ペリシテびとが主の

箱を返したから、下ってきて、それをあなたがたの

所へ携え上ってください」。

7キリアテ・ヤリムの人々は、きて、主の箱を携え

上り、丘の上のアビナダブの家に持ってきて、その

子エレアザルを聖別して、主の箱を守らせた。 2そ

の箱は久しくキリアテ・ヤリムにとどまって、二十

年を経た。イスラエルの全家は主を慕って嘆いた。

3その時サムエルはイスラエルの全家に告げていった

、「もし、あなたがたが一心に主に立ち返るのであ

れば、ほかの神々とアシタロテを、あなたがたのう

ちから捨て去り、心を主に向け、主にのみ仕えなけ

ればならない。そうすれば、主はあなたがたをペリ

シテびとの手から救い出されるであろう」。 4そこ

でイスラエルの人々はバアルとアシタロテを捨て去

り、ただ主にのみ仕えた。 5サムエルはまた言った
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、「イスラエルびとを、ことごとくミヅパに集めな

さい。わたしはあなたがたのために主に祈りましょ

う」。 6人々はミヅパに集まり、水をくんでそれを

主の前に注ぎ、その日、断食してその所で言った、

「われわれは主に対して罪を犯した」。サムエルは

ミヅパでイスラエルの人々をさばいた。 7イスラエ

ルの人々のミヅパに集まったことがペリシテびとに

聞えたので、ペリシテびとの君たちは、イスラエル

に攻め上ってきた。イスラエルの人々はそれを聞い

て、ペリシテびとを恐れた。 8そしてイスラエルの

人々はサムエルに言った、「われわれのため、われ

われの神、主に叫ぶことを、やめないでください。

そうすれば主がペリシテびとの手からわれわれを救

い出されるでしょう」。 9そこでサムエルは乳を飲

む小羊一頭をとり、これを全き燔祭として主にささ

げた。そしてサムエルはイスラエルのために主に叫

んだので、主はこれに答えられた。 10サムエルが燔

祭をささげていた時、ペリシテびとはイスラエルと

戦おうとして近づいてきた。しかし主はその日、大

いなる雷をペリシテびとの上にとどろかせて、彼ら

を乱されたので、彼らはイスラエルびとの前に敗れ

て逃げた。 11イスラエルの人々はミヅパを出てペリ

シテびとを追い、これを撃って、ベテカルの下まで

行った。 12その時サムエルは一つの石をとってミヅ

パとエシャナの間にすえ、「主は今に至るまでわれ

われを助けられた」と言って、その名をエベネゼル

と名づけた。 13こうしてペリシテびとは征服され、

ふたたびイスラエルの領地に、はいらなかった。サ

ムエルの一生の間、主の手が、ペリシテびとを防い
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だ。 14ペリシテびとがイスラエルから取った町々は

、エクロンからガテまで、イスラエルにかえり、イ

スラエルはその周囲の地をもペリシテびとの手から

取りかえした。またイスラエルとアモリびととの間

には平和があった。 15サムエルは一生の間イスラエ

ルをさばいた。 16年ごとにサムエルはベテルとギル

ガル、およびミヅパを巡って、その所々でイスラエ

ルをさばき、 17ラマに帰った。そこに彼の家があっ

たからである。その所でも彼はイスラエルをさばき

、またそこで主に祭壇を築いた。

8サムエルは年老いて、その子らをイスラエルのさ

ばきづかさとした。 2長子の名はヨエルといい、次

の子の名はアビヤと言った。彼らはベエルシバでさ

ばきづかさであった。 3しかしその子らは父の道を

歩まないで、利にむかい、まいないを取って、さば

きを曲げた。 4この時、イスラエルの長老たちはみ

な集まってラマにおるサムエルのもとにきて、 5言

った、「あなたは年老い、あなたの子たちはあなた

の道を歩まない。今ほかの国々のように、われわれ

をさばく王を、われわれのために立ててください」

。 6しかし彼らが、「われわれをさばく王を、われ

われに与えよ」と言うのを聞いて、サムエルは喜ば

なかった。そしてサムエルが主に祈ると、 7主はサ

ムエルに言われた、「民が、すべてあなたに言う所

の声に聞き従いなさい。彼らが捨てるのはあなたで

はなく、わたしを捨てて、彼らの上にわたしが王で

あることを認めないのである。 8彼らは、わたしが

エジプトから連れ上った日から、きょうまで、わた

しを捨ててほかの神々に仕え、さまざまの事をわた
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しにしたように、あなたにもしているのである。 9

今その声に聞き従いなさい。ただし、深く彼らを戒

めて、彼らを治める王のならわしを彼らに示さなけ

ればならない」。 10サムエルは王を立てることを求

める民に主の言葉をことごとく告げて、 11言った、

「あなたがたを治める王のならわしは次のとおりで

ある。彼はあなたがたのむすこを取って、戦車隊に

入れ、騎兵とし、自分の戦車の前に走らせるであろ

う。 12彼はまたそれを千人の長、五十人の長に任じ

、またその地を耕させ、その作物を刈らせ、またそ

の武器と戦車の装備を造らせるであろう。 13また、

あなたがたの娘を取って、香をつくる者とし、料理

をする者とし、パンを焼く者とするであろう。 14ま

た、あなたがたの畑とぶどう畑とオリブ畑の最も良

い物を取って、その家来に与え、 15あなたがたの穀

物と、ぶどう畑の、十分の一を取って、その役人と

家来に与え、 16また、あなたがたの男女の奴隷およ

び、あなたがたの最も良い牛とろばを取って、自分

のために働かせ、 17また、あなたがたの羊の十分の

一を取り、あなたがたは、その奴隷となるであろう

。 18そしてその日あなたがたは自分のために選んだ

王のゆえに呼ばわるであろう。しかし主はその日に

あなたがたに答えられないであろう」。 19ところが

民はサムエルの声に聞き従うことを拒んで言った、

「いいえ、われわれを治める王がなければならない

。 20われわれも他の国々のようになり、王がわれわ

れをさばき、われわれを率いて、われわれの戦いに

たたかうのである」。 21サムエルは民の言葉をこと

ごとく聞いて、それを主の耳に告げた。 22主はサム
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エルに言われた、「彼らの声に聞き従い、彼らのた

めに王を立てよ」。サムエルはイスラエルの人々に

言った、「あなたがたは、めいめいその町に帰りな

さい」。

9さて、ベニヤミンの人で、キシという名の裕福な

人があった。キシはアビエルの子、アビエルはゼロ

ルの子、ゼロルはベコラテの子、ベコラテはアピヤ

の子、アピヤはベニヤミンびとである。 2キシには

サウルという名の子があった。若くて麗しく、イス

ラエルの人々のうちに彼よりも麗しい人はなく、民

のだれよりも肩から上、背が高かった。 3サウルの

父キシの数頭のろばがいなくなった。そこでキシは

、その子サウルに言った、「しもべをひとり連れて

、立って行き、ろばを捜してきなさい」。 4そこで

ふたりはエフライムの山地を通りすぎ、シャリシャ

の地を通り過ぎたけれども見当らず、シャリムの地

を通り過ぎたけれどもおらず、ベニヤミンの地を通

り過ぎたけれども見当らなかった。 5彼らがツフの

地にきた時、サウルは連れてきたしもべに言った、

「さあ、帰ろう。父は、ろばのことよりも、われわ

れのことを心配するだろう」。 6ところが、しもべ

は言った、「この町には神の人がおられます。尊い

人で、その言われることはみなそのとおりになりま

す。その所へ行きましょう。われわれの出てきた旅

のことについて何か示されるでしょう」。 7サウル

はしもべに言った、「しかし行くのであれば、その

人に何を贈ろうか。袋のパンはもはや、なくなり、

神の人に持っていく贈り物がない。何かありますか

」。 8しもべは、またサウルに答えた、「わたしの
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手に四分の一シケルの銀があります。わたしはこれ

を、神の人に与えて、われわれの道を示してもらい

ましょう」。 9昔イスラエルでは、神に問うために

行く時には、こう言った、「さあ、われわれは先見

者のところへ行こう」。今の預言者は、昔は先見者

といわれていたのである。 10サウルはそのしもべに

言った、「それは良い。さあ、行こう」。こうして

彼らは、神の人のいるその町へ行った。 11彼らは町

へ行く坂を上っている時、水をくむために出てくる

おとめたちに出会ったので、彼らに言った、「先見

者はここにおられますか」。 12おとめたちは答えた

、「おられます。ごらんなさい、この先です。急い

で行きなさい。民がきょう高き所で犠牲をささげる

ので、たった今、町にこられたところです。 13あな

たがたは、町にはいるとすぐ、あのかたが高き所に

上って食事される前に会えるでしょう。民はそのか

たがこられるまでは食事をしません。あのかたが犠

牲を祝福されてから、招かれた人々が食事をするの

です。さあ、上っていきなさい。すぐに会えるでし

ょう」。 14こうして彼らは町に上っていった。そし

て町の中に、はいろうとした時、サムエルは高き所

に上るため彼らのほうに向かって出てきた。 15さて

サウルが来る一日前に、主はサムエルの耳に告げて

言われた、 16「あすの今ごろ、あなたの所に、ベニ

ヤミンの地から、ひとりの人をつかわすであろう。

あなたはその人に油を注いで、わたしの民イスラエ

ルの君としなさい。彼はわたしの民をペリシテびと

の手から救い出すであろう。わたしの民の叫びがわ

たしに届き、わたしがその悩みを顧みるからである
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」。 17サムエルがサウルを見た時、主は言われた、

「見よ、わたしの言ったのはこの人である。この人

がわたしの民を治めるであろう」。 18そのときサウ

ルは、門の中でサムエルに近づいて言った、「先見

者の家はどこですか。どうか教えてください」。 19

サムエルはサウルに答えた、「わたしがその先見者

です。わたしの前に行って、高き所に上りなさい。

あなたがたは、きょう、わたしと一緒に食事しなさ

い。わたしはあすの朝あなたを帰らせ、あなたの心

にあることをみな示しましょう。 20三日前に、いな

くなったあなたのろばは、もはや見つかったので心

にかけなくてもよろしい。しかしイスラエルのすべ

ての望ましきものはだれのものですか。それはあな

たのもの、あなたの父の家のすべての人のものでは

ありませんか」。 21サウルは答えた、「わたしはイ

スラエルのうちの最も小さい部族のベニヤミンびと

であって、わたしの一族はまたベニヤミンのどの一

族よりも卑しいものではありませんか。どうしてあ

なたは、そのようなことをわたしに言われるのです

か」。 22サムエルはサウルとそのしもべを導いて、

へやにはいり、招かれた三十人ほどのうちの上座に

すわらせた。 23そしてサムエルは料理人に言った、

「あなたに渡して、取りのけておくようにと言って

おいた分を持ってきなさい」。 24料理人は、ももと

その上の部分を取り上げて、それをサウルの前に置

いた。そしてサムエルは言った、「ごらんなさい。

取っておいた物が、あなたの前に置かれています。

召しあがってください。あなたが客人たちと一緒に

食事ができるように、この時まで、あなたのために
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取っておいたものです」。こうしてサウルはその日

サムエルと一緒に食事をした。 25そして彼らが高き

所を下って町にはいった時、サウルのために屋上に

床が設けられ、彼はその上に身を横たえて寝た。 26

そして夜明けになって、サムエルは屋上のサウルに

呼ばわって言った、「起きなさい。あなたをお送り

します」。サウルは起き上がった。そしてサウルと

サムエルのふたりは、共に外に出た。 27彼らが町は

ずれに下った時、サムエルはサウルに言った、「あ

なたのしもべに先に行くように言いなさい。しもべ

が先に行ったら、あなたは、しばらくここに立ちと

どまってください。神の言葉を知らせましょう」。

10その時サムエルは油のびんを取って、サウルの

頭に注ぎ、彼に口づけして言った、「主はあなたに

油を注いで、その民イスラエルの君とされたではあ

りませんか。あなたは主の民を治め、周囲の敵の手

から彼らを救わなければならない。主があなたに油

を注いで、その嗣業の君とされたことの、しるしは

次のとおりです。 2あなたがきょう、わたしを離れ

て、去って行くとき、ベニヤミンの領地のゼルザに

あるラケルの墓のかたわらで、ふたりの人に会うで

しょう。そして彼らはあなたに言います、『あなた

が捜しに行かれたろばは見つかりました。いま父上

は、ろばよりもあなたがたの事を心配して、「わが

子のことは、どうしよう」と言っておられます』。

3あなたが、そこからなお進んで、タボルのかしの木

の所へ行くと、そこでベテルに上って神を拝もうと

する三人の者に会うでしょう。ひとりは三頭の子や

ぎを連れ、ひとりは三つのパンを携え、ひとりは、
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ぶどう酒のはいった皮袋一つを携えている。 4彼ら

はあなたにあいさつし、二つのパンをくれるでしょ

う。あなたはそれを、その手から受けなければなら

ない。 5その後、あなたは神のギベアへ行く。そこ

はペリシテびとの守備兵のいる所である。あなたは

その所へ行って、町にはいる時、立琴、手鼓、笛、

琴を執る人々を先に行かせて、預言しながら高き所

から降りてくる一群の預言者に会うでしょう。 6そ

の時、主の霊があなたの上にもはげしく下って、あ

なたは彼らと一緒に預言し、変って新しい人となる

でしょう。 7これらのしるしが、あなたの身に起っ

たならば、あなたは手当たりしだいになんでもしな

さい。神があなたと一緒におられるからです。 8あ

なたはわたしに先立ってギルガルに下らなければな

らない。わたしはあなたのもとに下っていって、燔

祭を供え、酬恩祭をささげるでしょう。わたしがあ

なたのもとに行って、あなたのしなければならない

事をあなたに示すまで、七日のあいだ待たなければ

ならない」。 9サウルが背をかえしてサムエルを離

れたとき、神は彼に新しい心を与えられた。これら

のしるしは皆その日に起った。 10彼らはギベアにき

た時、預言者の一群に出会った。そして神の霊が、

はげしくサウルの上に下り、彼は彼らのうちにいて

預言した。 11もとからサウルを知っていた人々はみ

な、サウルが預言者たちと共に預言するのを見て互

に言った、「キシの子に何事が起ったのか。サウル

もまた預言者たちのうちにいるのか」。 12その所の

ひとりの者が答えた、「彼らの父はだれなのか」。

それで「サウルもまた預言者たちのうちにいるのか
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」というのが、ことわざとなった。 13サウルは預言

することを終えて、高き所へ行った。 14サウルのお

じが、サウルとそのしもべとに言った、「あなたが

たは、どこへ行ったのか」。サウルは言った、「ろ

ばを捜しにいったのですが、どこにもいないので、

サムエルのもとに行きました」。 15サウルのおじは

言った、「サムエルが、どんなことを言ったか、ど

うぞ話してください」。 16サウルはおじに言った、

「ろばが見つかったと、はっきり、わたしたちに言

いました」。しかしサムエルが言った王国のことに

ついて、おじには何も告げなかった。 17さて、サム

エルは民をミヅパで主の前に集め、 18イスラエルの

人々に言った、「イスラエルの神、主はこう仰せら

れる、『わたしはイスラエルをエジプトから導き出

し、あなたがたをエジプトびとの手、およびすべて

あなたがたをしえたげる王国の手から救い出した』

。 19しかしあなたがたは、きょう、あなたがたをそ

の悩みと苦しみの中から救われるあなたがたの神を

捨て、その上、『いいえ、われわれの上に王を立て

よ』と言う。それゆえ今、あなたがたは、部族にし

たがい、また氏族にしたがって、主の前に出なさい

」。 20こうしてサムエルがイスラエルのすべての部

族を呼び寄せた時、ベニヤミンの部族が、くじに当

った。 21またベニヤミンの部族をその氏族にしたが

って呼び寄せた時、マテリの氏族が、くじに当り、

マテリの氏族を人ごとに呼び寄せた時、キシの子サ

ウルが、くじに当った。しかし人々が彼を捜した時

、見つからなかった。 22そこでまた主に「その人は

ここにきているのですか」と問うと、主は言われた
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、「彼は荷物の間に隠れている」。 23人々は走って

行って、彼をそこから連れてきた。彼は民の中に立

ったが、肩から上は、民のどの人よりも高かった。

24サムエルはすべての民に言った、「主が選ばれた

人をごらんなさい。民のうちに彼のような人はない

ではありませんか」。民はみな「王万歳」と叫んだ

。 25その時サムエルは王国のならわしを民に語り、

それを書にしるして、主の前におさめた。こうして

サムエルはすべての民をそれぞれ家に帰らせた。 26

サウルもまたギベアにある彼の家に帰った。そして

神にその心を動かされた勇士たちも彼と共に行った

。 27しかし、よこしまな人々は「この男がどうして

われわれを救うことができよう」と言って、彼を軽

んじ、贈り物をしなかった。しかしサウルは黙って

いた。

11アンモンびとナハシは上ってきて、ヤベシ・ギ

レアデを攻め囲んだ。ヤベシの人々はナハシに言っ

た、「われわれと契約を結びなさい。そうすればわ

れわれはあなたに仕えます」。 2しかしアンモンび

とナハシは彼らに言った、「次の条件であなたがた

と契約を結ぼう。すなわち、わたしが、あなたがた

すべての右の目をえぐり取って、全イスラエルをは

ずかしめるということだ」。 3ヤベシの長老たちは

彼に言った、「われわれに七日の猶予を与え、イス

ラエルの全領土に使者を送ることを許してください

。そしてもしわれわれを救う者がない時は降伏しま

す」。 4こうして使者が、サウルのギベアにきて、

この事を民の耳に告げたので、民はみな声をあげて

泣いた。 5その時サウルは畑から牛のあとについて
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きた。そしてサウルは言った、「民が泣いているの

は、どうしたのか」。人々は彼にヤベシの人々の事

を告げた。 6サウルがこの言葉を聞いた時、神の霊

が激しく彼の上に臨んだので、彼の怒りははなはだ

しく燃えた。 7彼は一くびきの牛をとり、それを切

り裂き、使者の手によってイスラエルの全領土に送

って言わせた、「だれであってもサウルとサムエル

とに従って出ない者は、その牛がこのようにされる

であろう」。民は主を恐れて、ひとりのように出て

きた。 8サウルはベゼクでそれを数えたが、イスラ

エルの人々は三十万、ユダの人々は三万であった。

9そして人々は、きた使者たちに言った、「ヤベシ・

ギレアデの人にこう言いなさい、『あす、日の暑く

なるころ、あなたがたは救を得るであろう』と」。

使者が帰って、ヤベシの人々に告げたので、彼らは

喜んだ。 10そこでヤベシの人々は言った、「あす、

われわれは降伏します。なんでも、あなたがたが良

いと思うことを、われわれにしてください」。 11明

くる日、サウルは民を三つの部隊に分け、あかつき

に敵の陣営に攻め入り、日の暑くなるころまで、ア

ンモンびとを殺した。生き残った者はちりぢりにな

って、ふたり一緒にいるものはなかった。 12その時

、民はサムエルに言った、「さきに、『サウルがど

うしてわれわれを治めることができようか』と言っ

たものはだれでしょうか。その人々を引き出してく

ださい。われわれはその人々を殺します」。 13しか

しサウルは言った、「主はきょう、イスラエルに救

を施されたのですから、きょうは人を殺してはなり

ません」。 14そこでサムエルは民に言った、「さあ
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、ギルガルへ行って、あそこで王国を一新しよう」

。 15こうして民はみなギルガルへ行って、その所で

主の前にサウルを王とし、酬恩祭を主の前にささげ

、サウルとイスラエルの人々は皆、その所で大いに

祝った。

12サムエルはイスラエルの人々に言った、「見よ

、わたしは、あなたがたの言葉に聞き従って、あな

たがたの上に王を立てた。 2見よ王は今、あなたが

たの前に歩む。わたしは年老いて髪は白くなった。

わたしの子らもあなたがたと共にいる。わたしは若

い時から、きょうまで、あなたがたの前に歩んだ。

3わたしはここにいる。主の前と、その油そそがれた

者の前に、わたしを訴えよ。わたしが、だれの牛を

取ったか。だれのろばを取ったか。だれを欺いたか

。だれをしえたげたか。だれの手から、まいないを

取って、自分の目をくらましたか。もしそのような

ことがあれば、わたしはそれを、あなたがたに償お

う」。 4彼らは言った、「あなたは、われわれを欺

いたことも、しえたげたこともありません。また人

の手から何も取ったことはありません」。 5サムエ

ルは彼らに言った、「あなたがたが、わたしの手の

うちに、なんの不正をも見いださないことを、主は

あなたがたにあかしされる。その油そそがれた者も

、きょうそれをあかしする」。彼らは言った、「あ

かしされます」。 6サムエルは民に言った、「モー

セとアロンを立てて、あなたがたの先祖をエジプト

の地から導き出された主が証人です。 7それゆえ、

あなたがたは今、立ちなさい。わたしは主が、あな

たがたとあなたがたの先祖のために行われたすべて
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の救のわざについて、主の前に、あなたがたと論じ

よう。 8ヤコブがエジプトに行って、エジプトびと

が、彼らを、しえたげた時、あなたがたの先祖は主

に呼ばわったので、主はモーセとアロンをつかわさ

れた。そこで彼らは、あなたがたの先祖をエジプト

から導き出して、この所に住まわせた。 9しかし、

彼らがその神、主を忘れたので、主は彼らをハゾル

の王ヤビンの軍の長シセラの手に渡し、またペリシ

テびとの手とモアブの王の手にわたされた。そこで

彼らがイスラエルを攻めたので、 10民は主に呼ばわ

って言った、『われわれは主を捨て、バアルとアシ

タロテに仕えて、罪を犯しました。今、われわれを

敵の手から救い出してください。われわれはあなた

に仕えます』。 11主はエルバアルとバラクとエフタ

とサムエルをつかわして、あなたがたを周囲の敵の

手から救い出されたので、あなたがたは安らかに住

むことができた。 12ところが、アンモンびとの王ナ

ハシが攻めてくるのを見たとき、あなたがたの神、

主があなたがたの王であるのに、あなたがたはわた

しに、『いいえ、われわれを治める王がなければな

らない』と言った。 13それゆえ、今あなたがたの選

んだ王、あなたがたが求めた王を見なさい。主はあ

なたがたの上に王を立てられた。 14もし、あなたが

たが主を恐れ、主に仕えて、その声に聞き従い、主

の戒めにそむかず、あなたがたも、あなたがたを治

める王も共に、あなたがたの神、主に従うならば、

それで良い。 15しかし、もしあなたがたが主の声に

聞き従わず、主の戒めにそむくならば、主の手は、

あなたがたとあなたがたの王を攻めるであろう。 16
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それゆえ、今、あなたがたは立って、主が、あなた

がたの目の前で行われる、この大いなる事を見なさ

い。 17きょうは小麦刈の時ではないか。わたしは主

に呼ばわるであろう。そのとき主は雷と雨を下して

、あなたがたが王を求めて、主の前に犯した罪の大

いなることを見させ、また知らせられるであろう」

。 18そしてサムエルが主に呼ばわったので、主はそ

の日、雷と雨を下された。民は皆ひじょうに主とサ

ムエルとを恐れた。 19民はみなサムエルに言った、

「しもべらのために、あなたの神、主に祈って、わ

れわれの死なないようにしてください。われわれは

、もろもろの罪を犯した上に、また王を求めて、悪

を加えました」。 20サムエルは民に言った、「恐れ

ることはない。あなたがたは、このすべての悪をお

こなった。しかし主に従うことをやめず、心をつく

して主に仕えなさい。 21むなしい物に迷って行って

はならない。それは、あなたがたを助けることも救

うこともできないむなしいものだからである。 22主

は、その大いなる名のゆえに、その民を捨てられな

いであろう。主が、あなたがたを自分の民とするこ

とを良しとされるからである。 23また、わたしは、

あなたがたのために祈ることをやめて主に罪を犯す

ことは、けっしてしないであろう。わたしはまた良

い、正しい道を、あなたがたに教えるであろう。 24

あなたがたは、ただ主を恐れ、心をつくして、誠実

に主に仕えなければならない。そして主がどんなに

大きいことをあなたがたのためにされたかを考えな

ければならない。 25しかし、あなたがたが、なおも
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悪を行うならば、あなたがたも、あなたがたの王も

、共に滅ぼされるであろう」。

13サウルは三十歳で王の位につき、二年イスラエ

ルを治めた。 2さてサウルはイスラエルびと三千を

選んだ。二千はサウルと共にミクマシ、およびベテ

ルの山地におり、一千はヨナタンと共にベニヤミン

のギベアにいた。サウルはその他の民を、おのおの

、その天幕に帰らせた。 3ヨナタンは、ゲバにある

ペリシテびとの守備兵を敗った。ペリシテびとはそ

のことを聞いた。そこで、サウルは国中に、あまね

く角笛を吹きならして言わせた、「ヘブルびとよ、

聞け」。 4イスラエルの人は皆、サウルがペリシテ

びとの守備兵を敗ったこと、そしてイスラエルがペ

リシテびとに憎まれるようになったことを聞いた。

こうして民は召されて、ギルガルのサウルのもとに

集まった。 5ペリシテびとはイスラエルと戦うため

に集まった。戦車三千、騎兵六千、民は浜べの砂の

ように多かった。彼らは上ってきて、ベテアベンの

東のミクマシに陣を張った。 6イスラエルびとは、

ひどく圧迫され、味方が危くなったのを見て、ほら

穴に、縦穴に、岩に、墓に、ため池に身を隠した。

7また、あるヘブルびとはヨルダンを渡って、ガドと

ギレアデの地へ行った。しかしサウルはなおギルガ

ルにいて、民はみな、ふるえながら彼に従った。 8

サウルは、サムエルが定めたように、七日のあいだ

待ったが、サムエルがギルガルにこなかったので、

民は彼を離れて散って行った。 9そこでサウルは言

った、「燔祭と酬恩祭をわたしの所に持ってきなさ

い」。こうして彼は燔祭をささげた。 10その燔祭を
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ささげ終ると、サムエルがきた。サウルはあいさつ

をしようと、彼を迎えに出た。 11その時サムエルは

言った、「あなたは何をしたのですか」。サウルは

言った、「民はわたしを離れて散って行き、あなた

は定まった日のうちにこられないのに、ペリシテび

とがミクマシに集まったのを見たので、 12わたしは

、ペリシテびとが今にも、ギルガルに下ってきて、

わたしを襲うかも知れないのに、わたしはまだ主の

恵みを求めることをしていないと思い、やむを得ず

燔祭をささげました」。 13サムエルはサウルに言っ

た、「あなたは愚かなことをした。あなたは、あな

たの神、主の命じられた命令を守らなかった。もし

守ったならば、主は今あなたの王国を長くイスラエ

ルの上に確保されたであろう。 14しかし今は、あな

たの王国は続かないであろう。主は自分の心にかな

う人を求めて、その人に民の君となることを命じら

れた。あなたが主の命じられた事を守らなかったか

らである」。 15こうしてサムエルは立って、ギルガ

ルからベニヤミンのギベアに上っていった。サウル

は共にいる民を数えてみたが、おおよそ六百人あっ

た。 16サウルとその子ヨナタン、ならびに、共にい

る民は、ベニヤミンのゲバにおり、ペリシテびとは

ミクマシに陣を張っていた。 17そしてペリシテびと

の陣から三つの部隊にわかれた略奪隊が出てきて、

一部隊はオフラの方に向かって、シュアルの地に行

き、 18一部隊はベテホロンの方に向かい、一部隊は

荒野の方のゼボイムの谷を見おろす境の方に向かっ

た。 19そのころ、イスラエルの地にはどこにも鉄工

がいなかった。ペリシテびとが「ヘブルびとはつる
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ぎも、やりも造ってはならない」と言ったからであ

る。 20ただしイスラエルの人は皆、そのすきざき、

くわ、おの、かまに刃をつけるときは、ペリシテび

との所へ下って行った。 21すきざきと、くわのため

の料金は一ピムであり、おのに刃をつけるのと、と

げのあるむちを直すのは三分の一シケルであった。

22それでこの戦いの日には、サウルおよびヨナタン

と共にいた民の手には、つるぎもやりもなく、ただ

サウルとその子ヨナタンとがそれを持っていた。 23

ペリシテびとの先陣はミクマシの渡りに進み出た。

14ある日、サウルの子ヨナタンは、その武器を執

る若者に「さあ、われわれは向こう側の、ペリシテ

びとの先陣へ渡って行こう」と言った。しかしヨナ

タンは父には告げなかった。 2サウルはギベアのは

ずれで、ミグロンにある、ざくろの木の下にとどま

っていたが、共にいた民はおおよそ六百人であった

。 3またアヒヤはエポデを身に着けて共にいた。ア

ヒヤはアヒトブの子、アヒトブはイカボデの兄弟、

イカボデはピネハスの子、ピネハスはシロにおいて

主の祭司であったエリの子である。民はヨナタンが

出かけることを知らなかった。 4ヨナタンがペリシ

テびとの先陣に渡って行こうとする渡りには、一方

に険しい岩があり、他方にも険しい岩があり、一方

の名をボゼヅといい、他方の名をセネといった。 5

岩の一つはミクマシの前にあって北にあり、一つは

ゲバの前にあって南にあった。 6ヨナタンはその武

器を執る若者に言った、「さあ、われわれは、この

割礼なき者どもの先陣へ渡って行こう。主がわれわ

れのために何か行われるであろう。多くの人をもっ
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て救うのも、少ない人をもって救うのも、主にとっ

ては、なんの妨げもないからである」。 7武器を執

る者は彼に言った、「あなたの望みどおりにしなさ

い。わたしは一緒にいます。わたしはあなたと同じ

心です」。 8ヨナタンはまた言った、「われわれは

、あの人々の所に渡っていって、彼らに身を現そう

。 9そして、もし彼らがわれわれに、『こちらから

行くまで待て』と言うならば、われわれはその場に

とどまり、彼らの所に上っていかないであろう。 10

しかし、もし彼らが『われわれのところへ上ってこ

い』と言うならば、われわれは上って行こう。主が

彼らをわれわれの手に渡されるからである。これを

もってしるしとしよう」。 11こうしてふたりはペリ

シテびとの先陣に、その身を現したので、ペリシテ

びとは言った、「見よ、ヘブルびとが、隠れていた

穴から出てくる」。 12先陣の人々はヨナタンと、そ

の武器を執る者に叫んで言った、「われわれのとこ

ろに上ってこい。目に、もの見せてくれよう」。ヨ

ナタンは、その武器を執る者に言った、「わたしの

あとについて上ってきなさい。主は彼らをイスラエ

ルの手に渡されたのだ」。 13そしてヨナタンはよじ

登り、武器を執る者もそのあとについて登った。ペ

リシテびとはヨナタンの前に倒れた。武器を執る者

も、あとについていってペリシテびとを殺した。 14

ヨナタンとその武器を執る者とが、手始めに殺した

ものは、おおよそ二十人であって、このことは一く

びきの牛の耕す畑のおおよそ半分の内で行われた。

15そして陣営にいる者、野にいるもの、およびすべ

ての民は恐怖に襲われ、先陣のもの、および略奪隊
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までも、恐れおののいた。また地は震い動き、非常

に大きな恐怖となった。 16ベニヤミンのギベアにい

たサウルの番兵たちが見ると、ペリシテびとの群衆

はくずれて右往左往していた。 17その時サウルは、

共にいる民に言った、「人数を調べて、われわれの

うちのだれが出て行ったかを見よ」。人数を調べた

ところ、ヨナタンとその武器を執る者とがそこにい

なかった。 18サウルはアヒヤに言った、「エポデを

ここに持ってきなさい」。その時、アヒヤはイスラ

エルの人々の前でエポデを身に着けていたからであ

る。 19サウルが祭司に語っている間にも、ペリシテ

びとの陣営の騒ぎはますます大きくなったので、サ

ウルは祭司に言った、「手を引きなさい」。 20こう

してサウルおよび共にいる民は皆、集まって戦いに

出た。ペリシテびとはつるぎをもって同志打ちした

ので、非常に大きな混乱となった。 21また先にペリ

シテびとと共にいて、彼らと共に陣営にきていたヘ

ブルびとたちも、翻ってサウルおよびヨナタンと共

にいるイスラエルびとにつくようになった。 22また

エフライムの山地に身を隠していたイスラエルびと

たちも皆、ペリシテびとが逃げると聞いて、彼らも

また戦いに出て、それを追撃した。 23こうして主は

その日イスラエルを救われた。そして戦いはベテア

ベンに移った。 24しかしその日イスラエルの人々は

苦しんだ。これはサウルが民に誓わせて「夕方まで

、わたしが敵にあだを返すまで、食物を食べる者は

、のろわれる」と言ったからである。それゆえ民の

うちには、ひとりも食物を口にしたものはなかった

。 25ところで、民がみな森の中にはいると、地のお
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もてに蜜があった。 26民は森にはいった時、蜜のし

たたっているのを見た。しかしだれもそれを手に取

って口につけるものがなかった。民が誓いを恐れた

からである。 27しかしヨナタンは、父が民に誓わせ

たことを聞かなかったので、手を伸べてつえの先を

蜜ばちの巣に浸し、手に取って口につけた。すると

彼は目がはっきりした。 28その時、民のひとりが言

った、「あなたの父は、かたく民に誓わせて『きょ

う、食物を食べる者は、のろわれる』と言われまし

た。それで民は疲れているのです」。 29ヨナタンは

言った、「父は国を悩ませました。ごらんなさい。

この蜜をすこしなめたばかりで、わたしの目がこん

なに、はっきりしたではありませんか。 30まして、

民がきょう敵からぶんどった物を、じゅうぶん食べ

ていたならば、さらに多くのペリシテびとを殺して

いたでしょうに」。 31その日イスラエルびとは、ペ

リシテびとを撃って、ミクマシからアヤロンに及ん

だ。そして民は、ひじょうに疲れたので、 32ぶんど

り物に、はせかかって、羊、牛、子牛を取って、そ

れを地の上に殺し、血のままでそれを食べた。 33人

々はサウルに言った、「民は血のままで食べて、主

に罪を犯しています」。サウルは言った、「あなた

がたはそむいている。この所へ、わたしのもとに大

きな石をころがしてきなさい」。 34サウルはまた言

った、「あなたがたは分れて、民の中にはいって、

彼らに言いなさい、『おのおの牛または、羊を引い

てきてここでほふって食べなさい。血のままで食べ

て、主に罪を犯してはならない』」。そこで民は皆

、その夜、おのおの牛を引いてきて、それを、その
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所でほふった。 35こうしてサウルは主に一つの祭壇

を築いた。これはサウルが主のために築いた最初の

祭壇である。 36サウルは言った、「われわれは夜の

うちにペリシテびとを追って下り、夜明けまで彼ら

をかすめて、ひとりも残らぬようにしよう」。人々

は言った、「良いと思われることを、なんでもして

ください」。しかし祭司は言った、「われわれは、

ここで、神に尋ねましょう」。 37そこでサウルは神

に伺った、「わたしはペリシテびとを追って下るべ

きでしょうか。あなたは彼らをイスラエルの手に渡

されるでしょうか」。しかし神はその日は答えられ

なかった。 38そこでサウルは言った、「民の長たち

よ、みなこの所に近よりなさい。あなたがたは、よ

く見きわめて、きょうのこの罪が起きたわけを知ら

なければならない。 39イスラエルを救う主は生きて

おられる。たとい、それがわたしの子ヨナタンであ

っても、必ず死ななければならない」。しかし民の

うちにはひとりも、これに答えるものがいなかった

。 40サウルはイスラエルのすべての人に言った、「

あなたがたは向こう側にいなさい。わたしとわたし

の子ヨナタンはこちら側にいましょう」。民はサウ

ルに言った、「良いと思われることをしてください

」。 41そこでサウルは言った、「イスラエルの神、

主よ、あなたはきょう、なにゆえしもべに答えられ

なかったのですか。もしこの罪がわたしにあるか、

またはわたしの子ヨナタンにあるのでしたら、イス

ラエルの神、主よ、ウリムをお与えください。しか

し、もしこの罪が、あなたの民イスラエルにあるの

でしたらトンミムをお与えください」。こうしてヨ
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ナタンとサウルとが、くじに当り、民はのがれた。

42サウルは言った、「わたしか、わたしの子ヨナタ

ンかを決めるために、くじを引きなさい」。くじは

ヨナタンに当った。 43サウルはヨナタンに言った、

「あなたがしたことを、わたしに言いなさい」。ヨ

ナタンは言った、「わたしは確かに手にあったつえ

の先に少しばかりの蜜をつけて、なめました。わた

しはここにいます。死は覚悟しています」。 44サウ

ルは言った、「神がわたしをいくえにも罰してくだ

さるように。ヨナタンよ、あなたは必ず死ななけれ

ばならない」。 45その時、民はサウルに言った、「

イスラエルのうちにこの大いなる勝利をもたらした

ヨナタンが死ななければならないのですか。決して

そうではありません。主は生きておられます。ヨナ

タンの髪の毛一すじも地に落してはなりません。彼

は神と共にきょう働いたのです」。こうして民はヨ

ナタンを救ったので彼は死を免れた。 46サウルはペ

リシテびとを追うことをやめて引きあげ、ペリシテ

びとはその国へ帰った。 47サウルはイスラエルの王

となって、周囲のもろもろの敵、すなわちモアブ、

アンモンの人々、エドム、ゾバの王たちおよびペリ

シテびとと戦い、すべて向かう所で勝利を得た。 48

サウルは勇ましく働き、アマレクびとを撃って、イ

スラエルびとを略奪者の手から救い出した。 49さて

、サウルのむすこたちはヨナタン、エスイ、および

マルキシュアである。ふたりの娘の名は次のとおり

である。すなわち姉の名はメラブ、妹の名はミカル

である。 50サウルの妻の名はアヒノアムといい、ア

ヒマアズの娘である。また軍の長の名はアブネルと
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いい、サウルのおじネルの子である。 51サウルの父

キシとアブネルの父ネルとは、アビエルの子である

。 52サウルの一生の間、ペリシテびとと激しい戦い

があった。サウルは力の強い人や勇気のある人を見

るごとに、それを召しかかえた。

15さて、サムエルはサウルに言った、「主は、わ

たしをつかわし、あなたに油をそそいで、その民イ

スラエルの王とされました。それゆえ、今、主の言

葉を聞きなさい。 2万軍の主は、こう仰せられる、

『わたしは、アマレクがイスラエルにした事、すな

わちイスラエルがエジプトから上ってきた時、その

途中で敵対したことについて彼らを罰するであろう

。 3今、行ってアマレクを撃ち、そのすべての持ち

物を滅ぼしつくせ。彼らをゆるすな。男も女も、幼

な子も乳飲み子も、牛も羊も、らくだも、ろばも皆

、殺せ』」。 4サウルは民を呼び集め、テライムで

人数を調べたところ、歩兵は二十万、ユダの人は一

万であった。 5そしてサウルはアマレクの町へ行っ

て、谷に兵を伏せた。 6サウルはケニびとに言った

、「さあ、あなたがたはアマレクびとを離れて、下

っていってください。彼らと一緒にあなたがたを滅

ぼすようなことがあってはならない。あなたがたは

、イスラエルの人々がエジプトから上ってきた時、

親切にしてくれたのですから」。そこでケニびとは

アマレクびとを離れて行った。 7サウルはアマレク

びとを撃って、ハビラからエジプトの東にあるシュ

ルにまで及んだ。 8そしてアマレクびとの王アガグ

をいけどり、つるぎをもってその民をことごとく滅

ぼした。 9しかしサウルと民はアガグをゆるし、ま
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た羊と牛の最も良いもの、肥えたものならびに小羊

と、すべての良いものを残し、それらを滅ぼし尽す

ことを好まず、ただ値うちのない、つまらない物を

滅ぼし尽した。 10その時、主の言葉がサムエルに臨

んだ、 11「わたしはサウルを王としたことを悔いる

。彼がそむいて、わたしに従わず、わたしの言葉を

行わなかったからである」。サムエルは怒って、夜

通し、主に呼ばわった。 12そして朝サウルに会うた

め、早く起きたが、サムエルに告げる人があった、

「サウルはカルメルにきて、自分のために戦勝記念

碑を建て、身をかえして進み、ギルガルへ下って行

きました」。 13サムエルがサウルのもとへ来ると、

サウルは彼に言った、「どうぞ、主があなたを祝福

されますように。わたしは主の言葉を実行しました

」。 14サムエルは言った、「それならば、わたしの

耳にはいる、この羊の声と、わたしの聞く牛の声は

、いったい、なんですか」。 15サウルは言った、「

人々がアマレクびとの所から引いてきたのです。民

は、あなたの神、主にささげるために、羊と牛の最

も良いものを残したのです。そのほかは、われわれ

が滅ぼし尽しました」。 16サムエルはサウルに言っ

た、「おやめなさい。昨夜、主がわたしに言われた

ことを、あなたに告げましょう」。サウルは彼に言

った、「言ってください」。 17サムエルは言った、

「たとい、自分では小さいと思っても、あなたはイ

スラエルの諸部族の長ではありませんか。主はあな

たに油を注いでイスラエルの王とされた。 18そして

主はあなたに使命を授け、つかわして言われた、『

行って、罪びとなるアマレクびとを滅ぼし尽せ。彼
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らを皆殺しにするまで戦え』。 19それであるのに、

どうしてあなたは主の声に聞き従わないで、ぶんど

り物にとびかかり、主の目の前に悪をおこなったの

ですか」。 20サウルはサムエルに言った、「わたし

は主の声に聞き従い、主がつかわされた使命を帯び

て行き、アマレクの王アガグを連れてきて、アマレ

クびとを滅ぼし尽しました。 21しかし民は滅ぼし尽

すべきもののうち最も良いものを、ギルガルで、あ

なたの神、主にささげるため、ぶんどり物のうちか

ら羊と牛を取りました」。 22サムエルは言った、「

主はそのみ言葉に聞き従う事を喜ばれるように、燔

祭や犠牲を喜ばれるであろうか。見よ、従うことは

犠牲にまさり、聞くことは雄羊の脂肪にまさる。 23

そむくことは占いの罪に等しく、強情は偶像礼拝の

罪に等しいからである。あなたが主のことばを捨て

たので、主もまたあなたを捨てて、王の位から退け

られた」。 24サウルはサムエルに言った、「わたし

は主の命令とあなたの言葉にそむいて罪を犯しまし

た。民を恐れて、その声に聞き従ったからです。 25

どうぞ、今わたしの罪をゆるし、わたしと一緒に帰

って、主を拝ませてください」。 26サムエルはサウ

ルに言った、「あなたと一緒に帰りません。あなた

が主の言葉を捨てたので、主もあなたを捨てて、イ

スラエルの王位から退けられたからです」。 27こう

してサムエルが去ろうとして身をかえした時、サウ

ルがサムエルの上着のすそを捕えたので、それは裂

けた。 28サムエルは彼に言った、「主はきょう、あ

なたからイスラエルの王国を裂き、もっと良いあな

たの隣人に与えられた。 29またイスラエルの栄光は
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偽ることもなく、悔いることもない。彼は人ではな

いから悔いることはない」。 30サウルは言った、「

わたしは罪を犯しましたが、どうぞ、民の長老たち

、およびイスラエルの前で、わたしを尊び、わたし

と一緒に帰って、あなたの神、主を拝ませてくださ

い」。 31そこでサムエルはサウルのあとについて帰

った。そしてサウルは主を拝んだ。 32時にサムエル

は言った、「わたしの所にアマレクびとの王アガグ

を引いてきなさい」。アガグはうれしそうにサムエ

ルの所にきた。アガグは「死の苦しみはきっと過ぎ

去ったのだ」と思った。 33サムエルは言った、「あ

なたのつるぎは多くの女に子供を失わせた。そのよ

うにあなたの母も女のうちで最も無惨に子供を失う

者となるであろう」。サムエルはギルガルで主の前

に、アガグを寸断した。 34そしてサムエルはラマに

行き、サウルは故郷のギベアに上って、その家に帰

った。 35サムエルは死ぬ日まで、二度とサウルを見

なかった。しかしサムエルはサウルのために悲しん

だ。また主はサウルをイスラエルの王としたことを

悔いられた。

16さて主はサムエルに言われた、「わたしがすで

にサウルを捨てて、イスラエルの王位から退けたの

に、あなたはいつまで彼のために悲しむのか。角に

油を満たし、それをもって行きなさい。あなたをベ

ツレヘムびとエッサイのもとにつかわします。わた

しはその子たちのうちにひとりの王を捜し得たから

である」。 2サムエルは言った、「どうしてわたし

は行くことができましょう。サウルがそれを聞けば

、わたしを殺すでしょう」。主は言われた、「一頭
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の子牛を引いていって、『主に犠牲をささげるため

にきました』と言いなさい。 3そしてエッサイを犠

牲の場所に呼びなさい。その時わたしはあなたのす

ることを示します。わたしがあなたに告げる人に油

を注がなければならない」。 4サムエルは主が命じ

られたようにして、ベツレヘムへ行った。町の長老

たちは、恐れながら出て、彼を迎え、「穏やかな事

のためにこられたのですか」と言った。 5サムエル

は言った、「穏やかな事のためです。わたしは主に

犠牲をささげるためにきました。身をきよめて、犠

牲の場所にわたしと共にきてください」。そしてサ

ムエルはエッサイとその子たちをきよめて犠牲の場

に招いた。 6彼らがきた時、サムエルはエリアブを

見て、「自分の前にいるこの人こそ、主が油をそそ

がれる人だ」と思った。 7しかし主はサムエルに言

われた、「顔かたちや身のたけを見てはならない。

わたしはすでにその人を捨てた。わたしが見るとこ

ろは人とは異なる。人は外の顔かたちを見、主は心

を見る」。 8そこでエッサイはアビナダブを呼んで

サムエルの前を通らせた。サムエルは言った、「主

が選ばれたのはこの人でもない」。 9エッサイはシ

ャンマを通らせたが、サムエルは言った、「主が選

ばれたのはこの人でもない」。 10エッサイは七人の

子にサムエルの前を通らせたが、サムエルはエッサ

イに言った、「主が選ばれたのはこの人たちではな

い」。 11サムエルはエッサイに言った、「あなたの

むすこたちは皆ここにいますか」。彼は言った、「

まだ末の子が残っていますが羊を飼っています」。

サムエルはエッサイに言った、「人をやって彼を連
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れてきなさい。彼がここに来るまで、われわれは食

卓につきません」。 12そこで人をやって彼をつれて

きた。彼は血色のよい、目のきれいな、姿の美しい

人であった。主は言われた、「立ってこれに油をそ

そげ。これがその人である」。 13サムエルは油の角

をとって、その兄弟たちの中で、彼に油をそそいだ

。この日からのち、主の霊は、はげしくダビデの上

に臨んだ。そしてサムエルは立ってラマへ行った。

14さて主の霊はサウルを離れ、主から来る悪霊が彼

を悩ました。 15サウルの家来たちは彼に言った、「

ごらんなさい。神から来る悪霊があなたを悩まして

いるのです。 16どうぞ、われわれの主君が、あなた

の前に仕えている家来たちに命じて、じょうずに琴

をひく者ひとりを捜させてください。神から来る悪

霊があなたに臨む時、彼が手で琴をひくならば、あ

なたは良くなられるでしょう」。 17そこでサウルは

家来たちに言った、「じょうずに琴をひく者を捜し

て、わたしのもとに連れてきなさい」。 18その時、

ひとりの若者がこたえた、「わたしはベツレヘムび

とエッサイの子を見ましたが、琴がじょうずで、勇

気もあり、いくさびとで、弁舌にひいで、姿の美し

い人です。また主が彼と共におられます」。 19そこ

でサウルはエッサイのもとに使者をつかわして言っ

た、「羊を飼っているあなたの子ダビデをわたしの

もとによこしなさい」。 20エッサイは、ろばにパン

を負わせ、皮袋にいれたぶどう酒一袋と、やぎの子

とを取って、その子ダビデの手によってサウルに送

った。 21ダビデはサウルのもとにきて、彼に仕えた

。サウルはひじょうにこれを愛して、その武器を執
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る者とした。 22またサウルは人をつかわしてエッサ

イに言った、「ダビデをわたしに仕えさせてくださ

い。彼はわたしの心にかないました」。 23神から出

る悪霊がサウルに臨む時、ダビデは琴をとり、手で

それをひくと、サウルは気が静まり、良くなって、

悪霊は彼を離れた。

17さてペリシテびとは、軍を集めて戦おうとし、

ユダに属するソコに集まって、ソコとアゼカの間に

あるエペス・ダミムに陣取った。 2サウルとイスラ

エルの人々は集まってエラの谷に陣取り、ペリシテ

びとに対して戦列をしいた。 3ペリシテびとは向こ

うの山の上に立ち、イスラエルはこちらの山の上に

立った。その間に谷があった。 4時に、ペリシテび

との陣から、ガテのゴリアテという名の、戦いをい

どむ者が出てきた。身のたけは六キュビト半。 5頭

には青銅のかぶとを頂き、身には、うろことじのよ

ろいを着ていた。そのよろいは青銅で重さ五千シケ

ル。 6また足には青銅のすね当を着け、肩には青銅

の投げやりを背負っていた。 7手に持っているやり

の柄は、機の巻棒のようであり、やりの穂の鉄は六

百シケルであった。彼の前には、盾を執る者が進ん

だ。 8ゴリアテは立ってイスラエルの戦列に向かっ

て叫んだ、「なにゆえ戦列をつくって出てきたのか

。わたしはペリシテびと、おまえたちはサウルの家

来ではないか。おまえたちから、ひとりを選んで、

わたしのところへ下ってこさせよ。 9もしその人が

戦ってわたしを殺すことができたら、われわれはお

まえたちの家来となる。しかしわたしが勝ってその

人を殺したら、おまえたちは、われわれの家来にな
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って仕えなければならない」。 10またこのペリシテ

びとは言った、「わたしは、きょうイスラエルの戦

列にいどむ。ひとりを出して、わたしと戦わせよ」

。 11サウルとイスラエルのすべての人は、ペリシテ

びとのこの言葉を聞いて驚き、ひじょうに恐れた。

12さて、ダビデはユダのベツレヘムにいたエフラタ

びとエッサイという名の人の子で、この人に八人の

子があったが、サウルの世には年が進んで、すでに

年老いていた。 13エッサイの子らのうち、上の三人

はサウルに従って戦争に出た。その戦いに出た三人

の子の名は、長子をエリアブといい、次をアビナダ

ブといい、第三をシャンマと言った。 14ダビデは末

の子であって、兄三人はサウルにしたがった。 15ダ

ビデはサウルの所から行ったりきたりして、ベツレ

ヘムで父の羊を飼っていた。 16あのペリシテびとは

四十日の間、朝夕出てきて、彼らの前に立った。 17

時に、エッサイはその子ダビデに言った、「兄たち

のため、このいり麦一エパと、この十個のパンをと

って、急いで陣営にいる兄の所へ持っていきなさい

。 18またこの十の乾酪を取って、千人の長にもって

行き、兄たちの安否を見とどけて、そのしるしをも

らってきなさい」。 19さてサウルと彼らおよびイス

ラエルのすべての人は、エラの谷でペリシテびとと

戦っていた。 20ダビデは朝はやく起きて、羊を番人

に託し、エッサイが命じたように食料品を携えて行

った。彼が陣営に着いた時、軍勢は、ときの声をあ

げて戦線に出ようとしていた。 21そしてイスラエル

とペリシテびととは戦列を敷いて、軍と軍と向き合

った。 22ダビデは荷物をおろして、荷物を守る者に
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あずけ、戦列の方へ走って、兄たちの所へ行き、彼

らの安否を尋ねた。 23兄たちと語っている時、ペリ

シテびとの戦列から、ガテのペリシテびとで、名を

ゴリアテという、あの戦いをいどむ者が上ってきて

、前と同じ言葉を言ったので、ダビデはそれを聞い

た。 24イスラエルのすべての人は、その人を見て、

避けて逃げ、ひじょうに恐れた。 25イスラエルの人

々はまた言った、「あなたがたは、あの上ってきた

人を見たか。確かにイスラエルにいどむために上っ

てきたのだ。彼を殺す人は、王が大いなる富を与え

て富ませ、その娘を与え、その父の家にはイスラエ

ルのうちで税を免れさせるであろう」。 26ダビデは

かたわらに立っている人々に言った、「このペリシ

テびとを殺し、イスラエルの恥をすすぐ人には、ど

うされるのですか。この割礼なきペリシテびとは何

者なので、生ける神の軍をいどむのか」。 27民は前

と同じように、「彼を殺す人にはこうされるであろ

う」と答えた。 28上の兄エリアブはダビデが人々と

語るのを聞いて、ダビデに向かい怒りを発して言っ

た、「なんのために下ってきたのか。野にいるわず

かの羊はだれに託したのか。あなたのわがままと悪

い心はわかっている。戦いを見るために下ってきた

のだ」。 29ダビデは言った、「わたしが今、何をし

たというのですか。ただひと言いっただけではあり

ませんか」。 30またふり向いて、ほかの人に前のよ

うに語ったところ、民はまた同じように答えた。 31

人々はダビデの語った言葉を聞いて、それをサウル

に告げたので、サウルは彼を呼び寄せた。 32ダビデ

はサウルに言った、「だれも彼のゆえに気を落して
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はなりません。しもべが行ってあのペリシテびとと

戦いましょう」。 33サウルはダビデに言った、「行

って、あのペリシテびとと戦うことはできない。あ

なたは年少だが、彼は若い時からの軍人だからです

」。 34しかしダビデはサウルに言った、「しもべは

父の羊を飼っていたのですが、しし、あるいはくま

がきて、群れの小羊を取った時、 35わたしはそのあ

とを追って、これを撃ち、小羊をその口から救いだ

しました。その獣がわたしにとびかかってきた時は

、ひげをつかまえて、それを撃ち殺しました。 36し

もべはすでに、ししと、くまを殺しました。この割

礼なきペリシテびとも、生ける神の軍をいどんだの

ですから、あの獣の一頭のようになるでしょう」。

37ダビデはまた言った、「ししのつめ、くまのつめ

からわたしを救い出された主は、またわたしを、こ

のペリシテびとの手から救い出されるでしょう」。

サウルはダビデに言った、「行きなさい。どうぞ主

があなたと共におられるように」。 38そしてサウル

は自分のいくさ衣をダビデに着せ、青銅のかぶとを

、その頭にかぶらせ、また、うろことじのよろいを

身にまとわせた。 39ダビデは、いくさ衣の上に、つ

るぎを帯びて行こうとしたが、できなかった。それ

に慣れていなかったからである。そこでダビデはサ

ウルに言った、「わたしはこれらのものを着けてい

くことはできません。慣れていないからです」。 40

ダビデはそれらを脱ぎすて、手につえをとり、谷間

からなめらかな石五個を選びとって自分の持ってい

る羊飼の袋に入れ、手に石投げを執って、あのペリ

シテびとに近づいた。 41そのペリシテびとは進んで
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きてダビデに近づいた。そのたてを執る者が彼の前

にいた。 42ペリシテびとは見まわしてダビデを見、

これを侮った。まだ若くて血色がよく、姿が美しか

ったからである。 43ペリシテびとはダビデに言った

、「つえを持って、向かってくるが、わたしは犬な

のか」。ペリシテびとは、また神々の名によってダ

ビデをのろった。 44ペリシテびとはダビデに言った

、「さあ、向かってこい。おまえの肉を、空の鳥、

野の獣のえじきにしてくれよう」。 45ダビデはペリ

シテびとに言った、「おまえはつるぎと、やりと、

投げやりを持って、わたしに向かってくるが、わた

しは万軍の主の名、すなわち、おまえがいどんだ、

イスラエルの軍の神の名によって、おまえに立ち向

かう。 46きょう、主は、おまえをわたしの手にわた

されるであろう。わたしは、おまえを撃って、首を

はね、ペリシテびとの軍勢の死かばねを、きょう、

空の鳥、地の野獣のえじきにし、イスラエルに、神

がおられることを全地に知らせよう。 47またこの全

会衆も、主は救を施すのに、つるぎとやりを用いら

れないことを知るであろう。この戦いは主の戦いで

あって、主がわれわれの手におまえたちを渡される

からである」。 48そのペリシテびとが立ち上がり、

近づいてきてダビデに立ち向かったので、ダビデは

急ぎ戦線に走り出て、ペリシテびとに立ち向かった

。 49ダビデは手を袋に入れて、その中から一つの石

を取り、石投げで投げて、ペリシテびとの額を撃っ

たので、石はその額に突き入り、うつむきに地に倒

れた。 50こうしてダビデは石投げと石をもってペリ

シテびとに勝ち、ペリシテびとを撃って、これを殺
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した。ダビデの手につるぎがなかったので、 51ダビ

デは走りよってペリシテびとの上に乗り、そのつる

ぎを取って、さやから抜きはなし、それをもって彼

を殺し、その首をはねた。ペリシテの人々は、その

勇士が死んだのを見て逃げた。 52イスラエルとユダ

の人々は立ちあがり、ときをあげて、ペリシテびと

を追撃し、ガテおよびエクロンの門にまで及んだ。

そのためペリシテびとの負傷者は、シャライムから

ガテおよびエクロンに行く道の上に倒れた。 53イス

ラエルの人々はペリシテびとの追撃を終えて帰り、

その陣営を略奪した。 54ダビデは、あのペリシテび

との首を取ってエルサレムへ持って行ったが、その

武器は自分の天幕に置いた。 55サウルはダビデがあ

のペリシテびとに向かって出ていくのを見て、軍の

長アブネルに言った、「アブネルよ、この若者はだ

れの子か」。アブネルは言った、「王よ、あなたの

いのちにかけて誓います。わたしは知らないのです

」。 56王は言った、「この若者がだれの子か、尋ね

てみよ」。 57ダビデが、あのペリシテびとを殺して

帰ってきた時、アブネルは、ペリシテびとの首を手

に持っている彼を、サウルの前に連れて行った。 58

サウルは彼に言った、「若者よ、あなたはだれの子

か」。ダビデは答えた、「あなたのしもべ、ベツレ

ヘムびとエッサイの子です」。

18ダビデがサウルに語り終えた時、ヨナタンの心

はダビデの心に結びつき、ヨナタンは自分の命のよ

うにダビデを愛した。 2この日、サウルはダビデを

召しかかえて、父の家に帰らせなかった。 3ヨナタ

ンとダビデとは契約を結んだ。ヨナタンが自分の命
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のようにダビデを愛したからである。 4ヨナタンは

自分が着ていた上着を脱いでダビデに与えた。また

、そのいくさ衣、およびつるぎも弓も帯も、そのよ

うにした。 5ダビデはどこでもサウルがつかわす所

に出て行って、てがらを立てたので、サウルは彼を

兵の隊長とした。それはすべての民の心にかない、

またサウルの家来たちの心にもかなった。 6人々が

引き揚げてきた時、すなわちダビデが、かのペリシ

テびとを殺して帰った時、女たちはイスラエルの町

々から出てきて、手鼓と祝い歌と三糸の琴をもって

、歌いつ舞いつ、サウル王を迎えた。 7女たちは踊

りながら互に歌いかわした、「サウルは千を撃ち殺

し、ダビデは万を撃ち殺した」。 8サウルは、ひじ

ょうに怒り、この言葉に気を悪くして言った、「ダ

ビデには万と言い、わたしには千と言う。この上、

彼に与えるものは、国のほかないではないか」。 9

サウルは、この日からのちダビデをうかがった。 10

次の日、神から来る悪霊がサウルにはげしく臨んで

、サウルが家の中で狂いわめいたので、ダビデは、

いつものように、手で琴をひいた。その時、サウル

の手にやりがあったので、 11サウルは「ダビデを壁

に刺し通そう」と思って、そのやりをふり上げた。

しかしダビデは二度身をかわしてサウルを避けた。

12主がサウルを離れて、ダビデと共におられたので

、サウルはダビデを恐れた。 13それゆえサウルは、

ダビデを遠ざけて、千人の長としたので、ダビデは

民の先に立って出入りした。 14またダビデは、すべ

てそのすることに、てがらを立てた。主が共におら

れたからである。 15サウルはダビデが大きなてがら
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を立てるのを見て彼を恐れたが、 16イスラエルとユ

ダのすべての人はダビデを愛した。彼が民の先に立

って出入りしたからである。 17その時サウルはダビ

デに言った、「わたしの長女メラブを、あなたに妻

として与えよう。ただ、あなたはわたしのために勇

ましく、主の戦いを戦いなさい」。サウルは「自分

の手で彼を殺さないで、ペリシテびとの手で殺そう

」と思ったからである。 18ダビデはサウルに言った

、「わたしは何者なのでしょう。わたしの親族、わ

たしの父の一族はイスラエルのうちで何者なのでし

ょう。そのわたしが、どうして王のむこになること

ができましょう」。 19しかしサウルの娘メラブは、

ダビデにとつぐべき時になって、メホラびとアデリ

エルに妻として与えられた。 20サウルの娘ミカルは

ダビデを愛した。人々がそれをサウルに告げたとき

、サウルはその事を喜んだ。 21サウルは「ミカルを

彼に与えて、彼を欺く手だてとし、ペリシテびとの

手で彼を殺そう」と思ったので、サウルはふたたび

ダビデに言った、「あなたを、きょう、わたしのむ

こにします」。 22そしてサウルは家来たちに命じた

、「ひそかにダビデに言いなさい、『王はあなたが

気に入り、王の家来たちも皆あなたを愛しています

。それゆえ王のむこになりなさい』」。 23そこでサ

ウルの家来たちはこの言葉をダビデの耳に語ったの

で、ダビデは言った、「わたしのような貧しく、卑

しい者が、王のむこになることは、あなたがたには

、たやすいことと思われますか」。 24サウルの家来

たちはサウルに、「ダビデはこう言った」と告げた

。 25サウルは言った、「あなたがたはダビデにこう
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言いなさい、『王はなにも結納を望まれない。ただ

ペリシテびとの陽の皮一百を獲て、王のあだを討つ

ことを望まれる』」。これはサウルが、ダビデをペ

リシテびとの手によって倒そうと思ったからである

。 26サウルの家来たちが、この言葉をダビデに告げ

た時、ダビデは王のむこになることを良しとした。

そして定めた日がまだこないうちに、 27ダビデは従

者をつれて、立って行き、ペリシテびと二百人を殺

して、その陽の皮を携え帰り、王のむこになるため

に、それをことごとく王にささげた。そこでサウル

は娘ミカルを彼に妻として与えた。 28しかしサウル

は見て、主がダビデと共におられること、またイス

ラエルのすべての人がダビデを愛するのを知った時

、 29サウルは、ますますダビデを恐れた。こうして

サウルは絶えずダビデに敵した。 30さてペリシテび

との君たちが攻めてきたが、ダビデは、彼らが攻め

てくるごとに、サウルのどの家来よりも多くのてが

らを立てたので、その名はひじょうに尊敬された。

19サウルはその子ヨナタンおよびすべての家来た

ちにダビデを殺すようにと言った。しかしサウルの

子ヨナタンは深くダビデを愛していた。 2ヨナタン

はダビデに言った、「父サウルはあなたを殺そうと

しています。それゆえあすの朝、気をつけて、わか

らない場所に身を隠していてください。 3わたしは

出て行って、あなたがいる野原で父のかたわらに立

ち、父にあなたのことを話しましょう。そして、何

かわたしにわかれば、あなたに告げましょう」。 4

ヨナタンは父サウルにダビデのことをほめて言った

、「王よ、どうか家来ダビデに対して罪を犯さない
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でください。彼は、あなたに罪を犯さず、また彼の

したことは、あなたのためになることでした。 5彼

は命をかけて、あのペリシテびとを殺し、主はイス

ラエルの人々に大いなる勝利を与えられたのです。

あなたはそれを見て喜ばれました。それであるのに

、どうしてゆえなくダビデを殺し、罪なき者の血を

流して罪を犯そうとされるのですか」。 6サウルは

ヨナタンの言葉を聞きいれた。そしてサウルは誓っ

た、「主は生きておられる。わたしは決して彼を殺

さない」。 7ヨナタンはダビデを呼んでこれらのこ

とをみなダビデに告げた。そしてヨナタンがダビデ

をサウルのもとに連れてきたので、ダビデは、もと

のようにサウルの前にいた。 8ところがまた戦争が

おこって、ダビデは出てペリシテびとと戦い、大い

に彼らを殺したので、彼らはその前から逃げ去った

。 9さてサウルが家にいて手にやりを持ってすわっ

ていた時、主から来る悪霊がサウルに臨んだので、

ダビデは琴をひいていたが、 10サウルはそのやりを

もってダビデを壁に刺し通そうとした。しかし彼は

サウルの前に身をかわしたので、やりは壁につきさ

さった。そしてダビデは逃げ去った。 11その夜、サ

ウルはダビデの家に使者たちをつかわして見張りを

させ、朝になって彼を殺させようとした。しかしダ

ビデの妻ミカルはダビデに言った、「もし今夜のう

ちに、あなたが自分の命を救わないならば、あすは

殺されるでしょう」。 12そしてミカルがダビデを窓

からつりおろしたので、彼は逃げ去った。 13ミカル

は一つの像をとって、寝床の上に横たえ、その頭に

やぎの毛の網をかけ、着物をもってそれをおおった
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。 14サウルはダビデを捕えるため使者たちをつかわ

したが、彼女は言った、「あの人は病気です」。 15

そこでサウルは、ダビデを見させようと使者たちを

つかわして言った、「彼を寝床のまま、わたしの所

に連れてきなさい。わたしが彼を殺そう」。 16使者

たちがはいって見ると、寝床には像が横たえてあっ

て、その頭には、やぎの毛の網がかけてあった。 17

サウルはミカルに言った、「あなたはどうして、こ

のようにわたしを欺いて、わたしの敵を逃がしたの

か」。ミカルはサウルに答えた、「あの人はわたし

に『逃がしてくれ。さもないと、おまえを殺す』と

言いました」。 18ダビデは逃げ去り、ラマにいるサ

ムエルのもとへ行って、サウルが自分にしたすべて

のことを彼に告げた。そしてダビデとサムエルは行

ってナヨテに住んだ。 19ある人がサウルに「ダビデ

はラマのナヨテにいます」と告げたので、 20サウル

は、ダビデを捕えるために、使者たちをつかわした

。彼らは預言者の一群が預言していて、サムエルが

、そのうちの、かしらとなって立っているのを見た

が、その時、神の霊はサウルの使者たちにも臨んで

、彼らもまた預言した。 21サウルは、このことを聞

いて、他の使者たちをつかわしたが、彼らもまた預

言した。サウルは三たび使者たちをつかわしたが、

彼らもまた預言した。 22そこでサウルはみずからラ

マに行き、セクの大井戸に着いた時、問うて言った

、「サムエルとダビデは、どこにおるか」。ひとり

の人が答えた、「彼らはラマのナヨテにいます」。

23そこでサウルはそこからラマのナヨテに行ったが

、神の霊はまた彼にも臨んで、彼はラマのナヨテに
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着くまで歩きながら預言した。 24そして彼もまた着

物を脱いで、同じようにサムエルの前で預言し、一

日一夜、裸で倒れ伏していた。人々が「サウルもま

た預言者たちのうちにいるのか」というのはこのた

めである。

20ダビデはラマのナヨテから逃げてきて、ヨナタ

ンに言った、「わたしが何をし、どのような悪いこ

とがあり、あなたの父の前にどんな罪を犯したので

、わたしを殺そうとされるのでしょうか」。 2ヨナ

タンは彼に言った、「決して殺されることはありま

せん。父は事の大小を問わず、わたしに告げないで

することはありません。どうして父がわたしにその

事を隠しましょう。そのようなことはありません」

。 3しかしダビデは答えた、「あなたの父は、わた

しがあなたの好意をえていることをよく知っておら

れます。それで『ヨナタンが悲しむことのないよう

に、これを知らせないでおこう』と思っておられる

のです。しかし、主は生きておられ、あなたの魂は

生きています。わたしと死との間は、ただ一歩です

」。 4ヨナタンはダビデに言った、「あなたが言わ

れることはなんでもします」。 5ダビデはヨナタン

に言った、「あすは、ついたちですから、わたしは

王と一緒に食事をしなければなりません。しかしわ

たしを行かせて三日目の夕方まで、野原に隠れるこ

とを許してください。 6もしあなたの父がわたしの

ことを尋ねられるならば、その時、言ってください

、『ダビデはふるさとの町ベツレヘムへ急いで行く

ことを許してくださいと、しきりにわたしに求めま

した。そこで全家の年祭があるからです』。 7もし
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彼が「良し」と言われるなら、しもべは安全ですが

、怒られるなら、わたしに害を加える決心でおられ

るのを知ってください。 8あなたは、主の前で、し

もべと契約を結んでくださいました。それでどうぞ

しもべにいつくしみを施してください。しかし、も

しわたしに悪いことがあるならば、あなた自らわた

しを殺してください。どうしてあなたの父のもとへ

わたしを引いていかなければならないでしょう」。

9ヨナタンは言った、「そのようなことは決してあり

ません。父があなたに害を加える決心をしているこ

とがわたしにわかっているならば、わたしはそれを

あなたに告げないでおきましょうか」。 10ダビデは

ヨナタンに言った、「あなたの父が荒々しくあなた

に答えられる時、だれがわたしに告げるでしょうか

」。 11ヨナタンはダビデに言った、「さあ、野原へ

出ていこう」。こうしてふたりは野原へ出て行った

。 12そしてヨナタンはダビデに言った、「イスラエ

ルの神、主が、証人です。明日か明後日の今ごろ、

わたしが父の心を探って、父がダビデに対して良い

のを見ながら、人をつかわしてあなたに知らせない

ようなことをするでしょうか。 13しかし、もし父が

あなたに害を加えようと思っているのに、それをあ

なたに知らせず、あなたを逃がして、安全に去らせ

ないならば、主よ、どうぞ幾重にも、このヨナタン

を罰してください。どうぞ主が父と共におられたよ

うに、あなたと共におられますように。 14もしわた

しがなお生きながらえているならば、主のいつくし

みをわたしに施し、死を免れさせてください。 15ま

たわたしの家をも、長くあなたのいつくしみにあず
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からせてください。主がダビデの敵をことごとく地

のおもてから断ち滅ぼされる時、 16ヨナタンの名を

ダビデの家から絶やさないでください。どうぞ主が

ダビデの敵に、あだを返されるように」。 17そして

ヨナタンは重ねてダビデに誓わせた。彼を愛したか

らである。ヨナタンは自分の命のように彼を愛して

いた。 18ヨナタンはダビデに言った、「あすはつい

たちです。あなたの席があいているので、どうした

のかと尋ねられるでしょう。 19三日目には、きびし

く尋ねられるでしょうから、先にあなたが隠れた場

所へ行って、向こうの石塚のかたわらにいてくださ

い。 20わたしは的を射るようにして、矢を三本、そ

のそばに放ちます。 21そして、『行って矢を捜して

きなさい』と言って子供をつかわしましょう。わた

しが子供に、『矢は手前にある。それを取ってきな

さい』と言うならば、その時あなたはきてください

。主が生きておられるように、あなたは安全で、何

も危険がないからです。 22しかしわたしがその子供

に、『矢は向こうにある』と言うならば、その時、

あなたは去って行きなさい。主があなたを去らせら

れるのです。 23あなたとわたしとで話しあった事に

ついては、主が常にあなたとわたしとの間におられ

ます」。 24そこでダビデは野原に身を隠した。さて

、ついたちになったので、王は食事をするため席に

着いた。 25王はいつものように壁寄りに席に着き、

ヨナタンはその向かい側の席に着き、アブネルはサ

ウルの横の席に着いたが、ダビデの場所にはだれも

いなかった。 26ところがその日サウルは何も言わな

かった、「彼に何か起って汚れたのだろう。きっと
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汚れたのにちがいない」と思ったからである。 27し

かし、ふつか目すなわち、ついたちの明くる日も、

ダビデの場所はあいていたので、サウルは、その子

ヨナタンに言った、「どうしてエッサイの子は、き

のうもきょうも食事にこないのか」。 28ヨナタンは

サウルに答えた、「ダビデは、ベツレヘムへ行くこ

とを許してくださいと、しきりにわたしに求めまし

た。 29彼は言いました、『わたしに行かせてくださ

い。われわれの一族が町で祭をするので、兄がわた

しに来るようにと命じました。それでもし、あなた

の前に恵みを得ますならば、どうぞ、わたしに行く

ことを許し、兄弟たちに会わせてください』。それ

で彼は王の食卓にこなかったのです」。 30その時サ

ウルはヨナタンにむかって怒りを発し、彼に言った

、「あなたは心の曲った、そむく女の産んだ子だ。

あなたがエッサイの子を選んで、自分の身をはずか

しめ、また母の身をはずかしめていることをわたし

が知らないと思うのか。 31エッサイの子がこの世に

生きながらえている間は、あなたも、あなたの王国

も堅く立っていくことはできない。それゆえ今、人

をつかわして、彼をわたしのもとに連れてこさせな

さい。彼は必ず死ななければならない」。 32ヨナタ

ンは父サウルに答えた、「どうして彼は殺されなけ

ればならないのですか。彼は何をしたのですか」。

33ところがサウルはヨナタンを撃とうとして、やり

を彼に向かって振り上げたので、ヨナタンは父がダ

ビデを殺そうと、心に決めているのを知った。 34ヨ

ナタンは激しく怒って席を立ち、その月のふつかに

は食事をしなかった。父がダビデをはずかしめたの
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で、ダビデのために憂えたからである。 35あくる朝

、ヨナタンは、ひとりの小さい子供を連れて、ダビ

デと打ち合わせたように野原に出て行った。 36そし

てその子供に言った、「走って行って、わたしの射

る矢を捜しなさい」。子供が走って行く間に、ヨナ

タンは矢を彼の前の方に放った。 37そして子供が、

ヨナタンの放った矢のところへ行った時、ヨナタン

は子供のうしろから呼ばわって、「矢は向こうにあ

るではないか」と言った。 38ヨナタンはまた、その

子供のうしろから呼ばわって言った、「早くせよ、

急げ。とどまるな」。その子供は矢を拾い集めて主

人ヨナタンのもとにきた。 39しかし子供は何も知ら

ず、ヨナタンとダビデだけがそのことを知っていた

。 40ヨナタンは自分の武器をその子供に渡して言っ

た、「あなたはこれを町へ運んで行きなさい」。 41

子供が行ってしまうとダビデは石塚のかたわらをは

なれて立ちいで、地にひれ伏して三度敬礼した。そ

して、ふたりは互に口づけし、互に泣いた。やがて

ダビデは心が落ち着いた。 42その時ヨナタンはダビ

デに言った、「無事に行きなさい。われわれふたり

は、『主が常にわたしとあなたの間におられ、また

、わたしの子孫とあなたの子孫の間におられる』と

言って、主の名をさして誓ったのです」。こうして

ダビデは立ち去り、ヨナタンは町にはいった。

21ダビデはノブに行き、祭司アヒメレクのところ

へ行った。アヒメレクはおののきながらダビデを迎

えて言った、「どうしてあなたはひとりですか。だ

れも供がいないのですか」。 2ダビデは祭司アヒメ

レクに言った、「王がわたしに一つの事を命じて、
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『わたしがおまえをつかわしてさせる事、またわた

しが命じたことについては、何をも人に知らせては

ならない』と言われました。そこでわたしは、ある

場所に若者たちを待たせてあります。 3ところで今

あなたの手もとにパン五個でもあれば、それをわた

しにください。なければなんでも、あるものをくだ

さい」。 4祭司はダビデに答えて言った、「常のパ

ンはわたしの手もとにありません。ただその若者た

ちが女を慎んでさえいたのでしたら、聖別したパン

があります」。 5ダビデは祭司に答えた、「わたし

が戦いに出るいつもの時のように、われわれはたし

かに女たちを近づけていません。若者たちの器は、

常の旅であったとしても、清いのです。まして、き

ょう、彼らの器は清くないでしょうか」。 6そこで

祭司は彼に聖別したパンを与えた。その所に、供え

のパンのほかにパンがなく、このパンは、これを取

り下げる日に、あたたかいパンと置きかえるため、

主の前から取り下さげたものである。 7その日、そ

の所に、サウルのしもべのひとりが、主の前に留め

置かれていた。その名はドエグといい、エドムびと

であって、サウルの牧者の長であった。 8ダビデは

またアヒメレクに言った、「ここに、あなたの手も

とに、やりかつるぎがありませんか。王の事が急を

要したので、わたしはつるぎも武器も持ってこなか

ったのです」。 9祭司は言った、「あなたがエラの

谷で殺したペリシテびとゴリアテのつるぎが、布に

包んでエポデのうしろにあります。もしあなたがこ

れを取ろうとおもわれるなら、お取りください。こ

こにはそのほかにはありません」。ダビデは言った
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、「それにまさるものはありません。それをわたし

にください」。 10ダビデはその日サウルを恐れて、

立ってガテの王アキシのところへ逃げて行った。 11

アキシの家来たちはアキシに言った、「これはあの

国の王ダビデではありませんか。人々が踊りながら

、互に歌いかわして、『サウルは千を撃ち殺し、ダ

ビデは万を撃ち殺した』と言ったのは、この人のこ

とではありませんか」。 12ダビデは、これらの言葉

を心におき、ガテの王アキシを、ひじょうに恐れた

ので、 13人々の前で、わざと挙動を変え、捕えられ

て気違いのふりをし、門のとびらを打ちたたき、よ

だれを流して、ひげに伝わらせた。 14アキシは家来

たちに言った、「あなたがたの見るように、この人

は気違いだ。どうして彼をわたしの所へ連れてきた

のか。 15わたしに気違いが必要なのか。この者を連

れてきて、わたしの前で狂わせようというのか。こ

の者をわたしの家へ入れようとするのか」。

22こうしてダビデはその所を去り、アドラムのほ

ら穴へのがれた。彼の兄弟たちと父の家の者は皆、

これを聞き、その所に下って彼のもとにきた。 2ま

た、しえたげられている人々、負債のある人々、心

に不満のある人々も皆、彼のもとに集まってきて、

彼はその長となった。おおよそ四百人の人々が彼と

共にあった。 3ダビデはそこからモアブのミヅパへ

行き、モアブの王に言った、「神がわたしのために

どんなことをされるかわかるまで、どうぞわたしの

父母をあなたの所におらせてください」。 4そして

彼はモアブの王に彼らを託したので、彼らはダビデ

が要害におる間、王の所におった。 5さて、預言者
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ガドはダビデに言った、「要害にとどまっていない

で、去ってユダの地へ行きなさい」。そこでダビデ

は去って、ハレテの森へ行った。 6サウルは、ダビ

デおよび彼と共にいる人々が見つかったということ

を聞いた。サウルはギベアで、やりを手にもって、

丘のぎょりゅうの木の下にすわっており、家来たち

はみなそのまわりに立っていた。 7サウルはまわり

に立っている家来たちに言った、「あなたがたベニ

ヤミンびとは聞きなさい。エッサイの子もまた、あ

なたがたおのおのに畑やぶどう畑を与え、おのおの

を千人の長、百人の長にするであろうか。 8あなた

がたは皆共にはかってわたしに敵した。わたしの子

がエッサイの子と契約を結んでも、それをわたしに

告げるものはなく、またあなたがたのうち、ひとり

もわたしのために憂えず、きょうのように、わたし

の子がわたしのしもべをそそのかしてわたしに逆ら

わせ、道で彼がわたしを待ち伏せするようになって

も、わたしに告げる者はない」。 9その時エドムび

とドエグは、サウルの家来たちのそばに立っていた

が、答えて言った、「わたしはエッサイの子がノブ

にいるアヒトブの子アヒメレクの所にきたのを見ま

した。 10アヒメレクは彼のために主に問い、また彼

に食物を与え、ペリシテびとゴリアテのつるぎを与

えました」。 11そこで王は人をつかわして、アヒト

ブの子祭司アヒメレクとその父の家のすべての者、

すなわちノブの祭司たちを召したので、みな王の所

にきた。 12サウルは言った、「アヒトブの子よ、聞

きなさい」。彼は答えた、「わが主よ、わたしはこ

こにおります」。 13サウルは彼に言った、「どうし
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てあなたはエッサイの子と共にはかってわたしに敵

し、彼にパンとつるぎを与え、彼のために神に問い

、きょうのように彼をわたしに逆らって立たせ、道

で待ち伏せさせるのか」。 14アヒメレクは王に答え

て言った、「あなたの家来のうち、ダビデのように

忠義な者がほかにありますか。彼は王の娘婿であり

、近衛兵の長であって、あなたの家で尊ばれる人で

はありませんか。 15彼のために神に問うたのは、き

ょう初めてでしょうか。いいえ、決してそうではあ

りません。王よ、どうぞ、しもべと父の全家に罪を

負わせないでください。しもべは、これについては

、事の大小を問わず、何をも知らなかったのです」

。 16王は言った、「アヒメレクよ、あなたは必ず殺

されなければならない。あなたの父の全家も同じで

ある」。 17そして王はまわりに立っている近衛の兵

に言った、「身をひるがえして、主の祭司たちを殺

しなさい。彼らもダビデと協力していて、ダビデの

逃げたのを知りながら、それをわたしに告げなかっ

たからです」。ところが王の家来たちは主の祭司た

ちを殺すために手を下そうとはしなかった。 18そこ

で王はドエグに言った、「あなたが身をひるがえし

て、祭司たちを殺しなさい」。エドムびとドエグは

身をひるがえして祭司たちを撃ち、その日亜麻布の

エポデを身につけている者八十五人を殺した。 19彼

はまた、つるぎをもって祭司の町ノブを撃ち、つる

ぎをもって男、女、幼な子、乳飲み子、牛、ろば、

羊を殺した。 20しかしアヒトブの子アヒメレクの子

たちのひとりで、名をアビヤタルという人は、のが

れてダビデの所に走った。 21そしてアビヤタルは、
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サウルが主の祭司たちを殺したことをダビデに告げ

たので、 22ダビデはアビヤタルに言った、「あの日

、エドムびとドエグがあそこにいたので、わたしは

彼がきっとサウルに告げるであろうと思った。わた

しがあなたの父の家の人々の命を失わせるもととな

ったのです。 23あなたはわたしの所にとどまってく

ださい。恐れることはありません。あなたの命を求

める者は、わたしの命をも求めているのです。わた

しの所におられるならば、あなたは安全でしょう」

。

23さて人々はダビデに告げて言った、「ペリシテ

びとがケイラを攻めて、打ち場の穀物をかすめてい

ます」。 2そこでダビデは主に問うて言った、「わ

たしが行って、このペリシテびとを撃ちましょうか

」。主はダビデに言われた、「行ってペリシテびと

を撃ち、ケイラを救いなさい」。 3しかしダビデの

従者たちは彼に言った、「われわれは、ユダのここ

におってさえ、恐れているのに、ましてケイラへ行

って、ペリシテびとの軍に当ることができましょう

か」。 4ダビデが重ねて主に問うたところ、主は彼

に答えて言われた、「立って、ケイラへ下りなさい

。わたしはペリシテびとをあなたの手に渡します」

。 5ダビデとその従者たちはケイラへ行って、ペリ

シテびとと戦い、彼らの家畜を奪いとり、彼らを多

く撃ち殺した。こうしてダビデはケイラの住民を救

った。 6アヒメレクの子アビヤタルは、ケイラにい

るダビデのもとにのがれてきた時、手にエポデをも

って下ってきた。 7さてダビデのケイラにきたこと

がサウルに聞えたので、サウルは言った、「神はわ
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たしの手に彼をわたされた。彼は門と貫の木のある

町にはいって、自分で身を閉じこめたからである」

。 8そこでサウルはすべての民を戦いに呼び集めて

、ケイラに下り、ダビデとその従者を攻め囲もうと

した。 9ダビデはサウルが自分に害を加えようとし

ているのを知って、祭司アビヤタルに言った、「エ

ポデを持ってきてください」。 10そしてダビデは言

った、「イスラエルの神、主よ、しもべはサウルが

ケイラにきて、わたしのために、この町を滅ぼそう

としていることを確かに聞きました。 11ケイラの人

々はわたしを彼の手に渡すでしょうか。しもべの聞

いたように、サウルは下ってくるでしょうか。イス

ラエルの神、主よ、どうぞ、しもべに告げてくださ

い」。主は言われた、「彼は下って来る」。 12ダビ

デは言った、「ケイラの人々はわたしと従者たちを

サウルの手にわたすでしょうか」。主は言われた、

「彼らはあなたがたを渡すであろう」。 13そこでダ

ビデとその六百人ほどの従者たちは立って、ケイラ

を去り、いずこともなくさまよった。ダビデのケイ

ラから逃げ去ったことがサウルに聞えたので、サウ

ルは戦いに出ることをやめた。 14ダビデは荒野にあ

る要害におり、またジフの荒野の山地におった。サ

ウルは日々に彼を尋ね求めたが、神は彼をその手に

渡されなかった。 15さてダビデはサウルが自分の命

を求めて出てきたので恐れた。その時ダビデはジフ

の荒野のホレシにいたが、 16サウルの子ヨナタンは

立って、ホレシにいるダビデのもとに行き、神によ

って彼を力づけた。 17そしてヨナタンは彼に言った

、「恐れるにはおよびません。父サウルの手はあな
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たに届かないでしょう。あなたはイスラエルの王と

なり、わたしはあなたの次となるでしょう。このこ

とは父サウルも知っています」。 18こうして彼らふ

たりは主の前で契約を結び、ダビデはホレシにとど

まり、ヨナタンは家に帰った。 19その時ジフびとは

ギベアにいるサウルのもとに上って行き、そして言

った、「ダビデは、荒野の南にあるハキラの丘の上

のホレシの要害に隠れて、われわれと共にいるでは

ありませんか。 20それゆえ王よ、あなたが下って行

こうという望みのとおり、いま下ってきてください

。われわれは彼を王の手に渡します」。 21サウルは

言った、「あなたがたはわたしに同情を寄せてくれ

たのです。どうぞ主があなたがたを祝福されるよう

に。 22あなたがたは行って、なお確かめてください

。彼のよく行く所とだれがそこで彼を見たかを見き

わめてください。人の語るところによると、彼はひ

じょうに悪賢いそうだ。 23それで、あなたがたは彼

が隠れる隠れ場所をみな見きわめ、確かな知らせを

もってわたしの所に帰ってきなさい。その時わたし

はあなたがたと共に行きます。もし彼がこの地にい

るならば、わたしはユダの氏族をあまねく尋ねて彼

を捜しだします」。 24彼らは立って、サウルに先立

ってジフへ行った。さてダビデとその従者たちは荒

野の南のアラバにあるマオンの荒野にいた。 25そし

てサウルとその従者たちはきて彼を捜した。人々が

これをダビデに告げたので、ダビデはマオンの荒野

にある岩の所へ下って行った。サウルはこれを聞い

て、マオンの荒野にきてダビデを追った。 26サウル

は山のこちら側を行き、ダビデとその従者たちとは
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山のむこう側を行った。そしてダビデは急いでサウ

ルからのがれようとした。サウルとその従者たちが

、ダビデとその従者たちを囲んで捕えようとしたか

らである。 27その時、サウルの所に、ひとりの使者

がきて言った、「ペリシテびとが国を侵しています

。急いできてください」。 28そこでサウルはダビデ

を追うことをやめて帰り、行ってペリシテびとに当

った。それで人々は、その所を「のがれの岩」と名

づけた。 29ダビデはそこから上ってエンゲデの要害

にいた。

24サウルがペリシテびとを追うことをやめて帰っ

てきたとき、人々は彼に告げて言った、「ダビデは

エンゲデの野にいます」。 2そこでサウルは、全イ

スラエルから選んだ三千の人を率い、ダビデとその

従者たちとを捜すため、「やぎの岩」の前へ出かけ

た。 3途中、羊のおりの所にきたが、そこに、ほら

穴があり、サウルは足をおおうために、その中には

いった。その時、ダビデとその従者たちは、ほら穴

の奥にいた。 4ダビデの従者たちは彼に言った、「

主があなたに告げて、『わたしはあなたの敵をあな

たの手に渡す。あなたは自分の良いと思うことを彼

にすることができる』と言われた日がきたのです」

。そこでダビデは立って、ひそかに、サウルの上着

のすそを切った。 5しかし後になって、ダビデはサ

ウルの上着のすそを切ったことに、心の責めを感じ

た。 6ダビデは従者たちに言った、「主が油を注が

れたわが君に、わたしがこの事をするのを主は禁じ

られる。彼は主が油を注がれた者であるから、彼に

敵して、わたしの手をのべるのは良くない」。 7ダ
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ビデはこれらの言葉をもって従者たちを差し止め、

サウルを撃つことを許さなかった。サウルは立って

、ほら穴を去り、道を進んだ。 8ダビデもまた、そ

のあとから立ち、ほら穴を出て、サウルのうしろか

ら呼ばわって、「わが君、王よ」と言った。サウル

がうしろをふり向いた時、ダビデは地にひれ伏して

拝した。 9そしてダビデはサウルに言った、「どう

して、あなたは『ダビデがあなたを害しようとして

いる』という人々の言葉を聞かれるのですか。 10あ

なたは、この日、自分の目で、主があなたをきょう

、ほら穴の中でわたしの手に渡されたのをごらんに

なりました。人々はわたしにあなたを殺すことを勧

めたのですが、わたしは殺しませんでした。『わが

君は主が油を注がれた方であるから、これに敵して

手をのべることはしない』とわたしは言いました。

11わが父よ、ごらんなさい。あなたの上着のすそは

、わたしの手にあります。わたしがあなたの上着の

すそを切り、しかも、あなたを殺さなかったことに

よって、あなたは、わたしの手に悪も、とがもない

ことを見て知られるでしょう。あなたはわたしの命

を取ろうと、ねらっておられますが、わたしはあな

たに対して罪をおかしたことはないのです。 12どう

ぞ主がわたしとあなたの間をさばかれますように。

また主がわたしのために、あなたに報いられますよ

うに。しかし、わたしはあなたに手をくだすことを

しないでしょう。 13昔から、ことわざに言っている

ように、『悪は悪人から出る』。しかし、わたしは

あなたに手をくだすことをしないでしょう。 14イス

ラエルの王は、だれを追って出てこられたのですか
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。あなたは、だれを追っておられるのですか。死ん

だ犬を追っておられるのです。一匹の蚤を追ってお

られるのです。 15どうぞ主がさばきびととなって、

わたしとあなたの間をさばき、かつ見て、わたしの

訴えを聞き、わたしをあなたの手から救い出してく

ださるように」。 16ダビデがこれらの言葉をサウル

に語り終ったとき、サウルは言った、「わが子ダビ

デよ、これは、あなたの声であるか」。そしてサウ

ルは声をあげて泣いた。 17サウルはまたダビデに言

った、「あなたはわたしよりも正しい。わたしがあ

なたに悪を報いたのに、あなたはわたしに善を報い

る。 18きょう、あなたはいかに良くわたしをあつか

ったかを明らかにしました。すなわち主がわたしを

あなたの手にわたされたのに、あなたはわたしを殺

さなかったのです。 19人は敵に会ったとき、敵を無

事に去らせるでしょうか。あなたが、きょう、わた

しにした事のゆえに、どうぞ主があなたに良い報い

を与えられるように。 20今わたしは、あなたがかな

らず王となることを知りました。またイスラエルの

王国が、あなたの手によって堅く立つことを知りま

した。 21それゆえ、あなたはわたしのあとに、わた

しの子孫を断たず、またわたしの父の家から、わた

しの名を滅ぼし去らないと、いま主をさして、わた

しに誓ってください」。 22そこでダビデはサウルに

、そのように誓った。そしてサウルは家に帰り、ダ

ビデとその従者たちは要害にのぼって行った。

25さてサムエルが死んだので、イスラエルの人々

はみな集まって、彼のためにひじょうに悲しみ、ラ

マにあるその家に彼を葬った。そしてダビデは立っ
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てパランの荒野に下って行った。 2マオンに、ひと

りの人があって、カルメルにその所有があり、ひじ

ょうに裕福で、羊三千頭、やぎ一千頭を持っていた

。彼はカルメルで羊の毛を切っていた。 3その人の

名はナバルといい、妻の名はアビガイルといった。

アビガイルは賢くて美しかったが、その夫は剛情で

、粗暴であった。彼はカレブびとであった。 4ダビ

デは荒野にいて、ナバルがその羊の毛を切っている

ことを聞いたので、 5十人の若者をつかわし、その

若者たちに言った、「カルメルに上って行ってナバ

ルの所へ行き、わたしの名をもって彼にあいさつし

、 6彼にこう言いなさい、『どうぞあなたに平安が

あるように。あなたの家に平安があるように。また

あなたのすべての持ち物に平安があるように。 7わ

たしはあなたが羊の毛を切っておられることを聞き

ました。あなたの羊飼たちはわれわれと一緒にいた

のですが、われわれは彼らを少しも害しませんでし

た。また彼らはカルメルにいる間に、何ひとつ失っ

たことはありません。 8あなたの若者たちに聞いて

みられるならば、わかります。それゆえ、わたしの

若者たちに、あなたの好意を示してください。われ

われは祝の日にきたのです。どうぞ、あなたの手も

とにあるものを、贈り物として、しもべどもとあな

たの子ダビデにください』」。 9ダビデの若者たち

は行って、ダビデの名をもって、これらの言葉をナ

バルに語り、そして待っていた。 10ナバルはダビデ

の若者たちに答えて言った、「ダビデとはだれか。

エッサイの子とはだれか。このごろは、主人を捨て

て逃げるしもべが多い。 11どうしてわたしのパンと
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水、またわたしの羊の毛を切る人々のためにほふっ

た肉をとって、どこからきたのかわからない人々に

与えることができようか」。 12ダビデの若者たちは

、そこを去り、帰ってきて、彼にこのすべての事を

告げた。 13そこでダビデは従者たちに言った、「お

のおの、つるぎを帯びなさい」。彼らはおのおのつ

るぎを帯び、ダビデもまたつるぎを帯びた。そして

おおよそ四百人がダビデに従って上っていき、二百

人は荷物のところにとどまった。 14ところで、ひと

りの若者がナバルの妻アビガイルに言った、「ダビ

デが荒野から使者をつかわして、主人にあいさつを

したのに、主人はその使者たちをののしられました

。 15しかし、あの人々はわれわれに大へんよくして

くれて、われわれは少しも害を受けず、またわれわ

れが野にいた時、彼らと共にいた間は、何ひとつ失

ったことはありませんでした。 16われわれが羊を飼

って彼らと共にいる間、彼らは夜も昼もわれわれの

かきとなってくれました。 17それで、あなたは今そ

れを知って、自分のすることを考えてください。主

人とその一家に災が起きるからです。しかも主人は

よこしまな人で、話しかけることもできません」。

18その時、アビガイルは急いでパン二百、ぶどう酒

の皮袋二つ、調理した羊五頭、いり麦五セア、ほし

ぶどう百ふさ、ほしいちじくのかたまり二百を取っ

て、ろばにのせ、 19若者たちに言った、「わたしの

さきに進みなさい。わたしはあなたがたのうしろに

、ついて行きます」。しかし彼女は夫ナバルには告

げなかった。 20アビガイルが、ろばに乗って山陰を

下ってきた時、ダビデと従者たちは彼女の方に向か
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って降りてきたので、彼女はその人々に出会った。

21さて、ダビデはさきにこう言った、「わたしはこ

の人が荒野で持っている物をみな守って、その人に

属する物を何ひとつなくならないようにしたが、そ

れは全くむだであった。彼はわたしのした親切に悪

をもって報いた。 22もしわたしがあすの朝まで、ナ

バルに属するすべての者のうち、ひとりの男でも残

しておくならば、神が幾重にもダビデを罰してくだ

さるように」。 23アビガイルはダビデを見て、急い

で、ろばを降り、ダビデの前で地にひれ伏し、 24そ

の足もとに伏して言った、「わが君よ、このとがを

わたしだけに負わせてください。しかしどうぞ、は

しために、あなたの耳に語ることを許し、はしため

の言葉をお聞きください。 25わが君よ、どうぞ、こ

のよこしまな人ナバルのことを気にかけないでくだ

さい。あの人はその名のとおりです。名はナバルで

、愚かな者です。あなたのはしためであるわたしは

、わが君なるあなたがつかわされた若者たちを見な

かったのです。 26それゆえ今、わが君よ、主は生き

ておられます。またあなたは生きておられます。主

は、あなたがきて血を流し、また手ずから、あだを

報いるのをとどめられました。どうぞ今、あなたの

敵、およびわが君に害を加えようとする者は、ナバ

ルのごとくになりますように。 27今、あなたのつか

えめが、わが君に携えてきた贈り物を、わが君に従

う若者たちに与えてください。 28どうぞ、はしため

のとがを許してください。主は必ずわが君のために

確かな家を造られるでしょう。わが君が主のいくさ

を戦い、またこの世に生きながらえられる間、あな
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たのうちに悪いことが見いだされないからです。 29

たとい人が立ってあなたを追い、あなたの命を求め

ても、わが君の命は、生きている者の束にたばねら

れて、あなたの神、主のもとに守られるでしょう。

しかし主はあなたの敵の命を、石投げの中から投げ

るように、投げ捨てられるでしょう。 30そして主が

あなたについて語られたすべての良いことをわが君

に行い、あなたをイスラエルのつかさに任じられる

時、 31あなたが、ゆえなく血を流し、またわが君が

みずからあだを報いたと言うことで、それがあなた

のつまずきとなり、またわが君の心の責めとなるこ

とのないようにしてください。主がわが君を良くせ

られる時、このはしためを思いだしてください」。

32ダビデはアビガイルに言った、「きょう、あなた

をつかわして、わたしを迎えさせられたイスラエル

の神、主はほむべきかな。 33あなたの知恵はほむべ

きかな。またあなたはほむべきかな。あなたは、き

ょう、わたしがきて血を流し、手ずからあだを報い

ることをとどめられたのです。 34わたしがあなたを

害することをとどめられたイスラエルの神、主はま

ことに生きておられる。もしあなたが急いでわたし

に会いにこなかったならば、あすの朝までには、ナ

バルのところに、ひとりの男も残らなかったでしょ

う」。 35ダビデはアビガイルが携えてきた物をその

手から受けて、彼女に言った、「あなたは無事にの

ぼって、家に帰りなさい。わたしはあなたの声を聞

きいれ、あなたの願いを許します」。 36こうしてア

ビガイルはナバルのもとにきたが、見よ、彼はその

家で、王の酒宴のような酒宴を開いていた。ナバル
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は心に楽しみ、ひじょうに酔っていたので、アビガ

イルは明くる朝まで事の大小を問わず何をも彼に告

げなかった。 37朝になってナバルの酔いがさめたと

き、その妻が彼にこれらの事を告げると、彼の心は

そのうちに死んで、彼は石のようになった。 38十日

ばかりして主がナバルを撃たれたので彼は死んだ。

39ダビデはナバルが死んだと聞いて言った、「主は

ほむべきかな。主はわたしがナバルの手から受けた

侮辱に報いて、しもべが悪をおこなわないようにさ

れた。主はナバルの悪行をそのこうべに報いられた

のだ」。ダビデはアビガイルを妻にめとろうと、人

をつかわして彼女に申し込んだ。 40ダビデのしもべ

たちはカルメルにいるアビガイルの所にきて、彼女

に言った、「ダビデはあなたを妻にめとろうと、わ

れわれをあなたの所へつかわしたのです」。 41アビ

ガイルは立ち、地にひれ伏し拝して言った、「はし

ためは、わが君のしもべたちの足を洗うつかえめで

す」。 42アビガイルは急いで立ち、ろばに乗って、

五人の侍女たちを連れ、ダビデの使者たちに従って

行き、ダビデの妻となった。 43ダビデはまたエズレ

ルのアヒノアムをめとった。彼女たちはふたりとも

ダビデの妻となった。 44ところでサウルはその娘、

ダビデの妻ミカルを、ガリムの人であるライシの子

パルテに与えた。

26そのころジフびとがギベアにおるサウルのもと

にきて言った、「ダビデは荒野の前にあるハキラの

山に隠れているではありませんか」。 2サウルは立

って、ジフの荒野でダビデを捜すために、イスラエ

ルのうちから選んだ三千人をひき連れて、ジフの荒
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野に下った。 3サウルは荒野の前の道のかたわらに

あるハキラの山に陣を取った。ダビデは荒野にとど

まっていたが、サウルが自分のあとを追って荒野に

きたのを見て、 4斥候を出し、サウルが確かにきた

のを知った。 5そしてダビデは立って、サウルが陣

を取っている所へ行って、サウルとその軍の長、ネ

ルの子アブネルの寝ている場所を見た。サウルは陣

所のうちに寝ていて、民はその周囲に宿営していた

。 6ダビデは、ヘテびとアヒメレク、およびゼルヤ

の子で、ヨアブの兄弟であるアビシャイに言った、

「だれがわたしと共にサウルの陣に下って行くか」

。アビシャイは言った、「わたしが一緒に下って行

きます」。 7こうしてダビデとアビシャイとが夜、

民のところへ行ってみると、サウルは陣所のうちに

身を横たえて寝ており、そのやりは枕もとに地に突

きさしてあった。そしてアブネルと民らとはその周

囲に寝ていた。 8アビシャイはダビデに言った、「

神はきょう敵をあなたの手に渡されました。どうぞ

わたしに、彼のやりをもってひと突きで彼を地に刺

しとおさせてください。ふたたび突くには及びませ

ん」。 9しかしダビデはアビシャイに言った、「彼

を殺してはならない。主が油を注がれた者に向かっ

て、手をのべ、罪を得ない者があろうか」。 10ダビ

デはまた言った、「主は生きておられる。主が彼を

撃たれるであろう。あるいは彼の死ぬ日が来るであ

ろう。あるいは戦いに下って行って滅びるであろう

。 11主が油を注がれた者に向かって、わたしが手を

のべることを主は禁じられる。しかし今、そのまく

らもとにあるやりと水のびんを取りなさい。そして
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われわれは去ろう」。 12こうしてダビデはサウルの

枕もとから、やりと水のびんを取って彼らは去った

が、だれもそれを見ず、だれも知らず、また、だれ

も目をさまさず、みな眠っていた。主が彼らを深く

眠らされたからである。 13ダビデは向こう側に渡っ

て行って、遠く離れて山の頂に立った。彼らの間の

隔たりは大きかった。 14ダビデは民とネルの子アブ

ネルに呼ばわって言った、「アブネルよ、あなたは

答えないのか」。アブネルは答えて言った、「王を

呼んでいるあなたはだれか」。 15ダビデはアブネル

に言った、「あなたは男ではないか。イスラエルの

うちに、あなたに及ぶ人があろうか。それであるの

に、どうしてあなたは主君である王を守らなかった

のか。民のひとりが、あなたの主君である王を殺そ

うとして、はいりこんだではないか。 16あなたがし

たこの事は良くない。主は生きておられる。あなた

がたは、まさに死に値する。主が油をそそがれた、

あなたの主君を守らなかったからだ。いま王のやり

がどこにあるか。その枕もとにあった水のびんがど

こにあるかを見なさい」。 17サウルはダビデの声を

聞きわけて言った、「わが子ダビデよ、これはあな

たの声か」。ダビデは言った、「王、わが君よ、わ

たしの声です」。 18ダビデはまた言った、「わが君

はどうしてしもべのあとを追われるのですか。わた

しが何をしたのですか。わたしの手になんのわるい

ことがあるのですか。 19王、わが君よ、どうぞ、今

しもべの言葉を聞いてください。もし主があなたを

動かして、わたしの敵とされたのであれば、どうぞ

主が供え物を受けて和らいでくださるように。もし
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、それが人であるならば、どうぞその人々が主の前

にのろいを受けるように。彼らが『おまえは行って

他の神々に仕えなさい』と言って、きょう、わたし

を追い出し、主の嗣業にあずかることができないよ

うにしたからです。 20それゆえ今、主の前を離れて

、わたしの血が地に落ちることのないようにしてく

ださい。イスラエルの王は、人が山で、しゃこを追

うように、わたしの命を取ろうとして出てこられた

のです」。 21その時、サウルは言った、「わたしは

罪を犯した。わが子ダビデよ、帰ってきてください

。きょう、わたしの命があなたの目に尊く見られた

ゆえ、わたしは、もはやあなたに害を加えないであ

ろう。わたしは愚かなことをして、非常なまちがい

をした」。 22ダビデは答えた、「王のやりは、ここ

にあります。ひとりの若者に渡ってこさせ、これを

持ちかえらせてください。 23主は人おのおのにその

義と真実とに従って報いられます。主がきょう、あ

なたをわたしの手に渡されたのに、わたしは主が油

を注がれた者に向かって、手をのべることをしなか

ったのです。 24きょう、わたしがあなたの命を重ん

じたように、どうぞ主がわたしの命を重んじて、も

ろもろの苦難から救い出してくださるように」。 25

サウルはダビデに言った、「わが子ダビデよ、あな

たはほむべきかな。あなたは多くの事をおこなって

、それをなし遂げるであろう」。こうしてダビデは

その道を行き、サウルは自分の所へ帰った。

27ダビデは心のうちに言った、「わたしは、いつ

かはサウルの手にかかって滅ぼされるであろう。早

くペリシテびとの地へのがれるほかはない。そうす
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ればサウルはこの上イスラエルの地にわたしをくま

なく捜すことはやめ、わたしは彼の手からのがれる

ことができるであろう」。 2こうしてダビデは、共

にいた六百人と一緒に、立ってガテの王マオクの子

アキシの所へ行った。 3ダビデと従者たちは、おの

おのその家族とともに、ガテでアキシと共に住んだ

。ダビデはそのふたりの妻、すなわちエズレルの女

アヒノアムと、カルメルの女でナバルの妻であった

アビガイルと共におった。 4ダビデがガテにのがれ

たことがサウルに聞えたので、サウルはもはや彼を

捜さなかった。 5さてダビデはアキシに言った、「

もしわたしがあなたの前に恵みを得るならば、どう

ぞ、いなかにある町のうちで一つの場所をわたしに

与えてそこに住まわせてください。どうしてしもべ

があなたと共に王の町に住むことができましょうか

」。 6アキシはその日チクラグを彼に与えた。こう

してチクラグは今日にいたるまでユダの王に属して

いる。 7ダビデがペリシテびとの国に住んだ日の数

は一年と四か月であった。 8さてダビデは従者と共

にのぼって、ゲシュルびと、ゲゼルびとおよびアマ

レクびとを襲った。これらは昔からシュルに至るま

での地の住民であって、エジプトに至るまでの地に

住んでいた。 9ダビデはその地を撃って、男も女も

生かしおかず、羊と牛とろばとらくだと衣服とを取

って、アキシのもとに帰ってきた。 10アキシが「あ

なたはきょうどこを襲いましたか」と尋ねると、ダ

ビデは、その時々、「ユダのネゲブです」、「エラ

メルびとのネゲブです」「ケニびとのネゲブです」

と言った。 11ダビデは男も女も生かしおかず、ひと
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りをもガテに引いて行かなかった。それはダビデが

、「恐らくは、彼らが、『ダビデはこうした』と言

って、われわれのことを告げるであろう」と思った

からである。ダビデはペリシテびとのいなかに住ん

でいる間はこうするのが常であった。 12アキシはダ

ビデを信じて言った、「彼は自分を全くその民イス

ラエルに憎まれるようにした。それゆえ彼は永久に

わたしのしもべとなるであろう」。

28そのころ、ペリシテびとがイスラエルと戦おう

として、いくさのために軍勢を集めたので、アキシ

はダビデに言った、「あなたは、しかと承知してく

ださい。あなたとあなたの従者たちとは、わたしと

共に出て、軍勢に加わらなければなりません」。 2

ダビデはアキシに言った、「よろしい、あなたはし

もべが何をするかを知られるでしょう」。アキシは

ダビデに言った、「よろしい、あなたを終身わたし

の護衛の長としよう」。 3さてサムエルはすでに死

んで、イスラエルのすべての人は彼のために悲しみ

、その町ラマに葬った。また先にサウルは口寄せや

占い師をその地から追放した。 4ペリシテびとが集

まってきてシュネムに陣を取ったので、サウルはイ

スラエルのすべての人を集めて、ギルボアに陣を取

った。 5サウルはペリシテびとの軍勢を見て恐れ、

その心はいたくおののいた。 6そこでサウルは主に

伺いをたてたが、主は夢によっても、ウリムによっ

ても、預言者によっても彼に答えられなかった。 7

サウルはしもべたちに言った、「わたしのために、

口寄せの女を捜し出しなさい。わたしは行ってその

女に尋ねよう」。しもべたちは彼に言った、「見よ
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、エンドルにひとりの口寄せがいます」。 8サウル

は姿を変えてほかの着物をまとい、ふたりの従者を

伴って行き、夜の間に、その女の所にきた。そして

サウルは言った、「わたしのために口寄せの術を行

って、わたしがあなたに告げる人を呼び起してくだ

さい」。 9女は彼に言った、「あなたはサウルがし

たことをごぞんじでしょう。彼は口寄せや占い師を

その国から断ち滅ぼしました。どうしてあなたは、

わたしの命にわなをかけて、わたしを死なせようと

するのですか」。 10サウルは主をさして彼女に誓っ

て言った、「主は生きておられる。この事のために

あなたが罰を受けることはないでしょう」。 11女は

言った、「あなたのためにだれを呼び起しましょう

か」。サウルは言った、「サムエルを呼び起してく

ださい」。 12女はサムエルを見た時、大声で叫んだ

。そしてその女はサウルに言った、「どうしてあな

たはわたしを欺かれたのですか。あなたはサウルで

す」。 13王は彼女に言った、「恐れることはない。

あなたには何が見えるのですか」。女はサウルに言

った、「神のようなかたが地からのぼられるのが見

えます」。 14サウルは彼女に言った、「その人はど

んな様子をしていますか」。彼女は言った、「ひと

りの老人がのぼってこられます。その人は上着をま

とっておられます」。サウルはその人がサムエルで

あるのを知り、地にひれ伏して拝した。 15サムエル

はサウルに言った、「なぜ、わたしを呼び起して、

わたしを煩わすのか」。サウルは言った、「わたし

は、ひじょうに悩んでいます。ペリシテびとがわた

しに向かっていくさを起し、神はわたしを離れて、
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預言者によっても、夢によっても、もはやわたしに

答えられないのです。それで、わたしのすべきこと

を知るために、あなたを呼びました」。 16サムエル

は言った、「主があなたを離れて、あなたの敵とな

られたのに、どうしてあなたはわたしに問うのです

か。 17主は、わたしによって語られたとおりにあな

たに行われた。主は王国を、あなたの手から裂きは

なして、あなたの隣人であるダビデに与えられた。

18あなたは主の声に聞き従わず、主の激しい怒りに

従って、アマレクびとを撃ち滅ぼさなかったゆえに

、主はこの事を、この日、あなたに行われたのであ

る。 19主はまたイスラエルをも、あなたと共に、ペ

リシテびとの手に渡されるであろう。あすは、あな

たもあなたの子らもわたしと一緒になるであろう。

また主はイスラエルの軍勢をもペリシテびとの手に

渡される」。 20そのときサウルは、ただちに、地に

伸び、倒れ、サムエルの言葉のために、ひじょうに

恐れ、またその力はうせてしまった。その一日一夜

、食物をとっていなかったからである。 21女はサウ

ルのもとにきて、彼のおののいているのを見て言っ

た、「あなたのつかえめは、あなたの声に聞き従い

、わたしの命をかけて、あなたの言われた言葉に従

いました。 22それゆえ今あなたも、つかえめの声に

聞き従い、一口のパンをあなたの前にそなえさせて

ください。あなたはそれをめしあがって力をつけ、

道を行ってください」。 23ところがサウルは断って

言った、「わたしは食べません」。しかし彼のしも

べたちも、その女もしいてすすめたので、サウルは

その言葉を聞きいれ、地から起きあがり、床の上に
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すわった。 24その女は家に肥えた子牛があったので

、急いでそれをほふり、また麦粉をとり、こねて、

種入れぬパンを焼き、 25サウルとそのしもべたちの

前に持ってきたので、彼らは食べた。そして彼らは

立ち上がって、その夜のうちに去った。

29さてペリシテびとは、その軍勢をことごとくア

ペクに集めた。イスラエルびとはエズレルにある泉

のかたわらに陣を取った。 2ペリシテびとの君たち

は、あるいは百人、あるいは千人を率いて進み、ダ

ビデとその従者たちはアキシと共に、しんがりにな

って進んだ。 3その時、ペリシテびとの君たちは言

った、「これらのヘブルびとはここで何をしている

のか」。アキシはペリシテびとたちに言った、「こ

れはイスラエルの王サウルのしもべダビデではない

か。彼はこの日ごろ、この年ごろ、わたしと共にい

たが、逃げ落ちてきた日からきょうまで、わたしは

彼にあやまちがあったのを見たことがない」。 4し

かしペリシテびとの君たちは彼に向かって怒った。

そしてペリシテびとの君たちは彼に言った、「この

人を帰らせて、あなたが彼を置いたもとの所へ行か

せなさい。われわれと一緒に彼を戦いに下らせては

ならない。戦いの時、彼がわれわれの敵となるかも

知れないからである。この者は何をもってその主君

とやわらぐことができようか。ここにいる人々の首

をもってするほかはあるまい。 5これは、かつて人

々が踊りのうちに歌いかわして、『サウルは千を撃

ち殺し、ダビデは万を撃ち殺した』と言った、あの

ダビデではないか」。 6そこでアキシはダビデを呼

んで言った、「主は生きておられる。あなたは正し
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い人である。あなたがわたしと一緒に戦いに出入り

することをわたしは良いと思っている。それはあな

たがわたしの所にきた日からこの日まで、わたしは

、あなたに悪い事があったのを見たことがないから

である。しかしペリシテびとの君たちはあなたを良

く言わない。 7それゆえ今安らかに帰って行きなさ

い。彼らが悪いと思うことはしないがよかろう」。

8ダビデはアキシに言った、「しかしわたしが何をし

たというのですか。わたしがあなたに仕えはじめた

日からこの日までに、あなたはしもべの身に何を見

られたので、わたしは行って、わたしの主君である

王の敵と戦うことができないのですか」。 9アキシ

はダビデに答えた、「わたしは見て、あなたが神の

使のようにりっぱな人であることを知っている。し

かし、ペリシテびとの君たちは、『われわれと一緒

に彼を戦いに上らせてはならない』と言っている。

10それで、あなたは、一緒にきたあなたの主君のし

もべたちと共に朝早く起きなさい。そして朝早く起

き、夜が明けてから去りなさい」。 11こうしてダビ

デとその従者たちとは共にペリシテびとの地へ帰ろ

うと、朝早く起きて出立したが、ペリシテびとはエ

ズレルへ上って行った。

30さてダビデとその従者たちが三日目にチクラグ

にきた時、アマレクびとはすでにネゲブとチクラグ

を襲っていた。彼らはチクラグを撃ち、火をはなっ

てこれを焼き、 2その中にいた女たちおよびすべて

の者を捕虜にし、小さい者をも大きい者をも、ひと

りも殺さずに、引いて、その道に行った。 3ダビデ

と従者たちはその町にきて、町が火で焼かれ、その
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妻とむすこ娘らは捕虜となったのを見た。 4ダビデ

および彼と共にいた民は声をあげて泣き、ついに泣

く力もなくなった。 5ダビデのふたりの妻すなわち

エズレルの女アヒノアムと、カルメルびとナバルの

妻であったアビガイルも捕虜になった。 6その時、

ダビデはひじょうに悩んだ。それは民がみなおのお

のそのむすこ娘のために心を痛めたため、ダビデを

石で撃とうと言ったからである。しかしダビデはそ

の神、主によって自分を力づけた。 7ダビデはアヒ

メレクの子、祭司アビヤタルに、「エポデをわたし

のところに持ってきなさい」と言ったので、アビヤ

タルは、エポデをダビデのところに持ってきた。 8

ダビデは主に伺いをたてて言った、「わたしはこの

軍隊のあとを追うべきですか。わたしはそれに追い

つくことができましょうか」。主は彼に言われた、

「追いなさい。あなたは必ず追いついて、確かに救

い出すことができるであろう」。 9そこでダビデは

、一緒にいた六百人の者と共に出立してベソル川へ

行ったが、あとに残る者はそこにとどまった。 10す

なわちダビデは四百人と共に追撃をつづけたが、疲

れてベソル川を渡れない者二百人はとどまった。 11

彼らは野で、ひとりのエジプトびとを見て、それを

ダビデのもとに引いてきて、パンを食べさせ、水を

飲ませた。 12また彼らはほしいちじくのかたまり一

つと、ほしぶどう二ふさを彼に与えた。彼は食べて

元気を回復した。彼は三日三夜、パンを食べず、水

を飲んでいなかったからである。 13ダビデは彼に言

った、「あなたはだれのものか。どこからきたのか

」。彼は言った、「わたしはエジプトの若者で、ア
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マレクびとの奴隷です。三日前にわたしが病気にな

ったので、主人はわたしを捨てて行きました。 14わ

たしどもは、ケレテびとのネゲブと、ユダに属する

地と、カレブのネゲブを襲い、また火でチクラグを

焼きはらいました」。 15ダビデは彼に言った、「あ

なたはその軍隊のところへわたしを導き下ってくれ

るか」。彼は言った、「あなたはわたしを殺さない

こと、またわたしを主人の手に渡さないことを、神

をさしてわたしに誓ってください。そうすればあな

たをその軍隊のところへ導き下りましょう」。 16彼

はダビデを導き下ったが、見よ、彼らはペリシテび

との地とユダの地から奪い取ったさまざまの多くの

ぶんどり物のゆえに、食い飲み、かつ踊りながら、

地のおもてにあまねく散りひろがっていた。 17ダビ

デは夕ぐれから翌日の夕方まで、彼らを撃ったので

、らくだに乗って逃げた四百人の若者たちのほかに

は、ひとりものがれた者はなかった。 18こうしてダ

ビデはアマレクびとが奪い取ったものをみな取りも

どした。またダビデはそのふたりの妻を救い出した

。 19そして彼らに属するものは、小さいものも大き

いものも、むすこも娘もぶんどり物も、アマレクび

とが奪い去った物は何をも失わないで、ダビデがみ

な取りもどした。 20ダビデはまたすべての羊と牛を

取った。人々はこれらの家畜を彼の前に追って行き

ながら、「これはダビデのぶんどり物だ」と言った

。 21そしてダビデが、あの疲れてダビデについて行

くことができずに、ベソル川のほとりにとどまって

いた二百人の者のところへきた時、彼らは出てきて

ダビデを迎え、またダビデと共にいる民を迎えた。
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ダビデは民に近づいてその安否を問うた。 22そのと

きダビデと共に行った人々のうちで、悪く、かつよ

こしまな者どもはみな言った、「彼らはわれわれと

共に行かなかったのだから、われわれはその人々に

われわれの取りもどしたぶんどり物を分け与えるこ

とはできない。ただおのおのにその妻子を与えて、

連れて行かせましょう」。 23しかしダビデは言った

、「兄弟たちよ、主はわれわれを守って、攻めてき

た軍隊をわれわれの手に渡された。その主が賜わっ

たものを、あなたがたはそのようにしてはならない

。 24だれがこの事について、あなたがたに聞き従い

ますか。戦いに下って行った者の分け前と、荷物の

かたわらにとどまっていた者の分け前を同様にしな

ければならない。彼らはひとしく分け前を受けるべ

きである」。 25この日以来、ダビデはこれをイスラ

エルの定めとし、おきてとして今日に及んでいる。

26ダビデはチクラグにきて、そのぶんどり物の一部

をユダの長老である友人たちにおくって言った、「

これは主の敵から取ったぶんどり物のうちからあな

たがたにおくる贈り物である」。 27そのおくり先は

、ベテルにいる人々、ネゲブのラモテにいる人々、

ヤッテルにいる人々、 28アロエルにいる人々、シフ

モテにいる人々、エシテモアにいる人々、ラカルに

いる人々、 29エラメルびとの町々にいる人々、ケニ

びとの町々にいる人々、 30ホルマにいる人々、ボラ

シャンにいる人々、アタクにいる人々、 31ヘブロン

にいる人々、およびダビデとその従者たちが、さま

よい歩いたすべての所にいる人々であった。
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31さてペリシテびとはイスラエルと戦った。イス

ラエルの人々はペリシテびとの前から逃げ、多くの

者は傷ついてギルボア山にたおれた。 2ペリシテび

とはサウルとその子らに攻め寄り、そしてペリシテ

びとはサウルの子ヨナタン、アビナダブ、およびマ

ルキシュアを殺した。 3戦いは激しくサウルに迫り

、弓を射る者どもがサウルを見つけて、彼を射たの

で、サウルは射る者たちにひどい傷を負わされた。

4そこでサウルはその武器を執る者に言った、「つる

ぎを抜き、それをもってわたしを刺せ。さもないと

、これらの無割礼の者どもがきて、わたしを刺し、

わたしをなぶり殺しにするであろう」。しかしその

武器を執る者は、ひじょうに恐れて、それに応じな

かったので、サウルは、つるぎを執って、その上に

伏した。 5武器を執る者はサウルが死んだのを見て

、自分もまたつるぎの上に伏して、彼と共に死んだ

。 6こうしてサウルとその三人の子たち、およびサ

ウルの武器を執る者、ならびにその従者たちは皆、

この日共に死んだ。 7イスラエルの人々で、谷の向

こう側、およびヨルダンの向こう側にいる者が、イ

スラエルの人々の逃げるのを見、またサウルとその

子たちの死んだのを見て町々を捨てて逃げたので、

ペリシテびとはきてその中に住んだ。 8あくる日、

ペリシテびとは殺された者から、はぎ取るためにき

たが、サウルとその三人の子たちがギルボア山にた

おれているのを見つけた。 9彼らはサウルの首を切

り、そのよろいをはぎ取り、ペリシテびとの全地に

人をつかわして、この良い知らせを、その偶像と民

とに伝えさせた。 10また彼らは、そのよろいをアシ
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タロテの神殿に置き、彼のからだをベテシャンの城

壁にくぎづけにした。 11ヤベシ・ギレアデの住民た

ちは、ペリシテびとがサウルにした事を聞いて、 12

勇士たちはみな立ち、夜もすがら行って、サウルの

からだと、その子たちのからだをベテシャンの城壁

から取りおろし、ヤベシにきて、これをそこで焼き

、 13その骨を取って、ヤベシのぎょりゅうの木の下

に葬り、七日の間、断食した。
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サムエル記Ⅱ

1サウルが死んだ後、ダビデはアマレクびとを撃っ

て帰り、ふつかの間チクラグにとどまっていたが、

2三日目となって、ひとりの人が、その着物を裂き、

頭に土をかぶって、サウルの陣営からきた。そして

ダビデのもとにきて、地に伏して拝した。 3ダビデ

は彼に言った、「あなたはどこからきたのか」。彼

はダビデに言った、「わたしはイスラエルの陣営か

ら、のがれてきたのです」。 4ダビデは彼に言った

、「様子はどうであったか話しなさい」。彼は答え

た、「民は戦いから逃げ、民の多くは倒れて死に、

サウルとその子ヨナタンもまた死にました」。 5ダ

ビデは自分と話している若者に言った、「あなたは

サウルとその子ヨナタンが死んだのを、どうして知

ったのか」。 6彼に話している若者は言った、「わ

たしは、はからずも、ギルボア山にいましたが、サ

ウルはそのやりによりかかっており、戦車と騎兵と

が彼に攻め寄ろうとしていました。 7その時、彼は

うしろを振り向いてわたしを見、わたしを呼びまし

たので、『ここにいます』とわたしは答えました。

8彼は『おまえはだれか』と言いましたので、『アマ

レクびとです』と答えました。 9彼はまたわたしに

言いました、『そばにきて殺してください。わたし

は苦しみに耐えない。まだ命があるからです』。 10

そこで、わたしはそのそばにいって彼を殺しました

。彼がすでに倒れて、生きることのできないのを知

ったからです。そしてわたしは彼の頭にあった冠と

、腕につけていた腕輪とを取って、それをわが主の

もとに携えてきたのです」。 11そのときダビデは自
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分の着物をつかんでそれを裂き、彼と共にいた人々

も皆同じようにした。 12彼らはサウルのため、また

その子ヨナタンのため、また主の民のため、またイ

スラエルの家のために悲しみ泣いて、夕暮まで食を

断った。それは彼らがつるぎに倒れたからである。

13ダビデは自分と話していた若者に言った、「あな

たはどこの人ですか」。彼は言った、「アマレクび

とで、寄留の他国人の子です」。 14ダビデはまた彼

に言った、「どうしてあなたは手を伸べて主の油を

注がれた者を殺すことを恐れなかったのですか」。

15ダビデはひとりの若者を呼び、「近寄って彼を撃

て」と言った。そこで彼を撃ったので死んだ。 16ダ

ビデは彼に言った、「あなたの流した血の責めはあ

なたに帰する。あなたが自分の口から、『わたしは

主の油を注がれた者を殺した』と言って、自身にむ

かって証拠を立てたからである」。 17ダビデはこの

悲しみの歌をもって、サウルとその子ヨナタンのた

めに哀悼した。 18これは、ユダの人々に教えるため

の弓の歌で、ヤシャルの書にしるされている。彼は

言った、 19「イスラエルよ、あなたの栄光は、あな

たの高き所で殺された。ああ、勇士たちは、ついに

倒れた。 20ガテにこの事を告げてはいけない。アシ

ケロンのちまたに伝えてはならない。おそらくはペ

リシテびとの娘たちが喜び、割礼なき者の娘たちが

勝ちほこるであろう。 21ギルボアの山よ、露はおま

えの上におりるな。死の野よ、雨もおまえの上に降

るな。その所に勇士たちの盾は捨てられ、サウルの

盾は油を塗らずに捨てられた。 22殺した者の血を飲

まずには、ヨナタンの弓は退かず、勇士の脂肪を食
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べないでは、サウルのつるぎは、むなしくは帰らな

かった。 23サウルとヨナタンとは、愛され、かつ喜

ばれた。彼らは生きるにも、死ぬにも離れず、わし

よりも早く、ししよりも強かった。 24イスラエルの

娘たちよ、サウルのために泣け。彼は緋色の着物を

もって、はなやかにあなたがたを装い、あなたがた

の着物に金の飾りをつけた。 25ああ、勇士たちは戦

いのさなかに倒れた。ヨナタンは、あなたの高き所

で殺された。 26わが兄弟ヨナタンよ、あなたのため

わたしは悲しむ。あなたはわたしにとって、いとも

楽しい者であった。あなたがわたしを愛するのは世

の常のようでなく、女の愛にもまさっていた。 27あ

あ、勇士たちは倒れた。戦いの器はうせた」。

2この後、ダビデは主に問うて言った、「わたしは

ユダの一つの町に上るべきでしょうか」。主は彼に

言われた、「上りなさい」。ダビデは言った、「ど

こへ上るべきでしょうか」。主は言われた、「ヘブ

ロンへ」。 2そこでダビデはその所へ上った。彼の

ふたりの妻、エズレルの女アヒノアムと、カルメル

びとナバルの妻であったアビガイルも上った。 3ダ

ビデはまた自分と共にいた人々を、皆その家族と共

に連れて上った。そして彼らはヘブロンの町々に住

んだ。 4時にユダの人々がきて、その所でダビデに

油を注ぎ、ユダの家の王とした。人々がダビデに告

げて、「サウルを葬ったのはヤベシ・ギレアデの人

々である」と言ったので、 5ダビデは使者をヤベシ

・ギレアデの人々につかわして彼らに言った、「あ

なたがたは、主君サウルにこの忠誠をあらわして彼

を葬った。どうぞ主があなたがたを祝福されるよう
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に。 6どうぞ主がいまあなたがたに、いつくしみと

真実を示されるように。あなたがたが、この事をし

たので、わたしもまたあなたがたに好意を示すであ

ろう。 7今あなたがたは手を強くし、雄々しくあれ

。あなたがたの主君サウルは死に、ユダの家がわた

しに油を注いで、彼らの王としたからである」。 8

さてサウルの軍の長、ネルの子アブネルは、さきに

サウルの子イシボセテを取り、マハナイムに連れて

渡り、 9彼をギレアデ、アシュルびと、エズレル、

エフライム、ベニヤミンおよび全イスラエルの王と

した。 10サウルの子イシボセテはイスラエルの王と

なった時、四十歳であって、二年の間、世を治めた

が、ユダの家はダビデに従った。 11ダビデがヘブロ

ンにいてユダの家の王であった日数は七年と六か月

であった。 12ネルの子アブネル、およびサウルの子

イシボセテの家来たちはマハナイムを出てギベオン

へ行った。 13ゼルヤの子ヨアブとダビデの家来たち

も出ていって、ギベオンの池のそばで彼らと出会い

、一方は池のこちら側に、一方は池のあちら側にす

わった。 14アブネルはヨアブに言った、「さあ、若

者たちを立たせて、われわれの前で勝負をさせよう

」。ヨアブは言った、「彼らを立たせよう」。 15こ

うしてサウルの子イシボセテとベニヤミンびととの

ために十二人、およびダビデの家来たち十二人を数

えて出した。彼らは立って進み、 16おのおの相手の

頭を捕え、つるぎを相手のわき腹に刺し、こうして

彼らは共に倒れた。それゆえ、その所はヘルカテ・

ハヅリムと呼ばれた。それはギベオンにある。 17そ

の日、戦いはひじょうに激しく、アブネルとイスラ
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エルの人々はダビデの家来たちの前に敗れた。 18そ

の所にゼルヤの三人の子、ヨアブ、アビシャイ、お

よびアサヘルがいたが、アサヘルは足の早いこと、

野のかもしかのようであった。 19アサヘルはアブネ

ルのあとを追っていったが、行くのに右にも左にも

曲ることなく、アブネルのあとに走った。 20アブネ

ルは後をふりむいて言った、「あなたはアサヘルで

あったか」。アサヘルは答えた、「わたしです」。

21アブネルは彼に言った、「右か左に曲って、若者

のひとりを捕え、そのよろいを奪いなさい」。しか

しアサヘルはアブネルを追うことをやめず、ほかに

向かおうともしなかった。 22アブネルはふたたびア

サヘルに言った、「わたしを追うことをやめて、ほ

かに向かいなさい。あなたを地に撃ち倒すことなど

、どうしてわたしにできようか。それをすれば、わ

たしは、どうしてあなたの兄ヨアブに顔を合わせる

ことができようか」。 23それでもなお彼は、ほかに

向かうことを拒んだので、アブネルは、やりの石突

きで彼の腹を突いたので、やりはその背中に出た。

彼はそこに倒れて、その場で死んだ。そしてアサヘ

ルが倒れて死んでいる場所に来る者は皆立ちとどま

った。 24しかしヨアブとアビシャイとは、なおアブ

ネルのあとを追ったが、彼らがギベオンの荒野の道

のほとり、ギアの前にあるアンマの山にきた時、日

は暮れた。 25ベニヤミンの人々はアブネルのあとに

ついてきて、集まり、一隊となって、一つの山の頂

に立った。 26その時アブネルはヨアブに呼ばわって

言った、「いつまでもつるぎをもって滅ぼそうとす

るのか。あなたはその結果の悲惨なのを知らないの
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か。いつまで民にその兄弟を追うことをやめよと命

じないのか」。 27ヨアブは言った、「神は生きてお

られる。もしあなたが言いださなかったならば、民

はおのおのその兄弟を追わずに、朝のうちに去って

いたであろう」。 28こうしてヨアブは角笛を吹いた

ので、民はみな立ちとどまって、もはやイスラエル

のあとを追わず、また重ねて戦わなかった。 29アブ

ネルとその従者たちは、夜もすがら、アラバを通っ

て行き、ヨルダンを渡り、昼まで行進を続けてマハ

ナイムに着いた。 30ヨアブはアブネルを追うことを

やめて帰り、民をみな集めたが、ダビデの家来たち

十九人とアサヘルとが見当らなかった。 31しかし、

ダビデの家来たちは、アブネルの従者であるベニヤ

ミンの人々三百六十人を撃ち殺した。 32人々はアサ

ヘルを取り上げてベツレヘムにあるその父の墓に葬

った。ヨアブとその従者たちは、夜もすがら行って

、夜明けにヘブロンに着いた。

3サウルの家とダビデの家との間の戦争は久しく続

き、ダビデはますます強くなり、サウルの家はます

ます弱くなった。 2ヘブロンでダビデに男の子が生

れた。彼の長子はエズレルの女アヒノアムの産んだ

アムノン、 3その次はカルメルびとナバルの妻であ

ったアビガイルの産んだキレアブ、第三はゲシュル

の王タルマイの娘マアカの子アブサロム、 4第四は

ハギテの子アドニヤ、第五はアビタルの子シパテヤ

、 5第六はダビデの妻エグラの産んだイテレアム。

これらの子がヘブロンでダビデに生れた。 6サウル

の家とダビデの家とが戦いを続けている間に、アブ

ネルはサウルの家で、強くなってきた。 7さてサウ
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ルには、ひとりのそばめがあった。その名をリヅパ

といい、アヤの娘であったが、イシボセテはアブネ

ルに言った、「あなたはなぜわたしの父のそばめの

ところにはいったのですか」。 8アブネルはイシボ

セテの言葉を聞き、非常に怒って言った、「わたし

はユダの犬のかしらですか。わたしはきょう、あな

たの父サウルの家と、その兄弟と、その友人とに忠

誠をあらわして、あなたをダビデの手に渡すことを

しなかったのに、あなたはきょう、女の事のあやま

ちを挙げてわたしを責められる。 9主がダビデに誓

われたことを、わたしが彼のためになし遂げないな

らば、神がアブネルをいくえにも罰しられるように

。 10すなわち王国をサウルの家から移し、ダビデの

位をダンからベエルシバに至るまで、イスラエルと

ユダの上に立たせられるであろう」。 11イシボセテ

はアブネルを恐れたので、ひと言も彼に答えること

ができなかった。 12アブネルはヘブロンにいるダビ

デのもとに使者をつかわして言った、「国はだれの

ものですか。わたしと契約を結びなさい。わたしは

あなたに力添えして、イスラエルをことごとくあな

たのものにしましょう」。 13ダビデは言った、「よ

ろしい。わたしは、あなたと契約を結びましょう。

ただし一つの事をあなたに求めます。あなたがきて

わたしの顔を見るとき、まずサウルの娘ミカルを連

れて来るのでなければ、わたしの顔を見ることはで

きません」。 14それからダビデは使者をサウルの子

イシボセテにつかわして言った、「ペリシテびとの

陽の皮一百をもってめとったわたしの妻ミカルを引

き渡しなさい」。 15そこでイシボセテは人をやって
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彼女をその夫、ライシの子パルテエルから取ったの

で、 16その夫は彼女と共に行き、泣きながら彼女の

あとについて、バホリムまで行ったが、アブネルが

彼に「帰って行け」と言ったので彼は帰った。 17ア

ブネルはイスラエルの長老たちと協議して言った、

「あなたがたは以前からダビデをあなたがたの王と

することを求めていましたが、 18今それをしなさい

。主がダビデについて、『わたしのしもべダビデの

手によって、わたしの民イスラエルをペリシテびと

の手、およびもろもろの敵の手から救い出すであろ

う』と言われたからです」。 19アブネルはまたベニ

ヤミンにも語った。そしてアブネルは、イスラエル

とベニヤミンの全家が良いと思うことをみな、ヘブ

ロンでダビデに告げようとして出発した。 20アブネ

ルが二十人を従えてヘブロンにいるダビデのもとに

行った時、ダビデはアブネルと彼に従っている従者

たちのために酒宴を設けた。 21アブネルはダビデに

言った、「わたしは立って行き、イスラエルをこと

ごとく、わが主、王のもとに集めて、あなたと契約

を結ばせ、あなたの望むものをことごとく治められ

るようにいたしましょう」。こうしてダビデはアブ

ネルを送り帰らせたので彼は安全に去って行った。

22ちょうどその時、ダビデの家来たちはヨアブと共

に多くのぶんどり物を携えて略奪から帰ってきた。

しかしアブネルはヘブロンのダビデのもとにはいな

かった。ダビデが彼を帰らせて彼が安全に去ったか

らである。 23ヨアブおよび彼と共にいた軍勢がみな

帰ってきたとき、人々はヨアブに言った、「ネルの

子アブネルが王のもとにきたが、王が彼を帰らせた



サムエル記Ⅱ 760

ので彼は安全に去った」。 24そこでヨアブは王のも

とに行って言った、「あなたは何をなさったのです

か。アブネルがあなたの所にきたのに、あなたはど

うして、彼を返し去らせられたのですか。 25ネルの

子アブネルがあなたを欺くためにきたこと、そして

あなたの出入りを知り、またあなたのなさっている

ことを、ことごとく知るためにきたことをあなたは

ごぞんじです」。 26ヨアブはダビデの所から出てき

て、使者をつかわし、アブネルを追わせたので、彼

らはシラの井戸から彼を連れて帰った。しかしダビ

デはその事を知らなかった。 27アブネルがヘブロン

に帰ってきたとき、ヨアブはひそかに語ろうといっ

て彼を門のうちに連れて行き、その所で彼の腹を刺

して死なせ、自分の兄弟アサヘルの血を報いた。 28

その後ダビデはこの事を聞いて言った、「わたしと

わたしの王国とは、ネルの子アブネルの血に関して

、主の前に永久に罪はない。 29どうぞ、その罪がヨ

アブの頭と、その父の全家に帰するように。またヨ

アブの家には流出を病む者、らい病人、つえにたよ

る者、つるぎに倒れる者、または食物の乏しい者が

絶えないように」。 30こうしてヨアブとその弟アビ

シャイとはアブネルを殺したが、それは彼がギベオ

ンの戦いで彼らの兄弟アサヘルを殺したためであっ

た。 31ダビデはヨアブおよび自分と共にいるすべて

の民に言った、「あなたがたは着物を裂き、荒布を

まとい、アブネルの前に嘆きながら行きなさい」。

そしてダビデ王はその棺のあとに従った。 32人々は

アブネルをヘブロンに葬った。王はアブネルの墓で

声をあげて泣き、民もみな泣いた。 33王はアブネル
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のために悲しみの歌を作って言った、「愚かな人の

死ぬように、アブネルがどうして死んだのか。 34あ

なたの手は縛られず、足には足かせもかけられない

のに、悪人の前に倒れる人のように、あなたは倒れ

た」。そして民は皆、ふたたび彼のために泣いた。

35民はみなきて、日のあるうちに、ダビデにパンを

食べさせようとしたが、ダビデは誓って言った、「

もしわたしが日の入る前に、パンでも、ほかのもの

でも味わうならば、神がわたしをいくえにも罰しら

れるように」。 36民はみなそれを見て満足した。す

べて王のすることは民を満足させた。 37その日すべ

ての民およびイスラエルは皆、ネルの子アブネルを

殺したのは、王の意思によるものでないことを知っ

た。 38王はその家来たちに言った、「この日イスラ

エルで、ひとりの偉大なる将軍が倒れたのをあなた

がたは知らないのか。 39わたしは油を注がれた王で

あるけれども、今日なお弱い。ゼルヤの子であるこ

れらの人々はわたしの手におえない。どうぞ主が悪

を行う者に、その悪にしたがって報いられるように

」。

4サウルの子イシボセテは、アブネルがヘブロンで

死んだことを聞いて、その力を失い、イスラエルは

皆あわてた。 2サウルの子イシボセテにはふたりの

略奪隊の隊長があった。ひとりの名はバアナ、他の

ひとりの名はレカブといって、ベニヤミンの子孫で

あるベロテびとリンモンの子たちであった。（それ

はベロテもまたベニヤミンのうちに数えられている

からである。 3ベロテびとはギッタイムに逃げてい

って、今日までその所に寄留している）。 4さてサ
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ウルの子ヨナタンに足のなえた子がひとりあった。

エズレルからサウルとヨナタンの事の知らせがきた

時、彼は五歳であった。うばが彼を抱いて逃げたが

、急いで逃げる時、その子は落ちて足なえとなった

。その名はメピボセテといった。 5ベロテびとリン

モンの子たち、レカブとバアナとは出立して、日の

暑いころイシボセテの家にきたが、イシボセテは昼

寝をしていた。 6家の門を守る女は麦をあおぎ分け

ていたが、眠くなって寝てしまった。そこでレカブ

とその兄弟バアナは、ひそかに中にはいった。 7彼

らが家にはいった時、イシボセテは寝室で床の上に

寝ていたので、彼らはそれを撃って殺し、その首を

はね、その首を取って、よもすがらアラバの道を行

き、 8イシボセテの首をヘブロンにいるダビデのも

とに携えて行って王に言った、「あなたの命を求め

たあなたの敵サウルの子イシボセテの首です。主は

きょう、わが君、王のためにサウルとそのすえとに

報復されました」。 9ダビデはベロテびとリンモン

の子レカブとその兄弟バアナに答えた、「わたしの

命を、もろもろの苦難から救われた主は生きておら

れる。 10わたしはかつて、人がわたしに告げて、『

見よ、サウルは死んだ』と言って、みずから良いお

とずれを伝える者と思っていた者を捕えてチクラグ

で殺し、そのおとずれに報いたのだ。 11悪人が正し

い人をその家の床の上で殺したときは、なおさらの

ことだ。今わたしが、彼の血を流した罪を報い、あ

なたがたを、この地から絶ち滅ぼさないでおくであ

ろうか」。 12そしてダビデは若者たちに命じたので

、若者たちは彼らを殺し、その手足を切り離し、ヘ
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ブロンの池のほとりで木に掛けた。人々はイシボセ

テの首を持って行って、ヘブロンにあるアブネルの

墓に葬った。

5イスラエルのすべての部族はヘブロンにいるダビ

デのもとにきて言った、「われわれは、あなたの骨

肉です。 2先にサウルがわれわれの王であった時に

も、あなたはイスラエルを率いて出入りされました

。そして主はあなたに、『あなたはわたしの民イス

ラエルを牧するであろう。またあなたはイスラエル

の君となるであろう』と言われました」。 3このよ

うにイスラエルの長老たちが皆、ヘブロンにいる王

のもとにきたので、ダビデ王はヘブロンで主の前に

彼らと契約を結んだ。そして彼らはダビデに油を注

いでイスラエルの王とした。 4ダビデは王となった

とき三十歳で、四十年の間、世を治めた。 5すなわ

ちヘブロンで七年六か月ユダを治め、またエルサレ

ムで三十三年、全イスラエルとユダを治めた。 6王

とその従者たちとはエルサレムへ行って、その地の

住民エブスびとを攻めた。エブスびとはダビデに言

った、「あなたはけっして、ここに攻め入ることは

できない。かえって、めしいや足なえでも、あなた

を追い払うであろう」。彼らが「ダビデはここに攻

め入ることはできない」と思ったからである。 7と

ころがダビデはシオンの要害を取った。これがダビ

デの町である。 8その日ダビデは、「だれでもエブ

スびとを撃とうとする人は、水をくみ上げる縦穴を

上って行って、ダビデが心に憎んでいる足なえやめ

しいを撃て」と言った。それゆえに人々は、「めし

いや足なえは、宮にはいってはならない」と言いな
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らわしている。 9ダビデはその要害に住んで、これ

をダビデの町と名づけた。またダビデはミロから内

の周囲に城壁を築いた。 10こうしてダビデはますま

す大いなる者となり、かつ万軍の神、主が彼と共に

おられた。 11ツロの王ヒラムはダビデに使者をつか

わして、香柏および大工と石工を送った。彼らはダ

ビデのために家を建てた。 12そしてダビデは主が自

分を堅く立ててイスラエルの王とされたこと、主が

その民イスラエルのためにその王国を興されたこと

を悟った。 13ダビデはヘブロンからきて後、さらに

エルサレムで妻とそばめを入れたので、むすこと娘

がまたダビデに生れた。 14エルサレムで彼に生れた

者の名は次のとおりである。シャンムア、ショバブ

、ナタン、ソロモン、 15イブハル、エリシュア、ネ

ペグ、ヤピア、 16エリシャマ、エリアダ、およびエ

リペレテ。 17さてペリシテびとは、ダビデが油を注

がれてイスラエルの王になったことを聞き、みな上

ってきてダビデを捜したが、ダビデはそれを聞いて

要害に下って行った。 18ペリシテびとはきて、レパ

イムの谷に広がっていた。 19ダビデは主に問うて言

った、「ペリシテびとに向かって上るべきでしょう

か。あなたは彼らをわたしの手に渡されるでしょう

か」。主はダビデに言われた、「上るがよい。わた

しはかならずペリシテびとをあなたの手に渡すであ

ろう」。 20そこでダビデはバアル・ペラジムへ行っ

て、彼らをその所で撃ち破り、そして言った、「主

は、破り出る水のように、敵をわたしの前に破られ

た」。それゆえにその所の名はバアル・ペラジムと

呼ばれている。 21ペリシテびとはその所に彼らの偶
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像を捨てて行ったので、ダビデとその従者たちはそ

れを運び去った。 22ペリシテびとが、ふたたび上っ

てきて、レパイムの谷に広がったので、 23ダビデは

主に問うたが、主は言われた、「上ってはならない

。彼らのうしろに回り、バルサムの木の前から彼ら

を襲いなさい。 24バルサムの木の上に行進の音が聞

えたならば、あなたは奮い立たなければならない。

その時、主があなたの前に出て、ペリシテびとの軍

勢を撃たれるからである」。 25ダビデは、主が命じ

られたようにして、ペリシテびとを撃ち、ゲバから

ゲゼルに及んだ。

6ダビデは再びイスラエルのえり抜きの者三万人を

ことごとく集めた。 2そしてダビデは立って、自分

と共にいるすべての民と共にバアレ・ユダへ行って

、神の箱をそこからかき上ろうとした。この箱はケ

ルビムの上に座しておられる万軍の主の名をもって

呼ばれている。 3彼らは神の箱を新しい車に載せて

、山の上にあるアビナダブの家から運び出した。 4

アビナダブの子たち、ウザとアヒオとが神の箱を載

せた新しい車を指揮し、ウザは神の箱のかたわらに

沿い、アヒオは箱の前に進んだ。 5ダビデとイスラ

エルの全家は琴と立琴と手鼓と鈴とシンバルとをも

って歌をうたい、力をきわめて、主の前に踊った。

6彼らがナコンの打ち場にきた時、ウザは神の箱に手

を伸べて、それを押えた。牛がつまずいたからであ

る。 7すると主はウザに向かって怒りを発し、彼が

手を箱に伸べたので、彼をその場で撃たれた。彼は

神の箱のかたわらで死んだ。 8主がウザを撃たれた

ので、ダビデは怒った。その所は今日までペレヅ・
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ウザと呼ばれている。 9その日ダビデは主を恐れて

言った、「どうして主の箱がわたしの所に来ること

ができようか」。 10ダビデは主の箱をダビデの町に

入れることを好まず、これを移してガテびとオベデ

エドムの家に運ばせた。 11神の箱はガテびとオベデ

エドムの家に三か月とどまった。主はオベデエドム

とその全家を祝福された。 12しかしダビデ王は、「

主が神の箱のゆえに、オベデエドムの家とそのすべ

ての所有を祝福されている」と聞き、ダビデは行っ

て、喜びをもって、神の箱をオベデエドムの家から

ダビデの町にかき上った。 13主の箱をかく者が六歩

進んだ時、ダビデは牛と肥えた物を犠牲としてささ

げた。 14そしてダビデは力をきわめて、主の箱の前

で踊った。その時ダビデは亜麻布のエポデをつけて

いた。 15こうしてダビデとイスラエルの全家とは、

喜びの叫びと角笛の音をもって、神の箱をかき上っ

た。 16主の箱がダビデの町にはいった時、サウルの

娘ミカルは窓からながめ、ダビデ王が主の前に舞い

踊るのを見て、心のうちにダビデをさげすんだ。 17

人々は主の箱をかき入れて、ダビデがそのために張

った天幕の中のその場所に置いた。そしてダビデは

燔祭と酬恩祭を主の前にささげた。 18ダビデは燔祭

と酬恩祭をささげ終った時、万軍の主の名によって

民を祝福した。 19そしてすべての民、イスラエルの

全民衆に、男にも女にも、おのおのパンの菓子一個

、肉一きれ、ほしぶどう一かたまりを分け与えた。

こうして民はみなおのおのその家に帰った。 20ダビ

デが家族を祝福しようとして帰ってきた時、サウル

の娘ミカルはダビデを出迎えて言った、「きょうイ
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スラエルの王はなんと威厳のあったことでしょう。

いたずら者が、恥も知らず、その身を現すように、

きょう家来たちのはしためらの前に自分の身を現さ

れました」。 21ダビデはミカルに言った、「あなた

の父よりも、またその全家よりも、むしろわたしを

選んで、主の民イスラエルの君とせられた主の前に

踊ったのだ。わたしはまた主の前に踊るであろう。

22わたしはこれよりももっと軽んじられるようにし

よう。そしてあなたの目には卑しめられるであろう

。しかしわたしは、あなたがさきに言った、はした

めたちに誉を得るであろう」。 23こうしてサウルの

娘ミカルは死ぬ日まで子供がなかった。

7さて、王が自分の家に住み、また主が周囲の敵を

ことごとく打ち退けて彼に安息を賜わった時、 2王

は預言者ナタンに言った、「見よ、今わたしは、香

柏の家に住んでいるが、神の箱はなお幕屋のうちに

ある」。 3ナタンは王に言った、「主があなたと共

におられますから、行って、すべてあなたの心にあ

るところを行いなさい」。 4その夜、主の言葉がナ

タンに臨んで言った、 5「行って、わたしのしもべ

ダビデに言いなさい、『主はこう仰せられる。あな

たはわたしの住む家を建てようとするのか。 6わた

しはイスラエルの人々をエジプトから導き出した日

から今日まで、家に住まわず、天幕をすまいとして

歩んできた。 7わたしがイスラエルのすべての人々

と共に歩んだすべての所で、わたしがわたしの民イ

スラエルを牧することを命じたイスラエルのさばき

づかさのひとりに、ひと言でも「どうしてあなたが

たはわたしのために香柏の家を建てないのか」と、
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言ったことがあるであろうか』。 8それゆえ、今あ

なたは、わたしのしもべダビデにこう言いなさい、

『万軍の主はこう仰せられる。わたしはあなたを牧

場から、羊に従っている所から取って、わたしの民

イスラエルの君とし、 9あなたがどこへ行くにも、

あなたと共におり、あなたのすべての敵をあなたの

前から断ち去った。わたしはまた地上の大いなる者

の名のような大いなる名をあなたに得させよう。 10

そしてわたしの民イスラエルのために一つの所を定

めて、彼らを植えつけ、彼らを自分の所に住ませ、

重ねて動くことのないようにするであろう。 11また

前のように、わたしがわたしの民イスラエルの上に

さばきづかさを立てた日からこのかたのように、悪

人が重ねてこれを悩ますことはない。わたしはあな

たのもろもろの敵を打ち退けて、あなたに安息を与

えるであろう。主はまた「あなたのために家を造る

」と仰せられる。 12あなたが日が満ちて、先祖たち

と共に眠る時、わたしはあなたの身から出る子を、

あなたのあとに立てて、その王国を堅くするであろ

う。 13彼はわたしの名のために家を建てる。わたし

は長くその国の位を堅くしよう。 14わたしは彼の父

となり、彼はわたしの子となるであろう。もし彼が

罪を犯すならば、わたしは人のつえと人の子のむち

をもって彼を懲らす。 15しかしわたしはわたしのい

つくしみを、わたしがあなたの前から除いたサウル

から取り去ったように、彼からは取り去らない。 16

あなたの家と王国はわたしの前に長く保つであろう

。あなたの位は長く堅うせられる』」。 17ナタンは

すべてこれらの言葉のように、またすべてこの幻の
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ようにダビデに語った。 18その時ダビデ王は、はい

って主の前に座して言った、「主なる神よ、わたし

がだれ、わたしの家が何であるので、あなたはこれ

までわたしを導かれたのですか。 19主なる神よ、こ

れはなおあなたの目には小さい事です。主なる神よ

、あなたはまたしもべの家の、はるか後の事を語っ

て、きたるべき代々のことを示されました。 20ダビ

デはこの上なにをあなたに申しあげることができま

しょう。主なる神よ、あなたはしもべを知っておら

れるのです。 21あなたの約束のゆえに、またあなた

の心に従って、あなたはこのもろもろの大いなる事

を行い、しもべにそれを知らせられました。 22主な

る神よ、あなたは偉大です。それは、われわれがす

べて耳に聞いたところによれば、あなたのような者

はなく、またあなたのほかに神はないからです。 23

地のどの国民が、あなたの民イスラエルのようであ

りましょうか。これは神が行って、自分のためにあ

がなって民とし、自らの名をあげられたもの、また

彼らのために大いなる恐るべきことをなし、その民

の前から国びととその神々とを追い出されたもので

す。 24そしてあなたの民イスラエルを永遠にあなた

の民として、自分のために、定められました。主よ

、あなたは彼らの神となられたのです。 25主なる神

よ、今あなたが、しもべとしもべの家とについて語

られた言葉を長く堅うして、あなたの言われたとお

りにしてください。 26そうすれば、あなたの名はと

こしえにあがめられて、『万軍の主はイスラエルの

神である』と言われ、あなたのしもべダビデの家は

、あなたの前に堅く立つことができましょう。 27万
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軍の主、イスラエルの神よ、あなたはしもべに示し

て、『おまえのために家を建てよう』と言われまし

た。それゆえ、しもべはこの祈をあなたにささげる

勇気を得たのです。 28主なる神よ、あなたは神にま

しまし、あなたの言葉は真実です。あなたはこの良

き事をしもべに約束されました。 29どうぞ今、しも

べの家を祝福し、あなたの前に長くつづかせてくだ

さるように。主なる神よ、あなたがそれを言われた

のです。どうぞあなたの祝福によって、しもべの家

がながく祝福されますように」。

8この後ダビデはペリシテびとを撃って、これを征

服した。ダビデはまたペリシテびとの手からメテグ

・アンマを取った。 2彼はまたモアブを撃ち、彼ら

を地に伏させ、なわをもって彼らを測った。すなわ

ち二筋のなわをもって殺すべき者を測り、一筋のな

わをもって生かしておく者を測った。そしてモアブ

びとは、ダビデのしもべとなって、みつぎを納めた

。 3ダビデはまたレホブの子であるゾバの王ハダデ

ゼルが、ユフラテ川のほとりにその勢力を回復しよ

うとして行くところを撃った。 4そしてダビデは彼

から騎兵千七百人、歩兵二万人を取った。ダビデは

また一百の戦車の馬を残して、そのほかの戦車の馬

はみなその足の筋を切った。 5ダマスコのスリヤび

とが、ゾバの王ハダデゼルを助けるためにきたので

、ダビデはスリヤびと二万二千人を殺した。 6そし

てダビデはダマスコのスリヤに守備隊を置いた。ス

リヤびとは、ダビデのしもべとなって、みつぎを納

めた。主はダビデにすべてその行く所で勝利を与え

られた。 7ダビデはハダデゼルのしもべらが持って



サムエル記Ⅱ 771

いた金の盾を奪って、エルサレムに持ってきた。 8

ダビデ王はまたハダデゼルの町、ベタとベロタイか

ら、ひじょうに多くの青銅を取った。 9時にハマテ

の王トイは、ダビデがハダデゼルのすべての軍勢を

撃ち破ったことを聞き、 10その子ヨラムをダビデ王

のもとにつかわして、彼にあいさつし、かつ祝を述

べさせた。ハダデゼルはかつてしばしばトイと戦い

を交えたが、ダビデがハダデゼルと戦ってこれを撃

ち破ったからである。ヨラムが銀の器と金の器と青

銅の器を携えてきたので、 11ダビデ王は征服したす

べての国民から取ってささげた金銀と共にこれらを

も主にささげた。 12すなわちエドム、モアブ、アン

モンの人々、ペリシテびと、アマレクから獲た物、

およびゾバの王レホブの子ハダデゼルから獲たぶん

どり物と共にこれをささげた。 13こうしてダビデは

名声を得た。彼は帰ってきてから塩の谷でエドムび

と一万八千人を撃ち殺した。 14そしてエドムに守備

隊を置いた。すなわちエドムの全地に守備隊を置き

、エドムびとは皆ダビデのしもべとなった。主はダ

ビデにすべてその行く所で勝利を与えられた。 15こ

うしてダビデはイスラエルの全地を治め、そのすべ

ての民に正義と公平を行った。 16ゼルヤの子ヨアブ

は軍の長、アヒルデの子ヨシャパテは史官、 17アヒ

トブの子ザドクとアビヤタルの子アヒメレクは祭司

、セラヤは書記官、 18エホヤダの子ベナヤはケレテ

びととペレテびとの長、ダビデの子たちは祭司であ

った。

9時にダビデは言った、「サウルの家の人で、なお

残っている者があるか。わたしはヨナタンのために
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、その人に恵みを施そう」。 2さて、サウルの家に

ヂバという名のしもべがあったが、人々が彼をダビ

デのもとに呼び寄せたので、王は彼に言った、「あ

なたがヂバか」。彼は言った、「しもべがそうです

」。 3王は言った、「サウルの家の人がまだ残って

いませんか。わたしはその人に神の恵みを施そうと

思う」。ヂバは王に言った、「ヨナタンの子がまだ

おります。あしなえです」。 4王は彼に言った、「

その人はどこにいるのか」。ヂバは王に言った、「

彼はロ・デバルのアンミエルの子マキルの家におり

ます」。 5ダビデ王は人をつかわして、ロ・デバル

のアンミエルの子マキルの家から、彼を連れてこさ

せた。 6サウルの子ヨナタンの子であるメピボセテ

はダビデのもとにきて、ひれ伏して拝した。ダビデ

が、「メピボセテよ」と言ったので、彼は、「しも

べは、ここにおります」と答えた。 7ダビデは彼に

言った、「恐れることはない。わたしはかならずあ

なたの父ヨナタンのためにあなたに恵みを施しまし

ょう。あなたの父サウルの地をみなあなたに返しま

す。またあなたは常にわたしの食卓で食事をしなさ

い」。 8彼は拝して言った、「あなたは、しもべを

何とおぼしめして、死んだ犬のようなわたしを顧み

られるのですか」。 9王はサウルのしもべヂバを呼

んで言った、「すべてサウルとその家に属する物を

皆、わたしはあなたの主人の子に与えた。 10あなた

と、あなたの子たちと、しもべたちとは、彼のため

に地を耕して、あなたの主人の子が食べる食物を取

り入れなければならない。しかしあなたの主人の子

メピボセテはいつもわたしの食卓で食事をするであ
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ろう」。ヂバには十五人の男の子と二十人のしもべ

があった。 11ヂバは王に言った、「すべて王わが主

君がしもべに命じられるとおりに、しもべはいたし

ましょう」。こうしてメピボセテは王の子のひとり

のようにダビデの食卓で食事をした。 12メピボセテ

には小さい子があって、名をミカといった。そして

ヂバの家に住んでいる者はみなメピボセテのしもべ

となった。 13メピボセテはエルサレムに住んだ。彼

がいつも王の食卓で食事をしたからである。彼は両

足ともに、なえていた。

10この後アンモンの人々の王が死んで、その子ハ

ヌンがこれに代って王となった。 2そのときダビデ

は言った、「わたしはナハシの子ハヌンに、その父

がわたしに恵みを施したように、恵みを施そう」。

そしてダビデは彼を、その父のゆえに慰めようと、

しもべをつかわした。ダビデのしもべたちはアンモ

ンの人々の地に行ったが、 3アンモンの人々のつか

さたちはその主君ハヌンに言った、「ダビデが慰め

る者をあなたのもとにつかわしたのは彼があなたの

父を尊ぶためだと思われますか。ダビデがあなたの

もとに、しもべたちをつかわしたのは、この町をう

かがい、それを探って、滅ぼすためではありません

か」。 4そこでハヌンはダビデのしもべたちを捕え

、おのおの、ひげの半ばをそり落し、その着物を中

ほどから断ち切り腰の所までにして、彼らを帰らせ

た。 5人々がこれをダビデに告げたので、ダビデは

人をつかわして彼らを迎えさせた。その人々はひじ

ょうに恥じたからである。そこで王は言った、「ひ

げがのびるまでエリコにとどまって、その後、帰り
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なさい」。 6アンモンの人々は自分たちがダビデに

憎まれていることがわかったので、人をつかわして

、ベテ・レホブのスリヤびととゾバのスリヤびとと

の歩兵二万人およびマアカの王とその一千人、トブ

の人一万二千人を雇い入れた。 7ダビデはそれを聞

いて、ヨアブと勇士の全軍をつかわしたので、 8ア

ンモンの人々は出て、門の入口に戦いの備えをした

。ゾバとレホブとのスリヤびと、およびトブとマア

カの人々は別に野にいた。 9ヨアブは戦いが前後か

ら自分に迫ってくるのを見て、イスラエルのえり抜

きの兵士のうちから選んで、これをスリヤびとに対

して備え、 10そのほかの民を自分の兄弟アビシャイ

の手にわたして、アンモンの人々に対して備えさせ

、 11そして言った、「もしスリヤびとがわたしに手

ごわいときは、わたしを助けてください。もしアン

モンの人々があなたに手ごわいときは、行ってあな

たを助けましょう。 12勇ましくしてください。われ

われの民のため、われわれの神の町々のため、勇ま

しくしましょう。どうぞ主が良いと思われることを

されるように」。 13ヨアブが自分と一緒にいる民と

共に、スリヤびとに向かって戦おうとして近づいた

とき、スリヤびとは彼の前から逃げた。 14アンモン

の人々はスリヤびとが逃げるのを見て、彼らもまた

アビシャイの前から逃げて町にはいった。そこでヨ

アブはアンモンの人々を撃つことをやめてエルサレ

ムに帰った。 15しかしスリヤびとは自分たちのイス

ラエルに打ち敗られたのを見て、共に集まった。 16

そしてハダデゼルは人をつかわし、ユフラテ川の向

こう側にいるスリヤびとを率いてヘラムにこさせた
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。ハダデゼルの軍の長ショバクがこれを率いた。 17

この事がダビデに聞えたので、彼はイスラエルをこ

とごとく集め、ヨルダンを渡ってヘラムにきた。ス

リヤびとはダビデに向かって備えをして彼と戦った

。 18しかしスリヤびとがイスラエルの前から逃げた

ので、ダビデはスリヤびとの戦車の兵七百、騎兵四

万を殺し、またその軍の長ショバクを撃ったので、

彼はその所で死んだ。 19ハダデゼルの家来であった

王たちはみな、自分たちがイスラエルに打ち敗られ

たのを見て、イスラエルと和を講じ、これに仕えた

。こうしてスリヤびとは恐れて再びアンモンの人々

を助けることをしなかった。

11春になって、王たちが戦いに出るに及んで、ダ

ビデはヨアブおよび自分と共にいる家来たち、並び

にイスラエルの全軍をつかわした。彼らはアンモン

の人々を滅ぼし、ラバを包囲した。しかしダビデは

エルサレムにとどまっていた。 2さて、ある日の夕

暮、ダビデは床から起き出て、王の家の屋上を歩い

ていたが、屋上から、ひとりの女がからだを洗って

いるのを見た。その女は非常に美しかった。 3ダビ

デは人をつかわしてその女のことを探らせたが、あ

る人は言った、「これはエリアムの娘で、ヘテびと

ウリヤの妻バテシバではありませんか」。 4そこで

ダビデは使者をつかわして、その女を連れてきた。

女は彼の所にきて、彼はその女と寝た。（女は身の

汚れを清めていたのである。）こうして女はその家

に帰った。 5女は妊娠したので、人をつかわしてダ

ビデに告げて言った、「わたしは子をはらみました

」。 6そこでダビデはヨアブに、「ヘテびとウリヤ
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をわたしの所につかわせ」と言ってやったので、ヨ

アブはウリヤをダビデの所につかわした。 7ウリヤ

がダビデの所にきたので、ダビデは、ヨアブはどう

しているか、民はどうしているか、戦いはうまくい

っているかとたずねた。 8そしてダビデはウリヤに

言った、「あなたの家に行って、足を洗いなさい」

。ウリヤは王の家を出ていったが、王の贈り物が彼

の後に従った。 9しかしウリヤは王の家の入口で主

君の家来たちと共に寝て、自分の家に帰らなかった

。 10人々がダビデに、「ウリヤは自分の家に帰りま

せんでした」と告げたので、ダビデはウリヤに言っ

た、「旅から帰ってきたのではないか。どうして家

に帰らなかったのか」。 11ウリヤはダビデに言った

、「神の箱も、イスラエルも、ユダも、小屋の中に

住み、わたしの主人ヨアブと、わが主君の家来たち

が野のおもてに陣を取っているのに、わたしはどう

して家に帰って食い飲みし、妻と寝ることができま

しょう。あなたは生きておられます。あなたの魂は

生きています。わたしはこの事をいたしません」。

12ダビデはウリヤに言った、「きょうも、ここにと

どまりなさい。わたしはあす、あなたを去らせまし

ょう」。そこでウリヤはその日と次の日エルサレム

にとどまった。 13ダビデは彼を招いて自分の前で食

い飲みさせ、彼を酔わせた。夕暮になって彼は出て

いって、その床に、主君の家来たちと共に寝た。そ

して自分の家には下って行かなかった。 14朝になっ

てダビデはヨアブにあてた手紙を書き、ウリヤの手

に託してそれを送った。 15彼はその手紙に、「あな

たがたはウリヤを激しい戦いの最前線に出し、彼の
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後から退いて、彼を討死させよ」と書いた。 16ヨア

ブは町を囲んでいたので、勇士たちがいると知って

いた場所にウリヤを置いた。 17町の人々が出てきて

ヨアブと戦ったので、民のうち、ダビデの家来たち

にも、倒れるものがあり、ヘテびとウリヤも死んだ

。 18ヨアブは人をつかわして戦いのことをつぶさに

ダビデに告げた。 19ヨアブはその使者に命じて言っ

た、「あなたが戦いのことをつぶさに王に語り終っ

たとき、 20もし王が怒りを起して、『あなたがたは

なぜ戦おうとしてそんなに町に近づいたのか。彼ら

が城壁の上から射るのを知らなかったのか。 21エル

ベセテの子アビメレクを撃ったのはだれか。ひとり

の女が城壁の上から石うすの上石を投げて彼をテベ

ツで殺したのではなかったか。あなたがたはなぜそ

んなに城壁に近づいたのか』と言われたならば、そ

の時あなたは、『あなたのしもべ、ヘテびとウリヤ

もまた死にました』と言いなさい」。 22こうして使

者は行き、ダビデのもとにきて、ヨアブが言いつか

わしたことをことごとく告げた。 23使者はダビデに

言った、「敵はわれわれよりも有利な位置を占め、

出てきてわれわれを野で攻めましたが、われわれは

町の入口まで彼らを追い返しました。 24その時、射

手どもは城壁からあなたの家来たちを射ましたので

、王の家来のある者は死に、また、あなたの家来ヘ

テびとウリヤも死にました」。 25ダビデは使者に言

った、「あなたはヨアブにこう言いなさい、『この

事で心配することはない。つるぎはこれをも彼をも

同じく滅ぼすからである。強く町を攻めて戦い、そ

れを攻め落しなさい』と。そしてヨアブを励ましな
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さい」。 26ウリヤの妻は夫ウリヤが死んだことを聞

いて、夫のために悲しんだ。 27その喪が過ぎた時、

ダビデは人をつかわして彼女を自分の家に召し入れ

た。彼女は彼の妻となって男の子を産んだ。しかし

ダビデがしたこの事は主を怒らせた。

12主はナタンをダビデにつかわされたので、彼は

ダビデの所にきて言った、「ある町にふたりの人が

あって、ひとりは富み、ひとりは貧しかった。 2富

んでいる人は非常に多くの羊と牛を持っていたが、

3貧しい人は自分が買った一頭の小さい雌の小羊のほ

かは何も持っていなかった。彼がそれを育てたので

、その小羊は彼および彼の子供たちと共に成長し、

彼の食物を食べ、彼のわんから飲み、彼のふところ

で寝て、彼にとっては娘のようであった。 4時に、

ひとりの旅びとが、その富んでいる人のもとにきた

が、自分の羊または牛のうちから一頭を取って、自

分の所にきた旅びとのために調理することを惜しみ

、その貧しい人の小羊を取って、これを自分の所に

きた人のために調理した」。 5ダビデはその人の事

をひじょうに怒ってナタンに言った、「主は生きて

おられる。この事をしたその人は死ぬべきである。

6かつその人はこの事をしたため、またあわれまなか

ったため、その小羊を四倍にして償わなければなら

ない」。 7ナタンはダビデに言った、「あなたがそ

の人です。イスラエルの神、主はこう仰せられる、

『わたしはあなたに油を注いでイスラエルの王とし

、あなたをサウルの手から救いだし、 8あなたに主

人の家を与え、主人の妻たちをあなたのふところに

与え、またイスラエルとユダの家をあなたに与えた
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。もし少なかったならば、わたしはもっと多くのも

のをあなたに増し加えたであろう。 9どうしてあな

たは主の言葉を軽んじ、その目の前に悪事をおこな

ったのですか。あなたはつるぎをもってヘテびとウ

リヤを殺し、その妻をとって自分の妻とした。すな

わちアンモンの人々のつるぎをもって彼を殺した。

10あなたがわたしを軽んじてヘテびとウリヤの妻を

とり、自分の妻としたので、つるぎはいつまでもあ

なたの家を離れないであろう』。 11主はこう仰せら

れる、『見よ、わたしはあなたの家からあなたの上

に災を起すであろう。わたしはあなたの目の前であ

なたの妻たちを取って、隣びとに与えるであろう。

その人はこの太陽の前で妻たちと一緒に寝るであろ

う。 12あなたはひそかにそれをしたが、わたしは全

イスラエルの前と、太陽の前にこの事をするのであ

る』」。 13ダビデはナタンに言った、「わたしは主

に罪をおかしました」。ナタンはダビデに言った、

「主もまたあなたの罪を除かれました。あなたは死

ぬことはないでしょう。 14しかしあなたはこの行い

によって大いに主を侮ったので、あなたに生れる子

供はかならず死ぬでしょう」。 15こうしてナタンは

家に帰った。さて主は、ウリヤの妻がダビデに産ん

だ子を撃たれたので、病気になった。 16ダビデはそ

の子のために神に嘆願した。すなわちダビデは断食

して、へやにはいり終夜地に伏した。 17ダビデの家

の長老たちは、彼のかたわらに立って彼を地から起

そうとしたが、彼は起きようとはせず、また彼らと

一緒に食事をしなかった。 18七日目にその子は死ん

だ。ダビデの家来たちはその子が死んだことをダビ
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デに告げるのを恐れた。それは彼らが、「見よ、子

のなお生きている間に、われわれが彼に語ったのに

彼はその言葉を聞きいれなかった。どうして彼にそ

の子の死んだことを告げることができようか。彼は

自らを害するかも知れない」と思ったからである。

19しかしダビデは、家来たちが互にささやき合うの

を見て、その子の死んだのを悟り、家来たちに言っ

た、「子は死んだのか」。彼らは言った、「死なれ

ました」。 20そこで、ダビデは地から起き上がり、

身を洗い、油をぬり、その着物を替えて、主の家に

はいって拝した。そののち自分の家に行き、求めて

自分のために食物を備えさせて食べた。 21家来たち

は彼に言った、「あなたのなさったこの事はなんで

しょうか。あなたは子の生きている間はその子のた

めに断食して泣かれました。しかし子が死ぬと、あ

なたは起きて食事をなさいました」。 22ダビデは言

った、「子の生きている間に、わたしが断食して泣

いたのは、『主がわたしをあわれんで、この子を生

かしてくださるかも知れない』と思ったからです。

23しかし今は死んだので、わたしはどうして断食し

なければならないでしょうか。わたしは再び彼をか

えらせることができますか。わたしは彼の所に行く

でしょうが、彼はわたしの所に帰ってこないでしょ

う」。 24ダビデは妻バテシバを慰め、彼女の所には

いって、彼女と共に寝たので、彼女は男の子を産ん

だ。ダビデはその名をソロモンと名づけた。主はこ

れを愛された。 25そして預言者ナタンをつかわし、

命じてその名をエデデアと呼ばせられた。 26さてヨ

アブはアンモンの人々のラバを攻めて王の町を取っ
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た。 27ヨアブは使者をダビデにつかわして言った、

「わたしはラバを攻めて水の町を取りました。 28あ

なたは今、残りの民を集め、この町に向かって陣を

しき、これを取りなさい。わたしがこの町を取って

、人がわたしの名をもって、これを呼ぶようになら

ないためです」。 29そこでダビデは民をことごとく

集めてラバへ行き、攻めてこれを取った。 30そして

ダビデは彼らの王の冠をその頭から取りはなした。

それは金で重さは一タラントであった。宝石がはめ

てあり、それをダビデの頭に置いた。ダビデはその

町からぶんどり物を非常に多く持ち出した。 31また

ダビデはそのうちの民を引き出して、彼らをのこぎ

りや、鉄のつるはし、鉄のおのを使う仕事につかせ

、また、れんが造りの労役につかせた。彼はアンモ

ンの人々のすべての町にこのようにした。そしてダ

ビデと民とは皆エルサレムに帰った。

13さてダビデの子アブサロムには名をタマルとい

う美しい妹があったが、その後ダビデの子アムノン

はこれを恋した。 2アムノンは妹タマルのために悩

んでついにわずらった。それはタマルが処女であっ

て、アムノンは彼女に何事もすることができないと

思ったからである。 3ところがアムノンにはひとり

の友だちがあった。名をヨナダブといい、ダビデの

兄弟シメアの子である。ヨナダブはひじょうに賢い

人であった。 4彼はアムノンに言った、「王子よ、

あなたは、どうして朝ごとに、そんなにやせ衰える

のですか。わたしに話さないのですか」。アムノン

は彼に言った、「わたしは兄弟アブサロムの妹タマ

ルを恋しているのです」。 5ヨナダブは彼に言った
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、「あなたは病と偽り、寝床に横たわって、あなた

の父がきてあなたを見るとき彼に言いなさい、『ど

うぞ、わたしの妹タマルをこさせ、わたしの所に食

物を運ばせてください。そして彼女がわたしの目の

前で食物をととのえ、彼女の手からわたしが食べる

ことのできるようにさせてください』」。 6そこで

アムノンは横になって病と偽ったが、王がきて彼を

見た時、アムノンは王に言った、「どうぞわたしの

妹タマルをこさせ、わたしの目の前で二つの菓子を

作らせて、彼女の手からわたしが食べることのでき

るようにしてください」。 7ダビデはタマルの家に

人をつかわして言わせた、「あなたの兄アムノンの

家へ行って、彼のために食物をととのえなさい」。

8そこでタマルはその兄アムノンの家へ行ったところ

、アムノンは寝ていた。タマルは粉を取って、これ

をこね、彼の目の前で、菓子を作り、その菓子を焼

き、 9なべを取って彼の前にそれをあけた。しかし

彼は食べることを拒んだ。そしてアムノンは、「み

な、わたしを離れて出てください」と言ったので、

皆、彼を離れて出た。 10アムノンはタマルに言った

、「食物を寝室に持ってきてください。わたしはあ

なたの手から食べます」。そこでタマルは自分の作

った菓子をとって、寝室にはいり兄アムノンの所へ

持っていった。 11タマルが彼に食べさせようとして

近くに持って行った時、彼はタマルを捕えて彼女に

言った、「妹よ、来て、わたしと寝なさい」。 12タ

マルは言った、「いいえ、兄上よ、わたしをはずか

しめてはなりません。このようなことはイスラエル

では行われません。この愚かなことをしてはなりま
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せん。 13わたしの恥をわたしはどこへ持って行くこ

とができましょう。あなたはイスラエルの愚か者の

ひとりとなるでしょう。それゆえ、どうぞ王に話し

てください。王がわたしをあなたに与えないことは

ないでしょう」。 14しかしアムノンは彼女の言うこ

とを聞こうともせず、タマルよりも強かったので、

タマルをはずかしめてこれと共に寝た。 15それから

アムノンは、ひじょうに深くタマルを憎むようにな

った。彼女を憎む憎しみは、彼女を恋した恋よりも

大きかった。アムノンは彼女に言った、「立って、

行きなさい」。 16タマルはアムノンに言った、「い

いえ、兄上よ、わたしを返すことは、あなたがさき

にわたしになさった事よりも大きい悪です」。しか

しアムノンは彼女の言うことを聞こうともせず、 17

彼に仕えている若者を呼んで言った、「この女をわ

たしの所から外におくり出し、そのあとに戸を閉ざ

すがよい」。 18この時、タマルは長そでの着物を着

ていた。昔、王の姫たちの処女である者はこのよう

な着物を着たからである。アムノンのしもべは彼女

を外に出して、そのあとに戸を閉ざした。 19タマル

は灰を頭にかぶり、着ていた長そでの着物を裂き、

手を頭にのせて、叫びながら去って行った。 20兄ア

ブサロムは彼女に言った、「兄アムノンがあなたと

一緒にいたのか。しかし妹よ、今は黙っていなさい

。彼はあなたの兄です。この事を心にとめなくてよ

ろしい」。こうしてタマルは兄アブサロムの家に寂

しく住んでいた。 21ダビデ王はこれらの事をことご

とく聞いて、ひじょうに怒った。 22アブサロムはア

ムノンに良いことも悪いことも語ることをしなかっ
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た。それはアムノンがアブサロムの妹タマルをはず

かしめたので、アブサロムが彼を憎んでいたからで

ある。 23満二年の後、アブサロムはエフライムの近

くにあるバアル・ハゾルで羊の毛を切らせていた時

、王の子たちをことごとく招いた。 24そしてアブサ

ロムは王のもとにきて言った、「見よ、しもべは羊

の毛を切らせております。どうぞ王も王の家来たち

も、しもべと共にきてください」。 25王はアブサロ

ムに言った、「いいえ、わが子よ、われわれが皆行

ってはならない。あなたの重荷になるといけないか

ら」。アブサロムはダビデにしいて願った。しかし

ダビデは行くことを承知せず彼に祝福を与えた。 26

そこでアブサロムは言った、「それでは、どうぞわ

たしの兄アムノンをわれわれと共に行かせてくださ

い」。王は彼に言った、「どうして彼があなたと共

に行かなければならないのか」。 27しかしアブサロ

ムは彼にしいて願ったので、ついにアムノンと王の

子たちを皆、アブサロムと共に行かせた。 28そこで

アブサロムは若者たちに命じて言った、「アムノン

が酒を飲んで、心楽しくなった時を見すまし、わた

しがあなたがたに、『アムノンを撃て』と言う時、

彼を殺しなさい。恐れることはない。わたしが命じ

るのではないか。雄々しくしなさい。勇ましくしな

さい」。 29アブサロムの若者たちはアブサロムの命

じたようにアムノンにおこなったので、王の子たち

は皆立って、おのおのその騾馬に乗って逃げた。 30

彼らがまだ着かないうちに、「アブサロムは王の子

たちをことごとく殺して、ひとりも残っている者が

ない」という知らせがダビデに達したので、 31王は
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立ち、その着物を裂いて、地に伏した。そのかたわ

らに立っていた家来たちも皆その着物を裂いた。 32

しかしダビデの兄弟シメアの子ヨナダブは言った、

「わが主よ、王の子たちである若者たちがみな殺さ

れたと、お考えになってはなりません。アムノンだ

けが死んだのです。これは彼がアブサロムの妹タマ

ルをはずかしめた日から、アブサロムの命によって

定められていたことなのです。 33それゆえ、わが主

、王よ、王の子たちが皆死んだと思って、この事を

心にとめられてはなりません。アムノンだけが死ん

だのです」。 34アブサロムはのがれた。時に見張り

をしていた若者が目をあげて見ると、山のかたわら

のホロナイムの道から多くの民の来るのが見えた。

35ヨナダブは王に言った、「見よ、王の子たちがき

ました。しもべの言ったとおりです」。 36彼が語る

ことを終った時、王の子たちはきて声をあげて泣い

た。王もその家来たちも皆、非常にはげしく泣いた

。 37しかしアブサロムはのがれて、ゲシュルの王ア

ミホデの子タルマイのもとに行った。ダビデは日々

その子のために悲しんだ。 38アブサロムはのがれて

ゲシュルに行き、三年の間そこにいた。 39王は心に

、アブサロムに会うことを、せつに望んだ。アムノ

ンは死んでしまい、ダビデが彼のことはあきらめて

いたからである。

14ゼルヤの子ヨアブは王の心がアブサロムに向か

っているのを知った。 2そこでヨアブはテコアに人

をつかわして、そこからひとりの賢い女を連れてこ

させ、その女に言った、「あなたは悲しみのうちに

ある人をよそおって、喪服を着、油を身に塗らず、
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死んだ人のために長いあいだ悲しんでいる女のよう

に、よそおって、 3王のもとに行き、しかじかと彼

に語りなさい」。こうしてヨアブはその言葉を彼女

の口に授けた。 4テコアの女は王のもとに行き、地

に伏して拝し、「王よ、お助けください」と言った

。 5王は女に言った、「どうしたのか」。女は言っ

た、「まことにわたしは寡婦でありまして、夫は死

にました。 6つかえめにはふたりの子どもがあり、

ふたりは野で争いましたが、だれも彼らを引き分け

る者がなかったので、ひとりはついに他の者を撃っ

て殺しました。 7すると全家族がつかえめに逆らい

立って、『兄弟を撃ち殺した者を引き渡たすがよい

。われわれは彼が殺したその兄弟の命のために彼を

殺そう』と言い、彼らは世継をも殺そうとしました

。こうして彼らは残っているわたしの炭火を消して

、わたしの夫の名をも、跡継をも、地のおもてにと

どめないようにしようとしています」。 8王は女に

言った、「家に帰りなさい。わたしはあなたのこと

について命令を下します」。 9テコアの女は王に言

った、「わが主、王よ、わたしとわたしの父の家に

その罪を帰してください。どうぞ王と王の位には罪

がありませんように」。 10王は言った、「もしあな

たに何か言う者があれば、わたしの所に連れてきな

さい。そうすれば、その人は重ねてあなたに触れる

ことはないでしょう」。 11女は言った、「どうぞ王

が、あなたの神、主をおぼえて、血の報復をする者

に重ねて滅ぼすことをさせず、わたしの子の殺され

ることのないようにしてください」。王は言った、

「主は生きておられる。あなたの子の髪の毛一筋も
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地に落ちることはないでしょう」。 12女は言った、

「どうぞ、つかえめにひと言、わが主、王に言わせ

てください」。ダビデは言った、「言いなさい」。

13女は言った、「あなたは、それならばどうして、

神の民に向かってこのような事を図られたのですか

。王は今この事を言われたことによって自分を罪あ

る者とされています。それは王が追放された者を帰

らせられないからです。 14わたしたちはみな死なな

ければなりません。地にこぼれた水の再び集めるこ

とのできないのと同じです。しかし神は、追放され

た者が捨てられないように、てだてを設ける人の命

を取ることはなさいません。 15わたしがこの事を王

、わが主に言おうとして来たのは、わたしが民を恐

れたからです。つかえめは、こう思ったのです、『

王に申し上げよう。王は、はしための願いのように

してくださるかもしれない。 16王は聞いてくださる

。わたしとわたしの子を共に滅ぼして神の嗣業から

離れさせようとする人の手から、はしためを救い出

してくださるのだから』。 17つかえめはまた、こう

思ったのです、『王、わが主の言葉はわたしを安心

させるであろう』と。それは王、わが主は神の使の

ように善と悪を聞きわけられるからです。どうぞあ

なたの神、主があなたと共におられますように」。

18王は女に答えて言った、「わたしが問うことに隠

さず答えてください」。女は言った、「王、わが主

よ、どうぞ言ってください」。 19王は言った、「こ

のすべての事において、ヨアブの手があなたと共に

ありますか」。女は答えた、「あなたはたしかに生

きておられます。王、わが主よ、すべて王、わが主
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の言われた事から人は右にも左にも曲ることはでき

ません。わたしに命じたのは、あなたのしもべヨア

ブです。彼がつかえめの口に、これらの言葉をこと

ごとく授けたのです。 20事のなりゆきを変えるため

、あなたのしもべヨアブがこの事をしたのです。わ

が君には神の使の知恵のような知恵があって、地の

上のすべてのことを知っておられます」。 21そこで

王はヨアブに言った、「この事を許す。行って、若

者アブサロムを連れ帰るがよい」。 22ヨアブは地に

ひれ伏して拝し、王を祝福した。そしてヨアブは言

った、「わが主、王よ、王がしもべの願いを許され

たので、きょうしもべは、あなたの前に恵みを得た

ことを知りました」。 23そこでヨアブは立ってゲシ

ュルに行き、アブサロムをエルサレムに連れてきた

。 24王は言った、「彼を自分の家に引きこもらせる

がよい。わたしの顔を見てはならない」。こうして

アブサロムは自分の家に引きこもり、王の顔を見な

かった。 25さて全イスラエルのうちにアブサロムの

ように、美しさのためほめられた人はなかった。そ

の足の裏から頭の頂まで彼には傷がなかった。 26ア

ブサロムがその頭を刈る時、その髪の毛をはかった

が、王のはかりで二百シケルあった。毎年の終りに

それを刈るのを常とした。それが重くなると、彼は

それを刈ったのである。 27アブサロムに三人のむす

こと、タマルという名のひとりの娘が生れた。タマ

ルは美しい女であった。 28こうしてアブサロムは満

二年の間エルサレムに住んだが、王の顔を見なかっ

た。 29そこでアブサロムはヨアブを王のもとにつか

わそうとして、ヨアブの所に人をつかわしたが、ヨ
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アブは彼の所にこようとはしなかった。彼は再び人

をつかわしたがヨアブはこようとはしなかった。 30

そこでアブサロムはその家来に言った、「ヨアブの

畑はわたしの畑の隣にあって、そこに大麦がある。

行ってそれに火を放ちなさい」。アブサロムの家来

たちはその畑に火を放った。 31ヨアブは立ってアブ

サロムの家にきて彼に言った、「どうしてあなたの

家来たちはわたしの畑に火を放ったのですか」。 32

アブサロムはヨアブに言った、「わたしはあなたに

人をつかわして、ここへ来るようにと言ったのです

。あなたを王のもとにつかわし、『なんのためにわ

たしはゲシュルからきたのですか。なおあそこにい

たならば良かったでしょうに』と言わせようとした

のです。それゆえ今わたしに王の顔を見させてくだ

さい。もしわたしに罪があるなら王にわたしを殺さ

せてください」。 33そこでヨアブは王のもとへ行っ

て告げたので、王はアブサロムを召しよせた。彼は

王のもとにきて、王の前に地にひれ伏して拝した。

王はアブサロムに口づけした。

15この後、アブサロムは自分のために戦車と馬、

および自分の前に駆ける者五十人を備えた。 2アブ

サロムは早く起きて門の道のかたわらに立つのを常

とした。人が訴えがあって王に裁判を求めに来ると

、アブサロムはその人を呼んで言った、「あなたは

どの町の者ですか」。その人が「しもべはイスラエ

ルのこれこれの部族のものです」と言うと、 3アブ

サロムはその人に言った、「見よ、あなたの要求は

良く、また正しい。しかしあなたのことを聞くべき

人は王がまだ立てていない」。 4アブサロムはまた
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言った、「ああ、わたしがこの地のさばきびとであ

ったならばよいのに。そうすれば訴え、または申立

てのあるものは、皆わたしの所にきて、わたしはこ

れに公平なさばきを行うことができるのだが」。 5

そして人が彼に敬礼しようとして近づくと、彼は手

を伸べ、その人を抱きかかえて口づけした。 6アブ

サロムは王にさばきを求めて来るすべてのイスラエ

ルびとにこのようにした。こうしてアブサロムはイ

スラエルの人々の心を自分のものとした。 7そして

四年の終りに、アブサロムは王に言った、「どうぞ

わたしを行かせ、ヘブロンで、かつて主に立てた誓

いを果させてください。 8それは、しもべがスリヤ

のゲシュルにいた時、誓いを立てて、『もし主がほ

んとうにわたしをエルサレムに連れ帰ってくださる

ならば、わたしは主に礼拝をささげます』と言った

からです」。 9王が彼に、「安らかに行きなさい」

と言ったので、彼は立ってヘブロンへ行った。 10そ

してアブサロムは密使をイスラエルのすべての部族

のうちにつかわして言った、「ラッパの響きを聞く

ならば、『アブサロムがヘブロンで王となった』と

言いなさい」。 11二百人の招かれた者がエルサレム

からアブサロムと共に行った。彼らは何心なく行き

、何事をも知らなかった。 12アブサロムは犠牲をさ

さげている間に人をつかわして、ダビデの議官ギロ

びとアヒトペルを、その町ギロから呼び寄せた。徒

党は強く、民はしだいにアブサロムに加わった。 13

ひとりの使者がダビデのところにきて、「イスラエ

ルの人々の心はアブサロムに従いました」と言った

。 14ダビデは、自分と一緒にエルサレムにいるすべ
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ての家来に言った、「立て、われわれは逃げよう。

そうしなければアブサロムの前からのがれることは

できなくなるであろう。急いで行くがよい。さもな

いと、彼らが急ぎ追いついて、われわれに害をこう

むらせ、つるぎをもって町を撃つであろう」。 15王

のしもべたちは王に言った、「しもべたちは、わが

主君、王の選ばれる所をすべて行います」。 16こう

して王は出て行き、その全家は彼に従った。王は十

人のめかけを残して家を守らせた。 17王は出て行き

、民はみな彼に従った。彼らは町はずれの家にとど

まった。 18彼のしもべたちは皆、彼のかたわらを進

み、すべてのケレテびとと、すべてのペレテびと、

および彼に従ってガテからきた六百人のガテびとは

皆、王の前に進んだ。 19時に王はガテびとイッタイ

に言った、「どうしてあなたもまた、われわれと共

に行くのですか。あなたは帰って王と共にいなさい

。あなたは外国人で、また自分の国から追放された

者だからです。 20あなたは、きのう来たばかりです

。わたしは自分の行く所を知らずに行くのに、どう

してきょう、あなたを、われわれと共にさまよわせ

てよいでしょう。あなたは帰りなさい。あなたの兄

弟たちも連れて帰りなさい。どうぞ主が恵みと真実

をあなたに示してくださるように」。 21しかしイッ

タイは王に答えた、「主は生きておられる。わが君

、王は生きておられる。わが君、王のおられる所に

、死ぬも生きるも、しもべもまたそこにおります」

。 22ダビデはイッタイに言った、「では進んで行き

なさい」。そこでガテびとイッタイは進み、また彼

のすべての従者および彼と共にいた子どもたちも皆
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、進んだ。 23国中みな大声で泣いた。民はみな進ん

だ。王もまたキデロンの谷を渡って進み、民は皆進

んで荒野の方に向かった。 24そしてアビヤタルも上

ってきた。見よ、ザドクおよび彼と共にいるすべて

のレビびともまた、神の契約の箱をかいてきた。彼

らは神の箱をおろして、民がことごとく町を出てし

まうのを待った。 25そこで王はザドクに言った、「

神の箱を町にかきもどすがよい。もしわたしが主の

前に恵みを得るならば、主はわたしを連れ帰って、

わたしにその箱とそのすまいとを見させてくださる

であろう。 26しかしもし主が、『わたしはおまえを

喜ばない』とそう言われるのであれば、どうぞ主が

良しと思われることをわたしにしてくださるように

。わたしはここにおります」。 27王はまた祭司ザド

クに言った、「見よ、あなたもアビヤタルも、ふた

りの子たち、すなわちあなたの子アヒマアズとアビ

ヤタルの子ヨナタンを連れて、安らかに町に帰りな

さい。 28わたしはあなたがたから言葉があって知ら

せをうけるまで、荒野の渡し場にとどまります」。

29そこでザドクとアビヤタルは神の箱をエルサレム

にかきもどり、そこにとどまった。 30ダビデはオリ

ブ山の坂道を登ったが、登る時に泣き、その頭をお

おい、はだしで行った。彼と共にいる民もみな頭を

おおって登り、泣きながら登った。 31時に、「アヒ

トペルがアブサロムと共謀した者のうちにいる」と

ダビデに告げる人があったのでダビデは言った、「

主よ、どうぞアヒトペルの計略を愚かなものにして

ください」。 32ダビデが山の頂にある神を礼拝する

場所にきた時、見よ、アルキびとホシャイはその上
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着を裂き、頭に土をかぶり、来てダビデを迎えた。

33ダビデは彼に言った、「もしあなたがわたしと共

に進むならば、わたしの重荷となるであろう。 34し

かしもしあなたが町に帰ってアブサロムに向かい、

『王よ、わたしはあなたのしもべとなります。わた

しがこれまで、あなたの父のしもべであったように

、わたしは今あなたのしもべとなります』と言うな

らば、あなたはわたしのためにアヒトペルの計略を

破ることができるであろう。 35祭司たち、ザドクと

アビヤタルとは、あなたと共にあそこにいるではな

いか。それゆえ、あなたは王の家から聞くことをこ

とごとく祭司たち、ザドクとアビヤタルとに告げな

さい。 36あそこには彼らと共にそのふたりの子たち

、すなわちザドクの子アヒマアズとアビヤタルの子

ヨナタンとがいる。あなたがたは聞いたことをこと

ごとく彼らの手によってわたしに通報しなさい」。

37そこでダビデの友ホシャイは町にはいった。その

時アブサロムはすでにエルサレムにはいっていた。

16ダビデが山の頂を過ぎて、すこし行った時、メ

ピボセテのしもべヂバは、くらを置いた二頭のろば

を引き、その上にパン二百個、干ぶどう百ふさ、夏

のくだもの一百、ぶどう酒一袋を載せてきてダビデ

を迎えた。 2王はヂバに言った、「あなたはどうし

てこれらのものを持ってきたのですか」。ヂバは答

えた、「ろばは王の家族が乗るため、パンと夏のく

だものは若者たちが食べるため、ぶどう酒は荒野で

弱った者が飲むためです」。 3王は言った、「あな

たの主人の子はどこにおるのですか」。ヂバは王に

言った、「エルサレムにとどまっています。彼は、
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『イスラエルの家はきょう、わたしの父の国をわた

しに返すであろう』と思ったのです」。 4王はヂバ

に言った、「見よ、メピボセテのものはことごとく

あなたのものです」。ヂバは言った、「わたしは敬

意を表します。わが主、王よ、あなたの前にいつま

でも恵みを得させてください」。 5ダビデ王がバホ

リムにきた時、サウルの家の一族の者がひとりそこ

から出てきた。その名をシメイといい、ゲラの子で

ある。彼は出てきながら絶えずのろった。 6そして

彼はダビデとダビデ王のもろもろの家来に向かって

石を投げた。その時、民と勇士たちはみな王の左右

にいた。 7シメイはのろう時にこう言った、「血を

流す人よ、よこしまな人よ、立ち去れ、立ち去れ。

8あなたが代って王となったサウルの家の血をすべて

主があなたに報いられたのだ。主は王国をあなたの

子アブサロムの手に渡された。見よ、あなたは血を

流す人だから、災に会うのだ」。 9時にゼルヤの子

アビシャイは王に言った、「この死んだ犬がどうし

てわが主、王をのろってよかろうか。わたしに、行

って彼の首を取らせてください」。 10しかし王は言

った、「ゼルヤの子たちよ、あなたがたと、なんの

かかわりがあるのか。彼がのろうのは、主が彼に、

『ダビデをのろえ』と言われたからであるならば、

だれが、『あなたはどうしてこういうことをするの

か』と言ってよいであろうか」。 11ダビデはまたア

ビシャイと自分のすべての家来とに言った、「わた

しの身から出たわが子がわたしの命を求めている。

今、このベニヤミンびととしてはなおさらだ。彼を

許してのろわせておきなさい。主が彼に命じられた
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のだ。 12主はわたしの悩みを顧みてくださるかもし

れない。また主はきょう彼ののろいにかえて、わた

しに善を報いてくださるかも知れない」。 13こうし

てダビデとその従者たちとは道を行ったが、シメイ

はダビデに並んで向かいの山の中腹を行き、行きな

がらのろい、また彼に向かって石や、ちりを投げつ

けた。 14王および共にいる民はみな疲れてヨルダン

に着き、彼はその所で息をついだ。 15さてアブサロ

ムとすべての民、イスラエルの人々はエルサレムに

きた。アヒトペルもアブサロムと共にいた。 16ダビ

デの友であるアルキびとホシャイがアブサロムのも

とにきた時、ホシャイはアブサロムに「王万歳、王

万歳」と言った。 17アブサロムはホシャイに言った

、「これはあなたがその友に示す真実なのか。あな

たはどうしてあなたの友と一緒に行かなかったのか

」。 18ホシャイはアブサロムに言った、「いいえ、

主とこの民とイスラエルのすべての人々が選んだ者

にわたしは属し、かつその人と一緒におります。 19

かつまたわたしはだれに仕えるべきですか。その子

の前に仕えるべきではありませんか。あなたの父の

前に仕えたように、わたしはあなたの前に仕えます

」。 20そこでアブサロムはアヒトペルに言った、「

あなたがたは、われわれがどうしたらよいのか、計

りごとを述べなさい」。 21アヒトペルはアブサロム

に言った、「あなたの父が家を守るために残された

、めかけたちの所にはいりなさい。そうすればイス

ラエルは皆あなたが父上に憎まれることを聞くでし

ょう。そしてあなたと一緒にいる者の手は強くなる

でしょう」。 22こうして彼らがアブサロムのために
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屋上に天幕を張ったので、アブサロムは全イスラエ

ルの目の前で父のめかけたちの所にはいった。 23そ

のころアヒトペルが授ける計りごとは人が神のみ告

げを伺うようであった。アヒトペルの計りごとは皆

ダビデにもアブサロムにも共にそのように思われた

。

17時にアヒトペルはアブサロムに言った、「わた

しに一万二千の人を選び出させてください。わたし

は立って、今夜ダビデのあとを追い、 2彼が疲れて

手が弱くなっているところを襲って、彼をあわてさ

せましょう。そして彼と共にいる民がみな逃げると

き、わたしは王ひとりを撃ち取り、 3すべての民を

花嫁がその夫のもとに帰るようにあなたに帰らせま

しょう。あなたが求めておられるのはただひとりの

命だけですから、民はみな穏やかになるでしょう」

。 4この言葉はアブサロムとイスラエルのすべての

長老の心にかなった。 5そこでアブサロムは言った

、「アルキびとホシャイをも呼びよせなさい。われ

われは彼の言うことを聞きましょう」。 6ホシャイ

がアブサロムのもとにきた時、アブサロムは彼に言

った、「アヒトペルはこのように言った。われわれ

は彼の言葉のように行うべきか。いけないのであれ

ば、言いなさい」。 7ホシャイはアブサロムに言っ

た、「このたびアヒトペルが授けた計りごとは良く

ありません」。 8ホシャイはまた言った、「ごぞん

じのように、あなたの父とその従者たちとは勇士で

す。その上彼らは、野で子を奪われた熊のように、

ひどく怒っています。また、あなたの父はいくさび

とですから、民と共に宿らないでしょう。 9彼は今
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でも穴の中か、どこかほかの所にかくれています。

もし民のうちの幾人かが手始めに倒れるならば、そ

れを聞く者はだれでも、『アブサロムに従う民のう

ちに戦死者があった』と言うでしょう。 10そうすれ

ば、ししの心のような心のある勇ましい人であって

も、恐れて消え去ってしまうでしょう。それはイス

ラエルのすべての人が、あなたの父の勇士であるこ

と、また彼と共にいる者が、勇ましい人々であるこ

とを知っているからです。 11ところでわたしの計り

ごとは、イスラエルをダンからベエルシバまで、海

べの砂のように多くあなたのもとに集めて、あなた

みずから戦いに臨むことです。 12こうしてわれわれ

は彼の見つかる場所で彼を襲い、つゆが地におりる

ように彼の上に下る。そして彼および彼と共にいる

すべての人をひとりも残さないでしょう。 13もし彼

がいずれかの町に退くならば、全イスラエルはその

町になわをかけ、われわれはそれを谷に引き倒して

、そこに一つの小石も見られないようにするでしょ

う」。 14アブサロムとイスラエルの人々はみな、「

アルキびとホシャイの計りごとは、アヒトペルの計

りごとよりもよい」と言った。それは主がアブサロ

ムに災を下そうとして、アヒトペルの良い計りごと

を破ることを定められたからである。 15そこでホシ

ャイは祭司たち、ザドクとアビヤタルとに言った、

「アヒトペルはアブサロムとイスラエルの長老たち

のためにこういう計りごとをした。またわたしはこ

ういう計りごとをした。 16それゆえ、あなたがたは

すみやかに人をつかわしてダビデに告げ、『今夜、

荒野の渡し場に宿らないで、必ず渡って行きなさい
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。さもないと王および共にいる民はみな、滅ぼされ

るでしょう』と言いなさい」。 17時に、ヨナタンと

アヒマアズはエンロゲルで待っていた。ひとりのつ

かえめが行って彼らに告げ、彼らは行ってダビデ王

に告げるのが常であった。それは彼らが町にはいる

のを見られないようにするためである。 18ところが

ひとりの若者が彼らを見てアブサロムに告げたので

、彼らふたりは急いで去り、バホリムの、あるひと

りの人の家にきた。その人の庭に井戸があって、彼

らはその中に下ったので、 19女はおおいを取ってき

て井戸の口の上にひろげ、麦をその上にまき散らし

た。それゆえその事は何も知れなかった。 20アブサ

ロムのしもべたちはその女の家にきて言った、「ア

ヒマアズとヨナタンはどこにいますか」。女は彼ら

に言った、「あの人々は小川を渡って行きました」

。彼らは尋ねたが見当らなかったのでエルサレムに

帰った。 21彼らが去った後、人々は井戸から上り、

行ってダビデ王に告げた。すなわち彼らはダビデに

言った、「立って、すみやかに川を渡りなさい。ア

ヒトペルがあなたがたに対してこういう計りごとを

したからです」。 22そこでダビデは立って、共にい

るすべての民と一緒にヨルダンを渡った。夜明けに

は、ヨルダンを渡らない者はひとりもなかった。 23

アヒトペルは、自分の計りごとが行われないのを見

て、ろばにくらを置き、立って自分の町に行き、そ

の家に帰った。そして家の人に遺言してみずからく

びれて死に、その父の墓に葬られた。 24ダビデはマ

ハナイムにきた。またアブサロムは自分と共にいる

イスラエルのすべての人々と一緒にヨルダンを渡っ
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た。 25アブサロムはアマサをヨアブの代りに軍の長

とした。アマサはかのナハシの娘でヨアブの母ゼル

ヤの妹であるアビガルをめとったイシマエルびと、

名はイトラという人の子である。 26そしてイスラエ

ルとアブサロムはギレアデの地に陣取った。 27ダビ

デがマハナイムにきた時、アンモンの人々のうちの

ラバのナハシの子ショビと、ロ・デバルのアンミエ

ルの子マキル、およびロゲリムのギレアデびとバル

ジライは、 28寝床と鉢、土器、小麦、大麦、粉、い

り麦、豆、レンズ豆、 29蜜、凝乳、羊、乾酪をダビ

デおよび共にいる民が食べるために持ってきた。そ

れは彼らが、「民は荒野で飢え疲れかわいている」

と思ったからである。

18さてダビデは自分と共にいる民を調べて、その

上に千人の長、百人の長を立てた。 2そしてダビデ

は民をつかわし、三分の一をヨアブの手に、三分の

一をゼルヤの子ヨアブの兄弟アビシャイの手に、三

分の一をガテびとイッタイの手にあずけた。こうし

て王は民に言った、「わたしもまた必ずあなたがた

と一緒に出ます」。 3しかし民は言った、「あなた

は出てはなりません。それはわれわれがどんなに逃

げても、彼らはわれわれに心をとめず、われわれの

半ばが死んでも、われわれに心をとめないからです

。しかしあなたはわれわれの一万に等しいのです。

それゆえあなたは町の中からわれわれを助けてくだ

さる方がよろしい」。 4王は彼らに言った、「あな

たがたの最も良いと思うことをわたしはしましょう

」。こうして王は門のかたわらに立ち、民は皆ある

いは百人、あるいは千人となって出て行った。 5王
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はヨアブ、アビシャイおよびイッタイに命じて、「

わたしのため、若者アブサロムをおだやかに扱うよ

うに」と言った。王がアブサロムの事についてすべ

ての長たちに命じている時、民は皆聞いていた。 6

こうして民はイスラエルに向かって野に出て行き、

エフライムの森で戦ったが、 7イスラエルの民はそ

の所でダビデの家来たちの前に敗れた。その日その

所に戦死者が多く、二万に及んだ。 8そして戦いは

あまねくその地のおもてに広がった。この日、森の

滅ぼした者は、つるぎの滅ぼした者よりも多かった

。 9さてアブサロムはダビデの家来たちに行き会っ

た。その時アブサロムは騾馬に乗っていたが、騾馬

は大きいかしの木の、茂った枝の下を通ったので、

アブサロムの頭がそのかしの木にかかって、彼は天

地の間につりさがった。騾馬は彼を捨てて過ぎて行

った。 10ひとりの人がそれを見てヨアブに告げて言

った、「わたしはアブサロムが、かしの木にかかっ

ているのを見ました」。 11ヨアブはそれを告げた人

に言った、「あなたはそれを見たというのか。それ

なら、どうしてあなたは彼をその所で、地に撃ち落

さなかったのか。わたしはあなたに銀十シケルと帯

一筋を与えたであろうに」。 12その人はヨアブに言

った、「たといわたしの手に銀千シケルを受けても

、手を出して王の子に敵することはしません。王は

われわれが聞いているところで、あなたとアビシャ

イとイッタイに、『わたしのため若者アブサロムを

保護せよ』と命じられたからです。 13もしわたしが

そむいて彼の命をそこなったのであれば、何事も王

に隠れることはありませんから、あなたはみずから
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立ってわたしを責められたでしょう」。 14そこで、

ヨアブは「こうしてあなたと共にとどまってはおら

れない」と言って、手に三筋の投げやりを取り、あ

のかしの木にかかって、なお生きているアブサロム

の心臓にこれを突き通した。 15ヨアブの武器を執る

十人の若者たちは取り巻いて、アブサロムを撃ち殺

した。 16こうしてヨアブがラッパを吹いたので、民

はイスラエルのあとを追うことをやめて帰った。ヨ

アブが民を引きとめたからである。 17人々はアブサ

ロムを取って、森の中の大きな穴に投げいれ、その

上にひじょうに大きい石塚を積み上げた。そしてイ

スラエルはみなおのおのその天幕に逃げ帰った。 18

さてアブサロムは生きている間に、王の谷に自分の

ために一つの柱を建てた。それは彼が、「わたしは

自分の名を伝える子がない」と思ったからである。

彼はその柱に自分の名をつけた。その柱は今日まで

アブサロムの碑ととなえられている。 19さてザドク

の子アヒマアズは言った、「わたしは走って行って

、主が王を敵の手から救い出されたおとずれを王に

伝えましょう」。 20ヨアブは彼に言った、「きょう

は、おとずれを伝えてはならない。おとずれを伝え

るのは、ほかの日にしなさい。きょうは王の子が死

んだので、おとずれを伝えてはならない」。 21ヨア

ブはクシびとに言った、「行って、あなたの見た事

を王に告げなさい」。クシびとはヨアブに礼をして

走って行った。 22ザドクの子アヒマアズは重ねてヨ

アブに言った、「何事があろうとも、わたしにもク

シびとのあとから走って行かせてください」。ヨア

ブは言った、「子よ、おとずれの報いを得られない
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のに、どうしてあなたは走って行こうとするのか」

。 23彼は言った、「何事があろうとも、わたしは走

って行きます」。ヨアブは彼に言った、「走って行

きなさい」。そこでアヒマアズは低地の道を走って

行き、クシびとを追い越した。 24時にダビデは二つ

の門の間にすわっていた。そして見張りの者が城壁

の門の屋根にのぼり、目をあげて見ていると、ただ

ひとりで走ってくる者があった。 25見張りの者が呼

ばわって王に告げたので、王は言った、「もしひと

りならば、その口におとずれがあるであろう」。そ

の人は急いできて近づいた。 26見張りの者は、ほか

にまたひとり走ってくるのを見たので、門の方に呼

ばわって言った、「見よ、ほかにただひとりで走っ

て来る者があります」。王は言った、「彼もまたお

とずれを持ってくるのだ」。 27見張りの者は言った

、「まっ先に走って来る人はザドクの子アヒマアズ

のようです」。王は言った、「彼は良い人だ。良い

おとずれを持ってくるであろう」。 28時にアヒマア

ズは呼ばわって王に言った、「平安でいらせられま

すように」。そして王の前に地にひれ伏して言った

、「あなたの神、主はほむべきかな。主は王、わが

君に敵して手をあげた人々を引き渡されました」。

29王は言った、「若者アブサロムは平安ですか」。

アヒマアズは答えた、「ヨアブがしもべをつかわす

時、わたしは大きな騒ぎを見ましたが、何事であっ

たか知りません」。 30王は言った、「わきへ行って

、そこに立っていなさい」。彼はわきへ行って立っ

た。 31その時クシびとがきた。そしてそのクシびと

は言った、「わが君、王が良いおとずれをお受けく
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ださるよう。主はきょう、すべてあなたに敵して立

った者どもの手から、あなたを救い出されたのです

」。 32王はクシびとに言った、「若者アブサロムは

平安ですか」。クシびとは答えた、「王、わが君の

敵、およびすべてあなたに敵して立ち、害をしよう

とする者は、あの若者のようになりますように」。

33王はひじょうに悲しみ、門の上のへやに上って泣

いた。彼は行きながらこのように言った、「わが子

アブサロムよ。わが子、わが子アブサロムよ。ああ

、わたしが代って死ねばよかったのに。アブサロム

、わが子よ、わが子よ」。

19時にヨアブに告げる者があって、「見よ、王は

アブサロムのために泣き悲しんでいる」と言った。

2こうしてその日の勝利はすべての民の悲しみとなっ

た。それはその日、民が、「王はその子のために悲

しんでいる」と人の言うのを聞いたからである。 3

そして民はその日、戦いに逃げて恥じている民がひ

そかに、はいるように、ひそかに町にはいった。 4

王は顔をおおった。そして王は大声に叫んで、「わ

が子アブサロムよ。アブサロム、わが子よ、わが子

よ」と言った。 5時にヨアブは家にはいり、王のも

とにきて言った、「あなたは、きょう、あなたの命

と、あなたのむすこ娘たちの命、およびあなたの妻

たちの命と、めかけたちの命を救ったすべての家来

の顔をはずかしめられました。 6それはあなたが自

分を憎む者を愛し、自分を愛する者を憎まれるから

です。あなたは、きょう、軍の長たちをも、しもべ

たちをも顧みないことを示されました。きょう、わ

たしは知りました。もし、アブサロムが生きていて
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、われわれが皆きょう死んでいたら、あなたの目に

かなったでしょう。 7今立って出て行って、しもべ

たちにねんごろに語ってください。わたしは主をさ

して誓います。もしあなたが出られないならば、今

夜あなたと共にとどまる者はひとりもないでしょう

。これはあなたが若い時から今までにこうむられた

すべての災よりも、あなたにとって悪いでしょう」

。 8そこで王は立って門のうちの座についた。人々

はすべての民に、「見よ、王は門に座している」と

告げたので、民はみな王の前にきた。さてイスラエ

ルはおのおのその天幕に逃げ帰った。 9そしてイス

ラエルのもろもろの部族の中で民はみな争って言っ

た、「王はわれわれを敵の手から救い出し、またわ

れわれをペリシテびとの手から助け出された。しか

し今はアブサロムのために国のそとに逃げておられ

る。 10またわれわれが油を注いで、われわれの上に

立てたアブサロムは戦いで死んだ。それであるのに

、どうしてあなたがたは王を導きかえることについ

て、何をも言わないのか」。 11ダビデ王は祭司たち

ザドクとアビヤタルとに人をつかわして言った、「

ユダの長老たちに言いなさい、『全イスラエルの言

葉が王に達したのに、どうしてあなたがたは王をそ

の家に導きかえる最後の者となるのですか。 12あな

たがたはわたしの兄弟、わたしの骨肉です。それに

どうして王を導きかえる最後の者となるのですか』

。 13またアマサに言いなさい、『あなたはわたしの

骨肉ではありませんか。これから後あなたをヨアブ

に代えて、わたしの軍の長とします。もしそうしな

いときは、神が幾重にもわたしを罰してくださるよ
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うに』」。 14こうしてダビデはユダのすべての人の

心を、ひとりのように自分に傾けさせたので、彼ら

は王に、「どうぞあなたも、すべての家来たちも帰

ってきてください」と言いおくった。 15そこで王は

帰ってきてヨルダンまで来ると、ユダの人人は王を

迎えるためギルガルにきて、王にヨルダンを渡らせ

た。 16バホリムのベニヤミンびと、ゲラの子シメイ

は、急いでユダの人々と共に下ってきて、ダビデ王

を迎えた。 17一千人のベニヤミンびとが彼と共にい

た。またサウルの家のしもべヂバもその十五人のむ

すこと、二十人のしもべを従えて、王の前にヨルダ

ンに駆け下った。 18そして王の家族を渡し、王の心

にかなうことをしようと渡し場を渡った。ゲラの子

シメイはヨルダンを渡ろうとする時、王の前にひれ

伏し、 19王に言った、「どうぞわが君が、罪をわた

しに帰しられないように。またわが君、王のエルサ

レムを出られた日に、しもべがおこなった悪い事を

思い出されないように。どうぞ王がそれを心に留め

られないように。 20しもべは自分が罪を犯したこと

を知っています。それゆえ、見よ、わたしはきょう

、ヨセフの全家のまっ先に下ってきて、わが主、王

を迎えるのです」。 21ゼルヤの子アビシャイは答え

て言った、「シメイは主が油を注がれた者をのろっ

たので、そのために殺されるべきではありませんか

」。 22ダビデは言った、「あなたがたゼルヤの子た

ちよ、あなたがたとなにのかかわりがあって、あな

たがたはきょうわたしに敵対するのか。きょう、イ

スラエルのうちで人を殺して良かろうか。わたしが

、きょうイスラエルの王となったことを、どうして
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自分で知らないことがあろうか」。 23こうして王は

シメイに、「あなたを殺さない」と言って、王は彼

に誓った。 24サウルの子メピボセテは下ってきて王

を迎えた。彼は王が去った日から安らかに帰る日ま

で、その足を飾らず、そのひげを整えず、またその

着物を洗わなかった。 25彼がエルサレムからきて王

を迎えた時、王は彼に言った、「メピボセテよ、あ

なたはどうしてわたしと共に行かなかったのか」。

26彼は答えた、「わが主、王よ、わたしの家来がわ

たしを欺いたのです。しもべは彼に、『わたしのた

めに、ろばにくらを置け。わたしはそれに乗って王

と共に行く』と言ったのです。しもべは足なえだか

らです。 27ところが彼はしもべのことをわが主、王

の前に、あしざまに言ったのです。しかし、わが主

、王は神の使のようでいらせられます。それで、あ

なたの良いと思われることをしてください。 28わた

しの父の全家はわが主、王の前にはみな死んだ人に

すぎないのに、あなたはしもべを、あなたの食卓で

食事をする人々のうちに置かれました。わたしにな

んの権利があって、重ねて王に訴えることができま

しょう」。 29王は彼に言った、「あなたはどうして

なおも自分のことを言うのですか。わたしは決めま

した。あなたとヂバとはその土地を分けなさい」。

30メピボセテは王に言った、「わが主、王が安らか

に家に帰られたのですから、彼にそれをみな取らせ

てください」。 31さてギレアデびとバルジライはロ

ゲリムから下ってきて、ヨルダンで王を見送るため

、王と共にヨルダンに進んだ。 32バルジライは、ひ

じょうに年老いた人で八十歳であった。彼はまた、
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ひじょうに裕福な人であったので、王がマハナイム

にとどまっている間、王を養った。 33王はバルジラ

イに言った、「わたしと一緒に渡って行きなさい。

わたしはエルサレムであなたをわたしと共におらせ

て養いましょう」。 34バルジライは王に言った、「

わたしは、なお何年いきながらえるので、王と共に

エルサレムに上るのですか。 35わたしは今日八十歳

です。わたしに、良いこと悪いことがわきまえられ

るでしょうか。しもべは食べるもの、飲むものを味

わうことができましょうか。わたしは歌う男や歌う

女の声をまだ聞くことができましょうか。それであ

るのに、しもべはどうしてなおわが主、王の重荷と

なってよろしいでしょうか。 36しもべは王と共にヨ

ルダンを渡って、ただ少し行きましょう。どうして

王はこのような報いをわたしに報いられなければな

らないのでしょうか。 37どうぞしもべを帰らせてく

ださい。わたしは自分の町で、父母の墓の近くで死

にます。ただし、あなたのしもべキムハムがここに

おります。わが主、王と共に彼を渡って行かせてく

ださい。またあなたが良いと思われる事を彼にして

ください」。 38王は答えた、「キムハムはわたしと

共に渡って行かせます。わたしは、あなたが良いと

思われる事を彼にしましょう。またあなたが望まれ

ることはみな、あなたのためにいたします」。 39こ

うして民はみなヨルダンを渡った。王は渡った時、

バルジライに口づけして、祝福したので、彼は自分

の家に帰っていった。 40王はギルガルに進んだ。キ

ムハムも彼と共に進んだ。ユダの民はみな王を送り

、イスラエルの民の半ばもまたそうした。 41さてイ
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スラエルの人々はみな王の所にきて、王に言った、

「われわれの兄弟であるユダの人々は、何ゆえにあ

なたを盗み去って、王とその家族、およびダビデに

伴っているすべての従者にヨルダンを渡らせたので

すか」。 42ユダの人々はみなイスラエルの人々に答

えた、「王はわれわれの近親だからです。あなたが

たはどうしてこの事で怒られるのですか。われわれ

が少しでも王の物を食べたことがありますか。王が

何か賜物をわれわれに与えたことがありますか」。

43イスラエルの人々はユダの人々に答えた、「われ

われは王のうちに十の分を持っています。またダビ

デのうちにもわれわれはあなたがたよりも多くを持

っています。それであるのに、どうしてあなたがた

はわれわれを軽んじたのですか。われらの王を導き

帰ろうと最初に言ったのはわれわれではないのです

か」。しかしユダの人々の言葉はイスラエルの人々

の言葉よりも激しかった。

20さて、その所にひとりのよこしまな人があって

、名をシバといった。ビクリの子で、ベニヤミンび

とであった。彼はラッパを吹いて言った、「われわ

れはダビデのうちに分がない。またエッサイの子の

うちに嗣業を持たない。イスラエルよ、おのおのそ

の天幕に帰りなさい」。 2そこでイスラエルの人々

は皆ダビデに従う事をやめて、ビクリの子シバに従

った。しかしユダの人々はその王につき従って、ヨ

ルダンからエルサレムへ行った。 3ダビデはエルサ

レムの自分の家にきた。そして王は家を守るために

残しておいた十人のめかけたちを取って、一つの家

に入れて守り、また養ったが、彼女たちの所には、
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はいらなかった。彼女たちは死ぬ日まで閉じこめら

れ一生、寡婦としてすごした。 4王はアマサに言っ

た、「わたしのため三日のうちにユダの人々を呼び

集めて、ここにきなさい」。 5アマサはユダを呼び

集めるために行ったが、彼は定められた時よりもお

くれた。 6ダビデはアビシャイに言った、「ビクリ

の子シバは今われわれにアブサロムよりも多くの害

をするであろう。あなたの主君の家来たちを率いて

、彼のあとを追いなさい。さもないと彼は堅固な町

々を獲て、われわれを悩ますであろう」。 7こうし

てヨアブとケレテびととペレテびと、およびすべて

の勇士はアビシャイに従って出た。すなわち彼らは

エルサレムを出て、ビクリの子シバのあとを追った

。 8彼らがギベオンにある大石のところにいた時、

アマサがきて彼らに会った。時にヨアブは軍服を着

て、帯をしめ、その上にさやに納めたつるぎを腰に

結んで帯びていたが、彼が進み出た時つるぎは抜け

落ちた。 9ヨアブはアマサに、「兄弟よ、あなたは

安らかですか」と言って、ヨアブは右の手をもって

アマサのひげを捕えて彼に口づけしようとしたが、

10アマサはヨアブの手につるぎがあることに気づか

なかったので、ヨアブはそれをもってアマサの腹部

を刺して、そのはらわたを地に流し出し、重ねて撃

つこともなく彼を殺した。こうしてヨアブとその兄

弟アビシャイはビクリの子シバのあとを追った。 11

時にヨアブの若者のひとりがアマサのかたわらに立

って言った、「ヨアブに味方する者、ダビデにつく

者はヨアブのあとに従いなさい」。 12アマサは血に

染んで大路の中にころがっていたので、そのそばに
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来る者はみな彼を見て立ちどまった。この人は民が

みな立ちどまるのを見て、アマサを大路から畑に移

し、衣服をその上にかけた。 13アマサが大路から移

されたので、民は皆ヨアブに従って進み、ビクリの

子シバのあとを追った。 14シバはイスラエルのすべ

ての部族のうちを通ってベテマアカのアベルにきた

。ビクリびとは皆、集まってきて彼に従った。 15そ

こでヨアブと共にいたすべての人々がきて、彼をベ

テマアカのアベルに囲み、町に向かって土塁を築い

た。それはとりでに向かって立てられた。こうして

彼らは城壁をくずそうとしてこれを撃った。 16その

時、ひとりの賢い女が町から呼ばわった、「あなた

がたは聞きなさい。あなたがたは聞きなさい。ヨア

ブに、『ここにきてください。わたしはあなたに言

うことがあります』と言ってください」。 17彼がそ

の女に近寄ると、女は「あなたがヨアブですか」と

言った。彼は「そうです」と答えた。すると女は彼

に「はしための言葉をお聞きください」と言ったの

で、「聞きましょう」と彼は言った。 18そこで女は

言った、「昔、人々はいつも、『アベルで尋ねなさ

い』と言って、事を定めました。 19わたしはイスラ

エルのうちの平和な、忠誠な者です。そうであるの

に、あなたはイスラエルのうちで母ともいうべき町

を滅ぼそうとしておられます。どうして主の嗣業を

、のみ尽そうとされるのですか」。 20ヨアブは答え

た、「いいえ、決してそうではなく、わたしが、の

み尽したり、滅ぼしたりすることはありません。 21

事実はそうではなく、エフライムの山地の人ビクリ

の子、名をシバという者が手をあげて王ダビデにそ
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むいたのです。あなたがたが彼ひとりを渡すならば

、わたしはこの町を去ります」。女はヨアブに言っ

た、「彼の首は城壁の上からあなたの所へ投げられ

るでしょう」。 22こうしてこの女が知恵をもって、

すべての民の所に行ったので、彼らはビクリの子シ

バの首をはねてヨアブの所へ投げ出した。そこでヨ

アブはラッパを吹きならしたので、人々は散って町

を去り、おのおの家に帰った。ヨアブはエルサレム

にいる王のもとに帰った。 23ヨアブはイスラエルの

全軍の長であった。エホヤダの子ベナヤはケレテび

と、およびペレテびとの長、 24アドラムは徴募人の

長、アヒルデの子ヨシャパテは史官、 25シワは書記

官、ザドクとアビヤタルとは祭司。 26またヤイルび

とイラはダビデの祭司であった。

21ダビデの世に、年また年と三年、ききんがあっ

たので、ダビデが主に尋ねたところ、主は言われた

、「サウルとその家とに、血を流した罪がある。そ

れはかつて彼がギベオンびとを殺したためである」

。 2そこで王はギベオンびとを召しよせた。ギベオ

ンびとはイスラエルの子孫ではなく、アモリびとの

残りであって、イスラエルの人々は彼らと誓いを立

てて、その命を助けた。ところがサウルはイスラエ

ルとユダの人々のために熱心であったので、彼らを

殺そうとしたのである。 3それでダビデはギベオン

びとに言った、「わたしはあなたがたのために、何

をすればよいのですか。どんな償いをすれば、あな

たがたは主の嗣業を祝福するのですか」。 4ギベオ

ンびとは彼に言った、「これはわれわれと、サウル

またはその家との間の金銀の問題ではありません。
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またイスラエルのうちのひとりでも、われわれが殺

そうというのでもありません」。ダビデは言った、

「わたしがあなたがたのために何をすればよいと言

うのですか」。 5かれらは王に言った、「われわれ

を滅ぼした人、われわれを滅ぼしてイスラエルの領

域のどこにもおらせないようにと、たくらんだ人、

6その人の子孫七人を引き渡してください。われわれ

は主の山にあるギベオンで、彼らを主の前に木にか

けましょう」。王は言った、「引き渡しましょう」

。 7しかし王はサウルの子ヨナタンの子であるメピ

ボセテを惜しんだ。彼らの間、すなわちダビデとサ

ウルの子ヨナタンとの間に、主をさして立てた誓い

があったからである。 8王はアヤの娘リヅパがサウ

ルに産んだふたりの子アルモニとメピボセテ、およ

びサウルの娘メラブがメホラびとバルジライの子ア

デリエルに産んだ五人の子を取って、 9彼らをギベ

オンびとの手に引き渡したので、ギベオンびとは彼

らを山で主の前に木にかけた。彼ら七人は共に倒れ

た。彼らは刈入れの初めの日、すなわち大麦刈りの

初めに殺された。 10アヤの娘リヅパは荒布をとって

、それを自分のために岩の上に敷き、刈入れの初め

から、その人々の死体の上に天から雨が降るまで、

昼は空の鳥が死体の上にこないようにし、夜は野の

獣を近寄らせなかった。 11アヤの娘でサウルのめか

けであったリヅパのしたことがダビデに聞えたので

、 12ダビデは行ってサウルの骨とその子ヨナタンの

骨を、ヤベシギレアデの人々の所から取ってきた。

これはペリシテびとがサウルをギルボアで殺した日

に、木にかけたベテシャンの広場から、彼らが盗ん
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でいたものである。 13ダビデはそこからサウルの骨

と、その子ヨナタンの骨を携えて上った。また人々

はそのかけられた者どもの骨を集めた。 14こうして

彼らはサウルとその子ヨナタンの骨を、ベニヤミン

の地のゼラにあるその父キシの墓に葬り、すべて王

の命じたようにした。この後、神はその地のために

、祈を聞かれた。 15ペリシテびとはまたイスラエル

と戦争をした。ダビデはその家来たちと共に下って

ペリシテびとと戦ったが、ダビデは疲れていた。 16

時にイシビベノブはダビデを殺そうと思った。イシ

ビベノブは巨人の子孫で、そのやりは青銅で重さ三

百シケルあり、彼は新しいつるぎを帯びていた。 17

しかしゼルヤの子アビシャイはダビデを助けて、そ

のペリシテびとを撃ち殺した。そこでダビデの従者

たちは彼に誓って言った、「あなたはわれわれと共

に、重ねて戦争に出てはなりません。さもないと、

あなたはイスラエルのともし火を消すでしょう」。

18この後、再びゴブでペリシテびととの戦いがあっ

た。時にホシャびとシベカイは巨人の子孫のひとり

サフを殺した。 19ここにまたゴブで、ペリシテびと

との戦いがあったが、そこではベツレヘムびとヤレ

オレギムの子エルハナンは、ガテびとゴリアテを殺

した。そのやりの柄は機の巻棒のようであった。 20

またガテで再び戦いがあったが、そこにひとりの背

の高い人があり、その手の指と足の指は六本ずつで

、その数は合わせて二十四本であった。彼もまた巨

人から生れた者であった。 21彼はイスラエルをのの

しったので、ダビデの兄弟シメアの子ヨナタンが彼

を殺した。 22これらの四人はガテで巨人から生れた
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者であったが、ダビデの手とその家来たちの手に倒

れた。

22ダビデは主がもろもろの敵の手とサウルの手か

ら、自分を救い出された日に、この歌の言葉を主に

向かって述べ、 2彼は言った、「主はわが岩、わが

城、わたしを救う者、 3わが神、わが岩。わたしは

彼に寄り頼む。わが盾、わが救の角、わが高きやぐ

ら、わが避け所、わが救主。あなたはわたしを暴虐

から救われる。 4わたしは、ほめまつるべき主に呼

ばわって、わたしの敵から救われる。 5死の波はわ

たしをとりまき、滅びの大水はわたしを襲った。 6

陰府の綱はわたしをとりかこみ、死のわなはわたし

に、たち向かった。 (Sheol h7585) 7苦難のうちにわた

しは主を呼び、またわが神に呼ばわった。主がその

宮からわたしの声を聞かれて、わたしの叫びはその

耳にとどいた。 8その時地は震いうごき、天の基は

ゆるぎふるえた。彼が怒られたからである。 9煙は

その鼻からたち上り、火はその口から出て焼きつく

し、白熱の炭は彼から燃え出た。 10彼は天を低くし

て下られ、暗やみが彼の足の下にあった。 11彼はケ

ルブに乗って飛び、風の翼に乗ってあらわれた。 12

彼はその周囲に幕屋として、やみと濃き雲と水の集

まりとを置かれた。 13そのみ前の輝きから炭火が燃

え出た。 14主は天から雷をとどろかせ、いと高き者

は声を出された。 15彼はまた矢を放って彼らを散ら

し、いなずまを放って彼らを撃ち破られた。 16主の

とがめと、その鼻のいぶきとによって、海の底はあ

らわれ、世界の基が、あらわになった。 17彼は高き

所から手を伸べてわたしを捕え、大水の中からわた
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しを引き上げ、 18わたしの強い敵と、わたしを憎む

者とからわたしを救われた。彼らはわたしにとって

、あまりにも強かったからだ。 19彼らはわたしの災

の日にわたしに、たち向かった。しかし主はわたし

の支柱となられた。 20彼はまたわたしを広い所へ引

きだされ、わたしを喜ばれて、救ってくださった。

21主はわたしの義にしたがってわたしに報い、わた

しの手の清きにしたがってわたしに報いかえされた

。 22それは、わたしが主の道を守り、悪を行わず、

わが神から離れたことがないからである。 23そのす

べてのおきてはわたしの前にあって、わたしはその

、み定めを離れたことがない。 24わたしは主の前に

欠けた所なく、自らを守って罪を犯さなかった。 25

それゆえ、主はわたしの義にしたがい、その目のま

えにわたしの清きにしたがって、わたしに報いられ

た。 26忠実な者には、あなたは忠実な者となり、欠

けた所のない人には、あなたは欠けた所のない者と

なり、 27清い者には、あなたは清い者となり、まが

った者には、かたいぢな者となられる。 28あなたは

へりくだる民を救われる、しかしあなたの目は高ぶ

る者を見てこれをひくくせられる。 29まことに、主

よ、あなたはわたしのともし火、わが神はわたしの

やみを照される。 30まことに、あなたによってわた

しは敵軍をふみ滅ぼし、わが神によって石がきをと

び越えることができる。 31この神こそ、その道は非

のうちどころなく、主の約束は真実である。彼はす

べて彼に寄り頼む者の盾である。 32主のほかに、だ

れが神か、われらの神のほか、だれが岩であるか。

33この神こそわたしの堅固な避け所であり、わたし
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の道を安全にされた。 34わたしの足をめじかの足の

ようにして、わたしを高い所に安全に立たせ、 35わ

たしの手を戦いに慣らされたので、わたしの腕は青

銅の弓を引くことができる。 36あなたはその救の盾

をわたしに与え、あなたの助けは、わたしを大いな

る者とされた。 37あなたはわたしが歩く広い場所を

与えられたので、わたしの足はすべらなかった。 38

わたしは敵を追って、これを滅ぼし、これを絶やす

までは帰らなかった。 39わたしは彼らを絶やし、彼

らを砕いたので彼らは立つことができず、わたしの

足もとに倒れた。 40あなたは戦いのために、わたし

に力を帯びさせわたしを攻める者をわたしの下にか

がませられた。 41あなたによって、敵はそのうしろ

をわたしに向けたので、わたしを憎む者をわたしは

滅ぼした。 42彼らは見まわしたが、救う者はいなか

った。彼らは主に叫んだが、彼らには答えられなか

った。 43わたしは彼らを地のちりのように細かに打

ちくだき、ちまたのどろのように、踏みにじった。

44あなたはわたしを国々の民との争いから救い出し

、わたしをもろもろの国民のかしらとされた。わた

しの知らなかった民がわたしに仕えた。 45異国の人

たちはきてわたしにこび、わたしの事を聞くとすぐ

わたしに従った。 46異国の人たちは、うちしおれて

その城からふるえながら出てきた。 47主は生きてお

られる。わが岩はほむべきかな。わが神、わが救の

岩はあがむべきかな。 48この神はわたしのために、

あだを報い、もろもろの民をわたしの下に置かれた

。 49またわたしを敵から救い出し、あだの上にわた

しをあげ、暴虐の人々からわたしを救い出された。
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50それゆえ、主よ、わたしはもろもろの国民の中で

、あなたをたたえ、あなたの、み名をほめ歌うであ

ろう。 51主はその王に大いなる勝利を与え、油を注

がれた者に、ダビデとその子孫とに、とこしえに、

いつくしみを施される」。

23これはダビデの最後の言葉である。エッサイの

子ダビデの託宣、すなわち高く挙げられた人、ヤコ

ブの神に油を注がれた人、イスラエルの良き歌びと

の託宣。 2「主の霊はわたしによって語る、その言

葉はわたしの舌の上にある。 3イスラエルの神は語

られた、イスラエルの岩はわたしに言われた、『人

を正しく治める者、神を恐れて、治める者は、 4朝

の光のように、雲のない朝に、輝きでる太陽のよう

に、地に若草を芽ばえさせる雨のように人に臨む』

。 5まことに、わが家はそのように、神と共にある

ではないか。それは、神が、よろず備わって確かな

とこしえの契約をわたしと結ばれたからだ。どうし

て彼はわたしの救と願いを、皆なしとげられぬこと

があろうか。 6しかし、よこしまな人は、いばらの

ようで、手をもって取ることができないゆえ、みな

共に捨てられるであろう。 7これに触れようとする

人は鉄や、やりの柄をもって武装する、彼らはこと

ごとく火で焼かれるであろう」。 8ダビデの勇士た

ちの名は次のとおりである。タクモンびとヨセブ・

バッセベテはかの三人のうちの長であったが、彼は

いちじに八百人に向かって、やりをふるい、それを

殺した。 9彼の次はアホアびとドドの子エレアザル

であって、三勇士のひとりである。彼は、戦おうと

してそこに集まったペリシテびとに向かって戦いを
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いどみ、イスラエルの人々が退いた時、ダビデと共

にいたが、 10立ってペリシテびとを撃ち、ついに手

が疲れ、手がつるぎに着いて離れないほどになった

。その日、主は大いなる勝利を与えられた。民は彼

のあとに帰ってきて、ただ殺された者をはぎ取るば

かりであった。 11彼の次はハラルびとアゲの子シャ

ンマであった。ある時、ペリシテびとはレヒに集ま

った。そこに一面にレンズ豆を作った地所があった

。民はペリシテびとの前から逃げたが、 12彼はその

地所の中に立って、これを防ぎ、ペリシテびとを殺

した。そして主は大いなる救を与えられた。 13三十

人の長たちのうちの三人は下って行って刈入れのこ

ろに、アドラムのほら穴にいるダビデのもとにきた

。時にペリシテびとの一隊はレパイムの谷に陣を取

っていた。 14その時ダビデは要害におり、ペリシテ

びとの先陣はベツレヘムにあったが、 15ダビデは、

せつに望んで、「だれかベツレヘムの門のかたわら

にある井戸の水をわたしに飲ませてくれるとよいの

だが」と言った。 16そこでその三人の勇士たちはペ

リシテびとの陣を突き通って、ベツレヘムの門のか

たわらにある井戸の水を汲み取って、ダビデのもと

に携えてきた。しかしダビデはそれを飲もうとはせ

ず、主の前にそれを注いで、 17言った、「主よ、わ

たしは断じて飲むことをいたしません。いのちをか

けて行った人々の血を、どうしてわたしは飲むこと

ができましょう」。こうして彼はそれを飲もうとは

しなかった。三勇士はこれらのことを行った。 18ゼ

ルヤの子ヨアブの兄弟アビシャイは三十人の長であ

った。彼は三百人に向かって、やりをふるい、それ
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を殺した。そして、彼は三人と共に名を得た。 19彼

は三十人のうち最も尊ばれた者で、彼らの長となっ

た。しかし、かの三人には及ばなかった。 20エホヤ

ダの子ベナヤはカブジエル出身の勇士であって、多

くのてがらを立てた。彼はモアブのアリエルのふた

りの子を撃ち殺した。彼はまた雪の日に下っていっ

て、穴の中でししを撃ち殺した。 21彼はまた姿のう

るわしいエジプトびとを撃ち殺した。そのエジプト

びとは手にやりを持っていたが、ベナヤはつえをと

ってその所に下っていき、エジプトびとの手からや

りをもぎとって、そのやりをもって殺した。 22エホ

ヤダの子ベナヤはこれらの事をして三勇士と共に名

を得た。 23彼は三十人のうちに有名であったが、か

の三人には及ばなかった。ダビデは彼を侍衛の長と

した。 24三十人のうちにあったのは、ヨアブの兄弟

アサヘル。ベツレヘム出身のドドの子エルハナン。

25ハロデ出身のシャンマ。ハロデ出身のエリカ。 26

パルテびとヘレヅ。テコア出身のイッケシの子イラ

。 27アナトテ出身のアビエゼル。ホシャびとメブン

ナイ。 28アホアびとザルモン。ネトパ出身のマハラ

イ。 29ネトパ出身のバアナの子ヘレブ。ベニヤミン

びとのギベアから出たリバイの子イッタイ。 30ピラ

トンのベナヤ。ガアシの谷出身のヒダイ。 31アルバ

テびとアビアルボン。バホリム出身のアズマウテ。

32シャルボン出身のエリヤバ。ヤセンの子たち。ヨ

ナタン。 33ハラルびとシャンマ。ハラルびとシャラ

ルの子アヒアム。 34マアカ出身のアハスバイの子エ

リペレテ。ギロ出身のアヒトペルの子エリアム。 35

カルメル出身のヘヅロ。アルバびとパアライ。 36ゾ
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バ出身のナタンの子イガル。ガドびとバニ。 37アン

モンびとゼレク。ゼルヤの子ヨアブの武器を執る者

、ベエロテ出身のナハライ。 38イテルびとイラ。イ

テルびとガレブ。 39ヘテびとウリヤ。合わせて三十

七人である。

24主は再びイスラエルに向かって怒りを発し、ダ

ビデを感動して彼らに逆らわせ、「行ってイスラエ

ルとユダとを数えよ」と言われた。 2そこで王はヨ

アブおよびヨアブと共にいる軍の長たちに言った、

「イスラエルのすべての部族のうちを、ダンからベ

エルシバまで行き巡って民を数え、わたしに民の数

を知らせなさい」。 3ヨアブは王に言った、「どう

ぞあなたの神、主が、民を今よりも百倍に増してく

ださいますように。そして王、わが主がまのあたり

、それを見られますように。しかし王、わが主は何

ゆえにこの事を喜ばれるのですか」。 4しかし王の

言葉がヨアブと軍の長たちとに勝ったので、ヨアブ

と軍の長たちとは王の前を退き、イスラエルの民を

数えるために出て行った。 5彼らはヨルダンを渡り

、アロエルから、すなわち谷の中にある町から始め

て、ガドに向かい、ヤゼルに進んだ。 6それからギ

レアデに行き、またヘテびとの地にあるカデシに行

き、それからダンに至り、ダンからシドンにまわり

、 7またツロの要害に行き、ヒビびと、およびカナ

ンびとのすべての町に行き、ユダのネゲブに出てベ

エルシバへ行った。 8こうして彼らは国をあまねく

行き巡って、九か月と二十日を経てエルサレムにき

た。 9そしてヨアブは民の総数を王に告げた。すな

わちイスラエルには、つるぎを抜く勇士たちが八十
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万あった。ただしユダの人々は五十万であった。 10

しかしダビデは民を数えた後、心に責められた。そ

こでダビデは主に言った、「わたしはこれをおこな

って大きな罪を犯しました。しかし主よ、今どうぞ

しもべの罪を取り去ってください。わたしはひじょ

うに愚かなことをいたしました」。 11ダビデが朝起

きたとき、主の言葉はダビデの先見者である預言者

ガデに臨んで言った、 12「行ってダビデに言いなさ

い、『主はこう仰せられる、「わたしは三つのこと

を示す。あなたはその一つを選ぶがよい。わたしは

それをあなたに行うであろう」と』」。 13ガデはダ

ビデのもとにきて、彼に言った、「あなたの国に三

年のききんをこさせようか。あなたが敵に追われて

三か月敵の前に逃げるようにしようか。それとも、

あなたの国に三日の疫病をおくろうか。あなたは考

えて、わたしがどの答を、わたしをつかわされた方

になすべきかを決めなさい」。 14ダビデはガデに言

った、「わたしはひじょうに悩んでいますが、主の

あわれみは大きいゆえ、われわれを主の手に陥らせ

てください。わたしを人の手には陥らせないでくだ

さい」。 15そこで主は朝から定めの時まで疫病をイ

スラエルに下された。ダンからベエルシバまでに民

の死んだ者は七万人あった。 16天の使が手をエルサ

レムに伸べてこれを滅ぼそうとしたが、主はこの害

悪を悔い、民を滅ぼしている天の使に言われた、「

もはや、じゅうぶんである。今あなたの手をとどめ

るがよい」。その時、主の使はエブスびとアラウナ

の打ち場のかたわらにいた。 17ダビデは民を撃って

いる天の使を見た時、主に言った、「わたしは罪を
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犯しました。わたしは悪を行いました。しかしこれ

らの羊たちは何をしたのですか。どうぞあなたの手

をわたしとわたしの父の家に向けてください」。 18

その日ガデはダビデのところにきて彼に言った、「

上って行ってエブスびとアラウナの打ち場で主に祭

壇を建てなさい」。 19ダビデはガデの言葉に従い、

主の命じられたように上って行った。 20アラウナは

見おろして、王とそのしもべたちが自分の方に進ん

でくるのを見たので、アラウナは出てきて王の前に

地にひれ伏して拝した。 21そしてアラウナは言った

、「どうして王わが主は、しもべの所にこられまし

たか」。ダビデは言った、「あなたから打ち場を買

い取り、主に祭壇を築いて民に下る災をとどめるた

めです」。 22アラウナはダビデに言った、「どうぞ

王、わが主のよいと思われる物を取ってささげてく

ださい。燔祭にする牛もあります。たきぎにする打

穀機も牛のくびきもあります。 23王よ、アラウナは

これをことごとく王にささげます」。アラウナはま

た王に、「あなたの神、主があなたを受けいれられ

ますように」と言った。 24しかし王はアラウナに言

った、「いいえ、代価を支払ってそれをあなたから

買い取ります。わたしは費用をかけずに燔祭をわた

しの神、主にささげることはしません」。こうして

ダビデは銀五十シケルで打ち場と牛とを買い取った

。 25ダビデはその所で主に祭壇を築き、燔祭と酬恩

祭をささげた。そこで主はその地のために祈を聞か

れたので、災がイスラエルに下ることはとどまった

。
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列王記Ⅰ

1ダビデ王は年がすすんで老い、夜着を着せても暖

まらなかったので、 2その家来たちは彼に言った、

「王わが主のために、ひとりの若いおとめを捜し求

めて王にはべらせ、王の付添いとし、あなたのふと

ころに寝て、王わが主を暖めさせましょう」。 3そ

して彼らはあまねくイスラエルの領土に美しいおと

めを捜し求めて、シュナミびとアビシャグを得、王

のもとに連れてきた。 4おとめは非常に美しく、王

の付添いとなって王に仕えたが、王は彼女を知るこ

とがなかった。 5さてハギテの子アドニヤは高ぶっ

て、「わたしは王となろう」と言い、自分のために

戦車と騎兵および自分の前に駆ける者五十人を備え

た。 6彼の父は彼が生れてこのかた一度も「なぜ、

そのような事をするのか」と言って彼をたしなめた

ことがなかった。アドニヤもまた非常に姿の良い人

であって、アブサロムの次に生れた者である。 7彼

がゼルヤの子ヨアブと祭司アビヤタルとに相談した

ので、彼らはアドニヤに従って彼を助けた。 8しか

し祭司ザドクと、エホヤダの子ベナヤと、預言者ナ

タンおよびシメイとレイ、ならびにダビデの勇士た

ちはアドニヤに従わなかった。 9アドニヤはエンロ

ゲルのほとりにある「へびの石」のかたわらで、羊

と牛と肥えた家畜をほふって、王の子である自分の

兄弟たち、および王の家来であるユダの人々をこと

ごとく招いた。 10しかし預言者ナタンと、ベナヤと

、勇士たちと、自分の兄弟ソロモンとは招かなかっ

た。 11時にナタンはソロモンの母バテシバに言った

、「ハギテの子アドニヤが王となったのをお聞きに
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なりませんでしたか。われわれの主ダビデはそれを

ごぞんじないのです。 12それでいま、あなたに計り

ごとを授けて、あなたの命と、あなたの子ソロモン

の命を救うようにいたしましょう。 13あなたはすぐ

ダビデ王のところへ行って、『王わが主よ、あなた

は、はしために誓って、おまえの子ソロモンが、わ

たしに次いで王となり、わたしの位に座するであろ

うと言われたではありませんか。そうであるのに、

どうしてアドニヤが王となったのですか』と言いな

さい。 14あなたがなお王と話しておられる間に、わ

たしもまた、あなたのあとから、はいって行って、

あなたの言葉を確認しましょう」。 15そこでバテシ

バは寝室にはいって王の所へ行った。（王は非常に

老いて、シュナミびとアビシャグが王に仕えていた

）。 16バテシバは身をかがめて王を拝した。王は言

った、「何の用か」。 17彼女は王に言った、「わが

主よ、あなたは、あなたの神、主をさして、はした

めに誓い、『おまえの子ソロモンがわたしに次いで

王となり、わたしの位に座するであろう』と言われ

ました。 18そうであるのに、ごらんなさい、今アド

ニヤが王となりました。王わが主よ、あなたはそれ

をごぞんじないのです。 19彼は牛と肥えた家畜と羊

をたくさんほふって、王の子たち、および祭司アビ

ヤタルと、軍の長ヨアブを招きましたが、あなたの

しもべソロモンは招きませんでした。 20王わが主よ

、イスラエルのすべての目はあなたに注がれ、だれ

があなたに次いで、王わが主の位に座すべきかを告

げられるのを望んでいます。 21王わが主が先祖と共

に眠られるとき、わたしと、わたしの子ソロモンは



列王記Ⅰ 825

謀叛人とみなされるでしょう」。 22バテシバがなお

王と話しているうちに、預言者ナタンがはいってき

た。 23人々は王に告げて、「預言者ナタンがここに

おります」と言った。彼は王の前にはいり、地に伏

して王を拝した。 24そしてナタンは言った、「王わ

が主よ、あなたは、『アドニヤがわたしに次いで王

となり、わたしの位に座するであろう』と仰せられ

ましたか。 25彼はきょう下っていって、牛と、肥え

た家畜と羊をたくさんほふって、王の子たちと、軍

の長ヨアブと、祭司アビヤタルを招きました。彼ら

はアドニヤの前で食い飲みして、『アドニヤ万歳』

と言いました。 26しかし、あなたのしもべであるわ

たしと、祭司ザドクと、エホヤダの子ベナヤと、あ

なたのしもべソロモンを招きませんでした。 27この

事は王わが主がさせられた事ですか。あなたはしも

べたちに、だれがあなたに次いで王わが主の位に座

すべきかを告げられませんでした」。 28ダビデ王は

答えて言った、「バテシバをわたしのところに呼び

なさい」。彼女は王の前にはいってきて、王の前に

立った。 29すると王は誓って言った、「わたしの命

をすべての苦難から救われた主は生きておられる。

30わたしがイスラエルの神、主をさしてあなたに誓

い、『あなたの子ソロモンがわたしに次いで王とな

り、わたしに代って、わたしの位に座するであろう

』と言ったように、わたしはきょう、そのようにし

よう」。 31そこでバテシバは身をかがめ、地に伏し

て王を拝し、「わが主ダビデ王が、とこしえに生き

ながらえられますように」と言った。 32ダビデは言

った、「祭司ザドクと、預言者ナタンおよびエホヤ
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ダの子ベナヤをわたしの所に呼びなさい」。やがて

彼らは王の前にきた。 33王は彼らに言った、「あな

たがたの主君の家来たちを連れ、わが子ソロモンを

わたしの騾馬に乗せ、彼を導いてギホンに下り、 34

その所で祭司ザドクと預言者ナタンは彼に油を注い

でイスラエルの王としなさい。そしてラッパを吹い

て、『ソロモン王万歳』と言いなさい。 35それから

、あなたがたは彼に従って上ってきなさい。彼はき

て、わたしの位に座し、わたしに代って王となるで

あろう。わたしは彼を立ててイスラエルとユダの上

に主君とする」。 36エホヤダの子ベナヤは王に答え

て言った、「アァメン、願わくは、王わが主君の神

、主もまたそう仰せられますように。 37願わくは、

主が王わが主君と共におられたように、ソロモンと

共におられて、その位をわが主君ダビデ王の位より

も大きくせられますように」。 38そこで祭司ザドク

と預言者ナタンおよびエホヤダの子ベナヤ、ならび

にケレテびとと、ペレテびとは下って行って、ソロ

モンをダビデ王の騾馬に乗せ、彼をギホンに導いて

行った。 39祭司ザドクは幕屋から油の角を取ってき

て、ソロモンに油を注いだ。そしてラッパを吹き鳴

らし、民は皆「ソロモン王万歳」と言った。 40民は

みな彼に従って上り、笛を吹いて大いに喜び祝った

。地は彼らの声で裂けるばかりであった。 41アドニ

ヤおよび彼と共にいた客たちは皆食事を終ったとき

、これを聞いた。ヨアブはラッパの音を聞いて言っ

た、「町の中のあの騒ぎは何か」。 42彼の言葉のな

お終らないうちに、そこへ祭司アビヤタルの子ヨナ

タンがきたので、アドニヤは彼に言った、「はいり
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なさい。あなたは勇敢な人で、よい知らせを持って

きたのでしょう」。 43ヨナタンは答えてアドニヤに

言った、「いいえ、主君ダビデ王はソロモンを王と

せられました。 44王は祭司ザドクと預言者ナタンお

よびエホヤダの子ベナヤ、ならびにケレテびとと、

ペレテびとをソロモンと共につかわされたので、彼

らはソロモンを王の騾馬に乗せて行き、 45祭司ザド

クと預言者ナタンはギホンで彼に油を注いで王とし

ました。そして彼らがそこから喜んで上って来るの

で、町が騒がしいのです。あなたが聞いた声はそれ

なのです。 46こうしてソロモンは王の位に座し、 47

かつ王の家来たちがきて、主君ダビデ王に祝いを述

べて、『願わくは、あなたの神がソロモンの名をあ

なたの名よりも高くし、彼の位をあなたの位よりも

大きくされますように』と言いました。そして王は

床の上で拝されました。 48王はまたこう言われまし

た、『イスラエルの神、主はほむべきかな。主はき

ょう、わたしの位に座するひとりの子を与えて、こ

れをわたしに見せてくださった』と」。 49その時ア

ドニヤと共にいた客はみな驚き、立っておのおの自

分の道に去って行った。 50そしてアドニヤはソロモ

ンを恐れ、立って行って祭壇の角をつかんだ。 51あ

る人がこれをソロモンに告げて言った、「アドニヤ

はソロモンを恐れ、今彼は祭壇の角をつかんで、『

どうぞ、ソロモン王がきょう、つるぎをもってしも

べを殺さないとわたしに誓ってくださるように』と

言っています」。 52ソロモンは言った、「もし彼が

よい人となるならば、その髪の毛ひとすじも地に落

ちることはなかろう。しかし彼のうちに悪のあるこ
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とがわかるならば、彼は死ななければならない」。

53ソロモンは人をつかわして彼を祭壇からつれて下

らせた。彼がきてソロモンを拝したので、ソロモン

は彼に「家に帰りなさい」と言った。

2ダビデの死ぬ日が近づいたので、彼はその子ソロ

モンに命じて言った、 2「わたしは世のすべての人

の行く道を行こうとしている。あなたは強く、男ら

しくなければならない。 3あなたの神、主のさとし

を守り、その道に歩み、その定めと戒めと、おきて

とあかしとを、モーセの律法にしるされているとお

りに守らなければならない。そうすれば、あなたが

するすべての事と、あなたの向かうすべての所で、

あなたは栄えるであろう。 4また主がさきにわたし

について語って『もしおまえの子たちが、その道を

慎み、心をつくし、精神をつくして真実をもって、

わたしの前に歩むならば、おまえに次いでイスラエ

ルの位にのぼる人が、欠けることはなかろう』と言

われた言葉を確実にされるであろう。 5またあなた

はゼルヤの子ヨアブがわたしにした事、すなわち彼

がイスラエルのふたりの軍の長ネルの子アブネルと

、エテルの子アマサにした事を知っている。彼はこ

のふたりを殺して、戦争で流した地を太平の時に報

い、罪のない者の血をわたしの腰のまわりの帯と、

わたしの足のくつにつけた。 6それゆえ、あなたの

知恵にしたがって事を行い、彼のしらがを安らかに

陰府に下らせてはならない。 (Sheol h7585) 7ただしギ

レアデびとバルジライの子らには恵みを施し、彼ら

をあなたの食卓で食事する人々のうちに加えなさい

。彼らはわたしがあなたの兄弟アブサロムを避けて
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逃げた時、わたしを迎えてくれたからである。 8ま

たバホリムのベニヤミンびとゲラの子シメイがあな

たと共にいる。彼はわたしがマハナイムへ行った時

、激しいのろいの言葉をもってわたしをのろった。

しかし彼がヨルダンへ下ってきて、わたしを迎えた

ので、わたしは主をさして彼に誓い、『わたしはつ

るぎをもってあなたを殺さない』と言った。 9しか

し彼を罪のない者としてはならない。あなたは知恵

のある人であるから、彼になすべき事を知っている

。あなたは彼のしらがを血に染めて陰府に下らせな

ければならない」。 (Sheol h7585) 10ダビデはその先祖

と共に眠って、ダビデの町に葬られた。 11ダビデが

イスラエルを治めた日数は四十年であった。すなわ

ちヘブロンで七年、エルサレムで三十三年、王であ

った。 12このようにしてソロモンは父ダビデの位に

座し、国は堅く定まった。 13さて、ハギテの子アド

ニヤがソロモンの母バテシバのところへきたので、

バテシバは言った、「あなたは穏やかな事のために

きたのですか」。彼は言った、「穏やかな事のため

です」。 14彼はまた言った、「あなたに申しあげる

事があります」。バテシバは言った、「言いなさい

」。 15彼は言った、「ごぞんじのように、国はわた

しのもので、イスラエルの人は皆わたしが王になる

ものと期待していました。しかし国は転じて、わた

しの兄弟のものとなりました。彼のものとなったの

は、主から出たことです。 16今わたしはあなたに一

つのお願いがあります。断らないでください」。バ

テシバは彼に言った、「言いなさい」。 17彼は言っ

た、「どうかソロモン王に請うて、王はあなたに断
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るようなことはないでしょうからシュナミびとアビ

シャグをわたしに与えて妻にさせてください」。 18

バテシバは言った、「よろしい。わたしはあなたの

ために王に話しましょう」。 19バテシバはアドニヤ

のためにソロモン王に話すため、王のもとへ行った

。王は立って迎え、彼女を拝して王座に着き、王母

のために座を設けさせたので、彼女は王の右に座し

た。 20そこでバテシバは言った、「あなたに一つの

小さいお願いがあります。お断りにならないでくだ

さい」。王は彼女に言った、「母上よ、あなたの願

いを言ってください。わたしは断らないでしょう」

。 21彼女は言った、「どうぞ、シュナミびとアビシ

ャグをあなたの兄弟アドニヤに与えて、妻にさせて

ください」。 22ソロモン王は答えて母に言った、「

どうしてアドニヤのためにシュナミびとアビシャグ

を求められるのですか。彼のためには国をも求めな

さい。彼はわたしの兄で、彼の味方には祭司アビヤ

タルとゼルヤの子ヨアブがいるのですから」。 23そ

してソロモン王は主をさして誓って言った、「もし

アドニヤがこの言葉によって自分の命を失うのでな

ければ、どんなにでもわたしを罰してください。 24

わたしを立てて、父ダビデの位にのぼらせ、主が約

束されたように、わたしに一家を与えてくださった

主は生きておられる。アドニヤはきょう殺されなけ

ればならない」。 25ソロモン王はエホヤダの子ベナ

ヤをつかわしたので、彼はアドニヤを撃って殺した

。 26王はまた祭司アビヤタルに言った、「あなたの

領地アナトテへ行きなさい。あなたは死に当る者で

すが、さきにわたしの父ダビデの前に神、主の箱を
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かつぎ、またすべてわたしの父が受けた苦しみを、

あなたも共に苦しんだので、わたしは、きょうは、

あなたを殺しません」。 27そしてソロモンはアビヤ

タルを主の祭司職から追放した。こうして主がシロ

でエリの家について言われた主の言葉が成就した。

28さてこの知らせがヨアブに達したので、ヨアブは

主の幕屋にのがれて、祭壇の角をつかんだ。ヨアブ

はアブサロムを支持しなかったけれども、アドニヤ

を支持したからである。 29ヨアブが主の幕屋にのが

れて、祭壇のかたわらにいることを、ソロモン王に

告げる者があったので、ソロモン王はエホヤダの子

ベナヤをつかわし、「行って彼を撃て」と言った。

30ベナヤは主の幕屋へ行って彼に言った、「王はあ

なたに、出て来るようにと申されます」。しかし彼

は言った、「いや、わたしはここで死にます」。ベ

ナヤは王に復命して言った、「ヨアブはこう申しま

した。またわたしにこう答えました」。 31そこで王

はベナヤに言った、「彼が言うようにし、彼を撃ち

殺して葬り、ヨアブがゆえなく流した血のとがをわ

たしと、わたしの父の家から除き去りなさい。 32主

はまたヨアブが血を流した行為を、彼自身のこうべ

に報いられるであろう。これは彼が自分よりも正し

いすぐれたふたりの人、すなわちイスラエルの軍の

長ネルの子アブネルと、ユダの軍の長エテルの子ア

マサを、つるぎをもって撃ち殺し、わたしの父ダビ

デのあずかり知らない事をしたからである。 33それ

ゆえ、彼らの血は永遠にヨアブのこうべと、その子

孫のこうべに帰すであろう。しかしダビデと、その

子孫と、その家と、その位とには、主から賜わる平
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安が永久にあるであろう」。 34そこでエホヤダの子

ベナヤは上っていって、彼を撃ち殺した。彼は荒野

にある自分の家に葬られた。 35王はエホヤダの子ベ

ナヤを、ヨアブに代って軍の長とした。王はまた祭

司ザドクをアビヤタルに代らせた。 36また王は人を

つかわし、シメイを召して言った、「あなたはエル

サレムのうちに、自分のために家を建てて、そこに

住み、そこからどこへも出てはならない。 37あなた

が出て、キデロン川を渡る日には必ず殺されること

を、しかと知らなければならない。あなたの血はあ

なたのこうべに帰すであろう」。 38シメイは王に言

った、「お言葉は結構です。王、わが主の仰せられ

るとおりに、しもべはいたしましょう」。こうして

シメイは久しくエルサレムに住んだ。 39ところが三

年の後、シメイのふたりの奴隷が、ガテの王マアカ

の子アキシのところへ逃げ去った。人々がシメイに

告げて、「ごらんなさい、あなたの奴隷はガテにい

ます」と言ったので、 40シメイは立って、ろばにく

らを置き、ガテのアキシのところへ行って、その奴

隷を尋ねた。すなわちシメイは行ってその奴隷をガ

テから連れてきたが、 41シメイがエルサレムからガ

テへ行って帰ったことがソロモン王に聞えたので、

42王は人をつかわし、シメイを召して言った、「わ

たしはあなたに主をさして誓わせ、かつおごそかに

あなたを戒めて、『あなたが出て、どこかへ行く日

には、必ず殺されることを、しかと知らなければな

らない』と言ったではないか。そしてあなたは、わ

たしに『お言葉は結構です。従います』と言った。

43ところで、あなたはなぜ主に対する誓いと、わた
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しが命じた命令を守らなかったのか」。 44王はまた

シメイに言った、「あなたは自分の心に、あなたが

わたしの父ダビデにしたもろもろの悪を知っている

。主はあなたの悪をあなたのこうべに報いられるで

あろう。 45しかしソロモン王は祝福をうけ、ダビデ

の位は永久に主の前に堅く立つであろう」。 46王が

エホヤダの子ベナヤに命じたので、彼は出ていって

シメイを撃ち殺した。こうして国はソロモンの手に

堅く立った。

3ソロモン王はエジプトの王パロと縁を結び、パロ

の娘をめとってダビデの町に連れてきて、自分の家

と、主の宮と、エルサレムの周囲の城壁を建て終る

までそこにおらせた。 2そのころまで主の名のため

に建てた宮がなかったので、民は高き所で犠牲をさ

さげていた。 3ソロモンは主を愛し、父ダビデの定

めに歩んだが、ただ彼は高き所で犠牲をささげ、香

をたいた。 4ある日、王はギベオンへ行って、そこ

で犠牲をささげようとした。それが主要な高き所で

あったからである。ソロモンは一千の燔祭をその祭

壇にささげた。 5ギベオンで主は夜の夢にソロモン

に現れて言われた、「あなたに何を与えようか、求

めなさい」。 6ソロモンは言った、「あなたのしも

べであるわたしの父ダビデがあなたに対して誠実と

公義と真心とをもって、あなたの前に歩んだので、

あなたは大いなるいつくしみを彼に示されました。

またあなたは彼のために、この大いなるいつくしみ

をたくわえて、今日、彼の位に座する子を授けられ

ました。 7わが神、主よ、あなたはこのしもべを、

わたしの父ダビデに代って王とならせられました。
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しかし、わたしは小さい子供であって、出入りする

ことを知りません。 8かつ、しもべはあなたが選ば

れた、あなたの民、すなわちその数が多くて、数え

ることも、調べることもできないほどのおびただし

い民の中におります。 9それゆえ、聞きわける心を

しもべに与えて、あなたの民をさばかせ、わたしに

善悪をわきまえることを得させてください。だれが

、あなたのこの大いなる民をさばくことができまし

ょう」。 10ソロモンはこの事を求めたので、そのこ

とが主のみこころにかなった。 11そこで神は彼に言

われた、「あなたはこの事を求めて、自分のために

長命を求めず、また自分のために富を求めず、また

自分の敵の命をも求めず、ただ訴えをききわける知

恵を求めたゆえに、 12見よ、わたしはあなたの言葉

にしたがって、賢い、英明な心を与える。あなたの

先にはあなたに並ぶ者がなく、あなたの後にもあな

たに並ぶ者は起らないであろう。 13わたしはまたあ

なたの求めないもの、すなわち富と誉をもあなたに

与える。あなたの生きているかぎり、王たちのうち

にあなたに並ぶ者はないであろう。 14もしあなたが

、あなたの父ダビデの歩んだように、わたしの道に

歩んで、わたしの定めと命令とを守るならば、わた

しはあなたの日を長くするであろう」。 15ソロモン

が目をさましてみると、それは夢であった。そこで

彼はエルサレムへ行き、主の契約の箱の前に立って

燔祭と酬恩祭をささげ、すべての家来のために祝宴

を設けた。 16さて、ふたりの遊女が王のところにき

て、王の前に立った。 17ひとりの女は言った、「あ

あ、わが主よ、この女とわたしとはひとつの家に住
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んでいますが、わたしはこの女と一緒に家にいる時

、子を産みました。 18ところがわたしの産んだ後、

三日目にこの女もまた子を産みました。そしてわた

したちは一緒にいましたが、家にはほかにだれもわ

たしたちと共にいた者はなく、ただわたしたちふた

りだけでした。 19ところがこの女は自分の子の上に

伏したので、夜のうちにその子は死にました。 20彼

女は夜中に起きて、はしための眠っている間に、わ

たしの子をわたしのかたわらから取って、自分のふ

ところに寝かせ、自分の死んだ子をわたしのふとこ

ろに寝かせました。 21わたしは朝、子に乳を飲ませ

ようとして起きて見ると死んでいました。しかし朝

になってよく見ると、それはわたしが産んだ子では

ありませんでした」。 22ほかの女は言った、「いい

え、生きているのがわたしの子です。死んだのはあ

なたの子です」。初めの女は言った、「いいえ、死

んだのがあなたの子です。生きているのはわたしの

子です」。彼らはこのように王の前に言い合った。

23この時、王は言った、「ひとりは『この生きてい

るのがわたしの子で、死んだのがあなたの子だ』と

言い、またひとりは『いいえ、死んだのがあなたの

子で、生きているのはわたしの子だ』と言う」。 24

そこで王は「刀を持ってきなさい」と言ったので、

刀を王の前に持ってきた。 25王は言った、「生きて

いる子を二つに分けて、半分をこちらに、半分をあ

ちらに与えよ」。 26すると生きている子の母である

女は、その子のために心がやけるようになって、王

に言った、「ああ、わが主よ、生きている子を彼女

に与えてください。決してそれを殺さないでくださ
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い」。しかしほかのひとりは言った、「それをわた

しのものにも、あなたのものにもしないで、分けて

ください」。 27すると王は答えて言った、「生きて

いる子を初めの女に与えよ。決して殺してはならな

い。彼女はその母なのだ」。 28イスラエルは皆王が

与えた判決を聞いて王を恐れた。神の知恵が彼のう

ちにあって、さばきをするのを見たからである。

4ソロモン王はイスラエルの全地の王であった。 2

彼の高官たちは次のとおりである。ザドクの子アザ

リヤは祭司。 3シシャの子エリホレフとアヒヤは書

記官。アヒルデの子ヨシャバテは史官。 4エホヤダ

の子ベナヤは軍の長。ザドクとアビヤタルは祭司。

5ナタンの子アザリヤは代官の長。ナタンの子ザブデ

は祭司で、王の友であった。 6アヒシャルは宮内卿

。アブダの子アドニラムは徴募の長であった。 7ソ

ロモンはまたイスラエルの全地に十二人の代官を置

いた。その人々は王とその家のために食物を備えた

。すなわちおのおの一年に一月ずつ食物を備えるの

であった。 8その名は次のとおりである。エフライ

ムの山地にはベンホル。 9マカヅと、シャラビムと

、ベテシメシと、エロン・ベテハナンにはベンデケ

ル。 10アルボテにはベンヘセデ、（彼はソコとヘペ

ルの全地を担当した）。 11ドルの高地の全部にはベ

ン・アビナダブ、（彼はソロモンの娘タパテを妻と

した）。 12アヒルデの子バアナはタアナクとメギド

と、エズレルの下、ザレタンのかたわらにあるベテ

シャンの全地を担当して、ベテシャンからアベル・

メホラに至り、ヨクメアムの向こうにまで及んだ。

13ラモテ・ギレアデにはベンゲベル、（彼はギレア
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デにあるマナセの子ヤイルの村々を担当し、またバ

シャンにあるアルゴブの地方の城壁と青銅の貫の木

のある大きな町六十を担当した）。 14マハナイムに

はイドの子アヒナダブ。 15ナフタリにはアヒマアズ

、（彼もソロモンの娘バスマテを妻にめとった）。

16アセルとベアロテにはホシャイの子バアナ。 17イ

ッサカルにはパルアの子ヨシャパテ。 18ベニヤミン

にはエラの子シメイ。 19アモリびとの王シホンの地

およびバシャンの王オグの地なるギレアデの地には

ウリの子ゲベル。彼はその地のただひとりの代官で

あった。 20ユダとイスラエルの人々は多くて、海べ

の砂のようであったが、彼らは飲み食いして楽しん

だ。 21ソロモンはユフラテ川からペリシテびとの地

と、エジプトの境に至るまでの諸国を治めたので、

皆みつぎ物を携えてきて、ソロモンの一生のあいだ

仕えた。 22さてソロモンの一日の食物は細かい麦粉

三十コル、荒い麦粉六十コル、 23肥えた牛十頭、牧

場の牛二十頭、羊百頭で、そのほかに雄じか、かも

しか、こじか、および肥えた鳥があった。 24これは

ソロモンがユフラテ川の西の地方をテフサからガザ

まで、ことごとく治めたからである。すなわち彼は

ユフラテ川の西の諸王をことごとく治め、周囲至る

所に平安を得た。 25ソロモンの一生の間、ユダとイ

スラエルはダンからベエルシバに至るまで、安らか

におのおの自分たちのぶどうの木の下と、いちじく

の木の下に住んだ。 26ソロモンはまた戦車の馬の、

うまや四千と、騎兵一万二千を持っていた。 27そし

てそれらの代官たちはおのおの当番の月にソロモン

王のため、およびすべてソロモン王の食卓に連なる
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者のために、食物を備えて欠けることのないように

した。 28また彼らはおのおのその割当にしたがって

馬および早馬に食わせる大麦とわらを、その馬のい

る所に持ってきた。 29神はソロモンに非常に多くの

知恵と悟りを授け、また海べの砂原のように広い心

を授けられた。 30ソロモンの知恵は東の人々の知恵

とエジプトのすべての知恵にまさった。 31彼はすべ

ての人よりも賢く、エズラびとエタンよりも、また

マホルの子ヘマン、カルコル、ダルダよりも賢く、

その名声は周囲のすべての国々に聞えた。 32彼はま

た箴言三千を説いた。またその歌は一千五首あった

。 33彼はまた草木のことを論じてレバノンの香柏か

ら石がきにはえるヒソプにまで及んだ。彼はまた獣

と鳥と這うものと魚のことを論じた。 34諸国の人々

はソロモンの知恵を聞くためにきた。地の諸王はソ

ロモンの知恵を聞いて人をつかわした。

5さてツロの王ヒラムは、ソロモンが油を注がれ、

その父に代って、王となったのを聞いて、家来をソ

ロモンにつかわした。ヒラムは常にダビデを愛した

からである。 2そこでソロモンはヒラムに人をつか

わして言った、 3「あなたの知られるとおり、父ダ

ビデはその周囲にあった敵との戦いのゆえに、彼の

神、主の名のために宮を建てることができず、主が

彼らをその足の裏の下に置かれるのを待ちました。

4ところが今わが神、主はわたしに四方の太平を賜わ

って、敵もなく、災もなくなったので、 5主が父ダ

ビデに『おまえに代って、おまえの位に、わたしが

つかせるおまえの子、その人がわが名のために宮を

建てるであろう』と言われたように、わが神、主の
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名のために宮を建てようと思います。 6それゆえ、

あなたは命令を下して、レバノンの香柏をわたしの

ために切り出させてください。わたしのしもべたち

をあなたのしもべたちと一緒に働かせます。またわ

たしはすべてあなたのおっしゃるとおり、あなたの

しもべたちの賃銀をあなたに払います。あなたの知

られるとおり、わたしたちのうちにはシドンびとの

ように木を切るに巧みな人がないからです」。 7ヒ

ラムはソロモンの言葉を聞いて大いに喜び、「きょ

う、主はあがむべきかな。主はこのおびただしい民

を治める賢い子をダビデに賜わった」と言った。 8

そしてヒラムはソロモンに人をつかわして言った、

「わたしはあなたが申しおくられたことを聞きまし

た。香柏の材木と、いとすぎの材木については、す

べてお望みのようにいたします。 9わたしのしもべ

どもにそれをレバノンから海に運びおろさせましょ

う。わたしはそれをいかだに組んで、海路、あなた

の指示される場所まで送り、そこでそれをくずしま

しょう。あなたはそれを受け取ってください。また

、あなたはわたしの家のために食物を供給して、わ

たしの望みをかなえてください」。 10こうしてヒラ

ムはソロモンにすべて望みのように香柏の材木と、

いとすぎの材木を与えた。 11またソロモンはヒラム

にその家の食物として小麦二万コルを与え、またオ

リブをつぶして取った油二万コルを与えた。このよ

うにソロモンは年々ヒラムに与えた。 12主は約束さ

れたようにソロモンに知恵を賜わった。またヒラム

とソロモンの間は平和であって、彼らふたりは条約

を結んだ。 13ソロモン王はイスラエルの全地から強
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制的に労働者を徴募した。その徴募人員は三万人で

あった。 14ソロモンは彼らを一か月交代に一万人ず

つレバノンにつかわした。すなわち一か月レバノン

に、二か月家にあり、アドニラムは徴募の監督であ

った。 15ソロモンにはまた荷を負う者が七万人、山

で石を切る者が八万人あった。 16ほかにソロモンに

は工事を監督する上役の官吏が三千三百人あって、

工事に働く民を監督した。 17王は命じて大きい高価

な石を切り出させ、切り石をもって宮の基をすえさ

せた。 18こうしてソロモンの建築者と、ヒラムの建

築者およびゲバルびとは石を切り、材木と石とを宮

を建てるために備えた。

6イスラエルの人々がエジプトの地を出て後四百八

十年、ソロモンがイスラエルの王となって第四年の

ジフの月すなわち二月に、ソロモンは主のために宮

を建てることを始めた。 2ソロモン王が主のために

建てた宮は長さ六十キュビト、幅二十キュビト、高

さ三十キュビトであった。 3宮の拝殿の前の廊は宮

の幅にしたがって長さ二十キュビト、その幅は宮の

前で十キュビトであった。 4彼は宮に、内側の広い

枠の窓を造った。 5また宮の壁につけて周囲に脇屋

を設け、宮の壁すなわち拝殿と本殿の壁の周囲に建

てめぐらし、宮の周囲に脇間があるようにした。 6

下の脇間は広さ五キュビト、中の広さ六キュビト、

第三のは広さ七キュビトであった。宮の外側には壁

に段を造って、梁を宮の壁の中に差し込まないよう

にした。 7宮は建てる時に、石切り場で切り整えた

石をもって造ったので、建てている間は宮のうちに

は、つちも、おのも、その他の鉄器もその音が聞え
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なかった。 8下の脇間の入口は宮の右側にあり、回

り階段によって中の脇間に、中の脇間から第三の脇

間にのぼった。 9こうして彼は宮を建て終り、香柏

のたるきと板をもって宮の天井を造った。 10また宮

につけて、おのおの高さ五キュビトの脇間のある脇

屋を建てめぐらし、香柏の材木をもって宮に接続さ

せた。 11そこで主の言葉がソロモンに臨んだ、 12

「あなたが建てるこの宮については、もしあなたが

わたしの定めに歩み、おきてを行い、すべての戒め

を守り、それに従って歩むならば、わたしはあなた

の父ダビデに約束したことを成就する。 13そしてわ

たしはイスラエルの人々のうちに住み、わたしの民

イスラエルを捨てることはない」。 14こうしてソロ

モンは宮を建て終った。 15彼は香柏の板をもって宮

の壁の内側を張った。すなわち宮の床から天井のた

るきまで香柏の板で張った。また、いとすぎの板を

もって宮の床を張った。 16また宮の奥に二十キュビ

トの室を床から天井のたるきまで香柏の板をもって

造った。すなわち宮の内に至聖所としての本堂を造

った。 17宮すなわち本殿の前にある拝殿は長さ四十

キュビトであった。 18宮の内側の香柏の板は、ひさ

ごの形と、咲いた花を浮彫りにしたもので、みな香

柏の板で、石は見えなかった。 19そして主の契約の

箱を置くために、宮の内の奥に本殿を設けた。 20本

殿は長さ二十キュビト、幅二十キュビト、高さ二十

キュビトであって、純金でこれをおおった。また香

柏の祭壇を造った。 21ソロモンは純金をもって宮の

内側をおおい、本殿の前に金の鎖をもって隔てを造

り、金をもってこれをおおった。 22また金をもって
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残らず宮をおおい、ついに宮を飾ることをことごと

く終えた。また本殿に属する祭壇をことごとく金で

おおった。 23本殿のうちにオリブの木をもって二つ

のケルビムを造った。その高さはおのおの十キュビ

ト。 24そのケルブの一つの翼の長さは五キュビト、

またそのケルブの他の翼の長さも五キュビトであっ

た。一つの翼の端から他の翼の端までは十キュビト

あった。 25他のケルブも十キュビトであって、二つ

のケルビムは同じ寸法、同じ形であった。 26このケ

ルブの高さは十キュビト、かのケルブの高さも同じ

であった。 27ソロモンは宮のうちの奥にケルビムを

すえた。ケルビムの翼を伸ばしたところ、このケル

ブの翼はこの壁に達し、かのケルブの翼はかの壁に

達し、他の二つの翼は宮の中で互に触れ合った。 28

彼は金をもってそのケルビムをおおった。 29彼は宮

の周囲の壁に、内外の室とも皆ケルビムと、しゅろ

の木と、咲いた花の形の彫り物を刻み、 30宮の床は

、内外の室とも金でおおった。 31本殿の入口にはオ

リブの木のとびらを造った。そのとびらの上のかま

ちと脇柱とで五辺形をなしていた。 32その二つのと

びらもオリブの木であって、ソロモンはその上にケ

ルビムと、しゅろの木と、咲いた花の形を刻み、金

をもっておおった。すなわちケルビムと、しゅろの

木の上に金を着せた。 33こうしてソロモンはまた拝

殿の入口のためにオリブの木で四角の形に脇柱を造

った。 34その二つのとびらはいとすぎであって、一

つのとびらは二つにたたむ折り戸であり、他のとび

らも二つにたたむ折り戸であった。 35ソロモンはそ

の上にケルビムと、しゅろの木と、咲いた花を刻み
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、金をもって彫り物の上を形どおりにおおった。 36

また切り石三かさねと、香柏の角材ひとかさねとを

もって内庭を造った。 37第四年のジフの月に主の宮

の基をすえ、 38第十一年のブルの月すなわち八月に

、宮のすべての部分が設計どおりに完成した。ソロ

モンはこれを建てるのに七年を要した。

7またソロモンは自分の家を建てたが、十三年かか

ってその家を全部建て終った。 2彼はレバノンの森

の家を建てた。長さ百キュビト、幅五十キュビト、

高さ三十キュビトで、三列の香柏の柱があり、その

柱の上に香柏の梁があった。 3四十五本の柱の上に

ある室は香柏の板でおおった。柱は各列十五本あっ

た。 4また窓わくが三列あって、窓と窓と三段に向

かい合っていた。 5戸口と窓はみな四角の枠をもち

、窓と窓と三段に向かい合った。 6また柱の広間を

造った。長さ五十キュビト、幅三十キュビトであっ

た。柱の前に一つの広間があり、その玄関に柱とひ

さしがあった。 7またソロモンはみずから審判をす

るために玉座の広間、すなわち審判の広間を造った

。床からたるきまで香柏をもっておおった。 8ソロ

モンが住んだ宮殿はその広間のうしろの他の庭にあ

って、その造作は同じであった。ソロモンはまた彼

がめとったパロの娘のために家を建てたが、その広

間と同じであった。 9これらはみな内外とも、土台

から軒まで、また主の宮の庭から大庭まで、寸法に

合わせて切った石、すなわち、のこぎりでひいた高

価な石で造られた。 10また土台は高価な石、大きな

石、すなわち八キュビトの石、十キュビトの石であ

った。 11その上には寸法に合わせて切った高価な石
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と香柏とがあった。 12また大庭の周囲には三かさね

の切り石と、一かさねの香柏の角材があった。主の

宮の内庭と宮殿の広間の庭の場合と同じである。 13

ソロモン王は人をつかわしてツロからヒラムを呼ん

できた。 14彼はナフタリの部族の寡婦の子であって

、その父はツロの人で、青銅の細工人であった。ヒ

ラムは青銅のいろいろな細工をする知恵と悟りと知

識に満ちた者であったが、ソロモン王のところにき

て、そのすべての細工をした。 15彼は青銅の柱二本

を鋳た。一本の柱の高さは十八キュビト、そのまわ

りは綱をもって測ると十二キュビトあり、指四本の

厚さで空洞であった。他の柱も同じである。 16また

青銅を溶かして柱頭二つを造り、柱の頂にすえた。

その一つの柱頭の高さは五キュビト、他の柱頭の高

さも五キュビトであった。 17柱の頂にある柱頭のた

めに鎖に編んだ飾りひもで市松模様の網細工二つを

造った。すなわちこの柱頭のために一つ、かの柱頭

のために一つを造った。 18またざくろを造った。す

なわち二並びのざくろを一つの網細工の上のまわり

に造って、柱の頂にある柱頭を巻いた。他の柱頭に

も同じようにした。 19この廊の柱の頂にある柱頭の

上に四キュビトのゆりの花の細工があった。 20二つ

の柱の上端の丸い突出部の上にある網細工の柱頭の

周囲には、おのおの二百のざくろが二並びになって

いた。 21この柱を神殿の廊に立てた。すなわち南に

柱を立てて、その名をヤキンと名づけ、北に柱を立

てて、その名をボアズと名づけた。 22その柱の頂に

はゆりの花の細工があった。こうしてその柱の造作

ができあがった。 23また海を鋳て造った。縁から縁
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まで十キュビトであって、周囲は円形をなし、高さ

五キュビトで、その周囲は綱をもって測ると三十キ

ュビトであった。 24その縁の下には三十キュビトの

周囲をめぐるひさごがあって、海の周囲を囲んでい

た。そのひさごは二並びで、海を鋳る時に鋳たもの

である。 25その海は十二の牛の上に置かれ、その三

つは北に向かい、三つは西に向かい、三つは南に向

かい、三つは東に向かっていた。海はその上に置か

れ、牛のうしろは皆内に向かっていた。 26海の厚さ

は手の幅で、その縁は杯の縁のように、ゆりの花に

似せて造られた。海には水が二千バテはいった。 27

また青銅の台を十個造った。台は長さ四キュビト、

幅四キュビト、高さ三キュビトであった。 28その台

の構造は次のとおりである。台には鏡板があり、鏡

板は枠の中にあった。 29枠の中にある鏡板には、し

しと牛とケルビムとがあり、また、ししと牛の上と

下にある枠の斜面には花飾りが細工してあった。 30

また台にはおのおの四つの青銅の車輪と、青銅の車

軸があり、その四すみには洗盤のささえがあった。

そのささえは、おのおの花飾りのかたわらに鋳て造

りつけてあった。 31その口は一キュビト上に突き出

て、台の頂の内にあり、その口は丸く、台座のよう

に造られ、深さ一キュビト半であった。またその口

には彫り物があった。その鏡板は四角で、丸くなか

った。 32四つの車輪は鏡板の下にあり、車軸は台に

取り付けてあり、車輪の高さはおのおの一キュビト

半であった。 33車輪の構造は戦車の車輪の構造と同

じで、その車軸と縁と輻と轂とはみな鋳物であった

。 34おのおのの台の四すみに四つのささえがあり、
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そのささえは台の一部をなしていた。 35台の上には

高さ半キュビトの丸い帯輪があった。そして台の上

にあるその支柱と鏡板とはその一部をなしていた。

36その支柱の表面と鏡板にはそれぞれの場所に、ケ

ルビムと、ししと、しゅろを刻み、またその周囲に

花飾りを施した。 37このようにして十個の台を造っ

た。それはみな同じ鋳方、同じ寸法、同じ形であっ

た。 38また青銅の洗盤を十個造った。洗盤はおのお

の四十バテの水がはいり、洗盤はおのおの四キュビ

トであった。十個の台の上にはおのおの一つずつの

洗盤があった。 39その台の五個を宮の南の方に、五

個を宮の北の方に置き、宮の東南の方に海をすえた

。 40ヒラムはまたつぼと十能と鉢を造った。こうし

てヒラムはソロモン王のために主の宮のすべての細

工をなし終えた。 41すなわち二本の柱と、その柱の

頂にある柱頭の二つの玉と、柱の頂にある柱頭の二

つの玉をおおう二つの網細工と、 42その二つの網細

工のためのざくろ四百。このざくろは一つの網細工

に、二並びにつけて、柱の頂にある柱頭の二つの玉

を巻いた。 43また十個の台と、その台の上の十個の

洗盤と、 44一つの海と、その海の下の十二の牛とで

あった。 45さてつぼと十能と鉢、すなわちヒラムが

ソロモン王のために造った主の宮のこれらの器はみ

な光のある青銅であった。 46王はヨルダンの低地で

、スコテとザレタンの間の粘土の地でこれらを鋳た

。 47ソロモンはその器が非常に多かったので、皆そ

れをはからずにおいた。その青銅の重さは、はかり

得なかった。 48またソロモンは主の宮にあるもろも

ろの器を造った。すなわち金の祭壇と、供えのパン
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を載せる金の机、 49および純金の燭台。この燭台は

本殿の前に、五つは南に、五つは北にあった。また

金の花と、ともしび皿と、心かきと、 50純金の皿と

、心切りばさみと、鉢と、香の杯と、心取り皿と、

至聖所である宮の奥のとびらのためおよび、宮の拝

殿のとびらのために、金のひじつぼを造った。 51こ

うしてソロモン王が主の宮のために造るすべての細

工は終った。そしてソロモンは父ダビデがささげた

物、すなわち金銀および器物を携え入り、主の宮の

宝蔵の中にたくわえた。

8ソロモンは主の契約の箱をダビデの町、すなわち

シオンからかつぎ上ろうとして、イスラエルの長老

たちと、すべての部族のかしらたちと、イスラエル

の人々の氏族の長たちをエルサレムでソロモン王の

もとに召し集めた。 2イスラエルの人は皆エタニム

の月すなわち七月の祭にソロモン王のもとに集まっ

た。 3イスラエルの長老たちが皆来たので、祭司た

ちは箱を取りあげた。 4そして彼らは主の箱と、会

見の幕屋と、幕屋にあるすべての聖なる器をかつぎ

上った。すなわち祭司とレビびとがこれらの物をか

つぎ上った。 5ソロモン王および彼のもとに集まっ

たイスラエルの会衆は皆彼と共に箱の前で、羊と牛

をささげたが、その数が多くて調べることも数える

こともできなかった。 6祭司たちは主の契約の箱を

その場所にかつぎ入れた。すなわち宮の本殿である

至聖所のうちのケルビムの翼の下に置いた。 7ケル

ビムは翼を箱の所に伸べていたので、ケルビムは上

から箱とそのさおをおおった。 8さおは長かったの

で、さおの端が本殿の前の聖所から見えた。しかし
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外には見えなかった。そのさおは今日までそこにあ

る。 9箱の内には二つの石の板のほか何もなかった

。これはイスラエルの人々がエジプトの地から出た

とき、主が彼らと契約を結ばれたときに、モーセが

ホレブで、それに納めたものである。 10そして祭司

たちが聖所から出たとき、雲が主の宮に満ちたので

、 11祭司たちは雲のために立って仕えることができ

なかった。主の栄光が主の宮に満ちたからである。

12そこでソロモンは言った、「主は日を天に置かれ

た。しかも主は自ら濃き雲の中に住まおうと言われ

た。 13わたしはあなたのために高き家、とこしえの

みすまいを建てた」。 14王は身をめぐらして、イス

ラエルのすべての会衆を祝福した。その時イスラエ

ルのすべての会衆は立っていた。 15彼は言った、「

イスラエルの神、主はほむべきかな。主はその口を

もってわたしの父ダビデに約束されたことを、その

手をもってなし遂げられた。主は言われた、 16『わ

が民イスラエルをエジプトから導き出した日から、

わたしはわたしの名を置くべき宮を建てるために、

イスラエルのもろもろの部族のうちから、どの町を

も選んだことがなかった。ただダビデを選んで、わ

が民イスラエルの上に立たせた』と。 17イスラエル

の神、主の名のために宮を建てることは、わたしの

父ダビデの心にあった。 18しかし主はわたしの父ダ

ビデに言われた、『わたしの名のために宮を建てる

ことはあなたの心にあった。あなたの心にこの事の

あったのは結構である。 19けれどもあなたはその宮

を建ててはならない。あなたの身から出るあなたの

子がわたしの名のために宮を建てるであろう』と。
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20そして主はその言われた言葉を行われた。すなわ

ちわたしは父ダビデに代って立ち、主が言われたよ

うに、イスラエルの位に座し、イスラエルの神、主

の名のために宮を建てた。 21わたしはまたそこに主

の契約を納めた箱のために一つの場所を設けた。そ

の契約は主がわれわれの先祖をエジプトの地から導

き出された時に、彼らと結ばれたものである」。 22

ソロモンはイスラエルの全会衆の前で、主の祭壇の

前に立ち、手を天に伸べて、 23言った、「イスラエ

ルの神、主よ、上の天にも、下の地にも、あなたの

ような神はありません。あなたは契約を守られ、心

をつくしてあなたの前に歩むあなたのしもべらに、

いつくしみを施し、 24あなたのしもべであるわたし

の父ダビデに約束されたことを守られました。あな

たが口をもって約束されたことを、手をもってなし

遂げられたことは、今日見るとおりであります。 25

それゆえ、イスラエルの神、主よ、あなたのしもべ

であるわたしの父ダビデに、あなたが約束して『お

まえがわたしの前に歩んだように、おまえの子孫が

、その道を慎んで、わたしの前に歩むならば、おま

えにはイスラエルの位に座する人が、わたしの前に

欠けることはないであろう』と言われたことを、ダ

ビデのために守ってください。 26イスラエルの神よ

、どうぞ、あなたのしもべであるわたしの父ダビデ

に言われた言葉を確認してください。 27しかし神は

、はたして地上に住まわれるでしょうか。見よ、天

も、いと高き天もあなたをいれることはできません

。ましてわたしの建てたこの宮はなおさらです。 28

しかしわが神、主よ、しもべの祈と願いを顧みて、
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しもべがきょう、あなたの前にささげる叫びと祈を

お聞きください。 29あなたが『わたしの名をそこに

置く』と言われた所、すなわち、この宮に向かって

夜昼あなたの目をお開きください。しもべがこの所

に向かって祈る祈をお聞きください。 30しもべと、

あなたの民イスラエルがこの所に向かって祈る時に

、その願いをお聞きください。あなたのすみかであ

る天で聞き、聞いておゆるしください。 31もし人が

その隣り人に対して罪を犯し、誓いをすることを求

められる時、来てこの宮であなたの祭壇の前に誓う

ならば、 32あなたは天で聞いて行い、あなたのしも

べらをさばき、悪人を罰して、そのおこないの報い

をそのこうべに帰し、義人を義として、その義にし

たがって、その人に報いてください。 33もしあなた

の民イスラエルが、あなたに対して罪を犯したため

に敵の前に敗れた時、あなたに立ち返って、あなた

の名をあがめ、この宮であなたに祈り願うならば、

34あなたは天にあって聞き、あなたの民イスラエル

の罪をゆるして、あなたが彼らの先祖に賜わった地

に彼らを帰らせてください。 35もし彼らがあなたに

罪を犯したために、天が閉ざされて雨がなく、あな

たが彼らを苦しめられる時、彼らがこの所に向かっ

て祈り、あなたの名をあがめ、その罪を離れるなら

ば、 36あなたは天で聞き、あなたのしもべ、あなた

の民イスラエルの罪をゆるし、彼らに歩むべき良い

道を教えて、あなたが、あなたの民に嗣業として与

えられた地に雨を降らせてください。 37もし国にき

きんがあるか、もしくは疫病、立ち枯れ、腐り穂、

いなご、青虫があるか、もしくは敵のために町の中
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に攻め囲まれることがあるか、どんな災害、どんな

病気があっても、 38もし、だれでも、あなたの民イ

スラエルがみな、おのおのその心の悩みを知って、

この宮に向かい、手を伸べるならば、どんな祈、ど

んな願いでも、 39あなたは、あなたのすみかである

天で聞いてゆるし、かつ行い、おのおのの人に、そ

の心を知っておられるゆえ、そのすべての道にした

がって報いてください。ただ、あなただけ、すべて

の人の心を知っておられるからです。 40あなたが、

われわれの先祖に賜わった地に、彼らの生きながら

える日の間、常にあなたを恐れさせてください。 41

またあなたの民イスラエルの者でなく、あなたの名

のために遠い国から来る異邦人が、 42それは彼らが

あなたの大いなる名と、強い手と、伸べた腕とにつ

いて聞き及ぶからです、もしきて、この宮に向かっ

て祈るならば、 43あなたは、あなたのすみかである

天で聞き、すべて異邦人があなたに呼び求めること

をかなえさせてください。そうすれば、地のすべて

の民は、あなたの民イスラエルのように、あなたの

名を知り、あなたを恐れ、またわたしが建てたこの

宮があなたの名によって呼ばれることを知るにいた

るでしょう。 44あなたの民が敵と戦うために、あな

たがつかわされる道を通って出て行くとき、もし彼

らがあなたの選ばれた町、わたしがあなたの名のた

めに建てた宮の方に向かって、主に祈るならば、 45

あなたは天で、彼らの祈と願いを聞いて彼らをお助

けください。 46彼らがあなたに対して罪を犯すこと

があって、人は罪を犯さない者はないのです、あな

たが彼らを怒り、彼らを敵にわたし、敵が彼らを捕
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虜として遠近にかかわらず、敵の地に引いて行く時

、 47もし彼らが捕われていった地で、みずから省み

て悔い、自分を捕えていった者の地で、あなたに願

い、『われわれは罪を犯しました、そむいて悪を行

いました』と言い、 48自分を捕えていった敵の地で

、心をつくし、精神をつくしてあなたに立ち返り、

あなたが彼らの先祖に与えられた地、あなたが選ば

れた町、わたしがあなたの名のために建てた宮の方

に向かって、あなたに祈るならば、 49あなたのすみ

かである天で、彼らの祈と願いを聞いて、彼らを助

け、 50あなたの民が、あなたに対して犯した罪と、

あなたに対して行ったすべてのあやまちをゆるし、

彼らを捕えていった者の前で、彼らにあわれみを得

させ、その人々が彼らをあわれむようにしてくださ

い。 51（彼らはあなたがエジプトから、鉄のかまど

の中から導き出されたあなたの民、あなたの嗣業で

あるからです）。 52どうぞ、しもべの願いと、あな

たの民イスラエルの願いに、あなたの目を開き、す

べてあなたに呼び求める時、彼らの願いをお聞きく

ださい。 53あなたは彼らを地のすべての民のうちか

ら区別して、あなたの嗣業とされたからです。主な

る神よ、あなたがわれわれの先祖をエジプトから導

き出された時、モーセによって言われたとおりです

」。 54ソロモンはこの祈と願いをことごとく主にさ

さげ終ると、それまで天に向かって手を伸べ、ひざ

まずいていた主の祭壇の前から立ちあがり、 55立っ

て大声でイスラエルの全会衆を祝福して言った、 56

「主はほむべきかな。主はすべて約束されたように

、その民イスラエルに太平を賜わった。そのしもべ
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モーセによって仰せられたその良き約束は皆一つも

たがわなかった。 57われわれの神がわれわれの先祖

と共におられたように、われわれと共におられるよ

うに。われわれを離れず、またわれわれを見捨てら

れないように。 58われわれの心を主に傾けて、主の

すべての道に歩ませ、われわれの先祖に命じられた

戒めと定めと、おきてとを守らせられるように。 59

主の前にわたしが述べたこれらの願いの言葉が、日

夜われわれの神、主に覚えられるように。そして主

は日々の事に、しもべを助け、主の民イスラエルを

助けられるように。 60そうすれば、地のすべての民

は主が神であることと、他に神のないことを知るに

至るであろう。 61それゆえ、あなたがたは、今日の

ようにわれわれの神、主に対して、心は全く真実で

あり、主の定めに歩み、主の戒めを守らなければな

らない」。 62そして王および王と共にいるすべての

イスラエルびとは主の前に犠牲をささげた。 63ソロ

モンは酬恩祭として牛二万二千頭、羊十二万頭を主

にささげた。こうして王とイスラエルの人々は皆主

の宮を奉献した。 64その日、王は主の宮の前にある

庭の中を聖別し、その所で燔祭と素祭と酬恩祭の脂

肪をささげた。これは主の前にある青銅の祭壇が素

祭と酬恩祭の脂肪とを受けるに足りなかったからで

ある。 65その時ソロモンは七日の間われわれの神、

主の前に祭を行った。ハマテの入口からエジプトの

川に至るまでのすべてのイスラエルびとの大いなる

会衆が彼と共にいた。 66八日目にソロモンは民を帰

らせた。民は王を祝福し、主がそのしもべダビデと
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、その民イスラエルとに施されたもろもろの恵みを

喜び、心に楽しんでその天幕に帰って行った。

9ソロモンが主の宮と王の宮殿およびソロモンが建

てようと望んだすべてのものを建て終った時、 2主

はかつてギベオンでソロモンに現れられたように再

び現れて、 3彼に言われた、「あなたが、わたしの

前に願った祈と願いとを聞いた。わたしはあなたが

建てたこの宮を聖別して、わたしの名を永久にそこ

に置く。わたしの目と、わたしの心は常にそこにあ

るであろう。 4あなたがもし、あなたの父ダビデが

歩んだように全き心をもって正しくわたしの前に歩

み、すべてわたしが命じたようにおこなって、わた

しの定めと、おきてとを守るならば、 5わたしは、

あなたの父ダビデに約束して『イスラエルの王位に

のぼる人があなたに欠けることはないであろう』と

言ったように、あなたのイスラエルに王たる位をな

がく確保するであろう。 6しかし、あなたがた、ま

たはあなたがたの子孫がそむいてわたしに従わず、

わたしがあなたがたの前に置いた戒めと定めとを守

らず、他の神々に行って、それに仕え、それを拝む

ならば、 7わたしはイスラエルを、わたしが与えた

地のおもてから断つであろう。またわたしの名のた

めに聖別した宮をわたしの前から投げすてるであろ

う。そしてイスラエルはもろもろの民のうちにこと

わざとなり、笑い草となるであろう。 8かつ、この

宮は荒塚となり、そのかたわらを過ぎる者は皆驚き

、うそぶいて『なにゆえ、主はこの地と、この宮と

にこのようにされたのか』と言うであろう。 9その

時人々は答えて『彼らは自分の先祖をエジプトの地
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から導き出した彼らの神、主を捨てて、他の神々に

つき従い、それを拝み、それに仕えたために、主は

このすべての災を彼らの上に下したのである』と言

うであろう」。 10ソロモンは二十年を経て二つの家

すなわち主の宮と王の宮殿とを建て終った時、 11ツ

ロの王ヒラムがソロモンの望みに任せて香柏と、い

とすぎと、金とを供給したので、ソロモン王はガリ

ラヤの地の町二十をヒラムに与えた。 12しかしヒラ

ムがツロから来て、ソロモンが彼に与えた町々を見

たとき、それらは彼の気にいらなかったので、 13彼

は、「兄弟よ、あなたがくださったこれらの町々は

、いったいなんですか」と言った。それで、そこは

今日までカブルの地と呼ばれている。 14ヒラムはか

つて金百二十タラントを王に贈った。 15ソロモン王

が強制的に労働者を徴募したのはこうである。すな

わち主の宮と自分の宮殿と、ミロとエルサレムの城

壁と、ハゾルとメギドとゲゼルを建てるためであっ

た。 16（エジプトの王パロはかつて上ってきて、ゲ

ゼルを取り、火でこれを焼き、その町に住んでいた

カナンびとを殺し、これをソロモンの妻である自分

の娘に与えて婚姻の贈り物としたので、 17ソロモン

はそのゲゼルを建て直した）。また下ベテホロンと

、 18バアラテとユダの国の荒野にあるタマル、 19

およびソロモンが持っていた倉庫の町々、戦車の町

々、騎兵の町々ならびにソロモンがエルサレム、レ

バノンおよびそのすべての領地において建てようと

望んだものをことごとく建てるためであった。 20す

べてイスラエルの子孫でないアモリびと、ヘテびと

、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの残った者、
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21その地にあって彼らのあとに残った子孫すなわち

イスラエルの人々の滅ぼしつくすことのできなかっ

た者を、ソロモンは強制的に奴隷として徴募をおこ

ない、今日に至っている。 22しかしイスラエルの人

々をソロモンはひとりも奴隷としなかった。彼らは

軍人、また彼の役人、司令官、指揮官、戦車隊長、

騎兵隊長であったからである。 23ソロモンの工事を

監督する上役の官吏は五百五十人であって、工事に

働く民を治めた。 24パロの娘はダビデの町から上っ

て、ソロモンが彼女のために建てた家に住んだ。そ

の時ソロモンはミロを建てた。 25ソロモンは主のた

めに築いた祭壇の上に年に三度燔祭と酬恩祭をささ

げ、また主の前に香をたいた。こうしてソロモンは

宮を完成した。 26ソロモン王はエドムの地、紅海の

岸のエラテに近いエジオン・ゲベルで数隻の船を造

った。 27ヒラムは海の事を知っている船員であるそ

のしもべをソロモンのしもべと共にその船でつかわ

した。 28彼らはオフルへ行って、そこから金四百二

十タラントを取って、ソロモン王の所にもってきた

。

10シバの女王は主の名にかかわるソロモンの名声

を聞いたので、難問をもってソロモンを試みようと

たずねてきた。 2彼女は多くの従者を連れ、香料と

、たくさんの金と宝石とをらくだに負わせてエルサ

レムにきた。彼女はソロモンのもとにきて、その心

にあることをことごとく彼に告げたが、 3ソロモン

はそのすべての問に答えた。王が知らないで彼女に

説明のできないことは一つもなかった。 4シバの女

王はソロモンのもろもろの知恵と、ソロモンが建て
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た宮殿、 5その食卓の食物と、列座の家来たちと、

その侍臣たちの伺候ぶり、彼らの服装と、彼の給仕

たち、および彼が主の宮でささげる燔祭を見て、全

く気を奪われてしまった。 6彼女は王に言った、「

わたしが国であなたの事と、あなたの知恵について

聞いたことは真実でありました。 7しかしわたしが

きて、目に見るまでは、その言葉を信じませんでし

たが、今見るとその半分もわたしは知らされていな

かったのです。あなたの知恵と繁栄はわたしが聞い

たうわさにまさっています。 8あなたの奥方たちは

さいわいです。常にあなたの前に立って、あなたの

知恵を聞く家来たちはさいわいです。 9あなたの神

、主はほむべきかな。主はあなたを喜び、あなたを

イスラエルの位にのぼらせられました。主は永久に

イスラエルを愛せられるゆえ、あなたを王として公

道と正義とを行わせられるのです」。 10そして彼女

は金百二十タラントおよび多くの香料と宝石とを王

に贈った。シバの女王がソロモン王に贈ったような

多くの香料は再びこなかった。 11オフルから金を載

せてきたヒラムの船は、またオフルからたくさんの

びゃくだんの木と宝石とを運んできたので、 12王は

びゃくだんの木をもって主の宮と王の宮殿のために

壁柱を造り、また歌う人々のために琴と立琴とを造

った。このようなびゃくだんの木は、かつてきたこ

ともなく、また今日まで見たこともなかった。 13ソ

ロモン王はその豊かなのにしたがってシバの女王に

贈り物をしたほかに、彼女の望みにまかせて、すべ

てその求める物を贈った。そして彼女はその家来た

ちと共に自分の国へ帰っていった。 14さて一年の間
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にソロモンのところに、はいってきた金の目方は六

百六十六タラントであった。 15そのほかに貿易商お

よび商人の取引、ならびにアラビヤの諸王と国の代

官たちからも、はいってきた。 16ソロモン王は延金

の大盾二百を造った。その大盾にはおのおの六百シ

ケルの金を用いた。 17また延金の小盾三百を造った

。その小盾にはおのおの三ミナの金を用いた。王は

これらをレバノンの森の家に置いた。 18王はまた大

きな象牙の玉座を造り、純金をもってこれをおおっ

た。 19その玉座に六つの段があり、玉座の後に子牛

の頭があり、座席の両側にひじ掛けがあって、ひじ

掛けのわきに二つのししが立っていた。 20また六つ

の段のおのおのの両側に十二のししが立っていた。

このような物はどこの国でも造られたことがなかっ

た。 21ソロモン王が飲むときに用いた器は皆金であ

った。またレバノンの森の家の器も皆純金であって

、銀のものはなかった。銀はソロモンの世には顧み

られなかった。 22これは王が海にタルシシの船隊を

所有して、ヒラムの船隊と一緒に航海させ、タルシ

シの船隊に三年に一度、金、銀、象牙、さる、くじ

ゃくを載せてこさせたからである。 23このようにソ

ロモン王は富も知恵も、地のすべての王にまさって

いたので、 24全地の人々は神がソロモンの心に授け

られた知恵を聞こうとしてソロモンに謁見を求めた

。 25人々はおのおの贈り物を携えてきた。すなわち

銀の器、金の器、衣服、没薬、香料、馬、騾馬など

年々定まっていた。 26ソロモンは戦車と騎兵とを集

めたが、戦車一千四百両、騎兵一万二千あった。ソ

ロモンはこれを戦車の町とエルサレムの王のもとに
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置いた。 27王はエルサレムで、銀を石のように用い

、香柏を平地にあるいちじく桑のように多く用いた

。 28ソロモンが馬を輸入したのはエジプトとクエか

らであった。すなわち王の貿易商はクエから代価を

払って受け取ってきた。 29エジプトから輸入される

戦車一両は銀六百シケル、馬は百五十シケルであっ

た。このようにして、これらのものが王の貿易商に

よって、ヘテびとのすべての王たちおよびスリヤの

王たちに輸出された。

11ソロモン王は多くの外国の女を愛した。すなわ

ちパロの娘、モアブびと、アンモンびと、エドムび

と、シドンびと、ヘテびとの女を愛した。 2主はか

つてこれらの国民について、イスラエルの人々に言

われた、「あなたがたは彼らと交わってはならない

。彼らもまたあなたがたと交わってはならない。彼

らは必ずあなたがたの心を転じて彼らの神々に従わ

せるからである」。しかしソロモンは彼らを愛して

離れなかった。 3彼には王妃としての妻七百人、そ

ばめ三百人があった。その妻たちが彼の心を転じた

のである。 4ソロモンが年老いた時、その妻たちが

彼の心を転じて他の神々に従わせたので、彼の心は

父ダビデの心のようには、その神、主に真実でなか

った。 5これはソロモンがシドンびとの女神アシタ

ロテに従い、アンモンびとの神である憎むべき者ミ

ルコムに従ったからである。 6このようにソロモン

は主の目の前に悪を行い、父ダビデのように全くは

主に従わなかった。 7そしてソロモンはモアブの神

である憎むべき者ケモシのために、またアンモンの

人々の神である憎むべき者モレクのためにエルサレ



列王記Ⅰ 860

ムの東の山に高き所を築いた。 8彼はまた外国のす

べての妻たちのためにもそうしたので、彼女たちは

その神々に香をたき、犠牲をささげた。 9このよう

にソロモンの心が転じて、イスラエルの神、主を離

れたため、主は彼を怒られた。すなわち主がかつて

二度彼に現れ、 10この事について彼に、他の神々に

従ってはならないと命じられたのに、彼は主の命じ

られたことを守らなかったからである。 11それゆえ

、主はソロモンに言われた、「これがあなたの本心

であり、わたしが命じた契約と定めとを守らなかっ

たので、わたしは必ずあなたから国を裂き離して、

それをあなたの家来に与える。 12しかしあなたの父

ダビデのために、あなたの世にはそれをしないが、

あなたの子の手からそれを裂き離す。 13ただし、わ

たしは国をことごとくは裂き離さず、わたしのしも

べダビデのために、またわたしが選んだエルサレム

のために一つの部族をあなたの子に与えるであろう

」。 14こうして主はエドムびとハダデを起して、ソ

ロモンの敵とされた。彼はエドムの王家の者であっ

た。 15さきにダビデはエドムにいたが、軍の長ヨア

ブが上っていって、戦死した者を葬り、エドムの男

子をことごとく打ち殺した時、 16（ヨアブはイスラ

エルの人々と共に六か月そこにとどまって、エドム

の男子をことごとく断った）。 17ハダデはその父の

しもべである数人のエドムびとと共に逃げてエジプ

トへ行こうとした。その時ハダデはまだ少年であっ

た。 18彼らがミデアンを立ってパランへ行き、パラ

ンから人々を伴ってエジプトへ行き、エジプトの王

パロのところへ行くと、パロは彼に家を与え、食糧
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を定め、かつ土地を与えた。 19ハダデは大いにパロ

の心にかなったので、パロは自分の妻の妹すなわち

王妃タペネスの妹を妻として彼に与えた。 20タペネ

スの妹は彼に男の子ゲヌバテを産んだので、タペネ

スはその子をパロの家のうちで乳離れさせた。ゲヌ

バテはパロの家で、パロの子どもたちと一緒にいた

。 21さてハダデはエジプトで、ダビデがその先祖と

共に眠ったことと、軍の長ヨアブが死んだことを聞

いたので、ハダデはパロに言った、「わたしを去ら

せて、国へ帰らせてください」。 22パロは彼に言っ

た、「わたしと共にいて、なんの不足があって国へ

帰ることを求めるのですか」。彼は言った、「ただ

、わたしを帰らせてください」。 23神はまたエリア

ダの子レゾンを起してソロモンの敵とされた。彼は

その主人ゾバの王ハダデゼルのもとを逃げ去った者

であった。 24ダビデがゾバの人々を殺した後、彼は

人々を自分のまわりに集めて略奪隊の首領となった

。彼らはダマスコへ行って、そこに住み、ダマスコ

で彼を王とした。 25彼はソロモンの一生の間、イス

ラエルの敵となって、ハダデがしたように害をなし

、イスラエルを憎んでスリヤを治めた。 26ゼレダの

エフライムびとネバテの子ヤラベアムはソロモンの

家来であったが、その母の名はゼルヤといって寡婦

であった。彼もまたその手をあげて王に敵した。 27

彼が手をあげて、王に敵した事情はこうである。ソ

ロモンはミロを築き、父ダビデの町の破れ口をふさ

いでいた。 28ヤラベアムは非常に手腕のある人であ

ったが、ソロモンはこの若者がよく働くのを見て、

彼にヨセフの家のすべての強制労働の監督をさせた
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。 29そのころ、ヤラベアムがエルサレムを出たとき

、シロびとである預言者アヒヤが道で彼に会った。

アヒヤは新しい着物を着ていた。そして彼らふたり

だけが野にいた。 30アヒヤは着ている着物をつかん

で、それを十二切れに裂き、 31ヤラベアムに言った

、「あなたは十切れを取りなさい。イスラエルの神

、主はこう言われる、『見よ、わたしは国をソロモ

ンの手から裂き離して、あなたに十部族を与えよう

。 32（ただし彼はわたしのしもべダビデのために、

またわたしがイスラエルのすべての部族のうちから

選んだ町エルサレムのために、一つの部族をもつで

あろう）。 33それは彼がわたしを捨てて、シドンび

との女神アシタロテと、モアブの神ケモシと、アン

モンの人々の神ミルコムを拝み、父ダビデのように

、わたしの道に歩んで、わたしの目にかなう事を行

い、わたしの定めと、おきてを守ることをしなかっ

たからである。 34しかし、わたしは国をことごとく

は彼の手から取らない。わたしが選んだ、わたしの

しもべダビデが、わたしの命令と定めとを守ったの

で、わたしは彼のためにソロモンを一生の間、君と

しよう。 35そして、わたしはその子の手から国を取

って、その十部族をあなたに与える。 36その子には

一つの部族を与えて、わたしの名を置くために選ん

だ町エルサレムで、わたしのしもべダビデに、わた

しの前に常に一つのともしびを保たせるであろう。

37わたしがあなたを選び、あなたはすべて心の望む

ところを治めて、イスラエルの上に王となるであろ

う。 38もし、あなたが、わたしの命じるすべての事

を聞いて、わたしの道に歩み、わたしの目にかなう
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事を行い、わたしのしもべダビデがしたように、わ

たしの定めと戒めとを守るならば、わたしはあなた

と共にいて、わたしがダビデのために建てたように

、あなたのために堅固な家を建てて、イスラエルを

あなたに与えよう。 39わたしはこのためにダビデの

子孫を苦しめる。しかし永久にではない』」。 40ソ

ロモンはヤラベアムを殺そうとしたが、ヤラベアム

は立ってエジプトにのがれ、エジプト王シシャクの

ところへ行って、ソロモンの死ぬまでエジプトにい

た。 41ソロモンのそのほかの事績と、彼がしたすべ

ての事およびその知恵は、ソロモンの事績の書にし

るされているではないか。 42ソロモンがエルサレム

でイスラエルの全地を治めた日は四十年であった。

43ソロモンはその先祖と共に眠って、父ダビデの町

に葬られ、その子レハベアムが代って王となった。

12レハベアムはシケムへ行った。すべてのイスラ

エルびとが彼を王にしようとシケムへ行ったからで

ある。 2ネバテの子ヤラベアムはソロモンを避けて

エジプトにのがれ、なおそこにいたが、これを聞い

てエジプトから帰ったので、 3人々は人をつかわし

て彼を招いた。そしてヤラベアムとイスラエルの会

衆は皆レハベアムの所にきて言った、 4「父上はわ

れわれのくびきを重くされましたが、今父上のきび

しい使役と、父上がわれわれに負わせられた重いく

びきとを軽くしてください。そうすればわれわれは

あなたに仕えます」。 5レハベアムは彼らに言った

、「去って、三日過ぎてから、またわたしのところ

にきなさい」。それで民は立ち去った。 6レハベア

ム王は父ソロモンの存命中ソロモンに仕えた老人た
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ちに相談して言った、「この民にどう返答すればよ

いと思いますか」。 7彼らはレハベアムに言った、

「もし、あなたが、きょう、この民のしもべとなっ

て彼らに仕え、彼らに答えるとき、ねんごろに語ら

れるならば、彼らは永久にあなたのしもべとなるで

しょう」。 8しかし彼は老人たちが与えた勧めを捨

てて、自分と一緒に大きくなって自分に仕えている

若者たちに相談して、 9彼らに言った、「この民が

わたしにむかって『あなたの父がわれわれに負わせ

たくびきを軽くしてください』というのに、われわ

れはなんと返答すればよいと思いますか」。 10彼と

一緒に大きくなった若者たちは彼に言った、「あな

たにむかって『父上はわれわれのくびきを重くされ

ましたが、あなたは、それをわれわれのために軽く

してください』と言うこの民に、こう言いなさい、

『わたしの小指は父の腰よりも太い。 11父はあなた

がたに重いくびきを負わせたが、わたしはさらに、

あなたがたのくびきを重くしよう。父はむちであな

たがたを懲らしたが、わたしはさそりをもってあな

たがたを懲らそう』と」。 12さてヤラベアムと民は

皆、王が「三日目に再びわたしのところに来るよう

に」と言ったとおりに、三日目にレハベアムのとこ

ろにきた。 13王は荒々しく民に答え、老人たちが与

えた勧めを捨てて、 14若者たちの勧めに従い、彼ら

に告げて言った、「父はあなたがたのくびきを重く

したが、わたしはあなたがたのくびきを、さらに重

くしよう。父はむちであなたがたを懲らしたが、わ

たしはさそりをもってあなたがたを懲らそう」。 15

このように王は民の言うことを聞きいれなかった。
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これはかつて主がシロびとアヒヤによって、ネバテ

の子ヤラベアムに言われた言葉を成就するために、

主が仕向けられた事であった。 16イスラエルの人々

は皆、王が自分たちの言うことを聞きいれないのを

見たので、民は王に答えて言った、「われわれはダ

ビデのうちに何の分があろうか、エッサイの子のう

ちに嗣業がない。イスラエルよ、あなたがたの天幕

へ帰れ。ダビデよ、今自分の家の事を見よ」。そし

てイスラエルはその天幕へ去っていった。 17しかし

レハベアムはユダの町々に住んでいるイスラエルの

人々を治めた。 18レハベアム王は徴募の監督であっ

たアドラムをつかわしたが、イスラエルが皆、彼を

石で撃ち殺したので、レハベアム王は急いで車に乗

り、エルサレムへ逃げた。 19こうしてイスラエルは

ダビデの家にそむいて今日に至った。 20イスラエル

は皆ヤラベアムの帰ってきたのを聞き、人をつかわ

して彼を集会に招き、イスラエルの全家の上に王と

した。ユダの部族のほかはダビデの家に従う者がな

かった。 21ソロモンの子レハベアムはエルサレムに

来て、ユダの全家とベニヤミンの部族の者、すなわ

ちえり抜きの軍人十八万を集め、国を取りもどすた

めに、イスラエルの家と戦おうとしたが、 22神の言

葉が神の人シマヤに臨んだ、 23「ソロモンの子であ

るユダの王レハベアム、およびユダとベニヤミンの

全家、ならびにそのほかの民に言いなさい、 24『主

はこう仰せられる。あなたがたは上っていってはな

らない。あなたがたの兄弟であるイスラエルの人々

と戦ってはならない。おのおの家に帰りなさい。こ

の事はわたしから出たのである』」。それで彼らは
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主の言葉をきき、主の言葉に従って帰っていった。

25ヤラベアムはエフライムの山地にシケムを建てて

、そこに住んだ。彼はまたそこから出てペヌエルを

建てた。 26しかしヤラベアムはその心のうちに言っ

た、「国は今ダビデの家にもどるであろう。 27もし

この民がエルサレムにある主の宮に犠牲をささげる

ために上るならば、この民の心はユダの王である彼

らの主君レハベアムに帰り、わたしを殺して、ユダ

の王レハベアムに帰るであろう」。 28そこで王は相

談して、二つの金の子牛を造り、民に言った、「あ

なたがたはもはやエルサレムに上るには、およばな

い。イスラエルよ、あなたがたをエジプトの国から

導き上ったあなたがたの神を見よ」。 29そして彼は

一つをベテルにすえ、一つをダンに置いた。 30この

事は罪となった。民がベテルへ行って一つを礼拝し

、ダンへ行って一つを礼拝したからである。 31彼は

また高き所に家を造り、レビの子孫でない一般の民

を祭司に任命した。 32またヤラベアムはユダで行う

祭と同じ祭を八月の十五日に定め、そして祭壇に上

った。彼はベテルでそのように行い、彼が造った子

牛に犠牲をささげた。また自分の造った高き所の祭

司をベテルに立てた。 33こうして彼はベテルに造っ

た祭壇に八月の十五日に上った。これは彼が自分で

勝手に考えついた月であった。そして彼はイスラエ

ルの人々のために祭を定め、祭壇に上って香をたい

た。

13見よ、神の人が主の命によってユダからベテル

にきた。その時ヤラベアムは祭壇の上に立って香を

たいていた。 2神の人は祭壇にむかい主の命によっ
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て呼ばわって言った、「祭壇よ、祭壇よ、主はこう

仰せられる、『見よ、ダビデの家にひとりの子が生

れる。その名をヨシヤという。彼はおまえの上で香

をたく高き所の祭司らを、おまえの上にささげる。

また人の骨がおまえの上で焼かれる』」。 3その日

、彼はまた一つのしるしを示して言った、「主の言

われたしるしはこれである、『見よ、祭壇は裂け、

その上にある灰はこぼれ出るであろう』」。 4ヤラ

ベアム王は、神の人がベテルにある祭壇にむかって

呼ばわる言葉を聞いた時、祭壇から手を伸ばして、

「彼を捕えよ」と言ったが、彼にむかって伸ばした

手が枯れて、ひっ込めることができなかった。 5そ

して神の人が主の言葉をもって示したしるしのよう

に祭壇は裂け、灰は祭壇からこぼれ出た。 6王は神

の人に言った、「あなたの神、主に願い、わたしの

ために祈って、わたしの手をもとに返らせてくださ

い」。神の人が主に願ったので、王の手はもとに返

って、前のようになった。 7そこで王は神の人に言

った、「わたしと一緒に家にきて、身を休めなさい

。あなたに謝礼をさしあげましょう」。 8神の人は

王に言った、「たとい、あなたの家の半ばをくださ

っても、わたしはあなたと一緒にまいりません。ま

たこの所では、パンも食べず水も飲みません。 9主

の言葉によってわたしは、『パンを食べてはならな

い、水を飲んではならない。また来た道から帰って

はならない』と命じられているからです」。 10こう

して彼はほかの道を行き、ベテルに来た道からは帰

らなかった。 11さてベテルにひとりの年老いた預言

者が住んでいたが、そのむすこたちがきて、その日
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神の人がベテルでした事どもを彼に話した。また神

の人が王に言った言葉をもその父に話した。 12父が

彼らに「その人はどの道を行ったか」と聞いたので

、むすこたちはユダからきた神の人の行った道を父

に示した。 13父はむすこたちに言った、「わたしの

ためにろばにくらを置きなさい」。彼らがろばにく

らを置いたので、彼はそれに乗り、 14神の人のあと

を追って行き、かしの木の下にすわっているのを見

て、その人に言った、「あなたはユダからこられた

神の人ですか」。その人は言った、「そうです」。

15そこで彼はその人に言った、「わたしと一緒に家

にきてパンを食べてください」。 16その人は言った

、「わたしはあなたと一緒に引き返すことはできま

せん。あなたと一緒に行くことはできません。また

わたしはこの所であなたと一緒にパンも食べず水も

飲みません。 17主の言葉によってわたしは、『その

所でパンを食べてはならない、水を飲んではならな

い。また来た道から帰ってはならない』と言われて

いるからです」。 18彼はその人に言った、「わたし

もあなたと同じ預言者ですが、天の使が主の命によ

ってわたしに告げて、『その人を一緒に家につれ帰

り、パンを食べさせ、水を飲ませよ』と言いました

」。これは彼がその人を欺いたのである。 19そこで

その人は彼と一緒に引き返し、その家でパンを食べ

、水を飲んだ。 20彼らが食卓についていたとき、主

の言葉が、その人をつれて帰った預言者に臨んだの

で、 21彼はユダからきた神の人にむかい呼ばわって

言った、「主はこう仰せられます、『あなたが主の

言葉にそむき、あなたの神、主がお命じになった命
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令を守らず、 22引き返して、主があなたに、パンを

食べてはならない、水を飲んではならない、と言わ

れた場所でパンを食べ、水を飲んだゆえ、あなたの

死体はあなたの先祖の墓に行かないであろう』」。

23そしてその人がパンを食べ、水を飲んだ後、彼は

その人のため、すなわちつれ帰った預言者のために

ろばにくらを置いた。 24こうしてその人は立ち去っ

たが、道でししが彼に会って彼を殺した。そしてそ

の死体は道に捨てられ、ろばはそのかたわらに立ち

、ししもまた死体のかたわらに立っていた。 25人々

はそこをとおって、道に捨てられている死体と、死

体のかたわらに立っているししを見て、かの老預言

者の住んでいる町にきてそれを話した。 26その人を

道からつれて帰った預言者はそれを聞いて言った、

「それは主の言葉にそむいた神の人だ。主が彼に言

われた言葉のように、主は彼をししにわたされ、し

しが彼を裂き殺したのだ」。 27そしてむすこたちに

言った、「わたしのためにろばにくらを置きなさい

」。彼らがくらを置いたので、 28彼は行って、死体

が道に捨てられ、ろばとししが死体のかたわらに立

っているのを見た。ししはその死体を食べず、ろば

も裂いていなかった。 29そこで預言者は神の人の死

体を取りあげ、それをろばに載せて町に持ち帰り、

悲しんでそれを葬った。 30すなわちその死体を自分

の墓に納め、皆これがために「ああ、わが兄弟よ」

と言って悲しんだ。 31彼はそれを葬って後、むすこ

たちに言った、「わたしが死んだ時は、神の人を葬

った墓に葬り、わたしの骨を彼の骨のかたわらに納

めなさい。 32彼が主の命によって、ベテルにある祭
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壇にむかい、またサマリヤの町々にある高き所のす

べての家にむかって呼ばわった言葉は必ず成就する

のです」。 33この事の後も、ヤラベアムはその悪い

道を離れて立ち返ることをせず、また一般の民を、

高き所の祭司に任命した。すなわち、だれでも好む

者は、それを立てて高き所の祭司とした。 34この事

はヤラベアムの家の罪となって、ついにこれを地の

おもてから断ち滅ぼすようになった。

14そのころヤラベアムの子アビヤが病気になった

ので、 2ヤラベアムは妻に言った、「立って姿を変

え、ヤラベアムの妻であることの知られないように

してシロへ行きなさい。わたしがこの民の王となる

ことを、わたしに告げた預言者アヒヤがそこにいま

す。 3パン十個と菓子数個および、みつ一びんを携

えて彼のところへ行きなさい。彼はこの子がどうな

るかをあなたに告げるでしょう」。 4ヤラベアムの

妻はそのようにして、立ってシロへ行き、アヒヤの

家に着いたが、アヒヤは年老いたため、目がかすん

で見ることができなかった。 5しかし主はアヒヤに

言われた、「ヤラベアムの妻が子供の事をあなたに

尋ねるために来る。子供は病気だ。あなたは彼女に

こうこう言わなければならない」。彼女は来るとき

、他人を装っていた。 6しかし彼女が戸口にはいっ

てきたとき、アヒヤはその足音を聞いて言った、「

ヤラベアムの妻よ、はいりなさい。なぜ、他人を装

うのですか。わたしはあなたにきびしい事を告げる

よう、命じられています。 7行ってヤラベアムに言

いなさい、『イスラエルの神、主はこう仰せられる

、「わたしはあなたを民のうちからあげ、わたしの
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民イスラエルの上に立てて君とし、 8国をダビデの

家から裂き離して、それをあなたに与えたのに、あ

なたはわたしのしもべダビデが、わたしの命令を守

って一心にわたしに従い、ただわたしの目にかなっ

た事のみを行ったようにではなく、 9あなたよりも

先にいたすべての者にまさって悪をなし、行って自

分のために他の神々と鋳た像を造り、わたしを怒ら

せ、わたしをうしろに捨て去った。 10それゆえ、見

よ、わたしはヤラベアムの家に災を下し、ヤラベア

ムに属する男は、イスラエルについて、つながれた

者も、自由な者もことごとく断ち、人があくたを残

りなく焼きつくすように、ヤラベアムの家を全く断

ち滅ぼすであろう。 11ヤラベアムに属する者は、町

で死ぬ者を犬が食べ、野で死ぬ者を空の鳥が食べる

であろう。主がこれを言われるのである」』。 12あ

なたは立って、家へ帰りなさい。あなたの足が町に

はいる時に、子どもは死にます。 13そしてイスラエ

ルは皆、彼のために悲しんで彼を葬るでしょう。ヤ

ラベアムに属する者は、ただ彼だけ墓に葬られるで

しょう。ヤラベアムの家のうちで、彼はイスラエル

の神、主にむかって良い思いをいだいていたからで

す。 14主はイスラエルの上にひとりの王を起されま

す。彼はその日ヤラベアムの家を断つでしょう。 15

その後主はイスラエルを撃って、水に揺らぐ葦のよ

うにし、イスラエルを、その先祖に賜わったこの良

い地から抜き去って、ユフラテ川の向こうに散らさ

れるでしょう。彼らがアシラ像を造って主を怒らせ

たからです。 16主はヤラベアムの罪のゆえに、すな

わち彼がみずから犯し、またイスラエルに犯させた
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その罪のゆえにイスラエルを捨てられるでしょう」

。 17ヤラベアムの妻は立って去り、テルザへ行って

、家の敷居をまたいだ時、子どもは死んだ。 18イス

ラエルは皆彼を葬り、彼のために悲しんだ。主がそ

のしもべ預言者アヒヤによって言われた言葉のとお

りである。 19ヤラベアムのその他の事績、彼がどの

ように戦い、どのように世を治めたかは、イスラエ

ルの王の歴代志の書にしるされている。 20ヤラベア

ムが世を治めた日は二十二年であった。彼はその先

祖と共に眠って、その子ナダブが代って王となった

。 21ソロモンの子レハベアムはユダで世を治めた。

レハベアムは王となったとき四十一歳であったが、

主がその名を置くために、イスラエルのすべての部

族のうちから選ばれた町エルサレムで、十七年世を

治めた。その母の名はナアマといってアンモンびと

であった。 22ユダの人々はその先祖の行ったすべて

の事にまさって、主の目の前に悪を行い、その犯し

た罪によって主の怒りを引き起した。 23彼らもすべ

ての高い丘の上と、すべての青木の下に、高き所と

石の柱とアシラ像とを建てたからである。 24その国

にはまた神殿男娼たちがいた。彼らは主がイスラエ

ルの人々の前から追い払われた国民のすべての憎む

べき事をならい行った。 25レハベアムの王の第五年

にエジプトの王シシャクがエルサレムに攻め上って

きて、 26主の宮の宝物と、王の宮殿の宝物を奪い去

った。彼はそれをことごとく奪い去り、またソロモ

ンの造った金の盾をみな奪い去った。 27レハベアム

はその代りに青銅の盾を造って、王の宮殿の門を守

る侍衛長の手にわたした。 28王が主の宮にはいるご
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とに、侍衛はそれを携え、また、それを侍衛のへや

へ持ち帰った。 29レハベアムのその他の事績と、彼

がしたすべての事は、ユダの王の歴代志の書にしる

されているではないか。 30レハベアムとヤラベアム

の間には絶えず戦争があった。 31レハベアムはその

先祖と共に眠って先祖と共にダビデの町に葬られた

。その母の名はナアマといってアンモンびとであっ

た。その子アビヤムが代って王となった。

15ネバテの子ヤラベアム王の第十八年にアビヤム

がユダの王となり、 2エルサレムで三年世を治めた

。その母の名はマアカといって、アブサロムの娘で

あった。 3彼はその父が先に行ったもろもろの罪を

おこない、その心は父ダビデの心のようにその神、

主に対して全く真実ではなかった。 4それにもかか

わらず、その神、主はダビデのために、エルサレム

において彼に一つのともしびを与え、その子を彼の

あとに立てて、エルサレムを固められた。 5それは

ダビデがヘテびとウリヤの事のほか、一生の間、主

の目にかなう事を行い、主が命じられたすべての事

に、そむかなかったからである。 6レハベアムとヤ

ラベアムの間には一生の間、戦争があった。 7アビ

ヤムのその他の行為と、彼がしたすべての事は、ユ

ダの王の歴代志の書にしるされているではないか。

アビヤムとヤラベアムの間にも戦争があった。 8ア

ビヤムはその先祖と共に眠って、ダビデの町に葬ら

れ、その子アサが代って王となった。 9イスラエル

の王ヤラベアムの第二十年にアサはユダの王となり

、 10エルサレムで四十一年世を治めた。その母の名

はマアカといってアブサロムの娘であった。 11アサ
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はその父ダビデがしたように主の目にかなう事をし

、 12神殿男娼を国から追い出し、先祖たちの造った

もろもろの偶像を除いた。 13彼はまたその母マアカ

が、アシラのために憎むべき像を造らせたので、彼

女を太后の位から退けた。そしてアサはその憎むべ

き像を切り倒してキデロンの谷で焼き捨てた。 14た

だし高き所は除かなかった。けれどもアサの心は一

生の間、主に対して全く真実であった。 15彼は父の

献納した物と自分の献納した物、金銀および器物を

主の宮に携え入れた。 16アサとイスラエルの王バア

シャの間には一生の間、戦争があった。 17イスラエ

ルの王バアシャはユダに攻め上り、ユダの王アサの

所に、だれをも出入りさせないためにラマを築いた

。 18そこでアサは主の宮の宝蔵と、王の宮殿の宝蔵

に残っている金銀をことごとく取って、これを家来

たちの手にわたし、そしてアサ王は彼らをダマスコ

に住んでいるスリヤの王、ヘジョンの子タブリモン

の子であるベネハダデにつかわして言わせた、 19「

わたしの父とあなたの父との間に結ばれていたよう

に、わたしとあなたの間に同盟を結びましょう。わ

たしはあなたに金銀の贈り物をさしあげます。行っ

て、あなたとイスラエルの王バアシャとの同盟を破

棄し、彼をわたしの所から撤退させてください」。

20ベネハダデはアサ王の言うことを聞き、自分の軍

勢の長たちをつかわしてイスラエルの町々を攻め、

イヨンとダンとアベル・ベテ・マアカおよびキンネ

レテの全地と、ナフタリの全地を撃った。 21バアシ

ャはこれを聞き、ラマを築くことをやめて、テルザ

にとどまった。 22そこでアサ王はユダ全国に布告を
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発した。ひとりも免れる者はなかった。すなわちバ

アシャがラマを築くために用いた石と材木を運びこ

させ、アサ王はそれを用いて、ベニヤミンのゲバと

ミヅパを築いた。 23アサのその他の事績とそのすべ

ての勲功と、彼がしたすべての事および彼が建てた

町々は、ユダの王の歴代志の書にしるされているで

はないか。彼は老年になって足を病んだ。 24アサは

その先祖と共に眠って、父ダビデの町に先祖と共に

葬られ、その子ヨシャパテが代って王となった。 25

ユダの王アサの第二年にヤラベアムの子ナダブがイ

スラエルの王となって、二年イスラエルを治めた。

26彼は主の目の前に悪を行い、その父の道に歩み、

父がイスラエルに犯させた罪をおこなった。 27イッ

サカルの家のアヒヤの子バアシャは彼に対してむほ

んを企て、ペリシテびとに属するギベトンで彼を撃

った。これはナダブとイスラエルが皆ギベトンを囲

んでいたからである。 28こうしてユダの王アサの第

三年にバアシャは彼を殺し、彼に代って王となった

。 29彼は王となるとすぐヤラベアムの全家を撃ち、

息のある者をひとりもヤラベアムの家に残さず、こ

とごとく滅ぼした。主がそのしもべシロびとアヒヤ

によって言われた言葉のとおりであって、 30これは

ヤラベアムがみずから犯し、またイスラエルに犯さ

せた罪のため、また彼がイスラエルの神、主を怒ら

せたその怒りによるのであった。 31ナダブのその他

の事績と、彼がしたすべての事は、イスラエルの王

の歴代志の書にしるされているではないか。 32アサ

とイスラエルの王バアシャの間には一生の間戦争が

あった。 33ユダの王アサの第三年にアヒヤの子バア
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シャはテルザでイスラエルの全地の王となって、二

十四年世を治めた。 34彼は主の目の前に悪を行い、

ヤラベアムの道に歩み、ヤラベアムがイスラエルに

犯させた罪をおこなった。

16そこで主の言葉がハナニの子エヒウに臨み、バ

アシャを責めて言った、 2「わたしはあなたをちり

の中からあげて、わたしの民イスラエルの上に君と

したが、あなたはヤラベアムの道に歩み、わたしの

民イスラエルに罪を犯させ、その罪をもってわたし

を怒らせた。 3それでわたしは、バアシャとその家

を全く滅ぼし去り、あなたの家をネバテの子ヤラベ

アムの家のようにする。 4バアシャに属する者で、

町で死ぬ者は犬が食べ、彼に属する者で、野で死ぬ

者は空の鳥が食べるであろう」。 5バアシャのその

他の事績と、彼がした事と、その勲功とは、イスラ

エルの王の歴代志の書にしるされているではないか

。 6バアシャはその先祖と共に眠って、テルザに葬

られ、その子エラが代って王となった。 7主の言葉

はまたハナニの子預言者エヒウによって臨み、バア

シャとその家を責めた。これは彼が主の目の前に、

もろもろの悪を行い、その手のわざをもって主を怒

らせ、ヤラベアムの家にならったためであり、また

彼がヤラベアムの家を滅ぼしたためであった。 8ユ

ダの王アサの第二十六年にバアシャの子エラはテル

ザでイスラエルの王となり、二年世を治めた。 9彼

がテルザにいて、テルザの宮殿のつかさアルザの家

で酒を飲んで酔った時、その家来で戦車隊の半ばを

指揮していたジムリが、彼にそむいた。 10そしてユ

ダの王アサの第二十七年にジムリは、はいってきて
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彼を撃ち殺し、彼に代って王となった。 11ジムリは

王となって、位についた時、バアシャの全家を殺し

、その親族または友だちの男子は、ひとりも残さな

かった。 12こうしてジムリはバアシャの全家を滅ぼ

した。主が預言者エヒウによってバアシャを責めて

言われた言葉のとおりである。 13これはバアシャの

もろもろの罪と、その子エラの罪のためであって、

彼らが罪を犯し、またイスラエルに罪を犯させ、彼

らの偶像をもってイスラエルの神、主を怒らせたか

らである。 14エラのその他の事績と、彼がしたすべ

ての事は、イスラエルの王の歴代志の書にしるされ

ているではないか。 15ユダの王アサの第二十七年に

ジムリはテルザで七日の間、世を治めた。民はペリ

シテびとに属するギベトンにむかって陣取っていた

が、 16その陣取っていた民が「ジムリはむほんを起

して王を殺した」と人のいうのを聞いたので、イス

ラエルは皆その日陣営で、軍の長オムリをイスラエ

ルの王とした。 17そこでオムリはイスラエルの人々

と共にギベトンから上ってテルザを囲んだ。 18ジム

リはその町の陥るのを見て、王の宮殿の天守にはい

り、王の宮殿に火をかけてその中で死んだ。 19これ

は彼が犯した罪のためであって、彼が主の目の前に

悪を行い、ヤラベアムの道に歩み、ヤラベアムがイ

スラエルに犯させたその罪を行ったからである。 20

ジムリのその他の事績と、彼が企てた陰謀は、イス

ラエルの王の歴代志の書にしるされているではない

か。 21その時イスラエルの民は二つに分れ、民の半

ばはギナテの子テブニに従って、これを王としよう

とし、半ばはオムリに従った。 22しかしオムリに従
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った民はギナテの子テブニに従った民に勝って、テ

ブニは死に、オムリが王となった。 23ユダの王アサ

の第三十一年にオムリはイスラエルの王となって十

二年世を治めた。彼はテルザで六年王であった。 24

彼は銀二タラントでセメルからサマリヤの山を買い

、その上に町を建て、その建てた町の名をその山の

持ち主であったセメルの名に従ってサマリヤと呼ん

だ。 25オムリは主の目の前に悪を行い、彼よりも先

にいたすべての者にまさって悪い事をした。 26彼は

ネバテの子ヤラベアムのすべての道に歩み、ヤラベ

アムがイスラエルに罪を犯させ、彼らの偶像をもっ

てイスラエルの神、主を怒らせたその罪を行った。

27オムリが行ったその他の事績と、彼があらわした

勲功とは、イスラエルの王の歴代志の書にしるされ

ているではないか。 28オムリはその先祖と共に眠っ

て、サマリヤに葬られ、その子アハブが代って王と

なった。 29ユダの王アサの第三十八年にオムリの子

アハブがイスラエルの王となった。オムリの子アハ

ブはサマリヤで二十二年イスラエルを治めた。 30オ

ムリの子アハブは彼よりも先にいたすべての者にま

さって、主の目の前に悪を行った。 31彼はネバテの

子ヤラベアムの罪を行うことを、軽い事とし、シド

ンびとの王エテバアルの娘イゼベルを妻にめとり、

行ってバアルに仕え、これを拝んだ。 32彼はサマリ

ヤに建てたバアルの宮に、バアルのために祭壇を築

いた。 33アハブはまたアシラ像を造った。アハブは

彼よりも先にいたイスラエルのすべての王にまさっ

てイスラエルの神、主を怒らせることを行った。 34

彼の代にベテルびとヒエルはエリコを建てた。彼は
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その基をすえる時に長子アビラムを失い、その門を

立てる時に末の子セグブを失った。主がヌンの子ヨ

シュアによって言われた言葉のとおりである。

17ギレアデのテシベに住むテシベびとエリヤはア

ハブに言った、「わたしの仕えているイスラエルの

神、主は生きておられます。わたしの言葉のないう

ちは、数年雨も露もないでしょう」。 2主の言葉が

エリヤに臨んだ、 3「ここを去って東におもむき、

ヨルダンの東にあるケリテ川のほとりに身を隠しな

さい。 4そしてその川の水を飲みなさい。わたしは

からすに命じて、そこであなたを養わせよう」。 5

エリヤは行って、主の言葉のとおりにした。すなわ

ち行って、ヨルダンの東にあるケリテ川のほとりに

住んだ。 6すると、からすが朝ごとに彼の所にパン

と肉を運び、また夕ごとにパンと肉を運んできた。

そして彼はその川の水を飲んだ。 7しかし国に雨が

なかったので、しばらくしてその川はかれた。 8そ

の時、主の言葉が彼に臨んで言った、 9「立ってシ

ドンに属するザレパテへ行って、そこに住みなさい

。わたしはそのところのやもめ女に命じてあなたを

養わせよう」。 10そこで彼は立ってザレパテへ行っ

たが、町の門に着いたとき、ひとりのやもめ女が、

その所でたきぎを拾っていた。彼はその女に声をか

けて言った、「器に水を少し持ってきて、わたしに

飲ませてください」。 11彼女が行って、それを持っ

てこようとした時、彼は彼女を呼んで言った、「手

に一口のパンを持ってきてください」。 12彼女は言

った、「あなたの神、主は生きておられます。わた

しにはパンはありません。ただ、かめに一握りの粉
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と、びんに少しの油があるだけです。今わたしはた

きぎ二、三本を拾い、うちへ帰って、わたしと子供

のためにそれを調理し、それを食べて死のうとして

いるのです」。 13エリヤは彼女に言った、「恐れる

にはおよばない。行って、あなたが言ったとおりに

しなさい。しかしまず、それでわたしのために小さ

いパンを、一つ作って持ってきなさい。その後、あ

なたと、あなたの子供のために作りなさい。 14『主

が雨を地のおもてに降らす日まで、かめの粉は尽き

ず、びんの油は絶えない』とイスラエルの神、主が

言われるからです」。 15彼女は行って、エリヤが言

ったとおりにした。彼女と彼および彼女の家族は久

しく食べた。 16主がエリヤによって言われた言葉の

ように、かめの粉は尽きず、びんの油は絶えなかっ

た。 17これらの事の後、その家の主婦であるこの女

の男の子が病気になった。その病気はたいそう重く

、息が絶えたので、 18彼女はエリヤに言った、「神

の人よ、あなたはわたしに、何の恨みがあるのです

か。あなたはわたしの罪を思い出させるため、また

わたしの子を死なせるためにおいでになったのです

か」。 19エリヤは彼女に言った、「子をわたしによ

こしなさい」。そして彼女のふところから子供を取

り、自分のいる屋上のへやへかかえて上り、自分の

寝台に寝かせ、 20主に呼ばわって言った、「わが神

、主よ、あなたはわたしが宿っている家のやもめに

さえ災をくだして、子供を殺されるのですか」。 21

そして三度その子供の上に身を伸ばし、主に呼ばわ

って言った、「わが神、主よ、この子供の魂をもと

に帰らせてください」。 22主はエリヤの声を聞きい
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れられたので、その子供の魂はもとに帰って、彼は

生きかえった。 23エリヤはその子供を取って屋上の

へやから家の中につれて降り、その母にわたして言

った、「ごらんなさい。あなたの子は生きかえりま

した」。 24女はエリヤに言った、「今わたしはあな

たが神の人であることと、あなたの口にある主の言

葉が真実であることを知りました」。

18多くの日を経て、三年目に主の言葉がエリヤに

臨んだ、「行って、あなたの身をアハブに示しなさ

い。わたしは雨を地に降らせる」。 2エリヤはその

身をアハブに示そうとして行った。その時、サマリ

ヤにききんが激しかった。 3アハブは家づかさオバ

デヤを召した。（オバデヤは深く主を恐れる人で、

4イゼベルが主の預言者を断ち滅ぼした時、オバデヤ

は百人の預言者を救い出して五十人ずつほら穴に隠

し、パンと水をもって彼らを養った）。 5アハブは

オバデヤに言った、「国中のすべての水の源と、す

べての川に行ってみるがよい。馬と騾馬を生かして

おくための草があるかもしれない。そうすれば、わ

れわれは家畜をいくぶんでも失わずにすむであろう

」。 6彼らは行き巡る地をふたりで分け、アハブは

ひとりでこの道を行き、オバデヤはひとりで他の道

を行った。 7オバデヤが道を進んでいた時、エリヤ

が彼に会った。彼はエリヤを認めて伏して言った、

「わが主エリヤよ、あなたはここにおられるのです

か」。 8エリヤは彼に言った、「そうです。行って

、あなたの主人に、エリヤはここにいると告げなさ

い」。 9彼は言った、「わたしにどんな罪があって

、あなたはしもべをアハブの手にわたして殺そうと
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されるのですか。 10あなたの神、主は生きておられ

ます。わたしの主人があなたを尋ねるために、人を

つかわさない民はなく、国もありません。そしてエ

リヤはいないと言う時は、その国、その民に、あな

たが見つからないという誓いをさせるのです。 11あ

なたは今『行って、エリヤはここにいると主人に告

げよ』と言われます。 12しかしわたしがあなたを離

れて行くと、主の霊はあなたを、わたしの知らない

所へ連れて行くでしょう。わたしが行ってアハブに

告げ、彼があなたを見つけることができなければ、

彼はわたしを殺すでしょう。しかし、しもべは幼い

時から主を恐れている者です。 13イゼベルが主の預

言者を殺した時に、わたしがした事、すなわち、わ

たしが主の預言者のうち百人を五十人ずつほら穴に

隠して、パンと水をもって養った事を、わが主は聞

かれませんでしたか。 14ところが今あなたは『行っ

て、エリヤはここにいると主人に告げよ』と言われ

ます。そのようなことをすれば彼はわたしを殺すで

しょう」。 15エリヤは言った、「わたしの仕える万

軍の主は生きておられる。わたしは必ず、きょう、

わたしの身を彼に示すであろう」。 16オバデヤは行

ってアハブに会い、彼に告げたので、アハブはエリ

ヤに会おうとして行った。 17アハブはエリヤを見た

とき、彼に言った、「イスラエルを悩ます者よ、あ

なたはここにいるのですか」。 18彼は答えた、「わ

たしがイスラエルを悩ますのではありません。あな

たと、あなたの父の家が悩ましたのです。あなたが

たが主の命令を捨て、バアルに従ったためです。 19

それで今、人をつかわしてイスラエルのすべての人
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およびバアルの預言者四百五十人、ならびにアシラ

の預言者四百人、イゼベルの食卓で食事する者たち

をカルメル山に集めて、わたしの所にこさせなさい

」。 20そこでアハブはイスラエルのすべての人に人

をつかわして、預言者たちをカルメル山に集めた。

21そのときエリヤはすべての民に近づいて言った、

「あなたがたはいつまで二つのものの間に迷ってい

るのですか。主が神ならばそれに従いなさい。しか

しバアルが神ならば、それに従いなさい」。民はひ

と言も彼に答えなかった。 22エリヤは民に言った、

「わたしはただひとり残った主の預言者です。しか

しバアルの預言者は四百五十人あります。 23われわ

れに二頭の牛をください。そして一頭の牛を彼らに

選ばせ、それを切り裂いて、たきぎの上に載せ、そ

れに火をつけずにおかせなさい。わたしも一頭の牛

を整え、それをたきぎの上に載せて火をつけずにお

きましょう。 24こうしてあなたがたはあなたがたの

神の名を呼びなさい。わたしは主の名を呼びましょ

う。そして火をもって答える神を神としましょう」

。民は皆答えて「それがよかろう」と言った。 25そ

こでエリヤはバアルの預言者たちに言った、「あな

たがたは大ぜいだから初めに一頭の牛を選んで、そ

れを整え、あなたがたの神の名を呼びなさい。ただ

し火をつけてはなりません」。 26彼らは与えられた

牛を取って整え、朝から昼までバアルの名を呼んで

「バアルよ、答えてください」と言った。しかしな

んの声もなく、また答える者もなかったので、彼ら

は自分たちの造った祭壇のまわりに踊った。 27昼に

なってエリヤは彼らをあざけって言った、「彼は神
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だから、大声をあげて呼びなさい。彼は考えにふけ

っているのか、よそへ行ったのか、旅に出たのか、

または眠っていて起されなければならないのか」。

28そこで彼らは大声に呼ばわり、彼らのならわしに

従って、刀とやりで身を傷つけ、血をその身に流す

に至った。 29こうして昼が過ぎても彼らはなお叫び

続けて、夕の供え物をささげる時にまで及んだ。し

かしなんの声もなく、答える者もなく、また顧みる

者もなかった。 30その時エリヤはすべての民にむか

って「わたしに近寄りなさい」と言ったので、民は

皆彼に近寄った。彼はこわれている主の祭壇を繕っ

た。 31そしてエリヤは昔、主の言葉がヤコブに臨ん

で、「イスラエルをあなたの名とせよ」と言われた

ヤコブの子らの部族の数にしたがって十二の石を取

り、 32その石で主の名によって祭壇を築き、祭壇の

周囲に種二セヤをいれるほどの大きさの、みぞを作

った。 33また、たきぎを並べ、牛を切り裂いてたき

ぎの上に載せて言った、「四つのかめに水を満たし

、それを燔祭とたきぎの上に注げ」。 34また言った

、「それを二度せよ」。二度それをすると、また言

った、「三度それをせよ」。三度それをした。 35水

は祭壇の周囲に流れた。またみぞにも水を満たした

。 36夕の供え物をささげる時になって、預言者エリ

ヤは近寄って言った、「アブラハム、イサク、ヤコ

ブの神、主よ、イスラエルでは、あなたが神である

こと、わたしがあなたのしもべであって、あなたの

言葉に従ってこのすべての事を行ったことを、今日

知らせてください。 37主よ、わたしに答えてくださ

い、わたしに答えてください。主よ、この民にあな
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たが神であること、またあなたが彼らの心を翻され

たのであることを知らせてください」。 38そのとき

主の火が下って燔祭と、たきぎと、石と、ちりとを

焼きつくし、またみぞの水をなめつくした。 39民は

皆見て、ひれ伏して言った、「主が神である。主が

神である」。 40エリヤは彼らに言った、「バアルの

預言者を捕えよ。そのひとりも逃がしてはならない

」。そこで彼らを捕えたので、エリヤは彼らをキシ

ョン川に連れくだって、そこで彼らを殺した。 41エ

リヤはアハブに言った、「大雨の音がするから、上

って行って、食い飲みしなさい」。 42アハブは食い

飲みするために上っていった。しかしエリヤはカル

メルの頂に登り、地に伏して顔をひざの間に入れて

いたが、 43彼はしもべに言った、「上っていって海

の方を見なさい」。彼は上っていって、見て、「何

もありません」と言ったので、エリヤは「もう一度

行きなさい」と言って七度に及んだ。 44七度目にし

もべは言った、「海から人の手ほどの小さな雲が起

っています」。エリヤは言った、「上っていって、

『雨にとどめられないように車を整えて下れ』とア

ハブに言いなさい」。 45すると間もなく、雲と風が

起り、空が黒くなって大雨が降ってきた。アハブは

車に乗ってエズレルへ行った。 46また主の手がエリ

ヤに臨んだので、彼は腰をからげ、エズレルの入口

までアハブの前に走っていった。

19アハブはエリヤのしたすべての事、また彼がす

べての預言者を刀で殺したことをイゼベルに告げた

ので、 2イゼベルは使者をエリヤにつかわして言っ

た、「もしわたしが、あすの今ごろ、あなたの命を
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あの人々のひとりの命のようにしていないならば、

神々がどんなにでも、わたしを罰してくださるよう

に」。 3そこでエリヤは恐れて、自分の命を救うた

めに立って逃げ、ユダに属するベエルシバへ行って

、しもべをそこに残し、 4自分は一日の道のりほど

荒野にはいって行って、れだまの木の下に座し、自

分の死を求めて言った、「主よ、もはや、じゅうぶ

んです。今わたしの命を取ってください。わたしは

先祖にまさる者ではありません」。 5彼はれだまの

木の下に伏して眠ったが、天の使が彼にさわり、「

起きて食べなさい」と言ったので、 6起きて見ると

、頭のそばに、焼け石の上で焼いたパン一個と、一

びんの水があった。彼は食べ、かつ飲んでまた寝た

。 7主の使は再びきて、彼にさわって言った、「起

きて食べなさい。道が遠くて耐えられないでしょう

から」。 8彼は起きて食べ、かつ飲み、その食物で

力づいて四十日四十夜行って、神の山ホレブに着い

た。 9その所で彼はほら穴にはいって、そこに宿っ

たが、主の言葉が彼に臨んで、彼に言われた、「エ

リヤよ、あなたはここで何をしているのか」。 10彼

は言った、「わたしは万軍の神、主のために非常に

熱心でありました。イスラエルの人々はあなたの契

約を捨て、あなたの祭壇をこわし、刀をもってあな

たの預言者たちを殺したのです。ただわたしだけ残

りましたが、彼らはわたしの命を取ろうとしていま

す」。 11主は言われた、「出て、山の上で主の前に

、立ちなさい」。その時主は通り過ぎられ、主の前

に大きな強い風が吹き、山を裂き、岩を砕いた。し

かし主は風の中におられなかった。風の後に地震が
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あったが、地震の中にも主はおられなかった。 12地

震の後に火があったが、火の中にも主はおられなか

った。火の後に静かな細い声が聞えた。 13エリヤは

それを聞いて顔を外套に包み、出てほら穴の口に立

つと、彼に語る声が聞えた、「エリヤよ、あなたは

ここで何をしているのか」。 14彼は言った、「わた

しは万軍の神、主のために非常に熱心でありました

。イスラエルの人々はあなたの契約を捨て、あなた

の祭壇をこわし、刀であなたの預言者たちを殺した

からです。ただわたしだけ残りましたが、彼らはわ

たしの命を取ろうとしています」。 15主は彼に言わ

れた、「あなたの道を帰って行って、ダマスコの荒

野におもむき、ダマスコに着いて、ハザエルに油を

注ぎ、スリヤの王としなさい。 16またニムシの子エ

ヒウに油を注いでイスラエルの王としなさい。また

アベルメホラのシャパテの子エリシャに油を注いで

、あなたに代って預言者としなさい。 17ハザエルの

つるぎをのがれる者をエヒウが殺し、エヒウのつる

ぎをのがれる者をエリシャが殺すであろう。 18また

、わたしはイスラエルのうちに七千人を残すであろ

う。皆バアルにひざをかがめず、それに口づけしな

い者である」。 19さてエリヤはそこを去って行って

、シャパテの子エリシャに会った。彼は十二くびき

の牛を前に行かせ、自分は十二番目のくびきと共に

いて耕していた。エリヤは彼のかたわらを通り過ぎ

て外套を彼の上にかけた。 20エリシャは牛を捨て、

エリヤのあとに走ってきて言った、「わたしの父母

に口づけさせてください。そして後あなたに従いま

しょう」。エリヤは彼に言った、「行ってきなさい



列王記Ⅰ 888

。わたしはあなたに何をしましたか」。 21エリシャ

は彼を離れて帰り、ひとくびきの牛を取って殺し、

牛のくびきを燃やしてその肉を煮、それを民に与え

て食べさせ、立って行ってエリヤに従い、彼に仕え

た。

20スリヤの王ベネハダデはその軍勢をことごとく

集めた。三十二人の王が彼と共におり、また馬と戦

車もあった。彼は上ってサマリヤを囲み、これを攻

めた。 2また彼は町に使者をつかわし、イスラエル

の王アハブに言った、「ベネハダデはこう申します

、 3『あなたの金銀はわたしのもの、またあなたの

妻たちと子供たちの最も美しい者もわたしのもので

す』」。 4イスラエルの王は答えた、「王、わが主

よ、仰せのとおり、わたしと、わたしの持ち物は皆

あなたのものです」。 5使者は再びきて言った、「

ベネハダデはこう申します、『わたしはさきに人を

つかわして、あなたの金銀、妻子を引きわたせと言

いました。 6しかし、あすの今ごろ、しもべたちを

あなたにつかわします。彼らはあなたの家と、あな

たの家来の家を探って、すべて彼らの気にいる物を

手に入れて奪い去るでしょう』」。 7そこでイスラ

エルの王は国の長老をことごとく召して言った、「

よく注意して、この人が無理な事を求めているのを

知りなさい。彼は人をつかわして、わたしの妻子と

金銀を求めたが、わたしはそれを拒まなかった」。

8すべての長老および民は皆彼に言った、「聞いては

なりません。承諾してはなりません」。 9それで彼

はベネハダデの使者に言った、「王、わが主に告げ

なさい。『あなたが初めに要求されたことは皆いた
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しましょう。しかし今度の事はできません』」。使

者は去って復命した。 10ベネハダデは彼に人をつか

わして言った、「もしサマリヤのちりが、わたしに

従うすべての民の手を満たすに足りるならば、神々

がどんなにでも、わたしを罰してくださるように」

。 11イスラエルの王は答えた、「『武具を帯びる者

は、それを脱ぐ者のように誇ってはならない』と告

げなさい」。 12ベネハダデは仮小屋で、王たちと酒

を飲んでいたが、この事を聞いて、その家来たちに

言った、「戦いの備えをせよ」。彼らは町にむかっ

て戦いの備えをした。 13この時ひとりの預言者がイ

スラエルの王アハブのもとにきて言った、「主はこ

う仰せられる、『あなたはこの大軍を見たか。わた

しはきょう、これをあなたの手にわたす。あなたは

、わたしが主であることを、知るようになるであろ

う』」。 14アハブは言った、「だれにさせましょう

か」。彼は言った、「主はこう仰せられる、『地方

の代官の家来たちにさせよ』」。アハブは言った、

「だれが戦いを始めましょうか」。彼は答えた、「

あなたです」。 15そこでアハブは地方の代官の家来

たちを調べたところ二百三十二人あった。次にすべ

ての民、すなわちイスラエルのすべての人を調べた

ところ七千人あった。 16彼らは昼ごろ出ていったが

、ベネハダデは仮小屋で、味方の三十二人の王たち

と共に酒を飲んで酔っていた。 17地方の代官の家来

たちが先に出ていった。ベネハダデは斥候をつかわ

したが、彼らは「サマリヤから人々が出てきた」と

報告したので、 18彼は言った、「和解のために出て

きたのであっても、生どりにせよ。また戦いのため
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に出てきたのであっても、生どりにせよ」。 19地方

の代官の家来たちと、それに従う軍勢が町から出て

いって、 20おのおのその相手を撃ち殺したので、ス

リヤびとは逃げた。イスラエルはこれを追ったが、

スリヤの王ベネハダデは馬に乗り、騎兵を従えての

がれた。 21イスラエルの王は出ていって、馬と戦車

をぶんどり、また大いにスリヤびとを撃ち殺した。

22時に、かの預言者がイスラエルの王のもとにきて

言った、「行って、力を養い、なすべき事をよく考

えなさい。来年の春にはスリヤの王が、あなたのと

ころに攻め上ってくるからです」。 23スリヤの王の

家来たちは王に言った、「彼らの神々は山の神です

から彼らがわれわれよりも強かったのです。もしわ

れわれが平地で戦うならば、必ず彼らよりも強いで

しょう。 24それでこうしなさい。王たちをおのおの

その地位から退かせ、総督を置いてそれに代らせな

さい。 25またあなたが失った軍勢に等しい軍勢を集

め、馬は馬、戦車は戦車をもって補いなさい。こう

してわれわれが平地で戦うならば必ず彼らよりも強

いでしょう」。彼はその言葉を聞きいれて、そのよ

うにした。 26春になって、ベネハダデはスリヤびと

を集めて、イスラエルと戦うために、アペクに上っ

てきた。 27イスラエルの人々は召集され、糧食を受

けて彼らを迎え撃つために出かけた。イスラエルの

人々はやぎの二つの小さい群れのように彼らの前に

陣取ったが、スリヤびとはその地に満ちていた。 28

その時神の人がきて、イスラエルの王に言った、「

主はこう仰せられる、『スリヤびとが、主は山の神

であって、谷の神ではないと言っているから、わた
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しはこのすべての大軍をあなたの手にわたす。あな

たは、わたしが主であることを知るようになるであ

ろう』」。 29彼らは七日の間、互にむかいあって陣

取り、七日目になって戦いを交えたが、イスラエル

の人々は一日にスリヤびとの歩兵十万人を殺した。

30そのほかの者はアペクの町に逃げこんだが、城壁

がくずれて、その残った二万七千人の上に倒れた。

ベネハダデは逃げて町に入り、奥の間にはいった。

31家来たちは彼に言った、「イスラエルの家の王た

ちはあわれみ深い王であると聞いています。それで

われわれの腰に荒布をつけ、くびになわをかけて、

イスラエルの王の所へ行かせてください。たぶん彼

はあなたの命を助けるでしょう」。 32そこで彼らは

荒布を腰にまき、なわをくびにかけてイスラエルの

王の所へ行って言った、「あなたのしもべベネハダ

デが『どうぞ、わたしの命を助けてください』と申

しています」。アハブは言った、「彼はまだ生きて

いるのですか。彼はわたしの兄弟です」。 33その人

々はこれを吉兆としてすみやかに彼の言葉をうけ、

「そうです。ベネハダデはあなたの兄弟です」と言

ったので、彼は言った、「行って彼をつれてきなさ

い」。それでベネハダデは彼の所に出てきたので、

彼はこれを自分の車に乗せた。 34ベネハダデは彼に

言った、「わたしの父が、あなたの父上から取った

町々は返します。またわたしの父がサマリヤに造っ

たように、あなたはダマスコに、あなたのために市

場を設けなさい」。アハブは言った、「わたしはこ

の契約をもってあなたを帰らせましょう」。こうし

てアハブは彼と契約を結び、彼を帰らせた。 35さて
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預言者のともがらのひとりが主の言葉に従ってその

仲間に言った、「どうぞ、わたしを撃ってください

」。しかしその人は撃つことを拒んだので、 36彼は

その人に言った、「あなたは主の言葉に聞き従わな

いゆえ、わたしを離れて行くとすぐ、ししがあなた

を殺すでしょう」。その人が彼のそばを離れて行く

とすぐ、ししが彼に会って彼を殺した。 37彼はまた

ほかの人に会って言った、「どうぞ、わたしを撃っ

てください」。するとその人は彼を撃ち、撃って傷

つけた。 38こうしてその預言者は行って、道のかた

わらで王を待ち、目にほうたいを当てて姿を変えて

いた。 39王が通り過ぎる時、王に呼ばわって言った

、「しもべはいくさの中に出て行きましたが、ある

軍人が、ひとりの人をわたしの所につれてきて言い

ました、『この人を守っていなさい。もし彼がいな

くなれば、あなたの命を彼の命に代えるか、または

銀一タラントを払わなければならない』。 40ところ

が、しもべはあちらこちらと忙しくしていたので、

ついに彼はいなくなりました」。イスラエルの王は

彼に言った、「あなたはそのとおりにさばかれなけ

ればならない。あなたが自分でそれを定めたのです

」。 41そこで彼が急いで目のほうたいを取り除いた

ので、イスラエルの王はそれが預言者のひとりであ

ることを知った。 42彼は王に言った、「主はこう仰

せられる、『わたしが滅ぼそうと定めた人を、あな

たは自分の手から放して行かせたので、あなたの命

は彼の命に代り、あなたの民は彼の民に代るであろ

う』と」。 43イスラエルの王は悲しみ、かつ怒って

自分の家におもむき、サマリヤに帰った。
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21さてエズレルびとナボテはエズレルにぶどう畑

をもっていたが、サマリヤの王アハブの宮殿のかた

わらにあったので、 2アハブはナボテに言った、「

あなたのぶどう畑はわたしの家の近くにあるので、

わたしに譲って青物畑にさせてください。その代り

、わたしはそれよりも良いぶどう畑をあなたにあげ

ましょう。もしお望みならば、その価を金でさしあ

げましょう」。 3ナボテはアハブに言った、「わた

しは先祖の嗣業をあなたに譲ることを断じていたし

ません」。 4アハブはエズレルびとナボテが言った

言葉を聞いて、悲しみ、かつ怒って家にはいった。

ナボテが「わたしは先祖の嗣業をあなたに譲りませ

ん」と言ったからである。アハブは床に伏し、顔を

そむけて食事をしなかった。 5妻イゼベルは彼の所

にきて、言った、「あなたは何をそんなに悲しんで

、食事をなさらないのですか」。 6彼は彼女に言っ

た、「わたしはエズレルびとナボテに『あなたのぶ

どう畑を金で譲ってください。もし望むならば、そ

の代りに、ほかのぶどう畑をあげよう』と言ったが

、彼は答えて『わたしはぶどう畑を譲りません』と

言ったからだ」。 7妻イゼベルは彼に言った、「あ

なたが今イスラエルを治めているのですか。起きて

食事をし、元気を出してください。わたしがエズレ

ルびとナボテのぶどう畑をあなたにあげます」。 8

彼女はアハブの名で手紙を書き、彼の印をおして、

ナボテと同じように、その町に住んでいる長老たち

と身分の尊い人々に、その手紙を送った。 9彼女は

その手紙に書きしるした、「断食を布告して、ナボ

テを民のうちの高い所にすわらせ、 10またふたりの
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よこしまな者を彼の前にすわらせ、そして彼を訴え

て、『あなたは神と王とをのろった』と言わせなさ

い。こうして彼を引き出し、石で撃ち殺しなさい」

。 11その町の人々、すなわち、その町に住んでいる

長老たちおよび身分の尊い人々は、イゼベルが言い

つかわしたようにした。彼女が彼らに送った手紙に

書きしるされていたように、 12彼らは断食を布告し

て、ナボテを民のうちの高い所にすわらせた。 13そ

してふたりのよこしまな者がはいってきて、その前

にすわり、そのよこしまな者たちが民の前でナボテ

を訴えて、「ナボテは神と王とをのろった」と言っ

た。そこで人々は彼を町の外に引き出し、石で撃ち

殺した。 14そして人々はイゼベルに「ナボテは石で

撃ち殺された」と言い送った。 15イゼベルはナボテ

が石で撃ち殺されたのを聞くとすぐ、アハブに言っ

た、「立って、あのエズレルびとナボテが、あなた

に金で譲ることを拒んだぶどう畑を取りなさい。ナ

ボテは生きていません。死んだのです」。 16アハブ

はナボテの死んだのを聞くとすぐ、立って、エズレ

ルびとナボテのぶどう畑を取るために、そこへ下っ

ていった。 17そのとき、主の言葉がテシベびとエリ

ヤに臨んだ、 18「立って、下って行き、サマリヤに

いるイスラエルの王アハブに会いなさい。彼はナボ

テのぶどう畑を取ろうとしてそこへ下っている。 19

あなたは彼に言わなければならない、『主はこう仰

せられる、あなたは殺したのか、また取ったのか』

と。また彼に言いなさい、『主はこう仰せられる、

犬がナボテの血をなめた場所で、犬があなたの血を

なめるであろう』」。 20アハブはエリヤに言った、
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「わが敵よ、ついに、わたしを見つけたのか」。彼

は言った、「見つけました。あなたが主の目の前に

悪を行うことに身をゆだねたゆえ、 21わたしはあな

たに災を下し、あなたを全く滅ぼし、アハブに属す

る男は、イスラエルにいてつながれた者も、自由な

者もことごとく断ち、 22またあなたの家をネバテの

子ヤラベアムの家のようにし、アヒヤの子バアシャ

の家のようにするでしょう。これはあなたがわたし

を怒らせた怒りのゆえ、またイスラエルに罪を犯さ

せたゆえです。 23イゼベルについて、主はまた言わ

れました、『犬がエズレルの地域でイゼベルを食う

であろう』と。 24アハブに属する者は、町で死ぬ者

を犬が食い、野で死ぬ者を空の鳥が食うでしょう」

。 25アハブのように主の目の前に悪を行うことに身

をゆだねた者はなかった。その妻イゼベルが彼をそ

そのかしたのである。 26彼は主がイスラエルの人々

の前から追い払われたアモリびとがしたように偶像

に従って、はなはだ憎むべき事を行った。 27アハブ

はこれらの言葉を聞いた時、衣を裂き、荒布を身に

まとい、食を断ち、荒布に伏し、打ちしおれて歩い

た。 28この時、主の言葉がテシベびとエリヤに臨ん

だ、 29「アハブがわたしの前にへりくだっているの

を見たか。彼がわたしの前にへりくだっているゆえ

、わたしは彼の世には災を下さない。その子の世に

災をその家に下すであろう」。

22スリヤとイスラエルの間に戦争がなくて三年を

経た。 2しかし三年目にユダの王ヨシャパテがイス

ラエルの王の所へ下っていったので、 3イスラエル

の王はその家来たちに言った、「あなたがたは、ラ
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モテ・ギレアデがわれわれの所有であることを知っ

ていますか。しかもなおわれわれはスリヤの王の手

からそれを取らずに黙っているのです」。 4彼はヨ

シャパテに言った、「ラモテ・ギレアデで戦うため

にわたしと一緒に行かれませんか」。ヨシャパテは

イスラエルの王に言った、「わたしはあなたと一つ

です。わたしの民はあなたの民と一つです。わたし

の馬はあなたの馬と一つです」。 5ヨシャパテはま

たイスラエルの王に言った、「まず、主の言葉を伺

いなさい」。 6そこでイスラエルの王は預言者四百

人ばかりを集めて、彼らに言った、「わたしはラモ

テ・ギレアデに戦いに行くべきでしょうか、あるい

は控えるべきでしょうか」。彼らは言った、「上っ

ていきなさい。主はそれを王の手にわたされるでし

ょう」。 7ヨシャパテは言った、「ここには、われ

われの問うべき主の預言者がほかにいませんか」。

8イスラエルの王はヨシャパテに言った、「われわれ

が主に問うことのできる人が、まだひとりいます。

イムラの子ミカヤです。彼はわたしについて良い事

を預言せず、ただ悪い事だけを預言するので、わた

しは彼を憎んでいます」。ヨシャパテは言った、「

王よ、そう言わないでください」。 9そこでイスラ

エルの王は役人を呼んで、「急いでイムラの子ミカ

ヤを連れてきなさい」と言った。 10さてイスラエル

の王およびユダの王ヨシャパテは王の服を着て、サ

マリヤの門の入口の広場に、おのおのその王座にす

わり、預言者たちは皆その前で預言していた。 11ケ

ナアナの子ゼデキヤは鉄の角を造って言った、「主

はこう仰せられます、『あなたはこれらの角をもっ
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てスリヤびとを突いて彼らを滅ぼしなさい』」。 12

預言者たちは皆そのように預言して言った、「ラモ

テ・ギレアデに上っていって勝利を得なさい。主は

それを王の手にわたされるでしょう」。 13さてミカ

ヤを呼びにいった使者は彼に言った、「預言者たち

は一致して王に良い事を言いました。どうぞ、あな

たも、彼らのひとりの言葉のようにして、良い事を

言ってください」。 14ミカヤは言った、「主は生き

ておられます。主がわたしに言われる事を申しまし

ょう」。 15彼が王の所へ行くと、王は彼に言った、

「ミカヤよ、われわれはラモテ・ギレアデに戦いに

行くべきでしょうか、あるいは控えるべきでしょう

か」。彼は王に言った、「上っていって勝利を得な

さい。主はそれを王の手にわたされるでしょう」。

16しかし王は彼に言った、「幾たびあなたを誓わせ

たら、あなたは主の名をもって、ただ真実のみをわ

たしに告げるでしょうか」。 17彼は言った、「わた

しはイスラエルが皆、牧者のない羊のように、山に

散っているのを見ました。すると主は『これらの者

は飼主がいない。彼らをそれぞれ安らかに、その家

に帰らせよ』と言われました」。 18イスラエルの王

はヨシャパテに言った、「彼がわたしについて良い

事を預言せず、ただ悪い事だけを預言すると、あな

たに告げたではありませんか」。 19ミカヤは言った

、「それゆえ主の言葉を聞きなさい。わたしは主が

その玉座にすわり、天の万軍がそのかたわらに、右

左に立っているのを見たが、 20主は『だれがアハブ

をいざなってラモテ・ギレアデに上らせ、彼を倒れ

させるであろうか』と言われました。するとひとり
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はこの事を言い、ひとりはほかの事を言いました。

21その時一つの霊が進み出て、主の前に立ち、『わ

たしが彼をいざないましょう』と言いました。 22主

は『どのような方法でするのか』と言われたので、

彼は『わたしが出て行って、偽りを言う霊となって

、すべての預言者の口に宿りましょう』と言いまし

た。そこで主は『おまえは彼をいざなって、それを

成し遂げるであろう。出て行って、そうしなさい』

と言われました。 23それで主は偽りを言う霊をあな

たのすべての預言者の口に入れ、また主はあなたの

身に起る災を告げられたのです」。 24するとケナア

ナの子ゼデキヤは近寄って、ミカヤのほおを打って

言った、「どのようにして主の霊がわたしを離れて

、あなたに語りましたか」。 25ミカヤは言った、「

あなたが奥の間にはいって身を隠すその日に、わか

るでしょう」。 26イスラエルの王は言った、「ミカ

ヤを捕え、町のつかさアモンと、王の子ヨアシの所

へ引いて帰って、 27言いなさい、『王がこう言いま

す、この者を獄屋に入れ、わずかのパンと水をもっ

て彼を養い、わたしが勝利を得て帰ってくるのを待

て』」。 28ミカヤは言った、「もしあなたが勝利を

得て帰ってこられるならば、主がわたしによって語

られなかったのです」。また彼は言った、「あなた

がた、すべての民よ、聞きなさい」。 29こうしてイ

スラエルの王とユダの王ヨシャパテはラモテ・ギレ

アデに上っていった。 30イスラエルの王はヨシャパ

テに言った、「わたしは姿を変えて、戦いに行きま

す。あなたは王の服を着けなさい」。イスラエルの

王は姿を変えて戦いに行った。 31さて、スリヤの王
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は、その戦車長三十二人に命じて言った、「あなた

がたは、小さい者とも大きい者とも戦わないで、た

だイスラエルの王とだけ戦いなさい」。 32戦車長ら

はヨシャパテを見たとき、これはきっとイスラエル

の王だと思ったので、身をめぐらして、これと戦お

うとすると、ヨシャパテは呼ばわった。 33戦車長ら

は彼がイスラエルの王でないのを見たので、彼を追

うことをやめて引き返した。 34しかし、ひとりの人

が何心なく弓をひいて、イスラエルの王の胸当と草

摺の間を射たので、彼はその戦車の御者に言った、

「わたしは傷を受けた。戦車をめぐらして、わたし

を戦場から運び出せ」。 35その日戦いは激しくなっ

た。王は戦車の中にささえられて立ち、スリヤびと

にむかっていたが、ついに、夕暮になって死んだ。

傷の血は戦車の底に流れた。 36日の没するころ、軍

勢の中に呼ばわる声がした、「めいめいその町へ、

めいめいその国へ帰れ」。 37王は死んで、サマリヤ

へ携え行かれた。人々は王をサマリヤに葬った。 38

またその戦車をサマリヤの池で洗ったが、犬がその

血をなめた。また遊女がそこで身を洗った。主が言

われた言葉のとおりである。 39アハブのそのほかの

事績と、彼がしたすべての事と、その建てた象牙の

家と、その建てたすべての町は、イスラエルの王の

歴代志の書にしるされているではないか。 40こうし

てアハブはその先祖と共に眠って、その子アハジヤ

が代って王となった。 41アサの子ヨシャパテはイス

ラエルの王アハブの第四年にユダの王となった。 42

ヨシャパテは王となった時、三十五歳であったが、

エルサレムで二十五年世を治めた。その母の名はア
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ズバといい、シルヒの娘であった。 43ヨシャパテは

父アサのすべての道に歩み、それを離れることなく

、主の目にかなう事をした。ただし高き所は除かな

かったので、民はなお高き所で犠牲をささげ、香を

たいた。 44ヨシャパテはまたイスラエルの王と、よ

しみを結んだ。 45ヨシャパテのその他の事績と、彼

があらわした勲功およびその戦争については、ユダ

の王の歴代志の書にしるされているではないか。 46

彼は父アサの世になお残っていた神殿男娼たちを国

のうちから追い払った。 47そのころエドムには王が

なく、代官が王であった。 48ヨシャパテはタルシシ

の船を造って、金を獲るためにオフルに行かせよう

としたが、その船はエジオン・ゲベルで難破したた

め、ついに行かなかった。 49そこでアハブの子アハ

ジヤはヨシャパテに「わたしの家来をあなたの家来

と一緒に船で行かせなさい」と言ったが、ヨシャパ

テは承知しなかった。 50ヨシャパテはその先祖と共

に眠って、父ダビデの町に先祖と共に葬られ、その

子ヨラムが代って王となった。 51アハブの子アハジ

ヤはユダの王ヨシャパテの第十七年にサマリヤでイ

スラエルの王となり、二年イスラエルを治めた。 52

彼は主の目の前に悪を行い、その父の道と、その母

の道、およびかのイスラエルに罪を犯させたネバテ

の子ヤラベアムの道に歩み、 53バアルに仕えて、そ

れを拝み、イスラエルの神、主を怒らせた。すべて

彼の父がしたとおりであった。
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列王記Ⅱ

1アハブが死んだ後、モアブはイスラエルにそむい

た。 2さてアハジヤはサマリヤにある高殿のらんか

んから落ちて病気になったので、使者をつかわし、

「行ってエクロンの神バアル・ゼブブに、この病気

がなおるかどうかを尋ねよ」と命じた。 3時に、主

の使はテシベびとエリヤに言った、「立って、上っ

て行き、サマリヤの王の使者に会って言いなさい、

『あなたがたがエクロンの神バアル・ゼブブに尋ね

ようとして行くのは、イスラエルに神がないためか

』。 4それゆえ主はこう仰せられる、『あなたは、

登った寝台から降りることなく、必ず死ぬであろう

』」。そこでエリヤは上って行った。 5使者たちが

アハジヤのもとに帰ってきたので、アハジヤは彼ら

に言った、「なぜ帰ってきたのか」。 6彼らは言っ

た、「ひとりの人が上ってきて、われわれに会って

言いました、『おまえたちをつかわした王の所へ帰

って言いなさい。主はこう仰せられる、あなたがエ

クロンの神バアル・ゼブブに尋ねようとして人をつ

かわすのは、イスラエルに神がないためなのか。そ

れゆえあなたは、登った寝台から降りることなく、

必ず死ぬであろう』」。 7アハジヤは彼らに言った

、「上ってきて、あなたがたに会って、これらの事

を告げた人はどんな人であったか」。 8彼らは答え

た、「その人は毛ごろもを着て、腰に皮の帯を締め

ていました」。彼は言った、「その人はテシべびと

エリヤだ」。 9そこで王は五十人の長を、部下の五

十人と共にエリヤの所へつかわした。彼がエリヤの

所へ上っていくと、エリヤは山の頂にすわっていた
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ので、エリヤに言った、「神の人よ、王があなたに

、下って来るようにと言われます」。 10しかしエリ

ヤは五十人の長に答えた、「わたしがもし神の人で

あるならば、火が天から下って、あなたと部下の五

十人とを焼き尽すでしょう」。そのように火が天か

ら下って、彼と部下の五十人とを焼き尽した。 11王

はまた他の五十人の長を、部下の五十人と共にエリ

ヤにつかわした。彼は上っていってエリヤに言った

、「神の人よ、王がこう命じられます、『すみやか

に下ってきなさい』」。 12しかしエリヤは彼らに答

えた、「わたしがもし神の人であるならば、火が天

から下って、あなたと部下の五十人とを焼き尽すで

しょう」。そのように神の火が天から下って、彼と

部下の五十人とを焼き尽した。 13王はまた第三の五

十人の長を部下の五十人と共につかわした。第三の

五十人の長は上っていって、エリヤの前にひざまず

き、彼に願って言った、「神の人よ、どうぞ、わた

しの命と、あなたのしもべであるこの五十人の命を

あなたの目に尊いものとみなしてください。 14ごら

んなさい、火が天からくだって、さきの五十人の長

ふたりと、その部下の五十人ずつとを焼き尽しまし

た。しかし今わたしの命をあなたの目に尊いものと

みなしてください」。 15その時、主の使はエリヤに

言った、「彼と共に下りなさい。彼を恐れてはなら

ない」。そこでエリヤは立って、彼と共に下り、王

のもとへ行って、 16王に言った、「主はこう仰せら

れます、『あなたはエクロンの神バアル・ゼブブに

尋ねようと使者をつかわしたが、それはイスラエル

に、その言葉を求むべき神がないためであるか。そ
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れゆえあなたは、登った寝台から降りることなく、

必ず死ぬであろう』」。 17彼はエリヤが言った主の

言葉のとおりに死んだが、彼に子がなかったので、

その兄弟ヨラムが彼に代って王となった。これはユ

ダの王ヨシャパテの子ヨラムの第二年である。 18ア

ハジヤのその他の事績は、イスラエルの王の歴代志

の書にしるされているではないか。

2主がつむじ風をもってエリヤを天に上らせようと

された時、エリヤはエリシャと共にギルガルを出て

行った。 2エリヤはエリシャに言った、「どうぞ、

ここにとどまってください。主はわたしをベテルに

つかわされるのですから」。しかしエリシャは言っ

た、「主は生きておられます。またあなたも生きて

おられます。わたしはあなたを離れません」。そし

て彼らはベテルへ下った。 3ベテルにいる預言者の

ともがらが、エリシャのもとに出てきて彼に言った

、「主がきょう、あなたの師事する主人をあなたか

ら取られるのを知っていますか」。彼は言った、「

はい、知っています。あなたがたは黙っていてくだ

さい」。 4エリヤは彼に言った、「エリシャよ、ど

うぞ、ここにとどまってください。主はわたしをエ

リコにつかわされるのですから」。しかしエリシャ

は言った、「主は生きておられます。またあなたも

生きておられます。わたしはあなたを離れません」

。そして彼らはエリコへ行った。 5エリコにいた預

言者のともがらが、エリシャのもとにきて彼に言っ

た、「主がきょう、あなたの師事する主人をあなた

から取られるのを知っていますか」。彼は言った、

「はい、知っています。あなたがたは黙っていてく
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ださい」。 6エリヤはまた彼に言った、「どうぞ、

ここにとどまってください。主はわたしをヨルダン

につかわされるのですから」。しかし彼は言った、

「主は生きておられます。またあなたも生きておら

れます。わたしはあなたを離れません」。そしてふ

たりは進んで行った。 7預言者のともがら五十人も

行って、彼らにむかって、はるかに離れて立ってい

た。彼らふたりは、ヨルダンのほとりに立ったが、

8エリヤは外套を取り、それを巻いて水を打つと、水

が左右に分れたので、ふたりはかわいた土の上を渡

ることができた。 9彼らが渡ったとき、エリヤはエ

リシャに言った、「わたしが取られて、あなたを離

れる前に、あなたのしてほしい事を求めなさい」。

エリシャは言った、「どうぞ、あなたの霊の二つの

分をわたしに継がせてください」。 10エリヤは言っ

た、「あなたはむずかしい事を求める。あなたがも

し、わたしが取られて、あなたを離れるのを見るな

らば、そのようになるであろう。しかし見ないなら

ば、そのようにはならない」。 11彼らが進みながら

語っていた時、火の車と火の馬があらわれて、ふた

りを隔てた。そしてエリヤはつむじ風に乗って天に

のぼった。 12エリシャはこれを見て「わが父よ、わ

が父よ、イスラエルの戦車よ、その騎兵よ」と叫ん

だが、再び彼を見なかった。そこでエリシャは自分

の着物をつかんで、それを二つに裂き、 13またエリ

ヤの身から落ちた外套を取り上げ、帰ってきてヨル

ダンの岸に立った。 14そしてエリヤの身から落ちた

その外套を取って水を打ち、「エリヤの神、主はど

こにおられますか」と言い、彼が水を打つと、水は
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左右に分れたので、エリシャは渡った。 15エリコに

いる預言者のともがらは彼の近づいて来るのを見て

、「エリヤの霊がエリシャの上にとどまっている」

と言った。そして彼らは来て彼を迎え、その前に地

に伏して、 16彼に言った、「しもべらの所に力の強

い者が五十人います。どうぞ彼らをつかわして、あ

なたの主人を尋ねさせてください。主の霊が彼を引

きあげて、彼を山か谷に投げたのかも知れません」

。エリシャは「つかわしてはならない」と言ったが

、 17彼の恥じるまで、しいたので、彼は「つかわし

なさい」と言った。それで彼らは五十人の者をつか

わし、三日の間尋ねたが、彼を見いださなかった。

18エリシャのなおエリコにとどまっている時、彼ら

が帰ってきたので、エリシャは彼らに言った、「わ

たしは、あなたがたに、行ってはならないと告げた

ではないか」。 19町の人々はエリシャに言った、「

見られるとおり、この町の場所は良いが水が悪いの

で、この地は流産を起すのです」。 20エリシャは言

った、「新しい皿に塩を盛って、わたしに持ってき

なさい」。彼らは持ってきた。 21エリシャは水の源

へ出て行って、塩をそこに投げ入れて言った、「主

はこう仰せられる、『わたしはこの水を良い水にし

た。もはやここには死も流産も起らないであろう』

」。 22こうしてその水はエリシャの言ったとおりに

良い水になって今日に至っている。 23彼はそこから

ベテルへ上ったが、上って行く途中、小さい子供ら

が町から出てきて彼をあざけり、彼にむかって「は

げ頭よ、のぼれ。はげ頭よ、のぼれ」と言ったので

、 24彼はふり返って彼らを見、主の名をもって彼ら
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をのろった。すると林の中から二頭の雌ぐまが出て

きて、その子供らのうち四十二人を裂いた。 25彼は

そこからカルメル山へ行き、そこからサマリヤに帰

った。

3ユダの王ヨシャパテの第十八年にアハブの子ヨラ

ムはサマリヤでイスラエルの王となり、十二年世を

治めた。 2彼は主の目の前に悪をおこなったが、そ

の父母のようではなかった。彼がその父の造ったバ

アルの石柱を除いたからである。 3しかし彼はイス

ラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪に

つき従って、それを離れなかった。 4モアブの王メ

シャは羊の飼育者で、十万の小羊と、十万の雄羊の

毛とを年々イスラエルの王に納めていたが、 5アハ

ブが死んだ後、モアブの王はイスラエルの王にそむ

いた。 6そこでヨラム王はその時サマリヤを出て、

イスラエルびとをことごとく集め、 7また、人をユ

ダの王ヨシャパテにつかわし、「モアブの王はわた

しにそむきました。あなたはモアブと戦うために、

わたしと一緒に行かれませんか」と言わせた。彼は

言った、「行きましょう。わたしはあなたと一つで

す。わたしの民はあなたの民と一つです。わたしの

馬はあなたの馬と一つです」。 8彼はまた言った、

「われわれはどの道を上るのですか」。ヨラムは答

えた、「エドムの荒野の道を上りましょう」。 9こ

うしてイスラエルの王はユダの王およびエドムの王

と共に出て行った。しかし彼らは回り道をして、七

日の間進んだが、軍勢とそれに従う家畜の飲む水が

なかったので、 10イスラエルの王は言った、「ああ

、主は、この三人の王をモアブの手に渡そうとして
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召し集められたのだ」。 11ヨシャパテは言った、「

われわれが主に問うことのできる主の預言者はここ

にいませんか」。イスラエルの王のひとりの家来が

答えた、「エリヤの手に水を注いだシャパテの子エ

リシャがここにいます」。 12ヨシャパテは言った、

「主の言葉が彼にあります」。そこでイスラエルの

王とヨシャパテとエドムの王とは彼のもとへ下って

いった。 13エリシャはイスラエルの王に言った、「

わたしはあなたとなんのかかわりがありますか。あ

なたの父上の預言者たちと母上の預言者たちの所へ

行きなさい」。イスラエルの王は彼に言った、「い

いえ、主がこの三人の王をモアブの手に渡そうとし

て召し集められたのです」。 14エリシャは言った、

「わたしの仕える万軍の主は生きておられます。わ

たしはユダの王ヨシャパテのためにするのでなけれ

ば、あなたを顧み、あなたに会うことはしないのだ

が、 15いま楽人をわたしの所に連れてきなさい」。

そこで楽人が楽を奏すると、主の手が彼に臨んで、

16彼は言った、「主はこう仰せられる、『わたしは

この谷を水たまりで満たそう』。 17これは主がこう

仰せられるからである、『あなたがたは風も雨も見

ないのに、この谷に水が満ちて、あなたがたと、そ

の家畜および獣が飲むであろう』。 18これは主の目

には小さい事である。主はモアブびとをも、あなた

がたの手に渡される。 19そしてあなたがたはすべて

の堅固な町と、すべての良い町を撃ち、すべての良

い木を切り倒し、すべての水の井戸をふさぎ、石を

もって地のすべての良い所を荒すであろう」。 20あ

くる朝になって、供え物をささげる時に、水がエド
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ムの方から流れてきて、水は国に満ちた。 21さてモ

アブびとは皆、王たちが自分たちを攻めるために上

ってきたのを聞いたので、よろいを着ることのでき

る者を、老いも若きもことごとく召集して、国境に

配置したが、 22朝はやく起きて、太陽がのぼって水

を照したとき、モアブびとは目の前に血のように赤

い水を見たので、 23彼らは言った、「これは血だ、

きっと王たちが互に戦って殺し合ったのだ。だから

、モアブよ、ぶんどりに行きなさい」。 24しかしモ

アブびとがイスラエルの陣営に行くと、イスラエル

びとは立ちあがってモアブびとを撃ったので、彼ら

はイスラエルの前から逃げ去った。イスラエルびと

は進んで、モアブびとを撃ち、その国にはいって、

25町々を滅ぼし、おのおの石を一つずつ、地のすべ

ての良い所に投げて、これに満たし、水の井戸をこ

とごとくふさぎ、良い木をことごとく切り倒して、

ただキル・ハラセテはその名を残すのみとなったが

、石を投げる者がこれを囲んで撃ち滅ぼした。 26モ

アブの王は戦いがあまりに激しく、当りがたいのを

見て、つるぎを抜く者七百人を率い、エドムの王の

所に突き入ろうとしたが、果さなかったので、 27自

分の位を継ぐべきその長子をとって城壁の上で燔祭

としてささげた。その時イスラエルに大いなる憤り

が臨んだので、彼らは彼をすてて自分の国に帰った

。

4預言者のともがらの、ひとりの妻がエリシャに呼

ばわって言った、「あなたのしもべであるわたしの

夫が死にました。ごぞんじのように、あなたのしも

べは主を恐れる者でありましたが、今、債主がきて
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、わたしのふたりの子供を取って奴隷にしようとし

ているのです」。 2エリシャは彼女に言った、「あ

なたのために何をしましょうか。あなたの家にどん

な物があるか、言いなさい」。彼女は言った、「一

びんの油のほかは、はしための家に何もありません

」。 3彼は言った、「ほかへ行って、隣の人々から

器を借りなさい。あいた器を借りなさい。少しばか

りではいけません。 4そして内にはいって、あなた

の子供たちと一緒に戸の内に閉じこもり、そのすべ

ての器に油をついで、いっぱいになったとき、一つ

ずつそれを取りのけておきなさい」。 5彼女は彼を

離れて去り、子供たちと一緒に戸の内に閉じこもり

、子供たちの持って来る器に油をついだ。 6油が満

ちたとき、彼女は子供に「もっと器を持ってきなさ

い」と言ったが、子供が「器はもうありません」と

言ったので、油はとまった。 7そこで彼女は神の人

のところにきて告げたので、彼は言った、「行って

、その油を売って負債を払いなさい。あなたと、あ

なたの子供たちはその残りで暮すことができます」

。 8ある日エリシャはシュネムへ行ったが、そこに

ひとりの裕福な婦人がいて、しきりに彼に食事をす

すめたので、彼はそこを通るごとに、そこに寄って

食事をした。 9その女は夫に言った、「いつもわた

したちの所を通るあの人は確かに神の聖なる人です

。 10わたしたちは屋上に壁のある一つの小さいへや

を造り、そこに寝台と机といすと燭台とを彼のため

に備えましょう。そうすれば彼がわたしたちの所に

来るとき、そこに、はいることができます」。 11さ

て、ある日エリシャはそこにきて、そのへやにはい



列王記Ⅱ 910

り、そこに休んだが、 12彼はそのしもべゲハジに「

このシュネムの女を呼んできなさい」と言った。彼

がその女を呼ぶと、彼女はきてエリシャの前に立っ

たので、 13エリシャはゲハジに言った、「彼女に言

いなさい、『あなたはこんなにねんごろに、わたし

たちのために心を用いられたが、あなたのためには

何をしたらよいでしょうか。王または軍勢の長にあ

なたの事をよろしく頼むことをお望みですか』」。

彼女は答えて言った、「わたしは自分の民のうちに

住んでいます」。 14エリシャは言った、「それでは

彼女のために何をしようか」。ゲハジは言った、「

彼女には子供がなく、その夫は老いています」。 15

するとエリシャが「彼女を呼びなさい」と言ったの

で、彼女を呼ぶと、来て戸口に立った。 16エリシャ

は言った、「来年の今ごろ、あなたはひとりの子を

抱くでしょう」。彼女は言った、「いいえ、わが主

よ、神の人よ、はしためを欺かないでください」。

17しかし女はついに身ごもって、エリシャが彼女に

言ったように、次の年のそのころに子を産んだ。 18

その子が成長して、ある日、刈入れびとの所へ出て

いって、父のもとへ行ったが、 19父にむかって「頭

が、頭が」と言ったので、父はしもべに「彼を母の

もとへ背負っていきなさい」と言った。 20彼を背負

って母のもとへ行くと、昼まで母のひざの上にすわ

っていたが、ついに死んだ。 21母は上がっていって

、これを神の人の寝台の上に置き、戸を閉じて出て

きた。 22そして夫を呼んで言った、「どうぞ、しも

べひとりと、ろば一頭をわたしにかしてください。

急いで神の人の所へ行って、また帰ってきます」。
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23夫は言った、「どうしてきょう彼の所へ行こうと

するのか。きょうは、ついたちでもなく、安息日で

もない」。彼女は言った、「よろしいのです」。 24

そして彼女はろばにくらを置いて、しもべに言った

、「速く駆けさせなさい。わたしが命じる時でなけ

れば、歩調をゆるめてはなりません」。 25こうして

彼女は出発してカルメル山へ行き、神の人の所へ行

った。神の人は彼女の近づいてくるのを見て、しも

べゲハジに言った、「向こうから、あのシュネムの

女が来る。 26すぐ走って行って、彼女を迎えて言い

なさい、『あなたは無事ですか。あなたの夫は無事

ですか。あなたの子供は無事ですか』」。彼女は答

えた、「無事です」。 27ところが彼女は山にきて、

神の人の所へくるとエリシャの足にすがりついた。

ゲハジが彼女を追いのけようと近よった時、神の人

は言った、「かまわずにおきなさい。彼女は心に苦

しみがあるのだから。主はそれを隠して、まだわた

しにお告げにならないのだ」。 28そこで彼女は言っ

た、「わたしがあなたに子を求めましたか。わたし

を欺かないでくださいと言ったではありませんか」

。 29エリシャはゲハジに言った、「腰をひきからげ

、わたしのつえを手に持って行きなさい。だれに会

っても、あいさつしてはならない。またあなたにあ

いさつする者があっても、それに答えてはならない

。わたしのつえを子供の顔の上に置きなさい」。 30

子供の母は言った、「主は生きておられます。あな

たも生きておられます。わたしはあなたを離れませ

ん」。そこでエリシャはついに立ちあがって彼女の

あとについて行った。 31ゲハジは彼らの先に行って
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、つえを子供の顔の上に置いたが、なんの声もなく

、生きかえったしるしもなかったので、帰ってきて

エリシャに会い、彼に告げて「子供はまだ目をさま

しません」と言った。 32エリシャが家にはいって見

ると、子供は死んで、寝台の上に横たわっていたの

で、 33彼ははいって戸を閉じ、彼らふたりだけ内に

いて主に祈った。 34そしてエリシャが上がって子供

の上に伏し、自分の口を子供の口の上に、自分の目

を子供の目の上に、自分の両手を子供の両手の上に

あて、その身を子供の上に伸ばしたとき、子供のか

らだは暖かになった。 35こうしてエリシャは再び起

きあがって、家の中をあちらこちらと歩み、また上

がって、その身を子供の上に伸ばすと、子供は七た

びくしゃみをして目を開いた。 36エリシャはただち

にゲハジを呼んで、「あのシュネムの女を呼べ」と

言ったので、彼女を呼んだ。彼女がはいってくると

エリシャは言った、「あなたの子供をつれて行きな

さい」。 37彼女ははいってきて、エリシャの足もと

に伏し、地に身をかがめた。そしてその子供を取り

あげて出ていった。 38エリシャはギルガルに帰った

が、その地にききんがあった。預言者のともがらが

彼の前に座していたので、エリシャはそのしもべに

言った、「大きなかまをすえて、預言者のともがら

のために野菜の煮物をつくりなさい」。 39彼らのう

ちのひとりが畑に出ていって青物をつんだが、つる

草のあるのを見て、その野うりを一包つんできて、

煮物のかまの中に切り込んだ。彼らはそれが何であ

るかを知らなかったからである。 40やがてこれを盛

って人々に食べさせようとしたが、彼らがその煮物
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を食べようとした時、叫んで、「ああ神の人よ、か

まの中に、たべると死ぬものがはいっています」と

言って、食べることができなかったので、 41エリシ

ャは「それでは粉を持って来なさい」と言って、そ

れをかまに投げ入れ、「盛って人々に食べさせなさ

い」と言った。かまの中には、なんの毒物もなくな

った。 42その時、バアル・シャリシャから人がきて

、初穂のパンと、大麦のパン二十個と、新穀一袋と

を神の人のもとに持ってきたので、エリシャは「人

々に与えて食べさせなさい」と言ったが、 43その召

使は言った、「どうしてこれを百人の前に供えるの

ですか」。しかし彼は言った、「人々に与えて食べ

させなさい。主はこう言われる、『彼らは食べてな

お余すであろう』」。 44そこで彼はそれを彼らの前

に供えたので、彼らは食べてなお余した。主の言葉

のとおりであった。

5スリヤ王の軍勢の長ナアマンはその主君に重んじ

られた有力な人であった。主がかつて彼を用いてス

リヤに勝利を得させられたからである。彼は大勇士

であったが、らい病をわずらっていた。 2さきにス

リヤびとが略奪隊を組んで出てきたとき、イスラエ

ルの地からひとりの少女を捕えて行った。彼女はナ

アマンの妻に仕えたが、 3その女主人にむかって、

「ああ、御主人がサマリヤにいる預言者と共におら

れたらよかったでしょうに。彼はそのらい病をいや

したことでしょう」と言ったので、 4ナアマンは行

って、その主君に、「イスラエルの地からきた娘が

こういう事を言いました」と告げると、 5スリヤ王

は言った、「それでは行きなさい。わたしはイスラ
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エルの王に手紙を書きましょう」。そこで彼は銀十

タラントと、金六千シケルと、晴れ着十着を携えて

行った。 6彼がイスラエルの王に持って行った手紙

には、「この手紙があなたにとどいたならば、わた

しの家来ナアマンを、あなたにつかわしたことと御

承知ください。あなたに彼のらい病をいやしていた

だくためです」とあった。 7イスラエルの王はその

手紙を読んだ時、衣を裂いて言った、「わたしは殺

したり、生かしたりすることのできる神であろうか

。どうしてこの人は、らい病人をわたしにつかわし

て、それをいやせと言うのか。あなたがたは、彼が

わたしに争いをしかけているのを知って警戒するが

よい」。 8神の人エリシャは、イスラエルの王がそ

の衣を裂いたことを聞き、王に人をつかわして言っ

た、「どうしてあなたは衣を裂いたのですか。彼を

わたしのもとにこさせなさい。そうすれば彼はイス

ラエルに預言者のあることを知るようになるでしょ

う」。 9そこでナアマンは馬と車とを従えてきて、

エリシャの家の入口に立った。 10するとエリシャは

彼に使者をつかわして言った、「あなたはヨルダン

へ行って七たび身を洗いなさい。そうすれば、あな

たの肉はもとにかえって清くなるでしょう」。 11し

かしナアマンは怒って去り、そして言った、「わた

しは、彼がきっとわたしのもとに出てきて立ち、そ

の神、主の名を呼んで、その箇所の上に手を動かし

て、らい病をいやすのだろうと思った。 12ダマスコ

の川アバナとパルパルはイスラエルのすべての川水

にまさるではないか。わたしはこれらの川に身を洗

って清まることができないのであろうか」。こうし
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て彼は身をめぐらし、怒って去った。 13その時、し

もべたちは彼に近よって言った、「わが父よ、預言

者があなたに、何か大きな事をせよと命じても、あ

なたはそれをなさらなかったでしょうか。まして彼

はあなたに『身を洗って清くなれ』と言うだけでは

ありませんか」。 14そこでナアマンは下って行って

、神の人の言葉のように七たびヨルダンに身を浸す

と、その肉がもとにかえって幼な子の肉のようにな

り、清くなった。 15彼はすべての従者を連れて神の

人のもとに帰ってきて、その前に立って言った、「

わたしは今、イスラエルのほか、全地のどこにも神

のおられないことを知りました。それゆえ、どうぞ

、しもべの贈り物を受けてください」。 16エリシャ

は言った、「わたしの仕える主は生きておられる。

わたしは何も受けません」。彼はしいて受けさせよ

うとしたが、それを拒んだ。 17そこでナアマンは言

った、「もしお受けにならないのであれば、どうぞ

騾馬に二駄の土をしもべにください。これから後し

もべは、他の神には燔祭も犠牲もささげず、ただ主

にのみささげます。 18どうぞ主がこの事を、しもべ

におゆるしくださるように。すなわち、わたしの主

君がリンモンの宮にはいって、そこで礼拝するとき

、わたしの手によりかかることがあり、またわたし

もリンモンの宮で身をかがめることがありましょう

。わたしがリンモンの宮で身をかがめる時、どうぞ

主がその事を、しもべにおゆるしくださるように」

。 19エリシャは彼に言った、「安んじて行きなさい

」。ナアマンがエリシャを離れて少し行ったとき、

20神の人エリシャのしもべゲハジは言った、「主人
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はこのスリヤびとナアマンをいたわって、彼が携え

てきた物を受けなかった。主は生きておられる。わ

たしは彼のあとを追いかけて、彼から少し、物を受

けよう」。 21そしてゲハジはナアマンのあとを追っ

たが、ナアマンは自分のあとから彼が走ってくるの

を見て、車から降り、彼を迎えて、「変った事があ

るのですか」と言うと、 22彼は言った、「無事です

。主人がわたしをつかわして言わせます、『ただい

まエフライムの山地から、預言者のともがらのふた

りの若者が、わたしのもとに来ましたので、どうぞ

彼らに銀一タラントと晴れ着二着を与えてください

』」。 23ナアマンは、「どうぞ二タラントを受けて

ください」と言って彼にしい、銀二タラントを二つ

の袋に入れ、晴れ着二着を添えて、自分のふたりの

しもべに渡したので、彼らはそれを負ってゲハジの

先に立って進んだが、 24彼は丘にきたとき、それを

彼らの手から受け取って家のうちにおさめ、人々を

送りかえしたので、彼らは去った。 25彼がはいって

主人の前に立つと、エリシャは彼に言った、「ゲハ

ジよ、どこへ行ってきたのか」。彼は言った、「し

もべはどこへも行きません」。 26エリシャは言った

、「あの人が車をはなれて、あなたを迎えたとき、

わたしの心はあなたと一緒にそこにいたではないか

。今は金を受け、着物を受け、オリブ畑、ぶどう畑

、羊、牛、しもべ、はしためを受ける時であろうか

。 27それゆえ、ナアマンのらい病はあなたに着き、

ながくあなたの子孫に及ぶであろう」。彼がエリシ

ャの前を出ていくとき、らい病が発して雪のように

白くなっていた。
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6さて預言者のともがらはエリシャに言った、「わ

たしたちがあなたと共に住んでいる所は狭くなりま

したので、 2わたしたちをヨルダンに行かせ、そこ

からめいめい一本ずつ材木を取ってきて、わたした

ちの住む場所を造らせてください」。エリシャは言

った、「行きなさい」。 3時にそのひとりが、「ど

うぞあなたも、しもべらと一緒に行ってください」

と言ったので、エリシャは「行きましょう」と答え

た。 4そしてエリシャは彼らと一緒に行った。彼ら

はヨルダンへ行って木を切り倒したが、 5ひとりが

材木を切り倒しているとき、おのの頭が水の中に落

ちたので、彼は叫んで言った。「ああ、わが主よ。

これは借りたものです」。 6神の人は言った、「そ

れはどこに落ちたのか」。彼がその場所を知らせる

と、エリシャは一本の枝を切り落し、そこに投げ入

れて、そのおのの頭を浮ばせ、 7「それを取りあげ

よ」と言ったので、その人は手を伸べてそれを取っ

た。 8かつてスリヤの王がイスラエルと戦っていた

とき、家来たちと評議して「しかじかの所にわたし

の陣を張ろう」と言うと、 9神の人はイスラエルの

王に「あなたは用心して、この所をとおってはなり

ません。スリヤびとがそこに下ってきますから」と

言い送った。 10それでイスラエルの王は神の人が自

分に告げてくれた所に人をつかわし、警戒したので

、その所でみずからを防ぎえたことは一、二回にと

どまらなかった。 11スリヤの王はこの事のために心

を悩まし、家来たちを召して言った、「われわれの

うち、だれがイスラエルの王と通じているのか、わ

たしに告げる者はないか」。 12ひとりの家来が言っ
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た、「王、わが主よ、だれも通じている者はいませ

ん。ただイスラエルの預言者エリシャが、あなたが

寝室で語られる言葉でもイスラエルの王に告げるの

です」。 13王は言った、「彼がどこにいるか行って

捜しなさい。わたしは人をやって彼を捕えよう」。

時に「彼はドタンにいる」と王に告げる者があった

ので、 14王はそこに馬と戦車および大軍をつかわし

た。彼らは夜のうちに来て、その町を囲んだ。 15神

の人の召使が朝早く起きて出て見ると、軍勢が馬と

戦車をもって町を囲んでいたので、その若者はエリ

シャに言った、「ああ、わが主よ、わたしたちはど

うしましょうか」。 16エリシャは言った、「恐れる

ことはない。われわれと共にいる者は彼らと共にい

る者よりも多いのだから」。 17そしてエリシャが祈

って「主よ、どうぞ、彼の目を開いて見させてくだ

さい」と言うと、主はその若者の目を開かれたので

、彼が見ると、火の馬と火の戦車が山に満ちてエリ

シャのまわりにあった。 18スリヤびとがエリシャの

所に下ってきた時、エリシャは主に祈って言った、

「どうぞ、この人々の目をくらましてください」。

するとエリシャの言葉のとおりに彼らの目をくらま

された。 19そこでエリシャは彼らに「これはその道

ではない。これはその町でもない。わたしについて

きなさい。わたしはあなたがたを、あなたがたの尋

ねる人の所へ連れて行きましょう」と言って、彼ら

をサマリヤへ連れて行った。 20彼らがサマリヤには

いったとき、エリシャは言った、「主よ、この人々

の目を開いて見させてください」。主は彼らの目を

開かれたので、彼らが見ると、見よ、彼らはサマリ
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ヤのうちに来ていた。 21イスラエルの王は彼らを見

て、エリシャに言った、「わが父よ、彼らを撃ち殺

しましょうか。彼らを撃ち殺しましょうか」。 22エ

リシャは答えた、「撃ち殺してはならない。あなた

はつるぎと弓をもって、捕虜にした者どもを撃ち殺

すでしょうか。パンと水を彼らの前に供えて食い飲

みさせ、その主君のもとへ行かせなさい」。 23そこ

で王は彼らのために盛んなふるまいを設けた。彼ら

が食い飲みを終ると彼らを去らせたので、その主君

の所へ帰った。スリヤの略奪隊は再びイスラエルの

地にこなかった。 24この後スリヤの王ベネハダデは

その全軍を集め、上ってきてサマリヤを攻め囲んだ

ので、 25サマリヤに激しいききんが起った。すなわ

ち彼らがこれを攻め囲んだので、ついに、ろばの頭

一つが銀八十シケルで売られ、はとのふん一カブの

四分の一が銀五シケルで売られるようになった。 26

イスラエルの王が城壁の上をとおっていた時、ひと

りの女が彼に呼ばわって、「わが主、王よ、助けて

ください」と言ったので、 27彼は言った、「もし主

があなたを助けられないならば、何をもってわたし

があなたを助けることができよう。打ち場の物をも

ってか、酒ぶねの物をもってか」。 28そして王は女

に尋ねた、「何事なのですか」。彼女は答えた、「

この女はわたしにむかって『あなたの子をください

。わたしたちは、きょうそれを食べ、あす、わたし

の子を食べましょう』と言いました。 29それでわた

したちは、まずわたしの子を煮て食べましたが、次

の日わたしが彼女にむかって『あなたの子をくださ

い。わたしたちはそれを食べましょう』と言います
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と、彼女はその子を隠しました」。 30王はその女の

言葉を聞いて、衣を裂き、王は城壁の上をとおって

いたが、民が見ると、その身に荒布を着けていた 31

そして王は言った「きょう、シャパテの子エリシャ

の首がその肩の上にすわっているならば、神がどん

なにでもわたしを罰してくださるように」。 32さて

エリシャはその家に座していたが、長老たちもきて

彼と共に座した。王は自分の所から人をつかわした

が、エリシャはその使者がまだ着かないうちに長老

たちに言った、「あなたがたは、この人を殺す者が

わたしの首を取るために、人をつかわすのを見ます

か。その使者がきたならば、戸を閉じて、内に入れ

てはなりません。彼のうしろに、その主君の足音が

するではありませんか」。 33彼がなお彼らと語って

いるうちに、王は彼のもとに下ってきて言った、「

この災は主から出たのです。わたしはどうしてこの

上、主を待たなければならないでしょうか」。

7エリシャは言った、「主の言葉を聞きなさい。主

はこう仰せられる、『あすの今ごろサマリヤの門で

、麦粉一セアを一シケルで売り、大麦二セアを一シ

ケルで売るようになるであろう』」。 2時にひとり

の副官すなわち王がその人の手によりかかっていた

者が神の人に答えて言った、「たとい主が天に窓を

開かれても、そんな事がありえましょうか」。エリ

シャは言った、「あなたは自分の目をもってそれを

見るであろう。しかしそれを食べることはなかろう

」。 3さて町の門の入口に四人のらい病人がいたが

、彼らは互に言った、「われわれはどうしてここに

座して死を待たねばならないのか。 4われわれがも
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し町にはいろうといえば、町には食物が尽きている

から、われわれはそこで死ぬであろう。しかしここ

に座していても死ぬのだ。いっその事、われわれは

スリヤびとの陣営へ逃げて行こう。もし彼らがわれ

われを生かしておいてくれるならば、助かるが、た

といわれわれを殺しても死ぬばかりだ」。 5そこで

彼らはスリヤびとの陣営へ行こうと、たそがれに立

ちあがったが、スリヤびとの陣営のほとりに行って

見ると、そこにはだれもいなかった。 6これは主が

スリヤびとの軍勢に戦車の音、馬の音、大軍の音を

聞かせられたので、彼らは互に「見よ、イスラエル

の王がわれわれを攻めるために、ヘテびとの王たち

およびエジプトの王たちを雇ってきて、われわれを

襲うのだ」と言って、 7たそがれに立って逃げ、そ

の天幕と、馬と、ろばを捨て、陣営をそのままにし

ておいて、命を全うしようと逃げたからである。 8

そこでらい病人たちは陣営のほとりに行き、一つの

天幕にはいって食い飲みし、そこから金銀、衣服を

持ち出してそれを隠し、また来て、他の天幕に入り

、そこからも持ち出してそれを隠した。 9そして彼

らは互に言った、「われわれのしている事はよくな

い。きょうは良いおとずれのある日であるのに、黙

っていて、夜明けまで待つならば、われわれは罰を

こうむるであろう。さあ、われわれは行って王の家

族に告げよう」。 10そこで彼らは来て、町の門を守

る者を呼んで言った、「わたしたちがスリヤびとの

陣営に行って見ると、そこにはだれの姿も見えず、

また人声もなく、ただ、馬とろばがつないであり、

天幕はそのままでした」。 11そこで門を守る者は呼
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ばわって、それを王の家族のうちに知らせた。 12王

は夜のうちに起きて、家来たちに言った、「スリヤ

びとがわれわれに対して図っている事をあなたがた

に告げよう。彼らは、われわれの飢えているのを知

って、陣営を出て野に隠れ、『イスラエルびとが町

を出たら、いけどりにして、町に押し入ろう』と考

えているのだ」。 13家来のひとりが答えて言った、

「人々に、ここに残っている馬のうち五頭を連れて

こさせてください。ここに残っているこれらの人々

は、すでに滅びうせたイスラエルの全群衆と同じ運

命にあうのですから。わたしたちは人をやってうか

がわせましょう」。 14そこで彼らはふたりの騎兵を

選んだ。王はそれをつかわし、「行って見よ」と言

って、スリヤびとの軍勢のあとをつけさせたので、

15彼らはそのあとを追ってヨルダンまで行ったが、

道にはすべて、スリヤびとがあわてて逃げる時に捨

てていった衣服と武器が散らばっていた。その使者

は帰ってきて、これを王に告げた。 16そこで民が出

ていって、スリヤびとの陣営をかすめたので、麦粉

一セアは一シケルで売られ、大麦二セアは一シケル

で売られ、主の言葉のとおりになった。 17王は自分

がその人の手によりかかっていた、あの副官を立て

て門を管理させたが、民は門で彼を踏みつけたので

、彼は死んだ。すなわち、王が神の人のところに下

ってきた時、神の人が言ったとおりであった。 18こ

れは神の人が王にむかって、「あすの今ごろ、サマ

リヤの門で大麦二セアを一シケルで売り、麦粉一セ

アを一シケルで売るようになるであろう」と言った

ときに、 19その副官が神の人に答えて、「たとい主
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が天に窓を開かれても、そんな事がありえようか」

と言ったからである。そのとき神の人は「あなたは

自分の目をもってそれを見るであろう。しかしそれ

を食べることはなかろう」と言ったが、 20これはそ

のとおり彼に臨んだ。すなわち民が門で彼を踏みつ

けたので彼は死んだ。

8エリシャはかつて、その子を生きかえらせてやっ

た女に言ったことがある。「あなたは、ここを立っ

て、あなたの家族と共に行き、寄留しようと思う所

に寄留しなさい。主がききんを呼び下されたので、

七年の間それがこの地に臨むから」。 2そこで女は

立って神の人の言葉のようにし、その家族と共に行

ってペリシテびとの地に七年寄留した。 3七年たっ

て後、女はペリシテびとの地から帰ってきて、自分

の家と畑のために王に訴えようと出ていった。 4時

に王は神の人のしもべゲハジにむかって「エリシャ

がしたもろもろの大きな事をわたしに話してくださ

い」と言って、彼と物語っていた。 5すなわちエリ

シャが死人を生きかえらせた事を、ゲハジが王と物

語っていたとき、その子を生きかえらせてもらった

女が、自分の家と畑のために王に訴えてきたので、

ゲハジは言った、「わが主、王よ、これがその女で

す。またこれがその子で、エリシャが生きかえらせ

たのです」。 6王がその女に尋ねると、彼女は王に

話したので、王は彼女のためにひとりの役人に命じ

て言った、「すべて彼女に属する物、ならびに彼女

がこの地を去った日から今までのその畑の産物をこ

とごとく彼女に返しなさい」。 7さてエリシャはダ

マスコに来た。時にスリヤの王ベネハダデは病気で
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あったが、「神の人がここに来た」と告げる者があ

ったので、 8王はハザエルに言った、「贈り物を携

えて行って神の人を迎え、彼によって主に『わたし

のこの病気はなおりましょうか』と言って尋ねなさ

い」。 9そこでハザエルは彼を迎えようと、ダマス

コのもろもろの良い物をらくだ四十頭に載せ、贈り

物として携え行き、エリシャの前に立って言った、

「あなたの子、スリヤの王ベネハダデがわたしをあ

なたにつかわして、『わたしのこの病気はなおりま

しょうか』と言わせています」。 10エリシャは彼に

言った、「行って彼に『あなたは必ずなおります』

と告げなさい。ただし主はわたしに、彼が必ず死ぬ

ことを示されました」。 11そして神の人がひとみを

定めて彼の恥じるまでに見つめ、やがて泣き出した

ので、 12ハザエルは言った、「わが主よ、どうして

泣かれるのですか」。エリシャは答えた、「わたし

はあなたがイスラエルの人々にしようとする害悪を

知っているからです。すなわち、あなたは彼らの城

に火をかけ、つるぎをもって若者を殺し、幼な子を

投げうち、妊娠の女を引き裂くでしょう」。 13ハザ

エルは言った、「しもべは一匹の犬にすぎないのに

、どうしてそんな大きな事をすることができましょ

う」。エリシャは言った、「主がわたしに示されま

した。あなたはスリヤの王となるでしょう」。 14彼

がエリシャのもとを去って、主君のところへ行くと

、「エリシャはあなたになんと言ったか」と尋ねら

れたので、「あなたが必ずなおるでしょうと、彼は

わたしに告げました」と答えた。 15しかし翌日にな

ってハザエルは布を取って水に浸し、それをもって
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王の顔をおおったので、王は死んだ。ハザエルは彼

に代って王となった。 16イスラエルの王アハブの子

ヨラムの第五年に、ユダの王ヨシャパテの子ヨラム

が位についた。 17彼は王となったとき三十二歳で、

八年の間エルサレムで世を治めた。 18彼はアハブの

家がしたようにイスラエルの王たちの道に歩んだ。

アハブの娘が彼の妻であったからである。彼は主の

目の前に悪をおこなったが、 19主はしもべダビデの

ためにユダを滅ぼすことを好まれなかった。すなわ

ち主は彼とその子孫に常にともしびを与えると、彼

に約束されたからである。 20ヨラムの世にエドムが

そむいてユダの支配を脱し、みずから王を立てたの

で、 21ヨラムはすべての戦車を従えてザイルにわた

って行き、その戦車の指揮官たちと共に、夜のうち

に立ちあがって、彼を包囲しているエドムびとを撃

った。しかしヨラムの軍隊は天幕に逃げ帰った。 22

エドムはこのようにそむいてユダの支配を脱し、今

日に至っている。リブナもまた同時にそむいた。 23

ヨラムのその他の事績および彼がしたすべての事は

、ユダの歴代志の書にしるされているではないか。

24ヨラムはその先祖たちと共に眠って、ダビデの町

にその先祖たちと共に葬られ、その子アハジヤが代

って王となった。 25イスラエルの王アハブの子ヨラ

ムの第十二年にユダの王ヨラムの子アハジヤが位に

ついた。 26アハジヤは王となったとき二十二歳で、

エルサレムで一年世を治めた。その母は名をアタリ

ヤと言って、イスラエルの王オムリの孫娘であった

。 27アハジヤはまたアハブの家の道に歩み、アハブ

の家がしたように主の目の前に悪をおこなった。彼
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はアハブの家の婿であったからである。 28彼はアハ

ブの子ヨラムと共に行って、スリヤの王ハザエルと

ラモテ・ギレアデで戦ったが、スリヤびとらはヨラ

ムに傷を負わせた。 29ヨラム王はそのスリヤの王ハ

ザエルと戦うときにラマでスリヤびとに負わされた

傷をいやすため、エズレルに帰ったが、ユダの王ヨ

ラムの子アハジヤはアハブの子ヨラムが病んでいた

ので、エズレルに下って彼をおとずれた。

9時に預言者エリシャは預言者のともがらのひとり

を呼んで言った、「腰をひきからげ、この油のびん

を携えて、ラモテ・ギレアデへ行きなさい。 2そこ

に着いたならば、ニムシの子ヨシャパテの子である

エヒウを尋ね出し、内にはいって彼をその同僚たち

のうちから立たせて、奥の間に連れて行き、 3油の

びんを取って、その頭に注ぎ、『主はこう仰せられ

る、わたしはあなたに油を注いでイスラエルの王と

する』と言い、そして戸をあけて逃げ去りなさい。

とどまってはならない」。 4そこで預言者であるそ

の若者はラモテ・ギレアデへ行ったが、 5来て見る

と、軍勢の長たちが会議中であったので、彼は「将

軍よ、わたしはあなたに申しあげる事があります」

と言うと、エヒウが答えて、「われわれすべてのう

ちの、だれにですか」と言ったので、彼は「将軍よ

、あなたにです」と言った。 6するとエヒウが立ち

あがって家にはいったので、若者はその頭に油を注

いで彼に言った、「イスラエルの神、主はこう仰せ

られます、『わたしはあなたに油を注いで、主の民

イスラエルの王とする。 7あなたは主君アハブの家

を撃ち滅ぼさなければならない。それによってわた
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しは、わたしのしもべである預言者たちの血と、主

のすべてのしもべたちの血をイゼベルに報いる。 8

アハブの全家は滅びるであろう。アハブに属する男

は、イスラエルにいて、つながれた者も、自由な者

も、ことごとくわたしは断ち、 9アハブの家をネバ

テの子ヤラベアムのようにし、アヒヤの子バアシャ

の家のようにする。 10犬がイズレルの地域でイゼベ

ルを食い、彼女を葬る者はないであろう』」。そし

て彼は戸をあけて逃げ去った。 11やがてエヒウが主

君の家来たちの所へ出て来ると、彼らはエヒウに言

った、「変った事はありませんか。あの気違いは、

なんのためにあなたの所にきたのですか」。エヒウ

は彼らに言った、「あなたがたは、あの人を知って

います。またその言う事も知っています」。 12彼ら

は言った、「それは違います。どうぞわれわれに話

してください」。そこでエヒウは言った、「彼はこ

うこう、わたしに告げて言いました、『主はこう仰

せられる、わたしはあなたに油を注いで、イスラエ

ルの王とする』」。 13すると彼らは急いで、おのお

の衣服をとり、それを階段の上のエヒウの下に敷き

、ラッパを吹いて「エヒウは王である」と言った。

14こうしてニムシの子であるヨシャパテの子エヒウ

はヨラムにそむいた。（ヨラムはイスラエルをこと

ごとく率いて、ラモテ・ギレアデでスリヤの王ハザ

エルを防いだが、 15ヨラム王はスリヤの王ハザエル

と戦った時に、スリヤびとに負わされた傷をいやす

ため、エズレルに帰っていた。）エヒウは言った、

「もしこれがあなたがたの本心であるならば、ひと

りもこの町から忍び出て、これをエズレルに告げて
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はならない」。 16そしてエヒウは車に乗ってエズレ

ルへ行った。ヨラムがそこに伏していたからである

。またユダの王アハジヤはヨラムを見舞うために下

っていた。 17さてエズレルのやぐらに、ひとりの物

見が立っていたが、エヒウの群衆が来るのを見て、

「群衆が見える」と言ったので、ヨラムは言った、

「ひとりを馬に乗せてつかわし、それに会わせて『

平安ですか』と言わせなさい」。 18そこでひとりが

馬に乗って行き、彼に会って言った、「王はこう仰

せられます、『平安ですか』」。エヒウ言った、「

あなたは平安となんの関係がありますか。わたしの

あとについてきなさい」。物見はまた告げて言った

、「使者は彼らの所へ行きましたが、帰ってきませ

ん」。 19そこで再び人を馬でつかわしたので、彼ら

の所へ行って言った、「王はこう仰せられます、『

平安ですか』」。エヒウは答えて言った、「あなた

は平安となんの関係がありますか。わたしのあとに

ついてきなさい」。 20物見はまた告げて言った、「

彼も、彼らの所へ行きましたが帰ってきません。あ

の車の操縦はニムシの子エヒウの操縦するのに似て

、猛烈な勢いで操縦して来ます」。 21そこでヨラム

が「車を用意せよ」と言ったので、車を用意すると

、イスラエルの王ヨラムと、ユダの王アハジヤは、

おのおのその車で出て行った。すなわちエヒウに会

うために出ていって、エズレルびとナボテの地所で

彼に会った。 22ヨラムはエヒウを見て言った、「エ

ヒウよ、平安ですか」。エヒウは答えた、「あなた

の母イゼベルの姦淫と魔術とが、こんなに多いのに

、どうして平安でありえましょうか」。 23その時ヨ
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ラムは車をめぐらして逃げ、アハジヤにむかって、

「アハジヤよ、反逆です」と言うと、 24エヒウは手

に弓をひきしぼって、ヨラムの両肩の間を射たので

、矢は彼の心臓を貫き、彼は車の中に倒れた。 25エ

ヒウはその副官ビデカルに言った、「彼を取りあげ

て、エズレルびとナボテの畑に投げ捨てなさい。か

つて、わたしとあなたと、ふたり共に乗って、彼の

父アハブに従ったとき、主が彼について、この預言

をされたことを記憶しなさい。 26すなわち主は言わ

れた、『まことに、わたしはきのうナボテの血と、

その子らの血を見た』。また主は言われた、『わた

しはこの地所であなたに報復する』と。それゆえ彼

を取りあげて、その地所に投げすて、主の言葉のよ

うにしなさい」。 27ユダの王アハジヤはこれを見て

ベテハガンの方へ逃げたが、エヒウはそのあとを追

い、「彼をも撃て」と言ったので、イブレアムのほ

とりのグルの坂で車の中の彼を撃った。彼はメギド

まで逃げていって、そこで死んだ。 28その家来たち

は彼を車に載せてエルサレムに運び、ダビデの町で

彼の墓にその先祖たちと共に葬った。 29アハブの子

ヨラムの第十一年にアハジヤはユダの王となったの

である。 30エヒウがエズレルにきた時、イゼベルは

それを聞いて、その目を塗り、髪を飾って窓から望

み見たが、 31エヒウが門にはいってきたので、「主

君を殺したジムリよ、無事ですか」と言った。 32す

るとエヒウは顔をあげて窓にむかい、「だれか、わ

たしに味方する者があるか。だれかあるか」と言う

と、二、三人の宦官がエヒウを望み見たので、 33エ

ヒウは「彼女を投げ落せ」と言った。彼らは彼女を
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投げ落したので、その血が壁と馬とにはねかかった

。そして馬は彼女を踏みつけた。 34エヒウは内には

いって食い飲みし、そして言った、「あののろわれ

た女を見、彼女を葬りなさい。彼女は王の娘なのだ

」。 35しかし彼らが彼女を葬ろうとして行って見る

と、頭蓋骨と、足と、たなごころのほか何もなかっ

たので、 36帰って、彼に告げると、彼は言った、「

これは主が、そのしもべ、テシベびとエリヤによっ

てお告げになった言葉である。すなわち『エズレル

の地で犬がイゼベルの肉を食うであろう。 37イゼベ

ルの死体はエズレルの地で、糞土のように野のおも

てに捨てられて、だれも、これはイゼベルだ、と言

うことができないであろう』」。

10アハブはサマリヤに七十人の子供があった。エ

ヒウは手紙をしたためてサマリヤに送り、町のつか

さたちと、長老たちと、アハブの子供の守役たちと

に伝えて言った、 2「あなたがたの主君の子供たち

があなたがたと共におり、また戦車も馬も、堅固な

町も武器もあるのだから、この手紙があなたがたの

もとに届いたならば、すぐ、 3あなたがたは主君の

子供たちのうち最もすぐれた、最も適当な者を選ん

で、その父の位にすえ、主君の家のために戦いなさ

い」。 4彼らは大いに恐れて言った、「ふたりの王

たちがすでに彼に当ることができなかったのに、わ

れわれがどうして当ることができよう」。 5そこで

宮廷のつかさ、町のつかさ、長老たちと守役たちは

エヒウに人をつかわして言った、「わたしたちは、

あなたのしもべです。すべてあなたが命じられる事

をいたします。わたしたちは王を立てることを好み
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ません。あなたがよいと思われることをしてくださ

い」。 6そこでエヒウは再び彼らに手紙を書き送っ

て言った、「もしあなたがたが、わたしに味方し、

わたしに従おうとするならば、あなたがたの主君の

子供たちの首を取って、あすの今ごろエズレルにい

るわたしのもとに持ってきなさい」。そのころ、王

の子供たち七十人は彼らを育てていた町のおもだっ

た人々と共にいた。 7彼らはその手紙を受け取ると

、王の子供たちを捕えて、その七十人をことごとく

殺し、その首をかごにつめて、エズレルにいるエヒ

ウのもとに送った。 8使者が来て、エヒウに告げ、

「人々が王の子供たちの首を持ってきました」と言

うと、「あくる朝までそれを門の入口に、ふた山に

積んでおけ」と言った。 9朝になると、彼は出て行

って立ち、すべての民に言った、「あなたがたは正

しい。主君にそむいて彼を殺したのはわたしです。

しかしこのすべての者どもを殺したのはだれですか

。 10これであなたがたは、主がアハブの家について

告げられた主の言葉は一つも地に落ちないことを知

りなさい。主は、そのしもべエリヤによってお告げ

になった事をなし遂げられたのです」。 11こうして

エヒウは、アハブの家に属する者でエズレルに残っ

ている者をことごとく殺し、またそのすべてのおも

だった者、その親しい者およびその祭司たちを殺し

て、彼に属する者はひとりも残さなかった。 12さて

エヒウは立ってサマリヤへ行ったが、途中、牧者の

集まり場で、 13ユダの王アハジヤの身内の人々に会

い、「あなたがたはどなたですか」と言うと、「わ

たしたちはアハジヤの身内の者ですが、王の子供た
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ちと、王母の子供たちの安否を問うために下ってき

たのです」と答えたので、 14エヒウは「彼らをいけ

どれ」と命じた。そこで彼らをいけどって、集まり

場の穴のかたわらで彼ら四十二人をことごとく殺し

、ひとりをも残さなかった。 15エヒウはそこを立っ

て行ったが、自分を迎えにきたレカブの子ヨナダブ

に会ったので、彼にあいさつして、「あなたの心は

、わたしがあなたに対するように真実ですか」と言

うと、ヨナダブは「真実です」と答えた。するとエ

ヒウは「それならば、あなたの手をわたしに伸べな

さい」と言ったので、その手を伸べると、彼を引い

て自分の車に上らせ、 16「わたしと一緒にきて、わ

たしが主に熱心なのを見なさい」と言った。そして

彼を自分の車に乗せ、 17サマリヤへ行って、アハブ

に属する者で、サマリヤに残っている者をことごと

く殺して、その一族を滅ぼした。主がエリヤにお告

げになった言葉のとおりである。 18次いでエヒウは

民をことごとく集めて彼らに言った、「アハブは少

しばかりバアルに仕えたが、エヒウは大いにこれに

仕えるであろう。 19それゆえ、今バアルのすべての

預言者、すべての礼拝者、すべての祭司をわたしの

もとに召しなさい。ひとりもこない者のないように

しなさい。わたしは大いなる犠牲をバアルにささげ

ようとしている。すべてこない者は生かしておかな

い」。しかしエヒウはバアルの礼拝者たちを滅ぼす

ために偽ってこうしたのである。 20そしてエヒウは

「バアルのために聖会を催しなさい」と命じたので

、彼らはこれを布告した。 21エヒウはあまねくイス

ラエルに人をつかわしたので、バアルの礼拝者たち
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はことごとく来た。こないで残った者はひとりもな

かった。彼らはバアルの宮にはいったので、バアル

の宮は端から端までいっぱいになった。 22その時エ

ヒウは衣装をつかさどる者に「祭服を取り出してバ

アルのすべての礼拝者に与えよ」と言ったので、彼

らのために祭服を取り出した。 23そしてエヒウはレ

カブの子ヨナダブと共にバアルの宮に入り、バアル

の礼拝者たちに言った、「調べてみて、ここにはた

だバアルの礼拝者のみで、主のしもべはひとりも、

あなたがたのうちにいないようにしなさい」。 24こ

うして彼は犠牲と燔祭とをささげるためにはいった

。さてエヒウは八十人の者を外に置いて言った、「

わたしがあなたがたの手に渡す者をひとりでも逃す

者は、自分の命をもってその人の命に換えなければ

ならない」。 25こうして燔祭をささげることが終っ

たとき、エヒウはその侍衛と将校たちに言った、「

はいって彼らを殺せ。ひとりも逃がしてはならない

」。侍衛と将校たちはつるぎをもって彼らを撃ち殺

し、それを投げ出して、バアルの宮の本殿に入り、

26バアルの宮にある柱の像を取り出して、それを焼

いた。 27また彼らはバアルの石柱をこわし、バアル

の宮をこわして、かわやとしたが今日まで残ってい

る。 28このようにエヒウはイスラエルのうちからバ

アルを一掃した。 29しかしエヒウはイスラエルに罪

を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪、すなわちベ

テルとダンにある金の子牛に仕えることをやめなか

った。 30主はエヒウに言われた、「あなたはわたし

の目にかなう事を行うにあたって、よくそれを行い

、またわたしの心にあるすべての事をアハブの家に
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したので、あなたの子孫は四代までイスラエルの位

に座するであろう」。 31しかしエヒウはイスラエル

の神、主の律法を心をつくして守り行おうとはせず

、イスラエルに罪を犯させたヤラベアムの罪を離れ

なかった。 32この時にあたって、主はイスラエルの

領地を切り取ることを始められた。すなわちハザエ

ルはイスラエルのすべての領域を侵し、 33ヨルダン

の東で、ギレアデの全地、カドびと、ルベンびと、

マナセびとの地を侵し、アルノン川のほとりにある

アロエルからギレアデとバシャンに及んだ。 34エヒ

ウのその他の事績と、彼がしたすべての事およびそ

の武勇は、ことごとくイスラエルの王の歴代志の書

にしるされているではないか。 35エヒウはその先祖

たちと共に眠ったので、彼をサマリヤに葬った。そ

の子エホアハズが代って王となった。 36エヒウがサ

マリヤでイスラエルを治めたのは二十八年であった

。

11さてアハジヤの母アタリヤはその子の死んだの

を見て、立って王の一族をことごとく滅ぼしたが、

2ヨラム王の娘で、アハジヤの姉妹であるエホシバは

アハジヤの子ヨアシを、殺されようとしている王の

子たちのうちから盗み取り、彼とそのうばとを寝室

に入れて、アタリヤに隠したので、彼はついに殺さ

れなかった。 3ヨアシはうばと共に六年の間、主の

宮に隠れていたが、その間アタリヤが国を治めた。

4第七年になってエホヤダは人をつかわして、カリび

とと近衛兵との大将たちを招きよせ、主の宮にいる

自分のもとにこさせ、彼らと契約を結び、主の宮で

彼らに誓いをさせて王の子を見せ、 5命じて言った
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、「あなたがたのする事はこれです、すなわち、安

息日に非番となって王の家を守るあなたがたの三分

の一は、 6宮殿を守らなければならない。（他の三

分の一はスルの門におり、三分の一は近衛兵のうし

ろの門におる）。 7すべて安息日に当番で主の宮を

守るあなたがたの二つの部隊は、 8おのおのの武器

を手に取って王のまわりに立たなければならない。

すべて列に近よる者は殺されなければならない。あ

なたがたは王が出る時にも、はいる時にも王と共に

いなければならない」。 9そこでその大将たちは祭

司エホヤダがすべて命じたとおりにおこなった。す

なわち彼らはおのおの安息日に非番となる者と、安

息日に当番となる者とを率いて祭司エホヤダのもと

にきたので、 10祭司は主の宮にあるダビデ王のやり

と盾を大将たちに渡した。 11近衛兵はおのおの手に

武器をとって主の宮の南側から北側まで、祭壇と宮

を取り巻いて立った。 12そこでエホヤダは王の子を

つれ出して冠をいただかせ、律法の書を渡し、彼を

王と宣言して油を注いだので、人々は手を打って「

王万歳」と言った。 13アタリヤは近衛兵と民の声を

聞いて、主の宮に入り、民のところへ行って、 14見

ると、王は慣例にしたがって柱のかたわらに立ち、

王のかたわらには大将たちとラッパ手たちが立ち、

また国の民は皆喜んでラッパを吹いていたので、ア

タリヤはその衣を裂いて、「反逆です、反逆です」

と叫んだ。 15その時祭司エホヤダは軍勢を指揮して

いた大将たちに命じて、「彼女を列の間をとおって

出て行かせ、彼女に従う者をつるぎをもって殺しな

さい」と言った。これは祭司がさきに「彼女を主の
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宮で殺してはならない」と言ったからである。 16そ

こで彼らは彼女を捕え、王の家の馬道へ連れて行っ

たが、彼女はついにそこで殺された。 17かくてエホ

ヤダは主と王および民との間に、皆主の民となると

いう契約を立てさせ、また王と民との間にもそれを

立てさせた。 18そこで国の民は皆バアルの宮に行っ

て、これをこわし、その祭壇とその像を打ち砕き、

バアルの祭司マッタンをその祭壇の前で殺した。そ

して祭司は主の宮に管理人を置いた。 19次いでエホ

ヤダは大将たちと、カリびとと、近衛兵と国のすべ

ての民を率いて、主の宮から王を導き下り、近衛兵

の門の道から王の家に入り、王の位に座せしめた。

20こうして国の民は皆喜び、町はアタリヤが王の家

でつるぎをもって殺されてのち、おだやかになった

。 21ヨアシは位についた時七歳であった。

12ヨアシはエヒウの第七年に位につき、エルサレ

ムで四十年の間、世を治めた。その母はベエルシバ

の出身で、名をヂビアといった。 2ヨアシは一生の

間、主の目にかなう事をおこなった。祭司エホヤダ

が彼を教えたからである。 3しかし高き所は除かな

かったので、民はなおその高き所で犠牲をささげ、

香をたいた。 4ヨアシは祭司たちに言った、「すべ

て主の宮に聖別してささげる銀、すなわちおのおの

が課せられて、割当にしたがって人々の出す銀、お

よび人々が心から願って主の宮の持ってくる銀は、

5これを祭司たちがおのおのその知る人から受け取り

、どこでも主の宮に破れの見える時は、それをもっ

てその破れを繕わなければならない」。 6ところが

ヨアシ王の二十三年に至るまで、祭司たちは主の宮
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の破れを繕わなかった。 7それで、ヨアシ王は祭司

エホヤダおよび他の祭司たちを召して言った、「な

ぜ、あなたがたは主の宮の破れを繕わないのか。あ

なたがたはもはや知人から銀を受けてはならない。

主の宮の破れを繕うためにそれを渡しなさい」。 8

祭司たちは重ねて民から銀を受けない事と、主の宮

の破れを繕わない事とに同意した。 9そこで祭司エ

ホヤダは一つの箱を取り、そのふたに穴をあけて、

それを主の宮の入口の右側、祭壇のかたわらに置い

た。そして門を守る祭司たちは主の宮にはいってく

る銀をことごとくその中に入れた。 10こうしてその

箱の中に銀が多くなったのを見ると、王の書記官と

大祭司が上ってきて、主の宮にある銀を数えて袋に

詰めた。 11そしてその数えた銀を、工事をつかさど

る主の宮の監督者の手にわたしたので、彼らはそれ

を主の宮に働く木工と建築師に払い、 12石工および

石切りに払い、またそれをもって主の宮の破れを繕

う材木と切り石を買い、主の宮を繕うために用いる

すべての物のために費した。 13ただし、主の宮には

いってくるその銀をもって主の宮のために銀のたら

い、心切りばさみ、鉢、ラッパ、金の器、銀の器な

どを造ることはしなかった。 14ただこれを工事をす

る者に渡して、それで主の宮を繕わせた。 15またそ

の銀を渡して工事をする者に払わせた人々と計算す

ることはしなかった。彼らは正直に事をおこなった

からである。 16愆祭の銀と罪祭の銀は主の宮に、は

いらないで、祭司に帰した。 17そのころ、スリヤの

王ハザエルが上ってきて、ガテを攻めてこれを取っ

た。そしてハザエルがエルサレムに攻め上ろうとし
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て、その顔を向けたとき、 18ユダの王ヨアシはその

先祖、ユダの王ヨシャパテ、ヨラム、アハジヤが聖

別してささげたすべての物、およびヨアシ自身が聖

別してささげた物、ならびに主の宮の倉と、主の宮

にある金をことごとく取って、スリヤ王のハザエル

に贈ったので、ハザエルはエルサレムを離れ去った

。 19ヨアシのその他の事績および彼がしたすべての

事は、ユダの王の歴代志の書にしるされているでは

ないか。 20ヨアシの家来たちは立って徒党を結び、

シラに下る道にあるミロの家でヨアシを殺した。 21

すなわちその家来シメアテの子ヨザカルと、ショメ

ルの子ヨザバデが彼を撃って殺し、彼をその先祖と

同じく、ダビデの町に葬った。その子アマジヤが代

って王となった。

13ユダの王アハジヤの子ヨアシの第二十三年にエ

ヒウの子エホアハズはサマリヤでイスラエルの王と

なり、十七年世を治めた。 2彼は主の目の前に悪を

行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベ

アムの罪を行いつづけて、それを離れなかった。 3

そこで主はイスラエルに対して怒りを発し、エホア

ハズの治世の間、絶えずイスラエルをスリヤの王ハ

ザエルの手にわたし、またハザエルの子ベネハダデ

の手にわたされた。 4しかしエホアハズが主に願い

求めたので、主はついにこれを聞きいれられた。ス

リヤの王によって悩まされたイスラエルの悩みを見

られたからである。 5それで主がひとりの救助者を

イスラエルに賜わったので、イスラエルの人々はス

リヤびとの手をのがれ、前のように自分たちの天幕

に住むようになった。 6それにもかかわらず、彼ら
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はイスラエルに罪を犯させたヤラベアムの家の罪を

離れず、それを行いつづけた。またアシラの像もサ

マリヤに立ったままであった。 7さきにスリヤの王

が彼らを滅ぼし、踏み砕くちりのようにしたのでエ

ホアハズの軍勢で残ったものは、ただ騎兵五十人、

戦車十両、歩兵一万人のみであった。 8エホアハズ

その他の事績と、彼がしたすべての事およびその武

勇は、イスラエルの王の歴代志の書にしるされてい

るではないか。 9エホアハズは先祖たちと共に眠っ

たので、彼をサマリヤに葬った。その子ヨアシが代

って王となった。 10ユダの王ヨアシの第三十七年に

、エホアハズの子ヨアシはサマリヤでイスラエルの

王となり、十六年世を治めた。 11彼は主の目の前に

悪を行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤ

ラベアムのもろもろの罪を離れず、それに歩んだ。

12ヨアシのその他の事績と、彼がしたすべての事お

よびユダの王アマジヤと戦ったその武勇は、イスラ

エルの王の歴代志の書にしるされているではないか

。 13ヨアシは先祖たちと共に眠って、ヤラベアムが

その位に座した。そしてヨアシはイスラエルの王た

ちと同じくサマリヤに葬られた。 14さてエリシャは

死ぬ病気にかかっていたが、イスラエルの王ヨアシ

は下ってきて彼の顔の上に涙を流し、「わが父よ、

わが父よ、イスラエルの戦車よ、その騎兵よ」と言

った。 15エリシャは彼に「弓と矢を取りなさい」と

言ったので、弓と矢を取った。 16エリシャはまたイ

スラエルの王に「弓に手をかけなさい」と言ったの

で、手をかけた。するとエリシャは自分の手を王の

手の上におき、 17「東向きの窓をあけなさい」と言
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ったので、それをあけると、エリシャはまた「射な

さい」と言った。彼が射ると、エリシャは言った、

「主の救の矢、スリヤに対する救の矢。あなたはア

ペクでスリヤびとを撃ち破り、彼らを滅ぼしつくす

であろう」。 18エリシャはまた「矢を取りなさい」

と言ったので、それを取った。エリシャはまたイス

ラエルの王に「それをもって地を射なさい」と言っ

たので、三度射てやめた。 19すると神の人は怒って

言った、「あなたは五度も六度も射るべきであった

。そうしたならば、あなたはスリヤを撃ち破り、そ

れを滅ぼしつくすことができたであろう。しかし今

あなたはそうしなかったので、スリヤを撃ち破るこ

とはただ三度だけであろう」。 20こうしてエリシャ

は死んで葬られた。さてモアブの略奪隊は年が改ま

るごとに、国にはいって来るのを常とした。 21時に

、ひとりの人を葬ろうとする者があったが、略奪隊

を見たので、その人をエリシャの墓に投げ入れて去

った。その人はエリシャの骨に触れるとすぐ生きか

えって立ちあがった。 22スリヤの王ハザエルはエホ

アハズの一生の間、イスラエルを悩ましたが、 23主

はアブラハム、イサク、ヤコブと結ばれた契約のゆ

えにイスラエルを恵み、これをあわれみ、これを顧

みて滅ぼすことを好まず、なおこれをみ前から捨て

られなかった。 24スリヤの王ハザエルはついに死ん

で、その子ベネハダデが代って王となった。 25そこ

でエホアハズの子ヨアシは、父エホアハズがハザエ

ルに攻め取られた町々を、ハザエルの子ベネハダデ

の手から取り返した。すなわちヨアシは三度彼を撃

ち破って、イスラエルの町々を取り返した。
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14イスラエルの王エホアハズの子ヨアシの第二年

に、ユダの王ヨアシの子アマジヤが王となった。 2

彼は王となった時二十五歳で、二十九年の間エルサ

レムで世を治めた。その母はエルサレムの出身で、

名をエホアダンといった。 3アマジヤは主の目にか

なう事をおこなったが、先祖ダビデのようではなか

った。彼はすべての事を父ヨアシがおこなったよう

におこなった。 4ただし高き所は除かなかったので

、民はなおその高き所で犠牲をささげ、香をたいた

。 5彼は国が彼の手のうちに強くなった時、父ヨア

シ王を殺害した家来たちを殺したが、 6その殺害者

の子供たちは殺さなかった。これはモーセの律法の

書にしるされている所に従ったのであって、そこに

主は命じて「父は子のゆえに殺さるべきではない。

子は父のゆえに殺さるべきではない。おのおの自分

の罪のゆえに殺さるべきである」と言われている。

7アマジヤはまた塩の谷でエドムびと一万人を殺した

。またセラを攻め取って、その名をヨクテルと名づ

けたが、今日までそのとおりである。 8そこでアマ

ジヤがエヒウの子エホアハズの子であるイスラエル

の王ヨアシに使者をつかわして、「さあ、われわれ

は互に顔を合わせよう」と言わせたので、 9イスラ

エルの王ヨアシはユダの王アマジヤに言い送った、

「かつてレバノンのいばらがレバノンの香柏に、『

あなたの娘をわたしのむすこの妻にください』と言

い送ったことがあったが、レバノンの野獣がとおっ

て、そのいばらを踏み倒した。 10あなたは大いにエ

ドムを撃って、心にたかぶっているが、その栄誉に

満足して家にとどまりなさい。何ゆえ、あなたは災
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をひき起して、自分もユダも共に滅びるような事を

するのですか」。 11しかしアマジヤが聞きいれなか

ったので、イスラエルの王ヨアシは上ってきた。そ

こで彼とユダの王アマジヤはユダのベテシメシで互

に顔をあわせたが、 12ユダはイスラエルに敗られて

、おのおのその天幕に逃げ帰った。 13イスラエルの

王ヨアシはアハジヤの子ヨアシの子であるユダの王

アマジヤをベテシメシで捕え、エルサレムにきて、

エルサレムの城壁をエフライムの門から隅の門まで

、おおよそ四百キュビトにわたってこわし、 14また

主の宮と王の家の倉にある金銀およびもろもろの器

をことごとく取り、かつ人質をとってサマリヤに帰

った。 15ヨアシのその他の事績と、その武勇および

彼がユダの王アマジヤと戦った事は、イスラエルの

王の歴代志の書にしるされているではないか。 16ヨ

アシはその先祖たちと共に眠って、イスラエルの王

たちと共にサマリヤに葬られ、その子ヤラベアムが

代って王となった。 17ヨアシの子であるユダの王ア

マジヤは、エホアハズの子であるイスラエルの王ヨ

アシが死んで後、なお十五年生きながらえた。 18ア

マジヤのその他の事績は、ユダの王の歴代志の書に

しるされているではないか。 19時に人々がエルサレ

ムで徒党を結び、彼に敵対したので、彼はラキシに

逃げていったが、その人々はラキシに人をつかわし

て彼をそこで殺させた。 20人々は彼を馬に載せて運

んできて、エルサレムで彼を先祖たちと共にダビデ

の町に葬った。 21そしてユダの民は皆アザリヤを父

アマジヤの代りに王とした。時に年十六歳であった

。 22彼はエラテの町を建てて、これをユダに復帰さ
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せた。これはかの王がその先祖たちと共に眠った後

であった。 23ユダの王ヨアシの子アマジヤの第十五

年に、イスラエルの王ヨアシの子ヤラべアムがサマ

リヤで王となって四十一年の間、世を治めた。 24彼

は主の目の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯させ

たネバテの子ヤラベアムの罪を離れなかった。 25彼

はハマテの入口からアラバの海まで、イスラエルの

領域を回復した。イスラエルの神、主がガテヘペル

のアミッタイの子である、そのしもべ預言者ヨナに

よって言われた言葉のとおりである。 26主はイスラ

エルの悩みの非常に激しいのを見られた。そこには

つながれた者も、自由な者もいなくなり、またイス

ラエルを助ける者もいなかった。 27しかし主はイス

ラエルの名を天が下から消し去ろうとは言われなか

った。そして彼らをヨアシの子ヤラベアムの手によ

って救われた。 28ヤラベアムのその他の事績と、彼

がしたすべての事およびその武勇、すなわち彼が戦

争をした事および、かつてユダに属していたダマス

コとハマテを、イスラエルに復帰させた事は、イス

ラエルの王の歴代志の書にしるされているではない

か。 29ヤラベアムはその先祖であるイスラエルの王

たちと共に眠って、その子ゼカリヤが代って王とな

った。

15イスラエルの王ヤラベアムの第二十七年に、ユ

ダの王アマジヤの子アザリヤが王となった。 2彼が

王となった時は十六歳で、五十二年の間エルサレム

で世を治めた。その母はエルサレムの出身で、名を

エコリアといった。 3彼は主の目にかなう事を行い

、すべての事を父アマジヤが行ったようにおこなっ
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た。 4ただし高き所は除かなかったので、民はなお

その高き所で犠牲をささげ、香をたいた。 5主が王

を撃たれたので、その死ぬ日まで、らい病人となっ

て、離れ家に住んだ。王の子ヨタムが家の事を管理

し、国の民をさばいた。 6アザリヤのその他の事績

と、彼がしたすべての事は、ユダの王の歴代志の書

にしるされているではないか。 7アザリヤはその先

祖たちと共に眠ったので、彼をダビデの町にその先

祖たちと共に葬った。その子ヨタムが代って王とな

った。 8ユダの王アザリヤの第三十八年にヤラベア

ムの子ゼカリヤがサマリヤでイスラエルの王となり

、六か月世を治めた。 9彼はその先祖たちがおこな

ったように主の目の前に悪を行い、イスラエルに罪

を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪を離れなかっ

た。 10ヤベシの子シャルムが徒党を結んで彼に敵し

、イブレアムで彼を撃ち殺し、彼に代って王となっ

た。 11ゼカリヤのその他の事績は、イスラエルの王

の歴代志の書にしるされている。 12主はかつてエヒ

ウに、「あなたの子孫は四代までイスラエルの位に

座するであろう」と告げられたが、はたしてそのと

おりになった。 13ヤベシの子シャルムはユダの王ウ

ジヤの第三十九年に王となり、サマリヤで一か月世

を治めた。 14時にガデの子メナヘムがテルザからサ

マリヤに上ってきて、ヤベシの子シャルムをサマリ

ヤで撃ち殺し、彼に代って王となった。 15シャルム

のその他の事績と、彼が徒党を結んだ事は、イスラ

エルの王の歴代志の書にしるされている。 16その時

メナヘムはテルザから進んでいって、タップアと、

そのうちにいるすべての者、およびその領域を撃っ
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た。すなわち彼らが彼のために開かなかったので、

これを撃って、そのうちの妊娠の女をことごとく引

き裂いた。 17ユダの王アザリヤの第三十九年に、ガ

デの子メナヘムはイスラエルの王となり、サマリヤ

で十年の間、世を治めた。 18彼は主の目の前に悪を

行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベ

アムの罪を一生の間、離れなかった。 19時にアッス

リヤの王プルが国に攻めてきたので、メナヘムは銀

一千タラントをプルに与えた。これは彼がプルの助

けを得て、国を自分の手のうちに強くするためであ

った。 20すなわちメナヘムはその銀をイスラエルの

すべての富める者に課し、その人々におのおの銀五

十シケルを出させてアッスリヤの王に与えた。こう

してアッスリヤの王は国にとどまらないで帰ってい

った。 21メナヘムのその他の事績と彼がしたすべて

の事は、イスラエルの王の歴代志の書にしるされて

いるではないか。 22メナヘムは先祖たちと共に眠り

、その子ペカヒヤが代って王となった。 23メナヘム

の子ペカヒヤはユダの王アザリヤの第五十年に、サ

マリヤでイスラエルの王となり、二年の間、世を治

めた。 24彼は主の目の前に悪を行い、イスラエルに

罪を犯せたネバテの子ヤラベアムの罪を離れなかっ

た。 25時に彼の副官であったレマリヤのペカが、ギ

レアデびと五十人と共に徒党を結んで彼に敵し、サ

マリヤの、王の宮殿の天守で彼を撃ち殺した。すな

わちペカは彼を殺し、彼に代って王となった。 26ペ

カヒヤのその他の事績と彼がしたすべての事は、イ

スラエルの王の歴代志の書にしるされている。 27レ

マリヤの子ペカはユダの王アザリヤの第五十二年に
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、サマリヤでイスラエルの王となり、二十年の間、

世を治めた。 28彼は主の目の前に悪をおこない、イ

スラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪

を離れなかった。 29イスラエルの王ペカの世に、ア

ッスリヤの王テグラテピレセルが来て、イヨン、ア

ベル・ベテマアカ、ヤノア、ケデシ、ハゾル、ギレ

アデ、ガリラヤ、ナフタリの全地を取り、人々をア

ッスリヤへ捕え移した。 30時にエラの子ホセアは徒

党を結んで、レマリヤの子ペカに敵し、彼を撃ち殺

し、彼に代って王となった。これはウジヤの子ヨタ

ムの第二十年であった。 31ペカのその他の事績と彼

がしたすべての事は、イスラエルの王の歴代志の書

にしるされている。 32レマリヤの子イスラエルの王

ペカの第二年に、ユダの王ウジヤの子ヨタムが王と

なった。 33彼は王となった時二十五歳であったが、

エルサレムで十六年の間、世を治めた。母はザドク

の娘で、名をエルシャといった。 34彼は主の目にか

なう事を行い、すべて父ウジヤの行ったようにおこ

なった。 35ただし高き所は除かなかったので、民は

なおその高き所で犠牲をささげ、香をたいた。彼は

主の宮の上の門を建てた。 36ヨタムのその他の事績

と彼がしたすべての事は、ユダの王の歴代志の書に

しるされているではないか。 37そのころ、主はスリ

ヤの王レヂンとレマリヤの子ペカをユダに攻めこさ

せられた。 38ヨタムは先祖たちと共に眠って、その

先祖ダビデの町に先祖たちと共に葬られ、その子ア

ハズが代って王となった。

16レマリヤの子ペカの第十七年にユダの王ヨタム

の子アハズが王となった。 2アハズは王となった時
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二十歳で、エルサレムで十六年の間、世を治めたが

、その神、主の目にかなう事を先祖ダビデのように

は行わなかった。 3彼はイスラエルの王たちの道に

歩み、また主がイスラエルの人々の前から追い払わ

れた異邦人の憎むべきおこないにしたがって、自分

の子を火に焼いてささげ物とした。 4かつ彼は高き

所、また丘の上、すべての青木の下で犠牲をささげ

、香をたいた。 5そのころ、スリヤの王レヂンおよ

びレマリヤの子であるイスラエルの王ペカがエルサ

レムに攻め上って、アハズを囲んだが、勝つことが

できなかった。 6その時エドムの王はエラテを回復

してエドムの所領とし、ユダの人々をエラテから追

い出した。そしてエドムびとがエラテにきて、そこ

に住み、今日に至っている。 7そこでアハズは使者

をアッスリヤの王テグラテピレセルにつかわして言

わせた、「わたしはあなたのしもべ、あなたの子で

す。スリヤの王とイスラエルの王がわたしを攻め囲

んでいます。どうぞ上ってきて、彼らの手からわた

しを救い出してください」。 8そしてアハズは主の

宮と王の家の倉にある金と銀をとり、これを贈り物

としてアッスリヤの王におくったので、 9アッスリ

ヤの王は彼の願いを聞きいれた。すなわちアッスリ

ヤの王はダマスコに攻め上って、これを取り、その

民をキルに捕え移し、またレヂンを殺した。 10アハ

ズ王はアッスリヤの王テグラテピレセルに会おうと

ダマスコへ行ったが、ダマスコにある祭壇を見たの

で、アハズ王はその祭壇の作りにしたがって、その

詳しい図面と、ひな型とを作って、祭司ウリヤに送

った。 11そこで祭司ウリヤはアハズ王がダマスコか
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ら送ったものにしたがって祭壇を建てた。すなわち

祭司ウリヤはアハズ王がダマスコから帰るまでにそ

のとおりに作った。 12王はダマスコから帰ってきて

、その祭壇を見、祭壇に近づいてその上に登り、 13

燔祭と素祭を焼き、灌祭を注ぎ、酬恩祭の血を祭壇

にそそぎかけた。 14彼はまた主の前にあった青銅の

祭壇を宮の前から移した。すなわちそれを新しい祭

壇と主の宮の間から移して、新しい祭壇の北の方に

すえた。 15そしてアハズ王は祭司ウリヤに命じて言

った、「朝の燔祭と夕の素祭および王の燔祭とその

素祭、ならびに国中の民の燔祭とその素祭および灌

祭は、この大きな祭壇の上で焼きなさい。また燔祭

の血と犠牲の血はすべてこれにそそぎかけなさい。

あの青銅の祭壇をわたしは伺いを立てるのに用いよ

う」。 16祭司ウリヤはアハズ王がすべて命じたとお

りにおこなった。 17またアハズ王は台の鏡板を切り

取って、洗盤をその上から移し、また海をその下に

ある青銅の牛の上からおろして、石の座の上にすえ

、 18また宮のうちに造られていた安息日用のおおい

のある道、および王の用いる外の入口をアッスリヤ

の王のために主の宮から除いた。 19アハズのその他

の事績は、ユダの王の歴代志の書にしるされている

ではないか。 20アハズは先祖たちと共に眠って、ダ

ビデの町にその先祖たちと共に葬られ、その子ヒゼ

キヤが代って王となった。

17ユダの王アハズの第十二年にエラの子ホセアが

王となり、サマリヤで九年の間、イスラエルを治め

た。 2彼は主の目の前に悪を行ったが、彼以前のイ

スラエルの王たちのようではなかった。 3アッスリ
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ヤの王シャルマネセルが攻め上ったので、ホセアは

彼に隷属して、みつぎを納めたが、 4アッスリヤの

王はホセアがついに自分にそむいたのを知った。そ

れはホセアが使者をエジプトの王ソにつかわし、ま

た年々納めていたみつぎを、アッスリヤの王に納め

なかったからである。そこでアッスリヤの王は彼を

監禁し、獄屋につないだ。 5そしてアッスリヤの王

は攻め上って国中を侵し、サマリヤに上ってきて三

年の間、これを攻め囲んだ。 6ホセアの第九年にな

って、アッスリヤの王はついにサマリヤを取り、イ

スラエルの人々をアッスリヤに捕えていって、ハラ

と、ゴザンの川ハボルのほとりと、メデアの町々に

おいた。 7この事が起ったのは、イスラエルの人々

が、自分たちをエジプトの地から導き上って、エジ

プトの王パロの手をのがれさせられたその神、主に

むかって罪を犯し、他の神々を敬い、 8主がイスラ

エルの人々の前から追い払われた異邦人のならわし

に従って歩み、またイスラエルの王たちが定めたな

らわしに従って歩んだからである。 9イスラエルの

人々はその神、主にむかって正らぬ事をひそかに行

い、見張台から堅固な町に至るまで、すべての町々

に高き所を建て、 10またすべての高い丘の上、すべ

ての青木の下に石の柱とアシラ像を立て、 11主が彼

らの前から捕え移された異邦人がしたように、すべ

ての高き所で香をたき、悪事を行って、主を怒らせ

た。 12また主が彼らに「あなたがたはこの事をして

はならない」と言われたのに偶像に仕えた。 13主は

すべての預言者、すべての先見者によってイスラエ

ルとユダを戒め、「翻って、あなたがたの悪い道を
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離れ、わたしがあなたがたの先祖たちに命じ、また

わたしのしもべである預言者たちによってあなたが

たに伝えたすべての律法のとおりに、わたしの戒め

と定めとを守れ」と仰せられたが、 14彼らは聞きい

れず、彼らの先祖たちがその神、主を信じないで、

強情であったように、彼らは強情であった。 15そし

て彼らは主の定めを捨て、主が彼らの先祖たちと結

ばれた契約を破り、また彼らに与えられた警告を軽

んじ、かつむなしい偶像に従ってむなしくなり、ま

た周囲の異邦人に従った。これは主が、彼らのよう

におこなってはならないと彼らに命じられたもので

ある。 16彼らはその神、主のすべての戒めを捨て、

自分のために二つの子牛の像を鋳て造り、またアシ

ラ像を造り、天の万象を拝み、かつバアルに仕え、

17またそのむすこ、娘を火に焼いてささげ物とし、

占いおよびまじないをなし、主の目の前に悪をおこ

なうことに身をゆだねて、主を怒らせた。 18それゆ

え、主は大いにイスラエルを怒り、彼らをみ前から

除かれたので、ユダの部族のほか残った者はなかっ

た。 19ところがユダもまたその神、主の戒めを守ら

ず、イスラエルが定めたならわしに歩んだので、 20

主はイスラエルの子孫をことごとく捨て、彼らを苦

しめ、彼らを略奪者の手にわたして、ついに彼らを

み前から打ちすてられた。 21主はイスラエルをダビ

デの家から裂き離されたので、イスラエルはネバテ

の子ヤラベアムを王としたが、ヤラベアムはイスラ

エルに、主に従うことをやめさせ、大きな罪を犯さ

せた。 22イスラエルの人々がヤラベアムのおこなっ

たすべての罪をおこない続けて、それを離れなかっ
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たので、 23ついに主はそのしもべである預言者たち

によって言われたように、イスラエルをみ前から除

き去られた。こうしてイスラエルは自分の国からア

ッスリヤに移されて今日に至っている。 24かくてア

ッスリヤの王はバビロン、クタ、アワ、ハマテおよ

びセパルワイムから人々をつれてきて、これをイス

ラエルの人々の代りにサマリヤの町々におらせたの

で、その人々はサマリヤを領有して、その町々に住

んだ。 25彼らがそこに住み始めた時、主を敬うこと

をしなかったので、主は彼らのうちにししを送り、

ししは彼らのうちの数人を殺した。 26そこで人々は

アッスリヤの王に告げて言った、「あなたが移して

サマリヤの町々におらせられたあの国々の民は、そ

の地の神のおきてを知らないゆえに、その神は彼ら

のうちにししを送り、ししは彼らを殺した。これは

彼らが、その地の神のおきてを知らないためです」

。 27アッスリヤの王は命じて言った、「あなたがた

があそこから移した祭司のひとりをあそこへ連れて

行きなさい。彼をあそこへやって住まわせ、その国

の神のおきてをその人々に教えさせなさい」。 28そ

こでサマリヤから移された祭司のひとりが来てベテ

ルに住み、どのように主を敬うべきかを彼らに教え

た。 29しかしその民はおのおの自分の神々を造って

、それをサマリヤびとが造った高き所の家に安置し

た。民は皆住んでいる町々でそのようにおこなった

。 30すなわちバビロンの人々はスコテ・ベノテを造

り、クタの人々はネルガルを造り、ハマテの人々は

アシマを造り、 31アワの人々はニブハズとタルタク

を造り、セパルワイムびとはその子を火に焼いて、
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セパルワイムの神アデランメレクおよびアナンメレ

クにささげた。 32彼はまた主を敬い、自分たちのう

ちから一般の民を立てて高き所の祭司としたので、

その人々は高き所の家で勤めをした。 33このように

彼らは主を敬ったが、また彼らが出てきた国々のな

らわしにしたがって、自分たちの神々にも仕えた。

34今日に至るまで彼らは先のならわしにしたがって

おこなっている。彼らは主を敬わず、また主がイス

ラエルと名づけられたヤコブの子孫に命じられた定

めにも、おきてにも、律法にも、戒めにも従わない

。 35主はかつて彼らと契約を結び、彼らに命じて言

われた、「あなたがたは他の神々を敬ってはならな

い。また彼らを拝み、彼らに仕え、彼らに犠牲をさ

さげてはならない。 36ただ大きな力と伸べた腕とを

もって、あなたがたをエジプトの地から導き上った

主をのみ敬い、これを拝み、これに犠牲をささげな

ければならない。 37またあなたがたのために書きし

るされた定めと、おきてと、律法と、戒めとを、慎

んで常に守らなければならない。他の神々を敬って

はならない。 38わたしがあなたがたと結んだ契約を

忘れてはならない。また他の神々を敬ってはならな

い。 39ただあなたがたの神、主を敬わなければなら

ない。主はあなたがたをそのすべての敵の手から救

い出されるであろう」。 40しかし彼らは聞きいれず

、かえって先のならわしにしたがっておこなった。

41このように、これらの民は主を敬い、またその刻

んだ像にも仕えたが、その子たちも、孫たちも同様

であって、彼らはその先祖がおこなったように今日

までおこなっている。
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18イスラエルの王エラの子ホセアの第三年にユダ

の王アハズの子ヒゼキヤが王となった。 2彼は王と

なった時二十五歳で、エルサレムで二十九年の間、

世を治めた。その母はゼカリヤの娘で、名をアビと

いった。 3ヒゼキヤはすべて先祖ダビデがおこなっ

たように主の目にかなう事を行い、 4高き所を除き

、石柱をこわし、アシラ像を切り倒し、モーセの造

った青銅のへびを打ち砕いた。イスラエルの人々は

この時までそのへびに向かって香をたいていたから

である。人々はこれをネホシタンと呼んだ。 5ヒゼ

キヤはイスラエルの神、主に信頼した。そのために

彼のあとにも彼の先にも、ユダのすべての王のうち

に彼に及ぶ者はなかった。 6すなわち彼は固く主に

従って離れることなく、主がモーセに命じられた命

令を守った。 7主が彼と共におられたので、すべて

彼が出て戦うところで功をあらわした。彼はアッス

リヤの王にそむいて、彼に仕えなかった。 8彼はペ

リシテびとを撃ち敗って、ガザとその領域にまで達

し、見張台から堅固な町にまで及んだ。 9ヒゼキヤ

王の第四年すなわちイスラエルの王エラの子ホセア

の第七年に、アッスリヤの王シャルマネセルはサマ

リヤに攻め上って、これを囲んだが、 10三年の後つ

いにこれを取った。サマリヤが取られたのはヒゼキ

ヤの第六年で、それはイスラエルの王ホセアの第九

年であった。 11アッスリヤの王はイスラエルの人々

をアッスリヤに捕えていって、ハラと、ゴザンの川

ハボルのほとりと、メデアの町々に置いた。 12これ

は彼らがその神、主の言葉にしたがわず、その契約

を破り、主のしもべモーセの命じたすべての事に耳
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を傾けず、また行わなかったからである。 13ヒゼキ

ヤ王の第十四年にアッスリヤの王セナケリブが攻め

上ってユダのすべての堅固な町々を取ったので、 14

ユダの王ヒゼキヤは人をラキシにつかわしてアッス

リヤの王に言った、「わたしは罪を犯しました。ど

うぞ引き上げてください。わたしに課せられること

はなんでもいたします」。アッスリヤの王は銀三百

タラントと金三十タラントをユダの王ヒゼキヤに課

した。 15ヒゼキヤは主の宮と王の家の倉とにある銀

をことごとく彼に与えた。 16この時ユダの王ヒゼキ

ヤはまた主の神殿の戸および柱から自分が着せた金

をはぎ取って、アッスリヤの王に与えた。 17アッス

リヤの王はまたタルタン、ラブサリスおよびラブシ

ャケを、ラキシから大軍を率いてエルサレムにいる

ヒゼキヤ王のもとにつかわした。彼らは上ってエル

サレムに来た。彼らはエルサレムに着くと、布さら

し場に行く大路に沿っている上の池の水道のかたわ

らへ行って、そこに立った。 18そして彼らが王を呼

んだので、ヒルキヤの子である宮内卿エリアキム、

書記官セブナ、およびアサフの子である史官ヨアが

彼らのところに出てきた。 19ラブシャケは彼らに言

った、「ヒゼキヤに言いなさい、『大王、アッスリ

ヤの王はこう仰せられる。あなたが頼みとする者は

何か。 20口先だけの言葉が戦争をする計略と力だと

考えるのか。あなたは今だれにたよって、わたしに

そむいたのか。 21今あなたは、あの折れかけている

葦のつえ、エジプトを頼みとしているが、それは人

がよりかかる時、その人の手を刺し通すであろう。

エジプトの王パロはすべて寄り頼む者にそのように
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する。 22しかしあなたがもし「われわれは、われわ

れの神、主を頼む」とわたしに言うのであれば、そ

の神はヒゼキヤがユダとエルサレムに告げて、「あ

なたがたはエルサレムで、この祭壇の前に礼拝しな

ければならない」と言って、その高き所と祭壇とを

除いた者ではないか。 23さあ、わたしの主君アッス

リヤの王とかけをせよ。もしあなたの方に乗る人が

あるならば、わたしは馬二千頭を与えよう。 24あな

たはエジプトを頼み、戦車と騎兵を請い求めている

が、わたしの主君の家来のうちの最も小さい一隊長

でさえ、どうして撃退することができようか。 25わ

たしがこの所を滅ぼすために上ってきたのは、主の

許しなしにしたことであろうか。主がわたしにこの

地に攻め上ってこれを滅ぼせと言われたのだ』」。

26その時ヒルキヤの子エリアキムおよびセブナとヨ

アはラブシャケに言った、「どうぞ、アラム語でし

もべどもに話してください。わたしたちは、それが

わかるからです。城壁の上にいる民の聞いていると

ころで、わたしたちにユダヤの言葉で話さないでく

ださい」。 27しかしラブシャケは彼らに言った、「

わたしの主君は、あなたの主君とあなたにだけでな

く、城壁の上に座している人々にも、この言葉を告

げるためにわたしをつかわしたのではないか。彼ら

も、あなたがたと共に自分の糞尿を食い飲みするに

至るであろう」。 28そしてラブシャケは立ちあがり

、ユダヤの言葉で大声に呼ばわって言った。「大王

、アッスリヤの王の言葉を聞け。 29王はこう仰せら

れる、『あなたがたはヒゼキヤに欺かれてはならな

い。彼はあなたがたをわたしの手から救いだすこと
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はできない。 30ヒゼキヤが「主は必ずわれわれを救

い出される。この町はアッスリヤ王の手に陥ること

はない」と言っても、あなたがたは主を頼みとして

はならない』。 31あなたがたはヒゼキヤの言葉を聞

いてはならない。アッスリヤの王はこう仰せられる

、『あなたがたはわたしと和解して、わたしに降服

せよ。そうすればあなたがたはおのおの自分のぶど

うの実を食べ、おのおの自分のいちじくの実を食べ

、おのおの自分の井戸の水を飲むことができるであ

ろう。 32やがてわたしが来て、あなたがたを一つの

国へ連れて行く。それはあなたがたの国のように穀

物とぶどう酒のある地、パンとぶどう畑のある地、

オリブの木と蜜のある地である。あなたがたは生き

ながらえることができ、死ぬことはない。ヒゼキヤ

が「主はわれわれを救われる」と言って、あなたが

たを惑わしても彼に聞いてはならない。 33諸国民の

神々のうち、どの神がその国をアッスリヤの王の手

から救ったか。 34ハマテやアルパデの神々はどこに

いるのか。セパルワイム、ヘナおよびイワの神々は

どこにいるのか。彼らはサマリヤをわたしの手から

救い出したか。 35国々のすべての神々のうち、その

国をわたしの手から救い出した者があったか。主が

どうしてエルサレムをわたしの手から救い出すこと

ができよう』」。 36しかし民は黙して、ひと言も彼

に答えなかった。王が命じて「彼に答えてはならな

い」と言っておいたからである。 37こうしてヒルキ

ヤの子である宮内卿エリアキム、書記官セブナ、お

よびアサフの子である史官ヨアは衣を裂き、ヒゼキ

ヤのもとに来て、ラブシャケの言葉を彼に告げた。
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19ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を裂き、荒布を

身にまとって主に宮に入り、 2宮内卿エリアキムと

書記官セブナおよび祭司のうちの年長者たちに荒布

をまとわせて、アモツの子預言者イザヤのもとにつ

かわした。 3彼らはイザヤに言った、「ヒゼキヤは

こう申されます、『きょうは悩みと、懲しめと、は

ずかしめの日です。胎児がまさに生れようとして、

これを産み出す力がないのです。 4あなたの神、主

はラブシャケがその主君アッスリヤの王につかわさ

れて、生ける神をそしったもろもろの言葉を聞かれ

たかもしれません。そしてあなたの神、主はその聞

いた言葉をとがめられるかもしれません。それゆえ

、この残っている者のために祈をささげてください

』」。 5ヒゼキヤ王の家来たちがイザヤのもとに来

たとき、 6イザヤは彼らに言った、「あなたがたの

主君にこう言いなさい、『主はこう仰せられる、ア

ッスリヤの王の家来たちが、わたしをそしった言葉

を聞いて恐れるには及ばない。 7見よ、わたしは一

つの霊を彼らのうちに送って、一つのうわさを聞か

せ、彼を自分の国へ帰らせて、自分の国でつるぎに

倒れさせるであろう』」。 8ラブシャケは引き返し

て、アッスリヤの王がリブナを攻めているところへ

行った。彼が王のラキシを去ったことを聞いたから

である。 9この時アッスリヤの王はエチオピヤの王

テルハカについて、「彼はあなたと戦うために出て

きた」と人々がいうのを聞いたので、再び使者をヒ

ゼキヤにつかわして言った、 10「ユダの王ヒゼキヤ

にこう言いなさい、『あなたは、エルサレムはアッ

スリヤの王の手に陥ることはない、と言うあなたの
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信頼する神に欺かれてはならない。 11あなたはアッ

スリヤの王たちがもろもろの国々にした事、彼らを

全く滅ぼした事を聞いている。どうしてあなたが救

われることができようか。 12わたしの父たちはゴザ

ン、ハラン、レゼフ、およびテラサルにいたエデン

の人々を滅ぼしたが、その国々の神々は彼らを救っ

たか。 13ハマテの王、アルパデの王、セパルワイム

の町の王、ヘナの王およびイワの王はどこにいるの

か』」。 14ヒゼキヤは使者の手から手紙を受け取っ

てそれを読み、主の宮にのぼっていって、主の前に

それをひろげ、 15そしてヒゼキヤは主の前に祈って

言った、「ケルビムの上に座しておられるイスラエ

ルの神、主よ、地のすべての国のうちで、ただあな

ただけが神でいらせられます。あなたは天と地を造

られました。 16主よ、耳を傾けて聞いてください。

主よ、目を開いてごらんください。セナケリブが生

ける神をそしるために書き送った言葉をお聞きくだ

さい。 17主よ、まことにアッスリヤの王たちはもろ

もろの民とその国々を滅ぼし、 18またその神々を火

に投げ入れました。それらは神ではなく、人の手の

作ったもので、木や石だから滅ぼされたのです。 19

われわれの神、主よ、どうぞ、今われわれを彼の手

から救い出してください。そうすれば地の国々は皆

、主であるあなただけが神でいらせられることを知

るようになるでしょう」。 20その時アモツの子イザ

ヤは人をつかわしてヒゼキヤに言った、「イスラエ

ルの神、主はこう仰せられる、『アッスリヤの王セ

ナケリブについてあなたがわたしに祈ったことは聞

いた』。 21主が彼について語られた言葉はこうであ
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る、『処女であるシオンの娘はあなたを侮り、あな

たをあざける。エルサレムの娘はあなたのうしろで

頭を振る。 22あなたはだれをそしり、だれをののし

ったのか。あなたはだれにむかって声をあげ、目を

高くあげたのか。イスラエルの聖者にむかってした

のだ。 23あなたは使者をもって主をそしって言った

、「わたしは多くの戦車をひきいて山々の頂にのぼ

り、レバノンの奥に行き、たけの高い香柏と最も良

いいとすぎを切り倒し、またその果の野営地に行き

、その密林にはいった。 24わたしは井戸を掘って外

国の水を飲んだ。わたしは足の裏で、エジプトのす

べての川を踏みからした」。 25あなたは聞かなかっ

たか、昔わたしがこれを定めたことを。堅固な町々

をあなたが荒塚とすることも、いにしえの日からわ

たしが計画して今これをおこなうのだ。 26そのうち

に住む民は力弱くおののき、恥をいだいて、野の草

のように、青菜のようになり、育たないで枯れる屋

根の草のようになった。 27わたしはあなたのすわる

こと、出入りすること、わたしにむかって怒り叫ん

だことをも知っている。 28あなたがわたしにむかっ

て怒り叫んだことと、あなたの高慢がわたしの耳に

はいったため、わたしはあなたの鼻に輪をつけ、あ

なたの口にくつわをはめて、あなたをもときた道へ

引きもどすであろう』。 29『あなたに与えるしるし

はこれである。すなわち、ことしは落ち穂からはえ

たものを食べ、二年目にはまたその落ち穂からはえ

たものを食べ、三年目には種をまき、刈り入れ、ぶ

どう畑を作ってその実を食べるであろう。 30ユダの

家ののがれて残る者は再び下に根を張り、上に実を
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結ぶであろう。 31すなわち残る者がエルサレムから

出てき、のがれた者がシオンの山から出て来るであ

ろう。主の熱心がこれをされるであろう』。 32それ

ゆえ、主はアッスリヤの王について、こう仰せられ

る、『彼はこの町にこない、またここに矢を放たな

い、盾をもってその前に来ることなく、また塁を築

いてこれを攻めることはない。 33彼は来た道を帰っ

て、この町に、はいることはない。主がこれを言う

。 34わたしは自分のため、またわたしのしもべダビ

デのためにこの町を守って、これを救うであろう』

」。 35その夜、主の使が出て、アッスリヤの陣営で

十八万五千人を撃ち殺した。人々が朝早く起きて見

ると、彼らは皆、死体となっていた。 36アッスリヤ

の王セナケリブは立ち去り、帰って行ってニネベに

いたが、 37その神ニスロクの神殿で礼拝していた時

、その子アデランメレクとシャレゼルが、つるぎを

もって彼を殺し、ともにアララテの地へ逃げて行っ

た。そこでその子エサルハドンが代って王となった

。

20そのころ、ヒゼキヤは病気になって死にかかっ

ていた。アモツの子預言者イザヤは彼のところにき

て言った、「主はこう仰せられます、『家の人に遺

言をなさい。あなたは死にます。生きながらえるこ

とはできません』」。 2そこでヒゼキヤは顔を壁に

向けて主に祈って言った、 3「ああ主よ、わたしが

真実を真心をもってあなたの前に歩み、あなたの目

にかなうことをおこなったのをどうぞ思い起してく

ださい」。そしてヒゼキヤは激しく泣いた。 4イザ

ヤがまだ中庭を出ないうちに主の言葉が彼に臨んだ
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、 5「引き返して、わたしの民の君ヒゼキヤに言い

なさい、『あなたの父ダビデの神、主はこう仰せら

れる、わたしはあなたの祈を聞き、あなたの涙を見

た。見よ、わたしはあなたをいやす。三日目にはあ

なたは主の宮に上るであろう。 6かつ、わたしはあ

なたのよわいを十五年増す。わたしはあなたと、こ

の町とをアッスリヤの王の手から救い、わたしの名

のため、またわたしのしもべダビデのためにこの町

を守るであろう』」。 7そしてイザヤは言った、「

干しいちじくのひとかたまりを持ってきて、それを

腫物につけさせなさい。そうすれば直るでしょう」

。 8ヒゼキヤはイザヤに言った、「主がわたしをい

やされる事と、三日目にわたしが主の家に上ること

について、どんなしるしがありましょうか」。 9イ

ザヤは言った、「主が約束されたことを行われるこ

とについては、主からこのしるしを得られるでしょ

う。すなわち日影が十度進むか、あるいは十度退く

かです」。 10ヒゼキヤは答えた、「日影が十度進む

ことはたやすい事です。むしろ日影を十度退かせて

ください」。 11そこで預言者イザヤが主に呼ばわる

と、アハズの日時計の上に進んだ日影を、十度退か

せられた。 12そのころ、バラダンの子であるバビロ

ンの王メロダクバラダンは、手紙と贈り物を持たせ

て使節をヒゼキヤにつかわした。これはヒゼキヤが

病んでいることを聞いたからである。 13ヒゼキヤは

彼らを喜び迎えて、宝物の蔵、金銀、香料、貴重な

油および武器倉、ならびにその倉庫にあるすべての

物を彼らに見せた。家にある物も、国にある物も、

ヒゼキヤが彼らに見せない物は一つもなかった。 14
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その時、預言者イザヤはヒゼキヤ王のもとにきて言

った、「あの人々は何を言いましたか。どこからき

たのですか」。ヒゼキヤは言った、「彼らは遠い国

から、バビロンからきたのです」。 15イザヤは言っ

た、「彼らはあなたの家で何を見ましたか」。ヒゼ

キヤは答えて言った、「わたしの家にある物を皆見

ました。わたしの倉庫のうちには、わたしが彼らに

見せない物は一つもありません」。 16そこでイザヤ

はヒゼキヤに言った、「主の言葉を聞きなさい、 17

『主は言われる、見よ、すべてあなたの家にある物

、および、あなたの先祖たちが今日までに積みたく

わえた物の、バビロンに運び去られる日が来る。何

も残るものはないであろう。 18また、あなたの身か

ら出るあなたの子たちも連れ去られ、バビロンの王

の宮殿で宦官となるであろう』」。 19ヒゼキヤはイ

ザヤに言った、「あなたが言われた主の言葉は結構

です」。彼は「せめて自分が世にあるあいだ、平和

と安全があれば良いことではなかろうか」と思った

からである。 20ヒゼキヤのその他の事績とその武勇

および、彼が貯水池と水道を作って、町に水を引い

た事は、ユダの王の歴代志の書にしるされているで

はないか。 21ヒゼキヤはその先祖たちと共に眠って

、その子マナセが代って王となった。

21マナセは十二歳で王となり、五十五年の間、エ

ルサレムで世を治めた。母の名はヘフジバといった

。 2マナセは主がイスラエルの人々の前から追い払

われた国々の民の憎むべきおこないにならって、主

の目の前に悪をおこなった。 3彼は父ヒゼキヤがこ

わした高き所を建て直し、またイスラエルの王アハ
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ブがしたようにバアルのために祭壇を築き、アシラ

像を造り、かつ天の万象を拝んで、これに仕えた。

4また主の宮のうちに数個の祭壇を築いた。これは主

が「わたしの名をエルサレムに置こう」と言われた

その宮である。 5彼はまた主の宮の二つの庭に天の

万象のために祭壇を築いた。 6またその子を火に焼

いてささげ物とし、占いをし、魔術を行い、口寄せ

と魔法使を用い、主の目の前に多くの悪を行って、

主の怒りを引き起した。 7彼はまたアシラの彫像を

作って主の宮に置いた。主はこの宮についてダビデ

とその子ソロモンに言われたことがある、「わたし

はこの宮と、わたしがイスラエルのすべての部族の

うちから選んだエルサレムとに、わたしの名を永遠

に置く。 8もし、彼らがわたしが命じたすべての事

、およびわたしのしもべモーセが命じたすべての律

法を守り行うならば、イスラエルの足を、わたしが

彼らの先祖たちに与えた地から、重ねて迷い出させ

ないであろう」。 9しかし彼らは聞きいれなかった

。マナセが人々をいざなって悪を行ったことは、主

がイスラエルの人々の前に滅ぼされた国々の民より

もはなはだしかった。 10そこで主はそのしもべであ

る預言者たちによって言われた、 11「ユダの王マナ

セがこれらの憎むべき事を行い、彼の先にあったア

モリびとの行ったすべての事よりも悪い事を行い、

またその偶像をもってユダに罪を犯させたので、 12

イスラエルの神、主はこう仰せられる、見よ、わた

しはエルサレムとユダに災をくだそうとしている。

これを聞く者は、その耳が二つながら鳴るであろう

。 13わたしはサマリヤをはかった測りなわと、アハ
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ブの家に用いた下げ振りをエルサレムにほどこし、

人が皿をぬぐい、これをぬぐって伏せるように、エ

ルサレムをぬぐい去る。 14わたしは、わたしの嗣業

の民の残りを捨て、彼らを敵の手に渡す。彼らはも

ろもろの敵のえじきとなり、略奪にあうであろう。

15これは彼らの先祖たちがエジプトを出た日から今

日に至るまで、彼らがわたしの目の前に悪を行って

、わたしを怒らせたためである」。 16マナセはまた

主の目の前に悪を行って、ユダに罪を犯させたその

罪のほかに、罪なき者の血を多く流して、エルサレ

ムのこの果から、かの果にまで満たした。 17マナセ

のその他の事績と、彼がおこなったすべての事およ

びその犯した罪は、ユダの王の歴代志の書にしるさ

れているではないか。 18マナセは先祖たちと共に眠

って、その家の園すなわちウザの園に葬られ、その

子アモンが代って王となった。 19アモンは王となっ

た時二十二歳であって、エルサレムで二年の間、世

を治めた。母はヨテバのハルツの娘で、名をメシュ

レメテといった。 20アモンはその父マナセのおこな

ったように、主の目の前に悪を行った。 21すなわち

彼はすべてその父の歩んだ道に歩み、父の仕えた偶

像に仕えて、これを拝み、 22先祖たちの神、主を捨

てて、主の道に歩まなかった。 23アモンの家来たち

はついに彼に敵して徒党を結び、王をその家で殺し

たが、 24国の民は、アモン王に敵して徒党を結んだ

者をことごとく撃ち殺した。そして国の民はアモン

の子ヨシヤを王としてアモンに代らせた。 25アモン

のその他の事績は、ユダの王の歴代志の書にしるさ
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れているではないか。 26アモンはウザの園にある墓

に葬られ、その子ヨシヤが代って王となった。

22ヨシヤは八歳で王となり、エルサレムで三十一

年の間、世を治めた。母はボヅカテのアダヤの娘で

、名をエデダといった。 2ヨシヤは主の目にかなう

事を行い、先祖ダビデの道に歩んで右にも左にも曲

らなかった。 3ヨシヤ王の第十八年に王はメシュラ

ムの子アザリヤの子である書記官シャパンを主の宮

につかわして言った、 4「大祭司ヒルキヤのもとへ

のぼって行って、主に宮にはいってきた銀、すなわ

ち門を守る者が民から集めたものの総額を彼に数え

させ、 5それを工事をつかさどる主の宮の監督者の

手に渡させ、彼らから主の宮で工事をする者にそれ

を渡して、宮の破れを繕わせなさい。 6すなわち木

工と建築師と石工にそれを渡し、また宮を繕う材木

と切り石を買わせなさい。 7ただし彼らは正直に事

を行うから、彼らに渡した銀については彼らと計算

するに及ばない」。 8その時大祭司ヒルキヤは書記

官シャパンに言った、「わたしは主の宮で律法の書

を見つけました」。そしてヒルキヤがその書物をシ

ャパンに渡したので、彼はそれを読んだ。 9書記官

シャパンは王のもとへ行き、王に報告して言った、

「しもべどもは宮にあった銀を皆出して、それを工

事をつかさどる主の宮の監督者の手に渡しました」

。 10書記官シャパンはまた王に告げて「祭司ヒルキ

ヤはわたしに一つの書物を渡しました」と言い、そ

れを王の前で読んだ。 11王はその律法の書の言葉を

聞くと、その衣を裂いた。 12そして王は祭司ヒルキ

ヤと、シャパンの子アヒカムと、ミカヤの子アクボ
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ルと、書記官シャパンと、王の大臣アサヤとに命じ

て言った、 13「あなたがたは行って、この見つかっ

た書物の言葉について、わたしのため、民のため、

またユダ全国のために主に尋ねなさい。われわれの

先祖たちがこの書物の言葉に聞き従わず、すべてわ

れわれについてしるされている事を行わなかったた

めに、主はわれわれにむかって、大いなる怒りを発

しておられるからです」。 14そこで祭司ヒルキヤ、

アヒカム、アクボル、シャパンおよびアサヤはシャ

ルムの妻である女預言者ホルダのもとへ行った。シ

ャルムはハルハスの子であるテクワの子で、衣装べ

やを守る者であった。その時ホルダはエルサレムの

下町に住んでいた。彼らがホルダに告げたので、 15

ホルダは彼らに言った、「イスラエルの神、主はこ

う仰せられます、『あなたがたをわたしにつかわし

た人に言いなさい。 16主はこう言われます、見よ、

わたしはユダの王が読んだあの書物のすべての言葉

にしたがって、災をこの所と、ここに住んでいる民

に下そうとしている。 17彼らがわたしを捨てて他の

神々に香をたき、自分たちの手で作ったもろもろの

物をもって、わたしを怒らせたからである。それゆ

え、わたしはこの所にむかって怒りの火を発する。

これは消えることがないであろう』。 18ただし主に

尋ねるために、あなたがたをつかわしたユダの王に

はこう言いなさい、『あなたが聞いた言葉について

イスラエルの神、主はこう仰せられます、 19あなた

は、わたしがこの所と、ここに住んでいる民にむか

って、これは荒れ地となり、のろいとなるであろう

と言うのを聞いた時、心に悔い、主の前にへりくだ
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り、衣を裂いてわたしの前に泣いたゆえ、わたしも

またあなたの言うことを聞いたのであると主は言わ

れる。 20それゆえ、見よ、わたしはあなたを先祖た

ちのもとに集める。あなたは安らかに墓に集められ

、わたしがこの所に下すもろもろの災を目に見るこ

とはないであろう』」。彼らはこの言葉を王に持ち

帰った。

23そこで王は人をつかわしてユダとエルサレムの

長老たちをことごとく集めた。 2そして王はユダの

もろもろの人々と、エルサレムのすべての住民およ

び祭司、預言者ならびに大小のすべての民を従えて

主の宮にのぼり、主の宮で見つかった契約の書の言

葉をことごとく彼らに読み聞かせた。 3次いで王は

柱のかたわらに立って、主の前に契約を立て、主に

従って歩み、心をつくし精神をつくして、主の戒め

と、あかしと、定めとを守り、この書物にしるされ

ているこの契約の言葉を行うことを誓った。民は皆

その契約に加わった。 4こうして王は大祭司ヒルキ

ヤと、それに次ぐ祭司たちおよび門を守る者どもに

命じて、主の神殿からバアルとアシラと天の万象と

のために作ったもろもろの器を取り出させ、エルサ

レムの外のキデロンの野でそれを焼き、その灰をベ

テルに持って行かせた。 5また、ユダの町々とエル

サレムの周囲にある高き所で香をたくためにユダの

王たちが任命した祭司たちを廃し、またバアルと日

と月と星宿と天の万象とに香をたく者どもをも廃し

た。 6彼はまた主の宮からアシラ像を取り出し、エ

ルサレムの外のキデロン川に持って行って、キデロ

ン川でそれを焼き、それを打ち砕いて粉とし、その
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粉を民の墓に投げすてた。 7また主の宮にあった神

殿男娼の家をこわした。そこは女たちがアシラ像の

ために掛け幕を織る所であった。 8彼はまたユダの

町々から祭司をことごとく召しよせ、また祭司が香

をたいたゲバからベエルシバまでの高き所を汚し、

また門にある高き所をこわした。これらの高き所は

町のつかさヨシュアの門の入口にあり、町の門には

いる人の左にあった。 9高き所の祭司たちはエルサ

レムで主の祭壇にのぼることをしなかったが、その

兄弟たちのうちにあって種入れぬパンを食べた。 10

王はまた、だれもそのむすこ娘を火に焼いて、モレ

クにささげ物とすることのないように、ベンヒンノ

ムの谷にあるトペテを汚した。 11またユダの王たち

が太陽にささげて主の宮の門に置いた馬を、境内に

ある侍従ナタンメレクのへやのかたわらに移し、太

陽の車を火で焼いた。 12また王はユダの王たちがア

ハズの高殿の屋上に造った祭壇と、マナセが主の宮

の二つの庭に造った祭壇とをこわして、それを打ち

砕き、砕けたものをキデロン川に投げすてた。 13ま

た王はイスラエルの王ソロモンが昔シドンびとの憎

むべき者アシタロテと、モアブびとの憎むべき者ケ

モシと、アンモンの人々の憎むべき者ミルコムのた

めにエルサレムの東、滅亡の山の南に築いた高き所

を汚した。 14またもろもろの石柱を打ち砕き、アシ

ラ像を切り倒し、人の骨をもってその所を満たした

。 15また、ベテルにある祭壇と、イスラエルに罪を

犯させたネバテの子ヤラベアムが造った高き所、す

なわちその祭壇と高き所とを彼はこわし、その石を

打ち砕いて粉とし、かつアシラ像を焼いた。 16そし
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てヨシヤは身をめぐらして山に墓のあるのを見、人

をつかわしてその墓から骨を取らせ、それをその祭

壇の上で焼いて、それを汚した。昔、神の人が主の

言葉としてこの事を呼ばわり告げたが、そのとおり

になった。 17その時ヨシヤは「あそこに見える石碑

は何か」と尋ねた。町の人々が彼に「あれはあなた

がベテルの祭壇に対して行われたこれらの事を、ユ

ダからきて預言した神の人の墓です」と言ったので

、 18彼は言った、「そのままにして置きなさい。だ

れもその骨を移してはならない」。それでその骨と

、サマリヤからきた預言者の骨には手をつけなかっ

た。 19またイスラエルの王たちがサマリヤの町々に

造って、主を怒らせた高き所の家も皆ヨシヤは取り

除いて、彼がすべてベテルに行ったようにこれに行

った。 20彼はまた、そこにあった高き所の祭司たち

を皆祭壇の上で殺し、人の骨を祭壇の上で焼いた。

こうして彼はエルサレムに帰った。 21そして王はす

べての民に命じて、「あなたがたはこの契約の書に

しるされているように、あなたがたの神、主に過越

の祭を執り行いなさい」と言った。 22さばきづかさ

がイスラエルをさばいた日からこのかた、またイス

ラエルの王たちとユダの王たちの世にも、このよう

な過越の祭を執り行ったことはなかったが、 23ヨシ

ヤ王の第十八年に、エルサレムでこの過越の祭を主

に執り行ったのである。 24ヨシヤはまた祭司ヒルキ

ヤが主の宮で見つけた書物にしるされている律法の

言葉を確実に行うために、口寄せと占い師と、テラ

ピムと偶像およびユダの地とエルサレムに見られる

もろもろの憎むべき者を取り除いた。 25ヨシヤのよ
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うに心をつくし、精神をつくし、力をつくしてモー

セのすべての律法にしたがい、主に寄り頼んだ王は

ヨシヤの先にはなく、またその後にも彼のような者

は起らなかった。 26けれども主はなおユダにむかっ

て発せられた激しい大いなる怒りをやめられなかっ

た。これはマナセがもろもろの腹だたしい行いをも

って主を怒らせたためである。 27それゆえ主は言わ

れた、「わたしはイスラエルを移したように、ユダ

をもわたしの目の前から移し、わたしが選んだこの

エルサレムの町と、わたしの名をそこに置こうと言

ったこの宮とを捨てるであろう」。 28ヨシヤのその

他の事績と、彼が行ったすべての事は、ユダの王の

歴代志の書にしるされているではないか。 29ヨシヤ

の世にエジプトの王パロ・ネコが、アッスリヤの王

のところへ行こうと、ユフラテ川をさして上ってき

たので、ヨシヤ王は彼を迎え撃とうと出て行ったが

、パロ・ネコは彼を見るや、メギドにおいて彼を殺

した。 30その家来たちは彼の死体を車に載せ、メギ

ドからエルサレムに運んで彼の墓に葬った。国の民

はヨシヤの子エホアハズを立て、彼に油を注ぎ、王

として父に代らせた。 31エホアハズは王となった時

二十三歳で、エルサレムで三か月の間、世を治めた

。母はリブナのエレミヤの娘で、名をハムタルとい

った。 32エホアハズは先祖たちがすべて行ったよう

に主の目の前に悪を行ったが、 33パロ・ネコは彼を

ハマテの地のリブラにつないで置いて、エルサレム

で世を治めることができないようにした。また銀百

タラントと金一タラントのみつぎを国に課した。 34

そしてパロ・ネコはヨシヤの子エリアキムを父ヨシ
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ヤに代って王とならせ、名をエホヤキムと改め、エ

ホアハズをエジプトへ引いて行った。エホアハズは

エジプトへ行ってそこで死んだ。 35エホヤキムは金

銀をパロに送った。しかし彼はパロの命に従って金

を送るために国に税を課し、国の民おのおのからそ

の課税にしたがって金銀をきびしく取り立てて、そ

れをパロ・ネコに送った。 36エホヤキムは二十五歳

で王となり、エルサレムで十一年の間、世を治めた

。母はルマのペダヤの娘で、名をゼビダといった。

37エホヤキムは先祖たちがすべて行ったように主の

目の前に悪を行った。

24エホヤキムの世にバビロンの王ネブカデネザル

が上ってきたので、エホヤキムは彼に隷属して三年

を経たが、ついに翻って彼にそむいた。 2主はカル

デヤびとの略奪隊、スリヤびとの略奪隊、モアブび

との略奪隊、アンモンびとの略奪隊をつかわしてエ

ホヤキムを攻められた。すなわちユダを攻め、これ

を滅ぼすために彼らをつかわされた。主がそのしも

べである預言者たちによって語られた言葉のとおり

である。 3これは全く主の命によってユダに臨んだ

もので、ユダを主の目の前から払い除くためであっ

た。すなわちマナセがすべておこなったその罪のた

め、 4また彼が罪なき人の血を流し、罪なき人の血

をエルサレムに満たしたためであって、主はその罪

をゆるそうとはされなかった。 5エホヤキムのその

他の事績と、彼がおこなったすべての事は、ユダの

王の歴代志の書にしるされているではないか。 6エ

ホヤキムは先祖たちとともに眠り、その子エホヤキ

ンが代って王となった。 7エジプトの王は再びその
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国から出てこなかった。バビロンの王がエジプトの

川からユフラテ川まで、すべてエジプトの王に属す

るものを取ったからである。 8エホヤキンは王とな

った時十八歳で、エルサレムで三か月の間、世を治

めた。母はエルサレムのエルナタンの娘で、名をネ

ホシタといった。 9エホヤキンはすべてその父がお

こなったように主の目の前に悪を行った。 10そのこ

ろ、バビロンの王ネブカデネザルの家来たちはエル

サレムに攻め上って、町を囲んだ。 11その家来たち

が町を囲んでいたとき、バビロンの王ネブカデネザ

ルもまた町に攻めてきた。 12ユダの王エホヤキンは

その母、その家来、そのつかさたち、および侍従た

ちと共に出て、バビロンの王に降服したので、バビ

ロンの王は彼を捕虜とした。これはネブカデネザル

の治世の第八年であった。 13彼はまた主の宮のもろ

もろの宝物および王の家の宝物をことごとく持ち出

し、イスラエルの王ソロモンが造って主の神殿に置

いたもろもろの金の器を切りこわした。主が言われ

たとおりである。 14彼はまたエルサレムのすべての

市民、およびすべてのつかさとすべての勇士、なら

びにすべての木工と鍛冶一万人を捕えて行った。残

った者は国の民の貧しい者のみであった。 15さらに

彼はエホヤキンをバビロンに捕えて行き、また王の

母、王の妻たち、および侍従と国のうちのおもな人

々をも、エルサレムからバビロンへ捕えて行った。

16またバビロンの王はすべて勇敢な者七千人、木工

と鍛冶一千人ならびに強くて良く戦う者をみな捕え

てバビロンへ連れて行った。 17そしてバビロンの王

はエホヤキンの父の兄弟マッタニヤを王としてエホ



列王記Ⅱ 973

ヤキンに代え、名をゼデキヤと改めた。 18ゼデキヤ

は二十一歳で王となり、エルサレムで十一年の間、

世を治めた。母はリブナのエレミヤの娘で、名をハ

ムタルといった。 19ゼデキヤはすべてエホヤキムが

おこなったように主の目の前に悪を行った。 20エル

サレムとユダにこのような事の起ったのは主の怒り

によるので、主はついに彼らをみ前から払いすてら

れた。さてゼデキヤはバビロンの王にそむいた。

25そこでゼデキヤの治世の第九年の十月十日に、

バビロンの王ネブカデネザルはもろもろの軍勢を率

い、エルサレムにきて、これにむかって陣を張り、

周囲にとりでを築いてこれを攻めた。 2こうして町

は囲まれて、ゼデキヤ王の第十一年にまで及んだが

、 3その四月九日になって、町のうちにききんが激

しくなり、その地の民に食物がなくなった。 4町の

一角がついに破れたので、王はすべての兵士ととも

に、王の園のかたわらにある二つの城壁のあいだの

門の道から夜のうちに逃げ出して、カルデヤびとが

町を囲んでいる間に、アラバの方へ落ち延びた。 5

しかしカルデヤびとの軍勢は王を追い、エリコの平

地で彼に追いついた。彼の軍勢はみな彼を離れて散

り去ったので、 6カルデヤびとは王を捕え、彼をリ

ブラにいるバビロンの王のもとへ引いていって彼の

罪を定め、 7ゼデキヤの子たちをゼデキヤの目の前

で殺し、ゼデキヤの目をえぐり、足かせをかけてバ

ビロンへ連れて行った。 8バビロンの王ネブカデネ

ザルの第十九年の五月七日に、バビロンの王の臣、

侍衛の長ネブザラダンがエルサレムにきて、 9主の

宮と王の家とエルサレムのすべての家を焼いた。す
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なわち火をもってすべての大きな家を焼いた。 10ま

た侍衛の長と共にいたカルデヤびとのすべての軍勢

はエルサレムの周囲の城壁を破壊した。 11そして侍

衛の長ネブザラダンは、町に残された民およびバビ

ロン王に降服した者と残りの群衆を捕え移した。 12

ただし侍衛の長はその地の貧しい者を残して、ぶど

うを作る者とし、農夫とした。 13カルデヤびとはま

た主の宮の青銅の柱と、主の宮の洗盤の台と、青銅

の海を砕いて、その青銅をバビロンに運び、 14また

つぼと、十能と、心切りばさみと、香を盛る皿およ

びすべて神殿の務に用いる青銅の器、 15また心取り

皿と鉢を取り去った。侍衛の長はまた金で作った物

と銀で作った物を取り去った。 16ソロモンが主の宮

のために造った二つの柱と、一つの海と洗盤の台な

ど、これらのもろもろの器の青銅の重さは量ること

ができなかった。 17一つの柱の高さは十八キュビト

で、その上に青銅の柱頭があり、柱頭の高さは三キ

ュビトで、柱頭の周囲に網細工とざくろがあって、

みな青銅であった。他の柱もその網細工もこれと同

じであった。 18侍衛の長は祭司長セラヤと次席の祭

司ゼパニヤと三人の門を守る者を捕え、 19また兵士

をつかさどるひとりの役人と、王の前にはべる者の

うち、町で見つかった者五人と、その地の民を募っ

た軍勢の長の書記官と、町で見つかったその地の民

六十人を町から捕え去った。 20侍衛の長ネブザラダ

ンは彼らを捕えて、リブラにいるバビロンの王のも

とへ連れて行ったので、 21バビロンの王はハマテの

地のリブラで彼らを撃ち殺した。このようにしてユ

ダはその地から捕え移された。 22さてバビロンの王
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ネブカデネザルはユダの地に残してとどまらせた民

の上に、シャパンの子アヒカムの子であるゲダリヤ

を立てて総督とした。 23時に軍勢の長たちおよびそ

の部下の人々は、バビロンの王がゲダリヤを総督と

したことを聞いて、ミヅパにいるゲダリヤのもとに

きた。すなわちネタニヤの子イシマエル、カレヤの

子ヨハナン、ネトパびとタンホメテの子セラヤ、マ

アカびとの子ヤザニヤおよびその部下の人々がゲダ

リヤのもとにきた。 24ゲダリヤは彼らとその部下の

人々に誓って言った、「あなたがたはカルデヤびと

のしもべとなることを恐れてはならない。この地に

住んで、バビロンの王に仕えなさい。そうすればあ

なたがたは幸福を得るでしょう」。 25ところが七月

になって、王の血統のエリシャマの子であるネタニ

ヤの子イシマエルは十人の者と共にきて、ゲダリヤ

を撃ち殺し、また彼と共にミヅパにいたユダヤ人と

、カルデヤびとを殺した。 26そのため、大小の民お

よび軍勢の長たちは、みな立ってエジプトへ行った

。彼らはカルデヤびとを恐れたからである。 27ユダ

の王エホヤキンが捕え移されて後三十七年の十二月

二十七日、すなわちバビロンの王エビルメロダクの

治世の第一年に、王はユダの王エホヤキンを獄屋か

ら出して 28ねんごろに彼を慰め、その位を彼と共に

バビロンにいる王たちの位よりも高くした。 29こう

してエホヤキンはその獄屋の衣を脱ぎ、一生の間、

常に王の前で食事した。 30彼は一生の間、たえず日

々の分を王から賜わって、その食物とした。
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歴代誌Ⅰ

1アダム、セツ、エノス、 2ケナン、マハラレル、

ヤレド、 3エノク、メトセラ、ラメク、 4ノア、セ

ム、ハム、ヤペテ。 5ヤペテの子らはゴメル、マゴ

グ、マダイ、ヤワン、トバル、メセク、テラス。 6

ゴメルの子らはアシケナズ、デパテ、トガルマ。 7

ヤワンの子らはエリシャ、タルシシ、キッテム、ロ

ダニム。 8ハムの子らはクシ、エジプト、プテ、カ

ナン。 9クシの子らはセバ、ハビラ、サブタ、ラア

マ、サブテカ。ラアマの子らはシバとデダン。 10ク

シはニムロデを生んだ。ニムロデは初めて世の権力

ある者となった。 11エジプトはルデびと、アナムび

と、レハブびと、ナフトびと、 12パテロスびと、カ

スルびと、カフトルびとを生んだ。カフトルびとか

らペリシテびとが出た。 13カナンは長子シドンとヘ

テを生んだ。 14またエブスびと、アモリびと、ギル

ガシびと、 15ヒビびと、アルキびと、セニびと、 16

アルワデびと、ゼマリびと、ハマテびとを生んだ。

17セムの子らはエラム、アシュル、アルパクサデ、

ルデ、アラム、ウズ、ホル、ゲテル、メセクである

。 18アルパクサデはシラを生み、シラはエベルを生

んだ。 19エベルにふたりの子が生れた。ひとりの名

はペレグ彼の代に地の民が散り分れたからであるそ

の弟の名はヨクタンといった。 20ヨクタンはアルモ

ダデ、シャレフ、ハザル・マウテ、エラ、 21ハドラ

ム、ウザル、デクラ、 22エバル、アビマエル、シバ

、 23オフル、ハビラ、ヨバブを生んだ。これらはみ

なヨクタンの子である。 24セム、アルパクサデ、シ

ラ、 25エベル、ペレグ、リウ、 26セルグ、ナホル
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、テラ、 27アブラムすなわちアブラハムである。 28

アブラハムの子らはイサクとイシマエルである。 29

彼らの子孫は次のとおりである。イシマエルの長子

はネバヨテ、次はケダル、アデビエル、ミブサム、

30ミシマ、ドマ、マッサ、ハダデ、テマ、 31エトル

、ネフシ、ケデマ。これらはイシマエルの子孫であ

る。 32アブラハムのそばめケトラの子孫は次のとお

りである。彼女はジムラン、ヨクシャン、メダン、

ミデアン、イシバク、シュワを産んだ。ヨクシャン

の子らはシバとデダンである。 33ミデアンの子らは

エパ、エペル、ヘノク、アビダ、エルダア。これら

はみなケトラの子孫である。 34アブラハムはイサク

を生んだ。イサクの子らはエサウとイスラエル。 35

エサウの子らはエリパズ、リウエル、エウシ、ヤラ

ム、コラ。 36エリパズの子らはテマン、オマル、ゼ

ピ、ガタム、ケナズ、テムナ、アマレク。 37リウエ

ルの子らはナハテ、ゼラ、シャンマ、ミッザ。 38セ

イルの子らはロタン、ショバル、ヂベオン、アナ、

デション、エゼル、デシャン。 39ロタンの子らはホ

リとホマム。ロタンの妹はテムナ。 40ショバルの子

らはアルヤン、マナハテ、エバル、シピ、オナム。

ヂベオンの子らはアヤとアナ。 41アナの子はデショ

ン。デションの子らはハムラン、エシバン、イテラ

ン、ケラン。 42エゼルの子らはビルハン、ザワン、

ヤカン。デシャンの子らはウズとアラン。 43イスラ

エルの人々を治める王がまだなかった時、エドムの

地を治めた王たちは次のとおりである。ベオルの子

ベラ。その都の名はデナバといった。 44ベラが死ん

で、ボズラのゼラの子ヨバブが代って王となった。
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45ヨバブが死んで、テマンびとの地のホシャムが代

って王となった。 46ホシャムが死んで、ベダテの子

ハダデが代って王となった。彼はモアブの野でミデ

アンを撃った。彼の都の名はアビテといった。 47ハ

ダデが死んで、マスレカのサムラが代って王となっ

た。 48サムラが死んで、ユフラテ川のほとりのレホ

ボテのサウルが代って王となった。 49サウルが死ん

で、アクボルの子バアル・ハナンが代って王となっ

た。 50バアル・ハナンが死んで、ハダデが代って王

となった。彼の都の名はパイといった。彼の妻はマ

テレデの娘であって、名をメヘタベルといった。マ

テレデはメザハブの娘である。 51ハダデも死んだ。

エドムの族長は、テムナ侯、アルヤ侯、エテテ侯、

52アホリバマ侯、エラ侯、ピノン侯、 53ケナズ侯、

テマン侯、ミブザル侯、 54マグデエル侯、イラム侯

。これらはエドムの族長である。

2イスラエルの子らは次のとおりである。ルベン、

シメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン、 2

ダン、ヨセフ、ベニヤミン、ナフタリ、ガド、アセ

ル。 3ユダの子らはエル、オナン、シラである。こ

の三人はカナンの女バテシュアがユダによって産ん

だ者である。ユダの長子エルは主の前に悪を行った

ので、主は彼を殺された。 4ユダの嫁タマルはユダ

によってペレヅとゼラを産んだ。ユダの子らは合わ

せて五人である。 5ペレヅの子らはヘヅロンとハム

ル。 6ゼラの子らはジムリ、エタン、ヘマン、カル

コル、ダラで、合わせて五人である。 7カルミの子

はアカル。アカルは奉納物について罪を犯し、イス

ラエルを悩ました者である。 8エタンの子はアザリ
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ヤである。 9ヘヅロンに生れた子らはエラメル、ラ

ム、ケルバイである。 10ラムはアミナダブを生み、

アミナダブはユダの子孫のつかさナションを生んだ

。 11ナションはサルマを生み、サルマはボアズを生

み、 12ボアズはオベデを生み、オベデはエッサイを

生んだ。 13エッサイは長子エリアブ、次にアビナダ

ブ、第三にシメア、 14第四にネタンエル、第五にラ

ダイ、 15第六にオゼム、第七にダビデを生んだ。 16

彼らの姉妹はゼルヤとアビガイルである。ゼルヤの

産んだ子はアビシャイ、ヨアブ、アサヘルの三人で

ある。 17アビガイルはアマサを産んだ。アマサの父

はイシマエルびとエテルである。 18ヘヅロンの子カ

レブはその妻アズバおよびエリオテによって子をも

うけた。その子らはエシル、ショバブ、アルドンで

ある。 19カレブはアズバが死んだのでエフラタをめ

とった。エフラタはカレブによってホルを産んだ。

20ホルはウリを生み、ウリはベザレルを生んだ。 21

そののちヘヅロンはギレアデの父マキルの娘の所に

はいった。彼が彼女をめとったときは六十歳であっ

た。彼女はヘヅロンによってセグブを産んだ。 22セ

グブはヤイルを生んだ。ヤイルはギレアデの地に二

十三の町をもっていた。 23しかしゲシュルとアラム

は彼らからハボテ・ヤイルおよびケナテとその村里

など合わせて六十の町を取った。これらはみなギレ

アデの父マキルの子孫であった。 24ヘヅロンが死ん

だのち、カレブは父ヘヅロンの妻エフラタの所には

いった。彼女は彼にテコアの父アシュルを産んだ。

25ヘヅロンの長子エラメルの子らは長子ラム、次は

ブナ、オレン、オゼム、アヒヤである。 26エラメル
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はまたほかの妻をもっていた。名をアタラといって

、オナムの母である。 27エラメルの長子ラムの子ら

はマアツ、ヤミン、エケルである。 28オナムの子ら

はシャンマイとヤダである。シャンマイの子らはナ

ダブとアビシュルである。 29アビシュルの妻の名は

アビハイルといって、アバンとモリデを産んだ。 30

ナダブの子らはセレデとアッパイムである。セレデ

は子をもたずに死んだ。 31アッパイムの子はイシ、

イシの子はセシャン、セシャンの子はアヘライであ

る。 32シャンマイの兄弟ヤダの子らはエテルとヨナ

タンである。エテルは子をもたずに死んだ。 33ヨナ

タンの子らはペレテとザザである。以上はエラメル

の子孫である。 34セシャンには男の子はなく、ただ

女の子のみであったが、彼はヤルハと呼ぶエジプト

びとの奴隷をもっていたので、 35セシャンは娘を奴

隷ヤルハに与えてその妻とさせた。彼女はヤルハに

よってアッタイを産んだ。 36アッタイはナタンを生

み、ナタンはザバデを生み、 37ザバデはエフラルを

生み、エフラルはオベデを生み、 38オベデはエヒウ

を生み、エヒウはアザリヤを生み、 39アザリヤはヘ

レヅを生み、ヘレヅはエレアサを生み、 40エレアサ

はシスマイを生み、シスマイはシャルムを生み、 41

シャルムはエカミヤを生み、エカミヤはエリシャマ

を生んだ。 42エラメルの兄弟であるカレブの子らは

長子をマレシャといってジフの父である。マレシャ

の子はヘブロン。 43ヘブロンの子らはコラ、タップ

ア、レケム、シマである。 44シマはラハムを生んだ

。ラハムはヨルカムの父である。またレケムはシャ

ンマイを生んだ。 45シャンマイの子はマオン。マオ
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ンはベテヅルの父である。 46カレブのそばめエパは

ハラン、モザ、ガゼズを産んだ。ハランはガゼズを

生んだ。 47エダイの子らはレゲム、ヨタム、ゲシャ

ン、ペレテ、エパ、シャフである。 48カレブのそば

めマアカはシベルとテルハナを産み、 49またマデマ

ンナの父シャフおよびマクベナとギベアの父シワを

産んだ。カレブの娘はアクサである。 50これらはカ

レブの子孫であった。エフラタの長子ホルの子らは

キリアテ・ヤリムの父ショバル、 51ベツレヘムの父

サルマおよびベテガデルの父ハレフである。 52キリ

アテ・ヤリムの父ショバル子らはハロエとメヌコテ

びとの半ばである。 53キリアテ・ヤリムの氏族はイ

テルびと、プテびと、シュマびと、ミシラびとであ

って、これらからザレアびとおよびエシタオルびと

が出た。 54サルマの子らはベツレヘム、ネトパびと

、アタロテ・ベテ・ヨアブ、マナハテびとの半ばお

よびゾリびとである。 55またヤベヅに住んでいた書

記の氏族テラテびと、シメアテびと、スカテびとで

ある。これらはケニびとであってレカブの家の先祖

ハマテから出た者である。

3ヘブロンで生れたダビデの子らは次のとおりであ

る。長子はアムノンでエズレルびとアヒノアムから

生れ、次はダニエルでカルメルびとアビガイルから

生れ、 2第三はアブサロムでゲシュルの王タルマイ

の娘マアカの産んだ子、第四はアドニヤでハギテの

産んだ子、 3第五はシパテヤでアビタルから生れ、

第六はイテレアムで、彼の妻エグラから生れた。 4

この六人はヘブロンで彼に生れた。ダビデがそこで

王となっていたのは七年六か月、エルサレムで王と
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なっていたのは三十三年であった。 5エルサレムで

生れたものは次のとおりである。すなわちシメア、

ショバブ、ナタン、ソロモン。この四人はアンミエ

ルの娘バテシュアから生れた。 6またイブハル、エ

リシャマ、エリペレテ、 7ノガ、ネペグ、ヤピア、

8エリシャマ、エリアダ、エリペレテの九人、 9これ

らはみなダビデの子である。このほかに、そばめど

もの産んだ子らがあり、タマルは彼らの姉妹であっ

た。 10ソロモンの子はレハベアム、その子はアビヤ

、その子はアサ、その子はヨシャパテ、 11その子は

ヨラム、その子はアハジヤ、その子はヨアシ、 12そ

の子はアマジヤ、その子はアザリヤ、その子はヨタ

ム、 13その子はアハズ、その子はヒゼキヤ、その子

はマナセ、 14その子はアモン、その子はヨシヤ、 15

ヨシヤの子らは長子ヨハナン、次はエホヤキム、第

三はゼデキヤ、第四はシャルムである。 16エホヤキ

ムの子孫はその子はエコニア、その子はゼデキヤで

ある。 17捕虜となったエコニヤの子らはその子シャ

ルテル、 18マルキラム、ペダヤ、セナザル、エカミ

ア、ホシャマ、ネダビヤである。 19ペダヤの子らは

ゼルバベルとシメイである。ゼルバベルの子らはメ

シュラムとハナニヤ。シロミテは彼らの姉妹である

。 20またハシュバ、オヘル、ベレキヤ、ハサデヤ、

ユサブ・ヘセデの五人がある。 21ハナニヤの子らは

ペラテヤとエシャヤ、その子レパヤ、その子アルナ

ン、その子オバデヤ、その子シカニヤである。 22シ

カニヤの子らはシマヤ。シマヤの子らはハットシ、

イガル、バリア、ネアリヤ、シャパテの六人である

。 23ネアリヤの子らはエリオエナイ、ヒゼキヤ、ア
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ズリカムの三人である。 24エリオエナイの子らはホ

ダヤ、エリアシブ、ペラヤ、アックブ、ヨハナン、

デラヤ、アナニの七人である。

4ユダの子らはペレヅ、ヘヅロン、カルミ、ホル、

ショバルである。 2ショバルの子レアヤはヤハテを

生み、ヤハテはアホマイとラハデを生んだ。これら

はザレアびとの一族である。 3エタムの子らはエズ

レル、イシマおよびイデバシ、彼らの姉妹の名はハ

ゼレルポニである。 4ゲドルの父はペヌエル、ホシ

ャの父はエゼルである。これらはベツレヘムの父エ

フラタの長子ホルの子らである。 5テコアの父アシ

ュルにはふたりの妻ヘラとナアラとがあった。 6ナ

アラはアシュルによってアホザム、ヘペル、テメニ

およびアハシタリを産んだ。これらはナアラの子で

ある。 7ヘラの子らはゼレテ、エゾアル、エテナン

である。 8コヅはアヌブとゾベバを生んだ。またハ

ルムの子アハルヘルの氏族も彼から出た。 9ヤベヅ

はその兄弟のうちで最も尊ばれた者であった。その

母が「わたしは苦しんでこの子を産んだから」と言

ってその名をヤベヅと名づけたのである。 10ヤベヅ

はイスラエルの神に呼ばわって言った、「どうか、

あなたが豊かにわたしを恵み、わたしの国境を広げ

、あなたの手がわたしとともにあって、わたしを災

から免れさせ、苦しみをうけさせられないように」

。神は彼の求めるところをゆるされた。 11シュワの

兄弟ケルブはメヒルを生んだ。メヒルはエシトンの

父、 12エシトンはベテラパ、パセアおよびイルナハ

シの父テヒンナを生んだ。これらはレカの人々であ

る。 13ケナズの子らはオテニエルとセラヤ。オテニ
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エルの子らはハタテとメオノタイ。 14メオノタイは

オフラを生み、セラヤはゲハラシムの父ヨアブを生

んだ。彼らは工人であったのでゲハラシムと呼ばれ

たのである。 15エフンネの子カレブの子らはイル、

エラおよびナアム。エラの子はケナズ。 16エハレレ

ルの子らはジフ、ジバ、テリア、アサレルである。

17エズラの子らはエテル、メレデ、エペル、ヤロン

。次のものはメレデがめとったパロの娘ビテヤの子

らである。すなわち彼女はみごもってミリアム、シ

ャンマイおよびイシバを産んだ。イシバはエシテモ

アの父である。 18彼の妻はユダヤ人で、ゲドルの父

エレデとソコの父ヘベルとザノアの父エクテエルを

産んだ。 19ナハムの姉妹であるホデヤの妻の子らは

ガルムびとケイラの父およびマアカびとエシテモア

である。 20シモンの子らはアムノン、リンナ、ベネ

ハナン、テロンである。イシの子らはゾヘテとベネ

ゾヘテである。 21ユダの子シラの子らはレカの父エ

ル、マレシャの父ラダおよびベテアシベアの亜麻布

織の家の一族、 22ならびにモアブを治めてレヘムに

帰ったヨキム、コゼバの人々、ヨアシおよびサラフ

である。その記録は古い。 23これらの者は陶器を造

る人で、ネタイムおよびゲデラに住み、王の用をす

るため、王とともに、そこに住んだ。 24シメオンの

子らはネムエル、ヤミン、ヤリブ、ゼラ、シャウル

。 25シャウルの子はシャルム、その子はミブサム、

その子はミシマ。 26ミシマの子孫は、その子はハム

エル、その子はザックル、その子はシメイ。 27シメ

イには男の子十六人、女の子六人あったが、その兄

弟たちには多くの子はなかった。またその氏族の者
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はすべてユダの子孫ほどにはふえなかった。 28彼ら

の住んだ所はベエルシバ、モラダ、ハザル・シュア

ル、 29ビルハ、エゼム、トラデ、 30ベトエル、ホ

ルマ、チクラグ、 31ベテ・マルカボテ、ハザル・ス

シム、ベテ・ビリ、およびシャライムである。これ

らはダビデの世に至るまで彼らの町であった。 32そ

の村里はエタム、アイン、リンモン、トケン、アシ

ャンの五つの町である。 33またこれらの町々の周囲

に多くの村があって、バアルまでおよんだ。彼らの

すみかは以上のとおりで、彼らはおのおの系図をも

っていた。 34メショバブ、ヤムレク、アマジヤの子

ヨシャ、 35ヨエル、アシエルのひこ、セラヤの孫、

ヨシビアの子エヒウ。 36エリオエナイ、ヤコバ、エ

ショハヤ、アサヤ、アデエル、エシミエル、ベナヤ

、 37およびシピの子ジザ。シピはアロンの子、アロ

ンはエダヤの子、エダヤはシムリの子、シムリはシ

マヤの子である。 38ここに名をあげた者どもはその

氏族の長であって、それらの氏族は大いにふえ広が

った。 39彼らは群れのために牧場を求めてゲドルの

入口に行き、谷の東の方まで進み、 40ついに豊かな

良い牧場を見いだした。その地は広く穏やかで、安

らかであった。その地の前の住民はハムびとであっ

たからである。 41これらの名をしるした者どもはユ

ダの王ヒゼキヤの世に行って、彼らの天幕と、そこ

にいたメウニびとを撃ち破り、彼らをことごとく滅

ぼして今日に至っている。そこには、群れのための

牧場があったので、彼らはそこに住んだ。 42またシ

メオンびとのうちの五百人はイシの子らペラテヤ、

ネアリヤ、レパヤ、ウジエルをかしらとしてセイル
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山に行き、 43アマレクびとで、のがれて残っていた

者を撃ち滅ぼして、今日までそこに住んでいる。

5イスラエルの長子ルベンの子らは次のとおりであ

る。ルベンは長子であったが父の床を汚したので、

長子の権はイスラエルの子ヨセフの子らに与えられ

た。それで長子の権による系図にしるされていない

。 2またユダは兄弟たちにまさる者となり、その中

から君たる者がでたが長子の権はヨセフのものとな

ったのである。 3すなわちイスラエルの長子ルベン

の子らはハノク、パル、ヘヅロン、カルミ。 4ヨエ

ルの子らはその子はシマヤ、その子はゴグ、その子

はシメイ、 5その子はミカ、その子はレアヤ、その

子はバアル、 6その子はベエラである。このベエラ

はアッスリヤの王テルガテ・ピルネセルが捕え移し

た者である。彼はルベンびとのつかさであった。 7

彼の兄弟たちは、その氏族により、その歴代の系図

によれば、かしらエイエルおよびゼカリヤ、 8ベラ

などである。ベラはアザズの子、シマの孫、ヨエル

のひこである。彼はアロエルに住み、ネボおよびバ

アル・メオンまで及んでいたが、 9ギレアデの地で

彼の家畜がふえ増したので、彼は東の方ユフラテ川

のこなたの荒野の入口にまで住んだ。 10またサウル

の時、彼らはハガルびとと戦って、これを撃ち倒し

、ギレアデの東の全部にわたって彼らの天幕に住ん

だ。 11ガドの子孫はこれと相対してバシャンの地に

住み、サルカまで及んでいた。 12そのかしらはヨエ

ル、次はシャパム、ヤアナイ、シャパテで、ともに

バシャンに住んだ。 13彼らの兄弟たちは、その氏族

によればミカエル、メシュラム、シバ、ヨライ、ヤ
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カン、ジア、エベルの七人である。 14これらはホリ

の子アビハイルの子らである。ホリはヤロアの子、

ヤロアはギレアデの子、ギレアデはミカエルの子、

ミカエルはエシサイの子、エシサイはヤドの子、ヤ

ドはブズの子である。 15アヒはアブデルの子、アブ

デルはグニの子、グニはその氏族の長である。 16彼

らはギレアデとバシャンとその村里とシャロンのす

べての放牧地に住んで、その四方の境にまで及んで

いた。 17これらはみなユダの王ヨタムの世とイスラ

エルの王ヤラベアムの世に系図にのせられた。 18ル

ベンびとと、ガドびとと、マナセの半部族には出て

戦いうる者四万四千七百六十人あり、皆勇士で、盾

とつるぎをとり、弓をひき、戦いに巧みな人々であ

った。 19彼らはハガルびとおよびエトル、ネフシ、

ノダブなどと戦ったが、 20助けを得てこれを攻めた

ので、ハガルびとおよびこれとともにいた者は皆、

彼らの手にわたされた。これは彼らが戦いにあたっ

て神に呼ばわり、神に寄り頼んだので神はその願い

を聞かれたからである。 21彼らはその家畜を奪い取

ったが、らくだ五万、羊二十五万、ろば二千あり、

また人は十万人あった。 22これはその戦いが神によ

ったので、多くの者が殺されて倒れたからである。

そして彼らは捕え移される時まで、これに代ってそ

の所に住んだ。 23マナセの半部族の人々はこの地に

住み、ふえ広がって、ついにバシャンからバアル・

ヘルモン、セニルおよびヘルモン山にまで及んだ。

24その氏族の長たちは次のとおりである。すなわち

、エペル、イシ、エリエル、アズリエル、エレミヤ

、ホダヤ、ヤデエル。これらは皆その氏族の長で名
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高い大勇士であった。 25彼らは先祖たちの神にむか

って罪を犯し、神が、かつて彼らの前から滅ぼされ

た国の民の神々を慕って、これと姦淫したので、 26

イスラエルの神は、アッスリヤの王プルの心を奮い

起し、またアッスリヤの王テルガテ・ピルネセルの

心を奮い起されたので、彼はついにルベンびとと、

ガドびとと、マナセの半部族を捕えて行き、ハウラ

とハボルとハラとゴザン川のほとりに移して今日に

至っている。

6レビの子らはゲルション、コハテ、メラリ。 2コ

ハテの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジ

エル。 3アムラムの子らはアロン、モーセ、ミリア

ム。アロンの子らはナダブ、アビウ、エレアザル、

イタマル。 4エレアザルはピネハスを生み、ピネハ

スはアビシュアを生み、 5アビシュアはブッキを生

み、ブッキはウジを生み、 6ウジはゼラヒヤを生み

、ゼラヒヤはメラヨテを生み、 7メラヨテはアマリ

ヤを生み、アマリヤはアヒトブを生み、 8アヒトブ

はザドクを生み、ザドクはアヒマアズを生み、 9ア

ヒマアズはアザリヤを生み、アザリヤはヨナハンを

生み、 10ヨナハンはアザリヤを生んだ。このアザリ

ヤはソロモンがエルサレムに建てた宮で祭司の務を

した者である。 11アザリヤはアマリヤを生み、アマ

リヤはアヒトブを生み、 12アヒトブはザトクを生み

、ザトクはシャルムを生み、 13シャルムはヒルキヤ

を生み、ヒルキヤはアザリヤを生み、 14アザリヤは

セラヤを生み、セラヤはヨザダクを生んだ。 15ヨザ

ダクは主がネブカデネザルの手によってユダとエル

サレムの人を捕え移された時に捕えられて行った。
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16レビの子らはゲルション、コハテおよびメラリ。

17ゲルションの子らの名はリブニとシメイ。 18コハ

テの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエ

ルである。 19メラリの子らはマヘリとムシ。これら

はレビびとのその家筋による氏族である。 20ゲルシ

ョンの子はリブニ、その子はヤハテ、その子はジン

マ、 21その子はヨア、その子はイド、その子はゼラ

、その子はヤテライ。 22コハテの子はアミナダブ、

その子はコラ、その子はアシル、 23その子はエルカ

ナ、その子はエビアサフ、その子はアシル、 24その

子はタハテ、その子はウリエル、その子はウジヤ、

その子はシャウル。 25エルカナの子らはアマサイと

アヒモテ、 26その子はエルカナ、その子はゾパイ、

その子はナハテ、 27その子はエリアブ、その子はエ

ロハム、その子はエルカナ。 28サムエルの子らは、

長子はヨエル、次はアビヤ。 29メラリの子はマヘリ

、その子はリブニ、その子はシメイ、その子はウザ

、 30その子はシメア、その子はハギヤ、その子はア

サヤである。 31契約の箱を安置したのち、ダビデが

主の宮で歌をうたう事をつかさどらせた人々は次の

とおりである。 32彼らは会見の幕屋の前で歌をもっ

て仕えたが、ソロモンがエルサレムに主の宮を建て

てからは、一定の秩序に従って務を行った。 33その

務をしたもの、およびその子らは次のとおりである

。コハテびとの子らのうちヘマンは歌をうたう者、

ヘマンはヨエルの子、ヨエルはサムエルの子、 34サ

ムエルはエルカナの子、エルカナはエロハムの子、

エロハムはエリエルの子、エリエルはトアの子、 35

トアはヅフの子、ヅフはエルカナの子、エルカナは
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マハテの子、マハテはアマサイの子、 36アマサイは

エルカナの子、エルカナはヨエルの子、ヨエルはア

ザリヤの子、アザリヤはゼパニヤの子、 37ゼパニヤ

はタハテの子、タハテはアシルの子、アシルはエビ

アサフの子、エビアサフはコラの子、 38コラはイヅ

ハルの子、イヅハルはコハテの子、コハテはレビの

子、レビはイスラエルの子である。 39ヘマンの兄弟

アサフはヘマンの右に立った。アサフはベレキヤの

子、ベレキヤはシメアの子、 40シメアはミカエルの

子、ミカエルはバアセヤの子、バアセヤはマルキヤ

の子、 41マルキヤはエテニの子、エテニはゼラの子

、ゼラはアダヤの子、 42アダヤはエタンの子、エタ

ンはジンマの子、ジンマはシメイの子、 43シメイは

ヤハテの子、ヤハテはゲルションの子、ゲルション

はレビの子である。 44また彼らの兄弟であるメラリ

の子らが左に立った。そのうちのエタンはキシの子

、キシはアブデの子、アブデはマルクの子、 45マル

クはハシャビヤの子、ハシャビヤはアマジヤの子、

アマジヤはヒルキヤの子、 46ヒルキヤはアムジの子

、アムジはバニの子、バニはセメルの子、 47セメル

はマヘリの子、マヘリはムシの子、ムシはメラリの

子、メラリはレビの子である。 48彼らの兄弟である

レビびとたちは、神の宮の幕屋のもろもろの務に任

じられた。 49アロンとその子らは燔祭の壇と香の祭

壇の上にささげることをなし、また至聖所のすべて

のわざをなし、かつイスラエルのためにあがないを

なした。すべて神のしもべモーセの命じたとおりで

ある。 50アロンの子孫は次のとおりである。アロン

の子はエレアザル、その子はピネハス、その子はア
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ビシュア、 51その子はブッキ、その子はウジ、その

子はゼラヒヤ、 52その子はメラヨテ、その子はアマ

リヤ、その子はアヒトブ、 53その子はザドク、その

子はアヒマアズである。 54アロンの子孫の住む所は

その境のうちにある宿営によっていえば次のとおり

である。まずコハテびとの氏族がくじによって得た

ところ、 55すなわち彼らが与えられたところは、ユ

ダの地にあるヘブロンとその周囲の放牧地である。

56ただし、その町の田畑とその村々は、エフンネの

子カレブに与えられた。 57そしてアロンの子孫に与

えられたものは、のがれの町であるヘブロンおよび

リブナとその放牧地、ヤッテルおよびエシテモアと

その放牧地、 58ヒレンとその放牧地、デビルとその

放牧地、 59アシャンとその放牧地、ベテシメシとそ

の放牧地である。 60またベニヤミンの部族のうちか

らはゲバとその放牧地、アレメテとその放牧地、ア

ナトテとその放牧地を与えられた。彼らの町は、す

べてその氏族のうちに十三あった。 61またコハテの

子孫の残りの者は部族の氏族のうちからと、半部族

すなわちマナセの半部族のうちからくじによって十

の町を与えられた。 62またゲルションの子孫はその

氏族によってイッサカルの部族、アセルの部族、ナ

フタリの部族、およびバシャンのマナセの部族のう

ちから十三の町が与えられた。 63メラリの子孫はそ

の氏族によってルベンの部族、ガドの部族、および

ゼブルンの部族のうちからくじによって十二の町が

与えられた。 64このようにイスラエルの人々はレビ

びとに町々とその放牧地とを与えた。 65すなわちユ

ダの子孫の部族とシメオンの部族の子孫と、ベニヤ
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ミンの子孫の部族のうちからここに名をあげたこれ

らの町をくじによって与えた。 66コハテの子孫の氏

族はまたエフライムの部族のうちからも町々を獲て

その領地とした。 67すなわち彼らが与えられた、の

がれの町はエフライムの山地にあるシケムとその放

牧地、ゲゼルとその放牧地、 68ヨクメアムとその放

牧地、ベテホロンとその放牧地、 69アヤロンとその

放牧地、ガテリンモンとその放牧地である。 70また

マナセの半部族のうちからは、アネルとその放牧地

およびビレアムとその放牧地を、コハテの子孫の氏

族の残りのものに与えた。 71ゲルションの子孫に与

えられたものはマナセの半部族のうちからはバシャ

ンのゴランとその放牧地、アシタロテとその放牧地

。 72イッサカルの部族のうちからはケデシとその放

牧地、ダベラテとその放牧地、 73ラモテとその放牧

地、アネムとその放牧地。 74アセルの部族のうちか

らはマシャルとその放牧地、アブドンとその放牧地

、 75ホコクとその放牧地、レホブとその放牧地。 76

ナフタリの部族のうちからはガリラヤのケデシとそ

の放牧地、ハンモンとその放牧地、キリアタイムと

その放牧地である。 77このほかのもの、すなわちメ

ラリの子孫に与えられたものはゼブルンの部族のう

ちからリンモンとその放牧地、タボルとその放牧地

、 78エリコに近いヨルダンのかなた、すなわちヨル

ダンの東ではルベンの部族のうちからは荒野のベゼ

ルとその放牧地、ヤザとその放牧地、 79ケデモテと

その放牧地、メパアテとその放牧地。 80ガドの部族

のうちからはギレアデのラモテとその放牧地、マハ
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ナイムとその放牧地、 81ヘシボンとその放牧地、ヤ

ゼルとその放牧地である。

7イッサカルの子らはトラ、プワ、ヤシュブ、シム

ロムの四人。 2トラの子らはウジ、レパヤ、エリエ

ル、ヤマイ、エブサム、サムエル。これは皆トラの

子で、その氏族の長である。その子孫の大勇士たる

者はダビデの世にはその数二万二千六百人であった

。 3ウジの子はイズラヒヤ、イズラヒヤの子らはミ

カエル、オバデヤ、ヨエル、イシアの五人で、みな

長たる者であった。 4その子孫のうちに、その氏族

に従えば軍勢の士卒三万六千人あった。これは彼ら

が妻子を多くもっていたからである。 5イッサカル

のすべての氏族のうちの兄弟たちで系図によって数

えられた大勇士は合わせて八万七千人あった。 6ベ

ニヤミンの子らはベラ、ベケル、エデアエルの三人

。 7ベラの子らはエヅボン、ウジ、ウジエル、エレ

モテ、イリの五人で、皆その氏族の長である。その

系図によって数えられた大勇士は二万二千三十四人

あった。 8ベケルの子らはゼミラ、ヨアシ、エリエ

ゼル、エリオエナイ、オムリ、エレモテ、アビヤ、

アナトテ、アラメテで皆ベケルの子らである。 9そ

の子孫のうち、その氏族の長として系図によって数

えられた大勇士は二万二百人あった。 10エデアエル

の子はビルハン。ビルハンの子らはエウシ、ベニヤ

ミン、エホデ、ケナアナ、ゼタン、タルシシ、アヒ

シャハル。 11皆エデアエルの子らで氏族の長であっ

た。その子孫のうちには、いくさに出てよく戦う大

勇士が一万七千二百人あった。 12またイルの子らは

シュパムとホパム。アヘルの子はホシムである。 13
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ナフタリの子らはヤハジエル、グニ、エゼル、シャ

ルムで皆ビルハの産んだ子である。 14マナセの子ら

はそのそばめであるスリヤの女の産んだアスリエル

。彼女はまたギレアデの父マキルを産んだ。 15マキ

ルはホパムとシュパムの妹マアカという者を妻にめ

とった。二番目の子はゼロペハデという。ゼロペハ

デには女の子だけがあった。 16マキルの妻マアカは

男の子を産んで名をペレシと名づけた。その弟の名

はシャレシ。シャレシの子らはウラムとラケムであ

る。 17ウラムの子はベダン。これらはマナセの子マ

キルの子であるギレアデの子らである。 18その妹ハ

ンモレケテはイシホデ、アビエゼル、マヘラを産ん

だ。 19セミダの子らはアヒアン、シケム、リキ、ア

ニアムである。 20エフライムの子はシュテラ、その

子はベレデ、その子はタハテ、その子はエラダ、そ

の子はタハテ、 21その子はザバデ、その子はシュテ

ラである。エゼルとエレアデはガテの土人らに殺さ

れた。これは彼らが下って行ってその家畜を奪おう

としたからである。 22父エフライムが日久しくこの

ために悲しんだので、その兄弟たちが来て彼を慰め

た。 23そののち、エフライムは妻のところにはいっ

た。妻ははらんで男の子を産み、その名をベリアと

名づけた。その家に災があったからである。 24エフ

ライムの娘セラは上と下のベテホロンおよびウゼン

・セラを建てた。 25ベリアの子はレパ、その子はレ

セフ、その子はテラ、その子はタハン、 26その子は

ラダン、その子はアミホデ、その子はエリシャマ、

27その子はヌン、その子はヨシュア。 28エフライム

の子孫の領地と住所はベテルとその村々、また東の
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方ではナアラン、西の方ではゲゼルとその村々、ま

たシケムとその村々、アワとその村々。 29またマナ

セの子孫の国境に沿って、ベテシャンとその村々、

タアナクとその村々、メギドンとその村々、ドルと

その村々で、イスラエルの子ヨセフの子孫はこれら

の所に住んだ。 30アセルの子らはイムナ、イシワ、

エスイ、ベリアおよびその姉妹セラ。 31ベリアの子

らはヘベルとマルキエル。マルキエルはビルザヒテ

の父である。 32ヘベルはヤフレテ、ショメル、ホタ

ムおよびその姉妹シュアを生んだ。 33ヤフレテの子

らはパサク、ビムハル、アシワテ。これらはヤレフ

テの子らである。 34彼の兄弟ショメルの子らはロガ

、ホバおよびアラム。 35ショメルの兄弟ヘレムの子

らはゾパ、イムナ、シレシ、アマル。 36ゾパの子ら

はスア、ハルネペル、シュアル、ベリ、イムラ、 37

ベゼル、ホド、シャンマ、シルシャ、イテラン、ベ

エラ。 38エテルの子らはエフンネ、ピスパおよびア

ラ。 39ウラの子らはアラ、ハニエル、およびリヂア

。 40これらは皆アセルの子孫であって、その氏族の

長、えりぬきの大勇士、つかさたちのかしらであっ

た。その系図によって数えられた者で、いくさに出

てよく戦う者の数は二万六千人であった。

8ベニヤミンの生んだ者は長子はベラ、その次はア

シベル、第三はアハラ、 2第四はノハ、第五はラパ

。 3ベラの子らはアダル、ゲラ、アビウデ、 4アビ

シュア、ナアマン、アホア、 5ゲラ、シフパム、ヒ

ラム。 6エホデの子らは次のとおりである。（これ

らはゲバの住民の氏族の長であって、マナハテに捕

え移されたものである。） 7すなわちナアマン、ア
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ヒヤ、ゲラすなわちヘグラム。ゲラはウザとアヒフ

デの父であった。 8シャハライムは妻ホシムとバア

ラを離別してのち、モアブの国で子らをもうけた。

9彼が妻ホデシによってもうけた子らはヨバブ、ヂビ

ア、メシャ、マルカム、 10エウヅ、シャキヤ、ミル

マ。これらはその子らであって氏族の長である。 11

彼はまたホシムによってアビトブとエルパアルをも

うけた。 12エルパアルの子らはエベル、ミシャムお

よびセメド。彼はオノとロドとその村々を建てた者

である。 13またベリアとシマがあった。（これはア

ヤロンの住民の氏族の長であって、ガテの住民を追

い払ったものである。） 14またアヒオ、シャシャク

、エレモテ。 15ゼバデヤ、アラデ、アデル、 16ミ

カエル、イシパおよびヨハはベリアの子らであった

。 17ゼバデヤ、メシュラム、ヘゼキ、ヘベル、 18

イシメライ、エズリアおよびヨバブはエルパアルの

子らであった。 19ヤキン、ジクリ、ザベデ、 20エ

リエナイ、チルタイ、エリエル、 21アダヤ、ベラヤ

およびシムラテはシマの子らであった。 22イシパン

、ヘベル、エリエル、 23アブドン、ジクリ、ハナン

、 24ハナニヤ、エラム、アントテヤ、 25イペデヤ

およびペヌエルはシャシャクの子らであった。 26シ

ャムセライ、シハリア、アタリヤ、 27ヤレシャ、エ

リヤおよびジクリはエロハムの子らであった。 28こ

れらは歴代の氏族の長であり、またかしらであって

、エルサレムに住んだ。 29ギベオンの父エイエルは

ギベオンに住み、その妻の名はマアカといった。 30

その長子はアブドンで、次はツル、キシ、バアル、

ナダブ、 31ゲドル、アヒオ、ザケル、 32およびミ
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クロテ。ミクロテはシメアを生んだ。これらもまた

兄弟たちと向かいあってエルサレムに住んだ。 33ネ

ルはキシを生み、キシはサウルを生み、サウルはヨ

ナタン、マルキシュア、アビナダブ、エシバアルを

生んだ。 34ヨナタンの子はメリバアルで、メリバア

ルはミカエルを生んだ。 35ミカの子らはピトン、メ

レク、タレア、アハズである。 36アハズはエホアダ

を生み、エホアダはアレメテ、アズマウテ、ジムリ

を生み、ジムリはモザを生み、 37モザはビネアを生

んだ。ビネアの子はラパ、ラパの子はエレアサ、エ

レアサの子はアゼルである。 38アゼルには六人の子

があり、その名はアズリカム、ボケル、イシマエル

、シャリヤ、オバデヤ、ハナンで、皆アゼルの子で

ある。 39その兄弟エセクの子らは、長子はウラム、

次はエウシ、第三はエリペレテである。 40ウラムの

子らは大勇士で、よく弓を射る者であった。彼は多

くの子と孫をもち、百五十人もあった。これらは皆

ベニヤミンの子孫である。

9このようにすべてのイスラエルびとは系図によっ

て数えられた。これらはイスラエルの列王紀にしる

されている。ユダはその不信のゆえにバビロンに捕

囚となった。 2その領地の町々に最初に住んだもの

はイスラエルびと、祭司、レビびとおよび宮に仕え

るしもべたちであった。 3またエルサレムにはユダ

の子孫、ベニヤミンの子孫およびエフライムとマナ

セの子孫が住んでいた。 4すなわちユダの子ペレヅ

の子孫のうちではアミホデの子ウタイ。アミホデは

オムリの子、オムリはイムリの子、イムリはバニの

子である。 5シロびとのうちでは長子アサヤとその
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ほかの子たち。 6ゼラの子孫のうちではユエルとそ

の兄弟六百九十人。 7ベニヤミンの子孫のうちでは

ハセヌアの子ホダビヤの子であるメシュラムの子サ

ル、 8エロハムの子イブニヤ、ミクリの子であるウ

ジの子エラおよびイブニヤの子リウエルの子である

シパテヤの子メシュラム、 9ならびに彼らの兄弟た

ちで、その系図によれば合わせて九百五十六人。こ

れらの人々は皆その氏族の長であった。 10祭司のう

ちではエダヤ、ヨアリブ、ヤキン、 11およびヒルキ

ヤの子アザリヤ、ヒルキヤはメシュラムの子、メシ

ュラムはザドクの子、ザドクはメラヨテの子、メラ

ヨテはアヒトブの子である。アザリヤは神の宮のつ

かさである。 12またエロハムの子アダヤ、エロハム

はパシュルの子、パシュルはマルキヤの子である。

またアデエルの子はマアセヤ、アデエルはヤゼラの

子、ヤゼラはメシュラムの子、メシュラムはメシレ

モテの子、メシレモテはインメルの子である。 13そ

のほかに彼らの兄弟たちもあった。これらはその氏

族の長で、合わせて一千七百六十人、みな神の宮の

務をするのに、はなはだ力のある人々であった。 14

レビびとのうちではハシュブの子シマヤ、ハシュブ

はアズリカムの子、アズリカムはハシャビヤの子で

、これらはメラリの子孫である。 15またバクバッカ

ル、ヘレシ、ガラル、およびアサフの子ジクリの子

であるミカの子マッタニヤ、 16ならびにエドトンの

子ガラルの子であるシマヤの子オバデヤおよびエル

カナの子であるアサの子ベレキヤ、エルカナはネト

パびとの村里に住んだ者である。 17門を守るものは

シャルム、アックブ、タルモン、アヒマンおよびそ
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の兄弟たちで、シャルムはその長であった。 18彼は

今日まで東の方にある王の門を守っている。これら

はレビの子孫で営の門を守る者である。 19コラの子

エビヤサフの子であるコレの子シャルムおよびその

氏族の兄弟たちなどのコラびとは幕屋のもろもろの

門を守る務をつかさどった。その先祖たちは主の営

をつかさどり、その入口を守る者であった。 20エレ

アザルの子ピネハスが、むかし彼らのつかさであっ

た。主は彼とともにおられた。 21メシレミヤの子ゼ

カリヤは会見の幕屋の門を守る者であった。 22これ

らは皆選ばれて門を守る者で、合わせて二百十二人

あった。彼らはその村々で系図によって数えられた

者で、ダビデと先見者サムエルが彼らを職に任じた

のである。 23こうして彼らとその子孫は監守人とし

て、主の家である幕屋の家の門をつかさどった。 24

門を守る者は東西南北の四方にいた。 25またその村

々にいる兄弟たちは七日ごとに代り、来て彼らを助

けた。 26門を守る者の長である四人のレビびとは神

の家のもろもろの室と宝とをつかさどった。 27彼ら

は神の家を守る身であるから、そのまわりに宿った

。そして朝ごとにこれを開くことをした。 28そのう

ちに務の器をつかさどる者があった。彼らはその数

を調べて携え入り、またその数を調べて携え出した

。 29またそのほかの品、すべての聖なる器および麦

粉、ぶどう酒、油、乳香、香料をつかさどる者があ

った。 30また祭司のともがらのうちに香料を混ぜる

者があった。 31コラびとシャルムの長子でレビびと

のひとりであるマタテヤはせんべいを造る勤めをつ

かさどった。 32またコハテびとの子孫であるその兄
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弟たちのうちに供えのパンをつかさどって、安息日

ごとにこれを整える者どもがあった。 33レビびとの

氏族の長であるこれらの者は歌うたう者であって、

宮のもろもろの室に住み、ほかの務はしなかった。

彼らは日夜自分の務に従ったからである。 34これら

はレビびとの歴代の氏族の長であって、かしらたる

人々であった。彼らはエルサレムに住んだ。 35ギベ

オンの父エヒエルはギベオンに住んでいた。その妻

の名はマアカといった。 36彼の長子はアブドン、次

はツル、キシ、バアル、ネル、ナダブ、 37ゲドル、

アヒオ、ゼカリヤ、ミクロテである。 38ミクロテは

シメアムを生んだ。彼らもその兄弟たちとともにエ

ルサレムに住んで、その兄弟たちと向かいあってい

た。 39ネルはキシを生み、キシはサウルを生み、サ

ウルはヨナタン、マルキシュア、アビナダブ、エシ

バアルを生んだ。 40ヨナタンの子はメリバアルで、

メリバアルはミカを生んだ。 41ミカの子らはピトン

、メレク、タレアおよびアハズである。 42アハズは

ヤラを生み、ヤラはアレメテ、アズマウテおよびジ

ムリを生み、ジムリはモザを生み、 43モザはビネア

を生んだ。ビネアの子はレパヤ、その子はエレアサ

、その子はアゼルである。 44アゼルに六人の男の子

があった。その名はアズリカム、ボケル、イシマエ

ル、シャリヤ、オバデヤ、ハナン。これらはみなア

ゼルの子らであった。

10さてペリシテびとはイスラエルと戦ったが、イ

スラエルの人々がペリシテびとの前から逃げ、ギル

ボア山で殺されて倒れたので、 2ペリシテびとはサ

ウルとその子たちのあとを追い、サウルの子ヨナタ
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ン、アビナダブおよびマルキシュアを殺した。 3戦

いは激しくサウルにおし迫り、射手の者どもがつい

にサウルを見つけたので、彼は射手の者どもに傷を

負わされた。 4そこでサウルはその武器を執る者に

言った、「つるぎを抜き、それをもってわたしを刺

せ。さもないと、これらの割礼なき者が来て、わた

しをはずかしめるであろう」。しかしその武器を執

る者がいたく恐れて聞きいれなかったので、サウル

はつるぎをとってその上に伏した。 5武器を執る者

はサウルの死んだのを見て、自分もまたつるぎの上

に伏して死んだ。 6こうしてサウルと三人の子らお

よびその家族は皆ともに死んだ。 7谷にいたイスラ

エルの人々は皆彼らの逃げるのを見、またサウルと

その子らの死んだのを見て、町々をすてて逃げたの

で、ペリシテびとが来てそのうちに住んだ。 8あく

る日ペリシテびとは殺された者から、はぎ取るため

に来て、サウルとその子らのギルボア山に倒れてい

るのを見、 9サウルをはいでその首と、よろいかぶ

とを取り、ペリシテびとの国の四方に人をつかわし

て、この良き知らせをその偶像と民に告げさせた。

10そしてサウルのよろいかぶとを彼らの神の家に置

き、首をダゴンの神殿にくぎづけにした。 11しかし

ヤベシ・ギレアデの人々は皆ペリシテびとがサウル

にしたことを聞いたので、 12勇士たちが皆立ち上が

り、サウルのからだとその子らのからだをとって、

これをヤベシに持って来て、ヤベシのかしの木の下

にその骨を葬り、七日の間、断食した。 13こうして

サウルは主にむかって犯した罪のために死んだ。す

なわち彼は主の言葉を守らず、また口寄せに問うこ
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とをして、 14主に問うことをしなかった。それで主

は彼を殺し、その国を移してエッサイの子ダビデに

与えられた。

11ここにイスラエルの人は皆ヘブロンにいるダビ

デのもとに集まって来て言った、「われわれは、あ

なたの骨肉です。 2先にサウルが王であった時にも

、あなたはイスラエルを率いて出入りされました。

そしてあなたの神、主はあなたに『あなたはわが民

イスラエルを牧する者となり、わが民イスラエルの

君となるであろう』と言われました」。 3このよう

にイスラエルの長老が皆ヘブロンにいる王のもとに

来たので、ダビデはヘブロンで主の前に彼らと契約

を結んだ。そして彼らは、サムエルによって語られ

た主の言葉に従ってダビデに油を注ぎ、イスラエル

の王とした。 4ダビデとすべてのイスラエルはエル

サレムへ行った。エルサレムはすなわちエブスであ

って、そこにはその地の住民であるエブスびとがい

た。 5エブスの住民はダビデに言った、「あなたは

ここにはいってはならない」。しかし、ダビデはシ

オンの要害を取った。これがすなわちダビデの町で

ある。 6この時ダビデは言った、「だれでも第一に

エブスびとを撃つ者を、かしらとし、将とする」。

ゼルヤの子ヨアブが第一にのぼっていったので、か

しらとなった。 7そしてダビデがその要害に住んだ

ので人々はこれをダビデの町と名づけた。 8ダビデ

はまたその町の周囲すなわちミロから四方に石がき

を築き、ヨアブは町のほかの部分を繕った。 9こう

してダビデはますます大いなる者となった。万軍の

主が彼とともにおられたからである。 10ダビデの勇
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士のおもなものは次のとおりである。彼らはイスラ

エルのすべての人とともにダビデに力をそえて国を

得させ、主がイスラエルについて言われた言葉にし

たがって、彼を王とした人々である。 11ダビデの勇

士の数は次のとおりである。すなわち三人の長であ

るハクモニびとの子ヤショベアム、彼はやりをふる

って三百人に向かい、一度にこれを殺した者である

。 12彼の次はアホアびとドドの子エレアザルで、三

勇士のひとりである。 13彼はダビデとともにパスダ

ミムにいたが、ペリシテびとがそこに集まって来て

戦った。そこに一面に大麦のはえた地所があった。

民はペリシテびとの前から逃げた。 14しかし彼は地

所の中に立ってこれを防ぎ、ペリシテびとを殺した

。そして主は大いなる勝利を与えて彼らを救われた

。 15三十人の長たちのうちの三人は下っていってア

ドラムのほらあなの岩の所にいるダビデのもとへ行

った。時にペリシテびとの軍勢はレパイムの谷に陣

を取っていた。 16その時ダビデは要害におり、ペリ

シテびとの先陣はベツレヘムにあったが、 17ダビデ

はせつに望んで、「だれかベツレヘムの門のかたわ

らにある井戸の水をわたしに飲ませてくれるとよい

のだが」と言った。 18そこでその三人はペリシテび

との陣を突き通って、ベツレヘムの門のかたわらに

ある井戸の水をくみ取って、ダビデのもとに携えて

来た。しかしダビデはそれを飲もうとはせず、それ

を主の前に注いで、 19言った、「わが神よ、わたし

は断じてこれをいたしません。命をかけて行ったこ

の人たちの血をどうしてわたしは飲むことができま

しょう。彼らは命をかけてこの水をとって来たので
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す」。それゆえ、ダビデはこの水を飲もうとはしな

かった。三勇士はこのことをおこなった。 20ヨアブ

の兄弟アビシャイは三十人の長であった。彼はやり

をふるって三百人に立ち向かい、これを殺して三人

のほかに名を得た。 21彼は三十人のうち、最も尊ば

れた者で、彼らのかしらとなった。しかし、かの三

人には及ばなかった。 22エホヤダの子ベナヤは、カ

ブジエル出身の勇士であって、多くのてがらを立て

た。彼はモアブのアリエルのふたりの子を撃ち殺し

た。彼はまた雪の日に下っていって、穴の中でしし

を撃ち殺した。 23彼はまた身のたけ五キュビトばか

りのエジプトびとを撃ち殺した。そのエジプトびと

は手に機の巻棒ほどのやりを持っていたが、ベナヤ

はつえをとって彼の所へ下って行き、エジプトびと

の手から、やりをもぎとり、そのやりをもって彼を

殺した。 24エホヤダの子ベナヤは、これらの事を行

って三勇士のほかに名を得た。 25彼は三十人のうち

に有名であったが、かの三人には及ばなかった。ダ

ビデは彼を侍衛の長とした。 26軍団のうちの勇士は

ヨアブの兄弟アサヘル。ベツレヘム出身のドドの子

エルハナン。 27ハロデ出身のシャンマ。ペロンびと

ヘレヅ。 28テコア出身のイッケシの子イラ。アナト

テ出身のアビエゼル。 29ホシャテびとシベカイ。ア

ホアびとイライ。 30ネトパ出身のマハライ。ネトパ

出身のバアナの子ヘレデ。 31ベニヤミンびとのギベ

アから出たリバイの子イタイ。ピラトンのベナヤ。

32ガアシの谷のホライ。アルバテびとアビエル。 33

バハルム出身のアズマウテ。シャルボン出身のエリ

ヤバ。 34ギゾンびとハセム。ハラルびとシャゲの子
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ヨナタン。 35ハラルびとサカルの子アヒアム。ウル

の子エリパル。 36メケラテびとヘペル。ペロンびと

アヒヤ。 37カルメル出身のヘズロ。エズバイの子ナ

アライ。 38ナタンの兄弟ヨエル。ハグリの子ミブハ

ル。 39アンモンびとゼレク。ゼルヤの子ヨアブの武

器を執るもの、ベエロテ出身のナハライ。 40イテル

びとイラ。イテルびとガレブ。 41ヘテびとウリヤ。

アハライの子ザバデ。 42ルベンびとシザの子アデナ

。彼はルベンびとの長であって、三十人を率いた。

43またマアカの子ハナン。ミテニびとヨシャパテ。

44アシテラテびとウジヤ。アロエルびとホタムの子

らシャマとエイエル。 45テジびとシムリの子エデア

エルおよびその兄弟ヨハ。 46マハブびとエリエル。

エルナアムの子らエリバイおよびヨシャビヤ。モア

ブびとイテマ。 47エリエル、オベデおよびメゾバび

とヤシエルである。

12ダビデがキシの子サウルにしりぞけられて、な

おチクラグにいた時、次の人々が彼のもとに来た。

彼らはダビデを助けて戦った勇士たちのうちにあり

、 2弓をよくする者、左右いずれの手をもってもよ

く矢を射、石を投げる者で、ともにベニヤミンびと

で、サウルの同族である。 3そのかしらはアヒエゼ

ル、次はヨアシで、ともにギベア出身のシマアの子

たちである。またエジエルとペレテで、ともにアズ

マウテの子たちである。またベラカおよびアナトテ

出身のエヒウ。 4またギベオン出身のイシマヤ、彼

は三十人のうちの勇士で、その三十人の長である。

またエレミヤ、ヤハジエル、ヨハナン、ゲデラ出身

のヨザバデ、 5エルザイ、エリモテ、ベアリヤ、シ
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マリヤ、ハリフびとシパテヤ、 6エルカナ、イシア

、アザリエル、ヨエゼル、ヤショベアムで、これら

はコラびとである。 7またゲドルのエロハムの子た

ちであるヨエラおよびゼバデヤである。 8ガドびと

のうちから荒野の要害に来て、ダビデについた者は

皆勇士で、よく戦う軍人、よく盾とやりをつかう者

、その顔はししの顔のようで、その速いことは山に

いるしかのようであった。 9彼らのかしらはエゼル

、次はオバデヤ、第三はエリアブ、 10第四はミシマ

ンナ、第五はエレミヤ、 11第六はアッタイ、第七は

エリエル、 12第八はヨナハン、第九はエルザバデ、

13第十はエレミヤ、第十一はマクバナイである。 14

これらはガドの子孫で軍勢の長たる者、その最も小

さい者でも百人に当り、その最も大いなる者は千人

に当った。 15正月、ヨルダンがその全岸にあふれた

とき、彼らはこれを渡って、谷々にいる者をことご

とく東に西に逃げ走らせた。 16ベニヤミンとユダの

子孫のうちの人々が要害に来て、ダビデについた。

17ダビデは出て彼らを迎えて言った、「あなたがた

が好意をもって、わたしを助けるために来たのなら

ば、わたしの心もあなたがたと、ひとつになりまし

ょう。しかし、わたしの手になんの悪事もないのに

、もしあなたがたが、わたしを欺いて、敵に渡すた

めであるならば、われわれの先祖の神がどうぞみそ

なわして、あなたがたを責められますように」。 18

時に霊が三十人の長アマサイに臨み、アマサイは言

った、「ダビデよ、われわれはあなたのもの。エッ

サイの子よ、われわれはあなたと共にある。平安あ

れ、あなたに平安あれ。あなたを助ける者に平安あ
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れ。あなたの神があなたを助けられる」。そこでダ

ビデは彼らを受けいれて部隊の長とした。 19さきに

ダビデがペリシテびとと共にサウルと戦おうと攻め

て来たとき、マナセびと数人がダビデについた。（

ただしダビデはついにペリシテびとを助けなかった

。それはペリシテびとの君たちが相はかって、「彼

はわれわれの首をとって、その主君サウルのもとに

帰るであろう」と言って、彼を去らせたからである

。） 20ダビデがチクラグへ行ったとき、マナセびと

アデナ、ヨザバデ、エデアエル、ミカエル、ヨザバ

デ、エリウ、ヂルタイが彼についた。皆マナセびと

の千人の長であった。 21彼らはダビデを助けて敵軍

に当った。彼らは皆大勇士で軍勢の長であった。 22

ダビデを助ける者が日に日に加わって、ついに大軍

となり、神の軍勢のようになった。 23主の言葉に従

い、サウルの国をダビデに与えようとして、ヘブロ

ンにいるダビデのもとに来た武装した軍隊の数は、

次のとおりである。 24ユダの子孫で盾とやりをとり

、武装した者六千八百人、 25シメオンの子孫で、よ

く戦う勇士七千百人、 26レビの子孫からは四千六百

人。 27エホヤダはアロンの家のつかさで、彼に属す

る者は三千七百人。 28ザドクは年若い勇士で、彼の

氏族から出た将軍は二十二人。 29サウルの同族、ベ

ニヤミンの子孫からは三千人、ベニヤミンびとの多

くはなおサウルの家に忠義をつくしていた。 30エフ

ライムの子孫からは二万八百人、皆勇士で、その氏

族の名ある人々であった。 31マナセの半部族からは

一万八千人、皆ダビデを王に立てようとして上って

来て、名をつらねた者である。 32イッサカルの子孫
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からはよく時勢に通じ、イスラエルのなすべきこと

をわきまえた人々が来た。その長たる者が二百人あ

って、その兄弟たちは皆その指揮に従った。 33ゼブ

ルンからは五万人、皆訓練を経た軍隊で、もろもろ

の武具で身をよろい、一心にダビデを助けた者であ

る。 34ナフタリからは将たる者一千人および盾とや

りをとってこれに従う者三万七千人。 35ダンびとか

らは武装した者二万八千六百人。 36アセルからは戦

いの備えをした熟練の者四万人。 37またヨルダンの

かなたルベンびと、ガドびと、マナセの半部族から

はもろもろの武具で身をよろった者十二万人であっ

た。 38すべてこれらの戦いの備えをしたいくさびと

らは真心をもってヘブロンに来て、ダビデを全イス

ラエルの王にしようとした。このほかのイスラエル

びともまた、心をひとつにしてダビデを王にしよう

とした。 39彼らはヘブロンにダビデとともに三日い

て、食い飲みした。その兄弟たちは彼らのために備

えをしたからである。 40また彼らに近い人々はイッ

サカル、ゼブルン、ナフタリなどの遠い所の者まで

、ろば、らくだ、騾馬、牛などに食物を負わせて来

た。すなわち麦粉の食物、干いちじく、干ぶどう、

ぶどう酒、油、牛、羊などを多く携えて来た。これ

はイスラエルに喜びがあったからである。

13ここにダビデは千人の長、百人の長などの諸将

と相はかり、 2そしてダビデはイスラエルの全会衆

に言った、「もし、このことをあなたがたがよしと

し、われわれの神、主がこれを許されるならば、わ

れわれは、イスラエルの各地に残っているわれわれ

の兄弟ならびに、放牧地の付いている町々にいる祭



歴代誌Ⅰ 1009

司とレビびとに、使をつかわし、われわれの所に呼

び集めましょう。 3また神の箱をわれわれの所に移

しましょう。われわれはサウルの世にはこれをおろ

そかにしたからです」。 4会衆は一同「そうしまし

ょう」と言った。このことがすべての民の目に正し

かったからである。 5そこでダビデはキリアテ・ヤ

リムから神の箱を運んでくるため、エジプトのシホ

ルからハマテの入口までのイスラエルをことごとく

呼び集めた。 6そしてダビデとすべてのイスラエル

はバアラすなわちユダのキリアテ・ヤリムに上り、

ケルビムの上に座しておられる主の名をもって呼ば

れている神の箱をそこからかき上ろうと、 7神の箱

を新しい車にのせて、アビナダブの家からひきだし

、ウザとアヒヨがその車を御した。 8ダビデおよび

すべてのイスラエルは歌と琴と立琴と、手鼓と、シ

ンバルと、ラッパをもって、力をきわめて神の前に

踊った。 9彼らがキドンの打ち場に来た時、ウザは

手を伸べて箱を押えた。牛がつまずいたからである

。 10ウザが手を箱につけたことによって、主は彼に

向かって怒りを発し、彼を撃たれたので、彼はその

所で神の前に死んだ。 11主がウザを撃たれたので、

ダビデは怒った。その所は今日までペレヅ・ウザと

呼ばれている。 12その日ダビデは神を恐れて言った

、「どうして神の箱を、わたしの所へかいて行けよ

うか」。 13それでダビデはその箱を自分の所ダビデ

の町へは移さず、これを転じてガテびとオベデ・エ

ドムの家に運ばせた。 14神の箱は三か月の間、オベ

デ・エドムの家に、その家族とともにとどまった。
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主はオベデ・エドムの家族とそのすべての持ち物を

祝福された。

14ツロの王ヒラムはダビデに使者をつかわし、彼

のために家を建てさせようと香柏および石工と木工

を送った。 2ダビデは主が自分を堅く立ててイスラ

エルの王とされたことと、その民イスラエルのため

に彼の国を大いに興されたことを悟った。 3ダビデ

はエルサレムでまた妻たちをめとった。そしてダビ

デにまたむすこ、娘が生れた。 4彼がエルサレムで

得た子たちの名は次のとおりである。すなわちシャ

ンマ、ショバブ、、ナタン、ソロモン、 5イブハル

、エリシュア、エルペレテ、 6ノガ、ネペグ、ヤピ

ア、 7エリシャマ、ベエリアダ、エリペレテである

。 8さてペリシテびとはダビデが油を注がれて全イ

スラエルの王になったことを聞いたので、ペリシテ

びとはみな上ってきてダビデを捜した。ダビデはこ

れを聞いてこれに当ろうと出ていったが、 9ペリシ

テびとはすでに来て、レパイムの谷を侵した。 10ダ

ビデは神に問うて言った、「ペリシテびとに向かっ

て上るべきでしょうか。あなたは彼らをわたしの手

にわたされるでしょうか」。主はダビデに言われた

、「上りなさい。わたしは彼らをあなたの手にわた

そう」。 11そこで彼はバアル・ペラジムへ上ってい

った。その所でダビデは彼らを打ち敗り、そして言

った、「神は破り出る水のように、わたしの手で敵

を破られた」。それゆえ、その所の名はバアル・ペ

ラジムと呼ばれている。 12彼らが自分たちの神をそ

こに残して退いたので、ダビデは命じてこれを火で

焼かせた。 13ペリシテびとは再び谷を侵した。 14
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ダビデが再び神に問うたので神は言われた、「あな

たは彼らを追って上ってはならない。遠回りしてバ

ルサムの木の前から彼らを襲いなさい。 15バルサム

の木の上に行進の音が聞えたならば、あなたは行っ

て戦いなさい。神があなたの前に出てペリシテびと

の軍勢を撃たれるからです」。 16ダビデは神が命じ

られたようにして、ペリシテびとの軍勢を撃ち破り

、ギベオンからゲゼルに及んだ。 17そこでダビデの

名はすべての国々に聞えわたり、主はすべての国び

とに彼を恐れさせられた。

15ダビデはダビデの町のうちに自分のために家を

建て、また神の箱のために所を備え、これがために

幕屋を張った。 2ダビデは言った、「神の箱をかく

べき者はただレビびとのみである。主が主の箱をか

かせ、また主に長く仕えさせるために彼らを選ばれ

たからである」。 3ダビデは主の箱をこれがために

備えた所にかき上るため、イスラエルをことごとく

エルサレムに集めた。 4ダビデはまたアロンの子孫

とレビびとを集めた。 5すなわち、コハテの子孫の

うちからはウリエルを長としてその兄弟百二十人、

6メラリの子孫のうちからはアサヤを長としてその兄

弟二百二十人、 7ゲルショムの子孫のうちからはヨ

エルを長としてその兄弟百三十人、 8エリザパンの

子孫のうちからはシマヤを長としてその兄弟二百人

、 9ヘブロンの子孫のうちからはエリエルを長とし

てその兄弟八十人、 10ウジエルの子孫のうちからは

アミナダブを長としてその兄弟百十二人である。 11

ダビデは祭司ザドクとアビヤタル、およびレビびと

ウリエル、アサヤ、ヨエル、シマヤ、エリエル、ア



歴代誌Ⅰ 1012

ミナダブを召し、 12彼らに言った、「あなたがたは

レビびとの氏族の長である。あなたがたとあなたが

たの兄弟はともに身を清め、イスラエルの神、主の

箱をわたしがそのために備えた所にかき上りなさい

。 13さきにこれをかいた者があなたがたでなかった

ので、われわれの神、主はわれわれを撃たれました

。これはわれわれがその定めにしたがってそれを扱

わなかったからです」。 14そこで祭司たちとレビび

とたちはイスラエルの神、主の箱をかき上るために

身を清め、 15レビびとたちはモーセが主の言葉にし

たがって命じたように、神の箱をさおをもって肩に

になった。 16ダビデはまたレビびとの長たちに、そ

の兄弟たちを選んで歌うたう者となし、立琴と琴と

シンバルなどの楽器を打ちはやし、喜びの声をあげ

ることを命じた。 17そこでレビびとはヨエルの子ヘ

マンと、その兄弟ベレキヤの子アサフおよびメラリ

の子孫である彼らの兄弟クシャヤの子エタンを選ん

だ。 18またこれに次ぐその兄弟たちがこれと共にい

た。すなわちゼカリヤ、ヤジエル、セミラモテ、エ

イエル、ウンニ、エリアブ、ベナヤ、マアセヤ、マ

ッタテヤ、エリペレホ、ミクネヤおよび門を守る者

オベデ・エドムとエイエル。 19歌うたう者ヘマン、

アサフおよびエタンは青銅のシンバルを打ちはやす

者であった。 20ゼカリヤ、アジエル、セミラモテ、

エイエル、ウンニ、エリアブ、マアセヤ、ベナヤは

アラモテにしたがって立琴を奏する者であった。 21

しかしマッタテヤ、エリペレホ、ミクネヤ、オベデ

・エドム、エイエル、アザジヤはセミニテにしたが

って琴をもって指揮する者であった。 22ケナニヤは
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レビびとの楽長で、音楽に通じていたので、これを

指揮した。 23ベレキヤとエルカナは箱のために門を

守る者であった。 24祭司シバニヤ、ヨシャパテ、ネ

タネル、アマサイ、ゼカリヤ、ベナヤ、エリエゼル

らは神の箱の前でラッパを吹き、オベデ・エドムと

エヒアは箱のために門を守る者であった。 25ダビデ

とイスラエルの長老たちおよび千人の長たちは行っ

て、オベデ・エドムの家から主の契約の箱を喜び勇

んでかき上った。 26神が主の契約の箱をかくレビび

とを助けられたので、彼らは雄牛七頭、雄羊七頭を

ささげた。 27ダビデは亜麻布の衣服を着ていた。箱

をかくすべてのレビびとは、歌うたう者、音楽をつ

かさどるケナニヤも同様である。ダビデはまた亜麻

布のエポデを着ていた。 28こうしてイスラエルは皆

、声をあげ、角笛を吹きならし、ラッパと、シンバ

ルと、立琴と琴をもって打ちはやして主の契約の箱

をかき上った。 29主の契約の箱がダビデの町にはい

ったとき、サウルの娘ミカルが窓からながめ、ダビ

デ王の舞い踊るのを見て、心のうちに彼をいやしめ

た。

16人々は神の箱をかき入れて、ダビデがそのため

に張った幕屋のうちに置き、そして燔祭と酬恩祭を

神の前にささげた。 2ダビデは燔祭と酬恩祭をささ

げ終えたとき、主の名をもって民を祝福し、 3イス

ラエルの人々に男にも女にもおのおのパン一つ、肉

一切れ、干ぶどう一かたまりを分け与えた。 4ダビ

デはまたレビびとのうちから主の箱の前に仕える者

を立てて、イスラエルの神、主をあがめ、感謝し、

ほめたたえさせた。 5楽長はアサフ、その次はゼカ
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リヤ、エイエル、セミラモテ、エヒエル、マッタテ

ヤ、エリアブ、ベナヤ、オベデ・エドム、エイエル

で、彼らは立琴と琴を弾じ、アサフはシンバルを打

ち鳴らし、 6祭司ベナヤとヤハジエルは神の契約の

箱の前でつねにラッパを吹いた。 7その日ダビデは

初めてアサフと彼の兄弟たちを立てて、主に感謝を

ささげさせた。 8主に感謝し、そのみ名を呼び、そ

のみわざをもろもろの民の中に知らせよ。 9主にむ

かって歌え、主をほめ歌え。そのもろもろのくすし

きみわざを語れ。 10その聖なるみ名を誇れ。どうか

主を求める者の心が喜ぶように。 11主とそのみ力と

を求めよ。つねにそのみ顔をたずねよ。 13そのしも

べアブラハムのすえよ、その選ばれたヤコブの子ら

よ。主のなされたくすしきみわざと、その奇跡と、

そのみ口のさばきとを心にとめよ。 14彼はわれわれ

の神、主にいます。そのさばきは全地にある。 15主

はとこしえにその契約をみこころにとめられる。こ

れはよろずよに命じられたみ言葉であって、 16アブ

ラハムと結ばれた契約、イサクに誓われた約束であ

る。 17主はこれを堅く立ててヤコブのために定めと

し、イスラエルのためにとこしえの契約として、 18

言われた、「あなたにカナンの地を与えて、あなた

がたの受ける嗣業の分け前とする」と。 19その時、

彼らの数は少なくて、数えるに足らず、かの国で旅

びととなり、 20国から国へ行き、この国からほかの

民へ行った。 21主は人の彼らをしえたげるのをゆる

されず、彼らのために王たちを懲しめて、 22言われ

た、「わが油そそがれた者たちにさわってはならな

い。わが預言者たちに害を加えてはならない」と。
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23全地よ、主に向かって歌え。日ごとにその救を宣

べ伝えよ。 24もろもろの国の中にその栄光をあらわ

し、もろもろの民の中にくすしきみわざをあらわせ

。 25主は大いなるかたにいまして、いとほめたたう

べき者、もろもろの神にまさって、恐るべき者だか

らである。 26もろもろの民のすべての神はむなしい

。しかし主は天を造られた。 27誉と威厳とはそのみ

前にあり、力と喜びとはその聖所にある。 28もろも

ろの民のやからよ、主に帰せよ、栄光と力とを主に

帰せよ。 29そのみ名にふさわしい栄光を主に帰せよ

。供え物を携えて主のみ前にきたれ。聖なる装いを

して主を拝め。 30全地よ、そのみ前におののけ。世

界は堅く立って、動かされることはない。 31天は喜

び、地はたのしみ、もろもろの国民の中に言え、「

主は王であられる」と。 32海とその中に満つるもの

とは鳴りどよめき、田畑とその中のすべての物は喜

べ。 33そのとき林のもろもろの木も主のみ前に喜び

歌う。主は地をさばくためにこられるからである。

34主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつくしみ

はとこしえに絶えることがない。 35また言え、「わ

れわれの救の神よ、われわれを救い、もろもろの国

民の中からわれわれを集めてお救いください。そう

すればあなたの聖なるみ名に感謝し、あなたの誉を

誇るでしょう。 36イスラエルの神、主は、とこしえ

からとこしえまでほむべきかな」と。その時すべて

の民は「アァメン」と言って主をほめたたえた。 37

ダビデはアサフとその兄弟たちを主の契約の箱の前

にとめおいて、常に箱の前に仕え、日々のわざを行

わせた。 38オベデ・エドムとその兄弟たちは合わせ
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て六十八人である。またエドトンの子オベデ・エド

ムおよびホサは門守であった。 39祭司ザドクとその

兄弟である祭司たちはギベオンにある高き所で主の

幕屋の前に仕え、 40主がイスラエルに命じられた律

法にしるされたすべてのことにしたがって燔祭の壇

の上に朝夕たえず燔祭を主にささげた。 41また彼ら

とともにヘマン、エドトンおよびほかの選ばれて名

をしるされた者どもがいて、主のいつくしみの世々

限りなきことについて主に感謝した。 42すなわちヘ

マンおよびエドトンは彼らとともにいて、ラッパ、

シンバルおよびその他の聖歌のための楽器をとって

音楽を奏し、エドトンの子らは門を守った。 43こう

して民は皆おのおの家に帰り、ダビデはその家族を

祝福するために帰って行った。

17さてダビデは自分の家に住むようになったとき

、預言者ナタンに言った、「見よ、わたしは香柏の

家に住んでいるが、主の契約の箱は天幕のうちにあ

る」。 2ナタンはダビデに言った、「神があなたと

ともにおられるから、すべてあなたの心にあるとこ

ろを行いなさい」。 3その夜、神の言葉がナタンに

臨んで言った、 4「行ってわたしのしもべダビデに

告げよ、『主はこう言われる、わたしの住む家を建

ててはならない。 5わたしはイスラエルを導き上っ

た日から今日まで、家に住まわず、天幕から天幕に

、幕屋から幕屋に移ったのである。 6わたしがすべ

てのイスラエルと共に歩んだすべての所で、わたし

の民を牧することを命じたイスラエルのさばきづか

さのひとりに、ひと言でも、「どうしてあなたがた

は、わたしのために香柏の家を建てないのか」と言
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ったことがあるだろうか』と。 7それゆえ今あなた

は、わたしのしもべダビデにこう言いなさい、『万

軍の主はこう仰せられる、「わたしはあなたを牧場

から、羊に従っている所から取って、わたしの民イ

スラエルの君とし、 8あなたがどこへ行くにもあな

たと共におり、あなたのすべての敵をあなたの前か

ら断ち去った。わたしはまた地の上の大いなる者の

名のような名をあなたに得させよう。 9そしてわた

しはわが民イスラエルのために一つの所を定めて、

彼らを植えつけ、彼らを自分の所に住ませ、重ねて

動くことのないようにしよう。 10また前のように、

すなわちわたしがわが民イスラエルの上にさばきづ

かさを立てた時からこのかたのように、悪い人が重

ねてこれを荒すことはないであろう。わたしはまた

あなたのもろもろの敵を征服する。かつわたしは主

があなたのために家を建てられることを告げる。 11

あなたの日が満ち、あなたの先祖たちの所へ行かね

ばならぬとき、わたしはあなたの子、すなわちあな

たの子らのひとりを、あなたのあとに立てて、その

王国を堅くする。 12彼はわたしのために家を建てる

であろう。わたしは長く彼の位を堅くする。 13わた

しは彼の父となり、彼はわたしの子となる。わたし

は、わたしのいつくしみを、あなたのさきにあった

者から取り去ったように、彼からは取り去らない。

14かえって、わたしは彼を長くわたしの家に、わた

しの王国にすえおく。彼の位はとこしえに堅く立つ

であろう』」。 15ナタンはすべてこれらの言葉のよ

うに、またすべてこの幻のようにダビデに語った。

16そこで、ダビデ王は、はいって主の前に座して言
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った、「主なる神よ、わたしがだれ、わたしの家が

なんであるので、あなたはこれまでわたしを導かれ

たのですか。 17神よ、これはあなたの目には小さな

事です。主なる神よ、あなたはしもべの家について

、はるか後の事を語って、きたるべき代々のことを

示されました。 18しもべの名誉については、ダビデ

はこの上あなたに何を申しあげることができましょ

う。あなたはしもべを知っておられるからです。 19

主よ、あなたはしもべのために、またあなたの心に

したがって、このもろもろの大いなる事をなし、す

べての大いなる事を知らされました。 20主よ、われ

われがすべて耳に聞いた所によれば、あなたのよう

なものはなく、またあなたのほかに神はありません

。 21また地上のどの国民が、あなたの民イスラエル

のようでありましょうか。これは神が行って、自分

のためにあがなって民とし、エジプトからあなたが

あがない出されたあなたの民の前から国々の民を追

い払い、大いなる恐るべき事を行って、名を得られ

たものではありませんか。 22あなたはあなたの民イ

スラエルを長くあなたの民とされました。主よ、あ

なたは彼らの神となられたのです。 23それゆえ主よ

、あなたがしもべと、しもべの家について語られた

言葉を長く堅くして、あなたの言われたとおりにし

てください。 24そうすればあなたの名はとこしえに

堅くされ、あがめられて、『イスラエルの神、万軍

の主はイスラエルの神である』と言われ、またあな

たのしもべダビデの家はあなたの前に堅く立つこと

ができるでしょう。 25わが神よ、あなたは彼のため

に家を建てると、しもべに示されました。それゆえ
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、しもべはあなたの前に祈る勇気を得ました。 26主

よ、あなたは神にいまし、この良き事をしもべに約

束されました。 27それゆえどうぞいま、しもべの家

を祝福し、あなたの前に長く続かせてくださるよう

に。主よ、あなたの祝福されるものは長く祝福を受

けるからです」。

18この後ダビデはペリシテびとを撃ってこれを征

服し、ペリシテびとの手からガテとその村々を取っ

た。 2彼はまたモアブを撃った。モアブびとはダビ

デのしもべとなって、みつぎを納めた。 3ダビデは

また、ハマテのゾバの王ハダデゼルがユフラテ川の

ほとりに、その記念碑を建てようとして行ったとき

彼を撃った。 4そしてダビデは彼から戦車一千、騎

兵七千人、歩兵二万人を取った。ダビデは一百の戦

車の馬を残して、そのほかの戦車の馬はみなその足

の筋を切った。 5その時ダマスコのスリヤびとがゾ

バの王ハダデゼルを助けるために来たので、ダビデ

はそのスリヤびと二万二千人を殺した。 6そしてダ

ビデはダマスコのスリヤに守備隊を置いた。スリヤ

びとはみつぎを納めてダビデのしもべとなった。主

はダビデにすべてその行く所で勝利を与えられた。

7ダビデはハダデゼルのしもべらが持っていた金の盾

を奪って、エルサレムに持ってきた。 8またハダデ

ゼルの町テブハテとクンからダビデは非常に多くの

青銅を取った。ソロモンはそれを用いて青銅の海、

柱および青銅の器を造った。 9時にハマテの王トイ

はダビデがゾバの王ハダデゼルのすべての軍勢を撃

ち破ったことを聞き、 10その子ハドラムをダビデ王

につかわして、彼にあいさつさせ、かつ祝を述べさ
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せた。ハダデゼルはかつてしばしばトイと戦いを交

えたが、ダビデはハダデゼルと戦って、これを撃ち

破ったからである。ハドラムは金、銀および青銅の

さまざまの器を贈ったので、 11ダビデ王はこれをエ

ドム、モアブ、アンモンの人々、ペリシテびと、ア

マクレなどの諸国民のうちから取ってきた金銀とと

もに、主にささげた。 12ゼルヤの子アビシャイは塩

の谷で、エドムびと一万八千を撃ち殺した。 13ダビ

デはエドムに守備隊を置き、エドムびとは皆ダビデ

のしもべとなった。主はダビデにすべてその行く所

で勝利を与えられた。 14こうしてダビデはイスラエ

ルの全地を治め、そのすべての民に公道と正義を行

った。 15ゼルヤの子ヨアブは軍の長、アヒルデの子

ヨシャパテは史官、 16アヒトブの子ザドクとアビヤ

タルの子アビメレクは祭司、シャウシャは書記官、

17エホヤダの子ベナヤはケレテびととペレテびとの

長、ダビデの子たちは王のかたわらにはべる大臣で

あった。

19この後アンモンの人々の王ナハシが死んで、そ

の子がこれに代って王となった。 2そのときダビデ

は言った、「わたしはナハシの子ハヌンに、彼の父

がわたしに恵みを施したように、恵みを施そう」。

そしてダビデは彼をその父のゆえに慰めようとして

使者をつかわした。ダビデのしもべたちはハヌンを

慰めるためアンモンの人々の地に来たが、 3アンモ

ンの人々のつかさたちはハヌンに言った、「ダビデ

が慰める者をあなたのもとにつかわしたことによっ

て、あなたは彼があなたの父を尊ぶのだと思われま

すか。彼のしもべたちが来たのは、この国をうかが
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い、探って滅ぼすためではありませんか」。 4そこ

でハヌンはダビデのしもべたちを捕えて、そのひげ

をそり落し、その着物を中ほどから断ち切って腰の

所までにして彼らを帰してやった。 5ある人々が来

て、この人たちのされたことをダビデに告げたので

、彼は人をつかわして、彼らを迎えさせた。その人

々が非常に恥じたからである。そこで王は言った、

「ひげがのびるまでエリコにとどまって、その後帰

りなさい」。 6アンモンの人々は自分たちがダビデ

に憎まれることをしたとわかったので、ハヌンおよ

びアンモンの人々は銀千タラントを送ってメソポタ

ミヤとアラム・マアカ、およびゾバから戦車と騎兵

を雇い入れた。 7すなわち戦車三万二千およびマア

カの王とその軍隊を雇い入れたので、彼らは来てメ

デバの前に陣を張った。そこでアンモンの人々は町

々から寄り集まって、戦いに出動した。 8ダビデは

これを聞いてヨアブと勇士の全軍をつかわしたので

、 9アンモンの人々は出て来て町の入口に戦いの備

えをした。また助けに来た王たちは別に野にいた。

10時にヨアブは戦いが前後から自分に向かっている

のを見て、イスラエルのえり抜きの兵士のうちから

選んで、これをスリヤびとに対して備え、 11そのほ

かの民を自分の兄弟アビシャイの手にわたして、ア

ンモンの人々に対して備えさせ、 12そして言った、

「もしスリヤびとがわたしに手ごわいときは、わた

しを助けてください。もしアンモンの人々があなた

に手ごわいときは、あなたを助けましょう。 13勇ま

しくしてください。われわれの民のためと、われわ

れの神の町々のために、勇ましくしましょう。どう
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か、主が良いと思われることをされるように」。 14

こうしてヨアブが自分と一緒にいる民と共にスリヤ

びとに向かって戦おうとして近づいたとき、スリヤ

びとは彼の前から逃げた。 15アンモンの人々はスリ

ヤびとの逃げるのを見て、彼らもまたヨアブの兄弟

アビシャイの前から逃げて町にはいった。そこでヨ

アブはエルサレムに帰った。 16しかしスリヤびとは

自分たちがイスラエルの前に打ち敗られたのを見て

、使者をつかわし、ハダデゼルの軍の長ショパクの

率いるユフラテ川の向こう側にいるスリヤびとを引

き出した。 17この事がダビデに聞えたので、彼はイ

スラエルをことごとく集め、ヨルダンを渡り、彼ら

の所に来て、これに向かって戦いの備えをした。ダ

ビデがこのようにスリヤびとに対して戦いの備えを

したとき、彼はダビデと戦った。 18しかしスリヤび

とがイスラエルの前から逃げたので、ダビデはスリ

ヤびとの戦車の兵七千、歩兵四万を殺し、また軍の

長ショパクをも殺した。 19ハダデゼルのしもべたち

は味方の者がイスラエルに打ち敗られたのを見て、

ダビデと和を講じ、彼に仕えた。スリヤびとは再び

アンモンびとを助けることをしなかった。

20春になって、王たちが戦いに出るに及んで、ヨ

アブは軍勢を率いてアンモンびとの地を荒し、行っ

てラバを包囲した。しかしダビデはエルサレムにと

どまった。ヨアブはラバを撃って、これを滅ぼした

。 2そしてダビデは彼らの王の冠をその頭から取り

はなした。その金の重さを量ってみると一タラント

、またその中に宝石があった。これをダビデの頭に

置いた。ダビデはまたその町のぶんどり物を非常に
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多く持ち出した。 3また彼はそのうちの民を引き出

して、これをのこぎりと、鉄のつるはしと、おのを

使う仕事につかせた。ダビデはアンモンびとのすべ

ての町々にこのように行った。そしてダビデと民と

は皆エルサレムに帰った。 4この後ゲゼルでペリシ

テびとと戦いが起った。その時ホシャびとシベカイ

が巨人の子孫のひとりシパイを殺した。かれらはつ

いに征服された。 5ここにまたペリシテびとと戦い

があったが、ヤイルの子エルハナンはガテびとゴリ

アテの兄弟ラミを殺した。そのやりの柄は機の巻棒

のようであった。 6またガテに戦いがあったが、そ

こにひとりの背の高い人がいた。その手の指と足の

指は六本ずつで、合わせて二十四本あった。彼もま

た巨人から生れた者であった。 7彼はイスラエルを

ののしったので、ダビデの兄弟シメアの子ヨナタン

がこれを殺した。 8これらはガテで巨人から生れた

者であったが、ダビデの手とその家来たちの手に倒

れた。

21時にサタンが起ってイスラエルに敵し、ダビデ

を動かしてイスラエルを数えさせようとした。 2ダ

ビデはヨアブと軍の将校たちに言った、「あなたが

たは行って、ベエルシバからダンまでのイスラエル

を数え、その数を調べてわたしに知らせなさい」。

3ヨアブは言った、「それがどのくらいあっても、ど

うか主がその民を百倍に増されるように。しかし王

わが主よ、彼らは皆あなたのしもべではありません

か。どうしてわが主はこの事を求められるのですか

。どうしてイスラエルに罪を得させられるのですか

」。 4しかし王の言葉がヨアブに勝ったので、ヨア
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ブは出て行って、イスラエルをあまねく行き巡り、

エルサレムに帰って来た。 5そしてヨアブは民の総

数をダビデに告げた。すなわちイスラエルにはつる

ぎを抜く者が百十万人、ユダにはつるぎを抜く者が

四十七万人あった。 6しかしヨアブは王の命令を快

しとしなかったので、レビとベニヤミンとはその中

に数えなかった。 7この事が神の目に悪かったので

、神はイスラエルを撃たれた。 8そこでダビデは神

に言った、「わたしはこの事を行って大いに罪を犯

しました。しかし今どうか、しもべの罪を除いてく

ださい。わたしは非常に愚かなことをいたしました

」。 9主はダビデの先見者ガデに告げて言われた、

10「行ってダビデに言いなさい、『主はこう仰せら

れる、わたしは三つの事を示す。あなたはその一つ

を選びなさい。わたしはそれをあなたに行おう』と

」。 11ガデはダビデのもとに来て言った、「主はこ

う仰せられます、『あなたは選びなさい。 12すなわ

ち三年のききんか、あるいは三月の間、あなたのあ

だの前に敗れて、敵のつるぎに追いつかれるか、あ

るいは三日の間、主のつるぎすなわち疫病がこの国

にあって、主の使がイスラエルの全領域にわたって

滅ぼすことをするか』。いま、わたしがどういう答

をわたしをつかわしたものになすべきか決めなさい

」。 13ダビデはガデに言った、「わたしは非常に悩

んでいるが、主のあわれみは大きいゆえ、わたしを

主の手に陥らせてください。しかしわたしを人の手

に陥らせないでください」。 14そこで主はイスラエ

ルに疫病を下されたので、イスラエルびとのうち七

万人が倒れた。 15神はまたみ使をエルサレムにつか
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わして、これを滅ぼそうとされたが、み使がまさに

滅ぼそうとしたとき、主は見られて、この災を悔い

、その滅ぼすみ使に言われた、「もうじゅうぶんだ

。今あなたの手をとどめよ」。そのとき主の使はエ

ブスびとオルナンの打ち場のかたわらに立っていた

。 16ダビデが目をあげて見ると、主の使が地と天の

間に立って、手に抜いたつるぎをもち、エルサレム

の上にさし伸べていたので、ダビデと長老たちは荒

布を着て、ひれ伏した。 17そしてダビデは神に言っ

た、「民を数えよと命じたのはわたしではありませ

んか。罪を犯し、悪い事をしたのはわたしです。し

かしこれらの羊は何をしましたか。わが神、主よ、

どうぞあなたの手をわたしと、わたしの父の家にむ

けてください。しかし災をあなたの民に下さないで

ください」。 18時に主の使はガデに命じ、ダビデが

上って行って、エブスびとオルナンの打ち場で主の

ために一つの祭壇を築くように告げさせた。 19そこ

でダビデはガデが主の名をもって告げた言葉に従っ

て上って行った。 20そのときオルナンは麦を打って

いたが、ふりかえってみ使を見たので、ともにいた

彼の四人の子は身をかくした。 21ダビデがオルナン

に近づくと、オルナンは目を上げてダビデを見、打

ち場から出て来て地にひれ伏してダビデを拝した。

22ダビデはオルナンに言った、「この打ち場の所を

わたしに与えなさい。わたしは災が民に下るのをと

どめるため、そこに主のために一つの祭壇を築きま

す。あなたは、そのじゅうぶんな価をとってこれを

わたしに与えなさい」。 23オルナンはダビデに言っ

た、「どうぞこれをお取りなさい。そして王わが主
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の良しと見られるところを行いなさい。わたしは牛

を燔祭のために、打穀機をたきぎのために、麦を素

祭のためにささげます。わたしは皆これをささげま

す」。 24ダビデ王はオルナンに言った、「いいえ、

わたしはじゅうぶんな代価を払ってこれを買います

。わたしは主のためにあなたのものを取ることをし

ません。また、費えなしに燔祭をささげることをい

たしません」。 25それでダビデはその所のために金

六百シケルをはかって、オルナンに払った。 26こう

してダビデは主のために、その所に一つの祭壇を築

き、燔祭と酬恩祭をささげて、主を呼んだ。主は燔

祭の祭壇の上に天から火を下して答えられた。 27ま

た主がみ使に命じられたので、彼はつるぎをさやに

おさめた。 28その時ダビデは主がエブスびとオルナ

ンの打ち場で自分に答えられたのを見たので、その

所で犠牲をささげた。 29モーセが荒野で造った主の

幕屋と燔祭の祭壇とは、その時ギベオンの高き所に

あったからである。 30しかしダビデはその前へ行っ

て神に求めることができなかった。彼が主の使のつ

るぎを恐れたからである。

22それでダビデは言った、「主なる神の家はこれ

である、イスラエルのための燔祭の祭壇はこれであ

る」と。 2ダビデは命じてイスラエルの地にいる他

国人を集めさせ、また神の家を建てるのに用いる石

を切るために石工を定めた。 3ダビデはまた門のと

びらのくぎ、およびかすがいに用いる鉄をおびただ

しく備えた。また青銅を量ることもできないほどお

びただしく備えた。 4また香柏を数えきれぬほど備

えた。これはシドンびととツロの人々がおびただし
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く香柏をダビデの所に持って来たからである。 5ダ

ビデは言った、「わが子ソロモンは若く、かつ経験

がない。また主のために建てる家はきわめて壮大で

、万国に名を得、栄えを得るものでなければならな

い。それゆえ、わたしはその準備をしておこう」と

。こうしてダビデは死ぬ前に多くの物資を準備した

。 6そして彼はその子ソロモンを召して、イスラエ

ルの神、主のために家を建てることを命じた。 7す

なわちダビデはソロモンに言った、「わが子よ、わ

たしはわが神、主の名のために家を建てようと志し

ていた。 8ところが主の言葉がわたしに臨んで言わ

れた、『おまえは多くの血を流し、大いなる戦争を

した。おまえはわたしの前で多くの血を地に流した

から、わが名のために家を建ててはならない。 9見

よ、男の子がおまえに生れる。彼は平和の人である

。わたしは彼に平安を与えて、周囲のもろもろの敵

に煩わされないようにしよう。彼の名はソロモンと

呼ばれ、彼の世にわたしはイスラエルに平安と静穏

とを与える。 10彼はわが名のために家を建てるであ

ろう。彼はわが子となり、わたしは彼の父となる。

わたしは彼の王位をながくイスラエルの上に堅くす

るであろう』。 11それでわが子よ、どうか主があな

たと共にいまし、あなたを栄えさせて、主があなた

について言われたように、あなたの神、主の家を建

てさせてくださるように。 12ただ、どうか主があな

たに分別と知恵を賜い、あなたをイスラエルの上に

立たせられるとき、あなたの神、主の律法を、あな

たに守らせてくださるように。 13あなたがもし、主

がイスラエルについてモーセに命じられた定めとお
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きてとを慎んで守るならば、あなたは栄えるであろ

う。心を強くし、勇め。恐れてはならない、おのの

いてはならない。 14見よ、わたしは苦難のうちにあ

って主の家のために金十万タラント、銀百万タラン

トを備え、また青銅と鉄を量ることもできないほど

おびただしく備えた。また材木と石をも備えた。あ

なたはまたこれに加えなければならない。 15あなた

にはまた多数の職人、すなわち石や木を切り刻む者

、工作に巧みな各種の者がある。 16金、銀、青銅、

鉄もおびただしくある。たって行いなさい。どうか

主があなたと共におられるように」。 17ダビデはま

たイスラエルのすべてのつかさたちにその子ソロモ

ンを助けるように命じて言った、 18「あなたがたの

神、主はあなたがたとともにおられるではないか。

四方に泰平を賜わったではないか。主はこの地の民

をわたしの手にわたされたので、この地は主の前と

その民の前に服している。 19それであなたがたは心

をつくし、精神をつくしてあなたがたの神、主を求

めなさい。たって主なる神の聖所を建て、主の名の

ために建てるその家に、主の契約の箱と神の聖なる

もろもろの器を携え入れなさい」。

23ダビデは老い、その日が満ちたので、その子ソ

ロモンをイスラエルの王とした。 2ダビデはイスラ

エルのすべてのつかさおよび祭司とレビびとを集め

た。 3レビびとの三十歳以上のものを数えると、そ

の男の数が三万八千人あった。 4ダビデは言った、

「そのうち二万四千人は主の家の仕事をつかさどり

、六千人はつかさびと、およびさばきびととなり、

5四千人は門を守る者となり、また四千人はさんびの



歴代誌Ⅰ 1029

ためにわたしの造った楽器で主をたたえよ」。 6そ

してダビデは彼らをレビの子らにしたがってゲルシ

ョン、コハテ、メラリの組に分けた。 7ゲルション

の子らはラダンとシメイ。 8ラダンの子らは、かし

らのエヒエルとゼタムとヨエルの三人。 9シメイの

子らはシロミテ、ハジエル、ハランの三人。これら

はラダンの氏族の長であった。 10シメイの子らはヤ

ハテ、ジナ、エウシ、ベリアの四人。皆シメイの子

で、 11ヤハテはかしら、ジザはその次、エウシとベ

リアは子が多くなかったので、ともに数えられて一

つの氏族となった。 12コハテの子らはアムラム、イ

ヅハル、ヘブロン、ウジエルの四人。 13アムラムの

子らはアロンとモーセである。アロンはその子らと

ともに、ながくいと聖なるものを聖別するために分

かたれて、主の前に香をたき、主に仕え、常に主の

名をもって祝福することをなした。 14神の人モーセ

の子らはレビの部族のうちに数えられた。 15モーセ

の子らはゲルションとエリエゼル。 16ゲルションの

子らは、かしらはシブエル。 17エリエゼルの子らは

、かしらはレハビヤ。エリエゼルにはこのほかに子

がなかった。しかしレハビヤの子らは非常に多かっ

た。 18イヅハルの子らは、かしらはシロミテ。 19

ヘブロンの子らは長子はエリヤ、次はアマリヤ、第

三はヤハジエル、第四はエカメアム。 20ウジエルの

子らは、かしらはミカ、次はイシアである。 21メラ

リの子らはマヘリとムシ。マヘリの子らはエレアザ

ルとキシ。 22エレアザルは男の子がなくて死に、た

だ娘たちだけであったが、キシの子であるその身内

の男たちが彼女たちをめとった。 23ムシの子らはマ
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ヘリ、エデル、エレモテの三人である。 24これらは

その氏族によるレビの子孫であって、その人数が数

えられ、その名がしるされて、主の家の務をなした

二十歳以上の者で、氏族の長であった。 25ダビデは

言った、「イスラエルの神、主はその民に平安を与

え、ながくエルサレムに住まわれる。 26レビびとは

重ねて幕屋およびその勤めの器物をかつぐことはな

い。 27ダビデの最後の言葉によって、レビびとは二

十歳以上の者が数えられた 28彼らの務はアロンの子

孫を助けて主の家の働きをし、庭とへやの仕事およ

びすべての聖なるものを清めること、そのほか、す

べて神の家の働きをすることである。 29また供えの

パン、素祭の麦粉、種入れぬ菓子、焼いた供え物、

油をまぜた供え物をつかさどり、またすべて分量お

よび大きさを量ることをつかさどり、 30また朝ごと

に立って主に感謝し、さんびし、夕にもまたそのよ

うにし、 31また安息日と新月と祭日に、主にもろも

ろの燔祭をささげるときは、絶えず主の前にその命

じられた数にしたがってささげなければならない。

32このようにして彼らは会見の幕屋と聖所の務を守

り、主の家の働きのためにその兄弟であるアロンの

子らに仕えなければならない」。

24アロンの子孫の組は次のとおりである。すなわ

ちアロンの子らはナダブ、アビウ、エレアザル、イ

タマル。 2ナダブとアビウはその父に先だって死に

、子がなかったので、エレアザルとイタマルが祭司

となった。 3ダビデはエレアザルの子孫ザドクとイ

タマルの子孫アヒメレクの助けによって彼らを分け

て、それぞれの勤めにつけた。 4エレアザルの子孫



歴代誌Ⅰ 1031

のうちにはイタマルの子孫のうちよりも長たる人々

が多かった。それでエレアザルの子孫で氏族の長で

ある十六人と、イタマルの子孫で氏族の長である者

八人にこれを分けた。 5このように彼らは皆ひとし

く、くじによって分けられた。聖所のつかさ、およ

び神のつかさは、ともにエレアザルの子孫とイタマ

ルの子孫から出たからである。 6レビびとネタネル

の子である書記シマヤは、王とつかさたちと祭司ザ

ドクとアビヤタルの子アヒメレクと祭司およびレビ

びとの氏族の長たちの前で、これを書きしるした。

すなわちエレアザルのために氏族一つを取れば、イ

タマルのためにも一つを取った。 7第一のくじはヨ

アリブに当り、第二はエダヤに当り、 8第三はハリ

ムに、第四はセオリムに、 9第五はマルキヤに、第

六はミヤミンに、 10第七はハッコヅに、第八はアビ

ヤに、 11第九はエシュアに、第十はシカニヤに、 12

第十一はエリアシブに、第十二はヤキムに、 13第十

三はホッパに、第十四はエシバブに、 14第十五はビ

ルガに、第十六はインメルに、 15第十七はヘジルに

、第十八はハピセツに、 16第十九はペタヒヤに、第

二十はエゼキエルに、 17第二十一はヤキンに、第二

十二はガムルに、 18第二十三はデラヤに、第二十四

はマアジヤに当った。 19これは、彼らの先祖アロン

によって設けられた定めにしたがい、主の家にはい

って務をなす順序であって、イスラエルの神、主の

彼に命じられたとおりである。 20このほかのレビの

子孫は次のとおりである。すなわちアムラムの子ら

のうちではシュバエル。シュバエルの子らのうちで

はエデヤ。 21レハビヤについては、レハビヤの子ら
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のうちでは長子イシア。 22イヅハリびとのうちでは

シロミテ。シロミテの子らのうちではヤハテ。 23ヘ

ブロンの子らは長子はエリヤ、次はアマリヤ、第三

はヤハジエル、第四はエカメアム。 24ウジエルの子

らのうちではミカ。ミカの子らのうちではシャミル

。 25ミカの兄弟はイシア。イシアの子らのうちでは

ゼカリヤ。 26メラリの子らはマヘリとムシ。ヤジア

の子らはベノ。 27メラリの子孫のヤジアから出た者

はベノ、ショハム、ザックル、イブリ。 28マヘリか

らエレアザルが出た。彼には子がなかった。 29キシ

については、キシの子はエラメル。 30ムシの子らは

マヘリ、エデル、エリモテ。これらはレビびとの子

孫で、その氏族によっていった者である。 31これら

の者もまた氏族の兄もその弟も同様に、ダビデ王と

、ザドクと、アヒメレクと、祭司およびレビびとの

氏族の長たちの前で、アロンの子孫であるその兄弟

たちのようにくじを引いた。

25ダビデと軍の長たちはまたアサフ、ヘマンおよ

びエドトンの子らを勤めのために分かち、琴と、立

琴と、シンバルをもって預言する者にした。その勤

めをなした人々の数は次のとおりである。 2アサフ

の子たちはザックル、ヨセフ、ネタニヤ、アサレラ

であって、アサフの指揮のもとに王の命によって預

言した者である。 3エドトンについては、エドトン

の子たちはゲダリヤ、ゼリ、エサヤ、ハシャビヤ、

マッタテヤの六人で、琴をもって主に感謝し、かつ

ほめたたえて預言したその父エドトンの指揮の下に

あった。 4ヘマンについては、ヘマンの子たちはブ

ッキヤ、マッタニヤ、ウジエル、シブエル、エレモ
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テ、ハナニヤ、ハナニ、エリアタ、ギダルテ、ロマ

ムテ・エゼル、ヨシベカシャ、マロテ、ホテル、マ

ハジオテである。 5これらは皆、神がご自身の約束

にしたがって高くされた王の先見者ヘマンの子たち

であった。神はヘマンに男の子十四人、女の子三人

を与えられた。 6これらの者は皆その父の指揮の下

にあって、主の宮で歌をうたい、シンバルと立琴と

琴をもって神の宮の務をした。アサフ、エドトンお

よびヘマンは王の命の下にあった。 7彼らおよび主

に歌をうたうことのために訓練され、すべて熟練し

た兄弟たちの数は二百八十八人であった。 8彼らは

小なる者も、大なる者も、教師も生徒も皆ひとしく

その務のためにくじを引いた。 9第一のくじはアサ

フのためにヨセフに当り、第二はゲダリヤに当った

。彼とその兄弟たちおよびその子たち、合わせて十

二人。 10第三はザックルに当った。その子たちおよ

びその兄弟たち、合わせて十二人。 11第四はイヅリ

に当った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせ

て十二人。 12第五はネタニヤに当った。その子たち

およびその兄弟たち、合わせて十二人。 13第六はブ

ッキヤに当った。その子たちおよびその兄弟たち、

合わせて十二人。 14第七はアサレラに当った。その

子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 15第

八はエサヤに当った。その子たちおよびその兄弟た

ち、合わせて十二人。 16第九はマッタニヤに当った

。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人

。 17第十はシメイに当った。その子たちおよびその

兄弟たち、合わせて十二人。 18第十一はアザリエル

に当った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせ
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て十二人。 19第十二はハシャビヤに当った。その子

たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 20第十

三はシュバエルに当った。その子たちおよびその兄

弟たち、合わせて十二人。 21第十四はマッタテヤに

当った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて

十二人。 22第十五はエレモテに当った。その子たち

およびその兄弟たち、合わせて十二人。 23第十六は

ハナニヤに当った。その子たちおよびその兄弟たち

、合わせて十二人。 24第十七はヨシベカシャに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二

人。 25第十八はハナニに当った。その子たちおよび

その兄弟たち、合わせて十二人。 26第十九はマロテ

に当った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせ

て十二人。 27第二十はエリアタに当った。その子た

ちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 28第二十

一はホテルに当った。その子たちおよびその兄弟た

ち、合わせて十二人。 29第二十二はギダルテに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二

人。 30第二十三はマハジオテに当った。その子たち

およびその兄弟たち、合わせて十二人。 31第二十四

はロマムテ・エゼルに当った。その子たちおよびそ

の兄弟たち、合わせて十二人であった。

26門を守る者の組は次のとおりである。すなわち

コラびとのうちでは、アサフの子孫のうちのコレの

子メシレミヤ。 2メシレミヤの子たちは、長子はゼ

カリヤ、次はエデアエル、第三はゼバデヤ、第四は

ヤテニエル、 3第五はエラム、第六はヨハナン、第

七はエリヨエナイである。 4オベデ・エドムの子た

ちは、長子はシマヤ、次はヨザバデ、第三はヨア、
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第四はサカル、第五はネタネル、 5第六はアンミエ

ル、第七はイッサカル、第八はピウレタイである。

神が彼を祝福されたからである。 6彼の子シマヤに

も数人の子が生れ、有能な人々であったので、その

父の家を治める者となった。 7すなわちシマヤの子

たちはオテニ、レパエル、オベデ、エルザバデで、

エルザバデの兄弟エリウとセマキヤは力ある人々で

あった。 8これらは皆オベデ・エドムの子孫である

。彼らはその子たちおよびその兄弟たちと共にその

勤めに適した力ある人々で、合わせて六十二人、み

なオベデ・エドムに属する者である。 9メシレミヤ

にも子たちと兄弟たち合わせて十八人あって、皆力

ある人々であった。 10メラリの子孫ホサにも子たち

があった。そのかしらはシムリ、これは長子ではな

かったが、父はこれをかしらにしたのであった。 11

次はヒルキヤ、第三はテバリヤ、第四はゼカリヤで

ある。ホサの子たちと兄弟たちは合わせて十三人で

ある。 12これらは門を守る者の組の長たる人々であ

って、その兄弟たちと同様に務をなして、主の宮に

仕えた。 13彼らはそれぞれ門のために小なる者も、

大なる者も等しく、その氏族にしたがってくじを引

いた。 14東の門のくじはシレミヤに当った。また彼

の子で思慮深い議士ゼカリヤのためにくじを引いた

が、北の門のくじがこれに当った。 15オベデ・エド

ムには南の門のくじ、その子たちには倉のくじ、 16

シュパムとホサには西の門のくじが当った。これは

坂の大路にあるシャレケテの門のかたわらにあった

。守る者と守る者とが相対していた。 17東の方には

毎日六人、北の方には毎日四人、南の方には毎日四
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人、倉には二人と二人、 18西の方パルバルには大路

に四人、パルバルに二人。 19門を守る者の組は以上

のとおりで、コラの子孫とメラリの子孫であった。

20レビびとのうちアヒヤは神の宮の倉および聖なる

物の倉をつかさどった。 21ラダンの子孫すなわちラ

ダンから出たゲルションびとの子孫で、ゲルション

びとの氏族の長はエヒエリである。 22エヒエリ、ゼ

タムおよびその兄弟ヨエルの子たちは主の宮の倉を

つかさどった。 23アムラムびと、イヅハルびと、ヘ

ブロンびと、ウジエルびとのうちでは次のとおりで

あった。 24すなわちモーセの子ゲルショムの子シブ

エルは倉のつかさであった。 25その兄弟でエリエゼ

ルから出た者は、その子はレハビヤ、その子はエサ

ヤ、その子はヨラム、その子はジクリ、その子はシ

ロミテである。 26このシロミテとその兄弟たちはす

べての聖なる物の倉をつかさどった。これはダビデ

王と、氏族の長と、千人の長と、百人の長と、軍の

長たちのささげたものである。 27すなわち彼らが戦

いで獲たぶんどり物のうちから主の宮の修繕のため

にささげたものである。 28またすべて先見者サムエ

ル、キシの子サウル、ネルの子アブネル、ゼルヤの

子ヨアブなどがささげた物。すべてこれらのささげ

物はシロミテとその兄弟たちが管理した。 29イヅハ

ルびとのうちでは、ケナニヤとその子たちが、つか

さおよびさばきびととしてイスラエルの外事のため

に選ばれた。 30ヘブロンびとのうちでは、ハシャビ

ヤおよびその兄弟など勇士千七百人があって、ヨル

ダンのこなた、すなわち西の方でイスラエルの監督

となり、主のすべての事を行い、王に奉仕した。 31



歴代誌Ⅰ 1037

ヘブロンびとのうちでは、系図と氏族によってエリ

ヤがヘブロンびとの長であったが、ダビデの治世の

第四十年に彼らを尋ね求め、ギレアデのヤゼルで彼

らのうちから大勇士を得た。 32ダビデ王は彼とその

兄弟など氏族の長たち二千七百人の勇士をルベンび

と、ガドびと、マナセびとの半部族の監督となし、

すべて神につける事と王の事とをつかさどらせた。

27イスラエルの子孫のうちで氏族の長、千人の長

、百人の長、およびつかさたちは年のすべての月の

間、月ごとに交替して組のすべての事をなして王に

仕えたが、その数にしたがえば各組二万四千人あっ

た。 2まず第一の組すなわち正月の分はザブデエル

の子ヤショベアムがこれを率いた。その組には二万

四千人あった。 3彼はペレヅの子孫で、正月の軍団

のすべての将たちのかしらであった。 4二月の組は

アホアびとドダイがこれを率いた。その組には二万

四千人あった。 5三月の第三の将は祭司エホヤダの

子ベナヤが長であって、その組には二万四千人あっ

た。 6このベナヤはかの三十人のうちの勇士であっ

て三十人を率い、その子アミザバデがその組にあっ

た。 7四月の第四の将はヨアブの兄弟アサヘルであ

って、その子ゼバデヤがこれに次いだ。その組には

二万四千人あった。 8五月の第五の将はイズラヒび

とシャンモテであって、その組には二万四千人あっ

た。 9六月の第六の将はテコアびとイッケシの子イ

ラであって、その組には二万四千人あった。 10七月

の第七の将はエフライムの子孫であるペロンびとヘ

レヅであって、その組には二万四千人あった。 11八

月の第八の将はゼラびとの子孫であるホシャびとシ
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ベカイであって、その組には二万四千人あった。 12

九月の第九の将はベニヤミンの子孫であるアナトテ

びとアビエゼルであって、その組には二万四千人あ

った。 13十月の第十の将はゼラびとの子孫であるネ

トパびとマハライであって、その組には二万四千人

あった。 14十一月の第十一の将はエフライムの子孫

であるピラトンびとベナヤであって、その組には二

万四千人あった。 15十二月の第十二の将はオテニエ

ルの子孫であるネトパびとヘルダイであって、その

組には二万四千人あった。 16なおイスラエルの部族

を治める者たちは次のとおりである。ルベンびとの

つかさはヂクリの子エリエゼル。シメオンびとのつ

かさはマアカの子シパテヤ。 17レビびとのつかさは

ケムエルの子ハシャビヤ。アロンびとのつかさはザ

ドク。 18ユダのつかさはダビデの兄弟のひとりエリ

ウ。イッサカルのつかさはミカエルの子オムリ。 19

ゼブルンのつかさはオバデヤの子イシマヤ。ナフタ

リのつかさはアズリエルの子エレモテ。 20エフライ

ムの子孫のつかさはアザジヤの子ホセア。マナセの

半部族のつかさはペダヤの子ヨエル。 21ギレアデに

あるマナセの半部族のつかさはゼカリヤの子イド。

ベニヤミンのつかさはアブネルの子ヤシエル。 22ダ

ンのつかさはエロハムの子アザリエル。これらはイ

スラエルの部族のつかさたちであった。 23しかしダ

ビデは二十歳以下の者は数えなかった。主がかつて

イスラエルを天の星のように多くすると言われたか

らである。 24ゼルヤの子ヨアブは数え始めたが、こ

れをなし終えなかった。その数えることによって怒

りがイスラエルの上に臨んだ。またその数はダビデ
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王の歴代志に載せなかった。 25アデエルの子アズマ

ウテは王の倉をつかさどり、ウジヤの子ヨナタンは

田野、町々、村々、もろもろの塔にある倉をつかさ

どり、 26ケルブの子エズリは地を耕す農夫をつかさ

どり、 27ラマテびとシメイはぶどう畑をつかさどり

、シプミびとザブデはぶどう畑から取ったぶどう酒

の倉をつかさどり、 28ゲデルびとバアル・ハナンは

平野のオリブの木といちじく桑の木をつかさどり、

ヨアシは油の倉をつかさどり、 29シャロンびとシテ

ライはシャロンで飼う牛の群れをつかさどり、アデ

ライの子シャパテはもろもろの谷におる牛の群れを

つかさどり、 30イシマエルびとオビルはらくだをつ

かさどり、メロノテびとエデヤはろばをつかさどり

、 31ハガルびとヤジズは羊の群れをつかさどった。

彼らは皆ダビデ王の財産のつかさであった。 32また

ダビデのおじヨナタンは議官で、知恵ある人であり

、学者であった。また彼とハクモニの子エヒエルは

王の子たちの補佐であった。 33アヒトペルは王の議

官。アルキびとホシャイは王の友であった。 34アヒ

トペルに次ぐ者はベナヤの子エホヤダおよびアビヤ

タル。王の軍の長はヨアブであった。

28ダビデはイスラエルのすべての長官、すなわち

部族の長、王に仕えた組の長、千人の長、百人の長

、王とその子たちのすべての財産および家畜のつか

さ、宦官、有力者、勇士などをことごとくエルサレ

ムに召し集めた。 2そしてダビデ王はその足で立ち

上がって言った、「わが兄弟たち、わが民よ、わた

しに聞きなさい。わたしは主の契約の箱のため、わ

れわれの神の足台のために安住の家を建てようとの
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志をもち、すでにこれを建てる準備をした。 3しか

し神はわたしに言われた、『おまえはわが名のため

に家を建ててはならない。おまえは軍人であって、

多くの血を流したからである』と。 4それにもかか

わらず、イスラエルの神、主はわたしの父の全家の

うちからわたしを選んで長くイスラエルの王とせら

れた。すなわちユダを選んでかしらとし、ユダの家

のうちで、わたしの父の家を選び、わたしの父の子

らのうちで、わたしを喜び、全イスラエルの王とせ

られた。 5そして主はわたしに多くの子を賜わり、

そのすべての子らのうちからわが子ソロモンを選び

、これを主の国の位にすわらせて、イスラエルを治

めさせようとせられた。 6主はまたわたしに言われ

た、『おまえの子ソロモンがわが家およびわが庭を

造るであろう。わたしは彼を選んでわが子となした

からである。わたしは彼の父となる。 7彼がもし今

日のように、わが戒めとわがおきてを固く守って行

うならば、わたしはその国をいつまでも堅くするで

あろう』と。 8それゆえいま、主の会衆なる全イス

ラエルの目の前およびわれわれの神の聞かれる所で

あなたがたに勧める。あなたがたはその神、主のす

べての戒めを守り、これを求めなさい。そうすれば

あなたがたはこの良き地を所有し、これをあなたが

たの後の子孫に長く嗣業として伝えることができる

。 9わが子ソロモンよ、あなたの父の神を知り、全

き心をもって喜び勇んで彼に仕えなさい。主はすべ

ての心を探り、すべての思いを悟られるからである

。あなたがもし彼を求めるならば会うことができる

。しかしあなたがもしかれを捨てるならば彼は長く
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あなたを捨てられるであろう。 10それであなたは慎

みなさい。主はあなたを選んで聖所とすべき家を建

てさせようとされるのだから心を強くしてこれを行

いなさい」。 11こうしてダビデは神殿の廊およびそ

の家、その倉、その上の室、その内の室、贖罪所の

室などの計画をその子ソロモンに授け、 12またその

心にあったすべてのもの、すなわち主の宮の庭、周

囲のすべての室、神の家の倉、ささげ物の倉などの

計画を授け、 13また祭司およびレビびとの組と、主

の宮のもろもろの務の仕事と、主の宮のもろもろの

勤めの器物について授け、 14またもろもろの勤めに

用いるすべての金の器を造る金の目方、およびもろ

もろの勤めに用いる銀の器の目方を定めた。 15すな

わち金の燭台と、そのともしび皿の目方、おのおの

の燭台と、そのともしび皿の金の目方を定め、また

銀の燭台についてもおのおのの燭台の用法にしたが

って燭台と、そのともしび皿の銀の目方を定めた。

16また供えのパンの机については、そのおのおのの

机のために金の目方を定め、また銀の机のためにも

銀を定め、 17また肉さし、鉢、かめに用いる純金の

目方を定め、金の大杯についてもおのおのの目方を

定め、銀の大杯についてもおのおのの目方を定め、

18また香の祭壇のために精金の目方を定め、また翼

を伸べて主の契約の箱をおおっているケルビムの金

の車のひな型の金を定めた。 19ダビデはすべての工

作が計画にしたがってなされるため、これについて

主の手によって書かれたものにより、これをことご

とく明らかにした。 20ダビデはその子ソロモンに言

った、「あなたは心を強くし、勇んでこれを行いな
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さい。恐れてはならない。おののいてはならない。

主なる神、わたしの神があなたとともにおられるか

らである。主はあなたを離れず、あなたを捨てず、

ついに主の宮の務のすべての工事をなし終えさせら

れるでしょう。 21見よ、神の宮のすべての務のため

には祭司とレビびとの組がある。またもろもろの勤

めのためにすべての仕事を喜んでする巧みな者が皆

あなたと共にある。またつかさたちおよびすべての

民もあなたの命じるところをことごとく行うでしょ

う」。

29ダビデ王はまた全会衆に言った、「わが子ソロ

モンは神がただひとりを選ばれた者であるが、まだ

若くて経験がなく、この事業は大きい。この宮は人

のためではなく、主なる神のためだからである。 2

そこでわたしは力をつくして神の宮のために備えた

。すなわち金の物を造るために金、銀の物のために

銀、青銅の物のために青銅、鉄の物のために鉄、木

の物のために木を備えた。その他縞めのう、はめ石

、アンチモニイ、色のついた石、さまざまの宝石、

大理石などおびただしい。 3なおわたしはわが神の

宮に熱心なるがゆえに、聖なる家のために備えたす

べての物に加えて、わたしの持っている金銀の財宝

をわが神の宮にささげる。 4すなわちオフルの金三

千タラント、精銀七千タラントをそのもろもろの建

物の壁をおおうためにささげる。 5金は金の物のた

めに、銀は銀の物のために、すべて工人によって造

られるもののために用いる。だれかきょう、主にそ

の身をささげる者のように喜んでささげ物をするだ

ろうか」。 6そこで氏族の長たち、イスラエルの部
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族のつかさたち、千人の長、百人の長および王の工

事をつかさどる者たちは喜んでささげ物をした。 7

こうして彼らは神の宮の務のために金五千タラント

一万ダリク、銀一万タラント、青銅一万八千タラン

ト、鉄十万タラントをささげた。 8宝石を持ってい

る者はそれをゲルションびとエヒエルの手によって

神の宮の倉に納めた。 9彼らがこのように真心から

みずから進んで主にささげたので、民はそのみずか

ら進んでささげたのを喜んだ。ダビデ王もまた大い

に喜んだ。 10そこでダビデは全会衆の前で主をほめ

たたえた。ダビデは言った、「われわれの先祖イス

ラエルの神、主よ、あなたはとこしえにほむべきか

たです。 11主よ、大いなることと、力と、栄光と、

勝利と、威光とはあなたのものです。天にあるもの

、地にあるものも皆あなたのものです。主よ、国も

またあなたのものです。あなたは万有のかしらとし

て、あがめられます。 12富と誉とはあなたから出ま

す。あなたは万有をつかさどられます。あなたの手

には勢いと力があります。あなたの手はすべてのも

のを大いならしめ、強くされます。 13われわれの神

よ、われわれは、いま、あなたに感謝し、あなたの

光栄ある名をたたえます。 14しかしわれわれがこの

ように喜んでささげることができても、わたしは何

者でしょう。わたしの民は何でしょう。すべての物

はあなたから出ます。われわれはあなたから受けて

、あなたにささげたのです。 15われわれはあなたの

前ではすべての先祖たちのように、旅びとです、寄

留者です。われわれの世にある日は影のようで、長

くとどまることはできません。 16われわれの神、主
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よ、あなたの聖なる名のために、あなたに家を建て

ようとしてわれわれが備えたこの多くの物は皆あな

たの手から出たもの、また皆あなたのものです。 17

わが神よ、あなたは心をためし、また正直を喜ばれ

ることを、わたしは知っています。わたしは正しい

心で、このすべての物を喜んでささげました。今わ

たしはまた、ここにおるあなたの民が喜んで、みず

から進んであなたにささげ物をするのを見ました。

18われわれの先祖アブラハム、イサク、イスラエル

の神、主よ、あなたの民の心にこの意志と精神とを

いつまでも保たせ、その心をあなたに向けさせてく

ださい。 19またわが子ソロモンに心をつくしてあな

たの命令と、あなたのあかしと、あなたのさだめと

を守らせて、これをことごとく行わせ、わたしが備

えをした宮を建てさせてください」。 20そしてダビ

デが全会衆にむかって、「あなたがたの神、主をほ

めたたえよ」と言ったので、全会衆は先祖たちの神

、主をほめたたえ、伏して主を拝し、王に敬礼した

。 21そしてその翌日彼らは全イスラエルのために主

に犠牲をささげた。すなわち燔祭として雄牛一千、

雄羊一千、小羊一千をその灌祭と共に主にささげ、

おびただしい犠牲をささげた。 22そしてその日、彼

らは大いなる喜びをもって主の前に食い飲みした。

彼らはさらに改めてダビデの子ソロモンを王となし

、これに油を注いで主の君となし、またザドクを祭

司とした。 23こうしてソロモンはその父ダビデに代

り、王として主の位に座した。彼は栄え、イスラエ

ルは皆彼に従った。 24またすべてのつかさたち、勇

士たち、およびダビデ王の王子たちも皆ソロモン王
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に忠誠を誓った。 25主は全イスラエルの目の前でソ

ロモンを非常に大いならしめ、彼より前のイスラエ

ルのどの王も得たことのない王威を彼に与えられた

。 26このようにエッサイの子ダビデは全イスラエル

を治めた。 27彼がイスラエルを治めた期間は四十年

であった。すなわちヘブロンで七年世を治め、エル

サレムで三十三年世を治めた。 28彼は高齢に達し、

年も富も誉も満ち足りて死んだ。その子ソロモンが

彼に代って王となった。 29ダビデ王の始終の行為は

、先見者サムエルの書、預言者ナタンの書および先

見者ガドの書にしるされている。 30そのうちには彼

のすべての政と、その力および彼とイスラエルと他

のすべての国々に臨んだ事どもをしるしている。
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歴代誌Ⅱ

1ダビデの子ソロモンはその国に自分の地位を確立

した。その神、主が共にいまして彼を非常に大いな

る者にされた。 2ソロモンはすべてのイスラエルび

と、すなわち千人の長、百人の長、さばきびとおよ

びイスラエルの全地のすべてのつかさ、氏族のかし

らたちに告げた。 3そしてソロモンとイスラエルの

全会衆はともにギベオンにある高き所へ行った。主

のしもべモーセが荒野で造った神の会見の幕屋がそ

こにあったからである。 4（しかし神の箱はダビデ

がすでにキリアテ・ヤリムから、これのために備え

た所に運び上らせてあった。ダビデはさきに、エル

サレムでこれのために天幕を張って置いたからであ

る。） 5またホルの子であるウリの子ベザレルが造

った青銅の祭壇がその所の主の幕屋の前にあり、ソ

ロモンおよび会衆は主に求めた。 6ソロモンはそこ

に上って行って、会見の幕屋のうちにある主の前の

青銅の祭壇に燔祭一千をささげた。 7その夜、神は

ソロモンに現れて言われた、「あなたに何を与えよ

うか、求めなさい」。 8ソロモンは神に言った、「

あなたはわたしの父ダビデに大いなるいつくしみを

示し、またわたしを彼に代って王とされました。 9

主なる神よ、どうぞわが父ダビデに約束された事を

果してください。あなたは地のちりのような多くの

民の上にわたしを立てて王とされたからです。 10こ

の民の前に出入りすることのできるように今わたし

に知恵と知識とを与えてください。だれがこのよう

な大いなるあなたの民をさばくことができましょう

か」。 11神はソロモンに言われた、「この事があな
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たの心にあって、富をも、宝をも、誉をも、またあ

なたを憎む者の命をも求めず、また長命をも求めず

、ただわたしがあなたを立てて王としたわたしの民

をさばくために知恵と知識とを自分のために求めた

ので、 12知恵と知識とはあなたに与えられている。

わたしはまたあなたの前の王たちの、まだ得たこと

のないほどの富と宝と誉とをあなたに与えよう。あ

なたの後の者も、このようなものを得ないでしょう

」。 13それからソロモンはギベオンの高き所を去り

、会見の幕屋の前を去って、エルサレムに帰り、イ

スラエルを治めた。 14ソロモンは戦車と騎兵とを集

めたが、戦車一千四百両、騎兵一万二千人あった。

ソロモンはこれを戦車の町々と、エルサレムの王の

もととに置いた。 15王は銀と金を石のようにエルサ

レムに多くし、香柏を平野のいちじく桑のように多

くした。 16ソロモンが馬を輸入したのはエジプトと

クエからであった。すなわち王の貿易商人がクエか

ら代価を払って受け取って来た。 17彼らはエジプト

から戦車一両を銀六百シケルで輸入し、馬一頭を銀

百五十で輸入した。同じようにこれらのものが彼ら

によってヘテびとのすべての王たち、およびスリヤ

の王たちにも輸出された。

2さてソロモンは主の名のために一つの宮を建て、

また自分のために一つの王宮を建てようと思った。

2そしてソロモンは荷を負う者七万人、山で石を切り

出す者八万人、これらを監督する者三千六百人を数

え出した。 3ソロモンはまずツロのヒラムに人をつ

かわして言わせた、「あなたはわたしの父ダビデに

、その住むべき家を建てるために香柏を送られまし
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た。どうぞ彼にされたように、わたしにもして下さ

い。 4見よ、わたしはわが神、主の名のために一つ

の家を建て、これを聖別して彼にささげ、彼の前に

こうばしい香をたき、常供のパンを供え、また燔祭

を安息日、新月、およびわれらの神、主の定めの祭

に朝夕ささげ、これをイスラエルのながく守るべき

定めにしようとしています。 5またわたしの建てる

家は大きな家です。われらの神はすべての神よりも

大いなる神だからです。 6しかし、天も、諸天の天

も彼を入れることができないのに、だれが彼のため

に家を建てることができましょうか。わたしは何者

ですか、彼のために家を建てるというのも、ただ彼

の前に香をたく所に、ほかならないのです。 7それ

で、どうぞ金、銀、青銅、鉄の細工および紫糸、緋

糸、青糸の織物にくわしく、また彫刻の術に巧みな

工人ひとりをわたしに送って、父ダビデが備えてお

いたユダとエルサレムのわたしの工人たちと一緒に

働かせてください。 8またどうぞレバノンから香柏

、いとすぎ、びゃくだんを送ってください。わたし

はあなたのしもべたちがレバノンで木を切ることを

よくわきまえているのを知っています。わたしのし

もべたちも、あなたのしもべたちと一緒に働かせ、

9わたしのためにたくさんの材木を備えさせてくださ

い。わたしの建てる家は非常に広大なものですから

。 10わたしは木を切るあなたのしもべたちに砕いた

小麦二万コル、大麦二万コル、ぶどう酒二万バテ、

油二万バテを与えます」。 11そこでツロの王ヒラム

は手紙をソロモンに送って答えた、「主はその民を

愛するゆえに、あなたを彼らの王とされました」。



歴代誌Ⅱ 1049

12ヒラムはまた言った、「天地を造られたイスラエ

ルの神、主はほむべきかな。彼はダビデ王に賢い子

を与え、これに分別と知恵を授けて、主のために宮

を建て、また自分のために、王宮を建てることをさ

せられた。 13いまわたしは達人ヒラムという知恵の

ある工人をつかわします。 14彼はダンの子孫である

女を母とし、ツロの人を父とし、金銀、青銅、鉄、

石、木の細工および紫糸、青糸、亜麻糸、緋糸の織

物にくわしく、またよくもろもろの彫刻をし、意匠

を凝らしてもろもろの工作をします。彼を用いてあ

なたの工人およびあなたの父、わが主ダビデの工人

と一緒に働かせなさい。 15それでいまわが主の言わ

れた小麦、大麦、油およびぶどう酒をそのしもべど

もに送ってください。 16あなたの求められる材木は

レバノンから切りだし、いかだに組んで、海からヨ

ッパに送ります。あなたはそれをエルサレムに運び

上げなさい」。 17そこでソロモンはその父ダビデが

数えたようにイスラエルの国にいるすべての他国人

を数えたが、合わせて十五万三千六百人あった。 18

彼はその七万人を荷を負う者とし、八万人を山で木

や石を切る者とし、三千六百人を民を働かせる監督

者とした。

3ソロモンはエルサレムのモリアの山に主の宮を建

てることを始めた。そこは父ダビデに主が現れられ

た所、すなわちエブスびとオルナンの打ち場にダビ

デが備えた所である。 2ソロモンが宮を建て始めた

のは、その治世の四年の二月であった。 3ソロモン

の建てた神の宮の基の寸法は次のとおりである。す

なわち昔の尺度によれば長さ六十キュビト、幅二十
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キュビト、 4宮の前の廊は宮の幅に従って長さ二十

キュビト高さ百二十キュビトで、その内部は純金で

おおった。 5またその拝殿はいとすぎの板で張り、

精金をもってこれをおおい、その上にしゅろと鎖の

形を施した。 6また宝石をはめ込んで宮を飾った。

その金はパルワイムの金であった。 7彼はまた金を

もってその宮、すなわち、梁、敷居、壁および戸を

おおい、壁の上にケルビムを彫りつけた。 8彼はま

た至聖所を造った。その長さは宮の長さにしたがっ

て二十キュビト、幅も二十キュビトである。彼は精

金六百タラントをもってこれをおおった。 9その釘

の金の重さは五十シケルであった。彼はまた階上の

室も金でおおった。 10彼は至聖所に木を刻んだケル

ビムの像を二つ造り、これを金でおおった。 11ケル

ビムの翼の長さは合わせて二十キュビトあった。す

なわち一つのケルブの一つの翼は五キュビトで、宮

の壁に届き、ほかの翼も五キュビトで、他のケルブ

の翼に届き、 12他のケルブの一つの翼も五キュビト

で、宮の壁に届き、ほかの翼も五キュビトで、先の

ケルブの翼に接していた。 13これらのケルビムの翼

は広げると二十キュビトあった。かれらは共に足で

立ち、その顔は拝殿に向かっていた。 14ソロモンは

また青糸、紫糸、緋糸および亜麻糸で垂幕を造り、

その上にケルビムの縫い取りを施した。 15彼は宮の

前に柱を二本造った。その高さは三十五キュビト、

おのおのの柱の頂に五キュビトの柱頭を造った。 16

彼は首飾のような鎖を造って、柱の頂につけ、ざく

ろ百を造ってその鎖の上につけた。 17彼はこの柱を

神殿の前に、一本を南の方に、一本を北の方に立て
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、南の方のをヤキンと名づけ、北の方のをボアズと

名づけた。

4ソロモンはまた青銅の祭壇を造った。その長さ二

十キュビト、幅二十キュビト、高さ十キュビトであ

る。 2彼はまた海を鋳て造った。縁から縁まで十キ

ュビトであって、周囲は円形をなし、高さ五キュビ

トで、その周囲は綱をもって測ると三十キュビトあ

った。 3海の下には三十キュビトの周囲をめぐるひ

さごの形があって、海の周囲を囲んでいた。そのひ

さごは二並びで、海を鋳る時に鋳たものである。 4

その海は十二の牛の上に置かれ、その三つは北に向

かい、三つは西に向かい、三つは南に向かい、三つ

は東に向かっていた。海はその上に置かれ、牛のう

しろはみな内に向かっていた。 5海の厚さは手の幅

で、その縁は杯の縁のように、ゆりの花に似せて造

られた。海には水を三千バテ入れることができた。

6彼はまた物を洗うために洗盤十個を造って、五個を

南側に、五個を北側に置いた。その中で燔祭に用い

るものを洗った。しかし海は祭司がその中で身を洗

うためであった。 7彼はまた金の燭台十個をその定

めに従って造り、拝殿の中の南側に五個、北側に五

個を置き、 8また机十個を造り、神殿の中の南側に

五個、北側に五個を置き、また金の鉢百を造った。

9彼はまた祭司の庭と大庭および庭の戸を造り、その

戸を青銅でおおった。 10彼は海を宮の東南のすみに

すえた。 11ヒラムはまたつぼと十能と鉢とを造った

。こうしてヒラムはソロモン王のため、神の宮の工

事を終えた。 12すなわち二本の柱と玉と、柱の頂に

ある二つの柱頭と、柱の頂にある柱頭の二つの玉を
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おおう二つの網細工と、 13その二つの網細工のため

のざくろ四百、このざくろはおのおの網細工に二並

びにつけて、柱の頂にある柱頭の二つの玉を巻いて

いた。 14彼はまた台と台の上の洗盤と、 15一つの

海とその下の十二の牛を造った。 16つぼ、十能、肉

さしなどすべてこれらの器物を、達人ヒラムはソロ

モン王のため、主の宮のために、光のある青銅で造

った。 17王はヨルダンの低地で、スコテとゼレダの

間の粘土の地でこれを鋳た。 18このようにソロモン

はこれらのすべての器物を非常に多く造ったので、

その青銅の重量は、量ることができなかった。 19こ

うしてソロモンは神の宮のすべての器物を造った。

すなわち金の祭壇と、供えのパンを載せる机、 20ま

た定めのように本殿の前で火をともす純金の燭台と

、そのともしび皿を造った。 21その花、ともしび皿

、心かきは精金であった。 22また心切りばさみ、鉢

、香の杯、心取り皿は純金であった。また宮の戸、

すなわち至聖所の内部の戸および拝殿の戸のひじつ

ぼは金であった。

5こうしてソロモンは主の宮のためにしたすべての

工事を終った。そしてソロモンは父ダビデがささげ

た物、すなわち金銀およびもろもろの器物を携えて

行って神の宮の宝蔵に納めた。 2ソロモンは主の契

約の箱をダビデの町シオンからかつぎ上ろうとして

、イスラエルの長老たちと、すべての部族のかしら

たちと、イスラエルの人々の氏族の長たちをエルサ

レムに召し集めた。 3イスラエルの人々は皆七月の

祭に王のもとに集まった。 4イスラエルの長老たち

が皆きたので、レビびとたちは箱を取り上げた。 5
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彼らは箱と、会見の幕屋と、幕屋にあるすべて聖な

る器をかつぎ上った。すなわち祭司とレビびとがこ

れらの物をかつぎ上った。 6ソロモン王および彼の

もとに集まったイスラエルの会衆は皆箱の前で羊と

牛をささげたが、その数が多くて、調べることも数

えることもできなかった。 7こうして祭司たちは主

の契約の箱をその場所にかつぎ入れ、宮の本殿であ

る至聖所のうちのケルビムの翼の下に置いた。 8ケ

ルビムは翼を箱の所の上に伸べていたので、ケルビ

ムは上から箱とそのさおをおおった。 9さおは長か

ったので、さおの端が本殿の前の聖所から見えた。

しかし外部には見えなかった。さおは今日までそこ

にある。 10箱の内には二枚の板のほか何もなかった

。これはイスラエルの人々がエジプトから出て来た

とき、主が彼らと契約を結ばれ、モーセがホレブで

それを納めたものである。 11そして祭司たちが聖所

から出たとき（ここにいた祭司たちは皆、その組の

順にかかわらず身を清めた。 12またレビびとの歌う

たう者、すなわちアサフ、ヘマン、エドトンおよび

彼らの子たちと兄弟たちはみな亜麻布を着、シンバ

ルと、立琴と、琴をとって祭壇の東に立ち、百二十

人の祭司は彼らと一緒に立ってラッパを吹いた。 13

ラッパ吹く者と歌うたう者とは、ひとりのように声

を合わせて主をほめ、感謝した）、そして彼らがラ

ッパと、シンバルとその他の楽器をもって声をふり

あげ、主をほめて「主は恵みあり、そのあわれみは

とこしえに絶えることがない」と言ったとき、雲は

その宮すなわち主の宮に満ちた。 14祭司たちは雲の
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ゆえに立って勤めをすることができなかった。主の

栄光が神の宮に満ちたからである。

6そこでソロモンは言った、「主はみずから濃き雲

の中に住まおうと言われた。 2しかしわたしはあな

たのために高き家、とこしえのみすまいを建てた」

。 3そして王は顔をふり向けてイスラエルの全会衆

を祝福した。その時イスラエルの全会衆は立ってい

た。 4彼は言った、「イスラエルの神、主はほむべ

きかな。主は口をもってわが父ダビデに約束された

ことを、その手をもってなし遂げられた。すなわち

主は言われた、 5『わが民をエジプトの地から導き

出した日から、わたしはわが名を置くべき家を建て

るために、イスラエルのもろもろの部族のうちから

、どの町をも選んだことがなく、また他のだれをも

わが民イスラエルの君として選んだことがない。 6

わが名を置くために、ただエルサレムだけを選び、

またわが民イスラエルを治めさせるために、ただダ

ビデだけを選んだ』。 7イスラエルの神、主の名の

ために家を建てることは、父ダビデの心にあった。

8しかし主は父ダビデに言われた、『わたしの名のた

めに家を建てることはあなたの心にあった。あなた

の心にこの事のあったのは結構である。 9しかしあ

なたはその家を建ててはならない。あなたの腰から

出るあなたの子がわたしの名のために家を建てるで

あろう』。 10そして主はそう言われた言葉を行われ

た。すなわちわたしは父ダビデに代って立ち、主が

言われたように、イスラエルの位に座し、イスラエ

ルの神、主の名のために家を建てた。 11わたしはま

た、主がイスラエルの人々と結ばれた主の契約を入
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れた箱をそこに納めた」。 12ソロモンはイスラエル

の全会衆の前、主の祭壇の前に立って、手を伸べた

。 13ソロモンはさきに長さ五キュビト、幅五キュビ

ト、高さ三キュビトの青銅の台を造って、庭のまん

中にすえて置いたので、彼はその上に立ち、イスラ

エルの全会衆の前でひざをかがめ、その手を天に伸

べて、 14言った、「イスラエルの神、主よ、天にも

地にも、あなたのような神はありません。あなたは

契約を守られ、心をつくしてあなたの前に歩むあな

たのしもべらに、いつくしみを施し、 15あなたのし

もべ、わたしの父ダビデに約束されたことを守られ

ました。あなたが口をもって約束されたことを、手

をもってなし遂げられたことは、今日見るとおりで

あります。 16それゆえ、イスラエルの神、主よ、あ

なたのしもべ、わたしの父ダビデに、あなたが約束

して、『おまえがわたしの前に歩んだように、おま

えの子孫がその道を慎んで、わたしのおきてに歩む

ならば、おまえにはイスラエルの位に座する人がわ

たしの前に欠けることはない』と言われたことを、

ダビデのためにお守りください。 17それゆえ、イス

ラエルの神、主よ、どうぞ、あなたのしもべダビデ

に言われた言葉を確認してください。 18しかし神は

、はたして人と共に地上に住まわれるでしょうか。

見よ、天も、いと高き天もあなたをいれることはで

きません。わたしの建てたこの家などなおさらです

。 19しかしわが神、主よ、しもべの祈と願いを顧み

て、しもべがあなたの前にささげる叫びと祈をお聞

きください。 20どうぞ、あなたの目を昼も夜もこの

家に、すなわち、あなたの名をそこに置くと言われ
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た所に向かってお開きください。どうぞ、しもべが

この所に向かってささげる祈をお聞きください。 21

どうぞ、しもべと、あなたの民イスラエルがこの所

に向かって祈る時に、その願いをお聞きください。

あなたのすみかである天から聞き、聞いておゆるし

ください。 22もし人がその隣り人に対して罪を犯し

、誓いをすることを求められるとき、来てこの宮で

、あなたの祭壇の前に誓うならば、 23あなたは天か

ら聞いて、行い、あなたのしもべらをさばき、悪人

に報いをなして、その行いの報いをそのこうべに帰

し、義人を義として、その義にしたがってその人に

報いてください。 24もしあなたの民イスラエルが、

あなたに対して罪を犯したために、敵の前に敗れた

時、あなたに立ち返って、あなたの名をあがめ、こ

の宮であなたの前に祈り願うならば、 25あなたは天

から聞き、あなたの民イスラエルの罪をゆるして、

あなたが彼らとその先祖に与えられた地に彼らを帰

らせてください。 26もし彼らがあなたに罪を犯した

ために、天が閉ざされて、雨がなく、あなたが彼ら

を苦しめられるとき、彼らがこの所に向かって祈り

、あなたの名をあがめ、その罪を離れるならば、 27

あなたは天にあって聞き、あなたのしもべ、あなた

の民イスラエルの罪をゆるして、彼らに歩むべき良

い道を教え、あなたの民に嗣業として賜わった地に

雨を降らせてください。 28もし国にききんがあるか

、もしくは疫病、立ち枯れ、腐り穂、いなご、青虫

があるか、または敵のために町の門の中に攻め囲ま

れることがあるか、どんな災害、どんな病気があっ

ても、 29もし、ひとりか、あるいはあなたの民イス
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ラエルが皆おのおのその心の悩みを知って、この宮

に向かい、手を伸べるならば、どんな祈、どんな願

いでも、 30あなたはそのすみかである天から聞いて

ゆるし、おのおのの人に、その心を知っておられる

ゆえ、そのすべての道にしたがって報いてください

。ただあなただけがすべての人の心を知っておられ

るからです。 31あなたがわれわれの先祖たちに賜わ

った地に、彼らの生きながらえる日の間、常にあな

たを恐れさせ、あなたの道に歩ませてください。 32

またあなたの民イスラエルの者でなく、他国人で、

あなたの大いなる名と、強い手と、伸べた腕のため

に遠い国から来て、この宮に向かって祈るならば、

33あなたは、あなたのすみかである天から聞き、す

べて他国人があなたに呼び求めるようにしてくださ

い。そうすれば地のすべての民はあなたの民イスラ

エルのように、あなたの名を知り、あなたを恐れ、

またわたしが建てたこの宮が、あなたの名によって

呼ばれることを知るにいたるでしょう。 34あなたの

民が敵と戦うために、あなたがつかわされる道によ

って出るとき、もし彼らがあなたの選ばれたこの町

と、わたしがあなたの名のために建てたこの宮に向

かってあなたに祈るならば、 35あなたは天から彼ら

の祈と願いとを聞いて彼らをお助けください。 36彼

らがあなたに対して罪を犯すことがあって、罪を犯

さない人はないゆえ、あなたが彼らを怒って、敵に

わたし、敵が彼らを捕虜として遠い地あるいは近い

地に引いて行くとき、 37もし、彼らが捕われて行っ

た地で、みずから省みて悔い、その捕われの地であ

なたに願い、『われわれは罪を犯し、よこしまな事
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をし、悪を行いました』と言い、 38その捕われの地

で心をつくし、精神をつくしてあなたに立ち返り、

あなたが彼らの先祖に与えられた地、あなたが選ば

れた町、わたしがあなたの名のために建てたこの宮

に向かって祈るならば、 39あなたのすみかである天

から、彼らの祈と願いとを聞いて彼らを助け、あな

たに向かって罪を犯したあなたの民をおゆるしくだ

さい。 40わが神よ、どうぞ、この所でささげる祈に

あなたの目を開き、あなたの耳を傾けてください。

41主なる神よ、今あなたと、あなたの力の箱が立っ

て、あなたの安息所におはいりください。主なる神

よ、どうぞあなたの祭司たちに救の衣を着せ、あな

たの聖徒たちに恵みを喜ばせてください。 42主なる

神よ、どうぞあなたの油そそがれた者の顔を退けな

いでください。あなたのしもべダビデに示されたい

つくしみを覚えて下さい」。

7ソロモンが祈り終ったとき、天から火が下って燔

祭と犠牲を焼き、主の栄光が宮に満ちた。 2主の栄

光が主の宮に満ちたので、祭司たちは主の宮に、は

いることができなかった。 3イスラエルの人々はみ

な火が下ったのを見、また主の栄光が宮に臨んだの

を見て、敷石の上で地にひれ伏して拝し、主に感謝

して言った、「主は恵みふかく、そのいつくしみは

とこしえに絶えることがない」。 4そして王と民は

皆主の前に犠牲をささげた。 5ソロモン王のささげ

た犠牲は、牛二万二千頭、羊十二万頭であった。こ

うして王と民は皆神の宮をささげた。 6祭司はその

持ち場に立ち、レビびとも主の楽器をとって立った

。その楽器はダビデ王が主に感謝するために造った
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もので、ダビデが彼らの手によってさんびをささげ

るとき、「そのいつくしみは、とこしえに絶えるこ

とがない」ととなえさせたものである。祭司は彼ら

の前でラッパを吹き、すべてのイスラエルびとは立

っていた。 7ソロモンはまた主の宮の前にある庭の

中を聖別し、その所で、燔祭と酬恩祭のあぶらをさ

さげた。これはソロモンが造った青銅の祭壇が、そ

の燔祭と素祭とあぶらとを載せるに足りなかったか

らである。 8その時ソロモンは七日の間祭を行った

。ハマテの入口からエジプトの川に至るまでのすべ

てのイスラエルびとが彼と共にあり、非常に大きな

会衆であった。 9そして八日目に聖会を開いた。彼

らは七日の間、祭壇奉献の礼を行い、七日の間祭を

行ったが、 10七月二十三日に至ってソロモンは民を

その天幕に帰らせた。皆主がダビデ、ソロモンおよ

びその民イスラエルに施された恵みのために喜び、

かつ心に楽しんで去った。 11こうしてソロモンは主

の家と王の家とを造り終えた。すなわち彼は主の家

と自分の家について、しようと計画したすべての事

を首尾よくなし遂げた。 12時に主は夜ソロモンに現

れて言われた、「わたしはあなたの祈を聞き、この

所をわたしのために選んで、犠牲をささげる家とし

た。 13わたしが天を閉じて雨をなくし、またはわた

しがいなごに命じて地の物を食わせ、または疫病を

民の中に送るとき、 14わたしの名をもってとなえら

れるわたしの民が、もしへりくだり、祈って、わた

しの顔を求め、その悪い道を離れるならば、わたし

は天から聞いて、その罪をゆるし、その地をいやす

。 15今この所にささげられる祈にわたしの目を開き
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、耳を傾ける。 16今わたしはわたしの名をながくこ

こにとどめるために、この宮を選び、かつ聖別した

。わたしの目とわたしの心は常にここにある。 17あ

なたがもし父ダビデの歩んだようにわたしの前に歩

み、わたしが命じたとおりにすべて行って、わたし

の定めとおきてとを守るならば、 18わたしはあなた

の父ダビデに契約して『イスラエルを治める人はあ

なたに欠けることがない』と言ったとおりに、あな

たの王の位を堅くする。 19しかし、あなたがたがも

し翻って、わたしがあなたがたの前に置いた定めと

戒めとを捨て、行って他の神々に仕え、それを拝む

ならば、 20わたしはあなたがたをわたしの与えた地

から抜き去り、またわたしの名のために聖別したこ

の宮をわたしの前から投げ捨てて、もろもろの民の

うちにことわざとし、笑い草とする。 21またこの宮

は高いけれども、ついには、そのかたわらを過ぎる

者は皆驚いて、『何ゆえ主はこの地と、この宮とに

このようにされたのか』と言うであろう。 22その時

、人々は答えて『彼らはその先祖たちをエジプトの

地から導き出した彼らの神、主を捨てて、他の神々

につき従い、それを拝み、それに仕えたために、主

はこのすべての災を彼らの上に下したのである』と

言うであろう」。

8ソロモンは二十年を経て、主の家と自分の家とを

建て終った。 2またソロモンはヒラムから送られた

町々を建て直して、そこにイスラエルの人々を住ま

せた。 3ソロモンはまたハマテ・ゾバを攻めて、こ

れを取った。 4彼はまた荒野にタデモルを建て、も

ろもろの倉の町をハマテに建てた。 5また城壁、門
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、貫の木のある堅固な町、上ベテホロンと下ベテホ

ロンを建てた。 6ソロモンはまたバアラテと自分の

もっていたすべての倉の町と、すべての戦車の町と

、騎兵の町、ならびにエルサレム、レバノンおよび

自分の治める全地方に建てようと望んだものを、こ

とごとく建てた。 7すべてイスラエルの子孫でない

ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エ

ブスびとの残った民、 8その地にあって彼らのあと

に残ったその子孫、すなわちイスラエルの子孫が滅

ぼし尽さなかった民に、ソロモンは強制徴募をおこ

なって今日に及んでいる。 9しかし、イスラエルの

人々をソロモンはその工事のためには、ひとりも奴

隷としなかった。彼らは兵士となり、将校となり、

戦車と、騎兵の長となった。 10これらはソロモン王

のおもな官吏で、二百五十人あり、民を治めた。 11

ソロモンはパロの娘をダビデの町から連れ上って、

彼女のために建てた家に入れて言った、「主の箱を

迎えた所は神聖であるから、わたしの妻はイスラエ

ルの王ダビデの家に住んではならない」。 12ソロモ

ンは廊の前に築いておいた主の祭壇の上で主に燔祭

をささげた。 13すなわちモーセの命令に従って、毎

日定めのようにささげ、安息日、新月および年に三

度の祭、すなわち種入れぬパンの祭、七週の祭、仮

庵の祭にこれをささげた。 14ソロモンは、その父ダ

ビデのおきてに従って、祭司の組を定めてその職に

任じ、またレビびとをその勤めに任じて、毎日定め

のように祭司の前でさんびと奉仕をさせ、また門を

守る者に、その組にしたがって、もろもろの門を守

らせた。これは神の人ダビデがこのように命じたか
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らである。 15祭司とレビびとはすべての事につき、

また倉の事について、王の命令にそむかなかった。

16このようにソロモンは、主の宮の基をすえた日か

らこれをなし終えたときまで、その工事の準備をこ

とごとくなしたので、主の宮は完成した。 17それか

らソロモンはエドムの地の海べにあるエジオン・ゲ

ベルおよびエロテへ行った。 18時にヒラムはそのし

もべどもの手によって船団を彼に送り、また海の事

になれたしもべどもをつかわしたので、彼らはソロ

モンのしもべらと共にオフルへ行き、そこから金四

百五十タラントを取って、これをソロモン王のもと

に携えてきた。

9シバの女王はソロモンの名声を聞いたので、難問

をもってソロモンを試みようと、非常に多くの従者

を連れ、香料と非常にたくさんの金と宝石とをらく

だに負わせて、エルサレムのソロモンのもとに来て

、その心にあることをことごとく彼に告げた。 2ソ

ロモンは彼女のすべての問に答えた。ソロモンが知

らないで彼女に説明のできないことは一つもなかっ

た。 3シバの女王はソロモンの知恵と、彼が建てた

家を見、 4またその食卓の食物と、列座の家来たち

と、その侍臣たちの伺候振りと彼らの服装、および

彼の給仕たちとその服装、ならびに彼が主の宮でさ

さげる燔祭を見て、全く気を奪われてしまった。 5

彼女は王に言った、「わたしが国であなたの事と、

あなたの知恵について聞いたうわさは真実でした。

6しかしわたしは来て目に見るまでは、そのうわさを

信じませんでしたが、今見ると、あなたの知恵の大

いなることはその半分もわたしに知らされませんで
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した。あなたはわたしの聞いたうわさにまさってい

ます。 7あなたの奥方たちはさいわいです。常にあ

なたの前に立って、あなたの知恵を聞くこのあなた

の家来たちはさいわいです。 8あなたの神、主はほ

むべきかな。主はあなたを喜び、あなたをその位に

つかせ、あなたの神、主のために王とされました。

あなたの神はイスラエルを愛して、とこしえにこれ

を堅くするために、あなたをその王とされ、公道と

正義を行われるのです」。 9そして彼女は金百二十

タラント、および非常に多くの香料と宝石とを王に

贈った。シバの女王がソロモンに贈ったような香料

は、いまだかつてなかった。 10オフルから金を携え

て来たヒラムのしもべたちとソロモンのしもべたち

はまた、びゃくだんの木と宝石をも携えて来た。 11

王はそのびゃくだんの木で、主の宮と王の家とに階

段を造り、また歌うたう者のために琴と立琴を造っ

た。このようなものはかつてユダの地で見たことが

なかった。 12ソロモン王は、シバの女王が贈った物

に報いたほかに、彼女の望みにまかせて、すべてそ

の求めるものを贈った。そして彼女はその家来たち

と共に自分の国へ帰って行った。 13さて一年の間に

ソロモンの所にはいって来た金の目方は六百六十六

タラントであった。 14このほかに貿易商および商人

の携えて来たものがあった。またアラビヤのすべて

の王たちおよび国の代官たちも金銀をソロモンに携

えてきた。 15ソロモン王は延金の大盾二百を造った

。その大盾にはおのおの六百シケルの延金を用いた

。 16また延金の小盾三百を造った。小盾にはおのお

の三百シケルの金を用いた。王はこれらをレバノン
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の森の家に置いた。 17王はまた大きな象牙の玉座を

造り、純金でこれをおおった。 18その玉座には六つ

の段があり、また金の足台があって共に玉座につら

なり、その座する所の両方に、ひじかけがあって、

ひじかけのわきに二つのししが立っていた。 19また

十二のししが六つの段のおのおのの両側に立ってい

た。このような物はどこの国でも造られたことがな

かった。 20ソロモン王が飲むときに用いた器はみな

金であった。またレバノンの森の家の器もみな純金

であって、銀はソロモンの世には尊ばれなかった。

21これは王の船がヒラムのしもべたちを乗せてタル

シシへ行き、三年ごとに一度、そのタルシシの船が

金、銀、象牙、さる、くじゃくを載せて来たからで

ある。 22このようにソロモン王は富と知恵において

、地のすべての王にまさっていたので、 23地のすべ

ての王は神がソロモンの心に授けられた知恵を聞こ

うとしてソロモンに謁見を求めた。 24人々はおのお

の贈り物を携えてきた。すなわち銀の器、金の器、

衣服、没薬、香料、馬、騾馬など年々定まっていた

。 25ソロモンは馬と戦車のために馬屋四千と騎兵一

万二千を持ち、これを戦車の町に置き、またエルサ

レムの王のもとに置いた。 26彼はユフラテ川からペ

リシテびとの地と、エジプトの境に至るまでのすべ

ての王を治めた。 27王はまた銀を石のようにエルサ

レムに多くし、香柏を平野のいちじく桑のように多

くした。 28また人々はエジプトおよび諸国から馬を

ソロモンのために輸入した。 29ソロモンのそのほか

の始終の行為は、預言者ナタンの書と、シロびとア

ヒヤの預言と、先見者イドがネバテの子ヤラベアム
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について述べた黙示のなかに、しるされているでは

ないか。 30ソロモンはエルサレムで四十年の間イス

ラエルの全地を治めた。 31ソロモンはその先祖たち

と共に眠って、父ダビデの町に葬られ、その子レハ

ベアムが代って王となった。

10レハベアムはシケムへ行った。すべてのイスラ

エルびとが彼を王にしようとシケムへ行ったからで

ある。 2ネバテの子ヤラベアムは、ソロモンを避け

てエジプトにのがれていたが、これを聞いてエジプ

トから帰ったので、 3人々は人をつかわして彼を招

いた。そこでヤラベアムとすべてのイスラエルは来

て、レハベアムに言った、 4「あなたの父は、われ

われのくびきを重くしましたが、今あなたの父のき

びしい使役と、あなたの父が、われわれに負わせた

重いくびきを軽くしてください。そうすればわたし

たちはあなたに仕えましょう」。 5レハベアムは彼

らに答えた、「三日の後、またわたしの所に来なさ

い」。それで民は去った。 6レハベアム王は父ソロ

モンの存命中ソロモンに仕えた長老たちに相談して

言った、「あなたがたはこの民にどう返答すればよ

いと思いますか」。 7彼らはレハベアムに言った、

「あなたがもしこの民を親切にあつかい、彼らを喜

ばせ、ねんごろに語られるならば彼らは長くあなた

のしもべとなるでしょう」。 8しかし彼は長老たち

が与えた勧めをすてて、自分と一緒に大きくなって

自分に仕えている若者たちに相談して、 9彼らに言

った、「あなたがたは、この民がわたしに向かって

、『あなたの父上が、われわれに負わせたくびきを

軽くしてください』と言うのに、われわれはなんと
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返答すればよいと思いますか」。 10彼と一緒に大き

くなった若者たちは彼に言った、「あなたに向かっ

て、『あなたの父は、われわれのくびきを重くした

が、あなたは、それをわれわれのために軽くしてく

ださい』と言ったこの民に、こう言いなさい、『わ

たしの小指は父の腰よりも太い、 11父はあなたがた

に重いくびきを負わせたが、わたしはさらに、あな

たがたのくびきを重くしよう。父はむちであなたが

たを懲らしたが、わたしはさそりであなたがたを懲

らそう』」。 12さてヤラベアムと民は皆、王が「三

日目にわたしのところに来なさい」と言ったとおり

に、三日目にレハベアムのところへ行った。 13王は

荒々しく彼らに答えた。すなわちレハベアム王は長

老たちの勧めをすて、 14若者たちの勧めに従い、彼

らに告げて言った、「父はあなたがたのくびきを重

くしたが、わたしは更にこれを重くしよう。父はむ

ちであなたがたを懲らしたが、わたしはさそりであ

なたがたを懲らそう」。 15このように王は民の言う

ことを聞きいれなかった。これは主が、かつてシロ

びとアヒヤによって、ネバテの子ヤラベアムに言わ

れた言葉を成就するために、神がなされたのであっ

た。 16イスラエルの人々は皆、王が自分たちの言う

ことを聞きいれないのを見たので、民は王に答えて

言った、「われわれはダビデのうちに何の分があろ

うか。われわれはエッサイの子のうちに嗣業がない

。イスラエルよ、めいめいの天幕に帰れ。ダビデよ

、今あなたの家を見よ」。そしてイスラエルは皆彼

らの天幕へ去って行った。 17しかしレハベアムはユ

ダの町々に住んでいるイスラエルの人々を治めた。
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18レハベアム王は徴募人の監督であったアドラムを

つかわしたが、イスラエルの人々が石で彼を撃ち殺

したので、レハベアム王は急いで車に乗り、エルサ

レムに逃げた。 19こうしてイスラエルはダビデの家

にそむいて今日に至った。

11レハベアムはエルサレムに来て、ユダとベニヤ

ミンの家の者、すなわち、えり抜きの軍人十八万人

を集め、国を取りもどすためにイスラエルと戦おう

としたが、 2主の言葉が神の人シマヤに臨んで言っ

た、 3「ソロモンの子、ユダの王レハベアムおよび

ユダとベニヤミンにいるすべてのイスラエルの人々

に言いなさい、 4『主はこう仰せられる、あなたが

たは上ってはならない。あなたがたの兄弟と戦って

はならない。おのおの自分の家に帰りなさい。この

事はわたしから出たのである』」。それで人々は主

の言葉を聞き、ヤラベアムを攻めに行くのをやめて

帰った。 5レハベアムはエルサレムに住んで、ユダ

に防衛の町々を建てた。 6すなわちベツレヘム、エ

タム、テコア、 7ベテズル、ソコ、アドラム、 8ガ

テ、マレシャ、ジフ、 9アドライム、ラキシ、アゼ

カ、 10ゾラ、アヤロン、およびヘブロン。これらは

ユダとベニヤミンにあって要害の町々である。 11彼

はその要害を堅固にし、これに軍長を置き、糧食と

油とぶどう酒をたくわえ、 12またそのすべての町に

盾とやりを備えて、これを非常に強化し、そしてユ

ダとベニヤミンを確保した。 13イスラエルの全地の

祭司とレビびとは四方の境から来てレハベアムに身

を寄せた。 14すなわちレビびとは自分の放牧地と領

地を離れてユダとエルサレムに来た。これはヤラベ
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アムとその子らが彼らを排斥して、主の前に祭司の

務をさせなかったためである。 15ヤラベアムは高き

所と、みだらな神と、自分で造った子牛のために自

分の祭司を立てた。 16またイスラエルのすべての部

族のうちで、すべてその心を傾けて、イスラエルの

神、主を求める者は先祖の神、主に犠牲をささげる

ために、レビびとに従ってエルサレムに来た。 17こ

のように彼らはユダの国を堅くし、ソロモンの子レ

ハベアムを三年の間強くした。彼らは三年の間ダビ

デとソロモンの道に歩んだからである。 18レハベア

ムはダビデの子エレモテの娘マハラテを妻にめとっ

た。マハラテはエッサイの子エリアブの娘アビハイ

ルが産んだ者である。 19彼女はエウシ、シマリヤお

よびザハムの三子を産んだ。 20彼はまた彼女の後に

アブサロムの娘マアカをめとった。マアカはアビヤ

、アッタイ、ジザおよびシロミテを産んだ。 21レハ

ベアムはアブサロムの娘マアカをすべての妻とそば

めにまさって愛した。彼は妻十八人、そばめ六十人

をめとって、男の子二十八人と女の子六十人をもう

けた。 22レハベアムはマアカの子アビヤを立ててか

しらとし、その兄弟の長とした。彼はアビヤを王に

しようと思ったからである。 23それで王は賢くとり

行い、そのむすこたちをことごとく、ユダとベニヤ

ミンの全地方にあるすべての要害の町に散在させ、

彼らに糧食を多く与え、また多くの妻を得させた。

12レハベアムはその国が堅く立ち、強くなるに及

んで、主のおきてを捨てた。イスラエルも皆彼にな

らった。 2彼らがこのように主に向かって罪を犯し

たので、レハベアム王の五年にエジプトの王シシャ
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クがエルサレムに攻め上ってきた。 3その戦車は一

千二百、騎兵は六万、また彼に従ってエジプトから

来た民、すなわちリビアびと、スキびと、エチオピ

ヤびとは無数であった。 4シシャクはユダの要害の

町々を取り、エルサレムに迫って来た。 5そこで預

言者シマヤは、レハベアムおよびシシャクのゆえに

、エルサレムに集まったユダのつかさたちのもとに

きて言った、「主はこう仰せられる、『あなたがた

はわたしを捨てたので、わたしもあなたがたを捨て

てシシャクにわたした』と」。 6そこでイスラエル

のつかさたち、および王はへりくだって、「主は正

しい」と言った。 7主は彼らのへりくだるのを見ら

れたので、主の言葉がシマヤにのぞんで言った、「

彼らがへりくだったから、わたしは彼らを滅ぼさな

いで、間もなく救を施す。わたしはシシャクの手に

よって、怒りをエルサレムに注ぐことをしない。 8

しかし彼らはシシャクのしもべになる。これは彼ら

がわたしに仕えることと、国々の王たちに仕えるこ

ととの相違を知るためである」。 9エジプトの王シ

シャクはエルサレムに攻めのぼって、主の宮の宝物

と、王の家の宝物とを奪い去った。すなわちそれら

をことごとく奪い去り、またソロモンの造った金の

盾をも奪い去った。 10それでレハベアム王は、その

代りに青銅の盾を造って、王の家の門を守る侍衛長

たちの手に渡した。 11王が主の宮にはいるごとに侍

衛は来て、これを負い、またこれを侍衛のへやへ持

って帰った。 12レハベアムがへりくだったので主の

怒りは彼を離れ、彼をことごとく滅ぼそうとはされ

なかった。またユダの事情もよくなった。 13レハベ
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アム王はエルサレムで自分の地位を確立し、世を治

めた。すなわちレハベアムは四十一歳のとき位につ

き、十七年の間エルサレムで世を治めた。エルサレ

ムは主がその名を置くためにイスラエルのすべての

部族のうちから選ばれた町である。彼の母はアンモ

ンの女で、名をナアマといった。 14レハベアムは主

を求めることに心を傾けないで、悪い事を行った。

15レハベアムの始終の行為は、預言者シマヤおよび

先見者イドの書にしるされているではないか。レハ

ベアムとヤラベアムとの間には絶えず戦争があった

。 16レハベアムはその先祖たちと共に眠って、ダビ

デの町に葬られ、その子アビヤが彼に代って王とな

った。

13ヤラベアム王の第十八年にアビヤがユダの王と

なった。 2彼は三年の間エルサレムで世を治めた。

彼の母はギベアのウリエルの娘で、名をミカヤとい

った。 3ここにアビヤとヤラベアムとの間に戦争が

起り、アビヤは四十万の精兵から成る勇敢な軍勢を

もって戦いにいで、ヤラベアムも大勇士から成る八

十万の精兵をもって、これに向かって戦いの備えを

した。 4時にアビヤはエフライムの山地にあるゼマ

ライム山の上に立って言った、「ヤラベアムおよび

イスラエルの人々よ皆聞け。 5あなたがたはイスラ

エルの神、主が塩の契約をもってイスラエルの国を

ながくダビデとその子孫に賜わったことを知らない

のか。 6ところがダビデの子ソロモンの家来である

ネバテの子ヤラベアムが起って、その主君にそむき

、 7また卑しい無頼のともがらが集まって彼にくみ

し、ソロモンの子レハベアムに敵したが、レハベア
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ムは若く、かつ意志が弱くてこれに当ることができ

なかった。 8今また、あなたがたは大軍をたのみ、

またヤラベアムが造って、あなたがたの神とした金

の子牛をたのんで、ダビデの子孫の手にある主の国

に敵対しようとしている。 9またあなたがたはアロ

ンの子孫である主の祭司とレビびととを追いだして

、他の国々の民がするように祭司を立てたではない

か。すなわちだれでも若い雄牛一頭、雄羊七頭を携

えてきて、自分を聖別する者は皆あの神でない者の

祭司とすることができた。 10しかしわれわれにおい

ては、主がわれわれの神であって、われわれは彼を

捨てない。また主に仕える祭司はアロンの子孫であ

り、働きをなす者はレビびとである。 11彼らは朝ご

と夕ごとに主に燔祭と、こうばしい香をささげ、供

えのパンを純金の机の上に供え、また金の燭台とそ

のともしび皿を整えて、夕ごとにともすのである。

このようにわれわれはわれわれの神、主の務を守っ

ているが、あなたがたは彼を捨てた。 12見よ、神は

みずからわれわれと共におられて、われわれのかし

らとなられ、また、その祭司たちはラッパを吹きな

らして、あなたがたを攻める。イスラエルの人々よ

、あなたがたの先祖の神、主に敵して戦ってはなら

ない。あなたがたは成功しない」。 13ヤラベアムは

伏兵を彼らのうしろに回らせたので、彼の軍隊はユ

ダの前にあり、伏兵は彼らのうしろにあった。 14ユ

ダはうしろを見ると、敵が前とうしろとにあったの

で、主に向かって呼ばわり、祭司たちはラッパを吹

いた。 15そこでユダの人々はときの声をあげた。ユ

ダの人々がときの声をあげると、神はヤラベアムと
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イスラエルの人々をアビヤとユダの前に打ち敗られ

たので、 16イスラエルの人々はユダの前から逃げた

。神が彼らをユダの手に渡されたので、 17アビヤと

その民は、彼らをおびただしく撃ち殺した。イスラ

エルの殺されて倒れた者は五十万人、皆精兵であっ

た。 18このように、この時イスラエルの人々は打ち

負かされ、ユダの人々は勝を得た。彼らがその先祖

の神、主を頼んだからである。 19アビヤはヤラベア

ムを追撃して数個の町を彼から取った。すなわちベ

テルとその村里、エシャナとその村里、エフロンと

その村里である。 20ヤラベアムは、アビヤの世には

再び力を得ることができず、主に撃たれて死んだ。

21しかしアビヤは強くなり、妻十四人をめとり、む

すこ二十二人、むすめ十六人をもうけた。 22アビヤ

のその他の行為すなわちその行動と言葉は、預言者

イドの注釈にしるされている。

14アビヤはその先祖たちと共に眠って、ダビデの

町に葬られ、その子アサが代って王となった。アサ

の治世に国は十年の間、穏やかであった。 2アサは

その神、主の目に良しと見え、また正しと見えるこ

とを行った。 3彼は異なる祭壇と、もろもろの高き

所を取り除き、石柱をこわし、アシラ像を切り倒し

、 4ユダに命じてその先祖たちの神、主を求めさせ

、おきてと戒めとを行わせ、 5ユダのすべての町々

から、高き所と香の祭壇とを取り除いた。そして国

は彼のもとに穏やかであった。 6彼は国が穏やかで

あったので、要害の町数個をユダに建てた。また主

が彼に平安を賜わったので、この年ごろ戦争がなか

った。 7彼はユダに言った、「われわれはこれらの
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町を建て、その周囲に石がきを築き、やぐらを建て

、門と貫の木を設けよう。われわれがわれわれの神

、主を求めたので、この国はなおわれわれのもので

あり、われわれが彼を求めたので、四方において、

われわれに平安を賜わった」。こうして彼らは滞り

なく建て終った。 8アサの軍隊はユダから出た者三

十万人あって、盾とやりをとり、ベニヤミンから出

た者二十八万人あって、小盾をとり、弓を引いた。

これはみな大勇士であった。 9エチオピヤびとゼラ

が、百万の軍隊と三百の戦車を率いて、マレシャま

で攻めてきた。 10アサは出て、これを迎え、マレシ

ャのゼパタの谷に戦いの備えをした。 11時にアサは

その神、主に向かって呼ばわって言った、「主よ、

力のある者を助けることも、力のない者を助けるこ

とも、あなたにおいては異なることはありません。

われわれの神、主よ、われわれをお助けください。

われわれはあなたに寄り頼み、あなたの名によって

この大軍に当ります。主よ、あなたはわれわれの神

です。どうぞ人をあなたに勝たせないでください」

。 12そこで主はアサの前とユダの前でエチオピヤび

とを撃ち敗られたので、エチオピヤびとは逃げ去っ

た。 13アサと彼に従う民は彼らをゲラルまで追撃し

たので、エチオピヤびとは倒れて、生き残った者は

ひとりもなかった。主と主の軍勢の前に撃ち破られ

たからである。ユダの人々の得たぶんどり物は非常

に多かった。 14彼らはまた、ゲラルの周囲の町々を

ことごとく撃ち破った。主の恐れが彼らの上に臨ん

だからである。そして彼らはそのすべての町をかす

め奪った。その内に多くの物があったからである。
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15また家畜をもっている者の天幕を襲い、多くの羊

とらくだを奪い取って、エルサレムに帰った。

15時に神の霊がオデデの子アザリヤに臨んだので

、 2彼は出ていってアサを迎え、これに言った、「

アサおよびユダとベニヤミンの人々よ、わたしに聞

きなさい。あなたがたが主と共におる間は、主もあ

なたがたと共におられます。あなたがたが、もし彼

を求めるならば、彼に会うでしょう。しかし、彼を

捨てるならば、彼もあなたがたを捨てられるでしょ

う。 3そもそも、イスラエルには長い間、まことの

神がなく、教をなす祭司もなく、律法もなかった。

4しかし、悩みの時、彼らがイスラエルの神、主に立

ち返り、彼を求めたので彼に会った。 5そのころは

、出る者にも入る者にも、平安がなく、大いなる騒

乱が国々のすべての住民を悩ました。 6国は国に、

町は町に撃ち砕かれた。神がもろもろの悩みをもっ

て彼らを苦しめられたからです。 7しかしあなたが

たは勇気を出しなさい。手を弱くしてはならない。

あなたがたのわざには報いがあるからです」。 8ア

サはこれらの言葉すなわちオデデの子アザリヤの預

言を聞いて勇気を得、憎むべき偶像をユダとベニヤ

ミンの全地から除き、また彼がエフライムの山地で

得た町々から除き、主の宮の廊の前にあった主の祭

壇を再興した。 9彼はまたユダとベニヤミンの人々

およびエフライム、マナセ、シメオンから来て、彼

らの間に寄留していた者を集めた。その神、主がア

サと共におられるのを見て、イスラエルからアサの

もとに下った者が多くあったからである。 10彼らは

アサの治世の十五年の三月にエルサレムに集まり、
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11携えてきたぶんどり物のうちから牛七百頭、羊七

千頭をその日主にささげた。 12そして彼らは契約を

結び、心をつくし、精神をつくして先祖の神、主を

求めることと、 13すべてイスラエルの神、主を求め

ない者は老幼男女の別なく殺さるべきことを約した

。 14そして彼らは大声をあげて叫び、ラッパを吹き

、角笛を鳴らして、主に誓いを立てた。 15ユダは皆

その誓いを喜んだ。彼らは心をつくして誓いを立て

、精神をつくして主を求めたので、主は彼らに会い

、四方で彼らに安息を賜わった。 16アサ王の母マア

カがアシラのために憎むべき像を造ったので、アサ

は彼女をおとして太后とせず、その憎むべき像を切

り倒して粉々に砕き、キデロン川でそれを焼いた。

17ただし高き所はイスラエルから除かなかったが、

アサの心は一生の間、正しかった。 18彼はまた、そ

の父のささげた物および自分のささげた物、すなわ

ち銀、金並びに器物などを主の宮に携え入れた。 19

そしてアサの治世の三十五年までは再び戦争がなか

った。

16アサの治世の三十六年にイスラエルの王バアシ

ャはユダに攻め上り、ユダの王アサの所にだれをも

出入りさせないためにラマを築いた。 2そこでアサ

は主の宮と王の家の宝蔵から金銀を取り出し、ダマ

スコに住んでいるスリヤの王ベネハダデに贈って言

った、 3「わたしの父とあなたの父の間のように、

わたしとあなたの間に同盟を結びましょう。わたし

はあなたに金銀を贈ります。行って、あなたとイス

ラエルの王バアシャとの同盟を破り、彼をわたしか

ら撤退させてください」。 4ベネハダデはアサ王の
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言うことを聞き、自分の軍勢の長たちをつかわして

イスラエルの町々を攻め、イヨンとダンとアベル・

マイムおよびナフタリのすべての倉の町を撃った。

5バアシャはこれを聞いて、ラマを築くことをやめ、

その工事を廃した。 6そこでアサ王はユダの全国の

人々を引き連れ、バアシャがラマを建てるために用

いた石と木材を運んでこさせ、それをもってゲバと

ミヅパを建てた。 7そのころ先見者ハナニがユダの

王アサのもとに来て言った、「あなたがスリヤの王

に寄り頼んで、あなたの神、主に寄り頼まなかった

ので、スリヤ王の軍勢はあなたの手からのがれてし

まった。 8かのエチオピヤびとと、リビアびとは大

軍で、その戦車と騎兵は、はなはだ多かったではな

いか。しかしあなたが主に寄り頼んだので、主は彼

らをあなたの手に渡された。 9主の目はあまねく全

地を行きめぐり、自分に向かって心を全うする者の

ために力をあらわされる。今度の事では、あなたは

愚かな事をした。ゆえにこの後、あなたに戦争が臨

むであろう」。 10するとアサはその先見者を怒って

、獄屋に入れた。この事のために激しく彼を怒った

からである。アサはまたそのころ民のある者をしえ

たげた。 11見よ、アサの始終の行為は、ユダとイス

ラエルの列王の書にしるされている。 12アサはその

治世の三十九年に足を病み、その病は激しくなった

が、その病の時にも、主を求めないで医者を求めた

。 13アサは先祖たちと共に眠り、その治世の四十一

年に死んだ。 14人々は彼が自分のためにダビデの町

に掘っておいた墓に葬り、製香の術をもって造った
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様々の香料を満たした床に横たえ、彼のためにおび

ただしく香をたいた。

17アサの子ヨシャパテがアサに代って王となり、

イスラエルに向かって自分を強くし、 2ユダのすべ

ての堅固な町々に軍隊を置き、またユダの地および

その父アサが取ったエフライムの町々に守備隊を置

いた。 3主はヨシャパテと共におられた。彼がその

父ダビデの最初の道に歩んで、バアルに求めず、 4

その父の神に求めて、その戒めに歩み、イスラエル

の行いにならわなかったからである。 5それゆえ、

主は国を彼の手に堅く立てられ、またユダの人々は

皆ヨシャパテに贈り物を持ってきた。彼は大いなる

富と誉とを得た。 6そこで彼は主の道に心を励まし

、さらに高き所とアシラ像とをユダから除いた。 7

彼はまたその治世の三年に、つかさたちベネハイル

、オバデヤ、ゼカリヤ、ネタンエルおよびミカヤを

つかわしてユダの町々で教えさせ、 8また彼らと共

にレビびとのうちからシマヤ、ネタニヤ、ゼバデヤ

、アサヘル、セミラモテ、ヨナタン、アドニヤ、ト

ビヤ、トバドニヤをつかわし、またこれらのレビび

とと共に祭司エリシャマとヨラムをもつかわした。

9彼らは主の律法の書を携えて、ユダで教をなし、ま

たユダの町々をことごとく巡回して、民の間に教を

なした。 10そこでユダの周囲の国々は皆主を恐れ、

ヨシャパテと戦うことをしなかった。 11また、ペリ

シテびとのうちで贈り物や、みつぎの銀をヨシャパ

テの所に持ってくる者があり、またアラビヤびとは

雄羊七千七百頭、雄やぎ七千七百頭を彼に持ってき

た。 12こうしてヨシャパテはますます大いになり、
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ユダに要害および倉の町を建て、 13ユダの町々に多

くの軍需品を持ち、またエルサレムに大勇士である

軍人たちを持っていた。 14彼らをその氏族によって

数えれば次のとおりである。すなわちユダから出た

千人の長のうちでは、アデナという軍長と彼に従う

大勇士三十万人、 15その次は軍長ヨハナンと彼に従

う者二十八万人、 16その次は喜んでその身を主にさ

さげた者ジクリの子アマジヤと彼に従う大勇士二十

万人。 17ベニヤミンから出た者のうちでは、エリア

ダという大勇士と彼に従う弓および盾を持つ者二十

万人、 18その次はヨザバデと彼に従う戦いの備えあ

る者十八万人である。 19これらは皆王に仕える者た

ちで、このほかにまたユダ全国の堅固な町々に、王

が駐在させた者があった。

18ヨシャパテは大いなる富と誉とをもち、アハブ

と縁を結んだ。 2彼は数年の後、サマリヤに下って

、アハブをおとずれた。アハブは彼と彼に従ってき

た民のために羊と牛を多くほふり、ラモテ・ギレア

デに一緒に攻め上ることを彼にすすめた。 3イスラ

エルの王アハブはユダの王ヨシャパテに言った、「

あなたはわたしと一緒にラモテ・ギレアデに攻めて

行きますか」。ヨシャパテは答えた、「わたしはあ

なたと一つです、わたしの民はあなたの民と一つで

す。わたしはあなたと一緒に戦いに臨みましょう」

。 4ヨシャパテはまたイスラエルの王に言った、「

まず主の言葉を求めなさい」。 5そこでイスラエル

の王は預言者四百人を集めて彼らに言った、「われ

われはラモテ・ギレアデに、戦いに行くべきか、あ

るいは控えるべきか」。彼らは言った、「上って行
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きなさい。神はそれを王の手にわたされるでしょう

」。 6ヨシャパテは言った、「ほかにわれわれが問

うべき主の預言者はここにいませんか」。 7イスラ

エルの王はヨシャパテに言った、「ほかになおひと

りいます。われわれはこの人によって主に問うこと

ができますが、彼はわたしについて良い事を預言し

たことがなく、常に悪いことだけを預言するので、

わたしは彼を憎みます。その者はイムラの子ミカヤ

です」。ヨシャパテは言った、「王よ、そうは言わ

ないでください」。 8そこでイスラエルの王はひと

りの役人を呼んで、「イムラの子ミカヤを急いで連

れてきなさい」と言った。 9さてイスラエルの王お

よびユダの王ヨシャパテは王の衣を着て、サマリヤ

の門の入口の広場におのおのその玉座に座し、預言

者たちは皆その前で預言していた。 10ケナアナの子

ゼデキヤは鉄の角を造って言った、「主はこう仰せ

られます、『あなたはこれらの角をもってスリヤび

とを突いて滅ぼし尽しなさい』」。 11預言者たちは

皆そのように預言して言った、「ラモテ・ギレアデ

に上っていって勝利を得なさい。主はそれを王の手

にわたされるでしょう」。 12さてミカヤを呼びに行

った使者は彼に言った、「預言者たちは一致して王

に良い事を言いました。どうぞ、あなたの言葉も、

彼らのひとりの言葉のようにし、良い事を言ってく

ださい」。 13ミカヤは言った、「主は生きておられ

る。わが神の言われることをわたしは申します」。

14彼が王の所へ行くと、王は彼に言った、「ミカヤ

よ、われわれはラモテ・ギレアデに戦いに行くべき

か、あるいは控えるべきか」。彼は言った、「上っ
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て行って勝利を得なさい。彼らはあなたの手にわた

されるでしょう」。 15しかし王は彼に言った、「幾

たびあなたを誓わせたら、あなたは主の名をもって

、ただ真実のみをわたしに告げるだろうか」。 16彼

は言った、「わたしはイスラエルが皆牧者のない羊

のように山に散っているのを見ました。すると主は

『これらの者は主人をもっていない。彼らをそれぞ

れ安らかに、その家に帰らせよ』と言われました」

。 17イスラエルの王はヨシャパテに言った、「わた

しはあなたに、彼はわたしについて良い事を預言せ

ず、ただ悪い事だけを預言すると告げたではありま

せんか」。 18ミカヤは言った、「それだから主の言

葉を聞きなさい。わたしは主がその玉座に座し、天

の万軍がその右左に立っているのを見たが、 19主は

、『だれがイスラエルの王アハブをいざなって、ラ

モテ・ギレアデに上らせ、彼を倒れさせるであろう

か』と言われた。するとひとりは、こうしようと言

い、ひとりは、ああしようと言った。 20その時一つ

の霊が進み出て、主の前に立ち、『わたしが彼をい

ざないましょう』と言ったので、主は彼に『何をも

ってするか』と言われた。 21彼は『わたしが出て行

って、偽りを言う霊となって、すべての預言者の口

に宿りましょう』と言った。そこで主は『おまえは

彼をいざなって、それをなし遂げるであろう。出て

行って、そうしなさい』と言われた。 22それゆえ、

主は偽りを言う霊をこの預言者たちの口に入れ、ま

た主はあなたについて災を告げられたのです」。 23

するとケナアナの子ゼデキヤが近寄ってミカヤのほ

おを打って言った、「主の霊がどの道からわたしを
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離れて行って、あなたに語りましたか」。 24ミカヤ

は言った、「あなたが奥の間にはいって身を隠す日

に見るでしょう」。 25イスラエルの王は言った、「

ミカヤを捕え、町のつかさアモンと王の子ヨアシの

所へ引いて行って、 26言いなさい、『王はこう言う

、この者を獄屋に入れ、少しばかりのパンと水をも

って彼を養い、わたしが勝利を得て帰ってくるのを

待て』と」。 27ミカヤは言った、「あなたがもし勝

利を得て帰るならば、主はわたしによって語られな

かったのです」。また彼は言った、「あなたがたす

べての民よ、聞きなさい」。 28こうしてイスラエル

の王とユダの王ヨシャパテは、ラモテ・ギレアデに

上った。 29イスラエルの王はヨシャパテに言った、

「わたしは姿を変えて戦いに行きましょう。しかし

あなたは王の衣を着けなさい」。イスラエルの王は

姿を変えて戦いに行った。 30さて、スリヤの王は、

その戦車隊長たちに命じて言った、「あなたがたは

小さい者とも、大きい者とも戦ってはならない。た

だイスラエルの王とのみ戦いなさい」。 31戦車隊長

らはヨシャパテを見たとき、これはきっとイスラエ

ルの王だと思ったので、身を巡らしてこれと戦おう

とした。しかしヨシャパテが呼ばわったので、主は

これを助けられた。すなわち神は敵を彼から離れさ

せられた。 32戦車隊長らは彼がイスラエルの王でな

いのを見たので、彼を追うことをやめて引き返した

。 33しかし、ひとりの人が、なにごころなく弓を引

いて、イスラエルの王の胸当と、くさずりの間を射

たので、彼はその車の御者に言った、「わたしは傷

を受けたから、車をめぐらして、わたしを軍中から
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運び出せ」。 34その日戦いは激しくなった。イスラ

エルの王は車の中に自分をささえて立ち、夕暮まで

スリヤびとに向かっていたが、日の入るころになっ

て死んだ。

19ユダの王ヨシャパテは、つつがなくエルサレム

の自分の家に帰った。 2そのとき、先見者ハナニの

子エヒウが出てヨシャパテを迎えて言った、「あな

たは悪人を助け、主を憎む者を愛してよいのですか

。それゆえ怒りが主の前から出て、あなたの上に臨

みます。 3しかしあなたには、なお良い事もありま

す。あなたはアシラ像を国の中から除き、心を傾け

て神を求められました」。 4ヨシャパテはエルサレ

ムに住んでいたが、また出て、ベエルシバからエフ

ライムの山地まで民の中を巡り、先祖たちの神、主

に彼らを導き返した。 5彼はまたユダの国中、すべ

ての堅固な町ごとに裁判人を置いた。 6そして裁判

人たちに言った、「あなたがたは自分のする事に気

をつけなさい。あなたがたは人のために裁判するの

ではなく、主のためにするのです。あなたがたが裁

判する時には、主はあなたがたと共におられます。

7だからあなたがたは主を恐れ、慎んで行いなさい。

われわれの神、主には不義がなく、人をかたより見

ることなく、まいないを取ることもないからです」

。 8ヨシャパテはまたレビびと、祭司、およびイス

ラエルの氏族の長たちを選んでエルサレムに置き、

主のために裁判を行い、争議の解決に当らせた。彼

らはエルサレムに居住した。 9ヨシャパテは彼らに

命じて言った、「あなたがたは主を恐れ、真実と真

心とをもって行わなければならない。 10すべてその
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町々に住んでいるあなたがたの兄弟たちから、血を

流した事または律法と戒め、定めとおきてなどの事

について訴えてきたならば、彼らをさとして、主の

前に罪を犯させず、怒りがあなたがたと、あなたが

たの兄弟たちに臨まないようにしなさい。そのよう

にすれば、あなたがたは罪を犯すことがないでしょ

う。 11見よ、祭司長アマリヤは、あなたがたの上に

いて、主の事をすべてつかさどり、イシマエルの子

、ユダの家のつかさゼバデヤは王の事をすべてつか

さどり、またレビびとはあなたがたの前にあって役

人となります。雄々しく行動しなさい。主は正直な

人と共におられます」。

20この後モアブびと、アンモンびとおよびメウニ

びとらがヨシャパテと戦おうと攻めてきた。 2その

時ある人がきて、ヨシャパテに告げて言った、「海

のかなたのエドムから大軍があなたに攻めて来ます

。見よ、彼らはハザゾン・タマル（すなわちエンゲ

デ）にいます」。 3そこでヨシャパテは恐れ、主に

顔を向けて助けを求め、ユダ全国に断食をふれさせ

た。 4それでユダはこぞって集まり、主の助けを求

めた。すなわちユダのすべての町から人々が来て主

を求めた。 5そこでヨシャパテは主の宮の新しい庭

の前で、ユダとエルサレムの会衆の中に立って、 6

言った、「われわれの先祖の神、主よ、あなたは天

にいます神ではありませんか。異邦人のすべての国

を治められるではありませんか。あなたの手には力

があり、勢いがあって、あなたに逆らいうる者はあ

りません。 7われわれの神よ、あなたはこの国の民

をあなたの民イスラエルの前から追い払って、あな
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たの友アブラハムの子孫に、これを永遠に与えられ

たではありませんか。 8彼らはここに住み、あなた

の名のためにここに聖所を建てて言いました、 9『

つるぎ、審判、疫病、ききんなどの災がわれわれに

臨む時、われわれはこの宮の前に立って、あなたの

前におり、その悩みの中であなたに呼ばわります。

すると、あなたは聞いて助けられます。あなたの名

はこの宮にあるからです』と。 10今アンモン、モア

ブ、およびセイル山の人々をごらんなさい。昔イス

ラエルがエジプトの国から出てきた時、あなたはイ

スラエルに彼らを侵すことをゆるされなかったので

、イスラエルは彼らを離れて、滅ぼしませんでした

。 11彼らがわれわれに報いるところをごらんくださ

い。彼らは来て、あなたがわれわれに賜わったあな

たの領地からわれわれを追い払おうとしています。

12われわれの神よ、あなたは彼らをさばかれないの

ですか。われわれはこのように攻めて来る大軍に当

る力がなく、またいかになすべきかを知りません。

ただ、あなたを仰ぎ望むのみです」。 13ユダの人々

はその幼な子、その妻、および子供たちと共に皆主

の前に立っていた。 14その時主の霊が会衆の中でア

サフの子孫であるレビびとヤハジエルに臨んだ。ヤ

ハジエルはゼカリヤの子、ゼカリヤはベナヤの子、

ベナヤはエイエルの子、エイエルはマッタニヤの子

である。 15ヤハジエルは言った、「ユダの人々、エ

ルサレムの住民、およびヨシャパテ王よ、聞きなさ

い。主はあなたがたにこう仰せられる、『この大軍

のために恐れてはならない。おののいてはならない

。これはあなたがたの戦いではなく、主の戦いだか
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らである。 16あす、彼らの所へ攻め下りなさい。見

よ、彼らはヂヅの坂から上って来る。あなたがたは

エルエルの野の東、谷の端でこれに会うであろう。

17この戦いには、あなたがたは戦うに及ばない。ユ

ダおよびエルサレムよ、あなたがたは進み出て立ち

、あなたがたと共におられる主の勝利を見なさい。

恐れてはならない。おののいてはならない。あす、

彼らの所に攻めて行きなさい。主はあなたがたと共

におられるからである』」。 18ヨシャパテは地にひ

れ伏した。ユダの人々およびエルサレムの民も主の

前に伏して、主を拝した。 19その時コハテびとの子

孫、およびコラびとの子孫であるレビびとが立ち上

がり、大声をあげてイスラエルの神、主をさんびし

た。 20彼らは朝早く起きてテコアの野に出て行った

。その出て行くとき、ヨシャパテは立って言った、

「ユダの人々およびエルサレムの民よ、わたしに聞

きなさい。あなたがたの神、主を信じなさい。そう

すればあなたがたは堅く立つことができる。主の預

言者を信じなさい。そうすればあなたがたは成功す

るでしょう」。 21彼はまた民と相談して人々を任命

し、聖なる飾りを着けて軍勢の前に進ませ、主に向

かって歌をうたい、かつさんびさせ、「主に感謝せ

よ、そのいつくしみはとこしえに絶えることがない

」と言わせた。 22そして彼らが歌をうたい、さんび

し始めた時、主は伏兵を設け、かのユダに攻めてき

たアンモン、モアブ、セイル山の人々に向かわせら

れたので、彼らは打ち敗られた。 23すなわちアンモ

ンとモアブの人々は立ち上がって、セイル山の民に

敵し、彼らを殺して全く滅ぼしたが、セイルの民を
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殺し尽すに及んで、彼らもおのおの互に助けて滅ぼ

しあった。 24ユダの人々は野の物見やぐらへ行って

、かの群衆を見たが、地に倒れた死体だけであって

、ひとりものがれた者はなかった。 25それでヨシャ

パテとその民は彼らの物を奪うために来て見ると、

多数の家畜、財宝、衣服および宝石などおびただし

くあったので、おのおのそれをはぎ取ったが、運び

きれないほどたくさんで、かすめ取るに三日もかか

った。それほど物が多かったのである。 26四日目に

彼らはベラカの谷に集まり、その所で主を祝福した

。それでその所の名を今日までベラカの谷と呼んで

いる。 27そしてユダとエルサレムの人々は皆ヨシャ

パテを先に立て、喜んでエルサレムに帰ってきた。

主が彼らにその敵のことによって喜びを与えられた

からである。 28すなわち彼らは立琴、琴およびラッ

パをもってエルサレムの主の宮に来た。 29そしても

ろもろの国の民は主がイスラエルの敵と戦われたこ

とを聞いて神を恐れた。 30こうして神が四方に安息

を賜わったので、ヨシャパテの国は穏やかであった

。 31このようにヨシャパテはユダを治めた。彼は三

十五歳の時、王となり、二十五年の間エルサレムで

世を治めた。彼の母の名はアズバといってシルヒの

娘である。 32ヨシャパテは父アサの道を歩んでそれ

を離れず、主の目に正しいと見られることを行った

。 33しかし高き所は除かず、また民はその先祖の神

に心を傾けなかった。 34ヨシャパテのその他の始終

の行為は、ハナニの子エヒウの書にしるされ、イス

ラエルの列王の書に載せられてある。 35この後ユダ

の王ヨシャパテはイスラエルの王アハジヤと相結ん



歴代誌Ⅱ 1087

だ。アハジヤは悪を行った。 36ヨシャパテはタルシ

シへ行く船を造るためにアハジヤと相結び、エジオ

ン・ゲベルで一緒に船数隻を造った。 37その時マレ

シャのドダワの子エリエゼルはヨシャパテに向かっ

て預言し、「あなたはアハジヤと相結んだので、主

はあなたの造った物をこわされます」と言ったが、

その船は難破して、タルシシへ行くことができなか

った。

21ヨシャパテは先祖たちと共に眠り、先祖たちと

共にダビデの町に葬られ、その子ヨラムが代って王

となった。 2ヨシャパテの子であるその兄弟たちは

アザリヤ、エヒエル、ゼカリヤ、アザリヤ、ミカエ

ルおよびシパテヤで、皆ユダの王ヨシャパテの子た

ちであった。 3その父は彼らに金、銀、宝物の賜物

を多く与え、またユダの要害の町々を与えたが、ヨ

ラムは長子なので、国はヨラムに与えた。 4ヨラム

はその父の位に登って強くなった時、その兄弟たち

をことごとくつるぎにかけて殺し、またユダのつか

さたち数人を殺した。 5ヨラムは位についた時三十

二歳で、エルサレムで八年の間世を治めた。 6彼は

アハブの家がしたようにイスラエルの王たちの道に

歩んだ。アハブの娘を妻としたからである。このよ

うに彼は主の目の前に悪をおこなったが、 7主はさ

きにダビデと結ばれた契約のゆえに、また彼とその

子孫とにながく、ともしびを与えると約束されたこ

とによって、ダビデの家を滅ぼすことを好まれなか

った。 8ヨラムの世にエドムがそむいて、ユダの支

配を脱し、みずから王を立てたので、 9ヨラムはそ

の将校たち、およびすべての戦車を従えて渡って行
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き、夜のうちに立ち上がって、自分を包囲している

エドムびととその戦車の隊長たちを撃った。 10エド

ムはこのようにそむいてユダの支配を脱し、今日に

至っている。そのころリブナもまたそむいてユダの

支配を脱した。ヨラムが先祖たちの神、主を捨てた

からである。 11彼はまたユダの山地に高き所を造っ

て、エルサレムの民に姦淫を行わせ、ユダを惑わし

た。 12その時預言者エリヤから次のような一通の手

紙がヨラムのもとに来た、「あなたの先祖ダビデの

神、主はこう仰せられる、『あなたは父ヨシャパテ

の道に歩まず、またユダの王アサの道に歩まないで

、 13イスラエルの王たちの道に歩み、ユダとエルサ

レムの民に、かのアハブの家がイスラエルに姦淫を

行わせたように、姦淫を行わせ、またあなたの父の

家の者で、あなたにまさっているあなたの兄弟たち

を殺したゆえ、 14主は大いなる災をもってあなたの

民と子供と妻たちと、すべての所有を撃たれる。 15

あなたはまた内臓の病気にかかって大病になり、そ

れが日に日に重くなって、ついに内臓が出るように

なる』」。 16その時、主はヨラムに対してエチオピ

ヤびとの近くに住んでいるペリシテびととアラビヤ

びとの霊を振り起されたので、 17彼らはユダに攻め

上って、これを侵し、王の家にある貨財をことごと

く奪い去り、またヨラムの子供と妻たちをも奪い去

ったので、末の子エホアハズのほかには、ひとりも

残った者がなかった。 18このもろもろの事の後、主

は彼を撃って内臓にいえがたい病気を起させられた

。 19時がたって、二年の終りになり、その内臓が病

気のために出て、重い病苦によって死んだ。民は彼
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の先祖のために香をたいたように、彼のために香を

たかなかった。 20ヨラムはその位についた時三十二

歳で、八年の間エルサレムで世を治め、ついに死ん

だ。ひとりも彼を惜しむ者がなかった。人々は彼を

ダビデの町に葬ったが、王たちの墓にではなかった

。

22エルサレムの民はヨラムの末の子アハジヤを彼

の代りに王とした。かつてアラビヤびとと一緒に陣

営に攻めてきた一隊の者が上の子たちをことごとく

殺したので、ユダの王ヨラムの子アハジヤが王とな

ったのである。 2アハジヤは王となった時四十二歳

で、エルサレムで一年の間世を治めた。その母はオ

ムリの娘で名をアタリヤといった。 3アハジヤもま

たアハブの家の道に歩んだ。その母が彼の相談相手

となって悪を行わせたからである。 4彼はまたアハ

ブの家がしたように主の目の前に悪を行った。すな

わちその父が死んだ後、アハブの家の者がその相談

役となったので、彼はついに自分を滅ぼすに至った

。 5アハジヤはまた彼らの勧めに従って、イスラエ

ルの王アハブの子ヨラムと共にラモテ・ギレアデへ

行き、スリヤの王ハザエルと戦ったが、スリヤびと

はヨラムに傷を負わせた。 6そこでヨラムはスリヤ

の王ハザエルと戦った時、ラマで負ったその傷をい

やすためにエズレルに帰った。ユダの王ヨラムの子

アハジヤはアハブの子ヨラムが病気なのでエズレル

に下ってこれを見舞った。 7アハジヤがヨラムを見

舞に行ったことによって滅びに至ったのは神によっ

て定められたことである。すなわち彼がそこに着い

た時、ヨラムと一緒に出て、ニムシの子エヒウを迎
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えた。エヒウは主がアハブの家を断ち滅ぼすために

油を注がれた者である。 8エヒウはアハブの家を罰

するにあたって、ユダのつかさたち、およびアハジ

ヤの兄弟たちの子らがアハジヤに仕えているのを見

たので、彼らをも殺した。 9アハジヤはサマリヤに

隠れていたが、エヒウが彼を捜し求めたので、人々

は彼を捕え、エヒウのもとに引いてきて、彼を殺し

た。ただし「彼は心をつくして主を求めたヨシャパ

テの子である」と人々は言ったのでこれを葬った。

こうしてアハジヤの家には国を統べ治めうる者がな

くなった。 10アハジヤの母アタリヤは自分の子の死

んだのを見て、立ってユダの家の王子をことごとく

滅ぼしたが、 11王の娘エホシバはアハジヤの子ヨア

シを王の子たちの殺される者のうちから盗み取り、

彼とそのうばを寝室においた。こうしてエホシバが

ヨアシをアタリヤから隠したので、アタリヤはヨア

シを殺さなかった。エホシバはヨラム王の娘、また

アハジヤの妹で、祭司エホヤダの妻である。 12こう

してヨアシは神の宮に隠れて彼らと共におること六

年、その間アタリヤが国を治めた。

23第七年になって、エホヤダは勇気をだしてエロ

ハムの子アザリヤ、ヨハナンの子イシマエル、オベ

デの子アザリヤ、アダヤの子マアセヤ、ジクリの子

エリシャパテなどの百人の長たちを招いて契約を結

ばせた。 2そこで彼らはユダを行きめぐって、ユダ

のすべての町からレビびとを集め、またイスラエル

の氏族の長たちを集めて、エルサレムに来た。 3そ

してその会衆は皆神の宮で王と契約を結んだ。その

時エホヤダは彼らに言った、「主がダビデの子孫の
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ことについて言われたように、王の子が位につくべ

きです。 4あなたがたのなすべき事はこれです。す

なわちあなたがた祭司およびレビびとの安息日には

いって来る者の、三分の一は門を守る者となり、 5

三分の一は王の家におり、三分の一は礎の門におり

、民は皆、主の宮の庭にいなさい。 6祭司と、勤め

をするレビびとのほかは、だれも主の宮に、はいっ

てはならない。彼らは聖なる者であるから、はいる

ことができる。民は皆、主の命令を守らなければな

らない。 7レビびとはめいめい手に武器をとって王

のまわりに立たなければならない。宮にはいる者を

すべて殺しなさい。あなたがたは王がはいる時にも

出る時にも、王と共にいなさい」。 8そこでレビび

とおよびユダの人々は、祭司エホヤダがすべて命じ

たように行い、めいめいその組の者で、安息日には

いって来るべき者と、安息日に出て行くべき者を率

いていた。祭司エホヤダが組の者を去らせなかった

からである。 9また祭司エホヤダは、神の宮にある

ダビデ王のやりおよび大盾、小盾を百人の長たちに

渡し、 10また王を守るために、すべての民にめいめ

い手に武器をとらせ、宮の南側から北側にわたって

、祭壇と宮に沿って立たせた。 11こうして王の子を

連れ出して、これに冠をいただかせ、あかしの書を

渡して王となし、エホヤダおよびその子たちが彼に

油を注いだ。そして「王万歳」と言った。 12アタリ

ヤは民の走りながら王をほめる声を聞いたので、主

の宮に入り、民の所へ行って、 13見ると、王は入口

で柱のかたわらに立ち、王のかたわらには将軍たち

とラッパ手が立っており、また国の民は皆喜んでラ
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ッパを吹き、歌をうたう者は楽器をもってさんびし

ていたので、アタリヤは衣を裂いて「反逆だ、反逆

だ」と叫んだ。 14その時エホヤダは軍勢を統率する

百人の長たちを呼び出し、「列の間から彼女を連れ

出せ、彼女に従う者をつるぎで殺せ」と言った。祭

司が彼女を主の宮で殺してはならないと言ったから

である。 15そこで人々は彼女に手をかけ、王の家の

馬の門の入口まで連れて行き、その所で彼女を殺し

た。 16エホヤダは自分とすべての民と王との間に、

彼らは皆、主の民となるとの契約を結んだ。 17そこ

ですべての民はバアルの家に行って、それをこわし

、その祭壇とその像とを打ち砕き、バアルの祭司マ

ッタンを祭壇の前で殺した。 18エホヤダはまた主の

宮の守衛を、祭司とレビびとの指揮のもとに置いた

。このレビびとは昔ダビデがモーセの律法にしるさ

れているように、喜びと歌とをもって主に燔祭をさ

さげるために、主の宮に配置したものであって、今

そのダビデの例にならったものである。 19彼はまた

主の宮のもろもろの門に門衛を置き、汚れた者は何

によって汚れた者でも、はいらせないようにした。

20こうしてエホヤダは百人の長たち、貴族たち、民

のつかさたちおよび国のすべての民を率いて、主の

宮から王を連れ下り、上の門から王の家に進み、王

を国の位につかせた。 21国の民は皆喜んだ。町はア

タリヤがつるぎで殺された後、穏やかであった。

24ヨアシは位についた時七歳で、エルサレムで四

十年の間、世を治めた。彼の母はベエルシバから出

た者で名をヂビアといった。 2ヨアシは祭司エホヤ

ダの世にある日の間は常に主の良しと見られること
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を行った。 3エホヤダは彼のためにふたりの妻をめ

とり、彼に男子と女子が生れた。 4この後ヨアシは

主の宮を修繕しようと志して、 5祭司とレビびとを

集めて言った、「ユダの町々へ行って、あなたがた

の神の宮を年々修繕する資金をすべてのイスラエル

びとから集めなさい。その事を急いでしなさい」。

ところがレビびとはこれを急いでしなかった。 6そ

れで王はかしらであるエホヤダを召して言った、「

あなたはなぜレビびとに求めて、主のしもべモーセ

があかしの幕屋のためにイスラエルの会衆に課した

税金をユダとエルサレムから取り立てさせないのか

」。 7かの悪い女アタリヤの子らが神の宮に侵入し

て主の宮のもろもろの奉納物をとり、バアルのため

に用いたからである。 8そこで王は命じて一個の箱

を造らせ、これを主の宮の門の外に置き、 9ユダと

エルサレムにふれて、神のしもべモーセが荒野でイ

スラエルに課した税金を主のために持ってこさせた

。 10すべてのつかさたちおよびすべての民は皆喜ん

でその税金を持って来て、その箱に投げ入れたので

、ついに箱はいっぱいになった。 11レビびとはその

箱に金が多くあるのを見て、王の役人の所へ持って

行くと、王の書記と祭司長の下役とが来て、その箱

を傾け、これを取ってもとの所に返した。彼らは日

々このようにして金をおびただしく集めた。 12王と

エホヤダはこれを主の宮の工事をなす者に渡し、石

工および木工を雇って、主の宮を修繕させ、また鉄

工および青銅工を雇って、主の宮を修復させた。 13

工人たちは働いたので、修復の工事は彼らの手によ

ってはかどり、神の宮を、もとの状態に復し、これ
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を堅固にした。 14それをなし終ったとき、余った金

を王とエホヤダの前に持って来たので、それをもっ

て主の宮のために器物を造った。すなわち勤めの器

、燔祭の器、香の皿、および金銀の器を造った。エ

ホヤダの世にある日の間は、絶えず主の宮で燔祭を

ささげた。 15しかしエホヤダは年老い、日が満ちて

死んだ。その死んだ時は百三十歳であった。 16人々

は彼をダビデの町で王たちの中に葬った。彼はイス

ラエルにおいて神とその宮とに良い事を行ったから

である。 17エホヤダの死んだ後、ユダのつかさたち

が来て、うやうやしく王に敬意を表した。王は彼ら

に聞き従った。 18彼らはその先祖の神、主の宮を捨

てて、アシラ像および偶像に仕えたので、そのとが

のために、怒りがユダとエルサレムに臨んだ。 19主

は彼らをご自分に引き返そうとして、預言者たちを

つかわし、彼らにむかってあかしをさせられたが、

耳を傾けなかった。 20そこで神の霊が祭司エホヤダ

の子ゼカリヤに臨んだので、彼は民の前に立ち上が

って言った、「神はこう仰せられる、『あなたがた

が主の戒めを犯して、災を招くのはどういうわけで

あるか。あなたがたが主を捨てたために、主もあな

たがたを捨てられたのである』」。 21しかし人々は

彼を害しようと計り、王の命によって、石をもって

彼を主の宮の庭で撃ち殺した。 22このようにヨアシ

王はゼカリヤの父エホヤダが自分に施した恵みを思

わず、その子を殺した。ゼカリヤは死ぬ時、「どう

ぞ主がこれをみそなわして罰せられるように」と言

った。 23年の終りになって、スリヤの軍勢はヨアシ

にむかって攻め上り、ユダとエルサレムに来て、民
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のつかさたちをことごとく民のうちから滅ぼし、そ

のぶんどり物を皆ダマスコの王に送った。 24この時

スリヤの軍勢は少数で来たのであるが、主は大軍を

彼らの手に渡された。これは彼らがその先祖の神、

主を捨てたためである。このように彼らはヨアシを

罰した。 25スリヤ軍はヨアシに大傷を負わせて捨て

去ったが、ヨアシの家来たちは祭司エホヤダの子の

血のために、党を結んで彼にそむき、彼を床の上に

殺して、死なせた。人々は彼をダビデの町に葬った

が、王の墓には葬らなかった。 26党を結んで彼にそ

むいた者は、アンモンの女シメアテの子ザバデおよ

びモアブの女シムリテの子ヨザバデであった。 27ヨ

アシの子らのこと、ヨアシに対する多くの預言およ

び神の宮の修理の事などは、列王の書の注釈にしる

されている。ヨアシの子アマジヤが彼に代って王と

なった。

25アマジヤは王となった時二十五歳で、二十九年

の間エルサレムで世を治めた。その母はエルサレム

の者で、名をエホアダンといった。 2アマジヤは主

の良しと見られることを行ったが、全き心をもって

ではなかった。 3彼は、国が彼の手のうちに強くな

ったとき、父ヨアシ王を殺害した家来たちを殺した

。 4しかしその子供たちは殺さなかった。これはモ

ーセの律法の書にしるされている所に従ったのであ

って、そこに主は命じて、「父は子のゆえに殺され

るべきではない。子は父のゆえに殺されるべきでは

ない。おのおの自分の罪のゆえに殺されるべきであ

る」と言われている。 5アマジヤはユダの人々を集

め、その氏族に従って、千人の長に付属させ、また
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は百人の長に付属させた。ユダとベニヤミンのすべ

てに行った。そして二十歳以上の者を数えたところ

、やりと盾をとって戦いに臨みうる精兵三十万人を

得た。 6彼はまた銀百タラントをもってイスラエル

から大勇士十万人を雇った。 7その時、神の人が彼

の所に来て言った、「王よ、イスラエルの軍勢をあ

なたと共に行かせてはいけません。主はイスラエル

びと、すなわちエフライムのすべての人々とは共に

おられないからです。 8もしあなたがこのような方

法で戦いに強くなろうと思うならば、神はあなたを

敵の前に倒されるでしょう。神には助ける力があり

、また倒す力があるからです」。 9アマジヤは神の

人に言った、「それではわたしがイスラエルの軍隊

に与えた百タラントをどうしましょうか」。神の人

は答えた、「主はそれよりも多いものをあなたにお

与えになることができます」。 10そこでアマジヤは

エフライムから来て自分に加わった軍隊を分離して

帰らせたので、彼らはユダに対して激しい怒りを発

し、火のように怒って自分の所に帰った。 11しかし

アマジヤは勇気を出し、その民を率いて塩の谷へ行

き、セイルびと一万人を撃ち殺した。 12またユダの

人々はこのほかに一万人をいけどり、岩の頂に引い

て行って岩の頂から彼らを投げ落したので、皆こな

ごなに砕けた。 13ところがアマジヤが自分と共に戦

いに行かせないで帰してやった兵卒らが、サマリヤ

からベテホロンまでの、ユダの町々を襲って三千人

を殺し、多くの物を奪い取った。 14アマジヤはエド

ムびとを殺して帰った時、セイルびとの神々を携え

てきて、これを安置して自分の神とし、これを礼拝
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し、これにささげ物をなした。 15それゆえ、主はア

マジヤに向かって怒りを発し、預言者を彼につかわ

して言わせられた、「かの民の神々は自分の民をあ

なたの手から救うことができなかったのに、あなた

はどうしてそれを求めたのか」。 16彼がこう王に語

ると、王は彼に、「われわれはあなたを王の顧問に

したのですか。やめなさい。あなたはどうして殺さ

れようとするのですか」と言ったので、預言者はや

めて言った、「あなたはこの事を行って、わたしの

いさめを聞きいれないゆえ、神はあなたを滅ぼそう

と定められたことをわたしは知っています」。 17そ

こでユダの王アマジヤは協議の結果、人をエヒウの

子エホアハズの子であるイスラエルの王ヨアシにつ

かわし、「さあ、われわれは互に顔をあわせよう」

と言わせたところ、 18イスラエルの王ヨアシはユダ

の王アマジヤに言い送った、「レバノンのいばらが

、かつてレバノンの香柏に、『あなたの娘をわたし

のむすこの妻に与えよ』と言い送ったところが、レ

バノンの野獣が通りかかって、そのいばらを踏み倒

した。 19あなたは『見よ、わたしはエドムを撃ち破

った』と言って心に誇り高ぶっている。しかしあな

たは自分の家にとどまっていなさい。どうしてあな

たは災を引き起して、自分もユダも共に滅びようと

するのか」。 20しかしアマジヤは聞きいれなかった

。これは神から出たのであって、彼らがエドムの神

々を求めたので神は彼らを敵の手に渡されるためで

ある。 21そこでイスラエルの王ヨアシは上って来て

、ユダのベテシメシでユダの王アマジヤと顔を合わ

せたが、 22ユダはイスラエルに撃ち破られ、おのお
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のその天幕に逃げ帰った。 23その時イスラエルの王

ヨアシはエホアハズの子ヨアシの子であるユダの王

アマジヤをベテシメシで捕えて、エルサレムに引い

て行き、エルサレムの城壁をエフライム門から、隅

の門まで四百キュビトほどをこわし、 24また神の宮

のうちで、オベデエドムが守っていたすべての金銀

およびもろもろの器物ならびに王の家の財宝を奪い

、また人質をとって、サマリヤに帰った。 25ユダの

王ヨアシの子アマジヤはイスラエルの王エホアハズ

の子ヨアシが死んで後なお十五年生きながらえた。

26アマジヤのその他の始終の行為は、ユダとイスラ

エルの列王の書にしるされているではないか。 27ア

マジヤがそむいて、主に従わなくなった時から、人

々はエルサレムにおいて党を結び、彼に敵したので

、彼はラキシに逃げて行ったが、その人々はラキシ

に人をやって、彼をその所で殺させた。 28人々はこ

れを馬に負わせて持ってきて、ユダの町でその先祖

たちと共にこれを葬った。

26そこでユダの民は皆ウジヤをとって王となし、

その父アマジヤに代らせた。時に十六歳であった。

2彼はエラテを建てて、これをふたたびユダのものに

した。これはかの王がその先祖たちと共に眠った後

であった。 3ウジヤは王となった時十六歳で、エル

サレムで五十二年の間世を治めた。その母はエルサ

レムの者で名をエコリヤといった。 4ウジヤは父ア

マジヤがしたように、すべて主の良しと見られるこ

とを行った。 5彼は神を恐れることを自分に教えた

ゼカリヤの世にある日の間、神を求めることに努め

た。彼が主を求めた間、神は彼を栄えさせられた。
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6彼は出てペリシテびとと戦い、ガテの城壁、ヤブネ

の城壁およびアシドドの城壁をくずし、アシドドの

地とペリシテびとのなかに町を建てた。 7神は彼を

助けてペリシテびとと、グルバアルに住むアラビヤ

びとおよびメウニびとを攻め撃たせられた。 8アン

モンびとはウジヤにみつぎを納めた。ウジヤは非常

に強くなったので、その名はエジプトの入口までも

広まった。 9ウジヤはまたエルサレムの隅の門、谷

の門および城壁の曲りかどにやぐらを建てて、これ

を堅固にした。 10彼はまた荒野にやぐらを建て、ま

た多くの水ためを掘った。彼は平野にも平地にもた

くさんの家畜をもっていたからである。彼はまた農

事を好んだので、山々および肥えた畑には農夫とぶ

どうをつくる者をもっていた。 11ウジヤはまたよく

戦う一軍団を持っていた。彼らは書記エイエルと、

つかさマアセヤによって調べた数に従って組々に分

れ、皆王の軍長のひとりハナニヤの指揮下にあった

。 12その氏族の長である大勇士の数は合わせて二千

六百人であった。 13その指揮下にある軍勢は三十万

七千五百人で、皆大いなる力をもって戦い、王を助

けて敵に当った。 14ウジヤはその全軍のために盾、

やり、かぶと、よろい、弓および石投げの石を備え

た。 15彼はまたエルサレムで技術者の考案した機械

を造って、これをやぐらおよび城壁のすみずみにす

え、これをもって矢および大石を射出した。こうし

て彼の名声は遠くまで広まった。彼が驚くほど神の

助けを得て強くなったからである。 16ところが彼は

強くなるに及んで、その心に高ぶり、ついに自分を

滅ぼすに至った。すなわち彼はその神、主にむかっ
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て罪を犯し、主の宮にはいって香の祭壇の上に香を

たこうとした。 17その時、祭司アザリヤは主の祭司

である勇士八十人を率いて、彼のあとに従ってはい

り、 18ウジヤ王を引き止めて言った、「ウジヤよ、

主に香をたくことはあなたのなすべきことではなく

、ただアロンの子孫で、香をたくために清められた

祭司たちのすることです。すぐ聖所から出なさい。

あなたは罪を犯しました。あなたは主なる神から栄

えを得ることはできません」。 19するとウジヤは怒

りを発し、香炉を手にとって香をたこうとしたが、

彼が祭司に向かって怒りを発している間に、らい病

がその額に起った。時に彼は主の宮で祭司たちの前

、香の祭壇のかたわらにいた。 20祭司の長アザリヤ

およびすべての祭司たちが彼を見ると、彼の額にら

い病が生じていたので、急いで彼をそこから追い出

した。彼自身もまた主に撃たれたことを知って、急

いで出て行った。 21ウジヤ王は、死ぬ日までらい病

人であった。彼はらい病人であったので、離れ殿に

住んだ。主の宮から断たれたからである。その子ヨ

タムが王の家をつかさどり、国の民を治めた。 22ウ

ジヤのその他の始終の行為は、アモツの子預言者イ

ザヤがこれを書きしるした。 23ウジヤは先祖たちと

共に眠ったので、人々は「彼はらい病人である」と

言って、王たちの墓に連なる墓地に、その先祖たち

と共に葬った。その子ヨタムが彼に代って王となっ

た。

27ヨタムは王となった時二十五歳で、十六年の間

エルサレムで世を治めた。その母はザドクの娘で名

をエルシャといった。 2ヨタムはその父ウジヤがし
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たように主の良しと見られることをした。しかし主

の宮には、はいらなかった。民はなお悪を行った。

3彼は主の宮の上の門を建て、オペルの石がきを多く

築き増し、 4またユダの山地に数個の町を建て、林

の間に城とやぐらを築いた。 5彼はアンモンびとの

王と戦ってこれに勝った。その年アンモンの人々は

銀百タラント、小麦一万コル、大麦一万コルを彼に

贈った。アンモンの人々は第二年にも第三年にも同

じように彼に納めた。 6ヨタムはその神、主の前に

その行いを堅くしたので力ある者となった。 7ヨタ

ムのその他の行為、そのすべての戦いおよびその行

いなどは、イスラエルとユダの列王の書にしるされ

ている。 8彼は王となった時、二十五歳で、十六年

の間エルサレムで世を治めた。 9ヨタムはその先祖

と共に眠ったので、ダビデの町に葬られ、その子ア

ハズが彼に代って王となった。

28アハズは王となった時二十歳で、十六年の間エ

ルサレムで世を治めたが、その父ダビデとは違って

、主の良しと見られることを行わず、 2イスラエル

の王たちの道に歩み、またもろもろのバアルのため

に鋳た像を造り、 3ベンヒンノムの谷で香をたき、

その子らを火に焼いて供え物とするなど、主がイス

ラエルの人々の前から追い払われた異邦人の憎むべ

き行いにならい、 4また高き所の上、丘の上、すべ

ての青木の下で犠牲をささげ、香をたいた。 5それ

ゆえ、その神、主は彼をスリヤの王の手に渡された

ので、スリヤびとは彼を撃ち破り、その民を多く捕

虜として、ダマスコに引いて行った。彼はまたイス

ラエルの王の手にも渡されたので、イスラエルの王
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も彼を撃ち破って大いに殺した。 6すなわちレマリ

ヤの子ペカはユダで一日のうちに十二万人を殺した

。皆勇士であった。これは彼らがその先祖の神、主

を捨てたためである。 7その時、エフライムの勇士

ジクリという者が王の子マアセヤ、宮内大臣アズリ

カムおよび王に次ぐ人エルカナを殺した。 8イスラ

エルの人々はついにその兄弟のうちから婦人ならび

に男子、女子など二十万人を捕虜にし、また多くの

ぶんどり物をとり、そのぶんどり物をサマリヤに持

って行った。 9その時そこに名をオデデという主の

預言者があって、サマリヤに帰って来た軍勢の前に

進み出て言った、「見よ、あなたがたの先祖の神、

主はユダを怒って、これをあなたがたの手に渡され

たが、あなたがたは天に達するほどの怒りをもって

これを殺した。 10そればかりでなく、あなたがたは

今、ユダとエルサレムの人々を従わせて、自分の男

女の奴隷にしようと思っている。しかしあなたがた

自身もまた、あなたがたの神、主に罪を犯している

ではないか。 11いまわたしに聞き、あなたがたがそ

の兄弟のうちから捕えて来た捕虜を放ち帰らせなさ

い。主の激しい怒りがあなたがたの上に臨んでいる

からです」。 12そこでエフライムびとのおもなる人

々、すなわちヨハナンの子アザリヤ、メシレモテの

子ベレキヤ、シャルムの子ヒゼキヤ、ハデライの子

アマサらもまた、戦争から帰った者どもに向かって

立ちあがり、 13彼らに言った、「捕虜をここに引き

入れてはならない。あなたがたはわたしどもに主に

対するとがを得させて、さらにわれわれの罪とがを

増し加えようとしている。われわれのとがは大きく
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、激しい怒りがイスラエルの上に臨んでいるからで

す」。 14そこで兵卒どもがその捕虜とぶんどり物を

つかさたちと全会衆の前に捨てておいたので、 15前

に名をあげた人々が立って捕虜を受け取り、ぶんど

り物のうちから衣服をとって、裸の者に着せ、また

、くつをはかせ、食い飲みさせ、油を注ぎなどし、

その弱い者を皆ろばに乗せ、こうして彼らをしゅろ

の町エリコに連れて行って、その兄弟たちに渡し、

そしてサマリヤに帰って来た。 16その時アハズ王は

人をアッスリヤの王につかわして助けを求めさせた

。 17エドムびとが再び侵入してユダを撃ち、民を捕

え去ったからである。 18ペリシテびともまた平野の

町々およびユダのネゲブの町々を侵して、ベテシメ

シ、アヤロン、ゲデロテおよびソコとその村里、テ

ムナとその村里、ギムゾとその村里を取って、そこ

に住んだ。 19これはイスラエルの王アハズのゆえに

、主がユダを低くされたのであって、彼がユダのう

ちにみだらなことを行い、主に向かって大いに罪を

犯したからである。 20アッスリヤの王テルガデ・ピ

ルネセルは彼の所に来たが、彼に力を添えないで、

かえって彼を悩ました。 21アハズは主の宮と王の家

、およびつかさたちの家の物を取ってアッスリヤの

王に与えたが、それはアハズの助けにはならなかっ

た。 22このアハズ王はその悩みの時にあたって、ま

すます主に罪を犯した。 23すなわち、彼は自分を撃

ったダマスコの神々に、犠牲をささげて言った、「

スリヤの王たちの神々はその王たちを助けるから、

わたしもそれに犠牲をささげよう。そうすれば彼ら

はわたしを助けるであろう」と。しかし、彼らはか
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えってアハズとイスラエル全国とを倒す者となった

。 24アハズは神の宮の器物を集めて、神の宮の器物

を切り破り、主の宮の戸を閉じ、エルサレムのすべ

てのすみずみに祭壇を造り、 25ユダのすべての町々

に高き所を造って、他の神々に香をたきなどして、

先祖の神、主の怒りを引き起した。 26アハズのその

他の始終の行為およびそのすべての行動は、ユダと

イスラエルの列王の書にしるされている。 27アハズ

はその先祖たちと共に眠ったので、エルサレムの町

にこれを葬った。しかし、イスラエルの王たちの墓

には持って行かなかった。その子ヒゼキヤが彼に代

って王となった。

29ヒゼキヤは王となった時二十五歳で、二十九年

の間エルサレムで世を治めた。その母はアビヤと言

って、ゼカリヤの娘である。 2ヒゼキヤは父ダビデ

がすべてなしたように主の良しと見られることをし

た。 3彼はその治世の第一年の一月に主の宮の戸を

開き、かつこれを繕った。 4彼は祭司とレビびとを

連れていって、東の広場に集め、 5彼らに言った、

「レビびとよ、聞きなさい。あなたがたは今、身を

清めて、あなたがたの先祖の神、主の宮を清め、聖

所から汚れを除き去りなさい。 6われわれの先祖は

罪を犯し、われわれの神、主の悪と見られることを

行って、主を捨て、主のすまいに顔をそむけ、うし

ろを向けた。 7また廊の戸を閉じ、ともしびを消し

、聖所でイスラエルの神に香をたかず、燔祭をささ

げなかった。 8それゆえ、主の怒りはユダとエルサ

レムに臨み、あなたがたが目に見るように、主は彼

らを恐れと驚きと物笑いにされた。 9見よ、われわ
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れの父たちはつるぎにたおれ、われわれのむすこた

ち、むすめたち、妻たちはこれがために捕虜となっ

た。 10今わたしは、イスラエルの神、主と契約を結

ぶ志をもっている。そうすればその激しい怒りは、

われわれを離れるであろう。 11わが子らよ、今は怠

ってはならない。主はあなたがたを選んで、主の前

に立って仕えさせ、ご自分に仕える者となし、また

香をたく者とされたからである」。 12そこでレビび

とは立ち上がった。すなわちコハテびとの子孫のう

ちでは、アマサイの子マハテおよびアザリヤの子ヨ

エル。メラリの子孫では、アブデの子キシおよびエ

ハレレルの子アザリヤ。ゲルションびとのうちでは

、ジンマの子ヨアおよびヨアの子エデン。 13エリザ

パンの子孫のうちでは、シムリとエイエル。アサフ

の子孫のうちでは、ゼカリヤとマッタニヤ。 14ヘマ

ンの子孫のうちでは、エヒエルとシメイ。エドトン

の子孫のうちでは、シマヤとウジエルである。 15彼

らはその兄弟たちを集めて身を清め、主の言葉によ

る王の命令に従って、主の宮を清めるためにはいっ

て来た。 16祭司たちが主の宮の奥にはいってこれを

清め、主の宮にあった汚れた物をことごとく主の宮

の庭に運び出すと、レビびとはそれを受けて外に出

し、キデロン川に持って行った。 17彼らは正月の元

日に清めることを始めて、その月の八日に主の宮の

廊に達した。それから主の宮を清めるのに八日を費

し、正月の十六日にこれを終った。 18そこで彼らは

ヒゼキヤ王の所へ行って言った、「われわれは主の

宮をことごとく清め、また燔祭の壇とそのすべての

器物、および供えのパンの机とそのすべての器物と
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を清めました。 19またアハズ王がその治世に罪を犯

して捨てたすべての器物をも整えて清めました。そ

れらは主の祭壇の前にあります」。 20そこでヒゼキ

ヤ王は朝早く起きいで、町のつかさたちを集めて、

主の宮に上って行き、 21雄牛七頭、雄羊七頭、小羊

七頭、雄やぎ七頭を引いてこさせ、国と聖所とユダ

のためにこれを罪祭とし、アロンの子孫である祭司

たちに命じてこれを主の祭壇の上にささげさせた。

22すなわち、雄牛をほふると、祭司たちはその血を

受けて祭壇にふりかけ、また雄羊をほふると、その

血を祭壇にふりかけ、また小羊をほふると、その血

を祭壇にふりかけた。 23そして罪祭の雄やぎを王と

会衆の前に引いて来たので、彼らはその上に手を置

いた。 24そして祭司たちはこれをほふり、その血を

罪祭として祭壇の上にささげてイスラエル全国のた

めにあがないをした。これは王がイスラエル全国の

ために燔祭および罪祭をささげることを命じたため

である。 25王はまたレビびとを主の宮に置き、ダビ

デおよび王の先見者ガドと預言者ナタンの命令に従

って、これにシンバル、立琴および琴をとらせた。

これは主がその預言者によって命じられたところで

ある。 26こうしてレビびとはダビデの楽器をとり、

祭司はラッパをとって立った。 27そこでヒゼキヤは

燔祭を祭壇の上にささげることを命じた。燔祭をさ

さげ始めた時、主の歌をうたい、ラッパを吹き、イ

スラエルの王ダビデの楽器をならし始めた。 28そし

て会衆は皆礼拝し、歌うたう者は歌をうたい、ラッ

パ手はラッパを吹き鳴らし、燔祭が終るまですべて

このようであったが、 29ささげる事が終ると、王お
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よび彼と共にいた者はみな身をかがめて礼拝した。

30またヒゼキヤ王およびつかさたちはレビびとに命

じて、ダビデと先見者アサフの言葉をもって主をさ

んびさせた。彼らは喜んでさんびし、頭をさげて礼

拝した。 31その時、ヒゼキヤは言った、「あなたが

たはすでに主に仕えるために身を清めたのであるか

ら、進みよって、主の宮に犠牲と感謝の供え物を携

えて来なさい」と。そこで会衆は犠牲と感謝の供え

物を携えて来た。また志ある者は皆燔祭を携えて来

た。 32会衆の携えて来た燔祭の数は雄牛七十頭、雄

羊百頭、小羊二百頭、これらは皆主に燔祭としてさ

さげるものであった。 33また奉納物は牛六百頭、小

羊三千頭であった。 34ところが祭司が少なくてその

燔祭の物の皮を、はぎつくすことができなかったの

で、その兄弟であるレビびとがこれを助けて、その

わざをなし終え、その間に他の祭司たちは身を清め

た。これはレビびとが祭司たちよりも、身を清める

ことに、きちょうめんであったからである。 35この

ほかおびただしい燔祭があり、また、酬恩祭の脂肪

および燔祭の灌祭もあった。こうして、主の宮の勤

めは回復された。 36この事は、にわかになされたけ

れども、神がこのように民のために備えをされたの

で、ヒゼキヤおよびすべての民は喜んだ。

30ヒゼキヤはイスラエルとユダにあまねく人をつ

かわし、また手紙をエフライムとマナセに書き送り

、エルサレムにある主の宮に来て、イスラエルの神

、主に過越の祭を行うように勧めた。 2王はすでに

つかさたちおよびエルサレムにおる全会衆に計って

、二月に過越の祭を行うことを定めた。 3これは身
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を清めた祭司の数が足らず、民もまた、エルサレム

に集まらなかったので、正月にこれを行うことがで

きなかったからである 4この事が、王にも全会衆に

も良かったので、 5この事を定めて、ベエルシバか

らダンまでイスラエルにあまねくふれ示し、エルサ

レムに来て、イスラエルの神、主に過越の祭を行う

ことを勧めた。これはしるされているように、これ

を行う者が多くなかったゆえである。 6そこで飛脚

たちは、王とそのつかさたちから受けた手紙をもっ

て、イスラエルとユダをあまねく行き巡り、王の命

を伝えて言った、「イスラエルの人々よ、あなたが

たはアブラハム、イサク、イスラエルの神、主に立

ち返りなさい。そうすれば主は、アッスリヤの王た

ちの手からのがれた残りのあなたがたに、帰られる

でしょう。 7あなたがたの父たちおよび兄弟たちの

ようになってはならない。彼らはその先祖たちの神

、主にむかって罪を犯したので、あなたがたの見る

ように主は彼らを滅びに渡されたのです。 8あなた

がたの父たちのように強情にならないで、主に帰服

し、主がとこしえに聖別された聖所に入り、あなた

がたの神、主に仕えなさい。そうすれば、その激し

い怒りがあなたがたを離れるでしょう。 9もしあな

たがたが主に立ち返るならば、あなたがたの兄弟お

よび子供は、これを捕えていった者の前にあわれみ

を得て、この国に帰ることができるでしょう。あな

たがたの神、主は恵みあり、あわれみある方であら

れるゆえ、あなたがたが彼に立ち返るならば、顔を

あなたがたにそむけられることはありません」。 10

このように飛脚たちは、エフライムとマナセの国に
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はいって、町から町に行き巡り、ついに、ゼブルン

まで行ったが、人々はこれをあざけり笑った。 11た

だしアセル、マナセ、ゼブルンのうちには身を低く

して、エルサレムにきた人々もあった。 12またユダ

においては神の手が人々に一つ心を与えて、王とつ

かさたちが主の言葉によって命じたことを行わせた

。 13こうして二月になって、多くの民は、種入れぬ

パンの祭を行うためエルサレムに集まったが、非常

に大きな会衆であった。 14彼らは立ってエルサレム

にあるもろもろの祭壇を取り除き、またすべての香

をたく祭壇を取り除いてキデロン川に投げすて、 15

二月の十四日に過越の小羊をほふった。そこで祭司

たちおよびレビびとはみずから恥じ、身を清めて主

の宮に燔祭を携えて来た。 16彼らは神の人モーセの

律法に従い、いつものようにその所に立ち、祭司た

ちは、レビびとの手から血を受けて注いだ。 17時に

、会衆のうちにまだ身を清めていない者が多かった

ので、レビびとはその清くないすべての人々に代っ

て過越の小羊をほふり、主に清めてささげた。 18多

くの民すなわちエフライム、マナセ、イッサカル、

ゼブルンからきた多くの者はまだ身を清めていない

のに、書きしるされたとおりにしないで過越の物を

食べた。それでヒゼキヤは、彼らのために祈って言

った、「恵みふかき主よ、彼らをゆるしてください

。 19彼らは聖所の清めの規定どおりにしなかったけ

れども、その心を傾けて神を求め、その先祖の神、

主を求めたのです」。 20主はヒゼキヤに聞いて、民

をいやされた。 21そこでエルサレムに来ていたイス

ラエルの人々は大いなる喜びをいだいて、七日のあ
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いだ種入れぬパンの祭を行った。またレビびとと祭

司たちは日々に主をさんびし、力をつくして主をた

たえた。 22そしてヒゼキヤは主の勤めによく通じて

いるすべてのレビびとを深くねぎらった。こうして

人々は酬恩祭の犠牲をささげ、その先祖の神、主に

感謝して、七日のあいだ祭の供え物を食べた。 23な

お全会衆は相はかって、さらに七日のあいだ祭を守

ることを定め、喜びをもってまた七日のあいだ守っ

た。 24時にユダの王ヒゼキヤは雄牛一千頭、羊七千

頭を会衆に贈り、また、つかさたちは雄牛一千頭、

羊一万頭を会衆に贈った。祭司もまた多く身を清め

た。 25ユダの全会衆および祭司、レビびと、ならび

にイスラエルからきた全会衆、およびイスラエルの

地からきた他国人と、ユダに住む他国人は皆喜んだ

。 26このようにエルサレムに大いなる喜びがあった

。イスラエルの王ダビデの子ソロモンの時からこの

かた、このような事はエルサレムになかった。 27こ

のとき祭司たちとレビびとは立って、民を祝福した

が、その声は聞かれ、その祈は主の聖なるすみかで

ある天に達した。

31この事がすべて終った時、そこにいたイスラエ

ルびとは皆、ユダの町々に出て行って、石柱を砕き

、アシラ像を切り倒し、ユダとベニヤミンの全地、

およびエフライムとマナセにある高き所と祭壇とを

取りこわし、ついにこれをことごとく破壊した。そ

してイスラエルの人々はおのおのその町々、その所

領に帰った。 2ヒゼキヤは祭司およびレビびとの班

を定め、班ごとにおのおのその勤めに従って、祭司

とレビびとに燔祭と酬恩祭をささげさせ、主の営の
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門で勤めをし、感謝をし、さんびをさせた。 3また

燔祭のために自分の財産のうちから王の分を出した

。すなわち朝夕の燔祭および安息日、新月、定めの

祭などの燔祭のために出して、主の律法にしるされ

ているとおりにした。 4またエルサレムに住む民に

、祭司とレビびとにその分を与えることを命じた。

これは彼らをして主の律法に身をゆだねさせるため

である。 5その命令が伝わるやいなや、イスラエル

の人々は穀物、酒、油、蜜ならびに畑のもろもろの

産物の初物を多くささげ、またすべての物の十分の

一をおびただしく携えて来た。 6ユダの町々に住ん

でいたイスラエルとユダの人々もまた牛、羊の十分

の一ならびにその神、主にささげられた奉納物を携

えて来て、これを積み重ねた。 7三月にこれを積み

重ねることを始め、七月にこれを終った。 8ヒゼキ

ヤおよびつかさたちは来て、その積み重ねた物を見

、主とその民イスラエルを祝福した。 9そしてヒゼ

キヤがその積み重ねた物について祭司およびレビび

とに問い尋ねた時、 10ザドクの家から出た祭司の長

アザリヤは彼に答えて言った、「民が主の宮に供え

物を携えて来ることを始めてからこのかた、われわ

れは飽きるほど食べたが、たくさん残りました。主

がその民を恵まれたからです。それでわれわれは、

このように多くの残った物をもっているのです」。

11そこでヒゼキヤは主の宮のうちに室を設けること

を命じたので、彼らはこれを設け、 12その供え物の

十分の一および奉納物を忠実に携え入れた。これを

つかさどる者のかしらはレビびとコナニヤで、その

兄弟シメイは彼に次ぐ者となり、 13エヒエル、アザ
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ジヤ、ナハテ、アサヘル、エレモテ、ヨザバデ、エ

リエル、イスマキヤ、マハテ、ベナヤらは、ヒゼキ

ヤ王および神の宮のつかさアザリヤの任命によって

、コナニヤおよびその兄弟シメイを助けて、その監

督者となった。 14東の門を守る者レビびとイムナの

子コレは、神にささげる自発のささげ物をつかさど

り、主の供え物および最も聖なる物を分配した。 15

彼を助ける者はエデン、ミニヤミン、エシュア、シ

マヤ、アマリヤおよびシカニヤで、皆祭司の町々で

その兄弟たちに、班によって、老若ひとしく忠実に

分配した。 16ただしすべて登録された三歳以上の男

子で主の宮に入り、その班に従って日々の職分をつ

くし、その受持の勤めをなす者は除かれた。 17祭司

の登録はその氏族によってなされ、二十歳以上のレ

ビびとの登録はその班により、その受持にしたがっ

てなされた。 18また祭司はその幼な子、その妻、そ

のむすこ、その娘、全会衆と共に登録した。彼らは

忠実に身を聖なる事にささげたからである。 19また

町々の放牧地におるアロンの子孫である祭司たちの

ためには、町ごとに人を名ざし選んで、祭司のうち

のすべての男およびレビびとのうちの登録されたす

べての者に、その分を与えさせた。 20ヒゼキヤはユ

ダ全国にこのようにし、良い事、正しい事、忠実な

事をその神、主の前に行った。 21彼がその神を求め

るために神の宮の務につき、律法につき、戒めにつ

いて始めたわざは、ことごとく心をつくして行い、

これをなし遂げた。

32ヒゼキヤがこれらの事を忠実に行った後、アッ

スリヤの王セナケリブが来てユダに侵入し、堅固な
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町々に向かって陣を張り、これを攻め取ろうとした

。 2ヒゼキヤはセナケリブが来て、エルサレムを攻

めようとするのを見たので、 3そのつかさたちおよ

び勇士たちと相談して、町の外にある泉の水を、ふ

さごうとした。彼らはこれを助けた。 4多くの民は

集まって、すべての泉および国の中を流れる谷川を

ふさいで言った、「アッスリヤの王たちがきて、多

くの水を得られるようなことをしておいていいだろ

うか」。 5ヒゼキヤはまた勇気を出して、破れた城

壁をことごとく築き直して、その上にやぐらを建て

、その外にまた城壁を巡らし、ダビデの町のミロを

堅固にし、武器および盾を多く造り、 6軍長を民の

上に置き、町の門の広場に民を集めて、これを励ま

して言った、 7「心を強くし、勇みたちなさい。ア

ッスリヤの王をも、彼と共にいるすべての群衆をも

恐れてはならない。おののいてはならない。われわ

れと共におる者は彼らと共におる者よりも大いなる

者だからである。 8彼と共におる者は肉の腕である

。しかしわれわれと共におる者はわれわれの神、主

であって、われわれを助け、われわれに代って戦わ

れる」。民はユダの王ヒゼキヤの言葉に安心した。

9この後アッスリヤの王セナケリブはその全軍をもっ

てラキシを囲んでいたが、その家来をエルサレムに

つかわして、ユダの王ヒゼキヤおよびエルサレムに

いるすべてのユダの人に告げさせて言った、 10「ア

ッスリヤの王セナケリブはこう言います、『あなた

がたは何を頼んでエルサレムにこもっているのか。

11ヒゼキヤは「われわれの神、主がアッスリヤの王

の手から、われわれを救ってくださる」と言って、
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あなたがたをそそのかし、飢えと、かわきをもって

、あなたがたを死なせようとしているのではないか

。 12このヒゼキヤは主のもろもろの高き所と祭壇を

取り除き、ユダとエルサレムに命じて、「あなたが

たはただ一つの祭壇の前で礼拝し、その上に犠牲を

ささげなければならない」と言った者ではないか。

13あなたがたは、わたしおよびわたしの先祖たちが

、他の国々のすべての民にしたことを知らないのか

。それらの国々の民の神々は、少しでもその国を、

わたしの手から救い出すことができたか。 14わたし

の先祖たちが滅ぼし尽したそれらの国民のもろもろ

の神のうち、だれか自分の民をわたしの手から救い

出すことのできたものがあるか。それで、どうして

あなたがたの神が、あなたがたをわたしの手から救

い出すことができよう。 15それゆえ、あなたがたは

ヒゼキヤに欺かれてはならない。そそのかされては

ならない。また彼を信じてはならない。いずれの民

、いずれの国の神もその民をわたしの手、または、

わたしの先祖の手から救いだすことができなかった

のだから、ましてあなたがたの神が、どうしてわた

しの手からあなたがたを救いだすことができようか

』」。 16セナケリブの家来は、このほかにも多く主

なる神、およびそのしもべヒゼキヤをそしった。 17

セナケリブはまた手紙を書き送って、イスラエルの

神、主をあざけり、かつそしって言った、「諸国の

民の神々が、その民をわたしの手から救い出さなか

ったように、ヒゼキヤの神も、その民をわたしの手

から救い出さないであろう」と。 18そして彼らは大

声をあげ、ユダヤの言葉をもって、城壁の上にいる
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エルサレムの民に向かって叫び、これをおどし、か

つおびやかした。彼らは町を取るためである。 19こ

のように彼らがエルサレムの神について語ること、

人の手のわざである地上の民の神々について語るよ

うであった。 20そこでヒゼキヤ王およびアモツの子

預言者イザヤは共に祈って、天に呼ばわったので、

21主はひとりのみ使をつかわして、アッスリヤ王の

陣営にいるすべての大勇士と将官、軍長らを滅ぼさ

れた。それで王は赤面して自分の国に帰ったが、そ

の神の家にはいった時、その子のひとりが、つるぎ

をもって彼をその所で殺した。 22このように主は、

ヒゼキヤとエルサレムの住民をアッスリヤの王セナ

ケリブの手およびすべての敵の手から救い出し、い

たる所で彼らを守られた。 23そこで多くの人々はさ

さげ物をエルサレムに携えてきて主にささげ、また

宝物をユダの王ヒゼキヤに贈った。この後ヒゼキヤ

は万国の民に尊ばれた。 24そのころ、ヒゼキヤは病

んで死ぬばかりであったが、主に祈ったので、主は

これに答えて、しるしを賜わった。 25しかしヒゼキ

ヤはその受けた恵みに報いることをせず、その心が

高ぶったので、怒りが彼とユダおよびエルサレムに

臨もうとしたが、 26ヒゼキヤはその心の高ぶりを悔

いてへりくだり、またエルサレムの住民も同様にし

たので、主の怒りは、ヒゼキヤの世には彼らに臨ま

なかった。 27ヒゼキヤは富と栄誉をきわめ、宝蔵を

造って、金、銀、宝石、香料、盾および各種の尊い

器物をおさめ、 28また倉庫を造って穀物、酒、油な

どの産物をおさめ、小屋を造って種々の家畜を置き

、おりを造って羊の群れを置き、 29また多数の町を
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設け、かつ羊と牛をおびただしく所有した。神が非

常に多くの貨財を彼に賜わったからである。 30この

ヒゼキヤはまたギホンの水の上の源をふさいで、こ

れをダビデの町の西の方にまっすぐに引き下した。

このようにヒゼキヤはそのすべてのわざをなし遂げ

た。 31しかしバビロンの君たちが使者をつかわして

、この国にあった、しるしについて尋ねさせた時に

は、神は彼を試みて、彼の心にあることを、ことご

とく知るために彼を捨て置かれた。 32ヒゼキヤのそ

の他の行為およびその徳行は、アモツの子預言者イ

ザヤの黙示とユダとイスラエルの列王の書にしるさ

れている。 33ヒゼキヤはその先祖たちと共に眠った

ので、ダビデの子孫の墓のうちの高い所に葬られた

。ユダの人々およびエルサレムの住民は皆その死に

当って彼に敬意を表した。その子マナセが彼に代っ

て王となった。

33マナセは十二歳で王となり、五十五年の間エル

サレムで世を治めた。 2彼は主がイスラエルの人々

の前から追い払われた国々の民の憎むべき行いに見

ならって、主の目の前に悪を行った。 3すなわち、

その父ヒゼキヤがこわした高き所を再び築き、また

もろもろのバアルのために祭壇を設け、アシラ像を

造り、天の万象を拝んで、これに仕え、 4また主が

「わが名は永遠にエルサレムにある」と言われた主

の宮のうちに数個の祭壇を築き、 5主の宮の二つの

庭に天の万象のために祭壇を築いた。 6彼はまたベ

ンヒンノムの谷でその子供を火に焼いて供え物とし

、占いをし、魔法をつかい、まじないを行い、口寄

せと、占い師を任用するなど、主の前に多くの悪を
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行って、その怒りをひき起した。 7彼はまた刻んだ

偶像を造って神の宮に安置した。神はこの宮につい

てダビデとその子ソロモンに言われたことがある、

「わたしはこの宮と、わたしがイスラエルのすべて

の部族のうちから選んだエルサレムとに、わたしの

名を永遠に置く。 8彼らがもし、わたしがすべて命

じた事、すなわち、モーセが伝えたすべての律法と

定めとおきてとを慎んで行うならば、わたしがあな

たがたの先祖のために定めた地から、重ねてイスラ

エルの足を移すことをしない」と。 9マナセはこの

ようにユダとエルサレムの住民を迷わせ、主がイス

ラエルの人々の前に滅ぼされた国々の民にもまさっ

て悪を行わせた。 10主はマナセおよびその民に告げ

られたが、彼らは心に留めなかった。 11それゆえ、

主はアッスリヤの王の軍勢の諸将をこれに攻めこさ

せられたので、彼らはマナセをかぎで捕え、青銅の

かせにつないで、バビロンに引いて行った。 12彼は

悩みにあうに及んで、その神、主に願い求め、その

先祖の神の前に大いに身を低くして、 13神に祈った

ので、神はその祈を受けいれ、その願いを聞き、彼

をエルサレムに連れ帰って、再び国に臨ませられた

。これによってマナセは主こそ、まことに神にいま

すことを知った。 14この後、彼はダビデの町の外の

石がきをギホンの西の方の谷のうちに築き、魚の門

の入口にまで及ぼし、またオペルに石がきをめぐら

して、非常に高くこれを築き上げ、ユダのすべての

堅固な町に軍長を置き、 15また主の宮から、異邦の

神々および偶像を取り除き、主の宮の山とエルサレ

ムに自分で築いたすべての祭壇を取り除いて、町の
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外に投げ捨て、 16主の祭壇を築き直して、酬恩祭お

よび感謝の犠牲を、その上にささげ、ユダに命じて

イスラエルの神、主に仕えさせた。 17しかし民は、

なお高き所で犠牲をささげた。ただしその神、主に

のみささげた。 18マナセのそのほかの行為、その神

にささげた祈、およびイスラエルの神、主の名をも

って彼に告げた先見者たちの言葉は、イスラエルの

列王の記録のうちにしるされている。 19またその祈

と、祈の聞かれた事、そのもろもろの罪と、とが、

その身を低くする前に高き所を築いて、アシラ像お

よび刻んだ像を立てた場所などは、先見者の記録の

うちにしるされている。 20マナセはその先祖たちと

共に眠ったので、その家に葬られた。その子アモン

が彼に代って王となった。 21アモンは王となった時

二十二歳で、二年の間エルサレムで世を治めた。 22

彼はその父マナセのしたように主の前に悪を行った

。すなわちアモンはその父マナセが造ったもろもろ

の刻んだ像に犠牲をささげて、これに仕え、 23その

父マナセが身を低くしたように主の前に身を低くし

なかった。かえってこのアモンは、いよいよそのと

がを増した。 24その家来たちは党を結んで彼にそむ

き、彼をその家で殺した。 25しかし国の民は、党を

結んでアモン王にそむいた者どもをことごとく撃ち

殺した。そして国の民はその子ヨシヤを王となして

、そのあとを継がせた。

34ヨシヤは八歳のとき王となり、エルサレムで三

十一年の間世を治めた。 2彼は主の良しと見られる

ことをなし、その父ダビデの道を歩んで、右にも左

にも曲らなかった。 3彼はまだ若かったが、その治
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世の第八年に父ダビデの神を求めることを始め、そ

の十二年には高き所、アシラ像、刻んだ像、鋳た像

などを除いて、ユダとエルサレムを清めることを始

め、 4もろもろのバアルの祭壇を、自分の前で打ち

こわさせ、その上に立っていた香の祭壇を切り倒し

、アシラ像、刻んだ像、鋳た像を打ち砕いて粉々に

し、これらの像に犠牲をささげた者どもの墓の上に

それをまき散らし、 5祭司らの骨をそのもろもろの

祭壇の上で焼き、こうしてユダとエルサレムを清め

た。 6またマナセ、エフライム、シメオンおよびナ

フタリの荒れた町々にもこのようにし、 7もろもろ

の祭壇をこわし、アシラ像およびもろもろの刻んだ

像を粉々に打ち砕き、イスラエル全国の香の祭壇を

ことごとく切り倒して、エルサレムに帰った。 8ヨ

シヤはその治世の十八年に、国と宮とを清めた時、

その神、主の宮を繕わせようと、アザリヤの子シャ

パン、町のつかさマアセヤおよびヨアハズの子史官

ヨアをつかわした。 9彼らは大祭司ヒルキヤのもと

へ行って、神の宮にはいった金を渡した。これは門

を守るレビびとがマナセ、エフライムおよびその他

のすべてのイスラエル、ならびにユダとベニヤミン

のすべての人、およびエルサレムの住民の手から集

めたものである。 10彼らはこれを主の宮を監督する

職工らの手に渡したので、主の宮で働く職工らは、

これを宮を繕い直すために支払った。 11すなわち、

大工および建築者にこれを渡して、ユダの王たちが

破った建物のために、切り石および骨組の材木を買

わせ、梁材を整えさせた。 12その人々は忠実に仕事

をした。その監督者はメラリの子孫であるレビびと
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ヤハテとオバデヤ、およびコハテびとの子孫である

ゼカリヤとメシュラムであって、工事をつかさどっ

た。また楽器に巧みなレビびとがこれに伴った。 13

彼らはまた荷を負う者を監督し、様々の仕事に働く

すべての者をつかさどった。また他のレビびとは書

記となり、役人となり、また門衛となった。 14さて

彼らが主の宮にはいった金を取りだした時、祭司ヒ

ルキヤはモーセの伝えた主の律法の書を発見した。

15そこでヒルキヤは書記官シャパンに言った、「わ

たしは主の宮で律法の書を発見しました」と。そし

てヒルキヤはその書をシャパンに渡した。 16シャパ

ンはその書を王のもとに持って行き、さらに王に復

命して言った、「しもべらはゆだねられた事をこと

ごとくなし、 17主の宮にあった金をあけて、監督者

の手および職工の手に渡しました」。 18書記官シャ

パンはまた王に告げて、「祭司ヒルキヤはわたしに

一つの書物を渡しました」と言い、シャパンはそれ

を王の前で読んだ。 19王はその律法の言葉を聞いて

衣を裂いた。 20そして王はヒルキヤおよびシャパン

の子アヒカムとミカの子アブドンと書記官シャパン

と王の家来アサヤとに命じて言った、 21「あなたが

たは行って、この発見された書物の言葉についてわ

たしのために、またイスラエルとユダの残りの者の

ために主に問いなさい。われわれの先祖たちが主の

言葉を守らず、すべてこの書物にしるされているこ

とを行わなかったので、主はわれわれに大いなる怒

りを注がれるからです」。 22そこでヒルキヤおよび

王のつかわした人々は、シャルムの妻である女預言

者ホルダのもとへ行った。シャルムはハスラの子で
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あるトクハテの子で、衣装を守る者である。時にホ

ルダは、エルサレムの第二区に住んでいた。彼らは

ホルダにその趣意を語ったので、 23ホルダは彼らに

言った、「イスラエルの神、主はこう仰せられます

、『あなたがたをわたしにつかわした人に告げなさ

い。 24主はこう仰せられます。見よ、わたしはユダ

の王の前で読んだ書物にしるされているもろもろの

のろい、すなわち災をこの所と、ここに住む者に下

す。 25彼らはわたしを捨てて、他の神々に香をたき

、自分の手で造ったもろもろの物をもって、わたし

の怒りを引き起そうとしたからである。それゆえ、

わたしの怒りは、この所に注がれて消えない。 26し

かしあなたがたをつかわして、主に問わせるユダの

王にはこう言いなさい。イスラエルの神、主はこう

仰せられる。あなたが聞いた言葉については、 27こ

の所と、ここに住む者を責める神の言葉を、あなた

が聞いた時、心に悔い、神の前に身をひくくし、わ

たしの前にへりくだり、衣を裂いて、わたしの前に

泣いたので、わたしもまた、あなたに聞いた、と主

は言われる。 28見よ、わたしはあなたを先祖たちの

もとに集める。あなたは安らかにあなたの墓に集め

られる。あなたはわたしがこの所と、ここに住む者

に下すもろもろの災を目に見ることがない』と」。

彼らは王に復命した。 29そこで王は人をつかわして

ユダとエルサレムの長老をことごとく集め、 30そし

て王は主の宮に上って行った。ユダのすべての人々

、エルサレムの住民、祭司、レビびと、およびすべ

ての民は、老いた者も若い者もことごとく彼に従っ

た。そこで王は主の宮で発見した契約の書の言葉を
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、ことごとく彼らの耳に読み聞かせ、 31そして王は

自分の所に立って、主の前に契約を立て、主に従っ

て歩み、心をつくし、精神をつくして、その戒めと

、あかしと定めとをまもり、この書にしるされた契

約の言葉を行おうと言い、 32エルサレムおよびベニ

ヤミンの人々を皆これに加わらせた。エルサレムの

住民は先祖の神であるその神の契約にしたがって行

った。 33ヨシヤはイスラエルの人々に属するすべて

の地から、憎むべきものをことごとく取り除き、イ

スラエルにいるすべての人をその神、主に仕えさせ

た。ヨシヤが世にある日の間は、彼らは先祖の神、

主に従って離れなかった。

35ヨシヤはエルサレムで主に過越の祭を行った。

すなわち正月の十四日に過越の小羊をほふらせ、 2

祭司にその職務をとり行わせ、彼らを励まして主の

宮の務をさせ、 3また主の聖なる者となってすべて

のイスラエルびとを教えるレビびとに言った、「あ

なたがたはイスラエルの王ダビデの子ソロモンの建

てた宮に、聖なる箱を置きなさい。再びこれを肩に

になうに及ばない。あなたがたの神、主およびその

民イスラエルに仕えなさい。 4あなたがたはイスラ

エルの王ダビデの書、およびその子ソロモンの書に

基いて氏族にしたがい、その班によって、みずから

備えをなし、 5あなたがたの兄弟である民の人々の

氏族の区分にしたがって聖所に立ち、このためにレ

ビびとの氏族の分が欠けることのないようにしなさ

い。 6あなたがたは過越の小羊をほふり、身を清め

、あなたがたの兄弟のために備えをし、モーセが伝

えた主の言葉にしたがって行いなさい」。 7ヨシヤ
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は、小羊および子やぎを民の人々に贈った。これは

皆その所にいるすべての人のための過越の供え物で

あって、その数三万、また雄牛三千を贈った。それ

らは王の所有から出したのである。 8そのつかさた

ちも民と祭司とレビびとに真心から贈った。また神

の宮のつかさたちヒルキヤ、ゼカリヤ、エヒエルも

小羊と子やぎ二千六百頭、牛三百頭を祭司に与えて

過越の供え物とした。 9またレビびとの長である人

々すなわちコナニヤおよびその兄弟シマヤ、ネタン

エルならびにハシャビヤ、エイエル、ヨザバデなど

も小羊と子やぎ五千頭、牛五百頭をレビびとに贈っ

て過越の供え物とした。 10このように勤めのことが

備わったので、王の命に従って祭司たちはその持ち

場に立ち、レビびとはその班に従って仕え、 11やが

て過越の小羊がほふられたので、祭司はその血を受

け取って注いだ。レビびとはその皮をはいだ。 12そ

れから燔祭の物をとり分け、それを民の人々の氏族

の区分に従って渡し、主にささげさせた。これはモ

ーセの書にしるされたとおりである。また牛をもこ

のようにした。 13そして定めに従って過越の小羊を

火であぶり、その他の聖なる供え物を深なべ、かま

、浅なべなどに煮て、急いですべての民の人々にく

ばった。 14その後、彼らは自分のためと、祭司たち

のために備えをした。アロンの子孫である祭司たち

は、燔祭と脂肪をささげるのに忙しくて、夜になっ

たからである。それでレビびとは自分たちのためと

、アロンの子孫である祭司たちのために備えたので

ある。 15アサフの子孫である歌うたう者たちは、ダ

ビデ、アサフ、ヘマンおよび王の先見者エドトンの
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命に従ってその持ち場におり、門衛たちはおのおの

門にいて、その職務を離れるに及ばなかった。兄弟

であるレビびとが彼らのために備えたからである。

16このようにその日、主の勤めの事がことごとく備

わったので、ヨシヤ王の命に従って過越の祭を行い

、主の祭壇に燔祭をささげた。 17ここに来ていたイ

スラエルの人々は、そのとき過越の祭を行い、また

七日の間、種入れぬパンの祭を行った。 18預言者サ

ムエルの日からこのかた、イスラエルでこのような

過越の祭を行ったことはなかった。またイスラエル

の諸王のうちには、ヨシヤが、祭司、レビびと、な

らびにそこに来たユダとイスラエルのすべての人々

、およびエルサレムの住民と共に行ったような過越

の祭を行った者はひとりもなかった。 19この過越の

祭はヨシヤの治世の第十八年に行われた。 20このよ

うにヨシヤが宮を整えた後、エジプトの王ネコはユ

フラテ川のほとりにあるカルケミシで戦うために上

ってきたので、ヨシヤはこれを防ごうと出て行った

。 21しかしネコは彼に使者をつかわして言った、「

ユダの王よ、われわれはお互に何のあずかるところ

がありますか。わたしはきょう、あなたを攻めよう

として来たのではありません。わたしの敵の家を攻

めようとして来たのです。神がわたしに命じて急が

せています。わたしと共におられる神に逆らうこと

をやめなさい。そうしないと、神はあなたを滅ぼさ

れるでしょう」。 22しかしヨシヤは引き返すことを

好まず、かえって彼と戦うために、姿を変え、神の

口から出たネコの言葉を聞きいれず、行ってメギド

の谷で戦ったが、 23射手の者どもがヨシヤを射あて
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たので、王はその家来たちに、「わたしを助け出せ

。わたしはひどく傷ついた」と言った。 24そこで家

来たちは彼を車から助け出し、王のもっていた第二

の車に乗せてエルサレムにつれて行ったが、ついに

死んだので、その先祖の墓にこれを葬った。そして

ユダとエルサレムは皆ヨシヤのために悲しんだ。 25

時にエレミヤはヨシヤのために哀歌を作った。歌う

たう男、歌うたう女は今日に至るまで、その哀歌の

うちにヨシヤのことを述べ、イスラエルのうちにこ

れを例とした。これは哀歌のうちにしるされている

。 26ヨシヤのその他の行為、主の律法にしるされた

所に従って行った徳行、 27およびその始終の行いな

どは、イスラエルとユダの列王の書にしるされてい

る。

36国の民はヨシヤの子エホアハズを立て、エルサ

レムでその父に代って王とならせた。 2エホアハズ

は王となった時二十三歳で、エルサレムで三月の間

、世を治めたが、 3エジプトの王はエルサレムで彼

を廃し、かつ銀百タラント、金一タラントの罰金を

国に課した。 4そしてエジプト王は彼の兄弟エリア

キムをユダとエルサレムの王とし、その名をエホヤ

キムと改め、その兄弟エホアハズを捕えてエジプト

へ引いて行った。 5エホヤキムは王となった時二十

五歳で、十一年の間エルサレムで世を治めた。彼は

その神、主の前に悪を行った。 6時に、バビロンの

王ネブカデネザルが彼の所に攻め上り、彼をバビロ

ンに引いて行こうとして、かせにつないだ。 7ネブ

カデネザルはまた主の宮の器物をバビロンに運んで

行って、バビロンにあるその宮殿にそれをおさめた
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。 8エホヤキムのその他の行為、その行った憎むべ

き事および彼がひそかに行った事などは、イスラエ

ルとユダの列王の書にしるされている。その子エホ

ヤキンが彼に代って王となった。 9エホヤキンは王

となった時八歳で、エルサレムで三月と十日の間、

世を治め、主の前に悪を行った。 10年が改まり春に

なって、ネブカデネザル王は人をつかわして、彼を

主の宮の尊い器物と共にバビロンに連れて行かせ、

その兄弟ゼデキヤをユダとエルサレムの王とした。

11ゼデキヤは王となった時二十一歳で、十一年の間

エルサレムで世を治めた。 12彼はその神、主の前に

悪を行い、主の言葉を伝える預言者エレミヤの前に

、身をひくくしなかった。 13彼はまた、彼に神をさ

して誓わせたネブカデネザル王にもそむいた。彼は

強情で、その心をかたくなにして、イスラエルの神

、主に立ち返らなかった。 14祭司のかしらたちおよ

び民らもまた、すべて異邦人のもろもろの憎むべき

行為にならって、はなはだしく罪を犯し、主がエル

サレムに聖別しておかれた主の宮を汚した。 15その

先祖の神、主はその民と、すみかをあわれむがゆえ

に、しきりに、その使者を彼らにつかわされたが、

16彼らが神の使者たちをあざけり、その言葉を軽ん

じ、その預言者たちをののしったので、主の怒りが

その民に向かって起り、ついに救うことができない

ようになった。 17そこで主はカルデヤびとの王を彼

らに攻めこさせられたので、彼はその聖所の家でつ

るぎをもって若者たちを殺し、若者をも、処女をも

、老人をも、しらがの者をもあわれまなかった。主

は彼らをことごとく彼の手に渡された。 18彼は神の
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宮のもろもろの大小の器物、主の宮の貨財、王とそ

のつかさたちの貨財など、すべてこれをバビロンに

携えて行き、 19神の宮を焼き、エルサレムの城壁を

くずし、そのうちの宮殿をことごとく火で焼き、そ

のうちの尊い器物をことごとくこわした。 20彼はま

たつるぎをのがれた者どもを、バビロンに捕えて行

って、彼とその子らの家来となし、ペルシャの国の

興るまで、そうして置いた。 21これはエレミヤの口

によって伝えられた主の言葉の成就するためであっ

た。こうして国はついにその安息をうけた。すなわ

ちこれはその荒れている間、安息して、ついに七十

年が満ちた。 22ペルシャ王クロスの元年に当り、主

はエレミヤの口によって伝えた主の言葉を成就する

ため、ペルシャ王クロスの霊を感動されたので、王

はあまねく国中にふれ示し、またそれを書き示して

言った、 23「ペルシャの王クロスはこう言う、『天

の神、主は地上の国々をことごとくわたしに賜わっ

て、主の宮をユダにあるエルサレムに建てることを

わたしに命じられた。あなたがたのうち、その民で

ある者は皆、その神、主の助けを得て上って行きな

さい』」。
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エズラ記

1ペルシャ王クロスの元年に、主はさきにエレミヤ

の口によって伝えられた主の言葉を成就するため、

ペルシャ王クロスの心を感動されたので、王は全国

に布告を発し、また詔書をもって告げて言った、 2

「ペルシャ王クロスはこのように言う、天の神、主

は地上の国々をことごとくわたしに下さって、主の

宮をユダにあるエルサレムに建てることをわたしに

命じられた。 3あなたがたのうち、その民である者

は皆その神の助けを得て、ユダにあるエルサレムに

上って行き、イスラエルの神、主の宮を復興せよ。

彼はエルサレムにいます神である。 4すべて生き残

って、どこに宿っている者でも、その所の人々は金

、銀、貨財、家畜をもって助け、そのほかにまたエ

ルサレムにある神の宮のために真心よりの供え物を

ささげよ」。 5そこでユダとベニヤミンの氏族の長

、祭司およびレビびとなど、すべて神にその心を感

動された者は、エルサレムにある主の宮を復興する

ために上って行こうと立ち上がった。 6その周囲の

人々は皆、銀の器、金、貨財、家畜および宝物を与

えて彼らを力づけ、そのほかにまた、もろもろの物

を惜しげなくささげた。 7クロス王はまたネブカデ

ネザルが、さきにエルサレムから携え出して自分の

神の宮に納めた主の宮の器を取り出した。 8すなわ

ちペルシャ王クロスは倉づかさミテレダテの手によ

ってこれを取り出して、ユダのつかさセシバザルに

数え渡した。 9その数は次のとおりである。金のた

らい一千、銀のたらい一千、香炉二十九、 10金の鉢

三十、銀の鉢二千四百十、その他の器一千、 11金銀
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の器は合わせて五千四百六十九あったが、セシバザ

ルは捕囚を連れてバビロンからエルサレムに上った

時、これらのものをことごとく携えて上った。

2バビロンの王ネブカデネザルに捕えられて、バビ

ロンに移された者のうち、捕囚をゆるされてエルサ

レムおよびユダに上って、おのおの自分の町に帰っ

たこの州の人々は次のとおりである。 2彼らはゼル

バベル、エシュア、ネヘミヤ、セラヤ、レエラヤ、

モルデカイ、ビルシャン、ミスパル、ビグワイ、レ

ホム、バアナと共に帰ってきた。そのイスラエルの

民の人数は次のとおりである。 3パロシの子孫は二

千百七十二人、 4シパテヤの子孫は三百七十二人、

5アラの子孫は七百七十五人、 6パハテ・モアブの子

孫すなわちエシュアとヨアブの子孫は二千八百十二

人、 7エラムの子孫は一千二百五十四人、 8ザット

の子孫は九百四十五人、 9ザッカイの子孫は七百六

十人、 10バニの子孫は六百四十二人、 11ベバイの

子孫は六百二十三人、 12アズガデの子孫は一千二百

二十二人、 13アドニカムの子孫は六百六十六人、 14

ビグワイの子孫は二千五十六人、 15アデンの子孫は

四百五十四人、 16アテルの子孫すなわちヒゼキヤの

子孫は九十八人、 17ベザイの子孫は三百二十三人、

18ヨラの子孫は百十二人、 19ハシュムの子孫は二百

二十三人、 20ギバルの子孫は九十五人、 21ベツレ

ヘムの子孫は百二十三人、 22ネトパの人々は五十六

人、 23アナトテの人々は百二十八人、 24アズマウ

テの子孫は四十二人、 25キリアテ・ヤリム、ケピラ

およびベエロテの子孫は七百四十三人、 26ラマおよ

びゲバの子孫は六百二十一人、 27ミクマシの人々は
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百二十二人、 28ベテルおよびアイの人々は二百二十

三人、 29ネボの子孫は五十二人、 30マグビシの子

孫は百五十六人、 31他のエラムの子孫は一千二百五

十四人、 32ハリムの子孫は三百二十人、 33ロド、

ハデデおよびオノの子孫は七百二十五人、 34エリコ

の子孫は三百四十五人、 35セナアの子孫は三千六百

三十人。 36祭司は、エシュアの家のエダヤの子孫九

百七十三人、 37インメルの子孫一千五十二人、 38

パシュルの子孫一千二百四十七人、 39ハリムの子孫

一千十七人。 40レビびとは、ホダヤの子孫すなわち

エシュアとカデミエルの子孫七十四人。 41歌うたう

者は、アサフの子孫百二十八人。 42門衛の子孫は、

シャルムの子孫、アテルの子孫、タルモンの子孫、

アックブの子孫、ハテタの子孫、ショバイの子孫合

わせて百三十九人。 43宮に仕えるしもべたちは、ヂ

ハの子孫、ハスパの子孫、タバオテの子孫、 44ケロ

スの子孫、シアハの子孫、パドンの子孫、 45レバナ

の子孫、ハガバの子孫、アックブの子孫、 46ハガブ

の子孫、シャルマイの子孫、ハナンの子孫、 47ギデ

ルの子孫、ガハルの子孫、レアヤの子孫、 48レヂン

の子孫、ネコダの子孫、ガザムの子孫、 49ウザの子

孫、パセアの子孫、ベサイの子孫、 50アスナの子孫

、メウニムの子孫、ネフシムの子孫、 51バクブクの

子孫、ハクパの子孫、ハルホルの子孫、 52バヅリテ

の子孫、メヒダの子孫、ハルシャの子孫、 53バルコ

スの子孫、シセラの子孫、テマの子孫、 54ネヂアの

子孫、ハテパの子孫である。 55ソロモンのしもべた

ちの子孫は、ソタイの子孫、ハッソペレテの子孫、

ペリダの子孫、 56ヤアラの子孫、ダルコンの子孫、
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ギデルの子孫、 57シパテヤの子孫、ハッテルの子孫

、ポケレテ・ハッゼバイムの子孫、アミの子孫。 58

宮に仕えるしもべたちとソロモンのしもべたちの子

孫とは合わせて三百九十二人。 59次にあげる人々は

テル・メラ、テル・ハレサ、ケルブ、アダンおよび

インメルから上って来た者であったが、彼らはその

氏族とその血統とを示して、そのイスラエルの者で

あることを明らかにすることができなかった。 60す

なわちデラヤの子孫、トビヤの子孫、ネコダの子孫

で合わせて六百五十二人。 61祭司の子孫のうちには

ハバヤの子孫、ハッコヅの子孫、バルジライの子孫

があった。バルジライはギレアデびとバルジライの

娘たちのうちから妻をめとったので、その名で呼ば

れることになった。 62これらの者は系譜に載った者

たちのうちに自分の名を尋ねたが見いだされなかっ

たので、汚れた者として、祭司の職から除かれた。

63総督は彼らに告げて、ウリムとトンミムを身につ

ける祭司の興るまでは、いと聖なる物を食べてはな

らないと言った。 64会衆は合わせて四万二千三百六

十人であった。 65このほかに、しもべおよびはした

め合わせて七千三百三十七人、また歌うたう男女二

百人あった。 66その馬は七百三十六頭、その騾馬は

二百四十五頭、 67そのらくだは四百三十五頭、その

ろばは六千七百二十頭あった。 68氏族の長数人はエ

ルサレムにある主の宮の所にきた時、神の宮をもと

の所に建てるために真心よりの供え物をささげた。

69すなわち、その力に従って工事のために倉に納め

たものは、金六万一千ダリク、銀五千ミナ、祭司の

衣服百かさねであった。 70祭司、レビびと、および
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民のある者はエルサレムおよびその近郊に住み、歌

うたう者、門衛および宮に仕えるしもべたちはその

町々に住み、一般のイスラエルびとは自分たちの町

々に住んだ。

3こうしてイスラエルの人々はその町々に住んでい

たが、七月になって、民はひとりのようにエルサレ

ムに集まった。 2そこでヨザダクの子エシュアとそ

の仲間の祭司たち、およびシャルテルの子ゼルバベ

ルとその兄弟たちは立って、イスラエルの神の祭壇

を築いた。これは神の人モーセの律法にしるされた

ところに従って、その上に燔祭をささげるためであ

った。 3彼らは国々の民を恐れていたので、祭壇を

もとの所に設けた。そしてその上で燔祭を主にささ

げ、朝夕それをささげた。 4また、しるされたとこ

ろに従って仮庵の祭を行い、おきてに従って、毎日

ささぐべき数のとおりに、日々の燔祭をささげた。

5そしてその後は常燔祭、新月と主のすべて定められ

た祭とにささげる供え物および各自が主にささげる

真心よりの供え物をささげた。 6すなわち七月一日

から燔祭を主にささげることを始めたが、主の宮の

基礎はまだすえられてなかった。 7そこで石工と木

工に金を渡し、またシドンとツロの人々に食い物、

飲み物および油を与えて、ペルシャ王クロスから得

た許可に従って、レバノンからヨッパの海に香柏を

運ばせた。 8さてエルサレムの神の宮に帰った次の

年の二月に、シャルテルの子ゼルバベルとヨザダク

の子エシュアはその兄弟である他の祭司、レビびと

および捕囚からエルサレムに帰って来たすべての人

々と共に工事を始め、二十歳以上のレビびとを立て
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て、主の宮の工事を監督させた。 9そこでユダの子

孫であるエシュアとその子らおよびその兄弟、カデ

ミエルとその子らは共に立って、神の宮で工事をな

す者を監督した。ヘナダデの子らおよびレビびとの

子らと、その兄弟たちもまた一緒であった。 10こう

して建築者が主の宮の基礎をすえた時、祭司たちは

礼服をつけてラッパをとり、アサフの子らであるレ

ビびとはシンバルをとり、イスラエルの王ダビデの

指令に従って主をさんびした。 11彼らは互に歌いあ

って主をほめ、かつ感謝し、「主はめぐみ深く、そ

のいつくしみはとこしえにイスラエルに絶えること

がない」と言った。そして民はみな主をさんびする

とき、大声をあげて叫んだ。主の宮の基礎がすえら

れたからである。 12しかし祭司、レビびと、氏族の

長である多くの人々のうちに、もとの宮を見た老人

たちがあったが、今この宮の基礎のすえられるのを

見た時、大声をあげて泣いた。また喜びのために声

をあげて叫ぶ者も多かった。 13それで、人々は民の

喜び叫ぶ声と、民の泣く声とを聞きわけることがで

きなかった。民が大声に叫んだので、その声が遠く

まで聞えたからである。

4ユダとベニヤミンの敵である者たちは捕囚から帰

ってきた人々が、イスラエルの神、主のために神殿

を建てていることを聞き、 2ゼルバベルと氏族の長

たちのもとに来て言った、「われわれも、あなたが

たと一緒にこれを建てさせてください。われわれは

あなたがたと同じく、あなたがたの神を礼拝します

。アッスリヤの王エサル・ハドンがわれわれをここ

につれて来た日からこのかた、われわれは彼に犠牲
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をささげてきました」。 3しかしゼルバベル、エシ

ュアおよびその他のイスラエルの氏族の長たちは、

彼らに言った、「あなたがたは、われわれの神に宮

を建てることにあずかってはなりません。ペルシャ

の王クロス王がわれわれに命じたように、われわれ

だけで、イスラエルの神、主のために建てるのです

」。 4そこでその地の民はユダの民の手を弱らせて

、その建築を妨げ、 5その企てを破るために役人を

買収して彼らに敵せしめ、ペルシャ王クロスの代か

らペルシャ王ダリヨスの治世にまで及んだ。 6アハ

スエロスの治世、すなわちその治世の初めに、彼ら

はユダとエルサレムの住民を訴える告訴状を書いた

。 7またアルタシャスタの世にビシラム、ミテレダ

テ、タビエルおよびその他の同僚も、ペルシャ王ア

ルタシャスタに手紙を書いた。その手紙の文はアラ

ム語で書かれて訳されていた。 8長官レホムと書記

官シムシャイはアルタシャスタ王にエルサレムを訴

えて次のような手紙をしたためた。 9すなわち長官

レホムと書記官シムシャイおよびその他の同僚、す

なわち裁判官、知事、役人、ペルシャ人、エレクの

人々、バビロン人、スサの人々すなわちエラムびと

、 10およびその他の民すなわち大いなる尊いオスナ

パルが、移してサマリヤの町々および川向こうのそ

の他の地に住ませた者どもが、 11送った手紙の写し

はこれである。「アルタシャスタ王へ、川向こうの

あなたのしもべども、あいさつを申し上げます。 12

王よ、ご承知ください。あなたのもとから、わたし

たちの所に上って来たユダヤ人らはエルサレムに来

て、かのそむいた悪い町を建て直し、その城壁を築
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きあげ、その基礎をつくろっています。 13王よ、い

まご承知ください。もしこの町を建て、城壁を築き

あげるならば、彼らはみつぎ、関税、税金を納めな

くなります。そうすれば王の収入が減るでしょう。

14われわれは王宮の塩をはむ者ですから、王の不名

誉を見るに忍びないので、人をつかわして王にお聞

かせするのです。 15歴代の記録をお調べください。

その記録の書において、この町はそむいた町で、諸

王と諸州に害を及ぼしたものであることを見、その

中に古来、むほんの行われたことを知られるでしょ

う。この町が滅ぼされたのはこれがためなのです。

16われわれは王にお知らせいたします。もしこの町

が建てられ、城壁が築きあげられたなら、王は川向

こうの領地を失うに至るでしょう」。 17王は返書を

送って言った、「長官レホム、書記官シムシャイ、

その他サマリヤおよび川向こうのほかの所に住んで

いる同僚に、あいさつをする。いま、 18あなたがた

がわれわれに送った手紙を、わたしの前に明らかに

読ませた。 19わたしは命令を下して調査させたとこ

ろ、この町は古来、諸王にそむいた事、その中に反

乱、むほんのあったことを見いだした。 20またエル

サレムには大いなる王たちがあって、川向こうの地

をことごとく治め、みつぎ、関税、税金を納めさせ

たこともあった。 21それであなたがたは命令を伝え

て、その人々をとどめ、わたしの命令の下るまで、

この町を建てさせてはならない。 22あなたがたは慎

んでこのことについて怠ることのないようにしなさ

い。どうして損害を増して、王に害を及ぼしてよか

ろうか」。 23アルタシャスタ王の手紙の写しがレホ
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ムおよび書記官シムシャイとその同僚の前に読み上

げられたので、彼らは急いでエルサレムのユダヤ人

のもとにおもむき、腕力と権力とをもって彼らをや

めさせた。 24それでエルサレムにある神の宮の工事

は中止された。すなわちペルシャ王ダリヨスの治世

の二年まで中止された。

5さて預言者ハガイおよびイドの子ゼカリヤのふた

りの預言者は、ユダとエルサレムにいるユダヤ人に

向かって、彼らの上にいますイスラエルの神の名に

よって預言した。 2そこでシャルテルの子ゼルバベ

ルおよびヨザダクの子エシュアは立ちあがって、エ

ルサレムにある神の宮を建て始めた。神の預言者た

ちも、彼らと共にいて彼らを助けた。 3その時、川

向こうの州の知事タテナイおよびセタル・ボズナイ

とその同僚は彼らの所に来てこう言った、「だれが

あなたがたにこの宮を建て、この城壁を築きあげる

ことを命じたのか」。 4また「この建物を建ててい

る人々の名はなんというのか」と尋ねた。 5しかし

ユダヤ人の長老たちの上には、神の目が注がれてい

たので、彼らはこれをやめさせることができず、そ

の事をダリヨスに奏して、その返答の来るのを待っ

た。 6川向こうの州の知事タテナイおよびセタル・

ボズナイとその同僚である川向こうの州の知事たち

が、ダリヨス王に送った手紙の写しは次のとおりで

ある。 7すなわち、彼らが王に送った手紙には、次

のようにしるされてあった。「願わくはダリヨス王

に全き平安があるように。 8王に次のことをお知ら

せいたします。すなわち、われわれがユダヤ州へ行

き、かの大いなる神の宮へ行って見たところ、それ
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は大きな石をもって建てられ、材木を組んで壁をつ

くり、その工事は勤勉に行われ、彼らの手によって

大いにはかどっています。 9そこでわれわれはその

長老たちに尋ねてこう言いました、『だれがあなた

がたにこの宮を建て、この城壁を築きあげることを

命じたのか』と。 10われわれはまた彼らのかしらた

る人々の名を書きしるして、あなたにお知らせする

ために、その名を尋ねました。 11すると、彼らはわ

れわれに答えてこう言いました、『われわれは天地

の神のしもべであって、年久しい昔に建てられた宮

を、再び建てるのです。これはもと、イスラエルの

大いなる王の建てあげたものですが、 12われわれの

先祖たちが、天の神の怒りを引き起したため、神は

彼らを、カルデヤびとバビロンの王ネブカデネザル

の手に渡されたので、彼はこの宮をこわし、民をバ

ビロンに捕えて行きました。 13ところがバビロンの

王クロスの元年に、クロス王は神のこの宮を再び建

てることの命令を下されました。 14またクロス王は

先にネブカデネザルが、エルサレムの宮からバビロ

ンの神殿に移した神の宮の金銀の器を、バビロンの

神殿から取り出して、彼が総督に任じたセシバザル

という名の者に渡して、 15彼に言われました、「こ

れらの器を携えて行って、エルサレムにある宮に納

め、神の宮をもとの所に建てよ」と。 16そこでこの

セシバザルは来てエルサレムにある神の宮の基礎を

すえました。その時から今に至るまで、建築を続け

ていますが、まだ完成しないのです』と。 17それで

今、もし王がよしと見られるならば、バビロンにあ

る王の宝庫を調べて、エルサレムの神のこの宮を建
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てることの命令が、はたしてクロス王から出ている

かどうかを確かめ、この事についての王のお考えを

われわれに伝えてください」。

6そこでダリヨス王は命を下して、バビロンのうち

で、古文書をおさめてある書庫を調べさせたところ

、 2メデヤ州の都エクバタナで、一つの巻物を見い

だした。そのうちにこうしるされてある。「記録。

3クロス王の元年にクロス王は命を下した、『エルサ

レムにある神の宮については、犠牲をささげ、燔祭

を供える所の宮を建て、その宮の高さを六十キュビ

トにし、その幅を六十キュビトにせよ。 4大いなる

石の層を三段にし、木の層を一段にせよ。その費用

は王の家から与えられる。 5またネブカデネザルが

、エルサレムの宮からバビロンに移した神の宮の金

銀の器物は、これをかえして、エルサレムにある宮

のもとの所に持って行き、これを神の宮に納めよ』

」。 6「それで川向こうの州の知事タテナイおよび

セタル・ボズナイとその同僚である川向こうの州の

知事たちよ、あなたがたはこれに遠ざかり、 7神の

この宮の工事を彼らに任せ、ユダヤ人の知事とユダ

ヤ人の長老たちに、神のこの宮をもとの所に建てさ

せよ。 8わたしはまた命を下し、神のこの宮を建て

ることについて、あなたがたがこれらのユダヤ人の

長老たちになすべき事を示す。王の財産、すなわち

川向こうの州から納めるみつぎの中から、その費用

をじゅうぶんそれらの人々に与えて、その工事を滞

らないようにせよ。 9またその必要とするもの、す

なわち天の神にささげる燔祭の子牛、雄羊および小

羊ならびに麦、塩、酒、油などエルサレムにいる祭
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司たちの求めにしたがって、日々怠りなく彼らに与

え、 10彼らにこうばしい犠牲を天の神にささげさせ

、王と王子たちの長寿を祈らせよ。 11わたしはまた

命を下す。だれでもこの命ずる所を改める者がある

ならば、その家の梁は抜き取られ、彼はその上にく

ぎづけにされ、その家はまた、これがために汚物の

山とされるであろう。 12これを改めようとする者、

あるいはエルサレムにある神のこの宮を滅ぼそうと

して手を出す王あるいは民は、かしこにその名をと

どめられる神よ、願わくはこれを倒されるように。

われダリヨスは命を下す。心してこれを行え」。 13

ダリヨス王がこう言い送ったので、川向こうの州の

知事タテナイおよびセタル・ボズナイとその同僚た

ちは心してこれを行った。 14そしてユダヤ人の長老

たちは、預言者ハガイおよびイドの子ゼカリヤの預

言によって建て、これをなし遂げた。彼らはイスラ

エルの神の命令により、またクロス、ダリヨスおよ

びペルシャ王アルタシャスタの命によって、これを

建て終った。 15この宮はダリヨス王の治世の六年ア

ダルの月の三日に完成した。 16そこでイスラエルの

人々、祭司たち、レビびとおよびその他の捕囚から

帰った人々は、喜んで神のこの宮の奉献式を行った

。 17すなわち神のこの宮の奉献式において、雄牛一

百頭、雄羊二百頭、小羊四百頭をささげ、またイス

ラエルの部族の数にしたがって、雄やぎ十二頭をさ

さげて、すべてのイスラエルびとのための罪祭とし

た。 18またモーセの書にしるされてあるように祭司

を組別により、レビびとを班別によって立て、エル

サレムで神に仕えさせた。 19こうして捕囚から帰っ
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て来た人々は、正月の十四日に過越の祭を行った。

20すなわち祭司、レビびとたちは共に身を清めて皆

清くなり、すべて捕囚から帰って来た人々のため、

その兄弟である祭司たちのため、また彼ら自身のた

めに過越の小羊をほふった。 21そして捕囚から帰っ

て来たイスラエルの人々、およびその地の異邦人の

汚れを捨てて彼らに連なり、イスラエルの神、主を

拝しようとする者はすべてこれを食べ、 22喜んで七

日の間、種入れぬパンの祭を行った。これは主が彼

らを喜ばせ、またアッスリヤの王の心を彼らに向か

わせ、彼にイスラエルの神にいます神の宮の工事を

助けさせられたからである。

7これらの事の後ペルシャ王アルタシャスタの治世

にエズラという者があった。エズラはセラヤの子、

セラヤはアザリヤの子、アザリヤはヒルキヤの子、

2ヒルキヤはシャルムの子、シャルムはザドクの子、

ザドクはアヒトブの子、 3アヒトブはアマリヤの子

、アマリヤはアザリヤの子、アザリヤはメラヨテの

子、 4メラヨテはゼラヒヤの子、ゼラヒヤはウジの

子、ウジはブッキの子、 5ブッキはアビシュアの子

、アビシュアはピネハスの子、ピネハスはエレアザ

ルの子、エレアザルは祭司長アロンの子である。 6

このエズラはバビロンから上って来た。彼はイスラ

エルの神、主がお授けになったモーセの律法に精通

した学者であった。その神、主の手が彼の上にあっ

たので、その求めることを王はことごとく許した。

7アルタシャスタ王の七年にまたイスラエルの人々お

よび祭司、レビびと、歌うたう者、門衛、宮に仕え

るしもべなどエルサレムに上った。 8そして王の七
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年の五月にエズラはエルサレムに来た。 9すなわち

正月の一日にバビロンを出立して、五月一日にエル

サレムに着いた。その神の恵みの手が彼の上にあっ

たからである。 10エズラは心をこめて主の律法を調

べ、これを行い、かつイスラエルのうちに定めとお

きてとを教えた。 11主の戒めの言葉、およびイスラ

エルに賜わった定めに通じた学者で、祭司であるエ

ズラにアルタシャスタ王の与えた手紙の写しは、次

のとおりである。 12「諸王の王アルタシャスタ、天

の神の律法の学者である祭司エズラに送る。今、 13

わたしは命を下す。わが国のうちにいるイスラエル

の民およびその祭司、レビびとのうち、すべてエル

サレムへ行こうと望む者は皆、あなたと共に行くこ

とができる。 14あなたは、自分の手にあるあなたの

神の律法に照して、ユダとエルサレムの事情を調べ

るために、王および七人の議官によってつかわされ

るのである。 15かつあなたは王およびその議官らが

、エルサレムにいますイスラエルの神に真心からさ

さげる銀と金を携え、 16またバビロン全州であなた

が獲るすべての金銀、および民と祭司とが、エルサ

レムにあるその神の宮のために、真心からささげた

供え物を携えて行く。 17それであなたはその金をも

って雄牛、雄羊、小羊およびその素祭と灌祭の品々

を気をつけて買い、エルサレムにあるあなたがたの

神の宮の祭壇の上に、これをささげなければならな

い。 18また、あなたとあなたの兄弟たちが、その余

った金銀でしようと思うよい事があるならば、あな

たがたの神のみ旨に従ってそれを行え。 19またあな

たの神の宮の勤め事のためにあなたが与えられた器
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は、エルサレムの神の前に納めよ。 20そのほかあな

たの神の宮のために用うべき必要なものがあれば、

それを王の倉から出して用いよ。 21われ、アルタシ

ャスタ王は川向こうの州のすべての倉づかさに命を

下して言う、『天の神の律法の学者である祭司エズ

ラがあなたがたに求める事は、すべてこれを心して

行え。 22すなわち銀は百タラントまで、小麦は百コ

ルまで、ぶどう酒は百バテまで、油は百バテまで、

塩は制限なく与えよ。 23天の神の宮のために、天の

神の命じるところは、すべて正しくこれを行え。そ

うしないと神の怒りが、王と王の子らの国に臨むで

あろう』。 24われわれは、またあなたがたに告げる

、『祭司、レビびと、歌うたう者、門衛、宮に仕え

るしもべ、および神のこの宮の仕えびとたちには、

みつぎ、租税、税金を課してはならぬ』。 25エズラ

よ、あなたはあなたの手にある神の知恵によって、

つかさおよび裁判人を立て、川向こうの州のすべて

の民、すなわちあなたの神の律法を知っている者た

ちを、ことごとくさばかせよ。あなたがたはまたこ

れを知らない者を教えよ。 26あなたの神の律法およ

び王の律法を守らない者を、きびしくその罪に定め

て、あるいは死刑に、あるいは追放に、あるいは財

産没収に、あるいは投獄に処せよ」。 27われわれの

先祖の神、主はほむべきかな。主はこのように、王

の心に、エルサレムにある主の宮を飾る心を起させ

、 28また王の前と、その議官の前と王の大臣の前で

、わたしに恵みを得させられた。わたしはわが神、

主の手がわたしの上にあるので力を得、イスラエル
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のうちから首領たる人々を集めて、わたしと共に上

らせた。

8アルタシャスタ王の治世に、バビロンからわたし

と一緒に上って来た者の氏族の長、およびその系譜

は次のとおりである。 2ピネハスの子孫のうちでは

ゲルショム。イタマルの子孫のうちではダニエル。

ダビデの子孫のうちではシカニヤの子ハットシ。 3

パロシの子孫のうちではゼカリヤおよび彼と共に系

譜に載せられた男百五十人。 4パハテ・モアブの子

孫のうちではゼラヒヤの子エリヨエナイおよび彼と

共にある男二百人。 5ザッツの子孫のうちではヤハ

ジエルの子シカニヤおよび彼と共にある男三百人。

6アデンの子孫のうちではヨナタンの子エベデおよび

彼と共にある男五十人。 7エラムの子孫のうちでは

アタリヤの子エサヤおよび彼と共にある男七十人。

8シパテヤの子孫のうちではミカエルの子ゼバデヤお

よび彼と共にある男八十人。 9ヨアブの子孫のうち

ではエヒエルの子オバデヤおよび彼と共にある男二

百十八人。 10バニの子孫のうちではヨシピアの子シ

ロミテおよび彼と共にある男百六十人。 11ベバイの

子孫のうちではベバイの子ゼカリヤおよび彼と共に

ある男二十八人。 12アズガデの子孫のうちではハッ

カタンの子ヨハナンおよび彼と共にある男百十人。

13アドニカムの子孫のうちでは後に来た者どもで、

その名はエリペレテ、ユエル、シマヤおよび彼らと

共にある男六十人。 14ビグワイの子孫のうちではウ

タイとザックルおよび彼らと共にある男七十人であ

る。 15わたしは彼らをアハワに流れる川のほとりに

集めて、そこに三日のあいだ露営した。わたしは民
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と祭司とを調べたが、そこにはレビの子孫はひとり

もいなかったので、 16人をつかわしてエリエゼル、

アリエル、シマヤ、エルナタン、ヤリブ、エルナタ

ン、ナタン、ゼカリヤ、メシュラムという首長たる

人々を招き、またヨヤリブ、およびエルナタンのよ

うな見識のある人々を招いた。 17そしてわたしはカ

シピアという所の首長イドのもとに彼らをつかわし

、カシピアという所にいるイドと、その兄弟である

宮に仕えるしもべたちに告ぐべき言葉を、彼らに授

け、われわれの神の宮のために、仕え人をわれわれ

に連れて来いと言った。 18われわれの神がよくわれ

われを助けられたので、彼らはイスラエルの子、レ

ビの子、マヘリの子孫のうちの思慮深い人、すなわ

ちセレビヤおよびその子らとその兄弟たち十八人を

、われわれに連れて来、 19またハシャビヤおよび彼

と共に、メラリの子孫のエサヤとその兄弟およびそ

の子ら二十人、 20および宮に仕えるしもべ、すなわ

ちダビデとそのつかさたちが、レビびとに仕えさせ

るために選んだ宮に仕えるしもべ二百二十人を連れ

てきた。これらの者は皆その名を言って記録された

。 21そこでわたしは、かしこのアハワ川のほとりで

断食を布告し、われわれの神の前で身をひくくし、

われわれと、われわれの幼き者と、われわれのすべ

ての貨財のために、正しい道を示されるように神に

求めた。 22これは、われわれがさきに王に告げて、

「われわれの神の手は、神を求めるすべての者の上

にやさしく下り、その威力と怒りとはすべて神を捨

てる者の上に下る」と言ったので、わたしは道中の

敵に対して、われわれを守るべき歩兵と騎兵とを、
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王に頼むことを恥じたからである。 23そこでわれわ

れは断食して、このことをわれわれの神に求めたと

ころ、神はその願いを聞きいれられた。 24わたしは

おもだった祭司十二人すなわちセレビヤ、ハシャビ

ヤおよびその兄弟十人を選び、 25金銀および器物、

すなわち王と、その議官と、その諸侯およびすべて

在留のイスラエルびとが、われわれの神の宮のため

にささげた奉納物を量って彼らに渡した。 26わたし

が量って彼らの手に渡したものは、銀六百五十タラ

ント、銀の器百タラント、金百タラントであった。

27また金の大杯が二十あって、一千ダリクに当る。

また光り輝く青銅の器二個あって、その尊いこと金

のようである。 28そしてわたしは彼らに言った、「

あなたがたは主に聖別された者である。この器物も

聖である。またこの金銀は、あなたがたの先祖の神

、主にささげた真心よりの供え物である。 29あなた

がたはエルサレムで、主の宮のへやの中で、祭司長

、レビびとおよびイスラエルの氏族のかしらたちの

前で、これを量るまで、見張り、かつ守りなさい」

。 30そこで祭司およびレビびとたちは、その金銀お

よび器物を、エルサレムにあるわれわれの神の宮に

携えて行くため、その重さのものを受け取った。 31

われわれは正月の十二日に、アハワ川を出立してエ

ルサレムに向かったが、われわれの神の手は、われ

われの上にあって、敵の手および道に待ち伏せする

者の手から、われわれを救われた。 32われわれはエ

ルサレムに着いて、三日そこにいたが、 33四日目に

われわれの神の宮の内で、その金銀および器物を、

ウリヤの子祭司メレモテの手に量って渡した。ピネ
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ハスの子エレアザルが彼と共にいた。またエシュア

の子ヨザバデ、およびビンヌイの子ノアデヤのふた

りのレビびとも、彼らと共にいた。 34すなわちその

すべての数と重さとを調べ、その重さは皆書きとめ

られた。 35そのとき捕囚の人々で捕囚から帰って来

た者は、イスラエルの神に燔祭をささげた。すなわ

ちイスラエル全体のために雄牛十二頭、雄羊九十六

頭、小羊七十七頭をささげ、また罪祭として雄やぎ

十二頭をささげた。これらはみな、主にささげた燔

祭である。 36彼らはまた王の命令書を、王の総督た

ち、および川向こうの州の知事たちに渡したので、

彼らは民と神の宮とを援助した。

9これらの事がなされた後、つかさたちは、わたし

のもとに来て言った、「イスラエルの民、祭司およ

びレビびとは諸国の民と離れないで、カナンびと、

ヘテびと、ペリジびと、エブスびと、アンモンびと

、モアブびと、エジプトびと、アモリびとなどの憎

むべき事を行いました。 2すなわち、彼らの娘たち

をみずからめとり、またそのむすこたちにめとった

ので、聖なる種が諸国の民とまじりました。そして

つかさたる者、長たる者が先だって、このとがを犯

しました」。 3わたしはこの事を聞いた時、着物と

上着とを裂き、髪の毛とひげを抜き、驚きあきれて

すわった。 4イスラエルの神の言葉におののく者は

皆、捕囚から帰って来た人々のとがのゆえに、わた

しのもとに集まったが、わたしは夕の供え物の時ま

で、驚きあきれてすわった。 5夕の供え物の時にな

って、わたしは断食から立ちあがり、着物と上着を

裂いたまま、ひざをかがめて、わが神、主にむかっ



エズラ記 1147

て手をさし伸べて、 6言った、「わが神よ、わたし

はあなたにむかって顔を上げるのを恥じて、赤面し

ます。われわれの不義は積って頭よりも高くなり、

われわれのとがは重なって天に達したからです。 7

われわれの先祖の日から今日まで、われわれは大い

なるとがを負い、われわれの不義によって、われわ

れとわれわれの王たち、および祭司たちは国々の王

たちの手にわたされ、つるぎにかけられ、捕え行か

れ、かすめられ、恥をこうむりました。今日のとお

りです。 8ところがいま、われわれの神、主は、し

ばし恵みを施して、のがれ残るべき者をわれわれの

うちにおき、その聖所のうちに確かなよりどころを

与え、こうしてわれわれの神はわれわれの目を明ら

かにし、われわれをその奴隷のうちにあって、少し

く生き返らせられました。 9われわれは奴隷の身で

ありますが、その奴隷たる時にも神はわれわれを見

捨てられず、かえってペルシャ王たちの目の前でい

つくしみを施して、われわれを生き返らせ、われわ

れの神の宮を建てさせ、その破壊をつくろわせ、ユ

ダとエルサレムでわれわれに保護を与えられました

。 10われわれの神よ、この後、何を言うことができ

ましょう。われわれは、あなたの戒めを捨てたから

です。 11あなたはかつて、あなたのしもべである預

言者たちによって命じて仰せられました、『おまえ

たちが行って獲ようとする地は、各地の民の汚れに

より、その憎むべきわざによって汚れた地で、この

果から、かの果まで、その汚れに満ちている。 12そ

れでおまえたちの娘を、彼らのむすこに与えてはな

らない。彼らの娘を、おまえたちのむすこにめとっ
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てはならない。また永久に彼らの平安をも福祉をも

求めてはならない。そうすればおまえたちは強くな

り、その地の良き物を食べ、これを永久におまえた

ちの子孫に伝えて嗣業とさせることができる』と。

13われわれの悪い行いにより、大いなるとがによっ

て、これらすべてのことが、すでにわれわれに臨み

ましたが、われわれの神なるあなたは、われわれの

不義よりも軽い罰をくだして、このように残りの者

を与えてくださったのを見ながら、 14われわれは再

びあなたの命令を破って、これらの憎むべきわざを

行う民と縁を結んでよいでしょうか。あなたはわれ

われを怒って、ついに滅ぼし尽し、残る者も、のが

れる者もないようにされるのではないでしょうか。

15ああ、イスラエルの神、主よ、あなたは正しくい

らせられます。われわれはのがれて残ること今日の

とおりです。われわれは、とがをもってあなたの前

にあります。それゆえだれもあなたの前に立つこと

はできません」。

10エズラが神の宮の前に泣き伏して祈り、かつざ

んげしていた時、男、女および子供の大いなる群集

がイスラエルのうちから彼のもとに集まってきた。

民はいたく泣き悲しんだ。 2時にエラムの子孫のう

ちのエヒエルの子シカニヤが、エズラに告げて言っ

た、「われわれは神にむかって罪を犯し、この地の

民から異邦の女をめとりました。しかし、このこと

についてはイスラエルに、今なお望みがあります。

3それでわれわれはわが主の教と、われわれの神の命

令におののく人々の教とに従って、これらの妻なら

びにその子供たちを、ことごとく追い出すという契
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約を、われわれの神に立てましょう。そして律法に

従ってこれを行いましょう。 4立ちあがってくださ

い、この事はあなたの仕事です。われわれはあなた

を助けます。心を強くしてこれを行いなさい」。 5

エズラは立って、おもだった祭司、レビびとおよび

すべてのイスラエルびとに、この言葉のように行う

ことを誓わせたので、彼らは誓った。 6エズラは神

の宮の前から出て、エリアシブの子ヨハナンのへや

にはいったが、そこへ行っても彼はパンも食べず、

水も飲まずに夜を過ごした。これは彼が、捕囚から

帰った人々のとがを嘆いたからである。 7そしてユ

ダおよびエルサレムにあまねく布告を出し、捕囚か

ら帰ったすべての者に告げて、エルサレムに集まる

べき事と、 8つかさおよび長老たちのさとしに従っ

て、三日のうちにこない者はだれでもその財産はこ

とごとく没収され、その人自身は捕われ人の会から

破門されると言った。 9そこでユダとベニヤミンの

人々は皆三日のうちにエルサレムに集まった。これ

は九月の二十日であった。すべての民は神の宮の前

の広場に座して、このことのため、また大雨のため

に震えおののいていた。 10時に祭司エズラは立って

彼らに言った、「あなたがたは罪を犯し、異邦の女

をめとって、イスラエルのとがを増した。 11それで

今、あなたがたの先祖の神、主にざんげして、その

み旨を行いなさい。あなたがたはこの地の民および

異邦の女と離れなさい」。 12すると会衆は皆大声を

あげて答えた、「あなたの言われたとおり、われわ

れは必ず行います。 13しかし民は多く、また大雨の

季節ですから、外に立っていることはできません。
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またこれは一日やふつかの仕事ではありません。わ

れわれはこの事について大いに罪を犯したからです

。 14それでどうぞ、われわれのつかさたちは全会衆

のために立ってください。われわれの町の内に、も

し異邦の女をめとった者があるならば、みな定めの

時にこさせなさい。またおのおのの町の長老および

裁判人も、それと一緒にこさせなさい。そうすれば

この事によるわれわれの神の激しい怒りは、ついに

われわれを離れるでしょう」。 15ところがアサヘル

の子ヨナタンおよびテクワの子ヤハジアはこれに反

対した。そしてメシュラムおよびレビびとシャベタ

イは彼らを支持した。 16そこで捕囚から帰って来た

人々はこのように行った。すなわち祭司エズラは、

氏族の長たちをその氏族にしたがい、おのおのその

名をさして選んだ。彼らは十月の一日から座してこ

の事を調べ、 17正月の一日になって、異邦の女をめ

とった人々をことごとく調べ終った。 18祭司の子孫

のうちで異邦の女をめとった事のあらわれた者は、

ヨザダクの子エシュアの子ら、およびその兄弟たち

のうちではマアセヤ、エリエゼル、ヤリブ、ゲダリ

ヤであった。 19彼らはその妻を離縁しようという誓

いをなし、すでに罪を犯したというので、そのとが

のために雄羊一頭をささげた。 20インメルの子らの

うちではハナニおよびゼバデヤ。 21ハリムの子らの

うちではマアセヤ、エリヤ、シマヤ、エヒエル、ウ

ジヤ。 22パシュルの子らのうちではエリオエナイ、

マアセヤ、イシマエル、ネタンエル、ヨザバデ、エ

ラサ。 23レビびとのうちではヨザバテ、シメイ、ケ

ラヤ（すなわちケリタ）、ペタヒヤ、ユダ、エリエ
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ゼル。 24歌うたう者のうちではエリアシブ。門衛の

うちではシャルム、テレム、ウリ。 25イスラエルの

うち、パロシの子らのうちではラミヤ、エジア、マ

ルキヤ、ミヤミン、エレアザル、ハシャビヤ、ベナ

ヤ。 26エラムの子らのうちではマッタニヤ、ゼカリ

ヤ、エヒエル、アブデ、エレモテ、エリヤ。 27ザッ

トの子らのうちではエリオエナイ、エリアシブ、マ

ッタニヤ、エレモテ、ザバデ、アジザ。 28ベバイの

子らのうちではヨハナン、ハナニヤ、ザバイ、アテ

ライ。 29バニの子らのうちではメシュラム、マルク

、アダヤ、ヤシュブ、シヤル、エレモテ。 30パハテ

・モアブの子らのうちではアデナ、ケラル、ベナヤ

、マアセヤ、マッタニヤ、ベザレル、ビンヌイ、マ

ナセ。 31ハリムの子らのうちではエリエゼル、イシ

ヤ、マルキヤ、シマヤ、シメオン、 32ベニヤミン、

マルク、シマリヤ。 33ハシュムの子らのうちではマ

ッテナイ、マッタタ、ザバデ、エリパレテ、エレマ

イ、マナセ、シメイ。 34バニの子らのうちではマア

ダイ、アムラム、ウエル、 35ベナヤ、ベデヤ、ケル

ヒ、 36ワニア、メレモテ、エリアシブ、 37マッタ

ニヤ、マッテナイ、ヤアス。 38ビンヌイの子らのう

ちではシメイ、 39シレミヤ、ナタン、アダヤ、 40

マクナデバイ、シャシャイ、シャライ、 41アザリエ

ル、シレミヤ、シマリヤ、 42シャルム、アマリヤ、

ヨセフ。 43ネボの子らではエイエル、マッタテヤ、

ザバデ、ゼビナ、ヤッダイ、ヨエル、ベナヤ。 44こ

れらの者は皆異邦の女をめとった者である。彼らは

その女たちをその子供と共に離縁した。
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ネヘミヤ記

1ハカリヤの子ネヘミヤの言葉。第二十年のキスレ

ウの月に、わたしが首都スサにいた時、 2わたしの

兄弟のひとりハナニが数人の者と共にユダから来た

ので、わたしは捕囚を免れて生き残ったユダヤ人の

事およびエルサレムの事を尋ねた。 3彼らはわたし

に言った、「かの州で捕囚を免れて生き残った者は

大いなる悩みと、はずかしめのうちにあり、エルサ

レムの城壁はくずされ、その門は火で焼かれたまま

であります」と。 4わたしはこれらの言葉を聞いた

時、すわって泣き、数日のあいだ嘆き悲しみ、断食

して天の神の前に祈って、 5言った、「天の神、主

、おのれを愛し、その戒めを守る者には契約を守り

、いつくしみを施される大いなる恐るべき神よ、 6

どうぞ耳を傾け、目を開いてしもべの祈を聞いてく

ださい。わたしは今、あなたのしもべであるイスラ

エルの子孫のために、昼も夜もみ前に祈り、われわ

れイスラエルの子孫が、あなたに対して犯した罪を

ざんげいたします。まことにわたしも、わたしの父

の家も罪を犯しました。 7われわれはあなたに対し

て大いに悪い事を行い、あなたのしもべモーセに命

じられた戒めをも、定めをも、おきてをも守りませ

んでした。 8どうぞ、あなたのしもべモーセに命じ

られた言葉を、思い起してください。すなわちあな

たは言われました、『もしあなたがたが罪を犯すな

らば、わたしはあなたがたを、もろもろの民の間に

散らす。 9しかし、あなたがたがわたしに立ち返り

、わたしの戒めを守って、これを行うならば、たと

いあなたがたのうちの散らされた者が、天の果にい
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ても、わたしはそこから彼らを集め、わたしの名を

住まわせるために選んだ所に連れて来る』と。 10彼

らは、あなたが大いなる力と強い手をもって、あが

なわれたあなたのしもべ、あなたの民です。 11主よ

、どうぞしもべの祈と、あなたの名を恐れることを

喜ぶあなたのしもべらの祈に耳を傾けてください。

どうぞ、きょう、しもべを恵み、この人の目の前で

あわれみを得させてください」。この時、わたしは

王の給仕役であった。

2アルタシャスタ王の第二十年、ニサンの月に、王

の前に酒が出た時、わたしは酒をついで王にささげ

た。これまでわたしは王の前で悲しげな顔をしてい

たことはなかった。 2王はわたしに言われた、「あ

なたは病気でもないのにどうして悲しげな顔をして

いるのか。何か心に悲しみをもっているにちがいな

い」。そこでわたしは大いに恐れて、 3王に申しあ

げた、「どうぞ王よ、長生きされますように。わた

しの先祖の墳墓の地であるあの町は荒廃し、その門

が火で焼かれたままであるのに、どうしてわたしは

悲しげな顔をしないでいられましょうか」。 4王は

わたしにむかって、「それでは、あなたは何を願う

のか」と言われたので、わたしは天の神に祈って、

5王に申しあげた、「もし王がよしとされ、しもべが

あなたの前に恵みを得ますならば、どうかわたしを

、ユダにあるわたしの先祖の墳墓の町につかわして

、それを再建させてください」。 6時に王妃もかた

わらに座していたが、王はわたしに言われた、「あ

なたの旅の期間はどれほどですか。いつごろ帰って

きますか」。こうして王がわたしをつかわすことを
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よしとされたので、わたしは期間を定めて王に申し

あげた。 7わたしはまた王に申しあげた、「もし王

がよしとされるならば、川向こうの州の知事たちに

与える手紙をわたしに賜わり、わたしがユダに行き

つくまで、彼らがわたしを通過させるようにしてく

ださい。 8また王の山林を管理するアサフに与える

手紙をも賜わり、神殿に属する城の門を建てるため

、また町の石がき、およびわたしの住むべき家を建

てるために用いる材木をわたしに与えるようにして

ください」。わたしの神がよくわたしを助けられた

ので、王はわたしの願いを許された。 9そこでわた

しは川向こうの州の知事たちの所へ行って、王の手

紙を渡した。なお王は軍の長および騎兵をわたしと

共につかわした。 10ところがホロニびとサンバラテ

およびアンモンびと奴隷トビヤはこれを聞き、イス

ラエルの子孫の福祉を求める人が来たというので、

大いに感情を害した。 11わたしはエルサレムに着い

て、そこに三日滞在した後、 12夜中に起き出た。数

人の者がわたしに伴ったが、わたしは、神がエルサ

レムのためになそうとして、わたしの心に入れられ

たことを、だれにも告げ知らせず、またわたしが乗

った獣のほかには、獣をつれて行かなかった。 13わ

たしは夜中に出て谷の門を通り、龍の井戸および糞

の門に行って、エルサレムのくずれた城壁や、火に

焼かれた門を調査し、 14また泉の門および王の池に

行ったが、わたしの乗っている獣の通るべき所もな

かった。 15わたしはまたその夜のうちに谷に沿って

上り、城壁を調査したうえ、身をめぐらして、谷の

門を通って帰った。 16つかさたちは、わたしがどこ
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へ行ったか、何をしたかを知らなかった。わたしは

またユダヤ人にも、祭司たちにも、尊い人たちにも

、つかさたちにも、その他工事をする人々にもまだ

知らせなかった。 17しかしわたしはついに彼らに言

った、「あなたがたの見るとおり、われわれは難局

にある。エルサレムは荒廃し、その門は火に焼かれ

た。さあ、われわれは再び世のはずかしめをうける

ことのないように、エルサレムの城壁を築こう」。

18そして、わたしの神がよくわたしを助けられたこ

とを彼らに告げ、また王がわたしに語られた言葉を

も告げたので、彼らは「さあ、立ち上がって築こう

」と言い、奮い立って、この良きわざに着手しよう

とした。 19ところがホロニびとサンバラテ、アンモ

ンびと奴隷トビヤおよびアラビヤびとガシムがこれ

を聞いて、われわれをあざけり、われわれを侮って

言った、「あなたがたは何をするのか、王に反逆し

ようとするのか」。 20わたしは彼らに答えて言った

、「天の神がわれわれを恵まれるので、そのしもべ

であるわれわれは奮い立って築くのである。しかし

あなたがたはエルサレムに何の分もなく、権利もな

く、記念もない」。

3かくて大祭司エリアシブは、その兄弟である祭司

たちと共に立って羊の門を建て、これを聖別してそ

のとびらを設け、さらにこれを聖別して、ハンメア

の望楼に及ぼし、またハナネルの望楼にまで及ぼし

た。 2彼の次にはエリコの人々が建て、その次には

イムリの子ザックルが建てた。 3魚の門はハッセナ

アの子らが建て、その梁を置き、そのとびらと横木

と貫の木とを設けた。 4その次にハッコヅの子ウリ
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ヤの子メレモテが修理し、その次にメシザベルの子

ベレキヤの子メシュラムが修理し、その次にバアナ

の子ザドクが修理した。 5その次にテコアびとらが

修理したが、その貴人たちはその主の工事に服さな

かった。 6古い門はパセアの子ヨイアダおよびベソ

デヤの子メシュラムがこれを修理し、その梁を置き

、そのとびらと横木と貫の木とを設けた。 7その次

にギベオンびとメラテヤ、メロノテびとヤドン、お

よび川向こうの州の知事の行政下にあるギベオンと

ミヅパの人々が修理した。 8その次にハルハヤの子

ウジエルなどの金細工人が修理し、その次に製香者

のひとりハナニヤが修理した。こうして彼らはエル

サレムを城壁の広い所まで復旧した。 9その次にエ

ルサレムの半区域の知事ホルの子レパヤが修理し、

10その次にハルマフの子エダヤが自分の家と向かい

合っている所を修理し、その次にはハシャブニヤの

子ハットシが修理した。 11ハリムの子マルキヤおよ

びバハテ・モアブの子ハシュブも他の部分および炉

の望楼を修理した。 12その次にエルサレムの他の半

区域の知事ハロヘシの子シャルムがその娘たちと共

に修理した。 13谷の門はハヌンがザノアの民と共に

これを修理し、これを建て直して、そのとびらと横

木と貫の木とを設け、また糞の門まで城壁一千キュ

ビトを修理した。 14糞の門はベテ・ハケレムの区域

の知事レカブの子マルキヤがこれを修理し、これを

建て直して、そのとびらと横木と貫の木とを設けた

。 15泉の門はミヅパの区域の知事コロホゼの子シャ

ルンがこれを修理し、これを建て直して、おおいを

施し、そのとびらと横木と貫の木とを設けた。彼は
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また王の園のほとりのシラの池に沿った石がきを修

理して、ダビデの町から下る階段にまで及んだ。 16

その後にベテズルの半区域の知事アズブクの子ネヘ

ミヤが修理して、ダビデの墓と向かい合った所に及

び、掘池と勇士の宅にまで及んだ。 17その後にバニ

の子レホムなどのレビびとが修理し、その次にケイ

ラの半区域の知事ハシャビヤがその区域のために修

理した。 18その後にケイラの半区域の知事ヘナダデ

の子バワイなどその兄弟たちが修理し、 19その次に

エシュアの子でミヅパの知事であるエゼルが、城壁

の曲りかどにある武器倉に上る所と向かい合った他

の部分を修理し、 20その後にザバイの子バルクが、

力をつくして城壁の曲りかどから大祭司エリアシブ

の家の門までの他の部分を修理し、 21その後にハッ

コヅの子ウリヤの子メレモテが、エリアシブの家の

門からエリアシブの家の端までの他の部分を修理し

、 22彼の後に低地の人々である祭司たちが修理し、

23その後にベニヤミンおよびハシュブが、自分たち

の家と向かい合っている所を修理し、その後にアナ

ニヤの子マアセヤの子アザリヤが、自分の家の附近

を修理し、 24その後にヘナダデの子ビンヌイが、ア

ザリヤの家から城壁の曲りかど、およびすみまでの

他の部分を修理した。 25ウザイの子パラルは、城壁

の曲りかどと向かい合っている所、および監視の庭

に近い王の上の家から突き出ている望楼と向かい合

っている所を修理した。その後にパロシの子ペダヤ

、 26およびオペルに住んでいる宮に仕えるしもべた

ちが、東の方の水の門と向かい合っている所、およ

び突き出ている望楼と向かい合っている所まで修理
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した。 27その後にテコアびとが、突き出ている大望

楼と向かい合っている他の部分を修理し、オペルの

城壁にまで及んだ。 28馬の門から上の方は祭司たち

が、おのおの自分の家と向かい合っている所を修理

した。 29その後にインメルの子ザドクが、自分の家

と向かい合っている所を修理し、その後にシカニヤ

の子シマヤという東の門を守る者が修理し、 30その

後にシレミヤの子ハナニヤおよびザラフの第六の子

ハヌンが他の部分を修理し、その後にベレキヤの子

メシュラムが、自分のへやと向かい合っている所を

修理した。 31その後に金細工人のひとりマルキヤと

いう者が、召集の門と向かい合っている所を修理し

て、すみの二階のへやに至り、宮に仕えるしもべた

ちおよび商人の家にまで及んだ。 32またすみの二階

のへやと羊の門の間は金細工人と商人たちがこれを

修理した。

4サンバラテはわれわれが城壁を築くのを聞いて怒

り、大いに憤ってユダヤ人をあざけった。 2彼はそ

の兄弟たちおよびサマリヤの兵隊の前で語って言っ

た、「この弱々しいユダヤ人は何をしているのか。

自分で再興しようとするのか。犠牲をささげようと

するのか。一日で事を終えようとするのか。塵塚の

中の石はすでに焼けているのに、これを取りだして

生かそうとするのか」。 3またアンモンびとトビヤ

は、彼のかたわらにいて言った、「そうだ、彼らの

築いている城壁は、きつね一匹が上ってもくずれる

であろう」と。 4「われわれの神よ、聞いてくださ

い。われわれは侮られています。彼らのはずかしめ

を彼らのこうべに返し、彼らを捕囚の地でぶんどり
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物にしてください。 5彼らのとがをおおわず、彼ら

の罪をみ前から消し去らないでください。彼らは築

き建てる者の前であなたを怒らせたからです」。 6

こうしてわれわれは城壁を築いたが、石がきはみな

相連なって、その高さの半ばにまで達した。民が心

をこめて働いたからである。 7ところがサンバラテ

、トビヤ、アラビヤびと、アンモンびと、アシドド

びとらは、エルサレムの城壁の修理が進展し、その

破れ目もふさがり始めたと聞いて大いに怒り、 8皆

共に相はかり、エルサレムを攻めて、その中に混乱

を起そうとした。 9そこでわれわれは神に祈り、ま

た日夜見張りを置いて彼らに備えた。 10その時、ユ

ダびとは言った、「荷を負う者の力は衰え、そのう

え、灰土がおびただしいので、われわれは城壁を築

くことができない」。 11またわれわれの敵は言った

、「彼らの知らないうちに、また見ないうちに、彼

らの中にはいりこんで彼らを殺し、その工事をやめ

させよう」。 12また彼らの近くに住んでいるユダヤ

人たちはきて、十度もわれわれに言った、「彼らは

その住んでいるすべての所からわれわれに攻め上る

でしょう」と。 13そこでわたしは民につるぎ、やり

および弓を持たせ、城壁の後の低い所、すなわち空

地にその家族にしたがって立たせた。 14わたしは見

めぐり、立って尊い人々、つかさたち、およびその

他の民らに言った、「あなたがたは彼らを恐れては

ならない。大いなる恐るべき主を覚え、あなたがた

の兄弟、むすこ、娘、妻および家のために戦いなさ

い」。 15われわれの敵は自分たちの事が、われわれ

に悟られたことを聞き、また神が彼らの計りごとを
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破られたことを聞いたので、われわれはみな城壁に

帰り、おのおのその工事を続けた。 16その日から後

は、わたしのしもべの半数は工事に働き、半数はや

り、盾、弓、よろいをもって武装した。そしてつか

さたちは城壁を築いているユダの全家の後に立った

。 17荷を負い運ぶ者はおのおの片手で工事をなし、

片手に武器を執った。 18築き建てる者はおのおのそ

の腰につるぎを帯びて築き建て、ラッパを吹く者は

わたしのかたわらにいた。 19わたしは尊い人々、つ

かさたち、およびその他の民に言った、「工事は大

きくかつ広がっているので、われわれは城壁の上で

互に遠く離れている。 20どこででもラッパの音を聞

いたなら、そこにいるわれわれの所に集まってほし

い。われわれの神はわれわれのために戦われます」

。 21このようにして、われわれは工事を進めたが、

半数の者は夜明けから星の出る時まで、やりを執っ

ていた。 22その時わたしはまた民に告げて、「おの

おのそのしもべと共にエルサレムの内に宿り、夜は

われわれの護衛者となり、昼は工事をするように」

と言った。 23そして、わたしも、わたしの兄弟たち

も、わたしのしもべたちも、わたしを護衛する人々

も、われわれのうちひとりも、その衣を脱がず、お

のおの手に武器を執っていた。

5さて、ここに民がその妻と共に、その兄弟である

ユダヤ人に向かって大いに叫び訴えることがあった

。 2すなわち、ある人々は言った、「われわれはむ

すこ娘と共に大ぜいです。われわれは穀物を得て、

食べて生きていかなければなりません」。 3またあ

る人々は言った、「われわれは飢えのために、穀物
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を得ようと田畑も、ぶどう畑も、家も抵当に入れて

います」。 4ある人々は言った、「われわれは王の

税金のために、われわれの田畑およびぶどう畑をも

って金を借りました。 5現にわれわれの肉はわれわ

れの兄弟の肉に等しく、われわれの子供も彼らの子

供に等しいのに、見よ、われわれはむすこ娘を人の

奴隷とするようにしいられています。われわれの娘

のうちには、すでに人の奴隷になった者もあります

が、われわれの田畑も、ぶどう畑も他人のものにな

っているので、われわれにはどうする力もありませ

ん」。 6わたしは彼らの叫びと、これらの言葉を聞

いて大いに怒った。 7わたしはみずから考えたすえ

、尊い人々およびつかさたちを責めて言った、「あ

なたがたはめいめいその兄弟から利息をとっている

」。そしてわたしは彼らの事について大会を開き、

8彼らに言った、「われわれは異邦人に売られたわれ

われの兄弟ユダヤ人を、われわれの力にしたがって

あがなった。しかるにあなたがたは自分の兄弟を売

ろうとするのか。彼らはわれわれに売られるのか」

。彼らは黙してひと言もいわなかった。 9わたしは

また言った、「あなたがたのする事はよくない。あ

なたがたは、われわれの敵である異邦人のそしりを

やめさせるために、われわれの神を恐れつつ事をな

すべきではないか。 10わたしもわたしの兄弟たちも

、わたしのしもべたちも同じく金と穀物とを貸して

いるが、われわれはこの利息をやめよう。 11どうぞ

、あなたがたは、きょうにも彼らの田畑、ぶどう畑

、オリブ畑および家屋を彼らに返し、またあなたが

たが彼らから取っていた金銭、穀物、ぶどう酒、油
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などの百分の一を返しなさい」。 12すると彼らは「

われわれはそれを返します。彼らから何をも要求し

ません。あなたの言うようにします」と言った。そ

こでわたしは祭司たちを呼び、彼らにこの言葉のと

おりに行うという誓いを立てさせた。 13わたしはま

たわたしのふところを打ち払って言った、「この約

束を実行しない者を、どうぞ神がこのように打ち払

って、その家およびその仕事を離れさせられるよう

に。その人はこのように打ち払われてむなしくなる

ように」。会衆はみな「アァメン」と言って、主を

さんびした。そして民はこの約束のとおりに行った

。 14またわたしは、ユダの地の総督に任ぜられた時

から、すなわちアルタシャスタ王の第二十年から第

三十二年まで、十二年の間、わたしもわたしの兄弟

たちも、総督としての手当てを受けなかった。 15わ

たしより以前の総督らは民に重荷を負わせ、彼らか

ら銀四十シケルのほかにパンとぶどう酒を取り、ま

た彼らのしもべたちも民を圧迫した。しかしわたし

は神を恐れるので、そのようなことはしなかった。

16わたしはかえって、この城壁の工事に身をゆだね

、どんな土地をも買ったことはない。わたしのしも

べたちは皆そこに集まって工事をした。 17またわた

しの食卓にはユダヤ人と、つかさたち百五十人もあ

り、そのほかに、われわれの周囲の異邦人のうちか

らきた人々もあった。 18これがために一日に牛一頭

、肥えた羊六頭を備え、また鶏をもわたしのために

備え、十日ごとにたくさんのぶどう酒を備えたが、

わたしはこの民の労役が重かったので、総督として

の手当てを求めなかった。 19わが神よ、わたしがこ
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の民のためにしたすべての事を覚えて、わたしをお

恵みください。

6サンバラテ、トビヤ、アラビヤびとガシムおよび

その他のわれわれの敵は、わたしが城壁を築き終っ

て、一つの破れも残らないと聞いた。（しかしその

時にはまだ門のとびらをつけていなかったのである

。） 2そこでサンバラテとガシムはわたしに使者を

つかわして言った、「さあ、われわれはオノの平野

にある一つの村で会見しよう」と。彼らはわたしに

危害を加えようと考えていたのである。 3それでわ

たしは彼らに使者をつかわして言わせた、「わたし

は大いなる工事をしているから下って行くことはで

きない。どうしてこの工事をさしおいて、あなたが

たの所へ下って行き、その間、工事をやめることが

できようか」。 4彼らは四度までこのようにわたし

に人をつかわしたが、わたしは同じように彼らに答

えた。 5ところが、サンバラテは五度目にそのしも

べを前のようにわたしにつかわした。その手には開

封の手紙を携えていた。 6その中に次のようにしる

してあった、「諸国民の間に言い伝えられ、またガ

シムも言っているが、あなたはユダヤ人と共に反乱

を企て、これがために城壁を築いている。またその

言うところによれば、あなたは彼らの王になろうと

している。 7またあなたは預言者を立てて、あなた

のことをエルサレムにのべ伝えさせ、『ユダに王が

ある』と言わせているが、そのことはこの言葉のと

おり王に聞えるでしょう。それゆえ、今おいでなさ

い。われわれは共に相談しましょう」。 8そこでわ

たしは彼に人をつかわして言わせた、「あなたの言
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うようなことはしていません。あなたはそれを自分

の心から造り出したのです」と。 9彼らはみな「彼

らの手が弱って工事をやめるようになれば、工事は

成就しないだろう」と考えて、われわれをおどそう

としたのである。しかし神よ、どうぞいまわたしの

手を強めてください。 10さてわたしはメヘタベルの

子デラヤの子シマヤの家に行ったところ、彼は閉じ

こもっていて言った、「われわれは神の宮すなわち

神殿の中で会合し、神殿の戸を閉じておきましょう

。彼らはあなたを殺そうとして来るからです。きっ

と夜のうちにあなたを殺そうとして来るでしょう」

。 11わたしは言った、「わたしのような者がどうし

て逃げられよう。わたしのような者でだれが神殿に

はいって命を全うすることができよう。わたしはは

いらない」。 12わたしは悟った。神が彼をつかわさ

れたのではない。彼がわたしにむかってこの預言を

伝えたのは、トビヤとサンバラテが彼を買収したた

めである。 13彼が買収されたのはこの事のためであ

る。すなわちわたしを恐れさせ、わたしにこのよう

にさせて、罪を犯させ、わたしに悪名をきせて侮辱

するためであった。 14わが神よ、トビヤ、サンバラ

テおよび女預言者ノアデヤならびにその他の預言者

など、すべてわたしを恐れさせようとする者たちを

おぼえて、彼らが行ったこれらのわざに報いてくだ

さい。 15こうして城壁は五十二日を経て、エルルの

月の二十五日に完成した。 16われわれの敵が皆これ

を聞いた時、われわれの周囲の異邦人はみな恐れ、

大いに面目を失った。彼らはこの工事が、われわれ

の神の助けによって成就したことを悟ったからであ
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る。 17またそのころ、ユダの尊い人々は多くの手紙

をトビヤに送った。トビヤの手紙もまた彼らにきた

。 18トビヤはアラの子シカニヤの婿であったので、

ユダのうちの多くの者が彼と誓いを立てていたから

である。トビヤの子ヨハナンもベレキヤの子メシュ

ラムの娘を妻にめとった。 19彼らはまたトビヤの善

行をわたしの前に語り、またわたしの言葉を彼に伝

えた。トビヤはたびたび手紙を送って、わたしを恐

れさせようとした。

7城壁が築かれて、とびらを設け、さらに門衛、歌

うたう者およびレビびとを任命したので、 2わたし

は、わたしの兄弟ハナニと、城のつかさハナニヤに

命じて、エルサレムを治めさせた。彼は多くの者に

まさって忠信な、神を恐れる者であったからである

。 3わたしは彼らに言った、「日の暑くなるまでは

エルサレムのもろもろの門を開いてはならない。人

々が立って守っている間に門を閉じさせ、貫の木を

差せ。またエルサレムの住民の中から番兵を立てて

、おのおのにその所を守らせ、またおのおのの家と

向かい合う所を守らせよ」。 4町は広くて大きかっ

たが、その内の民は少なく、家々はまだ建てられて

いなかった。 5時に神はわたしの心に、尊い人々、

つかさおよび民を集めて、家系によってその名簿を

しらべようとの思いを起された。わたしは最初に上

って来た人々の系図を発見し、その中にこのように

しるしてあるのを見いだした。 6バビロンの王ネブ

カデネザルが捕え移した捕囚のうち、ゆるされてエ

ルサレムおよびユダに上り、おのおの自分の町に帰

ったこの州の人々は次のとおりである。 7彼らはゼ
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ルバベル、エシュア、ネヘミヤ、アザリヤ、ラアミ

ヤ、ナハマニ、モルデカイ、ビルシャン、ミスペレ

テ、ビグワイ、ネホム、バアナと一緒に帰ってきた

者たちである。そのイスラエルの民の人数は次のと

おりである。 8パロシの子孫は二千百七十二人。 9

シパテヤの子孫は三百七十二人。 10アラの子孫は六

百五十二人。 11パハテ・モアブの子孫すなわちエシ

ュアとヨアブの子孫は二千八百十八人。 12エラムの

子孫は一千二百五十四人。 13ザットの子孫は八百四

十五人。 14ザッカイの子孫は七百六十人。 15ビン

ヌイの子孫は六百四十八人。 16ベバイの子孫は六百

二十八人。 17アズガデの子孫は二千三百二十二人。

18アドニカムの子孫は六百六十七人。 19ビグワイの

子孫は二千六十七人。 20アデンの子孫は六百五十五

人。 21ヒゼキヤの家のアテルの子孫は九十八人。 22

ハシュムの子孫は三百二十八人。 23ベザイの子孫は

三百二十四人。 24ハリフの子孫は百十二人。 25ギ

ベオンの子孫は九十五人。 26ベツレヘムおよびネト

パの人々は百八十八人。 27アナトテの人々は百二十

八人。 28ベテ・アズマウテの人々は四十二人。 29

キリアテ・ヤリム、ケピラおよびベエロテの人々は

七百四十三人。 30ラマおよびゲバの人々は六百二十

一人。 31ミクマシの人々は百二十二人。 32ベテル

およびアイの人々は百二十三人。 33ほかのネボの人

々は五十二人。 34ほかのエラムの子孫は一千二百五

十四人。 35ハリムの子孫は三百二十人。 36エリコ

の人々は三百四十五人。 37ロド、ハデデおよびオノ

の人々は七百二十一人。 38セナアの子孫は三千九百

三十人。 39祭司では、エシュアの家のエダヤの子孫
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が九百七十三人。 40インメルの子孫が一千五十二人

。 41パシュルの子孫が一千二百四十七人。 42ハリ

ムの子孫が一千十七人。 43レビびとでは、エシュア

の子孫すなわちホデワの子孫のうちのカデミエルの

子孫が七十四人。 44歌うたう者では、アサフの子孫

が百四十八人。 45門衛では、シャルムの子孫、アテ

ルの子孫、タルモンの子孫、アックブの子孫、ハテ

タの子孫およびショバイの子孫合わせて百三十八人

。 46宮に仕えるしもべでは、ジハの子孫、ハスパの

子孫、タバオテの子孫、 47ケロスの子孫、シアの子

孫、パドンの子孫、 48レバナの子孫、ハガバの子孫

、サルマイの子孫、 49ハナンの子孫、ギデルの子孫

、ガハルの子孫、 50レアヤの子孫、レヂンの子孫、

ネコダの子孫、 51ガザムの子孫、ウザの子孫、パセ

アの子孫、 52ベサイの子孫、メウニムの子孫、ネフ

セシムの子孫、 53バクブクの子孫、ハクパの子孫、

ハルホルの子孫、 54バヅリテの子孫、メヒダの子孫

、ハルシャの子孫、 55バルコスの子孫、シセラの子

孫、テマの子孫、 56ネヂアの子孫およびハテパの子

孫。 57ソロモンのしもべであった者たちの子孫では

、ソタイの子孫、ソペレテの子孫、ペリダの子孫、

58ヤアラの子孫、ダルコンの子孫、ギデルの子孫、

59シパテヤの子孫、ハッテルの子孫、ポケレテ・ハ

ッゼバイムの子孫、アモンの子孫。 60宮に仕えるし

もべたちとソロモンのしもべであった者たちの子孫

とは合わせて三百九十二人。 61テルメラ、テルハレ

サ、ケルブ、アドンおよびインメルから上って来た

者があったが、その氏族と、血統とを示して、イス

ラエルの者であることを明らかにすることができな
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かった。その人々は次のとおりである。 62すなわち

デラヤの子孫、トビヤの子孫、ネコダの子孫であっ

て、合わせて六百四十二人。 63また祭司のうちにホ

バヤの子孫、ハッコヅの子孫、バルジライの子孫が

ある。バルジライはギレアデびとバルジライの娘た

ちのうちから妻をめとったので、その名で呼ばれた

。 64これらの者はこの系図に載った者のうちに、自

分の籍をたずねたが、なかったので、汚れた者とし

て祭司の職から除かれた。 65総督は彼らに告げて、

ウリムとトンミムを帯びる祭司の起るまでは、いと

聖なる物を食べてはならぬと言った。 66会衆は合わ

せて四万二千三百六十人であった。 67このほかに男

女の奴隷が七千三百三十七人、歌うたう者が男女合

わせて二百四十五人あった。 68その馬は七百三十六

頭、その騾馬は二百四十五頭、 69そのらくだは四百

三十五頭、そのろばは六千七百二十頭であった。 70

氏族の長のうち工事のためにささげ物をした人々が

あった。総督は金一千ダリク、鉢五十、祭司の衣服

五百三十かさねを倉に納めた。 71また氏族の長のう

ちのある人々は金二万ダリク、銀二千二百ミナを工

事のために倉に納めた。 72その他の民の納めたもの

は金二万ダリク、銀二千ミナ、祭司の衣服六十七か

さねであった。 73こうして祭司、レビびと、門衛、

歌うたう者、民のうちのある人々、宮に仕えるしも

べたち、およびイスラエルびとは皆その町々に住ん

だ。イスラエルの人々はその町々に住んで七月にな

った。

8その時民は皆ひとりのようになって水の門の前の

広場に集まり、主がイスラエルに与えられたモーセ
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の律法の書を持って来るように、学者エズラに求め

た。 2祭司エズラは七月の一日に律法を携えて来て

、男女の会衆およびすべて聞いて悟ることのできる

人々の前にあらわれ、 3水の門の前にある広場で、

あけぼのから正午まで、男女および悟ることのでき

る人々の前でこれを読んだ。民はみな律法の書に耳

を傾けた。 4学者エズラはこの事のために、かねて

設けた木の台の上に立ったが、彼のかたわらには右

の方にマッタテヤ、シマ、アナヤ、ウリヤ、ヒルキ

ヤおよびマアセヤが立ち、左の方にはペダヤ、ミサ

エル、マルキヤ、ハシュム、ハシバダナ、ゼカリヤ

およびメシュラムが立った。 5エズラはすべての民

の前にその書を開いた。彼はすべての民よりも高い

所にいたからである。彼が書を開くと、すべての民

は起立した。 6エズラは大いなる神、主をほめ、民

は皆その手をあげて、「アァメン、アァメン」と言

って答え、こうべをたれ、地にひれ伏して主を拝し

た。 7エシュア、バニ、セレビヤ、ヤミン、アック

ブ、シャベタイ、ホデヤ、マアセヤ、ケリタ、アザ

リヤ、ヨザバデ、ハナン、ペラヤおよびレビびとた

ちは民に律法を悟らせた。民はその所に立っていた

。 8彼らはその書、すなわち神の律法をめいりょう

に読み、その意味を解き明かしてその読むところを

悟らせた。 9総督であるネヘミヤと、祭司であり、

学者であるエズラと、民を教えるレビびとたちはす

べての民に向かって「この日はあなたがたの神、主

の聖なる日です。嘆いたり、泣いたりしてはならな

い」と言った。すべての民が律法の言葉を聞いて泣

いたからである。 10そして彼らに言った、「あなた
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がたは去って、肥えたものを食べ、甘いものを飲み

なさい。その備えのないものには分けてやりなさい

。この日はわれわれの主の聖なる日です。憂えては

ならない。主を喜ぶことはあなたがたの力です」。

11レビびともまたすべての民を静めて、「泣くこと

をやめなさい。この日は聖なる日です。憂えてはな

らない」と言った。 12すべての民は去って食い飲み

し、また分け与えて、大いに喜んだ。これは彼らが

読み聞かされた言葉を悟ったからである。 13次の日

、すべての民の氏族の長たち、祭司、レビびとらは

律法の言葉を学ぶために学者エズラのもとに集まっ

てきて、 14律法のうちに主がモーセに命じられたこ

と、すなわちイスラエルの人々は七月の祭の間、仮

庵の中に住むべきことがしるされているのを見いだ

した。 15またすべての町々およびエルサレムにのべ

伝えて、「あなたがたは山に出て行って、オリブと

野生のオリブ、ミルトス、なつめやし、および茂っ

た木の枝を取ってきて、しるされてあるとおり、仮

庵を造れ」と言ってあるのを見いだした。 16それで

民は出て行って、それを持って帰り、おのおのその

家の屋根の上、その庭、神の宮の庭、水の門の広場

、エフライムの門の広場などに仮庵を造った。 17捕

囚から帰って来た会衆は皆仮庵を造って、仮庵に住

んだ。ヌンの子ヨシュアの日からこの日まで、イス

ラエルの人々はこのように行ったことがなかった。

それでその喜びは非常に大きかった。 18エズラは初

めの日から終りの日まで、毎日神の律法の書を読ん

だ。人々は七日の間、祭を行い、八日目になって、

おきてにしたがって聖会を開いた。
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9その月の二十四日にイスラエルの人々は集まって

断食し、荒布をまとい、土をかぶった。 2そしてイ

スラエルの子孫は、すべての異邦人を離れ、立って

自分の罪と先祖の不義とをざんげした。 3彼らはそ

の所に立って、その日の四分の一をもってその神、

主の律法の書を読み、他の四分の一をもってざんげ

をなし、その神、主を拝した。 4その時エシュア、

バニ、カデミエル、シバニヤ、ブンニ、セレビヤ、

バニ、ケナニらはレビびとの台の上に立ち、大声を

あげて、その神、主に呼ばわった。 5それからまた

エシュア、カデミエル、バニ、ハシャブニヤ、セレ

ビヤ、ホデヤ、セバニヤ、ペタヒヤなどのレビびと

は言った、「立ちあがって永遠から永遠にいますあ

なたがたの神、主をほめなさい。あなたの尊いみ名

はほむべきかな。これはすべての祝福とさんびを越

えるものです」。 6またエズラは言った、「あなた

は、ただあなたのみ、主でいらせられます。あなた

は天と諸天の天と、その万象、地とその上のすべて

のもの、海とその中のすべてのものを造り、これを

ことごとく保たれます。天の万軍はあなたを拝しま

す。 7あなたは主、神でいらせられます。あなたは

昔アブラムを選んでカルデヤのウルから導き出し、

彼にアブラハムという名を与え、 8彼の心があなた

の前に忠信なのを見られて、彼と契約を結び、その

子孫にカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリジ

びと、エブスびとおよびギルガシびとの地を与える

と言われたが、ついにあなたはその約束を成就され

ました。あなたは正しくいらせられるからです。 9

あなたはわれわれの先祖がエジプトで苦難を受ける
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のを顧みられ、また紅海のほとりで呼ばわり叫ぶの

を聞きいれられ、 10しるしと不思議とをあらわして

パロと、そのすべての家来と、その国のすべての民

を攻められました。彼らがわれわれの先祖に対して

、ごうまんにふるまったことを知られたからです。

そしてあなたが名をあげられたこと今日のようです

。 11あなたはまた彼らの前で海を分け、彼らに、か

わいた地を踏んで海の中を通らせ、彼らを追う者を

、石を大水に投げ入れるように淵に投げ入れ、 12昼

は雲の柱をもって彼らを導き、夜は火の柱をもって

その行くべき道を照されました。 13あなたはまたシ

ナイ山の上に下り、天から彼らと語り、正しいおき

てと、まことの律法および良きさだめと戒めとを授

け、 14あなたの聖なる安息日を彼らに示し、あなた

のしもべモーセによって戒めと、さだめと、律法と

を彼らに命じ、 15天から食物を与えてその飢えをと

どめ、岩から水を出してそのかわきを潤し、また、

彼らに与えると誓われたその国にはいって、これを

獲るように彼らに命じられました。 16しかし彼ら、

すなわちわれわれの先祖はごうまんにふるまい、か

たくなで、あなたの戒めに従わず、 17従うことを拒

み、あなたが彼らの中で行われた奇跡を心にとめず

、かえってかたくなになり、みずからひとりのかし

らを立てて、エジプトの奴隷の生活に帰ろうとしま

した。しかしあなたは罪をゆるす神、恵みあり、あ

われみあり、怒ることおそく、いつくしみ豊かにま

しまして、彼らを捨てられませんでした。 18また彼

らがみずから一つの鋳物の子牛を造って、『これは

あなたがたをエジプトから導き上ったあなたがたの
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神である』と言って、大いに汚し事を行った時にも

、 19あなたは大いなるあわれみをもって彼らを荒野

に見捨てられず、昼は雲の柱を彼らの上から離さな

いで道々彼らを導き、夜は火の柱をもって彼らの行

くべき道を照されました。 20またあなたは良きみた

まを賜わって彼らを教え、あなたのマナを常に彼ら

の口に与え、また水を彼らに与えて、かわきをとど

め、 21四十年の間彼らを荒野で養われたので、彼ら

はなんの欠けるところもなく、その衣服も古びず、

その足もはれませんでした。 22そしてあなたは彼ら

に諸国、諸民を与えて、これをすべて分かち取らせ

られました。彼らはヘシボンの王シホンの領地、お

よびバシャンの王オグの領地を獲ました。 23また彼

らの子孫を増して空の星のようにし、彼らの先祖た

ちに、はいって獲よと言われた地に彼らを導き入れ

られたので、 24その子孫は、はいってこの地を獲ま

した。あなたはまた、この地に住むカナンびとを彼

らの前に征服し、その王たちおよびその地の民を彼

らの手に渡して、意のままに扱わせられました。 25

それで彼らは堅固な町々および肥えた地を取り、も

ろもろの良い物の満ちた家、掘池、ぶどう畑、オリ

ブ畑および多くの果樹を獲、食べて飽き、肥え太り

、あなたの大いなる恵みによって楽しみました。 26

それにもかかわらず彼らは不従順で、あなたにそむ

き、あなたの律法を後に投げ捨て、彼らを戒めて、

あなたに立ち返らせようとした預言者たちを殺し、

大いに汚し事を行いました。 27そこであなたは彼ら

を敵の手に渡して苦しめられましたが、彼らがその

苦難の時にあなたに呼ばわったので、あなたは天か
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らこれを聞かれ、大いなるあわれみをもって彼らに

救う者を与え、敵の手から救わせられました。 28と

ころが彼らは安息を得るやいなや、またあなたの前

に悪事を行ったので、あなたは彼らを敵の手に捨て

置いて、これに治めさせられましたが、彼らがまた

立ち返ってあなたに呼ばわったので、あなたは天か

らこれを聞き、あわれみをもってしばしば彼らを救

い出し、 29彼らを戒めて、あなたの律法に引きもど

そうとされました。けれども彼らはごうまんにふる

まい、あなたの戒めに従わず、人がこれを行うなら

ば、これによって生きるというあなたのおきてを破

って罪を犯し、肩をそびやかし、かたくなになって

、聞き従おうとはしませんでした。 30それでもあな

たは年久しく彼らを忍び、あなたの預言者たちによ

り、あなたのみたまをもって彼らを戒められました

が、彼らは耳を傾けなかったので、彼らを国々の民

の手に渡されました。 31しかしあなたは大いなるあ

われみによって彼らを絶やさず、また彼らを捨てら

れませんでした。あなたは恵みあり、あわれみある

神でいらせられるからです。 32それゆえ、われわれ

の神、契約を保ち、いつくしみを施される大いにし

て力強く、恐るべき神よ、アッスリヤの王たちの時

から今日まで、われわれとわれわれの王たち、つか

さたち、祭司たち、預言者たち、先祖たち、および

あなたのすべての民に臨んだもろもろの苦難を小さ

い事と見ないでください。 33われわれに臨んだすべ

ての事について、あなたは正しいのです。あなたは

誠実をもって行われたのに、われわれは悪を行った

のです。 34われわれの王たち、つかさたち、祭司た
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ち、先祖たちはあなたの律法を行わず、あなたがお

与えになった命令と戒めとに聞き従いませんでした

。 35すなわち彼らはおのれの国におり、あなたが下

さった大きな恵みのうちにおり、またあなたがお与

えになった広い肥えた地におりながら、あなたに仕

えず、また自分の悪いわざをやめることをしません

でした。 36われわれは今日奴隷です。あなたがわれ

われの先祖に与えて、その実とその良き物とを食べ

させようとされた地で、われわれは奴隷となってい

るのです。 37そしてこの地はわれわれの罪のゆえに

、あなたがわれわれの上に立てられた王たちのため

に多くの産物を出しています。かつ彼らはわれわれ

の身をも、われわれの家畜をも意のままに左右する

ことができるので、われわれは大いなる苦難のうち

にあるのです」。 38このもろもろの事のためにわれ

われは堅い契約を結んで、これを記録し、われわれ

のつかさたち、レビびとたち祭司たちはこれに印を

押した。

10印を押した者はハカリヤの子である総督ネヘミ

ヤ、およびゼデキヤ、 2セラヤ、アザリヤ、エレミ

ヤ、 3パシュル、アマリヤ、マルキヤ、 4ハットシ

、シバニヤ、マルク、 5ハリム、メレモテ、オバデ

ヤ、 6ダニエル、ギンネトン、バルク、 7メシュラ

ム、アビヤ、ミヤミン、 8マアジヤ、ビルガイ、シ

マヤで、これらは祭司である。 9レビびとではアザ

ニヤの子エシュア、ヘナダデの子らのうちのビンヌ

イ、カデミエル、 10およびその兄弟シバニヤ、ホデ

ヤ、ケリタ、ペラヤ、ハナン、 11ミカ、レホブ、ハ

シャビヤ、 12ザックル、セレビヤ、シバニヤ、 13
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ホデヤ、バニ、ベニヌである。 14民のかしらではパ

ロシ、パハテ・モアブ、エラム、ザット、バニ、 15

ブンニ、アズガデ、ベバイ、 16アドニヤ、ビグワイ

、アデン、 17アテル、ヒゼキヤ、アズル、 18ホデ

ヤ、ハシュム、ベザイ、 19ハリフ、アナトテ、ノバ

イ、 20マグピアシ、メシュラム、ヘジル、 21メシ

ザベル、ザドク、ヤドア、 22ペラテヤ、ハナン、ア

ナニヤ、 23ホセア、ハナニヤ、ハシュブ、 24ハロ

ヘシ、ピルハ、ショベク、 25レホム、ハシャブナ、

マアセヤ、 26アヒヤ、ハナン、アナン、 27マルク

、ハリム、バアナである。 28その他の民、祭司、レ

ビびと、門を守る者、歌うたう者、宮に仕えるしも

べ、ならびにすべて国々の民と離れて神の律法に従

った者およびその妻、むすこ、娘などすべて知識と

悟りのある者は、 29その兄弟である尊い人々につき

従い、神のしもべモーセによって授けられた神の律

法に歩み、われわれの主、主のすべての戒めと、お

きてと、定めとを守り行うために、のろいと誓いと

に加わった。 30われわれはこの地の民らにわれわれ

の娘を与えず、われわれのむすこに彼らの娘をめと

らない。 31またこの地の民らがたとい品物または穀

物を安息日に携えて来て売ろうとしても、われわれ

は安息日または聖日にはそれを買わない。また七年

ごとに耕作をやめ、すべての負債をゆるす。 32われ

われはまたみずから規定を設けて、われわれの神の

宮の用のために年々シケルの三分の一を出し、 33供

えのパン、常素祭、常燔祭のため、安息日、新月お

よび定めの祭の供え物のため、聖なる物のため、イ

スラエルのあがないをなす罪祭、およびわれわれの
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神の宮のもろもろのわざのために用いることにした

。 34またわれわれ祭司、レビびとおよび民はくじを

引いて、律法にしるされてあるようにわれわれの神

、主の祭壇の上にたくべきたきぎの供え物を、年々

定められた時に氏族にしたがって、われわれの神の

宮に納める者を定めた。 35またわれわれの土地の初

なり、および各種の木の実の初なりを、年々主の宮

に携えてくることを誓い、 36また律法にしるしてあ

るように、われわれの子どもおよび家畜のういご、

およびわれわれの牛や羊のういごを、われわれの神

の宮に携えてきて、われわれの神の宮に仕える祭司

に渡し、 37われわれの麦粉の初物、われわれの供え

物、各種の木の実、ぶどう酒および油を祭司のもと

に携えて行って、われわれの神の宮のへやに納め、

またわれわれの土地の産物の十分の一をレビびとに

与えることにした。レビびとはわれわれのすべての

農作をなす町において、その十分の一を受くべき者

だからである。 38レビびとが十分の一を受ける時に

は、アロンの子孫である祭司が、そのレビびとと共

にいなければならない。そしてまたレビびとはその

十分の一の十分の一を、われわれの神の宮に携え上

って、へやまたは倉に納めなければならない。 39す

なわちイスラエルの人々およびレビの子孫は穀物、

ぶどう酒、および油の供え物を携えて行って、聖所

の器物および勤めをする祭司、門衛、歌うたう者た

ちのいるへやにこれを納めなければならない。こう

してわれわれは、われわれの神の宮をなおざりにし

ない。
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11民のつかさたちはエルサレムに住み、その他の

民はくじを引いて、十人のうちからひとりずつを、

聖都エルサレムに来て住ませ、九人を他の町々に住

ませた。 2またすべてみずから進みでてエルサレム

に住むことを申し出た人々は、民はこれを祝福した

。 3さてエルサレムに住んだこの州の長たちは次の

とおりである。ただしユダの町々ではおのおのその

町々にある自分の所有地に住んだ。すなわちイスラ

エルびと、祭司、レビびと、宮に仕えるしもべ、お

よびソロモンのしもべであった者たちの子孫である

。 4そしてエルサレムにはユダの子孫およびベニヤ

ミンの子孫のうちのある者たちが住んだ。すなわち

ユダの子孫ではウジヤの子アタヤで、ウジヤはゼカ

リヤの子、ゼカリヤはアマリヤの子、アマリヤはシ

パテヤの子、シパテヤはマハラレルの子、マハラレ

ルはペレヅの子孫である。 5またバルクの子マアセ

ヤで、バルクはコロホゼの子、コロホゼはハザヤの

子、ハザヤはアダヤの子、アダヤはヨヤリブの子、

ヨヤリブはゼカリヤの子、ゼカリヤはシロニびとの

子である。 6ペレヅの子孫でエルサレムに住んだ者

は合わせて四百六十八人で、みな勇敢な人々である

。 7ベニヤミンの子孫では次のとおりである。すな

わちメシュラムの子サルで、メシュラムはヨエデの

子、ヨエデはペダヤの子、ペダヤはコラヤの子、コ

ラヤはマアセヤの子、マアセヤはイテエルの子、イ

テエルはエサヤの子である。 8その次はガバイおよ

びサライなどで合わせて九百二十八人。 9ジクリの

子ヨエルが彼らの監督である。ハッセヌアの子ユダ

がその副官として町を治めた。 10祭司ではヨヤリブ
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の子エダヤ、ヤキン、 11および神の宮のつかさセラ

ヤで、セラヤはヒルキヤの子、ヒルキヤはメシュラ

ムの子、メシュラムはザドクの子、ザドクはメラヨ

テの子、メラヨテはアヒトブの子である。 12宮の務

をするその兄弟は八百二十二人あり、また、エロハ

ムの子アダヤがある。エロハムはペラリヤの子、ペ

ラリヤはアムジの子、アムジはゼカリヤの子、ゼカ

リヤはパシホルの子、パシホルはマルキヤの子であ

る。 13アダヤの兄弟で、氏族の長たる者は二百四十

二人あり、またアザリエルの子アマシサイがある。

アザリエルはアハザイの子、アハザイはメシレモテ

の子、メシレモテはインメルの子である。 14その兄

弟である勇士は百二十八人あり、その監督はハッゲ

ドリムの子ザブデエルである。 15レビびとではハシ

ュブの子シマヤで、ハシュブはアズリカムの子、ア

ズリカムはハシャビヤの子、ハシャビヤはブンニの

子である。 16またシャベタイおよびヨザバデがある

。これらはレビびとのかしらであって、神の宮の外

のわざをつかさどった。 17またミカの子マッタニヤ

がある。ミカはザブデの子、ザブデはアサフの子で

ある。マッタニヤは祈の時に感謝の言葉を唱え始め

る者である。その兄弟のうちのバクブキヤは彼に次

ぐ者であった。またシャンマの子アブダがある。シ

ャンマはガラルの子、ガラルはエドトンの子である

。 18聖都におるレビびとは合わせて二百八十四人で

あった。 19門衛では門を守るアックブ、タルモンお

よびその兄弟たち合わせて百七十二人である。 20そ

の他のイスラエルびと、祭司、レビびとたちは皆ユ

ダのすべての町々にあって、おのおの自分の嗣業に
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とどまった。 21ただし宮に仕えるしもべたちはオペ

ルに住み、ヂハおよびギシパが宮に仕えるしもべた

ちを監督していた。 22エルサレムにおるレビびとの

監督はウジである。ウジはバニの子、バニはハシャ

ビヤの子、ハシャビヤはマッタニヤの子、マッタニ

ヤはミカの子である。ミカは歌うたう者なるアサフ

の子孫である。ウジは神の宮のわざを監督した。 23

彼らについては王からの命令があって、歌うたう者

に日々の定まった分を与えさせた。 24またユダの子

ゼラの子孫であるメシザベルの子ペタヒヤは王の手

に属して民に関するすべての事を取り扱った。 25ま

た村々とその田畑については、ユダの子孫の者はキ

リアテ・アルバとその村々、デボンとその村々、エ

カブジエルとその村々に住み、 26エシュア、モラダ

およびベテペレテに住み、 27ハザル・シュアルおよ

びベエルシバとその村々に住み、 28チクラグおよび

メコナとその村々に住み、 29エンリンモン、ザレア

、ヤルムテに住み、 30ザノア、アドラムおよびそれ

らの村々、ラキシとその田野、アゼカとその村々に

住んだ。こうして彼らはベエルシバからヒンノムの

谷にまで宿営した。 31ベニヤミンの子孫はまたゲバ

からミクマシ、アヤおよびベテルとその村々に住み

、 32アナトテ、ノブ、アナニヤ、 33ハゾル、ラマ

、ギッタイム、 34ハデデ、ゼボイム、ネバラテ、 35

ロド、オノ、工人の谷に住んだ。 36レビびとの組の

ユダにあるもののうちベニヤミンに合したものもあ

った。

12シャルテルの子ゼルバベルおよびエシュアと一

緒に上ってきた祭司とレビびとは次のとおりである
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。すなわちセラヤ、エレミヤ、エズラ、 2アマリヤ

、マルク、ハットシ、 3シカニヤ、レホム、メレモ

テ、 4イド、ギンネトイ、アビヤ、 5ミヤミン、マ

アデヤ、ビルガ、 6シマヤ、ヨヤリブ、エダヤ、 7

サライ、アモク、ヒルキヤ、エダヤで、これらの者

はエシュアの時代に祭司およびその兄弟らのかしら

であった。 8レビびとではエシュア、ビンヌイ、カ

デミエル、セレビヤ、ユダ、マッタニヤで、マッタ

ニヤはその兄弟らと共に感謝のことをつかさどった

。 9また彼らの兄弟であるバグブキヤおよびウンノ

は彼らの向かいに立って勤めをした。 10エシュアの

子はヨアキム、ヨアキムの子はエリアシブ、エリア

シブの子はヨイアダ、 11ヨイアダの子はヨナタン、

ヨナタンの子はヤドアである。 12ヨアキムの時代に

祭司で氏族の長であった者はセラヤの氏族ではメラ

ヤ、エレミヤの氏族ではハナニヤ、 13エズラの氏族

ではメシュラム、アマリヤの氏族ではヨハナン、 14

マルキの氏族ではヨナタン、シバニヤの氏族ではヨ

セフ、 15ハリムの氏族ではアデナ、メラヨテの氏族

ではヘルカイ、 16イドの氏族ではゼカリヤ、ギンネ

トンの氏族ではメシュラム、 17アビヤの氏族ではジ

クリ、ミニヤミンの氏族、モアデヤの氏族ではピル

タイ、 18ビルガの氏族ではシャンマ、シマヤの氏族

ではヨナタン、 19ヨヤリブの氏族ではマッテナイ、

エダヤの氏族ではウジ、 20サライの氏族ではカライ

、アモクの氏族ではエベル、 21ヒルキヤの氏族では

ハシャビヤ、エダヤの氏族ではネタンエルである。

22レビびとについては、エリアシブ、ヨイアダ、ヨ

ハナンおよびヤドアの時代に、その氏族の長たちが
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登録された。また祭司たちもペルシャ王ダリヨスの

治世まで登録された。 23レビの子孫で氏族の長たる

者は、エリアシブの子ヨハナンの世まで歴代志の書

にしるされている。 24レビびとのかしらはハシャビ

ヤ、セレビヤおよびカデミエルの子エシュアであっ

て、その兄弟たち相向かい合い、組と組と対応して

神の人ダビデの命令に従い、さんびと感謝をささげ

た。 25マツタニヤ、バクブキヤ、オバデヤ、メシュ

ラム、タルモンおよびアックブは門を守る者で門の

内の倉を監督した。 26これらはヨザダクの子エシュ

アの子ヨアキムの時代、また総督ネヘミヤおよび学

者である祭司エズラの時代にいた人々である。 27さ

てエルサレムの城壁の落成式に当って、レビびとを

、そのすべての所から招いてエルサレムにこさせ、

感謝と、歌と、シンバルと、立琴と、琴とをもって

喜んで落成式を行おうとした。 28そこで、歌うたう

人々はエルサレムの周囲の地方、ネトパびとの村々

から集まってきた。 29またベテギルガルおよびゲバ

とアズマウテの地方からも集まってきた。この歌う

たう者たちはエルサレムの周囲に自分の村々を建て

ていたからである。 30そして祭司とレビびとたちは

身を清め、また民およびもろもろの門と城壁とを清

めた。 31そこでわたしはユダのつかさたちを城壁の

上にのぼらせ、また感謝する者の二つの大きな組を

作って、行進させた。その一つは城壁の上を右に糞

の門をさして進んだ。 32そのあとに従って進んだ者

はホシャヤ、およびユダのつかさたちの半ば、 33な

らびにアザリヤ、エズラ、メシュラム、 34ユダ、ベ

ニヤミン、シマヤ、エレミヤであった。 35また数人



ネヘミヤ記 1183

の祭司がラッパをもって従った。すなわちヨナタン

の子ゼカリヤ。ヨナタンはシマヤの子、シマヤはマ

ッタニヤの子、マッタニヤはミカヤの子、ミカヤは

ザックルの子、ザックルはアサフの子である。 36ま

たゼカリヤの兄弟たちシマヤ、アザリエル、ミララ

イ、ギラライ、マアイ、ネタンエル、ユダ、ハナニ

などであって、神の人ダビデの楽器を持って従った

。そして学者エズラは彼らの先に進んだ。 37彼らは

泉の門を経て、まっすぐに進み、城壁の上り口で、

ダビデの町の階段から上り、ダビデの家の上を過ぎ

て東の方、水の門に至った。 38他の一組の感謝する

者は左に進んだ。わたしは民の半ばと共に彼らのあ

とに従った。そして城壁の上を行き、炉の望楼の上

を過ぎて、城壁の広い所に至り、 39エフライムの門

の上を通り、古い門を過ぎ、魚の門およびハナネル

の望楼とハンメアの望楼を過ぎて、羊の門に至り、

近衛の門に立ち止まった。 40こうして二組の感謝す

る者は神の宮にはいって立った。わたしもそこに立

ち、つかさたちの半ばもわたしと共に立った。 41ま

た祭司エリアキム、マアセヤ、ミニヤミン、ミカヤ

、エリオエナイ、ゼカリヤ、ハナニヤらはラッパを

持ち、 42マアセヤ、シマヤ、エレアザル、ウジ、ヨ

ハナン、マルキヤ、エラムおよびエゼルも共にいた

。そして歌うたう者たちは声高く歌った。エズラヒ

ヤはその監督であった。 43こうして彼らはその日、

大いなる犠牲をささげて喜んだ。神が彼らを大いに

喜び楽しませられたからである。女子供までも喜ん

だ。それでエルサレムの喜びの声は遠くまで聞えた

。 44その日、倉のもろもろのへやをつかさどる人々



ネヘミヤ記 1184

を選び、ささげ物、初物、十分の一など律法の定め

るところの祭司およびレビびとの分を町々の田畑に

したがって取り集めて、へやに入れることをつかさ

どらせた。これは祭司およびレビびとの仕えるのを

、ユダびとが喜んだからである。 45彼らはダビデお

よびその子ソロモンの命令に従って、神の勤めおよ

び清め事の勤めをした。歌うたう者および門を守る

者もそのように行った。 46昔ダビデおよびアサフの

日には、歌うたう者のかしらがひとりいて、神にさ

んびと感謝をささげる事があった。 47またゼルバベ

ルの日およびネヘミヤの日には、イスラエルびとは

みな歌うたう者と門を守る者に日々の分を与え、ま

たレビびとに物を聖別して与え、レビびとはまたこ

れを聖別してアロンの子孫に与えた。

13その日モーセの書を読んで民に聞かせたが、そ

の中にアンモンびと、およびモアブびとは、いつま

でも神の会に、はいってはならないとしるされてい

るのを見いだした。 2これは彼らがかつて、パンと

水をもってイスラエルの人々を迎えず、かえってこ

れをのろわせるためにバラムを雇ったからである。

しかしわれわれの神はそののろいを変えて祝福とさ

れた。 3人々はこの律法を聞いた時、混血の民をこ

とごとくイスラエルから分け離した。 4これより先

、われわれの神の宮のへやをつかさどっていた祭司

エリアシブは、トビヤと縁組したので、 5トビヤの

ために大きなへやを備えた。そのへやはもと、素祭

の物、乳香、器物および規定によってレビびと、歌

うたう者および門を守る者たちに与える穀物、ぶど

う酒、油の十分の一、ならびに祭司のためのささげ
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物を置いた所である。 6その当時、わたしはエルサ

レムにいなかった。わたしはバビロンの王アルタシ

ャスタの三十二年に王の所へ行ったが、しばらくた

って王にいとまを請い、 7エルサレムに来て、エリ

アシブがトビヤのためにした悪事、すなわち彼のた

めに神の宮の庭に一つのへやを備えたことを発見し

た。 8わたしは非常に怒り、トビヤの家の器物をこ

とごとくそのへやから投げだし、 9命じて、すべて

のへやを清めさせ、そして神の宮の器物および素祭

、乳香などを再びそこに携え入れた。 10わたしはま

たレビびとがその受くべき分を与えられていなかっ

たことを知った。これがためにその務をなすレビび

とおよび歌うたう者たちは、おのおの自分の畑に逃

げ帰った。 11それでわたしはつかさたちを責めて言

った、「なぜ神の宮を捨てさせたのか」。そしてレ

ビびとを招き集めて、その持ち場に復帰させた。 12

そこでユダの人々は皆、穀物、ぶどう酒、油の十分

の一を倉に携えてきた。 13わたしは祭司シレミヤ、

学者ザドクおよびレビびとペダヤを倉のつかさとし

、またマッタニヤの子ザックルの子ハナンをその助

手として倉をつかさどらせた。彼らは忠実な者と思

われたからである。彼らの任務は兄弟たちに分配す

る事であった。 14わが神よ、この事のためにわたし

を覚えてください。わが神の宮とその勤めのために

わたしが行った良きわざをぬぐい去らないでくださ

い。 15そのころわたしはユダのうちで安息日に酒ぶ

ねを踏む者、麦束を持ってきて、ろばに負わす者、

またぶどう酒、ぶどう、いちじくおよびさまざまの

荷を安息日にエルサレムに運び入れる者を見たので
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、わたしは彼らが食物を売っていたその日に彼らを

戒めた。 16そこに住んでいたツロの人々もまた魚お

よびさまざまの品物を持ってきて、安息日にユダの

人々に売り、エルサレムで商売した。 17そこでわた

しはユダの尊い人々を責めて言った、「あなたがた

はなぜこの悪事を行って、安息日を汚すのか。 18あ

なたがたの先祖も、このように行ったので、われわ

れの神はこのすべての災を、われわれとこの町に下

されたではないか。ところがあなたがたは安息日を

汚して、さらに大いなる怒りをイスラエルの上に招

くのである」。 19そこで安息日の前に、エルサレム

のもろもろの門が暗くなり始めた時、わたしは命じ

てそのとびらを閉じさせ、安息日が終るまでこれを

開いてはならないと命じ、わたしのしもべ数人を門

に置いて、安息日に荷を携え入れさせないようにし

た。 20これがために、商人およびさまざまの品物を

売る者どもは一、二回エルサレムの外に宿った。 21

わたしは彼らを戒めて言った、「あなたがたはなぜ

城壁の前に宿るのか。もしあなたがたが重ねてその

ようなことをするならば、わたしはあなたがたを処

罰する」と。そのとき以来、彼らは安息日にはこな

かった。 22わたしはまたレビびとに命じて、その身

を清めさせ、来て門を守らせて、安息日を聖別した

。わが神よ、わたしのためにまた、このことを覚え

、あなたの大いなるいつくしみをもって、わたしを

あわれんでください。 23そのころまた、わたしはア

シドド、アンモン、モアブの女をめとったユダヤ人

を見た。 24彼らの子供の半分はアシドドの言葉を語

って、ユダヤの言葉を語ることができず、おのおの
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その母親の出た民の言葉を語った。 25わたしは彼ら

を責め、またののしり、そのうちの数人を撃って、

その毛を抜き、神の名をさして誓わせて言った、「

あなたがたは彼らのむすこに自分の娘を与えてはな

らない。またあなたがたのむすこ、またはあなたが

た自身のために彼らの娘をめとってはならない。 26

イスラエルの王ソロモンはこれらのことによって罪

を犯したではないか。彼のような王は多くの国民の

うちにもなく、神に愛せられた者である。神は彼を

イスラエル全国の王とせられた。ところが異邦の女

たちは彼に罪を犯させた。 27それゆえあなたがたが

異邦の女をめとり、このすべての大いなる悪を行っ

て、われわれの神に罪を犯すのを、われわれは聞き

流しにしておけようか」。 28大祭司エリアシブの子

ヨイアダのひとりの子はホロニびとサンバラテの婿

であったので、わたしは彼をわたしのところから追

い出した。 29わが神よ、彼らのことを覚えてくださ

い。彼らは祭司の職を汚し、また祭司およびレビび

との契約を汚しました。 30このように、わたしは彼

らを清めて、異邦のものをことごとく捨てさせ、祭

司およびレビびとの務を定めて、おのおのそのわざ

につかせた。 31また定められた時に、たきぎの供え

物をささげさせ、また初物をささげさせた。わが神

よ、わたしを覚え、わたしをお恵みください。
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エステル記

1アハシュエロスすなわちインドからエチオピヤま

で百二十七州を治めたアハシュエロスの世、 2アハ

シュエロス王が首都スサで、その国の位に座してい

たころ、 3その治世の第三年に、彼はその大臣およ

び侍臣たちのために酒宴を設けた。ペルシャとメデ

アの将軍および貴族ならびに諸州の大臣たちがその

前にいた。 4その時、王はその盛んな国の富と、そ

の王威の輝きと、はなやかさを示して多くの日を重

ね、百八十日に及んだ。 5これらの日が終った時、

王は王の宮殿の園の庭で、首都スサにいる大小のす

べての民のために七日の間、酒宴を設けた。 6そこ

には白綿布の垂幕と青色のとばりとがあって、紫色

の細布のひもで銀の輪および大理石の柱につながれ

ていた。また長いすは金銀で作られ、石膏と大理石

と真珠貝および宝石の切りはめ細工の床の上に置か

れていた。 7酒は金の杯で賜わり、その杯はそれぞ

れ違ったもので、王の大きな度量にふさわしく、王

の用いる酒を惜しみなく賜わった。 8その飲むこと

は法にかない、だれもしいられることはなかった。

これは王が人々におのおの自分の好むようにさせよ

と宮廷のすべての役人に命じておいたからである。

9王妃ワシテもまたアハシュエロス王に属する王宮の

内で女たちのために酒宴を設けた。 10七日目にアハ

シュエロス王は酒のために心が楽しくなり、王の前

に仕える七人の侍従メホマン、ビズタ、ハルボナ、

ビグタ、アバグタ、ゼタルおよびカルカスに命じて

、 11王妃ワシテに王妃の冠をかぶらせて王の前にこ

させよと言った。これは彼女が美しかったので、そ
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の美しさを民らと大臣たちに見せるためであった。

12ところが、王妃ワシテは侍従が伝えた王の命令に

従って来ることを拒んだので、王は大いに憤り、そ

の怒りが彼の内に燃えた。 13そこで王は時を知って

いる知者に言った、王はすべて法律と審判に通じて

いる者に相談するのを常とした。 14時に王の次にい

た人々はペルシャおよびメデアの七人の大臣カルシ

ナ、セタル、アデマタ、タルシシ、メレス、マルセ

ナ、メムカンであった。彼らは皆王の顔を見る者で

、国の首位に座する人々であった 15「王妃ワシテは

、アハシュエロス王が侍従をもって伝えた命令を行

わないゆえ、法律に従って彼女にどうしたらよかろ

うか」。 16メムカンは王と大臣たちの前で言った、

「王妃ワシテはただ王にむかって悪い事をしたばか

りでなく、すべての大臣およびアハシュエロス王の

各州のすべての民にむかってもしたのです。 17王妃

のこの行いはあまねくすべての女たちに聞えて、彼

らはついにその目に夫を卑しめ、『アハシュエロス

王は王妃ワシテに、彼の前に来るように命じたがこ

なかった』と言うでしょう。 18王妃のこの行いを聞

いたペルシャとメデアの大臣の夫人たちもまた、今

日、王のすべての大臣たちにこのように言うでしょ

う。そうすれば必ず卑しめと怒りが多く起ります。

19もし王がよしとされるならば、ワシテはこの後、

再びアハシュエロス王の前にきてはならないという

王の命令を下し、これをペルシャとメデアの法律の

中に書きいれて変ることのないようにし、そして王

妃の位を彼女にまさる他の者に与えなさい。 20王の

下される詔がこの大きな国にあまねく告げ示される
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とき、妻たる者はことごとく、その夫を高下の別な

く共に敬うようになるでしょう」。 21王と大臣たち

はこの言葉をよしとしたので、王はメムカンの言葉

のとおりに行った。 22王は王の諸州にあまねく書を

送り、各州にはその文字にしたがい、各民族にはそ

の言語にしたがって書き送り、すべて男子たる者は

その家の主となるべきこと、また自分の民の言語を

用いて語るべきことをさとした。

2これらのことの後、アハシュエロス王の怒りがと

け、王はワシテおよび彼女のしたこと、また彼女に

対して定めたことを思い起した。 2時に王に仕える

侍臣たちは言った、「美しい若い処女たちを王のた

めに尋ね求めましょう。 3どうぞ王はこの国の各州

において役人を選び、美しい若い処女をことごとく

首都スサにある婦人の居室に集めさせ、婦人をつか

さどる王の侍従ヘガイの管理のもとにおいて、化粧

のための品々を彼らに与えてください。 4こうして

御意にかなうおとめをとって、ワシテの代りに王妃

としてください」。王はこの事をよしとし、そのよ

うに行った。 5さて首都スサにひとりのユダヤ人が

いた。名をモルデカイといい、キシのひこ、シメイ

の孫、ヤイルの子で、ベニヤミンびとであった。 6

彼はバビロンの王ネブカデネザルが捕えていったユ

ダの王エコニヤと共に捕えられていった捕虜のひと

りで、エルサレムから捕え移された者である。 7彼

はそのおじの娘ハダッサすなわちエステルを養い育

てた。彼女には父も母もなかったからである。この

おとめは美しく、かわいらしかったが、その父母の

死後、モルデカイは彼女を引きとって自分の娘とし
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たのである。 8王の命令と詔が伝えられ、多くのお

とめが首都スサに集められて、ヘガイの管理のもと

におかれたとき、エステルもまた王宮に携え行かれ

、婦人をつかさどるヘガイの管理のもとにおかれた

。 9このおとめはヘガイの心にかなって、そのいつ

くしみを得た。すなわちヘガイはすみやかに彼女に

化粧の品々および食物の分け前を与え、また宮中か

ら七人のすぐれた侍女を選んで彼女に付き添わせ、

彼女とその侍女たちを婦人の居室のうちの最も良い

所に移した。 10エステルは自分の民のことをも、自

分の同族のことをも人に知らせなかった。モルデカ

イがこれを知らすなと彼女に命じたからである。 11

モルデカイはエステルの様子および彼女がどうして

いるかを知ろうと、毎日婦人の居室の庭の前を歩い

た。 12おとめたちはおのおの婦人のための規定にし

たがって十二か月を経て後、順番にアハシュエロス

王の所へ行くのであった。これは彼らの化粧の期間

として、没薬の油を用いること六か月、香料および

婦人の化粧に使う品々を用いること六か月が定めら

れていたからである。 13こうしておとめは王の所へ

行くのであった。そしておとめが婦人の居室を出て

王宮へ行く時には、すべてその望む物が与えられた

。 14そして夕方行って、あくる朝第二の婦人の居室

に帰り、そばめたちをつかさどる王の侍従シャシガ

ズの管理に移された。王がその女を喜び、名ざして

召すのでなければ、再び王の所へ行くことはなかっ

た。 15さてモルデカイのおじアビハイルの娘、すな

わちモルデカイが引きとって自分の娘としたエステ

ルが王の所へ行く順番となったが、彼女は婦人をつ
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かさどる王の侍従ヘガイが勧めた物のほか何をも求

めなかった。エステルはすべて彼女を見る者に喜ば

れた。 16エステルがアハシュエロス王に召されて王

宮へ行ったのは、その治世の第七年の十月、すなわ

ちテベテの月であった。 17王はすべての婦人にまさ

ってエステルを愛したので、彼女はすべての処女に

まさって王の前に恵みといつくしみとを得た。王は

ついに王妃の冠を彼女の頭にいただかせ、ワシテに

代って王妃とした。 18そして王は大いなる酒宴を催

して、すべての大臣と侍臣をもてなした。エステル

の酒宴がこれである。また諸州に免税を行い、王の

大きな度量にしたがって贈り物を与えた。 19二度目

に処女たちが集められたとき、モルデカイは王の門

にすわっていた。 20エステルはモルデカイが命じた

ように、まだ自分の同族のことをも自分の民のこと

をも人に知らせなかった。エステルはモルデカイの

言葉に従うこと、彼に養い育てられた時と少しも変

らなかった。 21そのころ、モルデカイが王の門にす

わっていた時、王の侍従で、王のへやの戸を守る者

のうちのビグタンとテレシのふたりが怒りのあまり

アハシュエロス王を殺そうとねらっていたが、 22そ

の事がモルデカイに知れたので、彼はこれを王妃エ

ステルに告げ、エステルはこれをモルデカイの名を

もって王に告げた。 23その事が調べられて、それに

相違ないことがあらわれたので、彼らふたりは木に

かけられた。この事は王の前で日誌の書にかきしる

された。

3これらの事の後、アハシュエロス王はアガグびと

ハンメダタの子ハマンを重んじ、これを昇進させて
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、自分と共にいるすべての大臣たちの上にその席を

定めさせた。 2王の門の内にいる王の侍臣たちは皆

ひざまずいてハマンに敬礼した。これは王が彼につ

いてこうすることを命じたからである。しかしモル

デカイはひざまずかず、また敬礼しなかった。 3そ

こで王の門にいる王の侍臣たちはモルデカイにむか

って、「あなたはどうして王の命令にそむくのか」

と言った。 4彼らは毎日モルデカイにこう言うけれ

ども聞きいれなかったので、その事がゆるされるか

どうかを見ようと、これをハマンに告げた。なぜな

らモルデカイはすでに自分のユダヤ人であることを

彼らに語ったからである。 5ハマンはモルデカイの

ひざまずかず、また自分に敬礼しないのを見て怒り

に満たされたが、 6ただモルデカイだけを殺すこと

を潔しとしなかった。彼らがモルデカイの属する民

をハマンに知らせたので、ハマンはアハシュエロス

の国のうちにいるすべてのユダヤ人、すなわちモル

デカイの属する民をことごとく滅ぼそうと図った。

7アハシュエロス王の第十二年の正月すなわちニサン

の月に、ハマンの前で、十二月すなわちアダルの月

まで、一日一日のため、一月一月のために、プルす

なわちくじを投げさせた。 8そしてハマンはアハシ

ュエロス王に言った、「お国の各州にいる諸民のう

ちに、散らされて、別れ別れになっている一つの民

がいます。その法律は他のすべての民のものと異な

り、また彼らは王の法律を守りません。それゆえ彼

らを許しておくことは王のためになりません。 9も

し王がよしとされるならば、彼らを滅ぼせと詔をお

書きください。そうすればわたしは王の事をつかさ
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どる者たちの手に銀一万タラントを量りわたして、

王の金庫に入れさせましょう」。 10そこで王は手か

ら指輪をはずし、アガグびとハンメダタの子で、ユ

ダヤ人の敵であるハマンにわたした。 11そして王は

ハマンに言った、「その銀はあなたに与える。その

民もまたあなたに与えるから、よいと思うようにし

なさい」。 12そこで正月の十三日に王の書記官が召

し集められ、王の総督、各州の知事および諸民のつ

かさたちにハマンが命じたことをことごとく書きし

るした。すなわち各州に送るものにはその文字を用

い、諸民に送るものにはその言語を用い、おのおの

アハシュエロス王の名をもってそれを書き、王の指

輪をもってそれに印を押した。 13そして急使をもっ

てその書を王の諸州に送り、十二月すなわちアダル

の月の十三日に、一日のうちにすべてのユダヤ人を

、若い者、老いた者、子供、女の別なく、ことごと

く滅ぼし、殺し、絶やし、かつその貨財を奪い取れ

と命じた。 14この文書の写しを詔として各州に伝え

、すべての民に公示して、その日のために備えさせ

ようとした。 15急使は王の命令により急いで出てい

った。この詔は首都スサで発布された。時に王とハ

マンは座して酒を飲んでいたが、スサの都はあわて

惑った。

4モルデカイはすべてこのなされたことを知ったと

き、その衣を裂き、荒布をまとい、灰をかぶり、町

の中へ行って大声をあげ、激しく叫んで、 2王の門

の入口まで行った。荒布をまとっては王の門の内に

はいることができないからである。 3すべて王の命

令と詔をうけ取った各州ではユダヤ人のうちに大い
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なる悲しみがあり、断食、嘆き、叫びが起り、また

荒布をまとい、灰の上に座する者が多かった。 4エ

ステルの侍女たちおよび侍従たちがきて、この事を

告げたので、王妃は非常に悲しみ、モルデカイに着

物を贈り、それを着せて、荒布を脱がせようとした

が受けなかった。 5そこでエステルは王の侍従のひ

とりで、王が自分にはべらせたハタクを召し、モル

デカイのもとへ行って、それは何事であるか、何ゆ

えであるかを尋ねて来るようにと命じた。 6ハタク

は出て、王の門の前にある町の広場にいるモルデカ

イのもとへ行くと、 7モルデカイは自分の身に起っ

たすべての事を彼に告げ、かつハマンがユダヤ人を

滅ぼすことのために王の金庫に量り入れると約束し

た銀の正確な額を告げた。 8また彼らを滅ぼさせる

ために、スサで発布された詔書の写しを彼にわたし

、それをエステルに見せ、かつ説きあかし、彼女が

王のもとへ行ってその民のために王のあわれみを請

い、王の前に願い求めるように彼女に言い伝えよと

言った。 9ハタクが帰ってきてモルデカイの言葉を

エステルに告げたので、 10エステルはハタクに命じ

、モルデカイに言葉を伝えさせて言った、 11「王の

侍臣および王の諸州の民は皆、男でも女でも、すべ

て召されないのに内庭にはいって王のもとへ行く者

は、必ず殺されなければならないという一つの法律

のあることを知っています。ただし王がその者に金

の笏を伸べれば生きることができるのです。しかし

わたしはこの三十日の間、王のもとへ行くべき召を

こうむらないのです」。 12エステルの言葉をモルデ

カイに告げたので、 13モルデカイは命じてエステル
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に答えさせて言った、「あなたは王宮にいるゆえ、

すべてのユダヤ人と異なり、難を免れるだろうと思

ってはならない。 14あなたがもし、このような時に

黙っているならば、ほかの所から、助けと救がユダ

ヤ人のために起るでしょう。しかし、あなたとあな

たの父の家とは滅びるでしょう。あなたがこの国に

迎えられたのは、このような時のためでなかったと

だれが知りましょう」。 15そこでエステルは命じて

モルデカイに答えさせた、 16「あなたは行ってスサ

にいるすべてのユダヤ人を集め、わたしのために断

食してください。三日のあいだ夜も昼も食い飲みし

てはなりません。わたしとわたしの侍女たちも同様

に断食しましょう。そしてわたしは法律にそむくこ

とですが王のもとへ行きます。わたしがもし死なね

ばならないのなら、死にます」。 17モルデカイは行

って、エステルがすべて自分に命じたとおりに行っ

た。

5三日目にエステルは王妃の服を着、王宮の内庭に

入り、王の広間にむかって立った。王は王宮の玉座

に座して王宮の入口にむかっていたが、 2王妃エス

テルが庭に立っているのを見て彼女に恵みを示し、

その手にある金の笏をエステルの方に伸ばしたので

、エステルは進みよってその笏の頭にさわった。 3

王は彼女に言った、「王妃エステルよ、何を求める

のか。あなたの願いは何か。国の半ばでもあなたに

与えよう」。 4エステルは言った、「もし王がよし

とされるならば、きょうわたしが王のために設けた

酒宴に、ハマンとご一緒にお臨みください」。 5そ

こで王は「ハマンを速く連れてきて、エステルの言
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うようにせよ」と言い、やがて王とハマンはエステ

ルの設けた酒宴に臨んだ。 6酒宴の時、王はエステ

ルに言った、「あなたの求めることは何か。必ず聞

かれる。あなたの願いは何か。国の半ばでも聞きと

どけられる」。 7エステルは答えて言った、「わた

しの求め、わたしの願いはこれです。 8もしわたし

が王の目の前に恵みを得、また王がもしわたしの求

めを許し、わたしの願いを聞きとどけるのをよしと

されるならば、ハマンとご一緒に、あすまた、わた

しが設けようとする酒宴に、お臨みください。わた

しはあす王のお言葉どおりにいたしましょう」。 9

こうしてハマンはその日、心に喜び楽しんで出てき

たが、ハマンはモルデカイが王の門にいて、自分に

むかって立ちあがりもせず、また身動きもしないの

を見たので、モルデカイに対し怒りに満たされた。

10しかしハマンは耐え忍んで家に帰り、人をやって

その友だちおよび妻ゼレシを呼んでこさせ、 11そし

てハマンはその富の栄華と、そのむすこたちの多い

ことと、すべて王が自分を重んじられたこと、また

王の大臣および侍臣たちにまさって自分を昇進させ

られたことを彼らに語った。 12ハマンはまた言った

、「王妃エステルは酒宴を設けたが、わたしのほか

はだれも王と共にこれに臨ませなかった。あすもま

たわたしは王と共に王妃に招かれている。 13しかし

ユダヤ人モルデカイが王の門に座しているのを見る

間は、これらの事もわたしには楽しくない」。 14そ

の時、妻ゼレシとすべての友は彼に言った、「高さ

五十キュビトの木を立てさせ、あすの朝、モルデカ

イをその上に掛けるように王に申し上げなさい。そ
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して王と一緒に楽しんでその酒宴においでなさい」

。ハマンはこの事をよしとして、その木を立てさせ

た。

6その夜、王は眠ることができなかったので、命じ

て日々の事をしるした記録の書を持ってこさせ、王

の前で読ませたが、 2その中に、モルデカイがかつ

て王の侍従で、王のへやの戸を守る者のうちのビグ

タナとテレシのふたりが、アハシュエロス王を殺そ

うとねらっていることを告げた、としるされている

のを見いだした。 3そこで王は言った、「この事の

ために、どんな栄誉と爵位をモルデカイに与えたか

」。王に仕える侍臣たちは言った、「何も彼に与え

ていません」。 4王は言った、「庭にいるのはだれ

か」。この時ハマンはモルデカイのために設けた木

にモルデカイを掛けることを王に申し上げようと王

宮の外庭にはいってきていた。 5王の侍臣たちが「

ハマンが庭に立っています」と王に言ったので、王

は「ここへ、はいらせよ」と言った。 6やがてハマ

ンがはいって来ると王は言った、「王が栄誉を与え

ようと思う人にはどうしたらよかろうか」。ハマン

は心のうちに言った、「王はわたし以外にだれに栄

誉を与えようと思われるだろうか」。 7ハマンは王

に言った、「王が栄誉を与えようと思われる人のた

めには、 8王の着られた衣服を持ってこさせ、また

王の乗られた馬、すなわちその頭に王冠をいただい

た馬をひいてこさせ、 9その衣服と馬とを王の最も

尊い大臣のひとりの手にわたして、王が栄誉を与え

ようと思われる人にその衣服を着させ、またその人

を馬に乗せ、町の広場を導いて通らせ、『王が栄誉
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を与えようと思う人にはこうするのだ』とその前に

呼ばわらせなさい」。 10それで王はハマンに言った

、「急いであなたが言ったように、その衣服と馬と

を取り寄せ、王の門に座しているユダヤ人モルデカ

イにそうしなさい。あなたが言ったことを一つも欠

いてはならない」。 11そこでハマンは衣服と馬とを

取り寄せ、モルデカイにその衣服を着せ、彼を馬に

乗せて町の広場を通らせ、その前に呼ばわって、「

王が栄誉を与えようと思う人にはこうするのだ」と

言った。 12こうしてモルデカイは王の門に帰ってき

たが、ハマンは憂え悩み、頭をおおって急いで家に

帰った。 13そしてハマンは自分の身に起った事をこ

とごとくその妻ゼレシと友だちに告げた。するとそ

の知者たちおよび妻ゼレシは彼に言った、「あのモ

ルデカイ、すなわちあなたがその人の前に敗れ始め

た者が、もしユダヤ人の子孫であるならば、あなた

は彼に勝つことはできない。必ず彼の前に敗れるで

しょう」。 14彼らがなおハマンと話している時、王

の侍従たちがきてハマンを促し、エステルが設けた

酒宴に臨ませた。

7王とハマンは王妃エステルの酒宴に臨んだ。 2こ

のふつか目の酒宴に王はまたエステルに言った、「

王妃エステルよ、あなたの求めることは何か。必ず

聞かれる。あなたの願いは何か。国の半ばでも聞き

とどけられる」。 3王妃エステルは答えて言った、

「王よ、もしわたしが王の目の前に恵みを得、また

王がもしよしとされるならば、わたしの求めにした

がってわたしの命をわたしに与え、またわたしの願

いにしたがってわたしの民をわたしに与えてくださ
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い。 4わたしとわたしの民は売られて滅ぼされ、殺

され、絶やされようとしています。もしわたしたち

が男女の奴隷として売られただけなら、わたしは黙

っていたでしょう。わたしたちの難儀は王の損失と

は比較にならないからです」。 5アハシュエロス王

は王妃エステルに言った、「そんな事をしようと心

にたくらんでいる者はだれか。またどこにいるのか

」。 6エステルは言った、「そのあだ、その敵はこ

の悪いハマンです」。そこでハマンは王と王妃の前

に恐れおののいた。 7王は怒って酒宴の席を立ち、

宮殿の園へ行ったが、ハマンは残って王妃エステル

に命ごいをした。彼は王が自分に害を加えようと定

めたのを見たからである。 8王が宮殿の園から酒宴

の場所に帰ってみると、エステルのいた長いすの上

にハマンが伏していたので、王は言った、「彼はま

たわたしの家で、しかもわたしの前で王妃をはずか

しめようとするのか」。この言葉が王の口から出た

とき、人々は、ハマンの顔をおおった。 9その時、

王に付き添っていたひとりの侍従ハルボナが「王の

ためによい事を告げたあのモルデカイのためにハマ

ンが用意した高さ五十キュビトの木がハマンの家に

立っています」と言ったので、王は「彼をそれに掛

けよ」と言った。 10そこで人々はハマンをモルデカ

イのために備えてあったその木に掛けた。こうして

王の怒りは和らいだ。

8その日アハシュエロス王は、ユダヤ人の敵ハマン

の家を王妃エステルに与えた。モルデカイは王の前

にきた。これはエステルが自分とモルデカイがどん

な関係の者であるかを告げたからである。 2王はハ
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マンから取り返した自分の指輪をはずして、モルデ

カイに与えた。エステルはモルデカイにハマンの家

を管理させた。 3エステルは再び王の前に奏し、そ

の足もとにひれ伏して、アガグびとハマンの陰謀す

なわち彼がユダヤ人に対して企てたその計画を除く

ことを涙ながらに請い求めた。 4王はエステルにむ

かって金の笏を伸べたので、エステルは身を起して

王の前に立ち、 5そして言った、「もし王がよしと

され、わたしが王の前に恵みを得、またこの事が王

の前に正しいと見え、かつわたしが王の目にかなう

ならば、アガグびとハンメダタの子ハマンが王の諸

州にいるユダヤ人を滅ぼそうとはかって書き送った

書を取り消す旨を書かせてください。 6どうしてわ

たしは、わたしの民に臨もうとする災を、だまって

見ていることができましょうか。どうしてわたしの

同族の滅びるのを、だまって見ていることができま

しょうか」。 7アハシュエロス王は王妃エステルと

ユダヤ人モルデカイに言った、「ハマンがユダヤ人

を殺そうとしたので、わたしはハマンの家をエステ

ルに与え、またハマンを木に掛けさせた。 8あなた

がたは自分たちの思うままに王の名をもってユダヤ

人についての書をつくり、王の指輪をもってそれに

印を押すがよい。王の名をもって書き、王の指輪を

もって印を押した書はだれも取り消すことができな

い」。 9その時王の書記官が召し集められた。それ

は三月すなわちシワンの月の二十三日であった。そ

してインドからエチオピヤまでの百二十七州にいる

総督、諸州の知事および大臣たちに、モルデカイが

ユダヤ人について命じたとおりに書き送った。すな
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わち各州にはその文字を用い、各民族にはその言語

を用いて書き送り、ユダヤ人に送るものにはその文

字と言語とを用いた。 10その書はアハシュエロス王

の名をもって書かれ、王の指輪をもって印を押し、

王の御用馬として、そのうまやに育った早馬に乗る

急使によって送られた。 11その中で、王はすべての

町にいるユダヤ人に、彼らが相集まって自分たちの

生命を保護し、自分たちを襲おうとする諸国、諸州

のすべての武装した民を、その妻子もろともに滅ぼ

し、殺し、絶やし、かつその貨財を奪い取ることを

許した。 12ただしこの事をアハシュエロス王の諸州

において、十二月すなわちアダルの月の十三日に、

一日のうちに行うことを命じた。 13この書いた物の

写しを詔として各州に伝え、すべての民に公示して

、ユダヤ人に、その日のために備えして、その敵に

あだをかえさせようとした。 14王の御用馬である早

馬に乗った急使は、王の命によって急がされ、せき

たてられて出て行った。この詔は首都スサで出され

た。 15モルデカイは青と白の朝服を着、大きな金の

冠をいただき、紫色の細布の上着をまとって王の前

から出て行った。スサの町中、声をあげて喜んだ。

16ユダヤ人には光と喜びと楽しみと誉があった。 17

いずれの州でも、いずれの町でも、すべて王の命令

と詔の伝達された所では、ユダヤ人は喜び楽しみ、

酒宴を開いてこの日を祝日とした。そしてこの国の

民のうち多くの者がユダヤ人となった。これはユダ

ヤ人を恐れる心が彼らのうちに起ったからである。

9十二月すなわちアダルの月の十三日、王の命令と

詔の行われる時が近づいたとき、すなわちユダヤ人
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の敵が、ユダヤ人を打ち伏せようと望んでいたのに

、かえってユダヤ人が自分たちを憎む者を打ち伏せ

ることとなったその日に、 2ユダヤ人はアハシュエ

ロス王の各州にある自分たちの町々に集まり、自分

たちに害を加えようとする者を殺そうとしたが、だ

れもユダヤ人に逆らうことのできるものはなかった

。すべての民がユダヤ人を恐れたからである。 3諸

州の大臣、総督、知事および王の事をつかさどる者

は皆ユダヤ人を助けた。彼らはモルデカイを恐れた

からである。 4モルデカイは王の家で大いなる者と

なり、その名声は各州に聞えわたった。この人モル

デカイがますます勢力ある者となったからである。

5そこでユダヤ人はつるぎをもってすべての敵を撃っ

て殺し、滅ぼし、自分たちを憎む者に対し心のまま

に行った。 6ユダヤ人はまた首都スサにおいても五

百人を殺し、滅ぼした。 7またパルシャンダタ、ダ

ルポン、アスパタ、 8ポラタ、アダリヤ、アリダタ

、 9パルマシタ、アリサイ、アリダイ、ワエザタ、

10すなわちハンメダタの子で、ユダヤ人の敵である

ハマンの十人の子をも殺した。しかし、そのぶんど

り物には手をかけなかった。 11その日、首都スサで

殺された者の数が王に報告されると、 12王は王妃エ

ステルに言った、「ユダヤ人は首都スサで五百人を

殺し、またハマンの十人の子を殺した。王のその他

の諸州ではどんなに彼らは殺したことであろう。さ

てあなたの求めることは何か。必ず聞かれる。更に

あなたの願いは何か。必ず聞きとどけられる」。 13

エステルは言った、「もし王がよしとされるならば

、どうぞスサにいるユダヤ人にあすも、きょうの詔
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のように行うことをゆるしてください。かつハマン

の十人の子を木に掛けさせてください」。 14王はそ

うせよと命じたので、スサにおいて詔が出て、ハマ

ンの十人の子は木に掛けられた。 15アダルの月の十

四日にまたスサにいるユダヤ人が集まり、スサで三

百人を殺した。しかし、そのぶんどり物には手をか

けなかった。 16王の諸州にいる他のユダヤ人もまた

集まって、自分たちの生命を保護し、その敵に勝っ

て平安を得、自分たちを憎む者七万五千人を殺した

。しかし、そのぶんどり物には手をかけなかった。

17これはアダルの月の十三日であって、その十四日

に休んで、その日を酒宴と喜びの日とした。 18しか

しスサにいるユダヤ人は十三日と十四日に集まり、

十五日に休んで、その日を酒宴と喜びの日とした。

19それゆえ村々のユダヤ人すなわち城壁のない町々

に住む者はアダルの月の十四日を喜びの日、酒宴の

日、祝日とし、互に食べ物を贈る日とした。 20モル

デカイはこれらのことを書きしるしてアハシュエロ

ス王の諸州にいるすべてのユダヤ人に、近い者にも

遠い者にも書を送り、 21アダルの月の十四日と十五

日とを年々祝うことを命じた。 22すなわちこの両日

にユダヤ人がその敵に勝って平安を得、またこの月

は彼らのために憂いから喜びに変り、悲しみから祝

日に変ったので、これらを酒宴と喜びの日として、

互に食べ物を贈り、貧しい者に施しをする日とせよ

とさとした。 23そこでユダヤ人は彼らがすでに始め

たように、またモルデカイが彼らに書き送ったよう

に、行うことを約束した。 24これはアガグびとハン

メダタの子ハマン、すなわちすべてのユダヤ人の敵
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がユダヤ人を滅ぼそうとはかり、プルすなわちくじ

を投げて彼らを絶やし、滅ぼそうとしたが、 25エス

テルが王の前にきたとき、王は書を送って命じ、ハ

マンがユダヤ人に対して企てたその悪い計画をハマ

ンの頭上に臨ませ、彼とその子らを木に掛けさせた

からである。 26このゆえに、この両日をプルの名に

したがってプリムと名づけた。そしてこの書のすべ

ての言葉により、またこの事について見たところ、

自分たちの会ったところによって、 27ユダヤ人は相

定め、年々その書かれているところにしたがい、そ

の定められた時にしたがって、この両日を守り、自

分たちと、その子孫およびすべて自分たちにつらな

る者はこれを行い続けて廃することなく、 28この両

日を、代々、家々、州々、町々において必ず覚えて

守るべきものとし、これらのプリムの日がユダヤ人

のうちに廃せられることのないようにし、またこの

記念がその子孫の中に絶えることのないようにした

。 29さらにアビハイルの娘である王妃エステルとユ

ダヤ人モルデカイは、権威をもってこのプリムの第

二の書を書き、それを確かめた。 30そしてアハシュ

エロスの国の百二十七州にいるすべてのユダヤ人に

、平和と真実の言葉をもって書を送り、 31断食と悲

しみのことについて、ユダヤ人モルデカイと王妃エ

ステルが、かつてユダヤ人に命じたように、またユ

ダヤ人たちが、かつて自分たちとその子孫のために

定めたように、プリムのこれらの日をその定めた時

に守らせた。 32エステルの命令はプリムに関するこ

れらの事を確定した。またこれは書にしるされた。
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10アハシュエロス王はその国および海に沿った国

々にみつぎを課した。 2彼の権力と勢力によるすべ

ての事業、および王がモルデカイを高い地位にのぼ

らせた事の詳しい話はメデアとペルシャの王たちの

日誌の書にしるされているではないか。 3ユダヤ人

モルデカイはアハシュエロス王に次ぐ者となり、ユ

ダヤ人の中にあって大いなる者となり、その多くの

兄弟に喜ばれた。彼はその民の幸福を求め、すべて

の国民に平和を述べたからである。
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ヨブ記

1ウヅの地にヨブという名の人があった。そのひと

となりは全く、かつ正しく、神を恐れ、悪に遠ざか

った。 2彼に男の子七人と女の子三人があり、 3そ

の家畜は羊七千頭、らくだ三千頭、牛五百くびき、

雌ろば五百頭で、しもべも非常に多く、この人は東

の人々のうちで最も大いなる者であった。 4そのむ

すこたちは、めいめい自分の日に、自分の家でふる

まいを設け、その三人の姉妹をも招いて一緒に食い

飲みするのを常とした。 5そのふるまいの日がひと

めぐり終るごとに、ヨブは彼らを呼び寄せて聖別し

、朝早く起きて、彼らすべての数にしたがって燔祭

をささげた。これはヨブが「わたしのむすこたちは

、ことによったら罪を犯し、その心に神をのろった

かもしれない」と思ったからである。ヨブはいつも

、このように行った。 6ある日、神の子たちが来て

、主の前に立った。サタンも来てその中にいた。 7

主は言われた、「あなたはどこから来たか」。サタ

ンは主に答えて言った、「地を行きめぐり、あちら

こちら歩いてきました」。 8主はサタンに言われた

、「あなたはわたしのしもべヨブのように全く、か

つ正しく、神を恐れ、悪に遠ざかる者の世にないこ

とを気づいたか」。 9サタンは主に答えて言った、

「ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。 10あなた

は彼とその家およびすべての所有物のまわりにくま

なく、まがきを設けられたではありませんか。あな

たは彼の勤労を祝福されたので、その家畜は地にふ

えたのです。 11しかし今あなたの手を伸べて、彼の

すべての所有物を撃ってごらんなさい。彼は必ずあ
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なたの顔に向かって、あなたをのろうでしょう」。

12主はサタンに言われた、「見よ、彼のすべての所

有物をあなたの手にまかせる。ただ彼の身に手をつ

けてはならない」。サタンは主の前から出て行った

。 13ある日ヨブのむすこ、娘たちが第一の兄の家で

食事をし、酒を飲んでいたとき、 14使者がヨブのも

とに来て言った、「牛が耕し、ろばがそのかたわら

で草を食っていると、 15シバびとが襲ってきて、こ

れを奪い、つるぎをもってしもべたちを打ち殺しま

した。わたしはただひとりのがれて、あなたに告げ

るために来ました」。 16彼がなお語っているうちに

、またひとりが来て言った、「神の火が天から下っ

て、羊およびしもべたちを焼き滅ぼしました。わた

しはただひとりのがれて、あなたに告げるために来

ました」。 17彼がなお語っているうちに、またひと

りが来て言った、「カルデヤびとが三組に分れて来

て、らくだを襲ってこれを奪い、つるぎをもってし

もべたちを打ち殺しました。わたしはただひとりの

がれて、あなたに告げるために来ました」。 18彼が

なお語っているうちに、またひとりが来て言った、

「あなたのむすこ、娘たちが第一の兄の家で食事を

し、酒を飲んでいると、 19荒野の方から大風が吹い

てきて、家の四すみを撃ったので、あの若い人たち

の上につぶれ落ちて、皆死にました。わたしはただ

ひとりのがれて、あなたに告げるために来ました」

。 20このときヨブは起き上がり、上着を裂き、頭を

そり、地に伏して拝し、 21そして言った、「わたし

は裸で母の胎を出た。また裸でかしこに帰ろう。主

が与え、主が取られたのだ。主のみ名はほむべきか
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な」。 22すべてこの事においてヨブは罪を犯さず、

また神に向かって愚かなことを言わなかった。

2ある日、また神の子たちが来て、主の前に立った

。サタンもまたその中に来て、主の前に立った。 2

主はサタンに言われた、「あなたはどこから来たか

」。サタンは主に答えて言った、「地を行きめぐり

、あちらこちら歩いてきました」。 3主はサタンに

言われた、「あなたは、わたしのしもべヨブのよう

に全く、かつ正しく、神を恐れ、悪に遠ざかる者の

世にないことを気づいたか。あなたは、わたしを勧

めて、ゆえなく彼を滅ぼそうとしたが、彼はなお堅

く保って、おのれを全うした」。 4サタンは主に答

えて言った、「皮には皮をもってします。人は自分

の命のために、その持っているすべての物をも与え

ます。 5しかしいま、あなたの手を伸べて、彼の骨

と肉とを撃ってごらんなさい。彼は必ずあなたの顔

に向かって、あなたをのろうでしょう」。 6主はサ

タンに言われた、「見よ、彼はあなたの手にある。

ただ彼の命を助けよ」。 7サタンは主の前から出て

行って、ヨブを撃ち、その足の裏から頭の頂まで、

いやな腫物をもって彼を悩ました。 8ヨブは陶器の

破片を取り、それで自分の身をかき、灰の中にすわ

った。 9時にその妻は彼に言った、「あなたはなお

も堅く保って、自分を全うするのですか。神をのろ

って死になさい」。 10しかしヨブは彼女に言った、

「あなたの語ることは愚かな女の語るのと同じだ。

われわれは神から幸をうけるのだから、災をも、う

けるべきではないか」。すべてこの事においてヨブ

はそのくちびるをもって罪を犯さなかった。 11時に
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、ヨブの三人の友がこのすべての災のヨブに臨んだ

のを聞いて、めいめい自分の所から尋ねて来た。す

なわちテマンびとエリパズ、シュヒびとビルダデ、

ナアマびとゾパルである。彼らはヨブをいたわり、

慰めようとして、たがいに約束してきたのである。

12彼らは目をあげて遠方から見たが、彼のヨブであ

ることを認めがたいほどであったので、声をあげて

泣き、めいめい自分の上着を裂き、天に向かって、

ちりをうちあげ、自分たちの頭の上にまき散らした

。 13こうして七日七夜、彼と共に地に座していて、

ひと言も彼に話しかける者がなかった。彼の苦しみ

の非常に大きいのを見たからである。

3この後、ヨブは口を開いて、自分の生れた日をの

ろった。 2すなわちヨブは言った、 3「わたしの生

れた日は滅びうせよ。『男の子が、胎にやどった』

と言った夜もそのようになれ。 4その日は暗くなる

ように。神が上からこれを顧みられないように。光

がこれを照さないように。 5やみと暗黒がこれを取

りもどすように。雲が、その上にとどまるように。

日を暗くする者が、これを脅かすように。 6その夜

は、暗やみが、これを捕えるように。年の日のうち

に加わらないように。月の数にもはいらないように

。 7また、その夜は、はらむことのないように。喜

びの声がそのうちに聞かれないように。 8日をのろ

う者が、これをのろうように。レビヤタンを奮い起

すに巧みな者が、これをのろうように。 9その明け

の星は暗くなるように。光を望んでも、得られない

ように。また、あけぼののまぶたを見ることのない

ように。 10これは、わたしの母の胎の戸を閉じず、
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また悩みをわたしの目に隠さなかったからである。

11なにゆえ、わたしは胎から出て、死ななかったの

か。腹から出たとき息が絶えなかったのか。 12なに

ゆえ、ひざが、わたしを受けたのか。なにゆえ、乳

ぶさがあって、わたしはそれを吸ったのか。 13そう

しなかったならば、わたしは伏して休み、眠ったで

あろう。そうすればわたしは安んじており、 14自分

のために荒れ跡を築き直した地の王たち、参議たち

、 15あるいは、こがねを持ち、しろがねを家に満た

した君たちと一緒にいたであろう。 16なにゆえ、わ

たしは人知れずおりる胎児のごとく、光を見ないみ

どりごのようでなかったのか。 17かしこでは悪人も

、あばれることをやめ、うみ疲れた者も、休みを得

、 18捕われ人も共に安らかにおり、追い使う者の声

を聞かない。 19小さい者も大きい者もそこにおり、

奴隷も、その主人から解き放される。 20なにゆえ、

悩む者に光を賜い、心の苦しむ者に命を賜わったの

か。 21このような人は死を望んでも来ない、これを

求めることは隠れた宝を掘るよりも、はなはだしい

。 22彼らは墓を見いだすとき、非常に喜び楽しむの

だ。 23なにゆえ、その道の隠された人に、神が、ま

がきをめぐらされた人に、光を賜わるのか。 24わた

しの嘆きはわが食物に代って来り、わたしのうめき

は水のように流れ出る。 25わたしの恐れるものが、

わたしに臨み、わたしの恐れおののくものが、わが

身に及ぶ。 26わたしは安らかでなく、またおだやか

でない。わたしは休みを得ない、ただ悩みのみが来

る」。
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4その時、テマンびとエリパズが答えて言った、 2

「もし人があなたにむかって意見を述べるならば、

あなたは腹を立てるでしょうか。しかしだれが黙っ

ておれましょう。 3見よ、あなたは多くの人を教え

さとし、衰えた手を強くした。 4あなたの言葉はつ

まずく者をたすけ起し、かよわいひざを強くした。

5ところが今、この事があなたに臨むと、あなたは耐

え得ない。この事があなたに触れると、あなたはお

じ惑う。 6あなたが神を恐れていることは、あなた

のよりどころではないか。あなたの道の全きことは

、あなたの望みではないか。 7考えてみよ、だれが

罪のないのに、滅ぼされた者があるか。どこに正し

い者で、断ち滅ぼされた者があるか。 8わたしの見

た所によれば、不義を耕し、害悪をまく者は、それ

を刈り取っている。 9彼らは神のいぶきによって滅

び、その怒りの息によって消えうせる。 10ししのほ

える声、たけきししの声はともにやみ、若きししの

きばは折られ、 11雄じしは獲物を得ずに滅び、雌じ

しの子は散らされる。 12さて、わたしに、言葉がひ

そかに臨んだ、わたしの耳はそのささやきを聞いた

。 13すなわち人の熟睡するころ、夜の幻によって思

い乱れている時、 14恐れがわたしに臨んだので、お

ののき、わたしの骨はことごとく震えた。 15時に、

霊があって、わたしの顔の前を過ぎたので、わたし

の身の毛はよだった。 16そのものは立ちどまったが

、わたしはその姿を見わけることができなかった。

一つのかたちが、わたしの目の前にあった。わたし

は静かな声を聞いた、 17『人は神の前に正しくあり

えようか。人はその造り主の前に清くありえようか
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。 18見よ、彼はそのしもべをさえ頼みとせず、その

天使をも誤れる者とみなされる。 19まして、泥の家

に住む者、ちりをその基とする者、しみのようにつ

ぶされる者。 20彼らは朝から夕までの間に打ち砕か

れ、顧みる者もなく、永遠に滅びる。 21もしその天

幕の綱が彼らのうちに取り去られるなら、ついに悟

ることもなく、死にうせるではないか』。

5試みに呼んでみよ、だれかあなたに答える者があ

るか。どの聖者にあなたは頼もうとするのか。 2確

かに、憤りは愚かな者を殺し、ねたみはあさはかな

者を死なせる。 3わたしは愚かな者の根を張るのを

見た、しかしわたしは、にわかにそのすみかをのろ

った。 4その子らは安きを得ず、町の門でしえたげ

られても、これを救う者がない。 5その収穫は飢え

た人が食べ、いばらの中からさえ、これを奪う。ま

た、かわいた者はその財産をあえぎ求める。 6苦し

みは、ちりから起るものでなく、悩みは土から生じ

るものでない。 7人が生れて悩みを受けるのは、火

の子が上に飛ぶにひとしい。 8しかし、わたしであ

るならば、神に求め、神に、わたしの事をまかせる

。 9彼は大いなる事をされるかたで、測り知れない

、その不思議なみわざは数えがたい。 10彼は地に雨

を降らせ、野に水を送られる。 11彼は低い者を高く

あげ、悲しむ者を引き上げて、安全にされる。 12彼

は悪賢い者の計りごとを敗られる。それで何事もそ

の手になし遂げることはできない。 13彼は賢い者を

、彼ら自身の悪巧みによって捕え、曲った者の計り

ごとをくつがえされる。 14彼らは昼も、やみに会い

、真昼にも、夜のように手探りする。 15彼は貧しい
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者を彼らの口のつるぎから救い、また強い者の手か

ら救われる。 16それゆえ乏しい者に望みがあり、不

義はその口を閉じる。 17見よ、神に戒められる人は

さいわいだ。それゆえ全能者の懲しめを軽んじては

ならない。 18彼は傷つけ、また包み、撃ち、またそ

の手をもっていやされる。 19彼はあなたを六つの悩

みから救い、七つのうちでも、災はあなたに触れる

ことがない。 20ききんの時には、あなたをあがなっ

て、死を免れさせ、いくさの時には、つるぎの力を

免れさせられる。 21あなたは舌をもってむち打たれ

る時にも、おおい隠され、滅びが来る時でも、恐れ

ることはない。 22あなたは滅びと、ききんとを笑い

、地の獣をも恐れることはない。 23あなたは野の石

と契約を結び、野の獣はあなたと和らぐからである

。 24あなたは自分の天幕の安全なことを知り、自分

の家畜のおりを見回っても、欠けた物がなく、 25ま

た、あなたの子孫の多くなり、そのすえが地の草の

ようになるのを知るであろう。 26あなたは高齢に達

して墓に入る、あたかも麦束をその季節になって打

ち場に運びあげるようになるであろう。 27見よ、わ

れわれの尋ねきわめた所はこのとおりだ。あなたは

これを聞いて、みずから知るがよい」。

6ヨブは答えて言った、 2「どうかわたしの憤りが

正しく量られ、同時にわたしの災も、はかりにかけ

られるように。 3そうすれば、これは海の砂よりも

重いに相違ない。それゆえ、わたしの言葉が軽率で

あったのだ。 4全能者の矢が、わたしのうちにあり

、わたしの霊はその毒を飲み、神の恐るべき軍勢が

、わたしを襲い攻めている。 5野ろばは、青草のあ
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るのに鳴くであろうか。牛は飼葉の上でうなるであ

ろうか。 6味のない物は塩がなくて食べられようか

。すべりひゆのしるは味があろうか。 7わたしの食

欲はこれに触れることを拒む。これは、わたしのき

らう食物のようだ。 8どうかわたしの求めるものが

獲られるように。どうか神がわたしの望むものをく

ださるように。 9どうか神がわたしを打ち滅ぼすこ

とをよしとし、み手を伸べてわたしを断たれるよう

に。 10そうすれば、わたしはなお慰めを得、激しい

苦しみの中にあっても喜ぶであろう。わたしは聖な

る者の言葉を否んだことがないからだ。 11わたしに

どんな力があって、なお待たねばならないのか。わ

たしにどんな終りがあるので、なお耐え忍ばねばな

らないのか。 12わたしの力は石の力のようであるの

か。わたしの肉は青銅のようであるのか。 13まこと

に、わたしのうちに助けはなく、救われる望みは、

わたしから追いやられた。 14その友に対するいつく

しみをさし控える者は、全能者を恐れることをすて

る。 15わが兄弟たちは谷川のように、過ぎ去る出水

のように欺く。 16これは氷のために黒くなり、その

うちに雪が隠れる。 17これは暖かになると消え去り

、暑くなるとその所からなくなる。 18隊商はその道

を転じ、むなしい所へ行って滅びる。 19テマの隊商

はこれを望み、シバの旅びとはこれを慕う。 20彼ら

はこれにたよったために失望し、そこに来てみて、

あわてる。 21あなたがたは今わたしにはこのような

者となった。あなたがたはわたしの災難を見て恐れ

た。 22わたしは言ったことがあるか、『わたしに与

えよ』と、あるいは『あなたがたの財産のうちから
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わたしのために、まいないを贈れ』と、 23あるいは

『あだの手からわたしを救い出せ』と、あるいは『

しえたげる者の手からわたしをあがなえ』と。 24わ

たしに教えよ、そうすればわたしは黙るであろう。

わたしの誤っている所をわたしに悟らせよ。 25正し

い言葉はいかに力のあるものか。しかしあなたがた

の戒めは何を戒めるのか。 26あなたがたは言葉を戒

めうると思うのか。望みの絶えた者の語ることは風

のようなものだ。 27あなたがたは、みなしごのため

にくじをひき、あなたがたの友をさえ売り買いする

であろう。 28今、どうぞわたしを見られよ、わたし

はあなたがたの顔に向かって偽らない。 29どうぞ、

思いなおせ、まちがってはならない。さらに思いな

おせ、わたしの義は、なおわたしのうちにある。 30

わたしの舌に不義があるか。わたしの口は災をわき

まえることができぬであろうか。

7地上の人には、激しい労務があるではないか。ま

たその日は雇人の日のようではないか。 2奴隷が夕

暮を慕うように、雇人がその賃銀を望むように、 3

わたしは、むなしい月を持たせられ、悩みの夜を与

えられる。 4わたしは寝るときに言う、『いつ起き

るだろうか』と。しかし夜は長く、暁までころびま

わる。 5わたしの肉はうじと土くれとをまとい、わ

たしの皮は固まっては、またくずれる。 6わたしの

日は機のひよりも速く、望みをもたずに消え去る。

7記憶せよ、わたしの命は息にすぎないことを。わた

しの目は再び幸を見ることがない。 8わたしを見る

者の目は、かさねてわたしを見ることがなく、あな

たがわたしに目を向けられても、わたしはいない。
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9雲が消えて、なくなるように、陰府に下る者は上が

って来ることがない。 (Sheol h7585) 10彼は再びその家

に帰らず、彼の所も、もはや彼を認めない。 11それ

ゆえ、わたしはわが口をおさえず、わたしの霊のも

だえによって語り、わたしの魂の苦しさによって嘆

く。 12わたしは海であるのか、龍であるのか、あな

たはわたしの上に見張りを置かれる。 13『わたしの

床はわたしを慰め、わたしの寝床はわが嘆きを軽く

する』とわたしが言うとき、 14あなたは夢をもって

わたしを驚かし、幻をもってわたしを恐れさせられ

る。 15それゆえ、わたしは息の止まることを願い、

わが骨よりもむしろ死を選ぶ。 16わたしは命をいと

う。わたしは長く生きることを望まない。わたしに

構わないでください。わたしの日は息にすぎないの

だから。 17人は何者なので、あなたはこれを大きな

ものとし、これにみ心をとめ、 18朝ごとに、これを

尋ね、絶え間なく、これを試みられるのか。 19いつ

まで、あなたはわたしに目を離さず、つばをのむま

も、わたしを捨てておかれないのか。 20人を監視さ

れる者よ、わたしが罪を犯したとて、あなたに何を

なしえようか。なにゆえ、わたしをあなたの的とし

、わたしをあなたの重荷とされるのか。 21なにゆえ

、わたしのとがをゆるさず、わたしの不義を除かれ

ないのか。わたしはいま土の中に横たわる。あなた

がわたしを尋ねられても、わたしはいないでしょう

」。

8時にシュヒびとビルダデが答えて言った、 2「い

つまであなたは、そのような事を言うのか。あなた

の口の言葉は荒い風ではないか。 3神は公義を曲げ
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られるであろうか。全能者は正義を曲げられるであ

ろうか。 4あなたの子たちが彼に罪を犯したので、

彼らをそのとがの手に渡されたのだ。 5あなたがも

し神に求め、全能者に祈るならば、 6あなたがもし

清く、正しくあるならば、彼は必ずあなたのために

立って、あなたの正しいすみかを栄えさせられる。

7あなたの初めは小さくあっても、あなたの終りは非

常に大きくなるであろう。 8先の代の人に問うてみ

よ、先祖たちの尋ねきわめた事を学べ。 9われわれ

はただ、きのうからあった者で、何も知らない、わ

れわれの世にある日は、影のようなものである。 10

彼らはあなたに教え、あなたに語り、その悟りから

言葉を出さないであろうか。 11紙草は泥のない所に

生長することができようか。葦は水のない所におい

茂ることができようか。 12これはなお青くて、まだ

刈られないのに、すべての草に先だって枯れる。 13

すべて神を忘れる者の道はこのとおりだ。神を信じ

ない者の望みは滅びる。 14その頼むところは断たれ

、その寄るところは、くもの巣のようだ。 15その家

によりかかろうとすれば、家は立たず、それにすが

ろうとしても、それは耐えない。 16彼は日の前に青

々と茂り、その若枝を園にはびこらせ、 17その根を

石塚にからませ、岩の間に生きていても、 18もしそ

の所から取り除かれれば、その所は彼を拒んで言う

であろう、『わたしはあなたを見たことがない』と

。 19見よ、これこそ彼の道の喜びである、そしてほ

かの者が地から生じるであろう。 20見よ、神は全き

人を捨てられない。また悪を行う者の手を支持され

ない。 21彼は笑いをもってあなたの口を満たし、喜
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びの声をもってあなたのくちびるを満たされる。 22

あなたを憎む者は恥を着せられ、悪しき者の天幕は

なくなる」。

9ヨブは答えて言った、 2「まことにわたしは、そ

の事のそのとおりであることを知っている。しかし

人はどうして神の前に正しくありえようか。 3よし

彼と争おうとしても、千に一つも答えることができ

ない。 4彼は心賢く、力強くあられる。だれが彼に

むかい、おのれをかたくなにして、栄えた者がある

か。 5彼は、山を移されるが、山は知らない。彼は

怒りをもって、これらをくつがえされる。 6彼が、

地を震い動かしてその所を離れさせられると、その

柱はゆらぐ。 7彼が日に命じられると、日は出ない

。彼はまた星を閉じこめられる。 8彼はただひとり

天を張り、海の波を踏まれた。 9彼は北斗、オリオ

ン、プレアデスおよび南の密室を造られた。 10彼が

大いなる事をされることは測りがたく、不思議な事

をされることは数知れない。 11見よ、彼がわたしの

かたわらを通られても、わたしは彼を見ない。彼は

進み行かれるが、わたしは彼を認めない。 12見よ、

彼が奪い去られるのに、だれが彼をはばむことがで

きるか。だれが彼にむかって『あなたは何をするの

か』と言うことができるか。 13神はその怒りをやめ

られない。ラハブを助ける者どもは彼のもとにかが

んだ。 14どうしてわたしは彼に答え、言葉を選んで

、彼と議論することができよう。 15たといわたしは

正しくても答えることができない。わたしを責めら

れる者にあわれみを請わなければならない。 16たと

いわたしが呼ばわり、彼がわたしに答えられても、



ヨブ記 1220

わたしの声に耳を傾けられたとは信じない。 17彼は

大風をもってわたしを撃ち砕き、ゆえなく、わたし

に多くの傷を負わせ、 18わたしに息をつかせず、苦

い物をもってわたしを満たされる。 19力の争いであ

るならば、彼を見よ、さばきの事であるならば、だ

れが彼を呼び出すことができよう。 20たといわたし

は正しくても、わたしの口はわたしを罪ある者とす

る。たといわたしは罪がなくても、彼はわたしを曲

った者とする。 21わたしは罪がない、しかしわたし

は自分を知らない。わたしは自分の命をいとう。 22

皆同一である。それゆえ、わたしは言う、『彼は罪

のない者と、悪しき者とを共に滅ぼされるのだ』と

。 23災がにわかに人を殺すような事があると、彼は

罪のない者の苦難をあざ笑われる。 24世は悪人の手

に渡されてある。彼はその裁判人の顔をおおわれる

。もし彼でなければ、これはだれのしわざか。 25わ

たしの日は飛脚よりも速く、飛び去って幸を見ない

。 26これは走ること葦舟のごとく、えじきに襲いか

かる、わしのようだ。 27たといわたしは『わが嘆き

を忘れ、憂い顔をかえて元気よくなろう』と言って

も、 28わたしはわがもろもろの苦しみを恐れる。あ

なたがわたしを罪なき者とされないことをわたしは

知っているからだ。 29わたしは罪ある者とされてい

る。どうして、いたずらに労する必要があるか。 30

たといわたしは雪で身を洗い、灰汁で手を清めても

、 31あなたはわたしを、みぞの中に投げ込まれるの

で、わたしの着物も、わたしをいとうようになる。

32神はわたしのように人ではないゆえ、わたしは彼

に答えることができない。われわれは共にさばきに
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臨むことができない。 33われわれの間には、われわ

れふたりの上に手を置くべき仲裁者がない。 34どう

か彼がそのつえをわたしから取り離し、その怒りを

もって、わたしを恐れさせられないように。 35そう

すれば、わたしは語って、彼を恐れることはない。

わたしはみずからそのような者ではないからだ。

10わたしは自分の命をいとう。わたしは自分の嘆

きを包まず言いあらわし、わが魂の苦しみによって

語ろう。 2わたしは神に申そう、わたしを罪ある者

とされないように。なぜわたしと争われるかを知ら

せてほしい。 3あなたはしえたげをなし、み手のわ

ざを捨て、悪人の計画を照すことを良しとされるの

か。 4あなたの持っておられるのは肉の目か、あな

たは人が見るように見られるのか。 5あなたの日は

人の日のごとく、あなたの年は人の年のようである

のか。 6あなたはなにゆえわたしのとがを尋ね、わ

たしの罪を調べられるのか。 7あなたはわたしの罪

のないことを知っておられる。またあなたの手から

救い出しうる者はない。 8あなたの手はわたしをか

たどり、わたしを作った。ところが今あなたはかえ

って、わたしを滅ぼされる。 9どうぞ覚えてくださ

い、あなたは土くれをもってわたしを作られた事を

。ところが、わたしをちりに返そうとされるのか。

10あなたはわたしを乳のように注ぎ、乾酪のように

凝り固まらせたではないか。 11あなたは肉と皮とを

わたしに着せ、骨と筋とをもってわたしを編み、 12

命といつくしみとをわたしに授け、わたしを顧みて

わが霊を守られた。 13しかしあなたはこれらの事を

み心に秘めおかれた。この事があなたの心のうちに
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あった事をわたしは知っている。 14わたしがもし罪

を犯せば、あなたはわたしに目をつけて、わたしを

罪から解き放されない。 15わたしがもし悪ければわ

たしはわざわいだ。たといわたしが正しくても、わ

たしは頭を上げることができない。わたしは恥に満

ち、悩みを見ているからだ。 16もし頭をあげれば、

あなたは、ししのようにわたしを追い、わたしにむ

かって再びくすしき力をあらわされる。 17あなたは

証人を入れ替えてわたしを攻め、わたしにむかって

あなたの怒りを増し、新たに軍勢を出してわたしを

攻められる。 18なにゆえあなたはわたしを胎から出

されたか、わたしは息絶えて目に見られることなく

、 19胎から墓に運ばれて、初めからなかった者のよ

うであったなら、よかったのに。 20わたしの命の日

はいくばくもないではないか。どうぞ、しばしわた

しを離れて、少しく慰めを得させられるように。 21

わたしが行って、帰ることのないその前に、これを

得させられるように。わたしは暗き地、暗黒の地へ

行く。 22これは暗き地で、やみにひとしく、暗黒で

秩序なく、光もやみのようだ」。

11そこでナアマびとゾパルは答えて言った、 2「

言葉が多ければ、答なしにすまされるだろうか。口

の達者な人は義とされるだろうか。 3あなたのむな

しい言葉は人を沈黙させるだろうか。あなたがあざ

けるとき、人はあなたを恥じさせないだろうか。 4

あなたは言う、『わたしの教は正しい、わたしは神

の目に潔い』と。 5どうぞ神が言葉を出し、あなた

にむかってくちびるを開き、 6知恵の秘密をあなた

に示されるように。神はさまざまの知識をもたれる
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からである。それであなたは知るがよい、神はあな

たの罪よりも軽くあなたを罰せられることを。 7あ

なたは神の深い事を窮めることができるか。全能者

の限界を窮めることができるか。 8それは天よりも

高い、あなたは何をなしうるか。それは陰府よりも

深い、あなたは何を知りうるか。 (Sheol h7585) 9その

量は地よりも長く、海よりも広い。 10彼がもし行き

めぐって人を捕え、さばきに召し集められるとき、

だれが彼をはばむことができよう。 11彼は卑しい人

間を知っておられるからだ。彼は不義を見る時、こ

れに心をとめられぬであろうか。 12しかし野ろばの

子が人として生れるとき、愚かな者も悟りを得るで

あろう。 13もしあなたが心を正しくするならば、神

に向かって手を伸べるであろう。 14もしあなたの手

に不義があるなら、それを遠く去れ、あなたの天幕

に悪を住まわせてはならない。 15そうすれば、あな

たは恥じることなく顔をあげることができ、堅く立

って、恐れることはない。 16あなたは苦しみを忘れ

、あなたのこれを覚えることは、流れ去った水のよ

うになる。 17そしてあなたの命は真昼よりも光り輝

き、たとい暗くても朝のようになる。 18あなたは望

みがあるゆえに安んじ、保護されて安らかにいこう

ことができる。 19あなたは伏してやすみ、あなたを

恐れさせるものはない。多くの者はあなたの好意を

求めるであろう。 20しかし悪しき者の目は衰える。

彼らは逃げ場を失い、その望みは息の絶えるにひと

しい」。

12そこでヨブは答えて言った、 2「まことに、あ

なたがたのみ、人である、知恵はあなたがたと共に
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死ぬであろう。 3しかしわたしも、あなたがたと同

様に悟りをもつ。わたしはあなたがたに劣らない。

だれがこのような事を知らないだろうか。 4わたし

は神に呼ばわって、聞かれた者であるのに、その友

の物笑いとなっている。正しく全き人は物笑いとな

る。 5安らかな者の思いには、不幸な者に対する侮

りがあって、足のすべる者を待っている。 6かすめ

奪う者の天幕は栄え、神を怒らす者は安らかである

。自分の手に神を携えている者も同様だ。 7しかし

獣に問うてみよ、それはあなたに教える。空の鳥に

問うてみよ、それはあなたに告げる。 8あるいは地

の草や木に問うてみよ、彼らはあなたに教える。海

の魚もまたあなたに示す。 9これらすべてのものの

うち、いずれか主の手がこれをなしたことを知らぬ

者があろうか。 10すべての生き物の命、およびすべ

ての人の息は彼の手のうちにある。 11口が食物を味

わうように、耳は言葉をわきまえないであろうか。

12老いた者には知恵があり、命の長い者には悟りが

ある。 13知恵と力は神と共にあり、深慮と悟りも彼

のものである。 14彼が破壊すれば、再び建てること

ができない。彼が人を閉じ込めれば、開き出すこと

ができない。 15彼が水を止めれば、それはかれ、彼

が水を出せば、地をくつがえす。 16力と深き知恵は

彼と共にあり、惑わされる者も惑わす者も彼のもの

である。 17彼は議士たちを裸にして連れ行き、さば

きびとらを愚かにし、 18王たちのきずなを解き、彼

らの腰に腰帯を巻き、 19祭司たちを裸にして連れ行

き、力ある者を滅ぼし、 20みずから頼む者たちの言

葉を奪い、長老たちの分別を取り去り、 21君たちの
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上に侮りを注ぎ、強い者たちの帯を解き、 22暗やみ

の中から隠れた事どもをあらわし、暗黒を光に引き

出し、 23国々を大きくし、またこれを滅ぼし、国々

を広くし、また捕え行き、 24地の民の長たちの悟り

を奪い、彼らを道なき荒野にさまよわせ、 25光なき

暗やみに手探りさせ、酔うた者のようによろめかせ

る。

13見よ、わたしの目は、これをことごとく見た。

わたしの耳はこれを聞いて悟った。 2あなたがたの

知っている事は、わたしも知っている。わたしはあ

なたがたに劣らない。 3しかしわたしは全能者に物

を言おう、わたしは神と論ずることを望む。 4あな

たがたは偽りをもってうわべを繕う者、皆、無用の

医師だ。 5どうか、あなたがたは全く沈黙するよう

に。これがあなたがたの知恵であろう。 6今、わた

しの論ずることを聞くがよい。わたしの口で言い争

うことに耳を傾けるがよい。 7あなたがたは神のた

めに不義を言おうとするのか。また彼のために偽り

を述べるのか。 8あなたがたは彼にひいきしようと

するのか。神のために争おうとするのか。 9神があ

なたがたを調べられるとき、あなたがたは無事だろ

うか。あなたがたは人を欺くように彼を欺くことが

できるか。 10あなたがたがもし、ひそかにひいきす

るならば、彼は必ずあなたがたを責められる。 11そ

の威厳はあなたがたを恐れさせないであろうか。彼

をおそれる恐れがあなたがたに臨まないであろうか

。 12あなたがたの格言は灰のことわざだ。あなたが

たの盾は土の盾だ。 13黙して、わたしにかかわるな

、わたしは話そう。何事でもわたしに来るなら、来
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るがよい。 14わたしはわが肉をわが歯に取り、わが

命をわが手のうちに置く。 15見よ、彼はわたしを殺

すであろう。わたしは絶望だ。しかしなおわたしは

わたしの道を彼の前に守り抜こう。 16これこそわた

しの救となる。神を信じない者は、神の前に出るこ

とができないからだ。 17あなたがたはよくわたしの

言葉を聞き、わたしの述べる所を耳に入れよ。 18見

よ、わたしはすでにわたしの立ち場を言い並べた。

わたしは義とされることをみずから知っている。 19

だれかわたしと言い争う事のできる者があろうか。

もしあるならば、わたしは黙して死ぬであろう。 20

ただわたしに二つの事を許してください。そうすれ

ば、わたしはあなたの顔をさけて隠れることはない

でしょう。 21あなたの手をわたしから離してくださ

い。あなたの恐るべき事をもってわたしを恐れさせ

ないでください。 22そしてお呼びください、わたし

は答えます。わたしに物を言わせて、あなたご自身

、わたしにお答えください。 23わたしのよこしまと

、わたしの罪がどれほどあるか。わたしのとがと罪

とをわたしに知らせてください。 24なにゆえ、あな

たはみ顔をかくし、わたしをあなたの敵とされるの

か。 25あなたは吹き回される木の葉をおどし、干あ

がったもみがらを追われるのか。 26あなたはわたし

について苦き事どもを書きしるし、わたしに若い時

の罪を継がせ、 27わたしの足を足かせにはめ、わた

しのすべての道をうかがい、わたしの足の周囲に限

りをつけられる。 28このような人は腐れた物のよう

に朽ち果て、虫に食われた衣服のようにすたれる。
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14女から生れる人は日が短く、悩みに満ちている

。 2彼は花のように咲き出て枯れ、影のように飛び

去って、とどまらない。 3あなたはこのような者に

さえ目を開き、あなたの前に引き出して、さばかれ

るであろうか。 4だれが汚れたもののうちから清い

ものを出すことができようか、ひとりもない。 5そ

の日は定められ、その月の数もあなたと共にあり、

あなたがその限りを定めて、越えることのできない

ようにされたのだから、 6彼から目をはなし、手を

ひいてください。そうすれば彼は雇人のように、そ

の日を楽しむことができるでしょう。 7木には望み

がある。たとい切られてもまた芽をだし、その若枝

は絶えることがない。 8たといその根が地の中に老

い、その幹が土の中に枯れても、 9なお水の潤いに

あえば芽をふき、若木のように枝を出す。 10しかし

人は死ねば消えうせる。息が絶えれば、どこにおる

か。 11水が湖から消え、川がかれて、かわくように

、 12人は伏して寝、また起きず、天のつきるまで、

目ざめず、その眠りからさまされない。 13どうぞ、

わたしを陰府にかくし、あなたの怒りのやむまで、

潜ませ、わたしのために時を定めて、わたしを覚え

てください。 (Sheol h7585) 14人がもし死ねば、また生

きるでしょうか。わたしはわが服役の諸日の間、わ

が解放の来るまで待つでしょう。 15あなたがお呼び

になるとき、わたしは答えるでしょう。あなたはみ

手のわざを顧みられるでしょう。 16その時あなたは

わたしの歩みを数え、わたしの罪を見のがされるで

しょう。 17わたしのとがは袋の中に封じられ、あな

たはわたしの罪を塗りかくされるでしょう。 18しか
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し山は倒れてくずれ、岩もその所から移される。 19

水は石をうがち、大水は地のちりを洗い去る。この

ようにあなたは人の望みを断たれる。 20あなたはな

がく彼に勝って、彼を去り行かせ、彼の顔かたちを

変らせて追いやられる。 21彼の子らは尊くなっても

、彼はそれを知らない、卑しくなっても、それを悟

らない。 22ただおのが身に痛みを覚え、おのれのた

めに嘆くのみである」。

15そこでテマンびとエリパズは答えて言った、 2

「知者はむなしき知識をもって答えるであろうか。

東風をもってその腹を満たすであろうか。 3役に立

たない談話をもって論じるであろうか。無益な言葉

をもって争うであろうか。 4ところがあなたは神を

恐れることを捨て、神の前に祈る事をやめている。

5あなたの罪はあなたの口を教え、あなたは悪賢い人

の舌を選び用いる。 6あなたの口みずからあなたの

罪を定める、わたしではない。あなたのくちびるが

あなたに逆らって証明する。 7あなたは最初に生れ

た人であるのか。山よりも先に生れたのか。 8あな

たは神の会議にあずかったのか。あなたは知恵を独

占しているのか。 9あなたが知るものはわれわれも

知るではないか。あなたが悟るものはわれわれも悟

るではないか。 10われわれの中にはしらがの人も、

年老いた人もあって、あなたの父よりも年上だ。 11

神の慰めおよびあなたに対するやさしい言葉も、あ

なたにとって、あまりに小さいというのか。 12どう

してあなたの心は狂うのか。どうしてあなたの目は

しばたたくのか。 13あなたが神にむかって気をいら

だて、このような言葉をあなたの口から出すのはな
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ぜか。 14人はいかなる者か、どうしてこれは清くあ

りえよう。女から生れた者は、どうして正しくあり

えよう。 15見よ、神はその聖なる者にすら信を置か

れない、もろもろの天も彼の目には清くない。 16ま

して憎むべき汚れた者、また不義を水のように飲む

人においては。 17わたしはあなたに語ろう、聞くが

よい。わたしは自分の見た事を述べよう。 18これは

知者たちがその先祖からうけて、隠す所なく語り伝

えたものである。 19彼らにのみこの地は授けられて

、他国人はその中に行き来したことがなかった。 20

悪しき人は一生の間、もだえ苦しむ。残酷な人には

年の数が定められている。 21その耳には恐ろしい音

が聞え、繁栄の時にも滅ぼす者が彼に臨む。 22彼は

、暗やみから帰りうるとは信ぜず、つるぎにねらわ

れる。 23彼は食物はどこにあるかと言いつつさまよ

い、暗き日が手近に備えられてあるのを知る。 24悩

みと苦しみとが彼を恐れさせ、戦いの備えをした王

のように彼に打ち勝つ。 25これは彼が神に逆らって

その手を伸べ、全能者に逆らって高慢にふるまい、

26盾の厚い面をもって強情に、彼にはせ向かうから

だ。 27また彼は脂肪をもってその顔をおおい、その

腰には脂肪の肉を集め、 28滅ぼされた町々に住み、

人の住まない家、荒塚となる所におるからだ。 29彼

は富める者とならず、その富はながく続かない、ま

た地に根を張ることはない。 30彼は暗やみからのが

れることができない。炎はその若枝を枯らし、その

花は風に吹き去られる。 31彼をしてみずから欺いて

、むなしい事にたよらせてはならない。その報いは

むなしいからだ。 32彼の時のこない前にその事がな
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し遂げられ、彼の枝は緑とならないであろう。 33彼

はぶどうの木のように、その熟さない実をふり落す

であろう。またオリブの木のように、その花を落す

であろう。 34神を信じない者のやからは子なく、ま

いないによる天幕は火で焼き滅ぼされるからだ。 35

彼らは害悪をはらみ、不義を生み、その腹は偽りを

つくる」。

16そこでヨブは答えて言った、 2「わたしはこの

ような事を数多く聞いた。あなたがたは皆人を慰め

ようとして、かえって人を煩わす者だ。 3むなしき

言葉に、はてしがあろうか。あなたは何に激して答

をするのか。 4わたしもあなたがたのように語るこ

とができる。もしあなたがたがわたしと代ったなら

ば、わたしは言葉を練って、あなたがたを攻め、あ

なたがたに向かって頭を振ることができる。 5また

口をもって、あなたがたを強くし、くちびるの慰め

をもって、あなたがたの苦しみを和らげることがで

きる。 6たといわたしは語っても、わたしの苦しみ

は和らげられない。たといわたしは忍んでも、どれ

ほどそれがわたしを去るであろうか。 7まことに神

は今わたしを疲れさせた。彼はわたしのやからをこ

とごとく荒した。 8彼はわたしを、しわ寄らせた。

これがわたしに対する証拠である。またわたしのや

せ衰えた姿が立って、わたしを攻め、わたしの顔に

むかって証明する。 9彼は怒ってわたしをかき裂き

、わたしを憎み、わたしに向かって歯をかみ鳴らし

た。わたしの敵は目を鋭くして、わたしを攻める。

10人々はわたしに向かって口を張り、侮ってわたし

のほおを打ち、ともに集まってわたしを攻める。 11
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神はわたしをよこしまな者に渡し、悪人の手に投げ

いれられる。 12わたしは安らかであったのに、彼は

わたしを切り裂き、首を捕えて、わたしを打ち砕き

、わたしを立てて的とされた。 13その射手はわたし

を囲む。彼は無慈悲にもわたしの腰を射通し、わた

しの肝を地に流れ出させられる。 14彼はわたしを打

ち破って、破れに破れを加え、勇士のようにわたし

に、はせかかられる。 15わたしは荒布を膚に縫いつ

け、わたしの角をちりに伏せた。 16わたしの顔は泣

いて赤くなり、わたしのまぶたには深いやみがある

。 17しかし、わたしの手には暴虐がなく、わたしの

祈は清い。 18地よ、わたしの血をおおってくれるな

。わたしの叫びに、休む所を得させるな。 19見よ、

今でもわたしの証人は天にある。わたしのために保

証してくれる者は高い所にある。 20わたしの友はわ

たしをあざける、しかしわたしの目は神に向かって

涙を注ぐ。 21どうか彼が人のために神と弁論し、人

とその友との間をさばいてくれるように。 22数年過

ぎ去れば、わたしは帰らぬ旅路に行くであろう。

17わが霊は破れ、わが日は尽き、墓はわたしを待

っている。 2まことにあざける者どもはわたしのま

わりにあり、わが目は常に彼らの侮りを見る。 3ど

うか、あなた自ら保証となられるように。ほかにだ

れがわたしのために保証となってくれる者があろう

か。 4あなたは彼らの心を閉じて、悟ることのない

ようにされた。それゆえ、彼らに勝利を得させられ

るはずはない。 5分け前を得るために友を訴えるも

のは、その子らの目がつぶれるであろう。 6彼はわ

たしを民の笑い草とされた。わたしは顔につばきさ
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れる者となる。 7わが目は憂いによってかすみ、わ

がからだはすべて影のようだ。 8正しい者はこれに

驚き、罪なき者は神を信ぜぬ者に対して憤る。 9そ

れでもなお正しい者はその道を堅く保ち、潔い手を

もつ者はますます力を得る。 10しかし、あなたがた

は皆再び来るがよい、わたしはあなたがたのうちに

賢い者を見ないのだ。 11わが日は過ぎ去り、わが計

りごとは敗れ、わが心の願いも敗れた。 12彼らは夜

を昼に変える。彼らは言う、『光が暗やみに近づい

ている』と。 13わたしがもし陰府をわたしの家とし

て望み、暗やみに寝床をのべ、 (Sheol h7585) 14穴に向

かって『あなたはわたしの父である』と言い、うじ

に向かって『あなたはわたしの母、わたしの姉妹で

ある』と言うならば、 15わたしの望みはどこにある

か、だれがわたしの望みを見ることができようか。

16これは下って陰府の関門にいたり、われわれは共

にちりに下るであろうか」。 (Sheol h7585)

18そこでシュヒびとビルダデは答えて言った、 2

「あなたはいつまで言葉にわなを設けるのか。あな

たはまず悟るがよい、それからわれわれは論じよう

。 3なぜ、われわれは獣のように思われるのか。な

ぜ、あなたの目に愚かな者と見えるのか。 4怒って

おのが身を裂く者よ、あなたのために地は捨てられ

るだろうか。岩はその所から移されるだろうか。 5

悪しき者の光は消え、その火の炎は光を放たず、 6

その天幕のうちの光は暗く、彼の上のともしびは消

える。 7その力ある歩みはせばめられ、その計りご

とは彼を倒す。 8彼は自分の足で網にかかり、また

落し穴の上を歩む。 9わなは彼のかかとを捕え、網
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わなは彼を捕える。 10輪なわは彼を捕えるために地

に隠され、張り網は彼を捕えるために道に設けられ

る。 11恐ろしい事が四方にあって彼を恐れさせ、そ

の歩みにしたがって彼を追う。 12その力は飢え、災

は彼をつまずかすために備わっている。 13その皮膚

は病によって食いつくされ、死のういごは彼の手足

を食いつくす。 14彼はその頼む所の天幕から引き離

されて、恐れの王のもとに追いやられる。 15彼に属

さない者が彼の天幕に住み、硫黄が彼のすまいの上

にまき散らされる。 16下ではその根が枯れ、上では

その枝が切られる。 17彼の形見は地から滅び、彼の

名はちまたに消える。 18彼は光からやみに追いやら

れ、世の中から追い出される。 19彼はその民の中に

子もなく、孫もなく、彼のすみかには、ひとりも生

き残る者はない。 20西の者は彼の日について驚き、

東の者はおじ恐れる。 21まことに、悪しき者のすま

いはこのようであり、神を知らない者の所はこのよ

うである」。

19そこでヨブは答えて言った、 2「あなたがたは

いつまでわたしを悩まし、言葉をもってわたしを打

ち砕くのか。 3あなたがたはすでに十度もわたしを

はずかしめ、わたしを悪くあしらってもなお恥じな

いのか。 4たといわたしが、まことにあやまったと

しても、そのあやまちは、わたし自身にとどまる。

5もしあなたがたが、まことにわたしに向かって高ぶ

り、わたしの恥を論じるならば、 6『神がわたしを

しえたげ、その網でわたしを囲まれたのだ』と知る

べきだ。 7見よ、わたしが『暴虐』と叫んでも答え

られず、助けを呼び求めても、さばきはない。 8彼
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はわたしの道にかきをめぐらして、越えることので

きないようにし、わたしの行く道に暗やみを置かれ

た。 9彼はわたしの栄えをわたしからはぎ取り、わ

たしのこうべから冠を奪い、 10四方からわたしを取

りこわして、うせさせ、わたしの望みを木のように

抜き去り、 11わたしに向かって怒りを燃やし、わた

しを敵のひとりのように思われた。 12その軍勢がい

っせいに来て、塁を築いて攻め寄せ、わたしの天幕

のまわりに陣を張った。 13彼はわたしの兄弟たちを

わたしから遠く離れさせられた。わたしを知る人々

は全くわたしに疎遠になった。 14わたしの親類およ

び親しい友はわたしを見捨て、 15わたしの家に宿る

者はわたしを忘れ、わたしのはしためらはわたしを

他人のように思い、わたしは彼らの目に他国人とな

った。 16わたしがしもべを呼んでも、彼は答えず、

わたしは口をもって彼に請わなければならない。 17

わたしの息はわが妻にいとわれ、わたしは同じ腹の

子たちにきらわれる。 18わらべたちさえもわたしを

侮り、わたしが起き上がれば、わたしをあざける。

19親しい人々は皆わたしをいみきらい、わたしの愛

した人々はわたしにそむいた。 20わたしの骨は皮と

肉につき、わたしはわずかに歯の皮をもってのがれ

た。 21わが友よ、わたしをあわれめ、わたしをあわ

れめ、神のみ手がわたしを打ったからである。 22あ

なたがたは、なにゆえ神のようにわたしを責め、わ

たしの肉をもって満足しないのか。 23どうか、わた

しの言葉が、書きとめられるように。どうか、わた

しの言葉が、書物にしるされるように。 24鉄の筆と

鉛とをもって、ながく岩に刻みつけられるように。
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25わたしは知る、わたしをあがなう者は生きておら

れる、後の日に彼は必ず地の上に立たれる。 26わた

しの皮がこのように滅ぼされたのち、わたしは肉を

離れて神を見るであろう。 27しかもわたしの味方と

して見るであろう。わたしの見る者はこれ以外のも

のではない。わたしの心はこれを望んでこがれる。

28あなたがたがもし『われわれはどうして彼を責め

ようか』と言い、また『事の根源は彼のうちに見い

だされる』と言うならば、 29つるぎを恐れよ、怒り

はつるぎの罰をきたらすからだ。これによって、あ

なたがたは、さばきのあることを知るであろう」。

20そこでナアマびとゾパルは答えて言った、 2「

これによって、わたしは答えようとの思いを起し、

これがために心中しきりに騒ぎ立つ。 3わたしはわ

たしをはずかしめる非難を聞く、しかし、わたしの

悟りの霊がわたしに答えさせる。 4あなたはこの事

を知らないのか、昔から地の上に人の置かれてより

このかた、 5悪しき人の勝ち誇はしばらくであって

、神を信じない者の楽しみはただつかのまであるこ

とを。 6たといその高さが天に達し、その頭が雲に

およんでも、 7彼はおのれの糞のように、とこしえ

に滅び、彼を見た者は言うであろう、『彼はどこに

おるか』と。 8彼は夢のように飛び去って、再び見

ることはない。彼は夜の幻のように追い払われるで

あろう。 9彼を見た目はかさねて彼を見ることがな

く、彼のいた所も再び彼を見ることがなかろう。 10

その子らは貧しい者に恵みを求め、その手は彼の貨

財を償うであろう。 11その骨には若い力が満ちてい

る、しかしそれは彼と共にちりに伏すであろう。 12
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たとい悪は彼の口に甘く、これを舌の裏にかくし、

13これを惜しんで捨てることなく、口の中に含んで

いても、 14その食物は彼の腹の中で変り、彼の内で

毒蛇の毒となる。 15彼は貨財をのんでも、またそれ

を吐き出す、神がそれを彼の腹から押し出されるか

らだ。 16彼は毒蛇の毒を吸い、まむしの舌は彼を殺

すであろう。 17彼は蜜と凝乳の流れる川々を見るこ

とができない。 18彼はほねおって獲たものを返して

、それを食うことができない。その商いによって得

た利益をもって楽しむことができない。 19彼が貧し

い者をしえたげ、これを捨てたからだ。彼は家を奪

い取っても、それを建てることができない。 20彼の

欲張りは足ることを知らぬゆえ、その楽しむ何物を

も救うことができないであろう。 21彼が残して食べ

なかった物とては一つもない。それゆえ、その繁栄

はながく続かないであろう。 22その力の満ちている

時、彼は窮境に陥り、悩みの手がことごとく彼の上

に臨むであろう。 23彼がその腹を満たそうとすれば

、神はその激しい怒りを送って、それを彼の上に降

り注ぎ、彼の食物とされる。 24彼は鉄の武器を免れ

ても、青銅の矢は彼を射通すであろう。 25彼がこれ

をその身から引き抜けば、きらめく矢じりがその肝

から出てきて、恐れが彼の上に臨む。 26もろもろの

暗黒が彼の宝物のためにたくわえられ、人が吹き起

したものでない火が彼を焼きつくし、その天幕に残

っている者を滅ぼすであろう。 27天は彼の罪をあら

わし、地は起って彼を攻めるであろう。 28その家の

財産は奪い去られ、神の怒りの日に消えうせるであ
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ろう。 29これが悪しき人の神から受ける分、神によ

って定められた嗣業である」。

21そこでヨブは答えて言った、 2「あなたがたは

とくと、わたしの言葉を聞き、これをもって、あな

たがたの慰めとするがよい。 3まずわたしをゆるし

て語らせなさい。わたしが語ったのち、あざけるの

もよかろう。 4わたしのつぶやきは人に対してであ

ろうか。わたしはどうして、いらだたないでいられ

ようか。 5あなたがたはわたしを見て、驚き、手を

口にあてるがよい。 6わたしはこれを思うと恐ろし

くなって、からだがしきりに震えわななく。 7なに

ゆえ悪しき人が生きながらえ、老齢に達し、かつ力

強くなるのか。 8その子らは彼らの前に堅く立ち、

その子孫もその目の前に堅く立つ。 9その家は安ら

かで、恐れがなく、神のつえは彼らの上に臨むこと

がない。 10その雄牛は種を与えて、誤ることなく、

その雌牛は子を産んで、そこなうことがない。 11彼

らはその小さい者どもを群れのように連れ出し、そ

の子らは舞い踊る。 12彼らは手鼓と琴に合わせて歌

い、笛の音によって楽しみ、 13その日をさいわいに

過ごし、安らかに陰府にくだる。 (Sheol h7585) 14彼ら

は神に言う、『われわれを離れよ、われわれはあな

たの道を知ることを好まない。 15全能者は何者なの

で、われわれはこれに仕えねばならないのか。われ

われはこれに祈っても、なんの益があるか』と。 16

見よ、彼らの繁栄は彼らの手にあるではないか。悪

人の計りごとは、わたしの遠く及ぶ所でない。 17悪

人のともしびの消されること、幾たびあるか。その

災の彼らの上に臨むこと、神がその怒りをもって苦
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しみを与えられること、幾たびあるか。 18彼らが風

の前のわらのようになること、あらしに吹き去られ

るもみがらのようになること、幾たびあるか。 19あ

なたがたは言う、『神は彼らの罪を積みたくわえて

、その子らに報いられるのだ』と。どうかそれを彼

ら自身に報いて、彼らにその罪を知らせられるよう

に。 20すなわち彼ら自身の目にその滅びを見させ、

全能者の怒りを彼らに飲ませられるように。 21その

月の数のつきるとき、彼らはその後の家になんのか

かわる所があろうか。 22神は天にある者たちをさえ

、さばかれるのに、だれが神に知識を教えることが

できようか。 23ある者は繁栄をきわめ、全く安らか

に、かつおだやかに死に、 24そのからだには脂肪が

満ち、その骨の髄は潤っている。 25ある者は心を苦

しめて死に、なんの幸をも味わうことがない。 26彼

らはひとしくちりに伏し、うじにおおわれる。 27見

よ、わたしはあなたがたの思いを知り、わたしを害

しようとするたくらみを知る。 28あなたがたは言う

、『王侯の家はどこにあるか、悪人の住む天幕はど

こにあるか』と。 29あなたがたは道行く人々に問わ

なかったか、彼らの証言を受け入れないのか。 30す

なわち、災の日に悪人は免れ、激しい怒りの日に彼

は救い出される。 31だれが彼に向かって、その道を

告げ知らせる者があるか、だれが彼のした事を彼に

報いる者があるか。 32彼はかかれて墓に行き、塚の

上で見張りされ、 33谷の土くれも彼には快く、すべ

ての人はそのあとに従う。彼の前に行った者も数え

きれない。 34それで、あなたがたはどうしてむなし
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い事をもって、わたしを慰めようとするのか。あな

たがたの答は偽り以外の何ものでもない」。

22そこでテマンびとエリパズは答えて言った、 2

「人は神を益することができるであろうか。賢い人

も、ただ自身を益するのみである。 3あなたが正し

くても、全能者になんの喜びがあろう。あなたが自

分の道を全うしても、彼になんの利益があろう。 4

神はあなたが神を恐れることのゆえに、あなたを責

め、あなたをさばかれるであろうか。 5あなたの悪

は大きいではないか。あなたの罪は、はてしがない

。 6あなたはゆえなく兄弟のものを質にとり、裸な

者の着物をはぎ取り、 7疲れた者に水を飲ませず、

飢えた者に食物を与えなかった。 8力ある人は土地

を得、名ある人はそのうちに住んだ。 9あなたは、

やもめをむなしく去らせた。みなしごの腕は折られ

た。 10それゆえ、わなはあなたをめぐり、恐怖は、

にわかにあなたを驚かす。 11あなたの光は暗くされ

、あなたは見ることができない。大水はあなたをお

おうであろう。 12神は天に高くおられるではないか

。見よ、いと高き星を。いかに高いことよ。 13それ

であなたは言う、『神は何を知っておられるか。彼

は黒雲を通して、さばくことができるのか。 14濃い

雲が彼をおおい隠すと、彼は見ることができない。

彼は天の大空を歩まれるのだ』と。 15あなたは悪し

き人々が踏んだいにしえの道を守ろうとするのか。

16彼らは時がこないうちに取り去られ、その基は川

のように押し流された。 17彼らは神に言った、『わ

れわれを離れてください』と、また『全能者はわれ

われに何をなしえようか』と。 18しかし神は彼らの
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家を良い物で満たされた。ただし悪人の計りごとは

わたしのくみする所ではない。 19正しい者はこれを

見て喜び、罪なき者は彼らをあざ笑って言う、 20『

まことにわれわれのあだは滅ぼされ、その残した物

は火で焼き滅ぼされた』と。 21あなたは神と和らい

で、平安を得るがよい。そうすれば幸福があなたに

来るでしょう。 22どうか、彼の口から教を受け、そ

の言葉をあなたの心におさめるように。 23あなたが

もし全能者に立ち返って、おのれを低くし、あなた

の天幕から不義を除き去り、 24こがねをちりの中に

置き、オフルのこがねを谷川の石の中に置き、 25全

能者があなたのこがねとなり、あなたの貴重なしろ

がねとなるならば、 26その時、あなたは全能者を喜

び、神に向かって顔をあげることができる。 27あな

たが彼に祈るならば、彼はあなたに聞かれる。そし

てあなたは自分の誓いを果す。 28あなたが事をなそ

うと定めるならば、あなたはその事を成就し、あな

たの道には光が輝く。 29彼は高ぶる者を低くされる

が、へりくだる者を救われるからだ。 30彼は罪のな

い者を救われる。あなたはその手の潔いことによっ

て、救われるであろう」。

23そこでヨブは答えて言った、 2「きょうもまた

、わたしのつぶやきは激しく、彼の手はわたしの嘆

きにかかわらず、重い。 3どうか、彼を尋ねてどこ

で会えるかを知り、そのみ座に至ることができるよ

うに。 4わたしは彼の前にわたしの訴えをならべ、

口をきわめて論議するであろう。 5わたしは、わた

しに答えられるみ言葉を知り、わたしに言われる所

を悟ろう。 6彼は大いなる力をもって、わたしと争
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われるであろうか、いな、かえってわたしを顧みら

れるであろう。 7かしこでは正しい人は彼と言い争

うことができる。そうすれば、わたしはわたしをさ

ばく者から永久に救われるであろう。 8見よ、わた

しが進んでも、彼を見ない。退いても、彼を認める

ことができない。 9左の方に尋ねても、会うことが

できない。右の方に向かっても、見ることができな

い。 10しかし彼はわたしの歩む道を知っておられる

。彼がわたしを試みられるとき、わたしは金のよう

に出て来るであろう。 11わたしの足は彼の歩みに堅

く従った。わたしは彼の道を守って離れなかった。

12わたしは彼のくちびるの命令にそむかず、その口

の言葉をわたしの胸にたくわえた。 13しかし彼は変

ることはない。だれが彼をひるがえすことができよ

うか。彼はその心の欲するところを行われるのだ。

14彼はわたしのために定めた事をなし遂げられる。

そしてこのような事が多く彼の心にある。 15それゆ

え、わたしは彼の前におののく。わたしは考えると

き、彼を恐れる。 16神はわたしの心を弱くされた。

全能者はわたしを恐れさせられた。 17わたしは、や

みによって閉じこめられ、暗黒がわたしの顔をおお

っている。

24なにゆえ、全能者はさばきの時を定めておかれ

ないのか。なにゆえ、彼を知る者がその日を見ない

のか。 2世には地境を移す者、群れを奪ってそれを

飼う者、 3みなしごのろばを追いやる者、やもめの

牛を質に取る者、 4貧しい者を道から押しのける者

がある。世の弱い者は皆彼らをさけて身をかくす。

5見よ、彼らは荒野におる野ろばのように出て働き、
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野で獲物を求めて、その子らの食物とする。 6彼ら

は畑でそのまぐさを刈り、また悪人のぶどう畑で拾

い集める。 7彼らは着る物がなく、裸で夜を過ごし

、寒さに身をおおうべき物もない。 8彼らは山の雨

にぬれ、しのぎ場もなく岩にすがる。 9（みなしご

をその母のふところから奪い、貧しい者の幼な子を

質にとる者がある。） 10彼らは着る物がなく、裸で

歩き、飢えつつ麦束を運び、 11悪人のオリブ並み木

の中で油をしぼり、酒ぶねを踏んでも、かわきを覚

える。 12町の中から死のうめきが起り、傷ついた者

の魂が助けを呼び求める。しかし神は彼らの祈を顧

みられない。 13光にそむく者たちがある。彼らは光

の道を知らず、光の道にとどまらない。 14人を殺す

者は暗いうちに起き出て弱い者と貧しい者を殺し、

夜は盗びととなる。 15姦淫する者の目はたそがれを

待って、『だれもわたしを見ていないだろう』と言

い、顔におおう物を当てる。 16彼らは暗やみで家を

うがち、昼は閉じこもって光を知らない。 17彼らに

は暗黒は朝である。彼らは暗黒の恐れを友とするか

らだ。 18あなたがたは言う、『彼らは水のおもてに

すみやかに流れ去り、その受ける分は地でのろわれ

、酒ぶねを踏む者はだれも彼らのぶどう畑の道に行

かない。 19ひでりと熱さは雪水を奪い去る、陰府が

罪を犯した者に対するも、これと同様だ。 (Sheol h7585)

20町の広場は彼らを忘れ、彼らの名は覚えられるこ

となく、不義は木の折られるように折られる』と。

21彼らは子を産まぬうまずめをくらい、やもめをあ

われむことをしない。 22しかし神はその力をもって

、強い人々を生きながらえさせられる。彼らは生き
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る望みのない時にも起きあがる。 23神が彼らに安全

を与えられるので、彼らは安らかである。神の目は

彼らの道の上にある。 24彼らはしばし高められて、

いなくなり、ぜにあおいのように枯れて消えうせ、

麦の穂先のように切り取られる。 25もし、そうでな

いなら、だれがわたしにその偽りを証明し、わが言

葉のむなしいことを示しうるだろうか」。

25そこでシュヒびとビルダデは答えて言った、 2

「大権と恐れとは神と共にある。彼は高き所で平和

を施される。 3その軍勢は数えることができるか。

何物かその光に浴さないものがあるか。 4それで人

はどうして神の前に正しくありえようか。女から生

れた者がどうして清くありえようか。 5見よ、月さ

えも輝かず、星も彼の目には清くない。 6うじのよ

うな人、虫のような人の子はなおさらである」。

26そこでヨブは答えて言った、 2「あなたは力の

ない者をどれほど助けたかしれない。気力のない腕

をどれほど救ったかしれない。 3知恵のない者をど

れほど教えたかしれない。悟りをどれほど多く示し

たかしれない。 4あなたはだれの助けによって言葉

をだしたのか。あなたから出たのはだれの霊なのか

。 5亡霊は水およびその中に住むものの下に震う。

6神の前では陰府も裸である。滅びの穴もおおい隠す

ものはない。 (Sheol h7585) 7彼は北の天を空間に張り

、地を何もない所に掛けられる。 8彼は水を濃い雲

の中に包まれるが、その下の雲は裂けない。 9彼は

月のおもてをおおい隠して、雲をその上にのべ、 10

水のおもてに円を描いて、光とやみとの境とされた

。 11彼が戒めると、天の柱は震い、かつ驚く。 12
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彼はその力をもって海を静め、その知恵をもってラ

ハブを打ち砕き、 13その息をもって天を晴れわたら

せ、その手をもって逃げるへびを突き通される。 14

見よ、これらはただ彼の道の端にすぎない。われわ

れが彼について聞く所はいかにかすかなささやきで

あろう。しかし、その力のとどろきに至っては、だ

れが悟ることができるか」。

27ヨブはまた言葉をついで言った、 2「神は生き

ておられる。彼はわたしの義を奪い去られた。全能

者はわたしの魂を悩まされた。 3わたしの息がわた

しのうちにあり、神の息がわたしの鼻にある間、 4

わたしのくちびるは不義を言わない、わたしの舌は

偽りを語らない。 5わたしは断じて、あなたがたを

正しいとは認めない。わたしは死ぬまで、潔白を主

張してやめない。 6わたしは堅くわが義を保って捨

てない。わたしは今まで一日も心に責められた事が

ない。 7どうか、わたしの敵は悪人のようになり、

わたしに逆らう者は不義なる者のようになるように

。 8神が彼を断ち、その魂を抜きとられるとき、神

を信じない者になんの望みがあろう。 9災が彼に臨

むとき、神はその叫びを聞かれるであろうか。 10彼

は全能者を喜ぶであろうか、常に神を呼ぶであろう

か。 11わたしは神のみ手についてあなたがたに教え

、全能者と共にあるものを隠すことをしない。 12見

よ、あなたがたは皆みずからこれを見た、それなの

に、どうしてむなしい者となったのか。 13これは悪

人の神から受ける分、圧制者の全能者から受ける嗣

業である。 14その子らがふえればつるぎに渡され、

その子孫は食物に飽きることがない。 15その生き残
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った者は疫病で死んで埋められ、そのやもめらは泣

き悲しむことをしない。 16たとい彼は銀をちりのよ

うに積み、衣服を土のように備えても、 17その備え

るものは正しい人がこれを着、その銀は罪なき者が

分かち取るであろう。 18彼の建てる家は、くもの巣

のようであり、番人の造る小屋のようである。 19彼

は富める身で寝ても、再び富むことがなく、目を開

けばその富はない。 20恐ろしい事が大水のように彼

を襲い、夜はつむじ風が彼を奪い去る。 21東風が彼

を揚げると、彼は去り、彼をその所から吹き払う。

22それは彼を投げつけて、あわれむことなく、彼は

その力からのがれようと、もがく。 23それは彼に向

かって手を鳴らし、あざけり笑って、その所から出

て行かせる。

28しろがねには掘り出す穴があり、精錬するこが

ねには出どころがある。 2くろがねは土から取り、

あかがねは石から溶かして取る。 3人は暗やみを破

り、いやはてまでも尋ねきわめて、暗やみおよび暗

黒の中から鉱石を取る。 4彼らは人の住む所を離れ

て縦穴をうがち、道行く人に忘れられ、人を離れて

身をつりさげ、揺れ動く。 5地はそこから食物を出

す。その下は火でくつがえされるようにくつがえる

。 6その石はサファイヤのある所、そこにはまた金

塊がある。 7その道は猛禽も知らず、たかの目もこ

れを見ず、 8猛獣もこれを踏まず、ししもこれを通

らなかった。 9人は堅い岩に手をくだして、山を根

元からくつがえす。 10彼は岩に坑道を掘り、その目

はもろもろの尊い物を見る。 11彼は水路をふさいで

、漏れないようにし、隠れた物を光に取り出す。 12
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しかし知恵はどこに見いだされるか。悟りのある所

はどこか。 13人はそこに至る道を知らない、また生

ける者の地でそれを獲ることができない。 14淵は言

う、『それはわたしのうちにない』と。また海は言

う、『わたしのもとにない』と。 15精金もこれと換

えることはできない。銀も量ってその価とすること

はできない。 16オフルの金をもってしても、その価

を量ることはできない。尊い縞めのうも、サファイ

ヤも同様である。 17こがねも、玻璃もこれに並ぶこ

とができない。また精金の器物もこれと換えること

ができない。 18さんごも水晶も言うに足りない。知

恵を得るのは真珠を得るのにまさる。 19エチオピヤ

のトパズもこれに並ぶことができない。純金をもっ

てしても、その価を量ることはできない。 20それで

は知恵はどこから来るか。悟りのある所はどこか。

21これはすべての生き物の目に隠され、空の鳥にも

隠されている。 22滅びも死も言う、『われわれはそ

のうわさを耳に聞いただけだ』。 23神はこれに至る

道を悟っておられる、彼はそのある所を知っておら

れる。 24彼は地の果までもみそなわし、天が下を見

きわめられるからだ。 25彼が風に重さを与え、水を

ますで量られたとき、 26彼が雨のために規定を設け

、雷のひらめきのために道を設けられたとき、 27彼

は知恵を見て、これをあらわし、これを確かめ、こ

れをきわめられた。 28そして人に言われた、『見よ

、主を恐れることは知恵である、悪を離れることは

悟りである』と」。

29ヨブはまた言葉をついで言った、 2「ああ過ぎ

た年月のようであったらよいのだが、神がわたしを
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守ってくださった日のようであったらよいのだが。

3あの時には、彼のともしびがわたしの頭の上に輝き

、彼の光によってわたしは暗やみを歩んだ。 4わた

しの盛んな時のようであったならよいのだが。あの

時には、神の親しみがわたしの天幕の上にあった。

5あの時には、全能者がなおわたしと共にいまし、わ

たしの子供たちもわたしの周囲にいた。 6あの時、

わたしの足跡は乳で洗われ、岩もわたしのために油

の流れを注ぎだした。 7あの時には、わたしは町の

門に出て行き、わたしの座を広場に設けた。 8若い

者はわたしを見てしりぞき、老いた者は身をおこし

て立ち、 9君たる者も物言うことをやめて、その口

に手を当て、 10尊い者も声をおさめて、その舌を上

あごにつけた。 11耳に聞いた者はわたしを祝福され

た者となし、目に見た者はこれをあかしした。 12こ

れは助けを求める貧しい者を救い、また、みなしご

および助ける人のない者を救ったからである。 13今

にも滅びようとした者の祝福がわたしに来た。わた

しはまたやもめの心をして喜び歌わせた。 14わたし

は正義を着、正義はわたしをおおった。わたしの公

義は上着のごとく、また冠のようであった。 15わた

しは目しいの目となり、足なえの足となり、 16貧し

い者の父となり、知らない人の訴えの理由を調べて

やった。 17わたしはまた悪しき者のきばを折り、そ

の歯の間から獲物を引き出した。 18その時、わたし

は言った、『わたしは自分の巣の中で死に、わたし

の日は砂のように多くなるであろう。 19わたしの根

は水のほとりにはびこり、露は夜もすがらわたしの

枝におくであろう。 20わたしの栄えはわたしと共に
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新しく、わたしの弓はわたしの手にいつも強い』と

。 21人々はわたしに聞いて待ち、黙して、わたしの

教に従った。 22わたしが言った後は彼らは再び言わ

なかった。わたしの言葉は彼らの上に雨のように降

りそそいだ。 23彼らは雨を待つように、わたしを待

ち望み、春の雨を仰ぐように口を開いて仰いだ。 24

彼らが希望を失った時にも、わたしは彼らにむかっ

てほほえんだ。彼らはわたしの顔の光を除くことが

できなかった。 25わたしは彼らのために道を選び、

そのかしらとして座し、軍中の王のようにしており

、嘆く者を慰める人のようであった。

30しかし今はわたしよりも年若い者が、かえって

わたしをあざ笑う。彼らの父はわたしが卑しめて、

群れの犬と一緒にさえしなかった者だ。 2彼らの手

の力からわたしは何を得るであろうか、彼らはその

気力がすでに衰えた人々だ。 3彼らは乏しさと激し

い飢えとによって、かわいた荒れ地をかむ。 4彼ら

は、ぜにあおいおよび灌木の葉を摘み、れだまの根

をもって身を暖める。 5彼らは人々の中から追いだ

され、盗びとを追うように、人々は彼らを追い呼ば

わる。 6彼らは急流の谷間に住み、土の穴または岩

の穴におり、 7灌木の中にいななき、いらくさの下

に押し合う。 8彼らは愚かな者の子、また卑しい者

の子であって、国から追いだされた者だ。 9それな

のに、わたしは今彼らの歌となり、彼らの笑い草と

なった。 10彼らはわたしをいとい、遠くわたしをは

なれ、わたしの顔につばきすることも、ためらわな

い。 11神がわたしの綱を解いて、わたしを卑しめら

れたので、彼らもわたしの前に慎みを捨てた。 12こ
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のともがらはわたしの右に立ち上がり、わたしを追

いのけ、わたしにむかって滅びの道を築く。 13彼ら

はわたしの道をこわし、わたしの災を促す。これを

さし止める者はない。 14彼らは広い破れ口からはい

るように進みきたり、破壊の中をおし寄せる。 15恐

ろしい事はわたしに臨み、わたしの誉は風のように

吹き払われ、わたしの繁栄は雲のように消えうせた

。 16今は、わたしの魂はわたしの内にとけて流れ、

悩みの日はわたしを捕えた。 17夜はわたしの骨を激

しく悩まし、わたしをかむ苦しみは、やむことがな

い。 18それは暴力をもって、わたしの着物を捕え、

はだ着のえりのように、わたしをしめつける。 19神

がわたしを泥の中に投げ入れられたので、わたしは

ちり灰のようになった。 20わたしがあなたにむかっ

て呼ばわっても、あなたは答えられない。わたしが

立っていても、あなたは顧みられない。 21あなたは

変って、わたしに無情な者となり、み手の力をもっ

てわたしを攻め悩まされる。 22あなたはわたしを揚

げて風の上に乗せ、大風のうなり声の中に、もませ

られる。 23わたしは知っている、あなたはわたしを

死に帰らせ、すべての生き物の集まる家に帰らせら

れることを。 24さりながら荒塚の中にある者は、手

を伸べないであろうか、災の中にある者は助けを呼

び求めないであろうか。 25わたしは苦しい日を送る

者のために泣かなかったか。わたしの魂は貧しい人

のために悲しまなかったか。 26しかしわたしが幸を

望んだのに災が来た。光を待ち望んだのにやみが来

た。 27わたしのはらわたは沸きかえって、静まらな

い。悩みの日がわたしに近づいた。 28わたしは日の
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光によらずに黒くなって歩き、公会の中に立って助

けを呼び求める。 29わたしは山犬の兄弟となり、だ

ちょうの友となった。 30わたしの皮膚は黒くなって

、はげ落ち、わたしの骨は熱さによって燃え、 31わ

たしの琴は悲しみの音となり、わたしの笛は泣く者

の声となった。

31わたしは、わたしの目と契約を結んだ、どうし

て、おとめを慕うことができようか。 2もしそうす

れば上から神の下される分はどんなであろうか。高

き所から全能者の与えられる嗣業はどんなであろう

か。 3不義なる者には災が下らないであろうか。悪

をなす者には災難が臨まないであろうか。 4彼はわ

たしの道をみそなわし、わたしの歩みをことごとく

数えられぬであろうか。 5もし、わたしがうそと共

に歩み、わたしの足が偽りにむかって急いだことが

あるなら、 6（正しいはかりをもってわたしを量れ

、そうすれば神はわたしの潔白を知られるであろう

。） 7もしわたしの歩みが、道をはなれ、わたしの

心がわたしの目にしたがって歩み、わたしの手に汚

れがついていたなら、 8わたしのまいたのを他の人

が食べ、わたしのために成長するものが、抜き取ら

れてもかまわない。 9もし、わたしの心が、女に迷

ったことがあるか、またわたしが隣り人の門で待ち

伏せしたことがあるなら、 10わたしの妻が他の人の

ためにうすをひき、他の人が彼女の上に寝てもかま

わない。 11これは重い罪であって、さばきびとに罰

せられるべき悪事だからである。 12これは滅びに至

るまでも焼きつくす火であって、わたしのすべての

産業を根こそぎ焼くであろう。 13わたしのしもべ、
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また、はしためがわたしと言い争ったときに、わた

しがもしその言い分を退けたことがあるなら、 14神

が立ち上がられるとき、わたしはどうしようか、神

が尋ねられるとき、なんとお答えしようか。 15わた

しを胎内に造られた者は、彼をも造られたのではな

いか。われわれを腹の内に形造られた者は、ただひ

とりではないか。 16わたしがもし貧しい者の願いを

退け、やもめの目を衰えさせ、 17あるいはわたしひ

とりで食物を食べて、みなしごに食べさせなかった

ことがあるなら、 18（わたしは彼の幼い時から父の

ように彼を育て、またその母の胎を出たときから彼

を導いた。） 19もし着物がないために死のうとする

者や、身をおおう物のない貧しい人をわたしが見た

時に、 20その腰がわたしを祝福せず、また彼がわた

しの羊の毛で暖まらなかったことがあるなら、 21も

しわたしを助ける者が門におるのを見て、みなしご

にむかってわたしの手を振り上げたことがあるなら

、 22わたしの肩骨が、肩から落ち、わたしの腕が、

つけ根から折れてもかまわない。 23わたしは神から

出る災を恐れる、その威光の前には何事もなすこと

はできない。 24わたしがもし金をわが望みとし、精

金をわが頼みと言ったことがあるなら、 25わたしが

もしわが富の大いなる事と、わたしの手に多くの物

を獲た事とを喜んだことがあるなら、 26わたしがも

し日の輝くのを見、または月の照りわたって動くの

を見た時、 27心ひそかに迷って、手に口づけしたこ

とがあるなら、 28これもまたさばきびとに罰せらる

べき悪事だ。わたしは上なる神を欺いたからである

。 29わたしがもしわたしを憎む者の滅びるのを喜び
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、または災が彼に臨んだとき、勝ち誇ったことがあ

るなら、 30（わたしはわが口に罪を犯させず、のろ

いをもって彼の命を求めたことはなかった。） 31も

し、わたしの天幕の人々で、『だれか彼の肉に飽き

なかった者があるか』と、言わなかったことがある

なら、 32（他国人はちまたに宿らず、わたしはわが

門を旅びとに開いた。） 33わたしがもし人々の前に

わたしのとがをおおい、わたしの悪事を胸の中に隠

したことがあるなら、 34わたしが大衆を恐れ、宗族

の侮りにおじて、口を閉じ、門を出なかったことが

あるなら、 35ああ、わたしに聞いてくれる者があれ

ばよいのだが、（わたしのかきはんがここにある。

どうか、全能者がわたしに答えられるように。）あ

あ、わたしの敵の書いた告訴状があればよいのだが

。 36わたしは必ずこれを肩に負い、冠のようにこれ

をわが身に結び、 37わが歩みの数を彼に述べ、君た

る者のようにして、彼に近づくであろう。 38もしわ

が田畑がわたしに向かって呼ばわり、そのうねみぞ

が共に泣き叫んだことがあるなら、 39もしわたしが

金を払わないでその産物を食べ、その持ち主を死な

せたことがあるなら、 40小麦の代りに、いばらがは

え、大麦の代りに雑草がはえてもかまわない」。ヨ

ブの言葉は終った。

32このようにヨブが自分の正しいことを主張した

ので、これら三人の者はヨブに答えるのをやめた。

2その時ラム族のブズびとバラケルの子エリフは怒り

を起した。すなわちヨブが神よりも自分の正しいこ

とを主張するので、彼はヨブに向かって怒りを起し

た。 3またヨブの三人の友がヨブを罪ありとしなが
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ら、答える言葉がなかったので、エリフは彼らにむ

かっても怒りを起した。 4エリフは彼らが皆、自分

よりも年長者であったので、ヨブに物言うことをひ

かえて待っていたが、 5ここにエリフは三人の口に

答える言葉のないのを見て怒りを起した。 6ブズび

とバラケルの子エリフは答えて言った、「わたしは

年若く、あなたがたは年老いている。それゆえ、わ

たしははばかって、わたしの意見を述べることをあ

えてしなかった。 7わたしは思った、『日を重ねた

者が語るべきだ、年を積んだ者が知恵を教えるべき

だ』と。 8しかし人のうちには霊があり、全能者の

息が人に悟りを与える。 9老いた者、必ずしも知恵

があるのではなく、年とった者、必ずしも道理をわ

きまえるのではない。 10ゆえにわたしは言う、『わ

たしに聞け、わたしもまたわが意見を述べよう』。

11見よ、わたしはあなたがたの言葉に期待し、その

知恵ある言葉に耳を傾け、あなたがたが言うべき言

葉を捜し出すのを待っていた。 12わたしはあなたが

たに心をとめたが、あなたがたのうちにヨブを言い

ふせる者はひとりもなく、また彼の言葉に答える者

はひとりもなかった。 13おそらくあなたがたは言う

だろう、『われわれは知恵を見いだした、彼に勝つ

ことのできるのは神だけで、人にはできない』と。

14彼はその言葉をわたしに向けて言わなかった。わ

たしはあなたがたの言葉をもって彼に答えることは

しない。 15彼らは驚いて、もはや答えることをせず

、彼らには、もはや言うべき言葉がない。 16彼らは

物言わず、立ちとどまって、もはや答えるところが

ないので、わたしはこれ以上待つ必要があろうか。
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17わたしもまたわたしの分を答え、わたしの意見を

述べよう。 18わたしには言葉が満ち、わたしのうち

の霊がわたしに迫るからだ。 19見よ、わたしの心は

口を開かないぶどう酒のように、新しいぶどう酒の

皮袋のように、今にも張りさけようとしている。 20

わたしは語って、気を晴らし、くちびるを開いて答

えよう。 21わたしはだれをもかたより見ることなく

、また何人とにもへつらうことをしない。 22わたし

はへつらうことを知らないからだ。もしへつらうな

らば、わたしの造り主は直ちにわたしを滅ぼされる

であろう。

33だから、ヨブよ、今わたしの言うことを聞け、

わたしのすべての言葉に耳を傾けよ。 2見よ、わた

しは口を開き、口の中の舌は物言う。 3わたしの言

葉はわが心の正しきを語り、わたしのくちびるは真

実をもってその知識を語る。 4神の霊はわたしを造

り、全能者の息はわたしを生かす。 5あなたがもし

できるなら、わたしに答えよ、わたしの前に言葉を

整えて、立て。 6見よ、神に対しては、わたしもあ

なたと同様であり、わたしもまた土から取って造ら

れた者だ。 7見よ、わたしの威厳はあなたを恐れさ

せない、わたしの勢いはあなたを圧しない。 8確か

に、あなたはわたしの聞くところで言った、わたし

はあなたの言葉の声を聞いた。 9あなたは言う、『

わたしはいさぎよく、とがはない。わたしは清く、

不義はない。 10見よ、彼はわたしを攻める口実を見

つけ、わたしを自分の敵とみなし、 11わたしの足を

かせにはめ、わたしのすべての行いに目をとめられ

る』と。 12見よ、わたしはあなたに答える、あなた
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はこの事において正しくない。神は人よりも大いな

る者だ。 13あなたが『彼はわたしの言葉に少しも答

えられない』といって、彼に向かって言い争うのは

、どういうわけであるか。 14神は一つの方法によっ

て語られ、また二つの方法によって語られるのだが

、人はそれを悟らないのだ。 15人々が熟睡するとき

、または床にまどろむとき、夢あるいは夜の幻のう

ちで、 16彼は人々の耳を開き、警告をもって彼らを

恐れさせ、 17こうして人にその悪しきわざを離れさ

せ、高ぶりを人から除き、 18その魂を守って、墓に

至らせず、その命を守って、つるぎに滅びないよう

にされる。 19人はまたその床の上で痛みによって懲

らされ、その骨に戦いが絶えることなく、 20その命

は、食物をいとい、その食欲は、おいしい食物をき

らう。 21その肉はやせ落ちて見えず、その骨は見え

なかったものまでもあらわになり、 22その魂は墓に

近づき、その命は滅ぼす者に近づく。 23もしそこに

彼のためにひとりの天使があり、千のうちのひとり

であって、仲保となり、人にその正しい道を示すな

らば、 24神は彼をあわれんで言われる、『彼を救っ

て、墓に下ることを免れさせよ、わたしはすでにあ

がないしろを得た。 25彼の肉を幼な子の肉よりもみ

ずみずしくならせ、彼を若い時の元気に帰らせよ』

と。 26その時、彼が神に祈るならば、神は彼を顧み

、喜びをもって、み前にいたらせ、その救を人に告

げ知らせられる。 27彼は人々の前に歌って言う、『

わたしは罪を犯し、正しい事を曲げた。しかしわた

しに報復がなかった。 28彼はわたしの魂をあがなっ

て、墓に下らせられなかった。わたしの命は光を見
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ることができる』と。 29見よ、神はこれらすべての

事をふたたび、みたび人に行い、 30その魂を墓から

引き返し、彼に命の光を見させられる。 31ヨブよ、

耳を傾けてわたしに聞け、黙せよ、わたしは語ろう

。 32あなたがもし言うべきことがあるなら、わたし

に答えよ、語れ、わたしはあなたを正しい者にしよ

うと望むからだ。 33もし語ることがないなら、わた

しに聞け、黙せよ、わたしはあなたに知恵を教えよ

う」。

34エリフはまた答えて言った、 2「あなたがた知

恵ある人々よ、わたしの言葉を聞け、あなたがた知

識ある人々よ、わたしに耳を傾けよ。 3口が食物を

味わうように、耳は言葉をわきまえるからだ。 4わ

れわれは正しい事を選び、われわれの間に良い事の

何であるかを明らかにしよう。 5ヨブは言った、『

わたしは正しい、神はわたしの公義を奪われた。 6

わたしは正しいにもかかわらず、偽る者とされた。

わたしにはとががないけれども、わたしの矢傷はい

えない』と。 7だれかヨブのような人があろう。彼

はあざけりを水のように飲み、 8悪をなす者どもと

交わり、悪人と共に歩む。 9彼は言った、『人は神

と親しんでも、なんの益もない』と。 10それであな

たがた理解ある人々よ、わたしに聞け、神は断じて

悪を行うことなく、全能者は断じて不義を行うこと

はない。 11神は人のわざにしたがってその身に報い

、おのおのの道にしたがって、その身に振りかから

せられる。 12まことに神は悪しき事を行われない。

全能者はさばきをまげられない。 13だれかこの地を

彼にゆだねた者があるか。だれか全世界を彼に負わ
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せた者があるか。 14神がもしその霊をご自分に取り

もどし、その息をご自分に取りあつめられるならば

、 15すべての肉は共に滅び、人はちりに帰るであろ

う。 16もし、あなたに悟りがあるならば、これを聞

け、わたしの言うところに耳を傾けよ。 17公義を憎

む者は世を治めることができようか。正しく力ある

者を、あなたは非難するであろうか。 18王たる者に

向かって『よこしまな者』と言い、つかさたる者に

向かって、『悪しき者』と言うことができるであろ

うか。 19神は君たる者をもかたより見られることな

く、富める者を貧しき者にまさって顧みられること

はない。彼らは皆み手のわざだからである。 20彼ら

はまたたく間に死に、民は夜の間に振われて、消え

うせ、力ある者も人手によらずに除かれる。 21神の

目が人の道の上にあって、そのすべての歩みを見ら

れるからだ。 22悪を行う者には身を隠すべき暗やみ

もなく、暗黒もない。 23人がさばきのために神の前

に出るとき、神は人のために時を定めておかれない

。 24彼は力ある者をも調べることなく打ち滅ぼし、

他の人々を立てて、これに替えられる。 25このよう

に、神は彼らのわざを知り、夜の間に彼らをくつが

えされるので、彼らはやがて滅びる。 26彼は人々の

見る所で、彼らをその悪のために撃たれる。 27これ

は彼らがそむいて彼に従わず、その道を全く顧みな

いからだ。 28こうして彼らは貧しき者の叫びを彼の

もとにいたらせ、悩める者の叫びを彼に聞かせる。

29彼が黙っておられるとき、だれが非難することが

できようか。彼が顔を隠されるとき、だれが彼を見

ることができようか。一国の上にも、一人の上にも
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同様だ。 30これは神を信じない者が世を治めること

がなく、民をわなにかける事のないようにするため

である。 31だれが神に向かって言ったか、『わたし

は罪を犯さないのに、懲しめられた。 32わたしの見

ないものをわたしに教えられたい。もしわたしが悪

い事をしたなら、重ねてこれをしない』と。 33あな

たが拒むゆえに、彼はあなたの好むように報いをさ

れるであろうか。あなたみずから選ぶがよい、わた

しはしない。あなたの知るところを言いなさい。 34

悟りある人々はわたしに言うだろう、わたしに聞く

ところの知恵ある人は言うだろう、 35『ヨブの言う

ところは知識がなく、その言葉は悟りがない』と。

36どうかヨブが終りまで試みられるように、彼は悪

人のように答えるからである。 37彼は自分の罪に、

とがを加え、われわれの中にあって手をうち、神に

逆らって、その言葉をしげくする」。

35エリフはまた答えて言った、 2「あなたはこれ

を正しいと思うのか、あなたは『神の前に自分は正

しい』と言うのか。 3あなたは言う、『これはわた

しになんの益があるか、罪を犯したのとくらべてな

んのまさるところがあるか』と。 4わたしはあなた

および、あなたと共にいるあなたの友人たちに答え

よう。 5天を仰ぎ見よ、あなたの上なる高き空を望

み見よ。 6あなたが罪を犯しても、彼になんのさし

さわりがあるか。あなたのとがが多くても、彼に何

をなし得ようか。 7またあなたは正しくても、彼に

何を与え得ようか。彼はあなたの手から何を受けら

れるであろうか。 8あなたの悪はただあなたのよう

な人にかかわり、あなたの義はただ人の子にかかわ
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るのみだ。 9しえたげの多いために叫び、力ある者

の腕のゆえに呼ばわる人々がある。 10しかし、ひと

りとして言う者はない、『わが造り主なる神はどこ

におられるか、彼は夜の間に歌を与え、 11地の獣よ

りも多く、われわれを教え、空の鳥よりも、われわ

れを賢くされる方である』と。 12彼らが叫んでも答

えられないのは、悪しき者の高ぶりによる。 13まこ

とに神はむなしい叫びを聞かれない。また全能者は

これを顧みられない。 14あなたが彼を見ないと言う

時はなおさらだ。さばきは神の前にある。あなたは

彼を待つべきである。 15今彼が怒りをもって罰せず

、罪とがを深く心にとめられないゆえに 16ヨブは口

を開いてむなしい事を述べ、無知の言葉をしげくす

る」。

36エリフは重ねて言った、 2「しばらく待て、わ

たしはあなたに示すことがある。なお神のために言

うべき事がある。 3わたしは遠くからわが知識を取

り、わが造り主に正義を帰する。 4まことにわたし

の言葉は偽らない。知識の全き者があなたと共にい

る。 5見よ、神は力ある者であるが、何をも卑しめ

られない、その悟りの力は大きい。 6彼は悪しき者

を生かしておかれない、苦しむ者のためにさばきを

行われる。 7彼は正しい者から目を離さず、位にあ

る王たちと共に、とこしえに、彼らをすわらせて、

尊くされる。 8もし彼らが足かせにつながれ、悩み

のなわに捕えられる時は、 9彼らの行いと、とがと

、その高ぶったふるまいを彼らに示し、 10彼らの耳

を開いて、教を聞かせ、悪を離れて帰ることを命じ

られる。 11もし彼らが聞いて彼に仕えるならば、彼
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らはその日を幸福に過ごし、その年を楽しく送るで

あろう。 12しかし彼らが聞かないならば、つるぎに

よって滅び、知識を得ないで死ぬであろう。 13心に

神を信じない者どもは怒りをたくわえ、神に縛られ

る時も、助けを呼び求めることをしない。 14彼らは

年若くして死に、その命は恥のうちに終る。 15神は

苦しむ者をその苦しみによって救い、彼らの耳を逆

境によって開かれる。 16神はまたあなたを悩みから

、束縛のない広い所に誘い出された。そしてあなた

の食卓に置かれた物はすべて肥えた物であった。 17

しかしあなたは悪人のうくべきさばきをおのれに満

たし、さばきと公義はあなたを捕えている。 18あな

たは怒りに誘われて、あざけりに陥らぬように心せ

よ。あがないしろの大いなるがために、おのれを誤

るな。 19あなたの叫びはあなたを守って、悩みを免

れさせるであろうか、いかに力をつくしても役に立

たない。 20人々がその所から断たれるその夜を慕っ

てはならない。 21慎んで悪に傾いてはならない。あ

なたは悩みよりもむしろこれを選んだからだ。 22見

よ、神はその力をもってあがめられる。だれか彼の

ように教える者があるか。 23だれか彼のためにその

道を定めた者があるか。だれか『あなたは悪い事を

した』と言いうる者があるか。 24神のみわざをほめ

たたえる事を忘れてはならない。これは人々の歌い

あがめるところである。 25すべての人はこれを仰ぎ

見る。人は遠くからこれを見るにすぎない。 26見よ

、神は大いなる者にいまして、われわれは彼を知ら

ない。その年の数も計り知ることができない。 27彼

は水のしたたりを引きあげ、その霧をしたたらせて
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雨とされる。 28空はこれを降らせて、人の上に豊か

に注ぐ。 29だれか雲の広がるわけと、その幕屋のと

どろくわけとを悟ることができようか。 30見よ、彼

はその光をおのれのまわりにひろげ、また海の底を

おおわれる。 31彼はこれらをもって民をさばき、食

物を豊かに賜い、 32いなずまをもってもろ手を包み

、これに命じて敵を打たせられる。 33そのとどろき

は、悪にむかって怒りに燃える彼を現す。

37これがためにわが心もまたわななき、その所か

らとび離れる。 2聞け、神の声のとどろきを、また

その口から出るささやきを。 3彼はこれを天が下に

放ち、その光を地のすみずみまで至らせられる。 4

その後、声とどろき、彼はそのいかめしい声をもっ

て鳴り渡られる。その声の聞える時、彼はいなずま

を引きとめられない。 5神はその驚くべき声をもっ

て鳴り渡り、われわれの悟りえない大いなる事を行

われる。 6彼は雪に向かって『地に降れ』と命じ、

夕立ちおよび雨に向かって『強く降れ』と命じられ

る。 7彼はすべての人の手を封じられる。これはす

べての人にみわざを知らせるためである。 8その時

、獣は穴に入り、そのほらにとどまる。 9つむじ風

はそのへやから、寒さは北風から来る。 10神のいぶ

きによって氷が張り、広々とした水は凍る。 11彼は

濃い雲に水気を負わせ、雲はそのいなずまを散らす

。 12これは彼の導きによってめぐる。彼の命じると

ころをことごとく世界のおもてに行うためである。

13神がこれらをこさせるのは、懲しめのため、ある

いはその地のため、あるいはいつくしみのためであ

る。 14ヨブよ、これを聞け、立って神のくすしきみ
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わざを考えよ。 15あなたは知っているか、神がいか

にこれらに命じて、その雲の光を輝かされるかを。

16あなたは知っているか、雲のつりあいと、知識の

全き者のくすしきみわざを。 17南風によって地が穏

やかになる時、あなたの着物が熱くなることを。 18

あなたは鋳た鏡のように堅い大空を、彼のように張

ることができるか。 19われわれが彼に言うべき事を

われわれに教えよ、われわれは暗くて、言葉をつら

ねることはできない。 20わたしは語ることがあると

彼に告げることができようか、人は滅ぼされること

を望むであろうか。 21光が空に輝いているとき、風

過ぎて空を清めると、人々はその光を見ることがで

きない。 22北から黄金のような輝きがでてくる。神

には恐るべき威光がある。 23全能者はわれわれはこ

れを見いだすことができない。彼は力と公義とにす

ぐれ、正義に満ちて、これを曲げることはない。 24

それゆえ、人々は彼を恐れる。彼はみずから賢いと

思う者を顧みられない」。

38この時、主はつむじ風の中からヨブに答えられ

た、 2「無知の言葉をもって、神の計りごとを暗く

するこの者はだれか。 3あなたは腰に帯して、男ら

しくせよ。わたしはあなたに尋ねる、わたしに答え

よ。 4わたしが地の基をすえた時、どこにいたか。

もしあなたが知っているなら言え。 5あなたがもし

知っているなら、だれがその度量を定めたか。だれ

が測りなわを地の上に張ったか。 6その土台は何の

上に置かれたか。その隅の石はだれがすえたか。 7

かの時には明けの星は相共に歌い、神の子たちはみ

な喜び呼ばわった。 8海の水が流れいで、胎内から
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わき出たとき、だれが戸をもって、これを閉じこめ

たか。 9あの時、わたしは雲をもって衣とし、黒雲

をもってむつきとし、 10これがために境を定め、関

および戸を設けて、 11言った、『ここまで来てもよ

い、越えてはならぬ、おまえの高波はここにとどま

るのだ』と。 12あなたは生れた日からこのかた朝に

命じ、夜明けにその所を知らせ、 13これに地の縁を

とらえさせ、悪人をその上から振り落させたことが

あるか。 14地は印せられた土のように変り、衣のよ

うにいろどられる。 15悪人はその光を奪われ、その

高くあげた腕は折られる。 16あなたは海の源に行っ

たことがあるか。淵の底を歩いたことがあるか。 17

死の門はあなたのために開かれたか。あなたは暗黒

の門を見たことがあるか。 18あなたは地の広さを見

きわめたか。もしこれをことごとく知っているなら

ば言え。 19光のある所に至る道はいずれか。暗やみ

のある所はどこか。 20あなたはこれをその境に導く

ことができるか。その家路を知っているか。 21あな

たは知っているだろう、あなたはかの時すでに生れ

ており、またあなたの日数も多いのだから。 22あな

たは雪の倉にはいったことがあるか。ひょうの倉を

見たことがあるか。 23これらは悩みの時のため、い

くさと戦いの日のため、わたしがたくわえて置いた

ものだ。 24光の広がる道はどこか。東風の地に吹き

渡る道はどこか。 25だれが大雨のために水路を切り

開き、いかずちの光のために道を開き、 26人なき地

にも、人なき荒野にも雨を降らせ、 27荒れすたれた

地をあき足らせ、これに若草をはえさせるか。 28雨

に父があるか。露の玉はだれが生んだか。 29氷はだ
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れの胎から出たか。空の霜はだれが生んだか。 30水

は固まって石のようになり、淵のおもては凍る。 31

あなたはプレアデスの鎖を結ぶことができるか。オ

リオンの綱を解くことができるか。 32あなたは十二

宮をその時にしたがって引き出すことができるか。

北斗とその子星を導くことができるか。 33あなたは

天の法則を知っているか、そのおきてを地に施すこ

とができるか。 34あなたは声を雲にあげ、多くの水

にあなたをおおわせることができるか。 35あなたは

いなずまをつかわして行かせ、『われわれはここに

いる』と、あなたに言わせることができるか。 36雲

に知恵を置き、霧に悟りを与えたのはだれか。 37だ

れが知恵をもって雲を数えることができるか。だれ

が天の皮袋を傾けて、 38ちりを一つに流れ合させ、

土くれを固まらせることができるか。 39あなたはし

しのために食物を狩り、子じしの食欲を満たすこと

ができるか。 40彼らがほら穴に伏し、林のなかに待

ち伏せする時、あなたはこの事をなすことができる

か。 41からすの子が神に向かって呼ばわり、食物が

なくて、さまようとき、からすにえさを与える者は

だれか。

39あなたは岩間のやぎが子を産むときを知ってい

るか。あなたは雌じかが子を産むのを見たことがあ

るか。 2これらの妊娠の月を数えることができるか

。これらが産む時を知っているか。 3これらは身を

かがめて子を産み、そのはらみ子を産みいだす。 4

その子は強くなって、野に育ち、出て行って、その

親のもとに帰らない。 5だれが野ろばを放って、自

由にしたか。だれが野ろばのつなぎを解いたか。 6
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わたしは荒野をその家として与え、荒れ地をそのす

みかとして与えた。 7これは町の騒ぎをいやしめ、

御者の呼ぶ声を聞きいれず、 8山を牧場としてはせ

まわり、もろもろの青物を尋ね求める。 9野牛は快

くあなたに仕え、あなたの飼葉おけのかたわらにと

どまるだろうか。 10あなたは野牛に手綱をつけてう

ねを歩かせることができるか、これはあなたに従っ

て谷を耕すであろうか。 11その力が強いからとて、

あなたはこれに頼むであろうか。またあなたの仕事

をこれに任せるであろうか。 12あなたはこれにたよ

って、あなたの穀物を打ち場に運び帰らせるであろ

うか。 13だちょうは威勢よくその翼をふるう。しか

しこれにはきれいな羽と羽毛があるか。 14これはそ

の卵を土の中に捨て置き、これを砂のなかで暖め、

15足でつぶされることも、野の獣に踏まれることも

忘れている。 16これはその子に無情であって、あた

かも自分の子でないようにし、その苦労のむなしく

なるをも恐れない。 17これは神がこれに知恵を授け

ず、悟りを与えなかったゆえである。 18これがその

身を起して走る時には、馬をも、その乗り手をもあ

ざける。 19あなたは馬にその力を与えることができ

るか。力をもってその首を装うことができるか。 20

あなたはこれをいなごのように、とばせることがで

きるか。その鼻あらしの威力は恐ろしい。 21これは

谷であがき、その力に誇り、みずから出ていって武

器に向かう。 22これは恐れをあざ笑って、驚くこと

なく、つるぎをさけて退くことがない。 23矢筒はそ

の上に鳴り、やりと投げやりと、あいきらめく。 24

これはたけりつ、狂いつ、地をひとのみにし、ラッ
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パの音が鳴り渡っても、立ちどまることがない。 25

これはラッパの鳴るごとにハアハアと言い、遠くか

ら戦いをかぎつけ、隊長の大声およびときの声を聞

き知る。 26たかが舞いあがり、その翼をのべて南に

向かうのは、あなたの知恵によるのか、 27わしがか

けのぼり、その巣を高い所につくるのは、あなたの

命令によるのか。 28これは岩の上にすみかを構え、

岩のとがり、または険しい所におり、 29そこから獲

物をうかがう。その目の及ぶところは遠い。 30その

ひなもまた血を吸う。おおよそ殺された者のある所

には、これもそこにいる」。

40主はまたヨブに答えて言われた、 2「非難する

者が全能者と争おうとするのか、神と論ずる者はこ

れに答えよ」。 3そこで、ヨブは主に答えて言った

、 4「見よ、わたしはまことに卑しい者です、なん

とあなたに答えましょうか。ただ手を口に当てるの

みです。 5わたしはすでに一度言いました、また言

いません、すでに二度言いました、重ねて申しませ

ん」。 6主はまたつむじ風の中からヨブに答えられ

た、 7「あなたは腰に帯して、男らしくせよ。わた

しはあなたに尋ねる、わたしに答えよ。 8あなたは

なお、わたしに責任を負わそうとするのか。あなた

はわたしを非とし、自分を是としようとするのか。

9あなたは神のような腕を持っているのか、神のよう

な声でとどろきわたることができるか。 10あなたは

威光と尊厳とをもってその身を飾り、栄光と華麗と

をもってその身を装ってみよ。 11あなたのあふるる

怒りを漏らし、すべての高ぶる者を見て、これを低

くせよ。 12すべての高ぶる者を見て、これをかがま
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せ、また悪人をその所で踏みつけ、 13彼らをともに

ちりの中にうずめ、その顔を隠れた所に閉じこめよ

。 14そうすれば、わたしもまた、あなたをほめて、

あなたの右の手はあなたを救うことができるとしよ

う。 15河馬を見よ、これはあなたと同様にわたしが

造ったもので、牛のように草を食う。 16見よ、その

力は腰にあり、その勢いは腹の筋にある。 17これは

その尾を香柏のように動かし、そのももの筋は互に

からみ合う。 18その骨は青銅の管のようで、その肋

骨は鉄の棒のようだ。 19これは神のわざの第一のも

のであって、これを造った者がこれにつるぎを授け

た。 20山もこれがために食物をいだし、もろもろの

野の獣もそこに遊ぶ。 21これは酸棗の木の下に伏し

、葦の茂み、または沼に隠れている。 22酸棗の木は

その陰でこれをおおい、川の柳はこれをめぐり囲む

。 23見よ、たとい川が荒れても、これは驚かない。

ヨルダンがその口に注ぎかかっても、これはあわて

ない。 24だれが、かぎでこれを捕えることができる

か。だれが、わなでその鼻を貫くことができるか。

41あなたはつり針でわにをつり出すことができる

か。糸でその舌を押えることができるか。 2あなた

は葦のなわをその鼻に通すことができるか。つり針

でそのあごを突き通すことができるか。 3これはし

きりに、あなたに願い求めるであろうか。柔らかな

言葉をあなたに語るであろうか。 4これはあなたと

契約を結ぶであろうか。あなたはこれを取って、な

がくあなたのしもべとすることができるであろうか

。 5あなたは鳥と戯れるようにこれと戯れ、またあ

なたのおとめたちのために、これをつないでおくこ
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とができるであろうか。 6商人の仲間はこれを商品

として、小売商人の間に分けるであろうか。 7あな

たは、もりでその皮を満たし、やすでその頭を突き

通すことができるか。 8あなたの手をこれの上に置

け、あなたは戦いを思い出して、再びこれをしない

であろう。 9見よ、その望みはむなしくなり、これ

を見てすら倒れる。 10あえてこれを激する勇気のあ

る者はひとりもない。それで、だれがわたしの前に

立つことができるか。 11だれが先にわたしに与えた

ので、わたしはこれに報いるのか。天が下にあるも

のは、ことごとくわたしのものだ。 12わたしはこれ

が全身と、その著しい力と、その美しい構造につい

て黙っていることはできない。 13だれがその上着を

はぐことができるか。だれがその二重のよろいの間

にはいることができるか。 14だれがその顔の戸を開

くことができるか。そのまわりの歯は恐ろしい。 15

その背は盾の列でできていて、その堅く閉じたさま

は密封したように、 16相互に密接して、風もその間

に、はいることができず、 17互に相連なり、固く着

いて離すことができない。 18これが、くしゃみすれ

ば光を発し、その目はあけぼののまぶたに似ている

。 19その口からは、たいまつが燃えいで、火花をい

だす。 20その鼻の穴からは煙が出てきて、さながら

煮え立つなべの水煙のごとく、燃える葦の煙のよう

だ。 21その息は炭火をおこし、その口からは炎が出

る。 22その首には力が宿っていて、恐ろしさが、そ

の前に踊っている。 23その肉片は密接に相連なり、

固く身に着いて動かすことができない。 24その心臓

は石のように堅く、うすの下石のように堅い。 25そ
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の身を起すときは勇士も恐れ、その衝撃によってあ

わて惑う。 26つるぎがこれを撃っても、きかない、

やりも、矢も、もりも用をなさない。 27これは鉄を

見ること、わらのように、青銅を見ること朽ち木の

ようである。 28弓矢もこれを逃がすことができない

。石投げの石もこれには、わらくずとなる。 29こん

棒もわらくずのようにみなされ、投げやりの響きを

、これはあざ笑う。 30その下腹は鋭いかわらのかけ

らのようで、麦こき板のようにその身を泥の上に伸

ばす。 31これは淵をかなえのように沸きかえらせ、

海を香油のなべのようにする。 32これは自分のあと

に光る道を残し、淵をしらがのように思わせる。 33

地の上にはこれと並ぶものなく、これは恐れのない

者に造られた。 34これはすべての高き者をさげすみ

、すべての誇り高ぶる者の王である」。

42そこでヨブは主に答えて言った、 2「わたしは

知ります、あなたはすべての事をなすことができ、

またいかなるおぼしめしでも、あなたにできないこ

とはないことを。 3『無知をもって神の計りごとを

おおうこの者はだれか』。それゆえ、わたしはみず

から悟らない事を言い、みずから知らない、測り難

い事を述べました。 4『聞け、わたしは語ろう、わ

たしはあなたに尋ねる、わたしに答えよ』。 5わた

しはあなたの事を耳で聞いていましたが、今はわた

しの目であなたを拝見いたします。 6それでわたし

はみずから恨み、ちり灰の中で悔います」。 7主は

これらの言葉をヨブに語られて後、テマンびとエリ

パズに言われた、「わたしの怒りはあなたとあなた

のふたりの友に向かって燃える。あなたがたが、わ
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たしのしもべヨブのように正しい事をわたしについ

て述べなかったからである。 8それで今、あなたが

たは雄牛七頭、雄羊七頭を取って、わたしのしもべ

ヨブの所へ行き、あなたがたのために燔祭をささげ

よ。わたしのしもべヨブはあなたがたのために祈る

であろう。わたしは彼の祈を受けいれるによって、

あなたがたの愚かを罰することをしない。あなたが

たはわたしのしもべヨブのように正しい事をわたし

について述べなかったからである」。 9そこでテマ

ンびとエリパズ、シュヒびとビルダデ、ナアマびと

ゾパルは行って、主が彼らに命じられたようにした

ので、主はヨブの祈を受けいれられた。 10ヨブがそ

の友人たちのために祈ったとき、主はヨブの繁栄を

もとにかえし、そして主はヨブのすべての財産を二

倍に増された。 11そこで彼のすべての兄弟、すべて

の姉妹、および彼の旧知の者どもことごとく彼のも

とに来て、彼と共にその家で飲み食いし、かつ主が

彼にくだされたすべての災について彼をいたわり、

慰め、おのおの銀一ケシタと金の輪一つを彼に贈っ

た。 12主はヨブの終りを初めよりも多く恵まれた。

彼は羊一万四千頭、らくだ六千頭、牛一千くびき、

雌ろば一千頭をもった。 13また彼は男の子七人、女

の子三人をもった。 14彼はその第一の娘をエミマと

名づけ、第二をケジアと名づけ、第三をケレン・ハ

ップクと名づけた。 15全国のうちでヨブの娘たちほ

ど美しい女はなかった。父はその兄弟たちと同様に

嗣業を彼らにも与えた。 16この後、ヨブは百四十年

生きながらえて、その子とその孫と四代までを見た

。 17ヨブは年老い、日満ちて死んだ。
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詩篇

1悪しき者のはかりごとに歩まず、罪びとの道に立

たず、あざける者の座にすわらぬ人はさいわいであ

る。 2このような人は主のおきてをよろこび、昼も

夜もそのおきてを思う。 3このような人は流れのほ

とりに植えられた木の時が来ると実を結び、その葉

もしぼまないように、そのなすところは皆栄える。

4悪しき者はそうでない、風の吹き去るもみがらのよ

うだ。 5それゆえ、悪しき者はさばきに耐えない。

罪びとは正しい者のつどいに立つことができない。

6主は正しい者の道を知られる。しかし、悪しき者の

道は滅びる。

2なにゆえ、もろもろの国びとは騒ぎたち、もろも

ろの民はむなしい事をたくらむのか。 2地のもろも

ろの王は立ち構え、もろもろのつかさはともに、は

かり、主とその油そそがれた者とに逆らって言う、

3「われらは彼らのかせをこわし、彼らのきずなを解

き捨てるであろう」と。 4天に座する者は笑い、主

は彼らをあざけられるであろう。 5そして主は憤り

をもって彼らに語り、激しい怒りをもって彼らを恐

れ惑わせて言われる、 6「わたしはわが王を聖なる

山シオンに立てた」と。 7わたしは主の詔をのべよ

う。主はわたしに言われた、「おまえはわたしの子

だ。きょう、わたしはおまえを生んだ。 8わたしに

求めよ、わたしはもろもろの国を嗣業としておまえ

に与え、地のはてまでもおまえの所有として与える

。 9おまえは鉄のつえをもって彼らを打ち破り、陶

工の作る器物のように彼らを打ち砕くであろう」と

。 10それゆえ、もろもろの王よ、賢くあれ、地のつ
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かさらよ、戒めをうけよ。 11恐れをもって主に仕え

、おののきをもって 12その足に口づけせよ。さもな

いと主は怒って、あなたがたを道で滅ぼされるであ

ろう、その憤りがすみやかに燃えるからである。す

べて主に寄り頼む者はさいわいである。

3ダビデがその子アブサロムを避けてのがれたとき

の歌 主よ、わたしに敵する者のいかに多いことでし

ょう。わたしに逆らって立つ者が多く、 2「彼には

神の助けがない」と、わたしについて言う者が多い

のです。 (セラ) 3しかし主よ、あなたはわたしを囲

む盾、わが栄え、わたしの頭を、もたげてくださる

かたです。 4わたしが声をあげて主を呼ばわると、

主は聖なる山からわたしに答えられる。 (セラ) 5わ

たしはふして眠り、また目をさます。主がわたしを

ささえられるからだ。 6わたしを囲んで立ち構える

ちよろずの民をもわたしは恐れない。 7主よ、お立

ちください。わが神よ、わたしをお救いください。

あなたはわたしのすべての敵のほおを打ち、悪しき

者の歯を折られるのです。 8救は主のものです。ど

うかあなたの祝福があなたの民の上にありますよう

に。 (セラ)

4聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせた

ダビデの歌 わたしの義を助け守られる神よ、わたし

が呼ばわる時、お答えください。あなたはわたしが

悩んでいた時、わたしをくつろがせてくださいまし

た。わたしをあわれみ、わたしの祈をお聞きくださ

い。 2人の子らよ、いつまでわたしの誉をはずかし

めるのか。いつまでむなしい言葉を愛し、偽りを慕

い求めるのか。 (セラ) 3しかしあなたがたは知るが
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よい、主は神を敬う人をご自分のために聖別された

ことを。主はわたしが呼ばわる時におききくださる

。 4あなたがたは怒っても、罪を犯してはならない

。床の上で静かに自分の心に語りなさい。 (セラ) 5

義のいけにえをささげて主に寄り頼みなさい。 6多

くの人は言う、「どうか、わたしたちに良い事が見

られるように。主よ、どうか、み顔の光をわたした

ちの上に照されるように」と。 7あなたがわたしの

心にお与えになった喜びは、穀物と、ぶどう酒の豊

かな時の喜びにまさるものでした。 8わたしは安ら

かに伏し、また眠ります。主よ、わたしを安らかに

おらせてくださるのは、ただあなただけです。

5聖歌隊の指揮者によって笛にあわせてうたわせた

ダビデの歌 主よ、わたしの言葉に耳を傾け、わたし

の嘆きに、み心をとめてください。 2わが王、わが

神よ、わたしの叫びの声をお聞きください。わたし

はあなたに祈っています。 3主よ、朝ごとにあなた

はわたしの声を聞かれます。わたしは朝ごとにあな

たのためにいけにえを備えて待ち望みます。 4あな

たは悪しき事を喜ばれる神ではない。悪人はあなた

のもとに身を寄せることはできない。 5高ぶる者は

あなたの目の前に立つことはできない。あなたはす

べて悪を行う者を憎まれる。 6あなたは偽りを言う

者を滅ぼされる。主は血を流す者と、人をだます者

を忌みきらわれる。 7しかし、わたしはあなたの豊

かないつくしみによって、あなたの家に入り、聖な

る宮にむかって、かしこみ伏し拝みます。 8主よ、

わたしのあだのゆえに、あなたの義をもってわたし

を導き、わたしの前にあなたの道をまっすぐにして
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ください。 9彼らの口には真実がなく、彼らの心に

は滅びがあり、そののどは開いた墓、その舌はへつ

らいを言うのです。 10神よ、どうか彼らにその罪を

負わせ、そのはかりごとによって、みずから倒れさ

せ、その多くのとがのゆえに彼らを追いだしてくだ

さい。彼らはあなたにそむいたからです。 11しかし

、すべてあなたに寄り頼む者を喜ばせ、とこしえに

喜び呼ばわらせてください。また、み名を愛する者

があなたによって喜びを得るように、彼らをお守り

ください。 12主よ、あなたは正しい者を祝福し、盾

をもってするように、恵みをもってこれをおおい守

られます。

6聖歌隊の指揮者によってシェミニテにあわせ琴を

もってうたわせたダビデの歌 主よ、あなたの怒りを

もって、わたしを責めず、あなたの激しい怒りをも

って、わたしを懲しめないでください。 2主よ、わ

たしをあわれんでください。わたしは弱り衰えてい

ます。主よ、わたしをいやしてください。わたしの

骨は悩み苦しんでいます。 3わたしの魂もまたいた

く悩み苦しんでいます。主よ、あなたはいつまでお

怒りになるのですか。 4主よ、かえりみて、わたし

の命をお救いください。あなたのいつくしみにより

、わたしをお助けください。 5死においては、あな

たを覚えるものはなく、陰府においては、だれがあ

なたをほめたたえることができましょうか。 (Sheol

h7585) 6わたしは嘆きによって疲れ、夜ごとに涙をも

って、わたしのふしどをただよわせ、わたしのしと

ねをぬらした。 7わたしの目は憂いによって衰え、

もろもろのあだのゆえに弱くなった。 8すべて悪を
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行う者よ、わたしを離れ去れ。主はわたしの泣く声

を聞かれた。 9主はわたしの願いを聞かれた。主は

わたしの祈をうけられる。 10わたしの敵は恥じて、

いたく悩み苦しみ、彼らは退いて、たちどころに恥

をうけるであろう。

7ベニヤミンびとクシのことについてダビデが主に

むかってうたったシガヨンの歌 わが神、主よ、わた

しはあなたに寄り頼みます。どうかすべての追い迫

る者からわたしを救い、わたしをお助けください。

2さもないと彼らは、ししのように、わたしをかき裂

き、助ける者の来ないうちに、引いて行くでしょう

。 3わが神、主よ、もしわたしがこの事を行ったな

らば、もしわたしの手によこしまな事があるならば

、 4もしわたしの友に悪をもって報いたことがあり

、ゆえなく、敵のものを略奪したことがあるならば

、 5敵にわたしを追い捕えさせ、わたしの命を地に

踏みにじらせ、わたしの魂をちりにゆだねさせてく

ださい。 (セラ) 6主よ、怒りをもって立ち、わたし

の敵の憤りにむかって立ちあがり、わたしのために

目をさましてください。あなたはさばきを命じられ

ました。 7もろもろの民をあなたのまわりにつどわ

せ、その上なる高みくらにおすわりください。 8主

はもろもろの民をさばかれます。主よ、わたしの義

と、わたしにある誠実とに従って、わたしをさばい

てください。 9どうか悪しき者の悪を断ち、正しき

者を堅く立たせてください。義なる神よ、あなたは

人の心と思いとを調べられます。 10わたしを守る盾

は神である。神は心の直き者を救われる。 11神は義

なるさばきびと、日ごとに憤りを起される神である
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。 12もし人が悔い改めないならば、神はそのつるぎ

をとぎ、その弓を張って構え、 13また死に至らせる

武器を備え、その矢を火矢とされる。 14見よ、悪し

き者は邪悪をはらみ、害毒をやどし、偽りを生む。

15彼は穴を掘って、それを深くし、みずから作った

穴に陥る。 16その害毒は自分のかしらに帰り、その

強暴は自分のこうべに下る。 17わたしは主にむかっ

て、その義にふさわしい感謝をささげ、いと高き者

なる主の名をほめ歌うであろう。

8聖歌隊の指揮者によってギテトにあわせてうたわ

せたダビデの歌 主、われらの主よ、あなたの名は地

にあまねく、いかに尊いことでしょう。あなたの栄

光は天の上にあり、 2みどりごと、ちのみごとの口

によって、ほめたたえられています。あなたは敵と

恨みを晴らす者とを静めるため、あだに備えて、と

りでを設けられました。 3わたしは、あなたの指の

わざなる天を見、あなたが設けられた月と星とを見

て思います。 4人は何者なので、これをみ心にとめ

られるのですか、人の子は何者なので、これを顧み

られるのですか。 5ただ少しく人を神よりも低く造

って、栄えと誉とをこうむらせ、 6これにみ手のわ

ざを治めさせ、よろずの物をその足の下におかれま

した。 7すべての羊と牛、また野の獣、 8空の鳥と

海の魚、海路を通うものまでも。 9主、われらの主

よ、あなたの名は地にあまねく、いかに尊いことで

しょう。

9聖歌隊の指揮者によってムツラベンのしらべにあ

わせてうたわせたダビデの歌 わたしは心をつくして

主に感謝し、あなたのくすしきみわざをことごとく
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宣べ伝えます。 2いと高き者よ、あなたによってわ

たしは喜びかつ楽しみ、あなたの名をほめ歌います

。 3わたしの敵は退くとき、つまずき倒れてあなた

の前に滅びました。 4あなたがわたしの正しい訴え

を助け守られたからです。あなたはみくらに座して

、正しいさばきをされました。 5あなたはもろもろ

の国民を責め、悪しき者を滅ぼし、永久に彼らの名

を消し去られました。 6敵は絶えはてて、とこしえ

に滅び、あなたが滅ぼされたもろもろの町はその記

憶さえ消えうせました。 7しかし主はとこしえに、

み位に座し、さばきのために、みくらを設けられま

した。 8主は正義をもって世界をさばき、公平をも

ってもろもろの民をさばかれます。 9主はしえたげ

られる者のとりで、なやみの時のとりでです。 10み

名を知る者はあなたに寄り頼みます。主よ、あなた

を尋ね求める者をあなたは捨てられたことがないか

らです。 11シオンに住まわれる主にむかってほめう

たい、そのみわざをもろもろの民のなかに宣べ伝え

よ。 12血を流す者にあだを報いられる主は彼らを心

にとめ、苦しむ者の叫びをお忘れにならないからで

す。 13主よ、わたしをあわれんでください。死の門

からわたしを引きあげられる主よ、あだする者のわ

たしを悩ますのをみそなわしてください。 14そうす

れば、わたしはあなたのすべての誉を述べ、シオン

の娘の門で、あなたの救を喜ぶことができましょう

。 15もろもろの国民は自分の作った穴に陥り、隠し

設けた網に自分の足を捕えられる。 16主はみずから

を知らせ、さばきを行われた。悪しき者は自分の手

で作ったわなに捕えられる。[ヒガヨン、セラ 17悪
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しき者、また神を忘れるもろもろの国民は陰府へ去

って行く。 (Sheol h7585) 18貧しい者は常に忘れられる

のではない。苦しむ者の望みはとこしえに滅びるの

ではない。 19主よ、立ちあがってください。人に勝

利を得させず、もろもろの国民に、み前でさばきを

受けさせてください。 20主よ、彼らに恐れを起させ

、もろもろの国民に自分がただ、人であることを知

らせてください。 (セラ)

10主よ、なにゆえ遠く離れて立たれるのですか。

なにゆえ悩みの時に身を隠されるのですか。 2悪し

き者は高ぶって貧しい者を激しく責めます。どうぞ

彼らがその企てたはかりごとにみずから捕えられま

すように。 3悪しき者は自分の心の願いを誇り、む

さぼる者は主をのろい、かつ捨てる。 4悪しき者は

誇り顔をして、神を求めない。その思いに、すべて

「神はない」という。 5彼の道は常に栄え、あなた

のさばきは彼を離れて高く、彼はそのすべてのあだ

を口先で吹く。 6彼は心の内に言う、「わたしは動

かされることはなく、世々わざわいにあうことがな

い」と。 7その口はのろいと、欺きと、しえたげと

に満ち、その舌の下には害毒と不正とがある。 8彼

は村里の隠れ場におり、忍びやかな所で罪のない者

を殺す。その目は寄るべなき者をうかがい、 9隠れ

場にひそむししのように、ひそかに待ち伏せする。

彼は貧しい者を捕えようと待ち伏せし、貧しい者を

網にひきいれて捕える。 10寄るべなき者は彼の力に

よって打ちくじかれ、衰え、倒れる。 11彼は心のう

ちに言う、「神は忘れた、神はその顔を隠した、神

は絶えて見ることはなかろう」と。 12主よ、立ちあ
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がってください。神よ、み手をあげてください。苦

しむ者を忘れないでください。 13なにゆえ、悪しき

者は神を侮り、心のうちに「あなたはとがめること

をしない」と言うのですか。 14あなたはみそなわし

、悩みと苦しみとを見て、それをみ手に取られます

。寄るべなき者はあなたに身をゆだねるのです。あ

なたはいつもみなしごを助けられました。 15悪しき

者と悪を行う者の腕を折り、その悪を一つも残さな

いまでに探り出してください。 16主はとこしえに王

でいらせられる。もろもろの国民は滅びて主の国か

ら跡を断つでしょう。 17主よ、あなたは柔和な者の

願いを聞き、その心を強くし、耳を傾けて、 18みな

しごと、しえたげられる者とのためにさばきを行わ

れます。地に属する人は再び人を脅かすことはない

でしょう。

11聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

わたしは主に寄り頼む。なにゆえ、あなたがたはわ

たしにむかって言うのか、「鳥のように山にのがれ

よ。 2見よ、悪しき者は、暗やみで、心の直き者を

射ようと弓を張り、弦に矢をつがえている。 3基が

取りこわされるならば、正しい者は何をなし得よう

か」と。 4主はその聖なる宮にいまし、主のみくら

は天にあり、その目は人の子らをみそなわし、その

まぶたは人の子らを調べられる。 5主は正しき者を

も、悪しき者をも調べ、そのみ心は乱暴を好む者を

憎まれる。 6主は悪しき者の上に炭火と硫黄とを降

らせられる。燃える風は彼らがその杯にうくべきも

のである。 7主は正しくいまして、正しい事を愛さ
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れるからである。直き者は主のみ顔を仰ぎ見るであ

ろう。

12聖歌隊の指揮者によってシェミニテにあわせて

うたわせたダビデの歌 主よ、お助けください。神を

敬う人は絶え、忠信な者は人の子らのなかから消え

うせました。 2人はみなその隣り人に偽りを語り、

へつらいのくちびると、ふたごころとをもって語る

。 3主はすべてのへつらいのくちびると、大きな事

を語る舌とを断たれるように。 4彼らは言う、「わ

たしたちは舌をもって勝を得よう、わたしたちのく

ちびるはわたしたちのものだ、だれがわたしたちの

主人であるか」と。 5主は言われる、「貧しい者が

かすめられ、乏しい者が嘆くゆえに、わたしはいま

立ちあがって、彼らをその慕い求める安全な所に置

こう」と。 6主のことばは清き言葉である。地に設

けた炉で練り、七たびきよめた銀のようである。 7

主よ、われらを保ち、とこしえにこの人々から免れ

させてください。 8卑しい事が人の子のなかにあが

められている時、悪しき者はいたる所でほしいまま

に歩いています。

13聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

主よ、いつまでなのですか。とこしえにわたしをお

忘れになるのですか。いつまで、み顔をわたしに隠

されるのですか。 2いつまで、わたしは魂に痛みを

負い、ひねもす心に悲しみをいだかなければならな

いのですか。いつまで敵はわたしの上にあがめられ

るのですか。 3わが神、主よ、みそなわして、わた

しに答え、わたしの目を明らかにしてください。さ

もないと、わたしは死の眠りに陥り、 4わたしの敵
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は「わたしは敵に勝った」と言い、わたしのあだは

、わたしの動かされることによって喜ぶでしょう。

5しかしわたしはあなたのいつくしみに信頼し、わた

しの心はあなたの救を喜びます。 6主は豊かにわた

しをあしらわれたゆえ、わたしは主にむかって歌い

ます。

14聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

愚かな者は心のうちに「神はない」と言う。彼らは

腐れはて、憎むべき事をなし、善を行う者はない。

2主は天から人の子らを見おろして、賢い者、神をた

ずね求める者があるかないかを見られた。 3彼らは

みな迷い、みなひとしく腐れた。善を行う者はない

、ひとりもない。 4すべて悪を行う者は悟りがない

のか。彼らは物食うようにわが民をくらい、また主

を呼ぶことをしない。 5その時、彼らは大いに恐れ

た。神は正しい者のやからと共におられるからであ

る。 6あなたがたは貧しい者の計画をはずかしめよ

うとする。しかし主は彼の避け所である。 7どうか

、シオンからイスラエルの救が出るように。主がそ

の民の繁栄を回復されるとき、ヤコブは喜び、イス

ラエルは楽しむであろう。

15ダビデの歌主よ、あなたの幕屋にやどるべき者

はだれですか、あなたの聖なる山に住むべき者はだ

れですか。 2直く歩み、義を行い、心から真実を語

る者、 3その舌をもってそしらず、その友に悪をな

さず、隣り人に対するそしりを取りあげず、 4その

目は神に捨てられた者を卑しめ、主を恐れる者を尊

び、誓った事は自分の損害になっても変えることな

く、 5利息をとって金銭を貸すことなく、まいない



詩篇 1282

を取って罪のない者の不利をはかることをしない人

である。これらの事を行う者はとこしえに動かされ

ることはない。

16ダビデのミクタムの歌神よ、わたしをお守りく

ださい。わたしはあなたに寄り頼みます。 2わたし

は主に言う、「あなたはわたしの主、あなたのほか

にわたしの幸はない」と。 3地にある聖徒は、すべ

てわたしの喜ぶすぐれた人々である。 4おおよそ、

ほかの神を選ぶ者は悲しみを増す。わたしは彼らの

ささげる血の灌祭を注がず、その名を口にとなえる

ことをしない。 5主はわたしの嗣業、またわたしの

杯にうくべきもの。あなたはわたしの分け前を守ら

れる。 6測りなわは、わたしのために好ましい所に

落ちた。まことにわたしは良い嗣業を得た。 7わた

しにさとしをさずけられる主をほめまつる。夜はま

た、わたしの心がわたしを教える。 8わたしは常に

主をわたしの前に置く。主がわたしの右にいますゆ

え、わたしは動かされることはない。 9このゆえに

、わたしの心は楽しみ、わたしの魂は喜ぶ。わたし

の身もまた安らかである。 10あなたはわたしを陰府

に捨ておかれず、あなたの聖者に墓を見させられな

いからである。 (Sheol h7585) 11あなたはいのちの道を

わたしに示される。あなたの前には満ちあふれる喜

びがあり、あなたの右には、とこしえにもろもろの

楽しみがある。

17ダビデの祈主よ、正しい訴えを聞き、わたしの

叫びにみ心をとめ、偽りのないくちびるから出るわ

たしの祈に耳を傾けてください。 2どうかわたしに

ついての宣告がみ前から出て、あなたの目が公平を
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みられるように。 3あなたがわたしの心をためし、

夜、わたしに臨み、わたしを試みられても、わたし

のうちになんの悪い思いをも見いだされないでしょ

う。わたしの口も罪を犯しません。 4人のおこない

の事をいえば、あなたのくちびるの言葉によって、

わたしは不法な者の道を避けました。 5わたしの歩

みはあなたの道に堅く立ち、わたしの足はすべるこ

とがなかったのです。 6神よ、わたしはあなたに呼

ばわります。あなたはわたしに答えられます。どう

か耳を傾けて、わたしの述べることをお聞きくださ

い。 7寄り頼む者をそのあだから右の手で救われる

者よ、あなたのいつくしみを驚くばかりにあらわし

、 8ひとみのようにわたしを守り、みつばさの陰に

わたしを隠し、 9わたしをしえたげる悪しき者から

、わたしを囲む恐ろしい敵から、のがれさせてくだ

さい。 10彼らはその心を閉じて、あわれむことなく

、その口をもって高ぶって語るのです。 11彼らはわ

たしを追いつめ、わたしを囲み、わたしを地に投げ

倒さんと、その目をそそぎます。 12彼らはかき裂か

んと、いらだつししのごとく、隠れた所にひそみ待

つ子じしのようです。 13主よ、立ちあがって、彼ら

に立ちむかい、彼らを倒してください。つるぎをも

って悪しき者からわたしのいのちをお救いください

。 14主よ、み手をもって人々からわたしをお救いく

ださい。すなわち自分の分け前をこの世で受け、あ

なたの宝をもってその腹を満たされる世の人々から

わたしをお救いください。彼らは多くの子に飽き足

り、その富を幼な子に残すのです。 15しかしわたし
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は義にあって、み顔を見、目ざめる時、みかたちを

見て、満ち足りるでしょう。

18聖歌隊の指揮者によってうたわせた主のしもべ

ダビデの歌、すなわち主がもろもろのあだの手とサ

ウルの手から救い出された日にダビデはこの歌の言

葉を主にむかって述べて言った わが力なる主よ、わ

たしはあなたを愛します。 2主はわが岩、わが城、

わたしを救う者、わが神、わが寄り頼む岩、わが盾

、わが救の角、わが高きやぐらです。 3わたしはほ

めまつるべき主に呼ばわって、わたしの敵から救わ

れるのです。 4死の綱は、わたしを取り巻き、滅び

の大水は、わたしを襲いました。 5陰府の綱は、わ

たしを囲み、死のわなは、わたしに立ちむかいまし

た。 (Sheol h7585) 6わたしは悩みのうちに主に呼ばわ

り、わが神に叫び求めました。主はその宮からわた

しの声を聞かれ、主にさけぶわたしの叫びがその耳

に達しました。 7そのとき地は揺れ動き、山々の基

は震い動きました。主がお怒りになったからです。

8煙はその鼻から立ちのぼり、火はその口から出て焼

きつくし、炭はそれによって燃えあがりました。 9

主は天をたれて下られ、暗やみがその足の下にあり

ました。 10主はケルブに乗って飛び、風の翼をもっ

てかけり、 11やみをおおいとして、自分のまわりに

置き、水を含んだ暗い濃き雲をその幕屋とされまし

た。 12そのみ前の輝きから濃き雲を破って、ひょう

と燃える炭とが降ってきました。 13主はまた天に雷

をとどろかせ、いと高き者がみ声を出されると、ひ

ょうと燃える炭とが降ってきました。 14主は矢を放

って彼らを散らし、いなずまをひらめかして彼らを
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打ち敗られました。 15主よ、そのとき、あなたのと

がめと、あなたの鼻のいぶきとによって、海の底は

あらわれ、地の基があらわになったのです。 16主は

高い所からみ手を伸べて、わたしを捕え、大水から

わたしを引きあげ、 17わたしの強い敵と、わたしを

憎む者とからわたしを助け出されました。彼らはわ

たしにまさって強かったからです。 18彼らはわたし

の災の日にわたしを襲いました。しかし主はわたし

のささえとなられました。 19主はわたしを広い所に

つれ出し、わたしを喜ばれるがゆえに、わたしを助

けられました。 20主はわたしの義にしたがってわた

しに報い、わたしの手の清きにしたがってわたしに

報いかえされました。 21わたしは主の道を守り、悪

意をもって、わが神を離れたことがなかったのです

、 22そのすべてのおきてはわたしの前にあって、わ

たしはその定めを捨てたことがなかったのです。 23

わたしは主の前に欠けたところがなく、自分を守っ

て罪を犯しませんでした。 24このゆえに主はわたし

の義にしたがい、その目の前にわたしの手の清きに

したがってわたしに報いられました。 25あなたはい

つくしみある者には、いつくしみある者となり、欠

けたところのない者には、欠けたところのない者と

なり、 26清い者には、清い者となり、ひがんだ者に

は、ひがんだ者となられます。 27あなたは苦しんで

いる民を救われますが、高ぶる目をひくくされるの

です。 28あなたはわたしのともしびをともし、わが

神、主はわたしのやみを照されます。 29まことに、

わたしはあなたによって敵軍を打ち破り、わが神に

よって城壁をとび越えることができます。 30この神
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こそ、その道は完全であり、主の言葉は真実です。

主はすべて寄り頼む者の盾です。 31主のほかに、だ

れが神でしょうか。われらの神のほかに、だれが岩

でしょうか。 32神はわたしに力を帯びさせ、わたし

の道を安全にされました。 33神はわたしの足をめじ

かの足のようにされ、わたしを高い所に安全に立た

せ、 34わたしの手を戦いに慣らされたので、わたし

の腕は青銅の弓をもひくことができます。 35あなた

はその救の盾をわたしに与え、あなたの右の手はわ

たしをささえ、あなたの助けはわたしを大いなる者

とされました。 36あなたがわたしの歩む所を広くさ

れたので、わたしの足はすべらなかったのです。 37

わたしは敵を追って、これに追いつき、これを滅ぼ

しつくすまでは帰らなかったのです。 38わたしが彼

らを突き通したので、彼らは立ちあがることができ

ず、わたしの足もとに倒れました。 39あなたは戦い

のためにわたしに力を帯びさせ、わたしに立ち向か

う者らをわたしのもとに、かがませられました。 40

あなたは敵にその後をわたしに向けさせられたので

、わたしは自分を憎む者を滅ぼしました。 41彼らは

助けを叫び求めたが、救う者はなく、主にむかって

叫んだけれども、彼らに答えられなかったのです。

42わたしは彼らを風の前のちりのように細かに砕き

、ちまたの泥のように打ち捨てました。 43あなたは

民の争いからわたしを救い、わたしをもろもろの国

民のかしらとされました。わたしの知らなかった民

がわたしに仕えました。 44彼らはわたしの事を聞く

と、ただちにわたしに従い、異邦の人々はきて、わ

たしにへつらいました。 45異邦の人々は打ちしおれ
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て、その城から震えながら出てきました。 46主は生

きておられます。わが岩はほむべきかな。わが救の

神はあがむべきかな。 47神はわたしにあだを報いさ

せ、もろもろの民をわたしのもとに従わせ、 48わた

しの敵からわたしを救い出されました。まことに、

あなたはわたしに逆らって起りたつ者の上にわたし

をあげ、不法の人からわたしを救い出されました。

49このゆえに主よ、わたしはもろもろの国民のなか

であなたをたたえ、あなたのみ名をほめ歌います。

50主はその王に大いなる勝利を与え、その油そそが

れた者に、ダビデとその子孫とに、とこしえにいつ

くしみを加えられるでしょう。

19聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

もろもろの天は神の栄光をあらわし、大空はみ手の

わざをしめす。 2この日は言葉をかの日につたえ、

この夜は知識をかの夜につげる。 3話すことなく、

語ることなく、その声も聞えないのに、 4その響き

は全地にあまねく、その言葉は世界のはてにまで及

ぶ。神は日のために幕屋を天に設けられた。 5日は

花婿がその祝のへやから出てくるように、また勇士

が競い走るように、その道を喜び走る。 6それは天

のはてからのぼって、天のはてにまで、めぐって行

く。その暖まりをこうむらないものはない。 7主の

おきては完全であって、魂を生きかえらせ、主のあ

かしは確かであって、無学な者を賢くする。 8主の

さとしは正しくて、心を喜ばせ、主の戒めはまじり

なくて、眼を明らかにする。 9主を恐れる道は清ら

かで、とこしえに絶えることがなく、主のさばきは

真実であって、ことごとく正しい。 10これらは金よ
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りも、多くの純金よりも慕わしく、また蜜よりも、

蜂の巣のしたたりよりも甘い。 11あなたのしもべは

、これらによって戒めをうける。これらを守れば、

大いなる報いがある。 12だれが自分のあやまちを知

ることができましようか。どうか、わたしを隠れた

とがから解き放ってください。 13また、あなたのし

もべを引きとめて、故意の罪を犯させず、これに支

配されることのないようにしてください。そうすれ

ば、わたしはあやまちのない者となって、大いなる

とがを免れることができるでしょう。 14わが岩、わ

があがないぬしなる主よ、どうか、わたしの口の言

葉と、心の思いがあなたの前に喜ばれますように。

20聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

主が悩みの日にあなたに答え、ヤコブの神のみ名が

あなたを守られるように。 2主が聖所から助けをあ

なたにおくり、シオンからあなたをささえ、 3あな

たのもろもろの供え物をみ心にとめ、あなたの燔祭

をうけられるように。 (セラ) 4主があなたの心の願

いをゆるし、あなたのはかりごとをことごとく遂げ

させられるように。 5われらがあなたの勝利を喜び

うたい、われらの神のみ名によって旗を揚げるよう

に。主があなたの求めをすべて遂げさせられるよう

に。 6今わたしは知る、主はその油そそがれた者を

助けられることを。主はその右の手による大いなる

勝利をもってその聖なる天から彼に答えられるであ

ろう。 7ある者は戦車を誇り、ある者は馬を誇る。

しかしわれらは、われらの神、主のみ名を誇る。 8

彼らはかがみ、また倒れる。しかしわれらは起きて

、まっすぐに立つ。 9主よ、王に勝利をおさずけく
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ださい。われらが呼ばわる時、われらにお答えくだ

さい。

21聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

主よ、王はあなたの力によって喜び、あなたの助け

によって、いかに大きな喜びをもつことでしょう。

2あなたは彼の心の願いをゆるし、そのくちびるの求

めをいなまれなかった。 (セラ) 3あなたは大いなる

恵みをもって彼を迎え、そのかしらに純金の冠をい

ただかせられる。 4彼がいのちを求めると、あなた

はそれを彼にさずけ、世々限りなくそのよわいを長

くされた。 5あなたの助けによって彼の栄光は大き

い。あなたは誉と威厳とを彼に与えられる。 6まこ

とに、あなたは彼をとこしえに恵まれた者とし、み

前に喜びをもって楽しませられる。 7王は主に信頼

するゆえ、いと高き者のいつくしみをこうむって、

動かされることはない。 8あなたの手はもろもろの

敵を尋ね出し、あなたの右の手はあなたを憎む者を

尋ね出すであろう。 9あなたが怒る時、彼らを燃え

る炉のようにするであろう。主はみ怒りによって彼

らをのみつくされる。火は彼らを食いつくすであろ

う。 10あなたは彼らのすえを地から断ち、彼らの種

を人の子らの中から滅ぼすであろう。 11たとい彼ら

があなたにむかって悪い事を企て、悪いはかりごと

を思いめぐらしても、なし遂げることはできない。

12あなたは彼らを逃げ走らせ、あなたの弓弦を張っ

て、彼らの顔をねらうであろう。 13主よ、力をあら

わして、みずからを高くしてください。われらはあ

なたの大能をうたい、かつほめたたえるでしょう。
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22聖歌隊の指揮者によってあけぼののめじかのし

らべにあわせてうたわせたダビデの歌 わが神、わが

神、なにゆえわたしを捨てられるのですか。なにゆ

え遠く離れてわたしを助けず、わたしの嘆きの言葉

を聞かれないのですか。 2わが神よ、わたしが昼よ

ばわっても、あなたは答えられず、夜よばわっても

平安を得ません。 3しかしイスラエルのさんびの上

に座しておられるあなたは聖なるおかたです。 4わ

れらの先祖たちはあなたに信頼しました。彼らが信

頼したので、あなたは彼らを助けられました。 5彼

らはあなたに呼ばわって救われ、あなたに信頼して

恥をうけなかったのです。 6しかし、わたしは虫で

あって、人ではない。人にそしられ、民に侮られる

。 7すべてわたしを見る者は、わたしをあざ笑い、

くちびるを突き出し、かしらを振り動かして言う、

8「彼は主に身をゆだねた、主に彼を助けさせよ。主

は彼を喜ばれるゆえ、主に彼を救わせよ」と。 9し

かし、あなたはわたしを生れさせ、母のふところに

わたしを安らかに守られた方です。 10わたしは生れ

た時から、あなたにゆだねられました。母の胎を出

てからこのかた、あなたはわたしの神でいらせられ

ました。 11わたしを遠く離れないでください。悩み

が近づき、助ける者がないのです。 12多くの雄牛は

わたしを取り巻き、バシャンの強い雄牛はわたしを

囲み、 13かき裂き、ほえたけるししのように、わた

しにむかって口を開く。 14わたしは水のように注ぎ

出され、わたしの骨はことごとくはずれ、わたしの

心臓は、ろうのように、胸のうちで溶けた。 15わた

しの力は陶器の破片のようにかわき、わたしの舌は
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あごにつく。あなたはわたしを死のちりに伏させら

れる。 16まことに、犬はわたしをめぐり、悪を行う

者の群れがわたしを囲んで、わたしの手と足を刺し

貫いた。 17わたしは自分の骨をことごとく数えるこ

とができる。彼らは目をとめて、わたしを見る。 18

彼らは互にわたしの衣服を分け、わたしの着物をく

じ引にする。 19しかし主よ、遠く離れないでくださ

い。わが力よ、速く来てわたしをお助けください。

20わたしの魂をつるぎから、わたしのいのちを犬の

力から助け出してください。 21わたしをししの口か

ら、苦しむわが魂を野牛の角から救い出してくださ

い。 22わたしはあなたのみ名を兄弟たちに告げ、会

衆の中であなたをほめたたえるでしょう。 23主を恐

れる者よ、主をほめたたえよ。ヤコブのもろもろの

すえよ、主をあがめよ。イスラエルのもろもろのす

えよ、主をおじおそれよ。 24主が苦しむ者の苦しみ

をかろんじ、いとわれず、またこれにみ顔を隠すこ

となく、その叫ぶときに聞かれたからである。 25大

いなる会衆の中で、わたしのさんびはあなたから出

るのです。わたしは主を恐れる者の前で、わたしの

誓いを果します。 26貧しい者は食べて飽くことがで

き、主を尋ね求める者は主をほめたたえるでしょう

。どうか、あなたがたの心がとこしえに生きるよう

に。 27地のはての者はみな思い出して、主に帰り、

もろもろの国のやからはみな、み前に伏し拝むでし

ょう。 28国は主のものであって、主はもろもろの国

民を統べ治められます。 29地の誇り高ぶる者はみな

主を拝み、ちりに下る者も、おのれを生きながらえ

させえない者も、みなそのみ前にひざまずくでしょ
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う。 30子々孫々、主に仕え、人々は主のことをきた

るべき代まで語り伝え、 31主がなされたその救を後

に生れる民にのべ伝えるでしょう。

23ダビデの歌主はわたしの牧者であって、わたし

には乏しいことがない。 2主はわたしを緑の牧場に

伏させ、いこいのみぎわに伴われる。 3主はわたし

の魂をいきかえらせ、み名のためにわたしを正しい

道に導かれる。 4たといわたしは死の陰の谷を歩む

とも、わざわいを恐れません。あなたがわたしと共

におられるからです。あなたのむちと、あなたのつ

えはわたしを慰めます。 5あなたはわたしの敵の前

で、わたしの前に宴を設け、わたしのこうべに油を

そそがれる。わたしの杯はあふれます。 6わたしの

生きているかぎりは必ず恵みといつくしみとが伴う

でしょう。わたしはとこしえに主の宮に住むでしょ

う。

24ダビデの歌地と、それに満ちるもの、世界と、

そのなかに住む者とは主のものである。 2主はその

基を大海のうえにすえ、大川のうえに定められた。

3主の山に登るべき者はだれか。その聖所に立つべき

者はだれか。 4手が清く、心のいさぎよい者、その

魂がむなしい事に望みをかけない者、偽って誓わな

い者こそ、その人である。 5このような人は主から

祝福をうけ、その救の神から義をうける。 6これこ

そ主を慕う者のやから、ヤコブの神の、み顔を求め

る者のやからである。 (セラ) 7門よ、こうべをあげ

よ。とこしえの戸よ、あがれ。栄光の王がはいられ

る。 8栄光の王とはだれか。強く勇ましい主、戦い

に勇ましい主である。 9門よ、こうべをあげよ。と
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こしえの戸よ、あがれ。栄光の王がはいられる。 10

この栄光の王とはだれか。万軍の主、これこそ栄光

の王である。 (セラ)

25ダビデの歌主よ、わが魂はあなたを仰ぎ望みま

す。 2わが神よ、わたしはあなたに信頼します。ど

うか、わたしをはずかしめず、わたしの敵を勝ち誇

らせないでください。 3すべてあなたを待ち望む者

をはずかしめず、みだりに信義にそむく者をはずか

しめてください。 4主よ、あなたの大路をわたしに

知らせ、あなたの道をわたしに教えてください。 5

あなたのまことをもって、わたしを導き、わたしを

教えてください。あなたはわが救の神です。わたし

はひねもすあなたを待ち望みます。 6主よ、あなた

のあわれみと、いつくしみとを思い出してください

。これはいにしえから絶えることがなかったのです

。 7わたしの若き時の罪と、とがとを思い出さない

でください。主よ、あなたの恵みのゆえに、あなた

のいつくしみにしたがって、わたしを思い出してく

ださい。 8主は恵みふかく、かつ正しくいらせられ

る。それゆえ、主は道を罪びとに教え、 9へりくだ

る者を公義に導き、へりくだる者にその道を教えら

れる。 10主のすべての道はその契約とあかしとを守

る者にはいつくしみであり、まことである。 11主よ

、み名のために、わたしの罪をおゆるしください。

わたしの罪は大きいのです。 12主を恐れる人はだれ

か。主はその選ぶべき道をその人に教えられる。 13

彼はみずからさいわいに住まい、そのすえは地を継

ぐであろう。 14主の親しみは主をおそれる者のため

にあり、主はその契約を彼らに知らせられる。 15わ
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たしの目は常に主に向かっている。主はわたしの足

を網から取り出されるからである。 16わたしをかえ

りみ、わたしをあわれんでください。わたしはひと

りわびしく苦しんでいるのです。 17わたしの心の悩

みをゆるめ、わたしを苦しみから引き出してくださ

い。 18わたしの苦しみ悩みをかえりみ、わたしのす

べての罪をおゆるしください。 19わたしの敵がいか

に多く、かつ激しい憎しみをもってわたしを憎んで

いるかをごらんください。 20わたしの魂を守り、わ

たしをお助けください。わたしをはずかしめないで

ください。わたしはあなたに寄り頼んでいます。 21

どうか、誠実と潔白とが、わたしを守ってくれるよ

うに。わたしはあなたを待ち望んでいます。 22神よ

、イスラエルをあがない、すべての悩みから救いだ

してください。

26ダビデの歌主よ、わたしをさばいてください。

わたしは誠実に歩み、迷うことなく主に信頼してい

ます。 2主よ、わたしをためし、わたしを試み、わ

たしの心と思いとを練りきよめてください。 3あな

たのいつくしみはわたしの目の前にあり、わたしは

あなたのまことによって歩みました。 4わたしは偽

る人々と共にすわらず、偽善者と交わらず、 5悪を

行う者のつどいを憎み、悪しき者と共にすわること

をしません。 6主よ、わたしは手を洗って、罪のな

いことを示し、あなたの祭壇をめぐって、 7感謝の

歌を声高くうたい、あなたのくすしきみわざをこと

ごとくのべ伝えます。 8主よ、わたしはあなたの住

まわれる家と、あなたの栄光のとどまる所とを愛し

ます。 9どうか、わたしを罪びとと共に、わたしの
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いのちを、血を流す人々と共に、取り去らないでく

ださい。 10彼らの手には悪い企てがあり、彼らの右

の手は、まいないで満ちています。 11しかしわたし

は誠実に歩みます。わたしをあがない、わたしをあ

われんでください。 12わたしの足は平らかな所に立

っています。わたしは会衆のなかで主をたたえまし

ょう。

27ダビデの歌主はわたしの光、わたしの救だ、わ

たしはだれを恐れよう。主はわたしの命のとりでだ

。わたしはだれをおじ恐れよう。 2わたしのあだ、

わたしの敵である悪を行う者どもが、襲ってきて、

わたしをそしり、わたしを攻めるとき、彼らはつま

ずき倒れるであろう。 3たとい軍勢が陣営を張って

、わたしを攻めても、わたしの心は恐れない。たと

いいくさが起って、わたしを攻めても、なおわたし

はみずから頼むところがある。 4わたしは一つの事

を主に願った、わたしはそれを求める。わたしの生

きるかぎり、主の家に住んで、主のうるわしきを見

、その宮で尋ねきわめることを。 5それは主が悩み

の日に、その仮屋のうちにわたしを潜ませ、その幕

屋の奥にわたしを隠し、岩の上にわたしを高く置か

れるからである。 6今わたしのこうべはわたしをめ

ぐる敵の上に高くあげられる。それゆえ、わたしは

主の幕屋で喜びの声をあげて、いけにえをささげ、

歌って、主をほめたたえるであろう。 7主よ、わた

しが声をあげて呼ばわるとき、聞いて、わたしをあ

われみ、わたしに答えてください。 8あなたは仰せ

られました、「わが顔をたずね求めよ」と。あなた

にむかって、わたしの心は言います、「主よ、わた
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しはみ顔をたずね求めます」と。 9み顔をわたしに

隠さないでください。怒ってあなたのしもべを退け

ないでください。あなたはわたしの助けです。わが

救の神よ、わたしを追い出し、わたしを捨てないで

ください。 10たとい父母がわたしを捨てても、主が

わたしを迎えられるでしょう。 11主よ、あなたの道

をわたしに教え、わたしのあだのゆえに、わたしを

平らかな道に導いてください。 12わたしのあだの望

むがままに、わたしを引き渡さないでください。偽

りのあかしをする者がわたしに逆らって起り、暴言

を吐くからです。 13わたしは信じます、生ける者の

地でわたしは主の恵みを見ることを。 14主を待ち望

め、強く、かつ雄々しくあれ。主を待ち望め。

28ダビデの歌主よ、わたしはあなたにむかって呼

ばわります。わが岩よ、わたしにむかって耳しいと

ならないでください。もしあなたが黙っておられる

ならば、おそらく、わたしは墓に下る者と等しくな

るでしょう。 2わたしがあなたにむかって助けを求

め、あなたの至聖所にむかって手をあげるとき、わ

たしの願いの声を聞いてください。 3悪しき者およ

び悪を行う者らと共にわたしを引き行かないでくだ

さい。彼らはその隣り人とむつまじく語るけれども

、その心には害悪をいだく者です。 4どうぞ、その

わざにしたがい、その悪しき行いにしたがって彼ら

に報い、その手のわざにしたがって彼らに報い、そ

の受くべき罰を彼らに与えてください。 5彼らは主

のもろもろのみわざと、み手のわざとを顧みないゆ

えに、主は彼らを倒して、再び建てられることはな

い。 6主はほむべきかな。主はわたしの願いの声を
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聞かれた。 7主はわが力、わが盾。わたしの心は主

に寄り頼む。わたしは助けを得たので、わたしの心

は大いに喜び、歌をもって主をほめたたえる。 8主

はその民の力、その油そそがれた者の救のとりでで

ある。 9どうぞ、あなたの民を救い、あなたの嗣業

を恵み、彼らの牧者となって、とこしえに彼らをい

だき導いてください。

29ダビデの歌神の子らよ、主に帰せよ、栄光と力

とを主に帰せよ。 2み名の栄光を主に帰せよ、聖な

る装いをもって主を拝め。 3主のみ声は水の上にあ

り、栄光の神は雷をとどろかせ、主は大水の上にお

られる。 4主のみ声は力があり、主のみ声は威厳が

ある。 5主のみ声は香柏を折り砕き、主はレバノン

の香柏を折り砕かれる。 6主はレバノンを子牛のよ

うに踊らせ、シリオンを若い野牛のように踊らされ

る。 7主のみ声は炎をひらめかす。 8主のみ声は荒

野を震わせ、主はカデシの荒野を震わされる。 9主

のみ声はかしの木を巻きあげ、また林を裸にする。

その宮で、すべてのものは呼ばわって言う、「栄光

」と。 10主は洪水の上に座し、主はみくらに座して

、とこしえに王であらせられる。 11主はその民に力

を与え、平安をもってその民を祝福されるであろう

。

30宮をささげるときにうたったダビデの歌主よ、

わたしはあなたをあがめます。あなたはわたしを引

きあげ、敵がわたしの事によって喜ぶのを、ゆるさ

れなかったからです。 2わが神、主よ、わたしがあ

なたにむかって助けを叫び求めると、あなたはわた

しをいやしてくださいました。 3主よ、あなたはわ
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たしの魂を陰府からひきあげ、墓に下る者のうちか

ら、わたしを生き返らせてくださいました。 (Sheol

h7585) 4主の聖徒よ、主をほめうたい、その聖なるみ

名に感謝せよ。 5その怒りはただつかのまで、その

恵みはいのちのかぎり長いからである。夜はよもす

がら泣きかなしんでも、朝と共に喜びが来る。 6わ

たしは安らかな時に言った、「わたしは決して動か

されることはない」と。 7主よ、あなた恵みをもっ

て、わたしをゆるがない山のように堅くされました

。あなたがみ顔をかくされたので、わたしはおじ惑

いました。 8主よ、わたしはあなたに呼ばわりまし

た。ひたすら主に請い願いました、 9「わたしが墓

に下るならば、わたしの死になんの益があるでしょ

うか。ちりはあなたをほめたたえるでしょうか。あ

なたのまことをのべ伝えるでしょうか。 10主よ、聞

いてください、わたしをあわれんでください。主よ

、わたしの助けとなってください」と。 11あなたは

わたしのために、嘆きを踊りにかえ、荒布を解き、

喜びをわたしの帯とされました。 12これはわたしの

魂があなたをほめたたえて、口をつぐむことのない

ためです。わが神、主よ、わたしはとこしえにあな

たに感謝します。

31聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

主よ、わたしはあなたに寄り頼みます。とこしえに

わたしをはずかしめず、あなたの義をもってわたし

をお助けください。 2あなたの耳をわたしに傾けて

、すみやかにわたしをお救いください。わたしのた

めにのがれの岩となり、わたしを救う堅固な城とな

ってください。 3まことに、あなたはわたしの岩、
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わたしの城です。み名のためにわたしを引き、わた

しを導き、 4わたしのためにひそかに設けた網から

わたしを取り出してください。あなたはわたしの避

け所です。 5わたしは、わが魂をみ手にゆだねます

。主、まことの神よ、あなたはわたしをあがなわれ

ました。 6あなたはむなしい偶像に心を寄せる者を

憎まれます。しかしわたしは主に信頼し、 7あなた

のいつくしみを喜び楽しみます。あなたがわたしの

苦しみをかえりみ、わたしの悩みにみこころをとめ

、 8わたしを敵の手にわたさず、わたしの足を広い

所に立たせられたからです。 9主よ、わたしをあわ

れんでください。わたしは悩み苦しんでいます。わ

たしの目は憂いによって衰え、わたしの魂も、から

だもまた衰えました。 10わたしのいのちは悲しみに

よって消えゆき、わたしの年は嘆きによって消えさ

り、わたしの力は苦しみによって尽き、わたしの骨

は枯れはてました。 11わたしはすべてのあだにそし

られる者となり、隣り人には恐れられ、知り人には

恐るべき者となり、ちまたでわたしを見る者は避け

て逃げます。 12わたしは死んだ者のように人の心に

忘れられ、破れた器のようになりました。 13まこと

に、わたしは多くの人のささやくのを聞きます、「

至る所に恐るべきことがある」と。彼らはわたしに

逆らってともに計り、わたしのいのちを取ろうと、

たくらむのです。 14しかし、主よ、わたしはあなた

に信頼して、言います、「あなたはわたしの神であ

る」と。 15わたしの時はあなたのみ手にあります。

わたしをわたしの敵の手と、わたしを責め立てる者

から救い出してください。 16み顔をしもべの上に輝
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かせ、いつくしみをもってわたしをお救いください

。 17主よ、わたしはあなたに呼ばわります、わたし

をはずかしめないでください。悪しき者に恥をうけ

させ、彼らに声をあげさせずに陰府に行かせてくだ

さい。 (Sheol h7585) 18高ぶりと侮りとをもって正しい

者をみだりにそしる偽りのくちびるをつぐませてく

ださい。 19あなたを恐れる者のためにたくわえ、あ

なたに寄り頼む者のために人の子らの前に施された

あなたの恵みはいかに大いなるものでしょう。 20あ

なたは彼らをみ前のひそかな所に隠して人々のはか

りごとを免れさせ、また仮屋のうちに潜ませて舌の

争いを避けさせられます。 21主はほむべきかな、包

囲された町のようにわたしが囲まれたとき、主は驚

くばかりに、いつくしみをわたしに示された。 22わ

たしは驚きあわてて言った、「わたしはあなたの目

の前から断たれた」と。しかしわたしがあなたに助

けを呼び求めたとき、わたしの願いを聞きいれられ

た。 23すべての聖徒よ、主を愛せよ。主は真実な者

を守られるが、おごりふるまう者にはしたたかに報

いられる。 24すべて主を待ち望む者よ、強くあれ、

心を雄々しくせよ。

32ダビデのマスキールの歌そのとががゆるされ、

その罪がおおい消される者はさいわいである。 2主

によって不義を負わされず、その霊に偽りのない人

はさいわいである。 3わたしが自分の罪を言いあら

わさなかった時は、ひねもす苦しみうめいたので、

わたしの骨はふるび衰えた。 4あなたのみ手が昼も

夜も、わたしの上に重かったからである。わたしの

力は、夏のひでりによってかれるように、かれ果て
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た。 (セラ) 5わたしは自分の罪をあなたに知らせ、

自分の不義を隠さなかった。わたしは言った、「わ

たしのとがを主に告白しよう」と。その時あなたは

わたしの犯した罪をゆるされた。 (セラ) 6このゆえ

に、すべて神を敬う者はあなたに祈る。大水の押し

寄せる悩みの時にもその身に及ぶことはない。 7あ

なたはわたしの隠れ場であって、わたしを守って悩

みを免れさせ、救をもってわたしを囲まれる。(セ

ラ) 8わたしはあなたを教え、あなたの行くべき道を

示し、わたしの目をあなたにとめて、さとすであろ

う。 9あなたはさとりのない馬のようであってはな

らない。また騾馬のようであってはならない。彼ら

はくつわ、たづなをもっておさえられなければ、あ

なたに従わないであろう。 10悪しき者は悲しみが多

い。しかし主に信頼する者はいつくしみで囲まれる

。 11正しき者よ、主によって喜び楽しめ、すべて心

の直き者よ、喜びの声を高くあげよ。

33正しき者よ、主によって喜べ、さんびは直き者

にふさわしい。 2琴をもって主をさんびせよ、十弦

の立琴をもって主をほめたたえよ。 3新しい歌を主

にむかって歌い、喜びの声をあげて巧みに琴をかき

ならせ。 4主のみことばは直く、そのすべてのみわ

ざは真実だからである。 5主は正義と公平とを愛さ

れる。地は主のいつくしみで満ちている。 6もろも

ろの天は主のみことばによって造られ、天の万軍は

主の口の息によって造られた。 7主は海の水を水が

めの中に集めるように集め、深い淵を倉におさめら

れた。 8全地は主を恐れ、世に住むすべての者は主

を恐れかしこめ。 9主が仰せられると、そのように
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なり、命じられると、堅く立ったからである。 10主

はもろもろの国のはかりごとをむなしくし、もろも

ろの民の企てをくじかれる。 11主のはかりごとはと

こしえに立ち、そのみこころの思いは世々に立つ。

12主をおのが神とする国はさいわいである。主がそ

の嗣業として選ばれた民はさいわいである。 13主は

天から見おろされ、すべての人の子らを見、 14その

おられる所から地に住むすべての人をながめられる

。 15主はすべて彼らの心を造り、そのすべてのわざ

に心をとめられる。 16王はその軍勢の多きによって

救を得ない。勇士はその力の大いなるによって助け

を得ない。 17馬は勝利に頼みとならない。その大い

なる力も人を助けることはできない。 18見よ、主の

目は主を恐れる者の上にあり、そのいつくしみを望

む者の上にある。 19これは主が彼らの魂を死から救

い、ききんの時にも生きながらえさせるためである

。 20われらの魂は主を待ち望む。主はわれらの助け

、われらの盾である。 21われらは主の聖なるみ名に

信頼するがゆえに、われらの心は主にあって喜ぶ。

22主よ、われらが待ち望むように、あなたのいつく

しみをわれらの上にたれてください。

34ダビデがアビメレクの前で狂ったさまをよそお

い、追われて出ていったときの歌 わたしは常に主を

ほめまつる。そのさんびはわたしの口に絶えない。

2わが魂は主によって誇る。苦しむ者はこれを聞いて

喜ぶであろう。 3わたしと共に主をあがめよ、われ

らは共にみ名をほめたたえよう。 4わたしが主に求

めたとき、主はわたしに答え、すべての恐れからわ

たしを助け出された。 5主を仰ぎ見て、光を得よ、
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そうすれば、あなたがたは、恥じて顔を赤くするこ

とはない。 6この苦しむ者が呼ばわったとき、主は

聞いて、すべての悩みから救い出された。 7主の使

は主を恐れる者のまわりに陣をしいて彼らを助けら

れる。 8主の恵みふかきことを味わい知れ、主に寄

り頼む人はさいわいである。 9主の聖徒よ、主を恐

れよ、主を恐れる者には乏しいことがないからであ

る。 10若きししは乏しくなって飢えることがある。

しかし主を求める者は良き物に欠けることはない。

11子らよ、来てわたしに聞け、わたしは主を恐るべ

きことをあなたがたに教えよう。 12さいわいを見よ

うとして、いのちを慕い、ながらえることを好む人

はだれか。 13あなたの舌をおさえて悪を言わせず、

あなたのくちびるをおさえて偽りを言わすな。 14悪

を離れて善をおこない、やわらぎを求めて、これを

努めよ。 15主の目は正しい人をかえりみ、その耳は

彼らの叫びに傾く。 16主のみ顔は悪を行う者にむか

い、その記憶を地から断ち滅ぼされる。 17正しい者

が助けを叫び求めるとき、主は聞いて、彼らをその

すべての悩みから助け出される。 18主は心の砕けた

者に近く、たましいの悔いくずおれた者を救われる

。 19正しい者には災が多い。しかし、主はすべてそ

の中から彼を助け出される。 20主は彼の骨をことご

とく守られる。その一つだに折られることはない。

21悪は悪しき者を殺す。正しい者を憎む者は罪に定

められる。 22主はそのしもべらの命をあがなわれる

。主に寄り頼む者はひとりだに罪に定められること

はない。
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35ダビデの歌主よ、わたしと争う者とあらそい、

わたしと戦う者と戦ってください。 2盾と大盾とを

執って、わたしを助けるために立ちあがってくださ

い。 3やりと投げやりとを抜いて、わたしに追い迫

る者に立ちむかい、「わたしはおまえの救である」

と、わたしに言ってください。 4どうか、わたしの

命を求める者をはずかしめ、いやしめ、わたしにむ

かって悪をたくらむ者を退け、あわてふためかせて

ください。 5彼らを風の前のもみがらのようにし、

主の使に彼らを追いやらせてください。 6彼らの道

を暗く、なめらかにし、主の使に彼らを追い行かせ

てください。 7彼らはゆえなくわたしのために網を

隠し、ゆえなくわたしのために穴を掘ったからです

。 8不意に滅びを彼らに臨ませ、みずから隠した網

にとらえられ、彼らを滅びに陥らせてください。 9

そのときわが魂は主によって喜び、その救をもって

楽しむでしょう。 10わたしの骨はことごとく言うで

しょう、「主よ、だれかあなたにたぐうべき者があ

りましょう。あなたは弱い者を強い者から助け出し

、弱い者と貧しい者を、かすめ奪う者から助け出さ

れる方です」と。 11悪意のある証人が起って、わた

しの知らない事をわたしに尋ねる。 12彼らは悪をも

ってわたしの善に報い、わが魂を寄るべなき者とし

た。 13しかし、わたしは彼らが病んだとき、荒布を

まとい、断食してわが身を苦しめた。わたしは胸に

こうべをたれて祈った、 14ちょうど、わが友、わが

兄弟のために悲しんだかのように。わたしは母をい

たむ者のように悲しみうなだれて歩きまわった。 15

しかし彼らはわたしのつまずくとき、喜びつどい、
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ともに集まってわたしを責めた。わたしの知らない

他国の者はわたしをののしってやめなかった。 16彼

らはますます、けがす言葉をもってあざけり、わた

しにむかって歯をかみならした。 17主よ、いつまで

あなたはながめておられますか、わたしを彼らの破

壊から、わたしのいのちを若きししから救い出して

ください。 18わたしは大いなるつどいの中で、あな

たに感謝し、多くの民の中で、あなたをほめたたえ

るでしょう。 19偽ってわたしの敵となった者どもの

わたしについて喜ぶことを許さないでください。ゆ

えなく、わたしを憎む者どものたがいに目くばせす

ることを許さないでください。 20彼らは平和を語ら

ず、国のうちに穏やかに住む者にむかって欺きの言

葉をたくらむからです。 21彼らはわたしにむかって

口をあけひろげ、「あはぁ、あはぁ、われらの目は

それを見た」と言います。 22主よ、あなたはこれを

見られました。もださないでください。主よ、わた

しに遠ざからないでください。 23わが神、わが主よ

、わがさばきのため、わが訴えのために奮いたち、

目をさましてください。 24わが神、主よ、あなたの

義にしたがってわたしをさばき、わたしの事につい

て彼らを喜ばせないでください。 25彼らにその心の

うちで、「あはぁ、われらの願ったことが達せられ

た」と言わせないでください。また彼らに「われら

は彼を滅ぼしつくした」と言わせないでください。

26わたしの災を喜ぶ者どもをともに恥じ、あわてふ

ためかせてください。わたしにむかって誇りたかぶ

る者どもに恥と、はずかしめとを着せてください。

27わたしの義を喜ぶ者をば喜びの声をあげて喜ばせ
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、「そのしもべの幸福を喜ばれる主は大いなるかな

」とつねに言わせてください。 28わたしの舌はひね

もすあなたの義と、あなたの誉とを語るでしょう。

36聖歌隊の指揮者によってうたわせた主のしもべ

ダビデの歌 とがは悪しき者にむかい、その心のうち

に言う。その目の前に神を恐れる恐れはない。 2彼

は自分の不義があらわされないため、また憎まれな

いために、みずからその目でおもねる。 3その口の

言葉はよこしまと欺きである。彼は知恵を得ること

と、善を行う事とをやめた。 4彼はその床の上でよ

こしまな事をたくらみ、よからぬ道に身をおいて、

悪をきらわない。 5主よ、あなたのいつくしみは天

にまで及び、あなたのまことは雲にまで及ぶ。 6あ

なたの義は神の山のごとく、あなたのさばきは大き

な淵のようだ。主よ、あなたは人と獣とを救われる

。 7神よ、あなたのいつくしみはいかに尊いことで

しょう。人の子らはあなたの翼のかげに避け所を得

、 8あなたの家の豊かなのによって飽き足りる。あ

なたはその楽しみの川の水を彼らに飲ませられる。

9いのちの泉はあなたのもとにあり、われらはあなた

の光によって光を見る。 10どうか、あなたを知る者

に絶えずいつくしみを施し、心の直き者に絶えず救

を施してください。 11高ぶる者の足がわたしを踏み

、悪しき者の手がわたしを追い出すことをゆるさな

いでください。 12悪を行う者はそこに倒れ、彼らは

打ち伏せられて、起きあがることはできない。

37ダビデの歌悪をなす者のゆえに、心を悩ますな

。不義を行う者のゆえに、ねたみを起すな。 2彼ら

はやがて草のように衰え、青菜のようにしおれるか
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らである。 3主に信頼して善を行え。そうすればあ

なたはこの国に住んで、安きを得る。 4主によって

喜びをなせ。主はあなたの心の願いをかなえられる

。 5あなたの道を主にゆだねよ。主に信頼せよ、主

はそれをなしとげ、 6あなたの義を光のように明ら

かにし、あなたの正しいことを真昼のように明らか

にされる。 7主の前にもだし、耐え忍びて主を待ち

望め。おのが道を歩んで栄える者のゆえに、悪いは

かりごとを遂げる人のゆえに、心を悩ますな。 8怒

りをやめ、憤りを捨てよ。心を悩ますな、これはた

だ悪を行うに至るのみだ。 9悪を行う者は断ち滅ぼ

され、主を待ち望む者は国を継ぐからである。 10悪

しき者はただしばらくで、うせ去る。あなたは彼の

所をつぶさに尋ねても彼はいない。 11しかし柔和な

者は国を継ぎ、豊かな繁栄をたのしむことができる

。 12悪しき者は正しい者にむかってはかりごとをめ

ぐらし、これにむかって歯がみする。 13しかし主は

悪しき者を笑われる、彼の日の来るのを見られるか

らである。 14悪しき者はつるぎを抜き、弓を張って

、貧しい者と乏しい者とを倒し、直く歩む者を殺そ

うとする。 15しかしそのつるぎはおのが胸を刺し、

その弓は折られる。 16正しい人の持ち物の少ないの

は、多くの悪しきの者の豊かなのにまさる。 17悪し

き者の腕は折られるが、主は正しい者を助けささえ

られるからである。 18主は全き者のもろもろの日を

知られる。彼らの嗣業はとこしえに続く。 19彼らは

災の時にも恥をこうむらず、ききんの日にも飽き足

りる。 20しかし、悪しき者は滅び、主の敵は牧場の

栄えの枯れるように消え、煙のように消えうせる。
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21悪しき者は物を借りて返すことをしない。しかし

正しい人は寛大で、施し与える。 22主に祝福された

者は国を継ぎ、主にのろわれた者は断ち滅ぼされる

。 23人の歩みは主によって定められる。主はその行

く道を喜ばれる。 24たといその人が倒れても、全く

打ち伏せられることはない、主がその手を助けささ

えられるからである。 25わたしは、むかし年若かっ

た時も、年老いた今も、正しい人が捨てられ、ある

いはその子孫が食物を請いあるくのを見たことがな

い。 26正しい人は常に寛大で、物を貸し与え、その

子孫は祝福を得る。 27悪をさけて、善を行え。そう

すれば、あなたはとこしえに住むことができる。 28

主は公義を愛し、その聖徒を見捨てられないからで

ある。正しい者はとこしえに助け守られる。しかし

、悪しき者の子孫は断ち滅ぼされる。 29正しい者は

国を継ぎ、とこしえにその中に住むことができる。

30正しい者の口は知恵を語り、その舌は公義を述べ

る。 31その心には神のおきてがあり、その歩みはす

べることがない。 32悪しき者は正しい人をうかがい

、これを殺そうとはかる。 33主は正しい人を悪しき

者の手にゆだねられない、またさばかれる時、これ

を罪に定められることはない。 34主を待ち望め、そ

の道を守れ。そうすれば、主はあなたを上げて、国

を継がせられる。あなたは悪しき者の断ち滅ぼされ

るのを見るであろう。 35わたしは悪しき者が勝ち誇

って、レバノンの香柏のようにそびえたつのを見た

。 36しかし、わたしが通り過ぎると、見よ、彼はい

なかった。わたしは彼を尋ねたけれども見つからな

かった。 37全き人に目をそそぎ、直き人を見よ。お
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だやかな人には子孫がある。 38しかし罪を犯す者ど

もは共に滅ぼされ、悪しき者の子孫は断たれる。 39

正しい人の救は主から出る。主は彼らの悩みの時の

避け所である。 40主は彼らを助け、彼らを解き放ち

、彼らを悪しき者どもから解き放って救われる。彼

らは主に寄り頼むからである。

38記念のためにうたったダビデの歌主よ、あなた

の憤りをもってわたしを責めず、激しい怒りをもっ

てわたしを懲らさないでください。 2あなたの矢が

わたしに突き刺さり、あなたの手がわたしの上にく

だりました。 3あなたの怒りによって、わたしの肉

には全きところなく、わたしの罪によって、わたし

の骨には健やかなところはありません。 4わたしの

不義はわたしの頭を越え、重荷のように重くて負う

ことができません。 5わたしの愚かによって、わた

しの傷は悪臭を放ち、腐れただれました。 6わたし

は折れかがんで、いたくうなだれ、ひねもす悲しん

で歩くのです。 7わたしの腰はことごとく焼け、わ

たしの肉には全きところがありません。 8わたしは

衰えはて、いたく打ちひしがれ、わたしの心の激し

い騒ぎによってうめき叫びます。 9主よ、わたしの

すべての願いはあなたに知られ、わたしの嘆きはあ

なたに隠れることはありません。 10わたしの胸は激

しく打ち、わたしの力は衰え、わたしの目の光もま

た、わたしを離れ去りました。 11わが友、わがとも

がらはわたしの災を見て離れて立ち、わが親族もま

た遠く離れて立っています。 12わたしのいのちを求

める者はわなを設け、わたしをそこなおうとする者

は滅ぼすことを語り、ひねもす欺くことをはかるの
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です。 13しかしわたしは耳しいのように聞かず、お

しのように口を開きません。 14まことに、わたしは

聞かない人のごとく、議論を口にしない人のようで

す。 15しかし、主よ、わたしはあなたを待ち望みま

す。わが神、主よ、あなたこそわたしに答えられる

のです。 16わたしは祈ります、「わが足のすべると

き、わたしにむかって高ぶる彼らにわたしのことに

よって喜ぶことをゆるさないでください」と。 17わ

たしは倒れるばかりになり、わたしの苦しみは常に

わたしと共にあります。 18わたしは、みずから不義

を言いあらわし、わが罪のために悲しみます。 19ゆ

えなく、わたしに敵する者は強く、偽ってわたしを

憎む者は多いのです。 20悪をもって善に報いる者は

、わたしがよい事に従うがゆえに、わがあだとなり

ます。 21主よ、わたしを捨てないでください。わが

神よ、わたしに遠ざからないでください。 22主、わ

が救よ、すみやかにわたしをお助けください。

39聖歌隊の指揮者エドトンによってうたわせたダ

ビデの歌 わたしは言った、「舌をもって罪を犯さな

いために、わたしの道を慎み、悪しき者のわたしの

前にある間はわたしの口にくつわをかけよう」と。

2わたしは黙して物言わず、むなしく沈黙を守った。

しかし、わたしの悩みはさらにひどくなり、 3わた

しの心はわたしのうちに熱し、思いつづけるほどに

火が燃えたので、わたしは舌をもって語った。 4「

主よ、わが終りと、わが日の数のどれほどであるか

をわたしに知らせ、わが命のいかにはかないかを知

らせてください。 5見よ、あなたはわたしの日をつ

かのまとされました。わたしの一生はあなたの前で
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は無にひとしいのです。まことに、すべての人はそ

の盛んな時でも息にすぎません。 (セラ) 6まことに

人は影のように、さまよいます。まことに彼らはむ

なしい事のために騒ぎまわるのです。彼は積みたく

わえるけれども、だれがそれを収めるかを知りませ

ん。 7主よ、今わたしは何を待ち望みましょう。わ

たしの望みはあなたにあります。 8わたしをすべて

のとがから助け出し、愚かな者にわたしをあざけら

せないでください。 9わたしは黙して口を開きませ

ん。あなたがそれをなされたからです。 10あなたが

下された災をわたしから取り去ってください。わた

しはあなたのみ手に打ち懲らされることにより滅び

るばかりです。 11あなたは罪を責めて人を懲らされ

るとき、その慕い喜ぶものを、しみが食うように、

消し滅ぼされるのです。まことにすべての人は息に

すぎません。 (セラ) 12主よ、わたしの祈を聞き、

わたしの叫びに耳を傾け、わたしの涙を見て、もだ

さないでください。わたしはあなたに身を寄せる旅

びと、わがすべての先祖たちのように寄留者です。

13わたしが去って、うせない前に、み顔をそむけて

、わたしを喜ばせてください」。

40聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

わたしは耐え忍んで主を待ち望んだ。主は耳を傾け

て、わたしの叫びを聞かれた。 2主はわたしを滅び

の穴から、泥の沼から引きあげて、わたしの足を岩

の上におき、わたしの歩みをたしかにされた。 3主

は新しい歌をわたしの口に授け、われらの神にささ

げるさんびの歌をわたしの口に授けられた。多くの

人はこれを見て恐れ、かつ主に信頼するであろう。
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4主をおのが頼みとする人、高ぶる者にたよらず、偽

りの神に迷う者にたよらない人はさいわいである。

5わが神、主よ、あなたのくすしきみわざと、われら

を思うみおもいとは多くて、くらべうるものはない

。わたしはこれを語り述べようとしても多くて数え

ることはできない。 6あなたはいけにえと供え物と

を喜ばれない。あなたはわたしの耳を開かれた。あ

なたは燔祭と罪祭とを求められない。 7その時わた

しは言った、「見よ、わたしはまいります。書の巻

に、わたしのためにしるされています。 8わが神よ

、わたしはみこころを行うことを喜びます。あなた

のおきてはわたしの心のうちにあります」と。 9わ

たしは大いなる集会で、救についての喜びのおとず

れを告げ示しました。見よ、わたしはくちびるを閉

じませんでした。主よ、あなたはこれをご存じです

。 10わたしはあなたの救を心のうちに隠しおかず、

あなたのまことと救とを告げ示しました。わたしは

あなたのいつくしみとまこととを大いなる集会に隠

しませんでした。 11主よ、あなたのあわれみをわた

しに惜しまず、あなたのいつくしみとまこととをも

って常にわたしをお守りください。 12数えがたい災

がわたしを囲み、わたしの不義がわたしに追い迫っ

て、物見ることができないまでになりました。それ

はわたしの頭の毛よりも多く、わたしの心は消えう

せるばかりになりました。 13主よ、みこころならば

わたしをお救いください。主よ、すみやかにわたし

をお助けください。 14わたしのいのちを奪おうと尋

ね求める者どもをことごとく恥じあわてさせてくだ

さい。わたしのそこなわれることを願う者どもをう
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しろに退かせ、恥を負わせてください。 15わたしに

むかって「あはぁ、あはぁ」と言う者どもを自分の

恥によって恐れおののかせてください。 16しかし、

すべてあなたを尋ね求める者はあなたによって喜び

楽しむように。あなたの救を愛する者は常に「主は

大いなるかな」ととなえるように。 17わたしは貧し

く、かつ乏しい。しかし主はわたしをかえりみられ

ます。あなたはわが助け、わが救主です。わが神よ

、ためらわないでください。

41聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

貧しい者をかえりみる人はさいわいである。主はそ

のような人を悩みの日に救い出される。 2主は彼を

守って、生きながらえさせられる。彼はこの地にあ

って、さいわいな者と呼ばれる。あなたは彼をその

敵の欲望にわたされない。 3主は彼をその病の床で

ささえられる。あなたは彼の病む時、その病をこと

ごとくいやされる。 4わたしは言った、「主よ、わ

たしをあわれみ、わたしをいやしてください。わた

しはあなたにむかって罪を犯しました」と。 5わた

しの敵はわたしをそしって言う、「いつ彼は死に、

その名がほろびるであろうか」と。 6そのひとりが

わたしを見ようとして来るとき、彼は偽りを語り、

その心によこしまを集め、外に出てはそれを言いふ

らす。 7すべてわたしを憎む者はわたしについて共

にささやき、わたしのために災を思いめぐらす。 8

彼らは言う、「彼に一つのたたりがつきまとったか

ら、倒れ伏して再び起きあがらないであろう」と。

9わたしの信頼した親しい友、わたしのパンを食べた

親しい友さえもわたしにそむいてくびすをあげた。
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10しかし主よ、わたしをあわれみ、わたしを助け起

してください。そうすればわたしは彼らに報い返す

ことができます。 11わたしの敵がわたしに打ち勝て

ないことによって、あなたがわたしを喜ばれること

をわたしは知ります。 12あなたはわたしの全きによ

って、わたしをささえ、とこしえにみ前に置かれま

す。 13イスラエルの神、主はとこしえからとこしえ

までほむべきかな。アァメン、アァメン。

42聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子の

マスキールの歌 神よ、しかが谷川を慕いあえぐよう

に、わが魂もあなたを慕いあえぐ。 2わが魂はかわ

いているように神を慕い、いける神を慕う。いつ、

わたしは行って神のみ顔を見ることができるだろう

か。 3人々がひねもすわたしにむかって「おまえの

神はどこにいるのか」と言いつづける間はわたしの

涙は昼も夜もわたしの食物であった。 4わたしはか

つて祭を守る多くの人と共に群れをなして行き、喜

びと感謝の歌をもって彼らを神の家に導いた。今こ

れらの事を思い起して、わが魂をそそぎ出すのであ

る。 5わが魂よ、何ゆえうなだれるのか。何ゆえわ

たしのうちに思いみだれるのか。神を待ち望め。わ

たしはなおわが助け、わが神なる主をほめたたえる

であろう。 6わが魂はわたしのうちにうなだれる。

それで、わたしはヨルダンの地から、またヘルモン

から、ミザルの山からあなたを思い起す。 7あなた

の大滝の響きによって淵々呼びこたえ、あなたの波

、あなたの大波はことごとくわたしの上を越えてい

った。 8昼には、主はそのいつくしみをほどこし、

夜には、その歌すなわちわがいのちの神にささげる
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祈がわたしと共にある。 9わたしはわが岩なる神に

言う、「何ゆえわたしをお忘れになりましたか。何

ゆえわたしは敵のしえたげによって悲しみ歩くので

すか」と。 10わたしのあだは骨も砕けるばかりにわ

たしをののしり、ひねもすわたしにむかって「おま

えの神はどこにいるのか」と言う。 11わが魂よ、何

ゆえうなだれるのか。何ゆえわたしのうちに思いみ

だれるのか。神を待ち望め。わたしはなおわが助け

、わが神なる主をほめたたえるであろう。

43神よ、わたしをさばき、神を恐れない民にむか

って、わたしの訴えをあげつらい、たばかりをなす

よこしまな人からわたしを助け出してください。 2

あなたはわたしの寄り頼む神です。なぜわたしを捨

てられたのですか。なぜわたしは敵のしえたげによ

って悲しみ歩くのですか。 3あなたの光とまことと

を送ってわたしを導き、あなたの聖なる山と、あな

たの住まわれる所にわたしをいたらせてください。

4その時わたしは神の祭壇へ行き、わたしの大きな喜

びである神へ行きます。神よ、わが神よ、わたしは

琴をもってあなたをほめたたえます。 5わが魂よ、

何ゆえうなだれるのか。何ゆえわたしのうちに思い

みだれるのか。神を待ち望め。わたしはなおわが助

け、わが神なる主をほめたたえるであろう。

44聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子の

マスキールの歌 神よ、いにしえ、われらの先祖たち

の日に、あなたがなされたみわざを彼らがわれらに

語ったのを耳で聞きました。 2すなわちあなたはみ

手をもって、もろもろの国民を追い払ってわれらの

先祖たちを植え、またもろもろの民を悩まして、わ
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れらの先祖たちをふえ広がらせられました。 3彼ら

は自分のつるぎによって国を獲たのでなく、また自

分の腕によって勝利を得たのでもありません。ただ

あなたの右の手、あなたの腕、あなたのみ顔の光に

よるのでした。あなたが彼らを恵まれたからです。

4あなたはわが王、わが神、ヤコブのために勝利を定

められる方です。 5われらはあなたによって、あだ

を押し倒し、われらに立ちむかう者を、み名によっ

て踏みにじるのです。 6わたしは自分の弓を頼まず

、わたしのつるぎもまた、わたしを救うことができ

ないからです。 7しかしあなたはわれらをあだから

救い、われらを憎む者をはずかしめられました。 8

われらは常に神によって誇り、とこしえにあなたの

み名に感謝するでしょう。 (セラ) 9ところがあなた

はわれらを捨てて恥を負わせ、われらの軍勢と共に

出て行かれませんでした。 10あなたがわれらをあだ

の前から退かせられたので、われらの敵は心のまま

にかすめ奪いました。 11あなたはわれらをほふられ

る羊のようにし、またもろもろの国民のなかに散ら

されました。 12あなたはわずかの金であなたの民を

売り、彼らのために高い価を求められませんでした

。 13あなたはわれらを隣り人にそしらせ、われらを

めぐる者どもに侮らせ、あざけらせられました。 14

またもろもろの国民のなかにわれらを笑い草とし、

もろもろの民のなかに笑い者とされました。 15わが

はずかしめはひねもすわたしの前にあり、恥はわた

しの顔をおおいました。 16これはそしる者と、のの

しる者の言葉により、敵と、恨みを報いる者のゆえ

によるのです。 17これらの事が皆われらに臨みまし
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たが、われらはあなたを忘れず、あなたの契約にそ

むくことがありませんでした。 18われらの心はたじ

ろがず、またわれらの歩みはあなたの道を離れませ

んでした。 19それでもあなたは山犬の住む所でわれ

らを砕き、暗やみをもってわれらをおおわれました

。 20われらがもしわれらの神の名を忘れ、ほかの神

に手を伸べたことがあったならば、 21神はこれを見

あらわされないでしょうか。神は心の秘密をも知っ

ておられるからです。 22ところがわれらはあなたの

ためにひねもす殺されて、ほふられる羊のようにみ

なされました。 23主よ、起きてください。なぜ眠っ

ておられるのですか。目をさましてください。われ

らをとこしえに捨てないでください。 24なぜあなた

はみ顔を隠されるのですか。なぜわれらの悩みと、

しえたげをお忘れになるのですか。 25まことにわれ

らの魂はかがんで、ちりに伏し、われらのからだは

土につきました。 26起きて、われらをお助けくださ

い。あなたのいつくしみのゆえに、われらをあがな

ってください。

45聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべにあ

わせてうたわせたコラの子のマスキールの歌、愛の

歌 わたしの心はうるわしい言葉であふれる。わたし

は王についてよんだわたしの詩を語る。わたしの舌

はすみやかに物書く人の筆のようだ。 2あなたは人

の子らにまさって麗しく、気品がそのくちびるに注

がれている。このゆえに神はとこしえにあなたを祝

福された。 3ますらおよ、光栄と威厳とをもって、

つるぎを腰に帯びよ。 4真理のため、また正義を守

るために威厳をもって、勝利を得て乗り進め。あな
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たの右の手はあなたに恐るべきわざを教えるであろ

う。 5あなたの矢は鋭くて、王の敵の胸をつらぬき

、もろもろの民はあなたのもとに倒れる。 6神から

賜わったあなたの位は永遠にかぎりなく続き、あな

たの王のつえは公平のつえである。 7あなたは義を

愛し、悪を憎む。このゆえに神、あなたの神は喜び

の油をあなたのともがらにまさって、あなたに注が

れた。 8あなたの衣はみな没薬、芦薈、肉桂で、よ

いかおりを放っている。琴の音は象牙の殿から出て

、あなたを喜ばせる。 9あなたの愛する女たちのう

ちには王の娘たちがあり、王妃はオフルの金を飾っ

て、あなたの右に立つ。 10娘よ、聞け、かえりみて

耳を傾けよ。あなたの民と、あなたの父の家とを忘

れよ。 11王はあなたのうるわしさを慕うであろう。

彼はあなたの主であるから、彼を伏しおがめ。 12ツ

ロの民は贈り物をもちきたり、民のうちの富める者

もあなたの好意を請い求める。 13王の娘は殿のうち

で栄えをきわめ、こがねを織り込んだ衣を着飾って

いる。 14彼女は縫い取りした衣を着て王のもとに導

かれ、その供びとなるおとめらは彼女に従ってその

行列にある。 15彼らは喜びと楽しみとをもって導か

れ行き、王の宮殿にはいる。 16あなたの子らは父祖

に代って立ち、あなたは彼らを全地に君とするであ

ろう。 17わたしはあなたの名をよろず代におぼえさ

せる。このゆえにもろもろの民は世々かぎりなくあ

なたをほめたたえるであろう。

46聖歌隊の指揮者によって女の声のしらべにあわ

せてうたわせたコラの子の歌 神はわれらの避け所ま

た力である。悩める時のいと近き助けである。 2こ
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のゆえに、たとい地は変り、山は海の真中に移ると

も、われらは恐れない。 3たといその水は鳴りとど

ろき、あわだつとも、そのさわぎによって山は震え

動くとも、われらは恐れない。 (セラ) 4一つの川が

ある。その流れは神の都を喜ばせ、いと高き者の聖

なるすまいを喜ばせる。 5神がその中におられるの

で、都はゆるがない。神は朝はやく、これを助けら

れる。 6もろもろの民は騒ぎたち、もろもろの国は

揺れ動く、神がその声を出されると地は溶ける。 7

万軍の主はわれらと共におられる、ヤコブの神はわ

れらの避け所である。 (セラ) 8来て、主のみわざを

見よ、主は驚くべきことを地に行われた。 9主は地

のはてまでも戦いをやめさせ、弓を折り、やりを断

ち、戦車を火で焼かれる。 10「静まって、わたしこ

そ神であることを知れ。わたしはもろもろの国民の

うちにあがめられ、全地にあがめられる」。 11万軍

の主はわれらと共におられる、ヤコブの神はわれら

の避け所である。 (セラ)

47聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子の

歌 もろもろの民よ、手をうち、喜びの声をあげ、神

にむかって叫べ。 2いと高き主は恐るべく、全地を

しろしめす大いなる王だからである。 3主はもろも

ろの民をわれらに従わせ、もろもろの国をわれらの

足の下に従わせられた。 4主はその愛されたヤコブ

の誇をわれらの嗣業として、われらのために選ばれ

た。 (セラ) 5神は喜び叫ぶ声と共にのぼり、主はラ

ッパの声と共にのぼられた。 6神をほめうたえよ、

ほめうたえよ、われらの王をほめうたえよ、ほめう

たえよ。 7神は全地の王である。巧みな歌をもって
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ほめうたえよ。 8神はもろもろの国民を統べ治めら

れる。神はその聖なるみくらに座せられる。 9もろ

もろの民の君たちはつどい来て、アブラハムの神の

民となる。地のもろもろの盾は神のものである。神

は大いにあがめられる。

48コラの子の歌、さんび主は大いなる神であって

、われらの神の都、その聖なる山で、大いにほめた

たえらるべき方である。 2シオンの山は北の端が高

くて、うるわしく、全地の喜びであり、大いなる王

の都である。 3そのもろもろの殿のうちに神はみず

からを高きやぐらとして現された。 4見よ、王らは

相会して共に進んできたが、 5彼らは都を見るや驚

き、あわてふためき、急ぎ逃げ去った。 6おののき

は彼らに臨み、その苦しみは産みの苦しみをする女

のようであった。 7あなたは東風を起してタルシシ

の舟を破られた。 8さきにわれらが聞いたように、

今われらは万軍の主の都、われらの神の都でこれを

見ることができた。神はとこしえにこの都を堅くさ

れる。 (セラ) 9神よ、われらはあなたの宮のうちで

あなたのいつくしみを思いました。 10神よ、あなた

の誉は、あなたのみ名のように、地のはてにまで及

びます。あなたの右の手は勝利で満ちています。 11

あなたのさばきのゆえに、シオンの山を喜ばせ、ユ

ダの娘を楽しませてください。 12シオンのまわりを

歩き、あまねくめぐって、そのやぐらを数え、 13そ

の城壁に心をとめ、そのもろもろの殿をしらべよ。

これはあなたがたが後の代に語り伝えるためである

。 14これこそ神であり、世々かぎりなくわれらの神

であって、とこしえにわれらを導かれるであろう。
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49聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子の

歌 もろもろの民よ、これを聞け、すべて世に住む者

よ、耳を傾けよ。 2低きも高きも、富めるも貧しき

も、共に耳を傾けよ。 3わが口は知恵を語り、わが

心は知識を思う。 4わたしは耳をたとえに傾け、琴

を鳴らして、わたしのなぞを解き明かそう。 5わた

しをしえたげる者の不義がわたしを取り囲む悩みの

日に、どうして恐れなければならないのか。 6彼ら

はおのが富をたのみ、そのたからの多いのを誇る人

々である。 7まことに人はだれも自分をあがなうこ

とはできない。そのいのちの価を神に払うことはで

きない。 9とこしえに生きながらえて、墓を見ない

ためにそのいのちをあがなうには、あまりに価高く

て、それを満足に払うことができないからである。

10まことに賢い人も死に、愚かな者も、獣のような

者も、ひとしく滅んで、その富を他人に残すことは

人の見るところである。 11たとい彼らはその地を自

分の名をもって呼んでも、墓こそ彼らのとこしえの

すまい、世々彼らのすみかである。 12人は栄華のう

ちに長くとどまることはできない、滅びうせる獣に

ひとしい。 13これぞ自分をたのむ愚かな者どもの成

りゆき、自分の分け前を喜ぶ者どもの果である。

(セラ) 14彼らは陰府に定められた羊のように死が彼

らを牧するであろう。彼らはまっすぐに墓に下り、

そのかたちは消えうせ、陰府が彼らのすまいとなる

であろう。 (Sheol h7585) 15しかし神はわたしを受けら

れるゆえ、わたしの魂を陰府の力からあがなわれる

。 (セラ) (Sheol h7585) 16人が富を得るときも、その家

の栄えが増し加わるときも、恐れてはならない。 17
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彼が死ぬときは何ひとつ携え行くことができず、そ

の栄えも彼に従って下って行くことはないからであ

る。 18たとい彼が生きながらえる間、自分を幸福と

思っても、またみずから幸な時に、人々から称賛さ

れても、 19彼はついにおのれの先祖の仲間に連なる

。彼らは絶えて光を見ることがない。 20人は栄華の

うちに長くとどまることはできない。滅びうせる獣

にひとしい。

50アサフの歌全能者なる神、主は詔して、日の出

るところから日の入るところまであまねく地に住む

者を召し集められる。 2神は麗しさのきわみである

シオンから光を放たれる。 3われらの神は来て、も

だされない。み前には焼きつくす火があり、そのま

わりには、はげしい暴風がある。 4神はその民をさ

ばくために、上なる天および地に呼ばわれる、 5「

いけにえをもってわたしと契約を結んだわが聖徒を

わたしのもとに集めよ」と。 6天は神の義をあらわ

す、神はみずから、さばきぬしだからである。(セ

ラ) 7「わが民よ、聞け、わたしは言う。イスラエル

よ、わたしはあなたにむかってあかしをなす。わた

しは神、あなたの神である。 8わたしがあなたを責

めるのは、あなたのいけにえのゆえではない。あな

たの燔祭はいつもわたしの前にある。 9わたしはあ

なたの家から雄牛を取らない。またあなたのおりか

ら雄やぎを取らない。 10林のすべての獣はわたしの

もの、丘の上の千々の家畜もわたしのものである。

11わたしは空の鳥をことごとく知っている。野に動

くすべてのものはわたしのものである。 12たといわ

たしは飢えても、あなたに告げない、世界とその中
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に満ちるものとはわたしのものだからである。 13わ

たしは雄牛の肉を食べ、雄やぎの血を飲むだろうか

。 14感謝のいけにえを神にささげよ。あなたの誓い

をいと高き者に果せ。 15悩みの日にわたしを呼べ、

わたしはあなたを助け、あなたはわたしをあがめる

であろう」。 16しかし神は悪しき者に言われる、「

あなたはなんの権利があってわたしの定めを述べ、

わたしの契約を口にするのか。 17あなたは教を憎み

、わたしの言葉を捨て去った。 18あなたは盗びとを

見ればこれとむつみ、姦淫を行う者と交わる。 19あ

なたはその口を悪にわたし、あなたの舌はたばかり

を仕組む。 20あなたは座してその兄弟をそしり、自

分の母の子をののしる。 21あなたがこれらの事をし

たのを、わたしが黙っていたので、あなたはわたし

を全く自分とひとしい者と思った。しかしわたしは

あなたを責め、あなたの目の前にその罪をならべる

。 22神を忘れる者よ、このことを思え。さもないと

わたしはあなたをかき裂く。そのときだれも助ける

者はないであろう。 23感謝のいけにえをささげる者

はわたしをあがめる。自分のおこないを慎む者には

わたしは神の救を示す」。

51聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

、これはダビデがバテセバに通った後預言者ナタン

がきたときによんだもの 神よ、あなたのいつくしみ

によって、わたしをあわれみ、あなたの豊かなあわ

れみによって、わたしのもろもろのとがをぬぐい去

ってください。 2わたしの不義をことごとく洗い去

り、わたしの罪からわたしを清めてください。 3わ

たしは自分のとがを知っています。わたしの罪はい
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つもわたしの前にあります。 4わたしはあなたにむ

かい、ただあなたに罪を犯し、あなたの前に悪い事

を行いました。それゆえ、あなたが宣告をお与えに

なるときは正しく、あなたが人をさばかれるときは

誤りがありません。 5見よ、わたしは不義のなかに

生れました。わたしの母は罪のうちにわたしをみご

もりました。 6見よ、あなたは真実を心のうちに求

められます。それゆえ、わたしの隠れた心に知恵を

教えてください。 7ヒソプをもって、わたしを清め

てください、わたしは清くなるでしょう。わたしを

洗ってください、わたしは雪よりも白くなるでしょ

う。 8わたしに喜びと楽しみとを満たし、あなたが

砕いた骨を喜ばせてください。 9み顔をわたしの罪

から隠し、わたしの不義をことごとくぬぐい去って

ください。 10神よ、わたしのために清い心をつくり

、わたしのうちに新しい、正しい霊を与えてくださ

い。 11わたしをみ前から捨てないでください。あな

たの聖なる霊をわたしから取らないでください。 12

あなたの救の喜びをわたしに返し、自由の霊をもっ

て、わたしをささえてください。 13そうすればわた

しは、とがを犯した者にあなたの道を教え、罪びと

はあなたに帰ってくるでしょう。 14神よ、わが救の

神よ、血を流した罪からわたしを助け出してくださ

い。わたしの舌は声高らかにあなたの義を歌うでし

ょう。 15主よ、わたしのくちびるを開いてください

。わたしの口はあなたの誉をあらわすでしょう。 16

あなたはいけにえを好まれません。たといわたしが

燔祭をささげてもあなたは喜ばれないでしょう。 17

神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ、あ
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なたは砕けた悔いた心をかろしめられません。 18あ

なたのみこころにしたがってシオンに恵みを施し、

エルサレムの城壁を築きなおしてください。 19その

時あなたは義のいけにえと燔祭と、全き燔祭とを喜

ばれるでしょう。その時あなたの祭壇に雄牛がささ

げられるでしょう。

52聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデのマ

スキールの歌。これはエドムびとドエグがサウルに

きて、「ダビデはアヒメレクの家にきた」と告げた

ときにダビデがよんだもの 力ある者よ、何ゆえあな

たは神を敬う人に与えた災について誇るのか。あな

たはひねもす人を滅ぼすことをたくらむ。 2虚偽を

行う者よ、あなたの舌は鋭いかみそりのようだ。 3

あなたは善よりも悪を好み、まことを語るよりも偽

りを語ることを好む。 (セラ) 4欺きの舌よ、あなた

はすべての滅ぼす言葉を好む。 5しかし神はとこし

えにあなたを砕き、あなたを捕えて、その天幕から

引き離し、生ける者の地から、あなたの根を絶やさ

れる。 (セラ) 6正しい者はこれを見て恐れ、彼を笑

って言うであろう、 7「神をおのが避け所とせず、

その富の豊かなるを頼み、その宝に寄り頼む人を見

よ」と。 8しかし、わたしは神の家にある緑のオリ

ブの木のようだ。わたしは世々かぎりなく神のいつ

くしみを頼む。 9あなたがこの事をなされたので、

わたしはとこしえに、あなたに感謝し、聖徒の前で

あなたのみ名をふれ示そう。これはよいことだから

である。

53聖歌隊の指揮者によってマハラテのしらべにあ

わせてうたわせたダビデのマスキールの歌 愚かな者
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は心のうちに「神はない」と言う。彼らは腐れはて

、憎むべき不義をおこなった。善を行う者はない。

2神は天から人の子を見おろして、賢い者、神を尋ね

求める者があるかないかを見られた。 3彼らは皆そ

むき、みなひとしく堕落した。善を行う者はない、

ひとりもない。 4悪を行う者は悟りがないのか。彼

らは物食うようにわが民を食らい、また神を呼ぶこ

とをしない。 5彼らは恐るべきことのない時に大い

に恐れた。神はよこしまな者の骨を散らされるから

である。神が彼らを捨てられるので、彼らは恥をこ

うむるであろう。 6どうか、シオンからイスラエル

の救が出るように。神がその民の繁栄を回復される

時、ヤコブは喜び、イスラエルは楽しむであろう。

54聖歌隊の指揮者によって琴をもってうたわせた

ダビデのマスキールの歌。これはジフびとがサウル

にきて、「ダビデはわれらのうちに隠れている」と

言った時によんだもの 神よ、み名によってわたしを

救い、み力によってわたしをさばいてください。 2

神よ、わたしの祈をきき、わが口の言葉に耳を傾け

てください。 3高ぶる者がわたしに逆らって起り、

あらぶる者がわたしのいのちを求めています。彼ら

は神をおのが前に置くことをしません。 (セラ) 4見

よ、神はわが助けぬし、主はわがいのちを守られる

かたです。 5神はわたしのあだに災をもって報いら

れるでしょう。あなたのまことをもって彼らを滅ぼ

してください。 6わたしは喜んであなたにいけにえ

をささげます。主よ、わたしはみ名に感謝します。

これはよい事だからです。 7あなたはすべての悩み
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からわたしを救い、わたしの目に敵の敗北を見させ

られたからです。

55聖歌隊の指揮者によって琴をもってうたわせた

ダビデのマスキールの歌 神よ、わたしの祈に耳を傾

けてください。わたしの願いを避けて身を隠さない

でください。 2わたしにみこころをとめ、わたしに

答えてください。わたしは悩みによって弱りはて、

3敵の声と、悪しき者のしえたげとによって気が狂い

そうです。彼らはわたしに悩みを臨ませ、怒ってわ

たしを苦しめるからです。 4わたしの心はわがうち

にもだえ苦しみ、死の恐れがわたしの上に落ちまし

た。 5恐れとおののきがわたしに臨み、はなはだし

い恐れがわたしをおおいました。 6わたしは言いま

す、「どうか、はとのように翼をもちたいものだ。

そうすればわたしは飛び去って安きを得るであろう

。 7わたしは遠くのがれ去って、野に宿ろう。(セ

ラ) 8わたしは急ぎ避難して、はやてとあらしをのが

れよう」と。 9主よ、彼らのはかりごとを打ち破っ

てください。彼らの舌を混乱させてください。わた

しは町のうちに暴力と争いとを見るからです。 10彼

らは昼も夜も町の城壁の上を歩きめぐり、町のうち

には害悪と悩みとがあります。 11また滅ぼす事が町

のうちにあり、しえたげと欺きとはその市場を離れ

ることがありません。 12わたしをののしる者は敵で

はありません。もしそうであるならば忍ぶことがで

きます。わたしにむかって高ぶる者はあだではあり

ません。もしそうであるならば身を隠して彼を避け

ることができます。 13しかしそれはあなたです、わ

たしと同じ者、わたしの同僚、わたしの親しい友で
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す。 14われらはたがいに楽しく語らい、つれだって

神の宮に上りました。 15どうぞ、死を彼らに臨ませ

、生きたままで陰府に下らせ、恐れをもって彼らを

墓に去らせてください。 (Sheol h7585) 16しかしわたし

が神に呼ばわれば、主はわたしを救われます。 17夕

べに、あしたに、真昼にわたしが嘆きうめけば、主

はわたしの声を聞かれます。 18たといわたしを攻め

る者が多くとも、主はわたしがたたかう戦いからわ

たしを安らかに救い出されます。 19昔からみくらに

座しておられる神は聞いて彼らを悩まされるでしょ

う。[セラ彼らはおきてを守らず、神を恐れないから

です。 20わたしの友はその親しき者に手を伸ばして

、その契約を破った。 21その口は牛酪よりもなめら

かだが、その心には戦いがある。その言葉は油より

もやわらかだが、それは抜いたつるぎである。 22あ

なたの荷を主にゆだねよ。主はあなたをささえられ

る。主は正しい人の動かされるのを決してゆるされ

ない。 23しかし主よ、あなたは彼らを滅びの穴に投

げ入れられます。血を流す者と欺く者とはおのが日

の半ばも生きながらえることはできません。しかし

わたしはあなたに寄り頼みます。

56聖歌隊の指揮者によって、「遠き所におる音を

たてぬはと」のしらべにあわせてうたわせたダビデ

のミクタムの歌。これはダビデがガテでペリシテび

とに捕えられたときによんだもの 神よ、どうかわた

しをあわれんでください。人々がわたしを踏みつけ

、あだする人々がひねもすわたしをしえたげます。

2わたしの敵はひねもすわたしを踏みつけ、誇りたか

ぶって、わたしと戦う者が多いのです。 3わたしが
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恐れるときは、あなたに寄り頼みます。 4わたしは

神によって、そのみ言葉をほめたたえます。わたし

は神に信頼するゆえ、恐れることはありません。肉

なる者はわたしに何をなし得ましょうか。 5彼らは

ひねもすわたしの事を妨害し、その思いはことごと

くわたしにわざわいします。 6彼らは共に集まって

身をひそめ、わたしの歩みに目をとめ、わたしのい

のちをうかがい求めます。 7神よ、彼らにその罪を

報い、憤りをもってもろもろの民を倒してください

。 8あなたはわたしのさすらいを数えられました。

わたしの涙をあなたの皮袋にたくわえてください。

これは皆あなたの書にしるされているではありませ

んか。 9わたしが呼び求める日に、わたしの敵は退

きます。これによって神がわたしを守られることを

知ります。 10わたしは神によってそのみ言葉をほめ

たたえ、主によってそのみ言葉をほめたたえます。

11わたしは神に信頼するゆえ、恐れることはありま

せん。人はわたしに何をなし得ましょうか。 12神よ

、わたしがあなたに立てた誓いは果さなければなり

ません。わたしは感謝の供え物をあなたにささげま

す。 13あなたはわたしの魂を死から救い、わたしの

足を守って倒れることなく、いのちの光のうちで神

の前にわたしを歩ませられたからです。

57聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」という

しらべにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌

。これはダビデが洞にはいってサウルの手をのがれ

たときによんだもの 神よ、わたしをあわれんでくだ

さい。わたしをあわれんでください。わたしの魂は

あなたに寄り頼みます。滅びのあらしの過ぎ去るま
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ではあなたの翼の陰をわたしの避け所とします。 2

わたしはいと高き神に呼ばわります。わたしのため

にすべての事をなしとげられる神に呼ばわります。

3神は天から送ってわたしを救い、わたしを踏みつけ

る者をはずかしめられます。[セラすなわち神はその

いつくしみとまこととを送られるのです。 4わたし

は人の子らをむさぼり食らうししの中に横たわって

います。彼らの歯はほこ、また矢、彼らの舌は鋭い

つるぎです。 5神よ、みずからを天よりも高くし、

みさかえを全地の上にあげてください。 6彼らはわ

たしの足を捕えようと網を設けました。わたしの魂

はうなだれました。彼らはわたしの前に穴を掘りま

した。しかし彼らはみずからその中に陥ったのです

。 (セラ) 7神よ、わたしの心は定まりました。わた

しの心は定まりました。わたしは歌い、かつほめた

たえます。 8わが魂よ、さめよ。立琴よ、琴よ、さ

めよ。わたしはしののめを呼びさまします。 9主よ

、わたしはもろもろの民の中であなたに感謝し、も

ろもろの国の中であなたをほめたたえます。 10あな

たのいつくしみは大きく、天にまで及び、あなたの

まことは雲にまで及びます。 11神よ、みずからを天

よりも高くし、みさかえを全地の上にあげてくださ

い。

58聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」という

しらべにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌

あなたがた力ある者よ、まことにあなたがたは正し

い事を語り、公平をもって人の子らをさばくのか。

2否、あなたがたは心のうちに悪い事をたくらみ、そ

の手は地に暴虐を行う。 3悪しき者は胎を出た時か
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ら、そむき去り、生れ出た時から、あやまちを犯し

、偽りを語る。 5彼らはへびの毒のような毒をもち

、魔法使または巧みに呪文を唱える者の声を聞かな

い耳をふさぐ耳しいのまむしのようである。 6神よ

、彼らの口の歯を折ってください。主よ、若いしし

のきばを抜き砕いてください。 7彼らを流れゆく水

のように消え去らせ、踏み倒される若草のように衰

えさせてください。 8また溶けてどろどろになるか

たつむりのように、時ならず生れた日を見ぬ子のよ

うにしてください。 9あなたがたの釜がまだいばら

の熱を感じない前に青いのも、燃えているのも共に

つむじ風に吹き払われるように彼らを吹き払ってく

ださい。 10正しい者は復讐を見て喜び、その足を悪

しき者の血で洗うであろう。 11そして人々は言うで

あろう、「まことに正しい者には報いがある。まこ

とに地にさばきを行われる神がある」と。

59聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」という

しらべにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌

。これはサウルがダビデを殺そうとして人をつかわ

し、その家をうかがわせたときダビデのよんだもの

わが神よ、どうかわたしをわが敵から助け出し、わ

たしに逆らって起りたつ者からお守りください。 2

悪を行う者からわたしを助け出し、血を流す人から

わたしをお救いください。 3見よ、彼らはひそみか

くれて、わたしの命をうかがい、力ある人々が共に

集まってわたしを攻めます。主よ、わたしにとがも

罪もなく、 4わたしにあやまちもないのに、彼らは

走りまわって備えをします。わたしを助けるために

目をさまして、ごらんください。 5万軍の神、主よ
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、あなたはイスラエルの神です。目をさまして、も

ろもろの国民を罰し、悪をたくらむ者どもに、あわ

れみを施さないでください。 (セラ) 6彼らは夕ごと

に帰ってきて、犬のようにほえて町をあさりまわる

。 7見よ、彼らはその口をもってほえ叫び、そのく

ちびるをもってうなり、「だれが聞くものか」と言

う。 8しかし、主よ、あなたは彼らを笑い、もろも

ろの国民をあざけり笑われる。 9わが力よ、わたし

はあなたにむかってほめ歌います。神よ、あなたは

わたしの高きやぐらです。 10わが神はそのいつくし

みをもってわたしを迎えられる。わが神はわたしに

敵の敗北を見させられる。 11どうぞ、わが民の忘れ

ることのないために、彼らを殺さないでください。

主、われらの盾よ、み力をもって彼らをよろめかせ

、彼らを倒れさせないでください。 12彼らの口の罪

、そのくちびるの言葉のために彼らをその高ぶりに

捕われさせてください。彼らが語るのろいと偽りの

ために 13憤りをもって彼らを滅ぼし、もはやながら

えることのないまでに、彼らを滅ぼしてください。

そうすれば地のはてまで、人々は神がヤコブを治め

られることを知るに至るでしょう。 (セラ) 14彼らは

夕ごとに帰ってきて、犬のようにほえて町をあさり

まわる。 15彼らは食い物のためにあるきまわり、飽

くことを得なければ怒りうなる。 16しかし、わたし

はあなたのみ力をうたい、朝には声をあげてみいつ

くしみを歌います。あなたはわたしの悩みの日にわ

が高きやぐらとなり、わたしの避け所となられたか

らです。 17わが力よ、わたしはあなたにむかってほ
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めうたいます。神よ、あなたはわが高きやぐら、わ

たしにいつくしみを賜わる神であられるからです。

60聖歌隊の指揮者によって、「あかしのゆり」と

いうしらべにあわせて教のためにうたわせたダビデ

のミクタムの歌。これはダビデが、アラムナハライ

ムおよびアラムゾバと戦ったとき、ヨアブがその帰

りに、塩の谷でエドムびと一万二千人を殺したとき

によんだもの 神よ、あなたはわれらを捨て、われら

を打ち破られました。あなたは憤られました。再び

われらをかえしてください。 2あなたは国を震わせ

、これを裂かれました。その破れをいやしてくださ

い。国が揺れ動くのです。 3あなたはその民に耐え

がたい事をさせ、人をよろめかす酒をわれらに飲ま

せられました。 4あなたは弓の前からのがれた者を

再び集めようとあなたを恐れる者のために一つの旗

を立てられました。 (セラ) 5あなたの愛される者が

助けを得るために、右の手をもって勝利を与え、わ

れらに答えてください。 6神はその聖所で言われた

、「わたしは大いなる喜びをもってシケムを分かち

、スコテの谷を分かち与えよう。 7ギレアデはわた

しのもの、マナセもわたしのものである。エフライ

ムはわたしのかぶと、ユダはわたしのつえである。

8モアブはわたしの足だらい、エドムにはわたしのく

つを投げる。ペリシテについては、かちどきをあげ

る」と。 9だれがわたしを堅固な町に至らせるでし

ょうか。だれがわたしをエドムに導くでしょうか。

10神よ、あなたはわれらを捨てられたではありませ

んか。神よ、あなたはわれらの軍勢と共に出て行か

れません。 11われらに助けを与えて、あだにむかわ
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せてください。人の助けはむなしいのです。 12われ

らは神によって勇ましく働きます。われらのあだを

踏みにじる者は神だからです。

61聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせ

たダビデの歌 神よ、わたしの叫びを聞いてください

。わたしの祈に耳を傾けてください。 2わが心のく

ずおれるとき、わたしは地のはてからあなたに呼ば

わります。わたしを導いてわたしの及びがたいほど

の高い岩にのぼらせてください。 3あなたはわたし

の避け所、敵に対する堅固なやぐらです。 4わたし

をとこしえにあなたの幕屋に住まわせ、あなたの翼

の陰にのがれさせてください。 (セラ) 5神よ、あな

たはわたしのもろもろの誓いを聞き、み名を恐れる

者に賜わる嗣業をわたしに与えられました。 6どう

か王のいのちを延ばし、そのよわいをよろずよに至

らせてください。 7彼をとこしえに神の前に王たら

しめ、いつくしみとまこととに命じて彼を守らせて

ください。 8そうすればわたしはとこしえにみ名を

ほめうたい、日ごとにわたしのもろもろの誓いを果

すでしょう。

62聖歌隊の指揮者によってエドトンのしらべにし

たがってうたわせたダビデの歌 わが魂はもだしてた

だ神をまつ。わが救は神から来る。 2神こそわが岩

、わが救、わが高きやぐらである。わたしはいたく

動かされることはない。 3あなたがたは、いつまで

人に押し迫るのか。あなたがたは皆、傾いた石がき

のように、揺り動くまがきのように人を倒そうとす

るのか。 4彼らは人を尊い地位から落そうとのみは

かり、偽りを喜び、その口では祝福し、心のうちで
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はのろうのである。 (セラ) 5わが魂はもだしてただ

神をまつ。わが望みは神から来るからである。 6神

こそわが岩、わが救、わが高きやぐらである。わた

しは動かされることはない。 7わが救とわが誉とは

神にある。神はわが力の岩、わが避け所である。 8

民よ、いかなる時にも神に信頼せよ。そのみ前にあ

なたがたの心を注ぎ出せ。神はわれらの避け所であ

る。 (セラ) 9低い人はむなしく、高い人は偽りであ

る。彼らをはかりにおけば、彼らは共に息よりも軽

い。 10あなたがたは、しえたげにたよってはならな

い。かすめ奪うことに、むなしい望みをおいてはな

らない。富の増し加わるとき、これに心をかけては

ならない。 11神はひとたび言われた、わたしはふた

たびこれを聞いた、力は神に属することを。 12主よ

、いつくしみもまたあなたに属することを。あなた

は人おのおののわざにしたがって報いられるからで

ある。

63ユダの野にあったときによんだダビデの歌神よ

、あなたはわたしの神、わたしは切にあなたをたず

ね求め、わが魂はあなたをかわき望む。水なき、か

わき衰えた地にあるように、わが肉体はあなたを慕

いこがれる。 2それでわたしはあなたの力と栄えと

を見ようと、聖所にあって目をあなたに注いだ。 3

あなたのいつくしみは、いのちにもまさるゆえ、わ

がくちびるはあなたをほめたたえる。 4わたしは生

きながらえる間、あなたをほめ、手をあげて、み名

を呼びまつる。 6わたしが床の上であなたを思いだ

し、夜のふけるままにあなたを深く思うとき、わた

しの魂は髄とあぶらとをもってもてなされるように



詩篇 1336

飽き足り、わたしの口は喜びのくちびるをもってあ

なたをほめたたえる。 7あなたはわたしの助けとな

られたゆえ、わたしはあなたの翼の陰で喜び歌う。

8わたしの魂はあなたにすがりつき、あなたの右の手

はわたしをささえられる。 9しかしわたしの魂を滅

ぼそうとたずね求める者は地の深き所に行き、 10つ

るぎの力にわたされ、山犬のえじきとなる。 11しか

し王は神にあって喜び、神によって誓う者はみな誇

ることができる。偽りを言う者の口はふさがれるか

らである。

64聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

神よ、わたしが嘆き訴えるとき、わたしの声をお聞

きください。敵の恐れからわたしの命をお守りくだ

さい。 2わたしを隠して、悪を行う者のひそかなは

かりごとから免れさせ、不義を行う者のはかりごと

から免れさせてください。 3彼らはその舌をつるぎ

のようにとぎ、苦い言葉を矢のように放ち、 4隠れ

た所から罪なき者を射ようとする。にわかに彼を射

て恐れることがない。 5彼らは悪い企てを固くたも

ち、共にはかり、ひそかにわなをかけて言う、「だ

れがわれらを見破ることができるか。 6だれがわれ

らの罪をたずね出すことができるか。われらは巧み

に、はかりごとを考えめぐらしたのだ」と。人の内

なる思いと心とは深い。 7しかし神は矢をもって彼

らを射られる。彼らはにわかに傷をうけるであろう

。 8神は彼らの舌のゆえに彼らを滅ぼされる。彼ら

を見る者は皆そのこうべを振るであろう。 9その時

すべての人は恐れ、神のみわざを宣べ伝え、そのな

された事を考えるであろう。 10正しい人は主にあっ
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て喜び、かつ主に寄り頼む。すべて心の直き者は誇

ることができる。

65聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

、さんび 神よ、シオンにて、あなたをほめたたえる

ことはふさわしいことである。人はあなたに誓いを

果すであろう。 3祈を聞かれる方よ、すべての肉な

る者は罪のゆえにあなたに来る。われらのとががわ

れらに打ち勝つとき、あなたはこれをゆるされる。

4あなたに選ばれ、あなたに近づけられて、あなたの

大庭に住む人はさいわいである。われらはあなたの

家、あなたの聖なる宮の恵みによって飽くことがで

きる。 5われらの救の神よ、地のもろもろのはてと

、遠き海の望みであるあなたは恐るべきわざにより

、救をもってわれらに答えられる。 6あなたは大能

を帯び、そのみ力によって、もろもろの山を堅く立

たせられる。 7あなたは海の響き、大波の響き、も

ろもろの民の騒ぎを静められる。 8それゆえ、地の

はてに住む人々も、あなたのもろもろのしるしを見

て恐れる。あなたは朝と夕の出る所をして喜び歌わ

せられる。 9あなたは地に臨んで、これに水をそそ

ぎ、これを大いに豊かにされる。神の川は水で満ち

ている。あなたはそのように備えして彼らに穀物を

与えられる。 10あなたはその田みぞを豊かにうるお

し、そのうねを整え、夕立ちをもってそれを柔らか

にし、そのもえ出るのを祝福し、 11またその恵みを

もって年の冠とされる。あなたの道にはあぶらがし

たたる。 12野の牧場はしたたり、小山は喜びをまと

い、 13牧場は羊の群れを着、もろもろの谷は穀物を

もっておおわれ、彼らは喜び呼ばわって共に歌う。
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66聖歌隊の指揮者によってうたわせた歌、さんび

全地よ、神にむかって喜び呼ばわれ。 2そのみ名の

栄光を歌え。栄えあるさんびをささげよ。 3神に告

げよ。「あなたのもろもろのみわざは恐るべきかな

。大いなるみ力によって、あなたの敵はみ前に屈服

し、 4全地はあなたを拝み、あなたをほめうたい、

み名をほめうたうであろう」と。 (セラ) 5来て、神

のみわざを見よ。人の子らにむかってなされること

は恐るべきかな。 6神は海を変えて、かわいた地と

された。人々は徒歩で川を渡った。その所でわれら

は神を喜んだ。 7神は大能をもって、とこしえに統

べ治め、その目はもろもろの国民を監視される。そ

むく者はみずからを高くしてはならない。 (セラ) 8

もろもろの民よ、われらの神をほめよ。神をほめた

たえる声を聞えさせよ。 9神はわれらを生きながら

えさせ、われらの足のすべるのをゆるされない。 10

神よ、あなたはわれらを試み、しろがねを練るよう

に、われらを練られた。 11あなたはわれらを網にひ

きいれ、われらの腰に重き荷を置き、 12人々にわれ

らの頭の上を乗り越えさせられた。われらは火の中

、水の中を通った。しかしあなたはわれらを広い所

に導き出された。 13わたしは燔祭をもってあなたの

家に行き、わたしの誓いをあなたに果します。 14こ

れはわたしが悩みにあったとき、わたしのくちびる

の言い出したもの、わたしの口が約束したものです

。 15わたしは肥えたものの燔祭を雄羊のいけにえの

煙と共にあなたにささげ、雄牛と雄やぎとをささげ

ます。 (セラ) 16すべて神を恐れる者よ、来て聞け

。神がわたしのためになされたことを告げよう。 17
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わたしは声をあげて神に呼ばわり、わが舌をもって

神をあがめた。 18もしわたしが心に不義をいだいて

いたならば、主はお聞きにならないであろう。 19し

かし、まことに神はお聞きになり、わが祈の声にみ

こころをとめられた。 20神はほむべきかな。神はわ

が祈をしりぞけず、そのいつくしみをわたしから取

り去られなかった。

67聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせ

た歌、さんび どうか、神がわれらをあわれみ、われ

らを祝福し、そのみ顔をわれらの上に照されるよう

に。 (セラ) 2これはあなたの道があまねく地に知ら

れ、あなたの救の力がもろもろの国民のうちに知ら

れるためです。 3神よ、民らにあなたをほめたたえ

させ、もろもろの民にあなたをほめたたえさせてく

ださい。 4もろもろの国民を楽しませ、また喜び歌

わせてください。あなたは公平をもってもろもろの

民をさばき、地の上なるもろもろの国民を導かれる

からです。 (セラ) 5神よ、民らにあなたをほめたた

えさせ、もろもろの民にあなたをほめたたえさせて

ください。 6地はその産物を出しました。神、われ

らの神はわれらを祝福されました。 7神はわれらを

祝福されました。地のもろもろのはてにことごとく

神を恐れさせてください。

68聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

、さんび 神よ、立ちあがって、その敵を散らし、神

を憎む者をみ前から逃げ去らせてください。 2煙の

追いやられるように彼らを追いやり、ろうの火の前

に溶けるように悪しき者を神の前に滅ぼしてくださ

い。 3しかし正しい者を喜ばせ、神の前に喜び踊ら
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せ、喜び楽しませてください。 4神にむかって歌え

、そのみ名をほめうたえ。雲に乗られる者にむかっ

て歌声をあげよ。その名は主、そのみ前に喜び踊れ

。 5その聖なるすまいにおられる神はみなしごの父

、やもめの保護者である。 6神は寄るべなき者に住

むべき家を与え、めしゅうどを解いて幸福に導かれ

る。しかしそむく者はかわいた地に住む。 7神よ、

あなたが民に先だち出て、荒野を進み行かれたとき

、 (セラ) 8シナイの主なる神の前に、イスラエルの

神なる神の前に、地は震い、天は雨を降らせました

。 9神よ、あなたは豊かな雨を降らせて、疲れ衰え

たあなたの嗣業の地を回復され、 10あなたの群れは

、そのうちにすまいを得ました。神よ、あなたは恵

みをもって貧しい者のために備えられました。 11主

は命令を下される。おとずれを携えた女たちの大い

なる群れは言う、 12「もろもろの軍勢の王たちは逃

げ去り、逃げ去った」と。家にとどまる女たちは獲

物を分ける、 13たとい彼らは羊のおりの中にとどま

るとも。はとの翼は、しろがねをもっておおわれ、

その羽はきらめくこがねをもっておおわれる。 14全

能者がかしこで王たちを散らされたとき、ザルモン

に雪が降った。 15神の山、バシャンの山、峰かさな

る山、バシャンの山よ。 16峰かさなるもろもろの山

よ、何ゆえ神がすまいにと望まれた山をねたみ見る

のか。まことに主はとこしえにそこに住まわれる。

17主は神のいくさ車幾千万をもって、シナイから聖

所に来られた。 18あなたはとりこを率い、人々のう

ちから、またそむく者のうちから贈り物をうけて、

高い山に登られた。主なる神がそこに住まわれるた
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めである。 19日々にわれらの荷を負われる主はほむ

べきかな。神はわれらの救である。 (セラ) 20われ

らの神は救の神である。死からのがれ得るのは主な

る神による。 21神はその敵のこうべを打ち砕き、お

のがとがの中に歩む者の毛深い頭のいただきを打ち

砕かれる。 22主は言われた、「わたしはバシャンか

ら彼らを携え帰り、海の深い所から彼らを携え帰る

。 23あなたはその足を彼らの血に浸し、あなたの犬

の舌はその分け前を敵から得るであろう」と。 24神

よ、人々はあなたのこうごうしい行列を見た。わが

神、わが王の、聖所に進み行かれるのを見た。 25歌

う者は前に行き、琴をひく者はあとになり、おとめ

らはその間にあって手鼓を打って言う、 26「大いな

る集会で神をほめよ。イスラエルの源から出た者よ

、主をほめまつれ」と。 27そこに彼らを導く年若い

ベニヤミンがおり、その群れの中にユダの君たちが

おり、ゼブルンの君たち、ナフタリの君たちがいる

。 28神よ、あなたの大能を奮い起してください。わ

れらのために事をなされた神よ、あなたの力をお示

しください。 29エルサレムにあるあなたの宮のため

に、王たちはあなたに贈り物をささげるでしょう。

30葦の中に住む獣、もろもろの民の子牛を率いる雄

牛の群れをいましめてください。みつぎ物をむさぼ

る者たちを足の下に踏みつけ、戦いを好むもろもろ

の民を散らしてください。 31青銅をエジプトから持

ちきたらせ、エチオピヤには急いでその手を神に伸

べさせてください。 32地のもろもろの国よ、神にむ

かって歌え、主をほめうたえ。 (セラ) 33いにしえ

からの天の天に乗られる主にむかってほめうたえ。
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見よ、主はみ声を出し、力あるみ声を出される。 34

力を神に帰せよ。その威光はイスラエルの上にあり

、その力は雲の中にある。 35神はその聖所で恐るべ

く、イスラエルの神はその民に力と勢いとを与えら

れる。神はほむべきかな。

69聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべにあ

わせてうたわせたダビデの歌 神よ、わたしをお救い

ください。大水が流れ来て、わたしの首にまで達し

ました。 2わたしは足がかりもない深い泥の中に沈

みました。わたしは深い水に陥り、大水がわたしの

上を流れ過ぎました。 3わたしは叫びによって疲れ

、わたしののどはかわき、わたしの目は神を待ちわ

びて衰えました。 4ゆえなく、わたしを憎む者はわ

たしの頭の毛よりも多く、偽ってわたしの敵となり

、わたしを滅ぼそうとする者は強いのです。わたし

は盗まなかった物をも償わなければならないのです

か。 5神よ、あなたはわたしの愚かなことを知って

おられます。わたしのもろもろのとがはあなたに隠

れることはありません。 6万軍の神、主よ、あなた

を待ち望む者がわたしの事によって、はずかしめら

れることのないようにしてください。イスラエルの

神よ、あなたを求める者がわたしの事によって、恥

を負わせられることのないようにしてください。 7

わたしはあなたのためにそしりを負い、恥がわたし

の顔をおおったのです。 8わたしはわが兄弟には、

知らぬ者となり、わが母の子らには、のけ者となり

ました。 9あなたの家を思う熱心がわたしを食いつ

くし、あなたをそしる者のそしりがわたしに及んだ

からです。 10わたしが断食をもってわたしの魂を悩
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ませば、かえってそれによってそしりをうけました

。 11わたしが荒布を衣とすれば、かえって彼らのこ

とわざとなりました。 12わたしは門に座する者の話

題となり、酔いどれの歌となりました。 13しかし主

よ、わたしはあなたに祈ります。神よ、恵みの時に

、あなたのいつくしみの豊かなるにより、わたしに

お答えください。 14あなたのまことの救により、わ

たしを泥の中に沈まぬよう助け出してください。わ

たしを憎む者から、また深い水からわたしを助け出

してください。 15大水がわたしの上を流れ過ぎるこ

となく、淵がわたしをのむことなく、穴がその口を

わたしの上に閉じることのないようにしてください

。 16主よ、あなたのいつくしみの深きにより、わた

しにお答えください。あなたのあわれみの豊かなる

により、わたしを顧みてください。 17あなたの顔を

しもべに隠さないでください。わたしは悩んでいる

のです。すみやかにわたしにお答えください。 18わ

たしに近く寄って、わたしをあがない、わが敵のゆ

えにわたしをお救いください。 19あなたはわたしの

受けるそしりと、恥と、はずかしめとを知っておら

れます。わたしのあだは皆あなたの前にあります。

20そしりがわたしの心を砕いたので、わたしは望み

を失いました。わたしは同情する者を求めたけれど

も、ひとりもなく、慰める者を求めたけれども、ひ

とりも見ませんでした。 21彼らはわたしの食物に毒

を入れ、わたしのかわいた時に酢を飲ませました。

22彼らの前の食卓を網とし、彼らが犠牲をささげる

祭を、わなとしてください。 23彼らの目を暗くして

見えなくし、彼らの腰を常に震わせ、 24あなたの憤
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りを彼らの上にそそぎ、あなたの激しい怒りを彼ら

に追いつかせてください。 25彼らの宿営を荒し、ひ

とりもその天幕に住まわせないでください。 26彼ら

はあなたが撃たれた者を迫害し、あなたが傷つけら

れた者をさらに苦しめるからです。 27彼らに、罰に

罰を加え、あなたの赦免にあずからせないでくださ

い。 28彼らをいのちの書から消し去って、義人のう

ちに記録されることのないようにしてください。 29

しかしわたしは悩み苦しんでいます。神よ、あなた

の救がわたしを高い所に置かれますように。 30わた

しは歌をもって神の名をほめたたえ、感謝をもって

神をあがめます。 31これは雄牛または角とひずめの

ある雄牛にまさって主を喜ばせるでしょう。 32へり

くだる者は、これを見て喜べ。神を求める者よ、あ

なたがたの心を生きかえらせよ。 33主は乏しい者に

聞き、その捕われ人をかろしめられないからである

。 34天と地は主をほめたたえ、海とその中に動くあ

らゆるものは主をほめたたえよ。 35神はシオンを救

い、ユダの町々を建て直されるからである。そのし

もべらはそこに住んでこれを所有し、 36そのしもべ

らの子孫はこれを継ぎ、み名を愛する者はその中に

住むであろう。

70聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの記

念の歌 神よ、みこころならばわたしをお救いくださ

い。主よ、すみやかにわたしをお助けください。 2

わたしのいのちをたずね求める者どもを恥じあわて

させてください。わたしのそこなわれることを願う

者どもをうしろに退かせ、恥を負わせてください。

3「あはぁ、あはぁ」と言う者どもを自分の恥によっ
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て恐れおののかせてください。 4すべてあなたを尋

ね求める者はあなたによって喜び楽しむように。あ

なたの救を愛する者はつねに「神は大いなるかな」

ととなえるように。 5しかし、わたしは貧しく、か

つ乏しい。神よ、急いでわたしに来てください。あ

なたはわが助け、わが救主です。主よ、ためらわな

いでください。

71主よ、わたしはあなたに寄り頼む。とこしえに

わたしをはずかしめないでください。 2あなたの義

をもってわたしを助け、わたしを救い出してくださ

い。あなたの耳を傾けて、わたしをお救いください

。 3わたしのためにのがれの岩となり、わたしを救

う堅固な城となってください。あなたはわが岩、わ

が城だからです。 4わが神よ、悪しき者の手からわ

たしを救い、不義、残忍な人の支配から、わたしを

救い出してください。 5主なる神よ、あなたはわた

しの若い時からのわたしの望み、わたしの頼みです

。 6わたしは生れるときからあなたに寄り頼みまし

た。あなたはわたしを母の胎から取り出されたかた

です。わたしは常にあなたをほめたたえます。 7わ

たしは多くの人に怪しまれるような者となりました

。しかしあなたはわたしの堅固な避け所です。 8わ

たしの口はひねもす、あなたをたたえるさんびと、

頌栄とをもって満たされています。 9わたしが年老

いた時、わたしを見離さないでください。わたしが

力衰えた時、わたしを見捨てないでください。 10わ

たしの敵はわたしについて語り、わたしのいのちを

うかがう者は共にはかって、 11「神は彼を見捨てた

。彼を助ける者がないから彼を追って捕えよ」と言
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います。 12神よ、わたしに遠ざからないでください

。わが神よ、すみやかに来てわたしを助けてくださ

い。 13わたしにあだする者を恥じさせ、滅ぼしてく

ださい。わたしをそこなわんとする者を、そしりと

、はずかしめとをもっておおってください。 14しか

しわたしは絶えず望みをいだいて、いよいよあなた

をほめたたえるでしょう。 15わたしの口はひねもす

あなたの義と、あなたの救とを語るでしょう。わた

しはその数を知らないからです。 16わたしは主なる

神の大能のみわざを携えゆき、ただあなたの義のみ

を、ほめたたえるでしょう。 17神よ、あなたはわた

しを若い時から教えられました。わたしはなお、あ

なたのくすしきみわざを宣べ伝えます。 18神よ、わ

たしが年老いて、しらがとなるとも、あなたの力を

きたらんとするすべての代に宣べ伝えるまで、わた

しを見捨てないでください。 19神よ、あなたの大能

と義とは高い天にまで及ぶ。あなたは大いなる事を

なされました。神よ、だれかあなたに等しい者があ

るでしょうか。 20あなたはわたしを多くの重い悩み

にあわされましたが、再びわたしを生かし、地の深

い所から引きあげられるでしょう。 21あなたはわた

しの誉を増し、再びわたしを慰められるでしょう。

22わが神よ、わたしはまた立琴をもってあなたと、

あなたのまこととをほめたたえます。イスラエルの

聖者よ、わたしは琴をもってあなたをほめ歌います

。 23わたしがあなたにむかってほめ歌うとき、わが

くちびるは喜び呼ばわり、あなたがあがなわれたわ

が魂もまた喜び呼ばわるでしょう。 24わたしの舌も
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またひねもすあなたの義を語るでしょう。わたしを

そこなわんとした者が恥じあわてたからです。

72ソロモンの歌神よ、あなたの公平を王に与え、

あなたの義を王の子に与えてください。 2彼は義を

もってあなたの民をさばき、公平をもってあなたの

貧しい者をさばくように。 3もろもろの山と丘とは

義によって民に平和を与えるように。 4彼は民の貧

しい者の訴えを弁護し、乏しい者に救を与え、しえ

たげる者を打ち砕くように。 5彼は日と月とのあら

んかぎり、世々生きながらえるように。 6彼は刈り

取った牧草の上に降る雨のごとく、地を潤す夕立ち

のごとく臨むように。 7彼の世に義は栄え、平和は

月のなくなるまで豊かであるように。 8彼は海から

海まで治め、川から地のはてまで治めるように。 9

彼のあだは彼の前にかがみ、彼の敵はちりをなめる

ように。 10タルシシおよび島々の王たちはみつぎを

納め、シバとセバの王たちは贈り物を携えて来るよ

うに。 11もろもろの王は彼の前にひれ伏し、もろも

ろの国民は彼に仕えるように。 12彼は乏しい者をそ

の呼ばわる時に救い、貧しい者と、助けなき者とを

救う。 13彼は弱い者と乏しい者とをあわれみ、乏し

い者のいのちを救い、 14彼らのいのちを、しえたげ

と暴力とからあがなう。彼らの血は彼の目に尊い。

15彼は生きながらえ、シバの黄金が彼にささげられ

、彼のために絶えず祈がささげられ、ひねもす彼の

ために祝福が求められるように。 16国のうちには穀

物が豊かにみのり、その実はレバノンのように山々

の頂に波打ち、人々は野の草のごとく町々に栄える

ように。 17彼の名はとこしえに続き、その名声は日
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のあらん限り、絶えることのないように。人々は彼

によって祝福を得、もろもろの国民は彼をさいわい

なる者ととなえるように。 18イスラエルの神、主は

ほむべきかな。ただ主のみ、くすしきみわざをなさ

れる。 19その光栄ある名はとこしえにほむべきかな

。全地はその栄光をもって満たされるように。アァ

メン、アァメン。 20エッサイの子ダビデの祈は終っ

た。

73アサフの歌神は正しい者にむかい、心の清い者

にむかって、まことに恵みふかい。 2しかし、わた

しは、わたしの足がつまずくばかり、わたしの歩み

がすべるばかりであった。 3これはわたしが、悪し

き者の栄えるのを見て、その高ぶる者をねたんだか

らである。 4彼らには苦しみがなく、その身はすこ

やかで、つやがあり、 5ほかの人々のように悩むこ

とがなく、ほかの人々のように打たれることはない

。 6それゆえ高慢は彼らの首飾となり、暴力は衣の

ように彼らをおおっている。 7彼らは肥え太って、

その目はとびいで、その心は愚かな思いに満ちあふ

れている。 8彼らはあざけり、悪意をもって語り、

高ぶって、しえたげを語る。 9彼らはその口を天に

さからって置き、その舌は地をあるきまわる。 10そ

れゆえ民は心を変えて彼らをほめたたえ、彼らのう

ちにあやまちを認めない。 11彼らは言う、「神はど

うして知り得ようか、いと高き者に知識があろうか

」と。 12見よ、これらは悪しき者であるのに、常に

安らかで、その富が増し加わる。 13まことに、わた

しはいたずらに心をきよめ、罪を犯すことなく手を

洗った。 14わたしはひねもす打たれ、朝ごとに懲し
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めをうけた。 15もしわたしが「このような事を語ろ

う」と言ったなら、わたしはあなたの子らの代を誤

らせたであろう。 16しかし、わたしがこれを知ろう

と思いめぐらしたとき、これはわたしにめんどうな

仕事のように思われた。 17わたしが神の聖所に行っ

て、彼らの最後を悟り得たまではそうであった。 18

まことにあなたは彼らをなめらかな所に置き、彼ら

を滅びに陥らせられる。 19なんと彼らはまたたくま

に滅ぼされ、恐れをもって全く一掃されたことであ

ろう。 20あなたが目をさまして彼らの影をかろしめ

られるとき、彼らは夢みた人の目をさました時のよ

うである。 21わたしの魂が痛み、わたしの心が刺さ

れたとき、 22わたしは愚かで悟りがなく、あなたに

対しては獣のようであった。 23けれどもわたしは常

にあなたと共にあり、あなたはわたしの右の手を保

たれる。 24あなたはさとしをもってわたしを導き、

その後わたしを受けて栄光にあずからせられる。 25

わたしはあなたのほかに、だれを天にもち得よう。

地にはあなたのほかに慕うものはない。 26わが身と

わが心とは衰える。しかし神はとこしえにわが心の

力、わが嗣業である。 27見よ、あなたに遠い者は滅

びる。あなたは、あなたにそむく者を滅ぼされる。

28しかし神に近くあることはわたしに良いことであ

る。わたしは主なる神をわが避け所として、あなた

のもろもろのみわざを宣べ伝えるであろう。

74アサフのマスキールの歌神よ、なぜ、われらを

とこしえに捨てられるのですか。なぜ、あなたの牧

の羊に怒りを燃やされるのですか。 2昔あなたが手

に入れられたあなたの公会、すなわち、あなたの嗣
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業の部族となすためにあがなわれたものを思い出し

てください。あなたが住まわれたシオンの山を思い

出してください。 3とこしえの滅びの跡に、あなた

の足を向けてください。敵は聖所で、すべての物を

破壊しました。 4あなたのあだは聖所の中でほえさ

けび、彼らのしるしを立てて、しるしとしました。

5彼らは上の入口では、おのをもって木の格子垣を切

り倒しました。 6また彼らは手おのと鎚とをもって

聖所の彫り物をことごとく打ち落しました。 7彼ら

はあなたの聖所に火をかけ、み名のすみかをけがし

て、地に倒しました。 8彼らは心のうちに言いまし

た、「われらはことごとくこれを滅ぼそう」と。彼

らは国のうちの神の会堂をことごとく焼きました。

9われらは自分たちのしるしを見ません。預言者も今

はいません。そしていつまで続くのか、われらのう

ちには、知る者がありません。 10神よ、あだはいつ

まであざけるでしょうか。敵はとこしえにあなたの

名をののしるでしょうか。 11なぜあなたは手を引か

れるのですか。なぜあなたは右の手をふところに入

れておかれるのですか。 12神はいにしえからわたし

の王であって、救を世の中に行われた。 13あなたは

み力をもって海をわかち、水の上の龍の頭を砕かれ

た。 14あなたはレビヤタンの頭をくだき、これを野

の獣に与えてえじきとされた。 15あなたは泉と流れ

とを開き、絶えず流れるもろもろの川をからされた

。 16昼はあなたのもの、夜もまたあなたのもの。あ

なたは光と太陽とを設けられた。 17あなたは地のも

ろもろの境を定め、夏と冬とを造られた。 18主よ、

敵はあなたをあざけり、愚かな民はあなたのみ名を



詩篇 1351

ののしります。この事を思い出してください。 19ど

うかあなたのはとの魂を野の獣にわたさないでくだ

さい。貧しい者のいのちをとこしえに忘れないでく

ださい。 20あなたの契約をかえりみてください。地

の暗い所は暴力のすまいで満ちています。 21しえた

げられる者を恥じさせないでください。貧しい者と

乏しい者とにみ名をほめたたえさせてください。 22

神よ、起きてあなたの訴えをあげつらい、愚かな者

のひねもすあなたをあざけるのをみこころにとめて

ください。 23あなたのあだの叫びを忘れないでくだ

さい。あなたの敵の絶えずあげる騒ぎを忘れないで

ください。

75聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」という

しらべにあわせてうたわせたアサフの歌、さんび 神

よ、われらはあなたに感謝します。われらは感謝し

ます。われらはあなたのみ名を呼び、あなたのくす

しきみわざを語ります。 2定まった時が来れば、わ

たしは公平をもってさばく。 3地とすべてこれに住

むものがよろめくとき、わたしはその柱を堅くする

。 (セラ) 4わたしは、誇る者には「誇るな」と言い

、悪しき者には「角をあげるな、 5角を高くあげる

な、高慢な態度をもって語るな」と言う。 6上げる

ことは東からでなく、西からでなく、また荒野から

でもない。 7それはさばきを行われる神であって、

神はこれを下げ、かれを上げられる。 8主の手には

杯があって、よく混ぜた酒があわだっている。主が

これを注ぎ出されると、地のすべての悪しき者はこ

れを一滴も残さずに飲みつくすであろう。 9しかし

わたしはとこしえに喜び、ヤコブの神をほめうたい
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ます。 10悪しき者の角はことごとく切り離されるが

正しい者の角はあげられるであろう。

76聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせ

たアサフの歌、さんび 神はユダに知られ、そのみ名

はイスラエルにおいて偉大である。 2その幕屋はサ

レムにあり、そのすまいはシオンにある。 3かしこ

で神は弓の火矢を折り、盾とつるぎと戦いの武器を

こわされた。 (セラ) 4あなたは永久の山々にまさっ

て光栄あり、威厳がある。 5雄々しい者はかすめら

れ、彼らは眠りに沈み、いくさびとは皆その手を施

すことができなかった。 6ヤコブの神よ、あなたの

とがめによって、乗り手と馬とは深い眠りに陥った

。 7しかし、あなたこそは恐るべき方である。あな

たが怒りを発せられるとき、だれがみ前に立つこと

ができよう。 9あなたは天からさばきを仰せられた

。神が地のしえたげられた者を救うために、さばき

に立たれたとき、地は恐れて、沈黙した。(セラ) 10

まことに人の怒りはあなたをほめたたえる。怒りの

余りをあなたは帯とされる。 11あなたがたの神、主

に誓いを立てて、それを償え。その周囲のすべての

者は恐るべき主に贈り物をささげよ。 12主はもろも

ろの君たちのいのちを断たれる。主は地の王たちの

恐るべき者である。

77聖歌隊の指揮者によってエドトンのしらべにし

たがってうたわせたアサフの歌 わたしは神にむかい

声をあげて叫ぶ。わたしが神にむかって声をあげれ

ば、神はわたしに聞かれる。 2わたしは悩みの日に

主をたずね求め、夜はわが手を伸べてたゆむことな

く、わが魂は慰められるのを拒む。 3わたしは神を
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思うとき、嘆き悲しみ、深く思うとき、わが魂は衰

える。 (セラ) 4あなたはわたしのまぶたをささえて

閉じさせず、わたしは物言うこともできないほどに

悩む。 5わたしは昔の日を思い、いにしえの年を思

う。 6わたしは夜、わが心と親しく語り、深く思う

てわが魂を探り、言う、 7「主はとこしえにわれら

を捨てられるであろうか。ふたたび、めぐみを施さ

れないであろうか。 8そのいつくしみはとこしえに

絶え、その約束は世々ながくすたれるであろうか。

9神は恵みを施すことを忘れ、怒りをもってそのあわ

れみを閉じられたであろうか」と。 (セラ) 10その

時わたしは言う、「わたしの悲しみはいと高き者の

右の手が変ったことである」と。 11わたしは主のみ

わざを思い起す。わたしは、いにしえからのあなた

のくすしきみわざを思いいだす。 12わたしは、あな

たのすべてのみわざを思い、あなたの力あるみわざ

を深く思う。 13神よ、あなたの道は聖である。われ

らの神のように大いなる神はだれか。 14あなたは、

くすしきみわざを行われる神である。あなたは、も

ろもろの民の間に、その大能をあらわし、 15その腕

をもっておのれの民をあがない、ヤコブとヨセフの

子らをあがなわれた。 (セラ) 16神よ、大水はあな

たを見た。大水はあなたを見ておののき、淵もまた

震えた。 17雲は水を注ぎいだし、空は雷をとどろか

し、あなたの矢は四方にきらめいた。 18あなたの雷

のとどろきは、つむじ風の中にあり、あなたのいな

ずまは世を照し、地は震い動いた。 19あなたの大路

は海の中にあり、あなたの道は大水の中にあり、あ

なたの足跡はたずねえなかった。 20あなたは、その
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民をモーセとアロンの手によって羊の群れのように

導かれた。

78アサフのマスキールの歌わが民よ、わが教を聞

き、わが口の言葉に耳を傾けよ。 2わたしは口を開

いて、たとえを語り、いにしえからの、なぞを語ろ

う。 3これはわれらがさきに聞いて知ったこと、ま

たわれらの先祖たちがわれらに語り伝えたことであ

る。 4われらはこれを子孫に隠さず、主の光栄ある

みわざと、その力と、主のなされたくすしきみわざ

とをきたるべき代に告げるであろう。 5主はあかし

をヤコブのうちにたて、おきてをイスラエルのうち

に定めて、その子孫に教うべきことをわれらの先祖

たちに命じられた。 6これは次の代に生れる子孫が

これを知り、みずから起って、そのまた子孫にこれ

を伝え、 7彼らをして神に望みをおき、神のみわざ

を忘れず、その戒めを守らせるためである。 8また

その先祖たちのようにかたくなで、そむく者のやか

らとなり、その心が定まりなく、その魂が神に忠実

でないやからとならないためである。 9エフライム

の人々は武装し、弓を携えたが、戦いの日に引き返

した。 10彼らは神の契約を守らず、そのおきてにし

たがって歩むことを拒み、 11神がなされた事と、彼

らに示されたくすしきみわざとを忘れた。 12神はエ

ジプトの地と、ゾアンの野でくすしきみわざを彼ら

の先祖たちの前に行われた。 13神は海を分けて彼ら

を通らせ、水を立たせて山のようにされた。 14昼は

雲をもって彼らを導き、夜は、よもすがら火の光を

もって彼らを導かれた。 15神は荒野で岩を裂き、淵

から飲むように豊かに彼らに飲ませ、 16また岩から
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流れを引いて、川のように水を流れさせられた。 17

ところが彼らはなお神にむかって罪をかさね、荒野

でいと高き者にそむき、 18おのが欲のために食物を

求めて、その心のうちに神を試みた。 19また彼らは

神に逆らって言った、「神は荒野に宴を設けること

ができるだろうか。 20見よ、神が岩を打たれると、

水はほとばしりいで、流れがあふれた。神はまたパ

ンを与えることができるだろうか。民のために肉を

備えることができるだろうか」と。 21それゆえ、主

は聞いて憤られた。火はヤコブにむかって燃えあが

り、怒りはイスラエルにむかって立ちのぼった。 22

これは彼らが神を信ぜず、その救の力を信用しなか

ったからである。 23しかし神は上なる大空に命じて

天の戸を開き、 24彼らの上にマナを降らせて食べさ

せ、天の穀物を彼らに与えられた。 25人は天使のパ

ンを食べた。神は彼らに食物をおくって飽き足らせ

られた。 26神は天に東風を吹かせ、み力をもって南

風を導かれた。 27神は彼らの上に肉をちりのように

降らせ、翼ある鳥を海の砂のように降らせて、 28そ

の宿営のなか、そのすまいのまわりに落された。 29

こうして彼らは食べて、飽き足ることができた。神

が彼らにその望んだものを与えられたからである。

30ところが彼らがまだその欲を離れず、食物がなお

口の中にあるうちに、 31神の怒りが彼らにむかって

立ちのぼり、彼らのうちの最も強い者を殺し、イス

ラエルのうちのえり抜きの者を打ち倒された。 32す

べてこれらの事があったにもかかわらず、彼らはな

お罪を犯し、そのくすしきみわざを信じなかった。

33それゆえ神は彼らの日を息のように消えさせ、彼
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らの年を恐れをもって過ごさせられた。 34神が彼ら

を殺されたとき、彼らは神をたずね、悔いて神を熱

心に求めた。 35こうして彼らは、神は彼らの岩、い

と高き神は彼らのあがないぬしであることを思い出

した。 36しかし彼らはその口をもって神にへつらい

、その舌をもって神に偽りを言った。 37彼らの心は

神にむかって堅実でなく、神の契約に真実でなかっ

た。 38しかし神はあわれみに富まれるので、彼らの

不義をゆるして滅ぼさず、しばしばその怒りをおさ

えて、その憤りをことごとくふり起されなかった。

39また神は、彼らがただ肉であって、過ぎ去れば再

び帰りこぬ風であることを思い出された。 40幾たび

彼らは野で神にそむき、荒野で神を悲しませたこと

であろうか。 41彼らはかさねがさね神を試み、イス

ラエルの聖者を怒らせた。 42彼らは神の力をも、神

が彼らをあだからあがなわれた日をも思い出さなか

った。 43神はエジプトでもろもろのしるしをおこな

い、ゾアンの野でもろもろの奇跡をおこない、 44彼

らの川を血に変らせて、その流れを飲むことができ

ないようにされた。 45神ははえの群れを彼らのうち

に送って彼らを食わせ、かえるを送って彼らを滅ぼ

された。 46また神は彼らの作物を青虫にわたし、彼

らの勤労の実をいなごにわたされた。 47神はひょう

をもって彼らのぶどうの木を枯らし、霜をもって彼

らのいちじく桑の木を枯らされた。 48神は彼らの家

畜をひょうにわたし、彼らの群れを燃えるいなずま

にわたされた。 49神は彼らの上に激しい怒りと、憤

りと、恨みと、悩みと、滅ぼす天使の群れとを放た

れた。 50神はその怒りのために道を設け、彼らの魂
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を死から免れさせず、そのいのちを疫病にわたされ

た。 51神はエジプトですべてのういごを撃ち、ハム

の天幕で彼らの力の初めの子を撃たれた。 52こうし

て神はおのれの民を羊のように引き出し、彼らを荒

野で羊の群れのように導き、 53彼らを安らかに導か

れたので彼らは恐れることがなかった。しかし海は

彼らの敵をのみつくした。 54神は彼らをその聖地に

伴い、その右の手をもって獲たこの山に伴いこられ

た。 55神は彼らの前からもろもろの国民を追い出し

、その地を分けて嗣業とし、イスラエルの諸族を彼

らの天幕に住まわせられた。 56しかし彼らはいと高

き神を試み、これにそむいて、そのもろもろのあか

しを守らず、 57そむき去って、先祖たちのように真

実を失い、狂った弓のようにねじれた。 58彼らは高

き所を設けて神を怒らせ、刻んだ像をもって神のね

たみを起した。 59神は聞いて大いに怒り、イスラエ

ルを全くしりぞけられた。 60神は人々のなかに設け

た幕屋なるシロのすまいを捨て、 61その力をとりこ

とならせ、その栄光をあだの手にわたされた。 62神

はその民をつるぎにわたし、その嗣業にむかって大

いなる怒りをもらされた。 63火は彼らの若者たちを

焼きつくし、彼らのおとめたちは婚姻の歌を失い、

64彼らの祭司たちはつるぎによって倒れ、彼らのや

もめたちは嘆き悲しむことさえしなかった。 65その

とき主は眠った者のさめたように、勇士が酒によっ

て叫ぶように目をさまして、 66そのあだを撃ち退け

、とこしえの恥を彼らに負わせられた。 67神はヨセ

フの天幕をしりぞけ、エフライムの部族を選ばず、

68ユダの部族を選び、神の愛するシオンの山を選ば
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れた。 69神はその聖所を高い天のように建て、とこ

しえに基を定められた地のように建てられた。 70神

はそのしもべダビデを選んで、羊のおりから取り、

71乳を与える雌羊の番をするところからつれて来て

、その民ヤコブ、その嗣業イスラエルの牧者とされ

た。 72こうして彼は直き心をもって彼らを牧し、巧

みな手をもって彼らを導いた。

79アサフの歌神よ、もろもろの異邦人はあなたの

嗣業の地を侵し、あなたの聖なる宮をけがし、エル

サレムを荒塚としました。 2彼らはあなたのしもべ

のしかばねを空の鳥に与えてえさとし、あなたの聖

徒の肉を地の獣に与え、 3その血をエルサレムのま

わりに水のように流し、これを葬る人がありません

でした。 4われらは隣り人にそしられ、まわりの人

々に侮られ、あざけられる者となりました。 5主よ

、いつまでなのですか。とこしえにお怒りになられ

るのですか。あなたのねたみは火のように燃えるの

ですか。 6どうか、あなたを知らない異邦人と、あ

なたの名を呼ばない国々の上にあなたの怒りを注い

でください。 7彼らはヤコブを滅ぼし、そのすみか

を荒したからです。 8われらの先祖たちの不義をみ

こころにとめられず、あわれみをもって、すみやか

にわれらを迎えてください。われらは、はなはだし

く低くされたからです。 9われらの救の神よ、み名

の栄光のためにわれらを助け、み名のためにわれら

を救い、われらの罪をおゆるしください。 10どうし

て異邦人は言うのでしょう、「彼らの神はどこにい

るのか」と。あなたのしもべらの流された血の報い

をわれらのまのあたりになして、異邦人に知らせて
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ください。 11捕われ人の嘆きをあなたのみ前にいた

らせ、あなたの大いなる力により、死に定められた

者を守りながらえさせてください。 12主よ、われら

の隣り人があなたをそしったそしりを七倍にして彼

らのふところに報い返してください。 13そうすれば

、あなたの民、あなたの牧の羊は、とこしえにあな

たに感謝し、世々あなたをほめたたえるでしょう。

80聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべにあ

わせてうたわせたアサフのあかしの歌 イスラエルの

牧者よ、羊の群れのようにヨセフを導かれる者よ、

耳を傾けてください。ケルビムの上に座せられる者

よ、光を放ってください。 2エフライム、ベニヤミ

ン、マナセの前にあなたの力を振り起し、来て、わ

れらをお救いください。 3神よ、われらをもとに返

し、み顔の光を照してください。そうすればわれら

は救をえるでしょう。 4万軍の神、主よ、いつまで

、その民の祈にむかってお怒りになるのですか。 5

あなたは涙のパンを彼らに食わせ、多くの涙を彼ら

に飲ませられました。 6あなたはわれらを隣り人の

あざけりとし、われらの敵はたがいにあざわらいま

した。 7万軍の神よ、われらをもとに返し、われら

の救われるため、み顔の光を照してください。 8あ

なたは、ぶどうの木をエジプトから携え出し、もろ

もろの国民を追い出して、これを植えられました。

9あなたはこれがために地を開かれたので、深く根ざ

して、国にはびこりました。 10山々はその影でおお

われ、神の香柏はその枝でおおわれました。 11これ

はその枝を海にまでのべ、その若枝を大川にまでの

べました。 12あなたは何ゆえ、そのかきをくずして
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道ゆくすべての人にその実を摘み取らせられるので

すか。 13林のいのししはこれを荒し、野のすべての

獣はこれを食べます。 14万軍の神よ、再び天から見

おろして、このぶどうの木をかえりみてください。

15あなたの右の手の植えられた幹と、みずからのた

めに強くされた枝とをかえりみてください。 16彼ら

は火をもってこれを焼き、これを切り倒しました。

彼らをみ顔のとがめによって滅ぼしてください。 17

しかしあなたの手をその右の手の人の上におき、み

ずからのために強くされた人の子の上においてくだ

さい。 18そうすれば、われらはあなたを離れ退くこ

とはありません。われらを生かしてください。われ

らはあなたのみ名を呼びます。 19万軍の神、主よ、

われらをもとに返し、み顔の光を照してください。

そうすればわれらは救をえるでしょう。

81聖歌隊の指揮者によってギテトのしらべにあわ

せてうたわせたアサフの歌 われらの力なる神にむか

って高らかに歌え。ヤコブの神にむかって喜びの声

をあげよ。 2歌をうたい、鼓を打て。良い音の琴と

立琴とをかきならせ。 3新月と満月とわれらの祭の

日とにラッパを吹きならせ。 4これはイスラエルの

定め、ヤコブの神のおきてである。 5神が出てエジ

プトの国を攻められたとき、ヨセフのなかにこれを

立てて、あかしとされた。わたしはかしこでまだ知

らなかった言葉を聞いた、 6「わたしはあなたの肩

から重荷をのぞき、あなたの手をかごから免れさせ

た。 7あなたが悩んだとき、呼ばわったのでわたし

はあなたを救った。わたしは雷の隠れた所で、あな

たに答え、メリバの水のほとりで、あなたを試みた
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。 (セラ) 8わが民よ、聞け、わたしはあなたに勧告

する。イスラエルよ、あなたがわたしに聞き従うこ

とを望む。 9あなたのうちに他の神があってはなら

ない。あなたは外国の神を拝んではならない。 10わ

たしはエジプトの国から、あなたをつれ出したあな

たの神、主である。あなたの口を広くあけよ、わた

しはそれを満たそう。 11しかしわが民はわたしの声

に聞き従わず、イスラエルはわたしを好まなかった

。 12それゆえ、わたしは彼らをそのかたくなな心に

まかせ、その思いのままに行くにまかせた。 13わた

しはわが民のわたしに聞き従い、イスラエルのわが

道に歩むことを欲する。 14わたしはすみやかに彼ら

の敵を従え、わが手を彼らのあだに向けよう。 15主

を憎む者も彼らに恐れ従い、彼らの時はとこしえに

続くであろう。 16わたしは麦の最も良いものをもっ

てあなたを養い、岩から出た蜜をもってあなたを飽

かせるであろう」。

82アサフの歌神は神の会議のなかに立たれる。神

は神々のなかで、さばきを行われる。 2「あなたが

たはいつまで不正なさばきをなし、悪しき者に好意

を示すのか。 (セラ) 3弱い者と、みなしごとを公平

に扱い、苦しむ者と乏しい者の権利を擁護せよ。 4

弱い者と貧しい者を救い、彼らを悪しき者の手から

助け出せ」。 5彼らは知ることなく、悟ることもな

くて、暗き中をさまよう。地のもろもろの基はゆり

動いた。 6わたしは言う、「あなたがたは神だ、あ

なたがたは皆いと高き者の子だ。 7しかし、あなた

がたは人のように死に、もろもろの君のひとりのよ

うに倒れるであろう」。 8神よ、起きて、地をさば
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いてください。すべての国民はあなたのものだから

です。

83アサフの歌、さんび神よ、沈黙を守らないでく

ださい。神よ、何も言わずに、黙っていないでくだ

さい。 2見よ、あなたの敵は騒ぎたち、あなたを憎

む者は頭をあげました。 3彼らはあなたの民にむか

って巧みなはかりごとをめぐらし、あなたの保護さ

れる者にむかって相ともに計ります。 4彼らは言い

ます、「さあ、彼らを断ち滅ぼして国を立てさせず

、イスラエルの名をふたたび思い出させないように

しよう」。 5彼らは心をひとつにして共にはかり、

あなたに逆らって契約を結びます。 6すなわちエド

ムの天幕に住む者とイシマエルびと、モアブとハガ

ルびと、 7ゲバルとアンモンとアマレク、ペリシテ

とツロの住民などです。 8アッスリヤもまた彼らに

くみしました。彼らはロトの子孫を助けました。

(セラ) 9あなたがミデアンにされたように、キショ

ン川でシセラとヤビンにされたように、彼らにして

ください。 10彼らはエンドルで滅ぼされ、地のため

に肥料となりました。 11彼らの貴人をオレブとゼエ

ブのように、そのすべての君たちをゼバとザルムン

ナのようにしてください。 12彼らは言いました、「

われらは神の牧場を獲て、われらの所有にしよう」

と。 13わが神よ、彼らを巻きあげられるちりのよう

に、風の前のもみがらのようにしてください。 14林

を焼く火のように、山を燃やす炎のように、 15あな

たのはやてをもって彼らを追い、つむじかぜをもっ

て彼らを恐れさせてください。 16彼らの顔に恥を満

たしてください。主よ、そうすれば彼らはあなたの
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名を求めるでしょう。 17彼らをとこしえに恥じ恐れ

させ、あわて惑って滅びうせさせてください。 18主

という名をおもちになるあなたのみ、全地をしろし

めすいと高き者であることを彼らに知らせてくださ

い。

84聖歌隊の指揮者によってギテトのしらべにあわ

せてうたわせたコラの子の歌 万軍の主よ、あなたの

すまいはいかに麗しいことでしょう。 2わが魂は絶

えいるばかりに主の大庭を慕い、わが心とわが身は

生ける神にむかって喜び歌います。 3すずめがすみ

かを得、つばめがそのひなをいれる巣を得るように

、万軍の主、わが王、わが神よ、あなたの祭壇のか

たわらにわがすまいを得させてください。 4あなた

の家に住み、常にあなたをほめたたえる人はさいわ

いです。 (セラ) 5その力があなたにあり、その心が

シオンの大路にある人はさいわいです。 6彼らはバ

カの谷を通っても、そこを泉のある所とします。ま

た前の雨は池をもってそこをおおいます。 7彼らは

力から力に進み、シオンにおいて神々の神にまみえ

るでしょう。 8万軍の神、主よ、わが祈をおききく

ださい。ヤコブの神よ、耳を傾けてください。(セ

ラ) 9神よ、われらの盾をみそなわし、あなたの油そ

そがれた者の顔をかえりみてください。 10あなたの

大庭にいる一日は、よそにいる千日にもまさるので

す。わたしは悪の天幕にいるよりは、むしろ、わが

神の家の門守となることを願います。 11主なる神は

日です、盾です。主は恵みと誉とを与え、直く歩む

者に良い物を拒まれることはありません。 12万軍の

主よ、あなたに信頼する人はさいわいです。
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85聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子の

歌 主よ、あなたはみ国にめぐみを示し、ヤコブの繁

栄を回復されました。 2あなたはその民の不義をゆ

るし、彼らの罪をことごとくおおわれました。(セ

ラ) 3あなたはすべての怒りを捨て、激しい憤りを遠

ざけられました。 4われらの救の神よ、われらを回

復し、われらに対するあなたの憤りをおやめくださ

い。 5あなたはとこしえにわれらを怒り、よろずよ

まで、あなたの怒りを延ばされるのですか。 6あな

たの民が、あなたによって喜びを得るため、われら

を再び生かされないのですか。 7主よ、あなたのい

つくしみをわれらに示し、あなたの救をわれらに与

えてください。 8わたしは主なる神の語られること

を聞きましょう。主はその民、その聖徒、ならびに

その心を主に向ける者に、平和を語られるからです

。 9まことに、その救は神を恐れる者に近く、その

栄光はわれらの国にとどまるでしょう。 10いつくし

みと、まこととは共に会い、義と平和とは互に口づ

けし、 11まことは地からはえ、義は天から見おろす

でしょう。 12主が良い物を与えられるので、われら

の国はその産物を出し、 13義は主のみ前に行き、そ

の足跡を道とするでしょう。

86ダビデの祈主よ、あなたの耳を傾けて、わたし

にお答えください。わたしは苦しみかつ乏しいから

です。 2わたしのいのちをお守りください。わたし

は神を敬う者だからです。あなたに信頼するあなた

のしもべをお救いください。あなたはわたしの神で

す。 3主よ、わたしをあわれんでください。わたし

はひねもすあなたに呼ばわります。 4あなたのしも
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べの魂を喜ばせてください。主よ、わが魂はあなた

を仰ぎ望みます。 5主よ、あなたは恵みふかく、寛

容であって、あなたに呼ばわるすべての者にいつく

しみを豊かに施されます。 6主よ、わたしの祈に耳

を傾け、わたしの願いの声をお聞きください。 7わ

たしの悩みの日にわたしはあなたに呼ばわります。

あなたはわたしに答えられるからです。 8主よ、も

ろもろの神のうちにあなたに等しい者はなく、また

、あなたのみわざに等しいものはありません。 9主

よ、あなたが造られたすべての国民はあなたの前に

来て、伏し拝み、み名をあがめるでしょう。 10あな

たは大いなる神で、くすしきみわざをなされます。

ただあなたのみ、神でいらせられます。 11主よ、あ

なたの道をわたしに教えてください。わたしはあな

たの真理に歩みます。心をひとつにしてみ名を恐れ

させてください。 12わが神、主よ、わたしは心をつ

くしてあなたに感謝し、とこしえに、み名をあがめ

るでしょう。 13わたしに示されたあなたのいつくし

みは大きく、わが魂を陰府の深い所から助け出され

たからです。 (Sheol h7585) 14神よ、高ぶる者はわたし

に逆らって起り、荒ぶる者の群れはわたしのいのち

を求め、彼らは自分の前にあなたを置くことをしま

せん。 15しかし主よ、あなたはあわれみと恵みに富

み、怒りをおそくし、いつくしみと、まこととに豊

かな神でいらせられます。 16わたしをかえりみ、わ

たしをあわれみ、あなたのしもべにみ力を与え、あ

なたのはしための子をお救いください。 17わたしに

、あなたの恵みのしるしをあらわしてください。そ

うすれば、わたしを憎む者どもはわたしを見て恥じ
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るでしょう。主よ、あなたはわたしを助け、わたし

を慰められたからです。

87コラの子の歌、さんび主が基をすえられた都は

聖なる山の上に立つ。 2主はヤコブのすべてのすま

いにまさって、シオンのもろもろの門を愛される。

3神の都よ、あなたについて、もろもろの栄光ある事

が語られる。 (セラ) 4わたしはラハブとバビロンを

わたしを知る者のうちに挙げる。ペリシテ、ツロ、

またエチオピヤを見よ。「この者はかしこに生れた

」と言われる。 5しかしシオンについては「この者

も、かの者もその中に生れた」と言われる。いと高

き者みずからシオンを堅く立てられるからである。

6主がもろもろの民を登録されるとき、「この者はか

しこに生れた」としるされる。 (セラ) 7歌う者と踊

る者はみな言う、「わがもろもろの泉はあなたのう

ちにある」と。

88聖歌隊の指揮者によってマハラテ・レアノテの

しらべにあわせてうたわせたコラの子の歌、さんび

。エズラびとヘマンのマスキールの歌 わが神、主よ

、わたしは昼、助けを呼び求め、夜、み前に叫び求

めます。 2わたしの祈をみ前にいたらせ、わたしの

叫びに耳を傾けてください。 3わたしの魂は悩みに

満ち、わたしのいのちは陰府に近づきます。 (Sheol

h7585) 4わたしは穴に下る者のうちに数えられ、力の

ない人のようになりました。 5すなわち死人のうち

に捨てられた者のように、墓に横たわる殺された者

のように、あなたが再び心にとめられない者のよう

になりました。彼らはあなたのみ手から断ち滅ぼさ

れた者です。 6あなたはわたしを深い穴、暗い所、
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深い淵に置かれました。 7あなたの怒りはわたしの

上に重く、あなたはもろもろの波をもってわたしを

苦しめられました。 (セラ) 8あなたはわが知り人を

わたしから遠ざけ、わたしを彼らの忌みきらう者と

されました。わたしは閉じこめられて、のがれるこ

とはできません。 9わたしの目は悲しみによって衰

えました。主よ、わたしは日ごとにあなたを呼び、

あなたにむかってわが両手を伸べました。 10あなた

は死んだ者のために奇跡を行われるでしょうか。な

き人のたましいは起きあがってあなたをほめたたえ

るでしょうか。 (セラ) 11あなたのいつくしみは墓の

なかに、あなたのまことは滅びのなかに、宣べ伝え

られるでしょうか。 12あなたの奇跡は暗やみに、あ

なたの義は忘れの国に知られるでしょうか。 13しか

し主よ、わたしはあなたに呼ばわります。あしたに

、わが祈をあなたのみ前にささげます。 14主よ、な

ぜ、あなたはわたしを捨てられるのですか。なぜ、

わたしにみ顔を隠されるのですか。 15わたしは若い

時から苦しんで死ぬばかりです。あなたの脅しにあ

って衰えはてました。 16あなたの激しい怒りがわた

しを襲い、あなたの恐ろしい脅しがわたしを滅ぼし

ました。 17これらの事がひねもす大水のようにわた

しをめぐり、わたしを全く取り巻きました。 18あな

たは愛する者と友とをわたしから遠ざけ、わたしの

知り人を暗やみにおかれました。

89エズラびとエタンのマスキールの歌主よ、わた

しはとこしえにあなたのいつくしみを歌い、わたし

の口をもってあなたのまことをよろずよに告げ知ら

せます。 2あなたのいつくしみはとこしえに堅く立
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ち、あなたのまことは天のようにゆるぐことはあり

ません。 3あなたは言われました、「わたしはわた

しの選んだ者と契約を結び、わたしのしもべダビデ

に誓った、 4『わたしはあなたの子孫をとこしえに

堅くし、あなたの王座を建てて、よろずよに至らせ

る』」。 (セラ) 5主よ、もろもろの天にあなたのく

すしきみわざをほめたたえさせ、聖なる者のつどい

で、あなたのまことをほめたたえさせてください。

6大空のうちに、だれか主と並ぶものがあるでしょう

か。神の子らのうちに、だれか主のような者がある

でしょうか。 7主は聖なる者の会議において恐るべ

き神、そのまわりにあるすべての者にまさって大い

なる恐るべき者です。 8万軍の神、主よ、主よ、だ

れかあなたのように大能のある者があるでしょうか

。あなたのまことは、あなたをめぐっています。 9

あなたは海の荒れるのを治め、その波の起るとき、

これを静められます。 10あなたはラハブを、殺され

た者のように打ち砕き、あなたの敵を力ある腕をも

って散らされました。 11もろもろの天はあなたのも

の、地もまたあなたのもの、世界とその中にあるも

のとはあなたがその基をおかれたものです。 12北と

南はあなたがこれを造られました。タボルとヘルモ

ンは、み名を喜び歌います。 13あなたは大能の腕を

もたれます。あなたの手は強く、あなたの右の手は

高く、 14義と公平はあなたのみくらの基、いつくし

みと、まことはあなたの前に行きます。 15祭の日の

喜びの声を知る民はさいわいです。主よ、彼らはみ

顔の光のなかを歩み、 16ひねもす、み名によって喜

び、あなたの義をほめたたえます。 17あなたは彼ら



詩篇 1369

の力の栄光だからです。われらの角はあなたの恵み

によって高くあげられるでしょう。 18われらの盾は

主に属し、われらの王はイスラエルの聖者に属しま

す。 19昔あなたは幻をもってあなたの聖徒に告げて

言われました、「わたしは勇士に栄冠を授け、民の

中から選ばれた者を高くあげた。 20わたしはわがし

もべダビデを得て、これにわが聖なる油をそそいだ

。 21わが手は常に彼と共にあり、わが腕はまた彼を

強くする。 22敵は彼をだますことなく、悪しき者は

彼を卑しめることはない。 23わたしは彼の前にもろ

もろのあだを打ち滅ぼし、彼を憎む者どもを打ち倒

す。 24わがまことと、わがいつくしみは彼と共にあ

り、わが名によって彼の角は高くあげられる。 25わ

たしは彼の手を海の上におき、彼の右の手を川の上

におく。 26彼はわたしにむかい『あなたはわが父、

わが神、わが救の岩』と呼ぶであろう。 27わたしは

また彼をわがういごとし、地の王たちのうちの最も

高い者とする。 28わたしはとこしえに、わがいつく

しみを彼のために保ち、わが契約は彼のために堅く

立つ。 29わたしは彼の家系をとこしえに堅く定め、

その位を天の日数のようにながらえさせる。 30もし

その子孫がわがおきてを捨て、わがさばきに従って

歩まないならば、 31もし彼らがわが定めを犯し、わ

が戒めを守らないならば、 32わたしはつえをもって

彼らのとがを罰し、むちをもって彼らの不義を罰す

る。 33しかし、わたしはわがいつくしみを彼から取

り去ることなく、わがまことにそむくことはない。

34わたしはわが契約を破ることなく、わがくちびる

から出た言葉を変えることはない。 35わたしはひと
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たびわが聖によって誓った。わたしはダビデに偽り

を言わない。 36彼の家系はとこしえに続き、彼の位

は太陽のように常にわたしの前にある。 37また月の

ようにとこしえに堅く定められ、大空の続くかぎり

堅く立つ」。 (セラ) 38しかしあなたは、あなたの油

そそがれた者を捨ててしりぞけ、彼に対して激しく

怒られました。 39あなたはそのしもべとの契約を廃

棄し、彼の冠を地になげうって、けがされました。

40あなたはその城壁をことごとくこわし、そのとり

でを荒れすたれさせられました。 41そこを通り過ぎ

る者は皆彼をかすめ、彼はその隣り人のあざけりと

なりました。 42あなたは彼のあだの右の手を高くあ

げ、そのもろもろの敵を喜ばせられました。 43まこ

とに、あなたは彼のつるぎの刃をかえして、彼を戦

いに立たせられなかったのです。 44あなたは彼の手

から王のつえを取り去り、その王座を地に投げすて

られました。 45あなたは彼の若き日をちぢめ、恥を

もって彼をおおわれました。 (セラ) 46主よ、いつ

までなのですか。とこしえにお隠れになるのですか

。あなたの怒りはいつまで火のように燃えるのです

か。 47主よ、人のいのちの、いかに短く、すべての

人の子を、いかにはかなく造られたかを、みこころ

にとめてください。 48だれか生きて死を見ず、その

魂を陰府の力から救いうるものがあるでしょうか。

(セラ) (Sheol h7585) 49主よ、あなたがまことをもって

ダビデに誓われた昔のいつくしみはどこにあります

か。 51主よ、あなたのしもべがうけるはずかしめを

みこころにとめてください。主よ、あなたのもろも

ろの敵はわたしをそしり、あなたの油そそがれた者
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の足跡をそしります。わたしはもろもろの民のそし

りをわたしのふところにいだいているのです。 52主

はとこしえにほむべきかな。アァメン、アァメン。

90神の人モーセの祈主よ、あなたは世々われらの

すみかでいらせられる。 2山がまだ生れず、あなた

がまだ地と世界とを造られなかったとき、とこしえ

からとこしえまで、あなたは神でいらせられる。 3

あなたは人をちりに帰らせて言われます、「人の子

よ、帰れ」と。 4あなたの目の前には千年も過ぎ去

ればきのうのごとく、夜の間のひと時のようです。

5あなたは人を大水のように流れ去らせられます。彼

らはひと夜の夢のごとく、あしたにもえでる青草の

ようです。 6あしたにもえでて、栄えるが、夕べに

は、しおれて枯れるのです。 7われらはあなたの怒

りによって消えうせ、あなたの憤りによって滅び去

るのです。 8あなたはわれらの不義をみ前におき、

われらの隠れた罪をみ顔の光のなかにおかれました

。 9われらのすべての日は、あなたの怒りによって

過ぎ去り、われらの年の尽きるのは、ひと息のよう

です。 10われらのよわいは七十年にすぎません。あ

るいは健やかであっても八十年でしょう。しかしそ

の一生はただ、ほねおりと悩みであって、その過ぎ

ゆくことは速く、われらは飛び去るのです。 11だれ

があなたの怒りの力を知るでしょうか。だれがあな

たをおそれる恐れにしたがってあなたの憤りを知る

でしょうか。 12われらにおのが日を数えることを教

えて、知恵の心を得させてください。 13主よ、み心

を変えてください。いつまでお怒りになるのですか

。あなたのしもべをあわれんでください。 14あした
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に、あなたのいつくしみをもってわれらを飽き足ら

せ、世を終るまで喜び楽しませてください。 15あな

たがわれらを苦しめられた多くの日と、われらが災

にあった多くの年とに比べて、われらを楽しませて

ください。 16あなたのみわざを、あなたのしもべら

に、あなたの栄光を、その子らにあらわしてくださ

い。 17われらの神、主の恵みを、われらの上にくだ

し、われらの手のわざを、われらの上に栄えさせて

ください。われらの手のわざを栄えさせてください

。

91いと高き者のもとにある隠れ場に住む人、全能

者の陰にやどる人は 2主に言うであろう、「わが避

け所、わが城、わが信頼しまつるわが神」と。 3主

はあなたをかりゅうどのわなと、恐ろしい疫病から

助け出されるからである。 4主はその羽をもって、

あなたをおおわれる。あなたはその翼の下に避け所

を得るであろう。そのまことは大盾、また小盾であ

る。 5あなたは夜の恐ろしい物をも、昼に飛んでく

る矢をも恐れることはない。 6また暗やみに歩きま

わる疫病をも、真昼に荒す滅びをも恐れることはな

い。 7たとい千人はあなたのかたわらに倒れ、万人

はあなたの右に倒れても、その災はあなたに近づく

ことはない。 8あなたはただ、その目をもって見、

悪しき者の報いを見るだけである。 9あなたは主を

避け所とし、いと高き者をすまいとしたので、 10災

はあなたに臨まず、悩みはあなたの天幕に近づくこ

とはない。 11これは主があなたのために天使たちに

命じて、あなたの歩むすべての道であなたを守らせ

られるからである。 12彼らはその手で、あなたをさ
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さえ、石に足を打ちつけることのないようにする。

13あなたはししと、まむしとを踏み、若いししと、

へびとを足の下に踏みにじるであろう。 14彼はわた

しを愛して離れないゆえに、わたしは彼を助けよう

。彼はわが名を知るゆえに、わたしは彼を守る。 15

彼がわたしを呼ぶとき、わたしは彼に答える。わた

しは彼の悩みのときに、共にいて、彼を救い、彼に

光栄を与えよう。 16わたしは長寿をもって彼を満ち

足らせ、わが救を彼に示すであろう。

92安息日の歌、さんびいと高き者よ、主に感謝し

、み名をほめたたえるのは、よいことです。 2あし

たに、あなたのいつくしみをあらわし、夜な夜な、

あなたのまことをあらわすために、 3十弦の楽器と

立琴を用い、琴のたえなる調べを用いるのは、よい

ことです。 4主よ、あなたはみわざをもってわたし

を楽しませられました。わたしはあなたのみ手のわ

ざを喜び歌います。 5主よ、あなたのみわざはいか

に大いなることでしょう。あなたのもろもろの思い

は、いとも深く、 6鈍い者は知ることができず、愚

かな者はこれを悟ることができません。 7たとい、

悪しき者は草のようにもえいで、不義を行う者はこ

とごとく栄えても、彼らはとこしえに滅びに定めら

れているのです。 8しかし、主よ、あなたはとこし

えに高き所にいらせられます。 9主よ、あなたの敵

、あなたの敵は滅び、不義を行う者はことごとく散

らされるでしょう。 10しかし、あなたはわたしの角

を野牛の角のように高くあげ、新しい油をわたしに

注がれました。 11わたしの目はわが敵の没落を見、

わたしの耳はわたしを攻める悪者どもの破滅を聞き
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ました。 12正しい者はなつめやしの木のように栄え

、レバノンの香柏のように育ちます。 13彼らは主の

家に植えられ、われらの神の大庭に栄えます。 14彼

らは年老いてなお実を結び、いつも生気に満ち、青

々として、 15主の正しいことを示すでしょう。主は

わが岩です。主には少しの不義もありません。

93主は王となり、威光の衣をまとわれます。主は

衣をまとい、力をもって帯とされます。まことに、

世界は堅く立って、動かされることはありません。

2あなたの位はいにしえより堅く立ち、あなたはとこ

しえよりいらせられます。 3主よ、大水は声をあげ

ました。大水はその声をあげました。大水はそのと

どろく声をあげます。 4主は高き所にいらせられて

、その勢いは多くの水のとどろきにまさり、海の大

波にまさって盛んです。 5あなたのあかしはいとも

確かです。主よ、聖なることはとこしえまでもあな

たの家にふさわしいのです。

94あだを報いられる神、主よ、あだを報いられる

神よ、光を放ってください。 2地をさばかれる者よ

、立って高ぶる者にその受くべき罰をお与えくださ

い。 3主よ、悪しき者はいつまで、悪しき者はいつ

まで勝ち誇るでしょうか。 4彼らは高慢な言葉を吐

き散らし、すべて不義を行う者はみずから高ぶりま

す。 5主よ、彼らはあなたの民を打ち砕き、あなた

の嗣業を苦しめます。 6彼らはやもめと旅びとのい

のちをうばい、みなしごを殺します。 7彼らは言い

ます、「主は見ない、ヤコブの神は悟らない」と。

8民のうちの鈍き者よ、悟れ。愚かな者よ、いつ賢く

なるだろうか。 9耳を植えた者は聞くことをしない
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だろうか、目を造った者は見ることをしないだろう

か。 10もろもろの国民を懲らす者は罰することをし

ないだろうか、人を教える者は知識をもたないだろ

うか。 11主は人の思いの、むなしいことを知られる

。 12主よ、あなたによって懲らされる人、あなたの

おきてを教えられる人はさいわいです。 13あなたは

その人を災の日からのがれさせ、悪しき者のために

穴が掘られるまでその人に平安を与えられます。 14

主はその民を捨てず、その嗣業を見捨てられないか

らです。 15さばきは正義に帰り、すべて心の正しい

者はそれに従うでしょう。 16だれがわたしのために

立ちあがって、悪しき者を責めるだろうか。だれが

わたしのために立って、不義を行う者を責めるだろ

うか。 17もしも主がわたしを助けられなかったなら

ば、わが魂はとくに音なき所に住んだであろう。 18

しかし「わたしの足がすべる」と思ったとき、主よ

、あなたのいつくしみはわたしをささえられました

。 19わたしのうちに思い煩いの満ちるとき、あなた

の慰めはわが魂を喜ばせます。 20定めをもって危害

をたくらむ悪しき支配者はあなたと親しむことがで

きるでしょうか。 21彼らは相結んで正しい人の魂を

責め、罪のない者に死を宣告します。 22しかし主は

わが高きやぐらとなり、わが神はわが避け所の岩と

なられました。 23主は彼らの不義を彼らに報い、彼

らをその悪のゆえに滅ぼされます。われらの神、主

は彼らを滅ぼされます。

95さあ、われらは主にむかって歌い、われらの救

の岩にむかって喜ばしい声をあげよう。 2われらは

感謝をもって、み前に行き、主にむかい、さんびの
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歌をもって、喜ばしい声をあげよう。 3主は大いな

る神、すべての神にまさって大いなる王だからであ

る。 4地の深い所は主のみ手にあり、山々の頂もま

た主のものである。 5海は主のもの、主はこれを造

られた。またそのみ手はかわいた地を造られた。 6

さあ、われらは拝み、ひれ伏し、われらの造り主、

主のみ前にひざまずこう。 7主はわれらの神であり

、われらはその牧の民、そのみ手の羊である。どう

か、あなたがたは、きょう、そのみ声を聞くように

。 8あなたがたは、メリバにいた時のように、また

荒野のマッサにいた日のように、心をかたくなにし

てはならない。 9あの時、あなたがたの先祖たちは

わたしのわざを見たにもかかわらず、わたしを試み

、わたしをためした。 10わたしは四十年の間、その

代をきらって言った、「彼らは心の誤っている民で

あって、わたしの道を知らない」と。 11それゆえ、

わたしは憤って、彼らはわが安息に入ることができ

ないと誓った。

96新しい歌を主にむかってうたえ。全地よ、主に

むかってうたえ。 2主にむかって歌い、そのみ名を

ほめよ。日ごとにその救を宣べ伝えよ。 3もろもろ

の国の中にその栄光をあらわし、もろもろの民の中

にそのくすしきみわざをあらわせ。 4主は大いなる

神であって、いともほめたたうべきもの、もろもろ

の神にまさって恐るべき者である。 5もろもろの民

のすべての神はむなしい。しかし主はもろもろの天

を造られた。 6誉と、威厳とはそのみ前にあり、力

と、うるわしさとはその聖所にある。 7もろもろの

民のやからよ、主に帰せよ、栄光と力とを主に帰せ
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よ。 8そのみ名にふさわしい栄光を主に帰せよ。供

え物を携えてその大庭にきたれ。 9聖なる装いをし

て主を拝め、全地よ、そのみ前におののけ。 10もろ

もろの国民の中に言え、「主は王となられた。世界

は堅く立って、動かされることはない。主は公平を

もってもろもろの民をさばかれる」と。 11天は喜び

、地は楽しみ、海とその中に満ちるものとは鳴りど

よめき、 12田畑とその中のすべての物は大いに喜べ

。そのとき、林のもろもろの木も主のみ前に喜び歌

うであろう。 13主は来られる、地をさばくために来

られる。主は義をもって世界をさばき、まことをも

ってもろもろの民をさばかれる。

97主は王となられた。地は楽しみ、海に沿った多

くの国々は喜べ。 2雲と暗やみとはそのまわりにあ

り、義と正とはそのみくらの基である。 3火はその

み前に行き、そのまわりのあだを焼きつくす。 4主

のいなずまは世界を照し、地は見ておののく。 5も

ろもろの山は主のみ前に、全地の主のみ前に、ろう

のように溶けた。 6もろもろの天はその義をあらわ

し、よろずの民はその栄光を見た。 7すべて刻んだ

像を拝む者、むなしい偶像をもってみずから誇る者

ははずかしめをうける。もろもろの神は主のみ前に

ひれ伏す。 8主よ、あなたのさばきのゆえに、シオ

ンは聞いて喜び、ユダの娘たちは楽しむ。 9主よ、

あなたは全地の上にいまして、いと高く、もろもろ

の神にまさって大いにあがめられます。 10主は悪を

憎む者を愛し、その聖徒のいのちを守り、これを悪

しき者の手から助け出される。 11光は正しい人のた

めに現れ、喜びは心の正しい者のためにあらわれる
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。 12正しき人よ、主によって喜べ、その聖なるみ名

に感謝せよ。

98歌新しき歌を主にむかってうたえ。主はくすし

きみわざをなされたからである。その右の手と聖な

る腕とは、おのれのために勝利を得られた。 2主は

その勝利を知らせ、その義をもろもろの国民の前に

あらわされた。 3主はそのいつくしみと、まことと

をイスラエルの家にむかって覚えられた。地のもろ

もろのはては、われらの神の勝利を見た。 4全地よ

、主にむかって喜ばしき声をあげよ。声を放って喜

び歌え、ほめうたえ。 5琴をもって主をほめうたえ

。琴と歌の声をもってほめうたえ。 6ラッパと角笛

の音をもって王なる主の前に喜ばしき声をあげよ。

7海とその中に満ちるもの、世界とそのうちに住む者

とは鳴りどよめけ。 8大水はその手を打ち、もろも

ろの山は共に主のみ前に喜び歌え。 9主は地をさば

くために来られるからである。主は義をもって世界

をさばき、公平をもってもろもろの民をさばかれる

。

99主は王となられた。もろもろの民はおののけ。

主はケルビムの上に座せられる。地は震えよ。 2主

はシオンにおられて大いなる神、主はもろもろの民

の上に高くいらせられる。 3彼らはあなたの大いな

る恐るべきみ名をほめたたえるであろう。主は聖で

いらせられる。 4大能の王であり、公義を愛する者

であるあなたは堅く公平を立て、ヤコブの中に正と

義とを行われた。 5われらの神、主をあがめ、その

足台のもとで拝みまつれ。主は聖でいらせられる。

6その祭司の中にモーセとアロンとがあった。そのみ
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名を呼ぶ者の中にサムエルもあった。彼らが主に呼

ばわると、主は答えられた。 7主は雲の柱のうちで

彼らに語られた。彼らはそのあかしと、彼らに賜わ

った定めとを守った。 8われらの神、主よ、あなた

は彼らに答えられた。あなたは彼らにゆるしを与え

られた神であったが、悪を行う者には報復された。

9われらの神、主をあがめ、その聖なる山で拝みまつ

れ。われらの神、主は聖でいらせられるからである

。

100感謝の供え物のための歌全地よ、主にむかっ

て喜ばしき声をあげよ。 2喜びをもって主に仕えよ

。歌いつつ、そのみ前にきたれ。 3主こそ神である

ことを知れ。われらを造られたものは主であって、

われらは主のものである。われらはその民、その牧

の羊である。 4感謝しつつ、その門に入り、ほめた

たえつつ、その大庭に入れ。主に感謝し、そのみ名

をほめまつれ。 5主は恵みふかく、そのいつくしみ

はかぎりなく、そのまことはよろず代に及ぶからで

ある。

101ダビデの歌わたしはいつくしみと公義につい

て歌います。主よ、わたしはあなたにむかって歌い

ます。 2わたしは全き道に心をとめます。あなたは

いつ、わたしに来られるでしょうか。わたしは直き

心をもって、わが家のうちを歩みます。 3わたしは

目の前に卑しい事を置きません。わたしはそむく者

の行いを憎みます。それはわたしに付きまといませ

ん。 4ひがんだ心はわたしを離れるでしょう。わた

しは悪い事を知りません。 5ひそかに、その隣り人

をそしる者をわたしは滅ぼします。高ぶる目と高慢
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な心の人を耐え忍ぶ事はできません。 6わたしは国

のうちの忠信な者に好意を寄せ、わたしと共に住ま

わせます。全き道を歩む者はわたしに仕えるでしょ

う。 7欺くことをする者はわが家のうちに住むこと

ができません。偽りを言う者はわが目の前に立つこ

とができません。 8わたしは朝ごとに国の悪しき者

をことごとく滅ぼし、不義を行う者をことごとく主

の都から断ち除きます。

102苦しむ者が思いくずおれてその嘆きを主のみ前

に注ぎ出すときの祈 主よ、わたしの祈をお聞きくだ

さい。わたしの叫びをみ前に至らせてください。 2

わたしの悩みの日にみ顔を隠すことなく、あなたの

耳をわたしに傾け、わが呼ばわる日に、すみやかに

お答えください。 3わたしの日は煙のように消え、

わたしの骨は炉のように燃えるからです。 4わたし

の心は草のように撃たれて、しおれました。わたし

はパンを食べることを忘れました。 5わが嘆きの声

によってわたしの骨はわたしの肉に着きます。 6わ

たしは荒野のはげたかのごとく、荒れた跡のふくろ

うのようです。 7わたしは眠らずに屋根にひとりい

るすずめのようです。 8わたしの敵はひねもす、わ

たしをそしり、わたしをあざける者はわが名によっ

てのろいます。 9わたしは灰をパンのように食べ、

わたしの飲み物に涙を交えました。 10これはあなた

の憤りと怒りのゆえです。あなたはわたしをもたげ

て投げすてられました。 11わたしのよわいは夕暮の

日影のようです。わたしは草のようにしおれました

。 12しかし主よ、あなたはとこしえにみくらに座し

、そのみ名はよろず代に及びます。 13あなたは立っ
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てシオンをあわれまれるでしょう。これはシオンを

恵まれる時であり、定まった時が来たからです。 14

あなたのしもべはシオンの石をも喜び、そのちりを

さえあわれむのです。 15もろもろの国民は主のみ名

を恐れ、地のもろもろの王はあなたの栄光を恐れる

でしょう。 16主はシオンを築き、その栄光をもって

現れ、 17乏しい者の祈をかえりみ、彼らの願いをか

ろしめられないからです。 18きたるべき代のために

、この事を書きしるしましょう。そうすれば新しく

造られる民は、主をほめたたえるでしょう。 19主は

その聖なる高き所から見おろし、天から地を見られ

た。 20これは捕われ人の嘆きを聞き、死に定められ

た者を解き放ち、 21人々がシオンで主のみ名をあら

わし、エルサレムでその誉をあらわすためです。 22

その時もろもろの民、もろもろの国はともに集まっ

て、主に仕えるでしょう。 23主はわたしの力を中途

でくじき、わたしのよわいを短くされました。 24わ

たしは言いました、「わが神よ、どうか、わたしの

よわいの半ばでわたしを取り去らないでください。

あなたのよわいはよろず代に及びます」と。 25あな

たはいにしえ、地の基をすえられました。天もまた

あなたのみ手のわざです。 26これらは滅びるでしょ

う。しかしあなたは長らえられます。これらはみな

衣のように古びるでしょう。あなたがこれらを上着

のように替えられると、これらは過ぎ去ります。 27

しかしあなたは変ることなく、あなたのよわいは終

ることがありません。 28あなたのしもべの子らは安

らかに住み、その子孫はあなたの前に堅く立てられ

るでしょう。
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103ダビデの歌わがたましいよ、主をほめよ。わ

がうちなるすべてのものよ、その聖なるみ名をほめ

よ。 2わがたましいよ、主をほめよ。そのすべての

めぐみを心にとめよ。 3主はあなたのすべての不義

をゆるし、あなたのすべての病をいやし、 4あなた

のいのちを墓からあがないいだし、いつくしみと、

あわれみとをあなたにこうむらせ、 5あなたの生き

ながらえるかぎり、良き物をもってあなたを飽き足

らせられる。こうしてあなたは若返って、わしのよ

うに新たになる。 6主はすべてしえたげられる者の

ために正義と公正とを行われる。 7主はおのれの道

をモーセに知らせ、おのれのしわざをイスラエルの

人々に知らせられた。 8主はあわれみに富み、めぐ

みふかく、怒ること遅く、いつくしみ豊かでいらせ

られる。 9主は常に責めることをせず、また、とこ

しえに怒りをいだかれない。 10主はわれらの罪にし

たがってわれらをあしらわず、われらの不義にした

がって報いられない。 11天が地よりも高いように、

主がおのれを恐れる者に賜わるいつくしみは大きい

、 12東が西から遠いように、主はわれらのとがをわ

れらから遠ざけられる。 13父がその子供をあわれむ

ように、主はおのれを恐れる者をあわれまれる。 14

主はわれらの造られたさまを知り、われらのちりで

あることを覚えていられるからである。 15人は、そ

のよわいは草のごとく、その栄えは野の花にひとし

い。 16風がその上を過ぎると、うせて跡なく、その

場所にきいても、もはやそれを知らない。 17しかし

主のいつくしみは、とこしえからとこしえまで、主

を恐れる者の上にあり、その義は子らの子に及び、
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18その契約を守り、その命令を心にとめて行う者に

まで及ぶ。 19主はその玉座を天に堅くすえられ、そ

のまつりごとはすべての物を統べ治める。 20主の使

たちよ、そのみ言葉の声を聞いて、これを行う勇士

たちよ、主をほめまつれ。 21そのすべての万軍よ、

そのみこころを行うしもべたちよ、主をほめよ。 22

主が造られたすべての物よ、そのまつりごとの下に

あるすべての所で、主をほめよ。わがたましいよ、

主をほめよ。

104わがたましいよ、主をほめよ。わが神、主よ、

あなたはいとも大いにして誉と威厳とを着、 2光を

衣のようにまとい、天を幕のように張り、 3水の上

におのが高殿のうつばりをおき、雲をおのれのいく

さ車とし、風の翼に乗りあるき、 4風をおのれの使

者とし、火と炎をおのれのしもべとされる。 5あな

たは地をその基の上にすえて、とこしえに動くこと

のないようにされた。 6あなたはこれを衣でおおう

ように大水でおおわれた。水はたたえて山々の上を

越えた。 7あなたのとがめによって水は退き、あな

たの雷の声によって水は逃げ去った。 8山は立ちあ

がり、谷はあなたが定められた所に沈んだ。 9あな

たは水に境を定めて、これを越えさせず、再び地を

おおうことのないようにされた。 10あなたは泉を谷

にわき出させ、それを山々の間に流れさせ、 11野の

もろもろの獣に飲ませられる。野のろばもそのかわ

きをいやす。 12空の鳥もそのほとりに住み、こずえ

の間にさえずり歌う。 13あなたはその高殿からもろ

もろの山に水を注がれる。地はあなたのみわざの実

をもって満たされる。 14あなたは家畜のために草を
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はえさせ、また人のためにその栽培する植物を与え

て、地から食物を出させられる。 15すなわち人の心

を喜ばすぶどう酒、その顔をつややかにする油、人

の心を強くするパンなどである。 16主の木と、主が

お植えになったレバノンの香柏とは豊かに潤され、

17鳥はその中に巣をつくり、こうのとりはもみの木

をそのすまいとする。 18高き山はやぎのすまい、岩

は岩だぬきの隠れる所である。 19あなたは月を造っ

て季節を定められた。日はその入る時を知っている

。 20あなたは暗やみを造って夜とされた。その時、

林の獣は皆忍び出る。 21若きししはほえてえさを求

め、神に食物を求める。 22日が出ると退いて、その

穴に寝る。 23人は出てわざにつき、その勤労は夕べ

に及ぶ。 24主よ、あなたのみわざはいかに多いこと

であろう。あなたはこれらをみな知恵をもって造ら

れた。地はあなたの造られたもので満ちている。 25

かしこに大いなる広い海がある。その中に無数のも

の、大小の生き物が満ちている。 26そこに舟が走り

、あなたが造られたレビヤタンはその中に戯れる。

27彼らは皆あなたが時にしたがって食物をお与えに

なるのを期待している。 28あなたがお与えになると

、彼らはそれを集める。あなたが手を開かれると、

彼らは良い物で満たされる。 29あなたがみ顔を隠さ

れると、彼らはあわてふためく。あなたが彼らの息

を取り去られると、彼らは死んでちりに帰る。 30あ

なたが霊を送られると、彼らは造られる。あなたは

地のおもてを新たにされる。 31どうか、主の栄光が

とこしえにあるように。主がそのみわざを喜ばれる

ように。 32主が地を見られると、地は震い、山に触
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れられると、煙をいだす。 33わたしは生きるかぎり

、主にむかって歌い、ながらえる間はわが神をほめ

歌おう。 34どうか、わたしの思いが主に喜ばれるよ

うに。わたしは主によって喜ぶ。 35どうか、罪びと

が地から断ち滅ぼされ、悪しき者が、もはや、いな

くなるように。わがたましいよ、主をほめよ。主を

ほめたたえよ。

105主に感謝し、そのみ名を呼び、そのみわざをも

ろもろの民のなかに知らせよ。 2主にむかって歌え

、主をほめうたえ、そのすべてのくすしきみわざを

語れ。 3その聖なるみ名を誇れ。主を尋ね求める者

の心を喜ばせよ。 4主とそのみ力とを求めよ、つね

にそのみ顔を尋ねよ。 6そのしもべアブラハムの子

孫よ、その選ばれた者であるヤコブの子らよ、主の

なされたくすしきみわざと、その奇跡と、そのみ口

のさばきとを心にとめよ。 7彼はわれらの神、主で

いらせられる。そのさばきは全地にある。 8主はと

こしえに、その契約をみこころにとめられる。これ

はよろず代に命じられたみ言葉であって、 9アブラ

ハムと結ばれた契約、イサクに誓われた約束である

。 10主はこれを堅く立てて、ヤコブのために定めと

し、イスラエルのために、とこしえの契約として 11

言われた、「わたしはあなたにカナンの地を与えて

、あなたがたの受ける嗣業の分け前とする」と。 12

このとき彼らの数は少なくて、数えるに足らず、そ

の所で旅びととなり、 13この国からかの国へ行き、

この国から他の民へ行った。 14主は人の彼らをしえ

たげるのをゆるさず、彼らのために王たちを懲しめ

て、 15言われた、「わが油そそがれた者たちにさわ
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ってはならない、わが預言者たちに害を加えてはな

らない」と。 16主はききんを地に招き、人のつえと

するパンをことごとく砕かれた。 17また彼らの前に

ひとりをつかわされた。すなわち売られて奴隷とな

ったヨセフである。 18彼の足は足かせをもって痛め

られ、彼の首は鉄の首輪にはめられ、 19彼の言葉の

成る時まで、主のみ言葉が彼を試みた。 20王は人を

つかわして彼を解き放ち、民のつかさは彼に自由を

与えた。 21王はその家のつかさとしてその所有をこ

とごとくつかさどらせ、 22その心のままに君たちを

教えさせ、長老たちに知恵を授けさせた。 23その時

イスラエルはエジプトにきたり、ヤコブはハムの地

に寄留した。 24主はその民を大いに増し加え、これ

をそのあだよりも強くされた。 25主は人々の心をか

えて、その民を憎ませ、そのしもべたちを悪賢く扱

わせられた。 26主はそのしもべモーセと、そのお選

びになったアロンとをつかわされた。 27彼らはハム

の地で主のしるしと、奇跡とを彼らのうちにおこな

った。 28主は暗やみをつかわして地を暗くされた。

しかし彼らはそのみ言葉に従わなかった。 29主は彼

らの水を血に変らせて、その魚を殺された。 30彼ら

の国には、かえるが群がり、王の寝間にまではいっ

た。 31主が言われると、はえの群れがきたり、ぶよ

が国じゅうにあった。 32主は雨にかえて、ひょうを

彼らに与え、きらめくいなずまを彼らの国に放たれ

た。 33主は彼らのぶどうの木と、いちじくの木とを

撃ち、彼らの国のもろもろの木を折り砕かれた。 34

主が言われると、いなごがきたり、無数の若いいな

ごが来て、 35彼らの国のすべての青物を食いつくし
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、その地の実を食いつくした。 36主は彼らの国のす

べてのういごを撃ち、彼らのすべての力の初めを撃

たれた。 37そして金銀を携えてイスラエルを出て行

かせられた。その部族のうちに、ひとりの倒れる者

もなかった。 38エジプトは彼らの去るのを喜んだ。

彼らに対する恐れが彼らに臨んだからである。 39主

は雲をひろげておおいとし、夜は火をもって照され

た。 40また彼らの求めによって、うずらを飛びきた

らせ、天から、かてを豊かに彼らに与えられた。 41

主が岩を開かれると、水がほとばしり出て、かわい

た地に川のように流れた。 42これは主がその聖なる

約束と、そのしもべアブラハムを覚えられたからで

ある。 43こうして主はその民を導いて喜びつつ出て

行かせ、その選ばれた民を導いて歌いつつ出て行か

せられた。 44主はもろもろの国びとの地を彼らに与

えられたので、彼らはもろもろの民の勤労の実を自

分のものとした。 45これは彼らが主の定めを守り、

そのおきてを行うためである。主をほめたたえよ。

106主をほめたたえよ。主に感謝せよ、主は恵みふ

かく、そのいつくしみはとこしえに絶えることがな

い。 2だれが主の大能のみわざを語り、その誉をこ

とごとく言いあらわすことができようか。 3公正を

守る人々、常に正義を行う人はさいわいである。 4

主よ、あなたがその民を恵まれるとき、わたしを覚

えてください。あなたが彼らを救われるとき、わた

しを助けてください。 5そうすれば、わたしはあな

たの選ばれた者の繁栄を見、あなたの国民の喜びを

よろこび、あなたの嗣業と共に誇ることができるで

しょう。 6われらは先祖たちと同じく罪を犯した。
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われらは不義をなし、悪しきことを行った。 7われ

らの先祖たちはエジプトにいたとき、あなたのくす

しきみわざに心を留めず、あなたのいつくしみの豊

かなのを思わず、紅海で、いと高き神にそむいた。

8けれども主はその大能を知らせようと、み名のため

に彼らを救われた。 9主は紅海をしかって、それを

かわかし、彼らを導いて荒野を行くように、淵を通

らせられた。 10こうして主は彼らをあだの手から救

い、敵の力からあがなわれた。 11水が彼らのあだを

おおったので、そのうち、ひとりも生き残った者は

なかった。 12このとき彼らはそのみ言葉を信じ、そ

の誉を歌った。 13しかし彼らはまもなくそのみわざ

を忘れ、その勧めを待たず、 14野でわがままな欲望

を起し、荒野で神を試みた。 15主は彼らにその求め

るものを与えられたが、彼らのうちに病気を送って

、やせ衰えさせられた。 16人々が宿営のうちでモー

セをねたみ、主の聖者アロンをねたんだとき、 17地

が開けてダタンを飲み、アビラムの仲間をおおった

。 18火はまたこの仲間のうちに燃え起り、炎は悪し

き者を焼きつくした。 19彼らはホレブで子牛を造り

、鋳物の像を拝んだ。 20彼らは神の栄光を草を食う

牛の像と取り替えた。 22彼らは、エジプトで大いな

る事をなし、ハムの地でくすしきみわざをなし、紅

海のほとりで恐るべき事をなされた救主なる神を忘

れた。 23それゆえ、主は彼らを滅ぼそうと言われた

。しかし主のお選びになったモーセは破れ口で主の

み前に立ち、み怒りを引きかえして、滅びを免れさ

せた。 24彼らは麗しい地を侮り、主の約束を信ぜず

、 25またその天幕でつぶやき、主のみ声に聞き従わ
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なかった。 26それゆえ、主はみ手をあげて、彼らに

誓い、彼らを荒野で倒れさせ、 27またその子孫を、

もろもろの国民のうちに追い散らし、もろもろの地

に彼らをまき散らそうとされた。 28また彼らはペオ

ルのバアルを慕って、死んだ者にささげた、いけに

えを食べた。 29彼らはそのおこないをもって主を怒

らせたので、彼らのうちに疫病が起った。 30その時

ピネハスが立って仲裁にはいったので、疫病はやん

だ。 31これによってピネハスはよろず代まで、とこ

しえに義とされた。 32彼らはまたメリバの水のほと

りで主を怒らせたので、モーセは彼らのために災に

あった。 33これは彼らが神の霊にそむいたとき、彼

がそのくちびるで軽率なことを言ったからである。

34彼らは主が命じられたもろもろの民を滅ぼさず、

35かえってもろもろの国民とまじってそのわざにな

らい、 36自分たちのわなとなった偶像に仕えた。 37

彼らはそのむすこ、娘たちを悪霊にささげ、 38罪の

ない血、すなわちカナンの偶像にささげたそのむす

こ、娘たちの血を流した。こうして国は血で汚され

た。 39このように彼らはそのわざによっておのれを

汚し、そのおこないによって姦淫をなした。 40それ

ゆえ、主の怒りがその民にむかって燃え、その嗣業

を憎んで、 41彼らをもろもろの国民の手にわたされ

た。彼らはおのれを憎む者に治められ、 42その敵に

しえたげられ、その力の下に征服された。 43主はし

ばしば彼らを助けられたが、彼らははかりごとを設

けてそむき、その不義によって低くされた。 44それ

にもかかわらず、主は彼らの叫びを聞かれたとき、

その悩みをかえりみ、 45その契約を彼らのために思
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い出し、そのいつくしみの豊かなるにより、みここ

ろを変えられ、 46彼らをとりこにした者どもによっ

て、あわれまれるようにされた。 47われらの神、主

よ、われらを救って、もろもろの国民のなかから集

めてください。われらはあなたの聖なるみ名に感謝

し、あなたの誉を誇るでしょう。 48イスラエルの神

、主はとこしえからとこしえまでほむべきかな。す

べての民は「アァメン」ととなえよ。主をほめたた

えよ。

107「主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつく

しみはとこしえに絶えることがない」と、 2主にあ

がなわれた者は言え。主は彼らを悩みからあがない

、 3もろもろの国から、東、西、北、南から彼らを

集められた。 4彼らは人なき荒野にさまよい、住む

べき町にいたる道を見いださなかった。 5彼らは飢

え、またかわき、その魂は彼らのうちに衰えた。 6

彼らはその悩みのうちに主に呼ばわったので、主は

彼らをその悩みから助け出し、 7住むべき町に行き

着くまで、まっすぐな道に導かれた。 8どうか、彼

らが主のいつくしみと、人の子らになされたくすし

きみわざとのために、主に感謝するように。 9主は

かわいた魂を満ち足らせ、飢えた魂を良き物で満た

されるからである。 10暗黒と深いやみの中にいる者

、苦しみと、くろがねに縛られた者、 11彼らは神の

言葉にそむき、いと高き者の勧めを軽んじたので、

12主は重い労働をもって彼らの心を低くされた。彼

らはつまずき倒れても、助ける者がなかった。 13彼

らはその悩みのうちに主に呼ばわったので、主は彼

らをその悩みから救い、 14暗黒と深いやみから彼ら
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を導き出して、そのかせをこわされた。 15どうか、

彼らが主のいつくしみと、人の子らになされたくす

しきみわざとのために、主に感謝するように。 16主

は青銅のとびらをこわし、鉄の貫の木を断ち切られ

たからである。 17ある者はその罪に汚れた行いによ

って病み、その不義のゆえに悩んだ。 18彼らはすべ

ての食物をきらって、死の門に近づいた。 19彼らは

その悩みのうちに主に呼ばわったので、主は彼らを

その悩みから救い、 20そのみ言葉をつかわして、彼

らをいやし、彼らを滅びから助け出された。 21どう

か、彼らが主のいつくしみと、人の子らになされた

くすしきみわざとのために、主に感謝するように。

22彼らが感謝のいけにえをささげ、喜びの歌をもっ

て、そのみわざを言いあらわすように。 23舟で海に

くだり、大海で商売をする者は、 24主のみわざを見

、また深い所でそのくすしきみわざを見た。 25主が

命じられると暴風が起って、海の波をあげた。 26彼

らは天にのぼり、淵にくだり、悩みによってその勇

気は溶け去り、 27酔った人のようによろめき、よろ

めいて途方にくれる。 28彼らはその悩みのうちに主

に呼ばわったので、主は彼らをその悩みから救い出

された。 29主があらしを静められると、海の波は穏

やかになった。 30こうして彼らは波の静まったのを

喜び、主は彼らをその望む港へ導かれた。 31どうか

、彼らが主のいつくしみと、人の子らになされたく

すしきみわざとのために、主に感謝するように。 32

彼らが民の集会で主をあがめ、長老の会合で主をほ

めたたえるように。 33主は川を野に変らせ、泉をか

わいた地に変らせ、 34肥えた地をそれに住む者の悪
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のゆえに塩地に変らせられる。 35主は野を池に変ら

せ、かわいた地を泉に変らせ、 36飢えた者をそこに

住まわせられる。こうして彼らはその住むべき町を

建て、 37畑に種をまき、ぶどう畑を設けて多くの収

穫を得た。 38主が彼らを祝福されたので彼らは大い

にふえ、その家畜の減るのをゆるされなかった。 39

彼らがしえたげと、悩みと、悲しみとによって減り

、かつ卑しめられたとき、 40主はもろもろの君に侮

りをそそぎ、道なき荒れ地にさまよわせられた。 41

しかし主は貧しい者を悩みのうちからあげて、その

家族を羊の群れのようにされた。 42正しい者はこれ

を見て喜び、もろもろの不義はその口を閉じた。 43

すべて賢い者はこれらの事に心をよせ、主のいつく

しみをさとるようにせよ。

108ダビデの歌、さんび神よ、わが心は定まりま

した。わが心は定まりました。わたしは歌い、かつ

ほめたたえます。わが魂よ、さめよ。 2立琴よ、琴

よ、さめよ。わたしはしののめを呼びさまします。

3主よ、わたしはもろもろの民の中であなたに感謝し

、もろもろの国の中であなたをほめたたえます。 4

あなたのいつくしみは大きく、天にまでおよびあな

たのまことは雲にまで及ぶ。 5神よ、みずからを天

よりも高くし、みさかえを全地の上にあげてくださ

い。 6あなたの愛される者が助けを得るために、右

のみ手をもって救をほどこし、わたしに答えてくだ

さい。 7神はその聖所で言われた、「わたしは大い

なる喜びをもってシケムを分かち、スコテの谷を分

かち与えよう。 8ギレアデはわたしのもの、マナセ

もわたしのものである。エフライムはわたしのかぶ
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と、ユダはわたしのつえである。 9モアブはわたし

の足だらい、エドムにはわたしのくつを投げる。ペ

リシテについては、かちどきをあげる」。 10だれが

わたしを堅固な町に至らせるであろうか。だれがわ

たしをエドムに導くであろうか。 11神よ、あなたは

われらを捨てられたではありませんか。神よ、あな

たはわれらの軍勢と共に出て行かれません。 12われ

らに助けを与えて、あだにむかわせてください。人

の助けはむなしいからです。 13われらは神によって

勇ましく働きます。われらのあだを踏みにじる者は

神だからです。

109聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

わたしのほめたたえる神よ、もださないでください

。 2彼らは悪しき口と欺きの口をあけて、わたしに

むかい、偽りの舌をもってわたしに語り、 3恨みの

言葉をもってわたしを囲み、ゆえなくわたしを攻め

るのです。 4彼らはわが愛にむくいて、わたしを非

難します。しかしわたしは彼らのために祈ります。

5彼らは悪をもってわが善に報い、恨みをもってわが

愛に報いるのです。 6彼の上に悪しき人を立て、訴

える者に彼を訴えさせてください。 7彼がさばかれ

るとき、彼を罪ある者とし、その祈を罪に変えてく

ださい。 8その日を少なくし、その財産をほかの人

にとらせ、 9その子らをみなしごにし、その妻をや

もめにしてください。 10その子らを放浪者として施

しをこわせ、その荒れたすまいから追い出させてく

ださい。 11彼が持っているすべての物を債主に奪わ

せ、その勤労の実をほかの人にかすめさせてくださ

い。 12彼にいつくしみを施す者はひとりもなく、ま
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たそのみなしごをあわれむ者もなく、 13その子孫を

絶えさせ、その名を次の代に消し去ってください。

14その父たちの不義は主のみ前に覚えられ、その母

の罪を消し去らないでください。 15それらを常に主

のみ前に置き、彼の記憶を地から断ってください。

16これは彼がいつくしみを施すことを思わず、かえ

って貧しい者、乏しい者を責め、心の痛める者を殺

そうとしたからです。 17彼はのろうことを好んだ。

のろいを彼に臨ませてください。彼は恵むことを喜

ばなかった。恵みを彼から遠ざけてください。 18彼

はのろいを衣のように着た。のろいを水のようにそ

の身にしみこませ、油のようにその骨にしみこませ

てください。 19またそれを自分の着る着物のように

ならせ、常に締める帯のようにならせてください。

20これがわたしを非難する者と、わたしに逆らって

悪いことを言う者の主からうける報いとしてくださ

い。 21しかし、わが主なる神よ、あなたはみ名のた

めに、わたしを顧みてください。あなたのいつくし

みの深きにより、わたしをお助けください。 22わた

しは貧しく、かつ乏しいのです。わたしの心はわが

うちに傷ついています。 23わたしは夕日の影のよう

に去りゆき、いなごのように追い払われます。 24わ

たしのひざは断食によってよろめき、わたしの肉は

やせ衰え、 25わたしは彼らにそしられる者となりま

した。彼らはわたしを見ると、頭を振ります。 26わ

が神、主よ、わたしをお助けください。あなたのい

つくしみにしたがって、わたしをお救いください。

27主よ、これがあなたのみ手のわざであること、あ

なたがそれをなされたことを、彼らに知らせてくだ
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さい。 28彼らはのろうけれども、あなたは祝福され

ます。わたしを攻める者をはずかしめ、あなたのし

もべを喜ばせてください。 29わたしを非難する者に

はずかしめを着せ、おのが恥を上着のようにまとわ

せてください。 30わたしはわが口をもって大いに主

に感謝し、多くの人のなかで主をほめたたえます。

31主は貧しい者の右に立って、死罪にさだめようと

する者から彼を救われるからです。

110ダビデの歌主はわが主に言われる、「わたし

があなたのもろもろの敵をあなたの足台とするまで

、わたしの右に座せよ」と。 2主はあなたの力ある

つえをシオンから出される。あなたはもろもろの敵

のなかで治めよ。 3あなたの民は、あなたがその軍

勢を聖なる山々に導く日に心から喜んでおのれをさ

さげるであろう。あなたの若者は朝の胎から出る露

のようにあなたに来るであろう。 4主は誓いを立て

て、み心を変えられることはない、「あなたはメル

キゼデクの位にしたがってとこしえに祭司である」

。 5主はあなたの右におられて、その怒りの日に王

たちを打ち破られる。 6主はもろもろの国のなかで

さばきを行い、しかばねをもって満たし、広い地を

治める首領たちを打ち破られる。 7彼は道のほとり

の川からくんで飲み、それによって、そのこうべを

あげるであろう。

111主をほめたたえよ。わたしは正しい者のつどい

、および公会で、心をつくして主に感謝する。 2主

のみわざは偉大である。すべてそのみわざを喜ぶ者

によって尋ね窮められる。 3そのみわざは栄光と威

厳とに満ち、その義はとこしえに、うせることがな
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い。 4主はそのくすしきみわざを記念させられた。

主は恵みふかく、あわれみに満ちていられる。 5主

はおのれを恐れる者に食物を与え、その契約をとこ

しえに心にとめられる。 6主はもろもろの国民の所

領をその民に与えて、みわざの力をこれにあらわさ

れた。 7そのみ手のわざは真実かつ公正であり、す

べてのさとしは確かである。 8これらは世々かぎり

なく堅く立ち、真実と正直とをもってなされた。 9

主はその民にあがないを施し、その契約をとこしえ

に立てられた。そのみ名は聖にして、おそれおおい

。 10主を恐れることは知恵のはじめである。これを

行う者はみな良き悟りを得る。主の誉は、とこしえ

に、うせることはない。

112主をほめたたえよ。主をおそれて、そのもろも

ろの戒めを大いに喜ぶ人はさいわいである。 2その

子孫は地において強くなり、正しい者のやからは祝

福を得る。 3繁栄と富とはその家にあり、その義は

とこしえに、うせることはない。 4光は正しい者の

ために暗黒の中にもあらわれる。主は恵み深く、あ

われみに満ち、正しくいらせられる。 5恵みを施し

、貸すことをなし、その事を正しく行う人はさいわ

いである。 6正しい人は決して動かされることなく

、とこしえに覚えられる。 7彼は悪いおとずれを恐

れず、その心は主に信頼してゆるがない。 8その心

は落ち着いて恐れることなく、ついにそのあだにつ

いての願いを見る。 9彼は惜しげなく施し、貧しい

者に与えた。その義はとこしえに、うせることはな

い。その角は誉を得てあげられる。 10悪しき者はこ
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れを見て怒り、歯をかみならして溶け去る。悪しき

者の願いは滅びる。

113主をほめたたえよ。主のしもべたちよ、ほめた

たえよ。主のみ名をほめたたえよ。 2今より、とこ

しえに至るまで主のみ名はほむべきかな。 3日のい

ずるところから日の入るところまで、主のみ名はほ

めたたえられる。 4主はもろもろの国民の上に高く

いらせられ、その栄光は天よりも高い。 5われらの

神、主にくらぶべき者はだれか。主は高き所に座し

、 6遠く天と地とを見おろされる。 7主は貧しい者

をちりからあげ、乏しい者をあくたからあげて、 8

もろもろの君たちと共にすわらせ、その民の君たち

と共にすわらせられる。 9また子を産まぬ女に家庭

を与え、多くの子供たちの喜ばしい母とされる。主

をほめたたえよ。

114イスラエルがエジプトをいで、ヤコブの家が異

言の民を離れたとき、 2ユダは主の聖所となり、イ

スラエルは主の所領となった。 3海はこれを見て逃

げ、ヨルダンはうしろに退き、 4山は雄羊のように

踊り、小山は小羊のように踊った。 5海よ、おまえ

はどうして逃げるのか、ヨルダンよ、おまえはどう

してうしろに退くのか。 6山よ、おまえたちはどう

して雄羊のように踊るのか、小山よ、おまえたちは

どうして小羊のように踊るのか。 7地よ、主のみ前

におののけ、ヤコブの神のみ前におののけ。 8主は

岩を池に変らせ、石を泉に変らせられた。

115主よ、栄光をわれらにではなく、われらにでは

なく、あなたのいつくしみと、まこととのゆえに、

ただ、み名にのみ帰してください。 2なにゆえ、も
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ろもろの国民は言うのでしょう、「彼らの神はどこ

にいるのか」と。 3われらの神は天にいらせられる

。神はみこころにかなうすべての事を行われる。 4

彼らの偶像はしろがねと、こがねで、人の手のわざ

である。 5それは口があっても語ることができない

。目があっても見ることができない。 6耳があって

も聞くことができない。鼻があってもかぐことがで

きない。 7手があっても取ることができない。足が

あっても歩くことができない。また、のどから声を

出すこともできない。 8これを造る者と、これに信

頼する者とはみな、これと等しい者になる。 9イス

ラエルよ、主に信頼せよ。主は彼らの助け、また彼

らの盾である。 10アロンの家よ、主に信頼せよ。主

は彼らの助け、また彼らの盾である。 11主を恐れる

者よ、主に信頼せよ。主は彼らの助け、また彼らの

盾である。 12主はわれらをみこころにとめられた。

主はわれらを恵み、イスラエルの家を恵み、アロン

の家を恵み、 13また、小さい者も、大いなる者も、

主を恐れる者を恵まれる。 14どうか、主があなたが

たを増し加え、あなたがたと、あなたがたの子孫と

を増し加えられるように。 15天地を造られた主によ

ってあなたがたが恵まれるように。 16天は主の天で

ある。しかし地は人の子らに与えられた。 17死んだ

者も、音なき所に下る者も、主をほめたたえること

はない。 18しかし、われらは今より、とこしえに至

るまで、主をほめまつるであろう。主をほめたたえ

よ。

116わたしは主を愛する。主はわが声と、わが願い

とを聞かれたからである。 2主はわたしに耳を傾け
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られたので、わたしは生きるかぎり主を呼びまつる

であろう。 3死の綱がわたしを取り巻き、陰府の苦

しみがわたしを捕えた。わたしは悩みと悲しみにあ

った。 (Sheol h7585) 4その時わたしは主のみ名を呼ん

だ。「主よ、どうぞわたしをお救いください」と。

5主は恵みふかく、正しくいらせられ、われらの神は

あわれみに富まれる。 6主は無学な者を守られる。

わたしが低くされたとき、主はわたしを救われた。

7わが魂よ、おまえの平安に帰るがよい。主は豊かに

おまえをあしらわれたからである。 8あなたはわた

しの魂を死から、わたしの目を涙から、わたしの足

をつまずきから助け出されました。 9わたしは生け

る者の地で、主のみ前に歩みます。 10「わたしは大

いに悩んだ」と言った時にもなお信じた。 11わたし

は驚きあわてたときに言った、「すべての人は当に

ならぬ者である」と。 12わたしに賜わったもろもろ

の恵みについて、どうして主に報いることができよ

うか。 13わたしは救の杯をあげて、主のみ名を呼ぶ

。 14わたしはすべての民の前で、主にわが誓いをつ

ぐなおう。 15主の聖徒の死はそのみ前において尊い

。 16主よ、わたしはあなたのしもべです。わたしは

あなたのしもべ、あなたのはしための子です。あな

たはわたしのなわめを解かれました。 17わたしは感

謝のいけにえをあなたにささげて、主のみ名を呼び

ます。 18わたしはすべての民の前で主にわが誓いを

つぐないます。 19エルサレムよ、あなたの中で、主

の家の大庭の中で、これをつぐないます。主をほめ

たたえよ。
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117もろもろの国よ、主をほめたたえよ。もろもろ

の民よ、主をたたえまつれ。 2われらに賜わるその

いつくしみは大きいからである。主のまことはとこ

しえに絶えることがない。主をほめたたえよ。

118主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつくし

みはとこしえに絶えることがない。 2イスラエルは

言え、「そのいつくしみはとこしえに絶えることが

ない」と。 3アロンの家は言え、「そのいつくしみ

はとこしえに絶えることがない」と。 4主をおそれ

る者は言え、「そのいつくしみはとこしえに絶える

ことがない」と。 5わたしが悩みのなかから主を呼

ぶと、主は答えて、わたしを広い所に置かれた。 6

主がわたしに味方されるので、恐れることはない。

人はわたしに何をなし得ようか。 7主はわたしに味

方し、わたしを助けられるので、わたしを憎む者に

ついての願いを見るであろう。 8主に寄り頼むは人

にたよるよりも良い。 9主に寄り頼むはもろもろの

君にたよるよりも良い。 10もろもろの国民はわたし

を囲んだ。わたしは主のみ名によって彼らを滅ぼす

。 11彼らはわたしを囲んだ、わたしを囲んだ。わた

しは主のみ名によって彼らを滅ぼす。 12彼らは蜂の

ようにわたしを囲み、いばらの火のように燃えたっ

た。わたしは主のみ名によって彼らを滅ぼす。 13わ

たしはひどく押されて倒れようとしたが、主はわた

しを助けられた。 14主はわが力、わが歌であって、

わが救となられた。 15聞け、勝利の喜ばしい歌が正

しい者の天幕にある。「主の右の手は勇ましいはた

らきをなし、 16主の右の手は高くあがり、主の右の

手は勇ましいはたらきをなす」。 17わたしは死ぬこ
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となく、生きながらえて、主のみわざを物語るであ

ろう。 18主はいたくわたしを懲らされたが、死には

わたされなかった。 19わたしのために義の門を開け

、わたしはその内にはいって、主に感謝しよう。 20

これは主の門である。正しい者はその内にはいるで

あろう。 21わたしはあなたに感謝します。あなたが

わたしに答えて、わが救となられたことを。 22家造

りらの捨てた石は隅のかしら石となった。 23これは

主のなされた事でわれらの目には驚くべき事である

。 24これは主が設けられた日であって、われらはこ

の日に喜び楽しむであろう。 25主よ、どうぞわれら

をお救いください。主よ、どうぞわれらを栄えさせ

てください。 26主のみ名によってはいる者はさいわ

いである。われらは主の家からあなたをたたえます

。 27主は神であって、われらを照された。枝を携え

て祭の行列を祭壇の角にまで進ませよ。 28あなたは

わが神、わたしはあなたに感謝します。あなたはわ

が神、わたしはあなたをあがめます。 29主に感謝せ

よ、主は恵みふかく、そのいつくしみはとこしえに

絶えることがない。

119アレフおのが道を全くして、主のおきてに歩

む者はさいわいです。 2主のもろもろのあかしを守

り心をつくして主を尋ね求め、 3また悪を行わず、

主の道に歩む者はさいわいです。 4あなたはさとし

を命じて、ねんごろに守らせられます。 5どうかわ

たしの道を堅くして、あなたの定めを守らせてくだ

さい。 6わたしは、あなたのもろもろの戒めに目を

とめる時、恥じることはありません。 7わたしは、

あなたの正しいおきてを学ぶとき、正しい心をもっ
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てあなたに感謝します。 8わたしはあなたの定めを

守ります。わたしを全くお捨てにならないでくださ

い。 9ベス若い人はどうしておのが道を清く保つこ

とができるでしょうか。み言葉にしたがって、それ

を守るよりほかにありません。 10わたしは心をつく

してあなたを尋ね求めます。わたしをあなたの戒め

から迷い出させないでください。 11わたしはあなた

にむかって罪を犯すことのないように、心のうちに

み言葉をたくわえました。 12あなたはほむべきかな

、主よ、あなたの定めをわたしに教えてください。

13わたしはくちびるをもって、あなたの口から出る

もろもろのおきてを言いあらわします。 14わたしは

、もろもろのたからを喜ぶように、あなたのあかし

の道を喜びます。 15わたしは、あなたのさとしを思

い、あなたの道に目をとめます。 16わたしはあなた

の定めを喜び、あなたのみ言葉を忘れません。 17ギ

メル あなたのしもべを豊かにあしらって、生きなが

らえさせ、み言葉を守らせてください。 18わたしの

目を開いて、あなたのおきてのうちのくすしき事を

見させてください。 19わたしはこの地にあっては寄

留者です。あなたの戒めをわたしに隠さないでくだ

さい。 20わが魂はつねにあなたのおきてを慕って、

絶えいるばかりです。 21あなたは、あなたの戒めか

ら迷い出る高ぶる者、のろわれた者を責められます

。 22わたしはあなたのあかしを守りました。彼らの

そしりと侮りとをわたしから取り去ってください。

23たといもろもろの君が座して、わたしをそこなお

うと図っても、あなたのしもべは、あなたの定めを

深く思います。 24あなたのあかしは、わたしを喜ば
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せ、わたしを教えさとすものです。 25ダレスわが

魂はちりについています。み言葉に従って、わたし

を生き返らせてください。 26わたしが自分の歩んだ

道を語ったとき、あなたはわたしに答えられました

。あなたの定めをわたしに教えてください。 27あな

たのさとしの道をわたしにわきまえさせてください

。わたしはあなたのくすしきみわざを深く思います

。 28わが魂は悲しみによって溶け去ります。み言葉

に従って、わたしを強くしてください。 29偽りの道

をわたしから遠ざけ、あなたのおきてをねんごろに

教えてください。 30わたしは真実の道を選び、あな

たのおきてをわたしの前に置きました。 31主よ、わ

たしはあなたのあかしに堅く従っています。願わく

は、わたしをはずかしめないでください。 32あなた

がわたしの心を広くされるとき、わたしはあなたの

戒めの道を走ります。 33ヘ主よ、あなたの定めの

道をわたしに教えてください。わたしは終りまでこ

れを守ります。 34わたしに知恵を与えてください。

わたしはあなたのおきてを守り、心をつくしてこれ

に従います。 35わたしをあなたの戒めの道に導いて

ください。わたしはそれを喜ぶからです。 36わたし

の心をあなたのあかしに傾けさせ、不正な利得に傾

けさせないでください。 37わたしの目をほかにむけ

て、むなしいものを見させず、あなたの道をもって

、わたしを生かしてください。 38あなたを恐れる者

にかかわる約束をあなたのしもべに堅くしてくださ

い。 39わたしの恐れるそしりを除いてください。あ

なたのおきては正しいからです。 40見よ、わたしは

あなたのさとしを慕います。あなたの義をもって、
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わたしを生かしてください。 41ワウ主よ、あなた

の約束にしたがって、あなたのいつくしみと、あな

たの救をわたしに臨ませてください。 42そうすれば

、わたしをそしる者に、答えることができます。わ

たしはあなたのみ言葉に信頼するからです。 43また

わたしの口から真理の言葉をことごとく除かないで

ください。わたしの望みはあなたのおきてにあるか

らです。 44わたしは絶えず、とこしえに、あなたの

おきてを守ります。 45わたしはあなたのさとしを求

めたので、自由に歩むことができます。 46わたしは

また王たちの前にあなたのあかしを語って恥じるこ

とはありません。 47わたしは、わたしの愛するあな

たの戒めに自分の喜びを見いだすからです。 48わた

しは、わたしの愛するあなたの戒めを尊び、あなた

の定めを深く思います。 49ザインどうか、あなた

のしもべに言われたみ言葉を思い出してください。

あなたはわたしにそれを望ませられました。 50あな

たの約束はわたしを生かすので、わが悩みの時の慰

めです。 51高ぶる者は大いにわたしをあざ笑います

。しかしわたしはあなたのおきてを離れません。 52

主よ、わたしはあなたの昔からのおきてを思い出し

て、みずから慰めます。 53あなたのおきてを捨てる

悪しき者のゆえに、わたしは激しい憤りを起します

。 54あなたの定めはわが旅の家で、わたしの歌とな

りました。 55主よ、わたしは夜の間にあなたのみ名

を思い出して、あなたのおきてを守ります。 56わた

しはあなたのさとしを守ったことによって、この祝

福がわたしに臨みました。 57ヘス主はわたしの受

くべき分です。わたしはあなたのみ言葉を守ること
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を約束します。 58わたしは心をつくして、あなたの

恵みを請い求めます。あなたの約束にしたがって、

わたしをお恵みください。 59わたしは、あなたの道

を思うとき、足をかえして、あなたのあかしに向か

います。 60わたしはあなたの戒めを守るのに、すみ

やかで、ためらいません。 61たとい、悪しき者のな

わがわたしを捕えても、わたしはあなたのおきてを

忘れません。 62わたしはあなたの正しいおきてのゆ

えに夜半に起きて、あなたに感謝します。 63わたし

は、すべてあなたを恐れる者、またあなたのさとし

を守る者の仲間です。 64主よ、地はあなたのいつく

しみで満ちています。あなたの定めをわたしに教え

てください。 65テス主よ、あなたはみ言葉にした

がってしもべをよくあしらわれました。 66わたしに

良い判断と知識とを教えてください。わたしはあな

たの戒めを信じるからです。 67わたしは苦しまない

前には迷いました。しかし今はみ言葉を守ります。

68あなたは善にして善を行われます。あなたの定め

をわたしに教えてください。 69高ぶる者は偽りをも

ってわたしをことごとくおおいます。しかしわたし

は心をつくしてあなたのさとしを守ります。 70彼ら

の心は肥え太って脂肪のようです。しかしわたしは

あなたのおきてを喜びます。 71苦しみにあったこと

は、わたしに良い事です。これによってわたしはあ

なたのおきてを学ぶことができました。 72あなたの

口のおきては、わたしのためには幾千の金銀貨幣に

もまさるのです。 73ヨードあなたのみ手はわたし

を造り、わたしを形造りました。わたしに知恵を与

えて、あなたの戒めを学ばせてください。 74あなた
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を恐れる者はわたしを見て喜ぶでしょう。わたしは

み言葉によって望みをいだいたからです。 75主よ、

わたしはあなたのさばきの正しく、また、あなたが

真実をもってわたしを苦しめられたことを知ってい

ます。 76あなたがしもべに告げられた約束にしたが

って、あなたのいつくしみをわが慰めとしてくださ

い。 77あなたのあわれみをわたしに臨ませ、わたし

を生かしてください。あなたのおきてはわが喜びだ

からです。 78高ぶる者に恥をこうむらせてください

。彼らは偽りをもって、わたしをくつがえしたから

です。しかしわたしはあなたのさとしを深く思いま

す。 79あなたをおそれる者と、あなたのあかしを知

る者とをわたしに帰らせてください。 80わたしの心

を全くして、あなたの定めを守らせてください。そ

うすればわたしは恥をこうむることがありません。

81カフわが魂はあなたの救を慕って絶えいるばかり

です。わたしはみ言葉によって望みをいだきます。

82わたしの目はあなたの約束を待つによって衰え、

「いつ、あなたはわたしを慰められるのですか」と

尋ねます。 83わたしは煙の中の皮袋のようになりま

したが、なお、あなたの定めを忘れませんでした。

84あなたのしもべの日はどれほど続くでしょうか。

いつあなたは、わたしを迫害する者をさばかれるで

しょうか。 85高ぶる者はわたしをおとしいれようと

穴を掘りました。彼らはあなたのおきてに従わない

人々です。 86あなたの戒めはみな真実です。彼らは

偽りをもってわたしを迫害します。わたしをお助け

ください。 87彼らはこの地において、ほとんどわた

しを滅ぼしました。しかし、わたしはあなたのさと
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しを捨てませんでした。 88あなたのいつくしみにし

たがってわたしを生かしてください。そうすればわ

たしはあなたの口から出るあかしを守ります。 89ラ

メド 主よ、あなたのみ言葉は天においてとこしえに

堅く定まり、 90あなたのまことはよろずよに及びま

す。あなたが地を定められたので、地は堅く立って

います。 91これらのものはあなたの仰せにより、堅

く立って今日に至っています。よろずのものは皆あ

なたのしもべだからです。 92あなたのおきてがわが

喜びとならなかったならば、わたしはついに悩みの

うちに滅びたでしょう。 93わたしは常にあなたのさ

としを忘れません。あなたはこれをもって、わたし

を生かされたからです。 94わたしはあなたのもので

す。わたしをお救いください。わたしはあなたのさ

としを求めました。 95悪しき者はわたしを滅ぼそう

と待ち伏せています。しかし、わたしはあなたのあ

かしを思います。 96わたしはすべての全きことに限

りあることを見ました。しかしあなたの戒めは限り

なく広いのです。 97メムいかにわたしはあなたの

おきてを愛することでしょう。わたしはひねもすこ

れを深く思います。 98あなたの戒めは常にわたしと

共にあるので、わたしをわが敵にまさって賢くしま

す。 99わたしはあなたのあかしを深く思うので、わ

がすべての師にまさって知恵があります。 100わた

しはあなたのさとしを守るので、老いた者にまさっ

て事をわきまえます。 101わたしはみ言葉を守るた

めに、わが足をとどめて、すべての悪い道に行かせ

ません。 102あなたがわたしを教えられたので、わ

たしはあなたのおきてを離れません。 103あなたの
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み言葉はいかにわがあごに甘いことでしょう。蜜に

まさってわが口に甘いのです。 104わたしはあなた

のさとしによって知恵を得ました。それゆえ、わた

しは偽りのすべての道を憎みます。 105ヌンあなた

のみ言葉はわが足のともしび、わが道の光です。 106

わたしはあなたの正しいおきてを守ることを誓い、

かつこれを実行しました。 107わたしはいたく苦し

みました。主よ、み言葉に従って、わたしを生かし

てください。 108主よ、わがさんびの供え物をうけ

て、あなたのおきてを教えてください。 109わたし

のいのちは常に危険にさらされています。しかし、

わたしはあなたのおきてを忘れません。 110悪しき

者はわたしのためにわなを設けました。しかし、わ

たしはあなたのさとしから迷い出ません。 111あな

たのあかしはとこしえにわが嗣業です。まことに、

そのあかしはわが心の喜びです。 112わたしはあな

たの定めを終りまで、とこしえに守ろうと心を傾け

ます。 113サメクわたしは二心の者を憎みます。し

かしあなたのおきてを愛します。 114あなたはわが

隠れ場、わが盾です。わたしはみ言葉によって望み

をいだきます。 115悪をなす者よ、わたしを離れ去

れ、わたしはわが神の戒めを守るのです。 116あな

たの約束にしたがって、わたしをささえて、ながら

えさせ、わが望みについて恥じることのないように

してください。 117わたしをささえてください。そ

うすれば、わたしは安らかで、常にあなたの定めに

心をそそぎます。 118すべてあなたの定めから迷い

出る者をあなたは、かろしめられます。まことに、

彼らの欺きはむなしいのです。 119あなたは地のす
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べての悪しき者を、金かすのようにみなされます。

それゆえ、わたしはあなたのあかしを愛します。 120

わが肉はあなたを恐れるので震えます。わたしはあ

なたのさばきを恐れます。 121アインわたしは正し

く義にかなったことを行いました。わたしを捨てて

、しえたげる者にゆだねないでください。 122しも

べのために保証人となって、高ぶる者にわたしを、

しえたげさせないでください。 123わが目はあなた

の救と、あなたの正しい約束とを待ち望んで衰えま

す。 124あなたのいつくしみにしたがって、しもべ

をあしらい、あなたの定めを教えてください。 125

わたしはあなたのしもべです。わたしに知恵を与え

て、あなたのあかしを知らせてください。 126彼ら

はあなたのおきてを破りました。今は主のはたらか

れる時です。 127それゆえ、わたしは金よりも、純

金よりもまさってあなたの戒めを愛します。 128そ

れゆえ、わたしは、あなたのもろもろのさとしにし

たがって、正しき道に歩み、すべての偽りの道を憎

みます。 129ペあなたのあかしは驚くべきものです

。それゆえ、わが魂はこれを守ります。 130み言葉

が開けると光を放って、無学な者に知恵を与えます

。 131わたしはあなたの戒めを慕うゆえに、口を広

くあけてあえぎ求めました。 132み名を愛する者に

常にされるように、わたしをかえりみ、わたしをあ

われんでください。 133あなたの約束にしたがって

、わが歩みを確かにし、すべての不義に支配されな

いようにしてください。 134わたしを人のしえたげ

からあがなってください。そうすればわたしは、あ

なたのさとしを守ります。 135み顔をしもべの上に
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照し、あなたの定めを教えてください。 136人々が

あなたのおきてを守らないので、わが目の涙は川の

ように流れます。 137ツァデー主よ、あなたは正し

く、あなたのさばきは正しいのです。 138あなたの

正義と、この上ない真実とをもってあなたのあかし

を命じられました。 139わたしのあだが、あなたの

み言葉を忘れるので、わが熱心はわたしを滅ぼすの

です。 140あなたの約束はまことに確かです。あな

たのしもべはこれを愛します。 141わたしは取るに

たらない者で、人に侮られるけれども、なお、あな

たのさとしを忘れません。 142あなたの義はとこし

えに正しく、あなたのおきてはまことです。 143悩

みと苦しみがわたしに臨みました。しかしあなたの

戒めはわたしの喜びです。 144あなたのあかしはと

こしえに正しいのです。わたしに知恵を与えて、生

きながらえさせてください。 145コフわたしは心を

つくして呼ばわります。主よ、お答えください。わ

たしはあなたの定めを守ります。 146わたしはあな

たに呼ばわります。わたしをお救いください。わた

しはあなたのあかしを守ります。 147わたしは朝早

く起き出て呼ばわります。わたしはみ言葉によって

望みをいだくのです。 148わが目は夜警の交代する

時に先だってさめ、あなたの約束を深く思います。

149あなたのいつくしみにしたがって、わが声を聞い

てください。主よ、あなたの公義にしたがって、わ

たしを生かしてください。 150わたしをしえたげる

者が悪いたくらみをもって近づいています。彼らは

あなたのおきてを遠くはなれているのです。 151し

かし主よ、あなたは近くいらせられます。あなたの
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もろもろの戒めはまことです。 152わたしは早くか

らあなたのあかしによって、あなたがこれをとこし

えに立てられたことを知りました。 153レシわが悩

みを見て、わたしをお救いください。わたしはあな

たのおきてを忘れないからです。 154わが訴えを弁

護して、わたしをあがない、あなたの約束にしたが

って、わたしを生かしてください。 155救は悪しき

者を遠く離れている。彼らはあなたの定めを求めな

いからです。 156主よ、あなたのあわれみは大きい

。あなたの公義に従って、わたしを生かしてくださ

い。 157わたしをしえたげる者、わたしをあだする

者は多い。しかしわたしは、あなたのあかしを離れ

ません。 158不信仰な者があなたのみ言葉を守らな

いので、わたしは彼らを見て、いとわしく思います

。 159わたしがいかにあなたのさとしを愛するかを

お察しください。主よ、あなたのいつくしみにした

がって、わたしを生かしてください。 160あなたの

み言葉の全体は真理です。あなたの正しいおきての

すべてはとこしえに絶えることはありません。 161

シン もろもろの君はゆえなくわたしをしえたげます

。しかしわが心はみ言葉をおそれます。 162わたし

は大いなる獲物を得た者のようにあなたのみ言葉を

喜びます。 163わたしは偽りを憎み、忌みきらいま

す。しかしあなたのおきてを愛します。 164わたし

はあなたの正しいおきてのゆえに、一日に七たびあ

なたをほめたたえます。 165あなたのおきてを愛す

る者には大いなる平安があり、何ものも彼らをつま

ずかすことはできません。 166主よ、わたしはあな

たの救を望み、あなたの戒めをおこないます。 167
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わが魂は、あなたのあかしを守ります。わたしはい

たくこれを愛します。 168わがすべての道があなた

のみ前にあるので、わたしはあなたのさとしと、あ

かしとを守ります。 169タウ主よ、どうか、わが叫

びをみ前にいたらせ、み言葉に従って、わたしに知

恵をお与えください。 170わが願いをみ前にいたら

せ、み言葉にしたがって、わたしをお助けください

。 171あなたの定めをわたしに教えられるので、わ

がくちびるはさんびを唱えます。 172あなたのすべ

ての戒めは正しいので、わが舌はみ言葉を歌います

。 173わたしはあなたのさとしを選びました。あな

たのみ手を、常にわが助けとしてください。 174主

よ、わたしはあなたの救を慕います。あなたのおき

てはわたしの喜びです。 175わたしを生かして、あ

なたをほめたたえさせ、あなたのおきてを、わが助

けとしてください。 176わたしは失われた羊のよう

に迷い出ました。あなたのしもべを捜し出してくだ

さい。わたしはあなたの戒めを忘れないからです。

120都もうでの歌わたしが悩みのうちに、主に呼

ばわると、主はわたしに答えられる。 2「主よ、偽

りのくちびるから、欺きの舌から、わたしを助け出

してください」。 3欺きの舌よ、おまえに何が与え

られ、何が加えられるであろうか。 4ますらおの鋭

い矢と、えにしだの熱い炭とである。 5わざわいな

るかな、わたしはメセクにやどり、ケダルの天幕の

なかに住んでいる。 6わたしは久しく平安を憎む者

のなかに住んでいた。 7わたしは平安を願う、しか

し、わたしが物言うとき、彼らは戦いを好む。
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121都もうでの歌わたしは山にむかって目をあげ

る。わが助けは、どこから来るであろうか。 2わが

助けは、天と地を造られた主から来る。 3主はあな

たの足の動かされるのをゆるされない。あなたを守

る者はまどろむことがない。 4見よ、イスラエルを

守る者はまどろむこともなく、眠ることもない。 5

主はあなたを守る者、主はあなたの右の手をおおう

陰である。 6昼は太陽があなたを撃つことなく、夜

は月があなたを撃つことはない。 7主はあなたを守

って、すべての災を免れさせ、またあなたの命を守

られる。 8主は今からとこしえに至るまで、あなた

の出ると入るとを守られるであろう。

122ダビデがよんだ都もうでの歌人々がわたしに

むかって「われらは主の家に行こう」と言ったとき

、わたしは喜んだ。 2エルサレムよ、われらの足は

あなたの門のうちに立っている。 3しげくつらなっ

た町のように建てられているエルサレムよ、 4もろ

もろの部族すなわち主の部族が、そこに上って来て

主のみ名に感謝することは、イスラエルのおきてで

ある。 5そこにさばきの座、ダビデの家の王座が設

けられてあった。 6エルサレムのために平安を祈れ

、「エルサレムを愛する者は栄え、 7その城壁のう

ちに平安があり、もろもろの殿のうちに安全がある

ように」と。 8わが兄弟および友のために、わたし

は「エルサレムのうちに平安があるように」と言い

、 9われらの神、主の家のために、わたしはエルサ

レムのさいわいを求めるであろう。

123都もうでの歌天に座しておられる者よ、わた

しはあなたにむかって目をあげます。 2見よ、しも
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べがその主人の手に目をそそぎ、はしためがその主

婦の手に目をそそぐように、われらはわれらの神、

主に目をそそいで、われらをあわれまれるのを待ち

ます。 3主よ、われらをあわれんでください。われ

らをあわれんでください。われらに侮りが満ちあふ

れています。 4思い煩いのない者のあざけりと、高

ぶる者の侮りとは、われらの魂に満ちあふれていま

す。

124ダビデがよんだ都もうでの歌今、イスラエル

は言え、主がもしわれらの方におられなかったなら

ば、 2人々がわれらに逆らって立ちあがったとき、

主がもしわれらの方におられなかったならば、 3彼

らの怒りがわれらにむかって燃えたったとき、彼ら

はわれらを生きているままで、のんだであろう。 4

また大水はわれらを押し流し、激流はわれらの上を

越え、 5さか巻く水はわれらの上を越えたであろう

。 6主はほむべきかな。主はわれらをえじきとして

彼らの歯にわたされなかった。 7われらは野鳥を捕

えるわなをのがれる鳥のようにのがれた。わなは破

れてわれらはのがれた。 8われらの助けは天地を造

られた主のみ名にある。

125都もうでの歌主に信頼する者は、動かされる

ことなくて、とこしえにあるシオンの山のようであ

る。 2山々がエルサレムを囲んでいるように、主は

今からとこしえにその民を囲まれる。 3これは悪し

き者のつえが正しい者の所領にとどまることなく、

正しい者がその手を不義に伸べることのないためで

ある。 4主よ、善良な人と、心の正しい人とに、さ

いわいを施してください。 5しかし転じて自分の曲
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った道に入る者を主は、悪を行う者と共に去らせら

れる。イスラエルの上に平安があるように。

126都もうでの歌主がシオンの繁栄を回復された

とき、われらは夢みる者のようであった。 2その時

われらの口は笑いで満たされ、われらの舌は喜びの

声で満たされた。その時「主は彼らのために大いな

る事をなされた」と言った者が、もろもろの国民の

中にあった。 3主はわれらのために大いなる事をな

されたので、われらは喜んだ。 4主よ、どうか、わ

れらの繁栄を、ネゲブの川のように回復してくださ

い。 5涙をもって種まく者は、喜びの声をもって刈

り取る。 6種を携え、涙を流して出て行く者は、束

を携え、喜びの声をあげて帰ってくるであろう。

127ソロモンがよんだ都もうでの歌主が家を建て

られるのでなければ、建てる者の勤労はむなしい。

主が町を守られるのでなければ、守る者のさめてい

るのはむなしい。 2あなたがたが早く起き、おそく

休み、辛苦のかてを食べることは、むなしいことで

ある。主はその愛する者に、眠っている時にも、な

くてならぬものを与えられるからである。 3見よ、

子供たちは神から賜わった嗣業であり、胎の実は報

いの賜物である。 4壮年の時の子供は勇士の手にあ

る矢のようだ。 5矢の満ちた矢筒を持つ人はさいわ

いである。彼は門で敵と物言うとき恥じることはな

い。

128都もうでの歌すべて主をおそれ、主の道に歩

む者はさいわいである。 2あなたは自分の手の勤労

の実を食べ、幸福で、かつ安らかであろう。 3あな

たの妻は家の奥にいて多くの実を結ぶぶどうの木の
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ようであり、あなたの子供たちは食卓を囲んでオリ

ブの若木のようである。 4見よ、主をおそれる人は

、このように祝福を得る。 5主はシオンからあなた

を祝福されるように。あなたは世にあるかぎりエル

サレムの繁栄を見、 6またあなたの子らの子を見る

であろう。どうぞ、イスラエルの上に平安があるよ

うに。

129都もうでの歌今イスラエルは言え、「彼らは

わたしの若い時から、ひどくわたしを悩ました。 2

彼らはわたしの若い時から、ひどくわたしを悩まし

た。しかしわたしに勝つことができなかった。 3耕

す者はわたしの背の上をたがやして、そのうねみぞ

を長くした」と。 4主は正しくいらせられ、悪しき

者のなわを断ち切られた。 5シオンを憎む者はみな

、恥を得て、退くように。 6彼らを、育たないさき

に枯れる屋根の草のようにしてください。 7これを

刈る者はその手に満たず、これをたばねる者はその

ふところに満たない。 8かたわらを過ぎる者は、「

主の恵みがあなたの上にあるように。われらは主の

み名によってあなたがたを祝福する」と言わない。

130京まうでの歌ああヱホバよわれふかき淵より

汝をよべり 2主よねがはくはわが聲をきい汝のみみ

をわが懇求のこゑにかたぶけたまヘ 3ヤハよ主よな

んぢ若もろもろの不義ふぎに目をとめたまはば誰た

れかよく立たつことをえんや 4されどなんぢに赦あ

れば人におそれかしこまれ給ふべし 5我ヱホバを俟

望む わが霊魂はまちのぞむ われはその聖言によりて

望をいだく 6わがたましひは衛士があしたを待にま

さり誠にゑじが旦をまつにまさりて主をまてり 7イ



詩篇 1417

スラエルよヱホバによりて望をいだけ そはヱホバに

あはれみありまたゆたかなる救贖あり 8ヱホバはイ

スラエルをそのもろもろの邪曲よりあがなひたまは

ん

131ダビデのよめる京まうでのうたヱホバよわが

心おごらずわが目たかぶらずわれは大なることと

我におよばぬ奇しき事とをつとめざりき 2われはわ

が霊魂をもださしめまた安からしめたり乳をたち

し嬰児のその母にたよるごとく我がたましひは乳

をたちし嬰児のごとくわれに恃れり 3イスラエルよ

今よりとこしへにヱホバにたよりて望をいだけ

132京まうでの歌ヱホバよねがはくはダビデの爲

にそのもろもろの憂をこころに記たまヘ 2ダビデ、

ヱホバにちかひヤコブの全能者にうけひていふ 5わ

れヱホバのために處をたづねいだし ヤコブの全能者

のために居所をもとめうるまでは 我家の幕屋にいら

ずわが臥床にのぼらずわが目をねぶらしめずわが

眼瞼をとぢしめざるべしと 6われらエフラタにて之

をききヤアルの野にて見とめたり 7われらはその居

所にゆきてその承足のまへに俯伏さん 8ヱホバよね

がはくは起きて なんぢの稜威の櫃とともになんぢの

安居所にいりたまへ 9なんぢの祭司たちは義を衣な

んぢの聖徒はみな歓びよばふべし 10なんぢの僕ダビ

デのためになんぢの受膏者の面をしりぞけたまふな

かれ 11ヱホバ眞實をもてダビデに誓ひたまひたれば

之にたがふことあらじ 曰くわれなんぢの身よりいで

し者をなんぢの座位にざせしめん 12なんぢの子輩も

しわがをしふる契約と證詞とをまもらばかれらの子

輩もまた永遠になんぢの座位にざすべしと 13ヱホバ
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はシオンを擇びておのが居所にせんとのぞみたまへ

り 14曰くこれは永遠にわが安居處なりわれここに

住んそはわれ之をのぞみたればなり 15われシオン

の糧をゆたかに祝し くひものをもてその貧者をあか

しめん 16われ救をもてその祭司たちに衣せんその

聖徒はみな聲たからかによろこびよばふべし 17われ

ダビデのためにかしこに一つの角をはえしめん わが

受膏者のために燈火をそなへたり 18われかれの仇に

はぢを衣せんされどかれはその冠弁さかゆべし

133ダビデがよめる京まうでの歌観よはらから相

睦てともにをるはいかに善いかに樂きかな 2首に

そそがれたる貴きあぶら鬚にながれアロンの鬚に

ながれその衣のすそにまで流れしたたるるがごと

く 3またヘルモンの露くだりてシオンの山にながる

るがごとしそはヱホバかしこに福祉をくだし窮な

き生命をさへあたへたまへり

134京まうでの歌夜間ヱホバの家にたちヱホバに

事ふるもろもろの僕よヱホバをほめまつれ 2なんぢ

ら聖所にむかひ手をあげてヱホバをほめまつれ 3ね

がはくはヱホバ天地をつくりたまへるものシオン

より汝をめぐみたまはんことを

135なんぢらヱホバを讃稱へよヱホバの名をほめ

たたへよヱホバの僕等ほめたたへよ 2ヱホバの家わ

れらの神のいへの大庭にたつものよ讃稱へよ 3ヱホ

バは恵ふかし なんぢらヱホバをほめたたへよ その聖

名はうるはし讃うたへ 4そはヤハおのがためにヤコ

ブをえらみイスラエルをえらみてその珍寳となした

まへり 5われヱホバの大なるとわれらの主のもろも

ろの神にまされるとをしれり 6ヱホバその聖旨にか
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なふことを天にも地にも海にも淵にもみなことごと

く行ひ給ふなり 7ヱホバは地のはてより霧をのぼら

せ 雨のために電光をつくりその庫より風をいだした

まふ 8ヱホバは人より畜類にいたるまでエジプトの

首出をうちたまへり 9エジプトよヱホバはなんぢの

中にしるしと奇しき事跡とをおくりて パロとその僕

とに臨ませ給へり 10ヱホバはおほくの國々をうち

又いきほひある王等をころし給へり 11アモリ人のわ

うシホン、バシヤンの王オグならびにカナンの國々

なり 12かれらの地をゆづりとしその民イスフルの嗣

業としてあたへ給へり 13ヱホバよなんぢの名はとこ

しへに絶ることなし ヱホバよなんぢの記念はよろづ

世におよばん 14ヱホバはその民のために審判をなし

その僕等にかかはれる聖意をかへたまふ可ればなり

15もろもろのくにの偶像はしろかねと金にして人の

手のわざなり 16そのぐうざうは口あれどいはず目あ

れど見ず 17耳あれどきかずまたその口に氣息ある

ことなし 18これを造るものと之によりたのむものと

は皆これにひとしからん 19イスラエルの家よヱホバ

をほめまつれアロンのいへよヱホバをほめまつれ 20

レビの家よヱホバをほめまつれ ヱホバを畏るるもの

よヱホバをはめまつれ 21ヱルサレムにすみたまふヱ

ホバはシオンにて讃まつるべきかな ヱホバをほめた

たへよ

136ヱホバに感謝せよヱホバはめぐみふかしその

憐憫はとこしへに絶ることなければなり 2もろもろ

の神の神にかんしやせよ その憐憫はとこしへにたゆ

ることなければなり 3もろもろの主の主にかんしや

せよ その憐憫はとこしへにたゆることなければなり
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4ただ獨りおほいなる奇跡なしたまふものに感謝せよ

その憐憫はとこしへにたゆることなければなり 5智

慧をもてもろもろの天をつくりたまへるものに感謝

せよ そのあはれみはとこしへにたゆることなければ

なり 6地を水のうへに布たまへるものに感謝せよそ

のあはれみは永遠にたゆることなければなり 7巨大

なる光をつくりたまへる者にかんしやせよ その憐憫

はとこしへに絶ることなければなり 8晝をつかさど

らするために日をつくりたまへる者にかんしやせよ

その憐憫はとこしへにたゆることなければなり 9夜

をつかさどらするために月ともろもろの星とをつく

りたまへる者にかんしやせよ その隣憫はとこしへに

たゆることなければなり 10もろもろの首出をうちて

エジプトを責たまへるものに感謝せよ そのあはれみ

は永遠にたゆることなければなり 11イスラエルを率

てエジプト人のなかより出したまへる者にかんしや

せよ そのあはれみはとこしへに絶ることなければな

り 12臂をのばしつよき手をもて之をひきいだしたま

へる者にかんしやせよ その憐憫はとこしへにたゆる

ことなければなり 13紅海をふたつに分たまへる者に

かんしやせよ その憐憫はとこしへにたゆることなけ

ればなり 14イスラエルをしてその中をわたらしめ給

へるものに感謝せよ そのあはれみは永遠にたゆるこ

となければなり 15パロとその軍兵とを紅海のうちに

仆したまへるものに感謝せよ そのあはれみは永遠に

たゆることなければなり 16その民をみちびきて野を

すぎしめたまへる者にかんしやせよ その憐憫はとこ

しへにたゆることなければなり 17大なる王たちを撃

たまへるものに感謝せよ そのあはれみは永遠にたゆ
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ることなければなり 18名ある王等をころしたまへる

者にかんしやせよ その憐憫はとこしへに絶ることな

ければなり 19アモリ人のわうシホンをころしたまへ

る者にかんしやせよ その憐憫はとこしへにたゆるこ

となければなり 20バシヤンのわうオグを誅したまへ

るものに感謝せよ そのあはれみは永遠にたゆること

なければなり 21かれらの地を嗣業としてあたへたま

へる者にかんしやせよ その憐憫はとこしへにたゆる

ことなければなり 22その僕イスラエルにゆづりとし

て之をあたへたまへるものに感謝せよ そのあはれみ

は永遠にたゆることなければなり 23われらが微賤か

りしときに記念したまへる者にかんしやせよ その憐

憫はとこしへに絶ることなければなり 24わが敵より

われらを助けいだしたまへる者にかんしやせよ その

憐憫はとこしへに絶ることなければなり 25すべての

生るものに食物をあたへたまふものに感謝せよ その

あはれみはとこしへに絶ることなければなり 26天の

神にかんしやせよ その憐憫はとこしへに絶ることな

ければなり

137われらバビロンの河のほとりにすわりシオン

をおもひいでて涙をながしぬ 2われらそのあたりの

柳にわが琴をかけたり 3そはわれらを虜にせしもの

われらに歌をもとめたり 我儕をくるしむる者われら

におのれを歓ばせんとて シオンのうた一つうたへと

いへり 4われら外邦にありていかでヱホバの歌をう

たはんや 5エルサレムよもし我なんぢをわすれなば

わが右の手にその巧をわすれしめたまへ 6もしわれ

汝を思ひいでず もしわれヱルサレムをわがすべての

歓喜の極となさずばわが舌をわが腭につかしめたま
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ヘ 7ヱホバよねがはくはヱルサレムの日にエドムの

子輩がこれを掃除けその基までもはらひのぞけとい

へるを聖意にとめたまへ 8ほろぼさるべきバビロン

の女よ なんぢがわれらに作しごとく汝にむくゆる人

はさいはひなるべし 9なんぢの嬰児をとりて岩のう

へになげうつものは福ひなるべし

138ダビデのうたわれはわが心をつくしてなんぢ

に感謝し もろもろの神のまへにて汝をほめうたはん

2我なんぢのきよき宮にむかひて伏拝みなんぢの仁

慈とまこととの故によりて聖名にかんしやせん そは

汝そのみことばをもろもろの聖名にまさりて高くし

たまひたればなり 3汝わがよばはりし日にわれにこ

たへ わが霊魂にちからをあたへて雄々しからしめた

まへり 4ヱホバよ地のすべての王はなんぢに感謝せ

ん かれらはなんぢの口のもろもろの言をききたれば

なり 5かれらはヱホバのもろもろの途についてうた

はんヱホバの榮光おほいなればなり 6ヱホバは高く

ましませども卑きものを顧みたまふ されど亦おごれ

るものを遠よりしりたまへり 7縦ひわれ患難のなか

を歩むとも汝われをふたたび活し その手をのばして

わが仇のいかりをふせぎ その右の手われをすくひた

まふべし 8ヱホバはわれに係れることを全うしたま

はん ヱホバよなんぢの憐憫はとこしへにたゆること

なし願くはなんぢの手のもろもろの事跡をすてたま

ふなかれ

139伶長にうたはしめたるダビデの歌ヱホバよな

んぢは我をさぐり我をしりたまへり 2なんぢはわが

坐るをも立をもしり又とほくよりわが念をわきま

へたまふ 3なんぢはわが歩むをもわが臥をもさぐ
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りいだしわがもろもろの途をことごとく知たまへ

り 4そはわが舌に一言ありとも観よヱホバよなんぢ

ことごとく知たまふ 5なんぢは前より後よりわれを

かこみわが上にその手をおき給へり 6かかる知識は

いとくすしくして我にすぐまた高くして及ぶこと

あたはず 7我いづこにゆきてなんぢの聖霊をはなれ

んやわれいづこに往てなんぢの前をのがれんや 8わ

れ天にのぼるとも汝かしこにいましわれわが榻を

陰府にまうくるとも観よなんぢ彼處にいます (Sheol

h7585) 9我あけぼのの翼をかりて海のはてにすむと

も 10かしこにて尚なんぢの手われをみちびき汝のみ

ぎの手われをたもちたまはん 11暗はかならす我をお

ほひ我をかこめる光は夜とならんと我いふとも 12

汝のみまへには暗ものをかくすことなく夜もひる

のごとくに輝けりなんぢにはくらきも光もことな

ることなし 13汝はわがはらわたをつくり又わがは

はの胎にわれを組成たまひたり 14われなんぢに感謝

す われは畏るべく奇しくつくられたり なんぢの事跡

はことごとくくすしわが霊魂はいとつばらに之を

しれり 15われ隠れたるところにてつくられ地の底

所にて妙につづりあはされしときわが骨なんぢに

かくるることなかりき 16わが體いまだ全からざる

になんぢの目ははやくより之をみ日々かたちづく

られしわが百體の一だにあらざりし時にことごと

くなんぢの冊にしるされたり 17神よなんぢりもろ

もろの思念はわれに寶きこといかばかりぞやその

みおもひの総計はいかに多きかな 18我これを算へ

んとすれどもそのかずは沙よりもおほしわれ眼さ

むるときも尚なんぢとともにをる 19神よなんぢは
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かならず惡者をころし給はんされば血をながすも

のよ我をはなれされ 20かれらはあしき企圖をもて

汝にさからひて言ふなんぢの仇はみだりに聖名を

となふるなり 21ヱホバよわれは汝をにくむ者をに

くむにあらずやなんぢに逆ひておこりたつものを

厭ふにあらずや 22われ甚くかれらをにくみてわが

仇とす 23神よねがはくは我をさぐりてわが心をし

り我をこころみてわがもろもろの思念をしりたま

へ 24ねがはくは我によこしまなる途のありやなしや

を見てわれを永遠のみちに導きたまへ

140聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌

主よ、悪しき人々からわたしを助け出し、わたしを

守って、乱暴な人々からのがれさせてください。 2

彼らは心のうちに悪い事をはかり、絶えず戦いを起

します。 3彼らはへびのようにおのが舌を鋭くし、

そのくちびるの下にはまむしの毒があります。(セ

ラ) 4主よ、わたしを保って、悪しき人の手からのが

れさせ、わたしを守って、わが足をつまずかせよう

とする乱暴な人々からのがれさせてください。 5高

ぶる者はわたしのためにわなを伏せ、綱をもって網

を張り、道のほとりにわなを設けました。 (セラ) 6

わたしは主に言います、「あなたはわが神です。主

よ、わが願いの声に耳を傾けてください。 7わが救

の力、主なる神よ、あなたは戦いの日に、わがこう

べをおおわれました。 8主よ、悪しき人の願いをゆ

るさないでください。その悪しき計画をとげさせな

いでください。 (セラ) 9わたしを囲む者がそのこう

べをあげるとき、そのくちびるの害悪で彼らをおお

ってください。 10燃える炭を彼らの上に落してくだ



詩篇 1425

さい。彼らを穴に投げ入れ、再び上がることのでき

ないようにしてください。 11悪口を言う者を世に立

たせないでください。乱暴な人をすみやかに災に追

い捕えさせてください」。 12わたしは主が苦しむ者

の訴えをたすけ、貧しい者のために正しいさばきを

行われることを知っています。 13正しい人は必ずみ

名に感謝し、直き人はみ前に住むでしょう。

141ダビデの歌主よ、わたしはあなたに呼ばわり

ます。すみやかにわたしをお助けください。わたし

があなたに呼ばわるとき、わが声に耳を傾けてくだ

さい。 2わたしの祈を、み前にささげる薫香のよう

にみなし、わたしのあげる手を、夕べの供え物のよ

うにみなしてください。 3主よ、わが口に門守を置

いて、わがくちびるの戸を守ってください。 4悪し

き事にわが心を傾けさせず、不義を行う人々と共に

悪しきわざにあずからせないでください。また彼ら

のうまき物を食べさせないでください。 5正しい者

にいつくしみをもってわたしを打たせ、わたしを責

めさせてください。しかし悪しき者の油をわがこう

べにそそがせないでください。わが祈は絶えず彼ら

の悪しきわざに敵しているからです。 6彼らはおの

れを罪に定める者にわたされるとき、主のみ言葉の

まことなることを学ぶでしょう。 7人が岩を裂いて

地の上に打ち砕くように、彼らの骨は陰府の口にま

き散らされるでしょう。 (Sheol h7585) 8しかし主なる

神よ、わが目はあなたに向かっています。わたしは

あなたに寄り頼みます。わたしを助けるものもない

ままに捨ておかないでください。 9わたしを守って

、彼らがわたしのために設けたわなと、悪を行う者
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のわなとをのがれさせてください。 10わたしがのが

れると同時に、悪しき者をおのれの網に陥らせてく

ださい。

142ダビデがほら穴にいた時によんだマスキールの

歌、祈 わたしは声を出して主に呼ばわり、声を出し

て主に願い求めます。 2わたしはみ前にわが嘆きを

注ぎ出し、み前にわが悩みをあらわします。 3わが

霊のわがうちに消えうせようとする時も、あなたは

わが道を知られます。彼らはわたしを捕えようとわ

たしの行く道にわなを隠しました。 4わたしは右の

方に目を注いで見回したが、わたしに心をとめる者

はひとりもありません。わたしには避け所がなく、

わたしをかえりみる人はありません。 5主よ、わた

しはあなたに呼ばわります。わたしは言います、「

あなたはわが避け所、生ける者の地でわたしの受く

べき分です。 6どうか、わが叫びにみこころをとめ

てください。わたしは、はなはだしく低くされてい

ます。わたしを責める者から助け出してください。

彼らはわたしにまさって強いのです。 7わたしをひ

とやから出し、み名に感謝させてください。あなた

が豊かにわたしをあしらわれるので、正しい人々は

わたしのまわりに集まるでしょう」。

143ダビデの歌主よ、わが祈を聞き、わが願いに

耳を傾けてください。あなたの真実と、あなたの正

義とをもって、わたしにお答えください。 2あなた

のしもべのさばきにたずさわらないでください。生

ける者はひとりもみ前に義とされないからです。 3

敵はわたしをせめ、わがいのちを地に踏みにじり、

死んで久しく時を経た者のようにわたしを暗い所に
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住まわせました。 4それゆえ、わが霊はわがうちに

消えうせようとし、わが心はわがうちに荒れさびれ

ています。 5わたしはいにしえの日を思い出し、あ

なたが行われたすべての事を考え、あなたのみ手の

わざを思います。 6わたしはあなたにむかって手を

伸べ、わが魂は、かわききった地のようにあなたを

慕います。 (セラ) 7主よ、すみやかにわたしにお答

えください。わが霊は衰えます。わたしにみ顔を隠

さないでください。さもないと、わたしは穴にくだ

る者のようになるでしょう。 8あしたに、あなたの

いつくしみを聞かせてください。わたしはあなたに

信頼します。わが歩むべき道を教えてください。わ

が魂はあなたを仰ぎ望みます。 9主よ、わたしをわ

が敵から助け出してください。わたしは避け所を得

るためにあなたのもとにのがれました。 10あなたの

みむねを行うことを教えてください。あなたはわが

神です。恵みふかい、みたまをもってわたしを平ら

かな道に導いてください。 11主よ、み名のために、

わたしを生かし、あなたの義によって、わたしを悩

みから救い出してください。 12また、あなたのいつ

くしみによって、わが敵を断ち、わがあだをことご

とく滅ぼしてください。わたしはあなたのしもべで

す。

144ダビデの歌わが岩なる主はほむべきかな。主

は、いくさすることをわが手に教え、戦うことをわ

が指に教えられます。 2主はわが岩、わが城、わが

高きやぐら、わが救主、わが盾、わが寄り頼む者で

す。主はもろもろの民をおのれに従わせられます。

3主よ、人は何ものなので、あなたはこれをかえりみ
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、人の子は何ものなので、これをみこころに、とめ

られるのですか。 4人は息にひとしく、その日は過

ぎゆく影にひとしいのです。 5主よ、あなたの天を

垂れてくだり、山に触れて煙を出させてください。

6いなずまを放って彼らを散らし、矢を放って彼らを

打ち敗ってください。 7高い所からみ手を伸べて、

わたしを救い、大水から、異邦人の手からわたしを

助け出してください。 8彼らの口は偽りを言い、そ

の右の手は偽りの右の手です。 9神よ、わたしは新

しい歌をあなたにむかって歌い、十弦の立琴にあわ

せてあなたをほめ歌います。 10あなたは王たちに勝

利を与え、そのしもべダビデを救われます。 11わた

しを残忍なつるぎから救い、異邦人の手から助け出

してください。彼らの口は偽りを言い、その右の手

は偽りの右の手です。 12われらのむすこたちはその

若い時、よく育った草木のようです。われらの娘た

ちは宮の建物のために刻まれたすみの柱のようです

。 13われらの倉は満ちて様々の物を備え、われらの

羊は野でちよろずの子を産み、 14われらの家畜はみ

ごもって子を産むに誤ることなく、われらのちまた

には悩みの叫びがありません。 15このような祝福を

もつ民はさいわいです。主をおのが神とする民はさ

いわいです。

145ダビデのさんびの歌わが神、王よ、わたしは

あなたをあがめ、世々かぎりなくみ名をほめまつり

ます。 2わたしは日ごとにあなたをほめ、世々かぎ

りなくみ名をほめたたえます。 3主は大いなる神で

、大いにほめたたえらるべきです。その大いなるこ

とは測り知ることができません。 4この代はかの代
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にむかってあなたのみわざをほめたたえ、あなたの

大能のはたらきを宣べ伝えるでしょう。 5わたしは

あなたの威厳の光栄ある輝きと、あなたのくすしき

みわざとを深く思います。 6人々はあなたの恐るべ

きはたらきの勢いを語り、わたしはあなたの大いな

ることを宣べ伝えます。 7彼らはあなたの豊かな恵

みの思い出を言いあらわし、あなたの義を喜び歌う

でしょう。 8主は恵みふかく、あわれみに満ち、怒

ることおそく、いつくしみ豊かです。 9主はすべて

のものに恵みがあり、そのあわれみはすべてのみわ

ざの上にあります。 10主よ、あなたのすべてのみわ

ざはあなたに感謝し、あなたの聖徒はあなたをほめ

まつるでしょう。 11彼らはみ国の栄光を語り、あな

たのみ力を宣べ、 12あなたの大能のはたらきと、み

国の光栄ある輝きとを人の子に知らせるでしょう。

13あなたの国はとこしえの国です。あなたのまつり

ごとはよろずよに絶えることはありません。 14主は

すべて倒れんとする者をささえ、すべてかがむ者を

立たせられます。 15よろずのものの目はあなたを待

ち望んでいます。あなたは時にしたがって彼らに食

物を与えられます。 16あなたはみ手を開いて、すべ

ての生けるものの願いを飽かせられます。 17主はそ

のすべての道に正しく、そのすべてのみわざに恵み

ふかく、 18すべて主を呼ぶ者、誠をもって主を呼ぶ

者に主は近いのです。 19主はおのれを恐れる者の願

いを満たし、またその叫びを聞いてこれを救われま

す。 20主はおのれを愛する者をすべて守られるが、

悪しき者をことごとく滅ぼされます。 21わが口は主
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の誉を語り、すべての肉なる者は世々かぎりなくそ

の聖なるみ名をほめまつるでしょう。

146主をほめたたえよ。わが魂よ、主をほめたたえ

よ。 2わたしは生けるかぎりは主をほめたたえ、な

がらえる間は、わが神をほめうたおう。 3もろもろ

の君に信頼してはならない。人の子に信頼してはな

らない。彼らには助けがない。 4その息が出ていけ

ば彼は土に帰る。その日には彼のもろもろの計画は

滅びる。 5ヤコブの神をおのが助けとし、その望み

をおのが神、主におく人はさいわいである。 6主は

天と地と、海と、その中にあるあらゆるものを造り

、とこしえに真実を守り、 7しえたげられる者のた

めにさばきをおこない、飢えた者に食物を与えられ

る。主は捕われ人を解き放たれる。 8主は盲人の目

を開かれる。主はかがむ者を立たせられる。主は正

しい者を愛される。 9主は寄留の他国人を守り、み

なしごと、やもめとをささえられる。しかし、悪し

き者の道を滅びに至らせられる。 10主はとこしえに

統べ治められる。シオンよ、あなたの神はよろず代

まで統べ治められる。主をほめたたえよ。

147主をほめたたえよ。われらの神をほめうたうこ

とはよいことである。主は恵みふかい。さんびはふ

さわしいことである。 2主はエルサレムを築き、イ

スラエルの追いやられた者を集められる。 3主は心

の打ち砕かれた者をいやし、その傷を包まれる。 4

主はもろもろの星の数を定め、すべてそれに名を与

えられる。 5われらの主は大いなる神、力も豊かで

あって、その知恵ははかりがたい。 6主はしえたげ

られた者をささえ、悪しき者を地に投げ捨てられる



詩篇 1431

。 7主に感謝して歌え、琴にあわせてわれらの神を

ほめうたえ。 8主は雲をもって天をおおい、地のた

めに雨を備え、もろもろの山に草をはえさせ、 9食

物を獣に与え、また鳴く小がらすに与えられる。 10

主は馬の力を喜ばれず、人の足をよみせられない。

11主はおのれを恐れる者とそのいつくしみを望む者

とをよみせられる。 12エルサレムよ、主をほめたた

えよ。シオンよ、あなたの神をほめたたえよ。 13主

はあなたの門の貫の木を堅くし、あなたのうちにい

る子らを祝福されるからである。 14主はあなたの国

境を安らかにし、最も良い麦をもってあなたを飽か

せられる。 15主はその戒めを地に下される。そのみ

言葉はすみやかに走る。 16主は雪を羊の毛のように

降らせ、霜を灰のようにまかれる。 17主は氷をパン

くずのように投げうたれる。だれがその寒さに耐え

ることができましょうか。 18主はみ言葉を下してこ

れを溶かし、その風を吹かせられると、もろもろの

水は流れる。 19主はそのみ言葉をヤコブに示し、そ

のもろもろの定めと、おきてとをイスラエルに示さ

れる。 20主はいずれの国民をも、このようにはあし

らわれなかった。彼らは主のもろもろのおきてを知

らない。主をほめたたえよ。

148主をほめたたえよ。もろもろの天から主をほめ

たたえよ。もろもろの高き所で主をほめたたえよ。

2その天使よ、みな主をほめたたえよ。その万軍よ、

みな主をほめたたえよ。 3日よ、月よ、主をほめた

たえよ。輝く星よ、みな主をほめたたえよ。 4いと

高き天よ、天の上にある水よ、主をほめたたえよ。

5これらのものに主のみ名をほめたたえさせよ、これ
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らは主が命じられると造られたからである。 6主は

これらをとこしえに堅く定め、越えることのできな

いその境を定められた。 7海の獣よ、すべての淵よ

、地から主をほめたたえよ。 8火よ、あられよ、雪

よ、霜よ、み言葉を行うあらしよ、 9もろもろの山

、すべての丘、実を結ぶ木、すべての香柏よ、 10野

の獣、すべての家畜、這うもの、翼ある鳥よ、 11地

の王たち、すべての民、君たち、地のすべてのつか

さよ、 12若い男子、若い女子、老いた人と幼い者よ

、 13彼らをして主のみ名をほめたたえさせよ。その

み名は高く、たぐいなく、その栄光は地と天の上に

あるからである。 14主はその民のために一つの角を

あげられた。これはすべての聖徒のほめたたえるも

の、主に近いイスラエルの人々のほめたたえるもの

である。主をほめたたえよ。

149主をほめたたえよ。主にむかって新しい歌をう

たえ。聖徒のつどいで、主の誉を歌え。 2イスラエ

ルにその造り主を喜ばせ、シオンの子らにその王を

喜ばせよ。 3彼らに踊りをもって主のみ名をほめた

たえさせ、鼓と琴とをもって主をほめ歌わせよ。 4

主はおのが民を喜び、へりくだる者を勝利をもって

飾られるからである。 5聖徒を栄光によって喜ばせ

、その床の上で喜び歌わせよ。 6そののどには神を

あがめる歌があり、その手にはもろ刃のつるぎがあ

る。 7これはもろもろの国にあだを返し、もろもろ

の民を懲らし、 8彼らの王たちを鎖で縛り、彼らの

貴人たちを鉄のかせで縛りつけ、 9しるされたさば

きを彼らに行うためである。これはそのすべての聖

徒に与えられる誉である。主をほめたたえよ。
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150主をほめたたえよ。その聖所で神をほめたたえ

よ。その力のあらわれる大空で主をほめたたえよ。

2その大能のはたらきのゆえに主をほめたたえよ。そ

のすぐれて大いなることのゆえに主をほめたたえよ

。 3ラッパの声をもって主をほめたたえよ。立琴と

琴とをもって主をほめたたえよ。 4鼓と踊りとをも

って主をほめたたえよ。緒琴と笛とをもって主をほ

めたたえよ。 5音の高いシンバルをもって主をほめ

たたえよ。鳴りひびくシンバルをもって主をほめた

たえよ。 6息のあるすべてのものに主をほめたたえ

させよ。主をほめたたえよ。
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箴言知恵の泉

1ダビデの子、イスラエルの王ソロモンの箴言。 2

これは人に知恵と教訓とを知らせ、悟りの言葉をさ

とらせ、 3賢い行いと、正義と公正と公平の教訓を

うけさせ、 4思慮のない者に悟りを与え、若い者に

知識と慎みを得させるためである。 5賢い者はこれ

を聞いて学に進み、さとい者は指導を得る。 6人は

これによって箴言と、たとえと、賢い者の言葉と、

そのなぞとを悟る。 7主を恐れることは知識のはじ

めである、愚かな者は知恵と教訓を軽んじる。 8わ

が子よ、あなたは父の教訓を聞き、母の教を捨てて

はならない。 9それらは、あなたの頭の麗しい冠と

なり、あなたの首の飾りとなるからである。 10わが

子よ、悪者があなたを誘っても、それに従ってはな

らない。 11彼らがあなたに向かって、「一緒に来な

さい。われわれは待ち伏せして、人の血を流し、罪

のない者を、ゆえなく伏してねらい、 12陰府のよう

に、彼らを生きたままで、のみ尽し、健やかな者を

、墓に下る者のようにしよう。 (Sheol h7585) 13われわ

れは、さまざまの尊い貨財を得、奪い取った物で、

われわれの家を満たそう。 14あなたもわれわれの仲

間に加わりなさい、われわれは共に一つの金袋を持

とう」と言っても、 15わが子よ、彼らの仲間になっ

てはならない、あなたの足をとどめて、彼らの道に

行ってはならない。 16彼らの足は悪に走り、血を流

すことに速いからだ。 17すべて鳥の目の前で網を張

るのは、むだである。 18彼らは自分の血を待ち伏せ

し、自分の命を伏してねらうのだ。 19すべて利をむ

さぼる者の道はこのようなものである。これはその
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持ち主の命を取り去るのだ。 20知恵は、ちまたに呼

ばわり、市場にその声をあげ、 21城壁の頂で叫び、

町の門の入口で語る。 22「思慮のない者たちよ、あ

なたがたは、いつまで思慮のないことを好むのか。

あざける者は、いつまで、あざけり楽しみ、愚かな

者は、いつまで、知識を憎むのか。 23わたしの戒め

に心をとめよ、見よ、わたしは自分の思いを、あな

たがたに告げ、わたしの言葉を、あなたがたに知ら

せる。 24わたしは呼んだが、あなたがたは聞くこと

を拒み、手を伸べたが、顧みる者はなく、 25かえっ

て、あなたがたはわたしのすべての勧めを捨て、わ

たしの戒めを受けなかったので、 26わたしもまた、

あなたがたが災にあう時に、笑い、あなたがたが恐

慌にあう時、あざけるであろう。 27これは恐慌が、

あらしのようにあなたがたに臨み、災が、つむじ風

のように臨み、悩みと悲しみとが、あなたがたに臨

む時である。 28その時、彼らはわたしを呼ぶであろ

う、しかし、わたしは答えない。ひたすら、わたし

を求めるであろう、しかし、わたしに会えない。 29

彼らは知識を憎み、主を恐れることを選ばず、 30わ

たしの勧めに従わず、すべての戒めを軽んじたゆえ

、 31自分の行いの実を食らい、自分の計りごとに飽

きる。 32思慮のない者の不従順はおのれを殺し、愚

かな者の安楽はおのれを滅ぼす。 33しかし、わたし

に聞き従う者は安らかに住まい、災に会う恐れもな

く、安全である」。

2わが子よ、もしあなたがわたしの言葉を受け、わ

たしの戒めを、あなたの心におさめ、 2あなたの耳

を知恵に傾け、あなたの心を悟りに向け、 3しかも
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、もし知識を呼び求め、悟りを得ようと、あなたの

声をあげ、 4銀を求めるように、これを求め、かく

れた宝を尋ねるように、これを尋ねるならば、 5あ

なたは、主を恐れることを悟り、神を知ることがで

きるようになる。 6これは、主が知恵を与え、知識

と悟りとは、み口から出るからである。 7彼は正し

い人のために、確かな知恵をたくわえ、誠実に歩む

者の盾となって、 8公正の道を保ち、その聖徒たち

の道筋を守られる。 9そのとき、あなたは、ついに

正義と公正、公平とすべての良い道を悟る。 10これ

は知恵が、あなたの心にはいり、知識があなたの魂

に楽しみとなるからである。 11慎みはあなたを守り

、悟りはあなたを保って、 12悪の道からあなたを救

い、偽りをいう者から救う。 13彼らは正しい道を離

れて、暗い道に歩み、 14悪を行うことを楽しみ、悪

人の偽りを喜び、 15その道は曲り、その行いは、よ

こしまである。 16慎みと悟りはまたあなたを遊女か

ら救い、言葉の巧みな、みだらな女から救う。 17彼

女は若い時の友を捨て、その神に契約したことを忘

れている。 18その家は死に下り、その道は陰府にお

もむく。 19すべて彼女のもとへ行く者は、帰らない

、また命の道にいたらない。 20こうして、あなたは

善良な人々の道に歩み、正しい人々の道を守ること

ができる。 21正しい人は地にながらえ、誠実な人は

地にとどまる。 22しかし悪しき者は地から断ち滅ぼ

され、不信実な者は地から抜き捨てられる。

3わが子よ、わたしの教を忘れず、わたしの戒めを

心にとめよ。 2そうすれば、これはあなたの日を長

くし、命の年を延べ、あなたに平安を増し加える。
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3いつくしみと、まこととを捨ててはならない、それ

をあなたの首に結び、心の碑にしるせ。 4そうすれ

ば、あなたは神と人との前に恵みと、誉とを得る。

5心をつくして主に信頼せよ、自分の知識にたよって

はならない。 6すべての道で主を認めよ、そうすれ

ば、主はあなたの道をまっすぐにされる。 7自分を

見て賢いと思ってはならない、主を恐れて、悪を離

れよ。 8そうすれば、あなたの身を健やかにし、あ

なたの骨に元気を与える。 9あなたの財産と、すべ

ての産物の初なりをもって主をあがめよ。 10そうす

れば、あなたの倉は満ちて余り、あなたの酒ぶねは

新しい酒であふれる。 11わが子よ、主の懲しめを軽

んじてはならない、その戒めをきらってはならない

。 12主は、愛する者を、戒められるからである、あ

たかも父がその愛する子を戒めるように。 13知恵を

求めて得る人、悟りを得る人はさいわいである。 14

知恵によって得るものは、銀によって得るものにま

さり、その利益は精金よりも良いからである。 15知

恵は宝石よりも尊く、あなたの望む何物も、これと

比べるに足りない。 16その右の手には長寿があり、

左の手には富と、誉がある。 17その道は楽しい道で

あり、その道筋はみな平安である。 18知恵は、これ

を捕える者には命の木である、これをしっかり捕え

る人はさいわいである。 19主は知恵をもって地の基

をすえ、悟りをもって天を定められた。 20その知識

によって海はわきいで、雲は露をそそぐ。 21わが子

よ、確かな知恵と、慎みとを守って、それをあなた

の目から離してはならない。 22それはあなたの魂の

命となりあなたの首の飾りとなる。 23こうして、あ
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なたは安らかに自分の道を行き、あなたの足はつま

ずくことがない。 24あなたは座しているとき、恐れ

ることはなく、伏すとき、あなたの眠りはここちよ

い。 25あなたはにわかに起る恐怖を恐れることなく

、悪しき者の滅びが来ても、それを恐れることはな

い。 26これは、主があなたの信頼する者であり、あ

なたの足を守って、わなに捕われさせられないから

である。 27あなたの手に善をなす力があるならば、

これをなすべき人になすことをさし控えてはならな

い。 28あなたが物を持っている時、その隣り人に向

かい、「去って、また来なさい。あす、それをあげ

よう」と言ってはならない。 29あなたの隣り人がか

たわらに安らかに住んでいる時、これに向かって、

悪を計ってはならない。 30もし人があなたに悪を行

ったのでなければ、ゆえなく、これと争ってはなら

ない。 31暴虐な人を、うらやんではならない、その

すべての道を選んではならない。 32よこしまな者は

主に憎まれるからである、しかし、正しい者は主に

信任される。 33主の、のろいは悪しき者の家にある

、しかし、正しい人のすまいは主に恵まれる。 34彼

はあざける者をあざけり、へりくだる者に恵みを与

えられる。 35知恵ある者は、誉を得る、しかし、愚

かな者ははずかしめを得る。

4子供らよ、父の教を聞き、悟りを得るために耳を

傾けよ。 2わたしは、良い教訓を、あなたがたにさ

ずける。わたしの教を捨ててはならない。 3わたし

もわが父には子であり、わが母の目には、ひとりの

いとし子であった。 4父はわたしを教えて言った、

「わたしの言葉を、心に留め、わたしの戒めを守っ
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て、命を得よ。 5それを忘れることなく、またわが

口の言葉にそむいてはならない、知恵を得よ、悟り

を得よ。 6知恵を捨てるな、それはあなたを守る。

それを愛せよ、それはあなたを保つ。 7知恵の初め

はこれである、知恵を得よ、あなたが何を得るにし

ても、悟りを得よ。 8それを尊べ、そうすれば、そ

れはあなたを高くあげる、もしそれをいだくならば

、それはあなたを尊くする。 9それはあなたの頭に

麗しい飾りを置き、栄えの冠をあなたに与える」。

10わが子よ、聞け、わたしの言葉をうけいれよ、そ

うすれば、あなたの命の年は多くなる。 11わたしは

知恵の道をあなたに教え、正しい道筋にあなたを導

いた。 12あなたが歩くとき、その歩みは妨げられず

、走る時にも、つまずくことはない。 13教訓をかた

くとらえて、離してはならない、それを守れ、それ

はあなたの命である。 14よこしまな者の道に、はい

ってはならない、悪しき者の道を歩んではならない

。 15それを避けよ、通ってはならない、それを離れ

て進め。 16彼らは悪を行わなければ眠ることができ

ず、人をつまずかせなければ、寝ることができず、

17不正のパンを食らい、暴虐の酒を飲むからである

。 18正しい者の道は、夜明けの光のようだ、いよい

よ輝きを増して真昼となる。 19悪しき人の道は暗や

みのようだ、彼らは何につまずくかを知らない。 20

わが子よ、わたしの言葉に心をとめ、わたしの語る

ことに耳を傾けよ。 21それを、あなたの目から離さ

ず、あなたの心のうちに守れ。 22それは、これを得

る者の命であり、またその全身を健やかにするから

である。 23油断することなく、あなたの心を守れ、
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命の泉は、これから流れ出るからである。 24曲った

言葉をあなたから捨てさり、よこしまな談話をあな

たから遠ざけよ。 25あなたの目は、まっすぐに正面

を見、あなたのまぶたはあなたの前を、まっすぐに

見よ。 26あなたの足の道に気をつけよ、そうすれば

、あなたのすべての道は安全である。 27右にも左に

も迷い出てはならない、あなたの足を悪から離れさ

せよ。

5わが子よ、わたしの知恵に心をとめ、わたしの悟

りに耳をかたむけよ。 2これは、あなたが慎みを守

り、あなたのくちびるに知識を保つためである。 3

遊女のくちびるは蜜をしたたらせ、その言葉は油よ

りもなめらかである。 4しかしついには、彼女はに

がよもぎのように苦く、もろ刃のつるぎのように鋭

くなる。 5その足は死に下り、その歩みは陰府の道

におもむく。 (Sheol h7585) 6彼女はいのちの道に心を

とめず、その道は人を迷わすが、彼女はそれを知ら

ない。 7子供らよ、今わたしの言うことを聞け、わ

たしの口の言葉から、離れ去ってはならない。 8あ

なたの道を彼女から遠く離し、その家の門に近づい

てはならない。 9おそらくはあなたの誉を他人にわ

たし、あなたの年を無慈悲な者にわたすに至る。 10

おそらくは他人があなたの資産によって満たされ、

あなたの労苦は他人の家に行く。 11そしてあなたの

終りが来て、あなたの身と、からだが滅びるとき、

泣き悲しんで、 12言うであろう、「わたしは教訓を

いとい、心に戒めを軽んじ、 13教師の声に聞き従わ

ず、わたしを教える者に耳を傾けず、 14集まりの中

、会衆のうちにあって、わたしは、破滅に陥りかけ
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た」と。 15あなたは自分の水ためから水を飲み、自

分の井戸から、わき出す水を飲むがよい。 16あなた

の泉を、外にまきちらし、水の流れを、ちまたに流

してよかろうか。 17それを自分だけのものとし、他

人を共にあずからせてはならない。 18あなたの泉に

祝福を受けさせ、あなたの若い時の妻を楽しめ。 19

彼女は愛らしい雌じか、美しいしかのようだ。いつ

も、その乳ぶさをもって満足し、その愛をもって常

に喜べ。 20わが子よ、どうして遊女に迷い、みだら

な女の胸をいだくのか。 21人の道は主の目の前にあ

り、主はすべて、その行いを見守られる。 22悪しき

者は自分のとがに捕えられ、自分の罪のなわにつな

がれる。 23彼は、教訓がないために死に、その愚か

さの大きいことによって滅びる。

6わが子よ、あなたがもし隣り人のために保証人と

なり、他人のために手をうって誓ったならば、 2も

しあなたのくちびるの言葉によって、わなにかかり

、あなたの口の言葉によって捕えられたならば、 3

わが子よ、その時はこうして、おのれを救え、あな

たは隣り人の手に陥ったのだから。急いで行って、

隣り人にひたすら求めよ。 4あなたの目を眠らせず

、あなたのまぶたを、まどろませず、 5かもしかが

、かりゅうどの手からのがれるように、鳥が鳥を取

る者の手からのがれるように、おのれを救え。 6な

まけ者よ、ありのところへ行き、そのすることを見

て、知恵を得よ。 7ありは、かしらなく、つかさな

く、王もないが、 8夏のうちに食物をそなえ、刈入

れの時に、かてを集める。 9なまけ者よ、いつまで

寝ているのか、いつ目をさまして起きるのか。 10し
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ばらく眠り、しばらくまどろみ、手をこまぬいて、

またしばらく休む。 11それゆえ、貧しさは盗びとの

ようにあなたに来り、乏しさは、つわもののように

あなたに来る。 12よこしまな人、悪しき人は偽りの

言葉をもって行きめぐり、 13目でめくばせし、足で

踏み鳴らし、指で示し、 14よこしまな心をもって悪

を計り、絶えず争いをおこす。 15それゆえ、災は、

にわかに彼に臨み、たちまちにして打ち敗られ、助

かることはない。 16主の憎まれるものが六つある、

否、その心に、忌みきらわれるものが七つある。 17

すなわち、高ぶる目、偽りを言う舌、罪なき人の血

を流す手、 18悪しき計りごとをめぐらす心、すみや

かに悪に走る足、 19偽りをのべる証人、また兄弟の

うちに争いをおこす人がこれである。 20わが子よ、

あなたの父の戒めを守り、あなたの母の教を捨てる

な。 21つねに、これをあなたの心に結び、あなたの

首のまわりにつけよ。 22これは、あなたが歩くとき

、あなたを導き、あなたが寝るとき、あなたを守り

、あなたが目ざめるとき、あなたと語る。 23戒めは

ともしびである、教は光である、教訓の懲しめは命

の道である。 24これは、あなたを守って、悪い女に

近づかせず、みだらな女の、巧みな舌に惑わされぬ

ようにする。 25彼女の麗しさを心に慕ってはならな

い、そのまぶたに捕えられてはならない。 26遊女は

一塊のパンのために雇われる、しかし、みだらな女

は人の尊い命を求める。 27人は火を、そのふところ

にいだいてその着物が焼かれないであろうか。 28ま

た人は、熱い火を踏んで、その足が、焼かれないで

あろうか。 29その隣の妻と不義を行う者も、それと
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同じだ。すべて彼女に触れる者は罰を免れることは

できない。 30盗びとが飢えたとき、その飢えを満た

すために盗むならば、人は彼を軽んじないであろう

か。 31もし捕えられたなら、その七倍を償い、その

家の貨財を、ことごとく出さなければならない。 32

女と姦淫を行う者は思慮がない。これを行う者はお

のれを滅ぼし、 33傷と、はずかしめとを受けて、そ

の恥をすすぐことができない。 34ねたみは、その夫

を激しく怒らせるゆえ、恨みを報いるとき、容赦す

ることはない。 35どのようなあがない物をも顧みず

、多くの贈り物をしても、和らがない。

7わが子よ、わたしの言葉を守り、わたしの戒めを

あなたの心にたくわえよ。 2わたしの戒めを守って

命を得よ、わたしの教を守ること、ひとみを守るよ

うにせよ。 3これをあなたの指にむすび、これをあ

なたの心の碑にしるせ。 4知恵に向かって、「あな

たはわが姉妹だ」と言い、悟りに向かっては、あな

たの友と呼べ。 5そうすれば、これはあなたを守っ

て遊女に迷わせず、言葉巧みな、みだらな女に近づ

かせない。 6わたしはわが家の窓により、格子窓か

ら外をのぞいて、 7思慮のない者のうちに、若い者

のうちに、ひとりの知恵のない若者のいるのを見た

。 8彼はちまたを過ぎ、女の家に行く曲りかどに近

づき、その家に行く道を、 9たそがれに、よいに、

また夜中に、また暗やみに歩いていった。 10見よ、

遊女の装いをした陰険な女が彼に会う。 11この女は

、騒がしくて、慎みなく、その足は自分の家にとど

まらず、 12ある時はちまたにあり、ある時は市場に

あり、すみずみに立って人をうかがう。 13この女は
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彼を捕えて口づけし、恥しらぬ顔で彼に言う、 14「

わたしは酬恩祭をささげなければならなかったが、

きょう、その誓いを果しました。 15それでわたしは

あなたを迎えようと出て、あなたを尋ね、あなたに

会いました。 16わたしは床に美しい、しとねと、エ

ジプトのあや布を敷き、 17没薬、ろかい、桂皮をも

ってわたしの床をにおわせました。 18さあ、わたし

たちは夜が明けるまで、情をつくし、愛をかわして

楽しみましょう。 19夫は家にいません、遠くへ旅立

ち、 20手に金袋を持って出ました。満月になるまで

は帰りません」と。 21女が多くの、なまめかしい言

葉をもって彼を惑わし、巧みなくちびるをもって、

いざなうと、 22若い人は直ちに女に従った、あたか

も牛が、ほふり場に行くように、雄じかが、すみや

かに捕えられ、 23ついに、矢がその内臓を突き刺す

ように、鳥がすみやかに網にかかるように、彼は自

分が命を失うようになることを知らない。 24子供ら

よ、今わたしの言うことを聞き、わが口の言葉に耳

を傾けよ。 25あなたの心を彼女の道に傾けてはなら

ない、またその道に迷ってはならない。 26彼女は多

くの人を傷つけて倒した、まことに、彼女に殺され

た者は多い。 27その家は陰府へ行く道であって、死

のへやへ下って行く。 (Sheol h7585)

8知恵は呼ばわらないのか、悟りは声をあげないの

か。 2これは道のほとりの高い所の頂、また、ちま

たの中に立ち、 3町の入口にあるもろもろの門のか

たわら、正門の入口で呼ばわって言う、 4「人々よ

、わたしはあなたがたに呼ばわり、声をあげて人の

子らを呼ぶ。 5思慮のない者よ、悟りを得よ、愚か
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な者よ、知恵を得よ。 6聞け、わたしは高貴な事を

語り、わがくちびるは正しい事を語り出す。 7わが

口は真実を述べ、わがくちびるは悪しき事を憎む。

8わが口の言葉はみな正しい、そのうちに偽りと、よ

こしまはない。 9これはみな、さとき者の明らかに

するところ、知識を得る者の正しとするところであ

る。 10あなたがたは銀を受けるよりも、わたしの教

を受けよ、精金よりも、むしろ知識を得よ。 11知恵

は宝石にまさり、あなたがたの望むすべての物は、

これと比べるにたりない。 12知恵であるわたしは悟

りをすみかとし、知識と慎みとをもつ。 13主を恐れ

るとは悪を憎むことである。わたしは高ぶりと、お

ごりと、悪しき道と、偽りの言葉とを憎む。 14計り

ごとと、確かな知恵とは、わたしにある、わたしに

は悟りがあり、わたしには力がある。 15わたしによ

って、王たる者は世を治め、君たる者は正しい定め

を立てる。 16わたしによって、主たる者は支配し、

つかさたる者は地を治める。 17わたしは、わたしを

愛する者を愛する、わたしをせつに求める者は、わ

たしに出会う。 18富と誉とはわたしにあり、すぐれ

た宝と繁栄もまたそうである。 19わたしの実は金よ

りも精金よりも良く、わたしの産物は精銀にまさる

。 20わたしは正義の道、公正な道筋の中を歩み、 21

わたしを愛する者に宝を得させ、またその倉を満ち

させる。 22主が昔そのわざをなし始められるとき、

そのわざの初めとして、わたしを造られた。 23いに

しえ、地のなかった時、初めに、わたしは立てられ

た。 24まだ海もなく、また大いなる水の泉もなかっ

た時、わたしはすでに生れ、 25山もまだ定められず
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、丘もまだなかった時、わたしはすでに生れた。 26

すなわち神がまだ地をも野をも、地のちりのもとを

も造られなかった時である。 27彼が天を造り、海の

おもてに、大空を張られたとき、わたしはそこにあ

った。 28彼が上に空を堅く立たせ、淵の泉をつよく

定め、 29海にその限界をたて、水にその岸を越えな

いようにし、また地の基を定められたとき、 30わた

しは、そのかたわらにあって、名匠となり、日々に

喜び、常にその前に楽しみ、 31その地で楽しみ、ま

た世の人を喜んだ。 32それゆえ、子供らよ、今わた

しの言うことを聞け、わたしの道を守る者はさいわ

いである。 33教訓を聞いて、知恵を得よ、これを捨

ててはならない。 34わたしの言うことを聞き、日々

わたしの門のかたわらでうかがい、わたしの戸口の

柱のわきで待つ人はさいわいである。 35それは、わ

たしを得る者は命を得、主から恵みを得るからであ

る。 36わたしを失う者は自分の命をそこなう、すべ

てわたしを憎む者は死を愛する者である」。

9知恵は自分の家を建て、その七つの柱を立て、 2

獣をほふり、酒を混ぜ合わせて、ふるまいを備え、

3はしためをつかわして、町の高い所で呼ばわり言わ

せた、 4「思慮のない者よ、ここに来れ」と。また

、知恵のない者に言う、 5「来て、わたしのパンを

食べ、わたしの混ぜ合わせた酒をのみ、 6思慮のな

いわざを捨てて命を得、悟りの道を歩め」と。 7あ

ざける者を戒める者は、自ら恥を得、悪しき者を責

める者は自ら傷を受ける。 8あざける者を責めるな

、おそらく彼はあなたを憎むであろう。知恵ある者

を責めよ、彼はあなたを愛する。 9知恵ある者に教
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訓を授けよ、彼はますます知恵を得る。正しい者を

教えよ、彼は学に進む。 10主を恐れることは知恵の

もとである、聖なる者を知ることは、悟りである。

11わたしによって、あなたの日は多くなり、あなた

の命の年は増す。 12もしあなたに知恵があるならば

、あなた自身のために知恵があるのである。もしあ

なたがあざけるならば、あなたひとりがその責めを

負うことになる。 13愚かな女は、騒がしく、みだら

で、恥を知らない。 14彼女はその家の戸口に座し、

町の高い所にある座にすわり、 15道を急ぐ行き来の

人を招いて言う、 16「思慮のない者よ、ここに来れ

」と。また知恵のない人に向かってこれに言う、 17

「盗んだ水は甘く、ひそかに食べるパンはうまい」

と。 18しかしその人は、死の影がそこにあることを

知らず、彼女の客は陰府の深みにおることを知らな

い。 (Sheol h7585)

10ソロモンの箴言。知恵ある子は父を喜ばせ、愚

かな子は母の悲しみとなる。 2不義の宝は益なく、

正義は人を救い出して、死を免れさせる。 3主は正

しい人を飢えさせず、悪しき者の欲望をくじかれる

。 4手を動かすことを怠る者は貧しくなり、勤め働

く者の手は富を得る。 5夏のうちに集める者は賢い

子であり、刈入れの時に眠る者は恥をきたらせる子

である。 6正しい者のこうべには祝福があり、悪し

き者の口は暴虐を隠す。 7正しい者の名はほめられ

、悪しき者の名は朽ちる。 8心のさとき者は戒めを

受ける、むだ口をたたく愚かな者は滅ぼされる。 9

まっすぐに歩む者の歩みは安全である、しかし、そ

の道を曲げる者は災にあう。 10目で、めくばせする
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者は憂いをおこし、あからさまに、戒める者は平和

をきたらせる。 11正しい者の口は命の泉である、悪

しき者の口は暴虐を隠す。 12憎しみは、争いを起し

、愛はすべてのとがをおおう。 13さとき者のくちび

るには知恵があり、知恵のない者の背にはむちがあ

る。 14知恵ある者は知識をたくわえる、愚かな者の

むだ口は、今にも滅びをきたらせる。 15富める者の

宝は、その堅き城であり、貧しい者の乏しきは、そ

の滅びである。 16正しい者の受ける賃銀は命に導き

、悪しき者の利得は罪に至る。 17教訓を守る者は命

の道にあり、懲しめを捨てる者は道をふみ迷う。 18

憎しみを隠す者には偽りのくちびるがあり、そしり

を口に出す者は愚かな者である。 19言葉が多ければ

、とがを免れない、自分のくちびるを制する者は知

恵がある。 20正しい者の舌は精銀である、悪しき者

の心は価値が少ない。 21正しい者のくちびるは多く

の人を養い、愚かな者は知恵がなくて死ぬ。 22主の

祝福は人を富ませる、主はこれになんの悲しみをも

加えない。 23愚かな者は、戯れ事のように悪を行う

、さとき人には賢い行いが楽しみである。 24悪しき

者の恐れることは自分に来り、正しい者の願うこと

は与えられる。 25あらしが通りすぎる時、悪しき者

は、もはや、いなくなり、正しい者は永久に堅く立

てられる。 26なまけ者は、これをつかわす者にとっ

ては、酢が歯をいため、煙が目を悩ますようなもの

だ。 27主を恐れることは人の命の日を多くする、悪

しき者の年は縮められる。 28正しい者の望みは喜び

に終り、悪しき者の望みは絶える。 29主は、まっす

ぐに歩む者には城であり、悪を行う者には滅びであ
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る。 30正しい者はいつまでも動かされることはない

、悪しき者は、地に住むことができない。 31正しい

者の口は知恵をいだし、偽りの舌は抜かれる。 32正

しい者のくちびるは喜ばるべきことをわきまえ、悪

しき者の口は偽りを語る。

11偽りのはかりは主に憎まれ、正しいふんどうは

彼に喜ばれる。 2高ぶりが来れば、恥もまた来る、

へりくだる者には知恵がある。 3正しい者の誠実は

その人を導き、不信実な者のよこしまはその人を滅

ぼす。 4宝は怒りの日に益なく、正義は人を救い出

して、死を免れさせる。 5誠実な者は、その正義に

よって、その道をまっすぐにせられ、悪しき者は、

その悪によって倒れる。 6正しい者はその正義によ

って救われ、不信実な者は自分の欲によって捕えら

れる。 7悪しき者は死ぬとき、その望みは絶え、不

信心な者の望みもまた絶える。 8正しい者は、悩み

から救われ、悪しき者は代ってそれに陥る。 9不信

心な者はその口をもって隣り人を滅ぼす、正しい者

は知識によって救われる。 10正しい者が、しあわせ

になれば、その町は喜び、悪しき者が滅びると、喜

びの声がおこる。 11町は正しい者の祝福によって、

高くあげられ、悪しき者の口によって、滅ぼされる

。 12隣り人を侮る者は知恵がない、さとき人は口を

つぐむ。 13人のよしあしを言いあるく者は秘密をも

らす、心の忠信なる者は事を隠す。 14指導者がなけ

れば民は倒れ、助言者が多ければ安全である。 15他

人のために保証をする者は苦しみをうけ、保証をき

らう者は安全である。 16しとやかな女は、誉を得、

強暴な男は富を得る。 17いつくしみある者はおのれ
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自身に益を得、残忍な者はおのれの身をそこなう。

18悪しき者の得る報いはむなしく、正義を播く者は

確かな報いを得る。 19正義を堅く保つ者は命に至り

、悪を追い求める者は死を招く。 20心のねじけた者

は主に憎まれ、まっすぐに道を歩む者は彼に喜ばれ

る。 21確かに、悪人は罰を免れない、しかし正しい

人は救を得る。 22美しい女の慎みがないのは、金の

輪の、ぶたの鼻にあるようだ。 23正しい者の願いは

、すべて良い結果を得、悪しき者の望みは怒りに至

る。 24施し散らして、なお富を増す人があり、与え

るべきものを惜しんで、かえって貧しくなる者があ

る。 25物惜しみしない者は富み、人を潤す者は自分

も潤される。 26穀物を、しまい込んで売らない者は

民にのろわれる、それを売る者のこうべには祝福が

ある。 27善を求める者は恵みを得る、悪を求める者

には悪が来る。 28自分の富を頼む者は衰える、正し

い者は木の青葉のように栄える。 29自分の家族を苦

しめる者は風を所有とする、愚かな者は心のさとき

者のしもべとなる。 30正しい者の結ぶ実は命の木で

ある、不法な者は人の命をとる。 31もし正しい者が

この世で罰せられるならば、悪しき者と罪びととは

、なおさらである。

12戒めを愛する人は知識を愛する、懲しめを憎む

者は愚かである。 2善人は主の恵みをうけ、悪い計

りごとを設ける人は主に罰せられる。 3人は悪をも

って堅く立つことはできない、正しい人の根は動く

ことはない。 4賢い妻はその夫の冠である、恥をこ

うむらせる妻は夫の骨に生じた腐れのようなもので

ある。 5正しい人の考えは公正である、悪しき者の
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計ることは偽りである。 6悪しき者の言葉は、人の

血を流そうとうかがう、正しい人の口は人を救う。

7悪しき者は倒されて、うせ去る、正しい人の家は堅

く立つ。 8人はその悟りにしたがって、ほめられ、

心のねじけた者は、卑しめられる。 9身分の低い人

でも自分で働く者は、みずから高ぶって食に乏しい

者にまさる。 10正しい人はその家畜の命を顧みる、

悪しき者は残忍をもって、あわれみとする。 11自分

の田地を耕す者は食糧に飽きる、無益な事に従う者

は知恵がない。 12悪しき者の堅固なやぐらは崩壊す

る、正しい人の根は堅く立つ。 13悪人はくちびるの

とがによって、わなに陥る、しかし正しい人は悩み

をのがれる。 14人はその口の実によって、幸福に満

ち足り、人の手のわざは、その人の身に帰る。 15愚

かな人の道は、自分の目に正しく見える、しかし知

恵ある者は勧めをいれる。 16愚かな人は、すぐに怒

りをあらわす、しかし賢い人は、はずかしめをも気

にとめない。 17真実を語る人は正しい証言をなし、

偽りの証人は偽りを言う。 18つるぎをもって刺すよ

うに、みだりに言葉を出す者がある、しかし知恵あ

る人の舌は人をいやす。 19真実を言うくちびるは、

いつまでも保つ、偽りを言う舌は、ただ、まばたき

の間だけである。 20悪をたくらむ者の心には欺きが

あり、善をはかる人には喜びがある。 21正しい人に

はなんの害悪も生じない、しかし悪しき者は災をも

って満たされる。 22偽りを言うくちびるは主に憎ま

れ、真実を行う者は彼に喜ばれる。 23さとき人は知

識をかくす、しかし愚かな者は自分の愚かなことを

あらわす。 24勤め働く者の手はついに人を治める、
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怠る者は人に仕えるようになる。 25心に憂いがあれ

ばその人をかがませる、しかし親切な言葉はその人

を喜ばせる。 26正しい人は悪を離れ去る、しかし悪

しき者は自ら道に迷う。 27怠る者は自分の獲物を捕

えない、しかし勤め働く人は尊い宝を獲る。 28正義

の道には命がある、しかし誤りの道は死に至る。

13知恵ある子は父の教訓をきく、あざける者は、

懲しめをきかない。 2善良な人はその口の実によっ

て、幸福を得る、不信実な者の願いは、暴虐である

。 3口を守る者はその命を守る、くちびるを大きく

開く者には滅びが来る。 4なまけ者の心は、願い求

めても、何も得ない、しかし勤め働く者の心は豊か

に満たされる。 5正しい人は偽りを憎む、しかし悪

しき人は恥ずべく、忌まわしくふるまう。 6正義は

道をまっすぐ歩む者を守り、罪は悪しき者を倒す。

7富んでいると偽って、何も持たない者がいる、貧し

いと偽って、多くの富を持つ者がいる。 8人の富は

その命をあがなう、しかし貧しい者にはあがなうべ

き富がない。 9正しい者の光は輝き、悪しき者のと

もしびは消される。 10高ぶりはただ争いを生じる、

勧告をきく者は知恵がある。 11急いで得た富は減る

、少しずつたくわえる者はそれを増すことができる

。 12望みを得ることが長びくときは、心を悩ます、

願いがかなうときは、命の木を得たようだ。 13み言

葉を軽んじる者は滅ぼされ、戒めを重んじる者は報

いを得る。 14知恵ある人の教は命の泉である、これ

によって死のわなをのがれることができる。 15善良

な賢い者は恵みを得る、しかし、不信実な者の道は

滅びである。 16おおよそ、さとき者は知識によって
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事をおこない、愚かな者は自分の愚を見せびらかす

。 17悪しき使者は人を災におとしいれる、しかし忠

実な使者は人を救う。 18貧乏と、はずかしめとは教

訓を捨てる者に来る、しかし戒めを守る者は尊ばれ

る。 19願いがかなえば、心は楽しい、愚かな者は悪

を捨てることをきらう。 20知恵ある者とともに歩む

者は知恵を得る。愚かな者の友となる者は害をうけ

る。 21災は罪びとを追い、正しい者は良い報いを受

ける。 22善良な人はその嗣業を子孫にのこす、しか

し罪びとの富は正しい人のためにたくわえられる。

23貧しい人の新田は多くの食糧を産する、しかし不

正によれば押し流される。 24むちを加えない者はそ

の子を憎むのである、子を愛する者は、つとめてこ

れを懲らしめる。 25正しい者は食べてその食欲を満

たす、しかし悪しき者の腹は満たされない。

14知恵はその家を建て、愚かさは自分の手でそれ

をこわす。 2まっすぐに歩む者は主を恐れる、曲っ

て歩む者は主を侮る。 3愚かな者の言葉は自分の背

にむちを当てる、知恵ある者のくちびるはその身を

守る。 4牛がなければ穀物はない、牛の力によって

農作物は多くなる。 5真実な証人はうそをいわない

、偽りの証人はうそをつく。 6あざける者は知恵を

求めても得られない、さとき者は知識を得ることが

たやすい。 7愚かな者の前を離れ去れ、そこには知

識の言葉がないからである。 8さとき者の知恵は自

分の道をわきまえることにあり、愚かな者の愚かは

、欺くことにある。 9神は悪しき者をあざけられる

、正しい者は、その恵みを受ける。 10心の苦しみは

心みずからが知る、その喜びには他人はあずからな
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い。 11悪しき者の家は滅ぼされ、正しい者の幕屋は

栄える。 12人が見て自ら正しいとする道でも、その

終りはついに死に至る道となるものがある。 13笑う

時にも心に悲しみがあり、喜びのはてに憂いがある

。 14心のもとれる者はそのしわざの実を刈り取り、

善良な人もまたその行いの実を刈り取る。 15思慮の

ない者はすべてのことを信じる、さとき者は自分の

歩みを慎む。 16知恵ある者は用心ぶかく、悪を離れ

る、愚かな者は高ぶって用心しない。 17怒りやすい

者は愚かなことを行い、賢い者は忍耐強い。 18思慮

のない者は愚かなことを自分のものとする、さとき

者は知識をもって冠とする。 19悪人は善人の前にひ

れ伏し、悪しき者は正しい者の門にひれ伏す。 20貧

しい者はその隣にさえも憎まれる、しかし富める者

は多くの友をもつ。 21隣り人を卑しめる者は罪びと

である、貧しい人をあわれむ者はさいわいである。

22悪を計る者はおのれを誤るではないか、善を計る

者にはいつくしみと、まこととがある。 23すべての

勤労には利益がある、しかし口先だけの言葉は貧乏

をきたらせるだけだ。 24知恵ある者の冠はその知恵

である、愚かな者の花の冠はただ愚かさである。 25

まことの証人は人の命を救う、偽りを吐く者は裏切

者である。 26主を恐れることによって人は安心を得

、その子らはのがれ場を得る。 27主を恐れることは

命の泉である、人を死のわなからのがれさせる。 28

王の栄えは民の多いことにあり、君の滅びは民を失

うことにある。 29怒りをおそくする者は大いなる悟

りがあり、気の短い者は愚かさをあらわす。 30穏や

かな心は身の命である、しかし興奮は骨を腐らせる
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。 31貧しい者をしえたげる者はその造り主を侮る、

乏しい者をあわれむ者は、主をうやまう。 32悪しき

者はその悪しき行いによって滅ぼされ、正しい者は

その正しきによって、のがれ場を得る。 33知恵はさ

とき者の心にとどまり、愚かな者の心に知られない

。 34正義は国を高くし、罪は民をはずかしめる。 35

賢いしもべは王の恵みをうけ、恥をきたらす者はそ

の怒りにあう。

15柔かい答は憤りをとどめ、激しい言葉は怒りを

ひきおこす。 2知恵ある者の舌は知識をわかち与え

、愚かな者の口は愚かを吐き出す。 3主の目はどこ

にでもあって、悪人と善人とを見張っている。 4優

しい舌は命の木である、乱暴な言葉は魂を傷つける

。 5愚かな者は父の教訓を軽んじる、戒めを守る者

は賢い者である。 6正しい者の家には多くの宝があ

る、悪しき者の所得には煩いがある。 7知恵ある者

のくちびるは知識をひろめる、愚かな者の心はそう

でない。 8悪しき者の供え物は主に憎まれ、正しい

者の祈は彼に喜ばれる。 9悪しき者の道は主に憎ま

れ、正義を求める者は彼に愛せられる。 10道を捨て

る者には、きびしい懲しめがあり、戒めを憎む者は

死に至る。 11陰府と滅びとは主の目の前にあり、人

の心はなおさらである。 (Sheol h7585) 12あざける者は

戒められることを好まない、また知恵ある者に近づ

かない。 13心に楽しみがあれば顔色も喜ばしい、心

に憂いがあれば気はふさぐ。 14さとき者の心は知識

をたずね、愚かな者の口は愚かさを食物とする。 15

悩んでいる者の日々はことごとくつらく、心の楽し

い人は常に宴会をもつ。 16少しの物を所有して主を
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恐れるのは、多くの宝をもって苦労するのにまさる

。 17野菜を食べて互に愛するのは、肥えた牛を食べ

て互に憎むのにまさる。 18憤りやすい者は争いをお

こし、怒りをおそくする者は争いをとどめる。 19な

まけ者の道には、いばらがはえしげり、正しい者の

道は平らかである。 20知恵ある子は父を喜ばせる、

愚かな人はその母を軽んじる。 21無知な者は愚かな

ことを喜び、さとき者はまっすぐに歩む。 22相はか

ることがなければ、計画は破れる、はかる者が多け

れば、それは必ず成る。 23人は口から出る好ましい

答によって喜びを得る、時にかなった言葉は、いか

にも良いものだ。 24知恵ある人の道は上って命に至

る、こうしてその人は下にある陰府を離れる。 (Sheol

h7585) 25主は高ぶる者の家を滅ぼし、やもめの地境を

定められる。 26悪人の計りごとは主に憎まれ、潔白

な人の言葉は彼に喜ばれる。 27不正な利をむさぼる

者はその家を煩らわせる、まいないを憎む者は生き

ながらえる。 28正しい者の心は答えるべきことを考

える、悪しき者の口は悪を吐き出す。 29主は悪しき

者に遠ざかり、正しい者の祈を聞かれる。 30目の光

は心を喜ばせ、よい知らせは骨を潤す。 31ためにな

る戒めを聞く耳をもつ者は、知恵ある者の中にとど

まる。 32教訓を捨てる者はおのれの命を軽んじ、戒

めを重んじる者は悟りを得る。 33主を恐れることは

知恵の教訓である、謙遜は、栄誉に先だつ。

16心にはかることは人に属し、舌の答は主から出

る。 2人の道は自分の目にことごとく潔しと見える

、しかし主は人の魂をはかられる。 3あなたのなす

べき事を主にゆだねよ、そうすれば、あなたの計る
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ところは必ず成る。 4主はすべての物をおのおのそ

の用のために造り、悪しき人をも災の日のために造

られた。 5すべて心に高ぶる者は主に憎まれる、確

かに、彼は罰を免れない。 6いつくしみとまことに

よって、とがはあがなわれる、主を恐れることによ

って、人は悪を免れる。 7人の道が主を喜ばせる時

、主はその人の敵をもその人と和らがせられる。 8

正義によって得たわずかなものは、不義によって得

た多くの宝にまさる。 9人は心に自分の道を考え計

る、しかし、その歩みを導く者は主である。 10王の

くちびるには神の決定がある、さばきをするとき、

その口に誤りがない。 11正しいはかりと天びんとは

主のものである、袋にあるふんどうもすべて彼の造

られたものである。 12悪を行うことは王の憎むとこ

ろである、その位が正義によって堅く立っているか

らである。 13正しいくちびるは王に喜ばれる、彼は

正しい事を言う者を愛する。 14王の怒りは死の使者

である、知恵ある人はこれをなだめる。 15王の顔の

光には命がある、彼の恵みは春雨をもたらす雲のよ

うだ。 16知恵を得るのは金を得るのにまさる、悟り

を得るのは銀を得るよりも望ましい。 17悪を離れる

ことは正しい人の道である、自分の道を守る者はそ

の魂を守る。 18高ぶりは滅びにさきだち、誇る心は

倒れにさきだつ。 19へりくだって貧しい人々と共に

おるのは、高ぶる者と共にいて、獲物を分けるにま

さる。 20慎んで、み言葉をおこなう者は栄える、主

に寄り頼む者はさいわいである。 21心に知恵ある者

はさとき者ととなえられる、くちびるが甘ければ、

その教に人を説きつける力を増す。 22知恵はこれを
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持つ者に命の泉となる、しかし、愚かさは愚かな者

の受ける懲しめである。 23知恵ある者の心はその言

うところを賢くし、またそのくちびるに人を説きつ

ける力を増す。 24ここちよい言葉は蜂蜜のように、

魂に甘く、からだを健やかにする。 25人が見て自分

で正しいとする道があり、その終りはついに死にい

たる道となるものがある。 26ほねおる者は飲食のた

めにほねおる、その口が自分に迫るからである。 27

よこしまな人は悪を企てる、そのくちびるには激し

い火のようなものがある。 28偽る者は争いを起し、

つげ口する者は親しい友を離れさせる。 29しえたげ

る者はその隣り人をいざない、これを良くない道に

導く。 30めくばせする者は悪を計り、くちびるを縮

める者は悪事をなし遂げる。 31しらがは栄えの冠で

ある、正しく生きることによってそれが得られる。

32怒りをおそくする者は勇士にまさり、自分の心を

治める者は城を攻め取る者にまさる。 33人はくじを

ひく、しかし事を定めるのは全く主のことである。

17平穏であって、ひとかたまりのかわいたパンの

あるのは、争いがあって、食物の豊かな家にまさる

。 2賢いしもべは身持の悪いむすこを治め、かつ、

その兄弟たちの中にあって、資産の分け前を獲る。

3銀を試みるものはるつぼ、金を試みるものは炉、人

の心を試みるものは主である。 4悪を行う者は偽り

のくちびるに聞き、偽りをいう者は悪しき舌に耳を

傾ける。 5貧しい者をあざける者はその造り主を侮

る、人の災を喜ぶ者は罰を免れない。 6孫は老人の

冠である、父は子の栄えである。 7すぐれた言葉は

愚かな者には似合わない、まして偽りを言うくちび



箴言知恵の泉 1459

るは君たる者には似合わない。 8まいないはこれを

贈る人の目には幸運の玉のようだ、その向かう所、

どこでも彼は栄える。 9愛を追い求める人は人のあ

やまちをゆるす、人のことを言いふらす者は友を離

れさせる。 10一度の戒めがさとき人に徹するのは、

百度の懲しめが愚かな人に徹するよりも深い。 11悪

しき者はただ、そむく事のみを求める、それゆえ、

彼に向かっては残忍な使者がつかわされる。 12愚か

な者が愚かな事をするのに会うよりは、子をとられ

た雌ぐまに会うほうがよい。 13悪をもて善に報いる

者は、悪がその家を離れることがない。 14争いの初

めは水がもれるのに似ている、それゆえ、けんかの

起らないうちにそれをやめよ。 15悪しき者を正しい

とする者、正しい者を悪いとする者、この二つの者

はともに主に憎まれる。 16愚かな者はすでに心がな

いのに、どうして知恵を買おうとして手にその代金

を持っているのか。 17友はいずれの時にも愛する、

兄弟はなやみの時のために生れる。 18知恵のない人

は手をうって、その隣り人の前で保証をする。 19争

いを好む者は罪を好む、その門を高くする者は滅び

を求める。 20曲った心の者はさいわいを得ない、み

だりに舌をもって語る者は災に陥る。 21愚かな子を

生む者は嘆きを得る、愚か者の父は喜びを得ない。

22心の楽しみは良い薬である、たましいの憂いは骨

を枯らす。 23悪しき者は人のふところからまいない

を受けて、さばきの道をまげる。 24さとき者はその

顔を知恵にむける、しかし、愚かな者は目を地の果

にそそぐ。 25愚かな子はその父の憂いである、また

これを産んだ母の痛みである。 26正しい人を罰する
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のはよくない、尊い人を打つのは悪い。 27言葉を少

なくする者は知識のある者、心の冷静な人はさとき

人である。 28愚かな者も黙っているときは、知恵あ

る者と思われ、そのくちびるを閉じている時は、さ

とき者と思われる。

18人と交わりをしない者は口実を捜し、すべての

よい考えに激しく反対する。 2愚かな者は悟ること

を喜ばず、ただ自分の意見を言い表わすことを喜ぶ

。 3悪しき者が来ると、卑しめもまた来る、不名誉

が来ると、はずかしめも共にくる。 4人の口の言葉

は深い水のようだ、知恵の泉は、わいて流れる川で

ある。 5悪しき者をえこひいきすることは良くない

、正しい者をさばいて、悪しき者とすることも良く

ない。 6愚かな者のくちびるは争いを起し、その口

はむち打たれることを招く。 7愚かな者の口は自分

の滅びとなり、そのくちびるは自分を捕えるわなと

なる。 8人のよしあしをいう者の言葉はおいしい食

物のようで、腹の奥にしみこむ。 9その仕事を怠る

者は、滅ぼす者の兄弟である。 10主の名は堅固なや

ぐらのようだ、正しい者はその中に走りこんで救を

得る。 11富める者の富はその堅き城である、それは

高き城壁のように彼を守る。 12人の心の高ぶりは滅

びにさきだち、謙遜は栄誉にさきだつ。 13事をよく

聞かないで答える者は、愚かであって恥をこうむる

。 14人の心は病苦をも忍ぶ、しかし心の痛むときは

、だれがそれに耐えようか。 15さとき者の心は知識

を得、知恵ある者の耳は知識を求める。 16人の贈り

物は、その人のために道をひらき、また尊い人の前

に彼を導く。 17先に訴え出る者は正しいように見え
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る、しかしその訴えられた人が来て、それを調べて

、事は明らかになる。 18くじは争いをとどめ、かつ

強い争い相手の間を決定する。 19助けあう兄弟は堅

固な城のようだ、しかし争いは、やぐらの貫の木の

ようだ。 20人は自分の言葉の結ぶ実によって、満ち

足り、そのくちびるの産物によって自ら飽きる。 21

死と生とは舌に支配される、これを愛する者はその

実を食べる。 22妻を得る者は、良き物を得る、かつ

主から恵みを与えられる。 23貧しい者は、あわれみ

を請い、富める者は、はげしい答をする。 24世には

友らしい見せかけの友がある、しかし兄弟よりもた

のもしい友もある。

19正しく歩む貧しい者は、曲ったことを言う愚か

な者にまさる。 2人が知識のないのは良くない、足

で急ぐ者は道に迷う。 3人は自分の愚かさによって

道につまずき、かえって心のうちに主をうらむ。 4

富は多くの新しい友を作る、しかし貧しい人はその

友に捨てられる。 5偽りの証人は罰を免れない、偽

りをいう者はのがれることができない。 6気前のよ

い人にこびる者は多い、人はみな贈り物をする人の

友となる。 7貧しい者はその兄弟すらもみなこれを

憎む、ましてその友はこれに遠ざからないであろう

か。言葉をかけてこれを呼んでも、去って帰らない

のである。 8知恵を得る者は自分の魂を愛し、悟り

を保つ者は幸を得る。 9偽りの証人は罰を免れない

、偽りをいう者は滅びる。 10愚かな者が、ぜいたく

な暮しをするのは、ふさわしいことではない、しも

べたる者が、君たる者を治めるなどは、なおさらで

ある。 11悟りは人に怒りを忍ばせる、あやまちをゆ
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るすのは人の誉である。 12王の怒りは、ししのほえ

るようであり、その恵みは草の上におく露のようで

ある。 13愚かな子はその父の災である、妻の争うの

は、雨漏りの絶えないのとひとしい。 14家と富とは

先祖からうけつぐもの、賢い妻は主から賜わるもの

である。 15怠りは人を熟睡させる、なまけ者は飢え

る。 16戒めを守る者は自分の魂を守る、み言葉を軽

んじる者は死ぬ。 17貧しい者をあわれむ者は主に貸

すのだ、その施しは主が償われる。 18望みのあるう

ちに、自分の子を懲らせ、これを滅ぼす心を起して

はならない。 19怒ることの激しい者は罰をうける、

たとい彼を救ってやっても、さらにくり返さねばな

らない。 20勧めを聞き、教訓をうけよ、そうすれば

、ついには知恵ある者となる。 21人の心には多くの

計画がある、しかしただ主の、み旨だけが堅く立つ

。 22人に望ましいのは、いつくしみ深いことである

、貧しい人は偽りをいう人にまさる。 23主を恐れる

ことは人を命に至らせ、常に飽き足りて、災にあう

ことはない。 24なまけ者は、手を皿に入れても、そ

れを口に持ってゆくことをしない。 25あざける者を

打て、そうすれば思慮のない者も慎む。さとき者を

戒めよ、そうすれば彼は知識を得る。 26父に乱暴を

はたらき、母を追い出す者は、恥をきたらし、はず

かしめをまねく子である。 27わが子よ、知識の言葉

をはなれて人を迷わせる教訓を聞くことをやめよ。

28悪い証人はさばきをあざけり、悪しき者の口は悪

をむさぼり食う。 29さばきはあざける者のために備

えられ、むちは愚かな者の背のために備えられる。
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20酒は人をあざける者とし、濃い酒は人をあばれ

者とする、これに迷わされる者は無知である。 酒は

人をあざける者とし、濃い酒は人をあばれ者とする

、これに迷わされる者は無知である。 2王の怒りは

、ししがほえるようだ、彼を怒らせる者は自分の命

をそこなう。 王の怒りは、ししがほえるようだ、彼

を怒らせる者は自分の命をそこなう。 3争いに関係

しないことは人の誉である、すべて愚かな者は怒り

争う。 争いに関係しないことは人の誉である、すべ

て愚かな者は怒り争う。 4なまけ者は寒いときに耕

さない、それゆえ刈入れのときになって、求めても

何もない。 なまけ者は寒いときに耕さない、それゆ

え刈入れのときになって、求めても何もない。 5人

の心にある計りごとは深い井戸の水のようだ、しか

し、さとき人はこれをくみ出す。 人の心にある計り

ごとは深い井戸の水のようだ、しかし、さとき人は

これをくみ出す。 6自分は真実だという人が多い、

しかし、だれが忠信な人に会うであろうか。 自分は

真実だという人が多い、しかし、だれが忠信な人に

会うであろうか。 7欠けた所なく、正しく歩む人そ

の後の子孫はさいわいである。 欠けた所なく、正し

く歩む人その後の子孫はさいわいである。 8さばき

の座にすわる王はその目をもって、すべての悪をふ

るいわける。 さばきの座にすわる王はその目をもっ

て、すべての悪をふるいわける。 9だれが「わたし

は自分の心を清めた、わたしの罪は清められた」と

いうことができようか。 だれが「わたしは自分の心

を清めた、わたしの罪は清められた」ということが

できようか。 10互に違った二種のはかり、二種のま
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すは、ひとしく主に憎まれる。 互に違った二種のは

かり、二種のますは、ひとしく主に憎まれる。 11幼

な子でさえも、その行いによって自らを示し、その

することの清いか正しいかを現す。 幼な子でさえも

、その行いによって自らを示し、そのすることの清

いか正しいかを現す。 12聞く耳と、見る目とは、と

もに主が造られたものである。 聞く耳と、見る目と

は、ともに主が造られたものである。 13眠りを愛し

てはならない、そうすれば貧しくなる、目を開け、

そうすればパンに飽くことができる。 眠りを愛して

はならない、そうすれば貧しくなる、目を開け、そ

うすればパンに飽くことができる。 14買う者は、「

悪い、悪い」という、しかし去って後、彼は自ら誇

る。 買う者は、「悪い、悪い」という、しかし去っ

て後、彼は自ら誇る。 15金もあり、価の高い宝石も

多くあるが、尊い器は知識のくちびるである。 金も

あり、価の高い宝石も多くあるが、尊い器は知識の

くちびるである。 16人のために保証する者からは、

まずその着物を取れ、他人のために保証する者をば

抵当に取れ。 人のために保証する者からは、まずそ

の着物を取れ、他人のために保証する者をば抵当に

取れ。 17欺き取ったパンはおいしい、しかし後には

その口は砂利で満たされる。 欺き取ったパンはおい

しい、しかし後にはその口は砂利で満たされる。 18

計りごとは共に議することによって成る、戦おうと

するならば、まずよく議しなければならない。 計り

ごとは共に議することによって成る、戦おうとする

ならば、まずよく議しなければならない。 19歩きま

わって人のよしあしをいう者は秘密をもらす、くち
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びるを開いて歩く者と交わってはならない。 歩きま

わって人のよしあしをいう者は秘密をもらす、くち

びるを開いて歩く者と交わってはならない。 20自分

の父母をののしる者は、そのともしびは暗やみの中

に消える。 自分の父母をののしる者は、そのともし

びは暗やみの中に消える。 21初めに急いで得た資産

は、その終りがさいわいでない。 初めに急いで得た

資産は、その終りがさいわいでない。 22「わたしが

悪に報いる」と言ってはならない、主を待ち望め、

主はあなたを助けられる。 「わたしが悪に報いる」

と言ってはならない、主を待ち望め、主はあなたを

助けられる。 23互に違った二種のふんどうは主に憎

まれる、偽りのはかりは良くない。 互に違った二種

のふんどうは主に憎まれる、偽りのはかりは良くな

い。 24人の歩みは主によって定められる、人はどう

して自らその道を、明らかにすることができようか

。 人の歩みは主によって定められる、人はどうして

自らその道を、明らかにすることができようか。 25

軽々しく「これは聖なるささげ物だ」と言い、また

誓いを立てて後に考えることは、その人のわなとな

る。 軽々しく「これは聖なるささげ物だ」と言い、

また誓いを立てて後に考えることは、その人のわな

となる。 26知恵ある王は、箕をもってあおぎ分ける

ように悪人を散らし、車をもって脱穀するように、

これを罰する。 知恵ある王は、箕をもってあおぎ分

けるように悪人を散らし、車をもって脱穀するよう

に、これを罰する。 27人の魂は主のともしびであり

、人の心の奥を探る。 人の魂は主のともしびであり

、人の心の奥を探る。 28いつくしみと、まこととは
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王を守る、その位もまた正義によって保たれる。 い

つくしみと、まこととは王を守る、その位もまた正

義によって保たれる。 29若い人の栄えはその力、老

人の美しさはそのしらがである。 若い人の栄えはそ

の力、老人の美しさはそのしらがである。 30傷つく

までに打てば悪い所は清くなり、むちで打てば心の

底までも清まる。 傷つくまでに打てば悪い所は清く

なり、むちで打てば心の底までも清まる。

21王の心は、主の手のうちにあって、水の流れの

ようだ、主はみこころのままにこれを導かれる。 王

の心は、主の手のうちにあって、水の流れのようだ

、主はみこころのままにこれを導かれる。 2人の道

は自分の目には正しく見える、しかし主は人の心を

はかられる。 人の道は自分の目には正しく見える、

しかし主は人の心をはかられる。 3正義と公平を行

うことは、犠牲にもまさって主に喜ばれる。 正義と

公平を行うことは、犠牲にもまさって主に喜ばれる

。 4高ぶる目とおごる心とは、悪しき人のともしび

であって、罪である。 高ぶる目とおごる心とは、悪

しき人のともしびであって、罪である。 5勤勉な人

の計画は、ついにその人を豊かにする、すべて怠る

ものは貧しくなる。 勤勉な人の計画は、ついにその

人を豊かにする、すべて怠るものは貧しくなる。 6

偽りの舌をもって宝を得るのは、吹きはらわれる煙

、死のわなである。 偽りの舌をもって宝を得るのは

、吹きはらわれる煙、死のわなである。 7悪しき者

の暴虐はその身を滅ぼす、彼らは公平を行うことを

好まないからである。 悪しき者の暴虐はその身を滅

ぼす、彼らは公平を行うことを好まないからである
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。 8罪びとの道は曲っている、潔白な人の行いはま

っすぐである。 罪びとの道は曲っている、潔白な人

の行いはまっすぐである。 9争いを好む女と一緒に

家におるよりは屋根のすみにおるほうがよい。 争い

を好む女と一緒に家におるよりは屋根のすみにおる

ほうがよい。 10悪しき者の魂は悪を行うことを願う

、その隣り人にも好意をもって見られない。 悪しき

者の魂は悪を行うことを願う、その隣り人にも好意

をもって見られない。 11あざけるものが罰をうける

ならば、思慮のない者は知恵を得る。知恵ある者が

教をうけるならば知識を得る。 あざけるものが罰を

うけるならば、思慮のない者は知恵を得る。知恵あ

る者が教をうけるならば知識を得る。 12正しい神は

、悪しき者の家をみとめて、悪しき者を滅びに投げ

いれられる。 正しい神は、悪しき者の家をみとめて

、悪しき者を滅びに投げいれられる。 13耳を閉じて

貧しい者の呼ぶ声を聞かない者は、自分が呼ぶとき

に、聞かれない。 耳を閉じて貧しい者の呼ぶ声を聞

かない者は、自分が呼ぶときに、聞かれない。 14ひ

そかな贈り物は憤りをなだめる、ふところのまいな

いは激しい怒りを和らげる。 ひそかな贈り物は憤り

をなだめる、ふところのまいないは激しい怒りを和

らげる。 15公義を行うことは、正しい者には喜びで

あるが、悪を行う者には滅びである。 公義を行うこ

とは、正しい者には喜びであるが、悪を行う者には

滅びである。 16悟りの道を離れる人は、死人の集会

の中におる。 悟りの道を離れる人は、死人の集会の

中におる。 17快楽を好む者は貧しい人となり、酒と

油とを好む者は富むことがない。 快楽を好む者は貧
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しい人となり、酒と油とを好む者は富むことがない

。 18悪しき者は正しい者のあがないとなり、不信実

な者は正しい人に代る。 悪しき者は正しい者のあが

ないとなり、不信実な者は正しい人に代る。 19争い

怒る女と共におるよりは、荒野に住むほうがましだ

。 争い怒る女と共におるよりは、荒野に住むほうが

ましだ。 20知恵ある者の家には尊い宝があり、愚か

な人はこれを、のみ尽す。 知恵ある者の家には尊い

宝があり、愚かな人はこれを、のみ尽す。 21正義と

いつくしみとを追い求める者は、命と誉とを得る。

正義といつくしみとを追い求める者は、命と誉とを

得る。 22知恵ある者は強い者の城にのぼって、その

頼みとするとりでをくずす。 知恵ある者は強い者の

城にのぼって、その頼みとするとりでをくずす。 23

口と舌とを守る者はその魂を守って、悩みにあわせ

ない。 口と舌とを守る者はその魂を守って、悩みに

あわせない。 24高ぶりおごる者を「あざける者」と

なづける、彼は高慢無礼な行いをするものである。

高ぶりおごる者を「あざける者」となづける、彼は

高慢無礼な行いをするものである。 25なまけ者の欲

望は自分の身を殺す、これはその手を働かせないか

らである。 なまけ者の欲望は自分の身を殺す、これ

はその手を働かせないからである。 26悪しき者はひ

ねもす人の物をむさぼる、正しい者は与えて惜しま

ない。 悪しき者はひねもす人の物をむさぼる、正し

い者は与えて惜しまない。 27悪しき者の供え物は憎

まれる、悪意をもってささげる時はなおさらである

。 悪しき者の供え物は憎まれる、悪意をもってささ

げる時はなおさらである。 28偽りの証人は滅ぼされ
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る、よく聞く人の言葉はすたることがない。 偽りの

証人は滅ぼされる、よく聞く人の言葉はすたること

がない。 29悪しき者はあつかましくし、正しい人は

その道をつつしむ。 悪しき者はあつかましくし、正

しい人はその道をつつしむ。 30主に向かっては知恵

も悟りも、計りごとも、なんの役にも立たない。 主

に向かっては知恵も悟りも、計りごとも、なんの役

にも立たない。 31戦いの日のために馬を備える、し

かし勝利は主による。 戦いの日のために馬を備える

、しかし勝利は主による。

22令名は大いなる富にまさり、恩恵は銀や金より

も良い。 2富める者と貧しい者とは共に世におる、

すべてこれを造られたのは主である。 3賢い者は災

を見て自ら避け、思慮のない者は進んでいって、罰

をうける。 4謙遜と主を恐れることとの報いは、富

と誉と命とである。 5よこしまな者の道にはいばら

とわながあり、たましいを守る者は遠くこれを離れ

る。 6子をその行くべき道に従って教えよ、そうす

れば年老いても、それを離れることがない。 7富め

る者は貧しき者を治め、借りる者は貸す人の奴隷と

なる。 8悪をまく者は災を刈り、その怒りのつえは

すたれる。 9人を見て恵む者はめぐまれる、自分の

パンを貧しい人に与えるからである。 10あざける者

を追放すれば争いもまた去り、かつ、いさかいも、

はずかしめもなくなる。 11心の潔白を愛する者、そ

の言葉の上品な者は、王がその友となる。 12主の目

は知識ある者を守る、しかし主は不信実な者の言葉

を敗られる。 13なまけ者は言う、「ししがそとにい

る、わたしは、ちまたで殺される」と。 14遊女の口
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は深い落し穴である、主に憎まれる者はその中に陥

る。 15愚かなことが子供の心の中につながれている

、懲しめのむちは、これを遠く追いだす。 16貧しい

者をしえたげて自分の富を増そうとする者と、富め

る者に与える者とは、ついに必ず貧しくなる。 17あ

なたの耳を傾けて知恵ある者の言葉を聞き、かつ、

わたしの知識にあなたの心を用いよ。 18これをあな

たのうちに保ち、ことごとく、あなたのくちびるに

備えておくなら、楽しいことである。 19あなたが主

に、寄り頼むことのできるように、わたしはきょう

、これをあなたにも教える。 20わたしは、勧めと知

識との三十の言葉をあなたのためにしるしたではな

いか。 21それは正しいこと、真実なことをあなたに

示し、あなたをつかわした者に真実の答をさせるた

めであった。 22貧しい者を、貧しいゆえに、かすめ

てはならない、悩む者を、町の門でおさえつけては

ならない。 23それは主が彼らの訴えをただし、かつ

彼らをそこなう者の命を、そこなわれるからである

。 24怒る者と交わるな、憤る人と共に行くな。 25

それはあなたがその道にならって、みずから、わな

に陥ることのないためである。 26あなたは人と手を

打つ者となってはならない、人の負債の保証をして

はならない。 27あなたが償うものがないとき、あな

たの寝ている寝床までも、人が奪い取ってよかろう

か。 28あなたの先祖が立てた古い地境を移してはな

らない。 29あなたはそのわざに巧みな人を見るか、

そのような人は王の前に立つが、卑しい人々の前に

は立たない。
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23治める人と共に座して食事するとき、あなたの

前にあるものを、よくわきまえ、 2あなたがもし食

をたしなむ者であるならば、あなたののどに刀をあ

てよ。 3そのごちそうをむさぼり食べてはならない

、これは人を欺く食物だからである。 4富を得よう

と苦労してはならない、かしこく思いとどまるがよ

い。 5あなたの目をそれにとめると、それはない、

富はたちまち自ら翼を生じて、わしのように天に飛

び去るからだ。 6物惜しみする人のパンを食べては

ならない、そのごちそうをむさぼり願ってはならな

い。 7彼は心のうちで勘定する人のように、「食え

、飲め」とあなたに言うけれども、その心はあなた

に真実ではない。 8あなたはついにその食べた物を

吐き出すようになり、あなたのねんごろな言葉もむ

だになる。 9愚かな者の耳に語ってはならない、彼

はあなたの言葉が示す知恵をいやしめるからだ。 10

古い地境を移してはならない、みなしごの畑を侵し

てはならない。 11彼らのあがない主は強くいらせら

れ、あなたに逆らって彼らの訴えを弁護されるから

だ。 12あなたの心を教訓に用い、あなたの耳を知識

の言葉に傾けよ。 13子を懲らすことを、さし控えて

はならない、むちで彼を打っても死ぬことはない。

14もし、むちで彼を打つならば、その命を陰府から

救うことができる。 (Sheol h7585) 15わが子よ、もしあ

なたの心が賢くあれば、わたしの心もまた喜び、 16

もしあなたのくちびるが正しい事を言うならば、わ

たしの心も喜ぶ。 17心に罪びとをうらやんではなら

ない、ただ、ひねもす主を恐れよ。 18かならず後の

よい報いがあって、あなたの望みは、すたらない。
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19わが子よ、よく聞いて、知恵を得よ、かつ、あな

たの心を道に向けよ。 20酒にふけり、肉をたしなむ

者と交わってはならない。 21酒にふける者と、肉を

たしなむ者とは貧しくなり、眠りをむさぼる者は、

ぼろを身にまとうようになる。 22あなたを生んだ父

のいうことを聞き、年老いた母を軽んじてはならな

い。 23真理を買え、これを売ってはならない、知恵

と教訓と悟りをも買え。 24正しい人の父は大いによ

ろこび、知恵ある子を生む者は子のために楽しむ。

25あなたの父母を楽しませ、あなたを産んだ母を喜

ばせよ。 26わが子よ、あなたの心をわたしに与え、

あなたの目をわたしの道に注げ。 27遊女は深い穴の

ごとく、みだらな女は狭い井戸のようだ。 28彼女は

盗びとのように人をうかがい、かつ世の人のうちに

、不信実な者を多くする。 29災ある者はだれか、憂

いある者はだれか、争いをする者はだれか、煩いあ

る者はだれか、ゆえなく傷をうける者はだれか、赤

い目をしている者はだれか。 30酒に夜をふかす者、

行って、混ぜ合わせた酒を味わう者である。 31酒は

あかく、杯の中にあわだち、なめらかにくだる、あ

なたはこれを見てはならない。 32これはついに、へ

びのようにかみ、まむしのように刺す。 33あなたの

目は怪しいものを見、あなたの心は偽りを言う。 34

あなたは海の中に寝ている人のように、帆柱の上に

寝ている人のようになる。 35あなたは言う、「人が

わたしを撃ったが、わたしは痛くはなかった。わた

しを、たたいたが、わたしは何も覚えはない。いつ

わたしはさめるのか、また酒を求めよう」と。
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24悪を行う人をうらやんではならない、また彼ら

と共におることを願ってはならない。 2彼らはその

心に強奪を計り、そのくちびるに人をそこなうこと

を語るからである。 3家は知恵によって建てられ、

悟りによって堅くせられ、 4また、へやは知識によ

ってさまざまの尊く、麗しい宝で満たされる。 5知

恵ある者は強い人よりも強く、知識ある人は力ある

人よりも強い。 6良い指揮によって戦いをすること

ができ、勝利は多くの議する者がいるからである。

7知恵は高くて愚かな者の及ぶところではない、愚か

な者は門で口を開くことができない。 8悪を行うこ

とを計る者を人はいたずら者ととなえる。 9愚かな

者の計るところは罪であり、あざける者は人に憎ま

れる。 10もしあなたが悩みの日に気をくじくならば

、あなたの力は弱い。 11死地にひかれゆく者を助け

出せ、滅びによろめきゆく者を救え。 12あなたが、

われわれはこれを知らなかったといっても、心をは

かる者はそれを悟らないであろうか。あなたの魂を

守る者はそれを知らないであろうか。彼はおのおの

の行いにより、人に報いないであろうか。 13わが子

よ、蜜を食べよ、これは良いものである、また、蜂

の巣のしたたりはあなたの口に甘い。 14知恵もあな

たの魂にはそのようであることを知れ。それを得る

ならば、かならず報いがあって、あなたの望みは、

すたらない。 15悪しき者がするように、正しい者の

家をうかがってはならない、その住む所に乱暴をし

てはならない。 16正しい者は七たび倒れても、また

起きあがる、しかし、悪しき者は災によって滅びる

。 17あなたのあだが倒れるとき楽しんではならない
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、彼のつまずくとき心に喜んではならない。 18主は

それを見て悪いこととし、その怒りを彼から転じら

れる。 19悪を行う者のゆえに心を悩ましてはならな

い、よこしまな者をうらやんではならない。 20悪し

き者には後の良い報いはない、よこしまな者のとも

しびは消される。 21わが子よ、主と王とを恐れよ、

そのいずれにも不従順であってはならない。 22その

災はたちまち起るからである。この二つの者からく

る滅びをだれが知り得ようか。 23これらもまた知恵

ある者の箴言である。片寄ったさばきをするのは、

よくない。 24悪しき者に向かって、「あなたは正し

い」という者を、人々はのろい、諸民は憎む。 25悪

しき者をせめる者は恵みを得る、また幸福が与えら

れる。 26正しい答をする者は、くちびるに、口づけ

するのである。 27外で、あなたの仕事を整え、畑で

、すべての物をおのれのために備え、その後あなた

の家を建てるがよい。 28ゆえなく隣り人に敵して、

証言をしてはならない、くちびるをもって欺いては

ならない。 29「彼がわたしにしたように、わたしも

彼にしよう、わたしは人がしたところにしたがって

、その人に報いよう」と言ってはならない。 30わた

しはなまけ者の畑のそばと、知恵のない人のぶどう

畑のそばを通ってみたが、 31いばらが一面に生え、

あざみがその地面をおおい、その石がきはくずれて

いた。 32わたしはこれをみて心をとどめ、これを見

て教訓を得た。 33「しばらく眠り、しばらくまどろ

み、手をこまぬいて、またしばらく休む」。 34それ

ゆえ、貧しさは盗びとのように、あなたに来、乏し

さは、つわもののように、あなたに来る。
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25これらもまたソロモンの箴言であり、ユダの王

ヒゼキヤに属する人々がこれを書き写した。 2事を

隠すのは神の誉であり、事を窮めるのは王の誉であ

る。 3天の高さと地の深さと、王たる者の心とは測

ることができない。 4銀から、かなくそを除け、そ

うすれば、銀細工人が器を造る材料となる。 5王の

前から悪しき者を除け、そうすれば、その位は正義

によって堅く立つ。 6王の前で自ら高ぶってはなら

ない、偉い人の場に立ってはならない。 7尊い人の

前で下にさげられるよりは、「ここに上がれ」とい

われるほうがましだ。 8あなたが目に見たことを、

軽々しく法廷に出してはならない。あとになり、あ

なたが隣り人にはずかしめられるとき、あなたはど

うしようとするのか。 9隣り人と争うことがあるな

らば、ただその人と争え、他人の秘密をもらしては

ならない。 10そうでないと、聞く者があなたをいや

しめ、あなたは、いつまでもそしられる。 11おりに

かなって語る言葉は、銀の彫り物に金のりんごをは

めたようだ。 12知恵をもって戒める者は、これをき

く者の耳にとって、金の耳輪、精金の飾りのようだ

。 13忠実な使者はこれをつかわす者にとって、刈入

れの日に冷やかな雪があるようだ、よくその主人の

心を喜ばせる。 14贈り物をすると偽って誇る人は、

雨のない雲と風のようだ。 15忍耐をもって説けば君

も言葉をいれる、柔らかな舌は骨を砕く。 16蜜を得

たならば、ただ足るほどにこれを食べよ、おそらく

は食べすごして、それを吐き出すであろう。 17隣り

人の家に足をしげくしてはならない、おそらくは彼

は煩わしくなって、あなたを憎むようになろう。 18
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隣り人に敵して偽りのあかしを立てる人は、こん棒

、つるぎ、または鋭い矢のようだ。 19悩みに会うと

き不信実な者を頼みにするのは、悪い歯、またはな

えた足を頼みとするようなものだ。 20心の痛める人

の前で歌をうたうのは、寒い日に着物を脱ぐようで

あり、また傷の上に酢をそそぐようだ。 21もしあな

たのあだが飢えているならば、パンを与えて食べさ

せ、もしかわいているならば水を与えて飲ませよ。

22こうするのは、火を彼のこうべに積むのである、

主はあなたに報いられる。 23北風は雨を起し、陰言

をいう舌は人の顔を怒らす。 24争いを好む女と一緒

に家におるよりは、屋根のすみにおるほうがよい。

25遠い国から来るよい消息は、かわいている人が飲

む冷やかな水のようだ。 26正しい者が悪い者の前に

屈服するのは、井戸が濁ったよう、また泉がよごれ

たようなものだ。 27蜜を多く食べるのはよくない、

ほめる言葉は控え目にするがよい。 28自分の心を制

しない人は、城壁のない破れた城のようだ。

26誉が愚かな者にふさわしくないのは、夏に雪が

降り、刈入れの時に雨が降るようなものだ。 2いわ

れのないのろいは、飛びまわるすずめや、飛びかけ

るつばめのようなもので、止まらない。 3馬のため

にはむちがあり、ろばのためにはくつわがあり、愚

かな者の背のためにはつえがある。 4愚かな者にそ

の愚かさにしたがって答をするな、自分も彼と同じ

ようにならないためだ。 5愚かな者にその愚かさに

したがって答をせよ、彼が自分の目に自らを知恵あ

る者と見ないためだ。 6愚かな者に託して事を言い

送る者は、自分の足を切り去り、身に害をうける。
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7あしなえの足は用がない、愚かな者の口には箴言も

それにひとしい。 8誉を愚かな者に与えるのは、石

を石投げにつなぐようだ。 9愚かな者の口に箴言が

あるのは、酔った者が、とげのあるつえを手で振り

上げるようだ。 10通りがかりの愚か者や、酔った者

を雇う者は、すべての人を傷つける射手のようだ。

11犬が帰って来てその吐いた物を食べるように、愚

かな者はその愚かさをくり返す。 12自分の目に自ら

を知恵ある者とする人を、あなたは見るか、彼より

もかえって愚かな人に望みがある。 13なまけ者は、

「道にししがいる、ちまたにししがいる」という。

14戸がちょうつがいによって回るように、なまけ者

はその寝床で寝返りをする。 15なまけ者は手を皿に

入れても、それを口に持ってゆくことをいとう。 16

なまけ者は自分の目に、良く答えることのできる七

人の者よりも、自らを知恵ありとする。 17自分に関

係のない争いにたずさわる者は、通りすぎる犬の耳

をとらえる者のようだ。 19隣り人を欺いて、「わた

しはただ戯れにした」という者は、燃え木または矢

、または死を、投げつける気違いのようだ。 20たき

ぎがなければ火は消え、人のよしあしを言う者がな

ければ争いはやむ。 21おき火に炭をつぎ、火にたき

ぎをくべるように、争いを好む人は争いの火をおこ

す。 22人のよしあしをいう者の言葉はおいしい食物

のようで、腹の奥にしみこむ。 23くちびるはなめら

かであっても、心の悪いのは上ぐすりをかけた土の

器のようだ。 24憎む者はくちびるをもって自ら飾る

けれども、心のうちには偽りをいだく。 25彼が声を

やわらげて語っても、信じてはならない。その心に
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七つの憎むべきものがあるからだ。 26たとい偽りを

もってその憎しみをかくしても、彼の悪は会衆の中

に現れる。 27穴を掘る者は自らその中に陥る、石を

まろばしあげる者の上に、その石はまろびかえる。

28偽りの舌は自分が傷つけた者を憎み、へつらう口

は滅びをきたらせる。

27あすのことを誇ってはならない、一日のうちに

何がおこるかを知ることができないからだ。 2自分

の口をもって自らをほめることなく、他人にほめさ

せよ。自分のくちびるをもってせず、ほかの人にあ

なたをほめさせよ。 3石は重く、砂も軽くはない、

しかし愚かな者の怒りはこの二つよりも重い。 4憤

りはむごく、怒りははげしい、しかしねたみの前に

は、だれが立ちえよう。 5あからさまに戒めるのは

、ひそかに愛するのにまさる。 6愛する者が傷つけ

るのは、まことからであり、あだの口づけするのは

偽りからである。 7飽いている者は蜂蜜をも踏みつ

ける、しかし飢えた者には苦い物でさえ、みな甘い

。 8その家を離れてさまよう人は、巣を離れてさま

よう鳥のようだ。 9油と香とは人の心を喜ばせる、

しかし魂は悩みによって裂かれる。 10あなたの友、

あなたの父の友を捨てるな、あなたが悩みにあう日

には兄弟の家に行くな、近い隣り人は遠くにいる兄

弟にまさる。 11わが子よ、知恵を得て、わたしの心

を喜ばせよ、そうすればわたしをそしる者に答える

ことができる。 12賢い者は災を見て自ら避け、思慮

のない者は進んでいって、罰をうける。 13人のため

に保証する者からは、まずその着物をとれ、他人の

ために保証をする者をば抵当に取れ。 14朝はやく起
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きて大声にその隣り人を祝すれば、かえってのろい

と見なされよう。 15雨の降る日に雨漏りの絶えない

のと、争い好きな女とは同じだ。 16この女を制する

のは風を制するのとおなじく、右の手に油をつかむ

のとおなじだ。 17鉄は鉄をとぐ、そのように人はそ

の友の顔をとぐ。 18いちじくの木を守る者はその実

を食べる、主人を尊ぶ者は誉を得る。 19水にうつせ

ば顔と顔とが応じるように、人の心はその人をうつ

す。 20陰府と滅びとは飽くことなく、人の目もまた

飽くことがない。 (Sheol h7585) 21るつぼによって銀を

ためし、炉によって金をためす、人はその称賛によ

ってためされる。 22愚かな者をうすに入れ、きねを

もって、麦と共にこれをついても、その愚かさは去

ることがない。 23あなたの羊の状態をよく知り、あ

なたの群れに心をとめよ。 24富はいつまでも続くも

のではない、どうして位が末代までも保つであろう

か。 25草が刈り取られ、新しい芽がのび、山の牧草

も集められると、 26小羊はあなたの衣料を出し、や

ぎは畑を買う価となり、 27やぎの乳は多くて、あな

たと、あなたの家のものの食物となり、おとめらを

養うのにじゅうぶんである。

28悪しき者は追う人もないのに逃げる、正しい人

はししのように勇ましい。 2国の罪によって、治め

る者は多くなり、さとく、また知識ある人によって

、国はながく保つ。 3貧しい者をしえたげる貧しい

人は、糧食を残さない激しい雨のようだ。 4律法を

捨てる者は悪しき者をほめる、律法を守る者はこれ

に敵対する。 5悪人は正しいことを悟らない、主を

求める者はこれをことごとく悟る。 6正しく歩む貧
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しい者は、曲った道を歩む富める者にまさる。 7律

法を守る者は賢い子である、不品行な者と交わるも

のは、父をはずかしめる。 8利息と高利とによって

その富をます者は、貧しい者を恵む者のために、そ

れをたくわえる。 9耳をそむけて律法を聞かない者

は、その祈でさえも憎まれる。 10正しい者を悪い道

に惑わす者は、みずから自分の穴に陥る、しかし誠

実な人は幸福を継ぐ。 11富める人は自分の目に自ら

を知恵ある者と見る、しかし悟りのある貧しい者は

彼を見やぶる。 12正しい者が勝つときは、大いなる

栄えがある、悪しき者が起るときは、民は身をかく

す。 13その罪を隠す者は栄えることがない、言い表

わしてこれを離れる者は、あわれみをうける。 14常

に主を恐れる人はさいわいである、心をかたくなに

する者は災に陥る。 15貧しい民を治める悪いつかさ

は、ほえるしし、または飢えたくまのようだ。 16悟

りのないつかさは残忍な圧制者である、不正の利を

憎む者は長命を得る。 17人を殺してその血を身に負

う者は死ぬまで、のがれびとである、だれもこれを

助けてはならない。 18正しく歩む者は救を得、曲っ

た道に歩む者は穴に陥る。 19自分の田地を耕す者は

食糧に飽き、無益な事に従う者は貧乏に飽きる。 20

忠実な人は多くの祝福を得る、急いで富を得ようと

する者は罰を免れない。 21人を片寄り見ることは良

くない、人は一切れのパンのために、とがを犯すこ

とがある。 22欲の深い人は急いで富を得ようとする

、かえって欠乏が自分の所に来ることを知らない。

23人を戒める者は舌をもってへつらう者よりも、大

いなる感謝をうける。 24父や母の物を盗んで「これ
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は罪ではない」と言う者は、滅ぼす者の友である。

25むさぼる者は争いを起し、主に信頼する者は豊か

になる。 26自分の心を頼む者は愚かである、知恵を

もって歩む者は救を得る。 27貧しい者に施す者は物

に不足しない、目をおおって見ない人は多くののろ

いをうける。 28悪しき者が起るときは、民は身をか

くす、その滅びるときは、正しい人が増す。

29しばしばしかられても、なおかたくなな者は、

たちまち打ち敗られて助かることはない。 2正しい

者が権力を得れば民は喜び、悪しき者が治めるとき

、民はうめき苦しむ。 3知恵を愛する人はその父を

喜ばせ、遊女に交わる者はその資産を浪費する。 4

王は公儀をもって国を堅くする、しかし、重税を取

り立てる者はこれを滅ぼす。 5その隣り人にへつら

う者は、彼の足の前に網を張る。 6悪人は自分の罪

のわなに陥る、しかし正しい人は喜び楽しむ。 7正

しい人は貧しい者の訴えをかえりみる、悪しき人は

それを知ろうとはしない。 8あざける人は町を乱し

、知恵ある者は怒りを静める。 9知恵ある人が愚か

な人と争うと、愚かな者はただ怒り、あるいは笑っ

て、休むことがない。 10血に飢えている人は罪のな

い者を憎む、悪しき者は彼の命を求める。 11愚かな

者は怒りをことごとく表わし、知恵ある者は静かに

これをおさえる。 12もし治める者が偽りの言葉に聞

くならば、その役人らはみな悪くなる。 13貧しい者

と、しえたげる者とは共に世におる、主は彼ら両者

の目に光を与えられる。 14もし王が貧しい者を公平

にさばくならば、その位はいつまでも堅く立つ。 15

むちと戒めとは知恵を与える、わがままにさせた子
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はその母に恥をもたらす。 16悪しき者が権力を得る

と罪も増す、正しい者は彼らの倒れるのを見る。 17

あなたの子を懲しめよ、そうすれば彼はあなたを安

らかにし、またあなたの心に喜びを与える。 18預言

がなければ民はわがままにふるまう、しかし律法を

守る者はさいわいである。 19しもべは言葉だけで訓

練することはできない、彼は聞いて知っても、心に

とめないからである。 20言葉の軽率な人を見るか、

彼よりもかえって愚かな者のほうに望みがある。 21

しもべをその幼い時からわがままに育てる人は、つ

いにはそれを自分のあとつぎにする。 22怒る人は争

いを起し、憤る人は多くの罪を犯す。 23人の高ぶり

はその人を低くし、心にへりくだる者は誉を得る。

24盗びとにくみする者は自分の魂を憎む、彼はのろ

いを聞いても何事をも口外しない。 25人を恐れると

、わなに陥る、主に信頼する者は安らかである。 26

治める者の歓心を得ようとする人は多い、しかし人

の事を定めるのは主による。 27正しい人は不正を行

う人を憎み、悪しき者は正しく歩む人を憎む。

30ヤケの子アグルの語なる箴言かれイテエルにむ

かひて之をいへり即ちイテエルとクカルとにいへ

る所のものなり 2我は人よりも愚なり我には人の聡

明あらず 3我いまた智慧をならひ得ずまたいまだ至

聖きものを暁ることをえず 4天に昇りまた降りし

者は誰か風をその掌中に聚めし者は誰か水を衣に

つつみし者は誰か他のすべての限界を定めし者は

誰かその名は何ぞその子の名は何ぞ汝これを知る

や 5神の言はみな潔よし神は彼を頼むものの盾な

り 6汝その言に加ふること勿れ恐くは彼なんぢを
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せめ又なんぢを謊る者となしたまはん 7われ二の

事をなんぢに求めたり我が死ざる先にこれをたま

へ 8即ち虚假と謊言とを我より離れしめ我をして貧

からしめずまた富しめず惟なくてならぬ糧をあた

へ給へ 9そは我あきて神を知ずといひヱホバは誰

なりやといはんことを恐れまた貧くして窃盗をな

し我が紳の名を汚さんことを恐るればなり 10なん

ぢ僕をその主に讒ることなかれ恐くは彼なんぢを

詛ひてなんぢ罪せられん 11その父を詛ひその母を

祝せざる世類あり 12おのれの目に自らを潔者とな

して尚その汚穢を滌はれざる世類あり 13また一の

世類あり嗚呼その眼はいかに高きぞやその瞼は昂

れり 14その歯は劍のごとくその牙は刃のごとき世

類あり彼等は貧き者を地より呑み窮乏者を人の中

より食ふ 15蛭に二人の女あり與ヘよ與へよと呼は

る 飽ことを知ざるもの三あり 否な四あり皆たれりと

いはず 16即ち陰府姙まざる胎水に満されざる地足

りといはざる火これたり (Sheol h7585) 17おのれの父を

嘲り母に從ふことをいやしとする眼は谷の鴉これ

を抜いだし鷲の雛これを食はん 18わが奇とするもの

三あり否な四あり共にわが識ざる者なり 19即ち空

にとぷ鷲の路磐の上にはふ蛇の路淘にはしる舟の

路男の女にあふの路これなり 20淫婦の途も亦しか

り 彼は食ひてその口を拭ひ われ惡きことを爲ざりき

といふ 21地は三の者によりて震ふ否な四の者により

て耐ることあたはざるなり 22即ち僕たるもの王とな

るに因り愚なるもの糧に飽るにより 23厭忌はれたる

婦の嫁ぐにより婢女その生母に績に囚りてなり 24地

に四の物あり微小といへども最智し 25蟻は力なき者
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なれどもその糧を夏のうちに備ふ 26山鼠ば強からざ

れどもその室を磐につくる 27蝗は王なけれどもみ

な隊を立ていづ 28守宮は手をもてつかまり王の宮

にをる 29善あゆむもの三あり否な四あり皆よく歩

く 30獣の中にて最も強くもろもろのものの前より退

かざる獅子 31肚帯せし戦馬牡野羊および當ること

能はざる王これなり 32汝もし愚にして自から高ぶり

或は惡きことを計らば汝の手を口に當つべし 33それ

乳を搾れば乾酪いで鼻を搾れば血いで怒を激れば

争端おこる

31レムエル王のことば即ちその母の彼に教へし箴

言なり 2わが子よ何を言んかわが胎の子よ何をいは

んか我が願ひて得たる子よ何をいはんか 3なんぢの

力を女につひやすなかれ 王を滅すものに汝の途をま

かする勿れ 4レムエルよ酒を飮は王の爲べき事に非

ず 王の爲べき事にあらず 醇醪を求むるは牧伯の爲す

べき事にあらず 5恐くは洒を飮て律法をわすれ且す

べて惱まさるる者の審判を枉げん 6醇醪を亡びんと

する者にあたへ酒を心の傷める者にあたへよ 7かれ

飮てその貧窮をわすれ復その苦楚を憶はざるべし 8

なんぢ瘖者のため又すべての孤者の訟のために口を

ひらけ 9なんぢ口をひらきて義しき審判をなし貧者

と窮乏者の訟を糺せ 10誰か賢き女を見出すことを得

んその價は眞珠よりも貴とし 11その夫の心は彼を恃

みその産業は乏しくならじ 12彼が存命ふる間はそ

の夫に善事をなして惡き事をなさず 13彼は羊の毛と

麻とを求め喜びて手から操き 14商賈の舟のごとく遠

き國よりその糧を運び 15夜のあけぬ先に起てその家

人に糧をあたへその婢女に日用の分をあたふ 16田



箴言知恵の泉 1485

畝をはかりて之を買ひ その手の操作をもて葡萄園を

植ゑ 17力をもて腰に帯しその手を強くす 18彼はそ

の利潤の益あるを知るその燈火は終夜きえず 19か

れ手を紡線車にのべその指に紡錘をとり 20手を貧

者にのべ手を困苦者に舒ぶ 21彼は家人の爲に雪を

おそれず蓋その家人みな蕃紅の衣をきればなり 22

彼はおのれの爲に美しき褥子をつくり 細布と紫とを

もてその衣とせり 23その夫はその地の長老とともに

邑の門に坐するによりて人に知らるるなり 24彼は細

布の衣を製りてこれをうり 帯をつくりて商賈にあた

ふ 25彼は筋力と尊貴とを衣とし且のちの日を笑ふ 26

彼は口を啓きて智慧をのぶ 仁愛の教誨その舌にあり

27かれはその家の事を鑒み怠惰の糧を食はず 28その

衆子は起て彼を祝すその夫も彼を讃ていふ 29賢く

事をなす女子は多けれども 汝はすべての女子に愈れ

り 30艶麗はいつはりなり美色は呼吸のごとし惟ヱ

ホバを畏るる女は誉られん 31その手の操作の果をこ

れにあたへその行爲によりてこれを邑の門にほめよ
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伝道者の書

1ダビデの子、エルサレムの王である伝道者の言葉

。 2伝道者は言う、空の空、空の空、いっさいは空

である。 3日の下で人が労するすべての労苦は、そ

の身になんの益があるか。 4世は去り、世はきたる

。しかし地は永遠に変らない。 5日はいで、日は没

し、その出た所に急ぎ行く。 6風は南に吹き、また

転じて、北に向かい、めぐりにめぐって、またその

めぐる所に帰る。 7川はみな、海に流れ入る、しか

し海は満ちることがない。川はその出てきた所にま

た帰って行く。 8すべての事は人をうみ疲れさせる

、人はこれを言いつくすことができない。目は見る

ことに飽きることがなく、耳は聞くことに満足する

ことがない。 9先にあったことは、また後にもある

、先になされた事は、また後にもなされる。日の下

には新しいものはない。 10「見よ、これは新しいも

のだ」と言われるものがあるか、それはわれわれの

前にあった世々に、すでにあったものである。 11前

の者のことは覚えられることがない、また、きたる

べき後の者のことも、後に起る者はこれを覚えるこ

とがない。 12伝道者であるわたしはエルサレムで、

イスラエルの王であった。 13わたしは心をつくし、

知恵を用いて、天が下に行われるすべてのことを尋

ね、また調べた。これは神が、人の子らに与えて、

ほねおらせられる苦しい仕事である。 14わたしは日

の下で人が行うすべてのわざを見たが、みな空であ

って風を捕えるようである。 15曲ったものは、まっ

すぐにすることができない、欠けたものは数えるこ

とができない。 16わたしは心の中に語って言った、
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「わたしは、わたしより先にエルサレムを治めたす

べての者にまさって、多くの知恵を得た。わたしの

心は知恵と知識を多く得た」。 17わたしは心をつく

して知恵を知り、また狂気と愚痴とを知ろうとした

が、これもまた風を捕えるようなものであると悟っ

た。 18それは知恵が多ければ悩みが多く、知識を増

す者は憂いを増すからである。

2わたしは自分の心に言った、「さあ、快楽をもっ

て、おまえを試みよう。おまえは愉快に過ごすがよ

い」と。しかし、これもまた空であった。 2わたし

は笑いについて言った、「これは狂気である」と。

また快楽について言った、「これは何をするのか」

と。 3わたしの心は知恵をもってわたしを導いてい

るが、わたしは酒をもって自分の肉体を元気づけよ

うと試みた。また、人の子は天が下でその短い一生

の間、どんな事をしたら良いかを、見きわめるまで

は、愚かな事をしようと試みた。 4わたしは大きな

事業をした。わたしは自分のために家を建て、ぶど

う畑を設け、 5園と庭をつくり、またすべて実のな

る木をそこに植え、 6池をつくって、木のおい茂る

林に、そこから水を注がせた。 7わたしは男女の奴

隷を買った。またわたしの家で生れた奴隷を持って

いた。わたしはまた、わたしより先にエルサレムに

いただれよりも多くの牛や羊の財産を持っていた。

8わたしはまた銀と金を集め、王たちと国々の財宝を

集めた。またわたしは歌うたう男、歌うたう女を得

た。また人の子の楽しみとするそばめを多く得た。

9こうして、わたしは大いなる者となり、わたしより

先にエルサレムにいたすべての者よりも、大いなる
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者となった。わたしの知恵もまた、わたしを離れな

かった。 10なんでもわたしの目の好むものは遠慮せ

ず、わたしの心の喜ぶものは拒まなかった。わたし

の心がわたしのすべての労苦によって、快楽を得た

からである。そしてこれはわたしのすべての労苦に

よって得た報いであった。 11そこで、わたしはわが

手のなしたすべての事、およびそれをなすに要した

労苦を顧みたとき、見よ、皆、空であって、風を捕

えるようなものであった。日の下には益となるもの

はないのである。 12わたしはまた、身をめぐらして

、知恵と、狂気と、愚痴とを見た。そもそも、王の

後に来る人は何をなし得ようか。すでに彼がなした

事にすぎないのだ。 13光が暗きにまさるように、知

恵が愚痴にまさるのを、わたしは見た。 14知者の目

は、その頭にある。しかし愚者は暗やみを歩む。け

れどもわたしはなお同一の運命が彼らのすべてに臨

むことを知っている。 15わたしは心に言った、「愚

者に臨む事はわたしにも臨むのだ。それでどうして

わたしは賢いことがあろう」。わたしはまた心に言

った、「これもまた空である」と。 16そもそも、知

者も愚者も同様に長く覚えられるものではない。き

たるべき日には皆忘れられてしまうのである。知者

が愚者と同じように死ぬのは、どうしたことであろ

う。 17そこで、わたしは生きることをいとった。日

の下に行われるわざは、わたしに悪しく見えたから

である。皆空であって、風を捕えるようである。 18

わたしは日の下で労したすべての労苦を憎んだ。わ

たしの後に来る人にこれを残さなければならないか

らである。 19そして、その人が知者であるか、また
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は愚者であるかは、だれが知り得よう。そうである

のに、その人が、日の下でわたしが労し、かつ知恵

を働かしてなしたすべての労苦をつかさどることに

なるのだ。これもまた空である。 20それでわたしは

ふり返ってみて、日の下でわたしが労したすべての

労苦について、望みを失った。 21今ここに人があっ

て、知恵と知識と才能をもって労しても、これがた

めに労しない人に、すべてを残して、その所有とさ

せなければならないのだ。これもまた空であって、

大いに悪い。 22そもそも、人は日の下で労するすべ

ての労苦と、その心づかいによってなんの得るとこ

ろがあるか。 23そのすべての日はただ憂いのみであ

って、そのわざは苦しく、その心は夜の間も休まる

ことがない。これもまた空である。 24人は食い飲み

し、その労苦によって得たもので心を楽しませるよ

り良い事はない。これもまた神の手から出ることを

、わたしは見た。 25だれが神を離れて、食い、かつ

楽しむことのできる者があろう。 26神は、その心に

かなう人に、知恵と知識と喜びとをくださる。しか

し罪びとには仕事を与えて集めることと、積むこと

をさせられる。これは神の心にかなう者にそれを賜

わるためである。これもまた空であって、風を捕え

るようである。

3天が下のすべての事には季節があり、すべてのわ

ざには時がある。 2生るるに時があり、死ぬるに時

があり、植えるに時があり、植えたものを抜くに時

があり、 3殺すに時があり、いやすに時があり、こ

わすに時があり、建てるに時があり、 4泣くに時が

あり、笑うに時があり、悲しむに時があり、踊るに
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時があり、 5石を投げるに時があり、石を集めるに

時があり、抱くに時があり、抱くことをやめるに時

があり、 6捜すに時があり、失うに時があり、保つ

に時があり、捨てるに時があり、 7裂くに時があり

、縫うに時があり、黙るに時があり、語るに時があ

り、 8愛するに時があり、憎むに時があり、戦うに

時があり、和らぐに時がある。 9働く者はその労す

ることにより、なんの益を得るか。 10わたしは神が

人の子らに与えて、ほねおらせられる仕事を見た。

11神のなされることは皆その時にかなって美しい。

神はまた人の心に永遠を思う思いを授けられた。そ

れでもなお、人は神のなされるわざを初めから終り

まで見きわめることはできない。 12わたしは知って

いる。人にはその生きながらえている間、楽しく愉

快に過ごすよりほかに良い事はない。 13またすべて

の人が食い飲みし、そのすべての労苦によって楽し

みを得ることは神の賜物である。 14わたしは知って

いる。すべて神がなさる事は永遠に変ることがなく

、これに加えることも、これから取ることもできな

い。神がこのようにされるのは、人々が神の前に恐

れをもつようになるためである。 15今あるものは、

すでにあったものである。後にあるものも、すでに

あったものである。神は追いやられたものを尋ね求

められる。 16わたしはまた、日の下を見たが、さば

きを行う所にも不正があり、公義を行う所にも不正

がある。 17わたしは心に言った、「神は正しい者と

悪い者とをさばかれる。神はすべての事と、すべて

のわざに、時を定められたからである」と。 18わた

しはまた、人の子らについて心に言った、「神は彼
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らをためして、彼らに自分たちが獣にすぎないこと

を悟らせられるのである」と。 19人の子らに臨むと

ころは獣にも臨むからである。すなわち一様に彼ら

に臨み、これの死ぬように、彼も死ぬのである。彼

らはみな同様の息をもっている。人は獣にまさると

ころがない。すべてのものは空だからである。 20み

な一つ所に行く。皆ちりから出て、皆ちりに帰る。

21だれが知るか、人の子らの霊は上にのぼり、獣の

霊は地にくだるかを。 22それで、わたしは見た、人

はその働きによって楽しむにこした事はない。これ

が彼の分だからである。だれが彼をつれていって、

その後の、どうなるかを見させることができようか

。

4わたしはまた、日の下に行われるすべてのしえた

げを見た。見よ、しえたげられる者の涙を。彼らを

慰める者はない。しえたげる者の手には権力がある

。しかし彼らを慰める者はいない。 2それで、わた

しはなお生きている生存者よりも、すでに死んだ死

者を、さいわいな者と思った。 3しかし、この両者

よりもさいわいなのは、まだ生れない者で、日の下

に行われる悪しきわざを見ない者である。 4また、

わたしはすべての労苦と、すべての巧みなわざを見

たが、これは人が互にねたみあってなすものである

。これもまた空であって、風を捕えるようである。

5愚かなる者は手をつかねて、自分の肉を食う。 6片

手に物を満たして平穏であるのは、両手に物を満た

して労苦し、風を捕えるのにまさる。 7わたしはま

た、日の下に空なる事のあるのを見た。 8ここに人

がある。ひとりであって、仲間もなく、子もなく、
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兄弟もない。それでも彼の労苦は窮まりなく、その

目は富に飽くことがない。また彼は言わない、「わ

たしはだれのために労するのか、どうして自分を楽

しませないのか」と。これもまた空であって、苦し

いわざである。 9ふたりはひとりにまさる。彼らは

その労苦によって良い報いを得るからである。 10す

なわち彼らが倒れる時には、そのひとりがその友を

助け起す。しかしひとりであって、その倒れる時、

これを助け起す者のない者はわざわいである。 11ま

たふたりが一緒に寝れば暖かである。ひとりだけで

、どうして暖かになり得ようか。 12人がもし、その

ひとりを攻め撃ったなら、ふたりで、それに当るで

あろう。三つよりの綱はたやすくは切れない。 13貧

しくて賢いわらべは、老いて愚かで、もはや、いさ

めをいれることを知らない王にまさる。 14たとい、

その王が獄屋から出て、王位についた者であっても

、また自分の国に貧しく生れて王位についた者であ

っても、そうである。 15わたしは日の下に歩むすべ

ての民が、かのわらべのように王に代って立つのを

見た。 16すべての民は果てしがない。彼はそのすべ

ての民を導いた。しかし後に来る者は彼を喜ばない

。たしかに、これもまた空であって、風を捕えるよ

うである。

5神の宮に行く時には、その足を慎むがよい。近よ

って聞くのは愚かな者の犠牲をささげるのにまさる

。彼らは悪を行っていることを知らないからである

。 2神の前で軽々しく口をひらき、また言葉を出そ

うと、心にあせってはならない。神は天にいまし、

あなたは地におるからである。それゆえ、あなたは
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言葉を少なくせよ。 3夢は仕事の多いことによって

きたり、愚かなる者の声は言葉の多いことによって

知られる。 4あなたは神に誓いをなすとき、それを

果すことを延ばしてはならない。神は愚かな者を喜

ばれないからである。あなたの誓ったことを必ず果

せ。 5あなたが誓いをして、それを果さないよりは

、むしろ誓いをしないほうがよい。 6あなたの口が

、あなたに罪を犯させないようにせよ。また使者の

前にそれは誤りであったと言ってはならない。どう

して、神があなたの言葉を怒り、あなたの手のわざ

を滅ぼしてよかろうか。 7夢が多ければ空なる言葉

も多い。しかし、あなたは神を恐れよ。 8あなたは

国のうちに貧しい者をしえたげ、公道と正義を曲げ

ることのあるのを見ても、その事を怪しんではなら

ない。それは位の高い人よりも、さらに高い者があ

って、その人をうかがうからである。そしてそれら

よりもなお高い者がある。 9しかし、要するに耕作

した田畑をもつ国には王は利益である。 10金銭を好

む者は金銭をもって満足しない。富を好む者は富を

得て満足しない。これもまた空である。 11財産が増

せば、これを食う者も増す。その持ち主は目にそれ

を見るだけで、なんの益があるか。 12働く者は食べ

ることが少なくても多くても、快く眠る。しかし飽

き足りるほどの富は、彼に眠ることをゆるさない。

13わたしは日の下に悲しむべき悪のあるのを見た。

すなわち、富はこれをたくわえるその持ち主に害を

及ぼすことである。 14またその富は不幸な出来事に

よってうせ行くことである。それで、その人が子を

もうけても、彼の手には何も残らない。 15彼は母の
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胎から出てきたように、すなわち裸で出てきたよう

に帰って行く。彼はその労苦によって得た何物をも

その手に携え行くことができない。 16人は全くその

来たように、また去って行かなければならない。こ

れもまた悲しむべき悪である。風のために労する者

になんの益があるか。 17人は一生、暗やみと、悲し

みと、多くの悩みと、病と、憤りの中にある。 18見

よ、わたしが見たところの善かつ美なる事は、神か

ら賜わった短い一生の間、食い、飲み、かつ日の下

で労するすべての労苦によって、楽しみを得る事で

ある。これがその分だからである。 19また神はすべ

ての人に富と宝と、それを楽しむ力を与え、またそ

の分を取らせ、その労苦によって楽しみを得させら

れる。これが神の賜物である。 20このような人は自

分の生きる日のことを多く思わない。神は喜びをも

って彼の心を満たされるからである。

6わたしは日の下に一つの悪のあるのを見た。これ

は人々の上に重い。 2すなわち神は富と、財産と、

誉とを人に与えて、その心に慕うものを、一つも欠

けることのないようにされる。しかし神は、その人

にこれを持つことを許されないで、他人がこれを持

つようになる。これは空である。悪しき病である。

3たとい人は百人の子をもうけ、また命長く、そのよ

わいの日が多くても、その心が幸福に満足せず、ま

た葬られることがなければ、わたしは言う、流産の

子はその人にまさると。 4これはむなしく来て、暗

やみの中に去って行き、その名は暗やみにおおわれ

る。 5またこれは日を見ず、物を知らない。けれど

もこれは彼よりも安らかである。 6たとい彼は千年
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に倍するほど生きても幸福を見ない。みな一つ所に

行くのではないか。 7人の労苦は皆、その口のため

である。しかしその食欲は満たされない。 8賢い者

は愚かな者になんのまさるところがあるか。また生

ける者の前に歩むことを知る貧しい者もなんのまさ

るところがあるか。 9目に見る事は欲望のさまよい

歩くにまさる。これもまた空であって、風を捕える

ようなものである。 10今あるものは、すでにその名

がつけられた。そして人はいかなる者であるかは知

られた。それで人は自分よりも力強い者と争うこと

はできない。 11言葉が多ければむなしい事も多い。

人になんの益があるか。 12人はその短く、むなしい

命の日を影のように送るのに、何が人のために善で

あるかを知ることができよう。だれがその身の後に

、日の下に何があるであろうかを人に告げることが

できるか。

7良き名は良き油にまさり、死ぬる日は生るる日に

まさる。 2悲しみの家にはいるのは、宴会の家には

いるのにまさる。死はすべての人の終りだからであ

る。生きている者は、これを心にとめる。 3悲しみ

は笑いにまさる。顔に憂いをもつことによって、心

は良くなるからである。 4賢い者の心は悲しみの家

にあり、愚かな者の心は楽しみの家にある。 5賢い

者の戒めを聞くのは、愚かな者の歌を聞くのにまさ

る。 6愚かな者の笑いはかまの下に燃えるいばらの

音のようである。これもまた空である。 7たしかに

、しえたげは賢い人を愚かにし、まいないは人の心

をそこなう。 8事の終りはその初めよりも良い。耐

え忍ぶ心は、おごり高ぶる心にまさる。 9気をせき
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たてて怒るな。怒りは愚かな者の胸に宿るからであ

る。 10「昔が今よりもよかったのはなぜか」と言う

な。あなたがこれを問うのは知恵から出るのではな

い。 11知恵に財産が伴うのは良い。それは日を見る

者どもに益がある。 12知恵が身を守るのは、金銭が

身を守るようである。しかし、知恵はこれを持つ者

に生命を保たせる。これが知識のすぐれた所である

。 13神のみわざを考えみよ。神の曲げられたものを

、だれがまっすぐにすることができるか。 14順境の

日には楽しめ、逆境の日には考えよ。神は人に将来

どういう事があるかを、知らせないために、彼とこ

れとを等しく造られたのである。 15わたしはこのむ

なしい人生において、もろもろの事を見た。そこに

は義人がその義によって滅びることがあり、悪人が

その悪によって長生きすることがある。 16あなたは

義に過ぎてはならない。また賢きに過ぎてはならな

い。あなたはどうして自分を滅ぼしてよかろうか。

17悪に過ぎてはならない。また愚かであってはなら

ない。あなたはどうして、自分の時のこないのに、

死んでよかろうか。 18あなたがこれを執るのはよい

、また彼から手を引いてはならない。神をかしこむ

者は、このすべてからのがれ出るのである。 19知恵

が知者を強くするのは、十人のつかさが町におるの

にまさる。 20善を行い、罪を犯さない正しい人は世

にいない。 21人の語るすべての事に心をとめてはな

らない。これはあなたが、自分のしもべのあなたを

のろう言葉を聞かないためである。 22あなたもまた

、しばしば他人をのろったのを自分の心に知ってい

るからである。 23わたしは知恵をもってこのすべて
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の事を試みて、「わたしは知者となろう」と言った

が、遠く及ばなかった。 24物事の理は遠く、また、

はなはだ深い。だれがこれを見いだすことができよ

う。 25わたしは、心を転じて、物を知り、事を探り

、知恵と道理を求めようとし、また悪の愚かなこと

、愚痴の狂気であることを知ろうとした。 26わたし

は、その心が、わなと網のような女、その手が、か

せのような女は、死よりも苦い者であることを見い

だした。神を喜ばす者は彼女からのがれる。しかし

罪びとは彼女に捕えられる。 27伝道者は言う、見よ

、その数を知ろうとして、いちいち数えて、わたし

が得たものはこれである。 28わたしはなおこれを求

めたけれども、得なかった。わたしは千人のうちに

ひとりの男子を得たけれども、そのすべてのうちに

、ひとりの女子をも得なかった。 29見よ、わたしが

得た事は、ただこれだけである。すなわち、神は人

を正しい者に造られたけれども、人は多くの計略を

考え出した事である。

8だれが知者のようになり得よう。だれが事の意義

を知り得よう。人の知恵はその人の顔を輝かせ、ま

たその粗暴な顔を変える。 2王の命を守れ。すでに

神をさして誓ったことゆえ、驚くな。 3事が悪い時

は、王の前を去れ、ためらうな。彼はすべてその好

むところをなすからである。 4王の言葉は決定的で

ある。だれが彼に「あなたは何をするのか」と言う

ことができようか。 5命令を守る者は災にあわない

。知者の心は時と方法をわきまえている。 6人の悪

が彼の上に重くても、すべてのわざには時と方法が

ある。 7後に起る事を知る者はない。どんな事が起
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るかをだれが彼に告げ得よう。 8風をとどめる力を

もつ人はない。また死の日をつかさどるものはない

。戦いには免除はない。また悪はこれを行う者を救

うことができない。 9わたしはこのすべての事を見

た。また日の下に行われるもろもろのわざに心を用

いた。時としてはこの人が、かの人を治めて、これ

に害をこうむらせることがある。 10またわたしは悪

人の葬られるのを見た。彼らはいつも聖所に出入り

し、それを行ったその町でほめられた。これもまた

空である。 11悪しきわざに対する判決がすみやかに

行われないために、人の子らの心はもっぱら悪を行

うことに傾いている。 12罪びとで百度悪をなして、

なお長生きするものがあるけれども、神をかしこみ

、み前に恐れをいだく者には幸福があることを、わ

たしは知っている。 13しかし悪人には幸福がない。

またその命は影のようであって長くは続かない。彼

は神の前に恐れをいだかないからである。 14地の上

に空な事が行われている。すなわち、義人であって

、悪人に臨むべき事が、その身に臨む者がある。ま

た、悪人であって、義人に臨むべき事が、その身に

臨む者がある。わたしは言った、これもまた空であ

ると。 15そこで、わたしは歓楽をたたえる。それは

日の下では、人にとって、食い、飲み、楽しむより

ほかに良い事はないからである。これこそは日の下

で、神が賜わった命の日の間、その勤労によってそ

の身に伴うものである。 16わたしは心をつくして知

恵を知ろうとし、また地上に行われるわざを昼も夜

も眠らずに窮めようとしたとき、 17わたしは神のも

ろもろのわざを見たが、人は日の下に行われるわざ
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を窮めることはできない。人はこれを尋ねようと労

しても、これを窮めることはできない。また、たと

い知者があって、これを知ろうと思っても、これを

窮めることはできないのである。

9わたしはこのすべての事に心を用いて、このすべ

ての事を明らかにしようとした。すなわち正しい者

と賢い者、および彼らのわざが、神の手にあること

を明らかにしようとした。愛するか憎むかは人には

わからない。彼らの前にあるすべてのことは空であ

る。 2すべての人に臨むところは、みな同様である

。正しい者にも正しくない者にも、善良な者にも悪

い者にも、清い者にも汚れた者にも、犠牲をささげ

る者にも、犠牲をささげない者にも、その臨むとこ

ろは同様である。善良な人も罪びとも異なることは

ない。誓いをなす者も、誓いをなすことを恐れる者

も異なることはない。 3すべての人に同一に臨むの

は、日の下に行われるすべての事のうちの悪事であ

る。また人の心は悪に満ち、その生きている間は、

狂気がその心のうちにあり、その後は死者のもとに

行くのである。 4すべて生ける者に連なる者には望

みがある。生ける犬は、死せるししにまさるからで

ある。 5生きている者は死ぬべき事を知っている。

しかし死者は何事をも知らない、また、もはや報い

を受けることもない。その記憶に残る事がらさえも

、ついに忘れられる。 6その愛も、憎しみも、ねた

みも、すでに消えうせて、彼らはもはや日の下に行

われるすべての事に、永久にかかわることがない。

7あなたは行って、喜びをもってあなたのパンを食べ

、楽しい心をもってあなたの酒を飲むがよい。神は
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すでに、あなたのわざをよみせられたからである。

8あなたの衣を常に白くせよ。あなたの頭に油を絶や

すな。 9日の下で神から賜わったあなたの空なる命

の日の間、あなたはその愛する妻と共に楽しく暮す

がよい。これはあなたが世にあってうける分、あな

たが日の下で労する労苦によって得るものだからで

ある。 10すべてあなたの手のなしうる事は、力をつ

くしてなせ。あなたの行く陰府には、わざも、計略

も、知識も、知恵もないからである。 (Sheol h7585) 11

わたしはまた日の下を見たが、必ずしも速い者が競

走に勝つのではなく、強い者が戦いに勝つのでもな

い。また賢い者がパンを得るのでもなく、さとき者

が富を得るのでもない。また知識ある者が恵みを得

るのでもない。しかし時と災難はすべての人に臨む

。 12人はその時を知らない。魚がわざわいの網にか

かり、鳥がわなにかかるように、人の子らもわざわ

いの時が突然彼らに臨む時、それにかかるのである

。 13またわたしは日の下にこのような知恵の例を見

た。これはわたしにとって大きな事である。 14ここ

に一つの小さい町があって、そこに住む人は少なか

ったが、大いなる王が攻めて来て、これを囲み、こ

れに向かって大きな雲梯を建てた。 15しかし、町の

うちにひとりの貧しい知恵のある人がいて、その知

恵をもって町を救った。ところがだれひとり、その

貧しい人を記憶する者がなかった。 16そこでわたし

は言う、「知恵は力にまさる。しかしかの貧しい人

の知恵は軽んぜられ、その言葉は聞かれなかった」

。 17静かに聞かれる知者の言葉は、愚かな者の中の

つかさたる者の叫びにまさる。 18知恵は戦いの武器
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にまさる。しかし、ひとりの罪びとは多くの良きわ

ざを滅ぼす。

10死んだはえは、香料を造る者のあぶらを臭くし

、少しの愚痴は知恵と誉よりも重い。 2知者の心は

彼を右に向けさせ、愚者の心は左に向けさせる。 3

愚者は道を行く時、思慮が足りない、自分の愚かな

ことをすべての人に告げる。 4つかさたる者があな

たに向かって立腹しても、あなたの所を離れてはな

らない。温順は大いなるとがを和らげるからである

。 5わたしは日の下に一つの悪のあるのを見た。そ

れはつかさたる者から出るあやまちに似ている。 6

すなわち愚かなる者が高い地位に置かれ、富める者

が卑しい所に座している。 7わたしはしもべたる者

が馬に乗り、君たる者が奴隷のように徒歩であるく

のを見た。 8穴を掘る者はみずからこれに陥り、石

がきをこわす者は、へびにかまれる。 9石を切り出

す者はそれがために傷をうけ、木を割る者はそれが

ために危険にさらされる。 10鉄が鈍くなったとき、

人がその刃をみがかなければ、力を多くこれに用い

ねばならない。しかし、知恵は人を助けてなし遂げ

させる。 11へびがもし呪文をかけられる前に、かみ

つけば、へび使は益がない。 12知者の口の言葉は恵

みがある、しかし愚者のくちびるはその身を滅ぼす

。 13愚者の口の言葉の初めは愚痴である、またその

言葉の終りは悪い狂気である。 14愚者は言葉を多く

する、しかし人はだれも後に起ることを知らない。

だれがその身の後に起る事を告げることができよう

か。 15愚者の労苦はその身を疲れさせる、彼は町に

はいる道をさえ知らない。 16あなたの王はわらべで
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あって、その君たちが朝から、ごちそうを食べる国

よ、あなたはわざわいだ。 17あなたの王は自主の子

であって、その君たちが酔うためでなく、力を得る

ために、適当な時にごちそうを食べる国よ、あなた

はさいわいだ。 18怠惰によって屋根は落ち、無精に

よって家は漏る。 19食事は笑いのためになされ、酒

は命を楽しませる。金銭はすべての事に応じる。 20

あなたは心のうちでも王をのろってはならない、ま

た寝室でも富める者をのろってはならない。空の鳥

はあなたの声を伝え、翼のあるものは事を告げるか

らである。

11あなたのパンを水の上に投げよ、多くの日の後

、あなたはそれを得るからである。 2あなたは一つ

の分を七つまた八つに分けよ、あなたは、どんな災

が地に起るかを知らないからだ。 3雲がもし雨で満

ちるならば、地にそれを注ぐ、また木がもし南か北

に倒れるならば、その木は倒れた所に横たわる。 4

風を警戒する者は種をまかない、雲を観測する者は

刈ることをしない。 5あなたは、身ごもった女の胎

の中で、どうして霊が骨にはいるかを知らない。そ

のようにあなたは、すべての事をなされる神のわざ

を知らない。 6朝のうちに種をまけ、夕まで手を休

めてはならない。実るのは、これであるか、あれで

あるか、あるいは二つともに良いのであるか、あな

たは知らないからである。 7光は快いものである。

目に太陽を見るのは楽しいことである。 8人が多く

の年、生きながらえ、そのすべてにおいて自分を楽

しませても、暗い日の多くあるべきことを忘れては

ならない。すべて、きたらんとする事は皆空である
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。 9若い者よ、あなたの若い時に楽しめ。あなたの

若い日にあなたの心を喜ばせよ。あなたの心の道に

歩み、あなたの目の見るところに歩め。ただし、そ

のすべての事のために、神はあなたをさばかれるこ

とを知れ。 10あなたの心から悩みを去り、あなたの

からだから痛みを除け。若い時と盛んな時はともに

空だからである。

12あなたの若い日に、あなたの造り主を覚えよ。

悪しき日がきたり、年が寄って、「わたしにはなん

の楽しみもない」と言うようにならない前に、 2ま

た日や光や、月や星の暗くならない前に、雨の後に

また雲が帰らないうちに、そのようにせよ。 3その

日になると、家を守る者は震え、力ある人はかがみ

、ひきこなす女は少ないために休み、窓からのぞく

者の目はかすみ、 4町の門は閉ざされる。その時ひ

きこなす音は低くなり、人は鳥の声によって起きあ

がり、歌の娘たちは皆、低くされる。 5彼らはまた

高いものを恐れる。恐ろしいものが道にあり、あめ

んどうは花咲き、いなごはその身をひきずり歩き、

その欲望は衰え、人が永遠の家に行こうとするので

、泣く人が、ちまたを歩きまわる。 6その後、銀の

ひもは切れ、金の皿は砕け、水がめは泉のかたわら

で破れ、車は井戸のかたわらで砕ける。 7ちりは、

もとのように土に帰り、霊はこれを授けた神に帰る

。 8伝道者は言う、「空の空、いっさいは空である

」と。 9さらに伝道者は知恵があるゆえに、知識を

民に教えた。彼はよく考え、尋ねきわめ、あまたの

箴言をまとめた。 10伝道者は麗しい言葉を得ようと

つとめた。また彼は真実の言葉を正しく書きしるし
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た。 11知者の言葉は突き棒のようであり、またよく

打った釘のようなものであって、ひとりの牧者から

出た言葉が集められたものである。 12わが子よ、こ

れら以外の事にも心を用いよ。多くの書を作れば際

限がない。多く学べばからだが疲れる。 13事の帰す

る所は、すべて言われた。すなわち、神を恐れ、そ

の命令を守れ。これはすべての人の本分である。 14

神はすべてのわざ、ならびにすべての隠れた事を善

悪ともにさばかれるからである。



雅歌 1505

雅歌

1ソロモンの雅歌 2どうか、あなたの口の口づけを

もって、わたしに口づけしてください。あなたの愛

はぶどう酒にまさり、 3あなたのにおい油はかんば

しく、あなたの名は注がれたにおい油のようです。

それゆえ、おとめたちはあなたを愛するのです。 4

あなたのあとについて、行かせてください。わたし

たちは急いでまいりましょう。王はわたしをそのへ

やに連れて行かれた。わたしたちは、あなたによっ

て喜び楽しみ、ぶどう酒にまさって、あなたの愛を

ほめたたえます。おとめたちは真心をもってあなた

を愛します。 5エルサレムの娘たちよ、わたしは黒

いけれども美しい。ケダルの天幕のように、ソロモ

ンのとばりのように。 6わたしが日に焼けているが

ために、日がわたしを焼いたがために、わたしを見

つめてはならない。わが母の子らは怒って、わたし

にぶどう園を守らせた。しかし、わたしは自分のぶ

どう園を守らなかった。 7わが魂の愛する者よ、あ

なたはどこで、あなたの群れを養い、昼の時にどこ

で、それを休ませるのか、わたしに告げてください

。どうして、わたしはさまよう者のように、あなた

の仲間の群れのかたわらに、いなければならないの

ですか。 8女のうちの最も美しい者よ、あなたが知

らないなら、群れの足跡に従っていって、羊飼たち

の天幕のかたわらで、あなたの子やぎを飼いなさい

。 9わが愛する者よ、わたしはあなたをパロの車の

雌馬になぞらえる。 10あなたのほおは美しく飾られ

、あなたの首は宝石をつらねた首飾で美しい。 11わ

れわれは銀を散らした金の飾り物を、あなたのため
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に造ろう。 12王がその席に着かれたとき、わたしの

ナルドはそのかおりを放った。 13わが愛する者は、

わたしにとっては、わたしの乳ぶさの間にある没薬

の袋のようです。 14わが愛する者は、わたしにとっ

ては、エンゲデのぶどう園にあるヘンナ樹の花ぶさ

のようです。 15わが愛する者よ、見よ、あなたは美

しい、見よ、あなたは美しい、あなたの目ははとの

ようだ。 16わが愛する者よ、見よ、あなたは美しく

、まことにりっぱです。わたしたちの床は緑、 17わ

たしたちの家の梁は香柏、そのたるきはいとすぎで

す。

2わたしはシャロンのばら、谷のゆりです。 2おと

めたちのうちにわが愛する者のあるのは、いばらの

中にゆりの花があるようだ。 3わが愛する者の若人

たちの中にあるのは、林の木の中にりんごの木があ

るようです。わたしは大きな喜びをもって、彼の陰

にすわった。彼の与える実はわたしの口に甘かった

。 4彼はわたしを酒宴の家に連れて行った。わたし

の上にひるがえる彼の旗は愛であった。 5干ぶどう

をもって、わたしに力をつけ、りんごをもって、わ

たしに元気をつけてください。わたしは愛のために

病みわずらっているのです。 6どうか、彼の左の手

がわたしの頭の下にあり、右の手がわたしを抱いて

くれるように。 7エルサレムの娘たちよ、わたしは

、かもしかと野の雌じかをさして、あなたがたに誓

い、お願いする、愛のおのずから起るときまでは、

ことさらに呼び起すことも、さますこともしないよ

うに。 8わが愛する者の声が聞える。見よ、彼は山

をとび、丘をおどり越えて来る。 9わが愛する者は
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かもしかのごとく、若い雄じかのようです。見よ、

彼はわたしたちの壁のうしろに立ち、窓からのぞき

、格子からうかがっている。 10わが愛する者はわた

しに語って言う、「わが愛する者よ、わが麗しき者

よ、立って、出てきなさい。 11見よ、冬は過ぎ、雨

もやんで、すでに去り、 12もろもろの花は地にあら

われ、鳥のさえずる時がきた。山ばとの声がわれわ

れの地に聞える。 13いちじくの木はその実を結び、

ぶどうの木は花咲いて、かんばしいにおいを放つ。

わが愛する者よ、わが麗しき者よ、立って、出てき

なさい。 14岩の裂け目、がけの隠れ場におるわがは

とよ、あなたの顔を見せなさい。あなたの声を聞か

せなさい。あなたの声は愛らしく、あなたの顔は美

しい。 15われわれのためにきつねを捕えよ、ぶどう

園を荒す小ぎつねを捕えよ、われわれのぶどう園は

花盛りだから」と。 16わが愛する者はわたしのもの

、わたしは彼のもの。彼はゆりの花の中で、その群

れを養っている。 17わが愛する者よ、日の涼しくな

るまで、影の消えるまで、身をかえして出ていって

、険しい山々の上で、かもしかのように、若い雄じ

かのようになってください。

3わたしは夜、床の上で、わが魂の愛する者をたず

ねた。わたしは彼をたずねたが、見つからなかった

。わたしは彼を呼んだが、答がなかった。 2「わた

しは今起きて、町をまわり歩き、街路や広場で、わ

が魂の愛する者をたずねよう」と、彼をたずねたが

、見つからなかった。 3町をまわり歩く夜回りたち

に出会ったので、「あなたがたは、わが魂の愛する

者を見ましたか」と尋ねた。 4わたしが彼らと別れ
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て行くとすぐ、わが魂の愛する者に出会った。わた

しは彼を引き留めて行かせず、ついにわが母の家に

つれて行き、わたしを産んだ者のへやにはいった。

5エルサレムの娘たちよ、わたしは、かもしかと野の

雌じかをさして、あなたがたに誓い、お願いする、

愛のおのずから起るときまでは、ことさらに呼び起

すことも、さますこともしないように。 6没薬、乳

香など、商人のもろもろの香料をもって、かおりを

放ち、煙の柱のように、荒野から上って来るものは

何か。 7見よ、あれはソロモンの乗物で、六十人の

勇士がそのまわりにいる。イスラエルの勇士で、 8

皆、つるぎをとり、戦いをよくし、おのおの腰に剣

を帯びて、夜の危険に備えている。 9ソロモン王は

レバノンの木をもって、自分のために輿をつくった

。 10その柱は銀、そのうしろは金、その座は紫の布

でつくった。その内部にはエルサレムの娘たちが、

愛情をこめてつくった物を張りつけた。 11シオンの

娘たちよ、出てきてソロモン王を見よ。彼は婚姻の

日、心の喜びの日に、その母の彼にかぶらせた冠を

いただいている。

4わが愛する者よ、見よ、あなたは美しい、見よ、

あなたは美しい。あなたの目は、顔おおいのうしろ

にあって、はとのようだ。あなたの髪はギレアデの

山を下るやぎの群れのようだ。 2あなたの歯は洗い

場から上ってきた毛を切られた雌羊の群れのようだ

。みな二子を産んで、一匹も子のないものはない。

3あなたのくちびるは紅の糸のようで、その口は愛ら

しい。あなたのほおは顔おおいのうしろにあって、

ざくろの片われのようだ。 4あなたの首は武器倉の
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ために建てたダビデのやぐらのようだ。その上には

一千の盾を掛けつらね、みな勇士の大盾である。 5

あなたの両乳ぶさは、かもしかの二子である二匹の

子じかが、ゆりの花の中に草を食べているようだ。

6日の涼しくなるまで、影の消えるまで、わたしは没

薬の山および乳香の丘へ急ぎ行こう。 7わが愛する

者よ、あなたはことごとく美しく、少しのきずもな

い。 8わが花嫁よ、レバノンからわたしと一緒にき

なさい、レバノンからわたしと一緒にきなさい。ア

マナの頂を去り、セニルおよびヘルモンの頂を去り

、ししの穴、ひょうの山を去りなさい。 9わが妹、

わが花嫁よ、あなたはわたしの心を奪った。あなた

はただひと目で、あなたの首飾のひと玉で、わたし

の心を奪った。 10わが妹、わが花嫁よ、あなたの愛

は、なんと麗しいことであろう。あなたの愛はぶど

う酒よりも、あなたの香油のかおりはすべての香料

よりも、いかにすぐれていることであろう。 11わが

花嫁よ、あなたのくちびるは甘露をしたたらせ、あ

なたの舌の下には、蜜と乳とがある。あなたの衣の

かおりはレバノンのかおりのようだ。 12わが妹、わ

が花嫁は閉じた園、閉じた園、封じた泉のようだ。

13あなたの産み出す物は、もろもろの良き実をもつ

ざくろの園、ヘンナおよびナルド、 14ナルド、さふ

らん、しょうぶ、肉桂、さまざまの乳香の木、没薬

、ろかい、およびすべての尊い香料である。 15あな

たは園の泉、生ける水の井、またレバノンから流れ

出る川である。 16北風よ、起れ、南風よ、きたれ。

わが園を吹いて、そのかおりを広く散らせ。わが愛
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する者がその園にはいってきて、その良い実を食べ

るように。

5わが妹、わが花嫁よ、わたしはわが園にはいって

、わが没薬と香料とを集め、わが蜜蜂の巣と、蜜と

を食べ、わがぶどう酒と乳とを飲む。友らよ、食ら

え、飲め、愛する人々よ、大いに飲め。 2わたしは

眠っていたが、心はさめていた。聞きなさい、わが

愛する者が戸をたたいている。「わが妹、わが愛す

る者、わがはと、わが全き者よ、あけてください。

わたしの頭は露でぬれ、わたしの髪の毛は夜露でぬ

れている」と言う。 3わたしはすでに着物を脱いだ

、どうしてまた着られようか。すでに足を洗った、

どうしてまた、よごせようか。 4わが愛する者が掛

けがねに手をかけたので、わが心は内におどった。

5わたしが起きて、わが愛する者のためにあけようと

したとき、わたしの手から没薬がしたたり、わたし

の指から没薬の液が流れて、貫の木の取手の上に落

ちた。 6わたしはわが愛する者のために開いたが、

わが愛する者はすでに帰り去った。彼が帰り去った

とき、わが心は力を失った。わたしは尋ねたけれど

も見つからず、呼んだけれども答がなかった。 7町

をまわり歩く夜回りらはわたしを見ると、撃って傷

つけ、城壁を守る者らは、わたしの上着をはぎ取っ

た。 8エルサレムの娘たちよ、わたしはあなたがた

に誓って、お願いする。もしわが愛する者を見たな

ら、わたしが愛のために病みわずらっていると、彼

に告げてください。 9女のうちの最も美しい者よ、

あなたの愛する者は、ほかの人の愛する者に、なん

のまさるところがあるか。あなたの愛する者は、ほ



雅歌 1511

かの人の愛する者に、なんのまさるところがあって

、そのように、わたしたちに誓い、願うのか。 10わ

が愛する者は白く輝き、かつ赤く、万人にぬきんで

、 11その頭は純金のように、その髪の毛はうねって

いて、からすのように黒い。 12その目は泉のほとり

のはとのように、乳で洗われて、良く落ち着いてい

る。 13そのほおは、かんばしい花の床のように、か

おりを放ち、そのくちびるは、ゆりの花のようで、

没薬の液をしたたらす。 14その手は宝石をはめた金

の円筒のごとく、そのからだはサファイヤをもって

おおった象牙の細工のごとく、 15その足のすねは金

の台の上にすえた大理石の柱のごとく、その姿はレ

バノンのごとく、香柏のようで、美しい。 16その言

葉は、はなはだ美しく、彼はことごとく麗しい。エ

ルサレムの娘たちよ、これがわが愛する者、これが

わが友なのです。

6女のうちの最も美しい者よ、あなたの愛する者は

どこへ行ったか。あなたの愛する者はどこへおもむ

いたか。わたしたちはあなたと一緒にたずねよう。

2わが愛する者は園の中で、群れを飼い、またゆりの

花を取るために自分の園に下り、かんばしい花の床

へ行きました。 3わたしはわが愛する人のもの、わ

が愛する者はわたしのものです。彼はゆりの花の中

で、その群れを飼っています。 4わが愛する者よ、

あなたは美しいことテルザのごとく、麗しいことエ

ルサレムのごとく、恐るべきこと旗を立てた軍勢の

ようだ。 5あなたの目はわたしを恐れさせるゆえ、

わたしからそむけてください。あなたの髪はギレア

デの山を下るやぎの群れのようだ。 6あなたの歯は
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洗い場から上ってきた雌羊の群れのようだ。みな二

子を産んで、一匹も子のないものはない。 7あなた

のほおは顔おおいのうしろにあって、ざくろの片わ

れのようだ。 8王妃は六十人、そばめは八十人、ま

た数しれぬおとめがいる。 9わがはと、わが全き者

はただひとり、彼女は母のひとり子、彼女を産んだ

者の最愛の者だ。おとめたちは彼女を見て、さいわ

いな者ととなえ、王妃たち、そばめたちもまた、彼

女を見て、ほめた。 10「このしののめのように見え

、月のように美しく、太陽のように輝き、恐るべき

事、旗を立てた軍勢のような者はだれか」。 11わた

しは谷の花を見、ぶどうが芽ざしたか、ざくろの花

が咲いたかを見ようと、くるみの園へ下っていった

。 12わたしの知らないうちに、わたしの思いは、わ

たしを車の中のわが君のかたわらにおらせた。 13帰

れ、帰れ、シュラムの女よ、帰れ、帰れ、わたした

ちはあなたを見たいものだ。あなたがたはどうして

マハナイムの踊りを見るようにシュラムの女を見た

いのか。

7女王のような娘よ、あなたの足は、くつの中にあ

って、なんと麗しいことであろう。あなたのももは

、まろやかで、玉のごとく、名人の手のわざのよう

だ。 2あなたのほぞは、混ぜたぶどう酒を欠くこと

のない丸い杯のごとく、あなたの腹は、ゆりの花で

囲まれた山盛りの麦のようだ。 3あなたの両乳ぶさ

は、かもしかの二子である二匹の子じかのようだ。

4あなたの首は象牙のやぐらのごとく、あなたの目は

、バテラビムの門のほとりにあるヘシボンの池のご

とく、あなたの鼻は、ダマスコを見おろすレバノン
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のやぐらのようだ。 5あなたの頭は、カルメルのよ

うにあなたを飾り、髪の毛は紫色のようで、王はそ

のたれ髪に捕われた。 6愛する者よ、快活なおとめ

よ、あなたはなんと美しく愛すべき者であろう。 7

あなたはなつめやしの木のように威厳があり、あな

たの乳ぶさはそのふさのようだ。 8わたしは言う、

「このなつめやしの木にのぼり、その枝に取りつこ

う。どうか、あなたの乳ぶさが、ぶどうのふさのご

とく、あなたの息のにおいがりんごのごとく、 9あ

なたの口づけが、なめらかに流れ下る良きぶどう酒

のごとく、くちびると歯の上をすべるように」と。

10わたしはわが愛する人のもの、彼はわたしを恋い

慕う。 11わが愛する者よ、さあ、わたしたちはいな

かへ出ていって、村里に宿りましょう。 12わたした

ちは早く起き、ぶどう園へ行って、ぶどうの木が芽

ざしたか、ぶどうの花が咲いたか、ざくろが花咲い

たかを見ましょう。その所で、わたしはわが愛をあ

なたに与えます。 13恋なすは、かおりを放ち、もろ

もろの良きくだものは、新しいのも古いのも共にわ

たしたちの戸の上にある。わが愛する者よ、わたし

はこれをあなたのためにたくわえました。

8どうか、あなたは、わが母の乳ぶさを吸ったわが

兄弟のようになってください。わたしがそとであな

たに会うとき、あなたに口づけしても、だれもわた

しをいやしめないでしょう。 2わたしはあなたを導

いて、わが母の家に行き、わたしを産んだ者のへや

にはいり、香料のはいったぶどう酒、ざくろの液を

、あなたに飲ませましょう。 3どうか、彼の左の手

がわたしの頭の下にあり、右の手がわたしを抱いて
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くれるように。 4エルサレムの娘たちよ、わたしは

あなたがたに誓い、お願いする、愛のおのずから起

るときまでは、ことさらに呼び起すことも、さます

こともしないように。 5自分の愛する者によりかか

って、荒野から上って来る者はだれですか。りんご

の木の下で、わたしはあなたを呼びさました。あな

たの母上は、かしこで、あなたのために産みの苦し

みをなし、あなたの産んだ者が、かしこで産みの苦

しみをした。 6わたしをあなたの心に置いて印のよ

うにし、あなたの腕に置いて印のようにしてくださ

い。愛は死のように強く、ねたみは墓のように残酷

だからです。そのきらめきは火のきらめき、最もは

げしい炎です。 (Sheol h7585) 7愛は大水も消すことが

できない、洪水もおぼれさせることができない。も

し人がその家の財産をことごとく与えて、愛に換え

ようとするならば、いたくいやしめられるでしょう

。 8わたしたちに小さい妹がある、まだ乳ぶさがな

い。わたしたちの妹に縁談のある日には、彼女のた

めに何をしてやろうか。 9彼女が城壁であるなら、

その上に銀の塔を建てよう。彼女が戸であるなら、

香柏の板でそれを囲もう。 10わたしは城壁、わたし

の乳ぶさは、やぐらのようでありました。それでわ

たしは彼の目には、平和をもたらす者のようであり

ました。 11ソロモンはバアルハモンにぶどう園をも

っていた。彼はぶどう園を、守る者どもにあずけて

、おのおのその実のために銀一千を納めさせた。 12

わたしのものであるぶどう園は、わたしの前にある

。ソロモンよ、あなたは一千を獲るでしょう、その

実を守る者どもは二百を獲るでしょう。 13園の中に



雅歌 1515

住む者よ、わたしの友だちはあなたの声に耳を傾け

ます、どうぞ、それをわたしに聞かせてください。

14わが愛する者よ、急いでください。かんばしい山

々の上で、かもしかのように、また若い雄じかのよ

うになってください。
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イザヤ書

1アモツの子イザヤがユダの王ウジヤ、ヨタム、ア

ハズ、ヒゼキヤの世にユダとエルサレムについて見

た幻。 2天よ、聞け、地よ、耳を傾けよ、主が次の

ように語られたから、「わたしは子を養い育てた、

しかし彼らはわたしにそむいた。 3牛はその飼主を

知り、ろばはその主人のまぐさおけを知る。しかし

イスラエルは知らず、わが民は悟らない」。 4ああ

、罪深い国びと、不義を負う民、悪をなす者のすえ

、堕落せる子らよ。彼らは主を捨て、イスラエルの

聖者をあなどり、これをうとんじ遠ざかった。 5あ

なたがたは、どうして重ね重ねそむいて、なおも打

たれようとするのか。その頭はことごとく病み、そ

の心は全く弱りはてている。 6足のうらから頭まで

、完全なところがなく、傷と打ち傷と生傷ばかりだ

。これを絞り出すものなく、包むものなく、油をも

ってやわらげるものもない。 7あなたがたの国は荒

れすたれ、町々は火で焼かれ、田畑のものはあなた

がたの前で外国人に食われ、滅ぼされたソドムのよ

うに荒れすたれた。 8シオンの娘はぶどう畑の仮小

屋のように、きゅうり畑の番小屋のように、包囲さ

れた町のように、ただひとり残った。 9もし万軍の

主が、われわれに少しの生存者を残されなかったな

ら、われわれはソドムのようになり、またゴモラと

同じようになったであろう。 10あなたがたソドムの

つかさたちよ、主の言葉を聞け。あなたがたゴモラ

の民よ、われわれの神の教に耳を傾けよ。 11主は言

われる、「あなたがたがささげる多くの犠牲は、わ

たしになんの益があるか。わたしは雄羊の燔祭と、
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肥えた獣の脂肪とに飽いている。わたしは雄牛ある

いは小羊、あるいは雄やぎの血を喜ばない。 12あな

たがたは、わたしにまみえようとして来るが、だれ

が、わたしの庭を踏み荒すことを求めたか。 13あな

たがたは、もはや、むなしい供え物を携えてきては

ならない。薫香は、わたしの忌みきらうものだ。新

月、安息日、また会衆を呼び集めることわたしは不

義と聖会とに耐えられない。 14あなたがたの新月と

定めの祭とは、わが魂の憎むもの、それはわたしの

重荷となり、わたしは、それを負うのに疲れた。 15

あなたがたが手を伸べるとき、わたしは目をおおっ

て、あなたがたを見ない。たとい多くの祈をささげ

ても、わたしは聞かない。あなたがたの手は血まみ

れである。 16あなたがたは身を洗って、清くなり、

わたしの目の前からあなたがたの悪い行いを除き、

悪を行うことをやめ、 17善を行うことをならい、公

平を求め、しえたげる者を戒め、みなしごを正しく

守り、寡婦の訴えを弁護せよ。 18主は言われる、さ

あ、われわれは互に論じよう。たといあなたがたの

罪は緋のようであっても、雪のように白くなるのだ

。紅のように赤くても、羊の毛のようになるのだ。

19もし、あなたがたが快く従うなら、地の良き物を

食べることができる。 20しかし、あなたがたが拒み

そむくならば、つるぎで滅ぼされる」。これは主が

その口で語られたことである。 21かつては忠信であ

った町、どうして遊女となったのか。昔は公平で満

ち、正義がそのうちにやどっていたのに、今は人を

殺す者ばかりとなってしまった。 22あなたの銀はか

すとなり、あなたのぶどう酒は水をまじえ、 23あな
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たのつかさたちはそむいて、盗びとの仲間となり、

みな、まいないを好み、贈り物を追い求め、みなし

ごを正しく守らず、寡婦の訴えは彼らに届かない。

24このゆえに、主、万軍の主、イスラエルの全能者

は言われる、「ああ、わたしはわが敵にむかって憤

りをもらし、わがあだにむかって恨みをはらす。 25

わたしはまた、わが手をあなたに向け、あなたのか

すを灰汁で溶かすように溶かし去り、あなたの混ざ

り物をすべて取り除く。 26こうして、あなたのさば

きびとをもとのとおりに、あなたの議官を初めのと

おりに回復する。その後あなたは正義の都、忠信の

町ととなえられる」。 27シオンは公平をもってあが

なわれ、そのうちの悔い改める者は、正義をもって

あがなわれる。 28しかし、そむく者と罪びととは共

に滅ぼされ、主を捨てる者は滅びうせる。 29あなた

がたは、みずから喜んだかしの木によって、はずか

しめを受け、みずから選んだ園によって、恥じ赤ら

む。 30あなたがたは葉の枯れるかしの木のように、

水のない園のようになり、 31強い者も麻くずのよう

に、そのわざは火花のようになり、その二つのもの

は共に燃えて、それを消す者はない。

2アモツの子イザヤがユダとエルサレムについて示

された言葉。 2終りの日に次のことが起る。主の家

の山は、もろもろの山のかしらとして堅く立ち、も

ろもろの峰よりも高くそびえ、すべて国はこれに流

れてき、 3多くの民は来て言う、「さあ、われわれ

は主の山に登り、ヤコブの神の家へ行こう。彼はそ

の道をわれわれに教えられる、われわれはその道に

歩もう」と。律法はシオンから出、主の言葉はエル
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サレムから出るからである。 4彼はもろもろの国の

あいだにさばきを行い、多くの民のために仲裁に立

たれる。こうして彼らはそのつるぎを打ちかえて、

すきとし、そのやりを打ちかえて、かまとし、国は

国にむかって、つるぎをあげず、彼らはもはや戦い

のことを学ばない。 5ヤコブの家よ、さあ、われわ

れは主の光に歩もう。 6あなたはあなたの民ヤコブ

の家を捨てられた。これは彼らが東の国からの占い

師をもって満たし、ペリシテびとのように占い者と

なり、外国人と同盟を結んだからである。 7彼らの

国には金銀が満ち、その財宝は限りない。また彼ら

の国には馬が満ち、その戦車も限りない。 8また彼

らの国には偶像が満ち、彼らはその手のわざを拝み

、その指で作ったものを拝む。 9こうして人はかが

められ、人々は低くされる。どうか彼らをおゆるし

にならぬように。 10あなたは岩の間にはいり、ちり

の中にかくれて、主の恐るべきみ前と、その威光の

輝きとを避けよ。 11その日には目をあげて高ぶる者

は低くせられ、おごる人はかがめられ、主のみ高く

あげられる。 12これは、万軍の主の一日があって、

すべて誇る者と高ぶる者、すべておのれを高くする

者と得意な者とに臨むからである。 13またレバノン

の高くそびえるすべての香柏、バシャンのすべての

かしの木、 14またすべての高い山々、すべてのそび

え立つ峰々、 15すべての高きやぐら、すべての堅固

な城壁、 16タルシシのすべての船、すべての麗しい

船舶に臨む。 17その日には高ぶる者はかがめられ、

おごる人は低くせられ、主のみ高くあげられる。 18

こうして偶像はことごとく滅びうせる。 19主が立っ
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て地を脅かされるとき、人々は岩のほら穴にはいり

、また地の穴にはいって、主の恐るべきみ前と、そ

の威光の輝きとを避ける。 20その日、人々は拝むた

めにみずから造ったしろがねの偶像と、こがねの偶

像とを、もぐらもちと、こうもりに投げ与え、 21岩

のほら穴や、がけの裂け目にはいり、主が立って地

を脅かされるとき、主の恐るべきみ前と、その威光

の輝きとを避ける。 22あなたがたは鼻から息の出入

りする人に、たよることをやめよ、このような者は

なんの価値があろうか。

3見よ、主、万軍の主はエルサレムとユダからささ

えとなり、頼みとなるものすべてささえとなるパン

、すべてささえとなる水を取り去られる。 2すなわ

ち勇士と軍人、裁判官と預言者、占い師と長老、 3

五十人の長と身分の高い人、議官と巧みな魔術師、

老練なまじない師を取り去られる。 4わたしはわら

べを立てて彼らの君とし、みどりごに彼らを治めさ

せる。 5民は互に相しえたげ、人はおのおのその隣

をしえたげ、若い者は老いたる者にむかって高ぶり

、卑しい者は尊い者にむかって高ぶる。 6その時、

人はその父の家で、兄弟をつかまえて言う、「あな

たは外套を持っている、わたしたちのつかさびとに

なって、この荒れ跡をあなたの手で治めてください

」と。 7その日、彼は声をあげて言う、「わたしは

いやす者となることはできません、わたしの家には

パンもなく、外套もありません、わたしを立てて、

民のつかさびとにしないでください」。 8これは彼

らの言葉と行いとが主にそむき、その栄光の目をお

かしたので、エルサレムはつまずき、ユダは倒れた
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からである。 9彼らの不公平は彼らにむかって不利

なあかしをし、ソドムのようにその罪をあらわして

隠さない。わざわいなるかな、彼らはみずから悪の

報いをうけた。 10正しい人に言え、彼らはさいわい

であると。彼らはその行いの実を食べるからである

。 11悪しき者はわざわいだ、彼は災をうける。その

手のなした事が彼に報いられるからである。 12わが

民は幼な子にしえたげられ、女たちに治められる。

ああ、わが民よ、あなたを導く者はかえって、あな

たを迷わせ、あなたの行くべき道を混乱させる。 13

主は言い争うために立ちあがり、その民をさばくた

めに立たれる。 14主はその民の長老と君たちとをさ

ばいて、「あなたがたは、ぶどう畑を食い荒した。

貧しい者からかすめとった物は、あなたがたの家に

ある。 15なぜ、あなたがたはわが民を踏みにじり、

貧しい者の顔をすり砕くのか」と万軍の神、主は言

われる。 16主は言われた、シオンの娘らは高ぶり、

首をのばしてあるき、目でこびをおくり、その行く

とき気どって歩き、その足でりんりんと鳴り響かす

。 17それゆえ、主はシオンの娘らの頭を撃って、か

さぶたでおおい、彼らの隠れた所をあらわされる。

18その日、主は彼らの美しい装身具と服装すなわち

、くるぶし輪、髪ひも、月形の飾り、 19耳輪、腕輪

、顔おおい、 20頭飾り、すね飾り、飾り帯、香箱、

守り袋、 21指輪、鼻輪、 22礼服、外套、肩掛、手

さげ袋、 23薄織の上着、亜麻布の着物、帽子、被衣

などを取り除かれる。 24芳香はかわって、悪臭とな

り、帯はかわって、なわとなり、よく編んだ髪はか

わって、かぶろとなり、はなやかな衣はかわって、
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荒布の衣となり、美しい顔はかわって、焼き印され

た顔となる。 25あなたの男たちはつるぎに倒れ、あ

なたの勇士たちは戦いに倒れる。 26シオンの門は嘆

き悲しみ、シオンは荒れすたれて、地に座する。

4その日、七人の女がひとりの男にすがって、「わ

たしたちは自分のパンをたべ、自分の着物を着ます

。ただ、あなたの名によって呼ばれることを許して

、わたしたちの恥を取り除いてください」と言う。

2その日、主の枝は麗しく栄え、地の産物はイスラエ

ルの生き残った者の誇、また光栄となる。 4そして

主が審判の霊と滅亡の霊とをもって、シオンの娘ら

の汚れを洗い、エルサレムの血をその中から除き去

られるとき、シオンに残る者、エルサレムにとどま

る者、すべてエルサレムにあって、生命の書にしる

された者は聖なる者ととなえられる。 5その時、主

はシオンの山のすべての場所と、そのもろもろの集

会との上に、昼は雲をつくり、夜は煙と燃える火の

輝きとをつくられる。これはすべての栄光の上にあ

る天蓋であり、あずまやであって、 6昼は暑さをふ

せぐ陰となり、また暴風と雨を避けて隠れる所とな

る。

5わたしはわが愛する者のために、そのぶどう畑に

ついてのわが愛の歌をうたおう。わが愛する者は土

肥えた小山の上に、一つのぶどう畑をもっていた。

2彼はそれを掘りおこし、石を除き、それに良いぶど

うを植え、その中に物見やぐらを建て、またその中

に酒ぶねを掘り、良いぶどうの結ぶのを待ち望んだ

。ところが結んだものは野ぶどうであった。 3それ

で、エルサレムに住む者とユダの人々よ、どうか、
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わたしとぶどう畑との間をさばけ。 4わたしが、ぶ

どう畑になした事のほかに、何かなすべきことがあ

るか。わたしは良いぶどうの結ぶのを待ち望んだの

に、どうして野ぶどうを結んだのか。 5それで、わ

たしが、ぶどう畑になそうとすることを、あなたが

たに告げる。わたしはそのまがきを取り去って、食

い荒されるにまかせ、そのかきをとりこわして、踏

み荒されるにまかせる。 6わたしはこれを荒して、

刈り込むことも、耕すこともせず、おどろと、いば

らとを生えさせ、また雲に命じて、その上に雨を降

らさない。 7万軍の主のぶどう畑はイスラエルの家

であり、主が喜んでそこに植えられた物は、ユダの

人々である。主はこれに公平を望まれたのに、見よ

、流血。正義を望まれたのに、見よ、叫び。 8わざ

わいなるかな、彼らは家に家を建て連ね、田畑に田

畑をまし加えて、余地をあまさず、自分ひとり、国

のうちに住まおうとする。 9万軍の主はわたしの耳

に誓って言われた、「必ずや多くの家は荒れすたれ

、大きな麗しい家も住む者がないようになる。 10十

反のぶどう畑もわずかに一バテの実を結び、一ホメ

ルの種もわずかに一エパの実を結ぶ」。 11わざわい

なるかな、彼らは朝早く起きて、濃き酒をおい求め

、夜のふけるまで飲みつづけて、酒にその身を焼か

れている。 12彼らの酒宴には琴あり、立琴あり、鼓

あり笛あり、ぶどう酒がある。しかし彼らは主のみ

わざを顧みず、み手のなされる事に目をとめない。

13それゆえ、わが民は無知のために、とりこにせら

れ、その尊き者は飢えて死に、そのもろもろの民は

、かわきによって衰えはてる。 14また陰府はその欲
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望を大きくし、その口を限りなく開き、エルサレム

の貴族、そのもろもろの民、その群集およびそのう

ちの喜びたのしめる者はみなその中に落ちこむ。

(Sheol h7585) 15人はかがめられ、人々は低くせられ、

高ぶる者の目は低くされる。 16しかし万軍の主は公

平によってあがめられ、聖なる神は正義によって、

おのれを聖なる者として示される。 17こうして小羊

は自分の牧場におるように草をはみ、肥えた家畜お

よび子やぎは荒れ跡の中で食を得る。 18わざわいな

るかな、彼らは偽りのなわをもって悪を引きよせ、

車の綱をもってするように罪を引きよせる。 19彼ら

は言う、「彼を急がせ、そのわざをすみやかにさせ

よ、それを見せてもらおう。イスラエルの聖者の定

める事を近づききたらせよ、それを見せてもらおう

」と。 20わざわいなるかな、彼らは悪を呼んで善と

いい、善を呼んで悪といい、暗きを光とし、光を暗

しとし、苦きを甘しとし、甘きを苦しとする。 21わ

ざわいなるかな、彼らはおのれを見て、賢しとし、

みずから顧みて、さとしとする。 22わざわいなるか

な、彼らはぶどう酒を飲むことの英雄であり、濃き

酒をまぜ合わせることの勇士である。 23彼らはまい

ないによって悪しき者を義とし、義人からその義を

奪う。 24それゆえ、火の舌が刈り株を食い尽すよう

に、枯れ草が炎の中に消えうせるように、彼らの根

は朽ちたものとなり、彼らの花はちりのように飛び

去る。彼らは万軍の主の律法を捨て、イスラエルの

聖者の言葉を侮ったからである。 25それゆえ、主は

その民にむかって怒りを発し、み手を伸べて彼らを

撃たれた。山は震い動き、彼らのしかばねは、ちま
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たの中で、あくたのようになった。それにもかかわ

らず、み怒りはやまず、なお、み手を伸ばされる。

26主は旗をあげて遠くから一つの国民を招き、地の

果から彼らを呼ばれる。見よ、彼らは走って、すみ

やかに来る。 27その中には疲れる者も、つまずく者

もなく、まどろむ者も、眠る者もない。その腰の帯

はとけず、そのくつのひもは切れていない。 28その

矢は鋭く、その弓はことごとく張り、その馬のひず

めは火打石のように、その車の輪はつむじ風のよう

に思われる。 29そのほえることは、ししのように、

若いししのようにほえ、うなって獲物を捕え、かす

め去っても救う者がない。 30その日、その鳴りどよ

めくことは、海の鳴りどよめくようだ。もし地をの

ぞむならば、見よ、暗きと悩みとがあり、光は雲に

よって暗くなる。

6ウジヤ王の死んだ年、わたしは主が高くあげられ

たみくらに座し、その衣のすそが神殿に満ちている

のを見た。 2その上にセラピムが立ち、おのおの六

つの翼をもっていた。その二つをもって顔をおおい

、二つをもって足をおおい、二つをもって飛びかけ

り、 3互に呼びかわして言った。「聖なるかな、聖

なるかな、聖なるかな、万軍の主、その栄光は全地

に満つ」。 4その呼ばわっている者の声によって敷

居の基が震い動き、神殿の中に煙が満ちた。 5その

時わたしは言った、「わざわいなるかな、わたしは

滅びるばかりだ。わたしは汚れたくちびるの者で、

汚れたくちびるの民の中に住む者であるのに、わた

しの目が万軍の主なる王を見たのだから」。 6この

時セラピムのひとりが火ばしをもって、祭壇の上か
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ら取った燃えている炭を手に携え、わたしのところ

に飛んできて、 7わたしの口に触れて言った、「見

よ、これがあなたのくちびるに触れたので、あなた

の悪は除かれ、あなたの罪はゆるされた」。 8わた

しはまた主の言われる声を聞いた、「わたしはだれ

をつかわそうか。だれがわれわれのために行くだろ

うか」。その時わたしは言った、「ここにわたしが

おります。わたしをおつかわしください」。 9主は

言われた、「あなたは行って、この民にこう言いな

さい、『あなたがたはくりかえし聞くがよい、しか

し悟ってはならない。あなたがたはくりかえし見る

がよい、しかしわかってはならない』と。 10あなた

はこの民の心を鈍くし、その耳を聞えにくくし、そ

の目を閉ざしなさい。これは彼らがその目で見、そ

の耳で聞き、その心で悟り、悔い改めていやされる

ことのないためである」。 11そこで、わたしは言っ

た、「主よ、いつまでですか」。主は言われた、「

町々は荒れすたれて、住む者もなく、家には人かげ

もなく、国は全く荒れ地となり、 12人々は主によっ

て遠くへ移され、荒れはてた所が国の中に多くなる

時まで、こうなっている。 13その中に十分の一の残

る者があっても、これもまた焼き滅ぼされる。テレ

ビンの木またはかしの木が切り倒されるとき、その

切り株が残るように」。聖なる種族はその切り株で

ある。

7ユダの王、ウジヤの子ヨタム、その子アハズの時

、スリヤの王レヂンとレマリヤの子であるイスラエ

ルの王ペカとが上ってきて、エルサレムを攻めたが

勝つことができなかった。 2時に「スリヤがエフラ
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イムと同盟している」とダビデの家に告げる者があ

ったので、王の心と民の心とは風に動かされる林の

木のように動揺した。 3その時、主はイザヤに言わ

れた、「今、あなたとあなたの子シャル・ヤシュブ

と共に出て行って、布さらしの野へ行く大路に沿う

上の池の水道の端でアハズに会い、 4彼に言いなさ

い、『気をつけて、静かにし、恐れてはならない。

レヂンとスリヤおよびレマリヤの子が激しく怒って

も、これら二つの燃え残りのくすぶっている切り株

のゆえに心を弱くしてはならない。 5スリヤはエフ

ライムおよびレマリヤの子と共にあなたにむかって

悪い事を企てて言う、 6「われわれはユダに攻め上

って、これを脅し、われわれのためにこれを破り取

り、タビエルの子をそこの王にしよう」と。 7主な

る神はこう言われる、この事は決して行われない、

また起ることはない。 8スリヤのかしらはダマスコ

、ダマスコのかしらはレヂンである。（六十五年の

うちにエフライムは敗れて、国をなさないようにな

る。） 9エフライムのかしらはサマリヤ、サマリヤ

のかしらはレマリヤの子である。もしあなたがたが

信じないならば、立つことはできない』」。 10主は

再びアハズに告げて言われた、 11「あなたの神、主

に一つのしるしを求めよ、陰府のように深い所に、

あるいは天のように高い所に求めよ」。 (Sheol h7585)

12しかしアハズは言った、「わたしはそれを求めて

、主を試みることをいたしません」。 13そこでイザ

ヤは言った、「ダビデの家よ、聞け。あなたがたは

人を煩わすことを小さい事とし、またわが神をも煩

わそうとするのか。 14それゆえ、主はみずから一つ
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のしるしをあなたがたに与えられる。見よ、おとめ

がみごもって男の子を産む。その名はインマヌエル

ととなえられる。 15その子が悪を捨て、善を選ぶこ

とを知るころになって、凝乳と、蜂蜜とを食べる。

16それはこの子が悪を捨て、善を選ぶことを知る前

に、あなたが恐れているふたりの王の地は捨てられ

るからである。 17主はエフライムがユダから分れた

時からこのかた、臨んだことのないような日をあな

たと、あなたの民と、あなたの父の家とに臨ませら

れる。それはアッスリヤの王である」。 18その日、

主はエジプトの川々の源にいる、はえを招き、アッ

スリヤの地にいる蜂を呼ばれる。 19彼らはみな来て

、険しい谷、岩の裂け目、すべてのいばら、すべて

の牧場の上にとどまる。 20その日、主は大川の向こ

うから雇ったかみそり、すなわちアッスリヤの王を

もって、頭と足の毛とをそり、また、ひげをも除き

去られる。 21その日、人は若い雌牛一頭と羊二頭を

飼い、 22それから出る乳が多いので、凝乳を食べる

ことができ、すべて国のうちに残された者は凝乳と

、蜂蜜とを食べることができる。 23その日、銀一千

シケルの価ある千株のぶどうの木のあった所も、こ

とごとくいばらと、おどろの生える所となり、 24い

ばらと、おどろとが地にはびこるために、人々は弓

と矢をもってそこへ行く。 25くわをもって掘り耕し

たすべての山々にも、あなたは、いばらと、おどろ

とを恐れて、そこへ行くことができない。その地は

ただ牛を放ち、羊の踏むところとなる。

8主はわたしに言われた、「一枚の大きな札を取っ

て、その上に普通の文字で、『マヘル・シャラル・
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ハシ・バズ』と書きなさい」。 2そこで、わたしは

確かな証人として、祭司ウリヤおよびエベレキヤの

子ゼカリヤを立てた。 3わたしが預言者の妻に近づ

くと、彼女はみごもって男の子を産んだ。その時、

主はわたしに言われた、「その名をマヘル・シャラ

ル・ハシ・バズと呼びなさい。 4それはこの子がま

だ『おとうさん、おかあさん』と呼ぶことを知らな

いうちに、ダマスコの富と、サマリヤのぶんどり品

とが、アッスリヤ王の前に奪い去られるからである

」。 5主はまた重ねてわたしに言われた、 6「この

民はゆるやかに流れるシロアの水を捨てて、レヂン

とレマリヤの子の前に恐れくじける。 7それゆえ見

よ、主は勢いたけく、みなぎりわたる大川の水を彼

らにむかってせき入れられる。これはアッスリヤの

王と、そのもろもろの威勢とであって、そのすべて

の支流にはびこり、すべての岸を越え、 8ユダに流

れ入り、あふれみなぎって、首にまで及ぶ。インマ

ヌエルよ、その広げた翼はあまねく、あなたの国に

満ちわたる」。 9もろもろの民よ、打ち破られて、

驚きあわてよ。遠き国々のものよ、耳を傾けよ。腰

に帯して、驚きあわてよ。腰に帯して、驚きあわて

よ。 10ともに計れ、しかし、成らない。言葉を出せ

、しかし、行われない。神がわれわれと共におられ

るからである。 11主は強いみ手をもって、わたしを

捕え、わたしに語り、この民の道に歩まないように

、さとして言われた、 12「この民がすべて陰謀とと

なえるものを陰謀ととなえてはならない。彼らの恐

れるものを恐れてはならない。またおののいてはな

らない。 13あなたがたは、ただ万軍の主を聖として
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、彼をかしこみ、彼を恐れなければならない。 14主

はイスラエルの二つの家には聖所となり、またさま

たげの石、つまずきの岩となり、エルサレムの住民

には網となり、わなとなる。 15多くの者はこれにつ

まずき、かつ倒れ、破られ、わなにかけられ、捕え

られる」。 16わたしは、あかしを一つにまとめ、教

をわが弟子たちのうちに封じておこう。 17主はいま

、ヤコブの家に、み顔をかくしておられるとはいえ

、わたしはその主を待ち、主を望みまつる。 18見よ

、わたしと、主のわたしに賜わった子たちとは、シ

オンの山にいます万軍の主から与えられたイスラエ

ルのしるしであり、前ぶれである。 19人々があなた

がたにむかって「さえずるように、ささやくように

語る巫子および魔術者に求めよ」という時、民は自

分たちの神に求むべきではないか。生ける者のため

に死んだ者に求めるであろうか。 20ただ教とあかし

とに求めよ。まことに彼らはこの言葉によって語る

が、そこには夜明けがない。 21彼らはしえたげられ

、飢えて国の中を経あるく。その飢えるとき怒りを

放ち、自分たちの王、自分たちの神をのろい、かつ

その顔を天に向ける。 22また地を見ると、見よ、悩

みと暗きと、苦しみのやみとがあり、彼らは暗黒に

追いやられる。

9しかし、苦しみにあった地にも、やみがなくなる

。さきにはゼブルンの地、ナフタリの地にはずかし

めを与えられたが、後には海に至る道、ヨルダンの

向こうの地、異邦人のガリラヤに光栄を与えられる

。 2暗やみの中に歩んでいた民は大いなる光を見た

。暗黒の地に住んでいた人々の上に光が照った。 3
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あなたが国民を増し、その喜びを大きくされたので

、彼らは刈入れ時に喜ぶように、獲物を分かつ時に

楽しむように、あなたの前に喜んだ。 4これはあな

たが彼らの負っているくびきと、その肩のつえと、

しえたげる者のむちとを、ミデアンの日になされた

ように折られたからだ。 5すべて戦場で、歩兵のは

いたくつと、血にまみれた衣とは、火の燃えくさと

なって焼かれる。 6ひとりのみどりごがわれわれの

ために生れた、ひとりの男の子がわれわれに与えら

れた。まつりごとはその肩にあり、その名は、「霊

妙なる議士、大能の神、とこしえの父、平和の君」

ととなえられる。 7そのまつりごとと平和とは、増

し加わって限りなく、ダビデの位に座して、その国

を治め、今より後、とこしえに公平と正義とをもっ

てこれを立て、これを保たれる。万軍の主の熱心が

これをなされるのである。 8主はひと言をヤコブに

おくり、これをイスラエルの上にくだされる。 9す

べてこの民、エフライムとサマリヤに住む者とは知

るであろう。彼らは高ぶり、心おごって言う、 10「

かわらがくずれても、われわれは切り石をもって建

てよう。くわの木が切り倒されても、われわれは香

柏をもってこれにかえよう」と。 11それゆえ、主は

敵を起して彼らを攻めさせ、そのあだを奮い立たせ

られる。 12東にスリヤびとあり、西にペリシテびと

あり、彼らは大口をあけてイスラエルを食い尽す。

それでも主の怒りはやまず、なおも、そのみ手を伸

ばされる。 13しかもなお、この民は自分たちを撃っ

た者に帰らず、万軍の主を求めない。 14それゆえ、

主はイスラエルから頭と尾と、しゅろの枝と葦とを
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一日のうちに断ち切られる。 15その頭とは、長老と

尊き人、その尾とは、偽りを教える預言者である。

16この民を導く者は、これを迷わせ、彼らに導かれ

る者は、のみ尽される。 17それゆえ、主はその若き

人々を喜ばれず、そのみなしごと寡婦とをあわれま

れない。彼らはみな、不信仰であって、悪を行う者

、すべての口は愚かな事を語るからである。それで

も主の怒りはやまず、なおも、そのみ手を伸ばされ

る。 18悪は火のように燃え、いばらと、おどろとを

食い尽し、茂りあう林を焼き、煙の柱となって巻き

あがる。 19万軍の主の怒りによって地は焼け、その

民は火の燃えくさのようになり、だれもその兄弟を

あわれむ者がない。 20彼らは右手につかんでも、な

お飢え、左手で食べても飽くことがない。おのおの

その隣り人の肉を食う。 21マナセはエフライムを、

エフライムはマナセを食い、彼らは共にユダを攻め

る。それでも主の怒りはやまず、なおも、そのみ手

を伸ばされる。

10わざわいなるかな、不義の判決を下す者、暴虐

の宣告を書きしるす者。 2彼らは乏しい者の訴えを

引き受けず、わが民のうちの貧しい者の権利をはぎ

、寡婦の資産を奪い、みなしごのものをかすめる。

3あなたがたは刑罰の日がきたなら、何をしようとす

るのか。大風が遠くから来るとき、何をしようとす

るのか。あなたがたはのがれていって、だれに助け

を求めようとするのか。また、どこにあなたがたの

富を残そうとするのか。 4ただ捕われた者の中にか

がみ、殺された者の中に伏し倒れるのみだ。それで

も主の怒りはやまず、なおも、そのみ手を伸ばされ
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る。 5ああ、アッスリヤはわが怒りのつえ、わが憤

りのむちだ。 6わたしは彼をつかわして不信の国を

攻め、彼に命じてわが怒りの民を攻め、かすめ奪わ

せ、彼らをちまたの泥のように踏みにじらせる。 7

しかし彼はそのようには思わず、その心もそのよう

には考えず、かえってその心は滅ぼすことを思い、

あまたの国々を倒そうとする。 8彼は言う、「わが

諸侯はみな王ではないか。 9カルノはカルケミシの

ようではないか。ハマテはアルパデのようではない

か。サマリヤはダマスコのようではないか。 10わが

手は偶像に仕える国々に伸びた。その彫った像はエ

ルサレムおよびサマリヤのものにまさっていた。 11

わたしはサマリヤとその偶像に行ったように、エル

サレムとその偶像に行わぬであろうか」。 12主がシ

オンの山とエルサレムとになそうとすることを、こ

とごとくなし遂げられた時、主はアッスリヤ王の無

礼な言葉と、その高ぶりとを罰せられる。 13彼は言

う、「わが手の力により、またわが知恵によって、

わたしはこれをなした。わたしは賢いからである。

わたしはもろもろの民の境を除き、その財宝を奪っ

た。またわたしは雄牛のように、位に座する者を引

きおろした。 14わが手は巣を取るように、もろもろ

の民の富を得た。またわたしは人々が捨てられた卵

を集めるように、全地を取り集めた。あるいは翼を

動かし、あるいは口を開き、あるいはぺちゃくちゃ

言う者もなかった」。 15おのは、それを用いて切る

者にむかって、自分を誇ることができようか。のこ

ぎりは、それを動かす者にむかって、みずから高ぶ

ることができようか。これはあたかも、むちが自分
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をあげる者を動かし、つえが木でない者をあげよう

とするのに等しい。 16それゆえ、主、万軍の主は、

その肥えた勇士の中に病気を送って衰えさせ、その

栄光の下に火の燃えるような炎を燃やされる。 17イ

スラエルの光は火となり、その聖者は炎となり、そ

のいばらと、おどろとを一日のうちに焼き滅ぼす。

18また、その林と土肥えた田畑の栄えを、魂も、か

らだも二つながら滅ぼし、病める者のやせ衰える時

のようにされる。 19その林の木の残りのものはわず

かであって、わらべもそれを書きとめることができ

る。 20その日にはイスラエルの残りの者と、ヤコブ

の家の生き残った者とは、もはや自分たちを撃った

者にたよらず、真心をもってイスラエルの聖者、主

にたより、 21残りの者、すなわちヤコブの残りの者

は大能の神に帰る。 22あなたの民イスラエルは海の

砂のようであっても、そのうちの残りの者だけが帰

って来る。滅びはすでに定まり、義であふれている

。 23主、万軍の主は定められた滅びを全地に行われ

る。 24それゆえ、主、万軍の主はこう言われる、「

シオンに住むわが民よ、アッスリヤびとが、エジプ

トびとがしたように、むちをもってあなたを打ち、

つえをあげてあなたをせめても、彼らを恐れてはな

らない。 25ただしばらくして、わが憤りはやみ、わ

が怒りは彼らを滅ぼすからである。 26万軍の主は、

むかしミデアンびとをオレブの岩で撃たれた時のよ

うに、彼らにむかって、むちをふるわれる。またそ

のつえを海の上にのばし、エジプトでなされたよう

に、それをあげられる。 27その日には、彼の重荷は

あなたの肩からおり、彼のくびきはあなたの首から
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離れる」。彼はリンモンから上り、 28アイアテにき

たり、ミグロンを過ぎ、ミクマシでその行李をとど

め、 29渡しを過ぎて、ゲバに宿る。ラマはおののき

、サウルのギベアは逃げ去った。 30ガリムの娘よ、

声をあげて叫べ。ライシよ、耳を傾けよ。アナトテ

よ、彼に答えよ。 31マデメナは逃げ去り、ゲビムの

民は隠れ場を求めた。 32この日彼はノブに立ちとど

まり、シオンの娘の山、エルサレムの丘にむかって

、その手を振る。 33見よ、主、万軍の主は、恐ろし

い力をもって枝を切りおろされる。たけの高いもの

も切り落され、そびえ立つものは低くされる。 34主

はおのをもって茂りあう林を切られる。みごとな木

の茂るレバノンも倒される。

11エッサイの株から一つの芽が出、その根から一

つの若枝が生えて実を結び、 2その上に主の霊がと

どまる。これは知恵と悟りの霊、深慮と才能の霊、

主を知る知識と主を恐れる霊である。 3彼は主を恐

れることを楽しみとし、その目の見るところによっ

て、さばきをなさず、その耳の聞くところによって

、定めをなさず、 4正義をもって貧しい者をさばき

、公平をもって国のうちの柔和な者のために定めを

なし、その口のむちをもって国を撃ち、そのくちび

るの息をもって悪しき者を殺す。 5正義はその腰の

帯となり、忠信はその身の帯となる。 6おおかみは

小羊と共にやどり、ひょうは子やぎと共に伏し、子

牛、若じし、肥えたる家畜は共にいて、小さいわら

べに導かれ、 7雌牛と熊とは食い物を共にし、牛の

子と熊の子と共に伏し、ししは牛のようにわらを食

い、 8乳のみ子は毒蛇のほらに戯れ、乳離れの子は
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手をまむしの穴に入れる。 9彼らはわが聖なる山の

どこにおいても、そこなうことなく、やぶることが

ない。水が海をおおっているように、主を知る知識

が地に満ちるからである。 10その日、エッサイの根

が立って、もろもろの民の旗となり、もろもろの国

びとはこれに尋ね求め、その置かれる所に栄光があ

る。 11その日、主は再び手を伸べて、その民の残れ

る者をアッスリヤ、エジプト、パテロス、エチオピ

ヤ、エラム、シナル、ハマテおよび海沿いの国々か

らあがなわれる。 12主は国々のために旗をあげて、

イスラエルの追いやられた者を集め、ユダの散らさ

れた者を地の四方から集められる。 13エフライムの

ねたみはうせ、ユダを悩ます者は断たれ、エフライ

ムはユダをねたまず、ユダはエフライムを悩ますこ

とはない。 14しかし彼らは西の方ペリシテびとの肩

に襲いかかり、相共に東の民をかすめ、その手をエ

ドムおよびモアブに伸べ、アンモンの人々をおのれ

に従わせる。 15主はエジプトの海の舌をからし、川

の上に手を振って熱い風を吹かせ、その川を打って

七つの川となし、くつをぬらさないで渡らせられる

。 16その民の残れる者のためにアッスリヤからの大

路があり、昔イスラエルがエジプトの国から上って

きた時にあったようになる。

12その日あなたは言う、「主よ、わたしはあなた

に感謝します。あなたは、さきにわたしにむかって

怒られたが、その怒りはやんで、わたしを慰められ

たからです。 2見よ、神はわが救である。わたしは

信頼して恐れることはない。主なる神はわが力、わ

が歌であり、わが救となられたからである」。 3あ
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なたがたは喜びをもって、救の井戸から水をくむ。

4その日、あなたがたは言う、「主に感謝せよ。その

み名を呼べ。そのみわざをもろもろの民の中につた

えよ。そのみ名のあがむべきことを語りつげよ。 5

主をほめうたえ。主はそのみわざを、みごとになし

遂げられたから。これを全地に宣べ伝えよ。 6シオ

ンに住む者よ、声をあげて、喜びうたえ。イスラエ

ルの聖者はあなたがたのうちで大いなる者だから」

。

13アモツの子イザヤに示されたバビロンについて

の託宣。 2あなたがたは木のない山に旗を立て、声

をあげて彼らを招き、手を振って彼らを貴族の門に

、はいらせよ。 3わたしはわが怒りのさばきを行う

ために聖別した者どもに命じ、わが勇士、わが勝ち

誇る者どもを招いた。 4聞け、多くの民のような騒

ぎ声が山々に聞える。聞け、もろもろの国々、寄り

つどえるもろもろの国民のざわめく声が聞える。こ

れは万軍の主が戦いのために軍勢を集められるのだ

。 5彼らは遠い国から、天の果から来る。これは、

主とその憤りの器で、全地を滅ぼすために来るのだ

。 6あなたがたは泣き叫べ。主の日が近づき、滅び

が全能者から来るからだ。 7それゆえ、すべての手

は弱り、すべての人の心は溶け去る。 8彼らは恐れ

おののき、苦しみと悩みに捕えられ、子を産まんと

する女のようにもだえ苦しみ、互に驚き、顔を見あ

わせ、その顔は炎のようになる。 9見よ、主の日が

来る。残忍で、憤りと激しい怒りとをもってこの地

を荒し、その中から罪びとを断ち滅ぼすために来る

。 10天の星とその星座とはその光を放たず、太陽は
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出ても暗く、月はその光を輝かさない。 11わたしは

その悪のために世を罰し、その不義のために悪い者

を罰し、高ぶる者の誇をとどめ、あらぶる者の高慢

を低くする。 12わたしは人を精金よりも、オフルの

こがねよりも少なくする。 13それゆえ、万軍の主の

憤りにより、その激しい怒りの日に、天は震い、地

は揺り動いて、その所をはなれる。 14彼らは追われ

た、かもしかのように、あるいは集める者のない羊

のようになって、おのおの自分の民に帰り、自分の

国に逃げて行く。 15すべて見いだされる者は刺され

、すべて捕えられる者はつるぎによって倒され、 16

彼らのみどりごはその目の前で投げ砕かれ、その家

はかすめ奪われ、その妻は汚される。 17見よ、わた

しは、しろがねをも顧みず、こがねをも喜ばないメ

デアびとを起して、彼らにむかわせる。 18彼らの弓

は若い者を射殺し、腹の実をあわれむことなく、幼

な子を見て、惜しむことがない。 19国々の誉であり

、カルデヤびとの誇である麗しいバビロンは、神に

滅ぼされたソドム、ゴモラのようになる。 20ここに

はながく住む者が絶え、世々にいたるまで住みつく

者がなく、アラビヤびともそこに天幕を張らず、羊

飼もそこに群れを伏させることがない。 21ただ、野

の獣がそこに伏し、ほえる獣がその家に満ち、だち

ょうがそこに住み、鬼神がそこに踊る。 22ハイエナ

はその城の中で鳴き、山犬は楽しい宮殿でほえる。

その時の来るのは近い、その日は延びることがない

。

14主はヤコブをあわれみ、イスラエルを再び選ん

で、これをおのれの地に置かれる。異邦人はこれに
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加わって、ヤコブの家に結びつらなり、 2もろもろ

の民は彼らを連れてその所に導いて来る。そしてイ

スラエルの家は、主の地で彼らを男女の奴隷とし、

さきに自分たちを捕虜にした者を捕虜にし、自分た

ちをしえたげた者を治める。 3主があなたの苦労と

不安とを除き、またあなたが服した苦役を除いて、

安息をお与えになるとき、 4あなたはこのあざけり

の歌をとなえ、バビロンの王をののしって言う、「

あの、しえたげる者は全く絶えてしまった。あの、

おごる者は全く絶えてしまった。 5主は悪い者のつ

えと、つかさびとの笏を折られた。 6彼らは憤りを

もってもろもろの民を絶えず撃っては打ち、怒りを

もってもろもろの国を治めても、そのしえたげをと

どめる者がなかった。 7全地はやすみを得、穏やか

になり、ことごとく声をあげて歌う。 8いとすぎお

よびレバノンの香柏でさえもあなたのゆえに喜んで

言う、『あなたはすでに倒れたので、もはや、きこ

りが上ってきて、われわれを攻めることはない』。

9下の陰府はあなたのために動いて、あなたの来るの

を迎え、地のもろもろの指導者たちの亡霊をあなた

のために起し、国々のもろもろの王をその王座から

立ちあがらせる。 (Sheol h7585) 10彼らは皆あなたに告

げて言う、『あなたもまたわれわれのように弱くな

った、あなたもわれわれと同じようになった』。 11

あなたの栄華とあなたの琴の音は陰府に落ちてしま

った。うじはあなたの下に敷かれ、みみずはあなた

をおおっている。 (Sheol h7585) 12黎明の子、明けの明

星よ、あなたは天から落ちてしまった。もろもろの

国を倒した者よ、あなたは切られて地に倒れてしま
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った。 13あなたはさきに心のうちに言った、『わた

しは天にのぼり、わたしの王座を高く神の星の上に

おき、北の果なる集会の山に座し、 14雲のいただき

にのぼり、いと高き者のようになろう』。 15しかし

あなたは陰府に落され、穴の奥底に入れられる。

(Sheol h7585) 16あなたを見る者はつくづくあなたを見

、あなたに目をとめて言う、『この人は地を震わせ

、国々を動かし、 17世界を荒野のようにし、その都

市をこわし、捕えた者をその家に解き帰さなかった

者であるのか』。 18もろもろの国の王たちは皆尊い

さまで、自分の墓に眠る。 19しかしあなたは忌みき

らわれる月足らぬ子のように墓のそとに捨てられ、

つるぎで刺し殺された者でおおわれ、踏みつけられ

る死体のように穴の石に下る。 20あなたは自分の国

を滅ぼし、自分の民を殺したために、彼らと共に葬

られることはない。どうか、悪を行う者の子孫はと

こしえに名を呼ばれることのないように。 21先祖の

よこしまのゆえに、その子孫のためにほふり場を備

えよ。これは彼らが起って地を取り、世界のおもて

に町々を満たすことのないためである」。 22万軍の

主は言われる、「わたしは立って彼らを攻め、バビ

ロンからその名と、残れる者、その子と孫とを断ち

滅ぼす、と主は言う。 23わたしはこれをはりねずみ

のすみかとし、水の池とし、滅びのほうきをもって

、これを払い除く、と万軍の主は言う」。 24万軍の

主は誓って言われる、「わたしが思ったように必ず

成り、わたしが定めたように必ず立つ。 25わたしは

アッスリヤびとをわが地で打ち破り、わが山々で彼

を踏みにじる。こうして彼が置いたくびきはイスラ
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エルびとから離れ、彼が負わせた重荷はイスラエル

びとの肩から離れる」。 26これは全地について定め

られた計画である。これは国々の上に伸ばされた手

である。 27万軍の主が定められるとき、だれがそれ

を取り消すことができるのか。その手を伸ばされる

とき、だれがそれを引きもどすことができるのか。

28アハズ王の死んだ年にこの託宣があった、 29「ペ

リシテの全地よ、あなたを打ったむちが折られたこ

とを喜んではならない。へびの根からまむしが出、

その実は飛びかけるへびとなるからだ。 30いと貧し

い者は食を得、乏しい者は安らかに伏す。しかし、

わたしはききんをもってあなたの子孫を殺し、あな

たの残れる者を滅ぼす。 31門よ、泣きわめけ。町よ

、叫べ。ペリシテの全地よ、恐れのあまり消えうせ

よ、北から煙が来るからだ。その隊列からは、ひと

りも脱落する者はない」。 32その国の使者たちにな

んと答えようか。「主はシオンの基をおかれた、そ

の民の苦しむ者はこの中に避け所を得る」と答えよ

。

15モアブについての託宣。アルは一夜のうちに荒

されて、モアブは滅びうせ、キルは一夜のうちに荒

されて、モアブは滅びうせた。 2デボンの娘は高き

所にのぼって泣き、モアブはネボとメデバの上で嘆

き叫ぶ。おのおのその頭をかぶろにし、そのひげを

ことごとくそった。 3彼らはそのちまたで荒布をま

とい、その屋根または広場で、みな泣き叫び、涙に

浸る。 4ヘシボンとエレアレとは叫び、その声はヤ

ハズまで聞える。それゆえ、モアブの兵士は声をあ

げ、その魂はおののく。 5わが心はモアブのために
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叫び呼ばわる。その落人はゾアルおよびエグラテ・

シリシヤにのがれ、泣きながらルヒテの坂をのぼり

、ホロナイムの道で滅びの叫びをあげる。 6ニムリ

ムの水はかわき、草は枯れ、苗は消えて、青い物は

ない。 7それゆえ、彼らはその得た富と、そのたく

わえた物とを携えて、柳の川をわたる。 8その叫び

の声はモアブの境をめぐり、その嘆きの声はエグラ

イムにいたり、またその嘆きの声はベエル・エリム

にいたる。 9デボンの水は血で満ちる。わたしはデ

ボンの上にさらに災を加え、モアブののがれた者と

この地の残った者とに、ししを送る。

16彼らはセラから荒野の道によって小羊をシオン

の娘の山に送り、国のつかさに納めた。 2モアブの

娘らはアルノンの渡しで、さまよう鳥のように、巣

を追われたひなのようである。 3「相はかって、事

を定めよ。真昼の中でも、あなたの陰を夜のように

し、さすらい人を隠し、のがれて来た者をわたさず

、 4モアブのさすらい人を、あなたのうちにやどら

せ、彼らの避け所となって、滅ぼす者からのがれさ

せよ。しえたげる者がなくなり、滅ぼす者が絶え、

踏みにじる者が地から断たれたとき、 5一つの玉座

がいつくしみによって堅く立てられ、ダビデの幕屋

にあって、さばきをなし、公平を求め、正義を行う

に、すみやかなる者が真実をもってその上に座する

」。 6われわれはモアブの高ぶりのことを聞いた、

その高ぶることは、はなはだしい。われわれはその

誇と、高ぶりと、そのおごりとのことを聞いた、そ

の自慢は偽りである。 7それゆえ、モアブは泣き叫

べ、民はみなモアブのために泣き叫べ。全く撃ちの
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めされて、キルハレセテの干ぶどうのために嘆け。

8ヘシボンの畑と、シブマのぶどうの木とは、しぼみ

衰えた。国々のもろもろの主が、その枝を打ち落し

たからである。その枝はさきにはヤゼルまでいたり

、荒野にまではびこり、そのつるは広がって海を越

えた。 9それゆえ、わたしはヤゼルと共に、シブマ

のぶどうの木のために泣く。ヘシボンよ、エレアレ

よ、わたしは涙をもってあなたを浸す。ときの声が

、あなたの果実と、あなたの収穫の上にふりかかっ

てきたからである。 10喜びと楽しみとは土肥えた畑

から取り去られ、ぶどう畑には歌うことなく、喜び

呼ばわることなく、酒ぶねを踏んで酒を絞る者なく

、ぶどうの収穫を喜ぶ声はやんだ。 11それゆえ、わ

が魂はモアブのために、わが心はキルハレスのため

に、琴のように鳴りひびく。 12モアブが高き所に出

て、おのれを疲れさせ、またその聖所にきて祈って

も、効果はない。 13これは主がさきにモアブについ

て語られたみ言葉である。 14しかし今、主は語って

言われる、「モアブの栄えはその大いなる群衆にも

かかわらず、雇人の年期とひとしく三年のうちに、

はずかしめを受け、残れる者はまことに少なく、力

がない」。

17ダマスコについての託宣。見よ、ダマスコは町

の姿を失って、荒塚となる。 2その町々はとこしえ

に捨てられ、家畜の群れの住む所となって、伏しや

すむが、これを脅かす者はない。 3エフライムのと

りではすたり、ダマスコの主権はやみ、スリヤの残

れる者は、イスラエルの子らの栄光のように消えう

せると万軍の主は言われる。 4その日、ヤコブの栄
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えは衰え、その肥えたる肉はやせ、 5あたかも刈入

れ人がまだ刈らない麦を集め、かいなをもって穂を

刈り取ったあとのように、レパイムの谷で穂を拾い

集めたあとのようになる。 6オリブの木を打つとき

、二つ三つの実をこずえに残し、あるいは四つ五つ

をみのり多き木の枝に残すように、とり残されるも

のがあるとイスラエルの神、主は言われる。 7その

日、人々はその造り主を仰ぎのぞみ、イスラエルの

聖者に目をとめ、 8おのれの手のわざである祭壇を

仰ぎのぞまず、おのれの指が造ったアシラ像と香の

祭壇とに目をとめない。 9その日、彼らの堅固な町

々は昔イスラエルの子らのゆえに捨て去られたヒビ

びとおよびアモリびとの荒れ跡のように荒れ地にな

る。 10これはあなたがたが自分の救の神を忘れ、自

分の避け所なる岩を心にとめなかったからだ。それ

ゆえ、あなたがたは美しい植物を植え、異なる神の

切り枝をさし、 11その植えた日にこれを成長させ、

そのまいた朝にこれを花咲かせても、その収穫は悲

しみと、いやしがたい苦しみの日にとび去る。 12あ

あ、多くの民はなりどよめく、海のなりどよめくよ

うに、彼らはなりどよめく。ああ、もろもろの国は

なりとどろく、大水のなりとどろくように、彼らは

なりとどろく。 13もろもろの国は多くの水のなりと

どろくように、なりとどろく。しかし、神は彼らを

懲しめられる。彼らは遠くのがれて、風に吹き去ら

れる山の上のもみがらのように、また暴風にうず巻

くちりのように追いやられる。 14夕暮には、見よ、

恐れがある。まだ夜の明けないうちに彼らはうせた
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。これはわれわれをかすめる者の受くべき分、われ

われを奪う者の引くべきくじである。

18ああ、エチオピヤの川々のかなたなるぶんぶん

と羽音のする国、 2この国は葦の船を水にうかべ、

ナイル川によって使者をつかわす。とく走る使者よ

、行け。川々の分れる国の、たけ高く、膚のなめら

かな民、遠近に恐れられる民、力強く、戦いに勝つ

民へ行け。 3すべて世におるもの、地に住むものよ

、山の上に旗の立つときは見よ、ラッパの鳴りひび

くときは聞け。 4主はわたしにこう言われた、「晴

れわたった日光の熱のように、刈入れの熱むして露

の多い雲のように、わたしは静かにわたしのすまい

から、ながめよう」。 5刈入れの前、花は過ぎてそ

の花がぶどうとなって熟すとき、彼はかまをもって

、つるを刈り、枝を切り去る。 6彼らはみな山の猛

禽と、地の獣とに捨て置かれる。猛禽はその上で夏

を過ごし、地の獣はみなその上で冬を過ごす。 7そ

の時、川々の分れる国のたけ高く、膚のなめらかな

民、遠くの者にも近くの者にも恐れられる民、力強

く、戦いに勝つ民から万軍の主にささげる贈り物を

携えて、万軍の主のみ名のある所、シオンの山に来

る。

19エジプトについての託宣。見よ、主は速い雲に

乗って、エジプトに来られる。エジプトのもろもろ

の偶像は、み前に震えおののき、エジプトびとの心

は彼らのうちに溶け去る。 2わたしはエジプトびと

を奮いたたせて、エジプトびとに逆らわせる。彼ら

はおのおのその兄弟に敵して戦い、おのおのその隣

に敵し、町は町を攻め、国は国を攻める。 3エジプ
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トびとの魂は、彼らのうちにうせて、むなしくなる

。わたしはその計りごとを破る。彼らは偶像および

魔術師、巫子および魔法使に尋ね求める。 4わたし

はエジプトびとをきびしい主人の手に渡す、荒々し

い王が彼らを治めると、主、万軍の主は言われる。

5ナイルの水はつき、川はかれてかわく。 6またその

運河は臭いにおいを放ち、エジプトのナイルの支流

はややに減ってかわき、葦とよしとは枯れはてる。

7ナイルのほとり、ナイルの岸には裸の所があり、ナ

イルのほとりにまいた物はことごとく枯れ、散らさ

れて、うせ去る。 8漁夫は嘆き、すべてナイルにつ

りをたれる者は悲しみ、網を水のおもてにうつ者は

衰える。 9練った麻で物を造る者と、白布を織る者

は恥じる。 10国の柱たる者は砕かれ、すべて雇われ

て働く者は嘆き悲しむ。 11ゾアンの君たちは全く愚

かであり、パロの賢い議官らは愚かな計りごとをな

す。あなたがたはどうしてパロにむかって「わたし

は賢い者の子、いにしえの王の子です」と言うこと

ができようか。 12あなたの賢い者はどこにおるか。

彼らをして、万軍の主がエジプトについて定められ

たことをあなたに告げ知らしめよ。 13ゾアンの君た

ちは愚かとなり、メンピスの君たちは欺かれ、エジ

プトのもろもろの部族の隅の石たる彼らは、かえっ

てエジプトを迷わせた。 14主は曲った心を彼らのう

ちに混ぜられた。彼らはエジプトをして、すべてそ

の行うことに迷わせ、あたかも酔った人の物吐くと

きによろめくようにさせた。 15エジプトに対しては

、頭あるいは尾、しゅろの枝あるいは葦が共になし

うるわざはない。 16その日、エジプトびとは女のよ
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うになり、万軍の主の彼らの上に振り動かされるみ

手の前に恐れおののく。 17ユダの地は、エジプトび

とに恐れられ、ユダについて語り告げることを聞く

エジプトびとはみな、万軍の主がエジプトびとにむ

かって定められた計りごとのゆえに恐れる。 18その

日、エジプトの地にカナンの国ことばを語り、また

万軍の主に誓いを立てる五つの町があり、その中の

一つは太陽の町ととなえられる。 19その日、エジプ

トの国の中に主をまつる一つの祭壇があり、その境

に主をまつる一つの柱がある。 20これはエジプトの

国で万軍の主に、しるしとなり、あかしとなる。彼

らがしえたげる者のゆえに、主に叫び求めるとき、

主は救う者をつかわして、彼らを守り助けられる。

21主はご自分をエジプトびとに知らせられる。その

日、エジプトびとは主を知り、犠牲と供え物とをも

って主に仕え、主に誓願をたててこれを果す。 22主

はエジプトを撃たれる。主はこれを撃たれるが、ま

たいやされる。それゆえ彼らは主に帰る。主は彼ら

の願いをいれて、彼らをいやされる。 23その日、エ

ジプトからアッスリヤに通う大路があって、アッス

リヤびとはエジプトに、エジプトびとはアッスリヤ

に行き、エジプトびとはアッスリヤびとと共に主に

仕える。 24その日、イスラエルはエジプトとアッス

リヤと共に三つ相並び、全地のうちで祝福をうける

ものとなる。 25万軍の主は、これを祝福して言われ

る、「さいわいなるかな、わが民なるエジプト、わ

が手のわざなるアッスリヤ、わが嗣業なるイスラエ

ル」と。
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20アッスリヤの王サルゴンからつかわされた最高

司令官がアシドドに来て、これを攻め、これを取っ

た年、 2その時に主はアモツの子イザヤによって語

って言われた、「さあ、あなたの腰から荒布を解き

、足からくつを脱ぎなさい」。そこでイザヤはその

ようにし、裸、はだしで歩いた。 3主は言われた、

「わがしもべイザヤは三年の間、裸、はだしで歩き

、エジプトとエチオピヤに対するしるしとなり、前

ぶれとなったが、 4このようにエジプトびとのとり

ことエチオピヤびとの捕われ人とは、アッスリヤの

王に引き行かれて、その若い者も老いた者もみな裸

、はだしで、しりをあらわし、エジプトの恥を示す

。 5彼らはその頼みとしたエチオピヤのゆえに、そ

の誇としたエジプトのゆえに恐れ、かつ恥じる。 6

その日には、この海べに住む民は言う、『見よ、わ

れわれが頼みとした国、すなわちわれわれがのがれ

て行って助けを求め、アッスリヤ王から救い出され

ようとした国はすでにこのとおりである。われわれ

はどうしてのがれることができようか』と。」

21海の荒野についての託宣。つむじ風がネゲブを

吹き過ぎるように、荒野から、恐るべき地から、来

るものがある。 2わたしは一つのきびしい幻を示さ

れた。かすめ奪う者はかすめ奪い、滅ぼす者は滅ぼ

す。エラムよ、のぼれ、メデアよ、囲め。わたしは

すべての嘆きをやめさせる。 3それゆえ、わが腰は

激しい痛みに満たされ、出産に臨む女の苦しみのよ

うな苦しみがわたしを捕えた。わたしは、かがんで

聞くことができず、恐れおののいて見ることができ

ない。 4わが心はみだれ惑い、わななき恐れること
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、はなはだしく、わたしのあこがれたたそがれは変

っておののきとなった。 5彼らは食卓を設け、じゅ

うたんを敷いて食い飲みする。もろもろの君よ、立

って、盾に油をぬれ。 6主はわたしにこう言われた

、「行って、見張びとをおき、その見るところを告

げさせよ。 7馬に乗って二列に並んだ者と、ろばに

乗った者と、らくだに乗った者とを彼が見るならば

、耳を傾けてつまびらかに聞かせよ」。 8その時、

見張びとは呼ばわって言った、「主よ、わたしがひ

ねもすやぐらに立ち、夜もすがらわが見張所に立っ

ていると、 9見よ、馬に乗って二列に並んだ者がこ

こに来ます」。彼は答えて言った、「倒れた、バビ

ロンは倒れた、その神々の像はことごとく打ち砕か

れて地に伏した」。 10ああ、踏みにじられたわが民

、わが打ち場の子よ、イスラエルの神、万軍の主か

らわたしが聞いたところのものをあなたがたに告げ

る。 11ドマについての託宣。セイルからわたしに呼

ばわる者がある、「夜回りよ、今は夜のなんどきで

すか、夜回りよ、今は夜のなんどきですか」。 12夜

回りは言う、「朝がきます、夜もまたきます。もし

あなたがたが聞こうと思うならば聞きなさい、また

来なさい」。 13アラビヤについての託宣。デダンび

との隊商よ、あなたがたはアラビヤの林にやどる。

14テマの地に住む民よ、水を携えて、かわいた者を

迎え、パンをもって、逃げのがれた者を迎えよ。 15

彼らはつるぎを避け、抜いたつるぎを避け、張った

弓を避け、また激しい戦いを避けて、逃げてきたか

らである。 16主はわたしにこう言われた、「雇人の

年期のように一年以内にケダルのすべての栄華はつ



イザヤ書 1550

きはてる。 17ケダルの子らの勇士で、射手の残る者

は少ない」。これはイスラエルの神、主が語られた

のである。

22幻の谷についての託宣。あなたがたはなぜ、み

な屋根にのぼったのか。 2叫び声で満ちている者、

騒がしい都、喜びに酔っている町よ。あなたのうち

の殺された者はつるぎで殺されたのではなく、また

戦いに倒れたのでもない。 3あなたのつかさたちは

皆共にのがれて行ったが、弓を捨てて捕えられた。

彼らは遠く逃げて行ったが、あなたのうちの見つか

った者はみな捕えられた。 4それゆえ、わたしは言

った、「わたしを顧みてくれるな、わたしはいたく

泣き悲しむ。わが民の娘の滅びのために、わたしを

慰めようと努めてはならない」。 5万軍の神、主は

幻の谷に騒ぎと、踏みにじりと、混乱の日をこさせ

られる。城壁はくずれ落ち、叫び声は山に聞える。

6エラムは箙を負い、戦車と騎兵とをもってきたり、

キルは盾をあらわした。 7あなたの最も美しい谷は

戦車で満ち、騎兵はもろもろの門にむかって立った

。 8ユダを守るおおいは取り除かれた。その日あな

たは林の家の武具を仰ぎ望んだ。 9またあなたがた

はダビデの町の破れの多いのを見、下の池の水を集

め、 10エルサレムの家を数え、またその家をこわし

て城壁を築き、 11一つの貯水池を二つの城壁の間に

造って古池の水をひいた。しかしあなたがたはこの

事をなされた者を仰ぎ望まず、この事を昔から計画

された者を顧みなかった。 12その日、万軍の神、主

は泣き悲しみ、頭をかぶろにし、荒布をまとうこと

を命じられたが、 13見よ、あなたがたは喜び楽しみ
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、牛をほふり、羊を殺し、肉を食い、酒を飲んで言

う、「われわれは食い、かつ飲もう、明日は死ぬの

だから」。 14万軍の主はみずからわたしの耳に示さ

れた、「まことに、この不義はあなたがたが死ぬま

で、ゆるされることはない」と万軍の神、主は言わ

れる。 15万軍の神、主はこう言われる、「さあ、王

の家をつかさどるこの執事セブナに行って言いなさ

い、 16『あなたはここになんの係わりがありますか

。あなたはだれの縁故でここに自分のために墓を掘

ったのですか。あなたは高い所に墓を掘り、岩をう

がって自分のためにすみかを造った。 17強い人よ、

見よ、主はあなたを激しくなげ倒される。主はあな

たを堅くつかまえ、 18ぐるぐるまわして、まりのよ

うに広々した地に投げられる。主人の家の恥となる

者よ、あなたはそこで死に、あなたの華麗な車はそ

こに残る。 19わたしは、あなたをその職から追い、

その地位から引きおろす。 20その日、わたしは、わ

がしもべヒルキヤの子エリアキムを呼んで、 21あな

たの衣を着せ、あなたの帯をしめさせ、あなたの権

力を彼の手にゆだねる。彼はエルサレムの民とユダ

の家との父となる。 22わたしはまたダビデの家のか

ぎを彼の肩に置く。彼が開けば閉じる者なく、彼が

閉じれば開く者はない。 23わたしは彼を堅い所に打

ったくぎのようにする。そして彼はその父の家の誉

の座となり、 24その父の家のすべての重さは彼の上

にかかる。すなわちその子、その孫およびすべての

小さい器、鉢からすべてのびんにいたるまでみな、

彼の上にかかる』」。 25万軍の主は言われる、「そ

の日、堅い所に打ったくぎは抜け、切られて落ちる
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。その上にかかっている荷もまた取り去られる」と

主は語られた。

23ツロについての託宣。タルシシのもろもろの船

よ、泣き叫べ、ツロは荒れすたれて、家なく、船泊

まりする港もないからだ。この事はクプロの地から

彼らに告げ知らせられる。 2海べに住む民よ、シド

ンの商人よ、もだせ、あなたがたの使者は海を渡り

、大いなる水の上にあった。 3ツロの収入はシホル

の穀物、ナイル川の収穫であった。ツロはもろもろ

の国びとの商人であった。 4シドンよ、恥じよ、海

は言った、海の城は言う、「わたしは苦しまず、ま

た産まなかった。わたしは若い男子を養わず、また

処女を育てなかった」。 5この報道がエジプトに達

するとき、彼らはツロについての報道によって、い

たく苦しむ。 6タルシシに渡れ、海べに住む民よ、

泣き叫べ。 7これがその起源も古い町、自分の足で

移り、遠くにまで移住した町、あなたがたの喜び誇

る町なのか。 8ツロにむかってこれを定めたのはだ

れか。ツロは冠を授けた町、その商人は君たち、そ

の貿易業者は地の尊い人々であった。 9万軍の主は

すべての栄光の誇を汚し、地のすべての尊い者をは

ずかしめるためにこれを定められたのだ。 10タルシ

シの娘よ、ナイル川のようにおのが地にあふれよ。

もはや束縛するものはない。 11主はその手を海の上

に伸べて国々を震い動かされた。主はカナンについ

て詔を出し、そのとりでをこわされた。 12主は言わ

れた、「しえたげられた処女シドンの娘よ、あなた

はもはや喜ぶことはない。立って、クプロに渡れ、

そこでもあなたは安息を得ることはない」。 13カル
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デヤびとの国を見よ、アッスリヤではなく、この民

がツロを野の獣のすみかに定めた。彼らはやぐらを

建て、もろもろの宮殿をこわして荒塚とした。 14タ

ルシシのもろもろの船よ、泣き叫べ、あなたがたの

とりでは荒れすたれたから。 15その日、ツロはひと

りの王のながらえる日と同じく七十年の間忘れられ

、七十年終って後、ツロは遊女の歌のようになる、

16「忘れられた遊女よ、琴を執って町を経めぐり、

巧みに弾じ、多くの歌をうたって、人に思い出され

よ」。 17七十年終って後、主はツロを顧みられる。

ツロは再び淫行の価を得て、地のおもてにある世の

すべての国々と姦淫を行い、 18その商品とその価と

は主にささげられる。これはたくわえられることな

く、積まれることなく、その商品は主の前に住む者

のために豊かな食物となり、みごとな衣服となる。

24見よ、主はこの地をむなしくし、これを荒れす

たれさせ、これをくつがえして、その民を散らされ

る。 2そして、その民も祭司もひとしく、しもべも

主人もひとしく、はしためも主婦もひとしく、買う

者も売る者もひとしく、貸す者も借りる者もひとし

く、債権者も債務者もひとしく、この事にあう。 3

地は全くむなしくされ、全くかすめられる。主がこ

の言葉を告げられたからである。 4地は悲しみ、衰

え、世はしおれ、衰え、天も地と共にしおれはてる

。 5地はその住む民の下に汚された。これは彼らが

律法にそむき、定めを犯し、とこしえの契約を破っ

たからだ。 6それゆえ、のろいは地をのみつくし、

そこに住む者はその罪に苦しみ、また地の民は焼か

れて、わずかの者が残される。 7新しいぶどう酒は
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悲しみ、ぶどうはしおれ、心の楽しい者もみな嘆く

。 8鼓の音は静まり、喜ぶ者の騒ぎはやみ、琴の音

もまた静まった。 9彼らはもはや歌をうたって酒を

飲まず、濃き酒はこれを飲む者に苦くなる。 10混乱

せる町は破られ、すべての家は閉ざされて、はいる

ことができない。 11ちまたには酒の不足のために叫

ぶ声があり、すべての喜びは暗くなり、地の楽しみ

は追いやられた。 12町には荒れすたれた所のみ残り

、その門もこわされて破れた。 13地のうちで、もろ

もろの民のなかで残るものは、オリブの木の打たれ

た後の実のように、ぶどうの収穫の終った後にその

採り残りを集めるときのようになる。 14彼らは声を

あげて喜び歌う。主の威光のゆえに、西から喜び呼

ばわる。 15それゆえ、東で主をあがめ、海沿いの国

々でイスラエルの神、主の名をあがめよ。 16われわ

れは地の果から、さんびの歌を聞いた、「栄光は正

しい者にある」と。しかし、わたしは言う、「わた

しはやせ衰える、わたしはやせ衰える、わたしはわ

ざわいだ。欺く者はあざむき、欺く者は、はなはだ

しくあざむく」。 17地に住む者よ、恐れと、落し穴

と、わなとはあなたの上にある。 18恐れの声をのが

れる者は落し穴に陥り、落し穴から出る者はわなに

捕えられる。天の窓は開け、地の基が震い動くから

である。 19地は全く砕け、地は裂け、地は激しく震

い、 20地は酔いどれのようによろめき、仮小屋のよ

うにゆり動く。そのとがはその上に重く、ついに倒

れて再び起きあがることはない。 21その日、主は天

において、天の軍勢を罰し、地の上で、地のもろも

ろの王を罰せられる。 22彼らは囚人が土ろうの中に
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集められるように集められて、獄屋の中に閉ざされ

、多くの日を経て後、罰せられる。 23こうして万軍

の主がシオンの山およびエルサレムで統べ治め、か

つその長老たちの前にその栄光をあらわされるので

、月はあわて、日は恥じる。

25主よ、あなたはわが神、わたしはあなたをあが

め、み名をほめたたえる。あなたはさきに驚くべき

みわざを行い、いにしえから定めた計画を真実をも

って行われたから。 2あなたは町を石塚とし、堅固

な町を荒塚とされた。外国人のやかたは、もはや町

ではなく、とこしえに建てられることはない。 3そ

れゆえ、強い民はあなたを尊び、あらぶる国々の町

はあなたを恐れる。 4あなたは貧しい者のとりでと

なり、乏しい者の悩みのときのとりでとなり、あら

しをさける避け所となり、熱さをさける陰となられ

た。あらぶる者の及ぼす害は、石がきを打つあらし

のごとく、 5かわいた地の熱さのようだからである

。あなたは外国人の騒ぎをおさえ、雲が陰をもって

熱をとどめるようにあらぶる者の歌をとどめられる

。 6万軍の主はこの山で、すべての民のために肥え

たものをもって祝宴を設け、久しくたくわえたぶど

う酒をもって祝宴を設けられる。すなわち髄の多い

肥えたものと、よく澄んだ長くたくわえたぶどう酒

をもって祝宴を設けられる。 7また主はこの山で、

すべての民のかぶっている顔おおいと、すべての国

のおおっているおおい物とを破られる。 8主はとこ

しえに死を滅ぼし、主なる神はすべての顔から涙を

ぬぐい、その民のはずかしめを全地の上から除かれ

る。これは主の語られたことである。 9その日、人
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は言う、「見よ、これはわれわれの神である。わた

したちは彼を待ち望んだ。彼はわたしたちを救われ

る。これは主である。わたしたちは彼を待ち望んだ

。わたしたちはその救を喜び楽しもう」と。 10主の

手はこの山にとどまり、モアブは肥だめの中に踏ま

れるわらのように、おのれの所で踏みにじられる。

11彼はその中で泳ぐ物が泳ごうとして手を伸ばすよ

うに、その手を伸ばす。しかし主はその高ぶりを、

その手の巧みなわざと共に低くされる。 12その石が

きの高い城郭を主は傾け倒し、地に投げうって、ち

りにかえされる。

26その日ユダの国で、この歌をうたう、「われわ

れは堅固な町をもつ。主は救をその石がきとし、ま

たとりでとされる。 2門を開いて、信仰を守る正し

い国民を入れよ。 3あなたは全き平安をもってここ

ろざしの堅固なものを守られる。彼はあなたに信頼

しているからである。 4とこしえに主に信頼せよ、

主なる神はとこしえの岩だからである。 5主は高き

所、そびえたつ町に住む者をひきおろし、これを伏

させ、これを地に伏させて、ちりにかえされる。 6

こうして足で踏まれ、貧しい者の足で踏まれ、乏し

い者はその上を歩む」。 7正しい者の道は平らであ

る。あなたは正しい者の道をなめらかにされる。 8

主よ、あなたがさばきをなさる道で、われわれはあ

なたを待ち望む。われわれの魂の慕うものは、あな

たの記念の名である。 9わが魂は夜あなたを慕い、

わがうちなる霊は、せつにあなたを求める。あなた

のさばきが地に行われるとき、世に住む者は正義を

学ぶからである。 10悪しき者は恵まれても、なお正
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義を学ばず、正しい地にあっても不義を行い、主の

威光を仰ぐことをしない。 11主よ、あなたのみ手が

高くあがるけれども、彼らはそれを顧みない。どう

か、あなたの、おのが民を救われる熱心を彼らに見

させて、大いに恥じさせ、火をもってあなたの敵を

焼き滅ぼしてください。 12主よ、あなたはわれわれ

のために平和を設けられる。あなたはわれわれのた

めにわれわれのすべてのわざをなし遂げられた。 13

われわれの神、主よ、あなた以外のもろもろの主が

われわれを治めた。しかし、われわれはただ、あな

たの名のみをあがめる。 14死んだ者はまた生きない

。亡霊は生き返らない。それで、あなたは彼らを罰

して滅ぼし、彼らの思い出をことごとく消し去られ

た。 15主よ、あなたはこの国民を増し加えられた。

あなたはこの国民を増し加えられた。あなたは栄光

をあらわされた。あなたは地の境を四方に広げられ

た。 16主よ、彼らは悩みのとき、あなたに求めた。

彼らがあなたの懲しめにあったとき、祈をささげた

。 17主よ、はらめる女の産むときが近づいて苦しみ

、その痛みによって叫ぶように、われわれはあなた

のゆえに、そのようであった。 18われわれは、はら

み、苦しんだ。しかしわれわれの産んだものは風に

すぎなかった。われわれは救を地に施すこともせず

、また世に住む者を滅ぼすこともしなかった。 19あ

なたの死者は生き、彼らのなきがらは起きる。ちり

に伏す者よ、さめて喜びうたえ。あなたの露は光の

露であって、それを亡霊の国の上に降らされるから

である。 20さあ、わが民よ、あなたのへやにはいり

、あなたのうしろの戸を閉じて、憤りの過ぎ去るま
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で、しばらく隠れよ。 21見よ、主はそのおられる所

を出て、地に住む者の不義を罰せられる。地はその

上に流された血をあらわして、殺された者を、もは

やおおうことがない。

27その日、主は堅く大いなる強いつるぎで逃げる

へびレビヤタン、曲りくねるへびレビヤタンを罰し

、また海におる龍を殺される。 2その日「麗しきぶ

どう畑よ、このことを歌え。 3主なるわたしはこれ

を守り、常に水をそそぎ、夜も昼も守って、そこな

う者のないようにする。 4わたしは憤らない。いば

ら、おどろがわたしと戦うなら、わたしは進んでこ

れを攻め、皆もろともに焼きつくす。 5それを望ま

ないなら、わたしの保護にたよって、わたしと和ら

ぎをなせ、わたしと和らぎをなせ」。 6後になれば

、ヤコブは根をはり、イスラエルは芽を出して花咲

き、その実を全世界に満たす。 7主は彼らを撃った

者を撃たれたように彼らを撃たれたか。あるいは彼

らを殺した者が殺されたように彼らは殺されたか。

8あなたは彼らと争って、彼らを追放された。主は東

風の日に、その激しい風をもって彼らを移しやられ

た。 9それゆえ、ヤコブの不義はこれによって、あ

がなわれる。これによって結ぶ実は彼の罪を除く。

すなわち彼が祭壇のすべての石を砕けた白堊のよう

にし、アシラ像と香の祭壇とを再び建てないことで

ある。 10堅固な町は荒れてさびしく、捨て去られた

すまいは荒野のようだ。子牛はそこに草を食い、そ

こに伏して、その木の枝を裸にする。 11その枝が枯

れると、折り取られ、女が来てそれを燃やす。これ

は無知の民だからである。それゆえ、彼らを造られ
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た主は彼らをあわれまれない。彼らを形造られた主

は、彼らを恵まれない。 12イスラエルの人々よ、そ

の日、主はユフラテ川からエジプトの川にいたるま

で穀物の穂を打ち落される。そしてあなたがたは、

ひとりびとり集められる。 13その日大いなるラッパ

が鳴りひびき、アッスリヤの地にある失われた者と

、エジプトの地に追いやられた者とがきて、エルサ

レムの聖山で主を拝む。

28エフライムの酔いどれの誇る冠と、酒におぼれ

た者の肥えた谷のかしらにあるしぼみゆく花の美し

い飾りは、わざわいだ。 2見よ、主はひとりの力あ

る強い者を持っておられる。これはひょうをまじえ

た暴風のように、破り、そこなう暴風雨のように、

大水のあふれみなぎる暴風のように、それを激しく

地に投げうつ。 3エフライムの酔いどれの誇る冠は

足で踏みにじられる。 4肥えた谷のかしらにあるし

ぼみゆく花の美しい飾りは、夏前に熟した初なりの

いちじくのようだ。人がこれを見ると、取るやいな

や、食べてしまう。 5その日、万軍の主はその民の

残った者のために、栄えの冠となり、麗しい冠とな

られる。 6また、さばきの席に座する者にはさばき

の霊となり、戦いを門まで追い返す者には力となら

れる。 7しかし、これらもまた酒のゆえによろめき

、濃き酒のゆえによろける。祭司と預言者とは濃き

酒のゆえによろめき、酒のゆえに心みだれ、濃き酒

のゆえによろける。彼らは幻を見るときに誤り、さ

ばきを行うときにつまづく。 8すべての食卓は吐い

た物で満ち、清い所はない。 9「彼はだれに知識を

教えようとするのか。だれにおとずれを説きあかそ
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うとするのか。乳をやめ、乳ぶさを離れた者にする

のだろうか。 10それは教訓に教訓、教訓に教訓、規

則に規則、規則に規則。ここにも少し、そこにも少

し教えるのだ」。 11否、むしろ主は異国のくちびる

と、異国の舌とをもってこの民に語られる。 12主は

さきに彼らに言われた、「これが安息だ、疲れた者

に安息を与えよ。これが休息だ」と。しかし彼らは

聞こうとはしなかった。 13それゆえ、主の言葉は彼

らに、教訓に教訓、教訓に教訓、規則に規則、規則

に規則、ここにも少し、そこにも少しとなる。これ

は彼らが行って、うしろに倒れ、破られ、わなにか

けられ、捕えられるためである。 14それゆえ、エル

サレムにあるこの民を治めるあざける人々よ、主の

言葉を聞け。 15あなたがたは言った、「われわれは

死と契約をなし、陰府と協定を結んだ。みなぎりあ

ふれる災の過ぎる時にも、それはわれわれに来ない

。われわれはうそを避け所となし、偽りをもって身

をかくしたからである」。 (Sheol h7585) 16それゆえ、

主なる神はこう言われる、「見よ、わたしはシオン

に一つの石をすえて基とした。これは試みを経た石

、堅くすえた尊い隅の石である。『信ずる者はあわ

てることはない』。 17わたしは公平を、測りなわと

し、正義を、下げ振りとする。ひょうは偽りの避け

所を滅ぼし、水は隠れ場を押し倒す」。 18その時あ

なたがたが死とたてた契約は取り消され、陰府と結

んだ協定は行われない。みなぎりあふれる災の過ぎ

るとき、あなたがたはこれによって打ち倒される。

(Sheol h7585) 19それが過ぎるごとに、あなたがたを捕

える。それは朝な朝な過ぎ、昼も夜も過ぎるからだ
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。このおとずれを聞きわきまえることは、全くの恐

れである。 20床が短くて身を伸べることができず、

かける夜具が狭くて身をおおうことができないから

だ。 21主はペラジム山で立たれたように立ちあがり

、ギベオンの谷で憤られたように憤られて、その行

いをなされる。その行いは類のないものである。ま

たそのわざをなされる。そのわざは異なったもので

ある。 22それゆえ、あなたがたはあざけってはなら

ない。さもないと、あなたがたのなわめは、きびし

くなる。わたしは主なる万軍の神から全地の上に臨

む滅びの宣言を聞いたからである。 23あなたがたは

耳を傾けて、わが声を聞くがよい。心してわが言葉

を聞くがよい。 24種をまくために耕す者は絶えず耕

すだろうか。彼は絶えずその地をひらき、まぐわを

もって土をならすだろうか。 25地のおもてを平らに

したならば、いのんどをまき、クミンをまき、小麦

をうねに植え、大麦を定めた所に植え、スペルト麦

をその境に植えないだろうか。 26これは彼の神が正

しく、彼を導き教えられるからである。 27いのんど

は麦こき板でこかない、クミンはその上に車輪をこ

ろがさない。いのんどを打つには棒を用い、クミン

を打つにはさおを用いる。 28人はパン用の麦を打つ

とき砕くだろうか、否、それが砕けるまでいつまで

も打つことをしない。馬をもってその上に車輪を引

かせるとき、それを砕くことをしない。 29これもま

た万軍の主から出ることである。その計りごとは驚

くべく、その知恵はすぐれている。

29ああ、アリエルよ、アリエルよ、ダビデが営を

かまえた町よ、年に年を加え、祭をめぐりこさせよ
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。 2その時わたしはアリエルを悩ます。そこには悲

しみと嘆きとがあって、アリエルのようなものとな

る。 3わたしはあなたのまわりに営を構え、やぐら

をもってあなたを囲み、塁を築いてあなたを攻める

。 4その時あなたは深い地の中から物言い、低いち

りの中から言葉を出す。あなたの声は亡霊の声のよ

うに地から出、あなたの言葉はちりの中から、さえ

ずるようである。 5しかしあなたのあだの群れは細

かなちりのようになり、あらぶる者の群れは吹き去

られるもみがらのようになる。また、にわかに、ま

たたくまに、この事がある。 6すなわち万軍の主は

雷、地震、大いなる叫び、つむじ風、暴風および焼

きつくす火の炎をもって臨まれる。 7そしてアリエ

ルを攻めて戦う国々の群れ、すなわちアリエルとそ

の城を攻めて戦い、これを悩ます者はみな夢のよう

に、夜の幻のようになる。 8飢えた者が食べること

を夢みても、さめると、その飢えがいえないように

、あるいは、かわいた者が飲むことを夢みても、さ

めると、疲れてそのかわきがとまらないように、シ

オンの山を攻めて戦う国々の群れもそのようになる

。 9あなたがたは知覚を失って気が遠くなれ、目が

くらんで盲となれ。あなたがたは酔っていよ、しか

し酒のゆえではない、よろめけ、しかし濃き酒のゆ

えではない。 10主が深い眠りの霊をあなたがたの上

にそそぎ、あなたがたの目である預言者を閉じこめ

、あなたがたの頭である先見者をおおわれたからで

ある。 11それゆえ、このすべての幻は、あなたがた

には封じた書物の言葉のようになり、人々はこれを

読むことのできる者にわたして、「これを読んでく
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ださい」と言えば、「これは封じてあるから読むこ

とができない」と彼は言う。 12またその書物を読む

ことのできない者にわたして、「これを読んでくだ

さい」と言えば、「読むことはできない」と彼は言

う。 13主は言われた、「この民は口をもってわたし

に近づき、くちびるをもってわたしを敬うけれども

、その心はわたしから遠く離れ、彼らのわたしをか

しこみ恐れるのは、そらで覚えた人の戒めによるの

である。 14それゆえ、見よ、わたしはこの民に、再

び驚くべきわざを行う、それは不思議な驚くべきわ

ざである。彼らのうちの賢い人の知恵は滅び、さと

い人の知識は隠される」。 15わざわいなるかな、お

のが計りごとを主に深く隠す者。彼らは暗い中でわ

ざを行い、「だれがわれわれを見るか、だれがわれ

われのことを知るか」と言う。 16あなたがたは転倒

して考えている。陶器師は粘土と同じものに思われ

るだろうか。造られた物はそれを造った者について

、「彼はわたしを造らなかった」と言い、形造られ

た物は形造った者について、「彼は知恵がない」と

言うことができようか。 17しばらくしてレバノンは

変って肥えた畑となり、肥えた畑は林のように思わ

れる時が来るではないか。 18その日、耳しいは書物

の言葉を聞き、目しいの目はその暗やみから、見る

ことができる。 19柔和な者は主によって新たなる喜

びを得、人のなかの貧しい者はイスラエルの聖者に

よって楽しみを得る。 20あらぶる者は絶え、あざけ

る者はうせ、悪を行おうと、おりをうかがう者は、

ことごとく断ち滅ぼされるからである。 21彼らは言

葉によって人を罪に定め、町の門でいさめる者をわ
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なにおとしいれ、むなしい言葉をかまえて正しい者

をしりぞける。 22それゆえ、昔アブラハムをあがな

われた主は、ヤコブの家についてこう言われる、「

ヤコブは、もはやはずかしめを受けず、その顔は、

もはや色を失うことはない。 23彼の子孫が、その中

にわが手のわざを見るとき、彼らはわが名を聖とし

、ヤコブの聖者を聖として、イスラエルの神を恐れ

る。 24心のあやまれる者も、悟りを得、つぶやく者

も教をうける」。

30主は言われる、「そむける子らはわざわいだ、

彼らは計りごとを行うけれども、わたしによってで

はない。彼らは同盟を結ぶけれども、わが霊によっ

てではない、罪に罪を加えるためだ。 2彼らはわが

言葉を求めず、エジプトへ下っていって、パロの保

護にたより、エジプトの陰に隠れようとする。 3そ

れゆえ、パロの保護はかえってあなたがたの恥とな

り、エジプトの陰に隠れることはあなたがたのはず

かしめとなる。 4たとい、彼の君たちがゾアンにあ

り、彼の使者たちがハネスに来ても、 5彼らは皆お

のれを益することのできない民により、すなわち助

けとならず、益とならず、かえって恥となり、はず

かしめとなる民によって、恥をかくからである」。

6ネゲブの獣についての託宣。彼らはその富を若いろ

ばの背に負わせ、その宝をらくだの背に負わせて、

雌じし、雄じし、まむしおよび飛びかけるへびの出

る悩みと苦しみの国を通って、おのれを益すること

のできない民に行く。 7そのエジプトの助けは無益

であって、むなしい。それゆえ、わたしはこれを「

休んでいるラハブ」と呼んだ。 8いま行って、これ
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を彼らの前で札にしるし、書物に載せ、後の世に伝

えて、とこしえにあかしとせよ。 9彼らはそむける

民、偽りを言う子ら、主の教を聞こうとしない子ら

だ。 10彼らは先見者にむかって「見るな」と言い、

預言者にむかっては「正しい事をわれわれに預言す

るな、耳に聞きよいことを語れ、迷わしごとを預言

せよ。 11大路を去り、小路をはなれ、イスラエルの

聖者について語り聞かすな」と言う。 12それゆえ、

イスラエルの聖者はこう言われる、「あなたがたは

この言葉を侮り、しえたげと、よこしまとを頼み、

これにたよるがゆえに、 13この不義はあなたがたに

は突き出て、くずれ落ちようとする高い石がきの破

れのようであって、その倒壊はにわかに、またたく

まに来る。 14その破れることは陶器師の器を破るよ

うに惜しむことなく打ち砕き、その砕けのなかには

、炉から火を取り、池から水をくめるほどの、ひと

かけらさえ見いだされない」。 15主なる神、イスラ

エルの聖者はこう言われた、「あなたがたは立ち返

って、落ち着いているならば救われ、穏やかにして

信頼しているならば力を得る」。しかし、あなたが

たはこの事を好まなかった。 16かえって、あなたが

たは言った、「否、われわれは馬に乗って、とんで

行こう」と。それゆえ、あなたがたはとんで帰る。

また言った、「われらは速い馬に乗ろう」と。それ

ゆえ、あなたがたを追う者は速い。 17ひとりの威嚇

によって千人は逃げ、五人の威嚇によってあなたが

たは逃げて、その残る者はわずかに山の頂にある旗

ざおのように、丘の上にある旗のようになる。 18そ

れゆえ、主は待っていて、あなたがたに恵を施され
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る。それゆえ、主は立ちあがって、あなたがたをあ

われまれる。主は公平の神でいらせられる。すべて

主を待ち望む者はさいわいである。 19シオンにおり

、エルサレムに住む民よ、あなたはもはや泣くこと

はない。主はあなたの呼ばわる声に応じて、必ずあ

なたに恵みを施される。主がそれを聞かれるとき、

直ちに答えられる。 20たとい主はあなたがたに悩み

のパンと苦しみの水を与えられても、あなたの師は

再び隠れることはなく、あなたの目はあなたの師を

見る。 21また、あなたが右に行き、あるいは左に行

く時、そのうしろで「これは道だ、これに歩め」と

言う言葉を耳に聞く。 22その時、あなたがたはしろ

がねをおおった刻んだ像と、こがねを張った鋳た像

とを汚し、これをきたない物のようにまき散らして

、これに「去れ」と言う。 23主はあなたが地にまく

種に雨を与え、地の産物なる穀物をくださる。それ

はおびただしく、かつ豊かである。その日あなたの

家畜は広い牧場で草を食べ、 24地を耕す牛と、ろば

は、シャベルと、くまででより分けて塩を加えた飼

料を食べる。 25大いなる虐殺の日、やぐらの倒れる

時、すべてのそびえたつ山と、すべての高い丘に水

の流れる川がある。 26さらに主がその民の傷を包み

、その打たれた傷をいやされる日には、月の光は日

の光のようになり、日の光は七倍となり、七つの日

の光のようにになる。 27見よ、主の名は遠い所から

燃える怒りと、立ちあがる濃い煙をもって来る。そ

のくちびるは憤りで満ち、その舌は焼きつくす火の

ごとく、 28その息はあふれて首にまで達する流れの

ようであって、滅びのふるいをもってもろもろの国
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をふるい、また惑わす手綱をもろもろの民のあごに

つけるために来る。 29あなたがたは、聖なる祭を守

る夜のように歌をうたう。また笛をならして主の山

にきたり、イスラエルの岩なる主にまみえる時のよ

うに心に喜ぶ。 30主はその威厳ある声を聞かせ、激

しい怒りと、焼きつくす火の炎と、豪雨と、暴風と

、ひょうとをもってその腕の下ることを示される。

31主がそのむちをもって打たれる時、アッスリヤの

人々は主の声によって恐れおののく。 32主が懲しめ

のつえを彼らの上に加えられるごとに鼓を鳴らし、

琴をひく。主は腕を振りかざして、彼らと戦われる

。 33焼き場はすでに設けられた。しかも王のために

深く広く備えられ、火と多くのたきぎが積まれてあ

る。主の息はこれを硫黄の流れのように燃やす。

31助けを得るためにエジプトに下り、馬にたよる

者はわざわいだ。彼らは戦車が多いので、これに信

頼し、騎兵がはなはだ強いので、これに信頼する。

しかしイスラエルの聖者を仰がず、また主にはかる

ことをしない。 2それにもかかわらず、主もまた賢

くいらせられ、必ず災をくだし、その言葉を取り消

すことなく、立って悪をなす者の家を攻め、また不

義を行う者を助ける者を攻められる。 3かのエジプ

トびとは人であって、神ではない。その馬は肉であ

って、霊ではない。主がみ手を伸ばされるとき、助

ける者はつまずき、助けられる者も倒れて、皆とも

に滅びる。 4主はわたしにこう言われた、「ししま

たは若いししが獲物をつかんで、ほえたけるとき、

あまたの羊飼が呼び出されて、これにむかっても、

その声によって驚かず、その叫びによって恐れない



イザヤ書 1568

ように、万軍の主は下ってきて、シオンの山および

その丘で戦われる。 5鳥がひなを守るように、万軍

の主はエルサレムを守り、これを守って救い、これ

を惜しんで助けられる」。 6イスラエルの人々よ、

主に帰れ。あなたがたは、はなはだしく主にそむい

た。 7その日、あなたがたは自分の手で造って罪を

犯したしろがねの偶像と、こがねの偶像をめいめい

投げすてる。 8「アッスリヤびとはつるぎによって

倒れる、人のつるぎではない。つるぎが彼らを滅ぼ

す、人のつるぎではない。彼らはつるぎの前から逃

げ去り、その若い者は奴隷の働きをしいられる。 9

彼らの岩は恐れによって過ぎ去り、その君たちはあ

わて、旗をすてて逃げ去る」。これは主の言葉であ

る。主の火はシオンにあり、その炉はエルサレムに

ある。

32見よ、ひとりの王が正義をもって統べ治め、君

たちは公平をもってつかさどり、 2おのおの風をさ

ける所、暴風雨をのがれる所のようになり、かわい

た所にある水の流れのように、疲れた地にある大き

な岩の陰のようになる。 3こうして、見る者の目は

開かれ、聞く者の耳はよく聞き、 4気短な者の心は

悟る知識を得、どもりの舌はたやすく、あざやかに

語ることができる。 5愚かな者は、もはや尊い人と

呼ばれることなく、悪人はもはや、りっぱな人と言

われることはない。 6それは愚かな者は愚かなこと

を語り、その心は不義をたくらみ、よこしまを行い

、主について誤ったことを語り、飢えた者の望みを

満たさず、かわいた者の飲み物を奪い取るからであ

る。 7悪人の行いは悪い。彼は悪い計りごとをめぐ
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らし、偽りの言葉をもって貧しい者をおとしいれ、

乏しい者が正しいことを語っても、なお、これをお

としいれる。 8しかし尊い人は尊いことを語り、つ

ねに尊いことを行う。 9安んじている女たちよ、起

きて、わが声を聞け。思い煩いなき娘たちよ、わが

言葉に耳を傾けよ。 10思い煩いなき女たちよ、一年

あまりの日をすぎて、あなたがたは震えおののく。

ぶどうの収穫がむなしく、実を取り入れる時が来な

いからだ。 11安んじている女たちよ、震え恐れよ。

思い煩いなき女たちよ、震えおののけ。衣を脱ぎ、

裸になって腰に荒布をまとえ。 12良き畑のため、実

り豊かなぶどうの木のために胸を打て。 13いばら、

おどろの生えているわが民の地のため、喜びに満ち

ている町にあるすべての喜びの家のために胸を打て

。 14宮殿は捨てられ、にぎわった町は荒れすたれ、

丘と、やぐらとは、とこしえにほら穴となり、野の

ろばの楽しむ所、羊の群れの牧場となるからである

。 15しかし、ついには霊が上からわれわれの上にそ

そがれて、荒野は良き畑となり、良き畑は林のごと

く見られるようになる。 16その時、公平は荒野に住

み、正義は良き畑にやどる。 17正義は平和を生じ、

正義の結ぶ実はとこしえの平安と信頼である。 18わ

が民は平和の家におり、安らかなすみかにおり、静

かな休み所におる。 19しかし林はことごとく切り倒

され、町もことごとく倒される。 20すべての水のほ

とりに種をまき、牛およびろばを自由に放ちおくあ

なたがたは、さいわいである。

33わざわいなるかな、おのれ自ら滅ぼされないの

に、人を滅ぼし、だれも欺かないのに人を欺く者よ
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。あなたが滅ぼすことをやめたとき、あなたは滅ぼ

され、あなたが欺くことを終えたとき、あなたは欺

かれる。 2主よ、われわれをお恵みください、われ

われはあなたを待ち望む。朝ごとに、われわれの腕

となり、悩みの時に、救となってください。 3鳴り

とどろく声によって、もろもろの民は逃げ去り、あ

なたが立ちあがられると、もろもろの国は散らされ

る。 4青虫が物を集めるようにぶんどり品は集めら

れ、いなごのとびつどうように、人々はその上にと

びつどう。 5主は高くいらせられ、高い所に住まわ

れる。主はシオンに公平と正義とを満たされる。 6

また主は救と知恵と知識を豊かにして、あなたの代

を堅く立てられる。主を恐れることはその宝である

。 7見よ、勇士たちは外にあって叫び、平和の使者

はいたく嘆く。 8大路は荒れすたれて、旅びとは絶

え、契約は破られ、証人は軽んぜられ、人を顧みる

ことがない。 9地は嘆き衰え、レバノンは恥じて枯

れ、シャロンは荒野のようになり、バシャンとカル

メルはその葉を落す。 10主は言われる、「今わたし

は起きよう、いま立ちあがろう、いま自らを高くし

よう。 11あなたがたは、もみがらをはらみ、わらを

産む。あなたがたの息は火となって、あなたがたを

食いつくす。 12もろもろの民は焼かれて石灰のよう

になり、いばらが切られて火に燃やされたようにな

る」。 13あなたがた遠くにいる者よ、わたしがおこ

なったことを聞け。あなたがた近くにいる者よ、わ

が大能を知れ。 14シオンの罪びとは恐れに満たされ

、おののきは神を恐れない者を捕えた。「われわれ

のうち、だれが焼きつくす火の中におることができ
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よう。われわれのうち、だれがとこしえの燃える火

の中におることができよう」。 15正しく歩む者、正

直に語る者、しえたげて得た利をいやしめる者、手

を振って、まいないを取らない者、耳をふさいで血

を流す謀略を聞かない者、目を閉じて悪を見ない者

、 16このような人は高い所に住み、堅い岩はそのと

りでとなり、そのパンは与えられ、その水は絶える

ことがない。 17あなたの目は麗しく飾った王を見、

遠く広い国を見る。 18あなたの心はかの恐ろしかっ

た事を思い出す。「数を調べた者はどこにいるか。

みつぎを量った者はどこにいるか。やぐらを数えた

者はどこにいるか」。 19あなたはもはや高慢な民を

見ない。かの民の言葉はあいまいで、聞きとりがた

く、その舌はどもって、悟りがたい。 20定めの祭の

町シオンを見よ。あなたの目は平和なすまい、移さ

れることのない幕屋エルサレムを見る。その杭はと

こしえに抜かれず、その綱は、ひとすじも断たれる

ことはない。 21主は威厳をもってかしこにいまし、

われわれのために広い川と流れのある所となり、そ

の中には、こぐ舟も入らず、大きな船も過ぎること

はない。 22主はわれわれのさばき主、主はわれわれ

のつかさ、主はわれわれの王であって、われわれを

救われる。 23あなたの船綱は解けて、帆柱のもとを

結びかためることができず、帆を張ることもできな

い。その時多くの獲物とぶんどり品は分けられ、足

なえまでも獲物を取る。 24そこに住む者のうちには

、「わたしは病気だ」と言う者はなく、そこに住む

民はその罪がゆるされる。
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34もろもろの国よ、近づいて聞け。もろもろの民

よ、耳を傾けよ。地とそれに満ちるもの、世界とそ

れから出るすべてのものよ、聞け。 2主はすべての

国にむかって怒り、そのすべての軍勢にむかって憤

り、彼らをことごとく滅ぼし、彼らをわたして、ほ

ふらせられた。 3彼らは殺されて投げすてられ、そ

の死体の悪臭は立ちのぼり、山々はその血で溶けて

流れる。 4天の万象は衰え、もろもろの天は巻物の

ように巻かれ、その万象はぶどうの木から葉の落ち

るように、いちじくの木から葉の落ちるように落ち

る。 5わたしのつるぎは天において憤りをもって酔

った。見よ、これはエドムの上にくだり、わたしが

滅びに定めた民の上にくだって、これをさばく。 6

主のつるぎは血で満ち、脂肪で肥え、小羊とやぎの

血、雄羊の腎臓の脂肪で肥えている。主がボズラで

犠牲の獣をほふり、エドムの地で大いに殺されたか

らである。 7野牛は彼らと共にほふり場にくだり、

子牛は力ある雄牛と共にくだる。その国は血で酔い

、その土は脂肪で肥やされる。 8主はあだをかえす

日をもち、シオンの訴えのために報いられる年をも

たれるからである。 9エドムのもろもろの川は変っ

て樹脂となり、その土は変って硫黄となり、その地

は変って燃える樹脂となって、 10夜も昼も消えず、

その煙は、とこしえに立ちのぼる。これは世々荒れ

すたれて、とこしえまでもそこを通る者はない。 11

たかと、やまあらしとがそこをすみかとし、ふくろ

うと、からすがそこに住む。主はその上に荒廃をき

たらせる測りなわを張り、尊い人々の上に混乱を起

す下げ振りをさげられる。 12人々はこれを名づけて
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「国なき所」といい、その君たちは皆うせてなくな

る。 13そのとりでの上には、いばらが生え、その城

には、いらくさと、あざみとが生え、山犬のすみか

、だちょうのおる所となる。 14野の獣はハイエナと

出会い、鬼神はその友を呼び、夜の魔女もそこに降

りてきて、休み所を得る。 15ふくろうはそこに巣を

つくって卵を産み、それをかえして、そのひなを翼

の陰に集める。とびもまた、おのおのその連れ合い

と共に、そこに集まる。 16あなたがたは主の書をつ

まびらかにたずねて、これを読め。これらのものは

一つも欠けることなく、また一つもその連れ合いを

欠くものはない。これは主の口がこれを命じ、その

霊が彼らを集められたからである。 17主は彼らのた

めにくじを引き、手ずから測りなわをもって、この

地を分け与え、長く彼らに所有させ、世々ここに住

まわせられる。

35荒野と、かわいた地とは楽しみ、さばくは喜び

て花咲き、さふらんのように、 2さかんに花咲き、

かつ喜び楽しみ、かつ歌う。これにレバノンの栄え

が与えられ、カルメルおよびシャロンの麗しさが与

えられる。彼らは主の栄光を見、われわれの神の麗

しさを見る。 3あなたがたは弱った手を強くし、よ

ろめくひざを健やかにせよ。 4心おののく者に言え

、「強くあれ、恐れてはならない。見よ、あなたが

たの神は報復をもって臨み、神の報いをもってこら

れる。神は来て、あなたがたを救われる」と。 5そ

の時、目しいの目は開かれ、耳しいの耳はあけられ

る。 6その時、足なえは、しかのように飛び走り、

おしの舌は喜び歌う。それは荒野に水がわきいで、
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さばくに川が流れるからである。 7焼けた砂は池と

なり、かわいた地は水の源となり、山犬の伏したす

みかは、葦、よしの茂りあう所となる。 8そこに大

路があり、その道は聖なる道ととなえられる。汚れ

た者はこれを通り過ぎることはできない、愚かなる

者はそこに迷い入ることはない。 9そこには、しし

はおらず、飢えた獣も、その道にのぼることはなく

、その所でこれに会うことはない。ただ、あがなわ

れた者のみ、そこを歩む。 10主にあがなわれた者は

帰ってきて、その頭に、とこしえの喜びをいただき

、歌うたいつつ、シオンに来る。彼らは楽しみと喜

びとを得、悲しみと嘆きとは逃げ去る。

36ヒゼキヤ王の第十四年に、アッスリヤの王セナ

ケリブが上ってきて、ユダのすべての堅固な町々を

攻め取った。 2アッスリヤの王はラキシからラブシ

ャケをエルサレムにつかわし、大軍を率いてヒゼキ

ヤ王のもとへ行かせた。ラブシャケは布さらしの野

へ行く大路に沿う、上の池の水道のかたわらに立っ

た。 3この時ヒルキヤの子である宮内卿エリアキム

、書記官セブナおよびアサフの子である史官ヨアが

彼の所に出てきた。 4ラブシャケは彼らに言った、

「ヒゼキヤに言いなさい、『大王アッスリヤの王は

こう仰せられる、あなたが頼みとする者は何か。 5

口先だけの言葉が戦争をする計略と力だと考えるの

か。あなたは今だれを頼んで、わたしにそむいたの

か。 6見よ、あなたはかの折れかけている葦のつえ

エジプトを頼みとしているが、それは人が寄りかか

るとき、その人の手を刺し通す。エジプトの王パロ

はすべて寄り頼む者にそのようにするのだ。 7しか
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し、あなたがもし「われわれはわれわれの神、主を

頼む」とわたしに言うならば、ヒゼキヤがユダとエ

ルサレムに告げて、「あなたがたはこの祭壇の前で

礼拝しなければならない」と言って除いたのは、そ

の神の高き所と祭壇ではなかったのか。 8さあ、今

わたしの主君アッスリヤの王とかけをせよ。もしあ

なたの方に乗る人があるならば、わたしは馬二千頭

を与えよう。 9あなたはエジプトを頼み、戦車と騎

兵を請い求めているが、わたしの主君の家来のうち

の最も小さい一隊長でさえ、どうして撃退すること

ができようか。 10わたしがこの国を滅ぼすために上

ってきたのは、主の許しなしでしたことであろうか

。主はわたしに、この国へ攻め上って、これを滅ぼ

せと言われたのだ』」。 11その時、エリアキム、セ

ブナおよびヨアはラブシャケに言った、「どうぞ、

アラム語でしもべたちに話してください。わたした

ちはそれがわかるからです。城壁の上にいる民の聞

いているところで、わたしたちにユダヤの言葉で話

さないでください」。 12しかしラブシャケは言った

、「わたしの主君は、あなたの主君とあなたにだけ

でなく、城壁の上に座している人々にも、この言葉

を告げるために、わたしをつかわされたのではない

か。彼らをも、あなたがたと共に自分の糞尿を食い

飲みするに至らせるためではないか」。 13そしてラ

ブシャケは立ちあがり、ユダヤの言葉で大声に呼ば

わって言った、「大王、アッスリヤの王の言葉を聞

け。 14王はこう仰せられる、『あなたがたはヒゼキ

ヤに欺かれてはならない。彼はあなたがたを救い出

すことはできない。 15ヒゼキヤが、主は必ずわれわ
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れを救い出される。この町はアッスリヤの王の手に

陥ることはない、と言っても、あなたがたは主を頼

みとしてはならない』。 16あなたがたはヒゼキヤの

言葉を聞いてはならない。アッスリヤの王はこう仰

せられる、『あなたがたは、わたしと和ぼくして、

わたしに降服せよ。そうすれば、あなたがたはめい

めい自分のぶどうの実を食べ、めいめい自分のいち

じくの実を食べ、めいめい自分の井戸の水を飲むこ

とができる。 17やがて、わたしが来て、あなたがた

を一つの国へ連れて行く。それは、あなたがたの国

のように穀物とぶどう酒の多い地、パンとぶどう畑

の多い地だ。 18ヒゼキヤが、主はわれわれを救われ

る、と言って、あなたがたを惑わすことのないよう

に気をつけよ。もろもろの国の神々のうち、どの神

がその国をアッスリヤの王の手から救ったか。 19ハ

マテやアルパデの神々はどこにいるか。セパルワイ

ムの神々はどこにいるか。彼らはサマリヤをわたし

の手から救い出したか。 20これらの国々のすべての

神々のうちに、だれかその国をわたしの手から救い

出した者があるか。主がどうしてエルサレムをわた

しの手から救い出すことができよう』」。 21しかし

民は黙ってひと言も答えなかった。王が命じて、「

彼に答えてはならない」と言っておいたからである

。 22その時ヒルキヤの子である宮内卿エリアキム、

書記官セブナおよびアサフの子である史官ヨアは衣

を裂き、ヒゼキヤのもとに来て、ラブシャケの言葉

を彼に告げた。

37ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を裂き、荒布を

身にまとって主の宮に入り、 2宮内卿エリアキムと
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書記官セブナおよび祭司のうちの年長者たちに荒布

をまとわせて、アモツの子預言者イザヤのもとへつ

かわした。 3彼らはイザヤに言った、「ヒゼキヤは

こう言います、『きょうは悩みと責めと、はずかし

めの日です。胎児がまさに生れようとして、これを

産み出す力がないのです。 4あなたの神、主は、あ

るいはラブシャケのもろもろの言葉を聞かれたかも

しれません。彼はその主君アッスリヤの王につかわ

されて、生ける神をそしりました。あなたの神、主

はその言葉を聞いて、あるいは責められるかもしれ

ません。それゆえ、この残っている者のために祈を

ささげてください』」。 5ヒゼキヤ王の家来たちが

イザヤのもとに来たとき、 6イザヤは彼らに言った

、「あなたがたの主君にこう言いなさい、『主はこ

う仰せられる、アッスリヤの王のしもべらが、わた

しをそしった言葉を聞いて恐れるには及ばない。 7

見よ、わたしは一つの霊を彼のうちに送って、一つ

のうわさを聞かせ、彼を自分の国へ帰らせて、その

国でつるぎに倒れさせる』」。 8ラブシャケは引き

返して、アッスリヤの王がリブナを攻めているとこ

ろへ行った。彼は王がラキシを去ったことを聞いた

からである。 9この時、アッスリヤの王はエチオピ

ヤの王テルハカについて、「彼はあなたと戦うため

に出てきた」と人々が言うのを聞いた。彼はこのこ

とを聞いて、使者をヒゼキヤにつかわそうとして言

った、 10「ユダの王ヒゼキヤにこう言いなさい、『

あなたは、エルサレムはアッスリヤの王の手に陥る

ことはない、と言うあなたの信頼する神に欺かれて

はならない。 11あなたはアッスリヤの王たちが、国
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々にしたこと、彼らを全く滅ぼしたことを聞いてい

る。どうしてあなたは救われることができようか。

12わたしの先祖たちはゴザン、ハラン、レゼフおよ

びテラサルにいたエデンの人々を滅ぼしたが、その

国々の神々は彼らを救ったか。 13ハマテの王、アル

パデの王、セパルワイムの町の王、ヘナの王および

イワの王はどこにいるか』」。 14ヒゼキヤは使者の

手から手紙を受け取ってそれを読み、主の宮にのぼ

っていって、主の前にそれをひろげ、 15主に祈って

言った、 16「ケルビムの上に座しておられるイスラ

エルの神、万軍の主よ、地のすべての国のうちで、

ただあなただけが神でいらせられます。あなたは天

と地を造られました。 17主よ、耳を傾けて聞いてく

ださい。主よ、目を開いて見てください。セナケリ

ブが生ける神をそしるために書き送った言葉を聞い

てください。 18主よ、まことにアッスリヤの王たち

は、もろもろの民とその国々を滅ぼし、 19またその

神々を火に投げ入れました。それらは神ではなく、

人の手の造ったもので、木や石だから滅ぼされたの

です。 20今われわれの神、主よ、どうぞ、われわれ

を彼の手から救い出してください。そうすれば地の

国々は皆あなただけが主でいらせられることを知る

ようになるでしょう」。 21その時アモツの子イザヤ

は人をつかわしてヒゼキヤに言った、「イスラエル

の神、主はこう言われる、あなたはアッスリヤの王

セナケリブについてわたしに祈ったゆえ、 22主が彼

について語られた言葉はこうである、『処女である

シオンの娘はあなたを侮り、あなたをあざける。エ

ルサレムの娘は、あなたのうしろで頭を振る。 23あ
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なたはだれをそしり、だれをののしったのか。あな

たはだれにむかって声をあげ、目を高くあげたのか

。イスラエルの聖者にむかってだ。 24あなたは、そ

のしもべらによって主をそしって言った、「わたし

は多くの戦車を率いて山々の頂にのぼり、レバノン

の奥へ行き、たけの高い香柏と、最も良いいとすぎ

を切り倒し、またその果の高地へ行き、その密林に

はいった。 25わたしは井戸を掘って水を飲んだ。わ

たしは足の裏でエジプトのすべての川を踏みからし

た」。 26あなたは聞かなかったか、昔わたしがそれ

を定めたことを。堅固な町々を、あなたがこわして

荒塚とすることも、いにしえの日から、わたしが計

画して今それをきたらせたのだ。 27そのうちに住む

民は力弱く、おののき恥をいだいて、野の草のよう

に、青菜のようになり、育たずに枯れる屋根の草の

ようになった。 28わたしは、あなたの座すること、

出入りすること、また、わたしにむかって怒り叫ん

だことをも知っている。 29あなたが、わたしにむか

って怒り叫んだことと、あなたの高慢な言葉とがわ

たしの耳にはいったゆえ、わたしは、あなたの鼻に

輪をつけ、あなたの口にくつわをはめて、あなたを

、もと来た道へ引きもどす』。 30あなたに与えるし

るしはこれである。すなわち、ことしは落ち穂から

生えた物を食べ、二年目には、またその落ち穂から

生えた物を食べ、三年目には種をまき、刈り入れ、

ぶどう畑を作ってその実を食べる。 31ユダの家の、

のがれて残る者は再び下に根を張り、上に実を結ぶ

。 32すなわち残る者はエルサレムから出、のがれる

物はシオンの山から出る。万軍の主の熱心がこれを
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なし遂げられる。 33それゆえ、主はアッスリヤの王

について、こう仰せられる、『彼はこの町にこない

。またここに矢を放たない。また盾をもって、その

前にこない。また塁を築いて、これを攻めることは

ない。 34彼は来た道から帰って、この町に、はいる

ことはない、と主は言う。 35わたしは自分のため、

また、わたしのしもべダビデのために町を守って、

これを救おう』」。 36主の使が出て、アッスリヤび

との陣営で十八万五千人を撃ち殺した。人々が朝早

く起きて見ると、彼らは皆死体となっていた。 37ア

ッスリヤの王セナケリブは立ち去り、帰っていって

ニネベにいたが、 38その神ニスロクの神殿で礼拝し

ていた時、その子らのアデラン・メレクとシャレゼ

ルがつるぎをもって彼を殺し、ともにアララテの地

へ逃げていった。それで、その子エサルハドンが代

って王となった。

38そのころヒゼキヤは病気になって死にかかって

いた。アモツの子預言者イザヤは彼のところに来て

言った、「主はこう仰せられます、あなたの家を整

えておきなさい。あなたは死にます、生きながらえ

ることはできません」。 2そこでヒゼキヤは顔を壁

に向けて主に祈って言った、 3「ああ主よ、願わく

は、わたしが真実と真心とをもって、み前に歩み、

あなたの目にかなう事を行ったのを覚えてください

」。そしてヒゼキヤはひどく泣いた。 4その時主の

言葉がイザヤに臨んで言った、 5「行って、ヒゼキ

ヤに言いなさい、『あなたの父ダビデの神、主はこ

う仰せられます、「わたしはあなたの祈を聞いた。

あなたの涙を見た。見よ、わたしはあなたのよわい
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を十五年増そう。 6わたしはあなたと、この町とを

アッスリヤの王の手から救い、この町を守ろう」。

7主が約束されたことを行われることについては、あ

なたは主からこのしるしを得る。 8見よ、わたしは

アハズの日時計の上に進んだ日影を十度退かせよう

』」。すると日時計の上に進んだ日影が十度退いた

。 9次の言葉はユダの王ヒゼキヤが病気になって、

その病気が直った後、書きしるしたものである。 10

わたしは言った、わたしはわが一生のまっ盛りに、

去らなければならない。わたしは陰府の門に閉ざさ

れて、わが残りの年を失わなければならない。 (Sheol

h7585) 11わたしは言った、わたしは生ける者の地で、

主を見ることなく、世におる人々のうちに、再び人

を見ることがない。 12わがすまいは抜き去られて羊

飼の天幕のようにわたしを離れる。わたしは、わが

命を機織りのように巻いた。彼はわたしを機から切

り離す。あなたは朝から夕までの間に、わたしを滅

ぼされる。 13わたしは朝まで叫んだ。主はししのよ

うにわが骨をことごとく砕かれる。あなたは朝から

夕までの間に、わたしを滅ぼされる。 14わたしは、

つばめのように、つるのように鳴き、はとのように

うめき、わが目は上を見て衰える。主よ、わたしは

、しえたげられています。どうか、わたしの保証人

となってください。 15しかし、わたしは何を言うこ

とができましょう。主はわたしに言われ、かつ、自

らそれをなされたからである。わが魂の苦しみによ

って、わが眠りはことごとく逃げ去った。 16主よ、

これらの事によって人は生きる。わが霊の命もすべ

てこれらの事による。どうか、わたしをいやし、わ
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たしを生かしてください。 17見よ、わたしが大いな

る苦しみにあったのは、わが幸福のためであった。

あなたはわが命を引きとめて、滅びの穴をまぬかれ

させられた。これは、あなたがわが罪をことごとく

、あなたの後に捨てられたからである。 18陰府は、

あなたに感謝することはできない。死はあなたをさ

んびすることはできない。墓にくだる者は、あなた

のまことを望むことはできない。 (Sheol h7585) 19ただ

生ける者、生ける者のみ、きょう、わたしがするよ

うに、あなたに感謝する。父はあなたのまことを、

その子らに知らせる。 20主はわたしを救われる。わ

れわれは世にあるかぎり、主の家で琴にあわせて、

歌をうたおう。 21イザヤは言った、「干いちじくの

ひとかたまりを持ってこさせ、それを腫物につけな

さい。そうすれば直るでしょう」。 22ヒゼキヤはま

た言った、「わたしが主の家に上ることについて、

どんなしるしがありましょうか」。

39そのころ、バラダンの子であるバビロンの王メ

ロダク・バラダンは手紙と贈り物を持たせて使節を

ヒゼキヤにつかわした。これはヒゼキヤが病気であ

ったが、直ったことを聞いたからである。 2ヒゼキ

ヤは彼らを喜び迎えて、宝物の蔵、金銀、香料、貴

重な油および武器倉、ならびにその倉庫にあるすべ

ての物を彼らに見せた。家にある物も、国にある物

も、ヒゼキヤが彼らに見せない物は一つもなかった

。 3時に預言者イザヤはヒゼキヤ王のもとに来て言

った、「あの人々は何を言いましたか。どこから来

たのですか」。ヒゼキヤは言った、「彼らは遠い国

から、すなわちバビロンから来たのです」。 4イザ
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ヤは言った、「彼らは、あなたの家で何を見ました

か」。ヒゼキヤは答えて言った、「彼らは、わたし

の家にある物を皆見ました。倉庫のうちには、彼ら

に見せなかった物は一つもありません」。 5そこで

イザヤはヒゼキヤに言った、「万軍の主の言葉を聞

きなさい。 6見よ、すべてあなたの家にある物およ

びあなたの先祖たちが今日までに積みたくわえた物

がバビロンに運び去られる日が来る。何も残るもの

はない、と主が言われます。 7また、あなたの身か

ら出るあなたの子たちも連れ去られて、バビロンの

王の宮殿において宦官となるでしょう」。 8ヒゼキ

ヤはイザヤに言った、「あなたが言われた主の言葉

は結構です」。彼は「少なくとも自分が世にある間

は太平と安全があるだろう」と思ったからである。

40あなたがたの神は言われる、「慰めよ、わが民

を慰めよ、 2ねんごろにエルサレムに語り、これに

呼ばわれ、その服役の期は終り、そのとがはすでに

ゆるされ、そのもろもろの罪のために二倍の刑罰を

主の手から受けた」。 3呼ばわる者の声がする、「

荒野に主の道を備え、さばくに、われわれの神のた

めに、大路をまっすぐにせよ。 4もろもろの谷は高

くせられ、もろもろの山と丘とは低くせられ、高底

のある地は平らになり、険しい所は平地となる。 5

こうして主の栄光があらわれ、人は皆ともにこれを

見る。これは主の口が語られたのである」。 6声が

聞える、「呼ばわれ」。わたしは言った、「なんと

呼ばわりましょうか」。「人はみな草だ。その麗し

さは、すべて野の花のようだ。 7主の息がその上に

吹けば、草は枯れ、花はしぼむ。たしかに人は草だ
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。 8草は枯れ、花はしぼむ。しかし、われわれの神

の言葉はとこしえに変ることはない」。 9よきおと

ずれをシオンに伝える者よ、高い山にのぼれ。よき

おとずれをエルサレムに伝える者よ、強く声をあげ

よ、声をあげて恐れるな。ユダのもろもろの町に言

え、「あなたがたの神を見よ」と。 10見よ、主なる

神は大能をもってこられ、その腕は世を治める。見

よ、その報いは主と共にあり、そのはたらきの報い

は、そのみ前にある。 11主は牧者のようにその群れ

を養い、そのかいなに小羊をいだき、そのふところ

に入れて携えゆき、乳を飲ませているものをやさし

く導かれる。 12だれが、たなごころをもって海をは

かり、指を伸ばして天をはかり、地のちりを枡に盛

り、てんびんをもって、もろもろの山をはかり、は

かりをもって、もろもろの丘をはかったか。 13だれ

が、主の霊を導き、その相談役となって主を教えた

か。 14主はだれと相談して悟りを得たか。だれが主

に公義の道を教え、知識を教え、悟りの道を示した

か。 15見よ、もろもろの国民は、おけの一しずくの

ように、はかりの上のちりのように思われる。見よ

、主は島々を、ほこりのようにあげられる。 16レバ

ノンは、たきぎに足りない、またその獣は、燔祭に

足りない。 17主のみ前には、もろもろの国民は無き

にひとしい。彼らは主によって、無きもののように

、むなしいもののように思われる。 18それで、あな

たがたは神をだれとくらべ、どんな像と比較しよう

とするのか。 19偶像は細工人が鋳て造り、鍛冶が、

金をもって、それをおおい、また、これがために銀

の鎖を造る。 20貧しい者は、ささげ物として朽ちる
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ことのない木を選び、巧みな細工人を求めて、動く

ことのない像を立たせる。 21あなたがたは知らなか

ったか。あなたがたは聞かなかったか。初めから、

あなたがたに伝えられなかったか。地の基をおいた

時から、あなたがたは悟らなかったか。 22主は地球

のはるか上に座して、地に住む者をいなごのように

見られる。主は天を幕のようにひろげ、これを住む

べき天幕のように張り、 23また、もろもろの君を無

きものとせられ、地のつかさたちを、むなしくされ

る。 24彼らは、かろうじて植えられ、かろうじてま

かれ、その幹がかろうじて地に根をおろしたとき、

神がその上を吹かれると、彼らは枯れて、わらのよ

うに、つむじ風にまき去られる。 25聖者は言われる

、「それで、あなたがたは、わたしをだれにくらべ

、わたしは、だれにひとしいというのか」。 26目を

高くあげて、だれが、これらのものを創造したかを

見よ。主は数をしらべて万軍をひきいだし、おのお

のをその名で呼ばれる。その勢いの大いなるにより

、またその力の強きがゆえに、一つも欠けることは

ない。 27ヤコブよ、何ゆえあなたは、「わが道は主

に隠れている」と言うか。イスラエルよ、何ゆえあ

なたは、「わが訴えはわが神に顧みられない」と言

うか。 28あなたは知らなかったか、あなたは聞かな

かったか。主はとこしえの神、地の果の創造者であ

って、弱ることなく、また疲れることなく、その知

恵ははかりがたい。 29弱った者には力を与え、勢い

のない者には強さを増し加えられる。 30年若い者も

弱り、かつ疲れ、壮年の者も疲れはてて倒れる。 31

しかし主を待ち望む者は新たなる力を得、わしのよ
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うに翼をはって、のぼることができる。走っても疲

れることなく、歩いても弱ることはない。

41海沿いの国々よ、静かにして、わたしに聞け。

もろもろの民よ、力を新たにし、近づいて語れ。わ

れわれは共にさばきの座に近づこう。 2だれが東か

ら人を起したか。彼はその行く所で勝利をもって迎

えられ、もろもろの国を征服し、もろもろの王を足

の下に踏みつけ、そのつるぎをもって彼らをちりの

ようにし、その弓をもって吹き去られる、わらのよ

うにする。 3彼はこれらの者を追ってその足のまだ

踏んだことのない道を、安らかに過ぎて行く。 4だ

れがこの事を行ったか、なしたか。だれが初めから

世々の人々を呼び出したか。主なるわたしは初めで

あって、また終りと共にあり、わたしがそれだ。 5

海沿いの国々は見て恐れ、地の果は、おののき、近

づいて来た。 6彼らはおのおのその隣を助け、その

兄弟たちに言う、「勇気を出せよ」と。 7細工人は

鍛冶を励まし、鎚をもって平らかにする者は金敷き

を打つ者に、はんだづけについて言う、「それは良

い」と。また、くぎをもってそれを堅くし、動くこ

とのないようにする。 8しかし、わがしもべイスラ

エルよ、わたしの選んだヤコブ、わが友アブラハム

の子孫よ、 9わたしは地の果から、あなたを連れて

き、地のすみずみから、あなたを召して、あなたに

言った、「あなたは、わたしのしもべ、わたしは、

あなたを選んで捨てなかった」と。 10恐れてはなら

ない、わたしはあなたと共にいる。驚いてはならな

い、わたしはあなたの神である。わたしはあなたを

強くし、あなたを助け、わが勝利の右の手をもって
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、あなたをささえる。 11見よ、あなたにむかって怒

る者はみな、はじて、あわてふためき、あなたと争

う者は滅びて無に帰する。 12あなたは、あなたと争

う者を尋ねても見いださず、あなたと戦う者は全く

消えうせる。 13あなたの神、主なるわたしはあなた

の右の手をとってあなたに言う、「恐れてはならな

い、わたしはあなたを助ける」。 14主は言われる、

「虫にひとしいヤコブよ、イスラエルの人々よ、恐

れてはならない。わたしはあなたを助ける。あなた

をあがなう者はイスラエルの聖者である。 15見よ、

わたしはあなたを鋭い歯のある新しい打穀機とする

。あなたは山を打って、これを粉々にし、丘をもみ

がらのようにする。 16あなたがあおげば風はこれを

巻き去り、つむじ風がこれを吹き散らす。あなたは

主によって喜びイスラエルの聖者によって誇る。 17

貧しい者と乏しい者とは水を求めても、水がなく、

その舌がかわいて焼けているとき、主なるわたしは

彼らに答える、イスラエルの神なるわたしは彼らを

捨てることがない。 18わたしは裸の山に川を開き、

谷の中に泉をいだし、荒野を池となし、かわいた地

を水の源とする。 19わたしは荒野に香柏、アカシヤ

、ミルトスおよびオリブの木を植え、さばくに、い

とすぎ、すずかけ、からまつをともに置く。 20人々

はこれを見て、主のみ手がこれをなし、イスラエル

の聖者がこれを創造されたことを知り、かつ、よく

考えて共に悟る」。 21主は言われる、「あなたがた

の訴えを出せ」と。ヤコブの王は言われる、「あな

たがたの証拠を持ってこい。 22それを持ってきて、

起るべき事をわれわれに告げよ。さきの事どもの何
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であるかを告げよ。われわれはよく考えて、その結

末を知ろう。あるいはきたるべき事をわれわれに聞

かせよ。 23この後きたるべき事をわれわれに告げよ

。われわれはあなたがたが神であることを知るであ

ろう。幸をくだし、あるいは災をくだせ。われわれ

は驚いて肝をつぶすであろう。 24見よ、あなたがた

は無きものである。あなたがたのわざはむなしい。

あなたがたを選ぶ者は憎むべき者である」。 25わた

しはひとりを起して北からこさせ、わが名を呼ぶ者

を東からこさせる。彼はもろもろのつかさを踏みつ

けてしっくいのようにし、陶器師が粘土を踏むよう

にする。 26だれか、初めからこの事をわれわれに告

げ知らせたか。だれか、あらかじめわれわれに告げ

て、「彼は正しい」と言わせたか。ひとりもこの事

を告げた者はない。ひとりも聞かせた者はない。ひ

とりもあなたがたの言葉を聞いた者はない。 27わた

しははじめてこれをシオンに告げた。わたしは、よ

きおとずれを伝える者をエルサレムに与える。 28し

かし、わたしが見ると、ひとりもない。彼らのなか

には、わたしが尋ねても答えうる助言者はひとりも

ない。 29見よ、彼らはみな人を惑わす者であって、

そのわざは無きもの、その鋳た像はむなしき風であ

る。

42わたしの支持するわがしもべ、わたしの喜ぶわ

が選び人を見よ。わたしはわが霊を彼に与えた。彼

はもろもろの国びとに道をしめす。 2彼は叫ぶこと

なく、声をあげることなく、その声をちまたに聞え

させず、 3また傷ついた葦を折ることなく、ほのぐ

らい灯心を消すことなく、真実をもって道をしめす
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。 4彼は衰えず、落胆せず、ついに道を地に確立す

る。海沿いの国々はその教を待ち望む。 5天を創造

してこれをのべ、地とそれに生ずるものをひらき、

その上の民に息を与え、その中を歩む者に霊を与え

られる主なる神はこう言われる、 6「主なるわたし

は正義をもってあなたを召した。わたしはあなたの

手をとり、あなたを守った。わたしはあなたを民の

契約とし、もろもろの国びとの光として与え、 7盲

人の目を開き、囚人を地下の獄屋から出し、暗きに

座する者を獄屋から出させる。 8わたしは主である

、これがわたしの名である。わたしはわが栄光をほ

かの者に与えない。また、わが誉を刻んだ像に与え

ない。 9見よ、さきに預言した事は起った。わたし

は新しい事を告げよう。その事がまだ起らない前に

、わたしはまず、あなたがたに知らせよう」。 10主

にむかって新しき歌をうたえ。地の果から主をほめ

たたえよ。海とその中に満ちるもの、海沿いの国々

とそれに住む者とは鳴りどよめ。 11荒野とその中の

もろもろの町と、ケダルびとの住むもろもろの村里

は声をあげよ。セラの民は喜びうたえ。山の頂から

呼ばわり叫べ。 12栄光を主に帰し、その誉を海沿い

の国々で語り告げよ。 13主は勇士のように出て行き

、いくさ人のように熱心を起し、ときの声をあげて

呼ばわり、その敵にむかって大能をあらわされる。

14わたしは久しく声を出さず、黙して、おのれをお

さえていた。今わたしは子を産もうとする女のよう

に叫ぶ。わたしの息は切れ、かつあえぐ。 15わたし

は山と丘とを荒し、すべての草を枯らし、もろもろ

の川を島とし、もろもろの池をからす。 16わたしは
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目しいを彼らのまだ知らない大路に行かせ、まだ知

らない道に導き、暗きをその前に光とし、高低のあ

る所を平らにする。わたしはこれらの事をおこなっ

て彼らを捨てない。 17刻んだ偶像に頼み、鋳た偶像

にむかって「あなたがたは、われわれの神である」

と言う者は退けられて、大いに恥をかく。 18耳しい

よ、聞け。目しいよ、目を注いで見よ。 19だれか、

わがしもべのほかに目しいがあるか。だれか、わが

つかわす使者のような耳しいがあるか。だれか、わ

が献身者のような目しいがあるか。だれか、主のし

もべのような目しいがあるか。 20彼は多くの事を見

ても認めず、耳を開いても聞かない。 21主はおのれ

の義のために、その教を大いなるものとし、かつ光

栄あるものとすることを喜ばれた。 22ところが、こ

の民はかすめられ、奪われて、みな穴の中に捕われ

、獄屋の中に閉じこめられた。彼らはかすめられて

も助ける者がなく、物を奪われても「もどせ」と言

う者もない。 23あなたがたのうち、だれがこの事に

耳を傾けるだろうか、だれが心をもちいて後のため

にこれを聞くだろうか。 24ヤコブを奪わせた者はだ

れか。かすめる者にイスラエルをわたした者はだれ

か。これは主ではないか。われわれは主にむかって

罪を犯し、その道に歩むことを好まず、またその教

に従うことを好まなかった。 25それゆえ、主は激し

い怒りと、猛烈な戦いを彼らに臨ませられた。それ

が火のように周囲に燃えても、彼らは悟らず、彼ら

を焼いても、心にとめなかった。

43ヤコブよ、あなたを創造された主はこう言われ

る。イスラエルよ、あなたを造られた主はいまこう
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言われる、「恐れるな、わたしはあなたをあがなっ

た。わたしはあなたの名を呼んだ、あなたはわたし

のものだ。 2あなたが水の中を過ぎるとき、わたし

はあなたと共におる。川の中を過ぎるとき、水はあ

なたの上にあふれることがない。あなたが火の中を

行くとき、焼かれることもなく、炎もあなたに燃え

つくことがない。 3わたしはあなたの神、主である

、イスラエルの聖者、あなたの救主である。わたし

はエジプトを与えてあなたのあがないしろとし、エ

チオピヤとセバとをあなたの代りとする。 4あなた

はわが目に尊く、重んぜられるもの、わたしはあな

たを愛するがゆえに、あなたの代りに人を与え、あ

なたの命の代りに民を与える。 5恐れるな、わたし

はあなたと共におる。わたしは、あなたの子孫を東

からこさせ、西からあなたを集める。 6わたしは北

にむかって『ゆるせ』と言い、南にむかって『留め

るな』と言う。わが子らを遠くからこさせ、わが娘

らを地の果からこさせよ。 7すべてわが名をもって

となえられる者をこさせよ。わたしは彼らをわが栄

光のために創造し、これを造り、これを仕立てた」

。 8目があっても目しいのような民、耳があっても

耳しいのような民を連れ出せ。 9国々はみな相つど

い、もろもろの民は集まれ。彼らのうち、だれがこ

の事を告げ、さきの事どもを、われわれに聞かせる

ことができるか。その証人を出して、おのれの正し

い事を証明させ、それを聞いて「これは真実だ」と

言わせよ。 10主は言われる、「あなたがたはわが証

人、わたしが選んだわがしもべである。それゆえ、

あなたがたは知って、わたしを信じ、わたしが主で
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あることを悟ることができる。わたしより前に造ら

れた神はなく、わたしより後にもない。 11ただわた

しのみ主である。わたしのほかに救う者はいない。

12わたしはさきに告げ、かつ救い、かつ聞かせた。

あなたがたのうちには、ほかの神はなかった。あな

たがたはわが証人である」と主は言われる。 13「わ

たしは神である、今より後もわたしは主である。わ

が手から救い出しうる者はない。わたしがおこなえ

ば、だれが、これをとどめることができよう」。 14

あなたがたをあがなう者、イスラエルの聖者、主は

こう言われる、「あなたがたのために、わたしは人

をバビロンにつかわし、すべての貫の木をこわし、

カルデヤびとの喜びの声を嘆きに変らせる。 15わた

しは主、あなたがたの聖者、イスラエルの創造者、

あなたがたの王である」。 16海のなかに大路を設け

、大いなる水の中に道をつくり、 17戦車および馬、

軍勢および兵士を出てこさせ、これを倒して起きる

ことができないようにし、絶え滅ぼして、灯心の消

えうせるようにされる主はこう言われる、 18「あな

たがたは、さきの事を思い出してはならない、また

、いにしえのことを考えてはならない。 19見よ、わ

たしは新しい事をなす。やがてそれは起る、あなた

がたはそれを知らないのか。わたしは荒野に道を設

け、さばくに川を流れさせる。 20野の獣はわたしを

あがめ、山犬および、だちょうもわたしをあがめる

。わたしが荒野に水をいだし、さばくに川を流れさ

せて、わたしの選んだ民に飲ませるからだ。 21この

民は、わが誉を述べさせるためにわたしが自分のた

めに造ったものである。 22ところがヤコブよ、あな
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たはわたしを呼ばなかった。イスラエルよ、あなた

はわたしをうとんじた。 23あなたは燔祭の羊をわた

しに持ってこなかった。また犠牲をもってわたしを

あがめなかった。わたしは供え物の重荷をあなたに

負わせなかった。また乳香をもってあなたを煩わさ

なかった。 24あなたは金を出して、わたしのために

菖蒲を買わず、犠牲の脂肪を供えて、わたしを飽か

せず、かえって、あなたの罪の重荷をわたしに負わ

せ、あなたの不義をもって、わたしを煩わせた。 25

わたしこそ、わたし自身のためにあなたのとがを消

す者である。わたしは、あなたの罪を心にとめない

。 26あなたは、自分の正しいことを証明するために

自分のことを述べて、わたしに思い出させよ。われ

われは共に論じよう。 27あなたの遠い先祖は罪を犯

し、あなたの仲保者らはわたしにそむいた。 28それ

ゆえ、わたしは聖所の君たちを汚し、ヤコブを全き

滅びにわたし、イスラエルをののしらしめた。

44しかし、わがしもべヤコブよ、わたしが選んだ

イスラエルよ、いま聞け。 2あなたを造り、あなた

を胎内に形造り、あなたを助ける主はこう言われる

、『わがしもべヤコブよ、わたしが選んだエシュル

ンよ、恐れるな。 3わたしは、かわいた地に水を注

ぎ、干からびた地に流れをそそぎ、わが霊をあなた

の子らにそそぎ、わが恵みをあなたの子孫に与える

からである。 4こうして、彼らは水の中の草のよう

に、流れのほとりの柳のように、生え育つ。 5ある

人は「わたしは主のものである」と言い、ある人は

ヤコブの名をもって自分を呼び、またある人は「主

のものである」と手にしるして、イスラエルの名を
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もって自分を呼ぶ』」。 6主、イスラエルの王、イ

スラエルをあがなう者、万軍の主はこう言われる、

「わたしは初めであり、わたしは終りである。わた

しのほかに神はない。 7だれかわたしに等しい者が

あるか。その者はそれを示し、またそれを告げ、わ

が前に言いつらねよ。だれが、昔から、きたるべき

事を聞かせたか。その者はやがて成るべき事をわれ

われに告げよ。 8恐れてはならない、またおののい

てはならない。わたしはこの事を昔から、あなたが

たに聞かせなかったか、また告げなかったか。あな

たがたはわが証人である。わたしのほかに神がある

か。わたしのほかに岩はない。わたしはそのあるこ

とを知らない」。 9偶像を造る者は皆むなしく、彼

らの喜ぶところのものは、なんの役にも立たない。

その信者は見ることもなく、また知ることもない。

ゆえに彼らは恥を受ける。 10だれが神を造り、また

なんの役にも立たない偶像を鋳たか。 11見よ、その

仲間は皆恥を受ける。その細工人らは人間にすぎな

い。彼らが皆集まって立つとき、恐れて共に恥じる

。 12鉄の細工人はこれを造るのに炭の火をもって細

工し、鎚をもってこれを造り、強い腕をもってこれ

を鍛える。彼が飢えれば力は衰え、水を飲まなけれ

ば疲れはてる。 13木の細工人は線を引き、鉛筆でえ

がき、かんなで削り、コンパスでえがき、それを人

の美しい姿にしたがって人の形に造り、家の中に安

置する。 14彼は香柏を切り倒し、あるいはかしの木

、あるいはかしわの木を選んで、それを林の木の中

で強く育てる。あるいは香柏を植え、雨にそれを育

てさせる。 15こうして人はその一部をとって、たき
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ぎとし、これをもって身を暖め、またこれを燃やし

てパンを焼き、また他の一部を神に造って拝み、刻

んだ像に造ってその前にひれ伏す。 16その半ばは火

に燃やし、その半ばで肉を煮て食べ、あるいは肉を

あぶって食べ飽き、また身を暖めて言う、「ああ、

暖まった、熱くなった」と。 17そしてその余りをも

って神を造って偶像とし、その前にひれ伏して拝み

、これに祈って、「あなたはわが神だ、わたしを救

え」と言う。 18これらの人は知ることがなく、また

悟ることがない。その目はふさがれて見ることがで

きず、その心は鈍くなって悟ることができない。 19

その心のうちに思うことをせず、また知識がなく、

悟りがないために、「わたしはその半ばを火に燃や

し、またその炭火の上でパンを焼き、肉をあぶって

食べ、その残りの木をもって憎むべきものを造るの

か。木のはしくれの前にひれ伏すのか」と言う者も

ない。 20彼は灰を食い、迷った心に惑わされて、お

のれを救うことができず、また「わが右の手に偽り

があるではないか」と言わない。 21ヤコブよ、イス

ラエルよ、これらの事を心にとめよ。あなたはわが

しもべだから。わたしはあなたを造った、あなたは

わがしもべだ。イスラエルよ、わたしはあなたを忘

れない。 22わたしはあなたのとがを雲のように吹き

払い、あなたの罪を霧のように消した。わたしに立

ち返れ、わたしはあなたをあがなったから。 23天よ

、歌え、主がこの事をなされたから。地の深き所よ

、呼ばわれ。もろもろの山よ、林およびその中のも

ろもろの木よ、声を放って歌え。主はヤコブをあが

ない、イスラエルのうちに栄光をあらわされたから
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。 24あなたをあがない、あなたを胎内に造られた主

はこう言われる、「わたしは主である。わたしはよ

ろずの物を造り、ただわたしだけが天をのべ、地を

ひらき、だれがわたしと共にいたか 25偽る物のしる

しをむなしくし、占う者を狂わせ、賢い者をうしろ

に退けて、その知識を愚かにする。 26わたしは、わ

がしもべの言葉を遂げさせ、わが使の計りごとを成

らせ、エルサレムについては、『これは民の住む所

となる』と言い、ユダのもろもろの町については、

『ふたたび建てられる、わたしはその荒れ跡を興そ

う』と言い、 27また淵については、『かわけ、わた

しはあなたのもろもろの川を干す』と言い、 28また

クロスについては、『彼はわが牧者、わが目的をこ

とごとくなし遂げる』と言い、エルサレムについて

は、『ふたたび建てられる』と言い、神殿について

は、『あなたの基がすえられる』と言う」。

45わたしはわが受膏者クロスの右の手をとって、

もろもろの国をその前に従わせ、もろもろの王の腰

を解き、とびらをその前に開かせて、門を閉じさせ

ない、と言われる主はその受膏者クロスにこう言わ

れる、 2「わたしはあなたの前に行って、もろもろ

の山を平らにし、青銅のとびらをこわし、鉄の貫の

木を断ち切り、 3あなたに、暗い所にある財宝と、

ひそかな所に隠した宝物とを与えて、わたしは主、

あなたの名を呼んだイスラエルの神であることをあ

なたに知らせよう。 4わがしもべヤコブのために、

わたしの選んだイスラエルのために、わたしはあな

たの名を呼んだ。あなたがわたしを知らなくても、

わたしはあなたに名を与えた。 5わたしは主である
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。わたしのほかに神はない、ひとりもない。あなた

がわたしを知らなくても、わたしはあなたを強くす

る。 6これは日の出る方から、また西の方から、人

々がわたしのほかに神のないことを知るようになる

ためである。わたしは主である、わたしのほかに神

はない。 7わたしは光をつくり、また暗きを創造し

、繁栄をつくり、またわざわいを創造する。わたし

は主である、すべてこれらの事をなす者である。 8

天よ、上より水を注げ、雲は義を降らせよ。地は開

けて救を生じ、また義をも、生えさせよ。主なるわ

たしはこれを創造した。 9陶器が陶器師と争うよう

に、おのれを造った者と争う者はわざわいだ。粘土

は陶器師にむかって『あなたは何を造るか』と言い

、あるいは『あなたの造った物には手がない』と言

うだろうか。 10父にむかって『あなたは、なぜ子を

もうけるのか』と言い、あるいは女にむかって『あ

なたは、なぜ産みの苦しみをするのか』と言う者は

わざわいだ」。 11イスラエルの聖者、イスラエルを

造られた主はこう言われる、「あなたがたは、わが

子らについてわたしに問い、またわが手のわざにつ

いてわたしに命ずるのか。 12わたしは地を造って、

その上に人を創造した。わたしは手をもって天をの

べ、その万軍を指揮した。 13わたしは義をもってク

ロスを起した。わたしは彼のすべての道をまっすぐ

にしよう。彼はわが町を建て、わが捕囚を価のため

でなく、また報いのためでもなく解き放つ」と万軍

の主は言われる。 14主はこう言われる、「エジプト

の富と、エチオピヤの商品と、たけの高いセバびと

とはあなたに来て、あなたのものとなり、あなたに
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従い、彼らは鎖につながれて来て、あなたの前にひ

れ伏し、あなたに願って言う、『神はただあなたと

共にいまし、このほかに神はなく、ひとりもない』

」。 15イスラエルの神、救主よ、まことに、あなた

はご自分を隠しておられる神である。 16偶像を造る

者は皆恥を負い、はずかしめを受け、ともに、あわ

てふためいて退く。 17しかし、イスラエルは主に救

われて、とこしえの救を得る。あなたがたは世々か

ぎりなく、恥を負わず、はずかしめを受けない。 18

天を創造された主、すなわち神であってまた地をも

造り成し、これを堅くし、いたずらにこれを創造さ

れず、これを人のすみかに造られた主はこう言われ

る、「わたしは主である、わたしのほかに神はない

。 19わたしは隠れたところ、地の暗い所で語らず、

ヤコブの子孫に『わたしを尋ねるのはむだだ』と言

わなかった。主なるわたしは正しい事を語り、まっ

すぐな事を告げる。 20もろもろの国からのがれてき

た者よ、集まってきて、共に近寄れ。木像をにない

、救うことのできない神に祈る者は無知である。 21

あなたがたの言い分を持ってきて述べよ。また共に

相談せよ。この事をだれがいにしえから示したか。

だれが昔から告げたか。わたし、すなわち主ではな

かったか。わたしのほかに神はない。わたしは義な

る神、救主であって、わたしのほかに神はない。 22

地の果なるもろもろの人よ、わたしを仰ぎのぞめ、

そうすれば救われる。わたしは神であって、ほかに

神はないからだ。 23わたしは自分をさして誓った、

わたしの口から出た正しい言葉は帰ることがない、

『すべてのひざはわが前にかがみ、すべての舌は誓
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いをたてる』。 24人はわたしについて言う、『正義

と力とは主にのみある』と。人々は主にきたり、主

にむかって怒る者は皆恥を受ける。 25しかしイスラ

エルの子孫は皆主によって勝ち誇ることができる」

。

46ベルは伏し、ネボはかがみ、彼らの像は獣と家

畜との上にある。あなたがたが持ち歩いたものは荷

となり、疲れた獣の重荷となった。 2彼らはかがみ

、彼らは共に伏し、重荷となった者を救うことがで

きずかえって、自分は捕われて行く。 3「ヤコブの

家よ、イスラエルの家の残ったすべての者よ、生れ

出た時から、わたしに負われ、胎を出た時から、わ

たしに持ち運ばれた者よ、わたしに聞け。 4わたし

はあなたがたの年老いるまで変らず、白髪となるま

で、あなたがたを持ち運ぶ。わたしは造ったゆえ、

必ず負い、持ち運び、かつ救う。 5あなたがたは、

わたしをだれにたぐい、だれと等しくし、だれにく

らべ、かつなぞらえようとするのか。 6彼らは袋か

らこがねを注ぎ出し、はかりをもって、しろがねを

はかり、金細工人を雇って、それを神に造らせ、こ

れにひれ伏して拝む。 7彼らはこれをもたげて肩に

載せ、持って行って、その所に置き、そこに立たせ

る。これはその所から動くことができない。人がこ

れに呼ばわっても答えることができない。また彼を

その悩みから救うことができない。 8あなたがたは

この事をおぼえ、よく考えよ。そむける者よ、この

事を心にとめよ、 9いにしえよりこのかたの事をお

ぼえよ。わたしは神である、わたしのほかに神はな

い。わたしは神である、わたしと等しい者はない。
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10わたしは終りの事を初めから告げ、まだなされな

い事を昔から告げて言う、『わたしの計りごとは必

ず成り、わが目的をことごとくなし遂げる』と。 11

わたしは東から猛禽を招き、遠い国からわが計りご

とを行う人を招く。わたしはこの事を語ったゆえ、

必ずこさせる。わたしはこの事をはかったゆえ、必

ず行う。 12心をかたくなにして、救に遠い者よ、わ

たしに聞け。 13わたしはわが救を近づかせるゆえ、

その来ることは遠くない。わが救はおそくない。わ

たしは救をシオンに与え、わが栄光をイスラエルに

与える」。

47処女なるバビロンの娘よ、下って、ちりの中に

すわれ。カルデヤびとの娘よ、王座のない地にすわ

れ。あなたはもはや、やさしく、たおやかな女とと

なえられることはない。 2石うすをとって粉をひけ

、顔おおいを取り去り、うちぎを脱ぎ、すねをあら

わして川を渡れ。 3あなたの裸はあらわれ、あなた

の恥は見られる。わたしはあだを報いて、何人とを

も助けない。 4われわれをあがなう者はその名を万

軍の主といい、イスラエルの聖者である。 5カルデ

ヤびとの娘よ、黙してすわれ、また暗い所にはいれ

。あなたはもはや、もろもろの国の女王ととなえら

れることはない。 6わたしはわが民を憤り、わが嗣

業を汚して、これをあなたの手に渡した。あなたは

これに、あわれみを施さず、年老いた者の上に、は

なはだ重いくびきを負わせた。 7あなたは言った、

「わたしは、とこしえに女王となる」と。そして、

あなたはこれらの事を心にとめず、またその終りを

思わなかった。 8楽しみにふけり、安らかにおり、
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心のうちに「ただわたしだけで、わたしのほかにだ

れもなく、わたしは寡婦となることはない、また子

を失うことはない」と言う者よ、今この事を聞け。

9これらの二つの事は一日のうちに、またたくまにあ

なたに臨む。すなわち子を失い、寡婦となる事はた

といあなたが多くの魔術を行い、魔法の大いなる力

をもってしてもことごとくあなたに臨む。 10あなた

は自分の悪に寄り頼んで言う、「わたしを見る者は

ない」と。あなたの知恵と、あなたの知識とはあな

たを惑わした。あなたは心のうちに言った、「ただ

わたしだけで、わたしのほかにだれもない」と。 11

しかし、わざわいが、あなたに臨む、あなたは、そ

れをあがなうことができない。なやみが、あなたを

襲う、あなたは、それをつぐなうことができない。

滅びが、にわかにあなたに臨む、あなたは、それに

ついて何も知らない。 12あなたが若い時から勤め行

ったあなたの魔法と、多くの魔術とをもって立ちむ

かってみよ、あるいは成功するかもしれない、ある

いは敵を恐れさせるかもしれない。 13あなたは多く

の計りごとによってうみ疲れた。かの天を分かつ者

、星を見る者、新月によって、あなたに臨む事を告

げる者を立ちあがらせて、あなたを救わせてみよ。

14見よ、彼らはわらのようになって、火に焼き滅ぼ

され、自分の身を炎の勢いから、救い出すことがで

きない。その火は身を暖める炭火ではない、またそ

の前にすわるべき火でもない。 15あなたが勤めて行

ったものと、あなたの若い時からあなたと売り買い

した者とは、ついにこのようになる。彼らはめいめ
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い自分の方向にさすらいゆき、ひとりもあなたを救

う者はない。

48ヤコブの家よ、これを聞け。あなたがたはイス

ラエルの名をもってとなえられ、ユダの腰から出、

主の名によって誓い、イスラエルの神をとなえるけ

れども、真実をもってせず、正義をもってしない。

2彼らはみずから聖なる都のものととなえ、イスラエ

ルの神に寄り頼む。その名は万軍の主という。 3「

わたしはさきに成った事を、いにしえから告げた。

わたしは口から出して彼らに知らせた。わたしは、

にわかにこの事を行い、そして成った。 4わたしは

あなたが、かたくなで、その首は鉄の筋、その額は

青銅であることを知るゆえに、 5いにしえから、か

の事をあなたに告げ、その成らないさきに、これを

あなたに聞かせた。そうでなければ、あなたは言う

だろう、『わが偶像がこれをしたのだ、わが刻んだ

像と、鋳た像がこれを命じたのだ』と。 6あなたは

すでに聞いた、すべてこれが成ったことを見よ。あ

なたがたはこれを宣べ伝えないのか。わたしは今か

ら新しい事、あなたがまだ知らない隠れた事をあな

たに聞かせよう。 7これらの事はいま創造されたの

で、いにしえからあったのではない。この日以前に

は、あなたはこれを聞かなかった。そうでなければ

、あなたは言うだろう、『見よ、わたしはこれを知

っていた』と。 8あなたはこれを聞くこともなく、

知ることもなく、あなたの耳は、いにしえから開か

れなかった。わたしはあなたが全く不信実で、生れ

ながら反逆者ととなえられたことを知っていたから

である。 9わが名のために、わたしは怒りをおそく
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する。わが誉のために、わたしはこれをおさえて、

あなたを断ち滅ぼすことをしない。 10見よ、わたし

はあなたを練った。しかし銀のようにではなくて、

苦しみの炉をもってあなたを試みた。 11わたしは自

分のために、自分のためにこれを行う。どうしてわ

が名を汚させることができよう。わたしはわが栄光

をほかの者に与えることをしない。 12ヤコブよ、わ

たしの召したイスラエルよ、わたしに聞け。わたし

はそれだ、わたしは初めであり、わたしはまた終り

である。 13わが手は地の基をすえ、わが右の手は天

をのべた。わたしが呼ぶと、彼らはもろともに立つ

。 14あなたがたは皆集まって聞け。彼らのうち、だ

れがこれらの事を告げたか。主の愛せられる彼は主

のみこころをバビロンに行い、その腕はカルデヤび

との上に臨む。 15語ったのは、ただわたしであって

、わたしは彼を召した。わたしは彼をこさせた。彼

はその道に栄える。 16あなたがたはわたしに近寄っ

て、これを聞け。わたしは初めから、ひそかに語ら

なかった。それが成った時から、わたしはそこにい

たのだ」。いま主なる神は、わたしとその霊とをつ

かわされた。 17あなたのあがない主、イスラエルの

聖者、主はこう言われる、「わたしはあなたの神、

主である。わたしは、あなたの利益のために、あな

たを教え、あなたを導いて、その行くべき道に行か

せる。 18どうか、あなたはわたしの戒めに聞き従う

ように。そうすれば、あなたの平安は川のように、

あなたの義は海の波のようになり、 19あなたのすえ

は砂のように、あなたの子孫は砂粒のようになって

、その名はわが前から断たれることなく、滅ぼされ
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ることはない」。 20あなたがたはバビロンから出、

カルデヤからのがれよ。喜びの声をもってこれをの

べ聞かせ、地の果にまで語り伝え、「主はそのしも

べヤコブをあがなわれた」と言え。 21主が彼らを導

いて、さばくを通らせられたとき、彼らは、かわい

たことがなかった。主は彼らのために岩から水を流

れさせ、また岩を裂かれると、水がほとばしり出た

。 22主は言われた、「悪い者には平安がない」と。

49海沿いの国々よ、わたしに聞け。遠いところの

もろもろの民よ、耳を傾けよ。主はわたしを生れ出

た時から召し、母の胎を出た時からわが名を語り告

げられた。 2主はわが口を鋭利なつるぎとなし、わ

たしをみ手の陰にかくし、とぎすました矢となして

、箙にわたしを隠された。 3また、わたしに言われ

た、「あなたはわがしもべ、わが栄光をあらわすべ

きイスラエルである」と。 4しかし、わたしは言っ

た、「わたしはいたずらに働き、益なく、むなしく

力を費した。しかもなお、まことにわが正しきは主

と共にあり、わが報いはわが神と共にある」と。 5

ヤコブをおのれに帰らせ、イスラエルをおのれのも

とに集めるために、わたしを腹の中からつくってそ

のしもべとされた主は言われる。（わたしは主の前

に尊ばれ、わが神はわが力となられた） 6主は言わ

れる、「あなたがわがしもべとなって、ヤコブのも

ろもろの部族をおこし、イスラエルのうちの残った

者を帰らせることは、いとも軽い事である。わたし

はあなたを、もろもろの国びとの光となして、わが

救を地の果にまでいたらせよう」と。 7イスラエル

のあがない主、イスラエルの聖者なる主は、人に侮
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られる者、民に忌みきらわれる者、つかさたちのし

もべにむかってこう言われる、「もろもろの王は見

て、立ちあがり、もろもろの君は立って、拝する。

これは真実なる主、イスラエルの聖者が、あなたを

選ばれたゆえである」。 8主はこう言われる、「わ

たしは恵みの時に、あなたに答え、救の日にあなた

を助けた。わたしはあなたを守り、あなたを与えて

民の契約とし、国を興し、荒れすたれた地を嗣業と

して継がせる。 9わたしは捕えられた人に『出よ』

と言い、暗きにおる者に『あらわれよ』と言う。彼

らは道すがら食べることができ、すべての裸の山に

も牧草を得る。 10彼らは飢えることがなく、かわく

こともない。また熱い風も、太陽も彼らを撃つこと

はない。彼らをあわれむ者が彼らを導き、泉のほと

りに彼らを導かれるからだ。 11わたしは、わがもろ

もろの山を道とし、わが大路を高くする。 12見よ、

人々は遠くから来る。見よ、人々は北から西から、

またスエネの地から来る」。 13天よ、歌え、地よ、

喜べ。もろもろの山よ、声を放って歌え。主はその

民を慰め、その苦しむ者をあわれまれるからだ。 14

しかしシオンは言った、「主はわたしを捨て、主は

わたしを忘れられた」と。 15「女がその乳のみ子を

忘れて、その腹の子を、あわれまないようなことが

あろうか。たとい彼らが忘れるようなことがあって

も、わたしは、あなたを忘れることはない。 16見よ

、わたしは、たなごころにあなたを彫り刻んだ。あ

なたの石がきは常にわが前にある。 17あなたを建て

る者は、あなたをこわす者を追い越し、あなたを荒

した者は、あなたから出て行く。 18あなたの目をあ
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げて見まわせ。彼らは皆集まって、あなたのもとに

来る。主は言われる、わたしは生きている、あなた

は彼らを皆、飾りとして身につけ、花嫁の帯のよう

にこれを結ぶ。 19あなたの荒れ、かつすたれた所、

こわされた地は、住む人の多いために狭くなり、あ

なたを、のみつくした者は、はるかに離れ去る。 20

あなたが子を失った後に生れた子らは、なおあなた

の耳に言う、『この所はわたしには狭すぎる、わた

しのために住むべき所を得させよ』と。 21その時あ

なたは心のうちに言う、『だれがわたしのためにこ

れらの者を産んだのか。わたしは子を失って、子を

もたない。わたしは捕われ、かつ追いやられた。だ

れがこれらの者を育てたのか。見よ、わたしはひと

り残された。これらの者はどこから来たのか』と」

。 22主なる神はこう言われる、「見よ、わたしは手

をもろもろの国にむかってあげ、旗をもろもろの民

にむかって立てる。彼らはそのふところにあなたの

子らを携え、その肩にあなたの娘たちを載せて来る

。 23もろもろの王は、あなたの養父となり、その王

妃たちは、あなたの乳母となり、彼らはその顔を地

につけて、あなたにひれ伏し、あなたの足のちりを

なめる。こうして、あなたはわたしが主であること

を知る。わたしを待ち望む者は恥をこうむることが

ない」。 24勇士が奪った獲物をどうして取り返すこ

とができようか。暴君がかすめた捕虜をどうして救

い出すことができようか。 25しかし主はこう言われ

る、「勇士がかすめた捕虜も取り返され、暴君が奪

った獲物も救い出される。わたしはあなたと争う者

と争い、あなたの子らを救うからである。 26わたし
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はあなたをしえたげる者にその肉を食わせ、その血

を新しい酒のように飲ませて酔わせる。こうして、

すべての人はわたしが主であって、あなたの救主、

またあなたのあがない主、ヤコブの全能者であるこ

とを知るようになる」。

50主はこう言われる、「わたしがあなたがたの母

を去らせたその離縁状は、どこにあるか。わたしは

どの債主にあなたがたを売りわたしたか。見よ、あ

なたがたは、その不義のために売られ、あなたがた

の母は、あなたがたのとがのために出されたのだ。

2わたしが来たとき、なぜひとりもいなかったか。わ

たしが呼んだとき、なぜひとりも答える者がなかっ

たか。わたしの手が短くて、あがなうことができな

いのか。わたしは救う力を持たないのか。見よ、わ

たしが、しかると海はかれ、川は荒野となり、その

中の魚は水がないために、かわき死んで悪臭を放つ

。 3わたしは黒い衣を天に着せ、荒布をもってその

おおいとする」。 4主なる神は教をうけた者の舌を

わたしに与えて、疲れた者を言葉をもって助けるこ

とを知らせ、また朝ごとにさまし、わたしの耳をさ

まして、教をうけた者のように聞かせられる。 5主

なる神はわたしの耳を開かれた。わたしは、そむく

ことをせず、退くことをしなかった。 6わたしを打

つ者に、わたしの背をまかせ、わたしのひげを抜く

者に、わたしのほおをまかせ、恥とつばきとを避け

るために、顔をかくさなかった。 7しかし主なる神

はわたしを助けられる。それゆえ、わたしは恥じる

ことがなかった。それゆえ、わたしは顔を火打石の

ようにした。わたしは決してはずかしめられないこ
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とを知る。 8わたしを義とする者が近くおられる。

だれがわたしと争うだろうか、われわれは共に立と

う。わたしのあだはだれか、わたしの所へ近くこさ

せよ。 9見よ、主なる神はわたしを助けられる。だ

れがわたしを罪に定めるだろうか。見よ、彼らは皆

衣のようにふるび、しみのために食いつくされる。

10あなたがたのうち主を恐れ、そのしもべの声に聞

き従い、暗い中を歩いて光を得なくても、なお主の

名を頼み、おのれの神にたよる者はだれか。 11見よ

、火を燃やし、たいまつをともす者よ、皆その火の

炎の中を歩め、またその燃やした、たいまつの中を

歩め。あなたがたは、これをわたしの手から受けて

、苦しみのうちに伏し倒れる。

51「義を追い求め、主を尋ね求める者よ、わたし

に聞け。あなたがたの切り出された岩と、あなたが

たの掘り出された穴とを思いみよ。 2あなたがたの

父アブラハムと、あなたがたを産んだサラとを思い

みよ。わたしは彼をただひとりであったときに召し

、彼を祝福して、その子孫を増し加えた。 3主はシ

オンを慰め、またそのすべて荒れた所を慰めて、そ

の荒野をエデンのように、そのさばくを主の園のよ

うにされる。こうして、その中に喜びと楽しみとが

あり、感謝と歌の声とがある。 4わが民よ、わたし

に聞け、わが国びとよ、わたしに耳を傾けよ。律法

はわたしから出、わが道はもろもろの民の光となる

。 5わが義はすみやかに近づき、わが救は出て行っ

た。わが腕はもろもろの民を治める。海沿いの国々

はわたしを待ち望み、わが腕に寄り頼む。 6目をあ

げて天を見、また下なる地を見よ。天は煙のように
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消え、地は衣のようにふるび、その中に住む者は、

ぶよのように死ぬ。しかし、わが救はとこしえにな

がらえ、わが義はくじけることがない。 7義を知る

者よ、心のうちにわが律法をたもつ者よ、わたしに

聞け。人のそしりを恐れてはならない、彼らののの

しりに驚いてはならない。 8彼らは衣のように、し

みに食われ、羊の毛のように虫に食われるからだ。

しかし、わが義はとこしえにながらえ、わが救はよ

ろず代に及ぶ」。 9主のかいなよ、さめよ、さめよ

、力を着よ。さめて、いにしえの日、昔の代にあっ

たようになれ。ラハブを切り殺し、龍を刺し貫いた

のは、あなたではなかったか。 10海をかわかし、大

いなる淵の水をかわかし、また海の深き所を、あが

なわれた者の過ぎる道とされたのは、あなたではな

かったか。 11主にあがなわれた者は、歌うたいつつ

、シオンに帰ってきて、そのこうべに、とこしえの

喜びをいただき、彼らは喜びと楽しみとを得、悲し

みと嘆きとは逃げ去る。 12「わたしこそあなたを慰

める者だ。あなたは何者なれば、死ぬべき人を恐れ

、草のようになるべき人の子を恐れるのか。 13天を

のべ、地の基をすえられたあなたの造り主、主を忘

れて、なぜ、しえたげる者が滅ぼそうと備えをする

とき、その憤りのゆえに常にひねもす恐れるのか。

しえたげる者の憤りはどこにあるか。 14身をかがめ

ている捕われ人は、すみやかに解かれて、死ぬこと

なく、穴にくだることなく、その食物はつきること

がない。 15わたしは海をふるわせ、その波をなりど

よめかすあなたの神、主である。その名を万軍の主

という。 16わたしはわが言葉をあなたの口におき、
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わが手の陰にあなたを隠した。こうして、わたしは

天をのべ、地の基をすえ、シオンにむかって、あな

たはわが民であると言う」。 17エルサレムよ、起き

よ、起きよ、立て。あなたはさきに主の手から憤り

の杯をうけて飲み、よろめかす大杯を、滓までも飲

みほした。 18その産んだもろもろの子のなかに、自

分を導く者なく、その育てたもろもろの子のなかに

、自分の手をとる者がない。 19これら二つの事があ

なたに臨んだだれがあなたと共に嘆くだろうか荒廃

と滅亡、ききんとつるぎ。だれがあなたを慰めるだ

ろうか。 20あなたの子らは息絶えだえになり、網に

かかった、かもしかのように、すべてのちまたのす

みに横たわり、主の憤りと、あなたの神の責めとは

、彼らに満ちている。 21それゆえ、苦しめる者、酒

にではなく酔っている者よ、これを聞け。 22あなた

の主、おのが民の訴えを弁護されるあなたの神、主

はこう言われる、「見よ、わたしはよろめかす杯を

あなたの手から取り除き、わが憤りの大杯を取り除

いた。あなたは再びこれを飲むことはない。 23わた

しはこれをあなたを悩ます者の手におく。彼らはさ

きにあなたにむかって言った、『身をかがめよ、わ

れわれは越えていこう』と。そしてあなたはその背

を地のようにし、ちまたのようにして、彼らの越え

ていくにまかせた」。

52シオンよ、さめよ、さめよ、力を着よ。聖なる

都エルサレムよ、美しい衣を着よ。割礼を受けない

者および汚れた者は、もはやあなたのところに、は

いることがないからだ。 2捕われたエルサレムよ、

あなたの身からちりを振り落せ、起きよ。捕われた
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シオンの娘よ、あなたの首のなわを解きすてよ。 3

主はこう言われる、「あなたがたは、ただで売られ

た。金を出さずにあがなわれる」。 4主なる神はこ

う言われる、「わが民はさきにエジプトへ下って行

って、かしこに寄留した。またアッスリヤびとはゆ

えなく彼らをしえたげた。 5それゆえ、今わたしは

ここに何をしようか。わが民はゆえなく捕われた」

と主は言われる。主は言われる、「彼らをつかさど

る者はわめき、わが名は常にひねもす侮られる。 6

それゆえ、わが民はわが名を知るにいたる。その日

には彼らはこの言葉を語る者がわたしであることを

知る。わたしはここにおる」。 7よきおとずれを伝

え、平和を告げ、よきおとずれを伝え、救を告げ、

シオンにむかって「あなたの神は王となられた」と

言う者の足は山の上にあって、なんと麗しいことだ

ろう。 8聞けよ、あなたの見張びとは声をあげて、

共に喜び歌っている。彼らは目と目と相合わせて、

主がシオンに帰られるのを見るからだ。 9エルサレ

ムの荒れすたれた所よ、声を放って共に歌え。主は

その民を慰め、エルサレムをあがなわれたからだ。

10主はその聖なるかいなを、もろもろの国びとの前

にあらわされた。地のすべての果は、われわれの神

の救を見る。 11去れよ、去れよ、そこを出て、汚れ

た物にさわるな。その中を出よ、主の器をになう者

よ、おのれを清く保て。 12あなたがたは急いで出る

に及ばない、また、とんで行くにも及ばない。主は

あなたがたの前に行き、イスラエルの神はあなたが

たのしんがりとなられるからだ。 13見よ、わがしも

べは栄える。彼は高められ、あげられ、ひじょうに
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高くなる。 14多くの人が彼に驚いたように彼の顔だ

ちは、そこなわれて人と異なり、その姿は人の子と

異なっていたからである 15彼は多くの国民を驚かす

。王たちは彼のゆえに口をつむぐ。それは彼らがま

だ伝えられなかったことを見、まだ聞かなかったこ

とを悟るからだ。

53だれがわれわれの聞いたことを信じ得たか。主

の腕は、だれにあらわれたか。 2彼は主の前に若木

のように、かわいた土から出る根のように育った。

彼にはわれわれの見るべき姿がなく、威厳もなく、

われわれの慕うべき美しさもない。 3彼は侮られて

人に捨てられ、悲しみの人で、病を知っていた。ま

た顔をおおって忌みきらわれる者のように、彼は侮

られた。われわれも彼を尊ばなかった。 4まことに

彼はわれわれの病を負い、われわれの悲しみをにな

った。しかるに、われわれは思った、彼は打たれ、

神にたたかれ、苦しめられたのだと。 5しかし彼は

われわれのとがのために傷つけられ、われわれの不

義のために砕かれたのだ。彼はみずから懲しめをう

けて、われわれに平安を与え、その打たれた傷によ

って、われわれはいやされたのだ。 6われわれはみ

な羊のように迷って、おのおの自分の道に向かって

行った。主はわれわれすべての者の不義を、彼の上

におかれた。 7彼はしえたげられ、苦しめられたけ

れども、口を開かなかった。ほふり場にひかれて行

く小羊のように、また毛を切る者の前に黙っている

羊のように、口を開かなかった。 8彼は暴虐なさば

きによって取り去られた。その代の人のうち、だれ

が思ったであろうか、彼はわが民のとがのために打
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たれて、生けるものの地から断たれたのだと。 9彼

は暴虐を行わず、その口には偽りがなかったけれど

も、その墓は悪しき者と共に設けられ、その塚は悪

をなす者と共にあった。 10しかも彼を砕くことは主

のみ旨であり、主は彼を悩まされた。彼が自分を、

とがの供え物となすとき、その子孫を見ることがで

き、その命をながくすることができる。かつ主のみ

旨が彼の手によって栄える。 11彼は自分の魂の苦し

みにより光を見て満足する。義なるわがしもべはそ

の知識によって、多くの人を義とし、また彼らの不

義を負う。 12それゆえ、わたしは彼に大いなる者と

共に物を分かち取らせる。彼は強い者と共に獲物を

分かち取る。これは彼が死にいたるまで、自分の魂

をそそぎだし、とがある者と共に数えられたからで

ある。しかも彼は多くの人の罪を負い、とがある者

のためにとりなしをした。

54「子を産まなかったうまずめよ、歌え。産みの

苦しみをしなかった者よ、声を放って歌いよばわれ

。夫のない者の子は、とついだ者の子よりも多い」

と主は言われる。 2「あなたの天幕の場所を広くし

、あなたのすまいの幕を張りひろげ、惜しむことな

く、あなたの綱を長くし、あなたの杭を強固にせよ

。 3あなたは右に左にひろがり、あなたの子孫はも

ろもろの国を獲、荒れすたれた町々をも住民で満た

すからだ。 4恐れてはならない。あなたは恥じるこ

とがない。あわてふためいてはならない。あなたは

、はずかしめられることがない。あなたは若い時の

恥を忘れ、寡婦であった時のはずかしめを、再び思

い出すことがない。 5あなたを造られた者はあなた
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の夫であって、その名は万軍の主。あなたをあがな

われる者は、イスラエルの聖者であって、全地の神

ととなえられる。 6捨てられて心悲しむ妻、また若

い時にとついで出された妻を招くように主はあなた

を招かれた」とあなたの神は言われる。 7「わたし

はしばしばあなたを捨てたけれども、大いなるあわ

れみをもってあなたを集める。 8あふれる憤りをも

って、しばしわが顔を隠したけれども、とこしえの

いつくしみをもって、あなたをあわれむ」とあなた

をあがなわれる主は言われる。 9「このことはわた

しにはノアの時のようだ。わたしはノアの洪水を、

再び地にあふれさせないと誓ったが、そのように、

わたしは再びあなたを怒らない、再びあなたを責め

ないと誓った。 10山は移り、丘は動いても、わがい

つくしみはあなたから移ることなく、平安を与える

わが契約は動くことがない」とあなたをあわれまれ

る主は言われる。 11「苦しみをうけ、あらしにもて

あそばれ、慰めを得ない者よ、見よ、わたしはアン

チモニーであなたの石をすえ、サファイヤであなた

の基をおき、 12めのうであなたの尖塔を造り、紅玉

であなたの門を造り、あなたの城壁をことごとく宝

石で造る。 13あなたの子らはみな主に教をうけ、あ

なたの子らは大いに栄える。 14あなたは義をもって

堅く立ち、しえたげから遠ざかって恐れることはな

い。また恐怖から遠ざかる、それはあなたに近づく

ことがないからである。 15たとい争いを起す者があ

ってもわたしによるのではない。すべてあなたと争

う者は、あなたのゆえに倒れる。 16見よ、炭火を吹

きおこして、その目的にかなう武器を造り出す鍛冶
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は、わたしが創造した者、また荒し滅ぼす者も、わ

たしが創造した者である。 17すべてあなたを攻める

ために造られる武器は、その目的を達しない。すべ

てあなたに逆らい立って、争い訴える舌は、あなた

に説き破られる。これが主のしもべらの受ける嗣業

であり、また彼らがわたしから受ける義である」と

主は言われる。

55「さあ、かわいている者はみな水にきたれ。金

のない者もきたれ。来て買い求めて食べよ。あなた

がたは来て、金を出さずに、ただでぶどう酒と乳と

を買い求めよ。 2なぜ、あなたがたは、かてにもな

らぬもののために金を費し、飽きることもできぬも

ののために労するのか。わたしによく聞き従え。そ

うすれば、良い物を食べることができ、最も豊かな

食物で、自分を楽しませることができる。 3耳を傾

け、わたしにきて聞け。そうすれば、あなたがたは

生きることができる。わたしは、あなたがたと、と

こしえの契約を立てて、ダビデに約束した変らない

確かな恵みを与える。 4見よ、わたしは彼を立てて

、もろもろの民への証人とし、また、もろもろの民

の君とし、命令する者とした。 5見よ、あなたは知

らない国民を招く、あなたを知らない国民はあなた

のもとに走ってくる。これはあなたの神、主、イス

ラエルの聖者のゆえであり、主があなたに光栄を与

えられたからである。 6あなたがたは主にお会いす

ることのできるうちに、主を尋ねよ。近くおられる

うちに呼び求めよ。 7悪しき者はその道を捨て、正

らぬ人はその思いを捨てて、主に帰れ。そうすれば

、主は彼にあわれみを施される。われわれの神に帰
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れ、主は豊かにゆるしを与えられる。 8わが思いは

、あなたがたの思いとは異なり、わが道は、あなた

がたの道とは異なっていると主は言われる。 9天が

地よりも高いように、わが道は、あなたがたの道よ

りも高く、わが思いは、あなたがたの思いよりも高

い。 10天から雨が降り、雪が落ちてまた帰らず、地

を潤して物を生えさせ、芽を出させて、種まく者に

種を与え、食べる者にかてを与える。 11このように

、わが口から出る言葉も、むなしくわたしに帰らな

い。わたしの喜ぶところのことをなし、わたしが命

じ送った事を果す。 12あなたがたは喜びをもって出

てきて、安らかに導かれて行く。山と丘とはあなた

の前に声を放って喜び歌い、野にある木はみな手を

打つ。 13いとすぎは、いばらに代って生え、ミルト

スの木は、おどろに代って生える。これは主の記念

となり、また、とこしえのしるしとなって、絶える

ことはない」。

56主はこう言われる、「あなたがたは公平を守っ

て正義を行え。わが救の来るのは近く、わが助けの

あらわれるのが近いからだ。 2安息日を守って、こ

れを汚さず、その手をおさえて、悪しき事をせず、

このように行う人、これを堅く守る人の子はさいわ

いである」。 3主に連なっている異邦人は言っては

ならない、「主は必ずわたしをその民から分かたれ

る」と。宦官もまた言ってはならない、「見よ、わ

たしは枯れ木だ」と。 4主はこう言われる、「わが

安息日を守り、わが喜ぶことを選んで、わが契約を

堅く守る宦官には、 5わが家のうちで、わが垣のう

ちで、むすこにも娘にもまさる記念のしるしと名を
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与え、絶えることのない、とこしえの名を与える。

6また主に連なり、主に仕え、主の名を愛し、そのし

もべとなり、すべて安息日を守って、これを汚さず

、わが契約を堅く守る異邦人は 7わたしはこれをわ

が聖なる山にこさせ、わが祈の家のうちで楽しませ

る、彼らの燔祭と犠牲とは、わが祭壇の上に受けい

れられる。わが家はすべての民の祈の家ととなえら

れるからである」。 8イスラエルの追いやられた者

を集められる主なる神はこう言われる、「わたしは

さらに人を集めて、すでに集められた者に加えよう

」と。 9野のすべての獣よ、林におるすべての獣よ

、来て食らえ。 10見張人らはみな目しいで、知るこ

とがなく、みな、おしの犬で、ほえることができな

い。みな夢みる者、伏している者、まどろむことを

好む者だ。 11この犬どもは強欲で、飽くことを知ら

ない。彼らはまた悟ることのできない牧者で、皆お

のが道にむかいゆき、おのおのみな、おのれの利を

求める。 12彼らは互に言う、「さあ、われわれは酒

を手に入れ、濃い酒をあびるほど飲もう。あすも、

きょうのようであるだろう、すばらしい日だ」と。

57正しい者が滅びても、心にとめる人がなく、神

を敬う人々が取り去られても、悟る者はない。正し

い者は災の前に取り去られて、 2平安に入るからで

ある。すべて正直に歩む者は、その床に休むことが

できる。 3しかし、あなたがた女魔法使の子よ、姦

夫と遊女のすえよ、こちらへ近寄れ。 4あなたがた

は、だれにむかって戯れをなすのか。だれにむかっ

て口を開き、舌を出すのか。あなたがたは背信の子

ら、偽りのすえではないか。 5あなたがたは、かし
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の木の間、すべての青木の下で心をこがし、谷の中

、岩のはざまで子どもを殺した。 6あなたは谷のな

めらかな石を自分の嗣業とし、これを自分の分け前

とし、これに灌祭をそそぎ、供え物をささげた。わ

たしはこれらの物によってなだめられようか。 7あ

なたは高くそびえた山の上に自分の床を設け、また

そこに登って行って犠牲をささげた。 8また戸およ

び柱のうしろに、あなたのしるしを置いた。あなた

はわたしを離れて自分の床をあらわし、それにのぼ

って、その床をひろくした。また彼らと契約をなし

、彼らの床を愛し、その裸を見た。 9あなたは、に

おい油を携えてモレクに行き、多くのかおり物をさ

さげた。またあなたの使者を遠くにつかわし、陰府

の深い所にまでつかわした。 (Sheol h7585) 10あなたは

道の長いのに疲れても、なお「望みがない」とは言

わなかった。あなたはおのが力の回復を得たので、

衰えることがなかった。 11あなたはだれをおじ恐れ

て、偽りを言い、わたしを覚えず、また心におかな

かったのか。わたしが久しく黙っていたために、あ

なたはわたしを恐れなかったのではなかったか。 12

わたしはあなたの義と、あなたのわざを告げ示そう

、しかしこれらはあなたを益しない。 13あなたが呼

ばわる時、あなたが集めておいた偶像にあなたを救

わせよ。風は彼らを運び去り、息は彼らを取り去る

。しかしわたしに寄り頼む者は地を継ぎ、わが聖な

る山をまもる。 14主は言われる、「土を盛り、土を

盛って道を備えよ、わが民の道から、つまずく物を

取り去れ」と。 15いと高く、いと上なる者、とこし

えに住む者、その名を聖ととなえられる者がこう言
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われる、「わたしは高く、聖なる所に住み、また心

砕けて、へりくだる者と共に住み、へりくだる者の

霊をいかし、砕ける者の心をいかす。 16わたしはか

ぎりなく争わない、また絶えず怒らない。霊はわた

しから出、いのちの息はわたしがつくったからだ。

17彼のむさぼりの罪のゆえに、わたしは怒って彼を

打ち、わが顔をかくして怒った。しかし彼はなおそ

むいて、おのが心の道へ行った。 18わたしは彼の道

を見た。わたしは彼をいやし、また彼を導き、慰め

をもって彼に報い、悲しめる者のために、くちびる

の実を造ろう。 19遠い者にも近い者にも平安あれ、

平安あれ、わたしは彼をいやそう」と主は言われる

。 20しかし悪しき者は波の荒い海のようだ。静まる

ことができないで、その水はついに泥と汚物とを出

す。 21わが神は言われる、「よこしまな者には平安

がない」と。

58「大いに呼ばわって声を惜しむな。あなたの声

をラッパのようにあげ、わが民にそのとがを告げ、

ヤコブの家にその罪を告げ示せ。 2彼らは日々わた

しを尋ね求め、義を行い、神のおきてを捨てない国

民のように、わが道を知ることを喜ぶ。彼らは正し

いさばきをわたしに求め、神に近づくことを喜ぶ。

3彼らは言う、『われわれが断食したのに、なぜ、ご

らんにならないのか。われわれがおのれを苦しめた

のに、なぜ、ごぞんじないのか』と。見よ、あなた

がたの断食の日には、おのが楽しみを求め、その働

き人をことごとくしえたげる。 4見よ、あなたがた

の断食するのは、ただ争いと、いさかいのため、ま

た悪のこぶしをもって人を打つためだ。きょう、あ
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なたがたのなす断食は、その声を上に聞えさせるも

のではない。 5このようなものは、わたしの選ぶ断

食であろうか。人がおのれを苦しめる日であろうか

。そのこうべを葦のように伏せ、荒布と灰とをその

下に敷くことであろうか。あなたは、これを断食と

となえ、主に受けいれられる日と、となえるであろ

うか。 6わたしが選ぶところの断食は、悪のなわを

ほどき、くびきのひもを解き、しえたげられる者を

放ち去らせ、すべてのくびきを折るなどの事ではな

いか。 7また飢えた者に、あなたのパンを分け与え

、さすらえる貧しい者を、あなたの家に入れ、裸の

者を見て、これを着せ、自分の骨肉に身を隠さない

などの事ではないか。 8そうすれば、あなたの光が

暁のようにあらわれ出て、あなたは、すみやかにい

やされ、あなたの義はあなたの前に行き、主の栄光

はあなたのしんがりとなる。 9また、あなたが呼ぶ

とき、主は答えられ、あなたが叫ぶとき、『わたし

はここにおる』と言われる。もし、あなたの中から

くびきを除き、指をさすこと、悪い事を語ることを

除き、 10飢えた者にあなたのパンを施し、苦しむ者

の願いを満ち足らせるならば、あなたの光は暗きに

輝き、あなたのやみは真昼のようになる。 11主は常

にあなたを導き、良き物をもってあなたの願いを満

ち足らせ、あなたの骨を強くされる。あなたは潤っ

た園のように、水の絶えない泉のようになる。 12あ

なたの子らは久しく荒れすたれたる所を興し、あな

たは代々やぶれた基を立て、人はあなたを『破れを

繕う者』と呼び、『市街を繕って住むべき所となす

者』と呼ぶようになる。 13もし安息日にあなたの足
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をとどめ、わが聖日にあなたの楽しみをなさず、安

息日を喜びの日と呼び、主の聖日を尊ぶべき日とと

なえ、これを尊んで、おのが道を行わず、おのが楽

しみを求めず、むなしい言葉を語らないならば、 14

その時あなたは主によって喜びを得、わたしは、あ

なたに地の高い所を乗り通らせ、あなたの先祖ヤコ

ブの嗣業をもって、あなたを養う」。これは主の口

から語られたものである。

59見よ、主の手が短くて、救い得ないのではない

。その耳が鈍くて聞き得ないのでもない。 2ただ、

あなたがたの不義があなたがたと、あなたがたの神

との間を隔てたのだ。またあなたがたの罪が主の顔

をおおったために、お聞きにならないのだ。 3あな

たがたの手は血で汚れ、あなたがたの指は不義で汚

れ、あなたがたのくちびるは偽りを語り、あなたが

たの舌は悪をささやき、 4ひとりも正義をもって訴

え、真実をもって論争する者がない。彼らはむなし

きことを頼み、偽りを語り、害悪をはらみ、不義を

産む。 5彼らはまむしの卵をかえし、くもの巣を織

る。その卵を食べる者は死ぬ。卵が踏まれると破れ

て毒蛇を出す。 6その織る物は着物とならない。そ

の造る物をもって身をおおうことができない。彼の

わざは不義のわざであり、彼らの手には暴虐の行い

がある。 7彼らの足は悪に走り、罪のない血を流す

ことに速い。彼らの思いは不義の思いであり、荒廃

と滅亡とがその道にある。 8彼らは平和の道を知ら

ず、その行く道には公平がない。彼らはその道を曲

げた。すべてこれを歩む者は平和を知らない。 9そ

れゆえ、公平は遠くわれわれを離れ、正義はわれわ
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れに追いつかない。われわれは光を望んでも、暗き

を見、輝きを望んでも、やみを行く。 10われわれは

盲人のように、かきを手さぐりゆき、目のない者の

ように手さぐりゆき、真昼でも、たそがれのように

つまずき、強壮な者の中にあっても死人のようだ。

11われわれは皆くまのようにほえ、はとのようにい

たくうめき、公平を望んでも、きたらず、救を望ん

でも、遠くわれわれを離れ去る。 12われわれのとが

は、あなたの前に多く、罪は、われわれを訴えて、

あかしをなし、とがは、われわれと共にあり、不義

は、われわれがこれを知る。 13われわれは、そむい

て主をいなみ、退いて、われわれの神に従わず、し

えたげと、そむきとを語り、偽りの言葉を心にはら

んで、それを言いあらわす。 14公平はうしろに退け

られ、正義ははるかに立つ。それは、真実は広場に

倒れ、正直は、はいることができないからである。

15真実は欠けてなく、悪を離れる者はかすめ奪われ

る。主はこれを見て、公平がなかったことを喜ばれ

なかった。 16主は人のないのを見られ、仲に立つ者

のないのをあやしまれた。それゆえ、ご自分のかい

なをもって、勝利を得、その義をもって、おのれを

ささえられた。 17主は義を胸当としてまとい、救の

かぶとをその頭にいただき、報復の衣をまとって着

物とし、熱心を外套として身を包まれた。 18主は彼

らの行いにしたがって報いをなし、あだにむかって

怒り、敵にむかって報いをなし、海沿いの国々にむ

かって報いをされる。 19こうして、人々は西の方か

ら主の名を恐れ、日の出る方からその栄光を恐れる

。主は、せき止めた川を、そのいぶきで押し流すよ
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うに、こられるからである。 20主は言われる、「主

は、あがなう者としてシオンにきたり、ヤコブのう

ちの、とがを離れる者に至る」と。 21主は言われる

、「わたしが彼らと立てる契約はこれである。あな

たの上にあるわが霊、あなたの口においたわが言葉

は、今から後とこしえに、あなたの口から、あなた

の子らの口から、あなたの子らの子の口から離れる

ことはない」と。

60起きよ、光を放て。あなたの光が臨み、主の栄

光があなたの上にのぼったから。 2見よ、暗きは地

をおおい、やみはもろもろの民をおおう。しかし、

あなたの上には主が朝日のごとくのぼられ、主の栄

光があなたの上にあらわれる。 3もろもろの国は、

あなたの光に来、もろもろの王は、のぼるあなたの

輝きに来る。 4あなたの目をあげて見まわせ、彼ら

はみな集まってあなたに来る。あなたの子らは遠く

から来、あなたの娘らは、かいなにいだかれて来る

。 5その時あなたは見て、喜びに輝き、あなたの心

はどよめき、かつ喜ぶ。海の富が移ってあなたに来

、もろもろの国の宝が、あなたに来るからである。

6多くのらくだ、ミデアンおよびエパの若きらくだは

あなたをおおい、シバの人々はみな黄金、乳香を携

えてきて、主の誉を宣べ伝える。 7ケダルの羊の群

れはみなあなたに集まって来、ネバヨテの雄羊はあ

なたに仕え、わが祭壇の上にのぼって受けいれられ

る。こうして、わたしはわが栄光の家を輝かす。 8

雲のように飛び、はとがその小屋に飛び帰るように

して来る者はだれか。 9海沿いの国々はわたしを待

ち望み、タルシシの船はいや先にあなたの子らを遠
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くから載せて来、また彼らの金銀を共に載せて来て

、あなたの神、主の名にささげ、イスラエルの聖者

にささげる。主があなたを輝かされたからである。

10異邦人はあなたの城壁を築き、彼らの王たちはあ

なたに仕える。わたしは怒りをもってあなたを打っ

たけれども、また恵みをもってあなたをあわれんだ

からである。 11あなたの門は常に開いて、昼も夜も

閉ざすことはない。これは人々が国々の宝をあなた

に携えて来、その王たちを率いて来るためである。

12あなたに仕えない国と民とは滅び、その国々は全

く荒れすたれる。 13レバノンの栄えはあなたに来、

いとすぎ、すずかけ、まつは皆共に来て、わが聖所

をかざる。またわたしはわが足をおく所を尊くする

。 14あなたを苦しめた者の子らは、かがんで、あな

たのもとに来、あなたをさげすんだ者は、ことごと

くあなたの足もとに伏し、あなたを主の都、イスラ

エルの聖者のシオンととなえる。 15あなたは捨てら

れ、憎まれて、その中を過ぎる者もなかったが、わ

たしはあなたを、とこしえの誇、世々の喜びとする

。 16あなたはまた、もろもろの国の乳を吸い、王た

ちの乳ぶさを吸い、そして主なるわたしが、あなた

の救主、また、あなたのあがない主、ヤコブの全能

者であることを知るにいたる。 17わたしは青銅の代

りに黄金を携え、くろがねの代りにしろがねを携え

、木の代りに青銅を、石の代りに鉄を携えてきて、

あなたのまつりごとを平和にし、あなたのつかさび

とを正しくする。 18暴虐は、もはやあなたの地に聞

かれず、荒廃と滅亡は、もはやあなたの境のうちに

聞かれず、あなたはその城壁を「救」ととなえ、そ
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の門を「誉」ととなえる。 19昼は、もはや太陽があ

なたの光とならず、夜も月が輝いてあなたを照さず

、主はとこしえにあなたの光となり、あなたの神は

あなたの栄えとなられる。 20あなたの太陽は再び没

せず、あなたの月はかけることがない。主がとこし

えにあなたの光となり、あなたの悲しみの日が終る

からである。 21あなたの民はことごとく正しい者と

なって、とこしえに地を所有する。彼らはわたしの

植えた若枝、わが手のわざ、わが栄光をあらわすも

のとなる。 22その最も小さい者は氏族となり、その

最も弱い者は強い国となる。わたしは主である。そ

の時がくるならば、すみやかにこの事をなす。

61主なる神の霊がわたしに臨んだ。これは主がわ

たしに油を注いで、貧しい者に福音を宣べ伝えるこ

とをゆだね、わたしをつかわして心のいためる者を

いやし、捕われ人に放免を告げ、縛られている者に

解放を告げ、 2主の恵みの年とわれわれの神の報復

の日とを告げさせ、また、すべての悲しむ者を慰め

、 3シオンの中の悲しむ者に喜びを与え、灰にかえ

て冠を与え、悲しみにかえて喜びの油を与え、憂い

の心にかえて、さんびの衣を与えさせるためである

。こうして、彼らは義のかしの木ととなえられ、主

がその栄光をあらわすために植えられた者ととなえ

られる。 4彼らはいにしえの荒れた所を建てなおし

、さきに荒れすたれた所を興し、荒れた町々を新た

にし、世々すたれた所を再び建てる。 5外国人は立

ってあなたがたの群れを飼い、異邦人はあなたがた

の畑を耕す者となり、ぶどうを作る者となる。 6し

かし、あなたがたは主の祭司ととなえられ、われわ
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れの神の役者と呼ばれ、もろもろの国の富を食べ、

彼らの宝を得て喜ぶ。 7あなたがたは、さきに受け

た恥にかえて、二倍の賜物を受け、はずかしめにか

えて、その嗣業を得て楽しむ。それゆえ、あなたが

たはその地にあって、二倍の賜物を獲、とこしえの

喜びを得る。 8主なるわたしは公平を愛し、強奪と

邪悪を憎み、真実をもって彼らに報いを与え、彼ら

と、とこしえの契約を結ぶからである。 9彼らの子

孫は、もろもろの国の中で知られ、彼らの子らは、

もろもろの民の中に知られる。すべてこれを見る者

はこれが主の祝福された民であることを認める。 10

わたしは主を大いに喜び、わが魂はわが神を楽しむ

。主がわたしに救の衣を着せ、義の上衣をまとわせ

て、花婿が冠をいただき、花嫁が宝玉をもって飾る

ようにされたからである。 11地が芽をいだし、園が

まいたものを生やすように、主なる神は義と誉とを

、もろもろの国の前に、生やされる。

62シオンの義が朝日の輝きのようにあらわれいで

、エルサレムの救が燃えるたいまつの様になるまで

、わたしはシオンのために黙せず、エルサレムのた

めに休まない。 2もろもろの国はあなたの義を見、

もろもろの王は皆あなたの栄えを見る。そして、あ

なたは主の口が定められる新しい名をもってとなえ

られる。 3また、あなたは主の手にある麗しい冠と

なり、あなたの神の手にある王の冠となる。 4あな

たはもはや「捨てられた者」と言われず、あなたの

地はもはや「荒れた者」と言われず、あなたは「わ

が喜びは彼女にある」ととなえられ、あなたの地は

「配偶ある者」ととなえられる。主はあなたを喜ば



イザヤ書 1627

れ、あなたの地は配偶を得るからである。 5若い者

が処女をめとるようにあなたの子らはあなたをめと

り、花婿が花嫁を喜ぶようにあなたの神はあなたを

喜ばれる。 6エルサレムよ、わたしはあなたの城壁

の上に見張人をおいて、昼も夜もたえず、もだすこ

とのないようにしよう。主に思い出されることを求

める者よ、みずから休んではならない。 7主がエル

サレムを堅く立てて、全地に誉を得させられるまで

、お休みにならぬようにせよ。 8主はその右の手を

さし、大能のかいなをさして誓われた、「わたしは

再びあなたの穀物をあなたの敵に与えて食べさせな

い。また、あなたが労して得たぶどう酒を異邦人に

与えて飲ませない。 9しかし、穀物を刈り入れた者

はこれを食べて主をほめたたえ、ぶどうを集めた者

はわが聖所の庭でこれを飲む」。 10門を通って行け

、通って行け。民の道を備えよ。土を盛り、土を盛

って大路を設けよ。石を取りのけ。もろもろの民の

上に旗をあげよ。 11見よ、主は地の果にまで告げて

言われた、「シオンの娘に言え、『見よ、あなたの

救は来る。見よ、その報いは主と共にあり、その働

きの報いは、その前にある』と。 12彼らは『聖なる

民、主にあがなわれた者』ととなえられ、あなたは

『人に尋ね求められる者、捨てられない町』ととな

えられる」。

63「このエドムから来る者、深紅の衣を着て、ボ

ズラから来る者はだれか。その装いは、はなやかに

、大いなる力をもって進み来る者はだれか」。「義

をもって語り、救を施す力あるわたしがそれだ」。

2「何ゆえあなたの装いは赤く、あなたの衣は酒ぶね
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を踏む者のように赤いのか」。 3「わたしはひとり

で酒ぶねを踏んだ。もろもろの民のなかに、わたし

と事を共にする者はなかった。わたしは怒りによっ

て彼らを踏み、憤りによって彼らを踏みにじったの

で、彼らの血がわが衣にふりかかり、わが装いをこ

とごとく汚した。 4報復の日がわが心のうちにあり

、わがあがないの年が来たからである。 5わたしは

見たけれども、助ける者はなく、怪しんだけれども

、ささえる者はなかった。それゆえ、わがかいなが

わたしを勝たせ、わが憤りがわたしをささえた。 6

わたしは怒りによって、もろもろの民を踏みにじり

、憤りによって彼らを酔わせ、彼らの血を、地に流

れさせた」。 7わたしは主がわれわれになされたす

べてのことによって、主のいつくしみと、主の誉と

を語り告げ、また、そのあわれみにより、その多く

のいつくしみによって、イスラエルの家に施された

その大いなる恵みを語り告げよう。 8主は言われた

、「まことに彼らはわが民、偽りのない子らである

」と。そして主は彼らの救主となられた。 9彼らの

すべての悩みのとき、主も悩まれて、そのみ前の使

をもって彼らを救い、その愛とあわれみとによって

彼らをあがない、いにしえの日、つねに彼らをもた

げ、彼らを携えられた。 10ところが彼らはそむいて

その聖なる霊を憂えさせたので、主はひるがえって

彼らの敵となり、みずから彼らと戦われた。 11その

時、民はいにしえのモーセの日を思い出して言った

、「その群れの牧者を、海から携えあげた者はどこ

にいるか。彼らの中に聖なる霊をおいた者はどこに

いるか。 12栄光のかいなをモーセの右に行かせ、彼
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らの前に水を二つに分けて、みずから、とこしえの

名をつくり、 13彼らを導いて、馬が野を走るように

、つまずくことなく淵を通らせた者はどこにいるか

。 14谷にくだる家畜のように、主の霊は彼らをいこ

わせられた。このように、あなたはおのれの民を導

いてみずから栄光の名をつくられた」。 15どうか、

天から見おろし、その聖なる栄光あるすみかからご

らんください。あなたの熱心と、大能とはどこにあ

りますか。あなたのせつなる同情とあわれみとはお

さえられて、わたしにあらわれません。 16たといア

ブラハムがわれわれを知らず、イスラエルがわれわ

れを認めなくても、あなたはわれわれの父です。主

よ、あなたはわれわれの父、いにしえからあなたの

名はわれわれのあながい主です。 17主よ、なぜ、わ

れわれをあなたの道から離れ迷わせ、われわれの心

をかたくなにして、あなたを恐れないようにされる

のですか。どうぞ、あなたのしもべらのために、あ

なたの嗣業である部族らのために、お帰りください

。 18あなたの聖なる民が、あなたの聖所を獲て間も

ないのに、われわれのあだは、それを踏みにじりま

した。 19われわれはあなたによって、いにしえから

治められない者のようになり、あなたの名をもって

、となえられない者のようになりました。

64どうか、あなたが天を裂いて下り、あなたの前

に山々が震い動くように。 2火が柴木を燃やし、火

が水を沸かすときのごとく下られるように。そして

、み名をあなたのあだにあらわし、もろもろの国を

あなたの前に震えおののかせられるように。 3あな

たは、われわれが期待しなかった恐るべき事をなさ
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れた時に下られたので、山々は震い動いた。 4いに

しえからこのかた、あなたのほか神を待ち望む者に

、このような事を行われた神を聞いたことはなく、

耳に入れたこともなく、目に見たこともない。 5あ

なたは喜んで義を行い、あなたの道にあって、あな

たを記念する者を迎えられる。見よ、あなたは怒ら

れた、われわれは罪を犯した。われわれは久しく罪

のうちにあった。われわれは救われるであろうか。

6われわれはみな汚れた人のようになり、われわれの

正しい行いは、ことごとく汚れた衣のようである。

われわれはみな木の葉のように枯れ、われわれの不

義は風のようにわれわれを吹き去る。 7あなたの名

を呼ぶ者はなく、みずから励んで、あなたによりす

がる者はない。あなたはみ顔を隠して、われわれを

顧みられず、われわれをおのれの不義の手に渡され

た。 8されど主よ、あなたはわれわれの父です。わ

れわれは粘土であって、あなたは陶器師です。われ

われはみな、み手のわざです。 9主よ、ひどくお怒

りにならぬように、いつまでも不義をみこころにと

められぬように。どうぞ、われわれを顧みてくださ

い。われわれはみな、あなたの民です。 10あなたの

聖なる町々は荒野となり、シオンは荒野となり、エ

ルサレムは荒れすたれた。 11われわれの先祖があな

たをほめたたえた聖なる麗しいわれわれの宮は火で

焼かれ、われわれが慕った所はことごとく荒れはて

た。 12主よ、これらの事があってもなお、あなたは

みずからをおさえ、黙して、われわれをいたく苦し

められるのですか。
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65わたしはわたしを求めなかった者に問われるこ

とを喜び、わたしを尋ねなかった者に見いだされる

ことを喜んだ。わたしはわが名を呼ばなかった国民

に言った、「わたしはここにいる、わたしはここに

いる」と。 2よからぬ道に歩み、自分の思いに従う

そむける民に、わたしはひねもす手を伸べて招いた

。 3この民はまのあたり常にわたしを怒らせ、園の

中で犠牲をささげ、かわらの上で香をたき、 4墓場

にすわり、ひそかな所にやどり、豚の肉を食らい、

憎むべき物の、あつものをその器に盛って、 5言う

、「あなたはそこに立って、わたしに近づいてはな

らない。わたしはあなたと区別されたものだから」

と。これらはわが鼻の煙、ひねもす燃える火である

。 6見よ、この事はわが前にしるされた、「わたし

は黙っていないで報い返す。そうだ、わたしは彼ら

のふところに、 7彼らの不義と、彼らの先祖たちの

不義とを共に報い返す。彼らが山の上で香をたき、

丘の上でわたしをそしったゆえ、わたしは彼らのさ

きのわざを量って、そのふところに返す」と主は言

われる。 8主はこう言われる、「人がぶどうのふさ

の中に、ぶどうのしるのあるのを見るならば、『そ

れを破るな、その中に祝福があるから』と言う。そ

のようにわたしは、わがしもべらのために行って、

ことごとくは滅ぼさない。 9わたしはヤコブから子

孫をいだし、ユダからわが山々を受けつぐべき者を

いだす。わたしが選んだ者はこれを受けつぎ、わが

しもべらはそこに住む。 10シャロンは羊の群れの牧

場となり、アコルの谷は牛の群れの伏す所となって

、わたしを尋ね求めたわが民のものとなる。 11しか
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し主を捨て、わが聖なる山を忘れ、机を禍福の神に

供え、混ぜ合わせた酒を盛って運命の神にささげる

あなたがたよ、 12わたしは、あなたがたをつるぎに

渡すことに定めた。あなたがたは皆かがんでほふら

れる。あなたがたはわたしが呼んだときに答えず、

わたしが語ったときに聞かず、わたしの目に悪い事

をおこない、わたしの好まなかった事を選んだから

だ」。 13それゆえ、主なる神はこう言われる、「見

よ、わがしもべたちは食べる、しかし、あなたがた

は飢える。見よ、わがしもべたちは飲む、しかし、

あなたがたはかわく。見よ、わがしもべたちは喜ぶ

、しかし、あなたがたは恥じる。 14見よ、わがしも

べたちは心の楽しみによって歌う、しかし、あなた

がたは心の苦しみによって叫び、たましいの悩みに

よって泣き叫ぶ。 15あなたがたの残す名はわが選ん

だ者には、のろいの文句となり、主なる神はあなた

がたを殺される。しかし、おのれのしもべたちを、

ほかの名をもって呼ばれる。 16それゆえ、地にあっ

ておのれのために祝福を求める者は、真実の神によ

っておのれの祝福を求め、地にあって誓う者は、真

実の神をさして誓う。さきの悩みは忘れられて、わ

が目から隠れうせるからである。 17見よ、わたしは

新しい天と、新しい地とを創造する。さきの事はお

ぼえられることなく、心に思い起すことはない。 18

しかし、あなたがたはわたしの創造するものにより

、とこしえに楽しみ、喜びを得よ。見よ、わたしは

エルサレムを造って喜びとし、その民を楽しみとす

る。 19わたしはエルサレムを喜び、わが民を楽しむ

。泣く声と叫ぶ声は再びその中に聞えることはない
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。 20わずか数日で死ぬみどりごと、おのが命の日を

満たさない老人とは、もはやその中にいない。百歳

で死ぬ者も、なお若い者とせられ、百歳で死ぬ者は

、のろわれた罪びととされる。 21彼らは家を建てて

、それに住み、ぶどう畑を作って、その実を食べる

。 22彼らが建てる所に、ほかの人は住まず、彼らが

植えるものは、ほかの人が食べない。わが民の命は

、木の命のようになり、わが選んだ者は、その手の

わざをながく楽しむからである。 23彼らの勤労はむ

だでなく、その生むところの子らは災にかからない

。彼らは主に祝福された者のすえであって、その子

らも彼らと共におるからである。 24彼らが呼ばない

さきに、わたしは答え、彼らがなお語っているとき

に、わたしは聞く。 25おおかみと小羊とは共に食ら

い、ししは牛のようにわらを食らい、へびはちりを

食物とする。彼らはわが聖なる山のどこでもそこな

うことなく、やぶることはない」と主は言われる。

66主はこう言われる、「天はわが位、地はわが足

台である。あなたがたはわたしのためにどんな家を

建てようとするのか。またどんな所がわが休み所と

なるのか」。 2主は言われる、「わが手はすべてこ

れらの物を造った。これらの物はことごとくわたし

のものである。しかし、わたしが顧みる人はこれで

ある。すなわち、へりくだって心悔い、わが言葉に

恐れおののく者である。 3牛をほふる者は、また人

を殺す者、小羊を犠牲とする者は、また犬をくびり

殺す者、供え物をささげる者は、また豚の血をささ

げる者、乳香を記念としてささげる者は、また偶像

をほめる者である。これはおのが道を選び、その心
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は憎むべきものを楽しむ。 4わたしもまた彼らのた

めに悩みを選び、彼らの恐れるところのものを彼ら

に臨ませる。これは、わたしが呼んだときに答える

者なく、わたしが語ったときに聞くことをせず、わ

たしの目に悪い事を行い、わたしの好まなかった事

を選んだからである」。 5あなたがた、主の言葉に

恐れおののく者よ、主の言葉を聞け、「あなたがた

の兄弟たちはあなたがたを憎み、あなたがたをわが

名のために追い出して言った、『願わくは主がその

栄光をあらわしてわれわれにあなたがたの喜びを見

させよ』と。しかし彼らは恥を受ける。 6聞けよ、

町から起る騒ぎを。宮から聞える声を。主がその敵

に報復される声を。 7シオンは産みの苦しみをなす

前に産み、その苦しみの来ない前に男子を産んだ。

8だれがこのような事を聞いたか、だれがこのような

事どもを見たか。一つの国は一日の苦しみで生れる

だろうか。一つの国民はひと時に生れるだろうか。

しかし、シオンは産みの苦しみをするやいなやその

子らを産んだ。 9わたしが出産に臨ませて産ませな

いことがあろうか」と主は言われる。「わたしは産

ませる者なのに胎をとざすであろうか」とあなたの

神は言われる。 10「すべてエルサレムを愛する者よ

、彼女と共に喜べ、彼女のゆえに楽しめ。すべて彼

女のために悲しむ者よ、彼女と共に喜び楽しめ。 11

あなたがたは慰めを与えるエルサレムの乳ぶさから

乳を吸って飽くことができ、またその豊かな栄えか

ら飲んで楽しむことができるからだ」。 12主はこう

言われる、「見よ、わたしは川のように彼女に繁栄

を与え、みなぎる流れのように、もろもろの国の富
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を与える。あなたがたは乳を飲み、腰に負われ、ひ

ざの上であやされる。 13母のその子を慰めるように

、わたしもあなたがたを慰める。あなたがたはエル

サレムで慰めを得る。 14あなたがたは見て、心喜び

、あなたがたの骨は若草のように栄える。主の手は

そのしもべらと共にあり、その憤りはその敵にむか

っていることを知る。 15見よ、主は火の中にあらわ

れて来られる。その車はつむじ風のようだ。激しい

怒りをもってその憤りをもらし、火の炎をもって責

められる。 16主は火をもって、またつるぎをもって

、すべての人にさばきを行われる。主に殺される者

は多い」。 17「みずからを聖別し、みずからを清め

て園に行き、その中にあるものに従い、豚の肉、憎

むべき物およびねずみを食う者はみな共に絶えうせ

る」と主は言われる。 18「わたしは彼らのわざと、

彼らの思いとを知っている。わたしは来て、すべて

の国民と、もろもろのやからとを集める。彼らは来

て、わが栄光を見る。 19わたしは彼らの中に一つの

しるしを立てて、のがれた者をもろもろの国、すな

わちタルシシ、よく弓をひくプトおよびルデ、トバ

ル、ヤワン、またわが名声を聞かず、わが栄光を見

ない遠くの海沿いの国々につかわす。彼らはわが栄

光をもろもろの国民の中に伝える。 20彼らはイスラ

エルの子らが清い器に供え物を盛って主の宮に携え

て来るように、あなたがたの兄弟をことごとくもろ

もろの国の中から馬、車、かご、騾馬、らくだに乗

せて、わが聖なる山エルサレムにこさせ、主の供え

物とする」と主は言われる。 21「わたしはまた彼ら

の中から人を選んで祭司とし、レビびととする」と
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主は言われる。 22「わたしが造ろうとする新しい天

と、新しい地がわたしの前にながくとどまるように

、あなたの子孫と、あなたの名はながくとどまる」

と主は言われる。 23「新月ごとに、安息日ごとに、

すべての人はわが前に来て礼拝する」と主は言われ

る。 24「彼らは出て、わたしにそむいた人々のしか

ばねを見る。そのうじは死なず、その火は消えるこ

とがない。彼らはすべての人に忌みきらわれる」。
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エレミヤ書

1ベニヤミンの地アナトテの祭司のひとりである、

ヒルキヤの子エレミヤの言葉。 2アモンの子、ユダ

の王ヨシヤの時、すなわちその治世の十三年に、主

の言葉がエレミヤに臨んだ。 3その言葉はまたヨシ

ヤの子、ユダの王エホヤキムの時にも臨んで、ヨシ

ヤの子、ユダの王ゼデキヤの十一年の終り、すなわ

ちその年の五月にエルサレムの民が捕え移された時

にまで及んだ。 4主の言葉がわたしに臨んで言う、

5「わたしはあなたをまだ母の胎につくらないさきに

、あなたを知り、あなたがまだ生れないさきに、あ

なたを聖別し、あなたを立てて万国の預言者とした

」。 6その時わたしは言った、「ああ、主なる神よ

、わたしはただ若者にすぎず、どのように語ってよ

いか知りません」。 7しかし主はわたしに言われた

、「あなたはただ若者にすぎないと言ってはならな

い。だれにでも、すべてわたしがつかわす人へ行き

、あなたに命じることをみな語らなければならない

。 8彼らを恐れてはならない、わたしがあなたと共

にいて、あなたを救うからである」と主は仰せられ

る。 9そして主はみ手を伸べて、わたしの口につけ

、主はわたしに言われた、「見よ、わたしの言葉を

あなたの口に入れた。 10見よ、わたしはきょう、あ

なたを万民の上と、万国の上に立て、あなたに、あ

るいは抜き、あるいはこわし、あるいは滅ぼし、あ

るいは倒し、あるいは建て、あるいは植えさせる」

。 11主の言葉がまたわたしに臨んで言う、「エレミ

ヤよ、あなたは何を見るか」。わたしは答えた、「

あめんどうの枝を見ます」。 12主はわたしに言われ



エレミヤ書 1638

た、「あなたの見たとおりだ。わたしは自分の言葉

を行おうとして見張っているのだ」。 13主の言葉が

ふたたびわたしに臨んで言う、「あなたは何を見る

か」。わたしは答えた、「煮え立っているなべを見

ます。北からこちらに向かっています」。 14主はわ

たしに言われた、「災が北から起って、この地に住

むすべての者の上に臨む」。 15主は言われる、「見

よ、わたしは北の国々のすべての民を呼ぶ。彼らは

来て、エルサレムの門の入口と、周囲のすべての城

壁、およびユダのすべての町々に向かって、おのお

のその座を設ける。 16わたしは、彼らがわたしを捨

てて、すべての悪事を行ったゆえに、わたしのさば

きを彼らに告げる。彼らは他の神々に香をたき、自

分の手で作った物を拝したのである。 17しかしあな

たは腰に帯して立ち、わたしが命じるすべての事を

彼らに告げよ。彼らを恐れてはならない。さもない

と、わたしは彼らの前であなたをあわてさせる。 18

見よ、わたしはきょう、この全国と、ユダの王と、

そのつかさと、その祭司と、その地の民の前に、あ

なたを堅き城、鉄の柱、青銅の城壁とする。 19彼ら

はあなたと戦うが、あなたに勝つことはできない。

わたしがあなたと共にいて、あなたを救うからであ

る」と主は言われる。

2主の言葉がわたしに臨んで言う、 2「行って、エ

ルサレムに住む者の耳に告げよ、主はこう言われる

、わたしはあなたの若い時の純情、花嫁の時の愛、

荒野なる、種まかぬ地でわたしに従ったことを覚え

ている。 3イスラエルは主のために聖別されたもの

、その刈入れの初穂である。すべてこれを食べる者
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は罪せられ、災にあう」と主は言われる。 4ヤコブ

の家とイスラエルの家のすべてのやからよ、主の言

葉を聞け。 5主はこう言われる、「あなたがたの先

祖は、わたしになんの悪い事があるのを見て、わた

しから遠ざかり、むなしいものに従って、むなしく

なったのか。 6彼らは言わなかった、『われわれを

エジプトの地より導き出し、荒野なる、穴の多い荒

れた地、かわいた濃い暗黒の地、人の通らない、人

の住まない地を通らせた主はどこにおられるか』と

。 7わたしはあなたがたを導いて豊かな地に入れ、

その実と良い物を食べさせた。しかしあなたがたは

ここにはいって、わたしの地を汚し、わたしの嗣業

を憎むべきものとした。 8祭司たちは、『主はどこ

におられるか』と言わなかった。律法を扱う者たち

はわたしを知らず、つかさたちはわたしにそむき、

預言者たちはバアルによって預言し、益なき者に従

って行った。 9それゆえ、わたしはなお、あなたが

たと争う、またあなたがたの子孫と争う」と主は言

われる。 10「あなたがたはクプロの島々に渡ってみ

よ、また人をケダルにつかわして、このようなこと

がかつてあったかをつまびらかに、しらべてみよ。

11その神を神ではない者に取り替えた国があろうか

。ところが、わたしの民はその栄光を益なきものと

取り替えた。 12天よ、この事を知って驚け、おのの

け、いたく恐れよ」と主は言われる。 13「それは、

わたしの民が二つの悪しき事を行ったからである。

すなわち生ける水の源であるわたしを捨てて、自分

で水ためを掘った。それは、こわれた水ためで、水

を入れておくことのできないものだ。 14イスラエル
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は奴隷であるか、家に生れたしもべであるか。それ

ならなぜ捕われの身となったのか。 15ししは彼に向

かってほえ、その声を高くあげて、彼の地を荒した

。その町々は滅びて住む人もない。 16メンピスとタ

パネスの人々もまた、あなたのかしらの冠を砕いた

。 17あなたの神、主があなたを道に導かれた時、あ

なたは主を捨てたので、この事があなたに及んだの

ではないか。 18あなたがナイルの水を飲もうとして

、エジプトへ行くのは何のためか。またユフラテの

水を飲もうとして、アッスリヤへ行くのは何のため

か。 19あなたの悪事はあなたを懲しめ、あなたの背

信はあなたを責める。あなたが、あなたの神、主を

捨てることの悪しくかつ苦いことであるのを見て知

るがよい。わたしを恐れることがあなたのうちにな

いのだ」と万軍の神、主は言われる。 20「あなたは

久しい以前に自分のくびきを折り、自分のなわめを

断ち切って、『わたしは仕えることをしない』と言

った。そして、すべての高い丘の上と、すべての青

木の下で、遊女のように身をかがめた。 21わたしは

あなたを、まったく良い種のすぐれたぶどうの木と

して植えたのに、どうしてあなたは変って、悪い野

ぶどうの木となったのか。 22たといソーダをもって

自ら洗い、また多くの灰汁を用いても、あなたの悪

の汚れは、なおわたしの前にある」と主なる神は言

われる。 23「どうしてあなたは、『わたしは汚れて

いない、バアルに従わなかった』と言うことができ

ようか。谷の中でのあなたの行いを見るがよい。あ

なたのしたことを知るがよい。あなたは御しがたい

若いらくだであって、その道を行きつもどりつする
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。 24あなたは荒野に慣れた野の雌ろばである、その

欲情のために風にあえぐ。その欲情をだれがとどめ

ることができようか。すべてこれを尋ねる者は苦労

するにおよばない、その月であればこれに会うこと

ができる。 25あなたの足が、はだしにならないよう

に、のどが、かわかないようにせよ。ところが、あ

なたは言った、『それはだめだ、わたしは異なる国

の者を愛して、それに従って行こう』と。 26盗びと

が捕えられて、はずかしめを受けるように、イスラ

エルの家は、はずかしめを受ける。彼らはその王も

、そのつかさも、その祭司も、その預言者もみなそ

のとおりである。 27彼らは木に向かって、『あなた

はわたしの父です』と言い、また石に向かって、『

あなたはわたしを生んでくださった』と言う。彼ら

は背をわたしに向けて、その顔をわたしに向けない

。しかし彼らが災にあう時は、『立って、われわれ

を救いたまえ』と言う。 28あなたが自分のために造

った神々はどこにいるのか。あなたが災にあう時、

もし彼らがあなたを救えるなら、立ってもらうがよ

い。ユダよ、あなたの神々は、あなたの町の数ほど

多いからである。 29あなたがたは、なぜわたしと争

うのか。あなたがたは皆わたしにそむいている」と

主は言われる。 30「わたしがあなたがたの子どもた

ちを打ったのはむだであった。彼らは戒めを受けず

、あなたがたのつるぎは、たけりたつししのように

、預言者たちを滅ぼした。 31あなたがたこの世代の

人よ、主の言葉を聞け。わたしはイスラエルにとっ

て、荒野であったであろうか。暗黒の地であったで

あろうか。それならなぜ、わたしの民は『われわれ
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は自由だ、もはやあなたのところへは行かない』と

言うのか。 32おとめはその飾り物を忘れることがで

きようか。花嫁はその帯を忘れることができようか

。ところが、わたしの民の、わたしを忘れた日は数

えがたい。 33あなたは恋人を尋ねて、いかにも巧み

にその方に足を向ける。それゆえ悪い女さえ、あな

たの道を学んだ。 34また、あなたの着物のすそには

罪のない貧しい人の命の血がついている。あなたは

彼らが押し入るのを見たのではない。しかも、すべ

てこれらの事にもかかわらず、 35あなたは言う、『

わたしは罪がない。彼の怒りは、決してわたしに臨

むことがない』と。あなたが『わたしは罪を犯さな

かった』と言うことによって、わたしはあなたをさ

ばく。 36あなたはなぜ軽々しくさまよって、その道

を変えようとするのか。あなたはアッスリヤに、は

ずかしめを受けたように、エジプトにもまた、はず

かしめを受ける。 37あなたはまた両手を頭に置いて

、そこから出て来る。主があなたの頼みとする者ど

もを捨てられたので、あなたは彼らによって栄える

ことがないからだ。

3もし人がその妻を離婚し、女が彼のもとを去って

、他人の妻となるなら、その人はふたたび彼女に帰

るであろうか。その地は大いに汚れないであろうか

。あなたは多くの恋人と姦淫を行った。しかもわた

しに帰ろうというのか」と主は言われる。 2「目を

あげてもろもろの裸の山を見よ、姦淫を行わなかっ

た所がどこにあるか。荒野にいるアラビヤびとがす

るように、あなたは道のかたわらに座して恋人を待

った。あなたは姦淫の悪事をもって、この地を汚し
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た。 3それゆえ雨はとどめられ、春の雨は降らなか

った。しかもあなたには遊女の額があり、少しも恥

じようとはしない。 4今あなたは、わたしを呼んで

言ったではないか、『わが父よ、あなたはわたしの

若い時の友です。 5永久に怒られるのですか、終り

まで憤られるのですか』と。見よ、あなたはこう言

ったけれども、なしうるかぎりのもろもろの悪を行

った」。 6ヨシヤ王の時、主はまたわたしに言われ

た、「あなたは、かの背信のイスラエルがしたこと

を見たか。彼女はすべての高い丘にのぼり、すべて

の青木の下に行って、そこで姦淫を行った。 7わた

しは、彼女がこのすべてを行った後、わたしの所に

帰るであろうと思ったが、帰ってこなかった。その

不信の姉妹ユダはこれを見た。 8わたしが背信のイ

スラエルを、そのすべての姦淫のゆえに、離縁状を

与えて出したのをユダは見た。しかもその不信の姉

妹ユダは恐れず、自分も行って姦淫を行った。 9彼

女にとって姦淫は軽いことであったので、石と木と

に姦淫を行って、この地を汚した。 10このすべての

事があっても、なおその不信の姉妹ユダは真心をも

ってわたしに帰らない、ただ偽っているだけだ」と

主は言われる。 11主はまたわたしに言われた、「背

信のイスラエルは不信のユダよりも自分の罪の少な

いことを示した。 12あなたは行って北にむかい、こ

の言葉をのべて言うがよい、『主は言われる、背信

のイスラエルよ、帰れ。わたしは怒りの顔をあなた

がたに向けない、わたしはいつくしみ深い者である

。いつまでも怒ることはしないと、主は言われる。

13ただあなたは自分の罪を認め、あなたの神、主に
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そむいてすべての青木の下で異なる神々にあなたの

愛を惜しまず与えたこと、わたしの声に聞き従わな

かったことを言いあらわせと、主は言われる。 14主

は言われる、背信の子らよ、帰れ。わたしはあなた

がたの夫だからである。町からひとり、氏族からふ

たりを取って、あなたがたをシオンへ連れて行こう

。 15わたしは自分の心にかなう牧者たちをあなたが

たに与える。彼らは知識と悟りとをもってあなたが

たを養う。 16主は言われる、あなたがたが地に増し

て多くなるとき、その日には、人々はかさねて「主

の契約の箱」と言わず、これを思い出さず、これを

覚えず、これを尋ねず、これを作らない。 17そのと

きエルサレムは主のみ位ととなえられ、万国の民は

ここに集まる。すなわち主の名のもとにエルサレム

に集まり、かさねて、かたくなに自分の悪い心に従

うことはしない。 18その日には、ユダの家はイスラ

エルの家と一緒になり、北の地から出て、わたしが

あなたがたの先祖たちに嗣業として与えた地に共に

来る。 19どのようにして、あなたをわたしの子ども

たちのうちに置き、万国のうちで最も美しい嗣業で

ある良い地をあなたに与えようかと、わたしは思っ

ていた。わたしはまた、あなたがわたしを「わが父

」と呼び、わたしに従って離れることはないと思っ

ていた。 20イスラエルの家よ、背信の妻が夫のもと

を去るように、たしかに、あなたがたはわたしにそ

むいた』と主は言われる」。 21裸の山の上に声が聞

える、イスラエルの民が悲しみ祈るのである。彼ら

が曲った道に歩み、その神、主を忘れたからだ。 22

「背信の子どもたちよ、帰れ。わたしはあなたがた
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の背信をいやす」。「見よ、われわれはあなたのも

とに帰ります。あなたはわれわれの神、主であらせ

られます。 23まことに、もろもろの丘は迷いであり

、山の上の騒ぎも同じです。まことに、イスラエル

の救はわれわれの神、主にあるのです。 24しかし、

われわれの幼少の時から、恥ずべきことが、われわ

れの先祖のほねおって得たもの、すなわちその羊、

その牛、およびそのむすこ、娘たちをことごとくの

み尽しました。 25われわれは恥の中に伏し、はずか

しめにおおわれています。それはわれわれと先祖と

が、われわれの幼少の時から今日まで、われわれの

神、主に罪を犯し、われわれの神、主の声に従わな

かったからです」。

4主は言われる、「イスラエルよ、もし、あなたが

帰るならば、わたしのもとに帰らなければならない

。もし、あなたが憎むべき者をわたしの前から取り

除いて、ためらうことなく、 2また真実と正義と正

直とをもって、『主は生きておられる』と誓うなら

ば、万国の民は彼によって祝福を受け、彼によって

誇る」。 3主はユダの人々とエルサレムに住む人々

にこう言われる、「あなたがたの新田を耕せ、いば

らの中に種をまくな。 4ユダの人々とエルサレムに

住む人々よ、あなたがたは自ら割礼を行って、主に

属するものとなり、自分の心の前の皮を取り去れ。

さもないと、あなたがたの悪しき行いのためにわた

しの怒りが火のように発して燃え、これを消す者は

ない」。 5ユダに告げ、エルサレムに示して言え、

「国中にラッパを吹き、大声に呼ばわって言え、『

集まれ、われわれは堅固な町々へ行こう』と。 6シ



エレミヤ書 1646

オンの方を示す旗を立てよ。避難せよ、とどまって

はならない、わたしが北から災と大いなる破滅をこ

させるからだ。 7ししはその森から出てのぼり、国

々を滅ぼす者は進んできた。彼はあなたの国を荒そ

うとして、すでにその所から出てきた。あなたの町

々は滅ぼされて、住む者もなくなる。 8このために

、あなたがたは荒布を身にまとって、悲しみ嘆け。

主の激しい怒りが、まだわれわれを離れないからだ

」。 9主は言われる、「その日、王と君たちとはそ

の心を失い、祭司は驚き、預言者は怪しむ」。 10そ

こでわたしは言った、「ああ主なる神よ、まことに

あなたはこの民とエルサレムとをまったく欺かれま

した。『あなたがたは安らかになる』と言われまし

たが、つるぎが命にまでも及びました」。 11その時

この民とエルサレムとはこう告げられる、「熱い風

が荒野の裸の山からわたしの民の娘のほうに吹いて

くる。これはあおぎ分けるためではなく、清めるた

めでもない。 12これよりもなお激しい風がわたしの

ために吹く。いまわたしは彼らにさばきを告げる」

。 13見よ、彼は雲のように上ってくる。その戦車は

つむじ風のよう、その馬はわしの飛ぶよりも速い。

ああ、われわれはわざわいだ、われわれは滅ぼされ

る。 14エルサレムよ、あなたの心の悪を洗い清めよ

、そうするならば救われる。悪しき思いはいつまで

あなたのうちにとどまるのか。 15ダンから告げる声

がある、エフライムの山から災を知らせている。 16

国々の民に彼の来ることを告げ、またエルサレムに

知らせよ。「攻めかこむ者が遠くの国から来て、ユ

ダの町々にむかってその声をあげる。 17彼らは畑を
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守る者のようにこれを攻めかこむ。それはわたしに

そむいたからだと、主は言われる。 18あなたの道と

その行いとが、あなたの身にこれを招いたのだ。こ

れはあなたの悪の結果で、まことに苦く、あなたの

心をつらぬく」。 19ああ、わがはらわたよ、わがは

らわたよ、わたしは苦しみにもだえる。ああ、わが

心臓の壁よ、わたしの心臓は、はげしく鼓動する。

わたしは沈黙を守ることができない、ラッパの声と

、戦いの叫びを聞くからである。 20破壊に次ぐに破

壊があり、全地は荒され、わたしの天幕はにわかに

破られ、わたしの幕はたちまち破られた。 21いつま

でわたしは旗を見、またラッパの声を聞かなければ

ならないのか。 22「わたしの民は愚かであって、わ

たしを知らない。彼らは愚鈍な子どもらで、悟るこ

とがない。彼らは悪を行うのにさといけれども、善

を行うことを知らない」。 23わたしは地を見たが、

それは形がなく、またむなしかった。天をあおいだ

が、そこには光がなかった。 24わたしは山を見たが

、みな震え、もろもろの丘は動いていた。 25わたし

は見たが、人はひとりもおらず、空の鳥はみな飛び

去っていた。 26わたしは見たが、豊かな地は荒れ地

となり、そのすべての町は、主の前に、その激しい

怒りの前に、破壊されていた。 27それは主がこう言

われたからだ、「全地は荒れ地となる。しかしわた

しはことごとくはこれを滅ぼさない。 28このために

地は悲しみ、上なる天は暗くなる。わたしがすでに

これを言い、これを定めたからだ。わたしは悔いな

い、またそれをする事をやめない」。 29どの町の人

も、騎兵と射手の叫びのために逃げて森に入り、岩
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に上る。町はみな捨てられ、そこに住む人はない。

30ああ、荒された女よ、あなたが紅の着物をき、金

の飾りで身をよそおい、目を塗って大きくするのは

、なんのためか。あなたが美しくしても、むだであ

る。あなたの恋人らはあなたを卑しめ、あなたの命

を求めている。 31わたしは子を産む女のような声、

ういごを産む女の苦しむような声を聞いた。シオン

の娘のあえぐ叫びである。両手を伸べて彼女は言う

、「わたしはわざわいだ、わたしを殺す者らの前に

わたしは気が遠くなる」と。

5エルサレムのちまたを行きめぐり、見て、知るが

よい。その広場を尋ねて、公平を行い、真実を求め

る者が、ひとりでもあるか捜してみよ。あれば、わ

たしはエルサレムをゆるす。 2彼らは、「主は生き

ておられる」と言うけれども、実は、偽って誓うの

だ。 3主よ、あなたの目は、真実を顧みられるでは

ありませんか。あなたが彼らを打たれても、痛みを

覚えず、彼らを滅ぼされても、懲しめを受けること

を拒み、その顔を岩よりも堅くして、悔い改めるこ

とを拒みました。 4それで、わたしは言った、「こ

れらはただ貧しい愚かな人々で、主の道と、神のお

きてを知りません。 5わたしは偉い人たちの所へ行

って、彼らに語ります。彼らは主の道を知り、神の

おきてを知っています」。ところが、彼らも皆おな

じように、くびきを折り、なわめを断っていた。 6

それゆえ林から、ししが出てきて彼らを殺し、荒野

から、おおかみが出てきて彼らを滅ぼす。ひょうは

彼らの町々をねらっている。そこから出る者はみな

裂かれる。彼らの罪が多く、その背信がはなはだし
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いからである。 7「わたしはどうしてあなたを、ゆ

るすことができようか。あなたの子どもらは、わた

しを捨てさり、神でもないものをさして誓った。わ

たしが彼らを満ち足らせた時、彼らは姦淫を行い、

遊女の家に群れ集まった。 8彼らは肥え太った丈夫

な雄馬のように、おのおの、いなないて隣の妻を慕

う。 9わたしはこれらの事のために彼らを罰しない

でいられようか。このような国民にあだを返さない

であろうか」と主は言われる。 10「あなたがたはユ

ダのぶどうの並み木の間を、のぼって行って、滅ぼ

せ、ただ、ことごとく滅ぼしてはならない。その枝

を切り除け、主のものではないからである。 11イス

ラエルの家とユダの家とはわたしにまったく不信で

あった」と主は言われる。 12「彼らは主について偽

り語って言った、『主は何事もなされない、災はわ

れわれに来ない、またつるぎや、ききんを見ること

はない。 13預言者らは風となり、彼らのうちに言葉

はない。彼らはこのようになる』と」。 14それゆえ

万軍の神、主はこう言われる、「彼らがこの言葉を

語ったので、見よ、わたしはあなたの口にあるわた

しの言葉を火とし、この民をたきぎとする。火は彼

らを焼き尽す」。 15主は言われる、「イスラエルの

家よ、見よ、わたしは遠い国の民をあなたがたのと

ころに攻めこさせる。その国は長く続く国、古い国

で、あなたがたはその国の言葉を知らず、人々の語

るのを悟ることもできない。 16その箙は開いた墓の

ようであり、彼らはみな勇士である。 17彼らはあな

たが刈り入れた物と、あなたの糧食とを食い尽し、

あなたのむすこ娘を食い尽し、あなたの羊と牛を食
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い尽し、あなたのぶどうの木といちじくの木を食い

尽し、またつるぎをもって、あなたが頼みとする堅

固な町々を滅ぼす」。 18主は言われる、「しかしそ

の時でも、わたしはことごとくはあなたを滅ぼさな

い。 19あなたの民が、『どうしてわれわれの神、主

はこれらのすべての事をわれわれになされたのか』

と言うならば、あなたは彼らに答えなければならな

い、『あなたがたがわたしを捨てて、自分の地で異

なる神々に仕えたように、あなたがたは自分のもの

でない地で異邦の人に仕えるようになる』と」。 20

これをヤコブの家にのべ、またユダに示して言え、

21「愚かで、悟りもなく、目があっても見えず、耳

があっても聞えない民よ、これを聞け。 22主は言わ

れる、あなたがたはわたしを恐れないのか、わたし

の前におののかないのか。わたしは砂を置いて海の

境とし、これを永遠の限界として、越えることがで

きないようにした。波はさかまいても、勝つことは

できない、鳴りわたっても、これを越えることはで

きない。 23ところが、この民には強情な、そむく心

があり、彼らはわき道にそれて、去ってしまった。

24彼らは『われわれに雨を与え、秋の雨と春の雨を

時にしたがって降らせ、われわれのために刈入れの

時を定められたわれわれの神、主を恐れよう』とそ

の心のうちに言わないのだ。 25あなたがたのとがは

、これらの事をしりぞけ、あなたがたの罪は、良い

物があなたがたに来るのをさまたげた。 26わが民の

うちには悪い者があって、鳥をとる人のように身を

かがめてうかがい、わなを置いて人を捕える。 27か

ごに鳥が満ちているように、彼らの家は不義の宝で
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満ちている。それゆえ、彼らは大いなる者、裕福な

者となり、 28肥えて、つやがあり、その悪しき行い

には際限がない。彼らは公正に、みなしごの訴えを

さばいて、それを助けようとはせず、また貧しい人

の訴えをさばかない。 29主は言われる、わたしはこ

のような事のために、彼らを罰しないであろうか。

わたしはこのような民に、あだを返さないであろう

か」。 30驚くべきこと、恐るべきことがこの地に起

っている。 31預言者は偽って預言し、祭司は自分の

手によって治め、わが民はこのようにすることを愛

している。しかしあなたがたはその終りにはどうす

るつもりか。

6ベニヤミンの人々よ、エルサレムの中から避難せ

よ。テコアでラッパを吹き、ベテハケレムに合図の

火をあげよ。北から災が臨み、大いなる滅びが来る

からである。 2わたしは美しい、たおやかなシオン

の娘を滅ぼす。 3牧者たちは、その群れをひきいて

来て、彼女を攻め、彼女の周囲に天幕を張る。群れ

はおのおのその所で草を食う。 4「戦いを始め、彼

女を攻めよ。立て、われわれは真昼に攻撃しよう」

。「わざわいなるかな、日ははや傾き、夕日の影は

長くなった」。 5「立て、われわれは夜の間に攻撃

しよう、そして彼女のもろもろの宮殿を破壊しよう

」。 6万軍の主はこう言われる、「あなたがたは彼

女の木を切り倒し、エルサレムにむかって塁を築け

。これは罰すべき町である、そのうちにはただ圧制

だけがある。 7井戸に新しい水がわくように彼女は

その悪を常にあらたに流す。そのうちには暴虐と破

滅とが聞える。わたしの前に病と傷とが絶えない。
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8エルサレムよ、戒めを受けいれよ。さもないと、わ

たしはあなたから離れ、あなたを荒れ地とし、住む

人のない地とする」。 9万軍の主はこう言われる、

「ぶどうの残りを摘みとるように、イスラエルの残

りの民をのこらず摘み取れ。ぶどうを摘みとる人の

ように、あなたの手をふたたびその枝に伸ばせ」。

10わたしはだれに語り、だれを戒めて、聞かせよう

か。見よ、彼らの耳は閉ざされて、聞くことができ

ない。見よ、彼らは主の言葉をあざけり、それを喜

ばない。 11それゆえ、わたしの身には主の怒りが満

ち、それを忍ぶのに、うみつかれている。「それを

ちまたにいる子供らと、集まっている若い人々とに

漏らせ。夫も妻も、老いた人も、年のひじょうに進

んだ人も捕えられ、 12彼らの家と畑と妻とは共に他

人に渡る。わたしが手を伸ばして、この地に住む者

を撃つからである」と主は言われる。 13「それは彼

らが、小さい者から大きい者まで、みな不正な利を

むさぼり、また預言者から祭司にいたるまで、みな

偽りを行っているからだ。 14彼らは、手軽にわたし

の民の傷をいやし、平安がないのに『平安、平安』

と言っている。 15彼らは憎むべきことをして、恥じ

たであろうか。すこしも恥ずかしいとは思わず、ま

た恥じることを知らなかった。それゆえ彼らは倒れ

る者と共に倒れる。わたしが彼らを罰するとき、彼

らは倒れる」と主は言われる。 16主はこう言われる

、「あなたがたはわかれ道に立って、よく見、いに

しえの道につき、良い道がどれかを尋ねて、その道

に歩み、そしてあなたがたの魂のために、安息を得

よ。しかし彼らは答えて、『われわれはその道に歩
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まない』と言った。 17わたしはあなたがたの上に見

張びとを立て、『ラッパの音に気をつけよ』と言っ

た。しかし彼らは答えて、『われわれは気をつける

ことはしない』と言った。 18それゆえ国々の民よ、

聞け。会衆よ、彼らにどのようなことが起るかを知

れ。 19地よ、聞け。見よ、わたしはこの民に災をく

だす。それは彼らのたくらみの実である。彼らがわ

たしの言葉に気をつけず、わたしのおきてを捨てた

からである。 20シバから、わたしの所に乳香が来、

遠い国から、菖蒲が来るのはなんのためか。あなた

がたの燔祭はわたしには喜ばしくなく、あなたがた

の犠牲もうれしくはない。 21それゆえ主はこう言わ

れる、『見よ、わたしはこの民の前につまずく石を

置く、人々は父も子も共にそれにつまずき、隣り人

もその友も滅びる』」。 22主はこう言われる、「見

よ、民が北の国から来る、大いなる国民が地の果か

ら興る。 23彼らは弓とやりをとる。彼らは残忍で、

あわれみがなく、海のような響きを立てる。シオン

の娘よ、彼らは馬に乗り、いくさ人のように身をよ

ろって、あなたを攻める」。 24われわれはそのうわ

さを聞いて、手は弱り、子を産む女に臨むような悩

みと苦しみとに捕えられた。 25畑に出てはならない

、また道を歩いてはならない。敵はつるぎを持ち、

恐れが四方にあるからだ。 26わが民の娘よ、荒布を

身にまとい、灰の中にまろび、ひとり子を失った時

のように、悲しみ、いたく嘆け。滅ぼす者が、にわ

かにわれわれを襲うからだ。 27「わたしはあなたを

民のうちに立てて、ためす者、試みる者とした。あ

なたが彼らの道を知り、それをためすことができる



エレミヤ書 1654

ようにするためである。 28彼らはみな、強情な反逆

者であって、歩きまわって人をそしる。彼らは青銅

や鉄であって、みな卑しいことを行う。 29ふいごは

激しく吹き、鉛は火にとけて尽き、精錬はいたずら

に進む。悪しき者がまだ除かれないからである。 30

主が彼らを捨てられたので、彼らは捨てられた銀と

呼ばれる」。

7主からエレミヤに臨んだ言葉はこうである。 2「

主の家の門に立ち、その所で、この言葉をのべて言

え、主を拝むために、この門をはいるユダのすべて

の人よ、主の言葉を聞け。 3万軍の主、イスラエル

の神はこう言われる、あなたがたの道とあなたがた

の行いを改めるならば、わたしはあなたがたをこの

所に住まわせる。 4あなたがたは、『これは主の神

殿だ、主の神殿だ、主の神殿だ』という偽りの言葉

を頼みとしてはならない。 5もしあなたがたが、ま

ことに、その道と行いを改めて、互に公正を行い、

6寄留の他国人と、みなしごと、やもめをしえたげる

ことなく、罪のない人の血をこの所に流すことなく

、また、ほかの神々に従って自ら害をまねくことを

しないならば、 7わたしはあなたがたを、わたしが

昔あなたがたの先祖に与えたこの地に永遠に住まわ

せる。 8見よ、あなたがたは偽りの言葉を頼みとし

ているが、それはむだである。 9あなたがたは盗み

、殺し、姦淫し、偽って誓い、バアルに香をたき、

あなたがたが以前には知らなかった他の神々に従い

ながら、 10わたしの名をもって、となえられるこの

家に来てわたしの前に立ち、『われわれは救われた

』と言い、しかもすべてこれら憎むべきことを行う
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のは、どうしたことか。 11わたしの名をもって、と

なえられるこの家が、あなたがたの目には盗賊の巣

と見えるのか。わたし自身、そう見たと主は言われ

る。 12わたしが初めにわたしの名を置いた場所シロ

へ行き、わが民イスラエルの悪のために、わたしが

その場所に対して行ったことを見よ。 13主は言われ

る、今あなたがたはこれらのすべてのことを行って

いる。またわたしはあなたがたに、しきりに語った

けれども、あなたがたは聞かず、あなたがたを呼ん

だけれども答えなかった。 14それゆえわたしはシロ

に対して行ったように、わたしの名をもって、とな

えられるこの家にも行う。すなわちあなたがたが頼

みとする所、わたしがあなたがたと、あなたがたの

先祖に与えたこの所に行う。 15そしてわたしは、あ

なたがたのすべての兄弟、すなわちエフライムのす

べての子孫を捨てたように、わたしの前からあなた

がたをも捨てる。 16あなたはこの民のために祈って

はならない。彼らのために嘆き、祈ってはならない

。またわたしに、とりなしをしてはならない。わた

しはあなたの求めを聞かない。 17あなたは彼らがユ

ダの町々と、エルサレムのちまたでしていることを

見ないのか。 18子どもらは、たきぎを集め、父たち

は火をたき、女は粉をこね、パンを造ってこれを天

后に供える。また彼らは他の神々の前に酒を注いで

、わたしを怒らせる。 19主は言われる、彼らが怒ら

せるのはわたしなのか。自分たち自身ではないのか

。そして自らうろたえている。 20それゆえ主なる神

はこう言われる、見よ、わたしの怒りと憤りを、こ

の所と、人と獣と、畑の木と、地の産物とに注ぐ。
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怒りは燃えて消えることがない」。 21万軍の主、イ

スラエルの神はこう言われる、「あなたがたの犠牲

に燔祭の物を合わせて肉を食べるがよい。 22それは

あなたがたの先祖をエジプトの地から導き出した日

に、わたしは燔祭と犠牲とについて彼らに語ったこ

ともなく、また命じたこともないからである。 23た

だわたしはこの戒めを彼らに与えて言った、『わた

しの声に聞きしたがいなさい。そうすれば、わたし

はあなたがたの神となり、あなたがたはわたしの民

となる。わたしがあなたがたに命じるすべての道を

歩んで幸を得なさい』と。 24しかし彼らは聞き従わ

ず、耳を傾けず、自分の悪い心の計りごとと強情に

したがって歩み、悪くなるばかりで、よくはならな

かった。 25あなたがたの先祖がエジプトの地を出た

日から今日まで、わたしはわたしのしもべである預

言者たちを日々彼らにつかわした。 26しかし彼らは

わたしに聞かず、耳を傾けないで強情になり、先祖

たちにもまさって悪を行った。 27たといあなたが彼

らにこのすべての言葉を語っても彼らは聞かない。

また彼らを呼んでもあなたに答えない。 28それゆえ

、あなたはこう彼らに言わなければならない、『こ

れはその神、主の声に聞き従わず、その戒めを受け

いれなかった国民である。真実はうせ、彼らの口か

ら絶えた。 29あなたの髪の毛を切って捨てよ、裸の

山の上に嘆きの声をあげよ。主が、お怒りになって

いる世の人を退け捨てられたからだ』。 30主は言わ

れる、ユダの民はわたしの前に悪を行い、わたしの

名をもってとなえられる家に、憎むべき者を置いて

そこを汚した。 31またベンヒンノムの谷にあるトペ
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テの高き所を築いて、むすこ娘を火に焼いた。わた

しはそれを命じたことはなく、またそのようなこと

を考えたこともなかった。 32主は言われる、それゆ

えに見よ、その所をトペテ、またはベンヒンノムの

谷と呼ばないで、ほふりの谷と呼ぶ日が来る。それ

はほかに場所がないので、トペテに葬るからである

。 33この民の死体は空の鳥と地の獣の食物となり、

これを追い払う者もない。 34そのときわたしはユダ

の町々とエルサレムのちまたに、喜びの声、楽しみ

の声、花婿の声、花嫁の声を絶やす。この地は荒れ

果てるからである。

8主は言われる、その時ユダの王たちの骨と、その

つかさたちの骨と、祭司たちの骨と、預言者たちの

骨と、エルサレムに住む人々の骨は墓より掘り出さ

れて、 2彼らの愛し、仕え、従い、求め、また拝ん

だ、日と月と天の衆群の前にさらされる。その骨は

集める者も葬る者もなく、地のおもてに糞土のよう

になる。 3この悪しき民のうちの残っている残りの

者はみな、わたしが追いやった場所で、生きること

よりも死ぬことを願うようになると、万軍の主は言

われる。 4あなたは彼らに言わなければならない。

主はこう仰せられる、人は倒れたならば、また起き

あがらないであろうか。離れていったならば、帰っ

てこないであろうか。 5それにどうしてこの民は、

常にそむいて離れていくのか。彼らは偽りを固くと

らえて、帰ってくることを拒んでいる。 6わたしは

気をつけて聞いたが、彼らは正しくは語らなかった

。その悪を悔いて、『わたしのした事は何か』とい

う者はひとりもない。彼らはみな戦場に、はせ入る
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馬のように、自分のすきな道に向かう。 7空のこう

のとりでもその時を知り、山ばとと、つばめと、つ

るはその来る時を守る。しかしわが民は主のおきて

を知らない。 8どうしてあなたがたは、『われわれ

には知恵がある、主のおきてがある』と言うことが

できようか。見よ、まことに書記の偽りの筆がこれ

を偽りにしたのだ。 9知恵ある者は、はずかしめら

れ、あわてふためき、捕えられる。見よ、彼らは主

の言葉を捨てた、彼らになんの知恵があろうか。 10

それゆえ、わたしは彼らの妻を他人に与え、その畑

を征服者に与える。それは彼らが小さい者から大き

い者にいたるまで、みな不正な利をむさぼり、預言

者から祭司にいたるまで、みな偽りを行っているか

らである。 11彼らは手軽に、わたしの民の傷をいや

し、平安がないのに、『平安、平安』と言っている

。 12彼らは憎むべきことをして、恥じたであろうか

。すこしも恥ずかしいとは思わず、また恥じること

を知らなかった。それゆえ彼らは倒れる者と共に倒

れる。わたしが彼らを罰するとき、彼らは倒れると

、主は言われる。 13主は言われる、わたしが集めよ

うと思うとき、ぶどうの木にぶどうはなく、いちじ

くの木に、いちじくはなく、葉さえ、しぼんでいる

。わたしが彼らに与えたものも、彼らを離れて、う

せ去った」。 14どうしてわれわれはなす事もなく座

しているのか。集まって、堅固な町にはいり、そこ

でわれわれは滅びよう。われわれが主に罪を犯した

ので、われわれの神、主がわれわれを滅ぼそうとし

て、毒の水を飲ませられるのだ。 15われわれは平安

を望んだが、良い事はこなかった。いやされる時を
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望んだが、かえって恐怖が来た。 16「彼らの馬のい

ななきはダンから聞えてくる。彼らの強い馬の声に

よって全地は震う。彼らは来て、この地と、ここに

あるすべてのもの、町と、そのうちに住む者とを食

い滅ぼす。 17見よ、魔法をもってならすことのでき

ない、へびや、まむしをあなたがたのうちにつかわ

す。それはあなたがたをかむ」と主は言われる。 18

わが嘆きはいやしがたく、わが心はうちに悩む。 19

聞け、地の全面から、わが民の娘の声があがるのを

。「主はシオンにおられないのか、シオンの王はそ

のうちにおられないのか」。「なぜ彼らはその彫像

と、異邦の偶像とをもって、わたしを怒らせたのか

」。 20「刈入れの時は過ぎ、夏もはや終った、しか

しわれわれはまだ救われない」。 21わが民の娘の傷

によって、わが心は痛む。わたしは嘆き、うろたえ

る。 22ギレアデに乳香があるではないか。その所に

医者がいるではないか。それにどうしてわが民の娘

はいやされることがないのか。

9ああ、わたしの頭が水となり、わたしの目が涙の

泉となればよいのに。そうすれば、わたしは民の娘

の殺された者のために昼も夜も嘆くことができる。

2ああ、わたしが荒野に、隊商の宿を得ることができ

ればよいのに。そうすれば、わたしは民を離れて去

って行くことができる。彼らはみな姦淫する者、不

信のともがらだからである。 3彼らは弓をひくよう

に、その舌を曲げる。真実ではなく、偽りがこの地

に強くなった。彼らは悪より悪に進み、またわたし

を知らないと、主は言われる。 4あなたがたはおの

おの隣り人に気をつけよ。どの兄弟をも信じてはな
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らない。兄弟はみな、押しのける者であり、隣り人

はみな、ののしって歩く者だからである。 5人はみ

な、その隣り人を欺き、真実を言う者はない。彼ら

は自分の舌に偽りを言うことを教え、悪を行い、疲

れて悔い改めるいとまもなく、 6しえたげに、しえ

たげを積み重ね、偽りに偽りを積み重ね、わたしを

知ることを拒んでいると、主は言われる。 7それゆ

え万軍の主はこう言われる、「見よ、わたしは彼ら

を溶かし、試みる。このほか、わが民をどうするこ

とができよう。 8彼らの舌は殺す矢のようだ、それ

は偽りを言う。その口ではおのおの隣り人におだや

かに語るが、その心では彼を待ち伏せる計りごとを

立てる。 9主は言われる、これらのことのために、

わたしが彼らを罰しないだろうか。わたしがこのよ

うな民にあだを返さないだろうか。 10山のために泣

き叫び、野の牧場のために悲しめ。これらは荒れす

たれて、通り過ぎる人もない。ここには牛、羊の鳴

く声も聞えず、空の鳥も獣も皆逃げ去った。 11わた

しはエルサレムを荒塚とし、山犬の巣とする。また

ユダの町々を荒して、住む人もない所とする」。 12

知恵があって、これを悟ることのできる人はだれか

。主の口の言葉をうけて、それを示す人はだれか。

この地が滅ぼされて荒野のようになり、通り過ぎる

人もなくなったのはどういうわけか。 13主は言われ

る、「それは彼らの前にわたしが立てたおきてを彼

らが捨てて、わたしの声に聞き従わず、そのとおり

に歩かなかったからである。 14彼らは強情に自分の

心に従い、また先祖の教えたようにバアルに従った

。 15それゆえ万軍の主、イスラエルの神はこう言わ



エレミヤ書 1661

れる、見よ、わたしはこの民に、にがよもぎを食べ

させ、毒の水を飲ませ、 16彼らも、その先祖たちも

知らなかった国びとのうちに彼らを散らし、また彼

らを滅ぼし尽すまで、そのうしろに、つるぎをつか

わす」。 17万軍の主はこう言われる、「よく考えて

、泣き女を呼べ。また人をつかわして巧みな女を招

け。 18彼らに急いでこさせ、われわれのために泣き

悲しませて、われわれの目に涙をこぼさせ、まぶた

から水をあふれさせよ。 19シオンから悲しみの声が

聞える。それは言う、『ああ、われわれは滅ぼされ

、いたく、はずかしめられている。われわれはその

地を去り、彼らがわれわれのすみかをこわしたから

だ』」。 20女たちよ、主の言葉を聞け。あなたがた

の耳に、その口の言葉をいれよ。あなたがたの娘に

悲しみの歌を教え、おのおのその隣り人に哀悼の歌

を教えよ。 21死がわれわれの窓に上って来、われわ

れの邸宅の中にはいり、ちまたにいる子どもらを絶

やし、広場にいる若い人たちを殺そうとしているか

らだ。 22あなたはこう言いなさい、「主は言われる

、『人の死体が糞土のように、野に倒れているよう

になり、また刈入れする人のうしろに残って、だれ

も集めることをしない束のようになる』」。 23主は

こう言われる、「知恵ある人はその知恵を誇っては

ならない。力ある人はその力を誇ってはならない。

富める者はその富を誇ってはならない。 24誇る者は

これを誇とせよ。すなわち、さとくあって、わたし

を知っていること、わたしが主であって、地に、い

つくしみと公平と正義を行っている者であることを

知ることがそれである。わたしはこれらの事を喜ぶ
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と、主は言われる」。 25主は言われる、「見よ、こ

のような日が来る。その日には、割礼をうけても、

心に割礼をうけていないすべての人をわたしは罰す

る。 26エジプト、ユダ、エドム、アンモンの人々、

モアブ、および野にいて、髪の毛のすみずみをそる

人々はそれである。これらの国びとはみな割礼をう

けていない者であり、イスラエルの全家もみな心に

割礼をうけていない者である」。

10イスラエルの家よ、主のあなたがたに語られる

言葉を聞け。 2主はこう言われる、「異邦の人の道

に習ってはならない。また異邦の人が天に現れるし

るしを恐れても、あなたがたはそれを恐れてはなら

ない。 3異邦の民のならわしはむなしいからだ。彼

らの崇拝するものは、林から切りだした木で、木工

の手で、おのをもって造ったものだ。 4人々は銀や

金をもって、それを飾り、くぎと鎚をもって動かな

いようにそれをとめる。 5その偶像は、きゅうり畑

のかかしのようで、ものを言うことができない。歩

くこともできないから、人に運んでもらわなければ

ならない。それを恐れるに及ばない。それは災をく

だすことができず、また幸をくだす力もないからだ

」。 6主よ、あなたに並びうる者はありません。あ

なたは大いなる者であり、あなたの名もその力のた

めに大いなるものであります。 7万国の王であるあ

なたを、恐れない者がありましょうか。あなたを恐

れるのは当然のことであります。万国のすべての知

恵ある者のうちにも、その国々のうちにも、あなた

に並びうる者はありません。 8彼らは皆、愚かで鈍

く、偶像の教は、ただ木にすぎない。 9銀ぱくはタ
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ルシシから渡来し、金はウパズから携えてくる。こ

れらは工人と金細工人の工作である。彼らの着物は

すみれ色と紫色である。これらはみな巧みな細工人

の作った物である。 10しかし主はまことの神である

。生きた神であり、永遠の王である。その怒りによ

って地は震いうごき、万国はその憤りに当ることが

できない。 11あなたがたは彼らに、こう言わなけれ

ばならない、「天地を造らなかった神々は地の上、

天の下から滅び去る」と。 12主はその力をもって地

を造り、その知恵をもって世界を建て、その悟りを

もって天をのべられた。 13彼が声を出されると、天

に多くの水のざわめきがあり、また地の果から霧を

立ちあがらせられる。彼は雨のために、いなびかり

をおこし、その倉から風を取り出される。 14すべて

の人は愚かで知恵がなく、すべての金細工人はその

造った偶像のために恥をこうむる。その偶像は偽り

物で、そのうちに息がないからだ。 15これらは、む

なしいもので、迷いのわざである。罰せられる時に

滅びるものである。 16ヤコブの分である彼はこのよ

うなものではない。彼は万物の造り主だからである

。イスラエルは彼の嗣業としての部族である。彼の

名を万軍の主という。 17囲みの中におる者よ、あな

たの包を地から取り上げよ。 18主がこう言われるか

らだ、「見よ、わたしはこのたび、この地に住む者

を投げ捨てる。かつ彼らをせめなやまして、思い知

らせる」。 19わたしはいたでをうけた、ああ、わざ

わいなるかな、わたしの傷は重い。しかしわたしは

言った、「まことに、これは悩みである。わたしは

これを忍ばなければならない」と。 20わたしの天幕
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は破れ、綱はことごとく切れ、子どもたちはわたし

を捨てて行って、いなくなった。もはやわたしの天

幕を張る者はなく、幕を掛ける者もない。 21牧者は

愚かであって、主に問うことをしないからである。

それゆえ彼らは栄えることもなく、その群れはみな

散り去っている。 22聞けよ、うわさのあるのを。見

よ、北の国から大いなる騒ぎが来る。これはユダの

町々を荒して山犬の巣とする。 23主よ、わたしは知

っています、人の道は自身によるのではなく、歩む

人が、その歩みを自分で決めることのできないこと

を。 24主よ、わたしを懲らしてください。正しい道

にしたがって、怒らずに懲らしてください。さもな

いと、わたしは無に帰してしまうでしょう。 25あな

たを知らない国民と、あなたの名をとなえない人々

にあなたの怒りを注いでください。彼らはヤコブを

食い尽しこれを食い尽して滅ぼし、そのすみかを荒

したからです。

11主からエレミヤに臨んだ言葉は言う、 2「この

契約の言葉を聞き、ユダの人々とエルサレムに住む

者に告げよ。 3彼らに言え、イスラエルの神、主は

こう仰せられる、この契約の言葉に従わない人は、

のろわれる。 4この契約は、わたしがあなたがたの

先祖をエジプトの地、鉄のかまどの中から導き出し

た時に、彼らに命じたところのものである。すなわ

ち、その時わたしは彼らに言った、わたしの声を聞

き、あなたがたに命じるすべてのことを行うならば

、あなたがたはわたしの民となり、わたしはあなた

がたの神となる。 5そして、わたしがあなたがたの

先祖に、乳と蜜との流れる地を与えると誓ったこと
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を、なし遂げると。すなわち今日のとおりである」

。その時わたしは、「主よ、仰せのとおりです」と

答えた。 6主はわたしに言われた、「このすべての

言葉を、ユダの町々と、エルサレムのちまたに告げ

示し、この契約の言葉を聞き、これを行え、と言い

なさい。 7わたしは、あなたがたの先祖をエジプト

の地から導き出した時から今日にいたるまで、おご

そかに彼らを戒め、絶えず戒めて、わたしの声に聞

き従うようにと言った。 8しかし彼らは従わず、そ

の耳を傾けず、おのおの自分の悪い強情な心に従っ

て歩んだ。それゆえ、わたしはこの契約の言葉をも

って彼らを責めた。これはわたしが彼らに行えと命

じたが、行わなかったものである」。 9主はまたわ

たしに言われた、「ユダの人々とエルサレムに住む

者のうちに反逆の事がある。 10彼らは、わたしの言

葉を聞くことを拒んだその先祖たちの罪に立ち返り

、またほかの神々に従ってそれに仕えた。イスラエ

ルの家とユダの家とは、わたしがその先祖たちと結

んだ契約を破った。 11それゆえ主はこう言われる、

見よ、わたしは災を彼らの上に下す。彼らはそれを

免れることはできない。彼らがわたしを呼んでも、

わたしは聞かない。 12ユダの町々とエルサレムに住

む者は、行って、自分たちがそれに香をたいている

神々に呼び求めるが、これらは、彼らの災の時にも

決して彼らを救うことはできない。 13ユダよ、あな

たの神々は、あなたの町の数ほど多くなった。また

あなたがたはエルサレムのちまたの数ほどの祭壇を

恥ずべき者のために立てた。すなわちバアルに香を

たくための祭壇である。 14それゆえ、この民のため
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に祈ってはならない。また彼らのために泣き、ある

いは祈り求めてはならない。彼らがその災の時に、

わたしに呼ばわっても、わたしは彼らに聞くことを

しないからだ。 15わが愛する者は、わたしの家で何

をするのか。すでにこれは悪事を行った。誓願と犠

牲の肉とがあなたに災を免れさせることができるで

あろうか。それであなたは喜ぶことができるであろ

うか。 16主はあなたを、かつては『良い実のなる美

しい青々としたオリブの木』と呼ばれたが、激しい

暴風のとどろきと共に、主はそれに火をかけ、その

枝を焼き払われるのである。 17あなたを植えた万軍

の主は、あなたに向かって災を言い渡された。これ

はイスラエルの家とユダの家とが悪を行い、バアル

に香をたいて、わたしを怒らせたからである」。 18

主が知らせてくださったので、わたしはそれを知っ

た。その時、あなたは彼らの悪しきわざをわたしに

示された。 19しかしわたしは、ほふられに行く、お

となしい小羊のようで、彼らがわたしを害しようと

、計りごとをめぐらしているのを知らなかった。彼

らは言う、「さあ、木とその実を共に滅ぼそう。生

ける者の地から彼を絶って、その名を人に忘れさせ

よう」。 20正しいさばきをし、人の心と思いを探ら

れる万軍の主よ、わたしは自分の訴えをあなたにお

任せしました。あなたが彼らにあだをかえされるの

を見させてください。 21それゆえ主はアナトテの人

々についてこう言われる、彼らはあなたの命を取ろ

うと求めて言う、「主の名によって預言してはなら

ない。それをするならば、あなたはわれわれの手に

かかって死ぬであろう」。 22それで万軍の主はこう
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言われる、「見よ、わたしは彼らを罰する。若い人

はつるぎで死に、彼らのむすこ娘は、ききんで死に

、 23だれも残る者はない。わたしがアナトテの人々

に災を下し、彼らを罰する年をこさせるからである

」。

12主よ、わたしがあなたと論じ争う時、あなたは

常に正しい。しかしなお、わたしはあなたの前に、

さばきのことを論じてみたい。悪人の道がさかえ、

不信実な者がみな繁栄するのはなにゆえですか。 2

あなたが彼らを植えられたので、彼らは根づき、育

って、実を結びます。彼らは口ではあなたに近づき

ますが、心はあなたから遠ざかっています。 3主よ

、あなたはわたしを知り、わたしを見、わたしの心

があなたに対していかにあるかを試みられます。ほ

ふるために羊を引き出すように、彼らを引き出し、

殺す日にそなえて、彼らを残しておいてください。

4いつまで、この地は嘆き、どの畑の野菜も枯れてい

てよいでしょうか。この地に住む者の悪によって、

獣と鳥は滅びうせます。人々は言いました、「彼は

われわれの終りを見ることはない」と。 5「もしあ

なたが、徒歩の人と競争して疲れるなら、どうして

騎馬の人と競うことができようか。もし安全な地で

、あなたが倒れるなら、ヨルダンの密林では、どう

するつもりか。 6あなたの兄弟たち、あなたの父の

家のものさえ、あなたを欺き、大声をあげて、あな

たを追っている。彼らが親しげにあなたに語ること

があっても、彼らを信じてはならない」。 7「わた

しはわが家を離れ、わが嗣業を捨て、わが魂の愛す

る者を敵の手に渡した。 8わたしの嗣業は、わたし



エレミヤ書 1668

にとって林の中のししのようになった。これはわた

しに向かってその声をあげる。それゆえわたしはこ

れを憎む。 9わたしの嗣業は、わたしにとって、斑

点のある猛禽のようではないか。他の猛禽がこれを

囲んでいるではないか。行って、野の獣をみな集め

、連れてきてこれを食べさせよ。 10多くの牧者たち

はわたしのぶどう畑を滅ぼし、わたしの地を踏み荒

した。わたしの麗しい地を荒れた野にした。 11彼ら

はこれを荒れ地としてしまった。その荒れ地がわた

しに向かって嘆くのだ。全地は荒れ地にされた。し

かし、ひとりもこれを心に留める者はない。 12滅ぼ

す者どもが荒野のすべての、はげ山の上にきた。主

のつるぎが、地の、この果から、かの果までを滅ぼ

すのだ。命あるものは安らかであることができない

。 13彼らは麦をまいて、いばらを刈り取る。苦労し

てもなんの利益もない。彼らはその収穫を恥じるよ

うになる。主の激しい怒りによってである」。 14わ

たしがわが民イスラエルにつがせた嗣業に手を触れ

るすべての悪い隣り人について、主はこう言われる

、「見よ、わたしは彼らをその地から抜き出し、ユ

ダの家を彼らのうちから抜き出す。 15わたしは、彼

らを抜き出したのちに、また彼らをあわれんで、そ

れぞれその嗣業に導き返し、おのおのを、その地に

帰らせる。 16もし彼らがわたしの民の道を学び、わ

たしの名によって、『主は生きておられる』と言っ

て誓うことが、かつて彼らがわたしの民に教えてバ

アルをさして誓わせたようになるならば、彼らはわ

たしの民のうちに建てられる。 17しかし耳をかさな
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い民があるときは、わたしはその民を抜き出して滅

ぼすと、主は言われる」。

13主はわたしにこう言われた、「行って、亜麻布

の帯を買い、腰に結べ。水につけてはならない」。

2そこで、わたしは主の言葉に従い、帯を買って腰に

結んだ。 3主の言葉は、再びわたしに臨んで言った

、 4「あなたが買って腰に結んでいる帯を手に取り

、立ってユフラテの川へ行き、その所の岩の裂け目

にこれを隠せ」。 5わたしは主が命じられたように

、行って、これをユフラテの川のほとりに隠した。

6多くの日を経てのち、主はわたしに言われた、「立

って、ユフラテの川へ行き、あなたに命じて、そこ

に隠させた帯をその所から取ってきなさい」。 7そ

こでわたしはユフラテの川へ行き、地を掘って、隠

した所から帯を取り出したが、その帯はそこなわれ

て、役に立たなくなっていた。 8その時、主の言葉

がわたしに臨んだ、 9「主はこう仰せられる、これ

と同じように、わたしはユダの高ぶりとエルサレム

の大いなる高ぶりを、破るのである。 10この悪しき

民はわたしの言葉を聞くことを拒み、自分の心を強

情にして歩み、また他の神々に従ってこれに仕え、

これを拝んでいる。彼らはこの帯のように、なんの

役にも立たなくなる」。 11主は言われる、「帯が人

の腰に着くように、イスラエルのすべての家とユダ

のすべての家とをわたしに着かせ、これをわたしの

民とし、名とし、誉とし、栄えとしようとした。し

かし彼らは聞き従おうともしなかった」。 12「あな

たはこの言葉を彼らに語らなければならない、『イ

スラエルの神はこう言われる、酒つぼには、みな酒
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が満ちる』と。彼らはあなたに言うであろう、『酒

つぼに、みな酒が満ちることをわれわれが知らない

ことがあろうか』と。 13その時、あなたは彼らに言

わなければならない、『主はこう言われる、見よ、

わたしはこの地に住むすべての者と、ダビデの位に

座す王たちと、祭司と預言者およびエルサレムに住

むすべての者に酔いを満たし、 14彼らを互に打ち当

てて砕く。父と子をもそのようにすると、主は言わ

れる。わたしは彼らをあわれまず、惜しまず、かわ

いそうとも思わずに滅ぼす』と」。 15耳を傾けて聞

け、高ぶってはならない、主がお語りになるからで

ある。 16主がまだやみを起されないうちに、またあ

なたがたの足が薄暗がりの山につまずかないうちに

、あなたがたの神、主に栄光を帰せよ。さもないと

、あなたがたが光を望んでいる間に、主はそれを暗

黒に変え、それを暗やみとされるからである。 17も

しあなたがたが聞かないならば、わたしの魂はひそ

かな所で、あなたがたの高ぶりのために悲しむ。ま

た主の群れが、かすめられたために、わたしの目は

いたく泣いて、涙を流すのである。 18王と太后とに

告げよ、「あなたがたは低い座にすわりなさい。麗

しい冠はすでにあなたがたの頭から落ちてしまった

からです」。 19ネゲブの町々は閉ざされて、これを

開く人がない。ユダはみな捕え移される、ことごと

く捕え移される。 20「目をあげて、北の方からくる

者を見よ、あなたに賜わった群れ、あなたの麗しい

群れはどこにいるのか。 21彼らがあなたの親しみ慣

れた人たちを、あなたの上に立ててかしらとすると

き、あなたは何を言おうとするのか。あなたの苦し
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みは、子を産む女の苦しみのようでないであろうか

。 22あなたが心のうちに、『どうしてこのようなこ

とがわたしに起ったのか』というならば、あなたの

罪が重いゆえに、あなたの着物のすそはあげられ、

はずかしめを受けるのだ。 23エチオピヤびとはその

皮膚を変えることができようか。ひょうはその斑点

を変えることができようか。もしそれができるなら

ば、悪に慣れたあなたがたも、善を行うことができ

る。 24わたしはあなたがたを散らし、野の風に吹き

散らされるもみがらのようにする。 25主は言われる

、これがあなたに授けられた定め、わたしが量って

あなたに与える分である。あなたがわたしを忘れて

、偽りを頼みとしたからだ。 26わたしはまたあなた

の着物のすそを顔まであげて、あなたの恥をあらわ

す。 27わたしはあなたの憎むべき行い、あなたの姦

淫と、いななき、野の丘の上で行ったあなたのみだ

らな行いを見た。エルサレムよ、あなたはわざわい

だ、あなたの清められるのはいつのことであろうか

」。

14ひでりの事についてエレミヤに臨んだ主の言葉

。 2「ユダは悲しみ、その町々の門は傾き、民は地

に座して嘆き、エルサレムの叫びはあがる。 3その

君たちは、しもべをつかわして水をくませる。彼ら

が井戸の所にきても、水は見つからず、むなしい器

をもって帰り、恥じ、かつ当惑して、その頭をおお

う。 4地に雨が降らず、土が、かわいて割れたため

、農夫は恥じて、その頭をおおう。 5野にいる雌じ

かでさえも子を産んで、これを捨てる。草がないか

らである。 6野ろばは、はげ山の上に立って、山犬
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のようにあえぎ、草のないために、その目はくらむ

。 7主よ、われわれの罪がわれわれを訴えて不利な

証言をしても、あなたの名のために、事をなしてく

ださい。われわれの背信の数は多く、あなたに向か

って罪を犯しました。 8イスラエルの望みなる主よ

、悩みの時の救主よ、なぜ、あなたはこの地に住む

異邦の人のようにし、また一夜の宿りのために立ち

寄る旅びとのようになさらねばならないのですか。

9なぜ、あなたは、うろたえている人のようにし、ま

た人を救いえない勇士のようになさらねばならない

のですか。主よ、あなたはわれわれのうちにいらせ

られます。われわれは、み名によって呼ばれている

者です。われわれを見捨てないでください」。 10こ

の民について主はこう言われる、「彼らはこのよう

に好んで、さまよい、その足をとどめることをしな

かったので、主は彼らを喜ばず、いまそのとがを覚

え、その罪を罰するのだ」。 11主はわたしに言われ

た、「この民のために恵みを祈ってはならない。 12

彼らが断食しても、わたしは彼らの呼ぶのを聞かな

い。燔祭と素祭をささげても、わたしはそれを受け

ない。かえって、つるぎと、ききん、および疫病を

もって、彼らを滅ぼしてしまう」。 13わたしは言っ

た、「ああ、主なる神よ、預言者たちはこの民に向

かい、『あなたがたは、つるぎを見ることはない。

ききんもこない。わたしはこの所に確かな平安をあ

なたがたに与える』と言っています」。 14主はわた

しに言われた、「預言者らはわたしの名によって偽

りの預言をしている。わたしは彼らをつかわさなか

った。また彼らに命じたこともなく、話したことも



エレミヤ書 1673

ない。彼らは偽りの黙示と、役に立たない占い、お

よび自分の心でつくりあげた欺きをあなたがたに預

言しているのだ。 15それゆえ、わたしがつかわさな

いのに、わたしの名によって預言して、『つるぎと

ききんは、この地にこない』と言っているあの預言

者について、主はこう仰せられる、この預言者らは

、つるぎとききんに滅ぼされる。 16また彼らの預言

を聞く民は、ききんとつるぎとによって、エルサレ

ムのちまたに投げ捨てられる。だれもこれを葬る者

はない。彼らとその妻、およびそのむすこ娘も同様

である。わたしが彼らの悪をその上に注ぐからであ

る。 17この言葉を彼らに語れ、『わたしの目は夜も

昼も絶えず涙を流す。わが民の娘であるおとめが大

きな傷と重い打撃によって滅ぼされるからである。

18わたしが出て畑に行くと、つるぎで殺された者が

ある。町にはいると、ききんで病んでいる者がある

。預言者も祭司も共にその地にさまよって、知ると

ころがない』」。 19あなたはまったくユダを捨てら

れたのですか。あなたの心はシオンをきらわれるの

ですか。あなたはわれわれを撃ったのに、どうして

いやしてはくださらないのですか。われわれは平安

を望んだが、良い事はこなかった。いやされる時を

望んだが、かえって恐怖が来た。 20主よ、われわれ

は自分の悪と、先祖のとがとを認めています。われ

われはあなたに罪を犯しました。 21み名のために、

われわれを捨てないでください。あなたの栄えある

み位をはずかしめないでください。あなたがわれわ

れにお立てになった契約を覚えて、それを破らない

でください。 22異邦の偽りの神々のうちに、雨を降
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らせうる者があるであろうか。天が自分で夕立ちを

降らすことができようか。われわれの神、主よ、あ

なたこそ、これをなさる方ではありませんか。われ

われの待ち望むのはあなたです。あなたがこれらす

べてのことをなさるからです。

15主はわたしに言われた、「たといモーセとサム

エルとがわたしの前に立っても、わたしの心はこの

民を顧みない。彼らをわたしの前から追い出し、こ

こを去らせよ。 2もし彼らが、『われわれはどこに

行けばよいのか』とあなたに尋ねるならば、彼らに

言いなさい、『主はこう仰せられる、疫病に定めら

れた者は疫病に、つるぎに定められた者はつるぎに

、ききんに定められた者はききんに、とりこに定め

られた者はとりこに行く』。 3主は仰せられる、わ

たしは四つの物をもって彼らを罰する。すなわち、

つるぎをもって殺し、犬をもってかませ、空の鳥と

地の獣をもって食い滅ぼさせる。 4またユダの王ヒ

ゼキヤの子マナセが、エルサレムでした行いのゆえ

に、わたしは彼らを地のすべての国が見て恐れおの

のくものとする。 5エルサレムよ、だれがあなたを

あわれむであろうか。だれがあなたのために嘆くで

あろうか。だれがふり返って、あなたの安否を問う

であろうか。 6主は言われる、あなたはわたしを捨

てた。そしてますます退いて行く。それゆえ、わた

しは手を伸べてあなたを滅ぼした。わたしはあわれ

むことには飽きた。 7わたしはこの地の門で、箕で

彼らをあおぎ分けた。彼らがその道を離れなかった

ので、わたしは彼らの子を奪い、わが民を滅ぼした

。 8わたしは彼らの寡婦の数を浜べの砂よりも多く
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した。わたしは真昼に、滅ぼす者を連れてきて、若

者らの母たちをせめ、驚きと恐れを、にわかに母た

ちにおこした。 9七人の子を産んだ女は、弱り衰え

て、息絶え、まだ昼であったが、彼女の日は没した

。彼女は恥じ、うろたえた。その残りの者は、これ

を敵のつるぎに渡すと主は言われる」。 10ああ、わ

たしはわざわいだ。わが母よ、あなたは、なぜ、わ

たしを産んだのか。全国の人はわたしと争い、わた

しを攻める。わたしは人に貸したこともなく、人に

借りたこともないのに、皆わたしをのろう。 11主よ

、もしわたしが彼らの幸福をあなたに祈り求めず、

また敵のため、その悩みのときと、災のときに、わ

たしがあなたにとりなしをしなかったのであれば、

彼らののろいも、やむをえないでしょう。 12人は鉄

を、北からくる鉄や青銅を砕くことができましょう

か。 13「わたしはあなたの富と宝を、ぶんどり物と

して他に与える。代価を受けることはできない。そ

れはあなたのすべての罪によるので、領域内のいた

る所にこのことが起る。 14わたしはあなたの知らな

い地で、あなたの敵に仕えさせる。わたしの怒りに

よって火は点じられ、いつまでも燃え続けるからで

ある」。 15主よ、あなたは知っておられます。わた

しを覚え、わたしを顧みてください。わたしを迫害

する者に、あだを返し、あなたの寛容によって、わ

たしを取り去らないでください。わたしがあなたの

ために、はずかしめを受けるのを知ってください。

16わたしはみ言葉を与えられて、それを食べました

。み言葉は、わたしに喜びとなり、心の楽しみとな

りました。万軍の神、主よ、わたしは、あなたの名
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をもってとなえられている者です。 17わたしは笑い

さざめく人のつどいにすわることなく、また喜ぶこ

とをせず、ただひとりですわっていました。あなた

の手がわたしの上にあり、あなたが憤りをもってわ

たしを満たされたからです。 18どうしてわたしの痛

みは止まらず、傷は重くて、なおらないのですか。

あなたはわたしにとって、水がなくて人を欺く谷川

のようになられるのですか。 19それゆえ主はこう仰

せられる、「もしあなたが帰ってくるならば、もと

のようにして、わたしの前に立たせよう。もしあな

たが、つまらないことを言うのをやめて、貴重なこ

とを言うならば、わたしの口のようになる。彼らは

あなたの所に帰ってくる。しかしあなたが彼らの所

に帰るのではない。 20わたしはあなたをこの民の前

に、堅固な青銅の城壁にする。彼らがあなたを攻め

ても、あなたに勝つことはできない。わたしがあな

たと共にいて、あなたを助け、あなたを救うからで

あると、主は言われる。 21わたしはあなたを悪人の

手から救い、無慈悲な人の手からあがなう」。

16主の言葉はまたわたしに臨んだ、 2「あなたは

この所で妻をめとってはならない。またむすこ娘を

持ってはならない。 3この所で生れるむすこ娘と、

この地でこれを産む母たちと、これを生む父たちと

について主はこう言われる、 4彼らは死の病にかか

って死に、哀悼する者もなく、埋葬する者もなく、

地のおもてに、糞土のようになる。またつるぎと、

ききんに滅ぼされて、その死体は空の鳥と地の獣の

食い物となる。 5主はこう言われる、喪のある家に

、はいってはならない。また行って、それを悲しみ
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嘆いてはならない。わたしがこの民からわたしの平

安と、いつくしみと、あわれみとを取り去ったから

であると、主は言われる。 6大いなる者も小さき者

も、この地に死ぬ。彼らは葬られず、また彼らのた

めに悲しむ者もなく、自分の身を傷つける者もなく

、髪をそる者もない。 7悲しむ者のためにパンをさ

いて、死者のためにこれを慰める者はなく、また父

あるいは母のために慰めの杯をこれに与えて飲ませ

る者もない。 8またあなたは宴会をする家にはいっ

て、人々と共にすわって食い飲みしてはならない。

9万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、見よ、

あなたの目の前で、あなたのなおこの世にいる間に

、わたしは喜びの声と楽しみの声、花婿の声と花嫁

の声とをこの所に絶やしてしまう。 10あなたがこの

すべての言葉をこの民に告げるとき、彼らがあなた

に尋ねて、『主がわれわれにこの大きな災を宣告さ

れるのはどうしてですか。われわれにどんな悪い所

があるのですか。われわれの神、主にそむいて、わ

れわれが犯した罪とはなんですか』と言うならば、

11あなたは彼らに答えなければならない、『主は仰

せられる、それはあなたがたの先祖がわたしを捨て

て他の神々に従い、これに仕え、これを拝し、また

わたしを捨て、わたしの律法を守らなかったからで

ある。 12あなたがたは、あなたがたの先祖よりも、

いっそう悪いことをした。見よ、あなたがたはおの

おの自分の悪い強情な心に従い、わたしに聞き従う

ことはしない。 13それゆえ、わたしはあなたがたを

この地より追い出し、あなたがたも、あなたがたの

先祖も知らない地に行かせる。その所であなたがた
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は昼夜、ほかの神々に仕えるようになる。これはわ

たしがあなたがたにあわれみを示さないからである

』と。 14主は言われる、それゆえ、見よ、こののち

『イスラエルの民をエジプトの地から導き出した主

は生きておられる』とは言わないで、 15『イスラエ

ルの民を北の国と、そのすべて追いやられた国々か

ら導き出した主は生きておられる』という日がくる

。わたしが彼らを、その先祖に与えた彼らの地に導

きかえすからである。 16主は言われる、見よ、わた

しは多くの漁夫を呼んできて、彼らをすなどらせ、

また、そののち多くの猟師を呼んできて、もろもろ

の山、もろもろの丘、および岩の裂け目から彼らを

かり出させる。 17わたしの目は彼らのすべての道を

見ているからである。みなわたしに隠れてはいない

。またその悪はわたしの目に隠れることはない。 18

わたしはその悪とその罪の報いを二倍にする。彼ら

がその忌むべき偶像の死体をもって、わたしの地を

汚し、その憎むべきものをもって、わたしの嗣業を

満たしたからである」。 19主、わが力、わが城、悩

みの時の、のがれ場よ、万国の民は地の果からあな

たのもとにきて申します、「われわれの先祖が受け

嗣いだのは、ただ偽りと、役に立たないつまらない

事ばかりです。 20人が自分で神々を造ることができ

ましょうか。そういうものは神ではありません」。

21「それゆえ、見よ、わたしは彼らに知らせよう。

すなわち、この際わたしの力と、わたしの勢いとを

知らせよう。彼らはわたしの名が、主であることを

知るようになる」。
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17「ユダの罪は、鉄の筆、金剛石のとがりをもっ

てしるされ、彼らの心の碑と、祭壇の角に彫りつけ

られている。 2彼らの子供たちは青木の下と、高い

丘の上、野の山の上にある祭壇とアシラのことを覚

えている。 3わたしはあなたの富とすべての宝とを

、あなたの全領域の内で犯した罪の代価として、ぶ

んどり物とならせる。 4わたしがあなたに与えた嗣

業からあなたは手をはなすようになる。またわたし

は、あなたの知らない地で、あなたの敵に仕えさせ

る。わたしの怒りによって、火は点じられ、いつま

でも燃え続けるからである」。 5主はこう言われる

、「おおよそ人を頼みとし肉なる者を自分の腕とし

、その心が主を離れている人は、のろわれる。 6彼

は荒野に育つ小さい木のように、何も良いことの来

るのを見ない。荒野の、干上がった所に住み、人の

住まない塩地にいる。 7おおよそ主にたより、主を

頼みとする人はさいわいである。 8彼は水のほとり

に植えた木のようで、その根を川にのばし、暑さに

あっても恐れることはない。その葉は常に青く、ひ

でりの年にも憂えることなく、絶えず実を結ぶ」。

9心はよろずの物よりも偽るもので、はなはだしく悪

に染まっている。だれがこれを、よく知ることがで

きようか。 10「主であるわたしは心を探り、思いを

試みる。おのおのに、その道にしたがい、その行い

の実によって報いをするためである」。 11しゃこが

自分が産んだのではない卵を抱くように、不正な財

産を得る者がある。その人は一生の半ばにそれから

離れて、その終りには愚かな者となる。 12初めから

高くあげられた栄えあるみ座は、われわれの聖所の
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ある所である。 13またイスラエルの望みである主よ

、あなたを捨てる者はみな恥をかき、あなたを離れ

る者は土に名をしるされます。それは生ける水の源

である主を捨てたからです。 14主よ、わたしをいや

してください、そうすれば、わたしはいえます。わ

たしをお救いください、そうすれば、わたしは救わ

れます。あなたはわたしのほめたたえる者だからで

す。 15彼らはわたしに言います、「主の言葉はどこ

にあるのか。今、それを出して見せよ」と。 16悪を

つかわされるようにとは、わたしはたって求めませ

んでした。また災の日を願わなかったのを、あなた

はごぞんじです。わたしのくちびるから出たことは

、み前にあります。 17どうか、わたしを恐れさせな

いでください。災のときに、あなたはわたしののが

れ場です。 18わたしを攻め悩ます者をはずかしめて

ください。しかしわたしをはずかしめないでくださ

い。彼らを恐れさせてください。しかしわたしを恐

れさせないでください。災の日を彼らにきたらせ、

滅びを倍にして彼らを滅ぼしてください。 19主はわ

たしにこう言われた、「行って、ユダの王たちの出

入りするベニヤミンの門、およびエルサレムのすべ

ての門に立って、 20言いなさい、『これらの門から

はいるユダの王たち、およびユダのすべての民とエ

ルサレムに住むすべての者よ、主の言葉を聞きなさ

い。 21主はこう言われる、命が惜しいならば気をつ

けるがよい。安息日に荷をたずさえ、またはそれを

持ってエルサレムの門にはいってはならない。 22ま

た安息日にあなたがたの家から荷を運び出してはな

らない。なんのわざをもしてはならない。わたしが
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あなたがたの先祖に命じたように安息日を聖別して

守りなさい。 23しかし彼らは従わず耳を傾けず、聞

くことも、戒めをうけることをも強情に拒んだ。 24

主は言われる、もしあなたがたがわたしに聞き従い

、安息日に荷をたずさえてこの町の門にはいらず、

安息日を聖別して、なんのわざをもしないならば、

25ダビデの位に座する王たち、つかさたち、ユダの

人々、エルサレムに住む者は、車と馬に乗ってこの

町の門からはいることができる。そしてこの町には

長く人が住むようになる。 26また人々はユダの町々

やエルサレムの周囲、ベニヤミンの地、平地と山地

およびネゲブから来て燔祭、犠牲、素祭、乳香、感

謝祭をたずさえて主の家にはいる。 27しかし、もし

あなたがたがわたしに聞き従わないで、安息日を聖

別して守ることをせず、安息日に荷をたずさえてエ

ルサレムの門にはいるならば、わたしは火をその門

の中に燃やして、エルサレムのもろもろの宮殿を焼

き滅ぼす。その火は消えることがない』」。

18主からエレミヤに臨んだ言葉。 2「立って、陶

器師の家に下って行きなさい。その所でわたしはあ

なたにわたしの言葉を聞かせよう」。 3わたしは陶

器師の家へ下って行った。見ると彼は、ろくろで仕

事をしていたが、 4粘土で造っていた器が、その人

の手の中で仕損じたので、彼は自分の意のままに、

それをもってほかの器を造った。 5その時、主の言

葉がわたしに臨んだ、 6「主は仰せられる、イスラ

エルの家よ、この陶器師がしたように、わたしもあ

なたがたにできないのだろうか。イスラエルの家よ

、陶器師の手に粘土があるように、あなたがたはわ
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たしの手のうちにある。 7ある時には、わたしが民

または国を抜く、破る、滅ぼすということがあるが

、 8もしわたしの言った国がその悪を離れるならば

、わたしはこれに災を下そうとしたことを思いかえ

す。 9またある時には、わたしが民または国を建て

る、植えるということがあるが、 10もしその国がわ

たしの目に悪と見えることを行い、わたしの声に聞

き従わないなら、わたしはこれに幸を与えようとし

たことを思いかえす。 11それゆえ、ユダの人々とエ

ルサレムに住む者に言いなさい、『主はこう仰せら

れる、見よ、わたしはあなたがたに災を下そうと工

夫し、あなたがたを攻める計りごとを立てている。

あなたがたはおのおのその悪しき道を離れ、その道

と行いを改めなさい』と。 12しかし彼らは言う、『

それはむだです。われわれは自分の図るところに従

い、おのおのその悪い強情な心にしたがって行動し

ます』と。 13それゆえ主はこう言われる、異邦の民

のうちのある者に尋ねてみよ、このような事を聞い

た者があろうか。おとめイスラエルは恐ろしい事を

した。 14レバノンの雪が、どうしてシリオンの岩を

離れようか。山の水、冷たい川の流れが、どうして

かわいてしまおうか。 15それなのにわが民はわたし

を忘れて、偽りの神々に香をたいている。彼らはそ

の道、古い道につまずき、また小道に入り、大路か

らはなれた。 16自分の地を荒れすたれさせて、いつ

までも人に舌打ちされるものとした。そこを通る人

はみな身震いして、首を振る。 17わたしは東風のよ

うに、彼らをその敵の前に散らす。その滅びの日に

は、わたしは彼らに背を向け、顔を向けない」。 18
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彼らは言った、「さあ、計略をめぐらして、エレミ

ヤを倒そう。祭司には律法があり、知恵ある者には

計りごとがあり、預言者には言葉があって、これら

のものが滅びてしまうことはない。さあ、われわれ

は舌をもって彼を撃とう。彼のすべての言葉に、心

を留めないことにしよう」。 19主よ、どうぞわたし

にみ心を留め、わたしの訴えをお聞きください。 20

悪をもって善に報いるべきでしょうか。しかもなお

彼らはわたしの命を取ろうとして穴を掘りました。

わたしがあなたの前に立って、彼らのことを良く言

い、あなたの憤りを止めようとしたのを覚えてくだ

さい。 21それゆえ、彼らの子どもたちをききんに渡

し、彼らをつるぎの刃に渡してください。彼らの妻

は子を失い、また寡婦となり、男は疫病にかかって

死に、若い者は、戦争でつるぎに殺されますように

。 22あなたが敵をにわかに彼らに臨ませられるとき

、彼らの家から叫び声が聞えますように。彼らは穴

を掘って、わたしを捕えようとし、わなをつくって

、わたしの足を捕えようとしたからです。 23主よ、

あなたは彼らがわたしを殺すためにめぐらしている

計略を皆ごぞんじです。その悪をゆるすことなく、

その罪をあなたの前から消し去らないでください。

彼らをあなたの前に倒れさせてください。あなたの

お怒りになる時に彼らを罰してください。

19主はこう言われる、「行って、陶器師のびんを

買い、民の長老と年長の祭司のうちの数人を伴って

、 2瀬戸かけの門の入口にあるベンヒンノムの谷へ

行き、その所で、わたしがあなたに語る言葉をのべ

て、 3言いなさい、『ユダの王たち、およびエルサ
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レムに住む者よ、主の言葉を聞きなさい。万軍の主

、イスラエルの神はこう仰せられる、見よ、わたし

は災をこの所に下す。おおよそ、その災のことを聞

くものの耳は両方とも鳴る。 4彼らがわたしを捨て

、この所を汚し、この所で、自分も先祖たちもユダ

の王たちも知らなかった他の神々に香をたき、かつ

罪のない者の血を、この所に満たしたからである。

5また彼らはバアルのために高き所を築き、火をもっ

て自分の子どもたちを焼き、燔祭としてバアルにさ

さげた。これはわたしの命じたことではなく、定め

たことでもなく、また思いもしなかったことである

。 6主は言われる、それゆえ、見よ、この所をトペ

テまたはベンヒンノムの谷と呼ばないで、虐殺の谷

と呼ぶ日がくる。 7またわたしはこの所でユダとエ

ルサレムの計りごとを打ち破り、つるぎをもって、

彼らをその敵の前と、そのいのちを求める者の手に

倒れさせ、またその死体を空の鳥と地の獣の食い物

とし、 8かつ、この町を荒れすたれさせて、人に舌

打ちされるものとする。そこを通る人は皆そのもろ

もろの災を見て身震いし、舌打ちする。 9また彼ら

がその敵とその命を求める者とに囲まれて苦しみ悩

む時、わたしは彼らに自分のむすこの肉、娘の肉を

食べさせる。彼らはまた互にその友の肉を食べるよ

うになる』。 10そこで、あなたは、一緒に行く人々

の目の前で、そのびんを砕き、 11そして彼らに言い

なさい、『万軍の主はこう仰せられる、陶器師の器

をひとたび砕くならば、もはやもとのようにするこ

とはできない。このようにわたしはこの民とこの町

とを砕く。人々はほかに葬るべき場所がないために
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、トペテに葬るであろう。 12主は仰せられる、わた

しはこの所と、ここに住む者とにこのようにし、こ

の町をトペテのようにする。 13エルサレムの家とユ

ダの王たちの家、すなわち彼らがその屋上で天の衆

群に香をたき、ほかの神々に酒を注いだ家は、皆ト

ペテの所のように汚される』」。 14エレミヤは主が

彼をつかわして預言させられたトペテから帰ってき

て、主の家の庭に立ち、すべての民に言った、 15「

万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられる、見よ

、わたしは、この町とそのすべての村々に、わたし

の言ったもろもろの災を下す。彼らが強情で、わた

しの言葉に聞き従おうとしないからである」。

20さて祭司インメルの子で、主の宮のつかさの長

であったパシュルは、エレミヤがこれらの事を預言

するのを聞いた。 2そしてパシュルは預言者エレミ

ヤを打ち、主の宮にある上のベニヤミンの門の足か

せにつないだ。 3その翌日パシュルがエレミヤを足

かせから解き放した時、エレミヤは彼に言った、「

主はあなたの名をパシュルとは呼ばないで、『恐れ

が周囲にある』と呼ばれる。 4主はこう仰せられる

、見よ、わたしはあなたを、あなた自身とあなたの

すべての友だちに恐れを起させる者とする。彼らは

あなたが見ている目の前で敵のつるぎに倒れる。わ

たしはまたユダのすべての民をバビロン王の手に渡

す。彼は彼らを捕えてバビロンに移し、つるぎをも

って殺す。 5わたしはまたこの町のすべての富と、

その獲たすべての物と、そのすべての貴重な物と、

ユダの王たちのすべての宝物をその敵の手に渡す。

彼らはこれをかすめ、民を捕えてバビロンに移す。
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6パシュルよ、あなたと、あなたの家に住む者とはみ

な捕え移される。あなたはバビロンに行って、その

所で死に、その所に葬られる。あなたも、あなたが

偽って預言した言葉に聞き従った友もみなそのよう

になる」。 7主よ、あなたがわたしを欺かれたので

、わたしはその欺きに従いました。あなたはわたし

よりも強いので、わたしを説き伏せられたのです。

わたしは一日中、物笑いとなり、人はみなわたしを

あざけります。 8それは、わたしが語り、呼ばわる

ごとに、「暴虐、滅亡」と叫ぶからです。主の言葉

が一日中、わが身のはずかしめと、あざけりになる

からです。 9もしわたしが、「主のことは、重ねて

言わない、このうえその名によって語る事はしない

」と言えば、主の言葉がわたしの心にあって、燃え

る火のわが骨のうちに閉じこめられているようで、

それを押えるのに疲れはてて、耐えることができま

せん。 10多くの人のささやくのを聞くからです。恐

れが四方にあります。「告発せよ。さあ、彼を告発

しよう」と言って、わが親しい友は皆わたしのつま

ずくのを、うかがっています。また、「彼は欺かれ

るだろう。そのとき、われわれは彼に勝って、あだ

を返すことができる」と言います。 11しかし主は強

い勇士のようにわたしと共におられる。それゆえ、

わたしに迫りくる者はつまずき、わたしに打ち勝つ

ことはできない。彼らは、なし遂げることができな

くて、大いに恥をかく。その恥は、いつまでも忘れ

られることはない。 12正しき者を試み、人の心と思

いを見られる万軍の主よ、あなたが彼らに、あだを

返されるのを見せてください。わたしはあなたに、
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わたしの訴えをお任せしたからです。 13主に向かっ

て歌い、主をほめたたえよ。主は貧しい者の命を、

悪人の手から救われたからである。 14わたしの生れ

た日はのろわれよ。母がわたしを産んだ日は祝福を

受けるな。 15わたしの父に「男の子が、生れました

」と告げて、彼を大いに喜ばせた人は、のろわれよ

。 16その人は、主のあわれみを受けることなく、滅

ぼされた町のようになれ。朝には、彼に叫びを聞か

せ、昼には戦いの声を聞かせよ。 17彼がわたしを胎

内で殺さず、わが母をわたしの墓場となさず、その

胎をいつまでも大きくしなかったからである。 18な

にゆえにわたしは胎内を出てきて、悩みと悲しみに

会い、恥を受けて一生を過ごすのか。

21ゼデキヤ王は、マルキヤの子パシュルと祭司マ

アセヤの子ゼパニヤを、エレミヤのもとにつかわし

、 2「バビロンの王ネブカデレザルがわれわれを攻

めようとしているゆえ、われわれのために主に尋ね

てほしい。主はそのもろもろの不思議なわざをもっ

て、われわれを助け、バビロンの王をわれわれから

退かせられるかも知れない」と言わせた。その時、

主の言葉がエレミヤに臨んだ。 3エレミヤは彼らに

答えて言った、「あなたがたはゼデキヤにこのよう

に言いなさい、 4『イスラエルの神、主はこう仰せ

られる、見よ、あなたがたが、この城壁の外にあっ

て、あなたがたを攻め囲むバビロンの王およびカル

デヤびとと戦うとき、わたしはあなたがたの手に持

っている武器をとりあげ、これを町の中に集めさせ

る。 5わたしは手を伸べ、強い腕をもって、怒り、

憤り、激しく怒って、あなたがたを攻める。 6わた
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しはまたこの町に住む人と獣とを撃つ。彼らはみな

重い疫病にかかって死ぬ。 7主は言われる、この後

、わたしはユダの王ゼデキヤとその家来たち、およ

び疫病と、つるぎと、ききんを免れて、この町に残

っている民を、バビロンの王ネブカデレザルの手と

、その敵の手、およびその命を求める者の手に渡す

。バビロンの王はつるぎの刃にかけて彼らを撃ち、

彼らを惜しまず、顧みず、またあわれむこともしな

い』。 8あなたはまたこの民に言いなさい、『主は

こう仰せられる、見よ、わたしは命の道と死の道と

をあなたがたの前に置く。 9この町にとどまる者は

、つるぎと、ききんと、疫病とで死ぬ。しかし、出

て行って、あなたがたを攻め囲んでいるカルデヤび

とに降伏する者は死を免れ、その命は自分のぶんど

り物となる。 10主は言われる、わたしがこの町に顔

を向けたのは幸を与えるためではなく、災を与える

ためである。この町はバビロンの王の手に渡される

。彼は火をもって、これを焼き払う』。 11またユダ

の王の家に言いなさい、『主の言葉を聞きなさい。

12ダビデの家よ、主はこう仰せられる、朝ごとに、

正しいさばきを行い、物を奪われた人をしえたげる

者の手から救え。そうしないと、あなたがたの悪い

行いのために、わたしの怒りは火のように燃えて、

それを消すことはできない』」。 13「主は言われる

、谷に住む者よ、平原の岩よ、見よ、わたしはあな

たに敵する。あなたがたは言う、『だれが下ってき

て、われわれを攻めるものか、だれがわれわれのい

る所に、はいるものか』と。 14わたしはあなたがた

を、その行いの実によって罰する。またその林に火
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をつけて、その周囲のものをみな焼き尽すと、主は

言われる」。

22主はこう言われる、「ユダの王の家に下り、そ

の所にこの言葉をのべて、 2言いなさい、『ダビデ

の位にすわるユダの王よ、あなたと、あなたの家臣

、および、この門からはいるあなたの民は主の言葉

を聞きなさい。 3主はこう言われる、公平と正義を

行い、物を奪われた人を、しえたげる者の手から救

い、異邦の人、孤児、寡婦を悩まし、しえたげては

ならない。またこの所に、罪なき者の血を流しては

ならない。 4もしあなたがたがこの言葉を真実に行

うならば、ダビデの位にすわる王とその家臣、およ

びその民は、車と馬に乗って、この家の門にはいる

ことができる。 5しかしあなたがたがこの言葉を聞

かないならば、わたしは自身をさして誓うが、この

家は荒れ地となると、主は言われる。 6主はユダの

王の家についてこう言われる、あなたはわたしに対

してギレアデのようであり、レバノンの頂のようで

ある。しかし、わたしは必ずあなたを荒れ地にし、

人の住まない町にする。 7わたしは滅ぼす者を設け

て、あなたを攻めさせる、彼らはおのおのその武器

をとり、あなたの麗しい香柏を切り倒し、火に投げ

入れる。 8多くの国の人はこの町を過ぎ、互に語っ

て、「なぜ主はこの大いなる町をこのようにされた

のか」と言うとき、 9人は答えて、「これは彼らが

その神、主の契約を捨てて他の神々を拝し、これに

仕えたからである」と言うであろう』」。 10死んだ

者のために泣くことなく、またそのために嘆いては

ならない。捕え移されてゆく者のために、激しく泣
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け。彼はふたたび帰ってきて、その故郷を見ること

がないからである。 11ユダの王ヨシヤの子シャルム

は父ヨシヤについで王となったが、ついにこの所か

ら出て行った。主は彼についてこう言われる、「彼

は再びここに帰らない。 12彼はその捕え行かれた所

で死に、再びこの地を見ない」。 13「不義をもって

その家を建て、不法をもってその高殿を造り、隣り

人を雇って何をも与えず、その賃金を払わない者は

わざわいである。 14彼は言う、『わたしは自分のた

めに大きな家を建て、広い高殿を造ろう』と。そし

てこれがために窓を造り、香柏の鏡板でおおい、そ

れを朱で塗る。 15あなたは競って香柏を用いること

によって、王であると思うのか。あなたの父は食い

飲みし、公平と正義を行って、幸を得たのではない

か。 16彼は貧しい人と乏しい人の訴えをただして、

さいわいを得た。こうすることがわたしを知ること

ではないかと主は言われる。 17しかし、あなたは目

も心も、不正な利益のためにのみ用い、罪なき者の

血を流そうとし、圧制と暴虐を行おうとする」。 18

それゆえ、主はユダの王ヨシヤの子エホヤキムにつ

いてこう言われる、「人々は『悲しいかな、わが兄

』、『悲しいかな、わが姉』と言って、彼のために

嘆かない。また『悲しいかな、主君よ』、『悲しい

かな、陛下よ』と言って嘆かない。 19ろばが埋めら

れるように、彼は葬られる。引かれて行って、エル

サレムの門の外に投げ捨てられる」。 20「レバノン

に登って呼ばわり、バシャンにあなたの声をあげ、

アバリムから呼ばわれ。あなたの愛する者がみな滅

ぼされるからだ。 21あなたの栄えていた時、わたし
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はあなたに語ったが『聞きたくはない』と言った。

あなたがわたしの声に聞き従わないことは、あなた

の幼い時からの、ならわしであった。 22あなたの牧

者はみな、風に追い立てられ、あなたの愛する者は

捕え移される。その時、あなたは自分のもろもろの

悪のために、恥じ、うろたえる。 23レバノンに住み

、香柏の中に巣をつくっている者よ、子を産む女に

臨む苦しみのような苦痛があなたに臨むとき、あな

たはどんなに嘆くことであろうか」。 24「主は言わ

れる、わたしは生きている。ユダの王エホヤキムの

子コニヤが、わたしの右手の指輪であっても、わた

しはあなたを抜き取る。 25あなたの命を求める者の

手、あなたがその顔を恐れる者の手、すなわちバビ

ロンの王ネブカデレザルの手と、カルデヤびとの手

にあなたを渡す。 26わたしは、あなたと、あなたを

産んだ母を、あなたがたの生れた国でない他の国に

追いやる。あなたがたはそこで死ぬ。 27彼らが帰り

たいとせつに願う国に、彼らは再び帰ることができ

ない」。 28この人コニヤは卑しむべき、こわれたつ

ぼであろうか、だれも心に留めない器であろうか。

なぜ彼とその子孫は追いやられて、知らない地に投

げやられるのか。 29ああ、地よ、地よ、地よ、主の

言葉を聞けよ。 30主はこう言われる、「この人を、

子なき人として、またその一生のうち、栄えること

のない人として記録せよ。その子孫のうち、ひとり

も栄えて、ダビデの位にすわり、ユダを治めるもの

が再び起らないからである」。

23主は言われる、「わが牧場の羊を滅ぼし散らす

牧者はわざわいである」。 2それゆえイスラエルの
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神、主はわが民を養う牧者についてこう言われる、

「あなたがたはわたしの群れを散らし、これを追い

やって顧みなかった。見よ、わたしはあなたがたの

悪しき行いによってあなたがたに報いると、主は言

われる。 3わたしの群れの残った者を、追いやった

すべての地から集め、再びこれをそのおりに帰らせ

よう。彼らは子を産んでその数が多くなる。 4わた

しはこれを養う牧者をその上に立てる、彼らは再び

恐れることなく、またおののくことなく、いなくな

ることもないと、主は言われる。 5主は仰せられる

、見よ、わたしがダビデのために一つの正しい枝を

起す日がくる。彼は王となって世を治め、栄えて、

公平と正義を世に行う。 6その日ユダは救を得、イ

スラエルは安らかにおる。その名は『主はわれわれ

の正義』ととなえられる。 7主は言われる、それゆ

え見よ、人々は『イスラエルの民をエジプトの地か

ら導き出された主は生きておられる』とまた言わな

いで、 8『イスラエルの家の子孫を北の地と、その

すべて追いやられた地から導き出された神は生きて

おられる』という日がくる。その時、彼らは自分の

地に住んでいる」。 9預言者たちについて。わが心

はわたしのうちに破れ、わが骨はみな震う。主とそ

の聖なる言葉のために、わたしは酔っている人のよ

う、酒に打ち負かされた人のようである。 10この地

に姦淫を行うものが満ちているからだ。のろいによ

って地は嘆き、荒野の牧場はかわく。彼らの道は悪

く、その力は正しくない。 11「預言者と祭司とは共

に神を汚す者である。わたしの家においてすら彼ら

の悪を見たと、主は言われる。 12それゆえ、彼らの
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道は、おのずから暗黒の中にあるなめらかな道のよ

うになり、彼らは押されてその道に倒れる。わたし

が彼らの罰せられる年に、災をその上に臨ませるか

らであると、主は言われる。 13わたしはサマリヤの

預言者のうちに不快な事のあるのを見た。彼らはバ

アルによって預言し、わが民イスラエルを惑わした

。 14しかしエルサレムの預言者のうちには、恐ろし

い事のあるのを見た。彼らは姦淫を行い、偽りに歩

み、悪人の手を強くし、人をその悪から離れさせな

い。彼らはみなわたしにはソドムのようであり、そ

の民はゴモラのようである」。 15それゆえ万軍の主

は預言者についてこう言われる、「見よ、わたしは

彼らに、にがよもぎを食べさせ、毒の水を飲ませる

。神を汚すことがエルサレムの預言者から出て、全

地に及んでいるからである」。 16万軍の主はこう言

われる、「あなたがたに預言する預言者の言葉を聞

いてはならない。彼らはあなたがたに、むなしい望

みをいだかせ、主の口から出たのでない、自分の心

の黙示を語るのである。 17彼らは主の言葉を軽んじ

る者に向かって絶えず、『あなたがたは平安を得る

』と言い、また自分の強情な心にしたがって歩むす

べての人に向かって、『あなたがたに災はこない』

と言う」。 18彼らのうちだれか主の議会に立って、

その言葉を見聞きした者があろうか。だれか耳を傾

けてその言葉を聞いた者があろうか。 19見よ、主の

暴風がくる。憤りと、つむじ風が出て、悪人のこう

べをうつ。 20主の怒りは、み心に思い定められたこ

とをなし遂げられるまで退くことはない。末の日に

あなたがたはそれを明らかに悟る。 21預言者たちは
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わたしがつかわさなかったのに、彼らは走った。わ

たしが、彼らに告げなかったのに、彼らは預言した

。 22もし彼らがわたしの議会に立ったのであれば、

わたしの民にわが言葉を告げ示して、その悪い道と

悪い行いから、離れさせたであろうに。 23「主は言

われる、わたしはただ近くの神であって、遠くの神

ではないのであるか。 24主は言われる、人は、ひそ

かな所に身を隠して、わたしに見られないようにす

ることができようか。主は言われる、わたしは天と

地とに満ちているではないか。 25わが名によって偽

りを預言する預言者たちが、『わたしは夢を見た、

わたしは夢を見た』と言うのを聞いた。 26偽りを預

言する預言者たちの心に、いつまで偽りがあるので

あるか。彼らはその心の欺きを預言する。 27彼らは

その先祖がバアルに従ってわが名を忘れたように、

互に夢を語って、わたしの民にわが名を忘れさせよ

うとする。 28夢をみた預言者は夢を語るがよい。し

かし、わたしの言葉を受けた者は誠実にわたしの言

葉を語らなければならない。わらと麦とをくらべる

ことができようかと、主は言われる。 29主は仰せら

れる、わたしの言葉は火のようではないか。また岩

を打ち砕く鎚のようではないか。 30それゆえ見よ、

わたしはわたしの言葉を互に盗む預言者の敵となる

と、主は言われる。 31見よ、わたしは、『主は言い

たもう』と舌をもって語る預言者の敵となると、主

は言われる。 32主は仰せられる、見よ、わたしは偽

りの夢を預言する者の敵となる。彼らはそれを語り

、またその偽りと大言をもってわたしの民を惑わす

。わたしが彼らをつかわしたのではなく、また彼ら
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に命じたのでもない。それで彼らはこの民にすこし

も益にならないと、主は言われる。 33この民のひと

り、または預言者、または祭司があなたに、『主の

重荷はなんですか』と問うならば、彼らに答えなさ

い、『あなたがたがその重荷です。そして主は、あ

なたがたを捨てると言っておられます』と。 34そし

て、『主の重荷』と言うその預言者、祭司、または

民のひとりを、その家族と共にわたしは罰する。 35

あなたがたは、みな互に、隣り人に、また兄弟に、

こう言わなければならない、『主はなんと答えられ

ましたか』、『主はなんと言われましたか』と。 36

しかし重ねて『主の重荷』と言ってはならない。重

荷は人おのおのの自分の言葉だからである。あなた

がたは生ける神、万軍の主なるわれわれの神の言葉

を曲げる者である。 37あなたは預言者にこう言わな

ければならない、『主はあなたになんと答えられま

したか』、『主はなんと言われましたか』と。 38も

しあなたがたが『主の重荷』と言うならば、主はこ

う仰せられる、『わたしが人をあなたがたにつかわ

して、あなたがたは「主の重荷」と言ってはならな

いと言わせたのに、あなたがたは「主の重荷」とい

う言葉を言ったので、 39わたしは必ずあなたがたを

捕え移させ、あなたがたとあなたがたの先祖とに与

えたこの町と、あなたがたとを、わたしの前から捨

て去る。 40そして、忘れられることのない永遠のは

ずかしめと永遠の恥を、あなたがたにこうむらせる

』」。

24バビロンの王ネブカデレザルがユダの王エホヤ

キムの子エコニヤおよびユダの君たちと工匠と鍛冶
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をエルサレムからバビロンに移して後、主はわたし

にこの幻をお示しになった。見よ、主の宮の前に置

かれているいちじくを盛った二つのかごがあった。

2その一つのかごには、はじめて熟したような非常に

良いいちじくがあり、ほかのかごには非常に悪くて

食べられないほどの悪いいちじくが入れてあった。

3主はわたしに、「エレミヤよ、何を見るか」と言わ

れた。わたしは、「いちじくです。その良いいちじ

くは非常によく、悪いほうのいちじくは非常に悪く

て、食べられません」と答えた。 4主の言葉がまた

わたしに臨んだ、 5「イスラエルの神、主はこう仰

せられる、この所からカルデヤびとの地に追いやっ

たユダの捕われ人を、わたしはこの良いいちじくの

ように顧みて恵もう。 6わたしは彼らに目をかけて

これを恵み、彼らをこの地に返し、彼らを建てて倒

さず、植えて抜かない。 7わたしは彼らにわたしが

主であることを知る心を与えよう。彼らはわたしの

民となり、わたしは彼らの神となる。彼らは一心に

わたしのもとに帰ってくる。 8主はこう仰せられる

、わたしはユダの王ゼデキヤとそのつかさたち、お

よびエルサレムの人の残ってこの地にいる者、なら

びにエジプトの地に住んでいる者を、この悪くて食

べられない悪いいちじくのようにしよう。 9わたし

は彼らを地のもろもろの国で、忌みきらわれるもの

とし、またわたしの追いやるすべての所で、はずか

しめに会わせ、ことわざとなり、あざけりと、のろ

いに会わせる。 10わたしはつるぎと、ききんと、疫

病を彼らのうちに送って、ついに彼らをわたしが彼

らとその先祖とに与えた地から絶えさせる」。



エレミヤ書 1697

25ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年（バビロ

ンの王ネブカデレザルの元年）にユダのすべての民

についての言葉がエレミヤに臨んだ。 2預言者エレ

ミヤはこの言葉をユダのすべての民とエルサレムに

住むすべての人に告げて言った、 3「ユダの王アモ

ンの子ヨシヤの十三年から今日にいたるまで二十三

年の間、主の言葉がわたしに臨んだ。わたしはたゆ

まずにそれをあなたがたに語ってきたが、あなたが

たは聞かなかった。 4主はたゆまず、そのしもべで

ある預言者を、あなたがたにつかわされたが、あな

たがたは聞かずまた耳を傾けて聞こうともしなかっ

た。 5彼らは言った、『あなたがたはおのおの今そ

の悪の道と悪い行いを捨てなさい。そうすれば主が

昔からあなたがたと先祖たちとに与えられた地に永

遠に住むことができる。 6あなたがたは、ほかの神

に従って、それに仕え、それを拝んではならない。

あなたがたの手で作ったものをもって、わたしを怒

らせてはならない。このようなことをしないなら、

わたしはあなたがたをそこなうことはない』と。 7

しかしあなたがたはわたしに聞き従わず、あなたが

たの手で作った物をもって、わたしを怒らせて自ら

害を招いたと、主は言われる。 8それゆえ万軍の主

はこう仰せられる、あなたがたがわたしの言葉に聞

き従わないゆえ、 9見よ、わたしは北の方のすべて

の種族と、わたしのしもべであるバビロンの王ネブ

カデレザルを呼び寄せて、この地とその民と、その

まわりの国々を攻め滅ぼさせ、これを忌みきらわれ

るものとし、人の笑いものとし、永遠のはずかしめ

とすると、主は言われる。 10またわたしは喜びの声
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、楽しみの声、花婿の声、花嫁の声、ひきうすの音

、ともしびの光を彼らの中に絶えさせる。 11この地

はみな滅ぼされて荒れ地となる。そしてその国々は

七十年の間バビロンの王に仕える。 12主は言われる

、七十年の終った後に、わたしはバビロンの王と、

その民と、カルデヤびとの地を、その罪のために罰

し、永遠の荒れ地とする。 13わたしはあの地につい

て、わたしが語ったすべての言葉をその上に臨ませ

る。これはエレミヤが、万国のことについて預言し

たものであって、みなこの書にしるされている。 14

多くの国々と偉大な王たちとは、彼らをさえ奴隷と

して仕えさせる。わたしは彼らの行いと、その手の

わざに従って報いる」。 15イスラエルの神、主はわ

たしにこう仰せられた、「わたしの手から、この怒

りの杯を受けて、わたしがあなたをつかわす国々の

民に飲ませなさい。 16彼らは飲んで、よろめき狂う

。これはわたしが彼らのうちに、つるぎをつかわそ

うとしているからである」。 17こうしてわたしは主

の手から杯を受け、主がわたしをつかわされた国々

の民に飲ませた。 18すなわちエルサレムとユダのす

べての町と、その王たちおよびそのつかさたちに飲

ませて、それらを滅ぼし、荒れ地とし、人の笑いも

のとし、のろわれるものとした。今日のとおりであ

る。 19またエジプトの王パロとその家来たち、その

君たち、そのすべての民と、 20もろもろの寄留の異

邦人、およびウズの地のすべての王たち、およびペ

リシテびとの地のすべての王たち、（アシケロン、

ガザ、エクロン、アシドドの残りの者）、 21エドム

、モアブ、アンモンの子孫、 22ツロのすべての王た
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ち、シドンのすべての王たち、海のかなたの海沿い

の地の王たち、 23デダン、テマ、ブズおよびすべて

髪の毛のすみずみをそる者、 24アラビヤのすべての

王たち、荒野の雑種の民のすべての王たち、 25ジム

リのすべての王たち、エラムのすべての王たち、メ

デアのすべての王たち、 26北のすべての王たちの遠

き者、近き者もつぎつぎに、またすべて地のおもて

にある世の国々の王たちもこの杯を飲む。そして彼

らの次にバビロンの王もこれを飲む。 27「それであ

なたは彼らに言いなさい、『万軍の主、イスラエル

の神はこう仰せられる、飲め、酔って吐け、倒れて

再び立つな、わたしがあなたがたのうちに、つるぎ

をつかわすからである』」。 28「もし彼らがあなた

の手から杯を受けて飲むことをしないならば、あな

たは彼らに言いなさい、『万軍の主はこう仰せられ

る、あなたがたは必ず飲まなければならない。 29見

よ、わたしの名をもって呼ばれるこの町にさえ災を

下すのだ。どうしてあなたがたが罰を免れることが

できようか。あなたがたは罰を免れることはできな

い。わたしがつるぎを呼び寄せて、地に住むすべて

の者を攻めるからであると、万軍の主は仰せられる

』。 30それゆえ、あなたは彼らにこのすべての言葉

を預言して言いなさい、『主は高い所から呼ばわり

、その聖なるすまいから声を出し、自分のすみかに

向かって大いに呼ばわり、地に住むすべての者に向

かってぶどうを踏む者のように叫ばれる。 31叫びは

地の果にまで響きわたる。主が国々と争い、すべて

の肉なる者をさばき、悪人をつるぎに渡すからであ

ると、主は言われる』。 32万軍の主はこう仰せられ
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る、見よ、国から国へ災が出て行く。大きなあらし

が地の果からおこる。 33その日、主に殺される人々

は、地のこの果から、かの果に及ぶ。彼らは悲しま

れず、集められず、また葬られずに、地のおもてに

糞土となる。 34牧者よ、嘆き叫べ、群れのかしらた

ちよ、灰の中にまろべ。あなたがたのほふられる日

、散らされる日が来たからだ。あなたがたは選び分

けられた雄羊のように倒れる。 35牧者には、のがれ

場なく、群れのかしらたちは逃げる所がない。 36牧

者の叫び声と、群れのかしらたちの嘆きの声が聞え

る。主が彼らの牧場を滅ぼしておられるからだ。 37

主の激しい怒りによって、平和な牧場は荒れていく

。 38ししのように彼はその巣を出た。主のつるぎと

、その激しい怒りによって、彼らの地は荒れ地とな

った」。

26ユダの王ヨシヤの子エホヤキムが世を治めた初

めのころ、主からこの言葉があった、 2「主はこう

仰せられる、主の宮の庭に立ち、わたしがあなたに

命じて言わせるすべての言葉を、主の宮で礼拝する

ために来ているユダの町々の人々に告げなさい。ひ

と言をも言い残しておいてはならない。 3彼らが聞

いて、おのおのその悪い道を離れることがあるかも

知れない。そのとき、わたしは彼らの行いの悪いた

めに、災を彼らに下そうとしたのを思いなおす。 4

あなたは彼らに言いなさい、『主はこう仰せられる

、もしあなたがたがわたしに聞き従わず、わたしが

あなたがたの前に定めおいた律法を行わず、 5わた

しがあなたがたに、しきりにつかわすわたしのしも

べである預言者の言葉に聞き従わないならば、（あ
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なたがたは聞き従わなかったが、） 6わたしはこの

宮をシロのようにし、またこの町を地の万国にのろ

われるものとする』」。 7祭司と預言者およびすべ

ての民は、エレミヤが主の宮でこれらの言葉を語る

のを聞いた。 8エレミヤが主に命じられたすべての

言葉を民に告げ終った時、祭司と預言者および民は

みな彼を捕えて言った、「あなたは死ななければな

らない。 9なぜあなたは主の名によって預言し、こ

の宮はシロのようになり、この町は荒されて住む人

もなくなるであろうと言ったのか」と。民はみな主

の宮に集まってエレミヤを取り囲んだ。 10ユダのつ

かさたちはこの事を聞いて王の宮殿を出て主の宮に

上り、主の宮の「新しい門」の入口に座した。 11祭

司と預言者らは、つかさたちとすべての民に訴えて

言った、「この人は死刑に処すべき者です。あなた

がたが自分の耳で聞かれたように、この町に逆らう

預言をしたのです」。 12その時エレミヤは、つかさ

たちとすべての民に言った、「主はわたしをつかわ

し、この宮とこの町にむかって、預言をさせられた

ので、そのすべての言葉をあなたがたは聞いた。 13

それで、あなたがたは今、あなたがたの道と行いを

改め、あなたがたの神、主の声に聞き従いなさい。

そうするならば主はあなたがたに災を下そうとした

ことを思いなおされる。 14見よ、わたしはあなたが

たの手の中にある。あなたがたの目に、良いと見え

、正しいと思うことをわたしに行うがよい。 15ただ

明らかにこのことを知っておきなさい。もしあなた

がたがわたしを殺すならば、罪なき者の血はあなた

がたの身と、この町と、その住民とに帰する。まこ
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とに主がわたしをつかわして、このすべての言葉を

あなたがたの耳に、告げさせられたからである」。

16つかさたちと、すべての民とは、祭司と預言者に

言った、「この人は死刑に処すべき者ではない。わ

れわれの神、主の名によってわれわれに語ったので

ある」。 17その時この地の長老たち数人が立って、

そこに集まっているすべての者に告げて言った、 18

「ユダの王ヒゼキヤの世に、モレシテびとミカはユ

ダのすべての民に預言して言った、『万軍の主はこ

う仰せられる、シオンは畑のように耕され、エルサ

レムは石塚となり、宮の山は木のおい茂る高い所と

なる』。 19ユダの王ヒゼキヤと、すべてのユダの人

は彼を殺そうとしたことがあろうか。ヒゼキヤは主

を恐れ、主の恵みを求めたので、主は彼らに災を下

すとお告げになったのを思いなおされたではないか

。しかし、われわれは、自分の身に大きな災を招こ

うとしている」。 20主の名によって預言した人がほ

かにもあった。すなわちキリアテ・ヤリムのシマヤ

の子ウリヤである。彼はエレミヤとおなじような言

葉をもって、この町とこの地にむかって預言した。

21エホヤキム王と、そのすべての勇士と、すべての

つかさたちはその言葉を聞いた。そして王は彼を殺

そうと思ったが、ウリヤはこれを聞いて恐れ、エジ

プトに逃げて行ったので、 22エホヤキム王は人をエ

ジプトにつかわした。すなわちアクボルの子エルナ

タンと他の数名の人を、エジプトにつかわした。 23

彼らはウリヤをエジプトから引き出し、エホヤキム

王のもとに連れてきたので、王はつるぎをもって彼

を殺し、その死体を共同墓地に捨てさせた。 24しか
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しシャパンの子アヒカムはエレミヤを助け、民の手

に渡されて殺されることのないようにした。

27ユダの王ヨシヤの子ゼデキヤが世を治め始めた

ころ、この言葉が主からエレミヤに臨んだ。 2すな

わち主はこうわたしに仰せられた、「綱と、くびき

とを作って、それをあなたの首につけ、 3エルサレ

ムにいるユダの王ゼデキヤの所に来た使者たちによ

って、エドムの王、モアブの王、アンモンびとの王

、ツロの王、シドンの王に言いおくりなさい。 4彼

らの主君にこの命を伝えさせなさい、『万軍の主、

イスラエルの神はこう仰せられる、あなたがたは主

君にこのように告げなければならない。 5わたしは

大いなる力と伸べた腕とをもって、地と地の上にい

る人と獣とをつくった者である。そして心のままに

地を人に与える。 6いまわたしはこのすべての国を

、わたしのしもべであるバビロンの王ネブカデネザ

ルの手に与え、また野の獣をも彼に与えて彼に仕え

させた。 7彼の地に時がくるまで、万国民は彼とそ

の子とその孫に仕える。その時がくるならば、多く

の国と大いなる王たちとが彼を自分の奴隷にする。

8バビロンの王ネブカデネザルに仕えず、バビロンの

王のくびきを自分の首に負わない民と国とは、わた

しがつるぎと、ききんと、疫病をもって罰し、つい

には彼の手によってことごとく滅ぼすと主は言われ

る。 9それで、あなたがたの預言者、占い師、夢み

る者、法術師、魔法使が、「あなたがたはバビロン

の王に仕えることはない」と言っても、聞いてはな

らない。 10彼らはあなたがたに偽りを預言して、あ

なたがたを自分の国から遠く離れさせ、わたしに、
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あなたがたを追い出してあなたがたを滅ぼさせるの

である。 11しかしバビロンの王のくびきを首に負っ

て、彼に仕える国民を、わたしはその故国に残らせ

、それを耕して、そこに住まわせると主は言われる

』」。 12わたしはユダの王ゼデキヤにも同じように

言った、「あなたがたは、バビロンの王のくびきを

自分の首に負って、彼とその民とに仕え、そして生

きなさい。 13どうしてあなたと、あなたの民とが、

主がバビロンの王に仕えない国民について言われた

ように、つるぎと、ききんと、疫病に死んでよかろ

うか。 14あなたがたはバビロンの王に仕えることは

ないとあなたがたに告げる預言者の言葉を聞いては

ならない。彼らがあなたがたに預言していることは

偽りであるからだ。 15主は言われる、わたしが彼ら

をつかわしたのではないのに、彼らはわたしの名に

よって偽って預言している。そのために、わたしは

あなたがたを追い払い、あなたがたと、あなたがた

に預言する預言者たちを滅ぼすようになるのだ」。

16わたしはまた祭司とこのすべての民とに語って言

った、「主はこう仰せられる、『見よ、主の宮の器

は今、すみやかに、バビロンから返されてくる』と

あなたがたに預言する預言者の言葉を聞いてはなら

ない。それは、彼らがあなたがたに預言しているこ

とは偽りであるからだ。 17彼らのいうことを聞いて

はならない。バビロンの王に仕え、そして生きなさ

い。どうしてこの町が荒れ地となってよかろうか。

18もし彼らが預言者であって、主の言葉が彼らのう

ちにあるのであれば、主の宮とユダの王の宮殿とエ

ルサレムとに残されている器が、バビロンに移され
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ないように、万軍の主に、とりなしを願うべきだ。

19万軍の主は柱と海と台、その他この町に残ってい

る器について、こう仰せられる。 20これはバビロン

の王ネブカデネザルが、ユダの王エホヤキムの子エ

コニヤ、およびユダとエルサレムのすべての身分の

尊い人々を捕えてエルサレムからバビロンに移した

ときに、持ち去らなかった器である。 21すなわち万

軍の主、イスラエルの神は、主の宮とユダの王の宮

殿とエルサレムとに残されている器について、こう

仰せられる。 22これらはバビロンに携え行かれ、わ

たしが顧みる日までそこにおかれている。その後、

わたしはこれらのものを、この所に携え帰らせると

主は言われる」。

28その年、すなわちユダの王ゼデキヤの治世の初

め、その第四年の五月、ギベオン出身の預言者であ

って、アズルの子であるハナニヤは、主の宮で祭司

とすべての民の前でわたしに語って言った、 2「万

軍の主、イスラエルの神はこう仰せられる、わたし

はバビロンの王のくびきを砕いた。 3二年の内に、

バビロンの王ネブカデネザルが、この所から取って

バビロンに携えて行った主の宮の器を、皆この所に

帰らせる。 4わたしはまたユダの王エホヤキムの子

エコニヤと、バビロンに行ったユダのすべての捕わ

れ人をこの所に帰らせる。それは、わたしがバビロ

ンの王のくびきを、砕くからであると主は言われる

」。 5そこで預言者エレミヤは主の宮のうちに立っ

ている祭司とすべての民の前で、預言者ハナニヤに

言った。 6すなわち預言者エレミヤは言った、「ア

ァメン。どうか主がこのようにしてくださるように
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。どうかあなたの預言した言葉が成就して、バビロ

ンに携えて行った主の宮の器とすべての捕われ人を

、主がバビロンから再びこの所に帰らせてくださる

ように。 7ただし、今わたしがあなたとすべての民

の聞いている所で語るこの言葉を聞きなさい。 8わ

たしと、あなたの先に出た預言者は、むかしから、

多くの地と大きな国について、戦いと、ききんと、

疫病の事を預言した。 9平和を預言する預言者は、

その預言者の言葉が成就するとき、真実に主がその

預言者をつかわされたのであることが知られるのだ

」。 10そこで預言者ハナニヤは預言者エレミヤの首

から、くびきを取って、それを砕いた。 11そしてハ

ナニヤは、すべての民の前で語り、「主はこう仰せ

られる、『わたしは二年のうちに、このように、万

国民の首からバビロンの王ネブカデネザルのくびき

を離して砕く』」と言った。預言者エレミヤは去っ

て行った。 12預言者ハナニヤが預言者エレミヤの首

から、くびきを離して砕いた後、しばらくして主の

言葉がエレミヤに臨んだ、 13「行って、ハナニヤに

告げなさい、『主はこう仰せられる、あなたは木の

くびきを砕いたが、わたしはそれに替えて鉄のくび

きを作ろう。 14万軍の主、イスラエルの神はこう仰

せられる、わたしは鉄のくびきをこの万国民の首に

置いて、バビロンの王ネブカデネザルに仕えさせる

。彼らはこれに仕える。わたしは野の獣をも彼に与

えた』」。 15預言者エレミヤはまた預言者ハナニヤ

に言った、「ハナニヤよ、聞きなさい。主があなた

をつかわされたのではない。あなたはこの民に偽り

を信じさせた。 16それゆえ主は仰せられる、『わた
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しはあなたを地のおもてから除く。あなたは主に対

する反逆を語ったので、今年のうちに死ぬのだ』と

」。 17預言者ハナニヤはその年の七月に死んだ。

29これは預言者エレミヤがエルサレムから、かの

捕え移された長老たち、およびネブカデネザルによ

ってエルサレムからバビロンに捕え移された祭司と

預言者ならびにすべての民に送った手紙に書きしる

した言葉である。 2それはエコニヤ王と太后と宦官

およびユダとエルサレムのつかさたち、および工匠

と鍛冶とがエルサレムを去ってのちに書かれたもの

であって、 3エレミヤはその手紙をシャパンの子エ

ラサおよびヒルキヤの子ゲマリヤの手によって送っ

た。この人々はユダの王ゼデキヤがバビロンに行か

せ、バビロンの王ネブカデネザルのもとにつかわし

たものであった。その手紙には次のように書いてあ

った。 4「万軍の主、イスラエルの神は、すべて捕

え移された者、すなわち、わたしがエルサレムから

、バビロンに捕え移させた者に、こう言う、 5あな

たがたは家を建てて、それに住み、畑を作ってその

産物を食べよ。 6妻をめとって、むすこ娘を産み、

また、そのむすこに嫁をめとり、娘をとつがせて、

むすこ娘を産むようにせよ。その所であなたがたの

数を増し、減ってはならない。 7わたしがあなたが

たを捕え移させたところの町の平安を求め、そのた

めに主に祈るがよい。その町が平安であれば、あな

たがたも平安を得るからである。 8万軍の主、イス

ラエルの神はこう言われる、あなたがたのうちにい

る預言者と占い師に惑わされてはならない。また彼

らの見る夢に聞き従ってはならない。 9それは、彼
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らがわたしの名によってあなたがたに偽りを預言し

ているからである。わたしが彼らをつかわしたので

はないと主は言われる。 10主はこう言われる、バビ

ロンで七十年が満ちるならば、わたしはあなたがた

を顧み、わたしの約束を果し、あなたがたをこの所

に導き帰る。 11主は言われる、わたしがあなたがた

に対していだいている計画はわたしが知っている。

それは災を与えようというのではなく、平安を与え

ようとするものであり、あなたがたに将来を与え、

希望を与えようとするものである。 12その時、あな

たがたはわたしに呼ばわり、来て、わたしに祈る。

わたしはあなたがたの祈を聞く。 13あなたがたはわ

たしを尋ね求めて、わたしに会う。もしあなたがた

が一心にわたしを尋ね求めるならば、 14わたしはあ

なたがたに会うと主は言われる。わたしはあなたが

たの繁栄を回復し、あなたがたを万国から、すべて

わたしがあなたがたを追いやった所から集め、かつ

、わたしがあなたがたを捕われ離れさせたそのもと

の所に、あなたがたを導き帰ろうと主は言われる。

15あなたがたは、『主はバビロンでわれわれのため

に預言者たちを起された』と言ったが、 16主はダビ

デの位に座している王と、この町に住むすべての民

で、あなたがたと共に捕え移されなかった兄弟たち

について、こう言われる、 17『万軍の主はこう言わ

れる、見よ、わたしは、つるぎと、ききんと、疫病

を彼らに送り、彼らを悪くて食べられない腐ったい

ちじくのようにしてしまう。 18わたしはつるぎと、

ききんと、疫病をもって彼らのあとを追い、また彼

らを地の万国に忌みきらわれるものとなし、わたし
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が彼らを追いやる国々で、のろいとなり、恐れとな

り、物笑いとなり、はずかしめとならせる。 19それ

は彼らがわたしの言葉に聞き従わなかったからであ

ると主は言われる。わたしはこの言葉を、わたしの

しもべである預言者たちによって、しきりに送った

が、あなたがたは聞こうともしなかったと主は言わ

れる』。 20わたしがエルサレムからバビロンに送っ

たあなたがたすべての捕われ人よ、主の言葉を聞き

なさい、 21『わたしの名によって、あなたがたに偽

りを預言しているコラヤの子アハブと、マアセヤの

子ゼデキヤについて万軍の主、イスラエルの神はこ

う仰せられる、見よ、わたしは彼らをバビロンの王

ネブカデレザルの手に渡す。王はあなたがたの目の

前で彼らを殺す。 22バビロンにいるユダの捕われ人

は皆、彼らの名を、のろいの言葉に用いて、「主が

あなたをバビロンの王が火で焼いたゼデキヤとアハ

ブのようにされるように」という。 23それは、彼ら

がイスラエルのうちで愚かな事をし、隣の妻と不義

を行い、わたしが命じたのでない偽りの言葉を、わ

たしの名によって語ったことによるのである。わた

しはそれを知っており、またその証人であると主は

言われる』」。 24ネヘラムびとシマヤにあなたは言

いなさい、 25「万軍の主、イスラエルの神はこう仰

せられる、あなたは自分の名でエルサレムにいるす

べての民と、マアセヤの子祭司ゼパニヤおよびすべ

ての祭司に手紙を送って言う、 26『主は祭司エホヤ

ダに代ってあなたを祭司とし、主の宮をつかさどら

せ、すべて狂い、かつ預言する者を足かせと首かせ

につながせられる。 27そうであるのに、どうしてあ
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なたは、あなたがたに預言しているアナトテのエレ

ミヤを戒めないのか。 28彼はバビロンにいるわれわ

れの所に手紙を送って、捕われの時はなお長いゆえ

、あなたがたは家を建ててそこに住み、畑を作って

その産物を食べよと言ってきた』」。 29祭司ゼパニ

ヤはこの手紙を預言者エレミヤに読み聞かせた。 30

その時、主の言葉がエレミヤに臨んだ、 31「すべて

の捕われ人に書き送って言いなさい、ネヘラムびと

シマヤの事について主はこう仰せられる、わたしは

シマヤをつかわさなかったのに、彼があなたがたに

預言して偽りを信じさせたので、 32主はこう仰せら

れる、見よ、わたしはネヘラムびとシマヤとその子

孫を罰する。彼は主に対する反逆を語ったゆえ、彼

に属する者で、この民のうちに住み、わたしが自分

の民に行おうとしている良い事を見るものはひとり

もいない」。

30主からエレミヤに臨んだ言葉。 2「イスラエル

の神、主はこう仰せられる、わたしがあなたに語っ

た言葉を、ことごとく書物にしるしなさい。 3主は

言われる、見よ、わたしがわが民イスラエルとユダ

の繁栄を回復する日が来る。主がこれを言われる。

わたしは彼らを、その先祖に与えた地に帰らせ、彼

らにこれを保たせる」。 4これは主がイスラエルと

ユダについて言われた言葉である。 5「主はこう仰

せられる、われわれはおののきの声を聞いた。恐れ

があり、平安はない。 6子を産む男があるか、尋ね

てみよ。どうして男がみな子を産む女のように手を

腰におくのをわたしは見るのか。なぜ、どの人の顔

色も青く変っているのか。 7悲しいかな、その日は
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大いなる日であって、それに比べるべき日はない。

それはヤコブの悩みの時である。しかし彼はそれか

ら救い出される。 8万軍の主は仰せられる、その日

わたしは彼らの首からそのくびきを砕き離し、彼ら

の束縛を解く。異邦の人はもはや、彼らを使役する

ことをしない。 9彼らはその神、主と、わたしが彼

らのために立てるその王ダビデに仕える。 10主は仰

せられる、わがしもべヤコブよ、恐れることはない

、イスラエルよ、驚くことはない。見よ、わたしが

あなたを救って、遠くからかえし、あなたの子孫を

救って、その捕え移された地からかえすからだ。ヤ

コブは帰ってきて、穏やかに安らかにおり、彼を恐

れさせる者はない。 11主は言われる、わたしはあな

たと共にいて、あなたを救う。わたしはあなたを散

らした国々をことごとく滅ぼし尽す。しかし、あな

たを滅ぼし尽すことはしない。わたしは正しい道に

従ってあなたを懲らしめる。決して罰しないではお

かない。 12主はこう仰せられる、あなたの痛みはい

えず、あなたの傷は重い。 13あなたの訴えを支持す

る者はなく、あなたの傷をつつむ薬はなく、あなた

をいやすものもない。 14あなたの愛する者は皆あな

たを忘れてあなたの事を心に留めない。それは、あ

なたのとがが多く、あなたの罪がはなはだしいので

、わたしがあだを撃つようにあなたを撃ち、残忍な

敵のように懲らしたからだ。 15なぜ、あなたの傷の

ために叫ぶのか、あなたの悩みはいえることはない

。あなたのとがが多く、あなたの罪がはなはだしい

ので、これらの事をわたしはあなたにしたのである

。 16しかし、すべてあなたを食い滅ぼす者は食い滅
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ぼされ、あなたをしえたげる者は、ひとり残らず、

捕え移され、あなたをかすめる者は、かすめられ、

すべてあなたの物を奪う者は奪われる者となる。 17

主は言われる、わたしはあなたの健康を回復させ、

あなたの傷をいやす。それは、人があなたを捨てら

れた者とよび、『だれも心に留めないシオン』とい

うからである。 18主はこう仰せられる、見よ、わた

しはヤコブの天幕を再び栄えさせ、そのすまいにあ

われみを施す。町は、その丘に建てなおされ、宮殿

はもと立っていた所に立つ。 19感謝の歌と喜ぶ者の

声とが、その中から出る。わたしが彼らを増すゆえ

、彼らは少なくはなく、また彼らを尊ばれしめるゆ

え、卑しめられることはない。 20その子らは、いに

しえのようになり、その会衆はわたしの前に堅く立

つ。すべて彼らをしえたげる者をわたしは罰する。

21その君は彼ら自身のうちのひとりであり、そのつ

かさは、そのうちから出る。わたしは彼をわたしに

近づけ、彼はわたしに近づく。だれか自分の命をか

けてわたしに近づく者があろうかと主は言われる。

22あなたがたは、わたしの民となり、わたしはあな

たがたの神となる」。 23見よ、主の暴風がくる。憤

りと、つむじ風が出て、悪人のこうべをうつ。 24主

の激しい怒りは、み心に思い定められたことを行っ

て、これを遂げるまで、退くことはない。末の日に

あなたがたはこれを悟るのである。

31「主は言われる、その時わたしはイスラエルの

全部族の神となり、彼らはわたしの民となる」。 2

主はこう言われる、「つるぎをのがれて生き残った

民は、荒野で恵みを得た。イスラエルが安息を求め
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た時、 3主は遠くから彼に現れた。わたしは限りな

き愛をもってあなたを愛している。それゆえ、わた

しは絶えずあなたに真実をつくしてきた。 4イスラ

エルのおとめよ、再びわたしはあなたを建てる、あ

なたは建てられる。あなたは再び鼓をもって身を飾

り、出て行って、喜び楽しむ者と共に踊る。 5また

あなたはぶどうの木をサマリヤの山に植える。植え

る者は、植えてその実を食べることができる。 6見

守る者がエフライムの山の上に立って呼ばわる日が

来る。『立って、シオンに上り、われわれの神、主

に、もうでよう』と」。 7主はこう仰せられる、「

ヤコブのために喜んで声高く歌い、万国のかしらの

ために叫び声をあげよ。告げ示し、ほめたたえて言

え、『主はその民イスラエルの残りの者を救われた

』と。 8見よ、わたしは彼らを北の国から連れ帰り

、彼らを地の果から集める。彼らのうちには、盲人

やあしなえ、妊婦、産婦も共にいる。彼らは大きな

群れとなって、ここに帰ってくる。 9彼らは泣き悲

しんで帰ってくる。わたしは慰めながら彼らを導き

帰る。彼らがつまずかないように、まっすぐな道に

より、水の流れのそばを通らせる。それは、わたし

がイスラエルの父であり、エフライムはわたしの長

子だからである。 10万国の民よ、あなたがたは主の

言葉を聞き、これを遠い、海沿いの地に示して言い

なさい、『イスラエルを散らした者がこれを集めら

れる。牧者がその群れを守るようにこれを守られる

』と。 11すなわち主はヤコブをあがない、彼らより

も強い者の手から彼を救いだされた。 12彼らは来て

シオンの山で声高く歌い、主から賜わった良い物の
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ために、穀物と酒と油および若き羊と牛のために、

喜びに輝く。その魂は潤う園のようになり、彼らは

重ねて憂えることがない。 13その時おとめたちは舞

って楽しみ、若い者も老いた者も共に楽しむ。わた

しは彼らの悲しみを喜びにかえ、彼らを慰め、憂い

の代りに喜びを与える。 14わたしは多くのささげ物

で、祭司の心を飽かせ、わたしの良き物で、わたし

の民を満ち足らせると主は言われる」。 15主はこう

仰せられる、「嘆き悲しみ、いたく泣く声がラマで

聞える。ラケルがその子らのために嘆くのである。

子らがもはやいないので、彼女はその子らのことで

慰められるのを願わない」。 16主はこう仰せられる

、「あなたは泣く声をとどめ、目から涙をながすこ

とをやめよ。あなたのわざに報いがある。彼らは敵

の地から帰ってくると主は言われる。 17あなたの将

来には希望があり、あなたの子供たちは自分の国に

帰ってくると主は言われる。 18わたしは確かに、エ

フライムがこう言って嘆くの聞いた、『あなたはわ

たしを懲しめられた、わたしはくびきに慣れない子

牛のように懲しめをうけた。主よ、あなたはわたし

の神、主でいらせられる、わたしを連れ帰って、も

とにかえしてください。 19わたしはそむき去った後

、悔い、教をうけた後、ももを打った。若い時のは

ずかしめが身にあるので、わたしは恥じ、 うろたえ

た』。 20主は言われる、エフライムはわたしの愛す

る子、わたしの喜ぶ子であろうか。わたしは彼につ

いて語るごとに、なお彼を忘れることができない。

それゆえ、わたしの心は彼をしたっている。わたし

は必ず彼をあわれむ。 21みずからのために道しるべ
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を置き、みずからのために標柱を立てよ。大路に、

あなたの通って行った道に心を留めよ。イスラエル

のおとめよ、帰れ、これらの、あなたの町々に帰れ

。 22不信の娘よ、いつまでさまようのか。主は地の

上に新しい事を創造されたのだ、女が男を保護する

事である」。 23万軍の主、イスラエルの神はこう言

われる、「わたしが彼らを再び栄えさせる時、人々

はまたユダの地とその町々でこの言葉を言う、『正

義のすみかよ、聖なる山よ、どうか主がおまえを祝

福してくださるように』。 24ユダとそのすべての町

の人、および農夫と群れを飼って歩き回る者は共に

そこに住む。 25わたしが疲れた魂を飽き足らせ、す

べて悩んでいる魂を慰めるからである」。 26ここで

わたしは目をさましたが、わたしの眠りは、ここち

よかった。 27「主は言われる、見よ、わたしが人の

種と獣の種とをイスラエルの家とユダの家とにまく

日が来る。 28わたしは彼らを抜き、砕き、倒し、滅

ぼし、悩まそうと待ちかまえていたように、また彼

らを建て、植えようと待ちかまえていると主は言わ

れる。 29その時、彼らはもはや、『父がすっぱいぶ

どうを食べたので、子どもの歯がうく』とは言わな

い。 30人はめいめい自分の罪によって死ぬ。すっぱ

いぶどうを食べる人はみな、その歯がうく。 31主は

言われる、見よ、わたしがイスラエルの家とユダの

家とに新しい契約を立てる日が来る。 32この契約は

わたしが彼らの先祖をその手をとってエジプトの地

から導き出した日に立てたようなものではない。わ

たしは彼らの夫であったのだが、彼らはそのわたし

の契約を破ったと主は言われる。 33しかし、それら
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の日の後にわたしがイスラエルの家に立てる契約は

これである。すなわちわたしは、わたしの律法を彼

らのうちに置き、その心にしるす。わたしは彼らの

神となり、彼らはわたしの民となると主は言われる

。 34人はもはや、おのおのその隣とその兄弟に教え

て、『あなたは主を知りなさい』とは言わない。そ

れは、彼らが小より大に至るまで皆、わたしを知る

ようになるからであると主は言われる。わたしは彼

らの不義をゆるし、もはやその罪を思わない」。 35

主はこう言われる、すなわち太陽を与えて昼の光と

し、月と星とを定めて夜の光とし、海をかき立てて

、その波を鳴りとどろかせる者その名は万軍の主と

いう。 36主は言われる、「もしこの定めがわたしの

前ですたれてしまうなら、イスラエルの子孫もすた

って、永久にわたしの前で民であることはできない

」。 37主はこう言われる、「もし上の天を量ること

ができ、下の地の基を探ることができるなら、その

とき、わたしはイスラエルのすべての子孫をそのも

ろもろの行いのために捨て去ると主は言われる」。

38主は言われる、「見よ、この町が、ハナネルの塔

から隅の門まで、主のために再建される時が来る。

39測りなわはそれよりも遠くまっすぐに延びて、ガ

レブの丘に達し、ゴアのほうに向かう。 40死体と灰

との谷の全部、またキデロンの谷に行くまでと、東

のほうの馬の門のすみに行くまでとのすべての畑は

みな主の聖なる所となり、永遠にわたって、ふたた

び抜かれ、また倒されることはない」。

32ユダの王ゼデキヤの十年、すなわちネブカデレ

ザルの十八年に、主の言葉がエレミヤに臨んだ。 2
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その時、バビロンの王の軍勢がエルサレムを攻め囲

んでいて、預言者エレミヤはユダの王の宮殿にある

監視の庭のうちに監禁されていた。 3ユダの王ゼデ

キヤが彼を閉じ込めたのであるが、王は言った、「

なぜあなたは預言して言うのか、『主はこう仰せら

れる、見よ、わたしはこの町をバビロンの王の手に

渡し、彼はこれを取る。 4またユダの王ゼデキヤは

カルデヤびとの手をのがれることなく、かならずバ

ビロンの王の手に渡され、顔と顔を合わせて彼と語

り、目と目は相まみえる。 5そして彼はゼデキヤを

バビロンに引いていき、ゼデキヤは、わたしが彼を

顧みる時まで、そこにいると主は言われる。あなた

がたは、カルデヤびとと戦っても勝つことはできな

い』と」。 6エレミヤは言った、「主の言葉がわた

しに臨んで言われる、 7『見よ、あなたのおじシャ

ルムの子ハナメルがあなたの所に来て言う、「アナ

トテにあるわたしの畑を買いなさい。それは、これ

を買い取り、あがなう権利があなたにあるから」と

』。 8はたして主の言葉のように、わたしのいとこ

であるハナメルが監視の庭のうちにいるわたしの所

に来て言った、『ベニヤミンの地のアナトテにある

わたしの畑を買ってください。所有するのも、あが

なうのも、あなたの権利なのです。買い取ってあな

たの物にしてください。これが主の言葉であるのを

わたしは知っていました』。 9そこでわたしは、い

とこのハナメルからアナトテにある畑を買い取り、

銀十七シケルを量って彼に支払った。 10すなわち、

わたしはその証書をつくって、これに記名し、それ

を封印し、証人を立て、はかりをもって銀を量って
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与えた。 11そしてわたしはその約定をしるして封印

した買収証書と、封印のない写しとを取り、 12いと

このハナメルと、買収証書に記名した証人たち、お

よび監視の庭にすわっているすべてのユダヤ人の前

で、その証書をマアセヤの子であるネリヤの子バル

クに与え、 13彼らの前で、わたしはバルクに命じて

言った、 14『万軍の主、イスラエルの神はこう仰せ

られる、これらの証書すなわち、この買収証書の封

印したものと、封印のない写しとを取り、これらを

土の器に入れて、長く保存せよ。 15万軍の主、イス

ラエルの神がこう言われるからである、「この地で

人々はまた家と畑とぶどう畑を買うようになる」と

』。 16わたしは買収証書をネリヤの子バルクに渡し

たあとで主に祈って言った、 17『ああ主なる神よ、

あなたは大いなる力と、伸べた腕をもって天と地を

お造りになったのです。あなたのできないことは、

ひとつもありません。 18あなたはいつくしみを千万

人に施し、また父の罪をそののちの子孫に報いられ

るのです。あなたは大いなる全能の神でいらせられ

、その名は万軍の主と申されます。 19あなたの計り

ごとは大きく、また、事を行うのに力があり、あな

たの目は人々の歩むすべての道を見て、おのおのの

道にしたがい、その行いの実によってこれに報いら

れます。 20あなたは、しるしと、不思議なわざとを

エジプトの地に行い、また今日に至るまでイスラエ

ルと全人類のうちに行い、そして今日のように名を

あげられました。 21あなたは、しるしと、不思議な

わざと、強い手と、伸べた腕と、大いなる恐るべき

事をもって、あなたの民イスラエルをエジプトの地
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から導き出し、 22この地を彼らに賜わりました。こ

れはあなたが彼らの先祖たちに与えようと誓われた

乳と蜜の流れる地です。 23こうして彼らは、はいっ

てこれを獲たのですが、あなたの声に聞き従わず、

あなたの律法を行わず、すべてあなたがせよと命じ

られたことをしなかったので、あなたはこの災を彼

らの上にお下しになりました。 24見よ、塁が築きあ

げられたのは、この町を取るためです。つるぎと、

ききんと、疫病のために、町はこれを攻めているカ

ルデヤびとの手に渡されます。あなたの言われたよ

うになりましたのは、ごらんのとおりであります。

25主なる神よ、あなたはわたしに言われました、「

銀をもって畑を買い、証人を立てよ」と。そうであ

るのに、町はカルデヤびとの手に渡されています』

」。 26主の言葉がエレミヤに臨んだ、 27「見よ、

わたしは主である、すべて命ある者の神である。わ

たしにできない事があろうか。 28それゆえ、主はこ

う言われる、見よ、わたしはこの町をカルデヤびと

と、バビロンの王ネブカデレザルの手に渡す。彼は

これを取る。 29この町を攻めているカルデヤびとが

きて、この町に火をつけて焼き払う。屋根の上で人

々が、バアルに香をたき、ほかの神々に酒をそそい

で、わたしを怒らせたその家をも彼らは焼く。 30そ

れは、イスラエルの人々とユダの人々とは、その若

い時から、わたしの前に悪いことのみを行い、また

イスラエルの民はその手のわざをもって、わたしを

怒らせることばかりをしたからであると主は言われ

る。 31この町はそれが建った日からきょうまで、わ

たしの怒りと憤りとをひき起してきたので、わたし
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の前からこれを除き去るのである。 32それは、イス

ラエルの民とユダの民とが、もろもろの悪を行って

、わたしを怒らせたことによるのである。彼らの王

たちと、そのつかさたち、祭司たち、預言者たち、

またユダの人々とエルサレムの住民たちが皆そうで

ある。 33彼らはその背中をわたしに向けて顔をわた

しに向けず、わたしがたゆまず教えたにもかかわら

ず、彼らは教を聞かず、またうけないのである。 34

彼らは憎むべき物を、わが名をもって呼ばれている

家にすえつけて、そこを汚し、 35またベンヒンノム

の谷にバアルの高き所を築いて、むすこ娘をモレク

にささげた。わたしは彼らにこのようなことを命じ

たことはなく、また彼らがこの憎むべきことを行っ

て、ユダに罪を犯させようとは考えもしなかった。

36それゆえ今イスラエルの神、主は、この町、すな

わちあなたがたが、『つるぎと、ききんと、疫病の

ためにバビロンの王の手に渡される』といっている

町についてこう仰せられる、 37見よ、わたしは、わ

たしの怒りと憤りと大いなる怒りをもって、彼らを

追いやったもろもろの国から彼らを集め、この所へ

導きかえって、安らかに住まわせる。 38そして彼ら

はわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。 39

わたしは彼らに一つの心と一つの道を与えて常にわ

たしを恐れさせる。これは彼らが彼ら自身とその後

の子孫の幸を得るためである。 40わたしは彼らと永

遠の契約を立てて、彼らを見捨てずに恵みを施すこ

とを誓い、またわたしを恐れる恐れを彼らの心に置

いて、わたしを離れることのないようにしよう。 41

わたしは彼らに恵みを施すことを喜びとし、心をつ
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くし、精神をつくし、真実をもって彼らをこの地に

植える。 42主はこう仰せられる、わたしがこのもろ

もろの大きな災をこの民に下したように、わたしが

彼らに約束するもろもろの幸を彼らの上に下す。 43

人々はこの地に畑を買うようになる。あなたがたが

、『それは荒れて人も獣もいなくなり、カルデヤび

との手に渡されてしまう』といっている地である。

44人々はベニヤミンの地と、エルサレムの周囲と、

ユダの町々と、山地の町々と、平地の町々と、ネゲ

ブの町々で、銀をもって畑を買い、証書をつくって

、これに記名し封印し、また証人を立てる。それは

、わたしが彼らを再び栄えさせるからであると主は

言われる」。

33エレミヤがなお監視の庭に閉じ込められている

時、主の言葉はふたたび彼に臨んだ、 2「地を造ら

れた主、それを形造って堅く立たせられた主、その

名を主と名のっておられる者がこう仰せられる、 3

わたしに呼び求めよ、そうすれば、わたしはあなた

に答える。そしてあなたの知らない大きな隠されて

いる事を、あなたに示す。 4イスラエルの神、主は

塁と、つるぎとを防ぐために破壊されたこの町の家

と、ユダの王の家についてこう言われる、 5カルデ

ヤびとは来て戦い、わたしが怒りと憤りをもって殺

す人々の死体を、それに満たす。わたしは人々のも

ろもろの悪のために、この町にわたしの顔をおおい

隠した。 6見よ、わたしは健康と、いやしとを、こ

こにもたらして人々をいやし、豊かな繁栄と安全と

を彼らに示す。 7わたしはユダとイスラエルを再び

栄えさせ、彼らを建てて、もとのようにする。 8わ
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たしは彼らがわたしに向かって犯した罪のすべての

とがを清め、彼らがわたしに向かって犯した罪と反

逆のすべてのとがをゆるす。 9この町は地のもろも

ろの民の前に、わたしのために喜びの名となり、誉

となり、栄えとなる。彼らはわたしがわたしの民に

施すもろもろの恵みのことを聞く。そして、わたし

がこの町に施すもろもろの恵みと、もろもろの繁栄

のために恐れて身をふるわす。 10主はこう言われる

、あなたがたが、『それは荒れて、人もおらず獣も

いない』というこの所、すなわち、荒れて、人もお

らず住む者もなく、獣もいないユダの町とエルサレ

ムのちまたに、 11再び喜びの声、楽しみの声、花婿

の声、花嫁の声、および『万軍の主に感謝せよ、主

は恵みふかく、そのいつくしみは、いつまでも絶え

ることがない』といって、感謝の供え物を主の宮に

携えてくる者の声が聞える。それは、わたしがこの

地を再び栄えさせて初めのようにするからであると

主は言われる。 12万軍の主はこう言われる、荒れて

、人もおらず獣もいないこの所と、そのすべての町

々に再びその群れを伏させる牧者のすまいがあるよ

うになる。 13山地の町々と、平地の町々と、ネゲブ

の町々と、ベニヤミンの地、エルサレムの周囲と、

ユダの町々で、群れは再びそれを数える者の手の下

を通りすぎると主は言われる。 14主は言われる、見

よ、わたしがイスラエルの家とユダの家に約束した

ことをなし遂げる日が来る。 15その日、その時にな

るならば、わたしはダビデのために一つの正しい枝

を生じさせよう。彼は公平と正義を地に行う。 16そ

の日、ユダは救を得、エルサレムは安らかにおる。
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その名は『主はわれわれの正義』ととなえられる。

17主はこう仰せられる、イスラエルの家の位に座す

る人がダビデの子孫のうちに欠けることはない。 18

またわたしの前に燔祭をささげ、素祭を焼き、つね

に犠牲をささげる人が、レビびとである祭司のうち

に絶えることはない」。 19主の言葉はエレミヤに臨

んだ、 20「主はこう仰せられる、もしあなたがたが

、昼と結んだわたしの契約を破り、また夜と結んだ

わたしの契約を破り、昼と夜が定められた時に来な

いようにすることができるならば、 21しもべダビデ

とわたしが結んだ契約もまた破れ、彼はその位に座

して王となる子を与えられない。またわたしがわた

しに仕えるレビびとである祭司に立てた契約も破れ

る。 22天の星は数えることができず、浜の砂は量る

ことができない。そのようにわたしは、しもべダビ

デの子孫と、わたしに仕えるレビびとである祭司の

数を増そう」。 23主の言葉はエレミヤに臨んだ、 24

「あなたはこの民が、『主は自ら選んだ二つのやか

らを捨てた』といっているのを聞かないか。彼らは

このようにわたしの民を侮って、これを国とみなさ

ないのである。 25主はこう言われる、もしわたしが

昼と夜とに契約を立てず、また天地のおきてを定め

なかったのであれば、 26わたしは、ヤコブとわたし

のしもべダビデとの子孫を捨てて、再び彼の子孫の

うちからアブラハム、イサク、ヤコブの子孫を治め

る者を選ばない。わたしは彼らを再び栄えさせ、彼

らにあわれみをたれよう」。

34バビロンの王ネブカデレザルがその全軍と、彼

に従っている地のすべての国の人々、およびもろも
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ろの民を率いて、エルサレムとその町々を攻めて戦

っていた時に、主からエレミヤに臨んだ言葉、 2「

イスラエルの神、主はこう言われる、行ってユダの

王ゼデキヤに告げて言いなさい、『主はこう言われ

る、見よ、わたしはこの町をバビロンの王の手に渡

す。彼は火でこれを焼く。 3あなたはその手をのが

れることはできない、必ず捕えられてその手に渡さ

れる。あなたはまのあたりバビロンの王を見、顔と

顔を合わせて彼と語る。それからバビロンへ行く』

。 4しかしユダの王ゼデキヤよ、主の言葉を聞きな

さい。主はあなたの事についてこう言われる、『あ

なたはつるぎで死ぬことはない。 5あなたは安らか

に死ぬ。民はあなたの先祖であるあなたの先の王た

ちのために香をたいたように、あなたのためにも香

をたき、またあなたのために嘆いて「ああ、主君よ

」と言う』。わたしがこの言葉をいうのであると主

は言われる」。 6そこで預言者エレミヤはこの言葉

をことごとくエルサレムでユダの王ゼデキヤに告げ

た。 7その時バビロンの王の軍勢はエルサレム、お

よび残っているユダのすべての町、すなわちラキシ

とアゼカを攻めて戦っていた。それはユダの町々の

うちに、これらの堅固な町がなお残っていたからで

ある。 8ゼデキヤ王がエルサレムにいるすべての民

と契約を立てて、彼らに釈放のことを告げ示した後

に、主からエレミヤに臨んだ言葉。 9その契約はす

なわち人がおのおのそのヘブルびとである男女の奴

隷を解放し、その兄弟であるユダヤ人を奴隷としな

いことを定めたものであった。 10この契約をしたつ

かさたちと、すべての民は人がおのおのその男女の
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奴隷を解放し、再びこれを奴隷としないということ

に聞き従って、これを解放したが、 11後に心を翻し

、解放した男女の奴隷をひきかえさせ、再びこれを

従わせて奴隷とした。 12そこで主の言葉が主からエ

レミヤに臨んだ、 13「イスラエルの神、主はこう言

われる、わたしはあなたがたの先祖をエジプトの地

、その奴隷であった家から導き出した時、彼らと契

約を立てて言った、 14『あなたがたの兄弟であるヘ

ブルびとで、あなたがたに身を売り、六年の間あな

たがたに仕えた者は、六年の終りに、あなたがたお

のおのがこれを解放しなければならない。あなたが

たは彼を解放して、あなたがたに仕えることをやめ

させなければならない』。ところがあなたがたの先

祖たちはわたしに聞き従わず、またその耳を傾けな

かった。 15しかしあなたがたは今日、心を改め、お

のおのその隣り人に釈放のことを告げ示して、わた

しの見て正しいとすることを行い、かつわたしの名

をもってとなえられる家で、わたしの前に契約を立

てた。 16ところがあなたがたは再び心を翻して、わ

たしの名を汚し、おのおの男女の奴隷をその願いの

ままに解放したのをひきかえさせ、再びこれを従わ

せて、あなたがたの奴隷とした。 17それゆえに、主

はこう仰せられる、あなたがたがわたしに聞き従わ

ず、おのおのその兄弟とその隣に釈放のことを告げ

示さなかったので、見よ、わたしはあなたがたのた

めに釈放を告げ示して、あなたがたをつるぎと、疫

病と、ききんとに渡すと主は言われる。わたしはあ

なたがたを地のもろもろの国に忌みきらわれるもの

とする。 18わたしの契約を破り、わたしの前に立て
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た契約の定めに従わない人々を、わたしは彼らが二

つに裂いて、その二つの間を通った子牛のようにす

る。 19すなわち二つに分けた子牛の間を通ったユダ

のつかさたち、エルサレムのつかさたちと宦官と祭

司と、この地のすべての民を、 20わたしはその敵の

手と、その命を求める者の手に渡す。その死体は空

の鳥と野の獣の食物となる。 21わたしはまたユダの

王ゼデキヤと、そのつかさたちをその敵の手、その

命を求める者の手、あなたがたを離れて去ったバビ

ロンの王の軍勢の手に渡す。 22主は言われる、見よ

、わたしは彼らに命じて、この町に引きかえしてこ

させる。彼らはこの町を攻めて戦い、これを取り、

火を放って焼き払う。わたしはユダの町々を住む人

のない荒れ地とする」。

35ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの時、主からエ

レミヤに臨んだ言葉。 2「レカブびとの家に行って

、彼らと語り、彼らを主の宮の一室に連れてきて、

酒を飲ませなさい」。 3そこでわたしはハバジニヤ

の子エレミヤの子であるヤザニヤと、その兄弟と、

そのむすこたち、およびレカブびとの全家を連れ、

4これを主の宮にあるハナンの子たちの室に連れてき

た。ハナンはイグダリヤの子であって神の人であっ

た。その室は、つかさたちの室の次にあって、門を

守るシャルムの子マアセヤの室の上にあった。 5わ

たしはレカブびとの前に酒を満たしたつぼと杯を置

き、彼らに、「酒を飲みなさい」と言ったが、 6彼

らは答えた、「われわれは酒を飲みません。それは

、レカブの子であるわれわれの先祖ヨナダブがわれ

われに命じて、『あなたがたとあなたがたの子孫は
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いつまでも酒を飲んではならない。 7また家を建て

ず、種をまかず、またぶどう畑を植えてはならない

。またこれを所有してはならない。あなたがたは生

きながらえる間は幕屋に住んでいなさい。そうする

ならば、あなたがたはその宿っている地に長く生き

ることができると言ったからです』。 8こうしてわ

れわれは、レカブの子であるわれわれの先祖ヨナダ

ブがすべて命じた言葉に従って、われわれも、妻も

、むすこ娘も生きながらえる間、酒を飲まず、 9住

む家を建てず、ぶどう畑も畑も種も持たないで、 10

幕屋に住み、すべてわれわれの先祖ヨナダブがわれ

われに命じたところに従い、そのように行いました

。 11しかしバビロンの王ネブカデレザルがこの地に

上ってきた時、われわれは言いました、『さあ、わ

れわれはエルサレムへ行こう。カルデヤびとの軍勢

とスリヤびとの軍勢が恐ろしい』と。こうしてわれ

われはエルサレムに住んでいるのです」。 12その時

、主の言葉がエレミヤに臨んだ、 13「万軍の主、イ

スラエルの神はこう言われる、行って、ユダの人々

とエルサレムに住む者とに告げよ。主は仰せられる

、あなたがたはわたしの言葉を聞いて教を受けない

のか。 14レカブの子ヨナダブがその子孫に酒を飲む

なと命じた言葉は守られてきた。彼らは今日に至る

まで酒を飲まず、その先祖の命に従ってきた。とこ

ろがあなたがたはわたしがしきりに語ったけれども

、わたしに聞き従わなかった。 15わたしはまた、わ

たしのしもべである預言者たちを、しきりにあなた

がたにつかわして言わせた、『あなたがたは今おの

おのその悪い道を離れ、その行いを改めなさい。ほ
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かの神々に従い仕えてはならない。そうすれば、あ

なたがたはわたしがあなたがたと、あなたがたの先

祖に与えたこの地に住むことができる』と。しかし

あなたがたは耳を傾けず、わたしに聞かなかった。

16レカブの子ヨナダブの子孫は、その先祖が彼らに

命じた命令を守っているのである。しかしこの民は

わたしに従わなかった。 17それゆえ万軍の神、主、

イスラエルの神はこう仰せられる、見よ、わたしは

ユダとエルサレムに住む者とに、わたしが彼らの上

に宣告した災を下す。わたしが彼らに語っても聞か

ず、彼らを呼んでも答えなかったからである」。 18

ところでエレミヤはレカブびとの家の人々に言った

、「万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられる、

あなたがたは先祖ヨナダブの命に従い、そのすべて

の戒めを守り、彼があなたがたに命じた事を行った

。 19それゆえ、万軍の主、イスラエルの神はこう言

われる、レカブの子ヨナダブには、わたしの前に立

つ人がいつまでも欠けることはない」。

36ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に主から

この言葉がエレミヤに臨んだ、 2「あなたは巻物を

取り、わたしがあなたに語った日、すなわちヨシヤ

の日から今日に至るまで、イスラエルとユダと万国

とに関してあなたに語ったすべての言葉を、それに

しるしなさい。 3ユダの家がわたしの下そうとして

いるすべての災を聞いて、おのおのその悪い道を離

れて帰ることもあろう。そうすれば、わたしはその

とがとその罪をゆるすかも知れない」。 4そこでエ

レミヤはネリヤの子バルクを呼んだ。バルクはエレ

ミヤの口述にしたがって、主が彼にお告げになった
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言葉をことごとく巻物に書きしるした。 5そしてエ

レミヤはバルクに命じて言った、「わたしは主の宮

に行くことを妨げられている。 6それで、あなたが

行って、断食の日に主の宮で、すべての民が聞いて

いるところで、あなたがわたしの口述にしたがって

、巻物に筆記した主の言葉を読みなさい。またユダ

の人々がその町々から来て聞いているところで、そ

れを読みなさい。 7彼らは主の前に祈願をささげ、

おのおのその悪い道を離れて帰ることもあろう。主

がこの民に対して宣告された怒りと憤りは大きいか

らである」。 8こうしてネリヤの子バルクはすべて

預言者エレミヤが自分に命じたように、主の宮で、

その巻物に書かれた主の言葉を読んだ。 9ユダの王

ヨシヤの子エホヤキムの五年九月、エルサレムのす

べての民と、ユダの町々からエルサレムに来たすべ

ての民とは、主の前に断食を行うべきことを告げ示

された。 10バルクは主の宮の上の庭で、主の宮の新

しい門の入口のかたわらにある書記シャパンの子で

あるゲマリヤのへやで、巻物に書かれたエレミヤの

言葉をすべての民に読み聞かせた。 11シャパンの子

であるゲマリヤの子ミカヤはその巻物にある主の言

葉をことごとく聞いて、 12王の家にある書記のへや

に下って行くと、もろもろのつかさたち、すなわち

書記エリシャマ、シマヤの子デラヤ、アカボルの子

エルナタン、シャパンの子ゲマリヤ、ハナニヤの子

ゼデキヤおよびすべてのつかさたちがそこに座して

いた。 13ミカヤはバルクが民に巻物を読んで聞かせ

たとき、自分の聞いたすべての言葉を彼らに告げた

ので、 14つかさたちはクシの子セレミヤの子である
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ネタニヤの子エホデをバルクのもとにつかわして言

わせた、「あなたが民に読み聞かせたその巻物を手

に取って、来てください」。そこでネリヤの子バル

クは巻物を手に取って、彼らのもとに来たので、 15

彼らはバルクに言った、「座してそれを読んでくだ

さい」。バルクはそれを彼らに読みきかせた。 16彼

らはそのすべての言葉を聞き、恐れて互に見かわし

、バルクに言った、「われわれはこのすべての言葉

を、王に報告しなければならない」。 17そしてバル

クに尋ねて言った、「このすべての言葉を、あなた

がどのようにして書いたのか話してください。彼の

口述によるのですか」。 18バルクは彼らに答えた、

「彼がわたしにこのすべての言葉を口述したので、

わたしはそれを墨汁で巻物に書いたのです」。 19つ

かさたちはバルクに言った、「行って、エレミヤと

一緒に身を隠しなさい。人に所在を知られてはなり

ません」。 20そこで彼らは巻物を書記エリシャマの

へやに置いて庭にはいり、王のもとへ行って、この

すべての言葉を王に告げたので、 21王はその巻物を

持ってこさせるためにエホデをつかわした。エホデ

は書記エリシャマのへやから巻物を取ってきて、そ

れを王と王のかたわらに立っているすべてのつかさ

たちに読みきかせた。 22時は九月であって、王は冬

の家に座していた。その前に炉があって火が燃えて

いた。 23エホデが三段か四段を読むと、王は小刀を

もってそれを切り取り、炉の火に投げいれ、ついに

巻物全部を炉の火で焼きつくした。 24王とその家来

たちはこのすべての言葉を聞いても恐れず、またそ

の着物を裂くこともしなかった。 25エルナタン、デ
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ラヤおよびゲマリヤが王にその巻物を焼かないよう

にと願ったときにも彼は聞きいれなかった。 26そし

て王は王子エラメルとアヅリエルの子セラヤとアブ

デルの子セレミヤに、書記バルクと預言者エレミヤ

を捕えるようにと命じたが、主は彼らを隠された。

27バルクがエレミヤの口述にしたがって筆記した言

葉を載せた巻物を王が焼いた後、主の言葉がエレミ

ヤに臨んだ、 28「他の巻物を取り、ユダの王エホヤ

キムが焼いた、前の巻物のうちにある言葉を皆それ

に書きしるしなさい。 29またユダの王エホヤキムに

ついて言いなさい、『主はこう仰せられる、あなた

はこの巻物を焼いて言った、「どうしてあなたはこ

の巻物に、バビロンの王が必ず来てこの地を滅ぼし

、ここから人と獣とを絶やす、と書いたのか」と。

30それゆえ主はユダの王エホヤキムについてこう言

われる、彼の子孫にはダビデの位にすわる者がなく

なる。また彼の死体は捨てられて昼は暑さにあい、

夜は霜にあう。 31わたしはまた彼とその子孫とその

家来たちをその罪のために罰する。また彼らとエル

サレムの民とユダの人々には災を下す。この災のこ

とについては、すでに語ったけれども、彼らは聞く

ことをしなかった』」。 32そこでエレミヤは他の巻

物を取り、ネリヤの子書記バルクに与えたので、バ

ルクはユダの王エホヤキムが火にくべて焼いた巻物

のすべての言葉を、エレミヤの口述にしたがってそ

れに書きしるし、また同じような言葉を多くそれに

加えた。

37ヨシヤの子ゼデキヤはエホヤキムの子コニヤに

代って王となった。バビロンの王ネブカデレザルが
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彼をユダの地の王としたのである。 2彼もその家来

たちも、その地の人々も、主が預言者エレミヤによ

って語られた言葉に聞き従わなかった。 3ゼデキヤ

王はセレミヤの子ユカルと、マアセヤの子祭司ゼパ

ニヤを預言者エレミヤにつかわして、「われわれの

ために、われわれの神、主に祈ってください」と言

わせた。 4エレミヤは民の中に出入りしていた。ま

だ獄屋に入れられなかったからである。 5パロの軍

勢がエジプトから出て来たので、エルサレムを攻め

囲んでいたカルデヤびとはその情報を聞いてエルサ

レムを退いた。 6その時、主の言葉は預言者エレミ

ヤに臨んだ、 7「イスラエルの神、主はこう言われ

る、あなたがたをつかわしてわたしに求めたユダの

王にこう言いなさい、『あなたがたを救うために出

てきたパロの軍勢はその国エジプトに帰ろうとして

いる。 8カルデヤびとが再び来てこの町を攻めて戦

い、これを取って火で焼き滅ぼす。 9主はこう言わ

れる、あなたがたは、「カルデヤびとはきっとわれ

われを離れ去る」といって自分を欺いてはならない

。彼らは去ることはない。 10たといあなたがたが自

分を攻めて戦うカルデヤびとの全軍を撃ち破って、

その天幕のうちに負傷者のみを残しても、彼らは立

ち上がって火でこの町を焼き滅ぼす』」。 11さてカ

ルデヤびとの軍勢がパロの軍勢の来るのを聞いてエ

ルサレムを退いたとき、 12エレミヤは、ベニヤミン

の地で民のうちに自分の分け前を受け取るため、エ

ルサレムを立ってその地へ行こうと、 13ベニヤミン

の門に着いたとき、そこにハナニヤの子セレミヤの

子でイリヤという名の番兵がいて、預言者エレミヤ
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を捕え、「あなたはカルデヤびとの側に脱走しよう

としている」と言った。 14エレミヤは言った、「そ

れはまちがいだ。わたしはカルデヤびとの側に脱走

しようとしていない」。しかしイリヤは聞かず、エ

レミヤを捕えて、つかさたちのもとへ引いて行った

。 15つかさたちは怒って、エレミヤを打ちたたき、

書記ヨナタンの家の獄屋にいれた。この家が獄屋に

なっていたからである。 16エレミヤが地下の獄屋に

はいって、そこに多くの日を送ってのち、 17ゼデキ

ヤ王は人をつかわし、彼を連れてこさせた。王は自

分の家でひそかに彼に尋ねて言った、「主から何か

お言葉があったか」。エレミヤはあったと答えた。

そして言った、「あなたはバビロンの王の手に引き

渡されます」。 18エレミヤはまたゼデキヤ王に言っ

た、「わたしが獄屋にいれられたのは、あなたに、

またはあなたの家来に、あるいはこの民に、どのよ

うな罪を犯したからなのですか。 19あなたがたに預

言して、『バビロンの王はあなたがたをも、この地

をも攻めにこない』と言っていたあなたがたの預言

者は今どこにいるのですか。 20王なるわが君よ、ど

うぞ今お聞きください。わたしの願いをお聞きとど

けください。わたしを書記ヨナタンの家へ帰らせな

いでください。そうでないと、わたしはそこで殺さ

れるでしょう」。 21そこでゼデキヤ王は命を下し、

エレミヤを監視の庭に入れさせ、かつ、パンを造る

者の町から毎日パン一個を彼に与えさせた。これは

町にパンがなくなるまで続いた。こうしてエレミヤ

は監視の庭にいた。
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38マッタンの子シパテヤ、パシュルの子ゲダリヤ

、セレミヤの子ユカル、マルキヤの子パシュルはエ

レミヤがすべての民に告げていたその言葉を聞いた

。 2彼は言った、「主はこう言われる、この町にと

どまる者は、つるぎや、ききんや、疫病で死ぬ。し

かし出てカルデヤびとにくだる者は死を免れる。す

なわちその命を自分のぶんどり物として生きること

ができる。 3主はこう言われる、この町は必ずバビ

ロンの王の軍勢の手に渡される。彼はこれを取る」

。 4すると、つかさたちは王に言った、「この人を

殺してください。このような言葉をのべて、この町

に残っている兵士の手と、すべての民の手を弱くし

ているからです。この人は民の安泰を求めないで、

その災を求めているのです」。 5ゼデキヤ王は言っ

た、「見よ、彼はあなたがたの手にある。王はあな

たがたに逆らって何事をもなし得ない」。 6そこで

彼らはエレミヤを捕え、監視の庭にある王子マルキ

ヤの穴に投げ入れた。すなわち、綱をもってエレミ

ヤをつり降ろしたが、その穴には水がなく、泥だけ

であったので、エレミヤは泥の中に沈んだ。 7王の

家の宦官エチオピヤびとエベデメレクは、彼らがエ

レミヤを穴に投げ入れたことを聞いた。その時、王

はベニヤミンの門に座していたので、 8エベデメレ

クは王の家から出て行って王に言った、 9「王なる

わが君よ、この人々が預言者エレミヤにしたことは

みな良いことではありません。彼を穴に投げ入れま

した。町に食物がなくなりましたから、彼はそこで

餓死するでしょう」。 10王はエチオピヤびとエベデ

メレクに命じて言った、「ここから三人のひとを連
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れて行って、預言者エレミヤを、死なないうちに穴

から引き上げなさい」。 11そこでエベデメレクはそ

の人々を連れて王の家の倉の衣服室に行き、そこか

ら古い布切れや、着ふるした着物を取り、これを穴

の中にいるエレミヤのところへ、綱をもってつり降

ろした。 12そしてエチオピヤびとエベデメレクは、

「この布切れや着物を、あなたのわきの下にはさん

で、綱に当てなさい」とエレミヤに言った。エレミ

ヤはそのようにした。 13すると彼らは綱をもってエ

レミヤを穴から引き上げた。そしてエレミヤは監視

の庭にとどまった。 14ゼデキヤ王は人をつかわして

預言者エレミヤを主の宮の第三の門に連れてこさせ

、王はエレミヤに言った、「あなたに尋ねたいこと

がある。何事もわたしに隠してはならない」。 15エ

レミヤはゼデキヤに言った、「もしわたしがお話す

るなら、あなたは必ずわたしを殺されるではありま

せんか。たといわたしが忠告をしても、あなたはお

聞きにならないでしょう」。 16その時ゼデキヤ王は

、ひそかにエレミヤに誓って言った、「われわれの

魂を造られた主は生きておられる。わたしはあなた

を殺さない、またあなたの命を求める者の手に、あ

なたを渡すこともしない」。 17そこでエレミヤはゼ

デキヤに言った、「万軍の神、イスラエルの神、主

はこう仰せられる、もしあなたがバビロンの王のつ

かさたちに降伏するならば、あなたの命は助かり、

またこの町は火で焼かれることなく、あなたも、あ

なたの家の者も生きながらえることができる。 18し

かし、もしあなたが出てバビロンの王のつかさたち

に降伏しないならば、この町はカルデヤびとの手に
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渡される。彼らは火でこれを焼く。あなたはその手

をのがれることができない」。 19ゼデキヤ王はエレ

ミヤに言った、「わたしはカルデヤびとに脱走した

ユダヤ人を恐れている。カルデヤびとはわたしを彼

らの手に渡し、彼らはわたしをはずかしめる」。 20

エレミヤは言った、「彼らはあなたを渡さないでし

ょう。どうか、わたしがあなたに告げた主の声に聞

き従ってください。そうすれば幸を得、また命が助

かります。 21しかし降伏することを拒むならば、主

がわたしに示された幻を申しましょう。 22すなわち

、ユダの王の家に残っている女たちは、みなバビロ

ンの王のつかさたちの所へ引いて行かれます。その

女たちは言うのです、『あなたの親しい友だちがあ

なたを欺いた、そしてあなたに勝った。今あなたの

足は泥に沈んでいるので、彼らはあなたを捨てて去

る』。 23あなたの妻たちと子供たちは皆カルデヤび

との所へひき出される。あなた自身もその手をのが

れることができず、バビロンの王に捕えられる。そ

してこの町は火で焼かれるでしょう」。 24ゼデキヤ

はエレミヤに言った、「これらの言葉を人に知らせ

てはならない。そうすればあなたは殺されることは

ない。 25わたしがあなたと話をしたことを、つかさ

たちが聞いて、彼らがあなたの所に来て、『あなた

が王に話したこと、王があなたに話したことをわれ

われに告げなさい。何事も隠してはならない。われ

われはあなたを殺しはしない』と言うならば、 26あ

なたは彼らに、『わたしは王に願って、わたしをヨ

ナタンの家に送り返さず、そこで死ぬことのないよ

うにしてくださいと言った』と答えなさい」。 27さ



エレミヤ書 1737

て、つかさたちは皆エレミヤのところへ来て尋ねた

が、王が彼に教えたように彼らに答えたので、彼ら

は彼と話すことをやめた。その会話を聞いた者がな

かったからである。 28エレミヤはエルサレムの取ら

れる日まで監視の庭にとどまっていた。

39ユダの王ゼデキヤの九年十月、バビロンの王ネ

ブカデレザルはその全軍を率い、エルサレムに来て

これを攻め囲んだが、 2ゼデキヤの十一年四月九日

になって町の一角が破れた。 3エルサレムが取られ

たので、バビロンの王のつかさたち、すなわちネル

ガル・シャレゼル、サムガル・ネボ、ラブサリスの

サルセキム、ラブマグのネルガル・シャレゼルおよ

びバビロンの王のその他のつかさたちは皆ともに来

て中の門に座した。 4ユダの王ゼデキヤとすべての

兵士たちはこれを見て逃げ、夜のうちに、王の庭園

の道を通って、二つの城壁の間の門から町を出て、

アラバの方へ行ったが、 5カルデヤびとの軍勢はこ

れを追って、エリコの平地でゼデキヤに追いつき、

これを捕えて、ハマテの地リブラにいるバビロンの

王ネブカデレザルのもとに引いて行ったので、王は

そこで彼の罪をさだめた。 6バビロンの王はリブラ

で、ゼデキヤの子たちを彼の目の前で殺した。バビ

ロンの王はまたユダのすべての貴族たちを殺した。

7王はまたゼデキヤの目をつぶさせ、彼をバビロンに

引いて行くために、鎖につないだ。 8またカルデヤ

びとは王宮と民家を火で焼き、エルサレムの城壁を

破壊した。 9そして侍衛の長ネブザラダンは町のう

ちに残っている民と、自分に降伏した者、およびそ

の他の残っている民をバビロンに捕え移した。 10し
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かし侍衛の長ネブザラダンは、民の貧しい無産者を

ユダの地に残し、同時にぶどう畑と田地をこれに与

えた。 11さてバビロンの王ネブカデレザルはエレミ

ヤの事について侍衛の長ネブザラダンに命じて言っ

た、 12「彼をとり、よく世話をせよ。害を加えるこ

となく、彼があなたに言うようにしてやりなさい」

。 13そこで侍衛の長ネブザラダン、ラブサリスのネ

ブシャズバン、ラブマグのネルガル・シャレゼル、

およびバビロンの王のつかさたちは、 14人をつかわ

して、エレミヤを監視の庭から連れてこさせ、シャ

パンの子アヒカムの子であるゲダリヤに託して、家

につれて行かせた。こうして彼は民のうちにいた。

15エレミヤが監視の庭に閉じこめられていた時、主

の言葉が彼に臨んだ、 16「行って、エチオピヤびと

エベデメレクに告げなさい、『万軍の主、イスラエ

ルの神はこう言われる、わたしの言った災をわたし

はこの町に下す、幸をこれに下すのではない。その

日、この事があなたの目の前で成就する。 17主は言

われる、その日わたしはあなたを救う。あなたは自

分の恐れている人々の手に渡されることはない。 18

わたしが必ずあなたを救い、つるぎに倒れることの

ないようにするからである。あなたの命はあなたの

ぶんどり物となる。あなたがわたしに寄り頼んだか

らであると主は言われる』」。

40侍衛の長ネブザラダンは、バビロンに移される

エルサレムとユダの人々のうちにエレミヤを鎖につ

ないでおいて、これを捕えて行ったが、ついにラマ

で彼を釈放した。その後、主の言葉がエレミヤに臨

んだ。 2侍衛の長はエレミヤを召して彼に言った、
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「あなたの神、主はこの所にこの災を下すと告げ示

された。 3主はこれを下し、自ら言われたとおりに

行われた。あなたがたが主に対して罪を犯し、み声

に従わなかったから、この事があなたがたの上に臨

んだのだ。 4見よ、わたしはきょう、あなたの手の

鎖を解いてあなたを釈放する。もしあなたがわたし

と一緒にバビロンへ行くのが良いと思われるなら、

おいでなさい。わたしは、じゅうぶんあなたの世話

をします。もしあなたがわたしと一緒にバビロンに

は行きたくないなら、行かなくてもよろしい。見よ

、この地はみなあなたの前にあります、あなたが良

いと思い、正しいと思う所に行きなさい。 5あなた

がとどまるならば、バビロンの王がユダの町々の総

督として立てたシャパンの子アヒカムの子であるゲ

ダリヤの所へ帰り、彼と共に民のうちに住みなさい

。あるいはまたあなたが正しいと思う所へ行きなさ

い」。こうして侍衛の長は彼に糧食と贈り物を与え

て去らせた。 6そこでエレミヤはミヅパへ行き、ア

ヒカムの子ゲダリヤの所へ行って、彼と共にその地

に残っている民のうちに住んだ。 7さて野外にいた

軍勢の長たちと、その配下の人々は、バビロンの王

がアヒカムの子ゲダリヤを立てて、その地の総督と

し、男、女、子供、および国のうちのバビロンに移

されない貧しい者を彼に委託した事を聞いたので、

8ネタニヤの子イシマエルと、カレヤの子ヨハナンお

よびタンホメテの子セラヤと、ネトパびとであるエ

パイの子たちと、マアカびとの子ヤザニヤおよびそ

の配下の人々は、ミヅパにいるゲダリヤのもとへ行

った。 9シャパンの子であるアヒカムの子ゲダリヤ
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は、彼らとその配下の人々に誓って言った、「カル

デヤびとに仕えることを恐れるに及ばない。この地

に住んでバビロンの王に仕えるならば、あなたがた

は幸福になる。 10わたしはミヅパにいて、われわれ

の所に来るカルデヤびとの前に、あなたがたのため

に立ちましょう。あなたがたは、ぶどう酒や夏のく

だもの、油を集めて、それを器にたくわえ、あなた

がたの獲た町々に住みなさい」。 11同じように、モ

アブとアンモンびとのうち、またエドムおよび他の

国々にいるユダヤ人は、バビロンの王がユダに人を

残したことと、シャパンの子であるアヒカムの子ゲ

ダリヤを立ててその総督としたこととを聞いた。 12

そこでそのユダヤ人らはみなその追いやられたもろ

もろの所から帰ってきて、ユダの地のミヅパにいる

ゲダリヤのもとにきた。そして多くのぶどう酒と夏

のくだものを集めた。 13またカレヤの子ヨハナンと

、野外にいた軍勢の長たちはみなミヅパにいるゲダ

リヤのもとにきて、 14彼に言った、「アンモンびと

の王バアリスがあなたを殺すためにネタニヤの子イ

シマエルをつかわしたことを知っていますか」。し

かしアヒカムの子ゲダリヤは彼らの言うことを信じ

なかったので、 15カレヤの子ヨハナンはミヅパでひ

そかにゲダリヤに言った、「わたしが行って、人に

知れないように、ネタニヤの子イシマエルを殺しま

しょう。どうして彼があなたを殺して、あなたの周

囲に集まっているユダヤ人を散らし、ユダの残った

者を滅ぼしてよいでしょう」。 16しかしアヒカムの

子ゲダリヤはカレヤの子ヨハナンに言った、「この
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事をしてはならない。あなたはイシマエルについて

偽りを言っているのです」。

41七月のころ、王家のもので、エリシャマの子ネ

タニヤの子であり、また王の高官のひとりであるイ

シマエルは、王の十人のつかさたちと共にミヅパに

いたアヒカムの子ゲダリヤのもとにきて、ミヅパで

食を共にしたが、 2ネタニヤの子イシマエルおよび

共にいた十人の者は立ち上がって、バビロンの王が

この地の総督としたシャパンの子アヒカムの子であ

るゲダリヤを刀で殺し、 3イシマエルはまたミヅパ

でゲダリヤと共にいたすべてのユダヤ人と、たまた

まそこにいたカルデヤびとの兵士たちを殺した。 4

ゲダリヤが殺された次の日、まだだれもその事を知

らないうちに、 5八十人の人々がそのひげをそり、

衣服をさき、身に傷をつけ、手には素祭のささげ物

と香を携え、シケム、シロ、サマリヤからきて、主

の宮にささげようとした。 6ネタニヤの子イシマエ

ルはミヅパから泣きながら出てきて彼らを迎え、彼

らに会って、「アヒカムの子ゲダリヤのもとにおい

でなさい」と言った。 7そして彼らが町の中にはい

ったとき、ネタニヤの子イシマエルは自分と一緒に

いた人々と共に彼らを殺して、その死体を穴に投げ

入れた。 8しかしそのうちの十人はイシマエルに向

かい、「わたしたちは畑に小麦、大麦、油、および

蜜を隠しています、わたしたちを殺さないでくださ

い」と言ったので、彼らをその仲間と共に殺さない

でしまった。 9イシマエルが自分の殺した人々の死

体を投げ入れた穴は、アサ王がイスラエルの王バア

シャを恐れて掘った穴であった。ネタニヤの子イシ
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マエルは殺した人々をこれに満たした。 10次いでイ

シマエルはミヅパに残っているすべての民、すなわ

ち王の娘たちと侍衛の長ネブザラダンがアヒカムの

子ゲダリヤに託したミヅパに残っているすべての民

とを捕虜とした。ネタニヤの子イシマエルは彼らを

捕虜とし、アンモンびとのもとに渡り行こうとして

立ち去った。 11カレヤの子ヨハナンおよび彼と共に

いる軍勢の長たちはネタニヤの子イシマエルの行っ

た悪事をみな聞き、 12その兵士たちを率いて、ネタ

ニヤの子イシマエルと戦うために出て行き、ギベオ

ンの大池のほとりで彼に会った。 13イシマエルと共

にいる人々は、カレヤの子ヨハナンおよび彼と共に

いる軍勢の長たちを見て喜んだ。 14そしてイシマエ

ルがミヅパから捕虜にしてきた人々は身をめぐらし

てカレヤの子ヨハナンのもとへ行った。 15ネタニヤ

の子イシマエルは八人の者と共にヨハナンを避けて

逃げ、アンモンびとの所へ行った。 16そこでカレヤ

の子ヨハナンおよび彼と共にいる軍勢の長たちはネ

タニヤの子イシマエルがアヒカムの子ゲダリヤを殺

して、ミヅパから捕虜として連れてきた、あの残っ

ていた民、すなわち兵士や女、子供、宦官をギベオ

ンから連れ帰ったが、 17彼らはエジプトへ行こうと

してベツレヘムの近くにあるゲルテ・キムハムへ行

って、そこにとどまった。 18これは、ネタニヤの子

イシマエルが、バビロンの王によってこの地の総督

に任じられたアヒカムの子ゲダリヤを殺したことに

より、カルデヤびとを恐れたからである。

42そのとき軍勢の長たち、およびカレヤの子ヨハ

ナンと、ホシャヤの子アザリヤ、ならびに民の最も
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小さい者から最も大いなる者にいたるまで、 2みな

預言者エレミヤの所に来て言った、「どうかあなた

の前にわれわれの求めが受けいれられますように。

われわれのため、この残っている者すべてのために

、あなたの神、主に祈ってください、（今ごらんの

とおり、われわれは多くのうち、わずかに残ってい

る者です） 3そうすれば、あなたの神、主は、われ

われの行くべき道と、なすべき事をお示しになるで

しょう」。 4預言者エレミヤは彼らに言った、「よ

くわかりました。あなたがたの求めにしたがって、

あなたがたの神、主に祈りましょう。主があなたが

たに答えられることを、何事も隠さないであなたが

たに言いましょう」。 5彼らはエレミヤに言った、

「もし、あなたの神、主があなたをつかわしてお告

げになるすべての言葉を、われわれが行わないとき

は、どうか主がわれわれに対してまことの真実な証

人となられるように。 6われわれは良くても悪くて

も、われわれがあなたをつかわそうとするわれわれ

の神、主の声に従います。われわれの神、主の声に

従うとき、われわれは幸を得るでしょう」。 7十日

の後、主の言葉がエレミヤに臨んだ。 8エレミヤは

カレヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる軍勢の長た

ち、ならびに民の最も小さい者から最も大いなる者

までことごとく招いて、 9彼らに言った、「あなた

がたがわたしをつかわして、あなたの祈願をその前

にのべさせたイスラエルの神、主はこう言われます

、 10もしあなたがたがこの地にとどまるならば、わ

たしはあなたがたを建てて倒すことなく、あなたが

たを植えて抜くことはしない。わたしはあなたがた
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に災を下したことを悔いているからである。 11主は

言われる、あなたが恐れているバビロンの王を恐れ

てはならない。彼を恐れてはならない、わたしが共

にいて、あなたがたを救い、彼の手から助け出すか

らである。 12わたしはあなたがたをあわれみ、また

彼にあなたがたをあわれませ、あなたがたを自分の

地にとどまらせる。 13しかし、もしあなたがたが、

『われわれはこの地にとどまらない』といって、あ

なたがたの神、主の声にしたがわず、 14また、『い

いえ、われわれはあの戦争を見ず、ラッパの声を聞

かず、食物も乏しくないエジプトの地へ行って、あ

そこに住まおう』と言うならば、 15あなたがた、ユ

ダの残っている者たちよ、主の言葉を聞きなさい。

万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、もしあ

なたがたがむりにエジプトへ行ってそこに住むなら

ば、 16あなたがたの恐れているつるぎはエジプトの

地であなたがたに追いつき、あなたがたの恐れてい

るききんは、すぐあとを追ってエジプトまで行き、

その所であなたがたは死ぬ。 17すべてむりにエジプ

トへ行ってそこに住む者は、つるぎと、ききんと、

疫病で死ぬ。わたしが彼らに下そうとしている災を

のがれて残る者はそのうちにない。 18万軍の主、イ

スラエルの神はこう言われる、わたしの怒りと憤り

とをエルサレムの住民の上に注いだように、わたし

の憤りは、あなたがたがエジプトへ行くとき、あな

たがたの上に注ぐ。あなたがたは、のろいとなり、

恐怖となり、ののしりとなり、はずかしめとなる。

あなたがたは再びこの所を見ることができない。 19

ユダの残っている者たちよ、『エジプトへ行っては
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ならない』と主はあなたがたに言われた。わたしが

きょう警告したことを、あなたがたは確かに知らな

ければならない。 20あなたがたはみずからそむき去

って、命を失った。なぜなら、あなたがたがわたし

をあなたがたの神、主につかわし、『われわれの神

、主に祈り、われわれの神、主の言われることをこ

とごとく示してください。われわれはそれを行いま

す』と言ったので、 21わたしはきょうそれを示した

が、あなたがたはあなたがたの神、主の声を聞かず

、主がわたしをつかわして命じさせられた事には、

すこしも従わなかったからである。 22それゆえ、あ

なたがたが行って住まうことを願っているその所で

、あなたがたはつるぎと、ききんと、疫病で死ぬこ

とを確かに知らなければならない」。

43エレミヤがすべての民にむかって、彼らの神、

主の言葉をことごとく語り、彼らの神、主が自分を

つかわして言わせられるその言葉をみな告げ終った

時、 2ホシャヤの子アザリヤと、カレヤの子ヨハナ

ンおよび高慢な人々はみなエレミヤに言った、「あ

なたは偽りを言っている。われわれの神、主が、『

エジプトへ行ってそこに住むな』と言わせるために

あなたをつかわされたのではない。 3ネリヤの子バ

ルクがあなたをそそのかして、われわれに逆らわせ

、われわれをカルデヤびとの手に渡して殺すか、あ

るいはバビロンに捕え移させるのだ」。 4こうして

カレヤの子ヨハナンと軍勢の長たちおよび民らは皆

、主の声にしたがわず、ユダの地にとどまろうとし

なかった。 5そしてカレヤの子ヨハナンと軍勢の長

たちは、ユダに残っている者すなわち追いやられた
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国々からユダの地に住むために帰ってきた者、 6男

、女、子供、王の娘たち、およびすべて侍衛の長ネ

ブザラダンがシャパンの子であるアヒカムの子ゲダ

リヤに渡しておいた者、ならびに預言者エレミヤと

ネリヤの子バルクをつれて、 7エジプトの地へ行っ

た。彼らは主の声にしたがわなかったのである。そ

して彼らはついにタパネスに行った。 8主の言葉は

タパネスでエレミヤに臨んだ、 9「大きな石を手に

取り、ユダの人々の目の前で、これをタパネスにあ

るパロの宮殿の入口の敷石のしっくいの中に隠して

、 10彼らに言いなさい、『万軍の主、イスラエルの

神はこう言われる、見よ、わたしは使者をつかわし

て、わたしのしもべであるバビロンの王ネブカデレ

ザルを招く。彼はその位をこの隠した石の上にすえ

、その上に王の天蓋を張る。 11彼は来てエジプトの

地を撃ち、疫病に定まっている者を疫病に渡し、と

りこに定まっている者をとりこにし、つるぎに定ま

っている者をつるぎにかける。 12彼はエジプトの神

々の宮に火をつけてこれを焼き、彼らをとりこにす

る。そして羊を飼う者が着物の虫をはらいきよめる

ように、エジプトの地をきよめる。彼は安らかにそ

こを去る。 13彼はエジプトの地にあるヘリオポリス

のオベリスクをこわし、エジプトの神々の宮を火で

焼く』」。

44エジプトの地に住んでいるユダヤ人すなわちミ

グドル、タパネス、メンピス、パテロスの地に住む

者の事についてエレミヤに臨んだ言葉、 2「万軍の

主、イスラエルの神はこう言われる、あなたがたは

わたしがエルサレムとユダの町々に下した災を見た
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。見よ、これらは今日、すでに荒れ地となって住む

人もない。 3これは彼らが悪を行って、わたしを怒

らせたことによるのである。すなわち彼らは自分も

、あなたがたも、あなたがたの先祖たちも知らなか

った、ほかの神々に行って、香をたき、これに仕え

た。 4わたしは自分のしもべであるすべての預言者

たちを、しきりにあなたがたにつかわして、『どう

か、わたしの忌みきらうこの憎むべき事をしないよ

うに』と言わせたけれども、 5彼らは聞かず、耳を

傾けず、ほかの神々に香をたいて、その悪を離れな

かった。 6それゆえ、わたしは怒りと憤りをユダの

町々とエルサレムのちまたに注ぎ、それを焼いたの

で、それらは今日のように荒れ、滅びてしまった。

7万軍の神、イスラエルの神、主は今こう言われる、

あなたがたはなぜ大いなる悪を行って自分自身を害

し、ユダのうちから、あなたがたの男と女と、子供

と乳のみ子を断って、ひとりも残らないようにしよ

うとするのか。 8なぜあなたがたはその手のわざを

もってわたしを怒らせ、あなたがたが行って住まう

エジプトの地で、ほかの神々に香をたいて自分の身

を滅ぼし、地の万国のうちに、のろいとなり、はず

かしめとなろうとするのか。 9ユダの地とエルサレ

ムのちまたで行ったあなたがたの先祖たちの悪、ユ

ダの王たちの悪、その妻たちの悪、およびあなたが

た自身の悪、あなたがたの妻たちの悪をあなたがた

は忘れたのか。 10彼らは今日に至るまで悔いず、ま

た恐れず、あなたがたとあなたがたの先祖たちの前

に立てた、わたしの律法とわたしの定めとに従って

歩まないのである。 11それゆえ万軍の主、イスラエ
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ルの神はこう言われる、見よ、わたしは顔をあなた

がたに向けて災を下し、ユダの人々をことごとく断

つ。 12またわたしは、エジプトの地に住むために、

むりに行ったあのユダの残りの者を取り除く。彼ら

はみな滅ぼされてエジプトの地に倒れる。彼らは、

つるぎとききんに滅ぼされ、最も小さい者から最も

大いなる者まで、つるぎとききんによって死ぬ。そ

して、のろいとなり、恐怖となり、ののしりとなり

、はずかしめとなる。 13わたしはエルサレムを罰し

たように、つるぎと、ききんと、疫病をもってエジ

プトに住んでいる者を罰する。 14それゆえ、エジプ

トの地へ行ってそこに住んでいるユダの残りの者の

うち、のがれ、または残って、帰り住まおうと願う

ユダの地へ帰る者はひとりもない。少数ののがれる

者のほかには、帰ってくる者はない」。 15その時、

自分の妻がほかの神々に香をたいたことを知ってい

る人々、およびその所に立っている女たちの大いな

る群衆、ならびにエジプトの地のパテロスに住んで

いる民はエレミヤに答えて言った、 16「あなたが主

の名によってわたしたちに述べられた言葉は、わた

したちは聞くことができません。 17わたしたちは誓

ったことをみな行い、わたしたちが、もと行ってい

たように香を天后にたき、また酒をその前に注ぎま

す。すなわち、ユダの町々とエルサレムのちまたで

、わたしたちとわたしたちの先祖たちおよびわたし

たちの王たちと、わたしたちのつかさたちが行った

ようにいたします。その時には、わたしたちは糧食

には飽き、しあわせで、災に会いませんでした。 18

ところが、わたしたちが、天后に香をたくことをや
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め、酒をその前に注がなくなった時から、すべての

物に乏しくなり、つるぎとききんに滅ぼされました

」。 19また女たちは言った、「わたしたちが天后に

香をたき、酒をその前に注ぐに当って、これにかた

どってパンを造り、酒を注いだのは、わたしたちの

夫が許したことではありませんか」。 20そこでエレ

ミヤは男女のすべての人、およびこの答をしたすべ

ての民に言った、 21「ユダの町々とエルサレムのち

またで、あなたがたとあなたがたの先祖たち、およ

びあなたがたの王たちとあなたがたのつかさたち、

およびその地の民が香をたいたことは、主がこれを

忘れず、また、心にとどめておられることではない

か。 22主はあなたがたの悪しきわざのため、あなた

がたの憎むべき行いのために、もはや忍ぶことがで

きなくなられた。それゆえ、あなたがたの地は今日

のごとく荒れ地となり、驚きとなり、のろいとなり

、住む人のない地となった。 23あなたがたが香をた

き、主に罪を犯し、主の声に聞き従わず、その律法

と、定めと、あかしに従って歩まなかったので、今

日のようにこの災があなたがたに臨んだのである」

。 24エレミヤはまたすべての民と女たちに言った、

「あなたがたすべてエジプトの地にいるユダの人々

よ、主の言葉を聞きなさい。 25万軍の主、イスラエ

ルの神はこう言われる、あなたがたとあなたがたの

妻たちは口で言い、手で行い、『わたしたちは天后

に香をたき、酒を注いで立てた誓いを必ずなし遂げ

る』と言う。それならば、あなたがたの誓いをかた

め、あなたがたの誓いをなし遂げなさい。 26それゆ

え、あなたがたすべてエジプトの地にいるユダの人
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々よ、主の言葉を聞きなさい。主は言われる、わた

しは自分の大いなる名をさして誓う、すなわちエジ

プトの全地に、ユダの人々で、その口に、『主なる

神は生きておられる』と言って、わたしの名をとな

えるものは、もはやひとりもないようになる。 27見

よ、わたしは彼らを見守っている、それは幸を与え

るためではなく、災を下すためである。エジプトの

地にいるユダの人々は、つるぎとききんによって滅

び絶える。 28しかし、つるぎをのがれるわずかの者

はエジプトの地を出てユダの地に帰る。そしてユダ

の残っている民でエジプトに来て住んだ者は、わた

しの言葉が立つか、彼らの言葉が立つか、いずれで

あるかを知るようになる。 29主は言われる、わたし

がこの所であなたがたを罰するしるしはこれである

。わたしはこのようにしてわたしがあなたがたに災

を下そうと言った事の必ず立つことを知らせよう。

30すなわち主はこう言われる、見よ、わたしはユダ

の王ゼデキヤを、その命を求める敵であるバビロン

の王ネブカデレザルの手に渡したように、エジプト

の王パロ・ホフラをその敵の手、その命を求める者

の手に渡す」。

45ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に、ネリ

ヤの子バルクがこれらの言葉をエレミヤの口述にし

たがって書にしるした時、預言者エレミヤが彼に語

った言葉、 2「バルクよ、イスラエルの神、主はあ

なたについてこう言われる、 3あなたはかつて、『

ああ、わたしはわざわいだ、主がわたしの苦しみに

悲しみをお加えになった。わたしは嘆き疲れて、安

息が得られない』と言った。 4あなたはこう彼に言
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いなさい、主はこう言われる、見よ、わたしは自分

で建てたものをこわし、自分で植えたものを抜いて

いるそれは、この全地である。 5あなたは自分のた

めに大いなる事を求めるのか、これを求めてはなら

ない。見よ、わたしはすべての人に災を下そうとし

ている。しかしあなたの命はあなたの行くすべての

所で、ぶんどり物としてあなたに与えると主は言わ

れる」。

46もろもろの国の事について預言者エレミヤに臨

んだ主の言葉。 2エジプトの事、すなわちユフラテ

川のほとりにあるカルケミシの近くにいるエジプト

の王パロ・ネコの軍勢の事について。これはユダの

王ヨシヤの子エホヤキムの四年に、バビロンの王ネ

ブカデレザルが撃ち破ったものである。その言葉は

次のとおりである、 3「大盾と小盾とを備え、進ん

で戦え。 4騎兵よ、馬を戦車につなぎ、馬に乗れ。

かぶとをかぶって立て。ほこをみがき、よろいを着

よ。 5わたしは見たが、何ゆえか彼らは恐れて退き

、その勇士たちは打ち敗られ、あわてて逃げて、う

しろをふり向くこともしない、恐れが彼らの周囲に

あると主は言われる。 6足早き者も逃げることがで

きず、勇士ものがれることができない。北の方、ユ

フラテ川のほとりで彼らはつまずき倒れた。 7あの

ナイル川のようにわきあがり、川々のように、その

水のさかまく者はだれか。 8エジプトはナイル川の

ようにわきあがり、その水は川々のようにさかまく

。そしてこれは言う、わたしは上って、地をおおい

、町々とそのうちに住む者を滅ぼそう。 9馬よ、進

め、車よ、激しく走れ。勇士よ、盾を取るエチオピ
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ヤびとと、プテびとよ、弓を巧みに引くルデびとよ

、進み出よ。 10その日は万軍の神、主の日であって

、主があだを報いられる日、その敵にあだをかえさ

れる日だ。つるぎは食べて飽き、彼らの血に酔う。

万軍の神、主が、北の地で、ユフラテ川のほとりで

、ほふることをなされるからだ。 11おとめなるエジ

プトの娘よ、ギレアデに上って乳香を取れ。あなた

は多くの薬を用いても、むだだ。あなたは、いやさ

れることはない。 12あなたの恥は国々に聞えている

、あなたの叫びは地に満ちている。勇士が勇士につ

まずいて、共に倒れたからである」。 13バビロンの

王ネブカデレザルが来て、エジプトの地を撃とうと

する事について、主が預言者エレミヤにお告げにな

った言葉、 14「エジプトで宣べ、ミグドルで告げ示

し、またメンピスとタパネスに告げ示して言え、『

堅く立って、備えせよ、つるぎがあなたの周囲を、

滅ぼし尽すからだ』。 15なぜ、アピスはのがれたの

か。あなたの雄牛は、なぜ立たなかったのか。それ

は主がこれを倒されたからだ。 16あなたに属する多

くの兵は、つまずいて倒れた。そして互に言った、

『立てよ、われわれは、しえたげる者のつるぎを避

けて、われわれの民に帰り、故郷の地へ行こう』と

。 17エジプトの王パロの名を、『好機を逸する騒が

しい者』と呼べ。 18万軍の主という名の王は言われ

る、わたしは生きている、彼は山々のうちのタボル

のように、海のほとりのカルメルのように来り臨む

。 19エジプトに住む民よ、捕われのために荷物を備

えよ。メンピスは荒れ地となり、廃虚となって住む

人もなくなる。 20エジプトは美しい雌の子牛だ、し
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かし北から、牛ばえが来て、それにとまった。 21そ

のうちにいる雇兵でさえ、肥えた子牛のようだ。彼

らはふり返って共に逃げ、立つことをしなかった。

彼らの災難の日、その罰せられる時が来たからだ。

22彼は逃げ去るへびのような音をたてる。その敵が

軍勢を率いて彼に臨み、きこりのように、おのをも

って来るからだ。 23彼らは彼の林がいかに入り込み

がたくとも、それを切り倒す。彼らはいなごよりも

多く、数えがたいからであると、主は言われる。 24

エジプトの娘ははずかしめを受け、北からくる民の

手に渡される」。 25万軍の主、イスラエルの神は言

われた、「見よ、わたしはテーベのアモンと、パロ

と、エジプトとその神々とその王たち、すなわちパ

ロと彼を頼む者とを罰する。 26わたしは彼らを、そ

の命を求める者の手と、バビロンの王ネブカデレザ

ルの手と、その家来たちの手に渡す。その後、エジ

プトは昔のように人の住む所となると、主は言われ

る。 27わたしのしもべヤコブよ、恐れることはない

、イスラエルよ、驚くことはない。見よ、わたしが

あなたを遠くから救い、あなたの子孫をその捕え移

された地から救うからだ。ヤコブは帰ってきて、お

だやかに、安らかになり、彼を恐れさせる者はない

。 28主は言われる、わたしのしもべヤコブよ、恐れ

ることはない、わたしが共にいるからだ。わたしは

あなたを追いやった国々をことごとく滅ぼし尽す。

しかしあなたを滅ぼし尽すことはしない。わたしは

正しい道に従って、あなたを懲らしめる、決して罰

しないではおかない」。
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47パロがまだガザを撃たなかったころ、ペリシテ

びとの事について預言者エレミヤに臨んだ主の言葉

。 2「主はこう言われる、見よ、水は北から起り、

あふれ流れて、この地と、そこにあるすべての物、

その町と、その中に住む者とにあふれかかる。その

時、人々は叫び、この地に住む者はみな嘆く。 3そ

のたくましい馬のひずめの踏み鳴らす音のため、そ

の戦車の響きのため、その車輪のとどろきのために

、父はその手が弱くなって、自分の子をも顧みない

。 4これは、ペリシテびとを滅ぼし尽し、ツロとシ

ドンに残って助けをなす者をことごとく絶やす日が

来るからである。主はカフトルの海岸に残っている

ペリシテびとを滅ぼされる。 5ガザには髪をそるこ

とが始まっている。アシケロンは滅びた。アナクび

との残りの民よ、いつまで自分の身に傷つけるのか

。 6主のつるぎよ、おまえはいつになれば静かにな

るのか。おまえのさやに帰り、休んで静かにしてお

れ。 7主がこれに命を下されたのだ、どうして静か

にしておれようか。アシケロンと海岸の地を攻める

ことを定められたのだ」。

48モアブの事について、万軍の主、イスラエルの

神はこう言われる、「ああ、ネボはわざわいだ、こ

れは滅ぼされた。キリヤタイムははずかしめられて

取られ、とりでは、はずかしめられてこわされた。

2モアブの誉は、消え去った。ヘシボンで人々はモア

ブの害を図り、『さあ、この国を断ち滅ぼそう』と

いう。マデメンよ、おまえもまた滅ぼされる、つる

ぎがおまえを追う。 3ホロナイムから叫び声が聞え

る、『荒廃と大いなる滅亡だ』という。 4モアブは
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滅ぼされ、叫びはゾアルにまで聞える。 5彼らは泣

きながらルヒテの坂を登る。彼らはホロナイムの下

り坂で、『滅亡』の叫びを聞いたからだ。 6逃げて

、自分の身を救え、荒野の野ろばのようになれ。 7

おまえが、とりでと財宝とを頼みにしたので、おま

えも捕えられるからだ。またケモシは、その祭司と

つかさたちと共に、捕えられて行く。 8滅ぼす者は

すべての町に来る、一つの町ものがれることができ

ない。谷は滅び、平地は荒される、主の言われたと

おりである。 9モアブに翼を与えて、飛び去らせよ

。その町々は荒れて、住む者はなくなる。 10主のわ

ざを行うことを怠る者はのろわれる。またそのつる

ぎを押えて血を流さない者はのろわれる。 11モアブ

はその幼い時から安らかで、酒が、沈んだおりの上

にとどまって、器から器に、くみ移されなかったよ

うに、捕え移されなかったので、その味はなお存し

、その香気も変ることがない。 12主は言われる、そ

れゆえ見よ、わたしがこれを傾ける者どもをつかわ

す日が来る。彼らはこれを傾け、その器をあけ、そ

のかめを砕く。 13その時モアブはケモシのために恥

をかく。ちょうどイスラエルの家がその頼みとした

ベテルのために恥をかいたようになる。 14あなたが

たはどうして『われわれは勇士だ。強い戦士だ』と

いうのか。 15モアブとその町々を滅ぼす者は上って

来、モアブのえり抜きの若者たちは下って殺された

と万軍の主と名のる王が言われる。 16モアブの災難

は近づいている、その苦難はすみやかに来る。 17す

べてその周囲にある者よ、またその名を知る者よ、

彼のために嘆いて、『ああ、強き笏、麗しきつえは
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、ついに折れた』と言え。 18デボンに住む者よ、あ

なたの栄えを離れて下り、かわいた地に座せよ。モ

アブを滅ぼす者があなたに攻めのぼって来て、あな

たの城を滅ぼしたからだ。 19アロエルに住む者よ、

道のかたわらに立って見張りし、逃げてくる男、の

がれてくる女に尋ねて、『何が起ったのか』と言え

。 20モアブは敗れて、恥をこうむっている。嘆き呼

ばわれ。アルノン川のほとりで、モアブは滅ぼされ

たと告げよ。 21さばきは高原の地に臨み、ホロン、

ヤハズ、メパアテ、 22デボン、ネボ、ベテ・デブラ

タイム、 23キリヤタイム、ベテ・ガムル、ベテ・メ

オン、 24ケリオテ、ボズラなどモアブの地のすべて

の町の、遠いものにも近いものにも、臨んだ。 25モ

アブの角は砕け、その腕は折れたと主は言われる。

26モアブを酔わせよ、彼が主に敵して自ら高ぶった

からである。モアブは自分の吐いた物の中にころが

って、笑い草となる。 27イスラエルはあなたの笑い

草ではなかったか。あなたが、彼のことを語るごと

に首を振ったのは、彼が盗賊の中にいたとでもいう

のか。 28モアブに住む者よ、町を去って岩の間に住

め。谷の入口のかたわらに巣を作る山ばとのように

せよ。 29われわれはモアブの高慢な事を聞いた、そ

の高慢は、はなはだしい。すなわち、その尊大、高

慢、横柄、およびその心の高ぶりのことを聞いた。

30主は言われる、わたしは彼の横着なのを知る、彼

の自慢は偽りで、その行いも偽りである。 31それゆ

え、わたしはモアブのために嘆き、モアブの全地の

ために呼ばわる。キルヘレスの人々のためにわたし

は悲しむ。 32シブマのぶどうの木よ、わたしはヤゼ
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ルのために泣くのにまさっておまえのために泣く。

おまえのつるは延びて海を越え、ヤゼルに及んだ。

おまえの夏の実と、その収穫を滅ぼす者が襲ってき

た。 33喜びと楽しみは、実り多いモアブの地を去っ

た。わたしは、ぶどうをしぼる所にも酒をなくした

。楽しく呼ばわって、ぶどうを踏む者もなくなった

。呼ばわっても、喜んで呼ばわる声ではない。 34ヘ

シボンとエレアレは叫ぶ。ヤハヅに至るまで、ゾア

ルからホロナイムとエグラテ・シリシヤに至るまで

、彼らはその声をあげる。ニムリムの水も絶えたか

らである。 35主は言われる、わたしは犠牲を高き所

にささげ、香をその神にたく者をモアブのうちに滅

ぼす。 36それゆえ、わたしの心はモアブのために笛

のように嘆き、わたしの心はキルヘレスの人々のた

めに笛のように嘆く。彼らの獲た富が消えうせたか

らである。 37人はみな髪をそり、皆ひげをそり、み

な手に傷をつけ、腰に荒布を着ける。 38モアブでは

どこの屋根の上も、広場も、ただ悲しみに包まれて

いる。これは、わたしが、だれもほしがらない器の

ようにモアブを砕いたからであると主は言われる。

39ああ、モアブはついに滅びた。人々は嘆く。ああ

、モアブは恥じて顔をそむけた。モアブはその周囲

のすべての者の笑い草となり恐れとなった」。 40主

はこう言われる、「見よ、敵はわしのように速く飛

んできて、モアブに向かって翼をのべる。 41町々は

取られ、城は奪われる。その日モアブの勇士の心は

子を産む女の心のようになる。 42モアブは滅ぼされ

て、国を成さないようになる。主に敵して自ら誇っ

たからである。 43主は言われる、モアブに住む者よ
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、恐れと、穴と、わなとがあなたに臨んでいる。 44

恐れをさけて逃げる者は穴におちいり、穴をよじ上

って出る者は、わなに捕えられる。わたしがモアブ

に、その罰せられる年に、これらのものを臨ませる

からであると主は言われる。 45逃げた者はヘシボン

の陰に、力なく立ちどまる。ヘシボンから火が出、

シホンの家から炎が出て、モアブの額、騒ぐ人々の

頭の頂を焼いたからだ。 46モアブよ、おまえはわざ

わいだ。ケモシの民は滅びた。おまえのむすこらは

捕え移され、おまえの娘らも捕え行かれたからであ

る。 47しかし末の日にわたしは再びモアブを栄えさ

せると主は言われる」。ここまではモアブのさばき

の事をいったのである。

49アンモンびとについて、主はこう言われる、「

イスラエルには子がないのか、世継ぎがないのか。

どうしてミルコムがガドを追い出して、その民がそ

の町々に住んでいるのか。 2主は言われる、それゆ

え、見よ、アンモンびとのラバを攻める戦いの叫び

を、わたしが聞えさせる日が来る。ラバは荒塚とな

り、その村々は火で焼かれる。そのときイスラエル

は自分を追い出した者どもを追い出すと主は言われ

る。 3ヘシボンよ嘆け、アイは滅ぼされた。ラバの

娘たちよ呼ばわれ。荒布を身にまとい、悲しんで、

まがきのうちを走りまわれ。ミルコムとその祭司お

よびつかさが共に捕え移されるからだ。 4不信の娘

よ、あなたはなぜ自分の谷の事を誇るのか。あなた

は自分の富に寄り頼んで、『だれがわたしに攻めて

くるものか』と言う。 5主なる万軍の神は言われる

、見よ、わたしはあなたの上に恐れを臨ませる、そ



エレミヤ書 1759

れはあなたの周囲の者から来る。あなたは追われて

、おのおの直ちに他人に続き、逃げる者を集める人

もない。 6しかし、のちになって、わたしはアンモ

ンびとを再び栄えさせると、主は言われる」。 7エ

ドムの事について、万軍の主はこう言われる、「テ

マンには、もはや知恵がないのか。さとい者には計

りごとがなくなったのか。その知恵は消えうせたの

か。 8デダンに住む者よ、逃げよ、のがれよ、深い

所に隠れよ。わたしがエサウの災難を彼の上に臨ま

せ、彼を罰する時をこさせるからだ。 9ぶどうを集

める者があなたの所に来たならば、すこしの実をも

残さないであろうか。夜、盗びとが来たならば、自

分たちの満足するだけ滅ぼさないであろうか。 10し

かしわたしはエサウを裸にし、その隠れる所を現し

たので、彼はその身を隠すことができない。その子

どもたちも、兄弟も、隣り人も滅ぼされる。そして

彼は、いなくなる。 11あなたのみなしごを残せ、わ

たしがそれを生きながらえさせる。あなたのやもめ

には、わたしに寄り頼ませよ」。 12主はこう言われ

る、「もし、杯を飲むべきでない者もそれを飲まな

ければならなかったとすれば、あなたは罰を免れる

ことができようか。あなたは罰を免れない。それを

飲まなければならない。 13主は言われる、わたしは

自分をさして誓った、ボズラは驚きとなり、ののし

りとなり、荒れ地となり、のろいとなる。その町々

は長く荒れ地となる」。 14わたしは主からのおとず

れを聞いた。ひとりの使者がつかわされて万国に行

き、そして言った、「あなたがたは集まり、行って

彼を攻め、立って戦え。 15見よ、わたしはあなたを
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万国のうちに小さい者とし、人々のうちに卑しめら

れる者とする。 16岩の割れ目に住み、山の高みを占

める者よ、あなたの恐ろしい事と、あなたの心の高

ぶりが、あなたを欺いた。あなたは、わたしのよう

に巣を高い所に作っているが、わたしはその所から

あなたを取りおろすと主は言われる。 17エドムは恐

れとなる。そのかたわらを通り過ぎる者はみな恐れ

、その災のために、舌打ちする。 18主は言われる、

ソドムとゴモラとその隣の町々がくつがえされた時

のように、そこに住む人はなく、そこに宿る人もな

くなる。 19見よ、ししがヨルダンの密林から上って

きて、じょうぶな羊のおりを襲うように、わたしは

、たちまち彼らをそこから逃げ走らせ、わたしの選

ぶ者をその上に立てる。だれかわたしのような者が

あるであろうか。だれがわたしを呼びつけることが

できようか。どの牧者がわたしの前に立つことがで

きようか。 20それゆえ、エドムに対して主が立てた

計りごとと、テマンに住む者に対してしようとする

事を聞くがよい。彼らの群れのうちの小さいものま

でも皆、引かれて行く。彼らのおりのものもその終

りを見て恐れる。 21その倒れる音を聞いて、地は震

い、彼らの叫び声は紅海にも聞える。 22見よ、敵は

わしのように上り、すみやかに飛びかけり、その翼

をボズラの上に張り広げる。その日エドムの勇士の

心は子を産む女の心のようになる」。 23ダマスコの

事について、「ハマテとアルパデは、うろたえてい

る、彼らは悪いおとずれを聞いたからだ。彼らは勇

気を失い、穏やかになることのできない海のように

悩む。 24ダマスコは弱り、身をめぐらして逃げた、
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恐怖に襲われている。子を産む女に臨むように痛み

と悲しみと彼に臨む。 25ああ、名ある町、楽しい町

は捨てられる。 26それゆえ、その日に、若い者は、

広場に倒れ、兵士はことごとく滅ぼされると万軍の

主は言われる。 27わたしはダマスコの城壁の上に火

を燃やし、ベネハダデの宮殿を焼き尽す」。 28バビ

ロンの王ネブカデレザルが攻め撃ったケダルとハゾ

ルの諸国の事について、主はこう言われる、「立っ

て、ケダルに向かって進み、東の人々を滅ぼせ。 29

彼らの天幕と、その羊の群れとは取られ、その垂幕

とそのもろもろの器と、らくだとは彼らの所から運

び去られ、人々は彼らに向かって叫ぶ、『恐ろしい

ことが四方にある』と。 30主は言われる、ハゾルに

住む者よ、逃げよ、遠くさまよい行き、深い所に隠

れよ。バビロンの王ネブカデレザルがあなたがたを

攻める計りごとをめぐらし、あなたがたを攻める、

てだてを設けたからだ。 31主は言われる、立って進

み、安全な所に住むきらくな民を攻めよ、彼らは門

もなく、貫の木もなく、ひとり離れて住む。 32彼ら

のらくだは、ぶんどり物となり、家畜の群れは奪わ

れる。わたしは、かの髪の毛のすみずみを切る者を

四方に散らし、その災難を八方からこさせると主は

言われる。 33ハゾルは山犬のすまいとなり、いつま

でも荒れ地となっている。だれもそこに住む人はな

く、そこに宿る人もない」。 34ユダの王ゼデキヤの

治世の初めのころに、エラムの事について預言者エ

レミヤに臨んだ主の言葉。 35万軍の主はこう言われ

る、「見よ、わたしはエラムが力として頼んでいる

弓を折る。 36わたしは天の四方から、四方の風をエ
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ラムにこさせ、彼らを四方の風に散らす。エラムか

ら追い出される者の行かない国はない。 37主は言わ

れる、わたしはエラムをしてその敵の前、またその

命を求める者の前に恐れさせる。わたしは災をくだ

し、激しい怒りをその上にくだす。彼らのうしろに

、つるぎを送って滅ぼし尽す。 38そしてわたしの位

をエラムにすえ、王とつかさたちとを滅ぼすと主は

言われる。 39しかし末の日に、わたしはエラムを再

び栄えさせると、主は言われる」。

50主が預言者エレミヤによって語られたバビロン

とカルデヤびとの地の事についての言葉。 2「国々

のうちに告げ、また触れ示せよ、旗を立てて、隠す

ことなく触れ示して言え、『バビロンは取られ、ベ

ルははずかしめられ、メロダクは砕かれ、その像は

はずかしめられ、その偶像は砕かれる』と。 3それ

は、北の方から一つの国民がきて、これを攻め、そ

の地を荒して、住む人もないようにするからである

。人も獣もみな逃げ去ってしまう。 4主は言われる

、その日その時、イスラエルの民とユダの民は共に

帰ってくる。彼らは嘆きながら帰ってくる。そして

その神、主を求める。 5彼らは顔をシオンに向けて

、その道を問い、『さあ、われわれは、永遠に忘れ

られることのない契約を結んで主に連なろう』と言

う。 6わたしの民は迷える羊の群れである、その牧

者がこれをいざなって、山に踏み迷わせたので、山

から丘へと行きめぐり、その休む所を忘れた。 7こ

れに会う者はみなこれを食べた。その敵は言った、

『われわれに罪はない。彼らがそのまことのすみか

である主、先祖たちの希望であった主に対して罪を
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犯したのだ』と。 8バビロンのうちから逃げよ。カ

ルデヤびとの地から出よ。群れの前に行く雄やぎの

ようにせよ。 9見よ、わたしは大きい国々を起し集

めて、北の地からバビロンに攻めこさせる。彼らは

これに向かって勢ぞろいをし、これをその所から取

る。彼らの矢はむなしく帰らない老練な勇士のよう

である。 10カルデヤは人にかすめられる。これをか

すめる者はみな飽くことができると、主は言われる

。 11わたしの嗣業をかすめる者どもよ、あなたがた

は喜び楽しみ、雌の子牛のように草に戯れ、雄馬の

ように、いなないているが、 12あなたがたの母はい

たくはずかしめられ、あなたがたを産んだ者は恥を

こうむる。見よ、彼女は国々のうちの最もあとなる

ものとなり、かわいた砂原の荒野となる。 13主の怒

りによって、ここに住む者はなく、完全に荒れ地と

なる。バビロンのかたわらを通る者は、みなその傷

を見て驚き、かつあざ笑う。 14あなたがたすべて弓

を張る者よ、バビロンの周囲に勢ぞろいして、これ

を攻め、矢を惜しまずに、これを射よ、彼女が主に

罪を犯したからだ。 15その周囲に叫び声をあげよ、

彼女は降伏した。そのとりでは倒れ、その城壁はく

ずれた、主があだをかえされたからだ。彼女に報復

せよ、彼女がおこなったように、これに行え。 16種

まく者と、刈入れどきに、かまを取る者をバビロン

に絶やせ。滅ぼす者のつるぎを恐れて、人はおのお

の自分の民の所に帰り、そのふるさとに逃げて行く

。 17イスラエルは、ししに追われて散った羊である

。初めにアッスリヤの王がこれを食い、そして今は

ついにバビロンの王ネブカデレザルがその骨をかじ
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った。 18それゆえ万軍の主、イスラエルの神は、こ

う言われる、見よ、わたしはアッスリヤの王を罰し

たように、バビロンの王とその国に罰を下す。 19わ

たしはイスラエルを再びその牧場に帰らせる。彼は

カルメルとバシャンで草を食べる。またエフライム

の山とギレアデでその望みが満たされる。 20主は言

われる、その日その時には、イスラエルのとがを探

しても見当らず、ユダの罪を探してもない。それは

わたしが残しておく人々を、ゆるすからである。 21

主は言われる、上って行って、メラタイムの地を攻

め、ペコデの民を攻め、彼らを殺して全く滅ぼし、

わたしがあなたがたに命じたことを皆、行いなさい

。 22その地に、いくさの叫びと、大いなる滅びがあ

る。 23ああ、全地を砕いた鎚はついに折れ砕ける。

ああ、バビロンはついに国々のうちの恐るべき見も

のとなる。 24バビロンよ、わたしは、おまえを捕え

るためにわなをかけたが、おまえはそれにかかった

。そしておまえはそれを知らなかった。おまえは主

に敵したので、尋ね出され、捕えられた。 25主は武

器の倉を開いてその怒りの武器を取り出された。主

なる万軍の神が、カルデヤびとの地に事を行われる

からである。 26あらゆる方面からきて、これを攻め

、その穀倉を開き、これを穀物の山のように積み上

げ、完全に滅ぼし尽し、そこに残る者のないように

せよ。 27その雄牛をことごとく殺せ、それを、ほふ

り場に下らせよ。それらのものはわざわいだ、その

日、その罰を受ける時がきたからだ。 28聞けよ、バ

ビロンの地から逃げ、のがれてきた者の声がする。

われわれの神、主の報復、その宮の報復の事をシオ
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ンに告げ示す。 29弓を張る射手をことごとく呼び集

めて、バビロンを攻めよ。その周囲に陣を敷け。ひ

とりも逃がすな。そのしわざにしたがってバビロン

に報い、これがおこなった所にしたがってこれに行

え。彼がイスラエルの聖者である主に向かって高慢

にふるまったからだ。 30それゆえ、その日、若い者

は、広場に倒れ、兵士はみな絶やされると主は言わ

れる。 31主なる万軍の神は言われる、高ぶる者よ、

見よ、わたしはおまえの敵となる、あなたの日、わ

たしがおまえを罰する時が来た。 32高ぶる者はつま

ずき倒れる、これを助け起すものはない。わたしは

その町々に火を燃やして、その周囲の者をことごと

く焼き尽す。 33万軍の主はこう言われる、イスラエ

ルの民とユダの民は共にしえたげられている。彼ら

をとりこにした者はみな彼らを固く守って釈放する

ことを拒む。 34彼らをあがなう者は強く、その名は

万軍の主といわれる。彼は必ず彼らの訴えをただし

、この地に安きを与えるが、バビロンに住む者には

不安を与えられる。 35主は言われる、カルデヤびと

の上とバビロンに住む者の上、そのつかさたち、そ

の知者たちの上につるぎが臨む。 36占い師の上につ

るぎが臨み、彼らは愚か者となる。その勇士の上に

つるぎが臨み、彼らは滅ぼされる。 37その馬の上と

、その車の上につるぎが臨み、またそのうちにある

すべての雇兵の上に臨み、彼らは女のようになる。

その財宝の上につるぎが臨み、それはかすめられる

。 38その水の上に、ひでりが来て、それはかわく。

それは、この地が偶像の地であって、人々が偶像に

心が狂っているからだ。 39それゆえ、野の獣と山犬
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とは共にバビロンにおり、だちょうもそこに住む。

しかし、いつまでもその地に住む人はなく、世々こ

こに住む人はない。 40主は言われる、神がソドムと

ゴモラと、その隣の町々を滅ぼされたように、そこ

に住む人はなく、そこに宿る人の子はない。 41見よ

、一つの民が北の方から来る。大いなる国と多くの

王が地の果から立ち上がっている。 42彼らは弓と、

やりを取る。残忍で、あわれみがなく、その響きは

海の鳴りとどろくようである。バビロンの娘よ、彼

らは馬に乗り、いくさびとのように身をよろって、

あなたを攻める。 43バビロンの王はそのうわさを聞

いて、その手は弱り、子を産む女に臨むような痛み

と苦しみに迫られた。 44見よ、ししがヨルダンの密

林から上ってきて、じょうぶな羊のおりを襲うよう

に、わたしは、たちまち彼らをそこから逃げ去らせ

る。そしてわたしの選ぶ者をその上に立てる。だれ

かわたしのような者があるであろうか。だれがわた

しを呼びつけることができようか。どの牧者がわた

しの前に立つことができようか。 45それゆえ、バビ

ロンに対して主が立てた計りごとと、カルデヤびと

の地に対してしようとする事を聞くがよい。彼らの

群れのうちの小さい者は、かならず引かれて行く。

彼らのおりのものも必ずその終りを見て恐れる。 46

バビロンが取られたとの声によって地は震い、その

叫びは国々のうちに聞える」。

51主はこう言われる、「見よ、わたしは、滅ぼす

者の心を奮い起して、バビロンを攻め、カルデヤに

住む者を攻めさせる。 2わたしはバビロンに、あお

ぎ分ける者をつかわす。彼らは、その災の日に、四
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方からこれを攻め、それをあおぎ分けて、その地を

むなしくする。 3射手にはその弓を張らせることな

く、よろいを着て立ち上がらせるな。その若き者を

あわれむことなく、その軍勢をことごとく滅ぼせ。

4彼らはカルデヤびとの地に殺されて倒れ、そのちま

たに傷ついて倒れる。 5イスラエルとユダはその神

、万軍の主に捨てられてはいないが、しかしカルデ

ヤびとの地にはイスラエルの聖者に向かって犯した

罪が満ちている。 6バビロンのうちからのがれ出て

、おのおのその命を救え。その罰にまきこまれて断

ち滅ぼされてはならない。今は主があだを返される

時だから、それに報復をされるのである。 7バビロ

ンは主の手のうちにある金の杯であって、すべての

地を酔わせた。国々はその酒を飲んだので、国々は

狂った。 8バビロンはたちまち倒れて破れた。これ

がために嘆け。その傷のために乳香を取れ。あるい

は、いえるかも知れない。 9われわれはバビロンを

いやそうとしたが、これはいえなかった。われわれ

はこれを捨てて、おのおの自分の国に帰ろう。その

罰が天に達し、雲にまで及んでいるからだ。 10主は

われわれの正しいことを明らかにされた。さあ、わ

れわれはシオンで、われわれの神、主のみわざを告

げ示そう。 11矢をとぎ、盾を取れ。主はメデアびと

の王たちの心を引き立てられる。主のバビロンに思

い図ることは、これを滅ぼすことであり、主があだ

を返し、その宮のあだを返されるのである。 12バビ

ロンの城壁に向かって旗を立て、見張りを強固にし

、番兵を置き、伏兵を備えよ。主がバビロンに住む

者を攻めようと図り、その言われたことを、いま行
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われるからだ。 13多くの水のほとりに住み、多くの

財宝を持つ者よ、あなたの終りが来て、その命の糸

は断たれる。 14万軍の主はみずからをさして誓い、

言われる、わたしは必ずあなたのうちに、人をいな

ごのように満たす。彼らはあなたに向かって、かち

どきの声をあげる。 15主はその力をもって地を造り

、その知恵をもって世界を建て、その悟りをもって

天をのべられた。 16彼が声を出されると、天に多く

の水のざわめきがあり、また地の果から霧を立ちあ

がらせられる。彼は雨のためにいなびかりをおこし

、その倉から風を取り出される。 17すべての人は愚

かで知恵がなく、すべての金細工人はその造った偶

像のために恥をこうむる。その偶像は偽り物で、そ

のうちに息がないからだ。 18それらは、むなしいも

の、迷いのわざである。罰せられる時になれば滅び

るものである。 19ヤコブの分である彼はこのような

ものではない、彼は万物の造り主だからである。イ

スラエルは彼の嗣業としての部族である。彼の名は

万軍の主という。 20おまえはわたしの鎚であり、戦

いの武器である。わたしはおまえをもってすべての

国を砕き、おまえをもって万国を滅ぼす。 21おまえ

をもってわたしは馬と、その騎手とを砕き、おまえ

をもって戦車とそれに乗る者とを砕く。 22わたしは

おまえをもって男と女とを砕き、おまえをもって老

いた者と幼い者とを砕き、おまえをもって若い者と

、おとめとを砕く。 23わたしはおまえをもって、羊

飼と、その群れとを砕き、おまえをもって農夫と、

くびきを負う家畜とを砕き、おまえをもっておさた

ちと、つかさたちとを砕く。 24わたしはバビロンと
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カルデヤに住むすべての者とに、彼らがシオンで行

ったもろもろの悪しき事のために、あなたがたの目

の前で報いをすると、主は言われる。 25主は言われ

る、全地を滅ぼし尽す滅ぼしの山よ、見よ、わたし

はおまえの敵となる、わたしは手をおまえの上に伸

べて、おまえを岩からころばし、おまえを焼け山に

する。 26主は言われる、人がおまえから石を取って

、隅の石とすることなく、また礎とすることもない

。おまえはいつまでも荒れ地となっている。 27地に

旗を立て、国々のうちにラッパを吹き、国々の民を

集めてそれを攻め、アララテ、ミンニ、アシケナズ

の国々をまねいてそれを攻め、軍の長を立ててそれ

を攻め、群がるいなごのように馬を上り行かせよ。

28国々の民を集めてそれを攻め、メデアびとの王た

ちと、そのおさたち、つかさたち、およびすべての

領地の人々を集めてこれを攻めよ。 29その地は震い

、かつもだえ苦しむ、主がその思い図ることをバビ

ロンにおこない、バビロンの地を、住む人なき荒れ

地とされるからだ。 30バビロンの勇士たちは戦いを

やめて、その城にこもり、力はうせて、女のように

なる。その家は焼け、その貫の木は砕かれる。 31飛

脚は走って飛脚に会い、使者は走って使者に会い、

バビロンの王に告げて、町はことごとく取られ、 32

渡し場は奪われ、とりでは火で焼かれ、兵士はおび

えていると言う。 33万軍の主、イスラエルの神はこ

う言われる、バビロンの娘は、打ち場のようだ、そ

の踏まれる時が来たのだ。しばらくしてその刈り取

られる時が来る」。 34「バビロンの王ネブカデレザ

ルはわたしを食い尽し、わたしを滅ぼし、わたしを
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、からの器のようにし、龍のようにわたしを飲み、

わたしのうまい物でその腹を満たし、わたしを洗い

ざらいにした。 35わたしとわたしの肉親におこなっ

た暴虐は、バビロンにふりかかる」とシオンに住む

者は言わなければならない。「わたしの血はカルデ

ヤに住む者にふりかかる」とエルサレムは言わなけ

ればならない。 36それゆえ主はこう言われる、「見

よ、わたしはあなたの訴えをただし、あなたのため

にあだを返す。わたしはバビロンの海をかわかし、

その泉をかわかす。 37バビロンは荒塚となり、山犬

のすまいとなり、驚きとなり、笑いとなり、住む人

のない所となる。 38彼らはししのように共にほえ、

若いししのようにほえる。 39彼らの欲の燃えている

時、わたしは宴を設けて彼らを酔わせ、彼らがつい

に気を失って、ながい眠りにいり、もはや目をさま

すことのないようにしようと主は言われる。 40わた

しは彼らを小羊のように、また雄羊や雄やぎのよう

に、ほふり場に下らせよう。 41ああ、バビロンはつ

いに取られた、全地の人の、ほめたたえた者は捕え

られた。ああ、バビロンはついに国々のうちに驚き

となった。 42海はバビロンにあふれかかり、どよめ

く波におおわれた。 43その町々は荒れて、かわいた

地となり、砂原となり、住む人のない地となる。人

の子はひとりとしてそこを過ぎることはない。 44わ

たしはバビロンでベルを罰し、そののみこんだもの

を口から取り出す。国々が川のように彼に流れ入る

ことはなくなる。バビロンの城壁は倒れた。 45わが

民よ、あなたがたはその中から出て、おのおの主の

激しい怒りを免れ、その命を救え。 46心を弱くして
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はならない、この地で聞くうわさを恐れてはならな

い。うわさはこの年にもくれば、また次の年にもく

る。この地に暴虐があり、つかさとつかさとが攻め

あうことがある。 47それゆえ見よ、わたしがバビロ

ンの偶像を罰する日が来る。その全地ははずかしめ

られ、その殺される者はみなその中に倒れる。 48天

と地とそのうちにあるすべてのものはバビロンの事

で喜び歌う。滅ぼす者が北の方からここに来るから

であると主は言われる。 49イスラエルの殺された者

たちのために、バビロンは倒れなければならない、

バビロンのために全地の殺された者は倒れたのだ。

50つるぎをのがれてきたあなたがたは、行け、立ち

とどまってはならない。遠くから主を覚え、エルサ

レムを心にとめよ。 51『われわれはののしりを聞い

たので、恥じている。異邦人が主の宮の聖所にはい

ったので、恥がわれわれの顔をおおった』。 52主は

言われる、それゆえ見よ、わたしがその偶像を罰す

る日が来る、傷つけられた者が、その全国にうめく

ようになる。 53たといバビロンが天に上っても、そ

の城を高くして固めても、滅ぼす者はわたしから出

て、これに臨むと主は言われる。 54聞け、バビロン

の叫びを、カルデヤびとの地に起る大いなる滅びの

騒ぎ声を。 55主がバビロンを滅ぼし、その大いなる

声を絶やされるのだ。その波は大水のように鳴りと

どろき、その声はひびき渡る。 56滅ぼす者がこれに

臨み、バビロンに来た。その勇士たちは捕えられ、

その弓は折られる。主は報いをする神であるから必

ず報いられるのだ。 57わたしはその君たちと知者た

ち、おさたち、つかさたち、および勇士たちを酔わ
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せる。彼らは、ながい眠りにいり、目をさますこと

はない。万軍の主と呼ばれる王がこれを言わせる。

58万軍の主はこう言われる、バビロンの広い城壁は

地にくずされ、その高い門は火に焼かれる。こうし

て民の労苦はむなしくなり、国民はただ火のために

疲れる」。 59マアセヤの子であるネリヤの子セラヤ

が、ユダの王ゼデキヤと共に、その治世の四年にバ

ビロンへ行くとき、預言者エレミヤがセラヤに命じ

た言葉。セラヤは宿営の長であった。 60エレミヤは

バビロンに臨もうとするすべての災を巻物にしるし

た。これはすなわちバビロンの事についてしるした

すべての言葉である。 61エレミヤはセラヤに言った

、「あなたはバビロンへ行ったならば、忘れること

なくこのすべての言葉を読み、 62そして言いなさい

、『主よ、あなたはこの所を滅ぼし、人と獣とを問

わず、すべてここに住む者のないようにし、永久に

ここを荒れ地としようと、この所について語られま

した』と。 63あなたがこの巻物を読み終ったならば

、これに石をむすびつけてユフラテ川の中に投げこ

み、 64そして言いなさい、『バビロンはこのように

沈んで、二度と上がってこない。わたしがこれに災

を下すからである』と」。ここまではエレミヤの言

葉である。

52ゼデキヤは王となったとき二十一歳であったが

、エルサレムで十一年世を治めた。母の名はハムタ

ルといい、リブナのエレミヤの娘である。 2ゼデキ

ヤはエホヤキムがすべて行ったように、主の目の前

に悪事を行った。 3たしかに、主の怒りによって、

エルサレムとユダとは、そのみ前から捨て去られる
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ようなことになった。そしてゼデキヤはバビロンの

王にそむいた。 4そこで彼の治世の九年十月十日に

、バビロンの王ネブカデレザルはその軍勢を率い、

エルサレムにきて、これを包囲し、周囲に塁を築い

てこれを攻めた。 5こうしてこの町は攻め囲まれて

、ゼデキヤ王の十一年にまで及んだが、 6その四月

九日になって、町の中の食糧は、はなはだしく欠乏

し、その地の民は食物を得ることができなくなった

。 7そして町の城壁はついに打ち破られたので、兵

士たちはみな逃げ、夜のうちに、王の園の近くの、

二つの城壁の間の門から町をのがれ出て、カルデヤ

びとが、町を攻め囲んでいるうちに、アラバの方へ

落ちて行った。 8しかしカルデヤびとの軍勢は王を

追って行って、エリコの平地でゼデキヤに追いつい

たが、彼の軍勢がみな散って彼のそばを離れたので

、 9カルデヤびとは王を捕え、ハマテの地のリブラ

にいるバビロンの王のもとに引いていったので、王

は彼の罪を定めた。 10すなわちバビロンの王はゼデ

キヤの子たちをその目の前で殺させ、ユダのつかさ

たちをことごとくリブラで殺させ、 11またゼデキヤ

の目をつぶさせた。そしてバビロンの王は彼を鎖に

つないでバビロンへ連れて行き、その死ぬ日まで獄

屋に入れて置いた。 12五月十日に、それはバビロン

の王ネブカデレザルの世の十九年であったバビロン

の王に仕える侍衛の長ネブザラダンはエルサレムに

、はいって、 13主の宮と王の宮殿を焼き、エルサレ

ムのすべての家を焼いた。彼は大きな家をみな焼き

はらった。 14また侍衛の長と共にいたカルデヤびと

の軍勢は、エルサレムの周囲の城壁をみな取りこわ
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した。 15そして侍衛の長ネブザラダンは民のうちの

最も貧しい者若干、そのほか町のうちに残った者、

およびバビロンの王にくだった人、その他工匠たち

を捕え移した。 16しかし侍衛の長ネブザラダンはそ

の地の最も貧しい者若干を残して、ぶどうを作る者

とし、農夫とした。 17カルデヤびとはまた主の宮の

青銅の柱と、洗盤の台と、青銅の海を砕いて、その

青銅をことごとくバビロンへ運び、 18また、つぼと

、十能と、心切りばさみと、鉢と、香を盛る皿およ

び宮の勤めに用いる青銅の器をことごとく取って行

った。 19また彼らは小鉢と、心取り皿と、鉢と、つ

ぼと、燭台と、香を盛る皿と、灌祭の鉢を取った。

金で作った物は金として、銀で作った物は銀として

、侍衛の長は運び去った。 20ソロモン王が主の宮に

造った二本の柱と、一つの海と、海の下の十二の青

銅の牛と、台など、このすべての物の青銅の重さは

量ることもできなかった。 21この一本の柱の高さは

十八キュビト、周囲は十二キュビトで、指四本の厚

さがあり、中は、うつろであった。 22その上に青銅

の柱頭があり、柱頭の高さは五キュビト、柱頭の周

囲は網細工と、ざくろとで飾り、これらもみな青銅

であった。他の柱もそのざくろも、これと同じであ

った。 23その四方に九十六個のざくろがあり、周囲

の網細工の上にあるざくろの数は百個であった。 24

侍衛の長は祭司長セラヤと次席の祭司ゼパニヤと三

人の門を守る者を捕え、 25また兵士をつかさどるひ

とりの役人と、町にいた王の側近の者七人と、その

地の民を募る軍勢の長の書記官と、町の中にいた六

十人の者を町から捕え去った。 26侍衛の長ネブザラ
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ダンは、これらの人を捕えて、リブラにいるバビロ

ンの王のもとに連れて行った。 27バビロンの王は、

ハマテの地のリブラで彼らを撃ち殺した。こうして

、ユダは自分の地から捕え移された。 28ネブカデレ

ザルが捕え移した民の数は次のとおりである。第七

年にはユダヤ人三千二十三人。 29またネブカデレザ

ルはその第十八年にエルサレムから八百三十二人を

捕え移した。 30ネブカデレザルの二十三年に侍衛の

長ネブザラダンは、ユダヤ人七百四十五人を捕え移

した。この総数は四千六百人であった。 31ユダの王

エホヤキンが捕え移されて後三十七年の十二月二十

五日に、バビロンの王エビルメロダクはその即位の

年に、ユダの王エホヤキンを獄屋から出し、そのこ

うべを挙げさせ、 32親切に彼を慰め、その位を、バ

ビロンで共にいる王たちの位よりも高くした。 33こ

うしてエホヤキンは獄屋の服を脱いだ。そして生き

ている間は毎日王の食卓で食事し、 34彼の給与とし

ては、その死ぬ日まで一生の間、たえず日々の必要

にしたがって、バビロンの王から給与を賜わった。
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哀歌

1ああ、むかしは、民の満ちみちていたこの都、国

々の民のうちで大いなる者であったこの町、今は寂

しいさまで座し、やもめのようになった。もろもろ

の町のうちで女王であった者、今は奴隷となった。

2これは夜もすがらいたく泣き悲しみ、そのほおには

涙が流れている。そのすべての愛する者のうちには

、これを慰める者はひとりもなく、そのすべての友

はこれにそむいて、その敵となった。 3ユダは悩み

のゆえに、また激しい苦役のゆえに、のがれて行っ

て、もろもろの国民のうちに住んでいるが、安息を

得ず、これを追う者がみな追いついてみると、悩み

のうちにあった。 4シオンの道は祭に上ってくる者

のないために悲しみ、その門はことごとく荒れ、そ

の祭司たちは嘆き、そのおとめたちは引かれて行き

、シオンはみずからいたく苦しむ。 5そのあだはか

しらとなり、その敵は栄えている。そのとがが多い

ので、主がこれを悩まされたからである。その幼な

子たちは捕われて、あだの前に行った。 6シオンの

娘の栄華はことごとく彼女を離れ去り、その君たち

は牧草を得ない、しかのようになり、自分を追う者

の前に力なく逃げ去った。 7エルサレムはその悩み

と苦しみの日に、昔から持っていたもろもろの宝を

思い出す。その民があだの手に陥り、だれもこれを

助ける者のない時、あだはこれを見て、その滅びを

あざ笑った。 8エルサレムは、はなはだしく罪を犯

したので、汚れたものとなった。これを尊んだ者も

皆その裸を見たので、これを卑しめる。これもまた

みずから嘆き、顔をそむける。 9その汚れはその衣
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のすそにあり、これはその終りを思わなかった。そ

れゆえ、これは驚くばかりに落ちぶれ、これを慰め

る者はひとりもない。「主よ、わが悩みを顧みてく

ださい、敵は勝ち誇っていますから」。 10敵は手を

伸べて、その財宝をことごとく奪った。あなたがさ

きに異邦人らはあなたの公会に、はいってはならな

いと命じられたのに、彼らがその聖所にはいるのを

シオンは見た。 11その民はみな嘆いて食物を求め、

その命をささえるために、財宝を食物にかえた。「

主よ、みそなわして、わたしの卑しめられるのを顧

みてください」。 12「すべて道行く人よ、あなたが

たはなんとも思わないのか。主がその激しい怒りの

日にわたしを悩まして、わたしにくだされた苦しみ

のような苦しみが、また世にあるだろうか、尋ねて

見よ。 13主は上から火を送り、それをわが骨にくだ

し、網を張ってわが足を捕え、わたしを引き返させ

、ひねもす心わびしく、かつ病み衰えさせられた。

14わたしのとがは、つかねられて、一つのくびきと

せられ、主のみ手により固く締められて、わたしの

首におかれ、わたしの力を衰えさせられた。主はわ

たしを、立ちむかい得ざる者の手に渡された。 15主

はわたしのうちにあるすべての勇士を無視し、聖会

を召集して、わたしを攻め、わが若き人々を打ち滅

ぼされた。主は酒ぶねを踏むように、ユダの娘なる

おとめを踏みつけられた。 16このために、わたしは

泣き悲しみ、わたしの目は涙であふれる。わたしを

慰める者、わたしを勇気づける者がわたしから遠く

離れたからである。わが子らは敵が勝ったために、

わびしい者となった」。 17シオンは手を伸ばしても
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、これを慰める者はひとりもない。ヤコブについて

は、主は命じて、その周囲の者を、これがあだとせ

られた。エルサレムは彼らの中にあって、汚れた物

のようになった。 18「主は正しい、わたしは、み言

葉にそむいた。すべての民よ、聞け、わが苦しみを

顧みよ。わがおとめらも、わが若人らも捕われて行

った。 19わたしはわが愛する者を呼んだが、彼らは

わたしを欺いた。わが祭司および長老たちは、その

命をささえようと、食物を求めている間に、町のう

ちで息絶えた。 20主よ、顧みてください、わたしは

悩み、わがはらわたはわきかえり、わが心臓はわた

しの内に転倒しています。わたしは、はなはだしく

そむいたからです。外にはつるぎがあって、わが子

を奪い、家の内には死のようなものがある。 21わた

しがどんなに嘆くかを聞いてください。わたしを慰

める者はひとりもなく、敵はみなわたしの悩みを聞

いて、あなたがこれをなされたのを喜んだ。あなた

がさきに告げ知らせたその日をきたらせ、彼らをも

、わたしのようにしてください。 22彼らの悪をこと

ごとくあなたの前にあらわし、さきにわがもろもろ

のとがのために、わたしに行われたように、彼らに

も行ってください。わが嘆きは多く、わが心は弱り

はてているからです」。

2ああ、主は怒りを起し、黒雲をもってシオンの娘

をおおわれた。主はイスラエルの栄光を天から地に

投げ落し、その怒りの日に、おのれの足台を心にと

められなかった。 2主はヤコブのすべてのすまいを

滅ぼして、あわれまず、その怒りによって、ユダの

娘のとりでをこわし、これを地に倒して、その国と
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そのつかさたちをはずかしめられた。 3主は激しい

怒りをもって、イスラエルのすべての力を断ち、敵

の前で、おのれの右の手を引きもどし、周囲を焼き

つくす燃える火のように、ヤコブを焼かれた。 4主

は敵のように弓を張り、あだのように右の手を伸べ

て立ち、シオンの娘の天幕におるわれわれの目に誇

る者を、ことごとく殺し、火のようにその怒りを注

がれた。 5主は敵のようになって、イスラエルを滅

ぼし、そのすべての宮殿を滅ぼし、そのとりでをこ

わし、ユダの娘の上に憂いと悲しみとを増し加えら

れた。 6主は園の小屋のようにおのれの幕屋を倒し

、その祭の場所をこわされた。主は祭と安息日とを

シオンに忘れさせ、激しい怒りによって、王と祭司

とを捨てられた。 7主はその祭壇を忌み、その聖所

をきらって、もろもろの宮殿の石がきを敵の手に渡

された。彼らは祭の日のように、主の宮で声をあげ

た。 8主はシオンの娘の城壁を破壊しようと思い定

めて、なわを張り、打ちこわして、その手をひかず

、城壁と石がきとを悲しませられた。これらは共に

衰える。 9その門は地にうずもれ、主はその貫の木

をこわし砕かれた。その王と君たちはもろもろの国

民の中におり、もはや律法はなく、またその預言者

は主から幻を得ない。 10シオンの娘の長老たちは地

に座して黙し、頭にちりをかぶり、身に荒布をまと

った。エルサレムのおとめたちはこうべを地にたれ

た。 11わが目は涙のためにつぶれ、わがはらわたは

わきかえり、わが肝はわが民の娘の滅びのために、

地に注ぎ出される。幼な子や乳のみ子が町のちまた

に息も絶えようとしているからである。 12彼らが、
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傷ついた者のように町のちまたで息も絶えようとす

るとき、その母のふところにその命を注ぎ出そうと

するとき、母にむかって、「パンとぶどう酒とはど

こにありますか」と叫ぶ。 13エルサレムの娘よ、わ

たしは何をあなたに言い、何にあなたを比べること

ができようか。シオンの娘なるおとめよ、わたしは

何をもってあなたになぞらえて、あなたを慰めるこ

とができようか。あなたの破れは海のように大きい

、だれがあなたをいやすことができようか。 14あな

たの預言者たちはあなたのために人を欺く偽りの幻

を見た。彼らはあなたの不義をあらわして捕われを

免れさせようとはせず、あなたのために人を迷わす

偽りの託宣を見た。 15すべて道行く人は、あなたに

むかって手を打ち、エルサレムの娘にむかって、あ

ざ笑い、かつ頭を振って言う、「麗しさのきわみ、

全地の喜びととなえられた町はこれなのか」と。 16

あなたのもろもろの敵は、あなたをののしり、あざ

笑い、歯がみして言う、「われわれはこれを滅ぼし

た、ああ、これはわれわれが望んだ日だ、今われわ

れはこれにあい、これを見た」と。 17主はその計画

されたことを行い、警告されたことをなし遂げ、い

にしえから命じておかれたように、滅ぼして、あわ

れむことをせず、あなたについて敵を喜ばせ、あな

たのあだの力を高められた。 18シオンの娘よ、声高

らかに主に呼ばわれ、夜も昼も川のように涙を流せ

。みずから安んじることをせず、あなたのひとみを

休ませるな。 19夜、初更に起きて叫べ。主の前にあ

なたの心を水のように注ぎ出せ。町のかどで、飢え

て息も絶えようとする幼な子の命のために、主にむ
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かって両手をあげよ。 20主よ、みそなわして、顧み

てください。あなたはだれにむかってこのように行

われたのですか。女は自分の産んだ子、その大事に

育てた幼な子を食べるでしょうか。祭司と預言者が

主の聖所で殺されていいでしょうか。 21老いも若き

も、ちまたのちりに伏し、わがおとめも、若人も、

つるぎで倒されてしまった。あなたは、その怒りの

日にこれを殺し、これをほふって、あわれむことを

されなかった。 22あなたは、わたしの恐れるものを

、祭の日のように四方から呼び集められた。主の怒

りの日には、のがれた者も残った者もなかった。わ

たしが、いだき育てた者をわたしの敵は滅ぼし尽し

た。

3わたしは彼の怒りのむちによって、悩みにあった

人である。 2彼はわたしをかり立てて、光のない暗

い中を歩かせ、 3まことにその手をしばしばかえて

、ひねもすわたしを攻められた。 4彼はわが肉と皮

を衰えさせ、わが骨を砕き、 5苦しみと悩みをもっ

て、わたしを囲み、わたしを閉じこめ、 6遠い昔に

死んだ者のように、暗い所に住まわせられた。 7彼

はわたしのまわりに、かきをめぐらして、出ること

のできないようにし、重い鎖でわたしをつながれた

。 8わたしは叫んで助けを求めたが、彼はわたしの

祈をしりぞけ、 9切り石をもって、わたしの行く道

をふさぎ、わたしの道筋を曲げられた。 10彼はわた

しに対して待ち伏せするくまのように、潜み隠れる

ししのように、 11わが道を離れさせ、わたしを引き

裂いて、見るかげもないみじめな者とし、 12その弓

を張って、わたしを矢の的のようにされた。 13彼は
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その箙の矢をわたしの心臓に打ち込まれた。 14わた

しはすべての民の物笑いとなり、ひねもす彼らの歌

となった。 15彼はわたしを苦い物で飽かせ、にがよ

もぎをわたしに飲ませられた。 16彼は小石をもって

、わたしの歯を砕き、灰の中にわたしをころがされ

た。 17わが魂は平和を失い、わたしは幸福を忘れた

。 18そこでわたしは言った、「わが栄えはうせ去り

、わたしが主に望むところのものもうせ去った」と

。 19どうか、わが悩みと苦しみ、にがよもぎと胆汁

とを心に留めてください。 20わが魂は絶えずこれを

思って、わがうちにうなだれる。 21しかし、わたし

はこの事を心に思い起す。それゆえ、わたしは望み

をいだく。 22主のいつくしみは絶えることがなく、

そのあわれみは尽きることがない。 23これは朝ごと

に新しく、あなたの真実は大きい。 24わが魂は言う

、「主はわたしの受くべき分である、それゆえ、わ

たしは彼を待ち望む」と。 25主はおのれを待ち望む

者と、おのれを尋ね求める者にむかって恵みふかい

。 26主の救を静かに待ち望むことは、良いことであ

る。 27人が若い時にくびきを負うことは、良いこと

である。 28主がこれを負わせられるとき、ひとりす

わって黙しているがよい。 29口をちりにつけよ、あ

るいはなお望みがあるであろう。 30おのれを撃つ者

にほおを向け、満ち足りるまでに、はずかしめを受

けよ。 31主はとこしえにこのような人を捨てられな

いからである。 32彼は悩みを与えられるが、そのい

つくしみが豊かなので、またあわれみをたれられる

。 33彼は心から人の子を苦しめ悩ますことをされな

いからである。 34地のすべての捕われ人を足の下に
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踏みにじり、 35いと高き者の前に人の公義をまげ、

36人の訴えをくつがえすことは、主のよみせられな

いことである。 37主が命じられたのでなければ、だ

れが命じて、その事の成ったことがあるか。 38災も

さいわいも、いと高き者の口から出るではないか。

39生ける人はどうしてつぶやかねばならないのか、

人は自分の罪の罰せられるのを、つぶやくことがで

きようか。 40われわれは、自分の行いを調べ、かつ

省みて、主に帰ろう。 41われわれは天にいます神に

むかって、手と共に心をもあげよう。 42「わたした

ちは罪を犯し、そむきました、あなたはおゆるしに

なりませんでした。 43あなたは怒りをもってご自分

をおおい、わたしたちを追い攻め、殺して、あわれ

まず、 44また雲をもってご自分をおおい、祈を通じ

ないようにし、 45もろもろの民の中に、わたしたち

をちりあくたとなさいました。 46敵はみなわたした

ちをののしり、 47恐れと落し穴と、荒廃と滅亡とが

、わたしたちに臨みました。 48わが民の娘の滅びに

よって、わたしの目には涙の川が流れています。 49

わが目は絶えず涙を注ぎ出して、やむことなく、 50

主が天から見おろして、顧みられる時にまで及ぶで

しょう。 51わが目はわが町のすべての娘の最期のゆ

えに、わたしを痛ませます。 52ゆえなくわたしに敵

する者どもによって、わたしは鳥のように追われま

した。 53彼らは生きているわたしを穴の中に投げ入

れ、わたしの上に石を投げつけました。 54水はわた

しの頭の上にあふれ、わたしは『断ち滅ぼされた』

と言いました。 55主よ、わたしは深い穴からみ名を

呼びました。 56あなたはわが声を聞かれました、『
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わが嘆きと叫びに耳をふさがないでください』。 57

わたしがあなたに呼ばわったとき、あなたは近寄っ

て、『恐れるな』と言われました。 58主よ、あなた

はわが訴えを取りあげて、わたしの命をあがなわれ

ました。 59主よ、あなたはわたしがこうむった不義

をごらんになりました。わたしの訴えをおさばきく

ださい。 60あなたはわたしに対する彼らの報復と、

陰謀とを、ことごとくごらんになりました。 61主よ

、あなたはわたしに対する彼らのそしりと、陰謀と

を、ことごとく聞かれました。 62立ってわたしに逆

らう者どものくちびると、その思いは、ひねもすわ

たしを攻めています。 63どうか、彼らのすわるをも

、立つをも、みそなわしてください。わたしは彼ら

の歌となっています。 64主よ、彼らの手のわざにし

たがって、彼らに報い、 65彼らの心をかたくなにし

、あなたののろいを彼らに注いでください。 66主よ

、怒りをもって彼らを追い、天が下から彼らを滅ぼ

してください」。

4ああ、黄金は光を失い、純金は色を変じ、聖所の

石はすべてのちまたのかどに投げ捨てられた。 2あ

あ、精金にも比すべきシオンのいとし子らは、陶器

師の手のわざである土の器のようにみなされる。 3

山犬さえも乳ぶさをたれて、その子に乳を飲ませる

。ところが、わが民の娘は、荒野のだちょうのよう

に無慈悲になった。 4乳のみ子の舌はかわいて、上

あごに、ひたとつき、幼な子らはパンを求めても、

これに与える者がない。 5うまい物を食べていた者

は、落ちぶれて、ちまたにおり、紫の着物で育てら

れた者も、今は灰だまりの上に伏している。 6わが
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民の娘のうけた懲しめは、ソドムの罰よりも大きか

った。ソドムは昔、人の手によらないで、またたく

まに滅ぼされたのだ。 7わが民の君たちは雪よりも

清らかに、乳よりも白く、そのからだは、さんごよ

りも赤く、その姿の美しさはサファイヤのようであ

った。 8今はその顔はすすよりも黒く、町の中にい

ても人に知られず、その皮膚は縮んで骨につき、か

わいて枯れ木のようになった。 9つるぎで殺される

者は、飢えて死ぬ者よりもさいわいである。彼らは

田畑の産物の欠乏によって、刺された者のように衰

え行くからである。 10わが民の娘の滅びる時には情

深い女たちさえも、手ずから自分の子どもを煮て、

それを食物とした。 11主はその憤りをことごとく漏

らし、激しい怒りをそそぎ、シオンに火を燃やして

、その礎までも焼き払われた。 12地の王たちも、世

の民らもみな、エルサレムの門に、あだや敵が、討

ち入ろうとは信じなかった。 13これはその預言者た

ちの罪のため、その祭司たちの不義のためであった

。彼らは義人の血をその町の中に流した者である。

14彼らは盲人のように、ちまたにさまよい、血で汚

れている。だれもその衣にさわることができない。

15人々は彼らにむかって、「去れよ、けがらわしい

」、「去れよ、去れよ、さわるな」と叫んだので、

彼らは逃げ去って放浪者となったが、異邦人の中で

も人々は「もうわれわれのうちに宿ってはならない

」と言った。 16主はみずから彼らを散らして、再び

彼らを顧みず、祭司を尊ばず、長老をいたわられな

かった。 17われわれの目は、むなしく助けを待ち望

んで疲れ衰えた。われわれは待ち望んだが、救を与
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え得ない国びとを待ち望んだ。 18人々がわれわれの

歩みをうかがうので、われわれは自分の町の中をも

、歩くことができなかった。われわれの終りは近づ

いた、日は尽きた。われわれの終りが来たからであ

る。 19われわれを追う者は空のはげたかよりも速く

、彼らは山でわれわれを追い立て、野でわれわれを

待ち伏せる。 20われわれが鼻の息とたのんだ者、主

に油そそがれた者は、彼らの落し穴で捕えられた。

彼はわれわれが「異邦人の中でもその陰に生きるで

あろう」と思った者である。 21ウズの地に住むエド

ムの娘よ、喜び楽しめ、あなたにもまた杯がめぐっ

て行く、あなたも酔って裸になる。 22シオンの娘よ

、あなたの不義の罰は終った。主は重ねてあなたを

捕え移されない。エドムの娘よ、主はあなたの不義

を罰し、あなたの罪をあらわされる。

5主よ、われわれに臨んだ事を覚えてください。わ

れわれのはずかしめを顧みてください。 2われわれ

の嗣業は他国の人に移り、家は異邦人のものとなっ

た。 3われわれはみなしごとなって父はなく、母は

やもめにひとしい。 4われわれは金を出して水を飲

み、価を払って、たきぎを獲なければならない。 5

われわれは首にくびきをかけられて追い使われ、疲

れても休むことができない。 6われわれは足りるだ

けの食物を獲るために、エジプトおよびアッスリヤ

に手をさし伸べた。 7われわれの先祖は罪を犯して

、すでに世になく、われわれはその不義の責めを負

っている。 8奴隷であった者がわれわれを治めるが

、われわれをその手から救い出す者がない。 9われ

われは荒野のつるぎのゆえに、おのが命をかけて食
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物を獲る。 10われわれの皮膚は飢餓の激しい熱のた

めに、炉のように熱い。 11女たちはシオンで犯され

、おとめたちはユダの町々で汚された。 12君たる者

も彼らの手でつるされ、長老たちも尊ばれず、 13若

者たちは、ひきうすをになわせられ、わらべたちは

、たきぎを負って、よろめき、 14長老たちは門に集

まることをやめ、若者たちはその音楽を廃した。 15

われわれの心の喜びはやみ、踊りは悲しみに変り、

16われわれの冠はこうべから落ちた。わざわいなる

かな、われわれは罪を犯したからである。 17このた

めに、われわれの心は衰え、これらの事のために、

われわれの目はくらくなった。 18シオンの山は荒れ

はて、山犬がその上を歩いているからである。 19し

かし主よ、あなたはとこしえに統べ治められる。あ

なたの、み位は世々絶えることがない。 20なぜ、あ

なたはわれわれをながく忘れ、われわれを久しく捨

ておかれるのですか。 21主よ、あなたに帰らせてく

ださい、われわれは帰ります。われわれの日を新た

にして、いにしえの日のようにしてください。 22あ

なたは全くわれわれを捨てられたのですか、はなは

だしく怒っていられるのですか。
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エゼキエル書

1第三十年四月五日に、わたしがケバル川のほとり

で、捕囚の人々のうちにいた時、天が開けて、神の

幻を見た。 2これはエホヤキン王の捕え移された第

五年であって、その月の五日に、 3主の言葉がケバ

ル川のほとり、カルデヤびとの地でブジの子祭司エ

ゼキエルに臨み、主の手がその所で彼の上にあった

。 4わたしが見ていると、見よ、激しい風と大いな

る雲が北から来て、その周囲に輝きがあり、たえず

火を吹き出していた。その火の中に青銅のように輝

くものがあった。 5またその中から四つの生きもの

の形が出てきた。その様子はこうである。彼らは人

の姿をもっていた。 6おのおの四つの顔をもち、ま

たそのおのおのに四つの翼があった。 7その足はま

っすぐで、足のうらは子牛の足のうらのようであり

、みがいた青銅のように光っていた。 8その四方に

、そのおのおのの翼の下に人の手があった。この四

つの者はみな顔と翼をもち、 9翼は互に連なり、行

く時は回らずに、おのおの顔の向かうところにまっ

すぐに進んだ。 10顔の形は、おのおのその前方に人

の顔をもっていた。四つの者は右の方に、ししの顔

をもち、四つの者は左の方に牛の顔をもち、また四

つの者は後ろの方に、わしの顔をもっていた。 11彼

らの顔はこのようであった。その翼は高く伸ばされ

、その二つは互に連なり、他の二つをもってからだ

をおおっていた。 12彼らはおのおのその顔の向かう

ところへまっすぐに行き、霊の行くところへ彼らも

行き、その行く時は回らない。 13この生きもののう

ちには燃える炭の火のようなものがあり、たいまつ
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のように、生きものの中を行き来している。火は輝

いて、その火から、いなずまが出ていた。 14生きも

のは、いなずまのひらめきのように速く行き来して

いた。 15わたしが生きものを見ていると、生きもの

のかたわら、地の上に輪があった。四つの生きもの

おのおのに、一つずつの輪である。 16もろもろの輪

の形と作りは、光る貴かんらん石のようである。四

つのものは同じ形で、その作りは、あたかも、輪の

中に輪があるようである。 17その行く時、彼らは四

方のいずれかに行き、行く時は回らない。 18四つの

輪には輪縁と輻とがあり、その輪縁の周囲は目をも

って満たされていた。 19生きものが行く時には、輪

もそのかたわらに行き、生きものが地からあがる時

は、輪もあがる。 20霊の行く所には彼らも行き、輪

は彼らに伴ってあがる。生きものの霊が輪の中にあ

るからである。 21彼らが行く時は、これらも行き、

彼らがとどまる時は、これらもとどまり、彼らが地

からあがる時は、輪もまたこれらと共にあがる。生

きものの霊が輪の中にあるからである。 22生きもの

の頭の上に水晶のように輝く大空の形があって、彼

らの頭の上に広がっている。、 23大空の下にはまっ

すぐに伸ばした翼があり、たがいに相連なり、生き

ものはおのおの二つの翼をもって、からだをおおっ

ている。 24その行く時、わたしは大水の声、全能者

の声のような翼の声を聞いた。その声の響きは大軍

の声のようで、そのとどまる時は翼をたれる。 25ま

た彼らの頭の上の大空から声があった。彼らが立ち

とどまる時は翼をおろした。 26彼らの頭の上の大空

の上に、サファイヤのような位の形があった。また



エゼキエル書 1790

その位の形の上に、人の姿のような形があった。 27

そしてその腰とみえる所の上の方に、火の形のよう

な光る青銅の色のものが、これを囲んでいるのを見

た。わたしはその腰とみえる所の下の方に、火のよ

うなものを見た。そして彼のまわりに輝きがあった

。 28そのまわりにある輝きのさまは、雨の日に雲に

起るにじのようであった。主の栄光の形のさまは、

このようであった。わたしはこれを見て、わたしの

顔をふせたとき、語る者の声を聞いた。

2彼はわたしに言われた、「人の子よ、立ちあがれ

、わたしはあなたに語ろう」。 2そして彼がわたし

に語られた時、霊がわたしのうちに入り、わたしを

立ちあがらせた。そして彼のわたしに語られるのを

聞いた。 3彼はわたしに言われた、「人の子よ、わ

たしはあなたをイスラエルの民、すなわちわたしに

そむいた反逆の民につかわす。彼らもその先祖も、

わたしにそむいて今日に及んでいる。 4彼らは厚顔

で強情な者たちである。わたしはあなたを彼らにつ

かわす。あなたは彼らに『主なる神はこう言われる

』と言いなさい。 5彼らは聞いても、拒んでも、（

彼らは反逆の家だから）彼らの中に預言者がいたこ

とを知るだろう。 6人の子よ、彼らを恐れてはなら

ない。彼らの言葉をも恐れてはならない。たといあ

ざみといばらがあなたと一緒にあっても、またあな

たが、さそりの中に住んでも、彼らの言葉を恐れて

はならない。彼らの顔をはばかってはならない。彼

らは反逆の家である。 7彼らが聞いても、拒んでも

、あなたはただわたしの言葉を彼らに語らなければ

ならない。彼らは反逆の家だから。 8人の子よ、わ
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たしがあなたに語るところを聞きなさい。反逆の家

のようにそむいてはならない。あなたの口を開いて

、わたしが与えるものを食べなさい」。 9この時わ

たしが見ると、見よ、わたしの方に伸べた手があっ

た。また見よ、手の中に巻物があった。 10彼がわた

しの前にこれを開くと、その表にも裏にも文字が書

いてあった。その書かれていることは悲しみと、嘆

きと、災の言葉であった。

3彼はわたしに言われた。「人の子よ、あなたに与

えられたものを食べなさい。この巻物を食べ、行っ

てイスラエルの家に語りなさい」。 2そこでわたし

が口を開くと、彼はわたしにその巻物を食べさせた

。 3そして彼はわたしに言われた、「人の子よ、わ

たしがあなたに与えるこの巻物を食べ、これであな

たの腹を満たしなさい」。わたしがそれを食べると

、それはわたしの口に甘いこと蜜のようであった。

4彼はまたわたしに言われた、「人の子よ、イスラエ

ルの家に行って、わたしの言葉を語りなさい。 5わ

たしはあなたを、異国語を用い、舌の重い民につか

わすのでなく、イスラエルの家につかわすのである

。 6すなわちあなたがその言葉を知らない、異国語

の舌の重い多くの民につかわすのではない。もしわ

たしがあなたをそのような民につかわしたら、彼ら

はあなたに聞いたであろう。 7しかしイスラエルの

家はあなたに聞くのを好まない。彼らはわたしに聞

くのを好まないからである。イスラエルの家はすべ

て厚顔でまた強情である。 8見よ、わたしはあなた

の顔を彼らの顔に向かって堅くし、あなたの額を彼

らの額に向かって堅くした。 9わたしはあなたの額
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を岩よりも堅いダイヤモンドのようにした。ゆえに

彼らを恐れてはならない。彼らの顔をはばかっては

ならない。彼らは反逆の家である」。 10また彼はわ

たしに言われた、「人の子よ、わたしがあなたに語

るすべての言葉をあなたの心におさめ、あなたの耳

に聞きなさい。 11そして捕囚の人々、あなたの民の

人々の所へ行って、彼らが聞いても、彼らが拒んで

も、『主なる神はこう言われる』と彼らに言いなさ

い」。 12時に霊がわたしをもたげた。そして主の栄

光がその所からのぼった時、わたしの後に大いなる

地震の響きを聞いた。 13それは互に相触れる生きも

のの翼の音と、そのかたわらの輪の音で、大いなる

地震のように響いた。 14霊はわたしをもたげ、わた

しを取り去ったので、わたしは心を熱くし、苦々し

い思いで出て行った。主の手が強くわたしの上にあ

った。 15そしてわたしはケバル川のほとりのテルア

ビブにいる捕囚の人々のもとへ行き、七日の間、驚

きあきれて彼らの中に座した。 16七日過ぎて後、主

の言葉がわたしに臨んだ、 17「人の子よ、わたしは

あなたをイスラエルの家のために見守る者とした。

あなたはわたしの口から言葉を聞くたびに、わたし

に代って彼らを戒めなさい。 18わたしが悪人に『あ

なたは必ず死ぬ』と言うとき、あなたは彼の命を救

うために彼を戒めず、また悪人を戒めて、その悪い

道から離れるように語らないなら、その悪人は自分

の悪のために死ぬ。しかしその血をわたしはあなた

の手から求める。 19しかし、もしあなたが悪人を戒

めても、彼がその悪をも、またその悪い道をも離れ

ないなら、彼はその悪のために死ぬ。しかしあなた
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は自分の命を救う。 20また義人がその義にそむき、

不義を行うなら、わたしは彼の前に、つまずきを置

き、彼は死ぬ。あなたが彼を戒めなかったゆえ、彼

はその罪のために死に、その行った義は覚えられな

い。しかしその血をわたしはあなたの手から求める

。 21けれども、もしあなたが義人を戒めて、罪を犯

さないように語り、そして彼が罪を犯さないなら、

彼は戒めを受けいれたゆえに、その命を保ち、あな

たは自分の命を救う」。 22その所で主の手がわたし

の上に臨み、彼はわたしに言われた、「立って、平

野に出て行きなさい。その所でわたしはあなたに語

ろう」。 23そこで、わたしは立って平野に出て行っ

た。見よ、主の栄光が、かつてわたしがケバル川の

ほとりで見た栄光のように、その所に立ち現れたの

で、わたしはひれ伏した。 24しかし霊がわたしのう

ちにはいって、わたしを立ちあがらせ、わたしに語

って言った、「行って、あなたの家にこもっていな

さい。 25人の子よ、見よ、彼らはあなたの上になわ

をかけ、それであなたを縛り、あなたを民の中に行

かせないようにする。 26わたしはあなたの舌を上あ

ごにつかせ、あなたをおしにして、彼らを戒めるこ

とができないようにする。彼らは反逆の家だからで

ある。 27しかし、わたしがあなたと語るときは、あ

なたの口を開く。あなたは彼らに『主なる神はこう

言われる』と言わなければならない。聞く者は聞く

がよい、拒む者は拒むがよい。彼らは反逆の家だか

らである。

4人の子よ、一枚のかわらを取って、あなたの前に

置き、その上にエルサレムの町を描きなさい。 2そ
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してこれを取り囲み、これにむかって雲梯を設け、

塁を築き、陣を張り、その回りに城くずしを備えて

これを攻めなさい。 3また鉄の板をとり、それをあ

なたと町の間に置いて鉄の壁となし、あなたの顔を

これに向けなさい。町をこのように囲んで、その包

囲を押し進めなさい。これがイスラエルの家のしる

しである。 4あなたはまた自分の左脇を下にして寝

なさい。わたしはあなたの上にイスラエルの家の罰

を置く。あなたはこのようにして寝ている日の間、

彼らの罰を負わなければならない。 5わたしは彼ら

の罰の年数に等しいその日数、すなわち三百九十日

をあなたのために定める。その間あなたはイスラエ

ルの家の罰を負わなければならない。 6あなたはそ

の期間を終ったなら、また右脇を下にして寝て、ユ

ダの家の罰を負わなければならない。わたしは一日

を一年として四十日をあなたのために定める。 7あ

なたは自分の顔をエルサレムの包囲の方に向け、腕

をあらわし、町に向かって預言しなければならない

。 8見よ、わたしはあなたに、なわをかけて、あな

たの包囲の期間の終るまで、左右に動くことができ

ないようにする。 9あなたはまた小麦、大麦、豆、

レンズ豆、あわ、はだか麦を取って、一つの器に入

れ、これでパンを造り、あなたが横になって寝る日

の数、すなわち三百九十日の間これを食べなければ

ならない。 10あなたが食べる食物は量って一日に二

十シケルである。あなたは一日に一度これを食べな

ければならない。 11また水を量って一ヒンの六分の

一を一日に一度飲まなければならない。 12あなたは

大麦の菓子のようにしてこれを食べなさい。すなわ
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ち彼らの目の前でこれを人の糞で焼かなければなら

ない」。 13そして主は言われた、「このようにイス

ラエルの民はわたしが追いやろうとする国々の中で

汚れたパンを食べなければならない」。 14そこでわ

たしは言った、「ああ、主なる神よ、わたしは自分

を汚したことはありません。わたしは幼い時から今

日まで、自然に死んだものや、野獣に裂き殺された

ものを食べたことはありません。また汚れた肉がわ

たしの口にはいったことはありません」。 15すると

彼はわたしに言われた、「見よ、わたしは牛の糞を

もって人の糞に換えることをあなたにゆるす。あな

たはそれで自分のパンを整えなさい」。 16またわた

しに言われた、「人の子よ、見よ、わたしはエルサ

レムで人のつえとするパンを打ち砕く。彼らはパン

を量って、恐れながら食べ、また水を量って驚きな

がら飲む。 17これは彼らをパンと水とに乏しくし、

互に驚いて顔を見合わせ、その罰のために衰えさせ

るためである。

5人の子よ、鋭いつるぎを取り、それを理髪師のか

みそりとして、あなたの頭と、ひげとをそり、はか

りで量って、その毛を分けなさい。 2その三分の一

は包囲の期間の終る時、町の中で火で焼き、また三

分の一を取り、つるぎで町のまわりでこれを打ち、

さらに三分の一を風に散らしなさい。わたしはつる

ぎを抜いて、彼らのあとを追う。 3あなたはその毛

を少し取って、衣のすそに包み、 4またそのうちか

ら少しを取って火の中に投げ入れ、火でこれを焼き

なさい。火はその中から出て、イスラエルの全家に

及ぶ。 5主なる神はこう言われる、わたしはこのエ
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ルサレムを万国の中に置き、国々をそのまわりに置

いた。 6エルサレムは他の国々よりも悪しく、わた

しのおきてにそむき、そのまわりの国々よりもわた

しの定めにそむいた。すなわち彼らはわたしのおき

てを捨て、わたしの定めに歩まなかった。 7それゆ

え主はこう言われる、あなたがたはそのまわりにい

る異邦人よりも狂暴であって、わたしの定めに歩ま

ず、わたしのおきてを行わず、むしろ、あなたがた

の回りにいる異邦人のおきてを守っていた。 8それ

ゆえ主なる神はこう言われる、見よ、わたしはあな

たを攻め、異邦人の目の前で、あなたの中にさばき

を行う。 9あなたのもろもろの憎むべき事のために

、わたしがまだした事のないような事、またこの後

ふたたびしないような事をあなたに対してする。 10

それゆえ、あなたのうちで父はその子を食い、子は

その父を食う。わたしはあなたに対してさばきを行

い、あなたのうちの残りの者をことごとく四方の風

に散らす。 11それゆえ、主なる神は言われる、わた

しは生きている。あなたはその忌むべき物と、その

憎むべき事とをもって、わたしの聖所を汚したので

、わたしは必ずあなたの数を減らす。わたしの目は

あなたを惜しみ見ず、またわたしはあなたをあわれ

まない。 12あなたの三分の一はあなたの中で疫病で

死に、ききんで滅び、三分の一はあなたのまわりで

つるぎに倒れ、三分の一は四方の風に散らされる。

わたしはつるぎを抜いてそのあとを追う。 13こうし

てわたしは怒りを漏らし尽し、憤りを彼らの上に漏

らして、満足する。こうして、わたしの憤りを彼ら

の上に漏らし尽した時、彼らは主であるわたしが熱
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心に語ったことを知るであろう。 14わたしはまわり

にある国々の中と、すべてそばを通る者の目の前で

あなたを滅亡とあざけりに渡す。 15わたしが怒りと

、憤りと、重い懲罰とをもって、あなたに対してさ

ばきを行う時、あなたはそのまわりにある国々のあ

ざけりとなり、そしりとなり、戒めとなり、驚きと

なる。これは主であるわたしが語るのである。 16す

なわち、わたしがあなたを滅ぼすききんの矢、滅亡

の矢をあなたに放つ時、わたしはあなたを滅ぼすた

めに放つのだ。わたしはあなたの上にききんを増し

加え、あなたがつえとするパンを打ち砕く。 17わた

しはあなたにききんと野獣を送って、あなたの子を

奪い取り、また疫病と流血にあなたの中を通らせ、

またつるぎをあなたに送る。主であるわたしがこれ

を言う」。

6主の言葉が、わたしに臨んで言った、 2「人の子

よ、あなたの顔をイスラエルの山々に向け、預言し

て、 3言え。イスラエルの山々よ、主なる神の言葉

を聞け。主なる神は山と丘と、谷と川に向かって、

こう言われる、見よ、わたしはつるぎをあなたがた

に送り、あなたがたの高き所を滅ぼす。 4あなたが

たの祭壇は荒され、あなたがたの香の祭壇はこわさ

れる。わたしはあなたがたの偶像の前に、あなたが

たの殺された者を投げ出す。 5わたしはイスラエル

の民の死体を彼らの偶像の前に置き、骨をあなたが

たの祭壇のまわりに散らす。 6すべてあなたがたの

住む所で町々は滅ぼされ、高き所は荒される。こう

してあなたがたの祭壇はこわし荒され、あなたがた

の偶像は砕かれて滅び、あなたがたの香の祭壇は倒
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され、あなたがたのわざは消し去られる。 7また殺

された者はあなたがたのうちに倒れる。これによっ

て、あなたがたはわたしが主であることを知るよう

になる。 8わたしは、あなたがたのある者を生かし

ておく。あなたがたが、つるぎをのがれて国々の中

におり、国々に散らされる時、 9あなたがたのうち

ののがれた者は、その捕え移された国々の中でわた

しを思い出す。これはわたしが、彼らのわたしを離

れた姦淫の心と、偶像を慕って姦淫を行う目をくじ

くからである。そして彼らはそのもろもろの憎むべ

きことと、その犯した悪のために、みずからをいと

うようになる。 10そして彼らはわたしが主であるこ

とを知る。この災を彼らに対して下すと、わたしが

言ったのは決してむなしい事ではない」。 11主なる

神はこう言われる、「あなたは手を打ち、足を踏み

ならして言え。ああ、イスラエルの家のすべての悪

しき憎むべき者はわざわいだ。彼らはつるぎと、き

きんと、疫病に倒れるからである。 12遠くにいる者

は疫病で死に、近くにいる者はつるぎに倒れる。生

き残って身を全うする者はききんによって死ぬ。こ

のようにわたしはわが憤りを彼らの上に漏らし尽す

。 13彼らの殺される者がその偶像の中にあり、その

祭壇のまわりにあり、すべての高き丘の上にあり、

すべての山の頂にあり、すべての青木の下にあり、

すべての茂ったかしの木の下にあり、彼らがこうば

しいかおりを、すべての偶像にささげた所にある時

、あなたがたはわたしが主であることを知るのであ

る。 14わたしはまた手を彼らの上に伸べて、その地

を荒し、すべて彼らの住む所を、荒野からリブラま
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で荒れ地とする。これによって彼らはわたしが主で

あることを知るようになる」。

7主の言葉がまたわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

イスラエルの地の終りについて主はこう言われる、

この国の四方の境に終りが来た。 3いま、あなたの

終りが来た。わたしはわが怒りをあなたに漏らし、

あなたの行いに従って、あなたをさばき、あなたの

もろもろの憎むべき物のためにあなたを罰する。 4

わたしの目はあなたを惜しみ見ず、またあなたをあ

われまない。わたしはあなたの行いのためにあなた

を罰する。あなたの憎むべき事があなたのうちにあ

る。これによって、あなたがたはわたしが主である

ことを知るようになる。 5主なる神はこう言われる

、災が引き続いて起る。見よ、災が来る。 6終りが

来る。その終りが来る。それが起って、あなたに臨

む。見よ、それが来る。 7この地に住む者よ、あな

たの最後の運命があなたに来た。時は来た。日が近

づいた。混乱の日で、山々に聞える喜びの日ではな

い。 8今わたしは、すみやかにわたしの憤りをあな

たの上に注ぎ、わたしの怒りをあなたに漏らし尽し

、あなたの行いに従ってあなたをさばき、あなたの

もろもろの憎むべき事のためにあなたを罰する。 9

わたしの目はあなたを惜しみ見ず、またあなたをあ

われまない。わたしはあなたの行いのためにあなた

を罰する。あなたの憎むべき事があなたのうちにあ

る。これによって、あなたがたは、主であるわたし

があなたを撃つことを知るようになる。 10見よ、そ

の日を。また見よ、かの日が来た。あなたの最後の

運命が来た。不義は花咲き、高ぶりは芽を出した。
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11暴虐はつのって悪のつえとなった。彼らもその群

衆も、その富も消え、また彼らの名声も消えて何も

残らなくなる。 12時は来た。日は近づいた。買う者

は喜ぶな。売る者は悲しむな。怒りがすべての群衆

の上に臨むからだ。 13売る者はたとい生きていても

、その売ったものに帰ることはない。怒りがそのす

べての民衆の上にあるからだ。それはもとに帰らな

い。その不義のために、だれも命を全うすることは

できない。 14人々がラッパを吹いて備えをしても戦

いに出る者はない。それはわたしの怒りがそのすべ

ての群衆の上にあるからだ。 15外にはつるぎがあり

、内には疫病とききんがある。畑にいる者はつるぎ

に死に、町にいる者はききんと疫病に滅ぼされる。

16そのうちの、のがれる者は谷間のはとのように山

々に行って、おのおの皆その罪のために悲しむ。 17

両手とも弱くなり、両ひざとも水のように弱くなる

。 18彼らは荒布を身にまとい、恐れが彼らをおおい

、すべての顔には恥があらわれ、すべての頭は髪を

そり落す。 19彼らはその銀をちまたに捨て、その金

はあくたのようになる。主の怒りの日には金銀も彼

らを救うことはできない。それらは彼らの飢えを満

足させることができない、またその腹を満たすこと

ができない。それは彼らの不義のつまずきであった

からだ。 20彼らはその美しい飾り物を高ぶりのため

に用い、またこれをもってその憎むべき偶像と忌む

べき物を造った。それゆえわたしはこれを彼らに対

して汚れたものとする。 21わたしはこれを外国人の

手に渡して奪わせ、地の悪人に渡してかすめさせる

。彼らはこれを汚す。 22わたしは彼らから顔をそむ
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けて、彼らにわたしの聖所を汚させる。強盗がこれ

にはいって汚し、 23また荒れ地とする。この地は流

血のとがに満ち、この町は暴虐に満ちているゆえ、

24わたしは国々のうちの悪い者どもを招いて、彼ら

の家をかすめさせる。わたしは強い者の高ぶりをや

めさせる。また彼らの聖所は汚される。 25滅びが来

るとき、彼らは平安を求めても得られない。 26災に

災が重なりきたり、知らせに知らせが相つぐ。その

時、彼らは預言者に幻を求める。しかし律法は祭司

のうちに絶え、計りごとは長老のうちに絶える。 27

王は悲しみ、つかさは望みを失い、その地の民の手

はおののきによってこわばる。わたしは彼らの行い

に従って彼らをあつかい、そのさばきに従って彼ら

をさばく。そして彼らはわたしが主であることを知

るようになる」。

8第六年の六月五日にわたしがわたしの家に座し、

ユダの長老たちがわたしの前に座していたとき、主

なる神の手がわたしの上に下った。 2わたしは見て

いると、見よ、人のような形があって、その腰とみ

られる所から下は火のように見え、腰から上は光る

青銅のように輝いて見えた。 3彼は手のようなもの

を伸べて、わたしの髪の毛をつかんだ。そして霊が

わたしを天と地の間に引きあげ、神の幻のうちにわ

たしをエルサレムに携えて行き、北に向かった内庭

の門の入口に至らせた。そこには、ねたみをひき起

すねたみの偶像があった。 4見よ、そこに、わたし

がかの平野で見た幻のようなイスラエルの神の栄光

があらわれた。 5時に彼はわたしに言われた、「人

の子よ、目をあげて北の方をのぞめ」。そこでわた
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しが目をあげて北の方をのぞむと、見よ、祭壇の門

の北にあたって、その入口に、このねたみの偶像が

あった。 6彼はまたわたしに言われた、「人の子よ

、あなたは彼らのしていること、すなわちイスラエ

ルの家がここでしている大いなる憎むべきことを見

るか。これはわたしを聖所から遠ざけるものである

。しかしあなたは、さらに大いなる憎むべきことを

見るだろう」。 7そして彼はわたしを庭の門に行か

せた。わたしが見ると、見よ、壁に一つの穴があっ

た。 8彼はわたしに言われた、「人の子よ、壁に穴

をあけよ」。そこでわたしが壁に穴をあけると、見

よ、一つの戸があった。 9彼はわたしに言われた、

「はいって、彼らがここでなす所の悪しき憎むべき

ことを見よ」。 10そこでわたしがはいって見ると、

もろもろの這うものと、憎むべき獣の形、およびイ

スラエルの家のもろもろの偶像が、まわりの壁に描

いてあった。 11またイスラエルの家の長老七十人が

、その前に立っていた。シャパンの子ヤザニヤも、

彼らの中に立っていた。おのおの手に香炉を持ち、

そしてその香の煙が雲のようにのぼった。 12時に彼

はわたしに言われた、「人の子よ、イスラエルの家

の長老たちが暗い所で行う事、すなわちおのおのそ

の偶像の室で行う事を見るか。彼らは言う、『主は

われわれを見られない。主はこの地を捨てられた』

と」。 13またわたしに言われた、「あなたはさらに

彼らがなす大いなる憎むべきことを見る」。 14そし

て彼はわたしを連れて主の家の北の門の入口に行っ

た。見よ、そこに女たちがすわって、タンムズのた

めに泣いていた。 15その時、彼はわたしに言われた
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、「人の子よ、あなたはこれを見たか。これよりも

さらに大いなる憎むべきことを見るだろう」。 16彼

はまたわたしを連れて、主の家の内庭にはいった。

見よ、主の宮の入口に、廊と祭壇との間に二十五人

ばかりの人が、主の宮にその背中を向け、顔を東に

向け、東に向かって太陽を拝んでいた。 17時に彼は

わたしに言われた、「人の子よ、あなたはこれを見

たか。ユダの家にとって、彼らがここでしているこ

れらの憎むべきわざは軽いことであるか。彼らはこ

の地を暴虐で満たし、さらにわたしを怒らせる。見

よ、彼らはその鼻に木の枝を置く。 18それゆえ、わ

たしも憤って事を行う。わたしの目は彼らを惜しみ

見ず、またあわれまない。たとい彼らがわたしの耳

に大声で呼ばわっても、わたしは彼らの言うことを

聞かない」。

9時に彼はわたしの耳に大声に呼ばわって言われた

、「町を罰する者たちよ、おのおの滅ぼす武器をそ

の手に持って近よれ」と。 2見よ、北に向かう上の

門の道から出て来る六人の者があった。おのおのそ

の手に滅ぼす武器を持ち、彼らの中のひとりは亜麻

布を着、その腰に物を書く墨つぼをつけていた。彼

らははいって来て、青銅の祭壇のかたわらに立った

。 3ここにイスラエルの神の栄光がその座している

ケルビムから立ちあがって、宮の敷居にまで至った

。そして主は、亜麻布を着て、その腰に物を書く墨

つぼをつけている者を呼び、 4彼に言われた、「町

の中、エルサレムの中をめぐり、その中で行われて

いるすべての憎むべきことに対して嘆き悲しむ人々

の額にしるしをつけよ」。 5またわたしの聞いてい



エゼキエル書 1804

る所で他の者に言われた、「彼のあとに従い町をめ

ぐって、撃て。あなたの目は惜しみ見るな。またあ

われむな。 6老若男女をことごとく殺せ。しかし身

にしるしのある者には触れるな。まずわたしの聖所

から始めよ」。そこで、彼らは宮の前にいた老人か

ら始めた。 7この時、主は彼らに言われた、「宮を

汚し、死人で庭を満たせ。行け」。そこで彼らは出

て行って、町の中で撃った。 8さて彼らが人々を打

ち殺していた時、わたしひとりだけが残されたので

、ひれ伏して、叫んで言った、「ああ主なる神よ、

あなたがエルサレムの上に怒りを注がれるとき、イ

スラエルの残りの者を、ことごとく滅ぼされるので

すか」。 9主はわたしに言われた、「イスラエルと

ユダの家の罪は非常に大きい。国は血で満ち、町は

不義で満ちている。彼らは言う、『主はこの地を捨

てられた。主は顧みられない』。 10それゆえ、わた

しの目は彼らを惜しみ見ず、またあわれまない。彼

らの行うところを、彼らのこうべに報いる」。 11時

に、かの亜麻布を着、物を書く墨つぼを腰につけて

いた人が報告して言った、「わたしはあなたがお命

じになったように行いました」。

10時にわたしは見ていたが、見よ、ケルビムの頭

の上の大空に、サファイヤのようなものが王座の形

をして、その上に現れた。 2彼は亜麻布を着たその

人に言われた、「ケルビムの下の回る車の間にはい

り、ケルビムの間から炭火をとってあなたの手に満

たし、これを町中にまき散らせ」。そして彼はわた

しの目の前ではいった。 3この人がはいった時、ケ

ルビムは宮の南側に立っていた。また雲はその内庭
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を満たしていた。 4主の栄光はケルビムの上から宮

の敷居の上にあがり、宮は雲で満ち、庭は主の栄光

の輝きで満たされた。 5時にケルビムの翼の音が大

能の神が語られる声のように外庭にまで聞えた。 6

彼が亜麻布を着ている人に、「回る車の間、ケルビ

ムの間から火を取れ」。と命じた時、その人ははい

って、輪のかたわらに立った。 7ひとりのケルブは

その手をケルビムの間から伸べて、ケルビムの間に

ある火を取り、亜麻布を着た人の手に置いた。する

と彼はこれを取って出て行った。 8ケルビムはその

翼の下に人の手のような形のものを持っているよう

に見えた。 9わたしが見ていると、見よ、ケルビム

のかたわらに四つの輪があり、一つの輪はひとりの

ケルブのかたわらに、他の輪は他のケルブのかたわ

らにあった。輪のさまは、光る貴かんらん石のよう

であった。 10そのさまは四つとも同じ形で、あたか

も輪の中に輪があるようであった。 11その行く時は

四方のどこへでも行く。その行く時は回らない。た

だ先頭の輪の向くところに従い、その行く時は回る

ことをしない。 12その輪縁、その輻、および輪には

、まわりに目が満ちていた。―その輪は四つともこ

れを持っていた。 13その輪はわたしの聞いている所

で、「回る輪」と呼ばれた。 14そのおのおのには四

つの顔があった。第一の顔はケルブの顔、第二の顔

は人の顔、第三はししの顔、第四はわしの顔であっ

た。 15その時ケルビムはのぼった。これがケバル川

でわたしが見た生きものである。 16ケルビムの行く

時、輪もそのかたわらに行き、ケルビムが翼をあげ

て地から飛びあがる時は、輪もそのかたわらを離れ
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ない。 17その立ちどまる時は、輪も立ちどまり、そ

ののぼる時は、輪も共にのぼる。生きものの霊がそ

の中にあるからである。 18時に主の栄光が宮の敷居

から出て行って、ケルビムの上に立った。 19すると

ケルビムは翼をあげて、わたしの目の前で、地から

のぼった。その出て行く時、輪もまたこれと共にあ

り、主の宮の東の門の入口の所へ行って止まった。

イスラエルの神の栄光がその上にあった。 20これが

すなわちわたしがケバル川のほとりで、イスラエル

の神の下に見たかの生きものである。わたしはそれ

がケルビムであることを知っていた。 21これにはお

のおの四つの顔があり、おのおの四つの翼があり、

また人の手のようなものがその翼の下にあった。 22

その顔の形は、ケバル川のほとりでわたしが見たそ

のままの顔である。おのおのその前の方にまっすぐ

に行った。

11時に霊はわたしをあげて、東に向かう主の宮の

東の門に連れて行った。見よ、その門の入口に二十

五人の者がいた。わたしはその中にアズルの子ヤザ

ニヤと、ベナヤの子ペラテヤを見た。共に民のつか

さであった。 2すると彼はわたしに言われた、「人

の子よ、これらの者はこの町の中で悪い事を考え、

悪い計りごとをめぐらす人々である。 3彼らは言う

、『家を建てる時は近くはない。この町はなべであ

り、われわれは肉である』と。 4それゆえ、彼らに

向かって預言せよ。人の子よ、預言せよ」。 5時に

、主の霊がわたしに下って、わたしに言われた、「

主はこう言われると言え、イスラエルの家よ、考え

てみよ。わたしはあなたがたの心にある事どもを知
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っている。 6あなたがたはこの町に殺される者を増

し、殺された者をもってちまたを満たした。 7それ

ゆえ、主なる神はこう言われる、町の中にあなたが

たが置く殺された者は肉である。この町はなべであ

る。しかし、あなたがたはその中から取り出される

。 8あなたがたはつるぎを恐れた。わたしはあなた

がたにつるぎを臨ませると、主は言われる。 9また

わたしはあなたがたをその中から引き出して、他国

人の手に渡し、あなたがたをさばく。 10あなたがた

はつるぎに倒れる。わたしはあなたがたをイスラエ

ルの境でさばく。これによってあなたがたはわたし

が主であることを知るようになる。 11この町はあな

たがたに対してなべとはならず、あなたがたはその

肉とはならない。わたしはイスラエルの境であなた

がたをさばく。 12これによって、あなたがたはわた

しが主であることを知るようになる。あなたがたは

わたしの定めに歩まず、またわたしのおきてを行わ

ず、かえってその周囲の他国人のおきてに従って行

っているからである」。 13このようにわたしが預言

していた時、ベナヤの子ペラテヤが死んだので、わ

たしは打ち伏して、大声で叫んで言った、「ああ主

なる神よ、あなたはイスラエルの残りの者をことご

とく滅ぼそうとされるのですか」。 14時に主の言葉

がわたしに臨んで言った、 15「人の子よ、あなたの

兄弟、あなたの友、あなたの兄弟である捕われ人、

イスラエルの全家、エルサレムの住民は言った、『

彼らが主から遠く離れた。この地はわれわれの所有

として与えられているのだ』と。 16それゆえ、言え

、『主なる神はこう言われる、たといわたしは彼ら
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を遠く他国人の中に移し、国々の中に散らしても、

彼らの行った国々で、わたしはしばらく彼らのため

に聖所となる』と。 17それゆえ、言え、『主はこう

言われる、わたしはあなたがたをもろもろの民の中

から集め、その散らされた国々から集めて、イスラ

エルの地をあなたがたに与える』と。 18彼らはその

所に来る時、そのもろもろのいとうべきものと、も

ろもろの憎むべきものとをその所から取り除く。 19

そしてわたしは彼らに一つの心を与え、彼らのうち

に新しい霊を授け、彼らの肉から石の心を取り去っ

て、肉の心を与える。 20これは彼らがわたしの定め

に歩み、わたしのおきてを守って行い、そして彼ら

がわたしの民となり、わたしが彼らの神となるため

である。 21しかしいとうべきもの、憎むべきものを

その心に慕って歩む者には、彼らの行いに従ってそ

のこうべに報いると、主なる神は言われる」。 22時

にケルビムはその翼をあげた。輪がそのかたわらに

あり、イスラエルの神の栄光がその上にあった。 23

主の栄光が町の中からのぼって、町の東にある山の

上に立ちどまった。 24その時、霊はわたしをあげ、

神の霊によって、幻のうちにわたしをカルデヤの捕

われ人の所へ携えて行った。そしてわたしが見た幻

はわたしを離れてのぼった。 25そこでわたしは主が

わたしに示された事をことごとくかの捕われ人に告

げた。

12主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あ

なたは反逆の家の中にいる。彼らは見る目があるが

見ず、聞く耳があるが聞かず、彼らは反逆の家であ

る。 3それゆえ、人の子よ、捕囚の荷物を整え、彼
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らの目の前で昼のうちに移れ、彼らの目の前であな

たの所から他の所に移れ。彼らは反逆の家であるが

、あるいは彼らは顧みるところがあろう。 4あなた

は、捕囚の荷物のようなあなたの荷物を、彼らの目

の前で昼のうちに持ち出せ。そして捕囚に行くべき

人々のように、彼らの目の前で夕べのうちに出て行

け。 5すなわち彼らの目の前で壁に穴をあけ、そこ

から出て行け。 6あなたは彼らの目の前でその荷物

を肩に負い、やみのうちにそれを運び出せ。あなた

の顔をおおって地を見るな。わたしはあなたをしる

しとなして、イスラエルの家に示すのだ」。 7そこ

でわたしは命じられたようにし、捕囚の荷物のよう

な荷物を昼のうちに持ち出し、夕べにはわたしの手

で壁に穴をあけ、やみのうちに彼らの目の前で、こ

れを肩に負って運び出した。 8次の朝、主の言葉が

わたしに臨んだ、 9「人の子よ、反逆の家であるイ

スラエルの家は、あなたに向かって、『何をしてい

るのか』と言わなかったか。 10あなたは彼らに言い

なさい、『主なる神はこう言われる、この託宣はエ

ルサレムの君、およびその中にあるイスラエルの全

家にかかわるものである』と。 11また言いなさい、

『わたしはあなたがたのしるしである。わたしがし

たとおりに彼らもされる。彼らはとりこにされて移

される』と。 12彼らのうちの君は、やみのうちにそ

の荷物を肩に載せて出て行く。彼は壁に穴をあけて

、そこから出て行く。彼は顔をおおって、自分の目

でこの地を見ない。 13わたしはわたしの網を彼の上

に打ちかける。彼はわたしのわなにかかる。わたし

は彼をカルデヤびとの地のバビロンに引いて行く。
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しかし彼はそれを見ないで、そこで死ぬであろう。

14またすべて彼の周囲にいて彼を助ける者および彼

の軍隊を、わたしは四方に散らし、つるぎを抜いて

そのあとを追う。 15わたしが彼らを諸国民の中に散

らし、国々にまき散らすとき、彼らはわたしが主で

あることを知る。 16ただし、わたしは彼らのうちに

、わずかの者を残して、つるぎと、ききんと、疫病

を免れさせ、彼らがおこなったもろもろの憎むべき

ことを、彼らが行く国びとの中に告白させよう。そ

して彼らはわたしが主であることを知るようになる

」。 17主の言葉がまたわたしに臨んだ、 18「人の

子よ、震えてあなたのパンを食べ、おののきと恐れ

とをもって水を飲め。 19そしてこの地の民について

言え、主なる神はイスラエルの地のエルサレムの民

についてこう言われる、彼らは恐れをもってそのパ

ンを食べ、驚きをもってその水を飲むようになる。

これはその地が、すべてその中に住む者の暴虐のた

めに衰え、荒れ地となるからである。 20人の住んで

いた町々は荒れはて、地は荒塚となる。そしてあな

たがたは、わたしが主であることを知るようになる

」。 21主の言葉がわたしに臨んだ、 22「人の子よ

、イスラエルの地について、あなたがたが『日は延

び、すべての幻はむなしくなった』という、このこ

とわざはなんであるか。 23それゆえ、彼らに言え、

『主なる神はこう言われる、わたしはこのことわざ

をやめさせ、彼らが再びイスラエルで、これをこと

わざとしないようにする』と。しかし、あなたは彼

らに言え、『日とすべての幻の実現とは近づいた』

と。 24イスラエルの家のうちには、もはやむなしい
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幻も、偽りの占いもなくなる。 25しかし主なるわた

しは、わが語るべきことを語り、それは必ず成就す

る。決して延びることはない。ああ、反逆の家よ、

あなたの日にわたしはこれを語り、これを成就する

と、主なる神は言われる」。 26主の言葉がまたわた

しに臨んだ、 27「人の子よ、見よ、イスラエルの家

は言う、『彼の見る幻は、なお多くの日の後の事で

ある。彼が預言することは遠い後の時のことである

』と。 28それゆえ、彼らに言え、主なる神はこう言

われる、わたしの言葉はもはや延びない。わたしの

語る言葉は成就すると、主なる神は言われる」。

13主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、イ

スラエルの預言者たちに向かって預言せよ。すなわ

ち自分の心のままに預言する人々に向かって、預言

して言え、『あなたがたは主の言葉を聞け』。 3主

なる神はこう言われる、なにも見ないで、自分の霊

に従う愚かな預言者たちはわざわいだ。 4イスラエ

ルよ、あなたの預言者たちは、荒れ跡にいるきつね

のようだ。 5あなたがたは主の日に戦いに立つため

、破れ口にのぼらず、またイスラエルの家のために

石がきを築こうともしない。 6彼らは虚偽を言い、

偽りを占った。彼らは主が彼らをつかわさないのに

『主が言われる』と言い、なおその言葉の成就する

ことを期待する。 7あなたがたはむなしい幻を見、

偽りの占いを語り、わたしが言わないのに『主が言

われる』と言ったではないか」。 8それゆえ、主な

る神はこう言われる、「あなたがたはむなしいこと

を語り、偽りの物を見るゆえ、わたしはあなたがた

を罰すると主なる神は言われる。 9わたしの手は、
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むなしい幻を見、偽りの占いを言う預言者に敵対す

る。彼らはわが民の会に臨まず、イスラエルの家の

籍にしるされず、イスラエルの地に、はいることが

できない。そしてあなたがたはわたしが主なる神で

あることを知るようになる。 10彼らはわが民を惑わ

し、平和がないのに『平和』と言い、また民が塀を

築く時、これらの預言者たちは水しっくいをもって

これを塗る。 11それゆえ、水しっくいを塗る者ども

に『これはかならずくずれる』と言え。これに大雨

が注ぎ、ひょうが降り、あらしが吹く。 12そして塀

がくずれる時、人々はあなたがたに向かって、『あ

なたがたが塗った水しっくいはどこにあるか』と言

わないであろうか。 13それゆえ、主なる神はこう言

われる、わたしはわが憤りをもって大風を起し、わ

が怒りをもって大雨を注がせ、憤りをもってひょう

を降らせて、これを滅ぼす。 14またわたしはあなた

がたが水しっくいをもって塗った塀をこわして、こ

れを地に倒し、その基をあらわす。これが倒れる時

、あなたがたはその中に滅びる。そしてあなたがた

は、わたしが主であることを知るようになる。 15こ

うしてわたしが、その塀と、これを水しっくいで塗

った者との上に、わたしの憤りを漏らし尽して、あ

なたがたに言う、塀はなくなり、これを塗った者も

なくなる。 16これがすなわち平和がないのに平和の

幻を見、エルサレムについて預言したイスラエルの

預言者であると、主なる神は言われる。 17人の子よ

、心のままに預言するあなたの民の娘たちに対して

、あなたの顔を向け、彼らに向かって預言して、 18

言え、主なる神はこう言われる、手の節々に占いひ
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もを縫いつけ、もろもろの大きさの人の頭に、かぶ

り物を作りかぶせて、魂をかり取ろうとする女はわ

ざわいだ。あなたがたは、わが民の魂をかり取って

、あなたがたの利益のために、他の魂を生かしおこ

うとするのか。 19あなたがたは少しばかりの大麦の

ため、少しばかりのパンのために、わが民のうちに

、わたしを汚し、かの偽りを聞きいれるわが民に偽

りを述べて、死んではならない者を死なせ、生きて

いてはならない者を生かす。 20それゆえ、主なる神

はこう言われる、見よ、わたしはあなたがたが用い

て、魂をかり取るところの占いひもを奪い、あなた

がたの腕から占いひもを裂き取って、あなたがたが

かり取るところの魂を、鳥のように放ちやる。 21わ

たしはまたあなたがたの、かぶり物を裂き、わが民

をあなたがたの手から救う。彼らは再びあなたがた

の獲物とはならない。そしてあなたがたはわたしが

主であることを知るようになる。 22あなたがたは偽

りをもって正しい者の心を悩ました。わたしはこれ

を悩まさなかった。またあなたがたは悪人が、その

命を救うために、その悪しき道から離れようとする

時、それをしないように勧める。 23それゆえ、あな

たがたは重ねてむなしい幻を見ることができず、占

いをすることができないようになる。わたしはわが

民を、あなたがたの手から救い出す。そのとき、あ

なたがたはわたしが主であることを知るようになる

」。

14ここにイスラエルの長老のうちのある人々が、

わたしの所に来て、わたしの前に座した。 2時に主

の言葉が、わたしに臨んだ、 3「人の子よ、これら
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の人々は、その偶像を心の中に持ち、罪に落しいれ

るところのつまずきを、その顔の前に置いている。

わたしはどうして彼らの願いをいれることができよ

うか。 4それゆえ彼らに告げて言え、主なる神は、

こう言われる、イスラエルの家の人々で、その偶像

を心の中に持ち、その顔の前に罪に落しいれるとこ

ろのつまずくものを置きながら、預言者のもとに来

る者には、その多くの偶像のゆえに、主なるわたし

は、みずからこれに答をする。 5これはその偶像の

ために、すべてわたしを離れたイスラエルの家の心

を、わたしが捕えるためである。 6それゆえイスラ

エルの家に言え、主なる神はこう言われる、あなた

がたは悔いて、あなたがたの偶像を捨てよ。あなた

がたの顔を、そのすべての憎むべきものからそむけ

よ。 7イスラエルの家の者およびイスラエルに宿る

外国人のだれでも、わたしから離れ、その心に偶像

を持ち、その顔の前に罪に落しいれるところのつま

ずきを置きながら、預言者に来て、心のままにわた

しに求めるときは、主であるわたしは、みずからこ

れに答をする。 8わたしはわたしの顔を、その人に

向け、彼を、しるし、およびことわざとなし、これ

をわが民のうちから断ち滅ぼす。その時、あなたが

たはわたしが主であることを知るようになる。 9も

し預言者が欺かれて言葉を出すことがあれば、それ

は主であるわたしが、その預言者を欺いたのである

。わたしは手を彼の上に伸べ、わが民イスラエルの

うちから彼を滅ぼす。 10彼らはその罰を負う。その

預言者の罰は、問い求める者の罰と同様である。 11

これはイスラエルの家が、重ねてわたしを離れて迷
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わず、重ねてそのもろもろのとがによって、おのれ

を汚さないため、また彼らがわが民となり、わたし

が彼らの神となるためであると、主なる神は言われ

る」。 12主の言葉が、またわたしに臨んだ、 13「

人の子よ、もし国がわたしに、もとりそむいて罪を

犯し、わたしがその上に手を伸べて、そのつえとた

のむパンを砕き、これにききんを送り、人と獣とを

そのうちから断つ時、 14たといそこにノア、ダニエ

ル、ヨブの三人がいても、彼らはその義によって、

ただ自分の命を救いうるのみであると、主なる神は

言われる。 15もしわたしが野の獣にこの地を通らせ

、これを荒させ、これを荒れ地となし、その獣のた

めにそこを通る者がないようにしたなら、 16主なる

神は言われる、わたしは生きている、たといこれら

三人の者がその中にいても、そのむすこ娘を救うこ

とはできない。ただ自分自身を救いうるのみで、そ

の地は荒れ地となる。 17あるいは、わたしがもし、

つるぎをその地に臨ませ、つるぎよ、この地を行き

めぐれと言って、人と獣とをそこから断つならば、

18主なる神は言われる、わたしは生きている、たと

いこれら三人の者がその中にいても、そのむすこ娘

を救うことはできない。ただ自分自身を救いうるの

みである。 19あるいは、わたしがもし、この地に疫

病を送り、血をもってわが憤りをその上に注ぎ、人

と獣とをそこから断つならば、 20主なる神は言われ

る、わたしは生きている、たといノア、ダニエル、

ヨブがそこにいても、彼らはそのむすこ娘を救うこ

とができない。ただその義によって自分の命を救い

うるのみである。 21主なる神はこう言われる、わた
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しが人と獣とを地から断つために、つるぎと、きき

んと、悪しき獣と、疫病との四つのきびしい罰をエ

ルサレムに送る時はどうであろうか。 22しかし、も

しそれがあなたがたに来るとき、むすこ娘たちを助

け出す者が、その中に残っていて、あなたがたがそ

の行いと、わざとを見るならば、わたしがエルサレ

ムの上に与えたすべての災について慰められるであ

ろう。 23すなわち、あなたがたが、その行いと、わ

ざとを見る時、彼らはあなたがたを慰め、あなたが

たはわたしがこれに行った事は、すべてゆえなくし

たのではないことを知るようになると、主なる神は

言われる」。

15主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、ぶ

どうの木、森の木のうちにあるぶどうの枝は、ほか

の木になんのまさる所があるか。 3その木は何かを

造るために用いられるか。また人はこれを用いて、

器物を掛ける木釘を造るだろうか。 4見よ、これは

火に投げ入れられて燃える。火がその両端を焼いた

とき、またその中ほどがこげたとき、それはなんの

役に立つだろうか。 5見よ、これは完全な時でも、

なんの用をもなさない。まして火がこれを焼き、こ

れをこがした時には、なんの役に立つだろうか。 6

それゆえ主なる神はこう言われる、わたしが森の木

の中のぶどうの木を、火に投げ入れて焼くように、

エルサレムの住民をそのようにする。 7わたしはわ

たしの顔を彼らに向けて攻める。彼らがその火から

のがれても、火は彼らを焼き尽す。わたしが顔を彼

らに向けて攻める時、あなたがたはわたしが主であ

ることを知る。 8彼らが、もとりそむいたゆえに、
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わたしはこの地を荒れ地とすると、主なる神は言わ

れる」。

16主の言葉が再びわたしに臨んだ、 2「人の子よ

、エルサレムにその憎むべき事どもを示して、 3言

え。主なる神はエルサレムにこう言われる、あなた

の起り、あなたの生れはカナンびとの地である。あ

なたの父はアモリびと、あなたの母はヘテびとであ

る。 4あなたの生れについていえば、その生れた日

に、へその緒は切られず、水で洗い清められず、塩

でこすられず、また布で包まれなかった。 5ひとり

もあなたをあわれみ見る者なく、情をもってこれら

のことの一つをも、あなたにしてやる者もなく、あ

なたの生れた日に、あなたはきらわれて、野原に捨

てられた。 6わたしはあなたのかたわらを通り、あ

なたが血の中にころがりまわっているのを見た時、

わたしは血の中にいるあなたに言った、『生きよ、

7野の木のように育て』と。すなわちあなたは成長し

て大きくなり、一人前の女になり、その乳ぶさは形

が整い、髪は長くなったが、着物がなく、裸であっ

た。 8わたしは再びあなたのかたわらをとおって、

あなたを見たが、見よ、あなたは愛せられる年齢に

達していたので、わたしは着物のすそであなたをお

おい、あなたの裸をかくし、そしてあなたに誓い、

あなたと契約を結んだ。そしてあなたはわたしのも

のとなったと、主なる神は言われる。 9そこでわた

しは水であなたを洗い、あなたの血を洗い落して油

を塗り、 10縫い取りした着物を着せ、皮のくつをは

かせ、細布をかぶらせ、絹のきれであなたをおおっ

た。 11また飾り物であなたを飾り、腕輪をあなたの
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手にはめ、鎖をあなたの首にかけ、 12鼻には鼻輪、

耳には耳輪、頭には美しい冠を与えた。 13このよう

にあなたは金銀で飾られ、細布、絹、縫い取りの服

をあなたの衣とし、麦粉と、蜜と、油とを食べた。

あなたは非常に美しくなって王の地位に進み、 14あ

なたの美しさのために、あなたの名声は国々に広ま

った。これはわたしが、あなたに施した飾りによっ

て全うされたからであると、主なる神は言われる。

15ところが、あなたは自分の美しさをたのみ、自分

の名声によって姦淫を行い、すべてかたわらを通る

者と、ほしいままに姦淫を行った。 16あなたは自分

の衣をとって、自分のために、はなやかに色どった

聖所を造り、その上で姦淫を行っている。こんなこ

とはかつてなかったこと、またあってはならないこ

とである。 17あなたはわたしが与えた金銀の美しい

飾りの品をとり、自分のために男の像を造って、こ

れと姦淫を行った。 18また縫い取りのある自分の衣

をとって彼らに着せ、わたしの油と香とをその前に

供え、 19またわたしがあなたに与えたパン、わたし

があなたを養うための麦粉、油および蜜を、こうば

しきかおりとして彼らの前に供えたと、主なる神は

言われる。 20あなたはまた、あなたがわたしに産ん

だむすこ、娘たちをとって、その像に供え、彼らに

食わせた。このようなあなたの姦淫は小さい事であ

ろうか。 21あなたはわたしの子どもを殺し、火の中

を通らせて彼らにささげた。 22あなたがそのすべて

の憎むべきことや姦淫を行うに当って、あなたが衣

もなく、裸で、血の中にころがりまわっていた自分

の若き日のことを思わなかった。 23あなたがもろも
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ろの悪を行った後、（あなたはわざわいだ、わざわ

いだと、主なる神は言われる） 24あなたは自分のた

めに高楼を建て、広場、広場に台を造り、 25ちまた

、ちまたのつじに台を造って、あなたの美しさを汚

し、すべてかたわらを通る者に身をまかせて、大い

に姦淫を行っている。 26あなたはまた、かの肉欲的

な隣りエジプトの人々と姦淫を行い、大いに姦淫を

行って、わたしを怒らせた。 27それゆえ、わたしは

わたしの手をあなたの上に伸べて、あなたの賜わる

分を減らし、あなたの敵、すなわち、あなたのみだ

らな行為を恥じるペリシテびとの娘らの欲のままに

、あなたを渡した。 28あなたは飽くことがないので

、またアッスリヤの人々と姦淫を行ったが、彼らと

姦淫を行っても、なお飽くことがなかった。 29あな

たはまたカルデヤの商業地と大いに姦淫を行ったが

、これと姦淫を行っても、なお飽くことがなかった

。 30主なる神は言われる、あなたの心はどんなに恋

いわずらうのか。あなたは、これらすべての事を行

った。これはあつかましい姦淫のわざである。 31あ

なたは、ちまた、ちまたのつじに高楼を建て、広場

、広場に台を設けたが、価をもらうことをあざけっ

たので、遊女のようではなかった。 32自分の夫に替

えて他人と通じる姦婦よ。 33人はすべての遊女に物

を与える。しかしあなたはすべての恋人に物を与え

、彼らにまいないして、あなたと姦淫するために、

四方からあなたの所にこさせる。 34このようにあな

たは姦淫を行うに当って、他の女と違っている。す

なわち、だれもあなたに姦淫をさせたのではない。

あなたはかえって価を払い、相手はあなたに払わな
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い。これがあなたの違うところである。 35それで遊

女よ、主の言葉を聞け。 36主なる神はこう言われる

、あなたがその恋人と姦淫して、あなたの恥じる所

をあらわし、あなたの裸をあらわし、またすべての

偶像と、あなたが彼らにささげたあなたの子どもら

の血のゆえに、 37見よ、わたしはあなたと遊んだあ

なたのすべての恋人、およびすべてあなたが恋した

者と、すべてあなたが憎んだ者とを集め、四方から

彼らをあなたの所に集めて、あなたの裸を彼らにあ

らわす。彼らはあなたの裸を、ことごとく見る。 38

わたしは姦淫を行った女と、血を流した女がさばか

れるように、あなたをさばき、憤りと、ねたみの血

とを、あなたに注ぐ。 39わたしはあなたを恋人の手

に渡す。彼らはあなたの高楼を倒し、台をこわし、

あなたの衣をはぎ取り、あなたの美しい飾りの品を

奪い、あなたを衣服のない裸者にする。 40彼らは民

衆をかり立ててあなたを攻め、石であなたを撃ち、

つるぎであなたを切り、 41火であなたの家を焼き、

多くの女たちの前で、あなたにさばきを行う。こう

してわたしはあなたに淫行をやめさせ、重ねて価を

払わせないようにする。 42そしてあなたに対するわ

が憤りをしずめ、わがねたみをあなたから離し、わ

たしは心を安んじて、再び怒ることをしない。 43ま

たあなたはその若き日の事を覚えず、すべてこれら

の事をもって、わたしを怒らせたから、見よ、わた

しもあなたの行うところをあなたのこうべに報いる

と、主なる神は言われる。あなたはもろもろの憎む

べき事に加えて、このみだらな事をおこなったでは

ないか。 44見よ、すべてことわざを用いる者は、あ
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なたについて、『この母にしてこの娘あり』という

、ことわざを用いる。 45あなたは、その夫と子ども

とを捨てたあなたの母の娘、またその夫と子どもと

を捨てた姉妹を持っている。あなたの母はヘテびと

、あなたの父はアモリびと、 46あなたの姉はサマリ

ヤ、サマリヤはその娘たちと共に、あなたの北に住

み、あなたの妹はソドムで、その娘たちと共に、あ

なたの南に住んでいる。 47あなたは彼らの道を歩ま

ず、彼らの憎むべき事に従っていないが、しばらく

すると、あなたのおこないは、彼らよりもさらに悪

くなる。 48主なる神は言われる、わたしは生きてい

る。あなたの妹ソドムとその娘たちは、あなたとあ

なたの娘たちがしたほどのことはしなかった。 49見

よ、あなたの妹ソドムの罪はこれである。すなわち

彼女と、その娘たちは高ぶり、食物に飽き、安泰に

暮していたが、彼らは、乏しい者と貧しい者を助け

なかった。 50彼らは高ぶり、わたしの前に憎むべき

事をおこなったので、わたしはそれを見た時、彼ら

を除いた。 51サマリヤはあなたの半分も罪を犯さな

かった。あなたは彼らよりも多く憎むべき事をおこ

ない、あなたのおこなったもろもろの憎むべき事に

よって、あなたの姉妹を義と見せかけた。 52あなた

はその姉妹を有利にさばいたことによって、あなた

もまた自分のはずかしめを負わなければならない。

それはあなたが彼らよりも、さらに憎むべきことを

した罪によって、彼らはあなたよりも義とされるか

らである。それであなたも恥を受け、はずかしめを

負わなければならない。それはあなたがその姉妹を

義と見せかけたからである。 53わたしは彼らの幸福
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をもとに返す。すなわちソドムとその娘たちの幸福

、サマリヤとその娘たちの幸福、また彼らの中にい

るあなたの幸福をもとに返す。 54これはあなたに自

分のはずかしめを負わせるため、またすべてあなた

のなした事を恥じさせるためである。こうしてあな

たは彼らの慰めとなる。 55あなたの姉妹ソドムと、

その娘たちとは、そのもとの所に帰り、サマリヤと

、その娘たちとは、そのもとの所に帰り、あなたと

、あなたの娘たちとは、そのもとの所に帰る。 56あ

なたの高ぶりの日に、あなたの姉妹ソドムは、あな

たの口に、ことわざとなったではなかったか。 57す

なわちあなたの悪があらわされた時まで、そうでは

なかったか。しかし今はあなたも彼女と同様に、エ

ドムの娘たちと、すべてその周囲の者、および四方

からあなたをあざけるペリシテの娘たちのそしりと

なった。 58あなたはあなたのみだらな行為と、あな

たの憎むべき事のとがとを、身に負っていると主は

言われる。 59主なる神はこう言われる、誓いを軽ん

じ、契約を破ったあなたには、あなたがしたように

、わたしもあなたにする。 60しかしわたしはあなた

の若き日に、あなたと結んだ契約を覚え、永遠の契

約をあなたと立てる。 61わたしがあなたの姉および

妹を受け、またあなたとの契約によらずに、娘とし

て彼らをあなたに与える時、あなたは自分のおこな

いを思い出して恥じる。 62わたしはあなたと契約を

立て、あなたはわたしが主であることを知るように

なる。 63こうしてすべてあなたの行ったことにつき

、わたしがあなたをゆるす時、あなたはそれを思い
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出して恥じ、その恥のゆえに重ねて口を開くことが

ないと、主なる神は言われる」。

17時に主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ

、イスラエルの家になぞをかけ、たとえを語って、

3言え。主なる神がこう言われる、さまざまの色の羽

毛を多く持ち、大きな翼と、長い羽根とを持つ大わ

しがレバノンに来て、香柏のこずえにとまり、 4そ

の若枝の頂を摘み切り、これを商業の地に運び、商

人の町に置いた。 5またその地の種をとって、これ

を肥えた土に植えた。すなわち水の多い所にもって

行って、柳を植えるようにこれを植えた。 6これが

成長して、たけ低く、はびこるぶどうの木となり、

枝はわしに向かい、根はわしの下にあり、こうして

ついにぶどうの木となり、枝を伸ばし、葉を出した

。 7ここにまた大きな翼と、羽毛の多いほかの一羽

の大わしがあった。見よ、このぶどうの木は、潤い

を得るために、その根をわしに向かってまげ、その

枝をわしに向かって伸ばした。 8これが枝を出し、

実を結び、みごとなぶどうの木となるために、わし

はこれを植えた苗床から水の多い良い地に移し植え

た。 9あなたは、主なる神がこう言われると言え、

これは栄えるであろうか。わしはその根を抜き、そ

の枝を切り、その若葉を皆枯らさないであろうか。

これをその根からあげるには、強い腕や多くの民を

必要としない。 10見よ、それが移し植えられたら、

また栄えるであろうか。東風がこれを打つ時、それ

は枯れてしまわないであろうか。その育った苗床で

枯れないであろうか」。 11主の言葉がまたわたしに

臨んだ、 12「反逆の家に言え。これらがなんである
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かをあなたがたは知らないのか。彼らに言え、見よ

、バビロンの王がエルサレムにきて、その王とつか

さとを捕え、これをバビロンに引いて行った。 13ま

た王の子孫のひとりを捕えて、これと契約を結び、

誓いを立てさせ、また国のおもだった人々を捕えて

行った。 14これはこの国を卑しくして、みずから立

つことができないようにし、その契約を守ることに

よって立たせるためである。 15しかし彼はバビロン

の王にそむき、使者をエジプトに送って、馬と多く

の兵とをそこから獲ようとした。彼は成功するだろ

うか。このようなことをなす者は、のがれることが

できようか。 16契約を破ってなおのがれることがで

きようか。主なる神は言われる、わたしは生きてい

る、必ず彼は自分を王となした王の住む所、彼が立

てた誓いを軽んじ、その契約を破った相手の王のい

るバビロンで彼は死ぬ。 17多くの命を断つために塁

を築き、雲梯を建てるとき、パロは決して大いなる

軍勢と、多くの人とをもって、彼を助けて戦いをし

ない。 18彼は誓いを軽んじ、契約を破り、その手を

与えて誓いながら、なおこれらの事をしたゆえ、の

がれることはできない。 19それゆえ、主なる神はこ

う言われる、わたしは生きている、彼がわたしの誓

いを軽んじ、わたしの契約を破ったことを、必ず彼

のこうべに報いる。 20わたしはわが網を彼の上に打

ちかけ、彼をわがわなに捕えて、バビロンに引いて

行き、彼がわたしにむかって犯した反逆のために、

その所で彼をさばく。 21彼のすべての軍隊のえり抜

きの兵士は皆つるぎに倒れ、生き残った者は八方に

散らされる。そしてあなたがたは主なるわたしが、
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これを語ったことを知るようになる」。 22主なる神

はこう言われる、「わたしはまた香柏の高いこずえ

から小枝をとって、これを植え、その若芽の頂から

柔かい芽を摘みとり、これを高いすぐれた山に植え

る。 23わたしはイスラエルの高い山にこれを植える

。これは枝を出し、実を結び、みごとな香柏となり

、その下にもろもろの種類の獣が住み、その枝の陰

に各種の鳥が巣をつくる。 24そして野のすべての木

は、主なるわたしが高い木を低くし、低い木を高く

し、緑の木を枯らし、枯れ木を緑にすることを知る

ようになる。主であるわたしはこれを語り、これを

するのである」。

18主の言葉がわたしに臨んだ、 2「あなたがたが

イスラエルの地について、このことわざを用い、『

父たちが、酢いぶどうを食べたので子供たちの歯が

うく』というのはどんなわけか。 3主なる神は言わ

れる、わたしは生きている、あなたがたは再びイス

ラエルでこのことわざを用いることはない。 4見よ

、すべての魂はわたしのものである。父の魂も子の

魂もわたしのものである。罪を犯した魂は必ず死ぬ

。 5人がもし正しくあって、公道と正義とを行い、

6山の上で食事をせず、また目をあげてイスラエルの

家の偶像を仰がず、隣り人の妻を犯さず、汚れの時

にある女に近づかず、 7だれをもしえたげず、質物

を返し、決して奪わず、食物を飢えた者に与え、裸

の者に衣服を着せ、 8利息や高利をとって貸さず、

手をひいて悪を行わず、人と人との間に真実のさば

きを行い、 9わたしの定めに歩み、わたしのおきて

を忠実に守るならば、彼は正しい人である。彼は必
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ず生きることができると、主なる神は言われる。 10

しかし彼が子を生み、その子が荒い者で、人の血を

流し、これらの義務の一つをも行わず、 11かえって

山の上で食事をし、隣り人の妻を犯し、 12乏しい者

や貧しい者をしえたげ、物を奪い、質物を返さず、

目をあげて偶像を仰ぎ、憎むべき事をおこない、 13

利息や高利をとって貸すならば、その子は生きるで

あろうか。彼は生きることはできない。彼はこれら

の憎むべき事をしたので、必ず死に、その血は彼自

身に帰する。 14しかし彼が子を生み、その子が父の

行ったすべての罪を見て、恐れ、そのようなことを

行わず、 15山の上で食事せず、目をあげてイスラエ

ルの家の偶像を仰がず、隣り人の妻を犯さず、 16だ

れをもしえたげず、質物をひき留めず、物を奪わず

、かえって自分の食物を飢えた者に与え、裸の者に

衣服を着せ、 17その手をひいて悪を行わず、利息や

高利をとらず、わたしのおきてを行い、わたしの定

めに歩むならば、彼はその父の悪のために死なず、

必ず生きる。 18しかしその父は人をかすめ、その兄

弟の物を奪い、その民の中で良くない事を行ったゆ

え、見よ、彼はその悪のために死ぬ。 19しかしあな

たがたは、『なぜ、子は父の悪を負わないのか』と

言う。子は公道と正義とを行い、わたしのすべての

定めを守っておこなったので、必ず生きるのである

。 20罪を犯す魂は死ぬ。子は父の悪を負わない。父

は子の悪を負わない。義人の義はその人に帰し、悪

人の悪はその人に帰する。 21しかし、悪人がもしそ

の行ったもろもろの罪を離れ、わたしのすべての定

めを守り、公道と正義とを行うならば、彼は必ず生
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きる。死ぬことはない。 22その犯したもろもろのと

がは、彼に対して覚えられない。彼はそのなした正

しい事のために生きる。 23主なる神は言われる、わ

たしは悪人の死を好むであろうか。むしろ彼がその

おこないを離れて生きることを好んでいるではない

か。 24しかし義人がもしその義を離れて悪を行い、

悪人のなすもろもろの憎むべき事を行うならば、生

きるであろうか。彼が行ったもろもろの正しい事は

覚えられない。彼はその犯したとがと、その犯した

罪とのために死ぬ。 25しかしあなたがたは、『主の

おこないは正しくない』と言う。イスラエルの家よ

、聞け。わたしのおこないは正しくないのか。正し

くないのは、あなたがたのおこないではないか。 26

義人がその義を離れて悪を行い、そのために死ぬな

らば、彼は自分の行った悪のために死ぬのである。

27しかし悪人がその行った悪を離れて、公道と正義

とを行うならば、彼は自分の命を救うことができる

。 28彼は省みて、その犯したすべてのとがを離れた

のだから必ず生きる。死ぬことはない。 29しかしイ

スラエルの家は『主のおこないは正しくない』と言

う。イスラエルの家よ、わたしのおこないは、はた

して正しくないのか。正しくないのは、あなたがた

のおこないではないか。 30それゆえ、イスラエルの

家よ、わたしはあなたがたを、おのおのそのおこな

いに従ってさばくと、主なる神は言われる。悔い改

めて、あなたがたのすべてのとがを離れよ。さもな

いと悪はあなたがたを滅ぼす。 31あなたがたがわた

しに対しておこなったすべてのとがを捨て去り、新

しい心と、新しい霊とを得よ。イスラエルの家よ、
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あなたがたはどうして死んでよかろうか。 32わたし

は何人との死をも喜ばないのであると、主なる神は

言われる。それゆえ、あなたがたは翻って生きよ」

。

19あなたはイスラエルの君たちのために悲しみの

歌をのべて 2言え、あなたの母はししのうちにあっ

て、どんな雌じしであったろう。彼女は若いししの

うちに伏して子じしを養った。 3彼女は子じしの一

つを育てたが、それは若いししとなって、獲物をと

ることを学び、人を食べた。 4国々の人は彼に対し

て叫び声をあげ、落し穴でこれを捕え、かぎでこれ

をエジプトの地に引いて行った。 5雌じしは自分の

思いが破れ、その望みを失ったのを見たので、ほか

の子じしをとって、これを若い子じしとした。 6彼

はししのうちに行き来し、若いししとなって、獲物

をとることを学び、人を食べた。 7彼はその要害を

荒し、その町々を滅ぼした。そのほえる声によって

、その地とその中に満ちるものとは皆恐れた。 8そ

こで国々の人は彼に対して四方にわなを設け、彼に

網を打ちかけ、落し穴で彼を捕えた。 9彼らはかぎ

をもって、これをかごに入れ、これをバビロンの王

のもとに連れて行き、これをおりの中に入れて、再

びその声をイスラエルの山々に聞えさせないように

した。 10あなたの母は水のほとりに移し植えられた

ぶどう畑のぶどうの木のようで、水が多いために実

りがよく、枝がはびこった。 11その強い幹は君たる

者のつえとなった。それは茂みの中に高くそびえ、

多くの枝をつけて高く見えた。 12しかしこのぶどう

の木は憤りによって抜かれ、地に投げうたれ、東風
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がそれを枯らし、その実はもぎ取られ、その強い幹

は枯れて、火に焼き滅ぼされた。 13今これは荒野に

、かわいた、水のない地に移し植えられ、 14火がそ

の幹から出て、その枝と実とを滅ぼしたので、強い

幹で、君たる者のつえとなるべきものはそこにない

。これが悲しみの言葉、また悲しみの歌となった。

20第七年の五月十日に、イスラエルの長老たちの

ある人々が、主に尋ねるためにきて、わたしの前に

座した。 2時に主の言葉がわたしに臨んだ、 3「人

の子よ、イスラエルの長老たちに告げて言え。主な

る神はこう言われる、あなたがたがわたしのもとに

来たのは、わたしに何か尋ねるためであるか。主な

る神は言われる、わたしは生きている、わたしはあ

なたがたの尋ねに答えない。 4あなたは彼らをさば

こうとするのか。人の子よ、あなたは彼らをさばこ

うとするのか。それなら彼らの先祖たちのした憎む

べき事を彼らに知らせ、 5かつ彼らに言え。主なる

神はこう言われる、わたしがイスラエルを選び、ヤ

コブの家の子孫に誓い、エジプトの地でわたし自身

を彼らに知らせ彼らに誓って、わたしはあなたがた

の神、主であると言った日、 6その日にわたしは彼

らに誓って、エジプトの地から彼らを導き出し、わ

たしが彼らのために探り求めた乳と蜜との流れる地

、全地の中で最もすばらしい所へ行かせると言った

。 7わたしは彼らに言った、あなたがたは、おのお

のその目を楽しませる憎むべきものを捨てよ。エジ

プトの偶像をもって、その身を汚すな。わたしはあ

なたがたの神、主であると。 8ところが彼らはわた

しにそむき、わたしの言うことを聞こうともしなか
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った。彼らは、おのおのその目を楽しませた憎むべ

きものを捨てず、またエジプトの偶像を捨てなかっ

た。それで、わたしはエジプトの地のうちで、わた

しの憤りを彼らに注ぎ、わたしの怒りを彼らに漏ら

そうと思った。 9しかしわたしはわたしの名のため

に行動した。それはエジプトの地から彼らを導き出

して、周囲に住んでいた異邦人たちに、わたしのこ

とを知らせ、わたしの名が彼らの目の前に、はずか

しめられないためである。 10すなわち、わたしはエ

ジプトの地から彼らを導き出して、荒野に連れて行

き、 11わたしの定めを彼らに授け、わたしのおきて

を彼らに示した。これは人がこれを行うことによっ

て生きるものである。 12わたしはまた彼らに安息日

を与えて、わたしと彼らとの間のしるしとした。こ

れは主なるわたしが彼らを聖別したことを、彼らに

知らせるためである。 13しかしイスラエルの家は荒

野でわたしにそむき、わたしの定めに歩まず、人が

それを行うことによって、生きることのできるわた

しのおきてを捨て、大いにわたしの安息日を汚した

。そこでわたしは荒野で、わたしの憤りを彼らの上

に注ぎ、これを滅ぼそうと思ったが、 14わたしはわ

たしの名のために行動した。それはわたしが彼らを

導き出して見せた異邦人の前に、わたしの名が汚さ

れないためである。 15ただし、わたしは荒野で彼ら

に誓い、わたしが彼らに与えた乳と蜜との流れる地

、全地の最もすばらしい地に、彼らを導かないと言

った。 16これは彼らがその心に偶像を慕って、わが

おきてを捨て、わが定めに歩まず、わが安息日を汚

したからである。 17けれどもわたしは彼らを惜しみ
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見て、彼らを滅ぼさず、荒野で彼らを絶やさなかっ

た。 18わたしはまた荒野で彼らの子どもたちに言っ

た、あなたがたの先祖の定めに歩んではならない。

そのおきてを守ってはならない。その偶像をもって

、あなたがたの身を汚してはならない。 19主なるわ

たしはあなたがたの神である。わが定めに歩み、わ

がおきてを守ってこれを行い、 20わが安息日を聖別

せよ。これはわたしとあなたがたとの間のしるしと

なって、主なるわたしがあなたがたの神であること

を、あなたがたに知らせるためである。 21しかしそ

の子どもたちはわたしにそむき、わが定めに歩まず

、人がこれを行うことによって、生きることのでき

るわたしのおきてを守り行わず、わが安息日を汚し

た。そこでわたしはわが憤りを彼らの上に注ぎ、荒

野で彼らに対し、わが怒りを漏らそうと思った。 22

しかしわたしはわが手を翻して、わが名のために行

動した。それはわたしが彼らを導き出して見せた異

邦人の前に、わたしの名が汚されないためである。

23ただしわたしは荒野で彼らに誓い、わたしは異邦

人の間に彼らを散らし、国々の中に彼らをふりまく

と言った。 24これは彼らがわがおきてを行わず、わ

が定めを捨て、わが安息日を汚し、彼らの目にその

先祖の偶像を慕ったからである。 25またわたしは彼

らに良くない定めと、それによって生きることので

きないおきてとを与え、 26そして、彼らのういごに

火の中を通らせるその供え物によって、彼らを汚し

、彼らを恐れさせた。わたしがこれを行ったのは、

わたしが主であることを、彼らに知らせるためであ

る。 27それゆえ人の子よ、イスラエルの家に告げて
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言え。主なる神はこう言われる、あなたがたの先祖

はまた、不信の罪を犯してわたしを汚した。 28わた

しが彼らに与えようと誓った地に、彼らを導き入れ

た時、彼らはすべての高い丘と、すべての茂った木

とを見て、その所で犠牲をささげ、忌むべき供え物

をささげ、またこうばしいかおりをその所に上らせ

、その所に灌祭を注いだ。 29（わたしは彼らに言っ

た、あなたがたが通うその高き所はなんであるか。

それでその名は今日までバマととなえられている。

） 30それゆえ、イスラエルの家に言え。主なる神は

こう言われる、あなたがたは、その先祖のおこない

に従って、その身を汚し、その憎むべきものを慕う

のか。 31あなたがたは、その供え物をささげ、その

子供に火の中を通らせて、今日まですべての偶像を

もって、その身を汚すのである。イスラエルの家よ

、わたしは、なおあなたがたに尋ねられるべきであ

ろうか。わたしは生きている。わたしは決してあな

たがたに尋ねられるはずはないと、主なる神は言わ

れる。 32あなたがたの心にあること、すなわち『わ

れわれは異邦人のようになり、国々のもろもろのや

からのようになって、木や石を拝もう』との考えは

決して成就しない。 33主なる神は言われる、わたし

は生きている、わたしは必ず強い手と伸べた腕と注

がれた憤りとをもって、あなたがたを治める。 34わ

たしはわが強い手と伸べた腕と注がれた憤りとをも

って、あなたがたをもろもろの民の中から導き出し

、その散らされた国々から集め、 35もろもろの民の

荒野に導き入れ、その所で顔と顔とを合わせて、あ

なたがたをさばく。 36すなわち、エジプトの地の荒
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野で、あなたがたの先祖をさばいたように、わたし

はあなたがたをさばくと、主なる神は言われる。 37

わたしはあなたがたに、むちの下を通らせ、数えて

はいらせ、 38あなたがたのうちから、従わぬ者と、

わたしにそむいた者とを分かち、その寄留した地か

ら、彼らを導き出す。しかし彼らはイスラエルの地

に入ることはできない。こうしてあなたがたはわた

しが主であることを知るようになる。 39それで、イ

スラエルの家よ、主なる神はこう言われる、あなた

がたはわたしに聞かないなら、今も後も、おのおの

その偶像に行って仕えるがよい。しかし再び供え物

と偶像とをもって、わたしの聖なる名を汚してはな

らない。 40主なる神は言われる、わたしの聖なる山

、イスラエルの高い山の上で、イスラエルの全家は

その地で、ことごとくわたしに仕える。その所でわ

たしは喜んで彼らを受けいれ、あなたがたのささげ

物と最上の供え物とを、その聖なるささげ物と共に

求める。 41わたしがあなたがたをもろもろの民の中

から導き出し、かつてあなたがたを散らした国々か

ら集める時、こうばしいかおりとして、あなたがた

を喜んで受けいれる。そしてわたしは異邦人の前で

、あなたがたの中に、わたしの聖なることをあらわ

す。 42こうしてわたしがあなたがたを、イスラエル

の地、すなわちあなたがたの先祖たちに与えると誓

った地に、はいらせる時、あなたがたはわたしが主

であることを知るようになる。 43またその所であな

たがたは、その身を汚したあなたがたのおこないと

、すべてのわざとを思い出し、みずから行ったすべ

ての悪事のために、自分を忌みきらうようになる。
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44イスラエルの家よ、わたしがあなたがたの悪しき

おこないによらず、またその腐れたわざによらず、

わたしの名のために、あなたがたを扱う時、あなた

がたはわたしが主であることを知るのであると、主

なる神は言われる」。 45主の言葉がまたわたしに臨

んだ、 46「人の子よ、顔を南に向け、南に向かって

語り、ネゲブの森の地に対して預言せよ。 47すなわ

ちネゲブの森に言え、主の言葉を聞け、主なる神は

こう言われる、見よ、わたしはあなたのうちに火を

燃やす。その火はあなたのうちのすべての青木と、

すべての枯れ木を焼き滅ぼし、その燃える炎は消さ

れることがなく、南から北まで、すべての地のおも

ては、これがために焼ける。 48すべて肉なる者は、

主なるわたしがこれを焼いたことを見る。その火は

消されない」。 49そこでわたしは言った、「ああ主

なる神よ、彼らはわたしについてこう語っています

、『彼はたとえをもって語る者ではないか』と」。

21主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あ

なたの顔をエルサレムに向け、あなたの言葉を聖所

に向けてのべ、イスラエルの地に向かって預言し、

3イスラエルの地に言え。主はこう言われる、見よ、

わたしはあなたを攻め、わたしのつるぎをさやから

抜き、あなたのうちから、正しい者も悪しき者をも

断ってしまう。 4わたしがあなたのうちから、正し

い者も悪しき者をも断つゆえに、わたしのつるぎは

さやから抜け出て、南から北までのすべての肉なる

者を攻める。 5すべて肉なる者は、主なるわたしが

、そのつるぎをさやから抜き放ったことを知る。こ

のつるぎは再びさやに納められない。 6それゆえ、
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人の子よ、嘆け、心砕けるまでに嘆き、彼らの目の

前でいたく嘆け。 7人があなたに向かって、『なぜ

嘆くのか』と言うなら、『この知らせのためである

。それが来れば人の心はみな溶け、手はみななえ、

霊はみな弱り、ひざはみな水のようになる。見よ、

それは来る、必ず成就する』と言え」と主なる神は

言われる。 8主の言葉がわたしに臨んだ、 9「人の

子よ、預言して言え、主はこう言われる、つるぎが

ある、とぎ、かつ、みがいたつるぎがある。 10殺す

ためにといであり、いなずまのようにきらめくため

にみがいてある。わたしたちは喜ぶことができるか

。わが子よ、あなたはつえと、すべて木で作ったも

のとを軽んじた。 11このつるぎは手にとるために、

とがれ、殺す者の手に渡すために、とがれみがかれ

るのである。 12人の子よ、叫び嘆け、このことはわ

が民に臨み、イスラエルのすべての君たちに臨むか

らである。彼らはわが民と共につるぎにわたされる

。それゆえ、あなたのももを打て。 13これはためし

にすることではない。もしあなたが、つえをあざけ

ったら、どういうことになろうか」と主なる神は言

われる。 14「それゆえ、人の子よ、あなたは預言し

、手を打ちならせ。つるぎを二度も三度も臨ませよ

。これは人を殺すつるぎ、大いに殺すつるぎであっ

て、彼らを囲むものである。 15これがために彼らの

心は溶け、多くの者がすべての門に倒れる。わたし

はひらめくつるぎを彼らに送る。ああ、これはいな

ずまのようになり、人を殺すためにみがかれている

。 16あなたの刃の向かうところで、右に左になぎ倒

せ。 17わたしもまた、わたしの手を打ちならし、わ
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たしの怒りをしずめると、主なるわたしは言った」

。 18主の言葉がまたわたしに臨んだ、 19「人の子

よ、バビロンの王のつるぎが来るために、二つの道

を備えよ。この二つの道は一つの国から出ている。

あなたは道しるべを作り、これを町に向かう道のは

じめに置け。 20あなたはまたアンモンの人々のラバ

と、ユダと、堅固な城の町エルサレムとにつるぎの

来る道を設けよ。 21バビロンの王は道の分れ目、二

つの道のはじめに立って占いをし、矢をふり、テラ

ピムに問い、肝を見る。 22彼の右にエルサレムのた

めに占いが出る。すなわち口を開いて叫び、声をあ

げ、ときを作り、門に向かって城くずしを設け、塁

を築き、雲悌を建てよと言う。 23しかしこれは彼ら

の目には偽りの占いと思われ、彼らは堅き誓いをな

した。しかし彼は、彼らを捕えることによって、罪

を思い出させる。 24それゆえ、主なる神はこう言わ

れる、あなたがたの罪は覚えられ、その反逆は現れ

、その罪はすべてのわざに現れる。このようにあな

たがたは、すでに覚えられているから、彼らの手に

捕えられる。 25汚れた悪人であるイスラエルの君よ

、あなたの終りの刑罰の時であるその日が来る。 26

主なる神はこう言われる、かぶり物を脱ぎ、冠を取

り離せ。すべてのものは、そのままには残らない。

卑しい者は高くされ、高い者は卑しくされる。 27あ

あ破滅、破滅、破滅、わたしはこれをこさせる。わ

たしが与える権威をもつ者が来る時まで、その跡形

さえも残らない。 28人の子よ、預言して言え。主な

る神はアンモンの人々と、そのあざけりについて、

こう言われる、つるぎがある。このつるぎは殺すた
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めに抜かれ、いなずまのようにひかりきらめくよう

にとがれている。 29彼らがあなたに偽りの幻を示し

、偽りを占ったゆえ、これは殺さるべき悪しき者の

首の上に置かれる。彼らの終りの刑罰の時であるそ

の日がきている。 30これをさやに納めよ、わたしは

あなたの造られた所、あなたの生れた地であなたを

さばく。 31わたしの怒りをあなたに注ぎ、わたしの

憤りの火をあなたに向けて燃やし、滅ぼすことに巧

みな残忍な人の手にあなたを渡す。 32あなたは火の

ための、たきぎとなり、あなたの血は国の中に流さ

れ、覚えられることはない、主なるわたしが言う」

。

22また主の言葉がわたしに臨んで言った、 2「人

の子よ、あなたはさばくのか。血を流すこの町をさ

ばくのか。それならこの町にそのもろもろの憎むべ

き事を示して、 3言え。主なる神はこう言われる、

自分のうちに血を流して、その刑罰の時をまねき、

偶像を造ってその身を汚す町よ、 4あなたはその流

した血によって罪を得、その造った偶像によって汚

れ、あなたの日を近づかせ、あなたの年の定めの時

はきた。それゆえわたしはあなたをもろもろの国民

のあざけりとなし、万国の物笑いとする。 5あなた

に近い者も、遠い者も、汚れと、混乱に満ちている

あなたをあざける。 6見よ、あなたのうちのイスラ

エルの君たちは、おのおのその力にしたがって、血

を流そうとしている。 7父母はあなたのうちで卑し

められ、寄留者はあなたのうちで虐待をうけ、みな

しごと、やもめとはあなたのうちで悩まされている

。 8あなたはわたしの聖なるものを卑しめ、わたし
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の安息日を汚した。 9人をののしって血を流そうと

する者は、あなたのうちにおり、人々はあなたのう

ちで、山の上で食事をし、あなたのうちで、みだら

なおこないをし、 10あなたのうちで、父の裸を現し

、あなたのうちで、汚れのうちにある女を犯す。 11

またあなたのうちに、その隣の妻と憎むべき事を行

う者があり、淫行をもって、その嫁を汚す者があり

、自分の父の娘である自分の姉妹を犯す者があり、

12また血を流そうとして、あなたのうちで、まいな

いを取る者がある。あなたは利息と高利とを取り、

しえたげによって、あなたの隣り人のものをかすめ

、そしてわたしを忘れてしまったと、主なる神は言

われる。 13それゆえ見よ、あなたが得た不正の利の

事、およびあなたのうちにある流血の事に対して、

わたしは手を打ちならす。 14わたしがあなたを攻め

る日には、あなたの勇気は、これに耐え得ようか。

またあなたの手は強くあり得ようか。主なるわたし

はこれを宣言し、これをなす。 15わたしはあなたを

、もろもろの国民のうちに散らし、国々の間にまき

、そしてあなたから汚れを除く。 16わたしはあなた

によって、もろもろの国民の前に汚される。そして

あなたはわたしが主であることを知る」。 17主の言

葉がまたわたしに臨んだ、 18「人の子よ、イスラエ

ルの家はわたしに対して、かなかすとなった。彼ら

はすべて炉の中の銀、青銅、すず、鉄、鉛のかなか

すとなった。 19それゆえ、主なる神はこう言われる

、あなたがたは皆かなかすとなったゆえ、見よ、わ

たしはあなたがたをエルサレムの中に集める。 20人

が銀、青銅、鉄、鉛、すずなどを炉の中に集め、こ
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れに火を吹きかけて溶かすように、わたしは怒りと

憤りとをもって、あなたがたを集め入れて溶かす。

21すなわち、わたしはあなたがたを集め、わたしの

怒りの火を、あなたがたに吹きかける。あなたがた

はその中で溶ける。 22銀が炉の中で溶けるように、

あなたがたもその中で溶ける。そしてあなたがたは

主なるわたしが、あなたがたの上に、わたしの怒り

を注いだことを知るようになる」。 23主の言葉がま

たわたしに臨んだ、 24「人の子よ、これに言え、あ

なたは怒りの日に清められず、また雨の降らない地

である。 25その中の君たちは、獲物を裂くほえるし

しのような者で、彼らは人々を滅ぼし、宝と尊い物

とを取り、そのうちに、やもめの数をふやす。 26そ

の祭司たちはわが律法を犯し、聖なる物を汚した。

彼らは聖なる物と汚れた物とを区別せず、清くない

物と清い物との違いを教えず、わが安息日を無視し

、こうしてわたしは彼らの間に汚されている。 27そ

の中にいる君たちは、獲物を裂くおおかみのようで

、血を流し、不正の利を得るために人々を滅ぼす。

28その預言者たちは、水しっくいでこれを塗り、偽

りの幻を見、彼らに偽りを占い、主が語らないのに

『主なる神はこう言われる』と言う。 29国の民はし

えたげを行い、奪うことをなし、乏しい者と貧しい

者とをかすめ、不法に他国人をしえたぐ。 30わたし

は、国のために石がきを築き、わたしの前にあって

、破れ口に立ち、わたしにこれを滅ぼさせないよう

にする者を、彼らのうちに尋ねたが得られなかった

。 31それゆえ、わたしはわが怒りを彼らの上に注ぎ

、わが憤りの火をもって彼らを滅ぼし、彼らのおこ
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ないを、そのこうべに報いたと、主なる神は言われ

る」。

23主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、こ

こにふたりの女があった。ひとりの母の娘である。

3彼らはエジプトで淫行をした。彼らは若い時に淫行

をした。すなわちその所で彼らの胸は押され、その

処女の乳ぶさはいじられた。 4彼らの名は姉はアホ

ラ、妹はアホリバである。彼らはわたしのものとな

って、むすこ娘たちを産んだ。その本名はアホラは

サマリヤ、アホリバはエルサレムである。 5アホラ

はわたしのものである間に淫行をなし、その恋人な

るアッスリヤびとにこがれた。 6すなわち紫の衣を

きた軍人、長官、司令官、すべて好ましい若者、馬

に乗る者たちである。 7彼女は彼らに淫行を供えた

。彼らはすべてアッスリヤのえり抜きの人々である

。彼女はまた、そのこがれたすべての者のもろもろ

の偶像をもって、おのれを汚した。 8彼女はエジプ

トの日からおこなっていた、その淫行を捨てなかっ

た。それは彼女の若い時に、彼らが彼女と寝、その

処女の乳ぶさをいじり、その情欲を彼女の上に注い

だからである。 9それゆえ、わたしは彼女をその恋

人の手に渡し、そのこがれたアッスリヤの人々の手

に渡した。 10彼らは彼女の裸を現し、そのむすこ娘

たちを奪い、つるぎをもって彼女を殺した。こうし

て彼女に対するさばきが行われたとき、彼女は女た

ちの間の語り草となった。 11その妹アホリバはこれ

を見て、姉よりも情欲をほしいままにし、姉の淫行

よりも多く淫行をなし、 12アッスリヤの人々に恋こ

がれた。長官、司令官、盛装した軍人、馬に乗る者
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たちで、すべて好ましい若者たちである。 13わたし

は彼女が身を汚したのを見た。彼らは共に一つの道

をたどったが、 14彼女はさらにその淫行を続け、壁

に描いた人々を見た。すなわち朱で描いたカルデヤ

びとの像で、 15腰には帯を結び、頭にはたれさがっ

たずきんをいただいていた。これらはみな官吏のよ

うな姿で、その生れた国カルデヤのバビロン人に似

ていた。 16彼女はこれらを見て、これに恋こがれ、

使者をカルデヤの彼らのもとに送った。 17そこでバ

ビロンの人々は彼女のもとに来て、恋の床につき、

情欲をもって彼女を汚したが、彼女は彼らに汚され

るにおよんで、その心は彼らから離れた。 18彼女が

その淫行を公然と続け、その裸をさらしたので、わ

たしの心は彼女から離れた。これはあたかもわたし

の心が、彼女の姉から離れたと同様である。 19しか

し彼女はなおエジプトの地で姦淫をしたその若き日

を覚えて、その淫行を続け、 20その情夫たちに恋こ

がれた。その人の肉は、ろばの肉のごとく、その精

は馬の精のようであった。 21このようにあなたは、

かのエジプトびとが、あなたの胸に手をつけ、あな

たの若い乳ぶさをおさえた時の、若い時の淫行を慕

っている」。 22それゆえ、アホリバよ、主なる神は

こう言われる、「見よ、わたしは、あなたの心がす

でに離れたあなたの恋人らを起して、あなたを攻め

させ、彼らに四方から来てあなたを攻めさせる。 23

すなわちバビロンの人々およびカルデヤのすべての

人々、ペコデ、ショア、コア、アッスリヤのすべて

の人々、好ましい若者、長官、司令官、官吏、軍人

など、すべて馬に乗る者たちである。 24彼らは戦車
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、貨車、および多くの民を率いて、北からあなたに

攻めて来る。大盾、小盾、かぶとを備えて、四方か

らあなたに攻めかかる。わたしが彼らにさばきをゆ

だねるゆえ、彼らは、そのおきてに従って、あなた

をさばく。 25わたしはあなたに向かってわたしの憤

りを起すゆえ、彼らは怒りをもってあなたを扱い、

あなたの鼻と耳とを切り落し、そして残りの者はつ

るぎに倒れる。彼らはあなたのむすこ娘たちを奪い

、生き残った者を火で焼く。 26彼らはまたあなたの

衣服をはぎ取り、あなたの美しい飾りを取り去る。

27こうしてわたしはあなたの淫乱と、エジプトの地

から持って来た淫行とを取り除き、重ねてあなたの

目を、エジプトびとに向けて上げさせず、彼らの事

を思わないようにする。 28主なる神はこう言われる

、見よ、わたしはあなたの憎む者の手、あなたの心

の離れた者の手にあなたを渡す。 29彼らは憎しみを

もってあなたを扱い、あなたの所得をことごとく取

り去り、あなたを赤はだかにし、あなたの淫行の裸

を現す。あなたの淫乱と淫行とのゆえに、 30すなわ

ち、あなたが異邦人を慕って姦淫を行い、彼らの偶

像をもって身を汚したゆえに、これらのことがあな

たに臨むのだ。 31あなたはその姉の道を歩んだので

、わたしも彼女の杯をあなたにわたす。 32主なる神

はこう言われる、あなたは姉の深い、大きな杯を飲

み、笑い物となり、あざけりとなる、この杯にはそ

れらが多くこもっている。 33あなたは酔いと憂いと

に満たされる。驚きと滅びの杯、これがあなたの姉

サマリヤの杯である。 34あなたはこれを飲みこれを

かたむけ、あなたの髪の毛をひきむしり、あなたの
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乳ぶさをかきさく。わたしがこれを言うと、主なる

神は言われる。 35それゆえ、主なる神はこう言われ

る、あなたはわたしを忘れ、わたしをあなたのうし

ろに捨て去ったゆえ、あなたは自分の淫乱と淫行と

の罪を負わねばならぬ」。 36主はわたしに言われた

、「人の子よ、あなたはアホラとアホリバをさばく

のか。それならば彼らにその憎むべき事を告げよ。

37彼らは姦淫を行い、血が彼らの手の上にある。彼

らはその偶像と姦淫を行い、またわたしに産んだ子

らを、食物のために彼らにささげた。 38さらに彼ら

は、わたしに対してこのようにした。すなわち、彼

らは同じ日にわたしの聖所を汚し、わたしの安息日

を犯した。 39彼らはその子らを、偶像にささげるた

めにほふった同じ日に、わたしの聖所にきて、これ

を汚した。見よ、彼らがわたしの家の中でしたこと

はこれである。 40さらに彼らは使者をやって、遠く

から来るように人々を招いた。見よ、彼らはきた。

あなたは、この人々のために身を洗い、目を描き、

飾り物を身につけ、 41尊い床に座し、食卓をその前

に設け、わたしの香と、わたしの油とを、その上に

供えた。 42こうして、のんきな群衆の声は彼女と共

にあり、また、荒野から連れて来た通りがかりの酔

いどれも、彼らと共にいた。彼らは女たちの手に腕

輪をはめさせ、頭に美しい冠をいただかせた。 43そ

こでわたしは言った、彼女と姦淫を行う時、人々は

姦淫を犯さないであろうか。 44人が遊女の所にはい

るように、彼らは彼女の所にはいった。こうして彼

らは姦淫を行うために、アホラおよびアホリバの所

にはいった。 45しかし正しい人々は淫婦のさばきと



エゼキエル書 1844

、血を流した女のさばきとをもって、彼らをさばく

。それは彼らが淫婦であって、その手に血があるか

らである」。 46主なる神はこう言われる、「わたし

は軍隊を彼らに向かって攻め上らせ、彼らを恐れと

略奪とに渡す。 47軍隊は彼らを石で打ち、つるぎで

切り、そのむすこ娘たちを殺し、火でその家を焼く

。 48こうしてわたしはこの地に淫乱を絶やす。すべ

ての女はみずからいましめて、あなたがたがしたよ

うな淫乱を行わない。 49あなたがたの淫乱の報いは

、あなたがたの上にくだり、あなたがたはその偶像

礼拝の罪を負い、そしてわたしが主なる神であるこ

とを知るようになる」。

24第九年の十月十日に、主の言葉がわたしに臨ん

だ、 2「人の子よ、あなたはこの日すなわち今日の

名を書きしるせ。バビロンの王は、この日エルサレ

ムを包囲した。 3あなたはこの反逆の家にたとえを

語って言え。主なる神はこう言われる、かますをす

え、これをすえて、水をくみ入れよ。 4その中に肉

の切れを入れよ、すべて良い肉の切れ、すなわち、

ももと肩の肉をこれに入れよ。良い骨をこれに満た

せ。 5羊の最も良いものを取れ。かまの下にまきを

積み、その肉を煮たぎらせ、またその中の骨を煮よ

。 6それゆえ、主なる神はこう言われる、わざわい

なるかな、流血の町、さびているかま。そのさびは

これを離れない。肉をひとつびとつ無差別に取り出

せ。 7その流した血はまだその中にある。彼女はこ

れを裸岩の上に流し、土でこれをおおうために、地

面には注がなかった。 8これは、わたしの怒りをつ

のらせ、あだを返すために、その流した血がおおわ
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れないように、裸岩の上に流したのである。 9それ

ゆえ、主なる神はこう言われる、わざわいなるかな

、流血の町。わたしもまた、まきをさらに積み重ね

る。 10まきを積み重ね、火を燃やし、肉をよく煮て

、煮つくし、骨を焼け。 11そしてかまを熱くするた

め、それをからにして炭火の上に置き、その銅を焼

いて、汚れをその中に溶かし、そのさびを去れ。 12

しかしわたしのほねおりは、むだであった。その多

くのさびは火によって消えない。 13そのさびとは、

あなたの不潔な淫行である。わたしはあなたを清め

ようとしたが、あなたはあなたの不潔から清められ

ようとしないから、わたしの怒りをあなたに漏らし

尽すまでは、あなたは汚れから清まることはない。

14主なるわたしはこれを言った。そしてこれは必ず

成る。わたしはこれをなす。わたしはやめない、惜

しまない、悔いない。あなたのおこないにより、あ

なたのわざによって、あなたをさばくと、主なる神

は言われる」。 15また主の言葉がわたしに臨んだ、

16「人の子よ、見よ、わたしは、にわかにあなたの

目の喜ぶ者を取り去る。嘆いてはならない。泣いて

はならない。涙を流してはならない。 17声をたてず

に嘆け。死人のために嘆き悲しむな。ずきんをかぶ

り、足にくつをはけ。口をおおうな。嘆きのパンを

食べるな」。 18朝のうちに、わたしは人々に語った

が、夕べには、わたしの妻は死んだ。翌朝わたしは

命じられたようにした。 19人々はわたしに言った、

「あなたがするこの事は、われわれになんの関係が

あるのか、それをわれわれに告げてはくれまいか」

。 20わたしは彼らに言った、「主の言葉がわたしに
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臨んだ、 21『イスラエルの家に言え、主なる神はこ

う言われる、見よ、わたしはあなたがたの力の誇、

目の喜び、心の望みであるわが聖所を汚す。あなた

がたが残すむすこ娘たちは、つるぎに倒れる。 22あ

なたがたもわたしがしたようにし、口をおおわず、

嘆きのパンを食べず、 23頭にずきんをかぶり、足に

くつをはき、嘆かず、泣かず、その罪の中にやせ衰

えて、互にうめくようになる。 24このようにエゼキ

エルはあなたがたのためにしるしとなる。彼がした

ようにあなたがたもせよ。この事が成る時、あなた

がたはわたしが主なる神であることを知るようにな

る』。 25人の子よ、わたしが、彼らのとりで、彼ら

の喜びと栄え、彼らの目の喜びであり、その心の望

みであるもの、また彼らのむすこ娘たちを取り去る

日、 26その日に難をのがれて来る者が、あなたのも

とにきて、あなたに事を告げる。 27その日あなたは

、そののがれてきた者に向かって口を開き、語り、

もはや沈黙しない。こうしてあなたは彼らのために

しるしとなり、彼らはわたしが主であることを知る

」。

25主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あ

なたの顔をアンモンの人々に向け、これに向かって

預言し、 3アンモンの人々に言え。主なる神の言葉

を聞け。主なる神はこう言われる、あなたはわが聖

所の汚された時、またイスラエルの地の荒された時

、またユダの家が捕え移された時、ああ、それはよ

い気味であると言った。 4それゆえ、わたしはあな

たを、東の人々に渡して彼らの所有とする。彼らは

あなたのうちに陣営を設け、あなたのうちに住居を
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造り、あなたのくだものを食べ、あなたの乳を飲む

。 5わたしはラバを、らくだを飼う所とし、アンモ

ンびとの町々を、羊の伏す所とする。そしてあなた

がたは、わたしが主であることを知るようになる。

6主なる神はこう言われる、あなたはイスラエルの地

に向かって手をうち、足を踏み、心に悪意を満たし

て喜んだ。 7それゆえ、見よ、わたしはわが手をあ

なたに向けて伸べ、あなたを、もろもろの国民に渡

して略奪にあわせ、あなたを、もろもろの民の中か

ら断ち、諸国の中から滅ぼし絶やす。そしてあなた

は、わたしが主であることを知るようになる。 8主

なる神はわたしにこう言われる、モアブは言った、

見よ、ユダの家は、他のすべての国民と同様である

と。 9それゆえ、わたしはモアブの境界の町々、す

なわち国の栄えであるベテエシモテ、バアルメオン

、キリアタイムの横腹を開き、 10これをアンモンの

人々と共に、東方の人々に与えて、その所有とし、

モアブの人々をもろもろの国民の中に記憶させない

。 11わたしはモアブの上にさばきを行う。そのとき

、彼らはわたしが主であることを知る。 12主なる神

はこう言われる、エドムは恨みをふくんでユダの家

に敵対し、これに恨みを返して、はなはだしく罪を

犯した。 13それゆえ、主なる神はこう言われる、わ

たしはエドムの上に手を伸べて、その中から人と獣

とを断ち、これを荒れ地とする。テマンからデダン

まで人々はつるぎに倒れる。 14わたしはわが民イス

ラエルの手をもって、エドムにわがあだを報いる。

彼らがわが怒り、わが憤りに従ってエドムに行う時

、エドムの人々は、わたしがあだを返すことを知る
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ようになると、主なる神は言われる。 15主なる神は

こう言われる、ペリシテびとは恨みをふくんで行動

し、心に悪意をもってあだを返し、深い敵意をもっ

て、滅ぼすことをした。 16それゆえ、主なる神はこ

う言われる、見よ、わたしは手をペリシテびとの上

に伸べ、ケレテびとを断ち、海べの残りの者を滅ぼ

す。 17わたしは怒りに満ちた懲罰をもって、大いな

る復讐を彼らになす。わたしが彼らにあだを返す時

、彼らはわたしが主であることを知るようになる」

。

26第十一年の第一日に主の言葉がわたしに臨んだ

、 2「人の子よ、ツロはエルサレムについて言った

、『ああ、それはよい気味である。もろもろの民の

門は破れて、わたしに開かれた。わたしは豊かにな

り、彼は破れはてた』と。 3それゆえ、主なる神は

こう言われる、ツロよ、わたしはあなたを攻め、海

がその波を起すように、わたしは多くの国民を、あ

なたに攻めこさせる。 4彼らはツロの城壁をこわし

、そのやぐらを倒す。わたしはその土を払い去って

、裸の岩にする。 5ツロは海の中にあって、網をは

る場所になる。これはわたしが言ったのであると、

主なる神は言われる。ツロは、もろもろの民にかす

められ、 6その本土におる娘たちは、つるぎで殺さ

れる。そして彼らは、わたしが主であることを知る

ようになる。 7主なる神はこう言われる、見よ、わ

たしは王の王なるバビロンの王ネブカデレザルに、

馬、戦車、騎兵、および多くの軍勢をひきいて、北

からツロに攻めこさせる。 8彼は本土におるあなた

の娘たちを、つるぎで殺し、あなたに向かって雲悌
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を建て、塁を築き、盾を備え、 9城くずしをあなた

の城壁に向け、おのであなたのやぐらを打ち砕く。

10その多くの馬の土煙は、あなたをおおう。人が破

れた町にはいるように、彼があなたの門にはいる時

、騎兵と貨車と戦車の響きによって、あなたの石が

きはゆるぐ。 11彼はその馬のひずめで、あなたのす

べてのちまたを踏みあらし、つるぎであなたの民を

殺す。あなたの力強い柱は地に倒れる。 12彼らはあ

なたの財宝を奪い、商品をかすめ、城壁をくずし、

楽しい家をこわし、石と木と土とを水の中に投げ込

む。 13わたしはあなたの歌の声をとどめる。琴の音

はもはや聞えなくなる。 14わたしはあなたを裸の岩

にする。あなたは網を張る場所となり、再び建てら

れることはない。主なるわたしがこれを言ったと、

主なる神は言われる。 15主なる神はツロにこう言わ

れる、海沿いの国々はあなたの倒れる響き、手負い

のうめき、あなたのうちの殺人のゆえに、身震いし

ないであろうか。 16その時、海の君たちは皆その位

からおり、朝服を脱ぎ、縫い取りの衣服を取り去り

、恐れを身にまとい、地に座して、いたく恐れ、あ

なたの事を驚き、 17あなたのために悲しみの歌をの

べて言う、『あなたは海にあって、強い誉ある町、

本土に恐れを与えていたあなたも、その住民も、海

から消え去った。 18島々はあなたの倒れる日に身震

いする。海の島々はあなたの去り行くことを見て驚

く』。 19主なる神はこう言われる、わたしはあなた

を、荒れた町となし、住む者のない町のようにし、

淵をあなたに向かってわきあがらせ、大水にあなた

をおおわせる時、 20あなたを穴に下る者どもと共に
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、昔の民の所に下し、穴に下る者と共に下の国に、

昔のままの荒れ跡の中に、あなたを住ませる。それ

ゆえ、あなたは人の住む所とならず、また生ある者

の地に所を得ない。 21わたしはあなたの終りを、恐

るべきものとする。あなたは無に帰する。あなたを

尋ねる人があっても、永久に見いださないと、主な

る神は言われる」。

27主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、ツ

ロのために悲しみの歌をのべ、 3海の入口に住んで

、多くの海沿いの国々の民の商人であるツロに対し

て言え、主なる神はこう言われる、ツロよ、あなた

は言った、『わたしの美は完全である』と。 4あな

たの境は海の中にあり、あなたの建設者はあなたの

美を完全にした。 5人々はセニルのもみの木であな

たのために船板を造り、レバノンから香柏をとって

、あなたのために帆柱を造り、 6バシャンのかしの

木で、あなたのためにかいを造り、クプロの島から

来る松の木に象牙をはめて、あなたのために甲板を

造った。 7あなたの帆はエジプトから来るあや布で

あって、あなたの旗に用いられ、あなたのおおいは

エリシャの海岸から来る青と紫の布である。 8あな

たのこぎ手は、シドンとアルワデの住民、あなたの

かじとりは、あなたのうちにいる熟練なゼメルの人

々である。 9ゲバルの老人たち、およびその熟練な

人々は、あなたのうちにいて漏りを繕い、海のすべ

ての船およびその船員らはあなたのうちにいて、あ

なたの商品を交易する。 10ペルシャ人、ルデびと、

プテびとはあなたの軍に加わって、あなたの戦士と

なる。彼らはあなたのうちに、盾とかぶとを掛け、
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あなたに輝きをそえた。 11アルワデとヘレクの人々

は、あなたの周囲の城壁の上にあり、ガマデの人々

は、あなたのやぐらの中にあり、彼らは、あなたの

周囲の城壁にその盾を掛けて、あなたの美観を全う

した。 12あなたはそのすべての貨物に富むゆえに、

タルシシはあなたと交易をなし、銀、鉄、すず、鉛

をあなたの商品と交換した。 13ヤワン、トバル、お

よびメセクはあなたと取引し、彼らは人身と青銅の

器とを、あなたの商品と交換した。 14ベテ・トガル

マは馬、軍馬、および騾馬をあなたの商品と交換し

た。 15ローヅ島の人々はあなたと取引し、多くの海

沿いの国々は、あなたの市場となり、象牙と黒たん

とを、みつぎとしてあなたに持ってきた。 16あなた

の製品が多いので、エドムはあなたと商売し、彼ら

は赤玉、紫、縫い取りの布、細布、さんご、めのう

をもって、あなたの商品と交換した。 17ユダとイス

ラエルの地は、あなたと取引し、麦、オリブ、いち

じく、蜜、油、および乳香をもって、あなたの商品

と交換した。 18あなたの製品が多く、あなたの富が

多いので、ダマスコはあなたと取引し、ヘルボンの

酒と、さらした羊毛と、 19ウザルの酒をもって、あ

なたの商品と交換し、銑鉄、肉桂、菖蒲をもって、

あなたの商品と交易した。 20デダンは乗物の鞍敷を

もって、あなたと取引した。 21アラビヤびと、およ

びケダルのすべての君たちは小羊、雄羊、やぎをも

って、あなたと取引し、これらの物をあなたと交易

した。 22シバとラアマの商人は、あなたと取引し、

もろもろの尊い香料と、もろもろの宝石と金とをも

って、あなたの商品と交換した。 23ハラン、カンネ
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、エデン、アッスリヤ、キルマデはあなたと取引し

た。 24彼らは、はなやかな衣服と、青く縫い取りし

た布と、ひもで結んで、じょうぶにした敷物などを

もって、あなたと取引した。 25タルシシの船はあな

たの商品を運んでまわった。あなたは海の中にいて

満ち足り、いたく栄えた。 26あなたのこぎ手らはあ

なたを大海の中に進め、海の中で東風があなたの船

を破った。 27あなたの財宝、あなたの貨物、あなた

の商品、あなたの船員、あなたのかじ取り、あなた

の漏りを繕う者、あなたの商品を商う者、あなたの

中にいるすべての軍人、あなたの中にいるすべての

仲間は皆、あなたの破滅の日に海の中に沈む。 28あ

なたのかじ取りの叫び声に、近郷は震い、 29すべて

かいをとる者は船からくだる。船員および海のすべ

てのかじ取りは海べに立ち、 30あなたのために声を

あげて泣き、はげしく叫び、ちりをこうべにかぶり

、灰の中にまろび、 31あなたのために髪をそり、荒

布をまとい、あなたのために心を痛めて泣き、はげ

しく嘆く。 32彼らは悲しんで、あなたのために悲し

みの歌をのべ、あなたを弔って言う、『だれかツロ

のように海の中で滅びたものがあるか。 33あなたの

商品が海を越えてきた時、あなたは多くの民を飽か

せ、あなたの多くの財宝と商品とをもって、地の王

たちを富ませた。 34今あなたは海で破船し、深い水

に沈み、あなたの商品と、あなたのすべての船員と

は、あなたと共に沈んだ。 35海沿いの国々に住む者

は皆あなたについて驚き、その王たちは大いに恐れ

てその顔を震わす。 36もろもろの民の中の商人らは
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あなたをあざける。あなたは恐るべき終りを遂げ、

永遠にうせはてる』」。

28主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、ツ

ロの君に言え、主なる神はこう言われる、あなたは

心に高ぶって言う、『わたしは神である、神々の座

にすわって、海の中にいる』と。しかし、あなたは

自分を神のように賢いと思っても、人であって、神

ではない。 3見よ、あなたはダニエルよりも賢く、

すべての秘密もあなたには隠れていない。 4あなた

は知恵と悟りとによって富を得、金銀を倉にたくわ

えた。 5あなたは大いなる貿易の知恵によってあな

たの富を増し、その富によってあなたの心は高ぶっ

た。 6それゆえ、主なる神はこう言われる、あなた

は自分を神のように賢いと思っているゆえ、 7見よ

、わたしは、もろもろの国民の最も恐れている異邦

人をあなたに攻めこさせる。彼らはつるぎを抜いて

、あなたが知恵をもって得た麗しいものに向かい、

あなたの輝きを汚し、 8あなたを穴に投げ入れる。

あなたは海の中で殺された者のような死を遂げる。

9それでもなおあなたは、『自分は神である』と、あ

なたを殺す人々の前で言うことができるか。あなた

は自分を傷つける者の手にかかっては、人であって

、神ではないではないか。 10あなたは異邦人の手に

よって割礼を受けない者の死を遂げる。これはわた

しが言うのであると、主なる神は言われる」。 11ま

た主の言葉がわたしに臨んだ、 12「人の子よ、ツロ

の王のために悲しみの歌をのべて、これに言え。主

なる神はこう言われる、あなたは知恵に満ち、美の

きわみである完全な印である。 13あなたは神の園エ
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デンにあって、もろもろの宝石が、あなたをおおっ

ていた。すなわち赤めのう、黄玉、青玉、貴かんら

ん石、緑柱石、縞めのう、サファイヤ、ざくろ石、

エメラルド。そしてあなたの象眼も彫刻も金でなさ

れた。これらはあなたの造られた日に、あなたのた

めに備えられた。 14わたしはあなたを油そそがれた

守護のケルブと一緒に置いた。あなたは神の聖なる

山にいて、火の石の間を歩いた。 15あなたは造られ

た日から、あなたの中に悪が見いだされた日までは

そのおこないが完全であった。 16あなたの商売が盛

んになると、あなたの中に暴虐が満ちて、あなたは

罪を犯した。それゆえ、わたしはあなたを神の山か

ら汚れたものとして投げ出し、守護のケルブはあな

たを火の石の間から追い出した。 17あなたは自分の

美しさのために心高ぶり、その輝きのために自分の

知恵を汚したゆえに、わたしはあなたを地に投げう

ち、王たちの前に置いて見せ物とした。 18あなたは

不正な交易をして犯した多くの罪によってあなたの

聖所を汚したゆえ、わたしはあなたの中から火を出

してあなたを焼き、あなたを見るすべての者の前で

あなたを地の上の灰とした。 19もろもろの民のうち

であなたを知る者は皆あなたについて驚く。あなた

は恐るべき終りを遂げ、永遠にうせはてる」。 20主

の言葉がわたしに臨んだ、 21「人の子よ、あなたの

顔をシドンに向け、これに向かって預言して、 22言

え。主なる神はこう言われる、シドンよ、見よ、わ

たしはあなたの敵となる、わたしはあなたのうちで

栄えをあらわす。わたしがシドンのうちにさばきを

おこない、そのうちにわたしの聖なることをあらわ



エゼキエル書 1855

す時、彼らはわたしが主であることを知る。 23わた

しは疫病をこれに送り、そのちまたに流血を送る。

その四方からこれに臨むつるぎによって殺される者

がその中に倒れる時、彼らはわたしが主であること

を知る。 24イスラエルの家には、もはや刺すいばら

はなく、これを卑しめたその周囲の人々のうちには

、苦しめるとげもなくなる。こうして彼らはわたし

が主であることを知るようになる。 25主なる神はこ

う言われる、わたしがイスラエルの家の者を、その

散らされたもろもろの民の中から集め、もろもろの

国民の目の前で、彼らにわたしの聖なることをあら

わす時、彼らはわたしが、わがしもべヤコブに与え

た地に住むようになる。 26彼らはそこに安らかに住

み、家を建て、またぶどう畑を作る。かつて彼らを

卑しめたすべての隣り人たちに対して、わたしがさ

ばきを行う時、彼らは安らかに住む。こうして彼ら

は、わたしが彼らの神、主であることを知る」。

29第十年の十月十二日に、主の言葉がわたしに臨

んだ、 2「人の子よ、あなたの顔をエジプトの王パ

ロに向け、彼とエジプト全国に対して預言し、 3語

って言え。主なる神はこう言われる、エジプトの王

パロよ、見よ、わたしはあなたの敵となる。あなた

はその川の中に伏す大いなる龍で、『ナイル川はわ

たしのもの、わたしがこれを造った』と言う。 4わ

たしは、かぎをあなたのあごにかけ、あなたの川の

魚を、あなたのうろこにつかせ、あなたと、あなた

のうろこについているもろもろの魚を、あなたの川

から引きあげ、 5あなたとあなたの川のもろもろの

魚を、荒野に投げ捨てる。あなたは野の面に倒れ、
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あなたを取り集める者も、葬る者もない。わたしは

あなたを地の獣と空の鳥のえじきとして与える。 6

そしてエジプトのすべての住民はわたしが主である

ことを知る。あなたはイスラエルの家に対して葦の

つえであった。 7彼らがあなたを手にとる時、あな

たは折れ、彼らの肩はことごとく裂ける。彼らがま

たあなたに寄りかかる時、あなたは破れ、彼らの腰

をことごとく震えさせる。 8それゆえ、主なる神は

こう言われる、見よ、わたしはつるぎをあなたに持

ってきて、人と獣とをあなたのうちから断つ。 9エ

ジプトの地は荒れて、むなしくなる。そして彼はわ

たしが主であることを知る。あなたは『ナイル川は

わたしのもの、わたしがこれを造った』と言ってい

るゆえに、 10見よ、わたしはあなたとあなたの川々

の敵となって、エジプトの地をミグドルからスエネ

まで、エチオピヤの境に至るまで、ことごとく荒し

、むなしくする。 11人の足はこれを渡らず、獣の足

もこれを渡らない。四十年の間、ここに住む者はな

い。 12わたしはエジプトの地を荒して、荒れた国々

の中に置き、その町々は荒れて、四十年のあいだ荒

れた町々の中にある。わたしはエジプトびとを、も

ろもろの国民の中に散らし、もろもろの国の中に散

らす。 13主なる神はこう言われる、四十年の後、わ

たしはエジプトびとを、その散らされたもろもろの

民の中から集める。 14すなわちエジプトの運命をも

とに返し、彼らをその生れた地であるパテロスの地

に帰らせる。その所で彼らは卑しい国となる。 15こ

れはもろもろの国よりも卑しくなり、再びもろもろ

の国民の上に出ることができない。わたしは彼らを
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小さくするゆえ、再びもろもろの国民を治めること

はない。 16これはイスラエルが助けを求める時、そ

の罪を思い出して、再びイスラエルの家の頼みとは

ならない。こうして彼らは、わたしが主なる神であ

ることを知る」。 17第二十七年の一月一日に、主の

言葉がわたしに臨んだ、 18「人の子よ、バビロンの

王ネブカデレザルは、その軍勢をツロに対して大い

に働かせた。頭は皆はげ、肩はみな破れた。しかし

彼もその軍勢も、ツロに対してなしたその働きのた

めに、なんの報いをも得なかった。 19それゆえ、主

なる神はこう言われる、見よ、わたしはバビロンの

王ネブカデレザルに、エジプトの地を与える。彼は

その財宝を取り、物をかすめ、物を奪い、それをそ

の軍勢に与えて報いとする。 20彼の働いた報酬とし

て、わたしはエジプトの地を彼に与える。彼らはわ

たしのために、これをしたからであると、主なる神

は言われる。 21その日、わたしはイスラエルの家に

、一つの角を生じさせ、あなたの口を彼らのうちに

開かせる。そして彼らはわたしが主であることを知

る」。

30主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、預

言して言え、主なる神はこう言われる、嘆け、その

日はわざわいだ。 3その日は近い、主の日は近い。

これは雲の日、異邦人の滅びの時である。 4つるぎ

がエジプトに臨む。エジプトで殺される者の倒れる

時、エチオピヤには苦しみがあり、その財宝は奪い

去られ、その基は破られる。 5エチオピヤ、プテ、

ルデ、アラビヤ、リビヤおよび同盟国の人々は、彼

らと共につるぎに倒れる。 6主はこう言われる、エ
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ジプトを助ける者は倒れ、その誇る力はうせる。ミ

グドルからスエネまで、人々はつるぎによってその

うちに倒れると主なる神が言われる。 7それは荒れ

て、荒れはてた国々のうちにあり、その町々は荒れ

た町々のうちにある。 8わたしがエジプトに火を送

り、これを助ける者が皆滅びる時、彼らはわたしが

主であることを知る。 9その日、早足の使者がわた

しから出て、何事も知らぬエチオピヤびとを恐れさ

せる。そしてかのエジプトの滅びの日に、彼らに苦

しみが来る。見よ、これはかならず来る。 10主なる

神はこう言われる、わたしはバビロンの王ネブカデ

レザルの手によってエジプトの富を滅ぼす。 11彼と

彼に従うその民、すなわち国民のうちの最も恐るべ

き者がきて、その地を滅ぼす。彼らはつるぎを抜い

て、エジプトを攻め、殺した者を国に満たす。 12わ

たしはナイル川をからし、その国を悪しき者の手に

売り、異邦人の手によって国とその中のものとを荒

す。主なるわたしはこれを言った。 13主なる神はこ

う言われる、わたしは偶像をこわし、メンピスで偶

像を滅ぼす。エジプトの国には、もはや君たる者が

なくなる。わたしはエジプトの国に恐れを与える。

14わたしはパテロスを荒し、ゾアンに火を放ち、テ

ーベにさばきをおこない、 15わたしの怒りを、エジ

プトの要害であるペルシゥムに注ぎ、テーベの群衆

を断ち、 16エジプトに火を下す。ペルシゥムはいた

く苦しみ、テーベは打ち破られ、その城壁は破壊さ

れ、 17オンとピベセテの若者はつるぎに倒れ、女た

ちは捕え移される。 18わたしがエジプトの支配を砕

く時、テパネスでは日は暗くなり、その誇る力は絶
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え、雲はこれをおおい、その娘たちは捕え移される

。 19このようにわたしはエジプトにさばきを行う。

そのとき彼らはわたしが主であることを知る」。 20

第十一年の一月七日に主の言葉がわたしに臨んだ、

21「人の子よ、わたしはエジプトの王パロの腕を折

った。見よ、これは包まれず、いやされず、ほうた

いをも施されない。それは強くなって、つるぎを執

ることができない。 22それゆえ、主なる神はこう言

われる、見よ、わたしはエジプトの王パロを攻め、

その強い腕と、折れた腕とを共に折り、その手から

つるぎを落させる。 23わたしはエジプトびとを、も

ろもろの国民の中に散らし、国々に散らす。 24わた

しはバビロンの王の腕を強くし、わたしのつるぎを

、その手に与える。しかしわたしはパロの腕を折る

ゆえ、彼は深手を負った者のように、彼の前にうめ

く。 25わたしがバビロンの王の腕を強くし、パロの

腕がたれる時、彼らはわたしが主であることを知る

。わたしがわたしのつるぎを、バビロンの王に授け

、これをエジプトの国に向かって伸べさせ、 26わた

しがエジプトびとを、もろもろの国民の中に散らし

、国々に散らす時、彼らはわたしが主であることを

知る」。

31第十一年の三月一日に主の言葉がわたしに臨ん

だ、 2「人の子よ、エジプトの王パロと、その民衆

とに言え、あなたはその大いなること、だれに似て

いるか。 3見よ、わたしはあなたをレバノンの香柏

のようにする。麗しき枝と森の陰があり、たけが高

く、その頂は雲の中にある。 4水はこれを育て、大

水がこれを高くする。その川々はその植えた所をめ
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ぐって流れ、その流れを野のすべての木に送る。 5

これによってそのたけは、野のすべての木よりも高

くなり、その育つとき多くの水のために枝葉は茂り

、枝は伸び、 6その枝葉に空のすべての鳥が、巣を

つくり、その枝の下に野のすべての獣は子を生み、

その陰にもろもろの国民は住む。 7これはその大き

なことと、その枝の長いことによって美しかった。

その根を多くの水に、おろしていたからである。 8

神の園の香柏も、これと競うことはできない。もみ

の木もその枝葉に及ばない。けやきもその枝と比べ

られない。神の園のすべての木も、その麗しきこと

、これに比すべきものはない。 9わたしはその枝を

多くして、これを美しくした。神の園にあるエデン

の木は皆これをうらやんだ。 10それゆえ、主なる神

はこう言われる、これは、たけが高くなり、その頂

を雲の中におき、その心が高ぶりおごるゆえ、 11わ

たしはこれを、もろもろの国民の力ある者の手に渡

す。彼はこれに対してその悪のために正しい処置を

とる。わたしはこれを追い出した。 12もろもろの国

民の最も恐れている異邦人はこれを切り倒して捨て

る。その枝はもろもろの山と、すべての谷とに落ち

、その枝葉は砕けて、地のすべての流れにあり、地

のすべての民は、その陰を離れて、これを捨てる。

13その倒れた所に、空のもろもろの鳥は住み、その

枝の上に、野のもろもろの獣はいる。 14これは水の

ほとりのすべての木が、その高さのために誇ること

なく、その頂を雲の中におくことなく、水に潤う木

が、みずから高ぶり立つことのないためである。こ

れらは皆、死に渡され、下の国に入り、穴に下る者
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と共に他の人々のうちにいる。 15主なる神はこう言

われる、これが陰府に下る日にわたしが淵をこれが

ために悲しませ、その川々をせきとめるので、大水

はとどまる。わたしはレバノンを、これがために嘆

かせ、野のすべての木を、これがために衰えさせる

。 (Sheol h7585) 16わたしがこれを穴に下る者と共に陰

府に落す時、もろもろの国民をその落ちる響きのた

めに、打ち震えさせる。そしてエデンのすべての木

、レバノンのすぐれて美しいもの、すべて水に潤う

ものは、下の国で慰められる。 (Sheol h7585) 17彼らも

これと共に陰府に下り、つるぎで殺された者のとこ

ろに至る。まことにもろもろの国民のうちで、その

陰に住んだ者も滅びる。 (Sheol h7585) 18エデンの木の

うちで、その栄えと大いなることで、あなたはどれ

に似ているのか。あなたはこのように、エデンの木

と共に、下の国に落され、つるぎで殺された者と共

に、割礼を受けない者のうちに住む。これがパロと

その民衆であると、主なる神は言われる」。

32第十二年の十二月一日に、主の言葉がわたしに

臨んだ、 2「人の子よ、エジプトの王パロのために

、悲しみの歌をのべて、これに言え、あなたは自分

をもろもろの国民のうちのししであると考えている

が、あなたは海の中の龍のような者である。あなた

は川の中に、はね起き、足で水をかきまぜ、川を濁

す。 3主なる神はこう言われる、わたしは多くの民

の集団をもって、わたしの網をあなたに投げかけ、

あなたを網で引きあげる。 4わたしはあなたを地に

投げ捨て、野の面に投げうち、空のすべての鳥をあ

なたの上にとまらせ、全地の獣にあなたを与えて飽
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かせる。 5わたしはあなたの肉を山々に捨て、あな

たの死体で谷を満たす。 6わたしはあなたの流れる

血で、地を潤し、山々にまで及ぼす。谷川はあなた

の死体で満ちる。 7わたしはあなたを滅ぼす時、空

をおおい、星を暗くし、雲で日をおおい、月に光を

放たせない。 8わたしは空の輝く光を、ことごとく

あなたの上に暗くし、あなたの国をやみとすると主

なる神は言う。 9わたしはもろもろの国民、あなた

の知らない国々の中に、あなたを捕え移す時、多く

の民の心を痛ませる。 10わたしはあなたについて、

多くの民を驚かせる。その王たちは、わたしがわた

しのつるぎを、彼らの前に振るう時、あなたの事で

おののく。あなたの倒れる日には、彼らはおのおの

自分の命を思って、絶えず打ち震える。 11主なる神

はこう言われる、バビロンの王のつるぎはあなたに

臨む。 12わたしはあなたの民衆を勇士のつるぎに倒

れさせる。彼らは皆、もろもろの国民の中で、最も

恐れられている者たちである。彼らはエジプトの誇

を断つ、エジプトの民衆は皆滅ぼされる。 13わたし

はその家畜をことごとく、多くの水のかたわらから

滅ぼす。人の足は再びこれを濁さず、家畜のひずめ

もこれを乱さない。 14その時わたしはその水を清く

し、その川々を油のように流れさせると、主なる神

は言う。 15わたしはエジプトの国を荒し、その国に

満ちるものが、ことごとく取り去られる時、わたし

がその中に住む者をことごとく撃つ時、彼らはわた

しが主であることを知る。 16これは悲しみの歌であ

る。人々はこれを歌い、もろもろの国の娘たちはこ

れを歌う。すなわちエジプトと、そのすべての民衆
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とのために、これを歌うのであると、主なる神は言

われる」。 17第十二年の一月十五日に、主の言葉が

わたしに臨んだ、 18「人の子よ、エジプトの民衆の

ために嘆き、これと大いなる国々の娘らとを、下の

国に投げ下し、穴に下った者のところに至らせよ。

19『あなたの美はだれにまさっているか。下って、

割礼を受けない者と共に伏せよ』。 20彼らはつるぎ

に殺される者のうちに倒れる。その民衆はこれと共

に伏せる。 21勇士の首領はその助け手と共に、陰府

の中から彼らに言う、『割礼を受けない者、つるぎ

に殺された者は下って伏している』と。 (Sheol h7585)

22アッスリヤとその仲間とはその所におり、その墓

はこれを囲む。彼らはみな殺された者、またつるぎ

に倒れた者である。 23彼らの墓は穴の奥に設けられ

、その仲間はその墓の周囲にあり、これはみな殺さ

れた者、つるぎに倒れた者、生ける者の地に恐れを

起した者である。 24その所にエラムがおり、その民

衆は皆、その墓の周囲におる。彼らはみな殺された

者、つるぎに倒れた者、割礼を受けないで、下の国

に下った者、生ける者の地に、恐れを起した者で、

穴に下る者と共に、恥を負うのである。 25彼らはそ

のすべての民衆と共に、殺された者の中に床を置き

、その墓はこれを囲む。これは皆、割礼を受けない

者、つるぎに殺された者、生ける者の地に恐れを起

した者で、穴に下る者と共に恥を負う。彼らは殺さ

れた者の中に置かれている。 26その所にメセクとト

バル、およびすべての民衆がおる。その墓はこれを

囲む。彼らは皆、割礼を受けない者で、つるぎで殺

された者である。生ける者の地に恐れを起したから
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である。 27彼らは昔の倒れた勇士と共に伏さない。

これらの勇士は、武具を持って陰府に下り、つるぎ

をまくらとし、その盾は骨の上にある。これは勇士

の恐れが、生ける者の地にあったからである。 (Sheol

h7585) 28あなたは割礼を受けない者のうちに、つるぎ

で殺された者と共に横たわる。 29その所にエドムと

その王たちと、そのすべての君たちがおる。彼らは

その力を持つにもかかわらず、かのつるぎで殺され

た者と共に横たえられ、割礼を受けない者および穴

に下る者と共に伏している。 30その所に北の君たち

、およびシドンびとが皆おる。彼らは自分の力によ

って恐れを起したので、殺された者と共に恥を受け

て、下って行った者である。彼らはつるぎで殺され

た者と共に、割礼を受けずに伏し、穴に下る者と共

に恥を負う。 31パロは彼らを見る時、そのすべての

民衆について慰められる。パロとそのすべての軍勢

とは、つるぎで殺されると、主なる神は言われる。

32彼は生ける者の国に恐れを広げた。それゆえ、パ

ロとすべての民衆とは、割礼を受けない者のうちに

あって、つるぎで殺された者と共に伏すと、主なる

神は言われる」。

33主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あ

なたの民の人々に語って言え、わたしがつるぎを一

つの国に臨ませる時、その国の民が彼らのうちから

ひとりを選んで、これを自分たちの見守る者とする

。 3彼は国につるぎが臨むのを見て、ラッパを吹き

、民を戒める。 4しかし人がラッパの音を聞いても

、みずから警戒せず、ついにつるぎが来て、その人

を殺したなら、その血は彼のこうべに帰する。 5彼
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はラッパの音を聞いて、みずから警戒しなかったの

であるから、その血は彼自身に帰する。しかしその

人が、みずから警戒したなら、その命は救われる。

6しかし見守る者が、つるぎの臨むのを見ても、ラッ

パを吹かず、そのため民が、みずから警戒しないで

いるうちに、つるぎが臨み、彼らの中のひとりを失

うならば、その人は、自分の罪のために殺されるが

、わたしはその血の責任を、見守る者の手に求める

。 7それゆえ、人の子よ、わたしはあなたを立てて

、イスラエルの家を見守る者とする。あなたはわた

しの口から言葉を聞き、わたしに代って彼らを戒め

よ。 8わたしが悪人に向かって、悪人よ、あなたは

必ず死ぬと言う時、あなたが悪人を戒めて、その道

から離れさせるように語らなかったら、悪人は自分

の罪によって死ぬ。しかしわたしはその血を、あな

たの手に求める。 9しかしあなたが悪人に、その道

を離れるように戒めても、その悪人がその道を離れ

ないなら、彼は自分の罪によって死ぬ。しかしあな

たの命は救われる。 10それゆえ、人の子よ、イスラ

エルの家に言え、あなたがたはこう言った、『われ

われのとがと、罪はわれわれの上にある。われわれ

はその中にあって衰えはてる。どうして生きること

ができようか』と。 11あなたは彼らに言え、主なる

神は言われる、わたしは生きている。わたしは悪人

の死を喜ばない。むしろ悪人が、その道を離れて生

きるのを喜ぶ。あなたがたは心を翻せ、心を翻して

その悪しき道を離れよ。イスラエルの家よ、あなた

はどうして死んでよかろうか。 12人の子よ、あなた

の民の人々に言え、義人の義は、彼が罪を犯す時に
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は、彼を救わない。悪人の悪は、彼がその悪を離れ

る時、その悪のために倒れることはない。義人は彼

が罪を犯す時、その義のために生きることはできな

い。 13わたしが義人に、彼は必ず生きると言っても

、もし彼が自分の義をたのんで、罪を犯すなら、彼

のすべての義は覚えられない。彼はみずから犯した

罪のために死ぬ。 14また、わたしが悪人に『あなた

は必ず死ぬ』と言っても、もし彼がその罪を離れ、

公道と正義とを行うならば、 15すなわちその悪人が

質物を返し、奪った物をもどし、命の定めに歩み、

悪を行わないならば、彼は必ず生きる。決して死な

ない。 16彼の犯したすべての罪は彼に対して覚えら

れない。彼は公道と正義とを行ったのであるから、

必ず生きる。 17あなたの民の人々は『主の道は公平

でない』と言う。しかし彼らの道こそ公平でないの

である。 18義人がその義を離れて、罪を犯すならば

、彼はこれがために死ぬ。 19悪人がその悪を離れて

、公道と正義とを行うならば、彼はこれによって生

きる。 20それであるのに、あなたがたは『主の道は

公平でない』と言う。イスラエルの家よ、わたしは

各自のおこないにしたがって、あなたがたをさばく

」。 21わたしたちが捕え移された後、すなわち第十

二年の十月五日に、エルサレムからのがれて来た者

が、わたしのもとに来て言った、「町は打ち破られ

た」と。 22その者が来た前の夜、主の手がわたしに

臨んだ。次の朝、その人がわたしのもとに来たころ

、主はわたしの口を開かれた。わたしの口が開けた

ので、もはやわたしは沈黙しなかった。 23主の言葉

がわたしに臨んだ、 24「人の子よ、イスラエルの地
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の、かの荒れ跡の住民らは、語り続けて言う、『ア

ブラハムはただひとりで、なおこの地を所有した。

しかしわたしたちの数は多い。この地はわれわれの

所有として与えられている』と。 25それゆえ、あな

たは彼らに言え、主なる神はこう言われる、あなた

がたは肉を血のついたままで食べ、おのが偶像を仰

ぎ、血を流していて、なおこの地を所有することが

できるか。 26あなたがたはつるぎをたのみ、憎むべ

き事をおこない、おのおの隣り人の妻を汚して、な

おこの地を所有することができるか。 27あなたは彼

らに言いなさい。主なる神はこう言われる、わたし

は生きている。かの荒れ跡にいる者は必ずつるぎに

倒れる。わたしは野の面にいる者を、獣に与えて食

わせ、要害とほら穴とにいる者は疫病で死ぬ。 28わ

たしはこの国を全く荒す。彼の誇る力はうせ、イス

ラエルの山々は荒れて通る者もなくなる。 29彼らが

おこなったすべての憎むべきことのために、わたし

がこの国を全く荒す時、彼らはわたしが主であるこ

とを悟る。 30人の子よ、あなたの民の人々は、かき

のかたわら、家の入口で、あなたの事を論じ、たが

いに語りあって言う、『さあ、われわれは、どんな

言葉が主から出るかを聞こう』と。 31彼らは民が来

るようにあなたの所に来、わたしの民のようにあな

たの前に座して、あなたの言葉を聞く。しかし彼ら

はそれを行わない。彼等は口先では多くの愛を現す

が、その心は利におもむいている。 32見よ、あなた

は彼らには、美しい声で愛の歌をうたう者のように

、また楽器をよく奏する者のように思われる。彼ら

はあなたの言葉は聞くが、それを行おうとはしない
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。 33この事が起る時これは必ず起るそのとき彼らの

中にひとりの預言者がいたことを彼らは悟る」。

34主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、イ

スラエルの牧者たちに向かって預言せよ。預言して

彼ら牧者に言え、主なる神はこう言われる、わざわ

いなるかな、自分自身を養うイスラエルの牧者。牧

者は群れを養うべき者ではないか。 3ところが、あ

なたがたは脂肪を食べ、毛織物をまとい、肥えたも

のをほふるが、群れを養わない。 4あなたがたは弱

った者を強くせず、病んでいる者をいやさず、傷つ

いた者をつつまず、迷い出た者を引き返らせず、う

せた者を尋ねず、彼らを手荒く、きびしく治めてい

る。 5彼らは牧者がないために散り、野のもろもろ

の獣のえじきになる。 6わが羊は散らされている。

彼らはもろもろの山と、もろもろの高き丘にさまよ

い、わが羊は地の全面に散らされているが、これを

捜す者もなく、尋ねる者もない。 7それゆえ、牧者

よ、主の言葉を聞け。 8主なる神は言われる、わた

しは生きている。わが羊はかすめられ、わが羊は野

のもろもろの獣のえじきとなっているが、その牧者

はいない。わが牧者はわが羊を尋ねない。牧者は自

身を養うが、わが羊を養わない。 9それゆえ牧者ら

よ、主の言葉を聞け。 10主なる神はこう言われる、

見よ、わたしは牧者らの敵となり、わたしの羊を彼

らの手に求め、彼らにわたしの群れを養うことをや

めさせ、再び牧者自身を養わせない。またわが羊を

彼らの口から救って、彼らの食物にさせない。 11主

なる神はこう言われる、見よ、わたしは、わたしみ

ずからわが羊を尋ねて、これを捜し出す。 12牧者が
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その羊の散り去った時、その羊の群れを捜し出すよ

うに、わたしはわが羊を捜し出し、雲と暗やみの日

に散った、すべての所からこれを救う。 13わたしは

彼らをもろもろの民の中から導き出し、もろもろの

国から集めて、彼らの国に携え入れ、イスラエルの

山の上、泉のほとり、また国のうちの人の住むすべ

ての所でこれを養う。 14わたしは良き牧場で彼らを

養う。その牧場はイスラエルの高い山にあり、その

所で彼らは良い羊のおりに伏し、イスラエルの山々

の上で肥えた牧場で草を食う。 15わたしはみずから

わが羊を飼い、これを伏させると主なる神は言われ

る。 16わたしは、うせたものを尋ね、迷い出たもの

を引き返し、傷ついたものを包み、弱ったものを強

くし、肥えたものと強いものとは、これを監督する

。わたしは公平をもって彼らを養う。 17主なる神は

こう言われる、あなたがた、わが群れよ、見よ、わ

たしは羊と羊との間、雄羊と雄やぎとの間をさばく

。 18あなたがたは良き牧場で草を食い、その草の残

りを足で踏み、また澄んだ水を飲み、その残りを足

で濁すが、これは、あまりのことではないか。 19わ

が羊はあなたがたが、足で踏んだものを食い、あな

たがたの足で濁したものを、飲まなければならない

のか。 20それゆえ、主なる神はこう彼らに言われる

、見よ、わたしは肥えた羊と、やせた羊との間をさ

ばく。 21あなたがたは、わきと肩とをもって押し、

角をもって、すべて弱い者を突き、ついに彼らを外

に追い散らした。 22それゆえ、わたしはわが群れを

助けて、再びかすめさせず、羊と羊との間をさばく

。 23わたしは彼らの上にひとりの牧者を立てる。す
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なわちわがしもべダビデである。彼は彼らを養う。

彼は彼らを養い、彼らの牧者となる。 24主なるわた

しは彼らの神となり、わがしもべダビデは彼らのう

ちにあって君となる。主なるわたしはこれを言う。

25わたしは彼らと平和の契約を結び、国の内から野

獣を追い払う。彼らは心を安んじて荒野に住み、森

の中に眠る。 26わたしは彼らおよびわが山の周囲の

所々を祝福し、季節にしたがって雨を降らす。これ

は祝福の雨となる。 27野の木は実を結び、地は産物

を出す。彼らは心を安んじてその国におり、わたし

が彼らのくびきの棒を砕き、彼らを奴隷とした者の

手から救い出す時、彼らはわたしが主であることを

悟る。 28彼らは重ねて、もろもろの国民にかすめら

れることなく、地の獣も彼らを食うことはない。彼

らは心を安んじて住み、彼らを恐れさせる者はない

。 29わたしは彼らのために、良い栽培所を与える。

彼らは重ねて、国のききんに滅びることなく重ねて

諸国民のはずかしめを受けることはない。 30彼らは

その神、主なるわたしが彼らと共におり、彼らイス

ラエルの家が、わが民であることを悟ると、主なる

神は言われる。 31あなたがたはわが羊、わが牧場の

羊である。わたしはあなたがたの神であると、主な

る神は言われる」。

35主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あ

なたの顔をセイル山に向け、これに対して預言し、

3これに言え。主なる神はこう言われる、セイル山よ

、見よ、わたしはあなたを敵とし、わたしの手をあ

なたに向かって伸べ、あなたを全く荒し、 4あなた

の町々を滅ぼす。あなたは荒れはてる。そしてわた
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しが主であることを悟る。 5あなたは限りない敵意

をいだいて、イスラエルの人々をその災の時、終り

の刑罰の時に、つるぎの手に渡した。 6それゆえ、

主なる神は言われる、わたしは生きている。わたし

はあなたを血にわたす。血はあなたを追いかける。

あなたには血のとががあるゆえ、血はあなたを追い

かける 7わたしはセイル山を全く荒し、そこに行き

来する者を断ち、 8その山々を殺された者で満たす

。つるぎで殺された者が、あなたのもろもろの丘、

もろもろの谷、もろもろのくぼ地に倒れる。 9わた

しはあなたを、永遠の荒れ地とし、あなたの町々に

は住む者がなくなる。そしてあなたがたは、わたし

が主であることを悟る。 10あなたは言う、『これら

二つの国民、二つの国はわたしのもの、われわれは

これを獲よう』と。しかし主はそこにおられる。 11

それゆえ、主なる神は言われる、わたしは生きてい

る。あなたが彼らを憎んで、彼らに示した怒りと、

ねたみにしたがって、わたしはあなたを扱う。わた

しがあなたをさばく時、わたし自身をあなたに示す

。 12あなたがイスラエルの山々に向かって、『これ

は荒れはてて、われわれの食となる』と言ったもろ

もろのそしりを、主なるわたしが聞いたことをあな

たは悟る。 13あなたがたは、わたしに対して口をも

って誇り、またわたしに対して、あなたがたの言葉

を多くした。わたしはそれを聞いた。 14主なる神は

こう言われる、全地の喜びのために、わたしはあな

たを荒れ地とする。 15あなたが、イスラエルの家の

嗣業の荒れるのを喜んだように、わたしはあなたに

、そのようにする。セイル山よ、あなたは荒れ地と
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なる。エドムもすべてそのようになる。そのとき彼

らは、わたしが主であることを悟るようになる。

36人の子よ、イスラエルの山々に預言して言え。

イスラエルの山々よ、主の言葉を聞け。 2主なる神

はこう言われる、敵はあなたがたについて言う、『

ああ、昔の高き所が、われわれのものとなった』と

。 3それゆえ、あなたは預言して言え。主なる神は

こう言われる、彼らはあなたがたを荒し、四方から

あなたがたを打ち滅ぼしたので、あなたがたは他の

国民の所有となり、また民の悪いうわさとなった。

4それゆえ、イスラエルの山々よ、主なる神の言葉を

聞け。主なる神は、山と、丘と、くぼ地と、谷と、

滅びた荒れ跡と、人の捨てた町々、すなわちその周

囲にある諸国民の残った者にかすめられ、あざけら

れるようになったものに、こう言われる。 5主なる

神はこう言われる、わたしはねたみの炎をもって、

他の国民とエドム全国とに対して言う、彼らは心ゆ

くまで喜び、心に誇ってわが地を自分の所有とし、

これを奪い、かすめた者である。 6それゆえ、あな

たはイスラエルの地の事を預言し、山と、丘と、く

ぼ地と、谷とに言え。主なる神はこう言われる、見

よ、あなたがたは諸国民のはずかしめを受けたので

、わたしはねたみと怒りとをもって語る。 7それゆ

え、主なる神はこう言われる、わたしは誓って言う

、あなたがたの周囲の諸国民は必ずはずかしめを受

ける。 8しかしイスラエルの山々よ、あなたがたは

枝を出し、わが民イスラエルのために実を結ぶ。こ

の事の成るのは近い。 9見よ、わたしはあなたがた

に臨み、あなたがたを顧みる。あなたがたは耕され
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、種をまかれる。 10わたしはあなたがたの上に人を

ふやす。これはことごとくイスラエルの家の者とな

り、町々には人が住み、荒れ跡は建て直される。 11

わたしはあなたがたの上に人と獣とをふやす。彼ら

はふえて、子を生む。わたしはあなたがたの上に、

昔のように人を住ませ、初めの時よりも、まさる恵

みをあなたがたに施す。その時あなたがたは、わた

しが主であることを悟る。 12わたしはわが民イスラ

エルの人々をあなたがたの上に歩ませる。彼らはあ

なたがたを所有し、あなたがたはその嗣業となり、

あなたがたは重ねて彼らに子のない嘆きをさせない

。 13主なる神はこう言われる、彼らはあなたがたに

向かって、『あなたは人を食い、あなたの民に子の

ない嘆きをさせる』と言う。 14あなたはもはや人を

食わない。あなたの民に重ねて子のない嘆きをさせ

ることはないと、主なる神は言われる。 15わたしは

重ねて諸国民のはずかしめをあなたに聞かせない。

あなたは重ねて、もろもろの民のはずかしめを受け

ることはなく、あなたの民を重ねてつまずかせるこ

とはないと、主なる神は言われる」。 16主の言葉が

わたしに臨んだ、 17「人の子よ、昔、イスラエルの

家が、自分の国に住んだとき、彼らはおのれのおこ

ないとわざとをもって、これを汚した。そのおこな

いは、わたしの前には、汚れにある女の汚れのよう

であった。 18彼らが国に血を流し、またその偶像を

もって、国を汚したため、わたしはわが怒りを彼ら

の上に注ぎ、 19彼らを諸国民の中に散らしたので、

彼らは国々の中に散った。わたしは彼らのおこない

と、わざとにしたがって、彼らをさばいた。 20彼ら
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がその行くところの国々へ行ったとき、わが聖なる

名を汚した。これは人々が彼らについて『これは主

の民であるが、その国から出た者である』と言った

からである。 21しかしわたしはイスラエルの家が、

その行くところの諸国民の中で汚したわが聖なる名

を惜しんだ。 22それゆえ、あなたはイスラエルの家

に言え。主なる神はこう言われる、イスラエルの家

よ、わたしがすることはあなたがたのためではない

。それはあなたがたが行った諸国民の中で汚した、

わが聖なる名のためである。 23わたしは諸国民の中

で汚されたもの、すなわち、あなたがたが彼らの中

で汚した、わが大いなる名の聖なることを示す。わ

たしがあなたがたによって、彼らの目の前に、わた

しの聖なることを示す時、諸国民はわたしが主であ

ることを悟ると、主なる神は言われる。 24わたしは

あなたがたを諸国民の中から導き出し、万国から集

めて、あなたがたの国に行かせる。 25わたしは清い

水をあなたがたに注いで、すべての汚れから清め、

またあなたがたを、すべての偶像から清める。 26わ

たしは新しい心をあなたがたに与え、新しい霊をあ

なたがたの内に授け、あなたがたの肉から、石の心

を除いて、肉の心を与える。 27わたしはまたわが霊

をあなたがたのうちに置いて、わが定めに歩ませ、

わがおきてを守ってこれを行わせる。 28あなたがた

は、わたしがあなたがたの先祖に与えた地に住んで

、わが民となり、わたしはあなたがたの神となる。

29わたしはあなたがたをそのすべての汚れから救い

、穀物を呼びよせてこれを増し、ききんをあなたが

たに臨ませない。 30またわたしは木の実と、田畑の
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作物とを多くする。あなたがたは重ねて諸国民の間

に、ききんのはずかしめを受けることがない。 31そ

の時あなたがたは自身の悪しきおこないと、良から

ぬわざとを覚えて、その罪と、その憎むべきことと

のために、みずから恨む。 32わたしがなすことはあ

なたがたのためではないと、主なる神は言われる。

あなたがたはこれを知れ。イスラエルの家よ、あな

たがたは自分のおこないを恥じて悔やむべきである

。 33主なる神はこう言われる、わたしは、あなたが

たのすべての罪を清める日に、町々に人を住ませ、

その荒れ跡を建て直す。 34荒れた地は、行き来の人

々の目に荒れ地と見えたのに引きかえて耕される。

35そこで人々は言う、『この荒れた地は、エデンの

園のようになった。荒れ、滅び、くずれた町々は、

堅固になり、人の住む所となった』と。 36あなたが

たの周囲に残った諸国民は主なるわたしがくずれた

所を建て直し、荒れた所にものを植えたということ

を悟るようになる。主なるわたしがこれを言い、こ

れをなすのである。 37主なる神はこう言われる、イ

スラエルの家は、わたしが次のことを彼らのために

するように、わたしに求めるべきである。すなわち

人を群れのようにふやすこと、 38すなわち犠牲のた

めの群れのように、エルサレムの祝い日の群れのよ

うにすることである。こうして荒れた町々は人の群

れで満ちる。その時人々は、わたしが主であること

を悟るようになる」。

37主の手がわたしに臨み、主はわたしを主の霊に

満たして出て行かせ、谷の中にわたしを置かれた。

そこには骨が満ちていた。 2彼はわたしに谷の周囲
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を行きめぐらせた。見よ、谷の面には、はなはだ多

くの骨があり、皆いたく枯れていた。 3彼はわたし

に言われた、「人の子よ、これらの骨は、生き返る

ことができるのか」。わたしは答えた、「主なる神

よ、あなたはご存じです」。 4彼はまたわたしに言

われた、「これらの骨に預言して、言え。枯れた骨

よ、主の言葉を聞け。 5主なる神はこれらの骨にこ

う言われる、見よ、わたしはあなたがたのうちに息

を入れて、あなたがたを生かす。 6わたしはあなた

がたの上に筋を与え、肉を生じさせ、皮でおおい、

あなたがたのうちに息を与えて生かす。そこであな

たがたはわたしが主であることを悟る」。 7わたし

は命じられたように預言したが、わたしが預言した

時、声があった。見よ、動く音があり、骨と骨が集

まって相つらなった。 8わたしが見ていると、その

上に筋ができ、肉が生じ、皮がこれをおおったが、

息はその中になかった。 9時に彼はわたしに言われ

た、「人の子よ、息に預言せよ、息に預言して言え

。主なる神はこう言われる、息よ、四方から吹いて

来て、この殺された者たちの上に吹き、彼らを生か

せ」。 10そこでわたしが命じられたように預言する

と、息はこれにはいった。すると彼らは生き、その

足で立ち、はなはだ大いなる群衆となった。 11そこ

で彼はわたしに言われた、「人の子よ、これらの骨

はイスラエルの全家である。見よ、彼らは言う、『

われわれの骨は枯れ、われわれの望みは尽き、われ

われは絶え果てる』と。 12それゆえ彼らに預言して

言え。主なる神はこう言われる、わが民よ、見よ、

わたしはあなたがたの墓を開き、あなたがたを墓か
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らとりあげて、イスラエルの地にはいらせる。 13わ

が民よ、わたしがあなたがたの墓を開き、あなたが

たをその墓からとりあげる時、あなたがたは、わた

しが主であることを悟る。 14わたしがわが霊を、あ

なたがたのうちに置いて、あなたがたを生かし、あ

なたがたをその地に安住させる時、あなたがたは、

主なるわたしがこれを言い、これをおこなったこと

を悟ると、主は言われる」。 15主の言葉がわたしに

臨んだ、 16「人の子よ、あなたは一本の木を取り、

その上に『ユダおよびその友であるイスラエルの子

孫のために』と書き、また一本の木を取って、その

上に『ヨセフおよびその友であるイスラエルの全家

のために』と書け。これはエフライムの木である。

17あなたはこれらを合わせて、一つの木となせ。こ

れらはあなたの手で一つになる。 18あなたの民の人

々があなたに向かって、『これはなんのことである

か、われわれに示してくれないか』と言う時は、 19

これに言え、主なる神はこう言われる、見よ、わた

しはエフライムの手にあるヨセフと、その友である

イスラエルの部族の木を取り、これをユダの木に合

わせて、一つの木となす。これらはわたしの手で一

つとなる。 20あなたが文字を書いた木が、彼らの目

の前で、あなたの手にあるとき、 21あなたは彼らに

言え。主なる神は、こう言われる、見よ、わたしは

イスラエルの人々を、その行った国々から取り出し

、四方から彼らを集めて、その地にみちびき、 22そ

の地で彼らを一つの民となしてイスラエルの山々に

おらせ、ひとりの王が彼ら全体の王となり、彼らは

重ねて二つの国民とならず、再び二つの国に分れな
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い。 23彼らはまた、その偶像と、その憎むべきこと

どもと、もろもろのとがとをもって、身を汚すこと

はない。わたしは彼らを、その犯したすべての背信

から救い出して、これを清める。そして彼らはわが

民となり、わたしは彼らの神となる。 24わがしもべ

ダビデは彼らの王となる。彼らすべての者のために

、ひとりの牧者が立つ。彼らはわがおきてに歩み、

わが定めを守って行う。 25彼らはわがしもべヤコブ

に、わたしが与えた地に住む。これはあなたがたの

先祖の住んだ所である。そこに彼らと、その子らと

、その子孫とが永遠に住み、わがしもべダビデが、

永遠に彼らの君となる。 26わたしは彼らと平和の契

約を結ぶ。これは彼らの永遠の契約となる。わたし

は彼らを祝福し、彼らをふやし、わが聖所を永遠に

彼らの中に置く。 27わがすみかは彼らと共にあり、

わたしは彼らの神となり、彼らはわが民となる。 28

そしてわが聖所が永遠に、彼らのうちにあるように

なるとき、諸国民は主なるわたしが、イスラエルを

聖別する者であることを悟る」。

38主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、メ

セクとトバルの大君であるマゴグの地のゴグに、あ

なたの顔を向け、これに対して預言して、 3言え。

主なる神はこう言われる、メセクとトバルの大君で

あるゴグよ、見よ、わたしはあなたの敵となる。 4

わたしはあなたを引きもどし、あなたのあごにかぎ

をかけて、あなたと、あなたのすべての軍勢と、馬

と、騎兵とを引き出す。彼らはみな武具をつけ、大

盾、小盾を持ち、すべてつるぎをとる者で大軍であ

る。 5ペルシャ、エチオピヤ、プテは彼らと共にお
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り、みな盾とかぶとを持つ。 6ゴメルとそのすべて

の軍隊、北の果のベテ・トガルマと、そのすべての

軍隊など、多くの民もあなたと共におる。 7あなた

は備えをなせ。あなたとあなたの所に集まった軍隊

は、みな備えをなせ。そしてあなたは彼らの保護者

となれ。 8多くの日の後、あなたは集められ、終り

の年にあなたは戦いから回復された地、すなわち多

くの民の中から、人々が集められた地に向かい、久

しく荒れすたれたイスラエルの山々に向かって進む

。その人々は国々から導き出されて、みな安らかに

住んでいる。 9あなたはそのすべての軍隊および多

くの民を率いて上り、暴風のように進み、雲のよう

に地をおおう。 10主なる神はこう言われる、その日

に、あなたの心に思いが起り、悪い計りごとを企て

て、 11言う、『わたしは無防備の村々の地に上り、

穏やかにして安らかに住む民、すべて石がきもなく

、貫の木も門もない地に住む者どもを攻めよう』と

。 12そしてあなたは物を奪い、物をかすめ、いま人

の住むようになっている荒れ跡を攻め、また国々か

ら集まってきて、地の中央に住み、家畜と貨財とを

持つ民を攻めようとする。 13シバ、デダン、タルシ

シの商人、およびそのもろもろの村々はあなたに言

う、『あなたは物を奪うために来たのか。物をかす

めるために軍隊を集めたのか。あなたは金銀を持ち

去り、家畜と貨財とを取りあげ、大いに物を奪おう

とするのか』と。 14それゆえ、人の子よ、ゴグに預

言して言え。主なる神はこう言われる、わが民イス

ラエルの安らかに住むその日に、あなたは立ちあが

り、 15北の果のあなたの所から来る。多くの民はあ
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なたと共におり、みな馬に乗り、その軍隊は大きく

、その兵士は強い。 16あなたはわが民イスラエルに

攻めのぼり、雲のように地をおおう。ゴグよ、終り

の日にわたしはあなたを、わが国に攻めきたらせ、

あなたをとおして、わたしの聖なることを諸国民の

目の前にあらわして、彼らにわたしを知らせる。 17

主なる神はこう言われる、わたしが昔、わがしもべ

イスラエルの預言者たちによって語ったのは、あな

たのことではないか。すなわち彼らは、そのころ年

久しく預言して、わたしはあなたを送って、彼らを

攻めさせると言ったではないか。 18しかし主なる神

は言われる、その日、すなわちゴグがイスラエルの

地に攻め入る日に、わが怒りは現れる。 19わたしは

、わがねたみと、燃えたつ怒りとをもって言う。そ

の日には必ずイスラエルの地に、大いなる震動があ

り、 20海の魚、空の鳥、野の獣、すべての地に這う

もの、地のおもてにあるすべての人は、わが前に打

ち震える。また山々はくずれ、がけは落ち、すべて

の石がきは地に倒れる。 21主なる神は言われる、わ

たしはゴグに対し、すべての恐れを呼びよせる。す

べての人のつるぎは、その兄弟に向けられる。 22わ

たしは疫病と流血とをもって彼をさばく。わたしは

みなぎる雨と、ひょうと、火と、硫黄とを、彼とそ

の軍隊および彼と共におる多くの民の上に降らせる

。 23そしてわたしはわたしの大いなることと、わた

しの聖なることとを、多くの国民の目に示す。そし

て彼らはわたしが主であることを悟る。

39人の子よ、ゴグに向かって預言して言え。主な

る神はこう言われる、メセクとトバルの大君である
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ゴグよ、見よ、わたしはあなたの敵となる。 2わた

しはあなたを引きもどし、あなたを押しやり、北の

果から上らせ、イスラエルの山々に導き、 3あなた

の左の手から弓を打ち落し、右の手から矢を落させ

る。 4あなたとあなたのすべての軍隊およびあなた

と共にいる民たちは、イスラエルの山々に倒れる。

わたしはあなたを、諸種の猛禽と野獣とに与えて食

わせる。 5あなたは野の面に倒れる。わたしがこれ

を言ったからであると、主なる神は言われる。 6わ

たしはゴグと、海沿いの国々に安らかに住む者に対

して火を送り、彼らにわたしが主であることを悟ら

せる。 7わたしはわが聖なる名を、わが民イスラエ

ルのうちに知らせ、重ねてわが聖なる名を汚させな

い。諸国民はわたしが主、イスラエルの聖者である

ことを悟る。 8主なる神は言われる、見よ、これは

来る、必ず成就する。これはわたしが言った日であ

る。 9イスラエルの町々に住む者は出て来て、武器

すなわち大盾、小盾、弓、矢、手やり、およびやり

などを燃やし、焼き、七年の間これを火に燃やす。

10彼らは野から木を取らず、森から木を切らず、武

器で火を燃やし、自分をかすめた者をかすめ、自分

の物を奪った者を奪うと、主なる神は言われる。 11

その日、わたしはイスラエルのうちに、墓地をゴグ

に与える。これは旅びとの谷にあって海の東にある

。これは旅びとを妨げる。そこにゴグとその民衆を

埋めるからである。これをハモン・ゴグの谷と名づ

ける。 12イスラエルの家はこれを埋めて、地を清め

るために七か月を費す。 13国のすべての民はこれを

埋め、これによって名を高める。これはわが栄えを
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現す日であると、主なる神は言われる。 14彼らは人

々を選んで、絶えず国の中を行きめぐらせ、地のお

もてに残っている者を埋めて、これを清めさせる。

七か月の終りに彼らは尋ねる。 15国を行きめぐる者

が行きめぐって、人の骨を見る時、死人を埋める者

が、これをハモン・ゴグの谷に埋めるまで、そのか

たわらに、標を建てて置く。 16（ハモナの町もそこ

にある。）こうして彼らはその国を清める。 17主な

る神はこう言われる、人の子よ、諸種の鳥と野の獣

とに言え、みな集まってこい。わたしがおまえたち

のために供えた犠牲、すなわちイスラエルの山々の

上にある、大いなる犠牲に、四方から集まり、その

肉を食い、その血を飲め。 18おまえたちは勇士の肉

を食い、地の君たちの血を飲め。雄羊、小羊、雄や

ぎ、雄牛などすべてバシャンの肥えた獣を食え。 19

わたしがおまえたちのために供えた犠牲は、飽きる

までその脂肪を食べ、酔うまで血を飲め。 20おまえ

たちはわが食卓について馬と、騎手と、勇士と、も

ろもろの戦士とを飽きるほど食べると、主なる神は

言われる。 21わたしはわが栄光を諸国民に示す。す

べての国民はわたしが行ったさばきと、わたしが彼

らの上に加えた手とを見る。 22この日から後、イス

ラエルの家はわたしが彼らの神、主であることを悟

るようになる。 23また諸国民はイスラエルの家が、

その悪によって捕え移されたことを悟る。彼らがわ

たしにそむいたので、わたしはわが顔を彼らに隠し

、彼らをその敵の手に渡した。それで彼らは皆つる

ぎに倒れた。 24わたしは彼らの汚れと、とがとに従

って、彼らを扱い、わたしの顔を彼らに隠した。 25
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それゆえ、主なる神はこう言われる、いまわたしは

ヤコブの幸福をもとに返し、イスラエルの全家をあ

われみ、わが聖なる名のために、ねたみを起す。 26

彼らは、その国に安らかに住み、だれもこれを恐れ

させる者がないようになった時、自分の恥と、わた

しに向かってなした反逆とを忘れる。 27わたしが彼

らを諸国民の中から帰らせ、その敵の国から呼び集

め、彼らによって、わたしの聖なることを、多くの

国民の前に示す時、 28彼らは、わたしが彼らの神、

主であることを悟る。これはわたしが彼らを諸国民

のうちに移し、またこれをその国に呼び集めたから

である。わたしはそのひとりをも、国々のうちに残

すことをしない。 29わたしは、わが霊をイスラエル

の家に注ぐ時、重ねてわが顔を彼らに隠さないと、

主なる神は言われる」。

40われわれが捕え移されてから二十五年、都が打

ち破られて後十四年、その年の初めの月の十日、そ

の日に主の手がわたしに臨み、わたしをかの所に携

えて行った。 2すなわち神は幻のうちに、わたしを

イスラエルの地に携えて行って、非常に高い山の上

におろされた。その山の上に、わたしと相対して、

一つの町のような建物があった。 3神がわたしをそ

こに携えて行かれると、見よ、ひとりの人がいた。

その姿は青銅の形のようで、手に麻のなわと、測り

ざおとを持って門に立っていた。 4その人はわたし

に言った、「人の子よ、目で見、耳で聞き、わたし

があなたに示す、すべての事を心にとめよ。あなた

をここに携えて来たのは、これをあなたに示すため

である。あなたの見ることを、ことごとくイスラエ
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ルの家に告げよ」。 5見よ、宮の外の周囲に、かき

があり、その人の手に六キュビトの測りざおがあっ

た。そのキュビトは、おのおの一キュビトと一手幅

とである。彼が、そのかきの厚さを測ると、一さお

あり、高さも一さおあった。 6彼が東向きの門に行

き、その階段を上って、門の敷居を測ると、その厚

さは一さおあり、 7その詰め所は長さ一さお、幅一

さお、詰め所と、詰め所との間は五キュビトあり、

内の門の廊のかたわらの門の敷居は一さおあった。

8門の廊を測ると八キュビトあり、 9その脇柱は二キ

ュビト、門の廊は内側にあった。 10東向きの門の詰

め所は、こなたに三つ、かなたに三つあり、三つと

も同じ寸法である。脇柱もまた、こなたかなたとも

に同じ寸法である。 11門の入口の広さを測ると十キ

ュビトあり、門の長さは十三キュビトあった。 12詰

め所の前の境は一キュビト、かなたの境も一キュビ

トで、詰め所は、こなたかなたともに六キュビトあ

った。 13彼がまたこの詰め所の裏から、かの詰め所

の裏まで、門を測ると、入口から入口まで二十五キ

ュビトあった。 14彼がまた廊を測ると二十キュビト

あり、門の廊の周囲は、すべて庭である。 15入口の

門の前から内の門の廊の前まで五十キュビトあり、

16詰め所と、門の内側の周囲の脇柱とに窓があり、

廊の内側の周囲にも、同様に窓があり、脇柱には、

しゅろがあった。 17彼がまたわたしを外庭に携え入

れると、見よ、庭の周囲に設けた室と、敷石とがあ

り、敷石の上に三十の室があった。 18敷石は門のわ

きにあり、門と同じ長さで、これは下の敷石である

。 19彼が下の門の内の前から、内庭の外の前までの
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距離を測ると、百キュビトあった。 20また彼はわた

しに先だって北へ行った。見よ、そこに外庭に属す

る北向きの門があった。彼はその長さと幅とを測っ

た。 21その詰め所が、こなたに三つ、かなたに三つ

あり、また脇柱と廊とがあった。これらは初めの門

と同じ寸法で、長さは五十キュビト、幅は二十五キ

ュビトである。 22その窓と、廊と、しゅろとは、東

向きの門にあるものと同じ寸法である。そして七段

の階段を経て、それに上ると、廊は内側にあった。

23内庭の門は北と東の門に向かっていた。彼が門か

ら門までを測ると、百キュビトあった。 24彼がまた

わたしを南へ行かせると、見よ、南向きの門があっ

た。その脇柱と廊を測ると、他と同じ寸法であった

。 25これと、その廊の周囲とに、他の窓のような窓

があって、その長さは五十キュビト、幅は二十五キ

ュビトあった。 26これを上るのに七段の階段があり

、その廊は内側にあった。その脇柱の上には、こな

たに一つ、かなたに一つのしゅろがあった。 27内庭

には南向きの門があり、門から門まで南の方へ測る

と、百キュビトあった。 28彼がわたしを南の門から

内庭にはいらせ、南の門を測ると、さきのものと、

同じ寸法であった。 29その詰め所と、脇柱と、廊と

は、他のものと同じ寸法で、その門と、廊の周囲と

には窓があり、門の長さは五十キュビト、幅は二十

五キュビトであった。 30周囲に廊があって、その長

さは二十五キュビト、幅は五キュビトである。 31そ

の廊は外庭に面して、脇柱の上にしゅろがあり、そ

の階段は八段であった。 32彼はまたわたしを内庭の

東の方に携えて行って、門を測った。それは他と同
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じ寸法であった。 33その詰め所と、脇柱と、廊とは

、他と同じ寸法で、その門と、その廊の周囲とに窓

があり、門の長さは五十キュビト、幅は二十五キュ

ビトである。 34その廊は外庭に面し、その脇柱の上

には、こなたかなたに、しゅろがあり、その階段は

八段であった。 35彼がまたわたしを北の門に携えて

行って、これを測ると、それは他と同じ寸法であっ

た。 36その詰め所と、脇柱と、廊とは、他と同じ寸

法で、その周囲に窓があり、門の長さは五十キュビ

ト、幅は二十五キュビトである。 37その廊は外庭に

面し、その脇柱の上には、こなたかなたに、しゅろ

があり、その階段は八段であった。 38門の廊に戸の

ある室があって、そこは燔祭の物を洗う所である。

39門の廊に、こなたに二つの台、かなたに二つの台

があり、その上で、燔祭、罪祭、愆祭の物をほふる

のであった。 40北の門の入口にある廊の外の片側に

、二つの台があり、門の廊の他の側にも、二つの台

があり、 41門のかたわら、内側に四つの台、外側に

四つの台があって、合わせて八つの台である。その

上で、犠牲の物をほふるのである。 42そこにまた燔

祭のために四つの切り石の台があり、その長さは一

キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一キュビト

、その上に燔祭および犠牲をほふる器を置くのであ

る。 43内の周囲に、一手幅の折り釘が打ちつけてあ

って、供え物の肉は、台の上に置かれるのである。

44彼はまたわたしを、外から内庭に連れてはいった

。見よ、内庭に二つの室があり、一つは北の門のか

たわらにあって南に向かい、一つは南の門のかたわ

らにあって、北に向かっていた。 45彼はわたしに言
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った、この南向きの室は、宮を守る祭司のためのも

の、 46また北向きの室は、祭壇を守る祭司のための

ものである。その人たちは、レビの子孫のうちのザ

ドクの子孫であって、主に近く仕える者たちである

。 47そして彼が庭を測ると、その長さは百キュビト

、幅も百キュビトで四角である。宮の前には祭壇が

あった。 48彼がわたしを宮の廊に連れて行って、廊

の脇柱を測ると、こなたも五キュビト、かなたも五

キュビトであり、門の幅は十四キュビトである。門

の壁は、こなたも三キュビト、かなたも三キュビト

である。 49廊の長さは二十キュビト、幅は十二キュ

ビトであり、十の階段によって上るのである。脇柱

に沿って、こなたに一つ、かなたに一つの柱があっ

た。

41彼がわたしを拝殿に連れて行って、脇柱を測る

と、こなたの幅も六キュビト、かなたの幅も六キュ

ビトあった。 2その戸の幅は十キュビト、戸のわき

の壁は、こなたも五キュビト、かなたも五キュビト

あった。彼はまた拝殿の長さを測ると四十キュビト

、その幅は二十キュビトあった。 3彼がまた内には

いって、戸の脇柱を測ると、それは二キュビトあり

、戸の幅は六キュビト、戸のわきの壁は七キュビト

あった。 4彼はまた拝殿の奥の室の長さを測ると二

十キュビト、幅も二十キュビトあった。そして彼は

わたしに、これは至聖所であると言った。 5彼が宮

の壁を測ると、その厚さは六キュビトあり、宮の周

囲の脇間の広さは、四方おのおの四キュビトあり、

6脇間は、室の上に室があって三階になり、各階に三

十の室がある。宮の周囲の壁には、脇間をささえる
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突起があった。これは脇間が、宮の壁そのものによ

ってささえられないためである。 7脇間は、宮の周

囲の各階にある突起につれて、階を重ねて上にいく

にしたがって広くなり、宮の外部の階段が上に通じ

、一階から三階へは、二階をとおって上るのである

。 8わたしはまた宮の周囲に高い所のあるのを見た

。脇間の基を測ると、六キュビトの一さおあった。

9脇間の外の壁の厚さは五キュビト、あき地になって

いる高い所は五キュビトあった。宮の高い所と、 10

庭の室の間には、宮の周囲に、広さ二十キュビトの

所があった。 11脇間の戸は、あき地になっている高

い所に向かって開け、一つの戸は北に向かい、一つ

の戸は南に向かっていた。そのあき地になっている

所の幅は、周囲五キュビトであった。 12西の方の宮

の庭に面した建物は、幅七十キュビト、その建物の

周囲の壁の厚さは五キュビト、長さは九十キュビト

であった。 13彼が宮を測ると、その長さは百キュビ

トあり、その庭と建物と、その壁は長さ百キュビト

、 14また宮の東に面した所と庭との幅は百キュビト

であった。 15彼が西の方の庭に面した建物と、その

壁の長さを測ると、かなた、こなたともに百キュビ

トであった。宮の拝殿と、内部の室と、外の廊とに

は、羽目板があった。 16これらの三つのものの周囲

には、すべて引込み枠の窓があり、宮の敷居に面し

て、宮の周囲は、床から窓まで、羽目板であって、

窓には、おおいがあった。 17戸の上の空所、内室、

外室ともに、羽目板であった。内室および拝殿の周

囲のすべての壁には、同じように彫刻してあった。

18すなわちケルビムと、しゅろとが彫刻してあった
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。ケルブとケルブとの間に、しゅろがあり、おのお

ののケルブには、二つの顔があり、 19こなたには、

しゅろに向かって、人の顔があり、かなたには、し

ゅろに向かって、若じしの顔があり、宮の周囲は、

すべてこのように彫刻してあった。 20床から戸の上

まで、ケルビムと、しゅろとが、壁に彫刻してあっ

た。 21拝殿の柱は四角であった。聖所の前には、木

の祭壇に似たものがあった。 22その高さは三キュビ

ト、長さは二キュビト、幅は二キュビトで、すみと

、台と、壁とは、ともに木である。彼はわたしに言

った、「これは主の前にある机である」 23拝殿と聖

所とには、二つの戸があり、 24その戸には、二つの

とびらがあった。すなわち二つの開き戸である。 25

拝殿の戸には、おのおのにケルビムと、しゅろとが

、彫刻してあって、それは壁に彫刻したものと同じ

である。また外の廊に面して、木の天蓋があり、 26

廊の壁には、こなたかなたに引込み窓と、しゅろと

があった。

42彼はわたしを北の方の内庭に連れ出し、庭に向

かった北の方の建物に対する室に導いた。 2北側に

ある建物の長さは百キュビト、幅は五十キュビトで

ある。 3二十キュビトの内庭に続いて、外庭の敷石

に面し、三階になった廊下があった。 4また室の前

に幅十キュビト、長さ百キュビトの通路があった。

その戸は北に向かっていた。 5その建物の上の室は

、下の室と中の室よりも狭かった。それは廊下のた

めに、場所を取ったためである。 6これらは三階で

あって、外庭の柱のような柱は持たなかった。それ

で上の室は、下および中の室よりも狭いのである。
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7室の外に沿ってかきがあり、それは他の室に向かっ

て外庭に至る。その長さは五十キュビト、 8外庭の

室の長さも五十キュビトあった。宮に面する所は百

キュビトであった。 9これらの室の下に外庭からこ

れにはいるように、東側に入口があった。 10外側の

かきは、外庭に始まっている。南の方で、庭と建物

との前に、室があった。 11北向きの室と同様に、そ

の前に通路があり、その長さも幅も同様で、その出

口もその配置もその戸も同様である。 12南の室の下

に、人々が通路にはいる東の入口があり、これに対

して隔てのかきがあった。 13時に彼はわたしに言っ

た、「庭に面した北の室と、南の室とは、聖なる室

であって、主に近く仕える祭司たちが、最も聖なる

ものを食べる場所である。その場所に彼らは、最も

聖なるもの、すなわち素祭、罪祭、愆祭のものを置

かなければならない。その場所は聖だからである。

14祭司たちが、聖所にはいった時は、そこから外庭

に出てはならない。彼らは勤めを行う衣服を、その

所に置かなければならない。これは聖だからである

。彼らは民衆に属する場所に近づく前に、他の衣服

を着けなければならない」。 15彼らは宮の庭の内部

を測り終えると、東向きの門の道から、わたしを連

れ出して、宮の周囲を測った。 16彼が測りざおで、

東側を測ると、測りざおで五百キュビトあり、 17ま

た転じて、北側を測ると、測りざおで五百キュビト

あり、 18また転じて、南側を測ると、測りざおで五

百キュビトあり、 19また転じて、西側を測ると、測

りざおで五百キュビトあった。 20このように、四方

を測ったが、その周囲に、長さ五百キュビト、幅五
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百キュビトのかきがあって、聖所と、俗の所との隔

てをなしていた。

43その後、彼はわたしを門に導いた。門は東に面

していた。 2その時、見よ、イスラエルの神の栄光

が、東の方から来たが、その来る響きは、大水の響

きのようで、地はその栄光で輝いた。 3わたしが見

た幻の様は、彼がこの町を滅ぼしに来た時に、わた

しが見た幻と同様で、これはまたわたしがケバル川

のほとりで見た幻のようであった。それでわたしは

顔を伏せた。 4主の栄光が、東の方に面した門の道

から宮にはいった時、 5霊がわたしを引き上げて、

内庭に導き入れると、見よ、主の栄光が宮に満ちた

。 6その人がわたしのかたわらに立った時、わたし

はひとりの人が、宮の中からわたしに語るのを聞い

た。 7彼はわたしに言った、「人の子よ、これはわ

たしの位のある所、わたしの足の裏の踏む所、わた

しが永久にイスラエルの人々の中に住む所である。

またイスラエルの家は、民もその王たちも、再び姦

淫と、王たちの死体とをもって、わが聖なる名を汚

さない。 8彼らはその敷居を、わが敷居のかたわら

に設け、その門柱を、わが門柱のかたわらに設けた

ので、わたしと彼らとの間には、わずかに壁がある

のみである。そして彼らは、その犯した憎むべき事

をもって、わが聖なる名を汚したので、わたしは怒

りをもって、これを滅ぼした。 9今彼らに命じて姦

淫と、その王たちの死体を、わたしから遠く取り除

かせよ。そうしたら、わたしは永久に彼らの中に住

む。 10人の子よ、宮と、その外形と、設計とをイス

ラエルの家に示せ。彼らはその悪を恥じるであろう
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。 11彼らがその犯したすべての事を恥じたら、彼ら

に、この宮の建て方、設備、出口、入口、すべての

形式、すべてのおきて、すべての規定を示せ。これ

を彼らの目の前に書き、彼らにそのすべての規定と

、おきてとを守り行わせよ。 12宮の規定はこれであ

る。山の頂の四方の地域はみな最も聖である。見よ

、これは宮の規定である。 13祭壇の寸法はキュビト

ですれば、次のようである。（そのキュビトは一キ

ュビトと一手幅である。）土台は高さ一キュビト、

幅一キュビト、その周囲の縁は半キュビトである。

14祭壇の高さは、次のとおりである。地面の土台か

ら下のかさねまで二キュビト、幅は一キュビト、ま

た小さいかさねから大きいかさねまで四キュビト、

その幅は一キュビトである。 15祭壇の炉は四キュビ

トで、祭壇の炉から高さ一キュビトの角が四本出て

いた。 16炉は長さ十二キュビト、幅十二キュビトの

四角形である。 17そのかさねは四方とも長さ十四キ

ュビト、幅十四キュビトの四角形、その周囲の縁は

幅半キュビト、その台は四方一キュビト、その階段

は東に面する」。 18彼はわたしに言った、「人の子

よ、主なる神はこう言われる、祭壇を建て、その上

に燔祭をささげ、これに血を注ぐ日には、次のこと

を祭壇の定めとせよ。 19すなわち主なる神は言われ

る、ザドクの子孫で、わたしに近く仕えるレビびと

である祭司には、罪祭のために雄牛の子を与えよ。

20またその血をとって、これを祭壇の四つの角と、

かさねの四すみと、周囲の縁に塗って、祭壇を清め

、これをあがなえ。 21あなたはまた罪祭の牛をとっ

て、これを聖所の外、宮のうちの定められた所で焼
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け。 22第二日に、あなたは無傷の雄やぎを、罪祭と

してささげよ。すなわち雄牛で清めたように、これ

で祭壇を清めよ。 23清めごとを終えたなら、無傷の

雄牛の子と、群れの中の無傷の雄羊とをささげよ。

24これを主の前に持ってきて、祭司らはその上に塩

をまき、これらを燔祭として主にささげよ。 25七日

の間、あなたは日々雄やぎを罪祭とせよ。また雄牛

の子と、群れの中の雄羊との無傷のものをととのえ

、 26七日の間、彼らは祭壇をあがない、これを清め

、これを聖別しなければならない。 27彼らがこれら

の日を満たしたとき、八日目から後は、祭司たちは

、あなたがたの燔祭と、酬恩祭とを祭壇の上に供え

る。そうすれば、わたしは、あなたがたを受けいれ

ると、主なる神は言われる」。

44こうして、彼はわたしを連れて、聖所の東に向

いている外の門に帰ると、門は閉じてあった。 2彼

はわたしに言った、「この門は閉じたままにしてお

け、開いてはならない。ここからだれもはいっては

ならない。イスラエルの神、主が、ここからはいっ

たのだから、これは閉じたままにしておけ。 3ただ

君たる者だけが、この内に座し、主の前でパンを食

し、門の廊を通ってはいり、またそこから外に出よ

」。 4彼はまたわたしを連れて、北の門の道から宮

の前に行った。わたしが見ていると、見よ、主の栄

光が主の宮に満ちた。わたしがひれ伏すと、 5主は

わたしに言われた、「人の子よ、主の宮のすべての

おきてと、そのすべての規定とについて、わたしが

あなたに告げるすべての事に心をとめ、目を注ぎ、

耳を傾けよ。また宮にはいることを許されている者
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と、聖所にはいることのできない者とに心せよ。 6

また反逆の家であるイスラエルの家に言え。主なる

神は、こう言われる、イスラエルの家よ、その憎む

べきことをやめよ。 7すなわちあなたがたは、わた

しの食物である脂肪と血とがささげられる時、心に

も肉にも、割礼を受けない異邦人を入れて、わが聖

所におらせ、これを汚した。また、もろもろの憎む

べきものをもって、わが契約を破った。 8あなたが

たは、わが聖なる物を守る務を怠り、かえって異邦

人を立てて、わが聖所の務を守らせた。 9それゆえ

、主なる神は、こう言われる、イスラエルの人々の

うちにいるすべての異邦人のうち、心と肉とに割礼

を受けないすべての者は、わが聖所にはいってはな

らない。 10またレビ人であって、イスラエルが迷っ

た時、偶像を慕い、わたしから迷い出て、遠く離れ

た者は、その罪を負わなければならない。 11すなわ

ち彼らはわが聖所で、仕え人となり、宮の門を守る

者となり、宮に仕えるしもべとなり、民のために、

燔祭および犠牲のものを殺し、彼らの前に立って仕

えなければならない。 12彼らはその偶像の前で民に

仕え、イスラエルの家にとって、罪のつまずきとな

ったゆえ、主なる神は言われる、わたしは彼らにつ

いて誓った。彼らはその罪を負わなければならない

。 13彼らはわたしに近づき、祭司として、わたしに

仕えることはできない。またわたしの聖なる物、お

よび最も聖なる物に、近づいてはならない。彼らは

そのおこなった憎むべきことのため、恥を負わなけ

ればならない。 14しかし彼らには、宮を守る務をさ

せ、そのもろもろの務と、宮でなすべきすべての事
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とに当らせる。 15しかしザドクの子孫であるレビの

祭司たち、すなわちイスラエルの人々が、わたしを

捨てて迷った時に、わが聖所の務を守った者どもは

、わたしに仕えるために近づき、脂肪と血とをわた

しにささげるために、わたしの前に立てと、主なる

神は言われる。 16すなわち彼らはわが聖所に入り、

わが台に近づいてわたしに仕え、わたしの務を守る

。 17彼らが内庭の門にはいる時は、麻の衣服を着な

ければならない。内庭の門および宮の内で、務をな

す時は、毛織物を身につけてはならない。 18また頭

には亜麻布の冠をつけ、腰には亜麻布の袴をつけな

ければならない。ただし汗の出るような衣を身につ

けてはならない。 19彼らは外庭に出る時、すなわち

外庭に出て民に接する時は、務をなす時の衣服は脱

いで聖なる室に置き、ほかの衣服を着なければなら

ない。これはその衣服をもって、その聖なることを

民にうつさないためである。 20彼らはまた頭をそっ

てはならない。また髪を長くのばしてはならない。

その頭の髪は切らなければならない。 21祭司はすべ

て内庭にはいる時は、酒を飲んではならない。 22ま

た寡婦、および出された女をめとってはならない。

ただイスラエルの家の血統の処女、あるいは祭司の

妻で、やもめになったものをめとらなければならな

い。 23彼らはわが民に、聖と俗との区別を教え、汚

れたものと、清いものとの区別を示さなければなら

ない。 24争いのある時は、さばきのために立ち、わ

がおきてにしたがってさばき、また、わたしのもろ

もろの祭の時は、彼らはわが律法と定めを守り、わ

が安息日を、聖別しなければならない。 25死人に近
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づいて、身を汚してはならない。ただ父のため、母

のため、むすこのため、娘のため、兄弟のため、夫

をもたない姉妹のためには、近よって身を汚すこと

も許される。 26このような人は、汚れた後、自身の

ために、七日の期間を数えよ。そうすれば清まる。

27彼は聖所に入り、内庭に行き、聖所で務に当る日

には、罪祭をささげなければならないと、主なる神

は言われる。 28彼らには嗣業はない。わたしがその

嗣業である。あなたがたはイスラエルの中で、彼ら

に所有を与えてはならない。わたしが彼らの所有で

ある。 29彼らは素祭、罪祭、愆祭の物を食べる。す

べてイスラエルのうちのささげられた物は彼らの物

となる。 30すべての物の初なりの初物、およびすべ

てあなたがたのささげるもろもろのささげ物は、み

な祭司のものとなる。またあなたがたの麦粉の初物

は祭司に与えよ。これはあなたがたの家が、祝福さ

れるためである。 31祭司は、鳥でも獣でも、すべて

自然に死んだもの、または裂き殺されたものを食べ

てはならない。

45あなたがたは、くじを引き、地を分けて、それ

を所有するときには、地の一部を聖なる地所として

主にささげよ。その長さは二万五千キュビト、幅は

二万キュビトで、その区域はすべて聖なる地である

。 2そのうち聖所に属するものは縦横五百キュビト

ずつであって、それは四角である。また五十キュビ

トの空地をその周囲につくれ。 3あなたはこの聖な

る地所から長さ二万五千キュビト、幅一万キュビト

を測り取り、その中に聖所と至聖所とを設けよ。 4

これは国の中で聖なる所であって、主に近く仕える
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聖所の仕え人である祭司に帰属する。これは彼らの

ためには家を建てる所、聖所のためには聖地となる

。 5また長さ二万五千キュビト、幅一万キュビトの

別の地所は、宮に仕えるレビびとに帰属し、彼らの

住む町のための所有とする。 6聖地として区別した

部分に沿い、幅五千キュビト、長さ二万五千キュビ

トは、町の所有とせよ。これはイスラエル全家のも

のとなる。 7また君たる者の分は、かの聖地と町の

所有地との、こなたかなたにある。すなわち聖地と

町の所有地に沿い、西と東に向かい、部族の分の一

つに応じて、地所の西から東の境に至り、 8その所

有の地所はイスラエルの中にある。わたしの君たち

は、重ねてわたしの民をしえたげず、部族にしたが

ってイスラエルの家に土地を与える。 9主なる神は

、こう言われる、イスラエルの君たちよ、暴虐と略

奪とをやめ、公道と正義を行え。わが民を追いたて

ることをやめよと、主なる神は言われる。 10あなた

がたは正しいはかり、正しいエパ、正しいバテを用

いよ。 11エパとバテとは同量にせよ。すなわちバテ

をホメルの十分の一とし、エパもホメルの十分の一

とし、すべてホメルによって量を定めよ。 12一シケ

ルは二十ゲラである。五シケルは五シケル、十シケ

ルは十シケルとせよ。一ミナは五十シケルとせよ。

13あなたがたがささげるささげ物はこれである。す

なわち、一ホメルの小麦のうちから六分の一エパを

ささげ、大麦一ホメルのうちから六分の一エパをさ

さげよ。 14油は一コルのうちから十分の一バテをさ

さげよ。コルはホメルと同じく十バテに当る。 15ま

たイスラエルの氏族から、家畜の群れ二百につき一
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頭の羊を出して、素祭、燔祭、酬恩祭とし、彼らの

ために、あがないをなせと主なる神は言われる。 16

国の民は皆これをイスラエルの君にささげ物とせよ

。 17また祭日、ついたち、安息日、すなわちイスラ

エルの家のすべての祝い日に、燔祭、素祭、灌祭を

供えるのは、君たる者の務である。すなわち彼はイ

スラエルの家のあがないのために、罪祭、素祭、燔

祭、酬恩祭をささげなければならない。 18主なる神

は、こう言われる、正月の元日に、あなたは無傷の

雄牛の子を取って聖所を清めよ。 19祭司は罪祭の獣

の血を取って、宮の柱と祭壇のかさねの四すみ、お

よび内庭の門の柱に塗れ。 20月の七日に、あなたが

たは、過失や無知のために罪を犯した者のために、

このように行って宮のためにあがないをなせ。 21正

月の十四日に、あなたがたは過越の祭を祝え。七日

の間、種を入れぬパンを食べよ。 22その日に君たる

者は、自身のため、また国のすべての民のため、雄

牛をささげて罪祭とし、 23祝い日である七日の間は

、七頭の雄牛と、七頭の雄羊の無傷のものを、七日

の間毎日、燔祭として主に供えよ。また、雄やぎを

罪祭として日々ささげよ。 24また素祭として麦粉一

エパを各雄牛のため、一エパを各雄羊のためにとと

のえ、油一ヒンを各エパに加えよ。 25七月十五日の

祝い日に、彼は七日の間、罪祭、燔祭、素祭および

油を、このように供えなければならない。

46主なる神は、こう言われる、内庭にある東向き

の門は、働きをする六日の間は閉じ、安息日にはこ

れを開き、またついたちにはこれを開け。 2君たる

者は、外から門の廊をとおってはいり、門の柱のか
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たわらに立て。そのとき祭司たちは、燔祭と酬恩祭

とをささげ、彼は門の敷居で、礼拝して出て行くの

である。しかし門は夕暮まで閉じてはならない。 3

国の民は安息日と、ついたちとに、その門の入口で

主の前に礼拝をせよ。 4君たる者が、安息日に主に

ささげる燔祭は、六頭の無傷の小羊と、一頭の無傷

の雄羊とである。 5また素祭は雄羊のために麦粉一

エパ、小羊のための素祭は、その人のささげうる程

度とし、麦粉一エパに油一ヒンを加えよ。 6ついた

ちには無傷の雄牛の子一頭、六頭の小羊および一頭

の雄羊をささげよ。これらはすべて無傷のものでな

ければならない。 7素祭は雄牛のために麦粉一エパ

、雄羊のために麦粉一エパ、小羊のためには、その

人のささげうる程度のものを供えよ。また麦粉一エ

パに油一ヒンを加えよ。 8君たる者がはいる時は門

の廊の道からはいり、またその道から出よ。 9国の

民が、祝い日に主の前に出る時、礼拝のため、北の

門の道からはいる者は、南の門の道から出て行き、

南の門の道からはいる者は、北の門の道から出て行

け。そのはいった門の道からは、帰ってはならない

。まっすぐに進んで、出て行かなければならない。

10彼らがはいる時、君たる者は、彼らと共にはいり

、彼らが出る時、彼も出なければならない。 11祭日

と祝い日には、素祭として、若い雄牛のために麦粉

一エパ、雄羊のために麦粉一エパ、小羊のためには

、その人のささげうる程度のものを供え、麦粉一エ

パには油一ヒンを加えよ。 12また君たる者が、心か

らの供え物として、燔祭または酬恩祭を主にささげ

る時は、彼のために東に面した門を開け。彼は安息
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日に行うように、その燔祭と酬恩祭を供え、そして

退出する。その退出の後、門は閉ざされる。 13彼は

日ごとに一歳の無傷の小羊を燔祭として、主にささ

げなければならない。すなわち朝ごとに、これをさ

さげなければならない。 14彼は朝ごとに、素祭をこ

れに添えてささげなければならない。すなわち麦粉

一エパの六分の一に、これを潤す油一ヒンの三分の

一を、素祭として主にささげなければならない。こ

れは常燔祭のおきてである。 15すなわち朝ごとに常

燔祭として、小羊と素祭と油とをささげなければな

らない。 16主なる神は、こう言われる、君たる者が

、もしその嗣業から、その子のひとりに財産を与え

る時は、それはその子らの嗣業の所有となる。 17し

かし彼がその奴隷のひとりに、嗣業の一部分を与え

る時は、それは彼の解放の年まで、その人に属して

いて、その後は君たる人に帰る。彼の嗣業は、ただ

その子らにだけ伝わるべきである。 18君たる者はそ

の民の嗣業を取って、その財産を継がせないように

してはならない。彼はただ、自分の財産のうちから

、その子らにその嗣業を、与えなければならない。

これはわが民のひとりでも、その財産を失わないた

めである」。 19こうして彼はわたしを連れて、門の

かたわらの入口から、北向きの祭司の聖なる室に、

はいらせた。見ると、西の奥の方に一つの場所があ

った。 20彼はわたしに言った、「これは祭司たちが

愆祭および罪祭のものを煮、素祭のものを焼く所で

ある。これは外庭にそれらを携え出て、聖なるべき

ことを、民にうつさないためである」。 21彼はまた

わたしを外庭に連れ出し、庭の四すみを通らせた。
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見よ、庭のこのすみにも庭があり、また庭のかのす

みにも庭があった。 22すなわち庭の四すみに小さい

庭があり、長さ四十キュビト、幅三十キュビトで、

四つとも同じ大きさである。 23その四つの小さい庭

の内部の四方には、石の壁があり、周囲の壁の下に

、物を煮る所が設けてあった。 24彼はわたしに言っ

た、「これらは宮の仕え人たちが、民のささげる犠

牲のものを煮る台所である」。

47そして彼はわたしを宮の戸口に帰らせた。見よ

、水の宮の敷居の下から、東の方へ流れていた。宮

は東に面し、その水は、下から出て、祭壇の南にあ

る宮の敷居の南の端から、流れ下っていた。 2彼は

北の門の道から、わたしを連れ出し、外をまわって

、東に向かう外の門に行かせた。見よ、水は南の方

から流れ出ていた。 3その人は東に進み、手に測り

なわをもって一千キュビトを測り、わたしを渡らせ

た。すると水はくるぶしに達した。 4彼がまた一千

キュビトを測って、わたしを渡らせると、水はひざ

に達した。彼がまた一千キュビトを測って、わたし

を渡らせると、水は腰に達した。 5彼がまた一千キ

ュビトを測ると、渡り得ないほどの川になり、水は

深くなって、泳げるほどの水、越え得ないほどの川

になった。 6彼はわたしに「人の子よ、あなたはこ

れを見るか」と言った。それから、彼はわたしを川

の岸に沿って連れ帰った。 7わたしが帰ってくると

、見よ、川の岸のこなたかなたに、はなはだ多くの

木があった。 8彼はわたしに言った、「この水は東

の境に流れて行き、アラバに落ち下り、その水が、

よどんだ海にはいると、それは清くなる。 9おおよ
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そこの川の流れる所では、もろもろの動く生き物が

皆生き、また、はなはだ多くの魚がいる。これはそ

の水がはいると、海の水を清くするためである。こ

の川の流れる所では、すべてのものが生きている。

10すなどる者が、海のかたわらに立ち、エンゲデか

らエン・エグライムまで、網を張る所となる。その

魚は、大海の魚のように、その種類がはなはだ多い

。 11ただし、その沢と沼とは清められないで、塩地

のままで残る。 12川のかたわら、その岸のこなたか

なたに、食物となる各種の木が育つ。その葉は枯れ

ず、その実は絶えず、月ごとに新しい実がなる。こ

れはその水が聖所から流れ出るからである。その実

は食用に供せられ、その葉は薬となる」。 13主なる

神は、こう言われる、「あなたがたがイスラエルの

十二の部族に、嗣業として土地を分け与えるには、

その境を次のように定めなければならない。ヨセフ

には二つの分を与えよ。 14あなたがたは、これを公

平に分けよ。これはわたしが、あなたがたの先祖に

与えると誓ったもので、これは嗣業として、あなた

がたに属するものである。 15その地の境はこのとお

りである。北は大海からヘテロンの道を経て、ハマ

テの入口およびゼダデに至り、 16またベロテおよび

ダマスコとハマテの境にあるシブライムに至り、ハ

ウランの境にあるハザル・ハテコンに及ぶ。 17その

境は海からダマスコの北の境にあるハザル・エノン

におよび、北の方はハマテがその境である。これが

北の方である。 18東の方は、ハウランとダマスコの

間のハザル・エノンから、ギレアデとイスラエルの

地との間の、ヨルダンに沿い、東の海に至り、タマ
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ルに及ぶ。これが東の方である。 19南の方はタマル

からメリボテ・カデシの川に及び、そこからエジプ

トの川に沿って大海に至る。これが南の方である。

20西の方はハマテの入口に至る大海を境とする。こ

れが西の方である。 21あなたがたはこのように、イ

スラエルの部族に従って、この地をあなたがたの間

に分割せよ。 22あなたがたは、くじをもって、これ

をあなたがたのうちに分け、またあなたがたのうち

にいて、あなたがたのうちに、子を生んだ寄留の他

国人のうちに分けて、嗣業とせよ。彼らは、あなた

がたには、イスラエルの人々のうちの本国人と同様

である。彼らもあなたがたと一緒にくじを引いて、

イスラエルの部族のうちに嗣業を得るべきである。

23他国人には、その住んでいる部族のうちで、その

嗣業をこれに与えなければならないと、主なる神は

言われる。

48イスラエルの部族の名は次のとおりである。北

の果からヘテロンの道を経て、ハマテの入口に至り

、ハマテに相対するダマスコの北の境にあるハザル

・エノンに及び、東の方から西の方へのびる地方、

これがダンの分である。 2ダンの領地に沿って、東

の方から西の方へのびる地方、これがアセルの分で

ある。 3アセルの領地に沿って、東の方から西の方

へのびる地方、これがナフタリの分である。 4ナフ

タリの領地に沿って、東の方から西の方へのびる地

方、これがマナセの分である。 5マナセの領地に沿

って、東の方から西の方へのびる地方、これがエフ

ライムの分である。 6エフライムの領地に沿って、

東の方から西の方へのびる地方、これがルベンの分
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である。 7ルベンの領地に沿って、東の方から西の

方へのびる地方、これがユダの分である。 8ユダの

領地に沿って、東の方から西の方へのびる地方は、

あなたがたのささげる献納地とせよ。その幅は二万

五千キュビト、その東の方から西の方へのびる長さ

は、部族の一つの分に同じで、聖所はその中にある

。 9すなわちあなたがたの主にささげる献納地は長

さ二万五千キュビト、幅二万キュビトとである。 10

これが祭司への聖なる献納地である。すなわち祭司

の分は、北は二万五千キュビト、西は幅一万キュビ

ト、東は幅一万キュビト、南は長さ二万五千キュビ

トである。主の聖所はその中にある。 11これはイス

ラエルの人々が迷い出た時、レビびとが迷ったよう

に迷ったことはなく、わが務を守り通したザドクの

子孫のうちから、聖別された祭司に属する。 12この

ようにレビびとの境に沿って、いと聖なる地、すな

わち聖なる献納地が、特別な分として彼らに帰属す

る。 13レビびとの分は祭司の所有地の境に沿って、

長さ二万五千キュビト、幅一万キュビト、すなわち

、そのすべての長さ二万五千キュビト、幅二万キュ

ビトである。 14彼らはこれを売ってはならない、ま

た交換してはならない、またその大事な分を手ばな

してはならない。これは主に属する聖なる物だから

である。 15その残りの地すなわち幅五千キュビト、

長さ二万五千キュビトは町のため、すみかのため、

また郊外のための一般人の地所とせよ。町はその中

に置け。 16一般人の地所の広さは次のとおりである

。すなわち北の方四千五百キュビト、南の方四千五

百キュビト、東の方四千五百キュビト、西の方四千
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五百キュビトである。 17町は郊外を含む。郊外は北

二百五十キュビト、南二百五十キュビト、東二百五

十キュビト、西二百五十キュビトである。 18聖なる

献納地に沿っている残りの地の長さは東へ一万キュ

ビト、西へ一万キュビトである。これは聖なる献納

地に沿っており、その産物は町の働き人の食物とな

る。 19町の働き人は、イスラエルのすべての部族か

ら出て、これを耕作するのである。 20あなたがたが

ささげる献納地の全体は二万五千キュビト四方であ

る。これは町の所有地と共に聖なる献納地である。

21聖なる献納地と町の所有地との、こなたかなたの

残りの地は、君たる者に属する。これは聖なる献納

地の二万五千キュビトに面して東の境に至り、西は

その二万五千キュビトに面して西の境に至り、部族

の分に沿うもので、君たる者に属する。聖なる献納

地と、宮の聖所とは、その中にある。 22町の所有地

は、君たる者に属する部分の中にあり、そして君た

る者の分は、ユダの領地と、ベニヤミンの領地との

間にある。 23なお残りの部族では東の方から西の方

に至る地方、これがベニヤミンの分である。 24ベニ

ヤミンの領地に沿って、東の方から西の方に至る地

方、これがシメオンの分である。 25シメオンの領地

に沿って、東の方から西の方に至る地方、これがイ

ッサカルの分である。 26イッサカルの領地に沿って

、東の方から西の方に至る地方、これがゼブルンの

分である。 27ゼブルンの領地に沿って、東の方から

西の方に至る地方、これがガドの分である。 28南の

方はガドの領地に沿って、タマルからメリボテ・カ

デシの水に至り、そこからエジプトの川に沿って大
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海に至る。 29これはあなたがたが、くじをもってイ

スラエルの部族のうちに分けて、嗣業とすべき地で

ある。これが彼らの分であると、主なる神は言われ

る。 30町の出口は次のとおりである。北の方の長さ

は四千五百キュビトである。 31町の門はイスラエル

の部族の名にしたがい、三つの門になっている。す

なわちルベンの門、ユダの門、レビの門である。 32

東の方は四千五百キュビトであって、三つの門があ

る。すなわちヨセフの門、ベニヤミンの門、ダンの

門である。 33南の方は四千五百キュビトであって、

三つの門がある。すなわちシメオンの門、イッサカ

ルの門、ゼブルンの門である。 34西の方は四千五百

キュビトであって、三つの門がある。すなわちガド

の門、アセルの門、ナフタリの門である。 35町の周

囲は一万八千キュビトあり、この日から後、この町

の名は『主そこにいます』と呼ばれる」。
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ダニエル書

1ユダの王エホヤキムの治世の第三年にバビロンの

王ネブカデネザルはエルサレムにきて、これを攻め

囲んだ。 2主はユダの王エホヤキムと、神の宮の器

具の一部とを、彼の手にわたされたので、彼はこれ

をシナルの地の自分の神の宮に携えゆき、その器具

を自分の神の蔵に納めた。 3時に王は宦官の長アシ

ペナズに、イスラエルの人々の中から、王の血統の

者と、貴族たる者数人とを、連れて来るように命じ

た。 4すなわち身に傷がなく、容姿が美しく、すべ

ての知恵にさとく、知識があって、思慮深く、王の

宮に仕えるに足る若者を連れてこさせ、これにカル

デヤびとの文学と言語とを学ばせようとした。 5そ

して王は王の食べる食物と、王の飲む酒の中から、

日々の分を彼らに与えて、三年のあいだ彼らを養い

育て、その後、彼らをして王の前に、はべらせよう

とした。 6彼らのうちに、ユダの部族のダニエル、

ハナニヤ、ミシャエル、アザリヤがあった。 7宦官

の長は彼らに名を与えて、ダニエルをベルテシャザ

ルと名づけ、ハナニヤをシャデラクと名づけ、ミシ

ャエルをメシャクと名づけ、アザリヤをアベデネゴ

と名づけた。 8ダニエルは王の食物と、王の飲む酒

とをもって、自分を汚すまいと、心に思い定めたの

で、自分を汚させることのないように、宦官の長に

求めた。 9神はダニエルをして、宦官の長の前に、

恵みとあわれみとを得させられたので、 10宦官の長

はダニエルに言った、「わが主なる王は、あなたが

たの食べ物と、飲み物とを定められたので、わたし

はあなたがたの健康の状態が、同年輩の若者たちよ
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りも悪いと、王が見られることを恐れるのです。そ

うすればあなたがたのために、わたしのこうべが、

王の前に危くなるでしょう」。 11そこでダニエルは

宦官の長がダニエル、ハナニヤ、ミシャエルおよび

アザリヤの上に立てた家令に言った、 12「どうぞ、

しもべらを十日の間ためしてください。わたしたち

にただ野菜を与えて食べさせ、水を飲ませ、 13そし

てわたしたちの顔色と、王の食物を食べる若者の顔

色とをくらべて見て、あなたの見るところにしたが

って、しもべらを扱ってください」。 14家令はこの

事について彼らの言うところを聞きいれ、十日の間

、彼らをためした。 15十日の終りになってみると、

彼らの顔色は王の食物を食べたすべての若者よりも

美しく、また肉も肥え太っていた。 16それで家令は

彼らの食物と、彼らの飲むべき酒とを除いて、彼ら

に野菜を与えた。 17この四人の者には、神は知識を

与え、すべての文学と知恵にさとい者とされた。ダ

ニエルはまたすべての幻と夢とを理解した。 18さて

、王が命じたところの若者を召し入れるまでの日数

が過ぎたので、宦官の町は彼らをネブカデネザルの

前に連れていった。 19王が彼らと語ってみると、彼

らすべての中にはダニエル、ハナニヤ、ミシャエル

、アザリヤにならぶ者がなかったので、彼らは王の

前にはべることとなった。 20王が彼らにさまざまの

事を尋ねてみると、彼らは知恵と理解において、全

国の博士、法術士にまさること十倍であった。 21ダ

ニエルはクロス王の元年まで仕えていた。

2ネブカデネザルの治世の第二年に、ネブカデネザ

ルは夢を見、そのために心に思い悩んで眠ることが
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できなかった。 2そこで王は命じて王のためにその

夢を解かせようと、博士、法術士、魔術士、カルデ

ヤびとを召させたので、彼らはきて王の前に立った

。 3王は彼らにむかって、「わたしは夢を見たが、

その夢を知ろうと心に思い悩んでいる」と言ったの

で、 4カルデヤびとらはアラム語で王に言った、「

王よ、とこしえに生きながらえられますように。ど

うぞしもべらにその夢をお話しください。わたした

ちはその解き明かしを申しあげましょう」。 5王は

答えてカルデヤびとに言った、「わたしの言うこと

は必ず行う。あなたがたがもしその夢と、その解き

明かしを、わたしに示さないならば、あなたがたの

身は切り裂かれ、あなたがたの家は滅ぼされる。 6

しかし、その夢とその解き明かしとを示すならば、

贈り物と報酬と大いなる栄誉とを、わたしから受け

るだろう。それゆえその夢とその解き明かしとを、

わたしに示しなさい」。 7彼らは再び答えて言った

、「王よ、しもべらにその夢をお話しください。そ

うすればわたしたちはその解き明かしを示しましょ

う」。 8王は答えて言った、「あなたがたはわたし

が言ったことは、必ず行うことを承知しているので

、時を延ばそうとしているのを、わたしは確かに知

っている。 9もしその夢をわたしに示さないならば

、あなたがたの受ける刑罰はただ一つあるのみだ。

あなたがたは一致して、偽りと、欺きの言葉をわた

しの前に述べて、時の変るのを待とうとしているの

だ。まずその夢をわたしに示しなさい。そうすれば

、わたしはあなたがたがその解き明かしをも、示し

うることを知るだろう」。 10カルデヤびとらは王の
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前に答えて言った、「世の中には王のその要求に応

じうる者はひとりもありません。どんな大いなる力

ある王でも、このような事を、博士、法術士、カル

デヤびとに尋ねた者はありませんでした。 11王の尋

ねられる事はむずかしい事であって、肉なる者と共

におられない神々を除いては、王の前にこれを示し

うる者はないでしょう」。 12これによって王は怒り

、かつ大いに憤り、バビロンの知者をすべて滅ぼせ

と命じた。 13この命令が発せられたので、知者らは

殺されることになった。またダニエルとその同僚を

も殺そうと求めた。 14そして王の侍衛の長アリオク

が、バビロンの知者らを殺そうと出てきたので、ダ

ニエルは思慮と知恵とをもってこれに応答した。 15

すなわち王の高官アリオクに「どうして王はそんな

にきびしい命令を出されたのですか」と言った。ア

リオクがその事をダニエルに告げ知らせると、 16ダ

ニエルは王のところへはいっていって、その解き明

かしを示すために、しばらくの時を与えられるよう

王に願った。 17それからダニエルは家に帰り、同僚

のハナニヤ、ミシャエルおよびアザリヤにこの事を

告げ知らせ、 18共にこの秘密について天の神のあわ

れみを請い、ダニエルとその同僚とが、他のバビロ

ンの知者と共に滅ぼされることのないように求めた

。 19ついに夜の幻のうちにこの秘密がダニエルに示

されたので、ダニエルは天の神をほめたたえた。 20

ダニエルは言った、「神のみ名は永遠より永遠に至

るまでほむべきかな、知恵と権能とは神のものであ

る。 21神は時と季節とを変じ、王を廃し、王を立て

、知者に知恵を与え、賢者に知識を授けられる。 22
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神は深妙、秘密の事をあらわし、暗黒にあるものを

知り、光をご自身のうちに宿す。 23わが先祖たちの

神よ、あなたはわたしに知恵と力とを賜い、今われ

われがあなたに請い求めたところのものをわたしに

示し、王の求めたことをわれわれに示されたので、

わたしはあなたに感謝し、あなたをさんびします」

。 24そこでダニエルは、王がバビロンの知者たちを

滅ぼすことを命じておいたアリオクのもとへ行って

、彼にこう言った、「バビロンの知者たちを滅ぼし

てはなりません。わたしを王の前に連れて行ってく

ださい。わたしはその解き明かしを王に示します」

。 25アリオクは急いでダニエルを王の前に連れて行

き、王にこう言った、「ユダから捕え移した者の中

に、その解き明かしを王にお知らせすることのでき

る、ひとりの人を見つけました」。 26王は答えて、

ベルテシャザルという名のダニエルに言った、「あ

なたはわたしが見た夢と、その解き明かしとをわた

しに知らせることができるのか」。 27ダニエルは王

に答えて言った、「王が求められる秘密は、知者、

法術士、博士、占い師など、これを王に示すことは

できません。 28しかし秘密をあらわすひとりの神が

天におられます。彼は後の日に起るべき事を、ネブ

カデネザル王に知らされたのです。あなたの夢と、

あなたが床にあって見た脳中の幻はこれです。 29王

よ、あなたが床におられたとき、この後どんな事が

あろうかと、思いまわされたが、秘密をあらわされ

るかたが、将来どんな事が起るかを、あなたに知ら

されたのです。 30この秘密をわたしにあらわされた

のは、すべての生ける者にまさって、わたしに知恵
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があるためではなく、ただその解き明かしを、王に

お知らせすることによって、あなたが心に思われた

ことを、お知りになるためです。 31王よ、あなたは

一つの大いなる像が、あなたの前に立っているのを

見られました。その像は大きく、非常に光り輝いて

、恐ろしい外観をもっていました。 32その像の頭は

純金、胸と両腕とは銀、腹と、ももとは青銅、 33す

ねは鉄、足の一部は鉄、一部は粘土です。 34あなた

が見ておられたとき、一つの石が人手によらずに切

り出されて、その像の鉄と粘土との足を撃ち、これ

を砕きました。 35こうして鉄と、粘土と、青銅と、

銀と、金とはみな共に砕けて、夏の打ち場のもみが

らのようになり、風に吹き払われて、あとかたもな

くなりました。ところがその像を撃った石は、大き

な山となって全地に満ちました。 36これがその夢で

す。今わたしたちはその解き明かしを、王の前に申

しあげましょう。 37王よ、あなたは諸王の王であっ

て、天の神はあなたに国と力と勢いと栄えとを賜い

、 38また人の子ら、野の獣、空の鳥はどこにいるも

のでも、皆これをあなたの手に与えて、ことごとく

治めさせられました。あなたはあの金の頭です。 39

あなたの後にあなたに劣る一つの国が起ります。ま

た第三に青銅の国が起って、全世界を治めるように

なります。 40第四の国は鉄のように強いでしょう。

鉄はよくすべての物をこわし砕くからです。鉄がこ

れらをことごとく打ち砕くように、その国はこわし

砕くでしょう。 41あなたはその足と足の指を見られ

ましたが、その一部は陶器師の粘土、一部は鉄であ

ったので、それは分裂した国をさします。しかしあ
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なたが鉄と粘土との混じったのを見られたように、

その国には鉄の強さがあるでしょう。 42その足の指

の一部は鉄、一部は粘土であったように、その国は

一部は強く、一部はもろいでしょう。 43あなたが鉄

と粘土との混じったのを見られたように、それらは

婚姻によって、互に混ざるでしょう。しかし鉄と粘

土とは相混じらないように、かれとこれと相合する

ことはありません。 44それらの王たちの世に、天の

神は一つの国を立てられます。これはいつまでも滅

びることがなく、その主権は他の民にわたされず、

かえってこれらのもろもろの国を打ち破って滅ぼす

でしょう。そしてこの国は立って永遠に至るのです

。 45一つの石が人手によらずに山から切り出され、

その石が鉄と、青銅と、粘土と、銀と、金とを打ち

砕いたのを、あなたが見られたのはこの事です。大

いなる神がこの後に起るべきことを、王に知らされ

たのです。その夢はまことであって、この解き明か

しは確かです」。 46そこでネブカデネザル王はひれ

伏して、ダニエルを拝し、供え物と薫香とを、彼に

ささげることを命じた。 47そして王はダニエルに答

えて言った、「あなたがこの秘密をあらわすことが

できたのを見ると、まことに、あなたがたの神は神

々の神、王たちの主であって、秘密をあらわされる

かただ」。 48こうして王はダニエルに高い位を授け

、多くの大いなる贈り物を与えて、彼をバビロン全

州の総督とし、またバビロンの知者たちを統轄する

者の長とした。 49王はまたダニエルの願いによって

、シャデラクとメシャクとアベデネゴを任命して、
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バビロン州の事務をつかさどらせた。ただしダニエ

ルは王の宮にとどまっていた。

3ネブカデネザル王は一つの金の像を造った。その

高さは六十キュビト、その幅は六キュビトで、彼は

これをバビロン州のドラの平野に立てた。 2そして

ネブカデネザル王は、総督、長官、知事、参議、庫

官、法官、高僧および諸州の官吏たちを召し集め、

ネブカデネザル王の立てたこの像の落成式に臨ませ

ようとした。 3そこで、総督、長官、知事、参議、

庫官、法官、高僧および諸州の官吏たちは、ネブカ

デネザル王の立てた像の落成式に臨み、そのネブカ

デネザルの立てた像の前に立った。 4時に伝令者は

大声に呼ばわって言った、「諸民、諸族、諸国語の

者よ、あなたがたにこう命じられる。 5角笛、横笛

、琴、三角琴、立琴、風笛などの、もろもろの楽器

の音を聞く時は、ひれ伏してネブカデネザル王の立

てた金の像を拝まなければならない。 6だれでもひ

れ伏して拝まない者は、ただちに火の燃える炉の中

に投げ込まれる」と。 7そこで民らはみな、角笛、

横笛、琴、三角琴、立琴、風笛などの、もろもろの

楽器の音を聞くや、諸民、諸族、諸国語の者たちは

みな、ひれ伏して、ネブカデネザル王の立てた金の

像を拝んだ。 8その時、あるカルデヤびとらが進み

きて、ユダヤ人をあしざまに訴えた。 9すなわち彼

らはネブカデネザル王に言った、「王よ、とこしえ

に生きながらえられますように。 10王よ、あなたは

命令を出して仰せられました。すべて、角笛、横笛

、琴、三角琴、立琴、風笛などの、もろもろの楽器

の音を聞く者は皆、ひれ伏して金の像を拝まなけれ
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ばならない。 11また、だれでもひれ伏して拝まない

者はみな、火の燃える炉の中に投げ込まれると。 12

ここにあなたが任命して、バビロン州の事務をつか

さどらせられているユダヤ人シャデラク、メシャク

およびアベデネゴがおります。王よ、この人々はあ

なたを尊ばず、あなたの神々にも仕えず、あなたの

立てられた金の像をも拝もうとしません」。 13そこ

でネブカデネザルは怒りかつ憤って、シャデラク、

メシャクおよびアベデネゴを連れてこいと命じたの

で、この人々を王の前に連れてきた。 14ネブカデネ

ザルは彼らに言った、「シャデラク、メシャク、ア

ベデネゴよ、あなたがたがわが神々に仕えず、また

わたしの立てた金の像を拝まないとは、ほんとうな

のか。 15あなたがたがもし、角笛、横笛、琴、三角

琴、立琴、風笛などの、もろもろの楽器の音を聞く

ときにひれ伏して、わたしが立てた像を、ただちに

拝むならば、それでよろしい。しかし、拝むことを

しないならば、ただちに火の燃える炉の中に投げ込

まれる。いったい、どの神が、わたしの手からあな

たがたを救うことができようか」。 16シャデラク、

メシャクおよびアベデネゴは王に答えて言った、「

ネブカデネザルよ、この事について、お答えする必

要はありません。 17もしそんなことになれば、わた

したちの仕えている神は、その火の燃える炉から、

わたしたちを救い出すことができます。また王よ、

あなたの手から、わたしたちを救い出されます。 18

たといそうでなくても、王よ、ご承知ください。わ

たしたちはあなたの神々に仕えず、またあなたの立

てた金の像を拝みません」。 19そこでネブカデネザ
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ルは怒りに満ち、シャデラク、メシャクおよびアベ

デネゴにむかって、顔色を変え、炉を平常よりも七

倍熱くせよと命じた。 20またその軍勢の中の力の強

い人々を呼んで、シャデラク、メシャクおよびアベ

デネゴを縛って、彼らを火の燃える炉の中に投げ込

めと命じた。 21そこでこの人々は、外套、下着、帽

子、その他の衣服のまま縛られて、火の燃える炉の

中に投げ込まれた。 22王の命令はきびしく、かつ炉

は、はなはだしく熱していたので、シャデラク、メ

シャクおよびアベデネゴを引きつれていった人々は

、その火炎に焼き殺された。 23シャデラク、メシャ

ク、アベデネゴの三人は縛られたままで、火の燃え

る炉の中に落ち込んだ。 24その時、ネブカデネザル

王は驚いて急ぎ立ちあがり、大臣たちに言った、「

われわれはあの三人を縛って、火の中に投げ入れた

ではないか」。彼らは王に答えて言った、「王よ、

そのとおりです」。 25王は答えて言った、「しかし

、わたしの見るのに四人の者がなわめなしに、火の

中を歩いているが、なんの害をも受けていない。そ

の第四の者の様子は神の子のようだ」。 26そこでネ

ブカデネザルは、その火の燃える炉の入口に近寄っ

て、「いと高き神のしもべシャデラク、メシャク、

アベデネゴよ、出てきなさい」と言ったので、シャ

デラク、メシャク、アベデネゴはその火の中から出

てきた。 27総督、長官、知事および王の大臣たちも

集まってきて、この人々を見たが、火は彼らの身に

はなんの力もなく、その頭の毛は焼けず、その外套

はそこなわれず、火のにおいもこれに付かなかった

。 28ネブカデネザルは言った、「シャデラク、メシ
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ャク、アベデネゴの神はほむべきかな。神はその使

者をつかわして、自分に寄り頼むしもべらを救った

。また彼らは自分の神以外の神に仕え、拝むよりも

、むしろ王の命令を無視し、自分の身をも捨てよう

としたのだ。 29それでわたしはいま命令を下す。諸

民、諸族、諸国語の者のうちだれでも、シャデラク

、メシャク、アベデネゴの神をののしる者があるな

らば、その身は切り裂かれ、その家は滅ぼされなけ

ればならない。このように救を施すことのできる神

は、ほかにないからだ」。 30こうして、王はシャデ

ラク、メシャクおよびアベデネゴの位を進めて、バ

ビロン州におらせた。

4ネブカデネザル王は全世界に住む諸民、諸族、諸

国語の者に告げる。どうか、あなたがたに平安が増

すように。 2いと高き神はわたしにしるしと奇跡と

を行われた。わたしはこれを知らせたいと思う。 3

ああ、そのしるしの大いなること、ああ、その奇跡

のすばらしいこと、その国は永遠の国、その主権は

世々に及ぶ。 4われネブカデネザルはわが家に安ら

かにおり、わが宮にあって栄えていたが、 5わたし

は一つの夢を見て、そのために恐れた。すなわち床

にあって、その事を思いめぐらし、わが脳中の幻の

ために心を悩ました。 6そこでわたしは命令を下し

、バビロンの知者をことごとくわが前に召し寄せて

、その夢の解き明かしを示させようとした。 7する

と、博士、法術士、カルデヤびと、占い師たちがき

たので、わたしはその夢を彼らに語ったが、彼らは

その解き明かしを示すことができなかった。 8最後

にダニエルがわたしの前にきた、彼の名はわが神の
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名にちなんで、ベルテシャザルととなえられ、彼の

うちには聖なる神の霊がやどっていたわたしは彼に

その夢を語って言った、 9「博士の長ベルテシャザ

ルよ、わたしは知っている。聖なる神の霊があなた

のうちにやどっているから、どんな秘密もあなたに

はむずかしいことはない。ここにわたしが見た夢が

ある。その解き明かしをわたしに告げなさい。 10わ

たしが床にあって見た脳中の幻はこれである。わた

しが見たのに、地の中央に一本の木があって、その

たけが高かったが、 11その木は成長して強くなり、

天に達するほどの高さになって、地の果までも見え

わたり、 12その葉は美しく、その実は豊かで、すべ

ての者がその中から食物を獲、また野の獣はその陰

にやどり、空の鳥はその枝にすみ、すべての肉なる

者はこれによって養われた。 13わたしが床にあって

見た脳中の幻の中に、ひとりの警護者、ひとりの聖

者の天から下るのを見たが、 14彼は声高く呼ばわっ

て、こう言った、『この木を切り倒し、その枝を切

りはらい、その葉をゆり落し、その実を打ち散らし

、獣をその下から逃げ去らせ、鳥をその枝から飛び

去らせよ。 15ただしその根の切り株を地に残し、そ

れに鉄と青銅のなわをかけて、野の若草の中におき

、天からくだる露にぬれさせ、また地の草の中で、

獣と共にその分にあずからせよ。 16またその心は変

って人間の心のようでなく、獣の心が与えられて、

七つの時を過ごさせよ。 17この宣言は警護者たちの

命令によるもの、この決定は聖者たちの言葉による

もので、いと高き者が、人間の国を治めて、自分の

意のままにこれを人に与え、また人のうちの最も卑
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しい者を、その上に立てられるという事を、すべて

の者に知らせるためである』と。 18われネブカデネ

ザル王はこの夢を見た。ベルテシャザルよ、あなた

はその解き明かしをわたしに告げなさい。わが国の

知者たちは、いずれもその解き明かしを、わたしに

示すことができなかったけれども、あなたにはそれ

ができる。あなたのうちには、聖なる神の霊がやど

っているからだ」。 19その時、その名をベルテシャ

ザルととなえるダニエルは、しばらくのあいだ驚き

、思い悩んだので、王は彼に告げて言った、「ベル

テシャザルよ、あなたはこの夢と、その解き明かし

のために、悩むには及ばない」。ベルテシャザルは

答えて言った、「わが主よ、どうか、この夢は、あ

なたを憎む者にかかわるように。この解き明かしは

、あなたの敵に臨むように。 20あなたが見られた木

、すなわちその成長して強くなり、天に達するほど

の高さになって、地の果までも見えわたり、 21その

葉は美しく、その実は豊かで、すべての者がその中

から食物を獲、また野の獣がその陰にやどり、空の

鳥がその枝に住んだ木、 22王よ、それはすなわちあ

なたです。あなたは成長して強くなり、天に達する

ほどに大きくなり、あなたの主権は地の果にまで及

びました。 23ところが、王はひとりの警護者、ひと

りの聖者が、天から下って、こう言うのを見られま

した、『この木を切り倒して、これを滅ぼせ。ただ

しその根の切り株を地に残し、それに鉄と青銅のな

わをかけて、野の若草の中におき、天からくだる露

にぬれさせ、また野の獣と共にその分にあずからせ

て、七つの時を過ごさせよ』と。 24王よ、その解き
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明かしはこうです。すなわちこれはいと高き者の命

令であって、わが主なる王に臨まんとするものです

。 25すなわちあなたは追われて世の人を離れ、野の

獣と共におり、牛のように草を食い、天からくだる

露にぬれるでしょう。こうして七つの時が過ぎて、

ついにあなたは、いと高き者が人間の国を治めて、

自分の意のままに、これを人に与えられることを知

るに至るでしょう。 26また彼らはその木の根の切り

株を残しおけと命じたので、あなたが、天はまこと

の支配者であるということを知った後、あなたの国

はあなたに確保されるでしょう。 27それゆえ王よ、

あなたはわたしの勧告をいれ、義を行って罪を離れ

、しえたげられる者をあわれんで、不義を離れなさ

い。そうすれば、あるいはあなたの繁栄が、長く続

くかもしれません」。 28この事は皆ネブカデネザル

王に臨んだ。 29十二か月を経て後、王がバビロンの

王宮の屋上を歩いていたとき、 30王は自ら言った、

「この大いなるバビロンは、わたしの大いなる力を

もって建てた王城であって、わが威光を輝かすもの

ではないか」。 31その言葉がなお王の口にあるうち

に、天から声がくだって言った、「ネブカデネザル

王よ、あなたに告げる。国はあなたを離れ去った。

32あなたは、追われて世の人を離れ、野の獣と共に

おり、牛のように草を食い、こうして七つの時を経

て、ついにあなたは、いと高き者が人間の国を治め

て、自分の意のままに、これを人に与えられること

を知るに至るだろう」。 33この言葉は、ただちにネ

ブカデネザルに成就した。彼は追われて世の人を離

れ、牛のように草を食い、その身は天からくだる露
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にぬれ、ついにその毛は、わしの羽のようになり、

そのつめは鳥のつめのようになった。 34こうしてそ

の期間が満ちた後、われネブカデネザルは、目をあ

げて天を仰ぎ見ると、わたしの理性が自分に帰った

ので、わたしはいと高き者をほめ、その永遠に生け

る者をさんびし、かつあがめた。その主権は永遠の

主権、その国は世々かぎりなく、 35地に住む民はす

べて無き者のように思われ、天の衆群にも、地に住

む民にも、彼はその意のままに事を行われる。だれ

も彼の手をおさえて「あなたは何をするのか」と言

いうる者はない。 36この時わたしの理性は自分に帰

り、またわが国の光栄のために、わが尊厳と光輝と

が、わたしに帰った。わが大臣、わが貴族らもきて

、わたしに求め、わたしは国の上に堅く立って、前

にもまさって大いなる者となった。 37そこでわれネ

ブカデネザルは今、天の王をほめたたえ、かつあが

めたてまつる。そのみわざはことごとく真実で、そ

の道は正しく、高ぶり歩む者を低くされる。

5ベルシャザル王は、その大臣一千人のために、盛

んな酒宴を設け、その一千人の前で酒を飲んでいた

。 2酒が進んだとき、ベルシャザルは、その父ネブ

カデネザルがエルサレムの神殿から取ってきた金銀

の器を持ってこいと命じた。王とその大臣たち、お

よび王の妻とそばめらが、これをもって酒を飲むた

めであった。 3そこで人々はそのエルサレムの神の

宮すなわち神殿から取ってきた金銀の器を持ってき

たので、王とその大臣たち、および王の妻とそばめ

らは、これをもって飲んだ。 4すなわち彼らは酒を

飲んで、金、銀、青銅、鉄、木、石などの神々をほ
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めたたえた。 5すると突然人の手の指があらわれて

、燭台と相対する王の宮殿の塗り壁に物を書いた。

王はその物を書いた手の先を見た。 6そのために王

の顔色は変り、その心は思い悩んで乱れ、その腰の

つがいはゆるみ、ひざは震えて互に打ちあった。 7

王は大声に呼ばわって、法術士、カルデヤびと、占

い師らを召してこさせた。王はバビロンの知者たち

に告げて言った、「この文字を読み、その解き明か

しをわたしに示す者には紫の衣を着せ、首に金の鎖

をかけさせて、国の第三のつかさとしよう」と。 8

王の知者たちは皆はいってきた。しかしその文字を

読むことができず、またその解き明かしを王に示す

ことができなかったので、 9ベルシャザル王は大い

に思い悩んで、その顔色は変り、王の大臣たちも当

惑した。 10時に王妃は王と大臣たちの言葉を聞いて

、その宴会場にはいってきた。そして王妃は言った

、「王よ、どうか、とこしえに生きながらえられま

すように。あなたは心に思い悩んではなりません。

また顔色を変えるには及びません。 11あなたの国に

は、聖なる神の霊のやどっているひとりの人がおり

ます。あなたの父の代に、彼は、明知、分別および

神のような知恵のあることをあらわしました。あな

たの父ネブカデネザル王は、彼を立てて、博士、法

術士、カルデヤびと、占い師らの長とされました。

12彼は、王がベルテシャザルという名を与えたダニ

エルという者ですが、このダニエルには、すぐれた

霊、知識、分別があって、夢を解き、なぞを解き、

難問を解くことができます。ゆえにダニエルを召し

なさい。彼はその解き明かしを示すでしょう」。 13
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そこでダニエルは王の前に召された。王はダニエル

に言った、「あなたは、わが父の王が、ユダからひ

きつれてきたユダの捕囚のひとりなのか。 14聞くと

ころによると、あなたのうちには、聖なる神の霊が

やどっていて、明知、分別および非凡な知恵がある

そうだ。 15わたしは、知者、法術士らを、わが前に

召しよせて、この文字を読ませ、その解き明かしを

示させようとしたが、彼らは、この事の解き明かし

を示すことができなかった。 16しかしまた聞くとこ

ろによると、あなたは解き明かしをなし、かつ難問

を解くことができるそうだ。それで、あなたがもし

、この文字を読み、その解き明かしをわたしに示す

ことができたなら、あなたに紫の衣を着せ、金の鎖

を首にかけさせて、この国の第三のつかさとしよう

」。 17ダニエルは王の前に答えて言った、「あなた

の賜物は、あなたご自身にとっておき、あなたの贈

り物は、他人にお与えください。それでも、わたし

は王のためにその文字を読み、その解き明かしをお

知らせいたしましょう。 18王よ、いと高き神はあな

たの父ネブカデネザルに国と権勢と、光栄と尊厳と

を賜いました。 19彼に権勢を賜わったことによって

、諸民、諸族、諸国語の者はみな、彼の前におのの

き恐れました。彼は自分の欲する者を殺し、自分の

欲する者を生かし、自分の欲する者を上げ、自分の

欲する者を下しました。 20しかし彼は心に高ぶり、

かたくなになり、ごうまんにふるまったので、王位

からしりぞけられ、その光栄を奪われ、 21追われて

世の人と離れ、その思いは獣のようになり、そのす

まいは野ろばと共にあり、牛のように草を食い、そ
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の身は天からくだる露にぬれ、こうしてついに彼は

、いと高き神が人間の国を治めて、自分の意のまま

に人を立てられるということを、知るようになりま

した。 22ベルシャザルよ、あなたは彼の子であって

、この事をことごとく知っていながら、なお心を低

くせず、 23かえって天の主にむかって、みずから高

ぶり、その宮の器物をあなたの前に持ってこさせ、

あなたとあなたの大臣たちと、あなたの妻とそばめ

たちは、それをもって酒を飲み、そしてあなたは見

ることも、聞くことも、物を知ることもできない金

、銀、青銅、鉄、木、石の神々をほめたたえたが、

あなたの命をその手ににぎり、あなたのすべての道

をつかさどられる神をあがめようとはしなかった。

24それゆえ、彼の前からこの手が出てきて、この文

字が書きしるされたのです。 25そのしるされた文字

はこうです。メネ、メネ、テケル、ウパルシン。 26

その事の解き明かしはこうです、メネは神があなた

の治世を数えて、これをその終りに至らせたことを

いうのです。 27テケルは、あなたがはかりで量られ

て、その量の足りないことがあらわれたことをいう

のです。 28ペレスは、あなたの国が分かたれて、メ

デアとペルシャの人々に与えられることをいうので

す」。 29そこでベルシャザルは命じて、ダニエルに

紫の衣を着せ、金の鎖をその首にかけさせ、彼につ

いて布告を発して、彼は国の第三のつかさであると

言わせた。 30カルデヤびとの王ベルシャザルは、そ

の夜のうちに殺され、 31メデアびとダリヨスが、そ

の国を受けた。この時ダリヨスは、おおよそ六十二

歳であった。
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6ダリヨスは全国を治めるために、その国に百二十

人の総督を立てることをよしとし、 2また彼らの上

に三人の総監を立てた。ダニエルはそのひとりであ

った。これは総督たちをして、この三人の前に、そ

の職務に関する報告をさせて、王に損失の及ぶこと

のないようにするためであった。 3ダニエルは彼の

うちにあるすぐれた霊のゆえに、他のすべての総監

および総督たちにまさっていたので、王は彼を立て

て全国を治めさせようとした。 4そこで総監および

総督らは、国事についてダニエルを訴えるべき口実

を得ようとしたが、訴えるべきなんの口実も、なん

のとがをも見いだすことができなかった。それは彼

が忠信な人であって、その身になんのあやまちも、

とがも見いだされなかったからである。 5そこでそ

の人々は言った、「われわれはダニエルの神の律法

に関して、彼を訴える口実を得るのでなければ、つ

いに彼を訴えることはできまい」と。 6こうして総

監と総督らは、王のもとに集まってきて、王に言っ

た、「ダリヨス王よ、どうかとこしえに生きながら

えられますように。 7国の総監、長官および総督、

参議および知事らは、相はかって、王が一つのおき

てを立て、一つの禁令を定められるよう求めること

になりました。王よ、それはこうです。すなわち今

から三十日の間は、ただあなたにのみ願い事をさせ

、もしあなたをおいて、神または人にこれをなす者

があれば、すべてその者を、ししの穴に投げ入れる

というのです。 8それで王よ、その禁令を定め、そ

の文書に署名して、メデアとペルシャの変ることの

ない法律のごとく、これを変えることのできないよ



ダニエル書 1926

うにしてください」。 9そこでダリヨス王は、その

禁令の文書に署名した。 10ダニエルは、その文書の

署名されたことを知って家に帰り、二階のへやの、

エルサレムに向かって窓の開かれた所で、以前から

おこなっていたように、一日に三度ずつ、ひざをか

がめて神の前に祈り、かつ感謝した。 11そこでその

人々は集まってきて、ダニエルがその神の前に祈り

、かつ求めていることを見たので、 12彼らは王の前

にきて、王の禁令について奏上して言った、「王よ

、あなたは禁令に署名して、今から三十日の間は、

ただあなたにのみ願い事をさせ、もしあなたをおい

て、神または人に、これをなす者があれば、すべて

その者を、ししの穴に投げ入れると、定められたで

はありませんか」。王は答えて言った、「その事は

確かであって、メデアとペルシャの法律のごとく、

変えることのできないものだ」。 13彼らは王の前に

答えて言った、「王よ、ユダから引いてきた捕囚の

ひとりである、かのダニエルは、あなたをも、あな

たの署名された禁令をも顧みず、一日に三度ずつ、

祈をささげています」。 14王はこの言葉を聞いて大

いに憂え、ダニエルを救おうと心を用い、日の入る

まで、彼を救い出すことに努めた。 15時にその人々

は、また王のもとに集まってきて、王に言った、「

王よ、メデアとペルシャの法律によれば、王の立て

た禁令、または、おきては変えることのできないも

のであることを、ご承知ください」。 16そこで王は

命令を下したので、ダニエルは引き出されて、しし

の穴に投げ入れられた。王はダニエルに言った、「

どうか、あなたの常に仕える神が、あなたを救われ
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るように」。 17そして一つの石を持ってきて、穴の

口をふさいだので、王は自分の印と、大臣らの印を

もって、これに封印した。これはダニエルの処置を

変えることのないようにするためであった。 18こう

して王はその宮殿に帰ったが、その夜は食をとらず

、また、そばめたちを召し寄せず、全く眠ることも

しなかった。 19こうして王は朝まだき起きて、しし

の穴へ急いで行ったが、 20ダニエルのいる穴に近づ

いたとき、悲しげな声をあげて呼ばわり、ダニエル

に言った、「生ける神のしもべダニエルよ、あなた

が常に仕えている神はあなたを救って、ししの害を

免れさせることができたか」。 21ダニエルは王に言

った、「王よ、どうか、とこしえに生きながらえら

れますように。 22わたしの神はその使をおくって、

ししの口を閉ざされたので、ししはわたしを害しま

せんでした。これはわたしに罪のないことが、神の

前に認められたからです。王よ、わたしはあなたの

前にも、何も悪い事をしなかったのです」。 23そこ

で王は大いに喜び、ダニエルを穴の中から出せと命

じたので、ダニエルは穴の中から出されたが、その

身になんの害をも受けていなかった。これは彼が自

分の神を頼みとしていたからである。 24王はまた命

令を下して、ダニエルをあしざまに訴えた人々を引

いてこさせ、彼らをその妻子と共に、ししの穴に投

げ入れさせた。彼らが穴の底に達しないうちに、し

しは彼らにとびかかって、その骨までもかみ砕いた

。 25そこでダリヨス王は全世界に住む諸民、諸族、

諸国語の者に詔を書きおくって言った、「どうか、

あなたがたに平安が増すように。 26わたしは命令を
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出す。わが国のすべての州の人は、皆ダニエルの神

を、おののき恐れなければならない。彼は生ける神

であって、とこしえに変ることなく、その国は滅び

ず、その主権は終りまで続く。 27彼は救を施し、助

けをなし、天においても、地においても、しるしと

奇跡とをおこない、ダニエルを救って、ししの力を

のがれさせたかたである」。 28こうして、このダニ

エルはダリヨスの世と、ペルシャ人クロスの世にお

いて栄えた。

7バビロンの王ベルシャザルの元年に、ダニエルは

床にあって夢を見、また脳中に幻を得たので、彼は

その夢をしるして、その事の大意を述べた。 2ダニ

エルは述べて言った、「わたしは夜の幻のうちに見

た。見よ、天の四方からの風が大海をかきたてると

、 3四つの大きな獣が海からあがってきた。その形

は、おのおの異なり、 4第一のものは、ししのよう

で、わしの翼をもっていたが、わたしが見ていると

、その翼は抜きとられ、また地から起されて、人の

ように二本の足で立たせられ、かつ人の心が与えら

れた。 5見よ、第二の獣は熊のようであった。これ

はそのからだの一方をあげ、その口の歯の間に、三

本の肋骨をくわえていたが、これに向かって『起き

あがって、多くの肉を食らえ』と言う声があった。

6その後わたしが見たのは、ひょうのような獣で、そ

の背には鳥の翼が四つあった。またこの獣には四つ

の頭があり、主権が与えられた。 7その後わたしが

夜の幻のうちに見た第四の獣は、恐ろしい、ものす

ごい、非常に強いもので、大きな鉄の歯があり、食

らい、かつ、かみ砕いて、その残りを足で踏みつけ
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た。これは、その前に出たすべての獣と違って、十

の角を持っていた。 8わたしが、その角を注意して

見ていると、その中に、また一つの小さい角が出て

きたが、この小さい角のために、さきの角のうち三

つがその根から抜け落ちた。見よ、この小さい角に

は、人の目のような目があり、また大きな事を語る

口があった。 9わたしが見ていると、もろもろのみ

座が設けられて、日の老いたる者が座しておられた

。その衣は雪のように白く、頭の毛は混じりものの

ない羊の毛のようであった。そのみ座は火の炎であ

り、その車輪は燃える火であった。 10彼の前から、

ひと筋の火の流れが出てきた。彼に仕える者は千々

、彼の前にはべる者は万々、審判を行う者はその席

に着き、かずかずの書き物が開かれた。 11わたしは

、その角の語る大いなる言葉の声がするので見てい

たが、わたしが見ている間にその獣は殺され、その

からだはそこなわれて、燃える火に投げ入れられた

。 12その他の獣はその主権を奪われたが、その命は

、時と季節の来るまで延ばされた。 13わたしはまた

夜の幻のうちに見ていると、見よ、人の子のような

者が、天の雲に乗ってきて、日の老いたる者のもと

に来ると、その前に導かれた。 14彼に主権と光栄と

国とを賜い、諸民、諸族、諸国語の者を彼に仕えさ

せた。その主権は永遠の主権であって、なくなるこ

とがなく、その国は滅びることがない。 15そこで、

われダニエル、わがうちなる霊は憂え、わが脳中の

幻は、わたしを悩ましたので、 16わたしは、そこに

立っている者のひとりに近寄って、このすべての事

の真意を尋ねた。するとその者は、わたしにこの事
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の解き明かしを告げ知らせた。 17『この四つの大き

な獣は、地に起らんとする四人の王である。 18しか

しついには、いと高き者の聖徒が国を受け、永遠に

その国を保って、世々かぎりなく続く』。 19そこで

わたしは、さらに第四の獣の真意を知ろうとした。

その獣は他の獣と異なって、はなはだ恐ろしく、そ

の歯は鉄、そのつめは青銅であって、食らい、かつ

、かみ砕いて、その残りを足で踏みつけた。 20この

獣の頭には、十の角があったが、そのほかに一つの

角が出てきたので、この角のために、三つの角が抜

け落ちた。この角には目があり、また大きな事を語

る口があって、その形は、その同類のものよりも大

きく見えた。 21わたしが見ていると、この角は聖徒

と戦って、彼らに勝ったが、 22ついに日の老いたる

者がきて、いと高き者の聖徒のために審判をおこな

った。そしてその時がきて、この聖徒たちは国を受

けた。 23彼はこう言った、『第四の獣は地上の第四

の国である。これはすべての国と異なって、全世界

を併合し、これを踏みつけ、かつ打ち砕く。 24十の

角はこの国から起る十人の王である。その後にまた

ひとりの王が起る。彼は先の者と異なり、かつ、そ

の三人の王を倒す。 25彼は、いと高き者に敵して言

葉を出し、かつ、いと高き者の聖徒を悩ます。彼は

また時と律法とを変えようと望む。聖徒はひと時と

、ふた時と、半時の間、彼の手にわたされる。 26し

かし審判が行われ、彼の主権は奪われて、永遠に滅

び絶やされ、 27国と主権と全天下の国々の権威とは

、いと高き者の聖徒たる民に与えられる。彼らの国

は永遠の国であって、諸国の者はみな彼らに仕え、
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かつ従う』。 28その事はここで終った。われダニエ

ルは、これを思いまわして、非常に悩み、顔色も変

った。しかし、わたしはこの事を心に留めた」。

8われダニエルは先に幻を見たが、後またベルシャ

ザル王の治世の第三年に、一つの幻がわたしに示さ

れた。 2その幻を見たのは、エラム州の首都スサに

いた時であって、ウライ川のほとりにおいてであっ

た。 3わたしが目をあげて見ると、川の岸に一匹の

雄羊が立っていた。これに二つの角があって、その

角は共に長かったが、一つの角は他の角よりも長か

った。その長いのは後に伸びたのである。 4わたし

が見ていると、その雄羊は、西、北、南にむかって

突撃したが、これに当ることのできる獣は一匹もな

く、またその手から救い出すことのできるものもな

かった。これはその心のままにふるまい、みずから

高ぶっていた。 5わたしがこれを考え、見ていると

、一匹の雄やぎが、全地のおもてを飛びわたって西

からきたが、その足は土を踏まなかった。このやぎ

には、目の間に著しい一つの角があった。 6この者

は、さきにわたしが川の岸に立っているのを見た、

あの二つの角のある雄羊にむかってきて、激しく怒

ってこれに走り寄った。 7わたしが見ていると、そ

れが雄羊に近寄るや、これにむかって怒りを発し、

雄羊を撃って、その二つの角を砕いた。雄羊には、

これに当る力がなかったので、やぎは雄羊を地に打

ち倒して踏みつけた。また、その雄羊を、やぎの力

から救いうる者がなかった。 8こうして、その雄や

ぎは、はなはだしく高ぶったが、その盛んになった

時、あの大きな角が折れて、その代りに四つの著し
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い角が生じ、天の四方に向かった。 9その角の一つ

から、一つの小さい角が出て、南に向かい、東に向

かい、麗しい地に向かって、はなはだしく大きくな

り、 10天の衆群に及ぶまでに大きくなり、星の衆群

のうちの数個を地に投げ下して、これを踏みつけ、

11またみずから高ぶって、その衆群の主に敵し、そ

の常供の燔祭を取り除き、かつその聖所を倒した。

12そしてその衆群は、罪によって、常供の燔祭と共

に、これにわたされた。その角はまた真理を地に投

げうち、ほしいままにふるまって、みずから栄えた

。 13それから、わたしはひとりの聖者の語っている

のを聞いた。またひとりの聖者があって、その語っ

ている聖者にむかって言った、「常供の燔祭と、荒

すことをなす罪と、聖所とその衆群がわたされて、

足の下に踏みつけられることについて、幻にあらわ

れたことは、いつまでだろうか」と。 14彼は言った

、「二千三百の夕と朝の間である。そして聖所は清

められてその正しい状態に復する」。 15われダニエ

ルはこの幻を見て、その意味を知ろうと求めていた

時、見よ、人のように見える者が、わたしの前に立

った。 16わたしはウライ川の両岸の間から人の声が

出て、呼ばわるのを聞いた、「ガブリエルよ、この

幻をその人に悟らせよ」。 17すると彼はわたしの立

っている所にきた。彼がきたとき、わたしは恐れて

、ひれ伏した。しかし、彼はわたしに言った、「人

の子よ、悟りなさい。この幻は終りの時にかかわる

ものです」。 18彼がわたしに語っていた時、わたし

は地にひれ伏して、深い眠りに陥ったが、彼はわた

しに手を触れ、わたしを立たせて、 19言った、「見
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よ、わたしは憤りの終りの時に起るべきことを、あ

なたに知らせよう。それは定められた終りの時にか

かわるものであるから。 20あなたが見た、あの二つ

の角のある雄羊は、メデアとペルシャの王です。 21

また、かの雄やぎはギリシヤの王です、その目の間

の大きな角は、その第一の王です。 22またその角が

折れて、その代りに四つの角が生じたのは、その民

から四つの国が起るのです。しかし、第一の王のよ

うな勢力はない。 23彼らの国の終りの時になり、罪

びとの罪が満ちるに及んで、ひとりの王が起るでし

ょう。その顔は猛悪で、彼はなぞを解き、 24その勢

力は盛んであって、恐ろしい破壊をなし、そのなす

ところ成功して、有力な人々と、聖徒である民を滅

ぼすでしょう。 25彼は悪知恵をもって、偽りをその

手におこない遂げ、みずから心に高ぶり、不意に多

くの人を打ち滅ぼし、また君の君たる者に敵するで

しょう。しかし、ついに彼は人手によらずに滅ぼさ

れるでしょう。 26先に示された朝夕の幻は真実です

。しかし、あなたはその幻を秘密にしておかなけれ

ばならない。これは多くの日の後にかかわる事だか

ら」。 27われダニエルは疲れはてて、数日の間病み

わずらったが、後起きて、王の事務を執った。しか

し、わたしはこの幻の事を思って驚いた。またこれ

を悟ることができなかった。

9メデアびとアハシュエロスの子ダリヨスが、カル

デヤびとの王となったその元年、 2すなわちその治

世の第一年に、われダニエルは主が預言者エレミヤ

に臨んで告げられたその言葉により、エルサレムの

荒廃の終るまでに経ねばならぬ年の数は七十年であ
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ることを、文書によって悟った。 3それでわたしは

、わが顔を主なる神に向け、断食をなし、荒布を着

、灰をかぶって祈り、かつ願い求めた。 4すなわち

わたしは、わが神、主に祈り、ざんげして言った、

「ああ、大いなる恐るべき神、主、おのれを愛し、

おのれの戒めを守る者のために契約を保ち、いつく

しみを施される者よ、 5われわれは罪を犯し、悪を

おこない、よこしまなふるまいをなし、そむいて、

あなたの戒めと、おきてを離れました。 6われわれ

はまた、あなたのしもべなる預言者たちが、あなた

の名をもって、われわれの王たち、君たち、先祖た

ち、および国のすべての民に告げた言葉に聞き従い

ませんでした。 7主よ、正義はあなたのものですが

、恥はわれわれに加えられて、今日のような有様で

す。すなわちユダの人々、エルサレムの住民および

全イスラエルの者は、近き者も、遠き者もみな、あ

なたが追いやられたすべての国々で恥をこうむりま

した。これは彼らがあなたにそむいて犯した罪によ

るのです。 8主よ、恥はわれわれのもの、われわれ

の王たち、君たちおよび先祖たちのものです。これ

はわれわれがあなたにむかって罪を犯したからです

。 9あわれみと、ゆるしはわれわれの神、主のもの

です。これはわれわれが彼にそむいたからです。 10

またわれわれの神、主のみ声に聞き従わず、主がそ

のしもべ預言者たちによって、われわれの前に賜わ

った律法を行わなかったからです。 11まことにイス

ラエルの人々は皆あなたの律法を犯し、離れ去って

、あなたのみ声に聞き従わなかったので、神のしも

べモーセの律法にしるされたのろいと誓いが、われ
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われの上に注ぎかかりました。これはわれわれが神

にむかって罪を犯したからです。 12すなわち神は大

いなる災をわれわれの上にくだして、さきにわれわ

れと、われわれを治めたつかさたちにむかって告げ

られた言葉を実行されたのです。あのエルサレムに

臨んだような事は、全天下にいまだかつてなかった

事です。 13モーセの律法にしるされたように、この

災はすべてわれわれに臨みましたが、なおわれわれ

の神、主の恵みを請い求めることをせず、その不義

を離れて、あなたの真理を悟ることをもしませんで

した。 14それゆえ、主はこれを心に留めて、災をわ

れわれに下されたのです。われわれの神、主は、何

事をされるにも、正しくあらせられます。ところが

、われわれはそのみ声に聞き従わなかったのです。

15われわれの神、主よ、あなたは強きみ手をもって

、あなたの民をエジプトの地から導き出して、今日

のように、み名をあげられました。われわれは罪を

犯し、よこしまなふるまいをしました。 16主よ、ど

うぞあなたが、これまで正しいみわざをなされたよ

うに、あなたの町エルサレム、あなたの聖なる山か

ら、あなたの怒りと憤りとを取り去ってください。

これはわれわれの罪と、われわれの先祖の不義のた

めに、エルサレムと、あなたの民が、われわれの周

囲の者の物笑いとなったからです。 17それゆえ、わ

れわれの神よ、しもべの祈と願いを聞いてください

。主よ、あなたご自身のために、あの荒れたあなた

の聖所に、あなたのみ顔を輝かせてください。 18わ

が神よ、耳を傾けて聞いてください。目を開いて、

われわれの荒れたさまを見、み名をもってとなえら
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れる町をごらんください。われわれがあなたの前に

祈をささげるのは、われわれの義によるのではなく

、ただあなたの大いなるあわれみによるのです。 19

主よ、聞いてください。主よ、ゆるしてください。

主よ、み心に留めて、おこなってください。わが神

よ、あなたご自身のために、これを延ばさないでく

ださい。あなたの町と、あなたの民は、み名をもっ

てとなえられているからです」。 20わたしがこう言

って祈り、かつわが罪とわが民イスラエルの罪をざ

んげし、わが神の聖なる山のために、わが神、主の

前に願いをしていたとき、 21すなわちわたしが祈の

言葉を述べていたとき、わたしが初めに幻のうちに

見た、かの人ガブリエルは、すみやかに飛んできて

、夕の供え物をささげるころ、わたしに近づき、 22

わたしに告げて言った、「ダニエルよ、わたしは今

あなたに、知恵と悟りを与えるためにきました。 23

あなたが祈を始めたとき、み言葉が出たので、それ

をあなたに告げるためにきたのです。あなたは大い

に愛せられている者です。ゆえに、このみ言葉を考

えて、この幻を悟りなさい。 24あなたの民と、あな

たの聖なる町については、七十週が定められていま

す。これはとがを終らせ、罪に終りを告げ、不義を

あがない、永遠の義をもたらし、幻と預言者を封じ

、いと聖なる者に油を注ぐためです。 25それゆえ、

エルサレムを建て直せという命令が出てから、メシ

ヤなるひとりの君が来るまで、七週と六十二週ある

ことを知り、かつ悟りなさい。その間に、しかも不

安な時代に、エルサレムは広場と街路とをもって、

建て直されるでしょう。 26その六十二週の後にメシ
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ヤは断たれるでしょう。ただし自分のためにではあ

りません。またきたるべき君の民は、町と聖所とを

滅ぼすでしょう。その終りは洪水のように臨むでし

ょう。そしてその終りまで戦争が続き、荒廃は定め

られています。 27彼は一週の間多くの者と、堅く契

約を結ぶでしょう。そして彼はその週の半ばに、犠

牲と供え物とを廃するでしょう。また荒す者が憎む

べき者の翼に乗って来るでしょう。こうしてついに

その定まった終りが、その荒す者の上に注がれるの

です」。

10ペルシャの王クロスの第三年に、ベルテシャザ

ルと名づけられたダニエルに、一つの言葉が啓示さ

れたが、その言葉は真実であり、大いなる戦いを意

味するものであった。彼はその言葉に心を留め、そ

の幻を悟った。 2そのころ、われダニエルは三週の

間、悲しんでいた。 3すなわち三週間の全く満ちる

までは、うまい物を食べず、肉と酒とを口にせず、

また身に油を塗らなかった。 4正月の二十四日に、

わたしがチグリスという大川の岸に立っていたとき

、 5目をあげて望み見ると、ひとりの人がいて、亜

麻布の衣を着、ウパズの金の帯を腰にしめていた。

6そのからだは緑柱石のごとく、その顔は電光のごと

く、その目は燃えるたいまつのごとく、その腕と足

は、みがいた青銅のように輝き、その言葉の声は、

群衆の声のようであった。 7この幻を見た者は、わ

れダニエルのみであって、わたしと共にいた人々は

、この幻を見なかったが、彼らは大いにおののいて

、逃げかくれた。 8それでわたしひとり残って、こ

の大いなる幻を見たので、力が抜け去り、わが顔の
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輝きは恐ろしく変って、全く力がなくなった。 9わ

たしはその言葉の声を聞いたが、その言葉の声を聞

いたとき、顔を伏せ、地にひれ伏して、深い眠りに

陥った。 10見よ、一つの手があって、わたしに触れ

たので、わたしは震えながらひざまずき、手をつく

と、 11彼はわたしに言った、「大いに愛せられる人

ダニエルよ、わたしがあなたに告げる言葉に心を留

め、立ちあがりなさい。わたしは今あなたのもとに

つかわされたのです」。彼がこの言葉をわたしに告

げているとき、わたしは震えながら立ちあがった。

12すると彼はわたしに言った、「ダニエルよ、恐れ

るに及ばない。あなたが悟ろうと心をこめ、あなた

の神の前に身を悩ましたその初めの日から、あなた

の言葉は、すでに聞かれたので、わたしは、あなた

の言葉のゆえにきたのです。 13ペルシャの国の君が

、二十一日の間わたしの前に立ちふさがったが、天

使の長のひとりであるミカエルがきて、わたしを助

けたので、わたしは、彼をペルシャの国の君と共に

、そこに残しておき、 14末の日に、あなたの民に臨

まんとする事を、あなたに悟らせるためにきたので

す。この幻は、なおきたるべき日にかかわるもので

す」。 15彼がこれらの言葉を、わたしに述べていた

とき、わたしは、地にひれ伏して黙っていたが、 16

見よ、人の子のような者が、わたしのくちびるにさ

わったので、わたしは口を開き、わが前に立ってい

る者に語って言った、「わが主よ、この幻によって

、苦しみがわたしに臨み、全く力を失いました。 17

わが主のしもべは、どうしてわが主と語ることがで

きましょう。わたしは全く力を失い、息も止まるば



ダニエル書 1939

かりです」。 18人の形をした者は、再びわたしにさ

わり、わたしを力づけて、 19言った、「大いに愛せ

られる人よ、恐れるには及ばない。安心しなさい。

心を強くし、勇気を出しなさい」。彼がこう言った

とき、わたしは力づいて言った、「わが主よ、語っ

てください。あなたは、わたしに力をつけてくださ

ったから」。 20そこで彼は言った、「あなたは、わ

たしがなんのためにきたかを知っていますか。わた

しは、今帰っていって、ペルシャの君と戦おうとし

ているのです。彼との戦いがすむと、ギリシヤの君

があらわれるでしょう。 21しかしわたしは、まず真

理の書にしるされている事を、あなたに告げよう。

わたしを助けて、彼らと戦う者は、あなたがたの君

ミカエルのほかにはありません。

11わたしはまたメデアびとダリヨスの元年に立っ

て彼を強め、彼を力づけたことがあります。 2わた

しは今あなたに真理を示そう。見よ、ペルシャにな

お三人の王が起るでしょう。その第四の者は、他の

すべての者にまさって富み、その富によって強くな

ったとき、彼はすべてのものを動員して、ギリシヤ

の国を攻めます。 3またひとりの勇ましい王が起り

、大いなる権力をもって世を治め、その意のままに

事をなすでしょう。 4彼が強くなった時、その国は

破られ、天の四方に分かたれます。それは彼の子孫

に帰せず、また彼が治めたほどの権力もなく、彼の

国は抜き取られて、これら以外の者どもに帰するで

しょう。 5南の王は強くなります。しかしその将軍

のひとりが、彼にまさって強くなり、権力をふるい

ます。その権力は、大いなる権力です。 6年を経て



ダニエル書 1940

後、彼らは縁組をなし、南の王の娘が、北の王にき

て、和親をはかります。しかしその女は、その腕の

力を保つことができず、またその王も、その子も立

つことができません。その女と、その従者と、その

子およびその女を獲た者とは、わたされるでしょう

。 7そのころ、この女の根から、一つの芽が起って

彼に代り、北の王の軍勢にむかってきて、その城に

討ち入り、これを攻めて勝つでしょう。 8彼はまた

彼らの神々、鋳像および金銀の貴重な器物を、エジ

プトに携え去り、そして数年の間、北の王を討つこ

とを控えます。 9その後、北の王は、南の王の国に

討ち入るが、自分の国に帰るでしょう。 10その子ら

はまた憤激して、あまたの大軍を集め、進んで行っ

て、みなぎりあふれ、通り過ぎるが、また行って、

その城にまで攻め寄せるでしょう。 11そこで南の王

は、大いに怒り、出てきて北の王と戦います。彼は

大軍を起すけれども、その軍は相手の手にわたされ

るでしょう。 12彼がその軍を打ち破ったとき、その

心は高ぶり、数万人を倒します。しかし、勝つこと

はありません。 13それは北の王がまた初めよりも大

いなる軍を起し、数年の後、大いなる軍勢と多くの

軍需品とをもって、攻めて来るからです。 14そのこ

ろ多くの者が起って、南の王に敵します。またあな

たの民のうちのあらくれ者が、みずから高ぶって事

をなし、幻を成就しようとするが失敗するでしょう

。 15こうして北の王がきて、塁を築き、堅固な町を

取るが、南の王の力は、これに立ち向かうことがで

きず、またそのえり抜きの民も、これに立ち向かう

力がありません。 16これに攻めて来る者は、その心
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のままに事をなし、その前に立ち向かうことのでき

る者はなく、彼は麗しい地に立ち、その地は全く彼

のために荒されます。 17彼は全国の力をもって討ち

入ろうと、その顔を向けるが、相手と仲直りをし、

その娘を与えて、その国を取ろうとします。しかし

、その事は成らず、また彼の利益にはならないでし

ょう。 18その後、彼は顔を海沿いの国々に向けて、

その多くのものを取ります。しかし、ひとりの大将

があって、彼が与えた恥辱をそそぎ、その恥辱を彼

の上に返します。 19こうして彼は、その顔を自分の

国の要害に向けるが、彼はつまずき倒れて消えうせ

るでしょう。 20彼に代って起る者は、栄光の国に人

をつかわして、租税を取り立てさせるでしょう。し

かし彼は、怒りにも戦いにもよらず、数日のうちに

滅ぼされます。 21彼に代って起る者は、卑しむべき

者であって、彼には、王の尊厳が与えられず、彼は

不意にきて、巧言をもって国を獲るでしょう。 22洪

水のような軍勢は、彼の前に押し流されて敗られ、

契約の君たる者もまた敗られるでしょう。 23彼は、

これと同盟を結んで後、偽りのおこないをなし、わ

ずかな民をもって強くなり、 24不意にその州の最も

肥えた所に攻め入り、その父も、その父の父もしな

かった事をおこない、その奪った物、かすめた物お

よび財宝を、人々の中に散らすでしょう。彼はまた

計略をめぐらして、堅固な城を攻めるが、ただし、

それは時の至るまでです。 25彼はその勢力と勇気と

を奮い起し、大軍を率いて南の王を攻めます。南の

王もまたみずから奮い、はなはだ大いなる強力な軍

勢をもって戦います。しかし、彼に対して、陰謀を
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めぐらす者があるので、これに立ち向かうことがで

きません。 26すなわち彼の食物を食べる者たちが、

彼を滅ぼします。そして、その軍勢は押し流されて

、多くの者が倒れ死ぬでしょう。 27このふたりの王

は、害を与えようと心にはかり、ひとつ食卓に共に

食して、偽りを語るが、それは成功しません。終り

はなお定まった時の来るまでこないからです。 28彼

は大いなる財宝をもって、自分の国に帰るでしょう

。しかし、彼の心は聖なる契約にそむき、ほしいま

まに事をなして、自分の国に帰ります。 29定まった

時になって、彼はまた南に討ち入ります。しかし、

この時は前の時のようではありません。 30それはキ

ッテムの船が、彼に立ち向かって来るので、彼は脅

かされて帰り、聖なる契約に対して憤り、事を行う

でしょう。彼は帰っていって、聖なる契約を捨てる

者を顧み用いるでしょう。 31彼から軍勢が起って、

神殿と城郭を汚し、常供の燔祭を取り除き、荒す憎

むべきものを立てるでしょう。 32彼は契約を破る者

どもを、巧言をもってそそのかし、そむかせるが、

自分の神を知る民は、堅く立って事を行います。 33

民のうちの賢い人々は、多くの人を悟りに至らせま

す。それでも、彼らはしばらくの間、やいばにかか

り、火に焼かれ、捕われ、かすめられなどして倒れ

ます。 34その倒れるとき、彼らは少しの助けを獲ま

す。また多くの人が、巧言をもって彼らにくみする

でしょう。 35また賢い者のうちのある者は、終りの

時まで、自分を練り、清め、白くするために倒れる

でしょう。終りはなお定まった時の来るまでこない

からです。 36この王は、その心のままに事をおこな
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い、すべての神を越えて、自分を高くし、自分を大

いにし、神々の神たる者にむかって、驚くべき事を

語り、憤りのやむ時まで栄えるでしょう。これは定

められた事が成就するからです。 37彼はその先祖の

神々を顧みず、また婦人の好む者も、いかなる神を

も顧みないでしょう。彼はすべてにまさって、自分

を大いなる者とするからです。 38彼はこれらの者の

代りに、要害の神をあがめ、金、銀、宝石、および

宝物をもって、その先祖たちの知らなかった神をあ

がめ、 39異邦の神の助けによって、最も強固な城に

むかって、事をなすでしょう。そして彼を認める者

には、栄誉を増し与え、これに多くの人を治めさせ

、賞与として土地を分け与えるでしょう。 40終りの

時になって、南の王は彼と戦います。北の王は、戦

車と騎兵と、多くの船をもって、つむじ風のように

彼を攻め、国々にはいっていって、みなぎりあふれ

、通り過ぎるでしょう。 41彼はまた麗しい国にはい

ります。また彼によって、多くの者が滅ぼされます

。しかし、エドム、モアブ、アンモンびとらのうち

のおもな者は、彼の手から救われましょう。 42彼は

国々にその手を伸ばし、エジプトの地も免れません

。 43彼は金銀の財宝と、エジプトのすべての宝物を

支配し、リビヤびと、エチオピヤびとは、彼のあと

に従います。 44しかし東と北からの知らせが彼を驚

かし、彼は多くの人を滅ぼし絶やそうと、大いなる

怒りをもって出て行きます。 45彼は海と麗しい聖山

との間に、天幕の宮殿を設けるでしょう。しかし、

彼はついにその終りにいたり、彼を助ける者はない

でしょう。



ダニエル書 1944

12その時あなたの民を守っている大いなる君ミカ

エルが立ちあがります。また国が始まってから、そ

の時にいたるまで、かつてなかったほどの悩みの時

があるでしょう。しかし、その時あなたの民は救わ

れます。すなわちあの書に名をしるされた者は皆救

われます。 2また地のちりの中に眠っている者のう

ち、多くの者は目をさますでしょう。そのうち永遠

の生命にいたる者もあり、また恥と、限りなき恥辱

をうける者もあるでしょう。 3賢い者は、大空の輝

きのように輝き、また多くの人を義に導く者は、星

のようになって永遠にいたるでしょう。 4ダニエル

よ、あなたは終りの時までこの言葉を秘し、この書

を封じておきなさい。多くの者は、あちこちと探り

調べ、そして知識が増すでしょう」。 5そこで、わ

れダニエルが見ていると、ほかにまたふたりの者が

あって、ひとりは川のこなたの岸に、ひとりは川の

かなたの岸に立っていた。 6わたしは、かの亜麻布

を着て川の水の上にいる人にむかって言った、「こ

の異常なできごとは、いつになって終るでしょうか

」と。 7かの亜麻布を着て、川の水の上にいた人が

、天に向かって、その右の手と左の手をあげ、永遠

に生ける者をさして誓い、それは、ひと時とふた時

と半時である。聖なる民を打ち砕く力が消え去る時

に、これらの事はみな成就するだろうと言うのを、

わたしは聞いた。 8わたしはこれを聞いたけれども

悟れなかった。わたしは言った、「わが主よ、これ

らの事の結末はどんなでしょうか」。 9彼は言った

、「ダニエルよ、あなたの道を行きなさい。この言

葉は終りの時まで秘し、かつ封じておかれます。 10
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多くの者は、自分を清め、自分を白くし、かつ練ら

れるでしょう。しかし、悪い者は悪い事をおこない

、ひとりも悟ることはないが、賢い者は悟るでしょ

う。 11常供の燔祭が取り除かれ、荒す憎むべきもの

が立てられる時から、千二百九十日が定められてい

る。 12待っていて千三百三十五日に至る者はさいわ

いです。 13しかし、終りまであなたの道を行きなさ

い。あなたは休みに入り、定められた日の終りに立

って、あなたの分を受けるでしょう」。
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ホセア書

1ユダヤの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの

世、イスラエルの王ヨアシの子ヤラベアムの世に、

ベエリの子ホセアに臨んだ主の言葉。 2主が最初ホ

セアによって語られた時、主はホセアに言われた、

「行って、淫行の妻と、淫行によって生れた子らを

受けいれよ。この国は主にそむいて、はなはだしい

淫行をなしているからである」。 3そこで彼は行っ

てデブライムの娘ゴメルをめとった。彼女はみごも

って男の子を産んだ。 4主はまた彼に言われた、「

あなたはその子の名をエズレルと名づけよ。しばら

くしてわたしはエズレルの血のためにエヒウの家を

罰し、イスラエルの家の国を滅ぼすからである。 5

その日、わたしはエズレルの谷でイスラエルの弓を

折る」と。 6ゴメルはまたみごもって女の子を産ん

だ。主はホセアに言われた、「あなたはその名をロ

ルハマと名づけよ。わたしはもはやイスラエルの家

をあわれまず、決してこれをゆるさないからである

。 7しかし、わたしはユダの家をあわれみ、その神

、主によってこれを救う。わたしは弓、つるぎ、戦

争、馬および騎兵によって救うのではない」と。 8

ゴメルはロルハマを乳離れさせたとき、またみごも

って男の子を産んだ。 9主は言われた、「その子の

名をロアンミと名づけよ。あなたがたは、わたしの

民ではなく、わたしは、あなたがたの神ではないか

らである」。 10しかしイスラエルの人々の数は海の

砂のように量ることも、数えることもできないほど

になって、さきに彼らが「あなたがたは、わたしの

民ではない」と言われたその所で、「あなたがたは
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生ける神の子である」と言われるようになる。 11そ

してユダの人々とイスラエルの人々は共に集まり、

ひとりの長を立てて、その地からのぼって来る。エ

ズレルの日は大いなるものとなる。

2あなたがたの兄弟に向かっては「アンミ（わが民

）」と言い、あなたがたの姉妹に向かっては「ルハ

マ（あわれまれる者）」と言え。 2「あなたがたの

母とあげつらえ、あげつらえ彼女はわたしの妻では

ない、わたしは彼女の夫ではないそして彼女にその

顔から淫行を除かせ、その乳ぶさの間から姦淫を除

かせよ。 3そうでなければ、わたしは彼女の着物を

はいで裸にし、その生れ出た日のようにし、また荒

野のようにし、かわききった地のようにし、かわき

によって彼女を殺す。 4わたしはその子らをあわれ

まない、彼らは淫行の子らだからである。 5彼らの

母は淫行をなし、彼らをはらんだ彼女は恥ずべきこ

とを行った。彼女は言った、『わたしはわが恋人た

ちについて行こう。彼らはパンと水と羊の毛と麻と

油と飲み物とを、わたしに与える者である』と。 6

それゆえ、わたしはいばらで彼女の道をふさぎ、か

きをたてて、彼女にはその道がわからないようにす

る。 7彼女はその恋人たちのあとを慕って行く、し

かし彼らに追いつくことはない。彼らを尋ねる、し

かし見いだすことはない。そこで彼女は言う、『わ

たしは行って、さきの夫に帰ろう。あの時は今より

もわたしによかったから』と。 8彼女に穀物と酒と

油とを与えた者、またバアルのために用いた銀と金

とを多く彼女に与えた者は、わたしであったことを

彼女は知らなかった。 9それゆえ、わたしは穀物を
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その時になって奪い、ぶどう酒をその季節になって

奪い、また彼女の裸をおおうために用いる羊の毛と

麻とを奪い取る。 10わたしは今、彼女のみだらなこ

とをその恋人たちの目の前にあらわす。だれも彼女

をわたしの手から救う者はない。 11わたしは彼女の

すべての楽しみ、すなわち祝、新月、安息日、すべ

ての祭をやめさせる。 12わたしはまた彼女が先に『

これはわたしの恋人らが、わたしに与えた報酬だ』

と言った彼女のぶどうの木と、いちじくの木とを荒

し、これを林とし、野の獣にこれを食わせる。 13ま

た彼女が耳輪と宝石で身を飾り、その恋人たちを慕

って行って、わたしを忘れ、香をたいて仕えたバア

ルの祭の日のために、わたしは彼女を罰すると主は

言われる。 14それゆえ、見よ、わたしは彼女をいざ

なって、荒野に導いて行き、ねんごろに彼女に語ろ

う。 15その所でわたしは彼女にそのぶどう畑を与え

、アコルの谷を望みの門として与える。その所で彼

女は若かった日のように、エジプトの国からのぼっ

て来た時のように、答えるであろう。 16主は言われ

る、その日には、あなたはわたしを『わが夫』と呼

び、もはや『わがバアル』とは呼ばない。 17わたし

はもろもろのバアルの名を彼女の口から取り除き、

重ねてその名をとなえることのないようにする。 18

その日には、わたしはまたあなたのために野の獣、

空の鳥および地の這うものと契約を結び、また弓と

、つるぎと、戦争とを地から断って、あなたを安ら

かに伏させる。 19またわたしは永遠にあなたとちぎ

りを結ぶ。すなわち正義と、公平と、いつくしみと

、あわれみとをもってちぎりを結ぶ。 20わたしは真
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実をもって、あなたとちぎりを結ぶ。そしてあなた

は主を知るであろう。 21主は言われる、その日わた

しは天に答え、天は地に答える。 22地は穀物と酒と

油とに答え、またこれらのものはエズレルに答える

。 23わたしはわたしのために彼を地にまき、あわれ

まれぬ者をあわれみ、わたしの民でない者に向かっ

て、『あなたはわたしの民である』と言い、彼は『

あなたはわたしの神である』と言う」。

3主はわたしに言われた、「あなたは再び行って、

イスラエルの人々が他の神々に転じて、干ぶどうの

菓子を愛するにもかかわらず、主がこれを愛せられ

るように、姦夫に愛せられる女、姦淫を行う女を愛

せよ」と。 2そこでわたしは銀十五シケルと大麦一

ホメル半とをもって彼女を買い取った。 3わたしは

彼女に言った、「あなたは長くわたしの所にとどま

って、淫行をなさず、また他の人のものとなっては

ならない。わたしもまた、あなたにそうしよう」と

。 4イスラエルの子らは多くの日の間、王なく、君

なく、犠牲なく、柱なく、エポデおよびテラピムも

なく過ごす。 5そしてその後イスラエルの子らは帰

って来て、その神、主と、その王ダビデとをたずね

求め、終りの日におののいて、主とその恵みに向か

って来る。

4イスラエルの人々よ、主の言葉を聞け。主はこの

地に住む者と争われる。この地には真実がなく、愛

情がなく、また神を知ることもないからである。 2

ただのろいと、偽りと、人殺しと、盗みと、姦淫す

ることのみで、人々は皆荒れ狂い、殺害に殺害が続

いている。 3それゆえ、この地は嘆き、これに住む



ホセア書 1950

者はみな、野の獣も空の鳥も共に衰え、海の魚さえ

も絶えはてる。 4しかし、だれも争ってはならない

、責めてはならない。祭司よ。わたしの争うのは、

あなたと争うのだ。 5あなたは昼つまずき、預言者

もまたあなたと共に夜つまずく。わたしはあなたの

母を滅ぼす。 6わたしの民は知識がないために滅ぼ

される。あなたは知識を捨てたゆえに、わたしもあ

なたを捨てて、わたしの祭司としない。あなたはあ

なたの神の律法を忘れたゆえに、わたしもまたあな

たの子らを忘れる。 7彼らは大きくなるにしたがっ

て、ますますわたしに罪を犯したゆえ、わたしは彼

らの栄えを恥に変える。 8彼らはわが民の罪を食い

ものにし、その罪を犯すことをせつに願っている。

9それゆえ祭司も民と同じようになる。わたしはその

わざのために彼らを罰し、そのおこないのために彼

らに報いる。 10彼らは食べても飽くことなく、淫行

をなしてもその数を増すことがない。彼らは主を捨

てて、淫行を愛したからである。 11酒と新しい酒と

は思慮を奪う。 12わが民は木に向かって事を尋ねる

。またそのつえは彼らに事を示す。これは淫行の霊

が彼らを迷わしたからである。彼らはその神を捨て

て淫行をなした。 13彼らは山々の頂で犠牲をささげ

、丘の上、かしの木、柳の木、テレビンの木の下で

供え物をささげる。これはその木陰がここちよいた

めである。それゆえ、あなたがたの娘は淫行をなし

、あなたがたの嫁は姦淫を行う。 14わたしはあなた

がたの娘が淫行をしても罰しない。またあなたがた

の嫁が姦淫を行っても罰しない。男たちみずから遊

女と共に離れ去り、宮の遊女と共に犠牲をささげて
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いるからである。悟りのない民は滅びる。 15イスラ

エルよ、あなたは淫行をなしても、ユダに罪を犯さ

せてはならない。ギルガルへ行ってはならない。ベ

テアベンにのぼってはならない。また「主は生きて

おられる」と言って誓ってはならない。 16イスラエ

ルは強情な雌牛のように強情である。今、主は小羊

を広い野に放つようにして、彼らを養うことができ

ようか。 17エフライムは偶像に結びつらなった。そ

のなすにまかせよ。 18彼らは酒宴のとりことなり、

淫行にふけっている。彼らはその光栄よりも恥を愛

する。 19風はその翼に彼らを包んだ。彼らはその祭

壇のゆえに恥を受ける。

5祭司たちよ、これを聞け、イスラエルの家よ、心

をとめよ、王の家よ、耳を傾けよ、さばきはあなた

がたに臨む。あなたがたはミヅパにわなを設け、タ

ボルの上に網を張ったからだ。 2彼らはシッテムの

穴を深くしたが、わたしは彼らをことごとく懲らし

める。 3わたしはエフライムを知っている。イスラ

エルはわたしに隠れることがない。エフライムよ、

あなたは今淫行をなし、イスラエルは汚された。 4

彼らのおこないは彼らを神に帰らせない。それは淫

行の霊が彼らのうちにあって、主を知ることができ

ないからだ。 5イスラエルの誇はその顔に向かって

証言している。エフライムはその不義によってつま

ずき、ユダもまた彼らと共につまずく。 6彼らは羊

の群れ、牛の群れを携えて行って、主を求めても、

主に会うことはない。主は彼らから離れ去られた。

7彼らは主にむかって貞操を守らず、ほかの者の子を

産んだ。新月は彼らをその田畑と共に滅ぼす。 8ギ
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ベアで角笛を吹き、ラマでラッパを鳴らし、ベテア

ベンで呼ばわり叫べ。ベニヤミンよ、おののけ。 9

エフライムは刑罰の日に荒れすたれる。わたしはイ

スラエルの部族のうちに、必ず起るべき事を知らせ

る。 10ユダの君たちは境を移す者のようになった。

わたしはわが怒りを水のように彼らの上に注ぐ。 11

エフライムは甘んじて、むなしいものに従って歩ん

だゆえ、さばきを受けて、しえたげられ、打ちひし

がれる。 12それゆえ、わたしはエフライムには、し

みのように、ユダの家には腐れのようになる。 13エ

フライムはおのれの病を見、ユダはおのれの傷を見

たとき、エフライムはアッスリヤに行き、大王に人

をつかわした。しかし彼はあなたがたをいやすこと

ができない。また、あなたがたの傷をなおすことが

できない。 14わたしはエフライムに対しては、しし

のようになり、ユダの家に対しては若きししのよう

になる。わたしは、わたしこそ、かき裂いて去り、

かすめて行くが、だれも救う者はない。 15わたしは

彼らがその罪を認めて、わが顔をたずね求めるまで

、わたしの所に帰っていよう。彼らは悩みによって

、わたしを尋ね求めて言う、

6「さあ、わたしたちは主に帰ろう。主はわたした

ちをかき裂かれたが、またいやし、わたしたちを打

たれたが、また包んでくださるからだ。 2主は、ふ

つかの後、わたしたちを生かし、三日目にわたした

ちを立たせられる。わたしたちはみ前で生きる。 3

わたしたちは主を知ろう、せつに主を知ることを求

めよう。主はあしたの光のように必ず現れいで、冬

の雨のように、わたしたちに臨み、春の雨のように
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地を潤される」。 4エフライムよ、わたしはあなた

に何をしようか。ユダよ、わたしはあなたに何をし

ようか。あなたがたの愛はあしたの雲のごとく、ま

た、たちまち消える露のようなものである。 5それ

ゆえ、わたしは預言者たちによって彼らを切り倒し

、わが口の言葉をもって彼らを殺した。わがさばき

は現れ出る光のようだ。 6わたしはいつくしみを喜

び、犠牲を喜ばない。燔祭よりもむしろ神を知るこ

とを喜ぶ。 7ところが彼らはアダムで契約を破り、

かしこでわたしにそむいた。 8ギレアデは悪を行う

者の町で、血の足跡で満たされている。 9盗賊が人

を待ち伏せするように、祭司たちは党を組み、シケ

ムへ行く道で人を殺す。このように彼らは悪しき事

を行う。 10わたしはイスラエルの家に恐るべき事を

見た。かしこでエフライムは淫行をなし、イスラエ

ルは汚された。 11ユダよ、あなたのためにも刈入れ

が定められている。わたしがわが民の繁栄を回復す

るとき、

7わたしがイスラエルをいやすとき、エフライムの

不義と、サマリヤの悪しきわざとは現れる。彼らは

偽りをおこない、内では盗びとが押し入り、外では

山賊の群れが襲いきたる。 2しかし、彼らはわたし

が彼らのすべての悪を覚えていることを悟らない。

今、そのわざは彼らを囲んで、わたしの顔の前にあ

る。 3彼らはその悪をもって王を喜ばせ、その偽り

をもって君たちを喜ばせる。 4彼らはみな姦淫を行

う者で、パンを焼く者が熱くする炉のようだ。パン

を焼く者は、ねり粉をこねてから、それがふくれる

まで、しばらく、火をおこす事をしないだけだ。 5
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われわれの王の日に、つかさたちは酒の熱によって

病みわずらい、王はあざける者と共に手を伸べた。

6彼らは陰謀をもってその心を炉のように燃やす。そ

の怒りは夜通しくすぶり、朝になると炎のように燃

える。 7彼らは皆、炉のように熱くなって、そのさ

ばきびとを焼き滅ぼす。そのもろもろの王は皆たお

れる。彼らの中にはわたしを呼ぶ者がひとりもない

。 8エフライムはもろもろの民の中に入り混じる。

エフライムは火にかけて、かえさない菓子である。

9他国人らは彼の力を食い尽すが、彼はそれを知らな

い。しらがが混じってはえても、それを悟らない。

10イスラエルの誇は自らに向かって証言している、

彼らはこのもろもろの事があっても、なおその神、

主に帰らず、また主を求めない。 11エフライムは知

恵のない愚かな、はとのようだ。彼らはエジプトに

向かって呼び求め、またアッスリヤへ行く。 12彼ら

が行くとき、わたしは彼らの上に網を張って、空の

鳥のように引き落し、その悪しきおこないのゆえに

、彼らを懲らしめる。 13わざわいなるかな、彼らは

わたしを離れて迷い出た。滅びは彼らに臨む。彼ら

がわたしに向かって罪を犯したからだ。わたしは彼

らをあがなおうと思うが、彼らはわたしに逆らって

偽りを言う。 14彼らは真心をもってわたしを呼ばず

、ただ床の上で悲しみ叫ぶ。彼らは穀物と酒のため

には集まるが、わたしに逆らう。 15わたしは彼らを

教え、その腕を強くしたが、彼らはわたしに逆らっ

て、悪しき事をはかる。 16彼らはバアルに帰る。彼

らはあざむく弓のようだ。彼らの君たちはその舌の
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高ぶりのために、つるぎに倒れる。これはエジプト

の国で人々のあざけりとなる。

8ラッパをあなたの口にあてよ、はげたかは主の家

に臨む。彼らがわたしの契約を破り、わたしの律法

を犯したからだ。 2彼らはわたしに向かって叫ぶ、

「わが神よ、われわれイスラエルはあなたを知る」

と。 3イスラエルは善はしりぞけた。敵はこれを追

うであろう。 4彼らは王を立てた、しかし、わたし

によって立てたのではない。彼らは君を立てた、し

かし、わたしはこれを知らない。彼らは銀と金をも

って、自分たちの滅びのために偶像を造った。 5サ

マリヤよ、わたしはあなたの子牛を忌みきらう。わ

たしの怒りは彼らに向かって燃える。彼らはいつに

なればイスラエルで罪なき者となるであろうか。 6

これは工人の作ったもので、神ではない。サマリヤ

の子牛は砕けて粉となる。 7彼らは風をまいて、つ

むじ風を刈り取る。立っている穀物は穂を持たず、

また実らない。たとい実っても、他国人がこれを食

い尽す。 8イスラエルはのまれた。彼らは諸国民の

間にあって、すでに無用な器のようになった。 9彼

らはひとりさまよう野のろばのように、アッスリヤ

にのぼって行った。エフライムは物を贈って恋人を

得た。 10たとい彼らが国々に物を贈って同盟者を得

ても、わたしはまもなく彼らを集める。彼らはしば

らくにして、王や君たちに油をそそぐことをやめる

。 11エフライムは多くの祭壇を造って罪を犯したゆ

え、これは彼には罪を犯すための祭壇となった。 12

わたしは彼のために、あまたの律法を書きしるした

が、これはかえって怪しい物のように思われた。 13
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彼らは犠牲を好み、肉をささげてこれを食べる。し

かし主はこれを喜ばれない。今、彼らの不義を覚え

、彼らの罪を罰せられる。彼らはエジプトに帰る。

14イスラエルは自分の造り主を忘れて、もろもろの

宮殿を建てた。ユダは堅固な町々を多く増し加えた

。しかしわたしは火をその町々に送って、もろもろ

の城を焼き滅ぼす。

9イスラエルよ、もろもろの民のように喜びおどる

な。あなたは淫行をなして、あなたの神を離れ、す

べての穀物の打ち場で受ける淫行の価を愛した。 2

打ち場と酒ぶねとは彼らを養わない。また新しい酒

もむなしくなる。 3彼らは主の地に住むことなく、

エフライムはエジプトに帰り、アッスリヤで汚れた

物を食べる。 4彼らは主に向かって酒を注がず、ま

た犠牲をもって主を喜ばせず、彼らのパンは喪にお

る者のパンのようで、すべてこれを食べる者は汚さ

れる。彼らのパンはただ自分の飢えを満たすためで

、主の家に、はいることはできない。 5あなたがた

は祝の日と、主の祭の日に、何をしようとするのか

。 6見よ、彼らはアッスリヤへ行く。エジプトは彼

らを集め、メンピスは彼らを葬る。あざみは彼らの

銀の宝物を所有し、いばらは彼らの天幕にはびこる

。 7刑罰の日は来た。報いの日は来た。イスラエル

はこれを知る。預言者は愚かな者、霊に感じた人は

狂った者だ。これはあなたがたの不義が多く、恨み

が大きいためである。 8預言者はわが神の民エフラ

イムの見張人である。しかし預言者のすべての道に

は鳥をとる者のわながあり、恨みはその神の家にあ

る。 9彼らはギベアの日のように、深くおのれを腐
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らせた。主はその不義を覚え、その罪を罰せられる

。 10わたしはイスラエルを荒野のぶどうのように見

、あなたがたの先祖たちを、いちじくの木の初めに

結んだ初なりのように見た。ところが彼らはバアル

・ペオルへ行き、身をバアルにゆだね、彼らが愛し

た物と同じように憎むべき者となった。 11エフライ

ムの栄光は、鳥のようにとび去る。すなわち産むこ

とも、はらむことも、みごもることもなくなる。 12

たとい彼らが子を育てても、わたしはその子を奪っ

て、残る者のないようにする。わたしが彼らを離れ

るとき、彼らはわざわいだ。 13わたしが見たように

、エフライムの子らはえじきに定められた。エフラ

イムはその子らを、人を殺す者に渡さなければなら

ない。 14主よ、彼らに与えてください。あなたは何

を与えられますか。流産の胎と、かわいた乳ぶさを

彼らに与えてください。 15彼らのすべての悪はギル

ガルにある。わたしはかしこで彼らを憎んだ。彼ら

のおこないの悪しきがゆえに、彼らをわが家から追

いだし、重ねて愛することをしない。その君たちは

みな、反逆者である。 16エフライムは撃たれ、その

根は枯れて、実を結ばない。たとい彼らが子を産ん

でも、わたしはそのいつくしむ子らを殺す。 17彼ら

は聞き従わないので、わが神はこれを捨てられる。

彼らはもろもろの国民のうちに、さすらい人となる

。

10イスラエルは実を結ぶ茂ったぶどうの木である

。その実を多く結ぶにしたがって、祭壇を増し、そ

の地の豊かなるにしたがって、柱の像を麗しくした

。 2彼らの心は偽りである。今、彼らはその罪を負
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わなければならない。主はその祭壇をこわし、その

柱の像を砕かれる。 3今、彼らは言う、「われわれ

は主を恐れないので、われわれには王がない。王は

われわれのために何をなしえようか」と。 4彼らは

むなしき言葉をいだし、偽りの誓いをもって契約を

結ぶ。それゆえ、さばきは畑のうねの毒草のように

現れる。 5サマリヤの住民は、ベテアベンの子牛の

ためにおののき、その民はこれがために嘆き、その

偶像に仕える祭司たちは、その栄光のうせたるがた

めに泣き悲しむ。 6その子牛はアッスリヤに携えら

れ、礼物として大王にささげられ、エフライムは恥

をうけ、イスラエルはおのれの偶像を恥じる。 7サ

マリヤの王は、水のおもての木切れのように滅ぼさ

れる。 8イスラエルの罪であるアベンの高き所も滅

び、いばらとあざみがその祭壇の上にはえ茂る。そ

の時彼らは山に向かって、「われわれをおおえ」と

言い、丘に向かって「われわれの上に倒れよ」と言

う。 9イスラエルよ、あなたはギベアの日からこの

かた罪を犯した。彼らはその所に立っていた。戦い

はギベアにおる彼らに及ばないであろうか。 10わた

しは来てよこしまな民を攻め、これを懲らしめる。

彼らがその二つの罪のために懲しめられるとき、も

ろもろの民は集まって彼らを攻める。 11エフライム

はならされた若い雌牛であって、穀物を踏むことを

好む。わたしはその麗しい首を惜しんだ。しかし、

わたしはエフライムにくびきをかける。ユダは耕し

、ヤコブは自分のために、まぐわをひかねばならな

い。 12あなたがたは自分のために正義をまき、いつ

くしみの実を刈り取り、あなたがたの新田を耕せ。
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今は主を求むべき時である。主は来て救いを雨のよ

うに、あなたがたに降りそそがれる。 13あなたがた

は悪を耕し、不義を刈りおさめ、偽りの実を食べた

。これはあなたがたが自分の戦車を頼み、勇士の多

いことを頼んだためである。 14それゆえ、あなたが

たの民の中にいくさの騒ぎが起り、シャルマンが戦

いの日にベテ・アルベルを打ち破ったように、あな

たがたの城はことごとく打ち破られる。母らはその

子らと共に打ち砕かれた。 15イスラエルの家よ、あ

なたがたの大いなる悪のゆえに、このように、あな

たがたにも行われ、イスラエルの王は、あらしの中

に全く滅ぼされる。

11わたしはイスラエルの幼い時、これを愛した。

わたしはわが子をエジプトから呼び出した。 2わた

しが呼ばわるにしたがって、彼らはいよいよわたし

から遠ざかり、もろもろのバアルに犠牲をささげ、

刻んだ像に香をたいた。 3わたしはエフライムに歩

むことを教え、彼らをわたしの腕にいだいた。しか

し彼らはわたしにいやされた事を知らなかった。 4

わたしはあわれみの綱、すなわち愛のひもで彼らを

導いた。わたしは彼らに対しては、あごから、くび

きをはずす者のようになり、かがんで彼らに食物を

与えた。 5彼らはエジプトの地に帰り、アッスリヤ

びとが彼らの王となる。彼らがわたしに帰ることを

拒んだからである。 6つるぎは、そのもろもろの町

にあれ狂い、その門の貫の木を砕き、その城の中に

彼らを滅ぼす。 7わが民はわたしからそむき去ろう

としている。それゆえ、彼らはくびきをかけられ、

これを除きうる者はひとりもいない。 8エフライム
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よ、どうして、あなたを捨てることができようか。

イスラエルよ、どうしてあなたを渡すことができよ

うか。どうしてあなたをアデマのようにすることが

できようか。どうしてあなたをゼボイムのように扱

うことができようか。わたしの心は、わたしのうち

に変り、わたしのあわれみは、ことごとくもえ起っ

ている。 9わたしはわたしの激しい怒りをあらわさ

ない。わたしは再びエフライムを滅ぼさない。わた

しは神であって、人ではなく、あなたのうちにいる

聖なる者だからである。わたしは滅ぼすために臨む

ことをしない。 10彼らは主に従って歩む。主はしし

のほえるように声を出される。主が声を出されると

、子らはおののきつつ西から来る。 11彼らはエジプ

トから鳥のように、アッスリヤの地から、はとのよ

うに急いで来る。わたしは彼らをその家に帰らせる

と主は言われる。 12エフライムは偽りをもって、わ

たしを囲み、イスラエルの家は欺きをもって、わた

しを囲んだ。しかしユダはなお神に知られ、聖なる

者に向かって真実である。

12エフライムはひねもす風を牧し、東風を追い、

偽りと暴虐とを増し加え、アッスリヤと取引をなし

、油をエジプトに送った。 2主はユダと争い、ヤコ

ブをそのしわざにしたがって罰し、そのおこないに

したがって報いられる。 3ヤコブは胎にいたとき、

その兄弟のかかとを捕え、成人したとき神と争った

。 4彼は天の使と争って勝ち、泣いてこれにあわれ

みを求めた。彼はベテルで神に出会い、その所で神

は彼と語られた。 5主は万軍の神、その名は主であ

る。 6それゆえ、あなたはあなたの神に帰り、いつ
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くしみと正しきとを守り、つねにあなたの神を待ち

望め。 7商人はその手に偽りのはかりを持ち、しえ

たげることを好む。 8エフライムは言った、「まこ

とにわたしは富める者となった。わたしは自分ため

に財宝を得た」と。しかし彼のすべての富もその犯

した罪をつぐなうことはできない。 9わたしはエジ

プトの国を出たときから、あなたの神、主である。

わたしは祭の日のように、再びあなたを天幕に住ま

わせよう。 10わたしは預言者たちに語った。幻を多

く示したのはわたしである。わたしは預言者たちに

よってたとえを語った。 11もしギレアデに不義があ

るなら、彼らは必ずむなしき者となる。もし彼らが

ギルガルで雄牛を犠牲にささげるなら、彼らの祭壇

は畑のうねに積んだ石塚のようになる。 12（ヤコブ

はアラムの地に逃げっていった。イスラエルは妻を

めとるために人に仕えた。彼は妻をめとるために羊

を飼った。） 13主はひとりの預言者によって、イス

ラエルをエジプトから導き出し、ひとりの預言者に

よってこれを守られた。 14エフライムはいたく主を

怒らせた。それゆえ主はその血のとがを彼の上にの

こし、そのはずかしめを彼に返される。

13エフライムが物言えば、人々はおののいた。彼

はイスラエルの中に自分を高くした。しかし彼はバ

アルによって罪を犯して死んだ。 2そして彼らは今

もなおますます罪を犯し、その銀をもって自分のた

めに像を鋳、巧みに偶像を造る。これは皆工人のわ

ざである。彼らは言う、これに犠牲をささげよ、人

々は子牛に口づけせよと。 3それゆえ彼らは朝の霧

のように、すみやかに消えうせる露のように、打ち
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場から風に吹き去られるもみがらのように、また窓

から出て行く煙のようになる。 4わたしはエジプト

の国を出てからこのかた、あなたの神、主である。

あなたはわたしのほかに神を知らない。わたしのほ

かに救う者はない。 5わたしは荒野で、またかわい

た地で、あなたを知った。 6しかし彼らは食べて飽

き、飽きて、その心が高ぶり、わたしを忘れた。 7

それゆえ、わたしは彼らに向かって、ししのように

なり、ひょうのように道のかたわらに潜んでうかが

う。 8わたしは子を取られた熊のように彼らに出会

って、その胸をかきさき、その所で、ししのように

これを食い尽し、野の獣のようにこれをかき破る。

9イスラエルよ、わたしはあなたを滅ぼす。だれがあ

なたを助けることができよう。 10あなたを助けるあ

なたの王は今、どこにいるのか。あなたがかつて「

わたしに王と君たちとを与えよ」と言ったあなたを

保護すべき、すべてのつかさたちは今、どこにいる

のか。 11わたしは怒りをもってあなたに王を与えた

、また憤りをもってこれを奪い取った。 12エフライ

ムの不義は包みおかれ、その罪は積みたくわえられ

てある。 13子を産む女の苦しみが彼に臨む。彼は知

恵のない子である。生れる時が来ても彼は産門にあ

らわれない。 14わたしは彼らを陰府の力から、あが

なうことがあろうか。彼らを死から、あがなうこと

があろうか。死よ、おまえの災はどこにあるのか。

陰府よ、おまえの滅びはどこにあるのか。あわれみ

は、わたしの目から隠されている。 (Sheol h7585) 15た

とい彼は葦のように栄えても、東風が吹いて来る。

主の風が荒野から吹き起る。これがためにその源は
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かれ、その泉はかわく。それはすべての尊い物の宝

庫をかすめ奪う。 16サマリヤはその神にそむいたの

で、その罪を負い、つるぎに倒れ、その幼な子は投

げ砕かれ、そのはらめる女は引き裂かれる。

14イスラエルよ、あなたの神、主に帰れ。あなた

は自分の不義によって、つまずいたからだ。 2あな

たがたは言葉を携えて、主に帰って言え、「不義は

ことごとくゆるして、よきものを受けいれてくださ

い。わたしたちは自分のくちびるの実をささげます

。 3アッスリヤはわたしたちを助けず、わたしたち

は馬に乗りません。わたしたちはもはや自分たちの

手のわざに向かって『われわれの神』とは言いませ

ん。みなしごはあなたによって、あわれみを得るで

しょう」。 4わたしは彼らのそむきをいやし、喜ん

でこれを愛する。わたしの怒りは彼らを離れ去った

からである。 5わたしはイスラエルに対しては露の

ようになる。彼はゆりのように花咲き、ポプラのよ

うに根を張り、 6その枝は茂りひろがり、その麗し

さはオリブの木のように、そのかんばしさはレバノ

ンのようになる。 7彼らは帰って来て、わが陰に住

み、園のように栄え、ぶどうの木のように花咲き、

そのかんばしさはレバノンの酒のようになる。 8エ

フライムよ、わたしは偶像となんの係わりがあろう

か。あなたに答え、あなたを顧みる者はわたしであ

る。わたしは緑のいとすぎのようだ。あなたはわた

しから実を得る。 9知恵のある者はだれか。その人

にこれらのことを悟らせよ。悟りある者はだれか。

その人にこれらのことを知らせよ。主の道は直く、
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正しき者はこれを歩む。しかし罪びとはこれにつま

ずく。
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ヨエル書

1ペトエルの子ヨエルに臨んだ主の言葉。 2老人た

ちよ、これを聞け。すべてこの地に住む者よ、耳を

傾けよ。あなたがたの世、またはあなたがたの先祖

の世にこのような事があったか。 3これをあなたが

たの子たちに語り、子たちはまたその子たちに語り

、その子たちはまたこれを後の代に語り伝えよ。 4

かみ食らういなごの残したものは、群がるいなごが

これを食い、群がるいなごの残したものは、とびい

なごがこれを食い、とびいなごの残したものは、滅

ぼすいなごがこれを食った。 5酔える者よ、目をさ

まして泣け。すべて酒を飲む者よ、うまい酒のゆえ

に泣き叫べ。うまい酒はあなたがたの口から断たれ

るからだ。 6一つの国民がわたしの国に攻めのぼっ

てきた。その勢いは強く、その数は計られず、その

歯はししの歯のようで、雌じしのきばをもっている

。 7彼らはわがぶどうの木を荒し、わがいちじくの

木を折り、その皮をはだかにして捨てた。その枝は

白くなった。 8あなたがたは若い時の夫のために荒

布を腰にまとったおとめのように泣き悲しめ。 9素

祭と灌祭とは主の家に絶え、主に仕える祭司たちは

嘆き悲しむ。 10畑は荒れ、地は悲しむ。これは穀物

が荒れはて、新しい酒は尽き、油も絶えるためであ

る。 11小麦および大麦のために、農夫たちよ、恥じ

よ、ぶどう作りたちよ、泣け。畑の収穫がうせ去っ

たからである。 12ぶどうの木は枯れ、いちじくの木

はしおれ、ざくろ、やし、りんご、野のすべての木

はしぼんだ。それゆえ楽しみは人の子らからかれう

せた。 13祭司たちよ、荒布を腰にまとい、泣き悲し
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め。祭壇に仕える者たちよ、泣け。神に仕える者た

ちよ、来て、荒布をまとい、夜を過ごせ。素祭も灌

祭もあなたがたの神の家から退けられたからである

。 14あなたがたは断食を聖別し、聖会を召集し、長

老たちを集め、国の民をことごとくあなたがたの神

、主の家に集め、主に向かって叫べ。 15ああ、その

日はわざわいだ。主の日は近く、全能者からの滅び

のように来るからである。 16われわれの目の前に食

物は絶え、われわれの神の家から喜びと楽しみが絶

えたではないか。 17種は土の下に朽ち、倉は荒れ、

穀物がつきたので、穀倉はこわされる。 18いかに家

畜はうめき鳴くか。牛の群れはさまよう。彼らには

牧草がないからだ。羊の群れも滅びうせる。 19主よ

、わたしはあなたに向かって呼ばわる。火が荒野の

牧草を焼き滅ぼし、炎が野のすべての木を焼き尽し

たからである。 20野の獣もまたあなたに向かって呼

ばわる。水の流れがかれはて、火が荒野の牧草を焼

き滅ぼしたからである

2あなたがたはシオンでラッパを吹け。わが聖なる

山で警報を吹きならせ。国の民はみな、ふるいわな

なけ。主の日が来るからである。それは近い。 2こ

れは暗く、薄暗い日、雲の群がるまっくらな日であ

る。多くの強い民が暗やみのようにもろもろの山を

おおう。このようなことは昔からあったことがなく

、後の代々の年にも再び起ることがないであろう。

3火は彼らの前を焼き、炎は彼らの後に燃える。彼ら

のこない前には、地はエデンの園のようであるが、

その去った後は荒れ果てた野のようになる。これを

のがれうるものは一つもない。 4そのかたちは馬の
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かたちのようであり、その走ることは軍馬のようで

ある。 5山の頂でとびおどる音は、戦車のとどろく

ようである。また刈り株を焼く火の炎の音のようで

あり、戦いの備えをした強い軍隊のようである。 6

その前にもろもろの民はなやみ、すべての顔は色を

失う。 7彼らは勇士のように走り、兵士のように城

壁によじ登る。彼らはおのおの自分の道を進んで行

って、その道を踏みはずさない。 8彼らは互におし

あわず、おのおのその道を進み行く。彼らは武器の

中にとびこんでも、身をそこなわない。 9彼らは町

にとび入り、城壁の上を走り、家々によじ登り、盗

びとのように窓からはいる。 10地は彼らの前におの

のき、天はふるい、日も月も暗くなり、星はその光

を失う。 11主はその軍勢の前で声をあげられる。そ

の軍隊は非常に多いからである。そのみ言葉をなし

遂げる者は強い。主の日は大いにして、はなはだ恐

ろしいゆえ、だれがこれに耐えることができよう。

12主は言われる、「今からでも、あなたがたは心を

つくし、断食と嘆きと、悲しみとをもってわたしに

帰れ。 13あなたがたは衣服ではなく、心を裂け」。

あなたがたの神、主に帰れ。主は恵みあり、あわれ

みあり、怒ることがおそく、いつくしみが豊かで、

災を思いかえされるからである。 14神があるいは立

ち返り、思いかえして祝福をその後に残し、素祭と

灌祭とをあなたがたの神、主にささげさせられる事

はないとだれが知るだろうか。 15シオンでラッパを

吹きならせ。断食を聖別し、聖会を召集し、 16民を

集め、会衆を聖別し、老人たちを集め、幼な子、乳

のみ子を集め、花婿をその家から呼びだし、花嫁を
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そのへやから呼びだせ。 17主に仕える祭司たちは、

廊と祭壇との間で泣いて言え、「主よ、あなたの民

をゆるし、あなたの嗣業をもろもろの国民のうちに

、そしりと笑い草にさせないでください。どうして

もろもろの国民に、『彼らの神はどこにいるのか』

と言わせてよいでしょうか」。 18その時主は自分の

地のために、ねたみを起し、その民をあわれまれた

。 19主は答えて、その民に言われた、「見よ、わた

しは穀物と新しい酒と油とをあなたがたに送る。あ

なたがたはこれを食べて飽きるであろう。わたしは

重ねてあなたがたにもろもろの国民のうちでそしり

を受けさせない。 20わたしは北から来る者をあなた

がたから遠ざけ、これをかわいた荒れ地に追いやり

、その前の者を東の海に、その後の者を西の海に追

いやる。その臭いにおいは起り、その悪しきにおい

は上る。これは大いなる事をしたからである。 21地

よ恐るな、喜び楽しめ、主は大いなる事を行われた

からである。 22野のもろもろの獣よ、恐るな。荒野

の牧草はもえいで、木はその実を結び、いちじくの

木とぶどうの木とは豊かに実る。 23シオンの子らよ

、あなたがたの神、主によって喜び楽しめ。主はあ

なたがたを義とするために秋の雨を賜い、またあな

たがたのために豊かに雨を降らせ、前のように、秋

の雨と春の雨とを降らせられる。 24打ち場は穀物で

満ち、石がめは新しい酒と油とであふれる。 25わた

しがあなたがたに送った大軍、すなわち群がるいな

ご、とびいなご、滅ぼすいなご、かみ食らういなご

の食った年をわたしはあなたがたに償う。 26あなた

がたは、じゅうぶん食べて飽き、あなたがたに不思
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議なわざをなされたあなたがたの神、主のみ名をほ

めたたえる。わが民は永遠にはずかしめられること

がない。 27あなたがたはイスラエルのうちにわたし

のいることを知り、主なるわたしがあなたがたの神

であって、ほかにないことを知る。わが民は永遠に

はずかしめられることがない。 28その後わたしはわ

が霊をすべての肉なる者に注ぐ。あなたがたのむす

こ、娘は預言をし、あなたがたの老人たちは夢を見

、あなたがたの若者たちは幻を見る。 29その日わた

しはまたわが霊をしもべ、はしために注ぐ。 30わた

しはまた、天と地とにしるしを示す。すなわち血と

、火と、煙の柱とがあるであろう。 31主の大いなる

恐るべき日が来る前に、日は暗く、月は血に変る。

32すべて主の名を呼ぶ者は救われる。それは主が言

われたように、シオンの山とエルサレムとに、のが

れる者があるからである。その残った者のうちに、

主のお召しになる者がある。

3見よ、わたしがユダとエルサレムとの幸福をもと

に返すその日、その時、 2わたしは万国の民を集め

て、これをヨシャパテの谷に携えくだり、その所で

わが民、わが嗣業であるイスラエルのために彼らを

さばく。彼らがわが民を諸国民のうちに散らして、

わたしの地を分かち取ったからである。 3彼らはわ

が民をくじ引きにし、遊女のために少年をわたし、

酒のために少女を売って飲んだ。 4ツロとシドンよ

、ペリシテのすべての地方よ、おまえたちは、わた

しとなんのかかわりがあるか。おまえたちはわたし

に報復をしようとするのか。もしおまえたちがわた

しに報復しようとするなら、わたしは時をうつさず
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、すみやかに、おまえたちのおこないの報復をおま

えたちの頭上にこさせる。 5これはおまえたちがわ

たしの銀と金とをとり、わたしの貴重な宝をおまえ

たちの宮に携え行き、 6またユダの人々とエルサレ

ムの人々とをギリシヤびとに売って、その本国から

遠く離れさせたからである。 7見よ、わたしはおま

えたちが売ったその所から彼らを起して、おまえた

ちのおこないの報復をおまえたちの頭上にこさせる

。 8わたしはおまえたちのむすこ娘たちをユダの人

々の手に売る。彼らはこれを遠い国びとであるシバ

びとに売ると、主は言われる」。 9もろもろの国民

の中に宣べ伝えよ。戦いの備えをなし、勇士をふる

い立たせ、兵士をことごとく近づかせ、のぼらせよ

。 10あなたがたのすきを、つるぎに、あなたがたの

かまを、やりに打ちかえよ。弱い者に「わたしは勇

士である」と言わせよ。 11周囲のすべての国民よ、

急ぎ来て、集まれ。主よ、あなたの勇士をかしこに

お下しください。 12もろもろの国民をふるい立たせ

、ヨシャパテの谷にのぼらせよ。わたしはそこに座

して、周囲のすべての国民をさばく。 13かまを入れ

よ、作物は熟した。来て踏め、酒ぶねは満ち、石が

めはあふれている。彼らの悪が大きいからだ。 14群

衆また群衆は、さばきの谷におる。主の日がさばき

の谷に近いからである。 15日も月も暗くなり、星も

その光を失う。 16主はシオンから大声で叫び、エル

サレムから声を出される。天も地もふるい動く。し

かし主はその民の避け所、イスラエルの人々のとり

でである。 17「そこであなたがたは知るであろう、

わたしはあなたがたの神、主であって、わが聖なる
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山シオンに住むことを。エルサレムは聖所となり、

他国人は重ねてその中を通ることがない。 18その日

もろもろの山にうまい酒がしたたり、もろもろの丘

は乳を流し、ユダのすべての川は水を流す。泉は主

の家から出て、シッテムの谷を潤す。 19エジプトは

荒れ地となり、エドムは荒野となる。彼らはその国

でユダの人々をしえたげ、罪なき者の血を流したか

らである。 20しかしユダは永遠に人の住む所となり

、エルサレムは世々に保つ。 21わたしは彼らに血の

報復をなし、とがある者をゆるさない。主はシオン

に住まわれる」。
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アモス書

1テコアの牧者のひとりであるアモスの言葉。これ

はユダの王ウジヤの世、イスラエルの王ヨアシの子

ヤラベアムの世、地震の二年前に、彼がイスラエル

について示されたものである。 2彼は言った、「主

はシオンからほえ、エルサレムから声を出される。

牧者の牧場は嘆き、カルメルの頂は枯れる」。 3主

はこう言われる、「ダマスコの三つのとが、四つの

とがのために、わたしはこれを罰してゆるさない。

これは彼らが鉄のすり板で、ギレアデを踏みにじっ

たからである。 4わたしはハザエルの家に火を送り

、ベネハダデのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす。 5わ

たしはダマスコの貫の木を砕き、アベンの谷から住

民を断ち、ベテエデンから王のつえをとる者を断つ

。スリヤの民はキルに捕えられて行く」と主は言わ

れる。 6主はこう言われる、「ガザの三つのとが、

四つのとがのために、わたしはこれを罰してゆるさ

ない。これは彼らが人々をことごとく捕えて行って

、エドムに渡したからである。 7わたしはガザの石

がきに火を送り、そのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす

。 8わたしはアシドドから住民を断ち、アシケロン

から王のつえをとる者を断つ。わたしはまた手をか

えしてエクロンを撃つ。そして残ったペリシテびと

も滅びる」と主なる神は言われる。 9主はこう言わ

れる、「ツロの三つのとが、四つのとがのために、

わたしはこれを罰してゆるさない。これは彼らが人

々をことごとくエドムに渡し、また兄弟の契約を心

に留めなかったからである。 10それゆえ、わたしは

ツロの石がきに火を送り、そのもろもろの宮殿を焼
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き滅ぼす」。 11主はこう言われる、「エドムの三つ

のとが、四つのとがのために、わたしはこれを罰し

てゆるさない。これは彼がつるぎをもってその兄弟

を追い、全くあわれみの情を断ち、常に怒って、人

をかき裂き、ながくその憤りを保ったからである。

12それゆえ、わたしはテマンに火を送り、ボズラの

もろもろの宮殿を焼き滅ぼす」。 13主はこう言われ

る、「アンモンの人々の三つのとが、四つのとがの

ために、わたしはこれを罰してゆるさない。これは

彼らがその国境を広げるために、ギレアデのはらん

でいる女をひき裂いたからである。 14それゆえ、わ

たしはラバの石がきに火をはなち、そのもろもろの

宮殿を焼き滅ぼす。これは戦いの日に、ときの声を

もってせられ、つむじ風の日に、暴風をもってせら

れる。 15彼らの王はそのつかさたちと共に捕えられ

て行く」と主は言われる。

2主はこう言われる、「モアブの三つのとが、四つ

のとがのために、わたしはこれを罰してゆるさない

。これは彼がエドムの王の骨を焼いて灰にしたから

である。 2それゆえ、わたしはモアブに火を送り、

ケリオテのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす。モアブは

騒ぎと、ときの声と、ラッパの音の中に死ぬ。 3わ

たしはそのうちから、支配者を断ち、そのすべての

つかさを彼と共に殺す」と主は言われる。 4主はこ

う言われる、「ユダの三つのとが、四つのとがのた

めに、わたしはこれを罰してゆるさない。これは彼

らが主の律法を捨て、その定めを守らず、その先祖

たちが従い歩いた偽りの物に惑わされたからである

。 5それゆえ、わたしはユダに火を送り、エルサレ
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ムのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす」。 6主はこう言

われる、「イスラエルの三つのとが、四つのとがの

ために、わたしはこれを罰してゆるさない。これは

彼らが正しい者を金のために売り、貧しい者をくつ

一足のために売るからである。 7彼らは弱い者の頭

を地のちりに踏みつけ、苦しむ者の道をまげ、また

父子ともにひとりの女のところへ行って、わが聖な

る名を汚す。 8彼らはすべての祭壇のかたわらに質

に取った衣服を敷いて、その上に伏し、罰金をもっ

て得た酒を、その神の家で飲む。 9さきにわたしは

アモリびとを彼らの前から滅ぼした。これはその高

きこと、香柏のごとく、その強きこと、かしの木の

ようであったが、わたしはその上の実と、下の根と

を滅ぼした。 10わたしはまた、あなたがたをエジプ

トの地から連れ上り、四十年のあいだ荒野で、あな

たがたを導き、アモリびとの地を獲させた。 11わた

しはあなたがたの子らのうちから預言者を起し、あ

なたがたの若者のうちからナジルびとを起した。イ

スラエルの人々よ、そうではないか」と主は言われ

る。 12「ところがあなたがたはナジルびとに酒を飲

ませ、預言者に命じて『預言するな』と言う。 13見

よ、わたしは麦束をいっぱい積んだ車が物を圧する

ように、あなたがたをその所で圧する。 14速く走る

者も逃げ場を失い、強い者もその力をふるうことが

できず、勇士もその命を救うことができない。 15弓

をとる者も立つことができず、足早の者も自分を救

うことができず、馬に乗る者もその命を救うことが

できない。 16勇士のうちの雄々しい心の者もその日

には裸で逃げる」と主は言われる。
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3イスラエルの人々よ、主があなたがたに向かって

言われたこと、わたしがエジプトの地から導き上っ

た全家に向かって言ったこの言葉を聞け。 2「地の

もろもろのやからのうちで、わたしはただ、あなた

がただけを知った。それゆえ、わたしはあなたがた

のもろもろの罪のため、あなたがたを罰する。 3ふ

たりの者がもし約束しなかったなら、一緒に歩くだ

ろうか。 4ししがもし獲物がなかったなら、林の中

でほえるだろうか。若いししがもし物をつかまなか

ったなら、その穴から声を出すだろうか。 5もしわ

ながなかったなら、鳥は地に張った網にかかるだろ

うか。網にもし何もかからなかったなら、地からと

びあがるだろうか。 6町でラッパが鳴ったなら、民

は驚かないだろうか。主がなされるのでなければ、

町に災が起るだろうか。 7まことに主なる神はその

しもべである預言者にその隠れた事を示さないでは

、何事をもなされない。 8ししがほえる、だれが恐

れないでいられよう。主なる神が語られる、だれが

預言しないでいられよう」。 9アッスリヤにあるも

ろもろの宮殿、エジプトの地にあるもろもろの宮殿

に宣べて言え、「サマリヤの山々に集まり、そのう

ちにある大いなる騒ぎと、その中で行われる暴虐と

を見よ」と。 10主は言われる、「彼らは正義を行う

ことを知らず、しえたげ取った物と奪い取った物と

をそのもろもろの宮殿にたくわえている」。 11それ

ゆえ主なる神はこう言われる、「敵がきて、この国

を囲み、あなたの防備をあなたから取り除き、あな

たのもろもろの宮殿はかすめられる」。 12主はこう

言われる、「羊飼がししの口から、羊の両足、ある
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いは片耳を取り返すように、サマリヤに住むイスラ

エルの人々も、長いすのすみや、寝台の一部を携え

て救われるであろう」。 13万軍の神、主なる神は言

われる、「聞け、そしてヤコブの家に証言せよ。 14

わたしはイスラエルのもろもろのとがを罰する日に

ベテルの祭壇を罰する。その祭壇の角は折れて、地

に落ちる。 15わたしはまた冬の家と夏の家とを撃つ

、象牙の家は滅び、大いなる家は消えうせる」と主

は言われる。

4「バシャンの雌牛どもよ、この言葉を聞け。あな

たがたはサマリヤの山におり、弱い者をしえたげ、

貧しい者を圧迫し、またその主人に向かって、『持

ってきて、わたしたちに飲ませよ』と言う。 2主な

る神はご自分の聖なることによって誓われた、見よ

、あなたがたの上にこのような時が来る。その時、

人々はあなたがたをつり針にかけ、あなたがたの残

りの者を魚つり針にかけて引いて行く。 3あなたが

たはおのおのまっすぐに石がきの破れた所を出て、

ハルモンに追いやられる」と主は言われる。 4「あ

なたがたはベテルへ行って罪を犯し、ギルガルへ行

って、とがを増し加えよ。朝ごとに、あなたがたの

犠牲を携えて行け、三日ごとに、あなたがたの十分

の一を携えて行け。 5種を入れたパンの感謝祭をさ

さげ、心よりの供え物をふれ示せ。イスラエルの人

々よ、あなたがたはこのようにするのを好んでいる

」と主なる神は言われる。 6「わたしはまた、あな

たがたのすべての町であなたがたの歯を清くし、あ

なたがたのすべての所でパンを乏しくした。それで

も、あなたがたはわたしに帰らなかった」と主は言
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われる。 7「わたしはまた、刈入れまでなお三月あ

るのに雨をとどめて、あなたがたの上にくださず、

この町には雨を降らし、かの町には雨を降らさず、

この畑は雨をえ、かの畑は雨をえないで枯れた。 8

そこで二つ三つの町が一つの町によろめいて行って

、水を飲んでも、飽くことができなかった。それで

も、あなたがたはわたしに帰らなかった」と主は言

われる。 9「わたしは立ち枯れと腐り穂とをもって

あなたがたを撃ち、あなたがたの園と、ぶどう畑と

を荒した。いちじくの木とオリブの木とは、いなご

が食った。それでも、あなたがたはわたしに帰らな

かった」と主は言われる。 10「わたしはエジプトに

したようにあなたがたのうちに疫病を送り、つるぎ

をもってあなたがたの若者を殺し、あなたがたの馬

を奪い去り、あなたがたの宿営の臭気を上らせて、

あなたがたの鼻をつかせた。それでも、あなたがた

はわたしに帰らなかった」と主は言われる。 11「わ

たしはあなたがたのうちの町を神がソドムとゴモラ

を滅ぼされた時のように滅ぼしたので、あなたがた

は炎の中から取り出された燃えさしのようであった

。それでも、あなたがたはわたしに帰らなかった」

と主は言われる。 12「それゆえイスラエルよ、わた

しはこのようにあなたに行う。わたしはこれを行う

ゆえ、イスラエルよ、あなたの神に会う備えをせよ

」。 13見よ、彼は山を造り、風を創造し、人にその

思いのいかなるかを示し、また、あけぼのを変えて

暗やみとなし、地の高い所を踏まれる者、その名を

万軍の神、主と言う。
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5イスラエルの家よ、わたしが悲しみの歌をもって

、あなたがたについて宣べるこの言葉を聞け、 2「

おとめイスラエルは倒れて、また起き上がらず、彼

女はおのれの地に投げ倒されてこれを起す者がない

」。 3主なる神はこう言われる、「イスラエルの家

では、千人出た町は百人残り、百人出た町は十人残

る」。 4主はイスラエルの家にこう言われる、「あ

なたがたはわたしを求めよ、そして生きよ。 5ベテ

ルを求めるな、ギルガルに行くな。ベエルシバにお

もむくな。ギルガルは必ず捕えられて行き、ベテル

は無に帰するからである」。 6あなたがたは主を求

めよ、そして生きよ。さもないと主は火のようにヨ

セフの家に落ち下られる。火はこれを焼くが、ベテ

ルのためにこれを消す者はひとりもない。 7あなた

がた、公道をにがよもぎに変え、正義を地に投げ捨

てる者よ。 8プレアデスおよびオリオンを造り、暗

黒を朝に変じ、昼を暗くして夜となし、海の水を呼

んで、地のおもてに注がれる者、その名は主という

。 9主は滅びをたちまち強い者に臨ませられるので

、滅びはついに城に臨む。 10彼らは門にいて戒める

者を憎み、真実を語る者を忌みきらう。 11あなたが

たは貧しい者を踏みつけ、彼から麦の贈り物をとる

ゆえ、あなたがたは切り石の家を建てても、その中

に住むことはできない。美しいぶどう畑を作っても

、その酒を飲むことはできない。 12わたしは知る、

あなたがたのとがは多く、あなたがたの罪は大きい

からである。あなたがたは正しい者をしえたげ、ま

いないを取り、門で貧しい者を退ける。 13それゆえ

、このような時には賢い者は沈黙する、これは悪い
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時だからである。 14善を求めよ、悪を求めるな。そ

うすればあなたがたは生きることができる。またあ

なたがたが言うように、万軍の神、主はあなたがた

と共におられる。 15悪を憎み、善を愛し、門で公義

を立てよ。万軍の神、主は、あるいはヨセフの残り

の者をあわれまれるであろう。 16それゆえ、主なる

万軍の神、主はこう言われる、「すべての広場で泣

くことがあろう。すべてのちまたで人々は『悲しい

かな、悲しいかな』と言う。また彼らは農夫を呼ん

できて嘆かせ、巧みな泣き女を招いて泣かせ、 17ま

たすべてのぶどう畑にも泣くことがあろう。それは

わたしがあなたがたの中を通るからである」と主は

言われる。 18わざわいなるかな、主の日を望む者よ

、あなたがたは何ゆえ主の日を望むのか。これは暗

くて光がない。 19人がししの前を逃れてもくまに出

会い、また家にはいって、手を壁につけると、へび

にかまれるようなものである。 20主の日は暗くて、

光がなく、薄暗くて輝きがないではないか。 21わた

しはあなたがたの祭を憎み、かつ卑しめる。わたし

はまた、あなたがたの聖会を喜ばない。 22たといあ

なたがたは燔祭や素祭をささげても、わたしはこれ

を受けいれない。あなたがたの肥えた獣の酬恩祭は

わたしはこれを顧みない。 23あなたがたの歌の騒が

しい音をわたしの前から断て。あなたがたの琴の音

は、わたしはこれを聞かない。 24公道を水のように

、正義をつきない川のように流れさせよ。 25「イス

ラエルの家よ、あなたがたは四十年の間、荒野でわ

たしに犠牲と供え物をささげたか。 26かえってあな

たがたの王シクテをにない、あなたがたが自分で作
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ったあなたがたの偶像、星の神、キウンをになった

。 27それゆえわたしはあなたがたをダマスコのかな

たに捕え移す」と、その名を万軍の神ととなえられ

る主は言われる。

6「わざわいなるかな、安らかにシオンにいる者、

また安心してサマリヤの山にいる者、諸国民のかし

らのうちの著名な人々で、イスラエルの家がきて従

う者よ。 2カルネに渡って見よ。そこから大ハマテ

に行き、またペリシテびとのガテに下って見よ。彼

らはこれらの国にまさっているか。彼らの土地はあ

なたがたの土地よりも大きいか。 3あなたがたは災

の日を遠ざけ、強暴の座を近づけている。 4わざわ

いなるかな、みずから象牙の寝台に伏し、長いすの

上に身を伸ばし、群れのうちから小羊を取り、牛舎

のうちから子牛を取って食べ、 5琴の音に合わせて

歌い騒ぎ、ダビデのように楽器を造り出し、 6鉢を

もって酒を飲み、いとも尊い油を身にぬり、ヨセフ

の破滅を悲しまない者たちよ。 7それゆえ今、彼ら

は捕われて、捕われ人のまっ先に立って行く。そし

てかの身を伸ばした者どもの騒ぎはやむであろう」

。 8主なる神はおのれによって誓われた、（万軍の

神、主は言われる、）「わたしはヤコブの誇を忌み

きらい、そのもろもろの宮殿を憎む。わたしはこの

町とすべてその中にいる者を渡す」。 9一つの家に

十人の者が残っていても、彼らは死に、 10そしてそ

の親戚、すなわちこれを焼く者は、骨を家から運び

だすために、これを取り上げ、またその家の奥にい

る者に向かって、「まだあなたと共にいる者がある

か」と言い、「ない」との答がある時、かの人はま
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た「声を出すな、主の名をとなえるな」と言うであ

ろう。 11見よ、主は命じて、大きな家を撃って、み

じんとなし、小さな家を撃って、切れ切れとされる

。 12馬は岩の上を走るだろうか。人は牛で海を耕す

だろうか。ところがあなたがたは公道を毒に変じ、

正義の実をにがよもぎに変じた。 13あなたがたはロ

デバルを喜び、「われわれは自分の力でカルナイム

を得たではないか」と言う。 14それゆえ、万軍の神

、主は言われる、「イスラエルの家よ、見よ、わた

しは一つの国民を起して、あなたがたに敵対させる

。彼らはハマテの入口からアラバの川まであなたが

たを悩ます」。

7主なる神はこのようにわたしに示された。見よ、

二番草のはえ出る初めに主は、いなごを造られた。

見よ、その二番草は王の刈った後に、はえたもので

ある。 2そのいなごが地の青草を食い尽した時、わ

たしは言った、「主なる神よ、どうぞ、ゆるしてく

ださい。ヤコブは小さい者です、どうして立つこと

ができましょう」。 3主はこのことについて思いか

えされ、「このことは起さない」と主は言われた。

4主なる神はこのようにわたしに示された。見よ、主

なる神はさばきのために火を呼ばれた。火は大淵を

焼き、また地を焼こうとした。 5その時わたしは言

った、「主なる神よ、どうぞ、やめてください。ヤ

コブは小さい者です、どうして立つことができまし

ょう」。 6主はこのことについて思いかえされ、「

このこともまた起さない」と主なる神は言われた。

7また主はわたしに示された。見よ、主は測りなわを

もって築いた石がきの上に立ち、その手に測りなわ
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をもっておられた。 8そして主はわたしに言われた

、「アモスよ、あなたは何を見るか」。「測りなわ

」とわたしが答えると、主はまた言われた、「見よ

、わたしは測りなわをわが民イスラエルの中に置く

。わたしはもはや彼らを見過しにしない。 9イサク

の高き所は荒され、イスラエルの聖所は荒れはてる

。わたしはつるぎをもってヤラベアムの家に立ち向

かう」。 10時にベテルの祭司アマジヤは、イスラエ

ルの王ヤラベアムに人をつかわして言う、「イスラ

エルの家のただ中で、アモスはあなたにそむきまし

た。この地は彼のもろもろの言葉に耐えることがで

きません。 11アモスはこのように言っています、『

ヤラベアムはつるぎによって死ぬ、イスラエルは必

ず捕えられて行って、その国を離れる』と」。 12そ

れからアマジヤはアモスに言った、「先見者よ、行

ってユダの地にのがれ、かの地でパンを食べ、かの

地で預言せよ。 13しかしベテルでは二度と預言して

はならない。ここは王の聖所、国の宮だから」。 14

アモスはアマジヤに答えた、「わたしは預言者でも

なく、また預言者の子でもない。わたしは牧者であ

る。わたしはいちじく桑の木を作る者である。 15と

ころが主は群れに従っている所からわたしを取り、

『行って、わが民イスラエルに預言せよ』と、主は

わたしに言われた。 16それゆえ今、主の言葉を聞け

。あなたは言う、『イスラエルに向かって預言する

な、イサクの家に向かって語るな』と。 17それゆえ

、主はこう言われる、『あなたの妻は町で遊女とな

り、あなたのむすこ、娘たちはつるぎに倒れ、あな

たの地は測りなわで分かたれる。そしてあなたは汚
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れた地で死に、イスラエルは必ず捕えられて行って

、その国を離れる』」。

8主なる神は、このようにわたしに示された。見よ

、ひとかごの夏のくだものがある。 2主は言われた

、「アモスよ、あなたは何を見るか」。わたしは「

ひとかごの夏のくだもの」と答えた。すると主はわ

たしに言われた、「わが民イスラエルの終りがきた

。わたしは再び彼らを見過しにしない。 3その日に

は宮の歌は嘆きに変り、しかばねがおびただしく、

人々は無言でこれを至る所に投げ捨てる」と主なる

神は言われる。 4あなたがた、貧しい者を踏みつけ

、また国の乏しい者を滅ぼす者よ、これを聞け。 5

あなたがたは言う、「新月はいつ過ぎ去るだろう、

そうしたら、われわれは穀物を売ろう。安息日はい

つ過ぎ去るだろう、そうしたら、われわれは麦を売

り出そう。われわれはエパを小さくし、シケルを大

きくし、偽りのはかりをもって欺き、 6乏しい者を

金で買い、貧しい者をくつ一足で買いとり、また、

くず麦を売ろう」。 7主はヤコブの誇をさして誓わ

れた、「わたしは必ず彼らのすべてのわざをいつま

でも忘れない。 8これがために地は震わないであろ

うか。地に住む者はみな嘆かないであろうか。地は

みなナイル川のようにわきあがり、エジプトのナイ

ル川のようにみなぎって、また沈まないであろうか

」。 9主なる神は言われる、「その日には、わたし

は真昼に太陽を沈ませ、白昼に地を暗くし、 10あな

たがたの祭を嘆きに変らせ、あなたがたの歌をこと

ごとく悲しみの歌に変らせ、すべての人に荒布を腰

にまとわせ、すべての人に髪をそり落させ、その日
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を、ひとり子を失った喪中のようにし、その終りを

、苦い日のようにする」。 11主なる神は言われる、

「見よ、わたしがききんをこの国に送る日が来る、

それはパンのききんではない、水にかわくのでもな

い、主の言葉を聞くことのききんである。 12彼らは

海から海へさまよい歩き、主の言葉を求めて、こな

たかなたへはせまわる、しかしこれを得ないであろ

う。 13その日には美しいおとめも、若い男もかわき

のために気を失う。 14かのサマリヤのアシマをさし

て誓い、『ダンよ、あなたの神は生きている』と言

い、また『ベエルシバの道は生きている』と言う者

どもは必ず倒れる。再び起きあがることはない」。

9わたしは祭壇のかたわらに立っておられる主を見

た。主は言われた、「柱の頭を打って、敷居を震わ

せ、これを打ち砕いて、すべての民の頭の上に落ち

かからせよ。その残った者を、わたしはつるぎで殺

し、そのひとりも逃げおおす者はなく、のがれうる

者はない。 2たとい彼らは陰府に掘り下っても、わ

たしの手はこれをそこから引き出す。たとい彼らは

天によじのぼっても、わたしはそこからこれを引き

おろす。 (Sheol h7585) 3たとい彼らはカルメルの頂に

隠れても、わたしはこれを捜して、そこから引き出

す。たとい彼らはわたしの目をのがれて、海の底に

隠れても、わたしはへびに命じて、その所でこれを

かませる。 4たとい彼らは捕われて、その敵の前に

行っても、わたしはその所でつるぎに命じて、これ

を殺させる。わたしは彼らの上にわたしの目を注ぐ

、それは災のためであって、幸のためではない」。

5万軍の神、主が地に触れられると、地は溶け、その
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中に住む者はみな嘆き、地はみなナイル川のように

わきあがり、エジプトのナイル川のようにまた沈む

。 6主はご自分の高殿を天に築き、大空の基を地の

上にすえ、海の水を呼んで、地のおもてに注がれる

。その名は主ととなえられる。 7主は言われる、「

イスラエルの子らよ、あなたがたはわたしにとって

エチオピヤびとのようではないか。わたしはイスラ

エルをエジプトの国から、ペリシテびとをカフトル

から、スリヤびとをキルから導き上ったではないか

。 8見よ、主なる神の目はこの罪を犯した国の上に

注がれている。わたしはこれを地のおもてから断ち

滅ぼす。しかし、わたしはヤコブの家をことごとく

は滅ぼさない」と主は言われる。 9「見よ、わたし

は命じて、人がふるいで物をふるうように、わたし

はイスラエルの家を万国民のうちでふるう。ひと粒

も地に落ちることはない。 10わが民の罪びと、すな

わち『災はわれわれに近づかない、われわれに臨ま

ない』と言う者どもはみな、つるぎで殺される。 11

その日には、わたしはダビデの倒れた幕屋を興し、

その破損を繕い、そのくずれた所を興し、これを昔

の時のように建てる。 12これは彼らがエドムの残っ

た者、およびわが名をもって呼ばれるすべての国民

を所有するためである」とこの事をなされる主は言

われる。 13主は言われる、「見よ、このような時が

来る。その時には、耕す者は刈る者に相継ぎ、ぶど

うを踏む者は種まく者に相継ぐ。もろもろの山には

うまい酒がしたたり、もろもろの丘は溶けて流れる

。 14わたしはわが民イスラエルの幸福をもとに返す

。彼らは荒れた町々を建てて住み、ぶどう畑を作っ
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てその酒を飲み、園を作ってその実を食べる。 15わ

たしは彼らをその地に植えつける。彼らはわたしが

与えた地から再び抜きとられることはない」とあな

たの神、主は言われる。
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オバデヤ書

1オバデヤの幻。主なる神はエドムについてこう言

われる、われわれは主から出たおとずれを聞いた。

ひとりの使者が諸国民のうちにつかわされて言う、

「立てよ、われわれは立ってエドムと戦おう」。 2

見よ、わたしはあなたを国々のうちで小さい者とす

る。あなたはひどく卑しめられる。 3岩のはざまに

おり、高い所に住む者よ、あなたの心の高ぶりは、

あなたを欺いた。あなたは心のうちに言う、「だれ

がわたしを地に引き下らせる事ができるか」。 4た

といあなたは、わしのように高くあがり、星の間に

巣を設けても、わたしはそこからあなたを引きおろ

すと主は言われる。 5もし盗びとがあなたの所に来

、強盗が夜きても、彼らは、ほしいだけ盗むではな

いか。ああ、あなたは全く滅ぼされてしまう。もし

ぶどうを集める者があなたの所に来たなら、彼らは

なお余りの実を残さないであろうか。 6ああ、エサ

ウはかすめられ、その隠しておいた宝は探り出され

る。 7あなたと契約を結んだ人々はみな、あなたを

欺き、あなたを国境に追いやった。あなたと同盟を

結んだ人々はあなたに勝った。あなたの信頼する友

はあなたの下にわなを設けた、しかしその事を悟ら

ない。 8主は言われる、その日には、わたしはエド

ムから知者を滅ぼし、エサウの山から悟りを断ち除

かないだろうか。 9テマンよ、あなたの勇士は驚き

恐れる。人はみな殺されてエサウの山から断ち除か

れる。 10あなたはその兄弟ヤコブに暴虐を行ったの

で、恥はあなたをおおい、あなたは永遠に断たれる

。 11あなたが離れて立っていた日、すなわち異邦人
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がその財宝を持ち去り、外国人がその門におし入り

、エルサレムをくじ引きにした日、あなたも彼らの

ひとりのようであった。 12しかしあなたは自分の兄

弟の日、すなわちその災の日をながめていてはなら

なかった。あなたはユダの人々の滅びの日に、これ

を喜んではならず、その悩みの日に誇ってはならな

かった。 13あなたはわが民の災の日に、その門には

いってはならず、その災の日にその苦しみをながめ

てはならなかった。またその災の日に、その財宝に

手をかけてはならなかった。 14あなたは分れ道に立

って、そののがれる者を切ってはならなかった。あ

なたは悩みの日にその残った者を敵にわたしてはな

らなかった。 15主の日が万国の民に臨むのは近い。

あなたがしたようにあなたもされる。あなたの報い

はあなたのこうべに帰する。 16あなたがたがわが聖

なる山で飲んだように、周囲のもろもろの民も飲む

。すなわち彼らは飲んでよろめき、かつてなかった

ようになる。 17しかしシオンの山には、のがれる者

がいて、聖なる所となる。またヤコブの家はその領

地を獲る。 18ヤコブの家は火となり、ヨセフの家は

炎となり、エサウの家はわらとなる。彼らはその中

に燃えて、これを焼く。エサウの家には残る者がな

いようになると主は言われた。 19ネゲブの人々はエ

サウの山を獲、セフェラの人々はペリシテびとを獲

る。また彼らはエフライムの地、およびサマリヤの

地を獲、ベニヤミンはギレアデを獲る。 20ハラにい

るイスラエルの人々の捕われ人は、フェニキヤをザ

レパテまで取り、セパラデにいるエルサレムの捕わ

れ人は、ネゲブの町々を獲る。 21こうして救う者は
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シオンの山に上って、エサウの山を治める。そして

王国は主のものとなる。
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ヨナ書

1主の言葉がアミッタイの子ヨナに臨んで言った、

2「立って、あの大きな町ニネベに行き、これに向か

って呼ばわれ。彼らの悪がわたしの前に上ってきた

からである」。 3しかしヨナは主の前を離れてタル

シシへのがれようと、立ってヨッパに下って行った

。ところがちょうど、タルシシへ行く船があったの

で、船賃を払い、主の前を離れて、人々と共にタル

シシへ行こうと船に乗った。 4時に、主は大風を海

の上に起されたので、船が破れるほどの激しい暴風

が海の上にあった。 5それで水夫たちは恐れて、め

いめい自分の神を呼び求め、また船を軽くするため

、その中の積み荷を海に投げ捨てた。しかし、ヨナ

は船の奥に下り、伏して熟睡していた。 6そこで船

長は来て、彼に言った、「あなたはどうして眠って

いるのか。起きて、あなたの神に呼ばわりなさい。

神があるいは、われわれを顧みて、助けてくださる

だろう」。 7やがて人々は互に言った、「この災が

われわれに臨んだのは、だれのせいか知るために、

さあ、くじを引いてみよう」。そして彼らが、くじ

を引いたところ、くじはヨナに当った。 8そこで人

々はヨナに言った、「この災がだれのせいで、われ

われに臨んだのか、われわれに告げなさい。あなた

の職業は何か。あなたはどこから来たのか。あなた

の国はどこか。あなたはどこの民か」。 9ヨナは彼

らに言った、「わたしはヘブルびとです。わたしは

海と陸とをお造りになった天の神、主を恐れる者で

す」。 10そこで人々ははなはだしく恐れて、彼に言

った、「あなたはなんたる事をしてくれたのか」。
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人々は彼がさきに彼らに告げた事によって、彼が主

の前を離れて、のがれようとしていた事を知ってい

たからである。 11人々は彼に言った、「われわれの

ために海が静まるには、あなたをどうしたらよかろ

うか」。それは海がますます荒れてきたからである

。 12ヨナは彼らに言った、「わたしを取って海に投

げ入れなさい。そうしたら海は、あなたがたのため

に静まるでしょう。わたしにはよくわかっています

。この激しい暴風があなたがたに臨んだのは、わた

しのせいです」。 13しかし人々は船を陸にこぎもど

そうとつとめたが、成功しなかった。それは海が彼

らに逆らって、いよいよ荒れたからである。 14そこ

で人々は主に呼ばわって言った、「主よ、どうぞ、

この人の生命のために、われわれを滅ぼさないでく

ださい。また罪なき血を、われわれに帰しないでく

ださい。主よ、これはみ心に従って、なされた事だ

からです」。 15そして彼らはヨナを取って海に投げ

入れた。すると海の荒れるのがやんだ。 16そこで人

々は大いに主を恐れ、犠牲を主にささげて、誓願を

立てた。 17主は大いなる魚を備えて、ヨナをのませ

られた。ヨナは三日三夜その魚の腹の中にいた。

2ヨナは魚の腹の中からその神、主に祈って、 2言

った、「わたしは悩みのうちから主に呼ばわると、

主はわたしに答えられた。わたしが陰府の腹の中か

ら叫ぶと、あなたはわたしの声を聞かれた。 (Sheol

h7585) 3あなたはわたしを淵の中、海のまん中に投げ

入れられた。大水はわたしをめぐり、あなたの波と

大波は皆、わたしの上を越えて行った。 4わたしは

言った、『わたしはあなたの前から追われてしまっ
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た、どうして再びあなたの聖なる宮を望みえようか

』。 5水がわたしをめぐって魂にまでおよび、淵は

わたしを取り囲み、海草は山の根元でわたしの頭に

まといついた。 6わたしは地に下り、地の貫の木は

いつもわたしの上にあった。しかしわが神、主よ、

あなたはわが命を穴から救いあげられた。 7わが魂

がわたしのうちに弱っているとき、わたしは主をお

ぼえ、わたしの祈はあなたに至り、あなたの聖なる

宮に達した。 8むなしい偶像に心を寄せる者は、そ

のまことの忠節を捨てる。 9しかしわたしは感謝の

声をもって、あなたに犠牲をささげ、わたしの誓い

をはたす。救は主にある」。 10主は魚にお命じにな

ったので、魚はヨナを陸に吐き出した。

3時に主の言葉は再びヨナに臨んで言った、 2「立

って、あの大きな町ニネベに行き、あなたに命じる

言葉をこれに伝えよ」。 3そこでヨナは主の言葉に

従い、立って、ニネベに行った。ニネベは非常に大

きな町であって、これを行きめぐるには、三日を要

するほどであった。 4ヨナはその町にはいり、初め

一日路を行きめぐって呼ばわり、「四十日を経たら

ニネベは滅びる」と言った。 5そこでニネベの人々

は神を信じ、断食をふれ、大きい者から小さい者ま

で荒布を着た。 6このうわさがニネベの王に達する

と、彼はその王座から立ち上がり、朝服を脱ぎ、荒

布をまとい、灰の中に座した。 7また王とその大臣

の布告をもって、ニネベ中にふれさせて言った、「

人も獣も牛も羊もみな、何をも味わってはならない

。物を食い、水を飲んではならない。 8人も獣も荒

布をまとい、ひたすら神に呼ばわり、おのおのその
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悪い道およびその手にある強暴を離れよ。 9あるい

は神はみ心をかえ、その激しい怒りをやめて、われ

われを滅ぼされないかもしれない。だれがそれを知

るだろう」。 10神は彼らのなすところ、その悪い道

を離れたのを見られ、彼らの上に下そうと言われた

災を思いかえして、これをおやめになった。

4ところがヨナはこれを非常に不快として、激しく

怒り、 2主に祈って言った、「主よ、わたしがなお

国におりました時、この事を申したではありません

か。それでこそわたしは、急いでタルシシにのがれ

ようとしたのです。なぜなら、わたしはあなたが恵

み深い神、あわれみあり、怒ることおそく、いつく

しみ豊かで、災を思いかえされることを、知ってい

たからです。 3それで主よ、どうぞ今わたしの命を

とってください。わたしにとっては、生きるよりも

死ぬ方がましだからです」。 4主は言われた、「あ

なたの怒るのは、よいことであろうか」。 5そこで

ヨナは町から出て、町の東の方に座し、そこに自分

のために一つの小屋を造り、町のなりゆきを見きわ

めようと、その下の日陰にすわっていた。 6時に主

なる神は、ヨナを暑さの苦痛から救うために、とう

ごまを備えて、それを育て、ヨナの頭の上に日陰を

設けた。ヨナはこのとうごまを非常に喜んだ。 7と

ころが神は翌日の夜明けに虫を備えて、そのとうご

まをかませられたので、それは枯れた。 8やがて太

陽が出たとき、神が暑い東風を備え、また太陽がヨ

ナの頭を照したので、ヨナは弱りはて、死ぬことを

願って言った、「生きるよりも死ぬ方がわたしには

ましだ」。 9しかし神はヨナに言われた、「とうご
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まのためにあなたの怒るのはよくない」。ヨナは言

った、「わたしは怒りのあまり狂い死にそうです」

。 10主は言われた、「あなたは労せず、育てず、一

夜に生じて、一夜に滅びたこのとうごまをさえ、惜

しんでいる。 11ましてわたしは十二万あまりの、右

左をわきまえない人々と、あまたの家畜とのいるこ

の大きな町ニネベを、惜しまないでいられようか」

。
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ミカ書

1ユダの王ヨタム、アハズおよびヒゼキヤの世に、

モレシテびとミカが、サマリヤとエルサレムについ

て示された主の言葉。 2あなたがたすべての民よ、

聞け。地とその中に満てる者よ、耳を傾けよ。主な

る神はあなたがたにむかって証言し、主はその聖な

る宮から証言される。 3見よ、主はそのご座所から

出てこられ、下ってきて地の高い所を踏まれる。 4

山は彼の下に溶け、谷は裂け、火の前のろうのごと

く、坂に流れる水のようだ。 5これはみなヤコブの

とがのゆえ、イスラエルの家の罪のゆえである。ヤ

コブのとがとは何か、サマリヤではないか。ユダの

家の罪とは何か、エルサレムではないか。 6このゆ

えにわたしはサマリヤを野の石塚となし、ぶどうを

植える所となし、またその石を谷に投げ落し、その

基をあらわにする。 7その彫像はみな砕かれ、その

獲た価はみな火で焼かれる。わたしはその偶像をこ

とごとくこわす。これは遊女の価から集めたのだか

ら、遊女の価に帰る。 8わたしはこれがために嘆き

悲しみ、はだしと裸で歩きまわり、山犬のように嘆

き、だちょうのように悲しみ鳴く。 9サマリヤの傷

はいやすことのできないもので、ユダまでひろがり

、わが民の門、エルサレムまで及んでいる。 10ガテ

に告げるな、泣き叫ぶな。ベテレアフラで、ちりの

中にころがれ。 11サピルに住む者よ、裸になり、恥

をこうむって進み行け。ザアナンに住む者は出てこ

ない。ベテエゼルの嘆きはあなたがたからその跡を

断つ。 12マロテに住む者は気づかわしそうに幸を待

つ。災が主から出て、エルサレムの門に臨んだから
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である。 13ラキシに住む者よ、戦車に早馬をつなげ

。ラキシはシオンの娘にとって罪の初めであった。

イスラエルのとがが、あなたがたのうちに見られた

からである。 14それゆえ、あなたはモレセテ・ガテ

に別れの贈り物を与える。アクジブの家々はイスラ

エルの王たちにとって、人を欺くものとなる。 15マ

レシャに住む者よ、わたしはまた侵略者をあなたの

所に連れて行く。イスラエルの栄光はアドラムに去

るであろう。 16あなたの喜ぶ子らのために、あなた

の髪をそり落せ。そのそった所をはげたかのように

大きくせよ。彼らは捕えられてあなたを離れるから

である。

2その床の上で不義を計り、悪を行う者はわざわい

である。彼らはその手に力あるゆえ、夜が明けると

これを行う。 2彼らは田畑をむさぼってこれを奪い

、家をむさぼってこれを取る。彼らは人をしえたげ

てその家を奪い、人をしえたげてその嗣業を奪う。

3それゆえ、主はこう言われる、見よ、わたしはこの

やからにむかって災を下そうと計る。あなたがたは

その首をこれから、はずすことはできない。また、

まっすぐに立って歩くことはできない。これは災の

時だからである。 4その日、人々は歌を作ってあな

たがたをののしり、悲しみの歌をもって嘆き悲しみ

、「われわれはことごとく滅ぼされる、わが民の分

は人に与えられる。どうしてこれはわたしから離れ

るのであろう。われわれの田畑はわれわれを捕えた

者の間に分け与えられる」と言う。 5それゆえ、主

の会衆のうちにはくじによって測りなわを張る者は

ひとりもなくなる。 6彼らは言う、「あなたがたは
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説教してはならない。そのような事について説教し

てはならない。そうすればわれわれは恥をこうむる

ことがない」と。 7ヤコブの家よ、そんなことは言

えるのだろうか。主は気短な方であろうか。これら

は主のみわざなのであろうか。わが言葉は正しく歩

む者に、益とならないのであろうか。 8ところが、

あなたがたは立ってわが民の敵となり、いくさのこ

とを知らずに、安らかに過ぎゆく者から、平和な者

から、上着をはぎ取り、 9わが民の女たちをその楽

しい家から追い出し、その子どもから、わが栄えを

とこしえに奪う。 10立って去れ、これはあなたがた

の休み場所ではない。これは汚れのゆえに滅びる。

その滅びは悲惨な滅びだ。 11もし人が風に歩み、偽

りを言い、「わたしはぶどう酒と濃き酒とについて

、あなたに説教しよう」と言うならば、その人はこ

の民の説教者となるであろう。 12ヤコブよ、わたし

は必ずあなたをことごとく集め、イスラエルの残れ

る者を集める。わたしはこれをおりの羊のように、

牧場の中の群れのように共におく。これは人の多き

によって騒がしくなる。 13打ち破る者は彼らに先だ

って登りゆき、彼らは門を打ち破り、これをとおっ

て外に出て行く。彼らの王はその前に進み、主はそ

の先頭に立たれる。

3わたしは言った、ヤコブのかしらたちよ、イスラ

エルの家のつかさたちよ、聞け、公義はあなたがた

の知っておるべきことではないか。 2あなたがたは

善を憎み、悪を愛し、わが民の身から皮をはぎ、そ

の骨から肉をそぎ、 3またわが民の肉を食らい、そ

の皮をはぎ、その骨を砕き、これを切りきざんで、
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なべに入れる食物のようにし、大なべに入れる肉の

ようにする。 4こうして彼らが主に呼ばわっても、

主はお答えにならない。かえってその時には、み顔

を彼らに隠される。彼らのおこないが悪いからであ

る。 5わが民を惑わす預言者について主はこう言わ

れる、彼らは食べ物のある時には、「平安」を叫ぶ

けれども、その口に何も与えない者にむかっては、

宣戦を布告する。 6それゆえ、あなたがたには夜が

あっても幻がなく、暗やみがあっても占いがない。

太陽はその預言者たちに没し、昼も彼らの上に暗く

なる。 7先見者は恥をかき、占い師は顔をあからめ

、彼らは皆そのくちびるをおおう。神の答がないか

らである。 8しかしわたしは主のみたまによって力

に満ち、公義と勇気とに満たされ、ヤコブにそのと

がを示し、イスラエルにその罪を示すことができる

。 9ヤコブの家のかしらたち、イスラエルの家のつ

かさたちよ、すなわち公義を憎み、すべての正しい

事を曲げる者よ、これを聞け。 10あなたがたは血を

もってシオンを建て、不義をもってエルサレムを建

てた。 11そのかしらたちは、まいないをとってさば

き、その祭司たちは価をとって教え、その預言者た

ちは金をとって占う。しかもなお彼らは主に寄り頼

んで、「主はわれわれの中におられるではないか、

だから災はわれわれに臨むことがない」と言う。 12

それゆえ、シオンはあなたがたのゆえに田畑となっ

て耕され、エルサレムは石塚となり、宮の山は木の

おい茂る高い所となる。

4末の日になって、主の家の山はもろもろの山のか

しらとして堅く立てられ、もろもろの峰よりも高く
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あげられ、もろもろの民はこれに流れくる。 2多く

の国民は来て言う、「さあ、われわれは主の山に登

り、ヤコブの神の家に行こう。彼はその道をわれわ

れに教え、われわれはその道に歩もう」と。律法は

シオンから出、主の言葉はエルサレムから出るから

である。 3彼は多くの民の間をさばき、遠い所まで

強い国々のために仲裁される。そこで彼らはつるぎ

を打ちかえて、すきとし、そのやりを打ちかえて、

かまとし、国は国にむかってつるぎをあげず、再び

戦いのことを学ばない。 4彼らは皆そのぶどうの木

の下に座し、そのいちじくの木の下にいる。彼らを

恐れさせる者はない。これは万軍の主がその口で語

られたことである。 5すべての民はおのおのその神

の名によって歩む。しかしわれわれはわれわれの神

、主の名によって、とこしえに歩む。 6主は言われ

る、その日には、わたしはかの足のなえた者を集め

、またかの追いやられた者およびわたしが苦しめた

者を集め、 7その足のなえた者を残れる民とし、遠

く追いやられた者を強い国民とする。主はシオンの

山で、今よりとこしえに彼らを治められる。 8羊の

群れのやぐら、シオンの娘の山よ、以前の主権はあ

なたに帰ってくる。すなわちエルサレムの娘の国は

あなたに帰ってくる。 9今あなたは何ゆえわめき叫

ぶのか、あなたのうちに王がないのか。あなたの相

談相手は絶えはて、産婦のように激しい痛みがあな

たを捕えたのか。 10シオンの娘よ、産婦のように苦

しんでうめけ。あなたは今、町を出て野にやどり、

バビロンに行かなければならない。その所であなた

は救われる。主はその所であなたを敵の手からあが
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なわれる。 11いま多くの国民はあなたに逆らい、集

まって言う、「どうかシオンが汚されるように、わ

れわれの目がシオンを見てあざ笑うように」と。 12

しかし彼らは主の思いを知らず、またその計画を悟

らない。すなわち主が麦束を打ち場に集めるように

、彼らを集められることを悟らない。 13シオンの娘

よ、立って打ちこなせ。わたしはあなたの角を鉄と

なし、あなたのひずめを青銅としよう。あなたは多

くの民を打ち砕き、彼らのぶんどり物を主にささげ

、彼らの富を全地の主にささげる。

5今あなたは壁でとりまかれている。敵はわれわれ

を攻め囲み、 つえをもってイスラエルのつかさのほ

おを撃つ。 2しかしベツレヘム・エフラタよ、あな

たはユダの氏族のうちで小さい者だが、イスラエル

を治める者があなたのうちからわたしのために出る

。その出るのは昔から、いにしえの日からである。

3それゆえ、産婦の産みおとす時まで、主は彼らを渡

しおかれる。その後その兄弟たちの残れる者はイス

ラエルの子らのもとに帰る。 4彼は主の力により、

その神、主の名の威光により、立ってその群れを養

い、彼らを安らかにおらせる。今、彼は大いなる者

となって、地の果にまで及ぶからである。 5これは

平和である。アッスリヤびとがわれわれの国に来て

、われわれの土地を踏むとき、七人の牧者を起し、

八人の君を起してこれに当らせる。 6彼らはつるぎ

をもってアッスリヤの地を治め、ぬきみのつるぎを

もってニムロデの地を治める。アッスリヤびとがわ

れわれの地に来て、われわれの境を踏み荒すとき、

彼らはアッスリヤびとから、われわれを救う。 7そ
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の時ヤコブの残れる者は多くの民の中にあること、

人によらず、また人の子らを待たずに主からくだる

露のごとく、青草の上に降る夕立ちのようである。

8またヤコブの残れる者が国々の中におり、多くの民

の中にいること、林の獣の中のししのごとく、羊の

群れの中の若いししのようである。それが過ぎると

きは踏み、かつ裂いて救う者はない。 9あなたの手

はもろもろのあだの上にあげられ、あなたの敵はこ

とごとく断たれる。 10主は言われる、その日には、

わたしはあなたのうちから馬を絶やし、戦車をこわ

し、 11あなたの国の町々を絶やし、あなたの城をこ

とごとくくつがえす。 12またあなたの手から魔術を

絶やす。あなたのうちには占い師がないようになる

。 13またあなたのうちから彫像および石の柱を絶や

す。あなたは重ねて手で作った物を拝むことはない

。 14またあなたのうちからアシラ像を抜き倒し、あ

なたの町々を滅ぼす。 15そしてわたしは怒りと憤り

とをもってその聞き従わないもろもろの国民に復讐

する。

6あなたがたは主の言われることを聞き、立ちあが

って、もろもろの山の前に訴えをのべ、もろもろの

丘にあなたの声を聞かせよ。 2もろもろの山よ、地

の変ることなき基よ、主の言い争いを聞け。主はそ

の民と言い争い、イスラエルと論争されるからであ

る。 3「わが民よ、わたしはあなたに何をなしたか

、何によってあなたを疲れさせたか、わたしに答え

よ。 4わたしはエジプトの国からあなたを導きのぼ

り、奴隷の家からあなたをあがない出し、モーセ、

アロンおよびミリアムをつかわして、あなたに先だ
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たせた。 5わが民よ、モアブの王バラクがたくらん

だ事、ベオルの子バラムが彼に答えた事、シッテム

からギルガルに至るまでに起った事どもを思い起せ

。そうすれば、あなたは主の正義のみわざを知るで

あろう」。 6「わたしは何をもって主のみ前に行き

、高き神を拝すべきか。燔祭および当歳の子牛をも

ってそのみ前に行くべきか。 7主は数千の雄羊、万

流の油を喜ばれるだろうか。わがとがのためにわが

長子をささぐべきか。わが魂の罪のためにわが身の

子をささぐべきか」。 8人よ、彼はさきによい事の

なんであるかをあなたに告げられた。主のあなたに

求められることは、ただ公義をおこない、いつくし

みを愛し、へりくだってあなたの神と共に歩むこと

ではないか。 9主の声が町にむかって呼ばわる全き

知恵はあなたの名を恐れることである「部族および

町の会衆よ、聞け。 10わたしは悪人の家にある不義

の財宝、のろうべき不正な枡を忘れ得ようか。 11不

正なはかりを用い、偽りのおもしを入れた袋を用い

る人をわたしは罪なしとするだろうか。 12あなたの

うちの富める人は暴虐で満ち、あなたの住民は偽り

を言い、その舌は口で欺くことをなす。 13それゆえ

、わたしはあなたを撃ち、あなたをその罪のために

滅ぼすことを始めた。 14あなたは食べても、飽くこ

とがなく、あなたの腹はいつもひもじい。あなたは

移しても、救うことができない。あなたが救う者を

、わたしはつるぎにわたす。 15あなたは種をまいて

も、刈ることがなく、オリブの実を踏んでも、その

身に油を塗ることがなく、ぶどうを踏んでも、その

酒を飲むことがない。 16あなたはオムリの定めを守
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り、アハブの家のすべてのわざをおこない、彼らの

計りごとに従って歩んだ。これはわたしがあなたを

荒し、その住民を笑い物とするためである。あなた

がたは民のはずかしめを負わねばならぬ」。

7わざわいなるかな、わたしは夏のくだものを集め

る時のように、ぶどうの収穫の残りを集める時のよ

うになった。食らうべきぶどうはなく、わが心の好

む初なりのいちじくもない。 2神を敬う人は地に絶

え、人のうちに正しい者はない。みな血を流そうと

待ち伏せし、おのおの網をもってその兄弟を捕える

。 3両手は悪い事をしようと努めてやまない。つか

さと裁判官はまいないを求め、大いなる人はその心

の悪い欲望を言いあらわし、こうして彼らはその悪

を仕組む。 4彼らの最もよい者もいばらのごとく、

最も正しい者もいばらのいけがきのようだ。彼らの

見張びとの日、すなわち彼らの刑罰の日が来る。い

まや彼らの混乱が近い。 5あなたがたは隣り人を信

じてはならない。友人をたのんではならない。あな

たのふところに寝る者にも、あなたの口の戸を守れ

。 6むすこは父をいやしめ、娘はその母にそむき、

嫁はそのしゅうとめにそむく。人の敵はその家の者

である。 7しかし、わたしは主を仰ぎ見、わが救の

神を待つ。わが神はわたしの願いを聞かれる。 8わ

が敵よ、わたしについて喜ぶな。たといわたしが倒

れるとも起きあがる。たといわたしが暗やみの中に

すわるとも、主はわが光となられる。 9主はわが訴

えを取りあげ、わたしのためにさばきを行われるま

で、わたしは主の怒りを負わなければならない。主

に対して罪を犯したからである。主はわたしを光に
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導き出してくださる。わたしは主の正義を見るであ

ろう。 10その時「あなたの神、主はどこにいるか」

とわたしに言ったわが敵は、これを見て恥をこうむ

り、わが目は彼を見てあざ笑う。彼は街路の泥のよ

うに踏みつけられる。 11あなたの城壁を築く日が来

る。その日には国境が遠く広がる。 12その日にはア

ッスリヤからエジプトまで、エジプトからユフラテ

川まで、海から海まで、山から山まで、人々はあな

たに来る。 13しかしかの地はその住民のゆえに、そ

のおこないの実によって荒れはてる。 14どうか、あ

なたのつえをもってあなたの民、すなわち園の中の

林にひとりおるあなたの嗣業の羊を牧し、いにしえ

の日のようにバシャンとギレアデで、彼らを養って

ください。 15あなたがエジプトの国を出た時のよう

に、わたしはもろもろの不思議な事を彼らに示す。

16国々の民は見て、そのすべての力を恥じ、その手

を口にあて、その耳は聞えぬ耳となる。 17彼らはへ

びのように、地に這うもののようにちりをなめ、震

えながらその城から出、おののきつつ、われわれの

神、主に近づいてきて、あなたのために恐れる。 18

だれかあなたのように不義をゆるし、その嗣業の残

れる者のためにとがを見過ごされる神があろうか。

神はいつくしみを喜ばれるので、その怒りをながく

保たず、 19再びわれわれをあわれみ、われわれの不

義を足で踏みつけられる。あなたはわれわれのもろ

もろの罪を海の深みに投げ入れ、 20昔からわれわれ

の先祖たちに誓われたように、真実をヤコブに示し

、いつくしみをアブラハムに示される。
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ナホム書

1ニネベについての託宣。エルコシびとナホムの幻

の書。 2主はねたみ、かつあだを報いる神、主はあ

だを報いる者、また憤る者、主はおのがあだに報復

し、おのが敵に対して憤りをいだく。 3主は怒るこ

とおそく、力強き者、主は罰すべき者を決してゆる

されない者、主の道はつむじ風と大風の中にあり、

雲はその足のちりである。 4彼は海を戒めて、これ

をかわかし、すべての川をかれさせる。バシャンと

カルメルはしおれ、レバノンの花はしぼむ。 5もろ

もろの山は彼の前に震い、もろもろの丘は溶け、地

は彼の前にむなしくなり、世界とその中に住む者も

皆、むなしくなる。 6だれが彼の憤りの前に立つこ

とができよう。だれが彼の燃える怒りに耐えること

ができよう。その憤りは火のように注がれ、岩も彼

によって裂かれる。 7主は恵み深く、なやみの日の

要害である。彼はご自分を避け所とする者を知って

おられる。 8しかし、彼はみなぎる洪水であだを全

く滅ぼし、おのが敵を暗やみに追いやられる。 9あ

なたがたは主に対して何を計るか。彼はその敵に二

度としかえしをする必要がないように敵を全く滅ぼ

される。 10彼らは結びからまったいばらのように、

かわいた刈り株のように、焼き尽される。 11主に対

して悪事を計り、よこしまな事を勧める者があなた

のうちから出たではないか。 12主はこう言われる、

「たとい彼らは強く、かつ多くあっても、切り倒さ

れて絶えはてる。わたしはあなたを苦しめたが、重

ねてあなたを苦しめない。 13今わたしは彼のくびき

を砕いて、あなたからとり除き、あなたのなわめを
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切りはなす」。 14主はあなたについてお命じになっ

た、「あなたの名は長く続かない。わたしはあなた

の神々の家から、彫像および鋳造を除き去る。あな

たは罪深い者だから、わたしはあなたの墓を設ける

」。 15見よ、良きおとずれを伝える者の足は山の上

にある。彼は平安を宣べている。ユダよ、あなたの

祭を行い、あなたの誓願をはたせ。よこしまな者は

重ねて、あなたに向かって攻めてこないからである

。彼は全く断たれる。

2撃ち破る者があなたに向かって上って来る。城を

守れ、道をうかがえ。腰に帯せよ、大いに力を強く

せよ。 2主はヤコブの栄えを回復して、イスラエル

の栄えのようにされる。かすめる者が彼らをかすめ

、そのぶどうづるを、そこなったからである。 3そ

の勇士の盾は赤くいろどられ、その兵士は紅に身を

よろう。戦車はその備えの日に、火のように輝き、

軍馬はおどる。 4戦車はちまたに狂い走り、大路に

飛びかける。彼らはたいまつのように輝き、いなず

まのように飛びかける。 5将士らは召集され、彼ら

はその道でつまずき倒れ、城壁に向かって急いで行

って大盾を備える。 6川々の門は開け、宮殿はあわ

てふためく。 7その王妃は裸にされて、捕われゆき

、その侍女たちは悲しみ、胸を打って、はとのよう

にうめく。 8ニネベは池のようであったが、その水

は注ぎ出された。「立ち止まれ、立ち止まれ」と呼

んでも、ふりかえるものもない。 9銀を奪え、金を

奪え。その宝は限りなく、もろもろの尊い物はおび

ただしい。 10消えうせ、むなしくなり、荒れはてた

。心は消え、ひざは震え、すべての腰には痛みがあ
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り、すべての顔は色を失った。 11ししのすみかはど

こであるか。若いししの穴はどこであるか。そこに

雄じしはその獲物を携え行き、その子じしと共にい

ても、これを恐れさせる者はない。 12雄じしはその

子じしのために引き裂き、雌じしのために獲物を絞

め殺し、獲物をもってその穴を満たし、引き裂いた

肉をもってそのすみかを満たした。 13万軍の主は言

われる、見よ、わたしはあなたに臨む。わたしはあ

なたの戦車を焼いて煙にする。つるぎはあなたの若

いししを滅ぼす。わたしはまた、あなたの獲物を地

から断つ。あなたの使者の声は重ねて聞かれない。

3わざわいなるかな、血を流す町。その中には偽り

と、ぶんどり物が満ち、略奪はやまない。 2むちの

音がする。車輪のとどろく音が聞える。かける馬が

あり、走る戦車がある。 3騎兵は突撃し、つるぎが

きらめき、やりがひらめく。殺される者はおびただ

しく、しかばねは山をなす。死体は数限りなく、人

々はその死体につまずく。 4これは皆あでやかな遊

女の恐るべき魔力と、多くの淫行のためであって、

その淫行をもって諸国民を売り、その魔力をもって

諸族を売り渡したものである。 5万軍の主は言われ

る、見よ、わたしはあなたに臨む、わたしはあなた

のすそを顔の上まであげ、あなたの裸を諸民に見せ

、あなたの恥じる所を諸国に見せる。 6わたしは汚

らわしい物を、あなたの上に投げかけて、あなたを

はずかしめ、あなたを見ものとする。 7すべてあな

たを見るものは、あなたを避けて逃げ去って言う、

「ニネベは滅びた」と。だれがこのために嘆こう。

わたしはどこから彼女を慰める者を、尋ね出し得よ
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う。 8あなたはテーベにまさっているか。これはナ

イル川のかたわらに座し、水をその周囲にめぐらし

、海をとりでとなし、水をその垣としている。 9そ

の力はエチオピヤ、またエジプトであって、限りが

ない。プトびと、リビヤびともその助け手であった

。 10しかし、これもとりことなって捕えられて行き

、その子供もすべてのちまたのかどで打ち砕かれ、

その尊い人々はくじで分けられ、その大いなる人々

は皆、鎖につながれた。 11あなたもまた酔わされて

気を失い、あなたは敵を避けて逃げ場を求める。 12

あなたのとりでは皆初なりの実をもつ、いちじくの

木のようだ。これをゆすぶればその実は落ちて、食

べようとする者の口にはいる。 13見よ、あなたのう

ちにいる兵士は女のようだ。あなたの国の門はあな

たの敵の前に広く開かれ、火はあなたの貫の木を焼

いた。 14籠城のために水をくめ。あなたのとりでを

堅めよ。粘土の中にはいって、しっくいを踏み、れ

んがの型をとれ。 15その所で火はあなたを焼き、つ

るぎはあなたを切る。それはいなごのようにあなた

を食い滅ぼす。あなたはいなごのように数を増せ。

ばったのようにふえよ。 16あなたは自分の商人を天

の星よりも多くした。いなごは羽をはって飛び去る

。 17あなたの君たちは、ばったのように、あなたの

学者たちは、いなごのように、寒い日には垣にとま

り、日が出て来ると飛び去る。そのありかはだれも

知らない。 18アッスリヤの王よ、あなたの牧者は眠

り、あなたの貴族はまどろむ。あなたの民は山の上

に散らされ、これを集める者はない。 19あなたの破

れは、いえることがなく、あなたの傷は重い。あな
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たのうわさを聞く者は皆、あなたの事について手を

打つ。あなたの悪を常に身に受けなかったような者

が、だれひとりあるか。
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ハバクク書

1預言者ハバククが見た神の託宣。 2主よ、わたし

が呼んでいるのに、いつまであなたは聞きいれて下

さらないのか。わたしはあなたに「暴虐がある」と

訴えたが、あなたは助けて下さらないのか。 3あな

たは何ゆえ、わたしによこしまを見せ、何ゆえ、わ

たしに災を見せられるのか。略奪と暴虐がわたしの

前にあり、また論争があり、闘争も起っている。 4

それゆえ、律法はゆるみ、公義は行われず、悪人は

義人を囲み、公義は曲げて行われている。 5諸国民

のうちを望み見て、驚け、そして怪しめ。わたしは

あなたがたの日に一つの事をする。人がこの事を知

らせても、あなたがたはとうてい信じまい。 6見よ

、わたしはカルデヤびとを興す。これはたけく、激

しい国民であって、地を縦横に行きめぐり、自分た

ちのものでないすみかを奪う。 7これはきびしく、

恐ろしく、そのさばきと威厳とは彼ら自身から出る

。 8その馬はひょうよりも速く、夜のおおかみより

も荒い。その騎兵は威勢よく進む。すなわち、その

騎兵は遠い所から来る。彼らは物を食おうと急ぐわ

しのように飛ぶ。 9彼らはみな暴虐のために来る。

彼らを恐れる恐れが彼らの前を行く。彼らはとりこ

を砂のように集める。 10彼らは王たちを侮り、つか

さたちをあざける。彼らはすべての城をあざ笑い、

土を積み上げてこれを奪う。 11こうして、彼らは風

のようになぎ倒して行き過ぎる。彼らは罪深い者で

、おのれの力を神となす。 12わが神、主、わが聖者

よ。あなたは永遠からいますかたではありませんか

。わたしたちは死んではならない。主よ、あなたは
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彼らをさばきのために備えられた。岩よ、あなたは

彼らを懲しめのために立てられた。 13あなたは目が

清く、悪を見られない者、また不義を見られない者

であるのに、何ゆえ不真実な者に目をとめていられ

るのですか。悪しき者が自分よりも正しい者を、の

み食らうのに、何ゆえ黙っていられるのですか。 14

あなたは人を海の魚のようにし、治める者のない這

う虫のようにされる。 15彼はつり針でこれをことご

とくつり上げ、網でこれを捕え、引き網でこれを集

め、こうして彼は喜び楽しむ。 16それゆえ、彼はそ

の網に犠牲をささげ、その引き網に香をたく。これ

によって彼はぜいたくに暮し、その食物も豊かにな

るからである。 17それで、彼はいつまでもその網の

獲物を取り入れて、無情にも諸国民を殺すのであろ

うか。

2わたしはわたしの見張所に立ち、物見やぐらに身

を置き、望み見て、彼がわたしになんと語られるか

を見、またわたしの訴えについてわたし自らなんと

答えたらよかろうかを見よう。 2主はわたしに答え

て言われた、「この幻を書き、これを板の上に明ら

かにしるし、走りながらも、これを読みうるように

せよ。 3この幻はなお定められたときを待ち、終り

をさして急いでいる。それは偽りではない。もしお

そければ待っておれ。それは必ず臨む。滞りはしな

い。 4見よ、その魂の正しくない者は衰える。しか

し義人はその信仰によって生きる。 5また、酒は欺

くものだ。高ぶる者は定まりがない。彼の欲は陰府

のように広い。彼は死のようであって、飽くことな

く、万国をおのれに集め、万民をおのれのものとし
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てつどわせる」。 (Sheol h7585) 6これらは皆ことわざ

をもって彼をあざけり、あざけりのなぞをもって彼

をあざ笑わないだろうか。すなわち言う、「わざわ

いなるかな、おのれに属さないものを増し加える者

よ。いつまでこのようであろうか。質物でおのれを

重くする者よ」。 7あなたの負債者は、にわかに興

らないであろうか。あなたを激しくゆすぶる者は目

ざめないであろうか。その時あなたは彼らにかすめ

られる。 8あなたは多くの国民をかすめたゆえ、そ

のもろもろの民の残れる者は皆あなたをかすめる。

これは人の血を流し、国と町と、その中に住むすべ

ての者に暴虐を行ったからである。 9わざわいなる

かな、災の手を免れるために高い所に巣を構えよう

と、おのが家のために不義の利を取る者よ。 10あな

たは事をはかって自分の家に恥を招き、多くの民を

滅ぼして、自分の生命を失った。 11石は石がきから

叫び、梁は建物からこれに答えるからである。 12わ

ざわいなるかな、血をもって町を建て、悪をもって

町を築く者よ。 13見よ、もろもろの民は火のために

労し、もろもろの国びとはむなしい事のために疲れ

る。これは万軍の主から出る言葉ではないか。 14海

が水でおおわれているように、地は主の栄光の知識

で満たされるからである。 15わざわいなるかな、そ

の隣り人に怒りの杯を飲ませて、これを酔わせ、彼

らの隠し所を見ようとする者よ。 16あなたは誉の代

りに恥に飽き、あなたもまた飲んでよろめけ。主の

右の手の杯は、あなたに巡り来る。恥はあなたの誉

に代る。 17あなたがレバノンになした暴虐は、あな

たを倒し、獣のような滅亡は、あなたを恐れさせる
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。これは人の血を流し、国と町と、町の中に住むす

べての者に、暴虐を行ったからである。 18刻める像

、鋳像および偽りを教える者は、その作者がこれを

刻んだとてなんの益があろうか。その作者が物言わ

ぬ偶像を造って、その造ったものに頼んでみても、

なんの益があろうか。 19わざわいなるかな、木に向

かって、さめよと言い、物言わぬ石に向かって、起

きよと言う者よ。これは黙示を与え得ようか。見よ

、これは金銀をきせたもので、その中には命の息は

少しもない。 20しかし、主はその聖なる宮にいます

、全地はそのみ前に沈黙せよ。

3シギヨノテの調べによる、預言者ハバククの祈。

2主よ、わたしはあなたのことを聞きました。主よ、

わたしはあなたのみわざを見て恐れます。この年の

うちにこれを新たにし、この年のうちにこれを知ら

せてください。怒る時にもあわれみを思いおこして

ください。 3神はテマンからこられ、聖者はパラン

の山からこられた。その栄光は天をおおい、そのさ

んびは地に満ちた。 (セラ) 4その輝きは光のようで

あり、その光は彼の手からほとばしる。かしこにそ

の力を隠す。 5疫病はその前に行き、熱病はその後

に従う。 6彼は立って、地をはかり、彼は見て、諸

国民をおののかせられる。とこしえの山は散らされ

、永遠の丘は沈む。彼の道は昔のとおりである。 7

わたしが見ると、クシャンの天幕に悩みがあり、ミ

デアンの国の幕は震う。 8主よ、あなたが馬に乗り

、勝利の戦車に乗られる時、あなたは川に向かって

怒られるのか。川に向かって憤られるのか。あるい

は海に向かって立腹されるのか。 9あなたの弓は取
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り出された。矢は、弦につがえられた。[セラあな

たは川をもって地を裂かれた。 10山々はあなたを見

て震い、荒れ狂う水は流れいで、淵は声を出して、

その手を高くあげた。 11飛び行くあなたの矢の光の

ために、電光のようにきらめく、あなたのやりのた

めに、日も月もそのすみかに立ち止まった。 12あな

たは憤って地を行きめぐり、怒って諸国民を踏みつ

けられた。 13あなたはあなたの民を救うため、あな

たの油そそいだ者を救うために出て行かれた。あな

たは悪しき者の頭を砕き、彼を腰から首まで裸にさ

れた。 (セラ) 14あなたはあなたのやりで将軍の首

を刺しとおされた。彼らはわたしを散らそうとして

、つむじ風のように来、貧しい者をひそかに、のみ

滅ぼすことを楽しみとした。 15あなたはあなたの馬

を使って、海と大水のさかまくところを踏みつけら

れた。 16わたしは聞いて、わたしのからだはわなな

き、わたしのくちびるはその声を聞いて震える。腐

れはわたしの骨に入り、わたしの歩みは、わたしの

下によろめく。わたしはわれわれに攻め寄せる民の

上に悩みの日の臨むのを静かに待とう。 17いちじく

の木は花咲かず、ぶどうの木は実らず、オリブの木

の産はむなしくなり、田畑は食物を生ぜず、おりに

は羊が絶え、牛舎には牛がいなくなる。 18しかし、

わたしは主によって楽しみ、わが救の神によって喜

ぶ。 19主なる神はわたしの力であって、わたしの足

を雌じかの足のようにし、わたしに高い所を歩ませ

られる。これを琴に合わせ、聖歌隊の指揮者によっ

て歌わせる。
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ゼパニヤ書

1ユダの王アモンの子ヨシヤの世に、ゼパニヤに臨

んだ主の言葉。ゼパニヤはクシの子、クシはゲダリ

ヤの子、ゲダリヤはアマリヤの子、アマリヤはヒゼ

キヤの子である。 2主は言われる、「わたしは地の

おもてからすべてのものを一掃する」。 3主は言わ

れる、「わたしは人も獣も一掃し、空の鳥、海の魚

をも一掃する。わたしは悪人を倒す。わたしは地の

おもてから人を絶ち滅ぼす」。 4「わたしはユダと

エルサレムのすべての住民との上に手を伸べる。わ

たしはこの所からバアルの残党と、偶像の祭司の名

とを断つ。 5また屋上で天の万象を拝む者、主に誓

いを立てて拝みながら、またミルコムをさして誓う

者、 6主にそむいて従わない者、主を求めず、主を

尋ねない者を断つ」。 7主なる神の前に沈黙せよ。

主の日は近づき、主はすでに犠牲を備え、その招い

た者を聖別されたからである。 8主の犠牲をささげ

る日に、「わたしはつかさたちと王の子たち、およ

びすべて異邦の衣服を着る者を罰する。 9その日に

わたしはまた、すべて敷居をとび越え、暴虐と欺き

とを自分の主君の家に満たす者を罰する」。 10主は

言われる、「その日には魚の門から叫び声がおこり

、第二の町からうめき声がおこり、もろもろの丘か

らすさまじい響きがおこる。 11しっくいの家の住民

よ、泣き叫べ。あきないする民は皆滅ぼされ、銀を

量る者は皆断たれるからである。 12その時、わたし

はともしびをもって、エルサレムを尋ねる。そして

滓の上に凝り固まり、その心の中で『主は良いこと

も、悪いこともしない』と言う人々をわたしは罰す
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る。 13彼らの財宝はかすめられ、彼らの家は荒れは

てる。彼らは家を建てても、それに住むことができ

ない、ぶどう畑を作っても、そのぶどう酒を飲むこ

とができない」。 14主の大いなる日は近い、近づい

て、すみやかに来る。主の日の声は耳にいたい。そ

こに、勇士もいたく叫ぶ。 15その日は怒りの日、な

やみと苦しみの日、荒れ、また滅びる日、暗く、薄

暗い日、雲と黒雲の日、 16ラッパとときの声の日、

堅固な町と高いやぐらを攻める日である。 17わたし

は人々になやみを下して、盲人のように歩かせる。

彼らが主に対して罪を犯したからである。彼らの血

はちりのように流され、彼らの肉は糞土のように捨

てられる。 18彼らの銀も金も、主の怒りの日には彼

らを救うことができない。全地は主のねたみの火に

のまれる。主は地に住む人々をたちまち滅ぼし尽さ

れる。

2あなたがた、恥を知らぬ民よ、共につどい、集ま

れ。 2すなわち、もみがらのように追いやられる前

に、主の激しい怒りがまだあなたがたに臨まない前

に、主の憤りの日がまだあなたがたに来ない前に。

3すべて主の命令を行うこの地のへりくだる者よ、主

を求めよ。正義を求めよ。謙遜を求めよ。そうすれ

ばあなたがたは主の怒りの日に、あるいは隠される

ことがあろう。 4ともあれ、ガザは捨てられ、アシ

ケロンは荒れはて、アシドドは真昼に追い払われ、

エクロンは抜き去られる。 5わざわいなるかな、海

べに住む者、ケレテの国民。ペリシテびとの地、カ

ナンよ、主の言葉があなたがたに臨む。わたしはあ

なたを滅ぼして、住む者がないようにする。 6海べ
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よ、あなたは牧場となり、羊飼の牧草地となり、ま

た羊のおりとなる。 7海べはユダの家の残りの者に

帰する。彼らはその所で群れを養い、夕暮にはアシ

ケロンの家に伏す。彼らの神、主が彼らを顧み、そ

の幸福を回復されるからである。 8「わたしはモア

ブのあざけりと、アンモンの人々の、ののしりを聞

いた。彼らはわが民をあざけり、自ら誇って彼らの

国境を侵した。 9それゆえ、万軍の主、イスラエル

の神は言われる、わたしは生きている。モアブは必

ずソドムのようになる。アンモンの人々はゴモラの

ようになる。いらくさと塩穴とがここを占領して、

永遠に荒れ地となる。わが民の残りの者は彼らをか

すめ、わが国民の残りの者はこれを所有する」。 10

この事の彼らに臨むのはその高ぶりによるのだ。彼

らが万軍の主の民をあざけり、みずから誇ったから

である。 11主は彼らに対して恐るべき者となられる

。主は地のすべての神々を飢えさせられる。もろも

ろの国の民は、おのおの自分の所から出て主を拝む

。 12エチオピヤびとよ、あなたがたもまたわがつる

ぎによって殺される。 13主はまた北に向かって手を

伸べ、アッスリヤを滅ぼし、ニネベを荒して、荒野

のような、かわいた地とされる。 14家畜の群れ、も

ろもろの野の獣はその中に伏し、はげたかや、やま

あらしはその柱の頂に住み、ふくろうは、その窓の

うちになき、からすは、その敷居の上に鳴く。その

香柏の細工が裸にされるからである。 15この町は勝

ち誇って、安らかに落ち着き、その心の中で、「た

だわたしだけだ、わたしの外にはだれもない」と言

った町であるが、このように荒れはてて、獣の伏す
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所になってしまった。ここを通り過ぎる者は皆あざ

けって、手を振る。

3わざわいなるかな、このそむき汚れた暴虐の町。

2これはだれの声にも耳を傾けず、懲しめを受けいれ

ず、主に寄り頼まず、おのれの神に近よらない。 3

その中にいるつかさたちは、ほえるしし、そのさば

きびとたちは、夜のおおかみで、彼らは朝まで何一

つ残さない。 4その預言者たちは、放縦で偽りびと

、その祭司たちは聖なる物を汚し、律法を破る。 5

その中にいます主は義であって、不義を行われない

。朝ごとにその公義を現して、誤ることがない。し

かし不義な者は恥を知らない。 6「わたしは諸国民

を滅ぼした。そのやぐらは荒れはてた。わたしはそ

のちまたを荒したので、ちまたを行き来する者もな

い。その町々は荒れすたれて、人の姿もなく、住む

者もない。 7わたしは言った、『これは必ずわたし

を恐れ、懲しめを受ける。これはわたしが命じたす

べての事を見失わない』と。しかし彼らはしきりに

自分の行状を乱した」。 8主は言われる、「それゆ

え、あなたがたは、わたしが立って、証言する日を

待て。わたしの決意は諸国民をよせ集め、もろもろ

の国を集めて、わが憤り、わが激しい怒りをことご

とくその上に注ぐことであって、全地は、ねたむわ

たしの怒りの火に焼き滅ぼされるからである。 9そ

の時わたしはもろもろの民に清きくちびるを与え、

すべて彼らに主の名を呼ばせ、心を一つにして主に

仕えさせる。 10わたしを拝む者、わたしが散らした

者の娘はエチオピヤの川々の向こうから来て、わた

しに供え物をささげる。 11その日には、あなたはわ
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たしにそむいたすべてのわざのゆえに、はずかしめ

られることはない。その時わたしはあなたのうちか

ら、高ぶって誇る者どもを除くゆえ、あなたは重ね

てわが聖なる山で、高ぶることはない。 12わたしは

柔和にしてへりくだる民を、あなたのうちに残す。

彼らは主の名を避け所とする。 13イスラエルの残り

の者は不義を行わず、偽りを言わず、その口には欺

きの舌を見ない。それゆえ、彼らは食を得て伏し、

彼らをおびやかす者はいない」。 14シオンの娘よ、

喜び歌え。イスラエルよ、喜び呼ばわれ。エルサレ

ムの娘よ、心のかぎり喜び楽しめ。 15主はあなたを

訴える者を取り去り、あなたの敵を追い払われた。

イスラエルの王なる主はあなたのうちにいます。あ

なたはもはや災を恐れることはない。 16その日、人

々はエルサレムに向かって言う、「シオンよ、恐れ

るな。あなたの手を弱々しくたれるな。 17あなたの

神、主はあなたのうちにいまし、勇士であって、勝

利を与えられる。彼はあなたのために喜び楽しみ、

その愛によってあなたを新にし、祭の日のようにあ

なたのために喜び呼ばわられる」。 18「わたしはあ

なたから悩みを取り去る。あなたは恥を受けること

はない。 19見よ、その時あなたをしえたげる者をわ

たしはことごとく処分し、足なえを救い、追いやら

れた者を集め、彼らの恥を誉にかえ、全地にほめら

れるようにする。 20その時、わたしはあなたがたを

連れかえる。わたしがあなたがたを集めるとき、わ

たしがあなたがたの目の前に、あなたがたの幸福を

回復するとき、地のすべての民の中で、あなたがた

に名を得させ、誉を得させる」と主は言われる。
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ハガイ書

1ダリヨス王の二年六月、その月の一日に、主の言

葉が預言者ハガイによって、シャルテルの子、ユダ

の総督ゼルバベル、およびヨザダクの子、大祭司ヨ

シュアに臨んだ、 2「万軍の主はこう言われる、こ

の民は、主の家を再び建てる時は、まだこないと言

っている」。 3そこで、主の言葉はまた預言者ハガ

イに臨んだ、 4「主の家はこのように荒れはててい

るのに、あなたがたは、みずから板で張った家に住

んでいる時であろうか。 5それで今、万軍の主はこ

う言われる、あなたがたは自分のなすべきことをよ

く考えるがよい。 6あなたがたは多くまいても、取

入れは少なく、食べても、飽きることはない。飲ん

でも、満たされない。着ても、暖まらない。賃銀を

得ても、これを破れた袋に入れているようなもので

ある。 7万軍の主はこう言われる、あなたがたは、

自分のなすべきことを考えるがよい。 8山に登り、

木を持ってきて主の家を建てよ。そうすればわたし

はこれを喜び、かつ栄光のうちに現れると主は言わ

れる。 9あなたがたは多くを望んだが、見よ、それ

は少なかった。あなたがたが家に持ってきたとき、

わたしはそれを吹き払った。これは何ゆえであるか

と、万軍の主は言われる。これはわたしの家が荒れ

はてているのに、あなたがたは、おのおの自分の家

の事だけに、忙しくしている。 10それゆえ、あなた

がたの上の天は露をさし止め、地はその産物をさし

止めた。 11また、わたしは地にも、山にも、穀物に

も、新しい酒にも、油にも、地に生じるものにも、

人間にも、家畜にも、手で作るすべての作物にも、
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ひでりを呼び寄せた」。 12そこで、シャルテルの子

ゼルバベルとヨザダクの子、大祭司ヨシュアおよび

残りのすべての民は、その神、主の声と、その神、

主のつかわされた預言者ハガイの言葉とに聞きした

がい、そして民は、主の前に恐れかしこんだ。 13時

に、主の使者ハガイは主の命令により、民に告げて

言った、「わたしはあなたがたと共にいると主は言

われる」。 14そして主は、シャルテルの子、ユダの

総督ゼルバベルの心と、ヨザダクの子、大祭司ヨシ

ュアの心、および残りのすべての民の心を、振り動

かされたので、彼らは来て、その神、万軍の主の家

の作業にとりかかった。 15これは六月二十四日のこ

とであった。

2ダリヨス王の二年の七月二十一日に、主の言葉が

預言者ハガイに臨んだ、 2「シャルテルの子、ユダ

の総督ゼルバベルと、ヨザダクの子、大祭司ヨシュ

ア、および残りのすべての民に告げて言え、 3『あ

なたがた残りの者のうち、以前の栄光に輝く主の家

を見た者はだれか。あなたがたは今、この状態をど

う思うか。これはあなたがたの目には、無にひとし

いではないか。 4主は言われる、ゼルバベルよ、勇

気を出せ。ヨザダクの子、大祭司ヨシュアよ、勇気

を出せ。主は言われる。この地のすべての民よ、勇

気を出せ。働け。わたしはあなたがたと共にいると

、万軍の主は言われる。 5これはあなたがたがエジ

プトから出た時、わたしがあなたがたに、約束した

言葉である。わたしの霊が、あなたがたのうちに宿

っている。恐れるな。 6万軍の主はこう言われる、

しばらくして、いま一度、わたしは天と、地と、海
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と、かわいた地とを震う。 7わたしはまた万国民を

震う。万国民の財宝は、はいって来て、わたしは栄

光をこの家に満たすと、万軍の主は言われる。 8銀

はわたしのもの、金もわたしのものであると、万軍

の主は言われる。 9主の家の後の栄光は、前の栄光

よりも大きいと、万軍の主は言われる。わたしはこ

の所に繁栄を与えると、万軍の主は言われる』」。

10ダリヨスの二年の九月二十四日に、主の言葉が預

言者ハガイに臨んだ、 11「万軍の主はこう言われる

、律法について祭司たちに尋ねて言え、 12『人がそ

の衣服のすそで聖なる肉を運んで行き、そのすそが

もし、パンまたはあつもの、または酒、または油、

またはどんな食物にでもさわったなら、それらは聖

なるものとなるか』と」。祭司たちは「ならない」

と答えた。 13ハガイはまた言った、「もし、死体に

よって汚れた人が、これらの一つにさわったなら、

それは汚れるか」。祭司たちは「汚れる」と答えた

。 14そこで、ハガイは言った、「主は言われる、こ

の民も、この国も、わたしの前では、そのようであ

る。またその手のわざもそのようである。その所で

彼らのささげるものは、汚れたものである。 15今、

あなたがたはこの日から、後の事を思うがよい。主

の宮で石の上に石が積まれなかった前、あなたがた

は、どんなであったか。 16あの時には、二十枡の麦

の積まれる所に行ったが、わずかに十枡を得、また

五十桶をくもうとして、酒ぶねに行ったが、二十桶

を得たのみであった。 17わたしは立ち枯れと、腐り

穂と、ひょうをもってあなたがたと、あなたがたの

すべての手のわざを撃った。しかし、あなたがたは
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、わたしに帰らなかったと主は言われる。 18あなた

がたはこの日より後、すなわち、九月二十四日より

の事を思うがよい。また主の宮の基をすえた日から

後の事を心にとめるがよい。 19種はなお、納屋にあ

るか。ぶどうの木、いちじくの木、ざくろの木、オ

リブの木もまだ実を結ばない。しかし、わたしはこ

の日から、あなたがたに恵みを与える」。 20この月

の二十四日に、主の言葉がふたたびハガイに臨んだ

、 21「ユダの総督ゼルバベルに告げて言え、わたし

は天と地を震う。 22わたしは国々の王位を倒し、異

邦の国々の力を滅ぼし、また戦車、およびこれに乗

る者を倒す。馬およびこれに乗る者は、たがいにそ

の仲間のつるぎによって倒れる。 23万軍の主は言わ

れる、シャルテルの子、わがしもべゼルバベルよ、

主は言われる、その日、わたしはあなたを立て、あ

なたを印章のようにする。わたしはあなたを選んだ

からであると、万軍の主は言われる」。
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ゼカリヤ書

1ダリヨスの第二年の八月に、主の言葉がイドの子

ベレキヤの子である預言者ゼカリヤに臨んだ、 2「

主はあなたがたの先祖たちに対して、いたくお怒り

になった。 3それゆえ、万軍の主はこう仰せられる

と、彼らに告げよ。万軍の主は仰せられる、わたし

に帰れ、そうすれば、わたしもあなたがたに帰ろう

と、万軍の主は仰せられる。 4あなたがたの先祖た

ちのようであってはならない。先の預言者たちは、

彼らにむかって叫んで言った、『万軍の主はこう仰

せられる、悪い道を離れ、悪いおこないを捨てて帰

れ』と。しかし彼らは聞きいれず、耳をわたしに傾

けなかったと主は言われる。 5あなたがたの先祖た

ち、彼らはどこにいるか。預言者たち、彼らは永遠

に生きているのか。 6しかしわたしのしもべである

預言者たちに命じたわが言葉と、わが定めとは、あ

なたがたの先祖たちに及んだではないか。それで彼

らは立ち返って言った、『万軍の主がわれわれの道

にしたがい、おこないに従って、われわれに、なそ

うと思い定められたように、そのとおりされたのだ

』と」。 7ダリヨスの第二年の十一月、すなわちセ

バテという月の二十四日に、主の言葉がイドの子ベ

レキヤの子である預言者ゼカリヤに臨んだ。そして

ゼカリヤは言った、 8「わたしは夜、見ていると、

ひとりの人が赤馬に乗って、谷間にあるミルトスの

木の中に立ち、その後に赤馬、栗毛の馬、白馬がい

た。 9その時わたしが『わが主よ、これらはなんで

すか』と尋ねると、わたしと語る天の使は言った、

『これがなんであるか、あなたに示しましょう』。
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10すると、ミルトスの木の中に立っている人が答え

て、『これらは地を見回らせるために、主がつかわ

された者です』と言うと、 11彼らは答えて、ミルト

スの中に立っている主の使に言った、『われわれは

地を見回ったが、全地はすべて平穏です』。 12する

と主の使は言った、『万軍の主よ、あなたは、いつ

までエルサレムとユダの町々とを、あわれんで下さ

らないのですか。あなたはお怒りになって、すでに

七十年になりました』。 13主はわたしと語る天の使

に、ねんごろな慰めの言葉をもって答えられた。 14

そこで、わたしと語る天の使は言った、『あなたは

呼ばわって言いなさい。万軍の主はこう仰せられま

す、わたしはエルサレムのため、シオンのために、

大いなるねたみを起し、 15安らかにいる国々の民に

対して、大いに怒る。なぜなら、わたしが少しばか

り怒ったのに、彼らは、大いにこれを悩ましたから

であると。 16それゆえ、主はこう仰せられます、わ

たしはあわれみをもってエルサレムに帰る。わたし

の家はその中に建てられ、測りなわはエルサレムに

張られると、万軍の主は仰せられます。 17あなたは

また呼ばわって言いなさい。万軍の主はこう仰せら

れます、わが町々は再び良い物で満ちあふれ、主は

再びシオンを慰め、再びエルサレムを選ぶ』と」。

18わたしが目をあげて見ていると、見よ、四つの角

があった。 19わたしと語る天の使に「これらはなん

ですか」と言うと、彼は答えて言った、「これらは

ユダ、イスラエルおよびエルサレムを散らした角で

す」。 20その時、主は四人の鍛冶をわたしに示され

た。 21わたしが「これらは何をするために来たので
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すか」と言うと、彼は答えた、「これらの角はユダ

を散らして、人にその頭をあげさせなかったもので

すが、この四人の者が来たのは彼らをおどし、かの

ユダの地にむかって角をあげ、これを散らした国々

の民の角を投げうつためです」。

2またわたしが目をあげて見ていると、見よ、ひと

りの人が、測りなわを手に持っているので、 2「あ

なたはどこへ行くのですか」と尋ねると、その人は

わたしに言った、「エルサレムを測って、その広さ

と、長さを見ようとするのです」。 3すると見よ、

わたしと語る天の使が出て行くと、またひとりの天

の使が出てきて、これに出会って、 4言った、「走

って行って、あの若い人に言いなさい、『エルサレ

ムはその中に、人と家畜が多くなるので、城壁のな

い村里のように、人の住む所となるでしょう。 5主

は仰せられます、わたしはその周囲で火の城壁とな

り、その中で栄光となる』と」。 6主は仰せられる

、さあ、北の地から逃げて来なさい。わたしはあな

たがたを、天の四方の風のように散らしたからであ

る。 7さあ、バビロンの娘と共にいる者よ、シオン

にのがれなさい。 8あなたがたにさわる者は、彼の

目の玉にさわるのであるから、あなたがたを捕えて

いった国々の民に、その栄光にしたがって、わたし

をつかわされた万軍の主は、こう仰せられる、 9「

見よ、わたしは彼らの上に手を振る。彼らは自分に

仕えた者のとりことなる。その時あなたがたは万軍

の主が、わたしをつかわされたことを知る。 10主は

言われる、シオンの娘よ、喜び歌え。わたしが来て

、あなたの中に住むからである。 11その日には、多
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くの国民が主に連なって、わたしの民となる。わた

しはあなたの中に住む。 12あなたは万軍の主が、わ

たしをあなたにつかわされたことを知る。主は聖地

で、ユダを自分の分として取り、エルサレムを再び

選ばれるであろう」。 13すべて肉なる者よ、主の前

に静まれ。主はその聖なるすみかから立ちあがられ

たからである。

3時に主は大祭司ヨシュアが、主の使の前に立ち、

サタンがその右に立って、これを訴えているのをわ

たしに示された。 2主はサタンに言われた、「サタ

ンよ、主はあなたを責めるのだ。すなわちエルサレ

ムを選んだ主はあなたを責めるのだ。これは火の中

から取り出した燃えさしではないか」。 3ヨシュア

は汚れた衣を着て、み使の前に立っていたが、 4み

使は自分の前に立っている者どもに言った、「彼の

汚れた衣を脱がせなさい」。またヨシュアに向かっ

て言った、「見よ、わたしはあなたの罪を取り除い

た。あなたに祭服を着せよう」。 5わたしは言った

、「清い帽子を頭にかぶらせなさい」。そこで清い

帽子を頭にかぶらせ、衣を彼に着せた。主の使はか

たわらに立っていた。 6主の使は、ヨシュアを戒め

て言った、 7「万軍の主は、こう仰せられる、あな

たがもし、わたしの道に歩み、わたしの務を守るな

らば、わたしの家をつかさどり、わたしの庭を守る

ことができる。わたしはまた、ここに立っている者

どもの中に行き来することを得させる。 8大祭司ヨ

シュアよ、あなたも、あなたの前にすわっている同

僚たちも聞きなさい。彼らはよいしるしとなるべき

人々だからである。見よ、わたしはわたしのしもべ
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なる枝を生じさせよう。 9万軍の主は言われる、見

よ、ヨシュアの前にわたしが置いた石の上に、すな

わち七つの目をもっているこの一つの石の上に、わ

たしはみずから文字を彫刻する。そしてわたしはこ

の地の罪を、一日の内に取り除く。 10万軍の主は言

われる、その日には、あなたがたはめいめいその隣

り人を招いて、ぶどうの木の下、いちじくの木の下

に座すのである」。

4わたしと語った天の使がまた来て、わたしを呼び

さました。わたしは眠りから呼びさまされた人のよ

うであった。 2彼がわたしに向かって「何を見るか

」と言ったので、わたしは言った、「わたしが見て

いると、すべて金で造られた燭台が一つあって、そ

の上に油を入れる器があり、また燭台の上に七つの

ともしび皿があり、そのともしび皿は燭台の上にあ

って、これにおのおの七本ずつの管があります。 3

また燭台のかたわらに、オリブの木が二本あって、

一本は油をいれる器の右にあり、一本はその左にあ

ります」。 4わたしはまたわたしと語る天の使に言

った、「わが主よ、これらはなんですか」。 5わた

しと語る天の使は答えて、「あなたはそれがなんで

あるか知らないのですか」と言ったので、わたしは

「わが主よ、知りません」と言った。 6すると彼は

わたしに言った、「ゼルバベルに、主がお告げにな

る言葉はこれです。万軍の主は仰せられる、これは

権勢によらず、能力によらず、わたしの霊によるの

である。 7大いなる山よ、おまえは何者か。おまえ

はゼルバベルの前に平地となる。彼は『恵みあれ、

これに恵みあれ』と呼ばわりながら、かしら石を引
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き出すであろう」。 8主の言葉がわたしに臨んで言

うには、 9「ゼルバベルの手はこの宮の礎をすえた

。彼の手はこれを完成する。その時あなたがたは万

軍の主が、わたしをあなたがたにつかわされたこと

を知る。 10だれでも小さい事の日をいやしめた者は

、ゼルバベルの手に、下げ振りのあるのを見て、喜

ぶ。これらの七つのものは、あまねく全地を行き来

する主の目である」。 11わたしはまた彼に尋ねて、

「燭台の左右にある、この二本のオリブの木はなん

ですか」と言い、 12重ねてまた「この二本の金の管

によって、油をそれから注ぎ出すオリブの二枝はな

んですか」と言うと、 13彼はわたしに答えて、「あ

なたはそれがなんであるか知らないのですか」と言

ったので、「わが主よ、知りません」と言った。 14

すると彼は言った、「これらはふたりの油そそがれ

た者で、全地の主のかたわらに立つ者です」。

5わたしがまた目をあげて見ていると、飛んでいる

巻物を見た。 2彼がわたしに「何を見るか」と言っ

たので、「飛んでいる巻物を見ます。その長さは二

十キュビト、その幅は十キュビトです」と答えた。

3すると彼はまた、わたしに言った、「これは全地の

おもてに出て行く、のろいの言葉です。すべて盗む

者はこれに照して除き去られ、すべて偽り誓う者は

、これに照して除き去られるのです。 4万軍の主は

仰せられます、わたしはこれを出て行かせる。これ

は盗む者の家に入り、またわたしの名をさして偽り

誓う者の家に入り、その家の中に宿って、これをそ

の木と石と共に滅ぼすと」。 5わたしと語る天の使

は進んで来て、わたしに「目をあげて、この出てき
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た物が、なんであるかを見なさい」と言った。 6わ

たしが「これはなんですか」と言うと、彼は「この

出てきた物は、エパ枡です」と言い、また「これは

全地の罪です」と言った。 7そして見よ、鉛のふた

を取りあげると、そのエパ枡の中にひとりの女がす

わっていた。 8すると彼は「これは罪悪である」と

言って、その女をエパ枡の中に押し入れ、鉛の重し

を、その枡の口に投げかぶせた。 9それからわたし

が目をあげて見ていると、ふたりの女が出てきた。

これに、こうのとりの翼のような翼があり、その翼

に風をはらんで、エパ枡を天と地との間に持ちあげ

た。 10わたしは、わたしと語る天の使に言った、「

彼らはエパ枡を、どこへ持って行くのですか」。 11

彼はわたしに言った、「シナルの地で、女たちのた

めに家を建てるのです。それが建てられると、彼ら

はエパ枡をそこにすえ、それの土台の上に置くので

す」。

6わたしがまた目をあげて見ていると、四両の戦車

が二つの山の間から出てきた。その山は青銅の山で

あった。 2第一の戦車には赤馬を着け、第二の戦車

には黒馬を着け、 3第三の戦車には白馬を着け、第

四の戦車には、まだらのねずみ色の馬を着けていた

。 4わたしは、わたしと語るみ使に尋ねた、「わが

主よ、これらはなんですか」。 5天の使は答えて、

わたしに言った、「これらは全地の主の前に現れて

後、天の四方に出て行くものです。 6黒馬を着けた

戦車は、北の国をさして出て行き、白馬は西の国を

さして出て行き、まだらの馬は南の国をさして出て

行くのです」。 7馬が出てくると、彼らは、地をあ
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まねくめぐるために、しきりに出たがるのであった

。それで彼が「行って、地をあまねくめぐれ」と言

うと、彼らは地を行きめぐった。 8すると彼はわた

しを呼んで、「北の国をさして行く者どもは、北の

国でわたしの心を静まらせてくれた」と言った。 9

主の言葉がまたわたしに臨んだ、 10「バビロンから

帰ってきたかの捕囚の中から、ヘルダイ、トビヤお

よびエダヤを連れて、その日にゼパニヤの子ヨシヤ

の家に行き、 11彼らから金銀を受け取って、一つの

冠を造り、それをヨザダクの子である大祭司ヨシュ

アの頭にかぶらせて、 12彼に言いなさい、『万軍の

主は、こう仰せられる、見よ、その名を枝という人

がある。彼は自分の場所で成長して、主の宮を建て

る。 13すなわち彼は主の宮を建て、王としての光栄

を帯び、その位に座して治める。その位のかたわら

に、ひとりの祭司がいて、このふたりの間に平和の

一致がある』。 14またその冠はヘルダイ、トビヤ、

エダヤおよびゼパニヤの子ヨシヤの記念として、主

の宮に納められる。 15また遠い所の者どもが来て、

主の宮を建てることを助ける。そしてあなたがたは

万軍の主が、わたしをつかわされたことを知るよう

になる。あなたがたがもし励んで、あなたがたの神

、主の声に聞き従うならば、このようになる」。

7ダリヨス王の第四年の九月、すなわちキスリウと

いう月の四日に、主の言葉がゼカリヤに臨んだ。 2

その時ベテルの人々は、シャレゼル、レゲン・メレ

クおよびその従者をつかわして、主の恵みを請い、

3かつ万軍の主の宮にいる祭司に問わせ、かつ預言者

に問わせて言った、「わたしは今まで、多年おこな
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ってきたように、五月に泣き悲しみ、かつ断食すべ

きでしょうか」。 4この時、万軍の主の言葉がわた

しに臨んだ、 5「地のすべての民、および祭司に告

げて言いなさい、あなたがたが七十年の間、五月と

七月とに断食し、かつ泣き悲しんだ時、はたして、

わたしのために断食したか。 6あなたがたが食い飲

みする時、それは全く自分のために食い、自分のた

めに飲むのではないか。 7昔エルサレムがその周囲

の町々と共に、人が住み、栄えていた時、また南の

地および平野にも、人が住んでいた時に、さきの預

言者たちによって、主がお告げになった言葉は、こ

れらの事ではなかったか」。 8主の言葉が、またゼ

カリヤに臨んだ、 9「万軍の主はこう仰せられる、

真実のさばきを行い、互に相いつくしみ、相あわれ

み、 10やもめ、みなしご、寄留の他国人および貧し

い人を、しえたげてはならない。互に人を害するこ

とを、心に図ってはならない」。 11ところが、彼ら

は聞くことを拒み、肩をそびやかし、耳を鈍くして

聞きいれず、 12その心を金剛石のようにして、万軍

の主がそのみたまにより、さきの預言者によって伝

えられた、律法と言葉とに聞き従わなかった。それ

ゆえ、大いなる怒りが、万軍の主から出て、彼らに

臨んだのである。 13「わたしが呼ばわったけれども

、彼らは聞こうとしなかった。そのとおりに、彼ら

が呼ばわっても、わたしは聞かない」と万軍の主は

仰せられる。 14「わたしは、つむじ風をもって、彼

らを未知のもろもろの国民の中に散らした。こうし

て彼らが去った後、この地は荒れて行き来する者も

なく、この麗しい地は荒れ地となったのである」。
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8万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 2「万軍の主

は、こう仰せられる、『わたしはシオンのために、

大いなるねたみを起し、またこれがために、大いな

る憤りをもってねたむ』。 3主はこう仰せられる、

『わたしはシオンに帰って、エルサレムの中に住む

。エルサレムは忠信な町ととなえられ、万軍の主の

山は聖なる山と、となえられる』。 4万軍の主は、

こう仰せられる、『エルサレムの街路には再び老い

た男、老いた女が座するようになる。みな年寄の人

々で、おのおのつえを手に持つ。 5またその町の街

路には、男の子、女の子が満ちて、街路に遊び戯れ

る』。 6万軍の主は、こう仰せられる、『その日に

は、たとい、この民の残れる者の目に、不思議な事

であっても、それはわたしの目にも、不思議な事で

あろうか』と万軍の主は言われる。 7万軍の主は、

こう仰せられる、『見よ、わが民を東の国から、ま

た西の国から救い出し、 8彼らを連れてきて、エル

サレムに住まわせ、彼らはわが民となり、わたしは

彼らの神となって、共に真実と正義とをもって立つ

』」。 9万軍の主は、こう仰せられる、「万軍の主

の家である宮を建てるために、その礎をすえた日か

らこのかた、預言者たちの口から出たこれらの言葉

を、きょう聞く者よ、あなたがたの手を強くせよ。

10この日の以前には、人も働きの価を得ず、獣も働

きの価を得ず、また出る者もはいる者も、あだのた

めに安全ではなかった。わたしはまた人々を相たが

いにそむかせた。 11しかし今は、わたしのこの民の

残れる者に対することは、さきの日のようではない

と、万軍の主は言われる。 12そこには、平和と繁栄
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との種がまかれるからである。すなわちぶどうの木

は実を結び、地は産物を出し、天は露を与える。わ

たしはこの民の残れる者に、これをことごとく与え

る。 13ユダの家およびイスラエルの家よ、あなたが

たが、国々の民の中に、のろいとなっていたように

、わたしはあなたがたを救って祝福とする。恐れて

はならない。あなたがたの手を強くせよ」。 14万軍

の主は、こう仰せられる、「あなたがたの先祖が、

わたしを怒らせた時に、災を下そうと思って、これ

をやめなかったように、万軍の主は言われる 15その

ように、わたしはまた今日、エルサレムとユダの家

に恵みを与えよう。恐れてはならない。 16あなたが

たのなすべき事はこれである。あなたがたは互に真

実を語り、またあなたがたの門で、真実と平和のさ

ばきとを、行わなければならない。 17あなたがたは

、互に人を害することを、心に図ってはならない。

偽りの誓いを好んではならない。わたしはこれらの

事を憎むからであると、主は言われる」。 18万軍の

主の言葉がわたしに臨んだ、 19「万軍の主は、こう

仰せられる、四月の断食と、五月の断食と、七月の

断食と、十月の断食とは、ユダの家の喜び楽しみの

時となり、よき祝の時となる。ゆえにあなたがたは

、真実と平和とを愛せよ。 20万軍の主は、こう仰せ

られる、もろもろの民および多くの町の住民、すな

わち、一つの町の住民は、他の町の人々のところに

行き、 21『われわれは、ただちに行って、主の恵み

を請い、万軍の主に呼び求めよう』と言うと、『わ

たしも行こう』と言う。 22多くの民および強い国民

はエルサレムに来て、万軍の主を求め、主の恵みを
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請う。 23万軍の主は、こう仰せられる、その日には

、もろもろの国ことばの民の中から十人の者が、ひ

とりのユダヤ人の衣のすそをつかまえて、『あなた

がたと一緒に行こう。神があなたがたと共にいます

ことを聞いたから』と言う」。

9託宣主の言葉はハデラクの地に臨み、ダマスコの

上にとどまる。アラムの町々はイスラエルのすべて

の部族のように主に属するからである。 2これに境

するハマテもまたそのとおりだ。非常に賢いが、ツ

ロとシドンもまた同様である。 3ツロは自分のため

に、とりでを築き、銀をちりのように積み、金を道

ばたの泥のように積んだ。 4しかし見よ、主はこれ

を攻め取り、その富を海の中に投げ入れられる。こ

れは火で焼き滅ぼされる。 5アシケロンはこれを見

て恐れ、ガザもまた見てもだえ苦しみ、エクロンも

またその望む所のものがはずかしめられて苦しむ。

ガザには王が絶え、アシケロンには住む者がなくな

り、 6アシドドには混血の民が住む。わたしはペリ

シテびとの誇を断つ。 7またその口から血を取り除

き、その歯の間から憎むべき物を取り除く。これも

また残ってわれわれの神に帰し、ユダの一民族のよ

うになる。またエクロンはエブスびとのようになる

。 8その時わたしは、わが家のために営を張って、

見張りをし、行き来する者のないようにする。しえ

たげる者は、かさねて通ることがない。わたしが今

、自分の目で見ているからである。 9シオンの娘よ

、大いに喜べ、エルサレムの娘よ、呼ばわれ。見よ

、あなたの王はあなたの所に来る。彼は義なる者で

あって勝利を得、柔和であって、ろばに乗る。すな
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わち、ろばの子である子馬に乗る。 10わたしはエフ

ライムから戦車を断ち、エルサレムから軍馬を断つ

。また、いくさ弓も断たれる。彼は国々の民に平和

を告げ、その政治は海から海に及び、大川から地の

果にまで及ぶ。 11あなたについてはまた、あなたと

の契約の血のゆえに、わたしはかの水のない穴から

、あなたの捕われ人を解き放す。 12望みをいだく捕

われ人よ、あなたの城に帰れ。わたしはきょうもな

お告げて言う、必ず倍して、あなたをもとに返すこ

とを。 13わたしはユダを張って、わが弓となし、エ

フライムをその矢とした。シオンよ、わたしはあな

たの子らを呼び起して、ギリシヤの人々を攻めさせ

、あなたを勇士のつるぎのようにさせる。 14その時

、主は彼らの上に現れて、その矢をいなずまのよう

に射られる。主なる神はラッパを吹きならし、南の

つむじ風に乗って出てこられる。 15万軍の主は彼ら

を守られるので、彼らは石投げどもを食い尽し、踏

みつける。彼らはまたぶどう酒のように彼らの血を

飲み、鉢のようにそれで満たされ、祭壇のすみのよ

うに浸される。 16その日、彼らの神、主は、彼らを

救い、その民を羊のように養われる。彼らは冠の玉

のように、その地に輝く。 17そのさいわい、その麗

しさは、いかばかりであろう。穀物は若者を栄えさ

せ、新しいぶどう酒は、おとめを栄えさせる。

10あなたがたは春の雨の時に、雨を主に請い求め

よ。主はいなずまを造り、大雨を人々に賜い、野の

青草をおのおのに賜わる。 2テラピムは、たわごと

を言い、占い師は偽りを見、夢見る者は偽りの夢を

語り、むなしい慰めを与える。このゆえに、民は羊
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のようにさまよい、牧者がないために悩む。 3「わ

が怒りは牧者にむかって燃え、わたしは雄やぎを罰

する。万軍の主が、その群れの羊であるユダの家を

顧み、これをみごとな軍馬のようにされるからであ

る。 4隅石は彼らから出、天幕の杭も彼らから出、

いくさ弓も彼らから出、支配者も皆彼らの中から出

る。 5彼らが戦う時は勇士のようになって、道ばた

の泥の中に敵を踏みにじる。主が彼らと共におられ

るゆえに彼らは戦い、馬に乗る者どもを困らせる。

6わたしはユダの家を強くし、ヨセフの家を救う。わ

たしは彼らをあわれんで、彼らを連れ帰る。彼らは

わたしに捨てられたことのないようになる。わたし

は彼らの神、主であって、彼らに答えるからである

。 7エフライムびとは勇士のようになり、その心は

酒を飲んだように喜ぶ。その子供らはこれを見て喜

び、その心は主によって楽しむ。 8わたしは彼らに

向かい、口笛を吹いて彼らを集める、わたしが彼ら

をあがなったからである。彼らは昔のように数多く

なる。 9わたしは彼らを国々の民の中に散らした。

しかし彼らは遠い国々でわたしを覚え、その子供ら

と共に生きながらえて帰ってくる。 10わたしは彼ら

をエジプトの国から連れ帰り、アッスリヤから彼ら

を集める。わたしはギレアデの地およびレバノンに

彼らを連れて行く。彼らはいる所もないほどに多く

なる。 11彼らはエジプトの海を通る。海の波は撃た

れ、ナイルの淵はことごとくかれた。アッスリヤの

高ぶりは低くされ、エジプトのつえは移り去る。 12

わたしは彼らを主によって強くする。彼らは主の名

を誇る」と主は言われる。
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11レバノンよ、おまえの門を開き、おまえの香柏

を火に焼き滅ぼさせよ。 2いとすぎよ、泣き叫べ。

香柏は倒れ、みごとな木は、そこなわれたからであ

る。バシャンのかしよ、泣き叫べ。茂った林は倒れ

たからである。 3聞け、牧者の泣き叫ぶ声を。彼ら

の栄えが消え去ったからである。聞け、ししのほえ

る声を。ヨルダンの草むらが荒れ果てたからである

。 4わが神、主はこう仰せられた、「ほふらるべき

羊の群れの牧者となれ。 5これを買う者は、これを

ほふっても罰せられない。これを売る者は言う、『

主はほむべきかな、わたしは富んだ』と。そしてそ

の牧者は、これをあわれまない。 6わたしは、もは

やこの地の住民をあわれまないと、主は言われる。

見よ、わたしは人をおのおのその牧者の手に渡し、

おのおのその王の手に渡す。彼らは地を荒す。わた

しは彼らの手からこれを救い出さない」。 7わたし

は羊の商人のために、ほふらるべき羊の群れの牧者

となった。わたしは二本のつえを取り、その一本を

恵みと名づけ、一本を結びと名づけて、その羊を牧

した。 8わたしは一か月に牧者三人を滅ぼした。わ

たしは彼らに、がまんしきれなくなったが、彼らも

また、わたしを忌みきらった。 9それでわたしは言

った、「わたしはあなたがたの牧者とならない。死

ぬ者は死に、滅びる者は滅び、残った者はたがいに

その肉を食いあうがよい」。 10わたしは恵みという

つえを取って、これを折った。これはわたしがもろ

もろの民と結んだ契約を、廃するためであった。 11

そしてこれは、その日に廃された。そこで、わたし

に目を注いでいた羊の商人らは、これが主の言葉で
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あったことを知った。 12わたしは彼らに向かって、

「あなたがたがもし、よいと思うならば、わたしに

賃銀を払いなさい。もし、いけなければやめなさい

」と言ったので、彼らはわたしの賃銀として、銀三

十シケルを量った。 13主はわたしに言われた、「彼

らによって、わたしが値積られたその尊い価を、宮

のさいせん箱に投げ入れよ」。わたしは銀三十シケ

ルを取って、これを主の宮のさいせん箱に投げ入れ

た。 14そしてわたしは結びという第二のつえを折っ

た。これはユダとイスラエルの間の、兄弟関係を廃

するためであった。 15主はわたしに言われた、「お

まえはまた愚かな牧者の器を取れ。 16見よ、わたし

は地にひとりの牧者を起す。彼は滅ぼされる者を顧

みず、迷える者を尋ねず、傷ついた者をいやさず、

健やかな者を養わず、肥えた者の肉を食らい、その

ひずめをさえ裂く者である。 17その羊の群れを捨て

る愚かな牧者はわざわいだ。どうか、つるぎがその

腕を撃ち、その右の目を撃つように。その腕は全く

衰え、その右の目は全く見えなくなるように」。

12託宣イスラエルについての主の言葉。すなわち

天をのべ、地の基をすえ、人の霊をその中に造られ

た主は、こう仰せられる、 2「見よ、わたしはエル

サレムを、その周囲にあるすべての民をよろめかす

杯にしようとしている。これはエルサレムの攻め囲

まれる時、ユダにも及ぶ。 3その日には、わたしは

エルサレムをすべての民に対して重い石とする。こ

れを持ちあげる者はみな大傷を受ける。地の国々の

民は皆集まって、これを攻める。 4主は言われる、

その日には、わたしはすべての馬を撃って驚かせ、
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その乗り手を撃って狂わせる。しかし、もろもろの

民の馬を、ことごとく撃って、めくらとするとき、

ユダの家に対しては、わたしの目を開く。 5その時

ユダの諸族は、その心の中に『エルサレムの住民は

、その神、万軍の主によって力強くなった』と言う

。 6その日には、わたしはユダの諸族を、たきぎの

中の火皿のようにし、麦束の中のたいまつのように

する。彼らは右に左に、その周囲にあるすべての民

を、焼き滅ぼす。しかしエルサレムはなお、そのも

との所、すなわちエルサレムで、人の住む所となる

。 7主はまずユダの幕屋を救われる。これはダビデ

の家の光栄と、エルサレムの住民の光栄とが、ユダ

の光栄にまさることのないようにするためである。

8その日、主はエルサレムの住民を守られる。彼らの

中の弱い者も、その日には、ダビデのようになる。

またダビデの家は神のように、彼らに先だつ主の使

のようになる。 9その日には、わたしはエルサレム

に攻めて来る国民を、ことごとく滅ぼそうと努める

。 10わたしはダビデの家およびエルサレムの住民に

、恵みと祈の霊とを注ぐ。彼らはその刺した者を見

る時、ひとり子のために嘆くように彼のために嘆き

、ういごのために悲しむように、彼のためにいたく

悲しむ。 11その日には、エルサレムの嘆きは、メギ

ドの平野にあったハダデ・リンモンのための嘆きの

ように大きい。 12国じゅう、氏族おのおの別れて嘆

く。すなわちダビデの家の氏族は別れて嘆き、その

妻たちも別れて嘆く。ナタンの家の氏族は別れて嘆

き、その妻たちも別れて嘆く。 13レビの家の氏族は

別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く。シメイの氏
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族は別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く。 14その

他の氏族も皆別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く

のである。

13その日には、罪と汚れとを清める一つの泉が、

ダビデの家とエルサレムの住民とのために開かれる

。 2万軍の主は言われる、その日には、わたしは地

から偶像の名を取り除き、重ねて人に覚えられるこ

とのないようにする。わたしはまた預言者および汚

れの霊を、地から去らせる。 3もし、人が今後預言

するならば、その産みの父母はこれにむかって、『

あなたは主の名をもって偽りを語るゆえ、生きてい

ることができない』と言い、その産みの父母は彼が

預言している時、彼を刺すであろう。 4その日には

、預言者たちは皆預言する時、その幻を恥じる。ま

た人を欺くための毛の上着を着ない。 5そして『わ

たしは預言者ではない、わたしは土地を耕す者だ。

若い時から土地を持っている』と言う。 6もし、人

が彼に『あなたの背中の傷は何か』と尋ねるならば

、『これはわたしの友だちの家で受けた傷だ』と、

彼は言うであろう」。 7万軍の主は言われる、「つ

るぎよ、立ち上がってわが牧者を攻めよ。わたしの

次に立つ人を攻めよ。牧者を撃て、その羊は散る。

わたしは手をかえして、小さい者どもを攻める。 8

主は言われる、全地の人の三分の二は断たれて死に

、三分の一は生き残る。 9わたしはこの三分の一を

火の中に入れ、銀をふき分けるように、これをふき

分け、金を精錬するように、これを精錬する。彼ら

はわたしの名を呼び、わたしは彼らに答える。わた
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しは『彼らはわが民である』と言い、彼らは『主は

わが神である』と言う」。

14見よ、主の日が来る。その時あなたの奪われた

物は、あなたの中で分かたれる。 2わたしは万国の

民を集めて、エルサレムを攻め撃たせる。町は取ら

れ、家はかすめられ、女は犯され、町の半ばは捕え

られて行く。しかし残りの民は町から断たれること

はない。 3その時、主は出てきて、いくさの日にみ

ずから戦われる時のように、それらの国びとと戦わ

れる。 4その日には彼の足が、東の方エルサレムの

前にあるオリブ山の上に立つ。そしてオリブ山は、

非常に広い一つの谷によって、東から西に二つに裂

け、その山の半ばは北に、半ばは南に移り、 5わが

山の谷はふさがれる。裂けた山の谷が、そのかたわ

らに接触するからである。そして、あなたがたはユ

ダの王ウジヤの世に、地震を避けて逃げたように逃

げる。こうして、あなたがたの神、主はこられる、

もろもろの聖者と共にこられる。 6その日には、寒

さも霜もない。 7そこには長い連続した日がある（

主はこれを知られる）。これには昼もなく、夜もな

い。夕暮になっても、光があるからである。 8その

日には、生ける水がエルサレムから流れ出て、その

半ばは東の海に、その半ばは西の海に流れ、夏も冬

もやむことがない。 9主は全地の王となられる。そ

の日には、主ひとり、その名一つのみとなる。 10全

地はゲバからエルサレムの南リンモンまで、平地の

ように変る。しかしエルサレムは高くなって、その

もとの所にとどまり、ベニヤミンの門から、先にあ

った門の所に及び、隅の門に至り、ハナネルのやぐ
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らから、王の酒ぶねにまで及ぶ。 11その中には人が

住み、もはやのろいはなく、エルサレムは安らかに

立つ。 12エルサレムを攻撃したもろもろの民を、主

は災をもって撃たれる。すなわち彼らはなお足で立

っているうちに、その肉は腐れ、目はその穴の中で

腐れ、舌はその口の中で腐れる。 13その日には、主

は彼らを大いにあわてさせられるので、彼らはおの

おのその隣り人を捕え、手をあげてその隣り人を攻

める。 14ユダもまた、エルサレムに敵して戦う。そ

の周囲のすべての国びとの財宝、すなわち金銀、衣

服などが、はなはだ多く集められる。 15また馬、騾

、らくだ、ろば、およびその陣営にあるすべての家

畜にも、この災のような災が臨む。 16エルサレムに

攻めて来たもろもろの国びとの残った者は、皆年々

上って来て、王なる万軍の主を拝み、仮庵の祭を守

るようになる。 17地の諸族のうち、王なる万軍の主

を拝むために、エルサレムに上らない者の上には、

雨が降らない。 18エジプトの人々が、もし上ってこ

ない時には、主が仮庵の祭を守るために、上ってこ

ないすべての国びとを撃たれるその災が、彼らの上

に臨む。 19これが、エジプトびとの受ける罰、およ

びすべて仮庵の祭を守るために上ってこない国びと

の受ける罰である。 20その日には、馬の鈴の上に「

主に聖なる者」と、しるすのである。また主の宮の

なべは、祭壇の前の鉢のように、聖なる物となる。

21エルサレムおよびユダのすべてのなべは、万軍の

主に対して聖なる物となり、すべて犠牲をささげる

者は来てこれを取り、その中で犠牲の肉を煮ること
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ができる。その日には、万軍の主の宮に、もはや商

人はいない。
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マラキ書

1マラキによってイスラエルに臨んだ主の言葉の託

宣。 2主は言われる、「わたしはあなたがたを愛し

た」と。ところがあなたがたは言う、「あなたはど

んなふうに、われわれを愛されたか」。主は言われ

る、「エサウはヤコブの兄ではないか。しかしわた

しはヤコブを愛し、 3エサウを憎んだ。かつ、わた

しは彼の山地を荒し、その嗣業を荒野の山犬に与え

た」。 4もしエドムが「われわれは滅ぼされたけれ

ども、荒れた所を再び建てる」と言うならば、万軍

の主は「彼らは建てるかもしれない。しかしわたし

はそれを倒す。人々は、彼らを悪しき国ととなえ、

とこしえに主の怒りをうける民ととなえる」と言わ

れる。 5あなたがたの目はこれを見て、「主はイス

ラエルの境を越えて大いなる神である」と言うであ

ろう。 6「子はその父を敬い、しもべはその主人を

敬う。それでわたしがもし父であるならば、あなた

がたのわたしを敬う事実が、どこにあるか。わたし

がもし主人であるならば、わたしを恐れる事実が、

どこにあるか。わたしの名を侮る祭司たちよ、と万

軍の主はあなたがたに言われる。ところがあなたが

たは『われわれはどんなふうにあなたの名を侮った

か』と言い、 7汚れた食物をわたしの祭壇の上にさ

さげる。またあなたがたは、主の台は卑しむべき物

であると考えて、『われわれはどんなふうに、それ

を汚したか』と言う。 8あなたがたが盲目の獣を、

犠牲にささげるのは悪い事ではないか。また足のな

えたもの、病めるものをささげるのは悪い事ではな

いか。今これをあなたのつかさにささげてみよ。彼
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はあなたを喜び、あなたを受けいれるであろうかと

、万軍の主は言われる。 9あなたがたは、神がわれ

われをあわれまれるように、神の恵みを求めてみよ

。このようなあなたがたの手のささげ物をもって、

彼はあなたがたを受けいれられるであろうかと、万

軍の主は言われる。 10あなたがたがわが祭壇の上に

いたずらに、火をたくことのないように戸を閉じる

者があなたがたのうちに、ひとりあったらいいのだ

が。わたしはあなたがたを喜ばない、またあなたが

たの手からささげ物を受けないと、万軍の主は言わ

れる。 11日の出る所から没する所まで、国々のうち

にわが名はあがめられている。また、どこでも香と

清いささげ物が、わが名のためにささげられる。こ

れはわが名が国々のうちにあがめられているからで

あると、万軍の主は言われる。 12ところがあなたが

たは、主の台は汚れている、またこの食物は卑しむ

べき物であると言って、これを汚した。 13あなたが

たはまた『これはなんと煩わしい事か』と言って、

わたしを鼻であしらうと、万軍の主は言われる。あ

なたがたはまた奪った物、足なえのもの、病めるも

のを、ささげ物として携えて来る。わたしはそれを

、あなたがたの手から、受けるであろうかと主は言

われる。 14群れのうちに雄の獣があり、それをささ

げると誓いを立てているのに、傷のあるものを、主

にささげる偽り者はのろわれる。わたしは大いなる

王で、わが名は国々のうちに恐れられるべきである

と、万軍の主は言われる。

2祭司たちよ、今この命令があなたがたに与えられ

る。 2万軍の主は言われる、あなたがたがもし聞き
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従わず、またこれを心に留めず、わが名に栄光を帰

さないならば、わたしはあなたがたの上に、のろい

を送り、またあなたがたの祝福をのろいに変える。

あなたがたは、これを心に留めないので、わたしは

すでにこれをのろった。 3見よ、わたしはあなたが

たの子孫を責める。またあなたがたの犠牲の糞を、

あなたがたの顔の上にまき散らし、あなたがたをわ

たしの前から退ける。 4こうしてわたしが、この命

令をあなたがたに与えたのは、レビと結んだわが契

約が、保たれるためであることを、あなたがたが知

るためであると、万軍の主は言われる。 5彼と結ん

だわが契約は、生命と平安との契約であって、わた

しがこれを彼に与えたのは、彼にわたしを恐れさせ

るためである。彼はすでにわたしを恐れ、わが名の

前におののいた。 6彼の口には、まことの律法があ

り、そのくちびるには、不義が見られなかった。彼

は平安と公義とをもって、わたしと共に歩み、また

多くの人を不義から立ち返らせた。 7祭司のくちび

るは知識を保ち、人々が彼の口から律法を尋ねるの

が当然である。彼は万軍の主の使者だからだ。 8と

ころが、あなたがたは道を離れ、多くの人を教えて

つまずかせ、レビの契約を破ったと、万軍の主は言

われる。 9あなたがたはわたしの道を守らず、律法

を教えるに当って、人にかたよったがために、あな

たがたをすべての民の前に侮られ、卑しめられるよ

うにする」。 10われわれの父は皆一つではないか。

われわれを造った神は一つではないか。なにゆえ、

われわれは先祖たちの契約を破って、おのおのその

兄弟に偽りを行うのか。 11ユダは偽りを行い、イス



マラキ書 2048

ラエルおよびエルサレムの中には憎むべき事が行わ

れた。すなわちユダは主が愛しておられる聖所を汚

して、他の神に仕える女をめとった。 12どうか、主

がこうした事を行う人をば、証言する者も、答弁す

る者も、また万軍の主にささげ物をする者をも、ヤ

コブの幕屋から断たれるように。 13あなたがたはま

たこのような事をする。すなわち神がもはやささげ

物をかえりみず、またこれをあなたがたの手から、

喜んで受けられないために、あなたがたは涙と、泣

くことと、嘆きとをもって、主の祭壇をおおい、 14

「なぜ神は受けられないのか」と尋ねる。これは主

があなたと、あなたの若い時の妻との間の、契約の

証人だったからである。彼女は、あなたの連れ合い

、契約によるあなたの妻であるのに、あなたは彼女

を裏切った。 15一つ神は、われわれのために命の霊

を造り、これをささえられたではないか。彼は何を

望まれるか。神を敬う子孫であるゆえ、あなたがた

はみずから慎んで、その若い時の妻を裏切ってはな

らない。 16イスラエルの神、主は言われる、「わた

しは離縁する者を憎み、また、しえたげをもってそ

の衣をおおう人を憎むと、万軍の主は言われる。ゆ

えにみずから慎んで、裏切ることをしてはならない

」。 17あなたがたは言葉をもって主を煩わした。し

かしあなたがたは言う、「われわれはどんなふうに

、彼を煩わしたか」。それはあなたがたが「すべて

悪を行う者は主の目に良く見え、かつ彼に喜ばれる

」と言い、また「さばきを行う神はどこにあるか」

と言うからである。
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3「見よ、わたしはわが使者をつかわす。彼はわた

しの前に道を備える。またあなたがたが求める所の

主は、たちまちその宮に来る。見よ、あなたがたの

喜ぶ契約の使者が来ると、万軍の主が言われる。 2

その来る日には、だれが耐え得よう。そのあらわれ

る時には、だれが立ち得よう。彼は金をふきわける

者の火のようであり、布さらしの灰汁のようである

。 3彼は銀をふきわけて清める者のように座して、

レビの子孫を清め、金銀のように彼らを清める。そ

して彼らは義をもって、ささげ物を主にささげる。

4その時ユダとエルサレムとのささげ物は、昔の日の

ように、また先の年のように主に喜ばれる。 5そし

てわたしはあなたがたに近づいて、さばきをなし、

占い者、姦淫を行う者、偽りの誓いをなす者にむか

い、雇人の賃銀をかすめ、やもめと、みなしごとを

しえたげ、寄留の他国人を押しのけ、わたしを恐れ

ない者どもにむかって、すみやかにあかしを立てる

と、万軍の主は言われる。 6主なるわたしは変るこ

とがない。それゆえ、ヤコブの子らよ、あなたがた

は滅ぼされない。 7あなたがたは、その先祖の日か

ら、わが定めを離れて、これを守らなかった。わた

しに帰れ、わたしはあなたがたに帰ろうと、万軍の

主は言われる。ところが、あなたがたは『われわれ

はどうして帰ろうか』と尋ねる。 8人は神の物を盗

むことをするだろうか。しかしあなたがたは、わた

しの物を盗んでいる。あなたがたはまた『どうして

われわれは、あなたの物を盗んでいるのか』と言う

。十分の一と、ささげ物をもってである。 9あなた

がたは、のろいをもって、のろわれる。あなたがた
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すべての国民は、わたしの物を盗んでいるからであ

る。 10わたしの宮に食物のあるように、十分の一全

部をわたしの倉に携えてきなさい。これをもってわ

たしを試み、わたしが天の窓を開いて、あふるる恵

みを、あなたがたに注ぐか否かを見なさいと、万軍

の主は言われる。 11わたしは食い滅ぼす者を、あな

たがたのためにおさえて、あなたがたの地の産物を

、滅ぼさないようにしよう。また、あなたがたのぶ

どうの木が、その熟する前に、その実を畑に落すこ

とのないようにしようと、万軍の主は言われる。 12

こうして万国の人は、あなたがたを祝福された者と

となえるであろう。あなたがたは楽しい地となるか

らであると、万軍の主は言われる。 13主は言われる

、あなたがたは言葉を激しくして、わたしに逆らっ

た。しかもあなたがたは『われわれはあなたに逆ら

って、どんな事を言ったか』と言う。 14あなたがた

は言った、『神に仕える事はつまらない。われわれ

がその命令を守り、かつ万軍の主の前に、悲しんで

歩いたからといって、なんの益があるか。 15今われ

われは高ぶる者を、祝福された者と思う。悪を行う

者は栄えるばかりでなく、神を試みても罰せられな

い』」。 16そのとき、主を恐れる者は互に語った。

主は耳を傾けてこれを聞かれた。そして主を恐れる

者、およびその名を心に留めている者のために、主

の前に一つの覚え書がしるされた。 17「万軍の主は

言われる、彼らはわたしが手を下して事を行う日に

、わたしの者となり、わたしの宝となる。また人が

自分に仕える子をあわれむように、わたしは彼らを

あわれむ。 18その時あなたがたは、再び義人と悪人
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、神に仕える者と、仕えない者との区別を知るよう

になる。

4万軍の主は言われる、見よ、炉のように燃える日

が来る。その時すべて高ぶる者と、悪を行う者とは

、わらのようになる。その来る日は、彼らを焼き尽

して、根も枝も残さない。 2しかしわが名を恐れる

あなたがたには、義の太陽がのぼり、その翼には、

いやす力を備えている。あなたがたは牛舎から出る

子牛のように外に出て、とびはねる。 3また、あな

たがたは悪人を踏みつけ、わたしが事を行う日に、

彼らはあなたがたの足の裏の下にあって、灰のよう

になると、万軍の主は言われる。 4あなたがたは、

わがしもべモーセの律法、すなわちわたしがホレブ

で、イスラエル全体のために、彼に命じた定めとお

きてとを覚えよ。 5見よ、主の大いなる恐るべき日

が来る前に、わたしは預言者エリヤをあなたがたに

つかわす。 6彼は父の心をその子供たちに向けさせ

、子供たちの心をその父に向けさせる。これはわた

しが来て、のろいをもってこの国を撃つことのない

ようにするためである」。





新約聖書



そのとき、イエスは言われた、「父よ、彼らをおゆるしください。

彼らは何をしているのか、わからずにいるのです」。

人々はイエスの着物をくじ引きで分け合った。

ルカの福音書 23:34
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マタイの福音書

1アブラハムの子であるダビデの子、イエス・キリ

ストの系図。 2アブラハムはイサクの父であり、イ

サクはヤコブの父、ヤコブはユダとその兄弟たちと

の父、 3ユダはタマルによるパレスとザラとの父、

パレスはエスロンの父、エスロンはアラムの父、 4

アラムはアミナダブの父、アミナダブはナアソンの

父、ナアソンはサルモンの父、 5サルモンはラハブ

によるボアズの父、ボアズはルツによるオベデの父

、オベデはエッサイの父、 6エッサイはダビデ王の

父であった。ダビデはウリヤの妻によるソロモンの

父であり、 7ソロモンはレハベアムの父、レハベア

ムはアビヤの父、アビヤはアサの父、 8アサはヨサ

パテの父、ヨサパテはヨラムの父、ヨラムはウジヤ

の父、 9ウジヤはヨタムの父、ヨタムはアハズの父

、アハズはヒゼキヤの父、 10ヒゼキヤはマナセの父

、マナセはアモンの父、アモンはヨシヤの父、 11ヨ

シヤはバビロンへ移されたころ、エコニヤとその兄

弟たちとの父となった。 12バビロンへ移されたのち

、エコニヤはサラテルの父となった。サラテルはゾ

ロバベルの父、 13ゾロバベルはアビウデの父、アビ

ウデはエリヤキムの父、エリヤキムはアゾルの父、

14アゾルはサドクの父、サドクはアキムの父、アキ

ムはエリウデの父、 15エリウデはエレアザルの父、

エレアザルはマタンの父、マタンはヤコブの父、 16

ヤコブはマリヤの夫ヨセフの父であった。このマリ

ヤからキリストといわれるイエスがお生れになった

。 17だから、アブラハムからダビデまでの代は合わ

せて十四代、ダビデからバビロンへ移されるまでは
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十四代、そして、バビロンへ移されてからキリスト

までは十四代である。 18イエス・キリストの誕生の

次第はこうであった。母マリヤはヨセフと婚約して

いたが、まだ一緒にならない前に、聖霊によって身

重になった。 19夫ヨセフは正しい人であったので、

彼女のことが公けになることを好まず、ひそかに離

縁しようと決心した。 20彼がこのことを思いめぐら

していたとき、主の使が夢に現れて言った、「ダビ

デの子ヨセフよ、心配しないでマリヤを妻として迎

えるがよい。その胎内に宿っているものは聖霊によ

るのである。 21彼女は男の子を産むであろう。その

名をイエスと名づけなさい。彼は、おのれの民をそ

のもろもろの罪から救う者となるからである」。 22

すべてこれらのことが起ったのは、主が預言者によ

って言われたことの成就するためである。すなわち

、 23「見よ、おとめがみごもって男の子を産むであ

ろう。その名はインマヌエルと呼ばれるであろう」

。これは、「神われらと共にいます」という意味で

ある。 24ヨセフは眠りからさめた後に、主の使が命

じたとおりに、マリヤを妻に迎えた。 25しかし、子

が生れるまでは、彼女を知ることはなかった。そし

て、その子をイエスと名づけた。

2イエスがヘロデ王の代に、ユダヤのベツレヘムで

お生れになったとき、見よ、東からきた博士たちが

エルサレムに着いて言った、 2「ユダヤ人の王とし

てお生れになったかたは、どこにおられますか。わ

たしたちは東の方でその星を見たので、そのかたを

拝みにきました」。 3ヘロデ王はこのことを聞いて

不安を感じた。エルサレムの人々もみな、同様であ
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った。 4そこで王は祭司長たちと民の律法学者たち

とを全部集めて、キリストはどこに生れるのかと、

彼らに問いただした。 5彼らは王に言った、「それ

はユダヤのベツレヘムです。預言者がこうしるして

います、 6『ユダの地、ベツレヘムよ、おまえはユ

ダの君たちの中で、決して最も小さいものではない

。おまえの中からひとりの君が出て、わが民イスラ

エルの牧者となるであろう』」。 7そこで、ヘロデ

はひそかに博士たちを呼んで、星の現れた時につい

て詳しく聞き、 8彼らをベツレヘムにつかわして言

った、「行って、その幼な子のことを詳しく調べ、

見つかったらわたしに知らせてくれ。わたしも拝み

に行くから」。 9彼らは王の言うことを聞いて出か

けると、見よ、彼らが東方で見た星が、彼らより先

に進んで、幼な子のいる所まで行き、その上にとど

まった。 10彼らはその星を見て、非常な喜びにあふ

れた。 11そして、家にはいって、母マリヤのそばに

いる幼な子に会い、ひれ伏して拝み、また、宝の箱

をあけて、黄金・乳香・没薬などの贈り物をささげ

た。 12そして、夢でヘロデのところに帰るなとのみ

告げを受けたので、他の道をとおって自分の国へ帰

って行った。 13彼らが帰って行ったのち、見よ、主

の使が夢でヨセフに現れて言った、「立って、幼な

子とその母を連れて、エジプトに逃げなさい。そし

て、あなたに知らせるまで、そこにとどまっていな

さい。ヘロデが幼な子を捜し出して、殺そうとして

いる」。 14そこで、ヨセフは立って、夜の間に幼な

子とその母とを連れてエジプトへ行き、 15ヘロデが

死ぬまでそこにとどまっていた。それは、主が預言
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者によって「エジプトからわが子を呼び出した」と

言われたことが、成就するためである。 16さて、ヘ

ロデは博士たちにだまされたと知って、非常に立腹

した。そして人々をつかわし、博士たちから確かめ

た時に基いて、ベツレヘムとその附近の地方とにい

る二歳以下の男の子を、ことごとく殺した。 17こう

して、預言者エレミヤによって言われたことが、成

就したのである。 18「叫び泣く大いなる悲しみの声

がラマで聞えた。ラケルはその子らのためになげい

た。子らがもはやいないので、慰められることさえ

願わなかった」。 19さて、ヘロデが死んだのち、見

よ、主の使がエジプトにいるヨセフに夢で現れて言

った、 20「立って、幼な子とその母を連れて、イス

ラエルの地に行け。幼な子の命をねらっていた人々

は、死んでしまった」。 21そこでヨセフは立って、

幼な子とその母とを連れて、イスラエルの地に帰っ

た。 22しかし、アケラオがその父ヘロデに代ってユ

ダヤを治めていると聞いたので、そこへ行くことを

恐れた。そして夢でみ告げを受けたので、ガリラヤ

の地方に退き、 23ナザレという町に行って住んだ。

これは預言者たちによって、「彼はナザレ人と呼ば

れるであろう」と言われたことが、成就するためで

ある。

3そのころ、バプテスマのヨハネが現れ、ユダヤの

荒野で教を宣べて言った、 2「悔い改めよ、天国は

近づいた」。 3預言者イザヤによって、「荒野で呼

ばわる者の声がする、『主の道を備えよ、その道筋

をまっすぐにせよ』」と言われたのは、この人のこ

とである。 4このヨハネは、らくだの毛ごろもを着
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物にし、腰に皮の帯をしめ、いなごと野蜜とを食物

としていた。 5すると、エルサレムとユダヤ全土と

ヨルダン附近一帯の人々が、ぞくぞくとヨハネのと

ころに出てきて、 6自分の罪を告白し、ヨルダン川

でヨハネからバプテスマを受けた。 7ヨハネは、パ

リサイ人やサドカイ人が大ぜいバプテスマを受けよ

うとしてきたのを見て、彼らに言った、「まむしの

子らよ、迫ってきている神の怒りから、おまえたち

はのがれられると、だれが教えたのか。 8だから、

悔改めにふさわしい実を結べ。 9自分たちの父には

アブラハムがあるなどと、心の中で思ってもみるな

。おまえたちに言っておく、神はこれらの石ころか

らでも、アブラハムの子を起すことができるのだ。

10斧がすでに木の根もとに置かれている。だから、

良い実を結ばない木はことごとく切られて、火の中

に投げ込まれるのだ。 11わたしは悔改めのために、

水でおまえたちにバプテスマを授けている。しかし

、わたしのあとから来る人はわたしよりも力のある

かたで、わたしはそのくつをぬがせてあげる値うち

もない。このかたは、聖霊と火とによっておまえた

ちにバプテスマをお授けになるであろう。 12また、

箕を手に持って、打ち場の麦をふるい分け、麦は倉

に納め、からは消えない火で焼き捨てるであろう」

。 13そのときイエスは、ガリラヤを出てヨルダン川

に現れ、ヨハネのところにきて、バプテスマを受け

ようとされた。 14ところがヨハネは、それを思いと

どまらせようとして言った、「わたしこそあなたか

らバプテスマを受けるはずですのに、あなたがわた

しのところにおいでになるのですか」。 15しかし、
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イエスは答えて言われた、「今は受けさせてもらい

たい。このように、すべての正しいことを成就する

のは、われわれにふさわしいことである」。そこで

ヨハネはイエスの言われるとおりにした。 16イエス

はバプテスマを受けるとすぐ、水から上がられた。

すると、見よ、天が開け、神の御霊がはとのように

自分の上に下ってくるのを、ごらんになった。 17ま

た天から声があって言った、「これはわたしの愛す

る子、わたしの心にかなう者である」。

4さて、イエスは御霊によって荒野に導かれた。悪

魔に試みられるためである。 2そして、四十日四十

夜、断食をし、そののち空腹になられた。 3すると

試みる者がきて言った、「もしあなたが神の子であ

るなら、これらの石がパンになるように命じてごら

んなさい」。 4イエスは答えて言われた、「『人は

パンだけで生きるものではなく、神の口から出る一

つ一つの言で生きるものである』と書いてある」。

5それから悪魔は、イエスを聖なる都に連れて行き、

宮の頂上に立たせて 6言った、「もしあなたが神の

子であるなら、下へ飛びおりてごらんなさい。『神

はあなたのために御使たちにお命じになると、あな

たの足が石に打ちつけられないように、彼らはあな

たを手でささえるであろう』と書いてありますから

」。 7イエスは彼に言われた、「『主なるあなたの

神を試みてはならない』とまた書いてある」。 8次

に悪魔は、イエスを非常に高い山に連れて行き、こ

の世のすべての国々とその栄華とを見せて 9言った

、「もしあなたが、ひれ伏してわたしを拝むなら、

これらのものを皆あなたにあげましょう」。 10する
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とイエスは彼に言われた、「サタンよ、退け。『主

なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』と書

いてある」。 11そこで、悪魔はイエスを離れ去り、

そして、御使たちがみもとにきて仕えた。 12さて、

イエスはヨハネが捕えられたと聞いて、ガリラヤへ

退かれた。 13そしてナザレを去り、ゼブルンとナフ

タリとの地方にある海べの町カペナウムに行って住

まわれた。 14これは預言者イザヤによって言われた

言が、成就するためである。 15「ゼブルンの地、ナ

フタリの地、海に沿う地方、ヨルダンの向こうの地

、異邦人のガリラヤ、 16暗黒の中に住んでいる民は

大いなる光を見、死の地、死の陰に住んでいる人々

に、光がのぼった」。 17この時からイエスは教を宣

べはじめて言われた、「悔い改めよ、天国は近づい

た」。 18さて、イエスがガリラヤの海べを歩いてお

られると、ふたりの兄弟、すなわち、ペテロと呼ば

れたシモンとその兄弟アンデレとが、海に網を打っ

ているのをごらんになった。彼らは漁師であった。

19イエスは彼らに言われた、「わたしについてきな

さい。あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげよ

う」。 20すると、彼らはすぐに網を捨てて、イエス

に従った。 21そこから進んで行かれると、ほかのふ

たりの兄弟、すなわち、ゼベダイの子ヤコブとその

兄弟ヨハネとが、父ゼベダイと一緒に、舟の中で網

を繕っているのをごらんになった。そこで彼らをお

招きになると、 22すぐ舟と父とをおいて、イエスに

従って行った。 23イエスはガリラヤの全地を巡り歩

いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、民の

中のあらゆる病気、あらゆるわずらいをおいやしに
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なった。 24そこで、その評判はシリヤ全地にひろま

り、人々があらゆる病にかかっている者、すなわち

、いろいろの病気と苦しみとに悩んでいる者、悪霊

につかれている者、てんかん、中風の者などをイエ

スのところに連れてきたので、これらの人々をおい

やしになった。 25こうして、ガリラヤ、デカポリス

、エルサレム、ユダヤ及びヨルダンの向こうから、

おびただしい群衆がきてイエスに従った。

5イエスはこの群衆を見て、山に登り、座につかれ

ると、弟子たちがみもとに近寄ってきた。 2そこで

、イエスは口を開き、彼らに教えて言われた。 3「

こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は

彼らのものである。 4悲しんでいる人たちは、さい

わいである、彼らは慰められるであろう。 5柔和な

人たちは、さいわいである、彼らは地を受けつぐで

あろう。 6義に飢えかわいている人たちは、さいわ

いである、彼らは飽き足りるようになるであろう。

7あわれみ深い人たちは、さいわいである、彼らはあ

われみを受けるであろう。 8心の清い人たちは、さ

いわいである、彼らは神を見るであろう。 9平和を

つくり出す人たちは、さいわいである、彼らは神の

子と呼ばれるであろう。 10義のために迫害されてき

た人たちは、さいわいである、天国は彼らのもので

ある。 11わたしのために人々があなたがたをののし

り、また迫害し、あなたがたに対し偽って様々の悪

口を言う時には、あなたがたは、さいわいである。

12喜び、よろこべ、天においてあなたがたの受ける

報いは大きい。あなたがたより前の預言者たちも、

同じように迫害されたのである。 13あなたがたは、



マタイの福音書 2063

地の塩である。もし塩のききめがなくなったら、何

によってその味が取りもどされようか。もはや、な

んの役にも立たず、ただ外に捨てられて、人々にふ

みつけられるだけである。 14あなたがたは、世の光

である。山の上にある町は隠れることができない。

15また、あかりをつけて、それを枡の下におく者は

いない。むしろ燭台の上において、家の中のすべて

のものを照させるのである。 16そのように、あなた

がたの光を人々の前に輝かし、そして、人々があな

たがたのよいおこないを見て、天にいますあなたが

たの父をあがめるようにしなさい。 17わたしが律法

や預言者を廃するためにきた、と思ってはならない

。廃するためではなく、成就するためにきたのであ

る。 18よく言っておく。天地が滅び行くまでは、律

法の一点、一画もすたることはなく、ことごとく全

うされるのである。 19それだから、これらの最も小

さいいましめの一つでも破り、またそうするように

人に教えたりする者は、天国で最も小さい者と呼ば

れるであろう。しかし、これをおこないまたそう教

える者は、天国で大いなる者と呼ばれるであろう。

20わたしは言っておく。あなたがたの義が律法学者

やパリサイ人の義にまさっていなければ、決して天

国に、はいることはできない。 21昔の人々に『殺す

な。殺す者は裁判を受けねばならない』と言われて

いたことは、あなたがたの聞いているところである

。 22しかし、わたしはあなたがたに言う。兄弟に対

して怒る者は、だれでも裁判を受けねばならない。

兄弟にむかって愚か者と言う者は、議会に引きわた

されるであろう。また、ばか者と言う者は、地獄の
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火に投げ込まれるであろう。 (Geenna g1067) 23だから

、祭壇に供え物をささげようとする場合、兄弟が自

分に対して何かうらみをいだいていることを、そこ

で思い出したなら、 24その供え物を祭壇の前に残し

ておき、まず行ってその兄弟と和解し、それから帰

ってきて、供え物をささげることにしなさい。 25あ

なたを訴える者と一緒に道を行く時には、その途中

で早く仲直りをしなさい。そうしないと、その訴え

る者はあなたを裁判官にわたし、裁判官は下役にわ

たし、そして、あなたは獄に入れられるであろう。

26よくあなたに言っておく。最後の一コドラントを

支払ってしまうまでは、決してそこから出てくるこ

とはできない。 27『姦淫するな』と言われていたこ

とは、あなたがたの聞いているところである。 28し

かし、わたしはあなたがたに言う。だれでも、情欲

をいだいて女を見る者は、心の中ですでに姦淫をし

たのである。 29もしあなたの右の目が罪を犯させる

なら、それを抜き出して捨てなさい。五体の一部を

失っても、全身が地獄に投げ入れられない方が、あ

なたにとって益である。 (Geenna g1067) 30もしあなた

の右の手が罪を犯させるなら、それを切って捨てな

さい。五体の一部を失っても、全身が地獄に落ち込

まない方が、あなたにとって益である。 (Geenna g1067)

31また『妻を出す者は離縁状を渡せ』と言われてい

る。 32しかし、わたしはあなたがたに言う。だれで

も、不品行以外の理由で自分の妻を出す者は、姦淫

を行わせるのである。また出された女をめとる者も

、姦淫を行うのである。 33また昔の人々に『いつわ

り誓うな、誓ったことは、すべて主に対して果せ』
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と言われていたことは、あなたがたの聞いていると

ころである。 34しかし、わたしはあなたがたに言う

。いっさい誓ってはならない。天をさして誓うな。

そこは神の御座であるから。 35また地をさして誓う

な。そこは神の足台であるから。またエルサレムを

さして誓うな。それは『大王の都』であるから。 36

また、自分の頭をさして誓うな。あなたは髪の毛一

すじさえ、白くも黒くもすることができない。 37あ

なたがたの言葉は、ただ、しかり、しかり、否、否

、であるべきだ。それ以上に出ることは、悪から来

るのである。 38『目には目を、歯には歯を』と言わ

れていたことは、あなたがたの聞いているところで

ある。 39しかし、わたしはあなたがたに言う。悪人

に手向かうな。もし、だれかがあなたの右の頬を打

つなら、ほかの頬をも向けてやりなさい。 40あなた

を訴えて、下着を取ろうとする者には、上着をも与

えなさい。 41もし、だれかが、あなたをしいて一マ

イル行かせようとするなら、その人と共に二マイル

行きなさい。 42求める者には与え、借りようとする

者を断るな。 43『隣り人を愛し、敵を憎め』と言わ

れていたことは、あなたがたの聞いているところで

ある。 44しかし、わたしはあなたがたに言う。敵を

愛し、迫害する者のために祈れ。 45こうして、天に

いますあなたがたの父の子となるためである。天の

父は、悪い者の上にも良い者の上にも、太陽をのぼ

らせ、正しい者にも正しくない者にも、雨を降らし

て下さるからである。 46あなたがたが自分を愛する

者を愛したからとて、なんの報いがあろうか。その

ようなことは取税人でもするではないか。 47兄弟だ
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けにあいさつをしたからとて、なんのすぐれた事を

しているだろうか。そのようなことは異邦人でもし

ているではないか。 48それだから、あなたがたの天

の父が完全であられるように、あなたがたも完全な

者となりなさい。

6自分の義を、見られるために人の前で行わないよ

うに、注意しなさい。もし、そうしないと、天にい

ますあなたがたの父から報いを受けることがないで

あろう。 2だから、施しをする時には、偽善者たち

が人にほめられるため会堂や町の中でするように、

自分の前でラッパを吹きならすな。よく言っておく

が、彼らはその報いを受けてしまっている。 3あな

たは施しをする場合、右の手のしていることを左の

手に知らせるな。 4それは、あなたのする施しが隠

れているためである。すると、隠れた事を見ておら

れるあなたの父は、報いてくださるであろう。 5ま

た祈る時には、偽善者たちのようにするな。彼らは

人に見せようとして、会堂や大通りのつじに立って

祈ることを好む。よく言っておくが、彼らはその報

いを受けてしまっている。 6あなたは祈る時、自分

のへやにはいり、戸を閉じて、隠れた所においでに

なるあなたの父に祈りなさい。すると、隠れた事を

見ておられるあなたの父は、報いてくださるであろ

う。 7また、祈る場合、異邦人のように、くどくど

と祈るな。彼らは言葉かずが多ければ、聞きいれら

れるものと思っている。 8だから、彼らのまねをす

るな。あなたがたの父なる神は、求めない先から、

あなたがたに必要なものはご存じなのである。 9だ

から、あなたがたはこう祈りなさい、天にいますわ
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れらの父よ、御名があがめられますように。 10御国

がきますように。みこころが天に行われるとおり、

地にも行われますように。 11わたしたちの日ごとの

食物を、きょうもお与えください。 12わたしたちに

負債のある者をゆるしましたように、わたしたちの

負債をもおゆるしください。 13わたしたちを試みに

会わせないで、悪しき者からお救いください。 14も

しも、あなたがたが、人々のあやまちをゆるすなら

ば、あなたがたの天の父も、あなたがたをゆるして

下さるであろう。 15もし人をゆるさないならば、あ

なたがたの父も、あなたがたのあやまちをゆるして

下さらないであろう。 16また断食をする時には、偽

善者がするように、陰気な顔つきをするな。彼らは

断食をしていることを人に見せようとして、自分の

顔を見苦しくするのである。よく言っておくが、彼

らはその報いを受けてしまっている。 17あなたがた

は断食をする時には、自分の頭に油を塗り、顔を洗

いなさい。 18それは断食をしていることが人に知れ

ないで、隠れた所においでになるあなたの父に知ら

れるためである。すると、隠れた事を見ておられる

あなたの父は、報いて下さるであろう。 19あなたが

たは自分のために、虫が食い、さびがつき、また、

盗人らが押し入って盗み出すような地上に、宝をた

くわえてはならない。 20むしろ自分のため、虫も食

わず、さびもつかず、また、盗人らが押し入って盗

み出すこともない天に、宝をたくわえなさい。 21あ

なたの宝のある所には、心もあるからである。 22目

はからだのあかりである。だから、あなたの目が澄

んでおれば、全身も明るいだろう。 23しかし、あな
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たの目が悪ければ、全身も暗いだろう。だから、も

しあなたの内なる光が暗ければ、その暗さは、どん

なであろう。 24だれも、ふたりの主人に兼ね仕える

ことはできない。一方を憎んで他方を愛し、あるい

は、一方に親しんで他方をうとんじるからである。

あなたがたは、神と富とに兼ね仕えることはできな

い。 25それだから、あなたがたに言っておく。何を

食べようか、何を飲もうかと、自分の命のことで思

いわずらい、何を着ようかと自分のからだのことで

思いわずらうな。命は食物にまさり、からだは着物

にまさるではないか。 26空の鳥を見るがよい。まく

ことも、刈ることもせず、倉に取りいれることもし

ない。それだのに、あなたがたの天の父は彼らを養

っていて下さる。あなたがたは彼らよりも、はるか

にすぐれた者ではないか。 27あなたがたのうち、だ

れが思いわずらったからとて、自分の寿命をわずか

でも延ばすことができようか。 28また、なぜ、着物

のことで思いわずらうのか。野の花がどうして育っ

ているか、考えて見るがよい。働きもせず、紡ぎも

しない。 29しかし、あなたがたに言うが、栄華をき

わめた時のソロモンでさえ、この花の一つほどにも

着飾ってはいなかった。 30きょうは生えていて、あ

すは炉に投げ入れられる野の草でさえ、神はこのよ

うに装って下さるのなら、あなたがたに、それ以上

よくしてくださらないはずがあろうか。ああ、信仰

の薄い者たちよ。 31だから、何を食べようか、何を

飲もうか、あるいは何を着ようかと言って思いわず

らうな。 32これらのものはみな、異邦人が切に求め

ているものである。あなたがたの天の父は、これら
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のものが、ことごとくあなたがたに必要であること

をご存じである。 33まず神の国と神の義とを求めな

さい。そうすれば、これらのものは、すべて添えて

与えられるであろう。 34だから、あすのことを思い

わずらうな。あすのことは、あす自身が思いわずら

うであろう。一日の苦労は、その日一日だけで十分

である。

7人をさばくな。自分がさばかれないためである。

2あなたがたがさばくそのさばきで、自分もさばかれ

、あなたがたの量るそのはかりで、自分にも量り与

えられるであろう。 3なぜ、兄弟の目にあるちりを

見ながら、自分の目にある梁を認めないのか。 4自

分の目には梁があるのに、どうして兄弟にむかって

、あなたの目からちりを取らせてください、と言え

ようか。 5偽善者よ、まず自分の目から梁を取りの

けるがよい。そうすれば、はっきり見えるようにな

って、兄弟の目からちりを取りのけることができる

だろう。 6聖なるものを犬にやるな。また真珠を豚

に投げてやるな。恐らく彼らはそれらを足で踏みつ

け、向きなおってあなたがたにかみついてくるであ

ろう。 7求めよ、そうすれば、与えられるであろう

。捜せ、そうすれば、見いだすであろう。門をたた

け、そうすれば、あけてもらえるであろう。 8すべ

て求める者は得、捜す者は見いだし、門をたたく者

はあけてもらえるからである。 9あなたがたのうち

で、自分の子がパンを求めるのに、石を与える者が

あろうか。 10魚を求めるのに、へびを与える者があ

ろうか。 11このように、あなたがたは悪い者であっ

ても、自分の子供には、良い贈り物をすることを知
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っているとすれば、天にいますあなたがたの父はな

おさら、求めてくる者に良いものを下さらないこと

があろうか。 12だから、何事でも人々からしてほし

いと望むことは、人々にもそのとおりにせよ。これ

が律法であり預言者である。 13狭い門からはいれ。

滅びにいたる門は大きく、その道は広い。そして、

そこからはいって行く者が多い。 14命にいたる門は

狭く、その道は細い。そして、それを見いだす者が

少ない。 15にせ預言者を警戒せよ。彼らは、羊の衣

を着てあなたがたのところに来るが、その内側は強

欲なおおかみである。 16あなたがたは、その実によ

って彼らを見わけるであろう。茨からぶどうを、あ

ざみからいちじくを集める者があろうか。 17そのよ

うに、すべて良い木は良い実を結び、悪い木は悪い

実を結ぶ。 18良い木が悪い実をならせることはない

し、悪い木が良い実をならせることはできない。 19

良い実を結ばない木はことごとく切られて、火の中

に投げ込まれる。 20このように、あなたがたはその

実によって彼らを見わけるのである。 21わたしにむ

かって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはい

るのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行

う者だけが、はいるのである。 22その日には、多く

の者が、わたしにむかって『主よ、主よ、わたした

ちはあなたの名によって預言したではありませんか

。また、あなたの名によって悪霊を追い出し、あな

たの名によって多くの力あるわざを行ったではあり

ませんか』と言うであろう。 23そのとき、わたしは

彼らにはっきり、こう言おう、『あなたがたを全く

知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ』。
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24それで、わたしのこれらの言葉を聞いて行うもの

を、岩の上に自分の家を建てた賢い人に比べること

ができよう。 25雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹

いてその家に打ちつけても、倒れることはない。岩

を土台としているからである。 26また、わたしのこ

れらの言葉を聞いても行わない者を、砂の上に自分

の家を建てた愚かな人に比べることができよう。 27

雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹いてその家に打

ちつけると、倒れてしまう。そしてその倒れ方はひ

どいのである」。 28イエスがこれらの言を語り終え

られると、群衆はその教にひどく驚いた。 29それは

律法学者たちのようにではなく、権威ある者のよう

に、教えられたからである。

8イエスが山をお降りになると、おびただしい群衆

がついてきた。 2すると、そのとき、ひとりのらい

病人がイエスのところにきて、ひれ伏して言った、

「主よ、みこころでしたら、きよめていただけるの

ですが」。 3イエスは手を伸ばして、彼にさわり、

「そうしてあげよう、きよくなれ」と言われた。す

ると、らい病は直ちにきよめられた。 4イエスは彼

に言われた、「だれにも話さないように、注意しな

さい。ただ行って、自分のからだを祭司に見せ、そ

れから、モーセが命じた供え物をささげて、人々に

証明しなさい」。 5さて、イエスがカペナウムに帰

ってこられたとき、ある百卒長がみもとにきて訴え

て言った、 6「主よ、わたしの僕が中風でひどく苦

しんで、家に寝ています」。 7イエスは彼に、「わ

たしが行ってなおしてあげよう」と言われた。 8そ

こで百卒長は答えて言った、「主よ、わたしの屋根
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の下にあなたをお入れする資格は、わたしにはござ

いません。ただ、お言葉を下さい。そうすれば僕は

なおります。 9わたしも権威の下にある者ですが、

わたしの下にも兵卒がいまして、ひとりの者に『行

け』と言えば行き、ほかの者に『こい』と言えばき

ますし、また、僕に『これをせよ』と言えば、して

くれるのです」。 10イエスはこれを聞いて非常に感

心され、ついてきた人々に言われた、「よく聞きな

さい。イスラエル人の中にも、これほどの信仰を見

たことがない。 11なお、あなたがたに言うが、多く

の人が東から西からきて、天国で、アブラハム、イ

サク、ヤコブと共に宴会の席につくが、 12この国の

子らは外のやみに追い出され、そこで泣き叫んだり

、歯がみをしたりするであろう」。 13それからイエ

スは百卒長に「行け、あなたの信じたとおりになる

ように」と言われた。すると、ちょうどその時に、

僕はいやされた。 14それから、イエスはペテロの家

にはいって行かれ、そのしゅうとめが熱病で、床に

ついているのをごらんになった。 15そこで、その手

にさわられると、熱が引いた。そして女は起きあが

ってイエスをもてなした。 16夕暮になると、人々は

悪霊につかれた者を大ぜい、みもとに連れてきたの

で、イエスはみ言葉をもって霊どもを追い出し、病

人をことごとくおいやしになった。 17これは、預言

者イザヤによって「彼は、わたしたちのわずらいを

身に受け、わたしたちの病を負うた」と言われた言

葉が成就するためである。 18イエスは、群衆が自分

のまわりに群がっているのを見て、向こう岸に行く

ようにと弟子たちにお命じになった。 19するとひと
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りの律法学者が近づいてきて言った、「先生、あな

たがおいでになる所なら、どこへでも従ってまいり

ます」。 20イエスはその人に言われた、「きつねに

は穴があり、空の鳥には巣がある。しかし、人の子

にはまくらする所がない」。 21また弟子のひとりが

言った、「主よ、まず、父を葬りに行かせて下さい

」。 22イエスは彼に言われた、「わたしに従ってき

なさい。そして、その死人を葬ることは、死人に任

せておくがよい」。 23それから、イエスが舟に乗り

込まれると、弟子たちも従った。 24すると突然、海

上に激しい暴風が起って、舟は波にのまれそうにな

った。ところが、イエスは眠っておられた。 25そこ

で弟子たちはみそばに寄ってきてイエスを起し、「

主よ、お助けください、わたしたちは死にそうです

」と言った。 26するとイエスは彼らに言われた、「

なぜこわがるのか、信仰の薄い者たちよ」。それか

ら起きあがって、風と海とをおしかりになると、大

なぎになった。 27彼らは驚いて言った、「このかた

はどういう人なのだろう。風も海も従わせるとは」

。 28それから、向こう岸、ガダラ人の地に着かれる

と、悪霊につかれたふたりの者が、墓場から出てき

てイエスに出会った。彼らは手に負えない乱暴者で

、だれもその辺の道を通ることができないほどであ

った。 29すると突然、彼らは叫んで言った、「神の

子よ、あなたはわたしどもとなんの係わりがあるの

です。まだその時ではないのに、ここにきて、わた

しどもを苦しめるのですか」。 30さて、そこからは

るか離れた所に、おびただしい豚の群れが飼ってあ

った。 31悪霊どもはイエスに願って言った、「もし
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わたしどもを追い出されるのなら、あの豚の群れの

中につかわして下さい」。 32そこで、イエスが「行

け」と言われると、彼らは出て行って、豚の中へは

いり込んだ。すると、その群れ全体が、がけから海

へなだれを打って駆け下り、水の中で死んでしまっ

た。 33飼う者たちは逃げて町に行き、悪霊につかれ

た者たちのことなど、いっさいを知らせた。 34する

と、町中の者がイエスに会いに出てきた。そして、

イエスに会うと、この地方から去ってくださるよう

にと頼んだ。

9さて、イエスは舟に乗って海を渡り、自分の町に

帰られた。 2すると、人々が中風の者を床の上に寝

かせたままでみもとに運んできた。イエスは彼らの

信仰を見て、中風の者に、「子よ、しっかりしなさ

い。あなたの罪はゆるされたのだ」と言われた。 3

すると、ある律法学者たちが心の中で言った、「こ

の人は神を汚している」。 4イエスは彼らの考えを

見抜いて、「なぜ、あなたがたは心の中で悪いこと

を考えているのか。 5あなたの罪はゆるされた、と

言うのと、起きて歩け、と言うのと、どちらがたや

すいか。 6しかし、人の子は地上で罪をゆるす権威

をもっていることが、あなたがたにわかるために」

と言い、中風の者にむかって、「起きよ、床を取り

あげて家に帰れ」と言われた。 7すると彼は起きあ

がり、家に帰って行った。 8群衆はそれを見て恐れ

、こんな大きな権威を人にお与えになった神をあが

めた。 9さてイエスはそこから進んで行かれ、マタ

イという人が収税所にすわっているのを見て、「わ

たしに従ってきなさい」と言われた。すると彼は立
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ちあがって、イエスに従った。 10それから、イエス

が家で食事の席についておられた時のことである。

多くの取税人や罪人たちがきて、イエスや弟子たち

と共にその席に着いていた。 11パリサイ人たちはこ

れを見て、弟子たちに言った、「なぜ、あなたがた

の先生は、取税人や罪人などと食事を共にするのか

」。 12イエスはこれを聞いて言われた、「丈夫な人

には医者はいらない。いるのは病人である。 13『わ

たしが好むのは、あわれみであって、いけにえでは

ない』とはどういう意味か、学んできなさい。わた

しがきたのは、義人を招くためではなく、罪人を招

くためである」。 14そのとき、ヨハネの弟子たちが

イエスのところにきて言った、「わたしたちとパリ

サイ人たちとが断食をしているのに、あなたの弟子

たちは、なぜ断食をしないのですか」。 15するとイ

エスは言われた、「婚礼の客は、花婿が一緒にいる

間は、悲しんでおられようか。しかし、花婿が奪い

去られる日が来る。その時には断食をするであろう

。 16だれも、真新しい布ぎれで、古い着物につぎを

当てはしない。そのつぎきれは着物を引き破り、そ

して、破れがもっとひどくなるから。 17だれも、新

しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしない。もしそん

なことをしたら、その皮袋は張り裂け、酒は流れ出

るし、皮袋もむだになる。だから、新しいぶどう酒

は新しい皮袋に入れるべきである。そうすれば両方

とも長もちがするであろう」。 18これらのことを彼

らに話しておられると、そこにひとりの会堂司がき

て、イエスを拝して言った、「わたしの娘がただ今

死にました。しかしおいでになって手をその上にお
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いてやって下さい。そうしたら、娘は生き返るでし

ょう」。 19そこで、イエスが立って彼について行か

れると、弟子たちも一緒に行った。 20するとそのと

き、十二年間も長血をわずらっている女が近寄って

きて、イエスのうしろからみ衣のふさにさわった。

21み衣にさわりさえすれば、なおしていただけるだ

ろう、と心の中で思っていたからである。 22イエス

は振り向いて、この女を見て言われた、「娘よ、し

っかりしなさい。あなたの信仰があなたを救ったの

です」。するとこの女はその時に、いやされた。 23

それからイエスは司の家に着き、笛吹きどもや騒い

でいる群衆を見て言われた。 24「あちらへ行ってい

なさい。少女は死んだのではない。眠っているだけ

である」。すると人々はイエスをあざ笑った。 25し

かし、群衆を外へ出したのち、イエスは内へはいっ

て、少女の手をお取りになると、少女は起きあがっ

た。 26そして、そのうわさがこの地方全体にひろま

った。 27そこから進んで行かれると、ふたりの盲人

が、「ダビデの子よ、わたしたちをあわれんで下さ

い」と叫びながら、イエスについてきた。 28そして

イエスが家にはいられると、盲人たちがみもとにき

たので、彼らに「わたしにそれができると信じるか

」と言われた。彼らは言った、「主よ、信じます」

。 29そこで、イエスは彼らの目にさわって言われた

、「あなたがたの信仰どおり、あなたがたの身にな

るように」。 30すると彼らの目が開かれた。イエス

は彼らをきびしく戒めて言われた、「だれにも知れ

ないように気をつけなさい」。 31しかし、彼らは出

て行って、その地方全体にイエスのことを言いひろ
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めた。 32彼らが出て行くと、人々は悪霊につかれた

おしをイエスのところに連れてきた。 33すると、悪

霊は追い出されて、おしが物を言うようになった。

群衆は驚いて、「このようなことがイスラエルの中

で見られたことは、これまで一度もなかった」と言

った。 34しかし、パリサイ人たちは言った、「彼は

、悪霊どものかしらによって悪霊どもを追い出して

いるのだ」。 35イエスは、すべての町々村々を巡り

歩いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、あ

らゆる病気、あらゆるわずらいをおいやしになった

。 36また群衆が飼う者のない羊のように弱り果てて

、倒れているのをごらんになって、彼らを深くあわ

れまれた。 37そして弟子たちに言われた、「収穫は

多いが、働き人が少ない。 38だから、収穫の主に願

って、その収穫のために働き人を送り出すようにし

てもらいなさい」。

10そこで、イエスは十二弟子を呼び寄せて、汚れ

た霊を追い出し、あらゆる病気、あらゆるわずらい

をいやす権威をお授けになった。 2十二使徒の名は

、次のとおりである。まずペテロと呼ばれたシモン

とその兄弟アンデレ、それからゼベダイの子ヤコブ

とその兄弟ヨハネ、 3ピリポとバルトロマイ、トマ

スと取税人マタイ、アルパヨの子ヤコブとタダイ、

4熱心党のシモンとイスカリオテのユダ。このユダは

イエスを裏切った者である。 5イエスはこの十二人

をつかわすに当り、彼らに命じて言われた、「異邦

人の道に行くな。またサマリヤ人の町にはいるな。

6むしろ、イスラエルの家の失われた羊のところに行

け。 7行って、『天国が近づいた』と宣べ伝えよ。
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8病人をいやし、死人をよみがえらせ、らい病人をき

よめ、悪霊を追い出せ。ただで受けたのだから、た

だで与えるがよい。 9財布の中に金、銀または銭を

入れて行くな。 10旅行のための袋も、二枚の下着も

、くつも、つえも持って行くな。働き人がその食物

を得るのは当然である。 11どの町、どの村にはいっ

ても、その中でだれがふさわしい人か、たずね出し

て、立ち去るまではその人のところにとどまってお

れ。 12その家にはいったなら、平安を祈ってあげな

さい。 13もし平安を受けるにふさわしい家であれば

、あなたがたの祈る平安はその家に来るであろう。

もしふさわしくなければ、その平安はあなたがたに

帰って来るであろう。 14もしあなたがたを迎えもせ

ず、またあなたがたの言葉を聞きもしない人があれ

ば、その家や町を立ち去る時に、足のちりを払い落

しなさい。 15あなたがたによく言っておく。さばき

の日には、ソドム、ゴモラの地の方が、その町より

は耐えやすいであろう。 16わたしがあなたがたをつ

かわすのは、羊をおおかみの中に送るようなもので

ある。だから、へびのように賢く、はとのように素

直であれ。 17人々に注意しなさい。彼らはあなたが

たを衆議所に引き渡し、会堂でむち打つであろう。

18またあなたがたは、わたしのために長官たちや王

たちの前に引き出されるであろう。それは、彼らと

異邦人とに対してあかしをするためである。 19彼ら

があなたがたを引き渡したとき、何をどう言おうか

と心配しないがよい。言うべきことは、その時に授

けられるからである。 20語る者は、あなたがたでは

なく、あなたがたの中にあって語る父の霊である。



マタイの福音書 2079

21兄弟は兄弟を、父は子を殺すために渡し、また子

は親に逆らって立ち、彼らを殺させるであろう。 22

またあなたがたは、わたしの名のゆえにすべての人

に憎まれるであろう。しかし、最後まで耐え忍ぶ者

は救われる。 23一つの町で迫害されたなら、他の町

へ逃げなさい。よく言っておく。あなたがたがイス

ラエルの町々を回り終らないうちに、人の子は来る

であろう。 24弟子はその師以上のものではなく、僕

はその主人以上の者ではない。 25弟子がその師のよ

うであり、僕がその主人のようであれば、それで十

分である。もし家の主人がベルゼブルと言われるな

らば、その家の者どもはなおさら、どんなにか悪く

言われることであろう。 26だから彼らを恐れるな。

おおわれたもので、現れてこないものはなく、隠れ

ているもので、知られてこないものはない。 27わた

しが暗やみであなたがたに話すことを、明るみで言

え。耳にささやかれたことを、屋根の上で言いひろ

めよ。 28また、からだを殺しても、魂を殺すことの

できない者どもを恐れるな。むしろ、からだも魂も

地獄で滅ぼす力のあるかたを恐れなさい。 (Geenna

g1067) 29二羽のすずめは一アサリオンで売られている

ではないか。しかもあなたがたの父の許しがなけれ

ば、その一羽も地に落ちることはない。 30またあな

たがたの頭の毛までも、みな数えられている。 31そ

れだから、恐れることはない。あなたがたは多くの

すずめよりも、まさった者である。 32だから人の前

でわたしを受けいれる者を、わたしもまた、天にい

ますわたしの父の前で受けいれるであろう。 33しか

し、人の前でわたしを拒む者を、わたしも天にいま
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すわたしの父の前で拒むであろう。 34地上に平和を

もたらすために、わたしがきたと思うな。平和では

なく、つるぎを投げ込むためにきたのである。 35わ

たしがきたのは、人をその父と、娘をその母と、嫁

をそのしゅうとめと仲たがいさせるためである。 36

そして家の者が、その人の敵となるであろう。 37わ

たしよりも父または母を愛する者は、わたしにふさ

わしくない。わたしよりもむすこや娘を愛する者は

、わたしにふさわしくない。 38また自分の十字架を

とってわたしに従ってこない者はわたしにふさわし

くない。 39自分の命を得ている者はそれを失い、わ

たしのために自分の命を失っている者は、それを得

るであろう。 40あなたがたを受けいれる者は、わた

しを受けいれるのである。わたしを受けいれる者は

、わたしをおつかわしになったかたを受けいれるの

である。 41預言者の名のゆえに預言者を受けいれる

者は、預言者の報いを受け、義人の名のゆえに義人

を受けいれる者は、義人の報いを受けるであろう。

42わたしの弟子であるという名のゆえに、この小さ

い者のひとりに冷たい水一杯でも飲ませてくれる者

は、よく言っておくが、決してその報いからもれる

ことはない」。

11イエスは十二弟子にこのように命じ終えてから

、町々で教えまた宣べ伝えるために、そこを立ち去

られた。 2さて、ヨハネは獄中でキリストのみわざ

について伝え聞き、自分の弟子たちをつかわして、

3イエスに言わせた、「『きたるべきかた』はあなた

なのですか。それとも、ほかにだれかを待つべきで

しょうか」。 4イエスは答えて言われた、「行って
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、あなたがたが見聞きしていることをヨハネに報告

しなさい。 5盲人は見え、足なえは歩き、らい病人

はきよまり、耳しいは聞え、死人は生きかえり、貧

しい人々は福音を聞かされている。 6わたしにつま

ずかない者は、さいわいである」。 7彼らが帰って

しまうと、イエスはヨハネのことを群衆に語りはじ

められた、「あなたがたは、何を見に荒野に出てき

たのか。風に揺らぐ葦であるか。 8では、何を見に

出てきたのか。柔らかい着物をまとった人か。柔ら

かい着物をまとった人々なら、王の家にいる。 9で

は、なんのために出てきたのか。預言者を見るため

か。そうだ、あなたがたに言うが、預言者以上の者

である。 10『見よ、わたしは使をあなたの先につか

わし、あなたの前に、道を整えさせるであろう』と

書いてあるのは、この人のことである。 11あなたが

たによく言っておく。女の産んだ者の中で、バプテ

スマのヨハネより大きい人物は起らなかった。しか

し、天国で最も小さい者も、彼よりは大きい。 12バ

プテスマのヨハネの時から今に至るまで、天国は激

しく襲われている。そして激しく襲う者たちがそれ

を奪い取っている。 13すべての預言者と律法とが預

言したのは、ヨハネの時までである。 14そして、も

しあなたがたが受けいれることを望めば、この人こ

そは、きたるべきエリヤなのである。 15耳のある者

は聞くがよい。 16今の時代を何に比べようか。それ

は子供たちが広場にすわって、ほかの子供たちに呼

びかけ、 17『わたしたちが笛を吹いたのに、あなた

たちは踊ってくれなかった。弔いの歌を歌ったのに

、胸を打ってくれなかった』と言うのに似ている。
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18なぜなら、ヨハネがきて、食べることも、飲むこ

ともしないと、あれは悪霊につかれているのだ、と

言い、 19また人の子がきて、食べたり飲んだりして

いると、見よ、あれは食をむさぼる者、大酒を飲む

者、また取税人、罪人の仲間だ、と言う。しかし、

知恵の正しいことは、その働きが証明する」。 20そ

れからイエスは、数々の力あるわざがなされたのに

、悔い改めることをしなかった町々を、責めはじめ

られた。 21「わざわいだ、コラジンよ。わざわいだ

、ベツサイダよ。おまえたちのうちでなされた力あ

るわざが、もしツロとシドンでなされたなら、彼ら

はとうの昔に、荒布をまとい灰をかぶって、悔い改

めたであろう。 22しかし、おまえたちに言っておく

。さばきの日には、ツロとシドンの方がおまえたち

よりも、耐えやすいであろう。 23ああ、カペナウム

よ、おまえは天にまで上げられようとでもいうのか

。黄泉にまで落されるであろう。おまえの中でなさ

れた力あるわざが、もしソドムでなされたなら、そ

の町は今日までも残っていたであろう。 (Hadēs g86) 24

しかし、あなたがたに言う。さばきの日には、ソド

ムの地の方がおまえよりは耐えやすいであろう」。

25そのときイエスは声をあげて言われた、「天地の

主なる父よ。あなたをほめたたえます。これらの事

を知恵のある者や賢い者に隠して、幼な子にあらわ

してくださいました。 26父よ、これはまことにみこ

ころにかなった事でした。 27すべての事は父からわ

たしに任せられています。そして、子を知る者は父

のほかにはなく、父を知る者は、子と、父をあらわ

そうとして子が選んだ者とのほかに、だれもありま
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せん。 28すべて重荷を負うて苦労している者は、わ

たしのもとにきなさい。あなたがたを休ませてあげ

よう。 29わたしは柔和で心のへりくだった者である

から、わたしのくびきを負うて、わたしに学びなさ

い。そうすれば、あなたがたの魂に休みが与えられ

るであろう。 30わたしのくびきは負いやすく、わた

しの荷は軽いからである」。

12そのころ、ある安息日に、イエスは麦畑の中を

通られた。すると弟子たちは、空腹であったので、

穂を摘んで食べはじめた。 2パリサイ人たちがこれ

を見て、イエスに言った、「ごらんなさい、あなた

の弟子たちが、安息日にしてはならないことをして

います」。 3そこでイエスは彼らに言われた、「あ

なたがたは、ダビデとその供の者たちとが飢えたと

き、ダビデが何をしたか読んだことがないのか。 4

すなわち、神の家にはいって、祭司たちのほか、自

分も供の者たちも食べてはならぬ供えのパンを食べ

たのである。 5また、安息日に宮仕えをしている祭

司たちは安息日を破っても罪にはならないことを、

律法で読んだことがないのか。 6あなたがたに言っ

ておく。宮よりも大いなる者がここにいる。 7『わ

たしが好むのは、あわれみであって、いけにえでは

ない』とはどういう意味か知っていたなら、あなた

がたは罪のない者をとがめなかったであろう。 8人

の子は安息日の主である」。 9イエスはそこを去っ

て、彼らの会堂にはいられた。 10すると、そのとき

、片手のなえた人がいた。人々はイエスを訴えよう

と思って、「安息日に人をいやしても、さしつかえ

ないか」と尋ねた。 11イエスは彼らに言われた、「
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あなたがたのうちに、一匹の羊を持っている人があ

るとして、もしそれが安息日に穴に落ちこんだなら

、手をかけて引き上げてやらないだろうか。 12人は

羊よりも、はるかにすぐれているではないか。だか

ら、安息日に良いことをするのは、正しいことであ

る」。 13そしてイエスはその人に、「手を伸ばしな

さい」と言われた。そこで手を伸ばすと、ほかの手

のように良くなった。 14パリサイ人たちは出て行っ

て、なんとかしてイエスを殺そうと相談した。 15イ

エスはこれを知って、そこを去って行かれた。とこ

ろが多くの人々がついてきたので、彼らを皆いやし

、 16そして自分のことを人々にあらわさないように

と、彼らを戒められた。 17これは預言者イザヤの言

った言葉が、成就するためである、 18「見よ、わた

しが選んだ僕、わたしの心にかなう、愛する者。わ

たしは彼にわたしの霊を授け、そして彼は正義を異

邦人に宣べ伝えるであろう。 19彼は争わず、叫ばず

、またその声を大路で聞く者はない。 20彼が正義に

勝ちを得させる時まで、いためられた葦を折ること

がなく、煙っている燈心を消すこともない。 21異邦

人は彼の名に望みを置くであろう」。 22そのとき、

人々が悪霊につかれた盲人のおしを連れてきたので

、イエスは彼をいやして、物を言い、また目が見え

るようにされた。 23すると群衆はみな驚いて言った

、「この人が、あるいはダビデの子ではあるまいか

」。 24しかし、パリサイ人たちは、これを聞いて言

った、「この人が悪霊を追い出しているのは、まっ

たく悪霊のかしらベルゼブルによるのだ」。 25イエ

スは彼らの思いを見抜いて言われた、「おおよそ、
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内部で分れ争う国は自滅し、内わで分れ争う町や家

は立ち行かない。 26もしサタンがサタンを追い出す

ならば、それは内わで分れ争うことになる。それで

は、その国はどうして立ち行けよう。 27もしわたし

がベルゼブルによって悪霊を追い出すとすれば、あ

なたがたの仲間はだれによって追い出すのであろう

か。だから、彼らがあなたがたをさばく者となるで

あろう。 28しかし、わたしが神の霊によって悪霊を

追い出しているのなら、神の国はすでにあなたがた

のところにきたのである。 29まただれでも、まず強

い人を縛りあげなければ、どうして、その人の家に

押し入って家財を奪い取ることができようか。縛っ

てから、はじめてその家を掠奪することができる。

30わたしの味方でない者は、わたしに反対するもの

であり、わたしと共に集めない者は、散らすもので

ある。 31だから、あなたがたに言っておく。人には

、その犯すすべての罪も神を汚す言葉も、ゆるされ

る。しかし、聖霊を汚す言葉は、ゆるされることは

ない。 32また人の子に対して言い逆らう者は、ゆる

されるであろう。しかし、聖霊に対して言い逆らう

者は、この世でも、きたるべき世でも、ゆるされる

ことはない。 (aiōn g165) 33木が良ければ、その実も良

いとし、木が悪ければ、その実も悪いとせよ。木は

その実でわかるからである。 34まむしの子らよ。あ

なたがたは悪い者であるのに、どうして良いことを

語ることができようか。おおよそ、心からあふれる

ことを、口が語るものである。 35善人はよい倉から

良い物を取り出し、悪人は悪い倉から悪い物を取り

出す。 36あなたがたに言うが、審判の日には、人は
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その語る無益な言葉に対して、言い開きをしなけれ

ばならないであろう。 37あなたは、自分の言葉によ

って正しいとされ、また自分の言葉によって罪あり

とされるからである」。 38そのとき、律法学者、パ

リサイ人のうちのある人々がイエスにむかって言っ

た、「先生、わたしたちはあなたから、しるしを見

せていただきとうございます」。 39すると、彼らに

答えて言われた、「邪悪で不義な時代は、しるしを

求める。しかし、預言者ヨナのしるしのほかには、

なんのしるしも与えられないであろう。 40すなわち

、ヨナが三日三晩、大魚の腹の中にいたように、人

の子も三日三晩、地の中にいるであろう。 41ニネベ

の人々が、今の時代の人々と共にさばきの場に立っ

て、彼らを罪に定めるであろう。なぜなら、ニネベ

の人々はヨナの宣教によって悔い改めたからである

。しかし見よ、ヨナにまさる者がここにいる。 42南

の女王が、今の時代の人々と共にさばきの場に立っ

て、彼らを罪に定めるであろう。なぜなら、彼女は

ソロモンの知恵を聞くために地の果から、はるばる

きたからである。しかし見よ、ソロモンにまさる者

がここにいる。 43汚れた霊が人から出ると、休み場

を求めて水の無い所を歩きまわるが、見つからない

。 44そこで、出てきた元の家に帰ろうと言って帰っ

て見ると、その家はあいていて、そうじがしてある

上、飾りつけがしてあった。 45そこでまた出て行っ

て、自分以上に悪い他の七つの霊を一緒に引き連れ

てきて中にはいり、そこに住み込む。そうすると、

その人ののちの状態は初めよりももっと悪くなるの

である。よこしまな今の時代も、このようになるで
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あろう」。 46イエスがまだ群衆に話しておられると

き、その母と兄弟たちとが、イエスに話そうと思っ

て外に立っていた。 47それで、ある人がイエスに言

った、「ごらんなさい。あなたの母上と兄弟がたが

、あなたに話そうと思って、外に立っておられます

」。 48イエスは知らせてくれた者に答えて言われた

、「わたしの母とは、だれのことか。わたしの兄弟

とは、だれのことか」。 49そして、弟子たちの方に

手をさし伸べて言われた、「ごらんなさい。ここに

わたしの母、わたしの兄弟がいる。 50天にいますわ

たしの父のみこころを行う者はだれでも、わたしの

兄弟、また姉妹、また母なのである」。

13その日、イエスは家を出て、海べにすわってお

られた。 2ところが、大ぜいの群衆がみもとに集ま

ったので、イエスは舟に乗ってすわられ、群衆はみ

な岸に立っていた。 3イエスは譬で多くの事を語り

、こう言われた、「見よ、種まきが種をまきに出て

行った。 4まいているうちに、道ばたに落ちた種が

あった。すると、鳥がきて食べてしまった。 5ほか

の種は土の薄い石地に落ちた。そこは土が深くない

ので、すぐ芽を出したが、 6日が上ると焼けて、根

がないために枯れてしまった。 7ほかの種はいばら

の地に落ちた。すると、いばらが伸びて、ふさいで

しまった。 8ほかの種は良い地に落ちて実を結び、

あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三

十倍にもなった。 9耳のある者は聞くがよい」。 10

それから、弟子たちがイエスに近寄ってきて言った

、「なぜ、彼らに譬でお話しになるのですか」。 11

そこでイエスは答えて言われた、「あなたがたには
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、天国の奥義を知ることが許されているが、彼らに

は許されていない。 12おおよそ、持っている人は与

えられて、いよいよ豊かになるが、持っていない人

は、持っているものまでも取り上げられるであろう

。 13だから、彼らには譬で語るのである。それは彼

らが、見ても見ず、聞いても聞かず、また悟らない

からである。 14こうしてイザヤの言った預言が、彼

らの上に成就したのである。『あなたがたは聞くに

は聞くが、決して悟らない。見るには見るが、決し

て認めない。 15この民の心は鈍くなり、その耳は聞

えにくく、その目は閉じている。それは、彼らが目

で見ず、耳で聞かず、心で悟らず、悔い改めていや

されることがないためである』。 16しかし、あなた

がたの目は見ており、耳は聞いているから、さいわ

いである。 17あなたがたによく言っておく。多くの

預言者や義人は、あなたがたの見ていることを見よ

うと熱心に願ったが、見ることができず、またあな

たがたの聞いていることを聞こうとしたが、聞けな

かったのである。 18そこで、種まきの譬を聞きなさ

い。 19だれでも御国の言を聞いて悟らないならば、

悪い者がきて、その人の心にまかれたものを奪いと

って行く。道ばたにまかれたものというのは、そう

いう人のことである。 20石地にまかれたものという

のは、御言を聞くと、すぐに喜んで受ける人のこと

である。 21その中に根がないので、しばらく続くだ

けであって、御言のために困難や迫害が起ってくる

と、すぐつまずいてしまう。 22また、いばらの中に

まかれたものとは、御言を聞くが、世の心づかいと

富の惑わしとが御言をふさぐので、実を結ばなくな
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る人のことである。 (aiōn g165) 23また、良い地にまか

れたものとは、御言を聞いて悟る人のことであって

、そういう人が実を結び、百倍、あるいは六十倍、

あるいは三十倍にもなるのである」。 24また、ほか

の譬を彼らに示して言われた、「天国は、良い種を

自分の畑にまいておいた人のようなものである。 25

人々が眠っている間に敵がきて、麦の中に毒麦をま

いて立ち去った。 26芽がはえ出て実を結ぶと、同時

に毒麦もあらわれてきた。 27僕たちがきて、家の主

人に言った、『ご主人様、畑におまきになったのは

、良い種ではありませんでしたか。どうして毒麦が

はえてきたのですか』。 28主人は言った、『それは

敵のしわざだ』。すると僕たちが言った『では行っ

て、それを抜き集めましょうか』。 29彼は言った、

『いや、毒麦を集めようとして、麦も一緒に抜くか

も知れない。 30収穫まで、両方とも育つままにして

おけ。収穫の時になったら、刈る者に、まず毒麦を

集めて束にして焼き、麦の方は集めて倉に入れてく

れ、と言いつけよう』」。 31また、ほかの譬を彼ら

に示して言われた、「天国は、一粒のからし種のよ

うなものである。ある人がそれをとって畑にまくと

、 32それはどんな種よりも小さいが、成長すると、

野菜の中でいちばん大きくなり、空の鳥がきて、そ

の枝に宿るほどの木になる」。 33またほかの譬を彼

らに語られた、「天国は、パン種のようなものであ

る。女がそれを取って三斗の粉の中に混ぜると、全

体がふくらんでくる」。 34イエスはこれらのことを

すべて、譬で群衆に語られた。譬によらないでは何

事も彼らに語られなかった。 35これは預言者によっ
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て言われたことが、成就するためである、「わたし

は口を開いて譬を語り、世の初めから隠されている

ことを語り出そう」。 36それからイエスは、群衆を

あとに残して家にはいられた。すると弟子たちは、

みもとにきて言った、「畑の毒麦の譬を説明してく

ださい」。 37イエスは答えて言われた、「良い種を

まく者は、人の子である。 38畑は世界である。良い

種と言うのは御国の子たちで、毒麦は悪い者の子た

ちである。 39それをまいた敵は悪魔である。収穫と

は世の終りのことで、刈る者は御使たちである。

(aiōn g165) 40だから、毒麦が集められて火で焼かれる

ように、世の終りにもそのとおりになるであろう。

(aiōn g165) 41人の子はその使たちをつかわし、つまず

きとなるものと不法を行う者とを、ことごとく御国

からとり集めて、 42炉の火に投げ入れさせるであろ

う。そこでは泣き叫んだり、歯がみをしたりするで

あろう。 43そのとき、義人たちは彼らの父の御国で

、太陽のように輝きわたるであろう。耳のある者は

聞くがよい。 44天国は、畑に隠してある宝のような

ものである。人がそれを見つけると隠しておき、喜

びのあまり、行って持ち物をみな売りはらい、そし

てその畑を買うのである。 45また天国は、良い真珠

を捜している商人のようなものである。 46高価な真

珠一個を見いだすと、行って持ち物をみな売りはら

い、そしてこれを買うのである。 47また天国は、海

におろして、あらゆる種類の魚を囲みいれる網のよ

うなものである。 48それがいっぱいになると岸に引

き上げ、そしてすわって、良いのを器に入れ、悪い

のを外へ捨てるのである。 49世の終りにも、そのと
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おりになるであろう。すなわち、御使たちがきて、

義人のうちから悪人をえり分け、 (aiōn g165) 50そして

炉の火に投げこむであろう。そこでは泣き叫んだり

、歯がみをしたりするであろう。 51あなたがたは、

これらのことが皆わかったか」。彼らは「わかりま

した」と答えた。 52そこで、イエスは彼らに言われ

た、「それだから、天国のことを学んだ学者は、新

しいものと古いものとを、その倉から取り出す一家

の主人のようなものである」。 53イエスはこれらの

譬を語り終えてから、そこを立ち去られた。 54そし

て郷里に行き、会堂で人々を教えられたところ、彼

らは驚いて言った、「この人は、この知恵とこれら

の力あるわざとを、どこで習ってきたのか。 55この

人は大工の子ではないか。母はマリヤといい、兄弟

たちは、ヤコブ、ヨセフ、シモン、ユダではないか

。 56またその姉妹たちもみな、わたしたちと一緒に

いるではないか。こんな数々のことを、いったい、

どこで習ってきたのか」。 57こうして人々はイエス

につまずいた。しかし、イエスは言われた、「預言

者は、自分の郷里や自分の家以外では、どこででも

敬われないことはない」。 58そして彼らの不信仰の

ゆえに、そこでは力あるわざを、あまりなさらなか

った。

14そのころ、領主ヘロデはイエスのうわさを聞い

て、 2家来に言った、「あれはバプテスマのヨハネ

だ。死人の中からよみがえったのだ。それで、あの

ような力が彼のうちに働いているのだ」。 3という

のは、ヘロデは先に、自分の兄弟ピリポの妻ヘロデ

ヤのことで、ヨハネを捕えて縛り、獄に入れていた
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。 4すなわち、ヨハネはヘロデに、「その女をめと

るのは、よろしくない」と言ったからである。 5そ

こでヘロデはヨハネを殺そうと思ったが、群衆を恐

れた。彼らがヨハネを預言者と認めていたからであ

る。 6さてヘロデの誕生日の祝に、ヘロデヤの娘が

その席上で舞をまい、ヘロデを喜ばせたので、 7彼

女の願うものは、なんでも与えようと、彼は誓って

約束までした。 8すると彼女は母にそそのかされて

、「バプテスマのヨハネの首を盆に載せて、ここに

持ってきていただきとうございます」と言った。 9

王は困ったが、いったん誓ったのと、また列座の人

たちの手前、それを与えるように命じ、 10人をつか

わして、獄中でヨハネの首を切らせた。 11その首は

盆に載せて運ばれ、少女にわたされ、少女はそれを

母のところに持って行った。 12それから、ヨハネの

弟子たちがきて、死体を引き取って葬った。そして

、イエスのところに行って報告した。 13イエスはこ

のことを聞くと、舟に乗ってそこを去り、自分ひと

りで寂しい所へ行かれた。しかし、群衆はそれと聞

いて、町々から徒歩であとを追ってきた。 14イエス

は舟から上がって、大ぜいの群衆をごらんになり、

彼らを深くあわれんで、そのうちの病人たちをおい

やしになった。 15夕方になったので、弟子たちがイ

エスのもとにきて言った、「ここは寂しい所でもあ

り、もう時もおそくなりました。群衆を解散させ、

めいめいで食物を買いに、村々へ行かせてください

」。 16するとイエスは言われた、「彼らが出かけて

行くには及ばない。あなたがたの手で食物をやりな

さい」。 17弟子たちは言った、「わたしたちはここ
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に、パン五つと魚二ひきしか持っていません」。 18

イエスは言われた、「それをここに持ってきなさい

」。 19そして群衆に命じて、草の上にすわらせ、五

つのパンと二ひきの魚とを手に取り、天を仰いでそ

れを祝福し、パンをさいて弟子たちに渡された。弟

子たちはそれを群衆に与えた。 20みんなの者は食べ

て満腹した。パンくずの残りを集めると、十二のか

ごにいっぱいになった。 21食べた者は、女と子供と

を除いて、おおよそ五千人であった。 22それからす

ぐ、イエスは群衆を解散させておられる間に、しい

て弟子たちを舟に乗り込ませ、向こう岸へ先におや

りになった。 23そして群衆を解散させてから、祈る

ためひそかに山へ登られた。夕方になっても、ただ

ひとりそこにおられた。 24ところが舟は、もうすで

に陸から数丁も離れており、逆風が吹いていたため

に、波に悩まされていた。 25イエスは夜明けの四時

ごろ、海の上を歩いて彼らの方へ行かれた。 26弟子

たちは、イエスが海の上を歩いておられるのを見て

、幽霊だと言っておじ惑い、恐怖のあまり叫び声を

あげた。 27しかし、イエスはすぐに彼らに声をかけ

て、「しっかりするのだ、わたしである。恐れるこ

とはない」と言われた。 28するとペテロが答えて言

った、「主よ、あなたでしたか。では、わたしに命

じて、水の上を渡ってみもとに行かせてください」

。 29イエスは、「おいでなさい」と言われたので、

ペテロは舟からおり、水の上を歩いてイエスのとこ

ろへ行った。 30しかし、風を見て恐ろしくなり、そ

しておぼれかけたので、彼は叫んで、「主よ、お助

けください」と言った。 31イエスはすぐに手を伸ば
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し、彼をつかまえて言われた、「信仰の薄い者よ、

なぜ疑ったのか」。 32ふたりが舟に乗り込むと、風

はやんでしまった。 33舟の中にいた者たちはイエス

を拝して、「ほんとうに、あなたは神の子です」と

言った。 34それから、彼らは海を渡ってゲネサレの

地に着いた。 35するとその土地の人々はイエスと知

って、その附近全体に人をつかわし、イエスのとこ

ろに病人をみな連れてこさせた。 36そして彼らにイ

エスの上着のふさにでも、さわらせてやっていただ

きたいとお願いした。そしてさわった者は皆いやさ

れた。

15ときに、パリサイ人と律法学者たちとが、エル

サレムからイエスのもとにきて言った、 2「あなた

の弟子たちは、なぜ昔の人々の言伝えを破るのです

か。彼らは食事の時に手を洗っていません」。 3イ

エスは答えて言われた、「なぜ、あなたがたも自分

たちの言伝えによって、神のいましめを破っている

のか。 4神は言われた、『父と母とを敬え』、また

『父または母をののしる者は、必ず死に定められる

』と。 5それだのに、あなたがたは『だれでも父ま

たは母にむかって、あなたにさしあげるはずのこの

ものは供え物です、と言えば、 6父または母を敬わ

なくてもよろしい』と言っている。こうしてあなた

がたは自分たちの言伝えによって、神の言を無にし

ている。 7偽善者たちよ、イザヤがあなたがたにつ

いて、こういう適切な預言をしている、 8『この民

は、口さきではわたしを敬うが、その心はわたしか

ら遠く離れている。 9人間のいましめを教として教

え、無意味にわたしを拝んでいる』」。 10それから
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イエスは群衆を呼び寄せて言われた、「聞いて悟る

がよい。 11口にはいるものは人を汚すことはない。

かえって、口から出るものが人を汚すのである」。

12そのとき、弟子たちが近寄ってきてイエスに言っ

た、「パリサイ人たちが御言を聞いてつまずいたこ

とを、ご存じですか」。 13イエスは答えて言われた

、「わたしの天の父がお植えにならなかったものは

、みな抜き取られるであろう。 14彼らをそのままに

しておけ。彼らは盲人を手引きする盲人である。も

し盲人が盲人を手引きするなら、ふたりとも穴に落

ち込むであろう」。 15ペテロが答えて言った、「そ

の譬を説明してください」。 16イエスは言われた、

「あなたがたも、まだわからないのか。 17口にはい

ってくるものは、みな腹の中にはいり、そして、外

に出て行くことを知らないのか。 18しかし、口から

出て行くものは、心の中から出てくるのであって、

それが人を汚すのである。 19というのは、悪い思い

、すなわち、殺人、姦淫、不品行、盗み、偽証、誹

りは、心の中から出てくるのであって、 20これらの

ものが人を汚すのである。しかし、洗わない手で食

事することは、人を汚すのではない」。 21さて、イ

エスはそこを出て、ツロとシドンとの地方へ行かれ

た。 22すると、そこへ、その地方出のカナンの女が

出てきて、「主よ、ダビデの子よ、わたしをあわれ

んでください。娘が悪霊にとりつかれて苦しんでい

ます」と言って叫びつづけた。 23しかし、イエスは

ひと言もお答えにならなかった。そこで弟子たちが

みもとにきて願って言った、「この女を追い払って

ください。叫びながらついてきていますから」。 24
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するとイエスは答えて言われた、「わたしは、イス

ラエルの家の失われた羊以外の者には、つかわされ

ていない」。 25しかし、女は近寄りイエスを拝して

言った、「主よ、わたしをお助けください」。 26イ

エスは答えて言われた、「子供たちのパンを取って

小犬に投げてやるのは、よろしくない」。 27すると

女は言った、「主よ、お言葉どおりです。でも、小

犬もその主人の食卓から落ちるパンくずは、いただ

きます」。 28そこでイエスは答えて言われた、「女

よ、あなたの信仰は見あげたものである。あなたの

願いどおりになるように」。その時に、娘はいやさ

れた。 29イエスはそこを去って、ガリラヤの海べに

行き、それから山に登ってそこにすわられた。 30す

ると大ぜいの群衆が、足なえ、不具者、盲人、おし

、そのほか多くの人々を連れてきて、イエスの足も

とに置いたので、彼らをおいやしになった。 31群衆

は、おしが物を言い、不具者が直り、足なえが歩き

、盲人が見えるようになったのを見て驚き、そして

イスラエルの神をほめたたえた。 32イエスは弟子た

ちを呼び寄せて言われた、「この群衆がかわいそう

である。もう三日間もわたしと一緒にいるのに、何

も食べるものがない。しかし、彼らを空腹のままで

帰らせたくはない。恐らく途中で弱り切ってしまう

であろう」。 33弟子たちは言った、「荒野の中で、

こんなに大ぜいの群衆にじゅうぶん食べさせるほど

たくさんのパンを、どこで手に入れましょうか」。

34イエスは弟子たちに「パンはいくつあるか」と尋

ねられると、「七つあります。また小さい魚が少し

あります」と答えた。 35そこでイエスは群衆に、地
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にすわるようにと命じ、 36七つのパンと魚とを取り

、感謝してこれをさき、弟子たちにわたされ、弟子

たちはこれを群衆にわけた。 37一同の者は食べて満

腹した。そして残ったパンくずを集めると、七つの

かごにいっぱいになった。 38食べた者は、女と子供

とを除いて四千人であった。 39そこでイエスは群衆

を解散させ、舟に乗ってマガダンの地方へ行かれた

。

16パリサイ人とサドカイ人とが近寄ってきて、イ

エスを試み、天からのしるしを見せてもらいたいと

言った。 2イエスは彼らに言われた、「あなたがた

は夕方になると、『空がまっかだから、晴だ』と言

い、 3また明け方には『空が曇ってまっかだから、

きょうは荒れだ』と言う。あなたがたは空の模様を

見分けることを知りながら、時のしるしを見分ける

ことができないのか。 4邪悪で不義な時代は、しる

しを求める。しかし、ヨナのしるしのほかには、な

んのしるしも与えられないであろう」。そして、イ

エスは彼らをあとに残して立ち去られた。 5弟子た

ちは向こう岸に行ったが、パンを持って来るのを忘

れていた。 6そこでイエスは言われた、「パリサイ

人とサドカイ人とのパン種を、よくよく警戒せよ」

。 7弟子たちは、これは自分たちがパンを持ってこ

なかったためであろうと言って、互に論じ合った。

8イエスはそれと知って言われた、「信仰の薄い者た

ちよ、なぜパンがないからだと互に論じ合っている

のか。 9まだわからないのか。覚えていないのか。

五つのパンを五千人に分けたとき、幾かご拾ったか

。 10また、七つのパンを四千人に分けたとき、幾か
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ご拾ったか。 11わたしが言ったのは、パンについて

ではないことを、どうして悟らないのか。ただ、パ

リサイ人とサドカイ人とのパン種を警戒しなさい」

。 12そのとき彼らは、イエスが警戒せよと言われた

のは、パン種のことではなく、パリサイ人とサドカ

イ人との教のことであると悟った。 13イエスがピリ

ポ・カイザリヤの地方に行かれたとき、弟子たちに

尋ねて言われた、「人々は人の子をだれと言ってい

るか」。 14彼らは言った、「ある人々はバプテスマ

のヨハネだと言っています。しかし、ほかの人たち

は、エリヤだと言い、また、エレミヤあるいは預言

者のひとりだ、と言っている者もあります」。 15そ

こでイエスは彼らに言われた、「それでは、あなた

がたはわたしをだれと言うか」。 16シモン・ペテロ

が答えて言った、「あなたこそ、生ける神の子キリ

ストです」。 17すると、イエスは彼にむかって言わ

れた、「バルヨナ・シモン、あなたはさいわいであ

る。あなたにこの事をあらわしたのは、血肉ではな

く、天にいますわたしの父である。 18そこで、わた

しもあなたに言う。あなたはペテロである。そして

、わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てよう。

黄泉の力もそれに打ち勝つことはない。 (Hadēs g86) 19

わたしは、あなたに天国のかぎを授けよう。そして

、あなたが地上でつなぐことは、天でもつながれ、

あなたが地上で解くことは天でも解かれるであろう

」。 20そのとき、イエスは、自分がキリストである

ことをだれにも言ってはいけないと、弟子たちを戒

められた。 21この時から、イエス・キリストは、自

分が必ずエルサレムに行き、長老、祭司長、律法学
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者たちから多くの苦しみを受け、殺され、そして三

日目によみがえるべきことを、弟子たちに示しはじ

められた。 22すると、ペテロはイエスをわきへ引き

寄せて、いさめはじめ、「主よ、とんでもないこと

です。そんなことがあるはずはございません」と言

った。 23イエスは振り向いて、ペテロに言われた、

「サタンよ、引きさがれ。わたしの邪魔をする者だ

。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っ

ている」。 24それからイエスは弟子たちに言われた

、「だれでもわたしについてきたいと思うなら、自

分を捨て、自分の十字架を負うて、わたしに従って

きなさい。 25自分の命を救おうと思う者はそれを失

い、わたしのために自分の命を失う者は、それを見

いだすであろう。 26たとい人が全世界をもうけても

、自分の命を損したら、なんの得になろうか。また

、人はどんな代価を払って、その命を買いもどすこ

とができようか。 27人の子は父の栄光のうちに、御

使たちを従えて来るが、その時には、実際のおこな

いに応じて、それぞれに報いるであろう。 28よく聞

いておくがよい、人の子が御国の力をもって来るの

を見るまでは、死を味わわない者が、ここに立って

いる者の中にいる」。

17六日ののち、イエスはペテロ、ヤコブ、ヤコブ

の兄弟ヨハネだけを連れて、高い山に登られた。 2

ところが、彼らの目の前でイエスの姿が変り、その

顔は日のように輝き、その衣は光のように白くなっ

た。 3すると、見よ、モーセとエリヤが彼らに現れ

て、イエスと語り合っていた。 4ペテロはイエスに

むかって言った、「主よ、わたしたちがここにいる
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のは、すばらしいことです。もし、おさしつかえな

ければ、わたしはここに小屋を三つ建てましょう。

一つはあなたのために、一つはモーセのために、一

つはエリヤのために」。 5彼がまだ話し終えないう

ちに、たちまち、輝く雲が彼らをおおい、そして雲

の中から声がした、「これはわたしの愛する子、わ

たしの心にかなう者である。これに聞け」。 6弟子

たちはこれを聞いて非常に恐れ、顔を地に伏せた。

7イエスは近づいてきて、手を彼らにおいて言われた

、「起きなさい、恐れることはない」。 8彼らが目

をあげると、イエスのほかには、だれも見えなかっ

た。 9一同が山を下って来るとき、イエスは「人の

子が死人の中からよみがえるまでは、いま見たこと

をだれにも話してはならない」と、彼らに命じられ

た。 10弟子たちはイエスにお尋ねして言った、「い

ったい、律法学者たちは、なぜ、エリヤが先に来る

はずだと言っているのですか」。 11答えて言われた

、「確かに、エリヤがきて、万事を元どおりに改め

るであろう。 12しかし、あなたがたに言っておく。

エリヤはすでにきたのだ。しかし人々は彼を認めず

、自分かってに彼をあしらった。人の子もまた、そ

のように彼らから苦しみを受けることになろう」。

13そのとき、弟子たちは、イエスがバプテスマのヨ

ハネのことを言われたのだと悟った。 14さて彼らが

群衆のところに帰ると、ひとりの人がイエスに近寄

ってきて、ひざまずいて、言った、 15「主よ、わた

しの子をあわれんでください。てんかんで苦しんで

おります。何度も何度も火の中や水の中に倒れるの

です。 16それで、その子をお弟子たちのところに連
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れてきましたが、なおしていただけませんでした」

。 17イエスは答えて言われた、「ああ、なんという

不信仰な、曲った時代であろう。いつまで、わたし

はあなたがたと一緒におられようか。いつまであな

たがたに我慢ができようか。その子をここに、わた

しのところに連れてきなさい」。 18イエスがおしか

りになると、悪霊はその子から出て行った。そして

子はその時いやされた。 19それから、弟子たちがひ

そかにイエスのもとにきて言った、「わたしたちは

、どうして霊を追い出せなかったのですか」。 20す

るとイエスは言われた、「あなたがたの信仰が足り

ないからである。よく言い聞かせておくが、もし、

からし種一粒ほどの信仰があるなら、この山にむか

って『ここからあそこに移れ』と言えば、移るであ

ろう。このように、あなたがたにできない事は、何

もないであろう。〔 21しかし、このたぐいは、祈と

断食とによらなければ、追い出すことはできない〕

」。 22彼らがガリラヤで集まっていた時、イエスは

言われた、「人の子は人々の手にわたされ、 23彼ら

に殺され、そして三日目によみがえるであろう」。

弟子たちは非常に心をいためた。 24彼らがカペナウ

ムにきたとき、宮の納入金を集める人たちがペテロ

のところにきて言った、「あなたがたの先生は宮の

納入金を納めないのか」。 25ペテロは「納めておら

れます」と言った。そして彼が家にはいると、イエ

スから先に話しかけて言われた、「シモン、あなた

はどう思うか。この世の王たちは税や貢をだれから

取るのか。自分の子からか、それとも、ほかの人た

ちからか」。 26ペテロが「ほかの人たちからです」
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と答えると、イエスは言われた、「それでは、子は

納めなくてもよいわけである。 27しかし、彼らをつ

まずかせないために、海に行って、つり針をたれな

さい。そして最初につれた魚をとって、その口をあ

けると、銀貨一枚が見つかるであろう。それをとり

出して、わたしとあなたのために納めなさい」。

18そのとき、弟子たちがイエスのもとにきて言っ

た、「いったい、天国ではだれがいちばん偉いので

すか」。 2すると、イエスは幼な子を呼び寄せ、彼

らのまん中に立たせて言われた、 3「よく聞きなさ

い。心をいれかえて幼な子のようにならなければ、

天国にはいることはできないであろう。 4この幼な

子のように自分を低くする者が、天国でいちばん偉

いのである。 5また、だれでも、このようなひとり

の幼な子を、わたしの名のゆえに受けいれる者は、

わたしを受けいれるのである。 6しかし、わたしを

信ずるこれらの小さい者のひとりをつまずかせる者

は、大きなひきうすを首にかけられて海の深みに沈

められる方が、その人の益になる。 7この世は、罪

の誘惑があるから、わざわいである。罪の誘惑は必

ず来る。しかし、それをきたらせる人は、わざわい

である。 8もしあなたの片手または片足が、罪を犯

させるなら、それを切って捨てなさい。両手、両足

がそろったままで、永遠の火に投げ込まれるよりは

、片手、片足になって命に入る方がよい。 (aiōnios

g166) 9もしあなたの片目が罪を犯させるなら、それ

を抜き出して捨てなさい。両眼がそろったままで地

獄の火に投げ入れられるよりは、片目になって命に

入る方がよい。 (Geenna g1067) 10あなたがたは、これ
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らの小さい者のひとりをも軽んじないように、気を

つけなさい。あなたがたに言うが、彼らの御使たち

は天にあって、天にいますわたしの父のみ顔をいつ

も仰いでいるのである。〔 11人の子は、滅びる者を

救うためにきたのである。〕 12あなたがたはどう思

うか。ある人に百匹の羊があり、その中の一匹が迷

い出たとすれば、九十九匹を山に残しておいて、そ

の迷い出ている羊を捜しに出かけないであろうか。

13もしそれを見つけたなら、よく聞きなさい、迷わ

ないでいる九十九匹のためよりも、むしろその一匹

のために喜ぶであろう。 14そのように、これらの小

さい者のひとりが滅びることは、天にいますあなた

がたの父のみこころではない。 15もしあなたの兄弟

が罪を犯すなら、行って、彼とふたりだけの所で忠

告しなさい。もし聞いてくれたら、あなたの兄弟を

得たことになる。 16もし聞いてくれないなら、ほか

にひとりふたりを、一緒に連れて行きなさい。それ

は、ふたりまたは三人の証人の口によって、すべて

のことがらが確かめられるためである。 17もし彼ら

の言うことを聞かないなら、教会に申し出なさい。

もし教会の言うことも聞かないなら、その人を異邦

人または取税人同様に扱いなさい。 18よく言ってお

く。あなたがたが地上でつなぐことは、天でも皆つ

ながれ、あなたがたが地上で解くことは、天でもみ

な解かれるであろう。 19また、よく言っておく。も

しあなたがたのうちのふたりが、どんな願い事につ

いても地上で心を合わせるなら、天にいますわたし

の父はそれをかなえて下さるであろう。 20ふたりま

たは三人が、わたしの名によって集まっている所に
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は、わたしもその中にいるのである」。 21そのとき

、ペテロがイエスのもとにきて言った、「主よ、兄

弟がわたしに対して罪を犯した場合、幾たびゆるさ

ねばなりませんか。七たびまでですか」。 22イエス

は彼に言われた、「わたしは七たびまでとは言わな

い。七たびを七十倍するまでにしなさい。 23それだ

から、天国は王が僕たちと決算をするようなものだ

。 24決算が始まると、一万タラントの負債のある者

が、王のところに連れられてきた。 25しかし、返せ

なかったので、主人は、その人自身とその妻子と持

ち物全部とを売って返すように命じた。 26そこで、

この僕はひれ伏して哀願した、『どうぞお待ちくだ

さい。全部お返しいたしますから』。 27僕の主人は

あわれに思って、彼をゆるし、その負債を免じてや

った。 28その僕が出て行くと、百デナリを貸してい

るひとりの仲間に出会い、彼をつかまえ、首をしめ

て『借金を返せ』と言った。 29そこでこの仲間はひ

れ伏し、『どうか待ってくれ。返すから』と言って

頼んだ。 30しかし承知せずに、その人をひっぱって

行って、借金を返すまで獄に入れた。 31その人の仲

間たちは、この様子を見て、非常に心をいため、行

ってそのことをのこらず主人に話した。 32そこでこ

の主人は彼を呼びつけて言った、『悪い僕、わたし

に願ったからこそ、あの負債を全部ゆるしてやった

のだ。 33わたしがあわれんでやったように、あの仲

間をあわれんでやるべきではなかったか』。 34そし

て主人は立腹して、負債全部を返してしまうまで、

彼を獄吏に引きわたした。 35あなたがためいめいも

、もし心から兄弟をゆるさないならば、わたしの天
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の父もまたあなたがたに対して、そのようになさる

であろう」。

19イエスはこれらのことを語り終えられてから、

ガリラヤを去ってヨルダンの向こうのユダヤの地方

へ行かれた。 2すると大ぜいの群衆がついてきたの

で、彼らをそこでおいやしになった。 3さてパリサ

イ人たちが近づいてきて、イエスを試みようとして

言った、「何かの理由で、夫がその妻を出すのは、

さしつかえないでしょうか」。 4イエスは答えて言

われた、「あなたがたはまだ読んだことがないのか

。『創造者は初めから人を男と女とに造られ、 5そ

して言われた、それゆえに、人は父母を離れ、その

妻と結ばれ、ふたりの者は一体となるべきである』

。 6彼らはもはや、ふたりではなく一体である。だ

から、神が合わせられたものを、人は離してはなら

ない」。 7彼らはイエスに言った、「それでは、な

ぜモーセは、妻を出す場合には離縁状を渡せ、と定

めたのですか」。 8イエスが言われた、「モーセは

あなたがたの心が、かたくななので、妻を出すこと

を許したのだが、初めからそうではなかった。 9そ

こでわたしはあなたがたに言う。不品行のゆえでな

くて、自分の妻を出して他の女をめとる者は、姦淫

を行うのである」。 10弟子たちは言った、「もし妻

に対する夫の立場がそうだとすれば、結婚しない方

がましです」。 11するとイエスは彼らに言われた、

「その言葉を受けいれることができるのはすべての

人ではなく、ただそれを授けられている人々だけで

ある。 12というのは、母の胎内から独身者に生れつ

いているものがあり、また他から独身者にされたも
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のもあり、また天国のために、みずから進んで独身

者となったものもある。この言葉を受けられる者は

、受けいれるがよい」。 13そのとき、イエスに手を

おいて祈っていただくために、人々が幼な子らをみ

もとに連れてきた。ところが、弟子たちは彼らをた

しなめた。 14するとイエスは言われた、「幼な子ら

をそのままにしておきなさい。わたしのところに来

るのをとめてはならない。天国はこのような者の国

である」。 15そして手を彼らの上においてから、そ

こを去って行かれた。 16すると、ひとりの人がイエ

スに近寄ってきて言った、「先生、永遠の生命を得

るためには、どんなよいことをしたらいいでしょう

か」。 (aiōnios g166) 17イエスは言われた、「なぜよい

事についてわたしに尋ねるのか。よいかたはただひ

とりだけである。もし命に入りたいと思うなら、い

ましめを守りなさい」。 18彼は言った、「どのいま

しめですか」。イエスは言われた、「『殺すな、姦

淫するな、盗むな、偽証を立てるな。 19父と母とを

敬え』。また『自分を愛するように、あなたの隣り

人を愛せよ』」。 20この青年はイエスに言った、「

それはみな守ってきました。ほかに何が足りないの

でしょう」。 21イエスは彼に言われた、「もしあな

たが完全になりたいと思うなら、帰ってあなたの持

ち物を売り払い、貧しい人々に施しなさい。そうす

れば、天に宝を持つようになろう。そして、わたし

に従ってきなさい」。 22この言葉を聞いて、青年は

悲しみながら立ち去った。たくさんの資産を持って

いたからである。 23それからイエスは弟子たちに言

われた、「よく聞きなさい。富んでいる者が天国に
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はいるのは、むずかしいものである。 24また、あな

たがたに言うが、富んでいる者が神の国にはいるよ

りは、らくだが針の穴を通る方が、もっとやさしい

」。 25弟子たちはこれを聞いて非常に驚いて言った

、「では、だれが救われることができるのだろう」

。 26イエスは彼らを見つめて言われた、「人にはそ

れはできないが、神にはなんでもできない事はない

」。 27そのとき、ペテロがイエスに答えて言った、

「ごらんなさい、わたしたちはいっさいを捨てて、

あなたに従いました。ついては、何がいただけるで

しょうか」。 28イエスは彼らに言われた、「よく聞

いておくがよい。世が改まって、人の子がその栄光

の座につく時には、わたしに従ってきたあなたがた

もまた、十二の位に座してイスラエルの十二の部族

をさばくであろう。 29おおよそ、わたしの名のため

に、家、兄弟、姉妹、父、母、子、もしくは畑を捨

てた者は、その幾倍もを受け、また永遠の生命を受

けつぐであろう。 (aiōnios g166) 30しかし、多くの先の

者はあとになり、あとの者は先になるであろう。

20天国は、ある家の主人が、自分のぶどう園に労

働者を雇うために、夜が明けると同時に、出かけて

行くようなものである。 2彼は労働者たちと、一日

一デナリの約束をして、彼らをぶどう園に送った。

3それから九時ごろに出て行って、他の人々が市場で

何もせずに立っているのを見た。 4そして、その人

たちに言った、『あなたがたも、ぶどう園に行きな

さい。相当な賃銀を払うから』。 5そこで、彼らは

出かけて行った。主人はまた、十二時ごろと三時ご

ろとに出て行って、同じようにした。 6五時ごろま
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た出て行くと、まだ立っている人々を見たので、彼

らに言った、『なぜ、何もしないで、一日中ここに

立っていたのか』。 7彼らが『だれもわたしたちを

雇ってくれませんから』と答えたので、その人々に

言った、『あなたがたも、ぶどう園に行きなさい』

。 8さて、夕方になって、ぶどう園の主人は管理人

に言った、『労働者たちを呼びなさい。そして、最

後にきた人々からはじめて順々に最初にきた人々に

わたるように、賃銀を払ってやりなさい』。 9そこ

で、五時ごろに雇われた人々がきて、それぞれ一デ

ナリずつもらった。 10ところが、最初の人々がきて

、もっと多くもらえるだろうと思っていたのに、彼

らも一デナリずつもらっただけであった。 11もらっ

たとき、家の主人にむかって不平をもらして 12言っ

た、『この最後の者たちは一時間しか働かなかった

のに、あなたは一日じゅう、労苦と暑さを辛抱した

わたしたちと同じ扱いをなさいました』。 13そこで

彼はそのひとりに答えて言った、『友よ、わたしは

あなたに対して不正をしてはいない。あなたはわた

しと一デナリの約束をしたではないか。 14自分の賃

銀をもらって行きなさい。わたしは、この最後の者

にもあなたと同様に払ってやりたいのだ。 15自分の

物を自分がしたいようにするのは、当りまえではな

いか。それともわたしが気前よくしているので、ね

たましく思うのか』。 16このように、あとの者は先

になり、先の者はあとになるであろう」。 17さて、

イエスはエルサレムへ上るとき、十二弟子をひそか

に呼びよせ、その途中で彼らに言われた、 18「見よ

、わたしたちはエルサレムへ上って行くが、人の子
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は祭司長、律法学者たちの手に渡されるであろう。

彼らは彼に死刑を宣告し、 19そして彼をあざけり、

むち打ち、十字架につけさせるために、異邦人に引

きわたすであろう。そして彼は三日目によみがえる

であろう」。 20そのとき、ゼベダイの子らの母が、

その子らと一緒にイエスのもとにきてひざまずき、

何事かをお願いした。 21そこでイエスは彼女に言わ

れた、「何をしてほしいのか」。彼女は言った、「

わたしのこのふたりのむすこが、あなたの御国で、

ひとりはあなたの右に、ひとりは左にすわれるよう

に、お言葉をください」。 22イエスは答えて言われ

た、「あなたがたは、自分が何を求めているのか、

わかっていない。わたしの飲もうとしている杯を飲

むことができるか」。彼らは「できます」と答えた

。 23イエスは彼らに言われた、「確かに、あなたが

たはわたしの杯を飲むことになろう。しかし、わた

しの右、左にすわらせることは、わたしのすること

ではなく、わたしの父によって備えられている人々

だけに許されることである」。 24十人の者はこれを

聞いて、このふたりの兄弟たちのことで憤慨した。

25そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた、「

あなたがたの知っているとおり、異邦人の支配者た

ちはその民を治め、また偉い人たちは、その民の上

に権力をふるっている。 26あなたがたの間ではそう

であってはならない。かえって、あなたがたの間で

偉くなりたいと思う者は、仕える人となり、 27あな

たがたの間でかしらになりたいと思う者は、僕とな

らねばならない。 28それは、人の子がきたのも、仕

えられるためではなく、仕えるためであり、また多
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くの人のあがないとして、自分の命を与えるためで

あるのと、ちょうど同じである」。 29それから、彼

らがエリコを出て行ったとき、大ぜいの群衆がイエ

スに従ってきた。 30すると、ふたりの盲人が道ばた

にすわっていたが、イエスがとおって行かれると聞

いて、叫んで言った、「主よ、ダビデの子よ、わた

したちをあわれんで下さい」。 31群衆は彼らをしか

って黙らせようとしたが、彼らはますます叫びつづ

けて言った、「主よ、ダビデの子よ、わたしたちを

あわれんで下さい」。 32イエスは立ちどまり、彼ら

を呼んで言われた、「わたしに何をしてほしいのか

」。 33彼らは言った、「主よ、目をあけていただく

ことです」。 34イエスは深くあわれんで、彼らの目

にさわられた。すると彼らは、たちまち見えるよう

になり、イエスに従って行った。

21さて、彼らがエルサレムに近づき、オリブ山沿

いのベテパゲに着いたとき、イエスはふたりの弟子

をつかわして言われた、 2「向こうの村へ行きなさ

い。するとすぐ、ろばがつながれていて、子ろばが

そばにいるのを見るであろう。それを解いてわたし

のところに引いてきなさい。 3もしだれかが、あな

たがたに何か言ったなら、主がお入り用なのです、

と言いなさい。そう言えば、すぐ渡してくれるであ

ろう」。 4こうしたのは、預言者によって言われた

ことが、成就するためである。 5すなわち、「シオ

ンの娘に告げよ、見よ、あなたの王がおいでになる

、柔和なおかたで、ろばに乗って、くびきを負うろ

ばの子に乗って」。 6弟子たちは出て行って、イエ

スがお命じになったとおりにし、 7ろばと子ろばと
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を引いてきた。そしてその上に自分たちの上着をか

けると、イエスはそれにお乗りになった。 8群衆の

うち多くの者は自分たちの上着を道に敷き、また、

ほかの者たちは木の枝を切ってきて道に敷いた。 9

そして群衆は、前に行く者も、あとに従う者も、共

に叫びつづけた、「ダビデの子に、ホサナ。主の御

名によってきたる者に、祝福あれ。いと高き所に、

ホサナ」。 10イエスがエルサレムにはいって行かれ

たとき、町中がこぞって騒ぎ立ち、「これは、いっ

たい、どなただろう」と言った。 11そこで群衆は、

「この人はガリラヤのナザレから出た預言者イエス

である」と言った。 12それから、イエスは宮にはい

られた。そして、宮の庭で売り買いしていた人々を

みな追い出し、また両替人の台や、はとを売る者の

腰掛をくつがえされた。 13そして彼らに言われた、

「『わたしの家は、祈の家ととなえらるべきである

』と書いてある。それだのに、あなたがたはそれを

強盗の巣にしている」。 14そのとき宮の庭で、盲人

や足なえがみもとにきたので、彼らをおいやしにな

った。 15しかし、祭司長、律法学者たちは、イエス

がなされた不思議なわざを見、また宮の庭で「ダビ

デの子に、ホサナ」と叫んでいる子供たちを見て立

腹し、 16イエスに言った、「あの子たちが何を言っ

ているのか、お聞きですか」。イエスは彼らに言わ

れた、「そうだ、聞いている。あなたがたは『幼な

子、乳のみ子たちの口にさんびを備えられた』とあ

るのを読んだことがないのか」。 17それから、イエ

スは彼らをあとに残し、都を出てベタニヤに行き、

そこで夜を過ごされた。 18朝はやく都に帰るとき、
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イエスは空腹をおぼえられた。 19そして、道のかた

わらに一本のいちじくの木があるのを見て、そこに

行かれたが、ただ葉のほかは何も見当らなかった。

そこでその木にむかって、「今から後いつまでも、

おまえには実がならないように」と言われた。する

と、いちじくの木はたちまち枯れた。 (aiōn g165) 20弟

子たちはこれを見て、驚いて言った、「いちじくが

どうして、こうすぐに枯れたのでしょう」。 21イエ

スは答えて言われた、「よく聞いておくがよい。も

しあなたがたが信じて疑わないならば、このいちじ

くにあったようなことが、できるばかりでなく、こ

の山にむかって、動き出して海の中にはいれと言っ

ても、そのとおりになるであろう。 22また、祈のと

き、信じて求めるものは、みな与えられるであろう

」。 23イエスが宮にはいられたとき、祭司長たちや

民の長老たちが、その教えておられる所にきて言っ

た、「何の権威によって、これらの事をするのです

か。だれが、そうする権威を授けたのですか」。 24

そこでイエスは彼らに言われた、「わたしも一つだ

け尋ねよう。あなたがたがそれに答えてくれたなら

、わたしも、何の権威によってこれらの事をするの

か、あなたがたに言おう。 25ヨハネのバプテスマは

どこからきたのであったか。天からであったか、人

からであったか」。すると、彼らは互に論じて言っ

た、「もし天からだと言えば、では、なぜ彼を信じ

なかったのか、とイエスは言うだろう。 26しかし、

もし人からだと言えば、群衆が恐ろしい。人々がみ

なヨハネを預言者と思っているのだから」。 27そこ

で彼らは、「わたしたちにはわかりません」と答え
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た。すると、イエスが言われた、「わたしも何の権

威によってこれらの事をするのか、あなたがたに言

うまい。 28あなたがたはどう思うか。ある人にふた

りの子があったが、兄のところに行って言った、『

子よ、きょう、ぶどう園へ行って働いてくれ』。 29

すると彼は『おとうさん、参ります』と答えたが、

行かなかった。 30また弟のところにきて同じように

言った。彼は『いやです』と答えたが、あとから心

を変えて、出かけた。 31このふたりのうち、どちら

が父の望みどおりにしたのか」。彼らは言った、「

あとの者です」。イエスは言われた、「よく聞きな

さい。取税人や遊女は、あなたがたより先に神の国

にはいる。 32というのは、ヨハネがあなたがたのと

ころにきて、義の道を説いたのに、あなたがたは彼

を信じなかった。ところが、取税人や遊女は彼を信

じた。あなたがたはそれを見たのに、あとになって

も、心をいれ変えて彼を信じようとしなかった。 33

もう一つの譬を聞きなさい。ある所に、ひとりの家

の主人がいたが、ぶどう園を造り、かきをめぐらし

、その中に酒ぶねの穴を掘り、やぐらを立て、それ

を農夫たちに貸して、旅に出かけた。 34収穫の季節

がきたので、その分け前を受け取ろうとして、僕た

ちを農夫のところへ送った。 35すると、農夫たちは

、その僕たちをつかまえて、ひとりを袋だたきにし

、ひとりを殺し、もうひとりを石で打ち殺した。 36

また別に、前よりも多くの僕たちを送ったが、彼ら

をも同じようにあしらった。 37しかし、最後に、わ

たしの子は敬ってくれるだろうと思って、主人はそ

の子を彼らの所につかわした。 38すると農夫たちは
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、その子を見て互に言った、『あれはあと取りだ。

さあ、これを殺して、その財産を手に入れよう』。

39そして彼をつかまえて、ぶどう園の外に引き出し

て殺した。 40このぶどう園の主人が帰ってきたら、

この農夫たちをどうするだろうか」。 41彼らはイエ

スに言った、「悪人どもを、皆殺しにして、季節ご

とに収穫を納めるほかの農夫たちに、そのぶどう園

を貸し与えるでしょう」。 42イエスは彼らに言われ

た、「あなたがたは、聖書でまだ読んだことがない

のか、『家造りらの捨てた石が隅のかしら石になっ

た。これは主がなされたことで、わたしたちの目に

は不思議に見える』。 43それだから、あなたがたに

言うが、神の国はあなたがたから取り上げられて、

御国にふさわしい実を結ぶような異邦人に与えられ

るであろう。 44またその石の上に落ちる者は打ち砕

かれ、それがだれかの上に落ちかかるなら、その人

はこなみじんにされるであろう」。 45祭司長たちや

パリサイ人たちがこの譬を聞いたとき、自分たちの

ことをさして言っておられることを悟ったので、 46

イエスを捕えようとしたが、群衆を恐れた。群衆は

イエスを預言者だと思っていたからである。

22イエスはまた、譬で彼らに語って言われた、 2

「天国は、ひとりの王がその王子のために、婚宴を

催すようなものである。 3王はその僕たちをつかわ

して、この婚宴に招かれていた人たちを呼ばせたが

、その人たちはこようとはしなかった。 4そこでま

た、ほかの僕たちをつかわして言った、『招かれた

人たちに言いなさい。食事の用意ができました。牛

も肥えた獣もほふられて、すべての用意ができまし
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た。さあ、婚宴においでください』。 5しかし、彼

らは知らぬ顔をして、ひとりは自分の畑に、ひとり

は自分の商売に出て行き、 6またほかの人々は、こ

の僕たちをつかまえて侮辱を加えた上、殺してしま

った。 7そこで王は立腹し、軍隊を送ってそれらの

人殺しどもを滅ぼし、その町を焼き払った。 8それ

から僕たちに言った、『婚宴の用意はできているが

、招かれていたのは、ふさわしくない人々であった

。 9だから、町の大通りに出て行って、出会った人

はだれでも婚宴に連れてきなさい』。 10そこで、僕

たちは道に出て行って、出会う人は、悪人でも善人

でもみな集めてきたので、婚宴の席は客でいっぱい

になった。 11王は客を迎えようとしてはいってきた

が、そこに礼服をつけていないひとりの人を見て、

12彼に言った、『友よ、どうしてあなたは礼服をつ

けないで、ここにはいってきたのですか』。しかし

、彼は黙っていた。 13そこで、王はそばの者たちに

言った、『この者の手足をしばって、外の暗やみに

ほうり出せ。そこで泣き叫んだり、歯がみをしたり

するであろう』。 14招かれる者は多いが、選ばれる

者は少ない」。 15そのときパリサイ人たちがきて、

どうかしてイエスを言葉のわなにかけようと、相談

をした。 16そして、彼らの弟子を、ヘロデ党の者た

ちと共に、イエスのもとにつかわして言わせた、「

先生、わたしたちはあなたが真実なかたであって、

真理に基いて神の道を教え、また、人に分け隔てを

しないで、だれをもはばかられないことを知ってい

ます。 17それで、あなたはどう思われますか、答え

てください。カイザルに税金を納めてよいでしょう
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か、いけないでしょうか」。 18イエスは彼らの悪意

を知って言われた、「偽善者たちよ、なぜわたしを

ためそうとするのか。 19税に納める貨幣を見せなさ

い」。彼らはデナリ一つを持ってきた。 20そこでイ

エスは言われた、「これは、だれの肖像、だれの記

号か」。 21彼らは「カイザルのです」と答えた。す

るとイエスは言われた、「それでは、カイザルのも

のはカイザルに、神のものは神に返しなさい」。 22

彼らはこれを聞いて驚嘆し、イエスを残して立ち去

った。 23復活ということはないと主張していたサド

カイ人たちが、その日、イエスのもとにきて質問し

た、 24「先生、モーセはこう言っています、『もし

、ある人が子がなくて死んだなら、その弟は兄の妻

をめとって、兄のために子をもうけねばならない』

。 25さて、わたしたちのところに七人の兄弟があり

ました。長男は妻をめとったが死んでしまい、そし

て子がなかったので、その妻を弟に残しました。 26

次男も三男も、ついに七人とも同じことになりまし

た。 27最後に、その女も死にました。 28すると復

活の時には、この女は、七人のうちだれの妻なので

しょうか。みんながこの女を妻にしたのですが」。

29イエスは答えて言われた、「あなたがたは聖書も

神の力も知らないから、思い違いをしている。 30復

活の時には、彼らはめとったり、とついだりするこ

とはない。彼らは天にいる御使のようなものである

。 31また、死人の復活については、神があなたがた

に言われた言葉を読んだことがないのか。 32『わた

しはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神であ

る』と書いてある。神は死んだ者の神ではなく、生
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きている者の神である」。 33群衆はこれを聞いて、

イエスの教に驚いた。 34さて、パリサイ人たちは、

イエスがサドカイ人たちを言いこめられたと聞いて

、一緒に集まった。 35そして彼らの中のひとりの律

法学者が、イエスをためそうとして質問した、 36「

先生、律法の中で、どのいましめがいちばん大切な

のですか」。 37イエスは言われた、「『心をつくし

、精神をつくし、思いをつくして、主なるあなたの

神を愛せよ』。 38これがいちばん大切な、第一のい

ましめである。 39第二もこれと同様である、『自分

を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』。 40これ

らの二つのいましめに、律法全体と預言者とが、か

かっている」。 41パリサイ人たちが集まっていたと

き、イエスは彼らにお尋ねになった、 42「あなたが

たはキリストをどう思うか。だれの子なのか」。彼

らは「ダビデの子です」と答えた。 43イエスは言わ

れた、「それではどうして、ダビデが御霊に感じて

キリストを主と呼んでいるのか。 44すなわち『主は

わが主に仰せになった、あなたの敵をあなたの足も

とに置くときまでは、わたしの右に座していなさい

』。 45このように、ダビデ自身がキリストを主と呼

んでいるなら、キリストはどうしてダビデの子であ

ろうか」。 46イエスにひと言でも答えうる者は、な

かったし、その日からもはや、進んでイエスに質問

する者も、いなくなった。

23そのときイエスは、群衆と弟子たちとに語って

言われた、 2「律法学者とパリサイ人とは、モーセ

の座にすわっている。 3だから、彼らがあなたがた

に言うことは、みな守って実行しなさい。しかし、
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彼らのすることには、ならうな。彼らは言うだけで

、実行しないから。 4また、重い荷物をくくって人

々の肩にのせるが、それを動かすために、自分では

指一本も貸そうとはしない。 5そのすることは、す

べて人に見せるためである。すなわち、彼らは経札

を幅広くつくり、その衣のふさを大きくし、 6また

、宴会の上座、会堂の上席を好み、 7広場であいさ

つされることや、人々から先生と呼ばれることを好

んでいる。 8しかし、あなたがたは先生と呼ばれて

はならない。あなたがたの先生は、ただひとりであ

って、あなたがたはみな兄弟なのだから。 9また、

地上のだれをも、父と呼んではならない。あなたが

たの父はただひとり、すなわち、天にいます父であ

る。 10また、あなたがたは教師と呼ばれてはならな

い。あなたがたの教師はただひとり、すなわち、キ

リストである。 11そこで、あなたがたのうちでいち

ばん偉い者は、仕える人でなければならない。 12だ

れでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くす

る者は高くされるであろう。 13偽善な律法学者、パ

リサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。

あなたがたは、天国を閉ざして人々をはいらせない

。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいら

せもしない。〔 14偽善な律法学者、パリサイ人たち

よ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは

、やもめたちの家を食い倒し、見えのために長い祈

をする。だから、もっときびしいさばきを受けるに

違いない。〕 15偽善な律法学者、パリサイ人たちよ

。あなたがたは、わざわいである。あなたがたはひ

とりの改宗者をつくるために、海と陸とを巡り歩く
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。そして、つくったなら、彼を自分より倍もひどい

地獄の子にする。 (Geenna g1067) 16盲目な案内者たち

よ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは

言う、『神殿をさして誓うなら、そのままでよいが

、神殿の黄金をさして誓うなら、果す責任がある』

と。 17愚かな盲目な人たちよ。黄金と、黄金を神聖

にする神殿と、どちらが大事なのか。 18また、あな

たがたは言う、『祭壇をさして誓うなら、そのまま

でよいが、その上の供え物をさして誓うなら、果す

責任がある』と。 19盲目な人たちよ。供え物と供え

物を神聖にする祭壇とどちらが大事なのか。 20祭壇

をさして誓う者は、祭壇と、その上にあるすべての

物とをさして誓うのである。 21神殿をさして誓う者

は、神殿とその中に住んでおられるかたとをさして

誓うのである。 22また、天をさして誓う者は、神の

御座とその上にすわっておられるかたとをさして誓

うのである。 23偽善な律法学者、パリサイ人たちよ

。あなたがたは、わざわいである。はっか、いのん

ど、クミンなどの薬味の十分の一を宮に納めており

ながら、律法の中でもっと重要な、公平とあわれみ

と忠実とを見のがしている。それもしなければなら

ないが、これも見のがしてはならない。 24盲目な案

内者たちよ。あなたがたは、ぶよはこしているが、

らくだはのみこんでいる。 25偽善な律法学者、パリ

サイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。杯

と皿との外側はきよめるが、内側は貪欲と放縦とで

満ちている。 26盲目なパリサイ人よ。まず、杯の内

側をきよめるがよい。そうすれば、外側も清くなる

であろう。 27偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。
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あなたがたは、わざわいである。あなたがたは白く

塗った墓に似ている。外側は美しく見えるが、内側

は死人の骨や、あらゆる不潔なものでいっぱいであ

る。 28このようにあなたがたも、外側は人に正しく

見えるが、内側は偽善と不法とでいっぱいである。

29偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがた

は、わざわいである。あなたがたは預言者の墓を建

て、義人の碑を飾り立てて、こう言っている、 30『

もしわたしたちが先祖の時代に生きていたなら、預

言者の血を流すことに加わってはいなかっただろう

』と。 31このようにして、あなたがたは預言者を殺

した者の子孫であることを、自分で証明している。

32あなたがたもまた先祖たちがした悪の枡目を満た

すがよい。 33へびよ、まむしの子らよ、どうして地

獄の刑罰をのがれることができようか。 (Geenna g1067)

34それだから、わたしは、預言者、知者、律法学者

たちをあなたがたにつかわすが、そのうちのある者

を殺し、また十字架につけ、そのある者を会堂でむ

ち打ち、また町から町へと迫害して行くであろう。

35こうして義人アベルの血から、聖所と祭壇との間

であなたがたが殺したバラキヤの子ザカリヤの血に

至るまで、地上に流された義人の血の報いが、こと

ごとくあなたがたに及ぶであろう。 36よく言ってお

く。これらのことの報いは、みな今の時代に及ぶで

あろう。 37ああ、エルサレム、エルサレム、預言者

たちを殺し、おまえにつかわされた人たちを石で打

ち殺す者よ。ちょうど、めんどりが翼の下にそのひ

なを集めるように、わたしはおまえの子らを幾たび

集めようとしたことであろう。それだのに、おまえ



マタイの福音書 2121

たちは応じようとしなかった。 38見よ、おまえたち

の家は見捨てられてしまう。 39わたしは言っておく

、『主の御名によってきたる者に、祝福あれ』とお

まえたちが言う時までは、今後ふたたび、わたしに

会うことはないであろう」。

24イエスが宮から出て行こうとしておられると、

弟子たちは近寄ってきて、宮の建物にイエスの注意

を促した。 2そこでイエスは彼らにむかって言われ

た、「あなたがたは、これらすべてのものを見ない

か。よく言っておく。その石一つでもくずされずに

、そこに他の石の上に残ることもなくなるであろう

」。 3またオリブ山ですわっておられると、弟子た

ちが、ひそかにみもとにきて言った、「どうぞお話

しください。いつ、そんなことが起るのでしょうか

。あなたがまたおいでになる時や、世の終りには、

どんな前兆がありますか」。 (aiōn g165) 4そこでイエ

スは答えて言われた、「人に惑わされないように気

をつけなさい。 5多くの者がわたしの名を名のって

現れ、自分がキリストだと言って、多くの人を惑わ

すであろう。 6また、戦争と戦争のうわさとを聞く

であろう。注意していなさい、あわててはいけない

。それは起らねばならないが、まだ終りではない。

7民は民に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。

またあちこちに、ききんが起り、また地震があるで

あろう。 8しかし、すべてこれらは産みの苦しみの

初めである。 9そのとき人々は、あなたがたを苦し

みにあわせ、また殺すであろう。またあなたがたは

、わたしの名のゆえにすべての民に憎まれるであろ

う。 10そのとき、多くの人がつまずき、また互に裏
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切り、憎み合うであろう。 11また多くのにせ預言者

が起って、多くの人を惑わすであろう。 12また不法

がはびこるので、多くの人の愛が冷えるであろう。

13しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。 14そし

てこの御国の福音は、すべての民に対してあかしを

するために、全世界に宣べ伝えられるであろう。そ

してそれから最後が来るのである。 15預言者ダニエ

ルによって言われた荒らす憎むべき者が、聖なる場

所に立つのを見たならば（読者よ、悟れ）、 16その

とき、ユダヤにいる人々は山へ逃げよ。 17屋上にい

る者は、家からものを取り出そうとして下におりる

な。 18畑にいる者は、上着を取りにあとへもどるな

。 19その日には、身重の女と乳飲み子をもつ女とは

、不幸である。 20あなたがたの逃げるのが、冬また

は安息日にならないように祈れ。 21その時には、世

の初めから現在に至るまで、かつてなく今後もない

ような大きな患難が起るからである。 22もしその期

間が縮められないなら、救われる者はひとりもない

であろう。しかし、選民のためには、その期間が縮

められるであろう。 23そのとき、だれかがあなたが

たに『見よ、ここにキリストがいる』、また、『あ

そこにいる』と言っても、それを信じるな。 24にせ

キリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いな

るしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わ

そうとするであろう。 25見よ、あなたがたに前もっ

て言っておく。 26だから、人々が『見よ、彼は荒野

にいる』と言っても、出て行くな。また『見よ、へ

やの中にいる』と言っても、信じるな。 27ちょうど

、いなずまが東から西にひらめき渡るように、人の
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子も現れるであろう。 28死体のあるところには、は

げたかが集まるものである。 29しかし、その時に起

る患難の後、たちまち日は暗くなり、月はその光を

放つことをやめ、星は空から落ち、天体は揺り動か

されるであろう。 30そのとき、人の子のしるしが天

に現れるであろう。またそのとき、地のすべての民

族は嘆き、そして力と大いなる栄光とをもって、人

の子が天の雲に乗って来るのを、人々は見るであろ

う。 31また、彼は大いなるラッパの音と共に御使た

ちをつかわして、天のはてからはてに至るまで、四

方からその選民を呼び集めるであろう。 32いちじく

の木からこの譬を学びなさい。その枝が柔らかにな

り、葉が出るようになると、夏の近いことがわかる

。 33そのように、すべてこれらのことを見たならば

、人の子が戸口まで近づいていると知りなさい。 34

よく聞いておきなさい。これらの事が、ことごとく

起るまでは、この時代は滅びることがない。 35天地

は滅びるであろう。しかしわたしの言葉は滅びるこ

とがない。 36その日、その時は、だれも知らない。

天の御使たちも、また子も知らない、ただ父だけが

知っておられる。 37人の子の現れるのも、ちょうど

ノアの時のようであろう。 38すなわち、洪水の出る

前、ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い、飲み

、めとり、とつぎなどしていた。 39そして洪水が襲

ってきて、いっさいのものをさらって行くまで、彼

らは気がつかなかった。人の子の現れるのも、その

ようであろう。 40そのとき、ふたりの者が畑にいる

と、ひとりは取り去られ、ひとりは取り残されるで

あろう。 41ふたりの女がうすをひいていると、ひと
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りは取り去られ、ひとりは残されるであろう。 42だ

から、目をさましていなさい。いつの日にあなたが

たの主がこられるのか、あなたがたには、わからな

いからである。 43このことをわきまえているがよい

。家の主人は、盗賊がいつごろ来るかわかっている

なら、目をさましていて、自分の家に押し入ること

を許さないであろう。 44だから、あなたがたも用意

をしていなさい。思いがけない時に人の子が来るか

らである。 45主人がその家の僕たちの上に立てて、

時に応じて食物をそなえさせる忠実な思慮深い僕は

、いったい、だれであろう。 46主人が帰ってきたと

き、そのようにつとめているのを見られる僕は、さ

いわいである。 47よく言っておくが、主人は彼を立

てて自分の全財産を管理させるであろう。 48もしそ

れが悪い僕であって、自分の主人は帰りがおそいと

心の中で思い、 49その僕仲間をたたきはじめ、また

酒飲み仲間と一緒に食べたり飲んだりしているなら

、 50その僕の主人は思いがけない日、気がつかない

時に帰ってきて、 51彼を厳罰に処し、偽善者たちと

同じ目にあわせるであろう。彼はそこで泣き叫んだ

り、歯がみをしたりするであろう。

25このとき天國は、燈火を執りて新郎を迎へに出

づる、十人の處女に比ふべし。 2その中の五人は愚

にして五人は慧し。 3愚なる者は燈火をとりて油を

携へず、 4慧きものは油を器に入れて燈火とともに

携へたり。 5新郎遲かりしかば、皆まどろみて寢ぬ

。 6夜半に「やよ、新郎なるぞ、出で迎へよ」と呼

はる聲す。 7ここに處女みな起きてその燈火を整へ

たるに、 8愚なる者は慧きものに言ふ「なんぢらの
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油を分けあたへよ、我らの燈火きゆるなり」 9慧き

もの答へて言ふ「恐らくは我らと汝らとに足るまじ

、寧ろ賣るものに往きて己がために買へ」 10彼ら買

はんとて往きたる間に新郎きたりたれば、備へをり

し者どもは彼とともに婚筵にいり、而して門は閉さ

れたり。 11その後かの他の處女ども來りて「主よ、

主よ、われらの爲にひらき給へ」と言ひしに、 12答

へて「まことに汝らに告ぐ、我は汝らを知らず」と

言へり。 13されば目を覺しをれ、汝らは其の日その

時を知らざるなり。 14また或人とほく旅立せんと

して、其の僕どもを呼び、之に己が所有を預くるが

如し。 15各人の能力に應じて、或者には五タラン

ト、或 者には二タラント、或 者には一タラントを與

へ置きて旅立せり。 16五タラントを受けし者は、直

ちに往き、之をはたらかせて他に五タラントを贏け

、 17二タラントを受けし者も同じく他に二タラント

を贏く。 18然るに一タラントを受けし者は、往きて

地を掘り、その主人の銀をかくし置けり。 19久しう

して後この僕どもの主人きたりて彼らと計算したる

に、 20五タラントを受けし者は他に五タラントを持

ちきたりて言ふ「主よ、なんぢ我に五タラントを預

けたりしが、視よ、他に五タラントを贏けたり」 21

主人いふ「宜いかな、善かつ忠なる僕、なんぢは僅

なる物に忠なりき。我なんぢに多くの物を掌どらせ

ん、汝の主人の勸喜に入れ」 22二タラントを受けし

者も來りて言ふ「主よ、なんぢ我に二タラントを預

けたりしが、視よ、他に二タラントを贏けたり」 23

主人いふ「宜いかな、善かつ忠なる僕、なんぢは僅

なる物に忠なりき。我なんぢに多くの物を掌どらせ
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ん、汝の主人の勸喜にいれ」 24また一タラントを受

けし者もきたりて言ふ「主よ、我はなんぢの嚴しき

人にて、播かぬ處より刈り、散らさぬ處より斂むる

ことを知るゆゑに、 25懼れてゆき、汝のタラントを

地に藏しおけり。視よ、汝はなんぢの物を得たり」

26主人こたへて言ふ「惡しくかつ惰れる僕、わが播

かぬ處より刈り、散さぬ處より斂むることを知るか

。 27さらば我が銀を銀行にあづけ置くべかりしなり

、我きたりて利子とともに我が物をうけ取りしもの

を。 28されば彼のタラントを取りて十タラントを有

てる人に與へよ。 29すべて有てる人は、與へられて

愈々 豐ならん。されど有たぬ者は、その有てる物を

も取らるべし。 30而して此の無益なる僕を外の暗

黒に逐ひいだせ、其處にて哀哭・切齒することあら

ん」 31人の子その榮光をもて、もろもろの御使を率

ゐきたる時、その榮光の座位に坐せん。 32かくてそ

の前にもろもろの國人あつめられん、之を別つこと

牧羊者が羊と山羊とを別つ如くして、 33羊をその右

に、山羊をその左におかん。 34ここに王その右にを

る者どもに言はん「わが父に祝せられたる者よ、來

りて世の創より汝 等のために備へられたる國を嗣げ

。 35なんぢら我が飢ゑしときに食はせ、渇きしとき

に飮ませ、旅人なりし時に宿らせ、 36裸なりしとき

に衣せ、病みしときに訪ひ、獄に在りしときに來り

たればなり」 37ここに、正しき者ら答へて言はん「

主よ、何時なんぢの飢ゑしを見て食はせ、渇きしを

見て飮ませし。 38何時なんぢの旅人なりしを見て宿

らせ、裸なりしを見て衣せし。 39何時なんぢの病み

また獄に在りしを見て、汝にいたりし」 40王こたへ
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て言はん「まことに汝らに告ぐ、わが兄弟なる此 等

のいと小き者の一人になしたるは、即ち我に爲した

るなり」 41かくてまた左にをる者どもに言はん「詛

はれたる者よ、我を離れて惡魔とその使らとのため

に備へられたる永遠の火に入れ。 (aiōnios g166) 42なん

ぢら我が飢ゑしときに食はせず、渇きしときに飮ま

せず、 43旅人なりしときに宿らせず、裸なりしとき

に衣せず、病みまた獄にありしときに訪はざればな

り」 44ここに彼らも答へて言はん「主よ、いつ汝の

飢ゑ、或は渇き、或は旅人、あるひは裸、あるひは

病み、或は獄に在りしを見て事へざりし」 45ここに

王こたへて言はん「誠になんぢらに告ぐ、此 等のい

と小きものの一人に爲さざりしは、即ち我になさざ

りしなり」と。 46かくて、これらの者は去りて永遠

の刑罰にいり、正しき者は永遠の生命に入らん』

(aiōnios g166)

26イエスこれらの言をみな語りをへて、弟子たち

に言ひ給ふ 2『なんぢらの知るごとく、二日の後は

過越の祭なり、人の子は十字架につけられん爲に賣

らるべし』 3そのとき祭司長・民の長老ら、カヤパ

といふ大祭司の中庭に集り、 4詭計をもてイエスを

捕へ、かつ殺さんと相議りたれど、 5又いふ『まつ

りの間は爲すべからず、恐らくは民の中に亂 起らん

』 6イエス、ベタニヤにて癩病人シモンの家に居給

ふ時、 7ある女、石膏の壺に入りたる貴き香油を持

ちて、近づき來り、食事の席に就き居給ふイエスの

首に注げり。 8弟子たち之を見て憤ほり言ふ『何故

かく濫なる費をなすか。 9之を多くの金に賣りて、

貧しき者に施すことを得たりしものを』 10イエス之
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を知りて言ひたまふ『何ぞこの女を惱すか、我に善

き事をなせるなり。 11貧しき者は常に汝らと偕にを

れど、我は常に偕に居らず。 12この女の我が體に香

油を注ぎしは、わが葬りの備をなせるなり。 13まこ

とに汝らに告ぐ、全世界いずこにても、この福音の

宣傅へらるる處には、この女のなしし事も記念とし

て語らるべし』 14ここに十二弟子の一人イスカリ

オテのユダといふ者、祭司長らの許にゆきて言ふ 15

『なんぢらに彼を付さば、何ほど我に與へんとする

か』彼ら銀三十を量り出せり。 16ユダこの時より

イエスを付さんと好き機を窺ふ。 17除酵祭の初の日

、弟子たちイエスに來りて言ふ『過越の食をなし給

ふために、何處に我らが備ふる事を望み給ふか』 18

イエス言ひたまふ『都にゆき、某のもとに到りて「

師いふ、わが時 近づけり。われ弟子たちと共に過越

を汝の家にて守らん」と言へ』 19弟子たちイエスの

命じ給ひし如くして、過越の備をなせり。 20日暮

れて十二弟子とともに席に就きて、 21食するとき

言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、汝らの中の一人わ

れを賣らん』 22弟子たち甚く憂ひて、おのおの『主

よ、我なるか』と言ひいでしに、 23答へて言ひたま

ふ『我とともに手を鉢に入るる者われを賣らん。 24

人の子は己に就きて録されたる如く逝くなり。され

ど人の子を賣る者は禍害なるかな、その人は生れざ

りし方よかりしものを』 25イエスを賣るユダ答へて

言ふ『ラビ、我なるか』イエス言ひ給ふ『なんぢの

言へる如し』 26彼ら食しをる時、イエス、パンをと

り、祝してさき、弟子たちに與へて言ひ給ふ『取り

て食へ、これは我が體なり』 27また酒杯をとりて謝
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し、彼らに與へて言ひ給ふ『なんぢら皆この酒杯よ

り飮め。 28これは契約のわが血なり、多くの人のた

めに、罪の赦を得させんとて流す所のものなり。 29

われ汝らに告ぐ、わが父の國にて新しきものを汝ら

と共に飮む日までは、われ今より後この葡萄の果よ

り成るものを飮まじ』 30彼ら讃美を歌ひて後オリブ

山に出でゆく。 31ここにイエス弟子たちに言ひ給ふ

『今宵なんぢら皆われに就きて躓かん「われ牧羊者

を打たん、さらば群の羊 散るべし」と録されたるな

り。 32されど我よみがへりて後、なんぢらに先だち

てガリラヤに往かん』 33ペテロ答へて言ふ『假令み

な汝に就きて躓くとも我はいつまでも躓かじ』 34イ

エス言ひ給ふ『まことに汝に告ぐ、こよひ鷄 鳴く前

に、なんぢ三たび我を否むべし』 35ペテロ言ふ『我

なんぢと共に死ぬべき事ありとも汝を否まず』弟子

たち皆かく言へり。 36ここにイエス彼らと共にゲツ

セマネといふ處にいたりて、弟子たちに言ひ給ふ『

わが彼處にゆきて祈る間、なんぢら此處に坐せよ』

37かくてペテロとゼベダイの子二人とを伴ひゆき、

憂ひ悲しみ出でて言ひ給ふ、 38『わが心いたく憂ひ

て死ぬばかりなり。汝ら此處に止りて我と共に目を

覺しをれ』 39少し進みゆきて、平伏し祈りて言ひ給

ふ『わが父よ、もし得べくば此の酒杯を我より過ぎ

去らせ給へ。されど我が意の儘にとにはあらず、御

意のままに爲し給へ』 40弟子たちの許にきたり、そ

の眠れるを見てペテロに言ひ給ふ『なんぢら斯く一

時も我と共に目を覺し居ること能はぬか。 41誘惑に

陷らぬやう、目を覺しかつ祈れ。實に心は熱すれど

も肉體よわきなり』 42また二度ゆき祈りて言ひ給ふ
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『わが父よ、この酒杯もし我 飮までは過ぎ去りがた

くば、御意のままに成し給へ』 43復きたりて彼らの

眠れるを見たまふ、是その目疲れたるなり。 44ま

た離れゆきて、三たび同じ言にて祈り給ふ。 45而し

て弟子たちの許に來りて言ひ給ふ『今は眠りて休め

。視よ、時 近づけり、人の子は罪人らの手に付さる

るなり。 46起きよ、我ら往くべし。視よ、我を賣る

もの近づけり』 47なほ語り給ふほどに、視よ、十二

弟子の一人なるユダ來る、祭司長・民の長老らより

遣されたる大なる群衆、劍と棒とをもちて之に伴ふ

。 48イエスを賣る者あらかじめ合圖を示して言ふ『

わが接吻する者はそれなり、之を捕へよ』 49かくて

直ちにイエスに近づき『ラビ、安かれ』といひて接

吻したれば、 50イエス言ひたまふ『友よ、何とて來

る』このとき人々すすみてイエスに手をかけて捕ふ

。 51視よ、イエスと偕にありし者のひとり、手をの

べ劍を拔きて、大 祭司の僕をうちて、その耳を切り

落せり。 52ここにイエス彼に言ひ給ふ『なんぢの劍

をもとに收めよ、すべて劍をとる者は劍にて亡ぶる

なり。 53我わが父に請ひて、十二軍に餘る御使を

今あたへらるること能はずと思ふか。 54もし然せば

、斯くあるべく録したる聖書はいかで成就すべき』

55この時イエス群衆に言ひ給ふ『なんぢら強盜に向

ふごとく劍と棒とをもち、我を捕へんとて出で來る

か。我は日々 宮に坐して教へたりしに、汝ら我を捕

へざりき。 56されどかくの如くなるは、みな預言者

たちの書の成就せん爲なり』ここに弟子たち皆イエ

スを棄てて逃げさりぬ。 57イエスを捕へたる者ども

、學者・長老らの集り居る大 祭司カヤパの許に曳き



マタイの福音書 2131

ゆく。 58ペテロ遠く離れ、イエスに從ひて大祭司

の中庭まで到り、その成行を見んとて、そこに入り

下役どもと共に坐せり。 59祭司長らと全議會と、

イエスを死に定めんとて、いつはりの證據を求めた

るに、 60多くの僞證者いでたれども得ず。後に二人

の者いでて言ふ 61『この人は「われ神の宮を毀ち三

日にて建て得べし」と云へり』 62大祭司たちてイ

エスに言ふ『この人々が汝に對して立つる證據に何

をも答へぬか』 63されどイエス默し居給ひたれば、

大 祭司いふ『われ汝に命ず、活ける神に誓ひて我ら

に告げよ、汝はキリスト、神の子なるか』 64イエス

言ひ給ふ『なんぢの言へる如し。かつ我なんぢらに

告ぐ、今より後、なんぢら人の子の全能者の右に坐

し、天の雲に乘りて來るを見ん』 65ここに大祭司

おのが衣を裂きて言ふ『かれ瀆言をいへり、何ぞ他

に證人を求めん。視よ、なんぢら今この瀆言をきけ

り。 66いかに思ふか』答へて言ふ『かれは死に當れ

り』 67ここに彼等その御顏に唾し、拳にて搏ち、

或者どもは手掌にて批きて言ふ 68『キリストよ、

我らに預言せよ、汝をうちし者は誰なるか』 69ペテ

ロ外にて中庭に坐しゐたるに、一人の婢女きたりて

言ふ『なんぢもガリラヤ人イエスと偕にゐたり』 70

かれ凡ての人の前に肯はずして言ふ『われは汝の言

ふことを知らず』 71かくて門まで出で往きたるとき

、他の婢女かれを見て、其處にをる者どもに向ひて

『この人はナザレ人イエスと偕にゐたり』と言へる

に、 72重ねて肯はず、契ひて『我はその人を知らず

』といふ。 73暫くして其處に立つ者ども近づきてペ

テロに言ふ『なんぢも慥にかの黨與なり、汝の國訛
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なんぢを表せり』 74ここにペテロ盟ひかつ契ひて『

我その人を知らず』と言ひ出づるをりしも、鷄 鳴き

ぬ。 75ペテロ『にはとり鳴く前に、なんぢ三度われ

を否まん』と、イエスの言ひ給ひし御言を思ひだし

、外に出でて甚く泣けり。

27夜明けになりて、凡ての祭司長・民の長老ら、

イエスを殺さんと相議り、 2遂に之を縛り、曳きゆ

きて總督ピラトに付せり。 3ここにイエスを賣りし

ユダ、その死に定められ給ひしを見て悔い、祭司長

・長老らに、かの三十の銀をかへして言ふ、 4『わ

れ罪なきの血を賣りて罪を犯したり』彼らいふ『わ

れら何ぞ干らん、汝みづから當るべし』 5彼その銀

を聖所に投げすてて去り、ゆきて自ら縊れたり。 6

祭司長らその銀をとりて言ふ『これは血の價なれば

、宮の庫に納むるは可からず』 7かくて相議り、そ

の銀をもて陶工の畑を買ひ、旅人らの墓地とせり。

8之によりて其の畑は、今に至るまで血の畑と稱へら

る。 9ここに預言者エレミヤによりて云はれたる言

は成就したり。曰く『かくて彼ら値積られしもの、

即ちイスラエルの子らが値積りし者の價の銀 三十を

とりて、 10陶工の畑の代に之を與へたり。主の我に

命じ給ひし如し』 11さてイエス、總督の前に立ち給

ひしに、總督 問ひて言ふ『なんぢはユダヤ人の王な

るか』イエス言ひ給ふ『なんぢの言ふが如し』 12祭

司長・長老ら訴ふれども、何をも答へ給はず。 13こ

こにピラト彼に言ふ『聞かぬか、彼らが汝に對して

如何におほくの證據を立つるを』 14されど總督の甚

く怪しむまで、一言をも答へ給はず。 15祭の時には

、總督 群衆の望にまかせて、囚人 一人を之に赦す例



マタイの福音書 2133

あり。 16ここにバラバといふ隱れなき囚人あり。 17

されば人々の集れる時、ピラト言ふ『なんぢら我が

誰を赦さんことを願ふか。バラバなるか、キリスト

と稱ふるイエスなるか』 18これピラト彼らのイエス

を付ししは嫉に因ると知る故なり。 19彼なほ審判の

座にをる時、その妻、人を遣して言はしむ『かの義

人に係ることを爲な、我けふ夢の中にて彼の故にさ

まざま苦しめり』 20祭司長・長老ら、群衆にバラバ

の赦されん事を請はしめ、イエスを亡さんことを勸

む。 21總督こたへて彼らに言ふ『二人の中いづれを

我が赦さん事を願ふか』彼らいふ『バラバなり』 22

ピラト言ふ『さらばキリストと稱ふるイエスを我い

かにすべきか』皆いふ『十字架につくべし』 23ピラ

ト言ふ『かれ何の惡事をなしたるか』彼ら烈しく叫

びていふ『十字架につくべし』 24ピラトは何の效な

く反つて亂にならんとするを見て、水をとり群衆の

まへに手を洗ひて言ふ『この人の血につきて我は罪

なし、汝等みづから當れ』 25民みな答へて言ふ『

其の血は、我らと我らの子孫とに歸すべし』 26ここ

にピラト、バラバを彼らに赦し、イエスを鞭うちて

、十字架につくる爲に付せり。 27ここに總督の兵卒

ども、イエスを官邸につれゆき、全 隊を御許に集め

、 28その衣をはぎて、緋色の上衣をきせ、 29茨の

冠冕を編みて、その首に冠らせ、葦を右の手にもた

せ、且その前に跪づき、嘲弄して言ふ『ユダヤ人の

王、安かれ』 30また之に唾し、かの葦をとりて其の

首を叩く。 31かく嘲弄してのち、上衣を剥ぎて、故

の衣をきせ、十字架につけんとて曳きゆく。 32その

出づる時、シモンといふクレネ人にあひしかば、強



マタイの福音書 2134

ひて之にイエスの十字架をおはしむ。 33かくてゴル

ゴタといふ處、即ち髑髏の地にいたり、 34苦味を混

ぜたる葡萄酒を飮ませんとしたるに、嘗めて、飮ま

んとし給はず。 35彼らイエスを十字架につけてのち

、籤をひきて其の衣をわかち、 36且そこに坐して、

イエスを守る。 37その首の上に『これはユダヤ人の

王イエスなり』と記したる罪標を置きたり。 38ここ

にイエスとともに二人の強盜、十字架につけられ、

一人はその右に、一人はその左におかる。 39往來の

者どもイエスを譏り、首を振りていふ、 40『宮を毀

ちて三日のうちに建つる者よ、もし神の子ならば己

を救へ、十字架より下りよ』 41祭司長らもまた同じ

く、學者・長老らとともに嘲弄して言ふ、 42『人を

救ひて己を救ふこと能はず。彼はイスラエルの王な

り、いま十字架より下りよかし、さらば我ら彼を信

ぜん。 43彼は神に依り頼めり、神かれを愛しまば今

すくひ給ふべし「我は神の子なり」と云へり』 44と

もに十字架につけられたる強盜どもも、同じ事をも

てイエスを罵れり。 45晝の十二時より地の上あま

ねく暗くなりて、三時に及ぶ。 46三時ごろイエス大

聲に叫びて『エリ、エリ、レマ、サバクタニ』と言

ひ給ふ。わが神、わが神、なんぞ我を見 棄て給ひし

との意なり。 47そこに立つ者のうち或人々これを

聞きて『彼はエリヤを呼ぶなり』と言ふ。 48直ちに

その中の一人はしりゆきて海綿をとり、酸き葡萄酒

を含ませ、葦につけてイエスに飮ましむ。 49その他

の者ども言ふ『まて、エリヤ來りて彼を救ふや否や

、我ら之を見ん』 50イエス再び大聲に呼はりて息

絶えたまふ。 51視よ、聖所の幕、上より下まで裂け
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て二つとなり、また地震ひ、磐さけ、 52墓ひらけて

、眠りたる聖徒の屍體おほく活きかへり、 53イエス

の復活ののち墓をいで、聖なる都に入りて、多くの

人に現れたり。 54百卒長および之と共にイエスを守

りゐたる者ども、地震とその有りし事とを見て甚く

懼れ『實に彼は神の子なりき』と言へり。 55その處

にて遙に望みゐたる多くの女あり、イエスに事へて

ガリラヤより從ひ來りし者どもなり。 56その中には

、マグダラのマリヤ、ヤコブとヨセフとの母マリヤ

、及びゼベダイの子らの母などもゐたり。 57日暮

れて、ヨセフと云ふアリマタヤの富める人きたる。

彼もイエスの弟子なるが、 58ピラトに往きてイエス

の屍體を請ふ。ここにピラト之を付すことを命ず。

59ヨセフ屍體をとりて淨き亞麻布につつみ、 60岩に

ほりたる己が新しき墓に納め、墓の入口に大なる石

を轉しおきて去りぬ。 61其處にはマグダラのマリヤ

と他のマリヤと墓に向ひて坐しゐたり。 62あくる日

、即ち準備 日の翌日、祭司長らとパリサイ人らとピ

ラトの許に集りて言ふ、 63『主よ、かの惑すもの生

き居りし時「われ三日の後に甦へらん」と言ひしを

、我ら思ひいだせり。 64されば命じて三日に至るま

で墓を固めしめ給へ、恐らくはその弟子ら來りて之

を盜み、「彼は死人の中より甦へれり」と民に言は

ん。然らば後の惑は前のよりも甚だしからん』 65ピ

ラト言ふ『なんぢらに番兵あり、往きて力 限り固め

よ』 66乃ち彼らゆきて石に封印し、番兵を置きて墓

を固めたり。

28さて安息日をはりて、一週の初の日のほの明き

頃、マグダラのマリヤと他のマリヤと墓を見んとて
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來りしに、 2視よ、大なる地震あり、これ主の使、

天より降り來りて、かの石を轉し退け、その上に坐

したるなり。 3その状は電光のごとく輝き、その衣

は雪のごとく白し。 4守の者ども彼を懼れたれば、

戰きて死人の如くなりぬ。 5御使こたへて女たちに

言ふ『なんぢら懼るな、我なんぢらが十字架につけ

られ給ひしイエスを尋ぬるを知る。 6此處には在さ

ず、その言へる如く甦へり給へり。來りてその置か

れ給ひし處を見よ。 7かつ速かに往きて、その弟子

たちに「彼は死人の中より甦へり給へり。視よ、汝

らに先だちてガリラヤに往き給ふ、彼處にて謁ゆる

を得ん」と告げよ。視よ、汝らに之を告げたり』 8

女たち懼と大なる歡喜とをもて、速かに墓を去り、

弟子たちに知らせんとて走りゆく。 9視よ、イエス

彼らに遇ひて『安かれ』と言ひ給ひたれば、進みゆ

き、御足を抱きて拜す。 10ここにイエス言ひたまふ

『懼るな、往きて我が兄弟たちに、ガリラヤにゆき

、彼處にて我を見るべきことを知らせよ』 11女たち

の往きたるとき、視よ、番兵のうちの數人、都にい

たり、凡て有りし事どもを祭司長らに告ぐ。 12祭司

長ら、長老らと共に集りて相 議り、兵卒どもに多く

の銀を與へて言ふ、 13『なんぢら言へ「その弟子ら

夜きたりて、我らの眠れる間に彼を盜めり」と。 14

この事もし總督に聞えなば、我ら彼を宥めて汝らに

憂なからしめん』 15彼ら銀をとりて言ひ含められた

る如くしたれば、此の話ユダヤ人の中にひろまりて

、今日に至れり。 16十一弟子たちガリラヤに往き

て、イエスの命じ給ひし山にのぼり、 17遂に謁えて

拜せり。されど疑ふ者もありき。 18イエス進みきた
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り、彼らに語りて言ひたまふ『我は天にても地にて

も一切の權を與へられたり。 19されば汝ら往きて、

もろもろの國人を弟子となし、父と子と聖 靈との名

によりてバプテスマを施し、 20わが汝らに命ぜし凡

ての事を守るべきを教へよ。視よ、我は世の終まで

常に汝らと偕に在るなり』 (aiōn g165)
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マルコの福音書

1神の子イエス・キリストの福音のはじめ。 2預言

者イザヤの書に、「見よ、わたしは使をあなたの先

につかわし、あなたの道を整えさせるであろう。 3

荒野で呼ばわる者の声がする、『主の道を備えよ、

その道筋をまっすぐにせよ』」と書いてあるように

、 4バプテスマのヨハネが荒野に現れて、罪のゆる

しを得させる悔改めのバプテスマを宣べ伝えていた

。 5そこで、ユダヤ全土とエルサレムの全住民とが

、彼のもとにぞくぞくと出て行って、自分の罪を告

白し、ヨルダン川でヨハネからバプテスマを受けた

。 6このヨハネは、らくだの毛ごろもを身にまとい

、腰に皮の帯をしめ、いなごと野蜜とを食物として

いた。 7彼は宣べ伝えて言った、「わたしよりも力

のあるかたが、あとからおいでになる。わたしはか

がんで、そのくつのひもを解く値うちもない。 8わ

たしは水でバプテスマを授けたが、このかたは、聖

霊によってバプテスマをお授けになるであろう」。

9そのころ、イエスはガリラヤのナザレから出てきて

、ヨルダン川で、ヨハネからバプテスマをお受けに

なった。 10そして、水の中から上がられるとすぐ、

天が裂けて、聖霊がはとのように自分に下って来る

のを、ごらんになった。 11すると天から声があった

、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心にかな

う者である」。 12それからすぐに、御霊がイエスを

荒野に追いやった。 13イエスは四十日のあいだ荒野

にいて、サタンの試みにあわれた。そして獣もそこ

にいたが、御使たちはイエスに仕えていた。 14ヨハ

ネが捕えられた後、イエスはガリラヤに行き、神の
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福音を宣べ伝えて言われた、 15「時は満ちた、神の

国は近づいた。悔い改めて福音を信ぜよ」。 16さて

、イエスはガリラヤの海べを歩いて行かれ、シモン

とシモンの兄弟アンデレとが、海で網を打っている

のをごらんになった。彼らは漁師であった。 17イエ

スは彼らに言われた、「わたしについてきなさい。

あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげよう」。

18すると、彼らはすぐに網を捨てて、イエスに従っ

た。 19また少し進んで行かれると、ゼベダイの子ヤ

コブとその兄弟ヨハネとが、舟の中で網を繕ってい

るのをごらんになった。 20そこで、すぐ彼らをお招

きになると、父ゼベダイを雇人たちと一緒に舟にお

いて、イエスのあとについて行った。 21それから、

彼らはカペナウムに行った。そして安息日にすぐ、

イエスは会堂にはいって教えられた。 22人々は、そ

の教に驚いた。律法学者たちのようにではなく、権

威ある者のように、教えられたからである。 23ちょ

うどその時、けがれた霊につかれた者が会堂にいて

、叫んで言った、 24「ナザレのイエスよ、あなたは

わたしたちとなんの係わりがあるのです。わたした

ちを滅ぼしにこられたのですか。あなたがどなたで

あるか、わかっています。神の聖者です」。 25イエ

スはこれをしかって、「黙れ、この人から出て行け

」と言われた。 26すると、けがれた霊は彼をひきつ

けさせ、大声をあげて、その人から出て行った。 27

人々はみな驚きのあまり、互に論じて言った、「こ

れは、いったい何事か。権威ある新しい教だ。けが

れた霊にさえ命じられると、彼らは従うのだ」。 28

こうしてイエスのうわさは、たちまちガリラヤの全
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地方、いたる所にひろまった。 29それから会堂を出

るとすぐ、ヤコブとヨハネとを連れて、シモンとア

ンデレとの家にはいって行かれた。 30ところが、シ

モンのしゅうとめが熱病で床についていたので、人

々はさっそく、そのことをイエスに知らせた。 31イ

エスは近寄り、その手をとって起されると、熱が引

き、女は彼らをもてなした。 32夕暮になり日が沈む

と、人々は病人や悪霊につかれた者をみな、イエス

のところに連れてきた。 33こうして、町中の者が戸

口に集まった。 34イエスは、さまざまの病をわずら

っている多くの人々をいやし、また多くの悪霊を追

い出された。また、悪霊どもに、物言うことをお許

しにならなかった。彼らがイエスを知っていたから

である。 35朝はやく、夜の明けるよほど前に、イエ

スは起きて寂しい所へ出て行き、そこで祈っておら

れた。 36すると、シモンとその仲間とが、あとを追

ってきた。 37そしてイエスを見つけて、「みんなが

、あなたを捜しています」と言った。 38イエスは彼

らに言われた、「ほかの、附近の町々にみんなで行

って、そこでも教を宣べ伝えよう。わたしはこのた

めに出てきたのだから」。 39そして、ガリラヤ全地

を巡りあるいて、諸会堂で教を宣べ伝え、また悪霊

を追い出された。 40ひとりのらい病人が、イエスの

ところに願いにきて、ひざまずいて言った、「みこ

ころでしたら、きよめていただけるのですが」。 41

イエスは深くあわれみ、手を伸ばして彼にさわり、

「そうしてあげよう、きよくなれ」と言われた。 42

すると、らい病が直ちに去って、その人はきよくな

った。 43イエスは彼をきびしく戒めて、すぐにそこ



マルコの福音書 2141

を去らせ、こう言い聞かせられた、 44「何も人に話

さないように、注意しなさい。ただ行って、自分の

からだを祭司に見せ、それから、モーセが命じた物

をあなたのきよめのためにささげて、人々に証明し

なさい」。 45しかし、彼は出て行って、自分の身に

起ったことを盛んに語り、また言いひろめはじめた

ので、イエスはもはや表立っては町に、はいること

ができなくなり、外の寂しい所にとどまっておられ

た。しかし、人々は方々から、イエスのところにぞ

くぞくと集まってきた。

2幾日かたって、イエスがまたカペナウムにお帰り

になったとき、家におられるといううわさが立った

ので、 2多くの人々が集まってきて、もはや戸口の

あたりまでも、すきまが無いほどになった。そして

、イエスは御言を彼らに語っておられた。 3すると

、人々がひとりの中風の者を四人の人に運ばせて、

イエスのところに連れてきた。 4ところが、群衆の

ために近寄ることができないので、イエスのおられ

るあたりの屋根をはぎ、穴をあけて、中風の者を寝

かせたまま、床をつりおろした。 5イエスは彼らの

信仰を見て、中風の者に、「子よ、あなたの罪はゆ

るされた」と言われた。 6ところが、そこに幾人か

の律法学者がすわっていて、心の中で論じた、 7「

この人は、なぜあんなことを言うのか。それは神を

けがすことだ。神ひとりのほかに、だれが罪をゆる

すことができるか」。 8イエスは、彼らが内心この

ように論じているのを、自分の心ですぐ見ぬいて、

「なぜ、あなたがたは心の中でそんなことを論じて

いるのか。 9中風の者に、あなたの罪はゆるされた
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、と言うのと、起きよ、床を取りあげて歩け、と言

うのと、どちらがたやすいか。 10しかし、人の子は

地上で罪をゆるす権威をもっていることが、あなた

がたにわかるために」と彼らに言い、中風の者にむ

かって、 11「あなたに命じる。起きよ、床を取りあ

げて家に帰れ」と言われた。 12すると彼は起きあが

り、すぐに床を取りあげて、みんなの前を出て行っ

たので、一同は大いに驚き、神をあがめて、「こん

な事は、まだ一度も見たことがない」と言った。 13

イエスはまた海べに出て行かれると、多くの人々が

みもとに集まってきたので、彼らを教えられた。 14

また途中で、アルパヨの子レビが収税所にすわって

いるのをごらんになって、「わたしに従ってきなさ

い」と言われた。すると彼は立ちあがって、イエス

に従った。 15それから彼の家で、食事の席について

おられたときのことである。多くの取税人や罪人た

ちも、イエスや弟子たちと共にその席に着いていた

。こんな人たちが大ぜいいて、イエスに従ってきた

のである。 16パリサイ派の律法学者たちは、イエス

が罪人や取税人たちと食事を共にしておられるのを

見て、弟子たちに言った、「なぜ、彼は取税人や罪

人などと食事を共にするのか」。 17イエスはこれを

聞いて言われた、「丈夫な人には医者はいらない。

いるのは病人である。わたしがきたのは、義人を招

くためではなく、罪人を招くためである」。 18ヨハ

ネの弟子とパリサイ人とは、断食をしていた。そこ

で人々がきて、イエスに言った、「ヨハネの弟子た

ちとパリサイ人の弟子たちとが断食をしているのに

、あなたの弟子たちは、なぜ断食をしないのですか
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」。 19するとイエスは言われた、「婚礼の客は、花

婿が一緒にいるのに、断食ができるであろうか。花

婿と一緒にいる間は、断食はできない。 20しかし、

花婿が奪い去られる日が来る。その日には断食をす

るであろう。 21だれも、真新しい布ぎれを、古い着

物に縫いつけはしない。もしそうすれば、新しいつ

ぎは古い着物を引き破り、そして、破れがもっとひ

どくなる。 22まただれも、新しいぶどう酒を古い皮

袋に入れはしない。もしそうすれば、ぶどう酒は皮

袋をはり裂き、そして、ぶどう酒も皮袋もむだにな

ってしまう。〔だから、新しいぶどう酒は新しい皮

袋に入れるべきである〕」。 23ある安息日に、イエ

スは麦畑の中をとおって行かれた。そのとき弟子た

ちが、歩きながら穂をつみはじめた。 24すると、パ

リサイ人たちがイエスに言った、「いったい、彼ら

はなぜ、安息日にしてはならぬことをするのですか

」。 25そこで彼らに言われた、「あなたがたは、ダ

ビデとその供の者たちとが食物がなくて飢えたとき

、ダビデが何をしたか、まだ読んだことがないのか

。 26すなわち、大祭司アビアタルの時、神の家には

いって、祭司たちのほか食べてはならぬ供えのパン

を、自分も食べ、また供の者たちにも与えたではな

いか」。 27また彼らに言われた、「安息日は人のた

めにあるもので、人が安息日のためにあるのではな

い。 28それだから、人の子は、安息日にもまた主な

のである」。

3イエスがまた会堂にはいられると、そこに片手の

なえた人がいた。 2人々はイエスを訴えようと思っ

て、安息日にその人をいやされるかどうかをうかが
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っていた。 3すると、イエスは片手のなえたその人

に、「立って、中へ出てきなさい」と言い、 4人々

にむかって、「安息日に善を行うのと悪を行うのと

、命を救うのと殺すのと、どちらがよいか」と言わ

れた。彼らは黙っていた。 5イエスは怒りを含んで

彼らを見まわし、その心のかたくななのを嘆いて、

その人に「手を伸ばしなさい」と言われた。そこで

手を伸ばすと、その手は元どおりになった。 6パリ

サイ人たちは出て行って、すぐにヘロデ党の者たち

と、なんとかしてイエスを殺そうと相談しはじめた

。 7それから、イエスは弟子たちと共に海べに退か

れたが、ガリラヤからきたおびただしい群衆がつい

て行った。またユダヤから、 8エルサレムから、イ

ドマヤから、更にヨルダンの向こうから、ツロ、シ

ドンのあたりからも、おびただしい群衆が、そのな

さっていることを聞いて、みもとにきた。 9イエス

は群衆が自分に押し迫るのを避けるために、小舟を

用意しておけと、弟子たちに命じられた。 10それは

、多くの人をいやされたので、病苦に悩む者は皆イ

エスにさわろうとして、押し寄せてきたからである

。 11また、けがれた霊どもはイエスを見るごとに、

みまえにひれ伏し、叫んで、「あなたこそ神の子で

す」と言った。 12イエスは御自身のことを人にあら

わさないようにと、彼らをきびしく戒められた。 13

さてイエスは山に登り、みこころにかなった者たち

を呼び寄せられたので、彼らはみもとにきた。 14そ

こで十二人をお立てになった。彼らを自分のそばに

置くためであり、さらに宣教につかわし、 15また悪

霊を追い出す権威を持たせるためであった。 16こう
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して、この十二人をお立てになった。そしてシモン

にペテロという名をつけ、 17またゼベダイの子ヤコ

ブと、ヤコブの兄弟ヨハネ、彼らにはボアネルゲ、

すなわち、雷の子という名をつけられた。 18つぎに

アンデレ、ピリポ、バルトロマイ、マタイ、トマス

、アルパヨの子ヤコブ、タダイ、熱心党のシモン、

19それからイスカリオテのユダ。このユダがイエス

を裏切ったのである。イエスが家にはいられると、

20群衆がまた集まってきたので、一同は食事をする

暇もないほどであった。 21身内の者たちはこの事を

聞いて、イエスを取押えに出てきた。気が狂ったと

思ったからである。 22また、エルサレムから下って

きた律法学者たちも、「彼はベルゼブルにとりつか

れている」と言い、「悪霊どものかしらによって、

悪霊どもを追い出しているのだ」とも言った。 23そ

こでイエスは彼らを呼び寄せ、譬をもって言われた

、「どうして、サタンがサタンを追い出すことがで

きようか。 24もし国が内部で分れ争うなら、その国

は立ち行かない。 25また、もし家が内わで分れ争う

なら、その家は立ち行かないであろう。 26もしサタ

ンが内部で対立し分争するなら、彼は立ち行けず、

滅んでしまう。 27だれでも、まず強い人を縛りあげ

なければ、その人の家に押し入って家財を奪い取る

ことはできない。縛ってからはじめて、その家を略

奪することができる。 28よく言い聞かせておくが、

人の子らには、その犯すすべての罪も神をけがす言

葉も、ゆるされる。 29しかし、聖霊をけがす者は、

いつまでもゆるされず、永遠の罪に定められる」。

(aiōn g165, aiōnios g166) 30そう言われたのは、彼らが「イ
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エスはけがれた霊につかれている」と言っていたか

らである。 31さて、イエスの母と兄弟たちとがきて

、外に立ち、人をやってイエスを呼ばせた。 32とき

に、群衆はイエスを囲んですわっていたが、「ごら

んなさい。あなたの母上と兄弟、姉妹たちが、外で

あなたを尋ねておられます」と言った。 33すると、

イエスは彼らに答えて言われた、「わたしの母、わ

たしの兄弟とは、だれのことか」。 34そして、自分

をとりかこんで、すわっている人々を見まわして、

言われた、「ごらんなさい、ここにわたしの母、わ

たしの兄弟がいる。 35神のみこころを行う者はだれ

でも、わたしの兄弟、また姉妹、また母なのである

」。

4イエスはまたも、海べで教えはじめられた。おび

ただしい群衆がみもとに集まったので、イエスは舟

に乗ってすわったまま、海上におられ、群衆はみな

海に沿って陸地にいた。 2イエスは譬で多くの事を

教えられたが、その教の中で彼らにこう言われた、

3「聞きなさい、種まきが種をまきに出て行った。 4

まいているうちに、道ばたに落ちた種があった。す

ると、鳥がきて食べてしまった。 5ほかの種は土の

薄い石地に落ちた。そこは土が深くないので、すぐ

芽を出したが、 6日が上ると焼けて、根がないため

に枯れてしまった。 7ほかの種はいばらの中に落ち

た。すると、いばらが伸びて、ふさいでしまったの

で、実を結ばなかった。 8ほかの種は良い地に落ち

た。そしてはえて、育って、ますます実を結び、三

十倍、六十倍、百倍にもなった」。 9そして言われ

た、「聞く耳のある者は聞くがよい」。 10イエスが
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ひとりになられた時、そばにいた者たちが、十二弟

子と共に、これらの譬について尋ねた。 11そこでイ

エスは言われた、「あなたがたには神の国の奥義が

授けられているが、ほかの者たちには、すべてが譬

で語られる。 12それは『彼らは見るには見るが、認

めず、聞くには聞くが、悟らず、悔い改めてゆるさ

れることがない』ためである」。 13また彼らに言わ

れた、「あなたがたはこの譬がわからないのか。そ

れでは、どうしてすべての譬がわかるだろうか。 14

種まきは御言をまくのである。 15道ばたに御言がま

かれたとは、こういう人たちのことである。すなわ

ち、御言を聞くと、すぐにサタンがきて、彼らの中

にまかれた御言を、奪って行くのである。 16同じよ

うに、石地にまかれたものとは、こういう人たちの

ことである。御言を聞くと、すぐに喜んで受けるが

、 17自分の中に根がないので、しばらく続くだけで

ある。そののち、御言のために困難や迫害が起って

くると、すぐつまずいてしまう。 18また、いばらの

中にまかれたものとは、こういう人たちのことであ

る。御言を聞くが、 19世の心づかいと、富の惑わし

と、その他いろいろな欲とがはいってきて、御言を

ふさぐので、実を結ばなくなる。 (aiōn g165) 20また、

良い地にまかれたものとは、こういう人たちのこと

である。御言を聞いて受けいれ、三十倍、六十倍、

百倍の実を結ぶのである」。 21また彼らに言われた

、「ますの下や寝台の下に置くために、あかりを持

ってくることがあろうか。燭台の上に置くためでは

ないか。 22なんでも、隠されているもので、現れな

いものはなく、秘密にされているもので、明るみに



マルコの福音書 2148

出ないものはない。 23聞く耳のある者は聞くがよい

」。 24また彼らに言われた、「聞くことがらに注意

しなさい。あなたがたの量るそのはかりで、自分に

も量り与えられ、その上になお増し加えられるであ

ろう。 25だれでも、持っている人は更に与えられ、

持っていない人は、持っているものまでも取り上げ

られるであろう」。 26また言われた、「神の国は、

ある人が地に種をまくようなものである。 27夜昼、

寝起きしている間に、種は芽を出して育って行くが

、どうしてそうなるのか、その人は知らない。 28地

はおのずから実を結ばせるもので、初めに芽、つぎ

に穂、つぎに穂の中に豊かな実ができる。 29実がい

ると、すぐにかまを入れる。刈入れ時がきたからで

ある」。 30また言われた、「神の国を何に比べよう

か。また、どんな譬で言いあらわそうか。 31それは

一粒のからし種のようなものである。地にまかれる

時には、地上のどんな種よりも小さいが、 32まかれ

ると、成長してどんな野菜よりも大きくなり、大き

な枝を張り、その陰に空の鳥が宿るほどになる」。

33イエスはこのような多くの譬で、人々の聞く力に

したがって、御言を語られた。 34譬によらないでは

語られなかったが、自分の弟子たちには、ひそかに

すべてのことを解き明かされた。 35さてその日、夕

方になると、イエスは弟子たちに、「向こう岸へ渡

ろう」と言われた。 36そこで、彼らは群衆をあとに

残し、イエスが舟に乗っておられるまま、乗り出し

た。ほかの舟も一緒に行った。 37すると、激しい突

風が起り、波が舟の中に打ち込んできて、舟に満ち

そうになった。 38ところがイエス自身は、舳の方で
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まくらをして、眠っておられた。そこで、弟子たち

はイエスをおこして、「先生、わたしどもがおぼれ

死んでも、おかまいにならないのですか」と言った

。 39イエスは起きあがって風をしかり、海にむかっ

て、「静まれ、黙れ」と言われると、風はやんで、

大なぎになった。 40イエスは彼らに言われた、「な

ぜ、そんなにこわがるのか。どうして信仰がないの

か」。 41彼らは恐れおののいて、互に言った、「い

ったい、この方はだれだろう。風も海も従わせると

は」。

5こうして彼らは海の向こう岸、ゲラサ人の地に着

いた。 2それから、イエスが舟からあがられるとす

ぐに、けがれた霊につかれた人が墓場から出てきて

、イエスに出会った。 3この人は墓場をすみかとし

ており、もはやだれも、鎖でさえも彼をつなぎとめ

て置けなかった。 4彼はたびたび足かせや鎖でつな

がれたが、鎖を引きちぎり、足かせを砕くので、だ

れも彼を押えつけることができなかったからである

。 5そして、夜昼たえまなく墓場や山で叫びつづけ

て、石で自分のからだを傷つけていた。 6ところが

、この人がイエスを遠くから見て、走り寄って拝し

、 7大声で叫んで言った、「いと高き神の子イエス

よ、あなたはわたしとなんの係わりがあるのです。

神に誓ってお願いします。どうぞ、わたしを苦しめ

ないでください」。 8それは、イエスが、「けがれ

た霊よ、この人から出て行け」と言われたからであ

る。 9また彼に、「なんという名前か」と尋ねられ

ると、「レギオンと言います。大ぜいなのですから

」と答えた。 10そして、自分たちをこの土地から追
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い出さないようにと、しきりに願いつづけた。 11さ

て、そこの山の中腹に、豚の大群が飼ってあった。

12霊はイエスに願って言った、「わたしどもを、豚

にはいらせてください。その中へ送ってください」

。 13イエスがお許しになったので、けがれた霊ども

は出て行って、豚の中へはいり込んだ。すると、そ

の群れは二千匹ばかりであったが、がけから海へな

だれを打って駆け下り、海の中でおぼれ死んでしま

った。 14豚を飼う者たちが逃げ出して、町や村にふ

れまわったので、人々は何事が起ったのかと見にき

た。 15そして、イエスのところにきて、悪霊につか

れた人が着物を着て、正気になってすわっており、

それがレギオンを宿していた者であるのを見て、恐

れた。 16また、それを見た人たちは、悪霊につかれ

た人の身に起った事と豚のこととを、彼らに話して

聞かせた。 17そこで、人々はイエスに、この地方か

ら出て行っていただきたいと、頼みはじめた。 18イ

エスが舟に乗ろうとされると、悪霊につかれていた

人がお供をしたいと願い出た。 19しかし、イエスは

お許しにならないで、彼に言われた、「あなたの家

族のもとに帰って、主がどんなに大きなことをして

くださったか、またどんなにあわれんでくださった

か、それを知らせなさい」。 20そこで、彼は立ち去

り、そして自分にイエスがしてくださったことを、

ことごとくデカポリスの地方に言いひろめ出したの

で、人々はみな驚き怪しんだ。 21イエスがまた舟で

向こう岸へ渡られると、大ぜいの群衆がみもとに集

まってきた。イエスは海べにおられた。 22そこへ、

会堂司のひとりであるヤイロという者がきて、イエ
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スを見かけるとその足もとにひれ伏し、 23しきりに

願って言った、「わたしの幼い娘が死にかかってい

ます。どうぞ、その子がなおって助かりますように

、おいでになって、手をおいてやってください」。

24そこで、イエスは彼と一緒に出かけられた。大ぜ

いの群衆もイエスに押し迫りながら、ついて行った

。 25さてここに、十二年間も長血をわずらっている

女がいた。 26多くの医者にかかって、さんざん苦し

められ、その持ち物をみな費してしまったが、なん

のかいもないばかりか、かえってますます悪くなる

一方であった。 27この女がイエスのことを聞いて、

群衆の中にまぎれ込み、うしろから、み衣にさわっ

た。 28それは、せめて、み衣にでもさわれば、なお

していただけるだろうと、思っていたからである。

29すると、血の元がすぐにかわき、女は病気がなお

ったことを、その身に感じた。 30イエスはすぐ、自

分の内から力が出て行ったことに気づかれて、群衆

の中で振り向き、「わたしの着物にさわったのはだ

れか」と言われた。 31そこで弟子たちが言った、「

ごらんのとおり、群衆があなたに押し迫っています

のに、だれがさわったかと、おっしゃるのですか」

。 32しかし、イエスはさわった者を見つけようとし

て、見まわしておられた。 33その女は自分の身に起

ったことを知って、恐れおののきながら進み出て、

みまえにひれ伏して、すべてありのままを申し上げ

た。 34イエスはその女に言われた、「娘よ、あなた

の信仰があなたを救ったのです。安心して行きなさ

い。すっかりなおって、達者でいなさい」。 35イエ

スが、まだ話しておられるうちに、会堂司の家から
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人々がきて言った、「あなたの娘はなくなりました

。このうえ、先生を煩わすには及びますまい」。 36

イエスはその話している言葉を聞き流して、会堂司

に言われた、「恐れることはない。ただ信じなさい

」。 37そしてペテロ、ヤコブ、ヤコブの兄弟ヨハネ

のほかは、ついて来ることを、だれにもお許しにな

らなかった。 38彼らが会堂司の家に着くと、イエス

は人々が大声で泣いたり、叫んだりして、騒いでい

るのをごらんになり、 39内にはいって、彼らに言わ

れた、「なぜ泣き騒いでいるのか。子供は死んだの

ではない。眠っているだけである」。 40人々はイエ

スをあざ笑った。しかし、イエスはみんなの者を外

に出し、子供の父母と供の者たちだけを連れて、子

供のいる所にはいって行かれた。 41そして子供の手

を取って、「タリタ、クミ」と言われた。それは、

「少女よ、さあ、起きなさい」という意味である。

42すると、少女はすぐに起き上がって、歩き出した

。十二歳にもなっていたからである。彼らはたちま

ち非常な驚きに打たれた。 43イエスは、だれにもこ

の事を知らすなと、きびしく彼らに命じ、また、少

女に食物を与えるようにと言われた。

6イエスはそこを去って、郷里に行かれたが、弟子

たちも従って行った。 2そして、安息日になったの

で、会堂で教えはじめられた。それを聞いた多くの

人々は、驚いて言った、「この人は、これらのこと

をどこで習ってきたのか。また、この人の授かった

知恵はどうだろう。このような力あるわざがその手

で行われているのは、どうしてか。 3この人は大工

ではないか。マリヤのむすこで、ヤコブ、ヨセ、ユ



マルコの福音書 2153

ダ、シモンの兄弟ではないか。またその姉妹たちも

、ここにわたしたちと一緒にいるではないか」。こ

うして彼らはイエスにつまずいた。 4イエスは言わ

れた、「預言者は、自分の郷里、親族、家以外では

、どこででも敬われないことはない」。 5そして、

そこでは力あるわざを一つもすることができず、た

だ少数の病人に手をおいていやされただけであった

。 6そして、彼らの不信仰を驚き怪しまれた。それ

からイエスは、附近の村々を巡りあるいて教えられ

た。 7また十二弟子を呼び寄せ、ふたりずつつかわ

すことにして、彼らにけがれた霊を制する権威を与

え、 8また旅のために、つえ一本のほかには何も持

たないように、パンも、袋も、帯の中に銭も持たず

、 9ただわらじをはくだけで、下着も二枚は着ない

ように命じられた。 10そして彼らに言われた、「ど

こへ行っても、家にはいったなら、その土地を去る

までは、そこにとどまっていなさい。 11また、あな

たがたを迎えず、あなたがたの話を聞きもしない所

があったなら、そこから出て行くとき、彼らに対す

る抗議のしるしに、足の裏のちりを払い落しなさい

」。 12そこで、彼らは出て行って、悔改めを宣べ伝

え、 13多くの悪霊を追い出し、大ぜいの病人に油を

ぬっていやした。 14さて、イエスの名が知れわたっ

て、ヘロデ王の耳にはいった。ある人々は「バプテ

スマのヨハネが、死人の中からよみがえってきたの

だ。それで、あのような力が彼のうちに働いている

のだ」と言い、 15他の人々は「彼はエリヤだ」と言

い、また他の人々は「昔の預言者のような預言者だ

」と言った。 16ところが、ヘロデはこれを聞いて、
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「わたしが首を切ったあのヨハネがよみがえったの

だ」と言った。 17このヘロデは、自分の兄弟ピリポ

の妻ヘロデヤをめとったが、そのことで、人をつか

わし、ヨハネを捕えて獄につないだ。 18それは、ヨ

ハネがヘロデに、「兄弟の妻をめとるのは、よろし

くない」と言ったからである。 19そこで、ヘロデヤ

はヨハネを恨み、彼を殺そうと思っていたが、でき

ないでいた。 20それはヘロデが、ヨハネは正しくて

聖なる人であることを知って、彼を恐れ、彼に保護

を加え、またその教を聞いて非常に悩みながらも、

なお喜んで聞いていたからである。 21ところが、よ

い機会がきた。ヘロデは自分の誕生日の祝に、高官

や将校やガリラヤの重立った人たちを招いて宴会を

催したが、 22そこへ、このヘロデヤの娘がはいって

きて舞をまい、ヘロデをはじめ列座の人たちを喜ば

せた。そこで王はこの少女に「ほしいものはなんで

も言いなさい。あなたにあげるから」と言い、 23さ

らに「ほしければ、この国の半分でもあげよう」と

誓って言った。 24そこで少女は座をはずして、母に

「何をお願いしましょうか」と尋ねると、母は「バ

プテスマのヨハネの首を」と答えた。 25するとすぐ

、少女は急いで王のところに行って願った、「今す

ぐに、バプテスマのヨハネの首を盆にのせて、それ

をいただきとうございます」。 26王は非常に困った

が、いったん誓ったのと、また列座の人たちの手前

、少女の願いを退けることを好まなかった。 27そこ

で、王はすぐに衛兵をつかわし、ヨハネの首を持っ

て来るように命じた。衛兵は出て行き、獄中でヨハ

ネの首を切り、 28盆にのせて持ってきて少女に与え
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、少女はそれを母にわたした。 29ヨハネの弟子たち

はこのことを聞き、その死体を引き取りにきて、墓

に納めた。 30さて、使徒たちはイエスのもとに集ま

ってきて、自分たちがしたことや教えたことを、み

な報告した。 31するとイエスは彼らに言われた、「

さあ、あなたがたは、人を避けて寂しい所へ行って

、しばらく休むがよい」。それは、出入りする人が

多くて、食事をする暇もなかったからである。 32そ

こで彼らは人を避け、舟に乗って寂しい所へ行った

。 33ところが、多くの人々は彼らが出かけて行くの

を見、それと気づいて、方々の町々からそこへ、一

せいに駆けつけ、彼らより先に着いた。 34イエスは

舟から上がって大ぜいの群衆をごらんになり、飼う

者のない羊のようなその有様を深くあわれんで、い

ろいろと教えはじめられた。 35ところが、はや時も

おそくなったので、弟子たちはイエスのもとにきて

言った、「ここは寂しい所でもあり、もう時もおそ

くなりました。 36みんなを解散させ、めいめいで何

か食べる物を買いに、まわりの部落や村々へ行かせ

てください」。 37イエスは答えて言われた、「あな

たがたの手で食物をやりなさい」。弟子たちは言っ

た、「わたしたちが二百デナリものパンを買ってき

て、みんなに食べさせるのですか」。 38するとイエ

スは言われた、「パンは幾つあるか。見てきなさい

」。彼らは確かめてきて、「五つあります。それに

魚が二ひき」と言った。 39そこでイエスは、みんな

を組々に分けて、青草の上にすわらせるように命じ

られた。 40人々は、あるいは百人ずつ、あるいは五

十人ずつ、列をつくってすわった。 41それから、イ
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エスは五つのパンと二ひきの魚とを手に取り、天を

仰いでそれを祝福し、パンをさき、弟子たちにわた

して配らせ、また、二ひきの魚もみんなにお分けに

なった。 42みんなの者は食べて満腹した。 43そこ

で、パンくずや魚の残りを集めると、十二のかごに

いっぱいになった。 44パンを食べた者は男五千人で

あった。 45それからすぐ、イエスは自分で群衆を解

散させておられる間に、しいて弟子たちを舟に乗り

込ませ、向こう岸のベツサイダへ先におやりになっ

た。 46そして群衆に別れてから、祈るために山へ退

かれた。 47夕方になったとき、舟は海のまん中に出

ており、イエスだけが陸地におられた。 48ところが

逆風が吹いていたために、弟子たちがこぎ悩んでい

るのをごらんになって、夜明けの四時ごろ、海の上

を歩いて彼らに近づき、そのそばを通り過ぎようと

された。 49彼らはイエスが海の上を歩いておられる

のを見て、幽霊だと思い、大声で叫んだ。 50みんな

の者がそれを見て、おじ恐れたからである。しかし

、イエスはすぐ彼らに声をかけ、「しっかりするの

だ。わたしである。恐れることはない」と言われた

。 51そして、彼らの舟に乗り込まれると、風はやん

だ。彼らは心の中で、非常に驚いた。 52先のパンの

ことを悟らず、その心が鈍くなっていたからである

。 53彼らは海を渡り、ゲネサレの地に着いて舟をつ

ないだ。 54そして舟からあがると、人々はすぐイエ

スと知って、 55その地方をあまねく駆けめぐり、イ

エスがおられると聞けば、どこへでも病人を床にの

せて運びはじめた。 56そして、村でも町でも部落で

も、イエスがはいって行かれる所では、病人たちを
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その広場におき、せめてその上着のふさにでも、さ

わらせてやっていただきたいと、お願いした。そし

てさわった者は皆いやされた。

7さて、パリサイ人と、ある律法学者たちとが、エ

ルサレムからきて、イエスのもとに集まった。 2そ

して弟子たちのうちに、不浄な手、すなわち洗わな

い手で、パンを食べている者があるのを見た。 3も

ともと、パリサイ人をはじめユダヤ人はみな、昔の

人の言伝えをかたく守って、念入りに手を洗ってか

らでないと、食事をしない。 4また市場から帰った

ときには、身を清めてからでないと、食事をせず、

なおそのほかにも、杯、鉢、銅器を洗うことなど、

昔から受けついでかたく守っている事が、たくさん

あった。 5そこで、パリサイ人と律法学者たちとは

、イエスに尋ねた、「なぜ、あなたの弟子たちは、

昔の人の言伝えに従って歩まないで、不浄な手でパ

ンを食べるのですか」。 6イエスは言われた、「イ

ザヤは、あなたがた偽善者について、こう書いてい

るが、それは適切な預言である、『この民は、口さ

きではわたしを敬うが、その心はわたしから遠く離

れている。 7人間のいましめを教として教え、無意

味にわたしを拝んでいる』。 8あなたがたは、神の

いましめをさしおいて、人間の言伝えを固執してい

る」。 9また、言われた、「あなたがたは、自分た

ちの言伝えを守るために、よくも神のいましめを捨

てたものだ。 10モーセは言ったではないか、『父と

母とを敬え』、また『父または母をののしる者は、

必ず死に定められる』と。 11それだのに、あなたが

たは、もし人が父または母にむかって、あなたに差
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上げるはずのこのものはコルバン、すなわち、供え

物ですと言えば、それでよいとして、 12その人は父

母に対して、もう何もしないで済むのだと言ってい

る。 13こうしてあなたがたは、自分たちが受けつい

だ言伝えによって、神の言を無にしている。また、

このような事をしばしばおこなっている」。 14それ

から、イエスは再び群衆を呼び寄せて言われた、「

あなたがたはみんな、わたしの言うことを聞いて悟

るがよい。 15すべて外から人の中にはいって、人を

けがしうるものはない。かえって、人の中から出て

くるものが、人をけがすのである。〔 16聞く耳のあ

る者は聞くがよい〕」。 17イエスが群衆を離れて家

にはいられると、弟子たちはこの譬について尋ねた

。 18すると、言われた、「あなたがたも、そんなに

鈍いのか。すべて、外から人の中にはいって来るも

のは、人を汚し得ないことが、わからないのか。 19

それは人の心の中にはいるのではなく、腹の中には

いり、そして、外に出て行くだけである」。イエス

はこのように、どんな食物でもきよいものとされた

。 20さらに言われた、「人から出て来るもの、それ

が人をけがすのである。 21すなわち内部から、人の

心の中から、悪い思いが出て来る。不品行、盗み、

殺人、 22姦淫、貪欲、邪悪、欺き、好色、妬み、誹

り、高慢、愚痴。 23これらの悪はすべて内部から出

てきて、人をけがすのである」。 24さて、イエスは

、そこを立ち去って、ツロの地方に行かれた。そし

て、だれにも知れないように、家の中にはいられた

が、隠れていることができなかった。 25そして、け

がれた霊につかれた幼い娘をもつ女が、イエスのこ
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とをすぐ聞きつけてきて、その足もとにひれ伏した

。 26この女はギリシヤ人で、スロ・フェニキヤの生

れであった。そして、娘から悪霊を追い出してくだ

さいとお願いした。 27イエスは女に言われた、「ま

ず子供たちに十分食べさすべきである。子供たちの

パンを取って小犬に投げてやるのは、よろしくない

」。 28すると、女は答えて言った、「主よ、お言葉

どおりです。でも、食卓の下にいる小犬も、子供た

ちのパンくずは、いただきます」。 29そこでイエス

は言われた、「その言葉で、じゅうぶんである。お

帰りなさい。悪霊は娘から出てしまった」。 30そこ

で、女が家に帰ってみると、その子は床の上に寝て

おり、悪霊は出てしまっていた。 31それから、イエ

スはまたツロの地方を去り、シドンを経てデカポリ

ス地方を通りぬけ、ガリラヤの海べにこられた。 32

すると人々は、耳が聞えず口のきけない人を、みも

とに連れてきて、手を置いてやっていただきたいと

お願いした。 33そこで、イエスは彼ひとりを群衆の

中から連れ出し、その両耳に指をさし入れ、それか

ら、つばきでその舌を潤し、 34天を仰いでため息を

つき、その人に「エパタ」と言われた。これは「開

けよ」という意味である。 35すると彼の耳が開け、

その舌のもつれもすぐ解けて、はっきりと話すよう

になった。 36イエスは、この事をだれにも言っては

ならぬと、人々に口止めをされたが、口止めをすれ

ばするほど、かえって、ますます言いひろめた。 37

彼らは、ひとかたならず驚いて言った、「このかた

のなさった事は、何もかも、すばらしい。耳の聞え
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ない者を聞えるようにしてやり、口のきけない者を

きけるようにしておやりになった」。

8そのころ、また大ぜいの群衆が集まっていたが、

何も食べるものがなかったので、イエスは弟子たち

を呼び寄せて言われた、 2「この群衆がかわいそう

である。もう三日間もわたしと一緒にいるのに、何

も食べるものがない。 3もし、彼らを空腹のまま家

に帰らせるなら、途中で弱り切ってしまうであろう

。それに、なかには遠くからきている者もある」。

4弟子たちは答えた、「こんな荒野で、どこからパン

を手に入れて、これらの人々にじゅうぶん食べさせ

ることができましょうか」。 5イエスが弟子たちに

、「パンはいくつあるか」と尋ねられると、「七つ

あります」と答えた。 6そこでイエスは群衆に地に

すわるように命じられた。そして七つのパンを取り

、感謝してこれをさき、人々に配るように弟子たち

に渡されると、弟子たちはそれを群衆に配った。 7

また小さい魚が少しばかりあったので、祝福して、

それをも人々に配るようにと言われた。 8彼らは食

べて満腹した。そして残ったパンくずを集めると、

七かごになった。 9人々の数はおよそ四千人であっ

た。それからイエスは彼らを解散させ、 10すぐ弟子

たちと共に舟に乗って、ダルマヌタの地方へ行かれ

た。 11パリサイ人たちが出てきて、イエスを試みよ

うとして議論をしかけ、天からのしるしを求めた。

12イエスは、心の中で深く嘆息して言われた、「な

ぜ、今の時代はしるしを求めるのだろう。よく言い

聞かせておくが、しるしは今の時代には決して与え

られない」。 13そして、イエスは彼らをあとに残し
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、また舟に乗って向こう岸へ行かれた。 14弟子たち

はパンを持って来るのを忘れていたので、舟の中に

はパン一つしか持ち合わせがなかった。 15そのとき

、イエスは彼らを戒めて、「パリサイ人のパン種と

ヘロデのパン種とを、よくよく警戒せよ」と言われ

た。 16弟子たちは、これは自分たちがパンを持って

いないためであろうと、互に論じ合った。 17イエス

はそれと知って、彼らに言われた、「なぜ、パンが

ないからだと論じ合っているのか。まだわからない

のか、悟らないのか。あなたがたの心は鈍くなって

いるのか。 18目があっても見えないのか。耳があっ

ても聞えないのか。まだ思い出さないのか。 19五つ

のパンをさいて五千人に分けたとき、拾い集めたパ

ンくずは、幾つのかごになったか」。弟子たちは答

えた、「十二かごです」。 20「七つのパンを四千人

に分けたときには、パンくずを幾つのかごに拾い集

めたか」。「七かごです」と答えた。 21そこでイエ

スは彼らに言われた、「まだ悟らないのか」。 22そ

のうちに、彼らはベツサイダに着いた。すると人々

が、ひとりの盲人を連れてきて、さわってやってい

ただきたいとお願いした。 23イエスはこの盲人の手

をとって、村の外に連れ出し、その両方の目につば

きをつけ、両手を彼に当てて、「何か見えるか」と

尋ねられた。 24すると彼は顔を上げて言った、「人

が見えます。木のように見えます。歩いているよう

です」。 25それから、イエスが再び目の上に両手を

当てられると、盲人は見つめているうちに、なおっ

てきて、すべてのものがはっきりと見えだした。 26

そこでイエスは、「村にはいってはいけない」と言
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って、彼を家に帰された。 27さて、イエスは弟子た

ちとピリポ・カイザリヤの村々へ出かけられたが、

その途中で、弟子たちに尋ねて言われた、「人々は

、わたしをだれと言っているか」。 28彼らは答えて

言った、「バプテスマのヨハネだと、言っています

。また、エリヤだと言い、また、預言者のひとりだ

と言っている者もあります」。 29そこでイエスは彼

らに尋ねられた、「それでは、あなたがたはわたし

をだれと言うか」。ペテロが答えて言った、「あな

たこそキリストです」。 30するとイエスは、自分の

ことをだれにも言ってはいけないと、彼らを戒めら

れた。 31それから、人の子は必ず多くの苦しみを受

け、長老、祭司長、律法学者たちに捨てられ、また

殺され、そして三日の後によみがえるべきことを、

彼らに教えはじめ、 32しかもあからさまに、この事

を話された。すると、ペテロはイエスをわきへ引き

寄せて、いさめはじめたので、 33イエスは振り返っ

て、弟子たちを見ながら、ペテロをしかって言われ

た、「サタンよ、引きさがれ。あなたは神のことを

思わないで、人のことを思っている」。 34それから

群衆を弟子たちと一緒に呼び寄せて、彼らに言われ

た、「だれでもわたしについてきたいと思うなら、

自分を捨て、自分の十字架を負うて、わたしに従っ

てきなさい。 35自分の命を救おうと思う者はそれを

失い、わたしのため、また福音のために、自分の命

を失う者は、それを救うであろう。 36人が全世界を

もうけても、自分の命を損したら、なんの得になろ

うか。 37また、人はどんな代価を払って、その命を

買いもどすことができようか。 38邪悪で罪深いこの
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時代にあって、わたしとわたしの言葉とを恥じる者

に対しては、人の子もまた、父の栄光のうちに聖な

る御使たちと共に来るときに、その者を恥じるであ

ろう」。

9また、彼らに言われた、「よく聞いておくがよい

。神の国が力をもって来るのを見るまでは、決して

死を味わわない者が、ここに立っている者の中にい

る」。 2六日の後、イエスは、ただペテロ、ヤコブ

、ヨハネだけを連れて、高い山に登られた。ところ

が、彼らの目の前でイエスの姿が変り、 3その衣は

真白く輝き、どんな布さらしでも、それほどに白く

することはできないくらいになった。 4すると、エ

リヤがモーセと共に彼らに現れて、イエスと語り合

っていた。 5ペテロはイエスにむかって言った、「

先生、わたしたちがここにいるのは、すばらしいこ

とです。それで、わたしたちは小屋を三つ建てまし

ょう。一つはあなたのために、一つはモーセのため

に、一つはエリヤのために」。 6そう言ったのは、

みんなの者が非常に恐れていたので、ペテロは何を

言ってよいか、わからなかったからである。 7する

と、雲がわき起って彼らをおおった。そして、その

雲の中から声があった、「これはわたしの愛する子

である。これに聞け」。 8彼らは急いで見まわした

が、もはやだれも見えず、ただイエスだけが、自分

たちと一緒におられた。 9一同が山を下って来ると

き、イエスは「人の子が死人の中からよみがえるま

では、いま見たことをだれにも話してはならない」

と、彼らに命じられた。 10彼らはこの言葉を心にと

め、死人の中からよみがえるとはどういうことかと
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、互に論じ合った。 11そしてイエスに尋ねた、「な

ぜ、律法学者たちは、エリヤが先に来るはずだと言

っているのですか」。 12イエスは言われた、「確か

に、エリヤが先にきて、万事を元どおりに改める。

しかし、人の子について、彼が多くの苦しみを受け

、かつ恥ずかしめられると、書いてあるのはなぜか

。 13しかしあなたがたに言っておく、エリヤはすで

にきたのだ。そして彼について書いてあるように、

人々は自分かってに彼をあしらった」。 14さて、彼

らがほかの弟子たちの所にきて見ると、大ぜいの群

衆が弟子たちを取り囲み、そして律法学者たちが彼

らと論じ合っていた。 15群衆はみな、すぐイエスを

見つけて、非常に驚き、駆け寄ってきて、あいさつ

をした。 16イエスが彼らに、「あなたがたは彼らと

何を論じているのか」と尋ねられると、 17群衆のひ

とりが答えた、「先生、おしの霊につかれているわ

たしのむすこを、こちらに連れて参りました。 18霊

がこのむすこにとりつきますと、どこででも彼を引

き倒し、それから彼はあわを吹き、歯をくいしばり

、からだをこわばらせてしまいます。それでお弟子

たちに、この霊を追い出してくださるように願いま

したが、できませんでした」。 19イエスは答えて言

われた、「ああ、なんという不信仰な時代であろう

。いつまで、わたしはあなたがたと一緒におられよ

うか。いつまで、あなたがたに我慢ができようか。

その子をわたしの所に連れてきなさい」。 20そこで

人々は、その子をみもとに連れてきた。霊がイエス

を見るや否や、その子をひきつけさせたので、子は

地に倒れ、あわを吹きながらころげまわった。 21そ
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こで、イエスが父親に「いつごろから、こんなにな

ったのか」と尋ねられると、父親は答えた、「幼い

時からです。 22霊はたびたび、この子を火の中、水

の中に投げ入れて、殺そうとしました。しかしでき

ますれば、わたしどもをあわれんでお助けください

」。 23イエスは彼に言われた、「もしできれば、と

言うのか。信ずる者には、どんな事でもできる」。

24その子の父親はすぐ叫んで言った、「信じます。

不信仰なわたしを、お助けください」。 25イエスは

群衆が駆け寄って来るのをごらんになって、けがれ

た霊をしかって言われた、「おしとつんぼの霊よ、

わたしがおまえに命じる。この子から出て行け。二

度と、はいって来るな」。 26すると霊は叫び声をあ

げ、激しく引きつけさせて出て行った。その子は死

人のようになったので、多くの人は、死んだのだと

言った。 27しかし、イエスが手を取って起されると

、その子は立ち上がった。 28家にはいられたとき、

弟子たちはひそかにお尋ねした、「わたしたちは、

どうして霊を追い出せなかったのですか」。 29する

と、イエスは言われた、「このたぐいは、祈によら

なければ、どうしても追い出すことはできない」。

30それから彼らはそこを立ち去り、ガリラヤをとお

って行ったが、イエスは人に気づかれるのを好まれ

なかった。 31それは、イエスが弟子たちに教えて、

「人の子は人々の手にわたされ、彼らに殺され、殺

されてから三日の後によみがえるであろう」と言っ

ておられたからである。 32しかし、彼らはイエスの

言われたことを悟らず、また尋ねるのを恐れていた

。 33それから彼らはカペナウムにきた。そして家に
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おられるとき、イエスは弟子たちに尋ねられた、「

あなたがたは途中で何を論じていたのか」。 34彼ら

は黙っていた。それは途中で、だれが一ばん偉いか

と、互に論じ合っていたからである。 35そこで、イ

エスはすわって十二弟子を呼び、そして言われた、

「だれでも一ばん先になろうと思うならば、一ばん

あとになり、みんなに仕える者とならねばならない

」。 36そして、ひとりの幼な子をとりあげて、彼ら

のまん中に立たせ、それを抱いて言われた。 37「だ

れでも、このような幼な子のひとりを、わたしの名

のゆえに受けいれる者は、わたしを受けいれるので

ある。そして、わたしを受けいれる者は、わたしを

受けいれるのではなく、わたしをおつかわしになっ

たかたを受けいれるのである」。 38ヨハネがイエス

に言った、「先生、わたしたちについてこない者が

、あなたの名を使って悪霊を追い出しているのを見

ましたが、その人はわたしたちについてこなかった

ので、やめさせました」。 39イエスは言われた、「

やめさせないがよい。だれでもわたしの名で力ある

わざを行いながら、すぐそのあとで、わたしをそし

ることはできない。 40わたしたちに反対しない者は

、わたしたちの味方である。 41だれでも、キリスト

についている者だというので、あなたがたに水一杯

でも飲ませてくれるものは、よく言っておくが、決

してその報いからもれることはないであろう。 42ま

た、わたしを信じるこれらの小さい者のひとりをつ

まずかせる者は、大きなひきうすを首にかけられて

海に投げ込まれた方が、はるかによい。 43もし、あ

なたの片手が罪を犯させるなら、それを切り捨てな
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さい。両手がそろったままで地獄の消えない火の中

に落ち込むよりは、かたわになって命に入る方がよ

い。〔 (Geenna g1067) 44地獄では、うじがつきず、火

も消えることがない。〕 (questioned) 45もし、あなた

の片足が罪を犯させるなら、それを切り捨てなさい

。両足がそろったままで地獄に投げ入れられるより

は、片足で命に入る方がよい。〔 (Geenna g1067) 46地

獄では、うじがつきず、火も消えることがない。〕

(questioned) 47もし、あなたの片目が罪を犯させるなら

、それを抜き出しなさい。両眼がそろったままで地

獄に投げ入れられるよりは、片目になって神の国に

入る方がよい。 (Geenna g1067) 48地獄では、うじがつ

きず、火も消えることがない。 (questioned) 49人はす

べて火で塩づけられねばならない。 50塩はよいもの

である。しかし、もしその塩の味がぬけたら、何に

よってその味が取りもどされようか。あなたがた自

身の内に塩を持ちなさい。そして、互に和らぎなさ

い」。

10それから、イエスはそこを去って、ユダヤの地

方とヨルダンの向こう側へ行かれたが、群衆がまた

寄り集まったので、いつものように、また教えてお

られた。 2そのとき、パリサイ人たちが近づいてき

て、イエスを試みようとして質問した、「夫はその

妻を出しても差しつかえないでしょうか」。 3イエ

スは答えて言われた、「モーセはあなたがたになん

と命じたか」。 4彼らは言った、「モーセは、離縁

状を書いて妻を出すことを許しました」。 5そこで

イエスは言われた、「モーセはあなたがたの心が、

かたくななので、あなたがたのためにこの定めを書
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いたのである。 6しかし、天地創造の初めから、『

神は人を男と女とに造られた。 7それゆえに、人は

その父母を離れ、 8ふたりの者は一体となるべきで

ある』。彼らはもはや、ふたりではなく一体である

。 9だから、神が合わせられたものを、人は離して

はならない」。 10家にはいってから、弟子たちはま

たこのことについて尋ねた。 11そこで、イエスは言

われた、「だれでも、自分の妻を出して他の女をめ

とる者は、その妻に対して姦淫を行うのである。 12

また妻が、その夫と別れて他の男にとつぐならば、

姦淫を行うのである」。 13イエスにさわっていただ

くために、人々が幼な子らをみもとに連れてきた。

ところが、弟子たちは彼らをたしなめた。 14それを

見てイエスは憤り、彼らに言われた、「幼な子らを

わたしの所に来るままにしておきなさい。止めては

ならない。神の国はこのような者の国である。 15よ

く聞いておくがよい。だれでも幼な子のように神の

国を受けいれる者でなければ、そこにはいることは

決してできない」。 16そして彼らを抱き、手をその

上において祝福された。 17イエスが道に出て行かれ

ると、ひとりの人が走り寄り、みまえにひざまずい

て尋ねた、「よき師よ、永遠の生命を受けるために

、何をしたらよいでしょうか」。 (aiōnios g166) 18イエ

スは言われた、「なぜわたしをよき者と言うのか。

神ひとりのほかによい者はいない。 19いましめはあ

なたの知っているとおりである。『殺すな、姦淫す

るな、盗むな、偽証を立てるな。欺き取るな。父と

母とを敬え』」。 20すると、彼は言った、「先生、

それらの事はみな、小さい時から守っております」
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。 21イエスは彼に目をとめ、いつくしんで言われた

、「あなたに足りないことが一つある。帰って、持

っているものをみな売り払って、貧しい人々に施し

なさい。そうすれば、天に宝を持つようになろう。

そして、わたしに従ってきなさい」。 22すると、彼

はこの言葉を聞いて、顔を曇らせ、悲しみながら立

ち去った。たくさんの資産を持っていたからである

。 23それから、イエスは見まわして、弟子たちに言

われた、「財産のある者が神の国にはいるのは、な

んとむずかしいことであろう」。 24弟子たちはこの

言葉に驚き怪しんだ。イエスは更に言われた、「子

たちよ、神の国にはいるのは、なんとむずかしいこ

とであろう。 25富んでいる者が神の国にはいるより

は、らくだが針の穴を通る方が、もっとやさしい」

。 26すると彼らはますます驚いて、互に言った、「

それでは、だれが救われることができるのだろう」

。 27イエスは彼らを見つめて言われた、「人にはで

きないが、神にはできる。神はなんでもできるから

である」。 28ペテロがイエスに言い出した、「ごら

んなさい、わたしたちはいっさいを捨てて、あなた

に従って参りました」。 29イエスは言われた、「よ

く聞いておくがよい。だれでもわたしのために、ま

た福音のために、家、兄弟、姉妹、母、父、子、も

しくは畑を捨てた者は、 30必ずその百倍を受ける。

すなわち、今この時代では家、兄弟、姉妹、母、子

および畑を迫害と共に受け、また、きたるべき世で

は永遠の生命を受ける。 (aiōn g165, aiōnios g166) 31しか

し、多くの先の者はあとになり、あとの者は先にな

るであろう」。 32さて、一同はエルサレムへ上る途
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上にあったが、イエスが先頭に立って行かれたので

、彼らは驚き怪しみ、従う者たちは恐れた。すると

イエスはまた十二弟子を呼び寄せて、自分の身に起

ろうとすることについて語りはじめられた、 33「見

よ、わたしたちはエルサレムへ上って行くが、人の

子は祭司長、律法学者たちの手に引きわたされる。

そして彼らは死刑を宣告した上、彼を異邦人に引き

わたすであろう。 34また彼をあざけり、つばきをか

け、むち打ち、ついに殺してしまう。そして彼は三

日の後によみがえるであろう」。 35さて、ゼベダイ

の子のヤコブとヨハネとがイエスのもとにきて言っ

た、「先生、わたしたちがお頼みすることは、なん

でもかなえてくださるようにお願いします」。 36イ

エスは彼らに「何をしてほしいと、願うのか」と言

われた。 37すると彼らは言った、「栄光をお受けに

なるとき、ひとりをあなたの右に、ひとりを左にす

わるようにしてください」。 38イエスは言われた、

「あなたがたは自分が何を求めているのか、わかっ

ていない。あなたがたは、わたしが飲む杯を飲み、

わたしが受けるバプテスマを受けることができるか

」。 39彼らは「できます」と答えた。するとイエス

は言われた、「あなたがたは、わたしが飲む杯を飲

み、わたしが受けるバプテスマを受けるであろう。

40しかし、わたしの右、左にすわらせることは、わ

たしのすることではなく、ただ備えられている人々

だけに許されることである」。 41十人の者はこれを

聞いて、ヤコブとヨハネとのことで憤慨し出した。

42そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた、「

あなたがたの知っているとおり、異邦人の支配者と



マルコの福音書 2171

見られている人々は、その民を治め、また偉い人た

ちは、その民の上に権力をふるっている。 43しかし

、あなたがたの間では、そうであってはならない。

かえって、あなたがたの間で偉くなりたいと思う者

は、仕える人となり、 44あなたがたの間でかしらに

なりたいと思う者は、すべての人の僕とならねばな

らない。 45人の子がきたのも、仕えられるためでは

なく、仕えるためであり、また多くの人のあがない

として、自分の命を与えるためである」。 46それか

ら、彼らはエリコにきた。そして、イエスが弟子た

ちや大ぜいの群衆と共にエリコから出かけられたと

き、テマイの子、バルテマイという盲人のこじきが

、道ばたにすわっていた。 47ところが、ナザレのイ

エスだと聞いて、彼は「ダビデの子イエスよ、わた

しをあわれんでください」と叫び出した。 48多くの

人々は彼をしかって黙らせようとしたが、彼はます

ます激しく叫びつづけた、「ダビデの子イエスよ、

わたしをあわれんでください」。 49イエスは立ちど

まって「彼を呼べ」と命じられた。そこで、人々は

その盲人を呼んで言った、「喜べ、立て、おまえを

呼んでおられる」。 50そこで彼は上着を脱ぎ捨て、

踊りあがってイエスのもとにきた。 51イエスは彼に

むかって言われた、「わたしに何をしてほしいのか

」。その盲人は言った、「先生、見えるようになる

ことです」。 52そこでイエスは言われた、「行け、

あなたの信仰があなたを救った」。すると彼は、た

ちまち見えるようになり、イエスに従って行った。

11さて、彼らがエルサレムに近づき、オリブの山

に沿ったベテパゲ、ベタニヤの附近にきた時、イエ
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スはふたりの弟子をつかわして言われた、 2「むこ

うの村へ行きなさい。そこにはいるとすぐ、まだだ

れも乗ったことのないろばの子が、つないであるの

を見るであろう。それを解いて引いてきなさい。 3

もし、だれかがあなたがたに、なぜそんな事をする

のかと言ったなら、主がお入り用なのです。またす

ぐ、ここへ返してくださいますと、言いなさい」。

4そこで、彼らは出かけて行き、そして表通りの戸口

に、ろばの子がつないであるのを見たので、それを

解いた。 5すると、そこに立っていた人々が言った

、「そのろばの子を解いて、どうするのか」。 6弟

子たちは、イエスが言われたとおり彼らに話したの

で、ゆるしてくれた。 7そこで、弟子たちは、その

ろばの子をイエスのところに引いてきて、自分たち

の上着をそれに投げかけると、イエスはその上にお

乗りになった。 8すると多くの人々は自分たちの上

着を道に敷き、また他の人々は葉のついた枝を野原

から切ってきて敷いた。 9そして、前に行く者も、

あとに従う者も共に叫びつづけた、「ホサナ、主の

御名によってきたる者に、祝福あれ。 10今きたる、

われらの父ダビデの国に、祝福あれ。いと高き所に

、ホサナ」。 11こうしてイエスはエルサレムに着き

、宮にはいられた。そして、すべてのものを見まわ

った後、もはや時もおそくなっていたので、十二弟

子と共にベタニヤに出て行かれた。 12翌日、彼らが

ベタニヤから出かけてきたとき、イエスは空腹をお

ぼえられた。 13そして、葉の茂ったいちじくの木を

遠くからごらんになって、その木に何かありはしな

いかと近寄られたが、葉のほかは何も見当らなかっ
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た。いちじくの季節でなかったからである。 14そこ

で、イエスはその木にむかって、「今から後いつま

でも、おまえの実を食べる者がないように」と言わ

れた。弟子たちはこれを聞いていた。 (aiōn g165) 15そ

れから、彼らはエルサレムにきた。イエスは宮に入

り、宮の庭で売り買いしていた人々を追い出しはじ

め、両替人の台や、はとを売る者の腰掛をくつがえ

し、 16また器ものを持って宮の庭を通り抜けるのを

お許しにならなかった。 17そして、彼らに教えて言

われた、「『わたしの家は、すべての国民の祈の家

ととなえらるべきである』と書いてあるではないか

。それだのに、あなたがたはそれを強盗の巣にして

しまった」。 18祭司長、律法学者たちはこれを聞い

て、どうかしてイエスを殺そうと計った。彼らは、

群衆がみなその教に感動していたので、イエスを恐

れていたからである。 19夕方になると、イエスと弟

子たちとは、いつものように都の外に出て行った。

20朝はやく道をとおっていると、彼らは先のいちじ

くが根元から枯れているのを見た。 21そこで、ペテ

ロは思い出してイエスに言った、「先生、ごらんな

さい。あなたがのろわれたいちじくが、枯れていま

す」。 22イエスは答えて言われた、「神を信じなさ

い。 23よく聞いておくがよい。だれでもこの山に、

動き出して、海の中にはいれと言い、その言ったこ

とは必ず成ると、心に疑わないで信じるなら、その

とおりに成るであろう。 24そこで、あなたがたに言

うが、なんでも祈り求めることは、すでにかなえら

れたと信じなさい。そうすれば、そのとおりになる

であろう。 25また立って祈るとき、だれかに対して
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、何か恨み事があるならば、ゆるしてやりなさい。

そうすれば、天にいますあなたがたの父も、あなた

がたのあやまちを、ゆるしてくださるであろう。〔

26もしゆるさないならば、天にいますあなたがたの

父も、あなたがたのあやまちを、ゆるしてくださら

ないであろう〕」。 27彼らはまたエルサレムにきた

。そして、イエスが宮の内を歩いておられると、祭

司長、律法学者、長老たちが、みもとにきて言った

、 28「何の権威によってこれらの事をするのですか

。だれが、そうする権威を授けたのですか」。 29そ

こで、イエスは彼らに言われた、「一つだけ尋ねよ

う。それに答えてほしい。そうしたら、何の権威に

よって、わたしがこれらの事をするのか、あなたが

たに言おう。 30ヨハネのバプテスマは天からであっ

たか、人からであったか、答えなさい」。 31すると

、彼らは互に論じて言った、「もし天からだと言え

ば、では、なぜ彼を信じなかったのか、とイエスは

言うだろう。 32しかし、人からだと言えば……」。

彼らは群衆を恐れていた。人々が皆、ヨハネを預言

者だとほんとうに思っていたからである。 33それで

彼らは「わたしたちにはわかりません」と答えた。

するとイエスは言われた、「わたしも何の権威によ

ってこれらの事をするのか、あなたがたに言うまい

」。

12そこでイエスは譬で彼らに語り出された、「あ

る人がぶどう園を造り、垣をめぐらし、また酒ぶね

の穴を掘り、やぐらを立て、それを農夫たちに貸し

て、旅に出かけた。 2季節になったので、農夫たち

のところへ、ひとりの僕を送って、ぶどう園の収穫



マルコの福音書 2175

の分け前を取り立てさせようとした。 3すると、彼

らはその僕をつかまえて、袋だたきにし、から手で

帰らせた。 4また他の僕を送ったが、その頭をなぐ

って侮辱した。 5そこでまた他の者を送ったが、今

度はそれを殺してしまった。そのほか、なお大ぜい

の者を送ったが、彼らを打ったり、殺したりした。

6ここに、もうひとりの者がいた。それは彼の愛子で

あった。自分の子は敬ってくれるだろうと思って、

最後に彼をつかわした。 7すると、農夫たちは『あ

れはあと取りだ。さあ、これを殺してしまおう。そ

うしたら、その財産はわれわれのものになるのだ』

と話し合い、 8彼をつかまえて殺し、ぶどう園の外

に投げ捨てた。 9このぶどう園の主人は、どうする

だろうか。彼は出てきて、農夫たちを殺し、ぶどう

園を他の人々に与えるであろう。 10あなたがたは、

この聖書の句を読んだことがないのか。『家造りら

の捨てた石が隅のかしら石になった。 11これは主が

なされたことで、わたしたちの目には不思議に見え

る』」。 12彼らはいまの譬が、自分たちに当てて語

られたことを悟ったので、イエスを捕えようとした

が、群衆を恐れた。そしてイエスをそこに残して立

ち去った。 13さて、人々はパリサイ人やヘロデ党の

者を数人、イエスのもとにつかわして、その言葉じ

りを捕えようとした。 14彼らはきてイエスに言った

、「先生、わたしたちはあなたが真実なかたで、だ

れをも、はばかられないことを知っています。あな

たは人に分け隔てをなさらないで、真理に基いて神

の道を教えてくださいます。ところで、カイザルに

税金を納めてよいでしょうか、いけないでしょうか
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。納めるべきでしょうか、納めてはならないのでし

ょうか」。 15イエスは彼らの偽善を見抜いて言われ

た、「なぜわたしをためそうとするのか。デナリを

持ってきて見せなさい」。 16彼らはそれを持ってき

た。そこでイエスは言われた、「これは、だれの肖

像、だれの記号か」。彼らは「カイザルのです」と

答えた。 17するとイエスは言われた、「カイザルの

ものはカイザルに、神のものは神に返しなさい」。

彼らはイエスに驚嘆した。 18復活ということはない

と主張していたサドカイ人たちが、イエスのもとに

きて質問した、 19「先生、モーセは、わたしたちの

ためにこう書いています、『もし、ある人の兄が死

んで、その残された妻に、子がない場合には、弟は

この女をめとって、兄のために子をもうけねばなら

ない』。 20ここに、七人の兄弟がいました。長男は

妻をめとりましたが、子がなくて死に、 21次男がそ

の女をめとって、また子をもうけずに死に、三男も

同様でした。 22こうして、七人ともみな子孫を残し

ませんでした。最後にその女も死にました。 23復活

のとき、彼らが皆よみがえった場合、この女はだれ

の妻なのでしょうか。七人とも彼女を妻にしたので

すが」。 24イエスは言われた、「あなたがたがそん

な思い違いをしているのは、聖書も神の力も知らな

いからではないか。 25彼らが死人の中からよみがえ

るときには、めとったり、とついだりすることはな

い。彼らは天にいる御使のようなものである。 26死

人がよみがえることについては、モーセの書の柴の

篇で、神がモーセに仰せられた言葉を読んだことが

ないのか。『わたしはアブラハムの神、イサクの神
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、ヤコブの神である』とあるではないか。 27神は死

んだ者の神ではなく、生きている者の神である。あ

なたがたは非常な思い違いをしている」。 28ひとり

の律法学者がきて、彼らが互に論じ合っているのを

聞き、またイエスが巧みに答えられたのを認めて、

イエスに質問した、「すべてのいましめの中で、ど

れが第一のものですか」。 29イエスは答えられた、

「第一のいましめはこれである、『イスラエルよ、

聞け。主なるわたしたちの神は、ただひとりの主で

ある。 30心をつくし、精神をつくし、思いをつくし

、力をつくして、主なるあなたの神を愛せよ』。 31

第二はこれである、『自分を愛するようにあなたの

隣り人を愛せよ』。これより大事ないましめは、ほ

かにない」。 32そこで、この律法学者はイエスに言

った、「先生、仰せのとおりです、『神はひとりで

あって、そのほかに神はない』と言われたのは、ほ

んとうです。 33また『心をつくし、知恵をつくし、

力をつくして神を愛し、また自分を愛するように隣

り人を愛する』ということは、すべての燔祭や犠牲

よりも、はるかに大事なことです」。 34イエスは、

彼が適切な答をしたのを見て言われた、「あなたは

神の国から遠くない」。それから後は、イエスにあ

えて問う者はなかった。 35イエスが宮で教えておら

れたとき、こう言われた、「律法学者たちは、どう

してキリストをダビデの子だと言うのか。 36ダビデ

自身が聖霊に感じて言った、『主はわが主に仰せに

なった、あなたの敵をあなたの足もとに置くときま

では、わたしの右に座していなさい』。 37このよう

に、ダビデ自身がキリストを主と呼んでいる。それ
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なら、どうしてキリストはダビデの子であろうか」

。大ぜいの群衆は、喜んでイエスに耳を傾けていた

。 38イエスはその教の中で言われた、「律法学者に

気をつけなさい。彼らは長い衣を着て歩くことや、

広場であいさつされることや、 39また会堂の上席、

宴会の上座を好んでいる。 40また、やもめたちの家

を食い倒し、見えのために長い祈をする。彼らはも

っときびしいさばきを受けるであろう」。 41イエス

は、さいせん箱にむかってすわり、群衆がその箱に

金を投げ入れる様子を見ておられた。多くの金持は

、たくさんの金を投げ入れていた。 42ところが、ひ

とりの貧しいやもめがきて、レプタ二つを入れた。

それは一コドラントに当る。 43そこで、イエスは弟

子たちを呼び寄せて言われた、「よく聞きなさい。

あの貧しいやもめは、さいせん箱に投げ入れている

人たちの中で、だれよりもたくさん入れたのだ。 44

みんなの者はありあまる中から投げ入れたが、あの

婦人はその乏しい中から、あらゆる持ち物、その生

活費全部を入れたからである」。

13イエスが宮から出て行かれるとき、弟子のひと

りが言った、「先生、ごらんなさい。なんという見

事な石、なんという立派な建物でしょう」。 2イエ

スは言われた、「あなたは、これらの大きな建物を

ながめているのか。その石一つでもくずされないま

まで、他の石の上に残ることもなくなるであろう」

。 3またオリブ山で、宮にむかってすわっておられ

ると、ペテロ、ヤコブ、ヨハネ、アンデレが、ひそ

かにお尋ねした。 4「わたしたちにお話しください

。いつ、そんなことが起るのでしょうか。またそん
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なことがことごとく成就するような場合には、どん

な前兆がありますか」。 5そこで、イエスは話しは

じめられた、「人に惑わされないように気をつけな

さい。 6多くの者がわたしの名を名のって現れ、自

分がそれだと言って、多くの人を惑わすであろう。

7また、戦争と戦争のうわさとを聞くときにも、あわ

てるな。それは起らねばならないが、まだ終りでは

ない。 8民は民に、国は国に敵対して立ち上がるで

あろう。またあちこちに地震があり、またききんが

起るであろう。これらは産みの苦しみの初めである

。 9あなたがたは自分で気をつけていなさい。あな

たがたは、わたしのために、衆議所に引きわたされ

、会堂で打たれ、長官たちや王たちの前に立たされ

、彼らに対してあかしをさせられるであろう。 10こ

うして、福音はまずすべての民に宣べ伝えられねば

ならない。 11そして、人々があなたがたを連れて行

って引きわたすとき、何を言おうかと、前もって心

配するな。その場合、自分に示されることを語るが

よい。語る者はあなたがた自身ではなくて、聖霊で

ある。 12また兄弟は兄弟を、父は子を殺すために渡

し、子は両親に逆らって立ち、彼らを殺させるであ

ろう。 13また、あなたがたはわたしの名のゆえに、

すべての人に憎まれるであろう。しかし、最後まで

耐え忍ぶ者は救われる。 14荒らす憎むべきものが、

立ってはならぬ所に立つのを見たならば（読者よ、

悟れ）、そのとき、ユダヤにいる人々は山へ逃げよ

。 15屋上にいる者は、下におりるな。また家から物

を取り出そうとして内にはいるな。 16畑にいる者は

、上着を取りにあとへもどるな。 17その日には、身
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重の女と乳飲み子をもつ女とは、不幸である。 18こ

の事が冬おこらぬように祈れ。 19その日には、神が

万物を造られた創造の初めから現在に至るまで、か

つてなく今後もないような患難が起るからである。

20もし主がその期間を縮めてくださらないなら、救

われる者はひとりもないであろう。しかし、選ばれ

た選民のために、その期間を縮めてくださったので

ある。 21そのとき、だれかがあなたがたに『見よ、

ここにキリストがいる』、『見よ、あそこにいる』

と言っても、それを信じるな。 22にせキリストたち

や、にせ預言者たちが起って、しるしと奇跡とを行

い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう。

23だから、気をつけていなさい。いっさいの事を、

あなたがたに前もって言っておく。 24その日には、

この患難の後、日は暗くなり、月はその光を放つこ

とをやめ、 25星は空から落ち、天体は揺り動かされ

るであろう。 26そのとき、大いなる力と栄光とをも

って、人の子が雲に乗って来るのを、人々は見るで

あろう。 27そのとき、彼は御使たちをつかわして、

地のはてから天のはてまで、四方からその選民を呼

び集めるであろう。 28いちじくの木からこの譬を学

びなさい。その枝が柔らかになり、葉が出るように

なると、夏の近いことがわかる。 29そのように、こ

れらの事が起るのを見たならば、人の子が戸口まで

近づいていると知りなさい。 30よく聞いておきなさ

い。これらの事が、ことごとく起るまでは、この時

代は滅びることがない。 31天地は滅びるであろう。

しかしわたしの言葉は滅びることがない。 32その日

、その時は、だれも知らない。天にいる御使たちも
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、また子も知らない、ただ父だけが知っておられる

。 33気をつけて、目をさましていなさい。その時が

いつであるか、あなたがたにはわからないからであ

る。 34それはちょうど、旅に立つ人が家を出るに当

り、その僕たちに、それぞれ仕事を割り当てて責任

をもたせ、門番には目をさましておれと、命じるよ

うなものである。 35だから、目をさましていなさい

。いつ、家の主人が帰って来るのか、夕方か、夜中

か、にわとりの鳴くころか、明け方か、わからない

からである。 36あるいは急に帰ってきて、あなたが

たの眠っているところを見つけるかも知れない。 37

目をさましていなさい。わたしがあなたがたに言う

この言葉は、すべての人々に言うのである」。

14さて、過越と除酵との祭の二日前になった。祭

司長たちや律法学者たちは、策略をもってイエスを

捕えたうえ、なんとかして殺そうと計っていた。 2

彼らは、「祭の間はいけない。民衆が騒ぎを起すか

も知れない」と言っていた。 3イエスがベタニヤで

、らい病人シモンの家にいて、食卓についておられ

たとき、ひとりの女が、非常に高価で純粋なナルド

の香油が入れてある石膏のつぼを持ってきて、それ

をこわし、香油をイエスの頭に注ぎかけた。 4する

と、ある人々が憤って互に言った、「なんのために

香油をこんなにむだにするのか。 5この香油を三百

デナリ以上にでも売って、貧しい人たちに施すこと

ができたのに」。そして女をきびしくとがめた。 6

するとイエスは言われた、「するままにさせておき

なさい。なぜ女を困らせるのか。わたしによい事を

してくれたのだ。 7貧しい人たちはいつもあなたが
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たと一緒にいるから、したいときにはいつでも、よ

い事をしてやれる。しかし、わたしはあなたがたと

いつも一緒にいるわけではない。 8この女はできる

限りの事をしたのだ。すなわち、わたしのからだに

油を注いで、あらかじめ葬りの用意をしてくれたの

である。 9よく聞きなさい。全世界のどこででも、

福音が宣べ伝えられる所では、この女のした事も記

念として語られるであろう」。 10ときに、十二弟子

のひとりイスカリオテのユダは、イエスを祭司長た

ちに引きわたそうとして、彼らの所へ行った。 11彼

らはこれを聞いて喜び、金を与えることを約束した

。そこでユダは、どうかしてイエスを引きわたそう

と、機会をねらっていた。 12除酵祭の第一日、すな

わち過越の小羊をほふる日に、弟子たちがイエスに

尋ねた、「わたしたちは、過越の食事をなさる用意

を、どこへ行ってしたらよいでしょうか」。 13そこ

で、イエスはふたりの弟子を使いに出して言われた

、「市内に行くと、水がめを持っている男に出会う

であろう。その人について行きなさい。 14そして、

その人がはいって行く家の主人に言いなさい、『弟

子たちと一緒に過越の食事をする座敷はどこか、と

先生が言っておられます』。 15するとその主人は、

席を整えて用意された二階の広間を見せてくれるか

ら、そこにわたしたちのために用意をしなさい」。

16弟子たちは出かけて市内に行って見ると、イエス

が言われたとおりであったので、過越の食事の用意

をした。 17夕方になって、イエスは十二弟子と一緒

にそこに行かれた。 18そして、一同が席について食

事をしているとき言われた、「特にあなたがたに言
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っておくが、あなたがたの中のひとりで、わたしと

一緒に食事をしている者が、わたしを裏切ろうとし

ている」。 19弟子たちは心配して、ひとりびとり「

まさか、わたしではないでしょう」と言い出した。

20イエスは言われた、「十二人の中のひとりで、わ

たしと一緒に同じ鉢にパンをひたしている者が、そ

れである。 21たしかに人の子は、自分について書い

てあるとおりに去って行く。しかし、人の子を裏切

るその人は、わざわいである。その人は生れなかっ

た方が、彼のためによかったであろう」。 22一同が

食事をしているとき、イエスはパンを取り、祝福し

てこれをさき、弟子たちに与えて言われた、「取れ

、これはわたしのからだである」。 23また杯を取り

、感謝して彼らに与えられると、一同はその杯から

飲んだ。 24イエスはまた言われた、「これは、多く

の人のために流すわたしの契約の血である。 25あな

たがたによく言っておく。神の国で新しく飲むその

日までは、わたしは決して二度と、ぶどうの実から

造ったものを飲むことをしない」。 26彼らは、さん

びを歌った後、オリブ山へ出かけて行った。 27その

とき、イエスは弟子たちに言われた、「あなたがた

は皆、わたしにつまずくであろう。『わたしは羊飼

を打つ。そして、羊は散らされるであろう』と書い

てあるからである。 28しかしわたしは、よみがえっ

てから、あなたがたより先にガリラヤへ行くであろ

う」。 29するとペテロはイエスに言った、「たとい

、みんなの者がつまずいても、わたしはつまずきま

せん」。 30イエスは言われた、「あなたによく言っ

ておく。きょう、今夜、にわとりが二度鳴く前に、



マルコの福音書 2184

そう言うあなたが、三度わたしを知らないと言うだ

ろう」。 31ペテロは力をこめて言った、「たといあ

なたと一緒に死なねばならなくなっても、あなたを

知らないなどとは、決して申しません」。みんなの

者もまた、同じようなことを言った。 32さて、一同

はゲツセマネという所にきた。そしてイエスは弟子

たちに言われた、「わたしが祈っている間、ここに

すわっていなさい」。 33そしてペテロ、ヤコブ、ヨ

ハネを一緒に連れて行かれたが、恐れおののき、ま

た悩みはじめて、彼らに言われた、 34「わたしは悲

しみのあまり死ぬほどである。ここに待っていて、

目をさましていなさい」。 35そして少し進んで行き

、地にひれ伏し、もしできることなら、この時を過

ぎ去らせてくださるようにと祈りつづけ、そして言

われた、 36「アバ、父よ、あなたには、できないこ

とはありません。どうか、この杯をわたしから取り

のけてください。しかし、わたしの思いではなく、

みこころのままになさってください」。 37それから

、きてごらんになると、弟子たちが眠っていたので

、ペテロに言われた、「シモンよ、眠っているのか

、ひと時も目をさましていることができなかったの

か。 38誘惑に陥らないように、目をさまして祈って

いなさい。心は熱しているが、肉体が弱いのである

」。 39また離れて行って同じ言葉で祈られた。 40

またきてごらんになると、彼らはまだ眠っていた。

その目が重くなっていたのである。そして、彼らは

どうお答えしてよいか、わからなかった。 41三度目

にきて言われた、「まだ眠っているのか、休んでい

るのか。もうそれでよかろう。時がきた。見よ、人
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の子は罪人らの手に渡されるのだ。 42立て、さあ行

こう。見よ、わたしを裏切る者が近づいてきた」。

43そしてすぐ、イエスがまだ話しておられるうちに

、十二弟子のひとりのユダが進みよってきた。また

祭司長、律法学者、長老たちから送られた群衆も、

剣と棒とを持って彼についてきた。 44イエスを裏切

る者は、あらかじめ彼らに合図をしておいた、「わ

たしの接吻する者が、その人だ。その人をつかまえ

て、まちがいなく引ひっぱって行け」。 45彼は来る

とすぐ、イエスに近寄り、「先生」と言って接吻し

た。 46人々はイエスに手をかけてつかまえた。 47

すると、イエスのそばに立っていた者のひとりが、

剣を抜いて大祭司の僕に切りかかり、その片耳を切

り落した。 48イエスは彼らにむかって言われた、「

あなたがたは強盗にむかうように、剣や棒を持って

わたしを捕えにきたのか。 49わたしは毎日あなたが

たと一緒に宮にいて教えていたのに、わたしをつか

まえはしなかった。しかし聖書の言葉は成就されね

ばならない」。 50弟子たちは皆イエスを見捨てて逃

げ去った。 51ときに、ある若者が身に亜麻布をまと

って、イエスのあとについて行ったが、人々が彼を

つかまえようとしたので、 52その亜麻布を捨てて、

裸で逃げて行った。 53それから、イエスを大祭司の

ところに連れて行くと、祭司長、長老、律法学者た

ちがみな集まってきた。 54ペテロは遠くからイエス

について行って、大祭司の中庭まではいり込み、そ

の下役どもにまじってすわり、火にあたっていた。

55さて、祭司長たちと全議会とは、イエスを死刑に

するために、イエスに不利な証拠を見つけようとし
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たが、得られなかった。 56多くの者がイエスに対し

て偽証を立てたが、その証言が合わなかったからで

ある。 57ついに、ある人々が立ちあがり、イエスに

対して偽証を立てて言った、 58「わたしたちはこの

人が『わたしは手で造ったこの神殿を打ちこわし、

三日の後に手で造られない別の神殿を建てるのだ』

と言うのを聞きました」。 59しかし、このような証

言も互に合わなかった。 60そこで大祭司が立ちあが

って、まん中に進み、イエスに聞きただして言った

、「何も答えないのか。これらの人々があなたに対

して不利な証言を申し立てているが、どうなのか」

。 61しかし、イエスは黙っていて、何もお答えにな

らなかった。大祭司は再び聞きただして言った、「

あなたは、ほむべき者の子、キリストであるか」。

62イエスは言われた、「わたしがそれである。あな

たがたは人の子が力ある者の右に座し、天の雲に乗

って来るのを見るであろう」。 63すると、大祭司は

その衣を引き裂いて言った、「どうして、これ以上

、証人の必要があろう。 64あなたがたはこのけがし

言を聞いた。あなたがたの意見はどうか」。すると

、彼らは皆、イエスを死に当るものと断定した。 65

そして、ある者はイエスにつばきをかけ、目隠しを

し、こぶしでたたいて、「言いあててみよ」と言い

はじめた。また下役どもはイエスを引きとって、手

のひらでたたいた。 66ペテロは下で中庭にいたが、

大祭司の女中のひとりがきて、 67ペテロが火にあた

っているのを見ると、彼を見つめて、「あなたもあ

のナザレ人イエスと一緒だった」と言った。 68する

とペテロはそれを打ち消して、「わたしは知らない
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。あなたの言うことがなんの事か、わからない」と

言って、庭口の方に出て行った。 69ところが、先の

女中が彼を見て、そばに立っていた人々に、またも

や「この人はあの仲間のひとりです」と言いだした

。 70ペテロは再びそれを打ち消した。しばらくして

、そばに立っていた人たちがまたペテロに言った、

「確かにあなたは彼らの仲間だ。あなたもガリラヤ

人だから」。 71しかし、彼は、「あなたがたの話し

ているその人のことは何も知らない」と言い張って

、激しく誓いはじめた。 72するとすぐ、にわとりが

二度目に鳴いた。ペテロは、「にわとりが二度鳴く

前に、三度わたしを知らないと言うであろう」と言

われたイエスの言葉を思い出し、そして思いかえし

て泣きつづけた。

15夜が明けるとすぐ、祭司長たちは長老、律法学

者たち、および全議会と協議をこらした末、イエス

を縛って引き出し、ピラトに渡した。 2ピラトはイ

エスに尋ねた、「あなたがユダヤ人の王であるか」

。イエスは、「そのとおりである」とお答えになっ

た。 3そこで祭司長たちは、イエスのことをいろい

ろと訴えた。 4ピラトはもう一度イエスに尋ねた、

「何も答えないのか。見よ、あなたに対してあんな

にまで次々に訴えているではないか」。 5しかし、

イエスはピラトが不思議に思うほどに、もう何もお

答えにならなかった。 6さて、祭のたびごとに、ピ

ラトは人々が願い出る囚人ひとりを、ゆるしてやる

ことにしていた。 7ここに、暴動を起し人殺しをし

てつながれていた暴徒の中に、バラバという者がい

た。 8群衆が押しかけてきて、いつものとおりにし
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てほしいと要求しはじめたので、 9ピラトは彼らに

むかって、「おまえたちはユダヤ人の王をゆるして

もらいたいのか」と言った。 10それは、祭司長たち

がイエスを引きわたしたのは、ねたみのためである

ことが、ピラトにわかっていたからである。 11しか

し祭司長たちは、バラバの方をゆるしてもらうよう

に、群衆を煽動した。 12そこでピラトはまた彼らに

言った、「それでは、おまえたちがユダヤ人の王と

呼んでいるあの人は、どうしたらよいか」。 13彼ら

は、また叫んだ、「十字架につけよ」。 14ピラトは

言った、「あの人は、いったい、どんな悪事をした

のか」。すると、彼らは一そう激しく叫んで、「十

字架につけよ」と言った。 15それで、ピラトは群衆

を満足させようと思って、バラバをゆるしてやり、

イエスをむち打ったのち、十字架につけるために引

きわたした。 16兵士たちはイエスを、邸宅、すなわ

ち総督官邸の内に連れて行き、全部隊を呼び集めた

。 17そしてイエスに紫の衣を着せ、いばらの冠を編

んでかぶらせ、 18「ユダヤ人の王、ばんざい」と言

って敬礼をしはじめた。 19また、葦の棒でその頭を

たたき、つばきをかけ、ひざまずいて拝んだりした

。 20こうして、イエスを嘲弄したあげく、紫の衣を

はぎとり、元の上着を着せた。それから、彼らはイ

エスを十字架につけるために引き出した。 21そこへ

、アレキサンデルとルポスとの父シモンというクレ

ネ人が、郊外からきて通りかかったので、人々はイ

エスの十字架を無理に負わせた。 22そしてイエスを

ゴルゴタ、その意味は、されこうべ、という所に連

れて行った。 23そしてイエスに、没薬をまぜたぶど
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う酒をさし出したが、お受けにならなかった。 24そ

れから、イエスを十字架につけた。そしてくじを引

いて、だれが何を取るかを定めたうえ、イエスの着

物を分けた。 25イエスを十字架につけたのは、朝の

九時ごろであった。 26イエスの罪状書きには「ユダ

ヤ人の王」と、しるしてあった。 27また、イエスと

共にふたりの強盗を、ひとりを右に、ひとりを左に

、十字架につけた。〔 28こうして「彼は罪人たちの

ひとりに数えられた」と書いてある言葉が成就した

のである。〕 29そこを通りかかった者たちは、頭を

振りながら、イエスをののしって言った、「ああ、

神殿を打ちこわして三日のうちに建てる者よ、 30十

字架からおりてきて自分を救え」。 31祭司長たちも

同じように、律法学者たちと一緒になって、かわる

がわる嘲弄して言った、「他人を救ったが、自分自

身を救うことができない。 32イスラエルの王キリス

ト、いま十字架からおりてみるがよい。それを見た

ら信じよう」。また、一緒に十字架につけられた者

たちも、イエスをののしった。 33昼の十二時になる

と、全地は暗くなって、三時に及んだ。 34そして三

時に、イエスは大声で、「エロイ、エロイ、ラマ、

サバクタニ」と叫ばれた。それは「わが神、わが神

、どうしてわたしをお見捨てになったのですか」と

いう意味である。 35すると、そばに立っていたある

人々が、これを聞いて言った、「そら、エリヤを呼

んでいる」。 36ひとりの人が走って行き、海綿に酢

いぶどう酒を含ませて葦の棒につけ、イエスに飲ま

せようとして言った、「待て、エリヤが彼をおろし

に来るかどうか、見ていよう」。 37イエスは声高く
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叫んで、ついに息をひきとられた。 38そのとき、神

殿の幕が上から下まで真二つに裂けた。 39イエスに

むかって立っていた百卒長は、このようにして息を

ひきとられたのを見て言った、「まことに、この人

は神の子であった」。 40また、遠くの方から見てい

る女たちもいた。その中には、マグダラのマリヤ、

小ヤコブとヨセとの母マリヤ、またサロメがいた。

41彼らはイエスがガリラヤにおられたとき、そのあ

とに従って仕えた女たちであった。なおそのほか、

イエスと共にエルサレムに上ってきた多くの女たち

もいた。 42さて、すでに夕がたになったが、その日

は準備の日、すなわち安息日の前日であったので、

43アリマタヤのヨセフが大胆にもピラトの所へ行き

、イエスのからだの引取りかたを願った。彼は地位

の高い議員であって、彼自身、神の国を待ち望んで

いる人であった。 44ピラトは、イエスがもはや死ん

でしまったのかと不審に思い、百卒長を呼んで、も

う死んだのかと尋ねた。 45そして、百卒長から確か

めた上、死体をヨセフに渡した。 46そこで、ヨセフ

は亜麻布を買い求め、イエスをとりおろして、その

亜麻布に包み、岩を掘って造った墓に納め、墓の入

口に石をころがしておいた。 47マグダラのマリヤと

ヨセの母マリヤとは、イエスが納められた場所を見

とどけた。

16さて、安息日が終ったので、マグダラのマリヤ

とヤコブの母マリヤとサロメとが、行ってイエスに

塗るために、香料を買い求めた。 2そして週の初め

の日に、早朝、日の出のころ墓に行った。 3そして

、彼らは「だれが、わたしたちのために、墓の入口
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から石をころがしてくれるのでしょうか」と話し合

っていた。 4ところが、目をあげて見ると、石はす

でにころがしてあった。この石は非常に大きかった

。 5墓の中にはいると、右手に真白な長い衣を着た

若者がすわっているのを見て、非常に驚いた。 6す

るとこの若者は言った、「驚くことはない。あなた

がたは十字架につけられたナザレ人イエスを捜して

いるのであろうが、イエスはよみがえって、ここに

はおられない。ごらんなさい、ここがお納めした場

所である。 7今から弟子たちとペテロとの所へ行っ

て、こう伝えなさい。イエスはあなたがたより先に

ガリラヤへ行かれる。かねて、あなたがたに言われ

たとおり、そこでお会いできるであろう、と」。 8

女たちはおののき恐れながら、墓から出て逃げ去っ

た。そして、人には何も言わなかった。恐ろしかっ

たからである。〔 9 (note: The most reliable and earliest

manuscripts do not include Mark 16:9-20.)週の初めの日の朝早

く、イエスはよみがえって、まずマグダラのマリヤ

に御自身をあらわされた。イエスは以前に、この女

から七つの悪霊を追い出されたことがある。 10マリ

ヤは、イエスと一緒にいた人々が泣き悲しんでいる

所に行って、それを知らせた。 11彼らは、イエスが

生きておられる事と、彼女に御自身をあらわされた

事とを聞いたが、信じなかった。 12この後、そのう

ちのふたりが、いなかの方へ歩いていると、イエス

はちがった姿で御自身をあらわされた。 13このふた

りも、ほかの人々の所に行って話したが、彼らはそ

の話を信じなかった。 14その後、イエスは十一弟子

が食卓についているところに現れ、彼らの不信仰と
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、心のかたくななことをお責めになった。彼らは、

よみがえられたイエスを見た人々の言うことを、信

じなかったからである。 15そして彼らに言われた、

「全世界に出て行って、すべての造られたものに福

音を宣べ伝えよ。 16信じてバプテスマを受ける者は

救われる。しかし、不信仰の者は罪に定められる。

17信じる者には、このようなしるしが伴う。すなわ

ち、彼らはわたしの名で悪霊を追い出し、新しい言

葉を語り、 18へびをつかむであろう。また、毒を飲

んでも、決して害を受けない。病人に手をおけば、

いやされる」。 19主イエスは彼らに語り終ってから

、天にあげられ、神の右にすわられた。 20弟子たち

は出て行って、至る所で福音を宣べ伝えた。主も彼

らと共に働き、御言に伴うしるしをもって、その確

かなことをお示しになった。〕
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ルカの福音書

1わたしたちの間に成就された出来事を、最初から

親しく見た人々であって、 2御言に仕えた人々が伝

えたとおり物語に書き連ねようと、多くの人が手を

着けましたが、 3テオピロ閣下よ、わたしもすべて

の事を初めから詳しく調べていますので、ここに、

それを順序正しく書きつづって、閣下に献じること

にしました。 4すでにお聞きになっている事が確実

であることを、これによって十分に知っていただき

たいためであります。 5ユダヤの王ヘロデの世に、

アビヤの組の祭司で名をザカリヤという者がいた。

その妻はアロン家の娘のひとりで、名をエリサベツ

といった。 6ふたりとも神のみまえに正しい人であ

って、主の戒めと定めとを、みな落度なく行ってい

た。 7ところが、エリサベツは不妊の女であったた

め、彼らには子がなく、そしてふたりともすでに年

老いていた。 8さてザカリヤは、その組が当番にな

り神のみまえに祭司の務をしていたとき、 9祭司職

の慣例に従ってくじを引いたところ、主の聖所には

いって香をたくことになった。 10香をたいている間

、多くの民衆はみな外で祈っていた。 11すると主の

御使が現れて、香壇の右に立った。 12ザカリヤはこ

れを見て、おじ惑い、恐怖の念に襲われた。 13そこ

で御使が彼に言った、「恐れるな、ザカリヤよ、あ

なたの祈が聞きいれられたのだ。あなたの妻エリサ

ベツは男の子を産むであろう。その子をヨハネと名

づけなさい。 14彼はあなたに喜びと楽しみとをもた

らし、多くの人々もその誕生を喜ぶであろう。 15彼

は主のみまえに大いなる者となり、ぶどう酒や強い
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酒をいっさい飲まず、母の胎内にいる時からすでに

聖霊に満たされており、 16そして、イスラエルの多

くの子らを、主なる彼らの神に立ち帰らせるであろ

う。 17彼はエリヤの霊と力とをもって、みまえに先

立って行き、父の心を子に向けさせ、逆らう者に義

人の思いを持たせて、整えられた民を主に備えるで

あろう」。 18するとザカリヤは御使に言った、「ど

うしてそんな事が、わたしにわかるでしょうか。わ

たしは老人ですし、妻も年をとっています」。 19御

使が答えて言った、「わたしは神のみまえに立つガ

ブリエルであって、この喜ばしい知らせをあなたに

語り伝えるために、つかわされたものである。 20時

が来れば成就するわたしの言葉を信じなかったから

、あなたはおしになり、この事の起る日まで、もの

が言えなくなる」。 21民衆はザカリヤを待っていた

ので、彼が聖所内で暇どっているのを不思議に思っ

ていた。 22ついに彼は出てきたが、物が言えなかっ

たので、人々は彼が聖所内でまぼろしを見たのだと

悟った。彼は彼らに合図をするだけで、引きつづき

、おしのままでいた。 23それから務の期日が終った

ので、家に帰った。 24そののち、妻エリサベツはみ

ごもり、五か月のあいだ引きこもっていたが、 25「

主は、今わたしを心にかけてくださって、人々の間

からわたしの恥を取り除くために、こうしてくださ

いました」と言った。 26六か月目に、御使ガブリエ

ルが、神からつかわされて、ナザレというガリラヤ

の町の一処女のもとにきた。 27この処女はダビデ家

の出であるヨセフという人のいいなづけになってい

て、名をマリヤといった。 28御使がマリヤのところ
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にきて言った、「恵まれた女よ、おめでとう、主が

あなたと共におられます」。 29この言葉にマリヤは

ひどく胸騒ぎがして、このあいさつはなんの事であ

ろうかと、思いめぐらしていた。 30すると御使が言

った、「恐れるな、マリヤよ、あなたは神から恵み

をいただいているのです。 31見よ、あなたはみごも

って男の子を産むでしょう。その子をイエスと名づ

けなさい。 32彼は大いなる者となり、いと高き者の

子と、となえられるでしょう。そして、主なる神は

彼に父ダビデの王座をお与えになり、 33彼はとこし

えにヤコブの家を支配し、その支配は限りなく続く

でしょう」。 (aiōn g165) 34そこでマリヤは御使に言っ

た、「どうして、そんな事があり得ましょうか。わ

たしにはまだ夫がありませんのに」。 35御使が答え

て言った、「聖霊があなたに臨み、いと高き者の力

があなたをおおうでしょう。それゆえに、生れ出る

子は聖なるものであり、神の子と、となえられるで

しょう。 36あなたの親族エリサベツも老年ながら子

を宿しています。不妊の女といわれていたのに、は

や六か月になっています。 37神には、なんでもでき

ないことはありません」。 38そこでマリヤが言った

、「わたしは主のはしためです。お言葉どおりこの

身に成りますように」。そして御使は彼女から離れ

て行った。 39そのころ、マリヤは立って、大急ぎで

山里へむかいユダの町に行き、 40ザカリヤの家には

いってエリサベツにあいさつした。 41エリサベツが

マリヤのあいさつを聞いたとき、その子が胎内でお

どった。エリサベツは聖霊に満たされ、 42声高く叫

んで言った、「あなたは女の中で祝福されたかた、
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あなたの胎の実も祝福されています。 43主の母上が

わたしのところにきてくださるとは、なんという光

栄でしょう。 44ごらんなさい。あなたのあいさつの

声がわたしの耳にはいったとき、子供が胎内で喜び

おどりました。 45主のお語りになったことが必ず成

就すると信じた女は、なんとさいわいなことでしょ

う」。 46するとマリヤは言った、「わたしの魂は主

をあがめ、 47わたしの霊は救主なる神をたたえます

。 48この卑しい女をさえ、心にかけてくださいまし

た。今からのち代々の人々は、わたしをさいわいな

女と言うでしょう、 49力あるかたが、わたしに大き

な事をしてくださったからです。そのみ名はきよく

、 50そのあわれみは、代々限りなく主をかしこみ恐

れる者に及びます。 51主はみ腕をもって力をふるい

、心の思いのおごり高ぶる者を追い散らし、 52権力

ある者を王座から引きおろし、卑しい者を引き上げ

、 53飢えている者を良いもので飽かせ、富んでいる

者を空腹のまま帰らせなさいます。 54主は、あわれ

みをお忘れにならず、その僕イスラエルを助けてく

ださいました、 55わたしたちの父祖アブラハムとそ

の子孫とをとこしえにあわれむと約束なさったとお

りに」。 (aiōn g165) 56マリヤは、エリサベツのところ

に三か月ほど滞在してから、家に帰った。 57さてエ

リサベツは月が満ちて、男の子を産んだ。 58近所の

人々や親族は、主が大きなあわれみを彼女におかけ

になったことを聞いて、共どもに喜んだ。 59八日目

になったので、幼な子に割礼をするために人々がき

て、父の名にちなんでザカリヤという名にしようと

した。 60ところが、母親は、「いいえ、ヨハネとい
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う名にしなくてはいけません」と言った。 61人々は

、「あなたの親族の中には、そういう名のついた者

は、ひとりもいません」と彼女に言った。 62そして

父親に、どんな名にしたいのですかと、合図で尋ね

た。 63ザカリヤは書板を持ってこさせて、それに「

その名はヨハネ」と書いたので、みんなの者は不思

議に思った。 64すると、立ちどころにザカリヤの口

が開けて舌がゆるみ、語り出して神をほめたたえた

。 65近所の人々はみな恐れをいだき、またユダヤの

山里の至るところに、これらの事がことごとく語り

伝えられたので、 66聞く者たちは皆それを心に留め

て、「この子は、いったい、どんな者になるだろう

」と語り合った。主のみ手が彼と共にあった。 67父

ザカリヤは聖霊に満たされ、預言して言った、 68「

主なるイスラエルの神は、ほむべきかな。神はその

民を顧みてこれをあがない、 69わたしたちのために

救の角を僕ダビデの家にお立てになった。 70古くか

ら、聖なる預言者たちの口によってお語りになった

ように、 (aiōn g165) 71わたしたちを敵から、またすべ

てわたしたちを憎む者の手から、救い出すためであ

る。 72こうして、神はわたしたちの父祖たちにあわ

れみをかけ、その聖なる契約、 73すなわち、父祖ア

ブラハムにお立てになった誓いをおぼえて、 74わた

したちを敵の手から救い出し、 75生きている限り、

きよく正しく、みまえに恐れなく仕えさせてくださ

るのである。 76幼な子よ、あなたは、いと高き者の

預言者と呼ばれるであろう。主のみまえに先立って

行き、その道を備え、 77罪のゆるしによる救をその

民に知らせるのであるから。 78これはわたしたちの
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神のあわれみ深いみこころによる。また、そのあわ

れみによって、日の光が上からわたしたちに臨み、

79暗黒と死の陰とに住む者を照し、わたしたちの足

を平和の道へ導くであろう」。 80幼な子は成長し、

その霊も強くなり、そしてイスラエルに現れる日ま

で、荒野にいた。

2そのころ、全世界の人口調査をせよとの勅令が、

皇帝アウグストから出た。 2これは、クレニオがシ

リヤの総督であった時に行われた最初の人口調査で

あった。 3人々はみな登録をするために、それぞれ

自分の町へ帰って行った。 4ヨセフもダビデの家系

であり、またその血統であったので、ガリラヤの町

ナザレを出て、ユダヤのベツレヘムというダビデの

町へ上って行った。 5それは、すでに身重になって

いたいいなづけの妻マリヤと共に、登録をするため

であった。 6ところが、彼らがベツレヘムに滞在し

ている間に、マリヤは月が満ちて、 7初子を産み、

布にくるんで、飼葉おけの中に寝かせた。客間には

彼らのいる余地がなかったからである。 8さて、こ

の地方で羊飼たちが夜、野宿しながら羊の群れの番

をしていた。 9すると主の御使が現れ、主の栄光が

彼らをめぐり照したので、彼らは非常に恐れた。 10

御使は言った、「恐れるな。見よ、すべての民に与

えられる大きな喜びを、あなたがたに伝える。 11き

ょうダビデの町に、あなたがたのために救主がお生

れになった。このかたこそ主なるキリストである。

12あなたがたは、幼な子が布にくるまって飼葉おけ

の中に寝かしてあるのを見るであろう。それが、あ

なたがたに与えられるしるしである」。 13するとた
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ちまち、おびただしい天の軍勢が現れ、御使と一緒

になって神をさんびして言った、 14「いと高きとこ

ろでは、神に栄光があるように、地の上では、み心

にかなう人々に平和があるように」。 15御使たちが

彼らを離れて天に帰ったとき、羊飼たちは「さあ、

ベツレヘムへ行って、主がお知らせ下さったその出

来事を見てこようではないか」と、互に語り合った

。 16そして急いで行って、マリヤとヨセフ、また飼

葉おけに寝かしてある幼な子を捜しあてた。 17彼ら

に会った上で、この子について自分たちに告げ知ら

された事を、人々に伝えた。 18人々はみな、羊飼た

ちが話してくれたことを聞いて、不思議に思った。

19しかし、マリヤはこれらの事をことごとく心に留

めて、思いめぐらしていた。 20羊飼たちは、見聞き

したことが何もかも自分たちに語られたとおりであ

ったので、神をあがめ、またさんびしながら帰って

行った。 21八日が過ぎ、割礼をほどこす時となった

ので、受胎のまえに御使が告げたとおり、幼な子を

イエスと名づけた。 22それから、モーセの律法によ

る彼らのきよめの期間が過ぎたとき、両親は幼な子

を連れてエルサレムへ上った。 23それは主の律法に

「母の胎を初めて開く男の子はみな、主に聖別され

た者と、となえられねばならない」と書いてあると

おり、幼な子を主にささげるためであり、 24また同

じ主の律法に、「山ばと一つがい、または、家ばと

のひな二羽」と定めてあるのに従って、犠牲をささ

げるためであった。 25その時、エルサレムにシメオ

ンという名の人がいた。この人は正しい信仰深い人

で、イスラエルの慰められるのを待ち望んでいた。
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また聖霊が彼に宿っていた。 26そして主のつかわす

救主に会うまでは死ぬことはないと、聖霊の示しを

受けていた。 27この人が御霊に感じて宮にはいった

。すると律法に定めてあることを行うため、両親も

その子イエスを連れてはいってきたので、 28シメオ

ンは幼な子を腕に抱き、神をほめたたえて言った、

29「主よ、今こそ、あなたはみ言葉のとおりにこの

僕を安らかに去らせてくださいます、 30わたしの目

が今あなたの救を見たのですから。 31この救はあな

たが万民のまえにお備えになったもので、 32異邦人

を照す啓示の光、み民イスラエルの栄光であります

」。 33父と母とは幼な子についてこのように語られ

たことを、不思議に思った。 34するとシメオンは彼

らを祝し、そして母マリヤに言った、「ごらんなさ

い、この幼な子は、イスラエルの多くの人を倒れさ

せたり立ちあがらせたりするために、また反対を受

けるしるしとして、定められています。 35そして、

あなた自身もつるぎで胸を刺し貫かれるでしょう。

それは多くの人の心にある思いが、現れるようにな

るためです」。 36また、アセル族のパヌエルの娘で

、アンナという女預言者がいた。彼女は非常に年を

とっていた。むすめ時代にとついで、七年間だけ夫

と共に住み、 37その後やもめぐらしをし、八十四歳

になっていた。そして宮を離れずに夜も昼も断食と

祈とをもって神に仕えていた。 38この老女も、ちょ

うどそのとき近寄ってきて、神に感謝をささげ、そ

してこの幼な子のことを、エルサレムの救を待ち望

んでいるすべての人々に語りきかせた。 39両親は主

の律法どおりすべての事をすませたので、ガリラヤ
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へむかい、自分の町ナザレに帰った。 40幼な子は、

ますます成長して強くなり、知恵に満ち、そして神

の恵みがその上にあった。 41さて、イエスの両親は

、過越の祭には毎年エルサレムへ上っていた。 42イ

エスが十二歳になった時も、慣例に従って祭のため

に上京した。 43ところが、祭が終って帰るとき、少

年イエスはエルサレムに居残っておられたが、両親

はそれに気づかなかった。 44そして道連れの中にい

ることと思いこんで、一日路を行ってしまい、それ

から、親族や知人の中を捜しはじめたが、 45見つか

らないので、捜しまわりながらエルサレムへ引返し

た。 46そして三日の後に、イエスが宮の中で教師た

ちのまん中にすわって、彼らの話を聞いたり質問し

たりしておられるのを見つけた。 47聞く人々はみな

、イエスの賢さやその答に驚嘆していた。 48両親は

これを見て驚き、そして母が彼に言った、「どうし

てこんな事をしてくれたのです。ごらんなさい、お

とう様もわたしも心配して、あなたを捜していたの

です」。 49するとイエスは言われた、「どうしてお

捜しになったのですか。わたしが自分の父の家にい

るはずのことを、ご存じなかったのですか」。 50し

かし、両親はその語られた言葉を悟ることができな

かった。 51それからイエスは両親と一緒にナザレに

下って行き、彼らにお仕えになった。母はこれらの

事をみな心に留めていた。 52イエスはますます知恵

が加わり、背たけも伸び、そして神と人から愛され

た。

3皇帝テベリオ在位の第十五年、ポンテオ・ピラト

がユダヤの総督、ヘロデがガリラヤの領主、その兄
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弟ピリポがイツリヤ・テラコニテ地方の領主、ルサ

ニヤがアビレネの領主、 2アンナスとカヤパとが大

祭司であったとき、神の言が荒野でザカリヤの子ヨ

ハネに臨んだ。 3彼はヨルダンのほとりの全地方に

行って、罪のゆるしを得させる悔改めのバプテスマ

を宣べ伝えた。 4それは、預言者イザヤの言葉の書

に書いてあるとおりである。すなわち「荒野で呼ば

わる者の声がする、『主の道を備えよ、その道筋を

まっすぐにせよ』。 5すべての谷は埋められ、すべ

ての山と丘とは、平らにされ、曲ったところはまっ

すぐに、わるい道はならされ、 6人はみな神の救を

見るであろう」。 7さて、ヨハネは、彼からバプテ

スマを受けようとして出てきた群衆にむかって言っ

た、「まむしの子らよ、迫ってきている神の怒りか

ら、のがれられると、おまえたちにだれが教えたの

か。 8だから、悔改めにふさわしい実を結べ。自分

たちの父にはアブラハムがあるなどと、心の中で思

ってもみるな。おまえたちに言っておく。神はこれ

らの石ころからでも、アブラハムの子を起すことが

できるのだ。 9斧がすでに木の根もとに置かれてい

る。だから、良い実を結ばない木はことごとく切ら

れて、火の中に投げ込まれるのだ」。 10そこで群衆

が彼に、「それでは、わたしたちは何をすればよい

のですか」と尋ねた。 11彼は答えて言った、「下着

を二枚もっている者は、持たない者に分けてやりな

さい。食物を持っている者も同様にしなさい」。 12

取税人もバプテスマを受けにきて、彼に言った、「

先生、わたしたちは何をすればよいのですか」。 13

彼らに言った、「きまっているもの以上に取り立て
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てはいけない」。 14兵卒たちもたずねて言った、「

では、わたしたちは何をすればよいのですか」。彼

は言った、「人をおどかしたり、だまし取ったりし

てはいけない。自分の給与で満足していなさい」。

15民衆は救主を待ち望んでいたので、みな心の中で

ヨハネのことを、もしかしたらこの人がそれではな

かろうかと考えていた。 16そこでヨハネはみんなの

者にむかって言った、「わたしは水でおまえたちに

バプテスマを授けるが、わたしよりも力のあるかた

が、おいでになる。わたしには、そのくつのひもを

解く値うちもない。このかたは、聖霊と火とによっ

ておまえたちにバプテスマをお授けになるであろう

。 17また、箕を手に持って、打ち場の麦をふるい分

け、麦は倉に納め、からは消えない火で焼き捨てる

であろう」。 18こうしてヨハネはほかにもなお、さ

まざまの勧めをして、民衆に教を説いた。 19ところ

が領主ヘロデは、兄弟の妻ヘロデヤのことで、また

自分がしたあらゆる悪事について、ヨハネから非難

されていたので、 20彼を獄に閉じ込めて、いろいろ

な悪事の上に、もう一つこの悪事を重ねた。 21さて

、民衆がみなバプテスマを受けたとき、イエスもバ

プテスマを受けて祈っておられると、天が開けて、

22聖霊がはとのような姿をとってイエスの上に下り

、そして天から声がした、「あなたはわたしの愛す

る子、わたしの心にかなう者である」。 23イエスが

宣教をはじめられたのは、年およそ三十歳の時であ

って、人々の考えによれば、ヨセフの子であった。

ヨセフはヘリの子、 24それから、さかのぼって、マ

タテ、レビ、メルキ、ヤンナイ、ヨセフ、 25マタテ
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ヤ、アモス、ナホム、エスリ、ナンガイ、 26マハテ

、マタテヤ、シメイ、ヨセク、ヨダ、 27ヨハナン、

レサ、ゾロバベル、サラテル、ネリ、 28メルキ、ア

デイ、コサム、エルマダム、エル、 29ヨシュア、エ

リエゼル、ヨリム、マタテ、レビ、 30シメオン、ユ

ダ、ヨセフ、ヨナム、エリヤキム、 31メレヤ、メナ

、マタタ、ナタン、ダビデ、 32エッサイ、オベデ、

ボアズ、サラ、ナアソン、 33アミナダブ、アデミン

、アルニ、エスロン、パレス、ユダ、 34ヤコブ、イ

サク、アブラハム、テラ、ナホル、 35セルグ、レウ

、ペレグ、エベル、サラ、 36カイナン、アルパクサ

デ、セム、ノア、ラメク、 37メトセラ、エノク、ヤ

レデ、マハラレル、カイナン、 38エノス、セツ、ア

ダム、そして神にいたる。

4さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダン川から帰り

、 2荒野を四十日のあいだ御霊にひきまわされて、

悪魔の試みにあわれた。そのあいだ何も食べず、そ

の日数がつきると、空腹になられた。 3そこで悪魔

が言った、「もしあなたが神の子であるなら、この

石に、パンになれと命じてごらんなさい」。 4イエ

スは答えて言われた、「『人はパンだけで生きるも

のではない』と書いてある」。 5それから、悪魔は

イエスを高い所へ連れて行き、またたくまに世界の

すべての国々を見せて 6言った、「これらの国々の

権威と栄華とをみんな、あなたにあげましょう。そ

れらはわたしに任せられていて、だれでも好きな人

にあげてよいのですから。 7それで、もしあなたが

わたしの前にひざまずくなら、これを全部あなたの

ものにしてあげましょう」。 8イエスは答えて言わ
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れた、「『主なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ

仕えよ』と書いてある」。 9それから悪魔はイエス

をエルサレムに連れて行き、宮の頂上に立たせて言

った、「もしあなたが神の子であるなら、ここから

下へ飛びおりてごらんなさい。 10『神はあなたのた

めに、御使たちに命じてあなたを守らせるであろう

』とあり、 11また、『あなたの足が石に打ちつけら

れないように、彼らはあなたを手でささえるであろ

う』とも書いてあります」。 12イエスは答えて言わ

れた、「『主なるあなたの神を試みてはならない』

と言われている」。 13悪魔はあらゆる試みをしつく

して、一時イエスを離れた。 14それからイエスは御

霊の力に満ちあふれてガリラヤへ帰られると、その

うわさがその地方全体にひろまった。 15イエスは諸

会堂で教え、みんなの者から尊敬をお受けになった

。 16それからお育ちになったナザレに行き、安息日

にいつものように会堂にはいり、聖書を朗読しよう

として立たれた。 17すると預言者イザヤの書が手渡

されたので、その書を開いて、こう書いてある所を

出された、 18「主の御霊がわたしに宿っている。貧

しい人々に福音を宣べ伝えさせるために、わたしを

聖別してくださったからである。主はわたしをつか

わして、囚人が解放され、盲人の目が開かれること

を告げ知らせ、打ちひしがれている者に自由を得さ

せ、 19主のめぐみの年を告げ知らせるのである」。

20イエスは聖書を巻いて係りの者に返し、席に着か

れると、会堂にいるみんなの者の目がイエスに注が

れた。 21そこでイエスは、「この聖句は、あなたが

たが耳にしたこの日に成就した」と説きはじめられ
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た。 22すると、彼らはみなイエスをほめ、またその

口から出て来るめぐみの言葉に感嘆して言った、「

この人はヨセフの子ではないか」。 23そこで彼らに

言われた、「あなたがたは、きっと『医者よ、自分

自身をいやせ』ということわざを引いて、カペナウ

ムで行われたと聞いていた事を、あなたの郷里のこ

の地でもしてくれ、と言うであろう」。 24それから

言われた、「よく言っておく。預言者は、自分の郷

里では歓迎されないものである。 25よく聞いておき

なさい。エリヤの時代に、三年六か月にわたって天

が閉じ、イスラエル全土に大ききんがあった際、そ

こには多くのやもめがいたのに、 26エリヤはそのう

ちのだれにもつかわされないで、ただシドンのサレ

プタにいるひとりのやもめにだけつかわされた。 27

また預言者エリシャの時代に、イスラエルには多く

のらい病人がいたのに、そのうちのひとりもきよめ

られないで、ただシリヤのナアマンだけがきよめら

れた」。 28会堂にいた者たちはこれを聞いて、みな

憤りに満ち、 29立ち上がってイエスを町の外へ追い

出し、その町が建っている丘のがけまでひっぱって

行って、突き落そうとした。 30しかし、イエスは彼

らのまん中を通り抜けて、去って行かれた。 31それ

から、イエスはガリラヤの町カペナウムに下って行

かれた。そして安息日になると、人々をお教えにな

ったが、 32その言葉に権威があったので、彼らはそ

の教に驚いた。 33すると、汚れた悪霊につかれた人

が会堂にいて、大声で叫び出した、 34「ああ、ナザ

レのイエスよ、あなたはわたしたちとなんの係わり

があるのです。わたしたちを滅ぼしにこられたので
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すか。あなたがどなたであるか、わかっています。

神の聖者です」。 35イエスはこれをしかって、「黙

れ、この人から出て行け」と言われた。すると悪霊

は彼を人なかに投げ倒し、傷は負わせずに、その人

から出て行った。 36みんなの者は驚いて、互に語り

合って言った、「これは、いったい、なんという言

葉だろう。権威と力とをもって汚れた霊に命じられ

ると、彼らは出て行くのだ」。 37こうしてイエスの

評判が、その地方のいたる所にひろまっていった。

38イエスは会堂を出てシモンの家におはいりになっ

た。ところがシモンのしゅうとめが高い熱を病んで

いたので、人々は彼女のためにイエスにお願いした

。 39そこで、イエスはそのまくらもとに立って、熱

が引くように命じられると、熱は引き、女はすぐに

起き上がって、彼らをもてなした。 40日が暮れると

、いろいろな病気になやむ者をかかえている人々が

、皆それをイエスのところに連れてきたので、その

ひとりびとりに手を置いて、おいやしになった。 41

悪霊も「あなたこそ神の子です」と叫びながら多く

の人々から出ていった。しかし、イエスは彼らを戒

めて、物を言うことをお許しにならなかった。彼ら

がイエスはキリストだと知っていたからである。 42

夜が明けると、イエスは寂しい所へ出て行かれたが

、群衆が捜しまわって、みもとに集まり、自分たち

から離れて行かれないようにと、引き止めた。 43し

かしイエスは、「わたしは、ほかの町々にも神の国

の福音を宣べ伝えねばならない。自分はそのために

つかわされたのである」と言われた。 44そして、ユ

ダヤの諸会堂で教を説かれた。
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5さて、群衆が神の言を聞こうとして押し寄せてき

たとき、イエスはゲネサレ湖畔に立っておられたが

、 2そこに二そうの小舟が寄せてあるのをごらんに

なった。漁師たちは、舟からおりて網を洗っていた

。 3その一そうはシモンの舟であったが、イエスは

それに乗り込み、シモンに頼んで岸から少しこぎ出

させ、そしてすわって、舟の中から群衆にお教えに

なった。 4話がすむと、シモンに「沖へこぎ出し、

網をおろして漁をしてみなさい」と言われた。 5シ

モンは答えて言った、「先生、わたしたちは夜通し

働きましたが、何も取れませんでした。しかし、お

言葉ですから、網をおろしてみましょう」。 6そし

てそのとおりにしたところ、おびただしい魚の群れ

がはいって、網が破れそうになった。 7そこで、も

う一そうの舟にいた仲間に、加勢に来るよう合図を

したので、彼らがきて魚を両方の舟いっぱいに入れ

た。そのために、舟が沈みそうになった。 8これを

見てシモン・ペテロは、イエスのひざもとにひれ伏

して言った、「主よ、わたしから離れてください。

わたしは罪深い者です」。 9彼も一緒にいた者たち

もみな、取れた魚がおびただしいのに驚いたからで

ある。 10シモンの仲間であったゼベダイの子ヤコブ

とヨハネも、同様であった。すると、イエスがシモ

ンに言われた、「恐れることはない。今からあなた

は人間をとる漁師になるのだ」。 11そこで彼らは舟

を陸に引き上げ、いっさいを捨ててイエスに従った

。 12イエスがある町におられた時、全身らい病にな

っている人がそこにいた。イエスを見ると、顔を地

に伏せて願って言った、「主よ、みこころでしたら
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、きよめていただけるのですが」。 13イエスは手を

伸ばして彼にさわり、「そうしてあげよう、きよく

なれ」と言われた。すると、らい病がただちに去っ

てしまった。 14イエスは、だれにも話さないように

と彼に言い聞かせ、「ただ行って自分のからだを祭

司に見せ、それからあなたのきよめのため、モーセ

が命じたとおりのささげ物をして、人々に証明しな

さい」とお命じになった。 15しかし、イエスの評判

はますますひろまって行き、おびただしい群衆が、

教を聞いたり、病気をなおしてもらったりするため

に、集まってきた。 16しかしイエスは、寂しい所に

退いて祈っておられた。 17ある日のこと、イエスが

教えておられると、ガリラヤやユダヤの方々の村か

ら、またエルサレムからきたパリサイ人や律法学者

たちが、そこにすわっていた。主の力が働いて、イ

エスは人々をいやされた。 18その時、ある人々が、

ひとりの中風をわずらっている人を床にのせたまま

連れてきて、家の中に運び入れ、イエスの前に置こ

うとした。 19ところが、群衆のためにどうしても運

び入れる方法がなかったので、屋根にのぼり、瓦を

はいで、病人を床ごと群衆のまん中につりおろして

、イエスの前においた。 20イエスは彼らの信仰を見

て、「人よ、あなたの罪はゆるされた」と言われた

。 21すると律法学者とパリサイ人たちとは、「神を

汚すことを言うこの人は、いったい、何者だ。神お

ひとりのほかに、だれが罪をゆるすことができるか

」と言って論じはじめた。 22イエスは彼らの論議を

見ぬいて、「あなたがたは心の中で何を論じている

のか。 23あなたの罪はゆるされたと言うのと、起き
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て歩けと言うのと、どちらがたやすいか。 24しかし

、人の子は地上で罪をゆるす権威を持っていること

が、あなたがたにわかるために」と彼らに対して言

い、中風の者にむかって、「あなたに命じる。起き

よ、床を取り上げて家に帰れ」と言われた。 25する

と病人は即座にみんなの前で起きあがり、寝ていた

床を取りあげて、神をあがめながら家に帰って行っ

た。 26みんなの者は驚嘆してしまった。そして神を

あがめ、おそれに満たされて、「きょうは驚くべき

ことを見た」と言った。 27そののち、イエスが出て

行かれると、レビという名の取税人が収税所にすわ

っているのを見て、「わたしに従ってきなさい」と

言われた。 28すると、彼はいっさいを捨てて立ちあ

がり、イエスに従ってきた。 29それから、レビは自

分の家で、イエスのために盛大な宴会を催したが、

取税人やそのほか大ぜいの人々が、共に食卓に着い

ていた。 30ところが、パリサイ人やその律法学者た

ちが、イエスの弟子たちに対してつぶやいて言った

、「どうしてあなたがたは、取税人や罪人などと飲

食を共にするのか」。 31イエスは答えて言われた、

「健康な人には医者はいらない。いるのは病人であ

る。 32わたしがきたのは、義人を招くためではなく

、罪人を招いて悔い改めさせるためである」。 33ま

た彼らはイエスに言った、「ヨハネの弟子たちは、

しばしば断食をし、また祈をしており、パリサイ人

の弟子たちもそうしているのに、あなたの弟子たち

は食べたり飲んだりしています」。 34するとイエス

は言われた、「あなたがたは、花婿が一緒にいるの

に、婚礼の客に断食をさせることができるであろう
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か。 35しかし、花婿が奪い去られる日が来る。その

日には断食をするであろう」。 36それからイエスは

また一つの譬を語られた、「だれも、新しい着物か

ら布ぎれを切り取って、古い着物につぎを当てるも

のはない。もしそんなことをしたら、新しい着物を

裂くことになるし、新しいのから取った布ぎれも古

いのに合わないであろう。 37まただれも、新しいぶ

どう酒を古い皮袋に入れはしない。もしそんなこと

をしたら、新しいぶどう酒は皮袋をはり裂き、そし

てぶどう酒は流れ出るし、皮袋もむだになるであろ

う。 38新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れるべきで

ある。 39まただれも、古い酒を飲んでから、新しい

のをほしがりはしない。『古いのが良い』と考えて

いるからである」。

6ある安息日にイエスが麦畑の中をとおって行かれ

たとき、弟子たちが穂をつみ、手でもみながら食べ

ていた。 2すると、あるパリサイ人たちが言った、

「あなたがたはなぜ、安息日にしてはならぬことを

するのか」。 3そこでイエスが答えて言われた、「

あなたがたは、ダビデとその供の者たちとが飢えて

いたとき、ダビデのしたことについて、読んだこと

がないのか。 4すなわち、神の家にはいって、祭司

たちのほかだれも食べてはならぬ供えのパンを取っ

て食べ、また供の者たちにも与えたではないか」。

5また彼らに言われた、「人の子は安息日の主である

」。 6また、ほかの安息日に会堂にはいって教えて

おられたところ、そこに右手のなえた人がいた。 7

律法学者やパリサイ人たちは、イエスを訴える口実

を見付けようと思って、安息日にいやされるかどう
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かをうかがっていた。 8イエスは彼らの思っている

ことを知って、その手のなえた人に、「起きて、ま

ん中に立ちなさい」と言われると、起き上がって立

った。 9そこでイエスは彼らにむかって言われた、

「あなたがたに聞くが、安息日に善を行うのと悪を

行うのと、命を救うのと殺すのと、どちらがよいか

」。 10そして彼ら一同を見まわして、その人に「手

を伸ばしなさい」と言われた。そのとおりにすると

、その手は元どおりになった。 11そこで彼らは激し

く怒って、イエスをどうかしてやろうと、互に話合

いをはじめた。 12このころ、イエスは祈るために山

へ行き、夜を徹して神に祈られた。 13夜が明けると

、弟子たちを呼び寄せ、その中から十二人を選び出

し、これに使徒という名をお与えになった。 14すな

わち、ペテロとも呼ばれたシモンとその兄弟アンデ

レ、ヤコブとヨハネ、ピリポとバルトロマイ、 15マ

タイとトマス、アルパヨの子ヤコブと、熱心党と呼

ばれたシモン、 16ヤコブの子ユダ、それからイスカ

リオテのユダ。このユダが裏切者となったのである

。 17そして、イエスは彼らと一緒に山を下って平地

に立たれたが、大ぜいの弟子たちや、ユダヤ全土、

エルサレム、ツロとシドンの海岸地方などからの大

群衆が、 18教を聞こうとし、また病気をなおしても

らおうとして、そこにきていた。そして汚れた霊に

悩まされている者たちも、いやされた。 19また群衆

はイエスにさわろうと努めた。それは力がイエスの

内から出て、みんなの者を次々にいやしたからであ

る。 20そのとき、イエスは目をあげ、弟子たちを見

て言われた、「あなたがた貧しい人たちは、さいわ
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いだ。神の国はあなたがたのものである。 21あなた

がたいま飢えている人たちは、さいわいだ。飽き足

りるようになるからである。あなたがたいま泣いて

いる人たちは、さいわいだ。笑うようになるからで

ある。 22人々があなたがたを憎むとき、また人の子

のためにあなたがたを排斥し、ののしり、汚名を着

せるときは、あなたがたはさいわいだ。 23その日に

は喜びおどれ。見よ、天においてあなたがたの受け

る報いは大きいのだから。彼らの祖先も、預言者た

ちに対して同じことをしたのである。 24しかしあな

たがた富んでいる人たちは、わざわいだ。慰めを受

けてしまっているからである。 25あなたがた今満腹

している人たちは、わざわいだ。飢えるようになる

からである。あなたがた今笑っている人たちは、わ

ざわいだ。悲しみ泣くようになるからである。 26人

が皆あなたがたをほめるときは、あなたがたはわざ

わいだ。彼らの祖先も、にせ預言者たちに対して同

じことをしたのである。 27しかし、聞いているあな

たがたに言う。敵を愛し、憎む者に親切にせよ。 28

のろう者を祝福し、はずかしめる者のために祈れ。

29あなたの頬を打つ者にはほかの頬をも向けてやり

、あなたの上着を奪い取る者には下着をも拒むな。

30あなたに求める者には与えてやり、あなたの持ち

物を奪う者からは取りもどそうとするな。 31人々に

してほしいと、あなたがたの望むことを、人々にも

そのとおりにせよ。 32自分を愛してくれる者を愛し

たからとて、どれほどの手柄になろうか。罪人でさ

え、自分を愛してくれる者を愛している。 33自分に

よくしてくれる者によくしたとて、どれほどの手柄
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になろうか。罪人でさえ、それくらいの事はしてい

る。 34また返してもらうつもりで貸したとて、どれ

ほどの手柄になろうか。罪人でも、同じだけのもの

を返してもらおうとして、仲間に貸すのである。 35

しかし、あなたがたは、敵を愛し、人によくしてや

り、また何も当てにしないで貸してやれ。そうすれ

ば受ける報いは大きく、あなたがたはいと高き者の

子となるであろう。いと高き者は、恩を知らぬ者に

も悪人にも、なさけ深いからである。 36あなたがた

の父なる神が慈悲深いように、あなたがたも慈悲深

い者となれ。 37人をさばくな。そうすれば、自分も

さばかれることがないであろう。また人を罪に定め

るな。そうすれば、自分も罪に定められることがな

いであろう。ゆるしてやれ。そうすれば、自分もゆ

るされるであろう。 38与えよ。そうすれば、自分に

も与えられるであろう。人々はおし入れ、ゆすり入

れ、あふれ出るまでに量をよくして、あなたがたの

ふところに入れてくれるであろう。あなたがたの量

るその量りで、自分にも量りかえされるであろうか

ら」。 39イエスはまた一つの譬を語られた、「盲人

は盲人の手引ができようか。ふたりとも穴に落ち込

まないだろうか。 40弟子はその師以上のものではな

いが、修業をつめば、みなその師のようになろう。

41なぜ、兄弟の目にあるちりを見ながら、自分の目

にある梁を認めないのか。 42自分の目にある梁は見

ないでいて、どうして兄弟にむかって、兄弟よ、あ

なたの目にあるちりを取らせてください、と言えよ

うか。偽善者よ、まず自分の目から梁を取りのける

がよい、そうすれば、はっきり見えるようになって
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、兄弟の目にあるちりを取りのけることができるだ

ろう。 43悪い実のなる良い木はないし、また良い実

のなる悪い木もない。 44木はそれぞれ、その実でわ

かる。いばらからいちじくを取ることはないし、野

ばらからぶどうを摘むこともない。 45善人は良い心

の倉から良い物を取り出し、悪人は悪い倉から悪い

物を取り出す。心からあふれ出ることを、口が語る

ものである。 46わたしを主よ、主よ、と呼びながら

、なぜわたしの言うことを行わないのか。 47わたし

のもとにきて、わたしの言葉を聞いて行う者が、何

に似ているか、あなたがたに教えよう。 48それは、

地を深く掘り、岩の上に土台をすえて家を建てる人

に似ている。洪水が出て激流がその家に押し寄せて

きても、それを揺り動かすことはできない。よく建

ててあるからである。 49しかし聞いても行わない人

は、土台なしで、土の上に家を建てた人に似ている

。激流がその家に押し寄せてきたら、たちまち倒れ

てしまい、その被害は大きいのである」。

7イエスはこれらの言葉をことごとく人々に聞かせ

てしまったのち、カペナウムに帰ってこられた。 2

ところが、ある百卒長の頼みにしていた僕が、病気

になって死にかかっていた。 3この百卒長はイエス

のことを聞いて、ユダヤ人の長老たちをイエスのと

ころにつかわし、自分の僕を助けにきてくださるよ

うにと、お願いした。 4彼らはイエスのところにき

て、熱心に願って言った、「あの人はそうしていた

だくねうちがございます。 5わたしたちの国民を愛

し、わたしたちのために会堂を建ててくれたのです

」。 6そこで、イエスは彼らと連れだってお出かけ
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になった。ところが、その家からほど遠くないあた

りまでこられたとき、百卒長は友だちを送ってイエ

スに言わせた、「主よ、どうぞ、ご足労くださいま

せんように。わたしの屋根の下にあなたをお入れす

る資格は、わたしにはございません。 7それですか

ら、自分でお迎えにあがるねうちさえないと思って

いたのです。ただ、お言葉を下さい。そして、わた

しの僕をなおしてください。 8わたしも権威の下に

服している者ですが、わたしの下にも兵卒がいまし

て、ひとりの者に『行け』と言えば行き、ほかの者

に『こい』と言えばきますし、また、僕に『これを

せよ』と言えば、してくれるのです」。 9イエスは

これを聞いて非常に感心され、ついてきた群衆の方

に振り向いて言われた、「あなたがたに言っておく

が、これほどの信仰は、イスラエルの中でも見たこ

とがない」。 10使にきた者たちが家に帰ってみると

、僕は元気になっていた。 11そののち、間もなく、

ナインという町へおいでになったが、弟子たちや大

ぜいの群衆も一緒に行った。 12町の門に近づかれる

と、ちょうど、あるやもめにとってひとりむすこで

あった者が死んだので、葬りに出すところであった

。大ぜいの町の人たちが、その母につきそっていた

。 13主はこの婦人を見て深い同情を寄せられ、「泣

かないでいなさい」と言われた。 14そして近寄って

棺に手をかけられると、かついでいる者たちが立ち

止まったので、「若者よ、さあ、起きなさい」と言

われた。 15すると、死人が起き上がって物を言い出

した。イエスは彼をその母にお渡しになった。 16人

々はみな恐れをいだき、「大預言者がわたしたちの
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間に現れた」、また、「神はその民を顧みてくださ

った」と言って、神をほめたたえた。 17イエスにつ

いてのこの話は、ユダヤ全土およびその附近のいた

る所にひろまった。 18ヨハネの弟子たちは、これら

のことを全部彼に報告した。するとヨハネは弟子の

中からふたりの者を呼んで、 19主のもとに送り、「

『きたるべきかた』はあなたなのですか。それとも

、ほかにだれかを待つべきでしょうか」と尋ねさせ

た。 20そこで、この人たちがイエスのもとにきて言

った、「わたしたちはバプテスマのヨハネからの使

ですが、『きたるべきかた』はあなたなのですか、

それとも、ほかにだれかを待つべきでしょうか、と

ヨハネが尋ねています」。 21そのとき、イエスはさ

まざまの病苦と悪霊とに悩む人々をいやし、また多

くの盲人を見えるようにしておられたが、 22答えて

言われた、「行って、あなたがたが見聞きしたこと

を、ヨハネに報告しなさい。盲人は見え、足なえは

歩き、らい病人はきよまり、耳しいは聞え、死人は

生きかえり、貧しい人々は福音を聞かされている。

23わたしにつまずかない者は、さいわいである」。

24ヨハネの使が行ってしまうと、イエスはヨハネの

ことを群衆に語りはじめられた、「あなたがたは、

何を見に荒野に出てきたのか。風に揺らぐ葦である

か。 25では、何を見に出てきたのか。柔らかい着物

をまとった人か。きらびやかに着かざって、ぜいた

くに暮している人々なら、宮殿にいる。 26では、何

を見に出てきたのか。預言者か。そうだ、あなたが

たに言うが、預言者以上の者である。 27『見よ、わ

たしは使をあなたの先につかわし、あなたの前に、
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道を整えさせるであろう』と書いてあるのは、この

人のことである。 28あなたがたに言っておく。女の

産んだ者の中で、ヨハネより大きい人物はいない。

しかし、神の国で最も小さい者も、彼よりは大きい

。 29（これを聞いた民衆は皆、また取税人たちも、

ヨハネのバプテスマを受けて神の正しいことを認め

た。 30しかし、パリサイ人と律法学者たちとは彼か

らバプテスマを受けないで、自分たちに対する神の

みこころを無にした。） 31だから今の時代の人々を

何に比べようか。彼らは何に似ているか。 32それは

子供たちが広場にすわって、互に呼びかけ、『わた

したちが笛を吹いたのに、あなたたちは踊ってくれ

なかった。弔いの歌を歌ったのに、泣いてくれなか

った』と言うのに似ている。 33なぜなら、バプテス

マのヨハネがきて、パンを食べることも、ぶどう酒

を飲むこともしないと、あなたがたは、あれは悪霊

につかれているのだ、と言い、 34また人の子がきて

食べたり飲んだりしていると、見よ、あれは食をむ

さぼる者、大酒を飲む者、また取税人、罪人の仲間

だ、と言う。 35しかし、知恵の正しいことは、その

すべての子が証明する」。 36あるパリサイ人がイエ

スに、食事を共にしたいと申し出たので、そのパリ

サイ人の家にはいって食卓に着かれた。 37するとそ

のとき、その町で罪の女であったものが、パリサイ

人の家で食卓に着いておられることを聞いて、香油

が入れてある石膏のつぼを持ってきて、 38泣きなが

ら、イエスのうしろでその足もとに寄り、まず涙で

イエスの足をぬらし、自分の髪の毛でぬぐい、そし

て、その足に接吻して、香油を塗った。 39イエスを
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招いたパリサイ人がそれを見て、心の中で言った、

「もしこの人が預言者であるなら、自分にさわって

いる女がだれだか、どんな女かわかるはずだ。それ

は罪の女なのだから」。 40そこでイエスは彼にむか

って言われた、「シモン、あなたに言うことがある

」。彼は「先生、おっしゃってください」と言った

。 41イエスが言われた、「ある金貸しに金をかりた

人がふたりいたが、ひとりは五百デナリ、もうひと

りは五十デナリを借りていた。 42ところが、返すこ

とができなかったので、彼はふたり共ゆるしてやっ

た。このふたりのうちで、どちらが彼を多く愛する

だろうか」。 43シモンが答えて言った、「多くゆる

してもらったほうだと思います」。イエスが言われ

た、「あなたの判断は正しい」。 44それから女の方

に振り向いて、シモンに言われた、「この女を見な

いか。わたしがあなたの家にはいってきた時に、あ

なたは足を洗う水をくれなかった。ところが、この

女は涙でわたしの足をぬらし、髪の毛でふいてくれ

た。 45あなたはわたしに接吻をしてくれなかったが

、彼女はわたしが家にはいった時から、わたしの足

に接吻をしてやまなかった。 46あなたはわたしの頭

に油を塗ってくれなかったが、彼女はわたしの足に

香油を塗ってくれた。 47それであなたに言うが、こ

の女は多く愛したから、その多くの罪はゆるされて

いるのである。少しだけゆるされた者は、少しだけ

しか愛さない」。 48そして女に、「あなたの罪はゆ

るされた」と言われた。 49すると同席の者たちが心

の中で言いはじめた、「罪をゆるすことさえするこ

の人は、いったい、何者だろう」。 50しかし、イエ
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スは女にむかって言われた、「あなたの信仰があな

たを救ったのです。安心して行きなさい」。

8そののちイエスは、神の国の福音を説きまた伝え

ながら、町々村々を巡回し続けられたが、十二弟子

もお供をした。 2また悪霊を追い出され病気をいや

された数名の婦人たち、すなわち、七つの悪霊を追

い出してもらったマグダラと呼ばれるマリヤ、 3ヘ

ロデの家令クーザの妻ヨハンナ、スザンナ、そのほ

か多くの婦人たちも一緒にいて、自分たちの持ち物

をもって一行に奉仕した。 4さて、大ぜいの群衆が

集まり、その上、町々からの人たちがイエスのとこ

ろに、ぞくぞくと押し寄せてきたので、一つの譬で

話をされた、 5「種まきが種をまきに出て行った。

まいているうちに、ある種は道ばたに落ち、踏みつ

けられ、そして空の鳥に食べられてしまった。 6ほ

かの種は岩の上に落ち、はえはしたが水気がないの

で枯れてしまった。 7ほかの種は、いばらの間に落

ちたので、いばらも一緒に茂ってきて、それをふさ

いでしまった。 8ところが、ほかの種は良い地に落

ちたので、はえ育って百倍もの実を結んだ」。こう

語られたのち、声をあげて「聞く耳のある者は聞く

がよい」と言われた。 9弟子たちは、この譬はどう

いう意味でしょうか、とイエスに質問した。 10そこ

で言われた、「あなたがたには、神の国の奥義を知

ることが許されているが、ほかの人たちには、見て

も見えず、聞いても悟られないために、譬で話すの

である。 11この譬はこういう意味である。種は神の

言である。 12道ばたに落ちたのは、聞いたのち、信

じることも救われることもないように、悪魔によっ
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てその心から御言が奪い取られる人たちのことであ

る。 13岩の上に落ちたのは、御言を聞いた時には喜

んで受けいれるが、根が無いので、しばらくは信じ

ていても、試錬の時が来ると、信仰を捨てる人たち

のことである。 14いばらの中に落ちたのは、聞いて

から日を過ごすうちに、生活の心づかいや富や快楽

にふさがれて、実の熟するまでにならない人たちの

ことである。 15良い地に落ちたのは、御言を聞いた

のち、これを正しい良い心でしっかりと守り、耐え

忍んで実を結ぶに至る人たちのことである。 16だれ

もあかりをともして、それを何かの器でおおいかぶ

せたり、寝台の下に置いたりはしない。燭台の上に

置いて、はいって来る人たちに光が見えるようにす

るのである。 17隠されているもので、あらわになら

ないものはなく、秘密にされているもので、ついに

は知られ、明るみに出されないものはない。 18だか

ら、どう聞くかに注意するがよい。持っている人は

更に与えられ、持っていない人は、持っていると思

っているものまでも、取り上げられるであろう」。

19さて、イエスの母と兄弟たちとがイエスのところ

にきたが、群衆のためそば近くに行くことができな

かった。 20それで、だれかが「あなたの母上と兄弟

がたが、お目にかかろうと思って、外に立っておら

れます」と取次いだ。 21するとイエスは人々にむか

って言われた、「神の御言を聞いて行う者こそ、わ

たしの母、わたしの兄弟なのである」。 22ある日の

こと、イエスは弟子たちと舟に乗り込み、「湖の向

こう岸へ渡ろう」と言われたので、一同が船出した

。 23渡って行く間に、イエスは眠ってしまわれた。
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すると突風が湖に吹きおろしてきたので、彼らは水

をかぶって危険になった。 24そこで、みそばに寄っ

てきてイエスを起し、「先生、先生、わたしたちは

死にそうです」と言った。イエスは起き上がって、

風と荒浪とをおしかりになると、止んでなぎになっ

た。 25イエスは彼らに言われた、「あなたがたの信

仰は、どこにあるのか」。彼らは恐れ驚いて互に言

い合った、「いったい、このかたはだれだろう。お

命じになると、風も水も従うとは」。 26それから、

彼らはガリラヤの対岸、ゲラサ人の地に渡った。 27

陸にあがられると、その町の人で、悪霊につかれて

長いあいだ着物も着ず、家に居つかないで墓場にば

かりいた人に、出会われた。 28この人がイエスを見

て叫び出し、みまえにひれ伏して大声で言った、「

いと高き神の子イエスよ、あなたはわたしとなんの

係わりがあるのです。お願いです、わたしを苦しめ

ないでください」。 29それは、イエスが汚れた霊に

、その人から出て行け、とお命じになったからであ

る。というのは、悪霊が何度も彼をひき捕えたので

、彼は鎖と足かせとでつながれて看視されていたが

、それを断ち切っては悪霊によって荒野へ追いやら

れていたのである。 30イエスは彼に「なんという名

前か」とお尋ねになると、「レギオンと言います」

と答えた。彼の中にたくさんの悪霊がはいり込んで

いたからである。 31悪霊どもは、底知れぬ所に落ち

て行くことを自分たちにお命じにならぬようにと、

イエスに願いつづけた。 (Abyssos g12) 32ところが、そ

この山べにおびただしい豚の群れが飼ってあったの

で、その豚の中へはいることを許していただきたい
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と、悪霊どもが願い出た。イエスはそれをお許しに

なった。 33そこで悪霊どもは、その人から出て豚の

中へはいり込んだ。するとその群れは、がけから湖

へなだれを打って駆け下り、おぼれ死んでしまった

。 34飼う者たちは、この出来事を見て逃げ出して、

町や村里にふれまわった。 35人々はこの出来事を見

に出てきた。そして、イエスのところにきて、悪霊

を追い出してもらった人が着物を着て、正気になっ

てイエスの足もとにすわっているのを見て、恐れた

。 36それを見た人たちは、この悪霊につかれていた

者が救われた次第を、彼らに語り聞かせた。 37それ

から、ゲラサの地方の民衆はこぞって、自分たちの

所から立ち去ってくださるようにとイエスに頼んだ

。彼らが非常な恐怖に襲われていたからである。そ

こで、イエスは舟に乗って帰りかけられた。 38悪霊

を追い出してもらった人は、お供をしたいと、しき

りに願ったが、イエスはこう言って彼をお帰しにな

った。 39「家へ帰って、神があなたにどんなに大き

なことをしてくださったか、語り聞かせなさい」。

そこで彼は立ち去って、自分にイエスがして下さっ

たことを、ことごとく町中に言いひろめた。 40イエ

スが帰ってこられると、群衆は喜び迎えた。みんな

がイエスを待ちうけていたのである。 41するとそこ

に、ヤイロという名の人がきた。この人は会堂司で

あった。イエスの足もとにひれ伏して、自分の家に

おいでくださるようにと、しきりに願った。 42彼に

十二歳ばかりになるひとり娘があったが、死にかけ

ていた。ところが、イエスが出て行かれる途中、群

衆が押し迫ってきた。 43ここに、十二年間も長血を
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わずらっていて、医者のために自分の身代をみな使

い果してしまったが、だれにもなおしてもらえなか

った女がいた。 44この女がうしろから近寄ってみ衣

のふさにさわったところ、その長血がたちまち止ま

ってしまった。 45イエスは言われた、「わたしにさ

わったのは、だれか」。人々はみな自分ではないと

言ったので、ペテロが「先生、群衆があなたを取り

囲んで、ひしめき合っているのです」と答えた。 46

しかしイエスは言われた、「だれかがわたしにさわ

った。力がわたしから出て行ったのを感じたのだ」

。 47女は隠しきれないのを知って、震えながら進み

出て、みまえにひれ伏し、イエスにさわった訳と、

さわるとたちまちなおったこととを、みんなの前で

話した。 48そこでイエスが女に言われた、「娘よ、

あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行

きなさい」。 49イエスがまだ話しておられるうちに

、会堂司の家から人がきて、「お嬢さんはなくなら

れました。この上、先生を煩わすには及びません」

と言った。 50しかしイエスはこれを聞いて会堂司に

むかって言われた、「恐れることはない。ただ信じ

なさい。娘は助かるのだ」。 51それから家にはいら

れるとき、ペテロ、ヨハネ、ヤコブおよびその子の

父母のほかは、だれも一緒にはいって来ることをお

許しにならなかった。 52人々はみな、娘のために泣

き悲しんでいた。イエスは言われた、「泣くな、娘

は死んだのではない。眠っているだけである」。 53

人々は娘が死んだことを知っていたので、イエスを

あざ笑った。 54イエスは娘の手を取って、呼びかけ

て言われた、「娘よ、起きなさい」。 55するとその
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霊がもどってきて、娘は即座に立ち上がった。イエ

スは何か食べ物を与えるように、さしずをされた。

56両親は驚いてしまった。イエスはこの出来事をだ

れにも話さないようにと、彼らに命じられた。

9それからイエスは十二弟子を呼び集めて、彼らに

すべての悪霊を制し、病気をいやす力と権威とをお

授けになった。 2また神の国を宣べ伝え、かつ病気

をなおすためにつかわして 3言われた、「旅のため

に何も携えるな。つえも袋もパンも銭も持たず、ま

た下着も二枚は持つな。 4また、どこかの家にはい

ったら、そこに留まっておれ。そしてそこから出か

けることにしなさい。 5だれもあなたがたを迎える

ものがいなかったら、その町を出て行くとき、彼ら

に対する抗議のしるしに、足からちりを払い落しな

さい」。 6弟子たちは出て行って、村々を巡り歩き

、いたる所で福音を宣べ伝え、また病気をいやした

。 7さて、領主ヘロデはいろいろな出来事を耳にし

て、あわて惑っていた。それは、ある人たちは、ヨ

ハネが死人の中からよみがえったと言い、 8またあ

る人たちは、エリヤが現れたと言い、またほかの人

たちは、昔の預言者のひとりが復活したのだと言っ

ていたからである。 9そこでヘロデが言った、「ヨ

ハネはわたしがすでに首を切ったのだが、こうして

うわさされているこの人は、いったい、だれなのだ

ろう」。そしてイエスに会ってみようと思っていた

。 10使徒たちは帰ってきて、自分たちのしたことを

すべてイエスに話した。それからイエスは彼らを連

れて、ベツサイダという町へひそかに退かれた。 11

ところが群衆がそれと知って、ついてきたので、こ
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れを迎えて神の国のことを語り聞かせ、また治療を

要する人たちをいやされた。 12それから日が傾きか

けたので、十二弟子がイエスのもとにきて言った、

「群衆を解散して、まわりの村々や部落へ行って宿

を取り、食物を手にいれるようにさせてください。

わたしたちはこんな寂しい所にきているのですから

」。 13しかしイエスは言われた、「あなたがたの手

で食物をやりなさい」。彼らは言った、「わたした

ちにはパン五つと魚二ひきしかありません、この大

ぜいの人のために食物を買いに行くかしなければ」

。 14というのは、男が五千人ばかりもいたからであ

る。しかしイエスは弟子たちに言われた、「人々を

おおよそ五十人ずつの組にして、すわらせなさい」

。 15彼らはそのとおりにして、みんなをすわらせた

。 16イエスは五つのパンと二ひきの魚とを手に取り

、天を仰いでそれを祝福してさき、弟子たちにわた

して群衆に配らせた。 17みんなの者は食べて満腹し

た。そして、その余りくずを集めたら、十二かごあ

った。 18イエスがひとりで祈っておられたとき、弟

子たちが近くにいたので、彼らに尋ねて言われた、

「群衆はわたしをだれと言っているか」。 19彼らは

答えて言った、「バプテスマのヨハネだと、言って

います。しかしほかの人たちは、エリヤだと言い、

また昔の預言者のひとりが復活したのだと、言って

いる者もあります」。 20彼らに言われた、「それで

は、あなたがたはわたしをだれと言うか」。ペテロ

が答えて言った、「神のキリストです」。 21イエス

は彼らを戒め、この事をだれにも言うなと命じ、そ

して言われた、 22「人の子は必ず多くの苦しみを受
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け、長老、祭司長、律法学者たちに捨てられ、また

殺され、そして三日目によみがえる」。 23それから

、みんなの者に言われた、「だれでもわたしについ

てきたいと思うなら、自分を捨て、日々自分の十字

架を負うて、わたしに従ってきなさい。 24自分の命

を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために自

分の命を失う者は、それを救うであろう。 25人が全

世界をもうけても、自分自身を失いまたは損したら

、なんの得になろうか。 26わたしとわたしの言葉と

を恥じる者に対しては、人の子もまた、自分の栄光

と、父と聖なる御使との栄光のうちに現れて来ると

き、その者を恥じるであろう。 27よく聞いておくが

よい、神の国を見るまでは、死を味わわない者が、

ここに立っている者の中にいる」。 28これらのこと

を話された後、八日ほどたってから、イエスはペテ

ロ、ヨハネ、ヤコブを連れて、祈るために山に登ら

れた。 29祈っておられる間に、み顔の様が変り、み

衣がまばゆいほどに白く輝いた。 30すると見よ、ふ

たりの人がイエスと語り合っていた。それはモーセ

とエリヤであったが、 31栄光の中に現れて、イエス

がエルサレムで遂げようとする最後のことについて

話していたのである。 32ペテロとその仲間の者たち

とは熟睡していたが、目をさますと、イエスの栄光

の姿と、共に立っているふたりの人とを見た。 33こ

のふたりがイエスを離れ去ろうとしたとき、ペテロ

は自分が何を言っているのかわからないで、イエス

に言った、「先生、わたしたちがここにいるのは、

すばらしいことです。それで、わたしたちは小屋を

三つ建てましょう。一つはあなたのために、一つは
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モーセのために、一つはエリヤのために」。 34彼が

こう言っている間に、雲がわき起って彼らをおおい

はじめた。そしてその雲に囲まれたとき、彼らは恐

れた。 35すると雲の中から声があった、「これはわ

たしの子、わたしの選んだ者である。これに聞け」

。 36そして声が止んだとき、イエスがひとりだけに

なっておられた。弟子たちは沈黙を守って、自分た

ちが見たことについては、そのころだれにも話さな

かった。 37翌日、一同が山を降りて来ると、大ぜい

の群衆がイエスを出迎えた。 38すると突然、ある人

が群衆の中から大声をあげて言った、「先生、お願

いです。わたしのむすこを見てやってください。こ

の子はわたしのひとりむすこですが、 39霊が取りつ

きますと、彼は急に叫び出すのです。それから、霊

は彼をひきつけさせて、あわを吹かせ、彼を弱り果

てさせて、なかなか出て行かないのです。 40それで

、お弟子たちに、この霊を追い出してくださるよう

に願いましたが、できませんでした」。 41イエスは

答えて言われた、「ああ、なんという不信仰な、曲

った時代であろう。いつまで、わたしはあなたがた

と一緒におられようか、またあなたがたに我慢がで

きようか。あなたの子をここに連れてきなさい」。

42ところが、その子がイエスのところに来る時にも

、悪霊が彼を引き倒して、引きつけさせた。イエス

はこの汚れた霊をしかりつけ、その子供をいやして

、父親にお渡しになった。 43人々はみな、神の偉大

な力に非常に驚いた。みんなの者がイエスのしてお

られた数々の事を不思議に思っていると、弟子たち

に言われた、 44「あなたがたはこの言葉を耳におさ
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めて置きなさい。人の子は人々の手に渡されようと

している」。 45しかし、彼らはなんのことかわから

なかった。それが彼らに隠されていて、悟ることが

できなかったのである。また彼らはそのことについ

て尋ねるのを恐れていた。 46弟子たちの間に、彼ら

のうちでだれがいちばん偉いだろうかということで

、議論がはじまった。 47イエスは彼らの心の思いを

見抜き、ひとりの幼な子を取りあげて自分のそばに

立たせ、彼らに言われた、 48「だれでもこの幼な子

をわたしの名のゆえに受けいれる者は、わたしを受

けいれるのである。そしてわたしを受けいれる者は

、わたしをおつかわしになったかたを受けいれるの

である。あなたがたみんなの中でいちばん小さい者

こそ、大きいのである」。 49するとヨハネが答えて

言った、「先生、わたしたちはある人があなたの名

を使って悪霊を追い出しているのを見ましたが、そ

の人はわたしたちの仲間でないので、やめさせまし

た」。 50イエスは彼に言われた、「やめさせないが

よい。あなたがたに反対しない者は、あなたがたの

味方なのである」。 51さて、イエスが天に上げられ

る日が近づいたので、エルサレムへ行こうと決意し

て、その方へ顔をむけられ、 52自分に先立って使者

たちをおつかわしになった。そして彼らがサマリヤ

人の村へはいって行き、イエスのために準備をしよ

うとしたところ、 53村人は、エルサレムへむかって

進んで行かれるというので、イエスを歓迎しようと

はしなかった。 54弟子のヤコブとヨハネとはそれを

見て言った、「主よ、いかがでしょう。彼らを焼き

払ってしまうように、天から火をよび求めましょう
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か」。 55イエスは振りかえって、彼らをおしかりに

なった。 56そして一同はほかの村へ行った。 57道

を進んで行くと、ある人がイエスに言った、「あな

たがおいでになる所ならどこへでも従ってまいりま

す」。 58イエスはその人に言われた、「きつねには

穴があり、空の鳥には巣がある。しかし、人の子に

はまくらする所がない」。 59またほかの人に、「わ

たしに従ってきなさい」と言われた。するとその人

が言った、「まず、父を葬りに行かせてください」

。 60彼に言われた、「その死人を葬ることは、死人

に任せておくがよい。あなたは、出て行って神の国

を告げひろめなさい」。 61またほかの人が言った、

「主よ、従ってまいりますが、まず家の者に別れを

言いに行かせてください」。 62イエスは言われた、

「手をすきにかけてから、うしろを見る者は、神の

国にふさわしくないものである」。

10その後、主は別に七十二人を選び、行こうとし

ておられたすべての町や村へ、ふたりずつ先におつ

かわしになった。 2そのとき、彼らに言われた、「

収穫は多いが、働き人が少ない。だから、収穫の主

に願って、その収穫のために働き人を送り出すよう

にしてもらいなさい。 3さあ、行きなさい。わたし

があなたがたをつかわすのは、小羊をおおかみの中

に送るようなものである。 4財布も袋もくつも持っ

て行くな。だれにも道であいさつするな。 5どこか

の家にはいったら、まず『平安がこの家にあるよう

に』と言いなさい。 6もし平安の子がそこにおれば

、あなたがたの祈る平安はその人の上にとどまるで

あろう。もしそうでなかったら、それはあなたがた
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の上に帰って来るであろう。 7それで、その同じ家

に留まっていて、家の人が出してくれるものを飲み

食いしなさい。働き人がその報いを得るのは当然で

ある。家から家へと渡り歩くな。 8どの町へはいっ

ても、人々があなたがたを迎えてくれるなら、前に

出されるものを食べなさい。 9そして、その町にい

る病人をいやしてやり、『神の国はあなたがたに近

づいた』と言いなさい。 10しかし、どの町へはいっ

ても、人々があなたがたを迎えない場合には、大通

りに出て行って言いなさい、 11『わたしたちの足に

ついているこの町のちりも、ぬぐい捨てて行く。し

かし、神の国が近づいたことは、承知しているがよ

い』。 12あなたがたに言っておく。その日には、こ

の町よりもソドムの方が耐えやすいであろう。 13わ

ざわいだ、コラジンよ。わざわいだ、ベツサイダよ

。おまえたちの中でなされた力あるわざが、もしツ

ロとシドンでなされたなら、彼らはとうの昔に、荒

布をまとい灰の中にすわって、悔い改めたであろう

。 14しかし、さばきの日には、ツロとシドンの方が

おまえたちよりも、耐えやすいであろう。 15ああ、

カペナウムよ、おまえは天にまで上げられようとで

もいうのか。黄泉にまで落されるであろう。 (Hadēs

g86) 16あなたがたに聞き従う者は、わたしに聞き従

うのであり、あなたがたを拒む者は、わたしを拒む

のである。そしてわたしを拒む者は、わたしをおつ

かわしになったかたを拒むのである」。 17七十二人

が喜んで帰ってきて言った、「主よ、あなたの名に

よっていたしますと、悪霊までがわたしたちに服従

します」。 18彼らに言われた、「わたしはサタンが
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電光のように天から落ちるのを見た。 19わたしはあ

なたがたに、へびやさそりを踏みつけ、敵のあらゆ

る力に打ち勝つ権威を授けた。だから、あなたがた

に害をおよぼす者はまったく無いであろう。 20しか

し、霊があなたがたに服従することを喜ぶな。むし

ろ、あなたがたの名が天にしるされていることを喜

びなさい」。 21そのとき、イエスは聖霊によって喜

びあふれて言われた、「天地の主なる父よ。あなた

をほめたたえます。これらの事を知恵のある者や賢

い者に隠して、幼な子にあらわしてくださいました

。父よ、これはまことに、みこころにかなった事で

した。 22すべての事は父からわたしに任せられてい

ます。そして、子がだれであるかは、父のほか知っ

ている者はありません。また父がだれであるかは、

子と、父をあらわそうとして子が選んだ者とのほか

、だれも知っている者はいません」。 23それから弟

子たちの方に振りむいて、ひそかに言われた、「あ

なたがたが見ていることを見る目は、さいわいであ

る。 24あなたがたに言っておく。多くの預言者や王

たちも、あなたがたの見ていることを見ようとした

が、見ることができず、あなたがたの聞いているこ

とを聞こうとしたが、聞けなかったのである」。 25

するとそこへ、ある律法学者が現れ、イエスを試み

ようとして言った、「先生、何をしたら永遠の生命

が受けられましょうか」。 (aiōnios g166) 26彼に言われ

た、「律法にはなんと書いてあるか。あなたはどう

読むか」。 27彼は答えて言った、「『心をつくし、

精神をつくし、力をつくし、思いをつくして、主な

るあなたの神を愛せよ』。また、『自分を愛するよ
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うに、あなたの隣り人を愛せよ』とあります」。 28

彼に言われた、「あなたの答は正しい。そのとおり

行いなさい。そうすれば、いのちが得られる」。 29

すると彼は自分の立場を弁護しようと思って、イエ

スに言った、「では、わたしの隣り人とはだれのこ

とですか」。 30イエスが答えて言われた、「ある人

がエルサレムからエリコに下って行く途中、強盗ど

もが彼を襲い、その着物をはぎ取り、傷を負わせ、

半殺しにしたまま、逃げ去った。 31するとたまたま

、ひとりの祭司がその道を下ってきたが、この人を

見ると、向こう側を通って行った。 32同様に、レビ

人もこの場所にさしかかってきたが、彼を見ると向

こう側を通って行った。 33ところが、あるサマリヤ

人が旅をしてこの人のところを通りかかり、彼を見

て気の毒に思い、 34近寄ってきてその傷にオリブ油

とぶどう酒とを注いでほうたいをしてやり、自分の

家畜に乗せ、宿屋に連れて行って介抱した。 35翌日

、デナリ二つを取り出して宿屋の主人に手渡し、『

この人を見てやってください。費用がよけいにかか

ったら、帰りがけに、わたしが支払います』と言っ

た。 36この三人のうち、だれが強盗に襲われた人の

隣り人になったと思うか」。 37彼が言った、「その

人に慈悲深い行いをした人です」。そこでイエスは

言われた、「あなたも行って同じようにしなさい」

。 38一同が旅を続けているうちに、イエスがある村

へはいられた。するとマルタという名の女がイエス

を家に迎え入れた。 39この女にマリヤという妹がい

たが、主の足もとにすわって、御言に聞き入ってい

た。 40ところが、マルタは接待のことで忙がしくて
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心をとりみだし、イエスのところにきて言った、「

主よ、妹がわたしだけに接待をさせているのを、な

んともお思いになりませんか。わたしの手伝いをす

るように妹におっしゃってください」。 41主は答え

て言われた、「マルタよ、マルタよ、あなたは多く

のことに心を配って思いわずらっている。 42しかし

、無くてならぬものは多くはない。いや、一つだけ

である。マリヤはその良い方を選んだのだ。そして

それは、彼女から取り去ってはならないものである

」。

11また、イエスはある所で祈っておられたが、そ

れが終ったとき、弟子のひとりが言った、「主よ、

ヨハネがその弟子たちに教えたように、わたしたち

にも祈ることを教えてください」。 2そこで彼らに

言われた、「祈るときには、こう言いなさい、『父

よ、御名があがめられますように。御国がきますよ

うに。 3わたしたちの日ごとの食物を、日々お与え

ください。 4わたしたちに負債のある者を皆ゆるし

ますから、わたしたちの罪をもおゆるしください。

わたしたちを試みに会わせないでください』」。 5

そして彼らに言われた、「あなたがたのうちのだれ

かに、友人があるとして、その人のところへ真夜中

に行き、『友よ、パンを三つ貸してください。 6友

だちが旅先からわたしのところに着いたのですが、

何も出すものがありませんから』と言った場合、 7

彼は内から、『面倒をかけないでくれ。もう戸は締

めてしまったし、子供たちもわたしと一緒に床には

いっているので、いま起きて何もあげるわけにはい

かない』と言うであろう。 8しかし、よく聞きなさ
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い、友人だからというのでは起きて与えないが、し

きりに願うので、起き上がって必要なものを出して

くれるであろう。 9そこでわたしはあなたがたに言

う。求めよ、そうすれば、与えられるであろう。捜

せ、そうすれば見いだすであろう。門をたたけ、そ

うすれば、あけてもらえるであろう。 10すべて求め

る者は得、捜す者は見いだし、門をたたく者はあけ

てもらえるからである。 11あなたがたのうちで、父

であるものは、その子が魚を求めるのに、魚の代り

にへびを与えるだろうか。 12卵を求めるのに、さそ

りを与えるだろうか。 13このように、あなたがたは

悪い者であっても、自分の子供には、良い贈り物を

することを知っているとすれば、天の父はなおさら

、求めて来る者に聖霊を下さらないことがあろうか

」。 14さて、イエスが悪霊を追い出しておられた。

それは、おしの霊であった。悪霊が出て行くと、お

しが物を言うようになったので、群衆は不思議に思

った。 15その中のある人々が、「彼は悪霊のかしら

ベルゼブルによって、悪霊どもを追い出しているの

だ」と言い、 16またほかの人々は、イエスを試みよ

うとして、天からのしるしを求めた。 17しかしイエ

スは、彼らの思いを見抜いて言われた、「おおよそ

国が内部で分裂すれば自滅してしまい、また家が分

れ争えば倒れてしまう。 18そこでサタンも内部で分

裂すれば、その国はどうして立ち行けよう。あなた

がたはわたしがベルゼブルによって悪霊を追い出し

ていると言うが、 19もしわたしがベルゼブルによっ

て悪霊を追い出すとすれば、あなたがたの仲間はだ

れによって追い出すのであろうか。だから、彼らが
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あなたがたをさばく者となるであろう。 20しかし、

わたしが神の指によって悪霊を追い出しているのな

ら、神の国はすでにあなたがたのところにきたので

ある。 21強い人が十分に武装して自分の邸宅を守っ

ている限り、その持ち物は安全である。 22しかし、

もっと強い者が襲ってきて彼に打ち勝てば、その頼

みにしていた武具を奪って、その分捕品を分けるの

である。 23わたしの味方でない者は、わたしに反対

するものであり、わたしと共に集めない者は、散ら

すものである。 24汚れた霊が人から出ると、休み場

を求めて水の無い所を歩きまわるが、見つからない

ので、出てきた元の家に帰ろうと言って、 25帰って

見ると、その家はそうじがしてある上、飾りつけが

してあった。 26そこでまた出て行って、自分以上に

悪い他の七つの霊を引き連れてきて中にはいり、そ

こに住み込む。そうすると、その人の後の状態は初

めよりももっと悪くなるのである」。 27イエスがこ

う話しておられるとき、群衆の中からひとりの女が

声を張りあげて言った、「あなたを宿した胎、あな

たが吸われた乳房は、なんとめぐまれていることで

しょう」。 28しかしイエスは言われた、「いや、め

ぐまれているのは、むしろ、神の言を聞いてそれを

守る人たちである」。 29さて群衆が群がり集まった

ので、イエスは語り出された、「この時代は邪悪な

時代である。それはしるしを求めるが、ヨナのしる

しのほかには、なんのしるしも与えられないであろ

う。 30というのは、ニネベの人々に対してヨナがし

るしとなったように、人の子もこの時代に対してし

るしとなるであろう。 31南の女王が、今の時代の人
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々と共にさばきの場に立って、彼らを罪に定めるで

あろう。なぜなら、彼女はソロモンの知恵を聞くた

めに、地の果からはるばるきたからである。しかし

見よ、ソロモンにまさる者がここにいる。 32ニネベ

の人々が、今の時代の人々と共にさばきの場に立っ

て、彼らを罪に定めるであろう。なぜなら、ニネベ

の人々はヨナの宣教によって悔い改めたからである

。しかし見よ、ヨナにまさる者がここにいる。 33だ

れもあかりをともして、それを穴倉の中や枡の下に

置くことはしない。むしろはいって来る人たちに、

そのあかりが見えるように、燭台の上におく。 34あ

なたの目は、からだのあかりである。あなたの目が

澄んでおれば、全身も明るいが、目がわるければ、

からだも暗い。 35だから、あなたの内なる光が暗く

ならないように注意しなさい。 36もし、あなたのか

らだ全体が明るくて、暗い部分が少しもなければ、

ちょうど、あかりが輝いてあなたを照す時のように

、全身が明るくなるであろう」。 37イエスが語って

おられた時、あるパリサイ人が、自分の家で食事を

していただきたいと申し出たので、はいって食卓に

つかれた。 38ところが、食前にまず洗うことをなさ

らなかったのを見て、そのパリサイ人が不思議に思

った。 39そこで主は彼に言われた、「いったい、あ

なたがたパリサイ人は、杯や盆の外側をきよめるが

、あなたがたの内側は貪欲と邪悪とで満ちている。

40愚かな者たちよ、外側を造ったかたは、また内側

も造られたではないか。 41ただ、内側にあるものを

きよめなさい。そうすれば、いっさいがあなたがた

にとって、清いものとなる。 42しかし、あなた方パ
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リサイ人は、わざわいである。はっか、うん香、あ

らゆる野菜などの十分の一を宮に納めておりながら

、義と神に対する愛とをなおざりにしている。それ

もなおざりにはできないが、これは行わねばならな

い。 43あなたがたパリサイ人は、わざわいである。

会堂の上席や広場での敬礼を好んでいる。 44あなた

がたは、わざわいである。人目につかない墓のよう

なものである。その上を歩いても人々は気づかない

でいる」。 45ひとりの律法学者がイエスに答えて言

った、「先生、そんなことを言われるのは、わたし

たちまでも侮辱することです」。 46そこで言われた

、「あなたがた律法学者も、わざわいである。負い

切れない重荷を人に負わせながら、自分ではその荷

に指一本でも触れようとしない。 47あなたがたは、

わざわいである。預言者たちの碑を建てるが、しか

し彼らを殺したのは、あなたがたの先祖であったの

だ。 48だから、あなたがたは、自分の先祖のしわざ

に同意する証人なのだ。先祖が彼らを殺し、あなた

がたがその碑を建てるのだから。 49それゆえに、『

神の知恵』も言っている、『わたしは預言者と使徒

とを彼らにつかわすが、彼らはそのうちのある者を

殺したり、迫害したりするであろう』。 50それで、

アベルの血から祭壇と神殿との間で殺されたザカリ

ヤの血に至るまで、世の初めから流されてきたすべ

ての預言者の血について、この時代がその責任を問

われる。 51そうだ、あなたがたに言っておく、この

時代がその責任を問われるであろう。 52あなたがた

律法学者は、わざわいである。知識のかぎを取りあ

げて、自分がはいらないばかりか、はいろうとする
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人たちを妨げてきた」。 53イエスがそこを出て行か

れると、律法学者やパリサイ人は、激しく詰め寄り

、いろいろな事を問いかけて、 54イエスの口から何

か言いがかりを得ようと、ねらいはじめた。

12その間に、おびただしい群衆が、互に踏み合う

ほどに群がってきたが、イエスはまず弟子たちに語

りはじめられた、「パリサイ人のパン種、すなわち

彼らの偽善に気をつけなさい。 2おおいかぶされた

もので、現れてこないものはなく、隠れているもの

で、知られてこないものはない。 3だから、あなた

がたが暗やみで言ったことは、なんでもみな明るみ

で聞かれ、密室で耳にささやいたことは、屋根の上

で言いひろめられるであろう。 4そこでわたしの友

であるあなたがたに言うが、からだを殺しても、そ

のあとでそれ以上なにもできない者どもを恐れるな

。 5恐るべき者がだれであるか、教えてあげよう。

殺したあとで、更に地獄に投げ込む権威のあるかた

を恐れなさい。そうだ、あなたがたに言っておくが

、そのかたを恐れなさい。 (Geenna g1067) 6五羽のすず

めは二アサリオンで売られているではないか。しか

も、その一羽も神のみまえで忘れられてはいない。

7その上、あなたがたの頭の毛までも、みな数えられ

ている。恐れることはない。あなたがたは多くのす

ずめよりも、まさった者である。 8そこで、あなた

がたに言う。だれでも人の前でわたしを受けいれる

者を、人の子も神の使たちの前で受けいれるであろ

う。 9しかし、人の前でわたしを拒む者は、神の使

たちの前で拒まれるであろう。 10また、人の子に言

い逆らう者はゆるされるであろうが、聖霊をけがす
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者は、ゆるされることはない。 11あなたがたが会堂

や役人や高官の前へひっぱられて行った場合には、

何をどう弁明しようか、何を言おうかと心配しない

がよい。 12言うべきことは、聖霊がその時に教えて

くださるからである」。 13群衆の中のひとりがイエ

スに言った、「先生、わたしの兄弟に、遺産を分け

てくれるようにおっしゃってください」。 14彼に言

われた、「人よ、だれがわたしをあなたがたの裁判

人または分配人に立てたのか」。 15それから人々に

むかって言われた、「あらゆる貪欲に対してよくよ

く警戒しなさい。たといたくさんの物を持っていて

も、人のいのちは、持ち物にはよらないのである」

。 16そこで一つの譬を語られた、「ある金持の畑が

豊作であった。 17そこで彼は心の中で、『どうしよ

うか、わたしの作物をしまっておく所がないのだが

』と思いめぐらして 18言った、『こうしよう。わた

しの倉を取りこわし、もっと大きいのを建てて、そ

こに穀物や食糧を全部しまい込もう。 19そして自分

の魂に言おう。たましいよ、おまえには長年分の食

糧がたくさんたくわえてある。さあ安心せよ、食え

、飲め、楽しめ』。 20すると神が彼に言われた、『

愚かな者よ、あなたの魂は今夜のうちにも取り去ら

れるであろう。そしたら、あなたが用意した物は、

だれのものになるのか』。 21自分のために宝を積ん

で神に対して富まない者は、これと同じである」。

22それから弟子たちに言われた、「それだから、あ

なたがたに言っておく。何を食べようかと、命のこ

とで思いわずらい、何を着ようかとからだのことで

思いわずらうな。 23命は食物にまさり、からだは着
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物にまさっている。 24からすのことを考えて見よ。

まくことも、刈ることもせず、また、納屋もなく倉

もない。それだのに、神は彼らを養っていて下さる

。あなたがたは鳥よりも、はるかにすぐれているで

はないか。 25あなたがたのうち、だれが思いわずら

ったからとて、自分の寿命をわずかでも延ばすこと

ができようか。 26そんな小さな事さえできないのに

、どうしてほかのことを思いわずらうのか。 27野の

花のことを考えて見るがよい。紡ぎもせず、織りも

しない。しかし、あなたがたに言うが、栄華をきわ

めた時のソロモンでさえ、この花の一つほどにも着

飾ってはいなかった。 28きょうは野にあって、あす

は炉に投げ入れられる草でさえ、神はこのように装

って下さるのなら、あなたがたに、それ以上よくし

てくださらないはずがあろうか。ああ、信仰の薄い

者たちよ。 29あなたがたも、何を食べ、何を飲もう

かと、あくせくするな、また気を使うな。 30これら

のものは皆、この世の異邦人が切に求めているもの

である。あなたがたの父は、これらのものがあなた

がたに必要であることを、ご存じである。 31ただ、

御国を求めなさい。そうすれば、これらのものは添

えて与えられるであろう。 32恐れるな、小さい群れ

よ。御国を下さることは、あなたがたの父のみここ

ろなのである。 33自分の持ち物を売って、施しなさ

い。自分のために古びることのない財布をつくり、

盗人も近寄らず、虫も食い破らない天に、尽きるこ

とのない宝をたくわえなさい。 34あなたがたの宝の

ある所には、心もあるからである。 35腰に帯をしめ

、あかりをともしていなさい。 36主人が婚宴から帰
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ってきて戸をたたくとき、すぐあけてあげようと待

っている人のようにしていなさい。 37主人が帰って

きたとき、目を覚しているのを見られる僕たちは、

さいわいである。よく言っておく。主人が帯をしめ

て僕たちを食卓につかせ、進み寄って給仕をしてく

れるであろう。 38主人が夜中ごろ、あるいは夜明け

ごろに帰ってきても、そうしているのを見られるな

ら、その人たちはさいわいである。 39このことを、

わきまえているがよい。家の主人は、盗賊がいつご

ろ来るかわかっているなら、自分の家に押し入らせ

はしないであろう。 40あなたがたも用意していなさ

い。思いがけない時に人の子が来るからである」。

41するとペテロが言った、「主よ、この譬を話して

おられるのはわたしたちのためなのですか。それと

も、みんなの者のためなのですか」。 42そこで主が

言われた、「主人が、召使たちの上に立てて、時に

応じて定めの食事をそなえさせる忠実な思慮深い家

令は、いったいだれであろう。 43主人が帰ってきた

とき、そのようにつとめているのを見られる僕は、

さいわいである。 44よく言っておくが、主人はその

僕を立てて自分の全財産を管理させるであろう。 45

しかし、もしその僕が、主人の帰りがおそいと心の

中で思い、男女の召使たちを打ちたたき、そして食

べたり、飲んだりして酔いはじめるならば、 46その

僕の主人は思いがけない日、気がつかない時に帰っ

て来るであろう。そして、彼を厳罰に処して、不忠

実なものたちと同じ目にあわせるであろう。 47主人

のこころを知っていながら、それに従って用意もせ

ず勤めもしなかった僕は、多くむち打たれるであろ
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う。 48しかし、知らずに打たれるようなことをした

者は、打たれ方が少ないだろう。多く与えられた者

からは多く求められ、多く任せられた者からは更に

多く要求されるのである。 49わたしは、火を地上に

投じるためにきたのだ。火がすでに燃えていたなら

と、わたしはどんなに願っていることか。 50しかし

、わたしには受けねばならないバプテスマがある。

そして、それを受けてしまうまでは、わたしはどん

なにか苦しい思いをすることであろう。 51あなたが

たは、わたしが平和をこの地上にもたらすためにき

たと思っているのか。あなたがたに言っておく。そ

うではない。むしろ分裂である。 52というのは、今

から後は、一家の内で五人が相分れて、三人はふた

りに、ふたりは三人に対立し、 53また父は子に、子

は父に、母は娘に、娘は母に、しゅうとめは嫁に、

嫁はしゅうとめに、対立するであろう」。 54イエス

はまた群衆に対しても言われた、「あなたがたは、

雲が西に起るのを見るとすぐ、にわか雨がやって来

る、と言う。果してそのとおりになる。 55それから

南風が吹くと、暑つくなるだろう、と言う。果して

そのとおりになる。 56偽善者よ、あなたがたは天地

の模様を見分けることを知りながら、どうして今の

時代を見分けることができないのか。 57また、あな

たがたは、なぜ正しいことを自分で判断しないのか

。 58たとえば、あなたを訴える人と一緒に役人のと

ころへ行くときには、途中でその人と和解するよう

に努めるがよい。そうしないと、その人はあなたを

裁判官のところへひっぱって行き、裁判官はあなた

を獄吏に引き渡し、獄吏はあなたを獄に投げ込むで



ルカの福音書 2244

あろう。 59わたしは言って置く、最後の一レプタま

でも支払ってしまうまでは、決してそこから出て来

ることはできない」。

13ちょうどその時、ある人々がきて、ピラトがガ

リラヤ人たちの血を流し、それを彼らの犠牲の血に

混ぜたことを、イエスに知らせた。 2そこでイエス

は答えて言われた、「それらのガリラヤ人が、その

ような災難にあったからといって、他のすべてのガ

リラヤ人以上に罪が深かったと思うのか。 3あなた

がたに言うが、そうではない。あなたがたも悔い改

めなければ、みな同じように滅びるであろう。 4ま

た、シロアムの塔が倒れたためにおし殺されたあの

十八人は、エルサレムの他の全住民以上に罪の負債

があったと思うか。 5あなたがたに言うが、そうで

はない。あなたがたも悔い改めなければ、みな同じ

ように滅びるであろう」。 6それから、この譬を語

られた、「ある人が自分のぶどう園にいちじくの木

を植えて置いたので、実を捜しにきたが見つからな

かった。 7そこで園丁に言った、『わたしは三年間

も実を求めて、このいちじくの木のところにきたの

だが、いまだに見あたらない。その木を切り倒して

しまえ。なんのために、土地をむだにふさがせて置

くのか』。 8すると園丁は答えて言った、『ご主人

様、ことしも、そのままにして置いてください。そ

のまわりを掘って肥料をやって見ますから。 9それ

で来年実がなりましたら結構です。もしそれでもだ

めでしたら、切り倒してください』」。 10安息日に

、ある会堂で教えておられると、 11そこに十八年間

も病気の霊につかれ、かがんだままで、からだを伸
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ばすことの全くできない女がいた。 12イエスはこの

女を見て、呼びよせ、「女よ、あなたの病気はなお

った」と言って、 13手をその上に置かれた。すると

立ちどころに、そのからだがまっすぐになり、そし

て神をたたえはじめた。 14ところが会堂司は、イエ

スが安息日に病気をいやされたことを憤り、群衆に

むかって言った、「働くべき日は六日ある。その間

に、なおしてもらいにきなさい。安息日にはいけな

い」。 15主はこれに答えて言われた、「偽善者たち

よ、あなたがたはだれでも、安息日であっても、自

分の牛やろばを家畜小屋から解いて、水を飲ませに

引き出してやるではないか。 16それなら、十八年間

もサタンに縛られていた、アブラハムの娘であるこ

の女を、安息日であっても、その束縛から解いてや

るべきではなかったか」。 17こう言われたので、イ

エスに反対していた人たちはみな恥じ入った。そし

て群衆はこぞって、イエスがなされたすべてのすば

らしいみわざを見て喜んだ。 18そこで言われた、「

神の国は何に似ているか。またそれを何にたとえよ

うか。 19一粒のからし種のようなものである。ある

人がそれを取って庭にまくと、育って木となり、空

の鳥もその枝に宿るようになる」。 20また言われた

、「神の国を何にたとえようか。 21パン種のような

ものである。女がそれを取って三斗の粉の中に混ぜ

ると、全体がふくらんでくる」。 22さてイエスは教

えながら町々村々を通り過ぎ、エルサレムへと旅を

続けられた。 23すると、ある人がイエスに、「主よ

、救われる人は少ないのですか」と尋ねた。 24そこ

でイエスは人々にむかって言われた、「狭い戸口か
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らはいるように努めなさい。事実、はいろうとして

も、はいれない人が多いのだから。 25家の主人が立

って戸を閉じてしまってから、あなたがたが外に立

ち戸をたたき始めて、『ご主人様、どうぞあけてく

ださい』と言っても、主人はそれに答えて、『あな

たがたがどこからきた人なのか、わたしは知らない

』と言うであろう。 26そのとき、『わたしたちはあ

なたとご一緒に飲み食いしました。また、あなたは

わたしたちの大通りで教えてくださいました』と言

い出しても、 27彼は、『あなたがたがどこからきた

人なのか、わたしは知らない。悪事を働く者どもよ

、みんな行ってしまえ』と言うであろう。 28あなた

がたは、アブラハム、イサク、ヤコブやすべての預

言者たちが、神の国にはいっているのに、自分たち

は外に投げ出されることになれば、そこで泣き叫ん

だり、歯がみをしたりするであろう。 29それから人

々が、東から西から、また南から北からきて、神の

国で宴会の席につくであろう。 30こうしてあとのも

ので先になるものがあり、また、先のものであとに

なるものもある」。 31ちょうどその時、あるパリサ

イ人たちが、イエスに近寄ってきて言った、「ここ

から出て行きなさい。ヘロデがあなたを殺そうとし

ています」。 32そこで彼らに言われた、「あのきつ

ねのところへ行ってこう言え、『見よ、わたしはき

ょうもあすも悪霊を追い出し、また、病気をいやし

、そして三日目にわざを終えるであろう。 33しかし

、きょうもあすも、またその次の日も、わたしは進

んで行かねばならない。預言者がエルサレム以外の

地で死ぬことは、あり得ないからである』。 34ああ
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、エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、お

まえにつかわされた人々を石で打ち殺す者よ。ちょ

うどめんどりが翼の下にひなを集めるように、わた

しはおまえの子らを幾たび集めようとしたことであ

ろう。それだのに、おまえたちは応じようとしなか

った。 35見よ、おまえたちの家は見捨てられてしま

う。わたしは言って置く、『主の名によってきたる

ものに、祝福あれ』とおまえたちが言う時の来るま

では、再びわたしに会うことはないであろう」。

14ある安息日のこと、食事をするために、あるパ

リサイ派のかしらの家にはいって行かれたが、人々

はイエスの様子をうかがっていた。 2するとそこに

、水腫をわずらっている人が、みまえにいた。 3イ

エスは律法学者やパリサイ人たちにむかって言われ

た、「安息日に人をいやすのは、正しいことかどう

か」。 4彼らは黙っていた。そこでイエスはその人

に手を置いていやしてやり、そしてお帰しになった

。 5それから彼らに言われた、「あなたがたのうち

で、自分のむすこか牛が井戸に落ち込んだなら、安

息日だからといって、すぐに引き上げてやらない者

がいるだろうか」。 6彼らはこれに対して返す言葉

がなかった。 7客に招かれた者たちが上座を選んで

いる様子をごらんになって、彼らに一つの譬を語ら

れた。 8「婚宴に招かれたときには、上座につくな

。あるいは、あなたよりも身分の高い人が招かれて

いるかも知れない。 9その場合、あなたとその人と

を招いた者がきて、『このかたに座を譲ってくださ

い』と言うであろう。そのとき、あなたは恥じ入っ

て末座につくことになるであろう。 10むしろ、招か
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れた場合には、末座に行ってすわりなさい。そうす

れば、招いてくれた人がきて、『友よ、上座の方へ

お進みください』と言うであろう。そのとき、あな

たは席を共にするみんなの前で、面目をほどこすこ

とになるであろう。 11おおよそ、自分を高くする者

は低くされ、自分を低くする者は高くされるであろ

う」。 12また、イエスは自分を招いた人に言われた

、「午餐または晩餐の席を設ける場合には、友人、

兄弟、親族、金持の隣り人などは呼ばぬがよい。恐

らく彼らもあなたを招きかえし、それであなたは返

礼を受けることになるから。 13むしろ、宴会を催す

場合には、貧乏人、不具者、足なえ、盲人などを招

くがよい。 14そうすれば、彼らは返礼ができないか

ら、あなたはさいわいになるであろう。正しい人々

の復活の際には、あなたは報いられるであろう」。

15列席者のひとりがこれを聞いてイエスに「神の国

で食事をする人は、さいわいです」と言った。 16そ

こでイエスが言われた、「ある人が盛大な晩餐会を

催して、大ぜいの人を招いた。 17晩餐の時刻になっ

たので、招いておいた人たちのもとに僕を送って、

『さあ、おいでください。もう準備ができましたか

ら』と言わせた。 18ところが、みんな一様に断りは

じめた。最初の人は、『わたしは土地を買いました

ので、行って見なければなりません。どうぞ、おゆ

るしください』と言った。 19ほかの人は、『わたし

は五対の牛を買いましたので、それをしらべに行く

ところです。どうぞ、おゆるしください』、 20もう

ひとりの人は、『わたしは妻をめとりましたので、

参ることができません』と言った。 21僕は帰ってき
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て、以上の事を主人に報告した。すると家の主人は

おこって僕に言った、『いますぐに、町の大通りや

小道へ行って、貧乏人、不具者、盲人、足なえなど

を、ここへ連れてきなさい』。 22僕は言った、『ご

主人様、仰せのとおりにいたしましたが、まだ席が

ございます』。 23主人が僕に言った、『道やかきね

のあたりに出て行って、この家がいっぱいになるよ

うに、人々を無理やりにひっぱってきなさい。 24あ

なたがたに言って置くが、招かれた人で、わたしの

晩餐にあずかる者はひとりもないであろう』」。 25

大ぜいの群衆がついてきたので、イエスは彼らの方

に向いて言われた、 26「だれでも、父、母、妻、子

、兄弟、姉妹、さらに自分の命までも捨てて、わた

しのもとに来るのでなければ、わたしの弟子となる

ことはできない。 27自分の十字架を負うてわたしに

ついて来るものでなければ、わたしの弟子となるこ

とはできない。 28あなたがたのうちで、だれかが邸

宅を建てようと思うなら、それを仕上げるのに足り

るだけの金を持っているかどうかを見るため、まず

、すわってその費用を計算しないだろうか。 29そう

しないと、土台をすえただけで完成することができ

ず、見ているみんなの人が、 30『あの人は建てかけ

たが、仕上げができなかった』と言ってあざ笑うよ

うになろう。 31また、どんな王でも、ほかの王と戦

いを交えるために出て行く場合には、まず座して、

こちらの一万人をもって、二万人を率いて向かって

来る敵に対抗できるかどうか、考えて見ないだろう

か。 32もし自分の力にあまれば、敵がまだ遠くにい

るうちに、使者を送って、和を求めるであろう。 33
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それと同じように、あなたがたのうちで、自分の財

産をことごとく捨て切るものでなくては、わたしの

弟子となることはできない。 34塩は良いものだ。し

かし、塩もききめがなくなったら、何によって塩味

が取りもどされようか。 35土にも肥料にも役立たず

、外に投げ捨てられてしまう。聞く耳のあるものは

聞くがよい」。

15さて、取税人や罪人たちが皆、イエスの話を聞

こうとして近寄ってきた。 2するとパリサイ人や律

法学者たちがつぶやいて、「この人は罪人たちを迎

えて一緒に食事をしている」と言った。 3そこでイ

エスは彼らに、この譬をお話しになった、 4「あな

たがたのうちに、百匹の羊を持っている者がいたと

する。その一匹がいなくなったら、九十九匹を野原

に残しておいて、いなくなった一匹を見つけるまで

は捜し歩かないであろうか。 5そして見つけたら、

喜んでそれを自分の肩に乗せ、 6家に帰ってきて友

人や隣り人を呼び集め、『わたしと一緒に喜んでく

ださい。いなくなった羊を見つけましたから』と言

うであろう。 7よく聞きなさい。それと同じように

、罪人がひとりでも悔い改めるなら、悔改めを必要

としない九十九人の正しい人のためにもまさる大き

いよろこびが、天にあるであろう。 8また、ある女

が銀貨十枚を持っていて、もしその一枚をなくした

とすれば、彼女はあかりをつけて家中を掃き、それ

を見つけるまでは注意深く捜さないであろうか。 9

そして、見つけたなら、女友だちや近所の女たちを

呼び集めて、『わたしと一緒に喜んでください。な

くした銀貨が見つかりましたから』と言うであろう
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。 10よく聞きなさい。それと同じように、罪人がひ

とりでも悔い改めるなら、神の御使たちの前でよろ

こびがあるであろう」。 11また言われた、「ある人

に、ふたりのむすこがあった。 12ところが、弟が父

親に言った、『父よ、あなたの財産のうちでわたし

がいただく分をください』。そこで、父はその身代

をふたりに分けてやった。 13それから幾日もたたな

いうちに、弟は自分のものを全部とりまとめて遠い

所へ行き、そこで放蕩に身を持ちくずして財産を使

い果した。 14何もかも浪費してしまったのち、その

地方にひどいききんがあったので、彼は食べること

にも窮しはじめた。 15そこで、その地方のある住民

のところに行って身を寄せたところが、その人は彼

を畑にやって豚を飼わせた。 16彼は、豚の食べるい

なご豆で腹を満たしたいと思うほどであったが、何

もくれる人はなかった。 17そこで彼は本心に立ちか

えって言った、『父のところには食物のあり余って

いる雇人が大ぜいいるのに、わたしはここで飢えて

死のうとしている。 18立って、父のところへ帰って

、こう言おう、父よ、わたしは天に対しても、あな

たにむかっても、罪を犯しました。 19もう、あなた

のむすこと呼ばれる資格はありません。どうぞ、雇

人のひとり同様にしてください』。 20そこで立って

、父のところへ出かけた。まだ遠く離れていたのに

、父は彼をみとめ、哀れに思って走り寄り、その首

をだいて接吻した。 21むすこは父に言った、『父よ

、わたしは天に対しても、あなたにむかっても、罪

を犯しました。もうあなたのむすこと呼ばれる資格

はありません』。 22しかし父は僕たちに言いつけた
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、『さあ、早く、最上の着物を出してきてこの子に

着せ、指輪を手にはめ、はきものを足にはかせなさ

い。 23また、肥えた子牛を引いてきてほふりなさい

。食べて楽しもうではないか。 24このむすこが死ん

でいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つか

ったのだから』。それから祝宴がはじまった。 25と

ころが、兄は畑にいたが、帰ってきて家に近づくと

、音楽や踊りの音が聞えたので、 26ひとりの僕を呼

んで、『いったい、これは何事なのか』と尋ねた。

27僕は答えた、『あなたのご兄弟がお帰りになりま

した。無事に迎えたというので、父上が肥えた子牛

をほふらせなさったのです』。 28兄はおこって家に

はいろうとしなかったので、父が出てきてなだめる

と、 29兄は父にむかって言った、『わたしは何か年

もあなたに仕えて、一度でもあなたの言いつけにそ

むいたことはなかったのに、友だちと楽しむために

子やぎ一匹も下さったことはありません。 30それだ

のに、遊女どもと一緒になって、あなたの身代を食

いつぶしたこのあなたの子が帰ってくると、そのた

めに肥えた子牛をほふりなさいました』。 31すると

父は言った、『子よ、あなたはいつもわたしと一緒

にいるし、またわたしのものは全部あなたのものだ

。 32しかし、このあなたの弟は、死んでいたのに生

き返り、いなくなっていたのに見つかったのだから

、喜び祝うのはあたりまえである』」。

16イエスはまた、弟子たちに言われた、「ある金

持のところにひとりの家令がいたが、彼は主人の財

産を浪費していると、告げ口をする者があった。 2

そこで主人は彼を呼んで言った、『あなたについて
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聞いていることがあるが、あれはどうなのか。あな

たの会計報告を出しなさい。もう家令をさせて置く

わけにはいかないから』。 3この家令は心の中で思

った、『どうしようか。主人がわたしの職を取り上

げようとしている。土を掘るには力がないし、物ご

いするのは恥ずかしい。 4そうだ、わかった。こう

しておけば、職をやめさせられる場合、人々がわた

しをその家に迎えてくれるだろう』。 5それから彼

は、主人の負債者をひとりびとり呼び出して、初め

の人に、『あなたは、わたしの主人にどれだけ負債

がありますか』と尋ねた。 6『油百樽です』と答え

た。そこで家令が言った、『ここにあなたの証書が

ある。すぐそこにすわって、五十樽と書き変えなさ

い』。 7次に、もうひとりに、『あなたの負債はど

れだけですか』と尋ねると、『麦百石です』と答え

た。これに対して、『ここに、あなたの証書がある

が、八十石と書き変えなさい』と言った。 8ところ

が主人は、この不正な家令の利口なやり方をほめた

。この世の子らはその時代に対しては、光の子らよ

りも利口である。 (aiōn g165) 9またあなたがたに言う

が、不正の富を用いてでも、自分のために友だちを

つくるがよい。そうすれば、富が無くなった場合、

あなたがたを永遠のすまいに迎えてくれるであろう

。 (aiōnios g166) 10小事に忠実な人は、大事にも忠実で

ある。そして、小事に不忠実な人は大事にも不忠実

である。 11だから、もしあなたがたが不正の富につ

いて忠実でなかったら、だれが真の富を任せるだろ

うか。 12また、もしほかの人のものについて忠実で

なかったら、だれがあなたがたのものを与えてくれ
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ようか。 13どの僕でも、ふたりの主人に兼ね仕える

ことはできない。一方を憎んで他方を愛し、あるい

は、一方に親しんで他方をうとんじるからである。

あなたがたは、神と富とに兼ね仕えることはできな

い」。 14欲の深いパリサイ人たちが、すべてこれら

の言葉を聞いて、イエスをあざ笑った。 15そこで彼

らにむかって言われた、「あなたがたは、人々の前

で自分を正しいとする人たちである。しかし、神は

あなたがたの心をご存じである。人々の間で尊ばれ

るものは、神のみまえでは忌みきらわれる。 16律法

と預言者とはヨハネの時までのものである。それ以

来、神の国が宣べ伝えられ、人々は皆これに突入し

ている。 17しかし、律法の一画が落ちるよりは、天

地の滅びる方が、もっとたやすい。 18すべて自分の

妻を出して他の女をめとる者は、姦淫を行うもので

あり、また、夫から出された女をめとる者も、姦淫

を行うものである。 19ある金持がいた。彼は紫の衣

や細布を着て、毎日ぜいたくに遊び暮していた。 20

ところが、ラザロという貧乏人が全身でき物でおお

われて、この金持の玄関の前にすわり、 21その食卓

から落ちるもので飢えをしのごうと望んでいた。そ

の上、犬がきて彼のでき物をなめていた。 22この貧

乏人がついに死に、御使たちに連れられてアブラハ

ムのふところに送られた。金持も死んで葬られた。

23そして黄泉にいて苦しみながら、目をあげると、

アブラハムとそのふところにいるラザロとが、はる

かに見えた。 (Hadēs g86) 24そこで声をあげて言った、

『父、アブラハムよ、わたしをあわれんでください

。ラザロをおつかわしになって、その指先を水でぬ
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らし、わたしの舌を冷やさせてください。わたしは

この火炎の中で苦しみもだえています』。 25アブラ

ハムが言った、『子よ、思い出すがよい。あなたは

生前よいものを受け、ラザロの方は悪いものを受け

た。しかし今ここでは、彼は慰められ、あなたは苦

しみもだえている。 26そればかりか、わたしたちと

あなたがたとの間には大きな淵がおいてあって、こ

ちらからあなたがたの方へ渡ろうと思ってもできな

いし、そちらからわたしたちの方へ越えて来ること

もできない』。 27そこで金持が言った、『父よ、で

はお願いします。わたしの父の家へラザロをつかわ

してください。 28わたしに五人の兄弟がいますので

、こんな苦しい所へ来ることがないように、彼らに

警告していただきたいのです』。 29アブラハムは言

った、『彼らにはモーセと預言者とがある。それに

聞くがよかろう』。 30金持が言った、『いえいえ、

父アブラハムよ、もし死人の中からだれかが兄弟た

ちのところへ行ってくれましたら、彼らは悔い改め

るでしょう』。 31アブラハムは言った、『もし彼ら

がモーセと預言者とに耳を傾けないなら、死人の中

からよみがえってくる者があっても、彼らはその勧

めを聞き入れはしないであろう』」。

17イエスは弟子たちに言われた、「罪の誘惑が来

ることは避けられない。しかし、それをきたらせる

者は、わざわいである。 2これらの小さい者のひと

りを罪に誘惑するよりは、むしろ、ひきうすを首に

かけられて海に投げ入れられた方が、ましである。

3あなたがたは、自分で注意していなさい。もしあな

たの兄弟が罪を犯すなら、彼をいさめなさい。そし
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て悔い改めたら、ゆるしてやりなさい。 4もしあな

たに対して一日に七度罪を犯し、そして七度『悔い

改めます』と言ってあなたのところへ帰ってくれば

、ゆるしてやるがよい」。 5使徒たちは主に「わた

したちの信仰を増してください」と言った。 6そこ

で主が言われた、「もし、からし種一粒ほどの信仰

があるなら、この桑の木に、『抜け出して海に植わ

れ』と言ったとしても、その言葉どおりになるであ

ろう。 7あなたがたのうちのだれかに、耕作か牧畜

かをする僕があるとする。その僕が畑から帰って来

たとき、彼に『すぐきて、食卓につきなさい』と言

うだろうか。 8かえって、『夕食の用意をしてくれ

。そしてわたしが飲み食いをするあいだ、帯をしめ

て給仕をしなさい。そのあとで、飲み食いをするが

よい』と、言うではないか。 9僕が命じられたこと

をしたからといって、主人は彼に感謝するだろうか

。 10同様にあなたがたも、命じられたことを皆して

しまったとき、『わたしたちはふつつかな僕です。

すべき事をしたに過ぎません』と言いなさい」。 11

イエスはエルサレムへ行かれるとき、サマリヤとガ

リラヤとの間を通られた。 12そして、ある村にはい

られると、十人のらい病人に出会われたが、彼らは

遠くの方で立ちとどまり、 13声を張りあげて、「イ

エスさま、わたしたちをあわれんでください」と言

った。 14イエスは彼らをごらんになって、「祭司た

ちのところに行って、からだを見せなさい」と言わ

れた。そして、行く途中で彼らはきよめられた。 15

そのうちのひとりは、自分がいやされたことを知り

、大声で神をほめたたえながら帰ってきて、 16イエ
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スの足もとにひれ伏して感謝した。これはサマリヤ

人であった。 17イエスは彼にむかって言われた、「

きよめられたのは、十人ではなかったか。ほかの九

人は、どこにいるのか。 18神をほめたたえるために

帰ってきたものは、この他国人のほかにはいないの

か」。 19それから、その人に言われた、「立って行

きなさい。あなたの信仰があなたを救ったのだ」。

20神の国はいつ来るのかと、パリサイ人が尋ねたの

で、イエスは答えて言われた、「神の国は、見られ

るかたちで来るものではない。 21また『見よ、ここ

にある』『あそこにある』などとも言えない。神の

国は、実にあなたがたのただ中にあるのだ」。 22そ

れから弟子たちに言われた、「あなたがたは、人の

子の日を一日でも見たいと願っても見ることができ

ない時が来るであろう。 23人々はあなたがたに、『

見よ、あそこに』『見よ、ここに』と言うだろう。

しかし、そちらへ行くな、彼らのあとを追うな。 24

いなずまが天の端からひかり出て天の端へとひらめ

き渡るように、人の子もその日には同じようである

だろう。 25しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、

またこの時代の人々に捨てられねばならない。 26そ

して、ノアの時にあったように、人の子の時にも同

様なことが起るであろう。 27ノアが箱舟にはいる日

まで、人々は食い、飲み、めとり、とつぎなどして

いたが、そこへ洪水が襲ってきて、彼らをことごと

く滅ぼした。 28ロトの時にも同じようなことが起っ

た。人々は食い、飲み、買い、売り、植え、建てな

どしていたが、 29ロトがソドムから出て行った日に

、天から火と硫黄とが降ってきて、彼らをことごと
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く滅ぼした。 30人の子が現れる日も、ちょうどそれ

と同様であろう。 31その日には、屋上にいる者は、

自分の持ち物が家の中にあっても、取りにおりるな

。畑にいる者も同じように、あとへもどるな。 32ロ

トの妻のことを思い出しなさい。 33自分の命を救お

うとするものは、それを失い、それを失うものは、

保つのである。 34あなたがたに言っておく。その夜

、ふたりの男が一つ寝床にいるならば、ひとりは取

り去られ、他のひとりは残されるであろう。 35ふた

りの女が一緒にうすをひいているならば、ひとりは

取り去られ、他のひとりは残されるであろう。〔 36

ふたりの男が畑におれば、ひとりは取り去られ、他

のひとりは残されるであろう〕」。 37弟子たちは「

主よ、それはどこであるのですか」と尋ねた。する

とイエスは言われた、「死体のある所には、または

げたかが集まるものである」。

18また、イエスは失望せずに常に祈るべきことを

、人々に譬で教えられた。 2「ある町に、神を恐れ

ず、人を人とも思わぬ裁判官がいた。 3ところが、

その同じ町にひとりのやもめがいて、彼のもとにた

びたびきて、『どうぞ、わたしを訴える者をさばい

て、わたしを守ってください』と願いつづけた。 4

彼はしばらくの間きき入れないでいたが、そののち

、心のうちで考えた、『わたしは神をも恐れず、人

を人とも思わないが、 5このやもめがわたしに面倒

をかけるから、彼女のためになる裁判をしてやろう

。そうしたら、絶えずやってきてわたしを悩ますこ

とがなくなるだろう』」。 6そこで主は言われた、

「この不義な裁判官の言っていることを聞いたか。
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7まして神は、日夜叫び求める選民のために、正しい

さばきをしてくださらずに長い間そのままにしてお

かれることがあろうか。 8あなたがたに言っておく

が、神はすみやかにさばいてくださるであろう。し

かし、人の子が来るとき、地上に信仰が見られるで

あろうか」。 9自分を義人だと自任して他人を見下

げている人たちに対して、イエスはまたこの譬をお

話しになった。 10「ふたりの人が祈るために宮に上

った。そのひとりはパリサイ人であり、もうひとり

は取税人であった。 11パリサイ人は立って、ひとり

でこう祈った、『神よ、わたしはほかの人たちのよ

うな貪欲な者、不正な者、姦淫をする者ではなく、

また、この取税人のような人間でもないことを感謝

します。 12わたしは一週に二度断食しており、全収

入の十分の一をささげています』。 13ところが、取

税人は遠く離れて立ち、目を天にむけようともしな

いで、胸を打ちながら言った、『神様、罪人のわた

しをおゆるしください』と。 14あなたがたに言って

おく。神に義とされて自分の家に帰ったのは、この

取税人であって、あのパリサイ人ではなかった。お

およそ、自分を高くする者は低くされ、自分を低く

する者は高くされるであろう」。 15イエスにさわっ

ていただくために、人々が幼な子らをみもとに連れ

てきた。ところが、弟子たちはそれを見て、彼らを

たしなめた。 16するとイエスは幼な子らを呼び寄せ

て言われた、「幼な子らをわたしのところに来るま

まにしておきなさい、止めてはならない。神の国は

このような者の国である。 17よく聞いておくがよい

。だれでも幼な子のように神の国を受けいれる者で
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なければ、そこにはいることは決してできない」。

18また、ある役人がイエスに尋ねた、「よき師よ、

何をしたら永遠の生命が受けられましょうか」。

(aiōnios g166) 19イエスは言われた、「なぜわたしをよ

き者と言うのか。神ひとりのほかによい者はいない

。 20いましめはあなたの知っているとおりである、

『姦淫するな、殺すな、盗むな、偽証を立てるな、

父と母とを敬え』」。 21すると彼は言った、「それ

らのことはみな、小さい時から守っております」。

22イエスはこれを聞いて言われた、「あなたのする

事がまだ一つ残っている。持っているものをみな売

り払って、貧しい人々に分けてやりなさい。そうす

れば、天に宝を持つようになろう。そして、わたし

に従ってきなさい」。 23彼はこの言葉を聞いて非常

に悲しんだ。大金持であったからである。 24イエス

は彼の様子を見て言われた、「財産のある者が神の

国にはいるのはなんとむずかしいことであろう。 25

富んでいる者が神の国にはいるよりは、らくだが針

の穴を通る方が、もっとやさしい」。 26これを聞い

た人々が、「それでは、だれが救われることができ

るのですか」と尋ねると、 27イエスは言われた、「

人にはできない事も、神にはできる」。 28ペテロが

言った、「ごらんなさい、わたしたちは自分のもの

を捨てて、あなたに従いました」。 29イエスは言わ

れた、「よく聞いておくがよい。だれでも神の国の

ために、家、妻、兄弟、両親、子を捨てた者は、 30

必ずこの時代ではその幾倍もを受け、また、きたる

べき世では永遠の生命を受けるのである」。 (aiōn

g165, aiōnios g166) 31イエスは十二弟子を呼び寄せて言わ
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れた、「見よ、わたしたちはエルサレムへ上って行

くが、人の子について預言者たちがしるしたことは

、すべて成就するであろう。 32人の子は異邦人に引

きわたされ、あざけられ、はずかしめを受け、つば

きをかけられ、 33また、むち打たれてから、ついに

殺され、そして三日目によみがえるであろう」。 34

弟子たちには、これらのことが何一つわからなかっ

た。この言葉が彼らに隠されていたので、イエスの

言われた事が理解できなかった。 35イエスがエリコ

に近づかれたとき、ある盲人が道ばたにすわって、

物ごいをしていた。 36群衆が通り過ぎる音を耳にし

て、彼は何事があるのかと尋ねた。 37ところが、ナ

ザレのイエスがお通りなのだと聞かされたので、 38

声をあげて、「ダビデの子イエスよ、わたしをあわ

れんで下さい」と言った。 39先頭に立つ人々が彼を

しかって黙らせようとしたが、彼はますます激しく

叫びつづけた、「ダビデの子よ、わたしをあわれん

で下さい」。 40そこでイエスは立ちどまって、その

者を連れて来るように、とお命じになった。彼が近

づいたとき、 41「わたしに何をしてほしいのか」と

おたずねになると、「主よ、見えるようになること

です」と答えた。 42そこでイエスは言われた、「見

えるようになれ。あなたの信仰があなたを救った」

。 43すると彼は、たちまち見えるようになった。そ

して神をあがめながらイエスに従って行った。これ

を見て、人々はみな神をさんびした。

19さて、イエスはエリコにはいって、その町をお

通りになった。 2ところが、そこにザアカイという

名の人がいた。この人は取税人のかしらで、金持で
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あった。 3彼は、イエスがどんな人か見たいと思っ

ていたが、背が低かったので、群衆にさえぎられて

見ることができなかった。 4それでイエスを見るた

めに、前の方に走って行って、いちじく桑の木に登

った。そこを通られるところだったからである。 5

イエスは、その場所にこられたとき、上を見あげて

言われた、「ザアカイよ、急いで下りてきなさい。

きょう、あなたの家に泊まることにしているから」

。 6そこでザアカイは急いでおりてきて、よろこん

でイエスを迎え入れた。 7人々はみな、これを見て

つぶやき、「彼は罪人の家にはいって客となった」

と言った。 8ザアカイは立って主に言った、「主よ

、わたしは誓って自分の財産の半分を貧民に施しま

す。また、もしだれかから不正な取立てをしていま

したら、それを四倍にして返します」。 9イエスは

彼に言われた、「きょう、救がこの家にきた。この

人もアブラハムの子なのだから。 10人の子がきたの

は、失われたものを尋ね出して救うためである」。

11人々がこれらの言葉を聞いているときに、イエス

はなお一つの譬をお話しになった。それはエルサレ

ムに近づいてこられたし、また人々が神の国はたち

まち現れると思っていたためである。 12それで言わ

れた、「ある身分の高い人が、王位を受けて帰って

くるために遠い所へ旅立つことになった。 13そこで

十人の僕を呼び十ミナを渡して言った、『わたしが

帰って来るまで、これで商売をしなさい』。 14とこ

ろが、本国の住民は彼を憎んでいたので、あとから

使者をおくって、『この人が王になるのをわれわれ

は望んでいない』と言わせた。 15さて、彼が王位を
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受けて帰ってきたとき、だれがどんなもうけをした

かを知ろうとして、金を渡しておいた僕たちを呼ん

でこさせた。 16最初の者が進み出て言った、『ご主

人様、あなたの一ミナで十ミナをもうけました』。

17主人は言った、『よい僕よ、うまくやった。あな

たは小さい事に忠実であったから、十の町を支配さ

せる』。 18次の者がきて言った、『ご主人様、あな

たの一ミナで五ミナをつくりました』。 19そこでこ

の者にも、『では、あなたは五つの町のかしらにな

れ』と言った。 20それから、もうひとりの者がきて

言った、『ご主人様、さあ、ここにあなたの一ミナ

があります。わたしはそれをふくさに包んで、しま

っておきました。 21あなたはきびしい方で、おあず

けにならなかったものを取りたて、おまきにならな

かったものを刈る人なので、おそろしかったのです

』。 22彼に言った、『悪い僕よ、わたしはあなたの

言ったその言葉であなたをさばこう。わたしがきび

しくて、あずけなかったものを取りたて、まかなか

ったものを刈る人間だと、知っているのか。 23では

、なぜわたしの金を銀行に入れなかったのか。そう

すれば、わたしが帰ってきたとき、その金を利子と

一緒に引き出したであろうに』。 24そして、そばに

立っていた人々に、『その一ミナを彼から取り上げ

て、十ミナを持っている者に与えなさい』と言った

。 25彼らは言った、『ご主人様、あの人は既に十ミ

ナを持っています』。 26『あなたがたに言うが、お

およそ持っている人には、なお与えられ、持ってい

ない人からは、持っているものまでも取り上げられ

るであろう。 27しかしわたしが王になることを好ま
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なかったあの敵どもを、ここにひっぱってきて、わ

たしの前で打ち殺せ』」。 28イエスはこれらのこと

を言ったのち、先頭に立ち、エルサレムへ上って行

かれた。 29そしてオリブという山に沿ったベテパゲ

とベタニヤに近づかれたとき、ふたりの弟子をつか

わして言われた、 30「向こうの村へ行きなさい。そ

こにはいったら、まだだれも乗ったことのないろば

の子がつないであるのを見るであろう。それを解い

て、引いてきなさい。 31もしだれかが『なぜ解くの

か』と問うたら、『主がお入り用なのです』と、そ

う言いなさい」。 32そこで、つかわされた者たちが

行って見ると、果して、言われたとおりであった。

33彼らが、そのろばの子を解いていると、その持ち

主たちが、「なぜろばの子を解くのか」と言ったの

で、 34「主がお入り用なのです」と答えた。 35そ

してそれをイエスのところに引いてきて、その子ろ

ばの上に自分たちの上着をかけてイエスをお乗せし

た。 36そして進んで行かれると、人々は自分たちの

上着を道に敷いた。 37いよいよオリブ山の下り道あ

たりに近づかれると、大ぜいの弟子たちはみな喜ん

で、彼らが見たすべての力あるみわざについて、声

高らかに神をさんびして言いはじめた、 38「主の御

名によってきたる王に、祝福あれ。天には平和、い

と高きところには栄光あれ」。 39ところが、群衆の

中にいたあるパリサイ人たちがイエスに言った、「

先生、あなたの弟子たちをおしかり下さい」。 40答

えて言われた、「あなたがたに言うが、もしこの人

たちが黙れば、石が叫ぶであろう」。 41いよいよ都

の近くにきて、それが見えたとき、そのために泣い
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て言われた、 42「もしおまえも、この日に、平和を

もたらす道を知ってさえいたら……しかし、それは

今おまえの目に隠されている。 43いつかは、敵が周

囲に塁を築き、おまえを取りかこんで、四方から押

し迫り、 44おまえとその内にいる子らとを地に打ち

倒し、城内の一つの石も他の石の上に残して置かな

い日が来るであろう。それは、おまえが神のおとず

れの時を知らないでいたからである」。 45それから

宮にはいり、商売人たちを追い出しはじめて、 46彼

らに言われた、「『わが家は祈の家であるべきだ』

と書いてあるのに、あなたがたはそれを盗賊の巣に

してしまった」。 47イエスは毎日、宮で教えておら

れた。祭司長、律法学者また民衆の重立った者たち

はイエスを殺そうと思っていたが、 48民衆がみな熱

心にイエスに耳を傾けていたので、手のくだしよう

がなかった。

20ある日、イエスが宮で人々に教え、福音を宣べ

ておられると、祭司長や律法学者たちが、長老たち

と共に近寄ってきて、 2イエスに言った、「何の権

威によってこれらの事をするのですか。そうする権

威をあなたに与えたのはだれですか、わたしたちに

言ってください」。 3そこで、イエスは答えて言わ

れた、「わたしも、ひと言たずねよう。それに答え

てほしい。 4ヨハネのバプテスマは、天からであっ

たか、人からであったか」。 5彼らは互に論じて言

った、「もし天からだと言えば、では、なぜ彼を信

じなかったのか、とイエスは言うだろう。 6しかし

、もし人からだと言えば、民衆はみな、ヨハネを預

言者だと信じているから、わたしたちを石で打つだ
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ろう」。 7それで彼らは「どこからか、知りません

」と答えた。 8イエスはこれに対して言われた、「

わたしも何の権威によってこれらの事をするのか、

あなたがたに言うまい」。 9そこでイエスは次の譬

を民衆に語り出された、「ある人がぶどう園を造っ

て農夫たちに貸し、長い旅に出た。 10季節になった

ので、農夫たちのところへ、ひとりの僕を送って、

ぶどう園の収穫の分け前を出させようとした。とこ

ろが、農夫たちは、その僕を袋だたきにし、から手

で帰らせた。 11そこで彼はもうひとりの僕を送った

。彼らはその僕も袋だたきにし、侮辱を加えて、か

ら手で帰らせた。 12そこで更に三人目の者を送った

が、彼らはこの者も、傷を負わせて追い出した。 13

ぶどう園の主人は言った、『どうしようか。そうだ

、わたしの愛子をつかわそう。これなら、たぶん敬

ってくれるだろう』。 14ところが、農夫たちは彼を

見ると、『あれはあと取りだ。あれを殺してしまお

う。そうしたら、その財産はわれわれのものになる

のだ』と互に話し合い、 15彼をぶどう園の外に追い

出して殺した。そのさい、ぶどう園の主人は、彼ら

をどうするだろうか。 16彼は出てきて、この農夫た

ちを殺し、ぶどう園を他の人々に与えるであろう」

。人々はこれを聞いて、「そんなことがあってはな

りません」と言った。 17そこで、イエスは彼らを見

つめて言われた、「それでは、『家造りらの捨てた

石が隅のかしら石になった』と書いてあるのは、ど

ういうことか。 18すべてその石の上に落ちる者は打

ち砕かれ、それがだれかの上に落ちかかるなら、そ

の人はこなみじんにされるであろう」。 19このとき
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、律法学者たちや祭司長たちはイエスに手をかけよ

うと思ったが、民衆を恐れた。いまの譬が自分たち

に当てて語られたのだと、悟ったからである。 20そ

こで、彼らは機会をうかがい、義人を装うまわし者

どもを送って、イエスを総督の支配と権威とに引き

渡すため、その言葉じりを捕えさせようとした。 21

彼らは尋ねて言った、「先生、わたしたちは、あな

たの語り教えられることが正しく、また、あなたは

分け隔てをなさらず、真理に基いて神の道を教えて

おられることを、承知しています。 22ところで、カ

イザルに貢を納めてよいでしょうか、いけないでし

ょうか」。 23イエスは彼らの悪巧みを見破って言わ

れた、 24「デナリを見せなさい。それにあるのは、

だれの肖像、だれの記号なのか」。「カイザルので

す」と、彼らが答えた。 25するとイエスは彼らに言

われた、「それなら、カイザルのものはカイザルに

、神のものは神に返しなさい」。 26そこで彼らは、

民衆の前でイエスの言葉じりを捕えることができず

、その答に驚嘆して、黙ってしまった。 27復活とい

うことはないと言い張っていたサドカイ人のある者

たちが、イエスに近寄ってきて質問した、 28「先生

、モーセは、わたしたちのためにこう書いています

、『もしある人の兄が妻をめとり、子がなくて死ん

だなら、弟はこの女をめとって、兄のために子をも

うけねばならない』。 29ところで、ここに七人の兄

弟がいました。長男は妻をめとりましたが、子がな

くて死に、 30そして次男、三男と、次々に、その女

をめとり、 31七人とも同様に、子をもうけずに死に

ました。 32のちに、その女も死にました。 33さて
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、復活の時には、この女は七人のうち、だれの妻に

なるのですか。七人とも彼女を妻にしたのですが」

。 34イエスは彼らに言われた、「この世の子らは、

めとったり、とついだりするが、 (aiōn g165) 35かの世

にはいって死人からの復活にあずかるにふさわしい

者たちは、めとったり、とついだりすることはない

。 (aiōn g165) 36彼らは天使に等しいものであり、また

復活にあずかるゆえに、神の子でもあるので、もう

死ぬことはあり得ないからである。 37死人がよみが

えることは、モーセも柴の篇で、主を『アブラハム

の神、イサクの神、ヤコブの神』と呼んで、これを

示した。 38神は死んだ者の神ではなく、生きている

者の神である。人はみな神に生きるものだからであ

る」。 39律法学者のうちのある人々が答えて言った

、「先生、仰せのとおりです」。 40彼らはそれ以上

何もあえて問いかけようとしなかった。 41イエスは

彼らに言われた、「どうして人々はキリストをダビ

デの子だと言うのか。 42ダビデ自身が詩篇の中で言

っている、『主はわが主に仰せになった、 43あなた

の敵をあなたの足台とする時までは、わたしの右に

座していなさい』。 44このように、ダビデはキリス

トを主と呼んでいる。それなら、どうしてキリスト

はダビデの子であろうか」。 45民衆がみな聞いてい

るとき、イエスは弟子たちに言われた、 46「律法学

者に気をつけなさい。彼らは長い衣を着て歩くのを

好み、広場での敬礼や会堂の上席や宴会の上座をよ

ろこび、 47やもめたちの家を食い倒し、見えのため

に長い祈をする。彼らはもっときびしいさばきを受

けるであろう」。
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21イエスは目をあげて、金持たちがさいせん箱に

献金を投げ入れるのを見られ、 2また、ある貧しい

やもめが、レプタ二つを入れるのを見て 3言われた

、「よく聞きなさい。あの貧しいやもめはだれより

もたくさん入れたのだ。 4これらの人たちはみな、

ありあまる中から献金を投げ入れたが、あの婦人は

、その乏しい中から、持っている生活費全部を入れ

たからである」。 5ある人々が、見事な石と奉納物

とで宮が飾られていることを話していたので、イエ

スは言われた、 6「あなたがたはこれらのものをな

がめているが、その石一つでもくずされずに、他の

石の上に残ることもなくなる日が、来るであろう」

。 7そこで彼らはたずねた、「先生、では、いつそ

んなことが起るのでしょうか。またそんなことが起

るような場合には、どんな前兆がありますか」。 8

イエスが言われた、「あなたがたは、惑わされない

ように気をつけなさい。多くの者がわたしの名を名

のって現れ、自分がそれだとか、時が近づいたとか

、言うであろう。彼らについて行くな。 9戦争と騒

乱とのうわさを聞くときにも、おじ恐れるな。こう

したことはまず起らねばならないが、終りはすぐに

はこない」。 10それから彼らに言われた、「民は民

に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。 11また

大地震があり、あちこちに疫病やききんが起り、い

ろいろ恐ろしいことや天からの物すごい前兆がある

であろう。 12しかし、これらのあらゆる出来事のあ

る前に、人々はあなたがたに手をかけて迫害をし、

会堂や獄に引き渡し、わたしの名のゆえに王や総督

の前にひっぱって行くであろう。 13それは、あなた
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がたがあかしをする機会となるであろう。 14だから

、どう答弁しようかと、前もって考えておかないこ

とに心を決めなさい。 15あなたの反対者のだれもが

抗弁も否定もできないような言葉と知恵とを、わた

しが授けるから。 16しかし、あなたがたは両親、兄

弟、親族、友人にさえ裏切られるであろう。また、

あなたがたの中で殺されるものもあろう。 17また、

わたしの名のゆえにすべての人に憎まれるであろう

。 18しかし、あなたがたの髪の毛一すじでも失われ

ることはない。 19あなたがたは耐え忍ぶことによっ

て、自分の魂をかち取るであろう。 20エルサレムが

軍隊に包囲されるのを見たならば、そのときは、そ

の滅亡が近づいたとさとりなさい。 21そのとき、ユ

ダヤにいる人々は山へ逃げよ。市中にいる者は、そ

こから出て行くがよい。また、いなかにいる者は市

内にはいってはいけない。 22それは、聖書にしるさ

れたすべての事が実現する刑罰の日であるからだ。

23その日には、身重の女と乳飲み子をもつ女とは、

不幸である。地上には大きな苦難があり、この民に

はみ怒りが臨み、 24彼らはつるぎの刃に倒れ、また

捕えられて諸国へ引きゆかれるであろう。そしてエ

ルサレムは、異邦人の時期が満ちるまで、彼らに踏

みにじられているであろう。 25また日と月と星とに

、しるしが現れるであろう。そして、地上では、諸

国民が悩み、海と大波とのとどろきにおじ惑い、 26

人々は世界に起ろうとする事を思い、恐怖と不安で

気絶するであろう。もろもろの天体が揺り動かされ

るからである。 27そのとき、大いなる力と栄光とを

もって、人の子が雲に乗って来るのを、人々は見る
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であろう。 28これらの事が起りはじめたら、身を起

し頭をもたげなさい。あなたがたの救が近づいてい

るのだから」。 29それから一つの譬を話された、「

いちじくの木を、またすべての木を見なさい。 30は

や芽を出せば、あなたがたはそれを見て、夏がすで

に近いと、自分で気づくのである。 31このようにあ

なたがたも、これらの事が起るのを見たなら、神の

国が近いのだとさとりなさい。 32よく聞いておきな

さい。これらの事が、ことごとく起るまでは、この

時代は滅びることがない。 33天地は滅びるであろう

。しかしわたしの言葉は決して滅びることがない。

34あなたがたが放縦や、泥酔や、世の煩いのために

心が鈍っているうちに、思いがけないとき、その日

がわなのようにあなたがたを捕えることがないよう

に、よく注意していなさい。 35その日は地の全面に

住むすべての人に臨むのであるから。 36これらの起

ろうとしているすべての事からのがれて、人の子の

前に立つことができるように、絶えず目をさまして

祈っていなさい」。 37イエスは昼のあいだは宮で教

え、夜には出て行ってオリブという山で夜をすごし

ておられた。 38民衆はみな、み教を聞こうとして、

いつも朝早く宮に行き、イエスのもとに集まった。

22さて、過越といわれている除酵祭が近づいた。 2

祭司長たちや律法学者たちは、どうかしてイエスを

殺そうと計っていた。民衆を恐れていたからである

。 3そのとき、十二弟子のひとりで、イスカリオテ

と呼ばれていたユダに、サタンがはいった。 4すな

わち、彼は祭司長たちや宮守がしらたちのところへ

行って、どうしてイエスを彼らに渡そうかと、その
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方法について協議した。 5彼らは喜んで、ユダに金

を与える取決めをした。 6ユダはそれを承諾した。

そして、群衆のいないときにイエスを引き渡そうと

、機会をねらっていた。 7さて、過越の小羊をほふ

るべき除酵祭の日がきたので、 8イエスはペテロと

ヨハネとを使いに出して言われた、「行って、過越

の食事ができるように準備をしなさい」。 9彼らは

言った、「どこに準備をしたらよいのですか」。 10

イエスは言われた、「市内にはいったら、水がめを

持っている男に出会うであろう。その人がはいる家

までついて行って、 11その家の主人に言いなさい、

『弟子たちと一緒に過越の食事をする座敷はどこか

、と先生が言っておられます』。 12すると、その主

人は席の整えられた二階の広間を見せてくれるから

、そこに用意をしなさい」。 13弟子たちは出て行っ

てみると、イエスが言われたとおりであったので、

過越の食事の用意をした。 14時間になったので、イ

エスは食卓につかれ、使徒たちも共に席についた。

15イエスは彼らに言われた、「わたしは苦しみを受

ける前に、あなたがたとこの過越の食事をしようと

、切に望んでいた。 16あなたがたに言って置くが、

神の国で過越が成就する時までは、わたしは二度と

、この過越の食事をすることはない」。 17そして杯

を取り、感謝して言われた、「これを取って、互に

分けて飲め。 18あなたがたに言っておくが、今から

のち神の国が来るまでは、わたしはぶどうの実から

造ったものを、いっさい飲まない」。 19またパンを

取り、感謝してこれをさき、弟子たちに与えて言わ

れた、「これは、あなたがたのために与えるわたし
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のからだである。わたしを記念するため、このよう

に行いなさい」。 20食事ののち、杯も同じ様にして

言われた、「この杯は、あなたがたのために流すわ

たしの血で立てられる新しい契約である。 21しかし

、そこに、わたしを裏切る者が、わたしと一緒に食

卓に手を置いている。 22人の子は定められたとおり

に、去って行く。しかし人の子を裏切るその人は、

わざわいである」。 23弟子たちは、自分たちのうち

のだれが、そんな事をしようとしているのだろうと

、互に論じはじめた。 24それから、自分たちの中で

だれがいちばん偉いだろうかと言って、争論が彼ら

の間に、起った。 25そこでイエスが言われた、「異

邦の王たちはその民の上に君臨し、また、権力をふ

るっている者たちは恩人と呼ばれる。 26しかし、あ

なたがたは、そうであってはならない。かえって、

あなたがたの中でいちばん偉い人はいちばん若い者

のように、指導する人は仕える者のようになるべき

である。 27食卓につく人と給仕する者と、どちらが

偉いのか。食卓につく人の方ではないか。しかし、

わたしはあなたがたの中で、給仕をする者のように

している。 28あなたがたは、わたしの試錬のあいだ

、わたしと一緒に最後まで忍んでくれた人たちであ

る。 29それで、わたしの父が国の支配をわたしにゆ

だねてくださったように、わたしもそれをあなたが

たにゆだね、 30わたしの国で食卓について飲み食い

をさせ、また位に座してイスラエルの十二の部族を

さばかせるであろう。 31シモン、シモン、見よ、サ

タンはあなたがたを麦のようにふるいにかけること

を願って許された。 32しかし、わたしはあなたの信



ルカの福音書 2274

仰がなくならないように、あなたのために祈った。

それで、あなたが立ち直ったときには、兄弟たちを

力づけてやりなさい」。 33シモンが言った、「主よ

、わたしは獄にでも、また死に至るまでも、あなた

とご一緒に行く覚悟です」。 34するとイエスが言わ

れた、「ペテロよ、あなたに言っておく。きょう、

鶏が鳴くまでに、あなたは三度わたしを知らないと

言うだろう」。 35そして彼らに言われた、「わたし

が財布も袋もくつも持たせずにあなたがたをつかわ

したとき、何かこまったことがあったか」。彼らは

、「いいえ、何もありませんでした」と答えた。 36

そこで言われた、「しかし今は、財布のあるものは

、それを持って行け。袋も同様に持って行け。また

、つるぎのない者は、自分の上着を売って、それを

買うがよい。 37あなたがたに言うが、『彼は罪人の

ひとりに数えられた』としるしてあることは、わた

しの身に成しとげられねばならない。そうだ、わた

しに係わることは成就している」。 38弟子たちが言

った、「主よ、ごらんなさい、ここにつるぎが二振

りございます」。イエスは言われた、「それでよい

」。 39イエスは出て、いつものようにオリブ山に行

かれると、弟子たちも従って行った。 40いつもの場

所に着いてから、彼らに言われた、「誘惑に陥らな

いように祈りなさい」。 41そしてご自分は、石を投

げてとどくほど離れたところへ退き、ひざまずいて

、祈って言われた、 42「父よ、みこころならば、ど

うぞ、この杯をわたしから取りのけてください。し

かし、わたしの思いではなく、みこころが成るよう

にしてください」。 43そのとき、御使が天からあら
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われてイエスを力づけた。 44イエスは苦しみもだえ

て、ますます切に祈られた。そして、その汗が血の

したたりのように地に落ちた。 45祈を終えて立ちあ

がり、弟子たちのところへ行かれると、彼らが悲し

みのはて寝入っているのをごらんになって 46言われ

た、「なぜ眠っているのか。誘惑に陥らないように

、起きて祈っていなさい」。 47イエスがまだそう言

っておられるうちに、そこに群衆が現れ、十二弟子

のひとりでユダという者が先頭に立って、イエスに

接吻しようとして近づいてきた。 48そこでイエスは

言われた、「ユダ、あなたは接吻をもって人の子を

裏切るのか」。 49イエスのそばにいた人たちは、事

のなりゆきを見て、「主よ、つるぎで切りつけてや

りましょうか」と言って、 50そのうちのひとりが、

祭司長の僕に切りつけ、その右の耳を切り落した。

51イエスはこれに対して言われた、「それだけでや

めなさい」。そして、その僕の耳に手を触て、おい

やしになった。 52それから、自分にむかって来る祭

司長、宮守がしら、長老たちに対して言われた、「

あなたがたは、強盗にむかうように剣や棒を持って

出てきたのか。 53毎日あなたがたと一緒に宮にいた

時には、わたしに手をかけなかった。だが、今はあ

なたがたの時、また、やみの支配の時である」。 54

それから人々はイエスを捕え、ひっぱって大祭司の

邸宅へつれて行った。ペテロは遠くからついて行っ

た。 55人々は中庭のまん中に火をたいて、一緒にす

わっていたので、ペテロもその中にすわった。 56す

ると、ある女中が、彼が火のそばにすわっているの

を見、彼を見つめて、「この人もイエスと一緒にい
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ました」と言った。 57ペテロはそれを打ち消して、

「わたしはその人を知らない」と言った。 58しばら

くして、ほかの人がペテロを見て言った、「あなた

もあの仲間のひとりだ」。するとペテロは言った、

「いや、それはちがう」。 59約一時間たってから、

またほかの者が言い張った、「たしかにこの人もイ

エスと一緒だった。この人もガリラヤ人なのだから

」。 60ペテロは言った、「あなたの言っていること

は、わたしにわからない」。すると、彼がまだ言い

終らぬうちに、たちまち、鶏が鳴いた。 61主は振り

むいてペテロを見つめられた。そのときペテロは、

「きょう、鶏が鳴く前に、三度わたしを知らないと

言うであろう」と言われた主のお言葉を思い出した

。 62そして外へ出て、激しく泣いた。 63イエスを

監視していた人たちは、イエスを嘲弄し、打ちたた

き、 64目かくしをして、「言いあててみよ。打った

のは、だれか」ときいたりした。 65そのほか、いろ

いろな事を言って、イエスを愚弄した。 66夜が明け

たとき、人民の長老、祭司長たち、律法学者たちが

集まり、イエスを議会に引き出して言った、 67「あ

なたがキリストなら、そう言ってもらいたい」。イ

エスは言われた、「わたしが言っても、あなたがた

は信じないだろう。 68また、わたしがたずねても、

答えないだろう。 69しかし、人の子は今からのち、

全能の神の右に座するであろう」。 70彼らは言った

、「では、あなたは神の子なのか」。イエスは言わ

れた、「あなたがたの言うとおりである」。 71する

と彼らは言った、「これ以上、なんの証拠がいるか

。われわれは直接彼の口から聞いたのだから」。
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23群衆はみな立ちあがって、イエスをピラトのと

ころへ連れて行った。 2そして訴え出て言った、「

わたしたちは、この人が国民を惑わし、貢をカイザ

ルに納めることを禁じ、また自分こそ王なるキリス

トだと、となえているところを目撃しました」。 3

ピラトはイエスに尋ねた、「あなたがユダヤ人の王

であるか」。イエスは「そのとおりである」とお答

えになった。 4そこでピラトは祭司長たちと群衆と

にむかって言った、「わたしはこの人になんの罪も

みとめない」。 5ところが彼らは、ますます言いつ

のってやまなかった、「彼は、ガリラヤからはじめ

てこの所まで、ユダヤ全国にわたって教え、民衆を

煽動しているのです」。 6ピラトはこれを聞いて、

この人はガリラヤ人かと尋ね、 7そしてヘロデの支

配下のものであることを確かめたので、ちょうどこ

のころ、ヘロデがエルサレムにいたのをさいわい、

そちらへイエスを送りとどけた。 8ヘロデはイエス

を見て非常に喜んだ。それは、かねてイエスのこと

を聞いていたので、会って見たいと長いあいだ思っ

ていたし、またイエスが何か奇跡を行うのを見たい

と望んでいたからである。 9それで、いろいろと質

問を試みたが、イエスは何もお答えにならなかった

。 10祭司長たちと律法学者たちとは立って、激しい

語調でイエスを訴えた。 11またヘロデはその兵卒ど

もと一緒になって、イエスを侮辱したり嘲弄したり

したあげく、はなやかな着物を着せてピラトへ送り

かえした。 12ヘロデとピラトとは以前は互に敵視し

ていたが、この日に親しい仲になった。 13ピラトは

、祭司長たちと役人たちと民衆とを、呼び集めて言
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った、 14「おまえたちは、この人を民衆を惑わすも

のとしてわたしのところに連れてきたので、おまえ

たちの面前でしらべたが、訴え出ているような罪は

、この人に少しもみとめられなかった。 15ヘロデも

またみとめなかった。現に彼はイエスをわれわれに

送りかえしてきた。この人はなんら死に当るような

ことはしていないのである。 16だから、彼をむち打

ってから、ゆるしてやることにしよう」。〔 17祭ご

とにピラトがひとりの囚人をゆるしてやることにな

っていた。〕 18ところが、彼らはいっせいに叫んで

言った、「その人を殺せ。バラバをゆるしてくれ」

。 19このバラバは、都で起った暴動と殺人とのかど

で、獄に投ぜられていた者である。 20ピラトはイエ

スをゆるしてやりたいと思って、もう一度かれらに

呼びかけた。 21しかし彼らは、わめきたてて「十字

架につけよ、彼を十字架につけよ」と言いつづけた

。 22ピラトは三度目に彼らにむかって言った、「で

は、この人は、いったい、どんな悪事をしたのか。

彼には死に当る罪は全くみとめられなかった。だか

ら、むち打ってから彼をゆるしてやることにしよう

」。 23ところが、彼らは大声をあげて詰め寄り、イ

エスを十字架につけるように要求した。そして、そ

の声が勝った。 24ピラトはついに彼らの願いどおり

にすることに決定した。 25そして、暴動と殺人との

かどで獄に投ぜられた者の方を、彼らの要求に応じ

てゆるしてやり、イエスの方は彼らに引き渡して、

その意のままにまかせた。 26彼らがイエスをひいて

ゆく途中、シモンというクレネ人が郊外から出てき

たのを捕えて十字架を負わせ、それをになってイエ
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スのあとから行かせた。 27大ぜいの民衆と、悲しみ

嘆いてやまない女たちの群れとが、イエスに従って

行った。 28イエスは女たちの方に振りむいて言われ

た、「エルサレムの娘たちよ、わたしのために泣く

な。むしろ、あなたがた自身のため、また自分の子

供たちのために泣くがよい。 29『不妊の女と子を産

まなかった胎と、ふくませなかった乳房とは、さい

わいだ』と言う日が、いまに来る。 30そのとき、人

々は山にむかって、われわれの上に倒れかかれと言

い、また丘にむかって、われわれにおおいかぶされ

と言い出すであろう。 31もし、生木でさえもそうさ

れるなら、枯木はどうされることであろう」。 32さ

て、イエスと共に刑を受けるために、ほかにふたり

の犯罪人も引かれていった。 33されこうべと呼ばれ

ている所に着くと、人々はそこでイエスを十字架に

つけ、犯罪人たちも、ひとりは右に、ひとりは左に

、十字架につけた。 34そのとき、イエスは言われた

、「父よ、彼らをおゆるしください。彼らは何をし

ているのか、わからずにいるのです」。人々はイエ

スの着物をくじ引きで分け合った。 35民衆は立って

見ていた。役人たちもあざ笑って言った、「彼は他

人を救った。もし彼が神のキリスト、選ばれた者で

あるなら、自分自身を救うがよい」。 36兵卒どもも

イエスをののしり、近寄ってきて酢いぶどう酒をさ

し出して言った、 37「あなたがユダヤ人の王なら、

自分を救いなさい」。 38イエスの上には、「これは

ユダヤ人の王」と書いた札がかけてあった。 39十字

架にかけられた犯罪人のひとりが、「あなたはキリ

ストではないか。それなら、自分を救い、またわれ
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われも救ってみよ」と、イエスに悪口を言いつづけ

た。 40もうひとりは、それをたしなめて言った、「

おまえは同じ刑を受けていながら、神を恐れないの

か。 41お互は自分のやった事のむくいを受けている

のだから、こうなったのは当然だ。しかし、このか

たは何も悪いことをしたのではない」。 42そして言

った、「イエスよ、あなたが御国の権威をもってお

いでになる時には、わたしを思い出してください」

。 43イエスは言われた、「よく言っておくが、あな

たはきょう、わたしと一緒にパラダイスにいるであ

ろう」。 44時はもう昼の十二時ごろであったが、太

陽は光を失い、全地は暗くなって、三時に及んだ。

45そして聖所の幕がまん中から裂けた。 46そのとき

、イエスは声高く叫んで言われた、「父よ、わたし

の霊をみ手にゆだねます」。こう言ってついに息を

引きとられた。 47百卒長はこの有様を見て、神をあ

がめ、「ほんとうに、この人は正しい人であった」

と言った。 48この光景を見に集まってきた群衆も、

これらの出来事を見て、みな胸を打ちながら帰って

行った。 49すべてイエスを知っていた者や、ガリラ

ヤから従ってきた女たちも、遠い所に立って、これ

らのことを見ていた。 50ここに、ヨセフという議員

がいたが、善良で正しい人であった。 51この人はユ

ダヤの町アリマタヤの出身で、神の国を待ち望んで

いた。彼は議会の議決や行動には賛成していなかっ

た。 52この人がピラトのところへ行って、イエスの

からだの引取り方を願い出て、 53それを取りおろし

て亜麻布に包み、まだだれも葬ったことのない、岩

を掘って造った墓に納めた。 54この日は準備の日で
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あって、安息日が始まりかけていた。 55イエスと一

緒にガリラヤからきた女たちは、あとについてきて

、その墓を見、またイエスのからだが納められる様

子を見とどけた。 56そして帰って、香料と香油とを

用意した。それからおきてに従って安息日を休んだ

。

24週の初めの日、夜明け前に、女たちは用意して

おいた香料を携えて、墓に行った。 2ところが、石

が墓からころがしてあるので、 3中にはいってみる

と、主イエスのからだが見当らなかった。 4そのた

め途方にくれていると、見よ、輝いた衣を着たふた

りの者が、彼らに現れた。 5女たちは驚き恐れて、

顔を地に伏せていると、このふたりの者が言った、

「あなたがたは、なぜ生きた方を死人の中にたずね

ているのか。 6そのかたは、ここにはおられない。

よみがえられたのだ。まだガリラヤにおられたとき

、あなたがたにお話しになったことを思い出しなさ

い。 7すなわち、人の子は必ず罪人らの手に渡され

、十字架につけられ、そして三日目によみがえる、

と仰せられたではないか」。 8そこで女たちはその

言葉を思い出し、 9墓から帰って、これらいっさい

のことを、十一弟子や、その他みんなの人に報告し

た。 10この女たちというのは、マグダラのマリヤ、

ヨハンナ、およびヤコブの母マリヤであった。彼女

たちと一緒にいたほかの女たちも、このことを使徒

たちに話した。 11ところが、使徒たちには、それが

愚かな話のように思われて、それを信じなかった。

〔 12ペテロは立って墓へ走って行き、かがんで中を

見ると、亜麻布だけがそこにあったので、事の次第
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を不思議に思いながら帰って行った。〕 13この日、

ふたりの弟子が、エルサレムから七マイルばかり離

れたエマオという村へ行きながら、 14このいっさい

の出来事について互に語り合っていた。 15語り合い

論じ合っていると、イエスご自身が近づいてきて、

彼らと一緒に歩いて行かれた。 16しかし、彼らの目

がさえぎられて、イエスを認めることができなかっ

た。 17イエスは彼らに言われた、「歩きながら互に

語り合っているその話は、なんのことなのか」。彼

らは悲しそうな顔をして立ちどまった。 18そのひと

りのクレオパという者が、答えて言った、「あなた

はエルサレムに泊まっていながら、あなただけが、

この都でこのごろ起ったことをご存じないのですか

」。 19「それは、どんなことか」と言われると、彼

らは言った、「ナザレのイエスのことです。あのか

たは、神とすべての民衆との前で、わざにも言葉に

も力ある預言者でしたが、 20祭司長たちや役人たち

が、死刑に処するために引き渡し、十字架につけた

のです。 21わたしたちは、イスラエルを救うのはこ

の人であろうと、望みをかけていました。しかもそ

の上に、この事が起ってから、きょうが三日目なの

です。 22ところが、わたしたちの仲間である数人の

女が、わたしたちを驚かせました。というのは、彼

らが朝早く墓に行きますと、 23イエスのからだが見

当らないので、帰ってきましたが、そのとき御使が

現れて、『イエスは生きておられる』と告げたと申

すのです。 24それで、わたしたちの仲間が数人、墓

に行って見ますと、果して女たちが言ったとおりで

、イエスは見当りませんでした」。 25そこでイエス
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が言われた、「ああ、愚かで心のにぶいため、預言

者たちが説いたすべての事を信じられない者たちよ

。 26キリストは必ず、これらの苦難を受けて、その

栄光に入るはずではなかったのか」。 27こう言って

、モーセやすべての預言者からはじめて、聖書全体

にわたり、ご自身についてしるしてある事どもを、

説きあかされた。 28それから、彼らは行こうとして

いた村に近づいたが、イエスがなお先へ進み行かれ

る様子であった。 29そこで、しいて引き止めて言っ

た、「わたしたちと一緒にお泊まり下さい。もう夕

暮になっており、日もはや傾いています」。イエス

は、彼らと共に泊まるために、家にはいられた。 30

一緒に食卓につかれたとき、パンを取り、祝福して

さき、彼らに渡しておられるうちに、 31彼らの目が

開けて、それがイエスであることがわかった。する

と、み姿が見えなくなった。 32彼らは互に言った、

「道々お話しになったとき、また聖書を説き明して

くださったとき、お互の心が内に燃えたではないか

」。 33そして、すぐに立ってエルサレムに帰って見

ると、十一弟子とその仲間が集まっていて、 34「主

は、ほんとうによみがえって、シモンに現れなさっ

た」と言っていた。 35そこでふたりの者は、途中で

あったことや、パンをおさきになる様子でイエスだ

とわかったことなどを話した。 36こう話していると

、イエスが彼らの中にお立ちになった。〔そして「

やすかれ」と言われた。〕 37彼らは恐れ驚いて、霊

を見ているのだと思った。 38そこでイエスが言われ

た、「なぜおじ惑っているのか。どうして心に疑い

を起すのか。 39わたしの手や足を見なさい。まさし
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くわたしなのだ。さわって見なさい。霊には肉や骨

はないが、あなたがたが見るとおり、わたしにはあ

るのだ」。〔 40こう言って、手と足とをお見せにな

った。〕 41彼らは喜びのあまり、まだ信じられない

で不思議に思っていると、イエスが「ここに何か食

物があるか」と言われた。 42彼らが焼いた魚の一き

れをさしあげると、 43イエスはそれを取って、みん

なの前で食べられた。 44それから彼らに対して言わ

れた、「わたしが以前あなたがたと一緒にいた時分

に話して聞かせた言葉は、こうであった。すなわち

、モーセの律法と預言書と詩篇とに、わたしについ

て書いてあることは、必ずことごとく成就する」。

45そこでイエスは、聖書を悟らせるために彼らの心

を開いて 46言われた、「こう、しるしてある。キリ

ストは苦しみを受けて、三日目に死人の中からよみ

がえる。 47そして、その名によって罪のゆるしを得

させる悔改めが、エルサレムからはじまって、もろ

もろの国民に宣べ伝えられる。 48あなたがたは、こ

れらの事の証人である。 49見よ、わたしの父が約束

されたものを、あなたがたに贈る。だから、上から

力を授けられるまでは、あなたがたは都にとどまっ

ていなさい」。 50それから、イエスは彼らをベタニ

ヤの近くまで連れて行き、手をあげて彼らを祝福さ

れた。 51祝福しておられるうちに、彼らを離れて、

〔天にあげられた。〕 52彼らは〔イエスを拝し、〕

非常な喜びをもってエルサレムに帰り、 53絶えず宮

にいて、神をほめたたえていた。
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ヨハネの福音書

1初めに言があった。言は神と共にあった。言は神

であった。 2この言は初めに神と共にあった。 3す

べてのものは、これによってできた。できたものの

うち、一つとしてこれによらないものはなかった。

4この言に命があった。そしてこの命は人の光であっ

た。 5光はやみの中に輝いている。そして、やみは

これに勝たなかった。 6ここにひとりの人があって

、神からつかわされていた。その名をヨハネと言っ

た。 7この人はあかしのためにきた。光についてあ

かしをし、彼によってすべての人が信じるためであ

る。 8彼は光ではなく、ただ、光についてあかしを

するためにきたのである。 9すべての人を照すまこ

との光があって、世にきた。 10彼は世にいた。そし

て、世は彼によってできたのであるが、世は彼を知

らずにいた。 11彼は自分のところにきたのに、自分

の民は彼を受けいれなかった。 12しかし、彼を受け

いれた者、すなわち、その名を信じた人々には、彼

は神の子となる力を与えたのである。 13それらの人

は、血すじによらず、肉の欲によらず、また、人の

欲にもよらず、ただ神によって生れたのである。 14

そして言は肉体となり、わたしたちのうちに宿った

。わたしたちはその栄光を見た。それは父のひとり

子としての栄光であって、めぐみとまこととに満ち

ていた。 15ヨハネは彼についてあかしをし、叫んで

言った、「『わたしのあとに来るかたは、わたしよ

りもすぐれたかたである。わたしよりも先におられ

たからである』とわたしが言ったのは、この人のこ

とである」。 16わたしたちすべての者は、その満ち
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満ちているものの中から受けて、めぐみにめぐみを

加えられた。 17律法はモーセをとおして与えられ、

めぐみとまこととは、イエス・キリストをとおして

きたのである。 18神を見た者はまだひとりもいない

。ただ父のふところにいるひとり子なる神だけが、

神をあらわしたのである。 19さて、ユダヤ人たちが

、エルサレムから祭司たちやレビ人たちをヨハネの

もとにつかわして、「あなたはどなたですか」と問

わせたが、その時ヨハネが立てたあかしは、こうで

あった。 20すなわち、彼は告白して否まず、「わた

しはキリストではない」と告白した。 21そこで、彼

らは問うた、「それでは、どなたなのですか、あな

たはエリヤですか」。彼は「いや、そうではない」

と言った。「では、あの預言者ですか」。彼は「い

いえ」と答えた。 22そこで、彼らは言った、「あな

たはどなたですか。わたしたちをつかわした人々に

、答を持って行けるようにしていただきたい。あな

た自身をだれだと考えるのですか」。 23彼は言った

、「わたしは、預言者イザヤが言ったように、『主

の道をまっすぐにせよと荒野で呼ばわる者の声』で

ある」。 24つかわされた人たちは、パリサイ人であ

った。 25彼らはヨハネに問うて言った、「では、あ

なたがキリストでもエリヤでもまたあの預言者でも

ないのなら、なぜバプテスマを授けるのですか」。

26ヨハネは彼らに答えて言った、「わたしは水でバ

プテスマを授けるが、あなたがたの知らないかたが

、あなたがたの中に立っておられる。 27それがわた

しのあとにあとにおいでになる方であって、わたし

はその人のくつのひもを解く値うちもない」。 28こ
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れらのことは、ヨハネがバプテスマを授けていたヨ

ルダンの向こうのベタニヤであったのである。 29そ

の翌日、ヨハネはイエスが自分の方にこられるのを

見て言った、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊。

30『わたしのあとに来るかたは、わたしよりもすぐ

れたかたである。わたしよりも先におられたからで

ある』とわたしが言ったのは、この人のことである

。 31わたしはこのかたを知らなかった。しかし、こ

のかたがイスラエルに現れてくださるそのことのた

めに、わたしはきて、水でバプテスマを授けている

のである」。 32ヨハネはまたあかしをして言った、

「わたしは、御霊がはとのように天から下って、彼

の上にとどまるのを見た。 33わたしはこの人を知ら

なかった。しかし、水でバプテスマを授けるように

と、わたしをおつかわしになったそのかたが、わた

しに言われた、『ある人の上に、御霊が下ってとど

まるのを見たら、その人こそは、御霊によってバプ

テスマを授けるかたである』。 34わたしはそれを見

たので、このかたこそ神の子であると、あかしをし

たのである」。 35その翌日、ヨハネはまたふたりの

弟子たちと一緒に立っていたが、 36イエスが歩いて

おられるのに目をとめて言った、「見よ、神の小羊

」。 37そのふたりの弟子は、ヨハネがそう言うのを

聞いて、イエスについて行った。 38イエスはふり向

き、彼らがついてくるのを見て言われた、「何か願

いがあるのか」。彼らは言った、「ラビ（訳して言

えば、先生）どこにおとまりなのですか」。 39イエ

スは彼らに言われた、「きてごらんなさい。そうし

たらわかるだろう」。そこで彼らはついて行って、
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イエスの泊まっておられる所を見た。そして、その

日はイエスのところに泊まった。時は午後四時ごろ

であった。 40ヨハネから聞いて、イエスについて行

ったふたりのうちのひとりは、シモン・ペテロの兄

弟アンデレであった。 41彼はまず自分の兄弟シモン

に出会って言った、「わたしたちはメシヤ（訳せば

、キリスト）にいま出会った」。 42そしてシモンを

イエスのもとにつれてきた。イエスは彼に目をとめ

て言われた、「あなたはヨハネの子シモンである。

あなたをケパ（訳せば、ペテロ）と呼ぶことにする

」。 43その翌日、イエスはガリラヤに行こうとされ

たが、ピリポに出会って言われた、「わたしに従っ

てきなさい」。 44ピリポは、アンデレとペテロとの

町ベツサイダの人であった。 45このピリポがナタナ

エルに出会って言った、「わたしたちは、モーセが

律法の中にしるしており、預言者たちがしるしてい

た人、ヨセフの子、ナザレのイエスにいま出会った

」。 46ナタナエルは彼に言った、「ナザレから、な

んのよいものが出ようか」。ピリポは彼に言った、

「きて見なさい」。 47イエスはナタナエルが自分の

方に来るのを見て、彼について言われた、「見よ、

あの人こそ、ほんとうのイスラエル人である。その

心には偽りがない」。 48ナタナエルは言った、「ど

うしてわたしをご存じなのですか」。イエスは答え

て言われた、「ピリポがあなたを呼ぶ前に、わたし

はあなたが、いちじくの木の下にいるのを見た」。

49ナタナエルは答えた、「先生、あなたは神の子で

す。あなたはイスラエルの王です」。 50イエスは答

えて言われた、「あなたが、いちじくの木の下にい
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るのを見たと、わたしが言ったので信じるのか。こ

れよりも、もっと大きなことを、あなたは見るであ

ろう」。 51また言われた、「よくよくあなたがたに

言っておく。天が開けて、神の御使たちが人の子の

上に上り下りするのを、あなたがたは見るであろう

」。

2三日目にガリラヤのカナに婚礼があって、イエス

の母がそこにいた。 2イエスも弟子たちも、その婚

礼に招かれた。 3ぶどう酒がなくなったので、母は

イエスに言った、「ぶどう酒がなくなってしまいま

した」。 4イエスは母に言われた、「婦人よ、あな

たは、わたしと、なんの係わりがありますか。わた

しの時は、まだきていません」。 5母は僕たちに言

った、「このかたが、あなたがたに言いつけること

は、なんでもして下さい」。 6そこには、ユダヤ人

のきよめのならわしに従って、それぞれ四、五斗も

はいる石の水がめが、六つ置いてあった。 7イエス

は彼らに「かめに水をいっぱい入れなさい」と言わ

れたので、彼らは口のところまでいっぱいに入れた

。 8そこで彼らに言われた、「さあ、くんで、料理

がしらのところに持って行きなさい」。すると、彼

らは持って行った。 9料理がしらは、ぶどう酒にな

った水をなめてみたが、それがどこからきたのか知

らなかったので、（水をくんだ僕たちは知っていた

）花婿を呼んで 10言った、「どんな人でも、初めに

よいぶどう酒を出して、酔いがまわったころにわる

いのを出すものだ。それだのに、あなたはよいぶど

う酒を今までとっておかれました」。 11イエスは、

この最初のしるしをガリラヤのカナで行い、その栄
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光を現された。そして弟子たちはイエスを信じた。

12そののち、イエスは、その母、兄弟たち、弟子た

ちと一緒に、カペナウムに下って、幾日かそこにと

どまられた。 13さて、ユダヤ人の過越の祭が近づい

たので、イエスはエルサレムに上られた。 14そして

牛、羊、はとを売る者や両替する者などが宮の庭に

すわり込んでいるのをごらんになって、 15なわでむ

ちを造り、羊も牛もみな宮から追いだし、両替人の

金を散らし、その台をひっくりかえし、 16はとを売

る人々には「これらのものを持って、ここから出て

行け。わたしの父の家を商売の家とするな」と言わ

れた。 17弟子たちは、「あなたの家を思う熱心が、

わたしを食いつくすであろう」と書いてあることを

思い出した。 18そこで、ユダヤ人はイエスに言った

、「こんなことをするからには、どんなしるしをわ

たしたちに見せてくれますか」。 19イエスは彼らに

答えて言われた、「この神殿をこわしたら、わたし

は三日のうちに、それを起すであろう」。 20そこで

、ユダヤ人たちは言った、「この神殿を建てるのに

は、四十六年もかかっています。それだのに、あな

たは三日のうちに、それを建てるのですか」。 21イ

エスは自分のからだである神殿のことを言われたの

である。 22それで、イエスが死人の中からよみがえ

ったとき、弟子たちはイエスがこう言われたことを

思い出して、聖書とイエスのこの言葉とを信じた。

23過越の祭の間、イエスがエルサレムに滞在してお

られたとき、多くの人々は、その行われたしるしを

見て、イエスの名を信じた。 24しかしイエスご自身

は、彼らに自分をお任せにならなかった。それは、
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すべての人を知っておられ、 25また人についてあか

しする者を、必要とされなかったからである。それ

は、ご自身人の心の中にあることを知っておられた

からである。

3パリサイ人のひとりで、その名をニコデモという

ユダヤ人の指導者があった。 2この人が夜イエスの

もとにきて言った、「先生、わたしたちはあなたが

神からこられた教師であることを知っています。神

がご一緒でないなら、あなたがなさっておられるよ

うなしるしは、だれにもできはしません」。 3イエ

スは答えて言われた、「よくよくあなたに言ってお

く。だれでも新しく生れなければ、神の国を見るこ

とはできない」。 4ニコデモは言った、「人は年を

とってから生れることが、どうしてできますか。も

う一度、母の胎にはいって生れることができましょ

うか」。 5イエスは答えられた、「よくよくあなた

に言っておく。だれでも、水と霊とから生れなけれ

ば、神の国にはいることはできない。 6肉から生れ

る者は肉であり、霊から生れる者は霊である。 7あ

なたがたは新しく生れなければならないと、わたし

が言ったからとて、不思議に思うには及ばない。 8

風は思いのままに吹く。あなたはその音を聞くが、

それがどこからきて、どこへ行くかは知らない。霊

から生れる者もみな、それと同じである」。 9ニコ

デモはイエスに答えて言った、「どうして、そんな

ことがあり得ましょうか」。 10イエスは彼に答えて

言われた、「あなたはイスラエルの教師でありなが

ら、これぐらいのことがわからないのか。 11よくよ

く言っておく。わたしたちは自分の知っていること
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を語り、また自分の見たことをあかししているのに

、あなたがたはわたしたちのあかしを受けいれない

。 12わたしが地上のことを語っているのに、あなた

がたが信じないならば、天上のことを語った場合、

どうしてそれを信じるだろうか。 13天から下ってき

た者、すなわち人の子のほかには、だれも天に上っ

た者はない。 14そして、ちょうどモーセが荒野でへ

びを上げたように、人の子もまた上げられなければ

ならない。 15それは彼を信じる者が、すべて永遠の

命を得るためである」。 (aiōnios g166) 16神はそのひと

り子を賜わったほどに、この世を愛して下さった。

それは御子を信じる者がひとりも滅びないで、永遠

の命を得るためである。 (aiōnios g166) 17神が御子を世

につかわされたのは、世をさばくためではなく、御

子によって、この世が救われるためである。 18彼を

信じる者は、さばかれない。信じない者は、すでに

さばかれている。神のひとり子の名を信じることを

しないからである。 19そのさばきというのは、光が

この世にきたのに、人々はそのおこないが悪いため

に、光よりもやみの方を愛したことである。 20悪を

行っている者はみな光を憎む。そして、そのおこな

いが明るみに出されるのを恐れて、光にこようとは

しない。 21しかし、真理を行っている者は光に来る

。その人のおこないの、神にあってなされたという

ことが、明らかにされるためである。 22こののち、

イエスは弟子たちとユダヤの地に行き、彼らと一緒

にそこに滞在して、バプテスマを授けておられた。

23ヨハネもサリムに近いアイノンで、バプテスマを

授けていた。そこには水がたくさんあったからであ
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る。人々がぞくぞくとやってきてバプテスマを受け

ていた。 24そのとき、ヨハネはまだ獄に入れられて

はいなかった。 25ところが、ヨハネの弟子たちとひ

とりのユダヤ人との間に、きよめのことで争論が起

った。 26そこで彼らはヨハネのところにきて言った

、「先生、ごらん下さい。ヨルダンの向こうであな

たと一緒にいたことがあり、そして、あなたがあか

しをしておられたあのかたが、バプテスマを授けて

おり、皆の者が、そのかたのところへ出かけていま

す」。 27ヨハネは答えて言った、「人は天から与え

られなければ、何ものも受けることはできない。 28

『わたしはキリストではなく、そのかたよりも先に

つかわされた者である』と言ったことをあかしして

くれるのは、あなたがた自身である。 29花嫁をもつ

者は花婿である。花婿の友人は立って彼の声を聞き

、その声を聞いて大いに喜ぶ。こうして、この喜び

はわたしに満ち足りている。 30彼は必ず栄え、わた

しは衰える。 31上から来る者は、すべてのものの上

にある。地から出る者は、地に属する者であって、

地のことを語る。天から来る者は、すべてのものの

上にある。 32彼はその見たところ、聞いたところを

あかししているが、だれもそのあかしを受けいれな

い。 33しかし、そのあかしを受けいれる者は、神が

まことであることを、たしかに認めたのである。 34

神がおつかわしになったかたは、神の言葉を語る。

神は聖霊を限りなく賜うからである。 35父は御子を

愛して、万物をその手にお与えになった。 36御子を

信じる者は永遠の命をもつ。御子に従わない者は、
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命にあずかることがないばかりか、神の怒りがその

上にとどまるのである」。 (aiōnios g166)

4イエスが、ヨハネよりも多く弟子をつくり、また

バプテスマを授けておられるということを、パリサ

イ人たちが聞き、それを主が知られたとき、 2（し

かし、イエスみずからが、バプテスマをお授けにな

ったのではなく、その弟子たちであった） 3ユダヤ

を去って、またガリラヤへ行かれた。 4しかし、イ

エスはサマリヤを通過しなければならなかった。 5

そこで、イエスはサマリヤのスカルという町におい

でになった。この町は、ヤコブがその子ヨセフに与

えた土地の近くにあったが、 6そこにヤコブの井戸

があった。イエスは旅の疲れを覚えて、そのまま、

この井戸のそばにすわっておられた。時は昼の十二

時ごろであった。 7ひとりのサマリヤの女が水をく

みにきたので、イエスはこの女に、「水を飲ませて

下さい」と言われた。 8弟子たちは食物を買いに町

に行っていたのである。 9すると、サマリヤの女は

イエスに言った、「あなたはユダヤ人でありながら

、どうしてサマリヤの女のわたしに、飲ませてくれ

とおっしゃるのですか」。これは、ユダヤ人はサマ

リヤ人と交際していなかったからである。 10イエス

は答えて言われた、「もしあなたが神の賜物のこと

を知り、また、『水を飲ませてくれ』と言った者が

、だれであるか知っていたならば、あなたの方から

願い出て、その人から生ける水をもらったことであ

ろう」。 11女はイエスに言った、「主よ、あなたは

、くむ物をお持ちにならず、その上、井戸は深いの

です。その生ける水を、どこから手に入れるのです
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か。 12あなたは、この井戸を下さったわたしたちの

父ヤコブよりも、偉いかたなのですか。ヤコブ自身

も飲み、その子らも、その家畜も、この井戸から飲

んだのですが」。 13イエスは女に答えて言われた、

「この水を飲む者はだれでも、またかわくであろう

。 14しかし、わたしが与える水を飲む者は、いつま

でも、かわくことがないばかりか、わたしが与える

水は、その人のうちで泉となり、永遠の命に至る水

が、わきあがるであろう」。 (aiōn g165, aiōnios g166) 15

女はイエスに言った、「主よ、わたしがかわくこと

がなく、また、ここにくみにこなくてもよいように

、その水をわたしに下さい」。 16イエスは女に言わ

れた、「あなたの夫を呼びに行って、ここに連れて

きなさい」。 17女は答えて言った、「わたしには夫

はありません」。イエスは女に言われた、「夫がな

いと言ったのは、もっともだ。 18あなたには五人の

夫があったが、今のはあなたの夫ではない。あなた

の言葉のとおりである」。 19女はイエスに言った、

「主よ、わたしはあなたを預言者と見ます。 20わた

したちの先祖は、この山で礼拝をしたのですが、あ

なたがたは礼拝すべき場所は、エルサレムにあると

言っています」。 21イエスは女に言われた、「女よ

、わたしの言うことを信じなさい。あなたがたが、

この山でも、またエルサレムでもない所で、父を礼

拝する時が来る。 22あなたがたは自分の知らないも

のを拝んでいるが、わたしたちは知っているかたを

礼拝している。救はユダヤ人から来るからである。

23しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊とまこ

ととをもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今き
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ている。父は、このような礼拝をする者たちを求め

ておられるからである。 24神は霊であるから、礼拝

をする者も、霊とまこととをもって礼拝すべきであ

る」。 25女はイエスに言った、「わたしは、キリス

トと呼ばれるメシヤがこられることを知っています

。そのかたがこられたならば、わたしたちに、いっ

さいのことを知らせて下さるでしょう」。 26イエス

は女に言われた、「あなたと話をしているこのわた

しが、それである」。 27そのとき、弟子たちが帰っ

て来て、イエスがひとりの女と話しておられるのを

見て不思議に思ったが、しかし、「何を求めておら

れますか」とも、「何を彼女と話しておられるので

すか」とも、尋ねる者はひとりもなかった。 28この

女は水がめをそのままそこに置いて町に行き、人々

に言った、 29「わたしのしたことを何もかも、言い

あてた人がいます。さあ、見にきてごらんなさい。

もしかしたら、この人がキリストかも知れません」

。 30人々は町を出て、ぞくぞくとイエスのところへ

行った。 31その間に弟子たちはイエスに、「先生、

召しあがってください」とすすめた。 32ところが、

イエスは言われた、「わたしには、あなたがたの知

らない食物がある」。 33そこで、弟子たちが互に言

った、「だれかが、何か食べるものを持ってきてさ

しあげたのであろうか」。 34イエスは彼らに言われ

た、「わたしの食物というのは、わたしをつかわさ

れたかたのみこころを行い、そのみわざをなし遂げ

ることである。 35あなたがたは、刈入れ時が来るま

でには、まだ四か月あると、言っているではないか

。しかし、わたしはあなたがたに言う。目をあげて
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畑を見なさい。はや色づいて刈入れを待っている。

36刈る者は報酬を受けて、永遠の命に至る実を集め

ている。まく者も刈る者も、共々に喜ぶためである

。 (aiōnios g166) 37そこで、『ひとりがまき、ひとりが

刈る』ということわざが、ほんとうのこととなる。

38わたしは、あなたがたをつかわして、あなたがた

がそのために労苦しなかったものを刈りとらせた。

ほかの人々が労苦し、あなたがたは、彼らの労苦の

実にあずかっているのである」。 39さて、この町か

らきた多くのサマリヤ人は、「この人は、わたしの

したことを何もかも言いあてた」とあかしした女の

言葉によって、イエスを信じた。 40そこで、サマリ

ヤ人たちはイエスのもとにきて、自分たちのところ

に滞在していただきたいと願ったので、イエスはそ

こにふつか滞在された。 41そしてなお多くの人々が

、イエスの言葉を聞いて信じた。 42彼らは女に言っ

た、「わたしたちが信じるのは、もうあなたが話し

てくれたからではない。自分自身で親しく聞いて、

この人こそまことに世の救主であることが、わかっ

たからである」。 43ふつかの後に、イエスはここを

去ってガリラヤへ行かれた。 44イエスはみずからは

っきり、「預言者は自分の故郷では敬われないもの

だ」と言われたのである。 45ガリラヤに着かれると

、ガリラヤの人たちはイエスを歓迎した。それは、

彼らも祭に行っていたので、その祭の時、イエスが

エルサレムでなされたことをことごとく見ていたか

らである。 46イエスは、またガリラヤのカナに行か

れた。そこは、かつて水をぶどう酒にかえられた所

である。ところが、病気をしているむすこを持つあ
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る役人がカペナウムにいた。 47この人が、ユダヤか

らガリラヤにイエスのきておられることを聞き、み

もとにきて、カペナウムに下って、彼の子をなおし

ていただきたいと、願った。その子が死にかかって

いたからである。 48そこで、イエスは彼に言われた

、「あなたがたは、しるしと奇跡とを見ない限り、

決して信じないだろう」。 49この役人はイエスに言

った、「主よ、どうぞ、子供が死なないうちにきて

下さい」。 50イエスは彼に言われた、「お帰りなさ

い。あなたのむすこは助かるのだ」。彼は自分に言

われたイエスの言葉を信じて帰って行った。 51その

下って行く途中、僕たちが彼に出会い、その子が助

かったことを告げた。 52そこで、彼は僕たちに、そ

のなおりはじめた時刻を尋ねてみたら、「きのうの

午後一時に熱が引きました」と答えた。 53それは、

イエスが「あなたのむすこは助かるのだ」と言われ

たのと同じ時刻であったことを、この父は知って、

彼自身もその家族一同も信じた。 54これは、イエス

がユダヤからガリラヤにきてなされた第二のしるし

である。

5こののち、ユダヤ人の祭があったので、イエスは

エルサレムに上られた。 2エルサレムにある羊の門

のそばに、ヘブル語でベテスダと呼ばれる池があっ

た。そこには五つの廊があった。 3その廊の中には

、病人、盲人、足なえ、やせ衰えた者などが、大ぜ

いからだを横たえていた。〔彼らは水の動くのを待

っていたのである。 4それは、時々、主の御使がこ

の池に降りてきて水を動かすことがあるが、水が動

いた時まっ先にはいる者は、どんな病気にかかって
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いても、いやされたからである。〕 5さて、そこに

三十八年のあいだ、病気に悩んでいる人があった。

6イエスはその人が横になっているのを見、また長い

間わずらっていたのを知って、その人に「なおりた

いのか」と言われた。 7この病人はイエスに答えた

、「主よ、水が動く時に、わたしを池の中に入れて

くれる人がいません。わたしがはいりかけると、ほ

かの人が先に降りて行くのです」。 8イエスは彼に

言われた、「起きて、あなたの床を取りあげ、そし

て歩きなさい」。 9すると、この人はすぐにいやさ

れ、床をとりあげて歩いて行った。その日は安息日

であった。 10そこでユダヤ人たちは、そのいやされ

た人に言った、「きょうは安息日だ。床を取りあげ

るのは、よろしくない」。 11彼は答えた、「わたし

をなおして下さったかたが、床を取りあげて歩けと

、わたしに言われました」。 12彼らは尋ねた、「取

りあげて歩けと言った人は、だれか」。 13しかし、

このいやされた人は、それがだれであるか知らなか

った。群衆がその場にいたので、イエスはそっと出

て行かれたからである。 14そののち、イエスは宮で

その人に出会ったので、彼に言われた、「ごらん、

あなたはよくなった。もう罪を犯してはいけない。

何かもっと悪いことが、あなたの身に起るかも知れ

ないから」。 15彼は出て行って、自分をいやしたの

はイエスであったと、ユダヤ人たちに告げた。 16そ

のためユダヤ人たちは、安息日にこのようなことを

したと言って、イエスを責めた。 17そこで、イエス

は彼らに答えられた、「わたしの父は今に至るまで

働いておられる。わたしも働くのである」。 18この
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ためにユダヤ人たちは、ますますイエスを殺そうと

計るようになった。それは、イエスが安息日を破ら

れたばかりではなく、神を自分の父と呼んで、自分

を神と等しいものとされたからである。 19さて、イ

エスは彼らに答えて言われた、「よくよくあなたが

たに言っておく。子は父のなさることを見てする以

外に、自分からは何事もすることができない。父の

なさることであればすべて、子もそのとおりにする

のである。 20なぜなら、父は子を愛して、みずから

なさることは、すべて子にお示しになるからである

。そして、それよりもなお大きなわざを、お示しに

なるであろう。あなたがたが、それによって不思議

に思うためである。 21すなわち、父が死人を起して

命をお与えになるように、子もまた、そのこころに

かなう人々に命を与えるであろう。 22父はだれをも

さばかない。さばきのことはすべて、子にゆだねら

れたからである。 23それは、すべての人が父を敬う

と同様に、子を敬うためである。子を敬わない者は

、子をつかわされた父をも敬わない。 24よくよくあ

なたがたに言っておく。わたしの言葉を聞いて、わ

たしをつかわされたかたを信じる者は、永遠の命を

受け、またさばかれることがなく、死から命に移っ

ているのである。 (aiōnios g166) 25よくよくあなたがた

に言っておく。死んだ人たちが、神の子の声を聞く

時が来る。今すでにきている。そして聞く人は生き

るであろう。 26それは、父がご自分のうちに生命を

お持ちになっていると同様に、子にもまた、自分の

うちに生命を持つことをお許しになったからである

。 27そして子は人の子であるから、子にさばきを行
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う権威をお与えになった。 28このことを驚くには及

ばない。墓の中にいる者たちがみな神の子の声を聞

き、 29善をおこなった人々は、生命を受けるために

よみがえり、悪をおこなった人々は、さばきを受け

るためによみがえって、それぞれ出てくる時が来る

であろう。 30わたしは、自分からは何事もすること

ができない。ただ聞くままにさばくのである。そし

て、わたしのこのさばきは正しい。それは、わたし

自身の考えでするのではなく、わたしをつかわされ

たかたの、み旨を求めているからである。 31もし、

わたしが自分自身についてあかしをするならば、わ

たしのあかしはほんとうではない。 32わたしについ

てあかしをするかたはほかにあり、そして、その人

がするあかしがほんとうであることを、わたしは知

っている。 33あなたがたはヨハネのもとへ人をつか

わしたが、そのとき彼は真理についてあかしをした

。 34わたしは人からあかしを受けないが、このこと

を言うのは、あなたがたが救われるためである。 35

ヨハネは燃えて輝くあかりであった。あなたがたは

、しばらくの間その光を喜び楽しもうとした。 36し

かし、わたしには、ヨハネのあかしよりも、もっと

力あるあかしがある。父がわたしに成就させようと

してお与えになったわざ、すなわち、今わたしがし

ているこのわざが、父のわたしをつかわされたこと

をあかししている。 37また、わたしをつかわされた

父も、ご自分でわたしについてあかしをされた。あ

なたがたは、まだそのみ声を聞いたこともなく、そ

のみ姿を見たこともない。 38また、神がつかわされ

た者を信じないから、神の御言はあなたがたのうち
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にとどまっていない。 39あなたがたは、聖書の中に

永遠の命があると思って調べているが、この聖書は

、わたしについてあかしをするものである。 (aiōnios

g166) 40しかも、あなたがたは、命を得るためにわた

しのもとにこようともしない。 41わたしは人からの

誉を受けることはしない。 42しかし、あなたがたの

うちには神を愛する愛がないことを知っている。 43

わたしは父の名によってきたのに、あなたがたはわ

たしを受けいれない。もし、ほかの人が彼自身の名

によって来るならば、その人を受けいれるのであろ

う。 44互に誉を受けながら、ただひとりの神からの

誉を求めようとしないあなたがたは、どうして信じ

ることができようか。 45わたしがあなたがたのこと

を父に訴えると、考えてはいけない。あなたがたを

訴える者は、あなたがたが頼みとしているモーセそ

の人である。 46もし、あなたがたがモーセを信じた

ならば、わたしをも信じたであろう。モーセは、わ

たしについて書いたのである。 47しかし、モーセの

書いたものを信じないならば、どうしてわたしの言

葉を信じるだろうか」。

6そののち、イエスはガリラヤの海、すなわち、テ

ベリヤ湖の向こう岸へ渡られた。 2すると、大ぜい

の群衆がイエスについてきた。病人たちになさって

いたしるしを見たからである。 3イエスは山に登っ

て、弟子たちと一緒にそこで座につかれた。 4時に

、ユダヤ人の祭である過越が間近になっていた。 5

イエスは目をあげ、大ぜいの群衆が自分の方に集ま

って来るのを見て、ピリポに言われた、「どこから

パンを買ってきて、この人々に食べさせようか」。
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6これはピリポをためそうとして言われたのであって

、ご自分ではしようとすることを、よくご承知であ

った。 7すると、ピリポはイエスに答えた、「二百

デナリのパンがあっても、めいめいが少しずついた

だくにも足りますまい」。 8弟子のひとり、シモン

・ペテロの兄弟アンデレがイエスに言った、 9「こ

こに、大麦のパン五つと、さかな二ひきとを持って

いる子供がいます。しかし、こんなに大ぜいの人で

は、それが何になりましょう」。 10イエスは「人々

をすわらせなさい」と言われた。その場所には草が

多かった。そこにすわった男の数は五千人ほどであ

った。 11そこで、イエスはパンを取り、感謝してか

ら、すわっている人々に分け与え、また、さかなを

も同様にして、彼らの望むだけ分け与えられた。 12

人々がじゅうぶんに食べたのち、イエスは弟子たち

に言われた、「少しでもむだにならないように、パ

ンくずのあまりを集めなさい」。 13そこで彼らが集

めると、五つの大麦のパンを食べて残ったパンくず

は、十二のかごにいっぱいになった。 14人々はイエ

スのなさったこのしるしを見て、「ほんとうに、こ

の人こそ世にきたるべき預言者である」と言った。

15イエスは人々がきて、自分をとらえて王にしよう

としていると知って、ただひとり、また山に退かれ

た。 16夕方になったとき、弟子たちは海べに下り、

17舟に乗って海を渡り、向こう岸のカペナウムに行

きかけた。すでに暗くなっていたのに、イエスはま

だ彼らのところにおいでにならなかった。 18その上

、強い風が吹いてきて、海は荒れ出した。 19四、五

十丁こぎ出したとき、イエスが海の上を歩いて舟に
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近づいてこられるのを見て、彼らは恐れた。 20する

と、イエスは彼らに言われた、「わたしだ、恐れる

ことはない」。 21そこで、彼らは喜んでイエスを舟

に迎えようとした。すると舟は、すぐ、彼らが行こ

うとしていた地に着いた。 22その翌日、海の向こう

岸に立っていた群衆は、そこに小舟が一そうしかな

く、またイエスは弟子たちと一緒に小舟にお乗りに

ならず、ただ弟子たちだけが船出したのを見た。 23

しかし、数そうの小舟がテベリヤからきて、主が感

謝されたのちパンを人々に食べさせた場所に近づい

た。 24群衆は、イエスも弟子たちもそこにいないと

知って、それらの小舟に乗り、イエスをたずねてカ

ペナウムに行った。 25そして、海の向こう岸でイエ

スに出会ったので言った、「先生、いつ、ここにお

いでになったのですか」。 26イエスは答えて言われ

た、「よくよくあなたがたに言っておく。あなたが

たがわたしを尋ねてきているのは、しるしを見たた

めではなく、パンを食べて満腹したからである。 27

朽ちる食物のためではなく、永遠の命に至る朽ちな

い食物のために働くがよい。これは人の子があなた

がたに与えるものである。父なる神は、人の子にそ

れをゆだねられたのである」。 (aiōnios g166) 28そこで

、彼らはイエスに言った、「神のわざを行うために

、わたしたちは何をしたらよいでしょうか」。 29イ

エスは彼らに答えて言われた、「神がつかわされた

者を信じることが、神のわざである」。 30彼らはイ

エスに言った、「わたしたちが見てあなたを信じる

ために、どんなしるしを行って下さいますか。どん

なことをして下さいますか。 31わたしたちの先祖は
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荒野でマナを食べました。それは『天よりのパンを

彼らに与えて食べさせた』と書いてあるとおりです

」。 32そこでイエスは彼らに言われた、「よくよく

言っておく。天からのパンをあなたがたに与えたの

は、モーセではない。天からのまことのパンをあな

たがたに与えるのは、わたしの父なのである。 33神

のパンは、天から下ってきて、この世に命を与える

ものである」。 34彼らはイエスに言った、「主よ、

そのパンをいつもわたしたちに下さい」。 35イエス

は彼らに言われた、「わたしが命のパンである。わ

たしに来る者は決して飢えることがなく、わたしを

信じる者は決してかわくことがない。 36しかし、あ

なたがたに言ったが、あなたがたはわたしを見たの

に信じようとはしない。 37父がわたしに与えて下さ

る者は皆、わたしに来るであろう。そして、わたし

に来る者を決して拒みはしない。 38わたしが天から

下ってきたのは、自分のこころのままを行うためで

はなく、わたしをつかわされたかたのみこころを行

うためである。 39わたしをつかわされたかたのみこ

ころは、わたしに与えて下さった者を、わたしがひ

とりも失わずに、終りの日によみがえらせることで

ある。 40わたしの父のみこころは、子を見て信じる

者が、ことごとく永遠の命を得ることなのである。

そして、わたしはその人々を終りの日によみがえら

せるであろう」。 (aiōnios g166) 41ユダヤ人らは、イエ

スが「わたしは天から下ってきたパンである」と言

われたので、イエスについてつぶやき始めた。 42そ

して言った、「これはヨセフの子イエスではないか

。わたしたちはその父母を知っているではないか。
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わたしは天から下ってきたと、どうして今いうのか

」。 43イエスは彼らに答えて言われた、「互につぶ

やいてはいけない。 44わたしをつかわされた父が引

きよせて下さらなければ、だれもわたしに来ること

はできない。わたしは、その人々を終りの日によみ

がえらせるであろう。 45預言者の書に、『彼らはみ

な神に教えられるであろう』と書いてある。父から

聞いて学んだ者は、みなわたしに来るのである。 46

神から出た者のほかに、だれかが父を見たのではな

い。その者だけが父を見たのである。 47よくよくあ

なたがたに言っておく。信じる者には永遠の命があ

る。 (aiōnios g166) 48わたしは命のパンである。 49あな

たがたの先祖は荒野でマナを食べたが、死んでしま

った。 50しかし、天から下ってきたパンを食べる人

は、決して死ぬことはない。 51わたしは天から下っ

てきた生きたパンである。それを食べる者は、いつ

までも生きるであろう。わたしが与えるパンは、世

の命のために与えるわたしの肉である」。 (aiōn g165)

52そこで、ユダヤ人らが互に論じて言った、「この

人はどうして、自分の肉をわたしたちに与えて食べ

させることができようか」。 53イエスは彼らに言わ

れた、「よくよく言っておく。人の子の肉を食べず

、また、その血を飲まなければ、あなたがたの内に

命はない。 54わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む

者には、永遠の命があり、わたしはその人を終りの

日によみがえらせるであろう。 (aiōnios g166) 55わたし

の肉はまことの食物、わたしの血はまことの飲み物

である。 56わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者

はわたしにおり、わたしもまたその人におる。 57生
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ける父がわたしをつかわされ、また、わたしが父に

よって生きているように、わたしを食べる者もわた

しによって生きるであろう。 58天から下ってきたパ

ンは、先祖たちが食べたが死んでしまったようなも

のではない。このパンを食べる者は、いつまでも生

きるであろう」。 (aiōn g165) 59これらのことは、イエ

スがカペナウムの会堂で教えておられたときに言わ

れたものである。 60弟子たちのうちの多くの者は、

これを聞いて言った、「これは、ひどい言葉だ。だ

れがそんなことを聞いておられようか」。 61しかし

イエスは、弟子たちがそのことでつぶやいているの

を見破って、彼らに言われた、「このことがあなた

がたのつまずきになるのか。 62それでは、もし人の

子が前にいた所に上るのを見たら、どうなるのか。

63人を生かすものは霊であって、肉はなんの役にも

立たない。わたしがあなたがたに話した言葉は霊で

あり、また命である。 64しかし、あなたがたの中に

は信じない者がいる」。イエスは、初めから、だれ

が信じないか、また、だれが彼を裏切るかを知って

おられたのである。 65そしてイエスは言われた、「

それだから、父が与えて下さった者でなければ、わ

たしに来ることはできないと、言ったのである」。

66それ以来、多くの弟子たちは去っていって、もは

やイエスと行動を共にしなかった。 67そこでイエス

は十二弟子に言われた、「あなたがたも去ろうとす

るのか」。 68シモン・ペテロが答えた、「主よ、わ

たしたちは、だれのところに行きましょう。永遠の

命の言をもっているのはあなたです。 (aiōnios g166) 69

わたしたちは、あなたが神の聖者であることを信じ
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、また知っています」。 70イエスは彼らに答えられ

た、「あなたがた十二人を選んだのは、わたしでは

なかったか。それだのに、あなたがたのうちのひと

りは悪魔である」。 71これは、イスカリオテのシモ

ンの子ユダをさして言われたのである。このユダは

、十二弟子のひとりでありながら、イエスを裏切ろ

うとしていた。

7そののち、イエスはガリラヤを巡回しておられた

。ユダヤ人たちが自分を殺そうとしていたので、ユ

ダヤを巡回しようとはされなかった。 2時に、ユダ

ヤ人の仮庵の祭が近づいていた。 3そこで、イエス

の兄弟たちがイエスに言った、「あなたがしておら

れるわざを弟子たちにも見せるために、ここを去り

ユダヤに行ってはいかがです。 4自分を公けにあら

わそうと思っている人で、隠れて仕事をするものは

ありません。あなたがこれらのことをするからには

、自分をはっきりと世にあらわしなさい」。 5こう

言ったのは、兄弟たちもイエスを信じていなかった

からである。 6そこでイエスは彼らに言われた、「

わたしの時はまだきていない。しかし、あなたがた

の時はいつも備わっている。 7世はあなたがたを憎

み得ないが、わたしを憎んでいる。わたしが世のお

こないの悪いことを、あかししているからである。

8あなたがたこそ祭に行きなさい。わたしはこの祭に

は行かない。わたしの時はまだ満ちていないから」

。 9彼らにこう言って、イエスはガリラヤにとどま

っておられた。 10しかし、兄弟たちが祭に行ったあ

とで、イエスも人目にたたぬように、ひそかに行か

れた。 11ユダヤ人らは祭の時に、「あの人はどこに
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いるのか」と言って、イエスを捜していた。 12群衆

の中に、イエスについていろいろとうわさが立った

。ある人々は、「あれはよい人だ」と言い、他の人

々は、「いや、あれは群衆を惑わしている」と言っ

た。 13しかし、ユダヤ人らを恐れて、イエスのこと

を公然と口にする者はいなかった。 14祭も半ばにな

ってから、イエスは宮に上って教え始められた。 15

すると、ユダヤ人たちは驚いて言った、「この人は

学問をしたこともないのに、どうして律法の知識を

もっているのだろう」。 16そこでイエスは彼らに答

えて言われた、「わたしの教はわたし自身の教では

なく、わたしをつかわされたかたの教である。 17神

のみこころを行おうと思う者であれば、だれでも、

わたしの語っているこの教が神からのものか、それ

とも、わたし自身から出たものか、わかるであろう

。 18自分から出たことを語る者は、自分の栄光を求

めるが、自分をつかわされたかたの栄光を求める者

は真実であって、その人の内には偽りがない。 19モ

ーセはあなたがたに律法を与えたではないか。それ

だのに、あなたがたのうちには、その律法を行う者

がひとりもない。あなたがたは、なぜわたしを殺そ

うと思っているのか」。 20群衆は答えた、「あなた

は悪霊に取りつかれている。だれがあなたを殺そう

と思っているものか」。 21イエスは彼らに答えて言

われた、「わたしが一つのわざをしたところ、あな

たがたは皆それを見て驚いている。 22モーセはあな

たがたに割礼を命じたので、（これは、実は、モー

セから始まったのではなく、先祖たちから始まった

ものである）あなたがたは安息日にも人に割礼を施
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している。 23もし、モーセの律法が破られないよう

に、安息日であっても割礼を受けるのなら、安息日

に人の全身を丈夫にしてやったからといって、どう

して、そんなにおこるのか。 24うわべで人をさばか

ないで、正しいさばきをするがよい」。 25さて、エ

ルサレムのある人たちが言った、「この人は人々が

殺そうと思っている者ではないか。 26見よ、彼は公

然と語っているのに、人々はこれに対して何も言わ

ない。役人たちは、この人がキリストであることを

、ほんとうに知っているのではなかろうか。 27わた

したちはこの人がどこからきたのか知っている。し

かし、キリストが現れる時には、どこから来るのか

知っている者は、ひとりもいない」。 28イエスは宮

の内で教えながら、叫んで言われた、「あなたがた

は、わたしを知っており、また、わたしがどこから

きたかも知っている。しかし、わたしは自分からき

たのではない。わたしをつかわされたかたは真実で

あるが、あなたがたは、そのかたを知らない。 29わ

たしは、そのかたを知っている。わたしはそのかた

のもとからきた者で、そのかたがわたしをつかわさ

れたのである」。 30そこで人々はイエスを捕えよう

と計ったが、だれひとり手をかける者はなかった。

イエスの時が、まだきていなかったからである。 31

しかし、群衆の中の多くの者が、イエスを信じて言

った、「キリストがきても、この人が行ったよりも

多くのしるしを行うだろうか」。 32群衆がイエスに

ついてこのようなうわさをしているのを、パリサイ

人たちは耳にした。そこで、祭司長たちやパリサイ

人たちは、イエスを捕えようとして、下役どもをつ
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かわした。 33イエスは言われた、「今しばらくの間

、わたしはあなたがたと一緒にいて、それから、わ

たしをおつかわしになったかたのみもとに行く。 34

あなたがたはわたしを捜すであろうが、見つけるこ

とはできない。そしてわたしのいる所に、あなたが

たは来ることができない」。 35そこでユダヤ人たち

は互に言った、「わたしたちが見つけることができ

ないというのは、どこへ行こうとしているのだろう

。ギリシヤ人の中に離散している人たちのところに

でも行って、ギリシヤ人を教えようというのだろう

か。 36また、『わたしを捜すが、見つけることはで

きない。そしてわたしのいる所には来ることができ

ないだろう』と言ったその言葉は、どういう意味だ

ろう」。 37祭の終りの大事な日に、イエスは立って

、叫んで言われた、「だれでもかわく者は、わたし

のところにきて飲むがよい。 38わたしを信じる者は

、聖書に書いてあるとおり、その腹から生ける水が

川となって流れ出るであろう」。 39これは、イエス

を信じる人々が受けようとしている御霊をさして言

われたのである。すなわち、イエスはまだ栄光を受

けておられなかったので、御霊がまだ下っていなか

ったのである。 40群衆のある者がこれらの言葉を聞

いて、「このかたは、ほんとうに、あの預言者であ

る」と言い、 41ほかの人たちは「このかたはキリス

トである」と言い、また、ある人々は、「キリスト

はまさか、ガリラヤからは出てこないだろう。 42キ

リストは、ダビデの子孫から、またダビデのいたベ

ツレヘムの村から出ると、聖書に書いてあるではな

いか」と言った。 43こうして、群衆の間にイエスの
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ことで分争が生じた。 44彼らのうちのある人々は、

イエスを捕えようと思ったが、だれひとり手をかけ

る者はなかった。 45さて、下役どもが祭司長たちや

パリサイ人たちのところに帰ってきたので、彼らは

その下役どもに言った、「なぜ、あの人を連れてこ

なかったのか」。 46下役どもは答えた、「この人の

語るように語った者は、これまでにありませんでし

た」。 47パリサイ人たちが彼らに答えた、「あなた

がたまでが、だまされているのではないか。 48役人

たちやパリサイ人たちの中で、ひとりでも彼を信じ

た者があっただろうか。 49律法をわきまえないこの

群衆は、のろわれている」。 50彼らの中のひとりで

、以前にイエスに会いにきたことのあるニコデモが

、彼らに言った、 51「わたしたちの律法によれば、

まずその人の言い分を聞き、その人のしたことを知

った上でなければ、さばくことをしないのではない

か」。 52彼らは答えて言った、「あなたもガリラヤ

出なのか。よく調べてみなさい、ガリラヤからは預

言者が出るものではないことが、わかるだろう」。

〔 53そして、人々はおのおの家に帰って行った。

8イエスはオリブ山に行かれた。 2朝早くまた宮に

はいられると、人々が皆みもとに集まってきたので

、イエスはすわって彼らを教えておられた。 3する

と、律法学者たちやパリサイ人たちが、姦淫をして

いる時につかまえられた女をひっぱってきて、中に

立たせた上、イエスに言った、 4「先生、この女は

姦淫の場でつかまえられました。 5モーセは律法の

中で、こういう女を石で打ち殺せと命じましたが、

あなたはどう思いますか」。 6彼らがそう言ったの
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は、イエスをためして、訴える口実を得るためであ

った。しかし、イエスは身をかがめて、指で地面に

何か書いておられた。 7彼らが問い続けるので、イ

エスは身を起して彼らに言われた、「あなたがたの

中で罪のない者が、まずこの女に石を投げつけるが

よい」。 8そしてまた身をかがめて、地面に物を書

きつづけられた。 9これを聞くと、彼らは年寄から

始めて、ひとりびとり出て行き、ついに、イエスだ

けになり、女は中にいたまま残された。 10そこでイ

エスは身を起して女に言われた、「女よ、みんなは

どこにいるか。あなたを罰する者はなかったのか」

。 11女は言った、「主よ、だれもございません」。

イエスは言われた、「わたしもあなたを罰しない。

お帰りなさい。今後はもう罪を犯さないように」。

〕 12イエスは、また人々に語ってこう言われた、「

わたしは世の光である。わたしに従って来る者は、

やみのうちを歩くことがなく、命の光をもつであろ

う」。 13するとパリサイ人たちがイエスに言った、

「あなたは、自分のことをあかししている。あなた

のあかしは真実ではない」。 14イエスは彼らに答え

て言われた、「たとい、わたしが自分のことをあか

ししても、わたしのあかしは真実である。それは、

わたしがどこからきたのか、また、どこへ行くのか

を知っているからである。しかし、あなたがたは、

わたしがどこからきて、どこへ行くのかを知らない

。 15あなたがたは肉によって人をさばくが、わたし

はだれもさばかない。 16しかし、もしわたしがさば

くとすれば、わたしのさばきは正しい。なぜなら、

わたしはひとりではなく、わたしをつかわされたか
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たが、わたしと一緒だからである。 17あなたがたの

律法には、ふたりによる証言は真実だと、書いてあ

る。 18わたし自身のことをあかしするのは、わたし

であるし、わたしをつかわされた父も、わたしのこ

とをあかしして下さるのである」。 19すると、彼ら

はイエスに言った、「あなたの父はどこにいるのか

」。イエスは答えられた、「あなたがたは、わたし

をもわたしの父をも知っていない。もし、あなたが

たがわたしを知っていたなら、わたしの父をも知っ

ていたであろう」。 20イエスが宮の内で教えていた

時、これらの言葉をさいせん箱のそばで語られたの

であるが、イエスの時がまだきていなかったので、

だれも捕える者がなかった。 21さて、また彼らに言

われた、「わたしは去って行く。あなたがたはわた

しを捜し求めるであろう。そして自分の罪のうちに

死ぬであろう。わたしの行く所には、あなたがたは

来ることができない」。 22そこでユダヤ人たちは言

った、「わたしの行く所に、あなたがたは来ること

ができないと、言ったのは、あるいは自殺でもしよ

うとするつもりか」。 23イエスは彼らに言われた、

「あなたがたは下から出た者だが、わたしは上から

きた者である。あなたがたはこの世の者であるが、

わたしはこの世の者ではない。 24だからわたしは、

あなたがたは自分の罪のうちに死ぬであろうと、言

ったのである。もしわたしがそういう者であること

をあなたがたが信じなければ、罪のうちに死ぬこと

になるからである」。 25そこで彼らはイエスに言っ

た、「あなたは、いったい、どういうかたですか」

。イエスは彼らに言われた、「わたしがどういう者
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であるかは、初めからあなたがたに言っているでは

ないか。 26あなたがたについて、わたしの言うべき

こと、さばくべきことが、たくさんある。しかし、

わたしをつかわされたかたは真実なかたである。わ

たしは、そのかたから聞いたままを世にむかって語

るのである」。 27彼らは、イエスが父について話し

ておられたことを悟らなかった。 28そこでイエスは

言われた、「あなたがたが人の子を上げてしまった

後はじめて、わたしがそういう者であること、また

、わたしは自分からは何もせず、ただ父が教えて下

さったままを話していたことが、わかってくるであ

ろう。 29わたしをつかわされたかたは、わたしと一

緒におられる。わたしは、いつも神のみこころにか

なうことをしているから、わたしをひとり置きざり

になさることはない」。 30これらのことを語られた

ところ、多くの人々がイエスを信じた。 31イエスは

自分を信じたユダヤ人たちに言われた、「もしわた

しの言葉のうちにとどまっておるなら、あなたがた

は、ほんとうにわたしの弟子なのである。 32また真

理を知るであろう。そして真理は、あなたがたに自

由を得させるであろう」。 33そこで、彼らはイエス

に言った、「わたしたちはアブラハムの子孫であっ

て、人の奴隷になったことなどは、一度もない。ど

うして、あなたがたに自由を得させるであろうと、

言われるのか」。 34イエスは彼らに答えられた、「

よくよくあなたがたに言っておく。すべて罪を犯す

者は罪の奴隷である。 35そして、奴隷はいつまでも

家にいる者ではない。しかし、子はいつまでもいる

。 (aiōn g165) 36だから、もし子があなたがたに自由を
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得させるならば、あなたがたは、ほんとうに自由な

者となるのである。 37わたしは、あなたがたがアブ

ラハムの子孫であることを知っている。それだのに

、あなたがたはわたしを殺そうとしている。わたし

の言葉が、あなたがたのうちに根をおろしていない

からである。 38わたしはわたしの父のもとで見たこ

とを語っているが、あなたがたは自分の父から聞い

たことを行っている」。 39彼らはイエスに答えて言

った、「わたしたちの父はアブラハムである」。イ

エスは彼らに言われた、「もしアブラハムの子であ

るなら、アブラハムのわざをするがよい。 40ところ

が今、神から聞いた真理をあなたがたに語ってきた

このわたしを、殺そうとしている。そんなことをア

ブラハムはしなかった。 41あなたがたは、あなたが

たの父のわざを行っているのである」。彼らは言っ

た、「わたしたちは、不品行の結果うまれた者では

ない。わたしたちにはひとりの父がある。それは神

である」。 42イエスは彼らに言われた、「神があな

たがたの父であるならば、あなたがたはわたしを愛

するはずである。わたしは神から出た者、また神か

らきている者であるからだ。わたしは自分からきた

のではなく、神からつかわされたのである。 43どう

してあなたがたは、わたしの話すことがわからない

のか。あなたがたが、わたしの言葉を悟ることがで

きないからである。 44あなたがたは自分の父、すな

わち、悪魔から出てきた者であって、その父の欲望

どおりを行おうと思っている。彼は初めから、人殺

しであって、真理に立つ者ではない。彼のうちには

真理がないからである。彼が偽りを言うとき、いつ
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も自分の本音をはいているのである。彼は偽り者で

あり、偽りの父であるからだ。 45しかし、わたしが

真理を語っているので、あなたがたはわたしを信じ

ようとしない。 46あなたがたのうち、だれがわたし

に罪があると責めうるのか。わたしは真理を語って

いるのに、なぜあなたがたは、わたしを信じないの

か。 47神からきた者は神の言葉に聞き従うが、あな

たがたが聞き従わないのは、神からきた者でないか

らである」。 48ユダヤ人たちはイエスに答えて言っ

た、「あなたはサマリヤ人で、悪霊に取りつかれて

いると、わたしたちが言うのは、当然ではないか」

。 49イエスは答えられた、「わたしは、悪霊に取り

つかれているのではなくて、わたしの父を重んじて

いるのだが、あなたがたはわたしを軽んじている。

50わたしは自分の栄光を求めてはいない。それを求

めるかたが別にある。そのかたは、またさばくかた

である。 51よくよく言っておく。もし人がわたしの

言葉を守るならば、その人はいつまでも死を見るこ

とがないであろう」。 (aiōn g165) 52ユダヤ人たちが言

った、「あなたが悪霊に取りつかれていることが、

今わかった。アブラハムは死に、預言者たちも死ん

でいる。それだのに、あなたは、わたしの言葉を守

る者はいつまでも死を味わうことがないであろうと

、言われる。 (aiōn g165) 53あなたは、わたしたちの父

アブラハムより偉いのだろうか。彼も死に、預言者

たちも死んだではないか。あなたは、いったい、自

分をだれと思っているのか」。 54イエスは答えられ

た、「わたしがもし自分に栄光を帰するなら、わた

しの栄光は、むなしいものである。わたしに栄光を
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与えるかたは、わたしの父であって、あなたがたが

自分の神だと言っているのは、そのかたのことであ

る。 55あなたがたはその神を知っていないが、わた

しは知っている。もしわたしが神を知らないと言う

ならば、あなたがたと同じような偽り者であろう。

しかし、わたしはそのかたを知り、その御言を守っ

ている。 56あなたがたの父アブラハムは、わたしの

この日を見ようとして楽しんでいた。そしてそれを

見て喜んだ」。 57そこでユダヤ人たちはイエスに言

った、「あなたはまだ五十にもならないのに、アブ

ラハムを見たのか」。 58イエスは彼らに言われた、

「よくよくあなたがたに言っておく。アブラハムの

生れる前からわたしは、いるのである」。 59そこで

彼らは石をとって、イエスに投げつけようとした。

しかし、イエスは身を隠して、宮から出て行かれた

。

9イエスが道をとおっておられるとき、生れつきの

盲人を見られた。 2弟子たちはイエスに尋ねて言っ

た、「先生、この人が生れつき盲人なのは、だれが

罪を犯したためですか。本人ですか、それともその

両親ですか」。 3イエスは答えられた、「本人が罪

を犯したのでもなく、また、その両親が犯したので

もない。ただ神のみわざが、彼の上に現れるためで

ある。 4わたしたちは、わたしをつかわされたかた

のわざを、昼の間にしなければならない。夜が来る

。すると、だれも働けなくなる。 5わたしは、この

世にいる間は、世の光である」。 6イエスはそう言

って、地につばきをし、そのつばきで、どろをつく

り、そのどろを盲人の目に塗って言われた、 7「シ
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ロアム（つかわされた者、の意）の池に行って洗い

なさい」。そこで彼は行って洗った。そして見える

ようになって、帰って行った。 8近所の人々や、彼

がもと、こじきであったのを見知っていた人々が言

った、「この人は、すわってこじきをしていた者で

はないか」。 9ある人々は「その人だ」と言い、他

の人々は「いや、ただあの人に似ているだけだ」と

言った。しかし、本人は「わたしがそれだ」と言っ

た。 10そこで人々は彼に言った、「では、おまえの

目はどうしてあいたのか」。 11彼は答えた、「イエ

スというかたが、どろをつくって、わたしの目に塗

り、『シロアムに行って洗え』と言われました。そ

れで、行って洗うと、見えるようになりました」。

12人々は彼に言った、「その人はどこにいるのか」

。彼は「知りません」と答えた。 13人々は、もと盲

人であったこの人を、パリサイ人たちのところにつ

れて行った。 14イエスがどろをつくって彼の目をあ

けたのは、安息日であった。 15パリサイ人たちもま

た、「どうして見えるようになったのか」、と彼に

尋ねた。彼は答えた、「あのかたがわたしの目にど

ろを塗り、わたしがそれを洗い、そして見えるよう

になりました」。 16そこで、あるパリサイ人たちが

言った、「その人は神からきた人ではない。安息日

を守っていないのだから」。しかし、ほかの人々は

言った、「罪のある人が、どうしてそのようなしる

しを行うことができようか」。そして彼らの間に分

争が生じた。 17そこで彼らは、もう一度この盲人に

聞いた、「おまえの目をあけてくれたその人を、ど

う思うか」。「預言者だと思います」と彼は言った
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。 18ユダヤ人たちは、彼がもと盲人であったが見え

るようになったことを、まだ信じなかった。ついに

彼らは、目が見えるようになったこの人の両親を呼

んで、 19尋ねて言った、「これが、生れつき盲人で

あったと、おまえたちの言っているむすこか。それ

ではどうして、いま目が見えるのか」。 20両親は答

えて言った、「これがわたしどものむすこであるこ

と、また生れつき盲人であったことは存じています

。 21しかし、どうしていま見えるようになったのか

、それは知りません。また、だれがその目をあけて

下さったのかも知りません。あれに聞いて下さい。

あれはもうおとなですから、自分のことは自分で話

せるでしょう」。 22両親はユダヤ人たちを恐れてい

たので、こう答えたのである。それは、もしイエス

をキリストと告白する者があれば、会堂から追い出

すことに、ユダヤ人たちが既に決めていたからであ

る。 23彼の両親が「おとなですから、あれに聞いて

下さい」と言ったのは、そのためであった。 24そこ

で彼らは、盲人であった人をもう一度呼んで言った

、「神に栄光を帰するがよい。あの人が罪人である

ことは、わたしたちにはわかっている」。 25すると

彼は言った、「あのかたが罪人であるかどうか、わ

たしは知りません。ただ一つのことだけ知っていま

す。わたしは盲であったが、今は見えるということ

です」。 26そこで彼らは言った、「その人はおまえ

に何をしたのか。どんなにしておまえの目をあけた

のか」。 27彼は答えた、「そのことはもう話してあ

げたのに、聞いてくれませんでした。なぜまた聞こ

うとするのですか。あなたがたも、あの人の弟子に
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なりたいのですか」。 28そこで彼らは彼をののしっ

て言った、「おまえはあれの弟子だが、わたしたち

はモーセの弟子だ。 29モーセに神が語られたという

ことは知っている。だが、あの人がどこからきた者

か、わたしたちは知らぬ」。 30そこで彼が答えて言

った、「わたしの目をあけて下さったのに、そのか

たがどこからきたか、ご存じないとは、不思議千万

です。 31わたしたちはこのことを知っています。神

は罪人の言うことはお聞きいれになりませんが、神

を敬い、そのみこころを行う人の言うことは、聞き

いれて下さいます。 32生れつき盲であった者の目を

あけた人があるということは、世界が始まって以来

、聞いたことがありません。 (aiōn g165) 33もしあのか

たが神からきた人でなかったら、何一つできなかっ

たはずです」。 34これを聞いて彼らは言った、「お

まえは全く罪の中に生れていながら、わたしたちを

教えようとするのか」。そして彼を外へ追い出した

。 35イエスは、その人が外へ追い出されたことを聞

かれた。そして彼に会って言われた、「あなたは人

の子を信じるか」。 36彼は答えて言った、「主よ、

それはどなたですか。そのかたを信じたいのですが

」。 37イエスは彼に言われた、「あなたは、もうそ

の人に会っている。今あなたと話しているのが、そ

の人である」。 38すると彼は、「主よ、信じます」

と言って、イエスを拝した。 39そこでイエスは言わ

れた、「わたしがこの世にきたのは、さばくためで

ある。すなわち、見えない人たちが見えるようにな

り、見える人たちが見えないようになるためである

」。 40そこにイエスと一緒にいたあるパリサイ人た
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ちが、それを聞いてイエスに言った、「それでは、

わたしたちも盲なのでしょうか」。 41イエスは彼ら

に言われた、「もしあなたがたが盲人であったなら

、罪はなかったであろう。しかし、今あなたがたが

『見える』と言い張るところに、あなたがたの罪が

ある。

10よくよくあなたがたに言っておく。羊の囲いに

はいるのに、門からでなく、ほかの所からのりこえ

て来る者は、盗人であり、強盗である。 2門からは

いる者は、羊の羊飼である。 3門番は彼のために門

を開き、羊は彼の声を聞く。そして彼は自分の羊の

名をよんで連れ出す。 4自分の羊をみな出してしま

うと、彼は羊の先頭に立って行く。羊はその声を知

っているので、彼について行くのである。 5ほかの

人には、ついて行かないで逃げ去る。その人の声を

知らないからである」。 6イエスは彼らにこの比喩

を話されたが、彼らは自分たちにお話しになってい

るのが何のことだか、わからなかった。 7そこで、

イエスはまた言われた、「よくよくあなたがたに言

っておく。わたしは羊の門である。 8わたしよりも

前にきた人は、みな盗人であり、強盗である。羊は

彼らに聞き従わなかった。 9わたしは門である。わ

たしをとおってはいる者は救われ、また出入りし、

牧草にありつくであろう。 10盗人が来るのは、盗ん

だり、殺したり、滅ぼしたりするためにほかならな

い。わたしがきたのは、羊に命を得させ、豊かに得

させるためである。 11わたしはよい羊飼である。よ

い羊飼は、羊のために命を捨てる。 12羊飼ではなく

、羊が自分のものでもない雇人は、おおかみが来る
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のを見ると、羊をすてて逃げ去る。そして、おおか

みは羊を奪い、また追い散らす。 13彼は雇人であっ

て、羊のことを心にかけていないからである。 14わ

たしはよい羊飼であって、わたしの羊を知り、わた

しの羊はまた、わたしを知っている。 15それはちょ

うど、父がわたしを知っておられ、わたしが父を知

っているのと同じである。そして、わたしは羊のた

めに命を捨てるのである。 16わたしにはまた、この

囲いにいない他の羊がある。わたしは彼らをも導か

ねばならない。彼らも、わたしの声に聞き従うであ

ろう。そして、ついに一つの群れ、ひとりの羊飼と

なるであろう。 17父は、わたしが自分の命を捨てる

から、わたしを愛して下さるのである。命を捨てる

のは、それを再び得るためである。 18だれかが、わ

たしからそれを取り去るのではない。わたしが、自

分からそれを捨てるのである。わたしには、それを

捨てる力があり、またそれを受ける力もある。これ

はわたしの父から授かった定めである」。 19これら

の言葉を語られたため、ユダヤ人の間にまたも分争

が生じた。 20そのうちの多くの者が言った、「彼は

悪霊に取りつかれて、気が狂っている。どうして、

あなたがたはその言うことを聞くのか」。 21他の人

々は言った、「それは悪霊に取りつかれた者の言葉

ではない。悪霊は盲人の目をあけることができよう

か」。 22そのころ、エルサレムで宮きよめの祭が行

われた。時は冬であった。 23イエスは、宮の中にあ

るソロモンの廊を歩いておられた。 24するとユダヤ

人たちが、イエスを取り囲んで言った、「いつまで

わたしたちを不安のままにしておくのか。あなたが
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キリストであるなら、そうとはっきり言っていただ

きたい」。 25イエスは彼らに答えられた、「わたし

は話したのだが、あなたがたは信じようとしない。

わたしの父の名によってしているすべてのわざが、

わたしのことをあかししている。 26あなたがたが信

じないのは、わたしの羊でないからである。 27わた

しの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知

っており、彼らはわたしについて来る。 28わたしは

、彼らに永遠の命を与える。だから、彼らはいつま

でも滅びることがなく、また、彼らをわたしの手か

ら奪い去る者はない。 (aiōn g165, aiōnios g166) 29わたし

の父がわたしに下さったものは、すべてにまさるも

のである。そしてだれも父のみ手から、それを奪い

取ることはできない。 30わたしと父とは一つである

」。 31そこでユダヤ人たちは、イエスを打ち殺そう

として、また石を取りあげた。 32するとイエスは彼

らに答えられた、「わたしは、父による多くのよい

わざを、あなたがたに示した。その中のどのわざの

ために、わたしを石で打ち殺そうとするのか」。 33

ユダヤ人たちは答えた、「あなたを石で殺そうとす

るのは、よいわざをしたからではなく、神を汚した

からである。また、あなたは人間であるのに、自分

を神としているからである」。 34イエスは彼らに答

えられた、「あなたがたの律法に、『わたしは言う

、あなたがたは神々である』と書いてあるではない

か。 35神の言を託された人々が、神々といわれてお

るとすれば、（そして聖書の言は、すたることがあ

り得ない） 36父が聖別して、世につかわされた者が

、『わたしは神の子である』と言ったからとて、ど
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うして『あなたは神を汚す者だ』と言うのか。 37も

しわたしが父のわざを行わないとすれば、わたしを

信じなくてもよい。 38しかし、もし行っているなら

、たといわたしを信じなくても、わたしのわざを信

じるがよい。そうすれば、父がわたしにおり、また

、わたしが父におることを知って悟るであろう」。

39そこで、彼らはまたイエスを捕えようとしたが、

イエスは彼らの手をのがれて、去って行かれた。 40

さて、イエスはまたヨルダンの向こう岸、すなわち

、ヨハネが初めにバプテスマを授けていた所に行き

、そこに滞在しておられた。 41多くの人々がイエス

のところにきて、互に言った、「ヨハネはなんのし

るしも行わなかったが、ヨハネがこのかたについて

言ったことは、皆ほんとうであった」。 42そして、

そこで多くの者がイエスを信じた。

11さて、ひとりの病人がいた。ラザロといい、マ

リヤとその姉妹マルタの村ベタニヤの人であった。

2このマリヤは主に香油をぬり、自分の髪の毛で、主

の足をふいた女であって、病気であったのは、彼女

の兄弟ラザロであった。 3姉妹たちは人をイエスの

もとにつかわして、「主よ、ただ今、あなたが愛し

ておられる者が病気をしています」と言わせた。 4

イエスはそれを聞いて言われた、「この病気は死ぬ

ほどのものではない。それは神の栄光のため、また

、神の子がそれによって栄光を受けるためのもので

ある」。 5イエスは、マルタとその姉妹とラザロと

を愛しておられた。 6ラザロが病気であることを聞

いてから、なおふつか、そのおられた所に滞在され

た。 7それから弟子たちに、「もう一度ユダヤに行
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こう」と言われた。 8弟子たちは言った、「先生、

ユダヤ人らが、さきほどもあなたを石で殺そうとし

ていましたのに、またそこに行かれるのですか」。

9イエスは答えられた、「一日には十二時間あるでは

ないか。昼間あるけば、人はつまずくことはない。

この世の光を見ているからである。 10しかし、夜あ

るけば、つまずく。その人のうちに、光がないから

である」。 11そう言われたが、それからまた、彼ら

に言われた、「わたしたちの友ラザロが眠っている

。わたしは彼を起しに行く」。 12すると弟子たちは

言った、「主よ、眠っているのでしたら、助かるで

しょう」。 13イエスはラザロが死んだことを言われ

たのであるが、弟子たちは、眠って休んでいること

をさして言われたのだと思った。 14するとイエスは

、あからさまに彼らに言われた、「ラザロは死んだ

のだ。 15そして、わたしがそこにいあわせなかった

ことを、あなたがたのために喜ぶ。それは、あなた

がたが信じるようになるためである。では、彼のと

ころに行こう」。 16するとデドモと呼ばれているト

マスが、仲間の弟子たちに言った、「わたしたちも

行って、先生と一緒に死のうではないか」。 17さて

、イエスが行ってごらんになると、ラザロはすでに

四日間も墓の中に置かれていた。 18ベタニヤはエル

サレムに近く、二十五丁ばかり離れたところにあっ

た。 19大ぜいのユダヤ人が、その兄弟のことで、マ

ルタとマリヤとを慰めようとしてきていた。 20マル

タはイエスがこられたと聞いて、出迎えに行ったが

、マリヤは家ですわっていた。 21マルタはイエスに

言った、「主よ、もしあなたがここにいて下さった
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なら、わたしの兄弟は死ななかったでしょう。 22し

かし、あなたがどんなことをお願いになっても、神

はかなえて下さることを、わたしは今でも存じてい

ます」。 23イエスはマルタに言われた、「あなたの

兄弟はよみがえるであろう」。 24マルタは言った、

「終りの日のよみがえりの時よみがえることは、存

じています」。 25イエスは彼女に言われた、「わた

しはよみがえりであり、命である。わたしを信じる

者は、たとい死んでも生きる。 26また、生きていて

、わたしを信じる者は、いつまでも死なない。あな

たはこれを信じるか」。 (aiōn g165) 27マルタはイエス

に言った、「主よ、信じます。あなたがこの世にき

たるべきキリスト、神の御子であると信じておりま

す」。 28マルタはこう言ってから、帰って姉妹のマ

リヤを呼び、「先生がおいでになって、あなたを呼

んでおられます」と小声で言った。 29これを聞いた

マリヤはすぐ立ち上がって、イエスのもとに行った

。 30イエスはまだ村に、はいってこられず、マルタ

がお迎えしたその場所におられた。 31マリヤと一緒

に家にいて彼女を慰めていたユダヤ人たちは、マリ

ヤが急いで立ち上がって出て行くのを見て、彼女は

墓に泣きに行くのであろうと思い、そのあとからつ

いて行った。 32マリヤは、イエスのおられる所に行

ってお目にかかり、その足もとにひれ伏して言った

、「主よ、もしあなたがここにいて下さったなら、

わたしの兄弟は死ななかったでしょう」。 33イエス

は、彼女が泣き、また、彼女と一緒にきたユダヤ人

たちも泣いているのをごらんになり、激しく感動し

、また心を騒がせ、そして言われた、 34「彼をどこ
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に置いたのか」。彼らはイエスに言った、「主よ、

きて、ごらん下さい」。 35イエスは涙を流された。

36するとユダヤ人たちは言った、「ああ、なんと彼

を愛しておられたことか」。 37しかし、彼らのある

人たちは言った、「あの盲人の目をあけたこの人で

も、ラザロを死なせないようには、できなかったの

か」。 38イエスはまた激しく感動して、墓にはいら

れた。それは洞穴であって、そこに石がはめてあっ

た。 39イエスは言われた、「石を取りのけなさい」

。死んだラザロの姉妹マルタが言った、「主よ、も

う臭くなっております。四日もたっていますから」

。 40イエスは彼女に言われた、「もし信じるなら神

の栄光を見るであろうと、あなたに言ったではない

か」。 41人々は石を取りのけた。すると、イエスは

目を天にむけて言われた、「父よ、わたしの願いを

お聞き下さったことを感謝します。 42あなたがいつ

でもわたしの願いを聞きいれて下さることを、よく

知っています。しかし、こう申しますのは、そばに

立っている人々に、あなたがわたしをつかわされた

ことを、信じさせるためであります」。 43こう言い

ながら、大声で「ラザロよ、出てきなさい」と呼ば

われた。 44すると、死人は手足を布でまかれ、顔も

顔おおいで包まれたまま、出てきた。イエスは人々

に言われた、「彼をほどいてやって、帰らせなさい

」。 45マリヤのところにきて、イエスのなさったこ

とを見た多くのユダヤ人たちは、イエスを信じた。

46しかし、そのうちの数人がパリサイ人たちのとこ

ろに行って、イエスのされたことを告げた。 47そこ

で、祭司長たちとパリサイ人たちとは、議会を召集
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して言った、「この人が多くのしるしを行っている

のに、お互は何をしているのだ。 48もしこのままに

しておけば、みんなが彼を信じるようになるだろう

。そのうえ、ローマ人がやってきて、わたしたちの

土地も人民も奪ってしまうであろう」。 49彼らのう

ちのひとりで、その年の大祭司であったカヤパが、

彼らに言った、「あなたがたは、何もわかっていな

いし、 50ひとりの人が人民に代って死んで、全国民

が滅びないようになるのがわたしたちにとって得だ

ということを、考えてもいない」。 51このことは彼

が自分から言ったのではない。彼はこの年の大祭司

であったので、預言をして、イエスが国民のために

、 52ただ国民のためだけではなく、また散在してい

る神の子らを一つに集めるために、死ぬことになっ

ていると、言ったのである。 53彼らはこの日からイ

エスを殺そうと相談した。 54そのためイエスは、も

はや公然とユダヤ人の間を歩かないで、そこを出て

、荒野に近い地方のエフライムという町に行かれ、

そこに弟子たちと一緒に滞在しておられた。 55さて

、ユダヤ人の過越の祭が近づいたので、多くの人々

は身をきよめるために、祭の前に、地方からエルサ

レムへ上った。 56人々はイエスを捜し求め、宮の庭

に立って互に言った、「あなたがたはどう思うか。

イエスはこの祭にこないのだろうか」。 57祭司長た

ちとパリサイ人たちとは、イエスを捕えようとして

、そのいどころを知っている者があれば申し出よ、

という指令を出していた。

12過越の祭の六日まえに、イエスはベタニヤに行

かれた。そこは、イエスが死人の中からよみがえら
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せたラザロのいた所である。 2イエスのためにそこ

で夕食の用意がされ、マルタは給仕をしていた。イ

エスと一緒に食卓についていた者のうちに、ラザロ

も加わっていた。 3その時、マリヤは高価で純粋な

ナルドの香油一斤を持ってきて、イエスの足にぬり

、自分の髪の毛でそれをふいた。すると、香油のか

おりが家にいっぱいになった。 4弟子のひとりで、

イエスを裏切ろうとしていたイスカリオテのユダが

言った、 5「なぜこの香油を三百デナリに売って、

貧しい人たちに、施さなかったのか」。 6彼がこう

言ったのは、貧しい人たちに対する思いやりがあっ

たからではなく、自分が盗人であり、財布を預かっ

ていて、その中身をごまかしていたからであった。

7イエスは言われた、「この女のするままにさせてお

きなさい。わたしの葬りの日のために、それをとっ

ておいたのだから。 8貧しい人たちはいつもあなた

がたと共にいるが、わたしはいつも共にいるわけで

はない」。 9大ぜいのユダヤ人たちが、そこにイエ

スのおられるのを知って、押しよせてきた。それは

イエスに会うためだけではなく、イエスが死人のな

かから、よみがえらせたラザロを見るためでもあっ

た。 10そこで祭司長たちは、ラザロも殺そうと相談

した。 11それは、ラザロのことで、多くのユダヤ人

が彼らを離れ去って、イエスを信じるに至ったから

である。 12その翌日、祭にきていた大ぜいの群衆は

、イエスがエルサレムにこられると聞いて、 13しゅ

ろの枝を手にとり、迎えに出て行った。そして叫ん

だ、「ホサナ、主の御名によってきたる者に祝福あ

れ、イスラエルの王に」。 14イエスは、ろばの子を
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見つけて、その上に乗られた。それは 15「シオンの

娘よ、恐れるな。見よ、あなたの王がろばの子に乗

っておいでになる」と書いてあるとおりであった。

16弟子たちは初めにはこのことを悟らなかったが、

イエスが栄光を受けられた時に、このことがイエス

について書かれてあり、またそのとおりに、人々が

イエスに対してしたのだということを、思い起した

。 17また、イエスがラザロを墓から呼び出して、死

人の中からよみがえらせたとき、イエスと一緒にい

た群衆が、そのあかしをした。 18群衆がイエスを迎

えに出たのは、イエスがこのようなしるしを行われ

たことを、聞いていたからである。 19そこで、パリ

サイ人たちは互に言った、「何をしてもむだだった

。世をあげて彼のあとを追って行ったではないか」

。 20祭で礼拝するために上ってきた人々のうちに、

数人のギリシヤ人がいた。 21彼らはガリラヤのベツ

サイダ出であるピリポのところにきて、「君よ、イ

エスにお目にかかりたいのですが」と言って頼んだ

。 22ピリポはアンデレのところに行ってそのことを

話し、アンデレとピリポは、イエスのもとに行って

伝えた。 23すると、イエスは答えて言われた、「人

の子が栄光を受ける時がきた。 24よくよくあなたが

たに言っておく。一粒の麦が地に落ちて死ななけれ

ば、それはただ一粒のままである。しかし、もし死

んだなら、豊かに実を結ぶようになる。 25自分の命

を愛する者はそれを失い、この世で自分の命を憎む

者は、それを保って永遠の命に至るであろう。

(aiōnios g166) 26もしわたしに仕えようとする人があれ

ば、その人はわたしに従って来るがよい。そうすれ
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ば、わたしのおる所に、わたしに仕える者もまた、

おるであろう。もしわたしに仕えようとする人があ

れば、その人を父は重んじて下さるであろう。 27今

わたしは心が騒いでいる。わたしはなんと言おうか

。父よ、この時からわたしをお救い下さい。しかし

、わたしはこのために、この時に至ったのです。 28

父よ、み名があがめられますように」。すると天か

ら声があった、「わたしはすでに栄光をあらわした

。そして、更にそれをあらわすであろう」。 29する

と、そこに立っていた群衆がこれを聞いて、「雷が

なったのだ」と言い、ほかの人たちは、「御使が彼

に話しかけたのだ」と言った。 30イエスは答えて言

われた、「この声があったのは、わたしのためでは

なく、あなたがたのためである。 31今はこの世がさ

ばかれる時である。今こそこの世の君は追い出され

るであろう。 32そして、わたしがこの地から上げら

れる時には、すべての人をわたしのところに引きよ

せるであろう」。 33イエスはこう言って、自分がど

んな死に方で死のうとしていたかを、お示しになっ

たのである。 34すると群衆はイエスにむかって言っ

た、「わたしたちは律法によって、キリストはいつ

までも生きておいでになるのだ、と聞いていました

。それだのに、どうして人の子は上げられねばなら

ないと、言われるのですか。その人の子とは、だれ

のことですか」。 (aiōn g165) 35そこでイエスは彼らに

言われた、「もうしばらくの間、光はあなたがたと

一緒にここにある。光がある間に歩いて、やみに追

いつかれないようにしなさい。やみの中を歩く者は

、自分がどこへ行くのかわかっていない。 36光のあ



ヨハネの福音書 2333

る間に、光の子となるために、光を信じなさい」。

イエスはこれらのことを話してから、そこを立ち去

って、彼らから身をお隠しになった。 37このように

多くのしるしを彼らの前でなさったが、彼らはイエ

スを信じなかった。 38それは、預言者イザヤの次の

言葉が成就するためである、「主よ、わたしたちの

説くところを、だれが信じたでしょうか。また、主

のみ腕はだれに示されたでしょうか」。 39こういう

わけで、彼らは信じることができなかった。イザヤ

はまた、こうも言った、 40「神は彼らの目をくらま

し、心をかたくなになさった。それは、彼らが目で

見ず、心で悟らず、悔い改めていやされることがな

いためである」。 41イザヤがこう言ったのは、イエ

スの栄光を見たからであって、イエスのことを語っ

たのである。 42しかし、役人たちの中にも、イエス

を信じた者が多かったが、パリサイ人をはばかって

、告白はしなかった。会堂から追い出されるのを恐

れていたのである。 43彼らは神のほまれよりも、人

のほまれを好んだからである。 44イエスは大声で言

われた、「わたしを信じる者は、わたしを信じるの

ではなく、わたしをつかわされたかたを信じるので

あり、 45また、わたしを見る者は、わたしをつかわ

されたかたを見るのである。 46わたしは光としてこ

の世にきた。それは、わたしを信じる者が、やみの

うちにとどまらないようになるためである。 47たと

い、わたしの言うことを聞いてそれを守らない人が

あっても、わたしはその人をさばかない。わたしが

きたのは、この世をさばくためではなく、この世を

救うためである。 48わたしを捨てて、わたしの言葉
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を受けいれない人には、その人をさばくものがある

。わたしの語ったその言葉が、終りの日にその人を

さばくであろう。 49わたしは自分から語ったのでは

なく、わたしをつかわされた父ご自身が、わたしの

言うべきこと、語るべきことをお命じになったので

ある。 50わたしは、この命令が永遠の命であること

を知っている。それゆえに、わたしが語っているこ

とは、わたしの父がわたしに仰せになったことを、

そのまま語っているのである」。 (aiōnios g166)

13過越の祭の前に、イエスは、この世を去って父

のみもとに行くべき自分の時がきたことを知り、世

にいる自分の者たちを愛して、彼らを最後まで愛し

通された。 2夕食のとき、悪魔はすでにシモンの子

イスカリオテのユダの心に、イエスを裏切ろうとす

る思いを入れていたが、 3イエスは、父がすべての

ものを自分の手にお与えになったこと、また、自分

は神から出てきて、神にかえろうとしていることを

思い、 4夕食の席から立ち上がって、上着を脱ぎ、

手ぬぐいをとって腰に巻き、 5それから水をたらい

に入れて、弟子たちの足を洗い、腰に巻いた手ぬぐ

いでふき始められた。 6こうして、シモン・ペテロ

の番になった。すると彼はイエスに、「主よ、あな

たがわたしの足をお洗いになるのですか」と言った

。 7イエスは彼に答えて言われた、「わたしのして

いることは今あなたにはわからないが、あとでわか

るようになるだろう」。 8ペテロはイエスに言った

、「わたしの足を決して洗わないで下さい」。イエ

スは彼に答えられた、「もしわたしがあなたの足を

洗わないなら、あなたはわたしとなんの係わりもな
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くなる」。 (aiōn g165) 9シモン・ペテロはイエスに言

った、「主よ、では、足だけではなく、どうぞ、手

も頭も」。 10イエスは彼に言われた、「すでにから

だを洗った者は、足のほかは洗う必要がない。全身

がきれいなのだから。あなたがたはきれいなのだ。

しかし、みんながそうなのではない」。 11イエスは

自分を裏切る者を知っておられた。それで、「みん

ながきれいなのではない」と言われたのである。 12

こうして彼らの足を洗ってから、上着をつけ、ふた

たび席にもどって、彼らに言われた、「わたしがあ

なたがたにしたことがわかるか。 13あなたがたはわ

たしを教師、また主と呼んでいる。そう言うのは正

しい。わたしはそのとおりである。 14しかし、主で

あり、また教師であるわたしが、あなたがたの足を

洗ったからには、あなたがたもまた、互に足を洗い

合うべきである。 15わたしがあなたがたにしたとお

りに、あなたがたもするように、わたしは手本を示

したのだ。 16よくよくあなたがたに言っておく。僕

はその主人にまさるものではなく、つかわされた者

はつかわした者にまさるものではない。 17もしこれ

らのことがわかっていて、それを行うなら、あなた

がたはさいわいである。 18あなたがた全部の者につ

いて、こう言っているのではない。わたしは自分が

選んだ人たちを知っている。しかし、『わたしのパ

ンを食べている者が、わたしにむかってそのかかと

をあげた』とある聖書は成就されなければならない

。 19そのことがまだ起らない今のうちに、あなたが

たに言っておく。いよいよ事が起ったとき、わたし

がそれであることを、あなたがたが信じるためであ
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る。 20よくよくあなたがたに言っておく。わたしが

つかわす者を受けいれる者は、わたしを受けいれる

のである。わたしを受けいれる者は、わたしをつか

わされたかたを、受けいれるのである」。 21イエス

がこれらのことを言われた後、その心が騒ぎ、おご

そかに言われた、「よくよくあなたがたに言ってお

く。あなたがたのうちのひとりが、わたしを裏切ろ

うとしている」。 22弟子たちはだれのことを言われ

たのか察しかねて、互に顔を見合わせた。 23弟子た

ちのひとりで、イエスの愛しておられた者が、み胸

に近く席についていた。 24そこで、シモン・ペテロ

は彼に合図をして言った、「だれのことをおっしゃ

ったのか、知らせてくれ」。 25その弟子はそのまま

イエスの胸によりかかって、「主よ、だれのことで

すか」と尋ねると、 26イエスは答えられた、「わた

しが一きれの食物をひたして与える者が、それであ

る」。そして、一きれの食物をひたしてとり上げ、

シモンの子イスカリオテのユダにお与えになった。

27この一きれの食物を受けるやいなや、サタンがユ

ダにはいった。そこでイエスは彼に言われた、「し

ようとしていることを、今すぐするがよい」。 28席

を共にしていた者のうち、なぜユダにこう言われた

のか、わかっていた者はひとりもなかった。 29ある

人々は、ユダが金入れをあずかっていたので、イエ

スが彼に、「祭のために必要なものを買え」と言わ

れたか、あるいは、貧しい者に何か施させようとさ

れたのだと思っていた。 30ユダは一きれの食物を受

けると、すぐに出て行った。時は夜であった。 31さ

て、彼が出て行くと、イエスは言われた、「今や人
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の子は栄光を受けた。神もまた彼によって栄光をお

受けになった。 32彼によって栄光をお受けになった

のなら、神ご自身も彼に栄光をお授けになるであろ

う。すぐにもお授けになるであろう。 33子たちよ、

わたしはまだしばらく、あなたがたと一緒にいる。

あなたがたはわたしを捜すだろうが、すでにユダヤ

人たちに言ったとおり、今あなたがたにも言う、『

あなたがたはわたしの行く所に来ることはできない

』。 34わたしは、新しいいましめをあなたがたに与

える、互に愛し合いなさい。わたしがあなたがたを

愛したように、あなたがたも互に愛し合いなさい。

35互に愛し合うならば、それによって、あなたがた

がわたしの弟子であることを、すべての者が認める

であろう」。 36シモン・ペテロがイエスに言った、

「主よ、どこへおいでになるのですか」。イエスは

答えられた、「あなたはわたしの行くところに、今

はついて来ることはできない。しかし、あとになっ

てから、ついて来ることになろう」。 37ペテロはイ

エスに言った、「主よ、なぜ、今あなたについて行

くことができないのですか。あなたのためには、命

も捨てます」。 38イエスは答えられた、「わたしの

ために命を捨てると言うのか。よくよくあなたに言

っておく。鶏が鳴く前に、あなたはわたしを三度知

らないと言うであろう」。

14「あなたがたは、心を騒がせないがよい。神を

信じ、またわたしを信じなさい。 2わたしの父の家

には、すまいがたくさんある。もしなかったならば

、わたしはそう言っておいたであろう。あなたがた

のために、場所を用意しに行くのだから。 3そして
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、行って、場所の用意ができたならば、またきて、

あなたがたをわたしのところに迎えよう。わたしの

おる所にあなたがたもおらせるためである。 4わた

しがどこへ行くのか、その道はあなたがたにわかっ

ている」。 5トマスはイエスに言った、「主よ、ど

こへおいでになるのか、わたしたちにはわかりませ

ん。どうしてその道がわかるでしょう」。 6イエス

は彼に言われた、「わたしは道であり、真理であり

、命である。だれでもわたしによらないでは、父の

みもとに行くことはできない。 7もしあなたがたが

わたしを知っていたならば、わたしの父をも知った

であろう。しかし、今は父を知っており、またすで

に父を見たのである」。 8ピリポはイエスに言った

、「主よ、わたしたちに父を示して下さい。そうし

て下されば、わたしたちは満足します」。 9イエス

は彼に言われた、「ピリポよ、こんなに長くあなた

がたと一緒にいるのに、わたしがわかっていないの

か。わたしを見た者は、父を見たのである。どうし

て、わたしたちに父を示してほしいと、言うのか。

10わたしが父におり、父がわたしにおられることを

あなたは信じないのか。わたしがあなたがたに話し

ている言葉は、自分から話しているのではない。父

がわたしのうちにおられて、みわざをなさっている

のである。 11わたしが父におり、父がわたしにおら

れることを信じなさい。もしそれが信じられないな

らば、わざそのものによって信じなさい。 12よくよ

くあなたがたに言っておく。わたしを信じる者は、

またわたしのしているわざをするであろう。それば

かりか、もっと大きいわざをするであろう。わたし
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が父のみもとに行くからである。 13わたしの名によ

って願うことは、なんでもかなえてあげよう。父が

子によって栄光をお受けになるためである。 14何事

でもわたしの名によって願うならば、わたしはそれ

をかなえてあげよう。 15もしあなたがたがわたしを

愛するならば、わたしのいましめを守るべきである

。 16わたしは父にお願いしよう。そうすれば、父は

別に助け主を送って、いつまでもあなたがたと共に

おらせて下さるであろう。 (aiōn g165) 17それは真理の

御霊である。この世はそれを見ようともせず、知ろ

うともしないので、それを受けることができない。

あなたがたはそれを知っている。なぜなら、それは

あなたがたと共におり、またあなたがたのうちにい

るからである。 18わたしはあなたがたを捨てて孤児

とはしない。あなたがたのところに帰って来る。 19

もうしばらくしたら、世はもはやわたしを見なくな

るだろう。しかし、あなたがたはわたしを見る。わ

たしが生きるので、あなたがたも生きるからである

。 20その日には、わたしはわたしの父におり、あな

たがたはわたしにおり、また、わたしがあなたがた

におることが、わかるであろう。 21わたしのいまし

めを心にいだいてこれを守る者は、わたしを愛する

者である。わたしを愛する者は、わたしの父に愛さ

れるであろう。わたしもその人を愛し、その人にわ

たし自身をあらわすであろう」。 22イスカリオテで

ない方のユダがイエスに言った、「主よ、あなたご

自身をわたしたちにあらわそうとして、世にはあら

わそうとされないのはなぜですか」。 23イエスは彼

に答えて言われた、「もしだれでもわたしを愛する
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ならば、わたしの言葉を守るであろう。そして、わ

たしの父はその人を愛し、また、わたしたちはその

人のところに行って、その人と一緒に住むであろう

。 24わたしを愛さない者はわたしの言葉を守らない

。あなたがたが聞いている言葉は、わたしの言葉で

はなく、わたしをつかわされた父の言葉である。 25

これらのことは、あなたがたと一緒にいた時、すで

に語ったことである。 26しかし、助け主、すなわち

、父がわたしの名によってつかわされる聖霊は、あ

なたがたにすべてのことを教え、またわたしが話し

ておいたことを、ことごとく思い起させるであろう

。 27わたしは平安をあなたがたに残して行く。わた

しの平安をあなたがたに与える。わたしが与えるの

は、世が与えるようなものとは異なる。あなたがた

は心を騒がせるな、またおじけるな。 28『わたしは

去って行くが、またあなたがたのところに帰って来

る』と、わたしが言ったのを、あなたがたは聞いて

いる。もしわたしを愛しているなら、わたしが父の

もとに行くのを喜んでくれるであろう。父がわたし

より大きいかたであるからである。 29今わたしは、

そのことが起らない先にあなたがたに語った。それ

は、事が起った時にあなたがたが信じるためである

。 30わたしはもはや、あなたがたに、多くを語るま

い。この世の君が来るからである。だが、彼はわた

しに対して、なんの力もない。 31しかし、わたしが

父を愛していることを世が知るように、わたしは父

がお命じになったとおりのことを行うのである。立

て。さあ、ここから出かけて行こう。
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15わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農

夫である。 2わたしにつながっている枝で実を結ば

ないものは、父がすべてこれをとりのぞき、実を結

ぶものは、もっと豊かに実らせるために、手入れし

てこれをきれいになさるのである。 3あなたがたは

、わたしが語った言葉によって既にきよくされてい

る。 4わたしにつながっていなさい。そうすれば、

わたしはあなたがたとつながっていよう。枝がぶど

うの木につながっていなければ、自分だけでは実を

結ぶことができないように、あなたがたもわたしに

つながっていなければ実を結ぶことができない。 5

わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。

もし人がわたしにつながっており、またわたしがそ

の人とつながっておれば、その人は実を豊かに結ぶ

ようになる。わたしから離れては、あなたがたは何

一つできないからである。 6人がわたしにつながっ

ていないならば、枝のように外に投げすてられて枯

れる。人々はそれをかき集め、火に投げ入れて、焼

いてしまうのである。 7あなたがたがわたしにつな

がっており、わたしの言葉があなたがたにとどまっ

ているならば、なんでも望むものを求めるがよい。

そうすれば、与えられるであろう。 8あなたがたが

実を豊かに結び、そしてわたしの弟子となるならば

、それによって、わたしの父は栄光をお受けになる

であろう。 9父がわたしを愛されたように、わたし

もあなたがたを愛したのである。わたしの愛のうち

にいなさい。 10もしわたしのいましめを守るならば

、あなたがたはわたしの愛のうちにおるのである。

それはわたしがわたしの父のいましめを守ったので
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、その愛のうちにおるのと同じである。 11わたしが

これらのことを話したのは、わたしの喜びがあなた

がたのうちにも宿るため、また、あなたがたの喜び

が満ちあふれるためである。 12わたしのいましめは

、これである。わたしがあなたがたを愛したように

、あなたがたも互に愛し合いなさい。 13人がその友

のために自分の命を捨てること、これよりも大きな

愛はない。 14あなたがたにわたしが命じることを行

うならば、あなたがたはわたしの友である。 15わた

しはもう、あなたがたを僕とは呼ばない。僕は主人

のしていることを知らないからである。わたしはあ

なたがたを友と呼んだ。わたしの父から聞いたこと

を皆、あなたがたに知らせたからである。 16あなた

がたがわたしを選んだのではない。わたしがあなた

がたを選んだのである。そして、あなたがたを立て

た。それは、あなたがたが行って実をむすび、その

実がいつまでも残るためであり、また、あなたがた

がわたしの名によって父に求めるものはなんでも、

父が与えて下さるためである。 17これらのことを命

じるのは、あなたがたが互に愛し合うためである。

18もしこの世があなたがたを憎むならば、あなたが

たよりも先にわたしを憎んだことを、知っておくが

よい。 19もしあなたがたがこの世から出たものであ

ったなら、この世は、あなたがたを自分のものとし

て愛したであろう。しかし、あなたがたはこの世の

ものではない。かえって、わたしがあなたがたをこ

の世から選び出したのである。だから、この世はあ

なたがたを憎むのである。 20わたしがあなたがたに

『僕はその主人にまさるものではない』と言ったこ
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とを、おぼえていなさい。もし人々がわたしを迫害

したなら、あなたがたをも迫害するであろう。また

、もし彼らがわたしの言葉を守っていたなら、あな

たがたの言葉をも守るであろう。 21彼らはわたしの

名のゆえに、あなたがたに対してすべてそれらのこ

とをするであろう。それは、わたしをつかわされた

かたを彼らが知らないからである。 22もしわたしが

きて彼らに語らなかったならば、彼らは罪を犯さな

いですんだであろう。しかし今となっては、彼らに

は、その罪について言いのがれる道がない。 23わた

しを憎む者は、わたしの父をも憎む。 24もし、ほか

のだれもがしなかったようなわざを、わたしが彼ら

の間でしなかったならば、彼らは罪を犯さないです

んだであろう。しかし事実、彼らはわたしとわたし

の父とを見て、憎んだのである。 25それは、『彼ら

は理由なしにわたしを憎んだ』と書いてある彼らの

律法の言葉が成就するためである。 26わたしが父の

みもとからあなたがたにつかわそうとしている助け

主、すなわち、父のみもとから来る真理の御霊が下

る時、それはわたしについてあかしをするであろう

。 27あなたがたも、初めからわたしと一緒にいたの

であるから、あかしをするのである。

16わたしがこれらのことを語ったのは、あなたが

たがつまずくことのないためである。 2人々はあな

たがたを会堂から追い出すであろう。更にあなたが

たを殺す者がみな、それによって自分たちは神に仕

えているのだと思う時が来るであろう。 3彼らがそ

のようなことをするのは、父をもわたしをも知らな

いからである。 4わたしがあなたがたにこれらのこ
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とを言ったのは、彼らの時がきた場合、わたしが彼

らについて言ったことを、思い起させるためである

。これらのことを初めから言わなかったのは、わた

しがあなたがたと一緒にいたからである。 5けれど

も今わたしは、わたしをつかわされたかたのところ

に行こうとしている。しかし、あなたがたのうち、

だれも『どこへ行くのか』と尋ねる者はない。 6か

えって、わたしがこれらのことを言ったために、あ

なたがたの心は憂いで満たされている。 7しかし、

わたしはほんとうのことをあなたがたに言うが、わ

たしが去って行くことは、あなたがたの益になるの

だ。わたしが去って行かなければ、あなたがたのと

ころに助け主はこないであろう。もし行けば、それ

をあなたがたにつかわそう。 8それがきたら、罪と

義とさばきとについて、世の人の目を開くであろう

。 9罪についてと言ったのは、彼らがわたしを信じ

ないからである。 10義についてと言ったのは、わた

しが父のみもとに行き、あなたがたは、もはやわた

しを見なくなるからである。 11さばきについてと言

ったのは、この世の君がさばかれるからである。 12

わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多く

あるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。 13

けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあ

らゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分か

ら語るのではなく、その聞くところを語り、きたる

べき事をあなたがたに知らせるであろう。 14御霊は

わたしに栄光を得させるであろう。わたしのものを

受けて、それをあなたがたに知らせるからである。

15父がお持ちになっているものはみな、わたしのも
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のである。御霊はわたしのものを受けて、それをあ

なたがたに知らせるのだと、わたしが言ったのは、

そのためである。 16しばらくすれば、あなたがたは

もうわたしを見なくなる。しかし、またしばらくす

れば、わたしに会えるであろう」。 17そこで、弟子

たちのうちのある者は互に言い合った、「『しばら

くすれば、わたしを見なくなる。またしばらくすれ

ば、わたしに会えるであろう』と言われ、『わたし

の父のところに行く』と言われたのは、いったい、

どういうことなのであろう」。 18彼らはまた言った

、「『しばらくすれば』と言われるのは、どういう

ことか。わたしたちには、その言葉の意味がわから

ない」。 19イエスは、彼らが尋ねたがっていること

に気がついて、彼らに言われた、「しばらくすれば

わたしを見なくなる、またしばらくすればわたしに

会えるであろうと、わたしが言ったことで、互に論

じ合っているのか。 20よくよくあなたがたに言って

おく。あなたがたは泣き悲しむが、この世は喜ぶで

あろう。あなたがたは憂えているが、その憂いは喜

びに変るであろう。 21女が子を産む場合には、その

時がきたというので、不安を感じる。しかし、子を

産んでしまえば、もはやその苦しみをおぼえてはい

ない。ひとりの人がこの世に生れた、という喜びが

あるためである。 22このように、あなたがたにも今

は不安がある。しかし、わたしは再びあなたがたと

会うであろう。そして、あなたがたの心は喜びに満

たされるであろう。その喜びをあなたがたから取り

去る者はいない。 23その日には、あなたがたがわた

しに問うことは、何もないであろう。よくよくあな
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たがたに言っておく。あなたがたが父に求めるもの

はなんでも、わたしの名によって下さるであろう。

24今までは、あなたがたはわたしの名によって求め

たことはなかった。求めなさい、そうすれば、与え

られるであろう。そして、あなたがたの喜びが満ち

あふれるであろう。 25わたしはこれらのことを比喩

で話したが、もはや比喩では話さないで、あからさ

まに、父のことをあなたがたに話してきかせる時が

来るであろう。 26その日には、あなたがたは、わた

しの名によって求めるであろう。わたしは、あなた

がたのために父に願ってあげようとは言うまい。 27

父ご自身があなたがたを愛しておいでになるからで

ある。それは、あなたがたがわたしを愛したため、

また、わたしが神のみもとからきたことを信じたた

めである。 28わたしは父から出てこの世にきたが、

またこの世を去って、父のみもとに行くのである」

。 29弟子たちは言った、「今はあからさまにお話し

になって、少しも比喩ではお話しになりません。 30

あなたはすべてのことをご存じであり、だれもあな

たにお尋ねする必要のないことが、今わかりました

。このことによって、わたしたちはあなたが神から

こられたかたであると信じます」。 31イエスは答え

られた、「あなたがたは今信じているのか。 32見よ

、あなたがたは散らされて、それぞれ自分の家に帰

り、わたしをひとりだけ残す時が来るであろう。い

や、すでにきている。しかし、わたしはひとりでい

るのではない。父がわたしと一緒におられるのであ

る。 33これらのことをあなたがたに話したのは、わ

たしにあって平安を得るためである。あなたがたは
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、この世ではなやみがある。しかし、勇気を出しな

さい。わたしはすでに世に勝っている」。

17これらのことを語り終えると、イエスは天を見

あげて言われた、「父よ、時がきました。あなたの

子があなたの栄光をあらわすように、子の栄光をあ

らわして下さい。 2あなたは、子に賜わったすべて

の者に、永遠の命を授けさせるため、万民を支配す

る権威を子にお与えになったのですから。 (aiōnios

g166) 3永遠の命とは、唯一の、まことの神でいます

あなたと、また、あなたがつかわされたイエス・キ

リストとを知ることであります。 (aiōnios g166) 4わた

しは、わたしにさせるためにお授けになったわざを

なし遂げて、地上であなたの栄光をあらわしました

。 5父よ、世が造られる前に、わたしがみそばで持

っていた栄光で、今み前にわたしを輝かせて下さい

。 6わたしは、あなたが世から選んでわたしに賜わ

った人々に、み名をあらわしました。彼らはあなた

のものでありましたが、わたしに下さいました。そ

して、彼らはあなたの言葉を守りました。 7いま彼

らは、わたしに賜わったものはすべて、あなたから

出たものであることを知りました。 8なぜなら、わ

たしはあなたからいただいた言葉を彼らに与え、そ

して彼らはそれを受け、わたしがあなたから出たも

のであることをほんとうに知り、また、あなたがわ

たしをつかわされたことを信じるに至ったからです

。 9わたしは彼らのためにお願いします。わたしが

お願いするのは、この世のためにではなく、あなた

がわたしに賜わった者たちのためです。彼らはあな

たのものなのです。 10わたしのものは皆あなたのも
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の、あなたのものはわたしのものです。そして、わ

たしは彼らによって栄光を受けました。 11わたしは

もうこの世にはいなくなりますが、彼らはこの世に

残っており、わたしはみもとに参ります。聖なる父

よ、わたしに賜わった御名によって彼らを守って下

さい。それはわたしたちが一つであるように、彼ら

も一つになるためであります。 12わたしが彼らと一

緒にいた間は、あなたからいただいた御名によって

彼らを守り、また保護してまいりました。彼らのう

ち、だれも滅びず、ただ滅びの子だけが滅びました

。それは聖書が成就するためでした。 13今わたしは

みもとに参ります。そして世にいる間にこれらのこ

とを語るのは、わたしの喜びが彼らのうちに満ちあ

ふれるためであります。 14わたしは彼らに御言を与

えましたが、世は彼らを憎みました。わたしが世の

ものでないように、彼らも世のものではないからで

す。 15わたしがお願いするのは、彼らを世から取り

去ることではなく、彼らを悪しき者から守って下さ

ることであります。 16わたしが世のものでないよう

に、彼らも世のものではありません。 17真理によっ

て彼らを聖別して下さい。あなたの御言は真理であ

ります。 18あなたがわたしを世につかわされたよう

に、わたしも彼らを世につかわしました。 19また彼

らが真理によって聖別されるように、彼らのためわ

たし自身を聖別いたします。 20わたしは彼らのため

ばかりではなく、彼らの言葉を聞いてわたしを信じ

ている人々のためにも、お願いいたします。 21父よ

、それは、あなたがわたしのうちにおられ、わたし

があなたのうちにいるように、みんなの者が一つと
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なるためであります。すなわち、彼らをもわたした

ちのうちにおらせるためであり、それによって、あ

なたがわたしをおつかわしになったことを、世が信

じるようになるためであります。 22わたしは、あな

たからいただいた栄光を彼らにも与えました。それ

は、わたしたちが一つであるように、彼らも一つに

なるためであります。 23わたしが彼らにおり、あな

たがわたしにいますのは、彼らが完全に一つとなる

ためであり、また、あなたがわたしをつかわし、わ

たしを愛されたように、彼らをお愛しになったこと

を、世が知るためであります。 24父よ、あなたがわ

たしに賜わった人々が、わたしのいる所に一緒にい

るようにして下さい。天地が造られる前からわたし

を愛して下さって、わたしに賜わった栄光を、彼ら

に見させて下さい。 25正しい父よ、この世はあなた

を知っていません。しかし、わたしはあなたを知り

、また彼らも、あなたがわたしをおつかわしになっ

たことを知っています。 26そしてわたしは彼らに御

名を知らせました。またこれからも知らせましょう

。それは、あなたがわたしを愛して下さったその愛

が彼らのうちにあり、またわたしも彼らのうちにお

るためであります」。

18イエスはこれらのことを語り終えて、弟子たち

と一緒にケデロンの谷の向こうへ行かれた。そこに

は園があって、イエスは弟子たちと一緒にその中に

はいられた。 2イエスを裏切ったユダは、その所を

よく知っていた。イエスと弟子たちとがたびたびそ

こで集まったことがあるからである。 3さてユダは

、一隊の兵卒と祭司長やパリサイ人たちの送った下
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役どもを引き連れ、たいまつやあかりや武器を持っ

て、そこへやってきた。 4しかしイエスは、自分の

身に起ろうとすることをことごとく承知しておられ

、進み出て彼らに言われた、「だれを捜しているの

か」。 5彼らは「ナザレのイエスを」と答えた。イ

エスは彼らに言われた、「わたしが、それである」

。イエスを裏切ったユダも、彼らと一緒に立ってい

た。 6イエスが彼らに「わたしが、それである」と

言われたとき、彼らはうしろに引きさがって地に倒

れた。 7そこでまた彼らに、「だれを捜しているの

か」とお尋ねになると、彼らは「ナザレのイエスを

」と言った。 8イエスは答えられた、「わたしがそ

れであると、言ったではないか。わたしを捜してい

るのなら、この人たちを去らせてもらいたい」。 9

それは、「あなたが与えて下さった人たちの中のひ

とりも、わたしは失わなかった」とイエスの言われ

た言葉が、成就するためである。 10シモン・ペテロ

は剣を持っていたが、それを抜いて、大祭司の僕に

切りかかり、その右の耳を切り落した。その僕の名

はマルコスであった。 11すると、イエスはペテロに

言われた、「剣をさやに納めなさい。父がわたしに

下さった杯は、飲むべきではないか」。 12それから

一隊の兵卒やその千卒長やユダヤ人の下役どもが、

イエスを捕え、縛りあげて、 13まずアンナスのとこ

ろに引き連れて行った。彼はその年の大祭司カヤパ

のしゅうとであった。 14カヤパは前に、ひとりの人

が民のために死ぬのはよいことだと、ユダヤ人に助

言した者であった。 15シモン・ペテロともうひとり

の弟子とが、イエスについて行った。この弟子は大
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祭司の知り合いであったので、イエスと一緒に大祭

司の中庭にはいった。 16しかし、ペテロは外で戸口

に立っていた。すると大祭司の知り合いであるその

弟子が、外に出て行って門番の女に話し、ペテロを

内に入れてやった。 17すると、この門番の女がペテ

ロに言った、「あなたも、あの人の弟子のひとりで

はありませんか」。ペテロは「いや、そうではない

」と答えた。 18僕や下役どもは、寒い時であったの

で、炭火をおこし、そこに立ってあたっていた。ペ

テロもまた彼らに交じり、立ってあたっていた。 19

大祭司はイエスに、弟子たちのことやイエスの教の

ことを尋ねた。 20イエスは答えられた、「わたしは

この世に対して公然と語ってきた。すべてのユダヤ

人が集まる会堂や宮で、いつも教えていた。何事も

隠れて語ったことはない。 21なぜ、わたしに尋ねる

のか。わたしが彼らに語ったことは、それを聞いた

人々に尋ねるがよい。わたしの言ったことは、彼ら

が知っているのだから」。 22イエスがこう言われる

と、そこに立っていた下役のひとりが、「大祭司に

むかって、そのような答をするのか」と言って、平

手でイエスを打った。 23イエスは答えられた、「も

しわたしが何か悪いことを言ったのなら、その悪い

理由を言いなさい。しかし、正しいことを言ったの

なら、なぜわたしを打つのか」。 24それからアンナ

スは、イエスを縛ったまま大祭司カヤパのところへ

送った。 25シモン・ペテロは、立って火にあたって

いた。すると人々が彼に言った、「あなたも、あの

人の弟子のひとりではないか」。彼はそれをうち消

して、「いや、そうではない」と言った。 26大祭司
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の僕のひとりで、ペテロに耳を切りおとされた人の

親族の者が言った、「あなたが園であの人と一緒に

いるのを、わたしは見たではないか」。 27ペテロは

またそれを打ち消した。するとすぐに、鶏が鳴いた

。 28それから人々は、イエスをカヤパのところから

官邸につれて行った。時は夜明けであった。彼らは

、けがれを受けないで過越の食事ができるように、

官邸にはいらなかった。 29そこで、ピラトは彼らの

ところに出てきて言った、「あなたがたは、この人

に対してどんな訴えを起すのか」。 30彼らはピラト

に答えて言った、「もしこの人が悪事をはたらかな

かったなら、あなたに引き渡すようなことはしなか

ったでしょう」。 31そこでピラトは彼らに言った、

「あなたがたは彼を引き取って、自分たちの律法で

さばくがよい」。ユダヤ人らは彼に言った、「わた

したちには、人を死刑にする権限がありません」。

32これは、ご自身がどんな死にかたをしようとして

いるかを示すために言われたイエスの言葉が、成就

するためである。 33さて、ピラトはまた官邸にはい

り、イエスを呼び出して言った、「あなたは、ユダ

ヤ人の王であるか」。 34イエスは答えられた、「あ

なたがそう言うのは、自分の考えからか。それとも

ほかの人々が、わたしのことをあなたにそう言った

のか」。 35ピラトは答えた、「わたしはユダヤ人な

のか。あなたの同族や祭司長たちが、あなたをわた

しに引き渡したのだ。あなたは、いったい、何をし

たのか」。 36イエスは答えられた、「わたしの国は

この世のものではない。もしわたしの国がこの世の

ものであれば、わたしに従っている者たちは、わた
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しをユダヤ人に渡さないように戦ったであろう。し

かし事実、わたしの国はこの世のものではない」。

37そこでピラトはイエスに言った、「それでは、あ

なたは王なのだな」。イエスは答えられた、「あな

たの言うとおり、わたしは王である。わたしは真理

についてあかしをするために生れ、また、そのため

にこの世にきたのである。だれでも真理につく者は

、わたしの声に耳を傾ける」。 38ピラトはイエスに

言った、「真理とは何か」。こう言って、彼はまた

ユダヤ人の所に出て行き、彼らに言った、「わたし

には、この人になんの罪も見いだせない。 39過越の

時には、わたしがあなたがたのために、ひとりの人

を許してやるのが、あなたがたのしきたりになって

いる。ついては、あなたがたは、このユダヤ人の王

を許してもらいたいのか」。 40すると彼らは、また

叫んで「その人ではなく、バラバを」と言った。こ

のバラバは強盗であった。

19ここにピラト、イエスをとりて鞭うつ。 2兵卒

ども茨にて冠冕をあみ、その首にかむらせ、紫色の

上衣をきせ、 3御許に進みて言ふ『ユダヤ人の王や

すかれ』而して手掌にて打てり。 4ピラト再び出で

て人々にいふ『視よ、この人を汝らに引 出す、これ

は何の罪あるをも我が見ぬことを汝らの知らん爲な

り』 5ここにイエス茨の冠冕をかむり、紫色の上衣

をきて出で給へば、ピラト言ふ『視よ、この人なり

』 6祭司長・下役どもイエスを見て叫びいふ『十字

架につけよ、十字架につけよ』ピラト言ふ『なんぢ

ら自らとりて十字架につけよ、我は彼に罪あるを見

ず』 7ユダヤ人こたふ『我らに律法あり、その律法
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によれば死に當るべき者なり、彼はおのれを神の子

となせり』 8ピラトこの言をききて増々おそれ、 9

再び官邸に入りてイエスに言ふ『なんぢは何處より

ぞ』イエス答をなし給はず。 10ピラト言ふ『われに

語らぬか、我になんぢを赦す權威あり、また十字架

につくる權威あるを知らぬか』 11イエス答へ給ふ『

なんぢ上より賜はらずば、我に對して何の權威もな

し。この故に我をなんぢに付しし者の罪は更に大な

り』 12ここにおいてピラト、イエスを赦さんことを

力む。されどユダヤ人さけびて言ふ『なんぢ若しこ

の人を赦さば、カイザルの忠臣にあらず、凡そおの

れを王となす者はカイザルに叛くなり』 13ピラトこ

れらの言をききて、イエスを外にひきゆき、敷石（

ヘブル語にてガバタ）といふ處にて審判の座につく

。 14この日は過越の準備日にて、時は第六時ごろな

りき。ピラト、ユダヤ人にいふ『視よ、なんぢらの

王なり』 15かれら叫びていふ『除け、除け、十字架

につけよ』ピラト言ふ『われ汝らの王を十字架につ

くべけんや』祭司長ら答ふ『カイザルの他われらに

王なし』 16ここにピラト、イエスを十字架に釘くる

ために彼らに付せり。彼らイエスを受取りたれば、

17イエス己に十字架を負ひて、髑髏（ヘブル語にて

ゴルゴダ）といふ處に出でゆき給ふ。 18其處にて彼

らイエスを十字架につく。又ほかに二人の者をとも

に十字架につけ、一人を右に、一人を左に、イエス

を眞中に置けり。 19ピラト罪標を書きて十字架の上

に掲ぐ『ユダヤ人の王、ナザレのイエス』と記した

り。 20イエスを十字架につけし處は都に近ければ、

多くのユダヤ人この標を讀む、標はヘブル、ロマ、
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ギリシヤの語にて記したり。 21ここにユダヤ人の祭

司長らピラトに言ふ『ユダヤ人の王と記さず、我は

ユダヤ人の王なりと自稱せりと記せ』 22ピラト答ふ

『わが記したることは記したるままに』 23兵卒ども

イエスを十字架につけし後、その衣をとりて四つに

分け、おのおの其の一つを得たり。また下衣を取り

しが、下衣は縫目なく、上より惣て織りたる物なれ

ば、 24兵卒ども互にいふ『これを裂くな、誰がうる

か鬮にすべし』これは聖書の成就せん爲なり。曰く

『かれら互にわが衣をわけ、わが衣を鬮にせり』兵

卒ども斯くなしたり。 25さてイエスの十字架の傍ら

には、その母と母の姉妹と、クロパの妻マリヤとマ

グダラのマリヤと立てり。 26イエスその母とその愛

する弟子との近く立てるを見て、母に言ひ給ふ『を

んなよ、視よ、なんぢの子なり』 27また弟子に言ひ

たまふ『視よ、なんぢの母なり』この時より、その

弟子かれを己が家に接けたり。 28この後イエス萬の

事の終りたるを知りて、――聖書の全うせられん爲

に――『われ渇く』と言ひ給ふ。 29ここに酸き葡萄

酒の滿ちたる器あり、その葡萄酒のふくみたる海綿

をヒソプに著けてイエスの口に差附く。 30イエスそ

の葡萄酒をうけて後いひ給ふ『事 畢りぬ』遂に首を

たれて靈をわたし給ふ。 31この日は準備日なれば、

ユダヤ人、安息 日に屍體を十字架のうへに留めおか

じとて（殊にこの度の安息 日は大なる日なるにより

）ピラトに、彼らの脛ををりて屍體を取除かんこと

を請ふ。 32ここに兵卒ども來りて、イエスとともに

十字架に釘けられたる第一の者と他のものとの脛を

折り、 33而してイエスに來りしに、はや死に給ふを
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見て、その脛を折らず。 34然るに一人の兵卒、鎗に

てその脅をつきたれば、直ちに血と水と流れいづ。

35之を見しもの證をなす、其の證は眞なり、彼はそ

の言ふことの眞なるを知る、これ汝 等にも信ぜしめ

ん爲なり。 36此等のことの成りたるは『その骨くだ

かれず』とある聖句の成就せん爲なり。 37また他

に『かれら己が刺したる者を見るべし』と云へる聖

句あり。 38この後、アリマタヤのヨセフとて、ユダ

ヤ人を懼れ密にイエスの弟子たりし者、イエスの屍

體を引 取らんことをピラトに請ひたれば、ピラト許

せり、乃ち往きてその屍體を引取る。 39また曾て夜

御許に來りしニコデモも、沒藥・沈香の混和物を百

斤ばかり携へて來る。 40ここに彼らイエスの屍體を

とり、ユダヤ人の葬りの習慣にしたがひて、香料と

ともに布にて卷けり。 41イエスの十字架につけられ

給ひし處に園あり、園の中にいまだ人を葬りしこと

なき新しき墓あり。 42ユダヤ人の準備日なれば、

この墓の近きままに其處にイエスを納めたり。

20さて、一週の初めの日に、朝早くまだ暗いうち

に、マグダラのマリヤが墓に行くと、墓から石がと

りのけてあるのを見た。 2そこで走って、シモン・

ペテロとイエスが愛しておられた、もうひとりの弟

子のところへ行って、彼らに言った、「だれかが、

主を墓から取り去りました。どこへ置いたのか、わ

かりません」。 3そこでペテロともうひとりの弟子

は出かけて、墓へむかって行った。 4ふたりは一緒

に走り出したが、そのもうひとりの弟子の方が、ペ

テロよりも早く走って先に墓に着き、 5そして身を

かがめてみると、亜麻布がそこに置いてあるのを見
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たが、中へははいらなかった。 6シモン・ペテロも

続いてきて、墓の中にはいった。彼は亜麻布がそこ

に置いてあるのを見たが、 7イエスの頭に巻いてあ

った布は亜麻布のそばにはなくて、はなれた別の場

所にくるめてあった。 8すると、先に墓に着いたも

うひとりの弟子もはいってきて、これを見て信じた

。 9しかし、彼らは死人のうちからイエスがよみが

えるべきことをしるした聖句を、まだ悟っていなか

った。 10それから、ふたりの弟子たちは自分の家に

帰って行った。 11しかし、マリヤは墓の外に立って

泣いていた。そして泣きながら、身をかがめて墓の

中をのぞくと、 12白い衣を着たふたりの御使が、イ

エスの死体のおかれていた場所に、ひとりは頭の方

に、ひとりは足の方に、すわっているのを見た。 13

すると、彼らはマリヤに、「女よ、なぜ泣いている

のか」と言った。マリヤは彼らに言った、「だれか

が、わたしの主を取り去りました。そして、どこに

置いたのか、わからないのです」。 14そう言って、

うしろをふり向くと、そこにイエスが立っておられ

るのを見た。しかし、それがイエスであることに気

がつかなかった。 15イエスは女に言われた、「女よ

、なぜ泣いているのか。だれを捜しているのか」。

マリヤは、その人が園の番人だと思って言った、「

もしあなたが、あのかたを移したのでしたら、どこ

へ置いたのか、どうぞ、おっしゃって下さい。わた

しがそのかたを引き取ります」。 16イエスは彼女に

「マリヤよ」と言われた。マリヤはふり返って、イ

エスにむかってヘブル語で「ラボニ」と言った。そ

れは、先生という意味である。 17イエスは彼女に言
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われた、「わたしにさわってはいけない。わたしは

、まだ父のみもとに上っていないのだから。ただ、

わたしの兄弟たちの所に行って、『わたしは、わた

しの父またあなたがたの父であって、わたしの神ま

たあなたがたの神であられるかたのみもとへ上って

行く』と、彼らに伝えなさい」。 18マグダラのマリ

ヤは弟子たちのところに行って、自分が主に会った

こと、またイエスがこれこれのことを自分に仰せに

なったことを、報告した。 19その日、すなわち、一

週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人をおそれ

て、自分たちのおる所の戸をみなしめていると、イ

エスがはいってきて、彼らの中に立ち、「安かれ」

と言われた。 20そう言って、手とわきとを、彼らに

お見せになった。弟子たちは主を見て喜んだ。 21イ

エスはまた彼らに言われた、「安かれ。父がわたし

をおつかわしになったように、わたしもまたあなた

がたをつかわす」。 22そう言って、彼らに息を吹き

かけて仰せになった、「聖霊を受けよ。 23あなたが

たがゆるす罪は、だれの罪でもゆるされ、あなたが

たがゆるさずにおく罪は、そのまま残るであろう」

。 24十二弟子のひとりで、デドモと呼ばれているト

マスは、イエスがこられたとき、彼らと一緒にいな

かった。 25ほかの弟子たちが、彼に「わたしたちは

主にお目にかかった」と言うと、トマスは彼らに言

った、「わたしは、その手に釘あとを見、わたしの

指をその釘あとにさし入れ、また、わたしの手をそ

のわきにさし入れてみなければ、決して信じない」

。 26八日ののち、イエスの弟子たちはまた家の内に

おり、トマスも一緒にいた。戸はみな閉ざされてい
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たが、イエスがはいってこられ、中に立って「安か

れ」と言われた。 27それからトマスに言われた、「

あなたの指をここにつけて、わたしの手を見なさい

。手をのばしてわたしのわきにさし入れてみなさい

。信じない者にならないで、信じる者になりなさい

」。 28トマスはイエスに答えて言った、「わが主よ

、わが神よ」。 29イエスは彼に言われた、「あなた

はわたしを見たので信じたのか。見ないで信ずる者

は、さいわいである」。 30イエスは、この書に書か

れていないしるしを、ほかにも多く、弟子たちの前

で行われた。 31しかし、これらのことを書いたのは

、あなたがたがイエスは神の子キリストであると信

じるためであり、また、そう信じて、イエスの名に

よって命を得るためである。

21そののち、イエスはテベリヤの海べで、ご自身

をまた弟子たちにあらわされた。そのあらわされた

次第は、こうである。 2シモン・ペテロが、デドモ

と呼ばれているトマス、ガリラヤのカナのナタナエ

ル、ゼベダイの子らや、ほかのふたりの弟子たちと

一緒にいた時のことである。 3シモン・ペテロは彼

らに「わたしは漁に行くのだ」と言うと、彼らは「

わたしたちも一緒に行こう」と言った。彼らは出て

行って舟に乗った。しかし、その夜はなんの獲物も

なかった。 4夜が明けたころ、イエスが岸に立って

おられた。しかし弟子たちはそれがイエスだとは知

らなかった。 5イエスは彼らに言われた、「子たち

よ、何か食べるものがあるか」。彼らは「ありませ

ん」と答えた。 6すると、イエスは彼らに言われた

、「舟の右の方に網をおろして見なさい。そうすれ
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ば、何かとれるだろう」。彼らは網をおろすと、魚

が多くとれたので、それを引き上げることができな

かった。 7イエスの愛しておられた弟子が、ペテロ

に「あれは主だ」と言った。シモン・ペテロは主で

あると聞いて、裸になっていたため、上着をまとっ

て海にとびこんだ。 8しかし、ほかの弟子たちは舟

に乗ったまま、魚のはいっている網を引きながら帰

って行った。陸からはあまり遠くない五十間ほどの

所にいたからである。 9彼らが陸に上って見ると、

炭火がおこしてあって、その上に魚がのせてあり、

またそこにパンがあった。 10イエスは彼らに言われ

た、「今とった魚を少し持ってきなさい」。 11シモ

ン・ペテロが行って、網を陸へ引き上げると、百五

十三びきの大きな魚でいっぱいになっていた。そん

なに多かったが、網はさけないでいた。 12イエスは

彼らに言われた、「さあ、朝の食事をしなさい」。

弟子たちは、主であることがわかっていたので、だ

れも「あなたはどなたですか」と進んで尋ねる者が

なかった。 13イエスはそこにきて、パンをとり彼ら

に与え、また魚も同じようにされた。 14イエスが死

人の中からよみがえったのち、弟子たちにあらわれ

たのは、これで既に三度目である。 15彼らが食事を

すませると、イエスはシモン・ペテロに言われた、

「ヨハネの子シモンよ、あなたはこの人たちが愛す

る以上に、わたしを愛するか」。ペテロは言った、

「主よ、そうです。わたしがあなたを愛することは

、あなたがご存じです」。イエスは彼に「わたしの

小羊を養いなさい」と言われた。 16またもう一度彼

に言われた、「ヨハネの子シモンよ、わたしを愛す
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るか」。彼はイエスに言った、「主よ、そうです。

わたしがあなたを愛することは、あなたがご存じで

す」。イエスは彼に言われた、「わたしの羊を飼い

なさい」。 17イエスは三度目に言われた、「ヨハネ

の子シモンよ、わたしを愛するか」。ペテロは「わ

たしを愛するか」とイエスが三度も言われたので、

心をいためてイエスに言った、「主よ、あなたはす

べてをご存じです。わたしがあなたを愛しているこ

とは、おわかりになっています」。イエスは彼に言

われた、「わたしの羊を養いなさい。 18よくよくあ

なたに言っておく。あなたが若かった時には、自分

で帯をしめて、思いのままに歩きまわっていた。し

かし年をとってからは、自分の手をのばすことにな

ろう。そして、ほかの人があなたに帯を結びつけ、

行きたくない所へ連れて行くであろう」。 19これは

、ペテロがどんな死に方で、神の栄光をあらわすか

を示すために、お話しになったのである。こう話し

てから、「わたしに従ってきなさい」と言われた。

20ペテロはふり返ると、イエスの愛しておられた弟

子がついて来るのを見た。この弟子は、あの夕食の

ときイエスの胸近くに寄りかかって、「主よ、あな

たを裏切る者は、だれなのですか」と尋ねた人であ

る。 21ペテロはこの弟子を見て、イエスに言った、

「主よ、この人はどうなのですか」。 22イエスは彼

に言われた、「たとい、わたしの来る時まで彼が生

き残っていることを、わたしが望んだとしても、あ

なたにはなんの係わりがあるか。あなたは、わたし

に従ってきなさい」。 23こういうわけで、この弟子

は死ぬことがないといううわさが、兄弟たちの間に
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ひろまった。しかし、イエスは彼が死ぬことはない

と言われたのではなく、ただ「たとい、わたしの来

る時まで彼が生き残っていることを、わたしが望ん

だとしても、あなたにはなんの係わりがあるか」と

言われただけである。 24これらの事についてあかし

をし、またこれらの事を書いたのは、この弟子であ

る。そして彼のあかしが真実であることを、わたし

たちは知っている。 25イエスのなさったことは、こ

のほかにまだ数多くある。もしいちいち書きつける

ならば、世界もその書かれた文書を収めきれないで

あろうと思う。
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使徒の働き

1テオピロよ、わたしは先に第一巻を著わして、イ

エスが行い、また教えはじめてから、 2お選びにな

った使徒たちに、聖霊によって命じたのち、天に上

げられた日までのことを、ことごとくしるした。 3

イエスは苦難を受けたのち、自分の生きていること

を数々の確かな証拠によって示し、四十日にわたっ

てたびたび彼らに現れて、神の国のことを語られた

。 4そして食事を共にしているとき、彼らにお命じ

になった、「エルサレムから離れないで、かねてわ

たしから聞いていた父の約束を待っているがよい。

5すなわち、ヨハネは水でバプテスマを授けたが、あ

なたがたは間もなく聖霊によって、バプテスマを授

けられるであろう」。 6さて、弟子たちが一緒に集

まったとき、イエスに問うて言った、「主よ、イス

ラエルのために国を復興なさるのは、この時なので

すか」。 7彼らに言われた、「時期や場合は、父が

ご自分の権威によって定めておられるのであって、

あなたがたの知る限りではない。 8ただ、聖霊があ

なたがたにくだる時、あなたがたは力を受けて、エ

ルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、さらに地のは

てまで、わたしの証人となるであろう」。 9こう言

い終ると、イエスは彼らの見ている前で天に上げら

れ、雲に迎えられて、その姿が見えなくなった。 10

イエスの上って行かれるとき、彼らが天を見つめて

いると、見よ、白い衣を着たふたりの人が、彼らの

そばに立っていて 11言った、「ガリラヤの人たちよ

、なぜ天を仰いで立っているのか。あなたがたを離

れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行か
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れるのをあなたがたが見たのと同じ有様で、またお

いでになるであろう」。 12それから彼らは、オリブ

という山を下ってエルサレムに帰った。この山はエ

ルサレムに近く、安息日に許されている距離のとこ

ろにある。 13彼らは、市内に行って、その泊まって

いた屋上の間にあがった。その人たちは、ペテロ、

ヨハネ、ヤコブ、アンデレ、ピリポとトマス、バル

トロマイとマタイ、アルパヨの子ヤコブと熱心党の

シモンとヤコブの子ユダとであった。 14彼らはみな

、婦人たち、特にイエスの母マリヤ、およびイエス

の兄弟たちと共に、心を合わせて、ひたすら祈をし

ていた。 15そのころ、百二十名ばかりの人々が、一

団となって集まっていたが、ペテロはこれらの兄弟

たちの中に立って言った、 16「兄弟たちよ、イエス

を捕えた者たちの手びきになったユダについては、

聖霊がダビデの口をとおして預言したその言葉は、

成就しなければならなかった。 17彼はわたしたちの

仲間に加えられ、この務を授かっていた者であった

。（ 18彼は不義の報酬で、ある地所を手に入れたが

、そこへまっさかさまに落ちて、腹がまん中から引

き裂け、はらわたがみな流れ出てしまった。 19そし

て、この事はエルサレムの全住民に知れわたり、そ

こで、この地所が彼らの国語でアケルダマと呼ばれ

るようになった。「血の地所」との意である。） 20

詩篇に、『その屋敷は荒れ果てよ、そこにはひとり

も住む者がいなくなれ』と書いてあり、また『その

職は、ほかの者に取らせよ』とあるとおりである。

21そういうわけで、主イエスがわたしたちの間にゆ

ききされた期間中、 22すなわち、ヨハネのバプテス
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マの時から始まって、わたしたちを離れて天に上げ

られた日に至るまで、始終わたしたちと行動を共に

した人たちのうち、だれかひとりが、わたしたちに

加わって主の復活の証人にならねばならない」。 23

そこで一同は、バルサバと呼ばれ、またの名をユス

トというヨセフと、マッテヤとのふたりを立て、 24

祈って言った、「すべての人の心をご存じである主

よ。このふたりのうちのどちらを選んで、 25ユダが

この使徒の職務から落ちて、自分の行くべきところ

へ行ったそのあとを継がせなさいますか、お示し下

さい」。 26それから、ふたりのためにくじを引いた

ところ、マッテヤに当ったので、この人が十一人の

使徒たちに加えられることになった。

2五旬節の日がきて、みんなの者が一緒に集まって

いると、 2突然、激しい風が吹いてきたような音が

天から起ってきて、一同がすわっていた家いっぱい

に響きわたった。 3また、舌のようなものが、炎の

ように分れて現れ、ひとりびとりの上にとどまった

。 4すると、一同は聖霊に満たされ、御霊が語らせ

るままに、いろいろの他国の言葉で語り出した。 5

さて、エルサレムには、天下のあらゆる国々から、

信仰深いユダヤ人たちがきて住んでいたが、 6この

物音に大ぜいの人が集まってきて、彼らの生れ故郷

の国語で、使徒たちが話しているのを、だれもかれ

も聞いてあっけに取られた。 7そして驚き怪しんで

言った、「見よ、いま話しているこの人たちは、皆

ガリラヤ人ではないか。 8それだのに、わたしたち

がそれぞれ、生れ故郷の国語を彼らから聞かされる

とは、いったい、どうしたことか。 9わたしたちの
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中には、パルテヤ人、メジヤ人、エラム人もおれば

、メソポタミヤ、ユダヤ、カパドキヤ、ポントとア

ジヤ、 10フルギヤとパンフリヤ、エジプトとクレネ

に近いリビヤ地方などに住む者もいるし、またロー

マ人で旅にきている者、 11ユダヤ人と改宗者、クレ

テ人とアラビヤ人もいるのだが、あの人々がわたし

たちの国語で、神の大きな働きを述べるのを聞くと

は、どうしたことか」。 12みんなの者は驚き惑って

、互に言い合った、「これは、いったい、どういう

わけなのだろう」。 13しかし、ほかの人たちはあざ

笑って、「あの人たちは新しい酒で酔っているのだ

」と言った。 14そこで、ペテロが十一人の者と共に

立ちあがり、声をあげて人々に語りかけた。「ユダ

ヤの人たち、ならびにエルサレムに住むすべてのか

たがた、どうか、この事を知っていただきたい。わ

たしの言うことに耳を傾けていただきたい。 15今は

朝の九時であるから、この人たちは、あなたがたが

思っているように、酒に酔っているのではない。 16

そうではなく、これは預言者ヨエルが預言していた

ことに外ならないのである。すなわち、 17『神がこ

う仰せになる。終りの時には、わたしの霊をすべて

の人に注ごう。そして、あなたがたのむすこ娘は預

言をし、若者たちは幻を見、老人たちは夢を見るで

あろう。 18その時には、わたしの男女の僕たちにも

わたしの霊を注ごう。そして彼らも預言をするであ

ろう。 19また、上では、天に奇跡を見せ、下では、

地にしるしを、すなわち、血と火と立ちこめる煙と

を、見せるであろう。 20主の大いなる輝かしい日が

来る前に、日はやみに月は血に変るであろう。 21そ
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のとき、主の名を呼び求める者は、みな救われるで

あろう』。 22イスラエルの人たちよ、今わたしの語

ることを聞きなさい。あなたがたがよく知っている

とおり、ナザレ人イエスは、神が彼をとおして、あ

なたがたの中で行われた数々の力あるわざと奇跡と

しるしとにより、神からつかわされた者であること

を、あなたがたに示されたかたであった。 23このイ

エスが渡されたのは神の定めた計画と予知とによる

のであるが、あなたがたは彼を不法の人々の手で十

字架につけて殺した。 24神はこのイエスを死の苦し

みから解き放って、よみがえらせたのである。イエ

スが死に支配されているはずはなかったからである

。 25ダビデはイエスについてこう言っている、『わ

たしは常に目の前に主を見た。主は、わたしが動か

されないため、わたしの右にいて下さるからである

。 26それゆえ、わたしの心は楽しみ、わたしの舌は

よろこび歌った。わたしの肉体もまた、望みに生き

るであろう。 27あなたは、わたしの魂を黄泉に捨て

おくことをせず、あなたの聖者が朽ち果てるのを、

お許しにならないであろう。 (Hadēs g86) 28あなたは、

いのちの道をわたしに示し、み前にあって、わたし

を喜びで満たして下さるであろう』。 29兄弟たちよ

、族長ダビデについては、わたしはあなたがたにむ

かって大胆に言うことができる。彼は死んで葬られ

、現にその墓が今日に至るまで、わたしたちの間に

残っている。 30彼は預言者であって、『その子孫の

ひとりを王位につかせよう』と、神が堅く彼に誓わ

れたことを認めていたので、 31キリストの復活をあ

らかじめ知って、『彼は黄泉に捨ておかれることが
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なく、またその肉体が朽ち果てることもない』と語

ったのである。 (Hadēs g86) 32このイエスを、神はよみ

がえらせた。そして、わたしたちは皆その証人なの

である。 33それで、イエスは神の右に上げられ、父

から約束の聖霊を受けて、それをわたしたちに注が

れたのである。このことは、あなたがたが現に見聞

きしているとおりである。 34ダビデが天に上ったの

ではない。彼自身こう言っている、『主はわが主に

仰せになった、 35あなたの敵をあなたの足台にする

までは、わたしの右に座していなさい』。 36だから

、イスラエルの全家は、この事をしかと知っておく

がよい。あなたがたが十字架につけたこのイエスを

、神は、主またキリストとしてお立てになったので

ある」。 37人々はこれを聞いて、強く心を刺され、

ペテロやほかの使徒たちに、「兄弟たちよ、わたし

たちは、どうしたらよいのでしょうか」と言った。

38すると、ペテロが答えた、「悔い改めなさい。そ

して、あなたがたひとりびとりが罪のゆるしを得る

ために、イエス・キリストの名によって、バプテス

マを受けなさい。そうすれば、あなたがたは聖霊の

賜物を受けるであろう。 39この約束は、われらの主

なる神の召しにあずかるすべての者、すなわちあな

たがたと、あなたがたの子らと、遠くの者一同とに

、与えられているものである」。 40ペテロは、ほか

になお多くの言葉であかしをなし、人々に「この曲

った時代から救われよ」と言って勧めた。 41そこで

、彼の勧めの言葉を受けいれた者たちは、バプテス

マを受けたが、その日、仲間に加わったものが三千

人ほどあった。 42そして一同はひたすら、使徒たち
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の教を守り、信徒の交わりをなし、共にパンをさき

、祈をしていた。 43みんなの者におそれの念が生じ

、多くの奇跡としるしとが、使徒たちによって、次

々に行われた。 44信者たちはみな一緒にいて、いっ

さいの物を共有にし、 45資産や持ち物を売っては、

必要に応じてみんなの者に分け与えた。 46そして日

々心を一つにして、絶えず宮もうでをなし、家では

パンをさき、よろこびと、まごころとをもって、食

事を共にし、 47神をさんびし、すべての人に好意を

持たれていた。そして主は、救われる者を日々仲間

に加えて下さったのである。

3さて、ペテロとヨハネとが、午後三時の祈のとき

に宮に上ろうとしていると、 2生れながら足のきか

ない男が、かかえられてきた。この男は、宮もうで

に来る人々に施しをこうため、毎日、「美しの門」

と呼ばれる宮の門のところに、置かれていた者であ

る。 3彼は、ペテロとヨハネとが、宮にはいって行

こうとしているのを見て、施しをこうた。 4ペテロ

とヨハネとは彼をじっと見て、「わたしたちを見な

さい」と言った。 5彼は何かもらえるのだろうと期

待して、ふたりに注目していると、 6ペテロが言っ

た、「金銀はわたしには無い。しかし、わたしにあ

るものをあげよう。ナザレ人イエス・キリストの名

によって歩きなさい」。 7こう言って彼の右手を取

って起してやると、足と、くるぶしとが、立ちどこ

ろに強くなって、 8踊りあがって立ち、歩き出した

。そして、歩き回ったり踊ったりして神をさんびし

ながら、彼らと共に宮にはいって行った。 9民衆は

みな、彼が歩き回り、また神をさんびしているのを
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見、 10これが宮の「美しの門」のそばにすわって、

施しをこうていた者であると知り、彼の身に起った

ことについて、驚き怪しんだ。 11彼がなおもペテロ

とヨハネとにつきまとっているとき、人々は皆ひど

く驚いて、「ソロモンの廊」と呼ばれる柱廊にいた

彼らのところに駆け集まってきた。 12ペテロはこれ

を見て、人々にむかって言った、「イスラエルの人

たちよ、なぜこの事を不思議に思うのか。また、わ

たしたちが自分の力や信心で、あの人を歩かせたか

のように、なぜわたしたちを見つめているのか。 13

アブラハム、イサク、ヤコブの神、わたしたちの先

祖の神は、その僕イエスに栄光を賜わったのである

が、あなたがたは、このイエスを引き渡し、ピラト

がゆるすことに決めていたのに、それを彼の面前で

拒んだ。 14あなたがたは、この聖なる正しいかたを

拒んで、人殺しの男をゆるすように要求し、 15いの

ちの君を殺してしまった。しかし、神はこのイエス

を死人の中から、よみがえらせた。わたしたちは、

その事の証人である。 16そして、イエスの名が、そ

れを信じる信仰のゆえに、あなたがたのいま見て知

っているこの人を、強くしたのであり、イエスによ

る信仰が、彼をあなたがた一同の前で、このとおり

完全にいやしたのである。 17さて、兄弟たちよ、あ

なたがたは知らずにあのような事をしたのであり、

あなたがたの指導者たちとても同様であったことは

、わたしにわかっている。 18神はあらゆる預言者の

口をとおして、キリストの受難を予告しておられた

が、それをこのように成就なさったのである。 19だ

から、自分の罪をぬぐい去っていただくために、悔
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い改めて本心に立ちかえりなさい。 20それは、主の

み前から慰めの時がきて、あなたがたのためにあら

かじめ定めてあったキリストなるイエスを、神がつ

かわして下さるためである。 21このイエスは、神が

聖なる預言者たちの口をとおして、昔から預言して

おられた万物更新の時まで、天にとどめておかれね

ばならなかった。 (aiōn g165) 22モーセは言った、『主

なる神は、わたしをお立てになったように、あなた

がたの兄弟の中から、ひとりの預言者をお立てにな

るであろう。その預言者があなたがたに語ることに

は、ことごとく聞きしたがいなさい。 23彼に聞きし

たがわない者は、みな民の中から滅ぼし去られるで

あろう』。 24サムエルをはじめ、その後つづいて語

ったほどの預言者はみな、この時のことを予告した

。 25あなたがたは預言者の子であり、神があなたが

たの先祖たちと結ばれた契約の子である。神はアブ

ラハムに対して、『地上の諸民族は、あなたの子孫

によって祝福を受けるであろう』と仰せられた。 26

神がまずあなたがたのために、その僕を立てて、お

つかわしになったのは、あなたがたひとりびとりを

、悪から立ちかえらせて、祝福にあずからせるため

なのである」。

4彼らが人々にこのように語っているあいだに、祭

司たち、宮守がしら、サドカイ人たちが近寄ってき

て、 2彼らが人々に教を説き、イエス自身に起った

死人の復活を宣伝しているのに気をいら立て、 3彼

らに手をかけて捕え、はや日が暮れていたので、翌

朝まで留置しておいた。 4しかし、彼らの話を聞い

た多くの人たちは信じた。そして、その男の数が五



使徒の働き 2372

千人ほどになった。 5明くる日、役人、長老、律法

学者たちが、エルサレムに召集された。 6大祭司ア

ンナスをはじめ、カヤパ、ヨハネ、アレキサンデル

、そのほか大祭司の一族もみな集まった。 7そして

、そのまん中に使徒たちを立たせて尋問した、「あ

なたがたは、いったい、なんの権威、また、だれの

名によって、このことをしたのか」。 8その時、ペ

テロが聖霊に満たされて言った、「民の役人たち、

ならびに長老たちよ、 9わたしたちが、きょう、取

調べを受けているのは、病人に対してした良いわざ

についてであり、この人がどうしていやされたかに

ついてであるなら、 10あなたがたご一同も、またイ

スラエルの人々全体も、知っていてもらいたい。こ

の人が元気になってみんなの前に立っているのは、

ひとえに、あなたがたが十字架につけて殺したのを

、神が死人の中からよみがえらせたナザレ人イエス

・キリストの御名によるのである。 11このイエスこ

そは『あなたがた家造りらに捨てられたが、隅のか

しら石となった石』なのである。 12この人による以

外に救はない。わたしたちを救いうる名は、これを

別にしては、天下のだれにも与えられていないから

である」。 13人々はペテロとヨハネとの大胆な話し

ぶりを見、また同時に、ふたりが無学な、ただの人

たちであることを知って、不思議に思った。そして

彼らがイエスと共にいた者であることを認め、 14か

つ、彼らにいやされた者がそのそばに立っているの

を見ては、まったく返す言葉がなかった。 15そこで

、ふたりに議会から退場するように命じてから、互

に協議をつづけて 16言った、「あの人たちを、どう
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したらよかろうか。彼らによって著しいしるしが行

われたことは、エルサレムの住民全体に知れわたっ

ているので、否定しようもない。 17ただ、これ以上

このことが民衆の間にひろまらないように、今後は

この名によって、いっさいだれにも語ってはいけな

いと、おどしてやろうではないか」。 18そこで、ふ

たりを呼び入れて、イエスの名によって語ることも

説くことも、いっさい相成らぬと言いわたした。 19

ペテロとヨハネとは、これに対して言った、「神に

聞き従うよりも、あなたがたに聞き従う方が、神の

前に正しいかどうか、判断してもらいたい。 20わた

したちとしては、自分の見たこと聞いたことを、語

らないわけにはいかない」。 21そこで、彼らはふた

りを更におどしたうえ、ゆるしてやった。みんなの

者が、この出来事のために、神をあがめていたので

、その人々の手前、ふたりを罰するすべがなかった

からである。 22そのしるしによっていやされたのは

、四十歳あまりの人であった。 23ふたりはゆるされ

てから、仲間の者たちのところに帰って、祭司長た

ちや長老たちが言ったいっさいのことを報告した。

24一同はこれを聞くと、口をそろえて、神にむかい

声をあげて言った、「天と地と海と、その中のすべ

てのものとの造りぬしなる主よ。 25あなたは、わた

したちの先祖、あなたの僕ダビデの口をとおして、

聖霊によって、こう仰せになりました、『なぜ、異

邦人らは、騒ぎ立ち、もろもろの民は、むなしいこ

とを図り、 26地上の王たちは、立ちかまえ、支配者

たちは、党を組んで、主とそのキリストとに逆らっ

たのか』。 27まことに、ヘロデとポンテオ・ピラト
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とは、異邦人らやイスラエルの民と一緒になって、

この都に集まり、あなたから油を注がれた聖なる僕

イエスに逆らい、 28み手とみ旨とによって、あらか

じめ定められていたことを、なし遂げたのです。 29

主よ、いま、彼らの脅迫に目をとめ、僕たちに、思

い切って大胆に御言葉を語らせて下さい。 30そして

み手を伸ばしていやしをなし、聖なる僕イエスの名

によって、しるしと奇跡とを行わせて下さい」。 31

彼らが祈り終えると、その集まっていた場所が揺れ

動き、一同は聖霊に満たされて、大胆に神の言を語

り出した。 32信じた者の群れは、心を一つにし思い

を一つにして、だれひとりその持ち物を自分のもの

だと主張する者がなく、いっさいの物を共有にして

いた。 33使徒たちは主イエスの復活について、非常

に力強くあかしをした。そして大きなめぐみが、彼

ら一同に注がれた。 34彼らの中に乏しい者は、ひと

りもいなかった。地所や家屋を持っている人たちは

、それを売り、売った物の代金をもってきて、 35使

徒たちの足もとに置いた。そしてそれぞれの必要に

応じて、だれにでも分け与えられた。 36クプロ生れ

のレビ人で、使徒たちにバルナバ（「慰めの子」と

の意）と呼ばれていたヨセフは、 37自分の所有する

畑を売り、その代金をもってきて、使徒たちの足も

とに置いた。

5ところが、アナニヤという人とその妻サッピラと

は共に資産を売ったが、 2共謀して、その代金をご

まかし、一部だけを持ってきて、使徒たちの足もと

に置いた。 3そこで、ペテロが言った、「アナニヤ

よ、どうしてあなたは、自分の心をサタンに奪われ
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て、聖霊を欺き、地所の代金をごまかしたのか。 4

売らずに残しておけば、あなたのものであり、売っ

てしまっても、あなたの自由になったはずではない

か。どうして、こんなことをする気になったのか。

あなたは人を欺いたのではなくて、神を欺いたのだ

」。 5アナニヤはこの言葉を聞いているうちに、倒

れて息が絶えた。このことを伝え聞いた人々は、み

な非常なおそれを感じた。 6それから、若者たちが

立って、その死体を包み、運び出して葬った。 7三

時間ばかりたってから、たまたま彼の妻が、この出

来事を知らずに、はいってきた。 8そこで、ペテロ

が彼女にむかって言った、「あの地所は、これこれ

の値段で売ったのか。そのとおりか」。彼女は「そ

うです、その値段です」と答えた。 9ペテロは言っ

た、「あなたがたふたりが、心を合わせて主の御霊

を試みるとは、何事であるか。見よ、あなたの夫を

葬った人たちの足が、そこの門口にきている。あな

たも運び出されるであろう」。 10すると女は、たち

まち彼の足もとに倒れて、息が絶えた。そこに若者

たちがはいってきて、女が死んでしまっているのを

見、それを運び出してその夫のそばに葬った。 11教

会全体ならびにこれを伝え聞いた人たちは、みな非

常なおそれを感じた。 12そのころ、多くのしるしと

奇跡とが、次々に使徒たちの手により人々の中で行

われた。そして、一同は心を一つにして、ソロモン

の廊に集まっていた。 13ほかの者たちは、だれひと

り、その交わりに入ろうとはしなかったが、民衆は

彼らを尊敬していた。 14しかし、主を信じて仲間に

加わる者が、男女とも、ますます多くなってきた。
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15ついには、病人を大通りに運び出し、寝台や寝床

の上に置いて、ペテロが通るとき、彼の影なりと、

そのうちのだれかにかかるようにしたほどであった

。 16またエルサレム附近の町々からも、大ぜいの人

が、病人や汚れた霊に苦しめられている人たちを引

き連れて、集まってきたが、その全部の者が、ひと

り残らずいやされた。 17そこで、大祭司とその仲間

の者、すなわち、サドカイ派の人たちが、みな嫉妬

の念に満たされて立ちあがり、 18使徒たちに手をか

けて捕え、公共の留置場に入れた。 19ところが夜、

主の使が獄の戸を開き、彼らを連れ出して言った、

20「さあ行きなさい。そして、宮の庭に立ち、この

命の言葉を漏れなく、人々に語りなさい」。 21彼ら

はこれを聞き、夜明けごろ宮にはいって教えはじめ

た。一方では、大祭司とその仲間の者とが、集まっ

てきて、議会とイスラエル人の長老一同とを召集し

、使徒たちを引き出してこさせるために、人を獄に

つかわした。 22そこで、下役どもが行って見ると、

使徒たちが獄にいないので、引き返して報告した、

23「獄には、しっかりと錠がかけてあり、戸口には

、番人が立っていました。ところが、あけて見たら

、中にはだれもいませんでした」。 24宮守がしらと

祭司長たちとは、この報告を聞いて、これは、いっ

たい、どんな事になるのだろうと、あわて惑ってい

た。 25そこへ、ある人がきて知らせた、「行ってご

らんなさい。あなたがたが獄に入れたあの人たちが

、宮の庭に立って、民衆を教えています」。 26そこ

で宮守がしらが、下役どもと一緒に出かけて行って

、使徒たちを連れてきた。しかし、人々に石で打ち
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殺されるのを恐れて、手荒なことはせず、 27彼らを

連れてきて、議会の中に立たせた。すると、大祭司

が問うて 28言った、「あの名を使って教えてはなら

ないと、きびしく命じておいたではないか。それだ

のに、なんという事だ。エルサレム中にあなたがた

の教を、はんらんさせている。あなたがたは確かに

、あの人の血の責任をわたしたちに負わせようと、

たくらんでいるのだ」。 29これに対して、ペテロを

はじめ使徒たちは言った、「人間に従うよりは、神

に従うべきである。 30わたしたちの先祖の神は、あ

なたがたが木にかけて殺したイエスをよみがえらせ

、 31そして、イスラエルを悔い改めさせてこれに罪

のゆるしを与えるために、このイエスを導き手とし

救主として、ご自身の右に上げられたのである。 32

わたしたちはこれらの事の証人である。神がご自身

に従う者に賜わった聖霊もまた、その証人である」

。 33これを聞いた者たちは、激しい怒りのあまり、

使徒たちを殺そうと思った。 34ところが、国民全体

に尊敬されていた律法学者ガマリエルというパリサ

イ人が、議会で立って、使徒たちをしばらくのあい

だ外に出すように要求してから、 35一同にむかって

言った、「イスラエルの諸君、あの人たちをどう扱

うか、よく気をつけるがよい。 36先ごろ、チゥダが

起って、自分を何か偉い者のように言いふらしたた

め、彼に従った男の数が、四百人ほどもあったが、

結局、彼は殺されてしまい、従った者もみな四散し

て、全く跡方もなくなっている。 37そののち、人口

調査の時に、ガリラヤ人ユダが民衆を率いて反乱を

起したが、この人も滅び、従った者もみな散らされ
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てしまった。 38そこで、この際、諸君に申し上げる

。あの人たちから手を引いて、そのなすままにして

おきなさい。その企てや、しわざが、人間から出た

ものなら、自滅するだろう。 39しかし、もし神から

出たものなら、あの人たちを滅ぼすことはできまい

。まかり違えば、諸君は神を敵にまわすことになる

かも知れない」。そこで彼らはその勧告にしたがい

、 40使徒たちを呼び入れて、むち打ったのち、今後

イエスの名によって語ることは相成らぬと言いわた

して、ゆるしてやった。 41使徒たちは、御名のため

に恥を加えられるに足る者とされたことを喜びなが

ら、議会から出てきた。 42そして、毎日、宮や家で

、イエスがキリストであることを、引きつづき教え

たり宣べ伝えたりした。

6そのころ、弟子の数がふえてくるにつれて、ギリ

シヤ語を使うユダヤ人たちから、ヘブル語を使うユ

ダヤ人たちに対して、自分たちのやもめらが、日々

の配給で、おろそかにされがちだと、苦情を申し立

てた。 2そこで、十二使徒は弟子全体を呼び集めて

言った、「わたしたちが神の言をさしおいて、食卓

のことに携わるのはおもしろくない。 3そこで、兄

弟たちよ、あなたがたの中から、御霊と知恵とに満

ちた、評判のよい人たち七人を捜し出してほしい。

その人たちにこの仕事をまかせ、 4わたしたちは、

もっぱら祈と御言のご用に当ることにしよう」。 5

この提案は会衆一同の賛成するところとなった。そ

して信仰と聖霊とに満ちた人ステパノ、それからピ

リポ、プロコロ、ニカノル、テモン、パルメナ、お

よびアンテオケの改宗者ニコラオを選び出して、 6
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使徒たちの前に立たせた。すると、使徒たちは祈っ

て手を彼らの上においた。 7こうして神の言は、ま

すますひろまり、エルサレムにおける弟子の数が、

非常にふえていき、祭司たちも多数、信仰を受けい

れるようになった。 8さて、ステパノは恵みと力と

に満ちて、民衆の中で、めざましい奇跡としるしと

を行っていた。 9すると、いわゆる「リベルテン」

の会堂に属する人々、クレネ人、アレキサンドリヤ

人、キリキヤやアジヤからきた人々などが立って、

ステパノと議論したが、 10彼は知恵と御霊とで語っ

ていたので、それに対抗できなかった。 11そこで、

彼らは人々をそそのかして、「わたしたちは、彼が

モーセと神とを汚す言葉を吐くのを聞いた」と言わ

せた。 12その上、民衆や長老たちや律法学者たちを

煽動し、彼を襲って捕えさせ、議会にひっぱってこ

させた。 13それから、偽りの証人たちを立てて言わ

せた、「この人は、この聖所と律法とに逆らう言葉

を吐いて、どうしても、やめようとはしません。 14

『あのナザレ人イエスは、この聖所を打ちこわし、

モーセがわたしたちに伝えた慣例を変えてしまうだ

ろう』などと、彼が言うのを、わたしたちは聞きま

した」。 15議会で席についていた人たちは皆、ステ

パノに目を注いだが、彼の顔は、ちょうど天使の顔

のように見えた。

7大祭司は「そのとおりか」と尋ねた。 2そこで、

ステパノが言った、「兄弟たち、父たちよ、お聞き

下さい。わたしたちの父祖アブラハムが、カランに

住む前、まだメソポタミヤにいたとき、栄光の神が

彼に現れて 3仰せになった、『あなたの土地と親族
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から離れて、あなたにさし示す地に行きなさい』。

4そこで、アブラハムはカルデヤ人の地を出て、カラ

ンに住んだ。そして、彼の父が死んだのち、神は彼

をそこから、今あなたがたの住んでいるこの地に移

住させたが、 5そこでは、遺産となるものは何一つ

、一歩の幅の土地すらも、与えられなかった。ただ

、その地を所領として授けようとの約束を、彼と、

そして彼にはまだ子がなかったのに、その子孫とに

与えられたのである。 6神はこう仰せになった、『

彼の子孫は他国に身を寄せるであろう。そして、そ

こで四百年のあいだ、奴隷にされて虐待を受けるで

あろう』。 7それから、さらに仰せになった、『彼

らを奴隷にする国民を、わたしはさばくであろう。

その後、彼らはそこからのがれ出て、この場所でわ

たしを礼拝するであろう』。 8そして、神はアブラ

ハムに、割礼の契約をお与えになった。こうして、

彼はイサクの父となり、これに八日目に割礼を施し

、それから、イサクはヤコブの父となり、ヤコブは

十二人の族長たちの父となった。 9族長たちは、ヨ

セフをねたんで、エジプトに売りとばした。しかし

、神は彼と共にいまして、 10あらゆる苦難から彼を

救い出し、エジプト王パロの前で恵みを与え、知恵

をあらわさせた。そこで、パロは彼を宰相の任につ

かせ、エジプトならびに王家全体の支配に当らせた

。 11時に、エジプトとカナンとの全土にわたって、

ききんが起り、大きな苦難が襲ってきて、わたした

ちの先祖たちは、食物が得られなくなった。 12ヤコ

ブは、エジプトには食糧があると聞いて、初めに先

祖たちをつかわしたが、 13二回目の時に、ヨセフが
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兄弟たちに、自分の身の上を打ち明けたので、彼の

親族関係がパロに知れてきた。 14ヨセフは使をやっ

て、父ヤコブと七十五人にのぼる親族一同とを招い

た。 15こうして、ヤコブはエジプトに下り、彼自身

も先祖たちもそこで死に、 16それから彼らは、シケ

ムに移されて、かねてアブラハムがいくらかの金を

出してこの地のハモルの子らから買っておいた墓に

、葬られた。 17神がアブラハムに対して立てられた

約束の時期が近づくにつれ、民はふえてエジプト全

土にひろがった。 18やがて、ヨセフのことを知らな

い別な王が、エジプトに起った。 19この王は、わた

したちの同族に対し策略をめぐらして、先祖たちを

虐待し、その幼な子らを生かしておかないように捨

てさせた。 20モーセが生れたのは、ちょうどこのこ

ろのことである。彼はまれに見る美しい子であった

。三か月の間は、父の家で育てられたが、 21そのの

ち捨てられたのを、パロの娘が拾いあげて、自分の

子として育てた。 22モーセはエジプト人のあらゆる

学問を教え込まれ、言葉にもわざにも、力があった

。 23四十歳になった時、モーセは自分の兄弟である

イスラエル人たちのために尽すことを、思い立った

。 24ところが、そのひとりがいじめられているのを

見て、これをかばい、虐待されているその人のため

に、相手のエジプト人を撃って仕返しをした。 25彼

は、自分の手によって神が兄弟たちを救って下さる

ことを、みんなが悟るものと思っていたが、実際は

それを悟らなかったのである。 26翌日モーセは、彼

らが争い合っているところに現れ、仲裁しようとし

て言った、『まて、君たちは兄弟同志ではないか。
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どうして互に傷つけ合っているのか』。 27すると、

仲間をいじめていた者が、モーセを突き飛ばして言

った、『だれが、君をわれわれの支配者や裁判人に

したのか。 28君は、きのう、エジプト人を殺したよ

うに、わたしも殺そうと思っているのか』。 29モー

セは、この言葉を聞いて逃げ、ミデアンの地に身を

寄せ、そこで男の子ふたりをもうけた。 30四十年た

った時、シナイ山の荒野において、御使が柴の燃え

る炎の中でモーセに現れた。 31彼はこの光景を見て

不思議に思い、それを見きわめるために近寄ったと

ころ、主の声が聞えてきた、 32『わたしは、あなた

の先祖たちの神、アブラハム、イサク、ヤコブの神

である』。モーセは恐れおののいて、もうそれを見

る勇気もなくなった。 33すると、主が彼に言われた

、『あなたの足から、くつを脱ぎなさい。あなたの

立っているこの場所は、聖なる地である。 34わたし

は、エジプトにいるわたしの民が虐待されている有

様を確かに見とどけ、その苦悩のうめき声を聞いた

ので、彼らを救い出すために下ってきたのである。

さあ、今あなたをエジプトにつかわそう』。 35こう

して、『だれが、君を支配者や裁判人にしたのか』

と言って排斥されたこのモーセを、神は、柴の中で

彼に現れた御使の手によって、支配者、解放者とし

て、おつかわしになったのである。 36この人が、人

々を導き出して、エジプトの地においても、紅海に

おいても、また四十年のあいだ荒野においても、奇

跡としるしとを行ったのである。 37この人が、イス

ラエル人たちに、『神はわたしをお立てになったよ

うに、あなたがたの兄弟たちの中から、ひとりの預
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言者をお立てになるであろう』と言ったモーセであ

る。 38この人が、シナイ山で、彼に語りかけた御使

や先祖たちと共に、荒野における集会にいて、生け

る御言葉を授かり、それをあなたがたに伝えたので

ある。 39ところが、先祖たちは彼に従おうとはせず

、かえって彼を退け、心の中でエジプトにあこがれ

て、 40『わたしたちを導いてくれる神々を造って下

さい。わたしたちをエジプトの地から導いてきたあ

のモーセがどうなったのか、わかりませんから』と

アロンに言った。 41そのころ、彼らは子牛の像を造

り、その偶像に供え物をささげ、自分たちの手で造

ったものを祭ってうち興じていた。 42そこで、神は

顔をそむけ、彼らを天の星を拝むままに任せられた

。預言者の書にこう書いてあるとおりである、『イ

スラエルの家よ、四十年のあいだ荒野にいた時に、

いけにえと供え物とを、わたしにささげたことがあ

ったか。 43あなたがたは、モロクの幕屋やロンパの

星の神を、かつぎ回った。それらは、拝むために自

分で造った偶像に過ぎぬ。だからわたしは、あなた

がたをバビロンのかなたへ、移してしまうであろう

』。 44わたしたちの先祖には、荒野にあかしの幕屋

があった。それは、見たままの型にしたがって造る

ようにと、モーセに語ったかたのご命令どおりに造

ったものである。 45この幕屋は、わたしたちの先祖

が、ヨシュアに率いられ、神によって諸民族を彼ら

の前から追い払い、その所領をのり取ったときに、

そこに持ち込まれ、次々に受け継がれて、ダビデの

時代に及んだものである。 46ダビデは、神の恵みを

こうむり、そして、ヤコブの神のために宮を造営し
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たいと願った。 47けれども、じっさいにその宮を建

てたのは、ソロモンであった。 48しかし、いと高き

者は、手で造った家の内にはお住みにならない。預

言者が言っているとおりである、 49『主が仰せられ

る、どんな家をわたしのために建てるのか。わたし

のいこいの場所は、どれか。天はわたしの王座、地

はわたしの足台である。 50これは皆わたしの手が造

ったものではないか』。 51ああ、強情で、心にも耳

にも割礼のない人たちよ。あなたがたは、いつも聖

霊に逆らっている。それは、あなたがたの先祖たち

と同じである。 52いったい、あなたがたの先祖が迫

害しなかった預言者が、ひとりでもいたか。彼らは

正しいかたの来ることを予告した人たちを殺し、今

やあなたがたは、その正しいかたを裏切る者、また

殺す者となった。 53あなたがたは、御使たちによっ

て伝えられた律法を受けたのに、それを守ることを

しなかった」。 54人々はこれを聞いて、心の底から

激しく怒り、ステパノにむかって、歯ぎしりをした

。 55しかし、彼は聖霊に満たされて、天を見つめて

いると、神の栄光が現れ、イエスが神の右に立って

おられるのが見えた。 56そこで、彼は「ああ、天が

開けて、人の子が神の右に立っておいでになるのが

見える」と言った。 57人々は大声で叫びながら、耳

をおおい、ステパノを目がけて、いっせいに殺到し

、 58彼を市外に引き出して、石で打った。これに立

ち合った人たちは、自分の上着を脱いで、サウロと

いう若者の足もとに置いた。 59こうして、彼らがス

テパノに石を投げつけている間、ステパノは祈りつ

づけて言った、「主イエスよ、わたしの霊をお受け
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下さい」。 60そして、ひざまずいて、大声で叫んだ

、「主よ、どうぞ、この罪を彼らに負わせないで下

さい」。こう言って、彼は眠りについた。

8サウロは、ステパノを殺すことに賛成していた。

その日、エルサレムの教会に対して大迫害が起り、

使徒以外の者はことごとく、ユダヤとサマリヤとの

地方に散らされて行った。 2信仰深い人たちはステ

パノを葬り、彼のために胸を打って、非常に悲しん

だ。 3ところが、サウロは家々に押し入って、男や

女を引きずり出し、次々に獄に渡して、教会を荒し

回った。 4さて、散らされて行った人たちは、御言

を宣べ伝えながら、めぐり歩いた。 5ピリポはサマ

リヤの町に下って行き、人々にキリストを宣べはじ

めた。 6群衆はピリポの話を聞き、その行っていた

しるしを見て、こぞって彼の語ることに耳を傾けた

。 7汚れた霊につかれた多くの人々からは、その霊

が大声でわめきながら出て行くし、また、多くの中

風をわずらっている者や、足のきかない者がいやさ

れたからである。 8それで、この町では人々が、大

変なよろこびかたであった。 9さて、この町に以前

からシモンという人がいた。彼は魔術を行ってサマ

リヤの人たちを驚かし、自分をさも偉い者のように

言いふらしていた。 10それで、小さい者から大きい

者にいたるまで皆、彼について行き、「この人こそ

は『大能』と呼ばれる神の力である」と言っていた

。 11彼らがこの人について行ったのは、ながい間そ

の魔術に驚かされていたためであった。 12ところが

、ピリポが神の国とイエス・キリストの名について

宣べ伝えるに及んで、男も女も信じて、ぞくぞくと
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バプテスマを受けた。 13シモン自身も信じて、バプ

テスマを受け、それから、引きつづきピリポについ

て行った。そして、数々のしるしやめざましい奇跡

が行われるのを見て、驚いていた。 14エルサレムに

いる使徒たちは、サマリヤの人々が、神の言を受け

入れたと聞いて、ペテロとヨハネとを、そこにつか

わした。 15ふたりはサマリヤに下って行って、みん

なが聖霊を受けるようにと、彼らのために祈った。

16それは、彼らはただ主イエスの名によってバプテ

スマを受けていただけで、聖霊はまだだれにも下っ

ていなかったからである。 17そこで、ふたりが手を

彼らの上においたところ、彼らは聖霊を受けた。 18

シモンは、使徒たちが手をおいたために、御霊が人

々に授けられたのを見て、金をさし出し、 19「わた

しが手をおけばだれにでも聖霊が授けられるように

、その力をわたしにも下さい」と言った。 20そこで

、ペテロが彼に言った、「おまえの金は、おまえも

ろとも、うせてしまえ。神の賜物が、金で得られる

などと思っているのか。 21おまえの心が神の前に正

しくないから、おまえは、とうてい、この事にあず

かることができない。 22だから、この悪事を悔いて

、主に祈れ。そうすればあるいはそんな思いを心に

いだいたことが、ゆるされるかも知れない。 23おま

えには、まだ苦い胆汁があり、不義のなわ目がから

みついている。それが、わたしにわかっている」。

24シモンはこれを聞いて言った、「仰せのような事

が、わたしの身に起らないように、どうぞ、わたし

のために主に祈って下さい」。 25使徒たちは力強く

あかしをなし、また主の言を語った後、サマリヤ人



使徒の働き 2387

の多くの村々に福音を宣べ伝えて、エルサレムに帰

った。 26しかし、主の使がピリポにむかって言った

、「立って南方に行き、エルサレムからガザへ下る

道に出なさい」（このガザは、今は荒れはてている

）。 27そこで、彼は立って出かけた。すると、ちょ

うど、エチオピヤ人の女王カンダケの高官で、女王

の財宝全部を管理していた宦官であるエチオピヤ人

が、礼拝のためエルサレムに上り、 28その帰途につ

いていたところであった。彼は自分の馬車に乗って

、預言者イザヤの書を読んでいた。 29御霊がピリポ

に「進み寄って、あの馬車に並んで行きなさい」と

言った。 30そこでピリポが駆けて行くと、預言者イ

ザヤの書を読んでいるその人の声が聞えたので、「

あなたは、読んでいることが、おわかりですか」と

尋ねた。 31彼は「だれかが、手びきをしてくれなけ

れば、どうしてわかりましょう」と答えた。そして

、馬車に乗って一緒にすわるようにと、ピリポにす

すめた。 32彼が読んでいた聖書の箇所は、これであ

った、「彼は、ほふり場に引かれて行く羊のように

、また、黙々として、毛を刈る者の前に立つ小羊の

ように、口を開かない。 33彼は、いやしめられて、

そのさばきも行われなかった。だれが、彼の子孫の

ことを語ることができようか、彼の命が地上から取

り去られているからには」。 34宦官はピリポにむか

って言った、「お尋ねしますが、ここで預言者はだ

れのことを言っているのですか。自分のことですか

、それとも、だれかほかの人のことですか」。 35そ

こでピリポは口を開き、この聖句から説き起して、

イエスのことを宣べ伝えた。 36道を進んで行くうち
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に、水のある所にきたので、宦官が言った、「ここ

に水があります。わたしがバプテスマを受けるのに

、なんのさしつかえがありますか」。〔 37これに対

して、ピリポは、「あなたがまごころから信じるな

ら、受けてさしつかえはありません」と言った。す

ると、彼は「わたしは、イエス・キリストを神の子

と信じます」と答えた。〕 38そこで車をとめさせ、

ピリポと宦官と、ふたりとも、水の中に降りて行き

、ピリポが宦官にバプテスマを授けた。 39ふたりが

水から上がると、主の霊がピリポをさらって行った

ので、宦官はもう彼を見ることができなかった。宦

官はよろこびながら旅をつづけた。 40その後、ピリ

ポはアゾトに姿をあらわして、町々をめぐり歩き、

いたるところで福音を宣べ伝えて、ついにカイザリ

ヤに着いた。

9さてサウロは、なおも主の弟子たちに対する脅迫

、殺害の息をはずませながら、大祭司のところに行

って、 2ダマスコの諸会堂あての添書を求めた。そ

れは、この道の者を見つけ次第、男女の別なく縛り

あげて、エルサレムにひっぱって来るためであった

。 3ところが、道を急いでダマスコの近くにきたと

き、突然、天から光がさして、彼をめぐり照した。

4彼は地に倒れたが、その時「サウロ、サウロ、なぜ

わたしを迫害するのか」と呼びかける声を聞いた。

5そこで彼は「主よ、あなたは、どなたですか」と尋

ねた。すると答があった、「わたしは、あなたが迫

害しているイエスである。 6さあ立って、町にはい

って行きなさい。そうすれば、そこであなたのなす

べき事が告げられるであろう」。 7サウロの同行者
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たちは物も言えずに立っていて、声だけは聞えたが

、だれも見えなかった。 8サウロは地から起き上が

って目を開いてみたが、何も見えなかった。そこで

人々は、彼の手を引いてダマスコへ連れて行った。

9彼は三日間、目が見えず、また食べることも飲むこ

ともしなかった。 10さて、ダマスコにアナニヤとい

うひとりの弟子がいた。この人に主が幻の中に現れ

て、「アナニヤよ」とお呼びになった。彼は「主よ

、わたしでございます」と答えた。 11そこで主が彼

に言われた、「立って、『真すぐ』という名の路地

に行き、ユダの家でサウロというタルソ人を尋ねな

さい。彼はいま祈っている。 12彼はアナニヤという

人がはいってきて、手を自分の上において再び見え

るようにしてくれるのを、幻で見たのである」。 13

アナニヤは答えた、「主よ、あの人がエルサレムで

、どんなにひどい事をあなたの聖徒たちにしたかに

ついては、多くの人たちから聞いています。 14そし

て彼はここでも、御名をとなえる者たちをみな捕縛

する権を、祭司長たちから得てきているのです」。

15しかし、主は仰せになった、「さあ、行きなさい

。あの人は、異邦人たち、王たち、またイスラエル

の子らにも、わたしの名を伝える器として、わたし

が選んだ者である。 16わたしの名のために彼がどん

なに苦しまなければならないかを、彼に知らせよう

」。 17そこでアナニヤは、出かけて行ってその家に

はいり、手をサウロの上において言った、「兄弟サ

ウロよ、あなたが来る途中で現れた主イエスは、あ

なたが再び見えるようになるため、そして聖霊に満

たされるために、わたしをここにおつかわしになっ
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たのです」。 18するとたちどころに、サウロの目か

ら、うろこのようなものが落ちて、元どおり見える

ようになった。そこで彼は立ってバプテスマを受け

、 19また食事をとって元気を取りもどした。サウロ

は、ダマスコにいる弟子たちと共に数日間を過ごし

てから、 20ただちに諸会堂でイエスのことを宣べ伝

え、このイエスこそ神の子であると説きはじめた。

21これを聞いた人たちはみな非常に驚いて言った、

「あれは、エルサレムでこの名をとなえる者たちを

苦しめた男ではないか。その上ここにやってきたの

も、彼らを縛りあげて、祭司長たちのところへひっ

ぱって行くためではなかったか」。 22しかし、サウ

ロはますます力が加わり、このイエスがキリストで

あることを論証して、ダマスコに住むユダヤ人たち

を言い伏せた。 23相当の日数がたったころ、ユダヤ

人たちはサウロを殺す相談をした。 24ところが、そ

の陰謀が彼の知るところとなった。彼らはサウロを

殺そうとして、夜昼、町の門を見守っていたのであ

る。 25そこで彼の弟子たちが、夜の間に彼をかごに

乗せて、町の城壁づたいにつりおろした。 26サウロ

はエルサレムに着いて、弟子たちの仲間に加わろう

と努めたが、みんなの者は彼を弟子だとは信じない

で、恐れていた。 27ところが、バルナバは彼の世話

をして使徒たちのところへ連れて行き、途中で主が

彼に現れて語りかけたことや、彼がダマスコでイエ

スの名で大胆に宣べ伝えた次第を、彼らに説明して

聞かせた。 28それ以来、彼は使徒たちの仲間に加わ

り、エルサレムに出入りし、主の名によって大胆に

語り、 29ギリシヤ語を使うユダヤ人たちとしばしば
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語り合い、また論じ合った。しかし、彼らは彼を殺

そうとねらっていた。 30兄弟たちはそれと知って、

彼をカイザリヤに連れてくだり、タルソへ送り出し

た。 31こうして教会は、ユダヤ、ガリラヤ、サマリ

ヤ全地方にわたって平安を保ち、基礎がかたまり、

主をおそれ聖霊にはげまされて歩み、次第に信徒の

数を増して行った。 32ペテロは方々をめぐり歩いた

が、ルダに住む聖徒たちのところへも下って行った

。 33そして、そこで、八年間も床についているアイ

ネヤという人に会った。この人は中風であった。 34

ペテロが彼に言った、「アイネヤよ、イエス・キリ

ストがあなたをいやして下さるのだ。起きなさい。

そして床を取りあげなさい」。すると、彼はただち

に起きあがった。 35ルダとサロンに住む人たちは、

みなそれを見て、主に帰依した。 36ヨッパにタビタ

（これを訳すと、ドルカス、すなわち、かもしか）

という女弟子がいた。数々のよい働きや施しをして

いた婦人であった。 37ところが、そのころ病気にな

って死んだので、人々はそのからだを洗って、屋上

の間に安置した。 38ルダはヨッパに近かったので、

弟子たちはペテロがルダにきていると聞き、ふたり

の者を彼のもとにやって、「どうぞ、早くこちらに

おいで下さい」と頼んだ。 39そこでペテロは立って

、ふたりの者に連れられてきた。彼が着くとすぐ、

屋上の間に案内された。すると、やもめたちがみん

な彼のそばに寄ってきて、ドルカスが生前つくった

下着や上着の数々を、泣きながら見せるのであった

。 40ペテロはみんなの者を外に出し、ひざまずいて

祈った。それから死体の方に向いて、「タビタよ、
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起きなさい」と言った。すると彼女は目をあけ、ペ

テロを見て起きなおった。 41ペテロは彼女に手をか

して立たせた。それから、聖徒たちや、やもめたち

を呼び入れて、彼女が生きかえっているのを見せた

。 42このことがヨッパ中に知れわたり、多くの人々

が主を信じた。 43ペテロは、皮なめしシモンという

人の家に泊まり、しばらくの間ヨッパに滞在した。

10さて、カイザリヤにコルネリオという名の人が

いた。イタリヤ隊と呼ばれた部隊の百卒長で、 2信

心深く、家族一同と共に神を敬い、民に数々の施し

をなし、絶えず神に祈をしていた。 3ある日の午後

三時ごろ、神の使が彼のところにきて、「コルネリ

オよ」と呼ぶのを、幻ではっきり見た。 4彼は御使

を見つめていたが、恐ろしくなって、「主よ、なん

でございますか」と言った。すると御使が言った、

「あなたの祈や施しは神のみ前にとどいて、おぼえ

られている。 5ついては今、ヨッパに人をやって、

ペテロと呼ばれるシモンという人を招きなさい。 6

この人は、海べに家をもつ皮なめしシモンという者

の客となっている」。 7このお告げをした御使が立

ち去ったのち、コルネリオは、僕ふたりと、部下の

中で信心深い兵卒ひとりとを呼び、 8いっさいの事

を説明して聞かせ、ヨッパへ送り出した。 9翌日、

この三人が旅をつづけて町の近くにきたころ、ペテ

ロは祈をするため屋上にのぼった。時は昼の十二時

ごろであった。 10彼は空腹をおぼえて、何か食べた

いと思った。そして、人々が食事の用意をしている

間に、夢心地になった。 11すると、天が開け、大き

な布のような入れ物が、四すみをつるされて、地上



使徒の働き 2393

に降りて来るのを見た。 12その中には、地上の四つ

足や這うもの、また空の鳥など、各種の生きものが

はいっていた。 13そして声が彼に聞えてきた、「ペ

テロよ。立って、それらをほふって食べなさい」。

14ペテロは言った、「主よ、それはできません。わ

たしは今までに、清くないもの、汚れたものは、何

一つ食べたことがありません」。 15すると、声が二

度目にかかってきた、「神がきよめたものを、清く

ないなどと言ってはならない」。 16こんなことが三

度もあってから、その入れ物はすぐ天に引き上げら

れた。 17ペテロが、いま見た幻はなんの事だろうか

と、ひとり思案にくれていると、ちょうどその時、

コルネリオから送られた人たちが、シモンの家を尋

ね当てて、その門口に立っていた。 18そして声をか

けて、「ペテロと呼ばれるシモンというかたが、こ

ちらにお泊まりではございませんか」と尋ねた。 19

ペテロはなおも幻について、思いめぐらしていると

、御霊が言った、「ごらんなさい、三人の人たちが

、あなたを尋ねてきている。 20さあ、立って下に降

り、ためらわないで、彼らと一緒に出かけるがよい

。わたしが彼らをよこしたのである」。 21そこでペ

テロは、その人たちのところに降りて行って言った

、「わたしがお尋ねのペテロです。どんなご用でお

いでになったのですか」。 22彼らは答えた、「正し

い人で、神を敬い、ユダヤの全国民に好感を持たれ

ている百卒長コルネリオが、あなたを家に招いてお

話を伺うようにとのお告げを、聖なる御使から受け

ましたので、参りました」。 23そこで、ペテロは、

彼らを迎えて泊まらせた。翌日、ペテロは立って、
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彼らと連れだって出発した。ヨッパの兄弟たち数人

も一緒に行った。 24その次の日に、一行はカイザリ

ヤに着いた。コルネリオは親族や親しい友人たちを

呼び集めて、待っていた。 25ペテロがいよいよ到着

すると、コルネリオは出迎えて、彼の足もとにひれ

伏して拝した。 26するとペテロは、彼を引き起して

言った、「お立ちなさい。わたしも同じ人間です」

。 27それから共に話しながら、へやにはいって行く

と、そこには、すでに大ぜいの人が集まっていた。

28ペテロは彼らに言った、「あなたがたが知ってい

るとおり、ユダヤ人が他国の人と交際したり、出入

りしたりすることは、禁じられています。ところが

、神は、どんな人間をも清くないとか、汚れている

とか言ってはならないと、わたしにお示しになりま

した。 29お招きにあずかった時、少しもためらわず

に参ったのは、そのためなのです。そこで伺います

が、どういうわけで、わたしを招いてくださったの

ですか」。 30これに対してコルネリオが答えた、「

四日前、ちょうどこの時刻に、わたしが自宅で午後

三時の祈をしていますと、突然、輝いた衣を着た人

が、前に立って申しました、 31『コルネリオよ、あ

なたの祈は聞きいれられ、あなたの施しは神のみ前

におぼえられている。 32そこでヨッパに人を送って

ペテロと呼ばれるシモンを招きなさい。その人は皮

なめしシモンの海沿いの家に泊まっている』。 33そ

れで、早速あなたをお呼びしたのです。ようこそお

いで下さいました。今わたしたちは、主があなたに

お告げになったことを残らず伺おうとして、みな神

のみ前にまかり出ているのです」。 34そこでペテロ
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は口を開いて言った、「神は人をかたよりみないか

たで、 35神を敬い義を行う者はどの国民でも受けい

れて下さることが、ほんとうによくわかってきまし

た。 36あなたがたは、神がすべての者の主なるイエ

ス・キリストによって平和の福音を宣べ伝えて、イ

スラエルの子らにお送り下さった御言をご存じでし

ょう。 37それは、ヨハネがバプテスマを説いた後、

ガリラヤから始まってユダヤ全土にひろまった福音

を述べたものです。 38神はナザレのイエスに聖霊と

力とを注がれました。このイエスは、神が共におら

れるので、よい働きをしながら、また悪魔に押えつ

けられている人々をことごとくいやしながら、巡回

されました。 39わたしたちは、イエスがこうしてユ

ダヤ人の地やエルサレムでなさったすべてのことの

証人であります。人々はこのイエスを木にかけて殺

したのです。 40しかし神はイエスを三日目によみが

えらせ、 41全部の人々にではなかったが、わたした

ち証人としてあらかじめ選ばれた者たちに現れるよ

うにして下さいました。わたしたちは、イエスが死

人の中から復活された後、共に飲食しました。 42そ

れから、イエスご自身が生者と死者との審判者とし

て神に定められたかたであることを、人々に宣べ伝

え、またあかしするようにと、神はわたしたちにお

命じになったのです。 43預言者たちもみな、イエス

を信じる者はことごとく、その名によって罪のゆる

しが受けられると、あかしをしています」。 44ペテ

ロがこれらの言葉をまだ語り終えないうちに、それ

を聞いていたみんなの人たちに、聖霊がくだった。

45割礼を受けている信者で、ペテロについてきた人
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たちは、異邦人たちにも聖霊の賜物が注がれたのを

見て、驚いた。 46それは、彼らが異言を語って神を

さんびしているのを聞いたからである。そこで、ペ

テロが言い出した、 47「この人たちがわたしたちと

同じように聖霊を受けたからには、彼らに水でバプ

テスマを授けるのを、だれがこばみ得ようか」。 48

こう言って、ペテロはその人々に命じて、イエス・

キリストの名によってバプテスマを受けさせた。そ

れから、彼らはペテロに願って、なお数日のあいだ

滞在してもらった。

11さて、異邦人たちも神の言を受けいれたという

ことが、使徒たちやユダヤにいる兄弟たちに聞えて

きた。 2そこでペテロがエルサレムに上ったとき、

割礼を重んじる者たちが彼をとがめて言った、 3「

あなたは、割礼のない人たちのところに行って、食

事を共にしたということだが」。 4そこでペテロは

口を開いて、順序正しく説明して言った、 5「わた

しがヨッパの町で祈っていると、夢心地になって幻

を見た。大きな布のような入れ物が、四すみをつる

されて、天から降りてきて、わたしのところにとど

いた。 6注意して見つめていると、地上の四つ足、

野の獣、這うもの、空の鳥などが、はいっていた。

7それから声がして、『ペテロよ、立って、それらを

ほふって食べなさい』と、わたしに言うのが聞えた

。 8わたしは言った、『主よ、それはできません。

わたしは今までに、清くないものや汚れたものを口

に入れたことが一度もございません』。 9すると、

二度目に天から声がかかってきた、『神がきよめた

ものを、清くないなどと言ってはならない』。 10こ
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んなことが三度もあってから、全部のものがまた天

に引き上げられてしまった。 11ちょうどその時、カ

イザリヤからつかわされてきた三人の人が、わたし

たちの泊まっていた家に着いた。 12御霊がわたしに

、ためらわずに彼らと共に行けと言ったので、ここ

にいる六人の兄弟たちも、わたしと一緒に出かけて

行き、一同がその人の家にはいった。 13すると彼は

わたしたちに、御使が彼の家に現れて、『ヨッパに

人をやって、ペテロと呼ばれるシモンを招きなさい

。 14この人は、あなたとあなたの全家族とが救われ

る言葉を語って下さるであろう』と告げた次第を、

話してくれた。 15そこでわたしが語り出したところ

、聖霊が、ちょうど最初わたしたちの上にくだった

と同じように、彼らの上にくだった。 16その時わた

しは、主が『ヨハネは水でバプテスマを授けたが、

あなたがたは聖霊によってバプテスマを受けるであ

ろう』と仰せになった言葉を思い出した。 17このよ

うに、わたしたちが主イエス・キリストを信じた時

に下さったのと同じ賜物を、神が彼らにもお与えに

なったとすれば、わたしのような者が、どうして神

を妨げることができようか」。 18人々はこれを聞い

て黙ってしまった。それから神をさんびして、「そ

れでは神は、異邦人にも命にいたる悔改めをお与え

になったのだ」と言った。 19さて、ステパノのこと

で起った迫害のために散らされた人々は、ピニケ、

クプロ、アンテオケまでも進んで行ったが、ユダヤ

人以外の者には、だれにも御言を語っていなかった

。 20ところが、その中に数人のクプロ人とクレネ人

がいて、アンテオケに行ってからギリシヤ人にも呼
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びかけ、主イエスを宣べ伝えていた。 21そして、主

のみ手が彼らと共にあったため、信じて主に帰依す

るものの数が多かった。 22このうわさがエルサレム

にある教会に伝わってきたので、教会はバルナバを

アンテオケにつかわした。 23彼は、そこに着いて、

神のめぐみを見てよろこび、主に対する信仰を揺る

がない心で持ちつづけるようにと、みんなの者を励

ました。 24彼は聖霊と信仰とに満ちた立派な人であ

ったからである。こうして主に加わる人々が、大ぜ

いになった。 25そこでバルナバはサウロを捜しにタ

ルソへ出かけて行き、 26彼を見つけたうえ、アンテ

オケに連れて帰った。ふたりは、まる一年、ともど

もに教会で集まりをし、大ぜいの人々を教えた。こ

のアンテオケで初めて、弟子たちがクリスチャンと

呼ばれるようになった。 27そのころ、預言者たちが

エルサレムからアンテオケにくだってきた。 28その

中のひとりであるアガボという者が立って、世界中

に大ききんが起るだろうと、御霊によって預言した

ところ、果してそれがクラウデオ帝の時に起った。

29そこで弟子たちは、それぞれの力に応じて、ユダ

ヤに住んでいる兄弟たちに援助を送ることに決めた

。 30そして、それをバルナバとサウロとの手に託し

て、長老たちに送りとどけた。

12そのころ、ヘロデ王は教会のある者たちに圧迫

の手をのばし、 2ヨハネの兄弟ヤコブをつるぎで切

り殺した。 3そして、それがユダヤ人たちの意にか

なったのを見て、さらにペテロをも捕えにかかった

。それは除酵祭の時のことであった。 4ヘロデはペ

テロを捕えて獄に投じ、四人一組の兵卒四組に引き
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渡して、見張りをさせておいた。過越の祭のあとで

、彼を民衆の前に引き出すつもりであったのである

。 5こうして、ペテロは獄に入れられていた。教会

では、彼のために熱心な祈が神にささげられた。 6

ヘロデが彼を引き出そうとしていたその夜、ペテロ

は二重の鎖につながれ、ふたりの兵卒の間に置かれ

て眠っていた。番兵たちは戸口で獄を見張っていた

。 7すると、突然、主の使がそばに立ち、光が獄内

を照した。そして御使はペテロのわき腹をつついて

起し、「早く起きあがりなさい」と言った。すると

鎖が彼の両手から、はずれ落ちた。 8御使が「帯を

しめ、くつをはきなさい」と言ったので、彼はその

とおりにした。それから「上着を着て、ついてきな

さい」と言われたので、 9ペテロはついて出て行っ

た。彼には御使のしわざが現実のこととは考えられ

ず、ただ幻を見ているように思われた。 10彼らは第

一、第二の衛所を通りすぎて、町に抜ける鉄門のと

ころに来ると、それがひとりでに開いたので、そこ

を出て一つの通路に進んだとたんに、御使は彼を離

れ去った。 11その時ペテロはわれにかえって言った

、「今はじめて、ほんとうのことがわかった。主が

御使をつかわして、ヘロデの手から、またユダヤ人

たちの待ちもうけていたあらゆる災から、わたしを

救い出して下さったのだ」。 12ペテロはこうとわか

ってから、マルコと呼ばれているヨハネの母マリヤ

の家に行った。その家には大ぜいの人が集まって祈

っていた。 13彼が門の戸をたたいたところ、ロダと

いう女中が取次ぎに出てきたが、 14ペテロの声だと

わかると、喜びのあまり、門をあけもしないで家に
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駆け込み、ペテロが門口に立っていると報告した。

15人々は「あなたは気が狂っている」と言ったが、

彼女は自分の言うことに間違いはないと、言い張っ

た。そこで彼らは「それでは、ペテロの御使だろう

」と言った。 16しかし、ペテロが門をたたきつづけ

るので、彼らがあけると、そこにペテロがいたのを

見て驚いた。 17ペテロは手を振って彼らを静め、主

が獄から彼を連れ出して下さった次第を説明し、「

このことを、ヤコブやほかの兄弟たちに伝えて下さ

い」と言い残して、どこかほかの所へ出て行った。

18夜が明けると、兵卒たちの間に、ペテロはいった

いどうなったのだろうと、大へんな騒ぎが起った。

19ヘロデはペテロを捜しても見つからないので、番

兵たちを取り調べたうえ、彼らを死刑に処するよう

に命じ、そして、ユダヤからカイザリヤにくだって

行って、そこに滞在した。 20さて、ツロとシドンと

の人々は、ヘロデの怒りに触ていたので、一同うち

そろって王をおとずれ、王の侍従官ブラストに取り

いって、和解かたを依頼した。彼らの地方が、王の

国から食糧を得ていたからである。 21定められた日

に、ヘロデは王服をまとって王座にすわり、彼らに

むかって演説をした。 22集まった人々は、「これは

神の声だ、人間の声ではない」と叫びつづけた。 23

するとたちまち、主の使が彼を打った。神に栄光を

帰することをしなかったからである。彼は虫にかま

れて息が絶えてしまった。 24こうして、主の言はま

すます盛んにひろまって行った。 25バルナバとサウ

ロとは、その任務を果したのち、マルコと呼ばれて

いたヨハネを連れて、エルサレムから帰ってきた。
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13さて、アンテオケにある教会には、バルナバ、

ニゲルと呼ばれるシメオン、クレネ人ルキオ、領主

ヘロデの乳兄弟マナエン、およびサウロなどの預言

者や教師がいた。 2一同が主に礼拝をささげ、断食

をしていると、聖霊が「さあ、バルナバとサウロと

を、わたしのために聖別して、彼らに授けておいた

仕事に当らせなさい」と告げた。 3そこで一同は、

断食と祈とをして、手をふたりの上においた後、出

発させた。 4ふたりは聖霊に送り出されて、セルキ

ヤにくだり、そこから舟でクプロに渡った。 5そし

てサラミスに着くと、ユダヤ人の諸会堂で神の言を

宣べはじめた。彼らはヨハネを助け手として連れて

いた。 6島全体を巡回して、パポスまで行ったとこ

ろ、そこでユダヤ人の魔術師、バルイエスというに

せ預言者に出会った。 7彼は地方総督セルギオ・パ

ウロのところに出入りをしていた。この総督は賢明

な人であって、バルナバとサウロとを招いて、神の

言を聞こうとした。 8ところが魔術師エルマ（彼の

名は「魔術師」との意）は、総督を信仰からそらそ

うとして、しきりにふたりの邪魔をした。 9サウロ

、またの名はパウロ、は聖霊に満たされ、彼をにら

みつけて 10言った、「ああ、あらゆる偽りと邪悪と

でかたまっている悪魔の子よ、すべて正しいものの

敵よ。主のまっすぐな道を曲げることを止めないの

か。 11見よ、主のみ手がおまえの上に及んでいる。

おまえは盲になって、当分、日の光が見えなくなる

のだ」。たちまち、かすみとやみとが彼にかかった

ため、彼は手さぐりしながら、手を引いてくれる人

を捜しまわった。 12総督はこの出来事を見て、主の
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教にすっかり驚き、そして信じた。 13パウロとその

一行は、パポスから船出して、パンフリヤのペルガ

に渡った。ここでヨハネは一行から身を引いて、エ

ルサレムに帰ってしまった。 14しかしふたりは、ペ

ルガからさらに進んで、ピシデヤのアンテオケに行

き、安息日に会堂にはいって席に着いた。 15律法と

預言書の朗読があったのち、会堂司たちが彼らのと

ころに人をつかわして、「兄弟たちよ、もしあなた

がたのうち、どなたか、この人々に何か奨励の言葉

がありましたら、どうぞお話し下さい」と言わせた

。 16そこでパウロが立ちあがり、手を振りながら言

った。「イスラエルの人たち、ならびに神を敬うか

たがたよ、お聞き下さい。 17この民イスラエルの神

は、わたしたちの先祖を選び、エジプトの地に滞在

中、この民を大いなるものとし、み腕を高くさし上

げて、彼らをその地から導き出された。 18そして約

四十年にわたって、荒野で彼らをはぐくみ、 19カナ

ンの地では七つの異民族を打ち滅ぼし、その地を彼

らに譲り与えられた。 20それらのことが約四百五十

年の年月にわたった。その後、神はさばき人たちを

おつかわしになり、預言者サムエルの時に及んだ。

21その時、人々が王を要求したので、神はベニヤミ

ン族の人、キスの子サウロを四十年間、彼らにおつ

かわしになった。 22それから神はサウロを退け、ダ

ビデを立てて王とされたが、彼についてあかしをし

て、『わたしはエッサイの子ダビデを見つけた。彼

はわたしの心にかなった人で、わたしの思うところ

を、ことごとく実行してくれるであろう』と言われ

た。 23神は約束にしたがって、このダビデの子孫の
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中から救主イエスをイスラエルに送られたが、 24そ

のこられる前に、ヨハネがイスラエルのすべての民

に悔改めのバプテスマを、あらかじめ宣べ伝えてい

た。 25ヨハネはその一生の行程を終ろうとするに当

って言った、『わたしは、あなたがたが考えている

ような者ではない。しかし、わたしのあとから来る

かたがいる。わたしはそのくつを脱がせてあげる値

うちもない』。 26兄弟たち、アブラハムの子孫のか

たがた、ならびに皆さんの中の神を敬う人たちよ。

この救の言葉はわたしたちに送られたのである。 27

エルサレムに住む人々やその指導者たちは、イエス

を認めずに刑に処し、それによって、安息日ごとに

読む預言者の言葉が成就した。 28また、なんら死に

当る理由が見いだせなかったのに、ピラトに強要し

てイエスを殺してしまった。 29そして、イエスにつ

いて書いてあることを、皆なし遂げてから、人々は

イエスを木から取りおろして墓に葬った。 30しかし

、神はイエスを死人の中から、よみがえらせたので

ある。 31イエスは、ガリラヤからエルサレムへ一緒

に上った人たちに、幾日ものあいだ現れ、そして、

彼らは今や、人々に対してイエスの証人となってい

る。 32わたしたちは、神が先祖たちに対してなされ

た約束を、ここに宣べ伝えているのである。 33神は

、イエスをよみがえらせて、わたしたち子孫にこの

約束を、お果しになった。それは詩篇の第二篇にも

、『あなたこそは、わたしの子。きょう、わたしは

あなたを生んだ』と書いてあるとおりである。 34ま

た、神がイエスを死人の中からよみがえらせて、い

つまでも朽ち果てることのないものとされたことに
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ついては、『わたしは、ダビデに約束した確かな聖

なる祝福を、あなたがたに授けよう』と言われた。

35だから、ほかの箇所でもこう言っておられる、『

あなたの聖者が朽ち果てるようなことは、お許しに

ならないであろう』。 36事実、ダビデは、その時代

の人々に神のみ旨にしたがって仕えたが、やがて眠

りにつき、先祖たちの中に加えられて、ついに朽ち

果ててしまった。 37しかし、神がよみがえらせたか

たは、朽ち果てることがなかったのである。 38だか

ら、兄弟たちよ、この事を承知しておくがよい。す

なわち、このイエスによる罪のゆるしの福音が、今

やあなたがたに宣べ伝えられている。そして、モー

セの律法では義とされることができなかったすべて

の事についても、 39信じる者はもれなく、イエスに

よって義とされるのである。 40だから預言者たちの

書にかいてある次のようなことが、あなたがたの身

に起らないように気をつけなさい。 41『見よ、侮る

者たちよ。驚け、そして滅び去れ。わたしは、あな

たがたの時代に一つの事をする。それは、人がどん

なに説明して聞かせても、あなたがたのとうてい信

じないような事なのである』」。 42ふたりが会堂を

出る時、人々は次の安息日にも、これと同じ話をし

てくれるようにと、しきりに願った。 43そして集会

が終ってからも、大ぜいのユダヤ人や信心深い改宗

者たちが、パウロとバルナバとについてきたので、

ふたりは、彼らが引きつづき神のめぐみにとどまっ

ているようにと、説きすすめた。 44次の安息日には

、ほとんど全市をあげて、神の言を聞きに集まって

きた。 45するとユダヤ人たちは、その群衆を見てね
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たましく思い、パウロの語ることに口ぎたなく反対

した。 46パウロとバルナバとは大胆に語った、「神

の言は、まず、あなたがたに語り伝えられなければ

ならなかった。しかし、あなたがたはそれを退け、

自分自身を永遠の命にふさわしからぬ者にしてしま

ったから、さあ、わたしたちはこれから方向をかえ

て、異邦人たちの方に行くのだ。 (aiōnios g166) 47主は

わたしたちに、こう命じておられる、『わたしは、

あなたを立てて異邦人の光とした。あなたが地の果

までも救をもたらすためである』」。 48異邦人たち

はこれを聞いてよろこび、主の御言をほめたたえて

やまなかった。そして、永遠の命にあずかるように

定められていた者は、みな信じた。 (aiōnios g166) 49こ

うして、主の御言はこの地方全体にひろまって行っ

た。 50ところが、ユダヤ人たちは、信心深い貴婦人

たちや町の有力者たちを煽動して、パウロとバルナ

バを迫害させ、ふたりをその地方から追い出させた

。 51ふたりは、彼らに向けて足のちりを払い落して

、イコニオムへ行った。 52弟子たちは、ますます喜

びと聖霊とに満たされていた。

14ふたりは、イコニオムでも同じようにユダヤ人

の会堂にはいって語った結果、ユダヤ人やギリシヤ

人が大ぜい信じた。 2ところが、信じなかったユダ

ヤ人たちは異邦人たちをそそのかして、兄弟たちに

対して悪意をいだかせた。 3それにもかかわらず、

ふたりは長い期間をそこで過ごして、大胆に主のこ

とを語った。主は、彼らの手によってしるしと奇跡

とを行わせ、そのめぐみの言葉をあかしされた。 4

そこで町の人々が二派に分れ、ある人たちはユダヤ
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人の側につき、ある人たちは使徒の側についた。 5

その時、異邦人やユダヤ人が役人たちと一緒になっ

て反対運動を起し、使徒たちをはずかしめ、石で打

とうとしたので、 6ふたりはそれと気づいて、ルカ

オニヤの町々、ルステラ、デルベおよびその附近の

地へのがれ、 7そこで引きつづき福音を伝えた。 8

ところが、ルステラに足のきかない人が、すわって

いた。彼は生れながらの足なえで、歩いた経験が全

くなかった。 9この人がパウロの語るのを聞いてい

たが、パウロは彼をじっと見て、いやされるほどの

信仰が彼にあるのを認め、 10大声で「自分の足で、

まっすぐに立ちなさい」と言った。すると彼は踊り

上がって歩き出した。 11群衆はパウロのしたことを

見て、声を張りあげ、ルカオニヤの地方語で、「神

々が人間の姿をとって、わたしたちのところにお下

りになったのだ」と叫んだ。 12彼らはバルナバをゼ

ウスと呼び、パウロはおもに語る人なので、彼をヘ

ルメスと呼んだ。 13そして、郊外にあるゼウス神殿

の祭司が、群衆と共に、ふたりに犠牲をささげよう

と思って、雄牛数頭と花輪とを門前に持ってきた。

14ふたりの使徒バルナバとパウロとは、これを聞い

て自分の上着を引き裂き、群衆の中に飛び込んで行

き、叫んで 15言った、「皆さん、なぜこんな事をす

るのか。わたしたちとても、あなたがたと同じよう

な人間である。そして、あなたがたがこのような愚

にもつかぬものを捨てて、天と地と海と、その中の

すべてのものをお造りになった生ける神に立ち帰る

ようにと、福音を説いているものである。 16神は過

ぎ去った時代には、すべての国々の人が、それぞれ
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の道を行くままにしておかれたが、 17それでも、ご

自分のことをあかししないでおられたわけではない

。すなわち、あなたがたのために天から雨を降らせ

、実りの季節を与え、食物と喜びとで、あなたがた

の心を満たすなど、いろいろのめぐみをお与えにな

っているのである」。 18こう言って、ふたりは、や

っとのことで、群衆が自分たちに犠牲をささげるの

を、思い止まらせた。 19ところが、あるユダヤ人た

ちはアンテオケやイコニオムから押しかけてきて、

群衆を仲間に引き入れたうえ、パウロを石で打ち、

死んでしまったと思って、彼を町の外に引きずり出

した。 20しかし、弟子たちがパウロを取り囲んでい

る間に、彼は起きあがって町にはいって行った。そ

して翌日には、バルナバと一緒にデルベにむかって

出かけた。 21その町で福音を伝えて、大ぜいの人を

弟子とした後、ルステラ、イコニオム、アンテオケ

の町々に帰って行き、 22弟子たちを力づけ、信仰を

持ちつづけるようにと奨励し、「わたしたちが神の

国にはいるのには、多くの苦難を経なければならな

い」と語った。 23また教会ごとに彼らのために長老

たちを任命し、断食をして祈り、彼らをその信じて

いる主にゆだねた。 24それから、ふたりはピシデヤ

を通過してパンフリヤにきたが、 25ペルガで御言を

語った後、アタリヤにくだり、 26そこから舟でアン

テオケに帰った。彼らが今なし終った働きのために

、神の祝福を受けて送り出されたのは、このアンテ

オケからであった。 27彼らは到着早々、教会の人々

を呼び集めて、神が彼らと共にいてして下さった数

々のこと、また信仰の門を異邦人に開いて下さった
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ことなどを、報告した。 28そして、ふたりはしばら

くの間、弟子たちと一緒に過ごした。

15さて、ある人たちがユダヤから下ってきて、兄

弟たちに「あなたがたも、モーセの慣例にしたがっ

て割礼を受けなければ、救われない」と、説いてい

た。 2そこで、パウロやバルナバと彼らとの間に、

少なからぬ紛糾と争論とが生じたので、パウロ、バ

ルナバそのほか数人の者がエルサレムに上り、使徒

たちや長老たちと、この問題について協議すること

になった。 3彼らは教会の人々に見送られ、ピニケ

、サマリヤをとおって、道すがら、異邦人たちの改

宗の模様をくわしく説明し、すべての兄弟たちを大

いに喜ばせた。 4エルサレムに着くと、彼らは教会

と使徒たち、長老たちに迎えられて、神が彼らと共

にいてなされたことを、ことごとく報告した。 5と

ころが、パリサイ派から信仰にはいってきた人たち

が立って、「異邦人にも割礼を施し、またモーセの

律法を守らせるべきである」と主張した。 6そこで

、使徒たちや長老たちが、この問題について審議す

るために集まった。 7激しい争論があった後、ペテ

ロが立って言った、「兄弟たちよ、ご承知のとおり

、異邦人がわたしの口から福音の言葉を聞いて信じ

るようにと、神は初めのころに、諸君の中からわた

しをお選びになったのである。 8そして、人の心を

ご存じである神は、聖霊をわれわれに賜わったと同

様に彼らにも賜わって、彼らに対してあかしをなし

、 9また、その信仰によって彼らの心をきよめ、わ

れわれと彼らとの間に、なんの分けへだてもなさら

なかった。 10しかるに、諸君はなぜ、今われわれの
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先祖もわれわれ自身も、負いきれなかったくびきを

あの弟子たちの首にかけて、神を試みるのか。 11確

かに、主イエスのめぐみによって、われわれは救わ

れるのだと信じるが、彼らとても同様である」。 12

すると、全会衆は黙ってしまった。それから、バル

ナバとパウロとが、彼らをとおして異邦人の間に神

が行われた数々のしるしと奇跡のことを、説明する

のを聞いた。 13ふたりが語り終えた後、ヤコブはそ

れに応じて述べた、「兄弟たちよ、わたしの意見を

聞いていただきたい。 14神が初めに異邦人たちを顧

みて、その中から御名を負う民を選び出された次第

は、シメオンがすでに説明した。 15預言者たちの言

葉も、それと一致している。すなわち、こう書いて

ある、 16『その後、わたしは帰ってきて、倒れたダ

ビデの幕屋を建てかえ、くずれた箇所を修理し、そ

れを立て直そう。 17残っている人々も、わたしの名

を唱えているすべての異邦人も、主を尋ね求めるよ

うになるためである。 18世の初めからこれらの事を

知らせておられる主が、こう仰せになった』。 (aiōn

g165) 19そこで、わたしの意見では、異邦人の中から

神に帰依している人たちに、わずらいをかけてはい

けない。 20ただ、偶像に供えて汚れた物と、不品行

と、絞め殺したものと、血とを、避けるようにと、

彼らに書き送ることにしたい。 21古い時代から、ど

の町にもモーセの律法を宣べ伝える者がいて、安息

日ごとにそれを諸会堂で朗読するならわしであるか

ら」。 22そこで、使徒たちや長老たちは、全教会と

協議した末、お互の中から人々を選んで、パウロや

バルナバと共に、アンテオケに派遣することに決め
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た。選ばれたのは、バルサバというユダとシラスと

であったが、いずれも兄弟たちの間で重んじられて

いた人たちであった。 23この人たちに託された書面

はこうである。「あなたがたの兄弟である使徒およ

び長老たちから、アンテオケ、シリヤ、キリキヤに

いる異邦人の兄弟がたに、あいさつを送る。 24こち

らから行ったある者たちが、わたしたちからの指示

もないのに、いろいろなことを言って、あなたがた

を騒がせ、あなたがたの心を乱したと伝え聞いた。

25そこで、わたしたちは人々を選んで、愛するバル

ナバおよびパウロと共に、あなたがたのもとに派遣

することに、衆議一決した。 26このふたりは、われ

らの主イエス・キリストの名のために、その命を投

げ出した人々であるが、 27彼らと共に、ユダとシラ

スとを派遣する次第である。この人たちは、あなた

がたに、同じ趣旨のことを、口頭でも伝えるであろ

う。 28すなわち、聖霊とわたしたちとは、次の必要

事項のほかは、どんな負担をも、あなたがたに負わ

せないことに決めた。 29それは、偶像に供えたもの

と、血と、絞め殺したものと、不品行とを、避ける

ということである。これらのものから遠ざかってお

れば、それでよろしい。以上」。 30さて、一行は人

々に見送られて、アンテオケに下って行き、会衆を

集めて、その書面を手渡した。 31人々はそれを読ん

で、その勧めの言葉をよろこんだ。 32ユダとシラス

とは共に預言者であったので、多くの言葉をもって

兄弟たちを励まし、また力づけた。 33ふたりは、し

ばらくの時を、そこで過ごした後、兄弟たちから、

旅の平安を祈られて、見送りを受け、自分らを派遣
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した人々のところに帰って行った。〔 34しかし、シ

ラスだけは、引きつづきとどまることにした。〕 35

パウロとバルナバとはアンテオケに滞在をつづけて

、ほかの多くの人たちと共に、主の言葉を教えかつ

宣べ伝えた。 36幾日かの後、パウロはバルナバに言

った、「さあ、前に主の言葉を伝えたすべての町々

にいる兄弟たちを、また訪問して、みんながどうし

ているかを見てこようではないか」。 37そこで、バ

ルナバはマルコというヨハネも一緒に連れて行くつ

もりでいた。 38しかし、パウロは、前にパンフリヤ

で一行から離れて、働きを共にしなかったような者

は、連れて行かないがよいと考えた。 39こうして激

論が起り、その結果ふたりは互に別れ別れになり、

バルナバはマルコを連れてクプロに渡って行き、 40

パウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵みにゆ

だねられて、出発した。 41そしてパウロは、シリヤ

、キリキヤの地方をとおって、諸教会を力づけた。

16それから、彼はデルベに行き、次にルステラに

行った。そこにテモテという名の弟子がいた。信者

のユダヤ婦人を母とし、ギリシヤ人を父としており

、 2ルステラとイコニオムの兄弟たちの間で、評判

のよい人物であった。 3パウロはこのテモテを連れ

て行きたかったので、その地方にいるユダヤ人の手

前、まず彼に割礼を受けさせた。彼の父がギリシヤ

人であることは、みんな知っていたからである。 4

それから彼らは通る町々で、エルサレムの使徒たち

や長老たちの取り決めた事項を守るようにと、人々

にそれを渡した。 5こうして、諸教会はその信仰を

強められ、日ごとに数を増していった。 6それから
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彼らは、アジヤで御言を語ることを聖霊に禁じられ

たので、フルギヤ・ガラテヤ地方をとおって行った

。 7そして、ムシヤのあたりにきてから、ビテニヤ

に進んで行こうとしたところ、イエスの御霊がこれ

を許さなかった。 8それで、ムシヤを通過して、ト

ロアスに下って行った。 9ここで夜、パウロは一つ

の幻を見た。ひとりのマケドニヤ人が立って、「マ

ケドニヤに渡ってきて、わたしたちを助けて下さい

」と、彼に懇願するのであった。 10パウロがこの幻

を見た時、これは彼らに福音を伝えるために、神が

わたしたちをお招きになったのだと確信して、わた

したちは、ただちにマケドニヤに渡って行くことに

した。 11そこで、わたしたちはトロアスから船出し

て、サモトラケに直航し、翌日ネアポリスに着いた

。 12そこからピリピへ行った。これはマケドニヤの

この地方第一の町で、植民都市であった。わたした

ちは、この町に数日間滞在した。 13ある安息日に、

わたしたちは町の門を出て、祈り場があると思って

、川のほとりに行った。そして、そこにすわり、集

まってきた婦人たちに話をした。 14ところが、テア

テラ市の紫布の商人で、神を敬うルデヤという婦人

が聞いていた。主は彼女の心を開いて、パウロの語

ることに耳を傾けさせた。 15そして、この婦人もそ

の家族も、共にバプテスマを受けたが、その時、彼

女は「もし、わたしを主を信じる者とお思いでした

ら、どうぞ、わたしの家にきて泊まって下さい」と

懇望し、しいてわたしたちをつれて行った。 16ある

時、わたしたちが、祈り場に行く途中、占いの霊に

つかれた女奴隷に出会った。彼女は占いをして、そ



使徒の働き 2413

の主人たちに多くの利益を得させていた者である。

17この女が、パウロやわたしたちのあとを追ってき

ては、「この人たちは、いと高き神の僕たちで、あ

なたがたに救の道を伝えるかただ」と、叫び出すの

であった。 18そして、そんなことを幾日間もつづけ

ていた。パウロは困りはてて、その霊にむかい「イ

エス・キリストの名によって命じる。その女から出

て行け」と言った。すると、その瞬間に霊が女から

出て行った。 19彼女の主人たちは、自分らの利益を

得る望みが絶えたのを見て、パウロとシラスとを捕

え、役人に引き渡すため広場に引きずって行った。

20それから、ふたりを長官たちの前に引き出して訴

えた、「この人たちはユダヤ人でありまして、わた

したちの町をかき乱し、 21わたしたちローマ人が、

採用も実行もしてはならない風習を宣伝しているの

です」。 22群衆もいっせいに立って、ふたりを責め

たてたので、長官たちはふたりの上着をはぎ取り、

むちで打つことを命じた。 23それで、ふたりに何度

もむちを加えさせたのち、獄に入れ、獄吏にしっか

り番をするようにと命じた。 24獄吏はこの厳命を受

けたので、ふたりを奥の獄屋に入れ、その足に足か

せをしっかとかけておいた。 25真夜中ごろ、パウロ

とシラスとは、神に祈り、さんびを歌いつづけたが

、囚人たちは耳をすまして聞きいっていた。 26とこ

ろが突然、大地震が起って、獄の土台が揺れ動き、

戸は全部たちまち開いて、みんなの者の鎖が解けて

しまった。 27獄吏は目をさまし、獄の戸が開いてし

まっているのを見て、囚人たちが逃げ出したものと

思い、つるぎを抜いて自殺しかけた。 28そこでパウ
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ロは大声をあげて言った、「自害してはいけない。

われわれは皆ひとり残らず、ここにいる」。 29する

と、獄吏は、あかりを手に入れた上、獄に駆け込ん

できて、おののきながらパウロとシラスの前にひれ

伏した。 30それから、ふたりを外に連れ出して言っ

た、「先生がた、わたしは救われるために、何をす

べきでしょうか」。 31ふたりが言った、「主イエス

を信じなさい。そうしたら、あなたもあなたの家族

も救われます」。 32それから、彼とその家族一同と

に、神の言を語って聞かせた。 33彼は真夜中にもか

かわらず、ふたりを引き取って、その打ち傷を洗っ

てやった。そして、その場で自分も家族も、ひとり

残らずバプテスマを受け、 34さらに、ふたりを自分

の家に案内して食事のもてなしをし、神を信じる者

となったことを、全家族と共に心から喜んだ。 35夜

が明けると、長官たちは警吏らをつかわして、「あ

の人たちを釈放せよ」と言わせた。 36そこで、獄吏

はこの言葉をパウロに伝えて言った、「長官たちが

、あなたがたを釈放させるようにと、使をよこしま

した。さあ、出てきて、無事にお帰りなさい」。 37

ところが、パウロは警吏らに言った、「彼らは、ロ

ーマ人であるわれわれを、裁判にかけもせずに、公

衆の前でむち打ったあげく、獄に入れてしまった。

しかるに今になって、ひそかに、われわれを出そう

とするのか。それは、いけない。彼ら自身がここに

きて、われわれを連れ出すべきである」。 38警吏ら

はこの言葉を長官たちに報告した。すると長官たち

は、ふたりがローマ人だと聞いて恐れ、 39自分でや

ってきてわびた上、ふたりを獄から連れ出し、町か
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ら立ち去るようにと頼んだ。 40ふたりは獄を出て、

ルデヤの家に行った。そして、兄弟たちに会って勧

めをなし、それから出かけた。

17一行は、アムピポリスとアポロニヤとをとおっ

て、テサロニケに行った。ここにはユダヤ人の会堂

があった。 2パウロは例によって、その会堂にはい

って行って、三つの安息日にわたり、聖書に基いて

彼らと論じ、 3キリストは必ず苦難を受け、そして

死人の中からよみがえるべきこと、また「わたしが

あなたがたに伝えているこのイエスこそは、キリス

トである」とのことを、説明もし論証もした。 4あ

る人たちは納得がいって、パウロとシラスにしたが

った。その中には、信心深いギリシヤ人が多数あり

、貴婦人たちも少なくなかった。 5ところが、ユダ

ヤ人たちは、それをねたんで、町をぶらついている

ならず者らを集めて暴動を起し、町を騒がせた。そ

れからヤソンの家を襲い、ふたりを民衆の前にひっ

ぱり出そうと、しきりに捜した。 6しかし、ふたり

が見つからないので、ヤソンと兄弟たち数人を、市

の当局者のところに引きずって行き、叫んで言った

、「天下をかき回してきたこの人たちが、ここにも

はいり込んでいます。 7その人たちをヤソンが自分

の家に迎え入れました。この連中は、みなカイザル

の詔勅にそむいて行動し、イエスという別の王がい

るなどと言っています」。 8これを聞いて、群衆と

市の当局者は不安に感じた。 9そして、ヤソンやほ

かの者たちから、保証金を取った上、彼らを釈放し

た。 10そこで、兄弟たちはただちに、パウロとシラ

スとを、夜の間にベレヤへ送り出した。ふたりはベ
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レヤに到着すると、ユダヤ人の会堂に行った。 11こ

こにいるユダヤ人はテサロニケの者たちよりも素直

であって、心から教を受けいれ、果してそのとおり

かどうかを知ろうとして、日々聖書を調べていた。

12そういうわけで、彼らのうちの多くの者が信者に

なった。また、ギリシヤの貴婦人や男子で信じた者

も、少なくなかった。 13テサロニケのユダヤ人たち

は、パウロがベレヤでも神の言を伝えていることを

知り、そこにも押しかけてきて、群衆を煽動して騒

がせた。 14そこで、兄弟たちは、ただちにパウロを

送り出して、海べまで行かせ、シラスとテモテとは

ベレヤに居残った。 15パウロを案内した人たちは、

彼をアテネまで連れて行き、テモテとシラスとにな

るべく早く来るようにとのパウロの伝言を受けて、

帰った。 16さて、パウロはアテネで彼らを待ってい

る間に、市内に偶像がおびただしくあるのを見て、

心に憤りを感じた。 17そこで彼は、会堂ではユダヤ

人や信心深い人たちと論じ、広場では毎日そこで出

会う人々を相手に論じた。 18また、エピクロス派や

ストア派の哲学者数人も、パウロと議論を戦わせて

いたが、その中のある者たちが言った、「このおし

ゃべりは、いったい、何を言おうとしているのか」

。また、ほかの者たちは、「あれは、異国の神々を

伝えようとしているらしい」と言った。パウロが、

イエスと復活とを、宣べ伝えていたからであった。

19そこで、彼らはパウロをアレオパゴスの評議所に

連れて行って、「君の語っている新しい教がどんな

ものか、知らせてもらえまいか。 20君がなんだか珍

らしいことをわれわれに聞かせているので、それが
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なんの事なのか知りたいと思うのだ」と言った。 21

いったい、アテネ人もそこに滞在している外国人も

みな、何か耳新しいことを話したり聞いたりするこ

とのみに、時を過ごしていたのである。 22そこでパ

ウロは、アレオパゴスの評議所のまん中に立って言

った。「アテネの人たちよ、あなたがたは、あらゆ

る点において、すこぶる宗教心に富んでおられると

、わたしは見ている。 23実は、わたしが道を通りな

がら、あなたがたの拝むいろいろなものを、よく見

ているうちに、『知られない神に』と刻まれた祭壇

もあるのに気がついた。そこで、あなたがたが知ら

ずに拝んでいるものを、いま知らせてあげよう。 24

この世界と、その中にある万物とを造った神は、天

地の主であるのだから、手で造った宮などにはお住

みにならない。 25また、何か不足でもしておるかの

ように、人の手によって仕えられる必要もない。神

は、すべての人々に命と息と万物とを与え、 26また

、ひとりの人から、あらゆる民族を造り出して、地

の全面に住まわせ、それぞれに時代を区分し、国土

の境界を定めて下さったのである。 27こうして、人

々が熱心に追い求めて捜しさえすれば、神を見いだ

せるようにして下さった。事実、神はわれわれひと

りびとりから遠く離れておいでになるのではない。

28われわれは神のうちに生き、動き、存在している

からである。あなたがたのある詩人たちも言ったよ

うに、『われわれも、確かにその子孫である』。 29

このように、われわれは神の子孫なのであるから、

神たる者を、人間の技巧や空想で金や銀や石などに

彫り付けたものと同じと、見なすべきではない。 30
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神は、このような無知の時代を、これまでは見過ご

しにされていたが、今はどこにおる人でも、みな悔

い改めなければならないことを命じておられる。 31

神は、義をもってこの世界をさばくためその日を定

め、お選びになったかたによってそれをなし遂げよ

うとされている。すなわち、このかたを死人の中か

らよみがえらせ、その確証をすべての人に示された

のである」。 32死人のよみがえりのことを聞くと、

ある者たちはあざ笑い、またある者たちは、「この

事については、いずれまた聞くことにする」と言っ

た。 33こうして、パウロは彼らの中から出て行った

。 34しかし、彼にしたがって信じた者も、幾人かあ

った。その中には、アレオパゴスの裁判人デオヌシ

オとダマリスという女、また、その他の人々もいた

。

18その後、パウロはアテネを去ってコリントへ行

った。 2そこで、アクラというポント生れのユダヤ

人と、その妻プリスキラとに出会った。クラウデオ

帝が、すべてのユダヤ人をローマから退去させるよ

うにと、命令したため、彼らは近ごろイタリヤから

出てきたのである。 3パウロは彼らのところに行っ

たが、互に同業であったので、その家に住み込んで

、一緒に仕事をした。天幕造りがその職業であった

。 4パウロは安息日ごとに会堂で論じては、ユダヤ

人やギリシヤ人の説得に努めた。 5シラスとテモテ

が、マケドニヤから下ってきてからは、パウロは御

言を伝えることに専念し、イエスがキリストである

ことを、ユダヤ人たちに力強くあかしした。 6しか

し、彼らがこれに反抗してののしり続けたので、パ
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ウロは自分の上着を振りはらって、彼らに言った、

「あなたがたの血は、あなたがた自身にかえれ。わ

たしには責任がない。今からわたしは異邦人の方に

行く」。 7こう言って、彼はそこを去り、テテオ・

ユストという神を敬う人の家に行った。その家は会

堂と隣り合っていた。 8会堂司クリスポは、その家

族一同と共に主を信じた。また多くのコリント人も

、パウロの話を聞いて信じ、ぞくぞくとバプテスマ

を受けた。 9すると、ある夜、幻のうちに主がパウ

ロに言われた、「恐れるな。語りつづけよ、黙って

いるな。 10あなたには、わたしがついている。だれ

もあなたを襲って、危害を加えるようなことはない

。この町には、わたしの民が大ぜいいる」。 11パウ

ロは一年六か月の間ここに腰をすえて、神の言を彼

らの間に教えつづけた。 12ところが、ガリオがアカ

ヤの総督であった時、ユダヤ人たちは一緒になって

パウロを襲い、彼を法廷にひっぱって行って訴えた

、 13「この人は、律法にそむいて神を拝むように、

人々をそそのかしています」。 14パウロが口を開こ

うとすると、ガリオはユダヤ人たちに言った、「ユ

ダヤ人諸君、何か不法行為とか、悪質の犯罪とかの

ことなら、わたしは当然、諸君の訴えを取り上げも

しようが、 15これは諸君の言葉や名称や律法に関す

る問題なのだから、諸君みずから始末するがよかろ

う。わたしはそんな事の裁判人にはなりたくない」

。 16こう言って、彼らを法廷から追いはらった。 17

そこで、みんなの者は、会堂司ソステネを引き捕え

、法廷の前で打ちたたいた。ガリオはそれに対して

、そ知らぬ顔をしていた。 18さてパウロは、なお幾
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日ものあいだ滞在した後、兄弟たちに別れを告げて

、シリヤへ向け出帆した。プリスキラとアクラも同

行した。パウロは、かねてから、ある誓願を立てて

いたので、ケンクレヤで頭をそった。 19一行がエペ

ソに着くと、パウロはふたりをそこに残しておき、

自分だけ会堂にはいって、ユダヤ人たちと論じた。

20人々は、パウロにもっと長いあいだ滞在するよう

に願ったが、彼は聞きいれないで、 21「神のみここ

ろなら、またあなたがたのところに帰ってこよう」

と言って、別れを告げ、エペソから船出した。 22そ

れから、カイザリヤで上陸してエルサレムに上り、

教会にあいさつしてから、アンテオケに下って行っ

た。 23そこにしばらくいてから、彼はまた出かけ、

ガラテヤおよびフルギヤの地方を歴訪して、すべて

の弟子たちを力づけた。 24さて、アレキサンデリヤ

生れで、聖書に精通し、しかも、雄弁なアポロとい

うユダヤ人が、エペソにきた。 25この人は主の道に

通じており、また、霊に燃えてイエスのことを詳し

く語ったり教えたりしていたが、ただヨハネのバプ

テスマしか知っていなかった。 26彼は会堂で大胆に

語り始めた。それをプリスキラとアクラとが聞いて

、彼を招きいれ、さらに詳しく神の道を解き聞かせ

た。 27それから、アポロがアカヤに渡りたいと思っ

ていたので、兄弟たちは彼を励まし、先方の弟子た

ちに、彼をよく迎えるようにと、手紙を書き送った

。彼は到着して、すでにめぐみによって信者になっ

ていた人たちに、大いに力になった。 28彼はイエス

がキリストであることを、聖書に基いて示し、公然
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と、ユダヤ人たちを激しい語調で論破したからであ

る。

19アポロがコリントにいた時、パウロは奥地をと

おってエペソにきた。そして、ある弟子たちに出会

って、 2彼らに「あなたがたは、信仰にはいった時

に、聖霊を受けたのか」と尋ねたところ、「いいえ

、聖霊なるものがあることさえ、聞いたことがあり

ません」と答えた。 3「では、だれの名によってバ

プテスマを受けたのか」と彼がきくと、彼らは「ヨ

ハネの名によるバプテスマを受けました」と答えた

。 4そこで、パウロが言った、「ヨハネは悔改めの

バプテスマを授けたが、それによって、自分のあと

に来るかた、すなわち、イエスを信じるように、人

々に勧めたのである」。 5人々はこれを聞いて、主

イエスの名によるバプテスマを受けた。 6そして、

パウロが彼らの上に手をおくと、聖霊が彼らにくだ

り、それから彼らは異言を語ったり、預言をしたり

し出した。 7その人たちはみんなで十二人ほどであ

った。 8それから、パウロは会堂にはいって、三か

月のあいだ、大胆に神の国について論じ、また勧め

をした。 9ところが、ある人たちは心をかたくなに

して、信じようとせず、会衆の前でこの道をあしざ

まに言ったので、彼は弟子たちを引き連れて、その

人たちから離れ、ツラノの講堂で毎日論じた。 10そ

れが二年間も続いたので、アジヤに住んでいる者は

、ユダヤ人もギリシヤ人も皆、主の言を聞いた。 11

神は、パウロの手によって、異常な力あるわざを次

々になされた。 12たとえば、人々が、彼の身につけ

ている手ぬぐいや前掛けを取って病人にあてると、
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その病気が除かれ、悪霊が出て行くのであった。 13

そこで、ユダヤ人のまじない師で、遍歴している者

たちが、悪霊につかれている者にむかって、主イエ

スの名をとなえ、「パウロの宣べ伝えているイエス

によって命じる。出て行け」と、ためしに言ってみ

た。 14ユダヤの祭司長スケワという者の七人のむす

こたちも、そんなことをしていた。 15すると悪霊が

これに対して言った、「イエスなら自分は知ってい

る。パウロもわかっている。だが、おまえたちは、

いったい何者だ」。 16そして、悪霊につかれている

人が、彼らに飛びかかり、みんなを押えつけて負か

したので、彼らは傷を負ったまま裸になって、その

家を逃げ出した。 17このことがエペソに住むすべて

のユダヤ人やギリシヤ人に知れわたって、みんな恐

怖に襲われ、そして、主イエスの名があがめられた

。 18また信者になった者が大ぜいきて、自分の行為

を打ちあけて告白した。 19それから、魔術を行って

いた多くの者が、魔術の本を持ち出してきては、み

んなの前で焼き捨てた。その値段を総計したところ

、銀五万にも上ることがわかった。 20このようにし

て、主の言はますます盛んにひろまり、また力を増

し加えていった。 21これらの事があった後、パウロ

は御霊に感じて、マケドニヤ、アカヤをとおって、

エルサレムへ行く決心をした。そして言った、「わ

たしは、そこに行ったのち、ぜひローマをも見なけ

ればならない」。 22そこで、自分に仕えている者の

中から、テモテとエラストとのふたりを、まずマケ

ドニヤに送り出し、パウロ自身は、なおしばらくア

ジヤにとどまった。 23そのころ、この道について容
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易ならぬ騒動が起った。 24そのいきさつは、こうで

ある。デメテリオという銀細工人が、銀でアルテミ

ス神殿の模型を造って、職人たちに少なからぬ利益

を得させていた。 25この男がその職人たちや、同類

の仕事をしていた者たちを集めて言った、「諸君、

われわれがこの仕事で、金もうけをしていることは

、ご承知のとおりだ。 26しかるに、諸君の見聞きし

ているように、あのパウロが、手で造られたものは

神様ではないなどと言って、エペソばかりか、ほと

んどアジヤ全体にわたって、大ぜいの人々を説きつ

けて誤らせた。 27これでは、お互の仕事に悪評が立

つおそれがあるばかりか、大女神アルテミスの宮も

軽んじられ、ひいては全アジヤ、いや全世界が拝ん

でいるこの大女神のご威光さえも、消えてしまいそ

うである」。 28これを聞くと、人々は怒りに燃え、

大声で「大いなるかな、エペソ人のアルテミス」と

叫びつづけた。 29そして、町中が大混乱に陥り、人

々はパウロの道連れであるマケドニヤ人ガイオとア

リスタルコとを捕えて、いっせいに劇場へなだれ込

んだ。 30パウロは群衆の中にはいって行こうとした

が、弟子たちがそれをさせなかった。 31アジヤ州の

議員で、パウロの友人であった人たちも、彼に使を

よこして、劇場にはいって行かないようにと、しき

りに頼んだ。 32中では、集会が混乱に陥ってしまっ

て、ある者はこのことを、ほかの者はあのことを、

どなりつづけていたので、大多数の者は、なんのた

めに集まったのかも、わからないでいた。 33そこで

、ユダヤ人たちが、前に押し出したアレキサンデル

なる者を、群衆の中のある人たちが促したため、彼
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は手を振って、人々に弁明を試みようとした。 34と

ころが、彼がユダヤ人だとわかると、みんなの者が

いっせいに「大いなるかな、エペソ人のアルテミス

」と二時間ばかりも叫びつづけた。 35ついに、市の

書記役が群衆を押し静めて言った、「エペソの諸君

、エペソ市が大女神アルテミスと、天くだったご神

体との守護役であることを知らない者が、ひとりで

もいるだろうか。 36これは否定のできない事実であ

るから、諸君はよろしく静かにしているべきで、乱

暴な行動は、いっさいしてはならない。 37諸君はこ

の人たちをここにひっぱってきたが、彼らは宮を荒

す者でも、われわれの女神をそしる者でもない。 38

だから、もしデメテリオなりその職人仲間なりが、

だれかに対して訴え事があるなら、裁判の日はある

し、総督もいるのだから、それぞれ訴え出るがよい

。 39しかし、何かもっと要求したい事があれば、そ

れは正式の議会で解決してもらうべきだ。 40きょう

の事件については、この騒ぎを弁護できるような理

由が全くないのだから、われわれは治安をみだす罪

に問われるおそれがある」。 41こう言って、彼はこ

の集会を解散させた。

20騒ぎがやんだ後、パウロは弟子たちを呼び集め

て激励を与えた上、別れのあいさつを述べ、マケド

ニヤへ向かって出発した。 2そして、その地方をと

おり、多くの言葉で人々を励ましたのち、ギリシヤ

にきた。 3彼はそこで三か月を過ごした。それから

シリヤへ向かって、船出しようとしていた矢先、彼

に対するユダヤ人の陰謀が起ったので、マケドニヤ

を経由して帰ることに決した。 4プロの子であるエ
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ペソ人ソパテロ、テサロニケ人アリスタルコとセク

ンド、デルベ人ガイオ、それからテモテ、またアジ

ヤ人テキコとトロピモがパウロの同行者であった。

5この人たちは先発して、トロアスでわたしたちを待

っていた。 6わたしたちは、除酵祭が終ったのちに

、ピリピから出帆し、五日かかってトロアスに到着

して、彼らと落ち合い、そこに七日間滞在した。 7

週の初めの日に、わたしたちがパンをさくために集

まった時、パウロは翌日出発することにしていたの

で、しきりに人々と語り合い、夜中まで語りつづけ

た。 8わたしたちが集まっていた屋上の間には、あ

かりがたくさんともしてあった。 9ユテコという若

者が窓に腰をかけていたところ、パウロの話がなが

ながと続くので、ひどく眠けがさしてきて、とうと

うぐっすり寝入ってしまい、三階から下に落ちた。

抱き起してみたら、もう死んでいた。 10そこでパウ

ロは降りてきて、若者の上に身をかがめ、彼を抱き

あげて、「騒ぐことはない。まだ命がある」と言っ

た。 11そして、また上がって行って、パンをさいて

食べてから、明けがたまで長いあいだ人々と語り合

って、ついに出発した。 12人々は生きかえった若者

を連れかえり、ひとかたならず慰められた。 13さて

、わたしたちは先に舟に乗り込み、アソスへ向かっ

て出帆した。そこからパウロを舟に乗せて行くこと

にしていた。彼だけは陸路をとることに決めていた

からである。 14パウロがアソスで、わたしたちと落

ち合った時、わたしたちは彼を舟に乗せてミテレネ

に行った。 15そこから出帆して、翌日キヨスの沖合

にいたり、次の日にサモスに寄り、その翌日ミレト
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に着いた。 16それは、パウロがアジヤで時間をとら

れないため、エペソには寄らないで続航することに

決めていたからである。彼は、できればペンテコス

テの日には、エルサレムに着いていたかったので、

旅を急いだわけである。 17そこでパウロは、ミレト

からエペソに使をやって、教会の長老たちを呼び寄

せた。 18そして、彼のところに寄り集まってきた時

、彼らに言った。「わたしが、アジヤの地に足を踏

み入れた最初の日以来、いつもあなたがたとどんな

ふうに過ごしてきたか、よくご存じである。 19すな

わち、謙遜の限りをつくし、涙を流し、ユダヤ人の

陰謀によってわたしの身に及んだ数々の試練の中に

あって、主に仕えてきた。 20また、あなたがたの益

になることは、公衆の前でも、また家々でも、すべ

てあますところなく話して聞かせ、また教え、 21ユ

ダヤ人にもギリシヤ人にも、神に対する悔改めと、

わたしたちの主イエスに対する信仰とを、強く勧め

てきたのである。 22今や、わたしは御霊に迫られて

エルサレムへ行く。あの都で、どんな事がわたしの

身にふりかかって来るか、わたしにはわからない。

23ただ、聖霊が至るところの町々で、わたしにはっ

きり告げているのは、投獄と患難とが、わたしを待

ちうけているということだ。 24しかし、わたしは自

分の行程を走り終え、主イエスから賜わった、神の

めぐみの福音をあかしする任務を果し得さえしたら

、このいのちは自分にとって、少しも惜しいとは思

わない。 25わたしはいま信じている、あなたがたの

間を歩き回って御国を宣べ伝えたこのわたしの顔を

、みんなが今後二度と見ることはあるまい。 26だか
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ら、きょう、この日にあなたがたに断言しておく。

わたしは、すべての人の血について、なんら責任が

ない。 27神のみ旨を皆あますところなく、あなたが

たに伝えておいたからである。 28どうか、あなたが

た自身に気をつけ、また、すべての群れに気をくば

っていただきたい。聖霊は、神が御子の血であがな

い取られた神の教会を牧させるために、あなたがた

をその群れの監督者にお立てになったのである。 29

わたしが去った後、狂暴なおおかみが、あなたがた

の中にはいり込んできて、容赦なく群れを荒すよう

になることを、わたしは知っている。 30また、あな

たがた自身の中からも、いろいろ曲ったことを言っ

て、弟子たちを自分の方に、ひっぱり込もうとする

者らが起るであろう。 31だから、目をさましていな

さい。そして、わたしが三年の間、夜も昼も涙をも

って、あなたがたひとりびとりを絶えずさとしてき

たことを、忘れないでほしい。 32今わたしは、主と

その恵みの言とに、あなたがたをゆだねる。御言に

は、あなたがたの徳をたて、聖別されたすべての人

々と共に、御国をつがせる力がある。 33わたしは、

人の金や銀や衣服をほしがったことはない。 34あな

たがた自身が知っているとおり、わたしのこの両手

は、自分の生活のためにも、また一緒にいた人たち

のためにも、働いてきたのだ。 35わたしは、あなた

がたもこのように働いて、弱い者を助けなければな

らないこと、また『受けるよりは与える方が、さい

わいである』と言われた主イエスの言葉を記憶して

いるべきことを、万事について教え示したのである

」。 36こう言って、パウロは一同と共にひざまずい
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て祈った。 37みんなの者は、はげしく泣き悲しみ、

パウロの首を抱いて、幾度も接吻し、 38もう二度と

自分の顔を見ることはあるまいと彼が言ったので、

特に心を痛めた。それから彼を舟まで見送った。

21さて、わたしたちは人々と別れて船出してから

、コスに直航し、次の日はロドスに、そこからパタ

ラに着いた。 2ここでピニケ行きの舟を見つけたの

で、それに乗り込んで出帆した。 3やがてクプロが

見えてきたが、それを左手にして通りすぎ、シリヤ

へ航行をつづけ、ツロに入港した。ここで積荷が陸

上げされることになっていたからである。 4わたし

たちは、弟子たちを捜し出して、そこに七日間泊ま

った。ところが彼らは、御霊の示しを受けて、エル

サレムには上って行かないようにと、しきりにパウ

ロに注意した。 5しかし、滞在期間が終った時、わ

たしたちはまた旅立つことにしたので、みんなの者

は、妻や子供を引き連れて、町はずれまで、わたし

たちを見送りにきてくれた。そこで、共に海岸にひ

ざまずいて祈り、 6互に別れを告げた。それから、

わたしたちは舟に乗り込み、彼らはそれぞれ自分の

家に帰った。 7わたしたちは、ツロからの航行を終

ってトレマイに着き、そこの兄弟たちにあいさつを

し、彼らのところに一日滞在した。 8翌日そこをた

って、カイザリヤに着き、かの七人のひとりである

伝道者ピリポの家に行き、そこに泊まった。 9この

人に四人の娘があったが、いずれも処女であって、

預言をしていた。 10幾日か滞在している間に、アガ

ボという預言者がユダヤから下ってきた。 11そして

、わたしたちのところにきて、パウロの帯を取り、
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それで自分の手足を縛って言った、「聖霊がこうお

告げになっている、『この帯の持ち主を、ユダヤ人

たちがエルサレムでこのように縛って、異邦人の手

に渡すであろう』」。 12わたしたちはこれを聞いて

、土地の人たちと一緒になって、エルサレムには上

って行かないようにと、パウロに願い続けた。 13そ

の時パウロは答えた、「あなたがたは、泣いたり、

わたしの心をくじいたりして、いったい、どうしよ

うとするのか。わたしは、主イエスの名のためなら

、エルサレムで縛られるだけでなく、死ぬことをも

覚悟しているのだ」。 14こうして、パウロが勧告を

聞きいれてくれないので、わたしたちは「主のみこ

ころが行われますように」と言っただけで、それ以

上、何も言わなかった。 15数日後、わたしたちは旅

装を整えてエルサレムへ上って行った。 16カイザリ

ヤの弟子たちも数人、わたしたちと同行して、古く

からの弟子であるクプロ人マナソンの家に案内して

くれた。わたしたちはその家に泊まることになって

いたのである。 17わたしたちがエルサレムに到着す

ると、兄弟たちは喜んで迎えてくれた。 18翌日パウ

ロはわたしたちを連れて、ヤコブを訪問しに行った

。そこに長老たちがみな集まっていた。 19パウロは

彼らにあいさつをした後、神が自分の働きをとおし

て、異邦人の間になさった事どもを一々説明した。

20一同はこれを聞いて神をほめたたえ、そして彼に

言った、「兄弟よ、ご承知のように、ユダヤ人の中

で信者になった者が、数万にものぼっているが、み

んな律法に熱心な人たちである。 21ところが、彼ら

が伝え聞いているところによれば、あなたは異邦人
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の中にいるユダヤ人一同に対して、子供に割礼を施

すな、またユダヤの慣例にしたがうなと言って、モ

ーセにそむくことを教えている、ということである

。 22どうしたらよいか。あなたがここにきているこ

とは、彼らもきっと聞き込むに違いない。 23ついて

は、今わたしたちが言うとおりのことをしなさい。

わたしたちの中に、誓願を立てている者が四人いる

。 24この人たちを連れて行って、彼らと共にきよめ

を行い、また彼らの頭をそる費用を引き受けてやり

なさい。そうすれば、あなたについて、うわさされ

ていることは、根も葉もないことで、あなたは律法

を守って、正しい生活をしていることが、みんなに

わかるであろう。 25異邦人で信者になった人たちに

は、すでに手紙で、偶像に供えたものと、血と、絞

め殺したものと、不品行とを、慎むようにとの決議

が、わたしたちから知らせてある」。 26そこでパウ

ロは、その次の日に四人の者を連れて、彼らと共に

きよめを受けてから宮にはいった。そしてきよめの

期間が終って、ひとりびとりのために供え物をささ

げる時を報告しておいた。 27七日の期間が終ろうと

していた時、アジヤからきたユダヤ人たちが、宮の

内でパウロを見かけて、群衆全体を煽動しはじめ、

パウロに手をかけて叫び立てた、 28「イスラエルの

人々よ、加勢にきてくれ。この人は、いたるところ

で民と律法とこの場所にそむくことを、みんなに教

えている。その上に、ギリシヤ人を宮の内に連れ込

んで、この神聖な場所を汚したのだ」。 29彼らは、

前にエペソ人トロピモが、パウロと一緒に町を歩い

ていたのを見かけて、その人をパウロが宮の内に連
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れ込んだのだと思ったのである。 30そこで、市全体

が騒ぎ出し、民衆が駆け集まってきて、パウロを捕

え、宮の外に引きずり出した。そして、すぐそのあ

とに宮の門が閉ざされた。 31彼らがパウロを殺そう

としていた時に、エルサレム全体が混乱状態に陥っ

ているとの情報が、守備隊の千卒長にとどいた。 32

そこで、彼はさっそく、兵卒や百卒長たちを率いて

、その場に駆けつけた。人々は千卒長や兵卒たちを

見て、パウロを打ちたたくのをやめた。 33千卒長は

近寄ってきてパウロを捕え、彼を二重の鎖で縛って

おくように命じた上、パウロは何者か、また何をし

たのか、と尋ねた。 34しかし、群衆がそれぞれ違っ

たことを叫びつづけるため、騒がしくて、確かなこ

とがわからないので、彼はパウロを兵営に連れて行

くように命じた。 35パウロが階段にさしかかった時

には、群衆の暴行を避けるため、兵卒たちにかつが

れて行くという始末であった。 36大ぜいの民衆が「

あれをやっつけてしまえ」と叫びながら、ついてき

たからである。 37パウロが兵営の中に連れて行かれ

ようとした時、千卒長に、「ひと言あなたにお話し

てもよろしいですか」と尋ねると、千卒長が言った

、「おまえはギリシヤ語が話せるのか。 38では、も

しかおまえは、先ごろ反乱を起した後、四千人の刺

客を引き連れて荒野へ逃げて行ったあのエジプト人

ではないのか」。 39パウロは答えた、「わたしはタ

ルソ生れのユダヤ人で、キリキヤのれっきとした都

市の市民です。お願いですが、民衆に話をさせて下

さい」。 40千卒長が許してくれたので、パウロは階

段の上に立ち、民衆にむかって手を振った。すると



使徒の働き 2432

、一同がすっかり静粛になったので、パウロはヘブ

ル語で話し出した。

22「兄弟たち、父たちよ、いま申し上げるわたし

の弁明を聞いていただきたい」。 2パウロが、ヘブ

ル語でこう語りかけるのを聞いて、人々はますます

静粛になった。 3そこで彼は言葉をついで言った、

「わたしはキリキヤのタルソで生れたユダヤ人であ

るが、この都で育てられ、ガマリエルのひざもとで

先祖伝来の律法について、きびしい薫陶を受け、今

日の皆さんと同じく神に対して熱心な者であった。

4そして、この道を迫害し、男であれ女であれ、縛り

あげて獄に投じ、彼らを死に至らせた。 5このこと

は、大祭司も長老たち一同も、証明するところであ

る。さらにわたしは、この人たちからダマスコの同

志たちへあてた手紙をもらって、その地にいる者た

ちを縛りあげ、エルサレムにひっぱってきて、処罰

するため、出かけて行った。 6旅をつづけてダマス

コの近くにきた時に、真昼ごろ、突然、つよい光が

天からわたしをめぐり照した。 7わたしは地に倒れ

た。そして、『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害

するのか』と、呼びかける声を聞いた。 8これに対

してわたしは、『主よ、あなたはどなたですか』と

言った。すると、その声が、『わたしは、あなたが

迫害しているナザレ人イエスである』と答えた。 9

わたしと一緒にいた者たちは、その光は見たが、わ

たしに語りかけたかたの声は聞かなかった。 10わた

しが『主よ、わたしは何をしたらよいでしょうか』

と尋ねたところ、主は言われた、『起きあがってダ

マスコに行きなさい。そうすれば、あなたがするよ
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うに決めてある事が、すべてそこで告げられるであ

ろう』。 11わたしは、光の輝きで目がくらみ、何も

見えなくなっていたので、連れの者たちに手を引か

れながら、ダマスコに行った。 12すると、律法に忠

実で、ダマスコ在住のユダヤ人全体に評判のよいア

ナニヤという人が、 13わたしのところにきて、そば

に立ち、『兄弟サウロよ、見えるようになりなさい

』と言った。するとその瞬間に、わたしの目が開い

て、彼の姿が見えた。 14彼は言った、『わたしたち

の先祖の神が、あなたを選んでみ旨を知らせ、かの

義人を見させ、その口から声をお聞かせになった。

15それはあなたが、その見聞きした事につき、すべ

ての人に対して、彼の証人になるためである。 16そ

こで今、なんのためらうことがあろうか。すぐ立っ

て、み名をとなえてバプテスマを受け、あなたの罪

を洗い落しなさい』。 17それからわたしは、エルサ

レムに帰って宮で祈っているうちに、夢うつつにな

り、 18主にまみえたが、主は言われた、『急いで、

すぐにエルサレムを出て行きなさい。わたしについ

てのあなたのあかしを、人々が受けいれないから』

。 19そこで、わたしが言った、『主よ、彼らは、わ

たしがいたるところの会堂で、あなたを信じる人々

を獄に投じたり、むち打ったりしていたことを、知

っています。 20また、あなたの証人ステパノの血が

流された時も、わたしは立ち合っていてそれに賛成

し、また彼を殺した人たちの上着の番をしていたの

です』。 21すると、主がわたしに言われた、『行き

なさい。わたしが、あなたを遠く異邦の民へつかわ

すのだ』」。 22彼の言葉をここまで聞いていた人々
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は、このとき、声を張りあげて言った、「こんな男

は地上から取り除いてしまえ。生かしおくべきでは

ない」。 23人々がこうわめき立てて、空中に上着を

投げ、ちりをまき散らす始末であったので、 24千卒

長はパウロを兵営に引き入れるように命じ、どうい

うわけで、彼に対してこんなにわめき立てているの

かを確かめるため、彼をむちの拷問にかけて、取り

調べるように言いわたした。 25彼らがむちを当てる

ため、彼を縛りつけていた時、パウロはそばに立っ

ている百卒長に言った、「ローマの市民たる者を、

裁判にかけもしないで、むち打ってよいのか」。 26

百卒長はこれを聞き、千卒長のところに行って報告

し、そして言った、「どうなさいますか。あの人は

ローマの市民なのです」。 27そこで、千卒長がパウ

ロのところにきて言った、「わたしに言ってくれ。

あなたはローマの市民なのか」。パウロは「そうで

す」と言った。 28これに対して千卒長が言った、「

わたしはこの市民権を、多額の金で買い取ったのだ

」。するとパウロは言った、「わたしは生れながら

の市民です」。 29そこで、パウロを取り調べようと

していた人たちは、ただちに彼から身を引いた。千

卒長も、パウロがローマの市民であること、また、

そういう人を縛っていたことがわかって、恐れた。

30翌日、彼は、ユダヤ人がなぜパウロを訴え出たの

か、その真相を知ろうと思って彼を解いてやり、同

時に祭司長たちと全議会とを召集させ、そこに彼を

引き出して、彼らの前に立たせた。

23パウロは議会を見つめて言った、「兄弟たちよ

、わたしは今日まで、神の前に、ひたすら明らかな
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良心にしたがって行動してきた」。 2すると、大祭

司アナニヤが、パウロのそばに立っている者たちに

、彼の口を打てと命じた。 3そのとき、パウロはア

ナニヤにむかって言った、「白く塗られた壁よ、神

があなたを打つであろう。あなたは、律法にしたが

って、わたしをさばくために座についているのに、

律法にそむいて、わたしを打つことを命じるのか」

。 4すると、そばに立っている者たちが言った、「

神の大祭司に対して無礼なことを言うのか」。 5パ

ウロは言った、「兄弟たちよ、彼が大祭司だとは知

らなかった。聖書に『民のかしらを悪く言ってはい

けない』と、書いてあるのだった」。 6パウロは、

議員の一部がサドカイ人であり、一部はパリサイ人

であるのを見て、議会の中で声を高めて言った、「

兄弟たちよ、わたしはパリサイ人であり、パリサイ

人の子である。わたしは、死人の復活の望みをいだ

いていることで、裁判を受けているのである」。 7

彼がこう言ったところ、パリサイ人とサドカイ人と

の間に争論が生じ、会衆が相分れた。 8元来、サド

カイ人は、復活とか天使とか霊とかは、いっさい存

在しないと言い、パリサイ人は、それらは、みな存

在すると主張している。 9そこで、大騒ぎとなった

。パリサイ派のある律法学者たちが立って、強く主

張して言った、「われわれは、この人には何も悪い

ことがないと思う。あるいは、霊か天使かが、彼に

告げたのかも知れない」。 10こうして、争論が激し

くなったので、千卒長は、パウロが彼らに引き裂か

れるのを気づかって、兵卒どもに、降りて行ってパ

ウロを彼らの中から力づくで引き出し、兵営に連れ
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て来るように、命じた。 11その夜、主がパウロに臨

んで言われた、「しっかりせよ。あなたは、エルサ

レムでわたしのことをあかししたように、ローマで

もあかしをしなくてはならない」。 12夜が明けると

、ユダヤ人らは申し合わせをして、パウロを殺すま

では飲食をいっさい断つと、誓い合った。 13この陰

謀に加わった者は、四十人あまりであった。 14彼ら

は、祭司長たちや長老たちのところに行って、こう

言った。「われわれは、パウロを殺すまでは何も食

べないと、堅く誓い合いました。 15ついては、あな

たがたは議会と組んで、彼のことでなお詳しく取調

べをするように見せかけ、パウロをあなたがたのと

ころに連れ出すように、千卒長に頼んで下さい。わ

れわれとしては、パウロがそこにこないうちに殺し

てしまう手はずをしています」。 16ところが、パウ

ロの姉妹の子が、この待伏せのことを耳にし、兵営

にはいって行って、パウロにそれを知らせた。 17そ

こでパウロは、百卒長のひとりを呼んで言った、「

この若者を千卒長のところに連れて行ってください

。何か報告することがあるようですから」。 18この

百卒長は若者を連れて行き、千卒長に引きあわせて

言った、「囚人のパウロが、この若者があなたに話

したいことがあるので、あなたのところに連れて行

ってくれるようにと、わたしを呼んで頼みました」

。 19そこで千卒長は、若者の手を取り、人のいない

ところへ連れて行って尋ねた、「わたしに話したい

ことというのは、何か」。 20若者が言った、「ユダ

ヤ人たちが、パウロのことをもっと詳しく取調べを

すると見せかけて、あす議会に彼を連れ出すように
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、あなたに頼むことに決めています。 21どうぞ、彼

らの頼みを取り上げないで下さい。四十人あまりの

者が、パウロを待伏せしているのです。彼らは、パ

ウロを殺すまでは飲食をいっさい断つと、堅く誓い

合っています。そして、いま手はずをととのえて、

あなたの許可を待っているところなのです」。 22そ

こで千卒長は、「このことをわたしに知らせたこと

は、だれにも口外するな」と命じて、若者を帰した

。 23それから彼は、百卒長ふたりを呼んで言った、

「歩兵二百名、騎兵七十名、槍兵二百名を、カイザ

リヤに向け出発できるように、今夜九時までに用意

せよ。 24また、パウロを乗せるために馬を用意して

、彼を総督ペリクスのもとへ無事に連れて行け」。

25さらに彼は、次のような文面の手紙を書いた。 26

「クラウデオ・ルシヤ、つつしんで総督ペリクス閣

下の平安を祈ります。 27本人のパウロが、ユダヤ人

らに捕えられ、まさに殺されようとしていたのを、

彼のローマ市民であることを知ったので、わたしは

兵卒たちを率いて行って、彼を救い出しました。 28

それから、彼が訴えられた理由を知ろうと思い、彼

を議会に連れて行きました。 29ところが、彼はユダ

ヤ人の律法の問題で訴えられたものであり、なんら

死刑または投獄に当る罪のないことがわかりました

。 30しかし、この人に対して陰謀がめぐらされてい

るとの報告がありましたので、わたしは取りあえず

、彼を閣下のもとにお送りすることにし、訴える者

たちには、閣下の前で、彼に対する申立てをするよ

うにと、命じておきました」。 31そこで歩兵たちは

、命じられたとおりパウロを引き取って、夜の間に
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アンテパトリスまで連れて行き、 32翌日は、騎兵た

ちにパウロを護送させることにして、兵営に帰って

行った。 33騎兵たちは、カイザリヤに着くと、手紙

を総督に手渡し、さらにパウロを彼に引きあわせた

。 34総督は手紙を読んでから、パウロに、どの州の

者かと尋ね、キリキヤの出だと知って、 35「訴え人

たちがきた時に、おまえを調べることにする」と言

った。そして、ヘロデの官邸に彼を守っておくよう

に命じた。

24五日の後、大祭司アナニヤは、長老数名と、テ

ルトロという弁護人とを連れて下り、総督にパウロ

を訴え出た。 2パウロが呼び出されたので、テルト

ロは論告を始めた。「ペリクス閣下、わたしたちが

、閣下のお陰でじゅうぶんに平和を楽しみ、またこ

の国が、ご配慮によって、 3あらゆる方面に、また

いたるところで改善されていることは、わたしたち

の感謝してやまないところであります。 4しかし、

ご迷惑をかけないように、くどくどと述べずに、手

短かに申し上げますから、どうぞ、忍んでお聞き取

りのほど、お願いいたします。 5さて、この男は、

疫病のような人間で、世界中のすべてのユダヤ人の

中に騒ぎを起している者であり、また、ナザレ人ら

の異端のかしらであります。 6この者が宮までも汚

そうとしていたので、わたしたちは彼を捕縛したの

です。〔そして、律法にしたがって、さばこうとし

ていたところ、 7千卒長ルシヤが干渉して、彼を無

理にわたしたちの手から引き離してしまい、 8彼を

訴えた人たちには、閣下のところに来るようにと命

じました。〕それで、閣下ご自身でお調べになれば
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、わたしたちが彼を訴え出た理由が、全部おわかり

になるでしょう」。 9ユダヤ人たちも、この訴えに

同調して、全くそのとおりだと言った。 10そこで、

総督が合図をして発言を促したので、パウロは答弁

して言った。「閣下が、多年にわたり、この国民の

裁判をつかさどっておられることを、よく承知して

いますので、わたしは喜んで、自分のことを弁明い

たします。 11お調べになればわかるはずですが、わ

たしが礼拝をしにエルサレムに上ってから、まだ十

二日そこそこにしかなりません。 12そして、宮の内

でも、会堂内でも、あるいは市内でも、わたしがだ

れかと争論したり、群衆を煽動したりするのを見た

ものはありませんし、 13今わたしを訴え出ているこ

とについて、閣下の前に、その証拠をあげうるもの

はありません。 14ただ、わたしはこの事は認めます

。わたしは、彼らが異端だとしている道にしたがっ

て、わたしたちの先祖の神に仕え、律法の教えると

ころ、また預言者の書に書いてあることを、ことご

とく信じ、 15また、正しい者も正しくない者も、や

がてよみがえるとの希望を、神を仰いでいだいてい

るものです。この希望は、彼ら自身も持っているの

です。 16わたしはまた、神に対しまた人に対して、

良心に責められることのないように、常に努めてい

ます。 17さてわたしは、幾年ぶりかに帰ってきて、

同胞に施しをし、また、供え物をしていました。 18

そのとき、彼らはわたしが宮できよめを行っている

のを見ただけであって、群衆もいず、騒動もなかっ

たのです。 19ところが、アジヤからきた数人のユダ

ヤ人が彼らが、わたしに対して、何かとがめ立てを
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することがあったなら、よろしく閣下の前にきて、

訴えるべきでした。 20あるいは、何かわたしに不正

なことがあったなら、わたしが議会の前に立ってい

た時、彼らみずから、それを指摘すべきでした。 21

ただ、わたしは、彼らの中に立って、『わたしは、

死人のよみがえりのことで、きょう、あなたがたの

前でさばきを受けているのだ』と叫んだだけのこと

です」。 22ここでペリクスは、この道のことを相当

わきまえていたので、「千卒長ルシヤが下って来る

のを待って、おまえたちの事件を判決することにす

る」と言って、裁判を延期した。 23そして百卒長に

、パウロを監禁するように、しかし彼を寛大に取り

扱い、友人らが世話をするのを止めないようにと、

命じた。 24数日たってから、ペリクスは、ユダヤ人

である妻ドルシラと一緒にきて、パウロを呼び出し

、キリスト・イエスに対する信仰のことを、彼から

聞いた。 25そこで、パウロが、正義、節制、未来の

審判などについて論じていると、ペリクスは不安を

感じてきて、言った、「きょうはこれで帰るがよい

。また、よい機会を得たら、呼び出すことにする」

。 26彼は、それと同時に、パウロから金をもらいた

い下ごころがあったので、たびたびパウロを呼び出

しては語り合った。 27さて、二か年たった時、ポル

キオ・フェストが、ペリクスと交代して任についた

。ペリクスは、ユダヤ人の歓心を買おうと思って、

パウロを監禁したままにしておいた。

25さて、フェストは、任地に着いてから三日の後

、カイザリヤからエルサレムに上ったところ、 2祭

司長たちやユダヤ人の重立った者たちが、パウロを
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訴え出て、 3彼をエルサレムに呼び出すよう取り計

らっていただきたいと、しきりに願った。彼らは途

中で待ち伏せして、彼を殺す考えであった。 4とこ

ろがフェストは、パウロがカイザリヤに監禁してあ

り、自分もすぐそこへ帰ることになっていると答え

、 5そして言った、「では、もしあの男に何か不都

合なことがあるなら、おまえたちのうちの有力者ら

が、わたしと一緒に下って行って、訴えるがよかろ

う」。 6フェストは、彼らのあいだに八日か十日ほ

ど滞在した後、カイザリヤに下って行き、その翌日

、裁判の席について、パウロを引き出すように命じ

た。 7パウロが姿をあらわすと、エルサレムから下

ってきたユダヤ人たちが、彼を取りかこみ、彼に対

してさまざまの重い罪状を申し立てたが、いずれも

その証拠をあげることはできなかった。 8パウロは

「わたしは、ユダヤ人の律法に対しても、宮に対し

ても、またカイザルに対しても、なんら罪を犯した

ことはない」と弁明した。 9ところが、フェストは

ユダヤ人の歓心を買おうと思って、パウロにむかっ

て言った、「おまえはエルサレムに上り、この事件

に関し、わたしからそこで裁判を受けることを承知

するか」。 10パウロは言った、「わたしは今、カイ

ザルの法廷に立っています。わたしはこの法廷で裁

判されるべきです。よくご承知のとおり、わたしは

ユダヤ人たちに、何も悪いことをしてはいません。

11もしわたしが悪いことをし、死に当るようなこと

をしているのなら、死を免れようとはしません。し

かし、もし彼らの訴えることに、なんの根拠もない

とすれば、だれもわたしを彼らに引き渡す権利はあ
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りません。わたしはカイザルに上訴します」。 12そ

こでフェストは、陪席の者たちと協議したうえ答え

た、「おまえはカイザルに上訴を申し出た。カイザ

ルのところに行くがよい」。 13数日たった後、アグ

リッパ王とベルニケとが、フェストに敬意を表する

ため、カイザリヤにきた。 14ふたりは、そこに何日

間も滞在していたので、フェストは、パウロのこと

を王に話して言った、「ここに、ペリクスが囚人と

して残して行ったひとりの男がいる。 15わたしがエ

ルサレムに行った時、この男のことを、祭司長たち

やユダヤ人の長老たちが、わたしに報告し、彼を罪

に定めるようにと要求した。 16そこでわたしは、彼

らに答えた、『訴えられた者が、訴えた者の前に立

って、告訴に対し弁明する機会を与えられない前に

、その人を見放してしまうのは、ローマ人の慣例に

はないことである』。 17それで、彼らがここに集ま

ってきた時、わたしは時をうつさず、次の日に裁判

の席について、その男を引き出させた。 18訴えた者

たちは立ち上がったが、わたしが推測していたよう

な悪事は、彼について何一つ申し立てはしなかった

。 19ただ、彼と争い合っているのは、彼ら自身の宗

教に関し、また、死んでしまったのに生きていると

パウロが主張しているイエスなる者に関する問題に

過ぎない。 20これらの問題を、どう取り扱ってよい

かわからなかったので、わたしは彼に、『エルサレ

ムに行って、これらの問題について、そこでさばい

てもらいたくはないか』と尋ねてみた。 21ところが

パウロは、皇帝の判決を受ける時まで、このまま自

分をとどめておいてほしいと言うので、カイザルに
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彼を送りとどける時までとどめておくようにと、命

じておいた」。 22そこで、アグリッパがフェストに

「わたしも、その人の言い分を聞いて見たい」と言

ったので、フェストは、「では、あす彼から聞きと

るようにしてあげよう」と答えた。 23翌日、アグリ

ッパとベルニケとは、大いに威儀をととのえて、千

卒長たちや市の重立った人たちと共に、引見所には

いってきた。すると、フェストの命によって、パウ

ロがそこに引き出された。 24そこで、フェストが言

った、「アグリッパ王、ならびにご臨席の諸君。ご

らんになっているこの人物は、ユダヤ人たちがこぞ

って、エルサレムにおいても、また、この地におい

ても、これ以上、生かしておくべきでないと叫んで

、わたしに訴え出ている者である。 25しかし、彼は

死に当ることは何もしていないと、わたしは見てい

るのだが、彼自身が皇帝に上訴すると言い出したの

で、彼をそちらへ送ることに決めた。 26ところが、

彼について、主君に書きおくる確かなものが何もな

いので、わたしは、彼を諸君の前に、特に、アグリ

ッパ王よ、あなたの前に引き出して、取調べをした

のち、上書すべき材料を得ようと思う。 27囚人を送

るのに、その告訴の理由を示さないということは、

不合理だと思えるからである」。

26アグリッパはパウロに、「おまえ自身のことを

話してもよい」と言った。そこでパウロは、手をさ

し伸べて、弁明をし始めた。 2「アグリッパ王よ、

ユダヤ人たちから訴えられているすべての事に関し

て、きょう、あなたの前で弁明することになったの

は、わたしのしあわせに思うところであります。 3
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あなたは、ユダヤ人のあらゆる慣例や問題を、よく

知り抜いておられるかたですから、わたしの申すこ

とを、寛大なお心で聞いていただきたいのです。 4

さて、わたしは若い時代には、初めから自国民の中

で、またエルサレムで過ごしたのですが、そのころ

のわたしの生活ぶりは、ユダヤ人がみんなよく知っ

ているところです。 5彼らはわたしを初めから知っ

ているので、証言しようと思えばできるのですが、

わたしは、わたしたちの宗教の最も厳格な派にした

がって、パリサイ人としての生活をしていたのです

。 6今わたしは、神がわたしたちの先祖に約束なさ

った希望をいだいているために、裁判を受けている

のであります。 7わたしたちの十二の部族は、夜昼

、熱心に神に仕えて、その約束を得ようと望んでい

るのです。王よ、この希望のために、わたしはユダ

ヤ人から訴えられています。 8神が死人をよみがえ

らせるということが、あなたがたには、どうして信

じられないことと思えるのでしょうか。 9わたし自

身も、以前には、ナザレ人イエスの名に逆らって反

対の行動をすべきだと、思っていました。 10そして

わたしは、それをエルサレムで敢行し、祭司長たち

から権限を与えられて、多くの聖徒たちを獄に閉じ

込め、彼らが殺される時には、それに賛成の意を表

しました。 11それから、いたるところの会堂で、し

ばしば彼らを罰して、無理やりに神をけがす言葉を

言わせようとし、彼らに対してひどく荒れ狂い、つ

いに外国の町々にまで、迫害の手をのばすに至りま

した。 12こうして、わたしは、祭司長たちから権限

と委任とを受けて、ダマスコに行ったのですが、 13
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王よ、その途中、真昼に、光が天からさして来るの

を見ました。それは、太陽よりも、もっと光り輝い

て、わたしと同行者たちとをめぐり照しました。 14

わたしたちはみな地に倒れましたが、その時ヘブル

語でわたしにこう呼びかける声を聞きました、『サ

ウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか。とげの

あるむちをければ、傷を負うだけである』。 15そこ

で、わたしが『主よ、あなたはどなたですか』と尋

ねると、主は言われた、『わたしは、あなたが迫害

しているイエスである。 16さあ、起きあがって、自

分の足で立ちなさい。わたしがあなたに現れたのは

、あなたがわたしに会った事と、あなたに現れて示

そうとしている事とをあかしし、これを伝える務に

、あなたを任じるためである。 17わたしは、この国

民と異邦人との中から、あなたを救い出し、あらた

めてあなたを彼らにつかわすが、 18それは、彼らの

目を開き、彼らをやみから光へ、悪魔の支配から神

のみもとへ帰らせ、また、彼らが罪のゆるしを得、

わたしを信じる信仰によって、聖別された人々に加

わるためである』。 19それですから、アグリッパ王

よ、わたしは天よりの啓示にそむかず、 20まず初め

にダマスコにいる人々に、それからエルサレムにい

る人々、さらにユダヤ全土、ならびに異邦人たちに

、悔い改めて神に立ち帰り、悔改めにふさわしいわ

ざを行うようにと、説き勧めました。 21そのために

、ユダヤ人は、わたしを宮で引き捕えて殺そうとし

たのです。 22しかし、わたしは今日に至るまで神の

加護を受け、このように立って、小さい者にも大き

い者にもあかしをなし、預言者たちやモーセが、今
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後起るべきだと語ったことを、そのまま述べてきま

した。 23すなわち、キリストが苦難を受けること、

また、死人の中から最初によみがえって、この国民

と異邦人とに、光を宣べ伝えるに至ることを、あか

ししたのです」。 24パウロがこのように弁明をして

いると、フェストは大声で言った、「パウロよ、お

まえは気が狂っている。博学が、おまえを狂わせて

いる」。 25パウロが言った、「フェスト閣下よ、わ

たしは気が狂ってはいません。わたしは、まじめな

真実の言葉を語っているだけです。 26王はこれらの

ことをよく知っておられるので、王に対しても、率

直に申し上げているのです。それは、片すみで行わ

れたのではないのですから、一つとして、王が見の

がされたことはないと信じます。 27アグリッパ王よ

、あなたは預言者を信じますか。信じておられると

思います」。 28アグリッパがパウロに言った、「お

まえは少し説いただけで、わたしをクリスチャンに

しようとしている」。 29パウロが言った、「説くこ

とが少しであろうと、多くであろうと、わたしが神

に祈るのは、ただあなただけでなく、きょう、わた

しの言葉を聞いた人もみな、わたしのようになって

下さることです。このような鎖は別ですが」。 30そ

れから、王も総督もベルニケも、また列席の人々も

、みな立ちあがった。 31退場してから、互に語り合

って言った、「あの人は、死や投獄に当るようなこ

とをしてはいない」。 32そして、アグリッパがフェ

ストに言った、「あの人は、カイザルに上訴してい

なかったら、ゆるされたであろうに」。
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27さて、わたしたちが、舟でイタリヤに行くこと

が決まった時、パウロとそのほか数人の囚人とは、

近衛隊の百卒長ユリアスに託された。 2そしてわた

したちは、アジヤ沿岸の各所に寄港することになっ

ているアドラミテオの舟に乗り込んで、出帆した。

テサロニケのマケドニヤ人アリスタルコも同行した

。 3次の日、シドンに入港したが、ユリアスは、パ

ウロを親切に取り扱い、友人をおとずれてかんたい

を受けることを、許した。 4それからわたしたちは

、ここから船出したが、逆風にあったので、クプロ

の島かげを航行し、 5キリキヤとパンフリヤの沖を

過ぎて、ルキヤのミラに入港した。 6そこに、イタ

リヤ行きのアレキサンドリヤの舟があったので、百

卒長は、わたしたちをその舟に乗り込ませた。 7幾

日ものあいだ、舟の進みがおそくて、わたしたちは

、かろうじてクニドの沖合にきたが、風がわたした

ちの行く手をはばむので、サルモネの沖、クレテの

島かげを航行し、 8その岸に沿って進み、かろうじ

て「良き港」と呼ばれる所に着いた。その近くにラ

サヤの町があった。 9長い時が経過し、断食期も過

ぎてしまい、すでに航海が危険な季節になったので

、パウロは人々に警告して言った、 10「皆さん、わ

たしの見るところでは、この航海では、積荷や船体

ばかりでなく、われわれの生命にも、危害と大きな

損失が及ぶであろう」。 11しかし百卒長は、パウロ

の意見よりも、船長や船主の方を信頼した。 12なお

、この港は冬を過ごすのに適しないので、大多数の

者は、ここから出て、できればなんとかして、南西

と北西とに面しているクレテのピニクス港に行って
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、そこで冬を過ごしたいと主張した。 13時に、南風

が静かに吹いてきたので、彼らは、この時とばかり

にいかりを上げて、クレテの岸に沿って航行した。

14すると間もなく、ユーラクロンと呼ばれる暴風が

、島から吹きおろしてきた。 15そのために、舟が流

されて風に逆らうことができないので、わたしたち

は吹き流されるままに任せた。 16それから、クラウ

ダという小島の陰に、はいり込んだので、わたした

ちは、やっとのことで小舟を処置することができ、

17それを舟に引き上げてから、綱で船体を巻きつけ

た。また、スルテスの洲に乗り上げるのを恐れ、帆

をおろして流れるままにした。 18わたしたちは、暴

風にひどく悩まされつづけたので、次の日に、人々

は積荷を捨てはじめ、 19三日目には、船具までも、

てずから投げすてた。 20幾日ものあいだ、太陽も星

も見えず、暴風は激しく吹きすさぶので、わたした

ちの助かる最後の望みもなくなった。 21みんなの者

は、長いあいだ食事もしないでいたが、その時、パ

ウロが彼らの中に立って言った、「皆さん、あなた

がたが、わたしの忠告を聞きいれて、クレテから出

なかったら、このような危害や損失を被らなくてす

んだはずであった。 22だが、この際、お勧めする。

元気を出しなさい。舟が失われるだけで、あなたが

たの中で生命を失うものは、ひとりもいないであろ

う。 23昨夜、わたしが仕え、また拝んでいる神から

の御使が、わたしのそばに立って言った、 24『パウ

ロよ、恐れるな。あなたは必ずカイザルの前に立た

なければならない。たしかに神は、あなたと同船の

者を、ことごとくあなたに賜わっている』。 25だか
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ら、皆さん、元気を出しなさい。万事はわたしに告

げられたとおりに成って行くと、わたしは、神かけ

て信じている。 26われわれは、どこかの島に打ちあ

げられるに相違ない」。 27わたしたちがアドリヤ海

に漂ってから十四日目の夜になった時、真夜中ごろ

、水夫らはどこかの陸地に近づいたように感じた。

28そこで、水の深さを測ってみたところ、二十ひろ

であることがわかった。それから少し進んで、もう

一度測ってみたら、十五ひろであった。 29わたした

ちが、万一暗礁に乗り上げては大変だと、人々は気

づかって、ともから四つのいかりを投げおろし、夜

の明けるのを待ちわびていた。 30その時、水夫らが

舟から逃げ出そうと思って、へさきからいかりを投

げおろすと見せかけ、小舟を海におろしていたので

、 31パウロは、百卒長や兵卒たちに言った、「あの

人たちが、舟に残っていなければ、あなたがたは助

からない」。 32そこで兵卒たちは、小舟の綱を断ち

切って、その流れて行くままに任せた。 33夜が明け

かけたころ、パウロは一同の者に、食事をするよう

に勧めて言った、「あなたがたが食事もせずに、見

張りを続けてから、何も食べないで、きょうが十四

日目に当る。 34だから、いま食事を取ることをお勧

めする。それが、あなたがたを救うことになるのだ

から。たしかに髪の毛ひとすじでも、あなたがたの

頭から失われることはないであろう」。 35彼はこう

言って、パンを取り、みんなの前で神に感謝し、そ

れをさいて食べはじめた。 36そこで、みんなの者も

元気づいて食事をした。 37舟にいたわたしたちは、

合わせて二百七十六人であった。 38みんなの者は、
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じゅうぶんに食事をした後、穀物を海に投げすてて

舟を軽くした。 39夜が明けて、どこの土地かよくわ

からなかったが、砂浜のある入江が見えたので、で

きれば、それに舟を乗り入れようということになっ

た。 40そこで、いかりを切り離して海に捨て、同時

にかじの綱をゆるめ、風に前の帆をあげて、砂浜に

むかって進んだ。 41ところが、潮流の流れ合う所に

突き進んだため、舟を浅瀬に乗りあげてしまって、

へさきがめり込んで動かなくなり、ともの方は激浪

のためにこわされた。 42兵卒たちは、囚人らが泳い

で逃げるおそれがあるので、殺してしまおうと図っ

たが、 43百卒長は、パウロを救いたいと思うところ

から、その意図をしりぞけ、泳げる者はまず海に飛

び込んで陸に行き、 44その他の者は、板や舟の破片

に乗って行くように命じた。こうして、全部の者が

上陸して救われたのであった。

28わたしたちが、こうして救われてからわかった

が、これはマルタと呼ばれる島であった。 2土地の

人々は、わたしたちに並々ならぬ親切をあらわして

くれた。すなわち、降りしきる雨や寒さをしのぐた

めに、火をたいてわたしたち一同をねぎらってくれ

たのである。 3そのとき、パウロはひとかかえの柴

をたばねて火にくべたところ、熱気のためにまむし

が出てきて、彼の手にかみついた。 4土地の人々は

、この生きものがパウロの手からぶら下がっている

のを見て、互に言った、「この人は、きっと人殺し

に違いない。海からはのがれたが、ディケーの神様

が彼を生かしてはおかないのだ」。 5ところがパウ

ロは、まむしを火の中に振り落して、なんの害も被
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らなかった。 6彼らは、彼が間もなくはれ上がるか

、あるいは、たちまち倒れて死ぬだろうと、様子を

うかがっていた。しかし、長い間うかがっていても

、彼の身になんの変ったことも起らないのを見て、

彼らは考えを変えて、「この人は神様だ」と言い出

した。 7さて、その場所の近くに、島の首長、ポプ

リオという人の所有地があった。彼は、そこにわた

したちを招待して、三日のあいだ親切にもてなして

くれた。 8たまたま、ポプリオの父が赤痢をわずら

い、高熱で床についていた。そこでパウロは、その

人のところにはいって行って祈り、手を彼の上にお

いていやしてやった。 9このことがあってから、ほ

かに病気をしている島の人たちが、ぞくぞくとやっ

てきて、みないやされた。 10彼らはわたしたちを非

常に尊敬し、出帆の時には、必要な品々を持ってき

てくれた。 11三か月たった後、わたしたちは、この

島に冬ごもりをしていたデオスクリの船飾りのある

アレキサンドリヤの舟で、出帆した。 12そして、シ

ラクサに寄港して三日のあいだ停泊し、 13そこから

進んでレギオンに行った。それから一日おいて、南

風が吹いてきたのに乗じ、ふつか目にポテオリに着

いた。 14そこで兄弟たちに会い、勧められるまま、

彼らのところに七日間も滞在した。それからわたし

たちは、ついにローマに到着した。 15ところが、兄

弟たちは、わたしたちのことを聞いて、アピオ・ポ

ロおよびトレス・タベルネまで出迎えてくれた。パ

ウロは彼らに会って、神に感謝し勇み立った。 16わ

たしたちがローマに着いた後、パウロは、ひとりの

番兵をつけられ、ひとりで住むことを許された。 17
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三日たってから、パウロは、重立ったユダヤ人たち

を招いた。みんなの者が集まったとき、彼らに言っ

た、「兄弟たちよ、わたしは、わが国民に対しても

、あるいは先祖伝来の慣例に対しても、何一つそむ

く行為がなかったのに、エルサレムで囚人としてロ

ーマ人たちの手に引き渡された。 18彼らはわたしを

取り調べた結果、なんら死に当る罪状もないので、

わたしを釈放しようと思ったのであるが、 19ユダヤ

人たちがこれに反対したため、わたしはやむを得ず

、カイザルに上訴するに至ったのである。しかしわ

たしは、わが同胞を訴えようなどとしているのでは

ない。 20こういうわけで、あなたがたに会って語り

合いたいと願っていた。事実、わたしは、イスラエ

ルのいだいている希望のゆえに、この鎖につながれ

ているのである」。 21そこで彼らは、パウロに言っ

た、「わたしたちは、ユダヤ人たちから、あなたに

ついて、なんの文書も受け取っていないし、また、

兄弟たちの中からここにきて、あなたについて不利

な報告をしたり、悪口を言ったりした者もなかった

。 22わたしたちは、あなたの考えていることを、直

接あなたから聞くのが、正しいことだと思っている

。実は、この宗派については、いたるところで反対

のあることが、わたしたちの耳にもはいっている」

。 23そこで、日を定めて、大ぜいの人が、パウロの

宿につめかけてきたので、朝から晩まで、パウロは

語り続け、神の国のことをあかしし、またモーセの

律法や預言者の書を引いて、イエスについて彼らの

説得につとめた。 24ある者はパウロの言うことを受

けいれ、ある者は信じようともしなかった。 25互に
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意見が合わなくて、みんなの者が帰ろうとしていた

時、パウロはひとこと述べて言った、「聖霊はよく

も預言者イザヤによって、あなたがたの先祖に語っ

たものである。 26『この民に行って言え、あなたが

たは聞くには聞くが、決して悟らない。見るには見

るが、決して認めない。 27この民の心は鈍くなり、

その耳は聞えにくく、その目は閉じている。それは

、彼らが目で見ず、耳で聞かず、心で悟らず、悔い

改めていやされることがないためである』。 28そこ

で、あなたがたは知っておくがよい。神のこの救の

言葉は、異邦人に送られたのだ。彼らは、これに聞

きしたがうであろう」。〔 29パウロがこれらのこと

を述べ終ると、ユダヤ人らは、互に論じ合いながら

帰って行った。〕 30パウロは、自分の借りた家に満

二年のあいだ住んで、たずねて来る人々をみな迎え

入れ、 31はばからず、また妨げられることもなく、

神の国を宣べ伝え、主イエス・キリストのことを教

えつづけた。
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ローマ人への手紙

1キリスト・イエスの僕、神の福音のために選び別

たれ、召されて使徒となったパウロから 2この福音

は、神が、預言者たちにより、聖書の中で、あらか

じめ約束されたものであって、 3御子に関するもの

である。御子は、肉によればダビデの子孫から生れ

、 4聖なる霊によれば、死人からの復活により、御

力をもって神の御子と定められた。これがわたした

ちの主イエス・キリストである。 5わたしたちは、

その御名のために、すべての異邦人を信仰の従順に

至らせるようにと、彼によって恵みと使徒の務とを

受けたのであり、 6あなたがたもまた、彼らの中に

あって、召されてイエス・キリストに属する者とな

ったのである 7ローマにいる、神に愛され、召され

た聖徒一同へ。わたしたちの父なる神および主イエ

ス・キリストから、恵みと平安とが、あなたがたに

あるように。 8まず第一に、わたしは、あなたがた

の信仰が全世界に言い伝えられていることを、イエ

ス・キリストによって、あなたがた一同のために、

わたしの神に感謝する。 10わたしは、祈のたびごと

に、絶えずあなたがたを覚え、いつかは御旨にかな

って道が開かれ、どうにかして、あなたがたの所に

行けるようにと願っている。このことについて、わ

たしのためにあかしをして下さるのは、わたしが霊

により、御子の福音を宣べ伝えて仕えている神であ

る。 11わたしは、あなたがたに会うことを熱望して

いる。あなたがたに霊の賜物を幾分でも分け与えて

、力づけたいからである。 12それは、あなたがたの

中にいて、あなたがたとわたしとのお互の信仰によ
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って、共に励まし合うためにほかならない。 13兄弟

たちよ。このことを知らずにいてもらいたくない。

わたしはほかの異邦人の間で得たように、あなたが

たの間でも幾分かの実を得るために、あなたがたの

所に行こうとしばしば企てたが、今まで妨げられて

きた。 14わたしには、ギリシヤ人にも未開の人にも

、賢い者にも無知な者にも、果すべき責任がある。

15そこで、わたしとしての切なる願いは、ローマに

いるあなたがたにも、福音を宣べ伝えることなので

ある。 16わたしは福音を恥としない。それは、ユダ

ヤ人をはじめ、ギリシヤ人にも、すべて信じる者に

、救を得させる神の力である。 17神の義は、その福

音の中に啓示され、信仰に始まり信仰に至らせる。

これは、「信仰による義人は生きる」と書いてある

とおりである。 18神の怒りは、不義をもって真理を

はばもうとする人間のあらゆる不信心と不義とに対

して、天から啓示される。 19なぜなら、神について

知りうる事がらは、彼らには明らかであり、神がそ

れを彼らに明らかにされたのである。 20神の見えな

い性質、すなわち、神の永遠の力と神性とは、天地

創造このかた、被造物において知られていて、明ら

かに認められるからである。したがって、彼らには

弁解の余地がない。 (aïdios g126) 21なぜなら、彼らは

神を知っていながら、神としてあがめず、感謝もせ

ず、かえってその思いはむなしくなり、その無知な

心は暗くなったからである。 22彼らは自ら知者と称

しながら、愚かになり、 23不朽の神の栄光を変えて

、朽ちる人間や鳥や獣や這うものの像に似せたので

ある。 24ゆえに、神は、彼らが心の欲情にかられ、
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自分のからだを互にはずかしめて、汚すままに任せ

られた。 25彼らは神の真理を変えて虚偽とし、創造

者の代りに被造物を拝み、これに仕えたのである。

創造者こそ永遠にほむべきものである、アァメン。

(aiōn g165) 26それゆえ、神は彼らを恥ずべき情欲に任

せられた。すなわち、彼らの中の女は、その自然の

関係を不自然なものに代え、 27男もまた同じように

女との自然の関係を捨てて、互にその情欲の炎を燃

やし、男は男に対して恥ずべきことをなし、そして

その乱行の当然の報いを、身に受けたのである。 28

そして、彼らは神を認めることを正しいとしなかっ

たので、神は彼らを正しからぬ思いにわたし、なす

べからざる事をなすに任せられた。 29すなわち、彼

らは、あらゆる不義と悪と貪欲と悪意とにあふれ、

ねたみと殺意と争いと詐欺と悪念とに満ち、また、

ざん言する者、 30そしる者、神を憎む者、不遜な者

、高慢な者、大言壮語する者、悪事をたくらむ者、

親に逆らう者となり、 31無知、不誠実、無情、無慈

悲な者となっている。 32彼らは、こうした事を行う

者どもが死に価するという神の定めをよく知りなが

ら、自らそれを行うばかりではなく、それを行う者

どもを是認さえしている。

2だから、ああ、すべて人をさばく者よ。あなたに

は弁解の余地がない。あなたは、他人をさばくこと

によって、自分自身を罪に定めている。さばくあな

たも、同じことを行っているからである。 2わたし

たちは、神のさばきが、このような事を行う者ども

の上に正しく下ることを、知っている。 3ああ、こ

のような事を行う者どもをさばきながら、しかも自
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ら同じことを行う人よ。あなたは、神のさばきをの

がれうると思うのか。 4それとも、神の慈愛があな

たを悔改めに導くことも知らないで、その慈愛と忍

耐と寛容との富を軽んじるのか。 5あなたのかたく

なな、悔改めのない心のゆえに、あなたは、神の正

しいさばきの現れる怒りの日のために神の怒りを、

自分の身に積んでいるのである。 6神は、おのおの

に、そのわざにしたがって報いられる。 7すなわち

、一方では、耐え忍んで善を行って、光栄とほまれ

と朽ちぬものとを求める人に、永遠のいのちが与え

られ、 (aiōnios g166) 8他方では、党派心をいだき、真

理に従わないで不義に従う人に、怒りと激しい憤り

とが加えられる。 9悪を行うすべての人には、ユダ

ヤ人をはじめギリシヤ人にも、患難と苦悩とが与え

られ、 10善を行うすべての人には、ユダヤ人をはじ

めギリシヤ人にも、光栄とほまれと平安とが与えら

れる。 11なぜなら、神には、かたより見ることがな

いからである。 12そのわけは、律法なしに罪を犯し

た者は、また律法なしに滅び、律法のもとで罪を犯

した者は、律法によってさばかれる。 13なぜなら、

律法を聞く者が、神の前に義なるものではなく、律

法を行う者が、義とされるからである。 14すなわち

、律法を持たない異邦人が、自然のままで、律法の

命じる事を行うなら、たとい律法を持たなくても、

彼らにとっては自分自身が律法なのである。 15彼ら

は律法の要求がその心にしるされていることを現し

、そのことを彼らの良心も共にあかしをして、その

判断が互にあるいは訴え、あるいは弁明し合うので

ある。 16そして、これらのことは、わたしの福音に
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よれば、神がキリスト・イエスによって人々の隠れ

た事がらをさばかれるその日に、明らかにされるで

あろう。 17もしあなたが、自らユダヤ人と称し、律

法に安んじ、神を誇とし、 18御旨を知り、律法に教

えられて、なすべきことをわきまえており、 20さら

に、知識と真理とが律法の中に形をとっているとし

て、自ら盲人の手引き、やみにおる者の光、愚かな

者の導き手、幼な子の教師をもって任じているのな

ら、 21なぜ、人を教えて自分を教えないのか。盗む

なと人に説いて、自らは盗むのか。 22姦淫するなと

言って、自らは姦淫するのか。偶像を忌みきらいな

がら、自らは宮の物をかすめるのか。 23律法を誇と

しながら、自らは律法に違反して、神を侮っている

のか。 24聖書に書いてあるとおり、「神の御名は、

あなたがたのゆえに、異邦人の間で汚されている」

。 25もし、あなたが律法を行うなら、なるほど、割

礼は役に立とう。しかし、もし律法を犯すなら、あ

なたの割礼は無割礼となってしまう。 26だから、も

し無割礼の者が律法の規定を守るなら、その無割礼

は割礼と見なされるではないか。 27かつ、生れなが

ら無割礼の者であって律法を全うする者は、律法の

文字と割礼とを持ちながら律法を犯しているあなた

を、さばくのである。 28というのは、外見上のユダ

ヤ人がユダヤ人ではなく、また、外見上の肉におけ

る割礼が割礼でもない。 29かえって、隠れたユダヤ

人がユダヤ人であり、また、文字によらず霊による

心の割礼こそ割礼であって、そのほまれは人からで

はなく、神から来るのである。
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3では、ユダヤ人のすぐれている点は何か。また割

礼の益は何か。 2それは、いろいろの点で数多くあ

る。まず第一に、神の言が彼らにゆだねられたこと

である。 3すると、どうなるのか。もし、彼らのう

ちに不真実の者があったとしたら、その不真実によ

って、神の真実は無になるであろうか。 4断じてそ

うではない。あらゆる人を偽り者としても、神を真

実なものとすべきである。それは、「あなたが言葉

を述べるときは、義とせられ、あなたがさばきを受

けるとき、勝利を得るため」と書いてあるとおりで

ある。 5しかし、もしわたしたちの不義が、神の義

を明らかにするとしたら、なんと言うべきか。怒り

を下す神は、不義であると言うのか（これは人間的

な言い方ではある）。 6断じてそうではない。もし

そうであったら、神はこの世を、どうさばかれるだ

ろうか。 7しかし、もし神の真実が、わたしの偽り

によりいっそう明らかにされて、神の栄光となるな

ら、どうして、わたしはなおも罪人としてさばかれ

るのだろうか。 8むしろ、「善をきたらせるために

、わたしたちは悪をしようではないか」（わたした

ちがそう言っていると、ある人々はそしっている）

。彼らが罰せられるのは当然である。 9すると、ど

うなるのか。わたしたちには何かまさったところが

あるのか。絶対にない。ユダヤ人もギリシヤ人も、

ことごとく罪の下にあることを、わたしたちはすで

に指摘した。 10次のように書いてある、「義人はい

ない、ひとりもいない。 11悟りのある人はいない、

神を求める人はいない。 12すべての人は迷い出て、

ことごとく無益なものになっている。善を行う者は
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いない、ひとりもいない。 13彼らののどは、開いた

墓であり、彼らは、その舌で人を欺き、彼らのくち

びるには、まむしの毒があり、 14彼らの口は、のろ

いと苦い言葉とで満ちている。 15彼らの足は、血を

流すのに速く、 16彼らの道には、破壊と悲惨とがあ

る。 17そして、彼らは平和の道を知らない。 18彼

らの目の前には、神に対する恐れがない」。 19さて

、わたしたちが知っているように、すべて律法の言

うところは、律法のもとにある者たちに対して語ら

れている。それは、すべての口がふさがれ、全世界

が神のさばきに服するためである。 20なぜなら、律

法を行うことによっては、すべての人間は神の前に

義とせられないからである。律法によっては、罪の

自覚が生じるのみである。 21しかし今や、神の義が

、律法とは別に、しかも律法と預言者とによってあ

かしされて、現された。 22それは、イエス・キリス

トを信じる信仰による神の義であって、すべて信じ

る人に与えられるものである。そこにはなんらの差

別もない。 23すなわち、すべての人は罪を犯したた

め、神の栄光を受けられなくなっており、 24彼らは

、価なしに、神の恵みにより、キリスト・イエスに

よるあがないによって義とされるのである。 25神は

このキリストを立てて、その血による、信仰をもっ

て受くべきあがないの供え物とされた。それは神の

義を示すためであった。すなわち、今までに犯され

た罪を、神は忍耐をもって見のがしておられたが、

26それは、今の時に、神の義を示すためであった。

こうして、神みずからが義となり、さらに、イエス

を信じる者を義とされるのである。 27すると、どこ
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にわたしたちの誇があるのか。全くない。なんの法

則によってか。行いの法則によってか。そうではな

く、信仰の法則によってである。 28わたしたちは、

こう思う。人が義とされるのは、律法の行いによる

のではなく、信仰によるのである。 29それとも、神

はユダヤ人だけの神であろうか。また、異邦人の神

であるのではないか。確かに、異邦人の神でもある

。 30まことに、神は唯一であって、割礼のある者を

信仰によって義とし、また、無割礼の者をも信仰の

ゆえに義とされるのである。 31すると、信仰のゆえ

に、わたしたちは律法を無効にするのであるか。断

じてそうではない。かえって、それによって律法を

確立するのである。

4それでは、肉によるわたしたちの先祖アブラハム

の場合については、なんと言ったらよいか。 2もし

アブラハムが、その行いによって義とされたのであ

れば、彼は誇ることができよう。しかし、神のみま

えでは、できない。 3なぜなら、聖書はなんと言っ

ているか、「アブラハムは神を信じた。それによっ

て、彼は義と認められた」とある。 4いったい、働

く人に対する報酬は、恩恵としてではなく、当然の

支払いとして認められる。 5しかし、働きはなくて

も、不信心な者を義とするかたを信じる人は、その

信仰が義と認められるのである。 6ダビデもまた、

行いがなくても神に義と認められた人の幸福につい

て、次のように言っている、 7「不法をゆるされ、

罪をおおわれた人たちは、さいわいである。 8罪を

主に認められない人は、さいわいである」。 9さて

、この幸福は、割礼の者だけが受けるのか。それと
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も、無割礼の者にも及ぶのか。わたしたちは言う、

「アブラハムには、その信仰が義と認められた」の

である。 10それでは、どういう場合にそう認められ

たのか。割礼を受けてからか、それとも受ける前か

。割礼を受けてからではなく、無割礼の時であった

。 11そして、アブラハムは割礼というしるしを受け

たが、それは、無割礼のままで信仰によって受けた

義の証印であって、彼が、無割礼のままで信じて義

とされるに至るすべての人の父となり、 12かつ、割

礼の者の父となるためなのである。割礼の者という

のは、割礼を受けた者ばかりではなく、われらの父

アブラハムが無割礼の時に持っていた信仰の足跡を

踏む人々をもさすのである。 13なぜなら、世界を相

続させるとの約束が、アブラハムとその子孫とに対

してなされたのは、律法によるのではなく、信仰の

義によるからである。 14もし、律法に立つ人々が相

続人であるとすれば、信仰はむなしくなり、約束も

また無効になってしまう。 15いったい、律法は怒り

を招くものであって、律法のないところには違反な

るものはない。 16このようなわけで、すべては信仰

によるのである。それは恵みによるのであって、す

べての子孫に、すなわち、律法に立つ者だけにでは

なく、アブラハムの信仰に従う者にも、この約束が

保証されるのである。アブラハムは、神の前で、わ

たしたちすべての者の父であって、 17「わたしは、

あなたを立てて多くの国民の父とした」と書いてあ

るとおりである。彼はこの神、すなわち、死人を生

かし、無から有を呼び出される神を信じたのである

。 18彼は望み得ないのに、なおも望みつつ信じた。
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そのために、「あなたの子孫はこうなるであろう」

と言われているとおり、多くの国民の父となったの

である。 19すなわち、およそ百歳となって、彼自身

のからだが死んだ状態であり、また、サラの胎が不

妊であるのを認めながらも、なお彼の信仰は弱らな

かった。 20彼は、神の約束を不信仰のゆえに疑うよ

うなことはせず、かえって信仰によって強められ、

栄光を神に帰し、 21神はその約束されたことを、ま

た成就することができると確信した。 22だから、彼

は義と認められたのである。 23しかし「義と認めら

れた」と書いてあるのは、アブラハムのためだけで

はなく、 24わたしたちのためでもあって、わたした

ちの主イエスを死人の中からよみがえらせたかたを

信じるわたしたちも、義と認められるのである。 25

主は、わたしたちの罪過のために死に渡され、わた

したちが義とされるために、よみがえらされたので

ある。

5このように、わたしたちは、信仰によって義とさ

れたのだから、わたしたちの主イエス・キリストに

より、神に対して平和を得ている。 2わたしたちは

、さらに彼により、いま立っているこの恵みに信仰

によって導き入れられ、そして、神の栄光にあずか

る希望をもって喜んでいる。 3それだけではなく、

患難をも喜んでいる。なぜなら、患難は忍耐を生み

出し、 4忍耐は錬達を生み出し、錬達は希望を生み

出すことを、知っているからである。 5そして、希

望は失望に終ることはない。なぜなら、わたしたち

に賜わっている聖霊によって、神の愛がわたしたち

の心に注がれているからである。 6わたしたちがま
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だ弱かったころ、キリストは、時いたって、不信心

な者たちのために死んで下さったのである。 7正し

い人のために死ぬ者は、ほとんどいないであろう。

善人のためには、進んで死ぬ者もあるいはいるであ

ろう。 8しかし、まだ罪人であった時、わたしたち

のためにキリストが死んで下さったことによって、

神はわたしたちに対する愛を示されたのである。 9

わたしたちは、キリストの血によって今は義とされ

ているのだから、なおさら、彼によって神の怒りか

ら救われるであろう。 10もし、わたしたちが敵であ

った時でさえ、御子の死によって神との和解を受け

たとすれば、和解を受けている今は、なおさら、彼

のいのちによって救われるであろう。 11そればかり

ではなく、わたしたちは、今や和解を得させて下さ

ったわたしたちの主イエス・キリストによって、神

を喜ぶのである。 12このようなわけで、ひとりの人

によって、罪がこの世にはいり、また罪によって死

がはいってきたように、こうして、すべての人が罪

を犯したので、死が全人類にはいり込んだのである

。 13というのは、律法以前にも罪は世にあったが、

律法がなければ、罪は罪として認められないのであ

る。 14しかし、アダムからモーセまでの間において

も、アダムの違反と同じような罪を犯さなかった者

も、死の支配を免れなかった。このアダムは、きた

るべき者の型である。 15しかし、恵みの賜物は罪過

の場合とは異なっている。すなわち、もしひとりの

罪過のために多くの人が死んだとすれば、まして、

神の恵みと、ひとりの人イエス・キリストの恵みに

よる賜物とは、さらに豊かに多くの人々に満ちあふ
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れたはずではないか。 16かつ、この賜物は、ひとり

の犯した罪の結果とは異なっている。なぜなら、さ

ばきの場合は、ひとりの罪過から、罪に定めること

になったが、恵みの場合には、多くの人の罪過から

、義とする結果になるからである。 17もし、ひとり

の罪過によって、そのひとりをとおして死が支配す

るに至ったとすれば、まして、あふれるばかりの恵

みと義の賜物とを受けている者たちは、ひとりのイ

エス・キリストをとおし、いのちにあって、さらに

力強く支配するはずではないか。 18このようなわけ

で、ひとりの罪過によってすべての人が罪に定めら

れたように、ひとりの義なる行為によって、いのち

を得させる義がすべての人に及ぶのである。 19すな

わち、ひとりの人の不従順によって、多くの人が罪

人とされたと同じように、ひとりの従順によって、

多くの人が義人とされるのである。 20律法がはいり

込んできたのは、罪過の増し加わるためである。し

かし、罪の増し加わったところには、恵みもますま

す満ちあふれた。 21それは、罪が死によって支配す

るに至ったように、恵みもまた義によって支配し、

わたしたちの主イエス・キリストにより、永遠のい

のちを得させるためである。 (aiōnios g166)

6では、わたしたちは、なんと言おうか。恵みが増

し加わるために、罪にとどまるべきであろうか。 2

断じてそうではない。罪に対して死んだわたしたち

が、どうして、なお、その中に生きておれるだろう

か。 3それとも、あなたがたは知らないのか。キリ

スト・イエスにあずかるバプテスマを受けたわたし

たちは、彼の死にあずかるバプテスマを受けたので
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ある。 4すなわち、わたしたちは、その死にあずか

るバプテスマによって、彼と共に葬られたのである

。それは、キリストが父の栄光によって、死人の中

からよみがえらされたように、わたしたちもまた、

新しいいのちに生きるためである。 5もしわたした

ちが、彼に結びついてその死の様にひとしくなるな

ら、さらに、彼の復活の様にもひとしくなるであろ

う。 6わたしたちは、この事を知っている。わたし

たちの内の古き人はキリストと共に十字架につけら

れた。それは、この罪のからだが滅び、わたしたち

がもはや、罪の奴隷となることがないためである。

7それは、すでに死んだ者は、罪から解放されている

からである。 8もしわたしたちが、キリストと共に

死んだなら、また彼と共に生きることを信じる。 9

キリストは死人の中からよみがえらされて、もはや

死ぬことがなく、死はもはや彼を支配しないことを

、知っているからである。 10なぜなら、キリストが

死んだのは、ただ一度罪に対して死んだのであり、

キリストが生きるのは、神に生きるのだからである

。 11このように、あなたがた自身も、罪に対して死

んだ者であり、キリスト・イエスにあって神に生き

ている者であることを、認むべきである。 12だから

、あなたがたの死ぬべきからだを罪の支配にゆだね

て、その情欲に従わせることをせず、 13また、あな

たがたの肢体を不義の武器として罪にささげてはな

らない。むしろ、死人の中から生かされた者として

、自分自身を神にささげ、自分の肢体を義の武器と

して神にささげるがよい。 14なぜなら、あなたがた

は律法の下にあるのではなく、恵みの下にあるので
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、罪に支配されることはないからである。 15それで

は、どうなのか。律法の下にではなく、恵みの下に

あるからといって、わたしたちは罪を犯すべきであ

ろうか。断じてそうではない。 16あなたがたは知ら

ないのか。あなたがた自身が、だれかの僕になって

服従するなら、あなたがたは自分の服従するその者

の僕であって、死に至る罪の僕ともなり、あるいは

、義にいたる従順の僕ともなるのである。 17しかし

、神は感謝すべきかな。あなたがたは罪の僕であっ

たが、伝えられた教の基準に心から服従して、 18罪

から解放され、義の僕となった。 19わたしは人間的

な言い方をするが、それは、あなたがたの肉の弱さ

のゆえである。あなたがたは、かつて自分の肢体を

汚れと不法との僕としてささげて不法に陥ったよう

に、今や自分の肢体を義の僕としてささげて、きよ

くならねばならない。 20あなたがたが罪の僕であっ

た時は、義とは縁のない者であった。 21その時あな

たがたは、どんな実を結んだのか。それは、今では

恥とするようなものであった。それらのものの終極

は、死である。 22しかし今や、あなたがたは罪から

解放されて神に仕え、きよきに至る実を結んでいる

。その終極は永遠のいのちである。 (aiōnios g166) 23罪

の支払う報酬は死である。しかし神の賜物は、わた

したちの主キリスト・イエスにおける永遠のいのち

である。 (aiōnios g166)

7それとも、兄弟たちよ。あなたがたは知らないの

か。わたしは律法を知っている人々に語るのである

が、律法は人をその生きている期間だけ支配するも

のである。 2すなわち、夫のある女は、夫が生きて
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いる間は、律法によって彼につながれている。しか

し、夫が死ねば、夫の律法から解放される。 3であ

るから、夫の生存中に他の男に行けば、その女は淫

婦と呼ばれるが、もし夫が死ねば、その律法から解

かれるので、他の男に行っても、淫婦とはならない

。 4わたしの兄弟たちよ。このように、あなたがた

も、キリストのからだをとおして、律法に対して死

んだのである。それは、あなたがたが他の人、すな

わち、死人の中からよみがえられたかたのものとな

り、こうして、わたしたちが神のために実を結ぶに

至るためなのである。 5というのは、わたしたちが

肉にあった時には、律法による罪の欲情が、死のた

めに実を結ばせようとして、わたしたちの肢体のう

ちに働いていた。 6しかし今は、わたしたちをつな

いでいたものに対して死んだので、わたしたちは律

法から解放され、その結果、古い文字によってでは

なく、新しい霊によって仕えているのである。 7そ

れでは、わたしたちは、なんと言おうか。律法は罪

なのか。断じてそうではない。しかし、律法によら

なければ、わたしは罪を知らなかったであろう。す

なわち、もし律法が「むさぼるな」と言わなかった

ら、わたしはむさぼりなるものを知らなかったであ

ろう。 8しかるに、罪は戒めによって機会を捕え、

わたしの内に働いて、あらゆるむさぼりを起させた

。すなわち、律法がなかったら、罪は死んでいるの

である。 9わたしはかつては、律法なしに生きてい

たが、戒めが来るに及んで、罪は生き返り、 10わた

しは死んだ。そして、いのちに導くべき戒めそのも

のが、かえってわたしを死に導いて行くことがわか
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った。 11なぜなら、罪は戒めによって機会を捕え、

わたしを欺き、戒めによってわたしを殺したからで

ある。 12このようなわけで、律法そのものは聖なる

ものであり、戒めも聖であって、正しく、かつ善な

るものである。 13では、善なるものが、わたしにと

って死となったのか。断じてそうではない。それは

むしろ、罪の罪たることが現れるための、罪のしわ

ざである。すなわち、罪は、戒めによって、はなは

だしく悪性なものとなるために、善なるものによっ

てわたしを死に至らせたのである。 14わたしたちは

、律法は霊的なものであると知っている。しかし、

わたしは肉につける者であって、罪の下に売られて

いるのである。 15わたしは自分のしていることが、

わからない。なぜなら、わたしは自分の欲する事は

行わず、かえって自分の憎む事をしているからであ

る。 16もし、自分の欲しない事をしているとすれば

、わたしは律法が良いものであることを承認してい

ることになる。 17そこで、この事をしているのは、

もはやわたしではなく、わたしの内に宿っている罪

である。 18わたしの内に、すなわち、わたしの肉の

内には、善なるものが宿っていないことを、わたし

は知っている。なぜなら、善をしようとする意志は

、自分にあるが、それをする力がないからである。

19すなわち、わたしの欲している善はしないで、欲

していない悪は、これを行っている。 20もし、欲し

ないことをしているとすれば、それをしているのは

、もはやわたしではなく、わたしの内に宿っている

罪である。 21そこで、善をしようと欲しているわた

しに、悪がはいり込んでいるという法則があるのを
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見る。 22すなわち、わたしは、内なる人としては神

の律法を喜んでいるが、 23わたしの肢体には別の律

法があって、わたしの心の法則に対して戦いをいど

み、そして、肢体に存在する罪の法則の中に、わた

しをとりこにしているのを見る。 24わたしは、なん

というみじめな人間なのだろう。だれが、この死の

からだから、わたしを救ってくれるだろうか。 25わ

たしたちの主イエス・キリストによって、神は感謝

すべきかな。このようにして、わたし自身は、心で

は神の律法に仕えているが、肉では罪の律法に仕え

ているのである。

8こういうわけで、今やキリスト・イエスにある者

は罪に定められることがない。 2なぜなら、キリス

ト・イエスにあるいのちの御霊の法則は、罪と死と

の法則からあなたを解放したからである。 3律法が

肉により無力になっているためになし得なかった事

を、神はなし遂げて下さった。すなわち、御子を、

罪の肉の様で罪のためにつかわし、肉において罪を

罰せられたのである。 4これは律法の要求が、肉に

よらず霊によって歩くわたしたちにおいて、満たさ

れるためである。 5なぜなら、肉に従う者は肉のこ

とを思い、霊に従う者は霊のことを思うからである

。 6肉の思いは死であるが、霊の思いは、いのちと

平安とである。 7なぜなら、肉の思いは神に敵する

からである。すなわち、それは神の律法に従わず、

否、従い得ないのである。 8また、肉にある者は、

神を喜ばせることができない。 9しかし、神の御霊

があなたがたの内に宿っているなら、あなたがたは

肉におるのではなく、霊におるのである。もし、キ
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リストの霊を持たない人がいるなら、その人はキリ

ストのものではない。 10もし、キリストがあなたが

たの内におられるなら、からだは罪のゆえに死んで

いても、霊は義のゆえに生きているのである。 11も

し、イエスを死人の中からよみがえらせたかたの御

霊が、あなたがたの内に宿っているなら、キリスト

・イエスを死人の中からよみがえらせたかたは、あ

なたがたの内に宿っている御霊によって、あなたが

たの死ぬべきからだをも、生かしてくださるであろ

う。 12それゆえに、兄弟たちよ。わたしたちは、果

すべき責任を負っている者であるが、肉に従って生

きる責任を肉に対して負っているのではない。 13な

ぜなら、もし、肉に従って生きるなら、あなたがた

は死ぬ外はないからである。しかし、霊によってか

らだの働きを殺すなら、あなたがたは生きるであろ

う。 14すべて神の御霊に導かれている者は、すなわ

ち、神の子である。 15あなたがたは再び恐れをいだ

かせる奴隷の霊を受けたのではなく、子たる身分を

授ける霊を受けたのである。その霊によって、わた

したちは「アバ、父よ」と呼ぶのである。 16御霊み

ずから、わたしたちの霊と共に、わたしたちが神の

子であることをあかしして下さる。 17もし子であれ

ば、相続人でもある。神の相続人であって、キリス

トと栄光を共にするために苦難をも共にしている以

上、キリストと共同の相続人なのである。 18わたし

は思う。今のこの時の苦しみは、やがてわたしたち

に現されようとする栄光に比べると、言うに足りな

い。 19被造物は、実に、切なる思いで神の子たちの

出現を待ち望んでいる。 20なぜなら、被造物が虚無
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に服したのは、自分の意志によるのではなく、服従

させたかたによるのであり、 21かつ、被造物自身に

も、滅びのなわめから解放されて、神の子たちの栄

光の自由に入る望みが残されているからである。 22

実に、被造物全体が、今に至るまで、共にうめき共

に産みの苦しみを続けていることを、わたしたちは

知っている。 23それだけではなく、御霊の最初の実

を持っているわたしたち自身も、心の内でうめきな

がら、子たる身分を授けられること、すなわち、か

らだのあがなわれることを待ち望んでいる。 24わた

したちは、この望みによって救われているのである

。しかし、目に見える望みは望みではない。なぜな

ら、現に見ている事を、どうして、なお望む人があ

ろうか。 25もし、わたしたちが見ないことを望むな

ら、わたしたちは忍耐して、それを待ち望むのであ

る。 26御霊もまた同じように、弱いわたしたちを助

けて下さる。なぜなら、わたしたちはどう祈ったら

よいかわからないが、御霊みずから、言葉にあらわ

せない切なるうめきをもって、わたしたちのために

とりなして下さるからである。 27そして、人の心を

探り知るかたは、御霊の思うところがなんであるか

を知っておられる。なぜなら、御霊は、聖徒のため

に、神の御旨にかなうとりなしをして下さるからで

ある。 28神は、神を愛する者たち、すなわち、ご計

画に従って召された者たちと共に働いて、万事を益

となるようにして下さることを、わたしたちは知っ

ている。 29神はあらかじめ知っておられる者たちを

、更に御子のかたちに似たものとしようとして、あ

らかじめ定めて下さった。それは、御子を多くの兄
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弟の中で長子とならせるためであった。 30そして、

あらかじめ定めた者たちを更に召し、召した者たち

を更に義とし、義とした者たちには、更に栄光を与

えて下さったのである。 31それでは、これらの事に

ついて、なんと言おうか。もし、神がわたしたちの

味方であるなら、だれがわたしたちに敵し得ようか

。 32ご自身の御子をさえ惜しまないで、わたしたち

すべての者のために死に渡されたかたが、どうして

、御子のみならず万物をも賜わらないことがあろう

か。 33だれが、神の選ばれた者たちを訴えるのか。

神は彼らを義とされるのである。 34だれが、わたし

たちを罪に定めるのか。キリスト・イエスは、死ん

で、否、よみがえって、神の右に座し、また、わた

したちのためにとりなして下さるのである。 35だれ

が、キリストの愛からわたしたちを離れさせるのか

。患難か、苦悩か、迫害か、飢えか、裸か、危難か

、剣か。 36「わたしたちはあなたのために終日、死

に定められており、ほふられる羊のように見られて

いる」と書いてあるとおりである。 37しかし、わた

したちを愛して下さったかたによって、わたしたち

は、これらすべての事において勝ち得て余りがある

。 38わたしは確信する。死も生も、天使も支配者も

、現在のものも将来のものも、力あるものも、 39高

いものも深いものも、その他どんな被造物も、わた

したちの主キリスト・イエスにおける神の愛から、

わたしたちを引き離すことはできないのである。

9わたしはキリストにあって真実を語る。偽りは言

わない。わたしの良心も聖霊によって、わたしにこ

うあかしをしている。 2すなわち、わたしに大きな
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悲しみがあり、わたしの心に絶えざる痛みがある。

3実際、わたしの兄弟、肉による同族のためなら、わ

たしのこの身がのろわれて、キリストから離されて

もいとわない。 4彼らはイスラエル人であって、子

たる身分を授けられることも、栄光も、もろもろの

契約も、律法を授けられることも、礼拝も、数々の

約束も彼らのもの、 5また父祖たちも彼らのもので

あり、肉によればキリストもまた彼らから出られた

のである。万物の上にいます神は、永遠にほむべき

かな、アァメン。 (aiōn g165) 6しかし、神の言が無効

になったというわけではない。なぜなら、イスラエ

ルから出た者が全部イスラエルなのではなく、 7ま

た、アブラハムの子孫だからといって、その全部が

子であるのではないからである。かえって「イサク

から出る者が、あなたの子孫と呼ばれるであろう」

。 8すなわち、肉の子がそのまま神の子なのではな

く、むしろ約束の子が子孫として認められるのであ

る。 9約束の言葉はこうである。「来年の今ごろ、

わたしはまた来る。そして、サラに男子が与えられ

るであろう」。 10そればかりではなく、ひとりの人

、すなわち、わたしたちの父祖イサクによって受胎

したリベカの場合も、また同様である。 11まだ子供

らが生れもせず、善も悪もしない先に、神の選びの

計画が、 12わざによらず、召したかたによって行わ

れるために、「兄は弟に仕えるであろう」と、彼女

に仰せられたのである。 13「わたしはヤコブを愛し

エサウを憎んだ」と書いてあるとおりである。 14で

は、わたしたちはなんと言おうか。神の側に不正が

あるのか。断じてそうではない。 15神はモーセに言
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われた、「わたしは自分のあわれもうとする者をあ

われみ、いつくしもうとする者を、いつくしむ」。

16ゆえに、それは人間の意志や努力によるのではな

く、ただ神のあわれみによるのである。 17聖書はパ

ロにこう言っている、「わたしがあなたを立てたの

は、この事のためである。すなわち、あなたによっ

てわたしの力をあらわし、また、わたしの名が全世

界に言いひろめられるためである」。 18だから、神

はそのあわれもうと思う者をあわれみ、かたくなに

しようと思う者を、かたくなになさるのである。 19

そこで、あなたは言うであろう、「なぜ神は、なお

も人を責められるのか。だれが、神の意図に逆らい

得ようか」。 20ああ人よ。あなたは、神に言い逆ら

うとは、いったい、何者なのか。造られたものが造

った者に向かって、「なぜ、わたしをこのように造

ったのか」と言うことがあろうか。 21陶器を造る者

は、同じ土くれから、一つを尊い器に、他を卑しい

器に造りあげる権能がないのであろうか。 22もし、

神が怒りをあらわし、かつ、ご自身の力を知らせよ

うと思われつつも、滅びることになっている怒りの

器を、大いなる寛容をもって忍ばれたとすれば、 23

かつ、栄光にあずからせるために、あらかじめ用意

されたあわれみの器にご自身の栄光の富を知らせよ

うとされたとすれば、どうであろうか。 24神は、こ

のあわれみの器として、またわたしたちをも、ユダ

ヤ人の中からだけではなく、異邦人の中からも召さ

れたのである。 25それは、ホセアの書でも言われて

いるとおりである、「わたしは、わたしの民でない

者を、わたしの民と呼び、愛されなかった者を、愛
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される者と呼ぶであろう。 26あなたがたはわたしの

民ではないと、彼らに言ったその場所で、彼らは生

ける神の子らであると、呼ばれるであろう」。 27ま

た、イザヤはイスラエルについて叫んでいる、「た

とい、イスラエルの子らの数は、浜の砂のようであ

っても、救われるのは、残された者だけであろう。

28主は、御言をきびしくまたすみやかに、地上にな

しとげられるであろう」。 29さらに、イザヤは預言

した、「もし、万軍の主がわたしたちに子孫を残さ

れなかったなら、わたしたちはソドムのようになり

、ゴモラと同じようになったであろう」。 30では、

わたしたちはなんと言おうか。義を追い求めなかっ

た異邦人は、義、すなわち、信仰による義を得た。

31しかし、義の律法を追い求めていたイスラエルは

、その律法に達しなかった。 32なぜであるか。信仰

によらないで、行いによって得られるかのように、

追い求めたからである。彼らは、つまずきの石につ

まずいたのである。 33「見よ、わたしはシオンに、

つまずきの石、さまたげの岩を置く。それにより頼

む者は、失望に終ることがない」と書いてあるとお

りである。

10兄弟よ、わが心のねがひ、神に對する祈は、彼

らの救はれんことなり。 2われ彼らが神のために熱

心なることを證す、されど其の熱心は知識によらざ

るなり。 3それは神の義を知らず、己の義を立てん

として、神の義に服はざればなり。 4キリストは凡

て信ずる者の義とせられん爲に律法の終となり給へ

り。 5モーセは、律法による義をおこなふ人は之に

よりて生くべしと録したり。 6されど信仰による義
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は斯くいふ『なんぢ心に「誰か天に昇らん」と言ふ

なかれ』と。 7これキリストを引下さんとするなり

『また「たれか底なき所に下らん」と言ふなかれ』

と。是キリストを死人の中より引上げんとするなり

。 (Abyssos g12) 8さらば何と言ふか『御言はなんぢに

近し、なんぢの口にあり、汝の心にあり』と。これ

我らが宣ぶる信仰の言なり。 9即ち、なんぢ口にて

イエスを主と言ひあらはし、心にて神の之を死人の

中より甦へらせ給ひしことを信ぜば、救はるべし。

10それ人は心に信じて義とせられ、口に言ひあらは

して救はるるなり。 11聖書にいふ『すべて彼を信ず

る者は辱しめられじ』と。 12ユダヤ人とギリシヤ人

との區別なし、同一の主は萬民の主にましまして、

凡て呼び求むる者に對して豐なり。 13『すべて主の

御名を呼び求むる者は救はるべし』とあればなり。

14然れど未だ信ぜぬ者を爭で呼び求むることをせん

、未だ聽かぬ者を爭で信ずることをせん、宣傳ふる

者なくば爭で聽くことをせん。 15遣されずば爭で宣

傳ふることをせん『ああ美しきかな、善き事を告ぐ

る者の足よ』と録されたる如し。 16されど、みな福

音に從ひしにはあらず、イザヤいふ『主よ、われら

に聞きたる言を誰か信ぜし』 17斯く信仰は聞くによ

り、聞くはキリストの言による。 18されど我いふ、

彼ら聞えざりしか、然らず『その聲は全地にゆきわ

たり、其の言は世界の極にまで及べり』 19我また言

ふ、イスラエルは知らざりしか、先づモーセ言ふ『

われ民ならぬ者をもて汝らに嫉を起させ、愚なる民

をもて汝らを怒らせん』 20またイザヤ憚らずして言

ふ『我を求めざる者に、われ見出され、我を尋ねざ
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る者に我あらはれたり』 21更にイスラエルに就きて

は『われ服はずして言ひさからふ民に、終日 手を伸

べたり』と云へり。

11そこで、わたしは問う、「神はその民を捨てた

のであろうか」。断じてそうではない。わたしもイ

スラエル人であり、アブラハムの子孫、ベニヤミン

族の者である。 2神は、あらかじめ知っておられた

その民を、捨てることはされなかった。聖書がエリ

ヤについてなんと言っているか、あなたがたは知ら

ないのか。すなわち、彼はイスラエルを神に訴えて

こう言った。 3「主よ、彼らはあなたの預言者たち

を殺し、あなたの祭壇をこぼち、そして、わたしひ

とりが取り残されたのに、彼らはわたしのいのちを

も求めています」。 4しかし、彼に対する御告げは

なんであったか、「バアルにひざをかがめなかった

七千人を、わたしのために残しておいた」。 5それ

と同じように、今の時にも、恵みの選びによって残

された者がいる。 6しかし、恵みによるのであれば

、もはや行いによるのではない。そうでないと、恵

みはもはや恵みでなくなるからである。 7では、ど

うなるのか。イスラエルはその追い求めているもの

を得ないで、ただ選ばれた者が、それを得た。そし

て、他の者たちはかたくなになった。 8「神は、彼

らに鈍い心と、見えない目と、聞えない耳とを与え

て、きょう、この日に及んでいる」と書いてあると

おりである。 9ダビデもまた言っている、「彼らの

食卓は、彼らのわなとなれ、網となれ、つまずきと

なれ、報復となれ。 10彼らの目は、くらんで見えな

くなれ、彼らの背は、いつまでも曲っておれ」。 11
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そこで、わたしは問う、「彼らがつまずいたのは、

倒れるためであったのか」。断じてそうではない。

かえって、彼らの罪過によって、救が異邦人に及び

、それによってイスラエルを奮起させるためである

。 12しかし、もし、彼らの罪過が世の富となり、彼

らの失敗が異邦人の富となったとすれば、まして彼

らが全部救われたなら、どんなにかすばらしいこと

であろう。 13そこでわたしは、あなたがた異邦人に

言う。わたし自身は異邦人の使徒なのであるから、

わたしの務を光栄とし、 14どうにかしてわたしの骨

肉を奮起させ、彼らの幾人かを救おうと願っている

。 15もし彼らの捨てられたことが世の和解となった

とすれば、彼らの受けいれられることは、死人の中

から生き返ることではないか。 16もし、麦粉の初穂

がきよければ、そのかたまりもきよい。もし根がき

よければ、その枝もきよい。 17しかし、もしある枝

が切り去られて、野生のオリブであるあなたがそれ

につがれ、オリブの根の豊かな養分にあずかってい

るとすれば、 18あなたはその枝に対して誇ってはな

らない。たとえ誇るとしても、あなたが根をささえ

ているのではなく、根があなたをささえているので

ある。 19すると、あなたは、「枝が切り去られたの

は、わたしがつがれるためであった」と言うであろ

う。 20まさに、そのとおりである。彼らは不信仰の

ゆえに切り去られ、あなたは信仰のゆえに立ってい

るのである。高ぶった思いをいだかないで、むしろ

恐れなさい。 21もし神が元木の枝を惜しまなかった

とすれば、あなたを惜しむようなことはないであろ

う。 22神の慈愛と峻厳とを見よ。神の峻厳は倒れた
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者たちに向けられ、神の慈愛は、もしあなたがその

慈愛にとどまっているなら、あなたに向けられる。

そうでないと、あなたも切り取られるであろう。 23

しかし彼らも、不信仰を続けなければ、つがれるで

あろう。神には彼らを再びつぐ力がある。 24なぜな

ら、もしあなたが自然のままの野生のオリブから切

り取られ、自然の性質に反して良いオリブにつがれ

たとすれば、まして、これら自然のままの良い枝は

、もっとたやすく、元のオリブにつがれないであろ

うか。 25兄弟たちよ。あなたがたが知者だと自負す

ることのないために、この奥義を知らないでいても

らいたくない。一部のイスラエル人がかたくなにな

ったのは、異邦人が全部救われるに至る時までのこ

とであって、 26こうして、イスラエル人は、すべて

救われるであろう。すなわち、次のように書いてあ

る、「救う者がシオンからきて、ヤコブから不信心

を追い払うであろう。 27そして、これが、彼らの罪

を除き去る時に、彼らに対して立てるわたしの契約

である」。 28福音について言えば、彼らは、あなた

がたのゆえに、神の敵とされているが、選びについ

て言えば、父祖たちのゆえに、神に愛せられる者で

ある。 29神の賜物と召しとは、変えられることがな

い。 30あなたがたが、かつては神に不従順であった

が、今は彼らの不従順によってあわれみを受けたよ

うに、 31彼らも今は不従順になっているが、それは

、あなたがたの受けたあわれみによって、彼ら自身

も今あわれみを受けるためなのである。 32すなわち

、神はすべての人をあわれむために、すべての人を

不従順のなかに閉じ込めたのである。 (eleēsē g1653) 33
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ああ深いかな、神の知恵と知識との富は。そのさば

きは窮めがたく、その道は測りがたい。 34「だれが

、主の心を知っていたか。だれが、主の計画にあず

かったか。 35また、だれが、まず主に与えて、その

報いを受けるであろうか」。 36万物は、神からいで

、神によって成り、神に帰するのである。栄光がと

こしえに神にあるように、アァメン。 (aiōn g165)

12兄弟たちよ。そういうわけで、神のあわれみに

よってあなたがたに勧める。あなたがたのからだを

、神に喜ばれる、生きた、聖なる供え物としてささ

げなさい。それが、あなたがたのなすべき霊的な礼

拝である。 2あなたがたは、この世と妥協してはな

らない。むしろ、心を新たにすることによって、造

りかえられ、何が神の御旨であるか、何が善であっ

て、神に喜ばれ、かつ全きことであるかを、わきま

え知るべきである。 (aiōn g165) 3わたしは、自分に与

えられた恵みによって、あなたがたひとりびとりに

言う。思うべき限度を越えて思いあがることなく、

むしろ、神が各自に分け与えられた信仰の量りにし

たがって、慎み深く思うべきである。 4なぜなら、

一つのからだにたくさんの肢体があるが、それらの

肢体がみな同じ働きをしてはいないように、 5わた

したちも数は多いが、キリストにあって一つのから

だであり、また各自は互に肢体だからである。 6こ

のように、わたしたちは与えられた恵みによって、

それぞれ異なった賜物を持っているので、もし、そ

れが預言であれば、信仰の程度に応じて預言をし、

7奉仕であれば奉仕をし、また教える者であれば教え

、 8勧めをする者であれば勧め、寄附する者は惜し
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みなく寄附し、指導する者は熱心に指導し、慈善を

する者は快く慈善をすべきである。 9愛には偽りが

あってはならない。悪は憎み退け、善には親しみ結

び、 10兄弟の愛をもって互にいつくしみ、進んで互

に尊敬し合いなさい。 11熱心で、うむことなく、霊

に燃え、主に仕え、 12望みをいだいて喜び、患難に

耐え、常に祈りなさい。 13貧しい聖徒を助け、努め

て旅人をもてなしなさい。 14あなたがたを迫害する

者を祝福しなさい。祝福して、のろってはならない

。 15喜ぶ者と共に喜び、泣く者と共に泣きなさい。

16互に思うことをひとつにし、高ぶった思いをいだ

かず、かえって低い者たちと交わるがよい。自分が

知者だと思いあがってはならない。 17だれに対して

も悪をもって悪に報いず、すべての人に対して善を

図りなさい。 18あなたがたは、できる限りすべての

人と平和に過ごしなさい。 19愛する者たちよ。自分

で復讐をしないで、むしろ、神の怒りに任せなさい

。なぜなら、「主が言われる。復讐はわたしのする

ことである。わたし自身が報復する」と書いてある

からである。 20むしろ、「もしあなたの敵が飢える

なら、彼に食わせ、かわくなら、彼に飲ませなさい

。そうすることによって、あなたは彼の頭に燃えさ

かる炭火を積むことになるのである」。 21悪に負け

てはいけない。かえって、善をもって悪に勝ちなさ

い。

13すべての人は、上に立つ権威に従うべきである

。なぜなら、神によらない権威はなく、おおよそ存

在している権威は、すべて神によって立てられたも

のだからである。 2したがって、権威に逆らう者は
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、神の定めにそむく者である。そむく者は、自分の

身にさばきを招くことになる。 3いったい、支配者

たちは、善事をする者には恐怖でなく、悪事をする

者にこそ恐怖である。あなたは権威を恐れないこと

を願うのか。それでは、善事をするがよい。そうす

れば、彼からほめられるであろう。 4彼は、あなた

に益を与えるための神の僕なのである。しかし、も

しあなたが悪事をすれば、恐れなければならない。

彼はいたずらに剣を帯びているのではない。彼は神

の僕であって、悪事を行う者に対しては、怒りをも

って報いるからである。 5だから、ただ怒りをのが

れるためだけではなく、良心のためにも従うべきで

ある。 6あなたがたが貢を納めるのも、また同じ理

由からである。彼らは神に仕える者として、もっぱ

らこの務に携わっているのである。 7あなたがたは

、彼らすべてに対して、義務を果しなさい。すなわ

ち、貢を納むべき者には貢を納め、税を納むべき者

には税を納め、恐るべき者は恐れ、敬うべき者は敬

いなさい。 8互に愛し合うことの外は、何人にも借

りがあってはならない。人を愛する者は、律法を全

うするのである。 9「姦淫するな、殺すな、盗むな

、むさぼるな」など、そのほかに、どんな戒めがあ

っても、結局「自分を愛するようにあなたの隣り人

を愛せよ」というこの言葉に帰する。 10愛は隣り人

に害を加えることはない。だから、愛は律法を完成

するものである。 11なお、あなたがたは時を知って

いるのだから、特に、この事を励まねばならない。

すなわち、あなたがたの眠りからさめるべき時が、

すでにきている。なぜなら今は、わたしたちの救が
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、初め信じた時よりも、もっと近づいているからで

ある。 12夜はふけ、日が近づいている。それだから

、わたしたちは、やみのわざを捨てて、光の武具を

着けようではないか。 13そして、宴楽と泥酔、淫乱

と好色、争いとねたみを捨てて、昼歩くように、つ

つましく歩こうではないか。 14あなたがたは、主イ

エス・キリストを着なさい。肉の欲を満たすことに

心を向けてはならない。

14信仰の弱い者を受けいれなさい。ただ、意見を

批評するためであってはならない。 2ある人は、何

を食べてもさしつかえないと信じているが、弱い人

は野菜だけを食べる。 3食べる者は食べない者を軽

んじてはならず、食べない者も食べる者をさばいて

はならない。神は彼を受けいれて下さったのである

から。 4他人の僕をさばくあなたは、いったい、何

者であるか。彼が立つのも倒れるのも、その主人に

よるのである。しかし、彼は立つようになる。主は

彼を立たせることができるからである。 5また、あ

る人は、この日がかの日よりも大事であると考え、

ほかの人はどの日も同じだと考える。各自はそれぞ

れ心の中で、確信を持っておるべきである。 6日を

重んじる者は、主のために重んじる。また食べる者

も主のために食べる。神に感謝して食べるからであ

る。食べない者も主のために食べない。そして、神

に感謝する。 7すなわち、わたしたちのうち、だれ

ひとり自分のために生きる者はなく、だれひとり自

分のために死ぬ者はない。 8わたしたちは、生きる

のも主のために生き、死ぬのも主のために死ぬ。だ

から、生きるにしても死ぬにしても、わたしたちは
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主のものなのである。 9なぜなら、キリストは、死

者と生者との主となるために、死んで生き返られた

からである。 10それだのに、あなたは、なぜ兄弟を

さばくのか。あなたは、なぜ兄弟を軽んじるのか。

わたしたちはみな、神のさばきの座の前に立つので

ある。 11すなわち、「主が言われる。わたしは生き

ている。すべてのひざは、わたしに対してかがみ、

すべての舌は、神にさんびをささげるであろう」と

書いてある。 12だから、わたしたちひとりびとりは

、神に対して自分の言いひらきをすべきである。 13

それゆえ、今後わたしたちは、互にさばき合うこと

をやめよう。むしろ、あなたがたは、妨げとなる物

や、つまずきとなる物を兄弟の前に置かないことに

、決めるがよい。 14わたしは、主イエスにあって知

りかつ確信している。それ自体、汚れているものは

一つもない。ただ、それが汚れていると考える人に

だけ、汚れているのである。 15もし食物のゆえに兄

弟を苦しめるなら、あなたは、もはや愛によって歩

いているのではない。あなたの食物によって、兄弟

を滅ぼしてはならない。キリストは彼のためにも、

死なれたのである。 16それだから、あなたがたにと

って良い事が、そしりの種にならぬようにしなさい

。 17神の国は飲食ではなく、義と、平和と、聖霊に

おける喜びとである。 18こうしてキリストに仕える

者は、神に喜ばれ、かつ、人にも受けいれられるの

である。 19こういうわけで、平和に役立つことや、

互の徳を高めることを、追い求めようではないか。

20食物のことで、神のみわざを破壊してはならない

。すべての物はきよい。ただ、それを食べて人をつ
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まずかせる者には、悪となる。 21肉を食わず、酒を

飲まず、そのほか兄弟をつまずかせないのは、良い

ことである。 22あなたの持っている信仰を、神のみ

まえに、自分自身に持っていなさい。自ら良いと定

めたことについて、やましいと思わない人は、さい

わいである。 23しかし、疑いながら食べる者は、信

仰によらないから、罪に定められる。すべて信仰に

よらないことは、罪である。

15わたしたち強い者は、強くない者たちの弱さを

になうべきであって、自分だけを喜ばせることをし

てはならない。 2わたしたちひとりびとりは、隣り

人の徳を高めるために、その益を図って彼らを喜ば

すべきである。 3キリストさえ、ご自身を喜ばせる

ことはなさらなかった。むしろ「あなたをそしる者

のそしりが、わたしに降りかかった」と書いてある

とおりであった。 4これまでに書かれた事がらは、

すべてわたしたちの教のために書かれたのであって

、それは聖書の与える忍耐と慰めとによって、望み

をいだかせるためである。 5どうか、忍耐と慰めと

の神が、あなたがたに、キリスト・イエスにならっ

て互に同じ思いをいだかせ、 6こうして、心を一つ

にし、声を合わせて、わたしたちの主イエス・キリ

ストの父なる神をあがめさせて下さるように。 7こ

ういうわけで、キリストもわたしたちを受けいれて

下さったように、あなたがたも互に受けいれて、神

の栄光をあらわすべきである。 8わたしは言う、キ

リストは神の真実を明らかにするために、割礼のあ

る者の僕となられた。それは父祖たちの受けた約束

を保証すると共に、 9異邦人もあわれみを受けて神
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をあがめるようになるためである、「それゆえ、わ

たしは、異邦人の中であなたにさんびをささげ、ま

た、御名をほめ歌う」と書いてあるとおりである。

10また、こう言っている、「異邦人よ、主の民と共

に喜べ」。 11また、「すべての異邦人よ、主をほめ

まつれ。もろもろの民よ、主をほめたたえよ」。 12

またイザヤは言っている、「エッサイの根から芽が

出て、異邦人を治めるために立ち上がる者が来る。

異邦人は彼に望みをおくであろう」。 13どうか、望

みの神が、信仰から来るあらゆる喜びと平安とを、

あなたがたに満たし、聖霊の力によって、あなたが

たを、望みにあふれさせて下さるように。 14さて、

わたしの兄弟たちよ。あなたがた自身が、善意にあ

ふれ、あらゆる知恵に満たされ、そして互に訓戒し

合う力のあることを、わたしは堅く信じている。 15

しかし、わたしはあなたがたの記憶を新たにするた

めに、ところどころ、かなり思いきって書いた。そ

れは、神からわたしに賜わった恵みによって、書い

たのである。 16このように恵みを受けたのは、わた

しが異邦人のためにキリスト・イエスに仕える者と

なり、神の福音のために祭司の役を勤め、こうして

異邦人を、聖霊によってきよめられた、御旨にかな

うささげ物とするためである。 17だから、わたしは

神への奉仕については、キリスト・イエスにあって

誇りうるのである。 18わたしは、異邦人を従順にす

るために、キリストがわたしを用いて、言葉とわざ

、 19しるしと不思議との力、聖霊の力によって、働

かせて下さったことの外には、あえて何も語ろうと

は思わない。こうして、わたしはエルサレムから始
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まり、巡りめぐってイルリコに至るまで、キリスト

の福音を満たしてきた。 20その際、わたしの切に望

んだところは、他人の土台の上に建てることをしな

いで、キリストの御名がまだ唱えられていない所に

福音を宣べ伝えることであった。 21すなわち、「彼

のことを宣べ伝えられていなかった人々が見、聞い

ていなかった人々が悟るであろう」と書いてあると

おりである。 22こういうわけで、わたしはあなたが

たの所に行くことを、たびたび妨げられてきた。 23

しかし今では、この地方にはもはや働く余地がなく

、かつイスパニヤに赴く場合、あなたがたの所に行

くことを、多年、熱望していたので、 24その途中あ

なたがたに会い、まず幾分でもわたしの願いがあな

たがたによって満たされたら、あなたがたに送られ

てそこへ行くことを、望んでいるのである。 25しか

し今の場合、聖徒たちに仕えるために、わたしはエ

ルサレムに行こうとしている。 26なぜなら、マケド

ニヤとアカヤとの人々は、エルサレムにおる聖徒の

中の貧しい人々を援助することに賛成したからであ

る。 27たしかに、彼らは賛成した。しかし同時に、

彼らはかの人々に負債がある。というのは、もし異

邦人が彼らの霊の物にあずかったとすれば、肉の物

をもって彼らに仕えるのは、当然だからである。 28

そこでわたしは、この仕事を済ませて彼らにこの実

を手渡した後、あなたがたの所をとおって、イスパ

ニヤに行こうと思う。 29そしてあなたがたの所に行

く時には、キリストの満ちあふれる祝福をもって行

くことと、信じている。 30兄弟たちよ。わたしたち

の主イエス・キリストにより、かつ御霊の愛によっ
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て、あなたがたにお願いする。どうか、共に力をつ

くして、わたしのために神に祈ってほしい。 31すな

わち、わたしがユダヤにおる不信の徒から救われ、

そしてエルサレムに対するわたしの奉仕が聖徒たち

に受けいれられるものとなるように、 32また、神の

御旨により、喜びをもってあなたがたの所に行き、

共になぐさめ合うことができるように祈ってもらい

たい。 33どうか、平和の神があなたがた一同と共に

いますように、アァメン。

16ケンクレヤにある教会の執事、わたしたちの姉

妹フィベを、あなたがたに紹介する。 2どうか、聖

徒たるにふさわしく、主にあって彼女を迎え、そし

て、彼女があなたがたにしてもらいたいことがあれ

ば、何事でも、助けてあげてほしい。彼女は多くの

人の援助者であり、またわたし自身の援助者でもあ

った。 3キリスト・イエスにあるわたしの同労者プ

リスカとアクラとに、よろしく言ってほしい。 4彼

らは、わたしのいのちを救うために、自分の首をさ

え差し出してくれたのである。彼らに対しては、わ

たしだけではなく、異邦人のすべての教会も、感謝

している。 5また、彼らの家の教会にも、よろしく

。わたしの愛するエパネトに、よろしく言ってほし

い。彼は、キリストにささげられたアジヤの初穂で

ある。 6あなたがたのために一方ならず労苦したマ

リヤに、よろしく言ってほしい。 7わたしの同族で

あって、わたしと一緒に投獄されたことのあるアン

デロニコとユニアスとに、よろしく。彼らは使徒た

ちの間で評判がよく、かつ、わたしよりも先にキリ

ストを信じた人々である。 8主にあって愛するアム
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プリアトに、よろしく。 9キリストにあるわたした

ちの同労者ウルバノと、愛するスタキスとに、よろ

しく。 10キリストにあって錬達なアペレに、よろし

く。アリストブロの家の人たちに、よろしく。 11同

族のヘロデオンに、よろしく。ナルキソの家の、主

にある人たちに、よろしく。 12主にあって労苦して

いるツルパナとツルポサとに、よろしく。主にあっ

て一方ならず労苦した愛するペルシスに、よろしく

。 13主にあって選ばれたルポスと、彼の母とに、よ

ろしく。彼の母は、わたしの母でもある。 14アスン

クリト、フレゴン、ヘルメス、パトロバ、ヘルマス

および彼らと一緒にいる兄弟たちに、よろしく。 15

ピロロゴとユリヤとに、またネレオとその姉妹とに

、オルンパに、また彼らと一緒にいるすべての聖徒

たちに、よろしく言ってほしい。 16きよい接吻をも

って、互にあいさつをかわしなさい。キリストのす

べての教会から、あなたがたによろしく。 17さて兄

弟たちよ。あなたがたに勧告する。あなたがたが学

んだ教にそむいて分裂を引き起し、つまずきを与え

る人々を警戒し、かつ彼らから遠ざかるがよい。 18

なぜなら、こうした人々は、わたしたちの主キリス

トに仕えないで、自分の腹に仕え、そして甘言と美

辞とをもって、純朴な人々の心を欺く者どもだから

である。 19あなたがたの従順は、すべての人々の耳

に達しており、それをあなたがたのために喜んでい

る。しかし、わたしの願うところは、あなたがたが

善にさとく、悪には、うとくあってほしいことであ

る。 20平和の神は、サタンをすみやかにあなたがた

の足の下に踏み砕くであろう。どうか、わたしたち
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の主イエスの恵みが、あなたがたと共にあるように

。 21わたしの同労者テモテおよび同族のルキオ、ヤ

ソン、ソシパテロから、あなたがたによろしく。 22

（この手紙を筆記したわたしテルテオも、主にあっ

てあなたがたにあいさつの言葉をおくる。） 23わた

しと全教会との家主ガイオから、あなたがたによろ

しく。市の会計係エラストと兄弟クワルトから、あ

なたがたによろしく。〔 24わたしたちの主イエス・

キリストの恵みが、あなたがた一同と共にあるよう

に、アァメン。〕 25願わくは、わたしの福音とイエ

ス・キリストの宣教とにより、かつ、長き世々にわ

たって、 (aiōnios g166) 26隠されていたが、今やあらわ

され、預言の書をとおして、永遠の神の命令に従い

、信仰の従順に至らせるために、もろもろの国人に

告げ知らされた奥義の啓示によって、あなたがたを

力づけることのできるかた、 (aiōnios g166) 27すなわち

、唯一の知恵深き神に、イエス・キリストにより、

栄光が永遠より永遠にあるように、アァメン。 (aiōn

g165)
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コリント人への手紙第一

1神の御旨により召されてキリスト・イエスの使徒

となったパウロと、兄弟ソステネから、 2コリント

にある神の教会、すなわち、わたしたちの主イエス

・キリストの御名を至る所で呼び求めているすべて

の人々と共に、キリスト・イエスにあってきよめら

れ、聖徒として召されたかたがたへ。このキリスト

は、わたしたちの主であり、また彼らの主であられ

る。 3わたしたちの父なる神と主イエス・キリスト

から、恵みと平安とが、あなたがたにあるように。

4わたしは、あなたがたがキリスト・イエスにあって

与えられた神の恵みを思って、いつも神に感謝して

いる。 5あなたがたはキリストにあって、すべての

ことに、すなわち、すべての言葉にもすべての知識

にも恵まれ、 6キリストのためのあかしが、あなた

がたのうちに確かなものとされ、 7こうして、あな

たがたは恵みの賜物にいささかも欠けることがなく

、わたしたちの主イエス・キリストの現れるのを待

ち望んでいる。 8主もまた、あなたがたを最後まで

堅くささえて、わたしたちの主イエス・キリストの

日に、責められるところのない者にして下さるであ

ろう。 9神は真実なかたである。あなたがたは神に

よって召され、御子、わたしたちの主イエス・キリ

ストとの交わりに、はいらせていただいたのである

。 10さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キリ

ストの名によって、あなたがたに勧める。みな語る

ことを一つにし、お互の間に分争がないようにし、

同じ心、同じ思いになって、堅く結び合っていてほ

しい。 11わたしの兄弟たちよ。実は、クロエの家の
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者たちから、あなたがたの間に争いがあると聞かさ

れている。 12はっきり言うと、あなたがたがそれぞ

れ、「わたしはパウロにつく」「わたしはアポロに

」「わたしはケパに」「わたしはキリストに」と言

い合っていることである。 13キリストは、いくつに

も分けられたのか。パウロは、あなたがたのために

十字架につけられたことがあるのか。それとも、あ

なたがたは、パウロの名によってバプテスマを受け

たのか。 14わたしは感謝しているが、クリスポとガ

イオ以外には、あなたがたのうちのだれにも、バプ

テスマを授けたことがない。 15それはあなたがたが

わたしの名によってバプテスマを受けたのだと、だ

れにも言われることのないためである。 16もっとも

、ステパナの家の者たちには、バプテスマを授けた

ことがある。しかし、そのほかには、だれにも授け

た覚えがない。 17いったい、キリストがわたしをつ

かわされたのは、バプテスマを授けるためではなく

、福音を宣べ伝えるためであり、しかも知恵の言葉

を用いずに宣べ伝えるためであった。それは、キリ

ストの十字架が無力なものになってしまわないため

なのである。 18十字架の言は、滅び行く者には愚か

であるが、救にあずかるわたしたちには、神の力で

ある。 19すなわち、聖書に、「わたしは知者の知恵

を滅ぼし、賢い者の賢さをむなしいものにする」と

書いてある。 20知者はどこにいるか。学者はどこに

いるか。この世の論者はどこにいるか。神はこの世

の知恵を、愚かにされたではないか。 (aiōn g165) 21こ

の世は、自分の知恵によって神を認めるに至らなか

った。それは、神の知恵にかなっている。そこで神
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は、宣教の愚かさによって、信じる者を救うことと

されたのである。 22ユダヤ人はしるしを請い、ギリ

シヤ人は知恵を求める。 23しかしわたしたちは、十

字架につけられたキリストを宣べ伝える。このキリ

ストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人に

は愚かなものであるが、 24召された者自身にとって

は、ユダヤ人にもギリシヤ人にも、神の力、神の知

恵たるキリストなのである。 25神の愚かさは人より

も賢く、神の弱さは人よりも強いからである。 26兄

弟たちよ。あなたがたが召された時のことを考えて

みるがよい。人間的には、知恵のある者が多くはな

く、権力のある者も多くはなく、身分の高い者も多

くはいない。 27それだのに神は、知者をはずかしめ

るために、この世の愚かな者を選び、強い者をはず

かしめるために、この世の弱い者を選び、 28有力な

者を無力な者にするために、この世で身分の低い者

や軽んじられている者、すなわち、無きに等しい者

を、あえて選ばれたのである。 29それは、どんな人

間でも、神のみまえに誇ることがないためである。

30あなたがたがキリスト・イエスにあるのは、神に

よるのである。キリストは神に立てられて、わたし

たちの知恵となり、義と聖とあがないとになられた

のである。 31それは、「誇る者は主を誇れ」と書い

てあるとおりである。

2兄弟たちよ。わたしもまた、あなたがたの所に行

ったとき、神のあかしを宣べ伝えるのに、すぐれた

言葉や知恵を用いなかった。 2なぜなら、わたしは

イエス・キリスト、しかも十字架につけられたキリ

スト以外のことは、あなたがたの間では何も知るま
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いと、決心したからである。 3わたしがあなたがた

の所に行った時には、弱くかつ恐れ、ひどく不安で

あった。 4そして、わたしの言葉もわたしの宣教も

、巧みな知恵の言葉によらないで、霊と力との証明

によったのである。 5それは、あなたがたの信仰が

人の知恵によらないで、神の力によるものとなるた

めであった。 6しかしわたしたちは、円熟している

者の間では、知恵を語る。この知恵は、この世の者

の知恵ではなく、この世の滅び行く支配者たちの知

恵でもない。 (aiōn g165) 7むしろ、わたしたちが語る

のは、隠された奥義としての神の知恵である。それ

は神が、わたしたちの受ける栄光のために、世の始

まらぬ先から、あらかじめ定めておかれたものであ

る。 (aiōn g165) 8この世の支配者たちのうちで、この

知恵を知っていた者は、ひとりもいなかった。もし

知っていたなら、栄光の主を十字架につけはしなか

ったであろう。 (aiōn g165) 9しかし、聖書に書いてあ

るとおり、「目がまだ見ず、耳がまだ聞かず、人の

心に思い浮びもしなかったことを、神は、ご自分を

愛する者たちのために備えられた」のである。 10そ

して、それを神は、御霊によってわたしたちに啓示

して下さったのである。御霊はすべてのものをきわ

め、神の深みまでもきわめるのだからである。 11い

ったい、人間の思いは、その内にある人間の霊以外

に、だれが知っていようか。それと同じように神の

思いも、神の御霊以外には、知るものはない。 12と

ころが、わたしたちが受けたのは、この世の霊では

なく、神からの霊である。それによって、神から賜

わった恵みを悟るためである。 13この賜物について
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語るにも、わたしたちは人間の知恵が教える言葉を

用いないで、御霊の教える言葉を用い、霊によって

霊のことを解釈するのである。 14生れながらの人は

、神の御霊の賜物を受けいれない。それは彼には愚

かなものだからである。また、御霊によって判断さ

れるべきであるから、彼はそれを理解することがで

きない。 15しかし、霊の人は、すべてのものを判断

するが、自分自身はだれからも判断されることはな

い。 16「だれが主の思いを知って、彼を教えること

ができようか」。しかし、わたしたちはキリストの

思いを持っている。

3兄弟たちよ。わたしはあなたがたには、霊の人に

対するように話すことができず、むしろ、肉に属す

る者、すなわち、キリストにある幼な子に話すよう

に話した。 2あなたがたに乳を飲ませて、堅い食物

は与えなかった。食べる力が、まだあなたがたにな

かったからである。今になってもその力がない。 3

あなたがたはまだ、肉の人だからである。あなたが

たの間に、ねたみや争いがあるのは、あなたがたが

肉の人であって、普通の人間のように歩いているた

めではないか。 4すなわち、ある人は「わたしはパ

ウロに」と言い、ほかの人は「わたしはアポロに」

と言っているようでは、あなたがたは普通の人間で

はないか。 5アポロは、いったい、何者か。また、

パウロは何者か。あなたがたを信仰に導いた人にす

ぎない。しかもそれぞれ、主から与えられた分に応

じて仕えているのである。 6わたしは植え、アポロ

は水をそそいだ。しかし成長させて下さるのは、神

である。 7だから、植える者も水をそそぐ者も、と
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もに取るに足りない。大事なのは、成長させて下さ

る神のみである。 8植える者と水をそそぐ者とは一

つであって、それぞれその働きに応じて報酬を得る

であろう。 9わたしたちは神の同労者である。あな

たがたは神の畑であり、神の建物である。 10神から

賜わった恵みによって、わたしは熟練した建築師の

ように、土台をすえた。そして他の人がその上に家

を建てるのである。しかし、どういうふうに建てる

か、それぞれ気をつけるがよい。 11なぜなら、すで

にすえられている土台以外のものをすえることは、

だれにもできない。そして、この土台はイエス・キ

リストである。 12この土台の上に、だれかが金、銀

、宝石、木、草、または、わらを用いて建てるなら

ば、 13それぞれの仕事は、はっきりとわかってくる

。すなわち、かの日は火の中に現れて、それを明ら

かにし、またその火は、それぞれの仕事がどんなも

のであるかを、ためすであろう。 14もしある人の建

てた仕事がそのまま残れば、その人は報酬を受ける

が、 15その仕事が焼けてしまえば、損失を被るであ

ろう。しかし彼自身は、火の中をくぐってきた者の

ようにではあるが、救われるであろう。 16あなたが

たは神の宮であって、神の御霊が自分のうちに宿っ

ていることを知らないのか。 17もし人が、神の宮を

破壊するなら、神はその人を滅ぼすであろう。なぜ

なら、神の宮は聖なるものであり、そして、あなた

がたはその宮なのだからである。 18だれも自分を欺

いてはならない。もしあなたがたのうちに、自分が

この世の知者だと思う人がいるなら、その人は知者

になるために愚かになるがよい。 (aiōn g165) 19なぜな
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ら、この世の知恵は、神の前では愚かなものだから

である。「神は、知者たちをその悪知恵によって捕

える」と書いてあり、 20更にまた、「主は、知者た

ちの論議のむなしいことをご存じである」と書いて

ある。 21だから、だれも人間を誇ってはいけない。

すべては、あなたがたのものなのである。 22パウロ

も、アポロも、ケパも、世界も、生も、死も、現在

のものも、将来のものも、ことごとく、あなたがた

のものである。 23そして、あなたがたはキリストの

もの、キリストは神のものである。

4このようなわけだから、人はわたしたちを、キリ

ストに仕える者、神の奥義を管理している者と見る

がよい。 2この場合、管理者に要求されているのは

、忠実であることである。 3わたしはあなたがたに

さばかれたり、人間の裁判にかけられたりしても、

なんら意に介しない。いや、わたしは自分をさばく

こともしない。 4わたしは自ら省みて、なんらやま

しいことはないが、それで義とされているわけでは

ない。わたしをさばくかたは、主である。 5だから

、主がこられるまでは、何事についても、先走りを

してさばいてはいけない。主は暗い中に隠れている

ことを明るみに出し、心の中で企てられていること

を、あらわにされるであろう。その時には、神から

それぞれほまれを受けるであろう。 6兄弟たちよ。

これらのことをわたし自身とアポロとに当てはめて

言って聞かせたが、それはあなたがたが、わたした

ちを例にとって、「しるされている定めを越えない

」ことを学び、ひとりの人をあがめ、ほかの人を見

さげて高ぶることのないためである。 7いったい、
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あなたを偉くしているのは、だれなのか。あなたの

持っているもので、もらっていないものがあるか。

もしもらっているなら、なぜもらっていないものの

ように誇るのか。 8あなたがたは、すでに満腹して

いるのだ。すでに富み栄えているのだ。わたしたち

を差しおいて、王になっているのだ。ああ、王にな

っていてくれたらと思う。そうであったなら、わた

したちも、あなたがたと共に王になれたであろう。

9わたしはこう考える。神はわたしたち使徒を死刑囚

のように、最後に出場する者として引き出し、こう

してわたしたちは、全世界に、天使にも人々にも見

せ物にされたのだ。 10わたしたちはキリストのゆえ

に愚かな者となり、あなたがたはキリストにあって

賢い者となっている。わたしたちは弱いが、あなた

がたは強い。あなたがたは尊ばれ、わたしたちは卑

しめられている。 11今の今まで、わたしたちは飢え

、かわき、裸にされ、打たれ、宿なしであり、 12苦

労して自分の手で働いている。はずかしめられては

祝福し、迫害されては耐え忍び、 13ののしられては

優しい言葉をかけている。わたしたちは今に至るま

で、この世のちりのように、人間のくずのようにさ

れている。 14わたしがこのようなことを書くのは、

あなたがたをはずかしめるためではなく、むしろ、

わたしの愛児としてさとすためである。 15たといあ

なたがたに、キリストにある養育掛が一万人あった

としても、父が多くあるのではない。キリスト・イ

エスにあって、福音によりあなたがたを生んだのは

、わたしなのである。 16そこで、あなたがたに勧め

る。わたしにならう者となりなさい。 17このことの
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ために、わたしは主にあって愛する忠実なわたしの

子テモテを、あなたがたの所につかわした。彼は、

キリスト・イエスにおけるわたしの生活のしかたを

、わたしが至る所の教会で教えているとおりに、あ

なたがたに思い起させてくれるであろう。 18しかし

ある人々は、わたしがあなたがたの所に来ることは

あるまいとみて、高ぶっているということである。

19しかし主のみこころであれば、わたしはすぐにで

もあなたがたの所に行って、高ぶっている者たちの

言葉ではなく、その力を見せてもらおう。 20神の国

は言葉ではなく、力である。 21あなたがたは、どち

らを望むのか。わたしがむちをもって、あなたがた

の所に行くことか、それとも、愛と柔和な心とをも

って行くことであるか。

5現に聞くところによると、あなたがたの間に不品

行な者があり、しかもその不品行は、異邦人の間に

もないほどのもので、ある人がその父の妻と一緒に

住んでいるということである。 2それだのに、なお

、あなたがたは高ぶっている。むしろ、そんな行い

をしている者が、あなたがたの中から除かれねばな

らないことを思って、悲しむべきではないか。 3し

かし、わたし自身としては、からだは離れていても

、霊では一緒にいて、その場にいる者のように、そ

んな行いをした者を、すでにさばいてしまっている

。 4すなわち、主イエスの名によって、あなたがた

もわたしの霊も共に、わたしたちの主イエスの権威

のもとに集まって、 5彼の肉が滅ぼされても、その

霊が主のさばきの日に救われるように、彼をサタン

に引き渡してしまったのである。 6あなたがたが誇
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っているのは、よろしくない。あなたがたは、少し

のパン種が粉のかたまり全体をふくらませることを

、知らないのか。 7新しい粉のかたまりになるため

に、古いパン種を取り除きなさい。あなたがたは、

事実パン種のない者なのだから。わたしたちの過越

の小羊であるキリストは、すでにほふられたのだ。

8ゆえに、わたしたちは、古いパン種や、また悪意と

邪悪とのパン種を用いずに、パン種のはいっていな

い純粋で真実なパンをもって、祭をしようではない

か。 9わたしは前の手紙で、不品行な者たちと交際

してはいけないと書いたが、 10それは、この世の不

品行な者、貪欲な者、略奪をする者、偶像礼拝をす

る者などと全然交際してはいけないと、言ったので

はない。もしそうだとしたら、あなたがたはこの世

から出て行かねばならないことになる。 11しかし、

わたしが実際に書いたのは、兄弟と呼ばれる人で、

不品行な者、貪欲な者、偶像礼拝をする者、人をそ

しる者、酒に酔う者、略奪をする者があれば、そん

な人と交際をしてはいけない、食事を共にしてもい

けない、ということであった。 12外の人たちをさば

くのは、わたしのすることであろうか。あなたがた

のさばくべき者は、内の人たちではないか。外の人

たちは、神がさばくのである。 13その悪人を、あな

たがたの中から除いてしまいなさい。

6あなたがたの中のひとりが、仲間の者と何か争い

を起した場合、それを聖徒に訴えないで、正しくな

い者に訴え出るようなことをするのか。 2それとも

、聖徒は世をさばくものであることを、あなたがた

は知らないのか。そして、世があなたがたによって



コリント人への手紙第一 2502

さばかれるべきであるのに、きわめて小さい事件で

もさばく力がないのか。 3あなたがたは知らないの

か、わたしたちは御使をさえさばく者である。まし

てこの世の事件などは、いうまでもないではないか

。 4それだのに、この世の事件が起ると、教会で軽

んじられている人たちを、裁判の席につかせるのか

。 5わたしがこう言うのは、あなたがたをはずかし

めるためである。いったい、あなたがたの中には、

兄弟の間の争いを仲裁することができるほどの知者

は、ひとりもいないのか。 6しかるに、兄弟が兄弟

を訴え、しかもそれを不信者の前に持ち出すのか。

7そもそも、互に訴え合うこと自体が、すでにあなた

がたの敗北なのだ。なぜ、むしろ不義を受けないの

か。なぜ、むしろだまされていないのか。 8しかる

に、あなたがたは不義を働き、だまし取り、しかも

兄弟に対してそうしているのである。 9それとも、

正しくない者が神の国をつぐことはないのを、知ら

ないのか。まちがってはいけない。不品行な者、偶

像を礼拝する者、姦淫をする者、男娼となる者、男

色をする者、盗む者、 10貪欲な者、酒に酔う者、そ

しる者、略奪する者は、いずれも神の国をつぐこと

はないのである。 11あなたがたの中には、以前はそ

んな人もいた。しかし、あなたがたは、主イエス・

キリストの名によって、またわたしたちの神の霊に

よって、洗われ、きよめられ、義とされたのである

。 12すべてのことは、わたしに許されている。しか

し、すべてのことが益になるわけではない。すべて

のことは、わたしに許されている。しかし、わたし

は何ものにも支配されることはない。 13食物は腹の



コリント人への手紙第一 2503

ため、腹は食物のためである。しかし神は、それも

これも滅ぼすであろう。からだは不品行のためでは

なく、主のためであり、主はからだのためである。

14そして、神は主をよみがえらせたが、その力で、

わたしたちをもよみがえらせて下さるであろう。 15

あなたがたは自分のからだがキリストの肢体である

ことを、知らないのか。それだのに、キリストの肢

体を取って遊女の肢体としてよいのか。断じていけ

ない。 16それとも、遊女につく者はそれと一つのか

らだになることを、知らないのか。「ふたりの者は

一体となるべきである」とあるからである。 17しか

し主につく者は、主と一つの霊になるのである。 18

不品行を避けなさい。人の犯すすべての罪は、から

だの外にある。しかし不品行をする者は、自分のか

らだに対して罪を犯すのである。 19あなたがたは知

らないのか。自分のからだは、神から受けて自分の

内に宿っている聖霊の宮であって、あなたがたは、

もはや自分自身のものではないのである。 20あなた

がたは、代価を払って買いとられたのだ。それだか

ら、自分のからだをもって、神の栄光をあらわしな

さい。

7さて、あなたがたが書いてよこした事について答

えると、男子は婦人にふれないがよい。 2しかし、

不品行に陥ることのないために、男子はそれぞれ自

分の妻を持ち、婦人もそれぞれ自分の夫を持つがよ

い。 3夫は妻にその分を果し、妻も同様に夫にその

分を果すべきである。 4妻は自分のからだを自由に

することはできない。それができるのは夫である。

夫も同様に自分のからだを自由にすることはできな
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い。それができるのは妻である。 5互に拒んではい

けない。ただし、合意の上で祈に専心するために、

しばらく相別れ、それからまた一緒になることは、

さしつかえない。そうでないと、自制力のないのに

乗じて、サタンがあなたがたを誘惑するかも知れな

い。 6以上のことは、譲歩のつもりで言うのであっ

て、命令するのではない。 7わたしとしては、みん

なの者がわたし自身のようになってほしい。しかし

、ひとりびとり神からそれぞれの賜物をいただいて

いて、ある人はこうしており、他の人はそうしてい

る。 8次に、未婚者たちとやもめたちとに言うが、

わたしのように、ひとりでおれば、それがいちばん

よい。 9しかし、もし自制することができないなら

、結婚するがよい。情の燃えるよりは、結婚する方

が、よいからである。 10更に、結婚している者たち

に命じる。命じるのは、わたしではなく主であるが

、妻は夫から別れてはいけない。 11（しかし、万一

別れているなら、結婚しないでいるか、それとも夫

と和解するかしなさい）。また夫も妻と離婚しては

ならない。 12そのほかの人々に言う。これを言うの

は、主ではなく、わたしである。ある兄弟に不信者

の妻があり、そして共にいることを喜んでいる場合

には、離婚してはいけない。 13また、ある婦人の夫

が不信者であり、そして共にいることを喜んでいる

場合には、離婚してはいけない。 14なぜなら、不信

者の夫は妻によってきよめられており、また、不信

者の妻も夫によってきよめられているからである。

もしそうでなければ、あなたがたの子は汚れている

ことになるが、実際はきよいではないか。 15しかし
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、もし不信者の方が離れて行くのなら、離れるまま

にしておくがよい。兄弟も姉妹も、こうした場合に

は、束縛されてはいない。神は、あなたがたを平和

に暮させるために、召されたのである。 16なぜなら

、妻よ、あなたが夫を救いうるかどうか、どうして

わかるか。また、夫よ、あなたも妻を救いうるかど

うか、どうしてわかるか。 17ただ、各自は、主から

賜わった分に応じ、また神に召されたままの状態に

したがって、歩むべきである。これが、すべての教

会に対してわたしの命じるところである。 18召され

たとき割礼を受けていたら、その跡をなくそうとし

ないがよい。また、召されたとき割礼を受けていな

かったら、割礼を受けようとしないがよい。 19割礼

があってもなくても、それは問題ではない。大事な

のは、ただ神の戒めを守ることである。 20各自は、

召されたままの状態にとどまっているべきである。

21召されたとき奴隷であっても、それを気にしない

がよい。しかし、もし自由の身になりうるなら、む

しろ自由になりなさい。 22主にあって召された奴隷

は、主によって自由人とされた者であり、また、召

された自由人はキリストの奴隷なのである。 23あな

たがたは、代価を払って買いとられたのだ。人の奴

隷となってはいけない。 24兄弟たちよ。各自は、そ

の召されたままの状態で、神のみまえにいるべきで

ある。 25おとめのことについては、わたしは主の命

令を受けてはいないが、主のあわれみにより信任を

受けている者として、意見を述べよう。 26わたしは

こう考える。現在迫っている危機のゆえに、人は現

状にとどまっているがよい。 27もし妻に結ばれてい
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るなら、解こうとするな。妻に結ばれていないなら

、妻を迎えようとするな。 28しかし、たとい結婚し

ても、罪を犯すのではない。また、おとめが結婚し

ても、罪を犯すのではない。ただ、それらの人々は

その身に苦難を受けるであろう。わたしは、あなた

がたを、それからのがれさせたいのだ。 29兄弟たち

よ。わたしの言うことを聞いてほしい。時は縮まっ

ている。今からは妻のある者はないもののように、

30泣く者は泣かないもののように、喜ぶ者は喜ばな

いもののように、買う者は持たないもののように、

31世と交渉のある者は、それに深入りしないように

すべきである。なぜなら、この世の有様は過ぎ去る

からである。 32わたしはあなたがたが、思い煩わな

いようにしていてほしい。未婚の男子は主のことに

心をくばって、どうかして主を喜ばせようとするが

、 33結婚している男子はこの世のことに心をくばっ

て、どうかして妻を喜ばせようとして、その心が分

れるのである。 34未婚の婦人とおとめとは、主のこ

とに心をくばって、身も魂もきよくなろうとするが

、結婚した婦人はこの世のことに心をくばって、ど

うかして夫を喜ばせようとする。 35わたしがこう言

うのは、あなたがたの利益になると思うからであっ

て、あなたがたを束縛するためではない。そうでは

なく、正しい生活を送って、余念なく主に奉仕させ

たいからである。 36もしある人が、相手のおとめに

対して、情熱をいだくようになった場合、それは適

当でないと思いつつも、やむを得なければ、望みど

おりにしてもよい。それは罪を犯すことではない。

ふたりは結婚するがよい。 37しかし、彼が心の内で
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堅く決心していて、無理をしないで自分の思いを制

することができ、その上で、相手のおとめをそのま

まにしておこうと、心の中で決めたなら、そうして

もよい。 38だから、相手のおとめと結婚することは

さしつかえないが、結婚しない方がもっとよい。 39

妻は夫が生きている間は、その夫につながれている

。夫が死ねば、望む人と結婚してもさしつかえない

が、それは主にある者とに限る。 40しかし、わたし

の意見では、そのままでいたなら、もっと幸福であ

る。わたしも神の霊を受けていると思う。

8偶像への供え物について答えると、「わたしたち

はみな知識を持っている」ことは、わかっている。

しかし、知識は人を誇らせ、愛は人の徳を高める。

2もし人が、自分は何か知っていると思うなら、その

人は、知らなければならないほどの事すら、まだ知

っていない。 3しかし、人が神を愛するなら、その

人は神に知られているのである。 4さて、偶像への

供え物を食べることについては、わたしたちは、偶

像なるものは実際は世に存在しないこと、また、唯

一の神のほかには神がないことを、知っている。 5

というのは、たとい神々といわれるものが、あるい

は天に、あるいは地にあるとしても、そして、多く

の神、多くの主があるようではあるが、 6わたした

ちには、父なる唯一の神のみがいますのである。万

物はこの神から出て、わたしたちもこの神に帰する

。また、唯一の主イエス・キリストのみがいますの

である。万物はこの主により、わたしたちもこの主

によっている。 7しかし、この知識をすべての人が

持っているのではない。ある人々は、偶像について
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の、これまでの習慣上、偶像への供え物として、そ

れを食べるが、彼らの良心が、弱いために汚される

のである。 8食物は、わたしたちを神に導くもので

はない。食べなくても損はないし、食べても益には

ならない。 9しかし、あなたがたのこの自由が、弱

い者たちのつまずきにならないように、気をつけな

さい。 10なぜなら、ある人が、知識のあるあなたが

偶像の宮で食事をしているのを見た場合、その人の

良心が弱いため、それに「教育されて」、偶像への

供え物を食べるようにならないだろうか。 11すると

その弱い人は、あなたの知識によって滅びることに

なる。この弱い兄弟のためにも、キリストは死なれ

たのである。 12このようにあなたがたが、兄弟たち

に対して罪を犯し、その弱い良心を痛めるのは、キ

リストに対して罪を犯すことなのである。 13だから

、もし食物がわたしの兄弟をつまずかせるなら、兄

弟をつまずかせないために、わたしは永久に、断じ

て肉を食べることはしない。 (aiōn g165)

9わたしは自由な者ではないか。使徒ではないか。

わたしたちの主イエスを見たではないか。あなたが

たは、主にあるわたしの働きの実ではないか。 2わ

たしは、ほかの人に対しては使徒でないとしても、

あなたがたには使徒である。あなたがたが主にある

ことは、わたしの使徒職の印なのである。 3わたし

の批判者たちに対する弁明は、これである。 4わた

したちには、飲み食いをする権利がないのか。 5わ

たしたちには、ほかの使徒たちや主の兄弟たちやケ

パのように、信者である妻を連れて歩く権利がない

のか。 6それとも、わたしとバルナバとだけには、
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労働をせずにいる権利がないのか。 7いったい、自

分で費用を出して軍隊に加わる者があろうか。ぶど

う畑を作っていて、その実を食べない者があろうか

。また、羊を飼っていて、その乳を飲まない者があ

ろうか。 8わたしは、人間の考えでこう言うのでは

ない。律法もまた、そのように言っているではない

か。 9すなわち、モーセの律法に、「穀物をこなし

ている牛に、くつこをかけてはならない」と書いて

ある。神は、牛のことを心にかけておられるのだろ

うか。 10それとも、もっぱら、わたしたちのために

言っておられるのか。もちろん、それはわたしたち

のためにしるされたのである。すなわち、耕す者は

望みをもって耕し、穀物をこなす者は、その分け前

をもらう望みをもってこなすのである。 11もしわた

したちが、あなたがたのために霊のものをまいたの

なら、肉のものをあなたがたから刈りとるのは、行

き過ぎだろうか。 12もしほかの人々が、あなたがた

に対するこの権利にあずかっているとすれば、わた

したちはなおさらのことではないか。しかしわたし

たちは、この権利を利用せず、かえってキリストの

福音の妨げにならないようにと、すべてのことを忍

んでいる。 13あなたがたは、宮仕えをしている人た

ちは宮から下がる物を食べ、祭壇に奉仕している人

たちは祭壇の供え物の分け前にあずかることを、知

らないのか。 14それと同様に、主は、福音を宣べ伝

えている者たちが福音によって生活すべきことを、

定められたのである。 15しかしわたしは、これらの

権利を一つも利用しなかった。また、自分がそうし

てもらいたいから、このように書くのではない。そ
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うされるよりは、死ぬ方がましである。わたしのこ

の誇は、何者にも奪い去られてはならないのだ。 16

わたしが福音を宣べ伝えても、それは誇にはならな

い。なぜなら、わたしは、そうせずにはおれないか

らである。もし福音を宣べ伝えないなら、わたしは

わざわいである。 17進んでそれをすれば、報酬を受

けるであろう。しかし、進んでしないとしても、そ

れは、わたしにゆだねられた務なのである。 18それ

では、その報酬はなんであるか。福音を宣べ伝える

のにそれを無代価で提供し、わたしが宣教者として

持つ権利を利用しないことである。 19わたしは、す

べての人に対して自由であるが、できるだけ多くの

人を得るために、自ら進んですべての人の奴隷にな

った。 20ユダヤ人には、ユダヤ人のようになった。

ユダヤ人を得るためである。律法の下にある人には

、わたし自身は律法の下にはないが、律法の下にあ

る者のようになった。律法の下にある人を得るため

である。 21律法のない人にはわたしは神の律法の外

にあるのではなく、キリストの律法の中にあるのだ

が律法のない人のようになった。律法のない人を得

るためである。 22弱い人には弱い者になった。弱い

人を得るためである。すべての人に対しては、すべ

ての人のようになった。なんとかして幾人かを救う

ためである。 23福音のために、わたしはどんな事で

もする。わたしも共に福音にあずかるためである。

24あなたがたは知らないのか。競技場で走る者は、

みな走りはするが、賞を得る者はひとりだけである

。あなたがたも、賞を得るように走りなさい。 25し

かし、すべて競技をする者は、何ごとにも節制をす
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る。彼らは朽ちる冠を得るためにそうするが、わた

したちは朽ちない冠を得るためにそうするのである

。 26そこで、わたしは目標のはっきりしないような

走り方をせず、空を打つような拳闘はしない。 27す

なわち、自分のからだを打ちたたいて服従させるの

である。そうしないと、ほかの人に宣べ伝えておき

ながら、自分は失格者になるかも知れない。

10兄弟たちよ。このことを知らずにいてもらいた

くない。わたしたちの先祖はみな雲の下におり、み

な海を通り、 2みな雲の中、海の中で、モーセにつ

くバプテスマを受けた。 3また、みな同じ霊の食物

を食べ、 4みな同じ霊の飲み物を飲んだ。すなわち

、彼らについてきた霊の岩から飲んだのであるが、

この岩はキリストにほかならない。 5しかし、彼ら

の中の大多数は、神のみこころにかなわなかったの

で、荒野で滅ぼされてしまった。 6これらの出来事

は、わたしたちに対する警告であって、彼らが悪を

むさぼったように、わたしたちも悪をむさぼること

のないためなのである。 7だから、彼らの中のある

者たちのように、偶像礼拝者になってはならない。

すなわち、「民は座して飲み食いをし、また立って

踊り戯れた」と書いてある。 8また、ある者たちが

したように、わたしたちは不品行をしてはならない

。不品行をしたため倒された者が、一日に二万三千

人もあった。 9また、ある者たちがしたように、わ

たしたちは主を試みてはならない。主を試みた者は

、へびに殺された。 10また、ある者たちがつぶやい

たように、つぶやいてはならない。つぶやいた者は

、「死の使」に滅ぼされた。 11これらの事が彼らに
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起ったのは、他に対する警告としてであって、それ

が書かれたのは、世の終りに臨んでいるわたしたち

に対する訓戒のためである。 (aiōn g165) 12だから、立

っていると思う者は、倒れないように気をつけるが

よい。 13あなたがたの会った試錬で、世の常でない

ものはない。神は真実である。あなたがたを耐えら

れないような試錬に会わせることはないばかりか、

試錬と同時に、それに耐えられるように、のがれる

道も備えて下さるのである。 14それだから、愛する

者たちよ。偶像礼拝を避けなさい。 15賢明なあなた

がたに訴える。わたしの言うことを、自ら判断して

みるがよい。 16わたしたちが祝福する祝福の杯、そ

れはキリストの血にあずかることではないか。わた

したちがさくパン、それはキリストのからだにあず

かることではないか。 17パンが一つであるから、わ

たしたちは多くいても、一つのからだなのである。

みんなの者が一つのパンを共にいただくからである

。 18肉によるイスラエルを見るがよい。供え物を食

べる人たちは、祭壇にあずかるのではないか。 19す

ると、なんと言ったらよいか。偶像にささげる供え

物は、何か意味があるのか。また、偶像は何かほん

とうにあるものか。 20そうではない。人々が供える

物は、悪霊ども、すなわち、神ならぬ者に供えるの

である。わたしは、あなたがたが悪霊の仲間になる

ことを望まない。 21主の杯と悪霊どもの杯とを、同

時に飲むことはできない。主の食卓と悪霊どもの食

卓とに、同時にあずかることはできない。 22それと

も、わたしたちは主のねたみを起そうとするのか。

わたしたちは、主よりも強いのだろうか。 23すべて
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のことは許されている。しかし、すべてのことが益

になるわけではない。すべてのことは許されている

。しかし、すべてのことが人の徳を高めるのではな

い。 24だれでも、自分の益を求めないで、ほかの人

の益を求めるべきである。 25すべて市場で売られて

いる物は、いちいち良心に問うことをしないで、食

べるがよい。 26地とそれに満ちている物とは、主の

ものだからである。 27もしあなたがたが、不信者の

だれかに招かれて、そこに行こうと思う場合、自分

の前に出される物はなんでも、いちいち良心に問う

ことをしないで、食べるがよい。 28しかし、だれか

があなたがたに、これはささげ物の肉だと言ったな

ら、それを知らせてくれた人のために、また良心の

ために、食べないがよい。 29良心と言ったのは、自

分の良心ではなく、他人の良心のことである。なぜ

なら、わたしの自由が、どうして他人の良心によっ

て左右されることがあろうか。 30もしわたしが感謝

して食べる場合、その感謝する物について、どうし

て人のそしりを受けるわけがあろうか。 31だから、

飲むにも食べるにも、また何事をするにも、すべて

神の栄光のためにすべきである。 32ユダヤ人にもギ

リシヤ人にも神の教会にも、つまずきになってはい

けない。 33わたしもまた、何事にもすべての人に喜

ばれるように努め、多くの人が救われるために、自

分の益ではなく彼らの益を求めている。

11わたしがキリストにならう者であるように、あ

なたがたもわたしにならう者になりなさい。 2あな

たがたが、何かにつけわたしを覚えていて、あなた

がたに伝えたとおりに言伝えを守っているので、わ
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たしは満足に思う。 3しかし、あなたがたに知って

いてもらいたい。すべての男のかしらはキリストで

あり、女のかしらは男であり、キリストのかしらは

神である。 4祈をしたり預言をしたりする時、かし

らに物をかぶる男は、そのかしらをはずかしめる者

である。 5祈をしたり預言をしたりする時、かしら

におおいをかけない女は、そのかしらをはずかしめ

る者である。それは、髪をそったのとまったく同じ

だからである。 6もし女がおおいをかけないなら、

髪を切ってしまうがよい。髪を切ったりそったりす

るのが、女にとって恥ずべきことであるなら、おお

いをかけるべきである。 7男は、神のかたちであり

栄光であるから、かしらに物をかぶるべきではない

。女は、また男の光栄である。 8なぜなら、男が女

から出たのではなく、女が男から出たのだからであ

る。 9また、男は女のために造られたのではなく、

女が男のために造られたのである。 10それだから、

女は、かしらに権威のしるしをかぶるべきである。

それは天使たちのためでもある。 11ただ、主にあっ

ては、男なしには女はないし、女なしには男はない

。 12それは、女が男から出たように、男もまた女か

ら生れたからである。そして、すべてのものは神か

ら出たのである。 13あなたがた自身で判断してみる

がよい。女がおおいをかけずに神に祈るのは、ふさ

わしいことだろうか。 14自然そのものが教えている

ではないか。男に長い髪があれば彼の恥になり、 15

女に長い髪があれば彼女の光栄になるのである。長

い髪はおおいの代りに女に与えられているものだか

らである。 16しかし、だれかがそれに反対の意見を
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持っていても、そんな風習はわたしたちにはなく、

神の諸教会にもない。 17ところで、次のことを命じ

るについては、あなたがたをほめるわけにはいかな

い。というのは、あなたがたの集まりが利益になら

ないで、かえって損失になっているからである。 18

まず、あなたがたが教会に集まる時、お互の間に分

争があることを、わたしは耳にしており、そしてい

くぶんか、それを信じている。 19たしかに、あなた

がたの中でほんとうの者が明らかにされるためには

、分派もなければなるまい。 20そこで、あなたがた

が一緒に集まるとき、主の晩餐を守ることができな

いでいる。 21というのは、食事の際、各自が自分の

晩餐をかってに先に食べるので、飢えている人があ

るかと思えば、酔っている人がある始末である。 22

あなたがたには、飲み食いをする家がないのか。そ

れとも、神の教会を軽んじ、貧しい人々をはずかし

めるのか。わたしはあなたがたに対して、なんと言

おうか。あなたがたを、ほめようか。この事では、

ほめるわけにはいかない。 23わたしは、主から受け

たことを、また、あなたがたに伝えたのである。す

なわち、主イエスは、渡される夜、パンをとり、 24

感謝してこれをさき、そして言われた、「これはあ

なたがたのための、わたしのからだである。わたし

を記念するため、このように行いなさい」。 25食事

ののち、杯をも同じようにして言われた、「この杯

は、わたしの血による新しい契約である。飲むたび

に、わたしの記念として、このように行いなさい」

。 26だから、あなたがたは、このパンを食し、この

杯を飲むごとに、それによって、主がこられる時に
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至るまで、主の死を告げ知らせるのである。 27だか

ら、ふさわしくないままでパンを食し主の杯を飲む

者は、主のからだと血とを犯すのである。 28だれで

もまず自分を吟味し、それからパンを食べ杯を飲む

べきである。 29主のからだをわきまえないで飲み食

いする者は、その飲み食いによって自分にさばきを

招くからである。 30あなたがたの中に、弱い者や病

人が大ぜいおり、また眠った者も少なくないのは、

そのためである。 31しかし、自分をよくわきまえて

おくならば、わたしたちはさばかれることはないで

あろう。 32しかし、さばかれるとすれば、それは、

この世と共に罪に定められないために、主の懲らし

めを受けることなのである。 33それだから、兄弟た

ちよ。食事のために集まる時には、互に待ち合わせ

なさい。 34もし空腹であったら、さばきを受けに集

まることにならないため、家で食べるがよい。その

ほかの事は、わたしが行った時に、定めることにし

よう。

12兄弟たちよ。霊の賜物については、次のことを

知らずにいてもらいたくない。 2あなたがたがまだ

異邦人であった時、誘われるまま、物の言えない偶

像のところに引かれて行ったことは、あなたがたの

承知しているとおりである。 3そこで、あなたがた

に言っておくが、神の霊によって語る者はだれも「

イエスはのろわれよ」とは言わないし、また、聖霊

によらなければ、だれも「イエスは主である」と言

うことができない。 4霊の賜物は種々あるが、御霊

は同じである。 5務は種々あるが、主は同じである

。 6働きは種々あるが、すべてのものの中に働いて
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すべてのことをなさる神は、同じである。 7各自が

御霊の現れを賜わっているのは、全体の益になるた

めである。 8すなわち、ある人には御霊によって知

恵の言葉が与えられ、ほかの人には、同じ御霊によ

って知識の言、 9またほかの人には、同じ御霊によ

って信仰、またほかの人には、一つの御霊によって

いやしの賜物、 10またほかの人には力あるわざ、ま

たほかの人には預言、またほかの人には霊を見わけ

る力、またほかの人には種々の異言、またほかの人

には異言を解く力が、与えられている。 11すべてこ

れらのものは、一つの同じ御霊の働きであって、御

霊は思いのままに、それらを各自に分け与えられる

のである。 12からだが一つであっても肢体は多くあ

り、また、からだのすべての肢体が多くあっても、

からだは一つであるように、キリストの場合も同様

である。 13なぜなら、わたしたちは皆、ユダヤ人も

ギリシヤ人も、奴隷も自由人も、一つの御霊によっ

て、一つのからだとなるようにバプテスマを受け、

そして皆一つの御霊を飲んだからである。 14実際、

からだは一つの肢体だけではなく、多くのものから

できている。 15もし足が、わたしは手ではないから

、からだに属していないと言っても、それで、から

だに属さないわけではない。 16また、もし耳が、わ

たしは目ではないから、からだに属していないと言

っても、それで、からだに属さないわけではない。

17もしからだ全体が目だとすれば、どこで聞くのか

。もし、からだ全体が耳だとすれば、どこでかぐの

か。 18そこで神は御旨のままに、肢体をそれぞれ、

からだに備えられたのである。 19もし、すべてのも
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のが一つの肢体なら、どこにからだがあるのか。 20

ところが実際、肢体は多くあるが、からだは一つな

のである。 21目は手にむかって、「おまえはいらな

い」とは言えず、また頭は足にむかって、「おまえ

はいらない」とも言えない。 22そうではなく、むし

ろ、からだのうちで他よりも弱く見える肢体が、か

えって必要なのであり、 23からだのうちで、他より

も見劣りがすると思えるところに、ものを着せてい

っそう見よくする。麗しくない部分はいっそう麗し

くするが、 24麗しい部分はそうする必要がない。神

は劣っている部分をいっそう見よくして、からだに

調和をお与えになったのである。 25それは、からだ

の中に分裂がなく、それぞれの肢体が互にいたわり

合うためなのである。 26もし一つの肢体が悩めば、

ほかの肢体もみな共に悩み、一つの肢体が尊ばれる

と、ほかの肢体もみな共に喜ぶ。 27あなたがたはキ

リストのからだであり、ひとりびとりはその肢体で

ある。 28そして、神は教会の中で、人々を立てて、

第一に使徒、第二に預言者、第三に教師とし、次に

力あるわざを行う者、次にいやしの賜物を持つ者、

また補助者、管理者、種々の異言を語る者をおかれ

た。 29みんなが使徒だろうか。みんなが預言者だろ

うか。みんなが教師だろうか。みんなが力あるわざ

を行う者だろうか。 30みんながいやしの賜物を持っ

ているのだろうか。みんなが異言を語るのだろうか

。みんなが異言を解くのだろうか。 31だが、あなた

がたは、更に大いなる賜物を得ようと熱心に努めな

さい。そこで、わたしは最もすぐれた道をあなたが

たに示そう。
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13たといわたしが、人々の言葉や御使たちの言葉

を語っても、もし愛がなければ、わたしは、やかま

しい鐘や騒がしい鐃鉢と同じである。 2たといまた

、わたしに預言をする力があり、あらゆる奥義とあ

らゆる知識とに通じていても、また、山を移すほど

の強い信仰があっても、もし愛がなければ、わたし

は無に等しい。 3たといまた、わたしが自分の全財

産を人に施しても、また、自分のからだを焼かれる

ために渡しても、もし愛がなければ、いっさいは無

益である。 4愛は寛容であり、愛は情深い。また、

ねたむことをしない。愛は高ぶらない、誇らない、

5不作法をしない、自分の利益を求めない、いらだた

ない、恨みをいだかない。 6不義を喜ばないで真理

を喜ぶ。 7そして、すべてを忍び、すべてを信じ、

すべてを望み、すべてを耐える。 8愛はいつまでも

絶えることがない。しかし、預言はすたれ、異言は

やみ、知識はすたれるであろう。 9なぜなら、わた

したちの知るところは一部分であり、預言するとこ

ろも一部分にすぎない。 10全きものが来る時には、

部分的なものはすたれる。 11わたしたちが幼な子で

あった時には、幼な子らしく語り、幼な子らしく感

じ、また、幼な子らしく考えていた。しかし、おと

なとなった今は、幼な子らしいことを捨ててしまっ

た。 12わたしたちは、今は、鏡に映して見るように

おぼろげに見ている。しかしその時には、顔と顔と

を合わせて、見るであろう。わたしの知るところは

、今は一部分にすぎない。しかしその時には、わた

しが完全に知られているように、完全に知るであろ

う。 13このように、いつまでも存続するものは、信
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仰と希望と愛と、この三つである。このうちで最も

大いなるものは、愛である。

14愛を追い求めなさい。また、霊の賜物を、こと

に預言することを、熱心に求めなさい。 2異言を語

る者は、人にむかって語るのではなく、神にむかっ

て語るのである。それはだれにもわからない。彼は

ただ、霊によって奥義を語っているだけである。 3

しかし預言をする者は、人に語ってその徳を高め、

彼を励まし、慰めるのである。 4異言を語る者は自

分だけの徳を高めるが、預言をする者は教会の徳を

高める。 5わたしは実際、あなたがたがひとり残ら

ず異言を語ることを望むが、特に預言をしてもらい

たい。教会の徳を高めるように異言を解かない限り

、異言を語る者よりも、預言をする者の方がまさっ

ている。 6だから、兄弟たちよ。たといわたしがあ

なたがたの所に行って異言を語るとしても、啓示か

知識か預言か教かを語らなければ、あなたがたに、

なんの役に立つだろうか。 7また、笛や立琴のよう

な楽器でも、もしその音に変化がなければ、何を吹

いているのか、弾いているのか、どうして知ること

ができようか。 8また、もしラッパがはっきりした

音を出さないなら、だれが戦闘の準備をするだろう

か。 9それと同様に、もしあなたがたが異言ではっ

きりしない言葉を語れば、どうしてその語ることが

わかるだろうか。それでは、空にむかって語ってい

ることになる。 10世には多種多様の言葉があるだろ

うが、意味のないものは一つもない。 11もしその言

葉の意味がわからないなら、語っている人にとって

は、わたしは異国人であり、語っている人も、わた
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しにとっては異国人である。 12だから、あなたがた

も、霊の賜物を熱心に求めている以上は、教会の徳

を高めるために、それを豊かにいただくように励む

がよい。 13このようなわけであるから、異言を語る

者は、自分でそれを解くことができるように祈りな

さい。 14もしわたしが異言をもって祈るなら、わた

しの霊は祈るが、知性は実を結ばないからである。

15すると、どうしたらよいのか。わたしは霊で祈る

と共に、知性でも祈ろう。霊でさんびを歌うと共に

、知性でも歌おう。 16そうでないと、もしあなたが

霊で祝福の言葉を唱えても、初心者の席にいる者は

、あなたの感謝に対して、どうしてアァメンと言え

ようか。あなたが何を言っているのか、彼には通じ

ない。 17感謝するのは結構だが、それで、ほかの人

の徳を高めることにはならない。 18わたしは、あな

たがたのうちのだれよりも多く異言が語れることを

、神に感謝する。 19しかし教会では、一万の言葉を

異言で語るよりも、ほかの人たちをも教えるために

、むしろ五つの言葉を知性によって語る方が願わし

い。 20兄弟たちよ。物の考えかたでは、子供となっ

てはいけない。悪事については幼な子となるのはよ

いが、考えかたでは、おとなとなりなさい。 21律法

にこう書いてある、「わたしは、異国の舌と異国の

くちびるとで、この民に語るが、それでも、彼らは

わたしに耳を傾けない、と主が仰せになる」。 22こ

のように、異言は信者のためではなく未信者のため

のしるしであるが、預言は未信者のためではなく信

者のためのしるしである。 23もし全教会が一緒に集

まって、全員が異言を語っているところに、初心者
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か不信者かがはいってきたら、彼らはあなたがたを

気違いだと言うだろう。 24しかし、全員が預言をし

ているところに、不信者か初心者がはいってきたら

、彼の良心はみんなの者に責められ、みんなの者に

さばかれ、 25その心の秘密があばかれ、その結果、

ひれ伏して神を拝み、「まことに、神があなたがた

のうちにいます」と告白するに至るであろう。 26す

ると、兄弟たちよ。どうしたらよいのか。あなたが

たが一緒に集まる時、各自はさんびを歌い、教をな

し、啓示を告げ、異言を語り、それを解くのである

が、すべては徳を高めるためにすべきである。 27も

し異言を語る者があれば、ふたりか、多くて三人の

者が、順々に語り、そして、ひとりがそれを解くべ

きである。 28もし解く者がいない時には、教会では

黙っていて、自分に対しまた神に対して語っている

べきである。 29預言をする者の場合にも、ふたりか

三人かが語り、ほかの者はそれを吟味すべきである

。 30しかし、席にいる他の者が啓示を受けた場合に

は、初めの者は黙るがよい。 31あなたがたは、みん

なが学びみんなが勧めを受けるために、ひとりずつ

残らず預言をすることができるのだから。 32かつ、

預言者の霊は預言者に服従するものである。 33神は

無秩序の神ではなく、平和の神である。聖徒たちの

すべての教会で行われているように、 34婦人たちは

教会では黙っていなければならない。彼らは語るこ

とが許されていない。だから、律法も命じているよ

うに、服従すべきである。 35もし何か学びたいこと

があれば、家で自分の夫に尋ねるがよい。教会で語

るのは、婦人にとっては恥ずべきことである。 36そ
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れとも、神の言はあなたがたのところから出たのか

。あるいは、あなたがただけにきたのか。 37もしあ

る人が、自分は預言者か霊の人であると思っている

なら、わたしがあなたがたに書いていることは、主

の命令だと認めるべきである。 38もしそれを無視す

る者があれば、その人もまた無視される。 39わたし

の兄弟たちよ。このようなわけだから、預言するこ

とを熱心に求めなさい。また、異言を語ることを妨

げてはならない。 40しかし、すべてのことを適宜に

、かつ秩序を正して行うがよい。

15兄弟たちよ。わたしが以前あなたがたに伝えた

福音、あなたがたが受けいれ、それによって立って

きたあの福音を、思い起してもらいたい。 2もしあ

なたがたが、いたずらに信じないで、わたしの宣べ

伝えたとおりの言葉を固く守っておれば、この福音

によって救われるのである。 3わたしが最も大事な

こととしてあなたがたに伝えたのは、わたし自身も

受けたことであった。すなわちキリストが、聖書に

書いてあるとおり、わたしたちの罪のために死んだ

こと、 4そして葬られたこと、聖書に書いてあると

おり、三日目によみがえったこと、 5ケパに現れ、

次に、十二人に現れたことである。 6そののち、五

百人以上の兄弟たちに、同時に現れた。その中には

すでに眠った者たちもいるが、大多数はいまなお生

存している。 7そののち、ヤコブに現れ、次に、す

べての使徒たちに現れ、 8そして最後に、いわば、

月足らずに生れたようなわたしにも、現れたのであ

る。 9実際わたしは、神の教会を迫害したのである

から、使徒たちの中でいちばん小さい者であって、
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使徒と呼ばれる値うちのない者である。 10しかし、

神の恵みによって、わたしは今日あるを得ているの

である。そして、わたしに賜わった神の恵みはむだ

にならず、むしろ、わたしは彼らの中のだれよりも

多く働いてきた。しかしそれは、わたし自身ではな

く、わたしと共にあった神の恵みである。 11とにか

く、わたしにせよ彼らにせよ、そのように、わたし

たちは宣べ伝えており、そのように、あなたがたは

信じたのである。 12さて、キリストは死人の中から

よみがえったのだと宣べ伝えられているのに、あな

たがたの中のある者が、死人の復活などはないと言

っているのは、どうしたことか。 13もし死人の復活

がないならば、キリストもよみがえらなかったであ

ろう。 14もしキリストがよみがえらなかったとした

ら、わたしたちの宣教はむなしく、あなたがたの信

仰もまたむなしい。 15すると、わたしたちは神にそ

むく偽証人にさえなるわけだ。なぜなら、万一死人

がよみがえらないとしたら、わたしたちは神が実際

よみがえらせなかったはずのキリストを、よみがえ

らせたと言って、神に反するあかしを立てたことに

なるからである。 16もし死人がよみがえらないなら

、キリストもよみがえらなかったであろう。 17もし

キリストがよみがえらなかったとすれば、あなたが

たの信仰は空虚なものとなり、あなたがたは、いま

なお罪の中にいることになろう。 18そうだとすると

、キリストにあって眠った者たちは、滅んでしまっ

たのである。 19もしわたしたちが、この世の生活で

キリストにあって単なる望みをいだいているだけだ

とすれば、わたしたちは、すべての人の中で最もあ
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われむべき存在となる。 20しかし事実、キリストは

眠っている者の初穂として、死人の中からよみがえ

ったのである。 21それは、死がひとりの人によって

きたのだから、死人の復活もまた、ひとりの人によ

ってこなければならない。 22アダムにあってすべて

の人が死んでいるのと同じように、キリストにあっ

てすべての人が生かされるのである。 23ただ、各自

はそれぞれの順序に従わねばならない。最初はキリ

スト、次に、主の来臨に際してキリストに属する者

たち、 24それから終末となって、その時に、キリス

トはすべての君たち、すべての権威と権力とを打ち

滅ぼして、国を父なる神に渡されるのである。 25な

ぜなら、キリストはあらゆる敵をその足もとに置く

時までは、支配を続けることになっているからであ

る。 26最後の敵として滅ぼされるのが、死である。

27「神は万物を彼の足もとに従わせた」からである

。ところが、万物を従わせたと言われる時、万物を

従わせたかたがそれに含まれていないことは、明ら

かである。 28そして、万物が神に従う時には、御子

自身もまた、万物を従わせたそのかたに従うであろ

う。それは、神がすべての者にあって、すべてとな

られるためである。 29そうでないとすれば、死者の

ためにバプテスマを受ける人々は、なぜそれをする

のだろうか。もし死者が全くよみがえらないとすれ

ば、なぜ人々が死者のためにバプテスマを受けるの

か。 30また、なんのために、わたしたちはいつも危

険を冒しているのか。 31兄弟たちよ。わたしたちの

主キリスト・イエスにあって、わたしがあなたがた

につき持っている誇にかけて言うが、わたしは日々
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死んでいるのである。 32もし、わたしが人間の考え

によってエペソで獣と戦ったとすれば、それはなん

の役に立つのか。もし死人がよみがえらないのなら

、「わたしたちは飲み食いしようではないか。あす

もわからぬいのちなのだ」。 33まちがってはいけな

い。「悪い交わりは、良いならわしをそこなう」。

34目ざめて身を正し、罪を犯さないようにしなさい

。あなたがたのうちには、神について無知な人々が

いる。あなたがたをはずかしめるために、わたしは

こう言うのだ。 35しかし、ある人は言うだろう。「

どんなふうにして、死人がよみがえるのか。どんな

からだをして来るのか」。 36おろかな人である。あ

なたのまくものは、死ななければ、生かされないで

はないか。 37また、あなたのまくのは、やがて成る

べきからだをまくのではない。麦であっても、ほか

の種であっても、ただの種粒にすぎない。 38ところ

が、神はみこころのままに、これにからだを与え、

その一つ一つの種にそれぞれのからだをお与えにな

る。 39すべての肉が、同じ肉なのではない。人の肉

があり、獣の肉があり、鳥の肉があり、魚の肉があ

る。 40天に属するからだもあれば、地に属するから

だもある。天に属するものの栄光は、地に属するも

のの栄光と違っている。 41日の栄光があり、月の栄

光があり、星の栄光がある。また、この星とあの星

との間に、栄光の差がある。 42死人の復活も、また

同様である。朽ちるものでまかれ、朽ちないものに

よみがえり、 43卑しいものでまかれ、栄光あるもの

によみがえり、弱いものでまかれ、強いものによみ

がえり、 44肉のからだでまかれ、霊のからだによみ
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がえるのである。肉のからだがあるのだから、霊の

からだもあるわけである。 45聖書に「最初の人アダ

ムは生きたものとなった」と書いてあるとおりであ

る。しかし最後のアダムは命を与える霊となった。

46最初にあったのは、霊のものではなく肉のもので

あって、その後に霊のものが来るのである。 47第一

の人は地から出て土に属し、第二の人は天から来る

。 48この土に属する人に、土に属している人々は等

しく、この天に属する人に、天に属している人々は

等しいのである。 49すなわち、わたしたちは、土に

属している形をとっているのと同様に、また天に属

している形をとるであろう。 50兄弟たちよ。わたし

はこの事を言っておく。肉と血とは神の国を継ぐこ

とができないし、朽ちるものは朽ちないものを継ぐ

ことがない。 51ここで、あなたがたに奥義を告げよ

う。わたしたちすべては、眠り続けるのではない。

終りのラッパの響きと共に、またたく間に、一瞬に

して変えられる。 52というのは、ラッパが響いて、

死人は朽ちない者によみがえらされ、わたしたちは

変えられるのである。 53なぜなら、この朽ちるもの

は必ず朽ちないものを着、この死ぬものは必ず死な

ないものを着ることになるからである。 54この朽ち

るものが朽ちないものを着、この死ぬものが死なな

いものを着るとき、聖書に書いてある言葉が成就す

るのである。 55「死は勝利にのまれてしまった。死

よ、おまえの勝利は、どこにあるのか。死よ、おま

えのとげは、どこにあるのか」。 (Hadēs g86) 56死のと

げは罪である。罪の力は律法である。 57しかし感謝

すべきことには、神はわたしたちの主イエス・キリ
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ストによって、わたしたちに勝利を賜わったのであ

る。 58だから、愛する兄弟たちよ。堅く立って動か

されず、いつも全力を注いで主のわざに励みなさい

。主にあっては、あなたがたの労苦がむだになるこ

とはないと、あなたがたは知っているからである。

16聖徒たちへの献金については、わたしはガラテ

ヤの諸教会に命じておいたが、あなたがたもそのと

おりにしなさい。 2一週の初めの日ごとに、あなた

がたはそれぞれ、いくらでも収入に応じて手もとに

たくわえておき、わたしが着いた時になって初めて

集めることのないようにしなさい。 3わたしが到着

したら、あなたがたが選んだ人々に手紙をつけ、あ

なたがたの贈り物を持たせて、エルサレムに送り出

すことにしよう。 4もしわたしも行く方がよければ

、一緒に行くことになろう。 5わたしは、マケドニ

ヤを通過してから、あなたがたのところに行くこと

になろう。マケドニヤは通過するだけだが、 6あな

たがたの所では、たぶん滞在するようになり、ある

いは冬を過ごすかも知れない。そうなれば、わたし

がどこへゆくにしても、あなたがたに送ってもらえ

るだろう。 7わたしは今、あなたがたに旅のついで

に会うことは好まない。もし主のお許しがあれば、

しばらくあなたがたの所に滞在したいと望んでいる

。 8しかし五旬節までは、エペソに滞在するつもり

だ。というのは、有力な働きの門がわたしのために

大きく開かれているし、 9また敵対する者も多いか

らである。 10もしテモテが着いたら、あなたがたの

所で不安なしに過ごせるようにしてあげてほしい。

彼はわたしと同様に、主のご用にあたっているのだ
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から。 11だれも彼を軽んじてはいけない。そして、

わたしの所に来るように、どうか彼を安らかに送り

出してほしい。わたしは彼が兄弟たちと一緒に来る

のを待っている。 12兄弟アポロについては、兄弟た

ちと一緒にあなたがたの所に行くように、たびたび

勧めてみた。しかし彼には、今行く意志は、全くな

い。適当な機会があれば、行くだろう。 13目をさま

していなさい。信仰に立ちなさい。男らしく、強く

あってほしい。 14いっさいのことを、愛をもって行

いなさい。 15兄弟たちよ。あなたがたに勧める。あ

なたがたが知っているように、ステパナの家はアカ

ヤの初穂であって、彼らは身をもって聖徒に奉仕し

てくれた。 16どうか、このような人々と、またすべ

て彼らと共に働き共に労する人々とに、従ってほし

い。 17わたしは、ステパナとポルトナトとアカイコ

とがきてくれたのを喜んでいる。彼らはあなたがた

の足りない所を満たし、 18わたしの心とあなたがた

の心とを、安らかにしてくれた。こうした人々は、

重んじなければならない。 19アジヤの諸教会から、

あなたがたによろしく。アクラとプリスカとその家

の教会から、主にあって心からよろしく。 20すべて

の兄弟たちから、よろしく。あなたがたも互に、き

よい接吻をもってあいさつをかわしなさい。 21ここ

でパウロが、手ずからあいさつをしるす。 22もし主

を愛さない者があれば、のろわれよ。マラナ・タ（

われらの主よ、きたりませ）。 23主イエスの恵みが

、あなたがたと共にあるように。 24わたしの愛が、

キリスト・イエスにあって、あなたがた一同と共に

あるように。
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コリント人への手紙第二

1神の御旨によりキリスト・イエスの使徒となった

パウロと、兄弟テモテとから、コリントにある神の

教会、ならびにアカヤ全土にいるすべての聖徒たち

へ。 2わたしたちの父なる神と主イエス・キリスト

から、恵みと平安とが、あなたがたにあるように。

3ほむべきかな、わたしたちの主イエス・キリストの

父なる神、あわれみ深き父、慰めに満ちたる神。 4

神は、いかなる患難の中にいる時でもわたしたちを

慰めて下さり、また、わたしたち自身も、神に慰め

ていただくその慰めをもって、あらゆる患難の中に

ある人々を慰めることができるようにして下さるの

である。 5それは、キリストの苦難がわたしたちに

満ちあふれているように、わたしたちの受ける慰め

もまた、キリストによって満ちあふれているからで

ある。 6わたしたちが患難に会うなら、それはあな

たがたの慰めと救とのためであり、慰めを受けるな

ら、それはあなたがたの慰めのためであって、その

慰めは、わたしたちが受けているのと同じ苦難に耐

えさせる力となるのである。 7だから、あなたがた

に対していだいているわたしたちの望みは、動くこ

とがない。あなたがたが、わたしたちと共に苦難に

あずかっているように、慰めにも共にあずかってい

ることを知っているからである。 8兄弟たちよ。わ

たしたちがアジヤで会った患難を、知らずにいても

らいたくない。わたしたちは極度に、耐えられない

ほど圧迫されて、生きる望みをさえ失ってしまい、

9心のうちで死を覚悟し、自分自身を頼みとしないで

、死人をよみがえらせて下さる神を頼みとするに至
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った。 10神はこのような死の危険から、わたしたち

を救い出して下さった、また救い出して下さるであ

ろう。わたしたちは、神が今後も救い出して下さる

ことを望んでいる。 11そして、あなたがたもまた祈

をもって、ともどもに、わたしたちを助けてくれる

であろう。これは多くの人々の願いによりわたした

ちに賜わった恵みについて、多くの人が感謝をささ

げるようになるためである。 12さて、わたしたちが

この世で、ことにあなたがたに対し、人間の知恵に

よってではなく神の恵みによって、神の神聖と真実

とによって行動してきたことは、実にわたしたちの

誇であって、良心のあかしするところである。 13わ

たしたちが書いていることは、あなたがたが読んで

理解できないことではない。それを完全に理解して

くれるように、わたしは希望する。 14すでにある程

度わたしたちを理解してくれているとおり、わたし

たちの主イエスの日には、あなたがたがわたしたち

の誇であるように、わたしたちもあなたがたの誇な

のである。 15この確信をもって、わたしたちはもう

一度恵みを得させたいので、まずあなたがたの所に

行き、 16それからそちらを通ってマケドニヤにおも

むき、そして再びマケドニヤからあなたがたの所に

帰り、あなたがたの見送りを受けてユダヤに行く計

画を立てたのである。 17この計画を立てたのは、軽

率なことであったであろうか。それとも、自分の計

画を肉の思いによって計画したため、わたしの「し

かり、しかり」が同時に「否、否」であったのだろ

うか。 18神の真実にかけて言うが、あなたがたに対

するわたしの言葉は、「しかり」と同時に「否」と
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いうようなものではない。 19なぜなら、わたしたち

、すなわち、わたしとシルワノとテモテとが、あな

たがたに宣べ伝えた神の子キリスト・イエスは、「

しかり」となると同時に「否」となったのではない

。そうではなく、「しかり」がイエスにおいて実現

されたのである。 20なぜなら、神の約束はことごと

く、彼において「しかり」となったからである。だ

から、わたしたちは、彼によって「アァメン」と唱

えて、神に栄光を帰するのである。 21あなたがたと

共にわたしたちを、キリストのうちに堅くささえ、

油をそそいで下さったのは、神である。 22神はまた

、わたしたちに証印をおし、その保証として、わた

したちの心に御霊を賜わったのである。 23わたしは

自分の魂をかけ、神を証人に呼び求めて言うが、わ

たしがコリントに行かないでいるのは、あなたがた

に対して寛大でありたいためである。 24わたしたち

は、あなたがたの信仰を支配する者ではなく、あな

たがたの喜びのために共に働いている者にすぎない

。あなたがたは、信仰に堅く立っているからである

。

2そこでわたしは、あなたがたの所に再び悲しみを

もって行くことはすまいと、決心したのである。 2

もしあなたがたを悲しませるとすれば、わたしが悲

しませているその人以外に、だれがわたしを喜ばせ

てくれるのか。 3このような事を書いたのは、わた

しが行く時、わたしを喜ばせてくれるはずの人々か

ら、悲しい思いをさせられたくないためである。わ

たし自身の喜びはあなたがた全体の喜びであること

を、あなたがたすべてについて確信しているからで
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ある。 4わたしは大きな患難と心の憂いの中から、

多くの涙をもってあなたがたに書きおくった。それ

は、あなたがたを悲しませるためではなく、あなた

がたに対してあふれるばかりにいだいているわたし

の愛を、知ってもらうためであった。 5しかし、も

しだれかが人を悲しませたとすれば、それはわたし

を悲しませたのではなく、控え目に言うが、ある程

度、あなたがた一同を悲しませたのである。 6その

人にとっては、多数の者から受けたあの処罰でもう

十分なのだから、 7あなたがたはむしろ彼をゆるし

、また慰めてやるべきである。そうしないと、その

人はますます深い悲しみに沈むかも知れない。 8そ

こでわたしは、彼に対して愛を示すように、あなた

がたに勧める。 9わたしが書きおくったのも、あな

たがたがすべての事について従順であるかどうかを

、ためすためにほかならなかった。 10もしあなたが

たが、何かのことについて人をゆるすなら、わたし

もまたゆるそう。そして、もしわたしが何かのこと

でゆるしたとすれば、それは、あなたがたのために

キリストのみまえでゆるしたのである。 11そうする

のは、サタンに欺かれることのないためである。わ

たしたちは、彼の策略を知らないわけではない。 12

さて、キリストの福音のためにトロアスに行ったと

き、わたしのために主の門が開かれたにもかかわら

ず、 13兄弟テトスに会えなかったので、わたしは気

が気でなく、人々に別れて、マケドニヤに出かけて

行った。 14しかるに、神は感謝すべきかな。神はい

つもわたしたちをキリストの凱旋に伴い行き、わた

したちをとおしてキリストを知る知識のかおりを、
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至る所に放って下さるのである。 15わたしたちは、

救われる者にとっても滅びる者にとっても、神に対

するキリストのかおりである。 16後者にとっては、

死から死に至らせるかおりであり、前者にとっては

、いのちからいのちに至らせるかおりである。いっ

たい、このような任務に、だれが耐え得ようか。 17

しかし、わたしたちは、多くの人のように神の言を

売物にせず、真心をこめて、神につかわされた者と

して神のみまえで、キリストにあって語るのである

。

3わたしたちは、またもや、自己推薦をし始めてい

るのだろうか。それとも、ある人々のように、あな

たがたにあてた、あるいは、あなたがたからの推薦

状が必要なのだろうか。 2わたしたちの推薦状は、

あなたがたなのである。それは、わたしたちの心に

しるされていて、すべての人に知られ、かつ読まれ

ている。 3そして、あなたがたは自分自身が、わた

したちから送られたキリストの手紙であって、墨に

よらず生ける神の霊によって書かれ、石の板にでは

なく人の心の板に書かれたものであることを、はっ

きりとあらわしている。 4こうした確信を、わたし

たちはキリストにより神に対していだいている。 5

もちろん、自分自身で事を定める力が自分にある、

と言うのではない。わたしたちのこうした力は、神

からきている。 6神はわたしたちに力を与えて、新

しい契約に仕える者とされたのである。それは、文

字に仕える者ではなく、霊に仕える者である。文字

は人を殺し、霊は人を生かす。 7もし石に彫りつけ

た文字による死の務が栄光のうちに行われ、そのた
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めイスラエルの子らは、モーセの顔の消え去るべき

栄光のゆえに、その顔を見つめることができなかっ

たとすれば、 8まして霊の務は、はるかに栄光ある

ものではなかろうか。 9もし罪を宣告する務が栄光

あるものだとすれば、義を宣告する務は、はるかに

栄光に満ちたものである。 10そして、すでに栄光を

受けたものも、この場合、はるかにまさった栄光の

まえに、その栄光を失ったのである。 11もし消え去

るべきものが栄光をもって現れたのなら、まして永

存すべきものは、もっと栄光のあるべきものである

。 12こうした望みをいだいているので、わたしたち

は思いきって大胆に語り、 13そしてモーセが、消え

去っていくものの最後をイスラエルの子らに見られ

まいとして、顔におおいをかけたようなことはしな

い。 14実際、彼らの思いは鈍くなっていた。今日に

至るまで、彼らが古い契約を朗読する場合、その同

じおおいが取り去られないままで残っている。それ

は、キリストにあってはじめて取り除かれるのであ

る。 15今日に至るもなお、モーセの書が朗読される

たびに、おおいが彼らの心にかかっている。 16しか

し主に向く時には、そのおおいは取り除かれる。 17

主は霊である。そして、主の霊のあるところには、

自由がある。 18わたしたちはみな、顔おおいなしに

、主の栄光を鏡に映すように見つつ、栄光から栄光

へと、主と同じ姿に変えられていく。これは霊なる

主の働きによるのである。

4このようにわたしたちは、あわれみを受けてこの

務についているのだから、落胆せずに、 2恥ずべき

隠れたことを捨て去り、悪巧みによって歩かず、神
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の言を曲げず、真理を明らかにし、神のみまえに、

すべての人の良心に自分を推薦するのである。 3も

しわたしたちの福音がおおわれているなら、滅びる

者どもにとっておおわれているのである。 4彼らの

場合、この世の神が不信の者たちの思いをくらませ

て、神のかたちであるキリストの栄光の福音の輝き

を、見えなくしているのである。 (aiōn g165) 5しかし

、わたしたちは自分自身を宣べ伝えるのではなく、

主なるキリスト・イエスを宣べ伝える。わたしたち

自身は、ただイエスのために働くあなたがたの僕に

すぎない。 6「やみの中から光が照りいでよ」と仰

せになった神は、キリストの顔に輝く神の栄光の知

識を明らかにするために、わたしたちの心を照して

下さったのである。 7しかしわたしたちは、この宝

を土の器の中に持っている。その測り知れない力は

神のものであって、わたしたちから出たものでない

ことが、あらわれるためである。 8わたしたちは、

四方から患難を受けても窮しない。途方にくれても

行き詰まらない。 9迫害に会っても見捨てられない

。倒されても滅びない。 10いつもイエスの死をこの

身に負うている。それはまた、イエスのいのちが、

この身に現れるためである。 11わたしたち生きてい

る者は、イエスのために絶えず死に渡されているの

である。それはイエスのいのちが、わたしたちの死

ぬべき肉体に現れるためである。 12こうして、死は

わたしたちのうちに働き、いのちはあなたがたのう

ちに働くのである。 13「わたしは信じた。それゆえ

に語った」としるしてあるとおり、それと同じ信仰

の霊を持っているので、わたしたちも信じている。
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それゆえに語るのである。 14それは、主イエスをよ

みがえらせたかたが、わたしたちをもイエスと共に

よみがえらせ、そして、あなたがたと共にみまえに

立たせて下さることを、知っているからである。 15

すべてのことは、あなたがたの益であって、恵みが

ますます多くの人に増し加わるにつれ、感謝が満ち

あふれて、神の栄光となるのである。 16だから、わ

たしたちは落胆しない。たといわたしたちの外なる

人は滅びても、内なる人は日ごとに新しくされてい

く。 17なぜなら、このしばらくの軽い患難は働いて

、永遠の重い栄光を、あふれるばかりにわたしたち

に得させるからである。 (aiōnios g166) 18わたしたちは

、見えるものにではなく、見えないものに目を注ぐ

。見えるものは一時的であり、見えないものは永遠

につづくのである。 (aiōnios g166)

5わたしたちの住んでいる地上の幕屋がこわれると

、神からいただく建物、すなわち天にある、人の手

によらない永遠の家が備えてあることを、わたした

ちは知っている。 (aiōnios g166) 2そして、天から賜わ

るそのすみかを、上に着ようと切に望みながら、こ

の幕屋の中で苦しみもだえている。 3それを着たな

ら、裸のままではいないことになろう。 4この幕屋

の中にいるわたしたちは、重荷を負って苦しみもだ

えている。それを脱ごうと願うからではなく、その

上に着ようと願うからであり、それによって、死ぬ

べきものがいのちにのまれてしまうためである。 5

わたしたちを、この事にかなう者にして下さったの

は、神である。そして、神はその保証として御霊を

わたしたちに賜わったのである。 6だから、わたし
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たちはいつも心強い。そして、肉体を宿としている

間は主から離れていることを、よく知っている。 7

わたしたちは、見えるものによらないで、信仰によ

って歩いているのである。 8それで、わたしたちは

心強い。そして、むしろ肉体から離れて主と共に住

むことが、願わしいと思っている。 9そういうわけ

だから、肉体を宿としているにしても、それから離

れているにしても、ただ主に喜ばれる者となるのが

、心からの願いである。 10なぜなら、わたしたちは

皆、キリストのさばきの座の前にあらわれ、善であ

れ悪であれ、自分の行ったことに応じて、それぞれ

報いを受けねばならないからである。 11このように

わたしたちは、主の恐るべきことを知っているので

、人々に説き勧める。わたしたちのことは、神のみ

まえには明らかになっている。さらに、あなたがた

の良心にも明らかになるようにと望む。 12わたした

ちは、あなたがたに対して、またもや自己推薦をし

ようとするのではない。ただわたしたちを誇る機会

を、あなたがたに持たせ、心を誇るのではなくうわ

べだけを誇る人々に答えうるようにさせたいのであ

る。 13もしわたしたちが、気が狂っているのなら、

それは神のためであり、気が確かであるのなら、そ

れはあなたがたのためである。 14なぜなら、キリス

トの愛がわたしたちに強く迫っているからである。

わたしたちはこう考えている。ひとりの人がすべて

の人のために死んだ以上、すべての人が死んだので

ある。 15そして、彼がすべての人のために死んだの

は、生きている者がもはや自分のためにではなく、

自分のために死んでよみがえったかたのために、生
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きるためである。 16それだから、わたしたちは今後

、だれをも肉によって知ることはすまい。かつては

キリストを肉によって知っていたとしても、今はも

うそのような知り方をすまい。 17だれでもキリスト

にあるならば、その人は新しく造られた者である。

古いものは過ぎ去った、見よ、すべてが新しくなっ

たのである。 18しかし、すべてこれらの事は、神か

ら出ている。神はキリストによって、わたしたちを

ご自分に和解させ、かつ和解の務をわたしたちに授

けて下さった。 19すなわち、神はキリストにおいて

世をご自分に和解させ、その罪過の責任をこれに負

わせることをしないで、わたしたちに和解の福音を

ゆだねられたのである。 20神がわたしたちをとおし

て勧めをなさるのであるから、わたしたちはキリス

トの使者なのである。そこで、キリストに代って願

う、神の和解を受けなさい。 21神はわたしたちの罪

のために、罪を知らないかたを罪とされた。それは

、わたしたちが、彼にあって神の義となるためなの

である。

6わたしたちはまた、神と共に働く者として、あな

たがたに勧める。神の恵みをいたずらに受けてはな

らない。 2神はこう言われる、「わたしは、恵みの

時にあなたの願いを聞きいれ、救の日にあなたを助

けた」。見よ、今は恵みの時、見よ、今は救の日で

ある。 3この務がそしりを招かないために、わたし

たちはどんな事にも、人につまずきを与えないよう

にし、 4かえって、あらゆる場合に、神の僕として

、自分を人々にあらわしている。すなわち、極度の

忍苦にも、患難にも、危機にも、行き詰まりにも、
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5むち打たれることにも、入獄にも、騒乱にも、労苦

にも、徹夜にも、飢餓にも、 6真実と知識と寛容と

、慈愛と聖霊と偽りのない愛と、 7真理の言葉と神

の力とにより、左右に持っている義の武器により、

8ほめられても、そしられても、悪評を受けても、好

評を博しても、神の僕として自分をあらわしている

。わたしたちは、人を惑わしているようであるが、

しかも真実であり、 9人に知られていないようであ

るが、認められ、死にかかっているようであるが、

見よ、生きており、懲らしめられているようである

が、殺されず、 10悲しんでいるようであるが、常に

喜んでおり、貧しいようであるが、多くの人を富ま

せ、何も持たないようであるが、すべての物を持っ

ている。 11コリントの人々よ。あなたがたに向かっ

てわたしたちの口は開かれており、わたしたちの心

は広くなっている。 12あなたがたは、わたしたちに

心をせばめられていたのではなく、自分で心をせば

めていたのだ。 13わたしは子供たちに対するように

言うが、どうかあなたがたの方でも心を広くして、

わたしに応じてほしい。 14不信者と、つり合わない

くびきを共にするな。義と不義となんの係わりがあ

るか。光とやみとなんの交わりがあるか。 15キリス

トとベリアルとなんの調和があるか。信仰と不信仰

となんの関係があるか。 16神の宮と偶像となんの一

致があるか。わたしたちは、生ける神の宮である。

神がこう仰せになっている、「わたしは彼らの間に

住み、かつ出入りをするであろう。そして、わたし

は彼らの神となり、彼らはわたしの民となるであろ

う」。 17だから、「彼らの間から出て行き、彼らと
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分離せよ、と主は言われる。そして、汚れたものに

触てはならない。触なければ、わたしはあなたがた

を受けいれよう。 18そしてわたしは、あなたがたの

父となり、あなたがたは、わたしのむすこ、むすめ

となるであろう。全能の主が、こう言われる」。

7愛する者たちよ。わたしたちは、このような約束

を与えられているのだから、肉と霊とのいっさいの

汚れから自分をきよめ、神をおそれて全く清くなろ

うではないか。 2どうか、わたしたちに心を開いて

ほしい。わたしたちは、だれにも不義をしたことが

なく、だれをも破滅におとしいれたことがなく、だ

れからもだまし取ったことがない。 3わたしは、責

めるつもりでこう言うのではない。前にも言ったよ

うに、あなたがたはわたしの心のうちにいて、わた

したちと生死を共にしているのである。 4わたしは

あなたがたを大いに信頼し、大いに誇っている。ま

た、あふれるばかり慰めを受け、あらゆる患難の中

にあって喜びに満ちあふれている。 5さて、マケド

ニヤに着いたとき、わたしたちの身に少しの休みも

なく、さまざまの患難に会い、外には戦い、内には

恐れがあった。 6しかるに、うちしおれている者を

慰める神は、テトスの到来によって、わたしたちを

慰めて下さった。 7ただ彼の到来によるばかりでは

なく、彼があなたがたから受けたその慰めをもって

、慰めて下さった。すなわち、あなたがたがわたし

を慕っていること、嘆いていること、またわたしに

対して熱心であることを知らせてくれたので、わた

しの喜びはいよいよ増し加わったのである。 8そこ

で、たとい、あの手紙であなたがたを悲しませたと
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しても、わたしはそれを悔いていない。あの手紙が

しばらくの間ではあるが、あなたがたを悲しませた

のを見て悔いたとしても、 9今は喜んでいる。それ

は、あなたがたが悲しんだからではなく、悲しんで

悔い改めるに至ったからである。あなたがたがその

ように悲しんだのは、神のみこころに添うたことで

あって、わたしたちからはなんの損害も受けなかっ

たのである。 10神のみこころに添うた悲しみは、悔

いのない救を得させる悔改めに導き、この世の悲し

みは死をきたらせる。 11見よ、神のみこころに添う

たその悲しみが、どんなにか熱情をあなたがたに起

させたことか。また、弁明、義憤、恐れ、愛慕、熱

意、それから処罰に至らせたことか。あなたがたは

あの問題については、すべての点において潔白であ

ることを証明したのである。 12だから、わたしがあ

なたがたに書きおくったのは、不義をした人のため

でも、不義を受けた人のためでもなく、わたしたち

に対するあなたがたの熱情が、神の前にあなたがた

の間で明らかになるためである。 13こういうわけで

、わたしたちは慰められたのである。これらの慰め

の上にテトスの喜びが加わって、わたしたちはなお

いっそう喜んだ。彼があなたがた一同によって安心

させられたからである。 14そして、わたしは彼に対

してあなたがたのことを少しく誇ったが、それはわ

たしの恥にならないですんだ。あなたがたにいっさ

いのことを真実に語ったように、テトスに対して誇

ったことも真実となってきたのである。 15また彼は

、あなたがた一同が従順であって、おそれおののき

つつ自分を迎えてくれたことを思い出して、ますま
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す心をあなたがたの方に寄せている。 16わたしは、

あなたがたに全く信頼することができて、喜んでい

る。

8兄弟たちよ。わたしたちはここで、マケドニヤの

諸教会に与えられた神の恵みを、あなたがたに知ら

せよう。 2すなわち、彼らは、患難のために激しい

試錬をうけたが、その満ちあふれる喜びは、極度の

貧しさにもかかわらず、あふれ出て惜しみなく施す

富となったのである。 3わたしはあかしするが、彼

らは力に応じて、否、力以上に施しをした。すなわ

ち、自ら進んで、 4聖徒たちへの奉仕に加わる恵み

にあずかりたいと、わたしたちに熱心に願い出て、

5わたしたちの希望どおりにしたばかりか、自分自身

をまず、神のみこころにしたがって、主にささげ、

また、わたしたちにもささげたのである。 6そこで

、この募金をテトスがあなたがたの所で、すでに始

めた以上、またそれを完成するようにと、わたした

ちは彼に勧めたのである。 7さて、あなたがたがあ

らゆる事がらについて富んでいるように、すなわち

、信仰にも言葉にも知識にも、あらゆる熱情にも、

また、あなたがたに対するわたしたちの愛にも富ん

でいるように、この恵みのわざにも富んでほしい。

8こう言っても、わたしは命令するのではない。ただ

、他の人たちの熱情によって、あなたがたの愛の純

真さをためそうとするのである。 9あなたがたは、

わたしたちの主イエス・キリストの恵みを知ってい

る。すなわち、主は富んでおられたのに、あなたが

たのために貧しくなられた。それは、あなたがたが

、彼の貧しさによって富む者になるためである。 10
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そこで、わたしは、この恵みのわざについて意見を

述べよう。それがあなたがたの益になるからである

。あなたがたはこの事を、昨年以来、他に先んじて

実行したばかりではなく、それを願っていた。 11だ

から今、それをやりとげなさい。あなたがたが心か

ら願っているように、持っているところに応じて、

それをやりとげなさい。 12もし心から願ってそうす

るなら、持たないところによらず、持っているとこ

ろによって、神に受けいれられるのである。 13それ

は、ほかの人々に楽をさせて、あなたがたに苦労を

させようとするのではなく、持ち物を等しくするた

めである。 14すなわち、今の場合は、あなたがたの

余裕があの人たちの欠乏を補い、後には、彼らの余

裕があなたがたの欠乏を補い、こうして等しくなる

ようにするのである。 15それは「多く得た者も余る

ことがなく、少ししか得なかった者も足りないこと

はなかった」と書いてあるとおりである。 16わたし

があなたがたに対して持っている同じ熱情を、テト

スの心にも与えて下さった神に感謝する。 17彼はわ

たしの勧めを受けいれ、そして更に熱心になって、

自分から進んであなたがたのところに行った。 18わ

たしたちはまた、テトスと一緒に、ひとりの兄弟を

送る。この兄弟が福音宣伝の上で得たほまれは、す

べての教会に聞えているが、 19そのうえ、彼は、主

ご自身の栄光があらわれるため、また、わたしたち

の好意を示すために、骨を折って贈り物を集めてい

るわたしたちの同伴者として、諸教会から選ばれた

のである。 20そうしたのは、わたしたちが集めてい

るこの寄附金のことについて、人にかれこれ言われ



コリント人への手紙第二 2545

るのを避けるためである。 21わたしたちは、主のみ

まえばかりではなく、人の前でも公正であるように

、気を配っているのである。 22また、もうひとりの

兄弟を彼らと一緒に送る。わたしたちは、多くの事

について彼が熱心であったことを、たびたび認めた

。彼は今、あなたがたを非常に信頼して、ますます

熱心になっている。 23テトスについて言えば、彼は

わたしの仲間であり、あなたがたに対するわたしの

協力者である。この兄弟たちについて言えば、彼ら

は諸教会の使者、キリストの栄光である。 24だから

、あなたがたの愛と、また、あなたがたについてわ

たしたちがいだいている誇とが、真実であることを

、諸教会の前で彼らにあかししていただきたい。

9聖徒たちに対する援助については、いまさら、あ

なたがたに書きおくる必要はない。 2わたしは、あ

なたがたの好意を知っており、そのために、あなた

がたのことをマケドニヤの人々に誇って、アカヤで

は昨年以来、すでに準備をしているのだと言った。

そして、あなたがたの熱心は、多くの人を奮起させ

たのである。 3わたしが兄弟たちを送ることにした

のは、あなたがたについてわたしたちの誇ったこと

が、この場合むなしくならないで、わたしが言った

とおり準備していてもらいたいからである。 4そう

でないと、万一マケドニヤ人がわたしと一緒に行っ

て、準備ができていないのを見たら、あなたがたは

もちろん、わたしたちも、かように信じきっていた

だけに、恥をかくことになろう。 5だから、わたし

は兄弟たちを促して、あなたがたの所へ先に行かせ

、以前あなたがたが約束していた贈り物の準備をさ
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せておくことが必要だと思った。それをしぶりなが

らではなく、心をこめて用意していてほしい。 6わ

たしの考えはこうである。少ししかまかない者は、

少ししか刈り取らず、豊かにまく者は、豊かに刈り

取ることになる。 7各自は惜しむ心からでなく、ま

た、しいられてでもなく、自ら心で決めたとおりに

すべきである。神は喜んで施す人を愛して下さるの

である。 8神はあなたがたにあらゆる恵みを豊かに

与え、あなたがたを常にすべてのことに満ち足らせ

、すべての良いわざに富ませる力のあるかたなので

ある。 9「彼は貧しい人たちに散らして与えた。そ

の義は永遠に続くであろう」と書いてあるとおりで

ある。 (aiōn g165) 10種まく人に種と食べるためのパン

とを備えて下さるかたは、あなたがたにも種を備え

、それをふやし、そしてあなたがたの義の実を増し

て下さるのである。 11こうして、あなたがたはすべ

てのことに豊かになって、惜しみなく施し、その施

しはわたしたちの手によって行われ、神に感謝する

に至るのである。 12なぜなら、この援助の働きは、

聖徒たちの欠乏を補えだけではなく、神に対する多

くの感謝によってますます豊かになるからである。

13すなわち、この援助を行った結果として、あなた

がたがキリストの福音の告白に対して従順であるこ

とや、彼らにも、すべての人にも、惜しみなく施し

をしていることがわかってきて、彼らは神に栄光を

帰し、 14そして、あなたがたに賜わったきわめて豊

かな神の恵みのゆえに、あなたがたを慕い、あなた

がたのために祈るのである。 15言いつくせない賜物

のゆえに、神に感謝する。
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10さて、「あなたがたの間にいて面と向かっては

おとなしいが、離れていると、気が強くなる」この

パウロが、キリストの優しさ、寛大さをもって、あ

なたがたに勧める。 2わたしたちを肉に従って歩い

ているかのように思っている人々に対しては、わた

しは勇敢に行動するつもりであるが、あなたがたの

所では、どうか、そのような思いきったことをしな

いですむようでありたい。 3わたしたちは、肉にあ

って歩いてはいるが、肉に従って戦っているのでは

ない。 4わたしたちの戦いの武器は、肉のものでは

なく、神のためには要塞をも破壊するほどの力ある

ものである。わたしたちはさまざまな議論を破り、

5神の知恵に逆らって立てられたあらゆる障害物を打

ちこわし、すべての思いをとりこにしてキリストに

服従させ、 6そして、あなたがたが完全に服従した

時、すべて不従順な者を処罰しようと、用意してい

るのである。 7あなたがたは、うわべの事だけを見

ている。もしある人が、キリストに属する者だと自

任しているなら、その人はもう一度よく反省すべき

である。その人がキリストに属する者であるように

、わたしたちもそうである。 8たとい、あなたがた

を倒すためではなく高めるために主からわたしたち

に賜わった権威について、わたしがやや誇りすぎた

としても、恥にはなるまい。 9ただ、わたしは、手

紙であなたがたをおどしているのだと、思われたく

はない。 10人は言う、「彼の手紙は重味があって力

強いが、会って見ると外見は弱々しく、話はつまら

ない」。 11そういう人は心得ているがよい。わたし

たちは、離れていて書きおくる手紙の言葉どおりに
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、一緒にいる時でも同じようにふるまうのである。

12わたしたちは、自己推薦をするような人々と自分

を同列においたり比較したりはしない。彼らは仲間

同志で互にはかり合ったり、互に比べ合ったりして

いるが、知恵のないしわざである。 13しかし、わた

したちは限度をこえて誇るようなことはしない。む

しろ、神が割り当てて下さった地域の限度内で誇る

にすぎない。わたしはその限度にしたがって、あな

たがたの所まで行ったのである。 14わたしたちは、

あなたがたの所まで行けない者であるかのように、

むりに手を延ばしているのではない。事実、わたし

たちが最初にキリストの福音を携えて、あなたがた

の所までも行ったのである。 15わたしたちは限度を

こえて、他人の働きを誇るようなことはしない。た

だ、あなたがたの信仰が成長するにつれて、わたし

たちの働きの範囲があなたがたの中でますます大き

くなることを望んでいる。 16こうして、わたしたち

はほかの人の地域ですでになされていることを誇る

ことはせずに、あなたがたを越えたさきざきにまで

、福音を宣べ伝えたい。 17誇る者は主を誇るべきで

ある。 18自分で自分を推薦する人ではなく、主に推

薦される人こそ、確かな人なのである。

11わたしが少しばかり愚かなことを言うのを、ど

うか、忍んでほしい。もちろん忍んでくれるのだ。

2わたしは神の熱情をもって、あなたがたを熱愛して

いる。あなたがたを、きよいおとめとして、ただひ

とりの男子キリストにささげるために、婚約させた

のである。 3ただ恐れるのは、エバがへびの悪巧み

で誘惑されたように、あなたがたの思いが汚されて
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、キリストに対する純情と貞操とを失いはしないか

ということである。 4というのは、もしある人がき

て、わたしたちが宣べ伝えもしなかったような異な

るイエスを宣べ伝え、あるいは、あなたがたが受け

たことのない違った霊を受け、あるいは、受けいれ

たことのない違った福音を聞く場合に、あなたがた

はよくもそれを忍んでいる。 5事実、わたしは、あ

の大使徒たちにいささかも劣ってはいないと思う。

6たとい弁舌はつたなくても、知識はそうでない。わ

たしは、事ごとに、いろいろの場合に、あなたがた

に対してそれを明らかにした。 7それとも、あなた

がたを高めるために自分を低くして、神の福音を価

なしにあなたがたに宣べ伝えたことが、罪になるの

だろうか。 8わたしは他の諸教会をかすめたと言わ

れながら得た金で、あなたがたに奉仕し、 9あなた

がたの所にいて貧乏をした時にも、だれにも負担を

かけたことはなかった。わたしの欠乏は、マケドニ

ヤからきた兄弟たちが、補ってくれた。こうして、

わたしはすべての事につき、あなたがたに重荷を負

わせまいと努めてきたし、今後も努めよう。 10わた

しの内にあるキリストの真実にかけて言う、この誇

がアカヤ地方で封じられるようなことは、決してな

い。 11なぜであるか。わたしがあなたがたを愛して

いないからか。それは、神がご存じである。 12しか

し、わたしは、現在していることを今後もしていこ

う。それは、わたしたちと同じように誇りうる立ち

場を得ようと機会をねらっている者どもから、その

機会を断ち切ってしまうためである。 13こういう人

々はにせ使徒、人をだます働き人であって、キリス



コリント人への手紙第二 2550

トの使徒に擬装しているにすぎないからである。 14

しかし、驚くには及ばない。サタンも光の天使に擬

装するのだから。 15だから、たといサタンの手下ど

もが、義の奉仕者のように擬装したとしても、不思

議ではない。彼らの最期は、そのしわざに合ったも

のとなろう。 16繰り返して言うが、だれも、わたし

を愚か者と思わないでほしい。もしそう思うなら、

愚か者あつかいにされてもよいから、わたしにも、

少し誇らせてほしい。 17いま言うことは、主によっ

て言うのではなく、愚か者のように、自分の誇とす

るところを信じきって言うのである。 18多くの人が

肉によって誇っているから、わたしも誇ろう。 19あ

なたがたは賢い人たちなのだから、喜んで愚か者を

忍んでくれるだろう。 20実際、あなたがたは奴隷に

されても、食い倒されても、略奪されても、いばら

れても、顔をたたかれても、それを忍んでいる。 21

言うのも恥ずかしいことだが、わたしたちは弱すぎ

たのだ。もしある人があえて誇るなら、わたしは愚

か者になって言うが、わたしもあえて誇ろう。 22彼

らはヘブル人なのか。わたしもそうである。彼らは

イスラエル人なのか。わたしもそうである。彼らは

アブラハムの子孫なのか。わたしもそうである。 23

彼らはキリストの僕なのか。わたしは気が狂ったよ

うになって言う、わたしは彼ら以上にそうである。

苦労したことはもっと多く、投獄されたことももっ

と多く、むち打たれたことは、はるかにおびただし

く、死に面したこともしばしばあった。 24ユダヤ人

から四十に一つ足りないむちを受けたことが五度、

25ローマ人にむちで打たれたことが三度、石で打た
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れたことが一度、難船したことが三度、そして、一

昼夜、海の上を漂ったこともある。 26幾たびも旅を

し、川の難、盗賊の難、同国民の難、異邦人の難、

都会の難、荒野の難、海上の難、にせ兄弟の難に会

い、 27労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜を過ごし、

飢えかわき、しばしば食物がなく、寒さに凍え、裸

でいたこともあった。 28なおいろいろの事があった

外に、日々わたしに迫って来る諸教会の心配ごとが

ある。 29だれかが弱っているのに、わたしも弱らな

いでおれようか。だれかが罪を犯しているのに、わ

たしの心が燃えないでおれようか。 30もし誇らねば

ならないのなら、わたしは自分の弱さを誇ろう。 31

永遠にほむべき、主イエス・キリストの父なる神は

、わたしが偽りを言っていないことを、ご存じであ

る。 (aiōn g165) 32ダマスコでアレタ王の代官が、わた

しを捕えるためにダマスコ人の町を監視したことが

あったが、 33その時わたしは窓から町の城壁づたい

に、かごでつり降ろされて、彼の手からのがれた。

12わたしは誇らざるを得ないので、無益ではあろ

うが、主のまぼろしと啓示とについて語ろう。 2わ

たしはキリストにあるひとりの人を知っている。こ

の人は十四年前に第三の天にまで引き上げられたそ

れが、からだのままであったか、わたしは知らない

。からだを離れてであったか、それも知らない。神

がご存じである。 3この人がそれが、からだのまま

であったか、からだを離れてであったか、わたしは

知らない。神がご存じである 4パラダイスに引き上

げられ、そして口に言い表わせない、人間が語って

はならない言葉を聞いたのを、わたしは知っている
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。 5わたしはこういう人について誇ろう。しかし、

わたし自身については、自分の弱さ以外には誇るこ

とをすまい。 6もっとも、わたしが誇ろうとすれば

、ほんとうの事を言うのだから、愚か者にはならな

いだろう。しかし、それはさし控えよう。わたしが

すぐれた啓示を受けているので、わたしについて見

たり聞いたりしている以上に、人に買いかぶられる

かも知れないから。 7そこで、高慢にならないよう

に、わたしの肉体に一つのとげが与えられた。それ

は、高慢にならないように、わたしを打つサタンの

使なのである。 8このことについて、わたしは彼を

離れ去らせて下さるようにと、三度も主に祈った。

9ところが、主が言われた、「わたしの恵みはあなた

に対して十分である。わたしの力は弱いところに完

全にあらわれる」。それだから、キリストの力がわ

たしに宿るように、むしろ、喜んで自分の弱さを誇

ろう。 10だから、わたしはキリストのためならば、

弱さと、侮辱と、危機と、迫害と、行き詰まりとに

甘んじよう。なぜなら、わたしが弱い時にこそ、わ

たしは強いからである。 11わたしは愚か者となった

。あなたがたが、むりにわたしをそうしてしまった

のだ。実際は、あなたがたから推薦されるべきであ

った。というのは、たといわたしは取るに足りない

者だとしても、あの大使徒たちにはなんら劣るとこ

ろがないからである。 12わたしは、使徒たるの実を

、しるしと奇跡と力あるわざとにより、忍耐をつく

して、あなたがたの間であらわしてきた。 13いった

い、あなたがたが他の教会よりも劣っている点は何

か。ただ、このわたしがあなたがたに負担をかけな
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かったことだけではないか。この不義は、どうか、

ゆるしてもらいたい。 14さて、わたしは今、三度目

にあなたがたの所に行く用意をしている。しかし、

負担はかけないつもりである。わたしの求めている

のは、あなたがたの持ち物ではなく、あなたがた自

身なのだから。いったい、子供は親のために財をた

くわえて置く必要はなく、親が子供のためにたくわ

えて置くべきである。 15そこでわたしは、あなたが

たの魂のためには、大いに喜んで費用を使い、また

、わたし自身をも使いつくそう。わたしがあなたが

たを愛すれば愛するほど、あなたがたからますます

愛されなくなるのであろうか。 16わたしは、あなた

がたに重荷を負わせなかったとしても、悪がしこく

て、あなたがたからだまし取ったのだと、人は言う

。 17わたしは、あなたがたにつかわした人たちのう

ちのだれかをとおして、あなたがたからむさぼり取

っただろうか。 18わたしは、テトスに勧めてそちら

に行かせ、また、かの兄弟を同行させた。テトスは

、あなたがたからむさぼり取ったことがあろうか。

わたしたちは、みな同じ心で歩いたではないか。同

じ足並みで歩いたではないか。 19あなたがたは、わ

たしたちがあなたがたに対して弁明をしているのだ

と、今までずっと思ってきたであろう。しかし、わ

たしたちは、神のみまえでキリストにあって語って

いるのである。愛する者たちよ。これらすべてのこ

とは、あなたがたの徳を高めるためなのである。 20

わたしは、こんな心配をしている。わたしが行って

みると、もしかしたら、あなたがたがわたしの願っ

ているような者ではなく、わたしも、あなたがたの
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願っているような者でないことになりはすまいか。

もしかしたら、争い、ねたみ、怒り、党派心、そし

り、ざんげん、高慢、騒乱などがありはすまいか。

21わたしが再びそちらに行った場合、わたしの神が

、あなたがたの前でわたしに恥をかかせ、その上、

多くの人が前に罪を犯していながら、その汚れと不

品行と好色とを悔い改めていないので、わたしを悲

しませることになりはすまいか。

13わたしは今、三度目にあなたがたの所に行こう

としている。すべての事がらは、ふたりか三人の証

人の証言によって確定する。 2わたしは、前に罪を

犯した者たちやその他のすべての人々に、二度目に

滞在していたとき警告しておいたが、離れている今

またあらかじめ言っておく。今度行った時には、決

して容赦はしない。 3なぜなら、あなたがたが、キ

リストのわたしにあって語っておられるという証拠

を求めているからである。キリストは、あなたがた

に対して弱くはなく、あなたがたのうちにあって強

い。 4すなわち、キリストは弱さのゆえに十字架に

つけられたが、神の力によって生きておられるので

ある。このように、わたしたちもキリストにあって

弱い者であるが、あなたがたに対しては、神の力に

よって、キリストと共に生きるのである。 5あなた

がたは、はたして信仰があるかどうか、自分を反省

し、自分を吟味するがよい。それとも、イエス・キ

リストがあなたがたのうちにおられることを、悟ら

ないのか。もし悟らなければ、あなたがたは、にせ

ものとして見捨てられる。 6しかしわたしは、自分

たちが見捨てられた者ではないことを、知っていて
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もらいたい。 7わたしたちは、あなたがたがどんな

悪をも行わないようにと、神に祈る。それは、自分

たちがほんとうの者であることを見せるためではな

く、たといわたしたちが見捨てられた者のようにな

っても、あなたがたに良い行いをしてもらいたいた

めである。 8わたしたちは、真理に逆らっては何を

する力もなく、真理にしたがえば力がある。 9わた

したちは、自分は弱くても、あなたがたが強ければ

、それを喜ぶ。わたしたちが特に祈るのは、あなた

がたが完全に良くなってくれることである。 10こう

いうわけで、離れていて以上のようなことを書いた

のは、わたしがあなたがたの所に行ったとき、倒す

ためではなく高めるために主が授けて下さった権威

を用いて、きびしい処置をする必要がないようにし

たいためである。 11最後に、兄弟たちよ。いつも喜

びなさい。全き者となりなさい。互に励まし合いな

さい。思いを一つにしなさい。平和に過ごしなさい

。そうすれば、愛と平和の神があなたがたと共にい

て下さるであろう。 12きよい接吻をもって互にあい

さつをかわしなさい。聖徒たち 13一同が、あなたが

たによろしく。 14主イエス・キリストの恵みと、神

の愛と、聖霊の交わりとが、あなたがた一同と共に

あるように。
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ガラテヤ人への手紙

1人々からでもなく、人によってでもなく、イエス

・キリストと彼を死人の中からよみがえらせた父な

る神とによって立てられた使徒パウロ、 2ならびに

わたしと共にいる兄弟たち一同から、ガラテヤの諸

教会へ。 3わたしたちの父なる神と主イエス・キリ

ストから、恵みと平安とが、あなたがたにあるよう

に。 4キリストは、わたしたちの父なる神の御旨に

従い、わたしたちを今の悪の世から救い出そうとし

て、ご自身をわたしたちの罪のためにささげられた

のである。 (aiōn g165) 5栄光が世々限りなく神にある

ように、アァメン。 (aiōn g165) 6あなたがたがこんな

にも早く、あなたがたをキリストの恵みの内へお招

きになったかたから離れて、違った福音に落ちてい

くことが、わたしには不思議でならない。 7それは

福音というべきものではなく、ただ、ある種の人々

があなたがたをかき乱し、キリストの福音を曲げよ

うとしているだけのことである。 8しかし、たとい

わたしたちであろうと、天からの御使であろうと、

わたしたちが宣べ伝えた福音に反することをあなた

がたに宣べ伝えるなら、その人はのろわるべきであ

る。 9わたしたちが前に言っておいたように、今わ

たしは重ねて言う。もしある人が、あなたがたの受

けいれた福音に反することを宣べ伝えているなら、

その人はのろわるべきである。 10今わたしは、人に

喜ばれようとしているのか、それとも、神に喜ばれ

ようとしているのか。あるいは、人の歓心を買おう

と努めているのか。もし、今もなお人の歓心を買お

うとしているとすれば、わたしはキリストの僕では
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あるまい。 11兄弟たちよ。あなたがたに、はっきり

言っておく。わたしが宣べ伝えた福音は人間による

ものではない。 12わたしは、それを人間から受けた

のでも教えられたのでもなく、ただイエス・キリス

トの啓示によったのである。 13ユダヤ教を信じてい

たころのわたしの行動については、あなたがたはす

でによく聞いている。すなわち、わたしは激しく神

の教会を迫害し、また荒しまわっていた。 14そして

、同国人の中でわたしと同年輩の多くの者にまさっ

てユダヤ教に精進し、先祖たちの言伝えに対して、

だれよりもはるかに熱心であった。 15ところが、母

の胎内にある時からわたしを聖別し、み恵みをもっ

てわたしをお召しになったかたが、 16異邦人の間に

宣べ伝えさせるために、御子をわたしの内に啓示し

て下さった時、わたしは直ちに、血肉に相談もせず

、 17また先輩の使徒たちに会うためにエルサレムに

も上らず、アラビヤに出て行った。それから再びダ

マスコに帰った。 18その後三年たってから、わたし

はケパをたずねてエルサレムに上り、彼のもとに十

五日間、滞在した。 19しかし、主の兄弟ヤコブ以外

には、ほかのどの使徒にも会わなかった。 20ここに

書いていることは、神のみまえで言うが、決して偽

りではない。 21その後、わたしはシリヤとキリキヤ

との地方に行った。 22しかし、キリストにあるユダ

ヤの諸教会には、顔を知られていなかった。 23ただ

彼らは、「かつて自分たちを迫害した者が、以前に

は撲滅しようとしていたその信仰を、今は宣べ伝え

ている」と聞き、 24わたしのことで、神をほめたた

えた。
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2その後十四年たってから、わたしはバルナバと一

緒に、テトスをも連れて、再びエルサレムに上った

。 2そこに上ったのは、啓示によってである。そし

て、わたしが異邦人の間に宣べ伝えている福音を、

人々に示し、「重だった人たち」には個人的に示し

た。それは、わたしが現に走っており、またすでに

走ってきたことが、むだにならないためである。 3

しかし、わたしが連れていたテトスでさえ、ギリシ

ヤ人であったのに、割礼をしいられなかった。 4そ

れは、忍び込んできたにせ兄弟らがいたので彼らが

忍び込んできたのは、キリスト・イエスにあって持

っているわたしたちの自由をねらって、わたしたち

を奴隷にするためであった。 5わたしたちは、福音

の真理があなたがたのもとに常にとどまっているよ

うに、瞬時も彼らの強要に屈服しなかった。 6そし

て、かの「重だった人たち」からは彼らがどんな人

であったにしても、それは、わたしには全く問題で

はない。神は人を分け隔てなさらないのだから事実

、かの「重だった人たち」は、わたしに何も加える

ことをしなかった。 7それどころか、彼らは、ペテ

ロが割礼の者への福音をゆだねられているように、

わたしには無割礼の者への福音がゆだねられている

ことを認め、 8（というのは、ペテロに働きかけて

割礼の者への使徒の務につかせたかたは、わたしに

も働きかけて、異邦人につかわして下さったからで

ある）、 9かつ、わたしに賜わった恵みを知って、

柱として重んじられているヤコブとケパとヨハネと

は、わたしとバルナバとに、交わりの手を差し伸べ

た。そこで、わたしたちは異邦人に行き、彼らは割
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礼の者に行くことになったのである。 10ただ一つ、

わたしたちが貧しい人々をかえりみるようにとのこ

とであったが、わたしはもとより、この事のために

も大いに努めてきたのである。 11ところが、ケパが

アンテオケにきたとき、彼に非難すべきことがあっ

たので、わたしは面とむかって彼をなじった。 12と

いうのは、ヤコブのもとからある人々が来るまでは

、彼は異邦人と食を共にしていたのに、彼らがきて

からは、割礼の者どもを恐れ、しだいに身を引いて

離れて行ったからである。 13そして、ほかのユダヤ

人たちも彼と共に偽善の行為をし、バルナバまでが

そのような偽善に引きずり込まれた。 14彼らが福音

の真理に従ってまっすぐに歩いていないのを見て、

わたしは衆人の面前でケパに言った、「あなたは、

ユダヤ人であるのに、自分自身はユダヤ人のように

生活しないで、異邦人のように生活していながら、

どうして異邦人にユダヤ人のようになることをしい

るのか」。 15わたしたちは生れながらのユダヤ人で

あって、異邦人なる罪人ではないが、 16人の義とさ

れるのは律法の行いによるのではなく、ただキリス

ト・イエスを信じる信仰によることを認めて、わた

したちもキリスト・イエスを信じたのである。それ

は、律法の行いによるのではなく、キリストを信じ

る信仰によって義とされるためである。なぜなら、

律法の行いによっては、だれひとり義とされること

がないからである。 17しかし、キリストにあって義

とされることを求めることによって、わたしたち自

身が罪人であるとされるのなら、キリストは罪に仕

える者なのであろうか。断じてそうではない。 18も
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しわたしが、いったん打ちこわしたものを、再び建

てるとすれば、それこそ、自分が違反者であること

を表明することになる。 19わたしは、神に生きるた

めに、律法によって律法に死んだ。わたしはキリス

トと共に十字架につけられた。 20生きているのは、

もはや、わたしではない。キリストが、わたしのう

ちに生きておられるのである。しかし、わたしがい

ま肉にあって生きているのは、わたしを愛し、わた

しのためにご自身をささげられた神の御子を信じる

信仰によって、生きているのである。 21わたしは、

神の恵みを無にはしない。もし、義が律法によって

得られるとすれば、キリストの死はむだであったこ

とになる。

3ああ、物わかりのわるいガラテヤ人よ。十字架に

つけられたイエス・キリストが、あなたがたの目の

前に描き出されたのに、いったい、だれがあなたが

たを惑わしたのか。 2わたしは、ただこの一つの事

を、あなたがたに聞いてみたい。あなたがたが御霊

を受けたのは、律法を行ったからか、それとも、聞

いて信じたからか。 3あなたがたは、そんなに物わ

かりがわるいのか。御霊で始めたのに、今になって

肉で仕上げるというのか。 4あれほどの大きな経験

をしたことは、むだであったのか。まさか、むだで

はあるまい。 5すると、あなたがたに御霊を賜い、

力あるわざをあなたがたの間でなされたのは、律法

を行ったからか、それとも、聞いて信じたからか。

6このように、アブラハムは「神を信じた。それによ

って、彼は義と認められた」のである。 7だから、

信仰による者こそアブラハムの子であることを、知
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るべきである。 8聖書は、神が異邦人を信仰によっ

て義とされることを、あらかじめ知って、アブラハ

ムに、「あなたによって、すべての国民は祝福され

るであろう」との良い知らせを、予告したのである

。 9このように、信仰による者は、信仰の人アブラ

ハムと共に、祝福を受けるのである。 10いったい、

律法の行いによる者は、皆のろいの下にある。「律

法の書に書いてあるいっさいのことを守らず、これ

を行わない者は、皆のろわれる」と書いてあるから

である。 11そこで、律法によっては、神のみまえに

義とされる者はひとりもないことが、明らかである

。なぜなら、「信仰による義人は生きる」からであ

る。 12律法は信仰に基いているものではない。かえ

って、「律法を行う者は律法によって生きる」ので

ある。 13キリストは、わたしたちのためにのろいと

なって、わたしたちを律法ののろいからあがない出

して下さった。聖書に、「木にかけられる者は、す

べてのろわれる」と書いてある。 14それは、アブラ

ハムの受けた祝福が、イエス・キリストにあって異

邦人に及ぶためであり、約束された御霊を、わたし

たちが信仰によって受けるためである。 15兄弟たち

よ。世のならわしを例にとって言おう。人間の遺言

でさえ、いったん作成されたら、これを無効にした

り、これに付け加えたりすることは、だれにもでき

ない。 16さて、約束は、アブラハムと彼の子孫とに

対してなされたのである。それは、多数をさして「

子孫たちとに」と言わずに、ひとりをさして「あな

たの子孫とに」と言っている。これは、キリストの

ことである。 17わたしの言う意味は、こうである。
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神によってあらかじめ立てられた契約が、四百三十

年の後にできた律法によって破棄されて、その約束

がむなしくなるようなことはない。 18もし相続が、

律法に基いてなされるとすれば、もはや約束に基い

たものではない。ところが事実、神は約束によって

、相続の恵みをアブラハムに賜わったのである。 19

それでは、律法はなんであるか。それは違反を促す

ため、あとから加えられたのであって、約束されて

いた子孫が来るまで存続するだけのものであり、か

つ、天使たちをとおし、仲介者の手によって制定さ

れたものにすぎない。 20仲介者なるものは、一方だ

けに属する者ではない。しかし、神はひとりである

。 21では、律法は神の約束と相いれないものか。断

じてそうではない。もし人を生かす力のある律法が

与えられていたとすれば、義はたしかに律法によっ

て実現されたであろう。 22しかし、約束が、信じる

人々にイエス・キリストに対する信仰によって与え

られるために、聖書はすべての人を罪の下に閉じ込

めたのである。 23しかし、信仰が現れる前には、わ

たしたちは律法の下で監視されており、やがて啓示

される信仰の時まで閉じ込められていた。 24このよ

うにして律法は、信仰によって義とされるために、

わたしたちをキリストに連れて行く養育掛となった

のである。 25しかし、いったん信仰が現れた以上、

わたしたちは、もはや養育掛のもとにはいない。 26

あなたがたはみな、キリスト・イエスにある信仰に

よって、神の子なのである。 27キリストに合うバプ

テスマを受けたあなたがたは、皆キリストを着たの

である。 28もはや、ユダヤ人もギリシヤ人もなく、
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奴隷も自由人もなく、男も女もない。あなたがたは

皆、キリスト・イエスにあって一つだからである。

29もしキリストのものであるなら、あなたがたはア

ブラハムの子孫であり、約束による相続人なのであ

る。

4わたしの言う意味は、こうである。相続人が子供

である間は、全財産の持ち主でありながら、僕とな

んの差別もなく、 2父親の定めた時期までは、管理

人や後見人の監督の下に置かれているのである。 3

それと同じく、わたしたちも子供であった時には、

いわゆるこの世のもろもろの霊力の下に、縛られて

いた者であった。 4しかし、時の満ちるに及んで、

神は御子を女から生れさせ、律法の下に生れさせて

、おつかわしになった。 5それは、律法の下にある

者をあがない出すため、わたしたちに子たる身分を

授けるためであった。 6このように、あなたがたは

子であるのだから、神はわたしたちの心の中に、「

アバ、父よ」と呼ぶ御子の霊を送って下さったので

ある。 7したがって、あなたがたはもはや僕ではな

く、子である。子である以上、また神による相続人

である。 8神を知らなかった当時、あなたがたは、

本来神ならぬ神々の奴隷になっていた。 9しかし、

今では神を知っているのに、否、むしろ神に知られ

ているのに、どうして、あの無力で貧弱な、もろも

ろの霊力に逆もどりして、またもや、新たにその奴

隷になろうとするのか。 10あなたがたは、日や月や

季節や年などを守っている。 11わたしは、あなたが

たのために努力してきたことが、あるいは、むだに

なったのではないかと、あなたがたのことが心配で
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ならない。 12兄弟たちよ。お願いする。どうか、わ

たしのようになってほしい。わたしも、あなたがた

のようになったのだから。あなたがたは、一度もわ

たしに対して不都合なことをしたことはない。 13あ

なたがたも知っているとおり、最初わたしがあなた

がたに福音を伝えたのは、わたしの肉体が弱ってい

たためであった。 14そして、わたしの肉体にはあな

たがたにとって試錬となるものがあったのに、それ

を卑しめもせず、またきらいもせず、かえってわた

しを、神の使かキリスト・イエスかでもあるように

、迎えてくれた。 15その時のあなたがたの感激は、

今どこにあるのか。はっきり言うが、あなたがたは

、できることなら、自分の目をえぐり出してでも、

わたしにくれたかったのだ。 16それだのに、真理を

語ったために、わたしはあなたがたの敵になったの

か。 17彼らがあなたがたに対して熱心なのは、善意

からではない。むしろ、自分らに熱心にならせるた

めに、あなたがたをわたしから引き離そうとしてい

るのである。 18わたしがあなたがたの所にいる時だ

けでなく、いつも、良いことについて熱心に慕われ

るのは、良いことである。 19ああ、わたしの幼な子

たちよ。あなたがたの内にキリストの形ができるま

では、わたしは、またもや、あなたがたのために産

みの苦しみをする。 20できることなら、わたしは今

あなたがたの所にいて、語調を変えて話してみたい

。わたしは、あなたがたのことで、途方にくれてい

る。 21律法の下にとどまっていたいと思う人たちよ

。わたしに答えなさい。あなたがたは律法の言うと

ころを聞かないのか。 22そのしるすところによると
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、アブラハムにふたりの子があったが、ひとりは女

奴隷から、ひとりは自由の女から生れた。 23女奴隷

の子は肉によって生れたのであり、自由の女の子は

約束によって生れたのであった。 24さて、この物語

は比喩としてみられる。すなわち、この女たちは二

つの契約をさす。そのひとりはシナイ山から出て、

奴隷となる者を産む。ハガルがそれである。 25ハガ

ルといえば、アラビヤではシナイ山のことで、今の

エルサレムに当る。なぜなら、それは子たちと共に

、奴隷となっているからである。 26しかし、上なる

エルサレムは、自由の女であって、わたしたちの母

をさす。 27すなわち、こう書いてある、「喜べ、不

妊の女よ。声をあげて喜べ、産みの苦しみを知らな

い女よ。ひとり者となっている女は多くの子を産み

、その数は、夫ある女の子らよりも多い」。 28兄弟

たちよ。あなたがたは、イサクのように、約束の子

である。 29しかし、その当時、肉によって生れた者

が、霊によって生れた者を迫害したように、今でも

同様である。 30しかし、聖書はなんと言っているか

。「女奴隷とその子とを追い出せ。女奴隷の子は、

自由の女の子と共に相続をしてはならない」とある

。 31だから、兄弟たちよ。わたしたちは女奴隷の子

ではなく、自由の女の子なのである。

5自由を得させるために、キリストはわたしたちを

解放して下さったのである。だから、堅く立って、

二度と奴隷のくびきにつながれてはならない。 2見

よ、このパウロがあなたがたに言う。もし割礼を受

けるなら、キリストはあなたがたに用のないものに

なろう。 3割礼を受けようとするすべての人たちに
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、もう一度言っておく。そういう人たちは、律法の

全部を行う義務がある。 4律法によって義とされよ

うとするあなたがたは、キリストから離れてしまっ

ている。恵みから落ちている。 5わたしたちは、御

霊の助けにより、信仰によって義とされる望みを強

くいだいている。 6キリスト・イエスにあっては、

割礼があってもなくても、問題ではない。尊いのは

、愛によって働く信仰だけである。 7あなたがたは

よく走り続けてきたのに、だれが邪魔をして、真理

にそむかせたのか。 8そのような勧誘は、あなたが

たを召されたかたから出たものではない。 9少しの

パン種でも、粉のかたまり全体をふくらませる。 10

あなたがたはいささかもわたしと違った思いをいだ

くことはないと、主にあって信頼している。しかし

、あなたがたを動揺させている者は、それがだれで

あろうと、さばきを受けるであろう。 11兄弟たちよ

。わたしがもし今でも割礼を宣べ伝えていたら、ど

うして、いまなお迫害されるはずがあろうか。そう

していたら、十字架のつまずきは、なくなっている

であろう。 12あなたがたの煽動者どもは、自ら不具

になるがよかろう。 13兄弟たちよ。あなたがたが召

されたのは、実に、自由を得るためである。ただ、

その自由を、肉の働く機会としないで、愛をもって

互に仕えなさい。 14律法の全体は、「自分を愛する

ように、あなたの隣り人を愛せよ」というこの一句

に尽きるからである。 15気をつけるがよい。もし互

にかみ合い、食い合っているなら、あなたがたは互

に滅ぼされてしまうだろう。 16わたしは命じる、御

霊によって歩きなさい。そうすれば、決して肉の欲
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を満たすことはない。 17なぜなら、肉の欲するとこ

ろは御霊に反し、また御霊の欲するところは肉に反

するからである。こうして、二つのものは互に相さ

からい、その結果、あなたがたは自分でしようと思

うことを、することができないようになる。 18もし

あなたがたが御霊に導かれるなら、律法の下にはい

ない。 19肉の働きは明白である。すなわち、不品行

、汚れ、好色、 20偶像礼拝、まじない、敵意、争い

、そねみ、怒り、党派心、分裂、分派、 21ねたみ、

泥酔、宴楽、および、そのたぐいである。わたしは

以前も言ったように、今も前もって言っておく。こ

のようなことを行う者は、神の国をつぐことがない

。 22しかし、御霊の実は、愛、喜び、平和、寛容、

慈愛、善意、忠実、 23柔和、自制であって、これら

を否定する律法はない。 24キリスト・イエスに属す

る者は、自分の肉を、その情と欲と共に十字架につ

けてしまったのである。 25もしわたしたちが御霊に

よって生きるのなら、また御霊によって進もうでは

ないか。 26互にいどみ合い、互にねたみ合って、虚

栄に生きてはならない。

6兄弟たちよ。もしもある人が罪過に陥っているこ

とがわかったなら、霊の人であるあなたがたは、柔

和な心をもって、その人を正しなさい。それと同時

に、もしか自分自身も誘惑に陥ることがありはしな

いかと、反省しなさい。 2互に重荷を負い合いなさ

い。そうすれば、あなたがたはキリストの律法を全

うするであろう。 3もしある人が、事実そうでない

のに、自分が何か偉い者であるように思っていると

すれば、その人は自分を欺いているのである。 4ひ
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とりびとり、自分の行いを検討してみるがよい。そ

うすれば、自分だけには誇ることができても、ほか

の人には誇れなくなるであろう。 5人はそれぞれ、

自分自身の重荷を負うべきである。 6御言を教えて

もらう人は、教える人と、すべて良いものを分け合

いなさい。 7まちがってはいけない、神は侮られる

ようなかたではない。人は自分のまいたものを、刈

り取ることになる。 8すなわち、自分の肉にまく者

は、肉から滅びを刈り取り、霊にまく者は、霊から

永遠のいのちを刈り取るであろう。 (aiōnios g166) 9わ

たしたちは、善を行うことに、うみ疲れてはならな

い。たゆまないでいると、時が来れば刈り取るよう

になる。 10だから、機会のあるごとに、だれに対し

ても、とくに信仰の仲間に対して、善を行おうでは

ないか。 11ごらんなさい。わたし自身いま筆をとっ

て、こんなに大きい字で、あなたがたに書いている

ことを。 12いったい、肉において見えを飾ろうとす

る者たちは、キリスト・イエスの十字架のゆえに、

迫害を受けたくないばかりに、あなたがたにしいて

割礼を受けさせようとする。 13事実、割礼のあるも

の自身が律法を守らず、ただ、あなたがたの肉につ

いて誇りたいために、割礼を受けさせようとしてい

るのである。 14しかし、わたし自身には、わたした

ちの主イエス・キリストの十字架以外に、誇とする

ものは、断じてあってはならない。この十字架につ

けられて、この世はわたしに対して死に、わたしも

この世に対して死んでしまったのである。 15割礼の

あるなしは問題ではなく、ただ、新しく造られるこ

とこそ、重要なのである。 16この法則に従って進む
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人々の上に、平和とあわれみとがあるように。また

、神のイスラエルの上にあるように。 17だれも今後

は、わたしに煩いをかけないでほしい。わたしは、

イエスの焼き印を身に帯びているのだから。 18兄弟

たちよ。わたしたちの主イエス・キリストの恵みが

、あなたがたの霊と共にあるように、アァメン。
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エペソ人への手紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒パウロか

ら、エペソにいる、キリスト・イエスにあって忠実

な聖徒たちへ。 2わたしたちの父なる神と主イエス

・キリストから、恵みと平安とが、あなたがたにあ

るように。 3ほむべきかな、わたしたちの主イエス

・キリストの父なる神。神はキリストにあって、天

上で霊のもろもろの祝福をもって、わたしたちを祝

福し、 4みまえにきよく傷のない者となるようにと

、天地の造られる前から、キリストにあってわたし

たちを選び、 5わたしたちに、イエス・キリストに

よって神の子たる身分を授けるようにと、御旨のよ

しとするところに従い、愛のうちにあらかじめ定め

て下さったのである。 6これは、その愛する御子に

よって賜わった栄光ある恵みを、わたしたちがほめ

たたえるためである。 7わたしたちは、御子にあっ

て、神の豊かな恵みのゆえに、その血によるあがな

い、すなわち、罪過のゆるしを受けたのである。 8

神はその恵みをさらに増し加えて、あらゆる知恵と

悟りとをわたしたちに賜わり、 9御旨の奥義を、自

らあらかじめ定められた計画に従って、わたしたち

に示して下さったのである。 10それは、時の満ちる

に及んで実現されるご計画にほかならない。それに

よって、神は天にあるもの地にあるものを、ことご

とく、キリストにあって一つに帰せしめようとされ

たのである。 11わたしたちは、御旨の欲するままに

すべての事をなさるかたの目的の下に、キリストに

あってあらかじめ定められ、神の民として選ばれた

のである。 12それは、早くからキリストに望みをお
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いているわたしたちが、神の栄光をほめたたえる者

となるためである。 13あなたがたもまた、キリスト

にあって、真理の言葉、すなわち、あなたがたの救

の福音を聞き、また、彼を信じた結果、約束された

聖霊の証印をおされたのである。 14この聖霊は、わ

たしたちが神の国をつぐことの保証であって、やが

て神につける者が全くあがなわれ、神の栄光をほめ

たたえるに至るためである。 15こういうわけで、わ

たしも、主イエスに対するあなたがたの信仰と、す

べての聖徒に対する愛とを耳にし、 16わたしの祈の

たびごとにあなたがたを覚えて、絶えずあなたがた

のために感謝している。 17どうか、わたしたちの主

イエス・キリストの神、栄光の父が、知恵と啓示と

の霊をあなたがたに賜わって神を認めさせ、 18あな

たがたの心の目を明らかにして下さるように、そし

て、あなたがたが神に召されていだいている望みが

どんなものであるか、聖徒たちがつぐべき神の国が

いかに栄光に富んだものであるか、 19また、神の力

強い活動によって働く力が、わたしたち信じる者に

とっていかに絶大なものであるかを、あなたがたが

知るに至るように、と祈っている。 20神はその力を

キリストのうちに働かせて、彼を死人の中からよみ

がえらせ、天上においてご自分の右に座せしめ、 21

彼を、すべての支配、権威、権力、権勢の上におき

、また、この世ばかりでなくきたるべき世において

も唱えられる、あらゆる名の上におかれたのである

。 (aiōn g165) 22そして、万物をキリストの足の下に従

わせ、彼を万物の上にかしらとして教会に与えられ

た。 23この教会はキリストのからだであって、すべ
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てのものを、すべてのもののうちに満たしているか

たが、満ちみちているものに、ほかならない。

2さてあなたがたは、先には自分の罪過と罪とによ

って死んでいた者であって、 2かつてはそれらの中

で、この世のならわしに従い、空中の権をもつ君、

すなわち、不従順の子らの中に今も働いている霊に

従って、歩いていたのである。 (aiōn g165) 3また、わ

たしたちもみな、かつては彼らの中にいて、肉の欲

に従って日を過ごし、肉とその思いとの欲するまま

を行い、ほかの人々と同じく、生れながらの怒りの

子であった。 4しかるに、あわれみに富む神は、わ

たしたちを愛して下さったその大きな愛をもって、

5罪過によって死んでいたわたしたちを、キリストと

共に生かしあなたがたの救われたのは、恵みによる

のである 6キリスト・イエスにあって、共によみが

えらせ、共に天上で座につかせて下さったのである

。 7それは、キリスト・イエスにあってわたしたち

に賜わった慈愛による神の恵みの絶大な富を、きた

るべき世々に示すためであった。 (aiōn g165) 8あなた

がたの救われたのは、実に、恵みにより、信仰によ

るのである。それは、あなたがた自身から出たもの

ではなく、神の賜物である。 9決して行いによるの

ではない。それは、だれも誇ることがないためなの

である。 10わたしたちは神の作品であって、良い行

いをするように、キリスト・イエスにあって造られ

たのである。神は、わたしたちが、良い行いをして

日を過ごすようにと、あらかじめ備えて下さったの

である。 11だから、記憶しておきなさい。あなたが

たは以前には、肉によれば異邦人であって、手で行
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った肉の割礼ある者と称せられる人々からは、無割

礼の者と呼ばれており、 12またその当時は、キリス

トを知らず、イスラエルの国籍がなく、約束された

いろいろの契約に縁がなく、この世の中で希望もな

く神もない者であった。 13ところが、あなたがたは

、このように以前は遠く離れていたが、今ではキリ

スト・イエスにあって、キリストの血によって近い

ものとなったのである。 14キリストはわたしたちの

平和であって、二つのものを一つにし、敵意という

隔ての中垣を取り除き、ご自分の肉によって、 15数

々の規定から成っている戒めの律法を廃棄したので

ある。それは、彼にあって、二つのものをひとりの

新しい人に造りかえて平和をきたらせ、 16十字架に

よって、二つのものを一つのからだとして神と和解

させ、敵意を十字架にかけて滅ぼしてしまったので

ある。 17それから彼は、こられた上で、遠く離れて

いるあなたがたに平和を宣べ伝え、また近くにいる

者たちにも平和を宣べ伝えられたのである。 18とい

うのは、彼によって、わたしたち両方の者が一つの

御霊の中にあって、父のみもとに近づくことができ

るからである。 19そこであなたがたは、もはや異国

人でも宿り人でもなく、聖徒たちと同じ国籍の者で

あり、神の家族なのである。 20またあなたがたは、

使徒たちや預言者たちという土台の上に建てられた

ものであって、キリスト・イエスご自身が隅のかし

ら石である。 21このキリストにあって、建物全体が

組み合わされ、主にある聖なる宮に成長し、 22そし

てあなたがたも、主にあって共に建てられて、霊な

る神のすまいとなるのである。
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3こういうわけで、あなたがた異邦人のためにキリ

スト・イエスの囚人となっているこのパウロ 2わた

しがあなたがたのために神から賜わった恵みの務に

ついて、あなたがたはたしかに聞いたであろう。 3

すなわち、すでに簡単に書きおくったように、わた

しは啓示によって奥義を知らされたのである。 4あ

なたがたはそれを読めば、キリストの奥義をわたし

がどう理解しているかがわかる。 5この奥義は、い

まは、御霊によって彼の聖なる使徒たちと預言者た

ちとに啓示されているが、前の時代には、人の子ら

に対して、そのように知らされてはいなかったので

ある。 6それは、異邦人が、福音によりキリスト・

イエスにあって、わたしたちと共に神の国をつぐ者

となり、共に一つのからだとなり、共に約束にあず

かる者となることである。 7わたしは、神の力がわ

たしに働いて、自分に与えられた神の恵みの賜物に

より、福音の僕とされたのである。 8すなわち、聖

徒たちのうちで最も小さい者であるわたしにこの恵

みが与えられたが、それは、キリストの無尽蔵の富

を異邦人に宣べ伝え、 9更にまた、万物の造り主で

ある神の中に世々隠されていた奥義にあずかる務が

どんなものであるかを、明らかに示すためである。

(aiōn g165) 10それは今、天上にあるもろもろの支配や

権威が、教会をとおして、神の多種多様な知恵を知

るに至るためであって、 11わたしたちの主キリスト

・イエスにあって実現された神の永遠の目的にそう

ものである。 (aiōn g165) 12この主キリストにあって、

わたしたちは、彼に対する信仰によって、確信をも

って大胆に神に近づくことができるのである。 13だ
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から、あなたがたのためにわたしが受けている患難

を見て、落胆しないでいてもらいたい。わたしの患

難は、あなたがたの光栄なのである。 14こういうわ

けで、わたしはひざをかがめて、 15天上にあり地上

にあって「父」と呼ばれているあらゆるものの源な

る父に祈る。 16どうか父が、その栄光の富にしたが

い、御霊により、力をもってあなたがたの内なる人

を強くして下さるように、 17また、信仰によって、

キリストがあなたがたの心のうちに住み、あなたが

たが愛に根ざし愛を基として生活することにより、

18すべての聖徒と共に、その広さ、長さ、高さ、深

さを理解することができ、 19また人知をはるかに越

えたキリストの愛を知って、神に満ちているものの

すべてをもって、あなたがたが満たされるように、

と祈る。 20どうか、わたしたちのうちに働く力によ

って、わたしたちが求めまた思うところのいっさい

を、はるかに越えてかなえて下さることができるか

たに、 21教会により、また、キリスト・イエスによ

って、栄光が世々限りなくあるように、アァメン。

(aiōn g165)

4さて、主にある囚人であるわたしは、あなたがた

に勧める。あなたがたが召されたその召しにふさわ

しく歩き、 2できる限り謙虚で、かつ柔和であり、

寛容を示し、愛をもって互に忍びあい、 3平和のき

ずなで結ばれて、聖霊による一致を守り続けるよう

に努めなさい。 4からだは一つ、御霊も一つである

。あなたがたが召されたのは、一つの望みを目ざし

て召されたのと同様である。 5主は一つ、信仰は一

つ、バプテスマは一つ。 6すべてのものの上にあり
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、すべてのものを貫き、すべてのものの内にいます

、すべてのものの父なる神は一つである。 7しかし

、キリストから賜わる賜物のはかりに従って、わた

したちひとりびとりに、恵みが与えられている。 8

そこで、こう言われている、「彼は高いところに上

った時、とりこを捕えて引き行き、人々に賜物を分

け与えた」。 9さて「上った」と言う以上、また地

下の低い底にも降りてこられたわけではないか。 10

降りてこられた者自身は、同時に、あらゆるものに

満ちるために、もろもろの天の上にまで上られたか

たなのである。 11そして彼は、ある人を使徒とし、

ある人を預言者とし、ある人を伝道者とし、ある人

を牧師、教師として、お立てになった。 12それは、

聖徒たちをととのえて奉仕のわざをさせ、キリスト

のからだを建てさせ、 13わたしたちすべての者が、

神の子を信じる信仰の一致と彼を知る知識の一致と

に到達し、全き人となり、ついに、キリストの満ち

みちた徳の高さにまで至るためである。 14こうして

、わたしたちはもはや子供ではないので、だまし惑

わす策略により、人々の悪巧みによって起る様々な

教の風に吹きまわされたり、もてあそばれたりする

ことがなく、 15愛にあって真理を語り、あらゆる点

において成長し、かしらなるキリストに達するので

ある。 16また、キリストを基として、全身はすべて

の節々の助けにより、しっかりと組み合わされ結び

合わされ、それぞれの部分は分に応じて働き、から

だを成長させ、愛のうちに育てられていくのである

。 17そこで、わたしは主にあっておごそかに勧める

。あなたがたは今後、異邦人がむなしい心で歩いて
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いるように歩いてはならない。 18彼らの知力は暗く

なり、その内なる無知と心の硬化とにより、神のい

のちから遠く離れ、 19自ら無感覚になって、ほしい

ままにあらゆる不潔な行いをして、放縦に身をゆだ

ねている。 20しかしあなたがたは、そのようにキリ

ストに学んだのではなかった。 21あなたがたはたし

かに彼に聞き、彼にあって教えられて、イエスにあ

る真理をそのまま学んだはずである。 22すなわち、

あなたがたは、以前の生活に属する、情欲に迷って

滅び行く古き人を脱ぎ捨て、 23心の深みまで新たに

されて、 24真の義と聖とをそなえた神にかたどって

造られた新しき人を着るべきである。 25こういうわ

けだから、あなたがたは偽りを捨てて、おのおの隣

り人に対して、真実を語りなさい。わたしたちは、

お互に肢体なのであるから。 26怒ることがあっても

、罪を犯してはならない。憤ったままで、日が暮れ

るようであってはならない。 27また、悪魔に機会を

与えてはいけない。 28盗んだ者は、今後、盗んでは

ならない。むしろ、貧しい人々に分け与えるように

なるために、自分の手で正当な働きをしなさい。 29

悪い言葉をいっさい、あなたがたの口から出しては

いけない。必要があれば、人の徳を高めるのに役立

つような言葉を語って、聞いている者の益になるよ

うにしなさい。 30神の聖霊を悲しませてはいけない

。あなたがたは、あがないの日のために、聖霊の証

印を受けたのである。 31すべての無慈悲、憤り、怒

り、騒ぎ、そしり、また、いっさいの悪意を捨て去

りなさい。 32互に情深く、あわれみ深い者となり、
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神がキリストにあってあなたがたをゆるして下さっ

たように、あなたがたも互にゆるし合いなさい。

5こうして、あなたがたは、神に愛されている子供

として、神にならう者になりなさい。 2また愛のう

ちを歩きなさい。キリストもあなたがたを愛して下

さって、わたしたちのために、ご自身を、神へのか

んばしいかおりのささげ物、また、いけにえとして

ささげられたのである。 3また、不品行といろいろ

な汚れや貪欲などを、聖徒にふさわしく、あなたが

たの間では、口にすることさえしてはならない。 4

また、卑しい言葉と愚かな話やみだらな冗談を避け

なさい。これらは、よろしくない事である。それよ

りは、むしろ感謝をささげなさい。 5あなたがたは

、よく知っておかねばならない。すべて不品行な者

、汚れたことをする者、貪欲な者、すなわち、偶像

を礼拝する者は、キリストと神との国をつぐことが

できない。 6あなたがたは、だれにも不誠実な言葉

でだまされてはいけない。これらのことから、神の

怒りは不従順の子らに下るのである。 7だから、彼

らの仲間になってはいけない。 8あなたがたは、以

前はやみであったが、今は主にあって光となってい

る。光の子らしく歩きなさい 9光はあらゆる善意と

正義と真実との実を結ばせるものである 10主に喜ば

れるものがなんであるかを、わきまえ知りなさい。

11実を結ばないやみのわざに加わらないで、むしろ

、それを指摘してやりなさい。 12彼らが隠れて行っ

ていることは、口にするだけでも恥ずかしい事であ

る。 13しかし、光にさらされる時、すべてのものは

、明らかになる。 14明らかにされたものは皆、光と
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なるのである。だから、こう書いてある、「眠って

いる者よ、起きなさい。死人のなかから、立ち上が

りなさい。そうすれば、キリストがあなたを照すで

あろう」。 15そこで、あなたがたの歩きかたによく

注意して、賢くない者のようにではなく、賢い者の

ように歩き、 16今の時を生かして用いなさい。今は

悪い時代なのである。 17だから、愚かな者にならな

いで、主の御旨がなんであるかを悟りなさい。 18酒

に酔ってはいけない。それは乱行のもとである。む

しろ御霊に満たされて、 19詩とさんびと霊の歌とを

もって語り合い、主にむかって心からさんびの歌を

うたいなさい。 20そしてすべてのことにつき、いつ

も、わたしたちの主イエス・キリストの御名によっ

て、父なる神に感謝し、 21キリストに対する恐れの

心をもって、互に仕え合うべきである。 22妻たる者

よ。主に仕えるように自分の夫に仕えなさい。 23キ

リストが教会のかしらであって、自らは、からだな

る教会の救主であられるように、夫は妻のかしらで

ある。 24そして教会がキリストに仕えるように、妻

もすべてのことにおいて、夫に仕えるべきである。

25夫たる者よ。キリストが教会を愛してそのために

ご自身をささげられたように、妻を愛しなさい。 26

キリストがそうなさったのは、水で洗うことにより

、言葉によって、教会をきよめて聖なるものとする

ためであり、 27また、しみも、しわも、そのたぐい

のものがいっさいなく、清くて傷のない栄光の姿の

教会を、ご自分に迎えるためである。 28それと同じ

く、夫も自分の妻を、自分のからだのように愛さね

ばならない。自分の妻を愛する者は、自分自身を愛
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するのである。 29自分自身を憎んだ者は、いまだか

つて、ひとりもいない。かえって、キリストが教会

になさったようにして、おのれを育て養うのが常で

ある。 30わたしたちは、キリストのからだの肢体な

のである。 31「それゆえに、人は父母を離れてその

妻と結ばれ、ふたりの者は一体となるべきである」

。 32この奥義は大きい。それは、キリストと教会と

をさしている。 33いずれにしても、あなたがたは、

それぞれ、自分の妻を自分自身のように愛しなさい

。妻もまた夫を敬いなさい。

6子たる者よ。主にあって両親に従いなさい。これ

は正しいことである。 2「あなたの父と母とを敬え

」。これが第一の戒めであって、次の約束がそれに

ついている、 3「そうすれば、あなたは幸福になり

、地上でながく生きながらえるであろう」。 4父た

る者よ。子供をおこらせないで、主の薫陶と訓戒と

によって、彼らを育てなさい。 5僕たる者よ。キリ

ストに従うように、恐れおののきつつ、真心をこめ

て、肉による主人に従いなさい。 6人にへつらおう

として目先だけの勤めをするのでなく、キリストの

僕として心から神の御旨を行い、 7人にではなく主

に仕えるように、快く仕えなさい。 8あなたがたが

知っているとおり、だれでも良いことを行えば、僕

であれ、自由人であれ、それに相当する報いを、そ

れぞれ主から受けるであろう。 9主人たる者よ。僕

たちに対して、同様にしなさい。おどすことを、し

てはならない。あなたがたが知っているとおり、彼

らとあなたがたとの主は天にいますのであり、かつ

人をかたより見ることをなさらないのである。 10最
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後に言う。主にあって、その偉大な力によって、強

くなりなさい。 11悪魔の策略に対抗して立ちうるた

めに、神の武具で身を固めなさい。 12わたしたちの

戦いは、血肉に対するものではなく、もろもろの支

配と、権威と、やみの世の主権者、また天上にいる

悪の霊に対する戦いである。 (aiōn g165) 13それだから

、悪しき日にあたって、よく抵抗し、完全に勝ち抜

いて、堅く立ちうるために、神の武具を身につけな

さい。 14すなわち、立って真理の帯を腰にしめ、正

義の胸当を胸につけ、 15平和の福音の備えを足には

き、 16その上に、信仰のたてを手に取りなさい。そ

れをもって、悪しき者の放つ火の矢を消すことがで

きるであろう。 17また、救のかぶとをかぶり、御霊

の剣、すなわち、神の言を取りなさい。 18絶えず祈

と願いをし、どんな時でも御霊によって祈り、その

ために目をさましてうむことがなく、すべての聖徒

のために祈りつづけなさい。 19また、わたしが口を

開くときに語るべき言葉を賜わり、大胆に福音の奥

義を明らかに示しうるように、わたしのためにも祈

ってほしい。 20わたしはこの福音のための使節であ

り、そして鎖につながれているのであるが、つなが

れていても、語るべき時には大胆に語れるように祈

ってほしい。 21わたしがどういう様子か、何をして

いるかを、あなたがたに知ってもらうために、主に

あって忠実に仕えている愛する兄弟テキコが、いっ

さいの事を報告するであろう。 22彼をあなたがたの

もとに送るのは、あなたがたがわたしたちの様子を

知り、また彼によって心に励ましを受けるようにな

るためなのである。 23父なる神とわたしたちの主イ
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エス・キリストから平安ならびに信仰に伴う愛が、

兄弟たちにあるように。 24変らない真実をもって、

わたしたちの主イエス・キリストを愛するすべての

人々に、恵みがあるように。



ピリピ人への手紙 2583

ピリピ人への手紙

1キリスト・イエスの僕たち、パウロとテモテから

、ピリピにいる、キリスト・イエスにあるすべての

聖徒たち、ならびに監督たちと執事たちへ。 2わた

したちの父なる神と主イエス・キリストから、恵み

と平安とが、あなたがたにあるように。 3わたしは

あなたがたを思うたびごとに、わたしの神に感謝し

、 4あなたがた一同のために祈るとき、いつも喜び

をもって祈り、 5あなたがたが最初の日から今日に

至るまで、福音にあずかっていることを感謝してい

る。 6そして、あなたがたのうちに良いわざを始め

られたかたが、キリスト・イエスの日までにそれを

完成して下さるにちがいないと、確信している。 7

わたしが、あなたがた一同のために、そう考えるの

は当然である。それは、わたしが獄に捕われている

時にも、福音を弁明し立証する時にも、あなたがた

をみな、共に恵みにあずかる者として、わたしの心

に深く留めているからである。 8わたしがキリスト

・イエスの熱愛をもって、どんなに深くあなたがた

一同を思っていることか、それを証明して下さるか

たは神である。 9わたしはこう祈る。あなたがたの

愛が、深い知識において、するどい感覚において、

いよいよ増し加わり、 10それによって、あなたがた

が、何が重要であるかを判別することができ、キリ

ストの日に備えて、純真で責められるところのない

ものとなり、 11イエス・キリストによる義の実に満

たされて、神の栄光とほまれとをあらわすに至るよ

うに。 12さて、兄弟たちよ。わたしの身に起った事

が、むしろ福音の前進に役立つようになったことを
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、あなたがたに知ってもらいたい。 13すなわち、わ

たしが獄に捕われているのはキリストのためである

ことが、兵営全体にもそのほかのすべての人々にも

明らかになり、 14そして兄弟たちのうち多くの者は

、わたしの入獄によって主にある確信を得、恐れる

ことなく、ますます勇敢に、神の言を語るようにな

った。 15一方では、ねたみや闘争心からキリストを

宣べ伝える者がおり、他方では善意からそうする者

がいる。 16後者は、わたしが福音を弁明するために

立てられていることを知り、愛の心でキリストを伝

え、 17前者は、わたしの入獄の苦しみに更に患難を

加えようと思って、純真な心からではなく、党派心

からそうしている。 18すると、どうなのか。見えか

らであるにしても、真実からであるにしても、要す

るに、伝えられているのはキリストなのだから、わ

たしはそれを喜んでいるし、また喜ぶであろう。 19

なぜなら、あなたがたの祈と、イエス・キリストの

霊の助けとによって、この事がついには、わたしの

救となることを知っているからである。 20そこで、

わたしが切実な思いで待ち望むことは、わたしが、

どんなことがあっても恥じることなく、かえって、

いつものように今も、大胆に語ることによって、生

きるにも死ぬにも、わたしの身によってキリストが

あがめられることである。 21わたしにとっては、生

きることはキリストであり、死ぬことは益である。

22しかし、肉体において生きていることが、わたし

にとっては実り多い働きになるのだとすれば、どち

らを選んだらよいか、わたしにはわからない。 23わ

たしは、これら二つのものの間に板ばさみになって
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いる。わたしの願いを言えば、この世を去ってキリ

ストと共にいることであり、実は、その方がはるか

に望ましい。 24しかし、肉体にとどまっていること

は、あなたがたのためには、さらに必要である。 25

こう確信しているので、わたしは生きながらえて、

あなたがた一同のところにとどまり、あなたがたの

信仰を進ませ、その喜びを得させようと思う。 26そ

うなれば、わたしが再びあなたがたのところに行く

ので、あなたがたはわたしによってキリスト・イエ

スにある誇を増すことになろう。 27ただ、あなたが

たはキリストの福音にふさわしく生活しなさい。そ

して、わたしが行ってあなたがたに会うにしても、

離れているにしても、あなたがたが一つの霊によっ

て堅く立ち、一つ心になって福音の信仰のために力

を合わせて戦い、 28かつ、何事についても、敵対す

る者どもにろうばいさせられないでいる様子を、聞

かせてほしい。このことは、彼らには滅びのしるし

、あなたがたには救のしるしであって、それは神か

ら来るのである。 29あなたがたはキリストのために

、ただ彼を信じることだけではなく、彼のために苦

しむことをも賜わっている。 30あなたがたは、さき

にわたしについて見、今またわたしについて聞いて

いるのと同じ苦闘を、続けているのである。

2そこで、あなたがたに、キリストによる勧め、愛

の励まし、御霊の交わり、熱愛とあわれみとが、い

くらかでもあるなら、 2どうか同じ思いとなり、同

じ愛の心を持ち、心を合わせ、一つ思いになって、

わたしの喜びを満たしてほしい。 3何事も党派心や

虚栄からするのでなく、へりくだった心をもって互
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に人を自分よりすぐれた者としなさい。 4おのおの

、自分のことばかりでなく、他人のことも考えなさ

い。 5キリスト・イエスにあっていだいているのと

同じ思いを、あなたがたの間でも互に生かしなさい

。 6キリストは、神のかたちであられたが、神と等

しくあることを固守すべき事とは思わず、 7かえっ

て、おのれをむなしうして僕のかたちをとり、人間

の姿になられた。その有様は人と異ならず、 8おの

れを低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に

至るまで従順であられた。 9それゆえに、神は彼を

高く引き上げ、すべての名にまさる名を彼に賜わっ

た。 10それは、イエスの御名によって、天上のもの

、地上のもの、地下のものなど、あらゆるものがひ

ざをかがめ、 11また、あらゆる舌が、「イエス・キ

リストは主である」と告白して、栄光を父なる神に

帰するためである。 12わたしの愛する者たちよ。そ

ういうわけだから、あなたがたがいつも従順であっ

たように、わたしが一緒にいる時だけでなく、いな

い今は、いっそう従順でいて、恐れおののいて自分

の救の達成に努めなさい。 13あなたがたのうちに働

きかけて、その願いを起させ、かつ実現に至らせる

のは神であって、それは神のよしとされるところだ

からである。 14すべてのことを、つぶやかず疑わな

いでしなさい。 15それは、あなたがたが責められる

ところのない純真な者となり、曲った邪悪な時代の

ただ中にあって、傷のない神の子となるためである

。あなたがたは、いのちの言葉を堅く持って、彼ら

の間で星のようにこの世に輝いている。 16このよう

にして、キリストの日に、わたしは自分の走ったこ
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とがむだでなく、労したこともむだではなかったと

誇ることができる。 17そして、たとい、あなたがた

の信仰の供え物をささげる祭壇に、わたしの血をそ

そぐことがあっても、わたしは喜ぼう。あなたがた

一同と共に喜ぼう。 18同じように、あなたがたも喜

びなさい。わたしと共に喜びなさい。 19さて、わた

しは、まもなくテモテをあなたがたのところに送り

たいと、主イエスにあって願っている。それは、あ

なたがたの様子を知って、わたしも力づけられたい

からである。 20テモテのような心で、親身になって

あなたがたのことを心配している者は、ほかにひと

りもない。 21人はみな、自分のことを求めるだけで

、キリスト・イエスのことは求めていない。 22しか

し、テモテの錬達ぶりは、あなたがたの知っている

とおりである。すなわち、子が父に対するようにし

て、わたしと一緒に福音に仕えてきたのである。 23

そこで、この人を、わたしの成行きがわかりしだい

、すぐにでも、そちらへ送りたいと願っている。 24

わたし自身もまもなく行けるものと、主にあって確

信している。 25しかし、さしあたり、わたしの同労

者で戦友である兄弟、また、あなたがたの使者とし

てわたしの窮乏を補ってくれたエパフロデトを、あ

なたがたのもとに送り返すことが必要だと思ってい

る。 26彼は、あなたがた一同にしきりに会いたがっ

ているからである。その上、自分の病気のことがあ

なたがたに聞えたので、彼は心苦しく思っている。

27彼は実に、ひん死の病気にかかったが、神は彼を

あわれんで下さった。彼ばかりではなく、わたしを

もあわれんで下さったので、わたしは悲しみに悲し
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みを重ねないですんだのである。 28そこで、大急ぎ

で彼を送り返す。これで、あなたがたは彼と再び会

って喜び、わたしもまた、心配を和らげることがで

きよう。 29こういうわけだから、大いに喜んで、主

にあって彼を迎えてほしい。また、こうした人々は

尊重せねばならない。 30彼は、わたしに対してあな

たがたが奉仕のできなかった分を補おうとして、キ

リストのわざのために命をかけ、死ぬばかりになっ

たのである。

3最後に、わたしの兄弟たちよ。主にあって喜びな

さい。さきに書いたのと同じことをここで繰り返す

が、それは、わたしには煩らわしいことではなく、

あなたがたには安全なことになる。 2あの犬どもを

警戒しなさい。悪い働き人たちを警戒しなさい。肉

に割礼の傷をつけている人たちを警戒しなさい。 3

神の霊によって礼拝をし、キリスト・イエスを誇と

し、肉を頼みとしないわたしたちこそ、割礼の者で

ある。 4もとより、肉の頼みなら、わたしにも無く

はない。もし、だれかほかの人が肉を頼みとしてい

ると言うなら、わたしはそれをもっと頼みとしてい

る。 5わたしは八日目に割礼を受けた者、イスラエ

ルの民族に属する者、ベニヤミン族の出身、ヘブル

人の中のヘブル人、律法の上ではパリサイ人、 6熱

心の点では教会の迫害者、律法の義については落ち

度のない者である。 7しかし、わたしにとって益で

あったこれらのものを、キリストのゆえに損と思う

ようになった。 8わたしは、更に進んで、わたしの

主キリスト・イエスを知る知識の絶大な価値のゆえ

に、いっさいのものを損と思っている。キリストの



ピリピ人への手紙 2589

ゆえに、わたしはすべてを失ったが、それらのもの

を、ふん土のように思っている。それは、わたしが

キリストを得るためであり、 9律法による自分の義

ではなく、キリストを信じる信仰による義、すなわ

ち、信仰に基く神からの義を受けて、キリストのう

ちに自分を見いだすようになるためである。 10すな

わち、キリストとその復活の力とを知り、その苦難

にあずかって、その死のさまとひとしくなり、 11な

んとかして死人のうちからの復活に達したいのであ

る。 12わたしがすでにそれを得たとか、すでに完全

な者になっているとか言うのではなく、ただ捕えよ

うとして追い求めているのである。そうするのは、

キリスト・イエスによって捕えられているからであ

る。 13兄弟たちよ。わたしはすでに捕えたとは思っ

ていない。ただこの一事を努めている。すなわち、

後のものを忘れ、前のものに向かってからだを伸ば

しつつ、 14目標を目ざして走り、キリスト・イエス

において上に召して下さる神の賞与を得ようと努め

ているのである。 15だから、わたしたちの中で全き

人たちは、そのように考えるべきである。しかし、

あなたがたが違った考えを持っているなら、神はそ

のことも示して下さるであろう。 16ただ、わたした

ちは、達し得たところに従って進むべきである。 17

兄弟たちよ。どうか、わたしにならう者となってほ

しい。また、あなたがたの模範にされているわたし

たちにならって歩く人たちに、目をとめなさい。 18

わたしがそう言うのは、キリストの十字架に敵対し

て歩いている者が多いからである。わたしは、彼ら

のことをしばしばあなたがたに話したが、今また涙



ピリピ人への手紙 2590

を流して語る。 19彼らの最後は滅びである。彼らの

神はその腹、彼らの栄光はその恥、彼らの思いは地

上のことである。 20しかし、わたしたちの国籍は天

にある。そこから、救主、主イエス・キリストのこ

られるのを、わたしたちは待ち望んでいる。 21彼は

、万物をご自身に従わせうる力の働きによって、わ

たしたちの卑しいからだを、ご自身の栄光のからだ

と同じかたちに変えて下さるであろう。

4だから、わたしの愛し慕っている兄弟たちよ。わ

たしの喜びであり冠である愛する者たちよ。このよ

うに、主にあって堅く立ちなさい。 2わたしはユウ

オデヤに勧め、またスントケに勧める。どうか、主

にあって一つ思いになってほしい。 3ついては、真

実な協力者よ。あなたにお願いする。このふたりの

女を助けてあげなさい。彼らは、「いのちの書」に

名を書きとめられているクレメンスや、その他の同

労者たちと協力して、福音のためにわたしと共に戦

ってくれた女たちである。 4あなたがたは、主にあ

っていつも喜びなさい。繰り返して言うが、喜びな

さい。 5あなたがたの寛容を、みんなの人に示しな

さい。主は近い。 6何事も思い煩ってはならない。

ただ、事ごとに、感謝をもって祈と願いとをささげ

、あなたがたの求めるところを神に申し上げるがよ

い。 7そうすれば、人知ではとうてい測り知ること

のできない神の平安が、あなたがたの心と思いとを

、キリスト・イエスにあって守るであろう。 8最後

に、兄弟たちよ。すべて真実なこと、すべて尊ぶべ

きこと、すべて正しいこと、すべて純真なこと、す

べて愛すべきこと、すべてほまれあること、また徳
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といわれるもの、称賛に値するものがあれば、それ

らのものを心にとめなさい。 9あなたがたが、わた

しから学んだこと、受けたこと、聞いたこと、見た

ことは、これを実行しなさい。そうすれば、平和の

神が、あなたがたと共にいますであろう。 10さて、

わたしが主にあって大いに喜んでいるのは、わたし

を思う心が、あなたがたに今またついに芽ばえてき

たことである。実は、あなたがたは、わたしのこと

を心にかけてくれてはいたが、よい機会がなかった

のである。 11わたしは乏しいから、こう言うのでは

ない。わたしは、どんな境遇にあっても、足ること

を学んだ。 12わたしは貧に処する道を知っており、

富におる道も知っている。わたしは、飽くことにも

飢えることにも、富むことにも乏しいことにも、あ

りとあらゆる境遇に処する秘けつを心得ている。 13

わたしを強くして下さるかたによって、何事でもす

ることができる。 14しかし、あなたがたは、よくも

わたしと患難を共にしてくれた。 15ピリピの人たち

よ。あなたがたも知っているとおり、わたしが福音

を宣伝し始めたころ、マケドニヤから出かけて行っ

た時、物のやりとりをしてわたしの働きに参加した

教会は、あなたがたのほかには全く無かった。 16ま

たテサロニケでも、一再ならず、物を送ってわたし

の欠乏を補ってくれた。 17わたしは、贈り物を求め

ているのではない。わたしの求めているのは、あな

たがたの勘定をふやしていく果実なのである。 18わ

たしは、すべての物を受けてあり余るほどである。

エパフロデトから、あなたがたの贈り物をいただい

て、飽き足りている。それは、かんばしいかおりで
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あり、神の喜んで受けて下さる供え物である。 19わ

たしの神は、ご自身の栄光の富の中から、あなたが

たのいっさいの必要を、キリスト・イエスにあって

満たして下さるであろう。 20わたしたちの父なる神

に、栄光が世々限りなくあるように、アァメン。

(aiōn g165) 21キリスト・イエスにある聖徒のひとりび

とりに、よろしく。わたしと一緒にいる兄弟たちか

ら、あなたがたによろしく。 22すべての聖徒たちか

ら、特にカイザルの家の者たちから、よろしく。 23

主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊と共

にあるように。
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コロサイ人への手紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒パウロと

兄弟テモテから、 2コロサイにいる、キリストにあ

る聖徒たち、忠実な兄弟たちへ。わたしたちの父な

る神から、恵みと平安とが、あなたがたにあるよう

に。 3わたしたちは、いつもあなたがたのために祈

り、わたしたちの主イエス・キリストの父なる神に

感謝している。 4これは、キリスト・イエスに対す

るあなたがたの信仰と、すべての聖徒に対していだ

いているあなたがたの愛とを、耳にしたからである

。 5この愛は、あなたがたのために天にたくわえら

れている望みに基くものであり、その望みについて

は、あなたがたはすでに、あなたがたのところまで

伝えられた福音の真理の言葉によって聞いている。

6そして、この福音は、世界中いたる所でそうである

ように、あなたがたのところでも、これを聞いて神

の恵みを知ったとき以来、実を結んで成長している

のである。 7あなたがたはこの福音を、わたしたち

と同じ僕である、愛するエペフラスから学んだので

あった。彼はあなたがたのためのキリストの忠実な

奉仕者であって、 8あなたがたが御霊によっていだ

いている愛を、わたしたちに知らせてくれたのであ

る。 9そういうわけで、これらの事を耳にして以来

、わたしたちも絶えずあなたがたのために祈り求め

ているのは、あなたがたがあらゆる霊的な知恵と理

解力とをもって、神の御旨を深く知り、 10主のみこ

ころにかなった生活をして真に主を喜ばせ、あらゆ

る良いわざを行って実を結び、神を知る知識をいよ

いよ増し加えるに至ることである。 11更にまた祈る
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のは、あなたがたが、神の栄光の勢いにしたがって

賜わるすべての力によって強くされ、何事も喜んで

耐えかつ忍び、 12光のうちにある聖徒たちの特権に

あずかるに足る者とならせて下さった父なる神に、

感謝することである。 13神は、わたしたちをやみの

力から救い出して、その愛する御子の支配下に移し

て下さった。 14わたしたちは、この御子によってあ

がない、すなわち、罪のゆるしを受けているのであ

る。 15御子は、見えない神のかたちであって、すべ

ての造られたものに先だって生れたかたである。 16

万物は、天にあるものも地にあるものも、見えるも

のも見えないものも、位も主権も、支配も権威も、

みな御子にあって造られたからである。これらいっ

さいのものは、御子によって造られ、御子のために

造られたのである。 17彼は万物よりも先にあり、万

物は彼にあって成り立っている。 18そして自らは、

そのからだなる教会のかしらである。彼は初めの者

であり、死人の中から最初に生れたかたである。そ

れは、ご自身がすべてのことにおいて第一の者とな

るためである。 19神は、御旨によって、御子のうち

にすべての満ちみちた徳を宿らせ、 20そして、その

十字架の血によって平和をつくり、万物、すなわち

、地にあるもの、天にあるものを、ことごとく、彼

によってご自分と和解させて下さったのである。 21

あなたがたも、かつては悪い行いをして神から離れ

、心の中で神に敵対していた。 22しかし今では、御

子はその肉のからだにより、その死をとおして、あ

なたがたを神と和解させ、あなたがたを聖なる、傷

のない、責められるところのない者として、みまえ
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に立たせて下さったのである。 23ただし、あなたが

たは、ゆるぐことがなく、しっかりと信仰にふみと

どまり、すでに聞いている福音の望みから移り行く

ことのないようにすべきである。この福音は、天の

下にあるすべての造られたものに対して宣べ伝えら

れたものであって、それにこのパウロが奉仕してい

るのである。 24今わたしは、あなたがたのための苦

難を喜んで受けており、キリストのからだなる教会

のために、キリストの苦しみのなお足りないところ

を、わたしの肉体をもって補っている。 25わたしは

、神の言を告げひろめる務を、あなたがたのために

神から与えられているが、そのために教会に奉仕す

る者になっているのである。 26その言の奥義は、代

々にわたってこの世から隠されていたが、今や神の

聖徒たちに明らかにされたのである。 (aiōn g165) 27神

は彼らに、異邦人の受くべきこの奥義が、いかに栄

光に富んだものであるかを、知らせようとされたの

である。この奥義は、あなたがたのうちにいますキ

リストであり、栄光の望みである。 28わたしたちは

このキリストを宣べ伝え、知恵をつくしてすべての

人を訓戒し、また、すべての人を教えている。それ

は、彼らがキリストにあって全き者として立つよう

になるためである。 29わたしはこのために、わたし

のうちに力強く働いておられるかたの力により、苦

闘しながら努力しているのである。

2わたしが、あなたがたとラオデキヤにいる人たち

のため、また、直接にはまだ会ったことのない人々

のために、どんなに苦闘しているか、わかってもら

いたい。 2それは彼らが、心を励まされ、愛によっ
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て結び合わされ、豊かな理解力を十分に与えられ、

神の奥義なるキリストを知るに至るためである。 3

キリストのうちには、知恵と知識との宝が、いっさ

い隠されている。 4わたしがこう言うのは、あなた

がたが、だれにも巧みな言葉で迷わされることのな

いためである。 5たとい、わたしは肉体においては

離れていても、霊においてはあなたがたと一緒にい

て、あなたがたの秩序正しい様子とキリストに対す

るあなたがたの強固な信仰とを見て、喜んでいる。

6このように、あなたがたは主キリスト・イエスを受

けいれたのだから、彼にあって歩きなさい。 7また

、彼に根ざし、彼にあって建てられ、そして教えら

れたように、信仰が確立されて、あふれるばかり感

謝しなさい。 8あなたがたは、むなしいだましごと

の哲学で、人のとりこにされないように、気をつけ

なさい。それはキリストに従わず、世のもろもろの

霊力に従う人間の言伝えに基くものにすぎない。 9

キリストにこそ、満ちみちているいっさいの神の徳

が、かたちをとって宿っており、 10そしてあなたが

たは、キリストにあって、それに満たされているの

である。彼はすべての支配と権威とのかしらであり

、 11あなたがたはまた、彼にあって、手によらない

割礼、すなわち、キリストの割礼を受けて、肉のか

らだを脱ぎ捨てたのである。 12あなたがたはバプテ

スマを受けて彼と共に葬られ、同時に、彼を死人の

中からよみがえらせた神の力を信じる信仰によって

、彼と共によみがえらされたのである。 13あなたが

たは、先には罪の中にあり、かつ肉の割礼がないま

まで死んでいた者であるが、神は、あなたがたをキ
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リストと共に生かし、わたしたちのいっさいの罪を

ゆるして下さった。 14神は、わたしたちを責めて不

利におとしいれる証書を、その規定もろともぬり消

し、これを取り除いて、十字架につけてしまわれた

。 15そして、もろもろの支配と権威との武装を解除

し、キリストにあって凱旋し、彼らをその行列に加

えて、さらしものとされたのである。 16だから、あ

なたがたは、食物と飲み物とにつき、あるいは祭や

新月や安息日などについて、だれにも批評されては

ならない。 17これらは、きたるべきものの影であっ

て、その本体はキリストにある。 18あなたがたは、

わざとらしい謙そんと天使礼拝とにおぼれている人

々から、いろいろと悪評されてはならない。彼らは

幻を見たことを重んじ、肉の思いによっていたずら

に誇るだけで、 19キリストなるかしらに、しっかり

と着くことをしない。このかしらから出て、からだ

全体は、節と節、筋と筋とによって強められ結び合

わされ、神に育てられて成長していくのである。 20

もしあなたがたが、キリストと共に死んで世のもろ

もろの霊力から離れたのなら、なぜ、なおこの世に

生きているもののように、 21「さわるな、味わうな

、触れるな」などという規定に縛られているのか。

22これらは皆、使えば尽きてしまうもの、人間の規

定や教によっているものである。 23これらのことは

、ひとりよがりの礼拝とわざとらしい謙そんと、か

らだの苦行とをともなうので、知恵のあるしわざら

しく見えるが、実は、ほしいままな肉欲を防ぐのに

、なんの役にも立つものではない。
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3このように、あなたがたはキリストと共によみが

えらされたのだから、上にあるものを求めなさい。

そこではキリストが神の右に座しておられるのであ

る。 2あなたがたは上にあるものを思うべきであっ

て、地上のものに心を引かれてはならない。 3あな

たがたはすでに死んだものであって、あなたがたの

いのちは、キリストと共に神のうちに隠されている

のである。 4わたしたちのいのちなるキリストが現

れる時には、あなたがたも、キリストと共に栄光の

うちに現れるであろう。 5だから、地上の肢体、す

なわち、不品行、汚れ、情欲、悪欲、また貪欲を殺

してしまいなさい。貪欲は偶像礼拝にほかならない

。 6これらのことのために、神の怒りが下るのであ

る。 7あなたがたも、以前これらのうちに日を過ご

していた時には、これらのことをして歩いていた。

8しかし今は、これらいっさいのことを捨て、怒り、

憤り、悪意、そしり、口から出る恥ずべき言葉を、

捨ててしまいなさい。 9互にうそを言ってはならな

い。あなたがたは、古き人をその行いと一緒に脱ぎ

捨て、 10造り主のかたちに従って新しくされ、真の

知識に至る新しき人を着たのである。 11そこには、

もはやギリシヤ人とユダヤ人、割礼と無割礼、未開

の人、スクテヤ人、奴隷、自由人の差別はない。キ

リストがすべてであり、すべてのもののうちにいま

すのである。 12だから、あなたがたは、神に選ばれ

た者、聖なる、愛されている者であるから、あわれ

みの心、慈愛、謙そん、柔和、寛容を身に着けなさ

い。 13互に忍びあい、もし互に責むべきことがあれ

ば、ゆるし合いなさい。主もあなたがたをゆるして
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下さったのだから、そのように、あなたがたもゆる

し合いなさい。 14これらいっさいのものの上に、愛

を加えなさい。愛は、すべてを完全に結ぶ帯である

。 15キリストの平和が、あなたがたの心を支配する

ようにしなさい。あなたがたが召されて一体となっ

たのは、このためでもある。いつも感謝していなさ

い。 16キリストの言葉を、あなたがたのうちに豊か

に宿らせなさい。そして、知恵をつくして互に教え

また訓戒し、詩とさんびと霊の歌とによって、感謝

して心から神をほめたたえなさい。 17そして、あな

たのすることはすべて、言葉によるとわざによると

を問わず、いっさい主イエスの名によってなし、彼

によって父なる神に感謝しなさい。 18妻たる者よ、

夫に仕えなさい。それが、主にある者にふさわしい

ことである。 19夫たる者よ、妻を愛しなさい。つら

くあたってはいけない。 20子たる者よ、何事につい

ても両親に従いなさい。これが主に喜ばれることで

ある。 21父たる者よ、子供をいらだたせてはいけな

い。心がいじけるかも知れないから。 22僕たる者よ

、何事についても、肉による主人に従いなさい。人

にへつらおうとして、目先だけの勤めをするのでは

なく、真心をこめて主を恐れつつ、従いなさい。 23

何をするにも、人に対してではなく、主に対してす

るように、心から働きなさい。 24あなたがたが知っ

ているとおり、あなたがたは御国をつぐことを、報

いとして主から受けるであろう。あなたがたは、主

キリストに仕えているのである。 25不正を行う者は

、自分の行った不正に対して報いを受けるであろう

。それには差別扱いはない。
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4主人たる者よ、僕を正しく公平に扱いなさい。あ

なたがたにも主が天にいますことが、わかっている

のだから。 2目をさまして、感謝のうちに祈り、ひ

たすら祈り続けなさい。 3同時にわたしたちのため

にも、神が御言のために門を開いて下さって、わた

したちがキリストの奥義を語れるように（わたしは

、実は、そのために獄につながれているのである）

、 4また、わたしが語るべきことをはっきりと語れ

るように、祈ってほしい。 5今の時を生かして用い

、そとの人に対して賢く行動しなさい。 6いつも、

塩で味つけられた、やさしい言葉を使いなさい。そ

うすれば、ひとりびとりに対してどう答えるべきか

、わかるであろう。 7わたしの様子については、主

にあって共に僕であり、また忠実に仕えている愛す

る兄弟テキコが、あなたがたにいっさいのことを報

告するであろう。 8わたしが彼をあなたがたのもと

に送るのは、わたしたちの様子を知り、また彼によ

って心に励ましを受けるためなのである。 9あなた

がたのひとり、忠実な愛する兄弟オネシモをも、彼

と共に送る。彼らはあなたがたに、こちらのいっさ

いの事情を知らせるであろう。 10わたしと一緒に捕

われの身となっているアリスタルコと、バルナバの

いとこマルコとが、あなたがたによろしくと言って

いる。このマルコについては、もし彼があなたがた

のもとに行くなら、迎えてやるようにとのさしずを

、あなたがたはすでに受けているはずである。 11ま

た、ユストと呼ばれているイエスからもよろしく。

割礼の者の中で、この三人だけが神の国のために働

く同労者であって、わたしの慰めとなった者である
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。 12あなたがたのうちのひとり、キリスト・イエス

の僕エパフラスから、よろしく。彼はいつも、祈の

うちであなたがたを覚え、あなたがたが全き人とな

り、神の御旨をことごとく確信して立つようにと、

熱心に祈っている。 13わたしは、彼があなたがたの

ため、またラオデキヤとヒエラポリスの人々のため

に、ひじょうに心労していることを、証言する。 14

愛する医者ルカとデマスとが、あなたがたによろし

く。 15ラオデキヤの兄弟たちに、またヌンパとその

家にある教会とに、よろしく。 16この手紙があなた

がたの所で朗読されたら、ラオデキヤの教会でも朗

読されるように、取り計らってほしい。またラオデ

キヤからまわって来る手紙を、あなたがたも朗読し

てほしい。 17アルキポに、「主にあって受けた務を

よく果すように」と伝えてほしい。 18パウロ自身が

、手ずからこのあいさつを書く。わたしが獄につな

がれていることを、覚えていてほしい。恵みが、あ

なたがたと共にあるように。
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テサロニケ人への手紙第一

1パウロとシルワノとテモテから、父なる神と主イ

エス・キリストとにあるテサロニケ人たちの教会へ

。恵みと平安とが、あなたがたにあるように。 2わ

たしたちは祈の時にあなたがたを覚え、あなたがた

一同のことを、いつも神に感謝し、 3あなたがたの

信仰の働きと、愛の労苦と、わたしたちの主イエス

・キリストに対する望みの忍耐とを、わたしたちの

父なる神のみまえに、絶えず思い起している。 4神

に愛されている兄弟たちよ。わたしたちは、あなた

がたが神に選ばれていることを知っている。 5なぜ

なら、わたしたちの福音があなたがたに伝えられた

とき、それは言葉だけによらず、力と聖霊と強い確

信とによったからである。わたしたちが、あなたが

たの間で、みんなのためにどんなことをしたか、あ

なたがたの知っているとおりである。 6そしてあな

たがたは、多くの患難の中で、聖霊による喜びをも

って御言を受けいれ、わたしたちと主とにならう者

となり、 7こうして、マケドニヤとアカヤとにいる

信者全体の模範になった。 8すなわち、主の言葉は

あなたがたから出て、ただマケドニヤとアカヤとに

響きわたっているばかりではなく、至るところで、

神に対するあなたがたの信仰のことが言いひろめら

れたので、これについては何も述べる必要はないほ

どである。 9わたしたちが、どんなにしてあなたが

たの所にはいって行ったか、また、あなたがたが、

どんなにして偶像を捨てて神に立ち帰り、生けるま

ことの神に仕えるようになり、 10そして、死人の中

からよみがえった神の御子、すなわち、わたしたち
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をきたるべき怒りから救い出して下さるイエスが、

天から下ってこられるのを待つようになったかを、

彼ら自身が言いひろめているのである。

2兄弟たちよ。あなたがた自身が知っているとおり

、わたしたちがあなたがたの所にはいって行ったこ

とは、むだではなかった。 2それどころか、あなた

がたが知っているように、わたしたちは、先にピリ

ピで苦しめられ、はずかしめられたにもかかわらず

、わたしたちの神に勇気を与えられて、激しい苦闘

のうちに神の福音をあなたがたに語ったのである。

3いったい、わたしたちの宣教は、迷いや汚れた心か

ら出たものでもなく、だましごとでもない。 4かえ

って、わたしたちは神の信任を受けて福音を託され

たので、人間に喜ばれるためではなく、わたしたち

の心を見分ける神に喜ばれるように、福音を語るの

である。 5わたしたちは、あなたがたが知っている

ように、決してへつらいの言葉を用いたこともなく

、口実を設けて、むさぼったこともない。それは、

神があかしして下さる。 6また、わたしたちは、キ

リストの使徒として重んじられることができたので

あるが、あなたがたからにもせよ、ほかの人々から

にもせよ、人間からの栄誉を求めることはしなかっ

た。 7むしろ、あなたがたの間で、ちょうど母がそ

の子供を育てるように、やさしくふるまった。 8こ

のように、あなたがたを慕わしく思っていたので、

ただ神の福音ばかりではなく、自分のいのちまでも

あなたがたに与えたいと願ったほどに、あなたがた

を愛したのである。 9兄弟たちよ。あなたがたはわ

たしたちの労苦と努力とを記憶していることであろ
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う。すなわち、あなたがたのだれにも負担をかけま

いと思って、日夜はたらきながら、あなたがたに神

の福音を宣べ伝えた。 10あなたがたもあかしし、神

もあかしして下さるように、わたしたちはあなたが

た信者の前で、信心深く、正しく、責められるとこ

ろがないように、生活をしたのである。 11そして、

あなたがたも知っているとおり、父がその子に対し

てするように、あなたがたのひとりびとりに対して

、 12御国とその栄光とに召して下さった神のみここ

ろにかなって歩くようにと、勧め、励まし、また、

さとしたのである。 13これらのことを考えて、わた

したちがまた絶えず神に感謝しているのは、あなた

がたがわたしたちの説いた神の言を聞いた時に、そ

れを人間の言葉としてではなく、神の言として事実

そのとおりであるが受けいれてくれたことである。

そして、この神の言は、信じるあなたがたのうちに

働いているのである。 14兄弟たちよ。あなたがたは

、ユダヤの、キリスト・イエスにある神の諸教会に

ならう者となった。すなわち、彼らがユダヤ人たち

から苦しめられたと同じように、あなたがたもまた

同国人から苦しめられた。 15ユダヤ人たちは主イエ

スと預言者たちとを殺し、わたしたちを迫害し、神

を喜ばせず、すべての人に逆らい、 16わたしたちが

異邦人に救の言を語るのを妨げて、絶えず自分の罪

を満たしている。そこで、神の怒りは最も激しく彼

らに臨むに至ったのである。 17兄弟たちよ。わたし

たちは、しばらくの間、あなたがたから引き離され

ていたので心においてではなく、からだだけではあ

るがなおさら、あなたがたの顔を見たいと切にこい
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ねがった。 18だから、わたしたちは、あなたがたの

所に行こうとした。ことに、このパウロは、一再な

らず行こうとしたのである。それだのに、わたした

ちはサタンに妨げられた。 19実際、わたしたちの主

イエスの来臨にあたって、わたしたちの望みと喜び

と誇の冠となるべき者は、あなたがたを外にして、

だれがあるだろうか。 20あなたがたこそ、実にわた

したちのほまれであり、喜びである。

3そこで、わたしたちはこれ以上耐えられなくなっ

て、わたしたちだけがアテネに留まることに定め、

2わたしたちの兄弟で、キリストの福音における神の

同労者テモテをつかわした。それは、あなたがたの

信仰を強め、 3このような患難の中にあって、動揺

する者がひとりもないように励ますためであった。

あなたがたの知っているとおり、わたしたちは患難

に会うように定められているのである。 4そして、

あなたがたの所にいたとき、わたしたちがやがて患

難に会うことをあらかじめ言っておいたが、あなた

がたの知っているように、今そのとおりになったの

である。 5そこで、わたしはこれ以上耐えられなく

なって、もしや「試みる者」があなたがたを試み、

そのためにわたしたちの労苦がむだになりはしない

かと気づかって、あなたがたの信仰を知るために、

彼をつかわしたのである。 6ところが今テモテが、

あなたがたの所からわたしたちのもとに帰ってきて

、あなたがたの信仰と愛とについて知らせ、また、

あなたがたがいつもわたしたちのことを覚え、わた

したちがあなたがたに会いたく思っていると同じよ

うに、わたしたちにしきりに会いたがっているとい
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う吉報をもたらした。 7兄弟たちよ。それによって

、わたしたちはあらゆる苦難と患難との中にありな

がら、あなたがたの信仰によって慰められた。 8な

ぜなら、あなたがたが主にあって堅く立ってくれる

なら、わたしたちはいま生きることになるからであ

る。 9ほんとうに、わたしたちの神のみまえで、あ

なたがたのことで喜ぶ大きな喜びのために、どんな

感謝を神にささげたらよいだろうか。 10わたしたち

は、あなたがたの顔を見、あなたがたの信仰の足り

ないところを補いたいと、日夜しきりに願っている

のである。 11どうか、わたしたちの父なる神ご自身

と、わたしたちの主イエスとが、あなたがたのとこ

ろへ行く道を、わたしたちに開いて下さるように。

12どうか、主が、あなたがた相互の愛とすべての人

に対する愛とを、わたしたちがあなたがたを愛する

愛と同じように、増し加えて豊かにして下さるよう

に。 13そして、どうか、わたしたちの主イエスが、

そのすべての聖なる者と共にこられる時、神のみま

えに、あなたがたの心を強め、清く、責められると

ころのない者にして下さるように。

4最後に、兄弟たちよ。わたしたちは主イエスにあ

ってあなたがたに願いかつ勧める。あなたがたが、

どのように歩いて神を喜ばすべきかをわたしたちか

ら学んだように、また、いま歩いているとおりに、

ますます歩き続けなさい。 2わたしたちがどういう

教を主イエスによって与えたか、あなたがたはよく

知っている。 3神のみこころは、あなたがたが清く

なることである。すなわち、不品行を慎み、 4各自

、気をつけて自分のからだを清く尊く保ち、 5神を
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知らない異邦人のように情欲をほしいままにせず、

6また、このようなことで兄弟を踏みつけたり、だま

したりしてはならない。前にもあなたがたにきびし

く警告しておいたように、主はこれらすべてのこと

について、報いをなさるからである。 7神がわたし

たちを召されたのは、汚れたことをするためではな

く、清くなるためである。 8こういうわけであるか

ら、これらの警告を拒む者は、人を拒むのではなく

、聖霊をあなたがたの心に賜わる神を拒むのである

。 9兄弟愛については、今さら書きおくる必要はな

い。あなたがたは、互に愛し合うように神に直接教

えられており、 10また、事実マケドニヤ全土にいる

すべての兄弟に対して、それを実行しているのだか

ら。しかし、兄弟たちよ。あなたがたに勧める。ま

すます、そうしてほしい。 11そして、あなたがたに

命じておいたように、つとめて落ち着いた生活をし

、自分の仕事に身をいれ、手ずから働きなさい。 12

そうすれば、外部の人々に対して品位を保ち、また

だれの世話にもならずに、生活できるであろう。 13

兄弟たちよ。眠っている人々については、無知でい

てもらいたくない。望みを持たない外の人々のよう

に、あなたがたが悲しむことのないためである。 14

わたしたちが信じているように、イエスが死んで復

活されたからには、同様に神はイエスにあって眠っ

ている人々をも、イエスと一緒に導き出して下さる

であろう。 15わたしたちは主の言葉によって言うが

、生きながらえて主の来臨の時まで残るわたしたち

が、眠った人々より先になることは、決してないで

あろう。 16すなわち、主ご自身が天使のかしらの声
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と神のラッパの鳴り響くうちに、合図の声で、天か

ら下ってこられる。その時、キリストにあって死ん

だ人々が、まず最初によみがえり、 17それから生き

残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて

引き上げられ、空中で主に会い、こうして、いつも

主と共にいるであろう。 18だから、あなたがたは、

これらの言葉をもって互に慰め合いなさい。

5兄弟たちよ。その時期と場合とについては、書き

おくる必要はない。 2あなたがた自身がよく知って

いるとおり、主の日は盗人が夜くるように来る。 3

人々が平和だ無事だと言っているその矢先に、ちょ

うど妊婦に産みの苦しみが臨むように、突如として

滅びが彼らをおそって来る。そして、それからのが

れることは決してできない。 4しかし兄弟たちよ。

あなたがたは暗やみの中にいないのだから、その日

が、盗人のようにあなたがたを不意に襲うことはな

いであろう。 5あなたがたはみな光の子であり、昼

の子なのである。わたしたちは、夜の者でもやみの

者でもない。 6だから、ほかの人々のように眠って

いないで、目をさまして慎んでいよう。 7眠る者は

夜眠り、酔う者は夜酔うのである。 8しかし、わた

したちは昼の者なのだから、信仰と愛との胸当を身

につけ、救の望みのかぶとをかぶって、慎んでいよ

う。 9神は、わたしたちを怒りにあわせるように定

められたのではなく、わたしたちの主イエス・キリ

ストによって救を得るように定められたのである。

10キリストがわたしたちのために死なれたのは、さ

めていても眠っていても、わたしたちが主と共に生

きるためである。 11だから、あなたがたは、今して
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いるように、互に慰め合い、相互の徳を高めなさい

。 12兄弟たちよ。わたしたちはお願いする。どうか

、あなたがたの間で労し、主にあってあなたがたを

指導し、かつ訓戒している人々を重んじ、 13彼らの

働きを思って、特に愛し敬いなさい。互に平和に過

ごしなさい。 14兄弟たちよ。あなたがたにお勧めす

る。怠惰な者を戒め、小心な者を励まし、弱い者を

助け、すべての人に対して寛容でありなさい。 15だ

れも悪をもって悪に報いないように心がけ、お互に

、またみんなに対して、いつも善を追い求めなさい

。 16いつも喜んでいなさい。 17絶えず祈りなさい

。 18すべての事について、感謝しなさい。これが、

キリスト・イエスにあって、神があなたがたに求め

ておられることである。 19御霊を消してはいけない

。 20預言を軽んじてはならない。 21すべてのもの

を識別して、良いものを守り、 22あらゆる種類の悪

から遠ざかりなさい。 23どうか、平和の神ご自身が

、あなたがたを全くきよめて下さるように。また、

あなたがたの霊と心とからだとを完全に守って、わ

たしたちの主イエス・キリストの来臨のときに、責

められるところのない者にして下さるように。 24あ

なたがたを召されたかたは真実であられるから、こ

のことをして下さるであろう。 25兄弟たちよ。わた

したちのためにも、祈ってほしい。 26すべての兄弟

たちに、きよい接吻をもって、よろしく伝えてほし

い。 27わたしは主によって命じる。この手紙を、み

んなの兄弟に読み聞かせなさい。 28わたしたちの主

イエス・キリストの恵みが、あなたがたと共にある

ように。



テサロニケ人への手紙第二 2610

テサロニケ人への手紙第二

1パウロとシルワノとテモテから、わたしたちの父

なる神と主イエス・キリストとにあるテサロニケ人

たちの教会へ。 2父なる神と主イエス・キリストか

ら、恵みと平安とが、あなたがたにあるように。 3

兄弟たちよ。わたしたちは、いつもあなたがたのこ

とを神に感謝せずにはおられない。またそうするの

が当然である。それは、あなたがたの信仰が大いに

成長し、あなたがたひとりびとりの愛が、お互の間

に増し加わっているからである。 4そのために、わ

たしたち自身は、あなたがたがいま受けているあら

ゆる迫害と患難とのただ中で示している忍耐と信仰

とにつき、神の諸教会に対してあなたがたを誇とし

ている。 5これは、あなたがたを、神の国にふさわ

しい者にしようとする神のさばきが正しいことを、

証拠だてるものである。その神の国のために、あな

たがたも苦しんでいるのである。 6すなわち、あな

たがたを悩ます者には患難をもって報い、悩まされ

ているあなたがたには、わたしたちと共に、休息を

もって報いて下さるのが、神にとって正しいことだ

からである。 7それは、主イエスが炎の中で力ある

天使たちを率いて天から現れる時に実現する。 8そ

の時、主は神を認めない者たちや、わたしたちの主

イエスの福音に聞き従わない者たちに報復し、 9そ

して、彼らは主のみ顔とその力の栄光から退けられ

て、永遠の滅びに至る刑罰を受けるであろう。

(aiōnios g166) 10その日に、イエスは下ってこられ、聖

徒たちの中であがめられ、すべて信じる者たちの間

で驚嘆されるであろうわたしたちのこのあかしは、
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あなたがたによって信じられているのである。 11こ

のためにまた、わたしたちは、わたしたちの神があ

なたがたを召しにかなう者となし、善に対するあら

ゆる願いと信仰の働きとを力強く満たして下さるよ

うにと、あなたがたのために絶えず祈っている。 12

それは、わたしたちの神と主イエス・キリストとの

恵みによって、わたしたちの主イエスの御名があな

たがたの間であがめられ、あなたがたも主にあって

栄光を受けるためである。

2さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キリス

トの来臨と、わたしたちがみもとに集められること

とについて、あなたがたにお願いすることがある。

2霊により、あるいは言葉により、あるいはわたした

ちから出たという手紙によって、主の日はすでにき

たとふれまわる者があっても、すぐさま心を動かさ

れたり、あわてたりしてはいけない。 3だれがどん

な事をしても、それにだまされてはならない。まず

背教のことが起り、不法の者、すなわち、滅びの子

が現れるにちがいない。 4彼は、すべて神と呼ばれ

たり拝まれたりするものに反抗して立ち上がり、自

ら神の宮に座して、自分は神だと宣言する。 5わた

しがまだあなたがたの所にいた時、これらの事をく

り返して言ったのを思い出さないのか。 6そして、

あなたがたが知っているとおり、彼が自分に定めら

れた時になってから現れるように、いま彼を阻止し

ているものがある。 7不法の秘密の力が、すでに働

いているのである。ただそれは、いま阻止している

者が取り除かれる時までのことである。 8その時に

なると、不法の者が現れる。この者を、主イエスは
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口の息をもって殺し、来臨の輝きによって滅ぼすで

あろう。 9不法の者が来るのは、サタンの働きによ

るのであって、あらゆる偽りの力と、しるしと、不

思議と、 10また、あらゆる不義の惑わしとを、滅ぶ

べき者どもに対して行うためである。彼らが滅びる

のは、自分らの救となるべき真理に対する愛を受け

いれなかった報いである。 11そこで神は、彼らが偽

りを信じるように、迷わす力を送り、 12こうして、

真理を信じないで不義を喜んでいたすべての人を、

さばくのである。 13しかし、主に愛されている兄弟

たちよ。わたしたちはいつもあなたがたのことを、

神に感謝せずにはおられない。それは、神があなた

がたを初めから選んで、御霊によるきよめと、真理

に対する信仰とによって、救を得させようとし、 14

そのために、わたしたちの福音によりあなたがたを

召して、わたしたちの主イエス・キリストの栄光に

あずからせて下さるからである。 15そこで、兄弟た

ちよ。堅く立って、わたしたちの言葉や手紙で教え

られた言伝えを、しっかりと守り続けなさい。 16ど

うか、わたしたちの主イエス・キリストご自身と、

わたしたちを愛し、恵みをもって永遠の慰めと確か

な望みとを賜わるわたしたちの父なる神とが、

(aiōnios g166) 17あなたがたの心を励まし、あなたがた

を強めて、すべての良いわざを行い、正しい言葉を

語る者として下さるように。

3最後に、兄弟たちよ。わたしたちのために祈って

ほしい。どうか主の言葉が、あなたがたの所と同じ

ように、ここでも早く広まり、また、あがめられる

ように。 2また、どうか、わたしたちが不都合な悪
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人から救われるように。事実、すべての人が信仰を

持っているわけではない。 3しかし、主は真実なか

たであるから、あなたがたを強め、悪しき者から守

って下さるであろう。 4わたしたちが命じる事を、

あなたがたは現に実行しており、また、実行するで

あろうと、わたしたちは、主にあって確信している

。 5どうか、主があなたがたの心を導いて、神の愛

とキリストの忍耐とを持たせて下さるように。 6兄

弟たちよ。主イエス・キリストの名によってあなた

がたに命じる。怠惰な生活をして、わたしたちから

受けた言伝えに従わないすべての兄弟たちから、遠

ざかりなさい。 7わたしたちに、どうならうべきで

あるかは、あなたがた自身が知っているはずである

。あなたがたの所にいた時には、わたしたちは怠惰

な生活をしなかったし、 8人からパンをもらって食

べることもしなかった。それどころか、あなたがた

のだれにも負担をかけまいと、日夜、労苦し努力し

て働き続けた。 9それは、わたしたちにその権利が

ないからではなく、ただわたしたちにあなたがたが

見習うように、身をもって模範を示したのである。

10また、あなたがたの所にいた時に、「働こうとし

ない者は、食べることもしてはならない」と命じて

おいた。 11ところが、聞くところによると、あなた

がたのうちのある者は怠惰な生活を送り、働かない

で、ただいたずらに動きまわっているとのことであ

る。 12こうした人々に対しては、静かに働いて自分

で得たパンを食べるように、主イエス・キリストに

よって命じまた勧める。 13兄弟たちよ。あなたがた

は、たゆまずに良い働きをしなさい。 14もしこの手
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紙にしるしたわたしたちの言葉に聞き従わない人が

あれば、そのような人には注意をして、交際しない

がよい。彼が自ら恥じるようになるためである。 15

しかし、彼を敵のように思わないで、兄弟として訓

戒しなさい。 16どうか、平和の主ご自身が、いつい

かなる場合にも、あなたがたに平和を与えて下さる

ように。主があなたがた一同と共におられるように

。 17ここでパウロ自身が、手ずからあいさつを書く

。これは、わたしのどの手紙にも書く印である。わ

たしは、このように書く。 18どうか、わたしたちの

主イエス・キリストの恵みが、あなたがた一同と共

にあるように。
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テモテへの手紙第一

1わたしたちの救主なる神と、わたしたちの望みで

あるキリスト・イエスとの任命によるキリスト・イ

エスの使徒パウロから、 2信仰によるわたしの真実

な子テモテへ。父なる神とわたしたちの主キリスト

・イエスから、恵みとあわれみと平安とが、あなた

にあるように。 3わたしがマケドニヤに向かって出

発する際、頼んでおいたように、あなたはエペソに

とどまっていて、ある人々に、違った教を説くこと

をせず、 4作り話やはてしのない系図などに気をと

られることもないように、命じなさい。そのような

ことは信仰による神の務を果すものではなく、むし

ろ論議を引き起させるだけのものである。 5わたし

のこの命令は、清い心と正しい良心と偽りのない信

仰とから出てくる愛を目標としている。 6ある人々

はこれらのものからそれて空論に走り、 7律法の教

師たることを志していながら、自分の言っているこ

とも主張していることも、わからないでいる。 8わ

たしたちが知っているとおり、律法なるものは、法

に従って用いるなら、良いものである。 9すなわち

、律法は正しい人のために定められたのではなく、

不法な者と法に服さない者、不信心な者と罪ある者

、神聖を汚す者と俗悪な者、父を殺す者と母を殺す

者、人を殺す者、 10不品行な者、男色をする者、誘

かいする者、偽る者、偽り誓う者、そのほか健全な

教にもとることがあれば、そのために定められてい

ることを認むべきである。 11これは、祝福に満ちた

神の栄光の福音が示すところであって、わたしはこ

の福音をゆだねられているのである。 12わたしは、
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自分を強くして下さったわたしたちの主キリスト・

イエスに感謝する。主はわたしを忠実な者と見て、

この務に任じて下さったのである。 13わたしは以前

には、神をそしる者、迫害する者、不遜な者であっ

た。しかしわたしは、これらの事を、信仰がなかっ

たとき、無知なためにしたのだから、あわれみをこ

うむったのである。 14その上、わたしたちの主の恵

みが、キリスト・イエスにある信仰と愛とに伴い、

ますます増し加わってきた。 15「キリスト・イエス

は、罪人を救うためにこの世にきて下さった」とい

う言葉は、確実で、そのまま受けいれるに足るもの

である。わたしは、その罪人のかしらなのである。

16しかし、わたしがあわれみをこうむったのは、キ

リスト・イエスが、まずわたしに対して限りない寛

容を示し、そして、わたしが今後、彼を信じて永遠

のいのちを受ける者の模範となるためである。

(aiōnios g166) 17世々の支配者、不朽にして見えざる唯

一の神に、世々限りなく、ほまれと栄光とがあるよ

うに、アァメン。 (aiōn g165) 18わたしの子テモテよ。

以前あなたに対してなされた数々の預言の言葉に従

って、この命令を与える。あなたは、これらの言葉

に励まされて、信仰と正しい良心とを保ちながら、

りっぱに戦いぬきなさい。 19ある人々は、正しい良

心を捨てたため、信仰の破船に会った。 20その中に

、ヒメナオとアレキサンデルとがいる。わたしは、

神を汚さないことを学ばせるため、このふたりをサ

タンの手に渡したのである。

2そこで、まず第一に勧める。すべての人のために

、王たちと上に立っているすべての人々のために、
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願いと、祈と、とりなしと、感謝とをささげなさい

。 2それはわたしたちが、安らかで静かな一生を、

真に信心深くまた謹厳に過ごすためである。 3これ

は、わたしたちの救主である神のみまえに良いこと

であり、また、みこころにかなうことである。 4神

は、すべての人が救われて、真理を悟るに至ること

を望んでおられる。 5神は唯一であり、神と人との

間の仲保者もただひとりであって、それは人なるキ

リスト・イエスである。 6彼は、すべての人のあが

ないとしてご自身をささげられたが、それは、定め

られた時になされたあかしにほかならない。 7その

ために、わたしは立てられて宣教者、使徒となり（

わたしは真実を言っている、偽ってはいない）、ま

た異邦人に信仰と真理とを教える教師となったので

ある。 8男は、怒ったり争ったりしないで、どんな

場所でも、きよい手をあげて祈ってほしい。 9また

、女はつつましい身なりをし、適度に慎み深く身を

飾るべきであって、髪を編んだり、金や真珠をつけ

たり、高価な着物を着たりしてはいけない。 10むし

ろ、良いわざをもって飾りとすることが、信仰を言

いあらわしている女に似つかわしい。 11女は静かに

していて、万事につけ従順に教を学ぶがよい。 12女

が教えたり、男の上に立ったりすることを、わたし

は許さない。むしろ、静かにしているべきである。

13なぜなら、アダムがさきに造られ、それからエバ

が造られたからである。 14またアダムは惑わされな

かったが、女は惑わされて、あやまちを犯した。 15

しかし、女が慎み深く、信仰と愛と清さとを持ち続



テモテへの手紙第一 2618

けるなら、子を産むことによって救われるであろう

。

3「もし人が監督の職を望むなら、それは良い仕事

を願うことである」とは正しい言葉である。 2さて

、監督は、非難のない人で、ひとりの妻の夫であり

、自らを制し、慎み深く、礼儀正しく、旅人をもて

なし、よく教えることができ、 3酒を好まず、乱暴

でなく、寛容であって、人と争わず、金に淡泊で、

4自分の家をよく治め、謹厳であって、子供たちを従

順な者に育てている人でなければならない。 5自分

の家を治めることも心得ていない人が、どうして神

の教会を預かることができようか。 6彼はまた、信

者になって間もないものであってはならない。そう

であると、高慢になって、悪魔と同じ審判を受ける

かも知れない。 7さらにまた、教会外の人々にもよ

く思われている人でなければならない。そうでない

と、そしりを受け、悪魔のわなにかかるであろう。

8それと同様に、執事も謹厳であって、二枚舌を使わ

ず、大酒を飲まず、利をむさぼらず、 9きよい良心

をもって、信仰の奥義を保っていなければならない

。 10彼らはまず調べられて、不都合なことがなかっ

たなら、それから執事の職につかすべきである。 11

女たちも、同様に謹厳で、他人をそしらず、自らを

制し、すべてのことに忠実でなければならない。 12

執事はひとりの妻の夫であって、子供と自分の家と

をよく治める者でなければならない。 13執事の職を

よくつとめた者は、良い地位を得、さらにキリスト

・イエスを信じる信仰による、大いなる確信を得る

であろう。 14わたしは、あなたの所にすぐ行きたい
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と望みながら、この手紙を書いている。 15万一わた

しが遅れる場合には、神の家でいかに生活すべきか

を、あなたに知ってもらいたいからである。神の家

というのは、生ける神の教会のことであって、それ

は真理の柱、真理の基礎なのである。 16確かに偉大

なのは、この信心の奥義である、「キリストは肉に

おいて現れ、霊において義とせられ、御使たちに見

られ、諸国民の間に伝えられ、世界の中で信じられ

、栄光のうちに天に上げられた」。

4しかし、御霊は明らかに告げて言う。後の時にな

ると、ある人々は、惑わす霊と悪霊の教とに気をと

られて、信仰から離れ去るであろう。 2それは、良

心に焼き印をおされている偽り者の偽善のしわざで

ある。 3これらの偽り者どもは、結婚を禁じたり、

食物を断つことを命じたりする。しかし食物は、信

仰があり真理を認める者が、感謝して受けるように

と、神の造られたものである。 4神の造られたもの

は、みな良いものであって、感謝して受けるなら、

何ひとつ捨てるべきものはない。 5それらは、神の

言と祈とによって、きよめられるからである。 6こ

れらのことを兄弟たちに教えるなら、あなたは、信

仰の言葉とあなたの従ってきた良い教の言葉とに養

われて、キリスト・イエスのよい奉仕者になるであ

ろう。 7しかし、俗悪で愚にもつかない作り話は避

けなさい。信心のために自分を訓練しなさい。 8か

らだの訓練は少しは益するところがあるが、信心は

、今のいのちと後の世のいのちとが約束されてある

ので、万事に益となる。 9これは確実で、そのまま

受けいれるに足る言葉である。 10わたしたちは、こ
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のために労し苦しんでいる。それは、すべての人の

救主、特に信じる者たちの救主なる生ける神に、望

みを置いてきたからである。 11これらの事を命じ、

また教えなさい。 12あなたは、年が若いために人に

軽んじられてはならない。むしろ、言葉にも、行状

にも、愛にも、信仰にも、純潔にも、信者の模範に

なりなさい。 13わたしがそちらに行く時まで、聖書

を朗読することと、勧めをすることと、教えること

とに心を用いなさい。 14長老の按手を受けた時、預

言によってあなたに与えられて内に持っている恵み

の賜物を、軽視してはならない。 15すべての事にあ

なたの進歩があらわれるため、これらの事を実行し

、それを励みなさい。 16自分のことと教のこととに

気をつけ、それらを常に努めなさい。そうすれば、

あなたは、自分自身とあなたの教を聞く者たちとを

、救うことになる。

5老人をとがめてはいけない。むしろ父親に対する

ように、話してあげなさい。若い男には兄弟に対す

るように、 2年とった女には母親に対するように、

若い女には、真に純潔な思いをもって、姉妹に対す

るように、勧告しなさい。 3やもめについては、真

にたよりのないやもめたちを、よくしてあげなさい

。 4やもめに子か孫かがある場合には、これらの者

に、まず自分の家で孝養をつくし、親の恩に報いる

ことを学ばせるべきである。それが、神のみこころ

にかなうことなのである。 5真にたよりのない、ひ

とり暮しのやもめは、望みを神において、日夜、た

えず願いと祈とに専心するが、 6これに反して、み

だらな生活をしているやもめは、生けるしかばねに
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すぎない。 7これらのことを命じて、彼女たちを非

難のない者としなさい。 8もしある人が、その親族

を、ことに自分の家族をかえりみない場合には、そ

の信仰を捨てたことになるのであって、不信者以上

にわるい。 9やもめとして登録さるべき者は、六十

歳以下のものではなくて、ひとりの夫の妻であった

者、 10また子女をよく養育し、旅人をもてなし、聖

徒の足を洗い、困っている人を助け、種々の善行に

努めるなど、そのよいわざでひろく認められている

者でなければならない。 11若いやもめは除外すべき

である。彼女たちがキリストにそむいて気ままにな

ると、結婚をしたがるようになり、 12初めの誓いを

無視したという非難を受けねばならないからである

。 13その上、彼女たちはなまけていて、家々を遊び

歩くことをおぼえ、なまけるばかりか、むだごとを

しゃべって、いたずらに動きまわり、口にしてはな

らないことを言う。 14そういうわけだから、若いや

もめは結婚して子を産み、家をおさめ、そして、反

対者にそしられるすきを作らないようにしてほしい

。 15彼女たちのうちには、サタンのあとを追って道

を踏みはずした者もある。 16女の信者が家にやもめ

を持っている場合には、自分でそのやもめの世話を

してあげなさい。教会のやっかいになってはいけな

い。教会は、真にたよりのないやもめの世話をしな

ければならない。 17よい指導をしている長老、特に

宣教と教とのために労している長老は、二倍の尊敬

を受けるにふさわしい者である。 18聖書は、「穀物

をこなしている牛に、くつこをかけてはならない」

また「働き人がその報酬を受けるのは当然である」
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と言っている。 19長老に対する訴訟は、ふたりか三

人の証人がない場合には、受理してはならない。 20

罪を犯した者に対しては、ほかの人々も恐れをいだ

くに至るために、すべての人の前でその罪をとがむ

べきである。 21わたしは、神とキリスト・イエスと

選ばれた御使たちとの前で、おごそかにあなたに命

じる。これらのことを偏見なしに守り、何事につい

ても、不公平な仕方をしてはならない。 22軽々しく

人に手をおいてはならない。また、ほかの人の罪に

加わってはいけない。自分をきよく守りなさい。 23

（これからは、水ばかりを飲まないで、胃のため、

また、たびたびのいたみを和らげるために、少量の

ぶどう酒を用いなさい。） 24ある人の罪は明白であ

って、すぐ裁判にかけられるが、ほかの人の罪は、

あとになってわかって来る。 25それと同じく、良い

わざもすぐ明らかになり、そうならない場合でも、

隠れていることはあり得ない。

6くびきの下にある奴隷はすべて、自分の主人を、

真に尊敬すべき者として仰ぐべきである。それは、

神の御名と教とが、そしりを受けないためである。

2信者である主人を持っている者たちは、その主人が

兄弟であるというので軽視してはならない。むしろ

、ますます励んで仕えるべきである。その益を受け

る主人は、信者であり愛されている人だからである

。あなたは、これらの事を教えかつ勧めなさい。 3

もし違ったことを教えて、わたしたちの主イエス・

キリストの健全な言葉、ならびに信心にかなう教に

同意しないような者があれば、 4彼は高慢であって

、何も知らず、ただ論議と言葉の争いとに病みつい
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ている者である。そこから、ねたみ、争い、そしり

、さいぎの心が生じ、 5また知性が腐って、真理に

そむき、信心を利得と心得る者どもの間に、はてし

のないいがみ合いが起るのである。 6しかし、信心

があって足ることを知るのは、大きな利得である。

7わたしたちは、何ひとつ持たないでこの世にきた。

また、何ひとつ持たないでこの世を去って行く。 8

ただ衣食があれば、それで足れりとすべきである。

9富むことを願い求める者は、誘惑と、わなとに陥り

、また、人を滅びと破壊とに沈ませる、無分別な恐

ろしいさまざまの情欲に陥るのである。 10金銭を愛

することは、すべての悪の根である。ある人々は欲

ばって金銭を求めたため、信仰から迷い出て、多く

の苦痛をもって自分自身を刺しとおした。 11しかし

、神の人よ。あなたはこれらの事を避けなさい。そ

して、義と信心と信仰と愛と忍耐と柔和とを追い求

めなさい。 12信仰の戦いをりっぱに戦いぬいて、永

遠のいのちを獲得しなさい。あなたは、そのために

召され、多くの証人の前で、りっぱなあかしをした

のである。 (aiōnios g166) 13わたしはすべてのものを生

かして下さる神のみまえと、またポンテオ・ピラト

の面前でりっぱなあかしをなさったキリスト・イエ

スのみまえで、あなたに命じる。 14わたしたちの主

イエス・キリストの出現まで、その戒めを汚すこと

がなく、また、それを非難のないように守りなさい

。 15時がくれば、祝福に満ちた、ただひとりの力あ

るかた、もろもろの王の王、もろもろの主の主が、

キリストを出現させて下さるであろう。 16神はただ

ひとり不死を保ち、近づきがたい光の中に住み、人
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間の中でだれも見た者がなく、見ることもできない

かたである。ほまれと永遠の支配とが、神にあるよ

うに、アァメン。 (aiōnios g166) 17この世で富んでいる

者たちに、命じなさい。高慢にならず、たよりにな

らない富に望みをおかず、むしろ、わたしたちにす

べての物を豊かに備えて楽しませて下さる神に、の

ぞみをおくように、 (aiōn g165) 18また、良い行いをし

、良いわざに富み、惜しみなく施し、人に分け与え

ることを喜び、 19こうして、真のいのちを得るため

に、未来に備えてよい土台を自分のために築き上げ

るように、命じなさい。 (aiōnios g166) 20テモテよ。あ

なたにゆだねられていることを守りなさい。そして

、俗悪なむだ話と、偽りの「知識」による反対論と

を避けなさい。 21ある人々はそれに熱中して、信仰

からそれてしまったのである。恵みが、あなたがた

と共にあるように。
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テモテへの手紙第二

1神の御旨により、キリスト・イエスにあるいのち

の約束によって立てられたキリスト・イエスの使徒

パウロから、 2愛する子テモテへ。父なる神とわた

したちの主キリスト・イエスから、恵みとあわれみ

と平安とが、あなたにあるように。 3わたしは、日

夜、祈の中で、絶えずあなたのことを思い出しては

、きよい良心をもって先祖以来つかえている神に感

謝している。 4わたしは、あなたの涙をおぼえてお

り、あなたに会って喜びで満たされたいと、切に願

っている。 5また、あなたがいだいている偽りのな

い信仰を思い起している。この信仰は、まずあなた

の祖母ロイスとあなたの母ユニケとに宿ったもので

あったが、今あなたにも宿っていると、わたしは確

信している。 6こういうわけで、あなたに注意した

い。わたしの按手によって内にいただいた神の賜物

を、再び燃えたたせなさい。 7というのは、神がわ

たしたちに下さったのは、臆する霊ではなく、力と

愛と慎みとの霊なのである。 8だから、あなたは、

わたしたちの主のあかしをすることや、わたしが主

の囚人であることを、決して恥ずかしく思ってはな

らない。むしろ、神の力にささえられて、福音のた

めに、わたしと苦しみを共にしてほしい。 9神はわ

たしたちを救い、聖なる招きをもって召して下さっ

たのであるが、それは、わたしたちのわざによるの

ではなく、神ご自身の計画に基き、また、永遠の昔

にキリスト・イエスにあってわたしたちに賜わって

いた恵み、 (aiōnios g166) 10そして今や、わたしたちの

救主キリスト・イエスの出現によって明らかにされ
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た恵みによるのである。キリストは死を滅ぼし、福

音によっていのちと不死とを明らかに示されたので

ある。 11わたしは、この福音のために立てられて、

その宣教者、使徒、教師になった。 12そのためにま

た、わたしはこのような苦しみを受けているが、そ

れを恥としない。なぜなら、わたしは自分の信じて

きたかたを知っており、またそのかたは、わたしに

ゆだねられているものを、かの日に至るまで守って

下さることができると、確信しているからである。

13あなたは、キリスト・イエスに対する信仰と愛と

をもって、わたしから聞いた健全な言葉を模範にし

なさい。 14そして、あなたにゆだねられている尊い

ものを、わたしたちの内に宿っている聖霊によって

守りなさい。 15あなたの知っているように、アジヤ

にいる者たちは、皆わたしから離れて行った。その

中には、フゲロとヘルモゲネもいる。 16どうか、主

が、オネシポロの家にあわれみをたれて下さるよう

に。彼はたびたび、わたしを慰めてくれ、またわた

しの鎖を恥とも思わないで、 17ローマに着いた時に

は、熱心にわたしを捜しまわった末、尋ね出してく

れたのである。 18どうか、主がかの日に、あわれみ

を彼に賜わるように。彼がエペソで、どれほどわた

しに仕えてくれたかは、だれよりもあなたがよく知

っている。

2そこで、わたしの子よ。あなたはキリスト・イエ

スにある恵みによって、強くなりなさい。 2そして

、あなたが多くの証人の前でわたしから聞いたこと

を、さらにほかの者たちにも教えることのできるよ

うな忠実な人々に、ゆだねなさい。 3キリスト・イ
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エスの良い兵卒として、わたしと苦しみを共にして

ほしい。 4兵役に服している者は、日常生活の事に

煩わされてはいない。ただ、兵を募った司令官を喜

ばせようと努める。 5また、競技をするにしても、

規定に従って競技をしなければ、栄冠は得られない

。 6労苦をする農夫が、だれよりも先に、生産物の

分配にあずかるべきである。 7わたしの言うことを

、よく考えてみなさい。主は、それを十分に理解す

る力をあなたに賜わるであろう。 8ダビデの子孫と

して生れ、死人のうちからよみがえったイエス・キ

リストを、いつも思っていなさい。これがわたしの

福音である。 9この福音のために、わたしは悪者の

ように苦しめられ、ついに鎖につながれるに至った

。しかし、神の言はつながれてはいない。 10それだ

から、わたしは選ばれた人たちのために、いっさい

のことを耐え忍ぶのである。それは、彼らもキリス

ト・イエスによる救を受け、また、それと共に永遠

の栄光を受けるためである。 (aiōnios g166) 11次の言葉

は確実である。「もしわたしたちが、彼と共に死ん

だなら、また彼と共に生きるであろう。 12もし耐え

忍ぶなら、彼と共に支配者となるであろう。もし彼

を否むなら、彼もわたしたちを否むであろう。 13た

とい、わたしたちは不真実であっても、彼は常に真

実である。彼は自分を偽ることが、できないのであ

る」。 14あなたは、これらのことを彼らに思い出さ

せて、なんの益もなく、聞いている人々を破滅にお

としいれるだけである言葉の争いをしないように、

神のみまえでおごそかに命じなさい。 15あなたは真

理の言葉を正しく教え、恥じるところのない錬達し
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た働き人になって、神に自分をささげるように努め

はげみなさい。 16俗悪なむだ話を避けなさい。それ

によって人々は、ますます不信心に落ちていき、 17

彼らの言葉は、がんのように腐れひろがるであろう

。その中にはヒメナオとピレトとがいる。 18彼らは

真理からはずれ、復活はすでに済んでしまったと言

い、そして、ある人々の信仰をくつがえしている。

19しかし、神のゆるがない土台はすえられていて、

それに次の句が証印として、しるされている。「主

は自分の者たちを知る」。また「主の名を呼ぶ者は

、すべて不義から離れよ」。 20大きな家には、金や

銀の器ばかりではなく、木や土の器もあり、そして

、あるものは尊いことに用いられ、あるものは卑し

いことに用いられる。 21もし人が卑しいものを取り

去って自分をきよめるなら、彼は尊いきよめられた

器となって、主人に役立つものとなり、すべての良

いわざに間に合うようになる。 22そこで、あなたは

若い時の情欲を避けなさい。そして、きよい心をも

って主を呼び求める人々と共に、義と信仰と愛と平

和とを追い求めなさい。 23愚かで無知な論議をやめ

なさい。それは、あなたが知っているとおり、ただ

争いに終るだけである。 24主の僕たる者は争っては

ならない。だれに対しても親切であって、よく教え

、よく忍び、 25反対する者を柔和な心で教え導くべ

きである。おそらく神は、彼らに悔改めの心を与え

て、真理を知らせ、 26一度は悪魔に捕えられてその

欲するままになっていても、目ざめて彼のわなから

のがれさせて下さるであろう。
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3しかし、このことは知っておかねばならない。終

りの時には、苦難の時代が来る。 2その時、人々は

自分を愛する者、金を愛する者、大言壮語する者、

高慢な者、神をそしる者、親に逆らう者、恩を知ら

ぬ者、神聖を汚す者、 3無情な者、融和しない者、

そしる者、無節制な者、粗暴な者、善を好まない者

、 4裏切り者、乱暴者、高言をする者、神よりも快

楽を愛する者、 5信心深い様子をしながらその実を

捨てる者となるであろう。こうした人々を避けなさ

い。 6彼らの中には、人の家にもぐり込み、そして

、さまざまの欲に心を奪われて、多くの罪を積み重

ねている愚かな女どもを、とりこにしている者があ

る。 7彼女たちは、常に学んではいるが、いつにな

っても真理の知識に達することができない。 8ちょ

うど、ヤンネとヤンブレとがモーセに逆らったよう

に、こうした人々も真理に逆らうのである。彼らは

知性の腐った、信仰の失格者である。 9しかし、彼

らはそのまま進んでいけるはずがない。彼らの愚か

さは、あのふたりの場合と同じように、多くの人に

知れて来るであろう。 10しかしあなたは、わたしの

教、歩み、こころざし、信仰、寛容、愛、忍耐、 11

それから、わたしがアンテオケ、イコニオム、ルス

テラで受けた数々の迫害、苦難に、よくも続いてき

てくれた。そのひどい迫害にわたしは耐えてきたが

、主はそれらいっさいのことから、救い出して下さ

ったのである。 12いったい、キリスト・イエスにあ

って信心深く生きようとする者は、みな、迫害を受

ける。 13悪人と詐欺師とは人を惑わし人に惑わされ

て、悪から悪へと落ちていく。 14しかし、あなたは
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、自分が学んで確信しているところに、いつもとど

まっていなさい。あなたは、それをだれから学んだ

か知っており、 15また幼い時から、聖書に親しみ、

それが、キリスト・イエスに対する信仰によって救

に至る知恵を、あなたに与えうる書物であることを

知っている。 16聖書は、すべて神の霊感を受けて書

かれたものであって、人を教え、戒め、正しくし、

義に導くのに有益である。 17それによって、神の人

が、あらゆる良いわざに対して十分な準備ができて

、完全にととのえられた者になるのである。

4神のみまえと、生きている者と死んだ者とをさば

くべきキリスト・イエスのみまえで、キリストの出

現とその御国とを思い、おごそかに命じる。 2御言

を宣べ伝えなさい。時が良くても悪くても、それを

励み、あくまでも寛容な心でよく教えて、責め、戒

め、勧めなさい。 3人々が健全な教に耐えられなく

なり、耳ざわりのよい話をしてもらおうとして、自

分勝手な好みにまかせて教師たちを寄せ集め、 4そ

して、真理からは耳をそむけて、作り話の方にそれ

ていく時が来るであろう。 5しかし、あなたは、何

事にも慎み、苦難を忍び、伝道者のわざをなし、自

分の務を全うしなさい。 6わたしは、すでに自身を

犠牲としてささげている。わたしが世を去るべき時

はきた。 7わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走る

べき行程を走りつくし、信仰を守りとおした。 8今

や、義の冠がわたしを待っているばかりである。か

の日には、公平な審判者である主が、それを授けて

下さるであろう。わたしばかりではなく、主の出現

を心から待ち望んでいたすべての人にも授けて下さ
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るであろう。 9わたしの所に、急いで早くきてほし

い。 10デマスはこの世を愛し、わたしを捨ててテサ

ロニケに行ってしまい、クレスケンスはガラテヤに

、テトスはダルマテヤに行った。 (aiōn g165) 11ただル

カだけが、わたしのもとにいる。マルコを連れて、

一緒にきなさい。彼はわたしの務のために役に立つ

から。 12わたしはテキコをエペソにつかわした。 13

あなたが来るときに、トロアスのカルポの所に残し

ておいた上着を持ってきてほしい。また書物も、特

に、羊皮紙のを持ってきてもらいたい。 14銅細工人

のアレキサンデルが、わたしを大いに苦しめた。主

はそのしわざに対して、彼に報いなさるだろう。 15

あなたも、彼を警戒しなさい。彼は、わたしたちの

言うことに強く反対したのだから。 16わたしの第一

回の弁明の際には、わたしに味方をする者はひとり

もなく、みなわたしを捨てて行った。どうか、彼ら

が、そのために責められることがないように。 17し

かし、わたしが御言を余すところなく宣べ伝えて、

すべての異邦人に聞かせるように、主はわたしを助

け、力づけて下さった。そして、わたしは、ししの

口から救い出されたのである。 18主はわたしを、す

べての悪のわざから助け出し、天にある御国に救い

入れて下さるであろう。栄光が永遠から永遠にわた

って主にあるように、アァメン。 (aiōn g165) 19プリス

カとアクラとに、またオネシポロの家に、よろしく

伝えてほしい。 20エラストはコリントにとどまって

おり、トロピモは病気なので、ミレトに残してきた

。 21冬になる前に、急いできてほしい。ユブロ、プ

デス、リノス、クラウデヤならびにすべての兄弟た



テモテへの手紙第二 2632

ちから、あなたによろしく。 22主が、あなたの霊と

共にいますように。恵みが、あなたがたと共にある

ように。
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テトスへの手紙

1神の僕、イエス・キリストの使徒パウロからわた

しが使徒とされたのは、神に選ばれた者たちの信仰

を強め、また、信心にかなう真理の知識を彼らに得

させるためであり、 2偽りのない神が永遠の昔に約

束された永遠のいのちの望みに基くのである。

(aiōnios g166) 3神は、定められた時に及んで、御言を宣

教によって明らかにされたが、わたしは、わたした

ちの救主なる神の任命によって、この宣教をゆだね

られたのである 4信仰を同じうするわたしの真実の

子テトスへ。父なる神とわたしたちの救主キリスト

・イエスから、恵みと平安とが、あなたにあるよう

に。 5あなたをクレテにおいてきたのは、わたしが

あなたに命じておいたように、そこにし残してある

ことを整理してもらい、また、町々に長老を立てて

もらうためにほかならない。 6長老は、責められる

点がなく、ひとりの妻の夫であって、その子たちも

不品行のうわさをたてられず、親不孝をしない信者

でなくてはならない。 7監督たる者は、神に仕える

者として、責められる点がなく、わがままでなく、

軽々しく怒らず、酒を好まず、乱暴でなく、利をむ

さぼらず、 8かえって、旅人をもてなし、善を愛し

、慎み深く、正しく、信仰深く、自制する者であり

、 9教にかなった信頼すべき言葉を守る人でなけれ

ばならない。それは、彼が健全な教によって人をさ

とし、また、反対者の誤りを指摘することができる

ためである。 10実は、法に服さない者、空論に走る

者、人の心を惑わす者が多くおり、とくに、割礼の

ある者の中に多い。 11彼らの口を封ずべきである。
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彼らは恥ずべき利のために、教えてはならないこと

を教えて、数々の家庭を破壊してしまっている。 12

クレテ人のうちのある預言者が「クレテ人は、いつ

もうそつき、たちの悪いけもの、なまけ者の食いし

んぼう」と言っているが、 13この非難はあたってい

る。だから、彼らをきびしく責めて、その信仰を健

全なものにし、 14ユダヤ人の作り話や、真理からそ

れていった人々の定めなどに、気をとられることが

ないようにさせなさい。 15きよい人には、すべての

ものがきよい。しかし、汚れている不信仰な人には

、きよいものは一つもなく、その知性も良心も汚れ

てしまっている。 16彼らは神を知っていると、口で

は言うが、行いではそれを否定している。彼らは忌

まわしい者、また不従順な者であって、いっさいの

良いわざに関しては、失格者である。

2しかし、あなたは、健全な教にかなうことを語り

なさい。 2老人たちには自らを制し、謹厳で、慎み

深くし、また、信仰と愛と忍耐とにおいて健全であ

るように勧め、 3年老いた女たちにも、同じように

、たち居ふるまいをうやうやしくし、人をそしった

り大酒の奴隷になったりせず、良いことを教える者

となるように、勧めなさい。 4そうすれば、彼女た

ちは、若い女たちに、夫を愛し、子供を愛し、 5慎

み深く、純潔で、家事に努め、善良で、自分の夫に

従順であるように教えることになり、したがって、

神の言がそしりを受けないようになるであろう。 6

若い男にも、同じく、万事につけ慎み深くあるよう

に、勧めなさい。 7あなた自身を良いわざの模範と

して示し、人を教える場合には、清廉と謹厳とをも
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ってし、 8非難のない健全な言葉を用いなさい。そ

うすれば、反対者も、わたしたちについてなんの悪

口も言えなくなり、自ら恥じいるであろう。 9奴隷

には、万事につけその主人に服従して、喜ばれるよ

うになり、反抗をせず、 10盗みをせず、どこまでも

心をこめた真実を示すようにと、勧めなさい。そう

すれば、彼らは万事につけ、わたしたちの救主なる

神の教を飾ることになろう。 11すべての人を救う神

の恵みが現れた。 12そして、わたしたちを導き、不

信心とこの世の情欲とを捨てて、慎み深く、正しく

、信心深くこの世で生活し、 (aiōn g165) 13祝福に満ち

た望み、すなわち、大いなる神、わたしたちの救主

キリスト・イエスの栄光の出現を待ち望むようにと

、教えている。 14このキリストが、わたしたちのた

めにご自身をささげられたのは、わたしたちをすべ

ての不法からあがない出して、良いわざに熱心な選

びの民を、ご自身のものとして聖別するためにほか

ならない。 15あなたは、権威をもってこれらのこと

を語り、勧め、また責めなさい。だれにも軽んじら

れてはならない。

3あなたは彼らに勧めて、支配者、権威ある者に服

し、これに従い、いつでも良いわざをする用意があ

り、 2だれをもそしらず、争わず、寛容であって、

すべての人に対してどこまでも柔和な態度を示すべ

きことを、思い出させなさい。 3わたしたちも以前

には、無分別で、不従順な、迷っていた者であって

、さまざまの情欲と快楽との奴隷になり、悪意とね

たみとで日を過ごし、人に憎まれ、互に憎み合って

いた。 4ところが、わたしたちの救主なる神の慈悲
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と博愛とが現れたとき、 5わたしたちの行った義の

わざによってではなく、ただ神のあわれみによって

、再生の洗いを受け、聖霊により新たにされて、わ

たしたちは救われたのである。 6この聖霊は、わた

したちの救主イエス・キリストをとおして、わたし

たちの上に豊かに注がれた。 7これは、わたしたち

が、キリストの恵みによって義とされ、永遠のいの

ちを望むことによって、御国をつぐ者となるためで

ある。 (aiōnios g166) 8この言葉は確実である。わたし

は、あなたがそれらのことを主張するのを願ってい

る。それは、神を信じている者たちが、努めて良い

わざを励むことを心がけるようになるためである。

これは良いことであって、人々の益となる。 9しか

し、愚かな議論と、系図と、争いと、律法について

の論争とを、避けなさい。それらは無益かつ空虚な

ことである。 10異端者は、一、二度、訓戒を加えた

上で退けなさい。 11たしかに、こういう人たちは、

邪道に陥り、自ら悪と知りつつも、罪を犯している

からである。 12わたしがアルテマスかテキコかをあ

なたのところに送ったなら、急いでニコポリにいる

わたしの所にきなさい。わたしは、そこで冬を過ご

すことにした。 13法学者ゼナスと、アポロとを、急

いで旅につかせ、不自由のないようにしてあげなさ

い。 14わたしたちの仲間も、さし迫った必要に備え

て、努めて良いわざを励み、実を結ばぬ者とならな

いように、心がけるべきである。 15わたしと共にい

る一同の者から、あなたによろしく。わたしたちを

愛している信徒たちに、よろしく。恵みが、あなた

がた一同と共にあるように。
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ピレモンへの手紙

1キリスト・イエスの囚人パウロと兄弟テモテから

、わたしたちの愛する同労者ピレモン、 2姉妹アピ

ヤ、わたしたちの戦友アルキポ、ならびに、あなた

の家にある教会へ。 3わたしたちの父なる神と主イ

エス・キリストから、恵みと平安とが、あなたがた

にあるように。 4わたしは、祈の時にあなたをおぼ

えて、いつもわたしの神に感謝している。 5それは

、主イエスに対し、また、すべての聖徒に対するあ

なたの愛と信仰とについて、聞いているからである

。 6どうか、あなたの信仰の交わりが強められて、

わたしたちの間でキリストのためになされているす

べての良いことが、知られて来るようになってほし

い。 7兄弟よ。わたしは、あなたの愛によって多く

の喜びと慰めとを与えられた。聖徒たちの心が、あ

なたによって力づけられたからである。 8こういう

わけで、わたしは、キリストにあってあなたのなす

べき事を、きわめて率直に指示してもよいと思うが

、 9むしろ、愛のゆえにお願いする。すでに老年に

なり、今またキリスト・イエスの囚人となっている

このパウロが、 10捕われの身で産んだわたしの子供

オネシモについて、あなたにお願いする。 11彼は以

前は、あなたにとって無益な者であったが、今は、

あなたにも、わたしにも、有益な者になった。 12彼

をあなたのもとに送りかえす。彼はわたしの心であ

る。 13わたしは彼を身近に引きとめておいて、わた

しが福音のために捕われている間、あなたに代って

仕えてもらいたかったのである。 14しかし、わたし

は、あなたの承諾なしには何もしたくない。あなた
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が強制されて良い行いをするのではなく、自発的に

することを願っている。 15彼がしばらくの間あなた

から離れていたのは、あなたが彼をいつまでも留め

ておくためであったかも知れない。 (aiōnios g166) 16し

かも、もはや奴隷としてではなく、奴隷以上のもの

、愛する兄弟としてである。とりわけ、わたしにと

ってそうであるが、ましてあなたにとっては、肉に

おいても、主にあっても、それ以上であろう。 17そ

こで、もしわたしをあなたの信仰の友と思ってくれ

るなら、わたし同様に彼を受けいれてほしい。 18も

し、彼があなたに何か不都合なことをしたか、ある

いは、何か負債があれば、それをわたしの借りにし

ておいてほしい。 19このパウロが手ずからしるす、

わたしがそれを返済する。この際、あなたが、あな

た自身をわたしに負うていることについては、何も

言うまい。 20兄弟よ。わたしはあなたから、主にあ

って何か益を得たいものである。わたしの心を、主

にあって力づけてもらいたい。 21わたしはあなたの

従順を堅く信じて、この手紙を書く。あなたは、確

かにわたしが言う以上のことをしてくれるだろう。

22ついでにお願いするが、わたしのために宿を用意

しておいてほしい。あなたがたの祈によって、あな

たがたの所に行かせてもらえるように望んでいるの

だから。 23キリスト・イエスにあって、わたしと共

に捕われの身になっているエパフラスから、あなた

によろしく。 24わたしの同労者たち、マルコ、アリ

スタルコ、デマス、ルカからも、よろしく。 25主イ

エス・キリストの恵みが、あなたがたの霊と共にあ

るように。
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ヘブル人への手紙

1神は、むかしは、預言者たちにより、いろいろな

時に、いろいろな方法で、先祖たちに語られたが、

2この終りの時には、御子によって、わたしたちに語

られたのである。神は御子を万物の相続者と定め、

また、御子によって、もろもろの世界を造られた。

(aiōn g165) 3御子は神の栄光の輝きであり、神の本質の

真の姿であって、その力ある言葉をもって万物を保

っておられる。そして罪のきよめのわざをなし終え

てから、いと高き所にいます大能者の右に、座につ

かれたのである。 4御子は、その受け継がれた名が

御使たちの名にまさっているので、彼らよりもすぐ

れた者となられた。 5いったい、神は御使たちのだ

れに対して、「あなたこそは、わたしの子。きょう

、わたしはあなたを生んだ」と言い、さらにまた、

「わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となるで

あろう」と言われたことがあるか。 6さらにまた、

神は、その長子を世界に導き入れるに当って、「神

の御使たちはことごとく、彼を拝すべきである」と

言われた。 7また、御使たちについては、「神は、

御使たちを風とし、ご自分に仕える者たちを炎とさ

れる」と言われているが、 8御子については、「神

よ、あなたの御座は、世々限りなく続き、あなたの

支配のつえは、公平のつえである。 (aiōn g165) 9あな

たは義を愛し、不法を憎まれた。それゆえに、神、

あなたの神は、喜びのあぶらを、あなたの友に注ぐ

よりも多く、あなたに注がれた」と言い、 10さらに

、「主よ、あなたは初めに、地の基をおすえになっ

た。もろもろの天も、み手のわざである。 11これら
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のものは滅びてしまうが、あなたは、いつまでもい

ますかたである。すべてのものは衣のように古び、

12それらをあなたは、外套のように巻かれる。これ

らのものは、衣のように変るが、あなたは、いつも

変ることがなく、あなたのよわいは、尽きることが

ない」とも言われている。 13神は、御使たちのだれ

に対して、「あなたの敵を、あなたの足台とすると

きまでは、わたしの右に座していなさい」と言われ

たことがあるか。 14御使たちはすべて仕える霊であ

って、救を受け継ぐべき人々に奉仕するため、つか

わされたものではないか。

2こういうわけだから、わたしたちは聞かされてい

ることを、いっそう強く心に留めねばならない。そ

うでないと、おし流されてしまう。 2というのは、

御使たちをとおして語られた御言が効力を持ち、あ

らゆる罪過と不従順とに対して正当な報いが加えら

れたとすれば、 3わたしたちは、こんなに尊い救を

なおざりにしては、どうして報いをのがれることが

できようか。この救は、初め主によって語られたも

のであって、聞いた人々からわたしたちにあかしさ

れ、 4さらに神も、しるしと不思議とさまざまな力

あるわざとにより、また、御旨に従い聖霊を各自に

賜うことによって、あかしをされたのである。 5い

ったい、神は、わたしたちがここで語っているきた

るべき世界を、御使たちに服従させることは、なさ

らなかった。 6聖書はある箇所で、こうあかしして

いる、「人間が何者だから、これを御心に留められ

るのだろうか。人の子が何者だから、これをかえり

みられるのだろうか。 7あなたは、しばらくの間、
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彼を御使たちよりも低い者となし、栄光とほまれと

を冠として彼に与え、 8万物をその足の下に服従さ

せて下さった」。「万物を彼に服従させて下さった

」という以上、服従しないものは、何ひとつ残され

ていないはずである。しかし、今もなお万物が彼に

服従している事実を、わたしたちは見ていない。 9

ただ、「しばらくの間、御使たちよりも低い者とさ

れた」イエスが、死の苦しみのゆえに、栄光とほま

れとを冠として与えられたのを見る。それは、彼が

神の恵みによって、すべての人のために死を味わわ

れるためであった。 10なぜなら、万物の帰すべきか

た、万物を造られたかたが、多くの子らを栄光に導

くのに、彼らの救の君を、苦難をとおして全うされ

たのは、彼にふさわしいことであったからである。

11実に、きよめるかたも、きよめられる者たちも、

皆ひとりのかたから出ている。それゆえに主は、彼

らを兄弟と呼ぶことを恥とされない。 12すなわち、

「わたしは、御名をわたしの兄弟たちに告げ知らせ

、教会の中で、あなたをほめ歌おう」と言い、 13ま

た、「わたしは、彼により頼む」、また、「見よ、

わたしと、神がわたしに賜わった子らとは」と言わ

れた。 14このように、子たちは血と肉とに共にあず

かっているので、イエスもまた同様に、それらをそ

なえておられる。それは、死の力を持つ者、すなわ

ち悪魔を、ご自分の死によって滅ぼし、 15死の恐怖

のために一生涯、奴隷となっていた者たちを、解き

放つためである。 16確かに、彼は天使たちを助ける

ことはしないで、アブラハムの子孫を助けられた。

17そこで、イエスは、神のみまえにあわれみ深い忠
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実な大祭司となって、民の罪をあがなうために、あ

らゆる点において兄弟たちと同じようにならねばな

らなかった。 18主ご自身、試錬を受けて苦しまれた

からこそ、試錬の中にある者たちを助けることがで

きるのである。

3そこで、天の召しにあずかっている聖なる兄弟た

ちよ。あなたがたは、わたしたちが告白する信仰の

使者また大祭司なるイエスを、思いみるべきである

。 2彼は、モーセが神の家の全体に対して忠実であ

ったように、自分を立てたかたに対して忠実であら

れた。 3おおよそ、家を造る者が家そのものよりも

さらに尊ばれるように、彼は、モーセ以上に、大い

なる光栄を受けるにふさわしい者とされたのである

。 4家はすべて、だれかによって造られるものであ

るが、すべてのものを造られたかたは、神である。

5さて、モーセは、後に語らるべき事がらについてあ

かしをするために、仕える者として、神の家の全体

に対して忠実であったが、 6キリストは御子として

、神の家を治めるのに忠実であられたのである。も

しわたしたちが、望みの確信と誇とを最後までしっ

かりと持ち続けるなら、わたしたちは神の家なので

ある。 7だから、聖霊が言っているように、「きょ

う、あなたがたがみ声を聞いたなら、 8荒野におけ

る試錬の日に、神にそむいた時のように、あなたが

たの心を、かたくなにしてはいけない。 9あなたが

たの先祖たちは、そこでわたしを試みためし、 10し

かも、四十年の間わたしのわざを見たのである。だ

から、わたしはその時代の人々に対して、いきどお

って言った、彼らの心は、いつも迷っており、彼ら
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は、わたしの道を認めなかった。 11そこで、わたし

は怒って、彼らをわたしの安息にはいらせることは

しない、と誓った」。 12兄弟たちよ。気をつけなさ

い。あなたがたの中には、あるいは、不信仰な悪い

心をいだいて、生ける神から離れ去る者があるかも

知れない。 13あなたがたの中に、罪の惑わしに陥っ

て、心をかたくなにする者がないように、「きょう

」といううちに、日々、互に励まし合いなさい。 14

もし最初の確信を、最後までしっかりと持ち続ける

ならば、わたしたちはキリストにあずかる者となる

のである。 15それについて、こう言われている、「

きょう、み声を聞いたなら、神にそむいた時のよう

に、あなたがたの心を、かたくなにしてはいけない

」。 16すると、聞いたのにそむいたのは、だれであ

ったのか。モーセに率いられて、エジプトから出て

行ったすべての人々ではなかったか。 17また、四十

年の間、神がいきどおられたのはだれに対してであ

ったか。罪を犯して、その死かばねを荒野にさらし

た者たちに対してではなかったか。 18また、神が、

わたしの安息に、はいらせることはしない、と誓わ

れたのは、だれに向かってであったか。不従順な者

に向かってではなかったか。 19こうして、彼らがは

いることのできなかったのは、不信仰のゆえである

ことがわかる。

4それだから、神の安息にはいるべき約束が、まだ

存続しているにかかわらず、万一にも、はいりそこ

なう者が、あなたがたの中から出ることがないよう

に、注意しようではないか。 2というのは、彼らと

同じく、わたしたちにも福音が伝えられているので
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ある。しかし、その聞いた御言は、彼らには無益で

あった。それが、聞いた者たちに、信仰によって結

びつけられなかったからである。 3ところが、わた

したち信じている者は、安息にはいることができる

。それは、「わたしが怒って、彼らをわたしの安息

に、はいらせることはしないと、誓ったように」と

言われているとおりである。しかも、みわざは世の

初めに、でき上がっていた。 4すなわち、聖書のあ

る箇所で、七日目のことについて、「神は、七日目

にすべてのわざをやめて休まれた」と言われており

、 5またここで、「彼らをわたしの安息に、はいら

せることはしない」と言われている。 6そこで、そ

の安息にはいる機会が、人々になお残されているの

であり、しかも、初めに福音を伝えられた人々は、

不従順のゆえに、はいることをしなかったのである

から、 7神は、あらためて、ある日を「きょう」と

して定め、長く時がたってから、先に引用したとお

り、「きょう、み声を聞いたなら、あなたがたの心

を、かたくなにしてはいけない」とダビデをとおし

て言われたのである。 8もしヨシュアが彼らを休ま

せていたとすれば、神はあとになって、ほかの日の

ことについて語られたはずはない。 9こういうわけ

で、安息日の休みが、神の民のためにまだ残されて

いるのである。 10なぜなら、神の安息にはいった者

は、神がみわざをやめて休まれたように、自分もわ

ざを休んだからである。 11したがって、わたしたち

は、この安息にはいるように努力しようではないか

。そうでないと、同じような不従順の悪例にならっ

て、落ちて行く者が出るかもしれない。 12というの
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は、神の言は生きていて、力があり、もろ刃のつる

ぎよりも鋭くて、精神と霊魂と、関節と骨髄とを切

り離すまでに刺しとおして、心の思いと志とを見分

けることができる。 13そして、神のみまえには、あ

らわでない被造物はひとつもなく、すべてのものは

、神の目には裸であり、あらわにされているのであ

る。この神に対して、わたしたちは言い開きをしな

くてはならない。 14さて、わたしたちには、もろも

ろの天をとおって行かれた大祭司なる神の子イエス

がいますのであるから、わたしたちの告白する信仰

をかたく守ろうではないか。 15この大祭司は、わた

したちの弱さを思いやることのできないようなかた

ではない。罪は犯されなかったが、すべてのことに

ついて、わたしたちと同じように試錬に会われたの

である。 16だから、わたしたちは、あわれみを受け

、また、恵みにあずかって時機を得た助けを受ける

ために、はばかることなく恵みの御座に近づこうで

はないか。

5大祭司なるものはすべて、人間の中から選ばれて

、罪のために供え物といけにえとをささげるように

、人々のために神に仕える役に任じられた者である

。 2彼は自分自身、弱さを身に負うているので、無

知な迷っている人々を、思いやることができると共

に、 3その弱さのゆえに、民のためだけではなく自

分自身のためにも、罪についてささげものをしなけ

ればならないのである。 4かつ、だれもこの栄誉あ

る務を自分で得るのではなく、アロンの場合のよう

に、神の召しによって受けるのである。 5同様に、

キリストもまた、大祭司の栄誉を自分で得たのでは
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なく、「あなたこそは、わたしの子。きょう、わた

しはあなたを生んだ」と言われたかたから、お受け

になったのである。 6また、ほかの箇所でこう言わ

れている、「あなたこそは、永遠に、メルキゼデク

に等しい祭司である」。 (aiōn g165) 7キリストは、そ

の肉の生活の時には、激しい叫びと涙とをもって、

ご自分を死から救う力のあるかたに、祈と願いとを

ささげ、そして、その深い信仰のゆえに聞きいれら

れたのである。 8彼は御子であられたにもかかわら

ず、さまざまの苦しみによって従順を学び、 9そし

て、全き者とされたので、彼に従順であるすべての

人に対して、永遠の救の源となり、 (aiōnios g166) 10神

によって、メルキゼデクに等しい大祭司と、となえ

られたのである。 11このことについては、言いたい

ことがたくさんあるが、あなたがたの耳が鈍くなっ

ているので、それを説き明かすことはむずかしい。

12あなたがたは、久しい以前からすでに教師となっ

ているはずなのに、もう一度神の言の初歩を、人か

ら手ほどきしてもらわねばならない始末である。あ

なたがたは堅い食物ではなく、乳を必要としている

。 13すべて乳を飲んでいる者は、幼な子なのだから

、義の言葉を味わうことができない。 14しかし、堅

い食物は、善悪を見わける感覚を実際に働かせて訓

練された成人のとるべきものである。

6そういうわけだから、わたしたちは、キリストの

教の初歩をあとにして、完成を目ざして進もうでは

ないか。今さら、死んだ行いの悔改めと神への信仰

、 2洗いごとについての教と按手、死人の復活と永

遠のさばき、などの基本の教をくりかえし学ぶこと
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をやめようではないか。 (aiōnios g166) 3神の許しを得

て、そうすることにしよう。 4いったん、光を受け

て天よりの賜物を味わい、聖霊にあずかる者となり

、 5また、神の良きみ言葉と、きたるべき世の力と

を味わった者たちが、 (aiōn g165) 6そののち堕落した

場合には、またもや神の御子を、自ら十字架につけ

て、さらしものにするわけであるから、ふたたび悔

改めにたち帰ることは不可能である。 7たとえば、

土地が、その上にたびたび降る雨を吸い込で、耕す

人々に役立つ作物を育てるなら、神の祝福にあずか

る。 8しかし、いばらやあざみをはえさせるなら、

それは無用になり、やがてのろわれ、ついには焼か

れてしまう。 9しかし、愛する者たちよ。こうは言

うものの、わたしたちは、救にかかわる更に良いこ

とがあるのを、あなたがたについて確信している。

10神は不義なかたではないから、あなたがたの働き

や、あなたがたがかつて聖徒に仕え、今もなお仕え

て、御名のために示してくれた愛を、お忘れになる

ことはない。 11わたしたちは、あなたがたがひとり

残らず、最後まで望みを持ちつづけるためにも、同

じ熱意を示し、 12怠ることがなく、信仰と忍耐とを

もって約束のものを受け継ぐ人々に見習う者となる

ように、と願ってやまない。 13さて、神がアブラハ

ムに対して約束されたとき、さして誓うのに、ご自

分よりも上のものがないので、ご自分をさして誓っ

て、 14「わたしは、必ずあなたを祝福し、必ずあな

たの子孫をふやす」と言われた。 15このようにして

、アブラハムは忍耐強く待ったので、約束のものを

得たのである。 16いったい、人間は自分より上のも
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のをさして誓うのであり、そして、その誓いはすべ

ての反対論を封じる保証となるのである。 17そこで

、神は、約束のものを受け継ぐ人々に、ご計画の不

変であることを、いっそうはっきり示そうと思われ

、誓いによって保証されたのである。 18それは、偽

ることのあり得ない神に立てられた二つの不変の事

がらによって、前におかれている望みを捕えようと

して世をのがれてきたわたしたちが、力強い励まし

を受けるためである。 19この望みは、わたしたちに

とって、いわば、たましいを安全にし不動にする錨

であり、かつ「幕の内」にはいり行かせるものであ

る。 20その幕の内に、イエスは、永遠にメルキゼデ

クに等しい大祭司として、わたしたちのためにさき

がけとなって、はいられたのである。 (aiōn g165)

7このメルキゼデクはサレムの王であり、いと高き

神の祭司であったが、王たちを撃破して帰るアブラ

ハムを迎えて祝福し、 2それに対して、アブラハム

は彼にすべての物の十分の一を分け与えたのである

。その名の意味は、第一に義の王、次にまたサレム

の王、すなわち平和の王である。 3彼には父がなく

、母がなく、系図がなく、生涯の初めもなく、生命

の終りもなく、神の子のようであって、いつまでも

祭司なのである。 4そこで、族長のアブラハムが最

もよいぶんどり品の十分の一を与えたのだから、こ

の人がどんなにすぐれた人物であったかが、あなた

がたにわかるであろう。 5さて、レビの子のうちで

祭司の務をしている者たちは、兄弟である民から、

同じくアブラハムの子孫であるにもかかわらず、十

分の一を取るように、律法によって命じられている
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。 6ところが、彼らの血統に属さないこの人が、ア

ブラハムから十分の一を受けとり、約束を受けてい

る者を祝福したのである。 7言うまでもなく、小な

る者が大なる者から祝福を受けるのである。 8その

上、一方では死ぬべき人間が、十分の一を受けてい

るが、他方では「彼は生きている者」とあかしされ

た人が、それを受けている。 9そこで、十分の一を

受けるべきレビでさえも、アブラハムを通じて十分

の一を納めた、と言える。 10なぜなら、メルキゼデ

クがアブラハムを迎えた時には、レビはまだこの父

祖の腰の中にいたからである。 11もし全うされるこ

とがレビ系の祭司制によって可能であったら民は祭

司制の下に律法を与えられたのであるがなんの必要

があって、なお、「アロンに等しい」と呼ばれない

、別な「メルキゼデクに等しい」祭司が立てられる

のであるか。 12祭司制に変更があれば、律法にも必

ず変更があるはずである。 13さて、これらのことは

、いまだかつて祭壇に奉仕したことのない、他の部

族に関して言われているのである。 14というのは、

わたしたちの主がユダ族の中から出られたことは、

明らかであるが、モーセは、この部族について、祭

司に関することでは、ひとことも言っていない。 15

そしてこの事は、メルキゼデクと同様な、ほかの祭

司が立てられたことによって、ますます明白になる

。 16彼は、肉につける戒めの律法によらないで、朽

ちることのないいのちの力によって立てられたので

ある。 17それについては、聖書に「あなたこそは、

永遠に、メルキゼデクに等しい祭司である」とあか

しされている。 (aiōn g165) 18このようにして、一方で
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は、前の戒めが弱くかつ無益であったために無効に

なると共に、 19（律法は、何事をも全うし得なかっ

たからである）、他方では、さらにすぐれた望みが

現れてきて、わたしたちを神に近づかせるのである

。 20その上に、このことは誓いをもってなされた。

人々は、誓いをしないで祭司とされるのであるが、

21この人の場合は、次のような誓いをもってされた

のである。すなわち、彼について、こう言われてい

る、「主は誓われたが、心を変えることをされなか

った。あなたこそは、永遠に祭司である」。 (aiōn

g165) 22このようにして、イエスは更にすぐれた契約

の保証となられたのである。 23かつ、死ということ

があるために、務を続けることができないので、多

くの人々が祭司に立てられるのである。 24しかし彼

は、永遠にいますかたであるので、変らない祭司の

務を持ちつづけておられるのである。 (aiōn g165) 25そ

こでまた、彼は、いつも生きていて彼らのためにと

りなしておられるので、彼によって神に来る人々を

、いつも救うことができるのである。 26このように

、聖にして、悪も汚れもなく、罪人とは区別され、

かつ、もろもろの天よりも高くされている大祭司こ

そ、わたしたちにとってふさわしいかたである。 27

彼は、ほかの大祭司のように、まず自分の罪のため

、次に民の罪のために、日々、いけにえをささげる

必要はない。なぜなら、自分をささげて、一度だけ

、それをされたからである。 28律法は、弱さを身に

負う人間を立てて大祭司とするが、律法の後にきた

誓いの御言は、永遠に全うされた御子を立てて、大

祭司としたのである。 (aiōn g165)
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8以上述べたことの要点は、このような大祭司がわ

たしたちのためにおられ、天にあって大能者の御座

の右に座し、 2人間によらず主によって設けられた

真の幕屋なる聖所で仕えておられる、ということで

ある。 3おおよそ、大祭司が立てられるのは、供え

物やいけにえをささげるためにほかならない。した

がって、この大祭司もまた、何かささぐべき物を持

っておられねばならない。 4そこで、もし彼が地上

におられたなら、律法にしたがって供え物をささげ

る祭司たちが、現にいるのだから、彼は祭司ではあ

り得なかったであろう。 5彼らは、天にある聖所の

ひな型と影とに仕えている者にすぎない。それにつ

いては、モーセが幕屋を建てようとしたとき、御告

げを受け、「山で示された型どおりに、注意してそ

のいっさいを作りなさい」と言われたのである。 6

ところがキリストは、はるかにすぐれた務を得られ

たのである。それは、さらにまさった約束に基いて

立てられた、さらにまさった契約の仲保者となられ

たことによる。 7もし初めの契約に欠けたところが

なかったなら、あとのものが立てられる余地はなか

ったであろう。 8ところが、神は彼らを責めて言わ

れた、「主は言われる、見よ、わたしがイスラエル

の家およびユダの家と、新しい契約を結ぶ日が来る

。 9それは、わたしが彼らの先祖たちの手をとって

、エジプトの地から導き出した日に、彼らと結んだ

契約のようなものではない。彼らがわたしの契約に

とどまることをしないので、わたしも彼らをかえり

みなかったからであると、主が言われる。 10わたし

が、それらの日の後、イスラエルの家と立てようと
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する契約はこれである、と主が言われる。すなわち

、わたしの律法を彼らの思いの中に入れ、彼らの心

に書きつけよう。こうして、わたしは彼らの神とな

り、彼らはわたしの民となるであろう。 11彼らは、

それぞれ、その同胞に、また、それぞれ、その兄弟

に、主を知れ、と言って教えることはなくなる。な

ぜなら、大なる者から小なる者に至るまで、彼らは

ことごとく、わたしを知るようになるからである。

12わたしは、彼らの不義をあわれみ、もはや、彼ら

の罪を思い出すことはしない」。 13神は、「新しい

」と言われたことによって、初めの契約を古いとさ

れたのである。年を経て古びたものは、やがて消え

ていく。

9さて、初めの契約にも、礼拝についてのさまざま

な規定と、地上の聖所とがあった。 2すなわち、ま

ず幕屋が設けられ、その前の場所には燭台と机と供

えのパンとが置かれていた。これが、聖所と呼ばれ

た。 3また第二の幕の後に、別の場所があり、それ

は至聖所と呼ばれた。 4そこには金の香壇と全面金

でおおわれた契約の箱とが置かれ、その中にはマナ

のはいっている金のつぼと、芽を出したアロンのつ

えと、契約の石板とが入れてあり、 5箱の上には栄

光に輝くケルビムがあって、贖罪所をおおっていた

。これらのことについては、今ここで、いちいち述

べることができない。 6これらのものが、以上のよ

うに整えられた上で、祭司たちは常に幕屋の前の場

所にはいって礼拝をするのであるが、 7幕屋の奥に

は大祭司が年に一度だけはいるのであり、しかも自

分自身と民とのあやまちのためにささげる血をたず
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さえないで行くことはない。 8それによって聖霊は

、前方の幕屋が存在している限り、聖所にはいる道

はまだ開かれていないことを、明らかに示している

。 9この幕屋というのは今の時代に対する比喩であ

る。すなわち、供え物やいけにえはささげられるが

、儀式にたずさわる者の良心を全うすることはでき

ない。 10それらは、ただ食物と飲み物と種々の洗い

ごとに関する行事であって、改革の時まで課せられ

ている肉の規定にすぎない。 11しかしキリストがす

でに現れた祝福の大祭司としてこられたとき、手で

造られず、この世界に属さない、さらに大きく、完

全な幕屋をとおり、 12かつ、やぎと子牛との血によ

らず、ご自身の血によって、一度だけ聖所にはいら

れ、それによって永遠のあがないを全うされたので

ある。 (aiōnios g166) 13もし、やぎや雄牛の血や雌牛の

灰が、汚れた人たちの上にまきかけられて、肉体を

きよめ聖別するとすれば、 14永遠の聖霊によって、

ご自身を傷なき者として神にささげられたキリスト

の血は、なおさら、わたしたちの良心をきよめて死

んだわざを取り除き、生ける神に仕える者としない

であろうか。 (aiōnios g166) 15それだから、キリストは

新しい契約の仲保者なのである。それは、彼が初め

の契約のもとで犯した罪過をあがなうために死なれ

た結果、召された者たちが、約束された永遠の国を

受け継ぐためにほかならない。 (aiōnios g166) 16いった

い、遺言には、遺言者の死の証明が必要である。 17

遺言は死によってのみその効力を生じ、遺言者が生

きている間は、効力がない。 18だから、初めの契約

も、血を流すことなしに成立したのではない。 19す
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なわち、モーセが、律法に従ってすべての戒めを民

全体に宣言したとき、水と赤色の羊毛とヒソプとの

外に、子牛とやぎとの血を取って、契約書と民全体

とにふりかけ、 20そして、「これは、神があなたが

たに対して立てられた契約の血である」と言った。

21彼はまた、幕屋と儀式用の器具いっさいにも、同

様に血をふりかけた。 22こうして、ほとんどすべて

の物が、律法に従い、血によってきよめられたので

ある。血を流すことなしには、罪のゆるしはあり得

ない。 23このように、天にあるもののひな型は、こ

れらのものできよめられる必要があるが、天にある

ものは、これらより更にすぐれたいけにえで、きよ

められねばならない。 24ところが、キリストは、ほ

んとうのものの模型にすぎない、手で造った聖所に

はいらないで、上なる天にはいり、今やわたしたち

のために神のみまえに出て下さったのである。 25大

祭司は、年ごとに、自分以外のものの血をたずさえ

て聖所にはいるが、キリストは、そのように、たび

たびご自身をささげられるのではなかった。 26もし

そうだとすれば、世の初めから、たびたび苦難を受

けねばならなかったであろう。しかし事実、ご自身

をいけにえとしてささげて罪を取り除くために、世

の終りに、一度だけ現れたのである。 (aiōn g165) 27そ

して、一度だけ死ぬことと、死んだ後さばきを受け

ることとが、人間に定まっているように、 28キリス

トもまた、多くの人の罪を負うために、一度だけご

自身をささげられた後、彼を待ち望んでいる人々に

、罪を負うためではなしに二度目に現れて、救を与

えられるのである。
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10いったい、律法はきたるべき良いことの影をや

どすにすぎず、そのものの真のかたちをそなえてい

るものではないから、年ごとに引きつづきささげら

れる同じようないけにえによっても、みまえに近づ

いて来る者たちを、全うすることはできないのであ

る。 2もしできたとすれば、儀式にたずさわる者た

ちは、一度きよめられた以上、もはや罪の自覚がな

くなるのであるから、ささげ物をすることがやんだ

はずではあるまいか。 3しかし実際は、年ごとに、

いけにえによって罪の思い出がよみがえって来るの

である。 4なぜなら、雄牛ややぎなどの血は、罪を

除き去ることができないからである。 5それだから

、キリストがこの世にこられたとき、次のように言

われた、「あなたは、いけにえやささげ物を望まれ

ないで、わたしのために、からだを備えて下さった

。 6あなたは燔祭や罪祭を好まれなかった。 7その

時、わたしは言った、『神よ、わたしにつき、巻物

の書物に書いてあるとおり、見よ、御旨を行うため

にまいりました』」。 8ここで、初めに、「あなた

は、いけにえとささげ物と燔祭と罪祭と（すなわち

、律法に従ってささげられるもの）を望まれず、好

まれもしなかった」とあり、 9次に、「見よ、わた

しは御旨を行うためにまいりました」とある。すな

わち、彼は、後のものを立てるために、初めのもの

を廃止されたのである。 10この御旨に基きただ一度

イエス・キリストのからだがささげられたことによ

って、わたしたちはきよめられたのである。 11こう

して、すべての祭司は立って日ごとに儀式を行い、

たびたび同じようないけにえをささげるが、それら
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は決して罪を除き去ることはできない。 12しかるに

、キリストは多くの罪のために一つの永遠のいけに

えをささげた後、神の右に座し、 13それから、敵を

その足台とするときまで、待っておられる。 14彼は

一つのささげ物によって、きよめられた者たちを永

遠に全うされたのである。 15聖霊もまた、わたした

ちにあかしをして、 16「わたしが、それらの日の後

、彼らに対して立てようとする契約はこれであると

、主が言われる。わたしの律法を彼らの心に与え、

彼らの思いのうちに書きつけよう」と言い、 17さら

に、「もはや、彼らの罪と彼らの不法とを、思い出

すことはしない」と述べている。 18これらのことに

対するゆるしがある以上、罪のためのささげ物は、

もはやあり得ない。 19兄弟たちよ。こういうわけで

、わたしたちはイエスの血によって、はばかること

なく聖所にはいることができ、 20彼の肉体なる幕を

とおり、わたしたちのために開いて下さった新しい

生きた道をとおって、はいって行くことができるの

であり、 21さらに、神の家を治める大いなる祭司が

あるのだから、 22心はすすがれて良心のとがめを去

り、からだは清い水で洗われ、まごころをもって信

仰の確信に満たされつつ、みまえに近づこうではな

いか。 23また、約束をして下さったのは忠実なかた

であるから、わたしたちの告白する望みを、動くこ

となくしっかりと持ち続け、 24愛と善行とを励むよ

うに互に努め、 25ある人たちがいつもしているよう

に、集会をやめることはしないで互に励まし、かの

日が近づいているのを見て、ますます、そうしよう

ではないか。 26もしわたしたちが、真理の知識を受
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けたのちにもなお、ことさらに罪を犯しつづけるな

ら、罪のためのいけにえは、もはやあり得ない。 27

ただ、さばきと、逆らう者たちを焼きつくす激しい

火とを、恐れつつ待つことだけがある。 28モーセの

律法を無視する者が、あわれみを受けることなしに

、二、三の人の証言に基いて死刑に処せられるとす

れば、 29神の子を踏みつけ、自分がきよめられた契

約の血を汚れたものとし、さらに恵みの御霊を侮る

者は、どんなにか重い刑罰に価することであろう。

30「復讐はわたしのすることである。わたし自身が

報復する」と言われ、また「主はその民をさばかれ

る」と言われたかたを、わたしたちは知っている。

31生ける神のみ手のうちに落ちるのは、恐ろしいこ

とである。 32あなたがたは、光に照されたのち、苦

しい大きな戦いによく耐えた初めのころのことを、

思い出してほしい。 33そしられ苦しめられて見せ物

にされたこともあれば、このようなめに会った人々

の仲間にされたこともあった。 34さらに獄に入れら

れた人々を思いやり、また、もっとまさった永遠の

宝を持っていることを知って、自分の財産が奪われ

ても喜んでそれを忍んだ。 35だから、あなたがたは

自分の持っている確信を放棄してはいけない。その

確信には大きな報いが伴っているのである。 36神の

御旨を行って約束のものを受けるため、あなたがた

に必要なのは、忍耐である。 37「もうしばらくすれ

ば、きたるべきかたがお見えになる。遅くなること

はない。 38わが義人は、信仰によって生きる。もし

信仰を捨てるなら、わたしのたましいはこれを喜ば

ない」。 39しかしわたしたちは、信仰を捨てて滅び
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る者ではなく、信仰に立って、いのちを得る者であ

る。

11さて、信仰とは、望んでいる事がらを確信し、

まだ見ていない事実を確認することである。 2昔の

人たちは、この信仰のゆえに賞賛された。 3信仰に

よって、わたしたちは、この世界が神の言葉で造ら

れたのであり、したがって、見えるものは現れてい

るものから出てきたのでないことを、悟るのである

。 (aiōn g165) 4信仰によって、アベルはカインよりも

まさったいけにえを神にささげ、信仰によって義な

る者と認められた。神が、彼の供え物をよしとされ

たからである。彼は死んだが、信仰によって今もな

お語っている。 5信仰によって、エノクは死を見な

いように天に移された。神がお移しになったので、

彼は見えなくなった。彼が移される前に、神に喜ば

れた者と、あかしされていたからである。 6信仰が

なくては、神に喜ばれることはできない。なぜなら

、神に来る者は、神のいますことと、ご自身を求め

る者に報いて下さることとを、必ず信じるはずだか

らである。 7信仰によって、ノアはまだ見ていない

事がらについて御告げを受け、恐れかしこみつつ、

その家族を救うために箱舟を造り、その信仰によっ

て世の罪をさばき、そして、信仰による義を受け継

ぐ者となった。 8信仰によって、アブラハムは、受

け継ぐべき地に出て行けとの召しをこうむった時、

それに従い、行く先を知らないで出て行った。 9信

仰によって、他国にいるようにして約束の地に宿り

、同じ約束を継ぐイサク、ヤコブと共に、幕屋に住

んだ。 10彼は、ゆるがぬ土台の上に建てられた都を
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、待ち望んでいたのである。その都をもくろみ、ま

た建てたのは、神である。 11信仰によって、サラも

また、年老いていたが、種を宿す力を与えられた。

約束をなさったかたは真実であると、信じていたか

らである。 12このようにして、ひとりの死んだと同

様な人から、天の星のように、海べの数えがたい砂

のように、おびただしい人が生れてきたのである。

13これらの人はみな、信仰をいだいて死んだ。まだ

約束のものは受けていなかったが、はるかにそれを

望み見て喜び、そして、地上では旅人であり寄留者

であることを、自ら言いあらわした。 14そう言いあ

らわすことによって、彼らがふるさとを求めている

ことを示している。 15もしその出てきた所のことを

考えていたなら、帰る機会はあったであろう。 16し

かし実際、彼らが望んでいたのは、もっと良い、天

にあるふるさとであった。だから神は、彼らの神と

呼ばれても、それを恥とはされなかった。事実、神

は彼らのために、都を用意されていたのである。 17

信仰によって、アブラハムは、試錬を受けたとき、

イサクをささげた。すなわち、約束を受けていた彼

が、そのひとり子をささげたのである。 18この子に

ついては、「イサクから出る者が、あなたの子孫と

呼ばれるであろう」と言われていたのであった。 19

彼は、神が死人の中から人をよみがえらせる力があ

る、と信じていたのである。だから彼は、いわば、

イサクを生きかえして渡されたわけである。 20信仰

によって、イサクは、きたるべきことについて、ヤ

コブとエサウとを祝福した。 21信仰によって、ヤコ

ブは死のまぎわに、ヨセフの子らをひとりびとり祝
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福し、そしてそのつえのかしらによりかかって礼拝

した。 22信仰によって、ヨセフはその臨終に、イス

ラエルの子らの出て行くことを思い、自分の骨のこ

とについてさしずした。 23信仰によって、モーセの

生れたとき、両親は、三か月のあいだ彼を隠した。

それは、彼らが子供のうるわしいのを見たからであ

る。彼らはまた、王の命令をも恐れなかった。 24信

仰によって、モーセは、成人したとき、パロの娘の

子と言われることを拒み、 25罪のはかない歓楽にふ

けるよりは、むしろ神の民と共に虐待されることを

選び、 26キリストのゆえに受けるそしりを、エジプ

トの宝にまさる富と考えた。それは、彼が報いを望

み見ていたからである。 27信仰によって、彼は王の

憤りをも恐れず、エジプトを立ち去った。彼は、見

えないかたを見ているようにして、忍びとおした。

28信仰によって、滅ぼす者が、長子らに手を下すこ

とのないように、彼は過越を行い血を塗った。 29信

仰によって、人々は紅海をかわいた土地をとおるよ

うに渡ったが、同じことを企てたエジプト人はおぼ

れ死んだ。 30信仰によって、エリコの城壁は、七日

にわたってまわったために、くずれおちた。 31信仰

によって、遊女ラハブは、探りにきた者たちをおだ

やかに迎えたので、不従順な者どもと一緒に滅びる

ことはなかった。 32このほか、何を言おうか。もし

ギデオン、バラク、サムソン、エフタ、ダビデ、サ

ムエル及び預言者たちについて語り出すなら、時間

が足りないであろう。 33彼らは信仰によって、国々

を征服し、義を行い、約束のものを受け、ししの口

をふさぎ、 34火の勢いを消し、つるぎの刃をのがれ
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、弱いものは強くされ、戦いの勇者となり、他国の

軍を退かせた。 35女たちは、その死者たちをよみが

えらさせてもらった。ほかの者は、更にまさったい

のちによみがえるために、拷問の苦しみに甘んじ、

放免されることを願わなかった。 36なおほかの者た

ちは、あざけられ、むち打たれ、しばり上げられ、

投獄されるほどのめに会った。 37あるいは、石で打

たれ、さいなまれ、のこぎりで引かれ、つるぎで切

り殺され、羊の皮や、やぎの皮を着て歩きまわり、

無一物になり、悩まされ、苦しめられ、 38（この世

は彼らの住む所ではなかった）、荒野と山の中と岩

の穴と土の穴とを、さまよい続けた。 39さて、これ

らの人々はみな、信仰によってあかしされたが、約

束のものは受けなかった。 40神はわたしたちのため

に、さらに良いものをあらかじめ備えて下さってい

るので、わたしたちをほかにしては彼らが全うされ

ることはない。

12こういうわけで、わたしたちは、このような多

くの証人に雲のように囲まれているのであるから、

いっさいの重荷と、からみつく罪とをかなぐり捨て

て、わたしたちの参加すべき競走を、耐え忍んで走

りぬこうではないか。 2信仰の導き手であり、また

その完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうでは

ないか。彼は、自分の前におかれている喜びのゆえ

に、恥をもいとわないで十字架を忍び、神の御座の

右に座するに至ったのである。 3あなたがたは、弱

り果てて意気そそうしないために、罪人らのこのよ

うな反抗を耐え忍んだかたのことを、思いみるべき

である。 4あなたがたは、罪と取り組んで戦う時、
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まだ血を流すほどの抵抗をしたことがない。 5また

子たちに対するように、あなたがたに語られたこの

勧めの言葉を忘れている、「わたしの子よ、主の訓

練を軽んじてはいけない。主に責められるとき、弱

り果ててはならない。 6主は愛する者を訓練し、受

けいれるすべての子を、むち打たれるのである」。

7あなたがたは訓練として耐え忍びなさい。神はあな

たがたを、子として取り扱っておられるのである。

いったい、父に訓練されない子があるだろうか。 8

だれでも受ける訓練が、あなたがたに与えられない

とすれば、それこそ、あなたがたは私生子であって

、ほんとうの子ではない。 9その上、肉親の父はわ

たしたちを訓練するのに、なお彼をうやまうとすれ

ば、なおさら、わたしたちは、たましいの父に服従

して、真に生きるべきではないか。 10肉親の父は、

しばらくの間、自分の考えに従って訓練を与えるが

、たましいの父は、わたしたちの益のため、そのき

よさにあずからせるために、そうされるのである。

11すべての訓練は、当座は、喜ばしいものとは思わ

れず、むしろ悲しいものと思われる。しかし後にな

れば、それによって鍛えられる者に、平安な義の実

を結ばせるようになる。 12それだから、あなたがた

のなえた手と、弱くなっているひざとを、まっすぐ

にしなさい。 13また、足のなえている者が踏みはず

すことなく、むしろいやされるように、あなたがた

の足のために、まっすぐな道をつくりなさい。 14す

べての人と相和し、また、自らきよくなるように努

めなさい。きよくならなければ、だれも主を見るこ

とはできない。 15気をつけて、神の恵みからもれる
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ことがないように、また、苦い根がはえ出て、あな

たがたを悩まし、それによって多くの人が汚される

ことのないようにしなさい。 16また、一杯の食のた

めに長子の権利を売ったエサウのように、不品行な

俗悪な者にならないようにしなさい。 17あなたがた

の知っているように、彼はその後、祝福を受け継ご

うと願ったけれども、捨てられてしまい、涙を流し

てそれを求めたが、悔改めの機会を得なかったので

ある。 18あなたがたが近づいているのは、手で触れ

ることができ、火が燃え、黒雲や暗やみやあらしに

つつまれ、 19また、ラッパの響や、聞いた者たちが

それ以上、耳にしたくないと願ったような言葉がひ

びいてきた山ではない。 20そこでは、彼らは、「け

ものであっても、山に触たら、石で打ち殺されてし

まえ」という命令の言葉に、耐えることができなか

ったのである。 21その光景が恐ろしかったのでモー

セさえも、「わたしは恐ろしさのあまり、おののい

ている」と言ったほどである。 22しかしあなたがた

が近づいているのは、シオンの山、生ける神の都、

天にあるエルサレム、無数の天使の祝会、 23天に登

録されている長子たちの教会、万民の審判者なる神

、全うされた義人の霊、 24新しい契約の仲保者イエ

ス、ならびに、アベルの血よりも力強く語るそそが

れた血である。 25あなたがたは、語っておられるか

たを拒むことがないように、注意しなさい。もし地

上で御旨を告げた者を拒んだ人々が、罰をのがれる

ことができなかったなら、天から告げ示すかたを退

けるわたしたちは、なおさらそうなるのではないか

。 26あの時には、御声が地を震わせた。しかし今は
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、約束して言われた、「わたしはもう一度、地ばか

りでなく天をも震わそう」。 27この「もう一度」と

いう言葉は、震われないものが残るために、震われ

るものが、造られたものとして取り除かれることを

示している。 28このように、わたしたちは震われな

い国を受けているのだから、感謝をしようではない

か。そして感謝しつつ、恐れかしこみ、神に喜ばれ

るように、仕えていこう。 29わたしたちの神は、実

に、焼きつくす火である。

13兄弟愛を続けなさい。 2旅人をもてなすことを

忘れてはならない。このようにして、ある人々は、

気づかないで御使たちをもてなした。 3獄につなが

れている人たちを、自分も一緒につながれている心

持で思いやりなさい。また、自分も同じ肉体にある

者だから、苦しめられている人たちのことを、心に

とめなさい。 4すべての人は、結婚を重んずべきで

ある。また寝床を汚してはならない。神は、不品行

な者や姦淫をする者をさばかれる。 5金銭を愛する

ことをしないで、自分の持っているもので満足しな

さい。主は、「わたしは、決してあなたを離れず、

あなたを捨てない」と言われた。 6だから、わたし

たちは、はばからずに言おう、「主はわたしの助け

主である。わたしには恐れはない。人は、わたしに

何ができようか」。 7神の言をあなたがたに語った

指導者たちのことを、いつも思い起しなさい。彼ら

の生活の最後を見て、その信仰にならいなさい。 8

イエス・キリストは、きのうも、きょうも、いつま

でも変ることがない。 (aiōn g165) 9さまざまな違った

教によって、迷わされてはならない。食物によらず
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、恵みによって、心を強くするがよい。食物によっ

て歩いた者は、益を得ることがなかった。 10わたし

たちには一つの祭壇がある。幕屋で仕えている者た

ちは、その祭壇の食物をたべる権利はない。 11なぜ

なら、大祭司によって罪のためにささげられるけも

のの血は、聖所のなかに携えて行かれるが、そのか

らだは、営所の外で焼かれてしまうからである。 12

だから、イエスもまた、ご自分の血で民をきよめる

ために、門の外で苦難を受けられたのである。 13し

たがって、わたしたちも、彼のはずかしめを身に負

い、営所の外に出て、みもとに行こうではないか。

14この地上には、永遠の都はない。きたらんとする

都こそ、わたしたちの求めているものである。 15だ

から、わたしたちはイエスによって、さんびのいけ

にえ、すなわち、彼の御名をたたえるくちびるの実

を、たえず神にささげようではないか。 16そして、

善を行うことと施しをすることとを、忘れてはいけ

ない。神は、このようないけにえを喜ばれる。 17あ

なたがたの指導者たちの言うことを聞きいれて、従

いなさい。彼らは、神に言いひらきをすべき者とし

て、あなたがたのたましいのために、目をさまして

いる。彼らが嘆かないで、喜んでこのことをするよ

うにしなさい。そうでないと、あなたがたの益にな

らない。 18わたしたちのために、祈ってほしい。わ

たしたちは明らかな良心を持っていると信じており

、何事についても、正しく行動しようと願っている

。 19わたしがあなたがたの所に早く帰れるため、祈

ってくれるように、特にお願いする。 20永遠の契約

の血による羊の大牧者、わたしたちの主イエスを、
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死人の中から引き上げられた平和の神が、 (aiōnios

g166) 21イエス・キリストによって、みこころにかな

うことをわたしたちにして下さり、あなたがたが御

旨を行うために、すべての良きものを備えて下さる

ようにこい願う。栄光が、世々限りなく神にあるよ

うに、アァメン。 (aiōn g165) 22兄弟たちよ。どうかわ

たしの勧めの言葉を受けいれてほしい。わたしは、

ただ手みじかに書いたのだから。 23わたしたちの兄

弟テモテがゆるされたことを、お知らせする。もし

彼が早く来れば、彼と一緒にわたしはあなたがたに

会えるだろう。 24あなたがたの指導者一同と聖徒た

ち一同に、よろしく伝えてほしい。イタリヤからき

た人々から、あなたがたによろしく。 25恵みが、あ

なたがた一同にあるように。
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ヤコブの手紙

1神と主イエス・キリストとの僕ヤコブから、離散

している十二部族の人々へ、あいさつをおくる。 2

わたしの兄弟たちよ。あなたがたが、いろいろな試

錬に会った場合、それをむしろ非常に喜ばしいこと

と思いなさい。 3あなたがたの知っているとおり、

信仰がためされることによって、忍耐が生み出され

るからである。 4だから、なんら欠点のない、完全

な、でき上がった人となるように、その忍耐力を十

分に働かせるがよい。 5あなたがたのうち、知恵に

不足している者があれば、その人は、とがめもせず

に惜しみなくすべての人に与える神に、願い求める

がよい。そうすれば、与えられるであろう。 6ただ

、疑わないで、信仰をもって願い求めなさい。疑う

人は、風の吹くままに揺れ動く海の波に似ている。

7そういう人は、主から何かをいただけるもののよう

に思うべきではない。 8そんな人間は、二心の者で

あって、そのすべての行動に安定がない。 9低い身

分の兄弟は、自分が高くされたことを喜びなさい。

10また、富んでいる者は、自分が低くされたことを

喜ぶがよい。富んでいる者は、草花のように過ぎ去

るからである。 11たとえば、太陽が上って熱風をお

くると、草を枯らす。そしてその花は落ち、その美

しい姿は消えうせてしまう。それと同じように、富

んでいる者も、その一生の旅なかばで没落するであ

ろう。 12試錬を耐え忍ぶ人は、さいわいである。そ

れを忍びとおしたなら、神を愛する者たちに約束さ

れたいのちの冠を受けるであろう。 13だれでも誘惑

に会う場合、「この誘惑は、神からきたものだ」と
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言ってはならない。神は悪の誘惑に陥るようなかた

ではなく、また自ら進んで人を誘惑することもなさ

らない。 14人が誘惑に陥るのは、それぞれ、欲に引

かれ、さそわれるからである。 15欲がはらんで罪を

生み、罪が熟して死を生み出す。 16愛する兄弟たち

よ。思い違いをしてはいけない。 17あらゆる良い贈

り物、あらゆる完全な賜物は、上から、光の父から

下って来る。父には、変化とか回転の影とかいうも

のはない。 18父は、わたしたちを、いわば被造物の

初穂とするために、真理の言葉によって御旨のまま

に、生み出して下さったのである。 19愛する兄弟た

ちよ。このことを知っておきなさい。人はすべて、

聞くに早く、語るにおそく、怒るにおそくあるべき

である。 20人の怒りは、神の義を全うするものでは

ないからである。 21だから、すべての汚れや、はな

はだしい悪を捨て去って、心に植えつけられている

御言を、すなおに受け入れなさい。御言には、あな

たがたのたましいを救う力がある。 22そして、御言

を行う人になりなさい。おのれを欺いて、ただ聞く

だけの者となってはいけない。 23おおよそ御言を聞

くだけで行わない人は、ちょうど、自分の生れつき

の顔を鏡に映して見る人のようである。 24彼は自分

を映して見てそこから立ち去ると、そのとたんに、

自分の姿がどんなであったかを忘れてしまう。 25こ

れに反して、完全な自由の律法を一心に見つめてた

ゆまない人は、聞いて忘れてしまう人ではなくて、

実際に行う人である。こういう人は、その行いによ

って祝福される。 26もし人が信心深い者だと自任し

ながら、舌を制することをせず、自分の心を欺いて
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いるならば、その人の信心はむなしいものである。

27父なる神のみまえに清く汚れのない信心とは、困

っている孤児や、やもめを見舞い、自らは世の汚れ

に染まずに、身を清く保つことにほかならない。

2わたしの兄弟たちよ。わたしたちの栄光の主イエ

ス・キリストへの信仰を守るのに、分け隔てをして

はならない。 2たとえば、あなたがたの会堂に、金

の指輪をはめ、りっぱな着物を着た人がはいって来

ると同時に、みすぼらしい着物を着た貧しい人がは

いってきたとする。 3その際、りっぱな着物を着た

人に対しては、うやうやしく「どうぞ、こちらの良

い席にお掛け下さい」と言い、貧しい人には、「あ

なたは、そこに立っていなさい。それとも、わたし

の足もとにすわっているがよい」と言ったとしたら

、 4あなたがたは、自分たちの間で差別立てをし、

よからぬ考えで人をさばく者になったわけではない

か。 5愛する兄弟たちよ。よく聞きなさい。神は、

この世の貧しい人たちを選んで信仰に富ませ、神を

愛する者たちに約束された御国の相続者とされたで

はないか。 6しかるに、あなたがたは貧しい人をは

ずかしめたのである。あなたがたをしいたげ、裁判

所に引きずり込むのは、富んでいる者たちではない

か。 7あなたがたに対して唱えられた尊い御名を汚

すのは、実に彼らではないか。 8しかし、もしあな

たがたが、「自分を愛するように、あなたの隣り人

を愛せよ」という聖書の言葉に従って、このきわめ

て尊い律法を守るならば、それは良いことである。

9しかし、もし分け隔てをするならば、あなたがたは

罪を犯すことになり、律法によって違反者として宣
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告される。 10なぜなら、律法をことごとく守ったと

しても、その一つの点にでも落ち度があれば、全体

を犯したことになるからである。 11たとえば、「姦

淫するな」と言われたかたは、また「殺すな」とも

仰せになった。そこで、たとい姦淫はしなくても、

人殺しをすれば、律法の違反者になったことになる

。 12だから、自由の律法によってさばかるべき者ら

しく語り、かつ行いなさい。 13あわれみを行わなか

った者に対しては、仮借のないさばきが下される。

あわれみは、さばきにうち勝つ。 14わたしの兄弟た

ちよ。ある人が自分には信仰があると称していても

、もし行いがなかったら、なんの役に立つか。その

信仰は彼を救うことができるか。 15ある兄弟または

姉妹が裸でいて、その日の食物にもこと欠いている

場合、 16あなたがたのうち、だれかが、「安らかに

行きなさい。暖まって、食べ飽きなさい」と言うだ

けで、そのからだに必要なものを何ひとつ与えなか

ったとしたら、なんの役に立つか。 17信仰も、それ

と同様に、行いを伴わなければ、それだけでは死ん

だものである。 18しかし、「ある人には信仰があり

、またほかの人には行いがある」と言う者があろう

。それなら、行いのないあなたの信仰なるものを見

せてほしい。そうしたら、わたしの行いによって信

仰を見せてあげよう。 19あなたは、神はただひとり

であると信じているのか。それは結構である。悪霊

どもでさえ、信じておののいている。 20ああ、愚か

な人よ。行いを伴わない信仰のむなしいことを知り

たいのか。 21わたしたちの父祖アブラハムは、その

子イサクを祭壇にささげた時、行いによって義とさ
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れたのではなかったか。 22あなたが知っているとお

り、彼においては、信仰が行いと共に働き、その行

いによって信仰が全うされ、 23こうして、「アブラ

ハムは神を信じた。それによって、彼は義と認めら

れた」という聖書の言葉が成就し、そして、彼は「

神の友」と唱えられたのである。 24これでわかるよ

うに、人が義とされるのは、行いによるのであって

、信仰だけによるのではない。 25同じように、かの

遊女ラハブでさえも、使者たちをもてなし、彼らを

別な道から送り出した時、行いによって義とされた

ではないか。 26霊魂のないからだが死んだものであ

ると同様に、行いのない信仰も死んだものなのであ

る。

3わたしの兄弟たちよ。あなたがたのうち多くの者

は、教師にならないがよい。わたしたち教師が、他

の人たちよりも、もっときびしいさばきを受けるこ

とが、よくわかっているからである。 2わたしたち

は皆、多くのあやまちを犯すものである。もし、言

葉の上であやまちのない人があれば、そういう人は

、全身をも制御することのできる完全な人である。

3馬を御するために、その口にくつわをはめるなら、

その全身を引きまわすことができる。 4また船を見

るがよい。船体が非常に大きく、また激しい風に吹

きまくられても、ごく小さなかじ一つで、操縦者の

思いのままに運転される。 5それと同じく、舌は小

さな器官ではあるが、よく大言壮語する。見よ、ご

く小さな火でも、非常に大きな森を燃やすではない

か。 6舌は火である。不義の世界である。舌は、わ

たしたちの器官の一つとしてそなえられたものであ
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るが、全身を汚し、生存の車輪を燃やし、自らは地

獄の火で焼かれる。 (Geenna g1067) 7あらゆる種類の獣

、鳥、這うもの、海の生物は、すべて人類に制せら

れるし、また制せられてきた。 8ところが、舌を制

しうる人は、ひとりもいない。それは、制しにくい

悪であって、死の毒に満ちている。 9わたしたちは

、この舌で父なる主をさんびし、また、その同じ舌

で、神にかたどって造られた人間をのろっている。

10同じ口から、さんびとのろいとが出て来る。わた

しの兄弟たちよ。このような事は、あるべきでない

。 11泉が、甘い水と苦い水とを、同じ穴からふき出

すことがあろうか。 12わたしの兄弟たちよ。いちじ

くの木がオリブの実を結び、ぶどうの木がいちじく

の実を結ぶことができようか。塩水も、甘い水を出

すことはできない。 13あなたがたのうちで、知恵が

あり物わかりのよい人は、だれであるか。その人は

、知恵にかなう柔和な行いをしていることを、よい

生活によって示すがよい。 14しかし、もしあなたが

たの心の中に、苦々しいねたみや党派心をいだいて

いるのなら、誇り高ぶってはならない。また、真理

にそむいて偽ってはならない。 15そのような知恵は

、上から下ってきたものではなくて、地につくもの

、肉に属するもの、悪魔的なものである。 16ねたみ

と党派心とのあるところには、混乱とあらゆる忌む

べき行為とがある。 17しかし上からの知恵は、第一

に清く、次に平和、寛容、温順であり、あわれみと

良い実とに満ち、かたより見ず、偽りがない。 18義

の実は、平和を造り出す人たちによって、平和のう

ちにまかれるものである。



ヤコブの手紙 2673

4あなたがたの中の戦いや争いは、いったい、どこ

から起るのか。それはほかではない。あなたがたの

肢体の中で相戦う欲情からではないか。 2あなたが

たは、むさぼるが得られない。そこで人殺しをする

。熱望するが手に入れることができない。そこで争

い戦う。あなたがたは、求めないから得られないの

だ。 3求めても与えられないのは、快楽のために使

おうとして、悪い求め方をするからだ。 4不貞のや

からよ。世を友とするのは、神への敵対であること

を、知らないか。おおよそ世の友となろうと思う者

は、自らを神の敵とするのである。 5それとも、「

神は、わたしたちの内に住まわせた霊を、ねたむほ

どに愛しておられる」と聖書に書いてあるのは、む

なしい言葉だと思うのか。 6しかし神は、いや増し

に恵みを賜う。であるから、「神は高ぶる者をしり

ぞけ、へりくだる者に恵みを賜う」とある。 7そう

いうわけだから、神に従いなさい。そして、悪魔に

立ちむかいなさい。そうすれば、彼はあなたがたか

ら逃げ去るであろう。 8神に近づきなさい。そうす

れば、神はあなたがたに近づいて下さるであろう。

罪人どもよ、手をきよめよ。二心の者どもよ、心を

清くせよ。 9苦しめ、悲しめ、泣け。あなたがたの

笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えよ。 10主のみま

えにへりくだれ。そうすれば、主は、あなたがたを

高くして下さるであろう。 11兄弟たちよ。互に悪口

を言い合ってはならない。兄弟の悪口を言ったり、

自分の兄弟をさばいたりする者は、律法をそしり、

律法をさばくやからである。もしあなたが律法をさ

ばくなら、律法の実行者ではなくて、その審判者な
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のである。 12しかし、立法者であり審判者であるか

たは、ただひとりであって、救うことも滅ぼすこと

もできるのである。しかるに、隣り人をさばくあな

たは、いったい、何者であるか。 13よく聞きなさい

。「きょうか、あす、これこれの町へ行き、そこに

一か年滞在し、商売をして一もうけしよう」と言う

者たちよ。 14あなたがたは、あすのこともわからぬ

身なのだ。あなたがたのいのちは、どんなものであ

るか。あなたがたは、しばしの間あらわれて、たち

まち消え行く霧にすぎない。 15むしろ、あなたがた

は「主のみこころであれば、わたしは生きながらえ

もし、あの事この事もしよう」と言うべきである。

16ところが、あなたがたは誇り高ぶっている。この

ような高慢は、すべて悪である。 17人が、なすべき

善を知りながら行わなければ、それは彼にとって罪

である。

5富んでいる人たちよ。よく聞きなさい。あなたが

たは、自分の身に降りかかろうとしているわざわい

を思って、泣き叫ぶがよい。 2あなたがたの富は朽

ち果て、着物はむしばまれ、 3金銀はさびている。

そして、そのさびの毒は、あなたがたの罪を責め、

あなたがたの肉を火のように食いつくすであろう。

あなたがたは、終りの時にいるのに、なお宝をたく

わえている。 4見よ、あなたがたが労働者たちに畑

の刈入れをさせながら、支払わずにいる賃銀が、叫

んでいる。そして、刈入れをした人たちの叫び声が

、すでに万軍の主の耳に達している。 5あなたがた

は、地上でおごり暮し、快楽にふけり、「ほふらる

る日」のために、おのが心を肥やしている。 6そし
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て、義人を罪に定め、これを殺した。しかも彼は、

あなたがたに抵抗しない。 7だから、兄弟たちよ。

主の来臨の時まで耐え忍びなさい。見よ、農夫は、

地の尊い実りを、前の雨と後の雨とがあるまで、耐

え忍んで待っている。 8あなたがたも、主の来臨が

近づいているから、耐え忍びなさい。心を強くして

いなさい。 9兄弟たちよ。互に不平を言い合っては

ならない。さばきを受けるかも知れないから。見よ

、さばき主が、すでに戸口に立っておられる。 10兄

弟たちよ。苦しみを耐え忍ぶことについては、主の

御名によって語った預言者たちを模範にするがよい

。 11忍び抜いた人たちはさいわいであると、わたし

たちは思う。あなたがたは、ヨブの忍耐のことを聞

いている。また、主が彼になさったことの結末を見

て、主がいかに慈愛とあわれみとに富んだかたであ

るかが、わかるはずである。 12さて、わたしの兄弟

たちよ。何はともあれ、誓いをしてはならない。天

をさしても、地をさしても、あるいは、そのほかの

どんな誓いによっても、いっさい誓ってはならない

。むしろ、「しかり」を「しかり」とし、「否」を

「否」としなさい。そうしないと、あなたがたは、

さばきを受けることになる。 13あなたがたの中に、

苦しんでいる者があるか。その人は、祈るがよい。

喜んでいる者があるか。その人は、さんびするがよ

い。 14あなたがたの中に、病んでいる者があるか。

その人は、教会の長老たちを招き、主の御名によっ

て、オリブ油を注いで祈ってもらうがよい。 15信仰

による祈は、病んでいる人を救い、そして、主はそ

の人を立ちあがらせて下さる。かつ、その人が罪を
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犯していたなら、それもゆるされる。 16だから、互

に罪を告白し合い、また、いやされるようにお互の

ために祈りなさい。義人の祈は、大いに力があり、

効果のあるものである。 17エリヤは、わたしたちと

同じ人間であったが、雨が降らないようにと祈をさ

さげたところ、三年六か月のあいだ、地上に雨が降

らなかった。 18それから、ふたたび祈ったところ、

天は雨を降らせ、地はその実をみのらせた。 19わた

しの兄弟たちよ。あなたがたのうち、真理の道から

踏み迷う者があり、だれかが彼を引きもどすなら、

20かように罪人を迷いの道から引きもどす人は、そ

のたましいを死から救い出し、かつ、多くの罪をお

おうものであることを、知るべきである。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペテロから、ポント、ガ

ラテヤ、カパドキヤ、アジヤおよびビテニヤに離散

し寄留している人たち、 2すなわち、イエス・キリ

ストに従い、かつ、その血のそそぎを受けるために

、父なる神の予知されたところによって選ばれ、御

霊のきよめにあずかっている人たちへ。恵みと平安

とが、あなたがたに豊かに加わるように。 3ほむべ

きかな、わたしたちの主イエス・キリストの父なる

神。神は、その豊かなあわれみにより、イエス・キ

リストを死人の中からよみがえらせ、それにより、

わたしたちを新たに生れさせて生ける望みをいだか

せ、 4あなたがたのために天にたくわえてある、朽

ちず汚れず、しぼむことのない資産を受け継ぐ者と

して下さったのである。 5あなたがたは、終りの時

に啓示さるべき救にあずかるために、信仰により神

の御力に守られているのである。 6そのことを思っ

て、今しばらくのあいだは、さまざまな試錬で悩ま

ねばならないかも知れないが、あなたがたは大いに

喜んでいる。 7こうして、あなたがたの信仰はため

されて、火で精錬されても朽ちる外はない金よりも

はるかに尊いことが明らかにされ、イエス・キリス

トの現れるとき、さんびと栄光とほまれとに変るで

あろう。 8あなたがたは、イエス・キリストを見た

ことはないが、彼を愛している。現在、見てはいな

いけれども、信じて、言葉につくせない、輝きにみ

ちた喜びにあふれている。 9それは、信仰の結果な

るたましいの救を得ているからである。 10この救に

ついては、あなたがたに対する恵みのことを預言し
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た預言者たちも、たずね求め、かつ、つぶさに調べ

た。 11彼らは、自分たちのうちにいますキリストの

霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光とを、あら

かじめあかしした時、それは、いつの時、どんな場

合をさしたのかを、調べたのである。 12そして、そ

れらについて調べたのは、自分たちのためではなく

て、あなたがたのための奉仕であることを示された

。それらの事は、天からつかわされた聖霊に感じて

福音をあなたがたに宣べ伝えた人々によって、今や

、あなたがたに告げ知らされたのであるが、これは

、御使たちも、うかがい見たいと願っている事であ

る。 13それだから、心の腰に帯を締め、身を慎み、

イエス・キリストの現れる時に与えられる恵みを、

いささかも疑わずに待ち望んでいなさい。 14従順な

子供として、無知であった時代の欲情に従わず、 15

むしろ、あなたがたを召して下さった聖なるかたに

ならって、あなたがた自身も、あらゆる行いにおい

て聖なる者となりなさい。 16聖書に、「わたしが聖

なる者であるから、あなたがたも聖なる者になるべ

きである」と書いてあるからである。 17あなたがた

は、人をそれぞれのしわざに応じて、公平にさばく

かたを、父と呼んでいるからには、地上に宿ってい

る間を、おそれの心をもって過ごすべきである。 18

あなたがたのよく知っているとおり、あなたがたが

先祖伝来の空疎な生活からあがない出されたのは、

銀や金のような朽ちる物によったのではなく、 19き

ずも、しみもない小羊のようなキリストの尊い血に

よったのである。 20キリストは、天地が造られる前

から、あらかじめ知られていたのであるが、この終
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りの時に至って、あなたがたのために現れたのであ

る。 21あなたがたは、このキリストによって、彼を

死人の中からよみがえらせて、栄光をお与えになっ

た神を信じる者となったのであり、したがって、あ

なたがたの信仰と望みとは、神にかかっているので

ある。 22あなたがたは、真理に従うことによって、

たましいをきよめ、偽りのない兄弟愛をいだくに至

ったのであるから、互に心から熱く愛し合いなさい

。 23あなたがたが新たに生れたのは、朽ちる種から

ではなく、朽ちない種から、すなわち、神の変るこ

とのない生ける御言によったのである。 (aiōn g165) 24

「人はみな草のごとく、その栄華はみな草の花に似

ている。草は枯れ、花は散る。 25しかし、主の言葉

は、とこしえに残る」。これが、あなたがたに宣べ

伝えられた御言葉である。 (aiōn g165)

2だから、あらゆる悪意、あらゆる偽り、偽善、そ

ねみ、いっさいの悪口を捨てて、 2今生れたばかり

の乳飲み子のように、混じりけのない霊の乳を慕い

求めなさい。それによっておい育ち、救に入るよう

になるためである。 3あなたがたは、主が恵み深い

かたであることを、すでに味わい知ったはずである

。 4主は、人には捨てられたが、神にとっては選ば

れた尊い生ける石である。 5この主のみもとにきて

、あなたがたも、それぞれ生ける石となって、霊の

家に築き上げられ、聖なる祭司となって、イエス・

キリストにより、神によろこばれる霊のいけにえを

、ささげなさい。 6聖書にこう書いてある、「見よ

、わたしはシオンに、選ばれた尊い石、隅のかしら

石を置く。それにより頼む者は、決して、失望に終
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ることがない」。 7この石は、より頼んでいるあな

たがたには尊いものであるが、不信仰な人々には「

家造りらの捨てた石で、隅のかしら石となったもの

」、 8また「つまずきの石、妨げの岩」である。し

かし、彼らがつまずくのは、御言に従わないからで

あって、彼らは、実は、そうなるように定められて

いたのである。 9しかし、あなたがたは、選ばれた

種族、祭司の国、聖なる国民、神につける民である

。それによって、暗やみから驚くべきみ光に招き入

れて下さったかたのみわざを、あなたがたが語り伝

えるためである。 10あなたがたは、以前は神の民で

なかったが、いまは神の民であり、以前は、あわれ

みを受けたことのない者であったが、いまは、あわ

れみを受けた者となっている。 11愛する者たちよ。

あなたがたに勧める。あなたがたは、この世の旅人

であり寄留者であるから、たましいに戦いをいどむ

肉の欲を避けなさい。 12異邦人の中にあって、りっ

ぱな行いをしなさい。そうすれば、彼らは、あなた

がたを悪人呼ばわりしていても、あなたがたのりっ

ぱなわざを見て、かえって、おとずれの日に神をあ

がめるようになろう。 13あなたがたは、すべて人の

立てた制度に、主のゆえに従いなさい。主権者とし

ての王であろうと、 14あるいは、悪を行う者を罰し

善を行う者を賞するために、王からつかわされた長

官であろうと、これに従いなさい。 15善を行うこと

によって、愚かな人々の無知な発言を封じるのは、

神の御旨なのである。 16自由人にふさわしく行動し

なさい。ただし、自由をば悪を行う口実として用い

ず、神の僕にふさわしく行動しなさい。 17すべての
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人をうやまい、兄弟たちを愛し、神をおそれ、王を

尊びなさい。 18僕たる者よ。心からのおそれをもっ

て、主人に仕えなさい。善良で寛容な主人だけにで

なく、気むずかしい主人にも、そうしなさい。 19も

しだれかが、不当な苦しみを受けても、神を仰いで

その苦痛を耐え忍ぶなら、それはよみせられること

である。 20悪いことをして打ちたたかれ、それを忍

んだとしても、なんの手柄になるのか。しかし善を

行って苦しみを受け、しかもそれを耐え忍んでいる

とすれば、これこそ神によみせられることである。

21あなたがたは、実に、そうするようにと召された

のである。キリストも、あなたがたのために苦しみ

を受け、御足の跡を踏み従うようにと、模範を残さ

れたのである。 22キリストは罪を犯さず、その口に

は偽りがなかった。 23ののしられても、ののしりか

えさず、苦しめられても、おびやかすことをせず、

正しいさばきをするかたに、いっさいをゆだねてお

られた。 24さらに、わたしたちが罪に死に、義に生

きるために、十字架にかかって、わたしたちの罪を

ご自分の身に負われた。その傷によって、あなたが

たは、いやされたのである。 25あなたがたは、羊の

ようにさ迷っていたが、今は、たましいの牧者であ

り監督であるかたのもとに、たち帰ったのである。

3同じように、妻たる者よ。夫に仕えなさい。そう

すれば、たとい御言に従わない夫であっても、 2あ

なたがたのうやうやしく清い行いを見て、その妻の

無言の行いによって、救に入れられるようになるで

あろう。 3あなたがたは、髪を編み、金の飾りをつ

け、服装をととのえるような外面の飾りではなく、
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4かくれた内なる人、柔和で、しとやかな霊という朽

ちることのない飾りを、身につけるべきである。こ

れこそ、神のみまえに、きわめて尊いものである。

5むかし、神を仰ぎ望んでいた聖なる女たちも、この

ように身を飾って、その夫に仕えたのである。 6た

とえば、サラはアブラハムに仕えて、彼を主と呼ん

だ。あなたがたも、何事にもおびえ臆することなく

善を行えば、サラの娘たちとなるのである。 7夫た

る者よ。あなたがたも同じように、女は自分よりも

弱い器であることを認めて、知識に従って妻と共に

住み、いのちの恵みを共どもに受け継ぐ者として、

尊びなさい。それは、あなたがたの祈が妨げられな

いためである。 8最後に言う。あなたがたは皆、心

をひとつにし、同情し合い、兄弟愛をもち、あわれ

み深くあり、謙虚でありなさい。 9悪をもって悪に

報いず、悪口をもって悪口に報いず、かえって、祝

福をもって報いなさい。あなたがたが召されたのは

、祝福を受け継ぐためなのである。 10「いのちを愛

し、さいわいな日々を過ごそうと願う人は、舌を制

して悪を言わず、くちびるを閉じて偽りを語らず、

11悪を避けて善を行い、平和を求めて、これを追え

。 12主の目は義人たちに注がれ、主の耳は彼らの祈

にかたむく。しかし主の御顔は、悪を行う者に対し

て向かう」。 13そこで、もしあなたがたが善に熱心

であれば、だれが、あなたがたに危害を加えようか

。 14しかし、万一義のために苦しむようなことがあ

っても、あなたがたはさいわいである。彼らを恐れ

たり、心を乱したりしてはならない。 15ただ、心の

中でキリストを主とあがめなさい。また、あなたが
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たのうちにある望みについて説明を求める人には、

いつでも弁明のできる用意をしていなさい。 16しか

し、やさしく、慎み深く、明らかな良心をもって、

弁明しなさい。そうすれば、あなたがたがキリスト

にあって営んでいる良い生活をそしる人々も、その

ようにののしったことを恥じいるであろう。 17善を

おこなって苦しむことはそれが神の御旨であれば悪

をおこなって苦しむよりも、まさっている。 18キリ

ストも、あなたがたを神に近づけようとして、自ら

は義なるかたであるのに、不義なる人々のために、

ひとたび罪のゆえに死なれた。ただし、肉において

は殺されたが、霊においては生かされたのである。

19こうして、彼は獄に捕われている霊どものところ

に下って行き、宣べ伝えることをされた。 20これら

の霊というのは、むかしノアの箱舟が造られていた

間、神が寛容をもって待っておられたのに従わなか

った者どものことである。その箱舟に乗り込み、水

を経て救われたのは、わずかに八名だけであった。

21この水はバプテスマを象徴するものであって、今

やあなたがたをも救うのである。それは、イエス・

キリストの復活によるのであって、からだの汚れを

除くことではなく、明らかな良心を神に願い求める

ことである。 22キリストは天に上って神の右に座し

、天使たちともろもろの権威、権力を従えておられ

るのである。

4このように、キリストは肉において苦しまれたの

であるから、あなたがたも同じ覚悟で心の武装をし

なさい。肉において苦しんだ人は、それによって罪

からのがれたのである。 2それは、肉における残り
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の生涯を、もはや人間の欲情によらず、神の御旨に

よって過ごすためである。 3過ぎ去った時代には、

あなたがたは、異邦人の好みにまかせて、好色、欲

情、酔酒、宴楽、暴飲、気ままな偶像礼拝などにふ

けってきたが、もうそれで十分であろう。 4今はあ

なたがたが、そうした度を過ごした乱行に加わらな

いので、彼らは驚きあやしみ、かつ、ののしってい

る。 5彼らは、やがて生ける者と死ねる者とをさば

くかたに、申し開きをしなくてはならない。 6死人

にさえ福音が宣べ伝えられたのは、彼らは肉におい

ては人間としてさばきを受けるが、霊においては神

に従って生きるようになるためである。 7万物の終

りが近づいている。だから、心を確かにし、身を慎

んで、努めて祈りなさい。 8何よりもまず、互の愛

を熱く保ちなさい。愛は多くの罪をおおうものであ

る。 9不平を言わずに、互にもてなし合いなさい。

10あなたがたは、それぞれ賜物をいただいているの

だから、神のさまざまな恵みの良き管理人として、

それをお互のために役立てるべきである。 11語る者

は、神の御言を語る者にふさわしく語り、奉仕する

者は、神から賜わる力による者にふさわしく奉仕す

べきである。それは、すべてのことにおいてイエス

・キリストによって、神があがめられるためである

。栄光と力とが世々限りなく、彼にあるように、ア

ァメン。 (aiōn g165) 12愛する者たちよ。あなたがたを

試みるために降りかかって来る火のような試錬を、

何か思いがけないことが起ったかのように驚きあや

しむことなく、 13むしろ、キリストの苦しみにあず

かればあずかるほど、喜ぶがよい。それは、キリス
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トの栄光が現れる際に、よろこびにあふれるためで

ある。 14キリストの名のためにそしられるなら、あ

なたがたはさいわいである。その時には、栄光の霊

、神の霊が、あなたがたに宿るからである。 15あな

たがたのうち、だれも、人殺し、盗人、悪を行う者

、あるいは、他人に干渉する者として苦しみに会う

ことのないようにしなさい。 16しかし、クリスチャ

ンとして苦しみを受けるのであれば、恥じることは

ない。かえって、この名によって神をあがめなさい

。 17さばきが神の家から始められる時がきた。それ

が、わたしたちからまず始められるとしたら、神の

福音に従わない人々の行く末は、どんなであろうか

。 18また義人でさえ、かろうじて救われるのだとす

れば、不信なる者や罪人は、どうなるであろうか。

19だから、神の御旨に従って苦しみを受ける人々は

、善をおこない、そして、真実であられる創造者に

、自分のたましいをゆだねるがよい。

5そこで、あなたがたのうちの長老たちに勧める。

わたしも、長老のひとりで、キリストの苦難につい

ての証人であり、また、やがて現れようとする栄光

にあずかる者である。 2あなたがたにゆだねられて

いる神の羊の群れを牧しなさい。しいられてするの

ではなく、神に従って自ら進んでなし、恥ずべき利

得のためではなく、本心から、それをしなさい。 3

また、ゆだねられた者たちの上に権力をふるうこと

をしないで、むしろ、群れの模範となるべきである

。 4そうすれば、大牧者が現れる時には、しぼむこ

とのない栄光の冠を受けるであろう。 5同じように

、若い人たちよ。長老たちに従いなさい。また、み
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な互に謙遜を身につけなさい。神は高ぶる者をしり

ぞけ、へりくだる者に恵みを賜うからである。 6だ

から、あなたがたは、神の力強い御手の下に、自ら

を低くしなさい。時が来れば神はあなたがたを高く

して下さるであろう。 7神はあなたがたをかえりみ

ていて下さるのであるから、自分の思いわずらいを

、いっさい神にゆだねるがよい。 8身を慎み、目を

さましていなさい。あなたがたの敵である悪魔が、

ほえたけるししのように、食いつくすべきものを求

めて歩き回っている。 9この悪魔にむかい、信仰に

かたく立って、抵抗しなさい。あなたがたのよく知

っているとおり、全世界にいるあなたがたの兄弟た

ちも、同じような苦しみの数々に会っているのであ

る。 10あなたがたをキリストにある永遠の栄光に招

き入れて下さったあふるる恵みの神は、しばらくの

苦しみの後、あなたがたをいやし、強め、力づけ、

不動のものとして下さるであろう。 (aiōnios g166) 11ど

うか、力が世々限りなく、神にあるように、アァメ

ン。 (aiōn g165) 12わたしは、忠実な兄弟として信頼し

ているシルワノの手によって、この短い手紙をあな

たがたにおくり、勧めをし、また、これが神のまこ

との恵みであることをあかしした。この恵みのうち

に、かたく立っていなさい。 13あなたがたと共に選

ばれてバビロンにある教会、ならびに、わたしの子

マルコから、あなたがたによろしく。 14愛の接吻を

もって互にあいさつをかわしなさい。キリストにあ

るあなたがた一同に、平安があるように。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストの僕また使徒であるシメオン・

ペテロから、わたしたちの神と救主イエス・キリス

トとの義によって、わたしたちと同じ尊い信仰を授

かった人々へ。 2神とわたしたちの主イエスとを知

ることによって、恵みと平安とが、あなたがたに豊

かに加わるように。 3いのちと信心とにかかわるす

べてのことは、主イエスの神聖な力によって、わた

したちに与えられている。それは、ご自身の栄光と

徳とによって、わたしたちを召されたかたを知る知

識によるのである。 4また、それらのものによって

、尊く、大いなる約束が、わたしたちに与えられて

いる。それは、あなたがたが、世にある欲のために

滅びることを免れ、神の性質にあずかる者となるた

めである。 5それだから、あなたがたは、力の限り

をつくして、あなたがたの信仰に徳を加え、徳に知

識を、 6知識に節制を、節制に忍耐を、忍耐に信心

を、 7信心に兄弟愛を、兄弟愛に愛を加えなさい。

8これらのものがあなたがたに備わって、いよいよ豊

かになるならば、わたしたちの主イエス・キリスト

を知る知識について、あなたがたは、怠る者、実を

結ばない者となることはないであろう。 9これらの

ものを備えていない者は、盲人であり、近視の者で

あり、自分の以前の罪がきよめられたことを忘れて

いる者である。 10兄弟たちよ。それだから、ますま

す励んで、あなたがたの受けた召しと選びとを、確

かなものにしなさい。そうすれば、決してあやまち

に陥ることはない。 11こうして、わたしたちの主ま

た救主イエス・キリストの永遠の国に入る恵みが、
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あなたがたに豊かに与えられるからである。 (aiōnios

g166) 12それだから、あなたがたは既にこれらのこと

を知っており、また、いま持っている真理に堅く立

ってはいるが、わたしは、これらのことをいつも、

あなたがたに思い起させたいのである。 13わたしが

この幕屋にいる間、あなたがたに思い起させて、奮

い立たせることが適当と思う。 14それは、わたした

ちの主イエス・キリストもわたしに示して下さった

ように、わたしのこの幕屋を脱ぎ去る時が間近であ

ることを知っているからである。 15わたしが世を去

った後にも、これらのことを、あなたがたにいつも

思い出させるように努めよう。 16わたしたちの主イ

エス・キリストの力と来臨とを、あなたがたに知ら

せた時、わたしたちは、巧みな作り話を用いること

はしなかった。わたしたちが、そのご威光の目撃者

なのだからである。 17イエスは父なる神からほまれ

と栄光とをお受けになったが、その時、おごそかな

栄光の中から次のようなみ声がかかったのである、

「これはわたしの愛する子、わたしの心にかなう者

である」。 18わたしたちもイエスと共に聖なる山に

いて、天から出たこの声を聞いたのである。 19こう

して、預言の言葉は、わたしたちにいっそう確実な

ものになった。あなたがたも、夜が明け、明星がの

ぼって、あなたがたの心の中を照すまで、この預言

の言葉を暗やみに輝くともしびとして、それに目を

とめているがよい。 20聖書の預言はすべて、自分勝

手に解釈すべきでないことを、まず第一に知るべき

である。 21なぜなら、預言は決して人間の意志から
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出たものではなく、人々が聖霊に感じ、神によって

語ったものだからである。

2しかし、民の間に、にせ預言者が起ったことがあ

るが、それと同じく、あなたがたの間にも、にせ教

師が現れるであろう。彼らは、滅びに至らせる異端

をひそかに持ち込み、自分たちをあがなって下さっ

た主を否定して、すみやかな滅亡を自分の身に招い

ている。 2また、大ぜいの人が彼らの放縦を見習い

、そのために、真理の道がそしりを受けるに至るの

である。 3彼らは、貪欲のために、甘言をもってあ

なたがたをあざむき、利をむさぼるであろう。彼ら

に対するさばきは昔から猶予なく行われ、彼らの滅

亡も滞ることはない。 4神は、罪を犯した御使たち

を許しておかないで、彼らを下界におとしいれ、さ

ばきの時まで暗やみの穴に閉じ込めておかれた。

(Tartaroō g5020) 5また、古い世界をそのままにしておか

ないで、その不信仰な世界に洪水をきたらせ、ただ

、義の宣伝者ノアたち八人の者だけを保護された。

6また、ソドムとゴモラの町々を灰に帰せしめて破滅

に処し、不信仰に走ろうとする人々の見せしめとし

、 7ただ、非道の者どもの放縦な行いによってなや

まされていた義人ロトだけを救い出された。 8（こ

の義人は、彼らの間に住み、彼らの不法の行いを日

々見聞きして、その正しい心を痛めていたのである

。） 9こういうわけで、主は、信心深い者を試錬の

中から救い出し、また、不義な者ども、 10特に、汚

れた情欲におぼれ肉にしたがって歩み、また、権威

ある者を軽んじる人々を罰して、さばきの日まで閉

じ込めておくべきことを、よくご存じなのである。
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こういう人々は、大胆不敵なわがまま者であって、

栄光ある者たちをそしってはばかるところがない。

11しかし、御使たちは、勢いにおいても力において

も、彼らにまさっているにかかわらず、彼らを主の

みまえに訴えそしることはしない。 12これらの者は

、捕えられ、ほふられるために生れてきた、分別の

ない動物のようなもので、自分が知りもしないこと

をそしり、その不義の報いとして罰を受け、必ず滅

ぼされてしまうのである。 13彼らは、真昼でさえ酒

食を楽しみ、あなたがたと宴会に同席して、だまし

ごとにふけっている。彼らは、しみであり、きずで

ある。 14その目は淫行を追い、罪を犯して飽くこと

を知らない。彼らは心の定まらない者を誘惑し、そ

の心は貪欲に慣れ、のろいの子となっている。 15彼

らは正しい道からはずれて迷いに陥り、ベオルの子

バラムの道に従った。バラムは不義の実を愛し、 16

そのために、自分のあやまちに対するとがめを受け

た。ものを言わないろばが、人間の声でものを言い

、この預言者の狂気じみたふるまいをはばんだので

ある。 17この人々は、いわば、水のない井戸、突風

に吹きはらわれる霧であって、彼らには暗やみが用

意されている。 18彼らはむなしい誇を語り、迷いの

中に生きている人々の間から、かろうじてのがれて

きた者たちを、肉欲と色情とによって誘惑し、 19こ

の人々に自由を与えると約束しながら、彼ら自身は

滅亡の奴隷になっている。おおよそ、人は征服者の

奴隷となるものである。 20彼らが、主また救主なる

イエス・キリストを知ることにより、この世の汚れ

からのがれた後、またそれに巻き込まれて征服され
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るならば、彼らの後の状態は初めよりも、もっと悪

くなる。 21義の道を心得ていながら、自分に授けら

れた聖なる戒めにそむくよりは、むしろ義の道を知

らなかった方がよい。 22ことわざに、「犬は自分の

吐いた物に帰り、豚は洗われても、また、どろの中

にころがって行く」とあるが、彼らの身に起ったこ

とは、そのとおりである。

3愛する者たちよ。わたしは今この第二の手紙をあ

なたがたに書きおくり、これらの手紙によって記憶

を呼び起し、あなたがたの純真な心を奮い立たせよ

うとした。 2それは、聖なる預言者たちがあらかじ

め語った言葉と、あなたがたの使徒たちが伝えた主

なる救主の戒めとを、思い出させるためである。 3

まず次のことを知るべきである。終りの時にあざけ

る者たちが、あざけりながら出てきて、自分の欲情

のままに生活し、 4「主の来臨の約束はどうなった

のか。先祖たちが眠りについてから、すべてのもの

は天地創造の初めからそのままであって、変っては

いない」と言うであろう。 5すなわち、彼らはこの

ことを認めようとはしない。古い昔に天が存在し、

地は神の言によって、水がもとになり、また、水に

よって成ったのであるが、 6その時の世界は、御言

により水でおおわれて滅んでしまった。 7しかし、

今の天と地とは、同じ御言によって保存され、不信

仰な人々がさばかれ、滅ぼさるべき日に火で焼かれ

る時まで、そのまま保たれているのである。 8愛す

る者たちよ。この一事を忘れてはならない。主にあ

っては、一日は千年のようであり、千年は一日のよ

うである。 9ある人々がおそいと思っているように
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、主は約束の実行をおそくしておられるのではない

。ただ、ひとりも滅びることがなく、すべての者が

悔改めに至ることを望み、あなたがたに対してなが

く忍耐しておられるのである。 10しかし、主の日は

盗人のように襲って来る。その日には、天は大音響

をたてて消え去り、天体は焼けてくずれ、地とその

上に造り出されたものも、みな焼きつくされるであ

ろう。 11このように、これらはみなくずれ落ちてい

くものであるから、神の日の到来を熱心に待ち望ん

でいるあなたがたは、 12極力、きよく信心深い行い

をしていなければならない。その日には、天は燃え

くずれ、天体は焼けうせてしまう。 13しかし、わた

したちは、神の約束に従って、義の住む新しい天と

新しい地とを待ち望んでいる。 14愛する者たちよ。

それだから、この日を待っているあなたがたは、し

みもなくきずもなく、安らかな心で、神のみまえに

出られるように励みなさい。 15また、わたしたちの

主の寛容は救のためであると思いなさい。このこと

は、わたしたちの愛する兄弟パウロが、彼に与えら

れた知恵によって、あなたがたに書きおくったとお

りである。 16彼は、どの手紙にもこれらのことを述

べている。その手紙の中には、ところどころ、わか

りにくい箇所もあって、無学で心の定まらない者た

ちは、ほかの聖書についてもしているように、無理

な解釈をほどこして、自分の滅亡を招いている。 17

愛する者たちよ。それだから、あなたがたはかねて

から心がけているように、非道の者の惑わしに誘い

込まれて、あなたがた自身の確信を失うことのない

ように心がけなさい。 18そして、わたしたちの主ま
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た救主イエス・キリストの恵みと知識とにおいて、

ますます豊かになりなさい。栄光が、今も、また永

遠の日に至るまでも、主にあるように、アァメン。

(aiōn g165)
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ヨハネの手紙第一

1初めからあったもの、わたしたちが聞いたもの、

目で見たもの、よく見て手でさわったもの、すなわ

ち、いのちの言について 2このいのちが現れたので

、この永遠のいのちをわたしたちは見て、そのあか

しをし、かつ、あなたがたに告げ知らせるのである

。この永遠のいのちは、父と共にいましたが、今や

わたしたちに現れたものである (aiōnios g166) 3すなわ

ち、わたしたちが見たもの、聞いたものを、あなた

がたにも告げ知らせる。それは、あなたがたも、わ

たしたちの交わりにあずかるようになるためである

。わたしたちの交わりとは、父ならびに御子イエス

・キリストとの交わりのことである。 4これを書き

おくるのは、わたしたちの喜びが満ちあふれるため

である。 5わたしたちがイエスから聞いて、あなた

がたに伝えるおとずれは、こうである。神は光であ

って、神には少しの暗いところもない。 6神と交わ

りをしていると言いながら、もし、やみの中を歩い

ているなら、わたしたちは偽っているのであって、

真理を行っているのではない。 7しかし、神が光の

中にいますように、わたしたちも光の中を歩くなら

ば、わたしたちは互に交わりをもち、そして、御子

イエスの血が、すべての罪からわたしたちをきよめ

るのである。 8もし、罪がないと言うなら、それは

自分を欺くことであって、真理はわたしたちのうち

にない。 9もし、わたしたちが自分の罪を告白する

ならば、神は真実で正しいかたであるから、その罪

をゆるし、すべての不義からわたしたちをきよめて

下さる。 10もし、罪を犯したことがないと言うなら
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、それは神を偽り者とするのであって、神の言はわ

たしたちのうちにない。

2わたしの子たちよ。これらのことを書きおくるの

は、あなたがたが罪を犯さないようになるためであ

る。もし、罪を犯す者があれば、父のみもとには、

わたしたちのために助け主、すなわち、義なるイエ

ス・キリストがおられる。 2彼は、わたしたちの罪

のための、あがないの供え物である。ただ、わたし

たちの罪のためばかりではなく、全世界の罪のため

である。 3もし、わたしたちが彼の戒めを守るなら

ば、それによって彼を知っていることを悟るのであ

る。 4「彼を知っている」と言いながら、その戒め

を守らない者は、偽り者であって、真理はその人の

うちにない。 5しかし、彼の御言を守る者があれば

、その人のうちに、神の愛が真に全うされるのであ

る。それによって、わたしたちが彼にあることを知

るのである。 6「彼におる」と言う者は、彼が歩か

れたように、その人自身も歩くべきである。 7愛す

る者たちよ。わたしがあなたがたに書きおくるのは

、新しい戒めではなく、あなたがたが初めから受け

ていた古い戒めである。その古い戒めとは、あなた

がたがすでに聞いた御言である。 8しかも、新しい

戒めを、あなたがたに書きおくるのである。そして

、それは、彼にとってもあなたがたにとっても、真

理なのである。なぜなら、やみは過ぎ去り、まこと

の光がすでに輝いているからである。 9「光の中に

いる」と言いながら、その兄弟を憎む者は、今なお

、やみの中にいるのである。 10兄弟を愛する者は、

光におるのであって、つまずくことはない。 11兄弟
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を憎む者は、やみの中におり、やみの中を歩くので

あって、自分ではどこへ行くのかわからない。やみ

が彼の目を見えなくしたからである。 12子たちよ。

あなたがたにこれを書きおくるのは、御名のゆえに

、あなたがたの多くの罪がゆるされたからである。

13父たちよ。あなたがたに書きおくるのは、あなた

がたが、初めからいますかたを知ったからである。

若者たちよ。あなたがたに書きおくるのは、あなた

がたが、悪しき者にうち勝ったからである。 14子供

たちよ。あなたがたに書きおくったのは、あなたが

たが父を知ったからである。父たちよ。あなたがた

に書きおくったのは、あなたがたが、初めからいま

すかたを知ったからである。若者たちよ。あなたが

たに書きおくったのは、あなたがたが強い者であり

、神の言があなたがたに宿り、そして、あなたがた

が悪しき者にうち勝ったからである。 15世と世にあ

るものとを、愛してはいけない。もし、世を愛する

者があれば、父の愛は彼のうちにない。 16すべて世

にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、持ち物の

誇は、父から出たものではなく、世から出たもので

ある。 17世と世の欲とは過ぎ去る。しかし、神の御

旨を行う者は、永遠にながらえる。 (aiōn g165) 18子供

たちよ。今は終りの時である。あなたがたがかねて

反キリストが来ると聞いていたように、今や多くの

反キリストが現れてきた。それによって今が終りの

時であることを知る。 19彼らはわたしたちから出て

行った。しかし、彼らはわたしたちに属する者では

なかったのである。もし属する者であったなら、わ

たしたちと一緒にとどまっていたであろう。しかし
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、出て行ったのは、元来、彼らがみなわたしたちに

属さない者であることが、明らかにされるためであ

る。 20しかし、あなたがたは聖なる者に油を注がれ

ているので、あなたがたすべてが、そのことを知っ

ている。 21わたしが書きおくったのは、あなたがた

が真理を知らないからではなく、それを知っている

からであり、また、すべての偽りは真理から出るも

のでないことを、知っているからである。 22偽り者

とは、だれであるか。イエスのキリストであること

を否定する者ではないか。父と御子とを否定する者

は、反キリストである。 23御子を否定する者は父を

持たず、御子を告白する者は、また父をも持つので

ある。 24初めから聞いたことが、あなたがたのうち

に、とどまるようにしなさい。初めから聞いたこと

が、あなたがたのうちにとどまっておれば、あなた

がたも御子と父とのうちに、とどまることになる。

25これが、彼自らわたしたちに約束された約束であ

って、すなわち、永遠のいのちである。 (aiōnios g166)

26わたしは、あなたがたを惑わす者たちについて、

これらのことを書きおくった。 27あなたがたのうち

には、キリストからいただいた油がとどまっている

ので、だれにも教えてもらう必要はない。この油が

、すべてのことをあなたがたに教える。それはまこ

とであって、偽りではないから、その油が教えたよ

うに、あなたがたは彼のうちにとどまっていなさい

。 28そこで、子たちよ。キリストのうちにとどまっ

ていなさい。それは、彼が現れる時に、確信を持ち

、その来臨に際して、みまえに恥じいることがない

ためである。 29彼の義なるかたであることがわかれ
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ば、義を行う者はみな彼から生れたものであること

を、知るであろう。

3わたしたちが神の子と呼ばれるためには、どんな

に大きな愛を父から賜わったことか、よく考えてみ

なさい。わたしたちは、すでに神の子なのである。

世がわたしたちを知らないのは、父を知らなかった

からである。 2愛する者たちよ。わたしたちは今や

神の子である。しかし、わたしたちがどうなるのか

、まだ明らかではない。彼が現れる時、わたしたち

は、自分たちが彼に似るものとなることを知ってい

る。そのまことの御姿を見るからである。 3彼につ

いてこの望みをいだいている者は皆、彼がきよくあ

られるように、自らをきよくする。 4すべて罪を犯

す者は、不法を行う者である。罪は不法である。 5

あなたがたが知っているとおり、彼は罪をとり除く

ために現れたのであって、彼にはなんらの罪がない

。 6すべて彼におる者は、罪を犯さない。すべて罪

を犯す者は彼を見たこともなく、知ったこともない

者である。 7子たちよ。だれにも惑わされてはなら

ない。彼が義人であると同様に、義を行う者は義人

である。 8罪を犯す者は、悪魔から出た者である。

悪魔は初めから罪を犯しているからである。神の子

が現れたのは、悪魔のわざを滅ぼしてしまうためで

ある。 9すべて神から生れた者は、罪を犯さない。

神の種が、その人のうちにとどまっているからであ

る。また、その人は、神から生れた者であるから、

罪を犯すことができない。 10神の子と悪魔の子との

区別は、これによって明らかである。すなわち、す

べて義を行わない者は、神から出た者ではない。兄
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弟を愛さない者も、同様である。 11わたしたちは互

に愛し合うべきである。これが、あなたがたの初め

から聞いていたおとずれである。 12カインのように

なってはいけない。彼は悪しき者から出て、その兄

弟を殺したのである。なぜ兄弟を殺したのか。彼の

わざが悪く、その兄弟のわざは正しかったからであ

る。 13兄弟たちよ。世があなたがたを憎んでも、驚

くには及ばない。 14わたしたちは、兄弟を愛してい

るので、死からいのちへ移ってきたことを、知って

いる。愛さない者は、死のうちにとどまっている。

15あなたがたが知っているとおり、すべて兄弟を憎

む者は人殺しであり、人殺しはすべて、そのうちに

永遠のいのちをとどめてはいない。 (aiōnios g166) 16主

は、わたしたちのためにいのちを捨てて下さった。

それによって、わたしたちは愛ということを知った

。それゆえに、わたしたちもまた、兄弟のためにい

のちを捨てるべきである。 17世の富を持っていなが

ら、兄弟が困っているのを見て、あわれみの心を閉

じる者には、どうして神の愛が、彼のうちにあろう

か。 18子たちよ。わたしたちは言葉や口先だけで愛

するのではなく、行いと真実とをもって愛し合おう

ではないか。 19それによって、わたしたちが真理か

ら出たものであることがわかる。そして、神のみま

えに心を安んじていよう。 20なぜなら、たといわた

したちの心に責められるようなことがあっても、神

はわたしたちの心よりも大いなるかたであって、す

べてをご存じだからである。 21愛する者たちよ。も

し心に責められるようなことがなければ、わたした

ちは神に対して確信を持つことができる。 22そして
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、願い求めるものは、なんでもいただけるのである

。それは、わたしたちが神の戒めを守り、みこころ

にかなうことを、行っているからである。 23その戒

めというのは、神の子イエス・キリストの御名を信

じ、わたしたちに命じられたように、互に愛し合う

べきことである。 24神の戒めを守る人は、神におり

、神もまたその人にいます。そして、神がわたした

ちのうちにいますことは、神がわたしたちに賜わっ

た御霊によって知るのである。

4愛する者たちよ。すべての霊を信じることはしな

いで、それらの霊が神から出たものであるかどうか

、ためしなさい。多くのにせ預言者が世に出てきて

いるからである。 2あなたがたは、こうして神の霊

を知るのである。すなわち、イエス・キリストが肉

体をとってこられたことを告白する霊は、すべて神

から出ているものであり、 3イエスを告白しない霊

は、すべて神から出ているものではない。これは、

反キリストの霊である。あなたがたは、それが来る

とかねて聞いていたが、今やすでに世にきている。

4子たちよ。あなたがたは神から出た者であって、彼

らにうち勝ったのである。あなたがたのうちにいま

すのは、世にある者よりも大いなる者なのである。

5彼らは世から出たものである。だから、彼らは世の

ことを語り、世も彼らの言うことを聞くのである。

6しかし、わたしたちは神から出たものである。神を

知っている者は、わたしたちの言うことを聞き、神

から出ない者は、わたしたちの言うことを聞かない

。これによって、わたしたちは、真理の霊と迷いの

霊との区別を知るのである。 7愛する者たちよ。わ
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たしたちは互に愛し合おうではないか。愛は、神か

ら出たものなのである。すべて愛する者は、神から

生れた者であって、神を知っている。 8愛さない者

は、神を知らない。神は愛である。 9神はそのひと

り子を世につかわし、彼によってわたしたちを生き

るようにして下さった。それによって、わたしたち

に対する神の愛が明らかにされたのである。 10わた

したちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを

愛して下さって、わたしたちの罪のためにあがない

の供え物として、御子をおつかわしになった。ここ

に愛がある。 11愛する者たちよ。神がこのようにわ

たしたちを愛して下さったのであるから、わたした

ちも互に愛し合うべきである。 12神を見た者は、ま

だひとりもいない。もしわたしたちが互に愛し合う

なら、神はわたしたちのうちにいまし、神の愛がわ

たしたちのうちに全うされるのである。 13神が御霊

をわたしたちに賜わったことによって、わたしたち

が神におり、神がわたしたちにいますことを知る。

14わたしたちは、父が御子を世の救主としておつか

わしになったのを見て、そのあかしをするのである

。 15もし人が、イエスを神の子と告白すれば、神は

その人のうちにいまし、その人は神のうちにいるの

である。 16わたしたちは、神がわたしたちに対して

持っておられる愛を知り、かつ信じている。神は愛

である。愛のうちにいる者は、神におり、神も彼に

います。 17わたしたちもこの世にあって彼のように

生きているので、さばきの日に確信を持って立つこ

とができる。そのことによって、愛がわたしたちに

全うされているのである。 18愛には恐れがない。完
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全な愛は恐れをとり除く。恐れには懲らしめが伴い

、かつ恐れる者には、愛が全うされていないからで

ある。 19わたしたちが愛し合うのは、神がまずわた

したちを愛して下さったからである。 20「神を愛し

ている」と言いながら兄弟を憎む者は、偽り者であ

る。現に見ている兄弟を愛さない者は、目に見えな

い神を愛することはできない。 21神を愛する者は、

兄弟をも愛すべきである。この戒めを、わたしたち

は神から授かっている。

5すべてイエスのキリストであることを信じる者は

、神から生れた者である。すべて生んで下さったか

たを愛する者は、そのかたから生れた者をも愛する

のである。 2神を愛してその戒めを行えば、それに

よってわたしたちは、神の子たちを愛していること

を知るのである。 3神を愛するとは、すなわち、そ

の戒めを守ることである。そして、その戒めはむず

かしいものではない。 4なぜなら、すべて神から生

れた者は、世に勝つからである。そして、わたした

ちの信仰こそ、世に勝たしめた勝利の力である。 5

世に勝つ者はだれか。イエスを神の子と信じる者で

はないか。 6このイエス・キリストは、水と血とを

とおってこられたかたである。水によるだけではな

く、水と血とによってこられたのである。そのあか

しをするものは、御霊である。御霊は真理だからで

ある。 7あかしをするものが、三つある。 8御霊と

水と血とである。そして、この三つのものは一致す

る。 9わたしたちは人間のあかしを受けいれるが、

しかし、神のあかしはさらにまさっている。神のあ

かしというのは、すなわち、御子について立てられ
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たあかしである。 10神の子を信じる者は、自分のう

ちにこのあかしを持っている。神を信じない者は、

神を偽り者とする。神が御子についてあかしせられ

たそのあかしを、信じていないからである。 11その

あかしとは、神が永遠のいのちをわたしたちに賜わ

り、かつ、そのいのちが御子のうちにあるというこ

とである。 (aiōnios g166) 12御子を持つ者はいのちを持

ち、神の御子を持たない者はいのちを持っていない

。 13これらのことをあなたがたに書きおくったのは

、神の子の御名を信じるあなたがたに、永遠のいの

ちを持っていることを、悟らせるためである。

(aiōnios g166) 14わたしたちが神に対していだいている

確信は、こうである。すなわち、わたしたちが何事

でも神の御旨に従って願い求めるなら、神はそれを

聞きいれて下さるということである。 15そして、わ

たしたちが願い求めることは、なんでも聞きいれて

下さるとわかれば、神に願い求めたことはすでにか

なえられたことを、知るのである。 16もしだれかが

死に至ることのない罪を犯している兄弟を見たら、

神に願い求めなさい。そうすれば神は、死に至るこ

とのない罪を犯している人々には、いのちを賜わる

であろう。死に至る罪がある。これについては、願

い求めよ、とは言わない。 17不義はすべて、罪であ

る。しかし、死に至ることのない罪もある。 18すべ

て神から生れた者は罪を犯さないことを、わたした

ちは知っている。神から生れたかたが彼を守ってい

て下さるので、悪しき者が手を触れるようなことは

ない。 19また、わたしたちは神から出た者であり、

全世界は悪しき者の配下にあることを、知っている
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。 20さらに、神の子がきて、真実なかたを知る知力

をわたしたちに授けて下さったことも、知っている

。そして、わたしたちは、真実なかたにおり、御子

イエス・キリストにおるのである。このかたは真実

な神であり、永遠のいのちである。 (aiōnios g166) 21子

たちよ。気をつけて、偶像を避けなさい。
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ヨハネの手紙第二

1長老のわたしから、真実に愛している選ばれた婦

人とその子たちへ。あなたがたを愛しているのは、

わたしだけではなく、真理を知っている者はみなそ

うである。 2それは、わたしたちのうちにあり、ま

た永遠に共にあるべき真理によるのである。 (aiōn

g165) 3父なる神および父の御子イエス・キリストか

ら、恵みとあわれみと平安とが、真理と愛のうちに

あって、わたしたちと共にあるように。 4あなたの

子供たちのうちで、わたしたちが父から受けた戒め

どおりに、真理のうちを歩いている者があるのを見

て、わたしは非常に喜んでいる。 5婦人よ。ここに

お願いしたいことがある。それは、新しい戒めを書

くわけではなく、初めから持っていた戒めなのであ

るが、わたしたちは、みんな互に愛し合おうではな

いか。 6父の戒めどおりに歩くことが、すなわち、

愛であり、あなたがたが初めから聞いてきたとおり

に愛のうちを歩くことが、すなわち、戒めなのであ

る。 7なぜなら、イエス・キリストが肉体をとって

こられたことを告白しないで人を惑わす者が、多く

世にはいってきたからである。そういう者は、惑わ

す者であり、反キリストである。 8よく注意して、

わたしたちの働いて得た成果を失うことがなく、豊

かな報いを受けられるようにしなさい。 9すべてキ

リストの教をとおり過ごして、それにとどまらない

者は、神を持っていないのである。その教にとどま

っている者は、父を持ち、また御子をも持つ。 10こ

の教を持たずにあなたがたのところに来る者があれ

ば、その人を家に入れることも、あいさつすること
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もしてはいけない。 11そのような人にあいさつする

者は、その悪い行いにあずかることになるからであ

る。 12あなたがたに書きおくることはたくさんある

が、紙と墨とで書くことはすまい。むしろ、あなた

がたのところに行き、直接はなし合って、共に喜び

に満ちあふれたいものである。 13選ばれたあなたの

姉妹の子供たちが、あなたによろしく。
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ヨハネの手紙第三

1長老のわたしから、真実に愛している親愛なるガ

イオへ。 2愛する者よ。あなたのたましいがいつも

恵まれていると同じく、あなたがすべてのことに恵

まれ、またすこやかであるようにと、わたしは祈っ

ている。 3兄弟たちがきて、あなたが真理に生きて

いることを、あかししてくれたので、ひじょうに喜

んでいる。事実、あなたは真理のうちを歩いている

のである。 4わたしの子供たちが真理のうちを歩い

ていることを聞く以上に、大きい喜びはない。 5愛

する者よ。あなたが、兄弟たち、しかも旅先にある

者につくしていることは、みな真実なわざである。

6彼らは、諸教会で、あなたの愛についてあかしをし

た。それらの人々を、神のみこころにかなうように

送り出してくれたら、それは願わしいことである。

7彼らは、御名のために旅立った者であって、異邦人

からは何も受けていない。 8それだから、わたした

ちは、真理のための同労者となるように、こういう

人々を助けねばならない。 9わたしは少しばかり教

会に書きおくっておいたが、みんなのかしらになり

たがっているデオテレペスが、わたしたちを受けい

れてくれない。 10だから、わたしがそちらへ行った

時、彼のしわざを指摘しようと思う。彼は口ぎたな

くわたしたちをののしり、そればかりか、兄弟たち

を受けいれようともせず、受けいれようとする人た

ちを妨げて、教会から追い出している。 11愛する者

よ。悪にならわないで、善にならいなさい。善を行

う者は神から出た者であり、悪を行う者は神を見た

ことのない者である。 12デメテリオについては、あ
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らゆる人も、また真理そのものも、証明している。

わたしたちも証明している。そして、あなたが知っ

ているとおり、わたしたちの証明は真実である。 13

あなたに書きおくりたいことはたくさんあるが、墨

と筆とで書くことはすまい。 14すぐにでもあなたに

会って、直接はなし合いたいものである。 平安が、

あなたにあるように。友人たちから、あなたによろ

しく。友人たちひとりびとりに、よろしく。
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ユダの手紙

1イエス・キリストの僕またヤコブの兄弟であるユ

ダから、父なる神に愛され、イエス・キリストに守

られている召された人々へ。 2あわれみと平安と愛

とが、あなたがたに豊かに加わるように。 3愛する

者たちよ。わたしたちが共にあずかっている救につ

いて、あなたがたに書きおくりたいと心から願って

いたので、聖徒たちによって、ひとたび伝えられた

信仰のために戦うことを勧めるように、手紙をおく

る必要を感じるに至った。 4そのわけは、不信仰な

人々がしのび込んできて、わたしたちの神の恵みを

放縦な生活に変え、唯一の君であり、わたしたちの

主であるイエス・キリストを否定しているからであ

る。彼らは、このようなさばきを受けることに、昔

から予告されているのである。 5あなたがたはみな

、じゅうぶんに知っていることではあるが、主が民

をエジプトの地から救い出して後、不信仰な者を滅

ぼされたことを、思い起してもらいたい。 6主は、

自分たちの地位を守ろうとはせず、そのおるべき所

を捨て去った御使たちを、大いなる日のさばきのた

めに、永久にしばりつけたまま、暗やみの中に閉じ

込めておかれた。 (aïdios g126) 7ソドム、ゴモラも、ま

わりの町々も、同様であって、同じように淫行にふ

けり、不自然な肉欲に走ったので、永遠の火の刑罰

を受け、人々の見せしめにされている。 (aiōnios g166) 8

しかし、これと同じように、これらの人々は、夢に

迷わされて肉を汚し、権威ある者たちを軽んじ、栄

光ある者たちをそしっている。 9御使のかしらミカ

エルは、モーセの死体について悪魔と論じ争った時
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、相手をののしりさばくことはあえてせず、ただ、

「主がおまえを戒めて下さるように」と言っただけ

であった。 10しかし、この人々は自分が知りもしな

いことをそしり、また、分別のない動物のように、

ただ本能的な知識にあやまられて、自らの滅亡を招

いている。 11彼らはわざわいである。彼らはカイン

の道を行き、利のためにバラムの惑わしに迷い入り

、コラのような反逆をして滅んでしまうのである。

12彼らは、あなたがたの愛餐に加わるが、それを汚

し、無遠慮に宴会に同席して、自分の腹を肥やして

いる。彼らは、いわば、風に吹きまわされる水なき

雲、実らない枯れ果てて、抜き捨てられた秋の木、

13自分の恥をあわにして出す海の荒波、さまよう星

である。彼らには、まっくらなやみが永久に用意さ

れている。 (aiōn g165) 14アダムから七代目にあたるエ

ノクも彼らについて預言して言った、「見よ、主は

無数の聖徒たちを率いてこられた。 15それは、すべ

ての者にさばきを行うためであり、また、不信心な

者が、信仰を無視して犯したすべての不信心なしわ

ざと、さらに、不信心な罪人が主にそむいて語った

すべての暴言とを責めるためである」。 16彼らは不

平をならべ、不満を鳴らす者であり、自分の欲のま

まに生活し、その口は大言を吐き、利のために人に

へつらう者である。 17愛する者たちよ。わたしたち

の主イエス・キリストの使徒たちが予告した言葉を

思い出しなさい。 18彼らはあなたがたにこう言った

、「終りの時に、あざける者たちがあらわれて、自

分の不信心な欲のままに生活するであろう」。 19彼

らは分派をつくる者、肉に属する者、御霊を持たな
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い者たちである。 20しかし、愛する者たちよ。あな

たがたは、最も神聖な信仰の上に自らを築き上げ、

聖霊によって祈り、 21神の愛の中に自らを保ち、永

遠のいのちを目あてとして、わたしたちの主イエス

・キリストのあわれみを待ち望みなさい。 (aiōnios

g166) 22疑いをいだく人々があれば、彼らをあわれみ

、 23火の中から引き出して救ってやりなさい。また

、そのほかの人たちを、おそれの心をもってあわれ

みなさい。しかし、肉に汚れた者に対しては、その

下着さえも忌みきらいなさい。 24あなたがたを守っ

てつまずかない者とし、また、その栄光のまえに傷

なき者として、喜びのうちに立たせて下さるかた、

25すなわち、わたしたちの救主なる唯一の神に、栄

光、大能、力、権威が、わたしたちの主イエス・キ

リストによって、世々の初めにも、今も、また、世

々限りなく、あるように、アァメン。 (aiōn g165)
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ヨハネの黙示録

1イエス・キリストの黙示。この黙示は、神が、す

ぐにも起るべきことをその僕たちに示すためキリス

トに与え、そして、キリストが、御使をつかわして

、僕ヨハネに伝えられたものである。 2ヨハネは、

神の言とイエス・キリストのあかしと、すなわち、

自分が見たすべてのことをあかしした。 3この預言

の言葉を朗読する者と、これを聞いて、その中に書

かれていることを守る者たちとは、さいわいである

。時が近づいているからである。 4ヨハネからアジ

ヤにある七つの教会へ。今いまし、昔いまし、やが

てきたるべきかたから、また、その御座の前にある

七つの霊から、 5また、忠実な証人、死人の中から

最初に生れた者、地上の諸王の支配者であるイエス

・キリストから、恵みと平安とが、あなたがたにあ

るように。わたしたちを愛し、その血によってわた

したちを罪から解放し、 6わたしたちを、その父な

る神のために、御国の民とし、祭司として下さった

かたに、世々限りなく栄光と権力とがあるように、

アァメン。 (aiōn g165) 7見よ、彼は、雲に乗ってこら

れる。すべての人の目、ことに、彼を刺しとおした

者たちは、彼を仰ぎ見るであろう。また地上の諸族

はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう。しか

り、アァメン。 8今いまし、昔いまし、やがてきた

るべき者、全能者にして主なる神が仰せになる、「

わたしはアルパであり、オメガである」。 9あなた

がたの兄弟であり、共にイエスの苦難と御国と忍耐

とにあずかっている、わたしヨハネは、神の言とイ

エスのあかしとのゆえに、パトモスという島にいた
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。 10ところが、わたしは、主の日に御霊に感じた。

そして、わたしのうしろの方で、ラッパのような大

きな声がするのを聞いた。 11その声はこう言った、

「あなたが見ていることを書きものにして、それを

エペソ、スミルナ、ペルガモ、テアテラ、サルデス

、ヒラデルヒヤ、ラオデキヤにある七つの教会に送

りなさい」。 12そこでわたしは、わたしに呼びかけ

たその声を見ようとしてふりむいた。ふりむくと、

七つの金の燭台が目についた。 13それらの燭台の間

に、足までたれた上着を着、胸に金の帯をしめてい

る人の子のような者がいた。 14そのかしらと髪の毛

とは、雪のように白い羊毛に似て真白であり、目は

燃える炎のようであった。 15その足は、炉で精錬さ

れて光り輝くしんちゅうのようであり、声は大水の

とどろきのようであった。 16その右手に七つの星を

持ち、口からは、鋭いもろ刃のつるぎがつき出てお

り、顔は、強く照り輝く太陽のようであった。 17わ

たしは彼を見たとき、その足もとに倒れて死人のよ

うになった。すると、彼は右手をわたしの上におい

て言った、「恐れるな。わたしは初めであり、終り

であり、 18また、生きている者である。わたしは死

んだことはあるが、見よ、世々限りなく生きている

者である。そして、死と黄泉とのかぎを持っている

。 (aiōn g165, Hadēs g86) 19そこで、あなたの見たこと、

現在のこと、今後起ろうとすることを、書きとめな

さい。 20あなたがわたしの右手に見た七つの星と、

七つの金の燭台との奥義は、こうである。すなわち

、七つの星は七つの教会の御使であり、七つの燭台

は七つの教会である。
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2エペソにある教会の御使に、こう書きおくりなさ

い。『右の手に七つの星を持つ者、七つの金の燭台

の間を歩く者が、次のように言われる。 2わたしは

、あなたのわざと労苦と忍耐とを知っている。また

、あなたが、悪い者たちをゆるしておくことができ

ず、使徒と自称してはいるが、その実、使徒でない

者たちをためしてみて、にせ者であると見抜いたこ

とも、知っている。 3あなたは忍耐をし続け、わた

しの名のために忍びとおして、弱り果てることがな

かった。 4しかし、あなたに対して責むべきことが

ある。あなたは初めの愛から離れてしまった。 5そ

こで、あなたはどこから落ちたかを思い起し、悔い

改めて初めのわざを行いなさい。もし、そうしない

で悔い改めなければ、わたしはあなたのところにき

て、あなたの燭台をその場所から取りのけよう。 6

しかし、こういうことはある、あなたはニコライ宗

の人々のわざを憎んでおり、わたしもそれを憎んで

いる。 7耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを

聞くがよい。勝利を得る者には、神のパラダイスに

あるいのちの木の実を食べることをゆるそう』。 8

スミルナにある教会の御使に、こう書きおくりなさ

い。『初めであり、終りである者、死んだことはあ

るが生き返った者が、次のように言われる。 9わた

しは、あなたの苦難や、貧しさを知っている（しか

し実際は、あなたは富んでいるのだ）。また、ユダ

ヤ人と自称してはいるが、その実ユダヤ人でなくて

サタンの会堂に属する者たちにそしられていること

も、わたしは知っている。 10あなたの受けようとす

る苦しみを恐れてはならない。見よ、悪魔が、あな
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たがたのうちのある者をためすために、獄に入れよ

うとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあう

であろう。死に至るまで忠実であれ。そうすれば、

いのちの冠を与えよう。 11耳のある者は、御霊が諸

教会に言うことを聞くがよい。勝利を得る者は、第

二の死によって滅ぼされることはない』。 12ペルガ

モにある教会の御使に、こう書きおくりなさい。『

鋭いもろ刃のつるぎを持っているかたが、次のよう

に言われる。 13わたしはあなたの住んでいる所を知

っている。そこにはサタンの座がある。あなたは、

わたしの名を堅く持ちつづけ、わたしの忠実な証人

アンテパスがサタンの住んでいるあなたがたの所で

殺された時でさえ、わたしに対する信仰を捨てなか

った。 14しかし、あなたに対して責むべきことが、

少しばかりある。あなたがたの中には、現にバラム

の教を奉じている者がある。バラムは、バラクに教

え込み、イスラエルの子らの前に、つまずきになる

ものを置かせて、偶像にささげたものを食べさせ、

また不品行をさせたのである。 15同じように、あな

たがたの中には、ニコライ宗の教を奉じている者も

いる。 16だから、悔い改めなさい。そうしないと、

わたしはすぐにあなたのところに行き、わたしの口

のつるぎをもって彼らと戦おう。 17耳のある者は、

御霊が諸教会に言うことを聞くがよい。勝利を得る

者には、隠されているマナを与えよう。また、白い

石を与えよう。この石の上には、これを受ける者の

ほかだれも知らない新しい名が書いてある』。 18テ

アテラにある教会の御使に、こう書きおくりなさい

。『燃える炎のような目と光り輝くしんちゅうのよ
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うな足とを持った神の子が、次のように言われる。

19わたしは、あなたのわざと、あなたの愛と信仰と

奉仕と忍耐とを知っている。また、あなたの後のわ

ざが、初めのよりもまさっていることを知っている

。 20しかし、あなたに対して責むべきことがある。

あなたは、あのイゼベルという女を、そのなすがま

まにさせている。この女は女預言者と自称し、わた

しの僕たちを教え、惑わして、不品行をさせ、偶像

にささげたものを食べさせている。 21わたしは、こ

の女に悔い改めるおりを与えたが、悔い改めてその

不品行をやめようとはしない。 22見よ、わたしはこ

の女を病の床に投げ入れる。この女と姦淫する者を

も、悔い改めて彼女のわざから離れなければ、大き

な患難の中に投げ入れる。 23また、この女の子供た

ちをも打ち殺そう。こうしてすべての教会は、わた

しが人の心の奥底までも探り知る者であることを悟

るであろう。そしてわたしは、あなたがたひとりび

とりのわざに応じて報いよう。 24また、テアテラに

いるほかの人たちで、まだあの女の教を受けておら

ず、サタンの、いわゆる「深み」を知らないあなた

がたに言う。わたしは別にほかの重荷を、あなたが

たに負わせることはしない。 25ただ、わたしが来る

時まで、自分の持っているものを堅く保っていなさ

い。 26勝利を得る者、わたしのわざを最後まで持ち

続ける者には、諸国民を支配する権威を授ける。 27

彼は鉄のつえをもって、ちょうど土の器を砕くよう

に、彼らを治めるであろう。それは、わたし自身が

父から権威を受けて治めるのと同様である。 28わた
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しはまた、彼に明けの明星を与える。 29耳のある者

は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』。

3サルデスにある教会の御使に、こう書きおくりな

さい。『神の七つの霊と七つの星とを持つかたが、

次のように言われる。わたしはあなたのわざを知っ

ている。すなわち、あなたは、生きているというの

は名だけで、実は死んでいる。 2目をさましていて

、死にかけている残りの者たちを力づけなさい。わ

たしは、あなたのわざが、わたしの神のみまえに完

全であるとは見ていない。 3だから、あなたが、ど

のようにして受けたか、また聞いたかを思い起して

、それを守りとおし、かつ悔い改めなさい。もし目

をさましていないなら、わたしは盗人のように来る

であろう。どんな時にあなたのところに来るか、あ

なたには決してわからない。 4しかし、サルデスに

はその衣を汚さない人が、数人いる。彼らは白い衣

を着て、わたしと共に歩みを続けるであろう。彼ら

は、それにふさわしい者である。 5勝利を得る者は

、このように白い衣を着せられるのである。わたし

は、その名をいのちの書から消すようなことを、決

してしない。また、わたしの父と御使たちの前で、

その名を言いあらわそう。 6耳のある者は、御霊が

諸教会に言うことを聞くがよい』。 7ヒラデルヒヤ

にある教会の御使に、こう書きおくりなさい。『聖

なる者、まことなる者、ダビデのかぎを持つ者、開

けばだれにも閉じられることがなく、閉じればだれ

にも開かれることのない者が、次のように言われる

。 8わたしは、あなたのわざを知っている。見よ、

わたしは、あなたの前に、だれも閉じることのでき
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ない門を開いておいた。なぜなら、あなたには少し

しか力がなかったにもかかわらず、わたしの言葉を

守り、わたしの名を否まなかったからである。 9見

よ、サタンの会堂に属する者、すなわち、ユダヤ人

と自称してはいるが、その実ユダヤ人でなくて、偽

る者たちに、こうしよう。見よ、彼らがあなたの足

もとにきて平伏するようにし、そして、わたしがあ

なたを愛していることを、彼らに知らせよう。 10忍

耐についてのわたしの言葉をあなたが守ったから、

わたしも、地上に住む者たちをためすために、全世

界に臨もうとしている試錬の時に、あなたを防ぎ守

ろう。 11わたしは、すぐに来る。あなたの冠がだれ

にも奪われないように、自分の持っているものを堅

く守っていなさい。 12勝利を得る者を、わたしの神

の聖所における柱にしよう。彼は決して二度と外へ

出ることはない。そして彼の上に、わたしの神の御

名と、わたしの神の都、すなわち、天とわたしの神

のみもとから下ってくる新しいエルサレムの名と、

わたしの新しい名とを、書きつけよう。 13耳のある

者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』。 14

ラオデキヤにある教会の御使に、こう書きおくりな

さい。『アァメンたる者、忠実な、まことの証人、

神に造られたものの根源であるかたが、次のように

言われる。 15わたしはあなたのわざを知っている。

あなたは冷たくもなく、熱くもない。むしろ、冷た

いか熱いかであってほしい。 16このように、熱くも

なく、冷たくもなく、なまぬるいので、あなたを口

から吐き出そう。 17あなたは、自分は富んでいる、

豊かになった、なんの不自由もないと言っているが
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、実は、あなた自身がみじめな者、あわれむべき者

、貧しい者、目の見えない者、裸な者であることに

気がついていない。 18そこで、あなたに勧める。富

む者となるために、わたしから火で精錬された金を

買い、また、あなたの裸の恥をさらさないため身に

着けるように、白い衣を買いなさい。また、見える

ようになるため、目にぬる目薬を買いなさい。 19す

べてわたしの愛している者を、わたしはしかったり

、懲らしめたりする。だから、熱心になって悔い改

めなさい。 20見よ、わたしは戸の外に立って、たた

いている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあける

なら、わたしはその中にはいって彼と食を共にし、

彼もまたわたしと食を共にするであろう。 21勝利を

得る者には、わたしと共にわたしの座につかせよう

。それはちょうど、わたしが勝利を得てわたしの父

と共にその御座についたのと同様である。 22耳のあ

る者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』」

。

4その後、わたしが見ていると、見よ、開いた門が

天にあった。そして、さきにラッパのような声でわ

たしに呼びかけるのを聞いた初めの声が、「ここに

上ってきなさい。そうしたら、これから後に起るべ

きことを、見せてあげよう」と言った。 2すると、

たちまち、わたしは御霊に感じた。見よ、御座が天

に設けられており、その御座にいますかたがあった

。 3その座にいますかたは、碧玉や赤めのうのよう

に見え、また、御座のまわりには、緑玉のように見

えるにじが現れていた。 4また、御座のまわりには

二十四の座があって、二十四人の長老が白い衣を身
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にまとい、頭に金の冠をかぶって、それらの座につ

いていた。 5御座からは、いなずまと、もろもろの

声と、雷鳴とが、発していた。また、七つのともし

火が、御座の前で燃えていた。これらは、神の七つ

の霊である。 6御座の前は、水晶に似たガラスの海

のようであった。御座のそば近くそのまわりには、

四つの生き物がいたが、その前にも後にも、一面に

目がついていた。 7第一の生き物はししのようであ

り、第二の生き物は雄牛のようであり、第三の生き

物は人のような顔をしており、第四の生き物は飛ぶ

わしのようであった。 8この四つの生き物には、そ

れぞれ六つの翼があり、その翼のまわりも内側も目

で満ちていた。そして、昼も夜も、絶え間なくこう

叫びつづけていた、「聖なるかな、聖なるかな、聖

なるかな、全能者にして主なる神。昔いまし、今い

まし、やがてきたるべき者」。 9これらの生き物が

、御座にいまし、かつ、世々限りなく生きておられ

るかたに、栄光とほまれとを帰し、また、感謝をさ

さげている時、 (aiōn g165) 10二十四人の長老は、御座

にいますかたのみまえにひれ伏し、世々限りなく生

きておられるかたを拝み、彼らの冠を御座のまえに

、投げ出して言った、 (aiōn g165) 11「われらの主なる

神よ、あなたこそは、栄光とほまれと力とを受ける

にふさわしいかた。あなたは万物を造られました。

御旨によって、万物は存在し、また造られたのであ

ります」。

5わたしはまた、御座にいますかたの右の手に、巻

物があるのを見た。その内側にも外側にも字が書い

てあって、七つの封印で封じてあった。 2また、ひ
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とりの強い御使が、大声で、「その巻物を開き、封

印をとくのにふさわしい者は、だれか」と呼ばわっ

ているのを見た。 3しかし、天にも地にも地の下に

も、この巻物を開いて、それを見ることのできる者

は、ひとりもいなかった。 4巻物を開いてそれを見

るのにふさわしい者が見当らないので、わたしは激

しく泣いていた。 5すると、長老のひとりがわたし

に言った、「泣くな。見よ、ユダ族のしし、ダビデ

の若枝であるかたが、勝利を得たので、その巻物を

開き七つの封印を解くことができる」。 6わたしは

また、御座と四つの生き物との間、長老たちの間に

、ほふられたとみえる小羊が立っているのを見た。

それに七つの角と七つの目とがあった。これらの目

は、全世界につかわされた、神の七つの霊である。

7小羊は進み出て、御座にいますかたの右の手から、

巻物を受けとった。 8巻物を受けとった時、四つの

生き物と二十四人の長老とは、おのおの、立琴と、

香の満ちている金の鉢とを手に持って、小羊の前に

ひれ伏した。この香は聖徒の祈である。 9彼らは新

しい歌を歌って言った、「あなたこそは、その巻物

を受けとり、封印を解くにふさわしいかたでありま

す。あなたはほふられ、その血によって、神のため

に、あらゆる部族、国語、民族、国民の中から人々

をあがない、 10わたしたちの神のために、彼らを御

国の民とし、祭司となさいました。彼らは地上を支

配するに至るでしょう」。 11さらに見ていると、御

座と生き物と長老たちとのまわりに、多くの御使た

ちの声が上がるのを聞いた。その数は万の幾万倍、

千の幾千倍もあって、 12大声で叫んでいた、「ほふ
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られた小羊こそは、力と、富と、知恵と、勢いと、

ほまれと、栄光と、さんびとを受けるにふさわしい

」。 13またわたしは、天と地、地の下と海の中にあ

るすべての造られたもの、そして、それらの中にあ

るすべてのものの言う声を聞いた、「御座にいます

かたと小羊とに、さんびと、ほまれと、栄光と、権

力とが、世々限りなくあるように」。 (aiōn g165) 14四

つの生き物はアァメンと唱え、長老たちはひれ伏し

て礼拝した。

6小羊がその七つの封印の一つを解いた時、わたし

が見ていると、四つの生き物の一つが、雷のような

声で「きたれ」と呼ぶのを聞いた。 2そして見てい

ると、見よ、白い馬が出てきた。そして、それに乗

っている者は、弓を手に持っており、また冠を与え

られて、勝利の上にもなお勝利を得ようとして出か

けた。 3小羊が第二の封印を解いた時、第二の生き

物が「きたれ」と言うのを、わたしは聞いた。 4す

ると今度は、赤い馬が出てきた。そして、それに乗

っている者は、人々が互に殺し合うようになるため

に、地上から平和を奪い取ることを許され、また、

大きなつるぎを与えられた。 5また、第三の封印を

解いた時、第三の生き物が「きたれ」と言うのを、

わたしは聞いた。そこで見ていると、見よ、黒い馬

が出てきた。そして、それに乗っている者は、はか

りを手に持っていた。 6すると、わたしは四つの生

き物の間から出て来ると思われる声が、こう言うの

を聞いた、「小麦一ますは一デナリ。大麦三ますも

一デナリ。オリブ油とぶどう酒とを、そこなうな」

。 7小羊が第四の封印を解いた時、第四の生き物が
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「きたれ」と言う声を、わたしは聞いた。 8そこで

見ていると、見よ、青白い馬が出てきた。そして、

それに乗っている者の名は「死」と言い、それに黄

泉が従っていた。彼らには、地の四分の一を支配す

る権威、および、つるぎと、ききんと、死と、地の

獣らとによって人を殺す権威とが、与えられた。

(Hadēs g86) 9小羊が第五の封印を解いた時、神の言の

ゆえに、また、そのあかしを立てたために、殺され

た人々の霊魂が、祭壇の下にいるのを、わたしは見

た。 10彼らは大声で叫んで言った、「聖なる、まこ

となる主よ。いつまであなたは、さばくことをなさ

らず、また地に住む者に対して、わたしたちの血の

報復をなさらないのですか」。 11すると、彼らのひ

とりびとりに白い衣が与えられ、それから、「彼ら

と同じく殺されようとする僕仲間や兄弟たちの数が

満ちるまで、もうしばらくの間、休んでいるように

」と言い渡された。 12小羊が第六の封印を解いた時

、わたしが見ていると、大地震が起って、太陽は毛

織の荒布のように黒くなり、月は全面、血のように

なり、 13天の星は、いちじくのまだ青い実が大風に

揺られて振り落されるように、地に落ちた。 14天は

巻物が巻かれるように消えていき、すべての山と島

とはその場所から移されてしまった。 15地の王たち

、高官、千卒長、富める者、勇者、奴隷、自由人ら

はみな、ほら穴や山の岩かげに、身をかくした。 16

そして、山と岩とにむかって言った、「さあ、われ

われをおおって、御座にいますかたの御顔と小羊の

怒りとから、かくまってくれ。 17御怒りの大いなる
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日が、すでにきたのだ。だれが、その前に立つこと

ができようか」。

7この後、わたしは四人の御使が地の四すみに立っ

ているのを見た。彼らは地の四方の風をひき止めて

、地にも海にもすべての木にも、吹きつけないよう

にしていた。 2また、もうひとりの御使が、生ける

神の印を持って、日の出る方から上って来るのを見

た。彼は地と海とをそこなう権威を授かっている四

人の御使にむかって、大声で叫んで言った、 3「わ

たしたちの神の僕らの額に、わたしたちが印をおし

てしまうまでは、地と海と木とをそこなってはなら

ない」。 4わたしは印をおされた者の数を聞いたが

、イスラエルの子らのすべての部族のうち、印をお

された者は十四万四千人であった。 5ユダの部族の

うち、一万二千人が印をおされ、ルベンの部族のう

ち、一万二千人、ガドの部族のうち、一万二千人、

6アセルの部族のうち、一万二千人、ナフタリの部族

のうち、一万二千人、マナセの部族のうち、一万二

千人、 7シメオンの部族のうち、一万二千人、レビ

の部族のうち、一万二千人、イサカルの部族のうち

、一万二千人、 8ゼブルンの部族のうち、一万二千

人、ヨセフの部族のうち、一万二千人、ベニヤミン

の部族のうち、一万二千人が印をおされた。 9その

後、わたしが見ていると、見よ、あらゆる国民、部

族、民族、国語のうちから、数えきれないほどの大

ぜいの群衆が、白い衣を身にまとい、しゅろの枝を

手に持って、御座と小羊との前に立ち、 10大声で叫

んで言った、「救は、御座にいますわれらの神と小

羊からきたる」。 11御使たちはみな、御座と長老た
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ちと四つの生き物とのまわりに立っていたが、御座

の前にひれ伏し、神を拝して言った、 12「アァメン

、さんび、栄光、知恵、感謝、ほまれ、力、勢いが

、世々限りなく、われらの神にあるように、アァメ

ン」。 (aiōn g165) 13長老たちのひとりが、わたしにむ

かって言った、「この白い衣を身にまとっている人

々は、だれか。また、どこからきたのか」。 14わた

しは彼に答えた、「わたしの主よ、それはあなたが

ご存じです」。すると、彼はわたしに言った、「彼

らは大きな患難をとおってきた人たちであって、そ

の衣を小羊の血で洗い、それを白くしたのである。

15それだから彼らは、神の御座の前におり、昼も夜

もその聖所で神に仕えているのである。御座にいま

すかたは、彼らの上に幕屋を張って共に住まわれる

であろう。 16彼らは、もはや飢えることがなく、か

わくこともない。太陽も炎暑も、彼らを侵すことは

ない。 17御座の正面にいます小羊は彼らの牧者とな

って、いのちの水の泉に導いて下さるであろう。ま

た神は、彼らの目から涙をことごとくぬぐいとって

下さるであろう」。

8小羊が第七の封印を解いた時、半時間ばかり天に

静けさがあった。 2それからわたしは、神のみまえ

に立っている七人の御使を見た。そして、七つのラ

ッパが彼らに与えられた。 3また、別の御使が出て

きて、金の香炉を手に持って祭壇の前に立った。た

くさんの香が彼に与えられていたが、これは、すべ

ての聖徒の祈に加えて、御座の前の金の祭壇の上に

ささげるためのものであった。 4香の煙は、御使の

手から、聖徒たちの祈と共に神のみまえに立ちのぼ
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った。 5御使はその香炉をとり、これに祭壇の火を

満たして、地に投げつけた。すると、多くの雷鳴と

、もろもろの声と、いなずまと、地震とが起った。

6そこで、七つのラッパを持っている七人の御使が、

それを吹く用意をした。 7第一の御使が、ラッパを

吹き鳴らした。すると、血のまじった雹と火とがあ

らわれて、地上に降ってきた。そして、地の三分の

一が焼け、木の三分の一が焼け、また、すべての青

草も焼けてしまった。 8第二の御使が、ラッパを吹

き鳴らした。すると、火の燃えさかっている大きな

山のようなものが、海に投げ込まれた。そして、海

の三分の一は血となり、 9海の中の造られた生き物

の三分の一は死に、舟の三分の一がこわされてしま

った。 10第三の御使が、ラッパを吹き鳴らした。す

ると、たいまつのように燃えている大きな星が、空

から落ちてきた。そしてそれは、川の三分の一とそ

の水源との上に落ちた。 11この星の名は「苦よもぎ

」と言い、水の三分の一が「苦よもぎ」のように苦

くなった。水が苦くなったので、そのために多くの

人が死んだ。 12第四の御使が、ラッパを吹き鳴らし

た。すると、太陽の三分の一と、月の三分の一と、

星の三分の一とが打たれて、これらのものの三分の

一は暗くなり、昼の三分の一は明るくなくなり、夜

も同じようになった。 13また、わたしが見ていると

、一羽のわしが中空を飛び、大きな声でこう言うの

を聞いた、「ああ、わざわいだ、わざわいだ、地に

住む人々は、わざわいだ。なお三人の御使がラッパ

を吹き鳴らそうとしている」。
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9第五の御使が、ラッパを吹き鳴らした。するとわ

たしは、一つの星が天から地に落ちて来るのを見た

。この星に、底知れぬ所の穴を開くかぎが与えられ

た。 (Abyssos g12) 2そして、この底知れぬ所の穴が開

かれた。すると、その穴から煙が大きな炉の煙のよ

うに立ちのぼり、その穴の煙で、太陽も空気も暗く

なった。 (Abyssos g12) 3その煙の中から、いなごが地

上に出てきたが、地のさそりが持っているような力

が、彼らに与えられた。 4彼らは、地の草やすべて

の青草、またすべての木をそこなってはならないが

、額に神の印がない人たちには害を加えてもよいと

、言い渡された。 5彼らは、人間を殺すことはしな

いで、五か月のあいだ苦しめることだけが許された

。彼らの与える苦痛は、人がさそりにさされる時の

ような苦痛であった。 6その時には、人々は死を求

めても与えられず、死にたいと願っても、死は逃げ

て行くのである。 7これらのいなごは、出陣の用意

のととのえられた馬によく似ており、その頭には金

の冠のようなものをつけ、その顔は人間の顔のよう

であり、 8また、そのかみの毛は女のかみのようで

あり、その歯はししの歯のようであった。 9また、

鉄の胸当のような胸当をつけており、その羽の音は

、馬に引かれて戦場に急ぐ多くの戦車の響きのよう

であった。 10その上、さそりのような尾と針とを持

っている。その尾には、五か月のあいだ人間をそこ

なう力がある。 11彼らは、底知れぬ所の使を王にい

ただいており、その名をヘブル語でアバドンと言い

、ギリシヤ語ではアポルオンと言う。 (Abyssos g12) 12

第一のわざわいは、過ぎ去った。見よ、この後、な
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お二つのわざわいが来る。 13第六の御使が、ラッパ

を吹き鳴らした。すると、一つの声が、神のみまえ

にある金の祭壇の四つの角から出て、 14ラッパを持

っている第六の御使にこう呼びかけるのを、わたし

は聞いた。「大ユウフラテ川のほとりにつながれて

いる四人の御使を、解いてやれ」。 15すると、その

時、その日、その月、その年に備えておかれた四人

の御使が、人間の三分の一を殺すために、解き放た

れた。 16騎兵隊の数は二億であった。わたしはその

数を聞いた。 17そして、まぼろしの中で、それらの

馬とそれに乗っている者たちとを見ると、乗ってい

る者たちは、火の色と青玉色と硫黄の色の胸当をつ

けていた。そして、それらの馬の頭はししの頭のよ

うであって、その口から火と煙と硫黄とが、出てい

た。 18この三つの災害、すなわち、彼らの口から出

て来る火と煙と硫黄とによって、人間の三分の一は

殺されてしまった。 19馬の力はその口と尾とにある

。その尾はへびに似ていて、それに頭があり、その

頭で人に害を加えるのである。 20これらの災害で殺

されずに残った人々は、自分の手で造ったものにつ

いて、悔い改めようとせず、また悪霊のたぐいや、

金、銀、銅、石、木で造られ、見ることも聞くこと

も歩くこともできない偶像を礼拝して、やめようと

もしなかった。 21また、彼らは、その犯した殺人や

、まじないや、不品行や、盗みを悔い改めようとし

なかった。

10わたしは、もうひとりの強い御使が、雲に包ま

れて、天から降りて来るのを見た。その頭に、にじ

をいただき、その顔は太陽のようで、その足は火の
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柱のようであった。 2彼は、開かれた小さな巻物を

手に持っていた。そして、右足を海の上に、左足を

地の上に踏みおろして、 3ししがほえるように大声

で叫んだ。彼が叫ぶと、七つの雷がおのおのその声

を発した。 4七つの雷が声を発した時、わたしはそ

れを書きとめようとした。すると、天から声があっ

て、「七つの雷の語ったことを封印せよ。それを書

きとめるな」と言うのを聞いた。 5それから、海と

地の上に立っているのをわたしが見たあの御使は、

天にむけて右手を上げ、 6天とその中にあるもの、

地とその中にあるもの、海とその中にあるものを造

り、世々限りなく生きておられるかたをさして誓っ

た、「もう時がない。 (aiōn g165) 7第七の御使が吹き

鳴らすラッパの音がする時には、神がその僕、預言

者たちにお告げになったとおり、神の奥義は成就さ

れる」。 8すると、前に天から聞えてきた声が、ま

たわたしに語って言った、「さあ行って、海と地と

の上に立っている御使の手に開かれている巻物を、

受け取りなさい」。 9そこで、わたしはその御使の

もとに行って、「その小さな巻物を下さい」と言っ

た。すると、彼は言った、「取って、それを食べて

しまいなさい。あなたの腹には苦いが、口には蜜の

ように甘い」。 10わたしは御使の手からその小さな

巻物を受け取って食べてしまった。すると、わたし

の口には蜜のように甘かったが、それを食べたら、

腹が苦くなった。 11その時、「あなたは、もう一度

、多くの民族、国民、国語、王たちについて、預言

せねばならない」と言う声がした。
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11それから、わたしはつえのような測りざおを与

えられて、こう命じられた、「さあ立って、神の聖

所と祭壇と、そこで礼拝している人々とを、測りな

さい。 2聖所の外の庭はそのままにしておきなさい

。それを測ってはならない。そこは異邦人に与えら

れた所だから。彼らは、四十二か月の間この聖なる

都を踏みにじるであろう。 3そしてわたしは、わた

しのふたりの証人に、荒布を着て、千二百六十日の

あいだ預言することを許そう」。 4彼らは、全地の

主のみまえに立っている二本のオリブの木、また、

二つの燭台である。 5もし彼らに害を加えようとす

る者があれば、彼らの口から火が出て、その敵を滅

ぼすであろう。もし彼らに害を加えようとする者が

あれば、その者はこのように殺されねばならない。

6預言をしている期間、彼らは、天を閉じて雨を降ら

せないようにする力を持っている。さらにまた、水

を血に変え、何度でも思うままに、あらゆる災害で

地を打つ力を持っている。 7そして、彼らがそのあ

かしを終えると、底知れぬ所からのぼって来る獣が

、彼らと戦って打ち勝ち、彼らを殺す。 (Abyssos g12)

8彼らの死体はソドムや、エジプトにたとえられてい

る大いなる都の大通りにさらされる。彼らの主も、

この都で十字架につけられたのである。 9いろいろ

な民族、部族、国語、国民に属する人々が、三日半

の間、彼らの死体をながめるが、その死体を墓に納

めることは許さない。 10地に住む人々は、彼らのこ

とで喜び楽しみ、互に贈り物をしあう。このふたり

の預言者は、地に住む者たちを悩ましたからである

。 11三日半の後、いのちの息が、神から出て彼らの
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中にはいり、そして、彼らが立ち上がったので、そ

れを見た人々は非常な恐怖に襲われた。 12その時、

天から大きな声がして、「ここに上ってきなさい」

と言うのを、彼らは聞いた。そして、彼らは雲に乗

って天に上った。彼らの敵はそれを見た。 13この時

、大地震が起って、都の十分の一は倒れ、その地震

で七千人が死に、生き残った人々は驚き恐れて、天

の神に栄光を帰した。 14第二のわざわいは、過ぎ去

った。見よ、第三のわざわいがすぐに来る。 15第七

の御使が、ラッパを吹き鳴らした。すると、大きな

声々が天に起って言った、「この世の国は、われら

の主とそのキリストとの国となった。主は世々限り

なく支配なさるであろう」。 (aiōn g165) 16そして、神

のみまえで座についている二十四人の長老は、ひれ

伏し、神を拝して言った、 17「今いまし、昔いませ

る、全能者にして主なる神よ。大いなる御力をふる

って支配なさったことを、感謝します。 18諸国民は

怒り狂いましたが、あなたも怒りをあらわされまし

た。そして、死人をさばき、あなたの僕なる預言者

、聖徒、小さき者も、大いなる者も、すべて御名を

おそれる者たちに報いを与え、また、地を滅ぼす者

どもを滅ぼして下さる時がきました」。 19そして、

天にある神の聖所が開けて、聖所の中に契約の箱が

見えた。また、いなずまと、もろもろの声と、雷鳴

と、地震とが起り、大粒の雹が降った。

12また、大いなるしるしが天に現れた。ひとりの

女が太陽を着て、足の下に月を踏み、その頭に十二

の星の冠をかぶっていた。 2この女は子を宿してお

り、産みの苦しみと悩みとのために、泣き叫んでい



ヨハネの黙示録 2732

た。 3また、もう一つのしるしが天に現れた。見よ

、大きな、赤い龍がいた。それに七つの頭と十の角

とがあり、その頭に七つの冠をかぶっていた。 4そ

の尾は天の星の三分の一を掃き寄せ、それらを地に

投げ落した。龍は子を産もうとしている女の前に立

ち、生れたなら、その子を食い尽そうとかまえてい

た。 5女は男の子を産んだが、彼は鉄のつえをもっ

てすべての国民を治めるべき者である。この子は、

神のみもとに、その御座のところに、引き上げられ

た。 6女は荒野へ逃げて行った。そこには、彼女が

千二百六十日のあいだ養われるように、神の用意さ

れた場所があった。 7さて、天では戦いが起った。

ミカエルとその御使たちとが、龍と戦ったのである

。龍もその使たちも応戦したが、 8勝てなかった。

そして、もはや天には彼らのおる所がなくなった。

9この巨大な龍、すなわち、悪魔とか、サタンとか呼

ばれ、全世界を惑わす年を経たへびは、地に投げ落

され、その使たちも、もろともに投げ落された。 10

その時わたしは、大きな声が天でこう言うのを聞い

た、「今や、われらの神の救と力と国と、神のキリ

ストの権威とは、現れた。われらの兄弟らを訴える

者、夜昼われらの神のみまえで彼らを訴える者は、

投げ落された。 11兄弟たちは、小羊の血と彼らのあ

かしの言葉とによって、彼にうち勝ち、死に至るま

でもそのいのちを惜しまなかった。 12それゆえに、

天とその中に住む者たちよ、大いに喜べ。しかし、

地と海よ、おまえたちはわざわいである。悪魔が、

自分の時が短いのを知り、激しい怒りをもって、お

まえたちのところに下ってきたからである」。 13龍
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は、自分が地上に投げ落されたと知ると、男子を産

んだ女を追いかけた。 14しかし、女は自分の場所で

ある荒野に飛んで行くために、大きなわしの二つの

翼を与えられた。そしてそこでへびからのがれて、

一年、二年、また、半年の間、養われることになっ

ていた。 15へびは女の後に水を川のように、口から

吐き出して、女をおし流そうとした。 16しかし、地

は女を助けた。すなわち、地はその口を開いて、龍

が口から吐き出した川を飲みほした。 17龍は、女に

対して怒りを発し、女の残りの子ら、すなわち、神

の戒めを守り、イエスのあかしを持っている者たち

に対して、戦いをいどむために、出て行った。 そし

て、海の砂の上に立った。

13わたしはまた、一匹の獣が海から上って来るの

を見た。それには角が十本、頭が七つあり、それら

の角には十の冠があって、頭には神を汚す名がつい

ていた。 2わたしの見たこの獣はひょうに似ており

、その足はくまの足のようで、その口はししの口の

ようであった。龍は自分の力と位と大いなる権威と

を、この獣に与えた。 3その頭の一つが、死ぬほど

の傷を受けたが、その致命的な傷もなおってしまっ

た。そこで、全地の人々は驚きおそれて、その獣に

従い、 4また、龍がその権威を獣に与えたので、人

々は龍を拝み、さらに、その獣を拝んで言った、「

だれが、この獣に匹敵し得ようか。だれが、これと

戦うことができようか」。 5この獣には、また、大

言を吐き汚しごとを語る口が与えられ、四十二か月

のあいだ活動する権威が与えられた。 6そこで、彼

は口を開いて神を汚し、神の御名と、その幕屋、す
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なわち、天に住む者たちとを汚した。 7そして彼は

、聖徒に戦いをいどんでこれに勝つことを許され、

さらに、すべての部族、民族、国語、国民を支配す

る権威を与えられた。 8地に住む者で、ほふられた

小羊のいのちの書に、その名を世の初めからしるさ

れていない者はみな、この獣を拝むであろう。 9耳

のある者は、聞くがよい。 10とりこになるべき者は

、とりこになっていく。つるぎで殺す者は、自らも

つるぎで殺されねばならない。ここに、聖徒たちの

忍耐と信仰とがある。 11わたしはまた、ほかの獣が

地から上って来るのを見た。それには小羊のような

角が二つあって、龍のように物を言った。 12そして

、先の獣の持つすべての権力をその前で働かせた。

また、地と地に住む人々に、致命的な傷がいやされ

た先の獣を拝ませた。 13また、大いなるしるしを行

って、人々の前で火を天から地に降らせることさえ

した。 14さらに、先の獣の前で行うのを許されたし

るしで、地に住む人々を惑わし、かつ、つるぎの傷

を受けてもなお生きている先の獣の像を造ることを

、地に住む人々に命じた。 15それから、その獣の像

に息を吹き込んで、その獣の像が物を言うことさえ

できるようにし、また、その獣の像を拝まない者を

みな殺させた。 16また、小さき者にも、大いなる者

にも、富める者にも、貧しき者にも、自由人にも、

奴隷にも、すべての人々に、その右の手あるいは額

に刻印を押させ、 17この刻印のない者はみな、物を

買うことも売ることもできないようにした。この刻

印は、その獣の名、または、その名の数字のことで

ある。 18ここに、知恵が必要である。思慮のある者
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は、獣の数字を解くがよい。その数字とは、人間を

さすものである。そして、その数字は六百六十六で

ある。

14なお、わたしが見ていると、見よ、小羊がシオ

ンの山に立っていた。また、十四万四千の人々が小

羊と共におり、その額に小羊の名とその父の名とが

書かれていた。 2またわたしは、大水のとどろきの

ような、激しい雷鳴のような声が、天から出るのを

聞いた。わたしの聞いたその声は、琴をひく人が立

琴をひく音のようでもあった。 3彼らは、御座の前

、四つの生き物と長老たちとの前で、新しい歌を歌

った。この歌は、地からあがなわれた十四万四千人

のほかは、だれも学ぶことができなかった。 4彼ら

は、女にふれたことのない者である。彼らは、純潔

な者である。そして、小羊の行く所へは、どこへで

もついて行く。彼らは、神と小羊とにささげられる

初穂として、人間の中からあがなわれた者である。

5彼らの口には偽りがなく、彼らは傷のない者であっ

た。 6わたしは、もうひとりの御使が中空を飛ぶの

を見た。彼は地に住む者、すなわち、あらゆる国民

、部族、国語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福

音をたずさえてきて、 (aiōnios g166) 7大声で言った、

「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。神のさばきの時

がきたからである。天と地と海と水の源とを造られ

たかたを、伏し拝め」。 8また、ほかの第二の御使

が、続いてきて言った、「倒れた、大いなるバビロ

ンは倒れた。その不品行に対する激しい怒りのぶど

う酒を、あらゆる国民に飲ませた者」。 9ほかの第

三の御使が彼らに続いてきて、大声で言った、「お
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およそ、獣とその像とを拝み、額や手に刻印を受け

る者は、 10神の怒りの杯に混ぜものなしに盛られた

、神の激しい怒りのぶどう酒を飲み、聖なる御使た

ちと小羊との前で、火と硫黄とで苦しめられる。 11

その苦しみの煙は世々限りなく立ちのぼり、そして

、獣とその像とを拝む者、また、だれでもその名の

刻印を受けている者は、昼も夜も休みが得られない

。 (aiōn g165) 12ここに、神の戒めを守り、イエスを信

じる信仰を持ちつづける聖徒の忍耐がある」。 13ま

たわたしは、天からの声がこう言うのを聞いた、「

書きしるせ、『今から後、主にあって死ぬ死人はさ

いわいである』」。御霊も言う、「しかり、彼らは

その労苦を解かれて休み、そのわざは彼らについて

いく」。 14また見ていると、見よ、白い雲があって

、その雲の上に人の子のような者が座しており、頭

には金の冠をいただき、手には鋭いかまを持ってい

た。 15すると、もうひとりの御使が聖所から出てき

て、雲の上に座している者にむかって大声で叫んだ

、「かまを入れて刈り取りなさい。地の穀物は全く

実り、刈り取るべき時がきた」。 16雲の上に座して

いる者は、そのかまを地に投げ入れた。すると、地

のものが刈り取られた。 17また、もうひとりの御使

が、天の聖所から出てきたが、彼もまた鋭いかまを

持っていた。 18さらに、もうひとりの御使で、火を

支配する権威を持っている者が、祭壇から出てきて

、鋭いかまを持つ御使にむかい、大声で言った、「

その鋭いかまを地に入れて、地のぶどうのふさを刈

り集めなさい。ぶどうの実がすでに熟しているから

」。 19そこで、御使はそのかまを地に投げ入れて、
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地のぶどうを刈り集め、神の激しい怒りの大きな酒

ぶねに投げ込んだ。 20そして、その酒ぶねが都の外

で踏まれた。すると、血が酒ぶねから流れ出て、馬

のくつわにとどくほどになり、一千六百丁にわたっ

てひろがった。

15またわたしは、天に大いなる驚くべきほかのし

るしを見た。七人の御使が、最後の七つの災害を携

えていた。これらの災害で神の激しい怒りがその頂

点に達するのである。 2またわたしは、火のまじっ

たガラスの海のようなものを見た。そして、このガ

ラスの海のそばに、獣とその像とその名の数字とに

うち勝った人々が、神の立琴を手にして立っている

のを見た。 3彼らは、神の僕モーセの歌と小羊の歌

とを歌って言った、「全能者にして主なる神よ。あ

なたのみわざは、大いなる、また驚くべきものであ

ります。万民の王よ、あなたの道は正しく、かつ真

実であります。 4主よ、あなたをおそれず、御名を

ほめたたえない者が、ありましょうか。あなただけ

が聖なるかたであり、あらゆる国民はきて、あなた

を伏し拝むでしょう。あなたの正しいさばきが、あ

らわれるに至ったからであります」。 5その後、わ

たしが見ていると、天にある、あかしの幕屋の聖所

が開かれ、 6その聖所から、七つの災害を携えてい

る七人の御使が、汚れのない、光り輝く亜麻布を身

にまとい、金の帯を胸にしめて、出てきた。 7そし

て、四つの生き物の一つが、世々限りなく生きてお

られる神の激しい怒りの満ちた七つの金の鉢を、七

人の御使に渡した。 (aiōn g165) 8すると、聖所は神の

栄光とその力とから立ちのぼる煙で満たされ、七人
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の御使の七つの災害が終ってしまうまでは、だれも

聖所にはいることができなかった。

16それから、大きな声が聖所から出て、七人の御

使にむかい、「さあ行って、神の激しい怒りの七つ

の鉢を、地に傾けよ」と言うのを聞いた。 2そして

、第一の者が出て行って、その鉢を地に傾けた。す

ると、獣の刻印を持つ人々と、その像を拝む人々と

のからだに、ひどい悪性のでき物ができた。 3第二

の者が、その鉢を海に傾けた。すると、海は死人の

血のようになって、その中の生き物がみな死んでし

まった。 4第三の者がその鉢を川と水の源とに傾け

た。すると、みな血になった。 5それから、水をつ

かさどる御使がこう言うのを、聞いた、「今いまし

、昔いませる聖なる者よ。このようにお定めになっ

たあなたは、正しいかたであります。 6聖徒と預言

者との血を流した者たちに、血をお飲ませになりま

したが、それは当然のことであります」。 7わたし

はまた祭壇がこう言うのを聞いた、「全能者にして

主なる神よ。しかり、あなたのさばきは真実で、か

つ正しいさばきであります」。 8第四の者が、その

鉢を太陽に傾けた。すると、太陽は火で人々を焼く

ことを許された。 9人々は、激しい炎熱で焼かれた

が、これらの災害を支配する神の御名を汚し、悔い

改めて神に栄光を帰することをしなかった。 10第五

の者が、その鉢を獣の座に傾けた。すると、獣の国

は暗くなり、人々は苦痛のあまり舌をかみ、 11その

苦痛とでき物とのゆえに、天の神をのろった。そし

て、自分の行いを悔い改めなかった。 12第六の者が

、その鉢を大ユウフラテ川に傾けた。すると、その
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水は、日の出る方から来る王たちに対し道を備える

ために、かれてしまった。 13また見ると、龍の口か

ら、獣の口から、にせ預言者の口から、かえるのよ

うな三つの汚れた霊が出てきた。 14これらは、しる

しを行う悪霊の霊であって、全世界の王たちのとこ

ろに行き、彼らを召集したが、それは、全能なる神

の大いなる日に、戦いをするためであった。 15（見

よ、わたしは盗人のように来る。裸のままで歩かな

いように、また、裸の恥を見られないように、目を

さまし着物を身に着けている者は、さいわいである

。） 16三つの霊は、ヘブル語でハルマゲドンという

所に、王たちを召集した。 17第七の者が、その鉢を

空中に傾けた。すると、大きな声が聖所の中から、

御座から出て、「事はすでに成った」と言った。 18

すると、いなずまと、もろもろの声と、雷鳴とが起

り、また激しい地震があった。それは人間が地上に

あらわれて以来、かつてなかったようなもので、そ

れほどに激しい地震であった。 19大いなる都は三つ

に裂かれ、諸国民の町々は倒れた。神は大いなるバ

ビロンを思い起し、これに神の激しい怒りのぶどう

酒の杯を与えられた。 20島々はみな逃げ去り、山々

は見えなくなった。 21また一タラントの重さほどの

大きな雹が、天から人々の上に降ってきた。人々は

、この雹の災害のゆえに神をのろった。その災害が

、非常に大きかったからである。

17それから、七つの鉢を持つ七人の御使のひとり

がきて、わたしに語って言った、「さあ、きなさい

。多くの水の上にすわっている大淫婦に対するさば

きを、見せよう。 2地の王たちはこの女と姦淫を行
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い、地に住む人々はこの女の姦淫のぶどう酒に酔い

しれている」。 3御使は、わたしを御霊に感じたま

ま、荒野へ連れて行った。わたしは、そこでひとり

の女が赤い獣に乗っているのを見た。その獣は神を

汚すかずかずの名でおおわれ、また、それに七つの

頭と十の角とがあった。 4この女は紫と赤の衣をま

とい、金と宝石と真珠とで身を飾り、憎むべきもの

と自分の姦淫の汚れとで満ちている金の杯を手に持

ち、 5その額には、一つの名がしるされていた。そ

れは奥義であって、「大いなるバビロン、淫婦ども

と地の憎むべきものらとの母」というのであった。

6わたしは、この女が聖徒の血とイエスの証人の血に

酔いしれているのを見た。この女を見た時、わたし

は非常に驚きあやしんだ。 7すると、御使はわたし

に言った、「なぜそんなに驚くのか。この女の奥義

と、女を乗せている七つの頭と十の角のある獣の奥

義とを、話してあげよう。 8あなたの見た獣は、昔

はいたが、今はおらず、そして、やがて底知れぬ所

から上ってきて、ついには滅びに至るものである。

地に住む者のうち、世の初めからいのちの書に名を

しるされていない者たちは、この獣が、昔はいたが

今はおらず、やがて来るのを見て、驚きあやしむで

あろう。 (Abyssos g12) 9ここに、知恵のある心が必要

である。七つの頭は、この女のすわっている七つの

山であり、また、七人の王のことである。 10そのう

ちの五人はすでに倒れ、ひとりは今おり、もうひと

りは、まだきていない。それが来れば、しばらくの

間だけおることになっている。 11昔はいたが今はい

ないという獣は、すなわち第八のものであるが、ま
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たそれは、かの七人の中のひとりであって、ついに

は滅びに至るものである。 12あなたの見た十の角は

、十人の王のことであって、彼らはまだ国を受けて

はいないが、獣と共に、一時だけ王としての権威を

受ける。 13彼らは心をひとつにしている。そして、

自分たちの力と権威とを獣に与える。 14彼らは小羊

に戦いをいどんでくるが、小羊は、主の主、王の王

であるから、彼らにうち勝つ。また、小羊と共にい

る召された、選ばれた、忠実な者たちも、勝利を得

る」。 15御使はまた、わたしに言った、「あなたの

見た水、すなわち、淫婦のすわっている所は、あら

ゆる民族、群衆、国民、国語である。 16あなたの見

た十の角と獣とは、この淫婦を憎み、みじめな者に

し、裸にし、彼女の肉を食い、火で焼き尽すであろ

う。 17神は、御言が成就する時まで、彼らの心の中

に、御旨を行い、思いをひとつにし、彼らの支配権

を獣に与える思いを持つようにされたからである。

18あなたの見たかの女は、地の王たちを支配する大

いなる都のことである」。

18この後、わたしは、もうひとりの御使が、大い

なる権威を持って、天から降りて来るのを見た。地

は彼の栄光によって明るくされた。 2彼は力強い声

で叫んで言った、「倒れた、大いなるバビロンは倒

れた。そして、それは悪魔の住む所、あらゆる汚れ

た霊の巣くつ、また、あらゆる汚れた憎むべき鳥の

巣くつとなった。 3すべての国民は、彼女の姦淫に

対する激しい怒りのぶどう酒を飲み、地の王たちは

彼女と姦淫を行い、地上の商人たちは、彼女の極度

のぜいたくによって富を得たからである」。 4わた
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しはまた、もうひとつの声が天から出るのを聞いた

、「わたしの民よ。彼女から離れ去って、その罪に

あずからないようにし、その災害に巻き込まれない

ようにせよ。 5彼女の罪は積り積って天に達してお

り、神はその不義の行いを覚えておられる。 6彼女

がしたとおりに彼女にし返し、そのしわざに応じて

二倍に報復をし、彼女が混ぜて入れた杯の中に、そ

の倍の量を、入れてやれ。 7彼女が自ら高ぶり、ぜ

いたくをほしいままにしたので、それに対して、同

じほどの苦しみと悲しみとを味わわせてやれ。彼女

は心の中で『わたしは女王の位についている者であ

って、やもめではないのだから、悲しみを知らない

』と言っている。 8それゆえ、さまざまの災害が、

死と悲しみとききんとが、一日のうちに彼女を襲い

、そして、彼女は火で焼かれてしまう。彼女をさば

く主なる神は、力強いかたなのである。 9彼女と姦

淫を行い、ぜいたくをほしいままにしていた地の王

たちは、彼女が焼かれる火の煙を見て、彼女のため

に胸を打って泣き悲しみ、 10彼女の苦しみに恐れを

いだき、遠くに立って言うであろう、『ああ、わざ

わいだ、大いなる都、不落の都、バビロンは、わざ

わいだ。おまえに対するさばきは、一瞬にしてきた

』。 11また、地の商人たちも彼女のために泣き悲し

む。もはや、彼らの商品を買う者が、ひとりもない

からである。 12その商品は、金、銀、宝石、真珠、

麻布、紫布、絹、緋布、各種の香木、各種の象牙細

工、高価な木材、銅、鉄、大理石などの器、 13肉桂

、香料、香、におい油、乳香、ぶどう酒、オリブ油

、麦粉、麦、牛、羊、馬、車、奴隷、そして人身な



ヨハネの黙示録 2743

どである。 14おまえの心の喜びであったくだものは

なくなり、あらゆるはでな、はなやかな物はおまえ

から消え去った。それらのものはもはや見られない

。 15これらの品々を売って、彼女から富を得た商人

は、彼女の苦しみに恐れをいだいて遠くに立ち、泣

き悲しんで言う、 16『ああ、わざわいだ、麻布と紫

布と緋布をまとい、金や宝石や真珠で身を飾ってい

た大いなる都は、わざわいだ。 17これほどの富が、

一瞬にして無に帰してしまうとは』。また、すべて

の船長、航海者、水夫、すべて海で働いている人た

ちは、遠くに立ち、 18彼女が焼かれる火の煙を見て

、叫んで言う、『これほどの大いなる都は、どこに

あろう』。 19彼らは頭にちりをかぶり、泣き悲しん

で叫ぶ、『ああ、わざわいだ、この大いなる都は、

わざわいだ。そのおごりによって、海に舟を持つす

べての人が富を得ていたのに、この都も一瞬にして

無に帰してしまった』。 20天よ、聖徒たちよ、使徒

たちよ、預言者たちよ。この都について大いに喜べ

。神は、あなたがたのために、この都をさばかれた

のである」。 21すると、ひとりの力強い御使が、大

きなひきうすのような石を持ちあげ、それを海に投

げ込んで言った、「大いなる都バビロンは、このよ

うに激しく打ち倒され、そして、全く姿を消してし

まう。 22また、おまえの中では、立琴をひく者、歌

を歌う者、笛を吹く者、ラッパを吹き鳴らす者の楽

の音は全く聞かれず、あらゆる仕事の職人たちも全

く姿を消し、また、ひきうすの音も、全く聞かれな

い。 23また、おまえの中では、あかりもともされず

、花婿、花嫁の声も聞かれない。というのは、おま
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えの商人たちは地上で勢力を張る者となり、すべて

の国民はおまえのまじないでだまされ、 24また、預

言者や聖徒の血、さらに、地上で殺されたすべての

者の血が、この都で流されたからである」。

19この後、わたしは天の大群衆が大声で唱えるよ

うな声を聞いた、「ハレルヤ、救と栄光と力とは、

われらの神のものであり、 2そのさばきは、真実で

正しい。神は、姦淫で地を汚した大淫婦をさばき、

神の僕たちの血の報復を彼女になさったからである

」。 3再び声があって、「ハレルヤ、彼女が焼かれ

る火の煙は、世々限りなく立ちのぼる」と言った。

(aiōn g165) 4すると、二十四人の長老と四つの生き物と

がひれ伏し、御座にいます神を拝して言った、「ア

ァメン、ハレルヤ」。 5その時、御座から声が出て

言った、「すべての神の僕たちよ、神をおそれる者

たちよ。小さき者も大いなる者も、共に、われらの

神をさんびせよ」。 6わたしはまた、大群衆の声、

多くの水の音、また激しい雷鳴のようなものを聞い

た。それはこう言った、「ハレルヤ、全能者にして

主なるわれらの神は、王なる支配者であられる。 7

わたしたちは喜び楽しみ、神をあがめまつろう。小

羊の婚姻の時がきて、花嫁はその用意をしたからで

ある。 8彼女は、光り輝く、汚れのない麻布の衣を

着ることを許された。この麻布の衣は、聖徒たちの

正しい行いである」。 9それから、御使はわたしに

言った、「書きしるせ。小羊の婚宴に招かれた者は

、さいわいである」。またわたしに言った、「これ

らは、神の真実の言葉である」。 10そこで、わたし

は彼の足もとにひれ伏して、彼を拝そうとした。す
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ると、彼は言った、「そのようなことをしてはいけ

ない。わたしは、あなたと同じ僕仲間であり、また

イエスのあかしびとであるあなたの兄弟たちと同じ

僕仲間である。ただ神だけを拝しなさい。イエスの

あかしは、すなわち預言の霊である」。 11またわた

しが見ていると、天が開かれ、見よ、そこに白い馬

がいた。それに乗っているかたは、「忠実で真実な

者」と呼ばれ、義によってさばき、また、戦うかた

である。 12その目は燃える炎であり、その頭には多

くの冠があった。また、彼以外にはだれも知らない

名がその身にしるされていた。 13彼は血染めの衣を

まとい、その名は「神の言」と呼ばれた。 14そして

、天の軍勢が、純白で、汚れのない麻布の衣を着て

、白い馬に乗り、彼に従った。 15その口からは、諸

国民を打つために、鋭いつるぎが出ていた。彼は、

鉄のつえをもって諸国民を治め、また、全能者なる

神の激しい怒りの酒ぶねを踏む。 16その着物にも、

そのももにも、「王の王、主の主」という名がしる

されていた。 17また見ていると、ひとりの御使が太

陽の中に立っていた。彼は、中空を飛んでいるすべ

ての鳥にむかって、大声で叫んだ、「さあ、神の大

宴会に集まってこい。 18そして、王たちの肉、将軍

の肉、勇者の肉、馬の肉、馬に乗っている者の肉、

また、すべての自由人と奴隷との肉、小さき者と大

いなる者との肉をくらえ」。 19なお見ていると、獣

と地の王たちと彼らの軍勢とが集まり、馬に乗って

いるかたとその軍勢とに対して、戦いをいどんだ。

20しかし、獣は捕えられ、また、この獣の前でしる

しを行って、獣の刻印を受けた者とその像を拝む者
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とを惑わしたにせ預言者も、獣と共に捕えられた。

そして、この両者とも、生きながら、硫黄の燃えて

いる火の池に投げ込まれた。 (Limnē Pyr g3041 g4442) 21そ

れ以外の者たちは、馬に乗っておられるかたの口か

ら出るつるぎで切り殺され、その肉を、すべての鳥

が飽きるまで食べた。

20またわたしが見ていると、ひとりの御使が、底

知れぬ所のかぎと大きな鎖とを手に持って、天から

降りてきた。 (Abyssos g12) 2彼は、悪魔でありサタン

である龍、すなわち、かの年を経たへびを捕えて千

年の間つなぎおき、 3そして、底知れぬ所に投げ込

み、入口を閉じてその上に封印し、千年の期間が終

るまで、諸国民を惑わすことがないようにしておい

た。その後、しばらくの間だけ解放されることにな

っていた。 (Abyssos g12) 4また見ていると、かず多く

の座があり、その上に人々がすわっていた。そして

、彼らにさばきの権が与えられていた。また、イエ

スのあかしをし神の言を伝えたために首を切られた

人々の霊がそこにおり、また、獣をもその像をも拝

まず、その刻印を額や手に受けることをしなかった

人々がいた。彼らは生きかえって、キリストと共に

千年の間、支配した。 5（それ以外の死人は、千年

の期間が終るまで生きかえらなかった。）これが第

一の復活である。 6この第一の復活にあずかる者は

、さいわいな者であり、また聖なる者である。この

人たちに対しては、第二の死はなんの力もない。彼

らは神とキリストとの祭司となり、キリストと共に

千年の間、支配する。 7千年の期間が終ると、サタ

ンはその獄から解放される。 8そして、出て行き、
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地の四方にいる諸国民、すなわちゴグ、マゴグを惑

わし、彼らを戦いのために召集する。その数は、海

の砂のように多い。 9彼らは地上の広い所に上って

きて、聖徒たちの陣営と愛されていた都とを包囲し

た。すると、天から火が下ってきて、彼らを焼き尽

した。 10そして、彼らを惑わした悪魔は、火と硫黄

との池に投げ込まれた。そこには、獣もにせ預言者

もいて、彼らは世々限りなく日夜、苦しめられるの

である。 (aiōn g165, Limnē Pyr g3041 g4442) 11また見ている

と、大きな白い御座があり、そこにいますかたがあ

った。天も地も御顔の前から逃げ去って、あとかた

もなくなった。 12また、死んでいた者が、大いなる

者も小さき者も共に、御座の前に立っているのが見

えた。かずかずの書物が開かれたが、もう一つの書

物が開かれた。これはいのちの書であった。死人は

そのしわざに応じ、この書物に書かれていることに

したがって、さばかれた。 13海はその中にいる死人

を出し、死も黄泉もその中にいる死人を出し、そし

て、おのおのそのしわざに応じて、さばきを受けた

。 (Hadēs g86) 14それから、死も黄泉も火の池に投げ込

まれた。この火の池が第二の死である。 (Hadēs g86,

Limnē Pyr g3041 g4442) 15このいのちの書に名がしるされ

ていない者はみな、火の池に投げ込まれた。 (Limnē

Pyr g3041 g4442)

21わたしはまた、新しい天と新しい地とを見た。

先の天と地とは消え去り、海もなくなってしまった

。 2また、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のた

めに着飾った花嫁のように用意をととのえて、神の

もとを出て、天から下って来るのを見た。 3また、
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御座から大きな声が叫ぶのを聞いた、「見よ、神の

幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、人は神の

民となり、神自ら人と共にいまして、 4人の目から

涙を全くぬぐいとって下さる。もはや、死もなく、

悲しみも、叫びも、痛みもない。先のものが、すで

に過ぎ去ったからである」。 5すると、御座にいま

すかたが言われた、「見よ、わたしはすべてのもの

を新たにする」。また言われた、「書きしるせ。こ

れらの言葉は、信ずべきであり、まことである」。

6そして、わたしに仰せられた、「事はすでに成った

。わたしは、アルパでありオメガである。初めであ

り終りである。かわいている者には、いのちの水の

泉から価なしに飲ませよう。 7勝利を得る者は、こ

れらのものを受け継ぐであろう。わたしは彼の神と

なり、彼はわたしの子となる。 8しかし、おくびょ

うな者、信じない者、忌むべき者、人殺し、姦淫を

行う者、まじないをする者、偶像を拝む者、すべて

偽りを言う者には、火と硫黄の燃えている池が、彼

らの受くべき報いである。これが第二の死である」

。 (Limnē Pyr g3041 g4442) 9最後の七つの災害が満ちてい

る七つの鉢を持っていた七人の御使のひとりがきて

、わたしに語って言った、「さあ、きなさい。小羊

の妻なる花嫁を見せよう」。 10この御使は、わたし

を御霊に感じたまま、大きな高い山に連れて行き、

聖都エルサレムが、神の栄光のうちに、神のみもと

を出て天から下って来るのを見せてくれた。 11その

都の輝きは、高価な宝石のようであり、透明な碧玉

のようであった。 12それには大きな、高い城壁があ

って、十二の門があり、それらの門には、十二の御
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使がおり、イスラエルの子らの十二部族の名が、そ

れに書いてあった。 13東に三つの門、北に三つの門

、南に三つの門、西に三つの門があった。 14また都

の城壁には十二の土台があり、それには小羊の十二

使徒の十二の名が書いてあった。 15わたしに語って

いた者は、都とその門と城壁とを測るために、金の

測りざおを持っていた。 16都は方形であって、その

長さと幅とは同じである。彼がその測りざおで都を

測ると、一万二千丁であった。長さと幅と高さとは

、いずれも同じである。 17また城壁を測ると、百四

十四キュビトであった。これは人間の、すなわち、

御使の尺度によるのである。 18城壁は碧玉で築かれ

、都はすきとおったガラスのような純金で造られて

いた。 19都の城壁の土台は、さまざまな宝石で飾ら

れていた。第一の土台は碧玉、第二はサファイヤ、

第三はめのう、第四は緑玉、 20第五は縞めのう、第

六は赤めのう、第七はかんらん石、第八は緑柱石、

第九は黄玉石、第十はひすい、第十一は青玉、第十

二は紫水晶であった。 21十二の門は十二の真珠であ

り、門はそれぞれ一つの真珠で造られ、都の大通り

は、すきとおったガラスのような純金であった。 22

わたしは、この都の中には聖所を見なかった。全能

者にして主なる神と小羊とが、その聖所なのである

。 23都は、日や月がそれを照す必要がない。神の栄

光が都を明るくし、小羊が都のあかりだからである

。 24諸国民は都の光の中を歩き、地の王たちは、自

分たちの光栄をそこに携えて来る。 25都の門は、終

日、閉ざされることはない。そこには夜がないから

である。 26人々は、諸国民の光栄とほまれとをそこ
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に携えて来る。 27しかし、汚れた者や、忌むべきこ

と及び偽りを行う者は、その中に決してはいれない

。はいれる者は、小羊のいのちの書に名をしるされ

ている者だけである。

22御使はまた、水晶のように輝いているいのちの

水の川をわたしに見せてくれた。この川は、神と小

羊との御座から出て、 2都の大通りの中央を流れて

いる。川の両側にはいのちの木があって、十二種の

実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国

民をいやす。 3のろわるべきものは、もはや何ひと

つない。神と小羊との御座は都の中にあり、その僕

たちは彼を礼拝し、 4御顔を仰ぎ見るのである。彼

らの額には、御名がしるされている。 5夜は、もは

やない。あかりも太陽の光も、いらない。主なる神

が彼らを照し、そして、彼らは世々限りなく支配す

る。 (aiōn g165) 6彼はまた、わたしに言った、「これ

らの言葉は信ずべきであり、まことである。預言者

たちのたましいの神なる主は、すぐにも起るべきこ

とをその僕たちに示そうとして、御使をつかわされ

たのである。 7見よ、わたしは、すぐに来る。この

書の預言の言葉を守る者は、さいわいである」。 8

これらのことを見聞きした者は、このヨハネである

。わたしが見聞きした時、それらのことを示してく

れた御使の足もとにひれ伏して拝そうとすると、 9

彼は言った、「そのようなことをしてはいけない。

わたしは、あなたや、あなたの兄弟である預言者た

ちや、この書の言葉を守る者たちと、同じ僕仲間で

ある。ただ神だけを拝しなさい」。 10またわたしに

言った、「この書の預言の言葉を封じてはならない



ヨハネの黙示録 2751

。時が近づいているからである。 11不義な者はさら

に不義を行い、汚れた者はさらに汚れたことを行い

、義なる者はさらに義を行い、聖なる者はさらに聖

なることを行うままにさせよ」。 12「見よ、わたし

はすぐに来る。報いを携えてきて、それぞれのしわ

ざに応じて報いよう。 13わたしはアルパであり、オ

メガである。最初の者であり、最後の者である。初

めであり、終りである。 14いのちの木にあずかる特

権を与えられ、また門をとおって都にはいるために

、自分の着物を洗う者たちは、さいわいである。 15

犬ども、まじないをする者、姦淫を行う者、人殺し

、偶像を拝む者、また、偽りを好みかつこれを行う

者はみな、外に出されている。 16わたしイエスは、

使をつかわして、諸教会のために、これらのことを

あなたがたにあかしした。わたしは、ダビデの若枝

また子孫であり、輝く明けの明星である」。 17御霊

も花嫁も共に言った、「きたりませ」。また、聞く

者も「きたりませ」と言いなさい。かわいている者

はここに来るがよい。いのちの水がほしい者は、価

なしにそれを受けるがよい。 18この書の預言の言葉

を聞くすべての人々に対して、わたしは警告する。

もしこれに書き加える者があれば、神はその人に、

この書に書かれている災害を加えられる。 19また、

もしこの預言の書の言葉をとり除く者があれば、神

はその人の受くべき分を、この書に書かれているい

のちの木と聖なる都から、とり除かれる。 20これら

のことをあかしするかたが仰せになる、「しかり、

わたしはすぐに来る」。アァメン、主イエスよ、き
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たりませ。 21主イエスの恵みが、一同の者と共にあ

るように。





また、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために着飾った花嫁のように用意をとと

のえて、神のもとを出て、天から下って来るのを見た。また、御座から大きな声が叫

ぶのを聞いた、「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、

人は神の民となり、神自ら人と共にいまして、

ヨハネの黙示録 21:2-3



読者ガイド
日本語 at AionianBible.org/Readers-Guide

The Aionian Bible republishes public domain and Creative Common Bible texts that are
100% free to copy and print. The original translation is unaltered and notes are added to
help your study. The notes show the location of eleven special Greek and Hebrew
Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for
all mankind, and the nature of afterlife destinies.

Who has the authority to interpret the Bible and examine the underlying Hebrew and
Greek words? That is a good question! We read in 1 John 2:27, “As for you, the
anointing which you received from him remains in you, and you do not need for anyone
to teach you. But as his anointing teaches you concerning all things, and is true, and is
no lie, and even as it taught you, you remain in him.” Every Christian is qualified to
interpret the Bible! Now that does not mean we will all agree. Each of us is still growing
in our understanding of the truth. However, it does mean that there is no infallible human
or tradition to answer all our questions. Instead the Holy Spirit helps each of us to know
the truth and grow closer to God and each other.

The Bible is a library with 66 books in the Protestant Canon. The best way to learn
God’s word is to read entire books. Read the book of Genesis. Read the book of
John. Read the entire Bible library. Topical studies and cross-referencing can be good.
However, the safest way to understand context and meaning is to read whole Bible
books. Chapter and verse numbers were added for convenience in the 16th century, but
unfortunately they can cause the Bible to seem like an encyclopedia. The Aionian Bible
is formatted with simple verse numbering, minimal notes, and no cross-referencing in
order to encourage the reading of Bible books.

Bible reading must also begin with prayer. Any Christian is qualified to interpret the Bible
with God’s help. However, this freedom is also a responsibility because without the Holy
Spirit we cannot interpret accurately. We read in 1 Corinthians 2:13-14, “And we speak
of these things, not with words taught by human wisdom, but with those taught by the
Spirit, comparing spiritual things with spiritual things. Now the natural person does not
receive the things of the Spirit of God, for they are foolishness to him, and he cannot
understand them, because they are spiritually discerned.” So we cannot understand in
our natural self, but we can with God’s help through prayer.

The Holy Spirit is the best writer and he uses literary devices such as introductions,
conclusions, paragraphs, and metaphors. He also writes various genres including
historical narrative, prose, and poetry. So Bible study must spiritually discern and
understand literature. Pray, read, observe, interpret, and apply. Finally, “Do your best
to present yourself approved by God, a worker who does not need to be ashamed,
properly handling the word of truth.” 2 Timothy 2:15. “God has granted to us his precious
and exceedingly great promises; that through these you may become partakers of the
divine nature, having escaped from the corruption that is in the world by lust. Yes,
and for this very cause adding on your part all diligence, in your faith supply moral
excellence; and in moral excellence, knowledge; and in knowledge, self-control; and in
self-control patience; and in patience godliness; and in godliness brotherly affection; and
in brotherly affection, love. For if these things are yours and abound, they make you to
be not idle nor unfruitful to the knowledge of our Lord Jesus Christ,” 2 Peter 1:4-8.
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用語集
日本語 at AionianBible.org/Glossary

The Aionian Bible un-translates and instead transliterates eleven special words to help
us better understand the extent of God’s love for individuals and all mankind, and the
nature of afterlife destinies. The original translation is unaltered and a note is added to
64 Old Testament and 201 New Testament verses. Compare the meanings below to the
Strong's Concordance and Glossary definitions.

Abyssos g12
Greek: proper noun, place
Usage: 9 times in 3 books, 6 chapters, and 9 verses
Meaning:

Temporary prison for special fallen angels such as Apollyon, the Beast, and Satan.

aïdios g126
Greek: adjective
Usage: 2 times in Romans 1:20 and Jude 6
Meaning:

Lasting, enduring forever, eternal.

aiōn g165
Greek: noun
Usage: 127 times in 22 books, 75 chapters, and 102 verses
Meaning:

A lifetime or time period with a beginning and end, an era, an age, the completion of
which is beyond human perception, but known only to God the creator of the aiōns,
Hebrews 1:2. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Greek
usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

aiōnios g166
Greek: adjective
Usage: 71 times in 19 books, 44 chapters, and 69 verses
Meaning:

From start to finish, pertaining to the age, lifetime, entirety, complete, or even
consummate. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Koine
Greek usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

eleēsē g1653
Greek: verb, aorist tense, active voice, subjunctive mood, 3rd person singular
Usage: 1 time in this conjugation, Romans 11:32
Meaning:

To have pity on, to show mercy. Typically, the subjunctive mood indicates possiblity,
not certainty. However, a subjunctive in a purpose clause is a resulting action as certain
as the causal action. The subjunctive in a purpose clause functions as an indicative, not
an optative. Thus, the grand conclusion of grace theology in Romans 11:32 must be
clarified. God's mercy on all is not a possibility, but a certainty. See ntgreek.org.
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Geenna g1067
Greek: proper noun, place
Usage: 12 times in 4 books, 7 chapters, and 12 verses
Meaning:

Valley of Hinnom, Jerusalem's trash dump, a place of ruin, destruction, and judgment
in this life, or the next, though not eternal to Jesus' audience.

Hadēs g86
Greek: proper noun, place
Usage: 11 times in 5 books, 9 chapters, and 11 verses
Meaning:

Synonomous with Sheol, though in New Testament usage Hades is the temporal
place of punishment for deceased unbelieving mankind, distinct from Paradise for
deceased believers.

Limnē Pyr g3041 g4442
Greek: proper noun, place
Usage: Phrase 5 times in the New Testament
Meaning:

Lake of Fire, final punishment for those not named in the Book of Life, prepared for
the Devil and his angels, Matthew 25:41.

Sheol h7585
Hebrew: proper noun, place
Usage: 66 times in 17 books, 50 chapters, and 64 verses
Meaning:

The grave or temporal afterlife world of both the righteous and unrighteous, believing
and unbelieving, until the general resurrection.

Tartaroō g5020
Greek: proper noun, place
Usage: 1 time in 2 Peter 2:4
Meaning:

Temporary prison for particular fallen angels awaiting final judgment.
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placement is skipped or adjusted for verses with non-standard numbering.
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は
な
く
、
仕
え
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
人
の
あ
が
な
い
と
し
て
、
自
分
の
命
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
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-
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・
イ
エ
ス
の
僕
、
神
の
福
音
の
た
め
に
選
び
別
た
れ
、
召
さ
れ
て
使
徒
と
な
っ
た
パ
ウ
ロ
か
ら

-
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
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運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek words
typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies, Heaven
or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different purposes,
different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old Testament Sheol
and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5) Limnē Pyr, 6)
Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the Goats
at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew 25:31-46
and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively suggests
that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do know that
Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2. We also
know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and unbeliever
alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke 23:43, while
unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain, Luke 16:19-31.
Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all unbelievers is
before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is evacuated,
Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind? Jesus
promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks, “Hades where
is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,” Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock death
and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning to “be
afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards! Hades
will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into the Lake
of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown into
the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised, Revelation
21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into the fire?”
Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid. Instead,
read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the identity of the
Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me, you cursed,
into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’” Matthew
25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. Jesus said, “You did not choose me, but I chose you,” John 15:16. Though
unbelievers will suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never
enter the Lake of Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all
mankind will worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.

https://www.AionianBible.org/Destiny
https://www.AionianBible.org/Destiny
https://www.AionianBible.org/Destiny
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